
Genesis

Genesis 1

1 初めに、神が天と地を創造された。

2 地は虚無であり空虚であり、暗闇が深淵の面の上にあり、神の霊が水の面の上を漂っておられた。

3 神は「光よ、あれ」と言われた。すると光があった。

4 神は光を見て、それが良かったことを認められた。神は光と暗闇とを分けられた。

5 神は光を日と呼ばれ、暗闇を夜と呼ばれた。夕方があり、朝があった。第一の日である。

6 神は言われた、「水の真ん中に大空があれ。水と水とを分けるものとなれ」。

7 神は大空を造られ、大空の下にある水と大空の上にある水とを分けられた。そのようになった。

8 神は大空を天と呼ばれた。夕方があり、朝があった。第二の日である。

9 神は言われた、「天の下の水は一つの場所に集まれ。かわいた地が現れよ。」すると、そのようになった。

10 神はかわいた地を地と呼ばれ、水の集まりを海と呼ばれた。神はそれを見て、良しとされた。

11 神は言われた、「地は若草を芽生えさせよ。種を生じる草、種類にしたがって果実を結ぶ実のなる木、その種を内に持つものを、地の上に。」すると、そのようになった。

12 地は若草、すなわち種類にしたがって種を生じる草と、種類にしたがってその中に種を持つ果実を結ぶ木を生え出させた。そして神はそれが良いのをご覧になった。

13 夕方があり、朝があった。第三の日。

14 神は言われた、「光が天の大空にあって、昼と夜とを区別し、しるしと定めの時と日と年のためにあれ」。

15 それらは天の大空にあって光となり、地の上を照らすものとなった。そのようになった。

16 神は二つの大きな光を造られた。大きな光は日の支配のため、小さな光は夜の支配のため、また星を造られた。

17 神はそれらを天の大空に置かれ、地の上を照らすようにされた。

18 日を治め、夜を治め、光と暗闇の間を区別するためであった。神はそれが良いと見られた。

19 夕方があり、朝があった。第四の日。

20 神は言われた、「水は生きている命の這うものを群がらせよ。また鳥は地の上、天の大空の面を飛び渡れ」。

21 神は大きな海の怪物たちと、水がその種類にしたがって群れ生んだすべての動く命あるものと、翼のあるすべての鳥をその種類にしたがって造られた。神はそれを見て、良しとされた。

22 神は彼らを祝福して言われた、「産めよ、増えよ、海の水に満ちよ。また鳥は地に増えよ」。

23 夕方があり、朝があった。第五の日。

24 神は言われた、「地は、その種類にしたがって、命あるもの、すなわち獣と這うものと、地の生き物をその種類にしたがって生み出せ」。すると、そのようになった。

25 神は地の生き物をその種類ごとに、また獣をその種類ごとに、そして地のすべての這うものをその種類ごとに造られた。神はそれを見て、良しとされた。

26 神は言われた、「われわれの像に、われわれの似姿に、人を造ろう。そして彼らが海の魚と天の鳥と獣と、地のすべてと、地の上を這うすべての這うものを支配するように」。

27 神は人をご自分の像に造られた。神の像に彼を造られた。男と女とに彼らを造られた。

28 神は彼らを祝福された。神は彼らに言われた、「産めよ、増えよ、地に満ちよ、地を従わせよ。海の魚、天の鳥、地の上を動くすべての生き物を支配せよ」。

29 神は言われた、「見よ、わたしはあなたがたに、地の全面にある種を生じるすべての草と、その中に木の果実を結び、種を生じるすべての木をあなたがたに与えた。それがあなたがたの食物となるであろう。

30 地のすべての生き物と、天のすべての鳥と、地の上を這うすべてのもの、その中に生きている命があるものすべてに、すべての緑の草を食物として与える」。そして、そのようになった。

31 神はお造りになったすべてのものをご覧になった。見よ、それは極めて良かった。夕方があり、朝があった。第六の日である。

Genesis 2

1 天と地と、そのすべての軍勢とは完成された。

2 神は第七の日に、そのなされたすべての仕事を終えられた。そして第七の日に、そのなされたすべての仕事から休まれた。

3 神は第七の日を祝福され、それを聖別された。その日に、神が造って成し遂げられたすべての仕事から休まれたからである。

4 これらは天と地の系図である。それらが造られた時、主なる神が地と天を造られた日において。

5 野の低木はすべて、まだ地に生えておらず、野の草もすべて、まだ芽を出していなかった。それは、主なる神が地に雨を降らせておらず、地を耕す人もいなかったからである。

6 霧が地から立ち上り、地の全面を潤していた。

7 主なる神は、地のちりで人を形造られた。そして、その鼻に命の息を吹き込まれた。そこで、人は生きた命となった。

8 主なる神は、東のエデンに園を設けられ、そこに、ご自身が形造られた人を置かれた。

9 主なる神は、地から、外観に好ましく、食物に良いすべての木を生えさせられた。また、園の真ん中に命の木と、善悪の知識の木を生えさせられた。

10 川がエデンから出て園を潤し、そこから分かれて四つの頭となった。

11 最初の名はピション、それはハビラのすべての地を巡るもので、そこに金がある。

12 その地の金は良く、そこにはベドラフとオニキスの石がある。

13 第二の川の名はギホンである。それはクシュのすべての地を巡るものであった。

14 第三の川の名はヒデケル、それはアッシュルの東を流れるものである。第四の川はユーフラテスである。

15 主なる神は人を取り、エデンの園に置いて、それを耕し、守らせられた。

16 主なる神は人に命じて言われた、「園のすべての木から、あなたは自由に食べてよい。

17 しかし、善悪の知識の木からは、それを食べてはならない。それを食べる日に、あなたは必ず死ぬ。

18 主なる神は言われた、「人が単独でいるのは良くない。彼のために、彼にふさわしい助けを造ろう」。

19 主なる神は地から野のすべての生き物と天のすべての鳥を形造られ、人がそれに何と名を付けるかを見るために人のところへ連れて来られた。そして人がすべての生き物に付けた名が、その生き物の名となった。

20 人はすべての獣に名を付け、天の鳥と野のすべての生き物にも名を付けた。しかし、人にはその助けとなる者が見つからなかった。

21 主なる神は人に深い眠りを下された。彼が眠ったので、そのあばら骨の一つを取り、その下の場所を肉で閉じられた。

22 主なる神は、人から取ったあばら骨を女に造り、その女を人のところへ連れて来られた。

23 人は言われた、「今度こそ、これは私の骨からの骨、私の肉からの肉だ。これを女と呼ぼう。これは人から取られたのだから。

24 それゆえ、人は父と母を離れ、妻に結びつき、ふたりは一つの肉となる。

25 ふたりは、人とその妻は、裸であったが、恥ずかしくはなかった。

Genesis 3

1 蛇は、主なる神が造られた野のすべての生き物の中で最も狡猾であった。彼は女に言った、「本当に神は、園のすべての木から食べてはならないと言われたのか」。

2 女は蛇に言った、「園の木の果実を私たちは食べます」。

3 そして園の真ん中にある木の果実については、神は「あなたがたはそれを食べてはならない。それに触れてもならない。あなたがたが死なないように」と言われた。

4 蛇は女に言われた、「あなたがたは決して死ぬことはない」。

5 神はご存じである。あなたがたがそれを食べる日には、あなたがたの目が開かれ、神のように善悪を知る者となることを。

6 女はその木が食物として良く、目に欲望であり、賢くするために好ましいものであるのを見た。そして、その果実を取って食べ、自分の夫にも与えたので、彼も食べた。

7 二人の目は開かれ、自分たちが裸であることを知った。そして、いちじくの葉を縫い合わせて、自分たちのための帯を作った。

8 彼らは、主なる神が園の中を日の涼しい風に歩いておられる声を聞いた。そして、人とその妻は、主なる神の顔を避けて、園の木の真ん中に身を隠した。

9 主なる神は人に呼びかけ、彼に言われた、「あなたはどこにいるのか」。

10 私はあなたの声を園で聞きました。裸であったので、恐れて隠れました。

11 主は言われた、「あなたが裸であることを、だれがあなたに告げたのか。あなたは、わたしが食べるなと命じた木から、食べたのか。

12 人は言われた、「あなたが私と共にいてくださるようにされた女が、その木から私に与え、私は食べました。

13 主なる神は女に言われた、「あなたは何ということをしたのか」。女は言った、「蛇が私を欺いたので、私は食べました」。

14 主なる神は蛇に言われた、「あなたがこれをしたので、あなたはすべての家畜と、すべての野の生き物のうちから呪われた。あなたは腹で歩き、あなたの命のすべての日にちりを食べるであろう」。

15 わたしは敵意を置く、お前と女の間に、お前の子孫と彼女の子孫の間に。彼はお前の頭を砕き、お前は彼のかかとを砕く。

16 女に言われた、「わたしはあなたの苦しみと妊娠を大いに増す。あなたは苦しみのうちに子を産む。あなたの欲望はあなたの夫のほうへ向かい、彼があなたを支配するであろう。

17 そしてアダムに言われた、「あなたが妻の声に聞き従い、わたしが『それから食べてはならない』と命じた木から食べたので、地はあなたのためにのろわれた。あなたは苦しみのうちに、あなたのいのちのすべての日々、それを食べるであろう。

18 いばらとあざみをあなたのために生えさせられる。あなたは野の草を食べるであろう。

19 あなたは顔の汗をもってパンを食べ、ついに地に帰るまでである。あなたがそこから取られたからだ。あなたはちりだから、ちりに帰るのだ。

20 人は自分の妻の名をエバと呼んだ。彼女がすべての生き物の母となったからである。

21 主なる神は人とその妻のために皮の長服を造り、彼らに着せられた。

22 主なる神は言われた。「見よ、人はわれわれの一人のようになり、善悪を知るようになった。今、彼が手を伸ばして、命の木からも取って食べ、永遠に生きることがないように。

23 主なる神は、その人をエデンの園から追い出された。彼がそこから取られた地を耕すためであった。

24 神は人を追い出された。そして、エデンの園の東に、ケルビムと、回る燃える炎の剣を置かれた。それは命の木への道を守るためであった。

Genesis 4

1 人はその妻エバを知った。彼女は身ごもり、カインを産み、「私は主と共に人を得た」と言った。

2 彼女はまた、その兄弟アベルを産んだ。アベルは羊の群れを飼う者となり、カインは地を耕す者となった。

3 日の終わりになって、カインは地の果実から主への献げ物を持って来た。

4 アベルもまた、自分の羊の群れの長子の権利と、その脂肪を持って来た。主はアベルとその献げ物に目を留められた。

5 カインとその献げ物には目を留められなかった。カインは非常に怒り、その顔はうつむいた。

6 主はカインに言われた、「なぜあなたは怒っているのか。なぜあなたの顔は伏せられているのか。

7 もしあなたが善を行うなら、高揚されるのではないか。もし善を行わないなら、罪が入口にうずくまっている。その欲望はあなたに向かうが、あなたはそれを支配すべきである。

8 カインは自分の兄弟アベルに言った。そして、彼らが野にいたとき、カインは自分の兄弟アベルに立ち向かい、彼を殺した。

9 主はカインに言われた、「あなたの兄弟アベルはどこにいるのか」。彼は言った、「私は知らない。私は自分の兄弟の番人なのでしょうか」。

10 主は言われた、「あなたは何をしたのか。あなたの兄弟の血の声が、地からわたしに向かって叫んでいる。

11 今や、あなたは地から呪われている。その地は、あなたの手からあなたの兄弟の血を受けるために、その口を開いたのだ。

12 地を耕しても、地はもはやあなたにその力を与えない。あなたは地上でさまよい、逃げる者となるであろう。

13 カインは主に言われた、「私の咎は重すぎて、負いきれません。

14 今日、あなたは私を地の前から追い出され、私はあなたの前から隠れなければなりません。私は地でさまよい、揺れ動く者となり、私を見つける者はすべて、私を殺すでしょう。

15 主はカインに言われた、「それゆえ、カインを殺す者はすべて七倍の報いを受けるであろう」。そして主はカインにしるしを付けられた。それは、彼に出会うすべての者が彼を打つことのないためであった。

16 カインは主の前から出て行き、ノドの地に住んだ。それはエデンの東であった。

17 カインはその妻を知った。彼女は身ごもってエノクを産んだ。彼は町を建てていた。そして、その町の名を自分の子エノクの名にちなんで呼んだ。

18 エノクにイラデが生まれた。イラデはメフヤエルを生んだ。メフヤエルはメトシャエルを生んだ。メトシャエルはラメクを生んだ。

19 ラメクは自分のために二人の妻をめとった。一人の名はアダ、もう一人の名はツィラ。

20 アダはヤバルを産んだ。彼は天幕に住み、家畜を飼う者の父となった。

21 その兄弟の名はユバルであった。彼はすべての竪琴と笛を取る者の父となった。

22 ツィラもまた、トバル・カインを産んだ。彼はすべての青銅と鉄の道具を鍛える者であった。トバル・カインの姉妹はナアマであった。

23 ラメクは自分の妻たちに言った、「アダよ、ツィラよ、私の声を聞け。ラメクの妻たちよ、私の言葉に耳を傾けよ。なぜなら、私は自分の傷のために人を殺し、自分の打ち傷のために子供を殺したからだ」。

24 カインは七倍に復讐されるが、ラメクは七十七倍である。

25 アダムは再び妻を知った。彼女は子を産み、その名をセツと呼んだ。「神が、カインに殺されたアベルの代わりに、もうひとりの子孫を私に授けられたからだ」と。

26 セツにもまた、彼に子が生まれた。彼はその名をエノスと呼んだ。そのとき、人々は主の名を呼ぶことを始めた。

Genesis 5

1 これはアダムの系図の書物である。神が人を造られた日、神の似姿に彼を造られた。

2 彼は男と女に彼らを造られた。そして彼らを祝福された。彼らの名を、彼らが造られた日に「人」と呼ばれた。

3 アダムは百三十年生きて、自分の似姿に、自分の像のとおりに子を産み、その名をセツと呼んだ。

4 アダムがセツを生んでからの日々は八百年であり、彼は子と娘たちを生んだ。

5 アダムが生きたすべての日は九百三十年であった。そして彼は死んだ。

6 セツは百五年生きて、エノスを生んだ。

7 セツはエノスを生んだ後、八百七年生き、子と娘を生んだ。

8 セツのすべての日は九百十二年であった。そして彼は死んだ。

9 エノスは九十年生き、カイナンを生んだ。

10 エノスはカイナンを生んで後、八百十五年生きた。そして、息子たちと娘たちを生んだ。

11 エノスのすべての日は九百五年であった。そして彼は死んだ。

12 カイナンは七十年生き、マハラルエルを生んだ。

13 カイナンはマハラルエルを生んだ後、八百四十年生きた。そして、子と娘を生んだ。

14 カイナンのすべての日は九百十年であり、彼は死んだ。

15 マハラルエルは六十五年生きて、ヤレドを生んだ。

16 マハラルエルはヤレドを生んだ後、八百三十年生きた。そして、息子たちと娘たちを生んだ。

17 マハラルエルのすべての日は八百九十五年であった。そして彼は死んだ。

18 ヤレドは百六十二年生きて、エノクを生んだ。

19 ヤレドはエノクを生んだ後、八百年生きた。そして、子と娘を生んだ。

20 ヤレドのすべての日は九百六十二年であった。そして彼は死んだ。

21 エノクは六十五年生き、メトセラを生んだ。

22 エノクはメトセラを生んだ後、三百年の間、神と共に歩んだ。そして、彼は子と娘たちを生んだ。

23 エノクのすべての日は、三百六十五年であった。

24 エノクは神と共に歩んだ。そして彼は存在しなくなった。神が彼を取られたからである。

25 メトセラは百八十七年生きて、ラメクを生んだ。

26 メトセラはラメクを生んだ後、七百八十二年生き、息子たちと娘たちを生んだ。

27 メトセラのすべての日は九百六十九年であった。そして彼は死んだ。

28 ラメクは百八十二年生きて、子を産んだ。

29 彼はその名をノアと呼んで言った、「この子は、主が呪われた地から、私たちのわざと、私たちの手の苦しみとによって、私たちを慰めてくれるであろう」。

30 ラメクはノアを生んで後、五百九十五年生き、息子たちと娘たちを生んだ。

31 ラメクのすべての日は七百七十七年であった。そして彼は死んだ。

32 ノアは五百歳の子となり、ノアはセム、ハム、ヤフェテを生んだ。

Genesis 6

1 人が地の面に増え始めたとき、彼らに娘たちが生まれた。

2 神の子らは、人の娘たちが美しいのを見て、自分たちのために、すべて選んだ者の中から妻を取った。

3 主は言われた、「わたしの霊は、人の中に永遠にはとどまらない。彼は肉であるからだ。彼の日は百二十年となるであろう」。

4 その日々、地に巨人たちがいた。その後も、神の子たちが人の娘たちのところに入り、彼らに子が生まれた。彼らは、永遠からの勇士たち、名のある人々であった。

5 主は、地における人の悪が大きいことと、その心の企てのすべての形が、終日ただ悪のみであるのを見られた。

6 主は、地に人を造られたことを悔やまれ、心を痛められた。

7 主は言われた、「わたしが造った人を地の面から消し去ろう。人から獣、這うもの、天の鳥に至るまで。わたしが彼らを造ったことを悔やんだからだ。

8 ノアは主の目に恵みを見いだした。

9 これはノアの系図である。ノアは正しい人で、その世代の中で全き人であった。ノアは神と共に歩んだ。

10 ノアは三人の子、セム、ハム、ヤフェテを生んだ。

11 地は神の前に堕落し、地は暴力で満ちた。

12 神は地をご覧になった。見よ、それは朽ち果てていた。すべての肉なるものが、その道を地の上で朽ち果てさせていたからである。

13 神はノアに言われた。「すべての肉の終わりがわたしの前に来た。地は彼らの前で暴力で満ちている。見よ、わたしは彼らを地とともに滅ぼそうとしている。

14 ゴフェルの木の箱をあなたのために造りなさい。その箱には部屋を作り、内側と外側を瀝青で塗りなさい。

15 そして、あなたがそれを造る方法はこうである。箱の長さは三百キュビト、その幅は五十キュビト、その身長は三十キュビトである。

16 箱に真昼の光を取り入れる窓を造り、それを上から一キュビトのところで仕上げなさい。箱の入口はその側に設けなさい。下の階と二階と三階に造りなさい。

17 そして、わたしは、見よ、わたしは、地の上に洪水の水をもたらす。天の下にある命の息を持つすべての肉を滅ぼすために。地にあるすべてのものは死ぬであろう。

18 わたしはあなたとわたしの契約を立てる。あなたは箱に入れ。あなたと、あなたの子らと、あなたの妻と、あなたの子らの妻たちも、あなたとともに。

19 また、すべての生き物の中から、すべての肉なるものの中から、すべてのものを二つずつ箱の中に連れて行きなさい。あなたとともに生き長らえさせるためである。雄と雌である。

20 鳥はその種類にしたがって、獣はその種類にしたがって、地のすべての這うものはその種類にしたがって、すべてのものから二つずつがあなたのところに来て、生き長らえるようにしなさい。

21 あなたは、食べられるすべての食物を自分のために取り、それを自分のところに集めなさい。それは、あなたと彼らのための食物となるであろう。

22 ノアは、神が彼に命じられたすべてのとおりに、そのように行った。

Genesis 7

1 主はノアに言われた。「あなたとあなたのすべての家は箱に入れ。この世代の中で、わたしの前にあなたが正しい者であるのを、わたしは見たからだ。

2 すべての清い獣から、あなたのために七つずつ、雄と雌を取れ。しかし、清くない獣からは、二つ、雄と雌を取れ。

3 また、天の鳥からも、七つずつ、雄と雌を取れ。すべての地の面に子孫を残すために。

4 まだ七日たてば、わたしは地の上に四十日四十夜の雨を降らせ、わたしが造ったすべての生き物を地の面からぬぐい去る。

5 ノアは、主が彼に命じられたすべてのとおりに行った。

6 ノアは六百歳であった。そして洪水が地の上に水となって起こった。

7 ノアとその子らとその妻と子らの妻たちは、洪水の水の前から箱舟に入った。

8 清い獣と、清くない獣と、鳥と、地の上を這うすべてのものから、

9 雄と雌、二匹ずつ、神がノアに命じられたとおりに、ノアのもとへ箱の中に入って来た。

10 七日の後、洪水の水が地の上にあった。

11 ノアのいのちの六百年目の第二の月の十七日、その日に、大いなる深淵のすべての泉が裂け、天の窓が開かれた。

12 雨は地の上に四十日四十夜降り続けた。

13 まさにその日のうちに、ノアと、その子セム、ハム、ヤフェテ、そしてノアの妻と、彼の三人の子の妻たちが、彼らと共に箱の中に入った。

14 彼らと、地の上のすべての生き物をその種類ごとに、すべての獣をその種類ごとに、地を這うすべての這うものをその種類ごとに、すべての鳥をその種類ごとに、すべての翼ある鳥を。

15 すべての肉なるもののうち、命の息を持つものが、二つずつ、ノアのもとへ、箱へと入って来た。

16 入って来るものは、すべての肉なるものの雄と雌であり、神が彼に命じられたとおりに来た。そして主は彼のうしろを閉ざされた。

17 洪水は四十日の間、地の上にあった。水は増え、箱を押し上げたので、箱は地の上に浮かんだ。

18 水は大いに増し、地の上に非常に増し加わった。そして箱は水の面の上を進んだ。

19 水は地の上でますます大いに増し加わり、天の下にあるすべての高い山々はすべて覆われた。

20 水は上に十五キュビトまで勝り、山々は覆われた。

21 すべての肉なるものは地の上を這うもので、鳥と獣と生き物と、地の上を這うすべての這うものと、すべての人は絶え果てた。

22 すべての命の息がその鼻にあるもの、乾いた地にいるすべてのものは、死んだ。

23 地の面にいるすべての生き物を、人から獣まで、這うものまで、天の鳥まで、すべて消し去られた。それらは地から消し去られた。ただノアと、彼と共に箱の中にいた者たちだけが残された。

24 水は地の上に勢いを増し、百五十日の間であった。

Genesis 8

1 神はノアと、彼と共に箱の中にいたすべての生き物とすべての獣とを心に留められた。神は地の上に風を吹かせられたので、水は引いた。

2 深淵の泉と天の窓は閉ざされ、天からの雨は止められた。

3 水は地の上から引き続き引き返し、水は百五十日の果てに減った。

4 箱は第七の月の十七日にアララテの山々の上に止まった。

5 水は絶えず減り続け、第十の月に至った。第十の月の一日に、山々の頭が見えた。

6 四十日の終わりに、ノアは自分が造った箱の窓を開けた。

7 からすを送り出された。からすは、地の上から水が干上がるまで、出たり戻ったりした。

8 彼は自分のもとから鳩を放ち、水が地の面から引いたかどうかを見ようとした。

9 鳩は自分の足の手のひらのための休息所を見つけられず、箱のところへ彼のもとに戻って来た。それは、すべての地の面の上に水があったからである。彼は手を差し伸べ、彼女を取り、彼女を自分のところ、箱の中へ連れ入れた。

10 さらに七日の間、彼は待った。そして、再び箱から鳩を放った。

11 鳩は夕方の時に彼のもとに帰って来た。見よ、その口には折れたオリーブの葉があった。ノアは、水が地の上から引いたことを知った。

12 さらに七日ほかの日を待ち、鳩を放ったが、鳩は再び彼のもとに戻って来なかった。

13 六百一年の第一の月の一日に、地の上の水は乾いた。ノアは箱の覆いを取り除いて見ると、見よ、地の顔は乾いていた。

14 第二の月の二十七日、その月の日に、地は乾いた。

15 神はノアに言われた。

16 箱から出なさい。あなたとあなたの妻、あなたの子ら、そしてあなたの子らの妻たちも、あなたと共に。

17 あなたと共にいるすべての生き物、すべての肉なるもの、鳥と獣と、地の上を這うすべての這うものを、あなたと共に連れ出しなさい。それらが地の上で群がり、地の上で増え、多くなるように。

18 ノアは、その子たち、その妻、そしてその子たちの妻たちとともに出て行った。

19 すべての生き物、すべての這うもの、すべての鳥、地の上を這うすべてのものは、その家族ごとに箱から出て行った。

20 ノアは主のために祭壇を築いた。そして、すべての清い獣とすべての清い鳥の中から取って、祭壇の上で全焼のいけにえをささげた。

21 主は芳しい香りを嗅がれ、主は御心に言われた、「わたしはもはや、人のゆえに地を呪うことはしない。人の心の形は、その若い頃から悪いからである。わたしは、ちょうどわたしがしたように、もはやすべての生き物を打つことはしない」。

22 地のすべての日々の間、種と収穫、寒さと暑さ、夏と冬、昼と夜は、休むことがない。

Genesis 9

1 神はノアとその子たちを祝福された。そして彼らに言われた。「産めよ、増えよ、地に満ちよ。

2 あなたがたの恐れと恐怖は、地のすべての生き物と、天のすべての鳥の上にあり、地を這うすべてのものと、海のすべての魚は、あなたがたの手に与えられた。

3 動くもので生きているものはすべて、あなたがたの食物となるであろう。緑の草のように、わたしはあなたがたにすべてのものを与えた。

4 ただし、その命である血を含む肉を、あなたがたは食べてはならない。

5 確かに、あなたがたの命の血については、わたしはすべての生き物の手からそれを求める。また、人の手から、すなわち、その兄弟である人の手から、人の命を求める。

6 人の血を流す者は、人によってその血が流される。神の像として人を造られたからである。

7 あなたがたは、生めよ、増えよ、地に群がり、その中で増えよ。

8 神はノアと、彼と共にいるその子らにこう言われた。

9 そして、見よ、わたしはあなたがたと、あなたがたの後の子孫との間に、わたしの契約を立てる。

10 そして、あなたがたと共にいるすべての生きている命、鳥、獣、地のすべての命ある生き物、すなわち箱から出たすべてのもの、地のすべての生き物と共に。

11 わたしはあなたがたとわたしの契約を立てる。すべての肉なるものは、もはや洪水の水によって断たれることはない。もはや地を滅ぼす洪水はないであろう。

12 神は言われた、「これは、わたしがあなたがたと、あなたがたと共にいるすべての生きている魂との間に、永遠の世代のために立てる契約のしるしである。

13 私は雲の中にわたしの弓を置いた。それは地との間の契約のしるしとなる。

14 わたしが雲を地の上に起こすとき、その雲の中に弓が現れるであろう。

15 わたしはわたしの契約を思い起こす。それは、わたしとあなたがたの間、およびすべての肉なるすべての命あるものとの間の契約である。そして、もはや水が洪水となってすべての肉を滅ぼすことはない。

16 弓は雲の中にあり、わたしはそれを見て、神と地の上のすべての肉なるすべての命あるものとの間の永遠の契約を思い起こす。

17 神はノアに言われた、「これは、わたしが地の上のすべての肉なるものとの間に立てた契約のしるしである」。

18 ノアの子らで箱から出た者たちは、セムとハムとヤフェテであった。そして、ハムはカナンの父である。

19 この三人はノアの子たちであり、この者たちからすべての地が広がった。

20 ノアは農夫となり、ぶどう園を植えた。

21 彼はそのぶどう酒を飲んで酔い、自分の天幕の真ん中で裸になった。

22 ハム、カナンの父は、自分の父の裸を見て、外で二人の兄弟に告げた。

23 セムとヤフェテは衣を取って、二人の肩に掛け、後ろ向きに歩いて父の裸を覆った。彼らの顔は後ろを向いており、父の裸を見なかった。

24 ノアはそのぶどう酒から覚めて、自分の末の子が自分に対してしたことを知った。

25 そして言われた、「呪われよ、カナン。彼は兄弟たちのしもべのしもべとなるであろう」。

26 セムの神、主はほめたたえられるように。そして、カナンは彼らのしもべとなるように。

27 神がヤフェテを広げられ、彼がセムの天幕に住むように。そしてカナンが彼らのしもべとなるように。

28 ノアは洪水の後、三百五十年生きた。

29 ノアのすべての日は九百五十年であった。そして彼は死んだ。

Genesis 10

1 これはノアの子らの系図である。セム、ハム、ヤフェテ。彼らに洪水の後に子らが生まれた。

2 ヤフェテの子らは、ゴメル、マゴグ、メディア、ヤワン、トバル、メシェク、テラスである。

3 ゴメルの子は、アシュケナズ、リファテ、トガルマである。

4 ヤワンの子はエリシャとタルシシュ、キッテとドダニムである。

5 これらの者から、諸国の島々はその地に従って、それぞれの舌に従って、その家族に従って、その諸国の中で分かれた。

6 ハムの子は、クシュ、エジプト、プト、カナンである。

7 クシュの子らはセバ、ハビラ、サブタ、ラアマ、サブテカ。ラアマの子らはシバとデダン。

8 クシュはニムロデを生んだ。彼は地において力ある者となることを始めた。

9 彼は主の前における狩猟の勇士であった。それゆえ、「主の前における狩猟の勇士ニムロデ」と言われる。

10 彼の王国の初めはバビロン、エレク、アッカド、カルネであり、それはシヌアルの地にあった。

11 かの地からアッシュルが出て行き、ニネベとレホボテの町とカラを建てた。

12 レセンはニネベとカラの間にあった。これがかの大いなる町である。

13 エジプトはルディムとアナミム人とレハビムとナフトヒムを生んだ。

14 パトロス人とカスルヒム、その者たちからペリシテ人が出た、そしてカフトル人。

15 カナンは、その長子であるシドンとヘテを生んだ。

16 エブス人、アモリ人、ギルガシ人。

17 ヒビ人とアルキ人とシニ人。

18 アルワド人、ゼマリ人、ハマテ人。その後、カナン人の家族は散らされた。

19 カナン人の境界はシドンからゲラルへ向かい、ガザに至り、ソドムとゴモラとアドマとゼボイムへ向かい、レシャに至るまでであった。

20 これらはハムの子らであり、その家族、その舌、その地、その諸国によるものである。

21 セムにもまた、彼に子が生まれた。彼はすべてのエベルの子らの先祖であり、大いなるヤフェテの兄弟である。

22 セムの子は、エラム、アッシュル、アルパクサデ、ルド、アラムである。

23 アラムの子は、ウツ、フル、ゲテル、マシュ。

24 アルパクサデはシェラを生んだ。シェラはエベルを生んだ。

25 エベルに二人の子が生まれた。一人の名はペレグ。彼の日に地が分かれたからである。その兄弟の名はヨクタン。

26 ヨクタンはアルモダデとシェレフとハツァルマウェテとヤラを生んだ。

27 ハドラム、ウザル、ディクラ。

28 オバル、アビマエル、シバ。

29 オフィル、ハビラ、ヨバブ。これらはすべてヨクタンの子である。

30 彼らの居住は、メシャからセファルに至るまで、東の山に及んだ。

31 これらはセムの子らであり、その家族により、その舌により、その地により、その諸国による。

32 これらはノアの子らの家族、その系図による諸国であり、これらの者たちから諸国が洪水の後に地に分かれた。

Genesis 11

1 全地は一つの言語であり、言葉も一つであった。

2 彼らが東から移動したとき、シヌアルの地に平地を見つけ、そこに住んだ。

3 互いに友に言った、「さあ、れんがを造って、焼き固めよう」。そして、彼らにとってれんがは石となり、瀝青は彼らにとって粘土となった。

4 彼らは言った、「さあ、私たちのために町と、その頭が天に届く塔を建て、私たちのために名を造ろう。われわれが全地の面に散らされることのないように。

5 主は、人の子たちが建てた町と塔を見るために降りて来られた。

6 主は言われた、「見よ、彼らは一つの民で、すべてに一つの唇があり、これが彼らの行いの始まりである。今や、彼らが企てるすべてのことは、彼らから阻まれることはないであろう。

7 さあ、我々は降りて行き、そこで彼らの唇を混乱させよう。彼らは互いに、人の友の唇を聞き取ることができないように。

8 主は彼らをそこから地のすべての面に散らされた。そして彼らは町を建てるのをやめた。

9 それゆえ、その名はバビロンと呼ばれた。主がそこですべての地の唇を混ぜられたからである。そして、主は彼らをそこからすべての地の面に散らされた。

10 これはセムの系図である。セムは百歳の子であり、洪水の二年後にアルパクサデを生んだ。

11 セムはアルパクサデを生んだ後、五百年生きた。そして、子と娘たちを生んだ。

12 アルパクサデは三十五年生き、シェラを生んだ。

13 アルパクサデはシェラを生んだ後、四百三年生きた。そして、彼は息子たちと娘たちを生んだ。

14 シェラは三十年生きて、エベルを生んだ。

15 シェラはエベルを生んだ後、四百三年生きた。そして、息子たちと娘たちを生んだ。

16 エベルは三十四年生きた。そして、ペレグを生んだ。

17 エベルはペレグを生んだ後、四百三十年生きた。そして、彼は息子たちと娘たちを生んだ。

18 ペレグは三十年生きて、レウを生んだ。

19 ペレグはレウを生んだ後、二百九年生きた。そして、息子たちと娘たちを生んだ。

20 レウは三十二年生きた。そして、セルグを生んだ。

21 レウはセルグを生んだ後、二百七年生きた。そして、息子たちと娘たちを生んだ。

22 セルグは三十年生きて、ナホルを生んだ。

23 セルグはナホルを生んで後、二百年生きた。そして、息子たちと娘たちを生んだ。

24 ナホルは二十九年生き、テラを生んだ。

25 ナホルはテラを生んだ後、百十九年生き、子と娘を生んだ。

26 テラは七十歳になり、アブラム、ナホル、そしてハランを生んだ。

27 これはテラの系図である。テラはアブラム、ナホル、ハランを生んだ。ハランはロトを生んだ。

28 ハランは父テラの前で、その生まれの地、カルデヤ人のウルで死んだ。

29 アブラムとナホルは自分たちのために妻をめとった。アブラムの妻の名はサライ、ナホルの妻の名はミルカ、ハランの娘で、ミルカの父であり、イスカの父でもあった。

30 サライは不妊で、彼女には子がいなかった。

31 テラはその子アブラムと、ハランの子である自分の孫ロトと、自分の嫁サライ、すなわちアブラムの子の妻を連れて、彼らと共にカルデヤ人のウルから出て、カナンの地へ行こうとしたが、ハランまで来て、そこに住んだ。

32 テラの日は二百五年であった。そしてテラはハランで死んだ。

Genesis 12

1 主はアブラムに言われた、「あなたの地、あなたの生まれ、あなたの父の家を離れて、わたしがあなたに示す地へ行きなさい」。

2 わたしはあなたを大きな国とし、あなたを祝福し、あなたの名を大きくしよう。あなたは祝福となれ。

3 あなたを祝福する者をわたしは祝福し、あなたを呪う者をわたしは呪う。地のすべての家族は、あなたによって祝福される。

4 アブラムは、主が彼に言われたとおりに出て行った。ロトも彼と一緒に行った。アブラムはハランを出たとき、七十五歳の子であった。

5 アブラムは妻サライと、自分の兄弟の子ロトと、彼らが得たすべての財産と、ハランで得た命を連れて、カナンの地へ行くために出発し、カナンの地に着いた。

6 アブラムはその地を進み、シェケムの場所、モレの樫の木に至った。そのころ、カナン人はその地にいた。

7 主はアブラムに現れ、言われた、「あなたの子孫にこの地を与える」。彼はそこに、自分に現れた主のために祭壇を築いた。

8 彼はそこからベテルの東の山に移り、西にベテル、東にアイがある所に天幕を張った。そしてそこに主のために祭壇を築き、主の名を呼んだ。

9 アブラムは進み続けて、ネゲブへと旅立った。

10 地に飢饉があったので、アブラムはそこに寄留するためにエジプトへ下った。その地の飢饉が激しかったからである。

11 エジプトに入るために近づいたとき、彼は妻サライに言った、「見よ、私はあなたが外観の美しい妻であることを知っている」。

12 エジプト人があなたを見て、『これは彼の妻だ』と言うだろう。そして彼らは私を殺し、あなたを生かしておくだろう。

13 あなたは、どうか私の姉妹だと言ってください。そうすれば、あなたのために私が良くされ、あなたのために私の命が生き延びるでしょう。

14 アブラムがエジプトに入ったとき、エジプト人はその女を見た。彼女が非常に美しかったからである。

15 ファラオの長官たちは彼女を見て、ファラオに彼女を褒め称えた。そして、その女はファラオの家に連れて行かれた。

16 アブラムは彼女のために良くされた。彼には羊の群れ、牛、ろば、しもべ、女奴隷、雌ロバ、らくだが与えられた。

17 主は、ファラオとその家に、アブラムの妻サライの言葉のゆえに、大きな災害をもたらされた。

18 ファラオはアブラムを呼び寄せて言われた、「あなたは私に何ということをしたのか。なぜ、彼女があなたの妻であることを私に告げなかったのか。

19 なぜあなたは「彼女は私の姉妹です」と言ったのか。それで私は彼女を自分の妻として娶った。今ここに、あなたの妻がいる。取って、行け。

20 ファラオは彼について人々に命じ、彼とその妻と彼のすべてのものを送り出した。

Genesis 13

1 アブラムはエジプトから上って、彼とその妻と、彼のすべてのもの、そしてロトも彼とともに、ネゲブへ行った。

2 アブラムは非常に富み、家畜と銀と金を持っていた。

3 彼はその旅路を進み、ネゲブからベテルまで、すなわち初めに彼の天幕があった場所、ベテルとアイの間まで行った。

4 彼が最初に祭壇を造った場所へ。アブラムはそこで主の名を呼んだ。

5 また、アブラムと共に行ったロトにも、羊の群れと牛と天幕があった。

6 地は彼らが一緒に住むことを支えきれなかった。彼らの財産が多かったので、彼らは一緒に住むことができなかったからである。

7 アブラムの家畜の牧者たちとロトの家畜の牧者たちとの間に争いが生じた。そのころ、カナン人とペリジ人がその地に住んでいた。

8 アブラムはロトに言われた、「どうか、私とあなたの間、また私の牧者たちとあなたの牧者たちの間に、争いがありませんように。私たちは互いに兄弟なのですから」。

9 すべての地はあなたの前にあるではないか。どうか私から離れてください。もし左なら、私は右に行きます。もし右なら、私は左に行きます。

10 ロトは目を上げて、ヨルダンの低地全体を見た。それはすべて水が豊かであり、主がソドムとゴモラを滅ぼされる前のことだったが、主の園のように、エジプトの地のように、ゾアルに向かう道のようであった。

11 ロトは自分のためにヨルダンの低地をすべて選び、ロトは東へ移動した。そして、互いに兄弟から離れた。

12 アブラムはカナンの地に住み、ロトはその低地の町々に住み、ソドムまで天幕を張った。

13 ソドムの人々は、主に対して非常に悪く、罪深かった。

14 主は、ロトが彼から別れた後、アブラムに言われた。「あなたがいる場所から、目を上げて、北とネゲブと東と海を見なさい。

15 あなたが見ているすべての地を、わたしはあなたとあなたの子孫に、永遠に与える。

16 あなたの子孫を地のちりのように多くされる。もし人が地のちりを数えることができるなら、あなたの子孫も数えられるであろう。

17 立ち上がって、その地をその長さとその幅のとおりに歩き回れ。わたしはそれをあなたに与えるからだ。

18 アブラムは天幕を張り、来て、ヘブロンにあるマムレの樫の木のところに住んだ。そしてそこに主への祭壇を築いた。

Genesis 14

1 シヌアルの王アムラペルの日々に、エラサルの王アリオク、エラムの王ケドルラオメル、諸国の王ティデアルがいた。

2 ソドムの王ベラと、ゴモラの王ビルシャと、アドマの王シナブと、ゼボイムの王シェムエベルと、ベラの王（これはゾアルである）とに戦いをしかけた。

3 これらのすべてはシディムの谷に集まった。それは塩の海である。

4 十二年はケドルラオメルに仕えたが、十三年目に反逆した。

5 十四年目に、ケドルラオメルと彼と共にいた王たちが来て、アシュタロテ・カルナイムでレファイムを、ハムでズジムを、シャベ・キリヤタイムでエミム人を打ち破った。

6 また、セイルの山にいたホリ人を、荒野に面したエル・パランに至るまで打ち破った。

7 彼らは引き返し、エン・ミシュパテ、すなわちカデシュに来て、アマレク人のすべての野を打ち、またハツェツォン・タマルに住むアモリ人をも打った。

8 ソドムの王とゴモラの王とアドマの王とゼボイムの王とベラの王（これはゾアルである）が出て行き、彼らと共にシディムの谷で戦いを整えた。

9 ケドルラオメル、エラムの王、ティデアル、諸国の王、アムラペル、シヌアルの王、アリオク、エラサルの王、四人の王が五人の王と戦った。

10 シディムの谷には瀝青の井戸が幾つもあった。ソドムの王とゴモラの王は逃げ、そこに落ちた。残った者たちは山へ逃げた。

11 彼らはソドムとゴモラのすべての財産と、そのすべての食物を取り、去って行った。

12 彼らはアブラムの兄弟の子ロトとその財産を取って、去って行った。彼はソドムに住んでいた。

13 逃亡者が来て、ヘブル人アブラムに告げた。彼はアモリ人マムレの樫の木のところに住んでいた。マムレはエシュコルの兄弟であり、アネルの兄弟でもあった。彼らはアブラムの契約の主人たちであった。

14 アブラムは、自分の兄弟が捕らえられたのを聞き、自分の家で生まれた訓練された者三百十八人を引き連れ、ダンまで追跡した。

15 彼は夜、自分のしもべたちとともに彼らに分かれて襲いかかり、彼らを打ち、ダマスコの左にあるホバまで追跡した。

16 すべての財産を取り戻された。また、彼の兄弟ロトとその財産をも取り戻され、さらに女たちと民をも取り戻された。

17 ソドムの王は、ケドルラオメルと彼と共にいた王たちを打ち破って戻った後、彼を迎えに出て、シャベの谷、すなわち王の谷に来た。

18 サレムの王メルキゼデクはパンとぶどう酒を持ち出した。彼は至高の神の祭司であった。

19 彼はアブラムを祝福して言われた、「天と地を造られた、いと高き神によりて、アブラムは祝福されたまえ」。

20 いと高き神は、あなたの敵をあなたの手に渡された方である。その方に祝福があるように。そしてアブラムは、すべてのものの十分の一を彼に与えた。

21 ソドムの王はアブラムに言われた、「私に命をください。財産はあなたが取りなさい」。

22 アブラムはソドムの王に言われた、「私は天と地を造られた主、いと高き神に向かって手を上げた。

23 糸一本から靴のひもに至るまで、またあなたのすべてのものから何一つ取ることはしない。あなたが「私がアブラムを富ませた」と言わないためである。

24 私の分は別として、ただ若者たちが食べたものと、私と共に行った人々の分け前だけです。アネル、エシュコル、マムレ、彼らは自分たちの分け前を受け取るでしょう。

Genesis 15

1 これらのことの後、主のことばが幻の中でアブラムに臨んで言われた。「アブラムよ、恐れるな。わたしはあなたの盾である。あなたの賃金は非常に多い。

2 アブラムは言われた、「主なる神よ、あなたは私に何を下さるのですか。私は子なくして歩んでおり、私の家の執事であるダマスコのエリエゼルが、私の跡を継ぐのです。

3 アブラムは言われた、「ご覧ください、あなたは私に子孫を与えられませんでした。そして、私の家の子が私の跡を継ぐのです」。

4 見よ、主の言葉が彼に臨んで言われた、「この者はあなたの相続人とはならない。あなたの腹から出る者こそ、あなたの相続人となる」。

5 彼を外に連れ出され、言われた、「天を仰いで、星を数えられるなら、それを数えてみよ」。そして彼に言われた、「あなたの子孫はこのようになるであろう」。

6 彼は主を信じた。主はそれを彼の義と認められた。

7 主は彼に言われた、「わたしは主である。あなたをカルデヤ人のウルから導き出し、この地をあなたに与えて、それを所有させようとしている者である。

8 主よ、神よ。何によって、私がそれを相続することを知ることができましょうか。

9 彼は彼に言われた、「わたしのために三歳の雌牛と三歳の雌ヤギと三歳の雄羊、および鳩と雛を取って来なさい」。

10 彼はこれらすべてを取り、それらを真ん中で切り分け、互いにその部分を互いに向かい合わせて置いた。しかし鳥は切り分けなかった。

11 猛禽が死体の上に降りて来たので、アブラムはそれらを追い払った。

12 太陽が沈もうとしていたとき、深い眠りがアブラムに臨んだ。すると見よ、大きな恐れと暗闇が彼に降りかかっていた。

13 主はアブラムに言われた、「あなたの子孫は、彼らのものでない地で寄留者となり、彼らに仕えられ、四百年の間、苦しめられることを、よく知っておきなさい」。

14 彼らが仕える諸国をも、わたしは裁く。その後、彼らは多くの財産を持って出て行くであろう。

15 あなたは平和のうちにあなたの父たちのところへ行き、良い白髪で葬られるであろう。

16 第四の世代はここに帰って来る。それは、アモリ人の咎がまだ満ちていないからである。

17 太陽が沈み、暗闇となった。すると見よ、煙の立つかまどと、燃えるたいまつが、それらの部分の間を通り過ぎた。

18 その日、主はアブラムと契約を結ばれ、こう言われた。「あなたの子孫に、この地を与える。エジプトの川から、あの大きな川、ユーフラテス川までを。

19 ケニ人とケニズ人とカドモニ人

20 ヒッタイト人、ペリジ人、レファイム。

21 アモリ人とカナン人とギルガシ人とエブス人。

Genesis 16

1 サライはアブラムの妻であったが、彼に子を産まなかった。彼女にはエジプト人の女奴隷がいて、その名はハガルであった。

2 サライはアブラムに言った、「ご覧ください、主は私に子を産ませないようにされました。どうか私の女奴隷のところに入ってください。あるいは、彼女によって私は子を持つかもしれません」。アブラムはサライの声に聞き従った。

3 サライはアブラムの妻であり、アブラムがカナンの地に住んでから十年の終わりに、エジプト人の女奴隷ハガルを連れて来て、それを自分の夫アブラムに女として与えた。

4 彼はハガルのところに入り、彼女は身ごもった。彼女は自分が身ごもったのを見て、その女主人が自分の目に軽んじられた。

5 サライはアブラムに言った、「私の暴力はあなたの上にある。私は私の女奴隷をあなたの懐に与えたのに、彼女は自分が妊娠したのを見て、私を彼女の目に軽んじた。主が私とあなたの間を裁かれるように」。

6 アブラムはサライに言われた、「見よ、あなたの女奴隷はあなたの手にある。あなたの目に良いと思うことを彼女にしなさい」。そしてサライは彼女を苦しめたので、彼女はサライの前から逃げ去った。

7 主の御使いが荒野の水の目のところで彼女を見つけられた。それはシュルへの道にある目のところであった。

8 彼は言われた、「ハガル、サライの女奴隷よ、あなたはどこから来て、どこへ行こうとしているのか」。彼女は言った、「私は女主人サライの顔から逃げているのです」。

9 主の御使いは彼女に言われた、「あなたの女主人のもとに帰り、その手の下で苦しみに服しなさい」。

10 主の御使いは彼女に言われた、「わたしはあなたの子孫を大いに増やす。その多数のゆえに数えられないであろう」。

11 主の御使いは彼女に言われた、「見よ、あなたは身ごもって、子を産むであろう。あなたはその名をイシュマエルと呼ぶであろう。主があなたの苦しみを聞かれたからである。

12 彼は野ろばのような人となる。その手はすべての者に、すべての者の手は彼に向かい、彼はすべての兄弟たちの前に住む。

13 彼女は主の名を呼んだ。その方は彼女に語られた方である。「あなたは私を見られる神です。」なぜなら、彼女は言った、「私は、私を見た方の後ろで、本当にここで見たのか。

14 それゆえ、その井戸をベエル・ラハイ・ロイと呼んだ。見よ、それはカデシュとベレデの間にある。

15 ハガルはアブラムに子を産んだ。アブラムは、ハガルが産んだ自分の子の名をイシュマエルと呼んだ。

16 アブラムは八十六歳のとき、ハガルがアブラムにイシュマエルを産んだ。

Genesis 17

1 アブラムは九十九歳になった。主はアブラムに現れて言われた。「わたしは全能の神である。わたしの前を歩み、全き者であれ。

2 わたしはあなたとの間にわたしの契約を立て、あなたを非常に多く増やそう。

3 アブラムは自分の顔に伏した。神は彼に語って言われた。

4 わたしは、見よ、わたしの契約をあなたと結ぶ。あなたは多くの諸国の群衆の父となるであろう。

5 あなたの名は、もうアブラムとは呼ばれない。あなたの名はアブラハムとなる。なぜなら、わたしはあなたを諸国の群衆の父としたからである。

6 わたしはあなたを非常に多く増やし、あなたを諸国とし、王たちがあなたから出るであろう。

7 わたしは、わたしの契約を、わたしとあなたの間に、またあなたの後のあなたの子孫との間に、その世代ごとに立てて、永遠の契約とする。それは、あなたの神となり、あなたの後のあなたの子孫の神となるためである。

8 わたしはあなたと、あなたの後のあなたの子孫に、あなたの滞在の地、カナンのすべての地を永遠の所有として与える。そして、わたしは彼らの神となる。

9 神はアブラハムに言われた、「あなたは、あなたの後の子孫と共に、代々にわたって、わたしの契約を守らなければならない」。

10 これが、あなたがたが守るべきわたしの契約である。わたしとあなたがたの間、そしてあなたの後の子孫との間の契約として、あなたがたのすべての男子は割礼を受けなさい。

11 あなたがたは自分の包皮の肉を割礼しなさい。それは、わたしとあなたがたの間の契約のしるしとなるであろう。

12 あなたがたのすべての男子は、生まれて八日目に割礼を受けなければならない。あなたがたの代々を通じて、家で生まれた者も、あなたがたの子孫ではない異邦の子から銀で買い取った者も、すべて割礼を受けなければならない。

13 あなたの家で生まれた者も、あなたの銀で買い取った者も、必ず割礼を受けなければならない。わたしの契約はあなたがたの肉において、永遠の契約となるであろう。

14 包皮の肉を割礼されない無割礼の男子は、その魂がその民の間から断たれる。彼はわたしの契約を破ったからである。

15 神はアブラハムに言われた、「あなたの妻サライは、その名をサライと呼んではならない。彼女の名はサラである」。

16 わたしは彼女を祝福し、また彼女からあなたに子を与える。わたしは彼女を祝福し、彼女は諸国となる。民の王たちが彼女から出るであろう。

17 アブラハムは顔の上に倒れ、笑った。そして心の中で言われた、「百歳の者が生まれるだろうか。また、サラが九十歳で産むだろうか」。

18 アブラハムは神に言われた、「どうかイシュマエルがあなたの前で生き長らえますように」。

19 神は言われた、「いや、あなたの妻サラがあなたに子を産む。あなたはその名をイサクと呼ぶであろう。わたしは彼と、彼の後の子孫とのために、永遠の契約として、わたしの契約を立てる。

20 イシュマエルについては、あなたの願いを聞き入れた。見よ、わたしは彼を祝福し、彼を実らせ、彼を非常に多く増やす。彼は十二人の君主を生み、わたしは彼を大いなる諸国とする。

21 しかし、わたしの契約は、来年のこの定めの時にサラがあなたに産むイサクと立てる。

22 神はアブラハムの上から離れ、彼と語り終えられた。

23 アブラハムは、その子イシュマエルと、その家に生まれたすべての者と、その銀で買い取ったすべての者、すなわちアブラハムの家のすべての男子を連れて行き、その日のまさにその日に、神が彼に語られたとおりに、彼らの包皮の肉を割礼した。

24 アブラハムは、その包皮の肉を割礼された時、九十九歳であった。

25 イシュマエルその子は十三歳の年であり、その包皮の肉を割礼された時であった。

26 まさにその日に、アブラハムとその子イシュマエルは割礼を受けた。

27 その家で生まれた者も、銀で買い取った異邦の子も、その家のすべての人は、彼とともに割礼を受けた。

Genesis 18

1 主はマムレの樫の木のところで彼に現れられた。彼は日の暑さのころ、天幕の入口に座っていた。

2 彼は目を上げて見ると、見よ、三人の人が彼の前に立っていた。彼は見て、天幕の入口から彼らを迎えに走り、地にひれ伏した。

3 主よ、もし私があなたの目に恵みを見いだしたのであれば、どうかあなたのしもべの上を通り過ぎないでください。

4 少しの水を持って来させ、あなたがたの足を洗い、木の下で休まれなさい。

5 一片のパンを持って参りますので、あなたがたの心を養ってください。その後で進まれるとよいでしょう。あなたがたがしもべのところに来られたのは、そのためですから。彼らは言った、「あなたが言われたとおりにしてください」。

6 アブラハムは急いで天幕へ、サラのところへ行き、言われた、「急いで、三ますの薄力粉の小麦粉をこねて、焼き菓子を作りなさい」。

7 アブラハムは牛のところへ走って行き、柔らかくて良い牛の子を取り、それを少年に渡し、急いでそれを調理させた。

8 バターと乳と、彼が用意した牛の子を取り、彼らの前に置いた。そして彼は木の下で彼らのそばに立ち、彼らは食べた。

9 彼らは言った、「あなたの妻サラはどこにいるのか」。彼は言った、「見よ、天幕の中にいる」。

10 主は言われた、「わたしは必ず、命の時ごろにあなたのところへ戻って来る。すると、あなたの妻サラに子がいるであろう」。サラは、その天幕の入口で、彼の背後で聞いていた。

11 アブラハムとサラは年老いて、日を重ねていた。サラには女の常のことが絶えていた。

12 サラは自分の内側で笑って言った、「私は年老いたのに、私に楽しみがあるだろうか。私の主も年老いているのに」。

13 主はアブラハムに言われた、「なぜサラは笑って、『本当に私が子を産むのか、しかも私は年老いたのに』と言ったのか」。

14 主にとって不可能なことがあろうか。定めの時に、わたしはあなたのところに戻って来る。その時には、サラに子がいるであろう。

15 サラは「私は笑いませんでした」と言って否認した。彼女は恐れたからである。すると主は言われた、「いいえ、あなたは笑ったのです」。

16 人々はそこから立ち上がり、ソドムの面に向かって見渡した。アブラハムは彼らを見送るために、彼らと共に歩んでいた。

17 主は言われた、「わたしがしようとしていることを、アブラハムに隠すべきであろうか。

18 アブラハムは必ず大きな強い諸国となるであろう。そして地のすべての諸国は彼によって祝福されるであろう。

19 わたしが彼を知ったのは、彼が自分の子たちと、その後の自分の家に命じて、主の道を守らせ、義とさばきを行わせるためであり、それは主がアブラハムについて語られたことを、彼の上に実現させるためである。

20 主は言われた、「ソドムとゴモラの叫びは大きい。彼らの罪は非常に重い」。

21 下って行って、見届けよう。彼らのところに届いた叫びが、彼らの行いのとおりに終わりをもたらすのかどうかを。もしそうでなければ、私は知るであろう。

22 人々はそこから向きを変えてソドムへ行った。しかしアブラハムはなお主の前に立っていた。

23 アブラハムは近づいて言われた、「あなたは本当に、正しい者を悪い者と共に滅ぼされるのですか」。

24 たぶん、町の真ん中に五十人の正しい者がいるのなら、それでもあなたはその場所を滅ぼし尽くし、その内側にいる五十人の正しい者のゆえに、それを赦さないのですか。

25 あなたがそのようなことをされるとは、あり得ないことです。正しい者を悪い者と一緒に殺し、正しい者も悪い者も同じようになるとは。あなたにはあり得ないことです。全地をさばく方が、さばきを行われないなどということがあり得ましょうか。

26 主は言われた、「もしソドムの町の真ん中に五十人の正しい者たちを見つけるなら、その場所すべてを彼らのために赦そう」。

27 アブラハムは答えて言われた、「見よ、私はあえて主に申し上げることを始めましたが、私はちりにすぎず、灰にすぎません。

28 もし五十人の正しい人に五人足りないなら、あなたはその五人のために町のすべてを滅ぼされますか。彼は言われた、「もしそこに四十五人を見いだすなら、私は滅ぼさない」。

29 彼は再び主に語りかけて言われた、「もしそこに四十人いるなら、どうされますか」。主は言われた、「その四十人のために、私はしない」。

30 主よ、どうかお怒りにならないでください。わたしは申し上げます。もしかすると、そこに三十人見つかるかもしれません。すると主は言われた、「もしそこに三十人見つかるなら、わたしは行わない」。

31 彼は言った、「ああ、どうか、私はあえて主に申し上げました。そこに二十人いるかもしれません。すると主は言われた、「その二十人のために、私は滅ぼさない」。

32 主よ、どうかお怒りにならないでください。私がもう一度だけ申し上げます。もしかすると、そこに十人が見つかるかもしれません。すると主は言われた、「その十人のために、私は滅ぼさない」。

33 主はアブラハムに語り終えられて、そこを去られた。アブラハムは自分の場所に帰った。

Genesis 19

1 二人の御使いたちは夕方にソドムに着いた。ロトはソドムの門に座っていた。ロトは彼らを見て、立ち上がって彼らを迎えに行き、地に顔を伏せてひれ伏した。

2 彼は言われた。「私の主よ、どうか、あなたがたのしもべの家に立ち寄って、一晩お過ごしください。そして、あなたがたの足を洗い、朝早く起きて、あなたがたの道へ行かれてください。」彼らは言った。「いいえ、私たちは広場で夜を過ごします。

3 彼は彼らを非常に強く説得したので、彼らは彼のところに立ち寄り、彼の家に入った。彼は彼らのために宴会を設け、種なしパンを焼いて、彼らは食べた。

4 彼らがまだ寝ないうちに、その町の人々、ソドムの人々が、少年から老人に至るまで、すべての民が町の果てから家を取り囲んだ。

5 彼らはロトに呼びかけ、彼に言った、「今夜あなたのところに来た人々はどこにいるのか。彼らを私たちのところに連れ出せ。私たちは彼らを知ろう。

6 ロトは彼らのところへ入口に出て行き、自分の後に戸を閉めた。

7 兄弟たちよ、どうか悪を行わないでください。

8 見よ、私にはまだ結婚したことのない二人の娘がいる。彼女たちをあなたがたのところへ連れ出そう。あなたがたの目に良いと思うままに、彼女たちにしなさい。ただ、この人たちには何もしてはならない。彼らが私の梁の陰りに来たのだから。

9 彼らは「向こうへ行け」と言い、また言った、「この一人は寄留者として来たのに、さばきを行うのか。今こそわれわれは彼らよりもおまえに害を加えるだろう」。そして彼らはその人ロトに激しく迫り、戸を壊そうと近づいた。

10 人々は手を伸ばし、ロトを自分たちのところへ家の中に引き入れ、戸を閉めた。

11 家の入口にいた人々を、小さい者から大きい者まで盲目にされたので、彼らは入口を見つけるのに疲れ果てた。

12 人々はロトに言った、「まだ、あなたのここにいる者はだれか。花婿とあなたの子たちとあなたの娘たち、そして町の中のあなたのすべてのものを、この場所から連れ出せ」。

13 私たちはこの場所を滅ぼそうとしている。彼らの叫びが主の顔の前に大きくなったからだ。主は私たちをこの場所を滅ぼすために遣わされたのだ。

14 ロトは出て行き、自分の娘たちを娶る花婿たちに語って言った、「立ち上がれ、この場所から出て行け。主がこの町を滅ぼされるからだ」。しかし彼は、自分の花婿たちの目には、冗談を言っているように思われた。

15 夜明けが昇るころ、御使いたちはロトに急ぎ立てて言われた、「立って、あなたの妻と、ここにいる二人の娘を連れて行きなさい。あなたがこの町の咎のために滅ぼされないように」。

16 彼はためらったので、その人たちは彼の手と妻の手と二人の娘たちの手を握り、主が彼に対してあわれみを施されたので、彼を連れ出し、町の外に置いた。

17 彼らを外に連れ出したとき、彼は言われた、「あなたの命のために逃げなさい。うしろを振り返ってはならない。低地のすべてに立ってはならない。山に逃げなさい。さもないと、あなたは滅ぼされるでしょう。

18 ロトは彼らに言った、「主よ、どうか、そうしないでください」。

19 ご覧ください。あなたのしもべはあなたの目に恵みを見いだしました。あなたは私に示された慈愛を大きくされ、私の命を生かしてくださいました。しかし私は山に逃げることができません。悪が私に追い迫って、私は死んでしまうかもしれませんから。

20 見てください、この町は逃げ込むのに近く、しかも小さいものです。どうかそこへ逃げさせてください。これは小さいものではないでしょうか。そうすれば私の命は生きます。

21 彼は彼に言われた、「見よ、わたしはあなたの顔を立てた。このことについても、あなたが言った町を滅ぼさないために。

22 急いでそこへ逃げなさい。あなたがそこに着くまで、わたしは何事も行うことができないからである。それゆえ、その町の名はゾアルと呼ばれた。

23 太陽が地の上に出た。ロトはゾアルに入った。

24 主はソドムとゴモラの上に、主のもとから天より硫黄と火を降らせられた。

25 そして、その町々と低地のすべてと、その町々のすべての住民と、地の植物を覆された。

26 彼の妻は彼の後ろから見つめ、塩の柱となった。

27 アブラハムは朝早く、主の前に立っていたその場所へ行った。

28 彼はソドムとゴモラの顔の上を、そして低地のすべての地の顔の上を眺められた。そして見られた。見よ、地の煙が炉の煙のように立ち上っていた。

29 神が低地の町々を滅ぼされたとき、神はアブラハムを思い起こされ、ロトをその滅びの真ん中から送り出された。ロトが住んでいた町々を覆されたときに。

30 ロトはゾアルから上って山に住んだ。彼の二人の娘も彼と共にいた。彼はゾアルに住むことを恐れたからである。彼と彼の二人の娘は洞穴に住んだ。

31 長女は妹に言った、「私たちの父は年老い、この地には、すべての地の道に従って私たちのところに来るべき人はいない。

32 さあ、私たちの父にぶどう酒を飲ませ、彼と共に寝よう。そして、私たちの父から子孫を生き延びさせよう。

33 彼女たちはその夜、父にぶどう酒を飲ませた。そして長女が入って父のところに寝たが、父は彼女が寝たことも起きたことも知らなかった。

34 翌日、長女は妹に言った。「昨夜、私は父と寝ました。今夜もまた父にぶどう酒を飲ませ、あなたも行って父と一緒に寝なさい。そうすれば、私たちは父から子孫を残すことができます。

35 彼女たちはその夜もまた父にぶどう酒を飲ませた。そして妹が起き上がって父のそばに寝たが、父は彼女が寝たのも起きたのも知らなかった。

36 ロトの二人の娘は父によって妊娠した。

37 長女は子を産み、その名をモアブと呼んだ。彼は今日に至るまでモアブの父である。

38 末の娘もまた子を産み、その名をベン・アミと呼んだ。彼は今日に至るまでアンモンの子らの父である。

Genesis 20

1 アブラハムはそこからネゲブの地へ移動し、カデシュとシュルの間に住み、ゲラルに寄留した。

2 アブラハムは妻サラについて「彼女は私の姉妹だ」と言った。そこでゲラルの王アビメレクは使いを送り、サラを召し入れた。

3 神は夜の夢の中でアビメレクのところに来られ、彼に言われた、「あなたが取った妻のゆえに、あなたは死ぬであろう。彼女には主人がいるのだ」。

4 アビメレクは彼女に近づかなかった。そして彼は言った、「主よ、正しい国までも殺されるのですか。

5 彼は私に「彼女は私の姉妹だ」と言ったではありませんか。そして彼女自身も「彼は私の兄弟だ」と言いました。私は全き心と潔白な手のひらでこのことを行いました。

6 神は夢の中で彼に言われた、「わたしもまた、あなたが全き心でこのことをしたのを知っていた。そしてわたしもまた、あなたがわたしに対して罪を犯すのを妨げた。それゆえ、わたしはあなたが彼女に触れることを許さなかった。

7 今、その人の妻を返しなさい。彼は預言者だから、彼があなたのために祈り、あなたは生きるであろう。しかし、もしあなたが返さないなら、知りなさい。あなたは必ず死ぬ、あなたも、あなたのすべてのものも。

8 アビメレクは朝早く起き、自分のすべてのしもべたちを呼び寄せ、これらのすべての言葉を彼らの耳に語られた。すると、その人たちは非常に恐れた。

9 アビメレクはアブラハムを呼び寄せて言われた、「あなたは我々に何をしたのか。私があなたに対して何の罪を犯したのか。あなたは私と私の王国に大きな罪をもたらした。人々がしてはならないわざを、あなたは私に対して行ったのだ」。

10 アビメレクはアブラハムに言われた、「あなたは何を見て、このことをしたのですか」。

11 アブラハムは言った、「私が思ったのは、この場所には神への恐れが全くない、そして彼らは私の妻のゆえに私を殺すだろう、ということでした」。

12 そしてまた、確かに彼女は私の姉妹であり、私の父の娘である。しかし、私の母の娘ではない。そして、彼女は私の妻となった。

13 神が私を父の家からさまよわせられたとき、私は彼女に言ったのです。『あなたが私に対して示す慈愛はこれです。私たちが行くすべての場所で、私のことを「彼は私の兄弟です」と言ってください。』

14 アビメレクは羊の群れと牛としもべと女奴隷を取って、アブラハムに与え、彼の妻サラを彼に返した。

15 アビメレクは言われた、「見よ、わたしの地はあなたの前にある。あなたの目に良い所に住みなさい」。

16 サラには言われた、「見よ、わたしはあなたの兄弟に銀千を与えた。見よ、それはあなたにとって、あなたと共にいるすべての者への目の覆いである。そして、すべてのことは明らかである。

17 アブラハムは神に祈った。神はアビメレクとその妻と女奴隷たちを癒やされたので、彼らは子を産んだ。

18 主は、アビメレクの家のすべての子宮を、サラ、アブラハムの妻の事柄のゆえに、完全に閉ざされた。

Genesis 21

1 主は、言われたとおりにサラを顧みられた。主は、語られたとおりにサラに為された。

2 サラは身ごもり、アブラハムにその老年に子を産んだ。神が彼に告げられた定めの時に。

3 アブラハムは、自分の子、すなわちサラが自分に産んだ者に、イサクという名を付けた。

4 アブラハムは、その子イサクに八日目に割礼を施した。神が彼に命じられたとおりに。

5 アブラハムは百歳の時、その子イサクが生まれた。

6 サラは言った、「神は私に嘲笑を造られた。すべて聞く者は私のために笑うであろう」。

7 だれがアブラハムに、サラが子に乳を与えると言ったのか。それでも私は彼の老年に子を産んだのだ。

8 子供は成長し、離乳された。アブラハムはイサクが離乳された日に大きな宴会を開いた。

9 サラは、エジプト人のハガルがアブラハムに産んだ子が、戯れているのを見られた。

10 彼女はアブラハムに言った。「この女奴隷とその子を追い出してください。この女奴隷の子は、私の子イサクと一緒に相続を受けてはなりませんから。

11 このことはアブラハムの目に非常に悪く思われた。それは彼の子の事柄のゆえであった。

12 神はアブラハムに言われた、「その少年とあなたの女奴隷のことで、あなたの目に悪く思うな。すべてサラがあなたに言うことを、その声に聞き従え。イサクにおいて、あなたの子孫が呼ばれるからである」。

13 女奴隷の子も、わたしは一つの諸国としよう。彼はあなたの子孫だからである。

14 アブラハムは朝早く起き、パンと水の革袋を取り、それをハガルの肩に載せ、子供と共に彼女を送り出した。彼女は去って、ベエル・シェバの荒野をさまよった。

15 革袋の水は尽きてしまったので、彼女は子供を低木の一本の下に投げ出した。

16 彼女は行って、弓を射るほどの距離の向こうに座った。彼女は「子供が死ぬのを見たくない」と言ったので、向こうに座り、声を上げて泣いた。

17 神は少年の声を聞かれ、神の御使いが天からハガルに呼びかけ、彼女に言われた。「ハガルよ、どうしたのか。恐れてはならない。神は、その者がいる所で少年の声を聞かれたのだ。

18 立ち上がり、その少年を連れて行き、あなたの手で彼をしっかり支えなさい。わたしは彼を大きな諸国とするからである。

19 神が彼女の目を開かれた。すると彼女は水の井戸を見た。彼女は行って革袋に水を満たし、その少年に飲ませた。

20 神はその少年と共におられ、彼は成長した。彼は荒野に住み、射手となった。

21 彼はパランの荒野に住んだ。そして、彼の母が彼のためにエジプトの地から妻を娶った。

22 その時、アビメレクとその軍勢の長官ピコルがアブラハムに言った、「神があなたのなすすべてのことにおいてあなたと共におられる」。

23 今、ここで神にかけて私に誓ってください。あなたが私と、私の子孫と、私の孫に対して偽りを言わないことを。私があなたに示した慈愛のとおりに、あなたも私と、あなたが寄留しているこの地に対して示してください。

24 アブラハムは言われた、「私は誓います」。

25 アブラハムは、アビメレクのしもべたちが奪い取った水の井戸の事柄について、アビメレクを責めた。

26 アビメレクは言った、「私は、だれがこのことをしたのか知らなかった。また、あなたも私に告げなかった。そして、私も、この日以外には聞かなかった」。

27 アブラハムは羊の群れと牛を取り、アビメレクに与えた。そして二人は契約を結んだ。

28 アブラハムは、羊の群れの七頭の子羊を単独に置いた。

29 アビメレクはアブラハムに言った、「これらの七匹の子羊は、あなたが単独で立てたものは何か」。

30 彼は言われた、「この七匹の子羊を私の手から受け取ってください。それは、私がこの井戸を掘ったことの、あなたがたへの証言となるために。

31 それゆえ、その場所をベエル・シェバと呼んだ。そこであの二人が誓いを立てたからである。

32 彼らはベエル・シェバで契約を結んだ。そしてアビメレクとその軍勢の長官ピコルは立ち上がり、ペリシテ人の地へ帰って行った。

33 彼はベエル・シェバに木立を植え、そこで永遠の神、主の名を呼んだ。

34 アブラハムはペリシテ人の地に多くの日々を住まわれた。

Genesis 22

1 これらの事の後、神はアブラハムを試された。神は彼に「アブラハム」と言われた。彼は「ここにいます」と答えた。

2 神は言われた、「あなたの子、あなたが愛している一人子イサクを連れて行き、モリヤの地へ行きなさい。そして、そこであなたに告げる一つの山の上で、彼を全焼のいけにえとしてささげなさい。

3 アブラハムは朝早く起き、自分のろばに鞍を置き、自分の二人の少年たちと自分の子イサクを連れて行った。そして全焼のいけにえのための木を割り、立って、神が彼に言われた場所へ行った。

4 三日目に、アブラハムは目を上げて、その場所を遠くから見た。

5 アブラハムは自分の少年たちに言われた、「あなたがたは、このろばと一緒にここに留まりなさい。私とこの少年は、あそこまで行って、礼拝し、そしてあなたがたのところに戻って来ます」。

6 アブラハムは全焼のいけにえの木を取り、それを自分の子イサクの上に置き、自分の手に火と屠刀を取り、二人は一緒に歩いて行った。

7 イサクは父アブラハムに言った、「父よ」と。彼は言った、「ここにいる、子よ」と。イサクは言った、「火と木はここにありますが、全焼のいけにえの羊はどこにいるのですか」。

8 アブラハムは言われた、「神ご自身が全焼のいけにえの羊を備えてくださるだろう、わが子よ」。そして二人は一緒に歩み続けた。

9 彼らは神が彼に言われた場所に来た。アブラハムはそこに祭壇を築き、木を並べ、自分の子イサクを縛り、祭壇の上の木の上に置いた。

10 アブラハムは手を差し伸べ、屠刀を取って、自分の子を屠ろうとした。

11 主の御使いが天から彼に呼びかけられ、「アブラハムよ、アブラハムよ」と言われた。彼は、「ここにおります」と答えた。

12 彼は言われた、「あなたの手を少年に差し伸べてはならない。彼に何もしてはならない。今、あなたが神を恐れていることを私は知った。あなたは、自分の子、あなたの一人子を、私のために惜しまなかったからだ。

13 アブラハムは目を上げて見ると、見よ、一匹の雄羊が角を茂みに絡め取られて後ろにいた。アブラハムは行ってその雄羊を取り、それを自分の子の代わりに全焼のいけにえとしてささげた。

14 アブラハムはその場所の名を主は見る、と呼んだ。それゆえ、今日、主の山において主は見られる、と言われる。

15 主の御使いが、二度目に天からアブラハムに呼びかけられた。

16 わたしにかけて誓った、と主は宣言される。あなたがこの言葉を行い、あなたの子、あなたのひとり子を惜しまなかったからである。

17 確かにわたしはあなたを大いに祝福し、あなたの子孫を天の星のように、海辺の砂のように大いに増やす。あなたの子孫は敵の門を勝ち取るであろう。

18 地のすべての国々は、あなたの子孫によって祝福されるであろう。あなたがわたしの声に聞き従ったからである。

19 アブラハムはその少年たちのところへ戻り、彼らは立ち上がり、共にベエル・シェバへ行った。そしてアブラハムはベエル・シェバに住んだ。

20 これらのことの後、アブラハムにこう告げられた。「見よ、ミルカもまた、あなたの兄弟ナホルに子を産んだ。

21 ウツはその長子、その兄弟ブズ、およびアラムの先祖ケムエル。

22 ケセデ、ハゾ、ピルダシュ、イドラフ、そしてベトエル。

23 ベトエルはリベカを産んだ。これら八人はミルカが、アブラハムの兄弟ナホルに産んだ者たちである。

24 彼の側女で、その名はリウマといい、彼女もまたテバ、ガハム、タハシュ、マアカを産んだ。

Genesis 23

1 サラの命は百二十七年であった。これがサラの命の年数である。

2 サラはキルヤテ・アルバ、すなわちヘブロンで、カナンの地で死んだ。アブラハムはサラのために嘆き、彼女のために泣くために来た。

3 アブラハムは、その死んだ者の前から立ち上がり、ヘテの子らに語って言われた。

4 私はあなたがたの間の寄留者であり在留者です。あなたがたの間で私に墓の所有を与えてください。そして、私の死者を私の前から葬らせてください。

5 ヘテの子らはアブラハムに答えて言った。

6 我が主よ、私たちの真ん中で神の君主であるあなたに聞いてください。私たちの最良のものの中から墓を選んで、あなたの死者を葬ってください。私たちのうちのだれも、あなたの死者を葬るために、自分の墓をあなたに拒むことはありません。

7 アブラハムは立ち上がり、その地の民、ヘテの子らにひれ伏した。

8 彼らに言われた、「もしあなたがたの魂が、私の前から私の死者を葬ることを望むなら、私の言うことを聞いて、ゾハルの子エフロンに私のために取り次いでください。

9 彼が持っているマクペラの洞穴を、その野の果てにあるものを、私に与えてください。満ちた銀で、あなたがたの真ん中で、墓の所有として私にそれを与えてください。

10 エフロンはヘテの子たちの真ん中に座っていた。そして、ヒッタイト人エフロンは、その町の門に来るすべての者の耳に、ヘテの子たちの耳に、アブラハムに答えて言われた。

11 いいえ、我が主よ、私の言うことを聞いてください。その野をあなたに与えました。その中の洞穴もあなたに与えました。私の民の子たちの目の前で、それをあなたに与えました。あなたの死者を葬りなさい。

12 アブラハムは地の民の顔の前にひれ伏した。

13 彼は地の民の耳にエフロンに語って言われた、「ただ、もしあなたが私の言うことを聞いてくださるなら、私は野の銀を差し出します。私から受け取ってください。そうすれば、私はそこに私の死者を葬ります」。

14 エフロンはアブラハムに答えて言った。

15 主よ、私の言うことを聞いてください。四百シェケルの銀の地は、私とあなたの間で何でしょうか。あなたの亡くなられた方を葬ってください。

16 アブラハムはエフロンの言うことを聞き、アブラハムはヘテの子らの耳に語った銀をエフロンに量って渡した。それは商人に通用する銀四百シェケルであった。

17 マクペラの前にあるマムレの前のエフロンの野が立ち上がった。その野とその中の洞穴、そしてその野の中のすべての木、その境界のすべての周囲にあるものは。

18 アブラハムの買い取りとして、ヘテの子らの目の前で、その町の門に入るすべての者の前で。

19 その後、アブラハムは妻サラを、マムレの面するマクペラの野にある洞穴に葬った。これはヘブロンであり、カナンの地にある。

20 野とその中の洞穴は、アブラハムの所有として墓のために、ヘテの子らから確立された。

Genesis 24

1 アブラハムは年老いて、日が進んでいた。主はアブラハムをすべての面で祝福された。

2 アブラハムは自分の家の年長のしもべで、自分のすべてを治めている者に言われた、「どうか、あなたの手を私の腿の下に置きなさい」。

3 天の神、地の神である主によってあなたに誓わせよう。あなたは、私がその内側に住んでいるカナン人の娘たちの中から、私の子のために妻を娶ってはならない。

4 私の地と私の生まれへ行き、私の子イサクのために妻を娶れ。

5 しもべは彼に言った、「もしその女が私の後にこの地へ行くことを望まず、私があなたの子をあなたがそこから出て来られた地へ連れ戻すことになるなら、どうしましょうか」。

6 アブラハムは彼に言われた、「あなたは自分のために気をつけなさい。私の子をそこに連れ戻してはならない」。

7 主、天の神であられる方、私を父の家と私の生まれの地から連れ出し、私に語られ、私に誓って言われた方、「あなたの子孫にこの地を与える」と。その方が、御使いをあなたの前に遣わし、あなたはそこから私の子のために妻を取るであろう。

8 もしその女があなたについて来ることを望まないなら、あなたはこの私の誓いから解放される。ただ、私の子をそこに連れ戻してはならない。

9 しもべはその手を、自分の主人アブラハムの腿の下に置き、このことについて彼に誓った。

10 しもべは主人のらくだの中から十頭のらくだを取り、出かけた。そして、主人のすべての良いものを手に携えて、立って、アラム・ナハライム、すなわちナホルの町へ行った。

11 らくだを町の外の水の井戸のところで休ませた。それは夕方の時、水を汲む女たちが外出する時であった。

12 主よ、私の主人アブラハムの神よ、どうか今日、私の前に良き出会いを備えてください。そして、私の主人アブラハムに慈愛をお示しください。

13 見よ、私は水の泉のそばに立っている。そして、町の人々の娘たちが水を汲みに出て来る。

14 乙女が、私が「どうか、あなたのつぼを傾けて、私に飲ませてください」と言い、彼女が「飲んでください。あなたのらくだにも水を飲ませましょう」と言うなら、その乙女こそ、あなたがあなたのしもべイサクのために定められた方です。そのようにして、私は、あなたが私の主に慈愛をなされたことを知るでしょう。

15 彼がまだ言い終えないうちに、見よ、リベカが出て来た。彼女はアブラハムの兄弟ナホルの妻ミルカの子ベトエルに生まれた者で、そのつぼを肩に載せていた。

16 その乙女は非常に外観が美しく、処女であって、人が彼女を知ることがなかった。彼女は泉に下りて行き、自分のつぼを満たして、上って来た。

17 しもべは彼女のもとへ走って行き、「どうか、あなたのつぼから少しの水を私に飲ませてください」と言った。

18 彼女は「主よ、お飲みください」と言い、急いで自分のつぼを手に下ろし、彼に飲ませた。

19 彼女は彼に飲ませ終えると、「あなたのらくだのためにも、彼らが飲み終えるまで水を汲みましょう」と言った。

20 彼女は急いで、自分のつぼを水桶の上に傾け、また井戸へ走って行って水を汲み、自分のすべてのらくだのために水を汲んだ。

21 その人は彼女を見つめて、黙って、主が自分の道を成功させられたかどうかを知ろうとしていた。

22 らくだが飲み終わると、その人は金の耳輪を取り、その重さはベカであり、彼女の手に二つの腕輪を付け、その重さは金十であった。

23 あなたはどなたの娘ですか。どうか私に教えてください。あなたの父の家には、私たちが泊まる場所がありますか。

24 彼女は彼に言った、「私はベトエルの娘です。ミルカがナホルに産んだ子です」。

25 彼女は彼に言った、「わらも飼料もたくさん私たちのところにあります。泊まる場所もあります。

26 その人はうなずき、主にひれ伏した。

27 彼は言った。「我が主アブラハムの神、主は誉むべきかな。主はその慈愛と真実を我が主から離されなかった。主は私を道において、我が主の兄弟の家へと導かれた。

28 乙女は走って行き、母の家にこれらの言葉を告げた。

29 リベカには兄弟がいて、その名はラバンといった。ラバンはその人を迎えに、外の泉へ走って行った。

30 彼が姉妹の手にある耳輪と腕輪を見て、また姉妹リベカが「あの人が私にこう言った」と告げる言葉を聞いたとき、彼はその人のところへ行った。すると見よ、その人はらくだのそばで、目の泉のほとりに立っていた。

31 主に祝福された者よ、入って来なさい。なぜ外に立っているのか。私は家を片付け、らくだのための場所も用意した。

32 その人は家に入り、らくだの荷をほどき、らくだにわらと飼料を与え、自分の足と、共にいた人々の足を洗う水を用意した。

33 彼の前に食べ物が置かれたが、彼は言った、「私が自分のことを話すまでは食べません」。そして彼は言った、「話してください」。

34 しもべアブラハムの私です。

35 主は私の主人を大いに祝福され、彼は大きくなられた。主は彼に羊の群れ、牛、銀、金、しもべ、女奴隷、らくだ、ろばを与えられた。

36 サラは私の主の妻であり、私の主に彼女の老年の後に子を産んだ。そして彼は彼に自分のすべてのものを与えた。

37 私の主は私に誓わせて言われた。「あなたは、私がその地に住んでいるカナン人の娘たちの中から、私の子のために妻を娶ってはならない。

38 もし私の父の家に行かず、私の家族のもとへ行き、私の子のために妻を娶るならば。

39 私は主に言った、「たぶん、その女は私のあとについて来ないでしょう」と。

40 彼は私に言われた。「私がその前を歩んできた主が、その御使いをあなたと共に遣わし、あなたの道を成功させてくださる。あなたは私の家族と私の父の家から、私の子のために妻を娶るであろう。

41 そのとき、あなたは私の呪いから解放される。あなたが私の家族のもとに行くならば。もし彼らがあなたに与えないなら、あなたは私の呪いから解放された者となる。

42 今日、私はその目のところに来て、こう言いました。「私の主アブラハムの神、主よ。もしあなたが、私が歩んでいるこの道を、今、私のために成功させてくださるならば。

43 見よ、私は水の目のところに立っています。そして、水を汲みに出て来る処女に、私はこう言うでしょう。「どうか、あなたのつぼから少しの水を私に飲ませてください。

44 彼女が私に『あなたも飲みなさい。そして、あなたのらくだにも水を汲みましょう』と言うなら、その女こそ、主が私の主の子のために定められた妻です。

45 私が心の中でまだ語り終えないうちに、見よ、リベカがそのつぼを肩に載せて出て来た。彼女は目に下って水を汲んだ。そこで私は彼女に言った、「どうか私に飲ませてください」。

46 彼女は急いで自分のつぼを肩から下ろし、「飲んでください。あなたのらくだたちにも水を飲ませます」と言った。それで私は飲み、彼女はらくだたちにも水を飲ませた。

47 私は彼女に尋ねて言った、「あなたは誰の娘ですか」。彼女は言った、「ミルカがナホルの子ベトエルに産んだ娘です」。そして私は耳輪を彼女の鼻に、腕輪を彼女の手に付けた。

48 私はひざまずき、主を礼拝し、私の主アブラハムの神である主を祝福した。主は私を真実の道に導き、私の主の兄弟の娘を、その子のために娶らせてくださった。

49 今、もしあなたがたが私の主に慈愛と真実をもって行うのなら、それを私に告げてください。もしそうでなければ、それを私に告げてください。私は右か左かに向かいます。

50 ラバンとベトエルは答えて言われた、「この言葉は主から出たものです。私たちはあなたに悪いことも良いことも言うことはできません。

51 見よ、リベカがあなたの前にいる。取って行きなさい。彼女があなたの主人の子の妻となりますように。主が語られたとおりに。

52 アブラハムのしもべが彼らの言葉を聞いたとき、彼は地にひれ伏して主を礼拝した。

53 しもべは銀の器と金の器と衣服を取り出し、リベカに与えた。また、宝物を彼女の兄弟と母に与えた。

54 彼らは食べ、飲んだ。彼と彼と共にいた人々は、そして泊まった。朝になって彼らは起き、彼は言った、「私を私の主のもとへ送り届けてください」。

55 兄弟と母は言った、「乙女は私たちと共に幾日か、あるいは十日ばかり留まらせてください。その後で、彼女は行かせてください。

56 彼は彼らに言われた、「私を引き止めないでください。主が私の道を成功させてくださったのです。私を送り出してください。私の主のもとへ行かせてください。

57 彼らは言った、「乙女を呼んで、その口に尋ねよう」。

58 彼らはリベカを呼び、彼女に言った、「あなたはこの人と一緒に行きますか」。彼女は言った、「行きます」。

59 彼らは、自分たちの姉妹リベカと、彼女の乳母と、アブラハムのしもべと、その人たちを送り出した。

60 彼らはリベカを祝福して、彼女に言った、「私たちの姉妹よ、あなたは幾千万の民の母となれ。あなたの子孫は、その敵の門を勝ち取るであろう」。

61 リベカは立ち上がり、彼女の乙女たちも立ち上がり、らくだに乗って、その人の後に従って行った。そして、しもべはリベカを連れて行った。

62 イサクはベエル・ラハイ・ロイの道から来て、ネゲブの地に住んでいた。

63 イサクは夕方の頃、野に出て黙想するために出て行った。彼が目を上げて見ると、見よ、らくだが来ていた。

64 リベカは目を上げて、イサクを見た。そして、らくだから降りた。

65 彼女はしもべに言った、「野を歩いて私たちに会いに来るあの人は誰ですか」。しもべは言った、「彼は私の主です」。それで彼女はベールを取り、身を覆った。

66 しもべは、イサクに、自分がしたすべてのことを語った。

67 イサクは彼女を母サラの天幕に連れて行き、リベカを娶って彼女は彼の妻となった。彼は彼女を愛した。イサクは母の後で慰められた。

Genesis 25

1 アブラハムは再び妻をめとり、その名はケトラであった。

2 彼女は彼にジムラン、ヨクシャン、メダン、ミディアン、イシュバク、シュアを産んだ。

3 ヨクシャンはシバとデダンを生んだ。デダンの子らはアシュリ人、レトシム、レウミムであった。

4 ミディアンの子らは、エパ、エフェル、エノク、アビダ、エルダアである。これらはすべてケトラの子らである。

5 アブラハムは自分のすべてのものをイサクに与えた。

6 アブラハムは側女たちの子らにも贈り物を与え、自分の子イサクの上から、まだ生きている間に、彼らを東の地、東の方へ送り出した。

7 アブラハムの命の日の年数は、彼が生きた百七十五年であった。

8 アブラハムは、良い白髪で年老いて満ち足りて、息絶えて死に、その民に加えられた。

9 イサクとイシュマエル、その子らは、彼をマクペラの洞穴に葬った。これはマムレの前面にある、ヒッタイト人ゾハルの子エフロンの野にある。

10 アブラハムがヘテの子らから買った野、そこにアブラハムとその妻サラは葬られた。

11 アブラハムの死の後、神はその子イサクを祝福された。イサクはベエル・ラハイ・ロイのそばに住んだ。

12 これはイシュマエルの系図である。アブラハムの子イシュマエル、サラの女奴隷であるエジプト人ハガルがアブラハムに産んだ者。

13 これはイシュマエルの子らの名であり、彼らの系図による彼らの名である。イシュマエルの長子はネバヨテ、次いでケダル、アドベエル、ミブサム。

14 ミシュマ、ドゥマ、マッサ。

15 ハダデ、テマ、エトル、ナフィシュ、ケデマ。

16 これらはイシュマエルの子らであり、これらがその名である。彼らの中庭と城による。十二人の君主が、その国民ごとにいた。

17 これはイシュマエルの命の年数であり、百三十七年であった。彼は息絶えて死に、自分の民に集められた。

18 彼らはハビラから、エジプトの前にあるシュルまで住み、アッシュルへ向かう道に及んだ。彼はすべての兄弟の前に落ちた。

19 これはアブラハムの子イサクの系図である。アブラハムはイサクを生んだ。

20 イサクは四十歳の時、アラム人ベトエルの娘で、パダン・アラムのラバンの姉妹であるリベカを妻として迎えた。

21 イサクは自分の妻のために主に祈り求めた。彼女は不妊だったからである。主は彼の祈りを聞き入れられ、彼の妻リベカは身ごもった。

22 子たちが彼女の内側で激しくぶつかり合った。そこで彼女は言った、「もしこのようなことなら、なぜ私はこうなのか」。そして彼女は主に伺いを立てに行った。

23 主は彼女に言われた、「あなたの腹に二つの国があり、あなたの腹から二つの民が分かれるであろう。一つの民は他の民よりも強くなり、大きい者が小さい者に仕えるであろう」。

24 彼女の出産の日が満ちた。すると見よ、彼女の腹には双子がいた。

25 最初の者が赤い者として出て来た。そのすべては毛の外套のようであった。彼らはその名をエサウと呼んだ。

26 その後、彼の兄弟が出て来て、その手がエサウのかかとを握っていた。それで彼の名はヤコブと呼ばれた。イサクは彼らが生まれたとき、六十歳の子であった。

27 少年たちは成長した。エサウは狩猟を知る人、野の人となり、ヤコブは穏やかな人で、天幕に住んでいた。

28 イサクはエサウを愛した。なぜなら彼の口に狩猟があったからである。そしてリベカはヤコブを愛した。

29 ヤコブは煮物を煮ていた。するとエサウが野から帰って来たが、彼は疲れていた。

30 エサウはヤコブに言われた、「どうか、この赤いもの、赤いものを私に食べさせてください。私は疲れているのです」。それゆえ、彼の名はエドムと呼ばれた。

31 ヤコブは言った、「今日、あなたの長子の権利を私に売りなさい」。

32 エサウは言った、「見よ、私は死にに行くのだ。それなら、この長子の権利が私に何になろうか」。

33 ヤコブは言われた、「今日、私に誓え」。彼は彼に誓った。そして、彼は自分の長子の権利をヤコブに売った。

34 ヤコブはエサウにパンとレンズ豆の煮物を与えた。彼は食べ、飲み、立ち上がって去った。こうしてエサウは長子の権利を軽んじた。

Genesis 26

1 地に飢饉があった。それは、アブラハムの時代にあった最初の飢饉のほかに、別の飢饉であった。イサクはペリシテ人の王アビメレクのもと、ゲラルへ行った。

2 主は彼に現われて言われた、「エジプトへ下ってはならない。わたしがあなたに告げる地に住め」。

3 この地に滞在しなさい。わたしはあなたと共にいて、あなたを祝福しよう。あなたとあなたの子孫に、これらのすべての地を与えるからだ。わたしは、あなたの父アブラハムに誓った誓いを果たす。

4 わたしはあなたの子孫を天の星のように増やし、あなたの子孫にこれらのすべての地を与える。そして地のすべての諸国は、あなたの子孫によって祝福されるであろう。

5 アブラハムがわたしの声に聞き従い、わたしの務め、わたしの戒め、わたしの定め、わたしの律法を守ったゆえに、その踵をもって。

6 イサクはゲラルに住んだ。

7 その場所の人々が彼の妻について尋ねたので、彼は「彼女は私の姉妹だ」と言った。彼は「彼女は私の妻だ」と言うのを恐れたからである。彼は思った、「この場所の人々がリベカのために私を殺すかもしれない。彼女は外観が美しいからだ」。

8 彼がそこに長く日を過ごした後、ペリシテ人の王アビメレクが窓から眺めると、見ると、イサクが自分の妻リベカと戯れていた。

9 アビメレクはイサクを呼び寄せて言われた、「確かに、彼女はあなたの妻だ。それなのに、どうして『彼女は私の姉妹だ』と言ったのか」。イサクは彼に言った、「私は、彼女のゆえに殺されるかもしれないと思ったからです」。

10 アビメレクは言われた、「あなたは我々に何ということをしたのか。民の一人があなたの妻と寝ることは、ほんの少しのことであったのに、あなたは我々に罪過をもたらしたのだ。

11 アビメレクはすべての民に命じて言われた、「この人とその妻に触れる者は、必ず死に処せられる」。

12 イサクはその地に種を蒔き、その年に百倍の収穫を得た。主は彼を祝福された。

13 その人は大きくなり、行くほどに大きくなって、ついに非常に大きくなった。

14 彼は羊の群れの家畜と牛の家畜、そして多くの家のしもべたちを持つようになった。ペリシテ人たちは彼を妬んだ。

15 父のしもべたちが父アブラハムの日に掘ったすべての井戸を、ペリシテ人はふさぎ、ちりで満たした。

16 アビメレクはイサクに言われた、「私たちから離れて行け。あなたは私たちよりも非常に強くなったからだ」。

17 イサクはそこから去って、ゲラルの谷川に宿営し、そこに住んだ。

18 イサクは戻って、父アブラハムの日に掘られた水の井戸を掘り返した。ペリシテ人がアブラハムの死後にそれらを塞いでいたのである。彼はそれらに、父がそれらに付けた名と同じ名を付けた。

19 イサクのしもべたちは谷川を掘り、そこに生きた水の井戸を見つけた。

20 ゲラルの羊飼いたちがイサクの羊飼いたちと争って言った、「その水は私たちのものだ」。それで彼はその井戸の名をエセクと呼んだ。彼らが彼と争ったからである。

21 彼らは別の井戸を掘ったが、その井戸のことでまたも争いが起こった。それで彼はその名をシテナと呼んだ。

22 彼はそこから移って、もう一つの井戸を掘ったが、その井戸のことで争うことはなかった。彼はその名をレホボテと呼び、「今や主が私たちのために広くしてくださったので、私たちはこの地で増えることができる」と言った。

23 彼はそこからベエル・シェバに上って行った。

24 その夜、主は彼に現れて言われた。「わたしはあなたの父アブラハムの神である。恐れるな。わたしはあなたと共にいる。わたしはあなたを祝福し、あなたの子孫を増やす。それはわたしのしもべアブラハムのためである。

25 そこに祭壇を築き、主の名を呼び、そこに天幕を張った。イサクのしもべたちはそこに井戸を掘った。

26 アビメレクは、その友アフザトと、その軍勢の長官ピコルを連れて、ゲラルから彼のところへ来た。

27 イサクは彼らに言われた、「なぜあなたがたは私のところに来たのか。あなたがたは私を憎んで、私をあなたがたのところから追い出したではないか」。

28 彼らは言った、「我々は、主があなたと共におられるのを確かに見た。それで我々は言った、『どうか我々とあなたの間に呪いの誓いを立ててほしい。そして我々はあなたと契約を結ぼう』と。

29 もしあなたが私たちに悪を行うなら、私たちはあなたに触れず、ただ善のみをあなたに行い、あなたを平和のうちに送り出したのだから、あなたは今、主に祝福された者である。

30 彼は彼らのために宴会を設け、彼らは食べ、飲んだ。

31 彼らは朝早く起き、それぞれが兄弟に誓いを立てた。そしてイサクは彼らを送り出し、彼らは平和のうちに彼のもとを去った。

32 その日、イサクのしもべたちが来て、彼に自分たちが掘った井戸の事柄について告げ、彼に言った、「私たちは水を見つけました」。

33 彼はその井戸をシブアと名付けた。それゆえ、その町の名は今日に至るまでベエル・シェバと呼ばれている。

34 エサウは四十歳の子となり、ヒッタイト人ベエリの娘ユディトと、ヒッタイト人エロンの娘バスマテを女として娶った。

35 彼女たちはイサクとリベカにとって霊の悲しみとなった。

Genesis 27

1 イサクが年老いて、目がかすんで見えなくなった時、彼は自分の大きな子エサウを呼び寄せて、彼に「わが子よ」と言った。すると彼は彼に「ここにおります」と答えた。

2 見よ、私は年老いた。自分の死の日を知らない。

3 今、どうかあなたの器、あなたの矢筒と弓を取り、野に出て、私のために食料を狩ってきなさい。

4 私のために、私が好む珍味を作り、私のところに持って来なさい。それを食べて、私の命があなたを祝福するために、私が死ぬ前に。

5 リベカは、イサクがその子エサウに話しているのを聞いていた。そしてエサウは、獲物を狩って持ち帰るために野へ行った。

6 リベカは自分の子ヤコブに言った、「見なさい、私はあなたの父があなたの兄弟エサウにこう言うのを聞きました。

7 私のために狩猟を持って来て、私のために珍味を作って、私に食べさせてください。そうすれば、私の死の前に、主の前で、あなたを祝福しましょう。

8 今、わが子よ、わたしの声に聞き従いなさい。わたしがあなたに命じることに従いなさい。

9 羊の群れのところへ行きなさい。そこから私のために良い雌ヤギの子やぎを二匹取って来なさい。私はそれらをあなたの父が好む珍味に料理します。

10 あなたはそれを父のところへ持って行き、父が食べるようにしなさい。それは、父が死ぬ前にあなたを祝福してくださるためである。

11 ヤコブは母リベカに言われた、「見よ、私の兄弟エサウは毛深い人であり、私は滑らかな人です」。

12 父が私に触れられるかもしれません。そうすれば、私は彼の目には欺く者となり、自分の上にのろいを招き、祝福ではなくなってしまうでしょう。

13 母は彼に言われた。「あなたののろいは私の上にありますように、子よ。ただ私の声に聞き従い、行って私のために取って来なさい。

14 彼は行って、それを取り、母のところへ持って来た。母は父が好むとおりの珍味を作った。

15 リベカは、彼女の大きな子エサウの慕わしい衣服を、家にあったものを取り、彼女の小さな子ヤコブに着せた。

16 彼女は雌ヤギの子やぎたちの皮を彼の手に着せ、彼の首の滑らかな部分にも着せた。

17 彼女はその珍味と、自分が作ったパンを、自分の子ヤコブの手に渡した。

18 彼は父のところへ来て、「父よ」と言った。すると父は言われた、「ここにいる。お前は誰だ、わが子よ」。

19 ヤコブは父に言った、「わたしはあなたの長子エサウです。あなたがわたしに言われたとおりに、わたしはしました。どうか起き上がって、座って、わたしの狩猟の獲物を食べてください。あなたの命がわたしを祝福してくださるために。

20 イサクはその子に言われた、「何だ、そんなに早く見つけたのか、わが子よ」。彼は言った、「あなたの神、主が私の前に出会わせてくださったからです」。

21 イサクはヤコブに言われた、「近づいて来なさい。わたしの子よ、あなたが本当にわたしの子エサウであるかどうか、あなたに触れて確かめさせてください」。

22 ヤコブは父イサクに近づき、彼を触った。すると彼は言われた、「声はヤコブの声だが、手はエサウの手だ」。

23 彼は彼を認めなかった。彼の手が兄エサウの手のように毛深かったからである。彼は彼を祝福した。

24 彼は言った、「あなたは本当に私の子エサウなのか」。彼は言った、「私です」。

25 彼は言われた、「私の子の狩猟を私に持って来なさい。私の命があなたを祝福するために。彼は彼に持って来て、彼は食べた。彼は彼にぶどう酒を持って来て、彼は飲んだ。

26 父イサクは彼に言われた、「近づいて、私に口づけしなさい、わが子よ」。

27 彼は近づいて彼に口づけし、その衣服の香りを嗅いだ。そして彼を祝福して言った、「見よ、私の子の香りは、主が祝福された野の香りのようだ」。

28 神があなたに天の露と地の肥えた者、そして多数の穀物と新しいぶどう酒をお与えになりますように。

29 民はあなたに仕え、諸国の民はあなたにひれ伏すであろう。あなたは兄弟の主君となり、あなたの母の子らはあなたにひれ伏すであろう。あなたを呪う者は呪われ、あなたを祝福する者は祝福される。

30 イサクがヤコブを祝福し終えたとき、ヤコブが父イサクの前から出て行ったばかりで、彼の兄弟エサウが狩猟から帰って来た。

31 彼もまた珍味を造り、父のもとに持って来て、父に言われた、「父よ、立って、あなたの子の狩猟の獲物を食べてください。あなたの心が私を祝福してくださるために」。

32 父イサクは彼に言われた、「あなたは誰か」。彼は言った、「私はあなたの子、あなたの長子エサウです」。

33 イサクは非常に大きな恐れに震え、言われた、「では、あの狩猟を取って私に持って来た者は誰なのか。あなたが来る前に私はすべてを食べ、彼を祝福した。彼もまた祝福された者となるであろう。

34 エサウが父の言葉を聞いたとき、彼は非常に大きく苦い叫びを上げて、父に言った、「父よ、私も祝福してください」。

35 彼は言われた、「あなたの兄弟が欺きをもって来て、あなたの祝福を取ってしまった」。

36 彼は言った、「彼の名をヤコブと呼ばれたのは、まさにこのためではないか。彼は私を二度も欺いた。私の長子の権利を取った。そして今、私の祝福をも取ってしまった。」そして彼は言った、「あなたは私のために祝福を残しておかなかったのか。

37 イサクは答えてエサウに言われた、「見よ、わたしは彼をあなたの主君とし、そのすべての兄弟を彼のしもべとして与え、穀物と新しいぶどう酒で彼を支えた。それで、わたしの子よ、あなたのために、わたしはなお何ができようか」。

38 エサウは父に言った。「父よ、あなたには祝福が一つしかないのですか。私も祝福してください、父よ。」そしてエサウは声を上げて泣いた。

39 イサクの父は答えて彼に言われた、「見よ、あなたの居住は地の肥えた者となり、上なる天の露となるであろう」。

40 あなたは剣によって生き、あなたの兄弟に仕えるであろう。しかし、あなたが自由を得るとき、彼のくびきをあなたの首から解き放つであろう。

41 エサウは、父がヤコブを祝福したことでヤコブを憎み、エサウは心の中で言った、「父の悲しみの日々が近づこう。そうすれば、私は弟ヤコブを殺そう」。

42 リベカに、彼女の大きな子エサウの言葉が告げられた。それで彼女は、彼女の小さな子ヤコブを呼び寄せて、彼に言った、「見よ、あなたの兄弟エサウが、あなたを殺そうとして自分を慰めている」。

43 今や、わが子よ、私の声に聞き従い、立って、私の兄弟ラバンのもとへ、ハランへ逃げなさい。

44 あなたは彼と共に幾日か過ごし、あなたの兄弟の怒りが収まるまで。

45 あなたの兄弟の怒りがあなたから去り、彼があなたにしたことを忘れるまで、そこに留まりなさい。そうすれば、私は人を遣わして、あなたをそこから連れて来させる。なぜ、私は一日であなたたち二人を失わなければならないのか。

46 リベカはイサクに言われた、「私はヘテの娘たちの前で、自分の命を厭う。もしヤコブが、この地の娘たち、このようなヘテの娘たちの中から妻を娶るなら、私に命が何になろうか」。

Genesis 28

1 イサクはヤコブを呼び、彼を祝福し、彼に命じて言われた、「あなたはカナンの娘たちの中から妻を娶ってはならない」。

2 立て、パダン・アラムへ行き、あなたの母の父ベトエルの家へ行き、そこからあなたの母の兄弟ラバンの娘たちの中から妻をめとりなさい。

3 全能者の神があなたを祝福され、あなたを実らせ、あなたを増やされるように。そして、あなたは民の集会となるであろう。

4 あなたにアブラハムの祝福を与え、あなたとあなたの子孫に、あなたが寄留している地、すなわち神がアブラハムに与えられた地を継がせられるように。

5 イサクはヤコブを送り出した。彼はパダン・アラムへ行き、リベカの兄弟であるアラム人ベトエルの子ラバンのもとへ行った。リベカはヤコブとエサウの母である。

6 エサウは、イサクがヤコブを祝福し、彼をパダン・アラムに送って、そこから自分のために妻を娶らせたこと、そして彼を祝福する際に、「カナンの娘たちから女を娶ってはならない」と彼に命じたことを見た。

7 ヤコブは父と母の言うことを聞き、パダン・アラムへ行った。

8 エサウは、カナンの娘たちが父イサクの目に悪いことを見た。

9 エサウはイシュマエルのところへ行き、アブラハムの子イシュマエルの娘マハラテ、ネバヨテの姉妹を、自分の女たちに加えて妻としてめとった。

10 ヤコブはベエル・シェバを出て、ハランへ向かって行った。

11 彼はその場所に着いて、そこに泊まった。それは太陽が沈んだからである。彼はその場所の石を取って、自分のまくらに置き、その場所に横たわった。

12 彼は夢を見た。見よ、地に据えられたはしごがあり、その頭は天に届いていた。見よ、神の御使いたちが、そのはしごを上り下りしていた。

13 見よ、主がその上に立っておられた。そして言われた、「わたしは、あなたの父アブラハムの神、イサクの神、主である。あなたが横たわっているこの地を、わたしはあなたとあなたの子孫に与える。

14 あなたの子孫は地のちりのようになり、あなたは海と東と北とネゲブに向かって広がるであろう。地のすべての家族はあなたによって、またあなたの子孫によって祝福されるであろう。

15 見よ、わたしはあなたと共にいて、あなたが行くすべての所であなたを守り、この地にあなたを連れ戻す。わたしは、あなたに語ったことを成し遂げるまで、決してあなたを捨てない。

16 ヤコブは眠りから目覚めて言われた、「まことに主がこの場所におられるのに、私はそれを知らなかった」。

17 彼は恐れて言われた、「この場所はなんと畏れ多いことか。これは神の家にほかならず、これは天の門である」。

18 ヤコブは朝早く起き、自分のまくらにしていた石を取り、それを石柱として立て、その頭に油を注いだ。

19 彼はその場所の名をベテルと呼んだ。しかし、その町の元の名はルズであった。

20 ヤコブは誓いを立てて言った。「もし神が私と共におられ、私が行くこの道で私を守り、食べるためのパンと着るための衣服を私に与えてくださるならば、

21 そして私は平和のうちに父の家に帰り、主が私の神となられるならば。

22 この石は、私が石柱として立てたものは、神の家となるでしょう。そして、あなたが私に与えてくださるすべてのものについて、私はその十分の一をあなたにささげます。

Genesis 29

1 ヤコブは足を上げて、東の子らの地へ行った。

2 彼は見た。すると、見よ、野に井戸があり、見よ、そこに三つの羊の群れがその上に伏していた。その井戸から群れに水を飲ませていたからである。そして、その井戸の口の上には大きな石があった。

3 そこにはすべての群れが集まり、井戸の口から石を転がし、羊の群れに水を飲ませ、そして石を井戸の口の元の場所に戻した。

4 ヤコブは彼らに言った、「兄弟たち、あなたがたはどこから来たのですか」。彼らは言った、「私たちはハランから来ました」。

5 彼らに言われた、「あなたがたはナホルの子ラバンを知っているか」。彼らは言った、「知っています」。

6 彼は彼らに「彼に平和があるか」と言った。彼らは「平和です」と言った。そして見よ、彼の娘ラケルが羊の群れとともに来ていた。

7 言われた、「まだ日は高い、家畜を集める時ではない。羊の群れに水を飲ませて、行って牧せよ。

8 彼らは言った、「私たちはできません。すべての群れが集められるまで、そして石を井戸の口から転がし、羊の群れに水を飲ませるまでは。

9 彼がまだ彼らと話しているうちに、ラケルが父の羊の群れとともにやって来た。彼女は羊の群れを飼う者だったからである。

10 ヤコブが母の兄弟ラバンの娘ラケルと、母の兄弟ラバンの羊の群れを見たとき、ヤコブは近づいて、井戸の口から石を転がし、母の兄弟ラバンの羊の群れに水を飲ませた。

11 ヤコブはラケルに口づけし、声を上げて泣いた。

12 ヤコブはラケルに、自分は彼女の父の兄弟であり、リベカの子であることを告げた。すると彼女は走って行き、父にそのことを告げた。

13 ラバンが姉妹の子ヤコブの噂を聞いたとき、彼は走って彼を迎え、彼を抱きしめ、彼に口づけし、彼を自分の家に連れて行った。そしてラバンにこれらのすべてのことを語った。

14 ラバンは彼に言った、「確かにあなたは私の骨であり肉だ」。彼は一か月の日々、彼と共に住んだ。

15 ラバンはヤコブに言われた、「あなたは私の兄弟だからといって、ただで私に仕えるのか。あなたの報酬を私に告げなさい」。

16 ラバンには二人の娘がいた。長女の名はレア、次女の名はラケルであった。

17 レアの目は弱々しかったが、ラケルは容姿が美しく、外観も美しかった。

18 ヤコブはラケルを愛した。そして言った、「あなたの末の娘ラケルのために、七年間あなたに仕えましょう」。

19 ラバンは言われた、「彼女をあなたに与えることは、他の人に与えるよりも良いことだ。私と一緒にいてくれ」。

20 ヤコブはラケルのために七年間働いた。そして、それは彼の目には、彼女への愛のゆえに、ほんの数日のように思われた。

21 ヤコブはラバンに言われた、「私の妻をください。私の日が満ちたからです。そして、私は彼女のところに行きます。

22 ラバンはその場所のすべての人々を集め、宴会を催した。

23 夕方になって、彼は自分の娘レアを連れて来て、彼のところに連れて行った。そして彼は彼女のところに入った。

24 ラバンは自分の娘レアに、自分の女奴隷ジルパを女奴隷として与えた。

25 朝になって見ると、なんとそれはレアであった。彼はラバンに言われた、「あなたは私に何をしたのですか。私はラケルと一緒にあなたのもとで働いたのではありませんか。それなのに、なぜ私を欺いたのですか」。

26 ラバンは言った、「私たちの場所では、このようにすることはできません。長女の前に末娘を与えることはできません。

27 この一週間を全うしてください。そうすれば、この者もあなたに与えましょう。あなたが私と共にさらに七年間、別の奉仕を果たすならば。

28 ヤコブはそのようにして、この週を満たした。そして彼は自分の娘ラケルを彼に妻として与えた。

29 ラバンは自分の娘ラケルに、自分の女奴隷ビルハを彼女の女奴隷として与えた。

30 彼はまたラケルのところにも入り、レアよりもラケルを愛した。そして、さらに七年の別の年を彼とともに働いた。

31 主はレアが嫌われているのを見られ、彼女の子宮を開かれた。しかしラケルは不妊であった。

32 レアは身ごもって子を産み、その名をルベンと呼んだ。「主が私の苦しみを見てくださった。今こそ夫は私を愛してくれるだろう」と言ったからである。

33 また彼女は再び身ごもり、子を産み、「主は、私が嫌われているのを聞かれ、この子も私に与えてくださった」と言った。そして、彼女はその名をシメオンと呼んだ。

34 彼女は再び身ごもり、子を産んだ。そして言った。「今度こそ、私の夫は私につながれるでしょう。私が彼に三人の子を産んだからです。」それゆえ、彼の名はレビと呼ばれた。

35 また彼女は身ごもって子を産み、「今度こそ私は主に感謝をささげます」と言った。それで彼女はその名をユダと呼んだ。そして彼女は産むのをやめた。

Genesis 30

1 ラケルは、自分がヤコブに子を産まないのを見て、ラケルは姉妹をねたみ、ヤコブに言った、「私に子を与えてください。もしなければ、私は死にます」。

2 ヤコブの怒りはラケルに対して燃え上がり、彼は言われた、「あなたの腹の果実をあなたから拒まれた神に代わって、私が神であろうか」。

3 彼女は言った、「見よ、私の女奴隷ビルハがいる。彼女のところに入りなさい。彼女が私の膝の上で産むであろう。そうすれば、私も彼女によって子を持つことができよう。

4 彼女は自分の女奴隷ビルハを妻としてヤコブに与えた。ヤコブは彼女のところに入った。

5 ビルハは身ごもり、ヤコブに子を産んだ。

6 ラケルは言った、「神は私を弁護され、また私の声を聞かれて、私に子を授けられた」。それで彼女はその名をダンと呼んだ。

7 ラケルの女奴隷ビルハは再び身ごもり、ヤコブのために第二の子を産んだ。

8 ラケルは言った、「私は神のもつれ合いで姉妹と激しく争い、しかも勝った」。そして彼女はその名をナフタリと呼んだ。

9 レアは、自分がもう産めなくなったのを見て、自分の女奴隷ジルパを取って、ヤコブに妻として与えた。

10 ジルパはレアの女奴隷で、ヤコブに子を産んだ。

11 レアは「群れ」と言い、その名をガドと呼んだ。

12 ジルパ、レアの女奴隷が、ヤコブに第二の子を産んだ。

13 レアは言った、「私は幸福だ。娘たちが私を幸福だと言うからだ」。そして彼女はその名をアシェルと呼んだ。

14 ルベンは小麦の収穫の日に出て行き、野で恋のりんごを見つけ、それを母レアのところへ持って来た。するとラケルがレアに言った。「どうか、あなたの子の恋のりんごを私にください。

15 彼女は彼に言った、「あなたが私の夫を取ったのは少しのことでしょうか。それなのに、あなたは私の子の恋のりんごまでも取ろうとするのですか」。ラケルは言った、「それでは、今夜はあなたの子の恋のりんごの代わりに、彼があなたと共に寝るがよい」。

16 ヤコブは夕方に野から帰って来た。レアは彼を迎えに出て、言った。「あなたは私のところに来てください。私はあなたを私の子の恋のりんごで雇ったのですから。」彼はその夜、彼女と共に寝た。

17 神はレアの願いを聞き入れられた。彼女は身ごもり、ヤコブに五番目の子を産んだ。

18 レアは言った、「神は私の賃金を与えられた。それは、私が自分の女奴隷を夫に与えたからである」。そして彼女はその名をイッサカルと呼んだ。

19 レアは再び身ごもり、ヤコブに六番目の子を産んだ。

20 レアは言った、「神は私に良い持参金を賜った。今度こそ、夫は私を住まわせてくれるだろう。私が彼に六人の子を産んだからだ。」そして彼女はその名をゼブルンと呼んだ。

21 その後、彼女は娘を産み、その名をディナと呼んだ。

22 神はラケルを心に留められ、神は彼女の願いを聞き入れられ、彼女の子宮を開かれた。

23 彼女は身ごもって男の子を産み、「神が私の恥辱を取り除いてくださった」と言った。

24 彼女はその名をヨセフと呼んで言った、「主が私に、もう一人の子を加えてくださるように」。

25 ラケルがヨセフを産んだとき、ヤコブはラバンに言われた、「私を送り出してください。私の場所と私の地へ行かせてください」。

26 私の妻と子供たちをください。私があなたに仕えた報いとして、それらを私に与えて、私は去ります。あなたは、私があなたにした奉仕を知っています。

27 ラバンは彼に言った、「もし私があなたの目に恵みを見いだしたなら、どうか、私は占いで知ったのだが、主はあなたのために私を祝福された」。

28 彼は言われた、「あなたの賃金を私に対して定めなさい。そうすれば、私はそれを払おう。

29 彼は彼に言った、「あなたは、私があなたに仕えたことと、あなたの家畜が私と共にあったことをご存じです。

30 私の前であなたにあったものは少しでしたが、それは多数に増え広がり、主はあなたを私の足に従って祝福されました。今、いつ私も自分の家のために何かをするのでしょうか。

31 彼は言われた、「何をあなたに与えようか」。ヤコブは言った、「あなたは私に何も与える必要はありません。もしあなたが私のためにこのことをしてくださるなら、私は再び戻って、あなたの羊の群れを飼い、守ります」。

32 今日、私はあなたの羊の群れをすべて巡り、そこからすべての斑点のある羊とまだらの羊、および子羊の中のすべての茶色の羊、そして雌ヤギの中のまだらと斑点のあるものを取り除きます。それが私の賃金となります。

33 私の義が明日の日に私のために証言します。あなたが私の賃金のことで私の前に来るとき、雌ヤギの中でぶちとまだらのないすべてのもの、そして子羊の中で黒いものは、すべて私と共にいる盗まれたものです。

34 ラバンは言った、「良し。あなたの言葉のとおりになろう」。

35 その日、彼はぶちの雄山羊とまだらの雄山羊、およびすべてのぶちの雌ヤギとまだらの雌ヤギ、すなわちラバンに属するすべてのものと、子羊のうちのすべての褐色のものを取り分け、それを自分の息子たちの手に渡した。

36 彼は自分の道とヤコブの道の間に三日の道のりを置いた。そしてヤコブは、ラバンの残りの羊の群れを飼っていた。

37 ヤコブは自分のために、ポプラの生の杖とアーモンドと栗の木を取った。そして、それらの杖に白い破片を剥ぎ、杖にある白い部分を裸にすることをした。

38 彼は、皮を剥いだ杖を、羊の群れが水を飲みに来る時の掛け樋、水桶の中に立て、羊の群れの正面に置いた。そして、彼らが水を飲みに来る時に、彼らは発情した。

39 羊の群れは杖に向かって発情し、羊の群れは縞のあるもの、斑点のあるもの、まだらのものを産んだ。

40 ヤコブは子羊を分け、羊の群れの顔を、ラバンの羊の群れの中のぶち模様のものとすべての黒いものに向けさせた。そして彼は自分のために群れを単独で置き、それらをラバンの羊の群れの上には置かなかった。

41 そして、すべての羊の群れが結ばれる時に、ヤコブは羊の群れの目の前で掛け樋に杖を置き、杖によって彼らを結ばせた。

42 羊の群れが弱るときには置かず、弱ったものはラバンのものとなり、丈夫なものはヤコブのものとなった。

43 その人は非常に大いに栄え、多くの羊の群れ、女奴隷、しもべ、らくだ、ろばを持つようになった。

Genesis 31

1 ヤコブはラバンの子たちの言うことを聞かれた。「ヤコブは私たちの父のものをすべて取り、私たちの父のものから、このすべての栄光を得た」と。

2 ヤコブはラバンの顔を見た。すると、見よ、彼は以前のように自分と共にいなかった。

3 主はヤコブに言われた、「あなたの父の地とあなたの生まれへ帰れ。わたしはあなたと共にいるであろう」。

4 ヤコブは使いを送り、ラケルとレアを自分の羊の群れのいる野に呼んだ。

5 彼は彼女たちに言われた、「私はあなたがたの父の顔を見て、彼が私に対して一昨日のようではないことを知っている。しかし、私の父の神は私と共におられた。

6 あなたがたは知っています。私がすべての力をもってあなたがたの父に仕えたことを。

7 あなたがたの父は私を欺き、私の報酬を十度も変えた。しかし神は、私と共にいて害することをお許しにならなかった。

8 もし彼がこう言われるなら、「あなたの賃金は斑点のあるものになろう」、すると羊の群れはすべて斑点のあるものを産む。そしてもし彼がこう言われるなら、「あなたの賃金は縞模様のあるものになろう」、すると羊の群れはすべて縞模様のあるものを産む。

9 神はあなたがたの父の家畜を取り上げ、私にお与えになった。

10 羊の群れが発情する時に、私は目を上げて夢の中で見た。すると、羊の群れに乗りかかっている雄やぎは、まだらで、ぶちで、まだら模様があった。

11 神の御使いが夢の中で私に言われた、「ヤコブよ」。私は言った、「ここにおります」。

12 目を上げて見なさい。羊の群れに上って来るすべての雄やぎは、まだらと斑点とぶちである。わたしは、ラバンがあなたにしているすべてのことを見たのだ。

13 わたしはベテルの神である。あなたはそこで石柱に油を注ぎ、そこでわたしに誓いを立てた。今、立ち上がって、この地から出て、あなたの生まれの地に帰れ。

14 ラケルとレアは答え、彼に言った、「私たちの父の家に、なお私たちの分け前や相続地があるでしょうか。

15 私たちは彼にとって外国人と見なされていませんか。彼は私たちを売り、私たちの銀までも食べ尽くしてしまったのです。

16 神が私たちの父から取り上げられたすべての富は、私たちと私たちの子らのものです。今、神があなたに言われたすべてのことを行いなさい。

17 ヤコブは立ち上がり、自分の子たちと妻たちをらくだに乗せた。

18 彼は自分のすべての家畜と、パダン・アラムで得たすべての財産、すなわち自分の所有物である家畜を率いて、父イサクのもとへ、カナンの地へ行こうとした。

19 ラバンは自分の羊の群れを刈るために行った。ラケルは父のテラフィムを盗んだ。

20 ヤコブはアラム人ラバンの心を盗んだ。彼が逃げようとしていることをラバンに告げなかったからである。

21 彼は自分とすべての自分のものを連れて逃げ、立ち上がって川を渡り、その顔をギレアデの山に向けた。

22 三日目に、ラバンにヤコブが逃げたことが告げられた。

23 彼は自分の兄弟たちを連れて、七日の道のりで彼の後を追い、ギレアデの山で彼に追いついた。

24 神は夜の夢の中でアラム人ラバンのもとに来られ、彼に言われた、「あなたはヤコブに善いことも悪いことも話さないように、自分を守りなさい」。

25 ラバンはヤコブに追いついた。ヤコブは山に自分の天幕を張り、ラバンはその兄弟たちとともにギレアデの山に天幕を張った。

26 ラバンはヤコブに言われた、「あなたは何をしたのか。あなたは私の心を盗み、私の娘たちを剣で捕らえた者のように連れ去った。

27 なぜあなたは隠れて逃げ、私を欺いたのか。私に告げなかったので、私は喜びと歌、タンバリンと竪琴をもってあなたを送り出せたのに。

28 あなたは私の子と娘に口づけすることをも許さなかった。今、あなたは愚かなことをした。

29 私の手には、あなたがたに害をなす力がある。しかし、あなたがたの父の神は、昨夜、私にこう言われた。『ヤコブに善いことも悪いことも話すな』と。

30 今やあなたは父の家を慕い求めて行ったが、なぜ私の神を盗んだのか。

31 ヤコブは答えてラバンに言われた、「あなたの娘たちを私から奪い取るのではないかと恐れたからです」。

32 あなたの神を見つけ出した者は、生かしておかない。私たちの兄弟たちの前で、私のところにあるものを調べて、あなたのものを取りなさい。しかしヤコブは、ラケルがそれらを盗んだことを知らなかった。

33 ラバンはヤコブの天幕とレアの天幕と二人の女奴隷の天幕に入ったが、見つけられなかった。そしてレアの天幕から出て、ラケルの天幕に入った。

34 ラケルはテラフィムを取り、それをらくだの鞍の中に置き、その上に座った。ラバンは天幕のすべてを探したが、見つからなかった。

35 彼女は父に言った、「わが主よ、どうかあなたの目に怒りが燃え上がらないでください。わたしはあなたの前で立ち上がることができません。なぜなら、わたしには女の常のことがあるからです」。彼は捜し回ったが、テラフィムを見つけることはできなかった。

36 ヤコブは怒り、ラバンと争った。ヤコブは答えてラバンに言った、「私の背きの罪は何か、私の罪は何か。あなたが私の後に激しく追って来たのはなぜか」。

37 あなたは私のすべての器を探ったが、あなたの家のすべての器の中から何を見つけたか。それをここに、私の兄弟とあなたの兄弟の前に置け。彼らが私たち二人の間を裁くように。

38 この二十年の間、私はあなたと共にいました。あなたの雌羊と雌ヤギは流産せず、あなたの羊の群れの雄羊を私は食べませんでした。

39 裂け肉はあなたのところに持って来なかった。私がそれを償う。あなたは私の手からそれを求めるであろう。盗まれたものは昼のものでも、盗まれたものは夜のものでも。

40 私は昼は旱魃に焼かれ、夜は氷に凍え、眠りが私の目から逃げ去った。

41 この二十年の間、あなたの家で、私はあなたに仕えた。あなたの二人の娘のために十四年、あなたの羊の群れのために六年。あなたは私の報酬を十度も変えた。

42 もし私の父の神、アブラハムの神、そしてイサクの恐れが私の味方でなかったなら、今ごろあなたは私を空手で去らせたことであろう。神は私の苦しみと私の手のひらの労苦を見られ、昨夜、あなたを戒められた。

43 ラバンはヤコブに答えて言われた、「娘たちは私の娘、子たちは私の子、羊の群れは私の羊の群れ、そしてあなたが見るすべてのものは私のものである。しかし、今日、私の娘たち、あるいは彼女たちが産んだ子たちに、私は何をすることができようか。

44 今や、さあ、私とあなたの間に契約を結ぼう。それが私とあなたの間の証人となろう。

45 ヤコブは石を取り、それを石柱として立てた。

46 ヤコブは兄弟たちに「石を集めよ」と言われた。彼らは石を取り、石塚を造り、その石塚の上でそこで食べた。

47 ラバンはそれをヤガル・サハドタと呼び、ヤコブはそれをガレエドと呼んだ。

48 ラバンは言った、「この石塚は、今日、私とあなたの間の証人である」。それゆえ、その名はガレエドと呼ばれた。

49 ミツパは、主が私とあなたの間を見守られる、と彼が言った場所である。なぜなら、人は互いに友から隠れるからである。

50 もしあなたが私の娘たちを苦しめ、私の娘たちの上に妻をめとるなら、私たちの間にはだれもいない。見よ、神が私とあなたの間の証人である。

51 ラバンはヤコブに言われた、「見よ、この石塚、そして見よ、私があなたと私の間に立てた石柱を。

52 この石塚は証人であり、この石柱は証言である。私がこの石塚を越えてあなたのところへ行かないこと、またあなたがこの石塚とこの石柱を越えて、悪のために私のところへ来ないことの証しである。

53 アブラハムの神とナホルの神が私たちの間を裁かれるように。彼らの父の神も。そしてヤコブは父イサクの恐れによって誓った。

54 ヤコブは山でいけにえを献げ、兄弟たちをパンを食べるために呼び寄せた。彼らはパンを食べ、山で夜を過ごした。

55 ラバンは朝早く起き、自分の子たちと娘たちに口づけし、彼らを祝福した。そしてラバンは自分の場所へ帰って行った。

Genesis 32

1 ヤコブは自分の道を進んだ。すると、神の御使いたちが彼に会った。

2 ヤコブはそれらを見て言われた、「これは神の陣営だ」。そしてその場所の名をマハナイムと呼んだ。

3 ヤコブは自分の前へ使者を、その兄弟エサウのもとへ、セイルの地、エドムの野へ遣わした。

4 彼らに命じて言われた、「こう、わが主エサウに言え。『あなたのしもべヤコブはこう言いました。私はラバンとともに滞在し、今に至るまで遅れました。』

5 私には雄牛とろば、羊の群れ、しもべと女奴隷がおります。それを主にお知らせするために遣わしました。あなたの目に恵みを見いだすために。

6 使者たちはヤコブのところに戻って来て、こう言った。「私たちはあなたの兄弟エサウのところに行きました。彼はあなたを迎えに来ており、四百人の者が彼と一緒にいます。

7 ヤコブは非常に恐れ、苦しんだ。そして、彼と共にいた民、羊の群れ、牛、らくだを二つの陣営に分けた。

8 エサウが一方の陣営に来てそれを打つなら、残った陣営は逃れの者となるであろう、と言われた。

9 ヤコブは言われた、「私の父アブラハムの神、私の父イサクの神よ。主よ。あなたは私に『あなたの地とあなたの生まれに帰れ。わたしはあなたと共に善をなそう』と言われた。

10 私はあなたがあなたのしもべに示されたすべての慈愛とすべての真実に値しません。私は杖一本でこのヨルダンを渡りましたが、今や私は二つの陣営となりました。

11 どうか、私の兄弟エサウの手から、私を救い出してください。私は彼を恐れています。彼が来て、母と子を共に打ち殺すかもしれませんから。

12 あなたは言われた、「わたしは必ずあなたと共に良いことをし、あなたの子孫を海の砂のように多くし、その多数のゆえに数えられないほどにする」と。

13 彼はその夜そこに宿り、自分の手にあるものの中から、兄弟エサウへの献げ物を取り分けた。

14 雌ヤギ二百匹と雄山羊二十匹、雌羊二百匹と雄羊二十匹

15 らくだの乳を飲ませる雌らくだ三十頭とその子ら、雌牛四十頭と雄牛十頭、雌ロバ二十頭と子ろば十頭。

16 彼はそれを自分のしもべたちの手に渡し、群れを群れごとに単独で置き、自分のしもべたちに言われた、「私の前を進み、群れと群れの間に広がりを置け」。

17 先にいる者に命じて言われた。「もし私の兄弟エサウがあなたに会って、『あなたは誰の者か、どこへ行くのか、あなたの前のこれらは誰のものか』と尋ねるなら、

18 あなたはあなたのしもべヤコブに言われなさい、「これは私の主エサウに送られた献げ物です。見よ、彼もまた私たちの後にいます」。

19 彼はまた、第二の者にも、第三の者にも、そしてすべての群れの後ろを進む者たちにも命じて言われた、「あなたがたはエサウに会ったなら、この言葉のとおりに彼に話しなさい」。

20 あなたがたは言いなさい。『見よ、あなたのしもべヤコブが私たちの後にいます』と。彼は言った。『私は、私の前を行く献げ物で彼の前をなだめ、その後で彼の顔を見よう。もしかしたら、彼は私の顔を受け入れてくれるかもしれない』と。

21 献げ物は彼の顔の前を通り過ぎた。そして彼はその夜、陣営で宿った。

22 彼はその夜、自分の二人の妻と二人の女奴隷と十一人の子供を連れて立ち上がり、ヤボクの渡し場を渡った。

23 彼らを連れて行き、谷川を渡らせた。そして、彼のものを渡らせた。

24 ヤコブは単独で残された。すると、ある人が夜明けが昇るまで彼と格闘された。

25 彼は自分が彼に勝てないのを見て、ヤコブの腿の手のひらに触れた。彼が彼と格闘している間に、ヤコブの腿の手のひらが外れた。

26 彼は言った、「夜明けが来たので、私を去らせてください」。しかし彼は言った、「あなたが私を祝福してくださらない限り、私はあなたを去らせません」。

27 彼は彼に言われた、「あなたの名は何か」。彼は言った、「ヤコブ」。

28 その方は言われた、「あなたの名は、もうヤコブとは呼ばれない。イスラエルと呼ばれる。あなたが神と人とに争って勝ったからだ。

29 ヤコブが尋ねて言われた、「どうかあなたの名を告げてください」。すると彼は言われた、「なぜあなたは私の名を尋ねるのか」。そして彼はそこで彼を祝福された。

30 ヤコブはその場所の名をペヌエルと呼んだ。「私は神の顔と顔とを向かい合わせて見たのに、私の命は救われた」と。

31 太陽は彼のために昇った。彼がペヌエルを過ぎたとき、彼はその腿を引きずっていた。

32 それゆえ、イスラエルの子らは、今日に至るまで、腿の手のひらの上にある萎えたものの筋を食べない。それは、ヤコブの腿の手のひらにある萎えたものの筋に触れたからである。

Genesis 33

1 ヤコブは目を上げて見ると、見よ、エサウが四百人の者たちと共に来ていた。そこで彼は子供たちをレアとラケルと二人の女奴隷に分けた。

2 女奴隷たちとその子供たちを先に置き、レアとその子供たちを後に、ラケルとヨセフを後に置いた。

3 彼は彼らの前を進み、地に七度ひれ伏し、自分の兄弟に近づくまでそうした。

4 エサウは彼を迎えようと走って来て、彼を抱きしめ、彼の首に抱きついて口づけし、彼らは泣いた。

5 彼は目を上げて、女たちと子供たちを見て、「あなたにとって、これらの者たちは誰ですか」と言われた。すると彼は言った、「神があなたのしもべに恵みを与えられた子供たちです」。

6 女奴隷たちは、その子供たちと共に近づいて、ひれ伏した。

7 レアもその子供たちも進み出て、ひれ伏した。その後、ヨセフとラケルが進み出て、ひれ伏した。

8 彼は言った、「私が出会ったこのすべての陣営は、あなたにとって何ですか」。彼は言った、「私の主の目に恵みを見いだすために」。

9 エサウは言った、「私には多くのものがある。兄弟よ、あなたのものはあなたのものとせよ。

10 ヤコブは言われた、「どうか、もし私があなたの目に恵みを見いだしたなら、私の手から私の献げ物を受け取ってください。なぜなら、私はあなたの顔を、神の顔を見るように見たからです。そして、あなたは私を受け入れてくださいました。

11 どうか私の祝福を受け取ってください。それはあなたに持って来られたものです。なぜなら神が私を恵まれ、私にはすべてがあるからです。そして彼が彼に強く迫ったので、彼は受け取った。

12 彼は言われた、「私たちは旅立って、進みましょう。そして、私はあなたの前を行きましょう。

13 彼は彼に言った。「主は、子供たちが弱く、羊の群れと牛が私に負担であることをご存じです。もし一日でも追い立てれば、すべての羊の群れが死んでしまいます。

14 どうか主がそのしもべの前を進んでください。私は、私の前にある仕事の足に合わせ、また子供たちの足に合わせて、静かに進みます。ついに私がセイルの主のもとへ行くまで。

15 エサウは言った、「私と共にいる民の一部を、どうかあなたのところに置かせてください」。すると彼は言った、「何のためにそんなことをするのですか。私は私の主の目に恵みを見いだしたのですから」。

16 その日、エサウは自分の道をセイルへと帰って行った。

17 ヤコブはスコトへ旅立ち、自分のために家を建て、自分の家畜のために小屋を作った。それゆえ、その場所の名をスコトと呼んだ。

18 ヤコブはパダン・アラムから来て、カナンの地にあるシェケムの町に無事に着き、町の前に宿営した。

19 彼は、自分の天幕を張った野の土地を、シェケムの父ハモルの子らの手から、銀貨百枚で買った。

20 彼はそこに祭壇を築き、それを「イスラエルの神、神」と呼んだ。

Genesis 34

1 レアがヤコブに産んだ娘ディナは、その地の娘たちを見に出て行った。

2 ヒビ人ハモルの子であるシェケムは、その地の君主であったが、彼女を見て、彼女を連れ去り、彼女と寝て、彼女を辱めた。

3 彼の命はヤコブの娘ディナに深く結びつき、その乙女を愛し、その乙女の心に語りかけた。

4 シェケムは父ハモルに言って、「この少女を私の妻としてください」と言った。

5 ヤコブは、自分の娘ディナが汚されたことを聞いた。彼の子たちは野で家畜とともにいた。ヤコブは彼らが帰ってくるまで黙っていた。

6 シェケムの父ハモルは、ヤコブのもとへ出て行き、彼と話そうとした。

7 ヤコブの子たちは、そのことを聞いて野から帰って来た。その人たちは深く悲しみ、非常に怒った。なぜなら、彼がイスラエルにおいて愚かさを行い、ヤコブの娘と寝たからである。そのようなことは決して行われてはならないことである。

8 ハモルは彼らに語って言った、「私の子シェケムの魂はあなたがたの娘に深く惹かれています。どうか彼女を彼に妻として与えてください。

9 互いに結婚し合いなさい。あなたがたの娘を私たちに与え、私たちの娘をあなたがたが取りなさい。

10 あなたがたは私たちと共に住みなさい。地はあなたがたの前にある。そこに住み、商いをし、そこを所有しなさい。

11 シェケムは彼女の父と彼女の兄弟たちに言われた、「あなたがたの目に恵みを得ますように。あなたがたが私に言われることは何でも、私は与えます。

12 持参金と贈り物を私に大いに多くしてください。あなたがたが私に言われるとおりに、私はそれを与えます。ただ、その乙女を私の妻としてください。

13 ヤコブの子たちは、シェケムとその父ハモルに欺きをもって答え、彼らが自分たちの姉妹ディナを汚したことについて語った。

14 彼らは彼らに言った、「私たちはこのことを行うことはできません。私たちの姉妹を、包皮のある人に与えることはできません。それは私たちにとって恥辱だからです。

15 ただこのことにおいて、私たちはあなたがたに応じましょう。もしあなたがたが私たちのようになって、あなたがたのすべての男子が割礼を受けるならば。

16 私たちは私たちの娘をあなたがたに与え、あなたがたの娘を私たちのために取る。そして、私たちはあなたがたとともに住み、一つの民となる。

17 もしあなたがたが私たちの言葉を聞いて割礼を受けないなら、私たちは私たちの娘を連れて行って立ち去る。

18 彼らの言葉はハモルの目と、ハモルの子シェケムの目にかなった。

19 その少年はその言葉を行うのをためらわなかった。なぜなら、彼はヤコブの娘を喜んでいたからである。そして、彼は父の家のすべての中で最も重んじられていた。

20 ハモルとその子シェケムは自分たちの町の門に来て、自分たちの町の人々にこう言った。

21 この人々は私たちと仲が良く、この地に住み、そこで商売をさせよう。この地は彼らの前に広く手広い。彼らの娘を私たちの妻として娶り、私たちの娘を彼らに与えよう。

22 ただこのことにおいてのみ、その人々は私たちと共に住み、一つの民となることに同意するであろう。すなわち、私たちのうちのすべての男子が割礼を受けること、彼らが割礼を受けているように。

23 彼らの家畜と所有物、そしてすべての獣は、私たちのものではないか。ただ彼らに応じよう。そうすれば彼らは私たちとともに住むだろう。

24 町の門から出て来るすべての者は、ハモルとその子シェケムの言うことを聞き、すべての男子、町の門から出て来るすべての者は、割礼を受けた。

25 三日目、彼らが痛みを抱えているとき、ヤコブの子である二人の者、ディナの兄弟シメオンとレビが、それぞれ自分の剣を取り、安全な町に襲いかかり、すべての男を殺した。

26 ハモルとその子シェケムを剣の刃で殺した。そして、ディナをシェケムの家から連れ出し、出て行った。

27 ヤコブの子たちは殺された者たちのところに来て、自分たちの姉妹を汚した町を略奪した。

28 彼らの羊の群れと牛とろば、そして町の中にあるものと野にあるものを、彼らは取った。

29 彼らのすべての力と、彼らのすべての幼子たちと、彼らの妻を奪い取り、略奪した。そして、家の中のすべてのものも。

30 ヤコブはシメオンとレビに言われた、「あなたがたは私を悩ませ、この地の住民、カナン人とペリジ人に私を憎ませた。私はわずかな数の人々である。彼らが私に集まり、私を打ち、私は私の家とともに滅ぼされるだろう。

31 彼らは言った、「我々の姉妹を娼婦のように扱わせるのか」。

Genesis 35

1 神はヤコブに言われた、「立ってベテルに上り、そこに住め。そして、そこに、あなたが兄エサウの前から逃げたときにあなたに現れた神のために祭壇を造れ」。

2 ヤコブは自分の家と、彼と共にいるすべての者に言われた、「あなたがたの真ん中にある異邦の神々を除き去り、身を清め、あなたがたの衣を替えなさい」。

3 さあ、私たちは立ち上がってベテルに上ろう。そして、そこで私は、私の苦難の日に私に答え、私が歩んだ道で私と共におられた神のために祭壇を造ろう。

4 彼らは手にあるすべての異邦の神々と、耳にある耳輪をヤコブに渡した。ヤコブはそれらをシェケムのそばにある樫の木の下に埋めた。

5 彼らは旅立った。そして、神の恐れがその周囲の町々の上にあり、彼らはヤコブの子らを追わなかった。

6 ヤコブはルズに来た。それはカナンの地にあるベテルである。彼と、彼と共にいたすべての民も。

7 そこに祭壇を築き、その場所をエル・ベテルと呼んだ。それは、彼が兄弟の顔から逃げていたとき、そこに神が彼に現れたからである。

8 デボラ、リベカの乳母が死んだ。彼女はベテルの下、樫の木の下に葬られた。彼はその名をアロン・バクテと呼んだ。

9 神はヤコブがパダン・アラムから帰って来たとき、再び彼に現れ、彼を祝福された。

10 神は彼に言われた、「あなたの名はヤコブである。あなたの名はもはやヤコブとは呼ばれない。イスラエルがあなたの名となるであろう」。そして神は彼の名をイスラエルと呼ばれた。

11 神は彼に言われた、「わたしは全能の神である。産めよ、増えよ。諸国と諸国の集会があなたから出るであろう。王たちがあなたの腰から出るであろう。

12 そして、わたしがアブラハムとイサクに与えた地を、あなたに与える。あなたの後の子孫にも、その地を与える。

13 神は、ご自身が彼と語られた場所で、彼の上から上って行かれた。

14 ヤコブは、自分と語られたその場所に石の柱を立て、その上に注ぎの供え物を注ぎ、その上に油を注いだ。

15 ヤコブは、神がそこで彼と語られたその場所の名をベテルと呼んだ。

16 彼らはベテルから旅立ち、エフラタに着くまでにはまだ地の少しばかりの道のりがあった。そのときラケルが産み、産みの苦しみが激しかった。

17 彼女が産みの苦しみをしているとき、助産婦は彼女に言った、「恐れるな。あなたにはこの子もまた男の子だ」。

18 そして彼女の命が尽きようとするとき、彼女は死につつあったので、その名をベン・オニと呼んだ。しかし、その父は彼をベニヤミンと呼んだ。

19 ラケルは死んだ。彼女はエフラタへの道に葬られた。これはベツレヘムである。

20 ヤコブは彼女の埋葬の上に石柱を立てた。これはラケルの埋葬の石柱であり、今日に至るまでである。

21 イスラエルは旅立ち、その天幕をミグダル・エデルの向こうに張った。

22 イスラエルがその地に住んでいたとき、ルベンは行って父の側女ビルハと寝た。イスラエルはそれを聞いた。ヤコブの子らは十二人であった。

23 レアの子ら、ヤコブの長子ルベン、そしてシメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン。

24 ラケルの子は、ヨセフとベニヤミンである。

25 ラケルの女奴隷ビルハの子は、ダンとナフタリ。

26 ジルパはレアの女奴隷であり、その子らはガドとアシェルである。これらはヤコブの子らであり、彼にパダン・アラムで生まれた者たちである。

27 ヤコブは父イサクのところ、マムレ、すなわちキルヤテ・アルバ、これはヘブロンであるが、そこに来た。そこにアブラハムとイサクが滞在していた。

28 イサクの日は百八十年であった。

29 イサクは息を引き取り、死んで、その民に加えられた。彼は年老いて、日々に満ちていた。そして、その子らエサウとヤコブが彼を葬った。

Genesis 36

1 これはエサウの系図である。彼はエドムである。

2 エサウは、カナンの娘たちの中から妻を娶った。すなわち、ヒッタイト人エロンの娘アダ、およびヒビ人ツィブオンの娘アナの娘オホリバマを。

3 そして、イシュマエルの娘でネバヨテの姉妹であるバスマテを。

4 アダはエサウにエリファズを産み、バスマテはラグエルを産んだ。

5 オホリバマはエウシュとヤラムとコラを産んだ。これらはエサウの子らであり、カナンの地で彼に生まれた者たちである。

6 エサウは自分の妻たち、自分の子たち、自分の娘たち、自分の家のすべての命、自分の家畜、自分のすべての獣、そしてカナンの地で得た自分のすべての所有物を取って、自分の兄弟ヤコブの顔を避けて、別の地へ行った。

7 彼らの財産が多くて、一緒に住むことができず、彼らの滞在の地が彼らの家畜のために彼らを支えきれなかったからである。

8 エサウはセイルの山に住んだ。エサウ、すなわちエドムである。

9 これはエサウの系図である。エドムの父エサウの、セイルの山における。

10 これらはエサウの子らの名である。エサウの妻アダの子エリファズ、エサウの妻バスマテの子ラグエル。

11 エリファズの子らは、テマン、オマル、ツェフォ、ガタム、ケナズであった。

12 ティムナはエサウの子エリファズの側女であり、エリファズにアマレクを産んだ。これらはエサウの妻アダの子らである。

13 これらはラグエルの子らである。ナハトとゼラフ、シャンマとミザ。これらはエサウの妻バスマテの子らであった。

14 そして、これらはエサウの妻、ツィブオンの娘アナの娘オホリバマの子らであり、彼女はエサウにエウシュとヤラムとコラを産んだ。

15 これらはエサウの子らの族長たちである。エサウの長子エリファズの子ら、テマン族長、オマル族長、ツェフォ族長、ケナズ族長。

16 族長コラ、族長ガタム、族長アマレク。これらはエドムの地におけるエリファズの族長たちであり、これらはアダの子らである。

17 これはエサウの子ラグエルの子らである。族長ナハト、族長ゼラフ、族長シャンマ、族長ミザ。これらはエドムの地におけるラグエルの族長たちであり、これらはエサウの妻バスマテの子らである。

18 これらはエサウの妻オホリバマの子らである。族長エウシュ、族長ヤラム、族長コラ。これらはアナの娘でエサウの妻であるオホリバマの族長たちである。

19 これらはエサウの子らであり、これらが彼らの族長たちである。彼はエドムである。

20 これは、その地に住んでいたホリ人セイルの子らである。ロタン、ショバル、ツィブオン、アナ。

21 ディション、エゼル、デシャン。これらはホリ人セイルの子らの族長たちであり、エドムの地にいた。

22 ロタンの子はホリとヘマムであり、ロタンの姉妹はティムナであった。

23 これはショバルの子たちである。アワン、マナハト、エバル、シェフォ、オナム。

24 ツィブオンの子はアヤとアナである。このアナは、父ツィブオンのろばを飼っていたとき、荒野で温泉を見つけた者である。

25 これはアナの子ディション、そしてアナの娘オホリバマである。

26 これはデシャンの子らである。ヘムダン、エシュバン、イテラン、ケラン。

27 エゼルの子らは、ビルハンとザアワンとアカンである。

28 これはデシャンの子ら、ウツとアランである。

29 これらはホリ人の族長たちである。ロタンの族長、ショバルの族長、ツィブオンの族長、アナの族長。

30 族長ディション、族長エゼル、族長デシャン。これらはホリ人の族長たちであり、その族長たちがセイルの地にいた。

31 エドムの地で王となった王たちは、イスラエルの子らに王が立つ前に、次のとおりである。

32 エドムで王となったのはベオルの子ベラであり、その町の名はディンハバであった。

33 ベラが死んだ。彼の代わりに、ボズラ出身のゼラフの子ヨバブが王となった。

34 ヨバブが死んだ。彼の代わりに、テマニ人の地のフシャムが王となった。

35 フシャムは死んだ。彼の代わりに、ベダデの子ハダデが王となった。彼はモアブの野でミディアンを打ち破った者である。彼の町の名はアビテであった。

36 ハダデが死んだ。彼の代わりにマスレカ出身のサムラが王となった。

37 サムラは死んだ。彼の代わりに、川のレホボテ出身のサウルが王となった。

38 サウルは死んだ。彼の代わりに、アクボルの子バアル・ハナンが王となった。

39 バアル・ハナン、アクボルの子が死んだ。彼の代わりにハダルが王となった。彼の町の名はパウ、彼の妻の名はメヘタブエル、マトレデの娘、メザハブの娘であった。

40 そして、これらはエサウの族長たちの名であり、その家族ごとに、その場所ごとに、その名によって記されたものである。族長ティムナ、族長アルワ、族長エテテ。

41 族長オホリバマ、族長エラ、族長ピノン。

42 族長ケナズ、族長テマン、族長ミブツァル。

43 族長マグディエル、族長イラム、これらはエドムの族長たちであり、その所有の地における居住に従ったものである。彼はエドムの父エサウである。

Genesis 37

1 ヤコブは父の滞在の地、カナンの地に住んだ。

2 これはヤコブの系図である。ヨセフは十七歳の時、兄弟たちと共に羊の群れを飼っていたが、彼は父の妻たちビルハとジルパの子らと共にいる少年であった。そしてヨセフは彼らの悪い中傷を父に伝えた。

3 イスラエルはすべての子たちの中でヨセフを愛した。それは彼が自分の老年の子であったからである。そして彼のためにまだらの長服を造った。

4 彼の兄弟たちは、父が彼をすべての兄弟たちよりも愛しているのを見て、彼を憎んだ。そして、彼らは彼に平和に話すことができなかった。

5 ヨセフは夢を見て、それを兄弟たちに告げた。すると彼らはますます彼を憎んだ。

6 彼らに言われた、「どうか、この私が夢見た夢を聞いてください。

7 見てください、私たちは野の真ん中で束を束ねていました。すると、私の束が立ち上がり、しかもまっすぐに立っていました。すると、あなたがたの束が回りに来て、私の束にひれ伏したのです。

8 彼の兄弟たちは彼に言った、「あなたが本当に私たちの上に王となるのか。本当に私たちを支配するのか。」そして彼らは、彼の夢と彼の言葉のために、ますます彼を憎んだ。

9 彼はまた別の夢を見て、それを兄弟たちに話して言った、「見よ、私はまた夢を見た。すると、太陽と月と十一の星が私にひれ伏していた」。

10 彼は父と兄弟たちにその夢を語った。すると父は彼を叱って言われた。「お前が夢見たこの夢は何だ。私とお前の母とお前の兄弟たちが、地にひれ伏してお前に拝むことがあり得るのか。

11 兄弟たちは彼をねたんだが、父はこの言葉を心に留めていた。

12 兄弟たちは父の羊の群れをシェケムで飼うために行った。

13 イスラエルはヨセフに言われた、「あなたの兄弟たちはシェケムで羊を飼っているではないか。さあ、あなたを彼らのところへ遣わそう」。彼は彼に言った、「ここにおります」。

14 彼は彼に言われた、「どうか行って、あなたの兄弟たちの平和と羊の群れの平和を見て、私に言葉を返しなさい」。そして彼はヘブロンの谷から彼を送り出し、彼はシェケムに来た。

15 ある人が彼を見つけた。見よ、彼は野で迷っていた。その人は彼に尋ねて言った、「あなたは何を求めているのか」。

16 私は自分の兄弟を探しています。どうか、彼らがどこで羊を飼っているか教えてください。

17 その人は言われた、「彼らはここから移動した。私が『ドタンへ行こう』と言うのを聞いたからだ」。ヨセフは兄弟たちの後を追って行き、ドタンで彼らを見つけた。

18 彼らは遠くから彼を見た。そして彼が彼らに近づく前に、彼らは彼を殺そうと企んだ。

19 それぞれが兄弟に言った、「見よ、あの夢の主人が来る」。

20 さあ、来て、彼を殺し、穴の一つに投げ込もう。そして、『悪い生き物が彼を食べてしまった』と言おう。彼の夢がどうなるか見てみよう。

21 ルベンはこれを聞いて、彼を彼らの手から救い出し、「私たちは彼の命を撃ってはならない」と言った。

22 ルベンは彼らに言われた、「血を流してはならない。この荒野にある穴に彼を投げ入れよ。しかし、彼に手を下してはならない。彼を彼らの手から救い出して、父のもとへ返すために」。

23 ヨセフが兄弟たちのところへ来たとき、彼らはヨセフの長服、すなわち彼の上にあったまだらの長服を脱がせた。

24 彼らは彼を捕まえて、その穴に投げ入れた。その穴は空で、そこには水がなかった。

25 彼らはパンを食べるために座った。そして目を上げて見ると、見よ、イシュマエル人の隊商がギレアデから来ており、そのらくだは香料、香油、没薬を運び、エジプトへ下って行こうとしていた。

26 ユダは兄弟たちに言った、「私たちが自分の兄弟を殺し、その血を隠して、何の利得があるだろうか」。

27 来なさい。彼をイシュマエル人に売ろう。私たちの手は彼に下ろすまい。彼は私たちの兄弟、私たちの肉だからだ。彼の兄弟たちは聞き入れた。

28 ミデヤン人の商人たちが通りかかり、彼らはヨセフを穴から引き上げ、ヨセフを銀二十枚でイシュマエル人に売った。彼らはヨセフをエジプトへ連れて行った。

29 ルベンは穴に戻って来た。すると、見よ、ヨセフは穴の中にいなかった。彼は自分の衣服を裂いた。

30 彼は兄弟たちのところへ戻って言った。「子供がいない。私は、どこへ行けばよいのか。

31 彼らはヨセフの長服を取り、雌ヤギのやぎを屠り、その長服を血に浸した。

32 彼らはそのまだらの長服を送り、それを父のところへ持って行き、「私たちはこれを拾いました。どうか、これがあなたの子の長服かどうか、見分けてください」と言った。

33 彼はそれを見分けて言われた、「これは私の子の長服だ。野の生き物が彼を食い尽くした。ヨセフは確かに引き裂かれたのだ」。

34 ヤコブは自分の衣を裂き、腰に荒布を締め、その子のために長い日々喪に服した。

35 すべての子たちとすべての娘たちが彼を慰めようと立ち上がったが、彼は慰められることを拒み、「わたしは、よみに下って、わが子のもとへ行こう」と言った。そして、彼の父は彼のために泣いた。

36 ミディアン人は彼をエジプトへ売り、ファラオの宦官で料理人の長官であるポテパルに売った。

Genesis 38

1 その時、ユダは兄弟たちから降りて行き、アドラム人という名のヒラという人のところまで寄り道した。

2 ユダはそこで、カナン人である一人の人の娘を見た。その人の名はシュアといった。彼はその娘を娶り、彼女のところに入った。

3 彼女は身ごもり、子を産んだ。そして彼はその名をエルと呼んだ。

4 また身ごもって子を産み、その名をオナンと呼んだ。

5 彼女は再び子を産み、その名をシェラと呼んだ。彼女がケジブで彼を産んだときのことである。

6 ユダは自分の長子エルのために妻を娶った。その名はタマルといった。

7 ユダの長子エルは主の目に悪い者であったので、主は彼を殺された。

8 ユダはオナンに言われた、「あなたの兄弟の妻のところに入り、彼女に兄弟の義務を果たし、あなたの兄弟のために子孫を起こしなさい」。

9 オナンは、その子孫が自分のものにならないことを知っていた。それで、彼が兄弟の妻のところに入るときは、地に流して、兄弟に種を与えないようにした。

10 それが主の目に悪と見なされたので、主は彼をも殺された。

11 ユダは嫁タマルに言われた、「あなたの父の家で未亡人として暮らしなさい。私の子シェラが成長するまで」。彼は「彼も兄弟たちのように死ぬかもしれない」と思ったからである。タマルは行って、自分の父の家に住んだ。

12 日が多く過ぎて、ユダの妻であるシュアの娘が死んだ。ユダは慰められ、羊の群れの毛を刈る者たちのところへ上って行った。彼自身と、彼の友であるアドラム人のヒラが、ティムナへ。

13 タマルに告げられて言われた、「見よ、あなたの舅は羊の群れを刈るためにティムナへ上って行かれる」。

14 彼女はやもめの衣服を脱ぎ、ベールをかぶって身を包み、ティムナへの道にあるエナイムの入口に座った。それは、シェラが大きくなったのを見たが、彼女が彼の妻として与えられなかったからである。

15 ユダは彼女を見て、遊女だと思った。彼女が顔を覆っていたからである。

16 彼は道の方へ彼女のところに寄り、言った、「どうか、あなたのところに入らせてください」。彼はそれが自分の嫁であることを知らなかったからである。彼女は言った、「あなたが私のところに入るために、何を私に与えますか」。

17 彼は言った、「わたしは羊の群れから雌ヤギの子やぎを送ろう」。彼女は言った、「あなたがそれを送るまで、抵当を与えるなら」。

18 彼は言った、「何を抵当としてあなたに与えようか」。彼女は言った、「あなたの印章と、あなたの撚り糸と、あなたの手にある杖を」。彼はそれを彼女に与え、彼女のところに入った。そして彼女は彼によって身ごもった。

19 彼女は立ち上がって、行き、自分のベールを脱ぎ、やもめの衣服を着た。

20 ユダはその友であるアドラム人を通して、雌ヤギの子やぎを送り、女の手から抵当を受け取ろうとしたが、彼女を見つけることができなかった。

21 彼はその場所の人々に尋ねて言った。「道の上のエナイムにいる遊女はどこにいるのか。」すると彼らは言った。「ここには遊女はいなかった。

22 彼はユダのところへ戻り、「彼女を見つけられなかった。また、その場所の人々は『ここには神殿娼婦はいなかった』と言った」と言った。

23 ユダは言われた、「彼女にそれを取らせなさい。私たちが侮りを受けないように。見よ、私はこの子やぎを送ったが、あなたは彼女を見つけなかったのだ」。

24 約三か月後、ユダに告げられて言われた、「あなたの嫁タマルは淫行を犯し、しかも見よ、淫行のゆえに妊娠している」。ユダは言われた、「彼女を引き出して、焼き尽くせ」。

25 彼女は連れ出されていたが、舅のもとへ人を遣わして言った、「これらのものを持つ雄に、私は身ごもりました」。そして言った、「どうか、この印章と撚り糸と杖が誰のものか、お認めください」。

26 ユダはそれを見分けて言った、「彼女は私よりも正しい。それは私が彼女を私の子シェラに与えなかったからだ」。そして彼は再び彼女を知ることはなかった。

27 彼女が産む時となり、見よ、その腹に双子がいた。

28 彼女が産むとき、彼は手を差し出した。すると助産婦がそれを取り、緋色の糸をその手に結んで言った、「この子が先に出たのです」。

29 彼が手を引いたとき、見よ、彼の兄弟が出て来た。彼女は言った、「あなたは何と自分に裂け目を開いたのか」。そして彼の名はペレツと呼ばれた。

30 その後、彼の兄弟が、その手に緋色の糸が巻かれたまま出て来た。そして、彼の名はゼラフと呼ばれた。

Genesis 39

1 ヨセフはエジプトに連れ下ろされた。そして、ファラオの宦官で料理人の長官であるエジプト人のポテパルが、彼をイシュマエル人の手から買い取った。彼らは彼をそこへ連れ下ろした者たちである。

2 主はヨセフと共におられ、彼は成功する人となり、その主人であるエジプト人の家にいた。

3 彼の主人は、主が彼とともにおられること、そして彼が行うすべてのことを主が彼の手で成功させてくださるのを見られた。

4 ヨセフは彼の目に恵みを見いだし、彼に仕えた。彼は自分の家を彼に任せ、自分の持っているすべてを彼の手に渡した。

5 彼が自分の家と自分のすべての持ち物を任されてから、主はヨセフのためにエジプト人の家を祝福された。主の祝福は、彼の家の中にも野にも、彼のすべての持ち物の上にあった。

6 彼は自分のすべてのものをヨセフの手に委ねた。そして彼は、自分が食べるパンのほかは、彼と共に何も知らなかった。ヨセフは容姿が美しく、外観も美しかった。

7 これらの言葉の後、彼の主人の妻はヨセフに目を向け、「私と寝なさい」と言った。

8 彼は拒んで、自分の主人の妻に言われた、「ご覧ください、私の主人は、家の中の何が私と共にあるかを知らず、彼が持っているすべてのものを私の手に渡されました。

9 この家では私より彼は大きくなく、彼は私から何も隠さなかった。ただあなただけが彼の妻であること以外は。それなのに、どうして私はこの大きな悪を行い、神に対して罪を犯すことができようか。

10 彼女がヨセフに毎日語りかけたが、彼は彼女のそばに寝て彼女と共にいることを聞き入れなかった。

11 その日、彼は仕事をするために家に入ったが、家の者たちのうち誰も家の中にいなかった。

12 彼女は彼の衣服を捕まえて、「私と一緒に寝なさい」と言った。しかし彼は自分の衣服を彼女の手に残し、逃げて外へ出た。

13 彼女が彼の衣服が自分の手にあるのを見たとき、彼は外へ逃げ出した。

14 彼女は家の人々に呼びかけ、彼らに言った、「見なさい。彼は私たちのところに、私たちを嘲るためにヘブル人の人を連れて来たのです。彼は私のところに来て、私と寝ようとしたので、私は大声で叫びました。

15 彼が私の声を上げて叫ぶのを聞いたとき、彼は自分の衣服を私のそばに置き去りにして、外へ逃げ出した。

16 彼女はその衣服を自分のそばに置いて、主人が家に帰ってくるまでにしておいた。

17 彼女は彼にこれらの言葉で語って言った、「あなたが私たちのところに連れて来られたヘブル人のしもべが、私を嘲ろうとして私のところに来ました。

18 私が声を上げて叫んだとき、彼は自分の衣服を私のそばに置いて、外へ逃げ出しました。

19 主人は、自分の妻が彼に語った言葉、すなわち「あなたのしもべが、このようなことを私にした」という言葉を聞いたとき、彼の怒りが燃え上がった。

20 ヨセフの主は彼を取って、王の囚人たちが閉じ込められている牢獄の家、その場所に彼を入れた。そして彼はそこ、牢獄の家にいた。

21 主はヨセフと共におられ、彼に慈愛を施され、牢獄の家の長官の目に彼の恵みを与えられた。

22 牢獄の家の長官は、すべての囚人をヨセフの手に委ねた。牢獄の家にいるすべての者、彼らがそこで行うすべてのことを、彼が行った。

23 牢獄の家の長官は、彼の手にあるすべての何も見なかった。主が彼と共におられたからである。そして、彼が行うことは何でも、主がそれを成功させられた。

Genesis 40

1 これらのことの後、エジプトの王の酒注ぎ役とパン焼き役が、その主であるエジプトの王に対して罪を犯した。

2 ファラオは自分の二人の宦官に怒られた。それは酒注ぎ役の長官と、パン焼き役の長官に対してであった。

3 彼らを見張りの下に置き、料理人の長官の家、すなわち牢獄の家に置いた。そこはヨセフが閉じ込められていた場所である。

4 料理人の長官はヨセフを彼らと共に任命し、彼に仕えさせた。そして彼らは見張りの下で日々を過ごした。

5 彼らは二人とも夢を見た。それぞれ自分の夢を、同じ夜に、それぞれ自分の夢の解釈を。エジプトの王に仕える酒注ぎ役とパン焼き役、彼らは牢獄の家に囚われていた。

6 ヨセフは朝、彼らのところに来て、彼らを見ると、見よ、彼らは憂いていた。

7 彼は、自分の主の家の見張りにいるファラオの宦官たちに尋ねて言われた、「なぜ今日、あなたがたの顔は悪いのか」。

8 彼らは彼に言った、「私たちは夢を見ましたが、それを解く者がいません」。ヨセフは彼らに言った、「解釈は神のものではないのですか。どうか私に話してください」。

9 酒注ぎ役の長官は自分の夢をヨセフに語り、彼に言った。「私の夢では、見よ、私の前にぶどうの木があった。

10 そのぶどうの木には三本の枝があった。それは芽を出し、花が咲き、その房は熟してぶどうとなった。

11 ファラオの杯は私の手にありました。私はぶどうを取り、それをファラオの杯に搾り、その杯をファラオの手のひらに渡しました。

12 ヨセフは彼に言った、「その解釈はこれです。三本の枝は三日のことです。

13 三日のうちに、ファラオはあなたの頭を上げられ、あなたを元の職に戻される。そして、あなたはかつて酒注ぎ役であったときの先のさばきのように、ファラオの杯をその手に渡すであろう。

14 しかし、あなたが良くなった時には、どうか私を思い出し、私に慈愛を示してください。そして、私のことをファラオに話し、この家から私を出してください。

15 私はヘブル人の地から盗まれて連れて来られました。そして、ここでも私は何もしていません。彼らが私を穴に入れたのです。

16 パン職人の長官は、それが良い解き明かしであるのを見て、ヨセフに言った。「私も夢の中で、見ると、三つの白いものの籠が私の頭の上にあった。

17 上の籠には、ファラオの食物であるパン職人のわざがすべてあり、鳥が私の頭の上の籠からそれを食べていました。

18 ヨセフは答えて言われた、「その解釈はこれです。三つの籠は三日のことです。

19 三日のうちに、ファラオはあなたの頭をあなたから取り去り、あなたを木にかけるであろう。そして、鳥があなたの肉をあなたから食べるであろう。

20 第三日に、それはファラオの誕生日であり、彼はすべてのしもべたちのために宴会を設けた。そして、酒注ぎ役の長官の頭と、パン焼き役の長官の頭を、彼のしもべたちの真ん中で挙げた。

21 彼は酒注ぎ役の長官をその酒注ぎ役の職に復帰させ、杯をファラオの手のひらに渡した。

22 そしてパン職人の長官を吊るした。ヨセフが彼らに解き明かしたとおりに。

23 酒注ぎ役の長官はヨセフのことを思い出さず、彼を忘れた。

Genesis 41

1 二年の終わりに、ファラオは夢を見た。見よ、彼はナイル川のほとりに立っていた。

2 見よ、ナイル川から七頭の雌牛が上がって来た。外観は美しく、肉は肥えており、葦の中で草を食べていた。

3 すると、見よ、その後に、外観が悪く、肉が痩せた七頭の別の雌牛がナイル川から上がって来て、その雌牛たちのそばのナイル川の岸に立った。

4 外観が悪く肉が痩せた七頭の雌牛が、外観が良く肥えた七頭の雌牛を食べてしまった。そしてファラオは目を覚ました。

5 彼は再び眠りにつき、再び夢を見た。見よ、七つの穀物の穂が、一つの葦の上に生えていて、それらは豊かで良いものであった。

6 すると、見よ、七つの穀物の穂が、細く、東風に焼かれて、それらの後に生えていた。

7 そして、その細い穀物の穂が、七つの豊かな穀物の穂を呑み込んだ。するとファラオは目を覚ました。見よ、それは夢であった。

8 朝になると、彼の霊は動揺した。彼は使いを送って、エジプトのすべての魔術師と、そのすべての賢者たちを呼び寄せた。ファラオは彼らに自分の夢を語ったが、ファラオにそれを解き明かす者はだれもいなかった。

9 酒注ぎ役の長官はファラオに言われた、「私は今日、自分の罪を思い起こしています。

10 ファラオはそのしもべたちに怒り、私を見張りに置かれた。料理人の長官の家に、私とパン焼きの長官を。

11 私たちは同じ夜に夢を見ました。私と彼の二人で、それぞれの夢の解釈に従って、それぞれの夢を見たのです。

12 そこには私たちと一緒に、料理人の長官のしもべであるヘブル人の少年がいました。私たちが彼に話すと、彼は私たちの夢を解き明かしました。それぞれの人に、その人の夢に応じて解き明かしたのです。

13 われわれのために解き明かしたとおりになった。私を台座に戻し、彼を掛けられた。

14 ファラオは人を遣わしてヨセフを呼び寄せられた。彼らは彼を穴から急いで連れ出した。彼はひげを剃り、衣を替え、ファラオのところへ来た。

15 ファラオはヨセフに言われた、「私は夢を見ましたが、それを解き明かす者がいません。そして、あなたについて、夢を聞けばそれを解き明かすと聞きました」。

16 ヨセフはファラオに答えて言った、「私によるのではありません。神がファラオの平和についてお答えになります」。

17 ファラオはヨセフに言われた、「私の夢では、私はナイル川の岸に立っていた。

18 見よ、ナイル川から七頭の雌牛が上がって来た。肉が肥えていて、容姿も美しく、葦の中で草を食べていた。

19 すると、見よ、その後に七頭の別の雌牛が上がって来た。それは非常に貧しく、容姿が悪く、肉がやせ細っていた。エジプトの全地で、これほど悪いものを見たことはなかった。

20 瘠せて醜い雌牛が、先の七頭の肥えた雌牛を食べてしまった。

21 それらはその内側に入ったが、その内側に入ったことは分からず、その外観は初めと同じように悪かった。そして私は目を覚ました。

22 夢の中で見ました。すると、一つの葦に七つの穀物の穂が生えていて、それは実り豊かで良いものでした。

23 見よ、七つの穀物の穂が、細く、からからに乾いた、東風に焼かれたものが、それらの後に生えていた。

24 細い穀物の穂が、七本の良い穀物の穂を呑み込んでしまいました。そして私は魔術師たちに言いましたが、私に告げる者は誰もいませんでした。

25 ヨセフはファラオに言われた、「ファラオの夢は一つである。神がなさろうとしていることを、ファラオにお告げになったのである。

26 七頭の良い雌牛は七年のことであり、七つの良い穀物の穂も七年のことである。それは一つの夢である。

27 後に出て来る痩せて醜い七頭の雌牛は七年のことであり、空ろで東風に焼かれた七つの穀物の穂も七年のことであり、それらは七年の飢饉となる。

28 これは、私がファラオに申し上げた言葉です。神がファラオに示されたことを、神は行われようとしておられます。

29 見よ、七年の間、エジプトのすべての地に大きな豊かさが来るであろう。

30 その後、七年の飢饉が起こり、エジプトの地のすべての豊かさは忘れられ、飢饉がその地を滅ぼし尽くすであろう。

31 その豊かさは地において知られないであろう、その飢饉の前には、後のこととして。なぜなら、それは非常に重いからである。

32 夢がファラオに二度繰り返して示されたのは、その言葉が神から確かであり、神がそれをすぐに成し遂げられるからである。

33 今やファラオは、賢明で知恵のある人を見られ、その人をエジプトの地の上に置かれるがよい。

34 ファラオは行動し、地の上に監督者たちを任命し、豊かさの七年の間にエジプトの地を五分の一に備えさせよ。

35 彼らは、これらの来たる良い年のすべての食物を集め、穀物をファラオの手の下に蓄え、町々に食物を貯蔵して守らせよ。

36 その食物は、エジプトの地に臨む七年の飢饉の間、地のための預かり物となり、その地は飢饉によって滅びることはないであろう。

37 この言葉はファラオの目と、すべてのそのしもべたちの目に良いと思われた。

38 ファラオはそのしもべたちに言われた、「このような人、すなわち神の霊がそのうちにある人を、われわれは見いだすことができるだろうか」。

39 ファラオはヨセフに言われた、「神があなたにこのすべてを知らせられた後には、あなたのように分別があり知恵のある者はだれもいない」。

40 あなたはわたしの家を治め、あなたの口にすべてのわたしの民は口づけするであろう。ただ王座だけは、わたしはあなたよりも大きくされる。

41 ファラオはヨセフに言われた、「見よ、わたしはあなたをエジプトのすべての地の上に置いた」。

42 ファラオは自分の手から指輪を外し、それをヨセフの手にはめられた。そして彼に亜麻布の衣服を着せ、金の鎖を彼の首にかけられた。

43 彼はその者を自分の第二の戦車に乗せ、その前で「アブレク」と呼ばせた。そして、彼をエジプトのすべての地の上に置いた。

44 ファラオはヨセフに言われた、「わたしはファラオである。あなたを除いては、だれもエジプトの全地で、その手とその足を上げることはできない」。

45 ファラオはヨセフの名をツァフナテ・パアネアと呼び、彼にオンの祭司ポティ・フェラの娘アセナテを妻として与えた。そしてヨセフはエジプトの地の上に出た。

46 ヨセフはエジプトの王ファラオの前に立ったとき三十歳の子であり、ヨセフはファラオの顔の前から出て、エジプトのすべての地を巡った。

47 地は豊かさの七年の間に、一握りずつ実を結んだ。

48 彼はエジプトの地にあった七年のすべての食物を集め、その食物を町々に置いた。その町の周囲の野の食物を、その町の真ん中に納めた。

49 ヨセフは穀物を海の砂のように非常に多く積み上げ、ついに数えるのをやめた。それは数がなかったからである。

50 飢饉の年が来る前に、ヨセフに二人の子が生まれた。それは、オンの祭司ポティ・フェラの娘アセナテが彼に産んだ者である。

51 ヨセフは長子の名をマナセと呼んだ。「神が私のすべての労苦と、私の父のすべての家を忘れさせられたからだ」と。

52 二人目の名をエフライムと呼んだ。「神が私の苦しみの地で私を実らせてくださったからだ」と。

53 豊かさの七年が、エジプトの地にあったその期間は終わった。

54 七年の飢饉が、ヨセフが言われたとおりに始まった。そして、すべての地に飢饉があったが、エジプトの全地にはパンがあった。

55 エジプトの全地は飢え、民はファラオにパンを求めて叫んだ。ファラオはすべてのエジプト人に言われた、「ヨセフのところへ行け。彼があなたがたに言うことを行え」。

56 飢饉が全地の面にあった。ヨセフは彼らの中にあるすべての倉を開き、エジプト人に売った。そして飢饉はエジプトの地で強くなった。

57 そしてすべての地は、ヨセフのもとに穀物を買うためにエジプトへ来た。なぜなら、すべての地で飢饉が激しかったからである。

Genesis 42

1 ヤコブはエジプトに穀物があるのを見て、ヤコブは子らに言われた、「なぜ互いに顔を見合わせているのか」。

2 そして言われた、「見よ、私はエジプトに穀物があると聞いた。そこへ下って行き、そこから私たちのために穀物を買え。そうすれば私たちは生き延び、死なないだろう。

3 ヨセフの兄弟十人は、エジプトから穀物を買うために下って行った。

4 ヤコブはヨセフの兄弟ベニヤミンを、その兄弟たちと共に送らなかった。なぜなら、「彼に災いが及ぶかもしれない」と言ったからである。

5 イスラエルの子らは、穀物を買うために来た者たちの真ん中に来た。なぜなら、カナンの地に飢饉があったからである。

6 ヨセフはその地を治める者であり、その地のすべての民に穀物を売る者であった。ヨセフの兄弟たちが来て、地に顔を伏せて彼にひれ伏した。

7 ヨセフは自分の兄弟たちを見て、彼らを認めたが、彼らに知られないようにして、彼らに厳しい言葉を語り、彼らに言った、「あなたがたはどこから来たのか」。彼らは言った、「食物を買うためにカナンの地から来ました」。

8 ヨセフは自分の兄弟たちを見分けたが、彼らは彼を見分けなかった。

9 ヨセフは彼らについて夢見た夢を思い出し、彼らに言われた、「あなたがたは間者だ。この地の裸を見るために来たのだ」。

10 彼らは彼に言った、「いいえ、わが主よ。あなたのしもべたちは食物を買うために来ました。

11 私たちはみな、一人の人の子です。私たちは正直な者です。あなたのしもべたちは、斥候ではありませんでした。

12 彼は彼らに言われた、「いいえ、あなたがたは地の裸を見るために来たのです」。

13 しもべたちは十二人、兄弟で、カナンの地にいる一人の人の子です。末の弟は今日、父のもとにいますが、もう一人はおりません。

14 ヨセフは彼らに言われた、「それは、私があなたがたに告げたとおりだ。あなたがたは斥候だ」。

15 このことによって、あなたがたは試される。ファラオの命にかけて、あなたがたの末の兄弟がここに来ない限り、あなたがたはここを出ることはできない。

16 あなたがたのうち一人を行かせ、その者があなたがたの兄弟を連れて来なさい。しかし、あなたがたは拘束され、あなたがたの言葉が試される。真実があなたがたと共にあるかどうか。もしそうでなければ、ファラオの命にかけて、あなたがたは斥候である。

17 彼らを三日の間、見張りに集めた。

18 ヨセフは彼らに言った、「三日目に、これをしなさい。そうすれば、あなたがたは生きるであろう。私は神を恐れる者である。

19 もしあなたがたが正直者であるなら、あなたがたの兄弟の一人をあなたがたの見張りの家に縛り置け。そしてあなたがたは行って、あなたがたの家のための飢饉の穀物を持って来なさい。

20 あなたたちの末の兄弟を私のところに連れて来なさい。そうすれば、あなたたちの言葉が確かめられ、あなたたちは死なないだろう。彼らはそのようにした。

21 彼らは互いに言った。「私たちは確かに、私たちの兄弟について罪の責めを負っている。彼の魂の苦難を私たちが見たとき、彼が私たちに嘆願したのに、私たちは聞かなかった。それゆえ、この苦難が私たちに臨んだのだ。

22 ルベンは彼らに答えて言った、「あなたがたに『その子供に対して罪を犯してはならない』と言ったではないか。しかしあなたがたは聞かなかった。見よ、その血が今や求められているのだ」。

23 彼らは、ヨセフが聞いていることを知らなかった。なぜなら、彼らの間の通訳者がいたからである。

24 彼は彼らから離れて泣かれた。そして彼らに戻って彼らに語り、彼らの中からシメオンを取り、彼らの目の前で彼を縛られた。

25 ヨセフは命じられ、彼らの器に穀物を満たさせ、彼らの銀をそれぞれの袋に返し、彼らに道のための食料を与えるようにされた。そして彼らにそのようにされた。

26 彼らは穀物をろばに載せて、そこから去って行った。

27 宿で、一人が自分の荒布を開いて、自分のろばに飼料を与えようとしたところ、自分の銀を見た。すると、見よ、それは自分の袋の口にあった。

28 彼は兄弟たちに言った、「私の銀は返され、しかも見よ、私の袋の中にある」。すると彼らの心は沈み、それぞれが兄弟に向かって震えながら言った、「これは何ということを神が私たちにされたのか」。

29 彼らは父ヤコブのもと、カナンの地に来て、自分たちに起こったすべてのことを彼に告げて言った。

30 その地の主である人は私たちに厳しく語り、私たちをその地の偵察者として扱った。

31 私たちは彼に言ったのです。「私たちは正直な者たちです。私たちは斥候ではありませんでした。

32 私たちは十二人の兄弟で、父の子です。一人はもういません。そして、末の弟は今日、父とともにカナンの地にいます。

33 その地の主である人が私たちに言われた、「これによって、あなたがたが誠実な者であることを私は知ろう。あなたがたの兄弟の一人を私のもとに置き、あなたがたの家の飢饉のために食料を取り、行きなさい。

34 あなたがたの末の弟を私のところに連れて来なさい。そうすれば、あなたがたが斥候ではなく、誠実な者であることを私は知るでしょう。私はあなたがたに兄弟を返し、あなたがたはこの地で商いをすることができる。

35 彼らが荒布を空にしていたとき、見よ、それぞれの人の銀の袋が自分の荒布の中にあった。彼らとその父は自分たちの銀の袋を見て、恐れた。

36 父ヤコブは彼らに言われた、「あなたがたは私から子を奪った。ヨセフはいない、シメオンもいない、そしてベニヤミンを取ろうとしている。これらのことはすべて私の上に降りかかっている」。

37 ルベンは父に言った。「もし私が彼をあなたのところへ連れ戻さなければ、私の二人の子を殺してください。彼を私の手に任せてください。私は彼をあなたのところへ連れ戻します。

38 子はあなたがたと一緒に下って行くことはない。彼の兄弟は死に、彼は単独で残されているからだ。もしあなたがたが行く道で彼に災いが起こり、あなたがたが悲しみのうちに私の白髪をよみに下らせることになろう。

Genesis 43

1 飢饉は地に重かった。

2 彼らがエジプトから持って来た穀物を食べ尽くしたとき、父は彼らに言われた、「もう一度行って、私たちのために少しの食物を買って来なさい」。

3 ユダは彼に言った、「あの人は私たちにこう言って誓わせた。『あなたがたの兄弟があなたがたと一緒でなければ、私の顔を見ることはできない』と。

4 もしあなたが私たちの兄弟を私たちと一緒に送ってくださるなら、私たちは下って行き、あなたのために食物を買い求めましょう。

5 もしあなたが彼を送らないのなら、私たちは下って行きません。あの人が私たちに言われたのです。「あなたがたの兄弟があなたがたと一緒でなければ、私の顔を見ることはできない」と。

6 イスラエルは言われた、「なぜあなたがたは、その人にまだ兄弟がいることを告げて、わたしにわざわいをもたらしたのか」。

7 彼らは言った、「あの人は私たちと私たちの生まれについて詳しく尋ねて、『あなたがたの父はまだ生きているか。あなたがたに兄弟がいるか』と言った。私たちはこれらの言葉のとおりに彼に告げた。彼が『あなたがたの兄弟を連れて下りなさい』と言うことを、どうして知っていたでしょうか。

8 ユダは父イスラエルに言った、「その少年を私と一緒に遣わしてください。そうすれば、私たちは立ち上がって行き、生きることができ、私たちもあなたも私たちの幼子たちも死なないでしょう。

9 わたし自身が彼の保証人となります。わたしの手から彼を求めてください。もしわたしが彼をあなたのところに連れて来て、あなたの前に立たせなければ、わたしはすべての日々、あなたに対して罪ある者となるでしょう。

10 もし私たちが遅れていなければ、今ごろはもう二度と帰って来ていたでしょうに。

11 彼らの父イスラエルは彼らに言われた、「もしそうなら、このようにしなさい。地の最良の果実をあなたたちの器に取り、その人への献げ物として携え下りなさい。少しの香油と少しの蜂蜜、香料と没薬、木の実とアーモンドを。

12 第二の銀をあなたたちの手に取り、あなたたちの袋の口に返された銀をあなたたちの手で返せ。それは誤りかもしれない。

13 あなたがたの兄弟を連れて行き、立って、その人のところへ帰りなさい。

14 全能者の神が、その人の前であなたがたにあわれみを与え、あなたがたのもう一人の兄弟とベニヤミンをあなたがたに返してくださるように。そして、私が子を失ったのなら、失ったのである。

15 人々はその献げ物を取り、手に第二の銀も取り、ベニヤミンも連れて、立ち上がってエジプトへ下り、ヨセフの前に立った。

16 ヨセフは彼らと共にベニヤミンを見て、自分の家の管理者に言った、「この人々を家に連れて行き、屠殺を屠り、備えよ。なぜなら、この人々は真昼に私と共に食べるからだ」。

17 その人はヨセフが言ったとおりにし、その人はその人たちをヨセフの家に連れて来た。

18 人々は、ヨセフの家に連れて来られたので恐れた。そして言った、「初めに我々の袋に戻された銀の言葉のゆえに、我々は連れて来られたのだ。我々に襲いかかり、我々に飛びかかり、我々をしもべとして取り、我々のろばをも取るために」。

19 彼らはヨセフの家を管理している人のところに近づき、家の入口で彼に話しかけた。

20 彼らは言った、「ああ、わが主よ、私たちは初めに食物を買うために下って来ました。

21 私たちが宿に着いたとき、袋を開けてみると、なんとそれぞれの人の銀がその袋の口にあり、私たちの銀はその重さのままだった。それで私たちはそれを手で持ち帰った。

22 また別の銀を食物を買うために私たちの手で下してきました。私たちの銀を誰が私たちの袋に入れたのか、私たちは知りません。

23 彼は言われた、「あなたがたに平和があるように。恐れてはならない。あなたがたの神、あなたがたの先祖の神が、あなたがたの袋の中に隠された宝を授けられた。あなたがたの銀は私のところに届いたのだ」。そして彼はシメオンを彼らのところに連れ出した。

24 その人はヨセフの家に人々を連れて行き、水を与えて彼らの足を洗わせ、彼らのろばに飼料を与えた。

25 彼らはヨセフが真昼に来るまで献げ物を用意した。彼らはそこでパンを食べることになると聞いていたからである。

26 ヨセフが家に来たので、彼らは手に持っていた献げ物を家の中に持って来て、地に伏して彼にひれ伏した。

27 彼は彼らに平和を尋ね、言われた、「あなたがたが話した年老いた父は平和であるか。彼はまだ生きているか」。

28 彼らは言った、「あなたのしもべである私たちの父には平和があります。彼はまだ生きております」。そして彼らはひざまずき、礼をした。

29 彼は目を上げて、自分の母の子である弟ベニヤミンを見て、「あなたがたが私に話したあの末の兄弟はこれか」と言われた。そして、「神よ、どうかこの子を恵んでください」と言われた。

30 ヨセフは急いだ。彼のあわれみがその兄弟に向かって燃え上がったからである。彼は泣こうとして、奥の部屋に入り、そこで泣いた。

31 顔を洗って出て来られ、自分を抑えて、「パンを出せ」と言われた。

32 彼らは彼のために単独で、彼らのために単独で、そして彼と共に食べるエジプト人のために単独で用意した。なぜなら、エジプト人はヘブル人と共にパンを食べることができなかったからである。それはエジプト人にとって忌み嫌うべきものであったからである。

33 彼らは彼の前に座った。長子はその長子の権利に従い、末子はその若さに従って。そして人々は互いに驚き合った。

34 彼は自分の前から彼らに贈り物を送ったが、ベニヤミンの贈り物は彼らのすべての贈り物より五倍の手の分だけ多かった。そして彼らは彼と共に飲み、酔った。

Genesis 44

1 彼は自分の家の者に命じて言われた、「人々の袋に、彼らが運べるだけの食物を満たし、それぞれの人の銀をその袋の口に置け」。

2 そして、私の銀の杯を、その若い者の袋の口に置き、彼の穀物の銀もその中に置け。彼はヨセフが語った言葉のとおりにした。

3 朝が明けたとき、その人たちは自分たちのろばとともに送り出された。

4 彼らが町を出て、まだ遠くへ行かないうちに、ヨセフは自分の家の管理者に言った、「立って、あの人たちの後を追い、追いついたなら、彼らに言いなさい、『なぜ、善の代わりに悪を返したのか。』

5 これは、わが主がこれで飲まれるものではありませんか。そして、これは彼が占いに用いられるものです。あなたがたは、このような悪を行ったのです。

6 彼らに追いつき、これらの言葉を彼らに語った。

7 彼らは彼に言った。「どうして主はこのような言葉を言われるのですか。あなたのしもべたちがこのようなことをするなど、絶対にありえません。

8 われわれが袋の口で見つけた銀を、カナンの地からあなたのところへ持ち帰ったではありませんか。それなのに、どうしてあなたの主の家から銀や金を盗むことがありましょうか。

9 あなたのしもべたちのうち、その者と共にそれが見つかるなら、その者は死に、私たちもまた、あなたの主のしもべとなります。

10 彼は言われた。「それでは、あなたがたの言葉のとおりにしよう。その者のもとに見つかった者が、私のしもべとなる。あなたがたは、潔い者となる。

11 彼らは急いで、それぞれ自分の袋を地に降ろし、それぞれ自分の袋を開けた。

12 彼は大きな者から捜し始め、小さな者に至るまで捜し終えた。すると、杯はベニヤミンの袋の中に見つかった。

13 彼らは自分の衣を裂き、それぞれの人が自分のろばに荷を負わせ、町へ帰った。

14 ユダとその兄弟たちはヨセフの家に来た。彼はまだそこにいた。彼らは彼の前に地にひれ伏した。

15 ヨセフは彼らに言われた、「あなたがたは、このようなわざをしたのは何ということか。わたしのような者が占いをすることを、あなたがたは知らなかったのか」。

16 ユダは言われた、「私たちは主に何と言い、何を語り、どうして自分を正しいと示せましょうか。神があなたのしもべたちの咎を見つけ出されました。ご覧ください、私たちは主のしもべです。私たちも、その杯が手にある者も、共にです。

17 彼は言われた、「私にはこのことをするなど、とてもできない。その杯が手にある人が、私のしもべとなる。あなたがたは、平和のうちに父のもとへ上って行きなさい。

18 ユダが彼に近づいて言った。「わが主よ、どうか、あなたのしもべが主の耳に一言話させてください。あなたのしもべに対して怒りを燃やさないでください。あなたはファラオのようですから。

19 主はしもべたちにお尋ねになりました。「あなたがたには父か兄弟がいるか」と。

20 私たちは主に申し上げました、「私たちには年老いた父と、老年の末の小さな子供がいます。その兄弟は死に、彼は母に単独で残され、父は彼を愛しています」。

21 あなたはしもべたちに言われた、「彼を私のところに連れ下りなさい。私は彼に目を注ごう」。

22 私たちは主に申し上げました、「その少年は父を離れることができません。もし父を離れるなら、彼は死んでしまいます」。

23 あなたはあなたがたのしもべたちに言われた。『あなたがたの末の兄弟があなたがたと一緒に下って来ないなら、あなたがたは再びわたしの顔を見ることはない。』と。

24 私たちがあなたのしもべである父のところへ上って行ったとき、あなたの主の言葉を彼に告げました。

25 私たちの父は言われた、「戻って、私たちのために少しの食物を買って来なさい」。

26 私たちは言った、「私たちは下って行くことはできません。もし私たちの末の兄弟が私たちと一緒にいるなら、私たちは下って行きましょう。なぜなら、その人の顔を見ることはできません。私たちの末の兄弟が私たちと一緒にいないからです。

27 あなたのしもべである私の父は私たちに言われた、「あなたがたは知っている、私の妻が私に二人の子を産んだことを。

28 一人が私のもとから出て行きましたが、私は「きっと引き裂かれたに違いない」と言いました。そして、今に至るまで彼を見ていません。

29 あなたがたがこの者をもわたしの前から連れ去り、彼に災いが臨むなら、あなたがたはわたしの白髪を悪とともに、よみに下らせることになる。

30 今、私があなたのしもべである父のもとへ帰るとき、その少年が私たちと共にいないなら、父の命はその少年の命に結びついているのです。

31 彼が少年がいないのを見るとき、彼は死ぬでしょう。そして、あなたのしもべたちは、私たちの父であるあなたのしもべの白髪を、悲しみのうちによみに下らせるでしょう。

32 あなたのしもべは父からこの少年を請け負いました、こう言って、「もし私が彼をあなたのもとに連れて来なければ、私はいつまでも父に対して罪ある者となるでしょう」と。

33 今、どうかあなたのしもべがこの少年の代わりに、わが主のしもべとして留まりますように。そして、その少年は兄弟たちと共に上って行きますように。

34 どうして私は父のもとへ上って行けようか。少年が私と一緒にいないのに。私が父に臨む災いを見ることのないように。

Genesis 45

1 ヨセフは自分のそばに立っているすべての者の前で、自分を抑えることができず、「すべての人を私の前から出しなさい」と叫んだ。ヨセフが兄弟たちに自分を知らせたとき、だれも彼のそばに立っていなかった。

2 彼は声を上げて泣いた。エジプト人はそれを聞き、ファラオの家もそれを聞いた。

3 ヨセフは兄弟たちに言った、「私はヨセフです。父はまだ生きておられますか」。兄弟たちは彼に答えることができなかった。彼らは彼の顔の前で慌てふためいたからである。

4 ヨセフは兄弟たちに言った、「どうか私のところに近づきなさい」。彼らが近づいたので、ヨセフは言った、「私はあなたがたの兄弟ヨセフです。あなたがたが私をエジプトへ売ったあの者です」。

5 今は、悲しんではならない。また、あなたがたの目に怒りが燃えてはならない。あなたがたが私をここに売ったのは、神があなたがたの前に私を遣わして、命の維持のためだったからだ。

6 この地の内側には飢饉がすでに二年あり、まだ耕作も収穫もない五年が続く。

7 神は私をあなたがたの前に遣わされ、地にあなたがたの残りの者を置き、大きな逃れの者としてあなたがたを生かすためでした。

8 今、あなたがたが私をここに遣わしたのではなく、神が遣わされたのです。神は私をファラオの父とし、そのすべての家の主とし、エジプトのすべての地を治める者とされたのです。

9 急いで父のところへ上って行き、彼に言いなさい。『あなたの子ヨセフがこう言いました。神が私をすべてのエジプトの主とされた。私のところへ下って来なさい。立ち止まってはならない。』

10 あなたはゴシェンの地に住み、あなたもあなたの子らも、あなたの孫たちも、あなたの羊の群れも、あなたの牛も、あなたのすべてのものが、私に近くにあるであろう。

11 そこで、わたしはあなたをそこであなたの家族とあなたのすべてのものと共に養おう。まだ五年の飢饉が続くからだ。あなたもあなたの家も、あなたのすべてのものも、貧しくなることがないように。

12 見よ、あなたがたの目も、私の兄弟ベニヤミンの目も、これを見ている。それは、あなたがたに語っているのが、この私の口であるからだ。

13 あなたがたは、エジプトにおける私のすべての栄光と、あなたがたが見たすべてのことを、私の父に告げなさい。そして、急いで私の父をここに連れ下りなさい。

14 彼は兄弟ベニヤミンの首に抱きついて泣いた。そしてベニヤミンも彼の首に抱きついて泣いた。

15 彼はすべての兄弟に口づけし、彼らの上で泣いた。その後、兄弟たちは彼と話した。

16 その声はファラオの家に聞こえて、「ヨセフの兄弟たちが来た」と言われた。そして、それはファラオの目とそのしもべたちの目に良く思われた。

17 ファラオはヨセフに言われた、「あなたの兄弟たちに言いなさい。『これをしなさい。あなたがたの家畜に荷を負わせて、カナンの地へ行きなさい。』

18 あなたがたの父とあなたがたの家を連れて、わたしのところに来なさい。わたしはあなたがたにエジプトの地の良いものを与え、あなたがたはその地の脂肪を食べるであろう。

19 あなたはこのことを命じられた。すなわち、エジプトの地から、あなたがたの幼子たちと妻たちのために荷車を取り、あなたがたの父を運び、来なさい。

20 あなたがたの目は自分の器を惜しんではならない。エジプトの地のすべての良いものは、あなたがたのものだからである。

21 イスラエルの子らはそのようにした。ヨセフはファラオの口に従って、彼らに荷車を与え、道のための食料も彼らに与えた。

22 すべての人に衣の交代を与え、ベニヤミンには銀三百と衣の交代五つを与えた。

23 父には、このように十頭のろばを送り、エジプトの良いものを積ませ、また十頭の雌ロバには穀物とパンと食物を父への道のために積ませた。

24 彼は兄弟たちを送り出し、彼らは行った。そして彼らに言われた、「道中で怒ってはならない」。

25 彼らはエジプトから上って、父ヤコブのもとにあるカナンの地に来た。

26 彼らは彼に告げて言った、「ヨセフはまだ生きていて、彼がエジプトのすべての地を治めている」。すると彼の心は麻痺した。なぜなら彼は彼らを信じなかったからである。

27 彼らはヨセフが彼らに語ったすべての言葉を彼に語り、ヨセフが彼を運ぶために送った荷車を見た。そして、彼らの父ヤコブの霊は生き返った。

28 イスラエルは言った、「もう十分だ。私の子ヨセフはまだ生きている。私は行って、死ぬ前に彼を見よう」。

Genesis 46

1 イスラエルと彼に属するすべての者は旅立ち、ベエル・シェバに来た。そして彼は父イサクの神にいけにえをささげた。

2 神は夜の幻の中でイスラエルに言われた、「ヤコブよ、ヤコブよ」と。すると彼は言った、「ここにおります」。

3 神は言われた、「わたしはあなたの父の神、神である。エジプトに下ることを恐れてはならない。そこであなたを大きな国とするからである。

4 わたし自身があなたとともにエジプトへ下り、わたし自身が必ずあなたを再び上らせる。そしてヨセフがその手をあなたの目の上に置くであろう。

5 ヤコブはベエル・シェバから立ち上がり、イスラエルの子らは父ヤコブとその幼子たちとその妻たちを、ファラオが彼を運ぶために送った荷車に乗せた。

6 彼らはカナンの地で得た家畜と財産を携え、エジプトへ下った。ヤコブと、彼と共にいるすべての子孫も共に。

7 彼の子たちと彼の子たちの子たちを彼とともに、彼の娘たちと彼の子たちの娘たち、そして彼のすべての子孫を、彼はエジプトへ連れて行った。

8 これらは、エジプトに入ったイスラエルの子らの名である。ヤコブとその子ら。ヤコブの長子はルベン。

9 ルベンの子らは、エノク、パル、ヘツロン、カルミである。

10 シメオンの子らは、エムエル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル、そしてカナン人の子サウルである。

11 レビの子は、ゲルション、コハテ、メラリ。

12 ユダの子は、エルとオナンとシェラとペレツとゼラフであった。そして、エルとオナンはカナンの地で死んだ。ペレツの子は、ヘツロンとハムルであった。

13 イッサカルの子らは、トラ、プア、ヨブ、シムロン。

14 ゼブルンの子らは、セレデとエロンとヤフレエルである。

15 これはレアがパダン・アラムでヤコブに産んだ子たちであり、彼の娘ディナも含めて、彼の子と娘たちのすべての命は三十三である。

16 ガドの子はツィフヨン、ハギ、シュニ、エツボン、エリ、アロディ、アレリ。

17 アシェルの子らは、イムナ、イシュワ、イシュビ、ベリア、そして彼らの姉妹セラ。ベリアの子らは、ヘベルとマルキエル。

18 これはジルパの子らである。ラバンが自分の娘レアに与えた者で、彼女がこれらをヤコブに産んだ。その魂は十六であった。

19 ヤコブの妻ラケルの子は、ヨセフとベニヤミン。

20 ヨセフには、エジプトの地で、オンの祭司ポティ・フェラの娘アセナテが彼に産んだ者として、マナセとエフライムが生まれた。

21 ベニヤミンの子らは、ベラ、ベケル、アシュベル、ゲラ、ナアマン、エヒ、ロシュ、ムピム、フピム、アルデであった。

22 これはラケルの子らで、ヤコブに生まれた者である。すべての命は十四人であった。

23 ダンの子はフシム。

24 ナフタリの子らは、ヤフツェエル、グニ、エツェル、シレム。

25 これはビルハの子らである。ラバンが自分の娘ラケルに与えた者で、彼女がこれらをヤコブに産んだ。すべての命は七つである。

26 ヤコブの腿から出てエジプトへ来たすべての命は、ヤコブの子らの妻たちのほか、すべての命で六十六であった。

27 エジプトでヨセフに生まれた子は二人の命であり、ヤコブの家の者でエジプトへ下ったすべての命は七十であった。

28 ユダを彼の前に遣わして、ヨセフのところへ行かせ、ゴシェンへ彼の前を導かせた。そして彼らはゴシェンの地に来た。

29 ヨセフは自分の戦車を備え付け、父イスラエルに会うためにゴシェンへ上って行った。彼は父の前に現れ、その首に抱きついて、その首にしばらく泣いた。

30 イスラエルはヨセフに言った、「今度こそ私は死ねる。あなたの顔を見た後だから、あなたがまだ生きていることを。

31 ヨセフは兄弟たちと父の家に言った、「私は上って行って、ファラオに告げ、彼に言おう、『カナンの地にいた私の兄弟たちと父の家が、私のところにやって来ました』と」。

32 その人たちは羊の群れを飼う者であり、家畜の人々であった。そして彼らの羊の群れと牛と、彼らのすべてのものを携えて来た。

33 そして、ファラオがあなたがたを呼び、『あなたがたのわざは何か』と言われるなら、

34 あなたがたは言いなさい。『あなたのしもべたちは、私たちの青春の時から今に至るまで、家畜の飼育者でした。私たちも、私たちの父たちもそうです。』それは、あなたがたがゴシェンの地に住むためです。なぜなら、すべての羊の群れの牧者は、エジプト人にとって忌み嫌うべきものだからです。

Genesis 47

1 ヨセフは来て、ファラオに告げて言われた、「私の父と私の兄弟たち、彼らの羊の群れと牛、そして彼らのすべてのものは、カナンの地から来ました。見よ、彼らはゴシェンの地にいます」。

2 そして彼は兄弟たちの果てから五人の人を取り、彼らをファラオの前に立たせた。

3 ファラオは彼らの兄弟たちに言われた、「あなたがたのわざは何か」。彼らはファラオに言った、「あなたのしもべたちは羊の群れを飼う者です。私たちも、私たちの父たちもそうです」。

4 彼らはファラオに言った、「この地に寄留するために来ました。あなたのしもべたちの羊の群れには牧場がありません。カナンの地に飢饉が重いからです。どうか今、あなたのしもべたちをゴシェンの地に住まわせてください。

5 ファラオはヨセフに言われた、「あなたの父とあなたの兄弟たちはあなたのところに来た」。

6 エジプトの地はあなたの前にある。地の最良のものに、あなたの父とあなたの兄弟たちを住まわせよ。彼らはゴシェンの地に住むであろう。もしあなたが、彼らの中に力のある人々がいるのを知っているなら、彼らを私のものの上の家畜の長官にせよ。

7 ヨセフは父ヤコブを連れて来て、彼をファラオの前に立たせた。ヤコブはファラオを祝福した。

8 ファラオはヤコブに言われた、「あなたの命の年の日は、どれほどか」。

9 ヤコブはファラオに言われた、「私の滞在の年の日は百三十年です。私の命の年の日は少なく、悪く、私の先祖の命の年の日には、彼らの滞在の日々においても達しませんでした。

10 ヤコブはファラオを祝福された。そしてファラオの顔の前から出て行った。

11 ヨセフは父と兄弟たちを住まわせ、エジプトの地、ラメセスの地の最良のものにおいて彼らに所有を与えた。ファラオが命じられたとおりに。

12 ヨセフは父と兄弟たち、そして父のすべての家の者たちを、幼子たちの口に応じてパンで養った。

13 すべての地にパンがなかった。飢饉が非常に激しかったからである。エジプトの地とカナンの地は、飢饉の前で衰え果てた。

14 ヨセフは、エジプトの地とカナンの地にあったすべての銀を、彼らが買った穀物のために集め、ヨセフはその銀をファラオの家に持って来た。

15 銀はエジプトの地とカナンの地から尽きてしまった。そして、すべてのエジプト人はヨセフのところに来て言った。「私たちにパンをください。なぜあなたの前で死ななければならないのですか。銀が尽きたからです。

16 ヨセフは言われた、「あなたがたの家畜を渡しなさい。あなたがたの家畜と引き換えに、あなたがたに与えよう。もし銀が尽きたなら」。

17 彼らは自分たちの家畜をヨセフのところに連れて来た。ヨセフは彼らに馬と羊の群れの家畜と牛の家畜とろばの代わりにパンを与え、その年の間に、すべての家畜と引き換えにパンで彼らを養った。

18 その年が終わり、次の年に彼らは彼のところに来て、彼に言った。「私たちは主の前から隠しません。銀は尽き、家畜の獣も主のところにあります。主の前には、私たちの体と地のほかには何も残っていません。

19 なぜ我々があなたの目の前で死なねばならないのですか。我々も我々の地も。あなたのパンで我々と我々の地を買い取ってください。そうすれば、我々と我々の地はファラオのしもべとなりましょう。そして種をください。我々は生き、死なず、地は荒れ果てることはありません。

20 ヨセフはエジプトのすべての地をファラオのために買い取った。エジプト人は飢饉が彼らに激しく襲ったので、それぞれ自分の野を売ったからである。こうして地はファラオのものとなった。

21 民を、エジプトの境界の果てからその果てまで、町々に移された。

22 ただ祭司たちの地は買わなかった。ファラオから祭司たちに定めがあったからであり、彼らはファラオが彼らに与えた定めを食べていたからである。それゆえ、彼らは自分たちの地を売らなかった。

23 ヨセフは民に言われた、「見よ、今日、私はあなたがたとあなたがたの地をファラオのために買い取った。ここにあなたがたのための種がある。あなたがたはその地に種を蒔きなさい」。

24 収穫の時には、ファラオに五分の一を納め、四分はあなたがたのものとなる。それは野の種と、あなたがたの食物と、あなたがたの家にある者たちのため、またあなたがたの幼子たちの食物のためである。

25 彼らは言った、「あなたは私たちを生かしてくださいました。私たちはわが主の目に恵みを得ますように。そして私たちはファラオのしもべとなりましょう。

26 ヨセフはこれをエジプトの地について、今日に至るまでファラオへの定めとした。五分の一をファラオに納めるのである。ただし、祭司たちの地だけは単独で、ファラオのものとはならなかった。

27 イスラエルはエジプトの地、ゴシェンの地に住み、その地で所有を得て、非常に多く増え、多くなった。

28 ヤコブはエジプトの地に十七年生きた。そしてヤコブの命の日は百四十七年であった。

29 イスラエルの死ぬ日が近づいた。彼は自分の子ヨセフを呼び寄せ、彼に言った。「もし私があなたの目に恵みを見いだしたなら、どうかあなたの手を私の腿の下に置いてください。そして、私に慈愛と真実をもって行い、どうか私をエジプトに葬らないでください。

30 私は父たちとともに眠り、あなたは私をエジプトから運び出し、彼らの埋葬の場所に私を葬ってくださるであろう。すると彼は言われた、「私はあなたの言葉のとおりにいたします」。

31 彼は言われた、「私に誓え」。そして彼は彼に誓った。イスラエルは寝台の頭の上で礼拝した。

Genesis 48

1 これらの事の後、ヨセフに言われた、「見よ、あなたの父は病んでいる」。彼は自分の二人の子、マナセとエフライムを連れて行った。

2 ヤコブに告げて言われた、「見よ、あなたの子ヨセフがあなたのところに来ている」。するとイスラエルは力を奮い起こし、寝台の上に座った。

3 ヤコブはヨセフに言われた、「全能者の神がルズの地、カナンの地で私に現れ、私を祝福された」。

4 主は私に言われた、「見よ、わたしはあなたを多くの民の集会となるように増やし、多くし、あなたを民の集会に与える。そして、この地をあなたの後の子孫に永遠の所有として与える」。

5 今や、あなたが私のところへエジプトに来る前に、エジプトの地で生まれたあなたの二人の子は、私のものである。エフライムとマナセは、ルベンとシメオンのように、私のものとなるであろう。

6 あなたの後に彼らから生まれる子らは、あなたのものとなる。彼らはその相続地において、兄弟たちの名によって呼ばれる。

7 そして私がパダンから来たとき、カナンの地の道で、エフラタに着くまでなお少しの地があるところで、ラケルが私の上に死んだ。そして私は彼女をそこ、エフラタの道に葬った。それはベツレヘムである。

8 イスラエルはヨセフの子らを見て、言われた、「これは誰か」。

9 ヨセフは父に言った、「これらは私の子らです。神がこの地で私に与えてくださった者たちです」。そして父は言った、「彼らを私のところに連れて来なさい。私は彼らを祝福しよう」。

10 イスラエルの目は老齢のゆえに重くなり、見ることができなかった。彼は彼らを自分のところに近づけさせ、彼らに口づけし、彼らを抱きしめた。

11 イスラエルはヨセフに言われた、「私はあなたの顔を見るとは思っていなかった。しかし、見よ、神は私にあなたの子孫をも見せてくださった」。

12 ヨセフは彼らを自分の膝の間から連れ出し、その顔を地に伏して礼をした。

13 ヨセフは二人、すなわちエフライムをイスラエルの左側から自分の右に、マナセをイスラエルの右側から自分の左に取って、彼のところに近づけた。

14 イスラエルは右の手を伸ばして、弟であるエフライムの頭の上に置き、左の手をマナセの頭の上に置いた。彼は自分の手を巧みに交差させた。マナセが長子であったからである。

15 ヤコブはヨセフを祝福して言われた、「わたしの父アブラハムとイサクがその前を歩んだ神、わたしを生まれた時から今日まで牧してきた神よ。

16 すべてのわざわいから私を贖われた御使いが、この少年たちを祝福されますように。そして、私の名と、私の父アブラハムとイサクの名が、彼らのうちに呼ばれますように。彼らが地の内側で多数に増えますように。

17 ヨセフは、父が右手をエフライムの頭に置いているのを見て、それが自分の目に悪く映った。彼は父の手を取って、それをエフライムの頭からマナセの頭へ移そうとした。

18 ヨセフは父に言った、「父よ、そうではありません。この者が長子です。あなたの右を彼の頭の上に置いてください」。

19 父は拒まれて言われた、「私は知っている、子よ、私は知っている。彼も一つの民となり、彼もまた大きくなるであろう。しかし、彼の弟は彼よりも大きくなり、彼の子孫は諸国の満ち満ちているものとなるであろう」。

20 その日、彼らを祝福して言われた、「イスラエルはあなたによって祝福を祈って言うであろう、『神があなたをエフライムのように、またマナセのようにされるように』」と。そして彼はエフライムをマナセの前に置いた。

21 イスラエルはヨセフに言われた、「見よ、私は死ぬ。神はあなたがたと共におられ、あなたがたをあなたがたの父たちの地に帰らせてくださるであろう」。

22 そして私は、あなたの兄弟たちにまさって、一つの分け前をあなたに与えた。それは、私が自分の剣と自分の弓をもって、アモリ人の手から取ったものである。

Genesis 49

1 ヤコブはその子らを呼び寄せて言われた、「集まれ、終わりの日にあなたがたに起こることを告げよう」。

2 集まれ、聞け、ヤコブの子らよ。聞け、あなたがたの父イスラエルに。

3 ルベンよ、あなたはわが長子、わが力、わが力の初め、高揚の残り、強い者の残り。

4 水のように軽率であってはならない。あなたは父の寝床に上ったからだ。そのとき、あなたは私の寝台を汚した。彼は上った。

5 シメオンとレビは兄弟、暴力の器が彼らの住まいである。

6 彼らの秘密の相談に、私の命は入るな。彼らの集会に、私の栄光は加わるな。彼らは怒りで人を殺し、喜びで雄牛を不具にしたからだ。

7 彼らの怒りは激しいゆえに呪われよ、彼らの激しい怒りは手強いゆえに。私は彼らをヤコブの中で分け、イスラエルの中で散らす。

8 ユダよ、あなたの兄弟たちはあなたを褒めたたえる。あなたの手は敵のうなじに置かれ、あなたの父の子らはあなたの前にひれ伏す。

9 ユダは獅子の子よ。獲物から、わが子よ、あなたは上って来た。彼は伏し、獅子のようにうずくまり、雌獅子のように、だれが彼を起こせようか。

10 ユダから杖が離れず、その足の間から立法者の杖も離れない。シロが来るまで、そして彼に民の従順が属するまで。

11 彼はその子ろばをぶどうの木につなぎ、その雌ロバの子を上等のぶどうの木につなぐ。彼はその衣服をぶどう酒で洗い、その衣服をぶどうの血で洗う。

12 目はぶどう酒によって赤く、歯は乳によって白い。

13 ゼブルンは海の海岸に住み、彼は船の海岸に住み、その辺境はシドンに及ぶ。

14 イッサカルは骨のろば、羊の囲いの間に伏している。

15 彼は憩いが良いのを見、地が麗しいのを見た。そして彼は荷を負うために肩を傾け、人夫として働く者となった。

16 ダンは自分の民を裁く、イスラエルの部族の一つとして。

17 ダンは道の上の蛇となり、道の上のまむしとなり、馬のかかとを噛んで、その騎手はうしろに落ちる。

18 あなたの救いを、主よ、私は待ち望みました。

19 ガドは軍団に襲われるが、彼はかかとを襲う。

20 アシェルからは、そのパンは豊かで、彼は王の珍味を与える。

21 ナフタリは放たれた雌鹿、良いものの言葉を与える者。

22 ヨセフは実を結ぶ子、泉の上の実を結ぶ子、その娘たちは壁の上を歩み出た。

23 彼らは彼を苦しめ、激しく争い、矢の主人たちは彼を憎んだ。

24 彼の弓は堅固な所にとどまり、彼の手の腕は強くされた。ヤコブの力ある者の手により、そこからイスラエルの石なる牧者が来た。

25 あなたの父の神はあなたを助けられ、全能者はあなたを祝福される。上なる天の祝福、下に横たわる深淵の祝福、乳房とあわれみの祝福をもって。

26 あなたの父の祝福は、私の両親の祝福に勝り、永遠の丘の望みの限界にまで及ぶ。それがヨセフの頭の上に、その兄弟たちのナジル人である者の頭頂に臨むように。

27 ベニヤミンは狼である。朝には獲物を食い、夕方には戦利品を分け与える。

28 すべてこれらはイスラエルの部族、十二である。そしてこれは彼らの父が彼らに語ったことであり、彼は彼らを祝福した。それぞれの人を、その祝福に応じて、彼は彼らを祝福した。

29 彼は彼らに命じられ、彼らに言われた、「私はわが民に集められよう。私をわが先祖たちのもとに、ヒッタイト人エフロンの野にある洞穴に葬れ」。

30 マクペラの野にある洞穴、それはマムレの前、カナンの地にあり、アブラハムがヒッタイト人エフロンから墓の所有としてその野を買い取った場所である。

31 そこに彼らはアブラハムとその妻サラを葬った。そこに彼らはイサクとその妻リベカを葬った。そしてそこに私はレアを葬った。

32 野の家畜と、その中にある洞穴は、ヘテの子らからのものである。

33 ヤコブは子らに命じることを終え、その足を寝台に引き上げた。そして息絶えて、その民に加えられた。

Genesis 50

1 ヨセフは父の面に倒れ、その上で泣き、彼に口づけした。

2 ヨセフは自分のしもべたち、すなわち医者たちに、父を防腐処理するように命じた。そして医者たちはイスラエルを防腐処理した。

3 彼のために四十日が満ちた。なぜなら、防腐処理する者の日々はそのように満ちるからである。そしてエジプト人は彼のために七十日泣いた。

4 彼の嘆きの日々が過ぎた後、ヨセフはファラオの家に言った、「もし私があなたがたの目に恵みを見いだしたなら、どうかファラオの耳にこう言ってください。

5 父は私に誓わせて言われました。『見よ、私は死のうとしている。カナンの地で私のために掘った私の墓に、そこに私を葬れ。今、どうか私は上って行き、父を葬って、そして帰って来よう』と。

6 ファラオは言われた、「上って行き、あなたが誓わせられたとおりに、あなたの父を葬れ」。

7 ヨセフは父を葬るために上って行った。彼と共に、ファラオのすべてのしもべたち、その家の長老たち、そしてエジプトの地のすべての長老たちも上って行った。

8 ヨセフの家のすべてと、その兄弟たち、そして父の家は、ただその幼子たちと羊の群れと牛だけをゴシェンの地に残した。

9 また、彼とともに戦車と騎兵も上って行った。その陣営は非常に重かった。

10 彼らはヨルダンの向こう側にあるアタドの打ち場に着き、そこで非常に大きく重い嘆きをした。そして彼は父のために七日の悲しみをした。

11 カナン人の地の住民はアタドの打ち場での悲しみを見て、「これはエジプト人にとって大きな悲しみだ」と言った。それゆえ、その名はヨルダンの向こう側にあるアベル・ミツライムと呼ばれた。

12 彼の子たちは、彼に命じられたとおりに、そのように彼のために行った。

13 その子たちは彼をカナンの地に運び、マクペラの野の洞穴に彼を葬った。それはアブラハムがヒッタイト人エフロンの前で、墓の所有としてその野を買い取ったものであり、マムレの前にある。

14 ヨセフは、父を葬った後、彼とその兄弟たち、および父を葬るために彼と共に上って来たすべての者たちと共に、エジプトへ帰った。

15 ヨセフの兄弟たちは、自分たちの父が死んだのを見て言った、「ヨセフが私たちを憎み、私たちが彼にしたすべての悪を必ず報いるのではないか」。

16 彼らはヨセフに言って言った。「あなたの父は、その死の前に、こう言って命じられた。

17 こうヨセフに言いなさい。『どうか、あなたの兄弟たちの背きの罪とその罪を赦してください。彼らはあなたに悪を報いたのです。今どうか、あなたの父の神のしもべたちの背きの罪を赦してください。』」彼らが彼にこう語ったとき、ヨセフは泣いた。

18 兄弟たちもまた行って、彼の前にひれ伏し、言った。「私たちはあなたのしもべです。

19 ヨセフは彼らに言われた、「恐れてはならない。私は神に代わる者であろうか」。

20 あなたがたは私に対して悪を謀ったが、神はそれを良いことに変えられた。それは、今日のように多くの民を生かすためであった。

21 今は恐れるな。私はあなたがたとあなたがたの幼子たちを養おう。そして彼らを慰め、彼らの心に語った。

22 ヨセフはエジプトに住んだ。彼とその父の家は。そしてヨセフは百十年生きた。

23 ヨセフはエフライムの三代目の子らを見た。また、マナセの子マキルの子らもヨセフの膝の上に生まれた。

24 ヨセフは兄弟たちに言った、「私は死のうとしている。しかし神は必ずあなたがたを顧みられ、あなたがたをこの地から、アブラハム、イサク、ヤコブに誓われた地へ上らせられるであろう」。

25 ヨセフはイスラエルの子らに誓わせて言われた、「神は必ずあなたがたを顧みられる。あなたがたはわたしの骨をここから携え上らなければならない」。

26 ヨセフは百十歳の子として死んだ。彼らは彼をミイラにし、エジプトで箱の中に納めた。


Exodus

Exodus 1

1 そして、これらはエジプトに来たイスラエルの子らの名である。ヤコブとともに、それぞれ自分の家とともに来たのである。

2 ルベン、シメオン、レビ、ユダ。

3 イッサカル、ゼブルン、そしてベニヤミン。

4 ダン、ナフタリ、ガド、アシェル。

5 ヤコブの腿から出たすべての命は七十の命であり、ヨセフはエジプトにいた。

6 ヨセフとそのすべての兄弟たち、そしてそのすべての世代は死んだ。

7 イスラエルの子らは、増え、群がり、多くなり、非常に強くなった。そして、地は彼らで満ちた。

8 エジプトの上に新しい王が立ち上がったが、その王はヨセフを知らなかった。

9 彼は自分の民に言われた。「見よ、イスラエルの子らである民は、我々よりも多く、また強い。

10 さあ、彼に対して賢くふるまおう。彼が増え、戦いが起こるとき、彼もまた我々の敵に加わり、我々と戦って、この地から上って行かないように。

11 彼らはその民の上に人夫の長官を置き、重荷で苦しめるためであった。そして彼らはファラオのために倉庫の町、ピトムとラメセスを建てた。

12 彼らがイスラエルの子らを苦しめれば苦しめるほど、ますます彼らは増え、広がった。そして彼らはイスラエルの子らの前を忌み嫌った。

13 エジプト人はイスラエルの子らを苛酷に使役した。

14 彼らはその命を、粘土とれんがによる厳しい奉仕と、野におけるすべての奉仕によって苦しめた。彼らが苛酷をもって彼らに課したすべての奉仕をもって。

15 エジプトの王はヘブル人の助産婦たちに言われた。その一人の名はシフラ、もう一人の名はプアであった。

16 彼は言われた、「ヘブル人の女たちが産むとき、車輪の上を見て、もしそれが子なら、それを殺せ。もしそれが娘なら、生かしておけ。

17 助産婦たちは神を恐れ、エジプトの王が彼女たちに言ったとおりにはせず、子供たちを生かしておいた。

18 エジプトの王は助産婦たちを呼び寄せ、彼女たちに言われた、「なぜあなたたちはこのことを行い、子供たちを生かしておいたのか」。

19 助産婦たちはファラオに言った、「ヘブル人の女たちはエジプト人の女たちのようではありません。彼女たちは元気で、助産婦が彼女たちのところに来る前に、もう産んでしまうのです」。

20 神は助産婦たちに良くされた。そして民は増え、非常に強くなった。

21 助産婦たちが神を恐れたので、主は彼女たちのために家を造られた。

22 ファラオはそのすべての民に命じて言われた、「生まれるすべての男の子はナイル川に投げ込め。しかし、すべての娘は生かしておけ」。

Exodus 2

1 一人のレビの家の人が行って、レビの娘を娶った。

2 その女は身ごもり、男の子を産んだ。彼女はその子を見て、それが良い子であるのを見たので、三か月の間、その子を隠しておいた。

3 もはや隠し置くことができず、彼女は彼のために葦の箱を取り、それに瀝青と瀝青を塗り、その中に子供を置き、ナイル川の岸の葦の中に置いた。

4 彼の姉妹は遠くに立って、彼に何がなされるかを知ろうとした。

5 ファラオの娘がナイル川で身を洗うために下って来た。彼女の乙女たちはナイル川の手に沿って歩いていた。彼女は葦の真ん中にある箱を見た。彼女は自分の女奴隷を遣わして、それを取らせた。

6 彼女がそれを開けると、その子供を見た。見ると、少年が泣いていた。彼女はその子を哀れに思い、言った。「これはヘブル人の子供の一人だ。

7 彼の姉妹はファラオの娘に言った、「私が行って、ヘブル人の女の乳母をあなたのために呼んで来ましょうか。その乳母があなたのためにその子供に乳を飲ませるでしょう」。

8 ファラオの娘は彼女に「行きなさい」と言われた。処女は行って、子供の母を呼んだ。

9 ファラオの娘は彼女に言われた、「この子供を連れて行って、私のために乳を飲ませなさい。私はあなたに賃金を払います」。すると、その女は子供を連れて行き、乳を飲ませた。

10 その子が成長したとき、彼女は彼をファラオの娘のもとへ連れて行った。彼は彼女の子となった。彼女は彼の名をモーセと呼び、「水の中から彼を引き上げたからだ」と言った。

11 その日々のことであった。モーセは成長し、自分の兄弟たちのところへ出て行き、彼らの重荷を見られた。そして、一人のエジプト人が自分の兄弟である一人のヘブル人を打っているのを見られた。

12 彼はあちらこちらを見回し、だれもいないのを見ると、そのエジプト人を打ち殺し、砂の中に埋めた。

13 二日目に彼は出て行った。すると、見よ、ヘブル人の二人の男が争っていた。彼は悪い者に言った、「なぜあなたは自分の友を打つのか」。

14 その人は言った、「だれがあなたを、私たちの上の長官や裁判官にしたのか。あなたは、私を殺そうとしているのか、エジプト人を殺したように。」するとモーセは恐れて言った、「確かに、この言葉は知られてしまった。

15 ファラオはこの言葉を聞かれ、モーセを殺そうと求めた。モーセはファラオの顔から逃げ、ミディアンの地に住み、井戸のそばに座った。

16 ミディアンの祭司には七人の娘がいた。彼女たちは来て、水を汲み、掛け樋を満たして、父の羊の群れに水を飲ませようとした。

17 羊飼いたちが来て彼女たちを追い払ったが、モーセは立ち上がって彼女たちを救い、その羊の群れに水を飲ませた。

18 彼女たちは父ラグエルのもとに帰って来た。すると彼は言った、「なぜ、あなたがたは今日、こんなに早く帰って来たのか」。

19 彼女たちは言った、「エジプト人の人が、羊飼いたちの手から私たちを救い出してくださったのです。しかも、彼は私たちのために水を汲み上げて、羊の群れに飲ませてくださいました。

20 彼は自分の娘たちに言われた、「彼はどこにいるのか。なぜあなたがたはその人を置き去りにしたのか。彼を呼んで、パンを食べさせなさい。

21 モーセはその人と共に住むことを望み、彼はその娘ツィッポラをモーセに与えた。

22 子を産み、その名をゲルショムと呼んだ。彼は言った、「私は異国の地で寄留者であったからだ」。

23 多くの日の後、エジプトの王は死んだ。イスラエルの子らは奉仕のゆえに嘆き、叫んだ。彼らの叫びは、その奉仕のゆえに神のところへ上った。

24 神は彼らのうめきを聞かれ、神はアブラハム、イサク、ヤコブとの契約を思い起こされた。

25 神はイスラエルの子らをご覧になり、神はご存じになった。

Exodus 3

1 モーセは、舅であるミディアンの祭司エテロの羊の群れを飼っていた。彼はその羊の群れを荒野の奥へ導き、神の山ホレブに来た。

2 主の御使いが炎の火の真ん中、藪の中から彼に現れられた。彼が見ると、見よ、藪は火で燃えているのに、その藪は焼け尽きていなかった。

3 モーセは言った、「私が寄って、この大きな外観を見よう。なぜ藪は燃え尽きないのか」。

4 主は、彼が近づいて見ようとしているのをご覧になった。そして神は藪の真ん中から彼に呼びかけられ、「モーセよ、モーセよ」と言われた。彼は「ここにおります」と答えた。

5 主は言われた、「ここに近づいてはならない。あなたの足から靴を脱げ。あなたが立っている場所は聖なる地だからである。

6 主は言われた、「わたしはあなたの父の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である」。モーセは神を見ることを恐れたので、顔を隠した。

7 主は言われた、「わたしは、エジプトにいるわたしの民の苦しみを確かに見た。また、彼らの追い使う者たちの顔のゆえに、彼らの叫びを聞いた。わたしは彼らの痛みを知っているからだ。

8 私は降りて来て、その民をエジプト人の手から救い出し、その地から、良い広い地、乳と蜂蜜の流れる地、カナン人、ヒッタイト人、アモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人の場所へ上らせる。

9 今、見よ、イスラエルの子らの叫びがわたしに届いた。また、エジプト人が彼らを虐げるその虐げを、わたしは見た。

10 今、行け。わたしはあなたをファラオのもとへ遣わす。そして、わたしの民イスラエルの子らをエジプトから連れ出せ。

11 モーセは神に言われた、「私は何者でしょうか。ファラオのところへ行き、イスラエルの子らをエジプトから導き出すために」。

12 神は言われた、「わたしはあなたと共にいる。これがあなたへのしるしである。わたしがあなたを遣わしたことの。あなたが民をエジプトから連れ出すとき、あなたがたはこの山で神に仕えるであろう。

13 モーセは神に言われた、「見よ、わたしがイスラエルの子らのところに行き、彼らに『あなたがたの父祖の神がわたしをあなたがたのもとに遣わされた』と言うと、彼らがわたしに『その名は何か』と言うなら、わたしは彼らに何と言えばよいのでしょうか」。

14 神はモーセに言われた、「わたしは有って有る者である」。また言われた、「イスラエルの子らにこう言いなさい、『有って有る者』があなたがたのもとにわたしを遣わされたのだ」。

15 神はさらにモーセに言われた、「イスラエルの子らにこう言え、『あなたがたの父祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である主が、私をあなたがたのもとに遣わされた』。これが永遠にわたしの名であり、これが代々にわたるわたしの記憶である」。

16 行き、イスラエルの長老たちを集め、彼らに言え。あなたがたの父祖の神、主が私に現れ、こう言われた。『わたしはあなたがたを確かに顧み、エジプトであなたがたにされたことを見た。』アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神として。

17 私は言った、『あなたがたをエジプトの苦しみから連れ上り、カナン人、ヒッタイト人、アモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人の地、乳と蜂蜜の流れる地へ導き入れる』と。

18 彼らはあなたの声に聞き従うであろう。あなたとイスラエルの長老たちはエジプトの王のところへ行き、彼に言いなさい。『ヘブル人の神、主が私たちに現れました。今、どうか私たちを荒野へ三日の道のりを行かせてください。私たちの神、主に犠牲をささげるために。』

19 しかし、私は知っていた。エジプトの王は、あなたがたを行かせないであろう。強い手をもってしても、行かせないであろう。

20 わたしは手を伸ばし、すべての不思議な業をもってエジプト人の内側を打つ。その後に、彼はあなたがたを送り出すであろう。

21 わたしはこの民にエジプト人の目に恵みを与える。そして、あなたがたが行くとき、あなたがたは手ぶらで行くことはない。

22 女は隣の女と、その家に寄留している女に、銀の器と金の器と衣を求めよ。あなたがたはそれらを自分の息子たちと娘たちに着せ、こうしてエジプト人を略奪するのだ。

Exodus 4

1 モーセは答えて言われた、「見よ、彼らは私を信ぜず、私の声に聞き従わないでしょう。なぜなら、彼らは『主はあなたに現れなかった』と言うからです」。

2 主は彼に言われた、「あなたの手にあるものは何か」。彼は言った、「杖です」。

3 主は言われた、「それを地に投げよ」。彼がそれを地に投げると、それは蛇になった。モーセはその前から逃げた。

4 主はモーセに言われた、「あなたの手を伸ばして、その尾をつかみなさい」。彼が手を伸ばしてそれをしっかりつかむと、それは彼の手のひらで杖になった。

5 彼らが、あなたに現れた主、彼らの先祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神を信じるためである。

6 主はさらに彼に言われた、「あなたの手をあなたの懐に入れなさい」。彼が手を懐に入れると、それを出すと、見よ、彼の手は雪のようにツァラアトに冒されていた。

7 主は言われた、「あなたの手をあなたの懐に戻しなさい」。彼はその手を自分の懐に戻した。そして、それを自分の懐から取り出すと、見よ、それは彼の肉のようになっていた。

8 もし彼らがあなたを信じず、最初のしるしの声に耳を傾けなければ、彼らは後のしるしの声を信じるであろう。

9 もし彼らがこれら二つのしるしを信じず、あなたの声に聞き従わないなら、あなたはナイル川の水を取り、それをかわいた地に注ぎなさい。そうすれば、あなたがナイル川から取った水は、乾いた陸地の上で血となるであろう。

10 モーセは主に言われた。「ああ、わが主よ。私は言葉の人ではありません。昨日も、おとといも、あなたがあなたのしもべに語られた時からも、私は口が重く、舌が重いのです。

11 主は彼に言われた、「だれが人の口を造ったのか。あるいは、だれが口のきけない者、耳の聞こえない者、目の見える者、目の見えない者を造ったのか。それは、この私、主ではないか」。

12 今、行け。わたしはあなたの口とともにあり、あなたが語るべきことを教えよう。

13 主よ、どうか、あなたの手によってお遣わしください。

14 主の怒りがモーセに対して燃え上がり、主は言われた、「あなたの兄弟アロン、レビ人は、彼がよく語ることをわたしは知っている。見よ、彼はあなたに会うために出て来て、あなたを見て、その心に喜ぶであろう」。

15 あなたは彼に語り、そのことばを彼の口に置け。わたしはあなたの口と彼の口とともにあり、あなたがたのなすべきことを教える。

16 彼はあなたに代わって民に語るであろう。彼はあなたの口となり、あなたは彼にとって神となるであろう。

17 この杖をあなたの手に取りなさい。あなたはそれでしるしを行うのだ。

18 モーセは行って、しゅうとイテルのもとに帰り、彼に言った、「どうか、私をエジプトにいる私の兄弟たちのところへ行かせてください。彼らがまだ生きているかどうかを見てまいります」。イテルはモーセに言った、「平和のうちに行きなさい」。

19 主はミディアンでモーセに言われた、「行け、エジプトに戻れ。あなたの命を求めたすべての人は死んだからだ」。

20 モーセは妻と子たちを連れて、彼らをろばに乗せ、エジプトの地へ帰った。モーセは神の杖を手に取った。

21 主はモーセに言われた、「あなたがエジプトに帰るために行くとき、わたしがあなたの手に授けたすべてのしるしを、ファラオの前で行いなさい。しかし、わたしは彼の心を頑なにし、彼は民を送り出さないであろう」。

22 ファラオに言われた。「主はこう言われる。イスラエルはわたしの子、わたしの長子である。

23 わたしはあなたに言った、「わたしの子を送れ。彼がわたしに仕えるように。しかしあなたは彼を送ることを拒んだ。見よ、わたしはあなたの子、あなたの長子を殺す」。

24 道の途中、宿で、主は彼に出会われ、彼を殺そうとされた。

25 ツィッポラは火打ち石を取り、その子の包皮を切り落とし、彼の足に触れさせて言った、「あなたは私にとって血の花婿です」。

26 彼は彼から離れた。そのとき彼女は言った、「割礼のための血の花婿」。

27 主はアロンに言われた、「荒野に行ってモーセに会いなさい」。彼は行って、神の山で彼に会い、彼に口づけした。

28 モーセはアロンに、主が彼を遣わされたすべての言葉と、主が彼に命じられたすべてのしるしを告げた。

29 モーセとアロンは行き、イスラエルの子らのすべての長老たちを集めた。

30 アロンは、主がモーセに語られたすべての言葉を語り、民の目の前でしるしを行った。

31 民は信じた。彼らは、主がイスラエルの子らを顧みられたこと、また彼らの苦しみを見られたことを聞いて、ひれ伏して礼拝した。

Exodus 5

1 その後、モーセとアロンはファラオのところへ行き、こう言った。「イスラエルの神、主はこう言われた。『わたしの民を去らせよ。彼らが荒野でわたしのために祭りを行うために。』

2 ファラオは言われた、「主とは何者か。私がその声に聞き従って、イスラエルを送り出さねばならないのか。私は主を知らない。また、イスラエルを送り出すこともない。

3 彼らは言った、「ヘブル人の神が私たちに臨まれた。どうか、三日の道のりを荒野に行かせて、私たちの神、主に犠牲をささげさせてください。そうしないと、疫病か剣で私たちを打たれるでしょう。

4 エジプトの王は彼らに言われた、「なぜ、モーセとアロンよ、あなたがたは民をそのわざから引き離すのか。行って、あなたがたの重荷につけ」。

5 ファラオは言われた、「見よ、地の民は今や多い。あなたがたは彼らをその重荷から休ませている。

6 その日、ファラオは民を督する者たちとその役人たちに命じて言われた。

7 もはや、以前のように民にれんがを焼くためのわらを与えてはならない。彼ら自身が行って、自分のためにわらを集めなさい。

8 そして、彼らが昨日も一昨日も作っていたれんがの度量を、彼らの上に置け。それから減らしてはならない。彼らは怠けているからだ。それゆえ、彼らは叫んで言う、「私たちは行って、私たちの神に犠牲をささげよう」と。

9 人々に奉仕を重くし、彼らがそれに携わるようにせよ。そして、彼らが偽りの言葉に心を向けることがないようにせよ。

10 民の監督たちとその書記たちは出て行って、民に言った。「ファラオはこう言われた。『わたしはあなたがたにわらを与えない。』

11 あなたがたは行って、自分たちで見つける所からわらを取りなさい。あなたがたの奉仕から何の言葉も減らされることはないからだ。

12 民はエジプトの全地に散らされ、わらのために藁を集めるためであった。

13 監督たちは急いで言った、「あなたがたのわざを、日ごとの日の言葉のとおりに、わらがあったときのように、成し遂げよ」。

14 イスラエルの子らの監督たちは、ファラオの監督たちが彼らの上に置いた者たちであるが、打たれた。「なぜ、あなたたちは、昨日も今日も、以前と同じように、自分の定めの煉瓦作りを終えなかったのか」と言われた。

15 イスラエルの子らの監督たちは来て、ファラオに叫んで言った、「なぜあなたはあなたのしもべたちにこのようなことをされるのですか」。

16 わらはあなたのしもべたちに与えられていません。それなのに、れんがを作れと私たちに言われています。そして、見てください、あなたのしもべたちは打たれています。しかし、それはあなたの民の罪です。

17 あなたがたは怠けている、怠けている。それゆえ、あなたがたは言っている、「主に犠牲をささげに行こう」と。

18 今、行って働け。わらはあなたがたに与えられない。しかし、れんがの度量はあなたがたが納めなければならない。

19 イスラエルの子らの監督たちは、自分たちが苦境にあるのを見て、「あなたがたは、日ごとのれんがの言葉を減らしてはならない」と言われたのを聞いた。

20 彼らはファラオのもとから出て来たとき、モーセとアロンが自分たちを迎えようとして立っているのに出会った。

21 彼らは彼らに言った、「主があなたがたの上に目を留められ、裁かれるように。あなたがたは、ファラオの目とそのしもべたちの目に、私たちの香りを悪臭にした。剣を彼らの手に渡して、私たちを殺させようとしているのだから。

22 モーセは主のもとに戻り、言われた。「わが主よ、なぜあなたはこの民に害を加えられたのですか。なぜ私を遣わされたのですか。

23 そして、私がファラオのもとに行って、あなたの名によって語ってからというもの、この民に災いをもたらされました。しかし、あなたはあなたの民を全く救い出されませんでした。

Exodus 6

1 主はモーセに言われた、「今、あなたは、わたしがファラオにしようとすることを見るであろう。強い手によって彼らを送り出し、強い手によって彼らをその地から追い出すからである」。

2 神はモーセに語られ、彼に言われた、「わたしは主である」。

3 私はアブラハム、イサク、ヤコブに全能者の神として現れられたが、私の名、主は彼らに知らせなかった。

4 また、わたしは彼らとわたしの契約を立て、彼らにカナンの地、彼らがそこに滞在した地を与えることを。

5 また、私はイスラエルの子らのうめきを聞いた。彼らをエジプトが奴隷としているそのうめきを。そして、私は自分の契約を思い出した。

6 それゆえ、イスラエルの子らに言え。わたしは主である。わたしはあなたがたをエジプトの重荷の下から連れ出し、彼らの奉仕から救い出し、伸ばされた腕と大いなる裁きをもってあなたがたを贖う。

7 あなたがたをわたしの民とし、わたしはあなたがたの神となる。あなたがたは、あなたがたの神、主であるわたしが、エジプトの重荷の下からあなたがたを導き出したことを知るであろう。

8 あなたがたを、わたしがアブラハム、イサク、ヤコブに与えると手を挙げて誓った地に連れて行き、それをあなたがたに相続地として与える。わたしは主である。

9 モーセはこのようにイスラエルの子らに語ったが、彼らは霊の苦悩と過酷な奉仕のためにモーセの言うことを聞かなかった。

10 主はモーセに言われた。

11 行って、エジプトの王ファラオに告げよ。彼がイスラエルの子らをその地から去らせるように。

12 モーセは主の顔の前で言われた、「見よ、イスラエルの子らは私の言うことを聞かなかった。それなら、ファラオがどうして私の言うことを聞くだろうか。私は唇に割礼を受けていない者である」。

13 主はモーセとアロンに語られ、彼らにイスラエルの子らとエジプトの王ファラオに対して、イスラエルの子らをエジプトの地から導き出すように命じられた。

14 これらは彼らの父の家の頭たちである。イスラエルの長子ルベンの子らは、エノク、パル、ヘツロン、カルミである。これらはルベンの家族である。

15 シメオンの子らは、エムエル、ヤミン、オハデ、ヤキン、ゾハル、そしてカナン人の子サウルである。これらがシメオンの家族である。

16 これらのレビの子たちの名は、その系図によれば、ゲルション、コハテ、メラリである。レビの命の年は百三十七年であった。

17 ゲルションの子は、その家族によれば、リブニとシメイである。

18 コハテの子はアムラム、イツハル、ヘブロン、ウジエルである。コハテの命の年は百三十三年であった。

19 メラリの子はマフリとムシ。これらはレビの家族の系図である。

20 アムラムは自分のおばであるヨケベデを妻としてめとった。彼女は彼にアロンとモーセを産んだ。アムラムの命の年は百三十七年であった。

21 イツハルの子は、コラとネフェグとジクリである。

22 ウジエルの子は、ミシャエルとエリツァファンとジスリである。

23 アロンはアミナダブの娘でナフションの姉妹であるエリシェバを妻としてめとった。彼女は彼にナダブとアビフ、エレアザルとイタマルを産んだ。

24 コラの子らは、アシル、エルカナ、アビアサフである。これらはコラ人の家族である。

25 エレアザルはアロンの子で、プティエルの娘たちの中から一人を自分の妻として迎えた。彼女は彼にピネハスを産んだ。これらはレビ人の父たちの家族によるかしらである。

26 このアロンとモーセは、主が彼らに言われた者たちである。「イスラエルの子らを、その軍勢に従ってエジプトの地から連れ出せ」と。

27 彼らはエジプトの王ファラオに、イスラエルの子らをエジプトから導き出すために語った者たちであり、それはモーセとアロンである。

28 主がエジプトの地でモーセに語られた日に、このことが起こった。

29 主はモーセに言われた、「わたしは主である。あなたに語るすべてのことを、エジプトの王ファラオに語れ」。

30 モーセは主の顔の前で言われた、「見よ、私は唇に割礼を受けていない者です。それなのに、どうしてファラオが私に聞き従うでしょうか」。

Exodus 7

1 主はモーセに言われた、「見よ、わたしはあなたをファラオに対して神とし、あなたの兄弟アロンはあなたの預言者となるであろう」。

2 あなたは、わたしが命じるすべてのことを語れ。あなたの兄弟アロンがファラオに語り、彼がイスラエルの子らをその地から送り出すようにせよ。

3 わたしはファラオの心をかたくなにし、わたしのしるしとわたしの奇跡をエジプトの地に多く行われるであろう。

4 ファラオはあなたがたの言うことを聞かないであろう。そして、わたしはエジプトにわたしの手を下し、わたしの軍勢、すなわちイスラエルの子らであるわたしの民を、大いなる裁きをもってエジプトの地から導き出すであろう。

5 エジプト人は、私が手をエジプトの上に伸ばし、イスラエルの子らをその真ん中から連れ出すとき、私が主であることを知るであろう。

6 モーセとアロンは、主が彼らに命じられたとおりに行った。

7 モーセは八十歳、アロンは八十三歳であった。彼らがファラオに語ったときのことである。

8 主はモーセとアロンに言われた。

9 ファラオがあなたがたに『しるしを自分たちのために示せ』と言って語るとき、あなたはアロンに言いなさい。『あなたの杖を取り、ファラオの前に投げよ。それは蛇となるであろう。』

10 モーセとアロンはファラオのところへ行き、主が命じられたとおりにした。アロンは自分の杖をファラオの前とそのしもべたちの前に投げた。すると、それは蛇になった。

11 ファラオもまた賢者たちと呪術師たちを呼び寄せられた。エジプトの魔術師たちもまた、彼らの燃える炎をもって同じように行った。

12 それぞれが自分の杖を投げ出すと、それらは蛇になった。そしてアロンの杖が彼らの杖を呑み込んだ。

13 ファラオの心は頑なになり、彼らの言うことを聞かなかった。主が言われたとおりに。

14 主はモーセに言われた、「ファラオの心は頑なで、民を送り出すことを拒んでいる」。

15 朝にファラオのところへ行け。見よ、彼は水のほうへ出て来る。彼を迎えるためにナイル川の岸に立っていよ。そして、蛇に変わった杖を手に取れ。

16 彼に言え。主、ヘブル人の神が私をあなたのもとに遣わして、こう言われた。「わたしの民を去らせよ。彼らが荒野でわたしに仕えるように。」しかし見よ、あなたは今まで聞かなかった。

17 主はこう言われる。「これによって、あなたは、わたしが主であることを知るであろう。見よ、わたしは手にある杖でナイル川の水を打つ。すると、その水は血に変わる。

18 ナイル川の魚は死に、ナイル川は臭くなり、エジプト人はナイル川の水を飲むのに疲れ果てるであろう。

19 主はモーセに言われた、「アロンに告げよ。あなたの杖を取り、あなたの手をエジプトの水の上に、彼らの川の上に、彼らのナイル川の上に、彼らの沼の上に、そして彼らのすべての水の池の上に差し伸べよ。それらは血となるであろう。そして血はエジプトの全地に、木の中にも石の中にもあるであろう」。

20 モーセとアロンは、主が命じられたとおりに行った。彼は杖を上げ、ファラオの目の前とそのしもべたちの目の前で、ナイル川の水を打った。すると、ナイル川のすべての水は血に変わった。

21 ナイル川の魚は死に、ナイル川は臭くなった。エジプト人はナイル川の水を飲むことができなかった。そして、血はエジプトのすべての地にあった。

22 エジプトの魔術師たちも彼らの密かな術で同じように行った。ファラオの心は頑なになり、主が言われたとおり、彼らに聞き従わなかった。

23 ファラオは向きを変えて自分の家に入った。そして、このことにも心を留めなかった。

24 エジプト人はみな、飲む水を求めてナイル川の周囲を掘った。ナイル川の水を飲むことができなかったからである。

25 七日が満ちた。主がナイル川を打たれた後、七日が経過した。

Exodus 8

1 主はモーセに言われた、「ファラオのところへ行き、彼に言え。『主はこう言われる。わたしの民を去らせ、彼らをわたしに仕えさせよ。』

2 もしあなたが彼らを去らせることを拒むなら、見よ、わたしはあなたのすべての境界を蛙で打つ。

3 ナイル川は蛙で溢れ、蛙は上って来て、あなたの家に入り、あなたの奥の部屋と寝床と寝台の上に及び、あなたのしもべたちの家、あなたの民、あなたのかまど、あなたのこね鉢にも及ぶ。

4 あなたの上にも、あなたの民の上にも、あなたのすべてのしもべの上にも、蛙が上って来る。

5 主はモーセに言われた、「アロンに告げよ、あなたの手にある杖を川の上、ナイル川の上、沼の上に差し伸べよ。そして蛙をエジプトの地の上に上らせよ」。

6 アロンはその手をエジプトの水の上に差し伸べられた。すると蛙が上って来て、エジプトの地を覆った。

7 魔術師たちも自分たちの密かな術で同じように行い、蛙をエジプトの地に上らせた。

8 ファラオはモーセとアロンを呼び寄せて言われた、「主に祈願せよ。蛙を私と私の民から取り除いてください。そうすれば、私は民を去らせ、彼らが主に犠牲をささげるようにします」。

9 モーセはファラオに言われた、「あなたは私に対して誇ってください。いつ、あなたとあなたのしもべたちとあなたの民のために、蛙をあなたとあなたの家から断ち切るように、私が執り成しをするかを。ただナイル川にだけ残るでしょう。

10 彼は言った、「明日です」。すると彼は言われた、「あなたの言葉のとおりに。それは、私たちの神、主のような方はいないことを、あなたが知るためである」。

11 蛙はあなたから、あなたの家々から、あなたのしもべたちから、あなたの民から離れ去る。ただナイル川にだけ残る。

12 モーセとアロンはファラオの前から出て行った。モーセは、ファラオに臨んだ蛙のことについて主に叫んだ。

13 主はモーセの言葉のとおりにされた。蛙は家々から、中庭から、野から死に絶えた。

14 彼らはそれらを粘土の山々に積み上げた。そして地は悪臭を放った。

15 ファラオは休息があるのを見て、自分の心をかたくなにし、彼らの言うことを聞かなかった。主が言われたとおりである。

16 主はモーセに言われた、「アロンに告げよ、あなたの杖を伸ばして、地のちりを打て。それはエジプトの全地にしらみとなるであろう」。

17 彼らはそのように行った。アロンは自分の杖で手を差し伸べ、地のちりを打った。すると、しらみが人と獣に生じた。地のすべてのちりは、エジプトのすべての地でしらみとなった。

18 魔術師たちは密かにしらみを出そうとしたが、できなかった。しらみは人と獣にいた。

19 魔術師たちはファラオに言った、「これは神の指です」。しかしファラオの心は頑なになり、彼らの言うことを聞かなかった。主が言われたとおりである。

20 主はモーセに言われた、「朝早く起きて、ファラオの前に立ちなさい。見よ、彼が水のところに出て来る。そして彼に言いなさい、『主はこう言われる、わたしの民を去らせ、彼らがわたしに仕えるようにせよ』」。

21 もしあなたがわたしの民を去らせないなら、見よ、わたしはあなたと、あなたのしもべたちと、あなたの民と、あなたの家々に蛆の大群を送る。エジプト人の家々は蛆の大群で満ち、彼らがその上にいる地もまた満ちる。

22 その日、わたしはわが民がその上に立っているゴシェンの地を区別し、そこには蛆の大群がいないようにする。それは、わたしが地の内側にいる主であることをあなたが知るためである。

23 私は贖いを、わたしの民とあなたの民との間に置く。明日、このしるしが起こる。

24 主はそのようにされた。そして、重い蛆の大群がファラオの家とそのしもべたちの家に入り、エジプトのすべての地で、地は蛆の大群の面によって荒らされた。

25 ファラオはモーセとアロンを呼び寄せて言われた、「行って、あなたがたの神にこの地でいけにえを献げなさい」。

26 モーセは言われた、「そのように行うのは適切ではありません。なぜなら、私たちは私たちの神、主にエジプト人の忌み嫌うべきものを犠牲としてささげるからです。もし私たちが彼らの目の前でエジプト人の忌み嫌うべきものを犠牲としてささげるなら、彼らは私たちを石で打ち殺さないでしょうか」。

27 三日の道を荒野に行き、私たちの神、主に、主が私たちに言われるままに、いけにえをささげます。

28 ファラオは言われた、「わたしはあなたがたを送り出そう。あなたがたは荒野であなたがたの神、主に犠牲をささげなさい。ただ、遠くへ行ってはならない。わたしのために祈りなさい。

29 モーセは言われた、「見よ、私はあなたのところから出て行き、主に祈ります。すると、蛆の大群は明日、ファラオから、そのしもべたちから、その民から離れ去るでしょう。ただ、ファラオが民を犠牲をささげるために送り出すのをやめて、欺き続けることのないようにしてください。

30 モーセはファラオのところから出て行き、主に祈り求めた。

31 主はモーセの言葉のとおりにされた。そして、蛆の大群をファラオとそのしもべたちとその民から取り除かれた。一つも残らなかった。

32 ファラオは今回もまた自分の心をかたくなにし、民を送り出さなかった。

Exodus 9

1 主はモーセに言われた。「ファラオのところへ行き、彼に言え。『主、ヘブル人の神はこう言われる。わたしの民を去らせ、彼らがわたしに仕えるようにせよ。』

2 もしあなたが彼らを去らせることを拒み、なおも彼らを引き止めるならば、

3 見よ、主の手があなたの野にいる家畜の上に臨む。馬、ろば、らくだ、牛、羊の群れの上に、非常に重い疫病が下る。

4 主はイスラエルの家畜とエジプトの家畜の間を区別される。イスラエルの子らのすべての家畜のうち、一つの言葉も死ぬことはない。

5 主は定めの時を定めて言われた、「明日、主はこの言葉を地において行われる」。

6 主は翌日にこのことを行われた。エジプト人のすべての家畜は死んだが、イスラエルの子らの家畜は一頭も死ななかった。

7 ファラオは人を遣わして見させたが、イスラエルの家畜は一頭も死んでいなかった。しかしファラオの心は頑なになり、民を送り出さなかった。

8 主はモーセとアロンに言われた、「あなたがたの握り拳に満ち満ちているもの、炉の灰を取りなさい。モーセはそれをファラオの目の前に天に向かって撒き散らしなさい」。

9 それは全エジプトの地の上にちりとなり、人と獣の上に、全エジプトの地に腫物となり、吹き出る腫物となるであろう。

10 彼らは炉の灰を取り、ファラオの前に立ち、モーセはそれを天に向かってまき散らした。すると、人にも獣にも、吹き出る腫物、すなわち腫物が生じた。

11 魔術師たちは腫物の前でモーセの前に立つことができなかった。腫物が魔術師たちとすべてのエジプト人にあったからである。

12 主はファラオの心を頑なにされたので、ファラオは彼らの言うことを聞かなかった。主がモーセに告げられたとおりである。

13 主はモーセに言われた、「朝早く起きて、ファラオの前に立ち、彼に言え、『ヘブル人の神、主はこう言われる、わたしの民を去らせ、わたしに仕えさせよ』」。

14 今度こそ、わたしはすべての疫病をあなたの心と、あなたのしもべたちと、あなたの民に送る。それは、全地にわたしのような者がいないことを、あなたが知るためである。

15 今や、わたしは手を伸ばして、あなたとあなたの民を疫病で打ち、あなたを地から断ち滅ぼすことができたのだ。

16 しかし、このためにこそ、わたしはあなたを立てた。それは、わたしの力をあなたに見せるためであり、また、わたしの名をすべての地に語り伝えるためである。

17 あなたはなお、わたしの民の上に高ぶり、彼らを去らせようとしない。

18 見よ、わたしは明日のこの時に、非常に重い雹を降らせる。それはエジプトで、その基が据えられた日から今に至るまで、これに並ぶもののなかったものである。

19 今、あなたの家畜と、野にあるあなたのすべてのものを避難させなさい。野で見つかるすべての人と獣で、家に集められないものには、雹が降りかかって、彼らは死ぬであろう。

20 ファラオのしもべたちのうち、主の言葉を恐れた者は、自分のしもべたちと家畜を家の中に逃がした。

21 しかし、その心を主の言葉に向けなかった者は、自分のしもべたちと家畜を野に残した。

22 主はモーセに言われた、「あなたの手を天に向かって差し伸べよ。そうすれば、雹がエジプトの全地に、人にも獣にも、野のすべての草にも、エジプトの地に降るであろう」。

23 モーセは天に向かって杖を伸ばした。主は声と雹を与えられ、火が地に走った。主はエジプトの地に雹を降らせられた。

24 雹と、雹の真ん中で燃え上がる火とがあり、それは非常に激しく、エジプトのすべての地において、それが国となって以来、このようなものはなかった。

25 雹はエジプトの全地を打った。野にあったすべてのもの、人から獣に至るまでを打ち、野のすべての草を雹は打ち、野のすべての木を砕いた。

26 ただゴシェンの地、そこにイスラエルの子らがいた所には、雹はなかった。

27 ファラオは人を遣わしてモーセとアロンを呼び寄せ、彼らに言った。「今度は私が罪を犯した。主は正しく、私と私の民は悪い。

28 主に祈願してください。神の声と雹がこれ以上続かないようにしてください。そうすれば、私はあなたがたを送り出します。あなたがたは、もう留まることはありません。

29 モーセは彼に言った、「私が町を出るやいなや、私は手のひらを主に向かって広げる。すると声はやみ、雹はもう降らなくなる。それは、地が主のものであることをあなたが知るためである。

30 あなたとあなたのしもべたちは、まだ主なる神の前で恐れていないことを、私は知っています。

31 亜麻と大麦は打たれた。大麦は初穂であり、亜麻は綿の実であったからである。

32 小麦とエンマー麦は打たれなかった。それは、それらが晩生だったからである。

33 モーセはファラオの前から町を出て、その手のひらを主に向かって差し伸べた。すると、声と雹と雨はやみ、雨は地に降らなかった。

34 ファラオは、雨と雹と声がやんだのを見て、さらに罪を重ね、自分の心をかたくなにした。彼もそのしもべたちも。

35 ファラオの心は頑なになり、主がモーセの手によって語られたように、イスラエルの子らを送り出さなかった。

Exodus 10

1 主はモーセに言われた、「ファラオのところへ行け。わたしが彼の心とそのしもべたちの心を頑なにしたのは、わたしのこれらのしるしを彼の内側に示すためである」。

2 あなたの子と子の子の耳に、わたしがエジプトで行ったことと、彼らの中に置いたわたしのしるしとを語り伝えさせるためである。あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。

3 モーセとアロンはファラオのところへ行き、彼に言われた。「ヘブル人の神、主はこう言われる。『いつまであなたはわたしの前にへりくだることを拒むのか。わたしの民を去らせ、彼らにわたしに仕えさせよ。』

4 もしあなたがわたしの民を送り出すことを拒むなら、見よ、明日、いなごをあなたの境界に臨ませる。

5 それは地の目を覆い、あなたがたは地を見ることができなくなる。そして、雹からあなたがたに残された逃れの者の残りを食べ、野からあなたがたに生えるすべての木を食べる。

6 あなたの家と、あなたのすべてのしもべたちの家と、すべてのエジプト人の家は満ちるであろう。それは、あなたの父たちも、あなたの父たちの父たちも、彼らが地の上にあった日から今日までの間に見たことのないものである。そして彼は向きを変えて、ファラオの前から出て行った。

7 ファラオのしもべたちは彼に言った、「いつまでこの者が私たちにとって罠となるのでしょうか。あの人々を送り出して、彼らの神、主に仕えさせてください。あなたはまだ、エジプトが滅びたことを知らないのですか」。

8 モーセとアロンはファラオのところへ連れ戻され、ファラオは彼らに言われた、「行って、あなたがたの神、主に仕えなさい。行く者はだれか、だれか」。

9 モーセは言われた、「私たちは少年たちと年長者たちと共に行きます。私たちの子たちと娘たち、私たちの羊の群れと牛と共に行きます。それは、私たちにとって主の祭りがあるからです。

10 彼は彼らに言われた、「主があなたがたと共におられるように、私があなたがたとあなたがたの幼子たちを送り出すとき、見よ、あなたがたの前には悪がある。

11 そうではない。男たちだけが行って、主に仕えよ。あなたがたがそれを求めているのだから。そして彼らはファラオの前から追い出された。

12 主はモーセに言われた、「あなたの手をエジプトの地の上に差し伸べよ、いなごのために。いなごがエジプトの地の上に上って、地のすべての草、雹が残したすべてのものを食べるであろう」。

13 モーセはその杖をエジプトの地の上に差し伸べた。主はその地に東風を吹かせられた。その風はその日一日中、そしてその夜のすべての間、吹き続けた。朝になると、東風はいなごを運び去った。

14 いなごはエジプトの全地に上って来て、エジプトのすべての境界に留まった。それは非常に重かった。その前には、このような、それに似たいなごはなかったし、その後にも、このようなものはないであろう。

15 それは地のすべての目を覆い、地は暗くなった。そして雹が残した地のすべての草と木のすべての果実を食べた。エジプトのすべての地において、木にも野の草にも、すべての緑は残らなかった。

16 ファラオは急いでモーセとアロンを呼び寄せ、「私は主、あなたがたの神に対して罪を犯しました。また、あなたがたに対しても罪を犯しました」と言った。

17 今度こそ、どうか私の罪を赦してください。そして、あなたがたの神、主に祈ってください。この死だけを私から取り除いてくださるように。

18 モーセはファラオの前から出て行き、主に祈り求めた。

19 主は非常に強い西の海の風を吹き返させられ、その風がいなごを運び去って、それを葦の海に投げ込まれた。エジプトのすべての境界に、いなごは一匹も残らなかった。

20 主はファラオの心を強くされたので、彼はイスラエルの子らを送り出さなかった。

21 主はモーセに言われた、「あなたの手を天に向けて差し伸べよ。そうすれば、暗闇がエジプトの地の上にあり、暗闇が触れるであろう」。

22 モーセは手を天に向けて差し伸べた。すると、エジプトの全地に三日間、暗闇と暗黒があった。

23 人は互いに兄弟を見ることができず、三日の間、だれも自分の場所から立ち上がらなかった。しかし、イスラエルのすべての子らには、その居住の所に光があった。

24 ファラオはモーセを呼び寄せて言われた、「行って、主に仕えなさい。ただし、あなたがたの羊の群れと牛は留め置かれなさい。あなたがたの幼子たちも、あなたがたと一緒に行きなさい」。

25 モーセは言われた、「あなたもまた、私たちの手にいけにえと全焼のいけにえを渡されるでしょう。そして、私たちは私たちの神、主のためにそれを行います。

26 また、私たちの家畜も一緒に行きます。蹄一つ残してはなりません。なぜなら、その中から私たちは私たちの神、主に仕えるために取るからです。そして、私たちはそこに着くまで、何をもって主に仕えるべきかを知りません。

27 主はファラオの心を強くされたので、彼は彼らを送り出そうとはしなかった。

28 ファラオは彼に言った、「私の前から去れ。私の顔を再び見ようとすることのないように気をつけよ。あなたが私の顔を見る日には、あなたは死ぬ」。

29 モーセは言われた、「あなたが言われたとおりです。私はもう二度とあなたの顔を見ることはありません。

Exodus 11

1 主はモーセに言われた、「わたしはなお一つの災害をファラオとエジプトに下す。その後、彼はあなたがたをここから送り出すであろう。彼が送り出すとき、終わりをもって、必ずあなたがたをここから追い出すであろう」。

2 民の耳に告げよ。それぞれの人は隣人から、女は隣人から、銀の器と金の器を求めよ。

3 主は民にエジプト人の目に恵みを与えられた。また、その人モーセはエジプトの地で、ファラオのしもべたちの目と民の目に非常に大いなる者とされた。

4 モーセは言われた、「主はこう言われる、『真夜中に、わたしはエジプトの真ん中に出て行く。』

5 エジプトの地のすべての長子は死ぬであろう。ファラオの王座に座っているその長子から、臼の後ろにいる女奴隷の長子に至るまで、またすべての獣の長子も。

6 エジプトの全地に大きな叫びが起こるであろう。そのような叫びはかつてなかったし、これからも再びないであろう。

7 すべてのイスラエルの子らに対しては、人から獣に至るまで、犬がその舌を動かすことさえない。それは、主がエジプトとイスラエルとの間に区別を設けられたことを、あなたがたが知るためである。

8 あなたのこれらのすべてのしもべたちは、私のところに下って来て、私にひれ伏して言うでしょう。『あなたと、あなたの足の下にいるすべての民は、出て行きなさい。その後で、私も出て行きます』と。そしてモーセは、激しい怒りをもってファラオの前から出て行った。

9 主はモーセに言われた、「ファラオはあなたがたの言うことを聞かないであろう。それは、わたしのしるしがエジプトの地で多くなるためである」。

10 モーセとアロンは、これらすべてのしるしをファラオの前で行った。主はファラオの心をかたくなにされたので、ファラオはイスラエルの子らをその地から送り出さなかった。

Exodus 12

1 主はエジプトの地でモーセとアロンに言われた、

2 この月はあなたがたにとって月々の始め、すなわち年の月々のかしらである。

3 イスラエルのすべての集会に告げて言われた、「この月の十日に、それぞれの父の家のために羊を取り、家ごとに羊を取れ」。

4 もしその家が一匹の羊に足りないほど少ないならば、その人とその家に最も近い隣人は、自分の数の人数に応じて、それぞれの食物の口に応じて、その羊を数えて取らなければならない。

5 あなたがたのものとなる羊は、傷のない一歳の雄でなければならない。それを子羊の中から、あるいは雌ヤギの中から取らなければならない。

6 あなたがたはこれを、この月の十四日まで守る務めとしなければならない。そして、イスラエルのすべての集会の集会は、夕方の間にそれを屠らなければならない。

7 彼らはその血を取り、それを食べる家の二本の門柱とかもいに塗らなければならない。

8 彼らはその肉をこの夜に食べる。火で焼いた焼き肉と種なしパンを、苦味とともに食べる。

9 それを生で食べてはならない。水で煮てはならない。火で焼いた焼き肉とし、その頭を脚と内側に付けたままでなければならない。

10 あなたがたはそれを朝まで残してはならない。朝まで残ったものは火で焼き尽くしなさい。

11 このようにして、あなたがたはそれを食べなさい。腰には帯を締め、足には靴を履き、手には杖を持ち、慌てて逃げるようにしてそれを食べなさい。これは主への過越の祭りである。

12 わたしはこの夜、エジプトの地を巡り、エジプトの地のすべての長子を、人から獣に至るまで打つ。また、エジプトのすべての神々に裁きを行う。わたしは主である。

13 その血は、あなたがたのいる家々のしるしとなるであろう。わたしはその血を見て、あなたがたの上を過ぎ越すであろう。そして、わたしがエジプトの地を打つとき、滅ぼす者の疫病があなたがたに及ぶことはないであろう。

14 この日はあなたがたにとって記念となり、あなたがたはそれを主への祭りとして祝わなければならない。あなたがたの代々にわたって、永遠の定めとしてそれを祝わなければならない。

15 七日の間、種なしパンを食べなさい。必ず初めの日に、あなたがたの家から酵母を取り除きなさい。なぜなら、すべてパン種を食べる者は、その命がイスラエルから断たれるからである。初めの日から七番目の日まで。

16 最初の日には聖なる集会があり、第七の日にも聖なる集会があなたがたにとってあるであろう。その日々にはすべての仕事をしてはならない。ただ、すべての命のために食べるものだけは、あなたがたのために作ることができる。

17 あなたがたは種なしパンを守らなければならない。まさにこの日に、わたしはあなたがたの軍勢をエジプトの地から導き出したからである。あなたがたはこの日を、あなたがたの世代のために永遠の定めとして守らなければならない。

18 最初の月の十四日の夕方に、種なしパンを食べなさい。その月の二十一日の夕方まで。

19 七日の間、あなたがたの家に酵母は見いだされてはならない。すべて酵母を食べる者は、その命がイスラエルの集会から断たれるであろう。寄留者にも、地に生まれつきの者にも。

20 すべてのパン種のものを食べてはならない。あなたがたのすべての居住において、種なしパンを食べなければならない。

21 モーセはイスラエルのすべての長老たちを呼び寄せ、彼らに言われた、「あなたがたの家族のために羊の群れを引き出して取り、過越の祭りのために屠りなさい」。

22 あなたがたはヒソプの束を取り、鉢の中にある血に浸し、その血をかもいと二本の門柱に塗りなさい。鉢の中にある血から、あなたがたはだれも、自分の家の入口から朝まで出てはならない。

23 主はエジプトを打つために通り過ぎられ、かもいと二つの門柱の上の血を見られた。主は入口を過ぎ越され、滅ぼす者があなたがたの家に入って打つことを許されなかった。

24 あなたがたはこの言葉を守らなければならない。あなたとあなたの子にとって永遠の定めとして。

25 そして、主があなたがたに与えられると言われた地に入るとき、あなたがたはこの奉仕を守らなければならない。

26 あなたがたの子があなたがたに言うとき、『この奉仕はあなたがたにとって何なのか』と。

27 あなたがたは言いなさい、「これは主への過越のいけにえである。主がエジプトを撃たれたとき、エジプトにいるイスラエルの子らの家を過ぎ越し、私たちの家を救われたのだ」と。すると民は頭を下げ、礼拝した。

28 イスラエルの子らは行って、主がモーセとアロンに命じられたとおりに行った。彼らはそのように行った。

29 真夜中になって、主はエジプトの地のすべての長子を打たれた。王座に座っているファラオの長子から、穴の中の家にいる捕虜の長子に至るまで、またすべての獣の長子も。

30 ファラオは夜に起き上がった。彼とすべてのしもべたち、そしてすべてのエジプトも。エジプトには大きな叫びがあった。なぜなら、死んだ者がいない家はなかったからである。

31 夜、彼はモーセとアロンを呼び寄せて言われた、「立ち上がれ、私の民の真ん中から出て行け、あなたたちも、イスラエルの子らも。行って、あなたたちが言ったとおりに主に仕えよ」。

32 あなたがたの羊の群れも、あなたがたの牛も、あなたがたが言ったとおりに取って、行きなさい。そして、わたしをも祝福してください。

33 エジプト人は民を急いで地から送り出そうと迫った。「私たちはみな死んでいる」と言ったからである。

34 民は、まだ発酵していない自分の生地を担ぎ、そのこね鉢を衣に包んで肩に載せた。

35 イスラエルの子らはモーセの言葉のとおりに行い、エジプトから銀の器と金の器と衣を求めた。

36 主は民にエジプトの目に恵みを与えられたので、彼らは貸し与えた。そして彼らはエジプトを略奪した。

37 イスラエルの子らはラメセスからスコトへ旅立った。歩ける男は約六十万人で、幼子たちはそのほかであった。

38 また、多くのアラビア人も彼らとともに上って行った。そして、羊の群れと牛、非常に多くの家畜も。

39 彼らはエジプトから持ち出した生地で種なしパンの焼き菓子を焼いた。それは発酵していなかったからである。彼らはエジプトから追い出され、ためらうことができず、また自分のための食料も用意していなかったからである。

40 イスラエルの子らがエジプトに住んだ居住の期間は、四百三十年であった。

41 四百年の終わりに、そのまさにその日に、主のすべての軍勢がエジプトの地から出て行った。

42 主のための見守りの夜である。主が彼らをエジプトの地から導き出されたためである。この夜は主のための見守りであり、すべてのイスラエルの子らのために、その世代を通じて見守りの夜である。

43 主はモーセとアロンに言われた、「これは過越の祭りの定めである。すべての異邦の子はそれを食べてはならない」。

44 すべての銀の買い取りによる人のしもべは、あなたが彼に割礼を施すなら、そのとき彼はそれを食べることができる。

45 在留者と雇い人は、それを食べてはならない。

46 一つの家の中で食べられなければならない。その肉を家から外に持ち出してはならない。また、その骨を折ってはならない。

47 イスラエルのすべての集会がそれを実行しなければならない。

48 また、もし寄留者があなたとともに寄留し、主のために過越の祭りを行いたいなら、彼のすべての男子に割礼を施しなさい。そうすれば、彼はそれを行うために近づくことができ、地の生まれつきの者のようになる。しかし、すべての割礼を受けていない者は、それを食べてはならない。

49 律法は一つであり、生まれつきの者にも、あなたがたの真ん中に寄留する寄留者にも、同じである。

50 イスラエルのすべての子らは、主がモーセとアロンに命じられたとおりに行った。彼らはそのように行った。

51 まさにこの日に、主はイスラエルの子らをエジプトの地から、その軍勢とともに導き出された。

Exodus 13

1 主はモーセに言われた。

2 わたしのためにすべての長子を聖別せよ。イスラエルの子らの間で、すべての子宮の初子は、人であれ獣であれ、わたしのものである。

3 モーセは民に言われた、「あなたがたは、しもべの家であるエジプトから出たこの日を覚えなさい。主が力強い手であなたがたをここから導き出されたからである。パン種のものは食べてはならない。

4 今日、あなたがたは初穂の月に出て行く。

5 主があなたを、あなたの父に与えると誓われたカナン人、ヒッタイト人、アモリ人、ヒビ人、エブス人の地に導き入れられたとき、乳と蜂蜜の流れる地で、あなたはこの月にこの奉仕を行わなければならない。

6 七日の間、種なしパンを食べなければならない。そして七日目には、主への祭りである。

7 種なしパンは七日の間食べられなければならない。あなたにはパン種が見えてはならず、あなたのすべての境界内に酵母が見えてはならない。

8 その日、あなたは自分の子に告げて言わなければならない。「これは、私がエジプトから出たとき、主が私のためにしてくださったことのためである。

9 それはあなたの手にしるしとなり、あなたの目の間の記念となり、主の律法があなたの口にあるためである。それは、主が強い手であなたをエジプトから導き出されたからである。

10 あなたはこの定めを、その定めの時に守らなければならない。日から日へと。

11 主が、あなたとあなたの父に誓われたように、あなたをカナン人の地に導き入れ、それをあなたに与えられる時が来るであろう。

12 あなたはすべての子宮の初子を主に渡さなければならない。また、あなたのところにいる獣の子を産むもののすべての初子のうち、雄は主に渡さなければならない。

13 すべてのろばの初子は羊をもって贖わなければならない。もし贖わないなら、その首を折らなければならない。あなたの子らのうちのすべての人の長子は贖わなければならない。

14 そして、明日あなたの子があなたに尋ねて、「これは何か」と言うなら、あなたは彼に言いなさい。主は力強い手で私たちをエジプトから、しもべの家から導き出された。

15 ファラオが私たちを去らせることを頑なにしたとき、主はエジプトの地のすべての長子を、人の長子から獣の長子に至るまで殺された。それゆえ、私は子宮を開くすべての初子の雄を主に犠牲としてささげ、私のすべての子の長子を贖う。

16 それはあなたの手にしるしとなり、あなたの目の間に額飾りとならなければならない。主が力強い手で私たちをエジプトから導き出されたからである。

17 ファラオが民を送り出したとき、神は彼らをペリシテ人の地の道には導かれなかった。それは近かったからである。神は言われた、「民が戦いを見て心変わりし、エジプトに戻らないように」。

18 神は民を荒野の道、葦の海へと迂回させられた。そしてイスラエルの子らはエジプトの地から武装して上って来た。

19 モーセはヨセフの骨を自分と共に携えた。それは、イスラエルの子らに誓わせて言った、「神は必ずあなたがたを顧みられる。そのとき、あなたがたは私の骨をここから携え上らなければならない」からである。

20 彼らはスコトを出発し、荒野の果てにあるエタムに宿営した。

21 主は彼らの前を進まれ、昼は雲の柱で彼らを道に導き、夜は火の柱で彼らを照らされた。彼らが昼も夜も進むために。

22 雲の柱は昼、火の柱は夜、民の前から離れなかった。

Exodus 14

1 主はモーセに言われた、

2 イスラエルの子らに言え、彼らは引き返して、ピハヒロテの前、ミグドルと海の間に宿営せよ。バアル・ツェフォンの前、その向かい側に海のそばで宿営せよ。

3 ファラオはイスラエルの子らについて言われた、「彼らはこの地で迷い込んでいる。荒野が彼らの前に閉ざしてしまった」。

4 わたしはファラオの心を強くし、彼は彼らの後を追うであろう。そして、わたしはファラオとそのすべての力によって栄光を受け、エジプト人はわたしが主であることを知るであろう。彼らはそのように行った。

5 エジプトの王に民が逃げたことが知らされた。ファラオとそのしもべたちの心は民に対して変わった。彼らは言った、「私たちは何をしたのか。イスラエルを私たちのしもべの務めから去らせてしまった」。

6 彼は自分の戦車を繋ぎ、自分の民を彼と共に連れて行った。

7 六百の選りすぐりの戦車を取り、エジプトのすべての戦車と、そのすべての上に立つ隊長たちを取った。

8 主はエジプトの王ファラオの心を強くされたので、彼はイスラエルの子らの後を追った。イスラエルの子らは高く上げた手で出て行った。

9 エジプト人は彼らの後を追い、海のほとりに宿営している彼らに追いついた。ファラオのすべての馬と戦車、その騎兵とその力は、ピハヒロテの前、バアル・ツェフォンの前にいた。

10 ファラオが近づいて来た。イスラエルの子らは目を上げると、見よ、エジプト人が彼らの後に進んで来ていた。彼らは非常に恐れ、イスラエルの子らは主に向かって叫んだ。

11 彼らはモーセに言った、「エジプトに墓がないからといって、私たちを荒野で死なせるために連れ出したのか。あなたは私たちをエジプトから連れ出すために、何ということをしたのか。

12 これは、私たちがエジプトであなたに告げたことではないか。「私たちから離れて、エジプト人に仕えよう」と。荒野で死ぬよりは、エジプト人に仕える方が私たちにとって良いのだ、と。

13 モーセは民に言われた、「恐れてはならない。立ち止まって、主が今日あなたがたのためにしてくださる救いを見なさい。あなたがたが今日見たエジプト人を、もう二度と永遠に見ることはないからだ。

14 主があなたがたのために戦われる。あなたがたは黙っていなさい。

15 主はモーセに言われた、「なぜあなたはわたしに向かって叫ぶのか。イスラエルの子らに告げて、彼らを前進させよ」。

16 あなたは自分の杖を上げ、あなたの手を海の上に差し伸べて、それを割れ。するとイスラエルの子らは海の真ん中のかわいた地を通って進むであろう。

17 そして私は、見よ、エジプト人の心を強くする。彼らは彼らの後に従って来るであろう。そして私はファラオとそのすべての力、その戦車とその騎兵によって栄光を受けるであろう。

18 エジプト人は、私が主であることを知るであろう。私がファラオとその戦車とその騎兵によって栄光を受けるとき、彼らはそれを知る。

19 神の御使いでイスラエルの陣営の前を行く者は、彼らの後ろに移って行った。雲の柱も彼らの前から移って、彼らの後ろに立った。

20 エジプトの陣営とイスラエルの陣営の間に入られた。そして雲と暗闇があり、夜を照らされた。彼らは互いに近づくことができず、その夜のすべての間、近づかなかった。

21 モーセは手を海の上に差し伸べられた。主は一晩中、強い東風で海を退かせ、海を乾いた地とされた。水は分かれた。

22 イスラエルの子らは海の真ん中のかわいた地を進んだ。水は彼らの右と左に城壁となった。

23 エジプト人は追いかけ、彼らの後に来た。ファラオのすべての馬、その戦車、その騎兵は、海の真ん中に。

24 朝の夜警の時に、主は火の柱と雲の柱をもってエジプト人の陣営を眺められ、エジプト人の陣営をかき乱された。

25 主は彼の戦車の車輪を外され、彼らを重いことによって進ませられた。そしてエジプトは言った、「イスラエルの顔から逃げよう。主が彼らのためにエジプトで戦っておられるからだ」。

26 主はモーセに言われた、「あなたの手を海の上に差し伸べよ。すると水はエジプトの上に、その戦車の上に、その騎兵の上に戻るであろう」。

27 モーセは手を海の上に差し伸べられた。すると海は朝の訪れに、その勢いのままに戻り、エジプト人はそれに向かって逃げた。主はエジプト人を海の真ん中で揺り動かされた。

28 水は戻って、彼らの後を海の中に追って来たファラオのすべての力の戦車と騎兵を覆った。彼らのうちには、一人も残らなかった。

29 イスラエルの子らは、かわいた地を海の真ん中を歩いて行った。水は彼らにとって、右と左に城壁となった。

30 主はその日に、イスラエルをエジプトの手から救われた。イスラエルは、エジプト人が海の岸で死んでいるのを見た。

31 イスラエルは、主がエジプトに対してなされた大きな手を見た。そして民は主を恐れ、主とそのしもべモーセを信じた。

Exodus 15

1 その時、モーセとイスラエルの子らは、この歌を主に向かって歌い、こう言った。「私は主に向かって歌おう。主は高く上げられ、馬とその騎手を海に投げ込まれたからだ。

2 私の力であり歌であるヤハ、彼は私にとって救いとなられた。この方こそ私の神、私は彼をほめたたえる。私の父の神、私は彼を高く上げる。

3 主は戦いの人である。主はその名である。

4 ファラオの戦車とその力を海に投げ込まれた。彼の最良の隊長たちは葦の海に沈められた。

5 深淵が彼らを覆った。彼らは石のように深みへと沈んだ。

6 主よ、あなたの右の御手は力において栄光に満ちておられます。主よ、あなたの右の御手は敵を打ち砕かれました。

7 あなたの多くの誇りによって、あなたは立ち向かう者たちを打ち砕かれました。あなたの激しい怒りを送り出され、それは彼らを藁のように焼き尽くしました。

8 あなたの怒りの息によって水は積み重なり、流れる水は塚のように立ち、深淵は海の心の中で固まった。

9 敵は言った、「追いかけよう、追い着こう、戦利品を分けよう、私の命は彼らで満たされる、私の剣を抜こう、私の手が彼らを追い払うだろう」。

10 あなたが息を吹きかけられると、海は彼らを覆った。彼らは激しい水の中に鉛のように沈んだ。

11 神々のうち、だれがあなたのような方でしょう、主よ。だれがあなたのような方でしょう。聖なるものにおいて栄光に輝き、賛美によって恐るべき方、不思議を行われる方。

12 あなたは右の手を伸ばされた、地は彼らを呑み込んだ。

13 あなたは慈愛をもって、あなたが贖われた民を導かれた。あなたの力をもって、彼らをあなたの聖なる住まいへと導かれた。

14 民は聞いて震えおののいた。苦痛がペリシテの住民を捕らえた。

15 そのとき、エドムの族長たちは慌てふためき、モアブの雄羊たちは震えに捕らえられた。カナンに住むすべての者は溶け去った。

16 彼らの上に恐れと戦慄が臨み、あなたの大いなる腕によって、彼らは石のように動かなくなる。あなたの民、主が通り過ぎられるまで、あなたが獲られたこの民が通り過ぎるまで。

17 あなたは彼らを連れ帰り、あなたの相続地の山に彼らを植えられた。主よ、あなたの住まいの基盤をあなたが造られた。主よ、あなたの手が聖所を堅く立てられた。

18 主は永遠に、とこしえまでも統べ治められる。

19 ファラオの馬がその戦車と騎兵とともに海に入り、主がその上に海の水を戻されたが、イスラエルの子らは海の真ん中のかわいた地を歩いた。

20 女預言者ミリアム、アロンの姉妹は、タンバリンを手に取り、すべての女たちが彼女の後に出て、タンバリンと踊りをもって進んだ。

21 ミリアムは彼らに答えた、「主に向かって歌え、主は高く上げられたからだ。馬とその騎手を海に投げ込まれた」。

22 モーセはイスラエルを葦の海から導き出し、彼らはシュルの荒野へ出た。彼らは荒野を三日間歩いたが、水を見つけられなかった。

23 彼らはマラに着いたが、そのマラの水を飲むことができなかった。水が苦かったからである。それゆえ、その名はマラと呼ばれた。

24 民はモーセに向かってつぶやき、「何を飲めばよいのか」と言った。

25 彼は主に叫んだ。主は彼に一本の木を示された。彼はそれを水に投げ入れると、水は甘くなった。そこで主は彼のために定めとさばきを設け、そこで彼を試された。

26 もしあなたがあなたの神、主の声に確かに聞き従い、その目にかなうことを行い、その戒めに耳を傾け、そのすべての定めを守るなら、わたしがエジプトに下したすべての病をあなたの上に下すことはない。わたしはあなたを癒す主である。

27 彼らはエリムに着いた。そこには十二の水の目と七十本のなつめやしがあった。彼らはそこ、水のほとりに宿営した。

Exodus 16

1 彼らはエリムを出発し、イスラエルの子らのすべての集会は、エリムとシナイの間にあるシンの荒野に来た。それは、彼らがエジプトの地を出てから第二の月の十五日であった。

2 イスラエルの子らのすべての集会は、荒野でモーセとアロンに対して不平を言った。

3 イスラエルの子らは彼らに言った、「われわれがエジプトの地で、肉の鍋のそばに座り、パンを満ち足りるまで食べていたときに、主の手によって死んでいたならよかったのに。あなたがたは、このすべての集会を飢饉で殺すために、われわれをこの荒野に連れ出したのだ」。

4 主はモーセに言われた。「見よ、わたしはあなたがたのために天からパンを降らせる。民は出て行って、毎日分の言葉を集めよ。それは、わたしが彼らを試して、彼らがわたしの律法に従って歩むかどうかを知るためである。

5 第六日に、彼らは持ち帰るものを整えなければならない。それは、毎日集めるものの二倍となるであろう。

6 モーセとアロンは、イスラエルのすべての子らに言われた、「夕方には、あなたがたは、主があなたがたをエジプトの地から導き出されたことを知るであろう」。

7 朝には、あなたがたは主の栄光を見るであろう。主があなたがたの主に対するつぶやきを聞かれたからである。私たちは何者なのか。あなたがたが私たちに対してつぶやくのは。

8 モーセは言われた、「主が夕方にあなたがたに肉を与えて食べさせ、朝にパンを与えて満ち足りさせられるのは、主があなたがたの主に対するつぶやきを聞かれたからである。私たちは何者なのか。あなたがたのつぶやきは私たちに向けられているのではなく、主に向けられているのだ。

9 モーセはアロンに言われた、「イスラエルの子らのすべての集会に告げよ、『主の前に近づけ。主はあなたがたのつぶやきを聞かれたからである』」。

10 アロンがイスラエルの子らのすべての集会に語ったとき、彼らは荒野の方を向いた。すると、見よ、主の栄光が雲の中に現れた。

11 主はモーセに言われた。

12 私はイスラエルの子たちのつぶやきを聞いた。彼らに言え、『夕方にはあなたがたは肉を食べ、朝にはパンで満たされるであろう。そして、あなたがたは、わたしがあなたがたの神、主であることを知るであろう』と。

13 夕方になると、うずらが上って来て、陣営を覆った。朝には、露の寝床が陣営の周囲にあった。

14 露の寝床が上がると、見よ、荒野の面の上に、細かい、はがれたようなものがあった。それは地の上に降る霜のように細かいものであった。

15 イスラエルの子らはそれを見て、互いに兄弟に言った、「これは何だろうか」。彼らはそれが何であるかを知らなかったからである。モーセは彼らに言った、「これは主があなたがたに食物として与えられたパンである」。

16 これは主が命じられた言葉である。あなたがたはそれぞれ、自分の食物の口に応じて、それを集めよ。頭蓋骨ごとに穀物の束を、あなたがたの魂の数に応じて、それぞれ自分の天幕にいる人々のために取りなさい。

17 イスラエルの子らはそのように行い、多く集める者も少なく集める者もいた。

18 彼らは穀物の束で量ったが、多く集めた者も余らず、少なく集めた者も足りなかった。それぞれ自分の食物の口に応じて集めた。

19 モーセは彼らに言われた、「それぞれ、それを朝まで残しておいてはならない」。

20 彼らはモーセの言うことを聞かず、ある人々はそれを朝まで残しておいた。すると、そこに緋色の虫が湧き、悪臭を放った。モーセは彼らに対して怒った。

21 彼らはそれを朝ごとに、それぞれ自分の食物の口に応じて集めた。そして太陽が熱くなると、それは溶けた。

22 第六日に、彼らは第二のパンを集めた。すなわち、一人につき穀物の束を二つ。そして、集会のすべての君主たちが来て、モーセに告げた。

23 彼は彼らに言われた、「これは主が語られたことである。明日は主の聖なる安息日、安息である。あなたがたが焼くべきものを焼き、煮るべきものを煮なさい。そして、すべての余ったものは、朝まで自分のために、務めとして保存しておきなさい。

24 彼らはそれを朝まで置いておいた。モーセが命じたとおりに。すると、それは臭わず、虫もその中にはいなかった。

25 モーセは言われた、「今日それを食べなさい。今日は主の安息日だからである。今日、あなたがたはそれを野で見つけることはない。

26 六日間、あなたたちはそれを集めなさい。しかし第七日には安息日があり、その日にはそれはない。

27 七日目に、民のうちから幾人かが出て行って集めようとしたが、何も見つけられなかった。

28 主はモーセに言われた、「いつまであなたがたは、わたしの戒めと律法とを守ることを拒むのか」。

29 見なさい。主があなたがたに安息日を与えられた。それゆえ、主は六日目にあなたがたに二日分のパンを与えられる。それぞれ自分の所にとどまれ。七日目には、それぞれ自分の場所から出てはならない。

30 民は第七の日に休んだ。

31 イスラエルの家はその名をマナと呼んだ。それはコエンドロの種のようで白く、その味わいは蜂蜜を入れた薄焼きパンのようであった。

32 モーセは言われた、「これは主が命じられた言葉である。あなたがたの世代のために、その中の穀物の束の満ち満ちているものを務めとして保存しなさい。それは、わたしがあなたがたをエジプトの地から導き出した時に、荒野であなたがたに食べさせたパンを見させるためである。

33 モーセはアロンに言われた、「一つのつぼを取り、その中に穀物の束の満ち満ちているもの、すなわちマナを入れ、それを主の前に置いて、あなたがたの世代のための務めとして保存しなさい」。

34 主がモーセに命じられたとおりに、アロンはそれを証言の前、務めとして置いた。

35 イスラエルの子らは四十年の間マナを食べた。彼らが人の住む地に着くまで、マナを食べた。彼らがカナンの地の果てに着くまで。

36 穀物の束はエパの十分の一である。

Exodus 17

1 イスラエルの子らのすべての集会は、主の口に従って、シンの荒野から旅路に進み、レフィディムに宿営した。しかし、民が飲むための水はなかった。

2 民はモーセと言い争い、言った、「我々に水をくれ、そして飲もう」。モーセは彼らに言った、「なぜあなたがたは私と言い争うのか。なぜあなたがたは主を試すのか」。

3 民はそこで水に渇き、民はモーセに対して不平を言った。そして言った、「なぜあなたは我々をエジプトから連れ上って、私と私の子と私の家畜を渇きで殺そうとするのか」。

4 モーセは主に向かって叫んで言われた、「この民にわたしは何をすべきでしょうか。あと少しで、彼らはわたしを石で打ち殺すでしょう」。

5 主はモーセに言われた、「民の前を進み、イスラエルの長老たちをあなたと共に連れて行きなさい。あなたがナイル川を打ったその杖を手に取って、行きなさい」。

6 見よ、わたしはあなたの前に、ホレブの岩の上に立っている。あなたはその岩を打て。すると、そこから水が出て、民はそれを飲むであろう。モーセはイスラエルの長老たちの目の前で、そのように行った。

7 彼はその場所の名をマッサ、メリバと呼んだ。それはイスラエルの子たちの争いのため、また彼らが主を試みて、「主は私たちの内側におられるのか、いないのか」と言ったためである。

8 アマレクが来て、レフィディムでイスラエルと戦った。

9 モーセはヨシュアに言われた、「我々のために人を選び、出て行ってアマレクと戦え。明日、私は丘の頭に立ち、神の杖を手に持っている」。

10 ヨシュアはモーセが彼に言われたとおりに、アマレクと戦うために行った。そしてモーセ、アロン、フルは丘の頭に上った。

11 モーセが手を上げるとイスラエルが勝ち、手を下ろすとアマレクが勝った。

12 モーセの手は重くなった。彼らは石を取り、それを彼の下に置いたので、彼はその上に座った。アロンとフルは彼の手を支えた。一人はこちら側から、一人はあちら側から。彼の手は太陽が沈むまで信仰をもって支えられた。

13 ヨシュアはアマレクとその民を剣の刃で打ち破った。

14 主はモーセに言われた。「これを書物に記して記念とし、それをヨシュアの耳に読み聞かせよ。わたしは天の下からアマレクの記憶を完全に消し去る。

15 モーセは祭壇を築き、その名を「主はわが旗」と呼んだ。

16 そして言われた、「手がヤハの誓いの上にある。主はアマレクと戦われる。代々にわたって。

Exodus 18

1 エテロは、ミディアンの祭司でモーセのしゅうとであるが、神がモーセとその民イスラエルのためにされたすべてのことを聞いた。すなわち、主がイスラエルをエジプトから導き出されたことを。

2 モーセのしゅうとであるエテロは、モーセの妻ツィッポラを、彼女の贈り物の後に、連れ戻した。

3 また彼女の二人の子を連れて来た。その一人の名はゲルショム。彼が言った、「私は異国の地で寄留者であったからだ」。

4 もう一人の名はエリエゼル。私の父の神が私の助けとなり、ファラオの剣から私を救い出されたからである。

5 モーセのしゅうとであるエテロは、モーセの子と妻とともに、モーセのところへ、彼が神の山のそばで宿営していた荒野に来た。

6 モーセに言われた、「私はあなたのしゅうと、エテロである。あなたのところに来た。あなたの妻と、彼女と共にいる二人の子も一緒に。

7 モーセは舅を迎えに出て、身をかがめて彼に口づけし、互いに相手の平和を尋ね合い、彼らは天幕に入った。

8 モーセはしゅうとに対して、主がファラオとエジプトに、イスラエルの事柄についてなされたすべてのことを、また道で彼らに臨んだすべての労苦と、主が彼らを救い出されたことを語った。

9 エテロは、主がイスラエルになされたすべての良いこと、すなわち主が彼らをエジプトの手から救い出されたことについて、喜んだ。

10 エテロは言われた、「主はほむべきかな。主はあなたがたをエジプトの手とファラオの手から救い出された。主は民をエジプトの手の下から救い出された。

11 今、私は知った。主はすべての神々よりも偉大であられる。彼らが彼らに対して傲慢に振る舞ったそのことにおいて。

12 モーセのしゅうとであるエテロは、神に全焼のいけにえといけにえをささげた。そして、アロンとイスラエルのすべての長老たちは、モーセのしゅうとの前で神の前にパンを食べるために来た。

13 翌日、モーセは民を裁くために座った。民は朝から夕方までモーセの前に立っていた。

14 モーセのしゅうとは、彼が民のためにしているすべてのことを見て、言われた、「あなたが民のためにしているこのことは何なのか。なぜあなたは単独で座っていて、民はみな、朝から夕方まであなたのそばに立っているのか。

15 モーセはしゅうとに言った、「民が神を求めるために私のところに来るからです」。

16 彼らの間に言葉があるとき、それが私のところに来るので、私は人とその友との間を裁き、神の定めとその律法を彼らに知らせる。

17 モーセのしゅうとは彼に言った、「あなたがしているこのことは良くない」。

18 あなたも、あなたと共にいるこの民も、必ず疲れ果てるであろう。このことはあなたにとって重すぎて、あなたはそれを単独で行うことはできない。

19 今、私の声に聞き従え。私はあなたに助言を与えよう。神があなたと共におられるように。あなたは民のために神の前に立ち、その言葉を神のもとに携えて行きなさい。

20 彼らに定めと律法を警告し、彼らが歩むべき道と、行うべきわざを彼らに知らせなさい。

21 あなたはすべての民の中から、力ある人、神を恐れる人、真実の人、利得を憎む人を選び出し、彼らの上に千人隊の長官、百人隊の長官、五十人隊の長官、十人隊の長官を置きなさい。

22 彼らはすべての時に民を裁き、大きなことはすべてあなたのところに持って来て、小さなことはすべて彼ら自身が裁くようにしなさい。そうすれば、あなたの負担は軽くなり、彼らがあなたと共に担うことになる。

23 もしあなたがこの言葉を行い、神があなたに命じられるなら、あなたは耐え忍ぶことができ、またこのすべての民もその場所に平和のうちに帰るでしょう。

24 モーセはしゅうとの声に聞き従い、彼が言ったすべてのことを行った。

25 モーセはすべてのイスラエルから力のある人々を選び、彼らを民の頭として立てた。千人隊の長官、百人隊の長官、五十人隊の長官、十人隊の長官とした。

26 民をすべての時に裁いた。難しいことはモーセのところへ持って来たが、小さいことはすべて彼ら自身が裁いた。

27 モーセはしゅうとを見送り、彼は自分の地へ帰って行った。

Exodus 19

1 第三の月に、イスラエルの子らがエジプトの地を出たその日に、彼らはシナイの荒野に来た。

2 レフィディムから旅立ち、シナイの荒野に来て、荒野に宿営した。そしてイスラエルはそこに、山の前に宿営した。

3 モーセは神のもとに上った。主は山から彼に呼びかけられて言われた、「あなたはヤコブの家にこう言い、イスラエルの子らに告げなさい」。

4 あなたがたは、わたしがエジプトにしたことを見た。また、あなたがたを鷲の翼に載せて、わたしのところに連れて来た。

5 今、もしあなたがたがわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るなら、あなたがたはすべての民のうちで、わたしにとって宝物となる。全地はわたしのものだからである。

6 あなたがたは、わたしにとって祭司の王国、聖なる国となるであろう。これらは、あなたがイスラエルの子らに語るべき言葉である。

7 モーセは来て、民の長老たちを呼び寄せ、主が彼に命じられたこれらのすべての言葉を彼らの前に置いた。

8 民はみな、こぞって答えて言った、「主が語られたすべてのことを、われわれは行います」。そしてモーセは民の言葉を主に返した。

9 主はモーセに言われた、「見よ、わたしは雲の密な中であなたのところに来る。それは、民がわたしがあなたと語るのを聞いて、またあなたを永遠に信じるためである」。そしてモーセは民の言葉を主に告げた。

10 主はモーセに言われた、「民のところへ行き、今日と明日、彼らを聖別せよ。彼らは自分の衣を洗わなければならない」。

11 三日目のために備えていなさい。三日目に、主がすべての民の目の前で、シナイ山の上に降りられるからである。

12 あなたは民の周囲に境界を設けて言われた、「山に登ること、またその果てに触れることを慎め。山に触れる者はすべて必ず殺される」。

13 手はそれに触れてはならない。必ず石で打ち殺されるか、矢で射抜かれる。獣であれ人であれ、生きてはならない。ヨベルの角笛が長く鳴るとき、彼らは山に登ることができる。

14 モーセは山から民のところへ下り、民を聖別された。彼らは自分たちの衣を洗った。

15 民に言われた、「三日の日のために備えをせよ。妻に近づいてはならない」。

16 第三日に、朝のうちに、声と稲妻と厚い雲が山の上にあり、非常に強い角笛の声がした。そして、陣営にいたすべての民は震えた。

17 モーセは民を陣営から神に会うために連れ出した。彼らは山の低い所に立った。

18 シナイ山はすべて煙っていた。主が火のうちにその上に降りられたからである。その煙は炉の煙のように立ち上り、山全体が激しく震えた。

19 角笛の声がますます強くなっていった。モーセが語ると、神は声で彼に答えられた。

20 主はシナイ山の上、山の頭に降りられた。主はモーセを山の頭に呼び寄せられたので、モーセは上って行った。

21 主はモーセに言われた、「降りて行き、民に警告せよ。彼らが主のところへ押し寄せて見ようとし、多くの者が倒れることのないように。

22 祭司たちもまた主に近づく者たちは身を聖別しなければならない。主が彼らの中に激しく打ち込まれないように。

23 モーセは主に言われた、「民はシナイ山に登ることはできません。あなたが私たちに命じて、『山に境を設けて、それを聖別せよ』と言われたからです。

24 主は彼に言われた、「行け、降りよ。あなたと、あなたと共にいるアロンは上って来なさい。しかし祭司と民は、主のところへ上って来てはならない。主が彼らを打ち破らないために。

25 モーセは民のところへ下って行き、彼らに言われた。

Exodus 20

1 神はこれらのすべての言葉を語られた。

2 わたしは主、あなたの神、あなたをエジプトの地、奴隷の家から導き出した者である。

3 あなたには、わたしの前に他の神々があってはならない。

4 あなたは自分のために彫像を造ってはならない。また、上にある天にあるもの、下にある地にあるもの、地の下の水の中にあるものの、すべての像も造ってはならない。

5 あなたはそれらにひれ伏してはならず、それらに仕えてはならない。なぜなら、あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神であり、父たちの咎を、子たちに、三代目に、そして第四のものに、わたしを憎む者たちに報いるからである。

6 慈愛を千代にわたって行われる方、わたしを愛し、わたしの戒めを守る者たちに。

7 あなたは、あなたの神、主の名を虚偽のために唱えてはならない。主は、その名を虚偽のために唱える者を罰せずにはおかれないからである。

8 安息日を聖別するために、その日を覚えていなさい。

9 六日間働き、あなたのすべての仕事をしなければならない。

10 第七日はあなたの神、主の安息日である。あなたは、あなたの子、あなたの娘、あなたのしもべ、あなたの女奴隷、あなたの獣、あなたの門の中にいる寄留者も、すべての仕事をしてはならない。

11 六日の間に主は天と地と海と、その中のすべてのものを造られた。そして七日目に休まれた。それゆえ、主は安息日の日を祝福され、それを聖別された。

12 あなたの父と母を敬え。それは、あなたの神、主が与えられる地で、あなたの日々が長く続くためである。

13 殺してはならない。

14 姦淫してはならない。

15 盗んではならない。

16 あなたの友に対して偽りの証人となってはならない。

17 あなたの友の家を欲しがってはならない。あなたの友の妻、そのしもべ、その女奴隷、その雄牛、そのろば、そしてあなたの友のものであるすべてのものを欲しがってはならない。

18 すべての民は、その声とたいまつと角笛の声と、煙る山を見た。民はそれを見て震え、遠くに立った。

19 彼らはモーセに言った、「あなたが私たちと話してください。私たちは聞きます。神が私たちと話されないようにしてください。私たちが死なないために」。

20 モーセは民に言われた、「恐れてはならない。神があなたがたを試すために来られたのであり、また、あなたがたの面に神への恐れが置かれて、罪を犯さないためである」。

21 民は遠くに立ち、モーセは神のおられる暗黒に近づいた。

22 主はモーセに言われた、「イスラエルの子らにこう言いなさい。あなたがたは、わたしが天からあなたがたと語ったのを見た。

23 あなたがたは、わたしと共に銀の神々を造ってはならない。また、あなたがたのために金の神々を造ってはならない。

24 土の祭壇をわたしのために造りなさい。その上であなたの全焼のいけにえとあなたの全焼のいけにえ、あなたの羊の群れとあなたの牛をささげなさい。わたしがわたしの名を覚えさせるすべての場所で、わたしはあなたのところに来て、あなたを祝福しよう。

25 もしあなたが私のために石の祭壇を造るなら、それを切り石で築いてはならない。あなたがその上に剣を振りかざしたなら、それを汚したからである。

26 あなたは階段で私の祭壇に上ってはならない。あなたの裸がその上で現れないためである。

Exodus 21

1 これらは、あなたが彼らの前に置くべきさばきである。

2 もしあなたがヘブル人のしもべを買うなら、彼は六年間仕え、七年目には何の代価も払わずに自由の身として出て行く。

3 もし独り身で来たのなら、独り身で出て行く。もし彼が妻の主人であるなら、その妻は彼と共に出て行く。

4 もし彼の主人が彼に妻を与え、彼女が彼に息子か娘を産んだなら、その妻とその子供たちは彼の主人のものとなる。そして彼自身は独りで出て行く。

5 しかし、もしそのしもべがはっきりと言うなら、「私は自分の主、自分の妻、自分の子たちを愛している。私は自由に出て行きたくない」と。

6 その主人は彼を神のところへ連れて行き、戸または門柱のところへ連れて行き、主人は錐で彼の耳を刺し貫く。そして彼は永遠に彼に仕える。

7 人が自分の娘を女奴隷として売るなら、その娘はしもべたちが出て行くように出て行ってはならない。

8 もし彼女が主人の目にかなわず、彼が彼女をめあわせなかった場合、彼は彼女を贖わせなければならない。彼は彼女を外国の民に売ることはできない。それは彼が彼女を裏切ったからである。

9 もし彼が自分の子に彼女を定めるなら、娘たちのさばきに従って彼女にしなければならない。

10 もし彼が自分に別の女を娶るなら、その女の肉、その覆い、そしてその夫婦の務めを減らしてはならない。

11 もし彼がこの三つのことを彼女にしないなら、彼女は代価なしに、銀を払わずに自由に出て行く。

12 人を打って死なせた者は、必ず殺されなければならない。

13 しかし、彼が待ち伏せせず、神がその手に委ねられたのであれば、わたしはあなたのために、彼が逃げ込むことのできる場所を定める。

14 人がその友に対して傲慢に振る舞い、狡猾に彼を殺そうとするなら、わたしの祭壇からも彼を取って、死なせよ。

15 父を打つ者、または母を打つ者は、必ず殺されなければならない。

16 人を盗んで売り、その手に彼が見つけられたなら、その者は必ず殺されなければならない。

17 父をののしる者、または母をののしる者は、必ず死に処せられる。

18 人が互いに争い、一人がその友を石か拳で打ち、彼が死なずに寝床に伏すなら、

19 もし彼が起き上がり、自分の杖に寄って外を歩き回るなら、その打った者は罰を免れる。ただ彼の休息のための補償を支払い、完全に癒やさせるために治療費を負担しなければならない。

20 人が自分のしもべ、あるいは自分の女奴隷を杖で打ち、その者がその手の下で死んだなら、必ず復讐される。

21 ただし、もしその奴隷が一日か二日生き延びたなら、その者は罰せられない。それは彼の銀だからである。

22 もし人々が互いに争い、妊娠している女を打って、その子供が出てしまっても、災いがなければ、その女の主人が彼に課すところに従って、必ず罰金を科せられ、裁判者たちの前でそれを支払わなければならない。

23 もし災いが生じたなら、命には命をもって償わなければならない。

24 目には目、歯には歯、手には手、足には足。

25 焼き傷には焼き傷、傷には傷、打ち傷には打ち傷をもって報いる。

26 人が自分のしもべの目、または自分の女奴隷の目を打って、それを損なわせたなら、その目の代わりに彼を自由の身に放たなければならない。

27 もし彼がそのしもべの歯、またはその女奴隷の歯を打ち落とすなら、その歯の代わりに彼を自由の身に送り出さなければならない。

28 雄牛が人か女を突いて死なせた場合、その雄牛は石で打ち殺されなければならず、その肉は食べられてはならない。雄牛の主人は罰せられない。

29 もしその雄牛が以前から突く癖があり、そのことがその主人に告げられていたのに、彼がそれを監視せず、その雄牛が人あるいは女を殺したなら、その雄牛は石打ちにされ、その主人もまた殺されなければならない。

30 もし身代金が彼に課せられるなら、彼は自分の命の贖い金を、彼に課せられたすべてに応じて支払わなければならない。

31 あるいは、その牛が子を突くか、娘を突くなら、そのさばきにしたがって、その牛の持ち主にされるであろう。

32 もし雄牛がしもべか女奴隷を突いたなら、その持ち主に銀三十シェケルを支払わなければならない。そして雄牛は石打ちにされなければならない。

33 もし人が穴を開けるか、あるいは人が穴を掘って、それを覆わないなら、雄牛かろばがそこに落ちる場合、

34 穴の主人は償い、銀をその主人に返さなければならない。死んだものは彼のものとなる。

35 もし人がその雄牛で友の雄牛を突き殺したなら、その生きた雄牛を売り、その銀を分け合い、死んだ雄牛も分け合う。

36 もしその雄牛が以前から突く癖のあることが知られており、その主人がそれを監視しなかったなら、その雄牛の代わりに雄牛で償い、死んだ雄牛は自分のものとなる。

Exodus 22

1 人が雄牛または羊を盗み、それを屠るか売ったなら、その雄牛の代わりに牛五頭を償い、羊の代わりに羊の群れ四頭を償わなければならない。

2 もし破壊の中に盗人が見つかり、打たれて死んだなら、その者には血の責任はない。

3 もし太陽が彼の上に昇っていたなら、彼には血の責任がある。彼は必ず償わなければならない。もし彼に何もないなら、彼は自分の盗みのために売られる。

4 もし彼の手に盗みの品が見つかり、雄牛からろば、羊に至るまで生きているものならば、彼は二倍を償わなければならない。

5 人が野かぶどう園で火を放ち、その家畜を放して、他人の野で焼き尽くすなら、自分の野の最良のものと自分のぶどう園の最良のものをもって償わなければならない。

6 火が出て、いばらに燃え移り、穀物の束、あるいは穀物の穂、あるいは野が焼き尽くされたなら、その火を放った者は必ず火災の賠償をしなければならない。

7 人が友に銀または器を守らせるために渡し、それがその人の家から盗まれた場合、もし盗人が見つかれば、盗人は倍にして償わなければならない。

8 盗人が見つからなければ、その家の主人は神の前に出て、自分の手が友の仕事に伸ばされなかったことを誓わなければならない。

9 すべての背きの罪のことについて、雄牛について、ろばについて、羊について、衣服について、すべての失われた物について、だれかが「これはそれだ」と言うなら、その二人のことは神の前に出る。神が悪いとされる者が、その友に二倍を償う。

10 人が友に、ろば、雄牛、羊、あるいはすべての獣を預けて守らせ、その獣が死んだり、傷ついたり、あるいは捕らえられたりして、それを見る者がいない場合、

11 主の誓いが彼らの間にあるものとなる。彼が友の仕事に手を伸ばさなかったなら、その主人はそれを受け取り、彼は償わない。

12 もし彼のところから盗まれたなら、その者はその主人に償わなければならない。

13 もし裂け肉として裂かれたなら、その証人を彼のもとに持って来る。裂け肉については、彼は償わない。

14 もし人が友から何かを借りて、それが壊れたり、死んだりした場合、その主人が一緒にいなければ、その人は必ず償わなければならない。

15 もしその主人が彼と共にいるなら、彼は償わない。もし彼が雇い人であるなら、彼はその賃金によって来たのである。

16 もし人が、まだ婚約していない処女を誘惑して、その人と寝たなら、必ずその人を花嫁代金で娶り、自分の妻としなければならない。

17 もし彼女の父が彼女を彼に与えることを拒むなら、彼は処女の持参金に相当する銀を量って支払わなければならない。

18 魔女は生かしておいてはならない。

19 すべて獣と寝る者は、必ず殺される。

20 神にいけにえを捧げる者は滅ぼされる。主に単独で捧げる場合を除いて。

21 寄留者を虐げてはならず、また彼を抑圧してはならない。あなたがたはエジプトの地で寄留者であったからである。

22 すべての未亡人とみなしごを苦しめてはならない。

23 もしあなたが彼を激しく苦しめるなら、彼がわたしに向かって叫ぶとき、わたしは必ずその叫びを聞き届ける。

24 わたしの怒りが燃え上がり、わたしはあなたがたを剣で殺す。あなたがたの妻は未亡人となり、あなたがたの子はみなしごとなる。

25 もしあなたがわたしの民、あなたと共にいる貧しい者に銀を貸すなら、その者に対して債主のようになってはならない。その者に高利を課してはならない。

26 もしあなたが友の衣服を質に取るなら、太陽が沈むまでにそれを彼に返さなければならない。

27 それは彼のただ一つの覆いであり、彼の皮のための衣である。彼は何に寝るのか。彼がわたしに叫ぶとき、わたしは聞く。わたしは情け深いからである。

28 神を呪ってはならない。あなたの民の君主をのろってはならない。

29 あなたの熟した果実と酒を遅らせてはならない。あなたの子たちの長子をわたしに与えよ。

30 あなたの雄牛と羊の群れにも、このようにしなさい。七日の間、それはその母と共にいなければならない。八日目に、それをわたしにささげなさい。

31 あなたがたは、わたしにとって聖なる人となるであろう。そして、野で裂かれた肉は食べてはならない。それを犬に投げ与えよ。

Exodus 23

1 偽りの評判を担ってはならない。悪者と手を組んで、暴力の証人となってはならない。

2 多くの者に従って悪を行ってはならない。また、争いについて、多くの者に従って曲げるために証言してはならない。

3 貧しい者をその争いにおいてえこひいきしてはならない。

4 あなたの敵の雄牛か、そのろばが迷っているのに出会ったなら、必ずそれを彼に返しなさい。

5 あなたの敵のろばが重荷の下でうずくまっているのを見たなら、それを見捨ててはならない。必ず彼と共にそれを解き放たなければならない。

6 あなたの貧しい者のさばきを、その争いにおいて曲げてはならない。

7 偽りの言葉から遠ざかれ。無実の者と正しい者を殺してはならない。わたしは悪しき者を正しいと認めないからである。

8 賄賂を受け取ってはならない。賄賂は目の見える者を盲目にし、正しい者の言葉を曲げるからである。

9 寄留者を虐げてはならない。あなたがたはエジプトの地で寄留者であったので、寄留者の命を知っているからである。

10 六年の間、あなたの地に種を蒔き、その収穫を集めなさい。

11 七年目にはそれを休ませて放置しなさい。あなたの民の貧しい者たちがそれを食べ、その残りは野の生き物が食べるであろう。あなたのぶどう園とオリーブにも、同じようにしなさい。

12 六日間あなたのわざをなし、七日目には休まなければならない。それはあなたの雄牛とろばが休み、あなたの女奴隷の子と寄留者が息をつくためである。

13 わたしがあなたがたに言ったすべてのことに用心しなさい。他の神々の名を唱えてはならない。あなたの口からそれが聞かれてはならない。

14 年に三度の足の祭りを、わたしのために祝え。

15 種なしパンの祭りを守らなければならない。七日の間、種なしパンを食べなさい。わたしがあなたに命じたように、初穂の月の定めの時に。その月にあなたはエジプトから出て来たからである。そして、わたしの顔は空しく現れてはならない。

16 あなたの野に蒔いたわざの初物の収穫の祭り、および年の終わりに、あなたのわざを野から集める収穫の祭りを守らなければならない。

17 年に三度、すべての男子は主なる主の前に出なければならない。

18 わたしのいけにえの血をパン種の上にささげてはならない。また、わたしの祭りの脂肪を朝まで残しておいてはならない。

19 あなたの地の初めの実りの初物を、あなたの神、主の宮に持って来なさい。子やぎをその母の乳で煮てはならない。

20 見よ、わたしは御使いをあなたの前に遣わし、あなたを道で守り、わたしが備えた場所にあなたを連れて行く。

21 彼の面に用心し、彼の声に聞き従え。彼に逆らってはならない。彼はあなたがたの背きの罪を赦さないからである。なぜなら、私の名が彼の内側にあるからである。

22 もしあなたがその声に確かに聞き従い、わたしが語るすべてを行うなら、わたしはあなたの敵を敵とし、あなたの迫害者を苦しめる。

23 御使いがあなたの前を行き、あなたをアモリ人、ヒッタイト人、ペリジ人、カナン人、ヒビ人、エブス人のもとへ連れて行き、わたしは彼らを根絶やしにする。

24 彼らの神々にひれ伏してはならない。彼らに仕えてはならない。彼らのわざのようには行ってはならない。必ず彼らを打ち壊し、彼らの石柱を粉々に打ち砕かなければならない。

25 あなたがたの神、主に仕えなさい。主はあなたのパンとあなたの水を祝福される。わたしはあなたの内側から病を取り除こう。

26 あなたの地には、流産する者も不妊の者もいないであろう。わたしはあなたの日の数を満たす。

27 わたしはあなたの前にわたしの恐れを送り、あなたが彼らの中に入るすべての民をわたしは打ち砕く。そして、あなたのすべての敵をあなたにうなじを向けさせる。

28 私はすずめばちをあなたの前に送り、それがヒビ人、カナン人、ヒッタイト人をあなたの前から追い払うであろう。

29 私はそれをあなたの前から一年で追い出さない。地が荒廃となり、野の生き物があなたに多くならないように。

30 少しずつ、少しずつ、わたしは彼らをあなたの前から追い払う。あなたが増え広がり、その地を継ぐまで。

31 わたしはあなたの境界を葦の海からペリシテ人の海まで、荒野から川まで定める。わたしはその地の住民をあなたがたの手に渡し、彼らをあなたの前から追い出す。

32 彼らとも、彼らの神々とも契約を結んではならない。

33 彼らはあなたの地に住まわせてはならない。彼らがあなたを私に対して罪を犯させることがないように。あなたが彼らの神に仕えるなら、それはあなたにとって罠となるからである。

Exodus 24

1 モーセに言われた、「あなたとアロン、ナダブとアビフ、そしてイスラエルの長老たち七十人は、主のもとに上って来なさい。そして、遠くからひれ伏しなさい。

2 モーセは単独で主に近づき、彼らは近づかず、民は彼と共に上ってはならなかった。

3 モーセは来て、主のすべての言葉とすべてのさばきを民に告げた。すると、すべての民は一つの声で答え、「主が語られたすべての言葉を、私たちは行います」と言った。

4 モーセは主のすべての言葉を書き記し、朝早く起きて、山の下に祭壇を築き、イスラエルの十二部族のために十二の石柱を立てた。

5 イスラエルの子らの少年たちを遣わし、彼らは全焼のいけにえをささげ、主に全焼のいけにえのいけにえとして雄牛を屠った。

6 モーセは血の半分を取り、鉢に入れ、血の半分を祭壇に注ぎかけた。

7 彼は契約の書物を取り、民の耳に読み聞かせた。すると彼らは言った、「主が語られたすべてのことを、私たちは行い、聞き従います」。

8 モーセは血を取り、それを民に振りかけて言われた。「見よ、これは主があなたがたと結ばれた契約の血である。これらすべての言葉に基づいて。

9 モーセとアロン、ナダブとアビフ、そしてイスラエルの長老たち七十人が上って行った。

10 彼らはイスラエルの神を見た。その足の下には、サファイアの舗装されたもののわざのようなものがあり、それは天の骨のような輝きであった。

11 イスラエルの子らの貴族たちには、主は手を下されなかった。彼らは神を見て、食べ、飲んだ。

12 主はモーセに言われた、「わたしのところに山に登って、そこにいなさい。わたしはあなたに石の板と、わたしが彼らを教えるために書き記した律法と戒めを授けよう」。

13 モーセは立ち上がり、彼の仕える者ヨシュアも共にし、モーセは神の山に上った。

14 そして彼は長老たちに言われた、「私たちがあなたがたのところへ戻るまで、ここで私たちのためにとどまれ。見よ、アロンとフルがあなたがたとともにいる。何かことのある者は、彼らのところへ近づけ」。

15 モーセは山に登った。そして雲が山を覆った。

16 主の栄光がシナイ山の上にとどまり、雲は六日の間それを覆った。七日目に主は雲の真ん中からモーセに呼びかけられた。

17 主の栄光の外観は、山の頭で焼き尽くす火のようであり、イスラエルの子たちの目の前にあった。

18 モーセは雲の真ん中に入って山に上られた。モーセは山に四十日四十夜いた。

Exodus 25

1 主はモーセに言われた。

2 イスラエルの子らに告げよ。彼らはわたしのために献げ物を取れ。すべて心が進んで与える人は、その献げ物を取れ。

3 これはあなたがたが彼らから受け取る献げ物である。金、銀、青銅。

4 紺青、紫、緋色、緋色、そして亜麻布と雌ヤギ

5 赤く染めた雄羊の皮、もぐらの皮、そしてシチムの木

6 光のための油、油注ぎの油と薫香のための香料。

7 オニキスの石と奉献の石、エポデのためと胸当てのためのもの。

8 彼らは私のために聖所を造らなければならない。そして私は彼らの真ん中に住まわれる。

9 わたしがあなたに示す幕屋の形と、そのすべての器の形のすべてにしたがって、あなたがたはそのように造らなければならない。

10 彼らはシチムの木の箱を造らなければならない。その長さは二キュビト半、その幅は一キュビト半、その身長は一キュビト半である。

11 あなたはそれを純金でおおい、内側と外を金でおおい、その上に金の冠を周囲に造らなければならない。

12 あなたはそれに金の指輪を四つ鋳造し、それをその四つの時（脚）に付けなさい。そして、指輪二つをその一方の側に、指輪二つをそのもう一方の側に付けなさい。

13 あなたはシチムの木の棒を作り、それらを金で覆われた。

14 そして、その棒を指輪に通し、箱の脇に沿って、それらで箱を担ぐようにしなさい。

15 棒は箱の指輪の中にあり、それから外れてはならない。

16 あなたはその箱の中に、わたしがあなたに与える証言を納めなさい。

17 あなたは純金の贖罪所を造らなければならない。その長さは二キュビト半、その幅は一キュビト半である。

18 あなたは金のケルビムを二体、打ち出し細工で作り、それを贖罪所の両端の果てに造らなければならない。

19 片方の果てに一つのケルビムを、もう片方の果てに一つのケルビムを造れ。贖罪所から、その二つの果ての上にケルビムを造るのだ。

20 ケルビムは翼を上に向けて広げ、その翼で贖罪所の上を覆い、彼らの顔は互いにそれぞれ兄弟の方を向いていた。ケルビムの顔は贖罪所の方を向いていた。

21 贖罪所を箱の上に、その上に置き、わたしがあなたに与える証言を箱の中に納めなさい。

22 そこであなたに会い、贖罪所の上から、証言の箱の上にある二つのケルビムの間から、あなたに語る。わたしがイスラエルの子らに命じるすべてのことを、あなたに語る。

23 あなたはシチムの木で食卓を造らなければならない。その長さは二キュビト、その幅は一キュビト、その身長は一キュビトと半分である。

24 それを純金で覆い、その周囲に金の冠を造らなければならない。

25 あなたはそれに手幅の縁を周囲に作り、その縁の周囲に金の冠を作らなければならない。

26 あなたはそれに四つの金の指輪を造り、その指輪をその四つの足の四つの隅に付ける。

27 縁の並びに指輪は、棒の家となるため、食卓を運ぶためのものである。

28 あなたはその棒をアカシヤの木で作り、それに金をかぶせなければならない。そして、その棒で食卓を運ばなければならない。

29 あなたはその鉢と手のひらと覆いと、それに注ぎかけに用いる鉢を造らなければならない。それらを純金で造らなければならない。

30 食卓の上に、常にわたしの前で顔のパンを置きなさい。

31 純金の燭台を作らなければならない。打ち出し細工でその燭台を作らなければならない。その腿とその葦、その杯、その飾り球、その花は、それから出ているものとする。

32 六本の葦がその側から出ていた。燭台の葦三本が一方の側から、燭台の葦三本がもう一方の側から。

33 一つの葦に三つのアーモンド形の杯、飾り球と花があり、もう一つの葦にも三つのアーモンド形の杯、飾り球と花がある。燭台から出る六つの葦すべてに、そのようにする。

34 燭台には四つの杯があり、その飾り球と花はアーモンドの形をしていた。

35 その飾り球は、その二本の葦の下にあり、またその飾り球は、その二本の葦の下にあり、またその飾り球は、その二本の葦の下にあった。燭台から出る六本の葦のために、それらがあった。

36 その飾り球とその葦は、それから出ているものとする。そのすべては、一つの打ち出し細工の純金である。

37 あなたはそのともしびを七つ造らなければならない。そして、そのともしびをともし、その前の向こう側を照らすようにしなければならない。

38 その火ばさみとその火皿は純金で作られた。

39 円形のものは純金で、彼はそれを造る。これらのすべての器を。

40 山であなたに示された形に従って、よく見て、作りなさい。

Exodus 26

1 幕屋を十枚の幕で作りなさい。撚り糸の亜麻布、紺青、紫、緋色の緋色の糸で、ケルビムの模様を巧みなわざで織り込んで、それらを作りなさい。

2 長さは一つの幕が二十八キュビト、幅は一つの幕が四キュビト、すべての幕に同じ寸法である。

3 五枚の幕は互いに妻と姉妹のように連なり合い、他の五枚の幕も互いに妻と姉妹のように連なり合う。

4 あなたは紺青の輪を、一方の幕の岸の果てに、結合のところに造り、また、第二の接合部にある外側の幕の岸にも、そのように造らなければならない。

5 五十の輪を一方の幕に作り、五十の輪を第二の接合部にある幕の果てに作り、その輪は互いに妻が姉妹に向かうように向かい合う。

6 金の掛け金五十個を造り、その掛け金で幕を妻をその姉妹に結び合わせなさい。そうすれば幕屋は一つになる。

7 あなたは雌ヤギの幕を幕屋の上にかける天幕のために造らなければならない。それらの幕を十一枚造らなければならない。

8 一枚の幕の長さは三十キュビト、一枚の幕の幅は四キュビト、十一枚の幕はみな同じ寸法である。

9 五枚の幕を単独に、六枚の幕を単独に接ぎ合わせ、六番目の幕を天幕の前のところで二重に折りなさい。

10 あなたは五つの輪を、結合の端にある最初の幕の岸に作り、また五つの輪を、第二の結合の幕の岸に作らなければならない。

11 あなたは五十個の青銅の掛け金を造り、その掛け金を輪に差し入れ、天幕を繋ぎ合わせなさい。そうすれば、それは一つとなるであろう。

12 天幕の幕の残りで余る分、すなわち余る幕の半分は、幕屋の背面に垂れ下がらせなさい。

13 そしてこの側のキュビトとこの側のキュビト、天幕の幕の長さにおいて余る分は、幕屋の側に、この側とあの側に垂れて、それを覆うであろう。

14 あなたは天幕の覆いを、赤く染めた雄羊の皮で作り、その上に、もぐらの皮の覆いをかけなさい。

15 あなたは幕屋のために板を造らなければならない。シチムの木で、直立するものとしなさい。

16 一つの板の長さは十キュビト、その板の幅は一キュビトと半分のキュビトである。

17 一つの板に二つの手があり、互いに組み合わさる妻と姉妹のように、幕屋のすべての板にそのように作らなければならない。

18 幕屋のために板を造らなければならない。ネゲブの南の隅に二十枚の板を。

19 銀の台座四十個を、二十枚の板の下に造らなければならない。一つの板の下に、その二つの手のために台座二個、もう一つの板の下にも、その二つの手のために台座二個。

20 幕屋の第二の側、北の隅には、二十枚の板。

21 また、それらの台座は銀四十個。一つの板の下に台座二個、もう一つの板の下にも台座二個。

22 幕屋の辺境、西側には、六枚の板を造られよ。

23 また幕屋の辺境の隅のために、二枚の板を造らなければならない。

24 それらは下で双生児となり、その頭の上で一つの指輪に向かって共に完全である。二つの隅のために、そのようにそれらはある。

25 板は八枚となり、その台座は銀で十六の台座、すなわち一つの板の下に二つの台座、もう一つの板の下にも二つの台座とする。

26 あなたは幕屋の一方の側の板のために、シチムの木のかんぬきを五本造らなければならない。

27 幕屋の第二の脇の板のために五本のかんぬき、西の辺境にある幕屋の脇の板のために五本のかんぬき。

28 中ほどのかんぬきは板の真ん中にあり、一方の果てから他方の果てまで貫き通す。

29 板を金で覆い、その指輪を金で作り、かんぬきのための家とし、かんぬきも金で覆え。

30 あなたは、その幕屋を、山であなたに示されたそのさばきのとおりに、立てなければならない。

31 あなたは垂れ幕を造らなければならない。紺青、紫、緋色の緋色の撚り糸で、巧みなわざの者がケルビムの模様を織り込んで造る。

32 それを四本のシチムの柱の上に掛け、それらは金で覆い、その鉤は金とし、四つの銀の台座の上に置く。

33 垂れ幕を掛け金の下に掛け、その垂れ幕の内側の家の中に証言の箱を運び入れなさい。垂れ幕はあなたがたのために、聖なるものと至聖所との間を仕切るものとなる。

34 そして、あなたは贖罪所を証言の箱の上に、至聖所に置かなければならない。

35 食卓を垂れ幕の外に置き、燭台は食卓の向かい側に、幕屋の南の脇に置きなさい。そして食卓は北の脇に置きなさい。

36 垂れ幕を天幕の入口のために造らなければならない。紺青、紫、緋色の緋色、そして撚り糸の亜麻で、刺繍のわざをもって。

37 垂れ幕のためにシチムの柱を五本作り、それらを金で覆い、その鉤も金とし、彼らのために青銅の台座を五つ鋳造しなさい。

Exodus 27

1 あなたはシチムの木で祭壇を造らなければならない。その長さは五キュビト、幅は五キュビトで、祭壇は四角形でなければならない。その身長は三キュビトである。

2 あなたはその四隅に角を造らなければならない。その角はそれから出ているものとする。そして、それに青銅をかぶせなければならない。

3 あなたはその灰を取り除くための鍋、その鋤、その鉢、その肉刺し、その火皿を、そのすべての器のために青銅で作らなければならない。

4 あなたはそのために青銅の網のわざの網を作らなければならなかった。そしてその網の上に、その四つの果てに青銅の指輪を四つ作らなければならなかった。

5 あなたはその網を祭壇の縁の下に置き、網は祭壇の半分に達するようにしなさい。

6 あなたは祭壇のために棒を作らなければならない。シチムの木の棒を作り、それらを青銅で覆わなければならない。

7 その棒は指輪に通され、その棒は祭壇の両脇にあり、祭壇を担ぐときに用いられた。

8 中空の板でそれを造りなさい。山であなたに示されたとおりに、彼らは造るであろう。

9 あなたは幕屋の中庭を造らなければならない。南側の隅には、中庭のために撚り糸で織った垂れ幕を、その一つの隅のために長さ百キュビトとしなさい。

10 その柱は二十本、その台座は二十個、青銅でできていた。柱の鉤と掛け金は銀でできていた。

11 北側の隅も、長さ百キュビトの垂れ幕、その柱は二十本、その台座は二十個の青銅、柱の鉤とその掛け金は銀。

12 中庭の幅は、海の隅に向かって五十キュビトの垂れ幕、その柱は十本、その台座は十個。

13 中庭の幅は、東の隅、東の方で五十キュビトであった。

14 十五キュビトの垂れ幕を肩のために、その柱は三本、その台座は三つ。

15 第二の肩には垂れ幕が十五枚あり、その柱は三本、その台座は三つである。

16 中庭の門には、二十キュビトの垂れ幕を、紺青と紫と緋色の撚り糸で、刺繍のわざで作る。その柱は四本、その台座は四つ。

17 中庭の周囲のすべての柱は銀で覆われ、その鉤は銀、その台座は青銅であった。

18 中庭の長さは百キュビト、幅は五十キュビト、身長は五キュビトで、撚り糸の亜麻布、そしてその台座は青銅である。

19 幕屋の奉仕のためのすべての器、およびそのすべての杭、そして中庭のすべての杭は青銅である。

20 あなたはイスラエルの子らに命じなさい。彼らがあなたのために、純粋なオリーブ油を、光のために、砕いて搾ったものを、あなたのところに持って来るように。常にともしびを上げるために。

21 定めの時の天幕の中で、証言の上にある垂れ幕の外で、アロンとその子たちが夕方から朝まで主の前にそれを整えなければならない。これはイスラエルの子らによる永遠の定めであり、彼らの世代にわたるものである。

Exodus 28

1 あなたは、あなたの兄弟アロンと、その子らを彼とともに、イスラエルの子らの真ん中から、わたしのために祭司の務めを果たすために、あなたのもとに近づけさせなさい。アロン、ナダブ、アビフ、エレアザル、イタマル、アロンの子らを。

2 あなたはあなたの兄弟アロンのために、聖なる衣服を栄光と輝きのために造らなければならない。

3 あなたは、わたしが知恵の霊を満たしたすべての心の賢い者たちに語りなさい。彼らはアロンの衣服を造り、彼を聖別して、わたしのために祭司として仕えさせるためである。

4 これらが彼らが作る衣服である。胸当て、エポデ、外套、刺繍の長服、冠、帯。彼らはあなたの兄弟アロンとその子たちのために聖なる衣服を作り、彼らがわたしに仕える祭司となるようにする。

5 彼らは金、紺青、紫、緋色の糸、そして亜麻布を取る。

6 彼らはエポデを造る。金、紺青、紫、緋色の緋色、そして撚り糸の亜麻布で、巧みなわざをもって。

7 二つの肩は、その二つの果てに接合されていて、彼に属するものとなる。そして、それは接合される。

8 そのエポデの飾り帯は、その上にあるものは、そのわざと同じように、それ自体から作られる。金、紺青、紫、緋色の緋色の撚り糸で。

9 あなたは二つのオニキスの石を取り、その上にイスラエルの子らの名を彫りつけなさい。

10 六つの名を一つの石の上に、そして残りの六つの名を第二の石の上に、彼らの系図に従って。

11 石の職人のわざ、印章の彫刻をもって、あなたはイスラエルの子らの名にしたがって、その二つの石を彫刻しなければならない。あなたはそれらを金の飾り台にはめ込まなければならない。

12 あなたはその二つの石をエポデの肩の上に置かなければならない。それらはイスラエルの子らの記念の石である。アロンはその名を主の前で、自分の両肩の上に担いで、記念としなければならない。

13 金で飾り台を作らなければならない。

14 純金の鎖二本を、綱のわざで端から作り、その綱の鎖を飾り台の上に付ける。

15 あなたはさばきの胸当てを、巧みなわざで作りなさい。エポデのわざのように、それを金、紺青、紫、緋色の撚り糸で作らなければならない。

16 四角形で、二重にされ、その長さは一掴み、その幅も一掴みである。

17 あなたはその中に石のはめ込み細工を施す。四つの石の列。第一の列は紅玉髄、トパーズ、緑柱石である。

18 第二の列は、エメラルド、サファイア、ダイヤモンド。

19 第三の列は、ヒヤシンス石、メノウ、アメジスト。

20 第四の列はベリル、オニキス、碧玉であり、これらは金にはめ込み細工で据えられる。

21 石はイスラエルの子らの名の上にあるものとし、その名に従って十二の石とし、印章の彫刻のように、それぞれの人の名をその名の上に刻み、十二の部族のためにあるものとする。

22 胸当ての上に、純金の綱のわざである鎖の端を作らなければならない。

23 胸当ての上に金の指輪を二つ造り、その二つの指輪を胸当ての両端の果てに付ける。

24 金の綱二本を、胸当ての果てにある二つの指輪に付ける。

25 二つの綱の二つの果てを、二つの飾り台の上に付けなさい。そして、それをエポデの肩の上に、その前の方に向けて付けなさい。

26 あなたは金の指輪を二つ造り、それを胸当ての両端に、エポデの向こう側にあるその唇に、家の側に付ける。

27 また、あなたは金の指輪を二つ造り、それをエポデの二つの肩の下、その前の面に向かって、その接合部の並びに、エポデの飾り帯の上に付ける。

28 彼らは胸当ての指輪を、エポデの指輪に紺青の撚り糸で結び付け、それがエポデの飾り帯の上にあるようにし、胸当てがエポデの上から外れないようにしなければならない。

29 アロンは、さばきの胸当ての上に、イスラエルの子たちの名を、聖なるものに入るときにその心の上に担う。それは主の前に常に記念となるためである。

30 あなたはさばきの胸当てにウリムとトンミムを入れなさい。それらはアロンの心の上にあり、彼が主の前に出る時に、アロンはイスラエルの子らのさばきを、主の前に常に自分の心の上に担うであろう。

31 あなたはエポデの外套を、すべて紺青で造らなければならない。

32 その頭の口はその真ん中にあり、その口の周囲には岸があり、織りのわざで、鎖かたびらの口のように、それがそのためにあり、裂けることはない。

33 あなたはその裾の周囲に、紺青と紫と緋色のざくろを、その裾の周囲に巡らせ、その真ん中に金の鈴を周囲に巡らせて造らなければならない。

34 金の鈴とざくろ、金の鈴とざくろを、外套の裾の周囲に。

35 それはアロンの上にあって仕えるためのものとなり、彼が聖なるものの前、主の前に入る時、また出る時にその声が聞こえ、彼が死なないようにしなければならない。

36 あなたは純金の花を作り、その上に印章の彫刻を施し、「主に聖なるもの」としなさい。

37 それを紺青の撚り糸の上に置き、それは冠の上にあるであろう。冠の前の方にそれが置かれる。

38 それはアロンの額の上にあり、アロンはイスラエルの子らがそのすべての聖なる贈り物のうちに聖別する聖なるものの咎を負う。それは彼の額の上に常にあり、彼らのために主の前で喜びとなる。

39 長服を亜麻布で格子織りにし、亜麻布の冠を造り、帯は刺繍のわざで造らなければならない。

40 アロンの子らには長服を造り、彼らに帯を造り、彼らに帽子を造りなさい。栄光と栄光のために。

41 あなたはあなたの兄弟アロンとその子らを彼らとともに着せ、彼らに油を注ぎ、彼らの手を満たし、彼らを聖別しなさい。彼らはわたしのために祭司の務めを果たすであろう。

42 彼らに亜麻布のももひきを作れ、裸の肉を覆うために。腰から腿までに及ぶものとせよ。

43 それらはアロンとその子たちの上にあり、彼らが定めの時の天幕に入る時、あるいは聖なるものに仕えるために祭壇に近づく時、彼らが咎を負って死なないようにしなければならない。これは彼とその後継ぎの子孫にとって永遠の定めである。

Exodus 29

1 これは、彼らを聖別して、わたしに祭司として仕えさせるために、あなたが彼らに行うべきことは次のとおりである。すなわち、牛の子である雄牛一頭と、傷のない雄羊二頭を取れ。

2 種なしパンと、油で混ぜられた種なしパンの菓子パン、そして油を塗られた種なしパンの薄焼きパンを、小麦の薄力粉でそれらを作らなければならない。

3 あなたはそれらを一つの籠の上に置き、その籠でそれらを近づけなさい。そして、その雄牛と二匹の雄羊を。

4 アロンとその子たちを定めの時の天幕の入口に近づかせ、彼らを水で洗わせなさい。

5 あなたは衣服を取り、アロンに長服とエポデの外套とエポデと胸当てを着せ、エポデの飾り帯で彼を締めなさい。

6 冠を彼の頭の上に置き、聖別の聖なるものを冠の上に置け。

7 あなたはその油注ぎの油を取り、彼の頭に注ぎかけ、彼に油を注がなければならない。

8 その子たちを近づかせ、彼らに長服を着せなさい。

9 あなたは彼ら、アロンとその子らに帯を締めさせ、彼らに帽子をかぶらせなさい。そして、彼らにとって祭司職は永遠の定めとなるであろう。あなたはアロンの手とその子らの手を満たしなさい。

10 あなたはその雄牛を定めの時の天幕の前に近づけ、アロンとその子たちはその手を雄牛の頭の上に置く。

11 雄牛を主の前で屠らなければならない。定めの時の天幕の入口で。

12 あなたはその雄牛の血を取り、あなたの指で祭壇の角にそれを塗り、その血のすべてを祭壇の基礎に注ぎなさい。

13 あなたは内側を覆っているすべての脂肪と、肝臓の上の脂肪と、二つの腎臓と、それらの上にある脂肪を取り、祭壇の上で焼き尽くしなさい。

14 雄牛の肉とその皮とその糞を、陣営の外で火で焼きなさい。それは罪の供え物である。

15 あなたはその雄羊を取り、アロンとその子たちはその手を雄羊の頭の上に置く。

16 雄羊を屠り、その血を取り、祭壇の周囲に注ぎかけなさい。

17 雄羊をその切り身に切り分け、その内側と脚を洗い、それをその切り身とその頭の上に置け。

18 あなたはその雄羊のすべてを祭壇の上で焼き尽くしなさい。それは主への全焼のいけにえであり、主への火による捧げ物、芳しい香りである。

19 あなたは第二の雄羊を取り、アロンとその子たちはその手を雄羊の頭の上に置かなければならない。

20 雄羊を屠り、その血を取って、アロンの右の耳の耳たぶと、その子らの右の耳の耳たぶとに塗り、また彼らの右手の拇指と右足の拇指とに塗り、その血を祭壇の周囲に振りかけなさい。

21 祭壇の上にある血を取り、注ぎの油を取って、アロンとその衣服、および彼と共にいるその子らとその子らの衣服に振りかけなさい。彼とその衣服、および彼と共にいるその子らとその子らの衣服は聖なるものとなる。

22 雄羊から脂肪と尾と内側を覆う脂肪と肝臓の上の脂肪と二つの腎臓とそれらの上にある脂肪と右の腿を取りなさい。それは奉献の雄羊だからである。

23 また、主の前にある種なしパンの籠から、一つのパン、油を混ぜた一つの菓子パン、そして一つの薄焼きパンを取らなければならない。

24 あなたはそのすべてをアロンの手のひらとその子たちの手のひらの上に置き、主の前で揺祭として揺り動かしなさい。

25 あなたはそれらを彼らの手から取り、全焼のいけにえの上で祭壇の上で焼きなさい。それは主の前で芳しい香り、主への火による捧げ物である。

26 あなたはアロンの奉献の雄羊の胸を取り、それを主の前で揺祭として揺り動かしなさい。それはあなたの分け前となる。

27 あなたは揺祭の胸と献げ物の腿を聖別されなければならない。それは揺り動かされ、また高く挙げられたものであり、奉献の雄羊から、アロンのものとその子らのものからである。

28 これはアロンとその子らに対する永遠の定めとなる。イスラエルの子らからのものであり、それは献げ物である。それはイスラエルの子らの全焼のいけにえのいけにえからの献げ物であり、彼らの献げ物は主のものである。

29 アロンの聖なる衣服は、彼の後の子たちのものとなるであろう。それらをもって油注ぎを受け、それらをもって彼らの手を満たすためである。

30 七日の間、彼の子らのうちの祭司が彼の代わりにそれを着る。彼が定めの時の天幕に入り、聖なるものの中で仕えるために。

31 奉献の雄羊を取り、その肉を聖なる場所で煮なさい。

32 アロンとその子らは、雄羊の肉と、籠の中にあるパンを、定めの時の天幕の入口で食べる。

33 彼らによって贖いがなされた者たちは、それを食べて、その手を満たし、彼らを聖別することができる。しかし、部外者はそれを食べてはならない。それは聖なるものだからである。

34 もし奉献の肉とパンが朝まで残るなら、その残りを火で焼き尽くせ。それは食べてはならない。それは聖なるものだからである。

35 あなたはアロンとその子らに、わたしがあなたに命じたすべてのとおりに、このように行いなさい。七日の間、彼らの手を満たしなさい。

36 雄牛の罪の供え物を、贖いの日のために毎日用意し、祭壇のために罪の贖いをし、あなたがその上で贖いをするとき、祭壇に油を注いで、それを聖別しなさい。

37 七日の間、あなたは祭壇のために贖いをし、それを聖別しなければならない。そうすれば、祭壇は最も聖なるものとなる。祭壇に触れるすべてのものは聖なるものとなる。

38 これはあなたが祭壇の上で行うべきものである。歳の子羊二匹を、日ごとに常にささげよ。

39 一匹の子羊は朝に献げ、もう一匹の子羊は夕方の間に献げなさい。

40 十分の一の量の薄力粉を、四分の一ヒンの油で混ぜたもの、そして注ぎの供え物として四分の一ヒンのぶどう酒を、一匹の子羊のために。

41 また、第二の子羊を夕方の間に献げよ。朝の献げ物とその注ぎの供え物のように、それを芳しい香りのための火による捧げ物として主に献げよ。

42 あなたがたの代々にわたる常の全焼のいけにえは、定めの時の天幕の入口で、主の前でささげなければならない。そこであなたに会い、あなたに語るために、わたしはそこであなたがたに臨む。

43 私はそこであなたの子イスラエルのために臨在され、私の栄光によって聖別される。

44 私は定めの時の天幕と祭壇を聖別し、アロンとその子たちを聖別して、わたしのために祭司の務めを果たさせる。

45 私はイスラエルの子たちの真ん中に住まわれ、彼らの神となられた。

46 彼らは、わたしが彼らの神、主であることを知るであろう。わたしは彼らをエジプトの地から導き出し、彼らの真ん中に住むために。わたしは彼らの神、主である。

Exodus 30

1 香をたくための薫香の祭壇を、シチムの木で作りなさい。

2 その長さは一キュビト、その幅は一キュビトで、正方形でなければならない。その身長は二キュビトとし、その角はそれから出ているものとする。

3 それを純金でおおい、その屋根とその周囲の壁とその角をおおい、その周囲に金の冠を造らなければならない。

4 金の指輪を二つ、それに造りなさい。その冠の下、その両脇に、その二つの側に造りなさい。それは棒のための家となり、それによってそれを担うためである。

5 あなたはその棒をシチムの木で作り、それらに金をかぶせなければならない。

6 それを垂れ幕の前に置きなさい。その垂れ幕は証言の箱の上にあり、証言の上にある贖罪所の前に置きなさい。そこであなたに会うであろう。

7 アロンはその上で香料の薫香を薫べ、朝ごとに、ともしびを整えるときに、それを薫べる。

8 アロンが夕方の間にともしびをともすとき、その薫香を主の前で常に焚きなさい。あなたがたの世代を通じて。

9 あなたがたは、その上に異なる薫香や全焼のいけにえや献げ物をささげてはならない。また、その上に注ぎの供え物を注いではならない。

10 アロンはその角に年に一度、贖いの罪の血をもって贖いをなす。年に一度、彼はその上に贖いをなす。あなたがたの代々のために、それは主にとって最も聖なる聖なるものである。

11 主はモーセに告げて言われた。

12 あなたがイスラエルの子らの頭を数えてその登録をするとき、それぞれが自分の命の身代金を主に納めなければならない。そうすれば、彼らを数えるときに、彼らの間に疫病が起こることはない。

13 すべて数えられる者の中を通る者は、聖なるシェケルで半シェケルを納めなければならない。そのシェケルは二十ゲラであり、その半シェケルは主への献げ物である。

14 すべて、数えられる者の中を通る者は、二十歳以上の者は、主への献げ物を納めなければならない。

15 富んでいる者は半分のシェケルから多くを出してはならず、貧しい者は少なくしてはならない。あなたがたの命のために主への献げ物をささげ、贖いとするためである。

16 あなたはイスラエルの子らから宥めの銀を受け取り、それを定めの時の天幕の奉仕のために渡しなさい。それはイスラエルの子らにとって、主の前での記念となり、あなたがたの命のために宥めを行うためである。

17 主はモーセに言われた。

18 青銅の洗盤とその青銅の台座を造り、洗うためのものとし、それを定めの時の天幕と祭壇の間に置き、そこに水を入れなさい。

19 アロンとその子たちは、それから自分の手と足を洗わなければならない。

20 彼らが定めの時の天幕に入る時、水で身を洗わなければならない。そうしなければ死ぬであろう。また、祭壇に近づいて仕え、主に火による捧げ物を焼き尽くす時も、同様である。

21 彼らは手と足を洗わなければならない。そうすれば死なない。これは彼とその子孫にとって、代々にわたる永遠の定めとなる。

22 主はモーセに言われた。

23 あなたは自分のために、最上の香料、すなわち自由な没薬五百シェケル、その半分の香料である肉桂二百五十シェケル、および香料の葦二百五十シェケルを取りなさい。

24 カッシア五百シェケル、聖なるもののシェケルで、オリーブ油一ヒン。

25 あなたはそれを聖なる油注ぎの油とし、香料を混ぜ合わせた香料のわざとしなければならない。それは聖なる油注ぎの油である。

26 あなたはそれに、定めの時の天幕と証言の箱に油を注がなければならない。

27 食卓とそのすべての器、燭台とその器、そして薫香の祭壇。

28 全焼のいけにえの祭壇と、そのすべての器、および洗盤とその台座。

29 あなたはそれらを聖別しなければならない。それらは最も聖なるものとなる。すべてそれらに触れる者は聖なるものとなる。

30 アロンとその子たちに油を注ぎ、彼らを聖別して、わたしのために祭司の務めを果たさせなさい。

31 イスラエルの子らに告げて言われた、「これはあなたがたの代々にわたって、わたしにとって聖なる油注ぎの油となるであろう」。

32 人の肉には注いではならない。また、その度量でこれと同じものを作ってはならない。それは聖なるものであり、あなたがたにとって聖なるものである。

33 人で、それと同じようなものを調合する者、あるいはそれを他者に注ぐ者は、その民から断たれる。

34 主はモーセに言われた、「あなたのために香料を取りなさい。滴、オニカ、ガルバナム、香料、そして純粋な乳香を、それぞれほかとほかとを等しくしなさい」。

35 あなたはそれを薫香とし、香料を混ぜ合わせる者のわざによる香料とし、塩を混ぜた清い聖なるものとしなさい。

36 あなたはそれを細かく砕き、その一部を証言の前、定めの時の天幕の中に置きなさい。そこであなたに会うであろう。それはあなたがたにとって最も聖なるものとなるであろう。

37 あなたがその度量で作る薫香を、あなたがたのために作ってはならない。それはあなたにとって主への聖なるものである。

38 人で、その香りを嗅ぐために同じものを作る者は、その民から断ち切られる。

Exodus 31

1 主はモーセに言われた。

2 見よ、わたしは名によってベツァルエルを呼んだ。ウリの子、フルの子、ユダの杖の者を。

3 私は彼に神の霊を満たし、知恵と悟りと知識と、すべての仕事において

4 企てを考え出すため、金と銀と青銅で作るため。

5 石の彫刻による象眼と、木の彫刻による、すべての仕事を行うためのもの。

6 また、わたしは見よ、オホリアブ、アヒサマクの子、ダンの杖の者を彼と共に与えた。そして、すべての心の賢い者の心に、わたしは知恵を与えた。彼らは、わたしがあなたに命じたすべてのものを造るであろう。

7 定めの時の天幕、そして証言の箱、その上にある贖罪所、そして天幕のすべての器。

8 食卓とその器、純金の燭台とそのすべての器、そして薫香の祭壇。

9 全焼のいけにえの祭壇と、そのすべての器、および洗盤とその台座。

10 また、奉仕の衣服、祭司アロンのための聖なるものの衣服、そして彼の子たちのための祭司職の衣服。

11 油注ぎの油と、聖なるもののための香料の薫香を、すべてわたしがあなたに命じたとおりに、彼らは作らなければならない。

12 主はモーセに言われた。

13 あなたはイスラエルの子らに告げて言われた。「まことに、あなたがたはわたしの安息日を守らなければならない。これは、わたしとあなたがたの間の、あなたがたの代々にわたるしるしであり、わたしがあなたがたを聖別する主であることを、あなたがたが知るためである。

14 あなたがたは安息日を守らなければならない。それはあなたがたにとって聖なるものだからである。それを汚す者は必ず殺されなければならない。なぜなら、その日に仕事をする者はすべて、その命はその民の内側から断ち切られるからである。

15 六日間、仕事はなされる。しかし第七日目は、主のための聖なる安息日、安息である。安息日に仕事をする者はすべて、必ず殺されなければならない。

16 イスラエルの子らは安息日を守り、その安息日を彼らの世代において永遠の契約として行わなければならない。

17 これは私とイスラエルの子らの間の永遠のしるしである。主が六日の間に天と地を造られ、七日目に休まれて、いやされたからである。

18 主がシナイ山でモーセに語り終えられたとき、主は証言の二枚の石の板をモーセに授けられた。それは神の指で書かれた石の板であった。

Exodus 32

1 民はモーセが山から下りて来るのが遅いのを見た。民はアロンのところに集まり、彼に言った。「立って、私たちの前を行く神々を造ってください。このモーセ、すなわち私たちをエジプトの地から上らせたあの人は、どうなったのか、私たちは知らないのです。

2 アロンは彼らに言われた、「あなたがたの妻、子、娘たちの耳にある金の耳輪をはずして、私のところに持って来なさい」。

3 すべての民は自分たちの耳にある金の耳輪をはずし、それをアロンのところへ持って来た。

4 彼は彼らの手からそれを受け取り、彫刻筆でそれを形作り、鋳像の子牛とした。そして彼らは言った、「イスラエルよ、これがあなたをエジプトの地から上らせたあなたの神々である」。

5 アロンはそれを見て、その前に祭壇を築いた。そしてアロンは叫んで言った、「明日は主の祭りである」。

6 翌日、彼らは早く起き、全焼のいけにえをささげ、全焼のいけにえを携えて来た。そして民は座って食べたり飲んだりし、立ち上がって戯れた。

7 主はモーセに言われた、「下って行け。あなたがエジプトの地から連れ上ったあなたの民は、堕落してしまったからだ。

8 彼らは、わたしが命じた道から速くそれて、自分たちのために鋳像の子牛を造り、それにひれ伏し、それにいけにえを献げて、『イスラエルよ、これがあなたをエジプトの地から導き上った神々だ』と言った。

9 主はモーセに言われた、「わたしはこの民を見た。見よ、彼はうなじの固い民である」。

10 今はわたしを放っておけ。彼らにわたしの怒りが燃え上がり、わたしは彼らを滅ぼし尽くす。そして、あなたを大きな国とする。

11 モーセは自分の神、主の前で懇願し、言われた。「主よ、なぜあなたの怒りは、あなたが大いなる力と強い手をもってエジプトの地から導き出されたあなたの民に対して燃えるのですか。

12 なぜエジプト人が「彼らを悪をもって連れ出し、山で彼らを殺し、地の面から彼らを絶やそうとした」と言うのですか。あなたの激しい怒りから立ち返り、あなたの民に対するこの悪について思い直してください。

13 あなたのしもべアブラハム、イサク、イスラエルを思い出してください。あなたは彼らに御自身にかけて誓い、彼らにこう言われました。「わたしはあなたがたの子孫を天の星のように増やし、このすべての地をあなたがたの子孫に与え、彼らはそれを永遠に受け継ぐであろう」と。

14 主は、御自分の民にしようと言われた悪について、思い直された。

15 モーセは向きを変えて山から下りた。その手には証言の二枚の板があった。板はその両側、こちら側と向こう側に書かれていた。

16 その板は神のわざであり、その書き物は神の書き物であって、板に彫り付けられていた。

17 ヨシュアは民の叫び声を聞いた。そしてモーセに言った、「陣営に戦いの声がする」。

18 彼は言われた、「それは勝利の叫びの声ではなく、敗北の叫びの声でもない。私が聞いているのは、歌う声である。

19 モーセが陣営に近づいたとき、彼は子牛と踊りを見られた。モーセの怒りが燃え上がり、彼は自分の手から板を投げ捨て、山のふもとでそれらを砕かれた。

20 彼は彼らが造った子牛を取り、火で焼き、粉々になるまで砕き、それを水の面にまき散らし、イスラエルの子らに飲ませた。

21 モーセはアロンに言われた、「この民があなたに何をしたので、あなたは彼らの上に大きな罪をもたらしたのか」。

22 アロンは言った、「わが主よ、どうかあなたの怒りを燃やさないでください。あなたはこの民を知っておられます。彼らが悪に傾いていることを。

23 彼らは私に言った。『私たちのために、私たちの顔の前を行く神を造ってください。なぜなら、この人モーセは、私たちをエジプトの地から導き上ったが、彼に何が起こったのか私たちは知らないからだ』と。

24 彼らに「金を持っている者は、それを渡せ」と言ったので、彼らはそれを私に渡した。私はそれを火に投げ入れると、この子牛が出て来たのです。

25 モーセは民を見た。彼が乱れているのを。アロンが彼らをその敵の間での恥辱のために乱したからである。

26 モーセは陣営の門に立ち、言われた。「だれが主につくのか、私のもとへ来なさい。」すると、すべてのレビの子らが彼のもとに集まった。

27 彼らに言われた。「イスラエルの神、主はこう言われる。それぞれ自分の剣を腿に帯び、陣営の門から門へと行き巡り、それぞれ自分の兄弟を、それぞれ自分の友を、それぞれ自分の近親者を殺せ。

28 レビの子らはモーセの言葉のとおりに行った。その日、民のうちから約三千人が倒れた。

29 モーセは言われた、「あなたがたは、それぞれ自分の子と兄弟に逆らって、今日、主のために手を満たしなさい。そうすれば、今日、あなたがたの上に祝福が与えられるであろう」。

30 翌日、モーセは民に言われた、「あなたがたは大きな罪を犯した。今、わたしは主のところへ上って行く。おそらく、あなたがたの罪のために贖いができるであろう」。

31 モーセは主のもとに戻り、言われた。「ああ、この民は大きな罪を犯しました。彼らは自分のために金の神を造りました。

32 今、もしあなたが彼らの罪を赦されるならば。しかし、もしそうでなければ、どうかあなたがお書きになったあなたの書物から私を消し去ってください。

33 主はモーセに言われた、「わたしに対して罪を犯した者を、わたしの書物から消し去ろう」。

34 今、行け。わたしがあなたに告げた民を導け。見よ、わたしの御使いがあなたの前を行く。しかし、わたしが罰する日には、彼らの罪を彼らに罰する。

35 主は、彼らがアロンの造った子牛を造ったことのゆえに、民を打たれた。

Exodus 33

1 主はモーセに言われた、「あなたと、あなたがエジプトの地から連れ上った民とは、ここから上って行きなさい。わたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓って、『あなたの子孫にこれを与える』と言った地へ行きなさい」。

2 あなたの前に御使いを遣わし、カナン人、アモリ人、ヒッタイト人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人を追い出そう。

3 乳と蜂蜜の流れる地へ。しかし、わたしはあなたの内側には上って行かない。あなたはうなじの硬い民だからである。道であなたを滅ぼし尽くさないために。

4 民はこの悪い言葉を聞いて悲しみ、だれも自分の飾りを身に着けなかった。

5 主はモーセに言われた、「イスラエルの子らに告げよ、『あなたがたはうなじの固い民である。もし一瞬でもあなたの内側に上って行けば、わたしはあなたを滅ぼし尽くすであろう。今、あなたの飾りを自分の上から取り去りなさい。そうすれば、わたしはあなたに何をすべきかを知るであろう』」。

6 イスラエルの子らは、ホレブの山から自分の飾りを身から取り去った。

7 モーセは天幕を取り、それを陣営の外に、陣営から遠く離れて張り、それを定めの時の天幕と呼んだ。そして、主を求める者はみな、陣営の外にある定めの時の天幕へ出て行った。

8 モーセが天幕へ出て行くときはいつも、民はすべて立ち上がり、それぞれ自分の天幕の入口に立って、モーセの後ろを、彼が天幕に入るまで見つめた。

9 モーセが天幕に入ると、雲の柱が下りて天幕の入口に立ち、モーセと語られた。

10 すべての民は、雲の柱が天幕の入口に立っているのを見た。そして、すべての民は立ち上がり、それぞれ自分の天幕の入口でひれ伏した。

11 主はモーセと、人がその友に語るように、顔と顔とを合わせて語られた。そして主は陣営に帰られた。しかし、彼の従者であるヌンの子ヨシュアという少年は、天幕の真ん中から離れなかった。

12 モーセは主に言われた。「あなたは私に『この民を連れ上れ』と言われましたが、あなたは私と共に遣わされる方を私に知らせてくださいませんでした。それなのに、あなたは『私はあなたを名によって知っている。あなたはまた、私の目に恵みを見いだした』と言われました。

13 今、もし私があなたの目に恵みを見いだしたのであれば、どうかあなたの道を私に示してください。そうすれば、私はあなたを知ることができ、あなたの目に恵みを見いだすことができます。そして、この国があなたの民であることをご覧ください。

14 主は言われた、「わたしの前が共に行き、あなたに安息を与えよう」。

15 彼は彼に言われた、「もしあなたの前が共に行かれないのなら、私たちをここから上らせないでください」。

16 何によって、私とあなたの民があなたの目に恵みを見いだしたことが知られるのでしょうか。それは、あなたが私たちと共に行かれることによるのではありませんか。そうすれば、私とあなたの民は、地の面にいるすべての民から区別されるのです。

17 主はモーセに言われた、「あなたが語ったこの言葉も、わたしは行う。あなたがわたしの目に恵みを見いだし、あなたの名によってあなたを知ったからである」。

18 モーセは言われた、「どうか、あなたの栄光を私に見せてください」。

19 主は言われた、「わたしはすべての良いものをあなたの顔の前を通らせ、主の名をあなたの前に呼ぶ。わたしは恵もうとする者を恵み、あわれもうとする者をあわれむ」。

20 主は言われた、「あなたはわたしの顔を見ることはできない。人はわたしを見て、なお生きていることはできないからである。

21 主は言われた、「見よ、わたしのそばに場所がある。あなたはその岩の上に立つであろう」。

22 わたしの栄光が過ぎ去るとき、わたしはあなたを岩の裂け目に置き、わたしが過ぎ去るまで、わたしの手のひらであなたを覆う。

23 そして、わたしは手のひらを除き、あなたはわたしのうしろを見るであろう。しかし、わたしの顔は見られない。

Exodus 34

1 主はモーセに言われた、「あなたのために、初めのもののような石の板を二枚、彫りなさい。わたしは、あなたが砕いた初めの板にあった言葉を、その板に書き記そう。

2 朝に備えて整えられよ。そして、朝にシナイ山に登り、そこで山の頭にわたしの前に立つがよい。

3 人をあなたと一緒に上らせてはならない。また、すべての山の上に人を現してはならない。羊の群れも牛も、その山のふもとで草を食べさせてはならない。

4 彼は先のものと同じ二枚の石の板を切り出し、朝早く起きて、主が彼に命じられたように、モーセはシナイ山に上った。そして彼は手に二枚の石の板を取った。

5 主は雲の中に降りて来られ、そこにモーセと共に立たれ、主の名を呼ばれた。

6 主はその前を通り過ぎて、叫ばれた。「主、主、慈しみ深く、恵みに満ちた神、怒るのに遅く、慈愛と真実に富む方。

7 千代にも慈愛を保ち、咎と背きの罪と罪を赦し、しかし決して罰しない者ではなく、父の咎を子に、子の子に、三代目に、そして第四のものにまで報いる方。

8 モーセは急いで地にひざまずき、礼拝した。

9 もし私があなたの目に恵みを見いだしましたなら、主よ、どうか主が私たちの内側を進んでくださいますように。この民はうなじの固い民ですから、私たちの咎と私たちの罪を赦し、私たちをあなたの嗣業としてください。

10 主は言われた。「見よ、わたしは契約を結ぶ。あなたの民すべての前で、わたしは驚くべきわざを行う。それは全地とすべての国々の中で造られたことのないものである。そして、あなたがその内側にいるすべての民は、主のわざを見る。それは、わたしがあなたとともに行うことが恐ろしいからである。

11 今日、私があなたに命じることを守れ。見よ、わたしはあなたの前からアモリ人、カナン人、ヒッタイト人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人を追い出す。

12 あなた自身に用心せよ。あなたがそこへ入って行く地の住民と契約を結ばないように。それがあなたの内側で罠とならないように。

13 あなたがたは彼らの祭壇を打ち壊し、彼らの石柱を打ち砕き、彼らのアシェラを切り倒さなければならない。

14 あなたは他の神にひれ伏してはならない。主の名は熱情の神であり、主は熱情の神であるからだ。

15 地の住民と契約を結ばないように。彼らが自分たちの神々の後を追って淫行を行い、自分たちの神々にいけにえをささげ、あなたを招いて、そのいけにえを食べるようになるからである。

16 あなたは彼らの娘たちを自分の子たちに娶るであろう。彼らの娘たちは自分たちの神々を慕って淫行を行い、あなたの子たちにも自分たちの神々を慕って淫行を行わせるであろう。

17 鋳像の神々を、あなたのために造ってはならない。

18 種なしパンの祭りを守らなければならない。七日の間、種なしパンを食べなさい。それは、わたしがあなたに命じたように、初穂の月の定めの時に行いなさい。その初穂の月に、あなたはエジプトから出て来たからである。

19 すべての子宮の初子はわたしのものである。あなたの家畜のすべての初子、雄牛と羊の初子も、わたしのものである。

20 初子のろばは羊をもって贖え。もし贖わないなら、その首を折れ。あなたの子らのすべての長子は贖え。そして、わたしの顔は空しく見えてはならない。

21 六日間働き、七日目には休まなければならない。耕作の時も収穫の時も休まなければならない。

22 あなたは自分のために、小麦の収穫の初物の週の祭りを行いなさい。また、年の巡りの収穫の祭りも行いなさい。

23 年に三度、すべての男子は主なる神、イスラエルの神の御前に出なければならない。

24 わたしが国々をあなたの前から追い払い、あなたの境界を広げるので、年に三度、あなたの神、主の顔を見るために上って来る時、だれもあなたの地を欲しがることはない。

25 わたしのいけにえの血をパン種の上で献げてはならない。過越の祭りのいけにえは朝まで残しておいてはならない。

26 あなたの地の初めの初物を、あなたの神、主の家に持って来なさい。子やぎをその母の乳で煮てはならない。

27 主はモーセに言われた、「これらの言葉を書き記せ。これらの言葉の口によって、わたしはあなたとイスラエルとの契約を結んだからである」。

28 彼はそこに主と共に四十日四十夜いた。パンも食べず、水も飲まなかった。そして彼は板に契約の言葉、十の言葉を書き記した。

29 モーセがシナイ山から下りて来たとき、モーセの手には証言の二枚の板があり、山から下りたとき、モーセは自分の顔の皮が光っていることを知らなかった。それは主が彼と語られたからである。

30 アロンとイスラエルのすべての子らはモーセを見た。見よ、彼の顔の皮は光を放っていた。彼らは彼に近づくことを恐れた。

31 モーセは彼らを呼び寄せられた。すると、アロンと集会のすべての君主たちは彼のもとに戻って来た。モーセは彼らに語られた。

32 その後、イスラエルのすべての子らが近づいて来た。そして主がシナイ山でモーセに語られたすべてのことを、彼は彼らに命じた。

33 モーセは彼らと語り終えた後、自分の顔に顔覆いを置いた。

34 モーセが主の前に入って主と語る時は、その顔覆いを、出て行くまで外していた。そして出て行って、イスラエルの子らに、命じられたことを語った。

35 イスラエルの子らはモーセの顔を見た。モーセの顔の皮が光っていたからである。そしてモーセは、彼と語るために入るまで、顔覆いを自分の面に掛け戻した。

Exodus 35

1 モーセはイスラエルの子らのすべての集会を集め、彼らに言われた、「これは主が行うように命じられた言葉である」。

2 六日の間、仕事はなされるが、七日目はあなたがたにとって聖なるもの、主への安息の安息日である。その日に仕事をする者はすべて、殺されなければならない。

3 あなたがたのすべての居住において、安息日の日に火を燃やしてはならない。

4 モーセはイスラエルの子らのすべての集会に言われた、「これは主が命じられた言葉である。

5 あなたがたの中から主への献げ物を取りなさい。すべて心の進んで動く者は、主への献げ物、すなわち金、銀、青銅を持って来なさい。

6 紺青、紫、緋色の緋色、そして亜麻布と雌ヤギ

7 赤く染めた雄羊の皮、もぐらの皮、そしてシチムの木

8 また、光のための油、注ぎの油のための香料、そして薫香のための香料。

9 オニキスの石と奉献の石、エポデと胸当てのためのもの。

10 あなたがたのうちのすべての心ある賢い者は、来て、主が命じられたすべてのものを造りなさい。

11 幕屋、その天幕、その覆い、その掛け金、その板、そのかんぬき、その柱、その台座。

12 箱とその棒、贖罪所、そして垂れ幕の垂れ幕。

13 食卓とその棒と、そのすべての器、そして前のパン。

14 燭台とその器とそのともしび、および光の油。

15 また、薫香の祭壇とその棒、油注ぎの油と香料の薫香、そして幕屋の入口のための入口の垂れ幕。

16 全焼のいけにえの祭壇と、その青銅の網、その棒、そしてそのすべての器、洗盤とその台座。

17 中庭の垂れ幕、その柱とその台座、そして中庭の門の垂れ幕。

18 幕屋の杭と中庭の杭、そしてそれらの綱。

19 聖なる所で奉仕するための奉仕の衣服、祭司アロンのための聖なるものの衣服、そして彼の子たちのための祭司職の衣服。

20 イスラエルの子らのすべての集会は、モーセの前から出て行った。

21 心に動かされたすべての人は来て、霊が進んで与えようとしたすべての人は、主の献げ物を、定めの時の天幕の仕事のため、そのすべての奉仕のため、そして聖なるものの衣服のために携えて来た。

22 男たちは女たちのところに来た。心の寛大な者はみな、鎖、耳輪、指輪、飾り、すべての金の器を持って来た。また、すべての人は、主に金の揺祭を揺り動かして献げた。

23 すべての雄で、紺青、紫、緋色、亜麻布、雌ヤギの毛、赤く染めた雄羊の皮、もぐらの皮を自分と共に持っている者は、それらを持って来た。

24 すべて銀と青銅の献げ物をささげる者は皆、主への献げ物を持って来た。また、すべて自分とともにシチムの木がある者は、奉仕のすべての仕事のためにそれを持って来た。

25 すべての心の賢い女たちは、自分の手で紡ぎ、紡ぎ糸、すなわち紺青、紫、緋色、緋色の亜麻布を持って来た。

26 すべての女たちで、その心が知恵によって彼女たちを動かした者は、雌ヤギの毛を紡いだ。

27 君主たちはオニキスの石と奉献の石を、エポデと胸当てのために持って来た。

28 また香料と油を、光のため、油注ぎの油のため、そして香料の薫香のために。

29 すべての人とその女で、心が進んでささげることを望んだ者たちは、主がモーセの手によって行うよう命じられたすべての仕事のために持って来るべきものを、イスラエルの子らは主への自由意志の捧げ物として持って来た。

30 モーセはイスラエルの子らに言われた、「見よ、主はユダの杖のフルの子ウリの子ベツァルエルを、その名によって召された」。

31 神は彼に神の霊を満たされた。それは知恵と悟りと知識と、すべての仕事においてであった。

32 企てを考え出し、金と銀と青銅で作るためである。

33 石の彫刻による象眼と、木の彫刻による、すべての企ての仕事を行うためのもの。

34 また、教えることを彼の心に与えられた。彼と、ダンの杖のアヒサマクの子オホリアブとに。

35 彼らの心をすべての仕事の知恵で満たされた。それは、職人の仕事、巧みな細工、紺青、紫、緋色の緋色の糸、亜麻布での刺繍、織りの仕事、すべての仕事をなし、企てを巡らす者たちのためである。

Exodus 36

1 ベツァルエルとオホリアブ、そして主が知恵と悟りを彼らに与えられた、心の賢いすべての人は、聖なるものの奉仕のすべての仕事をなすことを知るために、主が命じられたすべてのことを行った。

2 モーセはベツァルエルとオホリアブ、そして主がその心に知恵を授けられたすべての心の賢い人々、すなわちその心が仕事に近づいてそれを行うように促されたすべての人々を呼んだ。

3 彼らはモーセの前から、イスラエルの子らが聖なるものの奉仕の仕事のために携えて来たすべての献げ物を受け取った。そして彼らはなおも、朝ごとに自由意志の捧げ物を彼のもとに携えて来た。

4 すべての聖なるもののすべての仕事をしているすべての賢い人々が、自分たちがしている仕事から、それぞれの人が来た。

5 モーセに言った、「民は、主が行うように命じられた仕事のために奉仕するのに十分なものを、多く持って来ている」。

6 モーセは命じられ、陣営の中に声を渡らせて言われた、「人も女も、聖なるものの献げ物のために、もう仕事をしてはならない」。そして民は持って来るのをやめさせられた。

7 その仕事は、すべての仕事をするのに十分であり、なお余りがあった。

8 心あるすべての職人たちは、仕事をなす者たちの中で、幕屋を十枚の幕で造った。撚り糸の亜麻布と紺青と紫と緋色の緋色で、ケルビムの織りわざをもって、彼らはそれを造った。

9 長さは一つの幕が二十八キュビト、幅は一つの幕が四キュビト、すべての幕に同じ寸法であった。

10 彼は五枚の幕を互いに一つに縫い合わせ、また五枚の幕を互いに一つに縫い合わせた。

11 彼は紺青の輪を、一方の幕の岸に、接合部の果てに造り、第二の接合部の端にある幕の岸にも同じように造った。

12 五十の輪を一方の幕に作り、五十の輪をもう一方の接合部の端にある幕の果てに作り、その輪は互いに向かい合っていた。

13 金の掛け金五十個を造り、その掛け金で幕を一つに一つに繋ぎ合わせた。こうして幕屋は一つとなった。

14 彼は幕屋の上に掛ける天幕のために雌ヤギの幕を造った。十一枚の幕を彼はそれらとして造った。

15 長さは三番目の幕が三十キュビト、四キュビトがその幕の幅であり、十一枚の幕に一つの寸法があった。

16 五枚の幕を単独に、六枚の幕を単独に接ぎ合わせた。

17 彼は接合部の端にある外側の幕の岸に五十の輪を作り、第二の結合の幕の岸にも五十の輪を作った。

18 彼は青銅の掛け金五十個を造り、天幕を一つに繋ぎ合わせるためとした。

19 天幕の覆いを、赤く染めた雄羊の皮で作り、その上に、もぐらの皮の覆いをかけた。

20 幕屋のために板を造った。シチムの木で、直立するものであった。

21 十キュビトが板の長さであり、一キュビトと半分のキュビトがその一つの板の幅であった。

22 一つの板に二つの手があり、互いにはめ込まれていた。彼は幕屋のすべての板にそのようにした。

23 彼は幕屋のために板を造った。南の隅、ネゲブの南に二十枚の板を造った。

24 銀の台座四十を、二十の板の下に造られた。一つの板の下に、その二つの手のために台座二つ、もう一つの板の下にも、その二つの手のために台座二つを。

25 幕屋の第二の側、北の隅のために、二十枚の板を造られた。

26 その台座は銀四十個、一つの板の下に台座二個、もう一つの板の下にも台座二個であった。

27 幕屋の辺境、海の方に向かって、六枚の板を造られた。

28 また幕屋の隅のために、辺境に二枚の板を造られた。

29 それらは下で双生児となり、上ではその頭において一つに完全に合わされ、一つの指輪に向かって合わされた。彼は二つの隅のために、そのようにした。

30 板は八枚となり、その台座は銀で十六の台座、すなわち一つの板の下に二つの台座、二つの台座があった。

31 彼はシチムの木のかんぬきを造った。幕屋の一方の側の板のために五本。

32 また幕屋の第二の側の板のために五本のかんぬき、幕屋の西の辺境の板のために五本のかんぬきを造った。

33 彼は中央のかんぬきを造り、板の真ん中を通して、一方の果てから他方の果てまで渡した。

34 彼は板を金で覆い、その指輪を金で作り、かんぬきのための家とした。そして、かんぬきを金で覆った。

35 彼は垂れ幕を造られた。それは紺青、紫、緋色の緋色の撚り糸で、巧みなわざの業として、ケルビムを織り出して造られた。

36 彼はそのためにシチムの柱四本を造り、それらを金で覆った。それらの鉤も金で、彼らのために銀の台座四つを鋳造した。

37 彼は天幕の入口に垂れ幕を造った。それは紺青、紫、緋色の緋色の撚り糸で、刺繍のわざであった。

38 その柱は五本、その鉤とその頭とその掛け金を金で覆い、その台座は五つを青銅で造った。

Exodus 37

1 ベツァルエルはシチムの木で箱を造った。その長さは二キュビト半、その幅は一キュビト半、その身長は一キュビト半であった。

2 彼はそれを純金で内側と外側を覆い、その周囲に金の冠を造られた。

3 彼はそれに四つの金の指輪を鋳造し、それをその四つの時につけた。すなわち、二つの指輪をその一方の側に、二つの指輪をそのもう一方の側につけた。

4 彼はアカシアの木の棒を作り、それらに金をかぶせた。

5 棒を指輪に通し、箱の脇に付けて、箱を担ぐようにした。

6 彼は贖罪所を純金で造った。その長さは二キュビト半、その幅は一キュビト半であった。

7 金のケルビムを二体造られた。打ち出し細工でそれらを造り、贖罪所の両端の果てに据えられた。

8 一方の果てに一つのケルビム、もう一方の果てに一つのケルビムを、贖罪所からその二つの果ての一部としてケルビムを造られた。

9 ケルビムは翼を上に向けて広げ、その翼で贖罪所の上を覆っていた。彼らの顔は互いに向かい合っており、ケルビムの顔は贖罪所の方を向いていた。

10 彼は食卓をシチムの木で造った。その長さは二キュビト、その幅は一キュビト、その身長は一キュビトと半分であった。

11 彼はそれを純金で覆い、その周囲に金の冠を造った。

12 彼はそのために周囲に手幅の縁を造り、その縁の周囲に金の冠を造った。

13 彼はそのために金の指輪を四つ鋳造し、その指輪を四つの足の四隅に付けた。

14 縁の並びに指輪があり、棒のための家として、食卓を運ぶためであった。

15 彼はその棒をシチムの木で作り、それらを金で覆った。それは食卓を運ぶためであった。

16 彼は食卓の上の器、すなわちその鉢、その手のひら、その鉢、そしてそれらで注ぎに用いる覆いを、純金で造られた。

17 彼は純金で燭台を造った。打ち出し細工でその燭台を造り、その腿とその葦、その杯、その飾り球、その花はそれから出ていた。

18 六本の葦がその側から出ていた。燭台の葦三本がその一方の側にあり、燭台の葦三本がそのもう一方の側にあった。

19 一つの葦に三つの杯がアーモンドの花の形に作られ、飾り球と花があり、もう一つの葦にも三つの杯がアーモンドの花の形に作られ、飾り球と花があった。燭台から出る六つの葦すべてに、そのようにした。

20 燭台には四つの杯があり、アーモンドの花の形をした飾り球と花が付いていた。

21 飾り球がその葦二本の下にあり、飾り球がその葦二本の下にあり、飾り球がその葦二本の下にあった。それは、そこから出る六本の葦のためにあった。

22 その飾り球とその葦は、それから出ていた。すべては一つの打ち出し細工の純金であった。

23 彼はそのともしびを七つ造り、その火ばさみとその火皿を純金で造った。

24 純金の円形のものを作った、それとそのすべての器を。

25 彼は薫香の祭壇をシチムの木で造った。その長さは一キュビト、その幅は一キュビトで方形であり、その身長は二キュビトで、その角はそれから出ていた。

26 彼はそれを純金でおおった。その屋根と、その周囲の壁と、その角とを。そして、彼はそれに金の冠をその周囲に造った。

27 また、その金の指輪を二つ造り、その冠の下の両脇に、その二つの側に、棒を入れるための家として、それによってそれを担ぐために、それを付けた。

28 彼はその棒をシチムの木で作り、それらに金をかぶせた。

29 彼は聖なる油注ぎの油と、清い香料の薫香を造った。それは調合師のわざであった。

Exodus 38

1 彼は全焼のいけにえの祭壇をシチムの木で造った。その長さは五キュビト、その幅は五キュビトで、方形であり、その身長は三キュビトであった。

2 彼はその四隅に角を造り、その角はそれ自体から出ていた。そして彼はそれを青銅で覆った。

3 祭壇のすべての器を造られた。すなわち、その鍋、その鋤、その鉢、その肉刺し、その火皿を造られた。そのすべての器を青銅で造られた。

4 祭壇のために青銅の網のわざである網を造られた。それは祭壇の縁の下からその半分にまで及んだ。

5 青銅の網の四つの一部に四つの指輪を鋳造された。それは棒のための家であった。

6 彼はその棒をシチムの木で作り、それらを青銅で覆った。

7 彼はその棒を祭壇の側にある指輪に通して、それによってそれを運ぶようにした。彼はそれを板で中空に造った。

8 青銅の洗盤とその青銅の台座を造られた。それは、定めの時の天幕の入口で集まった者たちの幻によって造られた。

9 彼は中庭を造った。南の隅、ネゲブの南側には、中庭の垂れ幕を撚り糸の亜麻布で、百キュビトにした。

10 彼らの柱は二十本、彼らの台座は二十個、青銅でできていた。柱の鉤と掛け金は銀であった。

11 北の隅は百キュビトで、その柱は二十本、その台座は二十個、青銅でできていた。柱の鉤と掛け金は銀であった。

12 西の隅には、五十キュビトの垂れ幕があり、その柱は十本、その台座は十個、柱の鉤とその掛け金は銀であった。

13 東の隅、日の出る方に向かって五十キュビト。

14 垂れ幕は十五キュビト、肩に向かって、その柱は三本、その台座は三つ。

15 第二の肩の側にも、こちらとあちらで中庭の門のために、垂れ幕は十五キュビト、その柱は三本、その台座は三つであった。

16 中庭の周囲のすべての垂れ幕は、より合わせた亜麻布であった。

17 台座は柱のために青銅であり、柱の鉤とその掛け金は銀であり、その頭のめっきは銀であり、彼らは銀で掛け金を付けられていた。中庭のすべての柱は銀であった。

18 中庭の門の垂れ幕は、刺繍のわざで、紺青、紫、緋色の緋色、そして撚り糸の亜麻で作り、長さは二十キュビト、幅に沿った身長は五キュビトで、中庭の垂れ幕に並びにした。

19 彼らの柱は四本、彼らの台座は四つ、青銅でできていた。彼らの鉤は銀、彼らの頭のめっきと彼らの掛け金は銀であった。

20 幕屋と中庭の周囲のすべての杭は青銅であった。

21 これらは証言の幕屋、すなわち幕屋の記録であり、モーセの口によって命じられ、レビ人の奉仕として、祭司アロンの子イタマルの手によって行われたものである。

22 ユダの杖のフルの子ウリの子ベツァルエルは、主がモーセに命じられたすべてのものを造った。

23 彼と共に、アヒサマクの子、ダンの杖のオホリアブがいた。彼は職人であり、巧みな細工師であり、紺青、紫、緋色の緋色、そして亜麻布に刺繍を施す者であった。

24 すべての聖なるものの仕事のために仕事に用いられた金は、揺祭の金が二十九タラントと七百三十シェケル、聖なるシェケルで量られたものであった。

25 集会の登録者たちの銀は、百タラントと、聖なるシェケルで千七百七十五シェケルであった。

26 ベカは頭蓋骨ごとに、聖なるシェケルによるシェケルの半分であり、数えられる者すべてについて、二十歳以上の者から、六十万三千五百五十人について。

27 銀百パンは聖なるものの台座と垂れ幕の台座を鋳造するために用いられ、百台座は百パンに、一パンは一台座に当てられた。

28 千七百七十五シェケルで鉤を作り、柱の頭を覆い、柱を繋いだ。

29 揺祭の青銅は七十タラント、二千四百シェケルであった。

30 彼はそれで、定めの時の天幕の入口の台座と、青銅の祭壇と、その青銅の網と、祭壇のすべての器を造った。

31 中庭の周囲の台座と、中庭の門の台座、そして幕屋のすべての杭と、中庭の周囲のすべての杭。

Exodus 39

1 紺青と紫と緋色の緋色の毛糸で、聖所で奉仕するための奉仕の衣服を造った。また、主がモーセに命じられたとおりに、アロンのための聖なるものの衣服を造った。

2 彼はエポデを造った。金、紺青、紫、緋色、そして撚り糸の亜麻で。

3 彼らは金のわなを打ち延ばし、撚り糸に切り、紺青の真ん中、紫の真ん中、緋色の真ん中、亜麻布の真ん中に織り込むために、巧みなわざで作った。

4 彼らはその肩を二つの部分に合わせて作り、その果てで一つに接ぎ合わされた。

5 そのエポデの飾り帯は、その上にあるもので、そのわざと同じく、金、紺青、紫、緋色の緋色の撚り糸でできていた。主がモーセに命じられたとおりである。

6 彼らはオニキスの石を金の飾り台にはめ込み、イスラエルの子らの名にしたがって印章の彫刻を施した。

7 彼はそれらをエポデの肩に置いた。それはイスラエルの子らの記念の石であり、主がモーセに命じられたとおりであった。

8 彼は胸当てを、エポデのわざのように、巧みなわざで造られた。金、紺青、紫、緋色の撚り糸で。

9 四角で二重にされた胸当てを作った。その長さは一掴み、その幅も一掴みで、二重にされた。

10 彼らはそれに四列の石を満たした。第一の列は紅玉髄、トパーズ、緑柱石であった。

11 第二の列はエメラルド、サファイア、ダイヤモンド。

12 第三の列は、ヒヤシンス石、メノウ、アメジスト。

13 第四の列はベリル、オニキス、碧玉であり、それらは金の飾り台にはめ込み細工で囲まれていた。

14 石はイスラエルの子らの名にしたがって、十二の名がその名の上にあり、印章の彫刻のように、一人ひとりがその名の上にあり、十二の杖のためにあった。

15 彼らは胸当ての上に、清い金で、綱のわざである端の鎖を造った。

16 彼らは金の飾り台を二つと金の指輪を二つ作り、その二つの指輪を胸当ての両方の果てに付けた。

17 彼らは金の綱を二つ、胸当ての果てにある二つの指輪に付けた。

18 そして、その二つの綱の二つの果てを、彼らは二つの飾り台の上に置いた。そして、それをエポデの肩の上に、その前の方に向けて置いた。

19 彼らは金の指輪を二つ造り、胸当ての両端、すなわちエポデの向こう側に当たるその岸に、家の側に向けて付けた。

20 彼らは金の指輪を二つ造り、それをエポデの両肩の下、その前の面に向かって、その接合部の並びに、エポデの飾り帯の上に付けた。

21 彼らは胸当てをその指輪からエポデの指輪に紺青の撚り糸で結び付け、それがエポデの飾り帯の上にあるようにし、胸当てがエポデから外れないようにした。主がモーセに命じられたとおりに。

22 彼はエポデの外套を織りのわざで造った。それは全体が紺青であった。

23 外套の口はその真ん中にあり、鎖かたびらの口のように、その口の周囲には唇があって、裂けないようにした。

24 彼らは外套の裾に、紺青と紫と緋色の撚り糸でざくろを作った。

25 彼らは純金の鈴を作り、その鈴を外套の裾の周囲のざくろの真ん中に、ざくろの真ん中に付けた。

26 鈴とざくろ、鈴とざくろを外套の裾の周囲に巡らせ、仕えるために、主がモーセに命じられたとおりにした。

27 彼らはアロンとその子らのために、亜麻布の長服を織り手のわざで造った。

28 亜麻布の冠と、亜麻布の帽子の飾りと、より合わせた亜麻布の亜麻布のももひきを作った。

29 また、撚り糸の亜麻布と紺青と紫と緋色の緋色の糸で作った帯を、刺繍のわざで作り、主がモーセに命じられたとおりにした。

30 彼らは聖別の聖なるものの花を純金で造り、その上に印章の彫刻の書き物、すなわち主への聖なるものを書き記した。

31 彼らはその上に紺青の撚り糸を置き、冠の上に付けるようにした。それは主がモーセに命じられたとおりである。

32 幕屋、すなわち定めの時の天幕のすべての奉仕は終わった。イスラエルの子らは、主がモーセに命じられたすべてのとおりに行った。

33 彼らは幕屋をモーセのところに持って来た。天幕とそのすべての器、その掛け金、その板、そのかんぬき、その柱、その台座を。

34 また、赤く染めた雄羊の皮の覆いと、もぐらの皮の覆い、そして垂れ幕の垂れ幕。

35 証言の箱とその棒、そして贖罪所。

36 食卓と、そのすべての器と、顔のパン。

37 純金の燭台と、そのともしび、そのともしびの軍勢、そしてそのすべての器、また光の油。

38 金の祭壇、油注ぎの油、香料の薫香、そして天幕の入口の垂れ幕。

39 青銅の祭壇と、その青銅の網と、その棒と、そのすべての器、洗盤とその台座。

40 中庭の垂れ幕、その柱とその台座、中庭の門の垂れ幕、その綱とその杭、そして幕屋の奉仕のためのすべての器、すなわち定めの時の天幕のためのものをすべて。

41 聖なる所で奉仕するための奉仕の衣服、祭司アロンの聖なるものの衣服、そして彼の子たちの祭司職のための衣服。

42 主がモーセに命じられたすべてのとおりに、イスラエルの子らはすべての奉仕を行った。

43 モーセはすべての仕事を見て、見よ、彼らが主が命じられたとおりにそれを成し遂げたのを見た。そしてモーセは彼らを祝福した。

Exodus 40

1 主はモーセに言われた、

2 最初の月の一日に、定めの時の天幕の幕屋を立てなさい。

3 そこに証言の箱を置き、その箱の上に垂れ幕を掛けなさい。

4 食卓を持ち込み、その評価を整え、燭台を持ち込み、そのともしびを上げなさい。

5 金の祭壇を薫香のために証言の箱の前に置き、幕屋の入口の垂れ幕を掛けなさい。

6 全焼のいけにえの祭壇を、定めの時の天幕である幕屋の入口の前に置かれよ。

7 洗盤を定めの時の天幕と祭壇の間に置き、そこに水を置かなければならない。

8 あなたは中庭を周囲に巡らせ、中庭の門の垂れ幕を掛けなければならない。

9 あなたは油注ぎの油を取り、幕屋とその中にあるすべてのものに油を注ぎ、それをそのすべての器とともに聖別しなさい。そうすれば、それは聖なるものとなる。

10 あなたは全焼のいけにえの祭壇とそのすべての器に油を注ぎ、その祭壇を聖別しなければならない。そうすれば、その祭壇は最も聖なるものとなる。

11 あなたは洗盤とその台座に油を注ぎ、それを聖別しなさい。

12 あなたはアロンとその子たちを定めの時の天幕の入口に近づかせ、彼らを水で洗わなければならない。

13 あなたはアロンに聖なる衣服を着せ、彼に油を注いで彼を聖別し、彼をわたしのために祭司としなさい。

14 その子たちを近づけ、彼らに長服を着せなさい。

15 彼らの父に油注ぎをしたように、あなたは彼らにも油注ぎをしなさい。彼らはわたしのために祭司となる。彼らの油注ぎは、彼らの代々にわたる永遠の祭司職のためのものとなる。

16 モーセは、主が彼に命じられたすべてのとおりに、そのように行った。

17 第二年の第一の月の一日に、幕屋が建てられた。

18 モーセは幕屋を立て、その台座を据え、その板を置き、そのかんぬきを取り付け、その柱を立てた。

19 彼は天幕を幕屋の上に掛け広げ、その上に天幕の覆いを上から置いた。主がモーセに命じられたとおりにした。

20 彼は証言を箱の中に置き、箱の上に棒を付け、箱の上に贖罪所を上から置いた。

21 彼は箱を幕屋の中に運び入れ、垂れ幕の垂れ幕を掛け、証言の箱の上に覆いを掛けた。主がモーセに命じられたとおりにした。

22 彼は食卓を定めの時の天幕の中、幕屋の腿の側、北の方、垂れ幕の外に置いた。

23 彼はその上にパンの評価を主の前に整え、主がモーセに命じられたとおりにした。

24 彼は燭台を定めの時の天幕に、食卓の向かいに置いた。幕屋の腿の側、ネゲブの方に。

25 彼は主の顔の前にともしびを灯した。主がモーセに命じられたとおりに。

26 金の祭壇を定めの時の天幕の中に、垂れ幕の前に置いた。

27 彼はその上で香料の薫香を焚いた。主がモーセに命じられたとおりに。

28 垂れ幕を幕屋の入口に掛けられた。

29 全焼のいけにえの祭壇を、定めの時の天幕である幕屋の入口に置き、その上に全焼のいけにえと献げ物をささげられた。主がモーセに命じられたとおりにされた。

30 彼は洗盤を定めの時の天幕と祭壇の間に置き、そこに洗うための水を入れた。

31 モーセとアロンとその子たちは、それから自分の手と足を洗った。

32 彼らが定めの時の天幕に入る時、また祭壇に近づく時、彼らは身を洗った。主がモーセに命じられたとおりに。

33 中庭を幕屋と祭壇の周囲に立て、中庭の門の垂れ幕を掛けた。そしてモーセはその仕事を終えた。

34 雲は定めの時の天幕を覆い、主の栄光は幕屋に満ちた。

35 モーセは定めの時の天幕に入ることができなかった。それは雲がその上にとどまり、主の栄光が幕屋を満たしたからである。

36 雲が幕屋の上から上がるとき、イスラエルの子らはそのすべての旅路において進んだ。

37 雲が上がらないならば、彼らは旅立たず、それが上がる日まで旅立たなかった。

38 主の雲は昼の間、幕屋の上にあり、夜には火がその中にあった。それはイスラエルの全家の目の前で、彼らのすべての旅路においてそうであった。


Leviticus

Leviticus 1

1 主はモーセに呼びかけられ、定めの時の天幕から彼に語って言われた。

2 イスラエルの子らに告げて言われた、「あなたがたのうちの人が、主に捧げ物をささげるなら、獣の中から、牛と羊の群れの中から、あなたがたの捧げ物をささげなさい」。

3 もし彼の捧げ物が牛からの全焼のいけにえであるなら、雄で完全なものを捧げる。彼はそれを、定めの時の天幕の入口で、主の前で自分の喜びのために捧げる。

4 彼はその手を全焼のいけにえの頭の上に置く。それは彼のために受け入れられ、彼のための贖いとなる。

5 彼はその牛の子を主の前で屠った。そしてアロンの子である祭司たちはその血を献げ、その血を祭壇の周囲に注ぎかけた。その祭壇は定めの時の天幕の入口にあった。

6 彼は全焼のいけにえの皮を剥ぎ、それをその切り身に切り分けた。

7 祭司アロンの子らは祭壇の上に火を置き、その火の上に木を並べた。

8 アロンの子である祭司たちは、その切り身、頭、脂肪を、祭壇の上の火の上の木の上に並べる。

9 その内側と脚を水で洗いなさい。祭司はそのすべてを祭壇の上で焼きなさい。それは全焼のいけにえ、火による捧げ物、主への芳しい香りである。

10 もし彼の捧げ物が羊の群れから、子羊または雌ヤギからの全焼のいけにえであるなら、雄で完全なものを捧げなければならない。

11 彼はそれを祭壇の腿の上で、北の方で、主の前に屠った。そして祭司アロンの子らはその血を祭壇の周囲に注ぎかけた。

12 その切り身とその頭とその脂肪とに切り分け、祭司はそれらを祭壇の上の火の上の木の上に並べる。

13 内側と脚は水で洗われなければならない。祭司はそのすべてを祭壇の上で焼き尽くして全焼のいけにえとし、火による捧げ物、主への芳しい香りとする。

14 もし鳥から全焼のいけにえとして主に捧げ物をささげるなら、その捧げ物を鳩の中から、あるいは鳩の子の中からささげなければならない。

15 祭司はそれを祭壇のところに持って来て、その頭を切り落とし、祭壇の上で焼いた。その血は祭壇の壁に注ぎ出された。

16 その噌嚢を羽毛とともに取り除き、それを祭壇の東側、脂肪の場所のそばに投げ捨てた。

17 その翼をもってそれを裂き、祭司はそれを引き離さず、祭壇の上で、火の上の木の上でそれを焼き尽くす。それは全焼のいけにえであり、火による捧げ物であり、主への芳しい香りである。

Leviticus 2

1 魂が主に献げ物の捧げ物をささげるなら、その捧げ物は薄力粉であり、その上に油を注ぎ、その上に乳香を置く。

2 彼はそれをアロンの子らである祭司たちのところへ持って行き、その中から一握りの満ち満ちているもの、すなわちその薄力粉とその油を、その乳香のすべてとともに取り、祭司はその記念の部分を祭壇の上で火による捧げ物として、主への芳しい香りの香りとして焼きなさい。

3 献げ物の残りはアロンとその子らのものとなる。それは主の火による捧げ物の中からの最も聖なるものである。

4 かまどの焼き物の献げ物として捧げ物をささげるなら、それは薄力粉の、油を混ぜた種なしパンの菓子パン、また油を塗った種なしパンの薄焼きパンである。

5 もしあなたの捧げ物が焼き板による献げ物であるなら、それは油で混ぜられた薄力粉であり、種なしパンでなければならない。

6 その一片を油の上に注ぎ、それは献げ物である。

7 もしあなたの捧げ物が鍋による献げ物であるなら、それは油を混ぜた薄力粉で作られなければならない。

8 これらのものから作られる献げ物を主に携えて来なさい。そして、それを祭司のところに持って行き、祭壇に差し出しなさい。

9 祭司はその献げ物から記念の部分を取り上げ、祭壇の上で火による捧げ物として焼いた。それは主への芳しい香りの香りである。

10 献げ物の残りはアロンとその子らのものとなる。それは主への火による捧げ物の中からの最も聖なるものである。

11 あなたがたが主にささげるすべての献げ物は、パン種を入れて作ってはならない。すべての酵母とすべての蜂蜜は、それから主への火による捧げ物として焼き煙にしてはならない。

12 初めの捧げ物として、それらを主にささげなさい。しかし、祭壇の上には芳しい香りのために上ることはない。

13 あなたの穀物の献げ物はすべて塩で味付けしなければならない。あなたの神の契約の塩をあなたの献げ物の上から欠かしてはならない。あなたのすべての捧げ物には塩を添えてささげなさい。

14 もしあなたが初物の献げ物を主にささげるなら、火で炒った初穂、砕いた穀物の穂を、あなたの初物の献げ物としてささげなさい。

15 油をその上に掛け、その上に乳香を置け。それは献げ物である。

16 祭司はその記念の部分を、砕いた穀物と油から、すべての乳香とともに、主への火による捧げ物として煙に上げた。

Leviticus 3

1 もし彼の捧げ物が全焼のいけにえのいけにえであるなら、それが牛からのものである場合、雄であれ雌であれ、傷のないものを主の前に捧げなければならない。

2 彼はその手を自分の捧げ物の頭の上に置き、定めの時の天幕の入口でそれを屠る。そして、祭司アロンの子らはその血を祭壇の周囲に振りかける。

3 その全焼のいけにえのいけにえから、火による捧げ物を主にささげなければならない。内側を覆っている脂肪と、内側の上にあるすべての脂肪を。

4 二つの腎臓と、その上にある脂肪、すなわち腰の上の脂肪、および肝臓の上の脂肪を、腎臓とともに取り除かなければならない。

5 アロンの子らは、それを祭壇の上で、火の上の木の上にある全焼のいけにえの上で焼いて煙にしなさい。それは主への火による捧げ物、芳しい香りである。

6 もしその捧げ物が羊の群れからのもので、主への全焼のいけにえのためのいけにえであるなら、雄または雌の完全なものを捧げなければならない。

7 子羊であるなら、彼はその捧げ物を主の前に捧げる。

8 彼はその手を自分の捧げ物の頭の上に置き、定めの時の天幕の前でそれを屠る。そしてアロンの子らはその血を祭壇の周囲に注ぎかける。

9 そして彼は全焼のいけにえのいけにえから、主への火による捧げ物として、その脂肪、尾を脊柱に並びに完全なものとして取り除く。また内側を覆う脂肪と、内側の上にあるすべての脂肪を。

10 また、二つの腎臓と、その上にある脂肪、腰の上にある脂肪、および肝臓の上の脂肪を、腎臓とともに取り除かなければならない。

11 祭司はそれを祭壇の上で焼いて煙にした。それは主への火による捧げ物のパンである。

12 もし彼の捧げ物が雌ヤギであるなら、彼はそれを主の前に捧げなければならない。

13 彼はその手をその頭の上に置き、定めの時の天幕の前でそれを屠り、アロンの子らはその血を祭壇の周囲に注ぎかける。

14 その捧げ物のうちから、火による捧げ物として主に献げるのは、内側を覆う脂肪と、内側の上にあるすべての脂肪である。

15 また、二つの腎臓と、その上にある脂肪、腰の上にある脂肪を取り除かなければならない。また、肝臓の上の脂肪を腎臓とともに取り除かなければならない。

16 祭司はそれらを祭壇の上で焼いて煙にした。それは火による捧げ物のパン、芳しい香りの香りであり、すべての脂肪は主のものである。

17 永遠の定めとして、あなたがたのすべての世代において、あなたがたのすべての居住において、すべての脂肪とすべての血を食べてはならない。

Leviticus 4

1 主はモーセに告げて言われた。

2 主はモーセに言われた、「イスラエルの子らに告げよ。もしある命が、主のすべての戒めのうち、行ってはならないことの一つを過失によって犯し、そのうちの一つを行ったならば、

3 油注がれた祭司が民の罪過のために罪を犯したなら、その犯した罪のために、主への罪の献げ物として、傷のない雄牛の子をささげなければならない。

4 彼はその雄牛を、定めの時の天幕の入口、主の前に連れて行き、その手を雄牛の頭の上に置き、その雄牛を主の前に屠る。

5 油注がれた祭司はその雄牛の血を取り、それを定めの時の天幕に持って行った。

6 祭司はその指を血に浸し、その血の一部を主の前で聖なる垂れ幕の顔に向かって七度振りかける。

7 祭司はその血を取って、定めの時の天幕にある主の前にある香料の薫香の祭壇の角に塗り、その雄牛の血はすべて、定めの時の天幕の入口にある全焼のいけにえの祭壇の基礎に注ぎ出す。

8 そして、罪のための雄牛のすべての脂肪を、それから取り除かなければならない。内側を覆っている脂肪と、内側の上にあるすべての脂肪を。

9 また、二つの腎臓と、その上にある脂肪、すなわち腰の上の脂肪、および肝臓の上の脂肪を、腎臓とともに取り除かなければならない。

10 全焼のいけにえの雄牛から取り出されるように、和解のいけにえの雄牛から取り出されるように、祭司はそれらを全焼のいけにえの祭壇の上で焼かなければならない。

11 また、その雄牛の皮とそのすべての肉を、その頭とその脚とともに、その内側とその糞とともに。

12 その雄牛をすべて陣営の外のきよい場所、脂肪の注ぎ出しの所へ運び出し、木の上で火で焼かなければならない。脂肪の注ぎ出しの所で焼かれる。

13 もしイスラエルの集会全体が過ちを犯し、その言葉が集会の目から隠され、彼らが主の戒めのうちの一つを、行われてはならないものを犯し、罪を負うならば、

14 その罪が彼らがそれによって犯した罪であることが知られたなら、集会は罪のために牛の子である雄牛を献げ、それを定めの時の天幕の前に連れて来る。

15 集会の長老たちは、主の顔の前に雄牛の頭に自分たちの手を置き、主の前でその雄牛を屠る。

16 油注がれた祭司は、その雄牛の血を取って、定めの時の天幕に持って行った。

17 祭司はその指を血に浸し、主の前で垂れ幕の前に七度振りまく。

18 その血の一部を、主の前にある、定めの時の天幕にある祭壇の角に塗り、残りのすべての血を、定めの時の天幕の入口にある全焼のいけにえの祭壇の基礎に注ぎ出す。

19 そしてそのすべての脂肪をそれから取り除き、祭壇の上で焼いて煙にした。

20 雄牛に対して、彼が罪の雄牛に行ったように、そのように彼はそれに行う。そして祭司が彼らのために宥めを行い、彼らは赦される。

21 その雄牛を陣営の外に運び出し、最初の雄牛を焼いたようにそれを焼かなければならない。それは集会の罪である。

22 君主が罪を犯し、その神、主のすべての戒めのうちの一つを、過失によって行ってはならないことを行い、罪に定められたなら、

23 あるいは、彼の犯した罪が彼に知らされたなら、彼は自分の捧げ物として、傷のない雄のやぎを、雌ヤギの群れから携えて来る。

24 彼はその手をやぎの頭の上に置き、主の前で全焼のいけにえを屠る場所でそれを屠る。それは罪である。

25 祭司はその指で罪のいけにえの血を取り、全焼のいけにえの祭壇の角に塗り、その血を全焼のいけにえの祭壇の基礎に注ぎ出す。

26 そのすべての脂肪を祭壇の上で焼いて煙にし、和解のいけにえの脂肪のようにする。祭司は彼のために彼の罪のために宥めを行い、彼は赦される。

27 もし地の民のうちの一人の命が過失によって罪を犯し、主の戒めのうちの一つを、行われてはならないことを行って、罪に責めを負うならば、

28 あるいは、自分の犯した罪が自分に知らされた場合、その犯した罪のために、完全な雌の子やぎを雌ヤギの捧げ物として携えて来る。

29 彼はその手を罪のいけにえの頭の上に置き、その罪のいけにえを全焼のいけにえの場所で屠る。

30 祭司は自分の指でその血を取り、全焼のいけにえの祭壇の角に塗り、その血のすべてを祭壇の基礎に注ぎ出す。

31 そしてそのすべての脂肪を、全焼のいけにえの上から脂肪が取り除かれるように取り除き、祭司はそれを祭壇の上で、主への芳しい香りとして焼きなさい。祭司はその人のために贖いをし、その人は赦される。

32 もし彼が自分の捧げ物を罪のための子羊として持って来るなら、完全な雌を彼は持って来る。

33 その手を罪の頭の上に置き、その場所で全焼のいけにえを屠る場所で、それを罪のために屠る。

34 祭司はその指で罪のいけにえの血を取り、全焼のいけにえの祭壇の角に塗り、その血のすべてを祭壇の基礎に注ぎ出す。

35 そしてそのすべての脂肪を、子羊の脂肪が全焼のいけにえのいけにえから取り除かれるように取り除き、祭司はそれらを祭壇の上で、主への火による捧げ物の上で焼き尽くす。そして祭司は、彼が犯した罪のために彼のために贖いを行い、彼は赦される。

Leviticus 5

1 もしある人が罪を犯し、呪いの声を聞いたとき、その人が証人であり、あるいは見たか、あるいは知ったのに、もし告げないなら、その人は自分の咎を負わなければならない。

2 あるいは、すべての汚れたことに触れる生き物、あるいは汚れた生き物の死体、あるいは汚れた獣の死体、あるいは汚れた這うものの死体に触れ、それが自分から隠されていて、その人が汚れていて、罪を負う場合。

3 あるいは、もし人が人の汚れに触れるなら、そのすべての汚れによって汚れることになるが、それが彼に隠されていて、彼がそれを知ったなら、彼は罪過を負う。

4 あるいは、もしある命が唇で軽率に誓いを立て、悪を行うか善を行うか、人が誓いをもって軽率に言うすべてのことについて、それが彼に隠されていたが、彼がそれを知って、これらの一つについて罪に定められるなら、

5 そして、これらの一つについて罪過を犯したなら、その犯した罪を告白しなければならない。

6 彼は自分の罪過のための捧げ物を、自分の犯した罪のために主に携えて来る。すなわち、羊の群れから雌の子羊か、あるいは雌ヤギの子やぎを罪のための捧げ物として携えて来る。祭司は彼のために、その罪のために宥めを行う。

7 もし彼の手が羊一匹に十分届かないなら、彼は自分の犯した罪過のための捧げ物として、二羽の鳩または二羽の鳩の子を主に携えて来なければならない。一羽は罪のためのもの、一羽は全焼のいけにえのためのものである。

8 彼らを祭司のところに持って来て、その罪のためのものを最初にささげ、その頭をうなじのところから切り離さずに、首を折らなければならない。

9 その罪の血を祭壇の壁に振りかけ、残りの血は祭壇の基礎のところに絞り出さなければならない。それは罪である。

10 第二のものを全焼のいけにえとして、さばきに従って献げる。祭司は彼のために、彼が犯した罪のために宥めを行い、彼は赦される。

11 もし彼の手が二羽の山鳩か二羽の鳩の子に届かないなら、彼は自分の罪のために、その捧げ物として、エパの十分の一の薄力粉を罪のための捧げ物として持って来なければならない。その上に油をかけず、その上に乳香を置いてはならない。それは罪のための捧げ物だからである。

12 彼はそれを祭司のところに持って行き、祭司はその中から自分の一握り、満ち満ちているものを、その記念の部分として取り出し、主の火による捧げ物の上で祭壇の上で焼かなければならない。それは罪である。

13 祭司は彼のために、彼がこれらの一つによって犯した罪のために宥めを行い、彼に赦しが与えられる。そして、それは祭司にとって献げ物のようになる。

14 主はモーセに告げて言われた。

15 魂が主の聖なるものに対して背信を犯し、過失によって罪を犯したなら、その者は自分の罪過のための捧げ物を主に携えて来なければならない。すなわち、羊の群れから傷のない雄羊を、あなたの評価に従って、聖なるシェケルによる銀のシェケルで、罪過のための捧げ物として。

16 彼が聖なるものに対して犯した罪については償いをし、それにその第五の分を加えて祭司に渡さなければならない。祭司はその罪過のための捧げ物の雄羊をもって彼のために贖いをなし、彼は赦される。

17 もしある命が、主のすべての戒めのうちの一つを、行われてはならないことを知らずに犯し、咎を負い、その咎を負うならば、

18 雄羊の群れから傷のない雄羊を、あなたの評価にしたがって罪過のための捧げ物として祭司のもとに持って来なければならない。祭司はその人の、知らずに犯した過失のために彼の上に贖いをなし、彼は赦される。

19 それは罪過のための捧げ物である。彼は主に対して罪過を犯したのである。

Leviticus 6

1 主はモーセに告げて言われた。

2 魂が罪を犯し、主に対して背信の背信をなし、その隣人に対して預かり物、または手の交わり、または強奪において偽りを言い、あるいはその隣人を搾取したならば、

3 あるいは、失われた物を見つけて、それについて偽りを言い、偽りについて誓ったなら、それは、人がそれによって罪を犯すすべてのことの一つについてである。

4 そして、彼が罪を犯し、罪過があって、奪い取った物、すなわち彼が奪い取った物、または彼が搾取した搾取、または彼に預けられた預かり物、または彼が見つけた失われた物を返すならば、

5 あるいは、その人が偽りについて誓ったすべてのものについて、その頭の上にそれを償い、それに五分の一を加えて、その人のものである者に、その罪過の日にそれを与えなければならない。

6 その罪過のための捧げ物を、彼は主に携えて来る。羊の群れから、あなたの評価による完全な雄羊を、罪過のための捧げ物として、祭司のもとへ。

7 祭司は主の前で彼のために贖いをし、彼はそのすべての罪過のうちの一つのために赦される。

8 主はモーセに告げて言われた。

9 アロンとその子らに命じて言え、「全焼のいけにえの律法はこれである。全焼のいけにえは、祭壇の上の燃えさしの上にあり、夜の間ずっと朝まで祭壇の上にあり、祭壇の火はその上で燃え続けなければならない。

10 祭司は亜麻布の衣服を着、亜麻布のももひきをその肉に着け、火が全焼のいけにえを祭壇の上で焼いた脂肪を取り上げ、それを祭壇のわきに置く。

11 彼は自分の衣服を脱ぎ、他の衣服を着る。そして、その脂肪を陣営の外の清い場所に運び出す。

12 祭壇の上の火はその上で燃え続け、消してはならない。祭司は毎朝その上に木を燃やし、その上に全焼のいけにえを整え、その上で全焼のいけにえの脂肪を焼き尽くす。

13 火は常に祭壇の上で燃え続け、消えてはならない。

14 これは献げ物の律法である。アロンの子らは、それを主の前、祭壇の前にささげる。

15 その一握りで、献げ物の薄力粉とその油、そして献げ物の上にあるすべての乳香をその中から取り上げ、祭壇の上で芳しい香りの香りとして、その記念の部分を主に焼き尽くした。

16 その残りの物は、アロンとその子たちが食べる。種なしパンとして聖なる場所で食べられ、定めの時の天幕の中庭でそれを食べる。

17 パン種を入れて焼いてはならない。彼らの分け前として、わたしはそれを火による捧げ物から与えた。それは最も聖なるものであり、罪の捧げ物と罪過のための捧げ物と同じである。

18 アロンの子らのうちのすべての男子はそれを食べる。これは主の火による捧げ物からの、あなたがたの世代を通じての永遠の定めである。それに触れるすべてのものは聖なるものとなる。

19 主はモーセに告げて言われた。

20 これはアロンとその子たちの主にささげる捧げ物である。彼らが油注がれる日にささげるもの、すなわちエパの十分の一の薄力粉を常に献げ物とし、その半分は朝に、その半分は夕方にささげる。

21 焼き板の上で、油をもって作られ、練り混ぜたものを彼女は持って来る。焼き菓子の献げ物の一片を、芳しい香りとして主にささげなさい。

22 その油注がれた祭司は、彼の子らのうちから彼の代わりにこれをささげる。これは主への永遠の定めであり、全部を焼き尽くしてささげる。

23 祭司のすべての献げ物は、ことごとく焼き尽くされるものとなり、食べられてはならない。

24 主はモーセに告げて言われた。

25 アロンとその子らに告げて言われた、「これは罪のためのいけにえの律法である。全焼のいけにえが屠られる場所で、罪のためのいけにえも主の前で屠られなければならない。それは最も聖なるものである。

26 罪を贖う祭司はそれを食べる。聖なる場所で食べられなければならない。定めの時の天幕の中庭で。

27 その肉に触れるものはすべて聖なるものとなる。その血が衣服に振りかけられたなら、その振りかけられた衣服は聖なる場所で洗わなければならない。

28 土の器は、その中で煮られたならば、砕かれなければならない。もし青銅の器で煮られたならば、それは磨かれ、水で洗われなければならない。

29 祭司たちのすべての男子はそれを食べる。それは最も聖なるものである。

30 すべての罪のうち、その血が聖なるものの中で贖いのために定めの時の天幕に運び込まれるものは、食べられてはならない。それは火で焼かれなければならない。

Leviticus 7

1 これは罪過のための捧げ物の律法である。それは最も聖なるものである。

2 全焼のいけにえを屠る場所で、罪過のための捧げ物を屠らなければならない。そしてその血を祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。

3 そのすべての脂肪を、それから捧げる。尾と、内側を覆っている脂肪を。

4 また、二つの腎臓と、その上にある脂肪、腰の上にある脂肪、および肝臓の上の脂肪を、腎臓とともに取り除かなければならない。

5 祭司はそれらを祭壇の上で主への火による捧げ物として焼き尽くした。それは罪過のための捧げ物である。

6 祭司のうちのすべての男子はそれを食べる。聖なる場所でそれは食べられる。それは最も聖なるものである。

7 罪のための捧げ物のように、罪過のための捧げ物も、彼らにとって一つの律法である。それをもって贖いをする祭司のものとなる。

8 全焼のいけにえを献げる祭司には、その人が献げた全焼のいけにえの皮が、その祭司のものとなる。

9 かまどで焼かれるすべての献げ物、および鍋で作られるすべてのもの、また焼き板の上のものは、それを献げる祭司のものとなる。

10 すべての油を混ぜた献げ物と、乾いた献げ物は、アロンのすべての子に属する。それぞれの人は、その兄弟のように。

11 これは主にささげる全焼のいけにえの律法である。

12 もし感謝の捧げ物としてそれをささげるなら、その感謝の捧げ物のいけにえに、油を混ぜた種なしパンの菓子パン、油を塗った種なしパンの薄焼きパン、そして油を混ぜた菓子パンにした薄力粉をささげなければならない。

13 彼の感謝の全焼のいけにえのいけにえに添えて、パン種の入ったパンの菓子パンを、彼の捧げ物として捧げなければならない。

14 彼はその中からすべての捧げ物の一つを主への献げ物としてささげ、全焼のいけにえの血を注ぐ祭司のものとなる。

15 その感謝の捧げ物の全焼のいけにえの肉は、その捧げ物の日に食べられなければならない。彼はそれを朝まで残してはならない。

16 もしそれが誓いか自由意志の捧げ物であるなら、その捧げ物のいけにえは、そのいけにえを捧げる日に食べられ、翌日、それから残ったものも食べられる。

17 残ったいけにえの肉は、三日目には火で焼かれなければならない。

18 もしその全焼のいけにえの肉が三日目に食べられるなら、それは受け入れられない。それをささげる者には、それは数えられず、忌まわしいものとなる。それを食べる自分は、その咎を負う。

19 肉はすべての汚れたものに触れたものは食べてはならない。火で焼かれなければならない。肉はすべての清い者がその肉を食べる。

20 その命は、主への全焼のいけにえのいけにえの肉を、その汚れが自分にあるままに食べるなら、その命はその民から断たれる。

21 命が、すべての汚れたものに触れるなら、すなわち人の汚れ、あるいは汚れた獣、あるいはすべての汚れた忌み嫌うものに触れ、そして主のための全焼のいけにえのいけにえの肉を食べるなら、その命はその民から断たれる。

22 主はモーセに告げて言われた。

23 イスラエルの子らに言われた。「すべての雄牛、子羊、雌ヤギの脂肪を食べてはならない。

24 死体の脂肪と裂け肉の脂肪は、すべての仕事に用いることができる。しかし、それを食べてはならない。

25 すべての脂肪を食べる者は、その獣から主に火による捧げ物を献げるものの脂肪を食べるなら、その食べる魂はその民から断ち切られる。

26 あなたがたのすべての居住において、すべての血を食べてはならない。鳥についても、獣についても。

27 すべての命あるもので、すべての血を食べる者は、その命はその民から断たれる。

28 主はモーセに告げて言われた。

29 イスラエルの子らに告げて言われた、「自分の全焼のいけにえのいけにえを主にささげる者は、その捧げ物を自分の全焼のいけにえのいけにえから主に持って来なければならない」。

30 彼の手は主の火による捧げ物を携えて来なければならない。脂肪を胸の上に添えてそれを携えて来る。胸は主の前で揺祭として揺り動かすために。

31 祭司はその脂肪を祭壇の上で焼いて煙にした。そして、その胸はアロンとその子らのものとなった。

32 右の腿は、あなたたちの全焼のいけにえのいけにえから、祭司への献げ物として与えなさい。

33 全焼のいけにえの血と脂肪をささげる者は、アロンの子らのうちで、その者に右の腿が分け前として与えられる。

34 揺祭の胸と献げ物の腿を、わたしはイスラエルの子らから、彼らの全焼のいけにえのいけにえから取った。そして、それを祭司アロンとその子らに、イスラエルの子らからの永遠の定めとして与えた。

35 これは、主の火による捧げ物からのアロンの油注ぎとその子たちの油注ぎである。彼らが主に仕える祭司として捧げられた日に。

36 主が彼らに与えるように命じられたもの、すなわち彼らに油注ぎの日において、イスラエルの子らから与えられたもの、それは彼らの世代にとって永遠の定めである。

37 これは律法である。全焼のいけにえ、献げ物、罪、罪過のための捧げ物、奉献、そして全焼のいけにえのいけにえについての。

38 主がシナイ山でモーセに命じられたものであり、主がイスラエルの子らに、その捧げ物をシナイの荒野で主にささげるよう命じられた日のことである。

Leviticus 8

1 主はモーセに告げて言われた。

2 アロンとその子らを彼と共に連れ、衣服と油注ぎの油と罪のための雄牛と二匹の雄羊と種なしパンの籠を取りなさい。

3 そしてすべての集会を、定めの時の天幕の入口に集めよ。

4 モーセは、主が彼に命じられたとおりに行った。そして集会は、定めの時の天幕の入口に集まった。

5 モーセは集会に言われた、「これは主が行うように命じられた言葉である」。

6 モーセはアロンとその子たちを連れて来て、彼らを水で洗った。

7 彼はその上に長服を着せ、帯で彼を締め、外套を彼に着せ、その上にエポデを置き、エポデの飾り帯で彼を締め、それで彼にエポデを帯びさせた。

8 彼はその上に胸当てを着けさせ、胸当ての中にウリムとトンミムを入れた。

9 彼はその冠を彼の頭の上に置かれた。そして、その冠の上に、彼の前の向かいに、金の花、すなわち聖別の聖なるものを置かれた。主がモーセに命じられたとおりに。

10 モーセは油注ぎの油を取り、幕屋とその中のすべてのものを塗り、それらを聖別した。

11 彼はその油を祭壇の上に七度振りかけ、祭壇とそのすべての器、および洗盤とその台座に油を注いで、それらを聖別した。

12 彼は油注ぎの油をアロンの頭に注ぎ、彼を聖別するために油を注いだ。

13 モーセはアロンの子らを連れて来て、彼らに長服を着せ、彼らに帯を締め、彼らに帽子をかぶせられた。主がモーセに命じられたとおりに。

14 彼は罪の雄牛を近づけられた。アロンとその子らは、その手を罪の雄牛の頭の上に置いた。

15 彼は屠った。モーセはその血を取り、自分の指で祭壇の角の周囲に塗り、祭壇を清めた。そして、その血を祭壇の基礎に注ぎ、それを聖別して、その上で贖いをなした。

16 彼は内側にあるすべての脂肪と、肝臓の上の脂肪と、二つの腎臓と、その脂肪を取った。そしてモーセはそれらを祭壇の上で焼いた。

17 雄牛とその皮とその肉とその糞を、陣営の外で火で焼いた。主がモーセに命じられたとおりに。

18 彼は全焼のいけにえの雄羊を近づけられた。アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置いた。

19 彼は屠った。そしてモーセはその血を祭壇の周囲に注ぎかけた。

20 雄羊をその切り身に切り分け、モーセはその頭と切り身と脂肪を焼いた。

21 内側と脚を水で洗った。そしてモーセは雄羊のすべてを祭壇の上で焼いて全焼のいけにえとした。それは主への芳しい香りの火による捧げ物であり、主がモーセに命じられたとおりであった。

22 彼は第二の雄羊、すなわち奉献の雄羊を近づけられた。アロンとその子らは、その雄羊の頭に手を置いた。

23 彼はそれを屠った。モーセはその血を取り、アロンの右の耳たぶと、彼の右手の拇指と、彼の右足の拇指に付けた。

24 彼はアロンの子らを連れて来て、モーセはその血を彼らの右の耳たぶと右の手の拇指と右の足の拇指に付けた。そしてモーセはその血を祭壇の周囲に振りかけた。

25 彼は脂肪と尾と、内側にあるすべての脂肪と、肝臓の上の脂肪と、二つの腎臓とその脂肪と、右の腿を取った。

26 主の前にある種なしパンの籠から、種なしパンの菓子パン一つと、油を塗ったパンの菓子パン一つと、薄焼きパン一つを取り、それを脂肪の上と右の腿の上に置かれた。

27 彼はそのすべてをアロンの手のひらとその子たちの手のひらの上に置き、主の顔の前で揺祭として揺り動かした。

28 モーセは彼らの手のひらからそれらを取り、全焼のいけにえの上で祭壇の上で焼いた。それらは奉献であり、主への火による捧げ物として芳しい香りの香りであった。

29 モーセは胸を取り、それを主の前で揺祭として揺り動かした。それは奉献の雄羊から取ったもので、モーセの分け前となった。主がモーセに命じられたとおりである。

30 モーセは油注ぎの油と祭壇の上にある血を取り、アロンの上とその衣服の上、および彼と共にいるその子らの上とその子らの衣服の上に振りかけ、アロンとその衣服、および彼と共にいるその子らとその子らの衣服を聖別された。

31 モーセはアロンとその子らに言われた、「あなたがたは、その肉を定めの時の天幕の入口で煮なさい。そして、そこで、あなたがたはそれを、奉献の籠にあるパンとともに食べなさい。それは、私が『アロンとその子らはそれを食べる』と命じたとおりである」。

32 肉の残りとパンの残りは、火で焼き尽くしなさい。

33 あなたがたは七日の間、定めの時の天幕の入口から出てはならない。あなたがたの奉献の日が満ちる日まで。なぜなら、七日の間、主があなたがたの手を満たされるからである。

34 この日にされたように、主はあなたがたのために贖いをするために行うよう命じられた。

35 あなたがたは定めの時の天幕の入口に七日の間、昼も夜も座っていなければならない。そして主の務めを守り、死なないようにしなさい。なぜなら、そのように私は命じられたからである。

36 アロンとその子たちは、主がモーセの手によって命じられたすべての言葉を行った。

Leviticus 9

1 八日目に、モーセはアロンとその子たち、そしてイスラエルの長老たちを呼んだ。

2 アロンに言われた、「あなたのために、罪のための子牛の子、すなわち牛の子を取り、また全焼のいけにえのための雄羊を取りなさい。それらは完全なものでなければならない。そして、主の前にささげなさい。

3 イスラエルの子らに言いなさい。「罪のためのいけにえとして、雌ヤギのやぎを取り、また全焼のいけにえとして、年が一歳の完全な子牛と子羊を取りなさい。

4 雄牛と雄羊を全焼のいけにえとして主の前に屠るため、油を混ぜた献げ物も添えて。なぜなら、今日、主があなたがたの前に現れたからである。

5 彼らはモーセが命じたものを、定めの時の天幕の前に携えて行った。そして、すべての集会が近づき、主の顔の前に立った。

6 モーセは言われた、「これは主が命じられた言葉である。あなたがたはそれを行いなさい。そうすれば、主の栄光があなたがたに現れるであろう」。

7 モーセはアロンに言われた、「祭壇に近づき、あなたの罪のための捧げ物とあなたの全焼のいけにえをささげ、あなた自身のため、また民のために贖いをなしなさい。また、民の捧げ物をささげ、彼らのために贖いをなしなさい。主が命じられたとおりに」。

8 アロンは祭壇に近づき、自分のための罪の子牛を屠った。

9 アロンの子らはその血を彼のところに持って来た。彼は自分の指を血に浸し、祭壇の角にそれを塗り、残りの血を祭壇の基礎に注ぎ出した。

10 脂肪と腎臓と肝臓の上の脂肪を、罪の供え物から祭壇の上で焼いた。主がモーセに命じられたとおりに。

11 肉と皮を火で焼き、陣営の外で焼いた。

12 彼は全焼のいけにえを屠った。アロンの子たちはその血を彼に渡した。彼はそれを祭壇の周囲に注ぎかけた。

13 彼らは全焼のいけにえをその切り身と頭とともに彼に渡した。彼はそれを祭壇の上で焼いた。

14 内側と脚を洗い、全焼のいけにえの上で祭壇の上で焼いた。

15 民の捧げ物をささげられた。そして、その民のための罪のやぎを取り、それを屠り、先のものと同じように罪のための犠牲とされた。

16 彼は全焼のいけにえを献げ、それをさばきのとおりに行った。

17 彼は献げ物を近づけ、その手のひらをそれで満たし、祭壇の上で焼いて煙にした。朝の全焼のいけにえのほかに。

18 雄牛と雄羊、すなわち民のための全焼のいけにえを屠られた。アロンの子らはその血を彼に渡し、彼はそれを祭壇の周囲に注ぎかけた。

19 また、雄牛からの脂肪と、雄羊からの尾、覆い、腎臓、そして肝臓の上の脂肪。

20 脂肪を胸の上に置き、その脂肪を祭壇の上で焼いた。

21 アロンは胸と右の腿を主の前で揺祭として揺り動かした。モーセが命じられたとおりに。

22 アロンは手を民に向けて上げ、彼らを祝福された。そして、罪のいけにえと全焼のいけにえと全焼のいけにえを献げ終えてから、降りて来られた。

23 モーセとアロンは定めの時の天幕に入り、出て来て、民を祝福された。すると、主の栄光がすべての民に現れた。

24 火が主の前から出て、祭壇の上の全焼のいけにえと脂肪を焼き尽くした。すべての民はそれを見て、喜び叫び、その顔の前にひれ伏した。

Leviticus 10

1 アロンの子ナダブとアビフは、それぞれ自分の火皿を取り、その中に火を入れ、その上に薫香を置き、主の前に異なる火を捧げた。それは、主が彼らに命じられなかったものであった。

2 火が主の前から出て、彼らを焼き尽くした。彼らは主の前で死んだ。

3 モーセはアロンに言われた、「これは主が言われたことである。『わたしに近づく者によって、わたしは聖とされ、すべての民の前で、わたしは栄光を受ける』と」。そしてアロンは黙っていた。

4 モーセは、アロンの愛する者ウジエルの子ミシャエルとエリツァファンを呼び、彼らに言われた、「近づいて、あなたがたの兄弟を聖なるものの前から陣営の外へ運び去れ」。

5 彼らは近づいて、彼らをその長服のまま陣営の外に運び出した。モーセが言われたとおりに。

6 モーセはアロンと、その子エレアザルとイタマルに言われた、「あなたがたの頭を乱してはならない。また、あなたがたの衣服を裂いてはならない。そうしないと、あなたがたは死ぬことになる。そして、すべての集会が怒るであろう。あなたがたの兄弟であるイスラエルのすべての家は、主が焼かれた焼却について泣くであろう」。

7 あなたがたは、定めの時の天幕の入口から出てはならない。あなたがたが死なないためである。主の油注ぎの油があなたがたの上にあるからである。彼らはモーセの言葉のとおりに行った。

8 主はアロンに言われた、

9 ぶどう酒と強い酒を、あなたもあなたと共にいる子たちも、定めの時の天幕に入る時に飲んではならない。そうすれば、あなたがたは死なない。これはあなたがたの世代を通じての永遠の定めである。

10 聖なるものと俗との区別をさせ、また汚れたものと清いものとの区別をさせるためである。

11 イスラエルの子らに、主がモーセの手によって彼らに語られたすべての定めを教えるためである。

12 モーセはアロンと、その生き残った子ら、エレアザルとイタマルに言われた、「主の火による捧げ物から残った献げ物を取り、祭壇のそばで種なしパンとしてそれを食べなさい。それは最も聖なるものだからである。

13 あなたがたはそれを聖なる場所で食べなければならない。それは主の火による捧げ物のうちの、あなたの定めであり、あなたの子たちの定めである。わたしはそのように命じられたからである。

14 揺祭の胸と献げ物の腿は、清い場所で食べなさい。あなたと、あなたの子と、あなたの娘が、あなたと共に。それは、あなたの定め、あなたの子の定めとして、イスラエルの子らの全焼のいけにえのいけにえから与えられたからである。

15 献げ物の腿と揺祭の胸を、脂肪の火による捧げ物とともに、主の前で揺祭として揺り動かすために携えて来る。それはあなたと、あなたと共にいるあなたの子たちのための永遠の定めとなる。主が命じられたとおりである。

16 モーセは罪のためのやぎを熱心に捜し求めたが、見ると、それは焼かれていた。そこで彼は、アロンの残された子であるエレアザルとイタマルに対して怒って言った。

17 なぜあなたがたは罪を聖なる場所で食べなかったのか。それは聖なるものの中の聖なるものであり、主の前で集会の咎を負い、彼らのために贖いをするために、あなたがたに与えられたのだから。

18 見よ、その血は聖なるものの内側に携え入れられなかった。あなたがたはそれを聖なるものの中で必ず食べなければならない。それは私が命じたとおりである。

19 アロンはモーセに言われた、「見よ、今日、彼らは自分たちの罪のためのいけにえと全焼のいけにえを主の前にささげた。しかし、このようなことが私に起こった。もし私が今日、罪のためのいけにえを食べたなら、それは主の目にかなっただろうか」。

20 モーセは聞いて、それは彼の目に良しとされた。

Leviticus 11

1 主はモーセとアロンに言われた、「彼らに告げよ」。

2 イスラエルの子らに言われた、「地の上にいるすべての獣のうち、あなたがたが食べてよい生き物はこれである。

3 すべて蹄を分かつもの、すなわち蹄に裂け目があり、獣のうちで反芻するものを、あなたがたは食べてよい。

4 ただし、反芻するもの、蹄を分けるもののうち、これらを食べてはならない。らくだは、それが反芻するけれども蹄を分けないので、あなたがたにとって汚れたものである。

5 また岩狸は、それが反芻をするが、蹄を分かたないので、あなたがたにとって汚れたものである。

6 野うさぎは、反芻をするが、蹄を分けていないので、あなたがたにとって汚れたものである。

7 豚は、蹄を分かち、蹄の裂け目があるが、反芻しないので、あなたがたにとって汚れたものである。

8 彼らの肉を食べてはならない。また、彼らの死体に触れてはならない。彼らはあなたがたにとって汚れたものである。

9 あなたがたは、水の中にいるすべてのもののうち、このものを食べることができる。すなわち、水の中、海と谷川の中に、鰭と鱗を持つすべてのものを、あなたがたは食べることができる。

10 海と谷川にいるもので、鰭と鱗のないすべてのもの、水のすべての這うもの、および水の中のすべての生き物は、あなたがたにとって忌み嫌うものである。

11 忌み嫌うものとなるであろう、あなたがたにとって。それらの肉を食べてはならない。それらの死体を忌み嫌わなければならない。

12 水の中で鰭と鱗を持たないものはすべて、あなたがたにとって忌み嫌うものである。

13 あなたがたはこれらのものを鳥のうちで忌み嫌うものとしなければならない。それらは食べてはならない。それらは忌み嫌うものである。すなわち、鷲、鉤爪、ミサゴ。

14 またハゲワシと、その種類によるトビ。

15 すべてのからすを、その種類ごとに。

16 また、娘フクロウと夜鷹とカッコウと、その種類にしたがっての鷹。

17 杯と鵜とフクロウ

18 もぐらと鵜とエジプトハゲワシ

19 コウノトリ、その種類によるサギ、ヤツガシラ、そしてこうもり。

20 すべての鳥のうち、四つ足で歩く這うものは、あなたがたにとって忌み嫌うものである。

21 ただし、すべての這うもののうち、鳥のうちで四本の足で歩くもののうち、その足の上に飛び跳ねるための脚が地の上にあるものは、あなたがたはそれを食べてよい。

22 これらのうち、あなたがたはこれらを食べることができる。すなわち、いなごをその種類ごとに、バッタをその種類ごとに、甲虫をその種類ごとに、蝗虫をその種類ごとに。

23 すべての這うもののうち、鳥のうちで四つの足を持つものは、すべてあなたがたにとって忌み嫌うものである。

24 これらのものによって、あなたがたは汚れるであろう。すべてその死体に触れる者は、夕方まで汚れるであろう。

25 そして、その死体を運ぶ者はみな、自分の衣服を洗わなければならない。彼は夕方まで汚れている。

26 すべての獣のうち、蹄を割り分けることがなく、反芻もしないものは、あなたがたにとって汚れたものである。それらに触れる者はすべて汚れるであろう。

27 また、すべての手のひらで歩くもの、四つで歩くすべての生き物のうち、それらはあなたがたにとって汚れたものである。すべてその死体に触れる者は、夕方まで汚れるであろう。

28 その死体を運ぶ者は自分の衣服を洗わなければならない。そして夕方まで汚れている。それらはあなたがたにとって汚れたものである。

29 これはあなたがたにとって、地の上を這うもののうちで汚れたものはこれらである。イタチ、ねずみ、かめをその種類ごとに。

30 ヤモリ、力、とかげ、かたつむり、もぐら。

31 これらは、すべての這うもののうち、あなたがたにとって汚れたものである。すべてそれらに触れる者は、それらの死によって夕方まで汚れる。

32 また、それらの死骸がその上に落ちるすべてのものは、すべての木の器、または衣服、または皮、または荒布、すべての仕事に使われる器は、汚れる。それは水に入れられ、夕方まで汚れたままであり、そして清くなる。

33 すべての土器の器で、それらのうちの一つがその真ん中に落ちるなら、その真ん中にあるすべてのものは汚れる。そして、あなたがたはそれを壊さなければならない。

34 すべての食物のうち、水がその上に来るものは、食べられるものはすべて汚れる。そして、すべての器の中で飲まれるすべての酒注ぎ役は汚れる。

35 すべて、その死体がそれに落ちるものは汚れる。かまどと二つのかまどは打ち壊されねばならない。それらは汚れている。それらはあなたがたにとって汚れたものとなる。

36 しかし、泉と水をためる穴の池は清い。しかし、その死体に触れる者は汚れる。

37 もし彼らの死体が、種まきされるすべての種の上に落ちるなら、それはきよいものである。

38 しかし、もし水が種の上に注がれ、その死体がその上に落ちたなら、それはあなたがたにとって汚れたものである。

39 あなたがたの食物となる獣のうちで、それが死んだなら、その死体に触れる者は夕方まで汚れる。

40 その死体を食べる者は自分の衣服を洗わなければならない。そして夕方まで汚れたままである。その死体を運ぶ者も自分の衣服を洗わなければならない。そして夕方まで汚れたままである。

41 地の上を這うすべての這うものは、忌み嫌うものであり、食べてはならない。

42 腹で這うすべてのもの、四つ足で這うすべてのもの、地に群がるすべての這うもののうち、足の多いすべてのものは、あなたがたは食べてはならない。それらは忌み嫌うものである。

43 あなたがたの生き物を、すべての這うものによって汚してはならない。それらによって汚れることなく、それらによって汚されてはならない。

44 あなたがたの神、主であるわたしは聖であるから、あなたがたは自分を聖別し、聖なる者となりなさい。地の上を這うすべての這うものによって、あなたがたの生き物を汚してはならない。

45 わたしは主であり、あなたがたをエジプトの地から導き上った者であり、あなたがたの神となるためである。あなたがたは聖なる者となりなさい。わたしが聖であるからである。

46 これは、獣と鳥の律法であり、水の中を動くすべての生きている命と、地の上を這うすべての命に関するものである。

47 汚れたものと清いものの区別、また食べられる生き物と食べてはならない生き物の区別のためである。

Leviticus 12

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに言われた、「女が妊娠して男の子を産むなら、彼女は七日の間汚れる。彼女の汚れの日々のように、彼女は汚れる。

3 八日目に、その包皮の肉は割礼されなければならない。

4 三十日と三日の間、彼女はきよめの血のうちに座していなければならない。すべての聖なるものに触れてはならず、聖所にも入ってはならない。彼女のきよめの日が満ちるまで。

5 もし女を産むなら、彼女は自分の汚れの期間のように二週間汚れている。そして、きよめの血の上に六十日と六日座っている。

6 きよめの日が満ちて、子のためであれ、歳のためであれ、彼女は自分の年の子羊一頭を全焼のいけにえとし、鳩の子一羽か、または鳩一羽を罪のためのいけにえとして、定めの時の天幕の入口で祭司のもとに持って来なければならない。

7 彼女はそれを主の前に持って行き、祭司が彼女のために贖いをし、彼女はその血の泉から清められる。これは男の子または女の子を産んだ者の律法である。

8 もし彼女の手が羊一匹に十分なほどに及ばないなら、彼女は二羽の鳩、または二羽の鳩の子を取り、一羽を全焼のいけにえに、一羽を罪のいけにえにし、祭司が彼女のために贖いをなし、彼女は清くなる。

Leviticus 13

1 主はモーセとアロンに告げて言われた。

2 人がその肉の皮に高揚、あるいはかさぶた、あるいは白い斑点ができ、その肉の皮にそれがらい病の災害となったなら、その人は祭司アロンのもとへ、あるいはその子である祭司たちの一人のもとへ連れて行かれなければならない。

3 祭司が肉の皮の災害を見られる。その災害の毛が白く変わり、その災害の外観がその肉の皮よりも深ければ、それはらい病の災害である。祭司はそれを見て、彼を汚れた者と宣言される。

4 もしその白い斑点が彼の肉の皮にあって、その外観が皮よりも深くなく、毛が白く変わっていないなら、祭司はその災害を七日間隔離する。

5 祭司は第七の日に彼を見た。すると、見よ、その災害は彼の目に留まったままで、災害は皮に広がっていなかった。祭司は彼を再び七日間、隔離した。

6 祭司は第七日に再び彼を見る。すると、その災害は薄らいでおり、災害が皮に広がっていなかった。祭司は彼をきよめる。それはかさぶただからである。彼は自分の衣服を洗うならば、きよくなる。

7 もしそのかさぶたが皮に広がり、祭司の前に現れてそのきよめの後、再び祭司の前に現れるなら、

8 祭司が見て、見よ、かさぶたが皮に広がっていたならば、祭司はその者を汚れた者としなければならない。それはらい病である。

9 らい病の災害が人に生じたとき、その人は祭司のところへ連れて行かれなければならない。

10 祭司が見ると、見よ、皮に白い高揚があり、それが白い毛に変わっており、その高揚の中に生きた肉の命の維持がある。

11 それは彼の肉の皮にある慢性のらい病であり、祭司は彼を汚れた者とされた。彼を閉じ込めてはならない。彼は汚れているからである。

12 もし皮にらい病が広がって、そのらい病が災害のある者の頭から足までのすべての皮を覆い、祭司の目にそのすべての外観が見えるならば、

13 祭司が見て、見よ、らい病がそのすべての肉を覆っていたなら、その災害を清いと宣言しなければならない。それはすべて白く変わっており、彼は清いのである。

14 その日、彼に生きた肉が現れたなら、彼は汚れている。

15 祭司はその生きた肉を見て、彼を汚れた者とされた。その生きた肉は汚れている。それはらい病である。

16 あるいは、生きた肉が元に戻って白く変わり、祭司のもとへ行くならば。

17 祭司は彼を見た。すると見よ、その災害は白に変わっていた。祭司はその災害を清いものと宣言した。それは清いのである。

18 肉に、その皮に腫物ができて、それが治ったならば、

19 そして、その腫物の場所に白い高揚、または白っぽく赤みを帯びた白い斑点ができ、それが祭司に見えるならば、

20 祭司が見て、見よ、その外観が皮よりも低く、その毛が白く変わっていたなら、祭司はそれを災害とし、それは腫物に生じたらい病である。

21 祭司がそれを見て、見よ、それに白い毛がなく、それが皮よりも低くもなく、それが薄暗いなら、祭司はそれを七日間隔離する。

22 もしそれが皮に広がるならば、祭司はその人を汚れた者と宣言しなければならない。それは災害である。

23 もしその白い斑点がその場所に留まり、広がらず、それは腫物の焼き傷であるなら、祭司はそれを清いと宣言する。

24 また、もし肉の皮に火の燃えているものによる傷があり、その燃えているものの命の維持が白い斑点となり、白っぽい赤、または白であるならば、

25 祭司はそれを見る。すると、白い毛が白い斑点の中で変わっており、その外観が皮よりも深いなら、それは燃えているものの中にらい病が生じたものである。祭司は彼を汚れた者とする。それはらい病の災害である。

26 祭司がそれを見て、見よ、その白い斑点には白い毛がなく、それが皮よりも低くもなく、しかもそれが薄暗いなら、祭司はその人を七日間、隔離する。

27 祭司は第七の日に彼を見られた。もしその災害が皮の上に広がるならば、祭司は彼を汚れた者とされた。それはらい病の災害である。

28 もしその白い斑点がその下に留まり、皮に広がらず、それが薄くなっているなら、それは燃えているものの高揚である。祭司はそれを清いと宣言する。なぜなら、それは燃えているものの焼き傷だからである。

29 人が、あるいは女が、その身に災害が生じ、それが頭かひげにあるならば、

30 祭司がその災害を見て、その外観が皮よりも深く、そこに細く黄色い毛があるならば、祭司はその人を汚れた者とする。それはかさぶたであり、頭またはひげのらい病である。

31 祭司がかさぶたの災害を見て、その外観が皮よりも深くなく、そこに黒い毛がないなら、祭司はそのかさぶたの災害を七日間隔離する。

32 祭司は第七の日にその災害を見る。すると、そのかさぶたは広がっておらず、その中に黄色い毛もなく、かさぶたの外観は皮よりも深くない。

33 彼は剃るが、かさぶたは剃らない。祭司はそのかさぶたを七日間、再び隔離する。

34 祭司は第七の日にそのかさぶたを見られた。すると、見よ、かさぶたは皮に広がっておらず、その外観は皮よりも深くない。祭司はその人を清いと宣言し、その人は自分の衣服を洗うならば、清い者となる。

35 しかし、もしそのかさぶたが、その人のきよめの後に皮に広がるならば、

36 祭司は彼を見た。すると、見よ、かさぶたが皮に広がっていた。祭司は黄色い毛について調べることはない。彼は汚れている。

37 もしそのかさぶたが彼の目に留まり、その中に黒い毛が生えていれば、そのかさぶたは癒えたのである。彼は清い。祭司は彼を清いと宣言する。

38 人が、あるいは女が、その肉の皮に白い斑点ができる場合、その白い斑点は白い斑点である。

39 祭司が見て、見よ、彼らの肉の皮に白い斑点が薄く白いなら、それは白い斑点であり、皮に広がったもので、彼は清い。

40 人がその頭を剃るなら、その人は禿げている。その人は清い。

41 もし彼の頭が顔の隅で剃り落とされたなら、彼は禿げ頭であり、彼は清い。

42 また、禿げ頭または禿げ頭に、白く赤みを帯びた災害があるなら、それは彼の禿げ頭または彼の禿げ頭に広がるらい病である。

43 祭司は彼を見て、見よ、その災害の高揚が彼の禿げ頭または彼の禿げ頭に白っぽい赤であり、肉の皮のらい病の外観のようであるならば、

44 その人はツァラアトに冒された者であり、彼は汚れている。祭司は彼の頭の災害によって、必ず彼を汚れていると宣言しなければならない。

45 その災害を負っているツァラアトの者は、その衣服は裂かれ、その頭は乱れ、ひげを覆い、「汚れている、汚れている」と叫ばなければならない。

46 災害のあるすべての日、彼は汚れている。彼は汚れている者である。彼は孤独に住み、その居住は陣営の外である。

47 衣服にらい病の災害が生じた場合、その衣服が羊毛の衣服であれ、亜麻の衣服であれ、

48 あるいは亜麻の縦糸、あるいはアラビアの羊毛、あるいは皮、あるいはすべての皮の仕事に。

49 その災害が衣服、または皮、または縦糸、またはアラビア、またはすべての皮の器の中に、緑がかったもの、または赤みがかったものであるならば、それはらい病の災害である。そして、それは祭司に見せられなければならない。

50 祭司はその災害を見て、その災害を七日間閉じ込めた。

51 七日目に、祭司はその災害を診る。もし災害が衣服に、または縦糸に、またはアラビアに、または皮に、仕事のために作られるすべての皮に広がっているなら、その災害は悪性のらい病であり、それは汚れている。

52 その衣服、または縦糸、またはアラビア、羊毛または亜麻のもの、またはすべての皮の器で、その中に災害があるものを焼き尽くす。それは悪性のらい病であるから、火で焼かれる。

53 もし祭司が見て、見よ、その災害が衣服、あるいは縦糸、あるいはアラビア、あるいはすべての皮の器に広がっていないなら、

54 祭司は命じられ、その災害のあるものを洗わせ、さらに七日間、それを隔離された。

55 祭司はその災害を洗った後に調べ、見よ、その災害がその目を変えず、その災害が広がっていないならば、それは汚れている。あなたはそれを火で焼き尽くせ。それはその禿げ頭またはその禿げ頭における内なる腐食である。

56 もし祭司が見て、その災害が洗われた後に薄くなっているなら、その災害を衣服から、または皮から、または縦糸から、またはアラビアから裂き取らなければならない。

57 もし再び衣服、あるいは縦糸、あるいはアラビア、あるいはすべての皮の器にそれが現れるなら、それは広がっているのである。あなたはそれを火で焼かなければならない。その災害があるものを。

58 その衣服、あるいは縦糸、あるいはアラビア、あるいはすべての皮の器で、それを洗うとき、その災害がそれらから去り、再び洗われて、それは清くなる。

59 これは、羊毛の衣服か亜麻の衣服、縦糸かアラビア、あるいはすべての皮の器におけるらい病の災害の律法であり、それを清いとすること、または汚れたとすることに関するものである。

Leviticus 14

1 主はモーセに告げて言われた。

2 これはツァラアトに冒された者の律法である。そのきよめの日に、彼は祭司のところへ連れて来られる。

3 祭司は陣営の外に出て行き、祭司が見ると、見よ、らい病の災害がそのらい病人から癒えていた。

4 祭司は命じられ、清められる者のために、二羽の生きている清い鳥、杉の木、緋色の糸、そしてヒソプを取らせる。

5 祭司は命じ、その一羽の鳥を、生きた水の上の土器の器に向かって屠った。

6 生きた鳥を取り、杉の木と緋色の糸とヒソプを取り、それらと生きた鳥を、流された鳥の血に、生きた水の上で浸す。

7 らい病から清められる者の上に七度振りかけ、その者を清め、生きた鳥を野の面に放つ。

8 清められる者は自分の衣服を洗い、自分のすべての毛を剃り、水で身を洗って清くなる。その後、陣営に入ることができる。そして自分の天幕の外に七日の間、住む。

9 第七日には、そのすべての毛を剃る。その頭とひげと目の背と、そのすべての毛を剃る。そしてその衣服を洗い、その肉を水で洗うならば、彼は清くなる。

10 八日目に、彼は傷のない雄の子羊二匹と、一歳の傷のない雌の子羊一匹を取り、油で混ぜた薄力粉の献げ物として十分の一の量三つと、油一ログを取る。

11 祭司は、清められる人とそれらを、主の前、定めの時の天幕の入口に立たせる。

12 祭司はその一頭の子羊を取り、それを罪過のための捧げ物として献げ、また油のログを取り、それらを主の前で揺祭として揺り動かした。

13 彼はその子羊を、罪のいけにえと全焼のいけにえを屠る場所、すなわち聖なる場所で屠らなければならない。なぜなら、罪過のための捧げ物は罪のいけにえと同じであり、祭司のものであり、それは最も聖なるものであるからだ。

14 祭司は罪過のための捧げ物の血を取り、祭司はそれを清められる者の右の耳たぶと右の手の拇指と右の足の拇指に付ける。

15 祭司はそのログの油から取って、自分の左の手のひらの上に注ぎ出す。

16 祭司は自分の右の指を、その左の手のひらにある油に浸し、その指で油を主の前に七度振りかける。

17 祭司はその手のひらにある油の残りを、清められる者の右の耳たぶと右の手の拇指と右の足の拇指に、罪過のための捧げ物の血の上に注ぐ。

18 残った油を、祭司の手のひらにあるものから、清められる者の頭の上に注ぎ、祭司はその者のために主の前で贖いをする。

19 祭司は罪のためのいけにえを献げ、その汚れから清められる者のために贖いをなされた。その後、全焼のいけにえを屠られた。

20 祭司は全焼のいけにえと献げ物を祭壇の上にささげ、祭司は彼のために贖いを行い、彼は清められた。

21 もしその人が貧しく、その手が届かないなら、その人は自分のための罪過のための捧げ物として、一頭の子羊を揺祭のために取り、自分を贖うために捧げる。また、油を混ぜた薄力粉の十分の一の量を献げ物とし、油一ログを取る。

22 そして、彼の手が届く範囲で、二羽の鳩、または二羽の鳩の子を取り、その一羽は罪のためのもの、もう一羽は全焼のいけにえとする。

23 その人は、そのきよめのために、第八の日に、それらを祭司のもとへ、定めの時の天幕の入口、主の前に持って来る。

24 祭司は罪過のための捧げ物の子羊と油のログを取り、祭司はそれらを主の前で揺祭として揺り動かした。

25 罪過のための捧げ物の子羊を屠り、祭司は罪過のための捧げ物の血を取り、それを清められる者の右の耳たぶと右の手の拇指と右の足の拇指に付ける。

26 祭司はその油を自分の左の手のひらの上に注ぐ。

27 祭司はその右の指で、左の手のひらにある油から、主の前に七度振りかける。

28 祭司はその手のひらの上にある油から、きよめられる者の右の耳たぶと、右の手の拇指と、右の足の拇指とに、罪過のための捧げ物の血の場所にそれを塗った。

29 祭司の手のひらにある残りの油を、清められる者の頭に注ぎ、主の前で彼のために贖いをする。

30 彼は、その鳩のうちの一羽、あるいは鳩の子のうちの一羽を、自分の手の届く範囲でささげる。

31 その手が届くものの一つを罪のためのものとし、もう一つを全焼のいけにえとして、献げ物とともにささげなさい。祭司は主の前で、きよめられる者のために宥めを行う。

32 これは、その者にらい病の災害がある者の律法である。その手が自分のきよめに届かない者のためのものである。

33 主はモーセとアロンに言われた。

34 あなたがたが、わたしが所有としてあなたがたに与えるカナンの地に入るとき、あなたがたの所有の地の家に、わたしがらい病の災害を下すことがある。

35 家の持ち主が来て、祭司に告げて言った、「家に災害が私に見えた」。

36 祭司は命じられた。祭司が災害を見るために来る前に、家を空けさせた。家の中のすべてのものが汚れないようにするためである。その後、祭司は来て、家を見た。

37 祭司はその災害を見る。すると見よ、その災害が家の壁にあり、緑がかった、または赤みがかったくぼみがあり、その外観が壁よりも低い。

38 祭司はその家から出て、家の入口に行き、その家を七日間閉鎖した。

39 祭司は第七の日に戻って来て、見ると、災害が家の壁に広がっていた。

40 祭司は命じられ、彼らはその災害のある石を取り除き、それを町の外の汚れた場所に投げ捨てる。

41 そしてその家を周囲の内側から削り取り、彼らが削り取ったちりを町の外の汚れた場所に捨てる。

42 彼らは他の石を取り、その石の代わりに持って来る。また、彼は他のちりを取り、その家に塗る。

43 もし災害が家に再び現れ、石を取り除いた後、家を削り、塗り直した後に広がったなら、

44 祭司が来て見ると、見よ、その災害が家に広がっていた。それは家における悪性のらい病であり、その家は汚れている。

45 その家を、その石とその木と、その家のすべてのちりとともに打ち壊し、それを町の外の汚れた場所へ運び出さなければならない。

46 その家に入る者は、それが閉ざされている間のすべての日、夕方まで汚れる。

47 家の中で寝る者は自分の衣服を洗わなければならない。家の中で食べる者も自分の衣服を洗わなければならない。

48 もし祭司が来て見ると、家に災害が広がっておらず、家を塗り直した後であるならば、祭司はその家をきよいと宣言する。災害が癒えたからである。

49 家を清めるために、二羽の鳥、杉の木、緋色の糸、そしてヒソプを取らなければならない。

50 彼はその一羽の鳥を、生きた水の上の土器の器に向かって屠った。

51 彼は杉の木とヒソプと緋色の糸と生きている鳥を取り、それを屠られた鳥の血と生きている水に浸し、その家に七度振りかけた。

52 そして、その家を鳥の血と生きている水と生きている鳥と杉の木とヒソプと緋色のものをもって清めなければならない。

53 そして生きた鳥を町の外、野の前に放ち、その家のために贖いをし、清められた。

54 これは律法である。すべてのらい病の災害と、かさぶたについて。

55 衣服のらい病と家のためのものである。

56 高揚と、かさぶたと、白い斑点のために。

57 汚れた日と清い日のために教えるためのものである。これがらい病の律法である。

Leviticus 15

1 主はモーセとアロンに言われた。

2 イスラエルの子らに告げて、彼らに言われた。「だれでも、その肉から流出があるなら、その流出は彼にとって汚れである。

3 これがその者の汚れである、その流出のゆえに。彼の肉がその流出を流し出すか、あるいは彼の肉がその流出によって塞がれるなら、それが彼の汚れである。

4 すべての寝床は、その上に漏出のある者が寝るならば、汚れる。そして、その上に座るすべての器も汚れる。

5 その寝床に触れる人は、自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして、その人は夕方まで汚れている。

6 その器の上に座る者も、その器に座った者は、その衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして夕方まで汚れている。

7 その者の肉に触れる者は、自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして、その者は夕方まで汚れている。

8 もし帯下の者が清い者に唾をかけたなら、その者は自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして夕方まで汚れている。

9 すべての戦車も、その上に流出のある者が乗るものは、汚れる。

10 すべてその下にあるものに触れる者は、夕方まで汚れる。また、それらを運ぶ者は、自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして、夕方まで汚れたままである。

11 すべて、その漏出のある者が触れるもの、そしてその手が水で洗われていない場合、その者は自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして、その者は夕方まで汚れている。

12 土器の器は、その者が触れるならば、必ず打ち壊されなければならない。そして、すべての木の器は、水で洗われなければならない。

13 その流出からきよめられる時、その人は自分のきよめのために七日の日を数え、自分の衣服を洗い、自分の肉を生きている水で洗うなら、きよくなる。

14 八日目には、彼は自分のために二羽の鳩、あるいは二羽の鳩の子を取り、定めの時の天幕の入口で主の前に来て、それを祭司に渡す。

15 祭司はその二つを、一つを罪のいけにえとし、もう一つを全焼のいけにえとしてささげる。祭司はその流出のために、主の前で彼のために贖いをする。

16 人に精の寝床の種が漏れ出たならば、そのすべての肉を水で洗わなければならない。そして、その人は夕方まで汚れている。

17 すべての衣服とすべての皮、その上に種の寝床があるものは、水で洗われ、夕方まで汚れている。

18 女が、人が種の寝床で彼女と寝るなら、彼らは水で洗わなければならない。そして、彼らは夕方まで汚れている。

19 女に流出があり、その流出がその肉に血であるなら、彼女は七日の間、その汚れのうちにある。すべて彼女に触れる者は、夕方まで汚れる。

20 彼女の汚れの間、その上に彼女が横たわるすべてのものは汚れる。また、その上に彼女が座るすべてのものも汚れる。

21 すべて、彼女の寝床に触れる者は、自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして、その者は夕方まで汚れている。

22 すべての者が、彼女がその上に座るすべての器に触れるなら、その者は自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして、その者は夕方まで汚れている。

23 もしそれが寝床の上にあるか、彼女がその上に座っている器の上にあるなら、彼がそれに触れるとき、その者は夕方まで汚れる。

24 もし人が彼女と寝て、彼女の汚れが彼に及ぶなら、彼は七日の間汚れる。そして、彼がその上に寝るすべての寝床は汚れる。

25 女がその汚れの時でなくても、多くの日の間、血の流出があり、あるいはその汚れの上に流出するなら、その流出の汚れのすべての日は、その汚れの日のようであり、彼女は汚れている。

26 彼女がその流出の間ずっと横たわるすべての寝床は、彼女の汚れの寝床のようになり、彼女が座るすべての器は、彼女の汚れの汚れのように汚れる。

27 すべてそれらに触れる者は汚れる。彼は自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして夕方まで汚れたままである。

28 もし彼女がその流出から清められたなら、彼女は七日の日を数え、その後で清くなる。

29 八日目には、彼女は二羽の鳩、または二羽の鳩の子を取り、それを祭司のもと、定めの時の天幕の入口に持って行かなければならない。

30 祭司はその一方を罪のためのいけにえとし、他方を全焼のいけにえとし、祭司は彼女の汚れの流出のゆえに、主の前で彼女のために贖いをする。

31 あなたがたはイスラエルの子らをその汚れから遠ざけなさい。彼らがその汚れのゆえに死なないように。彼らがその真ん中にあるわたしの幕屋を汚すことによって。

32 これは、漏出する者の律法である。また、彼から種の寝床が漏れ出て、それによって汚れる者のための律法である。

33 また、月の汚れの間の女、および流出のある男、男にも女にも、そして汚れた女と寝る人についての律法である。

Leviticus 16

1 主はモーセに、アロンの二人の子が主の前に近づいて死んだ後、言われた。

2 主はモーセに言われた、「あなたの兄弟アロンに告げよ。彼はいつでも聖なるものの中に入ってはならない。垂れ幕の内側の、箱の上にある贖罪所の前に入ってはならない。彼が死なないためである。なぜなら、わたしは雲のうちに贖罪所の上に現れるからである」。

3 アロンはこのようにして聖なるものに入る。すなわち、罪のための雄牛の子と、全焼のいけにえのための雄羊とをもって。

4 聖なる亜麻布の長服を着、亜麻布のももひきをその肉の上に着け、亜麻布の帯で締め、亜麻布の冠をかぶる。これらは聖なる衣服である。彼は水でその肉を洗い、それらを着る。

5 イスラエルの子らの集会から、罪のための雌ヤギの雄やぎ二匹と、全焼のいけにえのための雄羊一匹を取らなければならない。

6 アロンは自分のための罪の雄牛を献げ、自分自身と自分の家のために贖いをなした。

7 彼はその二匹のやぎを取り、主の前、定めの時の天幕の入口にそれらを立たせた。

8 アロンは二匹のやぎの上に、くじを二つ、一つは主のためのくじ、もう一つはアザゼルのためのくじを投げた。

9 アロンは、主のためにくじが上ったやぎをささげ、それを罪のためのものとした。

10 くじがアザゼルのために上ったやぎは、主の前に生きたまま立たせられ、その上で贖いをするために、それをアザゼルのために荒野へ送り出すためである。

11 アロンは自分の罪のための雄牛を献げ、自分と自分の家のために贖いを行い、自分の罪のための雄牛を屠った。

12 火皿に満ち満ちているもの、祭壇の上から主の前にある燃えている炭の火を取り、その握り拳に満ち満ちているもの、細かい香料の薫香を取り、垂れ幕の家の中に持って行った。

13 薫香を主の前の火の上に置き、薫香の雲が証言の上の贖罪所を覆うようにした。彼は死なないであろう。

14 雄牛の血を取り、自分の指でその血を贖罪所の顔の東側に振りかけ、贖罪所の前でその血を指で七度振りかけた。

15 民のための罪のやぎを屠り、その血を垂れ幕の内側の家の中に携え入れ、その血を、雄牛の血に対して行ったように行い、それを贖罪所の上と贖罪所の前に振りかける。

16 彼は聖なるものをイスラエルの子らの汚れと、そのすべての罪に対する彼らの背きの罪のために贖い、彼らの真ん中に住む定めの時の天幕にもそのように行う。彼らの汚れのただ中で。

17 すべての人は、彼が聖なるもののために贖いをするために入る時から、彼が出る時まで、定めの時の天幕の中にいてはならない。彼は自分のために、自分の家のために、そしてイスラエルのすべての集会のために贖いをする。

18 主の前にある祭壇のところへ出て行き、その上に贖いをなされた。そして雄牛の血とやぎの血を取り、祭壇の角の周囲にそれを塗られた。

19 彼はその血を自分の指で七度その上に振りかけ、それをイスラエルの子らの汚れから清め、聖別した。

20 そして彼は聖なるものと定めの時の天幕と祭壇のために贖いを成し遂げたなら、生きたやぎを差し出した。

21 アロンはその両手を生きたやぎの頭の上に置き、その上でイスラエルの子らのすべての咎と、彼らのすべての背きの罪を、そのすべての罪のゆえに告白し、それらをやぎの頭の上に置き、定められた人の手によって荒野に送り出す。

22 そのやぎは、彼らのすべての咎を自分に負って、隔ての地へ運び行き、そのやぎを荒野に放つ。

23 アロンは定めの時の天幕に入り、聖なるものに入る時に着ていた亜麻布の衣服を脱ぎ、それをそこに置いた。

24 彼はその肉を聖なる場所で水に洗い、自分の衣服を着て、出て行って、自分の全焼のいけにえと民の全焼のいけにえをささげ、自分のためと民のために贖いをなした。

25 罪の脂肪は祭壇の上で焼かれなければならない。

26 やぎをアザゼルに送り出す者は、自分の衣服を洗い、自分の肉を水で洗わなければならない。その後、彼は陣営に戻ることができる。

27 罪のための雄牛と罪のためのやぎ、その血が聖なるものの中で贖いのために運び込まれたものは、陣営の外に運び出し、その皮と肉と糞を火で焼きなさい。

28 彼らを焼く者は自分の衣服を洗い、自分の肉を水で洗わなければならない。その後、陣営に入ることができる。

29 これはあなたがたにとって永遠の定めとなる。第七の月の十日に、あなたがたは自分の心を苦しめなければならない。すべての仕事をしてはならない。生まれつきの者も、あなたがたの真ん中に寄留している寄留者も。

30 この日、彼はあなたがたのために贖いをなし、あなたがたを清めるために、あなたがたのすべての罪から、主の前であなたがたは清められる。

31 これはあなたがたにとって全き安息の安息日であり、あなたがたは自分の魂を苦しめなければならない。これは永遠の定めである。

32 その父に代わって祭司として仕えるために油を注がれ、その手を満たされた祭司は、亜麻布の衣服、すなわち聖なる衣服を着て、贖いをなす。

33 聖所と聖なるもの、定めの時の天幕と祭壇のために宥めを行い、祭司たちのため、そして集会のすべての民のために宥めを行う。

34 これはあなたがたにとって永遠の定めとなり、イスラエルの子らのすべての罪のために、年に一度、贖いをするものである。そして主がモーセに命じられたとおりに、彼は行った。

Leviticus 17

1 主はモーセに告げて言われた。

2 アロンとその子たち、そしてイスラエルのすべての子らに告げて、彼らに言え。主が命じて言われた言葉はこれである。

3 家のイスラエルの人々のうち、だれでも雄牛、子羊、または雌ヤギを陣営の中で屠る者、あるいは陣営の外で屠る者は、

4 そして、その人を会見の天幕の入口に持って来ず、主の幕屋の前に主に捧げ物を献げるために持って来なかったなら、その人には血が帰せられる。その人は血を流したのであり、その人は自分の民の内側から断ち切られる。

5 イスラエルの子らが野の面でささげる彼らのいけにえを、主のもとに、定めの時の天幕の入口にある祭司のもとに携えて行き、彼らがその全焼のいけにえのいけにえを主にささげるためである。

6 祭司はその血を主の祭壇の上に、定めの時の天幕の入口で注ぎかけ、脂肪を主への芳しい香りのために焼いて煙にした。

7 彼らはもう自分たちのいけにえを、彼らが淫行して追い求めてきたやぎたちにささげてはならない。これは彼らのために、永遠の定めとして、彼らの代々にわたって続くものである。

8 彼らに言われた。「イスラエルの家の者、またその真ん中に寄留する寄留者のうち、だれでも全焼のいけにえをささげる者、あるいはいけにえをささげる者は、

9 その人を主にささげるために、それを定めの時の天幕の入口に持って来ないなら、その人は自分の民から断たれる。

10 イスラエルの家の者であれ、その真ん中に寄留する寄留者であれ、すべての血を食べる者があれば、わたしはその血を食べる命にわたしの顔を向け、その者をその民の内側から断ち切る。

11 肉の命は血の中にある。そして、わたしはそれをあなたがたのために祭壇の上に与えた。あなたがたの命のために贖いをするためである。血は命によって贖いをするからである。

12 それゆえ、わたしはイスラエルの子らに言われた。あなたがたのうちのすべての命は血を食べてはならない。あなたがたの真ん中に住む寄留者も血を食べてはならない。

13 イスラエルの子らのうちの誰であれ、また彼らの真ん中に寄留している寄留者であれ、食べられる狩猟の生き物や鳥を狩る者は、その血を流し、それをちりで覆わなければならない。

14 すべての肉の命は、その血がその命の中にあるからである。そして、わたしはイスラエルの子らに言われた、「すべての肉の血を食べてはならない。すべての肉の命はその血であるからだ。それを食べる者はすべて断たれる」。

15 すべての命ある者で、生まれつきの者であれ寄留者であれ、死体や裂け肉を食べる者は、自分の衣服を洗い、水で身を洗わなければならない。そして、夕方まで汚れたままとなり、その後に清くなる。

16 もし洗わず、その肉を水で洗わないなら、その者は自分の咎を負わなければならない。

Leviticus 18

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに告げて、彼らに言われた。「わたしはあなたがたの神、主である。

3 エジプトの地のわざであって、あなたがたがそこに住んでいたものは、行ってはならない。また、わたしがあなたがたをそこに連れて行くカナンの地のわざも、行ってはならない。また、彼らの定めに従って歩んではならない。

4 あなたがたはわたしのさばきを行い、わたしの定めを守って、それに従って歩まなければならない。わたしはあなたがたの神、主である。

5 あなたがたはわたしの定めとわたしのさばきを守らなければならない。それを人が行うなら、それによって生きる。わたしは主である。

6 すべての人は、自分の肉の肉である者に近づいて裸を現してはならない。わたしは主である。

7 あなたの父の裸とあなたの母の裸を現してはならない。彼女はあなたの母である。その裸を現してはならない。

8 あなたの父の妻の裸を現してはならない。それはあなたの父の裸である。

9 あなたの姉妹、すなわちあなたの父の娘、あるいはあなたの母の娘、家に生まれた者も外に生まれた者も、その裸を現してはならない。彼らの裸を現してはならない。

10 あなたの子の娘、またはあなたの娘の娘の裸を現してはならない。それは彼女たちの裸であり、あなた自身の裸だからである。

11 あなたの父の妻の娘、すなわちあなたの父から生まれた者は、あなたの姉妹である。その裸を現してはならない。

12 あなたの父の姉妹の裸を現してはならない。彼女はあなたの父の肉である。

13 あなたの母の姉妹の裸を現してはならない。それはあなたの母の肉である。

14 あなたの父の兄弟の裸を現してはならない。彼の妻に近づいてはならない。彼女はあなたのおばである。

15 あなたの花嫁の裸を現してはならない。それはあなたの子の妻である。彼女の裸を現してはならない。

16 あなたの兄弟の妻の裸を現してはならない。それはあなたの兄弟の裸である。

17 女の裸とその娘の裸を現してはならない。その子の娘とその娘の娘を取って、その裸を現してはならない。それらは近親の女であり、それは悪意である。

18 妻をその姉妹の上に取ってはならない。彼女の命の間、彼女の裸を現わすために、彼女を苦しめてはならない。

19 その汚れの期間にある女に近づいて、その裸を現してはならない。

20 あなたの隣人の妻に、あなたの寝床を種のために与えて、彼女によって汚れてはならない。

21 あなたの子孫をモレクに渡して火を通してはならない。あなたの神の名を汚してはならない。わたしは主である。

22 男の寝床に女の寝床のように寝てはならない。それは忌み嫌うべきものである。

23 すべての獣にあなたの寝床を与えて、それによって汚れてはならない。女は獣の前に立って、それと交わってはならない。それは混雑である。

24 あなたがたは、これらすべてのことで身を汚してはならない。これらすべてのことで、わたしがあなたがたの前から追い払う国々が汚れたからである。

25 地は汚れた。そして、わたしはその咎をそれに報いた。地はその住民を吐き出した。

26 あなたがたはわたしの定めとわたしのさばきを守り、これらすべての忌み嫌うべきものを、生まれつきの者も、あなたがたの真ん中に寄留している寄留者も、行ってはならない。

27 あなたがたの前にいた地の人々は、これらすべての忌み嫌うべきものを造ったので、地は汚れた。

28 地は、あなたがたがそれを汚したことによって、あなたがたを吐き出さないであろう。それは、あなたがたの前にあった国を吐き出したのと同じである。

29 すべてのこれらの忌み嫌うべきもののうちのどれかを行う者はだれでも、それを行う命たちはその民の内側から断たれるであろう。

30 あなたがたはわたしの務めを守り、あなたがたの前で行われた忌み嫌うべきものの定めを行わず、それらによって汚れてはならない。わたしはあなたがたの神、主である。

Leviticus 19

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らのすべての集会に告げて、彼らに言われた、「あなたがたは聖なる者となりなさい。なぜなら、あなたがたの神、主であるわたしは聖であるからだ」。

3 人は自分の母と父を恐れ、わたしの安息日を守らなければならない。わたしはあなたがたの神、主である。

4 偶像に向かってはならず、あなたがたのために鋳像の神を造ってはならない。わたしはあなたがたの神、主である。

5 あなたがたが全焼のいけにえを主にささげるなら、そのいけにえは、あなたがたの喜びのためにささげなさい。

6 あなたがたのいけにえをささげる日には、それが食べられ、翌日にも食べられる。しかし、三日目まで残ったものは、火で焼かれなければならない。

7 もし三日目にそれが食べられるなら、それは忌まわしいものであり、受け入れられない。

8 それを食べる者は自分の咎を負う。彼が主の聖なるものを汚したからである。その命はその民の間から断たれる。

9 あなたがたの地の収穫を刈り入れるとき、あなたの野の隅まで刈り尽くしてはならない。また、あなたの収穫の拾い集めを拾い集めてはならない。

10 あなたのぶどう園を荒らしてはならない。あなたのぶどう園の落ちた実を拾い集めてはならない。貧しい者と寄留者のためにそれを残しておかなければならない。わたしは主、あなたがたの神である。

11 盗んではならない。偽りを言ってはならない。互いに隣人を欺いてはならない。

12 あなたがたは、わたしの名によって偽りに誓ってはならない。あなたは、あなたの神の名を汚してはならない。わたしは主である。

13 あなたの友を搾取してはならない。また奪ってはならない。日雇い労働者の働きの報いを、あなたのもとに朝まで留めておいてはならない。

14 耳の聞こえない者をのろってはならない。目の見えない者の前につまずきを置いてはならない。あなたの神を恐れなければならない。わたしは主である。

15 さばきにおいて不義を行ってはならない。貧しい者の顔をかばってはならず、大いなる者の顔を重んじてはならない。義をもってあなたの隣人をさばきなさい。

16 あなたの民の間を中傷して歩き回ってはならない。あなたの友の血に対して立ちはだかってはならない。わたしは主である。

17 あなたの兄弟を心の中で憎んではならない。あなたの隣人を必ず戒めよ。そうすれば、彼の上に罪を負うことはない。

18 あなたの民の子らに復讐してはならない。また、彼らに恨みを抱いてはならない。あなたの友をあなた自身のように愛しなさい。わたしは主である。

19 あなたがたはわたしの定めを守らなければならない。あなたの獣に混ぜ合わせた種を交配させてはならない。あなたの野に混ぜ合わせた種を蒔いてはならない。また、混ぜ合わせた種の混ぜ織りの布の衣服をあなたに着せてはならない。

20 人がもし女と種の寝床を共にし、その女が人に身請けされていない女奴隷であり、まだ贖われておらず、自由も与えられていないなら、むち打ちの刑となる。彼らは殺されてはならない。なぜなら、彼女は自由にされていないからである。

21 彼は自分の罪過のための捧げ物を主のもとに、定めの時の天幕の入口に、罪過のための捧げ物の雄羊として携えて来る。

22 祭司はその罪過のための捧げ物の雄羊をもって、主の前で彼のために贖いをなす。彼が犯したその罪について、彼はその犯した罪から赦される。

23 あなたがたがその地に入り、食物の木をすべて植えるなら、その果実は包皮のように扱い、三年の間、あなたがたにとってそれは包皮のままである。それは食べられてはならない。

24 第四年には、そのすべての果実は、主への祝宴の聖なるものとなる。

25 五年目には、あなたがたはその果実を食べ、その収穫をあなたがたに増し加えるために、わたしはあなたがたの神、主である。

26 血の上で食べてはならない。占いをしてはならない。また、まじないをしてはならない。

27 あなたがたの頭の隅を刈り込んではならない。また、あなたのひげの隅を損なってはならない。

28 あなたがたの肉に命のための切り傷を付けてはならない。また、あなたがたの身に刺青の刻印を付けてはならない。わたしは主である。

29 あなたの娘を売春させて汚してはならない。地が淫行を行い、地が悪意で満ちることのないように。

30 あなたがたはわたしの安息日を守り、わたしの聖所を恐れなければならない。わたしは主である。

31 霊媒たちに、また口寄せの霊たちに向かって、あなたがたは向かってはならない。彼らによって汚されることを求めてはならない。わたしはあなたがたの神、主である。

32 白髪の前で立ち上がり、年長者の顔を敬いなさい。そして、あなたの神を恐れなさい。わたしは主である。

33 もし寄留者があなたがたの地であなたと共に寄留するなら、その者を虐げてはならない。

34 あなたがたのうちにいる寄留者は、あなたがたの生まれつきの者のように、あなたがたにとって同じでなければならない。あなたは彼を自分自身のように愛しなさい。なぜなら、あなたがたもエジプトの地で寄留者であったからである。わたしはあなたがたの神、主である。

35 あなたがたは、さばきにおいて、寸法において、重さにおいて、ますりにおいて、不義を行ってはならない。

36 義のはかり、義の石、義のエパ、義のヒンがあなたがたにありなさい。わたしは、あなたがたをエジプトの地から導き出した、あなたがたの神、主である。

37 あなたがたはわたしのすべての定めと、すべてのさばきを守り、それらを行いなさい。わたしは主である。

Leviticus 20

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに言われよ。イスラエルの子らのうちの誰であれ、またイスラエルに寄留している寄留者のうちの誰であれ、自分の子孫をモレクに与える者は、必ず殺されなければならない。地の民は彼を石で撃ち殺さなければならない。

3 わたしはその人に顔を向け、彼をその民の内側から断ち切る。彼が自分の子孫をモレクに与えたからである。それはわたしの聖所を汚し、わたしの聖なる名を冒涜するためである。

4 その地の民がその人に目を閉じて、彼が自分の子孫をモレクに渡すのを黙認し、彼を殺さないならば、

5 わたし自身がその人とその家族にわたしの前を向け、彼と彼の後に淫行してモレクの後に淫行するすべての者たちを、彼らの民の内側から断ち切る。

6 その命が霊媒や口寄せの霊の方に向かい、彼らに従って淫行を行うなら、わたしはその命にわたしの顔を向け、その者をその民の内側から断ち切る。

7 あなたがたは自分自身を聖別し、聖なる者となりなさい。わたしがあなたがたの神、主であるからである。

8 あなたがたはわたしの定めを守り、それらを行うように。わたしは、あなたがたを聖別する主である。

9 だれでも自分の父または母をのろう者は、必ず死刑に処せられる。自分の父と母をのろった者は、その血が自分に帰する。

10 人で、人の妻と姦淫する者、すなわち友の妻と姦淫する者は、その姦淫する男も姦淫する女も必ず殺されなければならない。

11 ある人が自分の父の妻と寝て、父の裸を現したなら、その二人は必ず殺されなければならない。彼らの血は彼ら自身の上にある。

12 人が自分の花嫁と寝るなら、二人とも必ず殺されなければならない。彼らは混雑を犯したので、彼らの血は彼ら自身の上にある。

13 人と寝る者が、女の寝床のように男と寝るなら、彼らは二人とも忌み嫌うべきものをしたのである。彼らは必ず殺され、その血は彼らの上にある。

14 人が妻とその母を娶るなら、それは悪意である。彼らを火で焼き尽くせ、彼と彼女たちを。あなたがたの真ん中に悪意があってはならない。

15 人が獣と寝床を共にするなら、その人は必ず殺されなければならない。あなたがたはその獣も殺さなければならない。

16 女がすべての獣に近づいて、その獣と交わろうとするなら、あなたはその女とその獣を殺さなければならない。彼らは必ず殺され、その血は彼らの上にある。

17 ある人が自分の姉妹、すなわち父の娘か母の娘を娶り、その裸を見、彼女もまた彼の裸を見るなら、それは慈愛である。彼らは自分の民の子らの目の前で断たれる。彼は自分の姉妹の裸を現したので、自分の咎を負う。

18 人が女の月の病のときにその女と寝て、その裸を現し、その泉を露わにし、女もまた自分の血の泉を現したなら、彼らは二人とも自分の民の内側から断ち切られる。

19 母の姉妹の裸と父の姉妹の裸を現してはならない。彼は自分の肉を現したので、彼らは自分の咎を負う。

20 人が自分のおばと寝て、自分の愛する者の裸を現したなら、彼らは自分の罪を負い、子のないまま死ぬであろう。

21 人が自分の兄弟の妻を娶るなら、それは汚れである。彼は自分の兄弟の裸を現したので、彼らは子のない者となるであろう。

22 あなたがたはわたしのすべての定めとすべてのさばきを守り、それらを行いなさい。そうすれば、わたしがあなたがたをそこに連れて行って住まわせようとしている地が、あなたがたを吐き出すことはない。

23 あなたがたは、わたしがあなたがたの前から追い払う国々の定めに従って歩んではならない。彼らはこれらすべてのことを行ったので、わたしは彼らを忌み嫌った。

24 わたしはあなたがたに言われた、「あなたがたは彼らの地を所有するであろう。そしてわたしはそれをあなたがたに与えて、それを所有させよう。乳と蜂蜜の流れる地である。わたしはあなたがたの神、主であって、あなたがたを諸民から分け離した者である」。

25 あなたがたは清い獣と汚れた獣の間を、また汚れた鳥と清い鳥の間を区別しなければならない。そして、獣や鳥や、地を這うすべてのものによって、あなたがたの命を汚してはならない。それらは、わたしがあなたがたのために汚れたものとして区別したものである。

26 あなたがたは、わたしにとって聖なる者となれ。わたし、主は聖であるからだ。わたしはあなたがたを、諸民から分け隔てて、わたしのものとした。

27 人であれ女であれ、彼らの中に霊媒または口寄せの霊があるなら、彼らは必ず死ななければならない。彼らを石で撃ち殺せ。彼らの血は彼ら自身の上にある。

Leviticus 21

1 主はモーセに言われた、「アロンの子である祭司たちに告げよ。彼らに言え、自分の民のうちの命のために身を汚してはならない。

2 ただし、彼に近い肉親のためには、すなわち、その母と父、その子と娘、その兄弟のためには、汚れることができる。

3 また、彼に近い処女の姉妹、すなわち人に嫁いだことのない者については、彼女のために身を汚すことができる。

4 主人は自分の民によって汚されてはならない。彼を冒涜するために。

5 彼らは頭に禿げを作ってはならず、ひげの隅を剃り落としてはならず、その肉に切り傷を刻んではならない。

6 彼らは自分たちの神に対して聖なる者でなければならない。彼らは自分たちの神の名を汚してはならない。なぜなら、彼らは主の火による捧げ物、すなわち自分たちの神のパンを献げる者であり、彼らは聖なるものでなければならないからである。

7 女は姦淫された者、汚された者を娶ってはならない。また、夫から離縁された妻を娶ってはならない。彼は自分の神にとって聖であるからである。

8 あなたは彼を聖別しなければならない。彼があなたの神のパンを献げるからである。彼はあなたにとって聖なる者でなければならない。あなたがたを聖別する主であるわたしが聖であるからである。

9 祭司の人の娘が淫行を始めて自らを汚すなら、その娘は自分の父を汚すことになる。彼女は火で焼かれる。

10 兄弟たちの中で最も偉大な祭司は、その頭に注ぎの油が注がれ、その手が満たされて衣服を着るために聖別された者であるが、その頭を覆いを解いてはならず、その衣服を裂いてはならない。

11 すべての死んだ命に近づいてはならない。父のためにも母のためにも、彼は汚れてはならない。

12 聖所から出てはならない。また、自分の神の聖所を汚してはならない。彼の上には、彼の神の油注ぎの油による聖別があるからである。わたしは主である。

13 彼は妻を処女の中から娶らなければならない。

14 未亡人や離婚された女、汚された女、姦淫を犯した女、これらの者を彼は妻として娶ってはならない。ただ自分の民の中から処女を妻として娶らなければならない。

15 彼は自分の子孫を自分の民の中で汚してはならない。わたしが主であり、彼を聖別する者であるからだ。

16 主はモーセに告げて言われた。

17 アロンに言って告げよ。あなたの子孫のうち、その世代において、傷のある者はだれも、その神のパンを献げるために近づいてはならない。

18 すべて傷のある人は近づいてはならない。目の見えない人、足の不自由な人、鼻の欠けた人、または体の異常のある人。

19 あるいは、その人に足の破滅があるか、あるいは手の破滅がある人。

20 または、せむし、または、やせ細った者、または、目にきずのある者、または、かさぶた、または、かさぶた、または、石を持っている者。

21 アロン祭司の子孫のうち、傷のある者はみな、主の火による捧げ物をささげるために近づいてはならない。彼に傷があるので、その神のパンをささげるために近づいてはならない。

22 神のパン、最も聖なる聖なるものの中から、また聖なるものの中から、彼は食べるであろう。

23 しかし、彼は垂れ幕には入ってはならず、祭壇に近づいてはならない。彼に傷があるからである。彼はわたしの聖所を汚してはならない。わたしは彼らを聖別する主であるからである。

24 モーセはアロンとその子たち、そしてイスラエルのすべての子らに語った。

Leviticus 22

1 主はモーセに告げて言われた。

2 アロンとその子らに言われた。「イスラエルの子らがわたしのために聖別する聖なるものを、彼らが汚さないように、彼らを聖なるものから遠ざけよ。わたしの聖なる名を汚してはならない。わたしは主である。

3 彼らに言え。あなたがたの世代を通じて、あなたがたの子孫のすべての者で、その汚れが自分の上にあるまま、イスラエルの子たちが主に聖別する聖なるものに近づく者は、その命はわたしの前から断たれる。わたしは主である。

4 アロンの子孫である人が、ツァラアトに冒されているか、または漏出のある者であるなら、その人は清くなるまで聖なるものを食べてはならない。また、すべての汚れた命に触れる者、あるいはその人から精の寝床の種が出る人も同様である。

5 あるいは、すべての這うものに触れる人、それが彼にとって汚れたものとなるもの、あるいは、そのすべての汚れによって彼にとって汚れたものとなる人に触れる人。

6 それに触れる命は夕方まで汚れる。その者は聖なるものを食べてはならない。ただし、自分の肉を水で洗ったならば別である。

7 太陽が沈み、彼は清くなる。そしてその後、彼は聖なるものを食べる。それは彼のパンだからである。

8 死体や裂け肉を食べてはならない。それによって身を汚してはならない。わたしは主である。

9 彼らはわたしの務めを守らなければならない。そのために彼らはそれについて罪を負わず、それを汚すことによって死ぬこともない。わたしは彼らを聖別する主である。

10 すべての部外者は聖なるものを食べてはならない。祭司の在留者と雇い人は聖なるものを食べてはならない。

11 祭司が自分の銀の所有物として魂を買うなら、その者はそれを食べることができる。また、彼の家に生まれた者たちも、彼のパンを食べることができる。

12 祭司の娘が他人の妻となったなら、その娘は聖なる献げ物を食べてはならない。

13 祭司の娘が未亡人となるか、離縁されて子孫がなく、父の家に青春のころのように帰るなら、その父のパンを食べることができる。しかし、すべての部外者はそれを食べてはならない。

14 人が過失によって聖なるものを食べたなら、その第五をそれに加え、その聖なるものを祭司に与えなければならない。

15 彼らは、イスラエルの子たちが主に献げる聖なるものを汚してはならない。

16 彼らが自分たちの聖なるものを食べることによって、咎の罪過を負わせる。わたしは主であり、彼らを聖別するからである。

17 主はモーセに告げて言われた。

18 アロンとその子ら、そしてイスラエルのすべての子らに告げて、彼らに言われた。イスラエルの家の者、あるいはイスラエルの中にいる寄留者で、その捧げ物を、彼らのすべての誓いのため、また彼らのすべての自由意志の捧げ物のために、主に全焼のいけにえとして捧げる者はだれでも。

19 あなたがたの喜びのために、傷のない雄のものを、牛、子羊、雌ヤギのうちからささげなさい。

20 すべて、それに傷のあるものは、捧げてはならない。それは、あなたがたにとって喜びとはならないからである。

21 人が主に全焼のいけにえを捧げる場合、誓いのためか自由意志の捧げ物として、牛か羊の群れから捧げるなら、それは喜びのために完全なものでなければならない。すべての傷がその中にあってはならない。

22 失明したもの、砕かれたもの、切り裂かれたもの、いぼのあるもの、かさぶたのあるもの、またはかさぶたのあるものを、これらを主に捧げてはならない。また、火による捧げ物として、それらを祭壇の上で主にささげてはならない。

23 雄牛と羊で、傷ついたものや引き裂かれたものは、自由意志の捧げ物としてささげることはできるが、誓いのためには受け入れられない。

24 押しつぶされたもの、打ち砕かれたもの、引き裂かれたもの、切り取られたものは、主に捧げてはならない。あなたがたの地で、それを行ってはならない。

25 異邦の子の手から、あなたがたの神のパンをこれらすべてのものから献げてはならない。彼らの傷みが彼らにあり、傷が彼らにあるからだ。それらはあなたがたのために受け入れられない。

26 主はモーセに告げて言われた。

27 雄牛か子羊か雌ヤギが生まれるとき、それは七日の間、その母の下に置かれなければならない。八日目から以後、それは主への火による捧げ物としての捧げ物として受け入れられる。

28 雄牛または羊を、それとその子を同じ日に屠ってはならない。

29 あなたがたが主に感謝の捧げ物のいけにえをささげるなら、あなたがたの喜びのためにそれをささげなさい。

30 その日には食べられ、朝までそれから残してはならない。わたしは主である。

31 あなたがたはわたしの戒めを守り、それを行うべきである。わたしは主である。

32 あなたがたは、わたしの聖なる名を汚してはならない。わたしはイスラエルの子らの真ん中で聖なるものとされるであろう。わたしは、あなたがたを聖なるものとする主である。

33 あなたがたをエジプトの地から導き出して、あなたがたの神となるために、わたしは主である。

Leviticus 23

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに告げて言われた、「主の定めの時、あなたがたが聖なる集会として呼び出すもの、これらがわたしの定めの時である」。

3 六日の間、仕事はなされる。七日目は、安息日、安息のための聖なる集会である。あなたがたは、その日にすべての仕事をしてはならない。それは主の安息日であり、あなたがたのすべての居住においてそうである。

4 これらは主の定めの時、あなたがたがその定めの時に呼び集める聖なる集会である。

5 第一の月の十四日、夕方の間に、主への過越の祭りがある。

6 この月の十五日には、主のための種なしパンの祭りを祝いなさい。七日の間、種なしパンを食べなさい。

7 初めの日には、あなたがたにとって聖なる集会となる。すべての奉仕の仕事をしてはならない。

8 あなたがたは七日の間、火による捧げ物を主にささげなければならない。七日目には聖なる集会とし、すべての奉仕の仕事をしてはならない。

9 主はモーセに告げて言われた。

10 イスラエルの子らに告げて言われた、「あなたがたが、わたしがあなたがたに与える地に入り、その収穫を刈り入れるとき、あなたがたの収穫の初めの穀物の束を祭司のところに持って来なさい」。

11 祭司はその穀物の束を主の前で揺り動かし、あなたがたの喜びのために揺り動かす。安息日の翌日に、祭司がそれを揺り動かす。

12 あなたがたが穀物の束を揺り動かすその日に、傷のない一歳の子羊を全焼のいけにえとして主にささげなさい。

13 その献げ物は十分の一の量二つ分の薄力粉を油で混ぜたもので、主への火による捧げ物、芳しい香りの香りである。そしてその注ぎの供え物は、ぶどう酒ヒンの四分の一である。

14 パンも煎り麦も穀物の穂も、あなたがたの神への捧げ物を携えて来るその日までは、まさにこの日まで食べてはならない。それはあなたがたのすべての居住において、代々にわたる永遠の定めである。

15 あなたがたは安息日の翌日、揺祭の穀物の束を携えて来る日から、七つの安息日を数えなければならない。それらは完全なものでなければならない。

16 第七の安息日の翌日から五十日を数え、主への新しい献げ物をささげなさい。

17 あなたがたの居住から揺祭のパン二つを持って来なさい。それらは十分の一の量二つ分の薄力粉であり、パン種を入れて焼かれ、主への初物とされる。

18 あなたがたはそのパンの上に、一歳の傷のない子羊七頭、一歳の雄牛一頭、雄羊二頭を主への全焼のいけにえとして献げなさい。それらの献げ物と注ぎの供え物は、主への芳しい香りの火による捧げ物である。

19 あなたがたは一頭の雄やぎを罪のためのいけにえとし、また一歳の子羊二頭を全焼のいけにえのためのいけにえとしてささげなさい。

20 祭司はそのものを初物のパンの上で揺祭として主の前に揺り動かし、二匹の子羊の上で行う。それらは主にとって聖なるものとなり、祭司のものとなる。

21 あなたがたは、まさにこの日に聖なる集会を開きなさい。それはあなたがたにとって聖なるものとなる。すべての奉仕の仕事をしてはならない。これはあなたがたのすべての居住において、あなたがたの世代を通じて永遠の定めである。

22 あなたがたの地の収穫を刈り入れるとき、あなたの野の隅まで刈り尽くしてはならない。また、あなたの収穫の拾い集めを拾い集めてはならない。貧しい者と寄留者のためにそれを残しておきなさい。わたしはあなたがたの神、主である。

23 主はモーセに告げて言われた。

24 イスラエルの子らに告げて言われた。「第七の月の一日は、あなたがたにとって安息の日、叫びの記念、聖なる集会とせよ。

25 すべての奉仕の仕事をしてはならない。あなたがたは主に火による捧げ物をささげなさい。

26 主はモーセに告げて言われた。

27 ただし、この第七の月の十日は贖いの日である。それはあなたがたにとって聖なる集会となり、あなたがたは自分の命を苦しめなければならない。そして、火による捧げ物を主にささげなさい。

28 このまさにその日に、あなたがたはどんな仕事もしてはならない。それはあなたがたのために、あなたがたの神、主の前で贖いをする贖いの日だからである。

29 すべての命で、このまさにその日に苦しめられない者は、その民から断ち切られる。

30 すべての命で、そのまさにこの日にすべての仕事をする者は、その命をその民の内側からわたしは断ち滅ぼす。

31 すべての仕事をしてはならない。あなたがたのすべての居住において、あなたがたの世代を通じて永遠の定めである。

32 これはあなたがたにとって全き安息の安息日であり、あなたがたは自分の心を苦しめなければならない。その月の九日の夕方、夕方から次の夕方まで、あなたがたの安息日を守らなければならない。

33 主はモーセに言われた。

34 イスラエルの子らに告げて言われた。「この第七の月の十五日には、主のための小屋の祭りを七日間、祝わなければならない。

35 最初の日には聖なる集会とし、すべての奉仕の仕事をしてはならない。

36 七日の間、あなたがたは主に火による捧げ物を献げなければならない。八日目には、あなたがたにとって聖なる集会となり、あなたがたは主に火による捧げ物を献げなければならない。それは厳粛な集会である。すべての奉仕の仕事をしてはならない。

37 これらは主の定めの時であり、あなたがたが聖なる集会として呼び集めるものである。火による捧げ物を主にささげるため、全焼のいけにえと献げ物、いけにえと注ぎの供え物を、それぞれの日のこととして、日ごとにささげる。

38 主の安息日のほか、あなたがたの贈り物のほか、あなたがたのすべての誓いのほか、あなたがたが主に与えるすべての自由意志の捧げ物のほかである。

39 第七の月の十五日に、あなたがたが地の収穫を集め終えたなら、七日の間、主の祭りを祝わなければならない。初めの日は安息、八日目も安息である。

40 最初の日に、あなたがたのために、威厳のある木の果実、なつめやしの手のひら、茂った木の枝、谷川の柳を取りなさい。そして、あなたがたの神、主の前で七日の間、喜びなさい。

41 あなたがたはそれを主への祭りとして、年に七日の間、祝わなければならない。これはあなたがたの代々にわたる永遠の定めである。第七の月に、あなたがたはそれを祝わなければならない。

42 小屋に住め、七日の間。すべての生まれつきの者はイスラエルで小屋に住む。

43 あなたがたの世代が、わたしがイスラエルの子らをエジプトの地から導き出したとき、彼らを小屋に住まわせたことを知るためである。わたしはあなたがたの神、主である。

44 モーセは主の定めの時をイスラエルの子らに語った。

Leviticus 24

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに命じ、彼らがあなたのために、純粋なオリーブ油、すりつぶしたものを光のために持って来るようにしなさい。常にともしびを上げるために。

3 証言の垂れ幕の外、定めの時の天幕の中で、アロンはそれを夕方から朝まで主の前に常に整えられた。それはあなたがたの世代にとって永遠の定めである。

4 純金の燭台の上で、そのともしびを主の前に常に整えなければならない。

5 薄力粉を取り、それを焼いて十二の菓子パンとせよ。一つの菓子パンは十分の一の量の二倍とせよ。

6 あなたはそれを二つの軍勢に並べ、一つの並べたものにつき六つずつ、清い食卓の上に、主の前に置きなさい。

7 並べたものの上に純粋な乳香を置き、それはパンの記念の部分として、主への火による捧げ物となるであろう。

8 安息日の日ごとに、その日の安息日に、彼はそれを主の前に常に整える。イスラエルの子らによる永遠の契約として。

9 それはアロンとその子らのものとなり、彼らはそれを聖なる場所で食べる。それは主への火による捧げ物のうちから、彼に与えられた最も聖なるものであり、永遠の定めである。

10 イスラエル女の子で、エジプト人の子である者が、イスラエルの子たちの真ん中に出て行った。そして、そのイスラエル女の子とイスラエル人の者が陣営の中で争った。

11 イスラエル女の子がその名を冒涜して呪ったので、彼らは彼をモーセのところへ連れて行った。彼の母の名はシェロミト、ディブリの娘で、ダンの杖の一族であった。

12 彼らは彼を見張りに置いた。主の口によって彼らのために明確に示すためである。

13 主はモーセに告げて言われた。

14 ののしる者を陣営の外に連れ出せ。すべての聞いた者たちはその手を彼の頭の上に置き、すべての集会は彼を石で打ち殺せ。

15 イスラエルの子らに言え、『だれでも自分の神をのろう者は、その罪を負わなければならない。』

16 主の名を汚す者は必ず殺されなければならない。集会のすべての者が必ず彼を石で打ち殺す。寄留者も生まれつきの者も同じである。彼が名を汚したなら、必ず殺されなければならない。

17 人で、すべての人の命を打つならば、その人は必ず殺されなければならない。

18 獣の命を打った者は、それを償わなければならない。命には命をもってする。

19 人がもし隣人に傷を与えたなら、その人がしたように、その人にもされるであろう。

20 破滅には破滅、目には目、歯には歯。人が人に傷を与えたなら、そのように彼にも与えられる。

21 獣を打ち殺した者は、それを償わなければならない。人を打ち殺した者は、死刑に処せられる。

22 あなたがたにとって一つのさばきがあるであろう。寄留者にも生まれつきの者にも同じさばきがあるであろう。わたしはあなたがたの神、主であるからである。

23 モーセはイスラエルの子らに語り、彼らは呪った者を陣営の外に連れ出し、石で彼を撃ち殺した。そしてイスラエルの子らは、主がモーセに命じられたとおりに行った。

Leviticus 25

1 主はシナイ山でモーセに語って言われた。

2 イスラエルの子らに告げて言われた、「あなたがたが、わたしがあなたがたに与える地に入るとき、その地は主のために安息日を守らなければならない。

3 六年あなたの野に種を蒔き、六年あなたのぶどう園を剪定し、その収穫を集めなさい。

4 七年目には、地に全き安息の安息日がある。それは主の安息日である。あなたの野に種を蒔いてはならず、あなたのぶどう園を刈り込んではならない。

5 あなたの収穫の自然に生えたものを刈り取ってはならない。また、あなたのナジル人のぶどうを摘み取ってはならない。それは地にとって安息の年である。

6 地の安息日は、あなたがたの食物となる。あなたと、あなたのしもべと、あなたの女奴隷と、あなたの雇い人と、あなたとともに住む在留者とのために。

7 あなたの獣と、あなたの地にいる生き物のために、そのすべての収穫は食物となるであろう。

8 あなたは自分のために七年の安息日、すなわち七年を七度数えなければならない。その七年の安息日の日々は、あなたにとって四十九年となる。

9 第七の月の十日に、あなたがたは角笛の叫びを響かせなさい。贖いの日に、あなたがたのすべての地で角笛を吹き鳴らしなさい。

10 あなたがたは第五十年の年を聖別し、地においてすべての住民に自由を宣言しなければならない。それはあなたがたにとってヨベルの年である。あなたがたはそれぞれ自分の所有に帰り、それぞれ自分の家族のもとに帰らなければならない。

11 ヨベルである。それはあなたがたにとって五十年目の年である。あなたがたは種を蒔いてはならない。また、その自然に生えたものを刈り取ってはならない。また、そのナジル人を摘み取ってはならない。

12 それはヨベルであり、あなたがたにとって聖なるものである。あなたがたは野からその収穫を食べる。

13 このヨベルの年に、あなたがたはそれぞれ自分の所有に帰らなければならない。

14 あなたが隣人に売り物を売るか、または隣人の手から買うとき、互いに兄弟を欺いてはならない。

15 ヨベルの後の年の数に応じて、あなたは隣人から買いなさい。彼はあなたに収穫の年の数に応じて売るであろう。

16 年の多数の口に応じて、あなたはその買い取りを増やし、年の少ない口に応じて、その買い取りを減らす。なぜなら、彼は収穫の数をあなたに売っているからである。

17 互いに隣人を欺いてはならない。あなたの神を恐れなさい。わたしはあなたがたの神、主であるからである。

18 あなたがたはわたしの定めを行い、わたしのさばきを守って、それを行うなら、あなたがたはその地に安全に住むであろう。

19 地はその果実を実らせ、あなたがたは満ち足りることまで食べ、その地の上で安全に住むであろう。

20 そして、もしあなたがたが「第七の年に、私たちは何を食べるのか。見よ、私たちは種を蒔かず、私たちの収穫を集めないではないか」と言うならば、

21 私は六年の年にあなたがたのために私の祝福を命じ、その収穫は三年の年のために実を結ぶであろう。

22 第八年にあなたがたは種を蒔き、古い収穫から食べるであろう。第九年まで、その収穫が来るまで、あなたがたは古いものを食べるであろう。

23 地は絶えず売られることはない。なぜなら、その地はわたしのものだからである。あなたがたは、わたしと共にいる寄留者であり、在留者であるからだ。

24 あなたがたの所有の地のすべてにおいて、その地に贖いを与えなければならない。

25 もしあなたの兄弟が貧しくなり、その所有の一部を売ったなら、彼に最も近い親族が来て、その兄弟の売り物を買い戻さなければならない。

26 もしその人に贖い主がいないが、自分の手が十分に及んで、その贖いに足りるものを見いだしたなら、

27 彼は自分の売り物の年数を計算し、その余りを自分に売った人に返し、自分の所有に戻る。

28 もし彼の手がそれを返すのに十分なだけを見いだせないなら、その売り物はそれを買った者の手にあるまま、ヨベルの年まで続く。そしてヨベルの年に出て行き、自分の所有に帰る。

29 人が城壁のある町の居住の家を売るならば、その贖いは売り物の年の終わりまであり、その贖いの期間は日々である。

30 もし城壁のない町にあるその家が、満一年の期間が満ちるまでに買い戻されなければ、それを買った者のものとして、その世代にわたって絶えず確立され、ヨベルの年には出て行かない。

31 周囲に城壁のない中庭の家々は、地の野とみなされる。それは彼にとって贖いの権利があり、ヨベルの年に出て行く。

32 レビ人の町々、その所有の町々の家々は、レビ人にとって永遠の贖いとなる。

33 レビ人から買い戻す者が、その売られた家と所有の町をヨベルの年に出る。レビ人の町々の家は、イスラエルの子らの真ん中にある彼らの所有だからである。

34 彼らの町の郊外地の野は売られてはならない。それは彼らの永遠の所有だからである。

35 あなたの兄弟が貧しくなり、その手があなたのもとで衰えるなら、あなたはその人を、寄留者や在留者のように支え、あなたとともに生きさせなさい。

36 彼から高利も増し分も取ってはならない。あなたの神を恐れ、あなたの兄弟があなたとともに生きられるようにしなさい。

37 あなたの銀を高利で彼に貸してはならない。あなたの食物を増し加わりで与えてはならない。

38 わたしは主、あなたがたの神である。わたしはあなたがたをエジプトの地から導き出し、あなたがたにカナンの地を与え、あなたがたの神となるためにそうした。

39 あなたの兄弟があなたのもとで貧しくなり、あなたに売られたなら、彼にしもべの奉仕をさせてはならない。

40 雇われ人や在留者のように、あなたと共にいる者となる。ヨベルの年まで、あなたと共に働く。

41 彼はあなたのもとを離れ、彼自身とその子らも共に去り、自分の家族のもとへ帰り、父たちの所有地へ帰る。

42 彼らは、わたしがエジプトの地から連れ出したわたしのしもべである。彼らはしもべとして売却されてはならない。

43 彼を苛酷に支配してはならない。あなたの神を恐れなさい。

44 あなたのしもべとあなたの女奴隷は、あなたの周囲の国々から得られるものとし、彼らの中からしもべと女奴隷を買いなさい。

45 また、あなたがたと共に住む在留者の子らの中から、彼らから買うことができる。また、あなたがたと共にいる彼らの家族、彼らがあなたがたの地で生んだ者たちからも買うことができる。彼らはあなたがたの所有となるであろう。

46 あなたがたは彼らをあなたがたの後の子らに継がせて、所有として受け継がせることができる。彼らを永遠に使役することができる。しかし、あなたがたの兄弟であるイスラエルの子らについては、人がその兄弟を苛酷に支配してはならない。

47 もしあなたのもとで寄留者または在留者の手が豊かになり、あなたの兄弟が彼のもとで貧しくなり、あなたのもとで寄留者または在留者である寄留者の家族の子孫に売られるならば。

48 売却された後も、彼に贖いの権利がある。彼の兄弟の一人が彼を贖うであろう。

49 彼の愛する者、あるいは彼の愛する者の子が彼を贖うであろう。あるいは彼の肉の親族、その家族の者から彼を贖うであろう。あるいは彼の手が及んで、彼は贖われるであろう。

50 彼は買い主と、自分が売られた年からヨベルの年までを計算しなければならない。その売り物の銀は、年の数に応じて、雇い人の日のように彼と共にあるであろう。

51 もし残りの年が多ければ、その口に応じて、自分の買い取りの銀から自分の贖いを返す。

52 もしヨベルの年まで残った年が少ないなら、彼は自分の年数に応じて計算し、その贖いを自分の年の口に従って返さなければならない。

53 年ごとの雇い人のように、彼は彼と共にいるであろう。あなたの目の前で、彼を苛酷に支配してはならない。

54 もしこれらのことによって贖われないなら、彼はヨベルの年に、彼自身とその子たちと共に、出て行く。

55 イスラエルの子らはわたしのしもべである。彼らはわたしがエジプトの地から連れ出したわたしのしもべである。わたしはあなたがたの神、主である。

Leviticus 26

1 あなたがたのために偶像を造ってはならない。また彫像や石柱を立ててはならない。あなたがたの地に像の石を置いて、その上にひれ伏してはならない。わたしはあなたがたの神、主であるからである。

2 あなたがたはわたしの安息日を守り、わたしの聖所を恐れなければならない。わたしは主である。

3 もしあなたがたがわたしの定めに従って歩み、わたしの戒めを守り、それらを行うならば、

4 わたしはあなたがたの雨をその時に与え、地はその収穫を出し、野の木はその果実を結ぶ。

5 脱穀が収穫に追いつき、収穫が種まきに追いつく。あなたがたはパンを満ち足りることまで食べ、あなたがたの地に安全に住むであろう。

6 わたしは地に平和を与え、あなたがたは安らかに眠り、だれもあなたがたを脅かす者はいない。わたしは地から悪い生き物を絶ち、剣があなたがたの地を通り過ぎることはない。

7 あなたがたは敵を追い、彼らはあなたがたの前で剣に倒れる。

8 あなたがたのうち五人は百人を追い、あなたがたのうち百人は万人を追う。あなたがたの敵はあなたがたの前に剣で倒れる。

9 あなたがたを顧み、あなたがたを実らせ、あなたがたを増やし、あなたがたとのわたしの契約を立てる。

10 あなたがたは古いものを食べ尽くし、古いものの前から新しいものを出すであろう。

11 わたしはわたしの幕屋をあなたがたの真ん中に置き、わたしの命はあなたがたを忌み嫌わない。

12 わたしはあなたがたの真ん中を歩み、あなたがたの神となり、あなたがたはわたしの民となる。

13 わたしは主、あなたがたの神である。わたしはあなたがたをエジプトの地から導き出し、彼らのしもべであることから解放した。そして、あなたがたのくびきの軛の棒を折り、あなたがたをまっすぐに歩かせた。

14 もしあなたがたがわたしに聞かず、これらのすべての戒めを行わないなら、

15 もしあなたがたがわたしの定めを拒み、あなたがたの命がわたしのさばきを忌み嫌い、わたしのすべての戒めを行わず、わたしの契約を破るなら、

16 わたしもまた、あなたがたにこのことを行う。すなわち、あなたがたの上に恐慌を臨ませる。それは目を衰えさせ、心を萎えさせる消耗と熱病である。あなたがたは自分の種をむなしさに蒔くが、あなたがたの敵がそれを食べる。

17 わたしはあなたがたの前にわが顔を向け、あなたがたは敵の前に打ち負かされる。あなたがたを憎む者たちがあなたがたを支配し、あなたがたは追う者もないのに逃げる。

18 それでもなお、これらのことの後もわたしの声に聞き従わないなら、わたしはあなたがたの罪のために七倍の懲らしめをあなたがたに加える。

19 あなたがたの力の誇りを砕き、あなたがたの天を鉄のようにし、あなたがたの地を青銅のようにする。

20 あなたがたの力はむなしさのために尽き、あなたがたの地はその収穫を与えず、地の木はその果実を与えない。

21 もしあなたがたがわたしに敵対して歩み、わたしの声を聞くことを拒むなら、わたしはあなたがたの罪に応じて、七倍の傷をあなたがたに加える。

22 わたしは野の生き物をあなたがたの間に送り、それがあなたがたの子らを奪い、あなたがたの家畜を絶ち、あなたがたを減らすであろう。そしてあなたがたの道は荒れ果てるであろう。

23 もしこれらのことによっても、あなたがたがわたしに懲らしめられず、わたしと敵対して歩むならば、

24 わたしもまた、あなたがたに敵対して歩み、わたし自身もあなたがたを、あなたがたの罪のゆえに七倍に打つ。

25 わたしはあなたがたの上に、契約の復讐をする報復の剣をもたらし、あなたがたは自分の町々に集められる。そして、わたしはあなたがたの真ん中に疫病を送り、あなたがたは敵の手に渡される。

26 わたしがあなたがたのパンの杖を折るとき、十人の女があなたがたのパンを一つのかまどで焼き、あなたがたのパンを重さで量って返す。あなたがたは食べても、満ち足りることはない。

27 もしそれでもなお、わたしの言うことを聞かず、わたしに敵対して歩むなら、

28 わたしは敵対の怒りをもってあなたがたと共に歩み、あなたがたの罪のゆえに、わたし自身も七倍にあなたがたを懲らしめる。

29 あなたがたは自分の子たちの肉を食べ、自分の娘たちの肉を食べるであろう。

30 あなたたちの高台を滅ぼし、あなたたちの偶像を断ち切り、あなたたちの死体をあなたたちの偶像の死体の上に置く。わたしの命はあなたたちを忌み嫌う。

31 あなたがたの町々を荒廃とし、あなたがたの聖所を荒れ果てさせ、あなたがたの芳しい香りの香りを私は嗅がない。

32 わたし自身がその地を荒れ果てさせ、あなたがたの敵でそこに住む者たちが、その地のゆえに驚き呆れるであろう。

33 あなたたちを諸国の間に散らし、あなたたちの後に剣を抜き放つ。あなたたちの地は荒廃し、あなたたちの町々は廃墟となる。

34 そのとき、地はその安息日を喜び迎える。すべての荒廃の日の間、あなたがたが敵の地にいる間、地は休み、その安息日を喜び迎える。

35 地は、あなたがたがその上に住んでいた間の安息日に休まなかったすべての日々を、休むであろう。

36 あなたがたのうちに残された者たち、わたしは彼らの心に弱さを送り込む。彼らの敵の地において、吹き飛ばされる葉の声が彼らを追い、彼らは剣からの逃亡のように逃げ、追う者もないのに倒れる。

37 人々は剣の前から逃げるように、互いに兄弟の前でつまずき、追う者もいないのに倒れる。あなたたちは敵の顔の前に立ち上がる力を持つことができない。

38 あなたがたは国々の中で滅び、あなたがたの敵の地があなたがたを食い尽くすであろう。

39 あなたがたのうち生き残った者たちは、自分たちの咎によって敵の地で朽ち果てる。また、彼らの先祖の咎によっても、彼らとともに朽ち果てる。

40 彼らは自分たちの咎と、自分たちの父たちの咎を、わたしに対して犯した背信と、わたしと敵対して歩んだことを告白する。

41 私もまた彼らに敵対して歩み、彼らをその敵の地に連れて行く。あるいは、その時、彼らの無割礼の心がへりくだり、その時、彼らは自分の咎を受け入れる。

42 私はヤコブとの私の契約を思い起こし、またイサクとの私の契約、そしてアブラハムとの私の契約をも思い起こす。そして、その地をも思い起こす。

43 地は彼らによって見捨てられ、彼らがいない間にその安息日を償う。彼らはその咎を償う。それは、彼らがわたしのさばきを侮り、その命がわたしの定めを忌み嫌ったからである。

44 それでもなお、彼らが敵の地にいる間も、わたしは彼らを退けず、彼らを忌み嫌って滅ぼし尽くすことはせず、彼らとのわたしの契約を破ることはない。わたしは彼らの神、主であるからだ。

45 わたしは彼らのために、先の契約を思い起こす。それは、わたしが彼らをエジプトの地から、諸国の目の前で導き出し、彼らの神となるためであった。わたしは主である。

46 これらは、主がシナイ山でモーセの手を通して、ご自身とイスラエルの子らの間に与えられた定め、さばき、律法である。

Leviticus 27

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに告げて言われた。「人が主に対して誓いを立てるなら、その人の評価にしたがって、その命を主にささげるであろう。

3 あなたの評価は、二十歳の子から六十歳の年までの男については、あなたの評価は、聖なるもののシェケルで五十シェケルの銀となる。

4 もしそれが女であるなら、あなたの評価は三十シェケルである。

5 もし五歳から二十歳までの年であるならば、あなたの評価は、男は二十シェケル、女は十シェケルである。

6 もし一か月の子から五歳の子までなら、あなたの評価は男の子には銀五シェケル、女の子にはあなたの評価は銀三シェケルである。

7 六十歳以上の子であるなら、男であれば、あなたの評価は十五シェケルであり、女であれば、十シェケルである。

8 もし彼があなたの評価に及ばず貧しいなら、彼を祭司の前に立たせ、祭司は彼を評価する。誓願を立てた者の手が達するところに応じて、祭司は彼を評価する。

9 もし獣で、その中から主に捧げ物を献げるものがあるなら、そのすべてを主に与える者は、それを聖なるものとする。

10 それを交換してはならない。また、良いものを悪いものと、あるいは悪いものを良いものと取り替えてはならない。もし獣を獣と取り替えるなら、その獣とその交換は聖なるものとなる。

11 もしそれが、主に捧げ物としてその中から献げることができないすべての汚れた獣であるなら、その獣を祭司の前に立たせなければならない。

12 祭司はそれを良いものと悪いものの間で評価し、あなたの評価に従って祭司が評価したとおりになる。

13 もしその人がそれを買い戻すなら、その評価に第五を加えて払わなければならない。

14 人が自分の家を主への聖なるものとして聖別するなら、祭司はそれを良いものと悪いものの間で評価し、祭司がそれを評価したとおりに、その評価は確立される。

15 もし奉献した者が自分の家を買い戻すなら、その評価額に五分の一の銀を加えて支払い、その家は彼のものとなる。

16 もし人が自分の所有の野の一部を主に聖別するなら、その評価はその種まきに応じるものとし、大麦一粘土の種まきには銀五十シェケルとする。

17 もしヨベルの年から自分の野を聖別するなら、それはあなたの評価に従って立ち上がる。

18 もしヨベルの年より後に自分の野を聖別するなら、祭司はその銀を、ヨベルの年までに残っている年の口に従って彼のために計算し、あなたの評価から差し引かれる。

19 もしその野を聖別した者がその野を買い戻すなら、その評価の銀に五分の一を加えて支払い、その野は彼のものとなる。

20 もし彼がその野を贖わず、その野を他の人に売ったなら、もはや贖われることはない。

21 その野はヨベルの年に出るとき、主への聖なるものとなり、呪いの物の野のようになる。祭司にその所有は属する。

22 もし彼が自分の買い取った野を、自分の所有の野からではないものを、主に聖別するならば、

23 祭司はその評価の数をヨベルの年まで計算し、その日にその評価を聖なるものとして主に納めなければならない。

24 ヨベルの年には、その野はそれを買った者から、その地の所有が属する者に帰る。

25 あなたのすべての評価は聖なるもののシェケルによるものとし、二十ゲラが一シェケルとする。

26 ただし、主に捧げられるべき獣の長子は、人がそれを聖別してはならない。雄牛であれ羊であれ、それは主のものである。

27 もしそれが汚れた獣であるなら、その評価に従って買い戻し、それにその第五を加えなければならない。もし買い戻されないなら、その評価に従って売られなければならない。

28 ただし、すべての呪いの物は、人が主にささげるすべてのもの、すなわち人、獣、そして自分の所有の野からのすべてのものは、売られることも、買い戻されることもできない。すべての呪いの物は、最も聖なるものであり、主のものである。

29 すべての呪いの物は、人から呪いの物とされたものは、贖われてはならない。必ず殺されなければならない。

30 地のすべての十分の一は、地の種からも木の果実からも、主のものである。それは主にとって聖なるものである。

31 もし人が自分の十分の一を買い戻すなら、それにその第五を加えなければならない。

32 牛と羊の群れのすべての十分の一、杖の下を通るすべてのものは、その十分の一は主にとって聖なるものとなる。

33 良いものと悪いものの間を調べず、それを交換してはならない。もしそれを交換するなら、そのものとその交換は聖なるものとなり、買い戻されてはならない。

34 これらは、主がシナイ山でモーセにイスラエルの子らに命じられた戒めである。


Numbers

Numbers 1

1 主はシナイの荒野で、定めの時の天幕においてモーセに語られた。それは、彼らがエジプトの地を出てから二年目の第二の月の一日に、こう言われた。

2 すべてのイスラエルの子らの集会の頭を上げよ。彼らの家族ごとに、彼らの父の家ごとに、すべての男の名の数に従って、彼らの頭蓋骨ごとに。

3 二十歳以上のすべてのイスラエルの軍勢に出る者を、あなたとアロンはその軍勢ごとに数えなければならない。

4 あなたがたと共にいる者たちは、それぞれの杖につき一人ずつ、その父の家の頭である人々である。

5 そして、あなたがたと共に立つ人々の名はこれらである。ルベンのために、シェデウルの子エリツル。

6 シメオンのために、ツリシャダイの子シェルミエル。

7 ユダについては、アミナダブの子ナフション。

8 イッサカルのために、ツァルの子ネタンエル。

9 ゼブルンについては、ヘロンの子エリアブ。

10 ヨセフの子らのうち、エフライムについてはアンミフデの子エリシャマ、マナセについてはペダツルの子ガマリエル。

11 ベニヤミンについては、ギデオニの子アビダン。

12 ダンの子はアミシャダイの子アヒエゼル。

13 アシェルについては、オクランの子パグエル。

14 ガドの部族からは、デュエルの子エリアサフ。

15 ナフタリの子アヒラ、エナンの子。

16 これらは集会の君主、その父たちの杖のかしら、イスラエルの千の長たちである。

17 モーセとアロンは、名によって指名されたこれらの人々を取った。

18 そして彼らは、第二の月の一日にすべての集会を集め、彼らの家族に従い、彼らの父の家に従って系図を登録した。二十歳以上の者の名の数に従い、彼らの頭蓋骨に従って。

19 主がモーセに命じられたとおりに、彼らをシナイの荒野で数えられた。

20 ルベンの子ら、イスラエルの長子は、その系図、その家族、その父の家によって、頭蓋骨の数による名の数において、すべての男子、二十歳以上のすべての軍勢に出る者たちは、

21 ルベンの杖に属する者たちは、四万六千五百人であった。

22 シメオンの子らについては、その系図、その家族、その父の家に従って、その数えられた者たちは、その頭蓋骨の数による名の数において、すべての男子、二十歳以上の者、すべて軍勢に出る者は、

23 その数は、シメオンの杖に属する者、五万九千三百人であった。

24 ガドの子らの系図は、その家族、その父の家によって、名の数において、二十歳以上のすべての軍勢に出る者たちであった。

25 その数えられた者たちは、ガドの杖に属する者で、四万五千六百五十人であった。

26 ユダの子らは、その系図により、その家族により、その父の家により、二十歳以上のすべての軍勢に出る者の名の数に従って数えられた。

27 彼らの数は、ユダの杖に属する者、七万四千六百人であった。

28 イッサカルの子ら、その系図、その家族、その父の家による、名の数において、二十歳以上のすべての軍勢に出る者。

29 イッサカルの杖による数えられた者たちは、四万四千四百人であった。

30 ゼブルンの子らについては、その系図、その家族、その父の家に従い、二十歳以上のすべての軍勢に出る者の名の数に従って数えられた。

31 杖ゼブルンのうち数えられた者は、五万七千四百人であった。

32 ヨセフの子ら、すなわちエフライムの子らのうち、その系図により、その家族により、その父の家により、数えられた名の数は、二十歳以上のすべての軍勢に出る者で、

33 エフライムの杖に属する者たちは、四万五百人であった。

34 マナセの子らについては、その系図、その家族、その父の家に従い、二十歳以上の者の名の数に従って、すべて軍勢に出る者を数えた。

35 その数えられた者たちは、マナセの杖に属する者、三万二千二百人であった。

36 ベニヤミンの子らの系図は、その家族ごと、その父の家ごとに、数えられた名の数によって、二十歳以上のすべての軍勢に出る者たちである。

37 その数は、ベニヤミンの杖に属する者、三万五千四百人であった。

38 ダンの子らの系図は、その家族、その父祖の家によるもので、その名の数は、二十歳以上の者、すべて軍勢に出る者である。

39 その数は、ダンの杖に属する者、二万六千二百人であった。

40 アシェルの子ら、その系図、その家族、その父の家によって、二十歳以上のすべての軍勢に出る者の名の数に従って。

41 その数は、アシェルの杖に属する者、四万一千五百人であった。

42 ナフタリの子ら、その系図、その家族、その父の家により、二十歳以上のすべての軍勢に出る者の名の数に従って。

43 その杖、ナフタリの部族のうち数えられた者は、五万三千四百人であった。

44 これは、モーセとアロンとイスラエルの君主たちが数えた者たちであり、十二人の人々で、それぞれが自分の父の家のために一人ずつであった。

45 イスラエルの子らのすべての数えられた者たちは、その父の家ごとに、二十歳以上のすべてのイスラエルの軍勢に出る者たちであった。

46 すべての数えられた者たちは、六十万三千五百五十人であった。

47 レビ人はその父の杖によって、彼らの真ん中の中で数えられなかった。

48 主はモーセに告げて言われた。

49 ただし、レビの杖は数えてはならず、その頭をイスラエルの子らの真ん中で数えてはならない。

50 あなたはレビ人を証言の幕屋とそのすべての器とそのすべての持ち物の上に任命しなさい。彼らは幕屋とそのすべての器を運び、彼らはそれに仕えなさい。そして幕屋の周囲に宿営しなさい。

51 幕屋を移動するときは、レビ人がそれを降ろし、幕屋を設営するときは、レビ人がそれを立てる。近づく部外者は殺されなければならない。

52 イスラエルの子らは、それぞれ自分の陣営のそばに、それぞれ自分の旗のそばに、その軍勢に従って宿営した。

53 レビ人は証言の幕屋の周囲に宿営し、イスラエルの子らの集会に激しい怒りが及ばないようにしなければならない。レビ人は証言の幕屋の務めを守らなければならない。

54 イスラエルの子らは、主がモーセに命じられたすべてのとおりに行った。

Numbers 2

1 主はモーセとアロンに告げて言われた。

2 それぞれの者は自分の旗のしるしに従い、父の家ごとに、イスラエルの子らは宿営し、定めの時の天幕の周囲に向かい合って宿営した。

3 東の方、日の出る方に宿営する者は、ユダの陣営の旗に従うその軍勢であり、ユダの子らの君主はアミナダブの子ナフションである。

4 その軍勢と、その数に数えられた者たちは、四万四千六百人であった。

5 その傍らに宿営する者はイッサカルの杖であり、イッサカルの子らの君主はツァルの子ネタンエルである。

6 その軍勢と数えられた者たちは、四万四千四百人であった。

7 ゼブルンの杖、そしてゼブルンの子らの君主は、ヘロンの子エリアブ。

8 その軍勢と数えられた者は、五万七千四百人であった。

9 ユダの陣営のすべての数は、その軍勢に従って、十万八千六百四十人であった。彼らは最初に出発した。

10 ルベンの陣営の旗は、その軍勢に従って南に置かれた。ルベンの子らの君主は、シェデウルの子エリツルである。

11 その軍勢と数えられた者たちは、四万六千五百人であった。

12 その傍らに宿営するのはシメオンの杖であり、シメオンの子らの君主はツリシャダイの子シェルミエルである。

13 その軍勢と、その数えられた者たちは、九千五百三十人。

14 ガドの杖、そしてガドの子らの君主は、ラグエルの子エリアサフ。

15 その軍勢と、その数に数えられた者たちは、四万五千六百五十人であった。

16 すべての数えられた者たち、ルベンの陣営の軍勢に従う者たちは、十万五千四百五十人である。彼らは第二に進発する。

17 定めの時の天幕であるレビ人の陣営は、陣営の真ん中に進んだ。彼らが宿営するように、彼らは進んだ。それぞれの人は、自分の手に従って、彼らの旗に従って進んだ。

18 エフライムの陣営の旗は、その軍勢にしたがって西にあり、エフライムの子らの君主はアンミフデの子エリシャマである。

19 その軍勢と、その数えられた者たちは、四万五千五百人であった。

20 その上にはマナセの杖があり、マナセの子らの君主はペダツルの子ガマリエルである。

21 その軍勢と、その数えられた者たちは、二万三千二百人であった。

22 ベニヤミンの杖、そしてベニヤミンの子らの君主は、ギデオニの子アビダン。

23 その軍勢と数えられた者たちは、三万五千四百人であった。

24 すべての数えられた者、エフライムの陣営の軍勢は、十万八千百人であった。彼らは第三に進発した。

25 ダンの陣営の旗は、その軍勢に従って北にあった。ダンの子らの君主は、アミシャダイの子アヒエゼル。

26 その軍勢と、その数に数えられた者たちは、二万六千七百人であった。

27 彼のそばに宿営する者は、アシェルの杖であり、アシェルの子らの君主はオクランの子パグエルである。

28 その軍勢と、その数えられた者たちは、一万四千五百人であった。

29 ナフタリの杖、そしてナフタリの子らの君主は、エナンの子アヒラ。

30 その軍勢と、その数に数えられた者たちは、三万五千四百人であった。

31 すべての数えられた者、ダンの陣営の者、十万七千六百人。彼らは最後に、自分たちの旗に従って進む。

32 これは、その父の家によるイスラエルの子らの登録された者たちである。すべての陣営の登録された者たちは、その軍勢によって、六十万三千五百五十人であった。

33 レビ人は、主がモーセに命じられたように、イスラエルの子らの真ん中では数えられなかった。

34 イスラエルの子らは、主がモーセに命じられたすべてのとおりにした。彼らは自分たちの旗に従って宿営し、またそのように進んだ。それぞれの人は、自分の家族に従い、父の家に従って進んだ。

Numbers 3

1 これはアロンとモーセの系図である。主がシナイ山でモーセに語られた日のことである。

2 アロンの子らの名は、長子ナダブ、そしてアビフ、エレアザル、イタマルである。

3 これらは、油注がれた祭司たち、すなわちアロンの子らの名である。彼らの手は祭司の務めを果たすために満たされた。

4 ナダブとアビフは、主の前に異なる火をささげたために、シナイの荒野で主の前に死んだ。彼らには子がいなかった。エレアザルとイタマルは、彼らの父アロンの前で祭司の務めを果たした。

5 主はモーセに告げて言われた。

6 レビの杖を近づけ、それを祭司アロンの前に立たせよ。彼らは彼に仕えよ。

7 彼らはその務めと、集会のすべての務めを、定めの時の天幕の前で守り、幕屋の奉仕をしなければならない。

8 彼らは、定めの時の天幕のすべての器と、イスラエルの子らの務めを守り、幕屋の奉仕を行わなければならない。

9 あなたはレビ人をアロンとその子らに与えなさい。彼らはイスラエルの子らの中から、彼に与えられた者である。

10 アロンとその子たちを任命し、彼らが自分の祭司職を守るようにせよ。近づく部外者は殺されなければならない。

11 主はモーセに言われた。

12 わたしは、見よ、イスラエルの子たちの真ん中からレビ人を取った。イスラエルの子たちのすべての子宮の初子である長子の代わりに、レビ人はわたしのものとなる。

13 すべての長子はわたしのものである。わたしがエジプトの地で、すべての長子を打った日に、わたしはイスラエルのすべての長子を、人から獣に至るまで、わたしのために聖別した。彼らはわたしのものとなる。わたしは主である。

14 主はシナイの荒野でモーセに告げて言われた。

15 レビの子らをその父の家ごとに、その家族ごとに数えよ。すべての男子を、生後一か月以上の者を数えよ。

16 モーセは主の口の命により、彼らを数えられた。主が命じられたとおりに。

17 これらはその名によるレビの子たちである。ゲルション、コハテ、メラリ。

18 ゲルションの子らの名は、その家族によれば、リブニとシメイである。

19 コハテの子らは、その家族によれば、アムラムとイツハル、ヘブロンとウジエルである。

20 メラリの子らは、その家族によれば、マフリとムシである。これらはレビ人の家族で、その父の家によるものである。

21 ゲルションには、リブニ人の家族とシムイ人の家族があった。これらがゲルション人の家族である。

22 彼らの数は、すべての男子の数により、一か月の子以上で、彼らの数は七千五百人であった。

23 ゲルション人の家族は、幕屋の後に宿営し、海の方に向かって宿営した。

24 ゲルション人の父の家の君主は、ラエルの子エリアサフ。

25 ゲルションの子らの務めは、定めの時の天幕、すなわち幕屋とその天幕、その覆い、そして定めの時の天幕の入口の垂れ幕についてであった。

26 中庭の垂れ幕と、中庭の入口の垂れ幕、それは幕屋と祭壇の周囲にあり、そのすべての綱、そのすべての奉仕のためのものであった。

27 コハテには、アムラムびとの家族、イズハルびとの家族、ヘブロン人の家族、ウジエルびとの家族があった。これらがコハト人の家族である。

28 すべての男子の数は、一か月の子から上に向かって、八千六百人で、聖なるものの務めを守る者たちである。

29 コハテの子らの家族は、幕屋の南側の腿のところに宿営した。

30 コハト人の家族のための父の家の君主は、ウジエルの子エリツァファンであった。

31 彼らの務めは、箱と食卓と燭台と祭壇、および彼らがそれをもって仕える聖なるものの器、そして垂れ幕と、そのすべての奉仕である。

32 レビ人の君主たちの君主は、祭司アロンの子エレアザルであり、聖なるものの務めを守る者たちの監督であった。

33 メラリには、マフリの家族とムシ人の家族がある。これらがメラリの家族である。

34 彼らの数は、すべての男子の数により、一か月の子以上の者で、六千二百人であった。

35 メラリの家族の先祖の家の君主は、アビハイルの子ツリエルであり、彼らは幕屋の腿の側、北に宿営した。

36 メラリの子らの務めの監督は、幕屋の板とそのかんぬきとその柱とその台座、そしてそのすべての器と、そのすべての奉仕である。

37 中庭の周囲の柱とその台座、そしてその杭とその綱。

38 幕屋の前、定めの時の天幕の前、東の方に宿営する者たちは、モーセとアロンとその子らであり、彼らは聖所の務めを守り、イスラエルの子らの務めのために守った。近づくよそ者は殺される。

39 すべてのレビ人の数えられた者たち、すなわちモーセとアロンが主の口に従ってその家族ごとに数えた者たち、すべての男子で一か月の子から上を数えると、二万二千人であった。

40 主はモーセに言われた、「イスラエルの子らのすべての長子、すなわち一か月以上の男子を数え、その名の数を数え上げよ」。

41 あなたはレビ人をわたしのために取られよ。わたしは主である。イスラエルの子らのすべての長子の代わりに、レビ人の獣をイスラエルの子らの獣のすべての長子の代わりに取られよ。

42 モーセは、主が彼に命じられたとおりに、イスラエルの子らのすべての長子を数え上げた。

43 すべての男子の長子は、その名の数において、一か月以上の者を数えると、二万二千二百七十三人であった。

44 主はモーセに言われた。

45 レビ人をイスラエルの子らのすべての長子の代わりに取り、レビ人の獣を彼らの獣の代わりに取りなさい。レビ人はわたしのものとなる。わたしは主である。

46 レビ人の数を超えて余った、イスラエルの子らの長子の中から贖われた者、二百七十三人。

47 五シェケルずつを頭蓋骨ごとに取らなければならない。聖なるシェケルで取りなさい。そのシェケルは二十ゲラである。

48 あなたはその銀をアロンとその子らに与えなければならない。彼らのうちの余った者たちの贖われた者として。

49 モーセは、レビ人の贖われた者たちに勝って余った者たちから、贖い金の銀を取った。

50 イスラエルの子らの長子から、銀を取られた。聖なるシェケルで千三百六十五シェケル。

51 モーセは、贖われた者の銀を、主の口に従って、アロンとその子たちに与えた。主がモーセに命じられたとおりに。

Numbers 4

1 主はモーセとアロンに告げて言われた。

2 レビの子らの真ん中からコハテの子らの頭を数え上げよ、その家族ごとに、その父の家ごとに。

3 三十歳以上五十歳までのすべての軍勢に加わる者で、定めの時の天幕で仕事をする者。

4 これは、定めの時の天幕におけるコハテの子らの奉仕である。最も聖なる聖なるもの。

5 アロンとその子たちは、陣営が移動するときに来て、垂れ幕の垂れ幕を下ろし、それで証言の箱を覆った。

6 その上にもぐらの皮の覆いを掛け、その上に紺青の衣服を広げ、その棒を差し込む。

7 面の食卓の上に紺青の衣服を敷き、その上に鉢と手のひらと鉢と注ぎの供え物の覆いを置き、常にのパンはその上にあるであろう。

8 その上に緋色の衣服を広げ、それをもぐらの皮の覆いで覆い、その棒を置く。

9 彼らは紺青の衣服を取り、光の燭台とそのともしびとその火ばさみとその火皿、および彼女に仕えるために用いるすべての油の器をそれで覆う。

10 彼らはそれを、そのすべての器とともに、もぐらの皮の覆いの上に置き、その上に軛を置いた。

11 金の祭壇の上に紺青の衣服を敷き、それをもぐらの皮の覆いで覆い、その棒を置く。

12 彼らは聖なるものの中で奉仕に用いるすべての器を取り、それを紺青の衣服に包み、もぐらの皮の覆いでそれらを覆い、軛の上に置く。

13 祭壇の灰を取り除き、その上に紫の衣服を掛けなければならない。

14 彼らはその上に、彼らがその上で仕えるために用いるすべての器、すなわち火皿、肉刺し、鋤、鉢、祭壇のすべての器を置き、その上にもぐらの皮の覆いを掛け、その棒を差し込む。

15 アロンとその子たちが、陣営が移動するときに聖なるものと聖なるもののすべての器を覆い終えたなら、その後、コハテの子たちが運ぶために来るであろう。しかし彼らは聖なるものに触れてはならない。触れれば死ぬからである。これらは、定めの時の天幕におけるコハテの子たちの重荷である。

16 祭司アロンの子エレアザルの監督は、光の油、香料の薫香、常にの献げ物、油注ぎの油、幕屋のすべてとその中にあるすべてのもの、聖なるものとその器の監督である。

17 主はモーセとアロンに言われた。

18 コハト人の家族の部族を、レビ人の真ん中から断ち切ってはならない。

19 これを彼らにせよ、そうすれば彼らは生き、聖なるものの聖なるものに近づくとき死なない。アロンとその子らが入り、それぞれを自分の奉仕と自分の重荷に置く。

20 彼らは聖なるものを飲み込むのを見るために入ってはならない。さもないと死ぬであろう。

21 主はモーセに告げて言われた。

22 ゲルションの子らの頭も数え上げよ。彼らの父の家ごとに、その家族ごとに。

23 三十歳以上五十歳までの子を、すべて軍勢に加わって定めの時の天幕で奉仕の務めに就く者を、あなたは数えなければならない。

24 これはゲルション人の家族の奉仕であり、仕えることと重荷を担うことである。

25 彼らは幕屋の幕と定めの時の天幕、その覆いと、その上にあるもぐらの覆いを上から、そして定めの時の天幕の入口の垂れ幕を担がなければならない。

26 中庭の垂れ幕と、中庭の門の入口の垂れ幕、それは幕屋と祭壇の周囲にあり、それらの綱と、彼らの奉仕のためのすべての器、そして彼らに関してなされるべきすべてのものを、彼らは運び、仕えた。

27 アロンとその子たちの口に従って、ゲルション人の子らのすべての奉仕は、そのすべての重荷とそのすべての奉仕のために行われる。あなたがたは彼らに、その務めとして、彼らのすべての重荷を委ねなさい。

28 これは、定めの時の天幕におけるゲルション人の子らの家族の奉仕であり、彼らの務めは、祭司アロンの子イタマルの手によるものである。

29 メラリの子らを、その家族ごとに、その父の家ごとに、あなたは彼らを数えよ。

30 三十歳以上五十歳までの者を、すべて軍勢に加わる者として数えなさい。彼らは定めの時の天幕の奉仕に当たるためである。

31 これは、定めの時の天幕におけるすべての奉仕についての、彼らの重荷の務めである。幕屋の板、そのかんぬき、その柱、その台座。

32 中庭の周囲の柱とその台座、その杭とその綱、そのすべての器とすべての奉仕のために。あなたがたは、その重荷の務めの器を名によって数えなければならない。

33 これはメラリの子らの家族のすべての奉仕であり、定めの時の天幕における彼らの奉仕である。祭司アロンの子イタマルの手によるものである。

34 モーセとアロンと集会の君主たちは、コハト人の子らをその家族とその父の家ごとに数え上げた。

35 三十歳以上で五十歳までの子、すべて軍勢に加わり、定めの時の天幕で奉仕するために来る者たち。

36 彼らの家族ごとの数は、二千七百五十人であった。

37 これらはコハト人の家族の登録された者たちであり、すべて定めの時の天幕で仕える者たちである。モーセとアロンが主の口により、モーセの手によって登録した者たちである。

38 ゲルションの子らのうち、その家族とその父の家ごとに数えられた者たちは、

39 三十歳以上で五十歳に至るまで、すべて軍勢に加わり、定めの時の天幕で奉仕する者たち。

40 彼らの家族ごと、父の家ごとに、その数は二千六百三十人であった。

41 これらはゲルションの子らの家族のうち、定めの時の天幕で仕えるすべての者たちであり、モーセとアロンが主の口によって数えた者たちである。

42 メラリの子らの家族のうち、その家族ごとに、その父の家ごとに数えられた者たちは、

43 三十歳以上五十歳までの子、すべて軍勢に加わり、定めの時の天幕で奉仕する者たち。

44 彼らの家族ごとの数は、三千二百人であった。

45 これは、モーセとアロンが主の口により、モーセの手によって数えた、メラリの子らの家族の登録された者たちである。

46 すべてのレビ人を、モーセとアロンとイスラエルの君主たちが、その家族とその父の家ごとに数え上げた者たちは、

47 三十歳以上で五十歳に至るまでのすべての者、すなわち、定めの時の天幕で奉仕の奉仕と重荷の奉仕をするために来るすべての者は、

48 彼らの数は八千五百八十人であった。

49 主の口により、モーセの手によって彼らを数えられた。それぞれの者はその奉仕とその重荷にしたがって、それぞれ数えられた。そして、主がモーセに命じられた彼らの数えられた者たちである。

Numbers 5

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに命じ、彼らを陣営から送り出せ。すべてのツァラアトに冒された者、すべての漏出のある者、そしてすべての命によって汚れた者を。

3 男であれ女であれ、あなたがたは彼らを外に送り出し、陣営の外に送り出さなければならない。彼らが、わたしがその真ん中に住まわれる彼らの陣営を汚してはならないからである。

4 イスラエルの子らはそのように行い、彼らを陣営の外に送り出した。主がモーセに言われたとおり、イスラエルの子らはそのように行った。

5 主はモーセに告げて言われた。

6 主はモーセに言われた、「イスラエルの子らに告げよ。人または女が、人のすべての罪を犯して、主に対して背信の罪を犯し、その魂が罪を負うならば、

7 彼らは自分たちの犯した罪を告白し、その罪過のための捧げ物を頭の上に返し、それに第五の分を加えて、自分に対して罪を犯した者に与えなければならない。

8 もしその人に、その罪過のための捧げ物を彼に返すべき贖い主がいないなら、その返される罪過のための捧げ物は主のものとなり、祭司のものとなる。そのほかに、彼のために贖いをする贖いの雄羊がある。

9 すべての献げ物、すなわちイスラエルの子らが祭司に献げるすべての聖なるものは、その祭司のものとなる。

10 それぞれの聖なるものは、その人のものとなる。祭司に与えるそれぞれのものは、その人のものとなる。

11 主はモーセに告げて言われた。

12 イスラエルの子らに告げて言われた、「もしある人の妻が迷い出て、その夫に対して背信の罪を犯したならば、

13 人が彼女と種の寝床に寝て、それが彼女の夫の目に隠され、彼女が隠されていて、彼女は汚れていたが、彼女には証人がおらず、彼女は捕まえられなかった。

14 ねたみの霊がその人に臨み、彼が自分の妻をねたみ、その妻が汚れている場合、あるいはねたみの霊がその人に臨み、彼が自分の妻をねたみ、その妻が汚れていない場合、

15 その人は妻を祭司のもとへ連れて行き、その妻のために自分の捧げ物として、エパの十分の一の大麦の小麦粉を持って来る。その上に油を注がず、その上に乳香を置かない。それはねたみの献げ物、咎を思い起こさせる記念の献げ物だからである。

16 祭司は彼女を連れて来て、主の前に立たせた。

17 祭司は聖なる水を土器の器に取り、幕屋の床にあるちりを祭司が取って、その水の中に入れる。

18 祭司はその女を主の前に立たせ、その女の頭を覆っていたものを解き、その手のひらに記念の献げ物、すなわちねたみの献げ物を置いた。祭司の手には、のろいをもたらす苦い水があった。

19 祭司はその女に誓わせて言われた、「もし人があなたと寝ておらず、あなたが夫のもとで汚れに迷い出たのでなければ、あなたはこの呪いをもたらす苦い水から免れるであろう」。

20 しかし、あなたが夫の下で迷い出て、汚れたなら、すなわち、あなたの夫以外の人があなたの上にその寝床を置いたなら、

21 祭司はその女に呪いの誓いを立てさせ、祭司はその女に言われた、「主があなたをあなたの民の真ん中で呪いと誓いの対象とされるように。主があなたの腿を落ちさせ、あなたの腹を膨らませられるように。

22 これらの呪いの水があなたの腹に入り、腹を腫らせ、腿を萎えさせよ。そして女は「アーメン、アーメン」と言うであろう。

23 祭司はこれらの呪いを書物に書き記し、その苦い水の中にそれを洗い流した。

24 彼はその女に、のろいをもたらす苦い水を飲ませた。そして、のろいをもたらす水が彼女の中に入り、苦さをもたらした。

25 祭司はその女の手からねたみの献げ物を取り、その献げ物を主の前で揺り動かし、それを祭壇にささげた。

26 祭司はその献げ物から記念の部分を一握り取り、祭壇の上で焼かなければならない。その後、その女にその水を飲ませなければならない。

27 彼にその水を飲ませると、もし彼女が汚れていて夫に対して背信の罪を犯したなら、呪いをもたらす水が彼女の中に入って苦みをもたらし、彼女の腹は膨れ、彼女の腿は衰える。その女は自分の民の内側で呪いとなる。

28 しかし、もしその女が汚れておらず、彼女が清いなら、彼女は罰せられず、子孫を宿すであろう。

29 これはねたみの律法である。妻が夫の下で迷い出て、汚れた場合についてのものである。

30 あるいは、ねたみの霊がその人に臨み、その人が自分の妻をねたむ場合、その妻を主の顔の前に立たせ、祭司が彼女にこの律法のすべてを行う。

31 その人は咎から清められ、その女は自分の咎を負う。

Numbers 6

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに告げて言われた、「人あるいは女が、主にナジル人として身を聖別する誓いを立てるならば、

3 ぶどう酒と強い酒を断ち、ぶどう酒の酢と強い酒の酢を飲まず、すべてのぶどうの煮汁を飲まず、生のぶどうも干したぶどうも食べてはならない。

4 彼の聖別のすべての日々、ぶどうの木から作られるすべてのもの、ぶどう酒の穀粒から殻に至るまで、彼は食べてはならない。

5 彼の聖別の誓いのすべての日々、剃刀は彼の頭に通してはならない。彼が主に聖別する日々が満ちるまで、彼は聖なる者であり、彼の頭の毛の長い髪を伸ばさなければならない。

6 すべての分離の日の間、主に対して、死んだ者の命に近づいてはならない。

7 父にも母にも、兄弟にも姉妹にも、彼らの死によって汚れてはならない。なぜなら、彼の神への聖別が彼の頭の上にあるからである。

8 彼の聖別のすべての日、彼は主にとって聖なる者である。

9 もし彼の上に人が突然に死んで、彼の聖別された頭が汚されたなら、そのきよめの日に彼は自分の頭を剃る。第七日にそれを剃る。

10 八日目に、彼は二羽の鳩または二羽の鳩の子を、祭司のもと、定めの時の天幕の入口に持って来る。

11 祭司は罪のためのもの一匹と全焼のいけにえのためのもの一匹をささげ、その人が命に関わる罪を犯したことについて彼のために贖いをし、その日に彼の頭を聖別する。

12 主に聖別の日々をささげ、罪過のための捧げ物として一歳の子羊を携えて来なければならない。しかし、それ以前の日々は無効となる。なぜなら、彼の聖別が汚れたからである。

13 これはナジル人の律法である。彼の聖別の日が満ちる日に、彼を定めの時の天幕の入口に連れて来なければならない。

14 彼は自分の捧げ物を主にささげる。それは、一歳の傷のない雄の子羊一頭を全焼のいけにえとし、一歳の傷のない雌の子羊一頭を罪のためのいけにえとし、傷のない雄羊一頭を全焼のいけにえとする。

15 籠には、油で練った薄力粉の種なしパンの菓子パンと、油を塗った種なしパンの薄焼きパン、そして彼らの献げ物と彼らの注ぎの供え物を入れなさい。

16 祭司は主の前にそれを献げ、その罪とその全焼のいけにえをささげた。

17 雄羊を全焼のいけにえとして主にささげ、種なしパンの籠の上でいけにえとし、祭司はその献げ物と注ぎの供え物をささげる。

18 ナジル人は、定めの時の天幕の入口で、自分の聖別の頭を剃り、その聖別の頭の毛を取り、全焼のいけにえの下にある火の上に置いた。

19 祭司はその雄羊から煮た腕を取り、籠の中の種なしパンの菓子パン一つと種なしパンの薄焼きパン一つを取り、それをナジル人の手のひらの上に置いた。それは彼が自分の聖別を剃り終えた後であった。

20 祭司はそれらを揺祭として主の前に揺り動かした。それは祭司にとって聖なるものであり、揺祭の胸と献げ物の腿の上にあった。その後、ナジル人はぶどう酒を飲むことができる。

21 これはナジル人の律法である。彼が誓いを立てて主に捧げる捧げ物は、その聖別のほか、彼の手が届くものに応じて、彼が誓った誓いの口に従って、彼の聖別の律法に従って行わなければならない。

22 主はモーセに告げて言われた。

23 アロンとその子らに告げて言われた、「イスラエルの子らをこのように祝福して、彼らに言いなさい」。

24 主があなたを祝福され、あなたを守られるように。

25 主が御顔をあなたに向けて照らし、あなたを恵まれるように。

26 主が御顔をあなたに向け、あなたに平和を与えられるように。

27 彼らはわたしの名をイスラエルの子らの上に置く。わたしは彼らを祝福される。

Numbers 7

1 モーセが幕屋を立て終えた日、彼はそれに油を注ぎ、それを聖別された。また、そのすべての器と祭壇とそのすべての器にも油を注ぎ、それらを聖別された。

2 イスラエルの君主たち、その父の家のかしらたちは、すなわち杖の君主たち、数えられた者たちの上に立っていた者たちは、献げ物をささげた。

3 彼らはその捧げ物を主の前に携えて来た。六台の荷車と十二頭の牛、すなわち君主二人につき一台の荷車、一人につき一頭の雄牛であり、彼らはそれらを幕屋の前に献げた。

4 主はモーセに言われた。

5 彼らから受け取りなさい。それらは定めの時の天幕の奉仕に用いられるであろう。そして、それらをレビ人に与えなさい。人それぞれ、その奉仕の口に応じて。

6 モーセは荷車と牛を取り、それらをレビ人に与えた。

7 彼は二台の荷車と四頭の牛を、ゲルションの子らに、その奉仕に従って与えた。

8 四台の荷車と八頭の牛を、祭司アロンの子イタマルの手によって、メラリの子らの奉仕に従って彼らに与えられた。

9 しかし、コハテの子らには与えられなかった。それは、聖なるものの奉仕が彼らの上にあり、彼らが肩で担ぐからである。

10 君主たちは祭壇に油を注がれた日にその奉献をささげ、君主たちは自分たちの捧げ物を祭壇の前にささげた。

11 主はモーセに言われた、「君主は一日につき一人、君主は一日につき一人、彼らはその捧げ物を祭壇の奉献のために捧げる」。

12 その日、自分の捧げ物をささげた者は、ユダの杖のアミナダブの子ナフションであった。

13 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、聖なるシェケルで七十シェケル、その二つは油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

14 一つの金の手のひら、薫香で満ちたもの。

15 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

16 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

17 いけにえとして全焼のいけにえには、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはアミナダブの子ナフションの捧げ物である。

18 二日目に、ツァルの子ネタンエル、イッサカルの君主が献げ物をした。

19 彼は自分の捧げ物を献げた。銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル。銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるもののシェケルによる。二つとも油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

20 手のひら一つ、十シェケルの金、薫香で満ちていた。

21 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

22 雌ヤギの雄やぎ一頭を罪のためのものとして。

23 和解のいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはツァルの子ネタンエルの捧げ物である。

24 第三日には、ゼブルンの子らの君主、ヘロンの子エリアブ。

25 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケルを聖なるシェケルで量ったもの、二つとも油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とした。

26 金の手のひら十個、薫香で満ちていた。

27 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

28 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

29 和解のいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはヘロンの子エリアブの捧げ物である。

30 第四日に、ルベンの子らの君主はシェデウルの子エリツルであった。

31 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるシェケルによるものであった。その二つは油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

32 金の手のひら一つ、薫香で満ちていた。

33 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

34 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

35 全焼のいけにえのためのいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはシェデウルの子エリツルの捧げ物である。

36 五日目に、シメオンの子らの君主は、ツリシャダイの子シェルミエルであった。

37 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、聖なるシェケルで七十シェケル、二つとも油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物のためであった。

38 金の手のひら十個、薫香で満ちていた。

39 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

40 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

41 全焼のいけにえのためのいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはツリシャダイの子シェルミエルの捧げ物である。

42 第六日には、ガドの子らの君主、デュエルの子エリアサフ。

43 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるシェケルによるものであった。その二つは油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

44 金の手のひら十個、薫香で満ちていた。

45 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

46 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

47 全焼のいけにえのためのいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはデュエルの子エリアサフの捧げ物である。

48 七日目には、エフライムの子らの君主、アンミフデの子エリシャマ。

49 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるシェケルによるものであった。その二つは油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

50 金の手のひら十個、薫香で満ちていた。

51 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

52 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

53 いけにえの全焼のいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはアンミフデの子エリシャマの捧げ物である。

54 八日目には、マナセの子らの君主、ペダツルの子ガマリエルがいた。

55 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるシェケルによるものであった。その二つは油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

56 金の手のひら十個、薫香で満ちていた。

57 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

58 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

59 全焼のいけにえのためのいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはペダツルの子ガマリエルの捧げ物である。

60 第九日には、ベニヤミンの子らの君主、ギデオニの子アビダンがいた。

61 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるシェケルによるものであった。二つとも油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

62 手のひら一つ、十シェケルの金、薫香で満ちていた。

63 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

64 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

65 全焼のいけにえのためのいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはギデオニの子アビダンの捧げ物である。

66 十日目には、ダンの子らの君主、アミシャダイの子アヒエゼル。

67 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるシェケルによるものであった。二つとも油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

68 金の手のひら十個、薫香で満ちていた。

69 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

70 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

71 全焼のいけにえのためのいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはアミシャダイの子アヒエゼルの捧げ物である。

72 十一日目、アシェルの子らの君主は、オクランの子パグエルであった。

73 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるシェケルによるものであった。二つとも、油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物とされた。

74 金の手のひら十個、薫香で満ちていた。

75 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

76 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

77 全焼のいけにえのためのいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはオクランの子パグエルの捧げ物である。

78 十二日目、ナフタリの子らの君主は、エナンの子アヒラであった。

79 彼の捧げ物は、銀の鉢一つ、その重さは百三十シェケル、銀の鉢一つ、七十シェケル、聖なるシェケルによる。二つとも、油を混ぜた薄力粉で満たされ、献げ物のためであった。

80 金の手のひら十個、薫香で満ちていた。

81 若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊一頭を全焼のいけにえとして。

82 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとして。

83 全焼のいけにえのためのいけにえとして、牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の子羊五頭。これはエナンの子アヒラの捧げ物である。

84 これは祭壇の奉献の日、イスラエルの君主たちによるものであった。銀の鉢十二、銀の鉢十二、金の手のひら十二。

85 銀の鉢は一つ三十、銀の鉢は一つ七十、すべての器の銀は聖なるシェケルで二千四百。

86 金の手のひら十二個、薫香で満たされたもの、それぞれの手のひらは聖なるシェケルで十シェケル、すべての手のひらの金は百二十シェケル。

87 すべての牛は全焼のいけにえとして雄牛十二頭、雄羊十二頭、一歳の子羊十二頭、そしてその献げ物、また罪のための雌ヤギのやぎ十二頭。

88 すべての全焼のいけにえの牛は二十四頭、雄羊は六十頭、雄やぎは六十頭、歳の年の子羊は六十頭であった。これは祭壇に油を注いだ後の奉献である。

89 モーセが定めの時の天幕に入って彼と語るために行くと、彼は贖罪所の上から、証言の箱の上にある贖罪所の上から、二つのケルビムの間から、自分に語りかける声を聞いた。そして主は彼に語られた。

Numbers 8

1 主はモーセに告げて言われた。

2 アロンに告げて言え、「あなたがともしびをともすとき、七つのともしびは燭台の顔のほうに向かって光を照らすようにしなさい。

3 アロンは主がモーセに命じられたとおりに、燭台の顔に向かってそのともしびを上げた。

4 これは燭台のわざであり、金の打ち出し細工であって、その腿からその花に至るまで打ち出し細工である。主がモーセに示された外観のとおりに、彼はその燭台を造った。

5 主はモーセに告げて言われた。

6 レビ人をイスラエルの子らの真ん中から取り出し、彼らを清めなさい。

7 そして、あなたは彼らを清めるためにこのようにしなさい。罪の水を彼らの上に振りかけ、すべての肉に剃刀を当てさせ、彼らの衣服を洗わせ、彼らは清められる。

8 雄牛の子一頭と、その献げ物として油を混ぜた薄力粉、そして罪のための雄牛の子をもう一頭取らなければならない。

9 レビ人を定めの時の天幕の前に連れて来なさい。そして、イスラエルの子らのすべての集会を集めなさい。

10 あなたはレビ人を主の前に連れて来なさい。そして、イスラエルの子らはその手をレビ人の上に置きなさい。

11 アロンはレビ人を主の前で揺祭として揺り動かし、イスラエルの子らの中から主にささげた。彼らは主の奉仕を行う者となった。

12 レビ人はその手を雄牛の頭の上に置かなければならない。そして、あなたは一頭を罪のためのいけにえとし、もう一頭を主への全焼のいけにえとして、レビ人のために贖いをしなければならない。

13 レビ人をアロンの前とその子たちの前に立たせ、彼らを揺祭として主に揺り動かしなさい。

14 あなたはレビ人をイスラエルの子らの真ん中から分け隔てなければならない。そしてレビ人はわたしのものとなる。

15 その後、レビ人は定めの時の天幕に仕えるために来るであろう。あなたは彼らを清め、彼らを揺祭として揺り動かすであろう。

16 彼らはイスラエルの子たちの真ん中から、わたしに与えられた者である。すべての子宮の初子、すなわちイスラエルの子たちのすべての長子の代わりに、わたしは彼らを自分のものとして取った。

17 すべての長子は、イスラエルの子らのうちの、人と獣のすべての長子は、私のものである。私がエジプトの地のすべての長子を打った日に、私は彼らを私のために聖別した。

18 わたしはレビ人を、イスラエルの子らのすべての長子の代わりに取られた。

19 私はレビ人をイスラエルの子らの真ん中からアロンとその子らに与えられた者として与えた。それはイスラエルの子らの奉仕を定めの時の天幕で行い、イスラエルの子らのために贖いをなすためである。そうすれば、イスラエルの子らが聖なるものに近づくとき、イスラエルの子らの間に疫病が起こることはないであろう。

20 モーセとアロンとイスラエルの子らのすべての集会は、レビ人に対して行った。主がレビ人についてモーセに命じられたすべてのとおりに、イスラエルの子らは彼らに対して行った。

21 レビ人は罪の贖いの儀式を行い、自分たちの衣服を洗った。そしてアロンは彼らを主の前で揺祭として揺り動かし、アロンは彼らを清めるために彼らのために贖いをした。

22 その後、レビ人は、定めの時の天幕で自分たちの奉仕を行うために、アロンの前とその子たちの前に来た。主がレビ人についてモーセに命じられたとおりに、彼らは彼らに対して行った。

23 主はモーセに告げて言われた。

24 これはレビ人に関するものである。二十五歳以上で、彼らは定めの時の天幕の奉仕のために軍勢に加わって入って来る。

25 五十歳からは奉仕の軍勢から戻り、もはや働くことはない。

26 彼はその兄弟たちと共に、定めの時の天幕で務めを守るために仕えることができる。しかし、奉仕の働きはしてはならない。レビ人には、その務めにおいて、このようにしなさい。

Numbers 9

1 主はシナイの荒野で、エジプトの地を出てから第二年の第一の月に、モーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らは、その定めの時に過越の祭りを行わなければならない。

3 この月の十四日の夕方に、あなたがたはそれをその定めの時に行いなさい。そのすべての定めと、そのすべてのさばきに従って、あなたがたはそれを行いなさい。

4 モーセはイスラエルの子らに過越の祭りを行うように言われた。

5 彼らは第一の月の十四日の夕方に、シナイの荒野で過越の祭りを行った。主がモーセに命じられたすべてのとおりに、イスラエルの子らは行った。

6 ある人々がいて、彼らは人の魂のために汚れていたので、その日に過越の祭りを行うことができなかった。彼らはその日にモーセの前とアロンの前に近づいた。

7 その人たちは彼に言った、「私たちは人の命のために汚れています。なぜ、私たちがイスラエルの子たちの真ん中で、主の捧げ物をその定めの時にささげることを妨げられるのでしょうか」。

8 モーセは彼らに言われた、「立ち止まれ。主があなたがたに何を命じられるかを、わたしが聞こう」。

9 主はモーセに告げて言われた。

10 イスラエルの子らに告げて言われた、「だれでも、魂のために汚れた者となるか、または遠い道におるなら、あなたがたの世代のうちで、その者は主のために過越の祭りをささげなければならない。

11 第二の月の十四日の夕方に、彼らはそれを食べる。種なしパンと苦味を添えてそれを食べる。

12 彼らはそれを朝まで残してはならず、その骨を折ってはならない。過越の祭りのすべての定めに従って、それを成し遂げなければならない。

13 その人が清く、道にいなかったのに、過越の祭りを行わないで怠ったなら、その命は民の間から断たれる。なぜなら、その人は主の捧げ物を定めの時にささげなかったからである。その人は自分の罪を負う。

14 もしあなたがたのうちに寄留者が寄留し、主のために過越の祭りを祝うなら、過越の祭りの定めとそのさばきに従って、そのように行わなければならない。あなたがたにも寄留者にも、地の生まれつきの者にも、一つの定めがある。

15 幕屋を立てた日に、雲が幕屋を覆い、証言の天幕の上にあった。夕方には、幕屋の上に火の外観のようなものが朝まであった。

16 このようにして、それは常にあった。雲がそれを覆い、夜には火の外観があった。

17 雲が天幕の上から上がる口に従って、イスラエルの子らは旅立ち、雲がとどまる場所に、そこにイスラエルの子らは宿営した。

18 主の口に従ってイスラエルの子らは進み、主の口に従って宿営した。雲が幕屋の上にとどまっている間、彼らはそのすべての日の間、宿営した。

19 雲が幕屋の上に長く多くの日とどまるなら、イスラエルの子らは主の務めを守り、旅立たなかった。

20 また、雲が幕屋の上に数日の間あることがあった。彼らは主の口によって宿営し、主の口によって進んだ。

21 また、雲が夕方から朝まであり、朝に雲が上がると、彼らは旅立った。あるいは、昼と夜に雲が上がると、彼らは旅立った。

22 あるいは二日、あるいは一ヶ月、あるいは日々、雲が幕屋の上に長くとどまってその上に留まるとき、イスラエルの子らは宿営し、進発しなかった。そして、それが上がるとき、彼らは進発した。

23 主の口に従って彼らは宿営し、主の口に従って彼らは進んだ。彼らは主の務めを守り、主の口に従って、モーセの手によってそうした。

Numbers 10

1 主はモーセに告げて言われた。

2 銀のラッパを二本、打ち出し細工で作りなさい。それらはあなたのために、集会を召集するため、また陣営を旅立たせるためのものとなる。

3 彼らがそれらを吹き鳴らすなら、すべての集会は定めの時の天幕の入口であなたのもとに集まるであろう。

4 もし一本のラッパで吹き鳴らすなら、イスラエルの千の部隊のかしらである君主たちがあなたのもとに集まって来るであろう。

5 あなたがたが叫びを吹き鳴らすなら、東に宿営している陣営は進み出る。

6 二度目の叫びを吹き鳴らすなら、南に宿営している陣営は進み出る。彼らはその旅路のために叫びを吹き鳴らす。

7 集会を集めるときは、あなたがたはラッパを吹き鳴らし、しかし警報の音を鳴らしてはならない。

8 アロンの子である祭司たちはラッパを吹き鳴らすであろう。それはあなたがたにとって、代々にわたる永遠の定めとなるであろう。

9 あなたがたの地で、あなたがたを苦しめる敵に対して戦いが起こるとき、あなたがたはラッパで警報を吹き鳴らしなさい。そうすれば、あなたがたはあなたがたの神、主の前に覚えられ、あなたがたの敵から救われるであろう。

10 あなたがたの喜びの日、定めの時、月の頭に、全焼のいけにえの上と、全焼のいけにえのいけにえの上にラッパを吹き鳴らしなさい。それらはあなたがたの神の前で、あなたがたのための記念となる。わたしは主、あなたがたの神である。

11 二年目の第二の月の二十日に、雲が証言の幕屋の上から上がった。

12 イスラエルの子らはその旅路に従ってシナイの荒野から進み出た。そして雲はパランの荒野に留まった。

13 彼らは最初に、主の従に従い、モーセの手によって進んだ。

14 ユダの子らの陣営の旗は、その軍勢に従って最初に進んだ。その軍勢の上には、アミナダブの子ナフションがいた。

15 イッサカルの子らの杖の軍勢の上には、ツァルの子ネタンエルがいた。

16 ゼブルンの子らの杖の軍勢の上には、ヘロンの子エリアブがいた。

17 幕屋が降ろされ、ゲルションの子らとメラリの子らは幕屋を担いで進んだ。

18 ルベンの陣営の旗は、その軍勢に従って進んだ。その軍勢の上には、シェデウルの子エリツルがいた。

19 シメオンの子らの杖の軍勢の上には、ツリシャダイの子シェルミエル。

20 ガドの子らの杖の軍勢の上には、デュエルの子エリアサフがいた。

21 コハト人たちは聖所を担いで進み、彼らが着くまでに幕屋を建てた。

22 エフライムの子らの陣営の旗は、その軍勢にしたがって進んだ。その軍勢の上には、アンミフデの子エリシャマがいた。

23 そしてマナセの子らの杖の軍勢の上には、ペダツルの子ガマリエルがいた。

24 ベニヤミン族の杖の軍勢の上には、ギデオニの子アビダンがいた。

25 ダンの子らの陣営の旗は、すべての陣営のしんがりとして、その軍勢に従って進んだ。その軍勢の上には、アミシャダイの子アヒエゼルがいた。

26 そしてアシェル人の子らの杖の軍勢の上には、オクランの子パグエルがいた。

27 ナフタリの子らの杖の軍勢の上には、エナンの子アヒラ。

28 これらは、イスラエルの子らの軍勢に従った旅路であり、彼らは旅立った。

29 モーセは、自分の舅であるミデヤン人ラグエルの子ホバブに言われた、「私たちは、主が『あなたがたに与える』と言われた場所へ旅立つ。私たちと一緒に来なさい。私たちはあなたに良くしよう。主がイスラエルについて良いことを語られたからだ」。

30 彼は彼に言った、「私は行かない。私の地と私の生まれに行くのだ」。

31 彼は言われた。「どうか私たちを離れないでください。あなたは荒野で私たちが宿営することを知っておられ、私たちの目となってくださるからです。

32 そして、あなたが私たちと一緒に行くなら、その良いもの、すなわち主が私たちに良くしてくださるものを、私たちもあなたに良くして差し上げよう。

33 彼らは主の山から三日の道のりを進んだ。主の契約の箱は、彼らのために憩いの場所を探すため、彼らの前を三日の道のりで進んだ。

34 主の雲は、彼らが陣営から移動する間、昼の間ずっと彼らの上にあった。

35 箱が進み出すとき、モーセは言われた。「主よ、立ち上がってください。あなたの敵は散らされ、あなたを憎む者たちはあなたの前から逃げ去りますように。

36 休むときには言われた、「主よ、イスラエルの数万の千々よ、帰って来てください」。

Numbers 11

1 民は主の耳に悪く思われることをつぶやいていた。主はそれを聞かれ、その怒りが燃え上がり、主の火が彼らのうちに燃え、陣営の果てを焼き尽くした。

2 民はモーセに叫んだ。モーセは主に祈った。すると火は沈んだ。

3 その場所の名をタベラと呼んだ。それは主の火が彼らのうちに燃え上がったからである。

4 彼らの内側にいた雑多な群れは欲望を抱いた。そしてイスラエルの子らもまた泣き返って言った、「誰が我々に肉を食べさせてくれるのか」。

5 私たちはエジプトでただで食べた魚を思い出す。きゅうり、メロン、草、玉ねぎ、ニンニクも。

6 しかし今、私たちの命は干からびており、何もありません。ただこのマナのほかには、私たちの目は何も見ません。

7 マナはコエンドロの種のようであり、その目はベドラフの目のようであった。

8 民は巡り歩いて集め、臼で挽くか、乳鉢で搗くかし、鍋で煮て、それを焼き菓子にした。その味わいは、油の潤いの味わいのようであった。

9 夜に露が陣営の上に降りるとき、マナはその上に降った。

10 モーセは、民がその家族ごとに、各人が自分の天幕の入口で泣いているのを聞かれた。すると主の怒りが非常に燃え上がり、モーセの目にもそれは悪しきことと見えた。

11 モーセは主に言われた。「なぜあなたはあなたのしもべを苦しめられたのですか。なぜ私はあなたの目に恵みを見いだせなかったのですか。このすべての民の重荷を私の上に置かれるとは。

12 このすべての民を私が身ごもったのでしょうか。私が彼を生んだのでしょうか。それなのに、あなたは私に「彼をあなたの懐に抱け。乳母が乳飲み子を抱くように、あなたが彼らの先祖に誓われた地に彼らを連れて行け」と言われるのです。

13 このすべての民に与える肉が、私のどこにあるでしょうか。彼らは私に向かって泣き叫んで、「私たちに肉を与えて、食べさせてください」と言うのです。

14 私は単独では、この民をすべて担うことはできません。それは私には重すぎるからです。

15 もしこのように私にされるのなら、どうか私を殺してください。もしあなたの目に恵みを見いだしたのなら、私の悪を見ずに済むように。

16 主はモーセに言われた、「あなたが知っているイスラエルの長老たち、すなわち民の長老とその係官たちの中から、七十人の人をわたしのために集めなさい。彼らを定めの時の天幕に連れて行き、彼らをそこであなたと共に立たせなさい。

17 私は降りて行き、そこであなたと語り、あなたの上にある霊を取って、彼らの上に置く。彼らはあなたと共に民の重荷を担い、あなたは単独で担うことはない。

18 民には言われた、「明日のために身を聖別せよ。あなたたちは肉を食べるであろう。あなたたちが主の耳に泣いて、『誰が我々に肉を食べさせてくれるのか。エジプトにいた方が良かった』と言ったからである。主はあなたたちに肉を与え、あなたたちは食べるであろう。

19 あなたがたは一日だけ食べるのではなく、二日でもなく、五日でもなく、十日でもなく、二十日でもない。

20 一か月の間、あなたがたの顔から出るまで、それはあなたがたにとって忌まわしいものとなる。あなたがたが自分の内側におられる主を蔑んだからだ。そして、その前で泣いて言った、「なぜ、私たちはエジプトから出て来たのか」と。

21 モーセは言われた、「わたしの内側にいる民は六十万人の歩く者です。それなのに、あなたは『彼らに肉を与え、彼らは一か月の日の間、食べるであろう』と言われました。

22 羊の群れと牛を彼らのために屠って、彼らに足りるだろうか。海のすべての魚を彼らのために集めても、彼らに足りるだろうか。

23 主はモーセに言われた、「主の手が短いのか。今あなたは、わたしの言葉があなたに届くかどうかを見るであろう」。

24 モーセは出て行き、主の言葉を民に語った。そして、民の長老たちの中から七十人を集め、彼らを天幕の周囲に立たせた。

25 主は雲の中に降りて来られ、彼に語られた。そして、彼の上にある霊を取って、七十人の長老たちに与えられた。霊が彼らの上にとどまったとき、彼らは預言したが、その後は続かなかった。

26 陣営に二人の人が残っていた。一人の名はエルダデ、もう一人の名はメダドであった。霊が彼らの上にとどまった。彼らは書き留められた者たちの中にいたが、天幕には出て行かなかった。彼らは陣営の中で預言した。

27 少年は走って行き、モーセに告げて言った。「エルダデとメダドが陣営の中で預言しています。

28 ヌンの子ヨシュアは、モーセの若者たちの中から選ばれた者で、答えて言った。「わが主モーセよ、彼らを止めてください。

29 モーセは彼に言われた、「あなたは私のためにねたんでいるのか。主のすべての民が預言者となること、主がその霊を彼らの上に置かれることを、だれが望まないだろうか。

30 モーセは陣営に戻られた。彼とイスラエルの長老たちも共に。

31 主から風が吹き出し、海からうずらを吹き寄せて、陣営の上に、片側一日の道のり、もう片側一日の道のり、陣営の周囲に落とされた。そして地の面の上に二キュビトの高さにあった。

32 民はその日一日中、その夜のすべて、そして翌日のすべての日に立ち上がり、うずらを集めた。最も少なく集めた者でも十粘土を集めた。彼らはそれを自分のために陣営の周囲に広げて並べた。

33 肉がまだ彼らの歯の間にあるうちに、それが絶たれる前に、主の怒りが民に向かって燃え上がり、主は民を非常に大きな傷で打たれた。

34 その場所の名をキブロテ・ハタアワと呼んだ。そこに欲望を抱いた民を葬ったからである。

35 民はキブロテ・ハタアワから旅立ち、ハツェロテに着いた。そして、彼らはハツェロテにいた。

Numbers 12

1 ミリアムとアロンは、モーセのことで、彼が娶ったエチオピアの女の事柄について語った。彼がエチオピアの女を妻に娶ったからである。

2 彼らは言った、「主はただモーセにだけ語られたのか。私たちにも語られたではないか」。そして主はこれを聞かれた。

3 その人モーセは、地の面にいるすべての人の中で、最も柔和であった。

4 主は突然、モーセとアロンとミリアムに言われた、「あなたがた三人は、定めの時の天幕へ出て行け」。そして三人は出て行った。

5 主は雲の柱の中に降りて来られ、天幕の入口に立たれた。そしてアロンとミリアムを呼ばれた。二人は出て行った。

6 主は言われた、「わたしの言葉を聞け。もしあなたがたの間に預言者がいるなら、主は幻によって彼に自分を示し、夢によって彼に語る。

7 わたしのしもべモーセは、そのようではない。彼はわたしのすべての家において忠実である。

8 口と口とで、わたしは彼と語る。外観をもって、なぞではなく、主の像を彼は見る。なぜあなたがたは、わたしのしもべモーセについて語ることを恐れなかったのか。

9 主の怒りが彼らに向かって燃え上がり、主は去って行かれた。

10 雲は天幕の上から退いた。すると見よ、ミリアムは雪のようにらい病に冒されていた。アロンがミリアムの方を向くと、見よ、彼女はらい病に冒されていた。

11 アロンはモーセに言った。「ああ、わが主よ、どうか、私たちが愚かにも犯した罪と、私たちが犯した罪を、私たちの上に負わせないでください。

12 どうか、彼女が母の子宮から出たとき、その肉の半分が食べられてしまった死人のようにならないでください。

13 モーセは主に向かって叫んで言われた、「神よ、どうか彼女を癒やしてください」。

14 主はモーセに言われた、「もし彼女の父が彼女の面に唾をかけるなら、彼女は七日の間、恥じるべきではないか。彼女は七日の間、陣営の外に閉じ込められ、その後、連れ戻されるであろう」。

15 ミリアムは陣営の外に七日の間閉じ込められた。そして民はミリアムが戻るまで進まなかった。

16 その後、民はハツェロテから旅立ち、パランの荒野に宿営した。

Numbers 13

1 主はモーセに言われた。

2 あなたのために人を遣わし、彼らに、わたしがイスラエルの子らに与えようとしているカナンの地を探らせよ。あなたがたは、それぞれの父の杖ごとに、一人の人、一人の人を遣わす。彼らのうちのすべての君主を。

3 モーセは主の従に従い、パランの荒野から彼らを遣わした。彼らはすべてイスラエルの子らの頭である人々であった。

4 これらの者の名は次のとおりである。ルベンの杖については、ザックルの子シャンムア。

5 シメオンの杖については、ホリの子シャファト。

6 ユダの杖については、エフンネの子カレブ。

7 イッサカルの杖については、ヨセフの子イガル。

8 エフライムの杖については、ヌンの子ホセア。

9 ベニヤミンの杖については、ラフの子パルティ。

10 ゼブルンの杖については、ソディの子ガディエル。

11 ヨセフの杖、すなわちマナセの杖については、スシの子ガディ。

12 ダンの杖については、ゲマリの子アミエル。

13 アシェルの杖については、ミカエルの子セトル。

14 ナフタリの杖については、ワフシの子ナクビ。

15 ガドの杖については、マキの子ゲウエル。

16 これらは、モーセが地を探るために遣わした人々の名である。モーセはヌンの子ホセアをヨシュアと呼ばれた。

17 モーセは彼らをカナンの地を探るために遣わし、彼らに言われた、「あなたがたはネゲブに上り、その山に登れ」。

18 地がどのようなものかを見なさい。また、その上に住む民が強いか弱いか、少ないか多いかを。

19 その地は、そこに彼が住んでいるが、良いか悪いか。また、その町々は、そこに彼が住んでいるが、陣営か、それとも要塞か。

20 その地は肥えているか、それとも痩せているか。そこに木があるか、ないか。あなたがたは勇気を出して、その地の果実を持って来なさい。その日々は、ぶどうの初物の日々であった。

21 彼らは上って行き、ツィンの荒野からレホブまで、ハマテに来る所まで、その地を探り見た。

22 彼らはネゲブに上って行き、ヘブロンまで来た。そこにはアナクの生まれ子であるアヒマン、シェシャイ、タルマイがいた。ヘブロンはエジプトのツォアンより七年前に建てられたものであった。

23 彼らはエシュコルの谷川まで来て、そこで枝とぶどうの房一つを切り取り、それを二人で軛に担いで運んだ。また、ざくろといちじくも取った。

24 その場所を、イスラエルの子らがそこから切り取ったぶどうの房の事柄によって、エシュコルの谷川と呼んだ。

25 彼らは四十日の終わりに、その地の探りから戻った。

26 彼らは行って、モーセとアロンとイスラエルの子らのすべての集会のもとへ、パランの荒野のカデシュに来た。そして彼らは彼らに言葉を返し、すべての集会にその地の果実を見せた。

27 彼らは彼に報告して言った、「私たちはあなたが遣わされた地に行ってきました。そして確かに、そこは乳と蜂蜜の流れる地であり、これがその果実です。

28 絶えず、地に住む民は強く、町々は非常に堅固な城壁を持ち、また、私たちはそこでアナクの生まれ子たちをも見ました。

29 アマレクはネゲブの地に住み、ヒッタイト人とエブス人とアモリ人は山に住み、カナン人は海のほとりとヨルダンの手のほとりに住んでいる。

30 カレブはモーセの前で民を静め、言った。「私たちは必ず上って行き、それを取り継ごう。私たちは必ずそれに打ち勝つことができるからだ。

31 その人たちは彼と共に上って行ったが、言った、「我々はあの民に向かって上って行くことはできない。あの民は我々よりも強いからだ」。

32 彼らはイスラエルの子らに、自分たちが探ってきた地についての中傷をもたらして言った、「私たちが探るために通った地は、その住民を食い尽くす地であり、その真ん中で私たちが見たすべての民は、寸法の大きな人々である」。

33 そこには我々は巨人たち、アナクの子らを、巨人たちの中に見た。そして我々は自分たちの目には蝗虫のように見え、彼らの目にもそう見えていた。

Numbers 14

1 すべての集会は声を上げ、民はその夜、泣いた。

2 イスラエルのすべての子らはモーセとアロンに向かってつぶやき、集会のすべての者は彼らに言った、「ああ、われわれがエジプトの地で死んでいたなら、あるいはこの荒野で死んでいたならよかったのに」。

3 なぜ主は私たちをこの地に連れて来て、剣で倒れさせようとされるのか。私たちの妻と幼子たちは分捕り物となるだろう。エジプトに帰ることの方が、私たちにとって良いではないか。

4 互いに兄弟に言われた、「我々はかしらを立てて、エジプトへ帰ろう」。

5 モーセとアロンは、イスラエルの子らのすべての集会の集会の前に、彼らの前でひれ伏した。

6 ヌンの子ヨシュアとエフンネの子カレブは、地を探った者たちの中から、自分の衣服を裂いた。

7 彼らはイスラエルの子らのすべての集会に言った、「私たちが探るために通った地は、非常に良い地である」。

8 もし主が私たちを喜ばれるなら、私たちをこの地に連れて行き、それを私たちに与えられる。それは乳と蜂蜜の流れる地である。

9 ただ主に逆らってはならない。あなたがたは、その地の民を恐れてはならない。彼らは私たちのパンだからである。彼らの陰りは彼らから取り除かれた。主が私たちとともにおられるのだ。彼らを恐れてはならない。

10 すべての集会は彼らを石で打ち殺そうと言った。すると、主の栄光が定めの時の天幕に、すべてのイスラエルの子らに現れた。

11 主はモーセに言われた、「この民はいつまでわたしを侮るのか。また、わたしがその内側で行ったすべてのしるしを、いつまで信じないのか。

12 疫病で彼らを打ち、彼らを追い払う。そして、あなたを彼らよりも大きくて強い国とする。

13 モーセは主に言われた、「エジプト人は、あなたがこの民をあなたの力によって彼らの内側から引き上げられたことを聞くでしょう。

14 そして彼らはこの地の住民に言うであろう、彼らは、あなた、主がこの民の内側におられること、あなた、主が目と目とで現れ、あなたの雲が彼らの上に立ち、あなたが昼は雲の柱で彼らの前を歩み、夜は火の柱で歩まれることを聞いた。

15 あなたがこの民を一人の人を殺すように殺されるなら、あなたの評判を聞いた国々は言うでしょう。

16 主がこの民を、彼らに誓われた地に導き入れることができなかったので、荒野で彼らを虐殺されたのだ。

17 今、どうか主の力を大きく現してください。あなたがお告げになったように。

18 主は怒りに遅く、慈愛に富み、咎と背きの罪を赦されるが、決して罰しない者ではない。父の咎を子に、三代目に、そして第四のものにまで報いられる。

19 あなたの偉大な慈愛にしたがって、この民の咎を赦してください。あなたがエジプトから今に至るまで、この民を担われたように。

20 主は言われた、「あなたの言葉のとおりに、わたしは赦した」。

21 しかし、わたしは生きている。そして、主の栄光がすべての地に満ちる。

22 まことに、わたしの栄光と、エジプトと荒野でわたしが行ったしるしを見たすべての人は、この十度わたしを試み、わたしの声に聞き従わなかった。

23 彼らは、わたしが彼らの父たちに誓った地を見ることはない。そして、わたしを侮るすべての者は、それを見ることはない。

24 わたしのしもべカレブは、彼のうちに別の霊があり、わたしに従い通したので、彼をその行った地に連れて行き、その子孫はそれを継ぐであろう。

25 アマレク人とカナン人は谷に住んでいる。明日、あなたがたは向きを変え、葦の海の道を通って荒野へ進みなさい。

26 主はモーセとアロンに言われた。

27 この悪い集会は、いつまでわたしに対してつぶやくのか。イスラエルの子らがわたしに対してつぶやくそのつぶやきを、わたしは聞いた。

28 彼らに言われた、「わたしは生きている。主の宣言だ。あなたがたがわたしの耳に語ったとおりに、わたしはあなたがたにそうする。

29 この荒野で、あなたがたの死体は倒れるであろう。あなたがたのすべての数えられた者、すべての数に従って、二十歳以上の者、わたしに向かってつぶやいた者たちは。

30 あなたがたは、わたしがあなたがたをそこに住まわせるために手を上げたその地には、決して入ることはない。ただ、エフンネの子カレブと、ヌンの子ヨシュアだけは別である。

31 あなたがたが分捕り物になると言った幼子たちを、わたしは連れて行き、彼らはあなたがたが蔑んだ地を知るようになる。

32 あなたがたの死体は、この荒野に倒れるであろう。

33 あなたがたの子らは、四十年の間、荒野で羊飼いとなり、あなたがたの姦淫の罪を負うであろう。あなたがたの死体が荒野で尽きるまで。

34 あなたがたが地を探り巡らした日の数、すなわち四十日、一日を一年とし、一日を一年として、あなたがたは自分の咎を負うことになる。すなわち四十年。そして、あなたがたはわたしの妨げを知るであろう。

35 主が言われた。「わたしは主である。わたしが語った。必ず、この悪い集会のすべての者に、わたしはこのことを行う。彼らはわたしに逆らって集まった者たちである。この荒野で彼らは滅び尽くし、そこで死ぬ。

36 モーセが地を探るために遣わした人々は、帰って来て、その地についての悪い中傷をすべての集会に言い広めて、地について中傷した。

37 その地について悪い中傷を言い広めた人々は、主の前で疫病によって死んだ。

38 ヌンの子ヨシュアとエフンネの子カレブは、その地を探るために行った人々のうちで、生き残った。

39 モーセはこれらの言葉をすべてイスラエルの子らに語られた。そして民は非常に嘆き悲しんだ。

40 彼らは朝早く起きて、山の頭に上って行き、言った。「ここにいます。私たちは、主が言われた場所に上って行きます。私たちは罪を犯したからです。

41 モーセは言われた、「なぜあなたがたは主の口に逆らって進もうとするのか。それは成功しないだろう」。

42 上ってはならない。主があなたがたの内側におられないからだ。あなたがたの敵の前で打ち負かされないように。

43 アマレク人とカナン人があなたがたの前にいる。あなたがたは剣で倒れるであろう。あなたがたが主に従うことをやめて背いたからである。主はあなたがたと共におられないであろう。

44 彼らは山の頭に上ろうとしたが、主の契約の箱とモーセは陣営の内側から動かなかった。

45 アマレク人と、その山に住んでいたカナン人が下って来て、彼らを打ち、ホルマまで追い散らした。

Numbers 15

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに告げて言われた。「あなたがたが、わたしがあなたがたに与えるあなたがたの居住の地に入るとき、

3 火による捧げ物を主にささげるなら、全焼のいけにえ、あるいは誓いを果たすためのいけにえ、または自由意志の捧げ物、あるいはあなたがたの定めの時における捧げ物として、牛または羊の群れから、主への芳しい香りとなる火による捧げ物をささげるなら、

4 捧げ物を献げる者は、主にその捧げ物として、十分の一の量の薄力粉を、四分の一ヒンの油で混ぜた献げ物を献げる。

5 ぶどう酒は注ぎの供え物として、ヒンの四分の一を、全焼のいけにえの上に、あるいはいけにえのために、一匹の子羊ごとに作らなければならない。

6 雄羊には、十分の二の十分の一の量の薄力粉を油で混ぜた献げ物を、油はヒンの三分の一を用いて作らなければならない。

7 ぶどう酒は注ぎの供え物として、ヒンの三分の一をささげなさい。それは主への芳しい香りの香りである。

8 あなたが全焼のいけにえ、あるいはいけにえとして牛の子をささげるなら、誓いを果たすため、または主への全焼のいけにえとしてささげるなら、

9 その牛の子に添えて献げ物を、油で混ぜた薄力粉三十分の一の量を、油の半分ヒンを添えて献げなさい。

10 ぶどう酒を注ぎの供え物として、ヒンの半分を献げなさい。それは主への火による捧げ物、芳しい香りである。

11 雄牛一頭についても、雄羊一頭についても、あるいは子羊の中の羊、または雌ヤギについても、このように行われなければならない。

12 あなたがたが行う数に応じて、このように一頭ごとに、その数に応じて行いなさい。

13 すべての生まれつきの者は、主への火による捧げ物、芳しい香りの香りをささげるために、このようにこれらのことを行う。

14 また、あなたがたの間に寄留する寄留者、あるいはあなたがたの真ん中にいて、あなたがたの世代にわたって、主への火による捧げ物、芳しい香りをささげるなら、あなたがたがするように、その者もそのようにする。

15 集会には、あなたがたにも寄留者にも一つの定めがある。永遠の定めとして、あなたがたの世代を通じて、寄留者もあなたがたと同じように、主の前にある。

16 律法は一つ、さばきも一つ、あなたがたとともに寄留している寄留者にも、あなたがたのものと同じである。

17 主はモーセに告げて言われた。

18 イスラエルの子らに告げて言われた、「わたしがあなたがたをそこへ連れて行く地に入るとき、

19 あなたがたがその地のパンを食べるとき、主への献げ物をささげなさい。

20 あなたがたの生地の初めから、一つの菓子パンを献げ物としてささげなさい。打ち場の献げ物のように、それをささげなさい。

21 あなたがたの生地の初めから、主への献げ物をあなたがたの代々にわたってささげなさい。

22 もしあなたがたが誤って、これらのすべての戒めを行わず、主がモーセに語られたすべてのことを守らなかったなら、

23 主がモーセの手を通してあなたがたに命じられたすべてのことを、主が命じられたその日から、あなたがたの代々にわたって。

24 もし集会の目から見て過失によってなされたのであれば、集会全体は、芳しい香りのための全焼のいけにえとして、牛の子である雄牛一頭を主にささげ、その献げ物と注ぎの供え物をさばきに従って行い、罪のために雌ヤギのやぎ一頭をささげなければならない。

25 祭司はイスラエルの子らのすべての集会のために贖いをし、彼らに赦しが与えられる。それは過失であり、彼らはその捧げ物を火による捧げ物として主に携えて来たからである。彼らの罪は、その過失について主の前にある。

26 すべてのイスラエルの子らの集会と、その真ん中に住む寄留者に赦しが与えられた。すべての民が過失によるものだからである。

27 もし一つの命が過失によって罪を犯したなら、その者は罪のために一歳の雌ヤギを献げなければならない。

28 祭司はそのあやまちを犯した命のために、その罪を主の前であやまちとして贖う。彼のために贖いがなされ、彼は赦される。

29 イスラエルの子らのうちの生まれつきの者にも、彼らの真ん中に寄留している寄留者にも、過失によって行う者には、一つの律法があなたがたにありなさい。

30 手を高く上げて行う命、すなわち生まれつきの者であれ寄留者であれ、その命は主を嘲る者である。その命は自分の民の内側から断ち切られる。

31 主の言葉を軽んじ、その戒めを破ったので、その命は必ず断たれる。その咎はその身にある。

32 イスラエルの子らは荒野にいたが、安息日に木を集めている人を見つけた。

33 木を拾い集めているのを見つけた者たちは、その者をモーセとアロンとすべての集会のところへ連れて来た。

34 彼らは彼を見張りに置いた。それは、彼に何をすべきかが明らかにされていなかったからである。

35 主はモーセに言われた、「その人は必ず殺されなければならない。すべての集会は、陣営の外で石で彼を撃たなければならない」。

36 すべての集会は彼を陣営の外に連れ出し、石で彼を撃ち殺した。主がモーセに命じられたとおりに、彼は死んだ。

37 主はモーセに言われた。

38 イスラエルの子らに告げて言われた、「彼らは自分たちのために、その衣服の翼の端に房を付け、それを代々にわたって行い、その翼の端の房には紺青の撚り糸を付けなさい」。

39 それはあなたがたにとって房となり、あなたがたはそれを見て、主のすべての戒めを思い起こし、それらを行うためである。あなたがたは自分の心と自分の目の後に従って淫行を行ってはならない。あなたがたはそれらの後に淫行を行っている。

40 それは、あなたがたがすべてのわたしの戒めを思い起こして行い、あなたがたの神にとって聖なる者となるためである。

41 わたしは主、あなたがたの神である。わたしはあなたがたをエジプトの地から導き出し、あなたがたの神となるためにそうした。わたしは主、あなたがたの神である。

Numbers 16

1 コラは、イツハルの子、コハテの子、レビの子であり、ダタンとアビラムはエリアブの子ら、オンはペレテの子で、ルベンの子らであった。

2 モーセの前に立ち上がった者たち、イスラエルの子らの中から二百五十人の人々、集会の君主たち、定めの時の召集者たち、名のある人々であった。

3 モーセとアロンに集まり、彼らに言った、「あなたがたには多すぎる。すべての集会のすべての者が聖なる者であり、主が彼らの真ん中におられる。なぜあなたがたは主の集会の上に自分を高めるのか」。

4 モーセはこれを聞いて、自分の顔の上に倒れた。

5 彼はコラとそのすべての集会に言われた、「朝、主はご自分の者と聖なる者とを知り、その者をご自身に近づけられる。そして、主が選ばれる者を、その者をご自身に近づけられる。

6 これをしなさい。あなたがたのために火皿を取りなさい。コラとそのすべての集会も。

7 火をそれらの中に入れ、その上に薫香を主の前に置きなさい。明日、主が選ばれる人が聖なる者である。レビの子らよ、あなたがたには十分である。

8 モーセはコラに言われた、「レビの子らよ、聞け」。

9 あなたがたには少しすぎないか。イスラエルの神があなたがたをイスラエルの集会から分け、ご自身に近づかせて、主の幕屋の奉仕をさせ、集会の前に立って彼らに仕えさせるようにされたことを。

10 彼はあなたと、あなたと共にいるすべてのレビの子であるあなたの兄弟たちを近づけられた。そしてあなたがたは祭司職までも求めるのか。

11 それゆえ、あなたとあなたのすべての集会は、主に対して集まったのだ。アロンは何者なのか。あなたがたは彼について不平を言うのか。

12 モーセは、エリアブの子らであるダタンとアビラムを呼び寄せるために人を遣わした。彼らは言った、「私たちは上って行かない」。

13 あなたが私たちを乳と蜂蜜の流れる地から上らせて、荒野で私たちを殺そうとするのは、少しのことでしょうか。あなたは私たちの上に君臨しようとして、さらに君臨しようとしているのです。

14 あなたは私たちを乳と蜂蜜の流れる地に連れて来なかったし、野とぶどう園の相続地も私たちに与えなかった。あの者たちの目をえぐるのか。私たちは上って行かない。

15 モーセは非常に怒り、主に言われた。「彼らの献げ物に目を向けないでください。私は彼らのうちのだれからも、ろば一頭さえ取ったことがなく、彼らのうちのだれをも害したこともありません。

16 モーセはコラに言われた、「あなたとあなたのすべての集会は、主の前に出なさい。あなたと彼らとアロンは、明日。

17 それぞれ自分の火皿を取り、その上に薫香を載せ、それぞれ自分の火皿を主の前に携えて来なさい。二百五十の火皿を。あなたもアロンも、それぞれ自分の火皿を。

18 それぞれ自分の火皿を取り、その上に火を載せ、その上に薫香を置き、定めの時の天幕の入口に立ち、モーセとアロンも立った。

19 コラは彼らに対して、すべての集会を定めの時の天幕の入口に集めさせた。そして主の栄光がすべての集会に現れた。

20 主はモーセとアロンに言われた。

21 この集会の真ん中から離れなさい。わたしは彼らを一瞬のうちに滅ぼし尽くす。

22 彼らは顔を地に伏せて言われた、「神よ、すべての肉なる者の霊の神よ、この一人の人が罪を犯したのに、あなたはすべての集会に怒られるのですか」。

23 主はモーセに言われた。

24 集会に言われた、「コラ、ダタン、アビラムの幕屋の周囲から上れ」。

25 モーセは立ち上がり、ダタンとアビラムのところへ行かれた。イスラエルの長老たちも彼の後に従った。

26 彼は集会に言われた、「この邪悪な人々の天幕から離れなさい。彼らのすべてのものに触れてはならない。彼らのすべての罪のために、あなたがたが滅ぼされないように。

27 彼らはコラの幕屋の周囲から離れ上がった。ダタンとアビラムは出て来て、自分たちの天幕の入口に立ち、彼らの妻、子たち、幼子たちも共に立っていた。

28 モーセは言われた、「このことによって、あなたがたは、主が私を遣わして、これらのすべてのわざを行わせたことを知るであろう。それは私の心から出たのではない。

29 もしこれらの人々がすべての人のように死に、すべての人の監督が彼らに臨むなら、主は私を遣わされたのではない。

30 もし主が新しいものを造られ、地がその口を開いて彼らと彼らに属するすべてのものを呑み込み、彼らが生きたままよみに下るなら、あなたがたは、これらの人々が主を侮ったことを知るであろう。

31 彼がこれらのすべての言葉を語り終えると、彼らの下にある地が裂けた。

32 地はその口を開き、彼らとその家々、およびコラに属するすべての人とすべての財産を呑み込んだ。

33 彼らと彼らに属するすべてのものは、生きたままよみに下った。そして、地が彼らの上に覆いかぶさり、彼らは集会の真ん中から滅び去った。

34 そして、その周囲にいたすべてのイスラエル人は、彼らの声を聞いて逃げた。彼らは言った、「地が私たちを飲み込むのではないか」と。

35 火が主のもとから出て、その火は薫香を捧げていた二百五十人の人々を焼き尽くした。

36 主はモーセに言われた。

37 エレアザル、アロンの子である祭司に言われた、「焼却の中から火皿を取り上げ、その火を向こうへまき散らせ。それらは聖別されたからである。

38 これらの罪人たちの火皿を、彼らの命とともに取り、それらを薄板のわなとして打ち延ばし、祭壇のめっきとせよ。彼らがそれを主の前にささげたので、それらは聖別されたからである。そしてそれらはイスラエルの子らへのしるしとなるであろう。

39 祭司エレアザルは、焼かれた者たちが献げた青銅の火皿を取り、それらを打ち延ばして祭壇のめっきにした。

40 イスラエルの子らのための記念として、アロンの子孫ではない他国の人が主の前に薫香を焚くために近づくことがないように、またコラとその集会のようにならないように、主がモーセの手によって彼に語られたとおりに。

41 翌日、イスラエルの子らのすべての集会は、モーセとアロンに対してつぶやいて言った、「あなたがたは主の民を殺した」。

42 民の集会がモーセとアロンに逆らって集まったとき、彼らが定めの時の天幕の方を向くと、見よ、雲がそれを覆い、主の栄光が現れた。

43 モーセとアロンは、定めの時の天幕の前に来た。

44 主はモーセに言われた。

45 この集会の真ん中から離れよ、わたしは彼らを瞬間に滅ぼそう。彼らは顔の上に倒れた。

46 モーセはアロンに言われた、「火皿を取り、その上に祭壇から火を載せ、薫香を置き、急いで集会のもとへ行き、彼らのために贖いをしなさい。主の前から激しい怒りが出たからだ。疫病が始まったのだ」。

47 アロンはモーセが言われたとおりに取り、集会の真ん中へ走って行った。すると、見よ、疫病が民の間に始まっていた。彼は薫香を置いて、民のために贖いをした。

48 彼は死者と生者の間に立ち、疫病は止まった。

49 疫病で死んだ者は、一万四千七百人であった。コラの言葉によって死んだ者たちのほかは。

50 アロンはモーセのもと、定めの時の天幕の入口に戻った。そして疫病は止められた。

Numbers 17

1 主はモーセに言われた。

2 イスラエルの子らに告げよ。彼らのすべての君主から、父の家ごとに一本の杖を取り、彼らの父の家ごとに、すなわち十二本の杖を取りなさい。人は自分の名を自分の杖に書きなさい。

3 アロンの名をレビの杖に書き記されよ。それは彼らの先祖の家のかしらごとに一つの杖であるからである。

4 そして、あなたはそれらを定めの時の天幕の中に、証言の前に置きなさい。そこであなたがたに会われる場所である。

5 そして、わたしが選ぶ者の杖が芽を出すであろう。こうして、わたしはイスラエルの子らがあなたがたに対してつぶやくつぶやきを、わたしの上から取り除こう。

6 モーセはイスラエルの子らに語られた。そして、彼らの君主たちはみな、それぞれの君主に一本の杖、父の家ごとに一人の君主に一本の杖、すなわち十二本の杖を彼に渡した。アロンの杖は彼らの杖の真ん中にあった。

7 モーセはその杖を主の前、証言の天幕に置いた。

8 翌日、モーセは証言の天幕に入った。すると見よ、レビの家のためのアロンの杖が芽を出し、花を咲かせ、花を結び、アーモンドを実らせていた。

9 モーセはすべての杖を主の前からイスラエルのすべての子らのもとへ持ち出した。彼らはそれを見て、それぞれ自分の杖を取った。

10 主はモーセに言われた、「アロンの杖を証言の前、務めのしるしとして、反抗の子らのために戻せ。彼らのつぶやきをわたしの上から取り除き、彼らが死なないようにせよ」。

11 モーセは、主が彼に命じられたとおりに行った。そのように彼は行った。

12 イスラエルの子らはモーセに言った、「見よ、私たちは死に、滅び、私たちすべては滅びた」。

13 すべて主の幕屋に近づく者はみな死ぬ。私たちは絶え果ててしまうのだろうか。

Numbers 18

1 主はアロンに言われた、「あなたと、あなたの子たちと、あなたの父の家は、あなたと共に、聖所の咎を負わなければならない。また、あなたと、あなたの子たちは、あなたと共に、あなたがたの祭司職の咎を負わなければならない」。

2 あなたの兄弟、あなたの父の杖であるレビの杖も、あなたのところに近づかせ、彼らをあなたに付き従わせ、あなたに仕えさせなさい。しかし、あなたと、あなたと共にいるあなたの子たちは、証言の天幕の前で務めを果たしなさい。

3 彼らはあなたの務めと、天幕のすべての務めを守らなければならない。しかし、聖なるものの器と祭壇には近づいてはならない。彼らもあなたがたも、死ぬことのないように。

4 彼らはあなたに連なり、定めの時の天幕の務めを、天幕のすべての奉仕のために守らなければならない。しかし、部外者はあなたがたに近づいてはならない。

5 あなたがたは聖なるものの務めと祭壇の務めを守らなければならない。そうすれば、もはやイスラエルの子らの上に激しい怒りが下ることはない。

6 そして私は、見よ、あなたがたの兄弟であるレビ人をイスラエルの子らの真ん中から取った。彼らはあなたがたに贈り物として与えられ、主に属し、定めの時の天幕の奉仕を行うためである。

7 あなたとあなたの子たちは、あなたとともに、祭壇のすべてのことと垂れ幕の内側のことについて、あなたがたの祭司職を守らなければならない。あなたがたは奉仕を行いなさい。わたしはあなたがたの祭司職を贈り物として与える。近づくよそ者は殺されなければならない。

8 主はアロンに言われた、「見よ、わたしはあなたに、わたしの献げ物の務めを、イスラエルの子らのすべての聖なるものをあなたに与えた。油注ぎのゆえに、あなたとあなたの子らに永遠の定めとして与えた」。

9 これはあなたにとって、火の中からの最も聖なるもののうちの聖なるものである。彼らのすべての捧げ物、すべての献げ物、すべての罪のための捧げ物、そして彼らがわたしに返すすべての罪過のための捧げ物は、あなたにとって聖なるもののうちの聖なるものであり、あなたとあなたの子たちのものである。

10 最も聖なるものの中でそれを食べなさい。すべての男子がそれを食べることができる。それはあなたにとって聖なるものである。

11 これはあなたへの彼らの贈り物の献げ物であり、イスラエルの子らのすべての揺祭である。わたしはこれをあなたと、あなたと共にいるあなたの子と娘たちに、永遠の定めとして与えた。あなたの家のすべての清い者は、それを食べることができる。

12 すべての注ぎ油の脂肪と、すべての新しいぶどう酒と穀物の脂肪、彼らの初めのもの、彼らが主に与えるものを、わたしはあなたに与えた。

13 彼らの地にあるすべての初物で、彼らが主に携えて来るものは、あなたのものとなる。あなたの家のすべての清い者は、それを食べることができる。

14 イスラエルにおけるすべての呪いの物は、あなたのものとなる。

15 すべての子宮の初子、すなわち主に献げられるすべての肉なるものは、人にあっても獣にあっても、あなたのものとなる。ただし、人の長子は必ず贖い出さなければならない。また、汚れた獣の長子も贖い出さなければならない。

16 生後一か月の子から贖う者は、あなたの評価に従って、聖なるシェケルで銀五シェケルをもって贖わなければならない。そのシェケルは二十ゲラである。

17 ただし、雄牛の長子、あるいは子羊の長子、あるいは雌ヤギの長子は、贖ってはならない。それらは聖なるものである。その血を祭壇に注ぎかけ、その脂肪を火による捧げ物として、主への芳しい香りのために焼きなさい。

18 彼らの肉はあなたのものとなる。揺祭の胸と右の腿のように、それはあなたのものとなる。

19 すべての聖なるものの献げ物のうち、イスラエルの子らが主に献げるものは、わたしがあなたと、あなたと共にいるあなたの子たちと娘たちに、永遠の定めとして与えた。それは主の前における永遠の塩の契約であり、あなたと、あなたと共にいるあなたの子孫のためのものである。

20 主はアロンに言われた、「彼らの地においてあなたは相続地を得ず、彼らの真ん中であなたには分け前はないであろう。わたしが、イスラエルの子らの真ん中におけるあなたの分け前、あなたの相続地である」。

21 レビの子らには、見よ、わたしはイスラエルにおけるすべての十分の一を相続地として与えた。それは彼らが行う奉仕、すなわち定めの時の天幕の奉仕に対する報酬である。

22 イスラエルの子らは、もはや定めの時の天幕に近づいてはならない。罪を負って死なないために。

23 レビ人は彼自身が定めの時の天幕の奉仕をし、彼らは自分の咎を負う。これはあなたがたの世代を通じて永遠の定めであり、イスラエルの子たちの真ん中で彼らは相続地を受け継がない。

24 イスラエルの子らが主に献げ物として献げる十分の一を、わたしはレビ人に相続地として与えた。それゆえ、わたしは彼らに言った、「イスラエルの子らの真ん中で、彼らは相続地を受け継いではならない」。

25 主はモーセに言われた。

26 レビ人に語って、彼らに言われた。「あなたがたがイスラエルの子らから、わたしがあなたがたに彼らから与えた十分の一を、あなたがたの相続地として受け取るとき、あなたがたはその中から主への献げ物を、十分の一の十分の一をささげなければならない。

27 あなたがたの献げ物は、打ち場からの穀物のように、またぶどう酒ぶねからの熟した果実のように、あなたがたに数えられる。

28 あなたがたもまた、あなたがたがイスラエルの子らから受け取るすべての十分の一のうちから、主への献げ物を献げ、その中から主への献げ物を祭司アロンに与えなさい。

29 あなたがたのすべての贈り物のうちから、主へのすべての献げ物をささげなさい。そのすべての脂肪のうちから、その聖所の分を、それからささげなさい。

30 あなたがたは彼らに言いなさい。あなたがたがその脂肪をそれから取り分けるとき、それはレビ人にとって打ち場の収穫やぶどう酒ぶねの収穫のように数えられる。

31 あなたがたは、それをすべての場所で、あなたがたとあなたがたの家で食べることができる。それは、あなたがたへの賃金であり、あなたがたの、定めの時の天幕における奉仕に対する報いだからである。

32 あなたがたはその最上の脂肪をささげるなら、その上に罪を負うことはない。イスラエルの子らの聖なるものを汚してはならない。あなたがたは死ぬことはない。

Numbers 19

1 主はモーセとアロンに言われた。

2 これは律法の定めである。主が命じられたこと、「イスラエルの子らに告げよ。彼らがあなたのところに、傷のない、くびきを負ったことのない、完全な赤い雌牛を連れて来るように。

3 あなたがたはそれを祭司エレアザルに渡しなさい。彼はそれを陣営の外に連れ出し、自分の前でそれを屠る。

4 祭司エレアザルはその血を自分の指で取り、その血を定めの時の天幕の顔に向かって七度振りかけた。

5 彼はその雌牛を自分の目の前で焼かなければならない。その皮と肉と血を、その糞とともに焼かなければならない。

6 祭司は杉の木とヒソプと緋色の緋色の毛糸を取り、それを雌牛の焼却の真ん中に投げ入れた。

7 祭司は自分の衣服を洗い、自分の肉を水で洗わなければならない。その後、彼は陣営に戻ることができる。しかし、祭司は夕方まで汚れたままである。

8 その牛を焼く者は自分の衣服を水で洗い、自分の肉を水で洗わなければならない。そして夕方まで汚れたままである。

9 清い人がその雌牛の灰を集め、それを陣営の外の清い場所に置かなければならない。それはイスラエルの子らの集会のために、汚れの水のための務めとして保たれ、それは罪である。

10 雌牛の灰を集める者は自分の衣服を洗わなければならない。そして夕方まで汚れたままである。これはイスラエルの子らと、その真ん中に寄留する寄留者にとって、永遠の定めとなる。

11 死人に触れる者は、すべての人の命に触れたことになり、七日の間、汚れる。

12 その者は三日目にその水で身を清め、七日目に清くなる。もし三日目に身を清めず、七日目にも清めなければ、清くならない。

13 すべて死んだ人の命に触れる者、すなわち死んだ者に触れながら身を清めない者は、主の幕屋を汚したのである。その自分はイスラエルから断ち切られる。なぜなら、汚れの水がその上に振りかけられなかったからである。彼は汚れたままであり、その汚れはなおも彼の上にある。

14 これは律法である。人が天幕の中で死ぬならば、天幕に入るすべての者と、天幕の中にいるすべての者は、七日の間、汚れる。

15 すべての開いた器で、その上に撚り糸の腕輪がないものは、それは汚れている。

16 すべて野の面で、剣で刺し殺された者、または死体、または人の骨、または墓に触れる者は、七日の間、汚れる。

17 彼らは汚れた者のために、罪の焼却のちりを取り、その上に器の中の生きた水を注ぐ。

18 清い人がヒソプを取り、水に浸し、その天幕とすべての器と、そこにいた命ある者たち、また骨や殺された者や死体や墓に触れた者に振りかける。

19 清い者は、汚れた者の上に、三日目と七日目に振りかけ、七日目に彼を清める。彼は自分の衣服を洗い、水で身を洗い、夕方には清くなる。

20 人がもし汚れていて、自分を清めないなら、その命は集会の真ん中から断ち切られる。主の聖所を汚したからだ。汚れの水はその上に振りかけられなかった。彼は汚れている。

21 これは彼らのために永遠の定めとなる。汚れの水を振りかける者は自分の衣服を洗わなければならない。汚れの水に触れる者は夕方まで汚れる。

22 すべて、その汚れた者が触れるものは汚れる。そして、その触れる魂は夕方まで汚れる。

Numbers 20

1 イスラエルの子ら、すべての集会は、第一の月にツィンの荒野に来て、民はカデシュに住んだ。そこでミリアムは死に、そこに葬られた。

2 集会には水がなかった。彼らはモーセとアロンに集まった。

3 民はモーセと争い、言った、「ああ、私たちは主の前で兄弟たちと共に死んでいたなら良かったのに」。

4 なぜあなたがたは、主の集会をこの荒野に連れて来て、私たちと私たちの家畜をここで死なせようとするのですか。

5 なぜあなたは私たちをエジプトから上らせて、この悪い場所に私たちを連れて来られたのですか。そこは種の場所でも、いちじくも、ぶどうの木も、ざくろもなく、飲む水もない場所です。

6 モーセとアロンは集会の前から定めの時の天幕の入口に来て、彼らの顔の上に倒れた。すると、主の栄光が彼らに現れた。

7 主はモーセに言われた。

8 杖を取り、あなたとあなたの兄弟アロンは集会を集め、彼らの目の前で岩に語れ。すると岩はその水を出すであろう。あなたは彼らのために岩から水を出し、集会とその家畜に飲ませよ。

9 モーセは主の前から杖を取り、主が彼に命じられたとおりにした。

10 モーセとアロンは集会を岩の前に集め、彼らに言われた、「聞け、逆らう者たちよ。この岩から、われわれがあなたがたのために水を出せるだろうか」。

11 モーセは手を上げ、自分の杖で岩を二度打った。すると多くの水が出て、集会とその家畜は飲んだ。

12 主はモーセとアロンに言われた、「あなたがたがわたしを信じず、イスラエルの子らの目の前でわたしを聖別しなかったので、あなたがたはこの集会を、わたしが彼らに与えた地に導き入れることはないであろう」。

13 これらはメリバの水である。イスラエルの子らが主と争った水であり、主は彼らの間で聖とされた。

14 モーセはカデシュからエドムの王に使者を遣わされた。「あなたの兄弟イスラエルはこう言った。あなたは、私たちに臨んだすべての労苦を知っている。

15 私たちの父たちはエジプトに下り、私たちはエジプトに長い日々住んだ。そしてエジプト人は私たちと私たちの父たちを苦しめた。

16 私たちは主に叫んだ。主は私たちの声を聞かれ、御使いを遣わし、私たちをエジプトから導き出された。見よ、私たちはあなたの境界の果ての町カデシュにいる。

17 どうかあなたの地を通らせてください。私たちは野にもぶどう園にも通らず、井戸の水も飲みません。王の道を行き、あなたの境界を通り過ぎるまで、右にも左にもそれません。

18 エドムは彼に言った、「あなたは私を通ってはならない。さもないと、私は剣を持ってあなたに向かって出て行く」。

19 イスラエルの子らは彼に言った、「私たちは大路を上って行きます。もし私と私の家畜があなたの水を飲むなら、その代価を払います。ただ、足で通るだけのことです」。

20 彼は言った、「あなたは通ってはならない」。そしてエドムは、重い民と強い手をもって彼を迎えに出て来た。

21 エドムはイスラエルがその境界を通ることを拒んだので、イスラエルは彼のところから離れた。

22 カデシュから旅立ち、イスラエルの子ら、すべての集会はホルの山に来た。

23 主はホルの山で、エドムの地の境界で、モーセとアロンに言われた、

24 アロンはその民に集められる。あなたがたがメリバの水においてわたしの口に逆らったので、彼はわたしがイスラエルの子らに与えた地には入らないからである。

25 アロンとその子エレアザルを連れて行き、彼らをホル山に登らせよ。

26 アロンの衣服を脱がせ、それをその子エレアザルに着せなさい。アロンはそこに集められ、死ぬであろう。

27 モーセは主が命じられたとおりに行い、彼らはすべての集会の目の前でホルの山に登った。

28 モーセはアロンの衣服を脱がせ、それを彼の子エレアザルに着せた。アロンはそこで山の頭で死んだ。モーセとエレアザルは山から下りた。

29 すべての集会はアロンが死んだのを見た。そして彼らはアロンのために三十日間泣いた。イスラエルのすべての家は。

Numbers 21

1 ネゲブに住むアラドの王であるカナン人は、イスラエルがアタリムの道を通って来たのを聞き、イスラエルと戦って、彼らから捕虜を取った。

2 イスラエルは主に誓いを立てて言われた、「もしこの民をわたしの手に渡されるなら、わたしは彼らの町々を必ず滅ぼし尽くします」。

3 主はイスラエルの声を聞かれ、カナン人を渡された。彼らとその町々を完全に滅ぼされた。そして、その場所の名をホルマと呼んだ。

4 彼らはホルの山から葦の海の道を通って、エドムの地を回り込もうとして進んだが、民はその道で心の命を短くした。

5 民は神とモーセに言った、「なぜあなたがたは私たちをエジプトから連れ出して、荒野で死なせようとするのか。パンもなく、水もない。私たちの命はこの軽蔑すべきパンに嫌気がさしている」。

6 主は民の中に燃える蛇を送られた。蛇は民を噛んだ。イスラエルから多くの民が死んだ。

7 民はモーセのところに来て言った、「私たちは罪を犯しました。私たちが主とあなたに逆らって語ったからです。主に祈ってください。そうすれば、主は私たちの上から蛇を取り除いてくださいます」。そしてモーセは民のために祈った。

8 主はモーセに言われた、「あなたのために燃える蛇を作り、それを旗の上に掛けなさい。そして、かまれた者はすべて、それを見て生きるであろう」。

9 モーセは青銅の蛇を造り、それを旗の上に置いた。そして、蛇が人を噛んだなら、その人が青銅の蛇を見ると、生きた。

10 イスラエルの子らは進み、オボテに宿営した。

11 オボテから旅立ち、モアブの顔に向かう荒野にあるイエ・アバリムに宿営した。それは太陽の東からである。

12 そこから彼らは旅立ち、ゼレデの谷川に宿営した。

13 そこから彼らは旅立ち、荒野にあるアルノンの向こう側に宿営した。そのアルノンはアモリ人の境界から出ており、アルノンはモアブの境界であって、モアブとアモリ人との間にある。

14 それゆえ、主の戦いの書物にこう言われている。「葦の海のワヘブと、アルノンの谷川ども。

15 谷川の流れはアルにまで下り、モアブの境界に沿って流れている。

16 そこからベエルへ。それは主がモーセに言われた井戸である。「民を集めよ。そうすれば、わたしは彼らに水を与えよう。

17 その時、イスラエルはこの歌を歌った。「井戸よ、湧き上がれ。これに歌え。

18 井戸は長官たちが掘り、民の貴族たちが杖をもって、立法者のもとでそれを掘り出した。そして荒野からマッタナへ。

19 マッタナからナハリエルへ、ナハリエルからバモテへ。

20 バモテから、モアブの野にある谷へ、ピスガの頭に至るまで。それは荒野の前に見下ろしていた。

21 イスラエルはアモリ人の王シホンのもとへ使者を遣わして、こう言われた。

22 あなたの地を通らせてください。私たちは野にもぶどう園にも入らず、井戸の水も飲みません。王の道を行き、あなたの境界を通り過ぎるまで進みます。

23 シホンはイスラエルにその境界を通ることを許さず、シホンは自分のすべての民を集め、イスラエルを迎え撃つために荒野へ出て、ヤハツに来て、イスラエルと戦った。

24 イスラエルは彼を剣の刃で打ち、その地をアルノンからヤボクまで、アンモンの子らに至るまで所有した。アンモンの子らの境界は強かったからである。

25 イスラエルはこれらのすべての町を取り、イスラエルはアモリ人のすべての町、ヘシュボンとそのすべての娘たちに住んだ。

26 ヘシュボンはアモリ人の王シホンの町であり、彼は先のモアブの王と戦い、そのすべての地をその手からアルノンまで取った。

27 それゆえ、歌い手たちは言う、「ヘシュボンに来なさい。シホンの町は建て直され、堅く立てられるであろう」。

28 火がヘシュボンから出て、炎がシホンの町から出た。それはモアブのアルを焼き尽くし、アルノンの高台の主人たちを焼き尽くした。

29 災いだ、モアブよ。あなたは滅びた、ケモシュの民よ。彼はその子らを逃亡者として与え、その娘たちを捕虜として、アモリ人の王シホンに与えた。

30 われわれは彼らを射た。ヘシュボンはディボンまで滅びた。われわれはノパフまで荒らし、それはメデバにまで及んだ。

31 イスラエルはアモリ人の地に住んだ。

32 モーセはヤゼルを探るために人を遣わした。彼らはその娘たちを捕らえ、そこにいたアモリ人を追い出した。

33 彼らは向きを変え、バシャンの道を上って行った。するとバシャンの王オグが、彼を迎え撃つために出て来た。彼とそのすべての民は、戦いのためにエデレイで。

34 主はモーセに言われた、「彼を恐れてはならない。わたしは彼とそのすべての民とその地をあなたの手に渡したからだ。あなたは、ヘシュボンに住んでいたアモリ人の王シホンにしたように、彼にもしなさい。

35 彼らは彼とその子たちとそのすべての民を打ち、彼に残りの者を一人も残さず、彼の地を所有した。

Numbers 22

1 イスラエルの子らは進み、モアブの荒野に宿営した。ヨルダンの向こう側、エリコのあたりに。

2 ツィポルの子バラクは、イスラエルがアモリ人にしたすべてのことを見た。

3 モアブはその民の前で非常に恐れた。それはその民が多かったからである。モアブはイスラエルの子らの前でうんざりした。

4 モアブはミディアンの長老たちに言った、「今やこの集会は、雄牛が野の緑をなめ尽くすように、われわれの周囲のすべてをなめ尽くすであろう」。その時、ツィポルの子バラクはモアブの王であった。

5 彼は使者たちを、ベオルの子バラムのもとへ、川のほとりにあるペトル、彼の民の地に遣わして、彼を呼ばせた。こう言って、「見よ、一つの民がエジプトから出て来た。見よ、彼らは地の目を覆い、彼らは私の向かいに住んでいる。

6 今、どうか来て、この民を私のために呪ってください。彼は私よりも強いからです。あるいは、私が彼を打ち負かし、地から追い出すことができるかもしれません。私は知っています、あなたが祝福される者は祝福され、あなたが呪われる者は呪われることを。

7 モアブの長老たちとミディアンの長老たちは、占いの品を手に持って行き、バラムのところに来て、バラクの言葉を彼に語った。

8 彼は彼らに言われた、「今夜ここに泊まりなさい。主が私に語られる言葉に従って、私はあなたがたに答えを返します。」そこでモアブの長官たちはバラムとともに留まった。

9 神はバラムのところに来られ、言われた、「あなたと共にいるこれらの人々は何者か」。

10 バラムは神に言われた、「モアブの王ツィポルの子バラクが、私のもとに使いを送りました」。

11 見よ、エジプトから出て来た民が地の目を覆っている。今、来て、私のために彼を呪ってください。もしかしたら、私は彼と戦って、彼を追い出すことができるかもしれません。

12 神はバラムに言われた、「彼らと一緒に行ってはならない。その民を呪ってはならない。彼は祝福されているからだ」。

13 バラムは朝に起きて、バラクの長官たちに言った。「あなたがたの地へ行きなさい。主が私があなたがたと一緒に行くことを拒まれたからだ。

14 モアブの長官たちは立ち上がり、バラクのところへ行き、言った。「バラムは私たちと一緒に行くことを拒んだ。

15 バラクは再び、これらよりも多くの、かつ尊い長官たちを遣わした。

16 彼らはバラムのところに来て、彼に言った。「ツィポルの子バラクはこう言われた。『どうか、私のところに来るのを控えないでください。』

17 あなたを大いに重んじる。あなたが私に言うことはすべて、私は行う。どうか来て、この民を私のために呪ってくれ。

18 バラムは答えて、バラクのしもべたちに言われた、「たとえバラクが自分の家に満ち満ちている銀と金を私に与えても、私は自分の神、主の口に逆らって、小さなことでも大きなことでも行うことはできません。

19 今晩、あなたがたもここに留まってください。主が私に何をさらに語られるかを、私は知りたいのです。

20 神は夜、バラムのところに来られ、彼に言われた。「もし人々があなたを呼ぶために来たのなら、起きて彼らと一緒に行きなさい。ただし、わたしがあなたに告げる言葉だけを、あなたは行わなければならない。

21 バラムは朝に起き、自分の雌ロバに鞍を置き、モアブの長官たちと共に行った。

22 神の怒りが燃え上がった。彼が行こうとしているからである。主の御使いが道に立ちはだかり、彼の敵対者となった。彼は自分の雌ロバに乗り、二人の少年が彼と共にいた。

23 雌ロバは主の御使いが道に立ち、その手に抜いた剣を持っておられるのを見た。雌ロバは道からそれて野へ行った。バラムは雌ロバを打って、道に戻そうとした。

24 主の御使いは、ぶどう園の小道に立たれた。そこには、こちらにも垣根があり、あちらにも垣根があった。

25 雌ロバは主の御使いを見て、壁に押し寄せ、バラムの足を壁に押し付けた。それで彼は再び彼女を打った。

26 主の御使いはさらに進んで行かれ、右にも左にもそれる道のない狭い場所に立たれた。

27 雌ロバは主の御使いを見て、バラムの下に伏した。バラムは怒り、杖で雌ロバを打った。

28 主は雌ロバの口を開かれた。すると彼女はバラムに言った。「わたしがあなたに何をしたというのですか。あなたがわたしを打ったのは、これで三度の足です。

29 バラムは雌ロバに言った、「あなたが私を愚弄したからだ。もし私の手に剣があったなら、今すぐにあなたを殺していたのに」。

30 雌ロバはバラムに言った、「私はあなたの雌ロバではないか。あなたは私に乗って、あなたの持ち始めた時から今日までそうしてきた。私はあなたに対してこのようにすることをよく慣れていたのか」。すると彼は言った、「いや」。

31 主はバラムの目を開かれ、彼は主の御使いが道に立ち、その手に抜いた剣を持っておられるのを見た。彼はうなずき、顔を地に伏せて礼をした。

32 主の御使いが彼に言われた、「なぜあなたは自分の雌ロバを三度も打ったのか。見よ、わたしはあなたの敵対者として出て来た。あなたの道がわたしの前に曲がっているからだ。

33 雌ロバは私を見て、私の前で三度、足をそらせた。もし私の前からそらさなかったなら、今ごろ私はあなたを殺し、彼女を生かしておいたであろう。

34 バラムは主の御使いに言われた、「私は罪を犯しました。あなたが道に立って私を迎えておられることを、私は知りませんでした。今、もしあなたの目に悪いことでしたら、私は引き返します」。

35 主の御使いはバラムに言われた、「その人たちと一緒に行け。しかし、わたしがあなたに語る言葉だけを、それを語れ」。そしてバラムはバラクの長官たちと一緒に行った。

36 バラクはバラムが来たのを聞き、彼を迎えるために、アルノンの境界にあり、境界の果てにあるモアブの町へ出て行った。

37 バラクはバラムに言った、「あなたを呼び寄せるために、わたしは確かに人を遣わしたではないか。なぜ、わたしのところに来なかったのか。本当に、わたしはあなたを敬うことができないのか」。

38 バラムはバラクに言った、「見よ、私はあなたのところに来た。今、私は何も言うことができるだろうか。神が私の口に置かれる言葉、それを私は語る」。

39 バラムはバラクと共に行き、彼らはキルヤテ・フツォテに来た。

40 バラクは牛と羊の群れを屠り、バラムと彼と共にいる長官たちに送った。

41 朝になって、バラクはバラムを連れて行き、彼をバモテ・バアルに上らせた。そして彼はそこから民の果てを見た。

Numbers 23

1 バラムはバラクに言った、「ここに私のために七つの祭壇を築き、ここに私のために七頭の雄牛と七匹の雄羊を備えなさい」。

2 バラクはバラムが言ったとおりに行い、バラクとバラムは雄牛と雄羊を祭壇の上にささげた。

3 バラムはバラクに言われた、「あなたの全焼のいけにえのそばに立ちなさい。私は行く。たぶん主が私に会うために現れられるだろう。そして、主が私に示されるどんな言葉でも、私はあなたに告げよう」。そして彼は裸の高台へ行った。

4 神はバラムに現れ、彼に言われた、「七つの祭壇を整え、雄牛一頭と雄羊一頭を祭壇の上にささげた」。

5 主はバラムの口に言葉を置かれ、言われた、「バラクのところへ戻り、このように語れ」。

6 彼は彼のもとに戻った。すると、見よ、彼は全焼のいけにえの上に立っていた。彼とモアブのすべての長官たちが。

7 彼は自分のことわざを取り上げて言った、「アラムからバラク王、モアブの王が私を連れて来た。東の山々から、『来て、私のためにヤコブを呪え。来て、イスラエルを責めよ』と。

8 何を呪おうか、神は呪われなかった。何を憤ろうか、主は憤られなかった。

9 岩の頭から私は彼を見る、丘の上から私は彼を眺める。見よ、この民は孤独に住み、国々の中に数えられない。

10 だれがヤコブのちりを数え、イスラエルの四分の一の数を数えることができようか。どうか、わたしの命が正しい者の死を死に、わたしの終わりが彼のようになりますように。

11 バラクはバラムに言った、「あなたは私に何をしたのか。あなたを召し寄せたのは、私の敵を呪うためであったのに、見よ、あなたは彼らを祝福してしまった」。

12 彼は答えて言われた。「主が私の口に置かれることを、私はそれを守って語らなければならないではないか。

13 バラクは彼に言われた、「私と一緒に別の場所へ行ってください。そこからあなたは彼を見るでしょう。彼の果てだけを見て、すべては見ないでしょう。そして、そこから私のために彼を呪ってください。

14 彼は彼をツォフィムの野に連れて行き、ピスガの頭に上った。そして七つの祭壇を築き、雄牛一頭と雄羊一頭をそれぞれの祭壇の上にささげた。

15 バラクに言われた、「あなたの全焼のいけにえのそばに、ここに立っていなさい。私はここで主に会いに行く。

16 主はバラムに臨んで、その口に言葉を置かれ、言われた、「バラクのところへ戻り、このように語れ」。

17 彼は彼のところに来た。すると、彼は全焼のいけにえの上に立っており、モアブの長官たちが彼とともにいた。バラクは彼に言った、「主は何を語られたのですか」。

18 彼は自分のことわざを取り上げて言われた。「立て、バラクよ、聞け。ツィポルの子よ、私に耳を傾けよ。

19 神は人ではなく、偽ることもなく、人の子ではなく、悔いることもない。その方は言われたことを行われないことはなく、語られたことを成就されないことはない。

20 見よ、私は祝福を受けた。そして祝福する、それを私は取り消さない。

21 主はヤコブに悪を見られず、イスラエルに労苦を見られなかった。彼の神である主が彼と共におられ、王の叫びが彼のうちにある。

22 神は彼らをエジプトから導き出された。一角獣の豊かさが彼に与えられている。

23 まじないはヤコブにはなく、占いはイスラエルにはない。その時、ヤコブとイスラエルに、神が何をされたかが言われる。

24 見よ、この民は獅子のように立ち上がり、獅子のように身を高く上げる。獲物を食べるまでは伏さず、殺された者たちの血を飲む。

25 バラクはバラムに言った、「彼を呪うことも、祝福することも、してはならない」。

26 バラムは答えてバラクに言われた、「わたしがあなたに告げたではないか、『主が言われることはすべて、それをわたしは行う』と」。

27 バラクはバラムに言った、「どうか私と一緒に別の場所へ行ってください。そこから彼を私のために呪ってくれるかもしれません。神の目にかなうかもしれませんから。

28 バラクはバラムを連れて行った。荒野の前を見渡すペオルの頭へ。

29 バラムはバラクに言った、「ここに私のために七つの祭壇を築き、ここに私のために七頭の雄牛と七頭の雄羊を備えなさい」。

30 バラクはバラムが言ったとおりにし、雄牛と雄羊を祭壇の上にささげた。

Numbers 24

1 バラムは、主がイスラエルを祝福することを御目にかなうと見られたので、以前のようにまじないを求めるために度々出て行かず、顔を荒野に向けた。

2 バラムは目を上げて、イスラエルがその杖ごとに住んでいるのを見た。すると、神の霊が彼の上に臨んだ。

3 彼は自分のことわざを取り上げて言われた。「ベオルの子バラムの宣言、まっすぐに見る男の宣言。

4 神の言葉を聞く者の宣言、全能者の幻を見る者、倒れて目が開かれた者の宣言。

5 なんと美しいことか、あなたの天幕よ、ヤコブよ。あなたの幕屋よ、イスラエルよ。

6 谷川のように広がり、川のほとりの庭のように、主が植えられた沈香の木のように、水のほとりの杉のように。

7 水がその桶から流れ出て、その子孫は多くの水の中にあり、その王はアガグよりも高く上げられ、その王国は高められる。

8 神は彼をエジプトから導き出された。彼には一角獣の豊かさがある。彼は敵の国々を食らい、彼らの骨を砕き、彼の矢で打ち砕かれる。

9 獅子のように伏し、雌獅子のようにうずくまる。誰が彼を起こすことができようか。あなたを祝福する者は祝福され、あなたを呪う者は呪われる。

10 バラクの怒りはバラムに向かって燃え上がり、彼は手のひらを打ち鳴らした。そしてバラクはバラムに言った。「わたしはあなたを呼んで、わたしの敵を呪わせようとした。だが、見よ、あなたは三度も祝福した。

11 今、あなたの場所へ逃げ去れ。私はあなたを大いに敬うと言ったが、見よ、主はあなたを栄光から遠ざけられた。

12 バラムはバラクに言った、「あなたが私のもとに遣わした使者にも、私はこう言っておいたではないか。

13 たとえバラクが自分の家に満ち満ちている銀と金を私に与えようとも、私は主の口に逆らって、自分の心から善を行うことも悪を行うこともできません。主が語られることを、私は語るのです。

14 今、私は自分の民のもとへ行こうとしている。さあ、私はあなたに告げよう。この民が終わりの日にあなたの民に何をするかを。

15 彼は自分のことわざを取り上げて言われた、「ベオルの子バラムの宣言、まっすぐに見る男の宣言。

16 神の言葉を聞く者の宣言、いと高き方の知識を知る者、全能者の幻を見る者、倒れて目が開かれた者の宣言。

17 私は彼を見る、しかし今ではない。私は彼を眺める、しかし近くではない。ヤコブから星が出て、イスラエルから杖が立ち上がる。彼はモアブの隅を打ち、すべてのセスの子らを打ち砕く。

18 エドムは所有となり、その敵であるセイルも所有となる。そしてイスラエルは力を行う。

19 ヤコブから出て、町から残りの者を滅ぼし尽くすであろう。

20 彼はアマレクを見て、自分のことわざを唱えて言われた、「アマレクは国の初めである。しかし、その終わりは滅びる者に至る」。

21 彼はケニ人を見て、自分のことわざを取り上げて言われた、「あなたの居住は堅く、あなたの巣は岩の上に置かれている。

22 しかし、カインは荒廃のためのものとなる。アッシュルがあなたを捕らえ移すのは、いつまでであろうか。

23 彼は自分のことわざを取り上げて言われた、「ああ、神がこれを定められたとき、だれが生き延びることができようか」。

24 船はキッテの手から来て、アッシュルを苦しめ、エベルを苦しめる。そして彼もまた、滅びる者に至るまで。

25 バラムは立ち上がり、行って自分の場所に帰った。バラクもまた自分の道を行った。

Numbers 25

1 イスラエルはシッティムに住み着いた。そして民はモアブの娘たちと淫行を始めた。

2 彼女たちは民を自分たちの神々へのいけにえに招き、民は食べ、自分たちの神々にひれ伏した。

3 イスラエルはバアル・ペオルに結びつき、主の怒りがイスラエルに対して燃え上がった。

4 主はモーセに言われた、「民のすべての頭たちを連れて来て、太陽の前で主の前に彼らをさらしなさい。そうすれば、主の激しい怒りがイスラエルから離れるであろう」。

5 モーセはイスラエルの審判者たちに言われた、「バアル・ペオルに結びついたそれぞれの人を殺せ」。

6 見よ、イスラエルの子らの一人の人が来て、その兄弟たちのところへミディアンの女を連れて来た。モーセの目の前で、そしてイスラエルの子らのすべての集会の目の前で、彼らは定めの時の天幕の入口で泣いていた。

7 ピネハスは、祭司アロンの子エレアザルの子であり、集会の真ん中から立ち上がり、手に槍を取った。

8 彼はイスラエルの人の後を追って天幕に入り、二人、すなわちイスラエルの人とその女をその腹に突き刺した。すると疫病はイスラエルの子らから止まった。

9 疫病で死んだ者は、二万四千人であった。

10 主はモーセに言われた。

11 祭司アロンの子エレアザルの子ピネハスは、イスラエルの子らへの私の怒りをそらした。彼が彼らの真ん中で私のねたみをもってねたんだからである。それで私は私のねたみをもってイスラエルの子らを滅ぼし尽くさなかった。

12 それゆえ、言え。見よ、わたしは彼にわたしの契約、すなわち平和を与える。

13 それは彼と、彼の後の子孫にとって、永遠の祭司職の契約となった。それは彼が自分の神のために熱心であり、イスラエルの子らのために贖いを成し遂げたからである。

14 イスラエルの人でミディアン人の女と共に打たれた者の名は、シメオン人の父祖の家の君主であるサルの子ジムリであった。

15 打たれたミディアンの女の名はコズビ、ツルの娘であった。ツルはミディアンにおける父の家の国民の頭であった。

16 主はモーセに言われた。

17 ミデヤン人を悩ませ、彼らを打ちなさい。

18 彼らはその詭計をもってあなたがたに敵対する者である。彼らはペオルのことに関してあなたがたに企てた詭計によって、また、ミディアンの君主の娘で、彼らの姉妹であるコズビのことで、疫病の日にペオルのことのために打たれた彼女によって、あなたがたを陥れたのである。

Numbers 26

1 疫病の後に、主はモーセと祭司アロンの子エレアザルに言われた、

2 すべてのイスラエルの集会の頭を数え上げよ。二十歳以上の子、その父の家ごとに、イスラエルにおいて軍勢に出るすべての者を。

3 モーセと祭司エレアザルは、モアブの荒野で、エリコの向かいのヨルダン川のほとりで彼らに語られた。

4 二十歳以上の者、主がモーセとイスラエルの子らに、エジプトの地から出て来た者たちに命じられたとおりに。

5 ルベンはイスラエルの長子。ルベンの子らは、エノクからハノク人の家族、パルからパルイびとの家族。

6 ヘツロンにはヘズロン人の家族、カルミにはカルミ人の家族。

7 これらはルベン人の家族である。その数えられた者たちは四万三千七百三十人であった。

8 パルの子はエリアブ。

9 エリアブの子はネムエルとダタンとアビラムである。このダタンとアビラムは、集会から召し出された者たちで、コラの集会においてモーセとアロンに逆らって争った者たちであり、彼らが主に逆らって争ったときの者たちである。

10 地はその口を開き、彼らとコラを、集会の死の時に呑み込んだ。火が二百五十人の人を焼き尽くしたとき、彼らは旗となった。

11 コラの子らは死ななかった。

12 シメオンの子らは、その家族によって、ネムエルからネムエルびとの家族、ヤミンからエミニの家族、ヤキンからヤキニびとの家族。

13 ゼラフにはゼラフ人の家族、サウルにはシャウルびとの家族。

14 これらはシメオン人の家族であり、二万二千二百人であった。

15 ガドの子らはその家族によって、ゼフォンからゼフォン人の家族、ハギからハギの家族、シュニからシュニびとの家族。

16 オズニにはオズニ人の家族、エリにはエリ人の家族。

17 アロデからはアロディ人の家族、アレリからはアレリ人の家族。

18 これらはガドの子らの家族で、その数に数えられた者たちは四万五百人であった。

19 ユダの子はエルとオナンであり、エルとオナンはカナンの地で死んだ。

20 ユダの子らはその家族によって、シェラにはシェラニ人の家族、ペレツにはペレツ人の家族、ゼラフにはゼラフ人の家族があった。

21 ペレツの子らは、ヘツロンからヘズロン人の家族、ハムルからハムリびとの家族であった。

22 これらはユダの家族で、その数に数えられた者たちである。六万七千五百人。

23 イッサカルの子らはその家族ごとに、トラからトラびとの家族、プアからプニ人の家族。

24 ヤシュブにはヤシュビ人の家族、シムロンにはシムロンびとの家族。

25 これらはイッサカルの家族であり、その数に数えられた者たちである。四万六千三百人。

26 ゼブルンの子らは、その家族によって、セレデからサルディ人の家族、エロンからエロンびとの家族、ヤフレエルからヤフレエル人の家族である。

27 ゼブルン人の家族は、その数に数えられた者たちで、六万五百人であった。

28 ヨセフの子らは、その家族によって、マナセとエフライムである。

29 マナセの子らは、マキルからマキリびとの家族、そしてマキルはギレアデを生んだ。ギレアデからギレアデ人の家族。

30 これらはギレアデの子らである。イエゼル、その家族はイエゼルびと。ヘレク、その家族はヘルキびと。

31 アスリエルからはアスリエル人の家族、シェケムからはシケム人の家族。

32 シェミダからはシェミダ人の家族、ヘフェルからはヘプリびとの家族。

33 ゼロフハデはヘフェルの子であったが、彼には子がなく、ただ娘たちだけがあった。ゼロフハデの娘たちの名は、マフラ、ノア、ホグラ、ミルカ、タルツァであった。

34 これらはマナセの家族であり、その数は五万二千七百人であった。

35 これらは、その家族によるエフライムの子らである。シュテラには、シュタルヒびとの家族。ベケルには、バクリの家族。タハンには、タハニ人の家族。

36 そして、これらはシュテラの子らである。エラン、すなわちエラン人の家族。

37 これらはエフライムの子らの家族であり、その数は三万二千五百人である。これらはヨセフの子らで、その家族によるものである。

38 ベニヤミンの子らはその家族によって、ベラからバルイびとの家族、アシュベルからアシュベル人の家族、アヒラムからアヒラム人の家族。

39 シェフファムからはシュファム人の家族、フパムからはフファム人の家族。

40 ベラの子はアルデとナアマンであった。アルディびとの家族はアルデから、ナアマンの家族はナアミびとから出た。

41 これらはベニヤミンの子らをその家族ごとに数えた者たちであり、その数は四万五千六百人であった。

42 これらは、その家族によるダンの子らである。シュハムから、シュハム人の家族。これらは、その家族によるダンの家族である。

43 すべてのシュハム人の家族は、その数に応じて四万六千四百人であった。

44 アシェルの子らはその家族によって、イムナからイムナ人の家族、イシュビからイシュビ人の家族、ベリアからベリ人の家族。

45 ベリアの子らでは、ヘベルからヘブリ人の家族、マルキエルからマルキエル人の家族。

46 アシェルの娘の名はセラ。

47 これらはアシェルの子らの家族で、その数に数えられた者たちは五万三千四百人であった。

48 ナフタリの子らはその家族ごとに、ヤフツェエルからヤフツェエル人の家族、グニからグニの家族。

49 エツェルにはイエゼルびとの家族、シレムにはシレミびとの家族。

50 これらは、その家族に従ったナフタリの家族であり、その数は四万四千四百人であった。

51 これらはイスラエルの子らの登録された者たちである。六十万一千七百三十人。

52 主はモーセに言われた。

53 これらの者たちに、地は相続地として、名の数にしたがって分けられる。

54 多い者にはその相続地を多くし、少ない者にはその相続地を少なくせよ。それぞれ、その数えられた者の口にしたがって、その相続地が与えられる。

55 ただし、地はくじによって分けられ、彼らはその先祖の杖の名によって相続する。

56 くじの口にしたがって、その相続地は分けられる。多い者と少ない者の間で。

57 これは、その家族によるレビ人の登録された者たちである。ゲルションにはゲルション人の家族、コハテにはコハト人の家族、メラリにはメラリびとの家族。

58 これはレビ人の家族である。リブニ人の家族、ヘブロン人の家族、マフリの家族、ムシ人の家族、コラ人の家族。そしてコハテはアムラムを生んだ。

59 アムラムの妻の名はヨケベデ、レビの娘であり、彼女をレビがエジプトで産んだ。彼女はアムラムにアロンとモーセと、彼らの姉妹ミリアムを産んだ。

60 アロンに、ナダブとアビフ、エレアザルとイタマルが生まれた。

61 ナダブとアビフは、主の前に異なる火を捧げたときに死んだ。

62 彼らの数えられた者は、すべての男子で、一か月の子以上の者が二万三千人であった。彼らはイスラエルの子たちの真ん中で数えられなかった。なぜなら、彼らにはイスラエルの子たちの真ん中で相続地が与えられなかったからである。

63 これは、モーセと祭司エレアザルが、エリコの向かい側のヨルダン川のほとりにあるモアブの荒野で、イスラエルの子らを数えた際の登録者である。

64 これらの者たちの中には、モーセと祭司アロンがシナイの荒野でイスラエルの子らを数えたときに登録された者のうち、一人もいなかった。

65 主が彼らに言われた、「彼らは必ず荒野で死ぬであろう」。そして彼らの中からは、エフンネの子カレブとヌンの子ヨシュアのほかには、一人も残らなかった。

Numbers 27

1 ゼロフハデの娘たちが近づいた。ゼロフハデはヘフェルの子、ギレアデの子、マキルの子、マナセの子であり、マナセの子ヨセフの家族に属する者である。その娘たちの名は、マフラ、ノア、ホグラ、ミルカ、タルツァである。

2 彼女たちはモーセの前、祭司エレアザルの前、君主たちの前、そして集会全体の前に立った。定めの時の天幕の入口で、こう言った。

3 私たちの父は荒野で死にました。しかし彼は、主に対して集まった集会の真ん中にはおらず、コラの集会の中にはいませんでした。彼は自分の罪によって死に、彼には子がありませんでした。

4 なぜ私たちの父の名がその家族の真ん中から消えなければならないのですか。彼には子がないからです。私たちの父の兄弟たちの真ん中で、私たちに所有を与えてください。

5 モーセはそのさばきを主の前に持って行った。

6 主はモーセに言われた。

7 ゼロフハデの娘たちは正しく言っている。あなたは彼らに、彼らの父の兄弟たちの真ん中で、相続地の所有を必ず与えなさい。そして、彼らの父の相続地を彼らに移しなさい。

8 イスラエルの子らに言われた、「もし人が死んで、その人に子がないなら、あなたがたはその相続地をその娘に渡さなければならない」。

9 彼に娘がいなければ、その相続地を兄弟たちに与えよ。

10 もし彼に兄弟がいないなら、あなたがたはその相続地を彼の父の兄弟たちに与えなければならない。

11 もしその人に父の兄弟がいないなら、あなたがたはその相続地を、その家族のうちで彼に最も近い肉の者に与えなければならない。彼がそれを相続するであろう。これは、主がモーセに命じられたとおり、イスラエルの子らにとってのさばきの定めとなるであろう。

12 主はモーセに言われた、「このアバリムの山に登れ。そして、わたしがイスラエルの子らに与えた地を見よ。

13 あなたはそれを眺め、あなたもまたあなたの民に集められるであろう。ちょうどあなたの兄弟アロンが集められたように。

14 あなたがたがツィンの荒野で、集会の争いにおいて、彼らの目の前で水によってわたしを聖別しようとせず、わたしの口に逆らったときのことである。これは、ツィンの荒野にあるカデシュのメリバの水である。

15 モーセは主に言われた。

16 主、すべての肉なる者の霊の神が、集会の上にひとりの人を任命されますように。

17 彼らの前を行き、彼らの前に入り、彼らを導き出し、彼らを導き入れる者。主の集会が、牧者のいない羊の群れのようになることがないように。

18 主はモーセに言われた、「あなたのために、ヌンの子ヨシュアという、霊の宿る人を取れ。そして、あなたの手を彼の上に置け」。

19 彼を祭司エレアザルの前とすべての集会の前に立たせ、彼らの目の前で彼に命じなさい。

20 あなたの威光を彼の上に置きなさい。それは、イスラエルの子らのすべての集会が聞き従うためである。

21 祭司エレアザルの前に立ち、彼は主の前でウリムのさばきによって彼のために問うであろう。彼の口によって彼らは出て行き、彼の口によって彼らは入って来る。彼と、彼と共にいるすべてのイスラエルの子ら、そしてすべての集会も。

22 モーセは、主が彼に命じられたとおりに行い、ヨシュアを連れて来て、祭司エレアザルの前とすべての集会の前に彼を立たせた。

23 彼はその上に手を置き、彼に命じられた。主がモーセの手を通して語られたとおりに。

Numbers 28

1 主はモーセに告げて言われた。

2 イスラエルの子らに命じて、彼らに言いなさい。「あなたがたは、わたしの捧げ物、わたしのパン、火による捧げ物、わたしの芳しい香りを、定めの時にわたしにささげるために守りなさい。

3 彼らに言われた、「これは、あなたがたが主にささげる火による捧げ物である。傷のない一歳の子羊を、毎日二頭、常に全焼のいけにえとしてささげなさい。

4 一頭の子羊を朝にささげ、もう一頭の子羊を夕方の間にささげなさい。

5 また、献げ物のための薄力粉はエパの十分の一で、それを砕いた油、すなわちヒンの四分の一と混ぜたものとする。

6 シナイ山で作られた常にの全焼のいけにえ、主への火による捧げ物、芳しい香りの香り。

7 その注ぎの供え物は、一匹の子羊についてヒンの四分の一。聖なる所で、主への強い酒の注ぎの供え物を注ぎ出せ。

8 また第二の子羊を夕方の間に献げよ。朝の献げ物とその注ぎの供え物のように、それを火による捧げ物、主への芳しい香りとして献げよ。

9 安息日の日には、一歳の傷のない子羊二匹と、油を混ぜた薄力粉の十分の一の量二つを献げ物とし、それに注ぎの供え物を添える。

10 安息日の全焼のいけにえは、その安息日に、常にの全焼のいけにえとその注ぎの供え物に加えてささげられる。

11 あなたがたの月の頭には、全焼のいけにえを主にささげなさい。雄牛の子、すなわち牛のうちの二年の雄牛二頭、雄羊一頭、年一歳の子羊七頭を、傷のないものとして。

12 また、一頭の雄牛には、油で混ぜた薄力粉の献げ物として十分の一の量を三つ、一頭の雄羊には、油で混ぜた薄力粉の献げ物として十分の一の量を二つ、ささげなさい。

13 十分の一の量、十分の一の量の薄力粉を油で混ぜた献げ物を、一頭の子羊ごとに、全焼のいけにえとして、芳しい香り、火による捧げ物として主にささげる。

14 彼らの注ぎの供え物は、雄牛にはヒンの半分、雄羊にはヒンの三分の一、子羊にはヒンの四分の一のぶどう酒である。これは、年の月ごとに、その月の全焼のいけにえである。

15 また、罪のための雄やぎ一頭を主にささげ、常にささげる全焼のいけにえの上に、その注ぎの供え物とともに、雌ヤギの一頭をささげる。

16 最初の月の十四日、その月の日に、主への過越の祭りである。

17 この月の十五日には祭りがあり、七日の間、種なしパンが食べられる。

18 最初の日には聖なる集会とし、すべての奉仕の仕事をしてはならない。

19 火による捧げ物として全焼のいけにえを主にささげなさい。すなわち、雄牛の子である牛の雄牛二頭、雄羊一頭、そして年一歳の子羊七頭。それらは完全なものでなければならない。

20 彼らの献げ物は、油を混ぜた薄力粉で、雄牛には十分の一の量を三つ、雄羊には十分の一の量を二つ、あなたがたは作らなければならない。

21 十分の一の量、十分の一の量を、一頭の子羊のために作らなければならない。七頭の子羊のために。

22 また、あなたがたのために贖いをするための罪のためのやぎ一頭。

23 朝の全焼のいけにえのほか、常にの全焼のいけにえのために、あなたがたはこれらをささげなければならない。

24 このように、あなたがたは七日間、毎日、主への火による捧げ物、芳しい香りのパンをささげなければならない。それは常にささげられる全焼のいけにえの上に、その注ぎの供え物とともに行われる。

25 第七日には、あなたがたにとって聖なる集会となる。すべての奉仕の仕事をしてはならない。

26 あなたがたの週の祭りで、主に新しい献げ物をささげる初物の日には、聖なる集会があなたがたにあり、すべての奉仕の仕事をしてはならない。

27 全焼のいけにえを、主への芳しい香りとしてささげなさい。雄牛の子二頭、雄羊一頭、年ごとの子羊七頭を。

28 彼らの献げ物は、油で混ぜた薄力粉で、雄牛一頭には十分の一の量が三つ、雄羊一頭には十分の一の量が二つである。

29 十分の一の量、十分の一の量を、一頭の子羊に、七頭の子羊に。

30 雌ヤギのやぎ一頭を、あなたがたのために贖いをするため。

31 常にの全焼のいけにえとその献げ物のほかに、あなたがたはこれらをささげなさい。それらはあなたがたにとって完全なものであり、その注ぎの供え物もまたそうである。

Numbers 29

1 第七の月の一日には、聖なる集会があなたがたにあり、すべての奉仕の仕事をしてはならない。あなたがたにとって叫びの日となる。

2 あなたがたは主への芳しい香りのための全焼のいけにえをささげなさい。すなわち、若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の子羊七頭、すべて傷のないものを。

3 彼らの献げ物は、油を混ぜた薄力粉で、雄牛には十分の一の量を三つ、雄羊には十分の一の量を二つ。

4 十分の一の量を、一頭の子羊ごとに、七頭の子羊のために。

5 また、あなたがたのために罪の赦しをするための、一頭の雄やぎを雌ヤギのうちからささげよ。

6 月の全焼のいけにえとその献げ物、常にの全焼のいけにえとその献げ物、そしてその注ぎの供え物を、そのさばきにしたがって、主への火による捧げ物として、芳しい香りのために、これらすべてのほかにささげなさい。

7 その第七の月の十日には、あなたがたにとって聖なる集会となり、あなたがたの命を苦しめなければならない。すべての仕事をしてはならない。

8 あなたがたは主への全焼のいけにえ、芳しい香りとして、雄牛一頭、歳の雄羊一頭、年一歳の子羊七頭をささげなさい。それらはあなたがたにとって完全なものでなければならない。

9 彼らの献げ物は、油で混ぜた薄力粉で、雄牛には十分の一の量を三つ、雄羊一頭には十分の一の量を二つ。

10 十分の一の量、十分の一の量を、一頭の子羊に、七頭の子羊のために。

11 雌ヤギの雄やぎ一頭を罪のためのものとし、贖いの罪のためのもののほか、常にささげる全焼のいけにえとその献げ物、そしてそれらの注ぎの供え物とともに。

12 第七の月の十五日には、あなたがたにとって聖なる集会となる。すべての奉仕の仕事をしてはならない。あなたがたは七日の間、主のために祭りを祝わなければならない。

13 全焼のいけにえ、火による捧げ物、主への芳しい香りとして、雄牛の子である牛十三頭、雄羊二頭、年一歳の子羊十四頭を捧げなさい。それらは完全なものでなければならない。

14 彼らの献げ物は、油で混ぜた薄力粉であって、雄牛十三頭にはそれぞれ十分の一の量を三つ、雄羊二頭にはそれぞれ十分の一の量を二つ。

15 また、その十分の一の量を、一頭の子羊につき十分の一の量とし、十四頭の子羊のために、そのようにせよ。

16 雌ヤギの雄やぎ一頭を罪のためのものとし、常にささげる全焼のいけにえと、その献げ物と注ぎの供え物のほかに、これをささげる。

17 二日目には、若い雄牛十二頭、雄羊二頭、一歳の子羊十四頭を、すべて傷のないものを捧げる。

18 その献げ物と注ぎの供え物は、雄牛、雄羊、子羊のために、その数にしたがって、さばきのとおりに。

19 雌ヤギの雄やぎ一頭を罪のためのものとし、常にささげる全焼のいけにえとその献げ物、そしてそれらの注ぎの供え物のほかに。

20 第三日には、雄牛十一頭、雄羊二頭、年一歳の子羊十四頭を、すべて完全なものを献げる。

21 彼らの献げ物と注ぎの供え物は、雄牛、雄羊、子羊のために、その数にしたがって、さばきのとおりに。

22 やぎ一頭を罪のためのいけにえとして、常にささげる全焼のいけにえとその献げ物、そしてその注ぎの供え物のほかに、ささげる。

23 第四日には、雄牛十頭、雄羊二頭、一歳の子羊十四頭を、すべて完全なものとして献げる。

24 献げ物と注ぎの供え物は、雄牛、雄羊、子羊のために、その数にしたがって、さばきのとおりに。

25 雌ヤギのやぎ一頭を罪のためのものとし、常にささげる全焼のいけにえとその献げ物とその注ぎの供え物のほかに、これをささげる。

26 五日目には、雄牛九頭、雄羊二頭、一歳の子羊十四頭を、すべて完全なものとして。

27 彼らの献げ物と注ぎの供え物は、雄牛、雄羊、子羊のために、その数にしたがって、さばきのとおりに。

28 常にの全焼のいけにえとその献げ物とその注ぎの供え物の単独に加えて、罪のためのやぎ一匹。

29 第六日には、雄牛八頭、雄羊二頭、一歳の子羊十四頭を、すべて完全なものとして献げる。

30 その献げ物と注ぎの供え物は、雄牛、雄羊、子羊について、その数に応じて、さばきのとおりに。

31 やぎ一頭を罪のためのいけにえとして、常にささげる全焼のいけにえのほかに、その献げ物と注ぎの供え物を添えてささげる。

32 第七日には、雄牛七頭、雄羊二頭、年一歳の子羊十四頭を、すべて完全なものを捧げる。

33 彼らの献げ物と注ぎの供え物は、雄牛、雄羊、子羊のために、その数にしたがって、そのさばきにしたがって。

34 罪のためのやぎ一頭。常にささげる全焼のいけにえのほかに、その献げ物とその注ぎの供え物を添えて。

35 第八日には、あなたがたにとって厳粛な集会となる。すべての奉仕の仕事をしてはならない。

36 全焼のいけにえ、火による捧げ物、主への芳しい香りとして、雄牛一頭、雄羊一頭、年一歳の子羊七頭を、完全なものとしてささげなさい。

37 献げ物と注ぎの供え物は、雄牛、雄羊、子羊のために、その数にしたがって、さばきのとおりに。

38 やぎ一頭を罪のためのものとして、常にの全焼のいけにえとその献げ物とその注ぎの供え物のほかに、ささげなさい。

39 これらは、あなたがたの定めの時に主にささげるものである。あなたがたの誓いと自由意志の捧げ物、全焼のいけにえ、献げ物、注ぎの供え物、そして全焼のいけにえのほかには、何もない。

40 モーセはイスラエルの子らに、主がモーセに命じられたすべてのことを告げた。

Numbers 30

1 モーセはイスラエルの子らの杖の頭たちに告げて言われた、「これは主が命じられた言葉である」。

2 人が主に誓いを立てるか、あるいは自分の命に束縛を課す誓いを立てて誓うなら、その言葉を破ってはならない。その口から出るすべてのことを行わなければならない。

3 女が主に誓いを立て、父の家で青春のうちに束縛の誓約をするならば、

4 父が彼女の誓いと、彼女が自分に課した束縛を聞き、父が彼女に対して黙っていたなら、彼女のすべての誓いは成立し、彼女が自分に課したすべての束縛も成立する。

5 もし彼女の父がそれを聞いた日に彼女を禁じるなら、彼女のすべての誓いと、彼女が自分の命に課したすべての束縛は成立しない。主は彼女を赦される。なぜなら彼女の父が彼女を禁じたからである。

6 もし彼女が人に嫁いだ場合、その誓いが彼女の上にあり、あるいは彼女の唇の言ったことで、彼女が自分の命に課したものがあるならば、

7 彼女の夫がその聞いた日にそれを聞いて、彼女に黙っていたなら、彼女の誓いは立ち、彼女が自分の命に課した束縛も立つ。

8 もし彼女の夫がそれを聞いた日に彼女を拒んだなら、彼は彼女の上にある彼女の誓いと、彼女が自分の命に課した彼女の唇の言ったことを無効にする。そして主は彼女を赦される。

9 未亡人と離縁された女の誓いは、そのすべてが自分の命に課したものは、彼女の上に立つ。

10 もし彼女が夫の家にいる間に誓いを立て、誓いによって自分自身に束縛を課したなら、

11 夫がそれを聞いて、彼女に黙っていて、それを無効にしなかったなら、彼女のすべての誓いと、彼女が自分の命に課したすべての束縛は成立する。

12 もしその人が、彼女の夫が聞いた日にそれらを完全に破ったなら、彼女の唇から出たすべてのものは、彼女の誓いと彼女の命の束縛のために立つことはない。彼女の夫がそれらを破ったのであり、主は彼女を赦される。

13 すべての誓いと、すべての命を苦しめる束縛の誓いについては、その人の夫がそれを立てさせ、その人の夫がそれを破ることができる。

14 もし彼女の夫がその日から次の日まで彼女に対して黙っているなら、彼は彼女のすべての誓い、または彼女の上にあるすべての束縛を確立したのである。彼はそれらを確立した。なぜなら、彼がそれを聞いた日に彼女に対して黙っていたからである。

15 もし彼がそれを聞いた後に破るなら、彼は彼女の咎を負わなければならない。

16 これらは、主がモーセに、人とその妻の間、父とその娘の間、彼女の青春のうちに父の家にある間に命じられた定めである。

Numbers 31

1 主はモーセに語って言われた。

2 イスラエルの子らの復讐をミデヤン人から果たせ。その後、あなたは自分の民に加えられるであろう。

3 モーセは民に言われた、「あなたがたの中から軍勢のために人を選び出し、ミディアンに臨ませよ。主の復讐をミディアンに与えるためである。

4 各部族から千人、各部族から千人、イスラエルのすべての杖から、軍勢に送り出せ。

5 イスラエルの千から、杖ごとに千、すなわち十二千の軍勢の選抜された者が渡された。

6 モーセは彼らを、部族ごとに千人ずつ軍勢として遣わされた。彼らと、祭司エレアザルの子ピネハスを軍勢に遣わされた。聖なる器と叫びのラッパが彼の手にあった。

7 彼らは主がモーセに命じられたとおりにミディアンに対して戦い、すべての男を殺した。

8 彼らはミディアンの王たちを、その打ち殺された者たちと共に殺した。すなわち、エビとレケムとツルとフルとレバ、ミディアンの五人の王たちを。また、ベオルの子バラムを剣で殺した。

9 イスラエルの子らはミディアンの女たちとその幼子たちを捕らえ、彼らのすべての獣とすべての家畜とすべての力を略奪した。

10 彼らのすべての町をその居住において、また彼らのすべての城を火で焼いた。

11 彼らはすべての戦利品と、すべての戦利品を、人と獣において取った。

12 彼らは捕虜と戦利品と略奪品を、モーセと祭司エレアザルとイスラエルの子らの集会のもとへ、ヨルダンのほとりのエリコに面するモアブの荒野にある陣営に連れて来た。

13 モーセと祭司エレアザル、そして集会のすべての君主たちは、彼らを迎えるために陣営の外へ出て行った。

14 モーセは、戦いの軍勢から戻って来た千人隊の長官たちと百人隊の長官たち、すなわち力の指揮官たちに対して怒った。

15 モーセは彼らに言われた、「あなたがたはすべての女を生かしておいたのか」。

16 あの女たちは、バラムの言葉によって、ペオルのことについて主に対して背信を犯させ、イスラエルの子らにそれをさせた。そして、主の集会に疫病が起こったのである。

17 今、すべての男の子を幼子たちの中で殺せ。また、人と寝床を共にすることを知っているすべての女を殺せ。

18 すべての女のうち、男の寝床を知らない幼子たちを、あなたがたのために生かしておけ。

19 あなたがたは陣営の外に七日の間、とどまりなさい。すべて命を殺した者、すべて殺された者に触れた者は、三日目と七日目に、あなたがたも、あなたがたの捕虜も、身を清めなさい。

20 すべての衣服、すべての皮の器、すべての雌ヤギの毛のわざ、そしてすべての木の器を、あなたがたは罪の清めをしなければならない。

21 祭司エレアザルは、戦いから戻って来た軍勢の人々に言われた、「これは、主がモーセに命じられた律法の定めである。

22 ただし、金と銀、青銅、鉄、錫、そして鉛は。

23 火の中に入るすべてのことは、火を通して渡しなさい。そうすればそれは清くなる。ただし、汚れの水で身を清めなければならない。また、火の中に入らないすべてのものは、水を通して渡しなさい。

24 七日目にあなたがたの衣服を洗い、清められなさい。その後、陣営に入ることができる。

25 主はモーセに言われた、

26 あなたと祭司エレアザル、および集会の父たちの頭たちは、人と獣における捕虜の戦利品の頭を数え上げなさい。

27 戦利品を、戦いに出て行った軍勢を捕らえた者たちと、すべての集会との間で分けよ。

28 戦いに出て行った軍勢の人々から、主への貢税をささげなさい。五百のうち一つ、すなわち、人からも牛からもろばからも羊の群れからも、一つの魂を。

29 彼らの半分からあなたがたは取り、それを祭司エレアザルに主への献げ物として与えなさい。

30 イスラエルの子らの半分から、人から牛からろばから羊の群れから、すべての獣から五十につき一つを取らなければならない。そして、それを主の幕屋の務めを守るレビ人に与えなければならない。

31 モーセと祭司エレアザルは、主がモーセに命じられたとおりに行った。

32 戦利品は、軍勢の民が分捕った分捕り物の残りであって、羊の群れは六十万七千五百匹であった。

33 牛は七万二千頭。

34 ろば六万一千頭。

35 人の命のうち、男の寝床を知らなかった女たちは、すべての命で三万二千であった。

36 半分は、軍勢に出て行った者たちの分け前で、羊の群れの数は三十三万七千五百であった。

37 羊の群れからの主への貢税は、六百七十五匹であった。

38 牛は三万六千頭で、その主への貢税は七十二頭であった。

39 ろばは三万五百匹、その主への貢税は六十一匹であった。

40 人の命は一万六千であり、その主への貢税は三十二の命であった。

41 モーセは主の献げ物の貢税を祭司エレアザルに渡した。主がモーセに命じられたとおりに。

42 そしてイスラエルの子らの半分から、モーセが戦う人々から分け取ったもの。

43 集会の半分は羊の群れから、三十三万三千七百五十頭であった。

44 牛は三万六千頭。

45 ろば三万五百匹。

46 人の魂は一万六千。

47 モーセはイスラエルの子らの半分から、人と獣のうち五十につき一つを取り、それを主の幕屋の務めを守るレビ人に与えた。主がモーセに命じられたとおりに。

48 軍勢の千人の長たち、すなわち百人の長たちである、軍の指揮官たちがモーセのところに近づいた。

49 彼らはモーセに言われた、「あなたのしもべたちは、私たちの手にある戦いの人の頭を数えました。そして、そのうちの一人も欠けていません。

50 われわれは、それぞれが金の器、すなわち腕輪、腕輪、指輪、耳輪、飾りを見つけた者として、主の前にわれわれの命を贖うために、主への捧げ物を携えて来ました。

51 モーセと祭司エレアザルは彼らから金を受け取った。すべての器のわざ。

52 すべての献げ物の金は、主に献げられたもので、一万六千七百五十シェケルであった。それは千人の長官たちと百人の長官たちから出たものであった。

53 軍勢の人は、それぞれ自分のために略奪した。

54 モーセと祭司エレアザルは、千人の長官たちと百人の長官たちから金を受け取り、それを定めの時の天幕に携えて行った。それは主の前で、イスラエルの子たちのための記念としてであった。

Numbers 32

1 ルベンの子らとガドの子らには非常に多くの家畜があり、彼らはヤゼルの地とギレアデの地を見て、その場所が家畜のための場所であることを見た。

2 ガドの子らとルベンの子らは来て、モーセと祭司エレアザルと集会の君主たちに言った。

3 アタロテ、ディボン、ヤゼル、ニムラ、ヘシュボン、エルアレ、シブマ、ネボ、ベオン。

4 主がイスラエルの集会の前に打たれた地は、家畜の地であり、あなたのしもべたちにとっての家畜の地である。

5 彼らは言った、「もしあなたの目に恵みを見いだしたなら、この地をあなたのしもべたちに所有として与えてください。私たちをヨルダン川の向こうへ渡らせないでください。

6 モーセはガドの子らとルベンの子らに言われた、「あなたがたの兄弟たちが戦いに行くのに、あなたがたはここに座っているのか」。

7 なぜあなたがたは、イスラエルの子らの心をくじいて、主が彼らに与えられた地へ渡って行くのを妨げるのか。

8 あなたがたの父たちは、わたしが彼らをカデシュ・バルネアから地を見させるために遣わしたとき、そのように行った。

9 エシュコルの谷川まで上って行き、その地を見て、イスラエルの子らの心をくじき、主が彼らに与えられた地に入ることを拒ませた。

10 主の怒りがその日に燃え上がり、主は誓って言われた。

11 もしエジプトから上って来た者たち、二十歳以上の者が、わたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓った地を見るならば、彼らはわたしに従い通さなかったからである。

12 ただケニズ人エフンネの子カレブと、ヌンの子ヨシュアだけは、彼らが主に従い通したからである。

13 主の怒りがイスラエルに対して燃え上がり、主は彼らを荒野で四十年の間さまよわせられた。主の目に悪を行うすべての世代が絶え果てるまで。

14 見よ、あなたがたは父たちに代わって立ち上がり、罪深い人々の増加となった。イスラエルに向かう主の激しい怒りに、なおも加えようとしている。

15 もしあなたがたが彼の後ろから背くなら、主は再び彼を荒野に置かれるであろう。そしてあなたがたはこのすべての民を滅ぼすことになる。

16 彼らは彼に近づいて言った。「私たちはここに、自分の家畜のために羊の囲いを、羊の群れのために、そして自分の幼子たちのために町を建てましょう。

17 私たちは武装してイスラエルの子らの前を進み、彼らをその場所に連れて行くまで、私たちの幼子たちは、地の住民の顔を避けて要塞の町々に住まわせる。

18 私たちは、イスラエルの子らがそれぞれ自分の相続地を受け継ぐまで、自分の家に帰らない。

19 私たちは彼らと共に、ヨルダンの向こう側とその先では相続地を受け継がない。なぜなら、私たちの相続地は、ヨルダンの向こう側、東の方から私たちに与えられたからである。

20 モーセは彼らに言われた、「もしあなたがたがこのことを行うなら、もし主の前で戦いのために武装するなら、

21 あなたがたのすべての武装した者たちが、主の前でヨルダンを渡り、主がその敵を御前から追い払われるまで、

22 地が主の前に征服され、その後あなたがたは戻り、主とイスラエルに対して潔くあるように。この地は主の前にあなたがたの所有となるであろう。

23 もしあなたがたがそのようにしないなら、見よ、あなたがたは主に対して罪を犯したことになる。そして、あなたがたの罪があなたがたに降りかかることを知りなさい。

24 あなたがたのために、幼子たちのための町々と、羊の群れのための羊の囲いを建てなさい。そして、あなたがたの口から出たことを行いなさい。

25 ガドの子らとルベンの子らはモーセに言った、「あなたのしもべたちは、わが主が命じられるように行います」。

26 幼子たち、妻、家畜、そしてすべての獣は、ギレアデの町々に留まるであろう。

27 あなたのしもべたちは、すべて戦いのための軍勢として、主の前を渡って行きます。ちょうど、わが主がおっしゃったとおりに。

28 モーセは彼らに、祭司エレアザルとヌンの子ヨシュア、およびイスラエルの子らの部族の父たちのかしらたちに命じられた。

29 モーセは彼らに言われた、「もしガドの子らとルベンの子らが、あなたがたと共にヨルダンを渡り、すべて戦いのために主の前に出るなら、その地があなたがたの前に征服され、あなたがたは彼らにギレアデの地を所有として与えなさい」。

30 もし彼らが武装してあなたがたと共に渡らないなら、彼らはカナンの地のあなたがたの真ん中で所有地を得ることになる。

31 ガドの子らとルベンの子らは答えて言った。「あなたのしもべたちに主が言われたことを、そのとおりに行います。

32 私たちは主の前を武装してカナンの地に渡って行き、私たちの相続地の所有はヨルダンの向こう側にある。

33 モーセはガドの子らとルベンの子らと、ヨセフの子マナセの部族の半分に、アモリ人の王シホンの王国と、バシャンの王オグの王国、すなわちその町々とその境界にある地を与えられた。それは周囲の地の町々であった。

34 ガドの子らは、ディボンとアタロテとアロエルを建てた。

35 アタロテ・ショファンとヤゼルとヨグブハ

36 ベテ・ニムラとベテ・ハラン、要塞の町々と羊の囲い、羊の群れのためのもの。

37 ルベンの子らは、ヘシュボンとエルアレとキリヤタイムを建てた。

38 ネボとバアル・メオンは、その名を変えられ、シブマもまたそうされた。彼らは自分たちが建てた町々の名を、その名によって呼んだ。

39 マナセの子マキルの子らはギレアデへ行き、それを取った。そして、そこにいたアモリ人を追い出した。

40 モーセはギレアデをマナセの子マキルに与えられた。彼はそこに住んだ。

41 マナセの子ヤイルは行って、彼らの町々を取った。そして、それらをハボテ・ヤイルと呼んだ。

42 ノバクは行って、ケナテとその娘たちを捕らえ、自分の名にちなんでそれをノバクと名付けた。

Numbers 33

1 これらは、イスラエルの子らがモーセとアロンの手によって、その軍勢に従ってエジプトの地から出て行った旅路である。

2 モーセは主の従に従って、彼らの出を旅路として書き記した。そして、これらが彼らの出に至る旅路である。

3 彼らはラメセスを第一の月の十五日に出発した。過越の祭りの翌日、イスラエルの子らは高く上げた手で、すべてのエジプト人の目の前で出て行った。

4 エジプト人は、主が彼らに打たれたすべての長子を葬っていた。主は彼らの神々にも裁きを行われた。

5 イスラエルの子らはラメセスから旅立ち、スコトに宿営した。

6 彼らはスコトから旅立ち、荒野の果てにあるエタムに宿営した。

7 彼らはエタムから旅立ち、バアル・ツェフォンの前にあるピハヒロテの入り口の方へ引き返し、ミグドルの前に宿営した。

8 彼らはピハヒロテの前から旅立ち、海の真ん中を通って荒野へ渡り、エタムの荒野を三日の道のりを歩き、マラに宿営した。

9 マラから旅立ち、エリムに来た。エリムには十二の水の目と七十本のなつめやしがあり、彼らはそこに宿営した。

10 エリムから旅立ち、葦の海のほとりに宿営した。

11 葦の海から旅立ち、シンの荒野に宿営された。

12 彼らはシンの荒野から旅立ち、ドフカに宿営した。

13 彼らはドフカから旅立ち、アルシュに宿営した。

14 彼らはアルシュから旅立ち、レフィディムに宿営した。そこには民が飲むための水がなかった。

15 彼らはレフィディムから旅立ち、シナイの荒野に宿営した。

16 彼らはシナイの荒野から旅立ち、キブロテ・ハタアワに宿営した。

17 彼らはキブロテ・ハタアワから旅立ち、ハツェロテに宿営した。

18 ハツェロテを出発し、リテマに宿営した。

19 彼らはリテマから旅立ち、リンモン・ペレツに宿営した。

20 彼らはリンモン・ペレツから旅立ち、リブナに宿営した。

21 彼らはリブナから旅立ち、リサに宿営した。

22 リサから旅立ち、ケヘラタに宿営した。

23 ケヘラタから旅立ち、シェフェルの山に宿営した。

24 彼らはシェフェル山から旅立ち、ハラダに宿営した。

25 彼らはハラダから旅立ち、マケヘロテに宿営した。

26 マケヘロテを出発し、タハテに宿営した。

27 彼らはタハテから旅立ち、テラに宿営した。

28 テラから旅立ち、ミテカに宿営した。

29 彼らはミテカから旅立ち、ハシュモナに宿営した。

30 ハシュモナを出発し、モセラに宿営した。

31 彼らはモセラから旅立ち、ベネ・ヤアカンに宿営した。

32 ベネ・ヤアカンから旅立ち、ホル・ハギデガデに宿営した。

33 彼らはホル・ハギデガデから旅立ち、ヨタバタに宿営した。

34 ヨタバタから進発し、エブロナに宿営した。

35 彼らはエブロナから旅立ち、エツヨン・ゲベルに宿営した。

36 彼らはエツヨン・ゲベルから旅立ち、ツィンの荒野に宿営した。それはカデシュである。

37 カデシュから旅立ち、エドムの地の果てにあるホル山に宿営した。

38 祭司アロンは、主の口によりホルの山に登り、そこで死んだ。それはイスラエルの子らがエジプトの地を出てから四十年目の年、第五の月の一日であった。

39 アロンは、ホル山で死んだとき、百二十三歳の子であった。

40 カナン人であるアラドの王は、ネゲブの地、カナンの地に住んでいたが、イスラエルの子らが来るのを聞いた。

41 彼らはホルの山から旅立ち、ツァルモナに宿営した。

42 彼らはツァルモナから旅立ち、プノンに宿営した。

43 彼らはプノンから旅立ち、オボテに宿営した。

44 彼らはオボテから旅立ち、モアブの境界にあるイエ・アバリムに宿営した。

45 彼らはイイムから旅立ち、ディボン・ガドに宿営した。

46 ディボン・ガドから旅立ち、アルモン・ディブラタイマに宿営した。

47 アルモン・ディブラタイマから旅立ち、ネボの前にあるアバリムの山々に宿営した。

48 彼らはアバリムの山々から旅立ち、エリコの向かいのヨルダン川のほとりにあるモアブの荒野に宿営した。

49 彼らはヨルダンのほとり、ベテ・エシモテからアベル・シッティムまで、モアブの荒野に宿営した。

50 主はモアブの荒野で、ヨルダンのエリコのほとりで、モーセにこう言われた。

51 イスラエルの子らに言え、彼らにこう言え、「あなたたちがヨルダンを渡ってカナンの地に入るとき、

52 あなたがたはその地のすべての住民をあなたがたの前から追い払い、彼らのすべての像を滅ぼし、彼らのすべての鋳像を打ち壊し、彼らのすべての高台を根絶やしにしなさい。

53 あなたがたはその地を占領して、そこに住まなければならない。わたしがその地をあなたがたに与えて、それを所有させたからである。

54 あなたがたはその地を家族ごとに、くじによって相続地としなければならない。多い者にはその相続地を多くし、少ない者にはその相続地を少なくせよ。くじがその者に当たった所が、その者のものとなる。あなたがたの先祖の杖にしたがって、相続地を得なさい。

55 もしあなたがたが、その地の住民をあなたがたの前から追い出さないなら、あなたがたが彼らの中から残す者たちは、あなたがたの目にはとげとなり、あなたがたの側にはとげとなり、あなたがたが住んでいるその地で、あなたがたを苦しめるであろう。

56 そして、わたしが彼らにしようと思ったように、あなたがたにもする。

Numbers 34

1 主はモーセに言われた。

2 イスラエルの子らに命じて、彼らに言われた。「あなたがたはカナンの地に入ろうとしている。これはあなたがたに相続地として与えられる地、その境界に沿ったカナンの地である。

3 あなたがたの南の隅は、ツィンの荒野からエドムの手に沿って、あなたがたの南の境界は、塩の海の果てから東に向かって、ネゲブとなる。

4 境界はあなたがたのためにネゲブからアクラビムの坂の登りに回り、ツィンを通って、その出口はネゲブからカデシュ・バルネアに至り、ハツァル・アダルへ出て、アツモンを通る。

5 境界はアツモンからエジプトの谷川へ回り、その出口は海に及んだ。

6 西の境界は、あなたがたにとって大海が境界となる。これがあなたがたの西の境界である。

7 あなたがたの北の境界はこのようになる。大海からあなたがたのためにホル山まで測り定めよ。

8 ホル山からハマテへ来る道に進み、その境界の出口はゼダデとなる。

9 境界はジフロンまで出て行き、その出口はハツァル・エナンに至る。これがあなたがたの北の境界となる。

10 あなたがたの東の境界は、ハツァル・エナンからシェファムまで引け。

11 境界はシェファムからリブラの東、アインの東に下り、その境界は下って、キンネレテの海の肩の東に達する。

12 境界はヨルダンに下り、その出口は塩の海となる。これはあなたがたの地の境界として、周囲に巡るものである。

13 モーセはイスラエルの子らに言われた、「これは、あなたがたがくじによって相続として受ける地である。主が九つの杖と半分の杖に与えるように命じられた地である」。

14 ルベン人の子らの父の家の杖と、ガド人の子らの父の家の杖、そしてマナセの杖の半分が、彼らの相続地を受け取ったからである。

15 二つの杖と半分の杖は、その相続地をエリコのヨルダンの向こう側、東の方、東の方角に取った。

16 主はモーセに言われた。

17 これは、あなたがたに地を継がせる人々の名である。祭司エレアザルとヌンの子ヨシュア。

18 あなたがたは、地を相続地として分け与えるために、各杖から一人の君主、一人の君主を取らなければならない。

19 これらの人々の名は、ユダの杖については、エフンネの子カレブである。

20 シメオンの子らの杖については、アンミフデの子サムエル。

21 ベニヤミン族の杖としては、キスロンの子エリダデ。

22 ダンの子らの杖については、君主はヨグリの子ブッキ。

23 ヨセフの子らのために、マナセの子らの杖の君主は、エポデの子ハンニエル。

24 エフライムの子らの杖については、君主はシフタンの子ケムエル。

25 ゼブルンの子らの杖については、君主エリツァファン、パルナクの子。

26 イッサカルの子らの杖については、君主はアザンの子パルティエル。

27 アシェルの子らの杖については、君主はシェロミの子アヒフデ。

28 ナフタリの子らの杖については、君主はアンミフデの子ペダエル。

29 これらは、主がイスラエルの子らにカナンの地を継がせるために命じられた者たちである。

Numbers 35

1 主はモアブの荒野で、エリコの向かいのヨルダン川のほとりで、モーセにこう言われた。

2 イスラエルの子らに命じ、彼らがその所有の相続地からレビ人に住むための町を与え、その町の周囲の郊外地もレビ人に与えなさい。

3 町々は彼らの住む所となり、その郊外地は彼らの獣と財産とすべての生き物のためにあろう。

4 レビ人に与える町々の郊外地は、町の壁から外に向かって周囲一千キュビトとする。

5 町の外で測れ、東の隅は二千キュビト、ネゲブの隅は二千キュビト、海の隅は二千キュビト、北の隅は二千キュビト、そして町は真ん中にある。これが彼らのものとなる、町の郊外地である。

6 あなたがレビ人に与える町々は、逃げる者がそこへ逃れるための六つの避難の町であり、そのほかに四十二の町を与えなければならない。

7 あなたがたがレビ人に与えるすべての町は、四十八の町であり、それらとその郊外地である。

8 あなたがたがイスラエルの子らの所有からレビ人に与える町々は、多い者からは多く取り、少ない者からは少なく取らなければならない。それぞれ、自分の相続地の口に応じて、その町々のうちからレビ人に与えなければならない。

9 主はモーセに告げて言われた。

10 イスラエルの子らに告げて言われた、「あなたがたがヨルダンを渡ってカナンの地に入るとき、

11 あなたがたのために町々を設けなさい。それらの町はあなたがたのための避難所の町となるであろう。そこへ、過失によって人を殺した者が逃げ込むことができるように。

12 これらの町々は、あなたがたにとって、復讐する者からの避難所となるであろう。殺人者は、さばきのために集会の前に立つまでは、死ぬことはない。

13 あなたがたが与える町々は、六つの避難所の町となるであろう。

14 三つの町をヨルダンの向こう側に与え、三つの町をカナンの地に与えなければならない。それらは避難所の町となるであろう。

15 イスラエルの子らと、彼らの真ん中にいる寄留者と在留者にとって、これらの六つの町は避難所となり、過失によってすべての命を打った者がそこへ逃げ込むことができる。

16 もし鉄の器で彼を打って死なせたなら、彼は殺人者である。その殺人者は必ず死に処せられなければならない。

17 もし手の石で、それで死ぬほどの者を打って、その者が死んだなら、その者は殺人者である。その殺人者は必ず死に処せられなければならない。

18 あるいは、手に持つ木の器で、それによって死ぬほどの打撃を与えて殺したなら、その者は殺人者である。その殺人者は必ず死に処せられる。

19 血の復讐者自身が、その殺人者を殺す。彼が彼に会うとき、彼自身が彼を殺す。

20 もし憎しみによって彼を押し倒したなら、あるいは待ち伏せして彼の上に投げ落として死なせたなら

21 あるいは敵意をもって手で彼を打って死なせたなら、その打った者は必ず殺されなければならない。彼は殺人者である。血の復讐者は、その殺人者に出会ったとき、彼を殺さなければならない。

22 もし突然、敵意なく彼を押した場合、あるいは待ち伏せせずにすべての器を彼の上に投げた場合

23 または、人がそれによって死ぬような石を、見ずにその上に落として死なせた場合、その人は彼の敵ではなく、彼の悪を求めてもいなかった。

24 集会は、この殺した者と血の復讐者との間を、これらのさばきに基づいて裁かなければならない。

25 集会は、血の復讐者の手から殺人者を救い出し、集会は彼を、彼が逃げ込んだその避難所の町に連れ戻す。そして彼は、聖なる油で油注がれた大祭司が死ぬまで、そこに住む。

26 もし殺人者がその避難所の町の境界を出て行くならば、

27 血の復讐者がその避難所の町の境界の外で彼を見つけ、血の復讐者がその殺人者を殺したなら、彼に血の罪はない。

28 彼はその避難所の町に、大祭司が死ぬまで住まなければならない。そして大祭司が死んだ後、殺人者は自分の所有の地に帰ることができる。

29 これらのことは、あなたがたのすべての居住において、あなたがたの世代のために、さばきの定めとなるであろう。

30 すべての命を打つ者は、証人の口によって、その殺人者を殺さなければならない。しかし、一人の証人は、死刑に当たる命について証言してはならない。

31 また、殺人者である悪しき者の命のために身代金を受け取ってはならない。彼は必ず死に処せられるからである。

32 また、逃げて避難の町に至った者のために身代金を受け取ってはならない。祭司が死ぬまで地に住み着くために戻ることを許してはならない。

33 あなたがたのいる地を汚してはならない。血がその地を汚すからである。その地に流された血のために、その地の贖いは、それを流した者の血によるのでなければ、成し遂げられない。

34 あなたがたが住んでいる地を汚してはならない。わたしがその真ん中に住んでいるからである。わたしは主であり、イスラエルの子らの真ん中に住んでいるからである。

Numbers 36

1 ギレアデの子マキルの子マナセの家族の頭たち、すなわちヨセフの子らの家族のうちから、モーセの前と、イスラエルの子らの父の頭である君主たちの前に近づいて、

2 彼らは言った。「わが主に、主が命じられた。地をくじによってイスラエルの子らに相続地として与えることを。そしてわが主は、主によって命じられた。我々の兄弟ゼロフハデの相続地を、その娘たちに与えることを。

3 もし彼女たちがイスラエルの子らの部族の一人の子らの妻となるなら、彼女たちの相続地は私たちの先祖の相続地から減り、彼女たちが属する杖の相続地に加えられる。そして、私たちの相続地のくじから減ることになる。

4 そして、もしヨベルの年がイスラエルの子らに到来するならば、彼女たちの相続地は、彼女たちが属する杖の相続地に加えられ、私たちの父の杖の相続地から彼女たちの相続地は減らされるであろう。

5 モーセは主の口によってイスラエルの子らに命じて言われた、「ヨセフの子らの杖の言うことは、そのとおりである」。

6 これは、主がゼロフハデの娘たちに命じられた言葉である。「彼女たちの目に良いと思われる者を夫とせよ。ただし、彼女たちの父の杖の家族の者を夫とせよ。

7 イスラエルの子たちの相続地は、杖から杖へ移ってはならない。なぜなら、イスラエルの子たちは、それぞれ自分の父の杖の相続地に固く付くからである。

8 すべてのイスラエルの子らの杖のうちから相続地を受け継ぐ娘は、その父の杖の家族のうちの一人の人の妻とならなければならない。それはイスラエルの子らが、それぞれ自分の先祖の相続地を受け継ぐためである。

9 相続地は一つの杖から他の杖に移ってはならない。なぜなら、イスラエルの子らの杖は、それぞれの人が自分の相続地に付くからである。

10 主がモーセに命じられたとおりに、ゼロフハデの娘たちは行った。

11 マフラ、タルツァ、ホグラ、ミルカ、ノア、ゼロフハデの娘たちは、彼らの愛する者の子らに妻となった。

12 マナセの子ヨセフの家族のうちの家族から、彼女たちは女として嫁いだ。そして、彼女たちの相続地は、彼女たちの父の家族の杖の上にあった。

13 これらは、主がモーセの手によってイスラエルの子らに命じられた戒めとさばきである。モアブの荒野で、ヨルダンのほとり、エリコの向かい側で。


Deuteronomy

Deuteronomy 1

1 これらは、モーセがすべてのイスラエルに、ヨルダンの向こう側、荒野で、スフの前の荒野で、パランとトフェル、ラバン、ハツェロテ、ディ・ザハブの間で語った言葉である。

2 十一日の道のりで、ホレブからセイルの山を通って、カデシュ・バルネアに至る。

3 第四十年の第十一月の一日に、モーセは主が彼に命じられたすべてのことをイスラエルの子らに語った。

4 彼がアモリ人の王シホンを、ヘシュボンに住んでいた者を打ち破った後、またバシャンの王オグを、アシュタロテとエデレイに住んでいた者を打ち破った後。

5 ヨルダンの向こう側、モアブの地で、モーセはこの律法を解き明かし始められた。

6 主われわれの神はホレブでわれわれにこう言われた、「この山に長くとどまることは、あなたがたに十分である」。

7 向きを変え、進み出て、アモリ人の山と、そのすべての隣人たちのところへ行け。荒野、山、低地、ネゲブ、海の海岸、カナン人の地、そしてレバノンまで、あの大きな川、ユーフラテス川に至るまで。

8 見よ、わたしはあなたがたの前にその地を与えた。入って行き、その地を所有せよ。それは主があなたがたの父祖アブラハム、イサク、ヤコブに、彼らとその後裔に与えると誓われた地である。

9 その時、あなたがたに言われた、「私は単独で、あなたがたを担うことはできない」。

10 主なるあなたがたの神は、あなたがたを大いに増やされた。そして、今日あなたがたは、天の星のように多い。

11 あなたがたの父祖の神、主が、あなたがたを千倍にも増やし、あなたがたに告げられたとおりに、あなたがたを祝福されますように。

12 どうして私一人であなたがたの重荷と重荷と争いを担うことができましょうか。

13 あなたがたの部族のために、賢く、分別があり、経験のある人々を選び出しなさい。わたしは彼らをあなたがたの頭に立てよう。

14 あなたがたは私に答えて言われた、「あなたがおっしゃったそのことは、行うのに良いことです」と。

15 あなたがたの部族のかしらたち、知恵ある者たち、および知られた者たちをわたしは取り、あなたがたの上にかしらとして立てた。すなわち、千人の長官、百人の長官、五十人の長官、十人の長官、およびあなたがたの部族のための監督たちである。

16 その時、わたしはあなたがたの裁判官たちに命じて言った。「あなたがたの兄弟の間を聞き分け、雄とその兄弟、およびその寄留者の間で義をもって裁きなさい。

17 さばきにおいて顔をかたよってはならない。小さい者も大きい者も同じように聞きなさい。人の顔を恐れてはならない。さばきは神のものであるからだ。そして、あなたがたにとって難しいことは、わたしのところに持って来なさい。わたしがそれを聞こう。

18 その時、わたしはあなたがたに、あなたがたが行うべきすべての言葉を命じた。

19 私たちはホレブを出発し、あなたがたが見たあの大きな恐るべき荒野を、アモリ人の山の道を通って進んだ。私たちの神、主が私たちに命じられたとおりに。そして、私たちはカデシュ・バルネアにまで来た。

20 そして私はあなたがたに言った、「あなたがたは、私たちの神、主が私たちに与えられるアモリ人の山にまで来た」。

21 見よ、あなたの神、主がその地をあなたの前に与えられた。上って行き、あなたの先祖の神、主があなたに告げられたように、それを所有せよ。恐れてはならない。おののいてはならない。

22 あなたがたはみな、私のところに近づいて来て、こう言った。「私たちの前に人を遣わし、その人々にその地を探らせ、私たちが上って行く道と、私たちが行く町々について、私たちに言葉を報告させよう。

23 この言葉は私の目にかなったので、私はあなたがたの中から十二人の者を、部族ごとに一人ずつ取った。

24 彼らは向きを変えて山に上り、エシュコルの谷川まで来て、そこを探った。

25 彼らは手にその地の果実を取り、私たちのところに持って下り、私たちに言葉を返して言った、「私たちの神、主が私たちに与えられる地は良い地である」。

26 あなたがたは上って行くことを望まず、あなたがたの神、主の口に逆らった。

27 あなたがたは天幕の中でつぶやき、言った、「主が私たちを憎まれたので、私たちをエジプトの地から連れ出し、アモリ人の手に渡して滅ぼそうとされたのだ」と。

28 我々はどこへ上って行けるのか。我々の兄弟たちは我々の心を溶かして言った、「あの民は我々より大きくて高い。町々は天に届くほど大きく堅固だ。また、そこではアナク人の子らをも見た」と。

29 私はあなたがたに言った。「彼らを恐れてはならない。彼らにおののいてはならない。

30 あなたがたの神、主は、あなたがたの前を行かれる方である。主ご自身があなたがたのために戦われる。それは、主がエジプトであなたがたの目の前で、あなたがたのためにされたすべてのことと同じである。

31 荒野において、あなたが見たように、あなたの神、主が、人が自分の子を担うように、あなたを担われた。あなたがたがこの場所に至るまで歩んだすべての道において。

32 この言葉においても、あなたがたはあなたがたの神、主を信じなかった。

33 あなたがたの前を行き、あなたがたのために宿営の場所を探し求め、夜は火をもって、昼は雲をもって、あなたがたの進むべき道を示された方である。

34 主はあなたがたの言葉の声を聞かれ、怒って誓われて言われた。

35 この悪い世代の者たちのうち、あの人は、わたしがあなたがたの父に与えると誓った良い地を見ることはない。

36 カレブ、エフンネの子のほかには、彼はそれを見るであろう。そして彼が歩んだ地を、彼とその子らにわたしは与える。彼が主に従い通したからである。

37 主はあなたがたのために、私にも怒りを向けられて、こう言われた。「あなたもそこへは行ってはならない。

38 あなたの前に立つヌンの子ヨシュア、彼がそこへ入るであろう。彼を強くせよ。彼がイスラエルにそれを継がせるからである。

39 あなたがたの幼子たち、あなたがたが分捕り物になると言った者たち、そして今日、善と悪とを知らないあなたがたの子たち、彼らがそこに入る。そして、わたしは彼らにそれを与える。彼らがそれを相続する。

40 あなたがたは向きを変え、荒野の道を進み、葦の海の道へと進みなさい。

41 あなたがたは答えて、わたしに言った、「われわれは主に対して罪を犯した。われわれは、われわれの神、主が命じられたすべてのとおりに、上って行って戦おう」。そして、あなたがたはそれぞれ自分の戦いの器を身に着け、山に上ろうと軽率に行動した。

42 主は私に言われた、「彼らに告げよ。上って行くな、戦うな。わたしはあなたがたの内側にいないからだ。あなたがたは敵の前で打ち負かされないように。

43 あなたがたに告げたが、あなたがたは聞かず、主の口に逆らって、思い上がって山に上った。

44 その山に住んでいたアモリ人があなたがたに向かって出て来て、蜂がするようにあなたがたを追いかけ、セイルでホルマに至るまであなたがたを打ち破った。

45 あなたがたは引き返して、主の前で泣いた。しかし主はあなたがたの声を聞かれず、あなたがたに耳を傾けられなかった。

46 あなたがたはカデシュに多くの日々とどまった。それは、あなたがたがそこにとどまった日々のように長かった。

Deuteronomy 2

1 私たちは向きを変え、主が私に告げられたとおりに、葦の海の道を通って荒野へ進んだ。そして、多くの日の間、セイルの山を回り道した。

2 主は私に言われた。

3 あなたがたはこの山を回り巡るのに十分長くいた。あなたがたは北へ向きを変えなさい。

4 民に命じて言われた。「あなたがたは、セイルに住むあなたがたの兄弟、エサウの子らの境界を通って行く。彼らはあなたがたを恐れるであろう。あなたがたは十分に慎まなければならない。

5 彼らと争ってはならない。わたしは彼らの地を、足の裏の手のひらの踏むほどもあなたがたに与えない。なぜなら、わたしはセイルの山をエサウに相続として与えたからである。

6 食物は彼らから銀で買って食べなさい。また、水も彼らから銀で買って飲みなさい。

7 あなたの神、主があなたのすべての手のわざを祝福されたからである。あなたがこの大きな荒野を歩いたことを、主は知っておられた。この四十年の間、あなたの神、主があなたと共におられた。あなたは何一つ欠けることがなかった。

8 私たちはセイルに住む私たちの兄弟エサウの子らを離れ、アラバの道から、エラテとエツヨン・ゲベルを通って進んだ。そして向きを変え、モアブの荒野の道を通って進んだ。

9 主は私に言われた。「モアブを苦しめてはならない。彼らと戦いを交えてはならない。わたしは彼らの地をあなたに相続として与えない。ロトの子らにアルを相続として与えたからである。

10 かつてエミム人がそこに住んでいた。彼らはアナク人のように、大きく、多く、そして背の高い民であった。

11 レファイムもまた、アナク人のように数えられた。モアブ人は彼らをエミム人と呼んだ。

12 セイルには、前にホリ人が住んでいたが、エサウの子らが彼らを追い出し、彼らの前から滅ぼし尽くして、彼らの代わりに住んだ。それは、主が彼らに与えられた相続の地について、イスラエルがしたのと同じである。

13 今、立ち上がり、あなたがたのためにゼレデの谷川を渡りなさい。そして私たちはゼレデの谷川を渡った。

14 私たちがカデシュ・バルネアから出発し、ゼレデの谷川を渡り終えるまでの日数は三十八年であった。ついに、主が彼らに誓われたとおり、戦いの人々のすべての世代が陣営の内側から絶え果てた。

15 主の手も彼らに臨み、陣営の内側から彼らを滅ぼし尽くされた。ついに彼らは絶え果てた。

16 そして、戦いの人々がすべて民の内側から死に絶えたときが来た。

17 主は私にこう言われた。

18 あなたは今日、モアブの境界、すなわちアルを通り過ぎる。

19 アンモンの子らの前に近づいたとき、彼らを攻めず、彼らと争ってはならない。わたしはアンモンの子らの地をあなたに相続として与えない。それはロトの子らに相続として与えたからである。

20 この地はレファイムの地と見なされていた。それもまた、かつてレファイムがそこに住んでいた。アンモン人は彼らをザムズミムと呼んでいた。

21 民は大きく、多く、アナク人のように高かった。主は彼らの前から彼らを滅ぼされ、彼らは彼らを追い出して、その場所に住んだ。

22 主がセイルに住むエサウの子らにされたように、彼らの前からホリ人を滅ぼし、彼らが彼らに取って代わってその下に住んだ、この日に至るまで。

23 アビムはハツェリムに住み、ガザにまで及んでいたが、カフトルから出て来たカフトル人が彼らを滅ぼし、その代わりに住んだ。

24 立ち上がり、進み、アルノンの谷川を渡れ。見よ、わたしはアモリ人の王ヘシュボンのシホンとその地をあなたの手に渡した。占領を始め、彼と戦いを交えよ。

25 この日、わたしはあなたの恐れとあなたの畏れを、すべての天の下にある民の顔の上に置き始める。彼らがあなたの評判を聞けば、あなたの顔のゆえに震え、おののくであろう。

26 私は荒野ケデモテから使者を遣わし、ヘシュボンの王シホンに平和の言葉を伝えて言った。

27 あなたの地を通らせてください。道に沿って道に沿って行きます。右にも左にもそれません。

28 食物は銀で私に売ってください、そうすれば私は食べます。また水も銀で私に与えてください、そうすれば私は飲みます。ただ私は自分の足で通り過ぎるだけです。

29 セイルに住むエサウの子らと、アルに住むモアブ人が私に対してしたように、私がヨルダンを渡って、私たちの神である主が私たちに与えられる地に行くまで。

30 しかし、ヘシュボンの王シホンは、私たちを通らせようとはしなかった。あなたの神、主が彼の霊をかたくなにし、彼の心を強くされたからである。それは、彼を今日のようにあなたの手に渡すためであった。

31 主は私に言われた、「見よ、わたしはシホンとその地をあなたの前に渡し始めた。彼の地を占領し始めよ、それを所有せよ。

32 シホンは、彼とそのすべての民とともに、戦いのためにヤハツで私たちを迎えに出て来た。

33 私たちの神、主は彼を私たちの前に渡された。私たちは彼とその子と、そのすべての民を打った。

34 私たちはその時にすべての彼の町を取った。そして、すべての町を、わずかな人々も、女たちも、幼子たちも、ことごとく滅ぼし尽くした。私たちは残りの者を一人も残さなかった。

35 ただ獣は自分たちのために奪い取り、また、私たちが攻略した町々の戦利品も取った。

36 アロエル、すなわちアルノン谷川の岸にある町から、谷川の中の町、そしてギレアデに至るまで、私たちの前に立ちはだかることのできない町は一つもなかった。私たちの神、主はすべてを私たちの前に与えられた。

37 ただ、アンモンの子らの地には近づかなかった。ヤボクの谷川のすべての手の及ぶところ、山の町々、そして私たちの神、主が命じられたすべてのものには、あなたは近づかなかった。

Deuteronomy 3

1 私たちは向きを変え、バシャンの道を上って行った。すると、バシャンの王オグが、彼とそのすべての民とともに、戦いのためにエデレイで私たちを迎えに出て来た。

2 主は私に言われた、「彼を恐れてはならない。なぜなら、わたしは彼と、彼のすべての民と、彼の地をあなたの手に渡したからである。あなたは、ヘシュボンに住んでいたアモリ人の王シホンにしたように、彼にもしなければならない。

3 主われわれの神は、バシャンの王オグとそのすべての民をも、われわれの手に渡された。われわれは彼を、彼に残りの者を残さないまでに打ち倒した。

4 われわれはその時に彼のすべての町々を取った。われわれが彼らから取らなかった町は一つもなかった。アルゴブの全地方、すなわちバシャンのオグの王国の六十の町々を取った。

5 これらのすべては、高い城壁と戸とかんぬきのある堅固な町々であり、そのほかに、非常に多くの村落の町々があった。

6 私たちは、ヘシュボンの王シホンにしたように、彼らを聖絶した。すべての町を、わずかな人々も、女たちも、幼子たちも聖絶した。

7 そしてすべての獣と町の戦利品を、私たちは自分たちのものとして奪った。

8 その時、私たちはアモリ人の二人の王の手から、ヨルダンの向こう側にある地を取った。アルノンの谷川からヘルモンの山まで。

9 シドン人はヘルモンをシリオンと呼び、アモリ人はそれをシニルと呼んだ。

10 すべての平地の町と、すべてのギレアデと、すべてのバシャン、サルカとエデレイに至るまで、バシャンにおけるオグの王国の町々。

11 バシャンの王オグだけがレファイムの残りから残されていた。見よ、彼の寝台は鉄の寝台であり、それはアンモンの子らのラバにあるではないか。その長さは九キュビト、その幅は四キュビト、人のキュビトによる。

12 そして、この地を我々はその時に所有した。アルノンの谷川のほとりにあるアロエルから、ギレアデの山の半分とその町々までを、私はルベン人とガド人に与えた。

13 残りのギレアデとバシャンのすべて、すなわちオグの王国を、私はマナセの部族の半分に与えた。アルゴブのすべての綱、そのバシャンのすべては、レファイムの地と呼ばれる。

14 マナセの子ヤイルは、アルゴブのすべての綱を取り、ゲシュル人とマアカ人の境界に至るまで取った。そして、そのバシャンを自分の名にちなんでハボテ・ヤイルと呼んだ。それは今日に至るまでである。

15 マキルにはギレアデを与えた。

16 ルベン人とガド人には、ギレアデからアルノンの谷川まで、その谷川の真ん中と境界、そしてヤボクの谷川まで、アンモンの子らの境界を与えた。

17 荒野とヨルダンとその境界、キンネレテから荒野の海、塩の海まで、ピスガの泉の下の東側。

18 その時、私はあなたがたに命じて言った。「あなたがたの神、主は、この地をあなたがたに与えて、それを所有させようとされた。あなたがたは、すべての力ある者たちが、あなたがたの兄弟であるイスラエルの子らの前を、武装して渡らなければならない。

19 ただ、あなたがたの妻と幼子たち、そしてあなたがたの家畜は、あなたがたに多くの家畜があることを私は知っている。それらは、私があなたがたに与えた町にとどまらせなさい。

20 主があなたがたにされたように、あなたがたの兄弟たちにも安息を与えられ、彼らもまた、あなたがたの神、主がヨルダンの向こう側で彼らに与えられる地を所有するまで、そしてあなたがたはそれぞれ、私があなたがたに与えた自分の相続に帰るまで。

21 その時、私はヨシュアに命じて言った。「あなたの目は、あなたがたの神、主がこの二人の王たちにされたすべてのことを見た。あなたが渡って行くすべての王国にも、主は同じようにされるであろう。

22 あなたがたは彼らを恐れてはならない。あなたがたの神、主ご自身が、あなたがたのために戦われるからである。

23 私はその時に主に願って言った。

24 主なる神よ、あなたはあなたのしもべに、あなたの偉大さと、あなたの強い御手とをお見せになり始められました。天にも地にも、あなたのわざや、あなたの力のようなことを行う神が、ほかにだれがおりましょうか。

25 どうか私を行かせてください。そして、その良い地、ヨルダンの向こう側にある良い山とレバノンを見させてください。

26 主はあなたがたのゆえに私に対して怒られ、私の言うことを聞かれなかった。主は私に言われた、「あなたには十分である。このことについて、もう私に語るな」。

27 ピスガの頭に登り、あなたの目を海の方、北の方、南の方、東の方に向けて、自分の目で見なさい。あなたはこのヨルダンを渡ることはできないからである。

28 ヨシュアに命じ、彼を強くし、彼を励ませ。彼がこの民の前を渡って行き、彼らにあなたが見る地を受け継がせるからである。

29 私たちはベテ・ペオルに向かい合う谷にとどまった。

Deuteronomy 4

1 今、イスラエルよ、あなたがたに行うようにと私が教えている定めとさばきに聞き従え。そうすれば、あなたがたは生き、あなたがたの父祖の神、主があなたがたに与えておられる地に入って、それを所有することができるであろう。

2 あなたがたは、わたしがあなたがたに命じるこの言葉に何かを付け加えてはならない。また、それから何かを減らしてはならない。あなたがたの神、主の戒めを守るために、わたしがあなたがたに命じるその戒めを。

3 あなたがたの目は、主がバアル・ペオルにおいてなされたことを見た。なぜなら、あなたの神、主は、バアル・ペオルの後に従って行ったすべての人を、あなたの内側から滅ぼされたからである。

4 あなたがたは、あなたがたの神、主に付き従っている者たちであり、あなたがたすべては、今日、生きている。

5 見よ、わたしはあなたがたに、わたしの神、主が命じられたとおりに、定めとさばきを教えた。あなたがたがそこに入って所有しようとしている地の内側で、そのように行うために。

6 あなたがたはこれを守り行いなさい。それはあなたがたの知恵であり、あなたがたの悟りであって、諸国の民の目に示されるためである。彼らがこれらのすべての定めを聞いて、「この大いなる国は、まことに賢く、悟りのある民である」と言うであろう。

7 実に、どの偉大な国が、その神が彼に近くあられるだろうか。私たちの神、主が、私たちが彼に呼び求めるすべてのことにおいてそうであられるように。

8 また、このすべての律法のように、正しい定めとさばきを持つ、このような大いなる国が、どこにあるでしょうか。それは、私が今日、あなたがたの前に置いているものです。

9 ただ自分自身を守り、自分の命をよく守りなさい。あなたの目が見たこれらのことを忘れず、あなたの心からそれらが離れないようにしなさい。あなたの命のすべての日々、それらをあなたの子らと、あなたの子らの子らに知らせなさい。

10 あなたがホレブで、あなたの神、主の前に立った日、主が私に言われた、「民をわたしのところに集めよ。そうすれば、わたしは彼らにわたしの言葉を聞かせよう。彼らが地の上に生きているすべての日、わたしを恐れることを学び、また彼らの子らに教えるように」と。

11 あなたがたは近づいて山のふもとに立ち、山は火に燃えて天の心まで達し、暗闇と雲と暗黒があった。

12 主は火の真ん中からあなたがたに語られた。あなたがたは言葉の声を聞いたが、像は見えず、ただ声のみであった。

13 主はあなたがたに、その契約を告げられた。それは、あなたがたに行うよう命じられた十の言葉であり、それを二枚の石の板に書き記された。

14 主はその時に、あなたがたに定めとさばきを教えるようにと、私に命じられた。それは、あなたがたがそこへ渡って行って所有しようとしている地で、それらを行うためである。

15 あなたがたは自分の命のためによくよく注意しなさい。主がホレブで、火の真ん中からあなたがたに語られた日に、あなたがたはすべての像を見なかったからである。

16 あなたがたは自分たちのために、すべての像の形をした彫像を造って、堕落してはならない。男の形、あるいは女の形のものも。

17 地にあるすべての獣の形、天を飛ぶすべての翼ある鳥の形。

18 地を這うすべてのものの形、地の下の水の中にいるすべての魚の形。

19 あなたが目を上げて天を見、太陽と月と星、すなわち天のすべての軍勢を見て、それらに惑わされ、それらにひれ伏し、それらに仕えることのないように。あなたの神、主がそれらを、天の下のすべての民に分け与えられたのだ。

20 主はあなたがたを取られ、鉄の炉、すなわちエジプトからあなたがたを導き出され、今日のように、ご自身の相続地の民となるようにされた。

21 主はあなたがたの言葉のゆえに私に対して怒られた。そして、私がヨルダンを渡ることなく、あなたの神、主があなたに相続地として与えられる良い地に入ることもないと誓われた。

22 まことに私はこの地で死に、ヨルダンを渡ることはない。しかしあなたがたは渡って、この良い地を相続するであろう。

23 あなたがたは、あなたがたの神、主があなたがたと結ばれた契約を忘れないように、自分自身を守りなさい。そして、あなたの神、主があなたに命じられたすべてのものの像である彫像を、自分たちのために造ってはならない。

24 あなたの神、主は、焼き尽くす火であり、ねたむ神である。

25 子を生み、子の子をもうけ、その地で長く住み、堕落して、すべての像の形をした彫像を造り、あなたの神である主の目に悪を行うことによって、主を怒らせるならば、

26 今日、私は天と地をあなたがたへの証人として呼び出す。あなたがたは、ヨルダンを渡ってそこに入り、それを所有しようとしている地の上から、必ず速やかに滅び去るからである。あなたがたはその地の上で長く日々を過ごすことはなく、必ず根絶やしにされるであろう。

27 主はあなたがたを諸国の民の中に散らされ、あなたがたは主がそこへ導かれる諸国の間で、数えるほどしか残らないわずかな人々となるであろう。

28 そこで、あなたがたは、そこであの神々、人の手のわざである木と石を、見ることも聞くことも、食べることも、かぐこともできないものを、仕えることになる。

29 そこであなたがたは、そこであなたの神、主を求め、見いだすであろう。あなたがすべての心とすべての心をもって主を求めるならば。

30 あなたが苦しみに遭い、これらのすべての言葉があなたに臨む終わりの日に、あなたはあなたの神、主に立ち返り、その声に聞き従うであろう。

31 あなたの神、主はあわれみ深い神である。主はあなたを見放さず、あなたを滅ぼさず、あなたの先祖たちに誓われた契約を忘れられない。

32 確かに、あなたの前にある先の日々、神が地の上に人を造られた日から、天の果てから天の果てまで、このような大きなことが起こったか、あるいはそのようなことが聞かれたかを問いなさい。

33 民が、あなたが聞いたように、火の真ん中から語られる神の声を聞いて、なお生きたことがあるだろうか。

34 あるいは、神が行こうとして、一つの国を別の国の内側から取るために、試練、しるし、不思議なしるし、戦い、強い手、伸ばされた腕、大きな恐れをもって、あなたがたの神、主がエジプトであなたの目の前で行われたすべてのことのように、されたことがあるだろうか。

35 あなたは、主こそ神であることを知るために示された。主のほかには、何者もいない。

36 天から御自身の声を聞かせて、あなたを訓戒された。また、地の上で御自身の大きな火をあなたに見せられ、あなたはその火の真ん中から御言葉を聞いた。

37 そして、主があなたの父たちを愛されたゆえに、その後の子孫を選ばれ、御前でその大いなる力をもってあなたをエジプトから導き出された。

38 あなたの前から、あなたよりも大きくて強い国々を追い払い、あなたを連れ入れて、その地を相続地としてあなたに与えられた。それは今日のとおりである。

39 今日、あなたは知り、あなたの心に留めなさい。主こそ神である。上の天においても、下の地においても、ほかにはいない。

40 あなたは、今日私があなたに命じる主の定めと戒めを守らなければならない。それは、あなたとあなたの後の子たちに良くあり、あなたの神、主があなたに与えられる地で、あなたの日々を長くするためである。すべての日々において。

41 その時、モーセはヨルダンの向こう側、太陽の東の方に三つの町を分け隔てた。

42 そこへ逃げ込めるようにするためである。すなわち、知識無しに自分の友を殺した者、しかも彼は昨日も一昨日もその者を憎んでいなかった者が、これらの町の一つに逃げて、生き延びることができるようにするためである。

43 荒野の平地の地にあるベツェルをルベン人に、ギレアデのラモテをガド人に、バシャンのゴランをマナセ族に。

44 これは、モーセがイスラエルの子らの前に置いた律法である。

45 これらは、イスラエルの子らがエジプトから出て来たときに、モーセが彼らに告げた証言と定めとさばきである。

46 ヨルダンの向こう側、ベテ・ペオルに向かい合う谷で、ヘシュボンに住んでいたアモリ人の王シホンの地にあった。モーセとイスラエルの子らは、エジプトから出て来たときに、彼を打ち破った。

47 彼らは彼の地と、バシャンの王オグの地とを占領した。それはヨルダンの向こう側、日の出る東側にいる、アモリ人の二人の王たちのものであった。

48 アロエルから、アルノンの谷川の岸にある所、そしてヘルモンの山であるシオン山まで。

49 すべての荒野、ヨルダンの向こう側の東、そして荒野の海まで、ピスガの泉の下に至るまで。

Deuteronomy 5

1 モーセはすべてのイスラエルを呼び寄せて、彼らに言われた。「イスラエルよ、今日、私があなたがたの耳に語るこの定めとさばきを聞け。あなたがたはそれらを学び、守って行いなさい。

2 主は我々の神であって、我々とホレブで契約を結ばれた。

3 主はこの契約を私たちの父たちと結ばれたのではなく、私たちと、すなわち今日ここに生きている私たちすべてと結ばれたのである。

4 主は山で、火の真ん中から、顔と顔とを向き合わせて、あなたがたと語られた。

5 その時、私は主とあなたがたの間に立って、主の言葉をあなたがたに告げ知らせていた。あなたがたが火の顔を恐れ、山に上らなかったからである。

6 わたしは、あなたの神、主である。あなたをエジプトの地、奴隷の家から導き出した者である。

7 あなたには、わたしの前で他の神々があってはならない。

8 あなたは自分のために彫像を造ってはならない。それは、上の天にあるもの、下の地にあるもの、地の下の水の中にあるもの、すべての像についてである。

9 あなたはそれらにひれ伏してはならず、それらに仕えてはならない。なぜなら、あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神であり、父たちの咎を、わたしを憎む者たちに対して、子たちに、三代目に、そして第四のものにまで報いるからである。

10 私を愛し、私の戒めを守る者たちに、千代にわたって慈愛を示す方。

11 あなたの神、主の名を虚偽のために唱えてはならない。主はその名を虚偽のために唱える者を罰せずにはおかれないからである。

12 安息日を聖別するために、その日を守りなさい。あなたの神、主があなたに命じられたとおりに。

13 六日間働き、あなたのすべての仕事をしなければならない。

14 第七日は、あなたの神、主の安息日である。あなたは、すべての仕事をしてはならない。あなたも、あなたの子も、あなたの娘も、あなたのしもべも、あなたの女奴隷も、あなたの雄牛も、あなたのろばも、あなたのすべての獣も、あなたの門の中にいる寄留者も。それは、あなたのしもべとあなたの女奴隷が、あなたと同じように休むためである。

15 あなたはエジプトの地でしもべであったが、あなたの神、主が強い手と伸ばされた腕をもってあなたをそこから導き出されたことを覚えていなければならない。それゆえ、あなたの神、主はあなたに安息日の日を守るよう命じられた。

16 あなたの父と母を敬え。それは、あなたの神、主があなたに命じられたとおりである。あなたの日々が長く続き、あなたの神、主があなたに与えようとしておられる地で、あなたが幸せになるためである。

17 殺してはならない。

18 姦淫してはならない。

19 盗んではならない。

20 あなたの友に対して、虚偽の証人となってはならない。

21 あなたの友の妻を欲しがってはならない。あなたの友の家、その野、そのしもべ、その女奴隷、その雄牛、そのろば、そしてあなたの友のものであるすべてのものを欲しがってはならない。

22 これらの言葉を、主はあなたがたのすべての集会に、山で、火、雲、暗黒の真ん中から、大きな声で語られたが、それに付け加えることはなかった。そして、それを二枚の石の板に書き記し、私に与えられた。

23 あなたがたが暗闇の真ん中から出る声を聞き、山が火で燃えているのを見たとき、あなたがたのすべての部族のかしらと長老たちが私のところに近づいて来た。

24 あなたがたは言った。「確かに、私たちの神、主は、その栄光とその偉大さを私たちに見せられた。また、その声を火の真ん中から聞いた。この日に、神が人に語られるのを見たが、人はなお生きている。

25 今、なぜ私たちは死ななければならないのか。この大きな火が私たちを焼き尽くすからだ。もし私たちが、私たちの神、主の声をこれ以上聞き続けるなら、私たちは死んでしまう。

26 すべての肉なる者が、生ける神の声が火の真ん中から私たちに語られるのを聞いて、なお生き長らえたことが、いったいあるだろうか。

27 あなたは近づいて、われわれの神、主が言われるすべてのことを聞きなさい。そして、あなたはわれわれの神、主があなたに語られるすべてのことをわれわれに語りなさい。われわれはそれを聞いて、行います。

28 主は、あなたがたがわたしに語った言葉の声を聞かれ、主はわたしに言われた。「わたしは、この民があなたに語った言葉の声を聞いた。彼らが語ったすべてのことは良い。

29 だれかが、彼らの心がこのようになって、わたしを恐れ、すべてのわたしの戒めを守ることを、すべての日々にわたって望むなら、それは彼らとその子らにとって、永遠に良いこととなるであろう。

30 行け、彼らに言え、「あなたがたの天幕に帰れ」。

31 あなたはここでわたしとともに立ちなさい。わたしはあなたに、彼らに教えるべきすべての戒めと定めとさばきを語ろう。彼らは、わたしが彼らに与えて所有させる地で、それらを行うためである。

32 あなたがたの神、主があなたがたに命じられたとおりに行うことを守りなさい。右にも左にもそれてはならない。

33 あなたがたの神、主が命じられたすべての道を歩まなければならない。そうすれば、あなたがたは生き、あなたがたにとって良いことがあり、あなたがたが相続する地で、あなたがたの日々が長くなるであろう。

Deuteronomy 6

1 これは、あなたがたの神、主が、あなたがたに教えるために命じられた戒め、定め、さばきである。それは、あなたがたが渡って行って所有しようとしている地で行うためである。

2 あなたがあなたの神、主を恐れて、わたしがあなたに命じる主のすべての定めと戒めを守るために、あなたも、あなたの子も、あなたの子の子も、あなたの命のすべての日々、そしてあなたの日々が長くなるために。

3 イスラエルよ、聞け。そして、あなたにとって良いこと、あなたが大いに増え広がることを行うために守れ。あなたの父祖の神、主があなたに告げられたように、乳と蜂蜜の流れる地を。

4 聞け、イスラエルよ。主はわれわれの神、主は一つである。

5 あなたはあなたの神、主を、あなたのすべての心と、あなたのすべての心と、あなたのすべての非常にをもって愛さなければならない。

6 これらの言葉は、私が今日あなたに命じるものであり、あなたの心の上に置かれなければならない。

7 あなたの子らにこれをしっかりと教え込みなさい。あなたが家に座しているときも、道を歩くときも、横になるときも、起きるときも、それについて語りなさい。

8 それらをあなたの手にしるしとして結び、それらはあなたの目の間に額飾りとなるであろう。

9 あなたの家の門柱と門に書き記しなさい。

10 主あなたの神が、あなたの父祖たち、アブラハム、イサク、ヤコブに誓われた地、すなわちあなたに与えるために誓われた地へ、あなたを導き入れられる時、あなたが建てなかった大きくて良い町々がある。

11 また、あなたが満たしたことのないすべての良いもので満ちた家々、あなたが掘ったことのない切り出された穴、あなたが植えたことのないぶどう園とオリーブが与えられ、あなたは食べて満ち足りるであろう。

12 自分自身に気をつけなさい。あなたが主を忘れないように。主はあなたをエジプトの地、しもべの家から導き出された方である。

13 あなたの神、主を恐れ、彼に仕え、その名によって誓わなければならない。

14 あなたがたは、あなたがたの周囲の民の神々のうち、他の神々に従って行ってはならない。

15 あなたの内側にいるあなたの神、主は、ねたむ神である。あなたの神、主の怒りがあなたに向かって燃え上がり、あなたを地の面から滅ぼし去らないように。

16 あなたがたの神、主を試みてはならない。あなたがたがマッサで試みたように。

17 主あなたがたの神の戒めを必ず守り、その証言と定めを、主があなたに命じられたとおりに守らなければならない。

18 あなたは主の目にかなう正しいことと良いことを行いなさい。そうすれば、あなたは栄え、あなたの先祖に主が誓われた良い地に入って、それを所有することができるであろう。

19 あなたのすべての敵をあなたの前から追い払うため、主が言われたとおりに。

20 あなたの子が明日あなたに尋ねて言うであろう、「私たちの神、主があなたがたに命じられた、これらの証言と定めとさばきは、何であるか」と。

21 あなたはあなたの子に言いなさい、「私たちはエジプトでファラオのしもべであった。そして主は強い手をもって私たちをエジプトから導き出された」。

22 主は、われわれの目の前で、エジプトにおいて、ファラオとそのすべての家に対して、大きな恐ろしいしるしとしるしを施された。

23 私たちをそこから連れ出し、私たちの先祖に誓われた地を私たちに与えるために、私たちを連れて行かれた。

24 主は私たちに、これらのすべての定めを行うよう命じられた。それは、私たちの神である主を恐れ、私たちにとってすべての日、良いことのためであり、今日のように私たちを生かすためである。

25 義は私たちに与えられるであろう。それは、私たちがこのすべての戒めを、私たちの神、主の前で、主が私たちに命じられたとおりに行うことを守るからである。

Deuteronomy 7

1 あなたの神、主が、あなたが入って行って所有しようとしている地にあなたを連れて行かれ、あなたの前から多くの国々、すなわちヒッタイト人、ギルガシ人、アモリ人、カナン人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人という七つの国々を、あなたよりも大きく、強い国々を追い出される時、

2 あなたの神、主が彼らをあなたの前に渡され、あなたが彼らを打ち負かすならば、彼らを完全に滅ぼし尽くしなさい。彼らと契約を結んではならず、彼らに情けをかけてはならない。

3 彼らと婚姻してはならない。あなたの娘をその子に与えてはならず、その娘をあなたの子に娶ってはならない。

4 あなたの子をわたしのあとから離れさせ、他の神々に仕えることになるからである。主の怒りがあなたがたに燃え上がり、あなたを速やかに滅ぼされる。

5 むしろ、彼らに対してこうしなければならない。彼らの祭壇を打ち壊し、彼らの石柱を打ち砕き、彼らのアシェラを切り倒し、彼らの彫像を火で焼き尽くせ。

6 あなたはあなたの神、主にとって聖なる民である。あなたの神、主は、地の面にあるすべての民のうちから、あなたをご自身の宝物の民として選ばれた。

7 主があなたがたを愛し、あなたがたを選ばれたのは、あなたがたがすべての民よりも多かったからではない。あなたがたはすべての民の中で最も少なかったからである。

8 主があなたがたを愛されたことと、あなたがたの父祖たちに誓われた誓いを守られたことにより、主は強い手をもってあなたがたを導き出し、奴隷の家から、エジプトの王ファラオの手から贖われた。

9 あなたは知らなければならない。あなたの神、主こそが神であり、真実の神であって、契約と慈愛を守られる方であることを。主を愛し、その戒めを守る者には、千代にわたって契約と慈愛を守られる。

10 主はご自分を憎む者には、その顔に向かって報い、彼を滅ぼされる。主はご自分を憎む者に遅らせることなく、その顔に向かって報いられる。

11 あなたは、私が今日あなたに命じる戒めと定めとさばきを守り、それらを行わなければならない。

12 あなたがこれらのさばきを聞いて、それを守り行うなら、その踵として、あなたの神、主は、あなたの父祖たちに誓われた契約と慈愛を、あなたのために守られる。

13 あなたを愛し、あなたを祝福し、あなたを増やされる。あなたの腹の果実とあなたの地の果実、あなたの穀物、新しいぶどう酒、注ぎ油、あなたの牛の子、あなたの羊の子を祝福される。あなたの父に与えると誓われた地の上で。

14 あなたはすべての民のうちで祝福された者となるであろう。あなたのうちに、男の不妊も女の不妊もなく、あなたの獣にも不妊はないであろう。

15 主はあなたからすべての病気を取り除かれ、あなたが知っているエジプトのすべての悪い病気をあなたに下さらず、あなたを憎むすべての者にそれを下される。

16 あなたはあなたの神、主があなたに与えられるすべての民を食べ尽くしなさい。あなたの目は彼らを惜しんではならない。彼らの神々に仕えてはならない。それはあなたにとって罠だからである。

17 もしあなたが心の中で『これらの国々は私よりも多い。どうして彼らを追い出すことができようか』と言うなら、

18 彼らを恐れてはならない。あなたの神、主がファラオとすべてのエジプトにされたことを、必ず覚えなさい。

19 あなたの目が見た大きな試練、しるしと不思議、強い手と伸ばされた腕、すなわちあなたの神、主があなたを導き出されたそのすべてを、あなたがその顔を恐れているすべての民に、あなたの神、主は同じようにされるであろう。

20 あなたの神、主もまた、そのすずめばちを彼らの中に送られ、あなたの前から隠れて残っている者たちが滅びるまでにされる。

21 彼らの前でおののいてはならない。あなたの神、主があなたの内側におられ、大いなる恐るべき神であられるからである。

22 あなたの神、主はこれらの国々をあなたの前から少しずつ追い払われる。あなたは彼らを速やかに滅ぼし尽くすことはできない。野の生き物があなたの上に増えないためである。

23 あなたの神、主は彼らをあなたの前に渡され、彼らが滅ぼし尽くされるまで、大きな騒乱で彼らを打ち乱された。

24 主は彼らの王たちをあなたの手に渡される。あなたは彼らの名を天の下から滅ぼし去る。だれもあなたの前に立ちはだかる者はない。あなたが彼らを滅ぼし尽くすまで。

25 彼らの神々の彫像を火で焼き尽くせ。その上にある銀や金を欲しがって自分のものにしてはならない。あなたがそれに陥らないためだ。それはあなたの神、主にとって忌み嫌うべきものだからである。

26 忌み嫌うべきものをあなたの家に持ち込んではならない。あなたはそれと同じように呪いの物となるからである。それを徹底的に忌み嫌い、憎みなさい。それは呪いの物だからである。

Deuteronomy 8

1 今日、私があなたに命じるすべての戒めを守り行いなさい。そうすれば、あなたがたは生き、増え、主があなたがたの先祖に誓われた地に入って、それを所有することができるであろう。

2 あなたは、あなたの神、主がこの四十年の間、荒野であなたを導かれたすべての道を覚えていなければならない。それは、あなたを苦しめ、あなたを試し、あなたの心にあるものが、あなたが主の戒めを守るかどうかを知るためであった。

3 あなたを苦しめられ、飢えさせられ、あなたが知らず、あなたの父たちも知らなかったマナをあなたに食べさせられた。それは、人はパンだけで生きるのではなく、主の口から出るすべての言葉によって生きることをあなたに知らせるためであった。

4 あなたの衣はあなたの上で古びず、あなたの足は腫れなかった。これは四十年の間のことである。

5 あなたは自分の心の中で知っている。人が自分の子を訓練するように、あなたの神、主があなたを訓練されることを。

6 あなたはあなたの神、主の戒めを守り、その道を歩み、主を恐れなければならない。

7 あなたの神、主はあなたを良い地に導き入れられる。それは水の谷川、泉、深淵が平地と山から湧き出る地である。

8 小麦と大麦、ぶどうの木といちじくとざくろの地、オリーブの油と蜂蜜の地。

9 貧しさの中でパンを食べることのない地、そこでは何も欠けることがない。その地の石は鉄であり、その山々から青銅を切り出すことができる。

10 あなたは食べて満ち足りるであろう。そして、あなたの神、主があなたに与えられた良い地のゆえに、主を祝福されなければならない。

11 あなたの神、主を忘れないように、その戒めとさばきと定めを、今日わたしがあなたに命じるすべてのものを守らないことのないように、自分自身に気をつけなさい。

12 あなたが食べて満ち足り、良い家を建てて住むことがないように。

13 あなたの牛と羊の群れが増え、あなたの銀と金が増え、あなたのすべてのものが増えるとき、

14 あなたの心が高ぶり、あなたの神、主を忘れることがないように。主はあなたをエジプトの地、奴隷の家から導き出された方である。

15 あなたを導かれたのは、その大きな恐ろしい荒野、燃える蛇とさそり、水のない干ばつの中を通らせ、火打ち石の岩からあなたのために水を出された方である。

16 荒野であなたにマナを食べさせられた。それはあなたの父たちが知らなかったものである。それはあなたを苦しめ、あなたを試み、あなたの終わりにあなたを良くするためであった。

17 あなたは自分の心の中で言うであろう、「私の力と私の手の力が、この富を私に造り出した」と。

18 あなたはあなたの神、主を覚えなければならない。主があなたに富を得る力を与えられる方であり、それは主があなたの先祖に誓われた契約を、今日のように果たすためである。

19 もしあなたがあなたの神、主を忘れ、他の神々の後に従い、それらに仕え、それらにひれ伏すなら、私は今日、あなたがたに証言する。あなたがたは必ず滅びる。

20 主があなたがたの前から滅ぼされる諸国のように、あなたがたも滅びる。それは、あなたがたの神、主の声に聞き従わなかった踵のゆえである。

Deuteronomy 9

1 聞け、イスラエルよ。あなたは今日、ヨルダンを渡って、あなたよりも大きくて強い国々を所有するために入ろうとしている。天にまで届く大きな城壁のある町々を。

2 大きくて高い民、アナク人の子ら。あなたはそれを知り、あなたは聞いた。「だれがアナク人の子らの前に立ち得るか」と。

3 今日、あなたの神、主ご自身が、あなたの前に進まれる燃える火であることを知りなさい。主が彼らを滅ぼし、主が彼らをあなたの前に屈服させられる。あなたは彼らを追い出し、速やかに彼らを滅ぼし尽くす。主があなたに告げられたとおりに。

4 あなたは心の中で言ってはならない。「私の義のゆえに、主が私をこの地を所有させるために導き入れられた」と。また、「これらの国の悪のゆえに、主が彼らをあなたの前から追い出される」とも言ってはならない。あなたの神、主が彼らをあなたの前から追い払われるとき、あなたは心の中で言ってはならない。「私の義のゆえに、主が私をこの地を所有させるために導き入れられた」と。また、「これらの国の悪のゆえに、主が彼らをあなたの前から追い出される」とも言ってはならない。

5 あなたの義とあなたの心の正しさによって、あなたが彼らの地を所有するために入るのではない。これらの国の悪のゆえに、あなたの神、主が彼らをあなたの前から追い払われるのであり、また主があなたの父祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓われた言葉を果たすためである。

6 あなたは、あなたの神、主が、この良い地をあなたに与えて所有させられるのは、あなたの義のゆえではないことを知りなさい。あなたはうなじの固い民だからである。

7 あなたは、あなたの神、主を荒野で怒らせたことを忘れず、思い起こしなさい。あなたがエジプトの地を出た日から、この場所に至るまで、あなたがたは主に対して反抗し続けてきた。

8 ホレブで、あなたがたは主を怒らせた。主はあなたがたを滅ぼそうとして、あなたがたに激しく怒られた。

9 私が山に上って、石の板、すなわち主があなたがたと結ばれた契約の板を受け取ろうとしたとき、私は山に四十日四十夜とどまり、パンも食べず、水も飲まなかった。

10 主は私に、神の指で書かれた二枚の石の板を下さった。その板には、主が山で、火の真ん中から、集会の日にあなたがたに語られたすべての言葉が書かれていた。

11 四十日の終わり、四十夜の終わりに、主は私に石の二枚の板、契約の板を下さった。

12 主は私に言われた、「立ち上がれ、急いでここから下れ。あなたがエジプトから連れ出したあなたの民は堕落した。彼らは私が命じた道から急にそれて、自分のために鋳像を造った」。

13 主は私にこう言われた。「わたしはこの民を見た。見よ、この民はうなじの固い民である。

14 わたしから離れよ。わたしは彼らを滅ぼし、その名を天の下から消し去る。そして、わたしはあなたを彼らよりも強くて数多い国としよう。

15 私は向きを変えて山から下りた。山は火で燃えていた。契約の二枚の板は私の両手の上にあった。

16 そして私は見た。見よ、あなたがたはあなたがたの神、主に対して罪を犯し、自分たちのために鋳像の子牛を造り、主があなたがたに命じられた道から速やかにそれてしまった。

17 私は二枚の板を両手でつかみ、それを私の手の上から投げ落とし、あなたがたの目の前でそれらを砕いた。

18 私は先のように主の前にひれ伏した。四十日四十夜、パンを食べず、水も飲まなかった。それは、あなたがたが主の目に悪を行うことによって犯したすべての罪のゆえであり、主を怒らせたからである。

19 わたしは、主があなたがたを滅ぼそうとして怒られた怒りと憤りの前を恐れた。しかし主は、その時にもわたしの願いを聞かれた。

20 またアロンに対しても、主は非常に怒られ、彼を滅ぼそうとされた。その時、わたしもアロンのために祈った。

21 あなたがたが造った子牛であるあなたがたの罪を取り、それを火で焼き、細かく砕いて、よく粉々にし、ちりとなるまでにした。そして、そのちりを、山から流れ下る谷川に投げ捨てた。

22 タベラにおいても、マッサにおいても、キブロテ・ハタアワにおいても、あなたがたは主を怒らせていた。

23 主があなたがたをカデシュ・バルネアから遣わされたとき、「上って行き、わたしがあなたがたに与えた地を所有せよ」と言われたが、あなたがたはあなたがたの神、主の口に逆らい、彼を信ぜず、その声に聞き従わなかった。

24 あなたがたは、主に対して反抗しつづけてきた。私があなたがたを知った日からずっと。

25 私は主の前にひれ伏した。その四十日と四十夜、私がひれ伏したのは、主があなたがたを滅ぼすと言われたからである。

26 私は主に祈って言った。「主なる神よ、あなたの民とあなたの相続地を滅ぼさないでください。あなたはその偉大さをもって贖い出し、強い手をもってエジプトから導き出されたのです。

27 あなたのしもべ、アブラハム、イサク、ヤコブを思い出してください。この民の頑固さと、その悪と、その罪に目を向けないでください。

28 彼らをそこから連れ出した地の人々が、「主が彼らを約束された地に導き入れる力が無し、また彼らを憎しみのゆえに荒野で殺すために連れ出した」と言わないためである。

29 彼らはあなたの民、あなたの相続地であり、あなたが大きな力と伸ばされた腕をもって導き出されたのです。

Deuteronomy 10

1 その時、主は私に言われた。「あなたのために、先のものと同じような二枚の石の板を刻み、私のところへ山に登りなさい。そして、あなたのために木の箱を作りなさい。

2 そして、あなたが砕いた最初の板にあった言葉を、その板に書き記し、それを箱の中に納めなさい。

3 私はシチムの木で箱を造り、最初のものと同じように二枚の石の板を切り出し、その二枚の板を手に持って山に上った。

4 主は先の書き物のように、かの板に十の言葉を書き記された。それは主が山で、火の真ん中から、集会の日にあなたがたに語られたものである。そして主はそれを私に与えられた。

5 私は向きを変えて山から下り、私が造った箱の中にその板を置いた。すると、それらは主が私に命じられたとおり、そこにあった。

6 イスラエルの子らはベエロテ・ベネ・ヤアカンからモセラへ旅立った。そこにアロンは死に、そこに葬られた。彼の子エレアザルが彼の代わりに祭司の職に就いた。

7 そこから彼らはグドゴダへ旅立ち、グドゴダからヨタバタへ、水の谷川の地へ行った。

8 その時、主はレビの杖を分けられ、主の契約の箱を担ぎ、主の前に立って仕え、その名によって祝福するために、今日に至るまでそうされた。

9 それゆえ、レビには兄弟たちと共に分け前も相続地もなかった。主ご自身が彼の相続地である。あなたの神、主が彼に言われたとおりに。

10 そして私は先の日々のように、四十日四十夜、その山に立っていた。主はその度にも私の声を聞かれ、主はあなたを滅ぼすことを望まれなかった。

11 主は私に言われた、「立って、民の前を旅路として進み行け。彼らが入って行き、私が彼らの父に与えると誓った地を相続するように。

12 今、イスラエルよ、あなたの神、主があなたに求めておられることは何か。ただ、あなたの神、主を畏れ、そのすべての道を歩み、主を愛し、あなたの神、主に仕えることだけである。それは、あなたのすべての心と、すべての命をもってである。

13 主の戒めとその定めを守ること。それは、私が今日あなたに命じることである。それは、あなたの幸いのためである。

14 見よ、あなたの神、主のものは、天と、天の天、地と、その中のすべてのものである。

15 ただあなたがたの父たちに主は愛をもって結びつかれ、彼らを愛された。そして彼らの後の子孫であるあなたがたを、すべての民のうちから選ばれた。今日のとおりに。

16 あなたがたの心の包皮を割礼し、もはやあなたがたのうなじを硬くしてはならない。

17 あなたがたの神、主は、神々の神、主たちの主、大いなる神、力ある方、恐るべき方であり、顔を上げず、賄賂を取られない方である。

18 みなしごと未亡人のさばきを行い、寄留者を愛して、彼にパンと衣を与えられる方である。

19 あなたがたは寄留者を愛さなければならない。なぜなら、あなたがたもエジプトの地で寄留者であったからである。

20 あなたの神、主を恐れ、彼に仕え、彼にすがり、その名によって誓いなさい。

21 彼はあなたの賛美であり、彼はあなたの神である。彼はあなたとともに、あなたの目が見たこれらの大いなる恐るべきわざを行われた。

22 あなたの父たちは七十の命をもってエジプトに下ったが、今やあなたの神、主はあなたを天の星のように多数とされた。

Deuteronomy 11

1 あなたはあなたの神、主を愛し、その務めとその定めとそのさばきとその戒めを、すべての日に守らなければならない。

2 今日、あなたがたは知らなければならない。それは、あなたがたの子らではなく、彼らは主あなたがたの神の訓戒、その偉大さ、その強い手、および伸ばされた腕を見たことも、知ったこともなかったからである。

3 また、主がエジプトの真ん中で、エジプトの王ファラオとそのすべての地に対して行われた、そのしるしとそのわざを。

4 また、主がエジプトの力、その馬と戦車に対して行われたこと、すなわち、彼らがあなたがたの後を追ったとき、主が葦の海の水を彼らの前に溢れさせ、彼らを滅ぼされたことを、今日この日に至るまで。

5 また、主が荒野で、あなたがたがこの場所に着くまで、あなたがたになさったことを。

6 また、主がダタンとアビラム、すなわちルベンの子エリアブの子らにされたことを。地がその口を開いて、彼らとその家々とその天幕と、彼らの足にあるすべての生き物を、イスラエルのすべての内側で呑み込んだことを。

7 あなたがたの目は、主がなされたすべての大いなるわざを見た。

8 あなたがたは、私が今日あなたに命じるすべての戒めを守らなければならない。それは、あなたがたが強くなり、そこへ渡って行って所有する地に入り、それを所有するためである。

9 あなたがたの父祖たちとその子孫に与えると主が誓われた地、すなわち乳と蜂蜜の流れる地の上で、あなたがたの日々が長く続くためである。

10 あなたが入って行って所有しようとしている地は、あなたがたがそこから出て来たエジプトの地のようではない。そこでは、あなたが種を蒔き、自分の足で水を注いだ、青菜の園のようであった。

11 あなたがたがそこに入って所有しようとしている地は、山と平地の地であり、天の雨から水を飲む地である。

12 あなたの神、主が顧みられる地、あなたの神、主の目が常にその地にあり、年の初めから年の終わりまで。

13 もしあなたがたが、わたしが今日あなたがたに命じる戒めに、よく聞き従い、あなたがたの神、主を愛し、すべての心とすべての命をもって仕えるならば、

14 あなたがたの地に、その時に雨を、初めの雨と後の雨とを降らせ、あなたの穀物、新しいぶどう酒、注ぎ油を集めさせよう。

15 私はあなたの野にあなたの獣のために草を与え、あなたは食べて満ち足りるであろう。

16 あなたがたは自分自身に気をつけなさい。あなたがたの心が惑わされ、それて、ほかの神々に仕え、それらにひれ伏すことのないように。

17 主の怒りがあなたがたに燃え上がり、主が天を閉ざして雨が降らず、地がその収穫を出さないなら、あなたがたは、主があなたがたに与えておられる良い地の上から急いで滅びうせるであろう。

18 あなたがたはこれらの私の言葉を自分の心と自分の命に置き、それらを自分の手にしるしとして結び、自分の目の間に額飾りとしなさい。

19 あなたがたはこれらの言葉をあなたがたの子らに教えて、それについて語らせなさい。あなたが家に座しているときも、道を歩くときも、寝るときも、起きるときも。

20 また、それらをあなたの家の門柱と門に書き記しなさい。

21 あなたがたの日々と、あなたがたの子らの日々が、主があなたがたの先祖に与えると誓われた地の上で多くなるために、天が地の上にある日の数のように。

22 もしあなたがたが、わたしがあなたがたに命じるこのすべての戒めを守り行い、あなたがたの神、主を愛し、そのすべての道を歩み、主にすがりつくならば、

23 主はこれらすべての国々をあなたがたの前から追い払われ、あなたがたはあなたがたよりも大きく、強い国々を所有するであろう。

24 あなたがたの足の裏で踏むすべての場所は、あなたがたのものとなるであろう。荒野からレバノンまで、川、すなわちユーフラテスの川から、西の海に至るまで、それがあなたがたの境界となるであろう。

25 だれもあなたがたの前に立ちはだかることはできない。あなたがたの恐れとあなたがたの恐れは、あなたがたが踏むすべての地の面の上に、あなたがたの神、主が置かれる。主があなたがたに告げられたとおりに。

26 見よ、私は今日、あなたがたの前に祝福とのろいを置いている。

27 祝福は、あなたがたが今日、あなたがたの神、主の戒めに聞き従うならば、その祝福が与えられる。

28 のろいは、もしあなたがたがあなたがたの神、主の戒めに聞き従わず、私が今日あなたがたに命じる道からそれて、あなたがたが知らなかった他の神々に従って行くならば、そのとおりになる。

29 あなたの神、主が、あなたがそこに入って所有しようとしている地にあなたを連れて行かれるとき、あなたは祝福をゲリジム山に、のろいをエバル山に置きなさい。

30 あれらはヨルダンの向こう側、太陽の入口の道の後にあり、荒野に住むカナン人の地にあり、ギルガルの向かい、モレの樫の木のそばにあるではないか。

31 あなたがたはヨルダンを渡って、あなたがたの神、主があなたがたに与えられる地を所有するために入ろうとしており、あなたがたはそれを所有して、そこに住むであろう。

32 あなたがたは、今日わたしがあなたがたの前に与えるすべての定めとさばきを、守り行わなければならない。

Deuteronomy 12

1 これらは、あなたが行うために守るべき定めとさばきである。あなたの先祖の神、主があなたに与えて所有させようとしておられる地において、あなたがたがその地の上に生きるすべての日々において。

2 あなたがたは、そこであなたがたが所有しようとしている国々がその神々に仕えたすべての場所、高い山の上、丘の上、またすべての青々とした木の下を、必ず滅ぼし尽くさなければならない。

3 あなたがたは彼らの祭壇を打ち壊し、彼らの石柱を砕き、彼らのアシェラを火で焼き、彼らの神々の彫像を切り倒し、その名をその場所から消し去らなければならない。

4 あなたがたの神、主に対して、そのようにしてはならない。

5 むしろ、あなたがたの神、主が、あなたがたのすべての杖の中から、ご自身の名を置くために選ばれる場所を、あなたがたは求めて、そこに行かなければならない。

6 そこにあなたがたの全焼のいけにえと、いけにえと、十分の一と、あなたがたの手の献げ物と、誓いと、自由意志の捧げ物と、牛と羊の群れの長子の権利を携えて行かなければならない。

7 そこで、あなたがたは、あなたがたの神、主の前で食べ、あなたがたの手のすべての送り物によって、あなたがたとあなたがたの家は喜びなさい。それは、あなたの神、主があなたを祝福されたからである。

8 あなたがたは、今日ここで私たちがしているすべてのことをしてはならない。それぞれが自分の目に正しいと思うすべてのことを。

9 あなたがたは、まだ憩いの場所にも、あなたの神、主があなたに与えられる相続地にも、今に至るまで入っていないからである。

10 あなたがたはヨルダンを渡り、あなたがたの神、主があなたがたに与えられる地に住み、主があなたがたの周囲のすべての敵からあなたがたを休ませ、あなたがたが安全に住むようになる時、

11 その場所、すなわちあなたがたの神、主がご自分の名を置くために選ばれる場所に、あなたがたは私があなたがたに命じるすべてのものを携えて行かなければならない。すなわち、あなたがたの全焼のいけにえ、あなたがたのいけにえ、あなたがたの十分の一、あなたがたの手の献げ物、そしてあなたがたが主に誓うすべての最良の誓いのものを。

12 あなたがたは、あなたがたの神、主の前で喜びなさい。あなたがたも、あなたがたの子たちも、あなたがたの娘たちも、あなたがたのしもべたちも、あなたがたの女奴隷たちも、あなたがたの門の中にいるレビ人も。彼には、あなたがたと共に分け前も相続地もないからである。

13 あなた自身に気をつけなさい。あなたの全焼のいけにえを、あなたが見るすべての場所でささげることのないように。

14 ただ、あなたの神、主があなたの杖の一つの中で選ばれる場所においてのみ、あなたの全焼のいけにえをささげ、そこで私があなたに命じるすべてのことを行わなければならない。

15 ただ、あなたの命の欲望のままに、すべての門の中で、あなたの神、主があなたに与えられた祝福に応じて、肉を屠って食べてよい。汚れた者も清い者も、それを麗しさのように、雄鹿のように食べてよい。

16 ただ血は食べてはならない。それを地に水のように注ぎ出さなければならない。

17 あなたの門の中で、あなたの穀物の十分の一、新しいぶどう酒、注ぎ油、牛と羊の群れの長子の権利、あなたが誓うすべての誓い、あなたの自由意志の捧げ物、あなたの手の献げ物を食べることはできない。

18 あなたは、あなたの神、主が選ばれる場所で、あなたの子、あなたの娘、あなたのしもべ、あなたの女奴隷、そしてあなたの門のうちのレビ人とともに、あなたの手のすべての送り物をもって、あなたの神、主の前で喜びなさい。

19 あなたの地で生きるすべての日々、レビ人を見捨てないように自分を守りなさい。

20 あなたの神、主があなたに告げられたように、あなたの境界を広げられ、あなたが「肉を食べたい」と言い、あなたの心が肉を食べることを欲するなら、あなたの命のすべての欲望に従って肉を食べることができる。

21 もし主あなたの神が御名を置くために選ばれる場所があなたから遠く離れているなら、あなたは主があなたに与えられた牛と羊の群れから屠り、わたしがあなたに命じたように、あなたの門の中で、あなたの命のすべての欲望に従って食べることができる。

22 ただ、麗しさと雄鹿が食べられるように、それを食べなさい。汚れた者も清い者も、共にそれを食べる。

23 ただ、血を食べないように堅く守りなさい。血は命であるからだ。あなたは肉とともに命を食べてはならない。

24 あなたはそれを食べてはならない。地に水のようにそれを注ぎ出さなければならない。

25 あなたはそれを食べてはならない。あなたと後のあなたの子たちに良くあらんために、あなたが主の目にかなう正しいことを行うからである。

26 あなたの聖なるものとあなたの誓いは、あなたが携えて行き、主が選ばれる場所へ行かなければならない。

27 あなたは自分の全焼のいけにえの肉と血を、あなたの神、主の祭壇の上にささげなければならない。しかし、あなたのいけにえの血は、あなたの神、主の祭壇の上に注ぎ出され、その肉はあなたが食べるであろう。

28 これらのすべての言葉を守り、聞きなさい。それは、あなたと、あなたの後の子らに、永遠にまで、あなたの神、主の目に良いことと正しいことを行うならば、あなたに良くあらんためである。

29 あなたの神、主が、あなたがそこへ入って行って取るために向かう国々をあなたの前から断ち滅ぼされ、あなたが彼らを取って、彼らの地に住むようになるとき、

30 あなたの前から彼らが滅ぼされた後、彼らに続いて罠にかからないように自分を守りなさい。また、彼らの神々について尋ねて、「これらの国々はどのようにして自分たちの神々に仕えたのか。私も同じようにしよう」と言わないようにしなさい。

31 あなたは、あなたの神、主に対して、そのようにはしてはならない。なぜなら、彼らは、主が憎まれるすべての忌み嫌うべきものを、自分たちの神々に対して行い、その子たちもその娘たちも、自分たちの神々のために火で焼いたからである。

32 わたしがあなたがたに命じるすべての言葉を、それを守って行いなさい。それに付け加えてはならない。また、それから減らしてはならない。

Deuteronomy 13

1 あなたの内側に預言者または夢を見る者が立ち上がり、あなたにしるしまたはしるしを与えるなら、

2 そのしるしとその不思議が、あなたに告げて言ったとおりに起こり、「われわれは、あなたが知らなかった他の神々に従って行き、それらに仕えよう」と言うなら、

3 その預言者の言葉にも、その夢を見る者の夢にも耳を傾けてはならない。あなたがたの神、主があなたがたを試されているからである。それは、あなたがたが心のすべてと命のすべてをもって、あなたがたの神、主を愛しているかどうかを知るためである。

4 あなたがたの神、主に従って歩み、主を恐れ、主の戒めを守り、主の声に聞き従い、主に仕え、主にすがりなさい。

5 その預言者、あるいはその夢を見た者は、死ななければならない。なぜなら、彼はあなたがたの神、主に背反を語ったからである。主はあなたがたをエジプトの地から導き出し、しもべの家から贖われた方である。彼は、あなたの神、主があなたに命じられた道からあなたをそらそうとした。あなたは、あなたの内側から悪を取り除かなければならない。

6 あなたの母の子である兄弟、あるいはあなたの子、あるいはあなたの娘、あるいはあなたの懐の妻、あるいはあなたの命のような友が、ひそかにあなたを誘って言う、「行って、あなたもあなたの父も知らなかった他の神々に仕えよう」と。

7 あなたの周囲にいる諸国の民の神々、すなわちあなたに近い者たち、あるいはあなたから遠い者たち、地の果てから地の果てまでの者たちの神々から。

8 彼に従ってはならず、彼の言うことを聞いてはならない。あなたの目は彼を惜しんではならず、彼をあわれんではならず、彼をかばってはならない。

9 彼を必ず殺さなければならない。あなたの手が最初に彼の上にあって殺し、その後、すべての民の手が最後に及ぶ。

10 あなたは彼を石で打ち殺さなければならない。彼はあなたをエジプトの地、奴隷の家から導き出されたあなたの神、主から引き離そうと求めたからである。

11 すべてのイスラエルは聞いて、恐れるであろう。そして、あなたの内側でこの悪い言葉を行うことを再びしないであろう。

12 あなたの神、主があなたに与えてそこに住まわせられるあなたの町の一つで、こう言うのを聞くなら、

13 あなたの内側からベリアルの子らである人々が出て、自分たちの町の住民を惑わして言った、「行って、あなたがたが知らなかった他の神々に仕えよう」と。

14 あなたはよく調べ、尋ね、問い詰めなければならない。そして見よ、そのことが真実であり確かであるなら、この忌み嫌うべきものがあなたの内側で行われたのである。

15 その町の住民を剣の刃で打ち滅ぼせ。その町と、その中にあるすべてのものと、その獣を剣の刃で聖絶せよ。

16 そのすべての戦利品をその広場の真ん中に集め、その町とそのすべての戦利品を火で全焼して、あなたの神、主への捧げ物としなさい。それは永遠の塚となり、再び建てられることはない。

17 あなたの手には、呪いの物から何も付いてはならない。それは、主がその激しい怒りから立ち返り、あなたにあわれみを与え、あなたをあわれみ、あなたの先祖に誓われたように、あなたを増やされるためである。

18 あなたがあなたの神、主の声に聞き従い、わたしが今日あなたに命じるすべての戒めを守り、あなたの神、主の目にかなう正しいことを行うならば。

Deuteronomy 14

1 あなたがたは、あなたがたの神、主の子である。死者のために自分の身を傷つけてはならず、目の間に禿げを造ってはならない。

2 あなたはあなたの神、主にとって聖なる民である。主は地の面にあるすべての民のうちから、あなたを選んで、ご自身の宝物の民とされた。

3 すべての忌み嫌うべきものを食べてはならない。

4 これはあなたがたが食べてよい獣である。雄牛、羊、子羊、そして羊、雌ヤギ。

5 雄鹿、麗しさ、ノロジカ、野やぎ、野牛、野牛、かもしか

6 すべての蹄を裂き、蹄の裂け目が二つに分かれ、獣のうちで反芻するものを、あなたがたは食べてよい。

7 しかし、反芻するものと、蹄を分けるもののうち、これらを食べてはならない。らくだ、野うさぎ、岩狸。これらは反芻するが、蹄を分けていない。これらはあなたがたにとって汚れている。

8 また豚は、蹄を分けるが反芻しないので、あなたがたにとって汚れたものである。その肉を食べてはならない。その死体に触れてはならない。

9 あなたがたは、水の中にいるすべてのもののうち、これを食べることができる。すべて鰭と鱗を持つものを食べることができる。

10 すべての鰭と鱗を持たないものは、あなたがたは食べてはならない。それはあなたがたにとって汚れたものである。

11 すべての清い鳥を食べてよい。

12 これはあなたがたがそれらの中で食べてはならないものである。鷲、鉤爪、ミサゴ。

13 そして、とびと、トビと、ハゲワシを、その種類ごとに。

14 すべてのからすを、その種類にしたがって。

15 また、フクロウの娘、夜鷹、カッコウ、そしてその種類にしたがって鷹。

16 杯とフクロウともぐら。

17 鵜、エジプトハゲワシ、そして鵜。

18 コウノトリ、サギはその種類ごとに、ヤツガシラ、そしてこうもり。

19 すべての這うものの鳥は、あなたがたにとって汚れたものである。それらは食べられてはならない。

20 すべての清い鳥を食べてよい。

21 あなたがたは、すべての死体を食べてはならない。あなたの門のうちにいる寄留者にそれを与えて、彼に食べさせてもよい。あるいは外国人に売ってもよい。あなたは、あなたの神、主にとって聖なる民だからである。あなたは、子やぎをその母の乳で煮てはならない。

22 あなたの種から出るすべての収穫を、毎年、野に出るものを、十分の一としてささげなさい。

23 あなたはあなたの神、主の前で、主がその名を置くために選ばれる場所で、あなたの穀物、新しいぶどう酒、注ぎ油の十分の一と、あなたの牛と羊の群れの長子の権利を食べなければならない。それは、あなたがすべての日、あなたの神、主を恐れることを学ぶためである。

24 道があなたから遠く、その道を運ぶことができないほどに、その場所があなたから遠く離れているとき、あなたの神、主が御名を置くために選ばれるその場所が、あなたの神、主があなたを祝福されるからである。

25 銀に換え、その銀をあなたの手に携えて、あなたの神、主が選ばれる場所へ行きなさい。

26 あなたはその銀を、あなたの命が望むすべてのもの、牛、羊の群れ、ぶどう酒、強い酒、そしてあなたの命が求めるすべてのもののために使い、そこで、あなたの神、主の前で食べ、あなたとあなたの家は喜びなさい。

27 あなたの門の中にいるレビ人は、見捨ててはならない。彼にはあなたと共に分け前も相続地もないからである。

28 三年の果てに、あなたはその年のすべての収穫の十分の一を持ち出し、それをあなたの門の中に置かなければならない。

29 レビ人は、彼にはあなたと共に分け前も相続地もないので、あなたの門の中にいる寄留者、みなしご、未亡人と共に来て、彼らは食べて満ち足りるであろう。それは、あなたの神、主が、あなたが行うあなたの手のすべてのわざにおいて、あなたを祝福されるためである。

Deuteronomy 15

1 七年の終わりに、あなたは免除を行わなければならない。

2 これは免除の言葉である。すべての手の貸し主は、自分の友に貸したものを免除しなければならない。彼は自分の友や兄弟を責めてはならない。主のために免除が宣言されたからである。

3 外国人からは取り立てよ。しかし、あなたの兄弟に対しては、あなたの手を放すべきである。

4 絶えず、あなたの中に貧しい者がいないようにしなさい。それは、主があなたに与えられる地、すなわちあなたの神、主が相続地として与えられ、それを所有させる地において、主があなたを必ず祝福されるからである。

5 ただ、あなたが今日、私があなたに命じるこのすべての戒めを守り行うために、あなたの神、主の声に聞き従うならば、

6 あなたの神、主があなたに約束されたように、あなたを祝福されたので、あなたは多くの国に貸す者となり、あなたは借りる者とはならない。あなたは多くの国を支配し、彼らはあなたを支配しない。

7 あなたの神、主があなたに与えられるあなたの地の、あなたの門の一つの中に、あなたの兄弟の一人である貧しい者がいるなら、その貧しい兄弟に対してあなたの心をかたくなにせず、あなたの手を閉ざしてはならない。

8 必ずあなたの手を彼に開き、彼の不足に応じて、彼に欠けているものに十分なだけ貸し与えなさい。

9 自分自身に気をつけなさい。あなたの心にベリアルの言葉が生じて、「第七の年、免除の年が近づいた」と言って、貧しい兄弟に対してあなたの目が悪くなり、彼に何も与えず、彼があなたについて主に叫ぶことがないようにしなさい。そうすれば、それはあなたにとって罪となるであろう。

10 必ず彼に与えなさい。それを与えるとき、あなたの心が痛んではならない。なぜなら、この言葉のために、あなたの神、主があなたのすべてのわざと、あなたの手のすべての送りにおいて、あなたを祝福されるからである。

11 貧しい者が地の内側から絶えることはない。それゆえ、わたしはあなたに命じて言う。「あなたの手をあなたの兄弟に、あなたの貧しい者とあなたの乏しい者に、あなたの地において必ず開け。

12 もしあなたの兄弟であるヘブル人、またはヘブル人の女があなたに売られ、六年間あなたに仕えるなら、第七年には彼をあなたのもとから自由に送り出さなければならない。

13 彼をあなたのもとから自由に送り出すときは、彼を手ぶらで送り出してはならない。

14 あなたの羊の群れから、打ち場から、ぶどう酒ぶねから、豊かに与えなさい。あなたの神、主があなたを祝福されたように、彼に与えなさい。

15 あなたはエジプトの地でしもべであったことを覚え、あなたの神、主があなたを贖われたことを思い出しなさい。それゆえ、わたしは今日、この言葉をあなたに命じる。

16 彼があなたに『私はあなたのもとを離れ出ません』と言うなら、それは彼があなたとあなたの家を愛しているからであり、あなたのもとにいることが彼にとって良いからである。

17 錐を取り、彼の耳と戸にそれを刺し貫き、彼はあなたにとって永遠のしもべとなる。あなたの女奴隷にも同じようにしなさい。

18 彼をあなたのところから自由に送り出すことがあなたの目に困難に見えてはならない。なぜなら、彼は六年の間、雇い人の賃金の第二の分だけあなたに仕えたからである。あなたの神、主は、あなたが行うすべてのわざにおいて、あなたを祝福された。

19 あなたの牛と羊の群れに生まれるすべての長子のうち、雄のものはあなたの神、主に聖別しなければならない。あなたの雄牛の長子を用いて働かせてはならず、あなたの羊の群れの長子の毛を刈ってはならない。

20 あなたの神、主の前で、それを年ごとに、主が選ばれる場所で、あなたとあなたの家で食べなさい。

21 また、その中に傷があって、足の不自由な者、または目の見えない者、すべての悪い傷があるなら、それをあなたの神、主に犠牲として捧げてはならない。

22 あなたの門の中でそれを食べなさい。汚れた者も清い者も一緒に、麗しさのように、雄鹿のように。

23 ただ、その血を食べてはならない。それを地に水のように注ぎ出さなければならない。

Deuteronomy 16

1 初穂の月を守り、あなたの神、主のために過越の祭りを行いなさい。初穂の月に、あなたの神、主が夜にあなたをエジプトから導き出されたからである。

2 あなたはあなたの神、主のために過越の祭りを、羊の群れと牛からささげなさい。主がその名を置くために選ばれる場所で。

3 あなたはその上でパン種を食べてはならない。七日の間、あなたはその上で苦しみのパン、すなわち種なしパンを食べる。なぜなら、あなたは慌てて逃げることでエジプトの地から出たからである。それは、あなたがエジプトの地から出た日を、あなたの命のすべての日に覚えるためである。

4 あなたのすべての境界内に、七日の間、酵母が見えてはならない。また、あなたが初日の夕方に屠る肉は、朝まで残してはならない。

5 あなたは、あなたの神、主があなたに与えられるあなたの門の一つで、過越の祭りを屠ることはできない。

6 ただ、あなたの神、主がご自分の名を置くために選ばれる場所でのみ、夕方、太陽が沈む時、すなわちあなたがエジプトを出た定めの時に、過越の祭りを屠らなければならない。

7 あなたはあなたの神、主が選ばれるその場所でそれを煮て食べなければならない。そして朝にはあなたの天幕に帰らなければならない。

8 六日間、種なしパンを食べなければならない。七日目には、あなたの神、主のための厳粛な集会とし、いかなる仕事もしてはならない。

9 七週をあなたのために数えなさい。穀物の穂に鎌を入れ始める時から、七週を数え始めなさい。

10 あなたの神、主のために週の祭りを行い、あなたの手の自由意志の捧げ物による貢ぎ物を、あなたの神、主があなたを祝福されたように捧げなさい。

11 あなたは、あなたの神、主の前で、あなたの子、あなたの娘、あなたのしもべ、あなたの女奴隷、あなたの門の中にいるレビ人、あなたの内側にいる寄留者、みなしご、未亡人とともに喜びなさい。あなたの神、主がその名を置くために選ばれる場所で。

12 あなたはエジプトでしもべであったことを覚え、これらの定めを守り行わなければならない。

13 あなたの打ち場とあなたのぶどう酒ぶねから収穫を集めるとき、七日の間、あなたのために小屋の祭りを行いなさい。

14 あなたはあなたの祭りを喜びなさい。あなた自身、あなたの子、あなたの娘、あなたのしもべ、あなたの女奴隷、レビ人、寄留者、みなしご、そしてあなたの門の中にいる未亡人とともに。

15 七日の間、あなたの神、主のために、主が選ばれる場所で祭りを祝わなければならない。あなたの神、主が、あなたのすべての収穫と、あなたの手のすべてのわざを祝福されるからである。あなたはただ喜びに満ちているであろう。

16 一年に三度、あなたのすべての男子は、あなたの神、主の顔を、主が選ばれる場所で見なければならない。すなわち、種なしパンの祭り、週の祭り、小屋の祭りにおいてである。そして、主の顔を空手で見てはならない。

17 人は自分の手の贈り物に応じて、あなたの神、主があなたに与えられた祝福に応じて。

18 あなたのすべての門のうちに、あなたの神、主があなたの杖のために与えられるすべての門に、さばき人と役人を置きなさい。彼らは民を義のさばきでさばかなければならない。

19 さばきを曲げてはならない。顔をかたよらせてはならない。賄賂を取ってはならない。賄賂は賢い者の目をくらませ、正しい者の言葉をゆがめるからである。

20 義、義を追い求めよ。それはあなたが生き、あなたの神、主があなたに与えられる地を継ぐためである。

21 あなたは、あなたの神、主の祭壇のそばに、すべての木のアシェラを植えてはならない。あなたが自分のために造るその祭壇のそばに。

22 あなたは自分のために石柱を立ててはならない。それはあなたの神、主が憎まれるものである。

Deuteronomy 17

1 あなたの神、主に、傷のある雄牛や羊をいけにえとして献げてはならない。それはすべて悪いことだからである。それはあなたの神、主にとって忌み嫌うべきものである。

2 あなたの内側、あなたの神、主があなたに与えられるあなたの門の一つの中に、主、あなたの神の目に悪を行う人か女が見つかるなら、その者が主の契約を破るために。

3 行って他の神々に仕え、それらにひれ伏した。また、太陽、月、あるいは天の軍勢のすべてであって、わたしが命じなかったものにひれ伏した。

4 それがあなたに告げられ、あなたが聞いたなら、よく調べなければならない。そして、見よ、そのことが真実であり、確かであるなら、この忌み嫌うべきものがイスラエルの中で行われたのである。

5 その悪いことをしたその人またはその女を、あなたの門のところへ連れ出し、その人またはその女を石で打ち殺さなければならない。

6 ふたりの証人の口により、あるいは三人の証人の口により、死刑に処せられる者は死ななければならない。ひとりの証人の口によっては、死刑に処せられてはならない。

7 証人たちの手が最初に彼の上にあって彼を殺し、その後、すべての民の手が最後にあり、あなたの内側から悪を除き去らなければならない。

8 あなたの門の中で、血と血の間、裁きと裁きの間、災害と災害の間のさばきについて、あなたにとって難しい言葉、すなわち争いの言葉があるなら、あなたは立って、あなたの神、主が選ばれる場所に上って行かなければならない。

9 そして、あなたはその日々におけるさばきつかさであるレビ人の祭司たちのところへ行き、彼らに尋ねなさい。彼らはあなたにさばきの言葉を告げるであろう。

10 あなたは、主が選ばれるその場所から、彼らがあなたに告げる言葉の口に従って行い、彼らがあなたに教えるすべてのことを守って行わなければならない。

11 彼らがあなたに教える律法の口に従い、彼らがあなたに言うさばきに従って行いなさい。彼らがあなたに告げる言葉から、右にも左にもそれてはならない。

12 その人で、高慢のゆえに、そこであなたの神、主に仕えるために立つ祭司、あるいはさばき人に聞き従わない者は、その人は死ななければならない。あなたはイスラエルから悪を取り除かなければならない。

13 すべての民は聞いて恐れ、再び高ぶることのないようにする。

14 あなたが、あなたの神、主が与えられる地に入り、それを所有してそこに住むようになり、「私の周囲のすべての国々のように、私の上に王を置こう」と言うならば、

15 あなたの上に王を必ず立てなさい。あなたの神、主が選ばれる者を、あなたの兄弟の内側からあなたの上に王として立てなさい。あなたの上に、あなたの兄弟ではない外国人を立てることはできない。

16 ただ、彼のために馬を多くしてはならない。また、馬を多くするために民をエジプトに帰らせてはならない。主はあなたがたに言われた、「あなたがたは、この道を再び戻ってはならない」と。

17 彼のために妻を多く持ってはならず、彼の心がそれによって迷ってはならない。また、銀と金も彼のために非常に多く持ってはならない。

18 彼がその王国の王座に座るようになったなら、この律法の第二のものを、レビ人である祭司たちの前から、書物に書き写さなければならない。

19 それは彼とともにあり、彼はその命の日のすべて、それを読まなければならない。それは、彼が自分の神、主を恐れることを学び、この律法のすべての言葉とこれらの定めを守って行うためである。

20 その心が兄弟たちよりも高ぶらず、戒めから右にも左にもそれないようにするためである。こうして彼とその子らがイスラエルの内側でその王国の上に長く日々を続けることができるように。

Deuteronomy 18

1 レビ人の祭司たち、レビのすべての部族には、イスラエルと共に分け前も相続地もないであろう。彼らは主の火による捧げ物と、その相続地を食べる。

2 彼には兄弟たちの内側に相続地はないであろう。主ご自身が彼の相続地である。主が彼に言われたとおりに。

3 これは、民が雄牛か羊をいけにえとしてささげる場合の祭司へのさばきである。祭司には、腕と頬と胃袋を与えなければならない。

4 あなたの穀物の初め、あなたの新しいぶどう酒、あなたの注ぎ油、そしてあなたの羊の群れの羊毛の初めを、彼に与えなさい。

5 あなたの神、主があなたのすべての部族の中から彼を選ばれたからである。それは、主の名に仕えるために立ち、彼とその子たちがすべての日にわたって仕えるためである。

6 また、レビ人があなたのすべての門の一つから、すなわちイスラエルのすべてのうちから、彼がそこに寄留しているところから来て、その命のすべての欲望をもって、主が選ばれる場所へ来るならば、

7 主の名によって仕え、その神、主の前で立つすべてのレビ人の兄弟たちと同じように仕える。

8 分け前は分け前に等しく食べる。先祖の売り物のほかは。

9 あなたがあなたの神、主があなたに与えられる地に入るとき、それらの国々の忌み嫌うべきもののようになすことを学んではならない。

10 あなたの中に、自分の子や娘を火に通す者、占いをする者、卜者、呪術者、魔術師がいってはならない。

11 呪文を唱える者、仲間を呼び寄せる者、霊媒に問う者、口寄せの霊に問う者、そして死者に尋ねる者。

12 主はこれらすべてを行う者を忌み嫌われる。これらの忌み嫌うべきもののために、あなたの神、主は彼らをあなたの前から追い払われる。

13 あなたの神、主とともに全き者でありなさい。

14 これらの国々は、あなたが追い払おうとしている者たちは、占い師や卜者に聞く。しかし、あなたには、あなたの神、主がそのようにすることを許されなかった。

15 あなたの神、主は、あなたの内側から、あなたの兄弟たちの中から、私のような預言者をあなたのために起こされる。あなたは彼に聞き従わなければならない。

16 あなたがホレブで、集会の日に、あなたの神、主に求めたすべてのとおりに、「私は再び、私の神、主の声を聞くことも、この大きな火をもう見ることもなく、死ぬこともありません」と言った。

17 主は私に言われた。「彼らが語ったことは良い。

18 わたしは彼らの兄弟の内側から、あなたのような預言者を彼らのために起こす。わたしはわたしの言葉を彼の口に置き、彼はわたしが彼に命じるすべてのことを彼らに語る。

19 その人が、わたしの名によって語るわたしの言葉を聞かないなら、わたし自身がその人から求める。

20 しかし、わたしの名において、わたしが彼に語ることを命じなかった言葉を、傲慢に語る預言者、また他の神々の名において語る預言者、その預言者は死ななければならない。

21 もしあなたが心の中で、「主が語られなかった言葉を、どうして知ることができようか」と言うなら、

22 預言者が主の名によって語るが、その言葉が実現せず、来ないなら、それは主が語られなかった言葉である。預言者が高慢をもってそれを語ったのだ。あなたは彼を恐れてはならない。

Deuteronomy 19

1 あなたの神、主が、あなたに与えようとしておられる国々を断ち滅ぼされ、あなたが彼らの地を受け継ぎ、彼らの町々と家々に住むようになるとき、

2 あなたのために三つの町を、あなたの神、主があなたに与えて所有させられるあなたの地の真ん中に、分け隔てなければならない。

3 あなたは自分のために道を整え、あなたの神、主があなたに継がせられるあなたの地の境界を三つに分けなさい。そして、そこへ逃げられるようにしなさい。すべての殺人者がそこへ逃げられるように。

4 これは、そこへ逃げて生きる殺人者の言葉である。すなわち、無しの知識で自分の友を打ち、彼が一昨日から彼を憎んでいなかった場合のことである。

5 そして、もし人が友と共に森へ木を伐りに行き、斧で木を切ろうとして手を振るったとき、鉄が木から外れて友に当たり、彼が死んだなら、その者はこれらの町の一つに逃げて生き延びるであろう。

6 血の復讐者が殺人者の後を追うことがないように。彼の心が熱くなり、道が長いので追いついて、彼の命を打つことがないように。彼には死のさばきがない。なぜなら、彼は一昨日から彼を憎んでいなかったからである。

7 それゆえ、わたしはあなたに命じて言う。三つの町をあなたのために分けよ。

8 もしあなたの神、主が、あなたの父祖たちに誓われたように、あなたの境界を広げ、あなたの父祖たちに与えると言われたすべての地をあなたに与えられるなら、

9 もしあなたが、今日私があなたに命じるこのすべての戒めを守り行い、あなたの神、主を愛し、そのすべての道を歩むなら、さらにこの三つの町に加えて、三つの町をあなたのために付け加えなさい。

10 あなたの神、主があなたに相続地として与えられるあなたの地の内側で、無実の血が流されることのないようにしなさい。そうすれば、血の責任があなたに及ぶことはない。

11 もし人がその友を憎み、彼を待ち伏せして立ちかかり、その命を打って死なせ、これらの町の一つに逃げ込んだなら、

12 その町の長老たちは人を遣わして、彼をそこから連れ出し、血の復讐をする者の手に渡して、彼を死なせなければならない。

13 あなたの目は彼に対して惜しんではならない。あなたは無実の者の血をイスラエルから除き去らなければならない。そうすれば、あなたにとって良いこととなる。

14 あなたの友の境界を移してはならない。それは先人たちがあなたの相続地として定めたものであり、あなたが地で受け継ぐものである。あなたの神、主があなたに与えて所有させようとしておられる地において。

15 ひとりの証人は、その人が犯したすべての咎とすべての罪について、そのすべての罪において立ち上がってはならない。ふたりの証人の口により、あるいは三人の証人の口により、その言葉は立ち上がる。

16 もし人が、暴力の証人が立ち上がり、その人に対して背反を証言するならば、

17 その争いのある二人の人は、主の前に、その日々にいる祭司たちと裁判官たちの前に立つ。

18 裁判官たちはよく調べなければならない。そして見よ、その証人が偽りの証人であり、その証人が自分の兄弟に対して偽りを証言したのであれば、

19 あなたがたは、彼が自分の兄弟にしようと企んだことを、彼に対して行わなければならない。こうしてあなたの内側から悪を取り除かなければならない。

20 残った者たちは聞いて恐れ、あなたの内側で再びこの悪い言葉を行うことはないであろう。

21 あなたの目は惜しんではならない。命には命、目には目、歯には歯、手には手、足には足をもって報いる。

Deuteronomy 20

1 あなたが敵に対して戦いに出る時、馬と戦車、あなたよりも多い民を見ても、彼らを恐れてはならない。あなたの神、主が、エジプトの地からあなたを導き上られた方として、あなたと共におられるからである。

2 あなたがたが戦いに近づくとき、祭司は進み出て、民に語るであろう。

3 彼らに言われた、「イスラエルよ、聞け。あなたがたは今日、敵と戦うために近づいている。あなたがたの心を弱らせてはならない。恐れてはならない。慌ててはならない。彼らの前でおののいてはならない。

4 あなたがたの神、主があなたがたと共に行き、あなたがたのために敵と戦い、あなたがたを救われるからである。

5 つかさたちは民に告げて言われた、「だれでも新しい家を建てて、まだそれを奉献していない人は、戦いで死んで、ほかの人がそれを奉献することのないように、自分の家に帰って行け」。

6 また、ぶどう園を植えて、まだその実を食べていない人は、家に帰れ。戦いで死に、ほかの人がその実を食べることのないように。

7 また、女と婚約したが、まだ彼女を娶っていない人は、家に帰って行け。戦いで死に、他の人が彼女を娶ることのないように。

8 また役人たちは民に語り続けて言った、「恐れおののき、心の弱い者は、自分の家に帰れ。彼の心のように、兄弟たちの心が溶けてしまわないように」。

9 そして、役人たちが民に語り終えると、軍勢の長官たちが民の頭に立った。

10 あなたがある町に近づいて、それと戦おうとするとき、まずその町に平和を呼びかけなさい。

11 そして、もしその町があなたに平和をもって応え、あなたに門を開くなら、その中にいるすべての民はあなたのために人夫となり、あなたに仕えるであろう。

12 もしその町があなたと和睦せず、あなたと戦いを交えるなら、あなたはその町を包囲しなさい。

13 主あなたの神がそれをあなたの手に渡されるなら、あなたはそのすべての男子を剣の刃で打たなければならない。

14 ただ、女たちと幼子たちと獣、そして町の中にあるすべてのもの、そのすべての戦利品を、あなたは自分のために奪い取ってよい。そして、あなたの神、主があなたに与えられたあなたの敵の戦利品を、あなたは食べてよい。

15 あなたは、あなたから非常に遠く離れたすべての町々、これらの国々の町々ではないものには、このようにしなければならない。

16 ただ、あなたの神、主があなたに相続地として与えられるこれらの民の町々については、すべての息あるものを生かしておいてはならない。

17 あなたの神、主があなたに命じられたように、彼らを必ず滅ぼし尽くせ。ヒッタイト人、アモリ人、カナン人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人を。

18 彼らが自分たちの神々に対して行ったすべての忌み嫌うべきもののとおりに、あなたがたに教えて行わせないためである。そうすれば、あなたがたはあなたがたの神、主に対して罪を犯すことはない。

19 あなたが一つの町を攻めて、多くの日々それと戦い、それを取ろうとするとき、その木を斧で切り倒して滅ぼしてはならない。なぜなら、あなたはその木から食べることができるからだ。それを切り倒してはならない。野の木は人であって、あなたの前から攻城の中に入るものではないからだ。

20 しかし、あなたがそれが食物の木ではないと知っている木は、それを切り倒して、あなたと戦うその町に対して攻城を築き、それが陥落するまでにしなさい。

Deuteronomy 21

1 あなたの神、主があなたに与えて所有させようとしておられる地で、だれが打ち殺したのか分からないまま、野に倒れている殺された者が見つかったなら、

2 あなたの町々の長老たちと裁判官たちは出て行き、殺された者の周囲にある町々まで距離を測らなければならない。

3 その殺された者に最も近い町は、その町の長老たちは、まだ使われたことのない、くびきを引いたことのない雌牛の子を取らなければならない。

4 その町の長老たちは、その雌牛を、耕されず種も蒔かれない谷川へ連れて行き、そこで谷川の中でその雌牛の首を折らなければならない。

5 レビの子である祭司たちは近づかなければならない。あなたの神、主が彼らを選んで、主に仕え、主の名によって祝福させられたからである。そして、彼らの口によって、すべての争いとすべての災害が決せられる。

6 その町のすべての長老たち、殺された者に最も近い者たちは、谷川で首を折られた雌牛の上に手を洗わなければならない。

7 彼らは答えて言った。「私たちの手はこの血を流していない。私たちの目もそれを見ていない。

8 あなたの民イスラエルのために贖いをなされ、主よ、あなたが贖われた民の内側に無実の血を置かず、彼らのためにその血は贖われるであろう。

9 あなたは、あなたの内側から無実の血を除き去らなければならない。あなたが主の目にかなう正しいことを行うならば。

10 あなたが敵に対して戦いに出る時、あなたの神、主がその者たちをあなたの手に渡され、あなたがその捕虜を捕らえるならば、

11 捕虜の中に容姿の美しい妻を見て、彼女に心を引かれ、彼女を自分の妻として娶るならば、

12 彼女をあなたの家の真ん中に連れて行き、彼女は自分の頭を剃り、自分の爪を整えなければならない。

13 彼女は自分の捕虜の衣を脱ぎ、あなたの家に住み、その父と母のために一か月の日々泣き悲しむであろう。その後、あなたは彼女のところに入り、彼女を所有し、彼女はあなたの妻となるであろう。

14 もしあなたが彼女を喜ばず、彼女をその命のままに去らせるなら、彼女を銀で売ってはならない。彼女を奴隷のように扱ってはならない。あなたが彼女を苦しめたからである。

15 人が二人の妻を持ち、一人は愛され、一人は憎まれている場合、その愛される妻と憎まれる妻が彼に子を産んだなら、長子は憎まれる妻の子である。

16 その日、彼が自分の子たちに、自分に属するものを相続させるとき、愛する妻の子を、憎む妻の子である長子の顔に優先させて長子とすることはできない。

17 彼は嫌われている妻の子を長子として認め、そのすべての持ち物のうちで彼に口の二倍を与えなければならない。なぜなら、彼は自分の力の初めであり、長子の権利のさばきは彼のものだからである。

18 人が頑なで反抗的な子を持ち、その子が父の声にも母の声にも従わず、彼らが懲らしめても、その子が彼らに聞き従わないならば、

19 その父と母は彼を捕まえ、彼をその町の長老たちのところへ、そしてその場所の門へ連れ出さなければならない。

20 そして彼らはその町の長老たちに言う、「この私たちの子は頑迷で反抗的で、私たちの声に聞き従わず、大食いで大酒飲みです」。

21 その町のすべての人は、彼を石で打ち殺さなければならない。彼は死ななければならない。あなたは、あなたの内側から悪を除き去らなければならない。そして、すべてのイスラエルは聞いて、恐れなければならない。

22 もし人に死に値する罪があって、その人が殺され、あなたが彼を木にかけるならば、

23 その死体をその木の上に一晩置いてはならない。必ずその同じ日にそれを葬らなければならない。木にかけられた者は神ののろいを受けた者だからである。あなたの神、主があなたに相続地として与えられるあなたの地を汚してはならない。

Deuteronomy 22

1 あなたの兄弟の雄牛か、あるいはその羊が迷い出ているのを見たなら、それらを無視してはならない。必ずそれらをあなたの兄弟のもとへ戻しなさい。

2 もしあなたの兄弟があなたに近くなく、あなたがその人を知らないなら、あなたはそれをあなたの家の真ん中に取り入れ、それがあなたとともにあり、あなたの兄弟がそれを尋ねるまで、それを彼に返さなければならない。

3 あなたの兄弟のろばにも、そのようにしなければならない。あなたの兄弟の衣にも、そのようにしなければならない。あなたの兄弟が失い、あなたが見つけたすべての失われた物にも、そのようにしなければならない。あなたは無視してはならない。

4 あなたは、自分の兄弟のろば、あるいはその雄牛が道に倒れているのを見ても、見て見ぬふりをしてはならない。必ず、その兄弟と共にそれを起こしなさい。

5 女の上に男の器があってはならない。また、男は女の衣を着てはならない。あなたの神、主は、これらすべてを行う者を忌み嫌うべきものとされるからである。

6 道で、すべての木の上か、または地の上に、鳥の巣があなたの前にあるとき、そこにひなか卵があり、母鳥がひなの上か卵の上に伏せているなら、その母を子と一緒に取ってはならない。

7 母を必ず放してやり、子は自分のために取りなさい。そうすれば、あなたに良くあり、あなたの日々が長くなる。

8 新しい家を建てるなら、あなたの屋根に手すりを造らなければならない。そうすれば、あなたの家に血の責任を負わされることはない。なぜなら、そこから落ちる者がいるかもしれないからである。

9 あなたのぶどう園に混ぜ合わせた種を蒔いてはならない。そうしないと、あなたが蒔いた種の熟した果実とぶどう園の収穫が聖別されてしまうからである。

10 雄牛とろばを一緒に耕してはならない。

11 混ぜ織りの布、羊毛と亜麻を一緒に着てはならない。

12 あなたは自分の覆いの四つの翼に房飾りを造らなければならない。それであなたが身にまとう覆いに。

13 人が妻を娶り、彼女のところに入り、彼女を憎むならば、

14 彼は彼女に言葉による行いの非難を負わせ、彼女について悪い名を流し、こう言った。「私はこの妻を娶ったが、彼女に近づいたとき、彼女に処女の証拠を見いだせなかった。

15 父はその乙女とその母を捕まえ、その乙女の処女の証拠を町の門にいる長老たちのところへ持ち出さなければならない。

16 父は乙女の父が長老たちに言われた、「私はこの人に私の娘を妻として与えたが、彼は彼女を憎んだ。

17 見よ、彼は言葉による行いを立てて言う、「私はあなたの娘に処女の証拠を見いださなかった。しかし、これらは私の娘の処女の証拠である」と。そして彼らはその衣を町の長老たちの前に広げる。

18 その町の長老たちはその人を取り、彼を懲らしめた。

19 彼らは彼に銀百枚の罰金を科し、それをその乙女の父に与えなければならない。なぜなら、彼はイスラエルの処女について悪い名を流したからである。そして、彼女は彼の妻となり、彼は一生のすべての日、彼女を離縁することができない。

20 しかし、もしこのことが真実であり、その乙女に処女の証拠が見いだされなかったなら、

21 その乙女を父の家の入口に連れ出し、その町の人々は彼女を石で打ち殺さなければならない。彼女はイスラエルの中で愚かさを行い、父の家で淫行をしたからである。あなたは自分の内側から悪を除き去らなければならない。

22 もし人が、主人のある妻と寝ているのが見つかったなら、その二人、すなわちその妻と寝た人とその妻は、両方とも死ななければならない。あなたはイスラエルから悪を除き去らなければならない。

23 もし町の中で、処女である、ある人に婚約している乙女を、ある人が見つけて、その人と寝たなら、

24 あなたがたはその二人をその町の門の外に連れ出し、石で彼らを撃ち殺さなければならない。その乙女は、町の中で叫ばなかったからであり、その人は、自分の友の妻を辱めたからである。こうしてあなたは、あなたの内側から悪を除き去らなければならない。

25 もし野で人が、婚約している乙女を見つけ、その人が彼女を捕まえて彼女と寝たなら、その彼女と寝た人は単独で死ななければならない。

26 乙女には何もしてはならない。乙女には死に値する罪はない。それは、人がその隣人に立ち向かってその命を殺すのと同じように、このこともまた同じであるからだ。

27 野で彼女を見つけたからである。その許嫁の乙女は叫んだが、彼女を救う者はなかった。

28 人が、まだ婚約していない処女の乙女を見つけ、彼女を捕まえて、彼女と寝たなら、そのことが見つかったなら、

29 その人、すなわち彼女と寝た者は、乙女の父に銀五十を払わなければならない。そして彼女は彼の妻となる。彼が彼女を辱めたからである。彼は一生の間、彼女を離縁することはできない。

30 人は自分の父の妻を娶ってはならない。また、自分の父の翼を露わにしてはならない。

Deuteronomy 23

1 傷つけられた者、および陰部を切り取られた者は、主の集会に入ってはならない。

2 私生児は主の集会に入ってはならない。その第十世代も、主の集会に入ってはならない。

3 アンモン人とモアブ人は主の集会に入ってはならない。彼らの十代目も、永遠に主の集会に入ってはならない。

4 彼らがあなたがたをエジプトから出て来た道で、パンと水をもって迎えなかった言葉のゆえに、また、彼があなたに対して、ペトルのアラム・ナハライムのベオルの子バラムを、あなたを呪うために雇ったゆえに。

5 あなたの神、主はバラムの言うことを聞こうとはされず、あなたの神、主はそののろいを祝福に変えられた。それは、あなたの神、主があなたを愛されたからである。

6 あなたは彼らの平和と幸福を求めてはならない。あなたのすべての日々、永遠に。

7 エドム人を忌み嫌ってはならない。彼はあなたの兄弟だからである。エジプト人を忌み嫌ってはならない。あなたは彼の地で寄留者であったからである。

8 彼らに生まれる子らは、第三代の世代が主の集会に入ることができる。

9 あなたが敵に対して陣営を出る時、すべての悪いことから自分を守らなければならない。

10 あなたの中に、夜の不浄のゆえに清くない人がいるなら、その人は陣営の外へ出なければならない。陣営の真ん中には入ってはならない。

11 夕方になる前に、水で身を洗わなければならない。太陽が沈むとき、陣営の真ん中に入ることができる。

12 あなたには陣営の外に手の場所があり、そこへ外に出なければならない。

13 あなたの武器の上に杭を持たなければならない。外で用を足すとき、それで掘り、そして向き直って、あなたの出て来るものを覆わなければならない。

14 あなたの神、主があなたの陣営の内側を歩まれるからである。それはあなたを救い出し、あなたの敵をあなたの前に渡すためである。それゆえ、あなたの陣営は聖でなければならない。主があなたのうちに何か裸の言葉を見て、あなたの後ろから離れ去ることのないように。

15 しもべを、その主から逃れてあなたのもとに来た者を、その主に引き渡してはならない。

16 あなたの内側に、あなたの門の一つの中で彼が選ぶ場所に、彼にとって良いところに住まわせなさい。彼を虐げてはならない。

17 イスラエルの娘たちの中に神殿娼婦がいてはならない。また、イスラエルの子たちの中に神殿男娼がいてはならない。

18 あなたの神、主の家に、遊女の報酬や犬の代価を、いかなる誓いのためにも持ち込んではならない。それは、あなたの神、主にとって、すべて忌み嫌うべきものであるからだ。

19 あなたの兄弟に高利を取ってはならない。銀の高利、食物の高利、すべて高利を取ることのできるものの高利を。

20 外国人には利息を取ってもよいが、あなたの兄弟には利息を取ってはならない。それは、あなたの神、主が、あなたがそこに入って所有しようとしている地で、あなたの手の送りすべてにおいて、あなたを祝福されるためである。

21 あなたがあなたの神、主に誓いを立てるならば、それを果たすことを遅らせてはならない。あなたの神、主は必ずそれをあなたから求めるからである。そうすれば、それはあなたに罪となるであろう。

22 しかし、誓いを立てることをやめるなら、あなたに罪はない。

23 あなたの唇から出たものは守り、行わなければならない。あなたがあなたの神、主に自由意志の捧げ物として誓ったことを、あなたの口で語ったとおりに。

24 あなたが友のぶどう園に入り、自分の命の満ち足りるまでぶどうを食べるなら、あなたの器には入れてはならない。

25 友の穀物の穂に入ったなら、あなたの手で穀物の穂を摘み取ってよい。しかし、友の穀物の穂に鎌を振ってはならない。

Deuteronomy 24

1 人が妻を娶り、その夫となったが、もし彼女が彼の目に恵みを見いださず、彼が彼女のうちに何か恥ずべき言葉の裸を見いだしたなら、彼は彼女のために離婚の書物を書き、その手に渡し、彼女を自分の家から送り出す。

2 彼女はその家を出て行き、行って、他の人のものとなった。

3 後の人が彼女を憎み、彼女に離婚の書物を書き、その手に渡し、彼女を自分の家から送り出すか、あるいは彼女を自分の妻として娶った後の人が死んだなら、

4 彼女の先の主人は、彼女が汚された後に、彼女を再び自分の妻として迎え戻ることはできない。それは主の前で忌み嫌うべきものだからである。あなたの神、主があなたに相続地として与えられる地を罪に陥れてはならない。

5 人が新しい妻を娶ったなら、その人は軍勢に出て行かず、すべてのことが彼に課せられることはない。彼は自分の家のために一年間自由であり、自分の娶った妻を喜ばせなければならない。

6 人は臼と戦車を質に取ってはならない。それは命を質に取ることだからである。

7 もし人がその兄弟であるイスラエルの子らのうちから命を盗み、彼を扱い、売るなら、その盗人は死ななければならない。あなたはその悪をあなたの内側から取り除かなければならない。

8 らい病の災害については、レビ人の祭司たちがあなたがたに教えるすべてのことに従って、非常に注意深く守り、行いなさい。わたしが彼らに命じたとおりに、あなたがたは守って行いなさい。

9 あなたの神、主がミリアムになさったことを覚えなさい。あなたがたがエジプトから出て行った時の道において。

10 あなたが友に何の負債でも貸すとき、その質物を取り立てるために彼の家に入ってはならない。

11 外に立たなければならない。あなたが貸し付けているその人は、質物を外にあなたのところへ持ち出さなければならない。

12 もしその人が貧しい人であるなら、あなたはその質物の上に寝てはならない。

13 太陽が沈むときに、その質物を必ず彼に返さなければならない。彼は自分の衣服を着て眠り、あなたを祝福するであろう。そして、それはあなたの神、主の前であなたの義となるであろう。

14 貧しい乏しい雇い人を、あなたの兄弟またはあなたの地の門の内にいる寄留者を、搾取してはならない。

15 その日のうちに彼の賃金を支払え。太陽が彼の上に沈んではならない。彼は貧しい者であり、彼はその命をそれに懸けているからだ。彼が主に向かってあなたについて叫んではならない。そうすれば、それはあなたにとって罪となるであろう。

16 父は子のゆえに殺されてはならず、子も父のゆえに殺されてはならない。それぞれ自分の罪のゆえに殺される。

17 寄留者やみなしごのさばきを曲げてはならない。また、未亡人の衣服を質に取ってはならない。

18 あなたはエジプトでしもべであったこと、そしてあなたの神、主がそこからあなたを贖われたことを覚えていなければならない。それゆえ、わたしはあなたにこの言葉を行うように命じるのである。

19 あなたが自分の野で収穫を刈り入れ、その野に穀物の束を忘れたなら、それを取りに戻ってはならない。それは寄留者、みなしご、未亡人のものとせよ。それは、あなたの神、主があなたの手のすべてのわざにおいてあなたを祝福されるためである。

20 あなたが自分のオリーブの木を打ち落とすとき、その後を捜し集めてはならない。それは寄留者、みなしご、未亡人のものとせよ。

21 あなたのぶどう園を収穫するとき、その後に残った房を摘み集めてはならない。それは寄留者、みなしご、未亡人のために残しておきなさい。

22 あなたはエジプトの地でしもべであったことを覚えていなければならない。それゆえ、わたしはあなたにこの言葉を行うよう命じているのだ。

Deuteronomy 25

1 人々の間に争いが生じ、彼らがさばきのところに近づき、彼らがさばかれるとき、正しい者を正しいとし、悪い者を悪いとすることがされる。

2 もし悪人が打たれるべき子であるなら、裁判官は彼をうつむかせ、自分の顔の前で、その悪に十分な数だけ彼を打たせる。

3 四十回までは打つことができるが、それを超えてはならない。もしそれ以上に打ち加えるなら、あなたの兄弟はあなたの目の前で辱められることのないように、多くの傷を負わせてはならない。

4 雄牛を穀物を踏むときに、その口を覆ってはならない。

5 兄弟が一緒に住んでいて、そのうちの一人が子なくして死んだなら、その死んだ者の妻は外の者、すなわち他人の夫のものとなってはならない。彼女の夫の兄弟が彼女のところに入り、彼女を自分の妻としてめとり、彼女に対して夫の兄弟の義務を果たさなければならない。

6 その長子は、死んだ兄弟の名の上に立つであろう。彼女が産むその長子は、死んだ兄弟の名を継ぐであろう。そして、その名はイスラエルから消し去られることはない。

7 もしその夫が自分の兄弟の妻を娶ることを望まないなら、その兄弟の妻は門のところで長老たちのところに上って行き、こう言わなければならない。「私の夫の兄弟は、自分の兄弟のためにイスラエルの中で名を立てることを拒み、私を娶ることを望みません。

8 町の長老たちは彼を呼び、彼に語りかけた。彼は立ち上がって言った、「私は彼女を娶ることを望まない」。

9 兄弟の妻は長老たちの目の前で彼に近づき、彼の足から靴を脱がせ、彼の前に唾を吐き、こう言って答えなければならない。「兄弟の家を建てない人には、このようにされる」。

10 彼の名はイスラエルと呼ばれ、その家の名は靴と呼ばれる。

11 人が互いに争い、一人の男とその兄弟が争うとき、その一人の妻が近づいて、自分の夫を打つ者の手から救おうとして、手を伸ばして彼の秘密を掴んだなら、

12 その手のひらを切り落としなさい。あなたの目は惜しんではならない。

13 あなたの袋に、大きな石と小さな石という、二種類の石があってはならない。

14 あなたの家に、大きいエパと小さいエパという、二種類のエパがあってはならない。

15 完全な石と義があなたにあり、完全なエパと義があなたにあるように。それは、あなたの神、主があなたに与えられる地の上で、あなたの日々が長く続くためである。

16 主あなたの神は、これらのことをすべて行う者を忌み嫌うべきものとされる。すべて不義を行う者をも。

17 アマレクがあなたがたにしたことを、エジプトから出て行く道で、覚えていなさい。

18 道であなたに会い、あなたのうしろの弱った者たちをすべて、あなたが疲れ果てて弱っていたときに、あなたのうしろから攻撃した。彼は神を恐れなかった。

19 あなたの神、主が、あなたの周囲のすべての敵から、あなたに安息を与えられ、あなたの神、主があなたに相続地として与えられる地で、それを所有させる時、あなたは天の下からアマレクの記憶を消し去らなければならない。あなたは忘れてはならない。

Deuteronomy 26

1 あなたが、あなたの神、主が相続地としてあなたに与えられる地に入り、それを所有して、そこに住むようになるとき、

2 あなたの神、主があなたに与えられるあなたの地から持って来る、地のすべての果実の初めを取り、それを籠に入れ、あなたの神、主がその名を置くために選ばれる場所へ行きなさい。

3 あなたは、その日々において仕える祭司のところに行き、彼に言いなさい。『私は今日、あなたの神、主に申し上げました。私たちの先祖に与えると主が誓われた地に、私は入って来たことを。』

4 祭司はあなたの手からその籠を取り、あなたの神、主の祭壇の前にそれを置く。

5 あなたはあなたの神、主の前に答えて言いなさい。「わたしの父は滅びゆくアラム人であり、エジプトに下り、そこにわずかな人々とともに寄留した。そして、そこで強く、数多い大いなる国となった。

6 エジプト人は私たちを苦しめ、虐げ、私たちの上に過酷な奉仕を課した。

7 私たちは先祖の神、主に叫んだ。主は私たちの声を聞かれ、私たちの苦しみと労苦と虐げをご覧になられた。

8 主は強い手と伸ばされた腕と、大きな恐れと、しるしと不思議をもって、私たちをエジプトから導き出された。

9 主は私たちをこの場所に連れて来られ、私たちにこの地を与えられた。乳と蜂蜜の流れる地を。

10 今、見よ、わたしはあなたが私に与えられた地の果実の初めを携えて来ました。あなたはそれをあなたの神、主の前に置き、あなたの神、主の前にひれ伏しなさい。

11 あなたはあなたの神、主があなたとあなたの家に与えられたすべての良いものについて喜びなさい。あなた自身も、レビ人も、あなたの内側にいる寄留者も。

12 あなたの収穫のすべての十分の一を、三年目、すなわち十分の一の年に納め終えたなら、それをレビ人、寄留者、みなしご、未亡人に与え、彼らがあなたの門の中で食べて満ち足りるようにしなければならない。

13 あなたはあなたの神、主の前で言われた。「わたしは聖なるものを家から取り除き、それをレビ人、寄留者、みなしご、未亡人に与えました。あなたがわたしに命じられたすべての戒めのとおりにしました。わたしはあなたの戒めから外れず、忘れませんでした。

14 わたしはその聖なるものを悪のうちから食べず、汚れた者のうちからそれを取り除かず、死んだ者のためにそれを与えなかった。わたしは私の神、主の声に聞き従い、あなたが私に命じられたすべてのことを行った。

15 あなたの聖なる住まい、天から見下ろして、あなたの民イスラエルを祝福し、あなたが私たちに与えられた地を祝福してください。それは、私たちの父祖たちに誓われたとおり、乳と蜂蜜の流れる地です。

16 この日、あなたの神、主は、これらの定めとさばきを行うことをあなたに命じられた。あなたは、あなたのすべての心と、あなたのすべての命をもって、それらを守り行わなければならない。

17 あなたは今日、主をあなたの神とし、その道を歩み、その定めと戒めとさばきを守り、その声に聞き従うことを宣言した。

18 主は今日、あなたを、ご自分の宝物の民となるようにと、あなたに告げられたとおりに、また、そのすべての戒めを守るようにと、あなたを立てられた。

19 あなたをすべての国の上に高く置かれ、主なるあなたの神が造られたすべての国々の上に、賛美と名と栄光のために、またあなたが主なるあなたの神にとって聖なる民となるために、語られたとおりにされた。

Deuteronomy 27

1 モーセとイスラエルの長老たちは民に命じて言われた、「あなたがたに今日わたしが命じるすべての戒めを守りなさい」。

2 その日、あなたがたがあなたの神、主があなたに与えられる地へヨルダンを渡るとき、あなたは自分のために大きな石を立て、それらを漆喰で塗る。

3 あなたが渡るとき、この律法のすべての言葉をそれらに書き記しなさい。それは、あなたの神、主があなたに与えられる地、すなわち乳と蜂蜜の流れる地に入るためである。あなたの先祖の神、主があなたに告げられたとおりに。

4 あなたがたがヨルダンを渡るとき、これらの石を、私が今日あなたがたに命じるものを、エバルの山に立てなさい。そして、それらを漆喰で塗りなさい。

5 そこであなたは、あなたの神、主のために石の祭壇を築き、その上に鉄の道具を振り上げてはならない。

6 石で完全な石で、あなたの神、主の祭壇を築きなさい。そして、その上にあなたの神、主への全焼のいけにえをささげなさい。

7 あなたは全焼のいけにえを献げ、そこでそれを食べ、あなたの神、主の前で喜びなさい。

8 あなたはこれらの石の上に、この律法のすべての言葉を、明瞭に書き記さなければならない。

9 モーセとレビ人の祭司たちは、すべてのイスラエルに告げて言われた、「静かにして聞け、イスラエルよ。この日、あなたはあなたの神、主の民となった」。

10 あなたはあなたの神、主の声に聞き従い、わたしが今日あなたに命じる主の戒めと定めを守らなければならない。

11 モーセはその日に民に命じて言われた。

12 これらの者たちは、あなたがたがヨルダン川を渡るとき、民を祝福するためにゲリジム山に立つであろう。シメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ヨセフ、ベニヤミン。

13 これらの者たちはのろいのためにエバルの山に立つであろう。ルベン、ガド、アシェル、ゼブルン、ダン、ナフタリ。

14 レビ人は応えて、すべてのイスラエルの人々に大声で言われた。

15 呪われよ、その人は。彫像や鋳像、主の忌み嫌うべきもの、職人の手のわざを造り、それを隠れ場に置く者は。そしてすべての民は答えて言う、「アーメン」。

16 父を軽んじる者、また母を軽んじる者は呪われる。そしてすべての民は言う、「アーメン」。

17 呪われよ、友の境界を移す者は。そしてすべての民は言った、「アーメン」。

18 呪われよ、道で盲人を迷わせる者は。そして民はすべて、「アーメン」と言った。

19 寄留者、みなしご、未亡人のさばきを曲げる者はのろわれる。そしてすべての民は言われた、「アーメン」。

20 父の妻と寝る者は呪われる。彼は父の翼を露わにしたからだ。そして民はすべて、「アーメン」と言った。

21 呪われる、すべての獣と寝る者は。そしてすべての民は言う、「アーメン」。

22 父の娘であれ母の娘であれ、自分の姉妹と寝る者は呪われよ。そしてすべての民は言う、「アーメン」。

23 呪われよ、自分の嫁と寝る者は。そしてすべての民は言われた、「アーメン」。

24 隠れ場で友を打つ者は呪われる。そして民はすべて、「アーメン」と言った。

25 呪われよ、無実の血の命を打つために賄賂を受け取る者は。そしてすべての民は言う、「アーメン」。

26 この律法の言葉を行わない者は呪われる。そしてすべての民は言う、「アーメン」。

Deuteronomy 28

1 もしあなたが、あなたの神、主の声に聞き従い、今日わたしがあなたに命じるすべての戒めを守り行うなら、あなたの神、主はあなたを地のすべての国の上に高く上げられる。

2 これらのすべての祝福があなたに臨み、あなたに追い着くであろう。それは、あなたがあなたの神、主の声に聞き従うからである。

3 あなたは町で祝福され、野で祝福される。

4 あなたの腹の果実、あなたの地の果実、あなたの獣の果実、あなたの牛の子、あなたの羊の子は祝福される。

5 あなたの籠とこね鉢は祝福される。

6 あなたは入る時にも祝福され、あなたは出て行く時にも祝福される。

7 主はあなたに立ち向かって立ち上がるあなたの敵たちを、あなたの前で打ち負かされる。彼らは一つの道からあなたに向かって出て来るが、七つの道からあなたの前を逃げ去る。

8 主はあなたの納屋とあなたの手のすべての送りに祝福を命じられ、あなたの神、主があなたに与えられる地であなたを祝福された。

9 主はあなたを、ご自身のために聖なる民として立てられる。主があなたに誓われたとおりに。それは、あなたがあなたの神、主の戒めを守り、その道に歩むからである。

10 地のすべての民は、主の名があなたの上に呼ばれているのを見て、あなたを恐れるであろう。

11 主はあなたの腹の果実、あなたの獣の果実、あなたの地の果実を、主があなたの父たちに与えると誓われた地の上で、あなたのために豊かにされるであろう。

12 主はあなたのために、その良い宝物庫である天を開き、あなたの地に雨をその時に与え、あなたの手のすべてのわざを祝福される。あなたは多くの国に貸すであろうが、あなた自身は借りることはない。

13 主はあなたを頭とされ、尾とはされない。あなたはただ上にのみあり、下になることはない。それは、あなたが今日、あなたの神、主の戒めを守り行うために、私があなたに命じるその戒めに聞き従うからである。

14 あなたがたは、わたしが今日あなたがたに命じるすべての事から、右にも左にもそれてはならない。他の神々に従って、それらに仕えるために行ってはならない。

15 もしあなたがあなたの神、主の声に聞き従わず、今日私があなたに命じるすべての戒めと定めを守り行わないなら、これらのすべてののろいがあなたに臨み、あなたに追い迫るであろう。

16 あなたは町で呪われ、あなたは野で呪われる。

17 あなたの籠とこね鉢は呪われる。

18 あなたの腹の果実とあなたの地の果実、あなたの牛の子とあなたの羊の子は呪われる。

19 あなたは入る時にものろわれ、あなたは出る時にものろわれる。

20 主はあなたに呪いと騒乱と叱責を、あなたの手のすべての送りにおいて、あなたが行うすべてのことに送られる。あなたは速やかに滅ぼされ、失われる。それは、あなたが私を捨てたあなたの悪い行いの前のゆえである。

21 主は、あなたがそれを得ようとしてそこへ入って行く地から、あなたを滅ぼし尽くすまで、疫病をあなたに付かせられる。

22 主はあなたを消耗と熱病と炎症と灼熱と剣と焦げと青白いもので打たれ、それらはあなたが滅びるまであなたを追いかける。

23 あなたの頭の上の天は青銅となり、あなたの下の地は鉄となる。

24 主はあなたの地の雨を、ちりとほこりに変えられる。天からあなたの上に降り、あなたが滅ぼし尽くされるまで。

25 主はあなたを敵の前で打ち負かされる。あなたは一つの道から彼に向かって出て行き、七つの道から彼の前を逃げるであろう。あなたは地のすべての王国にとっておののきとなるであろう。

26 あなたの死体は、天のすべての鳥と地の獣の食物となる。そして、それを追い払う者はいない。

27 主はあなたをエジプトの腫物と、丘と、かさぶたと、日焼けで打たれる。それはあなたが癒やされることができないものである。

28 主はあなたを狂気と失明と心の驚きで打たれる。

29 あなたは真昼に、盲人が暗黒の中で手探りするように手探りすることになる。あなたは自分の道を成功させることができない。あなたはただ、すべての日、虐げられ、奪われるばかりで、救う者はいない。

30 妻をめあわせても、他の人がその妻を汚すであろう。家を建てても、そこに住むことはできない。ぶどう園を植えても、その実を食べることはできない。

31 あなたの雄牛はあなたの目の前で屠られ、あなたはそれを食べることができない。あなたのろばはあなたの前から奪い取られ、あなたのところに戻ってこない。あなたの羊の群れはあなたの敵に与えられ、あなたを救う者はない。

32 あなたの子と娘は他の民に与えられ、あなたの目は見ていて、そのために一日中絶えず衰え、あなたの手には神に及ぶ力がない。

33 あなたの地の果実とあなたのすべての労苦を、あなたが知らない民が食べる。あなたはただ、すべての日、虐げられ、打ち砕かれる。

34 あなたは自分の目で見る外観のために、気が狂ったようになる。

35 主はあなたを、癒やし得ない悪性の腫物で、膝と腿に打たれる。あなたの足の手のひらから頭頂に至るまで。

36 主はあなたと、あなたが自分の上に立てる王とを、あなたもあなたの父も知らなかった国へ連れて行かれる。そこであなたは、木と石の他の神々に仕えることになる。

37 あなたは驚きとなり、ことわざとなり、嘲りの言葉となるであろう。主があなたを導かれるすべての民の間で。

38 多くの種を野に蒔いても、収穫は少ししかない。いなごがそれを食い尽くすからだ。

39 ぶどう園を植えて耕しても、ぶどう酒を飲むことも、蓄えることもできない。それは緋色がそれを食べ尽くすからだ。

40 あなたのすべての境界にオリーブはあるであろうが、油を塗ることはできない。あなたのオリーブが落ちてしまうからである。

41 子と娘を生むであろうが、それらはあなたのものとはならない。彼らは捕虜として行くからである。

42 あなたのすべての木と、あなたの地の果実は、シンバルが所有するであろう。

43 あなたの内側にいる寄留者はあなたの上にますます高く上がり、あなたはますます低く下がる。

44 彼があなたに貸すが、あなたは彼に貸さない。彼が頭となり、あなたは尾となる。

45 これらのすべてののろいはあなたに臨み、あなたを追いかけ、あなたに追い着いて、あなたが滅ぼし尽くされるまで及ぶ。それは、あなたがあなたの神、主の声に聞き従わず、主があなたに命じられたその戒めと定めを守らなかったからである。

46 それらはあなたのうちにあって、しるしとなり、しるしとなり、あなたの子孫のうちに永遠に及ぶであろう。

47 あなたがあなたの神、主に、喜びと心の良いものをもって仕えなかったことのゆえに、すべてのものが多数であることから。

48 あなたはあなたの敵に仕えることになる。主があなたに送られる敵に、飢饉と渇きと裸とすべての欠乏の中で仕えることになる。主は鉄のくびきをあなたの首に置かれ、あなたを滅ぼし尽くされるまで。

49 主は遠くから、地の果てから一つの国をあなたの上に臨ませられる。鷲が舞い降りるように、その国は、あなたがその舌を聞くことのない国である。

50 顔の厚い国、それは老いた者に顔を上げず、少年を憐れまない。

51 あなたの獣の果実とあなたの地の果実を、あなたが滅ぼされるまで食べる。それは、あなたのために穀物、新しいぶどう酒、注ぎ油、あなたの牛の子、あなたの羊の子を残さない。彼があなたを滅ぼし尽くすまで。

52 彼はあなたのすべての門を包囲し、あなたが頼っている高い堅固な城壁が、あなたのすべての地において落ちるまでに至らせる。彼はあなたのすべての門を、あなたの神、主があなたに与えられたあなたのすべての地において包囲する。

53 あなたは、あなたの神、主があなたに与えられた、あなたの腹の果実、あなたの子たちと娘たちの肉を、あなたの敵があなたに課す攻城と苦悩の中で食べるであろう。

54 あなたの中の柔らかく、非常に優しい人は、その兄弟と、その懐の妻と、その残りの子らに対して、その目が悪くなるであろう。

55 自分の子の肉を、その子の一人に与えることなく、彼が食べる肉を、すべてを残すこと無しに、あなたの敵があなたのすべての門で攻城と苦悩をもってあなたを苦しめるときに。

56 あなたの中の柔らかくて繊細な女、その足の手のひらを地の上に置くことさえも、柔らかさと繊細さゆえに試みたことのない女は、その目が、自分の懐の夫と、自分の子と、自分の娘に対して悪意を抱くであろう。

57 彼女の足の間から出る胎児と、彼女が産む子らを、すべての欠乏のゆえに隠れ場で食べるであろう。それは、あなたの敵があなたの門の中であなたに課す攻城と苦悩のゆえである。

58 もしあなたが、この書物に記されているこの律法のすべての言葉を守り行わず、あなたの神、主という、この栄光ある恐るべき名を畏れないならば、

59 主はあなたの傷と、あなたの子孫の傷とを驚くべきものとされる。それは大きな、そして確かな傷、また悪くて確かな病気である。

60 主はあなたの前にあなたが恐れていたエジプトのすべての病気をあなたに返され、それらはあなたに付きまとうであろう。

61 また、この律法の書物に書かれていないすべての病気とすべての傷をも、主はあなたの上に臨ませ、あなたが滅ぼし尽くされるまで臨ませられる。

62 あなたがたは、わずかな人々のうちに残され、少しの者となる。それは、あなたがたが天の星のように多数であったにもかかわらず、あなたの神、主の声に聞き従わなかったからである。

63 そして、かつて主があなたがたを良くし、増やそうとして喜ばれたように、主はあなたがたを滅ぼし、絶やそうとして喜ばれるであろう。あなたがたは、それを所有するためにそこへ入って行く地から引き抜かれるであろう。

64 主はあなたを、地の果てから地の果てまで、すべての民の間に散らされる。そこで、あなたもあなたの父祖たちも知らなかった木や石の、ほかの神々に仕えることになる。

65 その国々の中であなたは休むことができず、あなたの足の手のひらにも休息所はない。主はそこであなたに、震える心と、目の衰亡と、命の悲しみを与えられる。

66 あなたの命はあなたの目の前に揺れ動き、あなたは夜も昼も恐れ、自分の命を信じることができない。

67 朝には「誰か夕方を与えてくれないか」と言い、夕方には「誰か朝を与えてくれないか」と言う。それは、あなたの心が恐れるその恐れのゆえに、また、あなたの目が見るその外観のゆえに。

68 主はあなたを船でエジプトへ戻らせられる。その道について、わたしはあなたに「あなたは再びそれを見ることはない」と言ったが、あなたがたはそこで敵にしもべとして、また女奴隷として売られよう。しかし、買う者はいない。

Deuteronomy 29

1 これは、主がモーセに、モアブの地でイスラエルの子らと結ぶように命じられた契約の言葉である。これは、主がホレブで彼らと結ばれた契約のほかのものである。

2 モーセはすべてのイスラエルを呼び寄せて、彼らに言われた。「あなたがたは、主がエジプトの地で、ファラオとそのすべてのしもべとそのすべての地に対して、あなたがたの目の前で行われたすべてのことを見た。

3 あなたの目が見たあの大きな試練、あの大きなしるしと不思議なわざ。

4 主はあなたがたに、知るための心、見るための目、聞くための耳を、今日まで与えられなかった。

5 私はあなたがたを四十年の間、荒野で導かれた。あなたがたの衣服はあなたがたの上で擦り切れず、あなたの靴はあなたの足から擦り切れなかった。

6 あなたがたはパンを食べず、ぶどう酒も強い酒も飲まなかった。それは、わたしがあなたがたの神、主であることを知るためであった。

7 あなたがたはこの場所に来た。ヘシュボンの王シホンとバシャンの王オグが、われわれに会うために戦いに出て来たので、われわれは彼らを打ち破った。

8 我々は彼らの地を取り、それをルベン人とガド人とマナセ族の半分の部族に相続地として与えた。

9 この契約の言葉を守り、それらを行うなら、あなたがたが行うすべてのことに成功するであろう。

10 あなたがたは皆、今日、あなたがたの神、主の前に立っている。あなたがたの頭、あなたがたの杖、あなたがたの長老、あなたがたの役人、イスラエルのすべての人は。

11 あなたがたの幼子たち、あなたがたの妻、あなたの陣営の内側にいる寄留者、あなたの木を切る者からあなたの水を汲む者に至るまで。

12 あなたの神、主が今日あなたと結ばれる契約とその呪いの中に入るために。

13 あなたを今日、主の民として立てるためであり、主があなたの神となられるためである。これは主があなたに告げられたとおり、またあなたの父祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓われたとおりである。

14 わたしは、あなたがただけとではなく、あなたがたと単独でこの契約とこの呪いを結んでいるのではない。

15 今日、われわれと共にここに立って、われわれの神、主の前にいる者たちだけでなく、今日、われわれと共にここにいない者たちにも及ぶ。

16 あなたがたは、私たちがエジプトの地に住んでいたこと、また、あなたがたが通過した国々の内側を私たちが通過したことを知っている。

17 あなたがたは彼らの忌み嫌うべきものと、彼らの偶像を見た。それは木と石、銀と金であって、彼らと共にあったものである。

18 あなたがたの中に、今日その心がわれわれの神、主から離れて、それらの国の神々に仕えに行こうとする人、あるいは女、あるいは家族、あるいは部族があることがないように。あなたがたの中に、毒とよもぎを生やす根があることがないように。

19 この呪いの言葉を聞いたとき、彼は心の中で自分を祝福して言う、「私には平和がある。私の心の頑固さのままに歩むからだ。それは、渇いた者に潤った者を加えるためだ」と。

20 主は彼を赦すことを望まれない。その時、主の怒りとねたみがその人に向かって燃え上がり、この書物に記されているすべての呪いが彼の上に降りかかり、主は彼の名を天の下から消し去られる。

21 主は彼をイスラエルのすべての部族の中から悪のために分けられ、この律法の書物に記されている契約のすべての呪いに従っておられる。

22 後の世代、すなわちあなたがたの後に立ち上がる子ら、また遠い地から来る異邦人は、その地の傷と、主がその地に下された病気を見るであろう。

23 硫黄と塩、その全地は焼却であり、それは蒔かれず、芽を出さず、その中にすべての草は生えない。ソドムとゴモラ、アドマとゼボイムの滅ぼしのように、主がその怒りとその激しい怒りをもって覆された地のように。

24 すべての国々は言うであろう、「なぜ主はこの地にこのようにされたのか。この大きな激しい怒りは何なのか」。

25 彼らは言うであろう、「彼らの先祖の神、主の契約を捨て、主が彼らをエジプトの地から導き出されたときに彼らと結ばれた契約を捨てたからだ」。

26 彼らは行って、他の神々に仕え、それらにひれ伏した。それは彼らが知らず、彼らに分け与えられなかった神々である。

27 主の怒りがその地に向かって燃え上がり、この書物に記されているすべてののろいをその地の上に臨ませられた。

28 主は彼らをその地の上から怒りと怒りと激しい怒りをもって抜き去り、彼らを他の地に投げ捨てられた。それは今日のとおりである。

29 隠されたことは、私たちの神、主に属する。しかし、明らかにされたことは、私たちと私たちの子らに属し、永遠に、この律法のすべてのことばを行うためである。

Deuteronomy 30

1 これらのすべての言葉、祝福とのろいが、わたしがあなたの前に置いたすべてのことがあなたに臨むとき、あなたは、あなたの神、主があなたを追いやられたすべての国々の間で、それをあなたの心に留めなければならない。

2 あなたがあなたの神、主に立ち返り、その声に聞き従うなら、私が今日あなたに命じるすべてのことを、あなたとあなたの子らが心を尽くし、魂を尽くして行うなら。

3 あなたの神、主はあなたの捕囚を元に戻され、あなたをあわれまれ、再び集めて、あなたの神、主があなたを散らされたすべての民のうちから、あなたを連れ戻される。

4 たとえあなたが追いやられているのが天の果てに及んでも、そこからあなたの神、主があなたを集められ、そこからあなたを取られる。

5 あなたの神、主は、あなたの先祖たちが所有した地にあなたを連れて行き、あなたはそれを所有するであろう。そして主はあなたを先祖たちよりも良くし、多くされるであろう。

6 あなたの神、主があなたの心とあなたの子孫の心を割礼し、あなたがすべての心とすべての命をもってあなたの神、主を愛することができるようにされる。それはあなたが生きるためである。

7 あなたの神、主は、これらのすべての呪いを、あなたを追い迫ったあなたの敵と、あなたを憎む者たちの上に下される。

8 あなたは立ち返り、主の声に聞き従い、わたしが今日あなたに命じるすべての戒めを行うであろう。

9 あなたの神、主は、あなたの手のすべてのわざ、あなたの腹の果実、あなたの獣の果実、あなたの地の果実を、良きものとして豊かにしてくださる。それは、主があなたの父たちを喜ばれたように、再びあなたを喜んで良くしてくださるからである。

10 あなたがあなたの神、主の声に聞き従い、この律法の書物に記されている主の戒めと定めを守り、あなたの神、主に立ち返るとき、あなたのすべての心とすべての命をもって主に立ち返るならば。

11 この戒めは、今日わたしがあなたに命じているものであるが、それはあなたにとって驚くべきものではなく、遠くにあるものでもない。

12 それは天にあるのではない。だれかが天に上って、それを私たちのところに持って来て、それを私たちに聞かせて、私たちがそれを行うことができるようにしよう、と言う必要はない。

13 それは海の向こう側にあるのではない。『だれが私たちのために海の向こう側へ渡って行き、それを私たちのために取って来て、私たちに聞かせ、私たちがそれを行うことができるだろうか』と言うためのものではない。

14 この言葉はあなたの口と心にあり、それを行うために、あなたのごく近くにあるからである。

15 見よ、わたしは今日、あなたの前に命と善、そして死と悪を置いた。

16 今日、私があなたに命じることは、あなたの神、主を愛し、その道を歩み、その戒めと定めとさばきを守ることである。そうすれば、あなたは生き、増え、あなたの神、主は、あなたが入って行って所有しようとしている地であなたを祝福される。

17 もしあなたの心が背を向け、聞き従わず、迷い出て、他の神々の前にひれ伏し、それらに仕えるならば。

18 今日、あなたがたに告げた。あなたがたは必ず滅びる。あなたがたがヨルダンを渡ってそこに入り、それを所有しようとしている地の上で、あなたがたの日々を長くすることはない。

19 今日、私は天と地をあなたがたへの証人として呼び出す。命と死をあなたの前に置いた。祝福とのろいを。あなたは命を選びなさい。あなたとあなたの子孫が生きるために。

20 あなたの神、主を愛し、その声に聞き従い、主にすがることである。それは、主があなたの命であり、あなたの日の長さだからである。あなたの父祖アブラハム、イサク、ヤコブに与えると主が誓われた地に住むために。

Deuteronomy 31

1 モーセは行き、これらの言葉をすべてのイスラエルに語った。

2 彼は彼らに言われた、「私は今日、百二十歳である。もはや出て行くことも入って来ることもできない。主は私に言われた、『あなたはこのヨルダンを渡ってはならない』と」。

3 あなたの神、主ご自身があなたの前に渡って行かれる。主がこれらの国々をあなたの前から滅ぼし、あなたがそれを所有されるであろう。ヨシュアがあなたの前に渡って行く。主が語られたとおりに。

4 主は、彼らに、主がアモリ人の王シホンとオグ、そして彼らの地になさったように行われた。主は彼らを滅ぼされた。

5 主は彼らをあなたがたの前に渡される。あなたがたは、わたしがあなたがたに命じたすべての戒めのとおりに、彼らに行うであろう。

6 強くあれ、勇気を持て。彼らの顔を恐れるな、おののくな。あなたの神、主ご自身があなたと共に歩まれる。主はあなたを見放さず、見捨てられない。

7 モーセはヨシュアを呼び、イスラエルのすべての目の前で彼に言われた、「強くあれ、勇め。あなたはこの民と共に、主が彼らの父に与えると誓われた地へ入るからだ。あなたはそれを彼らに継がせるであろう」。

8 主ご自身があなたの前を行かれる。主はあなたと共におられる。主はあなたを見放さず、見捨てられない。恐れてはならない。おののいてはならない。

9 モーセはこの律法を書き記し、それを主の契約の箱を担うレビの子らの祭司たちと、イスラエルのすべての長老たちに渡した。

10 モーセは彼らに命じて言われた、「七年の終わり、免除の年の定めの時、すなわち小屋の祭りにおいて、

11 すべてのイスラエルがあなたの神、主の前に出るために、主が選ばれる場所に来るとき、あなたはこの律法をすべてのイスラエルの耳に聞かせて、彼らの前で読まなければならない。

12 民を集めよ、その人々と女たちと幼子たち、そしてあなたの門の中にいる寄留者を。彼らが聞くため、また学ぶため、あなたがたの神、主を恐れ、この律法のすべての言葉を守って行うために。

13 彼らの子らで、これを知らない者たちが聞いて、あなたがたの神、主を恐れることを学ぶためである。あなたがたがヨルダンを渡ってそこを所有する地で生きている限り、すべての日の間、そうするのである。

14 主はモーセに言われた、「見よ、あなたの死ぬ日が近づいた。ヨシュアを呼び、あなたがたは定めの時の天幕に立ちなさい。わたしは彼に命じるであろう」。モーセとヨシュアは行って、定めの時の天幕に立った。

15 主は天幕の中、雲の柱のうちに現れ、雲の柱は天幕の入口の上に立った。

16 主はモーセに言われた、「見よ、あなたはあなたの父たちと共に眠るであろう。この民は立ち上がり、彼がその内側に入って行く地の異邦の神々を追って淫行を行い、わたしを捨て、わたしが彼と結んだわたしの契約を破るであろう」。

17 その日、わたしの顔は彼らに対して燃え上がり、わたしは彼らを捨て、わたしの顔を彼らから隠す。すると彼らは食い尽くされるものとなり、多くの悪と苦難が彼らに臨む。そしてその日、彼らは言うであろう、「これらの悪がわたしに臨んだのは、わたしの神がわたしの内側におられないからではないか」と。

18 その日、わたしは必ずわたしの顔を隠す。彼が行ったすべての悪のゆえに。彼が他の神々に向かったからである。

19 今、あなたがたはこの歌を自分たちのために書き記し、それをイスラエルの子らに教え、それを彼らの口に置け。それは、この歌がイスラエルの子らに対して、わたしのための証人となるためである。

20 わたしが彼を、その先祖たちに誓った地、乳と蜂蜜の流れる地に連れて行き、彼が食べて満ち足り、肥え太ったとき、彼は他の神々の方を向いて、それらに仕え、わたしを侮り、わたしの契約を破るであろう。

21 多くの悪と苦難が彼に臨むとき、この歌は彼の前で証人として答えよう。それは彼の子孫の口から忘れられることがないからだ。わたしは、彼が今日、わたしが彼を導き入れると誓った地に至る前に、彼が造る形を知っているからである。

22 モーセはその日にこの歌を書き、それをイスラエルの子らに教えた。

23 主はヌンの子ヨシュアに命じて言われた、「強くあれ、勇め。あなたはイスラエルの子らを、わたしが彼らに誓った地に導き入れるからだ。わたしはあなたと共にいる」。

24 モーセがこの律法の言葉を書物に書き終えたとき、それらが完全に終わるまでに及んだ。

25 モーセは主の契約の箱を担うレビ人たちに命じて言われた。

26 この律法の書物を取り、あなたがたの神、主の契約の箱の側にそれを置きなさい。そこであなたがたへの証人となるであろう。

27 あなたの反抗と、あなたの頑ななうなじとを、わたしは知っている。見よ、わたしが今日、あなたがたと共に生きている間でさえ、あなたがたは主に対して反抗してきた。まして、わたしの死後には、なおさらである。

28 あなたがたのすべての部族の長老たちと、その役人たちをわたしのところに集めなさい。わたしは彼らの耳にこれらの言葉を語り、天と地を彼らに対して証人として立てる。

29 わたしは、わたしの死の後に、あなたがたが必ず滅びることを知っている。あなたがたは、わたしがあなたがたに命じた道からそれて、主の目に悪であることを行い、自分の手のわざで主を怒らせるので、終わりの日に、その悪があなたがたに臨むであろう。

30 モーセはイスラエルのすべての集会の耳に、この歌の言葉を、その終わりまで語った。

Deuteronomy 32

1 耳を傾けよ、天よ、私は語ろう。地よ、私の口の言葉を聞け。

2 我が教訓は雨のように滴り、我が言葉は露のようにしたたり、若草の上には小雨のように、草の上には大雨のように。

3 主の名を私は呼ぼう。私たちの神に偉大さを帰せよ。

4 岩は、そのわざが完全である。すべてのその道はさばきである。信仰の神であり、不義はない。正しく、まっすぐな方である。

5 主に対して悪を行った、その傷は主の子らではない。曲がった、ねじれた世代。

6 主にこのように報いるのか、愚かで知恵のない民よ。主はあなたの父であり、あなたを造られた方ではないか。主はあなたを造り、あなたを整えられた。

7 遠い昔の日々を思い起こせ、代々の年を悟れ。あなたの父に尋ねよ、彼はあなたに告げるだろう。あなたの長老たちに尋ねよ、彼らはあなたに言うだろう。

8 いと高き方が国々に嗣業を与えられ、人の子らを分けられたとき、民の境界をイスラエルの子らの数にしたがって定められた。

9 主の分け前はその民であり、ヤコブはその相続地の綱である。

10 荒れ地の地で彼を見いだし、虚無の荒野の吠え声の中で、彼を巡り、彼を悟らせ、彼を自分の目の瞳のように守られた。

11 鷲がその巣を揺り動かし、その雛の上を舞い、その翼を広げてそれを取り、それを自分の翼の上に担う。

12 主は孤独に彼を導かれた。彼と共に異邦の神はなかった。

13 彼を地の高台に乗せられ、野の実りを食べさせられた。岩から蜂蜜を、火打ち石の岩から油を吸わせられた。

14 牛のバターと羊の群れの乳、牧場の脂肪とバシャンの子である雄羊、雄やぎとともに、小麦の腎臓の脂肪、そしてあなたはぶどうの血を赤ぶどう酒として飲むであろう。

15 エシュルンは肥えて、蹴った。あなたは肥え太り、厚くなった。彼は自分を造った神を捨て、自分の救いの岩を侮った。

16 彼らは異なる神々で主を嫉妬させ、忌み嫌うべきもので主を怒らせた。

17 彼らは悪霊に犠牲を捧げた。それは神ではない。彼らの知らなかった神々、最近になって現れたもの、あなたがたの父たちが恐れもしなかったものに。

18 あなたを生んだ岩をあなたは顧みず、あなたを造られた神を忘れた。

19 主はそれを見られ、怒られた。その子たちと娘たちの怒りのゆえに。

20 主は言われた、「わたしは彼らからわたしの顔を隠そう。彼らの終わりがどうなるかを見よう。彼らは曲がったことの世代であり、その中に真実のない子らであるからだ。

21 彼らは神でないもので私を妬ませ、その虚しさで私を怒らせた。それで私は、民でないもので彼らを妬ませ、愚かな国で彼らを怒らせる。

22 わたしの怒りに火が燃え上がり、よみの底まで燃え盛る。それは地とその収穫を焼き尽くし、山々の土台をも焼き焦がす。

23 わたしは彼らに悪を積み重ね、わたしの矢を彼らに使い尽くす。

24 飢饉による消耗と、燃える矢による焼き尽くし、そして苦い滅び。わたしは彼らに獣の歯を送り、ちりを這うものの怒りをもって臨む。

25 外では剣が子を奪い、奥の部屋では恐れが襲う。若者も処女も、乳飲み子も白髪の人も。

26 私は言った、「彼らを吹き飛ばそう。人から彼らの記憶を絶ち滅ぼそう」。

27 もし敵の怒りを私は恐れていたなら、彼らの苦しみが誤解されることを、彼らが「私たちの手は高く上げられた、主がこのすべてをなされたのではない」と言うことを、私は恐れていたであろう。

28 彼らは助言を失った国であり、彼らの中に悟りはない。

29 彼らが賢く、これを悟り、自分の終わりをわきまえていたならば。

30 どうして一人が千人を追い、二人が万人を逃がすのか。それは彼らの岩が彼らを売り渡し、主が彼らを引き渡されたからではないか。

31 彼らの岩はわれわれの岩のようではない、われわれの敵は自らの裁判者である。

32 彼らのぶどうの木はソドムのぶどうの木から出て、ゴモラの荒地から出たものであり、彼らのぶどうは毒のぶどう、彼らにとって苦味のぶどうの房である。

33 彼らのぶどう酒は蛇の怒りであり、まむしの残酷な毒である。

34 それは私のもとに蓄えられ、私の宝物庫に封じられているではないか。

35 復讐と報いは私のものである。彼らの足がよろめく時、彼らの災いの日は近く、彼らに備えられたものは速やかに来る。

36 主がその民を裁かれ、そのしもべたちについて悔やまれる。主は、手が尽き、閉じ込められた者も見捨てられた者も絶えずのを見られるからである。

37 彼は言われた、「彼らの神はどこにいるのか。彼らが避け所とした岩はどこにあるのか。

38 彼らのいけにえの脂肪を食べ、彼らの酒注ぎの捧げ物のぶどう酒を飲む者たちよ。彼らが立ち上がって、あなたがたを助けるように。彼らがあなたがたの隠れ場となるように。

39 見よ、今や、わたしこそがその方である。わたしのほかに神はない。わたしは殺し、また生かす。わたしは傷つけ、また癒やす。わたしの手から救い出す者はない。

40 まことに、わたしは天に向かって手を上げ、言う。「わたしは永遠に生きている」と。

41 わたしが剣の稲妻を研ぎ、わたしの手がさばきを握るなら、わたしは苦しみに復讐を返し、わたしを憎む者に報いる。

42 わたしの矢を血に酔わせ、わたしの剣は肉を食らう。殺された者と捕虜の血によって、敵の復讐のかしらによって。

43 国々よ、その民とともに喜べ。主はそのしもべたちの血に復讐され、その苦しみに復讐を返され、その地とその民のために贖いをなされる。

44 モーセは来て、この歌のすべての言葉を民の耳に語った。彼とヌンの子ホセアも。

45 モーセはこれらのすべての言葉をすべてのイスラエルに語り終えられた。

46 彼は彼らに言われた、「あなたがたの心を、今日私があなたがたに証しするすべての言葉に置きなさい。それは、あなたがたがこの律法のすべての言葉を守り行うように、あなたがたの子たちに命じるためである。

47 それはあなたがたにとって空しい言葉ではなく、あなたがたの命である。この言葉によって、あなたがたはヨルダンを渡って行って所有しようとしている地の上で、日々を長くすることができる。

48 主はまさにこの日に、モーセに言われた。

49 このアバリムの山、すなわちネボの山に登れ。それはモアブの地にあり、エリコの顔に向かって立っている。そして、わたしがイスラエルの子らに所有として与えるカナンの地を見よ。

50 あなたは上って行くその山で死に、あなたの民に加えられよ。あなたの兄弟アロンがホルの山で死んで、その民に加えられたように。

51 あなたがたがツィンの荒野のカデシュの争いの水において、イスラエルの子らの真ん中でわたしに対して不誠実に行動し、イスラエルの子らの真ん中でわたしを聖別しなかったからである。

52 あなたは向かい側からその地を見るが、そこには入らない。それは、わたしがイスラエルの子らに与えている地である。

Deuteronomy 33

1 これは、神の人モーセが、その死の前にイスラエルの子らを祝福した祝福である。

2 主はシナイから来られ、セイルから彼らに輝き出で、パランの山から現れ、聖なる万の者たちと共に来られた。その右には火の律法、火の命令が彼らのためにあった。

3 主は民を愛される。すべての聖なる者は御手の中にあり、彼らは御足の下に座し、御言葉を受け取る。

4 モーセは私たちに律法を命じられた。それはヤコブの集会の相続地である。

5 エシュルンに王があった。民の頭たちが集まり、イスラエルの部族が共に集まったとき。

6 ルベンは生き、死ぬことがありませんように。彼のわずかな人々が数となりますように。

7 これはユダについてのものである。彼は言われた。「主よ、ユダの声を聞いてください。彼をその民のもとへ連れ戻してください。彼の手は彼のために戦い、あなたは彼の苦しみからの助けとなってください。

8 レビについては言われた、「あなたのトンミムとウリムは、あなたの敬虔な人に属する。あなたはマッサで彼を試み、メリバの水のことで彼と争われた。

9 父に対しても母に対しても「私は彼を見なかった」と言い、兄弟たちを認めず、自分の子たちも知らなかった。彼らがあなたの言葉を守り、あなたの契約を保ったからである。

10 彼らはヤコブにあなたのさばきを教え、イスラエルにあなたの律法を教える。彼らはあなたの怒りの中に香料を置き、あなたの祭壇の上に全焼のいけにえを置く。

11 主よ、彼の力を祝福し、彼の手のわざを受け入れてください。彼に立ち向かう者たちの腰を打ち、彼を憎む者たちが再び立ち上がることのないようにしてください。

12 ベニヤミンについて言われた、「主に愛される者は、その上に安全に住まう。主はその上をすべての日にわたって覆い、その肩の間に住まわれる」。

13 ヨセフについては言われた、「彼の地は主に祝福されている。天の露による美味しいもの、下に横たわる深淵による美味しいものによって。

14 また、太陽の収穫の美味しいものから、また、月の駆り出すことの美味しいものから。

15 また東の山々の頭から、永遠の丘の美味しいものによって。

16 地の美味しいものと、その満ち満ちているもの、藪に住まわれる方の喜びが、ヨセフの頭の上に、その兄弟たちのナジル人の頭頂に臨むように。

17 彼の雄牛の長子は彼にとって威厳であり、彼の角は一角獣の角である。それらをもって彼は民を突き、地の絶えず果てまでも共に突く。そして彼らはエフライムの万であり、彼らはマナセの千である。

18 ゼブルンについて彼は言われた、「ゼブルンよ、あなたの出て行くときに喜べ。イッサカルよ、あなたの天幕の中で喜べ」。

19 民は山に呼び寄せられ、そこで義のいけにえをささげる。彼らは海の豊かさを吸い取り、砂に隠された宝をも得るからだ。

20 ガドについては彼は言われた、「ガドを広くされた方は祝福されている。彼は獅子のように伏し、腕と頭頂を引き裂く。

21 彼は自分のために初めを見た。そこに立法者の土地が隠されていたからだ。彼は民の頭たちと共に来た。彼は主の義を行い、そのさばきをイスラエルと共に行った。

22 ダンについて彼は言われた、「ダンは獅子の子であり、バシャンから跳びかける」。

23 ナフタリについて彼は言われた、「ナフタリよ、喜びに満ち、主の祝福に満ちている。海と南を継ぎなさい」。

24 アシェルについては言われた、「アシェルは子らに祝福されている。彼がその兄弟たちに受け入れられますように。彼の足を油に浸すように。

25 あなたの靴は鉄と青銅であり、あなたの力はあなたの日のようである。

26 神のような方はない。エシュルンよ、あなたの助けのために天に乗り、その誇りによって雲の上を進まれる方。

27 永遠の神の巣穴は東にあり、その下には永遠の腕がある。彼はあなたの前から敵を追い払い、「滅ぼせ」と言われた。

28 イスラエルは安全に、孤独に住み、ヤコブの目は穀物と新しいぶどう酒の地に向かい、その天も露を滴らせる。

29 あなたは幸いだ、イスラエルよ。だれがあなたのような者であろうか。主によって救われる民、あなたの助けの盾、あなたの誇りの剣。あなたの敵はあなたにへつらい、あなたは彼らの高台を踏む。

Deuteronomy 34

1 モーセはモアブの荒野からネボ山、すなわちエリコの顔に向かうピスガの頭に上った。主は彼に、ギレアデからダンまでのすべての地を見せられた。

2 そしてナフタリのすべて、エフライムとマナセの地、そしてユダのすべての地を、後の海に至るまで。

3 ネゲブと、なつめやしの町エリコの平地である低地を、ゾアルまで。

4 主は彼に言われた、「これは、わたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓って、『あなたの子孫にこれを与える』と言った地である。わたしはあなたの目にこれを見せたが、あなたはそこを渡って行くことはできない」。

5 主のしもべモーセは、主の口により、モアブの地でそこで死んだ。

6 主は彼をモアブの地の谷に、ベテ・ペオルの向かいに葬られた。そして、その埋葬を今日の日まで、だれも知らなかった。

7 モーセは死んだ時、百二十歳であった。彼の目はかすまず、自然の力も衰えなかった。

8 イスラエルの子らはモアブの荒野でモーセのために三十日間泣いた。そして、モーセのための泣きと悲しみの日々は終わった。

9 ヌンの子ヨシュアは、モーセがその上に手を置いたので、知恵の霊に満ちていた。そしてイスラエルの子らは彼に聞き従い、主がモーセに命じられたとおりに行った。

10 イスラエルには、主が顔と顔とを向き合わせて知られたモーセのような預言者は、再び現れなかった。

11 主が彼をエジプトの地において、ファラオとそのすべてのしもべたちとそのすべての地に対して行うために遣わされた、すべてのしるしと不思議なわざについて。

12 また、すべての強い手と、すべての大きな恐れをもって、モーセがすべてのイスラエルの目の前で行ったすべてのことをもって。


Joshua

Joshua 1

1 主のしもべモーセが死んだ後、主はモーセに仕えたヌンの子ヨシュアに言われた。

2 モーセ、わたしのしもべは死んだ。今、あなたは立ち上がり、このヨルダンを渡れ。あなたとこのすべての民とともに、わたしがイスラエルの子らに与えようとしている地へ。

3 あなたがたの足の裏が踏むすべての場所は、わたしがあなたがたに与えたものである。わたしがモーセに告げたとおりに。

4 荒野からこのレバノン、そして大きな川、ユーフラテス川まで、ヒッタイト人のすべての地、そして大きな海、太陽の入口までが、あなたがたの境界となるであろう。

5 あなたの前に立ちはだかる者はだれもいない。あなたの命の日のすべての間、わたしがモーセとともにいたように、わたしはあなたとともにいる。わたしはあなたを見放さず、あなたを見捨てない。

6 強くあれ、雄々しくあれ。あなたがこの民に、彼らの父に与えるとわたしが誓った地を継がせるからである。

7 ただ強くあって、大いに勇め。わたしのしもべモーセがあなたに命じたすべての律法を守り行うために。それから右にも左にもそれてはならない。あなたが行くすべての道で栄えるためである。

8 この律法の書物はあなたの口から離れることなく、昼も夜もそれを思い巡らし、そこに書かれているすべてのことを守り行うようにしなさい。そうすれば、あなたは自分の道を栄えさせ、賢く行動することができるであろう。

9 わたしはあなたに命じたではないか。強くあれ、雄々しくあれ。恐れてはならない、おののいてはならない。あなたの神、主が、あなたが行くすべての道であなたと共におられるからだ。

10 ヨシュアは民の係官たちに命じて言われた。

11 陣営の内側を通り、民に命じて言え、「あなたがたのために食料を用意せよ。なぜなら、あと三日のうちに、あなたがたはこのヨルダンを渡り、あなたがたの神、主があなたがたに与えて所有させようとしておられる地に入って、それを所有するからである。

12 ルベン人とガド人とマナセの部族の半分に、ヨシュアはこう言われた。

13 モーセが主のしもべとしてあなたがたに命じられた言葉を覚えなさい。主あなたがたの神は、あなたがたに安息を与えられ、この地をあなたがたに与えられた。

14 あなたがたの妻、幼子たち、家畜は、モーセがあなたがたに与えたヨルダンの向こう側の地にとどまりなさい。しかし、あなたがたは、すべての力ある勇士たちとともに、兄弟たちの前を武装して渡り、彼らを助けなさい。

15 主があなたがたの兄弟たちにもあなたがたと同じように休みを与え、彼らもまた、あなたがたの神、主が彼らに与えられる地を所有するまで、その後、あなたがたは自分の相続の地に帰り、主のしもべモーセがヨルダンの向こう側、日の出の東側で、あなたがたに与えたその地を所有しなさい。

16 彼らはヨシュアに答えて言った、「あなたが私たちに命じられたすべてのことを行い、あなたが私たちを遣わされるすべての場所へ行きます」。

17 私たちがすべてモーセに聞き従ったように、あなたにも聞き従います。ただ、あなたの神、主がモーセと共におられたように、あなたと共におられますように。

18 あなたの口に逆らう者はみな、あなたが命じられるすべての言葉を聞かず、必ず死ななければならない。ただ、強くあれ、勇め。

Joshua 2

1 ヌンの子ヨシュアは、シッティムから二人の斥候の者をひそかに遣わして言われた、「行って、その地とエリコを見よ」。彼らは行って、名をラハブという遊女の家に入り、そこに泊まった。

2 エリコの王にこう言われた。「見よ、人々が今夜ここに来た。イスラエルの子らの中から、この地を探るために。

3 エリコの王はラハブのもとへ人を遣わして言われた。「あなたのところに来て、あなたの家に入ったあの者たちを連れ出しなさい。彼らはこの地のすべてを探るために来たのだから。

4 女はその二人の人を連れて行き、彼らを隠した。そして言った、「確かに、その人たちは私のところに来ましたが、彼らがどこから来たのか、私は知りませんでした」。

5 門が暗闇の中で閉じようとする頃、その人たちは出て行った。私は彼らがどこへ行ったのか知らなかった。急いで彼らの後を追え、追いつくから。

6 彼女は彼らを屋根に上げ、屋根の上に並べてあった木の亜麻の中に彼らを隠した。

7 人々は彼らの後を追って、ヨルダンの道の渡し場まで追跡した。そして、追跡者たちが彼らの後を出て行った後、門は閉ざされた。

8 彼らがまだ寝ないうちに、彼女は彼らのところへ屋根に上って行った。

9 彼女はその人たちに言った、「私は知っています。主があなたがたにこの地を与えられたこと、そしてあなたがたの恐れが私たちの上に下ったこと、またこの地のすべての住民があなたがたの前で溶け去ったことを。

10 私たちは、主があなたがたの前で葦の海の水を干上がらせ、あなたがたがエジプトから出て来たときのことを聞きました。また、あなたがたがヨルダンの向こう側にいたアモリ人の二人の王、シホンとオグにしたこと、すなわち彼らを完全に滅ぼしたことも聞きました。

11 私たちはこれを聞いて、私たちの心は溶け、あなたがたの前では、もはやだれのうちにも息が残らなかった。あなたがたの神、主は、上の天にも、下の地にも、神であられるからだ。

12 今、どうか主によって私に誓ってください。私があなたがたに慈愛を行ったので、あなたがたもまた、私の父の家に慈愛を行い、私に真実のしるしを与えてください。

13 あなたがたは、私の父と私の母と私の兄弟と私の姉妹と、彼らのすべてのものを生かし、私たちの命を死から救い出してください。

14 人々は彼女に言った、「私たちの命はあなたがたの代わりに死にます。もしあなたがたがこの私たちの言葉を告げなければ。主が私たちにこの地を与えられる時、私たちはあなたに慈愛と真実をもって行います。

15 彼女は彼らを綱で窓から降ろした。彼女の家は城壁の壁にあり、彼女は城壁の中に住んでいたからである。

16 彼女は彼らに言った、「山へ行きなさい。追手があなたがたに追いつかないように。追手が戻るまで、そこに三日間隠れていなさい。その後、あなたがたの道を行きなさい」。

17 人々は彼女に言った、「私たちはあなたが私たちに誓わせたこの誓いについては、罪がない。

18 見よ、私たちはこの地に入っている。あなたはこの緋色の糸の希望を、私たちを降ろした窓に結び付けなさい。そして、あなたの父とあなたの母とあなたの兄弟と、あなたの父のすべての家を、あなたの家に集めなさい。

19 すべて、あなたの家の戸から外へ出る者は、その血が自分の頭にあり、私たちは潔い。そして、すべて、あなたと共に家にいる者は、その血が私たちの頭にある。もし手が彼に加えられるなら。

20 もしあなたがこの私たちの言葉を漏らすなら、私たちはあなたが私たちに誓わせた誓いから免れることになる。

21 彼女は「あなたがたの言われたことのとおりです」と言い、彼らを送り出したので、彼らは去って行った。そして彼女は緋色の希望の綱を窓に結び付けた。

22 彼らは行って山へ入り、追手たちが帰るまで三日の間そこに留まった。追手たちはすべての道を捜し求めたが、見つけられなかった。

23 二人の人は山から下りて渡り、ヌンの子ヨシュアのところに来て、彼らに起こったすべてのことを彼に告げた。

24 彼らはヨシュアに言われた、「主はこの地のすべてを私たちの手に渡された。また、この地のすべての住民は私たちの前で溶け去った」。

Joshua 3

1 ヨシュアは朝早く起き、彼らはシッティムから出発し、ヨルダンまで来た。彼とイスラエルのすべての子らは、渡る前にそこに宿った。

2 三日の果てに、係官たちが陣営の内側を通った。

3 彼らは民に命じて言った、「あなたがたの神、主の契約の箱と、それを担うレビ人の祭司たちとを見るならば、あなたがたは自分の場所から出発し、その後ろに従って行け」。

4 ただ、あなたがたとその間には、寸法で約二千キュビトの距離があるようにしなさい。それに近づいてはならない。あなたがたが進むべき道を知るためである。あなたがたは、一昨日までこの道を通ったことがないからである。

5 ヨシュアは民に言われた、「あなたがたは身を聖別せよ。なぜなら、明日、主があなたがたの内側で驚くべきことを行われるからである」。

6 ヨシュアは祭司たちに言われた、「契約の箱を担ぎ、民の前を渡れ」。彼らは契約の箱を担ぎ、民の前を進んだ。

7 主はヨシュアに言われた、「この日に、わたしはあなたをすべてのイスラエルの目の前で大いなる者とし始める。彼らが、わたしがモーセと共にあったように、あなたと共にあることを知るためである。

8 あなたは、契約の箱を担ぐ祭司たちに命じて言え、「あなたがたがヨルダンの水の果てにまで進み着いたなら、ヨルダンの中に立ち止まれ」と。

9 ヨシュアはイスラエルの子らに言われた、「ここに近づいて、あなたがたの神、主の言葉を聞きなさい」。

10 ヨシュアは言われた、「このことによって、あなたがたは、生ける神があなたがたの内側におられることを知るであろう。そして、その神があなたがたの前からカナン人、ヒッタイト人、ヒビ人、ペリジ人、ギルガシ人、アモリ人、エブス人を追い出されるであろう」。

11 見よ、全地の主である契約の箱が、あなたがたの前をヨルダン川で渡って行かれる。

12 今、あなたがたのためにイスラエルの部族から十二人の者を取れ。各々の部族から一人ずつ。

13 主なる全地の主の箱を担ぐ祭司たちの足の手のひらがヨルダンの水の中に置かれるとき、ヨルダンの水は、上から流れ下る水は断ち切られ、一つの塚として立つであろう。

14 民がその天幕からヨルダンを渡るために出発したとき、祭司たちは契約の箱を民の前に担いでいた。

15 箱を担ぐ者たちがヨルダンに着いたとき、箱を担ぐ祭司たちの足が水の果てに浸かった。ヨルダンは収穫のすべての日の間、そのすべての岸に満ちあふれていた。

16 上から流れ下る水は立ち止まり、非常に遠く離れた、ツァルタンの側にあるアダムの町のところで一つの塚となって立った。そして、荒野の海、すなわち塩の海に向かって流れ下る水は、完全に断ち切られた。民はエリコの前を渡った。

17 主の契約の箱を担ぐ祭司たちは、ヨルダンの真ん中の乾いた地にしっかりと立ち、イスラエルのすべては、その国がすべてヨルダンを渡り終えるまで、乾いた地を渡った。

Joshua 4

1 すべての国がヨルダンを渡り終えたとき、主はヨシュアに言われた。

2 民の中から、あなたがたのために十二人の者を取れ。各部族から一人ずつ、人を。

3 彼らに命じて言われた、「ヨルダンの真ん中、祭司たちの足の駐屯所から、あなたがたのために十二の石を取り上げ、それをあなたがたと一緒に運び、あなたがたが今夜宿る宿にそれを置きなさい」。

4 ヨシュアは、イスラエルの子らの中から備えられた十二人の人を呼び、各々の杖から一人ずつの人を呼んだ。

5 ヨシュアは彼らに言われた、「あなたがたの神、主の箱の前を渡って、ヨルダンの真ん中に入り、それぞれが自分の肩に石を一つずつ上げなさい。イスラエルの子らの部族の数に応じて。

6 これはあなたがたの内側でしるしとなるためである。それは、あなたがたの子が明日、「これらの石はあなたがたにとって何か」と尋ねるからである。

7 あなたがたは彼らに言いなさい。主の契約の箱がヨルダンを渡る前に、ヨルダンの水はその前で断ち切られた。ヨルダンの水は断ち切られた。そして、これらの石はイスラエルの子らにとって永遠の記念となるであろう。

8 イスラエルの子らは、主がヨシュアに言われたとおりに、ヨルダンの真ん中から十二の石を、イスラエルの子らの部族の数に応じて運び出し、彼らと共に宿に渡して、そこに置いた。

9 ヨシュアはヨルダンの真ん中に、契約の箱を担ぐ祭司たちの足の駐屯所の下に、十二の石を立てられた。それらは今日までそこにある。

10 箱を担ぐ祭司たちは、主がヨシュアに民に語るように命じられたすべての言葉が終わるまで、ヨルダンの真ん中に立っていた。それはすべて、モーセがヨシュアに命じたとおりであった。そして民は急いで渡った。

11 民がすべて渡り終えたとき、主の箱と祭司たちは民の前を渡られた。

12 ルベンの子らとガドの子ら、およびマナセの部族の半分は、イスラエルの子らの前に武装して渡った。モーセが彼らに言ったとおりに。

13 約四万の軍勢の精鋭たちが、主の前に戦いのために渡り、エリコの荒野へ向かった。

14 その日、主はすべてのイスラエルの目の前でヨシュアを大いなる者とされた。彼らは、モーセを恐れたのと同じように、彼の命のすべての日々、彼を恐れた。

15 主はヨシュアに言われた。

16 祭司たちに命じなさい。証言の箱を担ぐ者たちに、ヨルダンから上がって来なさい、と。

17 ヨシュアは祭司たちに命じて言われた、「ヨルダンから上がれ」。

18 主の契約の箱を担ぐ祭司たちがヨルダンの真ん中から上がって来たとき、祭司たちの足の手のひらが乾いた地に着くと、ヨルダンの水はその場所に戻り、以前のようにすべての岸に溢れた。

19 民はヨルダンから上がり、第一の月の十日にギルガルに宿営した。それはエリコの東の果てにあった。

20 ヨシュアは、これらの十二の石を、ヨルダンから取って来たものを、ギルガルに立てた。

21 イスラエルの子らに言われた、「明日、あなたがたの子らがその父たちに、『これらの石は何ですか』と尋ねるならば、

22 あなたがたは子らに告げて言わなければならない。『イスラエルはこのヨルダンをかわいた地を通って渡った』と。

23 あなたがたの神、主が、あなたがたが渡るまでヨルダンの水をあなたがたの前で干上がらせられた。それは、あなたがたの神、主が、私たちが渡るまで葦の海に対してされたのと同じである。

24 地のすべての民が主の手が強いことを知るために、また、あなたがたがすべての日にあなたがたの神、主を恐れるために。

Joshua 5

1 ヨルダンの向こう側、西にいたすべてのアモリ人の王たちと、海のほとりにいたすべてのカナン人の王たちは、主がイスラエルの子らの前でヨルダンの水を干上がらせられたことを聞いたとき、彼らの心は溶け、イスラエルの子らの前で、もはや彼らの中に霊はなかった。

2 その時、主はヨシュアに言われた、「あなたのために岩の剣を造り、イスラエルの子らを再び割礼しなさい」。

3 ヨシュアは自分のために岩の剣を作り、イスラエルの子らを包皮の丘で割礼した。

4 これは、ヨシュアが割礼を施した時のことである。エジプトから出て来たすべての民、すべての戦いの人は、エジプトを出た道で荒野において死んだ。

5 出て来たすべての民は割礼を受けていたが、荒野の道で、エジプトを出た後に生まれたすべての民は割礼を受けていなかった。

6 イスラエルの子らは四十年の間、荒野を歩いた。それは、エジプトから出て来た戦いの人々、すなわち主の声に聞き従わなかったすべての国が尽きるまでであった。主は彼らに、主が彼らの父祖に与えると誓われた地、乳と蜂蜜の流れる地を彼らに見せないと誓われたのである。

7 そして彼らの子らを、その代わりにヨシュアは立てられた。彼らは割礼を受けていなかったからである。道中で彼らに割礼を施さなかったからである。

8 すべての国が割礼を受けることを終えたとき、彼らはその治るまで陣営にとどまった。

9 主はヨシュアに言われた、「今日、わたしはエジプトの恥辱をあなたがたの上から取り除いた」。それでその場所の名は、今日までギルガルと呼ばれた。

10 イスラエルの子らはギルガルに宿営し、その月の十四日の夕方に、エリコの荒野で過越の祭りを行った。

11 彼らはその地の古い穀物を、過越の祭りの翌日、種なしパンと炒り麦を、まさにその日に食べた。

12 マナは、彼らがその地の古い穀物を食べた翌日に止んだ。そして、イスラエルの子らにはもはやマナはなかった。彼らはその年にカナンの地の収穫を食べた。

13 ヨシュアがエリコにいたとき、彼は目を上げて見ると、見よ、一人の人が彼の向かいに立っており、その剣は手に抜かれていた。ヨシュアは彼のところへ行って言った、「あなたは私たちの味方なのか、それとも私たちの苦しみの側なのか」。

14 彼は言った、「いいえ、私は主の軍勢の長官として、今、来たのだ」。するとヨシュアは地に面を伏せてひれ伏し、彼に言った、「わが主は、そのしもべに何を語られるのですか」。

15 主の軍勢の長官はヨシュアに言われた、「あなたの足から靴を脱げ。あなたが立っている場所は聖なるものであるからだ」。ヨシュアはそのように行った。

Joshua 6

1 エリコはイスラエルの子らの顔の前で閉ざされ、堅く閉ざされていた。出る者もなく、入る者もなかった。

2 主はヨシュアに言われた、「見よ、わたしはあなたの手にエリコとその王、力ある勇士たちを渡した」。

3 あなたがた戦いの人はみな、町の周りを回り、町を一度巡りなさい。それを六日間、行いなさい。

4 七人の祭司たちは、ヨベルの角笛七本を箱の前に携え、七日目には町を七度巡り、祭司たちは角笛を吹き鳴らす。

5 そして、ヨベルの角を長く吹き鳴らすとき、あなたがたが角笛の声を聞くなら、すべての民は大きな叫びをもって叫べ。すると、町の城壁はその場所に崩れ落ちる。民はそれぞれ自分の正面から上って行け。

6 ヌンの子ヨシュアは祭司たちに呼びかけ、彼らに言われた、「契約の箱を担ぎ上げよ。七人の祭司が主の箱の前で七本のヨベルの角笛を担げ」。

7 民に言われた、「進み、町の周りを回れ。武装した者たちは主の箱の前を進め」。

8 ヨシュアが民に言われたとき、七人の祭司たちは主の前で七本のヨベルの角笛を携えて進み、角笛を吹き鳴らした。そして主の契約の箱は彼らの後に続いて行った。

9 武装した者たちは祭司たちの前を進み、角笛を吹き鳴らしていた。そして、集める者たちは箱の後に続いて進み、角笛を吹き鳴らしながら進んだ。

10 ヨシュアは民に命じて言われた、「あなたがたは叫んではならない。あなたがたの声を聞かせてはならない。あなたがたの口から言葉を出してはならない。私があなたがたに『叫べ』と言うその日まで。そうすれば、あなたがたは叫ぶであろう」。

11 主の箱は町の周りを一度回った。そして彼らは陣営に戻り、陣営で夜を過ごした。

12 ヨシュアは朝早く起き、祭司たちは主の箱を担いだ。

13 七人の祭司たちは、主の箱の前で七本のヨベルの角笛を携えて行き、歩きながら角笛を吹き鳴らした。先陣を切る者たちは彼らの前を進み、後衛は主の箱の後に続き、歩きながら角笛を吹き鳴らした。

14 彼らは二日目に町を一度巡り、陣営に戻った。彼らは六日間このように行った。

15 第七日に、彼らは夜明けに早く起き、そのさばきのとおりに町を七度巡った。ただその日だけ、彼らは町を七度巡った。

16 七度目に、祭司たちが角笛を吹いた。ヨシュアは民に言われた、「叫べ。主があなたがたにこの町を与えられたからだ」。

17 その町は、彼女とその中のすべてのものは、主への呪いの物となった。しかし、遊女ラハブは、彼女と、彼女の家にいるすべての者は、生き延びた。なぜなら、彼女は、私たちが遣わした使者を隠したからである。

18 ただあなたがたは、呪いの物から自分を守りなさい。呪いの物を取って、呪いの物としないように。そうすれば、イスラエルの陣営を呪いの物とせず、それを悩ませることはない。

19 すべての銀と金、青銅の器と鉄は、主にとって聖なるものである。それらは主の宝物庫に入る。

20 民は叫び、角笛を吹き鳴らした。民が角笛の声を聞くと、民は大きな叫びを上げた。すると城壁が崩れ落ちた。民はそれぞれ自分の正面から町に上って行き、その町を攻め取った。

21 彼らは町の中のすべてのものを、人から女まで、少年から年寄りまで、また雄牛、羊、ろばに至るまで、剣の刃で聖絶した。

22 ヨシュアは、その地を探った二人の人に言われた、「あの遊女の家に行き、そこからその女と、彼女に属するすべての者を連れ出せ。あなたがたが彼女に誓ったとおりに」。

23 若者たちである斥候たちは入って来て、ラハブとその父とその母とその兄弟たちと、彼女のすべてのものと、彼女のすべての家族たちを連れ出した。そして彼らをイスラエルの陣営の外に置いた。

24 町を火で焼き、その中にあるすべてのものも焼いた。ただ、銀と金、青銅の器と鉄だけは、主の家の宝物庫に納めた。

25 ヨシュアは遊女ラハブとその父の家と彼女に属するすべてのものを生かした。そして彼女はイスラエルの内側に、この日に至るまで住んだ。それは、彼女がヨシュアがエリコを探るために遣わした使者たちを隠したからである。

26 その時、ヨシュアは誓って言われた。「主の前に、この町エリコを建て直すために立ち上がる人は呪われよ。彼はその長子をもってその基を据え、その末子をもってその戸を立てるであろう。

27 主はヨシュアと共におられた。そして、彼の名声はすべての地に広がった。

Joshua 7

1 イスラエルの子らは呪いの物について背信を犯した。ユダの杖のゼラフの子ザブディの子カルミの子アカンが、呪いの物の一部を取ったので、主の怒りはイスラエルの子らに向かって燃え上がった。

2 ヨシュアはエリコから人々を遣わし、ベテ・アベンの東、ベテルの側にあるアイへ行かせて、彼らに言われた、「上って行き、その地を探れ」。そこで人々は上って行き、アイを探った。

3 彼らはヨシュアのところへ戻り、彼に言った。「すべての民を上らせるな。およそ二千人か三千人ほどの者が上って、アイを打ち破れ。そこにすべての民を疲れさせるな。彼らは少しだから。

4 民のうちから約三千人がそこへ上って行ったが、彼らはアイの人の前で逃げた。

5 アイの人々は彼らの中から約三十六人を打ち、門の前からシェバリムまで彼らを追い、下り坂で彼らを打った。そして民の心は溶けて水のようになった。

6 ヨシュアは自分の衣を引き裂き、主の箱の前で地に顔を伏せて夕方まで倒れていた。彼とイスラエルの長老たちは、自分の頭にちりをかぶせた。

7 ヨシュアは言われた、「ああ、わが主なる神よ、なぜあなたはこの民をヨルダン川の向こうへ渡らせて、私たちをアモリ人の手に渡して滅ぼそうとされたのですか。私たちがヨルダン川の向こう側にとどまっていたなら、よかったのに。

8 ああ、主よ。イスラエルが敵の前にうなじを向けた後、私は何と言えばよいのでしょうか。

9 カナン人と地のすべての住民がこれを聞き、私たちを取り囲み、私たちの名を地から断ち切るでしょう。そのとき、あなたはあなたの大いなる名のために何をなさるのですか。

10 主はヨシュアに言われた、「立って、あなたの面を地に伏せているのはなぜか。

11 イスラエルは罪を犯した。彼らはわたしが彼らに命じたわたしの契約を破り、呪いの物から取った。また盗み、偽り、自分の器の中に置いた。

12 イスラエルの子らは敵の前で立ち上がることができず、彼らは敵の前にうなじを向ける。それは彼らが呪いの物となったからである。わたしはあなたがたの内側から呪いの物を根絶しない限り、もはやあなたがたと共にいることはない。

13 立ち上がれ、民を聖別せよ。そして言え、「明日のために身を聖別せよ。なぜなら、イスラエルの神、主はこう言われる。『イスラエルよ、あなたの内側に呪いの物がある。あなたは自分の敵の前で立ち上がることができない。あなたたちがその呪いの物を自分の内側から取り除くまで。』

14 朝、あなたがたは杖ごとに進み出なければならない。主が捕らえられる杖は家族ごとに進み出、主が捕らえられる家族は家ごとに進み出、主が捕らえられる家は男ごとに進み出なければならない。

15 呪いの物として捕らえられた者は、火で焼かれるであろう。彼も、彼に属するすべてのものも。彼が主の契約を破り、イスラエルにおいて愚かさを行ったからである。

16 ヨシュアは朝早く起き、イスラエルをその杖ごとに近づけさせた。そしてユダの杖が捕らえられた。

17 ユダの家族を近づけられたので、ゼラフ人の家族が捕らえられた。そしてゼラフ人の家族を男たちに近づけられたところ、ザブディが捕らえられた。

18 彼はその家を男たちのところに近づけた。すると、アカン、カルミの子、ザブディの子、ゼラフの子、ユダの杖の者が捕らえられた。

19 ヨシュアはアカンに言われた、「わが子よ、どうかイスラエルの神、主に栄光を帰し、主に感謝の捧げ物をささげなさい。そして、どうか私に告げなさい。あなたが何をしたのかを。私に隠してはならない。

20 アカンはヨシュアに答えて言われた、「まことに、私はイスラエルの神、主に対して罪を犯しました。そして、このようなこと、このようなことをしました」。

21 戦利品の中に、一着の良いシヌアルの外套と、二百シェケルの銀と、重さが五十シェケルの一つの金の舌があるのを見た。そして、私はそれらを欲し、それらを取りました。見よ、それらは地の中、私の天幕の真ん中に隠されており、銀はその下にあります。

22 ヨシュアは使者を遣わした。彼らは天幕へ走って行った。すると見よ、それは彼の天幕の中に隠されており、銀はその下にあった。

23 彼らはそれを天幕の真ん中から取り出し、ヨシュアとイスラエルのすべての子たちのところへ持って来て、主の前に注ぎ出した。

24 ヨシュアはゼラフの子アカンと、銀と、外套と、金の舌と、その子たちと、その娘たちと、その雄牛と、そのろばと、その羊の群れと、その天幕と、彼のすべてのものとを取った。そして、すべてのイスラエルも彼と共にいた。彼らは彼らをアコルの谷に上らせた。

25 ヨシュアは言われた、「あなたはわれわれを悩ました。主が今日、あなたを悩まされるであろう」。そして、すべてのイスラエルは彼を石で打ち、彼らを火で焼き、彼らを石で撃ち殺した。

26 彼らはその上に大きな石の石塚を今日まで立てた。そして主はその激しい怒りからお返しになった。それゆえ、その場所の名は今日までアコルの谷と呼ばれている。

Joshua 8

1 主はヨシュアに言われた、「恐れてはならない。おののいてはならない。すべての戦いの民をあなたと共に取り、立ってアイに上れ。見よ、わたしはアイの王とその民とその町とその地をあなたの手に渡した」。

2 あなたは、わたしがエリコとその王にしたように、アイとその王にもせよ。ただし、その戦利品とその獣は、あなたがたのものとして奪い取れ。町の背後に、あなたのために伏兵を置け。

3 ヨシュアとすべての戦いの民は、アイに上るために立ち上がった。ヨシュアは力ある勇士三万人を選び、彼らを夜のうちに送り出した。

4 彼らに命じて言われた、「見よ、あなたがたは町の背後から町に伏せていなさい。町からあまり遠く離れてはならない。そして、あなたがたはみな、備えをしていなさい。

5 私は、そして私と共にいるすべての民は、町に近づこう。そして、最初のように彼らが私たちを迎えに出て来るなら、私たちは彼らの前から逃げよう。

6 彼らは私たちの後を追って、私たちが彼らを町から引き離すまで出て来るだろう。彼らは「彼らは私たちの前から逃げている」と言うからだ。最初の時のように。そして私たちは彼らの前から逃げるだろう。

7 あなたがたは伏兵の所から立ち上がり、その町を占領しなさい。あなたがたの神、主がそれをあなたがたの手に渡される。

8 町を取ったならば、その町に火を放ちなさい。主の言葉のとおりに行いなさい。見なさい、わたしはあなたがたに命じた。

9 ヨシュアは彼らを送り出し、彼らは待ち伏せの場所へ行き、ベテルとアイの間、アイの西に座した。そしてヨシュアはその夜、民の真ん中に宿られた。

10 ヨシュアは朝早く起き、民を数えた。そして彼とイスラエルの長老たちは、民の前に立ってアイへ上って行った。

11 すべての戦いの民は彼とともに上って行き、近づいて町の前に来て、アイの北に宿営した。そして、その谷は彼とアイの間にあった。

12 五千人ほどの人を取り、彼らをベテルとアイの間、町の西に伏兵として置かれた。

13 民はすべての陣営を町の北に置き、そのかかとを町の西に置いた。そしてヨシュアはその夜、谷の真ん中を進んだ。

14 アイの王がそれを見たとき、彼らは急いで早く起き、町の人々はイスラエルに会うために戦いに出て行った。彼とそのすべての民は、荒野の前の定めの時に出て行った。しかし彼は、自分に町の背後に待ち伏せがあることを知らなかった。

15 ヨシュアとすべてのイスラエルは彼らの前で打たれ、荒野の道へ逃げた。

16 町の中にいたすべての民は彼らの後を追うために叫び集められ、彼らはヨシュアの後を追って、町から引き離された。

17 アイとベテルには、イスラエルの後を追って出て行かなかった人は一人も残っておらず、彼らは町を開いたままにして、イスラエルの後を追った。

18 主はヨシュアに言われた、「あなたの手にあるやり投げをアイに向かって伸ばせ。わたしはそれをあなたの手に渡すからだ」。ヨシュアは自分の手にあるやり投げを町に向かって伸ばした。

19 伏兵はその場所から急いで立ち上がり、彼が手を差し伸べると、彼らは走って町に入り、それを占領した。そして彼らは急いで町に火を放った。

20 アイの者たちは彼らの背後を振り返り、見ると、見よ、町の煙が天に上っていた。そして彼らには、こちらにもあちらにも逃げる手だてがなかった。荒野に逃げていた民は、追う者に向き直った。

21 ヨシュアとすべてのイスラエルは、伏兵が町を取ったこと、そして町の煙が立ち上っているのを見た。彼らは引き返して、アイの人々を打った。

22 そしてこれらの者たちは町から彼らを迎えに出て来たので、イスラエルは彼らの真ん中にいた。これらの者もあちら側、これらの者もこちら側にいた。彼らは、彼に残りの者も逃亡者も残さないまでに、彼らを打った。

23 アイの王を生きたまま捕らえ、彼をヨシュアのところに連れて来た。

24 イスラエルが、彼らを追跡した荒野の野で、アイのすべての住民を殺し終えたとき、彼らはみな剣の刃に倒れて、ついに絶え果てた。そして、すべてのイスラエルはアイに帰り、剣の刃でそれを打った。

25 その日、男から女に至るまで、倒れた者はすべて、一万二千人であり、すべてアイの人の者たちであった。

26 ヨシュアは、やり投げに差し伸べた手を引かなかった。彼がアイのすべての住民を絶ち滅ぼすまで。

27 ただ獣とその町の戦利品とは、イスラエルは自分たちのために略奪した。主がヨシュアに命じられたことのとおりに。

28 ヨシュアはアイを焼き、それを永遠の塚、荒廃とした。それは今日の日まで続いている。

29 アイの王を夕方の時まで木に掛けられた。そして太陽が沈むとき、ヨシュアは命じられ、彼らはその死体を木から降ろし、それを町の門の入口に投げ捨て、その上に大きな石の石塚を立てた。それは今日の日まで残っている。

30 そのとき、ヨシュアはイスラエルの神、主のために、エバル山に祭壇を築いた。

31 主のしもべモーセがイスラエルの子らに命じられたとおり、モーセの律法の書物に書かれているとおりに、鉄をその上に振りかざしたことのない完全な石の祭壇を築き、その上で主に全焼のいけにえをささげ、全焼のいけにえを屠った。

32 そこは石の上に、モーセがイスラエルの子らの前に書き記した律法の第二のものを書き記した。

33 すべてのイスラエルとその長老たち、役人たち、さばき人たちは、主の契約の箱を担ぐレビ人の祭司たちの前に、箱のこちら側とあちら側に立っていた。寄留者も生まれつきの者も同様に、半分はゲリジム山の向かい側に、もう半分はエバル山の向かい側に立っていた。これは、主のしもべモーセが、初めにイスラエルの民を祝福するように命じられたとおりである。

34 その後、彼は律法のすべての言葉、祝福とのろいを、律法の書物に書かれているすべてのとおりに読み上げた。

35 モーセが命じられたすべての言葉で、ヨシュアがイスラエルのすべての集会、女たち、幼子たち、そして彼らの内側にいる寄留者の前に読まなかったものは、何一つなかった。

Joshua 9

1 ヨルダンの向こう側、山と低地、および大きな海の海岸、レバノンの前面にいるすべての王、すなわちヒッタイト人、アモリ人、カナン人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人のすべてがこれを聞いたとき、

2 彼らは共に集まり、ヨシュアとイスラエルと戦うために、一つ口をもってした。

3 ギブオンの住民たちは、主がエリコとアイに対してなされたことをヨシュアが行ったのを聞いた。

4 彼らもまた狡猾に事を行い、行って、装いを整え、自分のろばのために古い荒布を取り、古く、裂け、また綴じたぶどう酒の皮袋を取った。

5 彼らの足には古くて継ぎ当てのある靴を履き、彼らは古い衣服を身に着けていた。そして、彼らの食料のパンはすべて、乾いてひび割れ菓子のようになっていた。

6 彼らはギルガルの陣営にいるヨシュアのところへ行き、彼とイスラエルの人々に言った、「私たちは遠い地から来ました。今、私たちと契約を結んでください」。

7 イスラエルの人々はヒビ人に言った、「あなたは私たちの内側に住んでいるかもしれない。どうして私たちがあなたと契約を結ぶことができようか」。

8 彼らはヨシュアに言った、「私たちはあなたのしもべです」。するとヨシュアは彼らに言われた、「あなたがたは何者か、またどこから来たのか」。

9 彼らは彼に言った。「あなたのしもべたちは、あなたの神、主の名のために、非常に遠い地から来ました。私たちは、主の名声と、主がエジプトでなさったすべてのことを聞いたからです。

10 また、ヨルダンの向こう側にいたアモリ人の二人の王、ヘシュボンの王シホンと、アシュタロテにいたバシャンの王オグに、主がなさったすべてのことを。

11 私たちの長老たちと私たちの地のすべての住民は私たちに言われた、「あなたがたの手に道のための食料を取り、彼らに会いに行き、彼らに言いなさい、『私たちはあなたがたのしもべです。今、私たちと契約を結んでください』と」。

12 これは私たちのパンです。私たちがあなたがたのところへ行くために出発した日に、私たちの家から温かいまま携えて来たものですが、今や見てください、乾いて、ひび割れ菓子になってしまいました。

13 これらのぶどう酒の皮袋は、私たちが満たしたときは新しいものでしたが、見よ、裂けてしまいました。そして、これらの私たちの衣服と靴は、道の多数のゆえに非常にすり減ってしまいました。

14 人々は彼らの狩猟の獲物を受け取ったが、主の口には問い求めなかった。

15 ヨシュアは彼らと平和を結び、彼らと契約を結んで彼らを生かした。そして集会の君主たちは彼らに誓った。

16 三日の果てが過ぎて、彼らが彼らと契約を結んだ後、彼らが彼に近く、彼らの内側に住んでいることを聞いた。

17 イスラエルの子らは進み、三日目に彼らの町々に来た。彼らの町々は、ギブオン、ケフィラ、ベエロテ、そしてキルヤテ・エアリムであった。

18 イスラエルの子らは彼らを打たなかった。集会の君主たちがイスラエルの神、主にかけて彼らに誓ったからである。そして集会のすべての者は君主たちに対して不平を言った。

19 すべての君主たちはすべての集会に言われた、「私たちは彼らに、イスラエルの神、主にかけて誓った。それゆえ、今は彼らに手を触れることはできない」。

20 私たちは彼らにこうしよう。彼らを生かしておこう。そうすれば、私たちが彼らに誓った誓いのゆえに、激しい怒りが私たちに臨むことはない。

21 君主たちは彼らに言われた、「彼らは生きる」。そして彼らは、集会のすべてのために木を切る者と水を汲む者となった。君主たちが彼らに語ったとおりに。

22 ヨシュアは彼らを呼び寄せて、彼らに言われた、「なぜあなたがたは、『私たちはあなたがたから非常に遠い者です』と言って、私たちを欺いたのか。あなたがたは私たちの内側に住んでいるのに。

23 今や、あなたがたは呪われている。あなたがたのうちから、しもべ、木を切る者、水を汲む者が、わが神の家のために絶えることはない。

24 彼らはヨシュアに答えて言った、「あなたのしもべたちに、あなたの神、主がそのしもべモーセに命じられたこと、すなわち、あなたがたにすべての地を与え、その地のすべての住民をあなたがたの前から滅ぼし尽くすことを、確かに告げ知らされたからです。私たちはあなたがたの前で自分の命のことを非常に恐れ、この言葉を行ったのです。

25 今、私たちはあなたの手の中にあります。あなたの目に良いと見えるままに、私たちにしてくださってください。

26 彼は彼らのためにそのように行い、イスラエルの子らの手から彼らを救い出し、彼らを殺さなかった。

27 ヨシュアはその日に、彼らを集会のために木を切る者と水を汲む者とした。また、主の祭壇のために、今日に至るまで、主が選ばれる場所において。

Joshua 10

1 エルサレムの王アドニゼデクは、ヨシュアがアイを攻め取ってそれを完全に滅ぼしたこと、エリコとその王にしたのと同じようにアイとその王にもしたこと、そしてギブオンの住民がイスラエルと和平を結び、彼らの内側にいたことを聞いたとき、

2 彼らは非常に恐れた。それはギブオンが大きな町であり、王国の町々の一つに等しく、アイよりも大きく、そのすべての人が勇士であったからである。

3 エルサレムの王アドニゼデクは、ヘブロンの王ホハムと、ヤルムテの王ピラムと、ラキシュの王ヤピアと、エグロンの王デビルに使いを送って、言われた。

4 私のもとに上って来て、私を助けてください。私たちはギブオンを撃ちましょう。なぜなら、彼女はヨシュアとイスラエルの子らと和平を結んだからです。

5 アモリ人の五人の王たち、すなわちエルサレムの王、ヘブロンの王、ヤルムテの王、ラキシュの王、エグロンの王たちは集まって上って来た。彼らとそのすべての陣営は、ギブオンに対して陣を張り、それに対して戦った。

6 ギブオンの人々はヨシュアに、ギルガルの陣営に使いを送って言った。「あなたの手を、あなたのしもべたちから離さないでください。急いで私たちのところに上って来て、私たちを救い、私たちを助けてください。なぜなら、山に住むすべてのアモリ人の王たちが、私たちのところに集まって来たからです。

7 ヨシュアはギルガルから上って行った。彼とすべての戦いの民、およびすべての力ある勇士たちが彼とともに。

8 主はヨシュアに言われた、「彼らを恐れてはならない。わたしが彼らをあなたの手に渡したからだ。彼らのうちで、あなたの前に立ちはだかる者は一人もいない」。

9 ヨシュアは彼らに突然臨まれた。すべての夜、ギルガルから上って来られた。

10 主は彼らをイスラエルの前で打ち慌てさせられ、ギブオンで大きな傷をもって彼らを打たれた。そして彼らをベテ・ホロンの階段の道の方面に追い、アゼカとマッケダに至るまで彼らを打たれた。

11 彼らがイスラエルの前から逃げる途中、ベテ・ホロンの下り坂にいたとき、主は彼らの上に天から大きな石をアゼカに至るまで投げ落とされた。彼らは死んだ。雹の石で死んだ者は、イスラエルの子らが剣で殺した者よりも多かった。

12 その日、主がアモリ人をイスラエルの子らの前に渡されたとき、ヨシュアは主に語り、イスラエルの目の前で言われた、「ギブオンよ、太陽よ、動くな。アイヤロンの谷よ、月よ、動くな」。

13 太陽は静まり、月は留まった。敵の国に復讐するまで。それは正しい者の書物に書かれているではないか。太陽は天の半分に留まり、完全な日のように急いで沈むことはなかった。

14 その日のように、主が人の声を聞かれた日は、その前にも後にもなかった。主がイスラエルのために戦われたからである。

15 ヨシュアと、彼と共にいたすべてのイスラエルは、ギルガルの陣営に帰られた。

16 この五人の王たちは逃げて、マッケダの洞穴に隠れた。

17 ヨシュアに告げられた、「五人の王はマッケダの洞穴に隠れているのが見つかった」と。

18 ヨシュアは言われた、「洞穴の口に大きな石を転がし、その上に見張りの人々を置いて彼らを守らせよ。

19 あなたがたは立ち止まってはならない。あなたがたの敵のあとを追い、彼らを撃ち滅ぼせ。彼らをその町々に入らせてはならない。あなたがたの神、主が彼らをあなたがたの手に渡されたからである。

20 ヨシュアとイスラエルの子らが、彼らを非常に大きな傷で打ち、彼らが絶え果てるまで打ち終えたとき、彼らの中から生き残った残りの者たちは、要塞の町々へ逃げ込んだ。

21 すべての民は、陣営のヨシュアのもと、マッケダへと平和のうちに帰った。イスラエルの子らの誰一人として、その舌を動かした者はいなかった。

22 ヨシュアは言われた、「洞穴の口を開け、その洞穴からこの五人の王たちを私のところへ連れ出せ」。

23 彼らはそのように行い、その五人の王たちを洞穴から彼のところへ連れ出した。すなわち、エルサレムの王、ヘブロンの王、ヤルムテの王、ラキシュの王、エグロンの王である。

24 これらの王たちをヨシュアのもとへ連れ出したとき、ヨシュアはイスラエルのすべての人を呼び寄せ、彼と共に行った戦いの人の指揮官たちに言われた、「近づいて、これらの王たちの首にあなたがたの足を置け」。彼らが近づいて、その首に彼らの足を置いた。

25 ヨシュアは彼らに言われた、「恐れてはならない。おじけてはならない。強くあれ、勇ましくあれ。あなたがたが戦っているすべての敵に、主がこのようにされるからだ。

26 その後、ヨシュアは彼らを打ち、彼らを殺し、彼らを五本の木に掛けた。彼らは夕方まで木に掛けられたままだった。

27 太陽が入る時になって、ヨシュアは命じ、彼らを木から降ろし、彼らが隠れていた洞穴に投げ入れ、大きな石を洞穴の口の上に置いた。それはまさにこの日の骨まで続いた。

28 その日、ヨシュアはマッケダを取られ、剣の刃でこれを撃ち、その王を、彼らを、そしてその中にいるすべての命を聖絶された。残りの者を一人も残されなかった。そして、マッケダの王に、エリコの王にされたのと同じことをされた。

29 ヨシュアと、彼と共にいたすべてのイスラエルは、マッケダからリブナへ進み、リブナと戦った。

30 主はその町もまたイスラエルの手に渡され、その王も渡された。彼はそれを剣の刃で打ち、その中のすべての命を、そこに残りの者を残さなかった。そして彼はその王に、エリコの王にしたのと同じようにした。

31 ヨシュアと、彼と共にいるすべてのイスラエルは、リブナからラキシュへ進み、その町に対して陣を張り、それを攻め戦った。

32 主はラキシュをイスラエルの手に渡された。彼らは第二の日にそれを取り、剣の刃でそれを打ち、その中のすべての命を打った。それは、リブナに対してされたすべてのとおりであった。

33 そのとき、ゲゼルの王ホラムがラキシュを助けるために上って来た。ヨシュアは彼とその民を打ち、彼に残りの者を残さないまでにした。

34 ヨシュアとすべてのイスラエルは彼とともにラキシュからエグロンへ渡り、彼らはその上に陣を張り、その上で戦った。

35 彼らはその日にそれを取り、剣の刃でそれを打ち、その中のすべての命をその日に完全に滅ぼした。すべて、ラキシュにしたのとまったく同じように。

36 ヨシュアと、彼と共にいたすべてのイスラエルは、エグロンからヘブロンへ上って行き、その町を攻めて戦った。

37 彼らはそれを取り、剣の刃で撃ち、その王とそのすべての町々と、その中にいるすべての命を撃った。彼は残りの者を残さず、エグロンにしたすべてのとおりにした。そして彼はそれを、その中にいるすべての命とともに、聖絶した。

38 ヨシュアと、彼と共にいたすべてのイスラエルはデビルに帰られた。そして、彼はその町を攻められた。

39 彼はそれを、その王と、そのすべての町々とともに取り、彼らを剣の刃で撃ち、その中にあったすべての命を聖絶した。彼は残りの者を一人も残さなかった。彼がヘブロンに行ったように、デビルとその王にも行い、彼がリブナとその王に行ったように行った。

40 ヨシュアはその地のすべて、すなわち山とネゲブと低地と泉と、それらのすべての王たちを打ち、残りの者を一人も残さなかった。そして、すべての息あるものを聖絶した。それはイスラエルの神、主が命じられたとおりであった。

41 ヨシュアはカデシュ・バルネアからガザまで、またゴシェンのすべての地からギブオンまで、彼らを打った。

42 ヨシュアは、これらすべての王たちとその地を一度に取られた。主イスラエルの神がイスラエルのために戦われたからである。

43 ヨシュアと、彼と共にいたすべてのイスラエルは、ギルガルの陣営に帰られた。

Joshua 11

1 ヤビン、ハツォルの王がこれを聞いたとき、彼はマドンの王ヨバブと、シムロンの王と、アクシャフの王に使いを送った。

2 また、北の山地にいる王たち、荒野のネゲブ、キンネレテの低地、そして西のドルの周辺にいる王たちのもとへ。

3 カナン人は東と海から、アモリ人、ヒッタイト人、ペリジ人、エブス人は山に、ヒビ人はヘルモンの下、ミツパの地にいた。

4 彼らとそのすべての陣営は彼らと共に出て行った。民は海の岸の砂のように多数であり、馬と戦車も非常に多かった。

5 これらの王たちはすべて集まり、来て、共にメロムの水のほとりに陣を張り、イスラエルと戦おうとした。

6 主はヨシュアに言われた、「彼らの顔を恐れてはならない。なぜなら、明日のこの時、わたしは彼らのすべてをイスラエルの前に殺された者として渡すからである。あなたは彼らの馬の足の腱を切り、彼らの戦車を火で焼きなさい。

7 ヨシュアとすべての戦いの民は彼らと共に、メロムの水のところで突然彼らに臨み、彼らを打ち破った。

8 主は彼らをイスラエルの手に渡されたので、彼らは彼らを打ち、シドン大市まで、またミスレフォテ・マイムまで、また東のミツパの平地まで追跡し、彼らに残りの者を残さないまでに打った。

9 ヨシュアは、主が彼に言われたとおりに彼らに行った。彼らの馬を不具にし、彼らの戦車を火で焼いた。

10 その時、ヨシュアは引き返し、ハツォルを捕らえ、その王を剣で打った。ハツォルは以前、これらすべての王国の頭であったからである。

11 彼らはその中のすべての命を剣の刃で打ち、聖絶した。すべての息は残らなかった。そしてハツォルを火で焼いた。

12 ヨシュアはこれらすべての王たちの町と、そのすべての王たちを取られた。そして彼らを剣の刃で撃ち、彼らを完全に滅ぼされた。それは主のしもべモーセが命じられたとおりであった。

13 ただ、すべての塚の上に立っている町々は、イスラエルはそれらを焼かなかった。ハツォルだけは別で、ヨシュアはそれを単独で焼いた。

14 これらの町のすべての戦利品と獣は、イスラエルの子らが自分のために略奪した。ただ、すべての人を剣の刃で撃ち、彼らを絶ち滅ぼすまでにした。彼らはすべての息ある者を残さなかった。

15 主がそのしもべモーセに命じられたように、モーセはヨシュアに命じ、ヨシュアもまたそのように行った。彼は主がモーセに命じられたすべての言葉を一つも取り除かなかった。

16 ヨシュアはこのすべての地、すなわち山と、すべてのネゲブと、すべてのゴシェンの地と、低地と、荒野と、イスラエルの山とその低地を取った。

17 ハラクの山からセイルへ上る所、レバノンの平地にあるバアル・ガドまで、ヘルモン山のふもとに至るまで、そして彼らのすべての王を捕らえ、彼らを打ち、彼らを殺した。

18 ヨシュアは、これらのすべての王たちと多くの日々、戦いをされた。

19 ギブオンに住むヒビ人を除いて、イスラエルの子らと和平を結んだ町は一つもなかった。彼らはすべてを戦いによって取った。

20 主によって彼らの心が頑なにされ、イスラエルと戦うために出て行くことができたのは、彼らを聖絶するためであり、彼らに嘆願の余地がないようにするためであった。それは、主がモーセに命じられたとおりに、彼らを滅ぼすためであった。

21 その時、ヨシュアは来て、アナク人を山から、ヘブロンから、デビルから、アナブから、ユダのすべての山から、イスラエルのすべての山から断ち滅ぼした。ヨシュアは彼らの町々とともに、彼らを聖絶した。

22 イスラエルの子らの地にはアナク人が残らなかった。ただガザ、ガテ、アシュドドにだけ残った。

23 ヨシュアは、主がモーセに告げられたすべてのとおりに、その地のすべてを取った。そしてヨシュアは、それをイスラエルに、その杖にしたがって、その割り当てにしたがって、相続地として与えた。そして、その地は戦いから休んだ。

Joshua 12

1 これは、イスラエルの子らが打ち破り、その地を所有した地の王たちである。ヨルダンの向こう側、太陽の昇る東の方で、アルノンの谷川からヘルモンの山まで、そして東のすべての荒野に及ぶ。

2 シホンはアモリ人の王で、ヘシュボンに住み、アルノン谷川の唇にあるアロエルから谷川の真ん中とギレアデの半分まで、そしてアンモンの子らの境界であるヤボク谷川に至るまでを治めていた。

3 荒野は東のキンネレテの海にまで及び、東の塩の海、荒野の海まで、ベテ・エシモテの道を通って、南からピスガの泉の下にまで及んだ。

4 そしてオグ、バシャンの王の境界は、レファイムの残りであり、アシュタロテとエデレイに住んでいた。

5 ヘルモン山とサルカとバシャンのすべてを治め、ゲシュル人とマアカ人の境界に至るまで、またギレアデの半分を、ヘシュボンの王シホンの境界とした。

6 主のしもべモーセとイスラエルの子らは彼らを打った。そして、主のしもべモーセはそれを相続としてルベン人とガド人とマナセの部族の半分に与えた。

7 これは、ヨシュアとイスラエルの子らが、ヨルダンの向こう側、海の方、バアル・ガドからレバノンの平地、セイルに上るハラクの山に至るまで打ち破った地の王たちである。ヨシュアはそれを、イスラエルの部族に、その割り当てに従って相続として与えた。

8 山と低地と荒野と泉と荒野とネゲブにおいて、ヒッタイト人、アモリ人、カナン人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人。

9 エリコの王、ひとり。ベテルの側にあるアイの王、ひとり。

10 エルサレムの王はひとり、ヘブロンの王はひとり。

11 ヤルムテの王、ひとり。ラキシュの王、ひとり。

12 エグロンの王ひとり、ゲゼルの王ひとり。

13 デビルの王、ひとり。ゲデルの王、ひとり。

14 ホルマの王ひとり、アラドの王ひとり。

15 リブナの王ひとり、アドラムの王ひとり。

16 マッケダの王ひとり、ベテルの王ひとり。

17 タップアの王ひとり、ヘフェルの王ひとり。

18 アフェクの王ひとり、シャロンの王ひとり。

19 マドンの王、一人。ハツォルの王、一人。

20 シムロン・メロンの王、ひとり。アクシャフの王、ひとり。

21 タアナクの王ひとり、メギドの王ひとり。

22 ケデシュの王ひとり、カルメルのヨクネアムの王ひとり。

23 ドルの王、ドルの周辺の王、一人。国の王、ギルガルの王、一人。

24 タルツァの王、ひとり。すべての王は三十一人。

Joshua 13

1 ヨシュアは年老いて、日が多く重なっていた。主は彼に言われた、「あなたは年老いて、日が多く重なった。そして、地はなお非常に多く残っており、それを獲るべきである」。

2 これは残された地である。すべてのペリシテ人の地方と、すべてのゲシュル人。

3 エジプトの前にあるシホルから、北のエクロンの境界まで、カナン人のものと見なされる。ペリシテ人の五人の君侯、すなわちガザ人、アシュドド人、アシュケロン人、ギッティ人、エクロン人、そしてアビ人である。

4 南からカナン人のすべての地、およびシドン人に属するメアラ、アフェクまで、アモリ人の境界に至るまで。

5 また、ギブリ人の地と、太陽の東のすべてのレバノン、バアル・ガドからヘルモン山のふもと、ハマテに来る所まで。

6 レバノンからミスレフォテ・マイムに至る山のすべての住民、すべてのシドン人を、わたしはイスラエルの子らの顔の前から追い出す。ただ、あなたに命じたように、それをイスラエルに相続地として分け与えよ。

7 今、この地を相続地として九つの杖と、マナセの杖の半分に分けよ。

8 ルベン人とガド人は、モーセが彼らに与えた相続地を、ヨルダンの向こう側、東の方で受け取った。それは、主のしもべモーセが彼らに与えたものであった。

9 アルノン谷川の岸にあるアロエルと、その谷川の真ん中にある町、そしてメデバからディボンまでのすべての平地。

10 すべてのアモリ人の王シホンの町々、すなわちヘシュボンで王であった者の領土は、アンモンの子らの境界に至るまで。

11 ギレアデと、ゲシュル人とマアカ人の境界、そしてヘルモン山のすべてと、バシャンのすべてをサルカまで。

12 バシャンにおけるオグの王国のすべて、すなわちアシュタロテとエデレイで治めた者、彼はレファイムの残りから残っていた者であり、モーセは彼らを打ち、彼らを追い出した。

13 イスラエルの子らはゲシュル人とマアカ人を追い出さなかった。ゲシュルとマアカはイスラエルの内側に今日まで住んでいる。

14 ただレビの部族には、モーセは相続地を与えなかった。イスラエルの神、主の火による捧げ物が彼の相続地である。主が彼に告げられたとおりである。

15 モーセはルベンの子らの杖に、その家族ごとに与えた。

16 彼らの境界は、アルノン谷川の岸にあるアロエルと、谷川の真ん中にある町、そしてメデバに及ぶすべての平地であった。

17 ヘシュボンとそのすべての町々、平地にあるもの、ディボン、バモテ・バアル、そしてベテ・バアル・メオン。

18 ヤハツ、ケデモテ、メファテ。

19 キリヤタイム、シブマ、そして谷の山にあるツェレテ・ハシャハル。

20 ベテ・ペオル、ピスガの泉、そしてベテ・エシモテ。

21 平地のすべての町と、アモリ人の王シホンのすべての王国。彼はヘシュボンで治めていた。モーセは彼とミディアンの君主たち、すなわちエビ、レケム、ツル、フル、レバを打った。これらはシホンの酒注ぎの捧げ物であり、地に住んでいた者たちである。

22 また、占い師ベオルの子バラムを、イスラエルの子らは剣で、彼らの殺された者たちと共に討ち殺した。

23 ルベンの子らの境界はヨルダンであり、その境界であった。これはルベンの子らの相続地であり、その家族ごとに、町々とその中庭々々であった。

24 モーセはガドの杖、すなわちガドの子らに、その家族ごとに与えた。

25 彼らの境界はヤゼルとギレアデのすべての町、およびアンモンの子らの地の半分で、ラバの顔の前にあるアロエルにまで及んだ。

26 ヘシュボンからラマテ・ミツペとベトニムまで、そしてマハナイムからデビルの境界まで。

27 谷では、ベテラムとベテ・ニムラ、スコトとザフォン、ヘシュボンの王シホンの王国の残り、ヨルダンとその境界、キンネレテの海の果てまで、ヨルダンの向こう側、東側。

28 これは、その家族ごとのガドの子らの相続地であり、その町々とその中庭である。

29 モーセはマナセ部族の半分に与えた。マナセの子らの杖の半分は、その家族ごとにあった。

30 彼らの境界はマハナイムから、バシャンのすべて、バシャンの王オグのすべての王国、そしてバシャンにあるヤイルのすべての町、六十の町であった。

31 ギレアデの半分と、バシャンにあるオグの王国の町々、アシュタロテとエデレイは、マナセの子マキルの子らに、その家族にしたがって、マキルの子らの半分に与えられた。

32 これらは、モーセがモアブの荒野で、エリコの向こう側、ヨルダンの東で相続させたものである。

33 レビの杖には、モーセは相続地を与えなかった。イスラエルの神、主ご自身が彼らの相続地である。主が彼らに告げられたとおりに。

Joshua 14

1 これは、イスラエルの子らがカナンの地で受け継いだものであり、祭司エレアザルとヌンの子ヨシュア、およびイスラエルの子らの部族の父祖たちの頭たちが、彼らに受け継がせたものである。

2 くじによって彼らの相続地が与えられた。それは、主がモーセの手によって九つの杖と半分の杖に命じられたとおりである。

3 モーセはヨルダンの向こう側で、二つの杖と半分の杖に相続地を与えたが、レビ人には彼らの真ん中に相続地を与えなかった。

4 ヨセフの子らはマナセとエフライムの二つの杖となり、レビ人には地のうちで分け前を与えず、ただ住むための町と、その家畜と所有物のための郊外地だけを与えた。

5 主がモーセに命じられたとおりに、イスラエルの子らは行い、地を分け合った。

6 ユダの子らはギルガルでヨシュアのところに近づき、エフンネの子であるケニズ人カレブが彼に言った。「あなたは、神の人モーセに主がカデシュ・バルネアで、私の事柄とあなたの事柄について語られた言葉をご存じです。

7 私は四十歳の時、主のしもべモーセが私をカデシュ・バルネアから地を探るために遣わされた。そして私は心にあった通りに彼に言葉を返した。

8 私の兄弟たちで私と共に上った者たちは民の心を溶かしたが、私は私の神、主に従い通した。

9 モーセはその日に誓って言われた、「あなたの足が踏んだ地は、必ずあなたとあなたの子たちの相続地となり、永遠に続く。あなたが私の神、主に従い通したからである」。

10 そして今、見よ、主は言われたとおりに、この四十五年もの間、主がモーセにこの言葉を語られた時から、イスラエルが荒野を歩んだ間、私を生かしてくださった。そして今、見よ、私は今日、八十五歳である。

11 今日もなお、私はモーセが私を遣わした日と同じように強く、その時の力も今の力も、戦いに出ることも、入ることもできる。

12 今、どうかこの山を私に与えてください。その日、主が言われた山です。あなたもその日に聞かれたとおり、そこにはアナク人がおり、城壁のある大きな町々があります。主が私とともにおられて、主が言われたように、彼らを追い出すことができるかどうか、見てください。

13 ヨシュアはカレブを祝福された。そして、エフンネの子カレブに相続地としてヘブロンを与えられた。

14 それゆえ、ヘブロンはケニズ人エフンネの子カレブの相続地となり、今日に至るまでそうである。それは、彼がイスラエルの神、主に従い通したからである。

15 ヘブロンの前の名はキルヤテ・アルバであった。アルバはアナク人の中の大いなる人であった。そして、その地は戦いから休んだ。

Joshua 15

1 ユダの子らの杖のためのくじは、その家族ごとに、エドムの境界に向かって、ツィンの荒野、ネゲブの南の果てにあった。

2 彼らの南の境界は、塩の海の果て、すなわち南に向かう舌の先端から始まった。

3 そしてネゲブへ出て、アクラビムの坂の南へ上り、ツィンを通り、ネゲブの南からカデシュ・バルネアへ上り、ヘツロンを通り、アダルへ上り、カルカへ回った。

4 アツモンに通り過ぎて、エジプトの谷川に出た。境界の出口は海に至る。これがあなたがたの南の境界となる。

5 東の境界は塩の海であり、ヨルダンの果てまでである。北の隅の境界は、海の舌から、ヨルダンの果てからである。

6 境界はベテ・ホグラに上り、ベテ・アラバの北を過ぎ、境界はルベンの子ボハンの石に上った。

7 境界はアコルの谷からデビルへ上り、北に向かってギルガル、すなわちアドンミムの上り坂の向かい側にあるものへ向かい、それは谷川のネゲブにあり、境界はエン・シェメシュの水へ渡り、その出口はエン・ロゲルに及んだ。

8 境界はヒンノムの子の谷から、ネゲブのエブス人の肩、すなわちエルサレムへ上り、境界は西のヒンノムの谷の顔の上にある山の頭へ上り、それはレファイムの谷の果ての北にある。

9 境界はネフトアの水の泉へと山の頭から曲がり、エフロンの山の町々へ出て、境界はバアラ、すなわちキルヤテ・エアリムへと曲がった。

10 境界はバアラから西にセイルの山へ回り、ヤリムの山の肩を北に通り、それはケサロンである。そしてベテ・シェメシュに下り、ティムナを通った。

11 境界はエクロンの肩に向かって北に出て、境界はシクロンに曲がり、バアラの山を越えてヤブネエルに出た。そして境界の出口は海にあった。

12 西の境界は大海であり、その境界がユダの子らの周囲の家族ごとの境界である。

13 カレブ、エフンネの子には、ユダの子らの真ん中で、主の口によりヨシュアに与えられた分け前があった。それはアナクの父アルバの町キルヤテ・アルバ、すなわちヘブロンである。

14 カレブはそこからアナクの子らである三人、すなわちシェシャイとアヒマンとタルマイ、アナクの生まれ子らを追い出した。

15 そこからデビルの住民のところへ上って行った。デビルの前の名はキルヤテ・サンナであった。

16 カレブは言われた、「キルヤテ・サンナを打ち取り、それを捕らえる者には、私の娘アクサを妻として与えよう」。

17 オトニエル、ケナズの子、カレブの兄弟がそれを取り、彼は自分の娘アクサを彼に妻として与えた。

18 彼女が来たとき、彼女は彼に父から野を求めるように促した。そして彼女はろばから降りた。カレブは彼女に言った、「あなたはどうしたのか」。

19 彼女は言った、「私に祝福を与えてください。あなたは私にネゲブの地を与えられたので、水の鉢も私に与えてください。」すると彼は彼女に上の鉢と下の鉢を与えた。

20 これはユダの子らの杖の相続地であり、その家族によるものである。

21 ユダの子らの杖の果てにある町々は、エドムの境界に向かってネゲブにあった。カブツェエル、エデル、ヤグル。

22 キナ、ディモナ、アダダ。

23 ケデシュ、ハツォル、イトナン。

24 ジフ、テレム、ベアロテ。

25 ハツォル・ハダタ、ケリオテ、ヘツロン、すなわちハツォル。

26 アマム、シェマ、モラダ。

27 ハツァル・ガダ、ヘシモン、ベテル・ペレテ。

28 ハツァル・シュアル、ベエル・シェバ、ビジョテヤ。

29 バアラ、イイム、エツェム。

30 エルトラド、ケシル、そしてホルマ。

31 ツィケラグ、マドマンナ、サンサンナ。

32 レビアオト、シルヒム、アイン、リンモン。すべての町は二十九で、それらの中庭も含む。

33 低地には、エシュタオルとツォルアとアシュナ。

34 ザノア、エン・ガンニム、タップア、エナイム。

35 ヤルムテ、アドラム、ソコ、アゼカ。

36 シャアライムとアディタイム、ゲデラとゲデロタイム、十四の町とその中庭。

37 ツェナン、ハダシャ、ミグダル・ガド。

38 ディルアン、ミツパ、ヨクテエル。

39 ラキシュ、ボツカテ、そしてエグロン。

40 カボン、ラクマム、キテリシ。

41 ゲデロテ、ベト・ダゴン、ナアマ、マッケダ。これらの町は十六で、その中庭も含む。

42 リブナとエテルとアシャン。

43 エフタ、アシュナ、ネツィブ。

44 ケイラ、アクジブ、マレシャ。九つの町と、それらの中庭。

45 エクロンとその娘たちとその中庭たち。

46 エクロンから海まで、アシュドドの手にあるすべてのものと、その中庭。

47 アシュドドとその娘たち、その中庭、ガザとその娘たち、その中庭、エジプトの谷川まで、そして海とその境界、境界。

48 山にはシャミルとヤッテルとソコがあった。

49 ダンナ、そしてキルヤテ・サンナ、それはデビルである。

50 アナブ、エシュテモア、アニム。

51 ゴシェンとホロンとギロ。十一の町と、その中庭。

52 アラブ、ドゥマ、エシャン。

53 ヤニム、ベテ・タプア、アフェカ。

54 フムタ、キルヤテ・アルバ、すなわちヘブロン、そしてツィオル。これらの町は九つで、その中庭も含まれる。

55 マオン、カルメル、ジフ、ユッタ。

56 エズレル、ヨクデアム、ザノア。

57 カイン、ギブア、ティムナ。これらの町は十であり、それらの中庭も含まれる。

58 ハルフル、ベテ・ツル、ゲドル。

59 マアラテ、ベテ・アノテ、エルテコン。六つの町とその中庭。

60 キルヤテ・バアル、すなわちキルヤテ・エアリムとラバ。町は二つで、その中庭も含む。

61 荒野には、ベテ・アラバ、ミディン、セカカ。

62 ニブシャン、塩の町、エン・ゲディ、六つの町とその中庭。

63 エブス人、すなわちエルサレムに住む者たちを、ユダの子らは追い出すことができなかった。そしてエブス人はユダの子らと共にエルサレムに住み続けた、今日に至るまで。
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1 ヨセフの子らのくじは、ヨルダンからエリコの東のエリコの水まで出た。荒野はエリコからベテルの山へ上って行く。

2 ベテルからルズへ出て、アルキ人の境界アタロテに渡った。

3 西に下って、ヤフレテ人の境界に至り、下のベテ・ホロンの境界に至り、ゲゼルに至り、その出口は海に至った。

4 ヨセフの子ら、マナセとエフライムは、相続地を受け継いだ。

5 エフライムの子らの境界は、その家族ごとにあった。彼らの相続地の境界は、東の方ではアタロテ・アダルから、上のベテ・ホロンまでであった。

6 境界は西の海の方へ出て、ミクメタテの北から回り、境界は東の方へタアナテ・シロに曲がり、その東からヤノアを通り過ぎた。

7 ヤノアから下ってアタロテとナアラに至り、エリコに達して、ヨルダンに抜け出た。

8 タップアから境界は西へ進み、カナの谷川に至り、その出口は海に達する。これがエフライムの子らの杖の相続地であり、その家族ごとのものである。

9 分離された町々は、エフライムの子らのもので、マナセの子らの相続地の真ん中にあり、すべての町々とその中庭もそうである。

10 彼らはゲゼルに住むカナン人を追い出さなかった。カナン人はエフライムの内側に今日まで住み、人夫として使役された。
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1 マナセの杖へのくじは、ヨセフの長子である彼のものであった。マナセの長子マキル、ギレアデの父、彼は戦いの人であったので、ギレアデとバシャンが彼のものとなった。

2 それは、その家族にしたがって、残ったマナセの子ら、すなわちアビエゼルの子ら、ヘレクの子ら、アスリエルの子ら、シェケムの子ら、ヘフェルの子ら、シェミダの子らに与えられた。これらは、その家族にしたがった、ヨセフの子マナセの子らの男たちである。

3 ゼロフハデはヘフェルの子、ギレアデの子、マキルの子、マナセの子であったが、彼には子がなく、ただ娘たちだけがあった。その娘たちの名は、マフラ、ノア、ホグラ、ミルカ、タルツァであった。

4 彼女たちは祭司エレアザルの前、ヌンの子ヨシュアの前、そして君主たちの前に近づいて言った、「主はモーセに、私たちの兄弟の真ん中で私たちに相続地を与えるように命じられた」。そして彼は主の口に従って、彼女たちの父の兄弟の真ん中で彼女たちに相続地を与えた。

5 マナセの綱は十となり、ギレアデの地とバシャン、すなわちヨルダンの向こう側にあるもののほかであった。

6 マナセの娘たちはその子たちの真ん中で相続地を相続したからである。そしてギレアデの地は、残ったマナセの子たちのものとなった。

7 マナセの境界はアシェルから、シェケムの前にあるミクメタテに及び、その境界は右の方、エン・タプアの住民のところへ進んだ。

8 マナセにタップアの地があった。そしてタップアはマナセの境界にあり、エフライムの子らに属していた。

9 境界はカナの谷川のネゲブに下り、その谷川の南にあるこれらの町々はエフライムのもので、マナセの町々の真ん中にある。マナセの境界は谷川の北にあり、その出口は西に至った。

10 ネゲブはエフライムに、北はマナセにあり、海がその境界となった。彼らは北でアシェルに、東でイッサカルに接した。

11 マナセに、イッサカルとアシェルのうちに、ベテ・シャンとその娘たち、イブレアムとその娘たち、ドルの住民とその娘たち、エン・ドルの住民とその娘たち、タアナクの住民とその娘たち、メギドの住民とその娘たちがあった。すなわち三つの地方である。

12 マナセの子らはこれらの町々を追い出すことができなかった。カナン人はこの地に住み続けることを選んだ。

13 イスラエルの子らが強くなったとき、彼らはカナン人を人夫としたが、彼らを完全に追い出すことはしなかった。

14 ヨセフの子らはヨシュアに言った、「なぜあなたは、わたしに一つのくじと一つの綱だけを相続地として与えられたのですか。わたしは多くの民であり、主がこれまでわたしを祝福されたからです」。

15 ヨシュアは彼らに言われた、「もしあなたが民として多いのなら、森へ上って行き、そこでペリジ人の地とレファイムの地に、自分のために切り開きなさい。エフライムの山があなたにとって狭すぎるからだ」。

16 ヨセフの子らは言った、「山は私たちには見つからない。そして、谷の地に住むすべてのカナン人には鉄の戦車があり、ベテ・シャンとその娘たちにいる者にも、エズレルの谷にいる者にもある」。

17 ヨシュアはヨセフの家、すなわちエフライムとマナセに言われた、「あなたは多くの民であり、大きな力を持っている。あなたには一つのくじだけが与えられるのではない」。

18 山はあなたのものとなるであろう。それは森であるから、あなたはそれを切り開かなければならない。その出口もあなたのものとなるであろう。あなたはカナン人を追い出すであろう。彼らは鉄の戦車を持ち、強いからである。
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1 イスラエルの子らの集会はすべてシロに集まり、そこに定めの時の天幕を据えられた。そして地は彼らの前に征服された。

2 イスラエルの子らのうち、その相続地をまだ分けていなかった者が残っていた。七つの部族である。

3 ヨシュアはイスラエルの子らに言われた、「あなたがたは、あなたがたの父祖の神、主があなたがたに与えられた地を所有するために行くのを、いつまで怠るのか」。

4 あなたがたのために、部族ごとに三人の人を出しなさい。わたしは彼らを遣わし、彼らは立って地を巡り、その相続地にしたがってそれを口に書き記し、わたしのところに戻って来なさい。

5 彼らはその地を七つの分け前に分けなければならない。ユダはその境界の南、ネゲブに立ち、ヨセフの家はその境界の北に立つ。

6 あなたがたはこの地を七つの分け前に書き記し、それを私のところへ持って来なさい。私はここで、私たちの神、主の前で、あなたがたのためにくじを引こう。

7 レビ人にはあなたがたの内側に分け前がない。主の祭司職が彼の相続地だからである。そしてガドとルベンとマナセの部族の半分は、ヨルダンの向こう側、東の方で自分たちの相続地をすでに受け取っていた。それは主のしもべモーセが彼らに与えたものである。

8 人々は立ち上がって行った。ヨシュアは地を書き記すために行く者たちに命じて言われた、「行け、地を巡り、それを書き記し、私のところに戻れ。ここで、主の前、シロで、あなたたちのためにくじを投げよう」。

9 人々は行って地を巡り、その地を七つの分け前に分けて町ごとに書物に書き記し、ヨシュアのもと、シロの陣営に帰って来た。

10 ヨシュアはシロで主の前に彼らのためにくじを投げ、そこでヨシュアはその地を彼らの割り当てに従ってイスラエルの子らに分け与えた。

11 ベニヤミンの子らの杖のくじは、その家族のために上って来た。そして、そのくじの境界は、ユダの子らとヨセフの子らとの間に出た。

12 彼らの境界は北の隅でヨルダンから始まり、その境界はエリコの肩の北側に上り、西の海の方へ山に上り、その出口は荒野のベテ・アベンに至った。

13 境界はそこからルズの方へ、すなわちルズの肩のネゲブの方へ越えて行った。それはベテルである。そして境界は、ベテ・ホロン下のネゲブにある山の上にあるアタロテ・アダルへ下って行った。

14 境界は曲がり、海の隅の方へ、ネゲブに向かって、ベテ・ホロンの前にある山からネゲブへ回り、その出口はキルヤテ・バアル、すなわちキルヤテ・エアリム、ユダの子らの町に達する。これが海の隅である。

15 南側の隅はキルヤテ・エアリムの果てから始まり、境界は海の方へ出て、ネフトアの水の泉へ出た。

16 境界はヒンノムの子の谷の顔の上にある山の果てに下り、これはレファイムの谷の北にあり、そしてヒンノムの谷に下り、エブス人の肩のネゲブへ、そしてエン・ロゲルに下った。

17 北から測って、エン・シェメシュへ出て、アドンミムの上り坂の向かいにあるゲリロテへ出た。そして、ルベンの子ボハンの石へ下った。

18 そして、その境界線は荒野に面する肩のところを北へ通り、荒野へ下って行った。

19 境界はベテ・ホグラの肩に沿って北へ回り、その境界の出口は塩の海の舌、北の方のヨルダンの果て、ネゲブに至る。これが南の境界である。

20 ヨルダンはその東の隅で境界を定めた。これはベニヤミンの子らの相続地であり、その境界は周囲を家族ごとに囲んでいた。

21 これらの町々は、その家族ごとにベニヤミンの子らの杖に属した。エリコ、ベテ・ホグラ、ケジツの谷。

22 ベテ・アラバ、ツェマライム、ベテル

23 アビム、パラ、オフラ。

24 ケファル・ハアモニ、オフニ、ゲバ、十二の町とその中庭。

25 ギブオン、ラマ、ベエロテ。

26 ミツパ、ケフィラ、モツァ。

27 レケム、イルペエル、タルアラ。

28 ツェラ、エレフ、エブス人、すなわちエルサレム、ギブアテ、キルヤテ・エアリム、十四の町とその中庭。これはベニヤミンの子らの家族による相続地である。
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1 第二のくじはシメオン、すなわちシメオンの子らの杖の家族のために出た。彼らの相続地はユダの子らの相続地の真ん中にあった。

2 彼らの相続地は、ベエル・シェバとシェバとモラダであった。

3 ハツァル・シュアル、バラ、エツェム。

4 エルトラド、ベトエル、ホルマ。

5 ツィケラグ、ベテ・マルカボテ、ハツァル・スサ。

6 ベテ・レバオテとシャルヘン、十三の町とその中庭。

7 アイン、リンモン、エテル、アシャン、四つの町とその中庭。

8 これらの町々の周囲にあるすべての中庭は、バアラテ・ベエル、すなわちネゲブのラマに至るまでであり、これがシメオンの子らの杖の相続地であり、その家族ごとのものであった。

9 ユダの子らの綱から、シメオンの子らの相続地が出た。ユダの子らの分け前が彼らよりも多かったからである。シメオンの子らは、その相続地の真ん中で相続地を得た。

10 第三のくじはゼブルンの子たちの家族のために上がった。彼らの相続地の境界はサリデにまで及んだ。

11 彼らの境界は西へ上り、マルアラに達し、ダベシェテに突き当たり、ヨクネアムの前にある谷川に突き当たった。

12 サリデから東の方、太陽の昇る方へ向かい、キスロテ・タボルの境界に至り、ダブラテへ出て、ヤピアに上った。

13 そこから東の方、日の出の方へ、ガテ・ハヘフェル、イッタ・カツィンに渡り、リンモン、ネアに及んだ。

14 境界は北からハンナトンに向かって回り、その出口はイフタフ・エルの谷に至った。

15 カタテ、ナハラル、シムロン、イダラ、そしてベツレヘム、十二の町とその中庭。

16 これは、その家族によるゼブルンの子らの相続地であり、これらの町とその中庭である。

17 第四のくじはイッサカルのために出た。イッサカルの子らに、その家族ごとに。

18 彼らの境界は、エズレル、ケスロテ、シュネムであった。

19 ハフライムとシオンとアナハラテ

20 ラビテ、キション、アベツ。

21 レメテ、エン・ガンニム、エン・ハダ、ベテ・パツェツ。

22 境界はタボルとシャハツォムとベテ・シェメシュに達し、その境界の出口はヨルダンであった。町は十六とその中庭。

23 これはイッサカルの子らの杖の相続地であり、その家族ごとに、町々とその中庭である。

24 第五のくじは、アシェルの子らの杖のために、その家族ごとに出た。

25 彼らの境界は、ヘルカテとハリとベテンとアクシャフであった。

26 アラムメレクとアマドとミシャルに及んだ。そして、その境は西のカルメルに達し、シホル・リブナテに至った。

27 そして東の太陽のほうへ、ベト・ダゴンに戻り、ゼブルンとイフタフ・エルの谷に北のほうで接し、ベテ・ハエメクとネイエルに達し、カブルの左に出た。

28 ヘブロンとレホブとハモンとカナ、大いなるシドンに至るまで。

29 境界はラマに戻り、ツロの要塞の町に至る。そして境界はホサに戻り、その出口はアクジブの綱から海に至る。

30 ウンマ、アフェク、レホブ。町は二十二で、それらの中庭もあった。

31 これは、その家族ごとのアシェルの子らの杖の相続地である。これらの町々とその中庭。

32 ナフタリの子らに、六番目のくじが出た。ナフタリの子らに、その家族ごとに。

33 その境界は、ヘレフから、ザアナンニムのアロン、アダミ・ネケブ、ヤブネエルを経て、ラクムに至るまでであり、その出口はヨルダンであった。

34 境界は西のアズノテ・タボルに回り、そこからフコクへ出て、ゼブルンにネゲブで接し、アシェルには西で接し、ユダにはヨルダンが東の太陽のほうに接した。

35 要塞の町々は、ツィディム、ゼル、ハマテ、ラカテ、キンネレテ。

36 アダマ、ラマ、ハツォル。

37 ケデシュ、エデレイ、エン・ハツォル。

38 イロン、ミグダル・エル、ホレム、ベテ・アナト、ベテ・シェメシュ、十九の町とその中庭。

39 これは、その家族ごとのナフタリの子らの杖の相続地であり、その町々とその中庭たちである。

40 ダンの子らの杖、その家族ごとに、第七のくじが出た。

41 彼らの相続地の境界は、ツォルアとエシュタオルとイル・シェメシュであった。

42 シャアルビム、アイヤロン、エテラ。

43 エロン、ティムナ、エクロン。

44 エルテケ、ギブトン、そしてバアラテ。

45 エフド、ベネ・ベラク、ガテ・リンモン。

46 メ・ヤルコンとラコン、ヤッファの向かいの境界とともに。

47 ダンの子らの境界は彼らから出て行った。ダンの子らは上って行き、レシェムと戦い、それを取り、それを剣の刃で打ち、それを所有し、そこに住み、レシェムを自分たちの先祖ダンの名にちなんでダンと名付けた。

48 これは、その家族によるダンの子らの杖の相続地である。これらの町とその中庭たち。

49 彼らはその地をその境界ごとに相続して取り終えた。そしてイスラエルの子らは、自分たちの真ん中でヌンの子ヨシュアに相続地を与えた。

50 主の口の命令により、彼らは彼が求めた町、すなわちエフライムの山にあるティムナテ・ヘレスを彼に与えた。そして彼はその町を建て、そこに住んだ。

51 これらは、祭司エレアザルとヌンの子ヨシュアと、イスラエルの子らの杖の父たちの頭が、シロで、主の前、定めの時の天幕の入口で、くじによって相続した相続地である。彼らは地を分け与えることを終えた。
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1 主はヨシュアに言われた。

2 イスラエルの子らに告げて言われた、「わたしがモーセの手によってあなたがたに告げた避難の町々を、あなたがたのために定めなさい」。

3 そこへ、過失により知識無しに人を殺した殺人者が逃げられるようにしなさい。それらはあなたがたにとって、血の復讐者からの避難所となるであろう。

4 そして彼はこれらの町の一つに逃げ、町の門の入口に立ち、その町の長老たちの耳に自分の言葉を語り、彼らは彼を町の中に自分たちのところへ集め、彼に場所を与え、彼は彼らとともに住んだ。

5 血の復讐者が彼の後を追うなら、彼らはその殺人者を彼の手に渡してはならない。なぜなら、彼は知識なしに自分の友を打ったのであり、彼は一昨日から彼を憎んでいなかったからである。

6 その町に、集会の前でさばきのために立つまで、その日の大祭司が死ぬまで住み、そのとき、殺人者は自分の町、自分の家、すなわち逃げて来たその町に帰ることができる。

7 彼らはナフタリの山にあるガリラヤのケデシュと、エフライムの山にあるシェケムと、ユダの山にあるキルヤテ・アルバ、すなわちヘブロンを聖別した。

8 向こう側、ヨルダンの東、エリコの向こう側で、彼らは荒野の平地にあるベツェルをルベンの杖から、ギレアデのラモテをガドの杖から、バシャンのゴランをマナセの杖から与えた。

9 これらは、イスラエルのすべての子らと、その真ん中に住む寄留者のために定められた町であり、過失によって命を打った者が皆、そこに逃げ込むためのものであった。彼が集会の前に立つまで、血の復讐者の手によって死ぬことがないようにするためであった。
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1 レビ人の父たちのかしらたちは、祭司エレアザルとヌンの子ヨシュアと、イスラエルの子らの杖の父たちのかしらたちのところに近づいた。

2 彼らはシロで、カナンの地で彼らに告げて言われた、「主はモーセの手によって、私たちに住むべき町と、その郊外地を私たちの獣のために与えるように命じられた」。

3 イスラエルの子らは、主の口に従って、自分たちの相続地からレビ人にこれらの町とその郊外地を与えた。

4 くじはコハト人の家族のために出た。そして、祭司アロンの子らに、レビ人の中から、ユダの杖とシメオン人の杖とベニヤミンの杖から、くじによって十三の町が与えられた。

5 コハテの子らのうち残った者たちには、エフライムの杖の家族と、ダンの杖と、マナセの杖の半分から、くじによって十の町が与えられた。

6 ゲルションの子らには、イッサカルの杖の家族と、アシェルの杖と、ナフタリの杖と、バシャンにおけるマナセの杖の半分から、くじによって十三の町を与えられた。

7 メラリの子らに、その家族ごとに、ルベンの杖とガドの杖とゼブルンの杖から、十二の町。

8 イスラエルの子らは、これらの町とその郊外地をレビ人に与えた。主がモーセの手によってくじをもって命じられたとおりに。

9 彼らはユダの子らの杖とシメオンの子らの杖から、これらの町々を名によって与えた。

10 アロンの子らに、レビの子らの中のコハト人の家族から、くじが最初に当たった。

11 彼らに、アナクの父アルバの町キルヤテ・アルバ、すなわちユダの山にあるヘブロンと、その周囲の郊外地を与えた。

12 町の野とその中庭を、彼らはエフンネの子カレブにその所有として与えた。

13 祭司アロンの子らに、彼らは殺人者の避難所の町、ヘブロンとその郊外地、そしてリブナとその郊外地を与えた。

14 ヤッテルとその郊外地、エシュテモアとその郊外地。

15 ホロンとその郊外地、デビルとその郊外地。

16 アインとその郊外地、ユッタとその郊外地、ベテ・シェメシュとその郊外地、これらの二つの部族からの町は九つであった。

17 ベニヤミンの杖からは、ギブオンとその郊外地、ゲバとその郊外地。

18 アナトテとその郊外地、アルモンとその郊外地。町は四つ。

19 祭司アロンの子らのすべての町は十三の町とその郊外地であった。

20 レビ人のコハテの子らの残りの者たちの家族については、そのくじの町々はエフライムの杖から出た。

21 彼らは、殺人者の避難所の町であるシェケムとその郊外地をエフライムの山に与え、またゲゼルとその郊外地を与えた。

22 キブツァイムとその郊外地、ベテ・ホロンとその郊外地、合わせて四つの町。

23 ダンの杖からは、エルテケとその郊外地、ギブトンとその郊外地。

24 アイヤロンとその郊外地、ガテ・リンモンとその郊外地、四つの町。

25 マナセの杖の半分から、タアナクとその郊外地、そしてガテ・リンモンとその郊外地、町は二つ。

26 すべての町は十で、その郊外地も含めて、残ったコハテの子らの家族に与えられた。

27 ゲルションの子らに、レビ人の家族のうちから、マナセの杖の半分から、殺人者の避難所の町、すなわちバシャンのゴランとその郊外地、そしてベエシュテラとその郊外地を与えられた。町は二つである。

28 イッサカルの杖からは、キションとその郊外地、ダブラテとその郊外地。

29 ヤルムテとその郊外地、エン・ガンニムとその郊外地、合わせて四つの町。

30 アシェルの杖からは、ミシャルとその郊外地、アブドンとその郊外地。

31 ヘルカテとその郊外地、レホブとその郊外地。町は四つ。

32 ナフタリの杖からは、殺人者の避難所の町、ガリラヤのケデシュとその郊外地、ハモテ・ドルとその郊外地、カルタンとその郊外地、合わせて三つの町。

33 ゲルション人のすべての町は、その家族ごとに、十三の町とその郊外地であった。

34 残ったレビ人メラリの子らの家族には、ゼブルンの杖からヨクネアムとその郊外地、カルタとその郊外地を与えられた。

35 ディムナとその郊外地、ナハラルとその郊外地。町は四つ。

36 ルベンの杖からは、ベツェルとその郊外地、そしてヤハツとその郊外地。

37 ケデモテとその郊外地、メファテとその郊外地、合わせて四つの町。

38 ガドの杖からは、殺人者の避難所の町、ギレアデのラモテ・ギルアデとその郊外地、そしてマハナイムとその郊外地。

39 ヘシュボンとその郊外地、ヤゼルとその郊外地、すべての町で四つ。

40 すべての町は、メラリの子らの家族のために、レビ人の家族のうちに残ったものであった。彼らのくじは、十二の町であった。

41 レビ人のすべての町は、イスラエルの子らの所有の真ん中にあり、その町は四十八と、その郊外地である。

42 これらの町々は、それぞれ町とその周囲の郊外地とともにあった。このすべての町々についても同様であった。

43 主は、彼らの父に与えると誓われたすべての地をイスラエルに与えられた。彼らはそれを相続し、そこに住んだ。

44 主は彼らの周囲に、彼らの父祖に誓われたすべてのとおりに、彼らに安息を与えられた。そして、彼らのすべての敵のうち、だれ一人として彼らの前に立ちはだかる者はなかった。主は彼らのすべての敵を彼らの手に渡された。

45 主がイスラエルの家に語られたすべての良い言葉のうち、一つも落ちることはなかった。すべてが実現した。
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1 その時、ヨシュアはルベン人とガド人と、マナセの杖の半分に呼びかけられた。

2 彼らに言われた、「あなたがたは、主のしもべモーセがあなたがたに命じたすべてのことを守り、わたしがあなたがたに命じたすべてのことにわたしの声に聞き従った。

3 あなたがたはこの多くの日の間、兄弟たちを捨てず、今日まで主あなたがたの神の戒めの務めを守ってきた。

4 今や、あなたがたの神、主は、あなたがたの兄弟たちに、語られたとおりに安息を与えられた。それゆえ、今、あなたがたは向きを変え、あなたがたの天幕へ、あなたがたの所有の地へ、すなわち主のしもべモーセが、ヨルダンの向こう側で、あなたがたに与えた地へ行きなさい。

5 ただ、あなたがたの神、主のしもべモーセがあなたがたに命じられた戒めと律法を、非常に注意して守り行い、あなたがたの神、主を愛し、そのすべての道を歩み、その戒めを守り、主にすがり、あなたがたのすべての心とすべての命をもって主に仕えなさい。

6 ヨシュアは彼らを祝福し、彼らを送り出した。彼らは自分たちの天幕へ行った。

7 マナセ部族の半分にはモーセがバシャンで与えられた。そしてその半分にはヨシュアが彼らの兄弟たちと共に、ヨルダンの向こう側、西の海の向こう側で与えられた。さらに、ヨシュアが彼らを彼らの天幕に送り帰したとき、彼らを祝福された。

8 彼は彼らに言われた、「多くの財産をもってあなたがたの天幕に帰りなさい。また非常に多くの家畜、銀、金、青銅、鉄、そして非常に多くの衣服をもって。あなたがたの敵の戦利品をあなたがたの兄弟たちと分け合いなさい」。

9 ルベンの子らとガドの子らとマナセの部族の半分は、カナンの地にあるシロからイスラエルの子らのもとを離れ、ギレアデの地、すなわち彼らが所有した地へ行くために帰って行った。それは主がモーセの手によって命じられたことに従ってのことである。

10 彼らはヨルダンの地方、カナンの地にある所に来た。そしてルベンの子らとガドの子らとマナセの部族の半分は、そこにヨルダンの岸に祭壇を築いた。それは外観の大きな祭壇であった。

11 イスラエルの子らは聞いた、「見よ、ルベンの子らとガドの子らとマナセの半分の部族が、カナンの地に向かって、ヨルダンの地方、イスラエルの子らの向こう側に祭壇を築いた」と。

12 イスラエルの子らはこれを聞き、イスラエルの子らのすべての集会はシロに集まり、彼らに立ち向かうために軍勢として上って行った。

13 イスラエルの子らは、ルベンの子らとガドの子らとマナセの半分の部族に、ギレアデの地へ、祭司エレアザルの子ピネハスを遣わした。

14 そして十人の君主たちが彼と共にいた。すなわち、イスラエルのすべての杖の父の家ごとに一人の君主、一人の君主であり、彼らはイスラエルの千の家の父の家のかしらである人々であった。

15 彼らはルベンの子らとガドの子らとマナセの部族の半分のもとへ、ギレアデの地へ行き、彼らにこう言った。

16 主のすべての集会はこう言われた、「あなたがたがイスラエルの神に対して行ったこの背信は何か。今日、主に従うことから離れて、あなたがたのために祭壇を築き、今日、主に対して反逆したとは。

17 ペオルの咎は、我々にとって小さなことでしょうか。それは、我々がこの日に至るまでそれから清められていないものであり、主の集会に疫病が臨んだのです。

18 あなたがたは今日、主に従うことから離れて帰るのか。あなたがたが今日、主に逆らって反逆するなら、明日、主はイスラエルのすべての集会に向かって怒られるであろう。

19 もしあなたがたの所有の地が汚れているなら、主の幕屋がそこに住まわれる主の所有の地に渡って来て、私たちの真ん中で所有を得なさい。主に背いてはならず、また、あなたがたが自分たちのために、私たちの神である主の祭壇のほかに祭壇を築いて、私たちに背いてはならない。

20 ゼラフの子アカンは、呪いの物について背信を犯したではないか。そして、その激しい怒りがイスラエルのすべての集会に臨んだ。彼はただ一人の人であったが、その咎のゆえに死ななかったのか。

21 ルベンの子らとガドの子らとマナセの部族の半分は、イスラエルの千の部隊のかしらたちに答えて言った。

22 神々の神、主、神々の神、主、その方は知っておられる。そしてイスラエルもまた知るであろう。もし反逆において、もし主に対する背信において〔あるならば〕、どうかこの日に私たちを救わないでください。

23 もし私たちが主に背くために祭壇を築き、その上に全焼のいけにえや献げ物を捧げ、あるいはその上で全焼のいけにえのいけにえを献げるなら、主ご自身がそれを求められる。

24 もしも、私たちがこのことを、憂いからではなく、言葉からではなく、行ったのなら、明日、あなたがたの子らが私たちの子らに言って、『あなたがたと、イスラエルの神である主とに、何の関係があるのか』と言うでしょう。

25 主は、私たちとあなたがたの間に、ルベンの子らとガドの子らに、ヨルダン川を境界として与えられた。あなたがたには主における分け前はない。そして、あなたがたの子らが私たちの子らに、主を恐れることをやめさせてしまうであろう。

26 私たちは言った、「私たちのために祭壇を築こう。全焼のいけにえのためではなく、いけにえのためでもない。

27 それは私たちとあなたがたの間、また私たちの後の世代の間の証人であり、主の前で主に奉仕するために、私たちの全焼のいけにえといけにえと全焼のいけにえをもって仕えるためである。そして、あなたがたの子らが明日、私たちの子らに「あなたがたには主の中に分け前がない」と言うことがないようにするためである。

28 そして私たちは言った、「もし彼らが明日、私たちと私たちの世代にこう言うなら、『主の祭壇の形を見よ。それは私たちの父たちが造ったもので、全焼のいけにえのためでも、いけにえのためでもなく、私たちとあなたがたの間の証人である』と、私たちは言おう」。

29 私たちが主に逆らって反逆し、今日、主に従うことから離れて、全焼のいけにえのための祭壇、献げ物のための祭壇、いけにえのための祭壇を造ることなど、絶対にあり得ません。それは、私たちの神、主の幕屋の顔の前にある主の祭壇を単独で除いてのことです。

30 ピネハス祭司と集会の君主たち、すなわちイスラエルの諸部族のかしらたちは、ルベンの子らとガドの子らとマナセの子らと共にいたが、その言葉は彼らの目に良しとされた。

31 祭司エレアザルの子ピネハスは、ルベンの子ら、ガドの子ら、マナセの子らに言われた。「今日、私たちは、主が私たちの真ん中におられることを知りました。あなたがたがこの背信を主に対して犯さなかったからです。そのとき、あなたがたはイスラエルの子らを主の手から救い出したのです。

32 祭司エレアザルの子ピネハスと君主たちは、ルベンの子らとガドの子らのもとから、ギレアデの地からカナンの地のイスラエルの子らのもとへ帰り、彼らに言葉を返した。

33 この言葉はイスラエルの子らの目に良しとされ、イスラエルの子らは神を祝福された。そして彼らは、ルベンの子らとガドの子らが住んでいる地を滅ぼすために、彼らに上って軍勢を送るとは言わなかった。

34 ルベンの子らとガドの子らは、その祭壇を「証人」と呼んだ。「それは、私たちの間で、主が神であることの証人だからである。
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1 多くの日の後、主がイスラエルをその周囲のすべての敵から休ませられた時、ヨシュアは年老いて、日が進んでいた。

2 ヨシュアはすべてのイスラエルを、その長老たち、頭たち、さばきづかさたち、つかさたちに呼び寄せて、彼らに言われた、「私は年老いて、日を重ねてきた。

3 あなたがたは、あなたがたの神、主がこれらすべての国々をあなたがたの前からなされたすべてのことを見た。あなたがたの神、主ご自身があなたがたのために戦われる方である。

4 見よ、わたしはこれらの残った国々を、あなたがたの部族への相続地として割り当てた。ヨルダンから、わたしが断ち滅ぼしたすべての国々、そして日の入りの入口にある大海に至るまで。

5 あなたがたの神、主ご自身が、彼らをあなたがたの前から追い払い、あなたがたの前から彼らを追い出される。あなたがたは、あなたがたの神、主があなたがたに告げられたように、彼らの地を所有するであろう。

6 あなたがたは、主のしもべモーセの律法の書物に書かれているすべてのことを、守り行うために、非常に強くあらねばならない。それから右にも左にもそれてはならない。

7 あなたがたのうちに残っているこれらの国々の中に入って行かず、彼らの神々の名を唱えてはならず、誓わせてはならず、彼らに仕えてはならず、彼らにひれ伏してはならない。

8 むしろ、あなたがたの神、主に堅く結びつきなさい。あなたがたが今日までしてきたように。

9 主はあなたがたの前から大きな強い国々を追い出された。そしてあなたがたの前には、今日までだれひとり立ちはだかる者はなかった。

10 あなたがたのうちの一人の人が千人を追い払う。それは、あなたがたの神、主ご自身が、あなたがたに言われたとおりに、あなたがたのために戦われるからである。

11 あなたがたは自分の命を非常に守り、あなたがたの神、主を愛しなさい。

12 もしあなたがたが背を向けて、あなたがたのうちに残っているこれらの国の残りに付き従い、彼らと婚姻を結び、彼らのうちに入り、彼らもあなたがたのうちに入るなら、

13 あなたがたは確かに知っているであろう。あなたがたの神、主は、これらの国々をあなたがたの前から追い払うことをもはやなさらない。それらはあなたがたにとってわなとなり、罠となり、あなたがたの側のむちとなり、あなたがたの目にはとげとなり、あなたがたの神、主があなたがたに与えられたこの良い地の上から、あなたがたが滅びうせるまでとなる。

14 見よ、私は今日、すべての地の道を行こうとしている。あなたがたは、自分のすべての心とすべての命をもって知りなさい。あなたがたの神、主があなたがたについて語られたすべての良い言葉のうち、一つの言葉も落ちなかった。すべてのことがあなたがたに臨んだ。そのうちの一つの言葉も落ちなかった。

15 主があなたがたの神である主があなたがたに告げられたすべての良い言葉があなたがたに臨んだように、主はあなたがたの神である主があなたがたに与えられたこの良い地の上からあなたがたを滅ぼし尽くすまで、すべての悪い言葉をもあなたがたに臨ませられる。

16 あなたがたがあなたがたの神、主の契約を破り、主があなたがたに命じられた契約を越えて、他の神々に行き、それらに仕え、それらにひれ伏すなら、主の怒りがあなたがたに燃え上がり、あなたがたは主があなたがたに与えられた良い地から急いで滅ぼされるであろう。

Joshua 24

1 ヨシュアはイスラエルのすべての杖をシェケムに集め、イスラエルの長老たち、その頭たち、その裁き人たち、その役人たちを呼び寄せた。彼らは神の前に立った。

2 ヨシュアはすべての民に言われた。「イスラエルの神、主はこう言われる。『あなたがたの父たちは、永遠の昔、川の向こう側に住んでいた。テラ、アブラハムの父、ナホルの父である。彼らは他の神々に仕えていた。』

3 あなたがたの父アブラハムを川の向こう側から取られた。そして彼をカナンのすべての地に歩ませられた。彼の子孫を増やし、彼にイサクを与えられた。

4 イサクにヤコブとエサウを与えられ、エサウにはセイルの山を所有させるために与えられ、ヤコブとその子らはエジプトに下った。

5 私はモーセとアロンを遣わし、あなたがたの内側で行ったように、エジプトを打った。その後、私はあなたがたを導き出した。

6 私はあなたがたの父たちをエジプトから導き出し、あなたがたは海に至った。そしてエジプト人が戦車と騎兵をもって、あなたがたの父たちの後を追って葦の海に来た。

7 彼らが主に叫ぶと、主はあなたがたとエジプト人の間に暗黒を置かれ、その上に海を臨ませてそれを覆われた。あなたがたの目は、わたしがエジプトで行ったことを見た。あなたがたは長い日々、荒野に住んだ。

8 あなたたちを、ヨルダンの向こう側に住むアモリ人の地に連れて行った。彼らはあなたたちと戦ったが、わたしは彼らをあなたたちの手に渡し、あなたたちは彼らの地を所有した。そして、わたしは彼らをあなたたちの前から滅ぼし尽くした。

9 モアブの王ツィポルの子バラクが立ち上がり、イスラエルと戦った。そして彼は使いを送り、ベオルの子バラムを呼び寄せて、あなたがたを呪わせようとした。

10 わたしはバラムの言うことを聞こうとせず、かえってあなたがたを祝福された。そして、あなたがたを彼の手から救い出された。

11 あなたたちはヨルダンを渡り、エリコに来た。そして、エリコの主人たち、アモリ人、ペリジ人、カナン人、ヒッタイト人、ギルガシ人、ヒビ人、エブス人があなたたちと戦ったが、わたしは彼らをあなたたちの手に渡した。

12 あなたがたの前にすずめばちを送られた。それは彼らをあなたがたの前から追い払った。アモリ人の二人の王を。あなたの剣によるのではなく、あなたの弓によるのでもなかった。

13 あなたがたに、あなたが耕さなかった地を与え、あなたがたが建てなかった町々を与えた。あなたがたはその中に住み、あなたがたが植えなかったぶどう園とオリーブを、あなたがたは食べている。

14 今、主を恐れ、真実と誠実をもって主に仕えなさい。あなたがたの父たちが川の向こう側とエジプトで仕えた神々を除き去り、主に仕えなさい。

15 もしあなたがたの目にかなわず、主に仕えることを望まないなら、今日、あなたがたが仕える者を選びなさい。あなたがたの先祖が川の向こう側で仕えた神々か、あるいはあなたがたがその地に住んでいるアモリ人の神々か。しかし、私と私の家は主に仕えます。

16 民は答えて言った。「私たちが主を捨てて、他の神々に仕えるなど、絶対にあり得ないことです。

17 主は私たちの神であり、私たちと私たちの父たちをエジプトの地、しもべの家から上らせられた方であり、私たちの目の前でこれらの大きなしるしを行われ、私たちが歩んだすべての道と、私たちがその内側を通過したすべての民の中で、私たちを守られた。

18 主はすべての民と、地に住んでいたアモリ人を私たちの前から追い出された。私たちもまた主に仕えます。主は私たちの神だからです。

19 ヨシュアは民に言われた、「あなたがたは主に仕えることはできない。主は聖なる神であり、ねたむ神である。主はあなたがたの背きの罪と罪を赦されないからである。

20 もしあなたがたが主を捨てて異邦の神々に仕えるなら、主は向き直ってあなたがたに災いを下し、あなたがたに良くしてくださった後でも、あなたがたを滅ぼし尽くされる。

21 民はヨシュアに言った、「いいえ、私たちは主に仕えます」。

22 ヨシュアは民に言われた、「あなたがた自身が、あなたがたのために主を選んで仕えることについて、あなたがたは自分たちの証人である」。すると彼らは言った、「証人です」。

23 今や、あなたがたの内側にある異邦の神々を除き去り、あなたがたの心をイスラエルの神、主に向けなさい。

24 民はヨシュアに言った、「我々は我々の神、主に仕え、その声に聞き従います」。

25 ヨシュアはその日に民と契約を結び、シェケムで彼のために定めとさばきを置かれた。

26 ヨシュアはこれらの言葉を神の律法の書物に書き記した。そして大きな石を取り、それを主の聖所にある樫の木の下に立てた。

27 ヨシュアはすべての民に言われた、「見よ、この石は私たちの間で証言となるであろう。それは主が私たちに語られたすべての言葉を聞いたからである。そして、それはあなたがたの間で証言となり、あなたがたが自分の神を欺くことのないようにするためである。

28 ヨシュアは民を送り出した。それぞれを自分の相続地へ。

29 これらのことの後、主のしもべヌンの子ヨシュアは、百十歳で死んだ。

30 彼らは彼をその相続地の境界にあるティムナテ・ヘレス、すなわちエフライムの山で、ガアシュの山の北に葬った。

31 イスラエルはヨシュアのすべての日々、およびヨシュアの後に長く日々を生きた長老たちのすべての日々、主がイスラエルのためにされたすべてのわざを知っていた者たちのすべての日々、主に仕えた。

32 イスラエルの子らがエジプトから携え上ったヨセフの骨を、彼らはシェケムに葬った。それは、ヤコブがシェケムの父ハモルの子らから銀貨百枚で買った野の土地であり、ヨセフの子らの相続地となった。

33 アロンの子エレアザルは死んだ。彼らは彼を、その子ピネハスに与えられたエフライムの山にあるピネハスの丘に葬った。


Judges

Judges 1

1 ヨシュアの死の後、イスラエルの子らは主に問うて言った、「だれが我々のために、初めにカナン人に上って行き、彼と戦うべきでしょうか」。

2 主は言われた、「ユダが上って行け。見よ、わたしはその地を彼の手に渡した」。

3 ユダは自分の兄弟シメオンに言った、「私のくじに従って私と一緒に上って行き、カナン人と戦おう。そうすれば、私もあなたのくじに従ってあなたと一緒に行こう」。そこでシメオンは彼と一緒に行った。

4 ユダは上って行き、主はカナン人とペリジ人を彼らの手に渡された。彼らはベゼクで一万人の者を打ち殺した。

5 彼らはベゼクでアドニ・ベゼクを見つけ、彼と戦った。そして、カナン人とペリジ人を打ち破った。

6 アドニ・ベゼクは逃げたが、彼らは彼の後を追い、彼を捕らえ、彼の手の拇指と足の拇指を切り落とした。

7 アドニ・ベゼクは言った、「七十人の王たちが、その手と足の拇指を切り落とされて、私の食卓の下で拾い集めていた。私がしたように、神は私に報いられた」。そして彼らは彼をエルサレムに連れて行き、彼はそこで死んだ。

8 ユダの子らはエルサレムと戦い、それを捕らえ、剣の刃で撃ち、その町を火で送った。

9 ユダの子らは下って行き、カナン人と戦った。山とネゲブと低地に住む者たちと。

10 ユダはヘブロンに住んでいたカナン人に向かって行った。ヘブロンの名は前はキルヤテ・アルバであった。彼らはシェシャイとアヒマンとタルマイを打った。

11 そこからデビルの住民のところへ行った。デビルの名は前はキルヤテ・サンナであった。

12 カレブは言った、「キルヤテ・サンナを打ち取り、それを捕らえる者には、私の娘アクサを妻として与えよう」。

13 カレブの弟であるケナズの子オトニエルがそれを攻め取ったので、彼は自分の娘アクサを彼に妻として与えた。

14 彼女が来たとき、彼女は彼に父の野を求めるよう勧め、そしてろばから降りた。カレブは彼女に言った、「あなたはどうしたのか」。

15 彼女は彼に言った、「どうか祝福を私にください。あなたは私にネゲブの地を与えられたのですから、私に水の鉢も与えてください」。するとカレブは彼女に上の鉢と下の鉢を与えた。

16 モーセのしゅうとであるケニ人の子らは、なつめやしの町からユダの子らと共に上って来て、ユダの荒野、ネゲブのアラドに行き、そこに住み、民と共にいた。

17 ユダはその兄弟シメオンと共に行き、ゼファテに住むカナン人を打ち、その町を聖絶した。そして、その町の名をホルマと呼んだ。

18 ユダはガザとその境界、アシュケロンとその境界、エクロンとその境界を取った。

19 主はユダと共におられたので、彼らは山を追い出した。しかし、谷の住民を追い出すことはできなかった。彼らに鉄の戦車があったからである。

20 彼らはモーセが言ったとおりに、カレブにヘブロンを与えた。そして彼はそこからアナクの三人の子を追い出した。

21 エブス人はエルサレムに住んでいたが、ベニヤミンの子らはこれを追い出さなかった。エブス人はベニヤミンの子らと共にエルサレムに住み続け、今日に至るまでそうである。

22 ヨセフの家もまた上って行き、ベテルへ向かった。主は彼らと共におられた。

23 ヨセフの家はベテルを探り出した。その町の名は前はルズであった。

24 見張りの者たちは町から出て来る一人の人を見て、その人に言った、「どうか、私たちに町の入口を見せてください。そうすれば、私たちはあなたに慈愛を示します」。

25 彼らはその人に町の入口を見せたので、その人々は町を剣の刃で打ち、その人とそのすべての家族を送り出した。

26 その人はヒッタイト人の地へ行き、町を建て、その名をルズと呼んだ。それがその名であり、今日に至るまでそうである。

27 マナセはベテ・シャンとその娘たち、タアナクとその娘たち、ドルの住民とその娘たち、イブレアムの住民とその娘たち、メギドの住民とその娘たちを追い出さなかった。そしてカナン人はこの地に住み続けることを望んだ。

28 イスラエルが強くなったとき、彼らはカナン人を人夫としたが、彼らを追い出すことはしなかった。

29 エフライムはゲゼルに住むカナン人を追い出さなかった。カナン人はその内側のゲゼルに住み続けた。

30 ゼブルンはキテロンの住民とナハラルの住民を追い出さなかった。カナン人はその内側に住み続け、彼らは人夫となった。

31 アシェルはアッコの住民とシドンの住民、そしてアフラブ、アクジブ、ヘルバ、アフェク、レホブを追い出さなかった。

32 アシェル人は地に住むカナン人の内側に住んだ。なぜなら、彼らは彼を追い出さなかったからである。

33 ナフタリはベテ・シェメシュの住民とベテ・アナトの住民を追い出さなかった。そして彼は地の住民であるカナン人の内側に住んだ。しかしベテ・シェメシュとベテ・アナトの住民は彼らのために人夫となった。

34 アモリ人はダンの子らを山に追い詰めた。彼らが谷に下ることを許さなかったからである。

35 アモリ人はヘレスの山、アイヤロンとシャアルビムに住み続けた。そしてヨセフの家の手が重くなり、彼らは人夫となった。

36 アモリ人の境界は、アクラビムの坂から、岩より上に及んだ。

Judges 2

1 主の御使いはギルガルからボキムに上って来られ、言われた。「わたしはあなたがたをエジプトから上らせ、あなたがたの父に誓った地に連れて来た。そして、『わたしはあなたがたとの契約を永遠に破らない』と言った。

2 あなたがたは、この地の住民と契約を結んではならず、彼らの祭壇を打ち壊さなければならなかった。しかし、あなたがたはわたしの声に聞き従わなかった。あなたがたは何ということをしたのか。

3 また、わたしは言った。あなたがたの前から彼らを追い出さない。彼らはあなたがたの側となり、彼らの神々はあなたがたにとって罠となるであろう。

4 主の御使いがこれらの言葉をすべてイスラエルの子らに語られたとき、民はその声を上げて泣いた。

5 彼らはその場所の名をボキムと呼び、そこで主にいけにえをささげた。

6 ヨシュアは民を送り出した。イスラエルの子らは、それぞれ自分の相続地に行き、その地を所有するために赴いた。

7 民はヨシュアのすべての日々と、ヨシュアの後に長く生きた長老たちのすべての日々、すなわち主がイスラエルのために行われたすべての大いなるわざを見た者たちのすべての日々、主に仕えた。

8 主のしもべ、ヌンの子ヨシュアは、百十歳で死んだ。

9 彼らは彼を、その相続地の境界にあるティムナテ・ヘレス、すなわちエフライムの山の北、ガアシュの山の北に葬った。

10 そのすべての世代もまた、その父たちのもとに集められた。そして、彼らの後に別の世代が起こったが、それは主を知らず、主がイスラエルになされたわざをも知らなかった。

11 イスラエルの子らは主の目に悪を行い、バアルたちに仕えた。

12 彼らは先祖の神、主を捨て、彼らをエジプトの地から導き出された方を捨て、自分たちの周囲の民の神々に従って行き、それらにひれ伏し、主を怒らせた。

13 彼らは主を捨て、バアルとアシュタロテに仕えた。

14 主の怒りがイスラエルに対して燃え上がり、彼らを略奪する者たちの手に渡された。彼らはイスラエルを略奪した。また、主は彼らを周囲の敵の手に売り渡された。彼らはもはや自分の敵の前に立つことができなかった。

15 彼らが出て行くすべての所で、主の手は彼らに災いをもたらした。主が語られたとおり、主が彼らに誓われたとおりに。そして彼らは非常に苦しめられた。

16 主はさばきたちを立てられた。彼らは彼らを略奪する者の手から救い出した。

17 彼らはまた、自分たちのさばき人にも聞き従わなかった。彼らは他の神々を慕って淫行を行い、それらにひれ伏したからである。彼らは、その先祖たちが主の戒めを聞き従うために歩んだ道から、すぐにそれて、そのようには行わなかった。

18 主が彼らにさばき人を立てられると、主はそのさばき人とともにおられ、そのさばき人のすべての日の間、彼らを敵の手から救われた。主が彼らのうめきのゆえに、彼らを苦しめる者たちと圧迫する者たちの顔のゆえに、あわれみを抱かれたからである。

19 さばきつかさが死ぬと、彼らは立ち返って、その父たちよりも悪く振る舞い、他の神々に従って行き、それらに仕え、それらにひれ伏した。彼らはその行いにも、その頑なな道からも、決して退かなかった。

20 主の怒りがイスラエルに対して燃え上がり、主は言われた、「この国が、わたしがその父たちに命じたわたしの契約を破り、わたしの声に聞き従わなかったので、

21 わたしもまた、彼らの前から人を追い払うことはもうしない。ヨシュアが残した国々のうち、彼が死んだときに残したものからは。

22 イスラエルを彼らによって試すためである。彼らが主の道を歩むためにそれを守っているかどうか、彼らの父たちが守ったように守っているかどうかを。

23 主はこれらの国々を急いで追い払わず、ヨシュアの手に渡されなかった。

Judges 3

1 主がイスラエルを試すために残された国々は、カナンのすべての戦いを知らないすべての者たちである。

2 ただ、イスラエルの子らの世代に、前には知らなかった戦いを彼らに教えるためにのみ、ただ前の者たちにのみ。

3 ペリシテ人の五人の君侯、およびすべてのカナン人、シドン人、そしてレバノン山に住むヒビ人、すなわちバアル・ヘルモンの山からハマテに来る所までに住む者たち。

4 彼らはイスラエルを試すためにそのままにされた。主がモーセの手を通して彼らの父たちに命じられた戒めを彼らが聞くかどうかを知るためであった。

5 イスラエルの子らはカナン人、ヒッタイト人、アモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人の内側に住んでいた。

6 彼らは自分たちのために彼らの娘たちを妻として娶り、自分たちの娘たちを彼らの子たちに与えた。そして彼らは彼らの神々に仕えた。

7 イスラエルの子らは主の目に悪を行い、自分たちの神である主を忘れ、バアルとアシェラに仕えた。

8 主の怒りがイスラエルに対して燃え上がり、主は彼らをアラム・ナハライムの王クシャン・リシュアタイムの手に売り渡された。イスラエルの子らはクシャン・リシュアタイムに八年間仕えた。

9 イスラエルの子らが主に叫び求めたので、主はイスラエルの子らのために救い主を起こされ、彼らを救われた。それは、カレブの弟であるケナズの子オトニエルであった。

10 主の霊が彼の上に臨まれた。彼はイスラエルを裁いた。彼は戦いに出た。主はアラムの王クシャン・リシュアタイムを彼の手に渡された。彼の手はクシャン・リシュアタイムの上に強くなった。

11 地は四十年の間、静まった。そして、ケナズの子オトニエルは死んだ。

12 イスラエルの子らは再び主の目に悪を行うことを続けたので、主はモアブの王エグロンをイスラエルに対して強くされた。それは彼らが主の目に悪を行ったからである。

13 彼はアンモンの子らとアマレクを自分のもとに集め、行ってイスラエルを打ち、なつめやしの町を占領した。

14 イスラエルの子らはモアブの王エグロンに十八年間仕えた。

15 イスラエルの子らは主に叫び求めた。主は彼らのために救い主を起こされた。ベニヤミン人ゲラの子エフド、右手の不自由な人である。イスラエルの子らは彼の手によって、モアブの王エグロンに献げ物を送った。

16 エフドは自分のために、両刃の剣を造った。その長さは一キュビトであった。そして彼はそれを自分の衣服の下、右の腿に帯びた。

17 彼はその献げ物をモアブの王エグロンに差し出した。エグロンは非常に肥えた人であった。

18 彼が献げ物を献げ終えたとき、彼はその献げ物を運ぶ民を送り出した。

19 彼はギルガルのそばにある彫像のところから戻り、「王よ、あなたにだけお伝えしたい隠れ場の言葉があります」と言われた。すると王は「静まれ」と言われたので、彼のそばに立っていたすべての者たちは彼の前から出て行った。

20 エフドは彼のところに来た。彼は自分のための夏の屋上の間に単独で座っていた。エフドは言った、「神の言葉が私にあり、あなたに伝えることがあります」。彼は王座から立ち上がった。

21 エフドは左手を伸ばし、右の腿の上から剣を取り、それを彼の腹に突き刺した。

22 また柄も炎の後に続いて入り、脂肪が炎を覆った。剣は彼の腹から抜かれなかったので、汚れが出た。

23 エフドは縁側に出て、自分のうしろで屋上の間の戸を閉め、かぎをかけた。

24 彼が出て行った後、彼のしもべたちが来て、見ると、なんと屋上の間の戸は閉ざされていた。彼らは言った、「彼は奥の部屋で足を隠しているに違いない。夏の涼しい部屋で」。

25 彼らは恥じるまで待ったが、見よ、彼は屋上の間の戸を開かなかった。そこで彼らはかぎを取り、開けた。すると、見よ、彼らの主が地に倒れて死んでいた。

26 エフドは彼らがためらっている間に逃げ延び、彫像のところを通り過ぎて、セイラへ逃げ延びた。

27 彼が来たとき、角笛をエフライムの山で吹き鳴らした。すると、イスラエルの子らは彼とともに山から下りて行った。彼は彼らの前におられた。

28 彼は彼らに言われた、「私の後に従え。主があなたがたの敵モアブをあなたがたの手に渡されたからだ」。彼らは彼の後に下って行き、ヨルダンの渡し場をモアブに対して占領し、だれ一人渡らせなかった。

29 その時、彼らはモアブを打ち、およそ一万人の者を打ち倒した。すべての肥えた者、すべての力ある者を打ち、一人も逃げ延びる者はなかった。

30 その日、モアブはイスラエルの手の下に屈服した。そして、地は八十年の間、静まった。

31 彼の後に、アナトの子シャムガルがいた。彼は牛のむち棒でペリシテ人六百人を打ち、彼もまたイスラエルを救った。

Judges 4

1 イスラエルの子らは再び主の目に悪を行うことを続け、エフドは死んだ。

2 主は彼らをカナンの王ヤビンの手に売り渡された。そのヤビンはハツォルで治めており、彼の軍勢の長官はシセラで、彼はハロシェテ・ハ・ゴイムに住んでいた。

3 イスラエルの子らは主に叫んだ。なぜなら、彼には鉄の戦車が九百台あり、彼は力をもって二十年の間、イスラエルの子らを激しく圧迫していたからである。

4 デボラは女預言者であり、ラピドテの妻であった。彼女はその時にイスラエルを裁いていた。

5 彼女はエフライムの山の、ラマとベテルの間にあるデボラのなつめやしの木の下に座っていた。そしてイスラエルの子らは、さばきのために彼女のところに上って来た。

6 彼女は使いを送って、アビノアムの子バラクをケデシュ・ナフタリから呼び寄せ、彼に言った。「イスラエルの神、主がこう命じられたではないか。『行け、タボル山に引き寄せよ。そして、ナフタリの子らとゼブルンの子らの中から一万人の人々をあなたと共に連れて行け』と。

7 わたしはあなたのもとへ、キションの谷川に、ヤビンの軍勢の長官シセラと、その戦車と、その群衆を引き寄せ、それをあなたの手に渡す。

8 バラクは彼女に言った、「もしあなたが私と一緒に行くなら、私は行こう。しかし、もしあなたが私と一緒に行かないなら、私は行かない」。

9 彼女は言われた、「必ずあなたと共に行きます。しかし、あなたが行く道では、あなたの栄光は絶えずあなたのものとはなりません。主がシセラを女の手に売り渡されるからです」。そしてデボラは立ち上がり、バラクと共にケデシュへ行った。

10 バラクはゼブルンとナフタリをケデシュに呼び集め、彼の足に従って一万人の人が上って行った。デボラも彼と共に上って行った。

11 ケニ人ヘベルは、モーセのしゅうとホバブの子らから分かれて、その天幕をケデシュのそばにあるザアナンニムの樫の木まで張った。

12 シセラに、アビノアムの子バラクがタボル山に上ったことが告げられた。

13 シセラは自分のすべての戦車、すなわち鉄の戦車九百台と、彼と共にいるすべての民を、ハロシェテ・ハゴイムからキションの谷川へ呼び集めた。

14 デボラはバラクに言われた、「立ち上がれ。これは主がシセラをあなたの手に渡された日である。主はあなたの前に出て行かれたではないか」。そこでバラクはタボル山から下り、一万人の人が彼の後に従った。

15 主はシセラとすべての戦車とすべての陣営を、バラクの前で剣の刃によって打ち乱された。そしてシセラは戦車から降りて、自分の足で逃げた。

16 バラクは戦車と陣営の後を追って、ハロシェテ・ハ・ゴイムまで追撃した。シセラのすべての陣営は剣の刃に倒れ、一人も残らなかった。

17 シセラは自分の足で、ケニ人ヘベルの妻ヤエルの天幕へ逃げた。ハツォルの王ヤビンとケニ人ヘベルの家との間には平和があったからである。

18 ヤエルはシセラを迎えに出て、彼に言った、「わが主よ、どうかお入りください。私のところへお入りください。恐れることはありません」。彼は彼女の天幕に入ったので、彼女は彼を外套で覆った。

19 彼は彼女に言った、「どうか、少し水を飲ませてください。私は渇いています」。彼女は乳の皮袋を開け、彼に飲ませ、そして彼を覆った。

20 彼は彼女に言った、「天幕の入口に立ちなさい。もし人が来て、『ここに人がいるか』と尋ねるなら、『いない』と答えなさい」。

21 ヘベルの妻ヤエルは天幕の杭を取り、槌を手に取り、彼のもとに静かに近づき、その杭を彼のこめかみに打ち込み、地に突き刺した。彼は深く眠っており、疲れ果てて死んだ。

22 すると、見よ、バラクがシセラを追っていた。ヤエルは彼を迎えに出て、彼に言った、「来なさい、あなたが捜している人をあなたに見せましょう」。彼が彼女のところに入ると、見よ、シセラは倒れて死んでおり、杭は彼のこめかみにあった。

23 神はその日に、カナンの王ヤビンをイスラエルの子らの前に打ち従えられた。

24 イスラエルの子らの手は、カナンの王ヤビンに対してますます強くなっていき、ついに彼らはカナンの王ヤビンを断ち滅ぼした。

Judges 5

1 その日、デボラとアビノアムの子バラクは歌を歌って言った。

2 イスラエルにおいて復讐がなされ、民が自ら進んで捧げたとき、主を祝福せよ。

3 王たちよ、聞け。支配者たちよ、耳を傾けよ。私は主に向かって、私は歌おう。イスラエルの神、主にほめ歌を歌おう。

4 主よ、あなたがセイルから出て来られたとき、あなたがエドムの野から歩まれたとき、地は震えた。天も滴り落ちた。雲も水を滴り落とした。

5 山々は主の前から流れ出た。このシナイは、イスラエルの神、主の前から流れ出た。

6 シャムガル、アナトの子の日々、ヤエルの日々に、道々は絶え、小道を行く者たちは曲がりくねった道を行った。

7 村落はイスラエルに絶え、絶えた。私デボラが立ち上がるまで、イスラエルに母として立ち上がるまで。

8 神が新しいものを選ばれたとき、そのとき門に戦いがあった。盾も槍も、イスラエルの四万人のうちに見られなかった。

9 我が心はイスラエルの指導者たちに向かう、民の中で自ら進んで献げる者たちよ。主を祝福せよ。

10 白い雌ロバに乗る者たち、衣服の上に座る者たち、道を行く者たちよ、語れ。

11 水汲み場の声の間に、射手たちの声が聞こえる。そこで彼らは主の義のわざを語る、イスラエルにおける村落の義のわざを。そのとき主の民は門に下って行った。

12 目覚めよ、目覚めよ、デボラよ、目覚めよ、目覚めよ、歌を語れ。立ち上がれ、バラクよ、あなたの捕虜を捕らえよ、アビノアムの子よ。

13 そのとき、残りの者は力ある者たちのために下って行った。主は勇士たちとともに、私のために下って行かれた。

14 エフライムから、その根はアマレクにあった。あなたの後に、ベニヤミン、あなたの民と共に。マキルから、立法者たちが下って来た。ゼブルンからは、書記官の部族を引く者たちが。

15 イッサカルの長官たちはデボラと共にあり、イッサカルもまたバラクと共に谷へ、その足で送り出された。ルベンの区分には、心の定めは大きい。

16 なぜあなたは羊の囲いの間に座って、群れの叫び声を聞いていたのか。ルベンの区分には、心の探求が大きかったのだ。

17 ギレアデはヨルダンの向こう側に住み、ダンはなぜ船に留まるのか。アシェルは海の海岸に座し、その破れ口の上に住む。

18 ゼブルンの民は死に至るまで自分の命を軽んじ、ナフタリも野の高い所にいた。

19 王たちは来て、戦った。そのとき、カナンの王たちはタアナクで、メギドの水のほとりで戦った。彼らは銀の利得を得なかった。

20 天から戦われた。星はその大路からシセラと戦われた。

21 キションの谷川は彼らを押し流した、古代の谷川、キションの谷川よ。わが命よ、力を踏みしめよ。

22 そのとき、馬のかかとが踏み鳴らされた。力ある者の激しい跳ねる跳ねるによって。

23 メロズを呪え、と主の御使いが言われた。その住民を激しく呪え。彼らが主の助けに来なかったからだ。勇士たちと共に主の助けに来なかったからだ。

24 妻たちのうちで祝福された、ケニ人ヘベルの女ヤエル。天幕の女たちのうちで祝福された。

25 水を求めたが、彼女は乳を与えた。高貴な者の鉢に、彼女はバターを差し出した。

26 彼女の手を杭に伸ばし、その右の手を労苦する者の槌に伸ばした。そしてシセラを打ち、その頭を砕き、打ち砕いてそのこめかみを貫いた。

27 彼女の足の間に、彼はひざまずき、倒れ、横たわった。彼女の足の間に、彼はひざまずき、倒れた。彼がひざまずいた所で、そこに倒れて、打ち砕かれた。

28 シセラの母は窓から眺め、格子窓から叫んだ、「なぜ彼の戦車は来るのが遅いのか、なぜ彼の戦車の時は遅れるのか」。

29 その妃たちのうちの賢い者たちは彼女に答え、彼女自身も自分の言葉を彼女に返す。

30 彼らは戦利品を見つけて分け合うのではないか、男の頭ごとに娘をあわれみとして、シセラのために染料の戦利品を、染料の戦利品を刺繍として、刺繍の染料を戦利品の首のために。

31 主よ、あなたの敵はすべてこのように滅び、あなたを愛する者たちは、その力において太陽が昇るように輝く。そして、地は四十年の間、静まった。

Judges 6

1 イスラエルの子らは主の目に悪を行った。そこで主は彼らを七年の間、ミディアンの手に渡された。

2 ミディアンの手がイスラエルの上に強くなった。ミディアンの前で、イスラエルの子らは自分たちのために、山にある洞穴と洞穴と要塞を作った。

3 イスラエルが種を蒔くと、ミディアンとアマレクと東の子らが上って来て、彼の上に攻め上った。

4 彼らは彼らに対して陣を張り、地の収穫をガザに至るまで荒らし、イスラエルに命の維持を残さず、羊も雄牛もろばも残さなかった。

5 彼らとその家畜は上って来、その天幕も来て、いなごの十分に多数のようであり、彼らとそのらくだには数がなく、彼らは地を荒らすためにその地に入った。

6 イスラエルはミディアンの前で非常に衰え、イスラエルの子らは主に叫んだ。

7 イスラエルの子らがミディアンの事柄について主に叫んだとき、

8 主は預言者である一人の人をイスラエルの子らに遣わされた。彼は彼らに言われた。「イスラエルの神、主はこう言われる。『わたしはあなたがたをエジプトから上らせ、しもべの家からあなたがたを連れ出した。』

9 私はあなたたちをエジプト人の手から、またあなたたちを苦しめるすべての者の手から救い出し、彼らをあなたたちの前から追い払い、彼らの地をあなたたちに与えた。

10 わたしはあなたがたに言った。『わたしは主、あなたがたの神である。あなたがたがその地に住んでいるアモリ人の神々を恐れてはならない。』しかし、あなたがたはわたしの声に聞き従わなかった。

11 主の御使いが来て、オフラにある、アビエゼル人ヨアシュのものである樫の木の下に座られた。彼の子ギデオンは、ミディアンの顔から逃れるために、酒ぶねで小麦を打っていた。

12 主の御使いが彼に現れ、彼に言われた。「主はあなたと共におられる。力ある勇士よ。

13 ギデオンは彼に言った、「わが主よ、もし主が私たちと共におられるのなら、なぜこれらすべてのことが私たちに起こったのですか。また、私たちの父たちが私たちに告げて、『主は私たちをエジプトから上らせたではないか』と言った、そのすべての奇しいわざはどこにあるのですか。ところが今、主は私たちを捨て、私たちをミディアンの手のひらに渡されたのです。

14 主は彼の方を向いて言われた。「あなたのその力で行き、イスラエルをミディアンの手のひらから救い出せ。わたしがあなたを遣わしたのではないか。

15 彼は主に言った。「ああ、わが主よ。私は何によってイスラエルを救うことができましょうか。見よ、私の牛はマナセの中で最も貧弱であり、私は父の家で最も小さい者です。

16 主は彼に言われた、「わたしがあなたと共にいるからだ。あなたはミディアンを一人の人を打つように打つであろう」。

17 彼は彼に言った。「もし私があなたの目に恵みを見いだしたのなら、私にしるしを与えてください。あなたが私と話しておられることの。

18 どうか、私があなたのところに来て、私の献げ物を持ち出し、あなたの前に置くまで、ここを離れないでください。すると彼は言われた、「あなたが戻って来るまで、私はここに座っている」。

19 ギデオンは来て、雌ヤギの子やぎ一匹と、種なしパンの小麦粉一エパを用意した。肉を籠に入れ、肉汁を鍋に入れ、彼のところへ、樫の木の下に持って行き、差し出した。

20 神の御使いは彼に言われた。「その肉と種なしパンを取り、それをこの岩の上に置き、その肉汁を注ぎなさい。」彼はそのようにした。

21 主の御使いは手にあった杖の果てを差し伸べ、肉と種なしパンに触れられた。すると火が岩から上がり、肉と種なしパンを焼き尽くした。そして主の御使いは彼の目から去って行かれた。

22 ギデオンは、それが主の御使いであることを見た。そしてギデオンは言った。「ああ、わが主、神よ。私は主の御使いに顔と顔を合わせて見てしまったのです。

23 主は彼に言われた、「あなたに平和があるように。恐れるな。あなたは死なない」。

24 ギデオンはそこに主のために祭壇を築き、それを「主は平和」と呼んだ。それは今日に至るまで、アビエゼル人オフラにまだある。

25 その夜、主は彼に言われた。「あなたの父の雄牛、すなわち七年の雄牛を取り、あなたの父のバアルの祭壇を壊し、その上にあるアシェラを切り倒せ。

26 あなたは、あなたの神、主のために、この要害の頭の上で、軍勢の並びの中に祭壇を築き、その第二の雄牛を取り、あなたが切り倒すアシェラの木で全焼のいけにえをささげなさい。

27 ギデオンは自分のしもべのうち十人の人を取り、主が彼に言われたとおりに行った。しかし、彼は父の家と町の人々を恐れたので、昼間に行うことができず、夜に行った。

28 町の者たちは朝早く起きて、見ると、バアルの祭壇は打ち壊され、その上にあったアシェラは切り倒され、二頭目の雄牛が築かれた祭壇の上でささげられていた。

29 人々は互いに友に言った、「だれがこのことをしたのか」。そして彼らは尋ね、調べて、言った、「ヨアシュの子ギデオンがこのことをしたのだ」。

30 町の人々はヨアシュに言った、「あなたの子を出せ、彼を死なせよ。彼がバアルの祭壇を打ち壊し、その上にあるアシェラを切り倒したからだ」。

31 ヨアシュは彼の上に立っていたすべての者に言った、「あなたがたはバアルのために争うのか。あなたがたが彼を救うのか。彼と争う者は、朝までに殺されるであろう。もし彼が神であるなら、彼自身が自分のために争うであろう。彼が自分の祭壇を打ち壊したのだから」。

32 その日、彼は彼をエルバアルと呼んで言った。「バアルが彼と争う。彼が彼の祭壇を打ち壊したからだ。

33 すべてのミディアンとアマレクと東の子らは共に集まり、渡って来て、エズレルの谷に陣取った。

34 主の霊がギデオンを包み込まれた。彼は角笛を吹き鳴らし、アビエゼルは彼の後に集められた。

35 使者をすべてのマナセに遣わし、彼もまた彼の後に呼び集められた。また使者をアシェル、ゼブルン、ナフタリに遣わし、彼らは彼らに会うために上って来た。

36 ギデオンは神に言われた、「もしあなたが、あなたが言われたとおりに、私の手によってイスラエルを救おうとしておられるのなら、

37 見よ、私は羊毛の塊を打ち場に置く。もし露がその羊毛の上だけにあり、地のすべてには旱魃があるなら、私はあなたが言われたとおりに、あなたが私の手によってイスラエルを救われることを知るでしょう。

38 そのようになった。翌日、彼は早く起きて、羊毛を絞った。すると、羊毛から露を絞り出したところ、鉢に満ち満ちているものは水であった。

39 ギデオンは神に言われた、「どうかあなたの怒りが私に対して燃え上がらないでください。私がもう一度だけ話させてください。どうか、もう一度だけ羊毛で試させてください。羊毛だけに旱魃があり、地のすべてに露があるようにしてください。

40 神はその夜、そのようにされた。羊毛には単独で旱魃があり、地のすべてには露があった。

Judges 7

1 エルバアル、すなわちギデオンと、彼と共にいたすべての民は早く起き、エン・ハロデのわきに陣を張った。ミディアンの陣営は、その北、モレの丘の谷にあった。

2 主はギデオンに言われた、「あなたと共にいる民は多すぎる。わたしが彼らの手にミディアンを渡すには多すぎる。イスラエルがわたしに対して誇って、『わたしの手がわたしを救った』と言わないようにするためである。

3 今、民の耳に呼びかけて言え、「恐れおののく者は、ギレアデの山から引き返して去れ」と。すると、民のうち二万二千人が引き返し、一万人が残った。

4 主はギデオンに言われた、「民はまだ多い。彼らを水のところへ連れ下りなさい。わたしはそこで彼らをあなたのために試す。わたしがあなたに『この者はあなたと一緒に行く』と言う者は、その者があなたと一緒に行く。そして、わたしがあなたに『この者はあなたと一緒に行かない』と言う者は、その者はあなたと一緒に行かない。

5 民を水のところへ連れ下られた。そして主はギデオンに言われた。「すべて、犬が水をなめるように、その舌で水をなめる者は、あなたは彼を単独で立たせよ。また、すべて、自分の膝を曲げて水を飲もうとする者は、すべて、彼らを単独で立たせよ。

6 手で口に水をすくってなめた者の数は三百人であった。そして、民の残りはすべて、水を飲むために自分の膝を地につけた。

7 主はギデオンに言われた、「水をなめる三百人の者たちによって、わたしはあなたがたを救う。そして、ミディアンをあなたの手に渡す。すべての民は、それぞれ自分の場所へ行け」。

8 彼らは民の食料と自分たちの角笛を手に取り、イスラエルのすべての人をそれぞれ自分の天幕に送り、三百人の人を留めた。ミディアンの陣営は彼の下の谷にあった。

9 その夜、主は彼に言われた、「起きて、陣営に下って行け。わたしはそれをあなたの手に渡したからだ」。

10 もしあなたが下るのを恐れるなら、あなたとあなたの少年プラは陣営へ下りなさい。

11 あなたは彼らの言うことを聞け。その後、あなたの手は強くなるであろう。そして、あなたは陣営に下って行け。彼とその少年プラは、陣営の中にある武装した者たちの果てに下って行った。

12 ミディアンとアマレクと、すべての東の子らは、谷にいなごの多数のように、またそのらくだには数がなく、海の岸の砂の多数のように、横たわっていた。

13 ギデオンが来ると、見よ、一人の人がその友に夢を語っていた。彼は言った、「見よ、私は夢を見た。見よ、大麦のパンの菓子がミディアンの陣営の中で転がり、天幕にまで達して、それを打ち、倒れ、それを上にひっくり返した。すると天幕は倒れた」。

14 友は答えて言った、「これは他でもない、イスラエルの人ヨアシュの子ギデオンの剣だ。神は彼の手にミディアンとすべての陣営を渡された」。

15 ギデオンがその夢の数とその破滅を聞いたとき、彼はひれ伏した。そしてイスラエルの陣営に戻り、言った。「立ち上がれ。主がミディアンの陣営をあなたがたの手に渡されたのだ。

16 三百人の人を三つの頭に分け、すべての者の手に角笛と、空のつぼと、つぼの真ん中にたいまつを渡された。

17 彼らに言われた、「私から見て、そのようにしなさい。見よ、私が陣営の果てに行くとき、私がするように、あなたがたもそのようにしなさい。

18 私は角笛を吹こう、私と共にいるすべての者も。あなたがたもまた、陣営の周囲すべてで角笛を吹き、『主のため、そしてギデオンのために』と言え。

19 ギデオンと彼と共にいた百人の者が陣営の果て、中夜警の頭に来た。彼らはまさに夜警たちを起こしたところであった。彼らは角笛を吹き鳴らし、手にあったつぼを打ち砕いた。

20 三つの頭は角笛を吹き鳴らし、つぼを打ち砕き、左手にたいまつを、右手に角笛を持って吹き鳴らすために、彼らは叫んだ、「主の剣、そしてギデオンの剣」。

21 それぞれが自分の場所に立ち、陣営の周囲を取り囲んだ。そしてすべての陣営は走り出し、叫び声を上げて逃げた。

22 三百人が角笛を吹き鳴らした。主は、それぞれの剣を友に向けて、すべての陣営の中に置かれた。陣営は逃げ、ベテ・シッタ、ツェレラに至るまで、アベル・メホラの岸、タバテに至るまで逃げた。

23 イスラエルの人々はナフタリから、アシェルから、そしてすべてのマナセから集められ、ミディアンの後を追った。

24 ギデオンはすべてのエフライムの山に使者を遣わして言われた、「降りて行ってミディアンに立ち向かい、彼らから水を、ベテ・バラまでとヨルダンまでを奪い取れ」。すると、すべてのエフライムの人が呼び集められ、彼らは水を、ベテ・バラまでとヨルダンまでを奪い取った。

25 彼らはミディアンの二人の長官、オレブとゼエブを捕らえ、オレブをオレブの岩で殺し、ゼエブをゼエブのぶどう酒ぶねで殺した。そしてミディアンまで追跡した。オレブとゼエブの頭を、ヨルダンの向こう側からギデオンのもとへ持って来た。

Judges 8

1 エフライムの人々は彼に言った、「あなたは私たちにこのようなことをして、ミディアンと戦うために行ったのに、私たちを呼ばなかったのはなぜか」と。そして彼らは彼と激しく言い争った。

2 彼らに言われた、「私が今したことは、あなたがたのしたことに比べられるでしょうか。エフライムのぶどうの取り残しは、アビエゼルの収穫に勝るものではないか。

3 神はミディアンの長官たち、オレブとゼエブをあなたがたの手に渡された。そして、私に何があなたがたのようにできたでしょうか。彼がこの言葉を語ったとき、彼らの霊は彼から離れた。

4 ギデオンはヨルダンに着いた。彼と共にいた三百人の人々は、疲れていたが、なお追撃していた。

5 彼はスコトの人々に言われた、「どうか、私の足の後にいる民にパンの塊を与えてください。彼らは疲れているからです。私はミディアンの王ゼバフとザルムンナを追っているのです。

6 スコトの長官たちは言った、「あなたの手にゼバフとザルムンナがすでにあるのか。それで我々があなたの軍勢にパンを与えねばならないのか」。

7 ギデオンは言った、「それならば、主がゼバフとザルムンナを私の手に渡されるなら、私は荒野のいばらと、そのいばらで、あなたがたの肉を打ち砕こう」。

8 そこからペヌエルへ上って行き、彼らに同じように言った。すると、ペヌエルの人々も、スコトの人々が答えたのと同じように彼に答えた。

9 彼はまたペヌエルの人々にも言われた、「私が平和のうちに帰って来たら、この塔を打ち壊す」。

10 ゼバフとザルムンナはカルコルにおり、その陣営は彼らとともにあった。東の子らのすべての陣営のうちの残った者すべては、およそ一万五千人であり、剣を抜く者は十二万人が倒れていた。

11 ギデオンは、天幕に住む者たちの道を、ノバクとヨグブハの東から上って行き、陣営を打った。その陣営は安全であった。

12 ゼバフとザルムンナは逃げたが、彼は彼らの後を追い、ミディアンの二人の王、ゼバフとザルムンナを捕らえ、すべての陣営を震え上がらせた。

13 ヨアシュの子ギデオンは、戦いから上り坂の日焼けのところへ帰った。

14 スコトの人々の中から一人の少年を捕まえ、彼に尋ねた。そして、彼にスコトの長官たちとその長老たち、七十七人を書き記した。

15 彼はスコトの人々のところへ行き、言われた。「見よ、これはゼバフとザルムンナだ。あなたがたは、『ゼバフとザルムンナの手のひらが今あなたの手にあるなら、疲れ果てたあなたの人々にパンを与えよう』と言って、私を嘲ったのだ。

16 彼は町の長老たちを取り、荒野のいばらと茨を取り、それでスコトの人々を打ち懲らした。

17 ペヌエルの塔を打ち壊し、その町の人々を殺した。

18 彼はゼバフとザルムンナに言われた、「あなたがたがタボルで殺した人々はどこにいるのか」。彼らは言った、「あなたのような、王の子たちの容姿のような、一人ひとりがあなたと同じであった」。

19 彼らは私の母の子である私の兄弟たちだ。主は生きておられる。もしあなたたちが彼らを生かしておいたなら、私はあなたたちを殺さなかっただろう。

20 彼は自分の長子イテルに言われた、「立って、彼らを殺せ」。しかしその少年は剣を抜かなかった。彼はまだ少年だったので、恐れたからである。

21 ゼバフとザルムンナは言われた、「あなたが立って、私たちを打ちなさい。人の力はその人によるからだ」。そこでギデオンは立ち上がり、ゼバフとザルムンナを殺し、彼らのらくだの首にあった三日月形の飾りを取った。

22 イスラエルの人々はギデオンに言った、「あなたが私たちをミディアンの手から救い出されたので、あなたが私たちを治めてください。あなたも、あなたの子も、あなたの子の子も。

23 ギデオンは彼らに言われた、「私はあなたがたを治めない。私の子もあなたがたを治めない。主があなたがたを治められる」。

24 ギデオンは彼らに言われた、「あなたがたに一つの請い願いがあります。それぞれが自分の戦利品の耳輪を私にください。彼らは金の耳輪を持っていたからです。彼らはイシュマエル人だったからです。

25 彼らは言った、「必ず与えます」。そして衣を広げ、それぞれが自分の戦利品の耳輪をそこに投げ入れた。

26 金の耳輪の重さは、彼が求めたもので、千七百シェケルの金であった。ミディアンの王たちの上にあった三日月形の飾り、鎖、紫の衣服のほか、彼らのらくだの首にあった首飾りのほかにも。

27 ギデオンはそれをエポデとして造り、それを自分の町オフラに置いた。そして、すべてのイスラエルはそこであれの後に淫行を行った。それはギデオンとその家にとって罠となった。

28 ミディアンはイスラエルの子らの前に屈服し、彼らは再び頭を上げることはなかった。そして、地はギデオンの日の間、四十年の間、静かであった。

29 エルバアル、ヨアシュの子は行って、自分の家に住んだ。

30 ギデオンには七十人の子がいた。彼の腿から出た者たちである。彼には多くの妻がいたからである。

31 彼の側女で、シェケムにいた者が、彼にもまた子を産んだ。そして彼はその名をアビメレクと付けた。

32 ギデオンはヨアシュの子として、良い白髪をもって死んだ。そして、父ヨアシュの墓、すなわちアビエゼル人オフラに葬られた。

33 ギデオンが死んだとき、イスラエルの子らは再びバアルの後を追って淫行を行い、自分たちのためにバアル・ベリトを神とした。

34 イスラエルの子らは、彼らの神、主を、周囲のすべての敵の手から彼らを救い出された方を、思い出さなかった。

35 彼らは、エルバアル・ギデオンの家に対して、彼がイスラエルに行ったすべての善に応える慈愛を行わなかった。

Judges 9

1 エルバアルの子アビメレクは、シェケムにある母の兄弟たちのところへ行き、彼らと、母の父の家のすべての家族に語って言った。

2 シェケムのすべての主人たちの耳に語ってください。「あなたがたにとって、何が良いのか。エルバアルのすべての子である七十人の者があなたがたを治めることか、それとも、一人の者があなたがたを治めることか。また、あなたがたは、私があなたがたの骨であり肉であることを覚えなさい。

3 母の兄弟たちは、彼についてシェケムのすべての主人たちの耳に、これらのすべての言葉を語った。そして、彼らの心はアビメレクの後に傾いた。なぜなら、彼らは「彼は私たちの兄弟だ」と言ったからである。

4 彼らはバアル・ベリトの家から銀七十枚を彼に与えた。アビメレクはそれで、むなしく軽率な人々を雇い、彼らは彼に従って行った。

5 彼は父の家オフラに来て、自分の兄弟であるエルバアルの子ら七十人を一つの石の上で殺した。しかし、エルバアルの末の子ヨタムは、身を隠したので生き残った。

6 シェケムのすべての主人たちとミロの家のすべての者が集まり、行って、シェケムにある樫の木のそばで、アビメレクを王とした。

7 彼らはヨタムに告げた。彼は行って、ゲリジムの山の頭に立ち、声を上げて叫び、彼らに言われた。「シェケムの主人たちよ、私に聞け。そうすれば神もあなたがたに聞かれるであろう。

8 木々は進み行き、自分たちの上に王を油注ぐために、オリーブに言った、「あなたが私たちの上を治めよ」。

9 オリーブは彼らに言われた、「私は、神と人とが私によって敬われる私の脂肪を捨てて、木々の上を揺れ動くために行くことができようか」。

10 木々はいちじくに言った、「来て、あなたが私たちの上で王となってください」。

11 いちじくは彼らに言った、「私の甘さと私の良い実りを捨てて、木々の上を揺れ動くために行くことができようか」。

12 木はぶどうの木に言った、「あなたが来て、私たちの上で王となれ」。

13 ぶどうの木は彼らに言った、「私は、神と人とを喜ばせる私の新しいぶどう酒をやめて、木の上を揺れ動くために行かなければならないだろうか」。

14 すべての木はアタドに言われた、「あなたが来て、私たちの上に王となってください」。

15 アタドは木々に言われた、「もし真実にあなたがたが私をあなたがたの上の王に油注ぐのなら、来て、私の陰りに身を避けよ。しかし、もしそうでなければ、火がアタドから出て、レバノンの杉を焼き尽くすであろう」。

16 今、もしあなたがたが真実と誠実をもって行い、アビメレクを王とし、またエルバアルとその家に対して善を行い、彼の手の報いに応じて彼に報いたのなら、

17 父があなたがたのために戦い、自分の命を投げ出して、あなたがたをミディアンの手から救い出したことです。

18 あなたがたは、今日、私の父の家に立ち向かい、彼の子ら七十人を一つの石の上で殺し、彼の女奴隷の子アビメレクをシェケムの主人たちの上に王とした。それは、彼があなたがたの兄弟だからである。

19 もし今日この日に、あなたがたがエルバアルとその家に対して真実と誠実をもって行ったのなら、アビメレクを喜び、彼もまたあなたがたを喜ぶように。

20 もしそうでなければ、アビメレクから火が出て、シェケムの主人たちとミロの家を焼き尽くし、またシェケムの主人たちとミロの家から火が出て、アビメレクを焼き尽くせ。

21 ヨタムは逃げ、走り去ってベエルに行き、そこに住んだ。それは、彼の兄弟アビメレクの顔を避けるためであった。

22 アビメレクはイスラエルの上に三年の間、治めた。

23 神はアビメレクとシェケムの主人たちの間に悪い霊を送られた。そしてシェケムの主人たちはアビメレクを裏切った。

24 エルバアルの七十人の子らの暴力が及び、彼らの血が、彼らを殺した彼らの兄弟アビメレクの上に、また彼の手を強めて彼の兄弟たちを殺させたシェケムの主人たちの上に臨むためであった。

25 シェケムの主人たちは彼のために山の頭に待ち伏せを置き、その道を彼らの上を通るすべての者を奪い取った。そして、それがアビメレクに告げられた。

26 エベデの子ガアルがその兄弟たちと共に来て、シェケムを通り過ぎた。そしてシェケムの主人たちは彼に信頼を置いた。

27 彼らは野に出て、自分たちのぶどう園の実を摘み、踏んで、祝宴を催した。そして自分たちの神の家に入り、食べ、飲み、アビメレクを呪った。

28 エベデの子ガアルは言った、「アビメレクとは何者だ。シェケムとは何者だ。私たちが彼に仕えようとは。彼はエルバアルの子ではないか。そしてゼブルは彼の監督者ではないか。ハモルの子ら、シェケムの父の者たちに仕えよ。そしてなぜ私たちが彼に仕えるのか」。

29 だれがこの民をわたしの手に渡してくれるだろうか。そうすれば、わたしはアビメレクを除き去ることができるのに。そして彼はアビメレクに言われた、「あなたの軍勢を増やして、出て行け」。

30 ゼブルという町の長官は、エベデの子ガアルの言葉を聞いて、彼の怒りが燃え上がった。

31 使者を欺きをもってアビメレクのもとに遣わして言われた、「見よ、ガアルはエベデの子で、その兄弟たちと共にシェケムに来ており、彼らはあなたに対して町を包囲している」。

32 今、夜のうちに立ち上がれ、あなたとあなたと共にいる民は、野で待ち伏せせよ。

33 朝、太陽が昇るころ、あなたは早く起きて町に攻めかかりなさい。すると見よ、彼と彼と共にいる民があなたに向かって出て来る。そのとき、あなたの手にできる限りのことを彼にしなさい。

34 アビメレクと彼と共にいたすべての民は夜に立ち上がり、シェケムに対して四つの頭に分かれて待ち伏せした。

35 ガアルはエベデの子であり、出て来て町の門の入口に立った。そしてアビメレクと彼と共にいた民は待ち伏せから立ち上がった。

36 ガアルは民を見て、ゼブルに言った、「見よ、民が山々の頭から下って来る」。ゼブルは彼に言った、「あなたは山々の陰りを人のように見ているのだ」。

37 ガアルは再び語り続けて言った、「見よ、民が地の中央から下って来る。また一つの頭が占いの樫の木の道から来る」。

38 ゼブルは彼に言った、「あなたが『誰がアビメレクなのか、私たちは彼に仕えようか』と言ったその口は、今どこにあるのか。これはあなたが侮った民ではないか。今すぐ出て行って、彼と戦いなさい」。

39 ガアルはシェケムの主人たちの前に出て行き、アビメレクと戦った。

40 アビメレクは彼を追跡し、彼はその顔の前から逃げた。そして多くの負傷者が門の入口まで倒れた。

41 アビメレクはアルマに住んだ。そしてゼブルはガアルとその兄弟たちをシェケムに住むことから追い出した。

42 翌日、民は野に出た。そして人々はアビメレクに告げた。

43 彼は民を率いて、三つの頭に分け、野で待ち伏せした。そして見ると、見よ、民が町から出て来たので、彼は彼らに立ち向かって撃った。

44 アビメレクと彼と共にいた頭たちは進み出て、町の門の入口に立った。そして、二人の頭たちは野にいるすべての者たちの上に進み出て、彼らを打ち殺した。

45 アビメレクはその町と終日戦い、その町を攻め取り、その中にいた民を殺した。そしてその町を打ち壊し、それに塩を蒔いた。

46 シェケムの塔のすべての主人たちはこれを聞き、ベリテの神の家の高台へ行った。

47 アビメレクに告げられた。シェケムの塔のすべての主人たちが集まったと。

48 アビメレクは、彼と共にいたすべての民と共にザルモンの山に上った。アビメレクは手に斧を取り、木の枝を切り、それを担いで肩に置いた。そして、彼と共にいた民に言われた、「あなたがたは私がしたことを見た。急いで、私のようにせよ」。

49 また、すべての民もそれぞれ枝を切り、アビメレクの後に従って行き、それを高台に置き、その高台に火を放った。こうしてシェケムの塔のすべての人々も、およそ千人ほどの男も女も、みな死んだ。

50 アビメレクはテベツへ行き、テベツに陣営を張って、それを攻め取った。

51 町の真ん中に力の塔があり、そこへすべての人々と女たち、そして町のすべての主人たちが逃げ込み、自分たちの後ろで門を閉ざし、塔の屋根の上に上った。

52 アビメレクは塔のところまで来て、それと戦われた。そして塔の入口まで近づいて、それを火で焼こうとされた。

53 一人の女が戦車の一片をアビメレクの頭の上に投げ落とし、彼の頭蓋骨を砕いた。

54 彼は急いで自分の器を担ぐ少年を呼び寄せ、彼に言われた、「あなたの剣を抜いて、私を殺してくれ。私について『女が彼を殺した』と言われることのないように」。そこで彼の少年が彼を刺し通し、彼は死んだ。

55 イスラエルのそれぞれの者は、アビメレクが死んだのを見て、それぞれ自分の場所へ行った。

56 神は、アビメレクがその父に対して行った悪、すなわち自分の七十人の兄弟を殺したことを、彼に報いられた。

57 神はシェケムの人々のすべての悪を彼らの頭に返された。そして、エルバアルの子ヨタムののろいが彼らの上に臨んだ。

Judges 10

1 アビメレクの後に、イスラエルを救うために、イッサカルの人、プアの子、ドドの子であるトラが立ち上がった。彼はエフライムの山のシャミルに住んでいた。

2 彼はイスラエルを二十三年の間さばいた。そして死んで、シャミルに葬られた。

3 彼の後に、ギレアデ人ヤイルが立ち上がった。彼はイスラエルを二十二年の間、裁いた。

4 彼には三十人の子がいて、三十頭の子ろばに乗り、三十頭の子ろばを彼らは持っていた。彼らはこれをハボテ・ヤイルと呼んだ。それは今日に至るまで、ギレアデの地にある。

5 ヤイルは死に、カモンに葬られた。

6 イスラエルの子らは、主の目に悪を行うことを再び重ね、バアルとアシュタロテ、アラムの神々、シドンの神々、モアブの神々、アンモンの子らの神々、ペリシテ人の神々に仕えた。そして彼らは主を捨て、主に仕えなかった。

7 主の怒りがイスラエルに対して燃え上がり、彼らをペリシテ人の手とアンモンの子らの手に売り渡された。

8 彼らはその年、イスラエルの子らを打ち砕き、粉砕した。十八年の間、ヨルダンの向こう側、ギレアデにあるアモリ人の地にいるすべてのイスラエルの子らを。

9 アンモンの子らは、ユダとベニヤミンとエフライムの家にも戦うためにヨルダンを渡った。そしてイスラエルは非常に苦しめられた。

10 イスラエルの子らは主に向かって叫んで言った、「私たちはあなたに罪を犯しました。私たちの神を捨てて、バアルに仕えたからです」。

11 主はイスラエルの子らに言われた、「わたしはあなたたちをエジプトから、アモリ人から、アンモンの子らから、ペリシテ人から救い出したではないか」。

12 シドン人、アマレク、そしてマオンがあなたがたを苦しめた。あなたがたがわたしに叫んだので、わたしはあなたがたを彼らの手から救い出した。

13 あなたがたはわたしを捨て、他の神々に仕えた。それゆえ、わたしはもうあなたがたを救わない。

14 行け、そしてあなたがたが選んだ神々に叫べ。彼らがあなたがたの苦難の時に、あなたがたを救い出そう。

15 イスラエルの子らは主に言われた、「私たちは罪を犯しました。あなたが私たちに、あなたの目にかなうすべてのことをしてください。ただ、どうかこの日に私たちを救い出してください。

16 彼らは異邦の神々を自分たちの内側から取り除き、主に仕えた。そして主の心はイスラエルの労苦によって短くなった。

17 アンモンの子らは集まってギレアデに陣を張った。イスラエルの子らも集まってミツパに陣を張った。

18 ギレアデの長官たちである民は、互いにその友に言った、「だれがアンモンの子らと戦い始める者となるのか。彼はすべてのギレアデの住民のかしらとなろう」。

Judges 11

1 ギレアデ人エフタは力ある勇士であり、彼は遊女の女の子であった。ギレアデはエフタを生んだ。

2 ギレアデの妻は彼に子を産んだ。その妻の子らは成長し、エフタを追い出して言った。「あなたは我々の父の家で相続を受けてはならない。あなたは別の妻の子だからだ。

3 エフタは兄弟たちの顔から逃げ、トブの地に住んだ。そして、空っぽの人々がエフタのもとに集まり、彼と共に出て行った。

4 日がたって、アンモンの子らがイスラエルと戦った。

5 アンモンの子らがイスラエルと戦ったとき、ギレアデの長老たちはエフタをトブの地から連れ戻すために行った。

6 彼らはエフタに言った、「来て、私たちの指揮官となってください。そうすれば、私たちはアンモンの子らと戦います」。

7 エフタはギレアデの長老たちに言われた、「あなたがたは私を憎み、私を父の家から追い出したではないか。それなのに、今あなたがたが苦しんでいるので、なぜ私のところに来たのか」。

8 ギレアデの長老たちはエフタに言った、「それゆえ、今われわれはあなたのところに戻って来た。あなたはわれわれと共に行き、アンモンの子らと戦い、われわれのすべてのギレアデの住民の頭となれ」。

9 エフタはギレアデの長老たちに言った、「もしあなたがたが私をアンモンの子らと戦うために連れ戻し、主が彼らを私の前に渡されるなら、私はあなたがたの頭となるでしょう」。

10 ギレアデの長老たちはエフタに言った、「主が私たちの間の証人となられる。もしあなたの言葉のとおりにしないならば、そのとおりに私たちは行う」。

11 エフタはギレアデの長老たちと共に行き、民は彼を自分たちの上に頭と指揮官として立てた。そしてエフタは自分のすべての言葉をミツパで主の前に語った。

12 エフタはアンモンの子らの王のもとに使者を遣わして言われた、「あなたが私の地に戦いをしに来たのは、私とあなたに何の関係があるのか」。

13 アンモンの子らの王はエフタの使者たちに言われた、「イスラエルがエジプトから上って来たとき、アルノンからヤボクまで、そしてヨルダンまで、私の地を取ったからである。今、それを平和のうちに返せ」。

14 エフタは再び使者をアンモンの子らの王のもとへ遣わした。

15 彼は彼に言った。「エフタはこう言われた。イスラエルはモアブの地とアンモンの子らの地を取らなかった。

16 彼らがエジプトから上って来たとき、イスラエルは荒野を通って葦の海まで行き、カデシュに来た。

17 イスラエルはエドムの王に使者を遣わして、「どうかあなたの地を通らせてください」と言ったが、エドムの王は聞き入れなかった。またモアブの王にも遣わしたが、彼は応じなかった。それでイスラエルはカデシュにとどまった。

18 荒野を進み、エドムの地とモアブの地を回り、太陽の東からモアブの地に来て、アルノンの向こう側に宿営した。彼らはモアブの境界には入らなかった。なぜなら、アルノンがモアブの境界だからである。

19 イスラエルはアモリ人の王ヘシュボンの王シホンのもとに使者を遣わし、イスラエルは彼に言われた、「どうかあなたの地を通らせてください。私の場所まで」。

20 シホンはイスラエルが自分の境界を通るのを信じず、シホンは自分のすべての民を集め、彼らはヤハツに陣を張り、イスラエルと戦った。

21 主はイスラエルの神であられるが、シホンとそのすべての民をイスラエルの手に渡された。彼らは彼らを打ち、イスラエルはアモリ人のすべての地、すなわちその地に住んでいた者たちの地を所有した。

22 彼らはアモリ人のすべての境界を、アルノンからヤボクまで、また荒野からヨルダンまで、相続した。

23 そして今、イスラエルの神である主は、アモリ人をその民イスラエルの前から追い払われた。あなたもそれを所有するのだ。

24 あなたの神ケモシュがあなたの前から追い払われるものは、それをあなたが受け継ぐのではないか。そして、私たちの神、主が私たちの前から追い払われるすべてのものは、それを私たちが受け継ぐのだ。

25 あなたは、ツィポルの子バラク、モアブの王よりも、本当にまさっているのですか。彼はイスラエルと争ったでしょうか。彼は彼らと戦ったでしょうか。

26 イスラエルがヘシュボンとその娘たち、アロエルとその娘たち、そしてアルノンの手のそばにあるすべての町に住んでいたのは三百年の間であり、なぜあなたがたはその時に救い出さなかったのか。

27 私はあなたに罪を犯したことはない。しかし、あなたは私と戦うために私に悪を行っている。今日、主なる審判者がイスラエルの子らとアンモンの子らとの間を裁かれるであろう。

28 アンモンの子らの王は、エフタが彼に送った言葉を聞かなかった。

29 主の霊がエフタの上に臨まれた。彼はギレアデとマナセを通り過ぎ、ギレアデのミツパを通り過ぎた。そしてギレアデのミツパから、アンモンの子らのところへ渡って行った。

30 エフタは主に誓いを立てて言われた、「もしあなたがアンモンの子らを私の手に渡されるならば、

31 私がアンモンの子らから平和のうちに帰って来る時、私の家の戸から出て私を迎える者は、主のものとなる。私はそれを全焼のいけにえとしてささげよう。

32 エフタはアンモンの子らと戦うために彼らのところへ渡って行った。主は彼らを彼の手に渡された。

33 彼はアロエルからミニテへの道まで、二十の町々を、またアベル・ケラミムに至るまでを打ち、非常に大きな傷を負わせた。そしてアンモンの子らはイスラエルの子らの前に屈服した。

34 エフタはミツパから自分の家に帰って来た。すると、彼の娘がタンバリンと踊りを持って彼を迎えに出て来た。彼女はただ一人の子であり、彼には彼女のほかに子も娘もいなかった。

35 彼が彼女を見たとき、彼は自分の衣服を引き裂き、「ああ、私の娘よ。あなたは私をひどく打ちのめした。あなたは私を悩ます者となった。私は主に向かって口を開いたので、引き返すことはできない」と言った。

36 彼女は彼に言った。「父よ、あなたは主に向かって口を開かれました。あなたの口から出たとおりに、私にしてください。主があなたの敵、アンモンの子らからあなたに復讐をなさったのですから。

37 彼女は父に言った、「このことを私にさせてください。私から離れてください、二か月の間。私は山に行って、自分の処女のことを、私と私の愛する者たちとで泣きます。

38 彼は「行け」と言われた。そして彼女を二か月の間、送り出された。彼女はその友たちと共に行き、山々の上で自分の処女のことを泣いた。

39 二か月の終わりになって、彼女は父のもとに帰った。父は彼女に、自分が誓った誓いのとおりに行った。彼女は人を知ることがなかった。そして、これはイスラエルにおける定めとなった。

40 イスラエルの娘たちは、年ごとに、ギレアデ人エフタの娘のために、年に四日、嘆きに行った。

Judges 12

1 エフライムの人々は召集され、北へ渡って行き、エフタに言った、「なぜあなたはアンモンの子らと戦うために渡って行き、私たちをあなたと共に行かせるために呼ばなかったのか。私たちはあなたの家をあなたの上で火で焼く」。

2 エフタは彼らに言われた、「私は私の民とアンモンの子らとの間で、大いに争いの人物でありました。そして私はあなたがたを呼び求めましたが、あなたがたは彼らの手から私を救い出しませんでした。

3 私はあなたが救い手でないのを見て、自分の命を手のひらに置き、アンモンの子らのところへ渡って行った。すると主は彼らを私の手に渡された。それなのに、なぜあなたがたは今日、私と戦うために私のところへ上って来たのか。

4 エフタはギレアデのすべての人を集め、エフライムと戦った。ギレアデの人々はエフライムを打ち破った。それは、彼らが「あなたがたエフライムの逃亡者はギレアデの者だ。エフライムの真ん中、マナセの真ん中にいるが」と言ったからである。

5 ギレアデはエフライムに対してヨルダンの渡し場を占領した。そして、エフライムの逃亡者たちが「渡らせてください」と言うとき、ギレアデの人々は彼に「あなたはエフライム人か」と言い、彼は「違う」と言った。

6 彼らは彼に「穀物の穂と言ってごらん」と言ったが、彼は「シボレテ」と言い、それを正しく言うことができなかった。そこで彼らは彼を捕まえ、ヨルダンの渡し場で彼を殺した。その時にエフライムから四万二千人が倒れた。

7 エフタはイスラエルを六年間さばいた。ギレアデ人エフタは死に、ギレアデの町々に葬られた。

8 彼の後に、ベツレヘム出身のイブツァンがイスラエルを裁いた。

9 彼には三十人の子と三十人の娘がいた。娘たちを外に送り出し、自分の子たちのために外から三十人の娘を連れて来た。彼は七年間イスラエルを裁いた。

10 イブツァンは死んで、ベツレヘムに葬られた。

11 彼の後に、ゼブルン人エロンがイスラエルを裁いた。彼はイスラエルを十年間裁いた。

12 ゼブルン人エロンは死んだ。そして、アイヤロン、ゼブルンの地に葬られた。

13 彼の後に、ピラトン人ヒレルの子アブドンがイスラエルを裁いた。

14 彼には四十人の子と三十人の孫がいて、七十頭の子ろばに乗っていた。彼はイスラエルを八年間さばいた。

15 アブドンはヒレルの子、ピラトン人であったが、死んだ。そして彼はエフライムの地のピルアトン、アマレク人の山に葬られた。

Judges 13

1 イスラエルの子らは再び主の目に悪を行うことを続け、主は彼らを四十年の間、ペリシテ人の手に渡された。

2 ツォルア出身のダニ人の家族の一人の人がいて、その名はマノアであった。彼の妻は不妊で、子を産んでいなかった。

3 主の御使いがその女に現れ、彼女に言われた。「見よ、あなたは不妊で、子を産んでいないが、あなたは身ごもって、子を産むであろう。

4 今はどうか気をつけて、ぶどう酒と強い酒を飲んではならない。また、すべての汚れたものを食べてはならない。

5 あなたは身ごもって子を産む。かみそりはそのかしらに上ってはならない。その少年は腹の時から神のナジル人となるからである。彼はイスラエルをペリシテ人の手から救い始めるであろう。

6 女は来て、夫に言った、「神の人が私のところに来た。その外観は神の御使いの外観のように、非常に恐ろしかった。私は彼に、彼がどこから来たのか尋ねなかった。また、彼は私に自分の名を告げなかった。

7 彼は私に言われた。『見よ、あなたは身ごもって子を産むであろう。それゆえ、ぶどう酒と強い酒を飲んではならない。また、すべての汚れたものを食べてはならない。なぜなら、その少年は腹の内から死の日まで神のナジル人となるからである。』

8 マノアは主に祈って言った。「わが主よ、どうかあなたが遣わされた神の人が、再び私たちのところに来て、生まれる少年に私たちが何をすべきかを教えてください。

9 神はマノアの声を聞かれ、神の御使いが再び女のところに来られた。彼女は野に座っており、彼女の夫マノアは彼女と一緒にいなかった。

10 女は急いで走り、夫に告げて言った、「あの日、私のところに来た人が、私に現れました」。

11 マノアは立ち上がり、妻の後を追って行った。そして、その人のところに来て、彼に言った。「あなたは、あの妻に話された人ですか。」すると彼は言った。「私です。

12 マノアは言った、「あなたの言葉が実現するとき、その少年のさばきとそのわざは、どのようなものになるのでしょうか。

13 主の御使いはマノアに言われた、「わたしが女に言ったすべてのことを、彼女は守らなければならない」。

14 ぶどうの木から出るすべてのものを食べてはならない。ぶどう酒と強い酒を飲んではならない。すべての汚れたものを食べてはならない。わたしが彼女に命じたすべてのことを守らなければならない。

15 マノアは主の御使いに言われた、「どうか私たちはあなたを引き止め、あなたの前に子やぎの雌ヤギを用意しましょう」。

16 主の御使いはマノアに言われた、「もしあなたが私を引き止めるなら、私はあなたのパンを食べない。もし全焼のいけにえをささげるなら、それを主にささげなさい」。マノアは、それが主の御使いであることを知らなかったからである。

17 マノアは主の御使いに言った、「あなたの名は何ですか。あなたの言葉が実現するとき、私たちはあなたを敬うことができますように」。

18 主の御使いは彼に言われた、「なぜあなたはわたしの名を尋ねるのか。それは不思議である」。

19 マノアは雌ヤギの子やぎと献げ物を取り、岩の上で主にささげた。すると、驚くべきことが行われた。マノアとその妻はそれを見ていた。

20 炎が祭壇から天へ上る時、主の御使いが祭壇の炎の中に上られた。マノアとその妻はそれを見て、地に面を伏せた。

21 主の御使いは、もはやマノアとその妻に現れることはなかった。そのとき、マノアは、それが主の御使いであることを知った。

22 マノアは妻に言った、「私たちは必ず死ぬ。神を見たのだから」。

23 彼の妻は彼に言った、「もし主が私たちを殺そうと思われたなら、私たちの手から全焼のいけにえと献げ物を受け取られず、これらすべてを私たちに見せられなかったでしょう。また、今の時に、このようなことを私たちに聞かせられなかったでしょう。

24 女は子を産み、その名をサムソンと呼んだ。少年は成長し、主は彼を祝福された。

25 主の霊が、ダンの陣営で、ツォルアとエシュタオルの間で、彼を動かし始められた。

Judges 14

1 サムソンはティムナに下って行き、ティムナでペリシテ人の娘たちの中に一人の女を見た。

2 彼は上って行き、父と母に告げて言った。「私はティムナでペリシテ人の娘たちの中から一人の女を見ました。今、どうかその女を私の妻としてください。

3 父と母は彼に言った、「あなたの兄弟たちの娘たちや、私の民のすべての中に女がいないのか。なぜあなたは、割礼を受けていないペリシテ人から妻を娶りに行くのか」。サムソンは父に言った、「その女を私のために娶ってください。彼女が私の目に良いからです」。

4 彼の父と母は、それが主から出たことであるのを知らなかった。彼がペリシテ人から機会を求めていたからである。その時、ペリシテ人がイスラエルを支配していた。

5 サムソンは父と母と共にティムナへ下って行った。彼らがティムナのぶどう園にまで来たとき、見よ、一頭の若獅子が獅子の咆哮をもって彼に向かって来た。

6 主の霊が彼の上に激しく臨まれた。彼は子やぎを裂くようにそれを裂いたが、その手には何もなかった。しかし彼は、自分がしたことを父にも母にも告げなかった。

7 彼は下って行き、その女に語った。そして、それはサムソンの目にかなった。

8 幾日か後、彼は彼女を娶るために戻って来た。そして、獅子の倒壊を見ようと道をそれた。すると見よ、獅子の体に蜂の集会があり、蜂蜜があった。

9 彼はそれを手のひらに取り、歩きながら食べた。そして父と母のところへ行き、彼らに与えたので、彼らも食べた。しかし、その蜂蜜が獅子の体から取ったものであることは、彼らに告げなかった。

10 父はその女のところへ下って行かれた。そしてサムソンはそこで宴会を催した。それは若者たちがそうするのが常であったからである。

11 彼らが彼を見たとき、三十人の友を連れて来て、彼と共にいた。

12 サムソンは彼らに言った、「どうかあなたがたに一つのなぞを出そう。もし宴会の七日間のうちに、あなたがたがそれを私に解き明かし、見つけ出すなら、私はあなたがたに亜麻布三十枚と、交代の衣服三十着を与えよう。

13 もしあなたがたが私に言い当てることができなければ、あなたがたは私に亜麻布三十枚と交代の衣服三十着を与えなければならない。すると彼らは彼に言った、「あなたのなぞを出しなさい。私たちはそれを聞こう」。

14 彼は彼らに言われた、「食べる者から食物が出、強い者から甘いものが出た」。彼らは三日の間、そのなぞを解くことができなかった。

15 第七日になって、彼らはサムソンの妻に言った、「あなたの夫を説得して、そのなぞを私たちに知らせなさい。さもないと、あなたとあなたの父の家を火で焼き尽くす。私たちを追い出すために、あなたがたは私たちを招いたのではないか」。

16 サムソンの妻は彼の上に泣いて言った、「あなたはただ私を憎んでいて、私を愛していない。あなたは私の民の子らにはなぞを解いたのに、私には告げなかった」。彼は彼女に言った、「見よ、私は父にも母にも告げなかった。それなのに、あなたに告げようか」。

17 彼女は彼の上で七日の間、宴会が彼らにある間、泣いた。そして七日目に、彼は彼女に、彼女が彼を苦しめたので、そのことを告げた。そして彼女はそのなぞを自分の民の子らに告げた。

18 町の人々は七日目に、日が沈む前に彼に言った、「蜂蜜より甘いものは何か、獅子より強いものは何か」。すると彼は彼らに言った、「あなたたちが私の雌牛で耕さなかったなら、私のなぞを見つけられなかっただろう」。

19 主の息が彼の上に臨んだので、彼はアシュケロンに下って行き、彼らのうち三十人を打ち、その武具を取って、なぞを解いた者たちに交代の衣を与えた。そして彼の怒りが燃え上がり、彼は父の家に上って行った。

20 サムソンの妻は、彼の友となった者に与えられた。

Judges 15

1 しばらくして、小麦の収穫の日々に、サムソンは子やぎの群れを持って自分の妻を訪れ、「私は妻の奥の部屋に入りたい」と言ったが、彼女の父は彼が入るのを許さなかった。

2 父は言われた、「私は彼女を憎んでおられるに違いないと思って、彼女をあなたの友に与えたのです。彼女の妹は彼女よりも良いではないか。どうか彼女の代わりに、あなたのものとなりなさい。

3 サムソンは彼らに言われた、「今度は、私がペリシテ人に対して悪を行うとき、私は責めを負わない」。

4 サムソンは行って、三百匹の狐を捕まえ、たいまつを取り、尾と尾を向かい合わせ、二つの尾の真ん中にたいまつを一本置いた。

5 彼はたいまつに火を点け、ペリシテ人の穀物の穂に放った。そして、穀物の束から穀物の穂まで、またオリーブのぶどう園に至るまで焼き尽くした。

6 ペリシテ人たちは言った、「これは誰がしたのか」。そして彼らは言った、「ティムニ人の花婿サムソンが、彼の妻を取って、それを彼の友に与えたからだ」。そこでペリシテ人たちは上って行き、彼女とその父を火で焼いた。

7 サムソンは彼らに言われた、「あなたがたがこのようにしたのなら、わたしがあなたがたに復讐するまでは、決してやめない。その後で、わたしはやめる」。

8 彼は彼らを腿から腿まで打って、大きな傷を負わせた。そして下って行き、エタムの岩の枝に住んだ。

9 ペリシテ人たちは上って来て、ユダに陣を張り、レヒに広がった。

10 ユダの人々は言った、「なぜあなたがたは我々のところに上って来たのか」。彼らは言った、「サムソンを縛って我々のところに連れて来るためだ。彼が我々にしたように、彼にしようとして」。

11 三千人のユダの人々がエタムの岩の枝に下って行き、サムソンに言った、「あなたはペリシテ人が私たちを支配していることを知らないのか。あなたは私たちに何をしたのか」。彼は彼らに言った、「彼らが私にしたように、私も彼らにしたのだ」。

12 彼らは彼に言った、「あなたを縛るために下って来たのだ。あなたをペリシテ人の手に渡すために」。サムソンは彼らに言った、「あなたがた自身が私を襲わないと、私に誓いなさい」。

13 彼らは彼に言った、「いいえ、私たちはあなたを縛って彼らの手に渡すだけで、あなたを殺しはしない」。そして彼らは新しい綱二本で彼を縛り、彼を岩から引き上げた。

14 彼はレヒにまで来た。ペリシテ人たちは彼を迎えて叫び声を上げた。すると主の霊が彼の上に激しく下った。彼の腕にある綱は、火で焼かれた亜麻のようになり、彼の手から束縛はほどけ落ちた。

15 彼は新しいろばの頬骨を見つけ、手を伸ばしてそれを取り、それで千人を打ち殺した。

16 サムソンは言われた、「ろばの頬骨で、塚の上に塚を重ねた。ろばの頬骨で、千人を打ち殺した。

17 彼が語り終えたとき、その頬を手から投げ捨てた。そして、その場所をラマテ・レヒと呼んだ。

18 彼は非常に渇いたので、主に呼び求めて言われた、「あなたはこの大いなる救いを、あなたのしもべの手に与えられた。しかし今、私は渇きで死に、割礼を受けていない者たちの手に落ちるでしょう」。

19 神がその頬の乳鉢を裂かれたので、そこから水が出て、彼は飲んだ。すると彼の霊が戻り、彼は生き返った。それゆえ、彼はその名をエン・ハッコレと呼んだ。それはレヒにあるもので、今日の日まで残っている。

20 彼はペリシテ人の時代に二十年の間、イスラエルを裁いた。

Judges 16

1 サムソンはガザへ行き、そこで遊女の女を見て、彼女のところに入った。

2 ガザ人に言われた、「サムソンがここに来た」。彼らは町の門で一晩中包囲し、彼を待ち伏せた。彼らは一晩中、朝の光が差すまで、「彼を殺そう」と言って静かにしていた。

3 サムソンは夜の半ばまで横たわっていたが、夜の半ばに起き上がり、町の門の戸と二本の門柱とをつかみ、かんぬきと共にそれらを引き抜き、自分の肩に載せた。そして、ヘブロンの顔に向かってある山の頭にそれらを運び上げた。

4 その後、彼はソレクの谷川で一人の女を愛した。その女の名はデリラであった。

5 ペリシテ人の君侯たちは彼女のところに上って来て、彼女に言った、「彼を説き伏せて、彼の力がどこで大きいのか、また私たちがどうすれば彼に勝てるのかを見なさい。そして私たちが彼を縛って苦しめるために、私たちはあなたにそれぞれ銀千一百を与えよう」。

6 デリラはサムソンに言った、「どうか私に告げてください、あなたの力が大きいのは何によるのか、そしてあなたを縛って苦しめるには何によるのかを」。

7 サムソンは彼女に言った、「もし私がまだ乾いていない七本の生の残りで縛られるなら、私は弱くなり、ほかの人のようになるでしょう」。

8 ペリシテ人の君侯たちは、まだ乾いていない七本の新しい残りを彼女に持って来た。彼女はそれらで彼を縛った。

9 伏兵は彼女のために奥の部屋に座っていた。彼女は彼に言った、「ペリシテ人があなたの上に来た、サムソン」。すると彼は、火の匂いを嗅ぐと綿くずの撚り糸が断たれるように、残りを断ち切った。そして彼の力は知られなかった。

10 デリラはサムソンに言った、「見よ、あなたは私を欺き、私に偽りを語った。今こそ、どうか私に告げなさい、あなたがどのようにして縛られるのかを」。

11 彼は彼女に言った、「もし新しい綱で、まだ仕事に使われたことのないもので私を縛るなら、私は弱くなり、普通の人と同じようになるだろう」。

12 デリラは新しい綱を取り、それで彼を縛り、彼に言った、「ペリシテ人があなたに襲いかかっている、サムソン」。そして、待ち伏せしている者が奥の部屋に座っていた。彼はそれを糸のように自分の腕から引き裂いた。

13 デリラはサムソンに言った、「あなたは今まで私を欺き、私に偽りを語った。何によってあなたが縛られるのか、私に告げなさい」。彼は彼女に言った、「もしあなたが、私の頭の七つの髪の房を織り目とともに織るならば」。

14 彼女は杭を打ち込み、彼に言った、「ペリシテ人があなたの上に来ている、サムソン」。彼は眠りから目覚め、機織りの杼と織り目と共に杭を引き抜いた。

15 彼女は彼に言った。「どうして『私はあなたを愛している』と言うのですか。あなたの心は私と共にありません。これは三度もあなたは私を欺き、あなたの大きな力がどこにあるのかを私に告げなかったのです。

16 彼女がその言葉で毎日すべて彼を苦しめ、悩ませたので、彼の命は死ぬほどに短くなった。

17 彼は自分の心のすべてを彼女に打ち明けて言われた、「かみそりは私の頭に上ったことがありません。なぜなら、私は母の腹から神のナジル人だからです。もし私が剃られたなら、私の力は私から去り、私は弱くなり、すべての人と同じようになるでしょう」。

18 デリラは、彼が自分の心のすべてを打ち明けたのを見て、ペリシテ人の君侯たちを遣わして呼び、「今度こそ上って来なさい。彼は自分の心のすべてを私に打ち明けたから」と言った。ペリシテ人の君侯たちは彼女のところに上って来て、銀を手に持って上って来た。

19 彼女は彼を自分の膝の上で眠らせ、その人を呼び、彼の頭の七つの髪の房を剃り落とした。そして彼を苦しめ始めたが、彼の力は彼から去った。

20 彼女は言った、「ペリシテ人があなたの上に来ている、サムソン」。彼は眠りから目覚めて言った、「私は前の度のように出て行って、身を振るおう」。しかし彼は、主が彼から離れたことを知らなかった。

21 ペリシテ人は彼を捕まえ、彼の目をえぐり、彼をガザに連れ下り、青銅の鎖で彼を縛った。そして彼は囚人の家で粉をひいていた。

22 彼の頭の毛は、剃られた後に再び生え始めた。

23 ペリシテ人の君侯たちは、自分たちの神ダゴンに大きないけにえを献げ、喜びのために集まった。そして彼らは言った、「私たちの神は、私たちの手に、私たちの敵サムソンを渡された」。

24 民は彼を見て、自分たちの神をほめたたえた。「我々の神は、我々の敵と、我々の地を荒らした者と、我々の多くの死者を増やした者を、我々の手に渡された」と言ったからである。

25 彼らの心が楽しくなったとき、彼らは言った、「サムソンを呼んで、私たちの前で遊ばせよう」。そして彼らは囚人の家からサムソンを呼び出し、彼は彼らの前で遊んだ。彼らは彼を柱の間に立たせた。

26 サムソンは彼の手を支えている少年に言った、「私を放して、家がその上に支えられている柱に触れさせてください。私はそれに寄りかかりたいのです」。

27 家は人と女で満ち、そこにはペリシテ人のすべての君侯がいた。また屋根の上には、サムソンの戯れを見ている人と女、およそ三千人がいた。

28 サムソンは主に呼びかけ、言われた。「わが主、神よ、どうか私を覚えて、どうかこの一度だけ私を強くしてください、神よ。私がペリシテ人から、私の二つの目の片方の復讐を果たせますように。

29 サムソンは、家がその上に据えられている真ん中の二本の柱に手を伸ばし、それに寄りかかった。右に一本、左に一本。

30 サムソンは言われた、「私の命はペリシテ人と共に死なせてください」。そして力の限り身をかがめ、家は君侯たちの上に、またその中にいるすべての民の上に倒れた。こうして彼が死んだときに殺した者たちは、彼が生きている間に殺した者たちよりも多かった。

31 彼の兄弟たちと父の家のすべての者が下って来て、彼を担ぎ上げ、上って行って、父マノアの墓であるツォルアとエシュタオルの間に彼を葬った。彼はイスラエルを二十年間さばいた。

Judges 17

1 エフライムの山に一人の人がいて、その名はミカヤといった。

2 彼は母に言った。「あなたのために取られた銀千一百枚のことを、あなたは呪い、また私の耳で言われた。見よ、その銀は私の手にある。私がそれを取ったのだ。」すると母は言った。「我が子よ、主によって祝福されますように。

3 彼はその銀千一百を母に返した。すると母は言った。「私はこの銀を主のために、私の手から私の子のために、彫像と鋳像を造るために、必ず聖別した。それで今、私はそれをあなたに返す。

4 彼はその銀を母に返した。母は二百の銀を取り、それを鋳物師に渡し、彼はそれを彫像と鋳像に造った。それはミカヤの家にあった。

5 その人ミカには神の家があった。彼はエポデとテラフィムを造り、自分の子の一人の手を満たし、彼は自分の祭司となった。

6 その日々には、イスラエルに王はいなかった。それぞれが自分の目に正しいことを行った。

7 ユダのベツレヘムから、ユダの家族の一人である少年がいた。彼はレビ人で、そこに寄留していた。

8 その人はユダのベツレヘムの町から、自分が見つける所に寄留しようとして去って行った。そして、エフライムの山に来て、ミカの家にまで至り、自分の道を進んだ。

9 ミカは彼に言った、「あなたはどこから来たのか」。彼は彼に言った、「私はユダのベツレヘムのレビ人です。私は住む所を求めて旅をしています」。

10 ミカは彼に言われた、「私と一緒にいて、私の父となり、祭司となってください。私はあなたに日ごとに銀十枚と、衣服の評価と、あなたの命の維持を与えましょう」。そしてレビ人は行った。

11 レビ人はその人と共に住むことを良しとし、その少年は彼にとって自分の子の一人のようになった。

12 ミカはレビ人の手を満たし、その少年は彼にとって祭司となった。そして、その者はミカの家にいた。

13 ミカは言った、「今、私は知った。レビ人が私の祭司となったので、主が私に良くしてくださることを」。

Judges 18

1 その日々には、イスラエルに王はいなかった。その日々には、ダニ人の部族が自分たちのために住む相続地を求めていた。なぜなら、その日まで、イスラエルの部族の真ん中で、彼に相続地が割り当てられていなかったからである。

2 ダンの子らは、その家族の中から、その果てから、力ある人々である五人の者を、ツォルアとエシュタオルから遣わし、その地を探り、調べさせようとした。そして彼らに言った、「行って、その地を調べよ」。彼らはエフライムの山に至り、ミカの家まで来て、そこに宿った。

3 彼らはミカの家の近くにいて、そのレビ人の少年の声を認めた。彼らはそこに立ち寄り、彼に言った、「誰があなたをここに連れて来たのか。あなたはここで何をしているのか。あなたはここに何の用があるのか」。

4 彼は彼らに言った、「ミカはこのように、またこのように私にしてくれた。彼は私を雇い、私は彼の祭司となった」。

5 彼らは彼に言った、「どうか神に伺ってください。私たちが行こうとしている道が成功するかどうかを、私たちに知らせてください。

6 祭司は彼らに言われた、「平和のうちに行きなさい。あなたがたが行くその道は、主の御前にある」。

7 五人の者は行ってライシュに着いた。そして、その内側に住んでいる民を見た。彼らはシドン人のさばきに従って、穏やかで安全に暮らしており、地には言葉を責める役人もなく、彼らはシドン人から遠く離れており、人との言葉もなかった。

8 彼らは兄弟たちのところへ、ツォルアとエシュタオルに帰って来た。そして彼らの兄弟たちは彼らに言った、「あなたがたは何をして来たのか」。

9 彼らは言った、「立ち上がって、彼らに上って行こう。私たちはその地を見たが、実にそれは非常に良い地だ。あなたがたは黙っているが、行ってその地を所有するために入ることを怠ってはならない。

10 あなたがたがそこへ行くとき、安心している民に出会うであろう。その地は広く、手の届く範囲にある。神がそれをあなたがたの手に渡されたからである。そこは、地にあるすべての言葉に不足のない場所である。

11 ツォルアとエシュタオルから、ダニ人の家族のうち六百人の者が、戦いの器を帯びて、そこから旅立った。

12 彼らは上って行き、ユダのキルヤテ・エアリムに宿営した。それゆえ、その場所をマハネ・ダンと呼んだ。それは今日に至るまで、キルヤテ・エアリムの背後にある。

13 彼らはそこからエフライムの山を越え、ミカの家にまで来た。

14 ライシュの地を探るために行った五人の者は、その兄弟たちに答えて言った、「あなたがたは、これらの家にエポデとテラフィムと彫像と鋳像があるのを知っていますか。今や、あなたがたは何をすべきかを知りなさい」。

15 彼らはそこからそれて、レビ人の少年の家、ミカの家に来て、彼に平和を尋ねた。

16 六百人の者が、戦いの器を帯びて、門の入口に立っていた。彼らはダンの子らであった。

17 地を探るために行った五人の者は上って行き、そこに入って、彫像とエポデとテラフィムと鋳像を取り、祭司は門の入口に立っていた。そして、戦いの器を帯びた六百人の者がいた。

18 彼らはミカの家に入り、彫像とエポデとテラフィムと鋳像を取り、祭司は彼らに言った、「あなたがたは何をしているのか」。

19 彼らは彼に言った、「黙れ、あなたの手をあなたの口の上に置き、私たちと一緒に行きなさい。そして、私たちにとって父となり、祭司となりなさい。一人の人の家の祭司であることと、イスラエルにおいて一つの部族と一つの家族の祭司であることと、どちらが良いか。

20 祭司の心は喜び、彼はエポデとテラフィムと彫像を取り、民の内側に入った。

21 彼らは向きを変えて進み、幼子たちと家畜と尊厳を自分たちの前に置いた。

22 彼らはミカの家から遠く離れていたが、ミカの家の近くの家々にいた人々は叫び集まり、ダンの子らに追い迫った。

23 彼らはダンの子らに呼びかけ、彼らは顔を向けた。そしてミカに言った、「あなたに何があったのか、なぜあなたは叫ぶのか」。

24 わたしが造った神と祭司をあなたたちは奪い取って行ってしまった。今わたしに何が残っているのか。それなのに、あなたたちはわたしに『何かあったのか』と言うのか。

25 ダンの子らは彼に言った、「あなたの声を私たちの間で聞かせるな。心の苦い人々があなたがたに襲いかかり、あなたの命とあなたの家の命が奪われないように。

26 ダンの子らは自分たちの道を行った。ミカは彼らが自分よりも強いのを見て、向きを変えて自分の家に帰った。

27 彼らはミカが造ったものと、彼のところにいた祭司を取って、ライシュの、穏やかで安心している民のところに来て、彼らを剣の刃で打ち、その町を火で焼いた。

28 助け出す者はいなかった。それはシドンから遠く離れており、彼らには人との言葉がなく、その町はベテ・レホブに属する谷にあった。彼らはその町を建て直し、そこに住んだ。

29 彼らはその町の名を、彼らの父ダンの名にちなんでダンと呼んだ。ダンはイスラエルに生まれた者である。しかし、その町の名はもともとライシュであった。

30 ダンの子らは自分たちのためにその彫像を立てた。そして、ゲルショムの子、マナセの子であるヨナタンとその子らは、ダニ人の部族の祭司となり、地が捕囚となる日までそうであった。

31 彼らは、ミカが造った彫像を、神の家がシロにあったすべての日の間、自分のものとした。

Judges 19

1 その日々にはイスラエルに王がなく、レビ人の一人の人がエフライムの山の辺境に寄留していた。彼はユダのベツレヘムから側女を妻としてめとった。

2 彼の側女は彼に淫行を犯し、彼のもとを去って、父の家、すなわちユダのベツレヘムへ行った。そして彼女はそこに四か月の日々いた。

3 彼女の夫は立ち上がり、彼女の心に語って彼女を連れ戻そうと彼女の後を追って行った。彼の少年も彼と共に、ろばのくびきも二頭いた。彼女は彼を父の家に連れて来た。乙女の父は彼を見て、彼を迎えて喜んだ。

4 彼のしゅうと、その乙女の父が彼に強く勧めたので、彼はその人と三日の間、そこに滞在した。彼らは食べ、飲み、そこに泊まった。

5 第四日に、彼らは朝早く起きて、彼が去ろうと立ち上がった。すると、その乙女の父が彼の花婿に言った。「あなたの心を一片のパンで支えなさい。その後、あなたがたは行きなさい。

6 ふたりは座って、ともに食べ、飲んだ。すると、その乙女の父がその人に言った、「どうか、とどまって、ここに泊まりなさい。あなたの心を楽しませなさい」。

7 その人は立ち上がって行こうとしたが、しゅうとの者が彼に強く迫ったので、彼は引き返してそこに泊まった。

8 五日目の朝、彼は出発しようと早く起きた。すると、その乙女の父が言った。「どうか、あなたの心を支えてください。そして、日が傾くまで留まってください。」二人は共に食べた。

9 その人は、彼とその側女とその少年と共に、行こうとして立ち上がった。すると、その乙女の父である彼の舅が彼に言った。「どうか、日が暮れるまで留まってください。どうか、ここに泊まって、心を良くしてください。明日、あなたがたは自分の道に出発し、あなたの天幕へ行きなさい。

10 その人は泊まることを望まず、立ち上がって行き、エブス、すなわちエルサレムの正面にまで来た。彼と共に、くびきにつないだろば二頭と、彼の側女が彼と共にいた。

11 彼らがエブスにいたとき、日が非常に暮れていた。すると少年がその主に言った、「どうか、このエブス人の町に立ち寄って、そこに泊まりましょう」。

12 主人は彼に言われた、「我々はイスラエルの子らではない外国の町には立ち寄らず、ギブアまで進もう」。

13 彼は自分の少年に言った、「行こう、われわれはこれらの場所の一つに近づこう。そしてギブアかラマで夜を過ごそう」。

14 彼らは通り過ぎて歩き続けた。そして、太陽が彼らのために、ベニヤミンに属するギブアのそばで沈んだ。

15 彼らはそこでギブアに入って泊まるために向かった。そして彼は入り、町の広場に座ったが、彼らを家に泊める人はいなかった。

16 すると、見よ、年老いた人が夕方に野から自分のわざから帰って来た。その人はエフライムの山の出身で、ギブアに寄留していた。その場所の人々はベニヤミン人であった。

17 彼は目を上げて、町の広場にいる旅人の人を見た。すると、その年寄りの人が言った、「あなたはどこへ行くのですか、またどこから来たのですか」。

18 彼は彼に言った、「私たちはユダのベツレヘムからエフライム山の辺境まで旅をしている者です。私はそこから来て、ユダのベツレヘムまで行きました。そして今、私は主の家に行くところです。しかし、私を家に迎え入れる人は誰もいません。

19 また、私たちのろばにはわらも飼料もあります。また、私とあなたの女奴隷、そしてあなたのしもべたちと共にいる少年のためにも、パンとぶどう酒があります。すべての言葉に不足はありません。

20 その年老いた人は言われた、「あなたに平和があるように。ただ、あなたの不足はすべて私の上にある。ただ、広場で夜を過ごしてはならない。

21 彼を自分の家に連れて行き、ろばに飼料を与えた。そして彼らは足を洗い、食べ、飲んだ。

22 彼らが心を楽しませていると、見よ、町の人々、ベリアルの子らである人々がその家を取り囲み、戸を叩きながら、その家の主人である年老いた人に言った、「あなたの家に来たあの男を連れ出せ。我々は彼を知ろう」。

23 家の主人である人が彼らのところに出て来て、彼らに言われた。「兄弟たちよ、どうか悪を行わないでください。この人が私の家に入ったのだから、この愚かさを行わないでください。

24 見よ、私の処女の娘と彼の側女を、どうか連れ出そう。彼らを辱め、あなたたちの目に良いと思うことを彼らに行え。しかし、この人には、この愚かさのことをしてはならない。

25 人々は彼の言うことを聞こうとせず、その人は自分の側女を捕まえて、彼らのところへ外に連れ出した。彼らは彼女を知り、一晩中、朝まで彼女を辱め、夜明けのころに彼女を放した。

26 女は朝の訪れに来て、その主のいる人の家の入口に、光が差すまで倒れていた。

27 彼女の主は朝に起き、家の戸を開けて、自分の道を行こうと出て行った。すると、見よ、彼の側女である女が家の入口に倒れており、その手は鉢の上にあった。

28 彼は彼女に「起きて、私たちは行こう」と言ったが、答えはなかった。そこで彼は彼女をろばに載せ、その人は立ち上がって自分の場所へ行った。

29 彼は自分の家に帰り、屠刀を取り、自分の側女を捕まえて、彼女を骨ごと十二の切り身に切り分け、それをイスラエルのすべての境界に送り出した。

30 すべての見る者は言った、「このようなことは、イスラエルの子らがエジプトの地から上って来た日から、この日に至るまで、起こったこともなく、見られたこともない。これについて、よく考え、相談し、語れ」。

Judges 20

1 すべてのイスラエルの子らは出て行き、集会は一人の人のように、ダンからベエル・シェバまで、またギレアデの地から、主のもと、ミツパに集まった。

2 すべての民の隅々、イスラエルのすべての部族が神の民の集会に立った。歩兵で剣を抜く者は四十万人いた。

3 ベニヤミンの子らは、イスラエルの子らがミツパに上ったことを聞いた。そしてイスラエルの子らは言った、「この悪がどのようにして起こったのか、語れ」。

4 レビ人の人、殺された女の夫が答えて言われた、「わたしとわたしの側女は、ベニヤミンに属するギブアに宿るために来たのです」。

5 ギブアの主人たちが私に立ち向かい、夜の間に私の周りで家を取り囲んだ。彼らは私を殺そうと企て、私の側女を辱めて、彼女は死んだ。

6 私は自分の側女を捕まえて、彼女を切り裂き、イスラエルの相続地のすべての野に送りました。なぜなら、彼らはイスラエルの中で悪意と愚かさを行ったからです。

7 見よ、あなたがたすべてはイスラエルの子らである。ここで、あなたがた自身のために言葉と助言を述べよ。

8 すべての民は一人の人のように立ち上がって言った、「われわれは、それぞれ自分の天幕には行かず、それぞれ自分の家にも引き返さない。

9 今、これがギブアに対して行う言葉である。それについては、くじによって。

10 私たちはイスラエルのすべての部族のために百人につき十人、千人につき百人、万人につき千人を取り、民のための食料を取って、彼らがベニヤミンのゲバに行くときに、イスラエルで行われたすべての愚かさに応じて報いるために。

11 すべてのイスラエルの人は、一人の人のように仲間として町に集められた。

12 イスラエルの諸杖は、すべてのベニヤミンの杖に人を遣わして言われた、「あなたがたのうちに起こったこの悪は何か」。

13 今、ギブアにいるベリアルの子らであるその人々を渡しなさい。私たちは彼らを殺し、イスラエルから悪を除き去ろう。しかしベニヤミンの子らは、彼らの兄弟であるイスラエルの子らの声に聞き従おうとしなかった。

14 ベニヤミンの子らは、その町々からギブアに集まり、イスラエルの子らと戦いに出ようとした。

15 その日、ベニヤミンの子らは町々から数えられ、剣を抜く者が二万六千人の人々であった。ギブアの住民を除いて、単独で数えられたのは七百人の選ばれた人々であった。

16 このすべての民のうち、七百人の選ばれた人々は、右手の不自由な者であり、そのすべては石を投げて髪に当て、外さなかった。

17 イスラエルの人々は、ベニヤミンをほかにして、召し集められた。剣を抜く者は四十万人の戦いの者で、すべての人々は戦いの人であった。

18 彼らは立ち上がり、ベテルに上って行き、神に問い求め、イスラエルの子らは言った、「我々のために、初めに誰がベニヤミンの子らとの戦いに上って行くべきでしょうか」。すると主は言われた、「ユダが初めに上って行く」。

19 イスラエルの子らは朝に立ち上がり、ギブアに陣を張った。

20 イスラエルの人々はベニヤミンと戦うために出て行き、イスラエルの人々は彼らと共にギブアに向かって戦いの陣を敷いた。

21 ベニヤミンの子らはギブアから出て来て、その日にイスラエルの中で二万二千人の者を地に打ち倒した。

22 イスラエルの民はそれぞれ力を強め、初めの日に戦いを整えたその場所で、再び戦いを整えるために加わった。

23 イスラエルの子らは上って行き、夕方まで主の前で泣いた。そして主に問うて言った、「我々は兄弟ベニヤミンの子らと戦うために、再び進み出るべきでしょうか」。主は言われた、「彼のところへ上って行け」。

24 イスラエルの子らは、第二の日にベニヤミンの子らに近づいた。

25 ベニヤミンは二日目にギブアから彼らに向かって出て行き、イスラエルの子らの中からさらに一万八千人の者を地に打ち倒した。これらの者はすべて剣を抜く者たちであった。

26 すべてのイスラエルの子らとすべての民は上って行き、ベテルに来て、そこで主の前で泣き、その日、夕方まで断食し、主の前に全焼のいけにえと全焼のいけにえをささげた。

27 イスラエルの子らは主に問い求め、その日々には神の契約の箱がそこにあった。

28 その日々、アロンの子エレアザルの子ピネハスが主の前に立って言った。「私は再び、私の兄弟ベニヤミンの子らとの戦いに出るべきでしょうか、それともやめるべきでしょうか。」主は言われた。「上れ。明日、わたしは彼らをあなたの手に渡す。

29 イスラエルはギブアの周囲に伏兵を置いた。

30 イスラエルの子らは三日目にベニヤミンの子らに向かって上って行き、ギブアに対して、度ごとに、度ごとに、戦いの備えをした。

31 ベニヤミンの子らは民を迎え撃つために出て行き、町から引き離された。そして、かつてのように、ベテルに上る一つの大路と、野にあるギブアに上るもう一つの大路で、民のうちから約三十人のイスラエルの人々を打ち殺し始めた。

32 ベニヤミンの子らは言った、「彼らは以前のように我々の前に打ち負かされている」。そしてイスラエルの子らは言った、「我々は逃げて、彼らを町から大路へ引き離そう」。

33 すべてのイスラエルの人はその場所から立ち上がり、バアル・タマルで戦列を整えた。そしてイスラエルの伏兵はその場所から、ギブアの牧草地から飛び出した。

34 ギブアに向かって、イスラエルのすべてから選ばれた一万人の人が来た。戦いは激しかったが、彼らは自分たちに悪が迫っていることを知らなかった。

35 主はベニヤミンをイスラエルの前に打ち破られた。イスラエルの子らはその日にベニヤミンの中で二万五千一百人の者を滅ぼした。彼らはすべて剣を抜く者たちであった。

36 ベニヤミンの子らは、自分たちが打ち負かされたのを見た。イスラエルの人々は、ギブアに置いた伏兵に頼ったので、ベニヤミンに場所を譲った。

37 伏兵は急いで進み、ギブアに突入した。伏兵は進み出て、町のすべてを剣の刃で打った。

38 定めの時は、イスラエルの人と伏兵との間にあった。煙の贈り物を町から立ち上らせることであった。

39 イスラエルの人々は戦いで向きを変えた。ベニヤミンはイスラエルの人々に約三十人の者を打ち殺し始めた。彼らは言った、「彼は私たちの前で、初めの戦いのように必ず打ち負かされている」。

40 贈り物は町から煙の柱となって立ち上り始めた。ベニヤミンは振り返って見ると、見よ、町の全体が天に向かって立ち上っていた。

41 イスラエルの人々は向きを変え、ベニヤミンのそれぞれの人は慌てふためいた。なぜなら、その悪が自分に及んだのを見たからである。

42 彼らはイスラエルの人の前で荒野の道に向かって向きを変えたが、戦いは彼らに追い迫り、町々から出て来た者たちが彼の真ん中で彼らを滅ぼし続けた。

43 ベニヤミンを包囲し、彼らを追撃し、憩いの場で彼らを踏みつけた。ギブアの東、日の出の方向に至るまで。

44 ベニヤミンからは、力ある人々であるこれらのすべての人々、一万八千人が倒れた。

45 彼らは向きを変えて荒野のリンモンの岩へ逃げた。そして彼らは大路で五千人の人を打ち倒した。彼らは彼のあとをギドムまで追い、そのうち二千人の人を打ち殺した。

46 その日、ベニヤミンから倒れた者はすべて、剣を抜く人、二万五千人であった。これらすべては力ある人々であった。

47 彼らは向きを変えて荒野へ逃げ、リンモンの岩へ行った。六百人の者がいた。そして彼らはリンモンの岩に四か月間とどまった。

48 イスラエルの人々はベニヤミンの子らに帰って来て、剣の刃で彼らを打ち、町の健やかさから獣に至るまで、すべて見つかったものに至るまで、またすべて見つかった町々も火で焼き尽くした。

Judges 21

1 イスラエルの人々はミツパで誓って言った、「われわれのうちの人は、自分の娘をベニヤミンに妻として与えてはならない」。

2 民はベテルに来て、夕方まで神の前に座っていた。そして彼らは声を上げ、激しい泣きをもって泣いた。

3 彼らは言われた、「なぜ、主、イスラエルの神よ、このことがイスラエルに起こったのですか。今日、イスラエルから一つの杖が欠けることになったのです。

4 翌日、民は早く起きて、そこに祭壇を築き、全焼のいけにえと全焼のいけにえをささげた。

5 イスラエルの子らは言った、「すべてのイスラエルの杖のうち、主のもとに集会に上って来なかった者はだれか」。なぜなら、主のもとにミツパに上って来なかった者には、大きな誓いが立てられて、「必ず死ななければならない」と言われていたからである。

6 イスラエルの子らは、その兄弟ベニヤミンのために悔やみ、言った、「今日、イスラエルから一つの部族が断たれてしまった」。

7 残った者たちに女を与えるために、何をすべきでしょうか。私たちは主にかけて誓ったのです。私たちの娘たちを彼らに女として与えない、と。

8 彼らは言った、「イスラエルの部族のうち、主のもとミツパに上って来なかった者がだれかいるか」。すると見よ、ヤベシュ・ギレアデから集会に来た者は、陣営に一人もいなかった。

9 民は数えられたが、見よ、そこにはヤベシュ・ギレアデの住民のうちの人は一人もいなかった。

10 集会はそこに力ある子らのうちから一万二千人の人を遣わし、彼らに命じて言われた、「行って、ヤベシュ・ギレアデの住民を剣の刃で撃ち、女たちと幼子たちをも撃て」。

11 これはあなたがたが行うべき言葉である。すべての男と、男の寝床を知るすべての女を、必ず滅ぼし尽くせ。

12 彼らはギレアデのヤベシュの住民の中から、人と寝床を知らない処女の乙女四百人を見つけ出し、彼らをカナンの地にあるシロの陣営に連れて来た。

13 集会全体は使いを送り、リンモンの岩にいるベニヤミンの子らに語り、彼らに平和を呼びかけた。

14 ベニヤミンはその時に帰って来た。彼らは、ヤベシュ・ギレアデの妻たちの中で生かしておいた女たちを彼らに与えたが、彼らにふさわしい者を見つけることはできなかった。

15 民はベニヤミンのために嘆き悲しんだ。主がイスラエルの杖のうちに裂け目を造られたからである。

16 集会の長老たちは言われた、「残った者たちに妻をどうしたらよいでしょうか。ベニヤミンから女が絶えてしまったからです。

17 そして彼らは言った、「ベニヤミンのための逃れの者の相続があるように。そして、イスラエルから一つの杖が消し去られることがないように。

18 しかし私たちは、自分たちの娘たちを彼らに女として与えることはできません。なぜなら、イスラエルの子らが誓って言ったからです。「ベニヤミンに妻を与える者は呪われる」と。

19 彼らは言った、「見よ、主の祭りがシロで毎年行われる。それはベテルの北、太陽の東、ベテルからシェケムへ上る大路のそば、そしてネゲブの南のレボナにある。

20 彼らはベニヤミンの子らに命じて言った、「行って、ぶどう園の中に待ち伏せしなさい」。

21 見張っていて、見よ、シロの娘たちが踊りに出て来るなら、あなたがたはぶどう園から出て行き、それぞれシロの娘たちの中から自分の妻を奪い取り、ベニヤミンの地へ行きなさい。

22 彼らの父や兄弟が私たちのところに来て訴えることがあれば、私たちは彼らに言おう。『私たちが彼女たちを恵んだのだ。戦いのときに、私たちは一人ひとり自分の妻を得なかったからだ。あなたがたが彼らに与えなかったので、今の時にあなたがたは罪に問われることはない』と。

23 ベニヤミンの子らはそのようにして、自分たちの数に応じて、奪った踊り子たちの中から妻を連れて行き、去って自分の相続地に帰り、町々を建ててそこに住んだ。

24 イスラエルの子らはその時、そこからそれぞれ自分の部族と家族のもとへと歩み去り、そこからそれぞれ自分の相続地へと出て行った。

25 その日々には、イスラエルに王はいなかった。それぞれが自分の目に正しいことを行った。


Ruth

Ruth 1

1 さばきつかさたちが治めていた時代のこと、その地に飢饉があった。そこで、ユダのベツレヘムから一人の人が、妻と二人の子とともに、モアブの野に寄留しようと出かけた。

2 その人の名はエリメレク、その妻の名はナオミ、その二人の子の名はマフロンとキリオンで、彼らはユダのベツレヘムのエフライム人であった。彼らはモアブの野に行き、そこにいた。

3 エリメレクはナオミの夫であったが、死んだ。彼女は二人の子とともに残された。

4 彼らは自分たちのためにモアブ人の妻をめとった。その一人の名はオルパ、もう一人の名はルツであった。彼らはそこに約十年住んだ。

5 二人の息子マフロンとキリオンもまた死んだ。そして、その女は二人の子供と夫から残された。

6 彼女は花嫁たちとともに立ち上がり、モアブの野から帰って来た。モアブの野で、主がご自分の民を顧みて、彼らにパンをお与えになったと聞いたからである。

7 彼女はそこにいた場所から出て行った。彼女の二人の花嫁も彼女と一緒にいた。彼らはユダの地に帰るために道を歩んで行った。

8 ナオミは二人の花嫁に言われた、「あなたがたはそれぞれ、自分の母の家に帰りなさい。主が、あなたがたが亡くなった者たちと私に対して行ったように、あなたがたに慈愛を施されますように。

9 主があなたがたに与えられ、あなたがたがそれぞれ夫の家で憩いを見いだせますように。そして彼女は彼らに口づけし、彼らは声を上げて泣いた。

10 彼女たちは彼女に言った。「いいえ、私たちはあなたと一緒にあなたの民へ帰ります。

11 ナオミは言われた、「娘たちよ、帰りなさい。なぜ私と一緒に行くのですか。私の腹に、あなたがたのための子がまだいるでしょうか。彼らがあなたがたの夫となる人になるでしょうか。

12 娘たちよ、帰りなさい。行きなさい。なぜなら、私は夫を持つには年老いたからだ。たとえ私が「私には希望がある」と言っても、今夜夫を持つことも、子を産むこともできはしない。

13 この人たちが成長するまで待つのですか。この人たちのために、夫を持たずに独りでいるのですか。いいえ、娘たちよ、私のことはひどく苦しいのです。主の手が私に下ったからです。

14 彼女たちは声を上げて、また泣いた。オルパは義母に口づけしたが、ルツは彼女にすがりついた。

15 彼女は言った、「見なさい、あなたの兄弟の妻は自分の民と自分の神のもとへ帰った。あなたもあなたの兄弟の妻の後に帰りなさい。

16 ルツは言った、「私を離れてあなたの後ろに帰るようにと、私に迫らないでください。あなたが行かれる所に私は行き、あなたが宿られる所に私は宿ります。あなたの民は私の民、あなたの神は私の神です。

17 私が死ぬ所で、私も死に、そこに葬られます。主が私にこのように行われ、このように加えられます。死が私とあなたの間を隔てるまでは。

18 彼女が一緒に行こうと決意しているのを見て、彼女に話すのをやめた。

19 二人はベツレヘムに着くまで歩き続けた。ベツレヘムに着くと、町全体が彼女たちのことで騒ぎ立ち、「これはナオミだろうか」と言った。

20 彼女は彼らに言われた、「私をナオミと呼ばないでください。私をマラと呼んでください。全能者が私をひどく苦しめられたからです。

21 私は満ちて出て行ったのに、主は私を空しくして帰らせられた。なぜ私をナオミと呼ぶのか。主が私を苦しめ、全能者が私に災いを下されたのだから。

22 ナオミは、その嫁であるモアブ人のルツと共に、モアブの野から帰って来た。彼らは大麦の収穫の初めにベツレヘムに着いた。

Ruth 2

1 ナオミには夫の親類の女がいて、エリメレクの家族の者で、力ある人であり、その名はボアズといった。

2 モアブ人のルツはナオミに言った、「どうか、わたしは野に行って、だれかの目に恵みを見いだすなら、その後ろで穀物の穂を拾い集めましょう」。すると彼女は彼女に言った、「行きなさい、わたしの娘よ」。

3 彼女は行って、野に入り、刈り入れ人たちの後に続いて落ち穂を拾った。彼女の出来事は、エリメレクの家族に属するボアズの野の土地に当たったのであった。

4 見ると、ボアズがベツレヘムから来て、刈り取る者たちに言われた、「主があなたがたと共におられるように」。彼らは彼に言った、「主があなたを祝福されますように」。

5 ボアズは、刈り入れ人たちの上に立っている自分の少年に言われた、「この乙女は誰の者か」。

6 刈り手たちの上に立っていた少年が答えて言った、「彼女はモアブの野からナオミと共に帰って来たモアブ人の乙女です」。

7 彼女は言ったのです、「どうか、わたしは刈り取る者たちの後に続いて、穀物の束の間で落ち穂を拾い集めさせてください」と。そして彼女は来て、朝から今まで立っていました。彼女が家で過ごしたのはわずかでした。

8 ボアズはルツに言われた、「娘よ、あなたはこれを聞いていないか。他の野で落ち穂を拾うために行ってはならない。また、ここから離れてはならない。そして、私の乙女たちに付き従いなさい。

9 あなたの目は、彼らが刈り取っている野に留めなさい。そして、彼らの後を追って行きなさい。私は若者たちに、あなたに触れないように命じておいたではないか。喉が渇いたなら、器のところへ行って、若者たちが汲んだものを飲みなさい。

10 彼女は顔を地に伏せてひれ伏し、彼に言った、「なぜ私はあなたの目に恵みを見いだして、あなたが私を認めてくださるのですか。私は外国人なのに」。

11 ボアズは答えて彼女に言われた、「あなたが夫の死後、義母に行ったすべてのことは、よく私に告げられた。あなたは父と母と生まれの地を捨てて、一昨日まで知らなかった民のところへ行った。

12 主があなたのわざに報いられ、あなたの報酬が、その翼の下に身を避けに来たイスラエルの神、主のもとから全きものとなるように。

13 あなたの目に恵みを見いだせますように、わが主よ。あなたは私を慰め、あなたの女奴隷の心に語ってくださいました。しかし私は、あなたの女奴隷の一人にも及ばない者です。

14 ボアズは彼女に言われた、「食物の時になったら、ここに来て、パンを食べ、あなたの一片を酢に浸しなさい」。彼女は刈り取る者たちの側に座った。彼は彼女に煎り麦を手渡した。彼女は食べて満ち足り、そして残した。

15 彼女は立ち上がって落ち穂を拾った。するとボアズは自分の少年たちに命じて言われた、「彼女は穀物の束の間でも拾わせなさい。彼女を辱めてはならない」。

16 また、束の間から一握りを彼女のために抜き落としなさい。そして、それを残して彼女に拾わせなさい。彼女を叱ってはならない。

17 彼女は野で夕方まで落ち穂を拾い集め、拾ったものを打ったところ、それは大麦一エパほどあった。

18 彼女はそれを担いで町に入り、義母は彼女が拾い集めたものを見た。彼女はそれを取り出して、満ち足りることから残しておいたものを義母に与えた。

19 義母は彼女に言った、「今日、あなたはどこで落ち穂を拾い、どこで働いたのか。あなたを認めてくれた者が祝福されますように」。そして彼女は義母に、その人と共にしたことを告げて言った、「今日、私が共に働いた人の名はボアズです」。

20 ナオミは花嫁に言った、「主は慈愛を生きている者にも死んだ者にも惜しまれなかった方である。祝福された方である」。そしてナオミは彼女に言った、「その人は私たちの贖い主の一人である」。

21 モアブ人のルツは言った、「彼は私に、『私の少年たちと一緒に、私のすべての収穫が終わるまで、あなたは付き従いなさい』と言われました。

22 ナオミは嫁のルツに言った、「娘よ、あなたが彼の乙女たちと一緒に出て行くのは良いことだ。他の野で人々があなたに害を加えることはないだろう」。

23 彼女はボアズの乙女たちに付き添って、大麦の収穫と小麦の収穫が終わるまで落ち穂を拾い集め、そして義母のもとに帰って住んだ。

Ruth 3

1 ナオミはその義母が彼女に言った、「娘よ、わたしがあなたのために、あなたに良い休息所を求めるではないか。

2 今、私たちの親族であるボアズは、あなたがその乙女たちと共にいた者ではないか。見よ、彼は今夜、大麦の打ち場で籾をふるっている。

3 あなたは身を洗い、油を塗り、自分の衣を着て、打ち場に下りなさい。その人が食べ終わり、飲み終わるまでは、その人に知られてはなりません。

4 彼が横たわるとき、その横たわる場所を知り、行って彼の足を覆い、そして横たわれ。彼があなたにすべきことを告げられるであろう。

5 彼女は彼女に言った。「あなたがおっしゃることはすべて、私がいたします。

6 彼女は打ち場に下り、義母が命じたすべてのことを行った。

7 ボアズは食べ、飲み、心を楽しませ、穀物の山の果てに行って横になった。彼女は密かに来て、彼の足を覆い、横たわった。

8 夜の半分の時、その人は震えて身をかがめた。すると見よ、女が彼の足のところに横たわっていた。

9 彼は言われた、「あなたは誰ですか」。彼女は言った、「私はあなたの女奴隷ルツです。あなたの翼をあなたの女奴隷の上に広げてください。あなたは贖い主だからです」。

10 彼は言われた、「娘よ、あなたは主に祝福された方だ。あなたの後の慈愛は先の慈愛よりも優れている。それは、貧しい者にも富む者にも、若者たちの後を追わなかったからだ。

11 今や、娘よ、恐れるな。あなたが言うことはすべて、私があなたにしてあげよう。私の民のすべての門が知っているからだ。あなたが力ある女であることを。

12 今、確かに、わたしは贖い主であるが、しかし、わたしよりも近い贖い主がいる。

13 今夜ここに宿りなさい。朝になって、もし彼があなたを買い戻すことを望むなら、彼が買い戻すでしょう。しかし、もし彼があなたを買い戻すことを望まないなら、主の命にかけて、私があなたを買い戻します。朝まで横になっていなさい。

14 彼女は夜明けまで彼の足もとに寝ていたが、朝、人が互いを認め合う前に起き上がった。そして彼は言った、「女が打ち場に来たことが知られてはならない」。

15 彼は言われた、「あなたの上にあるベールを出しなさい。そしてそれをしっかり握りなさい」。彼女がそれを握ると、彼は六度の大麦を量って、それを彼女の上に置いた。そして彼は町へ入って行った。

16 義母のところへ帰って来たので、義母は言われた。「娘よ、あなたはどうしたの。」彼女は、その人が自分にしてくれたすべてのことを義母に告げた。

17 彼女は言った、「この六つの大麦を私に下さいました。『あなたの義母のところへ、手ぶらで行ってはならない』と言われたからです。

18 娘よ、その言葉がどう決着するか知るまで、座っていなさい。あの人は、今日このことを成し遂げるまでは、決して休まないからである。

Ruth 4

1 ボアズは門に上って行き、そこに座った。すると、ボアズが言っていたあの贖い主が通りかかったので、ボアズは言った。「おい、あの者よ、こちらに来て、ここに座れ。」彼は来て、座った。

2 彼は町の長老たちの中から十人の人を取り、言われた、「ここに座りなさい」。彼らは座った。

3 彼は買い戻しの権利を持つ者に言われた、「私たちの兄弟エリメレクの野の土地を、モアブの野から帰って来たナオミが売ったのです」。

4 私はあなたの耳に告げて言った、「座っている者たちと私の民の長老たちの前で買いなさい。もしあなたが買い戻すなら買い戻しなさい。もし買い戻さないなら、私に告げなさい。そうすれば私は知るでしょう。あなたのほかに買い戻す者はいないからです。そして私はあなたの後にいます」と。彼は言った、「私が買い戻します」。

5 ボアズは言われた、「あなたがナオミの手からその野を買う日には、死んだ者の妻であるモアブ人のルツからも、死んだ者の名をその相続地の上に立てるために、それを買い取らなければならない。

6 贖い主は言われた、「私は自分のために贖うことはできない。私の相続地を損なうといけないからだ。あなたが私の贖いを自分のために取りなさい。私は贖うことができないからだ」。

7 これは以前、イスラエルにおける贖いと交換についてのことで、すべての言葉を確立するために、人は自分の靴を脱いで友に与えた。そしてこれがイスラエルにおける証言であった。

8 買い戻しの権利のある者はボアズに言った、「あなたのために買いなさい」。そして彼は自分の靴を脱いだ。

9 ボアズは長老たちとすべての民に言われた、「あなたがたは、きょう、証人です。わたしはエリメレクのすべてのもの、キリオンとマフロンのすべてのものを、ナオミの手から買い取りました。

10 また、モアブ人のルツ、すなわちマフロンの女を、私は自分の妻として買い取った。彼の相続地の上に死んだ者の名を起こすため、その名が彼の兄弟たちの中から、また彼の場所の門から断ち切られないようにするためである。あなたがたは、今日、証人である。

11 門にいるすべての民と長老たちは証人となった。「主があなたの家に入って来る妻を、ラケルとレアのようにしてくださるように。彼女たち二人はイスラエルの家を建てた。あなたはエフラタで力ある働きをなし、ベツレヘムで名を挙げよ。

12 あなたの家は、ユダにタマルが産んだペレツの家のようになり、主がこの乙女からあなたに与えられる子孫によって。

13 ボアズはルツを娶り、彼女は彼の妻となった。彼は彼女のところに入った。主は彼女に妊娠を与えられたので、彼女は子を産んだ。

14 女たちはナオミに言った、「主は祝福された。主は今日、あなたに贖い主を与えずにはおかれなかった。その名がイスラエルの中で呼ばれるように」。

15 これはあなたにとって命を回復し、あなたの白髪を養う者となるでしょう。あなたを愛したあなたの花嫁が、あなたにとって七人の子よりも優れている彼女が、この子を産んだからです。

16 ナオミはその子供を抱き上げ、自分の懐に抱き、彼の養育者となった。

17 近所の女たちは、「ナオミに子が生まれた」と言って、彼に名を付け、その名をオベデと呼んだ。彼はエッサイの父、ダビデの父である。

18 これらはペレツの系図である。ペレツはヘツロンを生んだ。

19 ヘツロンはラムを生み、ラムはアミナダブを生んだ。

20 アミナダブはナフションを生み、ナフションはサルマを生んだ。

21 サルモンはボアズを生み、ボアズはオベデを生んだ。

22 オベデはエッサイを生み、エッサイはダビデを生んだ。


1 Samuel

1 Samuel 1

1 ある人がラマタイム・ゾフィム、すなわちエフライムの山から来た者で、その名はエルカナ、エロハムの子、エリフの子、トフの子、ツォフの子、エフライム人であった。

2 彼には妻が二人あり、一人の名はハンナ、もう一人の名はペニンナであった。ペニンナには子供がいたが、ハンナには子供がいなかった。

3 その人は自分の町から、日々を重ねて、主の軍勢の前でひれ伏し、いけにえをささげるためにシロに上って行った。そこには、エリの二人の子、ホフニとピネハスが、主の祭司としていた。

4 ある日、エルカナが犠牲をささげた。彼は妻ペニンナと、そのすべての息子たちと娘たちに分け前を与えた。

5 しかしハンナには、怒りの分け前を一つだけ与えた。彼はハンナを愛していたが、主が彼女の子宮を閉じておられたからである。

6 彼女の苦難は、彼女を怒らせるために、彼女を悩ませるために、彼女の怒りを引き起こした。主が彼女の子宮を閉ざされたからである。

7 彼女が主の家に上るたびに、その十分の年ごとに、彼女を怒らせた。そして彼女は泣き、食べなかった。

8 エルカナはその妻ハンナに言った、「なぜ泣くのか、なぜ食べないのか、なぜあなたの心は憂えているのか。私はあなたにとって十人の子よりも良いのではないか」。

9 ハンナは、シロで食べた後、また飲んだ後に立ち上がった。祭司エリは、主の神殿の門柱のそばの王座に座っていた。

10 彼女は心に苦しみ、主に祈り、激しく泣いた。

11 彼女は誓いを立てて言った。「軍勢の主よ。もしあなたがあなたの女奴隷の苦しみを確かに見られ、私を覚えられ、あなたの女奴隷を忘れず、あなたの女奴隷に人の子孫をお与えになるなら、私はその子をすべてのいのちの日の間、主に与えます。そして、かみそりは彼の頭に上らないでしょう。

12 彼女が主の前で祈り続けている間、エリは彼女の口を見守っていた。

13 ハンナは心の中で語っていた。ただ彼女の唇は動いていたが、その声は聞こえなかった。それでエリは彼女を酔っている者と思った。

14 エリは彼女に言った、「いつまで酔っているのか。あなたのぶどう酒をあなたから取り除きなさい」。

15 ハンナは答えて言われた、「いいえ、わが主よ。私は心の苦しい女でございます。ぶどう酒も強い酒も飲んでおりません。私は主の前に自分の命を注ぎ出しておりました。

16 あなたの女奴隷をベリアルの娘の前に置かないでください。私がこれまで話したのは、私の思い煩いの多数と私の怒りのゆえです。

17 エリは答えて言われた、「平和のうちに行きなさい。イスラエルの神が、あなたが主に請い願ったその請い願いをかなえてくださるように」。

18 女奴隷はあなたの目に恵みを見いだせますようにと言われた。そして女は自分の道を行き、食べた。彼女の顔はもはや以前のようではなかった。

19 彼らは朝早く起きて、主の前にひれ伏し、そして帰ってラマにある自分の家に来た。エルカナはその妻ハンナを知った。主は彼女を心に留められた。

20 日の巡りになって、ハンナは身ごもり、子を産んだ。そして、その名をサムエルと呼んだ。「主から、私はこれを求めたからだ」と。

21 エルカナという人は、そのすべての家の者とともに、主にその日のいけにえと自分の誓いをささげるために上って行った。

22 ハンナは上って行かなかった。彼女は夫に言った、「少年が乳離れするまで、私は行きません。その時、私は彼を連れて行き、主の前に現れ、彼をそこに永遠にとどまらせます。

23 夫エルカナは彼女に言われた、「あなたの目に良いことをしなさい。あなたが彼を離乳させるまでとどまりなさい。ただ、主がその言葉を果たしてくださいますように」。そして女はとどまり、自分の子を離乳させるまで乳を飲ませた。

24 彼女は彼を連れ上った。彼女が彼を離乳させた時、雄牛三頭と、小麦粉一エパと、ぶどう酒の一瓶を携えて。そして彼を主の家シロに連れて行った。その少年はまだ幼かった。

25 彼らは雄牛を屠り、その少年をエリのところへ連れて行った。

26 どうか、わが主よ。あなたの命にかけて誓います、わが主よ。私は、この場所であなたのそばに立って、主に祈っていたあの女です。

27 この少年のために祈りました。主は私の請い願いを、私が主から求めたその請い願いを、私に与えてくださいました。

28 そして、わたしもこの子を主にゆだねた。彼が生きている限り、すべての日、彼は主にゆだねられた者である。そして、彼はそこで主の前にひれ伏した。

1 Samuel 2

1 ハンナは祈って言った、「私の心は主にあって喜び踊る。私の角は主にあって高く上げられた。私の口は敵に向かって大きく開かれた。なぜなら、私はあなたの救いを喜んだからだ。

2 主のように聖なる方はいない。あなたのほかに神はいない。私たちの神のような岩もない。

3 高ぶって語ることを続けるな。高慢な言葉をあなたがたの口から出してはならない。主は知識の神であられる。行いは計り知られない。

4 勇士たちの弓は砕かれ、よろめく者たちは力を帯びた。

5 パンに満ちていた者は雇われ、飢えていた者はやんだ。子を産めなかった女は七人の子を産み、多くの子を持つ女は衰えた。

6 主は殺し、また生かされる。よみに下ろし、また上げられる。

7 主は貧しくされ、また富ませられる。低くされ、また高くもされる。

8 貧しい者をちりから起こし、乏しい者を汚物の山から引き上げ、貴族たちと共に座らせ、栄光の王座を彼らに継がせられる。地の柱は主のものであり、主はその上に世界を置かれた。

9 主はその敬虔な者の足を守られる。悪しき者たちは暗闇の中で沈黙する。人は力によって勝つことはできないからだ。

10 主はその敵を打ち砕かれ、天で雷鳴をとどろかされる。主は地の絶えず果てを裁かれ、その王に力を与えられ、その油注がれた者の角を高く上げられる。

11 エルカナはラマの自分の家へ帰って行った。そして、その少年は祭司エリの前で主に仕えていた。

12 エリの子らはベリアルの子らであって、主を知らなかった。

13 祭司たちが民に対して行ったさばきはこうであった。すべての人がいけにえを献げる時、祭司の少年が肉が煮える間に来て、その手に三本の歯のある肉刺しを持っていた。

14 彼は洗盤、釜、煮鍋、鍋に打ち込み、肉刺しが上げるものはすべて、祭司がそれを取った。彼らはシロに来るすべてのイスラエルに、このようにした。

15 また、彼らが脂肪を煙にして捧げる前に、祭司の少年が来て、いけにえを捧げる人に言った、「祭司のために焼く肉をくれ。煮た肉はお前からは取らず、生の肉だけを取る」。

16 その人は彼に言った、「まず今日、脂肪を焼いて煙にしなさい。それから、あなたの命が望むままに取るがよい」。すると彼は言った、「いや、今すぐくれ。もしやらなければ、力ずくで取る」。

17 この少年たちの罪は主の前で非常に大きかった。なぜなら、その人たちが主の献げ物を侮ったからである。

18 サムエルは主の前に仕えていた。亜麻布のエポデを身に着けた少年であった。

19 彼女の母は彼のために小さな外套を造り、毎年、彼女が夫と共に日々のいけにえをささげるために上って行くときに、それを彼に持って上った。

20 エリはエルカナとその妻を祝福して言われた、「主がこの女から、主に請い願ったものの代わりに、あなたに子孫を授けられますように」。そして彼らは自分の場所へ帰って行った。

21 主はハンナを顧みられたので、彼女は身ごもり、三人の子と二人の娘を産んだ。そして、少年サムエルは主とともに育った。

22 エリは非常に年老いていた。彼は、自分の子たちがすべてのイスラエルに対して行っているすべてのこと、また、定めの時の天幕の入口で仕えている女たちと寝ていることを聞いた。

23 彼は彼らに言われた、「なぜあなたがたは、私がこのすべての民から聞いている、あなたがたの悪い言葉という、このようなことを行うのですか。

24 子たちよ、それは良くない。私が聞いている報道は、主の民を渡らせているものである。

25 人が人に対して罪を犯せば、神が裁かれる。しかし、人が主に対して罪を犯せば、誰がその人のために祈るだろうか。しかし、彼らは父の声に聞き従わなかった。主が彼らを滅ぼそうと望まれたからである。

26 少年サムエルは、主と共に、また人々と共に、ますます成長し、すぐれた者となっていった。

27 神の人がある人エリのところに来て、彼に言われた。「主はこう言われる。『あなたの父の家がエジプトにいて、ファラオの家に仕えていたとき、わたしは彼らに現れたではないか。』

28 そして、わたしは彼をイスラエルのすべての部族の中から選び、わたしの祭司とし、わたしの祭壇に上って薫香を焚き、わたしの前でエポデを帯びる者とした。また、あなたの父の家に、イスラエルの子らのすべての火による捧げ物を与えた。

29 なぜあなたがたは、わたしが住まいにおいて命じたいけにえと献げ物を蹴り、あなたの子をわたしよりも重んじ、わたしの民イスラエルのすべての献げ物の初めから、あなたがた自身を肥え太らせたのか。

30 それゆえ、主イスラエルの神の宣言、わたしは確かに言った、あなたの家とあなたの父の家は、永遠にわたしの前を歩むであろうと。しかし今、主の宣言、わたしにはあり得ないことだ。なぜなら、わたしを敬う者をわたしは敬い、わたしを軽んじる者は軽んじられるからだ。

31 見よ、日々が来る。わたしはあなたの腕と、あなたの父の家の腕を断ち切る。あなたの家には老いた者がいなくなる。

32 あなたは、イスラエルに良くしてくださるすべてのものにおいて、住まいの苦しみを見るであろう。そして、あなたの家には、すべての日、年老いた者がいないであろう。

33 しかし、わたしはあなたの目を衰えさせ、あなたの心を悲しませるために、わたしの祭壇からあなたの一人の者をも断ち滅ぼすことはない。あなたの家のすべての増し加わりは、人々として死ぬであろう。

34 これはあなたへのしるしである。あなたの二人の子、ホフニとピネハスに臨むこと、すなわち、彼ら二人は同じ日に死ぬであろう。

35 わたしは自分のために忠実な祭司を立てる。彼はわたしの心と命にかなうことを行う。わたしは彼のために忠実な家を建てる。彼はわたしの油注がれた者の前を、すべての日に歩む。

36 そして、あなたの家に残る者はみな、彼の前にひれ伏すために来て、銀貨一枚とパン一つのために来て、言うであろう。「どうか、私を祭司職の一つに加えてください。パン一片を食べさせてください。

1 Samuel 3

1 少年サムエルはエリの前で主に仕えていた。その日々には、主のことばはまれであり、幻は広く示されなかった。

2 その日、エリは自分の場所に横たわっていた。彼の目はかすみ始めており、彼は見ることができなかった。

3 神のともしびはまだ消えておらず、サムエルは主の神殿で寝ていた。そこには神の箱があった。

4 主がサムエルに呼びかけられ、彼は「ここにおります」と言った。

5 エリのところへ走って行き、「ここにおります。あなたが私をお呼びになりましたから」と言った。すると彼は、「私は呼んでいない。戻って、寝なさい」と言った。彼は行って、寝た。

6 主は再びサムエルを呼ばれた。サムエルは起きて、エリのところへ行き、「ここにおります。あなたが私を呼ばれたからです」と言った。するとエリは、「私は呼んでいない。子よ、戻って横になりなさい」と言った。

7 サムエルはまだ主を知らず、主の言葉はまだ彼に現れていなかった。

8 主は三度目にサムエルを呼ばれた。彼は起きてエリのところへ行き、「ここにおります。あなたが私をお呼びになったのです」と言った。そのときエリは、主がこの少年を呼んでおられるのだと悟った。

9 エリはサムエルに言った、「行って、横になりなさい。もしあなたに呼びかけることがあれば、『主よ、お話しください。あなたのしもべは聞いております』と言いなさい」。サムエルは行って、自分の場所に横になった。

10 主が来られ、立たれ、前のように度々「サムエル、サムエル」と呼ばれた。サムエルは言った。「お話しください。あなたのしもべは聞いております。

11 主はサムエルに言われた、「見よ、わたしはイスラエルの中で一つのことを行う。それを聞く者はすべて、その両耳が鳴るであろう」。

12 その日、わたしはエリに対して、彼の家について語ったすべてのことを、初めから終わりまで成し遂げる。

13 わたしは彼に告げた。彼の家を永遠に裁く者であることを。それは、彼が知っていた咎のゆえである。彼の子らが自分たちに呪いを招いていたのに、彼は彼らを戒めなかったからだ。

14 それゆえ、わたしはエリの家に誓った。エリの家の咎は、いけにえや献げ物によっても、永遠に贖われることはない。

15 サムエルは朝まで横たわり、主の宮の戸を開いた。そしてサムエルは、その幻をエリに告げることを恐れた。

16 エリはサムエルを呼び、言われた、「サムエルよ、わが子よ」。彼は言った、「ここにおります」。

17 彼は言った、「神があなたに告げられたことは何か。どうか私に隠さないでください。もしあなたが、神があなたに告げられたすべての言葉のうちの一つでも私に隠すなら、神があなたにこのようにし、さらにこのように加えられるように。

18 サムエルは彼にすべての言葉を告げ、何も隠さなかった。そして彼は言われた、「主はご自分の目に良いことをされる」。

19 サムエルは成長した。主は彼とともにおられ、そのすべての言葉を地に落とされることはなかった。

20 すべてのイスラエルは、ダンからベエル・シェバに至るまで、サムエルが主の預言者として忠実であることを知った。

21 主は再びシロに現れられた。主がシロで、主の言葉によってサムエルに啓示されたからである。

1 Samuel 4

1 サムエルの言葉はすべてのイスラエルに及んだ。イスラエルはペリシテ人と戦うために出て行き、エベン・エゼルに陣を張った。ペリシテ人はアフェクに陣を張った。

2 ペリシテ人はイスラエルに向かって戦列を整え、戦いは激しくなり、イスラエルはペリシテ人の前に敗れた。彼らは野の軍勢で約四千人を打ち倒した。

3 民は陣営に帰って来た。イスラエルの長老たちは言った、「なぜ主は今日、我々をペリシテ人の前で打たれたのか。我々はシロから主の契約の箱を我々のところに携えて来よう。それが我々の内側に来て、我々を敵の手のひらから救ってくれるだろう」。

4 民はシロに人を遣わし、そこからケルビムの上に座しておられる軍勢の主の契約の箱を運び上げた。そして、神の契約の箱のそばには、エリの二人の子、ホフニとピネハスがいた。

5 主の契約の箱が陣営に着いたとき、イスラエルのすべての者が大きな叫びをあげた。そして、地はどよめいた。

6 ペリシテ人はその叫びの声を聞き、「ヘブル人の陣営にあるこの大きな叫びの声は何か」と言った。そして、主の箱が陣営に来たことを知った。

7 ペリシテ人は恐れた。「神が陣営に来られた」と言ったからである。彼らは言った。「私たちに災いだ。昨日も一昨日も、このようなことはなかったのだ。

8 災いだ、私たちは。誰が私たちを救い出すのか、この力ある神々の手から。これらの神々こそ、荒野でエジプトをすべての傷で打った神々である。

9 強くなり、人となりなさい、ペリシテ人よ。ヘブル人に仕えることのないように、彼らがあなたがたに仕えたように。あなたがたは夫となり、戦いなさい。

10 ペリシテ人は戦い、イスラエルは打ち負かされ、それぞれ自分の天幕へ逃げた。その傷は非常に大きく、イスラエルから歩兵三万人が倒れた。

11 神の箱は奪われ、エリの二人の子、ホフニとピネハスは死んだ。

12 ベニヤミン人一人が軍勢から走って来て、その日にシロに着いた。彼の衣服は裂け、地は彼の頭の上にあった。

13 彼が来ると、見よ、エリは道のそばの王座に座って見張っていた。彼の心は神の箱のことで震えていたからである。その人が町に知らせに来ると、町全体が叫び声を上げた。

14 エリはその叫びの声を聞いて言われた、「この群衆の騒ぎの声は何だ」。すると、その人は急いで来て、エリに知らせた。

15 エリは九十八歳であり、その目はかすんでいて、見ることができなかった。

16 その人はエリに言った、「わたしは軍勢から来た者です。わたしは今日、軍勢から逃げてきました」。すると彼は言った、「わが子よ、何が起こったのですか」。

17 使者は答えて言った、「イスラエルはペリシテ人の前に敗走し、民のうちに大きな疫病が起こり、あなたの二人の子ホフニとピネハスも死に、神の箱は奪われました」。

18 彼が神の箱のことを言及したとき、彼は王座から後ろ向きに門の手のところに倒れ、その首が折れて死んだ。その人は年老いて重かったからである。彼はイスラエルを四十年裁いた。

19 彼の花嫁、ピネハスの妻は妊娠して産もうとしていたが、神の箱が取られたという報道と、舅と夫が死んだことを聞いた。彼女はうずくまって産んだ。なぜなら、彼女に苦痛が襲いかかったからである。

20 彼女が死ぬ時、彼女の上に立っていた女たちは彼女に言った、「恐れるな、あなたは男の子を産んだのだ」。しかし彼女は答えず、心に留めなかった。

21 彼女はその少年をイカボデと名付けて言った、「栄光はイスラエルから去った」。それは神の箱が取られ、また彼女の舅と夫のことがあったからである。

22 栄光はイスラエルから去った、と彼女は言った。神の箱が取られたからである。

1 Samuel 5

1 ペリシテ人は神の箱を取り、それをエベン・エゼルからアシュドドへ運び込んだ。

2 ペリシテ人は神の箱を取り、それをダゴンの家に運び込み、ダゴンの傍らにそれを置いた。

3 アシュドド人は翌日早く起きて、見ると、ダゴンは主の箱の前に地に倒れていた。彼らはダゴンを取って、その場所に戻した。

4 翌朝、彼らが早く起きると、見よ、ダゴンは主の箱の前に地に倒れていた。そして、ダゴンの頭と両手のひらは敷居のところで切り落とされていた。ただダゴンの胴体だけがその場所に残っていた。

5 それゆえ、ダゴンの祭司たちと、アシュドドのダゴンの家に入るすべての者は、今日に至るまで、ダゴンの敷居を踏まない。

6 主の手はアシュドド人に重くのしかかり、彼らを荒らされた。そして、アシュドドとその境界に、丘の腫物をもって彼らを打たれた。

7 アシュドドの人々は、それがその通りであるのを見て、言った、「イスラエルの神の箱は、私たちと共に留まってはならない。なぜなら、彼の手が私たちと、私たちの神ダゴンの上に重くのしかかっているからだ」。

8 彼らは使いを送って、ペリシテ人のすべての君侯たちを自分たちのところに集め、言った。「イスラエルの神の箱に、われわれは何をすべきか。」すると彼らは言った。「イスラエルの神の箱をガテに移そう。」そこで彼らはイスラエルの神の箱を移した。

9 その後、彼らがそれを移した後、主の手がその町に臨み、非常に大きな騒乱が起こり、主はその町の人々を、小さい者から大きい者に至るまで打たれた。そして、彼らに丘の腫物ができた。

10 彼らは神の箱をエクロンに送った。神の箱がエクロンに着いたとき、エクロン人は叫んで言った、「彼らはイスラエルの神の箱を私のもとに送って、私と私の民を殺そうとしている」。

11 彼らは使いを送って、ペリシテ人のすべての君侯たちを集め、言った。「イスラエルの神の箱を送り出し、それを元の場所に戻させよ。そうすれば、それが私と私の民を殺すことはないであろう。なぜなら、町全体に死の騒乱が起こり、神の手がそこに非常に重くのしかかったからである。

12 死ななかった人々は丘に腫物で打たれ、町の叫びは天に上った。

1 Samuel 6

1 主の箱はペリシテ人の野に七か月あった。

2 ペリシテ人は祭司たちと占い師たちを呼んで言った、「主の箱に対して我々は何をすべきか。我々がそれをその場所に送り出すには、どのようにすべきかを我々に知らせよ」。

3 彼らは言った、「もしイスラエルの神の箱を送り返すのなら、それを空のまま送り返してはならない。必ず罪過のための捧げ物を彼に返しなさい。そうすれば、あなたがたは癒やされ、なぜ彼の手があなたがたから離れないのかが、あなたがたに知られるだろう。

4 彼らは言った、「彼に償うべき罪過のための捧げ物は何か」。彼らは言った、「ペリシテ人の君侯たちの数に応じて、金の腫物五つと金のねずみ五つ。それは、あなたがたのすべてとあなたがたの君侯たちに臨んだ疫病が一つだからである。

5 あなたがたの丘の像と、あなたがたの腫物の像、地を滅ぼすねずみの像を造り、イスラエルの神に栄光を帰しなさい。そうすれば、主はその手をあなたがたの上から、あなたがたの神々の上から、あなたがたの地の上から取り去られるかもしれません。

6 なぜあなたがたは、エジプト人とファラオがその心をかたくなにしたように、あなたがたの心をかたくなにするのですか。彼らが彼らをあしらった後、彼らを送り出したので、彼らは去って行ったではありませんか。

7 今、新しい荷車を一台作り、まだくびきを負ったことのない乳を出す雌牛二頭を取り、その雌牛を荷車につなぎ、その子らを彼らの後ろから家に連れ戻しなさい。

8 あなたがたは主の箱を取り、それを荷車に載せ、主に償いとして返す金の器を、その側の箱に入れなさい。そして、それを送り出し、行かせなさい。

9 あなたがたは見なさい。もしそれがその境界の道をベテ・シェメシュへ上って行くなら、その方が私たちにこの大きな悪をなされたのです。しかし、もしそうでなければ、私たちは、その手が私たちに触れたのではなく、これが私たちに起こった出来事であることを知るでしょう。

10 人々はそのように行い、乳の出る雌牛二頭を取って、それを荷車につなぎ、その子牛たちを家に閉じ込めた。

11 彼らは主の箱を荷車に載せ、金のねずみの箱と、彼らの腫物の像を載せた。

12 雌牛たちは道をまっすぐに進み、ベテ・シェメシュへの道の大路を進んだ。彼らは歩きながら鳴き、右にも左にもそれなかった。ペリシテ人の君侯たちは彼らの後を、ベテ・シェメシュの境界まで歩いて行った。

13 ベテ・シェメシュの人々は谷で小麦の収穫をしていた。彼らは目を上げて、その箱を見た。そして、それを見て喜んだ。

14 荷車はベテ・シメシ人ヨシュアの野に来て、そこに立ち止まった。そこには大きな石があった。彼らは荷車の木を割り、雌牛を全焼のいけにえとして主にささげた。

15 レビ人は主の箱と、そのそばにある金の器が入った箱を降ろし、それらを大きな石の上に置いた。そしてベテ・シェメシュの人々は、その日に主に全焼のいけにえをささげ、いけにえを屠った。

16 ペリシテ人の五人の君侯はそれを見た。そして、その日に彼らはエクロンへ帰った。

17 そして、これらはペリシテ人が主への罪過のための捧げ物として返した金の腫物である。アシュドドに一つ、ガザに一つ、アシュケロンに一つ、ガテに一つ、エクロンに一つ。

18 金のねずみの数は、ペリシテ人の五人の君侯のすべての町、要塞の町から村落の身代金に至るまで、また彼らが主の箱をその上に置いた大きなアベルに至るまで、ベテ・シメシ人ヨシュアの野にある今日に至るまでであった。

19 主はベテ・シェメシュの人々を打たれた。彼らが主の箱を見たからである。主は民のうち七十人、五万人を打たれた。民は、主が民に大きな傷を与えられたので、嘆き悲しんだ。

20 ベテ・シェメシュの人々は言った、「だれがこの聖なる神、主の前に立つことができようか。そして、だれのところへ、われわれから上って行くのか」。

21 彼らは使者をキルヤテ・エアリムの住民のもとに遣わして言った、「ペリシテ人は主の箱を返した。降りて来て、それをあなたがたのところへ携え上りなさい」。

1 Samuel 7

1 キルヤテ・エアリムの人々は来て、主の箱を運び上げ、それを丘の上のアビナダブの家に持って来た。そして、その子エレアザルを聖別して、主の箱を守らせた。

2 箱がキルヤテ・エアリムに置かれた日から、日々が多く経過し、二十年となった。そして、イスラエルの全家は主の後に嘆き求めた。

3 サムエルはイスラエルのすべての家に言われた、「もしあなたがたがすべての心で主に帰るなら、あなたがたの真ん中から異邦の神々とアシュタロテを取り除き、あなたがたの心を主に向けて備え、主だけに仕えなさい。そうすれば、主はあなたがたをペリシテ人の手から救い出されるであろう」。

4 イスラエルの子らはバアルとアシュタロテを取り除き、主だけを礼拝した。

5 サムエルは言われた、「すべてのイスラエルをミツパに集めなさい。そうすれば、私はあなたがたのために主に祈ります」。

6 彼らはミツパに集まり、水を汲んで主の前に注ぎ出し、その日に断食して、そこで「私たちは主に対して罪を犯した」と言った。サムエルはミツパでイスラエルの子らを裁いた。

7 ペリシテ人は、イスラエルの子らがミツパに集まったことを聞き、ペリシテ人の君侯たちはイスラエルに上って来た。イスラエルの子らはこれを聞いて、ペリシテ人の前を恐れた。

8 イスラエルの子らはサムエルに言った、「私たちの神、主に叫ぶことをやめないでください。主が私たちをペリシテ人の手から救い出してくださいますように」。

9 サムエルは乳の子羊一頭を取り、それを全焼のいけにえとして一晩中主にささげた。サムエルはイスラエルのために主に叫び求めたので、主は彼に答えられた。

10 サムエルが全焼のいけにえをささげているとき、ペリシテ人がイスラエルに戦いを挑んで近づいて来た。その日、主はペリシテ人に向かって大きな声で雷鳴をとどろかせ、彼らを混乱させられたので、彼らはイスラエルの前に打ち負かされた。

11 イスラエルの人々はミツパから出て行き、ペリシテ人を追撃し、ベト・カルの下に至るまで彼らを打ち倒した。

12 サムエルは一つの石を取り、ミツパとシェンの間に置き、その名をエベン・エゼルと呼び、「主はここまで私たちを助けられた」と言った。

13 ペリシテ人は屈服し、もはやイスラエルの境界に侵入することはなかった。そして主の手は、サムエルのすべての日の間、ペリシテ人に対して向けられた。

14 ペリシテ人がイスラエルから取った町々はイスラエルに帰り、エクロンからガテに至るまで、イスラエルはその境界をペリシテ人の手から救い出した。そしてイスラエルとアモリ人の間に平和があった。

15 サムエルは、その命のすべての日、イスラエルを裁いた。

16 彼は毎年、年ごとに巡り、ベテルとギルガルとミツパを巡回し、イスラエルを裁いた。すなわち、これらすべての場所で裁いた。

17 彼の帰りはラマにあった。そこに彼の家があり、そこで彼はイスラエルを裁いた。そして彼はそこに主の祭壇を築いた。

1 Samuel 8

1 サムエルが年老いたとき、彼は自分の子らをイスラエルのさばき人として立てた。

2 彼の長子の名はヨエル、その第二の名はアビヤであり、彼らはベエル・シェバで裁きを行った。

3 彼の子たちは彼の道に歩まず、利得の後に曲がり、賄賂を取り、さばきを曲げた。

4 イスラエルのすべての長老たちは集まり、ラマのサムエルのもとへ来た。

5 彼らは彼に言った。「ご覧ください。あなたは年老いられました。あなたの子たちはあなたの道を歩みません。今、私たちを裁く王を、すべての国々のように、私たちのために置いてください。

6 この言葉はサムエルの目に悪く見えた。彼らが「私たちを裁くために王を与えてください」と言ったからである。サムエルは主に祈った。

7 主はサムエルに言われた、「民があなたに言うすべての声を聞きなさい。彼らがあなたを退けたのではなく、わたしを退けて、彼らの上に王が立つことを望まないからである。

8 彼らがエジプトからわたしが彼らを連れ上った日から今日まで行ったすべてのわざのとおりに、彼らはわたしを捨てて他の神々に仕えてきた。それと同じように、彼らはあなたにも行っている。

9 今、彼らの声に聞き従え。ただし、彼らに強く警告し、彼らの上に治める王のさばきを彼らに告げよ。

10 サムエルは、主のすべての言葉を、彼から王を求める民に告げた。

11 彼は言われた、「あなたがたの上に治める王のさばきはこれである。彼はあなたがたの子たちを取り、自分の戦車と自分の騎兵のために置き、彼らを自分の戦車の前で走らせるであろう。

12 また、彼を千人の長官、五十人の長官に任じ、彼の耕作を耕し、彼の収穫を刈り取り、彼の戦いの器と彼の戦車の器を造らせるであろう。

13 あなたがたの娘たちを取って、香料調合師、料理人、パン焼き人とさせるであろう。

14 あなたがたの野と、あなたがたの良いぶどう園とオリーブを取り、自分のしもべたちに与えるでしょう。

15 あなたがたの種とぶどう園を取り、その十分の一を彼の宦官としもべたちに与えるであろう。

16 あなたがたのしもべたち、あなたがたの女奴隷たち、あなたがたの最も良い若者たち、そしてあなたがたのろばたちを取るであろう。彼はそれらを自分の仕事のために用いるであろう。

17 あなたがたの羊の群れを取るであろう。そして、あなたがた自身は彼のしもべとなるであろう。

18 その日、あなたがたは自分のために選んだ王の前で叫ぶであろう。しかし主はその日、あなたがたに答えられない。

19 民はサムエルの声に聞き従うことを拒み、「いいえ、私たちの上に王がいるべきです」と言った。

20 私たちもまた、すべての国々のようになり、私たちの王が私たちを裁き、私たちの前に出て、私たちの戦いを戦ってくださるように。

21 サムエルは民のすべての言葉を聞き、それを主の耳に語った。

22 主はサムエルに言われた、「彼らの声を聞き、彼らに王を立てなさい」。サムエルはイスラエルの人々に言った、「それぞれ自分の町へ行きなさい」。

1 Samuel 9

1 ベニヤミン族の子である一人の人がいた。その名はキシュ、アビエルの子、ツェロルの子、ベコラテの子、アピアの子、右の手の人の子、力ある勇士であった。

2 彼には子があり、その名はサウル、若者で美しく、イスラエルの子らのうち彼より美しい人はいなかった。肩から上は、すべての民よりも高かった。

3 サウルの父キシュの雌ロバたちが失われた。キシュはその子サウルに言われた、「どうか、あなたと一緒に少年の一人を連れて行き、立って行って、雌ロバたちを捜しなさい」。

4 彼はエフライムの山を通り、シャリシャの地を通ったが、見つけられなかった。彼らはシャアリムの地を通ったが、いなかった。そして彼は右の地を通ったが、見つけられなかった。

5 彼らはツォフの地に入った。サウルは自分と共にいる少年に言った、「さあ、帰ろう。父が雌ロバのことを忘れて、私たちのことを心配しないとも限らないから」。

6 彼は彼に言った、「見よ、この町に神の人がいる。その人は尊ばれている。彼が語ることはすべて必ず実現する。今、そこへ行こう。彼が私たちの行く道を教えてくれるかもしれない。

7 サウルは自分の少年に言った、「見よ、私たちが行くとき、その人に何を持って行けばよいのか。パンは私たちの器から尽きてしまい、神の人に持って行く贈り物もない。私たちには何があるのか」。

8 少年は再びサウルに答えて言った、「見よ、私の手に銀の四分の一シェケルがある。それを神の人に与えよう。そうすれば、彼が私たちの道を告げてくださるでしょう」。

9 昔、イスラエルでは、人が神を求めるために行くとき、こう言った。「さあ、私たちは見る者まで行こう」。なぜなら、今日、預言者は昔、見る者と呼ばれていたからである。

10 サウルは自分の少年に言った、「あなたの言葉は良い。さあ、行こう」。そして彼らは、そこに神の人がいる町へ行った。

11 彼らが町の上り坂を上っていたとき、彼らは水を汲みに出て来た乙女たちに出会った。そして彼らは彼女たちに、「ここに先見者はいますか」と言った。

12 彼女たちは彼らに答え、言った、「あります。見なさい、あなたの前に。急ぎなさい、今。なぜなら、きょう、その町に来られたからです。なぜなら、きょう、民のために高台でいけにえがあるからです」。

13 あなたがたが町に入るとき、ちょうどそのように、彼が高台に上って食事をする前に、彼を見つけるでしょう。なぜなら、民は彼が来るまで食べないからです。彼がいけにえを祝福し、その後、招かれた者たちが食べるのです。それで、今、上って行きなさい。ちょうどこの日のように、あなたがたは彼を見つけるでしょう。

14 彼らは町に上って行った。彼らが町の真ん中に入ったとき、見よ、サムエルが彼らを迎えに出て来て、高台に上ろうとしていた。

15 主はサムエルの耳を開かれた。サウルが来る前の一日、こう言われた。

16 明日のこの時、わたしはあなたのもとに、ベニヤミンの地から一人の人を遣わす。そして、彼をわたしの民イスラエルの君主として油を注ぐ。彼はわたしの民をペリシテ人の手から救う。なぜなら、わたしはわたしの民を見たからだ。彼の叫びがわたしに届いたからだ。

17 サムエルはサウルを見た。主は彼に言われた、「見よ、これはあなたに私が言った人である。この者が私の民を治めるであろう」。

18 サウルは門の真ん中でサムエルに近づき、「どうか、見る者の家がどこにあるのか、私に告げてください」と言った。

19 サムエルはサウルに答えて言われた、「わたしは見る者です。わたしの前の高台に上りなさい。あなたがたは今日、わたしとともに食べなさい。そして、朝、あなたを送り出します。あなたの心にあるすべてのことを、あなたに告げましょう。

20 あなたの雌ロバたちは、今日、三日の日のうちに失われたものですが、それらについて心を置いてはならない。それらは見つかったからだ。そして、イスラエルのすべての慕わしさは、だれのものか。それはあなたのものではないか、あなたの父の家のすべてのものも。

21 サウルは答えて言われた、「私はベニヤミン人ではないか。イスラエルの部族の中で最も小さい者の一人であり、私の家族はベニヤミンの部族のすべての家族の中で最も小さい。それなのに、なぜあなたは私にこのような言葉を語られたのか」。

22 サムエルはサウルとその少年を連れて行き、彼らを小部屋に連れて行った。そして彼らに、招かれた人々の頭のところに場所を与えた。彼らはおよそ三十人であった。

23 サムエルは料理人に言われた、「あなたに与えた分け前、すなわち私があなたに『それをあなたのそばに置け』と言ったものを渡しなさい」。

24 料理人はその腿とその上にあるものを取り上げ、サウルの前に置いた。そして言った、「見よ、これはあなたのために取っておかれた残り物だ。それをあなたの前に置いて食べなさい。なぜなら、これは定めの時のために、あなたのために取っておかれ、『私は民を呼んだ』と言われたからだ」。そしてサウルはその日、サムエルとともに食べた。

25 彼らは高台から町に下り、サウルと屋根の上で語った。

26 彼らは早く起き、夜明けが昇るころ、サムエルが屋根の上でサウルに呼びかけて言った、「起きなさい。わたしはあなたを送り出そう」。サウルは起きて、二人、すなわち彼とサムエルは外へ出て行った。

27 彼らが町の果てまで下りて行ったとき、サムエルはサウルに言われた、「少年に私たちの前を進ませなさい。そして彼が進んだ後、あなたは今日ここに立ちなさい。私は神の言葉をあなたに聞かせよう」。

1 Samuel 10

1 サムエルは油の小瓶を取り、彼の頭に注ぎ、彼に口づけして言われた、「主があなたをその相続地の君主として油を注がれたではないか」。

2 今日、私のもとを去って行くとき、あなたはベニヤミンの境界にあるツェルツァフのラケルの埋葬のそばで、二人の人に出会うであろう。彼らはあなたに言うであろう、「あなたが捜しに行った雌ロバたちは見つかった。そして、見よ、あなたの父は雌ロバのことについては心を留めず、あなたがたのことを心配して言った、『私の子のために、私は何をすべきだろうか』と」。

3 そこからさらに進んで、タボルの樫の木に着くとき、そこであなたは神を礼拝しにベテルへ上って行く三人の人に会うであろう。一人は三匹の子やぎを担い、一人は三つのパンの塊を担い、もう一人は一瓶のぶどう酒を担っている。

4 彼らはあなたに平和を尋ね、あなたに二つのパンを与える。あなたは彼らの手からそれを受け取るであろう。

5 その後、あなたは神の丘に来る。そこにはペリシテ人の駐屯軍がいる。あなたがそこに町に入るとき、預言者の綱が高台から降りて来るのに出会う。彼らの前には瓶、タンバリン、笛、竪琴があり、彼らは預言している。

6 主の霊があなたの上に臨み、あなたは彼らとともに預言し、別の人に変えられる。

7 これらのしるしがあなたに臨むなら、あなたの手のなすことを行いなさい。神があなたと共におられるからだ。

8 あなたは私の前でギルガルに下って行きなさい。見よ、私はあなたのところに下って行き、全焼のいけにえをささげ、全焼のいけにえのいけにえを屠るために。七日の間、私があなたのところに来るまで待ちなさい。そうすれば、あなたがすべきことをあなたに知らせよう。

9 彼がサムエルのもとから去って行こうと肩を向けたとき、神は彼に別の心を与えられた。そして、その日に、これらすべてのしるしが実現した。

10 彼らはそこ、丘に着いた。すると見よ、預言者の一団が彼を迎えに来た。神の霊が彼の上に臨み、彼は彼らの真ん中で預言した。

11 彼を昨日も一昨日も知っていたすべての者が、彼が預言者たちと共に預言しているのを見て、民は互いに言った、「キシュの子に何が起こったのか。サウルもまた預言者たちの中にいるのか」。

12 そこにいた一人の人が答えて言われた、「では、彼らの父はだれか」。それゆえ、これはことわざとなった、「サウルもまた預言者たちの中にいるのか」。

13 預言し終えて、彼は高台にやって来た。

14 サウルの愛する者が彼とその少年に言った、「あなたがたはどこへ行ったのか」。彼は言った、「雌ロバを捜すために。しかし、見つからなかったので、サムエルのところへ行ったのです」。

15 サウルの愛する者が言った、「どうか私に告げてください。サムエルがあなたがたに何と言ったのかを」。

16 サウルは愛する者に言った、「雌ロバが見つかったことを確かに私たちに告げた」。しかし、サムエルが言った王権の言葉は、彼に告げなかった。

17 サムエルは民をミツパで主のもとに集めた。

18 彼はイスラエルの子らに言われた、「イスラエルの神、主はこう言われる、『わたしはイスラエルをエジプトから上らせ、あなたがたをエジプトの手と、あなたがたを苦しめるすべての王国の手から救い出した。』

19 あなたがたは今日、あなたがたの神を退けられた。その方はあなたがたをすべての悪と苦難から救われる方である。あなたがたはその方に、「いいえ、私たちの上に王を置いてください」と言った。今、主の前に、あなたがたの部族ごとに、また氏族ごとに立つのだ。

20 サムエルはイスラエルのすべての部族を近づけさせた。そして、ベニヤミンの部族が捕らえられた。

21 ベニヤミン部族をその家族ごとに近づけられたところ、マトリの家族が捕らえられた。そしてキシュの子サウルが捕らえられたが、彼らが彼を捜しても見つからなかった。

22 彼らは再び主に伺った。「その人はまだここに来ているのか。」主は言われた。「見よ、彼は器の中に隠れている。

23 彼らは走って行き、そこから彼を連れ出した。彼は民の真ん中に立った。彼はすべての民よりも、肩から上だけ高かった。

24 サムエルはすべての民に言われた、「あなたがたは、主がその中から選ばれた方を見たであろう。すべての民の中に、彼のような者はない」。すると、すべての民は声を上げて叫び、「王よ、生きよ」と言った。

25 サムエルは民に王権のさばきを語り、それを書物に書き記して主の前に置いた。そしてサムエルはすべての民を、それぞれ自分の家へ送り出した。

26 サウルもまた、自分の家であるギブアへ行った。そして、神がその心に触れた力ある者たちが、彼とともに行った。

27 ベリアルの子らは言った、「この者はわれわれを救うことができようか」と。彼らは彼を侮り、彼に献げ物を携えて来なかった。しかし彼は、聞こえない者のように黙っていた。

1 Samuel 11

1 アンモン人ナハシュが上って来て、ギレアデのヤベシュに対して陣を張った。ヤベシュのすべての人はナハシュに言った、「私たちと契約を結んでください。そうすれば、私たちはあなたに仕えます」。

2 アンモン人のナハシュは彼らに言った、「この条件で、わたしはあなたがたと契約を結ぼう。すなわち、あなたがたすべての右の目をえぐり出して、それをイスラエルのすべての上に恥辱として置くことだ」。

3 ヤベシュの長老たちは彼に言った、「七日間、私たちを容認してください。私たちはイスラエルのすべての境界に使者を遣わします。もし私たちを救う者がいなければ、私たちはあなたのところに出て行きます。

4 使者たちはサウルのギブアに来て、その言葉を民の耳に語った。すると、すべての民は声を上げて泣いた。

5 すると、見よ、サウルは牛の後から野から帰って来た。そしてサウルは言われた、「民に何があったのか、なぜ彼らは泣いているのか」。すると彼らは彼にヤベシュの人々の言葉を告げた。

6 神の息がサウルの上に臨まれた。彼がこれらの言葉を聞いたとき、彼の怒りは非常に激しく燃え上がった。

7 彼は牛のくびきを取り、それを切り裂き、使者の手によってイスラエルのすべての境界に送って言った、「サウルとサムエルの後に出て来ない者は、その牛にこのようにされるであろう」。すると、主の恐れが民の上に臨み、彼らは一人のように出て行った。

8 彼らをベゼクで数えられた。イスラエルの子らは三十万人、ユダの人々は三万人であった。

9 彼らは来た使者たちに言った、「ヤベシュ・ギレアデの人にこう言いなさい。『明日、太陽の暑さのうちに、あなたがたに救いがある。』」そして使者たちは来て、ヤベシュの人々に告げたので、彼らは喜んだ。

10 ヤベシュの人々は言った、「明日、私たちはあなたがたのところへ出て行きます。そして、あなたがたの目にかなうすべてのことを、私たちにしてください」。

11 翌日、サウルは民を三つの頭に分け、彼らは朝の夜警の時に陣営の真ん中に入り、日の暑さまでアンモンを打ち、残った者たちは散らされ、彼らの中に二人が一緒に残ることはなかった。

12 民はサムエルに言った、「サウルが私たちの上に王となる、と言った者はだれか。その人たちを引き渡せ。私たちは彼らを殺そう」。

13 サウルは言った、「この日、だれも殺されてはならない。なぜなら、今日、主がイスラエルに救いを成し遂げられたからだ」。

14 サムエルは民に言われた、「行こう、われわれはギルガルへ行き、そこで王権を新たにしよう」。

15 すべての民はギルガルへ行き、そこで主の前にサウルを王とした。彼らはギルガルで主の前に全焼のいけにえをささげた。サウルとイスラエルのすべての人は、そこで非常に喜んだ。

1 Samuel 12

1 サムエルはすべてのイスラエルに言われた、「見よ、わたしはあなたがたの声に聞き従い、あなたがたがわたしに言ったすべてのことに従って、あなたがたの上に王を立てた」。

2 今、見よ、王があなたがたの前を歩んでおられる。私は年老いて白髪となり、私の子らもあなたがたと共にいる。私はあなたがたの前を、私の青春の日からこの日に至るまで歩んできた。

3 ここに私は立っています。主とその油注がれた者の前で証言してください。私はだれの雄牛を取ったか、だれのろばを取ったか。だれを欺いたか、だれを虐げたか。だれの手から身代金を受け取って、私の目をその者から隠したか。私はそれをあなたがたに返します。

4 彼らは言った、「あなたは私たちを欺かず、私たちを虐げず、また、いかなる人の手からも何も取られなかった」。

5 彼は彼らに言われた。「きょう、主があなたがたの間で証人となり、主の油注がれた者も証人となる。あなたがたがわたしの手に何も見いださなかったことについて。彼は言われた。「証人だ。

6 サムエルは民に言われた、「あなたがたの先祖をエジプトの地から上らせられた主は、モーセとアロンを造られた方である」。

7 今、あなたがたは立ちなさい。わたしは主の前で、主があなたがたとあなたがたの父祖たちに行われたすべての義なるわざについて、あなたがたと共に裁きを行おう。

8 ヤコブがエジプトに来たとき、あなたがたの父たちは主に叫び求めた。主はモーセとアロンを遣わし、彼らはあなたがたの父たちをエジプトから連れ出し、この場所に住まわせた。

9 彼らは自分たちの神、主を忘れたので、主は彼らをハツォルの軍勢の長官シセラの手と、ペリシテ人の手と、モアブの王の手に売り渡された。彼らは彼らと戦った。

10 彼らは主に叫んで言った、「私たちは罪を犯しました。私たちは主を捨てて、バアルとアシュタロテに仕えたからです。しかし今、私たちを敵の手から救い出してください。私たちはあなたに仕えます。

11 主はエルバアル、ベダン、エフタ、そしてサムエルを遣わされ、あなたがたを周囲の敵の手から救い出された。あなたがたは安全に住んだ。

12 あなたたちは、アンモンの子らの王ナハシュがあなたたちの上に来たのを見て、私に言った、「いいえ、私たちの上に王が治めるべきです」と。しかし、あなたたちの神である主があなたたちの王であられた。

13 今や、見よ、あなたがたが選んだ王、あなたがたが求めた王がいる。そして、見よ、主はあなたがたの上に王を立てられた。

14 もしあなたがたが主を恐れ、主に仕え、その声に聞き従い、主の口に逆らわず、あなたがたも、あなたがたの上に王となった王も、あなたがたの神である主に従うならば。

15 もしあなたがたが主の声に聞き従わず、主の口に逆らうなら、主の手があなたがたとあなたがたの父たちの上に臨むであろう。

16 今も立って、主があなたがたの目の前でなさるこの大きなことを見なさい。

17 今日は小麦の収穫の日ではないか。私は主に呼び求めよう。主が声と雨を下さるであろう。そして、あなたがたが主の目に悪を行い、自分たちのために王を求めたことが、大きな悪であることを知り、悟れ。

18 サムエルは主に呼び求められた。すると主はその日に声と雨を与えられた。そこで民はみな、主とサムエルを非常に恐れた。

19 すべての民はサムエルに言った、「あなたのしもべたちのために、あなたの神、主に祈ってください。私たちが死なないように。私たちは、私たちのすべての罪の上に、王を求めるという悪を加えたからです。

20 サムエルは民に言われた、「恐れてはならない。あなたがたはこのすべての悪を行った。しかし、主の後ろから離れてはならない。あなたがたのすべての心をもって主に仕えなさい。

21 また、あなたがたは背いてはならない。それは、彼らが益することも救うこともできない虚無に従うことだからである。それらは虚無にすぎない。

22 主はその大きな名のために、ご自分の民を捨てられない。主があなたがたを御自分の民とされることを望まれたからである。

23 私もまた、あなたがたのために祈ることをやめて主に対して罪を犯すことは、私にとって決してあってはならないことです。私はあなたがたに、良い道と正しい道を教えます。

24 ただ主を恐れ、真実をもってすべての心で主に仕えなさい。主があなたがたとともになさった大きなことを、よく見なさい。

25 もしあなたがたが悪を行い続けるなら、あなたがたもあなたがたの王も共に滅ぼされる。

1 Samuel 13

1 サウルは治め始めたとき、歳は一年であり、イスラエルの上に二年の間、治めた。

2 サウルはイスラエルから三千人を選び、二千人はサウルと共にミクマシュとベテルの山にあり、一千人はヨナタンと共にベニヤミンのギブアにあった。そして民の残りは、それぞれ自分の天幕に送り返した。

3 ヨナタンはゲバにいるペリシテ人の駐屯軍を打ち倒した。ペリシテ人はこれを聞いた。サウルは地のすべてのところで角笛を吹き鳴らして言った、「ヘブル人は聞け」。

4 すべてのイスラエルは、サウルがペリシテ人の駐屯軍を打ったと聞いて、またイスラエルがペリシテ人に嫌われたことを聞いて、民はサウルの後にギルガルへ集まった。

5 ペリシテ人はイスラエルと戦うために集まり、戦車三万、騎兵六千、そして海の岸の砂のように多い民を率いて、上って来て、ミクマシュの東、ベテ・アベンの前に陣を張った。

6 イスラエルの人々は、自分たちが追い詰められているのを見た。民が苦しめられたからである。そこで民は洞穴、藪、岩、高台、穴に身を隠した。

7 ヘブル人たちはヨルダンを渡って、ガドの地とギレアデに行った。しかしサウルはなおギルガルにおり、すべての民は彼のあとでおののいていた。

8 彼は定めの時に七日の間待ったが、サムエルはギルガルに来なかった。そして民は彼のところから散り散りになった。

9 サウルは言われた、「全焼のいけにえと全焼のいけにえを私のところに持って来なさい」。そして彼は全焼のいけにえをささげた。

10 彼が全焼のいけにえを献げ終えたとき、見よ、サムエルが来た。サウルは彼を迎えに出て、祝福しようとした。

11 サムエルは言われた、「あなたは何をしたのか」。サウルは言った、「民が私のもとから散り、あなたが定めの日のうちに来られず、ペリシテ人がミクマシュに集まっているのを見たからです」。

12 そこで私は言った。『今こそペリシテ人がギルガルで私のところに下って来るだろう。そして私は主の前をなだめなかった。それで私は自分を抑えて、全焼のいけにえをささげた。』

13 サムエルはサウルに言われた、「あなたは愚かなことをした。あなたの神、主があなたに命じられたその戒めを守らなかった。もし守っていたなら、主は今、あなたの王国をイスラエルの上に永遠に確立されたであろうに。

14 今やあなたの王国は立ち続けることはない。主はご自身の心にかなう人を求めて、その人を主がご自分の民の君主として任命された。あなたが主が命じられたことを守らなかったからである。

15 サムエルは立ち上がり、ギルガルからベニヤミンのギブアに上って行かれた。そしてサウルは、自分と共にいる民を数えたところ、およそ六百人であった。

16 サウルとその子ヨナタン、そして彼らと共にいた民は、ベニヤミンのゲバに住んでいた。ペリシテ人はミクマシュに陣を張っていた。

17 滅ぼす者がペリシテ人の陣営から三つの頭となって出て行った。一つの頭はオフラの道、シュアルの地に向かった。

18 一つの頭はベテ・ホロンの道の方へ向かい、もう一つの頭は荒野に臨むツェボイムの谷の境界の道の方へ向かった。

19 イスラエルの全地に職人は見いだされなかった。ペリシテ人が言ったからである。「ヘブル人が剣や槍を作らないように。

20 すべてのイスラエル人はペリシテ人たちのところへ下って行き、それぞれ自分の鋤と鋤先と斧と自分の鋤を研いだ。

21 やすりは鋤と鋤先と三つの肉刺しと斧のために口を付け、突き棒を立てるためであった。

22 戦いの日には、剣と槍はサウルとヨナタンと共にいるすべての民の手には見いだされなかったが、サウルとその子ヨナタンには見いだされた。

23 ペリシテ人の駐屯所は、ミクマシュの渡し場へ出て来た。

1 Samuel 14

1 その日、サウルの子ヨナタンは、自分の器を担ぐ少年に言われた、「さあ、向こう側にあるペリシテ人の駐屯所へ渡って行こう」。しかし、彼は父には知らせなかった。

2 サウルはギブアの果て、ミグロンにあるざくろの木の下に座っていた。彼と共にいた民はおよそ六百人であった。

3 アヒヤはアヒトブの子、イカボデの兄弟、ピネハスの子、エリの子で、シロで主の祭司であり、エポデを身に着けていた。民はヨナタンが行ったことを知らなかった。

4 ヨナタンがペリシテ人の駐屯所に渡ろうとした渡し場の間に、こちら側の向こう側に一つの岩の歯があり、あちら側の向こう側にもう一つの岩の歯があった。その一つ目の名はボゼツ、もう一つの名はセネであった。

5 一方の歯は北の柱で、ミクマシュの向かい側にあり、もう一方の歯はネゲブの柱で、ゲバの向かい側にあった。

6 ヨナタンは自分の器を担ぐ少年に言った、「さあ、我々はこれらの無割礼の者たちの駐屯所へ渡って行こう。主が我々のために何かをしてくださるかもしれない。主にとって、多い者によって救うことも、少ない者によって救うことも、制止されることはないのだから」。

7 彼の武器を担ぐ者が彼に言った、「あなたの心にあることをすべて行いなさい。あなたのために進みなさい。見よ、私はあなたと共にいる。あなたの心のままに。

8 ヨナタンは言われた、「見よ、私たちはあの者たちのところへ渡って行き、彼らに自分たちを現そう。

9 もし彼らが私たちに「私たちがあなたがたのところに着くまで黙っていなさい」と言うなら、私たちはその場所に立ったままで、彼らのところへは上って行かない。

10 もし彼らがこう言うなら、『我々のところに上って来なさい。我々の手に主が彼らを渡されたのだ。これが我々にとってのしるしである』と。

11 二人はペリシテ人の駐屯所に現れた。ペリシテ人は言った、「見よ、ヘブル人が自分たちの隠れていた洞穴から出て来る」。

12 駐屯軍の人々はヨナタンとその器を担ぐ者に答えて言った、「われわれのところに上って来なさい。われわれはあなたがたに一つの言葉を知らせよう」。するとヨナタンはその器を担ぐ者に言った、「私の後に上って来なさい。主が彼らをイスラエルの手に渡されたのだ」。

13 ヨナタンは自分の手と足でよじ登り、その器を担ぐ者が彼の後に続いた。彼らはヨナタンの前に倒れたので、彼の器を担ぐ者が彼の後で彼らを殺した。

14 最初の傷は、ヨナタンとその器を担ぐ者が、およそ二十人を打ったもので、それは鋤の一畝の半分、すなわち野のくびきの半分の広さであった。

15 陣営と野とすべての民のうちに恐れが生じた。駐屯所と滅ぼす者たちもまた震えた。地は揺れ動き、神の恐れとなった。

16 サウルの見張りたちはベニヤミンのギブアで見た。すると、見よ、群衆は溶け去り、あちらこちらへと進んで行った。

17 サウルは彼と共にいる民に言われた、「だれが私たちのところから出て行ったのか、調べて見なさい」。彼らが調べると、なんとヨナタンとその器を携える者がいなかった。

18 サウルはアヒヤに言われた、「神の箱を近づけよ」。その日、神の箱はイスラエルの子らと共にあったからである。

19 サウルが祭司に話しているうちに、ペリシテ人の陣営にいる群衆はますます増え広がった。そこでサウルは祭司に言われた、「あなたの手を引きなさい」。

20 サウルと彼と共にいたすべての民は叫び声を上げ、戦いの場まで進んだ。すると見よ、それぞれの剣が友に向けられ、非常に大きな騒乱が起こっていた。

21 かつてペリシテ人に味方し、昨日も一昨日も彼らと共に陣営の周囲に上って来たヘブル人たちも、今やイスラエル、すなわちサウルとヨナタンと共にいる者たちとなった。

22 イスラエルのすべての人々で、エフライムの山に隠れていた者たちは、ペリシテ人が逃げたのを聞いて、彼らもまた戦いで彼らの後を追った。

23 主はその日にイスラエルを救われた。そして戦いはベテ・アベンを通り過ぎた。

24 イスラエルの人々はその日に苦しめられた。サウルは民に誓わせて言われた、「夕方までパンを食べる人は呪われる。わたしが敵に復讐するまでは」。そして民はみな、パンを味わわなかった。

25 そして地のすべての民は森に入った。野の面には蜂蜜があった。

26 民は森に入った。すると見よ、そこには旅人の蜂蜜があった。しかし、だれもその手を口に届ける者はなかった。民がその誓いを恐れたからである。

27 ヨナタンは、父が民に誓わせたのを聞いていなかった。彼は手にあった杖の果てを伸ばし、それを蜂の巣の蜂蜜に浸し、手を口に戻した。すると彼の目は明るくなった。

28 民の一人が答えて言われた、「あなたの父は民に誓わせて言われた、『きょうパンを食べる人はのろわれる』と。それで民は疲れ果てた。

29 ヨナタンは言われた、「私の父は地を騒がせた。どうか見てください、私がこの蜂蜜を少し味わったので、私の目が輝いているのを。

30 もし今日この民が、自分の敵の戦利品を食べていたなら、確かにペリシテ人に対する傷は、今よりも大きくなっていたであろうに。

31 その日、彼らはミクマシュからアイヤロンまでペリシテ人を打ち倒した。そして民は非常に疲れ果てた。

32 民は戦利品に向かい、羊の群れと牛と牛の子を取り、地に屠った。そして民は血の上で食べた。

33 彼らはサウルに告げて言った、「見よ、民は血の上で食べて主に対して罪を犯している」。すると彼は言った、「あなたがたは裏切った。今日、わたしのところへ大きな石を転がして来なさい」。

34 サウルは言われた、「民の中に散って行き、彼らに言いなさい。『それぞれ自分の雄牛と、それぞれ自分の羊を私のところに持って来て、ここで屠り、食べなさい。血を伴って食べて主に罪を犯してはならない。』」そこで、すべての民はそれぞれ自分の雄牛を手に持って、その夜のうちに持って来て、そこで屠った。

35 サウルは主のために祭壇を築いた。彼は主のために祭壇を築き始めたのである。

36 サウルは言われた、「我々は夜のうちにペリシテ人を追い下り、彼らの中から朝の光まで略奪し、彼らの中に一人も残すまい」。するとすべての者が言った、「あなたの目にかなうことをすべて行え」。祭司は言われた、「ここで神に近づこう」。

37 サウルは神に問われた、「ペリシテ人の後を追って下るべきでしょうか。彼らをイスラエルの手に渡されますか」。しかしその日、主は彼に答えられなかった。

38 サウルは言われた、「民のすべての隅々はここに近づけ。そして、この日のこの罪が何によるのかを知り、見よ。

39 主は生きておられる。イスラエルを救われる方である。たとえそれが私の子ヨナタンであっても、必ず死ななければならない。すると、民のすべてのうちで、だれも彼に答える者がなかった。

40 すべてのイスラエルに言われた、「あなたがたは一つの向こう側にいなさい。私は私の子ヨナタンと共に、もう一つの向こう側にいよう」。すると民はサウルに言った、「あなたの目に良いと思うことをしなさい」。

41 サウルはイスラエルの神、主に言われた、「くじを完全に示してください」。するとヨナタンとサウルが捕らえられ、民は出て行った。

42 サウルは言った、「私と私の子ヨナタンの間でくじを引け」。するとヨナタンが捕らえられた。

43 サウルはヨナタンに言われた、「あなたがしたことを私に告げなさい」。ヨナタンは彼に告げて言った、「私は手にあった杖の果てで、ほんの少しの蜂蜜を味わいました。見よ、私は死にます」。

44 サウルは言った、「神がこのようにされ、またこのように加えられる。ヨナタンよ、あなたは必ず死ななければならない」。

45 民はサウルに言った、「ヨナタンが死なねばならないのか。彼はイスラエルにこの大いなる救いを成し遂げたのだ。決してそうではない。主は生きておられる。彼の頭の髪の一筋も地に落ちることはない。なぜなら、彼は今日、神と共に事を成したからだ」。こうして民はヨナタンを贖い出し、彼は死ななかった。

46 サウルはペリシテ人を追うのをやめて上って行った。ペリシテ人たちは自分たちの場所へ帰って行った。

47 サウルはイスラエルの上に王権を握った。そして彼は周囲のすべての敵と戦った。モアブ、アンモンの子ら、エドム、ツォバの王たち、ペリシテ人、そして彼が向かうすべての者に対して、彼は悪を行った。

48 彼は力ある働きをなし、アマレクを打ち、その略奪者の手からイスラエルを救い出した。

49 サウルの子はヨナタン、イシュビ、マルキシュアであり、彼の二人の娘の名は、長女の名はメラブ、末の娘の名はミカルであった。

50 サウルの妻の名はアヒノアムで、アヒマアツの娘であった。また、その軍勢の長官の名はアブネルで、ネルの子、サウルの愛する者であった。

51 キシュはサウルの父、ネルはアブネルの父であり、アビエルの子である。

52 戦いはサウルのすべての日の間、ペリシテ人に対して激しかった。そしてサウルは、すべての勇士とすべての力ある子を見るたびに、彼を自分のもとに集めた。

1 Samuel 15

1 サムエルはサウルに言われた、「主があなたをその民イスラエルの王とするために油を注ぐよう、私を遣わされた。今、主の言葉の声に聞き従いなさい」。

2 万軍の主はこう言われた。「わたしは、アマレクがイスラエルに対して行ったこと、すなわち、彼がエジプトから上って来る途中でイスラエルにしたことを、覚えている。

3 今、行ってアマレクを打ち、彼のすべてのものを聖絶せよ。彼を惜しんではならない。人から女まで、幼子から乳飲み子まで、雄牛から羊まで、らくだからろばまで、ことごとく殺せ。

4 サウルは民を集め、テライムで彼らを数えられた。歩兵は二十万人、ユダの人々は一万人であった。

5 サウルはアマレクの町にまで来た。そして谷川で待ち伏せした。

6 サウルはケニ人に言われた、「行け、離れよ、アマレク人の真ん中から下りて行け。私があなたを彼と共に滅ぼさないように。あなたはイスラエルのすべての子らに、彼らがエジプトから上って来たときに慈愛を示したからだ」。そこでケニ人はアマレクの真ん中から離れた。

7 サウルはアマレクを打ち、ハビラから、エジプトの前にあるシュルへ向かう道まで、

8 彼はアマレクの王アガグを生け捕りにし、すべての民を剣の刃で滅ぼし尽くした。

9 サウルと民はアガグと、羊の群れの最良のものと牛と第二のものと、牧場と、すべての良いものを惜しみ、それらを聖絶することを望まなかった。しかし、卑しい者とすべての仕事のうち、無価値で溶け去るものは、それを聖絶した。

10 主の言葉がサムエルに臨んで言われた。

11 わたしはサウルを王としたことを悔やんだ。彼がわたしに背を向け、わたしの言葉を守らなかったからである。サムエルは激しく怒り、夜のすべて、主に向かって叫んだ。

12 サムエルは朝早く起きてサウルを迎えに行った。すると、サムエルに「サウルはカルメルに来て、自分のために手を立てている」と告げられた。そして彼は向きを変えて通り過ぎ、ギルガルに下って行った。

13 サムエルはサウルのもとに来て、サウルは彼に言った、「あなたは主に祝福された方です。私は主の言葉を成し遂げました」。

14 サムエルは言われた、「この羊の群れの声が、私の耳に何と聞こえるのか。そして、私が聞いている牛の声は何か。

15 サウルは言った、「彼らはアマレク人から連れて来たのです。民は羊の群れと牛の最良のものを惜しんで、あなたの神、主に犠牲をささげるために残したのです。しかし、残るものは私たちが完全に滅ぼしました。

16 サムエルはサウルに言った、「やめなさい。わたしはあなたに、主が昨夜わたしに告げられたことを告げよう」。すると彼は彼に言った、「話しなさい」。

17 サムエルは言われた、「あなたが自分の目に小さく見えたとき、あなたはイスラエルの杖たちの頭ではなかったか。主はあなたをイスラエルの上の王として油を注がれたのだ。

18 主はあなたを道に遣わされ、言われた。「行って、罪人であるアマレクを聖絶し、彼らを滅ぼし尽くすまで戦え」。

19 なぜあなたは主の声に聞き従わず、戦利品に飛びかかって、主の目に悪を行ったのか。

20 サウルはサムエルに言った、「私は主の声に聞き従い、主が私を遣わされた道を歩み、アマレクの王アガグを連れて来ました。そしてアマレクを私は完全に滅ぼしました。

21 民は戦利品から、羊の群れと牛、呪いの物の初めを取って、あなたの神、主にギルガルで犠牲をささげるために持って来たのです。

22 サムエルは言われた、「主への喜びは、全焼のいけにえといけにえにあるのか、主の声に聞き従うことにあるのか。見よ、聞き従うことは、いけにえにまさって良く、耳を傾けることは、雄羊の脂肪にまさって良い」。

23 占いは反抗の罪であり、悪とテラフィムは頑なさである。あなたが主の言葉を捨てたので、主もあなたを王の位から捨てられた。

24 サウルはサムエルに言った、「私は罪を犯しました。私は主の口とあなたの言葉に背きました。私は民を恐れ、彼らの声に従ったからです。

25 今、どうか私の罪を負ってください。そして私と共に戻ってください。私は主の前にひれ伏します。

26 サムエルはサウルに言われた、「私はあなたと一緒に帰ることはできません。あなたが主の言葉を退けたので、主もあなたをイスラエルの王であることから退けられたのです」。

27 サムエルは去ろうとして向きを変えたが、サウルは彼の外套の翼を掴み、それは裂けた。

28 サムエルは彼に言われた、「主は今日、イスラエルの王国をあなたの上から引き裂き、それをあなたよりも優れたあなたの友に与えられた」。

29 イスラエルの勝利は偽ることがなく、悔いることもない。彼は人ではないので、悔いることがないからだ。

30 彼は言った、「私は罪を犯しました。今、どうか私の民の長老たちの前とイスラエルの前で私を敬い、私と共に戻ってください。そして私はあなたの神、主にひれ伏します。

31 サムエルはサウルの後に戻り、サウルは主の前にひれ伏した。

32 サムエルは言われた、「アマレクの王アガグを私のところに連れて来なさい」。するとアガグは珍味を携えて彼のところに来た。そしてアガグは言った、「確かに死の苦しみは過ぎ去った」。

33 サムエルは言われた、「あなたの剣が女たちを子なしにしたように、あなたの母も女たちの中で子なしになるであろう」。そしてサムエルはギルガルで主の前にアガグを切り裂いた。

34 サムエルはラマへ行った。そしてサウルは自分の家、サウルのギブアへ上って行った。

35 サムエルは死の日までサウルに会うことをやめた。サムエルがサウルのために嘆いたからである。主は、サウルをイスラエルの王としたことを悔やまれた。

1 Samuel 16

1 主はサムエルに言われた、「あなたはいつまでサウルのことで嘆き悲しむのか。わたしは彼をイスラエルの王位から退けたのだ。あなたの角に油を満たし、行け。わたしはあなたをベツレヘム人エッサイのもとに遣わす。彼の子たちの中に、わたしのために王を見たからだ」。

2 サムエルは言った、「どうして私が行けましょうか。サウルが聞いて、私を殺すでしょう」。主は言われた、「あなたの手で牛の雌牛を一頭取り、『主に犠牲をささげるために来ました』と言いなさい」。

3 あなたはエッサイをいけにえに招きなさい。わたしはあなたのすべきことを知らせよう。そして、わたしがあなたに告げる者に油を注ぎなさい。

4 サムエルは主が言われたことを行い、ベツレヘムに来た。町の長老たちは彼を迎えに出て震え上がり、「あなたの来られるのは平和のためですか」と言った。

5 彼は言った、「平和だ。主にいけにえをささげるために来たのだ。あなたがたは身を聖別し、私と共にいけにえに臨みなさい」。そして彼はエッサイとその子たちを聖別し、彼らをいけにえに招いた。

6 彼らが来たとき、彼はエリアブを見て言われた、「確かに、主の油注がれた者が主の前にいる」。

7 主はサムエルに言われた、「彼の外観にも、その身長の高さにも目を向けてはならない。わたしは彼を退けたからだ。人が見るようには見てはならない。人は目で見るが、主は心を見られるからだ」。

8 エッサイはアビナダブを呼び寄せ、彼をサムエルの前に通した。そして言った、「この者もまた、主はお選びにならなかった」。

9 エッサイはシャンマを連れて来たが、彼は言われた、「この者も主は選ばれなかった」。

10 エッサイは七人の子をサムエルの前に通らせた。サムエルはエッサイに言われた、「主はこれらの者たちを選ばれなかった」。

11 サムエルはエッサイに言われた、「少年たちはみな終わったのか」。エッサイは言った、「まだ末の者が残っています。彼は羊の群れを飼っています」。サムエルはエッサイに言われた、「人を遣わして彼を連れて来なさい。彼がここに来るまで、私たちは座を囲まないからです」。

12 彼は使いを遣わして彼を連れて来させた。彼は血色が良く、目が美しく、見せ物として優れていた。主は言われた、「立って、彼に油を注げ。この者が彼だからだ」。

13 サムエルは油の角を取り、彼の兄弟たちの内側で彼に油を注いだ。主の霊はその日から上に向かってダビデに臨んだ。サムエルは立ち上がり、ラマへ行った。

14 主の霊はサウルから離れ去り、主からの悪い霊が彼を悩ませた。

15 サウルのしもべたちは彼に言った、「見よ、神からの悪い霊があなたを悩ませています」。

16 主よ、どうかあなたのしもべたちがあなたの前で、竪琴を奏でることを知っている人を捜し求めますように。そして、悪い神の霊があなたに臨むとき、その人が手で奏でれば、あなたには良いこととなるでしょう。

17 サウルは自分のしもべたちに言われた、「わたしのために、よく琴を弾く人を捜し出しなさい。そして、その人をわたしのところに連れて来なさい」。

18 一人の少年が答えて言った、「私はベツレヘム人エッサイの子を見ました。彼は琴を弾くことを知っており、力ある勇士であり、戦いの人であり、言葉に賢く、容姿の良い人で、主が彼と共におられます。

19 サウルは使者をエッサイのもとに遣わされた。そして言われた、「あなたの子ダビデを、羊の群れにいる者を、私のもとに送りなさい」。

20 エッサイはろばにパンを載せ、皮袋にぶどう酒を入れ、雌ヤギの子やぎ一匹を取り、その子ダビデの手によってサウルのもとへ送った。

21 ダビデはサウルのもとに来て、その前に立った。サウルは彼を非常に愛し、彼を自分の器を担う者とした。

22 サウルはエッサイのところに使いを送って言われた、「どうかダビデを私の前に立たせてください。彼が私の目に恵みを見いだしたからです」。

23 神の霊がサウルに臨むとき、ダビデは竪琴を取り、自分の手で弾いた。するとサウルは息が楽になり、良くなり、悪い霊は彼から離れ去った。

1 Samuel 17

1 ペリシテ人はその陣営を戦いのために集め、ユダに属するソコに集まった。そして彼らはソコとアゼカの間、エフェス・ダミムに陣を張った。

2 サウルとイスラエルの人々は集まり、エラの谷に陣を張り、ペリシテ人に向かって戦いの備えをした。

3 ペリシテ人はこちら側の山に立ち、イスラエルはあちら側の山に立ち、その間に谷があった。

4 陣営のペリシテ人の中から勇士の一人が出て来た。その名はゴリアテ、ガテの出身で、その高慢は六キュビトと一掴みであった。

5 青銅のかぶとを頭にかぶり、鱗の胸当てを着ていた。その胸当ての重さは青銅五千シェケルであった。

6 脛当ては青銅で、彼の足にあり、やり投げは青銅で、彼の肩の間にあった。

7 彼の槍の矢は織り手の梁のようであり、彼の槍の炎は鉄六百シェケルであり、盾を持つ者が彼の前を進んだ。

8 立って、イスラエルの軍勢に向かって叫び、彼らに言われた、「なぜ、戦いを整えるために出て来るのか。私はペリシテ人ではないか。あなたがたはサウルのしもべではないか。あなたがたのうちから一人を選び、私のところに下って来させよ。

9 もし彼が私と戦って私を打ち負かすことができれば、私たちはあなたがたのしもべとなります。しかし、もし私が彼に勝って彼を打ち負かせば、あなたがたは私たちのしもべとなり、私たちに仕えることになります。

10 ペリシテ人は言われた、「私はこの日にイスラエルの軍勢を嘲った。私に人を与えよ。そうすれば、私たちは一緒に戦おう。

11 サウルとすべてのイスラエルは、このペリシテ人の言葉を聞いて、恐れおののいた。

12 ダビデは、このエフライム人であるベツレヘム・ユダの人の子であり、その名はエッサイで、彼には八人の子がいた。その人はサウルの日々には、すでに年老いて、人々の中に入っていた。

13 エッサイの三人の長い子たちは行って、サウルの後に従って戦いに行った。そして、戦いに行った彼の三人の子の名は、長子エリアブ、第二のアビナダブ、第三のシャンマであった。

14 ダビデは末っ子であり、三人の長兄たちはサウルに従って行った。

15 ダビデはサウルのもとから行き来して、父の羊の群れをベツレヘムで飼っていた。

16 ペリシテ人は朝夕近づいて来て、四十日の間、立ち続けた。

17 エッサイはその子ダビデに言われた、「どうか、この煎り麦のエパと、この十個のパンをあなたの兄弟たちのところへ持って行き、あなたの兄弟たちのいる陣営へ急いで行きなさい」。

18 これらの十個の乳のチーズを千人隊の長官に持って行き、あなたの兄弟たちの安否を尋ね、彼らの抵当を受け取りなさい。

19 サウルと彼ら、そしてイスラエルのすべての人は、エラの谷でペリシテ人と戦っていた。

20 ダビデは朝早く起きて、羊の群れを番人に預け、エッサイが命じたように荷物を担いで出かけた。彼が小道に着いたとき、軍勢が戦いに向かって陣形を整えて出て行き、戦いの叫びを上げていた。

21 イスラエルとペリシテ人は、軍勢を軍勢に向けて整えた。

22 ダビデは自分の上の器を、器を守る者の手に置き、軍勢へ走って行き、来て、自分の兄弟たちに平和を尋ねた。

23 彼が彼らと話していると、見よ、勇士の間からガテのペリシテ人ゴリアテという名の人が上がって来た。彼はペリシテ人の軍勢の隊列から出て、これらの言葉を語った。ダビデはそれを聞いた。

24 イスラエルのすべての人は、その人を見て、その前から逃げ、非常に恐れた。

25 イスラエルの人々は言った、「あなたがたはこの上って来る人を見たか。彼はイスラエルを嘲るために上って来るのだ。彼を打ち倒す人には、王は大きな富を与え、その娘を彼に与え、その父の家をイスラエルにおいて自由にするであろう」。

26 ダビデは自分と共に立っている人々に言った、「このペリシテ人を打ち、イスラエルから恥辱を取り除く者には、何がなされるのか。この無割礼のペリシテ人は何者か。生ける神の軍勢を嘲るとは。

27 民は彼にこの言葉のとおりに言った。「彼を打つ人には、このようにされるであろう」と。

28 兄の長子エリアブは、彼が人々に語っているのを聞いた。そしてエリアブの怒りがダビデに対して燃え上がり、彼は言った。「なぜあなたは下って来たのか。そして、荒野にいるあの少しの羊の群れを、誰に残して来たのか。私はあなたの高慢と、あなたの心の悪を知っている。あなたは戦いを見るために下って来たのだ。

29 ダビデは言った、「私は何をしたのか。今、これは言葉ではないのか」。

30 彼は彼のそばから離れて、別の者の前に向かい、同じ言葉で言った。民は彼に、最初と同じ言葉で答えた。

31 ダビデが語った言葉が聞かれ、彼らはそれをサウルの顔の前に告げた。するとサウルは彼を呼び寄せた。

32 ダビデはサウルに言った、「この者のゆえに人の心を失わせてはなりません。あなたのしもべが行って、このペリシテ人と戦います。

33 サウルはダビデに言われた、「あなたはこのペリシテ人に向かって行って、彼と戦うことはできない。あなたは少年であり、彼はその青春から戦いの人であるからだ」。

34 ダビデはサウルに言った、「あなたのしもべは父のために羊の群れを飼っていました。獅子と熊が来て、群れから羊を一匹奪い取りました。

35 私はその後を追って出て行き、彼を打ち、その口から救い出した。彼が私に向かって立ち上がったので、私はそのひげをつかみ、彼を打って殺した。

36 しもべは獅子をも熊をも打ち殺しました。この割礼を受けていないペリシテ人も、生ける神の軍勢を嘲ったのですから、彼らの一人のようになるでしょう。

37 ダビデは言った、「主は、獅子の手と熊の手から私を救い出された方である。この方こそ、このペリシテ人の手からも私を救い出されるであろう」。そしてサウルはダビデに言った、「行け。主があなたとともにおられるであろう」。

38 サウルはダビデに自分の衣服を着せ、彼の頭に青銅のかぶとを置き、彼に胸当てを着せた。

39 ダビデは自分の剣を衣服の上に帯び、歩こうとしたが、試したことがなかったので、ダビデはサウルに言った、「これらのもので歩くことはできません。試したことがないからです」。そしてダビデはそれらを自分の上から取り去った。

40 彼は自分の杖を手に取り、谷川から五つの滑らかな石を選び、自分の持っている羊飼いの器と袋に入れ、その垂れ幕を手に持って、ペリシテ人に近づいた。

41 ペリシテ人はダビデに近づきながら進んで来た。その盾を前にかざした人も一緒だった。

42 ペリシテ人はダビデを見つめ、彼を見て、彼を侮った。彼が少年であり、外観の美しい赤ら顔であったからである。

43 ペリシテ人はダビデに言った、「わたしは犬なのか、おまえが杖を持ってわたしのところに来るとは」。そしてペリシテ人は自分の神々によってダビデを呪った。

44 ペリシテ人はダビデに言った、「私のところに来なさい。そうすれば、私はあなたの肉を天の鳥と野の獣に与えよう」。

45 ダビデはペリシテ人に言われた、「あなたは剣と槍とやり投げを持って私に向かって来るが、私は、あなたが嘲ったイスラエルの軍勢の神、万軍の主の名によってあなたに向かって行く」。

46 この日、主はあなたを私の手に渡される。私はあなたを打ち、あなたのかしらをあなたから取り去る。そして、この日、ペリシテ人の陣営の死体を、天の鳥と地の生き物に与える。そうして、地のすべての者は、イスラエルに神がおられることを知るだろう。

47 このすべての集会は知るであろう、主が剣と槍によって救うのではないことを。主のものは戦いであり、主はあなたがたを私たちの手に渡される。

48 ペリシテ人が立ち上がって、ダビデに近づこうと進み出たとき、ダビデは急いで、軍勢に向かって走り、ペリシテ人に立ち向かった。

49 ダビデは手を器に伸ばし、そこから石を取り、投げて、ペリシテ人の額を打った。石はその額に突き刺さり、彼は顔を地に伏せて倒れた。

50 ダビデは垂れ幕と石でペリシテ人に勝ち、そのペリシテ人を打って殺した。ダビデの手には剣がなかった。

51 ダビデは走って、ペリシテ人のところに立ち、その剣を取り、それを剃刀から抜き、彼を殺し、その剣で彼の頭を切り落とした。ペリシテ人たちは、自分たちの勇士が死んだのを見て、逃げ去った。

52 イスラエルの人々とユダの人々は立ち上がり、叫び声を上げてペリシテ人を追撃し、谷の入口に至るまで、またエクロンの門に至るまで追った。ペリシテ人の負傷者たちは、シャアライムの道に沿って、ガテに至るまで、またエクロンに至るまで倒れた。

53 イスラエルの子らはペリシテ人を追撃するのをやめて戻り、彼らの陣営を略奪した。

54 ダビデはペリシテ人の頭を取り、それをエルサレムに持って来た。そして彼の器を自分の天幕に置いた。

55 サウルがダビデがペリシテ人に向かって出て行くのを見たとき、軍勢の長官アブネルに言われた、「この少年は誰の子か、アブネルよ」。アブネルは言った、「王よ、あなたの命にかけて、私は知りません」。

56 王は言われた、「この若者はだれの子か、あなたが尋ねよ」。

57 ダビデがペリシテ人を打ち殺してから戻ったとき、アブネルは彼を連れてサウルの前に連れて行った。彼の手にはペリシテ人の頭があった。

58 サウルは彼に言った、「あなたはだれの子か、少年よ」。ダビデは言った、「あなたのしもべエッサイの子、ベツレヘム人です」。

1 Samuel 18

1 彼がサウルに語り終えたとき、ヨナタンの命はダビデの命に結びつき、ヨナタンは自分自身のように彼を愛した。

2 サウルはその日に彼を取られたが、彼を父の家に帰らせることはされなかった。

3 ヨナタンとダビデは契約を結んだ。彼が彼を自分の命のように愛したからである。

4 ヨナタンは自分の上にあった外套を脱いで、それをダビデに与えた。また、彼の衣服、そして彼の剣、彼の弓、彼の帯に至るまで。

5 ダビデはサウルが彼を遣わすすべての所で成功した。サウルは彼を戦いの人の上に置いた。それはすべての民の目に良く、またサウルのしもべたちの目にも良かった。

6 ダビデがペリシテ人を打ち殺して帰って来たとき、女たちがイスラエルのすべての町から、歌と踊りをもってサウル王を迎えに出て来た。彼女たちはタンバリンと喜びと隊長たちとともに、喜びの声を上げた。

7 遊び戯れる女たちが応えて言った、「サウルは千を打ち、ダビデはその万を打った」。

8 サウルは非常に怒り、この言葉が彼の目に悪く映った。そして言った、「彼らはダビデに万を与え、私には千を与えた。彼にはただ王権だけが残されている」。

9 サウルはその日から以後、ダビデを咎として見ていた。

10 翌日、神の悪い霊がサウルに臨み、彼は家の真ん中で預言した。ダビデは毎日のように手で琴を弾いており、槍はサウルの手にあった。

11 サウルは槍を投げ、「ダビデを壁に打ち付けてやろう」と言われた。ダビデはその前から二度身をかわした。

12 サウルはダビデの顔を恐れた。主がダビデと共におられ、サウルから離れておられたからである。

13 サウルは彼を自分のもとから退け、彼を自分の千人隊の長官とした。彼は民の前を行き来した。

14 ダビデはそのすべての道において賢く行動した。主は彼とともにおられた。

15 サウルは、彼が非常に賢く行動しているのを見て、彼の顔を恐れた。

16 すべてのイスラエルとユダはダビデを愛した。彼が彼らの前を行き来したからである。

17 サウルはダビデに言われた、「見よ、私の長女メラブを、私はあなたに妻として与えよう。ただ、私のために力ある子となり、主の戦いを戦え」。そしてサウルは思った、「私の手が彼に下るのではなく、ペリシテ人の手が彼に下るように」。

18 ダビデはサウルに言った、「私は何者であり、私の命、イスラエルにおける私の父の家族は何者でしょうか。私が王の花婿となるなど、あり得ないことです」。

19 サウルの娘メラブをダビデに与える時が来たが、彼女はメホラ人アドリエルに妻として与えられた。

20 サウルの娘ミカルはダビデを愛した。そして人々はサウルに告げた。そのことは彼の目に良いことと映った。

21 サウルは言った、「彼女を彼に与えよう、そして彼女が彼にとって罠となり、ペリシテ人の手が彼に及ぶように」。そしてサウルはダビデに言った、「今日、あなたは二つのことで私の婿となるのだ」。

22 サウルは自分のしもべたちに命じて言われた、「ダビデに密かに言え、『見よ、王はあなたを喜び、彼のすべてのしもべたちはあなたを愛している。今、王の娘婿になりなさい』と」。

23 サウルのしもべたちはこれらのことをダビデの耳に語った。するとダビデは言われた、「あなたがたの目には、王の娘婿となることが軽いことのように思われるのですか。しかし私は貧しくて軽んじられている人です」。

24 サウルのしもべたちは、これらの言葉をダビデが語ったことを彼に告げた。

25 サウルは言われた、「ダビデにこう言いなさい。『王は持参金を喜ばれない。ただ、ペリシテ人の包皮百個だけでよい。それは王の敵に復讐するためである。』」そしてサウルは、ダビデをペリシテ人の手にかけて倒そうと考えていた。

26 しもべたちはこれらの言葉をダビデに告げた。その言葉はダビデの目にかなって、王の娘を娶ろうと思った。しかし、その日々は満ちていなかった。

27 ダビデは立ち上がり、彼とその人々は行って、ペリシテ人の中から二百人を打ち倒した。ダビデは彼らの包皮を持って来て、王と結婚するために王に十分な数を満たした。サウルは自分の娘ミカルを彼の妻として与えた。

28 サウルは、主がダビデと共におられること、そしてサウルの娘ミカルが彼を愛していることを見て、知った。

29 サウルはますますダビデの前を恐れるようになった。そしてサウルはすべての日、ダビデの敵となった。

30 ペリシテ人の長官たちが出て行った。彼らが出て行くたびに、ダビデはサウルのすべてのしもべたちよりも賢く振る舞った。そして、彼の名は非常に尊ばれた。

1 Samuel 19

1 サウルはその子ヨナタンとすべてのしもべたちに、ダビデを殺すように語った。しかしサウルの子ヨナタンはダビデを非常に愛していた。

2 ヨナタンはダビデに告げて言った、「私の父サウルはあなたを殺そうとしている。今朝、よく気をつけなさい。そして隠れ場に座って、身を隠しなさい」。

3 私は出て行き、父の手のそばの野であなたのいる所に立ち、あなたのことを父に話します。そして、私が見たことをあなたに知らせます。

4 ヨナタンは父サウルにダビデのことを良く語り、彼に言った。「王よ、そのしもべダビデに対して罪を犯してはなりません。彼はあなたに対して罪を犯したのではなく、彼のわざはあなたにとって非常に良いのですから。

5 彼は自分の命を手のひらに置き、ペリシテ人を打ち、主はイスラエルのすべてに大きな救いを成し遂げられた。あなたはそれを見て喜んだ。それなのに、なぜ無実の血をもって罪を犯し、ダビデを理由もなく殺そうとするのか。

6 サウルはヨナタンの声に聞き従った。そしてサウルは誓って言った、「主は生きておられる。彼は殺されることはない」。

7 ヨナタンはダビデを呼び、ヨナタンは彼にこれらのすべての言葉を告げた。そしてヨナタンはダビデをサウルのもとに連れて行き、彼はその前で昨日も一昨日も同様にいた。

8 戦いが再び起こった。ダビデは出て行ってペリシテ人と戦い、彼らに大きな傷を負わせたので、彼らはその前から逃げ去った。

9 主の悪い霊がサウルに臨んだ。彼は自分の家に座っており、その槍を手に持っていた。ダビデは手で琴を弾いていた。

10 サウルは槍でダビデを壁に刺そうと求めたが、ダビデはサウルの前から逃れ、槍は壁に刺さった。ダビデは逃げて、その夜、彼は助かった。

11 サウルはダビデの家に使者を遣わして彼を見張らせ、朝に彼を殺させようとした。彼の妻ミカルはダビデに告げて言った、「もし今夜あなたが自分の命を救わなければ、明日あなたは殺される」。

12 ミカルはダビデを窓から降ろした。彼は行って、逃げて、のがれた。

13 ミカルはテラフィムを取り、それを寝台に置き、雌ヤギの毛の枕をそのまくらに置き、衣服で覆った。

14 サウルはダビデを連れて来るために使者を遣わしたが、彼女は「彼は病気です」と言った。

15 サウルは使者を遣わしてダビデを見に行かせ、「彼を寝台のまま私のところへ運び上げて、私が彼を殺そう」と言わせた。

16 使者が来ると、見よ、テラフィムが寝台の上にあり、雌ヤギの毛の枕がそのまくらにあった。

17 サウルはミカルに言われた、「なぜ、このように私を欺いて、私の敵を送り出して、彼を逃がしたのか」。ミカルはサウルに言った、「彼は私に言いました、『私を送り出せ。なぜ私があなたを殺さなければならないのか』と」。

18 ダビデは逃げてのがれ、ラマのサムエルのもとに行き、サウルが自分にしたすべてのことを彼に告げた。そして彼とサムエルは行って、ナヨテに住んだ。

19 サウルに告げられた、「見よ、ダビデはラマのナヨテにいる」と。

20 サウルはダビデを捕えるために使者たちを遣わされた。すると彼は預言者の群れが預言しているのを見た。サムエルが彼らの上に立っており、サウルの使者たちの上に神の霊が臨んだので、彼らもまた預言した。

21 サウルに告げると、彼は他の使者たちを遣わしたが、彼らもまた預言した。サウルは再び第三の使者たちを遣わしたが、彼らもまた預言した。

22 彼もまたラマへ行き、セクにある大きな穴のところまで来て、尋ねて言った、「サムエルとダビデはどこにいるのか」。すると言われた、「見よ、彼らはラマのナヨテにいる」。

23 彼はそこ、ラマのナヨテへ行った。すると、彼の上にも神の霊が臨み、彼は行きながら預言し続けて、ラマのナヨテに着くまで預言した。

24 彼もまた自分の衣服を脱ぎ、彼もまたサムエルの前で預言し、裸のままでそのすべての日とすべての夜、倒れていた。それゆえ人々は言う、「サウルもまた預言者たちの中にいるのか」と。

1 Samuel 20

1 ダビデはナヨテのラマから逃げ出し、来てヨナタンの前に言われた、「私は何をしたのか。私の咎は何か。私の罪は何か。あなたの父の前で。なぜなら彼は私の命を求めているからだ」。

2 彼は彼に言った、「決してそんなことはない。あなたは死なない。見よ、私の父は、大きいことであれ小さいことであれ、何かをすることなく、それを私の耳に知らせないことはない。それなのに、どうして私の父がこのことを私に隠すだろうか。そんなことはない。

3 ダビデはさらに誓って言われた、「あなたの父は、私があなたの目に恵みを見いだしたことをよく知っておられます。そして、『ヨナタンにこのことを知らせてはならない。彼が悲しまないように』と言われました。しかし、主は生きておられ、あなたの命も生きておられます。私と死との間には、ただ一歩の隔たりしかありません。

4 ヨナタンはダビデに言われた、「あなたの命が何を言うのか、それを私があなたのために行おう」。

5 ダビデはヨナタンに言った、「見よ、明日は月の祭りだ。私は王と共に座って食事をするはずだが、あなたは私を送り出してくださる。そして私は三日目の夕方まで野に隠れている。

6 もしあなたの父が私のことを尋ねられたなら、『ダビデが自分の町ベツレヘムへ急いで行くことを私に願いました。そこではすべての家族のために、その日のいけにえがあるからです』と言ってください。

7 もし彼が『あなたのしもべにとって平和だ』と言われるなら、そのままでよい。しかし、もし彼が激しく怒られるなら、悪が彼から定まったと知れ。

8 あなたはあなたのしもべに慈愛を示された。あなたは主の契約によって、あなたのしもべをあなたと共に連れて来られたからだ。もし私に咎があるなら、あなた自身が私を殺してください。なぜあなたは私をあなたの父のもとへ連れて行くのですか。

9 ヨナタンは言った、「あなたにそんなことがあってはなりません。もし父があなたに災いを下そうとしていることを確かに知っているなら、私はそれをあなたに告げないでしょうか」。

10 ダビデはヨナタンに言った、「だれが私に告げるのか、あるいは、あなたの父があなたに厳しく答えることを」。

11 ヨナタンはダビデに言われた、「さあ、野へ出よう」。そして二人は野へ出た。

12 ヨナタンはダビデに言われた、「イスラエルの神、主にかけて誓う。私は明日の三時ごろに父を探り、もしダビデにとって良いことであれば、必ずあなたに使いを送って知らせる。そしてあなたの耳に告げる。

13 主がヨナタンにこのように行われ、さらにこのように加えられるように。もし私の父があなたに対して悪を良しとされるなら、私はあなたの耳に明かし、あなたを送り出し、あなたは平和のうちに行くであろう。主があなたと共におられるように、主が私の父と共におられたように。

14 そして、私がなお生きている間は、あなたは私に対して主の慈愛を行わないであろうか。そして、私は死なないであろうか。

15 あなたの慈愛を私の家から永遠に断ち切ってはならない。主がダビデの敵を地の面から一人残らず断ち滅ぼされる時にも、そうしてはならない。

16 ヨナタンはダビデの家と契約を結んだ。主はダビデの敵の手からそれを求められた。

17 ヨナタンは、ダビデへの愛によって、彼に誓わせることを重ねた。それは、自分の命のように彼を愛したからである。

18 ヨナタンは彼に言われた、「明日は月だ。あなたの居住が欠けていることが見いだされるであろう。

19 三日後に、あなたは非常に深く降りて行き、あなたが隠れていたその場所、わざの日にそこに来なさい。そして、あなたはエゼルの石のそばに座りなさい。

20 私は三本の矢を側に向けて放ち、自分自身のために刑務所へ送る。

21 そして、見よ、わたしがその少年を遣わして、「行って、矢を探せ」と言う。もしわたしがその少年に「見よ、矢はあなたのこちら側にある。それを取って来なさい」と言うなら、あなたには平和があり、何も問題はない。主は生きておられる。

22 もし私がその若者に『矢はあなたの向こうにある』と言うなら、行け。主があなたを遣わされたのだから。

23 私たちが語ったこの言葉について、私とあなたの間で、見よ、主が私とあなたの間の証人として永遠にいます。

24 ダビデは野に身を隠した。そして月が巡り、王がパンを食べるために座られた。

25 王はいつもの時のように、壁際の居住に座っておられた。ヨナタンは立ち上がり、アブネルはサウルの側に座った。しかしダビデの場所は空いていた。

26 サウルはその日、何も言われなかった。彼は「彼は何かの出来事に遭ったのだ。彼は清くないのだ。清くないからだ」と思われたからである。

27 月の翌日、すなわち第二の月の翌日になって、ダビデの場所が空いているのが見つかった。サウルはその子ヨナタンに言われた、「なぜエッサイの子は、昨日も今日も、パンに来なかったのか」。

28 ヨナタンはサウルに答えた、「ダビデは私からベツレヘムまで行くことをしきりに願いました。

29 彼は言った、「どうか私を送り出してください。私たちの家族のいけにえが町にあるからです。私の兄弟が私に命じました。それで今、もしあなたの目に私が恵みを見いだしたなら、どうか私を逃がして、私の兄弟たちに会わせてください。それゆえ、私は王の食卓に来なかったのです。

30 サウルの怒りはヨナタンに対して燃え上がり、彼に言われた。「反抗の子よ、私は知っているではないか。あなたがエッサイの子を選んでいることを、あなた自身の恥と、あなたの母の裸の恥のために。

31 エッサイの子が地の上に生きている限り、すべての日、あなたもあなたの王国も堅く立つことはない。今、彼を私のところへ遣わして連れて来なさい。彼は死の子だからだ。

32 ヨナタンは父サウルに答えて言った。「なぜ彼が殺されなければならないのですか。彼は何をしたのですか。

33 サウルは彼を打つために槍を彼に向かって投げた。そしてヨナタンは、父がダビデを殺すことで終わりであることを知った。

34 ヨナタンは激しい怒りをもって食卓から立ち上がった。その月の第二の日に彼はパンを食べなかった。彼はダビデのことで心を痛めた。なぜなら、彼の父が彼を辱めたからである。

35 朝になって、ヨナタンはダビデとの定めの時に野へ出て行った。そして、小さな少年が彼と一緒にいた。

36 彼は自分の少年に言われた、「走って、私が射る矢を見つけて来なさい」。少年が走ると、彼はその矢を彼の先へ越えさせて射られた。

37 少年はヨナタンが矢を放った場所にまで来た。するとヨナタンは少年の後ろに叫んで言った、「矢はあなたの手前にあるではないか」。

38 ヨナタンは少年の後ろで叫んだ、「急いで、早く、立ち止まるな」。そしてヨナタンの少年は矢を拾い集めて、自分の主人のところに来た。

39 少年は何も知らなかった。ただ、ヨナタンとダビデだけがその言葉を知っていた。

40 ヨナタンはその器を少年に渡し、彼に言われた、「行け、それを町に持って行け」。

41 少年が来ると、ダビデはネゲブのわきから立ち上がり、彼の顔に地に伏して三度ひれ伏した。そして、彼らは互いに口づけし、互いに泣いた。ダビデが泣き過ぎるまで。

42 ヨナタンはダビデに言われた、「平和のうちに行きなさい。私たち二人が主の名によって誓ったこと、すなわち、主が私とあなたの間、また私の子孫とあなたの子孫の間に、永遠にいますように、と。そして彼は立ち上がって行った。ヨナタンは町に入った。

1 Samuel 21

1 ダビデはノブの祭司アヒメレクのところへ来た。アヒメレクはダビデを迎えようとして震え上がり、彼に言った、「なぜあなたは単独で、あなたのそばに人がいないのか」。

2 ダビデは祭司アヒメレクに言った、「王が私に一つのことを命じられ、私に言われた、『あなたが遣わされること、また私があなたに命じたことについて、何も人に知らせてはならない』と。そして私は少年たちを、ある場所、あの場所に知らせた」。

3 今、あなたの手の下に何があるか。五つのパンを私の手に渡してください。あるいは見つかるものを。

4 祭司はダビデに答えて言われた、「私の手の下には俗のパンはない。ただ聖なるパンがある。もし少年たちが女から守られているならば、それだけである」。

5 ダビデは祭司に答えて言われた、「確かに、私たちには一昨日から女は近づいていません。私が出かけたとき、少年たちの器は聖なるものでした。それは俗な道ですが、ましてや今日は器によって聖められるでしょう。

6 祭司は彼に聖なるものを与えた。そこにはパンがなかったからである。ただ主の前から取り下げられた前のパンだけがあった。それは、それが取り去られた日に、暑さのパンを置くためであった。

7 その日、サウルのしもべたちの一人の人が主の前に引き止められていた。その名はドエグというエドム人で、サウルの牧者たちの長であった。

8 ダビデはアヒメレクに言った、「あなたの手の下に、ここに槍か剣があるか。私の剣も私の器も手に取らなかったからだ。王のことが急を要したからである」。

9 祭司は言った、「あなたがエラの谷で打ち殺したペリシテ人ゴリアテの剣は、ここにあり、衣に包まれてエポデの後ろにある。もしそれを自分のものにしたいなら、取るがよい。ここにはそれ以外に何もないからだ。」ダビデは言った、「それに並ぶものはない。それを私にください。

10 ダビデは立ち上がり、その日にサウルの前から逃げ、ガテの王アキシュのところへ行った。

11 アキシュのしもべたちは彼に言った、「これは地の王ダビデではないか。この者のために、踊りの中で歌って言ったではないか、『サウルは千を打ち、ダビデは万を打った』と」。

12 ダビデはこれらの言葉を自分の心に置いた。そして、彼はガテの王アキシュの顔を非常に恐れた。

13 彼は彼らの目の前で自分の味わいを変え、彼らの手の中で狂ったふりをし、門の戸に印を付け、自分の唾をひげに垂らした。

14 アキシュは自分のしもべたちに言われた、「見よ、あなたがたはこの人が気が狂っているのを見ている。なぜ、彼をわたしのところに連れて来るのか」。

15 私は狂人が不足しているのか。それで、この者を私の前で狂わせるために連れて来たのか。この者が私の家に入るのか。

1 Samuel 22

1 ダビデはそこから去って、アドラムの洞穴に逃げ込んだ。彼の兄弟たちと父の家のすべての者がこれを聞いて、そこへ彼のもとに下って来た。

2 すべての苦悩する人、すべて負債のある人、すべて命の苦い人が彼のもとに集まり、彼は彼らの長官となった。彼と共にいた者はおよそ四百人であった。

3 ダビデはそこからモアブのミツパへ行き、モアブの王に言われた、「どうか、私の父と母があなたがたのところに来て、私が神が私に何をされるかを知るまで、滞在させてください」。

4 彼らをモアブの王の顔の前に留まらせた。そしてダビデが城塞にいたすべての日々、彼らは彼とともに住んだ。

5 預言者ガドはダビデに言われた、「あなたは城塞に留まってはならない。行って、ユダの地に入りなさい」。そこでダビデは行って、ケレテの森に入った。

6 サウルは、ダビデと彼と共にいる人々が知られたことを聞いた。サウルはギブアの高台の木立の下に座っており、その手に槍を持ち、彼のすべてのしもべたちは彼の周りに立っていた。

7 サウルは彼の周りに立っているしもべたちに言われた、「ベニヤミンの子らよ、聞け。エッサイの子があなたがたすべてに野とぶどう園を与え、あなたがたすべてを千人隊の長官と百人隊の長官にするだろうか。

8 あなたがたはみな、私に逆らって謀反を企てた。私の子がエッサイの子と契約を結んだとき、私の耳にそれを知らせる者はだれもいなかった。また、あなたがたのうちで、私のために心を痛め、私の耳にそれを知らせる者もいなかった。それなのに、私の子は私のしもべを私に対して立てて、今日のように待ち伏せさせたのだ。

9 エドム人ドエグが答えた。彼はサウルのしもべたちのそばに立っていた。そして言った。「わたしはエッサイの子がノブに来て、アヒトブの子アヒメレクのところへ行くのを見ました。

10 彼は主に伺いを立て、彼に食料を与え、またペリシテ人ゴリアテの剣も彼に与えた。

11 王は、祭司アヒトブの子アヒメレクと、ノブにいる彼の父の家のすべての祭司たちを呼び寄せるために使いを送られた。彼らは皆、王のところに来た。

12 サウルは言った、「アヒトブの子よ、どうか聞け」。彼は言った、「はい、わが主よ」。

13 サウルは言われた、「なぜ、あなたとエッサイの子は、私に対して謀反を企てたのか。あなたが彼にパンと剣を与え、彼のために神に伺いを立て、彼が今日のように私を待ち伏せして立ち上がるようにしたからだ。

14 アヒメレクは王に答えて言われた、「あなたのすべてのしもべのうち、だれがダビデのように忠実でありましょうか。彼は王の花婿であり、あなたの従者に伺候し、あなたの家で尊ばれております。

15 今日、私が神に伺い始めたのでしょうか。私にはそんなことはあり得ません。王よ、どうかあなたのしもべに、私の父の家のすべてのことについて、何も咎めを負わせないでください。あなたのしもべは、このすべてのことについて、小さいことも大きいことも何も知らないのです。

16 王は言われた、「あなたは必ず死ななければならない、アヒメレクよ。あなたも、あなたの父の家のすべての者も。

17 王は自分のそばに立っている走者たちに言われた、「回って、主の祭司たちを殺せ。彼らの手もダビデと共にあるからだ。彼らは彼が逃げているのを知りながら、私の耳に知らせなかったのだ」。しかし王のしもべたちは手を伸ばして主の祭司たちを打つことを望まなかった。

18 王はドエグに言われた、「あなたは回って、祭司たちを打ちなさい」。そこでエドム人ドエグは回って、祭司たちを打ち、その日に亜麻布のエポデを着た八十五人を殺した。

19 ノブの祭司の町を剣の刃で打ち、人から女まで、幼子から乳飲み子まで、雄牛、ろば、羊も剣の刃で打った。

20 アヒメレクの子アヒトブの子である一人の子が逃げ延びた。その名はアビアタル。彼はダビデの後に逃げた。

21 アビアタルはダビデに、サウルが主の祭司たちを殺したことを告げた。

22 ダビデはアビアタルに言われた、「その日、エドム人ドエグがそこにいたことを私は知っていた。彼は必ずサウルに告げるであろう。私はあなたの父の家のすべての命について、その原因となった者である」。

23 私とともに留まれ。恐れるな。私の命を求める者は、あなたの命をも求めるからだ。あなたは私のもとで守られる務めにあるのだ。

1 Samuel 23

1 ダビデに告げて言った、「見よ、ペリシテ人がケイラと戦っており、彼らは打ち場を略奪している」。

2 ダビデは主に伺って言った、「私はこのペリシテ人たちのところへ行って、彼らを打つべきでしょうか」。すると主はダビデに言われた、「行け、ペリシテ人を打ち、ケイラを救え」。

3 ダビデの部下たちは彼に言った、「見よ、私たちはユダにいる間でさえ恐れている。ましてやケイラへ行って、ペリシテ人の軍勢に向かうなど、なおさらだ」。

4 ダビデは再び主に問い求め、主は彼に答えられた。「立ってケイラに下れ。わたしはペリシテ人をあなたの手に渡す」と言われた。

5 ダビデとその人々はケイラへ行き、ペリシテ人と戦い、彼らの家畜を追い払い、彼らに大きな傷を負わせた。そしてダビデはケイラの住民を救った。

6 アビアタルはアヒメレクの子であるが、ダビデのところへケイラに逃げて来たとき、その手にエポデを持って下って来た。

7 サウルに、ダビデがケイラに来たことが告げられた。サウルは言われた、「神は彼を私の手に渡された。彼は戸とかんぬきのある町に入って閉じ込められたからだ」。

8 サウルは戦いのためにすべての民を召集し、ケイラに下って、ダビデとその人々を包囲しようとした。

9 ダビデは、サウルが自分に対して悪を企てていることを知った。そして祭司アビアタルに言われた、「エポデを持って来なさい」。

10 ダビデは言われた、「わが神、主、イスラエルの神よ。あなたのしもべは、サウルがケイラの町を滅ぼすために、私のために来ようとしていることを確かに聞きました。

11 ケイラの主人たちは私を彼の手に引き渡すでしょうか。サウルは、あなたのしもべが聞いたように下って来るでしょうか。イスラエルの神、主よ、どうかあなたのしもべに告げてください。主は言われた、「彼は下って来る」。

12 ダビデは言われた、「ケイラの主人たちは、私と私の者たちをサウルの手に渡すだろうか」。主は言われた、「彼らは渡す」。

13 ダビデとその人々、およそ六百人の者が立ち上がり、ケイラを出て、彼らが歩き回る所を歩き回った。そしてサウルに、ダビデがケイラから逃げ出したことが告げられたので、彼は出て行くのをやめた。

14 ダビデは荒野の要塞に住み、ジフの荒野の山に住んだ。サウルはすべての日、彼を捜し求めたが、神は彼を彼の手に渡されなかった。

15 ダビデは、サウルが自分の命を求めて出て来たのを見た。そしてダビデはジフの荒野の森にいた。

16 サウルの子ヨナタンは立ち上がり、森の中のダビデのところへ行き、神によって彼の手を強くした。

17 彼は彼に言った、「恐れるな。私の父サウルの手はあなたに届かない。あなたはイスラエルの王となるであろう。そして私はあなたの第二の者となろう。私の父サウルもそれを知っている」。

18 二人は主の前に契約を結んだ。ダビデは森にとどまり、ヨナタンは自分の家へ帰った。

19 ジフ人たちはギブアのサウルのもとに上って来て言った。「ダビデは我々と共に、荒野の右側にあるハキラの丘の森の要塞に身を隠しています。

20 今、王の命の欲望のすべてに従って下られるなら、どうか下って来てください。そして、私たちは彼を王の手に引き渡します。

21 サウルは言われた、「あなたがたは主に祝福されている。あなたがたが私をあわれんだからだ」。

22 行って、もう一度確かめ、その場所を見届けよ。彼の足がどこにあるのか、そこに彼を見た者が誰かを。なぜなら、彼は私に言った、『彼は必ず狡猾に隠れる』と。

23 見て、知れ、彼が隠れているすべての隠れ場から、そして確かなところで私のところに戻れ。私もあなたがたと一緒に行こう。もし彼が地にいるなら、私はユダのすべての氏族の中で彼を捜し出す。

24 彼らは立ち上がり、サウルの前にジフへ行った。ダビデとその人々は、マオンの荒野、荒れ地の右側の荒野にいた。

25 サウルとその人々はダビデを捜しに行ったが、人々はダビデに告げた。ダビデは岩を下りてマオンの荒野に住んだ。サウルはそれを聞いて、マオンの荒野でダビデの後を追った。

26 サウルは山のこちら側を進み、ダビデとその人々は山のあちら側を進んだ。ダビデはサウルの顔から逃げるのに急いでいたが、サウルとその人々はダビデとその人々を取り囲んで捕まえようとしていた。

27 使者がサウルのもとに来て言われた、「急いで行け。ペリシテ人が地に侵入したからだ」。

28 サウルはダビデを追うのをやめて、ペリシテ人に立ち向かうために向かった。それゆえ、その場所はセラ・ハマフレコテと呼ばれた。

29 ダビデはそこから上って行き、エン・ゲディの要塞に住んだ。

1 Samuel 24

1 サウルがペリシテ人を追って帰って来たとき、人々は彼に告げて言った、「見よ、ダビデはエン・ゲディの荒野にいる」。

2 サウルはイスラエルのすべての中から選りすぐりの三千人の人を取り、ダビデとその人々を野やぎの岩の前で捜し求めるために行った。

3 彼は道のほとりの羊の囲いのところに来た。そこに洞穴があった。サウルは足を隠すためにその中に入った。ダビデとその人々は洞穴の辺境に座っていた。

4 ダビデの者たちは彼に言った、「見よ、主があなたに言われた日が来た。『見よ、わたしはあなたの敵をあなたの手に渡す。あなたは彼に、あなたの目に良いと思うことを行え』と」。そこでダビデは立ち上がり、サウルの外套の翼を密かに切り取った。

5 その後、ダビデはサウルの翼を切り落としたことを自分の心に打たれた。

6 彼は自分の人々に言われた、「私の主、主の油注がれた者に手を伸ばすなどということを私がするなど、主にかけて、そんなことはあり得ない。彼は主の油注がれた者だからだ。

7 ダビデはその言葉で自分の人々を引き裂き、彼らをサウルに向かって立ち上がらせることを許さなかった。そしてサウルは洞穴から立ち上がり、道を進んで行った。

8 その後、ダビデは立ち上がり、洞穴から出て、サウルの後に叫んで言われた、「わが主、王よ」。サウルは振り返って見た。ダビデは顔を地に伏せて、ひれ伏した。

9 ダビデはサウルに言われた、「なぜあなたは、『見よ、ダビデがあなたの悪を求めている』と言う人のことばを聞かれるのですか。

10 今日この日、あなたの目は、主が今日この洞穴で私の手にあなたを渡されたことを見た。そして主はあなたを殺すように言われたが、私はあなたを惜しんだ。私は言った、『私はわが主に手を伸ばさない。彼は主の油注がれた者だからだ』と。

11 父よ、見てください。あなたの外套の翼が私の手にあるのを見てください。私があなたの外套の翼を切り取ったが、あなたを殺さなかったからです。知って、見てください。私の手には悪も背きの罪もなく、私はあなたに対して罪を犯していません。しかし、あなたは私の命を取ろうとして、それを狩っているのです。

12 主が私とあなたの間を裁かれ、主が私の復讐をあなたからしてくださる。しかし、私の手はあなたに及ばない。

13 昔の人々のことわざが言うように、悪は悪しき者から出る。しかし、私の手はあなたに及ばない。

14 イスラエルの王は誰の後に出て来られたのか。あなたは誰を追っているのか。死んだ犬の後か。一匹の蚤の後か。

15 主が裁判官となられ、私とあなたの間を裁かれるであろう。主が見られ、私の争いを論じられ、あなたの手から私を救い出されるであろう。

16 ダビデがこれらの言葉をサウルに語り終えたとき、サウルは言われた、「これはあなたの声か、わが子ダビデよ」。そしてサウルは声を上げて泣いた。

17 彼はダビデに言われた、「あなたは私よりも正しい。あなたは私に善を報い、私はあなたに悪を報いたからだ。

18 あなたは今日、私に対して行われた良いことを告げられた。主が私をあなたの手に渡されたのに、あなたは私を殺さなかった。

19 人がその敵を見つけても、その人を良い道に送り出すことがあるだろう。主は、あなたが今日わたしにしてくださったことのゆえに、あなたに良い報いを返してくださるであろう。

20 今や、私は知った。あなたが必ず王となることを。そして、イスラエルの王国があなたの手によって立ち上がることを。

21 今、どうか私に主にかけて誓ってください。あなたが私の後に私の子孫を断ち絶やさず、私の父の家から私の名を滅ぼさないことを。

22 ダビデはサウルに誓った。そしてサウルは自分の家へ帰り、ダビデとその人々は城塞へ上って行った。

1 Samuel 25

1 サムエルが死んだので、イスラエルのすべての者が集まり、彼のために嘆き悲しみ、彼の家であるラマに葬った。そしてダビデは立って、パランの荒野に下って行った。

2 マオンに一人の人がいて、そのわざはカルメルにあった。その人は非常に大きく、彼には羊の群れが三千、雌ヤギが千あった。彼がカルメルで自分の羊の群れを刈り込んだときのことであった。

3 その人の名はナバル、その妻の名はアビガイルであった。その妻は知恵に優れ、容姿も美しかったが、その人は頑なで、行いが悪かった。彼はカレブの家の者で、心は頑なであった。

4 ダビデは荒野で、ナバルが自分の羊の群れを刈り込んでいることを聞いた。

5 ダビデは十人の少年を遣わした。そしてダビデはその少年たちに言われた、「カルメルに上って行き、ナバルのところに行き、私の名で彼に平和を尋ねなさい」。

6 あなたがたはこう言いなさい。『彼に平和があるように。あなたに平和があり、あなたの家に平和があり、あなたのすべてのものに平和があるように。』

7 今、私は聞きました。あなたのために羊の毛を刈る者たちがいることを。今、あなたの羊飼いたちは私たちと共にいました。私たちは彼らを辱めず、彼らには何も失われることはありませんでした。彼らがカルメルにいたすべての日の間。

8 あなたの少年たちに尋ねなさい。彼らはあなたに告げるでしょう。少年たちがあなたの目に恵みを見いだしますように。私たちは良い日に来たのですから。どうか、あなたの手にあるものを、あなたのしもべたちと、あなたの子ダビデに与えてください。

9 ダビデの少年たちが来て、ナバルにこれらすべての言葉をダビデの名によって語った。そして彼らは休んだ。

10 ナバルはダビデのしもべたちに答えて言われた、「ダビデとはだれか。エッサイの子とはだれか。今日は、自分の主人の前から逃げ出して来るしもべたちが多くいる。

11 わたしのパンと、わたしの水と、わたしの羊の毛を刈る者たちのために屠った屠殺の肉を取って、どこから来たのか知らない人々に与えるだろうか。

12 ダビデの少年たちは自分たちの道に引き返し、戻って来て、このすべての言葉を彼に告げた。

13 ダビデは自分の人々に言った、「それぞれ自分の剣を帯びよ」。彼らはそれぞれ自分の剣を帯び、ダビデもまた自分の剣を帯びた。そして約四百人の者がダビデに従って上って行き、二百人は器のそばに留まった。

14 アビガイル、ナバルの妻に、その少年たちの一人の少年が告げて言った、「見よ、ダビデは荒野から使者を遣わして、私たちの主を祝福しようとしたが、彼らを侮辱した」。

15 その人たちは私たちにとって非常に良く、私たちは彼らに何も恥をかかされず、何も失わなかった。私たちが彼らと共に野にいた間、すべての日々において。

16 彼らは、私たちが羊の群れを飼っている間、昼も夜もすべての日、私たちの周りに城壁となっていた。

17 今、知って、見なさい。あなたは何をすべきか。なぜなら、悪は私たちの主とそのすべての家に定められているからだ。彼はベリアルの子で、彼に話しかけることができない。

18 アビガイルは急いで、パン二百個、ぶどう酒の瓶二つ、羊の群れ五匹、煎り麦五ます、干しぶどうの房百、干しイチジクの菓子二百を取り、ろばの上に置いた。

19 彼女は自分の少年たちに言った、「私の前を進みなさい。私はあなたがたの後に続いて行きます」。そして彼女は自分の夫ナバルには知らせなかった。

20 彼女がろばに乗って山の隠れ場を下って行くと、見よ、ダビデとその人々が彼女を迎えようとして下って来た。そして彼女は彼らに会った。

21 ダビデは言った、「まことに偽りをもって、私はこの者のすべてのものを荒野で守った。しかし彼のすべてのものから何も失われなかったのに、彼は私に善の代わりに悪を返した」。

22 神がダビデの敵たちにこのように行われ、このようにさらに加えられるように。もし私が、彼に属するすべてのもののうち、朝までに壁に小便をする者を一人でも残すならば。

23 アビガイルはダビデを見て、急いでろばから降り、ダビデの顔の前にひれ伏して地に礼をした。

24 彼女は彼の足もとにひれ伏して言った。「我が主よ、その咎は私にあります。どうか、あなたの女奴隷の言葉をあなたの耳に聞かせ、あなたの女奴隷の言葉を聞いてください。

25 主よ、どうかこのベリアルの人ナバルに心を向けられませぬように。彼はその名のとおり、名はナバル、愚かさが彼と共にあります。そして、あなたの女奴隷である私は、あなたが遣わされた主の少年たちを見ませんでした。

26 今、わが主よ。主は生きておられ、あなたの命も生きておられます。主があなたを血を流すことから、またあなたの手で自分を救うことから妨げられたのです。今、あなたの敵、わが主に悪を求めようとする者たちは、ナバルのようになりますように。

27 今、この祝福を、あなたの女奴隷が私の主のもとに持って来ました。それを、私の主の足に従って歩む少年たちに与えてください。

28 あなたの女奴隷の背きの罪をお許しください。主は必ずわが主のために確かな家を造られるからです。わが主は主の戦いを戦われ、あなたの日々のうちに悪は見いだされないからです。

29 人があなたを追い、あなたの命を求めて立ち上がる時、私の主の命はあなたの神、主とともに命の袋に包まれている。しかし、あなたの敵の命は、主が垂れ幕の手のひらの真ん中に投げ出されるであろう。

30 主が私の主に、あなたについて語られたすべての良いことを行われ、あなたをイスラエルの君主に任命されたなら、

31 これはあなたにとって、悲しみとなることも、心のつまずきとなることもなく、わが主が無駄に血を流されることも、わが主が自らを救われることもないでしょう。主がわが主に良くしてくださいますように。そして、あなたはあなたの女奴隷を覚えてくださいますように。

32 ダビデはアビガイルに言われた、「あなたを今日、私に会わせるために遣わされたイスラエルの神、主はほめたたえられるように」。

33 あなたの味わいは祝福されている。そしてあなた自身も祝福されている。今日この日、あなたは私を血を流すことから、また私の手で復讐することから引き止めてくれた。

34 しかし、イスラエルの神である主は生きておられる。主は私があなたに害を加えるのを妨げられた。もしあなたが急いで私に会いに来なかったならば、朝の光までにナバルには壁に小便をする者も残らなかったであろう。

35 ダビデは彼女の手から彼女が持って来た物を受け取り、彼女に言われた、「あなたの家に平和のうちに上りなさい。見よ、私はあなたの声を聞き、あなたの顔を受け入れた」。

36 アビガイルはナバルのところに来た。すると、彼の家には王の宴会のような宴会があり、ナバルの心は自分に対して良く、彼は非常に酔っていた。彼女は朝の光が差すまで、小さいことも大きいことも何一つ彼に告げなかった。

37 朝になって、ナバルからぶどう酒が出たとき、彼の妻が彼にこれらの言葉を告げた。すると彼の心は彼の内側で死に、彼は石のようになった。

38 十日が過ぎて、主はナバルを打たれたので、彼は死んだ。

39 ダビデは、ナバルが死んだことを聞いた。そして言われた。「主は、私の恥辱の争いをナバルの手から弁護され、そのしもべを悪から守られた。そして、ナバルの悪を主はその頭に返された。」ダビデは人を遣わして、アビガイルに、自分を妻とするために話をさせた。

40 ダビデのしもべたちはカルメルのアビガイルのところへ来て、彼女にこう言った。「ダビデは私たちをあなたのもとへ遣わし、あなたを自分の妻として迎えようとしています。

41 彼女は立ち上がり、顔を地に伏せてひれ伏し、言った。「あなたの女奴隷は、主のしもべたちの足を洗う女奴隷でございます。

42 アビガイルは急いで立ち上がり、ろばに乗り、彼女の足に従う五人の乙女たちとともに、ダビデの使者たちの後に従って行き、彼の妻となった。

43 ダビデはまた、アヒノアムをエズレルから娶った。そして、彼女たち二人も彼の妻となった。

44 サウルは、自分の娘ミカル、ダビデの妻を、ガリム出身のライシュの子パルティに与えた。

1 Samuel 26

1 ジフ人がギブアのサウルのもとに来て言った、「ダビデは荒野の顔の上のハキラの丘に身を隠しているではないか」。

2 サウルは立ち上がり、ジフの荒野に下って行った。そして彼と共にイスラエルの精鋭三千人の者がいた。ジフの荒野でダビデを捜し求めるために。

3 サウルは荒野の顔に向かう道の上にあるハキラの丘に陣取った。ダビデは荒野に住んでいたが、サウルが自分の後を追って荒野に来たのを見た。

4 ダビデは斥候を送り、サウルが確かに来たことを知った。

5 ダビデは立ち上がって、サウルが陣を張った場所へ行き、ダビデはサウルとその軍勢の長官であるネルの子アブネルが横たわっている場所を見た。サウルは小道に横たわり、民はその周囲に陣を張っていた。

6 ダビデは答えて、ヒッタイト人アヒメレクと、ツェルヤの子でヨアブの兄弟であるアビシャイに言われた、「だれが私と一緒に陣営のサウルのところへ下って行くのか」。アビシャイは言った、「私があなたと一緒に下って行きます」。

7 ダビデとアビシャイは夜、民のところに来た。すると、見よ、サウルは小道に横たわって眠っており、彼の槍は地に、そのまくらに突き刺さっていた。アブネルと民は彼の周囲に横たわっていた。

8 アビシャイはダビデに言った、「神は今日、あなたの敵をあなたの手に渡された。それゆえ、今、私が槍で彼を地に一撃で刺し通しましょう。二度目は要りません」。

9 ダビデはアビシャイに言われた、「彼を滅ぼしてはならない。主の油注がれた者に手を伸ばす者は、だれであれ、罰を免れないからだ」。

10 ダビデは言われた、「主は生きておられる。主が彼を打たれるか、彼の日が来て死ぬか、あるいは戦いに下って滅びるかのどちらかだ。

11 主から私には、主の油注がれた者に手を伸ばすことは、とてもできないことです。今、どうか、彼のまくらにある槍と水の壺を取り、私たちは行きましょう。

12 ダビデはサウルの枕もとから槍と水の壺を取り、彼らは立ち去った。見る者もなく、知る者もなく、目を覚ます者もなかった。彼らはみな眠っていたからである。主からの深い眠りが彼らの上に落ちていたからである。

13 ダビデは向こう側に渡り、遠くから山の頭の上に立った。彼らの間には場所が大いにあった。

14 ダビデは民とネルの子アブネルに向かって叫んで言った、「アブネルよ、あなたは答えないのか」。アブネルは答えて言った、「あなたは王に呼びかけた者、あなたは誰か」。

15 ダビデはアブネルに言った、「あなたは人ではないか。イスラエルの中で、あなたのような者は誰がいるだろうか。それなのに、なぜあなたはあなたの主である王を守らなかったのか。民の一人が、あなたの主である王を滅ぼそうとして入って来たのだ」。

16 このことは、あなたがしたことは良くない。主は生きておられる。あなたがたは死の子である。あなたがたは自分の主、主の油注がれた者を守らなかったからだ。今、見よ。王の槍と、そのまくらにあった水の壺はどこにあるか。

17 サウルはダビデの声を認めて言われた、「これはあなたの声か、私の子ダビデよ」。ダビデは言った、「私の声です、わが主、王よ」。

18 主はなぜ、このしもべを追われるのですか。私は何をしたのでしょう。私の手にどんな悪があるというのですか。

19 今、どうかわが主である王よ、そのしもべのことばを聞かれてください。もし主が私に対してあなたをそそのかされたのなら、主が献げ物の香りを嗅がれますように。しかし、もし人の子らがそうしたのなら、彼らは主の前でのろわれた者です。なぜなら、彼らは今日、私を主の相続地に加わることから追い出し、『行って、他の神々に仕えよ』と言っているからです。

20 今、どうか私の血が主の御顔の前で地に流れ落ちることがありませんように。イスラエルの王が、山でやまうずらを追う者のように、一匹の蚤を求めて出て来られたのですから。

21 サウルは言われた、「私は罪を犯した。私の子ダビデよ、帰って来なさい。あなたに再び害を加えることはない。あなたが今日、私の命をあなたの目に尊く見てくださったからだ。見よ、私は愚かにも、非常に大きな過ちを犯した」。

22 ダビデは答えて言われた、「見よ、王の槍。少年の一人が渡って来て、それを取るように。

23 主はおのおのにその義とその信仰に応じて報いられる。主が今日あなたを私の手に渡されたが、私は主の油注がれた者に手を伸ばすことを望まなかった。

24 見よ、あなたの命が今日この日、私の目に大きかったように、私の命も主の目に大きくなり、主が私をすべての苦難から救い出してくださいますように。

25 サウルはダビデに言われた、「わが子ダビデよ、あなたは祝福されている。あなたは必ず事を成し遂げ、必ず勝つであろう」。そしてダビデは自分の道を行き、サウルは自分の場所に帰った。

1 Samuel 27

1 ダビデは自分の心に言った、「今こそ、いつかはサウルの手によって滅ぼされる日が来るだろう。私には良いことはない。必ずペリシテ人の地へ逃れよう。そうすれば、サウルはイスラエルのすべての境界の中で、もう私を捜し求めることを諦めるだろう。そして私は彼の手から逃れることができる」。

2 ダビデは立ち上がり、彼と共にいた六百人の人々と共に、ガテの王マオクの子アキシュのところへ渡って行った。

3 ダビデはアキシュとともにガテに住んだ。彼とその人々は、それぞれ自分の家とともに。ダビデと彼の二人の妻、エズレル人のアヒノアム、およびカルメル出身の女でナバルの妻であったアビガイル。

4 サウルに、ダビデがガテに逃げたことが告げられたので、彼はもはや彼を捜し求めなかった。

5 ダビデはアキシュに言った、「どうか、あなたの目に私が恵みを見いだしたなら、野の町々の一つを私に場所として与えてください。私はそこに住みましょう。なぜ、あなたのしもべが王国の町であなたと共に住まなければならないのですか」。

6 その日、アキシュは彼にツィケラグを与えた。それゆえ、ツィケラグはユダの王たちのものとなり、今日に至るまでそうである。

7 ダビデがペリシテ人の野に住んだ日の数は、一年と四か月であった。

8 ダビデとその人々は上って行き、ゲシュル人、ゲジル人、アマレク人を襲った。これらの民は昔からその地に住んでいて、シュルに至る道からエジプトの地に至るまでいた。

9 ダビデはその地を打ち、人も女も生かしておかなかった。そして羊の群れ、牛、ろば、らくだ、衣服を取り、帰ってアキシュのところへ来た。

10 アキシュは言った、「あなたがたは今日、どこを襲撃したのか」。ダビデは言った、「ユダのネゲブ、エラフメエル人のネゲブ、そしてケニ人のネゲブに向かって」。

11 ダビデは人も女も生かしておかなかった。ガテに持って行って、「彼らが私たちについて告げて、『ダビデはこうした、これが彼のさばきだ』と言わないためである」と言わせないためであった。彼がペリシテ人の野に住んでいたすべての日、このようにした。

12 アキシュはダビデを信じて言った、「彼は自分の民イスラエルに忌み嫌われる者となった。彼は永遠に私のしもべとなるであろう」。

1 Samuel 28

1 その日々において、ペリシテ人はその陣営を軍勢のために集めて、イスラエルと戦おうとした。そしてアキシュはダビデに言われた、「あなたは、あなたとあなたの人が私と共に陣営に出ることをよく知っている」。

2 ダビデはアキシュに言った、「それゆえ、あなたは、あなたのしもべが何をするかを知るでしょう」。アキシュはダビデに言った、「それゆえ、私はあなたを、すべての日の間、私の頭を守る者としよう」。

3 サムエルは死んだので、イスラエルのすべての者が彼のために嘆き悲しみ、彼をラマ、すなわち彼の町に葬った。そしてサウルは霊媒と口寄せの霊を地から除き去った。

4 ペリシテ人たちは集まって来て、シュネムに陣を張った。サウルはすべてのイスラエルを集め、彼らはギルボアに陣を張った。

5 サウルはペリシテ人の陣営を見た。そして彼は恐れ、彼の心は非常に震えた。

6 サウルは主に伺いを立てたが、主は彼に答えられなかった。夢によっても、ウリムによっても、預言者によっても。

7 サウルは自分のしもべたちに言われた、「私のために霊媒の女を捜しなさい。私は彼女のところへ行って、彼女に伺おう」。すると、彼のしもべたちは彼に言った、「見よ、エン・ドルに霊媒の女がいます」。

8 サウルは変装し、他の衣服を着て、彼と二人の人が彼と共に行き、夜にその女のところに来た。そして彼は言った、「どうか霊媒によって私のために占ってくれ、私があなたに言う者を私のために呼び上げてくれ」。

9 その女は彼に言った、「あなたは、サウルが霊媒と口寄せの霊を地から断ち切ったことをご存じです。それなのに、なぜあなたは私の命を奪うために、私の命を罠にかけるのですか。

10 サウルは彼女に主にかけて誓って言った、「主は生きておられる。このことによってあなたに咎が臨むことはない」。

11 女は言った、「だれをあなたのために上らせましょうか」。彼は言った、「サムエルを私のために上らせよ」。

12 女はサムエルを見て、大きな声で叫び、女はサウルに言った、「なぜあなたは私を欺いたのですか。あなたはサウルです」。

13 王は彼女に言われた、「恐れるな。何を見たのか」。女はサウルに言った、「私は神々が地から上って来るのを見ました」。

14 彼は彼女に言った、「その容姿はどのようなものか」。彼女は言った、「年老いた人が上って来て、外套をまとっています」。サウルはそれがサムエルであると知った。彼は顔を地に伏せて、礼拝した。

15 サムエルはサウルに言われた、「なぜあなたは私を呼び起こして、私を上らせたのか」。サウルは言った、「私は非常に苦しんでいます。ペリシテ人が私と戦っており、神は私から離れ、預言者の手によっても、夢によっても、もう私に答えられません。それで私は、何をすべきかを知らせていただこうと、あなたを呼びました」。

16 サムエルは言われた、「なぜあなたは私に尋ねるのか。主はあなたから離れ、あなたの敵となられたのだ。

17 主は御自分の手によって私が語ったとおりに、その方のために行われた。主はあなたの手から王国を引き裂き、それをあなたの友であるダビデに与えられた。

18 あなたが主の声に聞き従わず、その激しい怒りをアマレクに対して行わなかったので、主はこの日にあなたにこの言葉を行われた。

19 主はイスラエルもあなたと共にペリシテ人の手に渡される。明日、あなたとあなたの子らは私と共にいる。主はイスラエルの陣営もペリシテ人の手に渡される。

20 サウルは急いで、その身長の満ち満ちているもののまま地に倒れた。彼はサムエルの言葉によって非常に恐れた。また、彼には力がなかった。なぜなら、彼はその日すべてとその夜すべて、パンを食べなかったからである。

21 女はサウルのところに来て、彼が非常に慌てているのを見て、彼に言った。「あなたの女奴隷はあなたの声に聞き従い、自分の命を手のひらに置いて、あなたが私に語られた言葉を聞きました。

22 今、どうかあなたも、あなたの女奴隷の声を聞いてください。わたしはあなたの前にパンの一片を置き、食べてください。そうすれば、あなたが道を行くときに、力があなたにありますように。

23 彼は拒んで、「私は食べない」と言った。しかし、彼のしもべたちとその女も彼を無理に説得したので、彼は彼らの声に従い、地から起き上がって寝台に座った。

24 その女は家に肥えた子牛がいたので、急いでそれを屠った。また、小麦粉を取ってこね、種なしパンを焼いた。

25 彼女はそれをサウルの前とそのしもべたちの前に差し出した。彼らは食べ、そして立ち上がって、その夜のうちに去って行った。

1 Samuel 29

1 ペリシテ人はそのすべての陣営をアフェクに集めた。イスラエルはエズレルにある泉に陣を張っていた。

2 ペリシテ人の君侯たちは、百人ごと千人ごとに進んで行った。ダビデとその人々は、アキシュと共に最後尾を進んで行った。

3 ペリシテ人の長官たちは、「このヘブル人たちは何者か」と言った。アキシュはペリシテ人の長官たちに言った、「これはイスラエルの王サウルのしもべダビデではないか。彼はこの日々、あるいはこの年来、私と共にいた。彼が落ちた日から今日まで、私は彼のうちに何も見いださなかった」。

4 ペリシテ人の長官たちは彼に対して怒り、ペリシテ人の長官たちは彼に言われた、「その人を帰らせ、あなたが彼を置いたその場所に帰らせよ。彼が我々と共に戦いに下ってはならない。彼が戦いの中で我々の敵対者となってはならない。この者がどうして自分の主に受け入れられるだろうか。それはあの者たちの頭たちではないか」。

5 これは、人々が踊りの中で彼に歌って言った、あのダビデではないか。『サウルは千を打ち、ダビデは万を打った』と。

6 アキシュはダビデを呼び寄せて言われた、「主は生きておられる。あなたは正しく、あなたの私と共に陣営に出て入ることは私の目に良い。なぜなら、あなたが私のもとに来た日から今日までの間に、私はあなたに悪を見いださなかったからだ。しかし、君侯たちの目には、あなたは良くない。

7 今、あなたは帰って、平和のうちに行きなさい。そして、ペリシテ人の君侯たちの目に悪を行ってはならない。

8 ダビデはアキシュに言った、「あなたのしもべが、あなたの前におられた日から今日まで、何をしたというのでしょう。私が行って、わが主である王の敵と戦わないということがあり得ましょうか。

9 アキシュは答えてダビデに言われた、「あなたが私の目に神の御使いのように良い者であることは知っている。しかし、ペリシテ人の長官たちは、『彼は我々と共に戦いに上ってはならない』と言ったのだ」。

10 今朝早く起きなさい。あなたの主のしもべたちで、あなたと共に来た者たちも、朝早く起きて、あなたがたに光があるなら、行きなさい。

11 ダビデとその人々は朝早く起きて、ペリシテ人の地に帰るために行った。ペリシテ人はエズレルに上って行った。

1 Samuel 30

1 ダビデとその人々が三日目にツィケラグに着いたとき、アマレク人がネゲブとツィケラグに襲いかかり、ツィケラグを打ち、それを火で焼いた。

2 その中にいた女たちを、小さい者から大きい者まで捕らえたが、人を殺すことはしなかった。彼らは彼らを連れ去り、自分たちの道へと進んで行った。

3 ダビデとその人々は町に着いた。見よ、町は火で焼かれ、彼らの妻たち、息子たち、娘たちは捕らえられていた。

4 ダビデと彼と共にいた民は声を上げて泣いた。彼らに泣く力がなくなるまで泣いた。

5 ダビデのふたりの妻、エズレル人アヒノアムと、カルメル人ナバルの女であったアビガイルも、捕らえられた。

6 それはダビデにとって非常に苦しいことであった。民が彼を石打ちにしようと言ったからである。すべての民の命は、それぞれ自分の子と娘のことで苦しんでいた。しかしダビデは自分の神、主によって強くされた。

7 ダビデは祭司アビアタル、アヒメレクの子に言われた、「どうか、私にエポデを持って来なさい」。アビアタルはエポデをダビデのところへ持って来た。

8 ダビデは主に伺って言った、「この軍団を追って行きましょうか。追いつけるでしょうか」。すると主は彼に言われた、「追って行け。必ず追いつき、必ず救い出せる」。

9 ダビデは、彼と共にいた六百人の者たちと共に進み、ベソルの谷川まで来た。しかし、残った者たちは立ち止まった。

10 ダビデは、彼自身と四百人の者たちで追跡した。そして、二百人の者たちは、ベソル谷川を渡ることができずに疲れ果てて立ち止まった。

11 彼らは野で一人のエジプト人を見つけ、その人をダビデのところへ連れて行った。そして彼にパンを与えたので、彼は食べ、彼らは彼に水を飲ませた。

12 彼らは彼に干しイチジクの菓子の一片と干しぶどうの房を二つ与えた。彼は食べ、彼の霊は彼に戻った。なぜなら、彼は三日三晩、パンを食べず、水も飲まなかったからである。

13 ダビデは彼に言われた、「あなたはだれの者か。また、どこから来たのか」。彼は言った、「私はエジプト人の少年で、アマレク人のある人のしもべです。私の主は私を見捨てました。なぜなら、私は三日目に病気になったからです」。

14 我々はネゲブのケレテ人と、ユダに属するものと、カレブのネゲブを襲い、ツィケラグを火で焼いた。

15 ダビデは彼に言った、「あなたはこの軍団のところへ私を導き下してくれるか」。彼は言った、「神にかけて私に誓いなさい。あなたが私を殺さず、また私を私の主の手に渡さないなら、私はあなたをこの軍団のところへ導き下そう」。

16 彼は彼を連れ下った。すると見よ、彼らは全地の面に散らされており、食べ、飲み、そしてペリシテ人の地とユダの地から取ったすべての大きな戦利品のすべてをもって祝宴をしていた。

17 ダビデは彼らを夕暮れから翌日の夕方まで打ち、彼らのうちからは、らくだに乗って逃げた四百人の少年のほかは、一人も逃げおおせなかった。

18 ダビデは、アマレクが奪ったすべてのものを救い出した。そして、ダビデは自分の二人の妻も救い出した。

19 小さな者から大きな者まで、子や娘、戦利品、そして彼らが奪い取ったすべてのものに至るまで、何一つ欠けることはなかった。ダビデはすべてを回復した。

20 ダビデはすべての羊の群れと牛を取った。彼らはその家畜の前で追い立てた。そして彼らは言った、「これはダビデの戦利品だ」。

21 ダビデは、ダビデの後に従うことができずに疲れ果てていた二百人の者のところへ来た。彼らはベソルの谷川に留め置かれていた。彼らはダビデと、彼と共にいる民を迎えに出て来た。ダビデはその民に近づき、彼らの平和を尋ねた。

22 すべての悪い人とベリアルの者が、ダビデと共に行った人々の中から答えて言った、「彼らが私と共に行かなかったので、私たちが奪い取った戦利品から彼らに与えることはない。ただそれぞれ自分の妻と子を連れて行って、立ち去れ」。

23 ダビデは言われた、「私の兄弟たちよ、そのようにしてはならない。主が私たちに与えられ、私たちを守られ、私たちに襲いかかって来た軍団を私たちの手に渡されたものを。

24 だれがあなたがたにこの言葉を聞くでしょうか。戦いに下る者の分け前と、器のそばに座る者の分け前とは、ともに同じように分け合うのです。

25 その日から以後、彼はそれをイスラエルへの定めとさばきとした。今日に至るまで。

26 ダビデはツィケラグに来て、戦利品の一部をユダの長老たち、すなわち自分の友たちに送って言った。「見よ、これは主の敵からの戦利品による、あなたがたへの祝福である。

27 ベテルにいる者たちへ、またネゲブのラモテにいる者たちへ、そしてヤッテルにいる者たちへ。

28 アロエルにいる者たち、シフモテにいる者たち、エシュテモアにいる者たちにも。

29 ラカルにいる者たち、エラフメエル人の町にいる者たち、ケニ人の町にいる者たちにも。

30 ホルマにいる者たち、コル・アシャンにいる者たち、アタクにいる者たちにも。

31 そしてヘブロンにいる者たちへ、またダビデとその人々がそこを歩んだすべての場所へ。

1 Samuel 31

1 ペリシテ人はイスラエルと戦っていた。イスラエルの人々はペリシテ人の前から逃げ、ギルボアの山で多くの者が倒れて死んだ。

2 ペリシテ人はサウルとその子らに追い迫り、ペリシテ人はサウルの子ヨナタン、アビナダブ、マルキシュアを打ち殺した。

3 戦いはサウルに激しく及び、弓を射る人々が彼を見つけ出し、彼は射手たちによって非常に苦しめられた。

4 サウルは自分の武器を担ぐ者に言った、「あなたの剣を抜いて、私を刺せ。この無割礼の者たちが来て、私を刺し、私を辱めることのないように」。しかし、その武器を担ぐ者は、非常に恐れて、それを望まなかった。そこでサウルは剣を取り、その上に身を投げた。

5 サウルの武器を担ぐ者が、サウルが死んだのを見て、彼もまた自分の剣の上に倒れ、彼と共に死んだ。

6 サウルとその三人の子、および彼の器を担ぐ者、さらに彼のすべての人が、その日に共に死んだ。

7 谷の向こう側とヨルダンの向こう側にいたイスラエルの人々は、イスラエルの人々が逃げ、サウルとその子たちが死んだのを見て、町々を捨てて逃げた。ペリシテ人が来て、それらの町々に住んだ。

8 翌日、ペリシテ人たちが来て、戦死者たちの物をはぎ取ろうとした。彼らはサウルとその三人の子らがギルボアの山に倒れているのを見つけた。

9 彼らは彼の頭を切り落とし、彼の器を剥ぎ取り、ペリシテ人の地の周囲に送り、彼らの偶像の家と民に知らせた。

10 彼らは彼の器をアシュタロテの家に置き、彼の体をベテ・シャンの城壁に釘で打ち付けた。

11 ヤベシュ・ギレアデの住民たちは、ペリシテ人がサウルにしたことを聞いた。

12 すべての力ある人々が立ち上がり、一晩中歩き続け、サウルの体とその子たちの体をベテ・シャンの城壁から取り去り、ヤベシュに来て、そこで彼らを焼いた。

13 彼らはその骨を取り、ヤベシュの木立の下に葬った。そして七日間断食した。


2 Samuel

2 Samuel 1

1 サウルが死んだ後、ダビデはアマレクを討ち破って帰り、ダビデはツィケラグに二日間とどまった。

2 三日目になって、見よ、陣営からサウルのもとから一人の人が来た。その衣服は裂け、その頭には地があった。彼がダビデのところに来たとき、地に倒れてひれ伏した。

3 ダビデは彼に言われた、「あなたはどこから来たのか」。彼は彼に言った、「イスラエルの陣営から逃げて来ました」。

4 ダビデは彼に言った、「その出来事は何だったのか、どうか私に告げてください」。彼は言った、「民は戦いから逃げ、また民の多くが倒れて死にました。そしてサウルとその子ヨナタンも死にました」。

5 ダビデは彼に告げた少年に言った、「どうしてあなたは、サウルとその子ヨナタンが死んだことを知ったのか」。

6 告げる少年は彼に言った、「私はギルボアの山に偶然出会いました。すると見よ、サウルは自分の槍に寄りかかっていました。そして見よ、戦車と騎兵の主人たちが彼に追い迫っていました。

7 彼は振り返って私を見た。そして私に呼びかけたので、私は「ここにいます」と言った。

8 彼は私に言った、「あなたはだれか」。私は彼に言った、「私はアマレク人です」。

9 彼は私に言われた。「私の上に立って、私を殺してくれ。苦悩が私を捕らえているからだ。私の命はまだすべて私の中にあるから。

10 私は彼の上に立ち、彼を殺した。彼が倒れた後には生きられないと知っていたからだ。私は彼の頭の上の聖別と、彼の腕の上の腕輪を取り、それらを私の主のもとへここに持って来た。

11 ダビデは自分の衣服をつかんで、それを引き裂いた。そして、彼と共にいたすべての人もまた、その衣服を引き裂いた。

12 彼らは嘆き悲しみ、泣き、夕方まで断食した。サウルのため、その子ヨナタンのため、主の民のため、そしてイスラエルの家のためである。彼らが剣で倒れたからである。

13 ダビデは彼に告げた少年に言った、「あなたはどこの者か」。彼は言った、「私はアマレク人の寄留者の人の子です」。

14 ダビデは彼に言われた、「あなたは、主の油注がれた者を滅ぼすために手を伸ばすのを、どうして恐れなかったのか」。

15 ダビデは少年たちの一人を呼び寄せて、「近づいて、彼を打ち殺せ」と言われた。彼が彼を打ったので、彼は死んだ。

16 ダビデは彼に言った、「あなたの血はあなたの頭の上にある。あなたの口があなたに対して証言して、『私が主の油注がれた者を殺した』と言ったからだ」。

17 ダビデはこの哀歌を、サウルとその子ヨナタンのために歌われた。

18 彼はユダの子らに弓を教えるために言われた。見よ、それは正しい者の書物に書かれている。

19 イスラエルの麗しさは、あなたの高台で倒れた。勇士たちはどうして倒れたのか。

20 ガテで告げるな、アシュケロンの外で知らせるな。ペリシテ人の娘たちが喜ばないように、割礼のない者の娘たちが誇らないように。

21 ギルボアの山々よ、露も雨も、あなたがたの上に降るな。献げ物の野よ、呪われよ。そこに勇士たちの盾が汚されたからだ。サウルの盾は、油注がれた者の盾は、油をもって塗られることなく捨てられた。

22 虐げられた者の血から、勇士の脂肪から、ヨナタンの弓はうしろに退かなかった。サウルの剣は空しく帰ることはなかった。

23 サウルとヨナタンは、その生き物の間で愛され、慕われていた。彼らの死においても、彼らは分かれなかった。彼らは鷲よりも速く、獅子よりも強かった。

24 イスラエルの娘たちよ、サウルのために泣け。彼はあなたがたに緋色の衣を楽しみとともに着せ、あなたがたの衣服の上に金の飾りを上げた者である。

25 勇士たちは戦いの真ん中で倒れた。ヨナタンよ、あなたの高台で打ち殺された。

26 あなたのために私は苦しむ、私の兄弟ヨナタンよ。あなたは私にとって非常に愛しく、あなたの愛は私にとって女たちの愛よりも驚くべきものであった。

27 勇士たちはどのように倒れ、戦いの器は失われてしまったのか。

2 Samuel 2

1 その後、ダビデは主に伺って言った、「私はユダの町の一つに上るべきでしょうか」。主は彼に言われた、「上れ」。ダビデは言った、「どこへ上るべきでしょうか」。彼は言われた、「ヘブロンへ」。

2 ダビデはそこに上って行った。彼の二人の妻、エズレル人のアヒノアムと、カルメル人ナバルの女であったアビガイルも一緒であった。

3 ダビデは、彼と共にいた自分の人々を、それぞれの家族と共に連れ上った。そして彼らはヘブロンの町々に住んだ。

4 ユダの人々は来て、そこでダビデをユダの家の王に油を注いだ。そして彼らはダビデに告げて言った、「サウルを葬ったのはヤベシュ・ギレアデの人々である」と。

5 ダビデは使者をヤベシュ・ギレアデの人々のところに遣わし、彼らに言われた。「あなたがたは、あなたがたの主サウルに対してこの慈愛を行い、彼を葬ったので、主に祝福されている。

6 今、主があなたがたに慈愛と真実をもって行われますように。また、私もあなたがたがこのことを行ったこの良いことを、あなたがたに返します。

7 今、あなたがたの手を強くし、力ある子らとなりなさい。あなたがたの主サウルは死んだからだ。また、ユダの家は私に油を注いで、彼らの上の王とした。

8 アブネル、ネルの子、サウルの軍勢の長官は、サウルの子イシュ・ボシェテを連れて行き、彼をマハナイムへ渡らせた。

9 彼をギレアデとアシュリ人とエズレルに王とし、エフライムとベニヤミンとイスラエルのすべての上に王とした。

10 サウルの子イシュ・ボシェテは、四十歳でイスラエルの王となり、二年間統治した。しかし、ユダの家はダビデに従った。

11 ダビデがヘブロンでユダの家の上に王であった日の数は、七年と六か月であった。

12 アブネル、ネルの子と、サウルの子イシュ・ボシェテのしもべたちは、マハナイムから出て、ギブオンへ行った。

13 ツェルヤの子ヨアブとダビデのしもべたちは出て行き、彼らはギブオンの池のところで一緒に会った。そして、この者たちはこちら側の池のほとりに、あの者たちはあちら側の池のほとりに座った。

14 アブネルはヨアブに言った、「どうか少年たちを立たせて、我々の前で遊ばせよう」。ヨアブは言った、「立たせよう」。

15 彼らは立ち上がり、数えて渡って行った。ベニヤミンについては十二人、サウルの子イシュ・ボシェテのために十二人、ダビデのしもべたちの中からも十二人であった。

16 互いに友の頭を捕まえ、その剣を友の側に突き刺し、共に倒れた。その場所はギブオンにあるヘルカテ・ハツリムと呼ばれた。

17 その日の戦いは非常に激しく、アブネルとイスラエルの人々はダビデのしもべたちの前に敗れた。

18 そこにはツェルヤの子が三人いた。ヨアブとアビシャイとアサエルである。アサエルはその足が野にいる麗しさの一つに等しいほど速かった。

19 アサエルはアブネルの後を追った。彼はアブネルの後を離れて右にも左にもそれることなく進んだ。

20 アブネルは振り返って言われた、「あなたはアサエルか」。彼は言った、「私です」。

21 アブネルは彼に言った、「あなたの右か左かに向きを変え、少年の一人を捕まえて、その武具を取れ」。しかしアサエルは彼の後ろから離れることを望まなかった。

22 アブネルは再びアサエルに言った、「あなたは私の後ろから離れなさい。なぜ私があなたを地に打ち倒さなければならないのか。そうすれば、私はあなたの兄弟ヨアブに対してどうして顔を上げられようか」。

23 アブネルは退くことを拒み、アブネルは槍の後ろの部分で彼の第五の肋骨を打った。槍は彼の後ろから突き出た。彼はそこに倒れて死んだ。そして、アサエルが倒れて死んだその場所に来る者はみな、立ち止まった。

24 ヨアブとアビシャイはアブネルの後を追った。太陽が沈みかけたとき、彼らはギブオンの荒野の道にある、ギアの前にあるアンマの丘にまで来た。

25 ベニヤミンの子らはアブネルの後に集まり、一つの束となって、一つの丘の頭に立った。

26 アブネルはヨアブに呼びかけて言われた、「剣はいつまでも食い尽くすのか。終わりには苦いものとなることを、あなたは知らないのか。いつまで民に、彼らの兄弟のあとを追って帰るように言わないのか」。

27 ヨアブは言われた、「神は生きておられる。もしあなたが語らなかったなら、民はそれぞれ兄弟の後を追って、朝から上って来なかったであろうに。

28 ヨアブが角笛を吹き鳴らしたので、すべての民は立ち止まり、もはやイスラエルを追わず、もはや戦いを続けなかった。

29 アブネルとその人たちは、その夜すべて荒野を歩き、ヨルダンを渡り、すべてのビスロンを歩いて、マハナイムに着いた。

30 ヨアブはアブネルの後ろから戻り、すべての民を集めた。ダビデのしもべたちのうち十九人が数えられ、アサエルも神のもとにいなかった。

31 ダビデのしもべたちは、ベニヤミンとアブネルの人々のうち三百六十人を打ち、彼らは死んだ。

32 彼らはアサエルを担ぎ上げ、彼の父の墓に葬った。それはベツレヘムにあった。そしてヨアブとその人々は一晩中歩き続け、ヘブロンに着いたとき、夜が明けた。

2 Samuel 3

1 戦いはサウルの家とダビデの家の間で長く続いた。ダビデはますます強くなり、サウルの家はますます弱くなった。

2 ダビデに子らがヘブロンで生まれた。彼の長子は、エズレル人アヒノアムによるアムノンであった。

3 その第二の者はキルアブで、カルメル人ナバルの妻アビガイルによって生まれた。第三の者はゲシュルの王タルマイの娘マアカの子アブシャロムであった。

4 四人目はハギテの子アドニヤ、五人目はアビタルの子シェファテヤ。

5 六番目はイテレアムで、ダビデの妻エグラから生まれた。これらはヘブロンでダビデに生まれた者たちである。

6 サウルの家とダビデの家との間に戦いがあったとき、アブネルはサウルの家で勢力を強めていた。

7 サウルには側女がいて、その名はアヤの娘リツパといった。そして彼はアブネルに言った、「なぜあなたは私の父の側女のところに入ったのか」。

8 アブネルはイシュ・ボシェテの言葉に非常に激しく怒り、「私はユダの犬の頭なのか。今日、私はあなたの父サウルの家に対して、その兄弟とその友に対して慈愛を示したのに、私はあなたをダビデの手に渡さなかった。それなのに、あなたは今日、この女の咎を私に問うのか」と言った。

9 神がアブネルにこのように行われ、さらにこのように加えられるように。主がダビデに誓われたとおり、私は彼にそのように行う。

10 王国をサウルの家から移し、ダビデの王座をイスラエルとユダの上に、ダンからベエル・シェバに至るまで立てることを。

11 アブネルに言葉を返すことはできなかった。彼を恐れたからである。

12 アブネルは使者をダビデのもとに遣わし、自分の代わりに言わせた、「この地はだれのものか。あなたの契約を私と結んでください。見よ、私の手はあなたとともにあり、すべてのイスラエルをあなたのもとに引き寄せます」。

13 彼は言った、「良いことだ。私はあなたと契約を結ぼう。ただ一つの言葉だけ、私はあなたに求める。『あなたが私の顔を見ることはない。ただし、あなたがサウルの娘ミカルを連れて来るまでは、私の顔を見に来ることはできない』と。

14 ダビデは使者をイシュ・ボシェテ、サウルの子のところに遣わして言われた、「わたしの妻ミカルを返せ。わたしはペリシテ人の包皮百をもって彼女をめとったのだ」。

15 イシュ・ボシェテは人を遣わし、彼女をその夫、パルティエルの子ライシュのところから連れ戻させた。

16 彼女の夫が彼女の後を泣きながらバフリムまで付いて行った。そしてアブネルは彼に言った、「行って、帰れ」。そこで彼は帰った。

17 アブネルの言葉はイスラエルの長老たちにあった、こう言って、「あなたがたは、以前から一昨日まで、ダビデをあなたがたの上の王にしようと求めていた。

18 今、行いなさい。主がダビデにこう言われたからだ。「わたしのしもべダビデの手によって、わたしの民イスラエルをペリシテ人の手から、またすべての敵の手から救い出す。

19 アブネルはまたベニヤミンの耳にも語り、アブネルはまたヘブロンでダビデの耳に、イスラエルのすべての目とベニヤミンのすべての家の目に良いと思われるすべてのことを語るために行った。

20 アブネルはヘブロンのダビデのところに来た。彼と共に二十人の者がいた。ダビデはアブネルと、彼と共にいた者たちのために宴会を設けた。

21 アブネルはダビデに言った、「私は立って行き、私の主である王のもとにすべてのイスラエルを集め、彼らがあなたと契約を結ぶようにします。そうすれば、あなたはあなたの命が望むすべてのものにおいて王となるでしょう」。そしてダビデはアブネルを送り出し、彼は平和のうちに去った。

22 見よ、ダビデのしもべたちとヨアブが軍団から帰って来て、多くの戦利品を彼らと共に携えて来た。しかしアブネルはダビデと共にヘブロンにはおらず、彼を送り出したので、彼は平和のうちに去って行った。

23 ヨアブと彼と共にいたすべての軍勢が帰って来た。すると人々はヨアブに告げて言った、「ネルの子アブネルが王のところに来て、王は彼を送り出され、彼は平和のうちに去って行った」。

24 ヨアブは王のところに来て言った。「あなたは何をされたのですか。見てください。アブネルがあなたのところに来たのに、なぜ彼を送り出して、彼は行ってしまったのですか。

25 あなたはアブネル、ネルの子を知っている。彼はあなたを欺くために来たのであり、あなたの出とあなたの到来と、あなたがしているすべてのことを知るために来たのだ。

26 ヨアブはダビデのところから出て行き、アブネルの後に使者を遣わし、彼をシラの穴から連れ戻させた。しかしダビデはそのことを知らなかった。

27 アブネルはヘブロンに戻った。ヨアブは彼を門の真ん中に連れて行き、静けさの中で彼と話すために、そこで彼の第五の肋骨を打った。彼は自分の兄弟アサエルの血のゆえに死んだ。

28 その後、ダビデはこれを聞いて言われた、「私と私の王国は、主の前において、ネルの子アブネルの血について、永遠に潔白である」。

29 ヨアブの頭と、その父の家のすべての上に、それが降りかかれ。そしてヨアブの家から、漏れる者、ツァラアトに冒された者、杖にすがる者、剣で倒れる者、パンに欠ける者が、断ち切られることのないように。

30 ヨアブとその兄弟アビシャイは、ギブオンでの戦いにおいて彼らの兄弟アサエルを殺したことでアブネルを殺した。

31 ダビデはヨアブと、彼と共にいるすべての民に言われた、「あなたがたの衣服を裂き、荒布を腰に巻き、アブネルの前で嘆き悲しめ」。そして王ダビデは寝台の後に従って行った。

32 彼らはアブネルをヘブロンに葬った。王は声を上げてアブネルの墓の前で泣かれた。そしてすべての民も泣いた。

33 王はアブネルに向かって嘆き、言われた、「愚か者が死ぬように、アブネルは死ななければならないのか」。

34 あなたの手は縛られておらず、あなたの足は青銅の枷にかけられなかった。不義の子らの前に倒れるように、あなたは倒れた。そしてすべての民は彼のために泣き続けた。

35 すべての民が、その日のうちにダビデにパンで力をつけようと来た。しかしダビデは誓って言った、「もし太陽が沈む前に、私がパンか何も味わうならば、神が私にこのように行い、またこのように加えられるように」。

36 すべての民はそれを認め、彼らの目に良しとされた。王がすべての民の目にされたすべてのことは、良かった。

37 その日、すべての民とすべてのイスラエルは、王がネルの子アブネルを殺すことはなかったことを知った。

38 王はそのしもべたちに言われた、「あなたがたは知らないのか、今日、イスラエルにおいて、長官であり大いなる者が倒れたことを」。

39 今日の私は弱く、油注がれた王である。しかし、これらの人々、ツェルヤの子らは私よりも強い。主が悪を行う者に、その悪に応じて報いられるように。

2 Samuel 4

1 サウルの子は、アブネルがヘブロンで死んだのを聞いたとき、その手は弱くなり、すべてのイスラエルは慌てふためいた。

2 サウルの子には、軍団の長官である二人の人がいた。一人の名はバアナ、もう一人の名はレカブで、ベエロテ人リンモンの子らであった。彼らはベニヤミンの子らの中から出た者で、ベエロテもベニヤミンに数えられていたからである。

3 ベエロテ人たちはギッタイムへ逃げ、彼らはそこに今日まで寄留者として住んでいた。

4 サウルの子ヨナタンには、足の不自由な子がいた。彼はサウルとヨナタンのエズレルからの報道が来たとき、五歳であった。彼の養育者が彼を抱き上げて逃げたが、急いで逃げる途中で、彼は落ちて、足が不自由になった。その名はメフィボシェテであった。

5 ベエロテ人リンモンの子ら、レカブとバアナは、日の暑さのころイシュ・ボシェテの家に来た。彼は真昼の寝床に横たわっていた。

6 彼らは家の真ん中まで来た。小麦を取る者たちであり、彼を第五の肋骨に打った。そしてレカブとその兄弟バアナは逃げ延びた。

7 彼らは家に入った。彼は自分の寝台の上で、自分の寝床の奥の部屋に横たわっていた。彼らは彼を打ち、彼を殺し、彼の頭を切り落とした。そして彼の頭を取り、彼らは荒野の道を、その夜のすべての間、歩いて行った。

8 彼らはイシュ・ボシェテの頭をヘブロンのダビデのところへ持って来て、王に言った、「見よ、あなたの敵、あなたの命を求めたサウルの子イシュ・ボシェテの頭です。主は今日、この日、わが主なる王に、サウルとその子孫からの復讐をお与えになりました」。

9 ダビデはその兄弟レカブとバアナ、ベエロテ人リンモンの子らに答えて、彼らに言った。「すべての苦難から私の命を贖われた主は生きておられる。

10 サウルが死んだと告げる者が私に「見よ、サウルは死んだ」と言って、自分の目には良い知らせを伝える者のように思われたので、私は彼を捕まえ、ツィケラグで彼を殺した。それは、私が彼に知らせの報酬を与えるためであった。

11 まして、悪しき人々が正しい人をその家の寝床で殺したのなら、今、わたしはその血をあなたがたの手から求めるではないか。そして、あなたがたを地から断ち滅ぼす。

12 ダビデはその少年たちに命じ、彼らを殺させ、彼らの手と足を切り落とし、それをヘブロンの池の上に掛けさせた。そして、イシュ・ボシェテの頭を取り、ヘブロンのアブネルの墓に葬った。

2 Samuel 5

1 イスラエルのすべての杖はヘブロンのダビデのもとに来て、言った、「見よ、われわれはあなたの骨とあなたの肉である」。

2 昨日も一昨日も、サウルが私たちの王であった時、あなたはイスラエルを導き出し、また連れ戻された。そして主はあなたに言われた、「あなたはわたしの民イスラエルを牧し、あなたはイスラエルの君主となるであろう」と。

3 イスラエルのすべての長老たちはヘブロンの王のもとへ来た。そして、王ダビデは主の前でヘブロンにおいて彼らと契約を結んだ。彼らはダビデをイスラエルの王として油を注いだ。

4 ダビデは王となったとき三十歳であり、四十年の間、王であった。

5 ヘブロンでユダの上に七年と六か月統治された。エルサレムでイスラエルとユダのすべての上に三十三年統治された。

6 王とその人々はエルサレムの、地に住むエブス人に向かって行かれた。彼らはダビデに言った、「あなたはここに来ることはできない。まさに、目の見えない者と足の不自由な者があなたを追い払うであろう」と言って、「ダビデはここに来ることはできない」と。

7 ダビデはシオンの城塞を取られた。それはダビデの町である。

8 その日、ダビデは言われた、「すべてエブス人を打ち、樋に触れる者、また足の不自由な者と目の見えない者、すなわちダビデの心が憎む者を打て」。それゆえ、人々は言う、「目の見えない者と足の不自由な者は家に入ってはならない」。

9 ダビデは城塞に住み、それをダビデの町と呼んだ。ダビデはミロから家に至るまで周囲を築いた。

10 ダビデはますます大いなる者となり、主、軍勢の神が彼と共におられた。

11 ツロの王ヒラムは、使者をダビデのもとに送り、杉の木と木の職人と石の壁の職人を送った。彼らはダビデのために家を建てた。

12 ダビデは、主がご自分の民イスラエルのために、彼をイスラエルの王として立てられたこと、またその王国を高くされたことを知った。

13 ダビデはさらに側女と妻をエルサレムから娶った。彼がヘブロンから来た後であった。そして、さらにダビデに子と娘が生まれた。

14 エルサレムで彼に生まれた者たちの名は、シャンムア、ショバブ、ナタン、ソロモンである。

15 イブハル、エリシュア、ネフェグ、ヤピア。

16 エリシャマ、エリヤダ、エリフェレテ。

17 ペリシテ人たちは、ダビデがイスラエルの王として油注がれたことを聞き、すべてのペリシテ人はダビデを求めて上って来た。ダビデはそれを聞いて、城塞へ下って行った。

18 ペリシテ人たちは来て、レファイムの谷に広がった。

19 ダビデは主に伺って言った、「私はペリシテ人に上って行くべきでしょうか。あなたは彼らを私の手に渡されますか」。主はダビデに言われた、「上って行け。必ずペリシテ人をあなたの手に渡す」。

20 ダビデはバアル・ペラツィムに来て、そこで彼らを打ち破った。そしてダビデは言った、「主は私の前で敵を水の裂け目のように裂かれた」。それゆえ、その場所の名をバアル・ペラツィムと呼んだ。

21 彼らはそこに自分の偶像を捨てた。ダビデとその人々はそれらを取り去った。

22 ペリシテ人は再び上って来て、レファイムの谷に広がった。

23 ダビデは主に伺いを立てられた。すると主は言われた。「上ってはならない。彼らの背後に回り、いちじく桑の木の向かい側から彼らに襲いかかれ。

24 あなたが、いちじく桑の木の頭の上で歩みの音を聞くとき、そのときあなたは奮い立たなければならない。そのとき主があなたの前に出て、ペリシテ人の陣営を打たれるからである。

25 ダビデは、主が彼に命じられたとおりに行い、ペリシテ人をゲバからゲゼルに至るまで打ち破った。

2 Samuel 6

1 ダビデは再び、イスラエルのすべての精鋭たち、三万人を集めた。

2 ダビデは立ち上がり、彼と共にいたすべての民はバアル・エ・ユダから出発し、そこから神の箱を運び上げようとした。その箱の上には、ケルビムの上に座しておられる主・軍勢の名が呼び求められていた。

3 彼らは神の箱を新しい荷車に載せ、それを丘にあるアビナダブの家から運び出した。ウザとアヒオ、アビナダブの子らが、新しい荷車を導いていた。

4 彼らはそれを、丘にあるアビナダブの家から神の箱とともに運び出した。アヒオは箱の前を歩いていた。

5 ダビデとイスラエルの全家は、主の前で、もみの木のすべての木と、竪琴と、瓶と、タンバリンと、角笛と、シンバルをもって楽しみ戯れた。

6 彼らはナコンの打ち場まで来た。ウザは神の箱に手を伸ばし、それを支えた。牛がよろめいたからである。

7 主の怒りがウザに対して燃え上がり、神はその誤りのゆえに彼をそこで打たれた。彼は神の箱のそばでそこで死んだ。

8 ダビデは、主がウザに裂け目を造られたことで激しく怒った。そして彼はその場所をペレツ・ウザと呼び、それは今日に至るまでそう呼ばれている。

9 その日、ダビデは主を恐れられ、「主の箱がどうして私のところに来ることができようか」と言われた。

10 ダビデは主の箱を自分の町ダビデの町に移すことを望まず、ダビデはそれをギッティ人オベデ・エドムの家に移した。

11 主の箱はギッティ人オベデ・エドムの家に三か月とどまった。主はオベデ・エドムとそのすべての家を祝福された。

12 王ダビデに告げられて言われた、「主はオベデ・エドムの家と、そのすべてのものを、神の箱のために祝福された」と。そこでダビデは行って、神の箱をオベデ・エドムの家からダビデの町に、喜びをもって運び上った。

13 主の箱を担ぐ者たちが六歩進んだとき、彼は雄牛と肥えた家畜を献げた。

14 ダビデはすべての力をもって主の前で踊り回った。ダビデは亜麻布のエポデを身に着けていた。

15 ダビデとイスラエルのすべての家は、叫びと角笛の声をもって主の箱を運び上られた。

16 主の箱がダビデの町に入って来たとき、サウルの娘ミカルは窓から眺めていて、主の前で跳ね回り踊るダビデ王を見て、心の中で彼を侮った。

17 彼らは主の箱を運び込み、その場所に据えた。それはダビデがそのために張った天幕の真ん中であった。そしてダビデは主の前に全焼のいけにえと全焼のいけにえをささげた。

18 ダビデは全焼のいけにえと全焼のいけにえをささげ終えられたとき、主の軍勢の名によって民を祝福された。

19 彼はすべての民、イスラエルのすべての群衆に、人から女に至るまで、それぞれに菓子パン一つ、良い肉片一つ、干しぶどう菓子一つを分け与えられた。そしてすべての民は、それぞれ自分の家へ帰って行った。

20 ダビデは自分の家を祝福するために帰った。すると、サウルの娘ミカルがダビデを迎えに出て来て、言った。「今日、イスラエルの王はなんと栄光ある姿を見せられたことか。今日、自分のしもべたちの女奴隷たちの目の前に、空しい者の一人が裸をさらすようにして現れられたのだ。

21 ダビデはミカルに言った、「主の前で、わたしは踊った。主はわたしの父の家とそのすべての家からわたしを選び、イスラエルの上にある主の民の君主に任命された。それゆえ、わたしは主の前で踊ったのだ。

22 私はなお一層軽んじられ、自分の目には卑しくなろう。しかし、あなたが言った女奴隷たちと共に、私は栄光を得るであろう。

23 サウルの娘ミカルには、彼女の死の日まで子供がいなかった。

2 Samuel 7

1 王が自分の家に住むようになり、主が彼に周囲のすべての敵から安息を与えられた時、

2 王は預言者ナタンに言われた、「見よ、わたしは杉の家に住んでいるが、神の箱は幕の真ん中に住んでいる」。

3 ナタンは王に言った、「あなたの心にあるすべてのことを行いなさい。主があなたとともにおられるからです」。

4 その夜、主の言葉がナタンに臨んで言われた。

5 行け、そしてわたしのしもべダビデに言え。主はこう言われる。「あなたがわたしのために、わたしの住む家を建てるのか。

6 実に、わたしは家に住んだことはない。イスラエルの子らをエジプトから上らせた日から今日に至るまで、わたしは天幕と幕屋の中を歩み続けてきた。

7 わたしがすべてのイスラエルの子たちの間を歩んだすべての所で、わたしがわたしの民イスラエルを牧するように命じたイスラエルの杖の一つに、言葉を語ったことがあるか。「なぜ、あなたがたはわたしのために杉の家を建てなかったのか」と。

8 今、あなたはわたしのしもべダビデにこう言いなさい。『万軍の主はこう言われる。わたしはあなたを羊の群れの後ろの住まいから取り、わたしの民イスラエルの君主とされた。』

9 わたしはあなたが歩んだすべての所であなたと共にいた。そして、あなたのすべての敵をあなたの前から断ち滅ぼした。また、地にある大いなる者たちの名のように、あなたのために大いなる名を造られた。

10 私はわが民イスラエルのために場所を備え、それを植え、そこに住まわせる。彼らはもはや震えることはなく、不義の子らが以前のように彼らを苦しめることはない。

11 そして、わたしが民イスラエルの上に裁き人たちを任命した日から今日に至るまで、わたしはあなたをすべての敵から休ませた。主はあなたに告げられた。主があなたのために家を造られる、と。

12 あなたの日が満ちて、あなたがあなたの先祖たちと共に眠るとき、わたしはあなたの腹から出るあなたの後の子孫を起こし、その王国を堅く立てよう。

13 彼は私の名のために家を建てる。そして私は彼の王国の王座を永遠に堅く立てる。

14 わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となる。彼が悪を行うとき、わたしは人の杖と人の子らの災害をもって彼を懲らしめる。

15 わたしの慈愛は彼から離れることはない。わたしがあなたの前から取り除いたサウルから取り除いたように。

16 あなたの家とあなたの王国は、あなたの前で永遠に堅く立つ。あなたの王座は永遠に確かなものとなる。

17 このすべての言葉のとおりに、またこのすべての幻のとおりに、ナタンはダビデに語った。

18 王ダビデは入って来て、主の前に座した。そして言われた、「わが主、神よ、私は何者でしょうか。私の家は何者でしょうか。あなたが私をここまで導かれたのですから。

19 これはあなたの目にはなお小さく、あなたはあなたのしもべの家について、はるか先のことまでも語られた。そして、これは人の教えです、主なる神よ。

20 ダビデはなお何をあなたに申し上げることができましょうか。あなたはあなたのしもべを知っておられます。主なる神よ。

21 あなたの言葉のために、またあなたの心のままに、あなたはこのすべての威厳をなされた。それはあなたのしもべに知らせるためであった。

22 それゆえ、あなたは大いなる方です、わが主なる神よ。あなたのような方はなく、あなたのほかに神はありません。私たちが耳で聞いたすべてのことにおいて。

23 あなたの民のように、イスラエルのように、地において一つの国である民が他にありましょうか。神が行かれて、ご自分のために民を贖い、ご自分のために名を立て、あなたのために、あなたの地に対して、大いなる威厳と恐るべきわざを行われたのです。あなたがエジプトから贖い出されたあなたの民の前から、諸国の民とその神々を追い出されたのです。

24 あなたはご自分の民イスラエルを、永遠にまでご自分の民として確立されました。そしてあなた、主は、彼らの神となられました。

25 今、主なる神よ、あなたがあなたのしもべとその家について語られたその言葉を、永遠に確立してください。そして、あなたが語られたとおりに行ってください。

26 あなたの名が永遠にまで大いなるものとなりますように。「万軍の主はイスラエルの上にいます神である」と言われるように。そして、あなたのしもべダビデの家が、あなたの前に堅く立つことができますように。

27 あなたは、万軍の主、イスラエルの神よ、あなたのしもべの耳を開いて、「わたしはあなたのために家を建てる」と言われました。それゆえ、あなたのしもべは、この祈りをあなたにささげる心を見いだしました。

28 今、主なる神よ、あなたこそ神であられます。あなたの言葉は真実であり、あなたはこの良いことをあなたのしもべに語られました。

29 今、どうか、あなたのしもべの家を祝福して、あなたの前に永遠に存続させてください。あなた、主なる神が語られたからです。あなたの祝福によって、あなたのしもべの家は永遠に祝福されるでしょう。

2 Samuel 8

1 その後、ダビデはペリシテ人を打ち、彼らを屈服させた。ダビデはペリシテ人の手からメテグ・ハアンマを取った。

2 彼はモアブを打ち、彼らを地に伏させて綱で測り、二つの綱の分を殺すために測り、一つの綱の満ち満ちているものを生かすために測った。こうしてモアブはダビデのしもべとなり、献げ物を納める者となった。

3 ダビデは、レホブの子、ツォバの王ハダデゼルを、彼がユーフラテス川のほとりで勢力を回復しようと出かけたときに打った。

4 ダビデは彼から騎兵一千七百と歩兵二万人を捕らえた。ダビデはすべての戦車の馬の蹄の腱を切り、その中から百台の戦車だけを残した。

5 ダマスコのアラムがツォバの王ハダデゼルを助けるために来たが、ダビデはアラムの二万二千人の人を打った。

6 ダビデはアラム・ダマスコに駐屯軍を置き、アラムはダビデのしもべとなって献げ物を納めた。主はダビデを、その行くすべての所で救われた。

7 ダビデは、ハダデゼルのしもべたちにあった金の盾を取り、それをエルサレムに持って来た。

8 ベタフとベロタ、ハダデゼルの町々から、ダビデ王は非常に多くの青銅を取った。

9 トイ、ハマテの王は、ダビデがハダデゼルのすべての城壁を打ち破ったことを聞いた。

10 トイはその子ヨラムを王ダビデのもとに遣わし、彼に平和を尋ね、彼を祝福させた。それは、彼がハダデゼルと戦って彼を打ち負かしたことによるものであった。なぜなら、ハダデゼルはトイの戦いの相手であったからである。そして、彼の手には銀の器、金の器、青銅の器があった。

11 王ダビデはこれらをも主に聖別された。彼が征服したすべての国々から聖別した銀と金とともに。

12 アラムから、モアブから、アンモンの子らから、ペリシテ人から、アマレクから、そしてツォバの王レホブの子ハダデゼルの戦利品から。

13 ダビデは名を成した。彼が塩の谷でアラムを討ち破って帰ったとき、一万八千を討ち取ったのである。

14 彼はエドムに駐屯軍を置き、すべてのエドムに駐屯軍を置いた。そして、すべてのエドムはダビデのしもべとなった。主はダビデを、彼が行ったすべてのことで救われた。

15 ダビデはすべてのイスラエルの王となり、ダビデはすべての民にさばきと義を行った。

16 ヨアブはツェルヤの子で、軍勢の上にいた。ヨシャパテはアヒルデの子で、記録官であった。

17 ザドクはアヒトブの子、アヒメレクはアビアタルの子、彼らは祭司であった。セラヤは書記官であった。

18 ベナヤはエホヤダの子であり、ケレテ人とペレテ人もいた。ダビデの子らは祭司であった。

2 Samuel 9

1 ダビデは言われた、「サウルの家には、まだ残っている者がいるだろうか。わたしはヨナタンのために、その者に慈愛を施そう。

2 サウルの家には、名をツィバというしもべがいた。彼らは彼をダビデのところに呼び寄せた。王は彼に言われた、「あなたはツィバか」。彼は言った、「あなたのしもべです」。

3 王は言われた、「サウルの家には、まだ絶えず人がいるのか。私はその人に神の慈愛を施そう。」するとツィバは王に言った、「ヨナタンにはまだ足の不自由な子がいます。

4 王は彼に言われた、「彼はどこにいるのか」。ツィバは王に言った、「彼はロ・デバルのアミエルの子マキルの家にいます」。

5 王ダビデは人を遣わし、彼をアミエルの子マキルの家、ロ・デバルから連れて来させた。

6 サウルの子ヨナタンの子メフィボシェテがダビデのところに来て、その顔の上に倒れてひれ伏した。ダビデが「メフィボシェテ」と言うと、彼は「ここにあなたのしもべがおります」と言った。

7 ダビデは彼に言われた、「恐れるな。あなたの父ヨナタンのために、わたしは必ずあなたに慈愛を示す。あなたの父サウルのすべての野をあなたに返す。あなたは常にわたしの食卓でパンを食べるであろう」。

8 彼はひれ伏して言った、「あなたのしもべとは何者でしょうか。死んだ犬のような私に目を留められるとは」。

9 王はサウルの少年ツィバを呼び寄せ、彼に言われた、「サウルとそのすべての家にあったすべてのものを、わたしはあなたの主の子に与えた」。

10 あなたは彼のために地を耕しなさい。あなた自身とあなたの子たちとあなたのしもべたちが、そして収穫をもたらしなさい。それはあなたの主の子のためのパンとなり、彼がそれを食べるためである。しかし、メフィボシェテ、あなたの主の子は、常に私の食卓でパンを食べるであろう。ツィバには十五人の子と二十人のしもべがいた。

11 ツィバは王に言った、「あなたのしもべである私に対して、わが主なる王が命じられることはすべて、そのとおりにあなたのしもべは行います」。そしてメフィボシェテは、王の子らの一人のように、私の食卓で食べるのです。

12 メフィボシェテにはミカという名の幼い子があり、ツィバの家のすべての居住者はメフィボシェテのしもべであった。

13 メフィボシェテはエルサレムに住んでいた。なぜなら彼は常に王の食卓で食べていたからである。彼は両足が不自由であった。

2 Samuel 10

1 その後、アンモン人の王が死に、その子ハヌンが彼の代わりに王となった。

2 ダビデは言われた、「わたしは父がわたしに慈愛を示してくださったように、ナハシュの子ハヌンに慈愛を示そう」。そしてダビデは、父のことを慰めるために、自分のしもべたちの手によって彼のもとに送った。ダビデのしもべたちはアンモンの子らの地に来た。

3 アンモンの子らの長官たちは、その主ハヌンに言った、「ダビデがあなたの父をあなたの目に尊ぶと思われるのですか。彼が慰め手をあなたに遣わしたのは、町を探り、それをうかがい、それを覆すために、ダビデが自分のしもべたちをあなたに遣わしたのではないのですか」。

4 ハヌンはダビデのしもべたちを捕らえ、彼らのひげの半分をそり落とし、彼らの衣服を臀部まで半分に切り裂き、彼らを送り返した。

5 彼らはダビデに告げたので、ダビデは彼らを迎えに遣わした。その人々は非常に恥じ入っていたからである。王は言われた、「あなたがたのひげが生えるまでエリコに留まり、それから帰りなさい」。

6 アンモンの子らは、自分たちがダビデの前に悪臭を放つようになったのを見た。そしてアンモンの子らは使いを送り、ベテ・レホブのアラムとツォバのアラムを雇った。歩兵二万人、マアカの王とその一千人の者たち、そしてトブの人々一万二千人を。

7 ダビデはこれを聞き、ヨアブとすべての勇士の軍勢を遣わされた。

8 アンモンの子らは出て来て、門の入口で戦いの備えをし、ツォバのアラムとレホブとトブの人とマアカは、彼らのほか野にいた。

9 ヨアブは、戦いの顔が自分に向かって前とうしろにあるのを見た。彼はイスラエルのすべての選び抜かれた者たちの中から選び出し、アラムに向かって陣を敷いた。

10 残りの民は、彼の兄弟アビシャイの手に渡し、アンモンの子らに向かって戦列を整えさせた。

11 彼は言われた、「もしアラムが私よりも強いなら、あなたは私を救うために来なさい。しかし、もしアンモンの子らがあなたよりも強いなら、私はあなたを救うために行こう。

12 強くあれ、われわれはわれわれの民のため、われわれの神の町々のために強くあろう。主は御目にかなうことをされる。

13 ヨアブと彼と共にいた民は、アラムとの戦いに臨んだが、彼らは彼の前から逃げた。

14 アンモンの子らは、アラムが逃げたのを見て、アビシャイの前から逃げ、町に入った。そしてヨアブはアンモンの子らを離れて、エルサレムに帰った。

15 アラムはイスラエルの前に打ち負かされたのを見て、彼らは一緒に集まった。

16 ハダデゼルは使いを送り、川の向こう側にいるアラムを呼び出した。彼らはヘラムに来た。そして、ハダデゼルの軍勢の長官ショバクが彼らの前にいた。

17 ダビデに告げられたので、彼はすべてのイスラエルを集め、ヨルダンを渡り、ヘラムに来た。するとアラムはダビデに向かって陣を敷き、彼と戦った。

18 アラムはイスラエルの前から逃げ、ダビデはアラムの戦車七百台と騎兵四万人を殺した。また、彼の軍勢の長官ショバクを打ち、彼はそこで死んだ。

19 すべての王たち、ハダデゼルのしもべたちは、イスラエルの前に打ち負かされたのを見て、イスラエルと和解し、彼らに仕えた。そしてアラムは、もはやアンモンの子らを助けることを恐れた。

2 Samuel 11

1 年の帰り、王たちが出て行く時になって、ダビデはヨアブと、彼と共にいる自分のしもべたちと、すべてのイスラエルを遣わした。彼らはアンモンの子らを滅ぼし、ラバを包囲した。しかしダビデはエルサレムに留まっていた。

2 夕方の時になって、ダビデがその寝床から起き上がり、王の家の屋根の上を歩いていた。そして、屋根の上から、身を洗っている一人の女を見られた。その女は非常に外観が美しかった。

3 ダビデは人を遣わしてその妻について尋ねさせた。そして言われた、「これはエリアムの娘バテ・シェバではないか。ヒッタイト人ウリヤの女ではないか」。

4 ダビデは使者を遣わし、彼女を連れて来させた。彼女が彼のところに来ると、彼は彼女と寝た。彼女は自分の汚れから清められていた。そして彼女は自分の家に帰った。

5 その女は身ごもり、ダビデに使いを送って告げて言った。「私は身ごもっています。

6 ダビデはヨアブに使いを送って、「ウリヤ、ヒッタイト人を私のところに送れ」と言われた。そしてヨアブはウリヤをダビデのところに送った。

7 ウリヤが彼のところに来たので、ダビデはヨアブの平和と民の平和と戦いの平和を尋ねられた。

8 ダビデはウリヤに言われた、「あなたの家に下って行き、あなたの足を洗いなさい」。ウリヤは王の家から出て行ったが、王の贈り物が彼の後に送られた。

9 ウリヤは王の家の入口で、自分の主のすべてのしもべたちとともに寝た。そして自分の家には下って行かなかった。

10 ダビデに告げて言った、「ウリヤは自分の家に下って行かなかった」。ダビデはウリヤに言った、「あなたは道から来たのではないか。なぜ自分の家に下って行かなかったのか」。

11 ウリヤはダビデに言った、「箱とイスラエルとユダは小屋に住み、わが主ヨアブとわが主のしもべたちは野の面に陣取っているのに、私が自分の家に入って、食べ、飲み、自分の妻と寝るなどということがありましょうか。あなたの命にかけて、あなたの命にかけて、私はこのことを行いません。

12 ダビデはウリヤに言われた、「今日もここに留まれ。明日、私はあなたを送り出す」。ウリヤはその日と翌日、エルサレムに留まった。

13 ダビデは彼を呼び寄せ、彼はダビデの前で食べ、飲み、彼を酔わせた。そして夕方になって、彼は自分の主のしもべたちと共に自分の寝床に横たわるために出て行ったが、自分の家には下りて行かなかった。

14 朝になると、ダビデはヨアブに宛てた書物を書き、ウリヤの手によってそれを送った。

15 彼は書物にこう書いた。「ウリヤを激しい戦いの前線に置き、あなたがたは彼の後ろから退け。彼が打たれて死ぬように。

16 ヨアブが町を見張っているとき、彼はウリヤを、自分がそこに力ある人々がいると知っていた場所に置いた。

17 町の人々が出て来てヨアブと戦った。そして、ダビデのしもべたちのうちの民が倒れ、ヒッタイト人ウリヤもまた死んだ。

18 ヨアブは使いを送り、戦いのすべての言葉をダビデに告げた。

19 彼はその使者に命じて言われた、「あなたが戦いのすべてのことを王に告げ終えたならば

20 王の怒りが上って、彼があなたに言われるであろう、「なぜあなたがたは戦うために町に近づいたのか。あなたがたは城壁の上から射られることを知らなかったのか」と。

21 誰がアビメレク、エルビベシェテの子を打ったのか。女が城壁の上から戦車の一片を彼の上に投げ落とし、彼はテベツで死んだではないか。なぜあなたがたは城壁に近づいたのか。そしてあなたは言われた、「あなたのしもべ、ヒッタイト人ウリヤも死んだ」。

22 使者は行って、ダビデに、ヨアブが彼を遣わしたすべてのことを告げた。

23 使者はダビデに言われた、「人々が私たちに勝って、野に私たちに向かって出て来ました。私たちは彼らを門の入口まで追い詰めました。

24 城壁の上から射手たちがあなたのしもべたちに向かって射かけ、王のしもべたちのうち数人が死にました。そして、あなたのしもべであるヒッタイト人ウリヤも死にました。

25 ダビデは使者に言われた、「ヨアブにこう言いなさい。この言葉をあなたの目に悪く思ってはならない。剣はこうもあればこうも食うものだからだ。あなたの戦いを町に向けて強め、それを打ち壊しなさい。そして彼を励ましなさい」。

26 ウリヤの妻は、自分の夫ウリヤが死んだのを聞いて、自分の主人のために嘆き悲しんだ。

27 悲しみの期間が過ぎ、ダビデは人を遣わして彼女を自分の家に迎え入れ、彼女は彼の妻となり、彼に男の子を産んだ。しかし、ダビデが行ったこのことは、主の目に悪と見なされた。

2 Samuel 12

1 主はナタンをダビデのもとへ遣わされた。彼は彼のところに来て、彼に言われた。「一つの町に二人の人がいた。一人は富んでおり、一人は貧しかった。

2 裕福な者には、羊の群れと牛が非常に多くいた。

3 貧しい人には、自分のために買った小さな子羊が一匹だけしかなかった。彼はそれを育て、それは彼とその子たちと一緒に大きくなり、彼の一片から食べ、彼の杯から飲み、彼の懐に眠り、彼にとっては娘のようであった。

4 旅人がその富んだ人のところに来たが、その人は自分の羊の群れや牛から取って、自分のところに来た客のために作るのを惜しんだ。そして、その貧しい人の子羊を取り、自分のところに来た人のためにそれを作った。

5 ダビデの怒りはその人に対して激しく燃え上がり、ナタンに言われた、「主は生きておられる。このことを行ったその人は死の子である」。

6 その子羊については四倍にして償うであろう。その踵ゆえに、彼がこのことを行い、かつ惜しまなかったからである。

7 ナタンはダビデに言った、「あなたこそその人である。イスラエルの神、主はこう言われる、『わたしはあなたをイスラエルの王に油を注いだ者であり、わたしはあなたをサウルの手から救い出した者である』」。

8 あなたの主の家をあなたに与え、あなたの主の妻たちをあなたの懐に与えた。また、イスラエルの家とユダをあなたに与えた。もしそれが少なければ、わたしはさらにこれに加えて、あれにも加えてあなたに与えたであろう。

9 なぜあなたは主のことばを軽んじ、その目に悪を行うことをして、ヒッタイト人ウリヤを剣で打ち殺し、その妻を自分の妻として取り、彼をアンモンの子らの剣で殺したのか。

10 今や剣はあなたの家から永遠に離れない。それは、あなたがわたしを侮り、ヒッタイト人ウリヤの妻を取って、自分の妻としたからである。

11 主はこう言われた。「見よ、わたしはあなたの家からあなたの上に悪を起こす。そして、あなたの妻たちをあなたの目の前で取り、あなたの友に与える。彼はこの太陽の目の前で、あなたの妻たちと寝るであろう。

12 あなたは隠れ場で行ったが、わたしはこの言葉をすべてのイスラエルの前と太陽の前で行う。

13 ダビデはナタンに言った、「私は主に対して罪を犯しました」。するとナタンはダビデに言った、「主もあなたの罪を取り除かれた。あなたは死なない」。

14 絶えず、あなたはこの言葉によって主の敵を侮った。それゆえ、あなたに生まれる子は必ず死ぬ。

15 ナタンは自分の家へ帰った。主は、ウリヤの妻がダビデに産んだ子供を打たれたので、その子は重い病気になった。

16 ダビデはその少年のために神に願い求め、ダビデは断食をし、入って来て、夜を過ごし、地に伏した。

17 彼の家の長老たちは彼の上に立って、彼を地から起こそうとしたが、彼は応じず、彼らと共にパンを食べようともしなかった。

18 七日目に、その子供は死んだ。ダビデのしもべたちは、その子供が死んだことを彼に告げるのを恐れた。彼らは言った、「子供が生きている間に、私たちが彼に話しかけても、彼は私たちの声を聞かなかった。どうして今、『子供は死んだ』と彼に言えようか。彼は悪を行うだろう」。

19 ダビデは、自分のしもべたちがひそひそ話しているのを見て、ダビデは子供が死んだのだと悟った。そしてダビデは自分のしもべたちに言った、「子供は死んだのか」。彼らは言った、「死にました」。

20 ダビデは地から立ち上がり、身を洗い、油を塗り、自分の衣を替え、主の宮に入って礼拝した。そして自分の家に帰り、求めると、彼のためにパンが置かれ、彼は食べた。

21 しもべたちは彼に言った、「あなたがされたこのことは何でしょうか。子供が生きている間は、あなたは断食し、泣かれましたが、子供が死んだ後は、あなたは立ち上がってパンを食べられました」。

22 子供が生きている間は、私は断食し、泣きました。なぜなら、私は言ったからです。「だれが知るだろうか。主が私をあわれみ、子供が生きるかもしれないと。

23 しかし今は、彼は死んだ。なぜ私が断食するのか。私が彼を再び帰らせることができるだろうか。私は彼のところへ行く。しかし彼は私のところへは帰って来ない。

24 ダビデはその妻バテ・シェバを慰め、彼女のところに入り、彼女と共に寝た。彼女は子を産み、彼はその名をソロモンと呼んだ。主は彼を愛された。

25 主は預言者ナタンの手によって送り、その名をエディデヤと呼ばれた。それは主のためであった。

26 ヨアブはアンモンの子らのラバと戦い、王権の町を取った。

27 ヨアブは使者をダビデのもとに遣わし、言われた。「私はラバと戦い、ついに水の町をも取った。

28 今、残りの民を集め、町に向かって陣を敷き、それを攻め取れ。私が町を攻め取って、私の名がその町に呼ばれることのないように。

29 ダビデはすべての民を集め、ラバへ行き、それと戦って、それを攻め取った。

30 彼は彼らの王の冠をその頭から取り、その重さは金一タラントであり、貴重な石が付いていた。それはダビデの頭の上に置かれた。彼はまた、その町の戦利品を非常に多く持ち出した。

31 彼はその中の民を連れ出し、のこぎりと鉄のチーズと鉄の斧とれんががまの炉で彼らを扱い、また彼らをれんががまの炉の中を通らせた。彼はアンモンの子らのすべての町にも同じようにした。そしてダビデとすべての民はエルサレムに帰った。

2 Samuel 13

1 その後、ダビデの子アブシャロムには、名をタマルという美しい姉妹がいた。ダビデの子アムノンは彼女を愛した。

2 アムノンは、その姉妹タマルのために苦しんで病むようになった。彼女が処女だったからである。そしてアムノンの目には、彼女に何もすることができないように思われた。

3 アムノンには友がいて、その名はヨナダブ、ダビデの兄弟シメアの子であった。そしてヨナダブは非常に賢い人であった。

4 彼は彼に言った、「王の子であるあなたは、なぜ朝ごとにこれほどやつれているのか。それを私に告げてくれないのか」。アムノンは彼に言った、「私は、私の兄弟アブシャロムの姉妹タマルを愛しているのだ」。

5 エホナダブは彼に言った、「あなたの寝床に横たわり、病気を装いなさい。あなたの父があなたを見に来るであろう。そのとき、あなたは彼に言いなさい、『どうか、私の姉妹タマルが来て、私にパンを与えてください。そして、彼女が私の目の前でその肉を調理してくれるように。私がそれを見て、彼女の手から食べることができるように』と」。

6 アムノンは横たわって病み、王が彼を見に来たとき、アムノンは王に言った。「どうか、私の姉妹タマルに来てもらい、私の目の前で二つの焼き菓子を作らせてください。私は彼女の手から食べたいのです。

7 ダビデはタマルの家に人を遣わして言われた。「あなたの兄弟アムノンの家に行き、彼のために肉を作りなさい。

8 タマルは彼女の兄弟アムノンの家に行った。彼は横たわっていた。彼女は生地を取り、こねて、彼の目の前で練り、焼き菓子を焼いた。

9 焼き鍋を取り、彼の前に注いだ。しかし彼は食べることを拒んだ。アムノンは言った。「すべての人を私のところから出しなさい。」すると、すべての人が彼のところから出て行った。

10 アムノンはタマルに言った、「その肉を奥の部屋に持って来なさい。わたしはあなたの手から食べるから」。タマルは自分が作った焼き菓子を取り、自分の兄弟アムノンのところへ奥の部屋に持って行った。

11 彼女が彼のところへ食べさせるために近づけたところ、彼は彼女を捕まえて言った、「私の姉妹よ、来て、私と一緒に寝なさい」。

12 彼女は彼に言った。「いいえ、私の兄弟よ、私を苦しめないでください。このようなことはイスラエルでは行われません。この愚かさをしないでください。

13 そして私は、自分の恥辱をどこへ持って行けばよいのでしょうか。あなたはイスラエルの中で愚か者の一人のようになるでしょう。今、どうか王に話してください。彼は私をあなたから拒むことはないでしょうから。

14 しかし彼は彼女の声を聞こうとせず、彼女よりも強かったので、彼女を辱め、彼女と寝た。

15 アムノンは彼女を非常に大きな憎しみで憎んだ。その憎しみは、彼が彼女を愛した愛よりも大きかった。そしてアムノンは彼女に言った、「起きて、行け」。

16 彼女は彼に言った、「この大きな悪の事柄は、あなたが私に対してした先の事柄よりも悪い。私を追い出さないでください」。しかし彼は彼女の言うことを聞こうとしなかった。

17 彼は自分の少年、すなわち彼に仕える者を呼び寄せて言った。「この者を私のところから外へ出しなさい。そして、彼女の後に戸を閉めなさい。

18 彼女の上にはまだらの長服があった。これは、処女である王の娘たちが外套として着るものであった。彼女に仕える者が彼女を外に連れ出し、彼女の後に戸を閉めた。

19 タマルは灰を自分の頭の上に置き、自分の上にあったまだらの長服を引き裂き、自分の手を頭の上に置いて、泣き叫びながら歩いて行った。

20 彼女の兄弟アブシャロムが彼女に言った、「あなたの兄弟アムノンがあなたと一緒にいたのか。今や、私の姉妹よ、黙っていなさい。彼はあなたの兄弟だ。このことを心に留めてはならない。」そしてタマルは、彼女の兄弟アブシャロムの家で、荒れ果てたまま住んでいた。

21 王ダビデはこれらのすべての言葉を聞かれた。そして彼は非常に怒られた。

22 アブシャロムはアムノンに、悪いことも良いことも一言も語らなかった。それは、アブシャロムが、自分の姉妹タマルを辱めた言葉のゆえに、アムノンを憎んでいたからである。

23 二年の日の後、アブシャロムがエフライムの近くにあるバアル・ハツォルで羊の毛を刈る者たちを持っていた。そしてアブシャロムは王のすべての子たちを呼んだ。

24 アブシャロムが王のところに来て言った。「どうか、あなたのしもべのために羊の毛を刈る者たちがおります。どうか、王とそのしもべたちが、あなたのしもべと一緒に行かれてください。

25 王はアブシャロムに言われた、「いいえ、わが子よ、いいえ、どうか私たちはみな行かないようにしましょう。そうでなければ、あなたに重荷となりましょう」。しかし彼が強く求めたので、彼は行くことを望まず、王は彼を祝福された。

26 アブシャロムは言った、「どうか、私の兄弟アムノンが私たちと一緒に行かせてください」。王は彼に言った、「なぜ彼があなたと一緒に行かなければならないのか」。

27 アブシャロムが彼に迫り、彼と共にアムノンと王のすべての子たちを送った。

28 アブシャロムはその少年たちに命じて言った、「よく見よ。アムノンがぶどう酒で心が良くなったとき、私があなたたちに『アムノンを打ち殺せ』と言ったなら、恐れるな。私があなたたちに命じたのだ。強くあって、力ある子らとなれ」。

29 アブシャロムの少年たちは、アブシャロムが命じたとおりにアムノンにした。そして、王のすべての子たちは立ち上がり、それぞれ自分の騾馬に乗って、逃げた。

30 彼らが道にいる間に、報道がダビデのもとに届いて言われた、「アブシャロムが王のすべての子を打ち、彼らのうち一人も残らなかった」。

31 王は立ち上がり、自分の衣服を引き裂き、地に伏された。そして、彼のすべてのしもべたちは、衣服を引き裂いて立っていた。

32 ダビデの兄弟シメアの子ヨナダブは答えて言われた、「わが主よ、すべての王の子らである少年たちを殺したと言ってはなりません。アムノンだけが死んだのです。それは、彼がその姉妹タマルを辱めた日から、アブシャロムの口によって定められたことだからです」。

33 今、わが主なる王よ、その心に「王の子たちはみな死んだ」という言葉を置いてはならない。ただアムノンだけが死んだのである。

34 アブシャロムは逃げた。見張りの少年が目を上げて見ると、見よ、多くの民が彼の後の道から、山の側から来ていた。

35 ヨナダブは王に言った、「見よ、王の子たちが来た。あなたのしもべの言葉のとおりになった」。

36 彼が語り終えると、見よ、王の子たちが来て、声を上げて泣いた。王も、そのすべてのしもべたちも、非常に大きな泣きで泣いた。

37 アブシャロムは逃げ、ゲシュルの王であるアミフデの子タルマイのところへ行った。そして彼はその子のことで、すべての日、嘆き悲しんだ。

38 アブシャロムは逃げて、ゲシュルへ行った。彼はそこに三年いた。

39 ダビデ王はアブシャロムのもとへ出て行こうと切望された。アムノンが死んだので、彼についての慰めが得られたからである。

2 Samuel 14

1 ツェルヤの子ヨアブは、王の心がアブシャロムに向かっていることを知った。

2 ヨアブはテコアに人を遣わし、そこから賢い女を連れて来させ、彼女に言われた、「どうか悲しみの衣服を着て、油を塗らず、多くの日の間、亡くなった者のために悲しむ女のようであれ」。

3 王のところに行き、この言葉のとおりに彼に語れ。そしてヨアブはその言葉を彼女の口に置いた。

4 テコア人の女は王に言った。彼女は顔を地に伏せてひれ伏し、言った。「王よ、お助けください。

5 王は彼女に言われた、「あなたはどうしたのか」。彼女は言った、「確かに、私は未亡人の女です。私の夫は死にました」。

6 あなたの女奴隷には二人の子がいました。二人は野で争い、彼らの間には救い出す者がいませんでした。一人がもう一人を打ち、彼を殺してしまいました。

7 見よ、全家族があなたの女奴隷に立ち向かい、『その兄弟を打った者を渡せ。われわれは彼の兄弟の命の代わりに彼を殺し、また相続人をも滅ぼそう』と言って、私の残された燃えている炭を消そうとしている。それは、私の夫の名と残りの者を地の面に残さないためである。

8 王はその女に言われた、「あなたの家に帰りなさい。私はあなたのために命じよう」。

9 テコア人の女は王に言った。「我が主、王よ、その咎は私と私の父の家の上にあります。しかし王とその王座は潔白です。

10 王は言われた、「あなたに話しかける者があれば、その者を私のところに連れて来なさい。そうすれば、彼は再びあなたに触れることはないであろう。

11 王はどうか、あなたの神、主を覚えられますように。血の復讐者を多くして、私の子を滅ぼさせず、彼らが私の子を滅ぼし尽くさないように。すると王は言われた、「主は生きておられる。あなたの子の髪の毛一本も地に落ちることはない」。

12 女は言った、「どうか、あなたの女奴隷が、わが主である王に一言申し上げさせてください」。王は言われた、「申し上げなさい」。

13 女は言った、「それならば、なぜあなたは神の民に対してこのようなことを考えられたのですか。王がこの言葉を語られたことは、罪ある者のようであり、王はご自分の追い出された者を帰らせないのです。

14 私たちは必ず死にます。地に注がれる水のようなもので、集めることはできません。神は命を取り去られることはありませんが、追い出された者を御もとから遠ざけないように、企てを巡らされるのです。

15 今、わたしがこの言葉をわが主である王に申し上げるために来たのは、民がわたしを恐れさせたからです。あなたの女奴隷は言いました、『どうか王に申し上げさせてください。あるいは王がその女奴隷の言葉を行ってくださるかもしれません』と。

16 王がお聞きになられるでしょう。その方は、神の相続地から私と私の子とを一緒に滅ぼそうとする人の手のひらから、女奴隷である私を救い出してくださるために。

17 あなたの女奴隷は言いました、「どうか、わが主である王の言葉が憩いとなりますように。なぜなら、わが主である王は、善と悪を聞き分ける神の御使いのようですから。そして、あなたの神、主があなたと共におられますように。

18 王は答えて、その女に言われた、「どうか、わたしがあなたに尋ねることを、わたしから隠さないでください」。すると、その女は言った、「わが主、王よ、どうかお話しください」。

19 王は言われた、「このすべてのことにおいて、ヨアブの手があなたと共にあるのか。」すると、その女は答えて言った、「あなたの命にかけて、わが主なる王よ、右にも左にもそれることはありません。あなたのしもべヨアブが私に命じたのです。彼があなたの女奴隷の口に、これらすべての言葉を置いたのです。

20 あなたのしもべヨアブがこのことをしたのは、言葉の顔を変えるためでした。しかし、わが主は、地にあるすべてのものを知るために、神の御使いの知恵のように賢いのです。

21 王はヨアブに言われた、「見よ、今わたしはこのことをした。行って、あの少年アブシャロムを連れ戻せ」。

22 ヨアブは地に顔を伏せてひれ伏し、王を祝福した。そしてヨアブは言った。「今日、あなたのしもべは、私があなたの目に恵みを見いだしたことを知りました。わが主、王よ。王がそのしもべの言葉を行われたからです。

23 ヨアブは立ち上がってゲシュルへ行き、アブシャロムをエルサレムに連れ帰った。

24 王は言われた、「彼は自分の家に帰れ。そして私の顔を見ることはないであろう」。こうしてアブシャロムは自分の家に帰り、王の顔を見ることはなかった。

25 アブシャロムのように、イスラエルのすべての中で、非常に賞賛されるべき美しい人はいなかった。彼の足の手のひらから頭頂に至るまで、彼には傷がなかった。

26 彼が自分の頭をそる時、そのそるのは日々の終わりごとであった。それは彼にとって重かったので、彼はそれをそった。そして彼は自分の頭の毛を王の石で二百シェケル量った。

27 アブシャロムに三人の子と一人の娘が生まれた。その娘の名はタマルで、彼女は外観の美しい女であった。

28 アブシャロムはエルサレムに二年の日々を住んだが、王の顔を見なかった。

29 アブシャロムはヨアブのもとへ使いを送り、彼を王のもとへ遣わそうとしたが、ヨアブは彼のところへ来ようとはしなかった。それで彼は再び使いを送ったが、ヨアブは来ようとはしなかった。

30 彼は自分のしもべたちに言った、「見よ、ヨアブの土地が私の手のそばにある。そこには大麦がある。行って、それを火で焼きなさい」。アブシャロムのしもべたちはその土地を火で焼いた。

31 ヨアブは立ち上がり、アブシャロムの家に行き、彼に言われた、「なぜあなたのしもべたちは、私の土地に火を放ったのか」。

32 アブシャロムはヨアブに言った、「見よ、わたしはあなたに人を遣わして、『ここに来なさい。わたしはあなたを王のもとに遣わして、こう言おう。なぜわたしはゲシュルから来たのか。わたしがなおそこにいるほうが良かった。今、わたしは王の顔を見たい。もしわたしに咎があるなら、わたしを殺させなさい』と言った」。

33 ヨアブは王のところへ来て、彼に告げた。そして王はアブシャロムを呼び寄せたので、彼は王のところへ来て、王の前に地にひれ伏して顔を伏せた。王はアブシャロムに口づけした。

2 Samuel 15

1 その後のことであったが、アブシャロムは自分のために戦車と馬を造り、自分の前に走る五十人の人を置いた。

2 アブシャロムは早朝に起き、門の道の手に立った。そして、争いがあって王のもとにさばきを受けようとするすべての人は、アブシャロムが彼を呼んで言った、「あなたはどの町から来たのか」。彼は言った、「あなたのしもべはイスラエルの一つの部族からです」。

3 アブシャロムは彼に言った、「あなたの言葉は良く、正しい。しかし、王から聞いてくれる者はあなたにはいない」。

4 アブシャロムは言われた、「だれが私を地のさばき人に立ててくれるだろうか。そうすれば、争いやさばきのあるすべての人が私のところに来るのに。そして私は彼を正しいと認めるのだが。

5 人が彼にひれ伏そうとして近づくとき、彼は手を伸ばしてその人を抱き、口づけした。

6 アブシャロムは、王のもとにさばきを受けに来るすべてのイスラエル人に、この言葉を行われた。そしてアブシャロムはイスラエルの人々の心を盗んだ。

7 四十年の終わりになって、アブシャロムは王に言った。「どうか、私がヘブロンで主に立てた誓いを果たさせてください。

8 しもべはゲシュルでアラムにいたとき、誓いを立てて言いました。「もし主が私をエルサレムに帰らせてくださるなら、私は主に仕えます」と。

9 王は彼に「平和のうちに行け」と言われた。彼は立ち上がって、ヘブロンへ行った。

10 アブシャロムはイスラエルのすべての杖に密使を送って言わせた、「あなたがたが角笛の声を聞いたなら、『アブシャロムがヘブロンで王となった』と言いなさい」。

11 アブシャロムと共に、エルサレムから二百人の人々が行った。彼らは招かれた者たちで、全き心で行ったが、そのすべてのことを知らなかった。

12 アブシャロムは、ダビデの相談役であるギロン人アヒトフェルを、彼がそのいけにえをささげていたとき、その町ギロから呼び寄せた。そして陰謀は強まり、民は絶えず増えてアブシャロムに従った。

13 伝える者がダビデのところに来て言った、「イスラエルの人々の心はアブシャロムの後に従っています」。

14 ダビデは彼と共にエルサレムにいるすべてのしもべたちに言われた、「立って、われわれは逃げよう。さもないと、アブシャロムの前から逃れの者はわれわれにないだろう。急いで行こう。彼が急いで追いかけて、われわれに悪を及ぼし、町を剣の刃で打つことがないように」。

15 王のしもべたちは王に言った、「わが主、王がすべてお選びになるとおりに、ここにあなたのしもべたちがおります」。

16 王はそのすべての家の者とともに自分の足で出て行かれた。王は家を守らせるために十人の側女である女たちを残された。

17 王はすべての民をその足に従わせて出て行かれた。そして彼らは遠い所の家に立ち止まった。

18 すべてのしもべたちは彼の手のそばを通り過ぎ、すべてのケレテ人とすべてのペレテ人、そしてガテから彼の足に従って来たすべてのギッティ人、六百人の者が王の前を通り過ぎた。

19 王はギッティ人イタイに言われた、「なぜあなたも私たちと一緒に行くのか。戻って、王と一緒に住みなさい。あなたは外国人であり、またあなたの場所への追放者だからだ。

20 昨日あなたが来たばかりなのに、今日わたしはあなたをわたしと共に歩かせようとするのか。わたしは行くべき所へ行くのだ。あなたの兄弟たちと共に帰りなさい。慈愛と真実があなたと共にあるように。

21 イタイは王に答えて言った。「主は生きておられ、わが主である王も生きておられます。わが主である王がおられる場所、そこが死の場所であれ、命の場所であれ、まさにそこにあなたのしもべもいるでしょう。

22 ダビデはイタイに言われた、「行け、そして渡れ」。そこでギッティ人イタイと、彼のすべての人々と、彼と共にいるすべての幼子たちは渡った。

23 地のすべての者は大きな声で泣き、すべての民は渡って行った。王はキデロンの谷川を渡って行き、すべての民は荒野への道の前を渡って行った。

24 見よ、ザドクもまた、彼と共にいるすべてのレビ人も、神の契約の箱を担いでいた。そして彼らは神の箱を下ろし、アビアタルが上って行った。民が皆、町から渡り終えるまで。

25 王はザドクに言われた、「神の箱を町に戻せ。もし私が主の目に恵みを見いだすなら、主は私を連れ戻し、私にその箱とその住まいを見せてくださるであろう」。

26 もし彼がこう言われるなら、「わたしはあなたを喜ばない」と。見よ、わたしは彼の目にかなうようにしてくださる。

27 王は祭司ザドクに言われた、「あなたは見ておられる。町に平和のうちに帰りなさい。あなたの子アヒマアツと、アビアタルの子ヨナタン、あなたがた二人の子があなたがたと共にいる。

28 見よ、私は荒野の渡し場で留まっている。あなたがたからの言葉が来て、私に知らせるまで。

29 ザドクとアビアタルは神の箱をエルサレムに戻し、彼らはそこに留まった。

30 ダビデはオリーブの上り坂を上りながら泣いていた。頭は覆われ、彼は裸足で歩いていた。そして、彼と共にいたすべての民は、それぞれ頭を覆い、上りながら泣いた。

31 ダビデは告げて言った、「アヒトフェルはアブシャロムと共に謀反人の中にいる」。するとダビデは言った、「主よ、どうかアヒトフェルの助言を愚かにしてください」。

32 ダビデが、神に礼拝をささげるその頭にまで来たとき、見よ、アルキ人フシャイが、その長服を裂き、地をその頭に置いて、彼を迎えに出て来た。

33 ダビデは彼に言われた、「もしあなたが私と一緒に渡るなら、あなたは私にとって重荷となるだろう」。

34 もし町に戻り、アブシャロムに『あなたのしもべである私は、王のしもべです。かつてはあなたの父のしもべでしたが、今はあなたのしもべです』と言うなら、あなたは私のためにアヒトフェルの助言を無効にすることができる。

35 そして、あなたと共にそこにいるのは、祭司ザドクとアビアタルではないか。あなたが王の家から聞くすべての言葉を、祭司ザドクとアビアタルに告げなさい。

36 見よ、彼らの二人の子、ザドクのアヒマアツとアビアタルのヨナタンが、彼らと共にそこにいる。あなたがたが聞くすべての言葉を、彼らの手によって私に送れ。

37 ダビデの友フシャイは町に入った。そしてアブシャロムはエルサレムに入った。

2 Samuel 16

1 ダビデが頭の少しのところを過ぎたとき、見よ、メフィボシェテの少年ツィバが彼を迎えに来た。そして、くびきにつながれたろばの一対がいて、その上には二百のパン、百の干しぶどうの房、百の夏の果物、そして一瓶のぶどう酒があった。

2 王はツィバに言われた、「これらのものは何のためにあるのか」。ツィバは言った、「ろばは王の家の者が乗るため、パンと夏の果物は少年たちが食べるため、ぶどう酒は荒野で疲れた者が飲むためです」。

3 王は言われた、「あなたの主の子はどこにいるのか」。ツィバは王に言った、「見よ、彼はエルサレムに留まっています。なぜなら、彼は言ったのです、『今日、イスラエルの家が私に父の王国を返してくれるだろう』と」。

4 王はツィバに言われた、「見よ、メフィボシェテのものはすべてあなたのものだ」。ツィバは言った、「私はひれ伏します。どうか私の主、王の目に恵みを見いだせますように」。

5 王ダビデがバフリムにまで来たとき、見よ、そこからサウルの家の家族の一人の人が出て来た。その名はゲラの子シメイで、出て来ながら呪っていた。

6 石でダビデと、王ダビデのすべてのしもべたちと、すべての民と、すべての勇士たちを、その右と左から撃った。

7 シメイはその呪いの言葉の中でこう言った、「出て行け、出て行け、血の人よ、そしてベリアルの人よ」。

8 主は、あなたがサウルの家の王位に就いたことによる、その家のすべての血をあなたに報いられた。主は王権をあなたの子アブシャロムの手に渡された。見よ、あなたは自分の悪のゆえに、血を流す人である。

9 ツェルヤの子アビシャイは王に言った、「なぜこの死んだ犬が、わが主である王をののしるのですか。どうか私を行かせてください。彼の頭を取ってしまいましょう」。

10 王は言われた、「ツェルヤの子らよ、わたしとあなたがたに何の関係があるのか。彼がのろうのは、主が彼に『ダビデをのろえ』と言われたからだ。だれが『なぜ、あなたはそうしたのか』と言えようか。

11 ダビデはアビシャイとすべての自分のしもべたちに言われた、「見よ、私の腹から出た私の子が私の命を求めている。ましてや今、このベニヤミン人はなおさらだ。彼をそのままにしておけ、彼に呪わせよ。主が彼に言われたのだから」。

12 主が私の咎をご覧になり、主がこの日の彼ののろいに代えて、私に良いものを報いてくださるかもしれません。

13 ダビデとその人々は道を進んだ。シメイは山の脇を彼の並びに行きながら、歩きつつ呪い、彼の並びに石を投げ、ちりをまき散らした。

14 王と、彼と共にいたすべての民は疲れ果てて、そこに着いた。そして王はそこで休まれた。

15 アブシャロムとすべての民、イスラエルの人々はエルサレムに来た。そしてアヒトフェルも彼と共にいた。

16 ダビデの友アルキ人フシャイがアブシャロムのところに来たとき、フシャイはアブシャロムに言った、「王よ、永遠に生きよ。王よ、永遠に生きよ」。

17 アブシャロムはフシャイに言われた、「これがあなたの友に対する慈愛なのか。なぜあなたは友と一緒に行かなかったのか」。

18 フシャイはアブシャロムに言った。「いいえ、主とこの民とイスラエルのすべての人々が選ばれた方とともに、私はあり、その方とともに座ります。

19 第二に、私は誰に仕えるべきでしょうか。彼の子の前ではないでしょうか。私があなたの父の前に仕えたように、私はあなたの前にもそうでありましょう。

20 アブシャロムはアヒトフェルに言われた、「あなたがたは、自分たちのために助言を与えなさい。我々は何をすべきか」。

21 アヒトフェルはアブシャロムに言った、「あなたの父が宮を守らせるために残した側女たちのところに入りなさい。そうすれば、イスラエルのすべては、あなたが父に憎まれたことを聞くでしょう。そして、あなたと共にいるすべての者の手は強くなるでしょう」。

22 彼らはアブシャロムのために屋根の上に天幕を張った。そしてアブシャロムは父の側女たちのところへ、すべてのイスラエルの目の前で入った。

23 アヒトフェルの助言は、その日々において、人が神の言葉を尋ねるかのようであった。そのように、アヒトフェルのすべての助言は、ダビデにもアブシャロムにも及んだ。

2 Samuel 17

1 アヒトフェルはアブシャロムに言った、「どうか、私に一万二千人の人を選ばせてください。私は立ち上がり、今夜のうちにダビデのあとを追います。

2 彼のところに攻め上り、彼は疲れていて手が弱っているので、彼を震え上がらせ、彼と共にいるすべての民は逃げ去るであろう。そして私は王だけを、ほかの者たちを除いて打ち取るであろう。

3 そして私はすべての民をあなたのもとに帰らせます。あなたが求めておられるその人が帰るように、すべての民は平和になるでしょう。

4 この言葉はアブシャロムの目と、イスラエルのすべての長老たちの目にかなった。

5 アブシャロムは言われた、「アルキ人フシャイをも呼べ。そして、彼の口にあることも聞こう」。

6 フシャイがアブシャロムのところに来て、アブシャロムは彼に言われた、「アヒトフェルはこの言葉を語った。我々は彼の言葉を行うべきか。もしそうでなければ、あなたが語れ」。

7 フシャイはアブシャロムに言った、「この度アヒトフェルが与えた助言は良くない」。

8 フシャイは言われた、「あなたは父とその人々とをご存じです。彼らは勇士であり、命に苦しむ者たちで、野で子を奪われた熊のようです。あなたの父は戦いの人であり、民を泊めることはありません。

9 見よ、今彼は穴の一つか、あるいは場所の一つに隠れている。そして、彼らの中に初めに倒れることがあり、聞く者が聞いて、「アブシャロムの後にいる民の間に疫病があった」と言うであろう。

10 その者もまた力ある子で、その心が獅子の心のようであるなら、必ず溶け去るであろう。なぜなら、すべてのイスラエルは、あなたの父が力ある者であり、彼と共にいる者たちも力ある子らであることを知っているからである。

11 まことに、私はあなたに告げた。すべてのイスラエルが、ダンからベエル・シェバまで、海辺の砂のように多数、あなたのもとに集められ、あなたの前が戦いの中を行くように。

12 私たちは彼のいる場所の一つに彼のもとへ行き、露が地に降りるように彼の上に臨み、彼とともにいるすべての人々のうち、ひとりも残らず打ち滅ぼすでしょう。

13 もしその町に逃げ込むなら、イスラエルのすべてがその町に綱を掛け、それを谷川まで引きずり下ろし、そこに小石一つ残らないようにする。

14 アブシャロムとイスラエルのすべての人は言った、「アルキ人フシャイの助言は、アヒトフェルの助言よりも良い」。そして主は、アヒトフェルの良い助言を打ち壊すために、主がアブシャロムに悪をもたらすようにと命じられた。

15 フシャイは祭司ザドクとアビアタルに言った、「アヒトフェルはアブシャロムとイスラエルの長老たちに、このように、このように助言した。そして、私もこのように、このように助言した」。

16 今すぐ急いで行って、ダビデに伝えなさい。『今夜は荒野の平地に宿ってはならない。必ず渡って行きなさい。さもないと、王も、彼と共にいるすべての民も、呑み込まれてしまうだろう。』と。

17 ヨナタンとアヒマアツはエン・ロゲルに立っていた。そして女奴隷が行って彼らに知らせ、彼らは行って王ダビデに知らせることになった。なぜなら、彼らは町に入って現れることができなかったからである。

18 すると、ある少年が彼らを見て、アブシャロムに知らせた。彼らは二人とも急いで行き、バフリムの人の家に着いた。その家には中庭に井戸があったので、彼らはそこに降りた。

19 女は垂れ幕を取り、井戸の面の上にそれを広げ、その上に挽き割り麦を敷いた。そして、そのことは知られなかった。

20 アブシャロムのしもべたちがその女の家に来て、「アヒマアツとヨナタンはどこにいるのか」と言った。その女は彼らに言った、「彼らは水の谷川を渡って行きました」。彼らは捜したが見つからず、エルサレムに帰った。

21 彼らが去った後、彼らは井戸から上がり、行って王ダビデに告げ、ダビデに言った、「立って、急いで水を渡りなさい。アヒトフェルがあなたがたに対してこのように計ったからです」。

22 ダビデと彼と共にいたすべての民は立ち上がり、ヨルダンを渡った。朝の光まで、ヨルダンを渡らなかった者は一人もいなかった。

23 アヒトフェルは、自分の助言が行われなかったのを見て、ろばに鞍を置き、立ち上がって自分の家、自分の町へ行き、自分の家に遺言をして、首をつって死んだ。そして、彼は父の墓に葬られた。

24 ダビデはマハナイムに来た。アブシャロムはヨルダンを渡った。彼と、彼と共にいるすべてのイスラエルの人々も。

25 アブシャロムはアマサをヨアブの代わりに軍勢の長に据えた。アマサはイスラエル人イトラという名の人の子で、ナハシュの娘アビガイルのもとに入った者であり、そのアビガイルはヨアブの母ツェルヤの姉妹であった。

26 イスラエルとアブシャロムはギレアデの地に陣取った。

27 ダビデがマハナイムに着いたとき、ラバのアンモンの子らの中のナハシュの子ショビ、ロ・デバルのアミエルの子マキル、そしてロゲリムのギレアデ人バルジライがいた。

28 寝床と鉢と陶器師の器、小麦と大麦と小麦粉と煎り麦、豆とレンズ豆と煎り麦。

29 蜂蜜とバターと羊の群れと牛のチーズを、ダビデと彼と共にいる民に食べさせるために持って来た。彼らは言った、「民は荒野で飢え、疲れ、渇いているからだ」。

2 Samuel 18

1 ダビデは自分と共にいる民を数え、彼らの上に千人隊の長官と百人隊の長官を置いた。

2 ダビデは民を送り出した。三分の一はヨアブの手に、三分の一はツェルヤの子でヨアブの兄弟であるアビシャイの手に、三分の一はギッティ人イタイの手に。そして王は民に言われた、「私も必ずあなたがたと共に出て行こう」。

3 民は言った、「あなたは出て行かれるな。もし我々が逃げても、彼らは我々に心を留めない。もし我々の半分が死んでも、彼らは我々に心を留めない。しかし今や、我々のような者は一万人いる。今や、あなたが町から我々のためにいてくださる方が良い」。

4 王は彼らに言われた、「あなたがたの目に良いと思われることを、わたしは行おう」。そして王は門の手のわきに立たれた。すべての民は、百人ずつ、千人ずつに分かれて出て行った。

5 王はヨアブとアビシャイとイタイに命じて言われた、「わたしのために、かの少年アブシャロムを穏やかに扱え」。そしてすべての民は、王がすべての長官にアブシャロムの言葉について命じられたのを聞いた。

6 民は野に出てイスラエルに向かって行った。戦いはエフライムの森で行われた。

7 イスラエルの民はそこでダビデのしもべたちの前に打ち負かされ、その日の疫病は大きく、二万人であった。

8 その日、戦いは地の全面にわたって広がり、森が民を剣がその日に食べたよりも多く食べた。

9 アブシャロムはダビデのしもべたちの前に出会われた。アブシャロムは騾馬に乗っていたが、騾馬が大きな樫の木の密枝の下に入ったとき、彼の頭が樫の木に挟まり、彼は天と地の間に吊るされた。彼の下にいた騾馬は通り過ぎて行った。

10 ある人がそれを見て、ヨアブに知らせて言った、「見よ、私はアブシャロムが樫の木に掛かっているのを見ました」。

11 ヨアブはその知らせを伝えた人に言われた、「あなたはこれを見たのに、なぜ彼をその場で地に打ち倒さなかったのか。もしそうしたなら、わたしはあなたに銀十枚と帯一本を与えたのに」。

12 その人はヨアブに言った、「たとえ私の手のひらに銀千枚を量って渡されても、私は王の子に手を伸ばしはしません。私たちの耳で王があなたとアビシャイとイタイに命じられたからです、『だれも少年アブシャロムを守れ』と。

13 あるいは、もし私が彼の命に対して偽りを行っていたなら、そのすべての言葉は王から隠されることはなかったであろう。そして、あなたは向かい側に立つことになる。

14 ヨアブは言った、「お前の前で、わたしはこのように待ってはいられない」。そして、彼は手のひらに三本の杖を取り、アブシャロムがまだ樫の木の心の中で生きているうちに、その杖を彼の心に突き刺した。

15 ヨアブの武器を携える十人の少年たちが回り込んで、アブシャロムを打ち、彼を殺した。

16 ヨアブは角笛を吹き鳴らし、民はイスラエルを追うのをやめて引き返した。ヨアブが民を引き止めたからである。

17 彼らはアブシャロムを取り、彼を森の中の大きな穴に投げ入れ、その上に非常に大きな石の石塚を積み上げた。そして、イスラエルのすべての者は、それぞれ自分の天幕へ逃げた。

18 アブシャロムは石柱を立て、自分のいのちのうちに、王の谷にある石柱を立てた。彼は言った、「わたしには名を残すための子がない」と。それで彼はその石柱を自分の名によって呼び、それは「アブシャロムの手」と呼ばれた。それは今日に至るまでである。

19 アヒマアツ、ザドクの子は言った、「どうか、私が走って行って、主が彼を敵の手から救われたことを王に知らせましょう」。

20 ヨアブは彼に言った、「あなたは今日、知らせの報酬の者ではない。あなたは別の日に知らせを伝えなさい。しかし、今日は知らせを伝えてはならない。王の子が死んだからだ」。

21 ヨアブはクシュ人に言われた、「行って、あなたが見たことを王に告げよ」。するとクシュ人はヨアブにひれ伏し、走って行った。

22 アヒマアツはザドクの子であるが、さらにまた言い続けてヨアブに言った、「どうか、私もまた、あのクシュ人の後に走らせてください」。ヨアブは言った、「わが子よ、なぜあなたは走るのか。あなたには、知らせの報酬となるものはないのだ」。

23 何があっても走ろう」と彼は言った。彼に「走れ」と彼は言われた。そこでアヒマアツは低地の道を走り、クシュ人を追い越した。

24 ダビデは二つの門の間に座っていた。見張りは門の屋根の上、城壁の上へ行き、目を上げて見ると、見よ、一人の人が単独で走って来るのが見えた。

25 見張りが叫んで王に告げた。王は言われた、「もし単独なら、その口に知らせの報酬がある」。彼は進みながら近づいて行った。

26 見張りがもう一人の人が走って来るのを見て、門番に叫んで言った、「見よ、一人の人が単独で走って来る」。王は言った、「これも良い知らせを伝える者だ」。

27 見張りは言った、「先の者の競走は、ザドクの子アヒマアツの競走のようだ」。王は言った、「この人は良い人だ。彼は良い知らせの報酬をもって来るだろう」。

28 アヒマアツは叫び、王に言った、「平和です」。そして王の顔の前に地にひれ伏し、言った、「あなたの神、主はほめたたえられますように。主なるわが王に手を上げた人々を引き渡されたのです」。

29 王は言われた、「アブシャロムという少年は無事か」。アヒマアツは言った、「私は、王のしもべヨアブとあなたのしもべを送るために起こった大きな群衆を見ましたが、何が起こったのかは知りませんでした」。

30 王は言われた、「回れ、ここに立て」。彼は回って、立った。

31 すると、見よ、クシュ人が来た。クシュ人は言った。「わが主、王よ、良い知らせを告げます。主が今日、あなたに立ち向かうすべての者の手からあなたを救われたのです。

32 王はクシュ人に言われた、「少年アブシャロムは無事か」。クシュ人は言った、「わが主、王の敵と、あなたに立ち向かって悪を企てるすべての者が、その少年のようになりますように」。

33 王は激しく震え、門の屋上の間に上って泣かれた。そして、歩きながらこう言われた。「わが子アブシャロムよ、わが子、わが子アブシャロムよ。ああ、私があなたの代わりに死んでいたならば。アブシャロムよ、わが子、わが子よ。

2 Samuel 19

1 ヨアブに告げられた。「見よ、王は泣き、アブシャロムのことで嘆いておられる」と。

2 その日、救いはすべての民にとって悲しみとなった。なぜなら、その日、民は王がその子のことで心を痛めておられることを聞いたからである。

3 その日、民は戦いから逃げ帰る恥をかいた民がひそかに逃げ込むように、町に入るのをひそかにした。

4 王はその顔を覆い、王は大声で叫ばれた、「わが子アブシャロムよ、アブシャロムよ、わが子よ、わが子よ」。

5 ヨアブは家の王のところへ来て言われた。「あなたは今日、あなたのすべてのしもべたちの顔を辱められた。彼らは今日、あなたの命と、あなたの子たちの命と、あなたの娘たちの命と、あなたの妻たちの命と、あなたの側女たちの命を救い出したのだ。

6 あなたはあなたの敵を愛し、あなたの愛する者を憎むことになる。あなたは今日、あなたには長官もしくはしもべもいないことを告げた。なぜなら、私は今日、アブシャロムが生きておらず、われわれすべてが今日死んでいることを知ったからだ。そのとき、あなたの目にそれは正しかったのだ。

7 今、立ち上がって出て行き、あなたのしもべたちの心に語りなさい。なぜなら、私は主によって誓ったからだ。もしあなたが今夜出て行かないなら、あなたに害を及ぼす者は一人もいないであろう。しかし、このすべての悪は、あなたの青春から今に至るまで、あなたに臨んだすべての悪よりも重いであろう。

8 王は立ち上がって門に座られた。そしてすべての民に、「見よ、王は門に座しておられる」と告げられた。するとすべての民が王の前に来た。イスラエルはそれぞれ自分の天幕に逃げていた。

9 すべての民が、イスラエルのすべての杖の中で論じ合って言った、「王は我々を敵の手のひらから救い出された。彼は我々をペリシテ人の手のひらからも救い出された。しかし今、彼はアブシャロムのゆえに地から逃げられた」。

10 我々が自分たちの上に油注いだアブシャロムは戦いで死んだ。それなのに、なぜあなたがたは王を連れ戻すことについて黙っているのか。

11 王ダビデは、祭司ザドクとアビアタルに人を遣わして言われた。「ユダの長老たちに語って言え。『なぜ、あなたがたは王をその家に迎え戻すことについて、最後になっているのか。イスラエルのすべての言葉は、王のもと、その家に届いているのだ。』

12 あなたがたは私の兄弟、私の骨、私の肉です。それなのに、なぜ王を連れ戻すのに最後になるのですか。

13 アマサにはこう言いなさい、「あなたは私の骨であり肉ではないか。神が私にこのようにし、さらにこのように加えられる。もしあなたがヨアブに代わって、すべての日の間、私の前で軍勢の長官とならないならば」。

14 彼はすべてのユダの人の心を一人の人のように曲げられた。それで彼らは王のもとに使いを送って、「あなたも、あなたのすべてのしもべたちも、帰って来てください」と言った。

15 王は帰って来られ、ヨルダンまで来られた。ユダはギルガルに来て、王を迎えに行き、王をヨルダン川を渡らせるために来た。

16 ゲラの子シメイは、ベニヤミン人でバフリムの出であったが、急いでユダの人々と共にダビデ王を迎えに下って来た。

17 千人ほどの者がベニヤミンから彼と共にいた。また、サウルの家の少年ツィバと、彼の十五人の子と二十人のしもべたちが彼と共にいた。彼らは王の前にヨルダン川を渡った。

18 渡し場は王の家を渡らせるため、また彼の目にかなうことを行うために渡った。そしてゲラの子シメイは、王がヨルダンを渡るときに王の前にひれ伏した。

19 王に言われた、「わが主よ、どうか私に咎を負わせず、あなたのしもべが、わが主なる王がエルサレムを出られた日に犯した悪を思い出さないでください。王がそれを心に留められませんように。

20 あなたのしもべは、自分が罪を犯したことを知っています。そして、今日、私はヨセフの全家の先頭に立って、わが主である王を迎えに下ってまいりました。

21 アビシャイはツェルヤの子が答えて言った、「このゆえに、シメイは死なされるべきではないのか。彼が主の油注がれた者を呪ったのだから」。

22 ダビデは言われた、「ツェルヤの子らよ、私とあなたがたに何の関係があるのか。あなたがたは今日、私にとって敵対者となるのか。今日、イスラエルで人が殺されることがあろうか。私は今日、イスラエルの王であることを知らないのか。

23 王はシメイに言われた、「あなたは死なない」。王は彼に誓われた。

24 サウルの子メフィボシェテは王を迎えるために下って来たが、彼は自分の足も整えず、自分のひげも整えず、自分の衣服も洗わなかった。王が行かれた日から、王が平和のうちに帰られたその日まで。

25 彼がエルサレムに来て王を迎えたとき、王は彼に言われた、「なぜあなたは私と一緒に行かなかったのか、メフィボシェテよ」。

26 主よ、王よ、私のしもべが私を欺きました。あなたのしもべが言いました、「私はろばを鞍付け、それに乗って王のもとへ行こう」と。なぜなら、あなたのしもべは足が不自由だからです。

27 しもべはわが主なる王のことを中傷しました。しかし、わが主なる王は神の御使いのようです。どうか、あなたの目にかなう良いことを行ってください。

28 私の父の家はすべて、ただ主である王に対して死の雄たちにすぎませんでした。それなのに、あなたはあなたのしもべを、あなたの食卓を食べる者たちの中に置かれました。私には、なお何の義があり、なお王に叫び求めることがありましょうか。

29 王は彼に言われた、「なぜあなたはなお、あなたの言葉を語るのか。私は言った、あなたとツィバは、その野を分け合いなさい、と。

30 メフィボシェテは王に言った、「すべてを彼に取らせてください。ただ、私の主である王が平和のうちに自分の家に帰られた後で結構です」。

31 ギレアデ人バルジライはロゲリムから下って来て、王をヨルダン川まで渡らせて見送ろうとした。

32 バルジライは非常に年老いており、八十歳であった。彼は王がマハナイムに滞在している間、王を養った。彼は非常に大きな人であったからである。

33 王はバルジライに言われた、「あなたは私と一緒に渡りなさい。私はあなたをエルサレムで私のもとで養おう」。

34 バルジライは王に言った、「私の命の年月は幾日もないのに、どうして王と共にエルサレムへ上って行けましょうか」。

35 私は今日八十歳です。善と悪を区別することができるでしょうか。あなたのしもべが、私が食べるものと飲むものを味わうことができるでしょうか。また、歌う男や歌う女の声を聞くことができるでしょうか。なぜ、あなたのしもべが、なお、わが主である王にとって重荷となるでしょうか。

36 しもべは王と共にヨルダンを少し渡るだけなのに、なぜ王はこのような報いを私に与えられるのですか。

37 しもべはどうか帰らせてください。そして、自分の町で、父と母の墓のそばで死なせてください。しかし、ご覧ください。しもべのキムハムが、わが主である王と共に渡って行きます。どうか、あなたの目にかなうことを彼にしてやってください。

38 王は言われた、「キムハムは私と共に渡らせよ。私はあなたの目にかなう良いことを彼のために行おう。そして、あなたが私に対して選ぶすべてのことを、私はあなたのために行おう。

39 すべての民がヨルダンを渡り、王も渡られた。王はバルジライに口づけし、彼を祝福された。そしてバルジライは自分の場所に帰った。

40 王はギルガルへ渡られた。キムハムも王と共に渡った。ユダのすべての民と、イスラエルの民の半分も、王を渡らせた。

41 見よ、イスラエルのすべての人が王のもとに来て、王に言った、「なぜ、われわれの兄弟であるユダの人々があなたを盗み出し、王とその家と、ダビデのすべての者たちを彼と共にヨルダン川を渡らせたのか」。

42 すべてのユダの人々はイスラエルの人々に答えた、「王は私に近いのだ。それなのに、なぜこの言葉についてあなたは怒るのか。私たちは王から何かを食べたのか、あるいは何か贈り物を受けたのか」。

43 イスラエルの人々はユダの人々に答えて言った、「王について私には十の手があり、ダビデについても私はあなたよりも優れている。それなのに、なぜあなたは私を軽んじたのか。私の言葉が最初に私の王を連れ戻すためのものではなかったのか」。するとユダの人々の言葉はイスラエルの人々の言葉よりも激しかった。

2 Samuel 20

1 そこにはベリアルの者がいて、その名はビクリの子シェバ、エミニの者であった。彼は角笛を吹き鳴らして言った、「私たちにはダビデのうちに分け前はなく、エッサイの子のうちに相続地はない。イスラエルよ、それぞれ自分の天幕へ帰れ」。

2 すべてのイスラエルの人はダビデに従うのをやめて、ビクリの子シェバに従った。しかしユダの人は、ヨルダンからエルサレムまで、自分たちの王に従い続けた。

3 ダビデはエルサレムの自分の家に帰って来た。王は、家を守るために残しておいた十人の側女たちを連れて来て、彼女たちを監視の務めの家に置き、彼女たちを養ったが、彼女たちのところには入らなかった。彼女たちは、自分たちの死の日まで、やもめの生きていることのままに閉じ込められていた。

4 王はアマサに言われた、「三日のうちにユダの人々をわたしのために呼び集めよ。あなた自身もここに立て」。

5 アマサはユダを招集するために行ったが、彼が定めた定めの時から遅れた。

6 ダビデはアビシャイに言われた、「今やビクリの子シェバはアブシャロム以上にわれわれに害をなすであろう。あなたはあなたの主のしもべたちを率いて、彼を追いなさい。彼が堅固な町々を見つけて、われわれの目を逃れることのないように」。

7 ヨアブの部下たちと、ケレテ人とペレテ人、そしてすべての勇士たちが彼のあとを追って出て行った。彼らはエルサレムを出て、ビクリの子シェバを追跡した。

8 彼らがギブオンにある大きな石のそばにいたとき、アマサが彼らの前に来た。ヨアブは衣服を帯び、その衣服の上に剣を帯びて、それが剃刀のように腰に結びつけられていた。彼が出て行くと、剣が落ちた。

9 ヨアブはアマサに言われた、「わが兄弟よ、あなたは平和か」。そしてヨアブの右の手はアマサのひげを掴んで、彼に口づけしようとした。

10 アマサはヨアブの手にある剣に注意を払わなかった。ヨアブはその剣で彼の第五の肋骨を打ち、彼の腹を地に流し出した。彼は二度目に打つことなく、アマサは死んだ。そしてヨアブとその兄弟アビシャイは、ビクリの子シェバを追跡した。

11 ヨアブの少年たちの一人が彼のそばに立ち、「だれがヨアブを喜び、だれがダビデにつくのか。ヨアブに従え」と言った。

12 アマサは大路の真ん中で血のうちに身をよじっていた。その人はすべての民が立ち止まっているのを見て、アマサを大路から野へ移し、彼の上に衣服を投げかけた。彼のところに来るすべての者が、彼を見て立ち止まったからである。

13 彼が大路から移されたとき、すべての人がヨアブの後に従って、ビクリの子シェバを追跡した。

14 彼はイスラエルのすべての部族を通ってアベルとベテ・マアカとすべてのベリ人に進んだ。彼らは集まって、彼の後を追った。

15 彼らは来て、アベルのベテ・マアカで彼を包囲し、町に向かって土塁を築いた。それは城壁に達した。そして、ヨアブと共にいたすべての民は、城壁を打ち倒そうとして破壊していた。

16 町の中から一人の賢い女が叫んだ、「聞け、聞け。どうかヨアブに言ってください。ここまで近づいて来てください。私があなたに話したいことがあります。

17 彼が彼女に近づいた。すると、その女が言った、「あなたはヨアブですか」。彼は言った、「わたしです」。彼女は彼に言った、「あなたの女奴隷の言葉を聞いてください」。彼は言った、「わたしは聞いています」。

18 彼女は言った、「かつて人々はこう言っていた。『まずアベルで問い求め、それで事を終えたものだ』と。

19 私はイスラエルの平和を愛する誠実な者です。あなたはイスラエルの中で町と母を滅ぼそうとしています。なぜ主の相続地を呑み込もうとするのですか。

20 ヨアブは答えて言った。「私にとって、それは決してあってはならないことだ。私が呑み込むことも、滅ぼすことも、決してない。

21 その言葉はそうではない。エフライムの山の者で、ビクリの子シェバという名の人が、王ダビデに対して手を挙げたのだ。彼だけを渡しなさい。そうすれば私は町から去ろう。すると、その女はヨアブに言った。「見よ、彼の頭は城壁の上からあなたに向かって投げ落とされる。

22 女はその知恵をもってすべての民のところへ行き、彼らはビクリの子シェバの頭を切り落とし、それをヨアブに投げた。そして角笛を吹き鳴らすと、彼らは町からそれぞれ自分の天幕へ散って行った。ヨアブはエルサレムの王のもとへ帰った。

23 ヨアブはイスラエルのすべての軍勢の上にあり、エホヤダの子ベナヤはカル人とペレテ人の上にあった。

24 アドラムは人夫の監督であり、ヨシャパテはアヒルデの子で、記録官であった。

25 シェヤは書記官であり、ザドクとアビアタルは祭司であった。

26 また、ヤイルびとイラも、ダビデの祭司であった。

2 Samuel 21

1 ダビデの時代に三年の飢饉があった。年が年に続いて、ダビデは主の御前を求めた。すると主は言われた、「それはサウルの家に血の咎があるからだ。彼がギブオン人を殺したからである」。

2 王はギブオン人を呼び寄せて、彼らに言われた。ギブオン人はイスラエルの子らではなく、アモリ人の残りの者であり、イスラエルの子らは彼らに誓っていた。しかしサウルは、イスラエルとユダの子らへの熱心さのゆえに、彼らを打ち滅ぼそうと求めた。

3 ダビデはギブオン人に言われた、「わたしがあなたがたのために何をすべきか。また、何をもって償いをし、主の相続地を祝福していただくべきか」。

4 ギブオン人たちは彼に言った、「私たちにはサウルとその家に関して銀や金はありません。また、私たちがイスラエルの中で殺すべき人もありません」。すると彼は言った、「あなたがたは、私があなたがたのために何をすべきか、何を言うのですか」。

5 彼らは王に言った、「私たちを滅ぼし、私たちに対して滅ぼそうと企てたその人は、イスラエルのすべての境界に立つことのできない者となったのです。

6 私たちに彼の子らのうちから七人の人を渡してください。私たちは彼らを主のために、主に選ばれたサウルのギブアで吊るします。すると王は言われた、「私が渡そう」。

7 王は、サウルの子ヨナタンの子メフィボシェテを惜しまれた。それは、ダビデとサウルの子ヨナタンとの間の主の誓いのゆえであった。

8 王は、アヤの娘リツパがサウルに産んだ二人の子、アルモニとメフィボシェテ、およびサウルの娘ミカルがメホラ人バルジライの子アドリエルに産んだ五人の子を取られた。

9 彼らをギブオン人の手に渡したので、彼らは主の前の山で彼らを掛け、彼らは一緒に倒れた。彼らは収穫の日々、最初のものの初め、大麦の収穫の初めに殺された。

10 アヤの娘リツパは荒布を取り、それを自分のために岩の上に敷いた。収穫の初めから、天からの水が彼らの上に注がれるまで、彼女は昼は天の鳥が彼らの上に留まることを許さず、夜は野の生き物をも許さなかった。

11 ダビデに、サウルの側女であるアヤの娘リツパがしたことが告げられた。

12 ダビデは行って、サウルの骨とその子ヨナタンの骨を、ペリシテ人がギルボアでサウルを打ち殺した日に、ベテ・シャンの広場に彼らを掛けていたヤベシュ・ギレアデの主人たちのところから取った。

13 彼はそこからサウルの骨とその子ヨナタンの骨を運び上げ、彼らは吊るされた者たちの骨を集めた。

14 彼らはサウルとその子ヨナタンの骨を、ベニヤミンの地のツェラにある父キシュの墓に葬った。彼らは王が命じられたすべてのことを行った。その後、神はその地のために祈りを聞き入れられた。

15 またペリシテ人とイスラエルとの戦いが続いた。ダビデとそのしもべたちは彼とともに下って行き、ペリシテ人と戦ったが、ダビデは疲れ果てた。

16 イシュビ・ベノブは、レファイムの生まれ子の一人で、その槍の重さは青銅三百シェケルであり、彼は新しい剣を帯びていた。彼はダビデを打とうと言った。

17 ツェルヤの子アビシャイは彼を助け、そのペリシテ人を打って殺した。そのとき、ダビデの人々は彼に誓って言った、「あなたはもう私たちと共に戦いに出てはならない。イスラエルのともしびを消してはならない」。

18 その後、再びゴブでペリシテ人との戦いがあった。その時、フシャテ人シブカイが、レファイムの生まれ子であるサフを打ち殺した。

19 またゴブでペリシテ人との戦いが続いた。そのとき、ベツレヘム人ヤアレ・オルゲムの子エルハナンは、ギッティ人ゴリアテを打ち殺した。彼の槍の木は機織りの梁のようであった。

20 またガテで戦いが続いた。そこに身長の高い人がいた。その人の手の指と足の指は、それぞれ六本ずつで、合わせて二十四本あった。その数は、彼もレファイムに生まれた者であった。

21 彼はイスラエルを嘲った。そして、ダビデの兄弟シメアの子ヨナタンが彼を打ち殺した。

22 この四人はレファイムにガテで生まれた者であり、ダビデの手とそのしもべたちの手によって倒された。

2 Samuel 22

1 ダビデはこの歌の言葉を主に語った。主が彼をすべての敵の手のひらとサウルの手のひらから救い出された日に。

2 主は私の岩、私の城塞、私を救い出す方であられる。

3 私の岩である神、私は彼に身を避ける。私の盾、救いの角、私の高台、私の避難所、私を暴力から救う救い主。

4 ほめたたえられるべき方、主に私は呼ばわる。そして、私の敵から私は救われる。

5 死の大波が私を取り巻き、ベリアルの谷川が私を恐れさせた。

6 よみの綱が私を取り巻き、死の罠が私に立ち向かった。

7 苦難のときに、私は主に呼び求め、私の神に叫んだ。主はその神殿から私の声を聞かれ、私の叫びはその耳に届いた。

8 地は揺れ動き、震えた。天の土台は揺れ動いた。彼が怒られたからである。

9 彼の怒りから煙が立ち上り、彼の口から火が燃え出て、燃えている炭が彼から燃え上がった。

10 天を曲げられて降りて来られた。暗黒がその足の下にあった。

11 主はケルビムに乗って飛ばれ、風の翼の上に現れられた。

12 主はその周囲に暗闇を小屋とされ、水の暗黒、厚い雲とされた。

13 彼の前の輝きから、火の燃えている炭が燃え上がった。

14 主は天から雷を鳴らされた。いと高き方は御声を出された。

15 矢を放って彼らを散らされた。稲妻を放って彼らを慌てさせられた。

16 海の水流が現れ、世界の土台が露わになった。主の叱責により、その怒りの息の風によって。

17 高い所から手を伸ばして、私を取られた。多くの水から私を引き出された。

18 彼は私を強い敵から救い出された。私を憎む者たちから、彼らは私よりも強かったからだ。

19 彼らは私の災いの日に私に先んじて襲いかかった。しかし主は私の支えとなられた。

20 彼は私を広い所に導き出された。私を救い出された。私を喜ばれたからだ。

21 主は私の義にしたがって私に報いられ、私の手の清さにしたがって私に返される。

22 私は主の道を守りました。そして、私は自分の神に対して悪を行いませんでした。

23 すべてのさばきは私の前にあり、その定めを私はそれから離れない。

24 私は主に対して全き者であり、自分の咎から自分を守った。

25 主は私の義にしたがって、私の清さにしたがって、御目の前に報いてくださった。

26 慈しみ深い者には、あなたは慈しみ深くあられ、完全な者には、あなたは完全であられる。

27 清い者には、あなたは清くあられ、曲がった者には、あなたはねじ曲がって臨まれる。

28 苦しむ民を救われ、高ぶる者たちには目を注いで低くされる。

29 あなたは私のともしび、主。主は私の暗闇を明るくされる。

30 あなたによって、私は軍団を追いかけ、私の神によって、私は壁を飛び越えます。

31 神の道は完全であり、主の言葉は精錬されている。彼はすべて神に身を避ける者の盾である。

32 だれが主のほかに神であろうか。だれがわれわれの神のほかに岩であろうか。

33 神は私の力の要害であり、私の道を完全なものとされる。

34 主は私の足を雌鹿のようにされ、私の高台の上に立たせてくださる。

35 主は私の手を戦いのために教えられ、私の腕に青銅の弓を曲げさせられた。

36 あなたは私に救いの盾を下さった。あなたのへりくだりが私を大きくしてくださった。

37 あなたは私の歩みを私の下で広くされ、私の足首はよろめきませんでした。

38 私は敵を追い、彼らを滅ぼし尽くした。彼らが絶ち滅ぼされるまで、私は引き返さなかった。

39 私は彼らを滅ぼし、彼らを打ち砕いた。彼らは立ち上がれなかった。彼らは私の足の下に倒れた。

40 あなたは私に戦いのための力を与えられ、私に立ち向かう者たちを私の下に屈服させられた。

41 あなたは私の敵を私にうなじを与えられ、私を憎む者たちを私は絶ち滅ぼした。

42 彼らは助けを求めて叫んだが、救う者はいなかった。主に向かって叫んだが、彼らに答えられなかった。

43 私は彼らを地のちりのように砕き、外の泥のように踏みつけ、粉々にした。

44 あなたは私の民の争いから私を救い出された。あなたは私を諸国の民のかしらに保たれる。私が知らなかった民が私に仕える。

45 異邦の子らは私にへつらい、耳で聞くとすぐに私に従う。

46 異邦の子らは衰え、彼らはその縁から震えながら出て来る。

47 主は生きておられる。私の岩はほむべきかな。私の救いの岩である神は高く上げられますように。

48 神は私に復讐を与えられる方、私の下に民を下される方。

49 私を敵から導き出し、私に立ち向かう者たちの上に私を高く上げ、暴力の者から私を救い出される方。

50 それゆえ、主よ、わたしは国々の中であなたに感謝し、あなたの名にほめ歌を歌います。

51 主はその王に大きな救いを与えられ、その油注がれた者に慈愛を施される。ダビデとその子孫に、とこしえまで。

2 Samuel 23

1 これは、ダビデの最後の言葉である。エッサイの子ダビデの宣言、高い地位に上げられた男の宣言、ヤコブの神に油注がれた者、イスラエルの喜ばしい歌の作者の宣言。

2 主の霊が私を通して語られた。その言葉は私の舌の上にあった。

3 イスラエルの神が言われた、イスラエルの岩が私に語られた、「人を治める者は、正しく、神の恐れをもって治める者である」。

4 朝の光のように太陽が昇り、雲のない朝、雨の後の輝きから地に若草が生えるように。

5 まことに、私の家は神と共にそのようではない。まことに、神は私のために永遠の契約を立てられた。それはすべての点で整えられ、守られている。まことに、私の救いのすべてと、私の喜びのすべては、まことに、芽を出さないのではない。

6 ベリアルは、すべて捨てられたいばらのようだ。なぜなら、彼らは手で取ることはできないからだ。

7 人々がそれに触れる者は、鉄と槍の木で満たされ、火で焼かれる。彼らは座所で焼き尽くされる。

8 これらはダビデに仕えた勇士たちの名である。ヨシュブ・バシュシェベテ、タフクモニ、三人の者の頭、彼はアディノ、エズン人であり、一度に八百人の負傷者を打ち倒した。

9 そして彼の後に、ドドの子アホヒ人エレアザルがいた。彼はダビデと共に三人の勇士の一人で、彼らがペリシテ人を嘲ったとき、彼らはそこに戦いのために集まった。そしてイスラエルの人々は上って行った。

10 彼は立ち上がり、ペリシテ人を打った。彼の手が疲れ果てるまで、彼の手は剣に固着した。主はその日に大いなる救いを成し遂げられた。民は彼の後に戻ったが、ただ略奪するためだけであった。

11 彼の後に、ハラリ人アゲの子シャンマがいた。ペリシテ人がいのちのために集まり、そこに野の土地があって、レンズ豆で満ちていた。そして民はペリシテ人の前から逃げた。

12 彼はその土地の真ん中に立ち、それを救い出し、ペリシテ人を打った。主は大いなる救いを成し遂げられた。

13 三十人のうちのかしらたちは下って行き、収穫の時にダビデのもと、アドラムの洞穴に来た。ペリシテ人のいのちはレファイムの谷に宿営していた。

14 そのときダビデは城塞におり、ペリシテ人の駐屯所はそのときベツレヘムにあった。

15 ダビデは渇きを覚えて言われた、「だれか、ベツレヘムの門にある井戸の水を私に飲ませてくれるだろうか」。

16 三人の勇士はペリシテ人の陣営を突き破り、ベツレヘムの門のそばにある井戸から水を汲み、それを担いでダビデのもとに持って来た。しかしダビデはそれを飲もうとせず、主に注ぎ出した。

17 主よ、私がこれをすることは、どうか私にとって忌むべきことです。これは、自分の命をかけて行った人々の血ではないか。彼らはそれを飲むことを望まなかった。これらの三人の勇士が、そのことを行ったのである。

18 アビシャイはツェルヤの子ヨアブの兄弟で、彼は三人の者たちのかしらであった。彼は三百人に向かって槍を振るい、彼らを刺し殺した。彼はその三人の者たちの間で名を得ていた。

19 三人のうちで最も尊ばれ、彼らの長官となったが、三人には及ばなかった。

20 エホヤダの子ベナヤは、力ある人、カブツェエル出身の多くのわざを成し遂げた者の子であった。彼はモアブの二人のアリエルを打ち倒した。また、彼は雪の日に穴の真ん中に下って行き、獅子を打ち殺した。

21 彼は、外観の立派なエジプト人の一人を打ち倒した。そのエジプト人の手には槍があったが、彼は杖を持ってその者に降りかかり、エジプト人の手から槍を奪い取り、その槍で彼を殺した。

22 ベナヤ、エホヤダの子はこれらのことを行った。彼は三人の勇士たちのうちで名を得た。

23 三十人の中では尊ばれたが、三人には及ばなかった。ダビデは彼を自分の従者にした。

24 アサエルはヨアブの兄弟であり、三十人の中にいた。エルハナンはドドの子で、ベツレヘム出身であった。

25 シャンマはハロデ人、エリカはハロデ人。

26 ヘレツ、パルティ人、イラ、イケシュの子、テコア人。

27 アビエゼルはアナトテ人、メブンナイはフシャテ人。

28 ザルモンはアホヒ人、マハライはネトファ人。

29 ヘレブ、バアナの子、ネトファ人。イタイ、リバイの子、ベニヤミンの子らのギブア出身。

30 ベナヤはピラトン人、ヒダイはガアシュの谷川の者。

31 アビ・アルボンはアルバテ人、アズマベテはバルフミびと。

32 エルヤフバ、シャアルボニ人、ヤシェンの子ら、ヨナタン。

33 シャンマ、ハラリ人、シャラルの子アヒアム、ハラリ人。

34 エリフェレテはアハスバイの子、マアカ人の子、エリアムはアヒトフェルの子、ギロン人。

35 ヘツロはカルメル人、パアライはアルビ人。

36 ツォバ出身のナタンの子イガル、ガド人バニ。

37 ツェレクはアンモン人、ナハライはベエロテ人、ツェルヤの子ヨアブの器を担う者。

38 イラ・イテリ人、ガレブ・イテリ人。

39 ウリヤ、ヒッタイト人、すべてで三十七人。

2 Samuel 24

1 主の怒りが再びイスラエルに対して燃え上がり、主は彼らに対してダビデを動かして、「行け、イスラエルとユダを数えよ」と言われた。

2 王は、自分のそばにいる軍の長官ヨアブに言われた、「イスラエルのすべての部族を行き巡り、ダンからベエル・シェバまで、民を数えなさい。そして、私は民の数を知りたい」。

3 ヨアブは王に言われた、「あなたの神、主がこの民を、今の百倍に増やしてくださり、わが主、王の目がそれを見られるように。しかし、わが主、王は、なぜこの言葉を喜ばれるのですか」。

4 王の言葉はヨアブと力の長官たちに強く及び、ヨアブと力の長官たちは王の前を出て、民、すなわちイスラエルを数えるために出て行った。

5 ヨルダンを渡り、アロエルに宿営した。その町の右側、ガドの谷川の真ん中にあり、ヤゼルに向かって。

6 彼らはギレアデに来て、タフティム・ホデシの地に来た。そしてダン・ヤアンに来て、シドンの周囲に回った。

7 彼らはツロの要塞と、すべてのヒビ人とカナン人の町々に来た。そしてユダのネゲブ、ベエル・シェバにまで出て行った。

8 彼らはすべての地を巡り、九か月と二十日の果てからエルサレムに帰って来た。

9 ヨアブは民の任命の場所の数を王に渡した。イスラエルは八十万人の力ある人、剣を抜く者であり、ユダの人は五十万人の人であった。

10 ダビデの心は、その後、民を数えた後に、彼を打った。そしてダビデは主に言われた、「私は、自分が行ったことによって、非常に罪を犯しました。今、主よ、どうかあなたのしもべの咎を取り去ってください。私は非常に愚かでしたから」。

11 ダビデは朝に起き上がった。そして主の言葉が、ダビデの預言者である先見者ガドに臨んで言われた。

12 行ってダビデに言え。「主はこう言われる。三つのものを、わたしはあなたの上に下す。あなたはその一つを選び、わたしはあなたにそれを行う。

13 ガドがダビデのところに来て、彼に告げて、彼に言われた、「あなたの地に七年の飢饉が来るのか、それともあなたの苦しみの前に三か月逃げるのか、そして彼があなたを追うのか、それともあなたの地に三日の疫病があるのか。今、知って、見なさい。私を遣わした方に何を言葉として返すべきかを」。

14 ダビデはガドに言われた、「私にとって非常に苦しい。どうか主の手に落ちよう。主のあわれみは大きいからだ。人の手には落ちないように。

15 主はイスラエルに疫病を下された。それは朝から定めの時まで続き、ダンからベエル・シェバに至るまで、民のうち七万人が死んだ。

16 御使いがエルサレムを滅ぼそうと手を伸ばしたとき、主はこの悪について悔やまれ、民を滅ぼしている御使いに言われた、「もう十分だ。今、あなたの手を緩めよ」。主の御使いはエブス人アラウナの打ち場のそばにいた。

17 ダビデは、民を打つ御使いを見て、主に言われた、「見よ、私は罪を犯し、私は悪を行いました。しかし、この羊の群れは何をしたのでしょうか。どうか、あなたの手を私と私の父の家に向けてください」。

18 その日、ガドはダビデのところに来て、彼に言われた。「主のために祭壇を築くため、エブス人アラウナの打ち場に上れ。

19 ダビデは、主が命じられたガドの言葉のとおりに上って行った。

20 アラウナは見渡して、王とそのしもべたちが自分を通り過ぎて行くのを見た。そしてアラウナは出て行き、顔を地につけて王の前にひれ伏した。

21 アラウナは言った、「わが主である王が、そのしもべのところに来られたのは、なぜですか」。ダビデは言った、「あなたから打ち場を買い取って、主に祭壇を築くためだ。そうすれば、疫病が民の上から止められるであろう」。

22 アラウナはダビデに言った、「わが主である王が、その目にかなうものを取って、ささげてください。見てください、全焼のいけにえのための牛、また打穀機と牛の器を、木のために」。

23 すべてをアラウナ王は王に与えた。そしてアラウナは王に言った、「あなたの神、主があなたを喜ばれますように」。

24 王はアラウナに言われた、「いいえ、私は必ず代価を払ってあなたから買います。私は自分の神、主に、ただで得た全焼のいけにえをささげることはしません」。そしてダビデは、その打ち場と牛を、銀五十シェケルで買った。

25 ダビデはそこに主のために祭壇を築き、全焼のいけにえと全焼のいけにえをささげた。主は地のために祈りを聞き入れられ、疫病はイスラエルの上から止められた。


1 Kings

1 Kings 1

1 王ダビデは年老いて、日が重なっていた。彼らは彼を衣服で覆ったが、彼は暖まらなかった。

2 彼のしもべたちは彼に言った、「わが主、王のために、処女の乙女を求めさせてください。彼女は王の前に立ち、王の世話をし、あなたの懐に寝て、わが主、王を温めるでしょう。

3 彼らはイスラエルのすべての境界の中で美しい乙女を求めた。そして、シュナムの女アビシャグを見つけ、彼女を王のもとへ連れて来た。

4 その乙女は非常に美しく、王の世話をし、王に仕えたが、王は彼女を知らなかった。

5 ハギテの子アドニヤは自分を高めて、「私が王となる」と言った。彼は自分のために戦車と騎兵と、自分の前を走る五十人の人を備えた。

6 父は彼の生涯の日々、彼に「なぜあなたはそのようにしたのか」と言って咎めたことはなかった。また彼は非常に容姿が美しく、アブシャロムの後に彼女が彼を産んだのであった。

7 彼の言葉はツェルヤの子ヨアブと祭司アビアタルにあり、彼らはアドニヤの後に従って助けた。

8 祭司ザドク、エホヤダの子ベナヤ、預言者ナタン、シメイ、レイ、そしてダビデの勇士たちは、アドニヤと共にいなかった。

9 アドニヤは羊の群れと牛と肥えた家畜を、エン・ロゲルのそばにあるゾヘレテの石のところで屠った。そして、王の子である自分のすべての兄弟と、王のしもべであるユダのすべての人々を呼んだ。

10 しかし、預言者ナタンとベナヤ、そして勇士たちと、その兄弟ソロモンは呼ばなかった。

11 ナタンはソロモンの母バテ・シェバに言った、「あなたは、ハギテの子アドニヤが王となったのを聞かなかったのか。そして、われわれの主ダビデはそれを知っておられない。

12 さあ、今あなたに一つの助言を授けよう。どうか聞いて、自分の命と、あなたの子ソロモンの命を救いなさい。

13 行きなさい。そして王ダビデのところへ入りなさい。そして彼に言いなさい。『私の主である王よ、あなたはあなたの女奴隷に誓って言われたではありませんか。「あなたの子ソロモンが私の後に王となり、彼が私の王座に座る」と。それなのに、なぜアドニヤが王となったのですか。』

14 見よ、あなたがそこで王と話している間に、わたしはあなたの後に来て、あなたの言葉を満たすであろう。

15 バテ・シェバは王の奥の部屋に入った。王は非常に年老いており、アビシャグというシュナムの女が王に仕えていた。

16 バテ・シェバはひざまずき、王にひれ伏した。王は言われた、「あなたはどうしたのか」。

17 彼女は彼に言った。「わが主よ、あなたはあなたの神、主にかけて、あなたの女奴隷に誓われました。『あなたの子ソロモンが私の後に王となり、彼が私の王座に座る』と。

18 今や、見よ、アドニヤが王となった。そして今、我が主、王よ、あなたは知っておられない。

19 雄牛と肥えた家畜と羊の群れを多数いけにえとして屠り、王のすべての子たちと祭司アビアタルと軍勢の長官ヨアブを呼び寄せたが、あなたのしもべソロモンは呼ばなかった。

20 わが主、王よ、すべてのイスラエルの目はあなたに向かっています。あなたの後に、わが主、王の王座にだれが座るかを彼らに告げるために。

21 わが主なる王がその先祖たちと共に眠るとき、私は私の子ソロモンと共に罪人とみなされるでしょう。

22 彼女がなお王と話しているうちに、預言者ナタンが入って来た。

23 彼らは王に告げて言った、「見よ、預言者ナタンがおられます」。彼は王の前に来て、顔を地に伏して王にひれ伏した。

24 ナタンは言った、「我が主、王よ、あなたは言われた、『アドニヤが私の後に王となり、彼が私の王座に座る』と。

25 今日、彼は下って行き、雄牛と肥えた家畜と羊の群れを多数のために屠り、王のすべての子たちと軍勢の長官たちと祭司アビアタルを呼び寄せた。そして、彼らは彼の前で食べたり飲んだりしている。彼らは言った、「アドニヤ王よ、生きよ」。

26 あなたのしもべである私と、祭司ザドクと、エホヤダの子ベナヤと、あなたのしもべソロモンとは、呼ばれなかった。

27 もしこのことが私の主である王から出たのであれば、あなたはなぜ、あなたのしもべたちに、私の主である王の後にだれがその王座に座るのかをお告げにならなかったのですか。

28 王ダビデは答えて言われた、「バテ・シェバを私のところに呼べ」。すると彼女は王の前に来て、王の前に立った。

29 王は誓って言われた。「主は生きておられる。主は私の命をすべての苦難から贖われた。

30 確かに、イスラエルの神、主にかけてあなたに誓ったように、あなたの子ソロモンが私の後に王となり、彼が私の王座に座って私に代わるであろう。まさに、この日に私はそのように行う。

31 バテ・シェバは顔を地に伏せて王にひれ伏し、言った。「わが主、王ダビデが永遠に生きられますように。

32 王ダビデは言われた、「祭司ザドクと預言者ナタンと、エホヤダの子ベナヤを、私のところに呼べ」。彼らは王の前に来た。

33 王は彼らに言われた、「あなたがたの主のしもべたちを連れて行き、わたしの子ソロモンをわたしの騾馬に乗せ、彼をギホンへ下らせなさい」。

34 ザドク祭司と預言者ナタンは、そこで彼をイスラエルの王として油を注ぎ、あなたがたは角笛を吹き鳴らして、「ソロモン王万歳」と言いなさい。

35 あなたがたは彼の後に従って上って行き、彼は来て私の王座に座る。彼が私の代わりに王となる。そして私は彼に、イスラエルとユダの上の君主となるよう命じた。

36 ベナヤはエホヤダの子として王に答えて言った、「アーメン。わが主、王の神、主がそう言われるように。

37 主が我が主君である王と共におられたように、ソロモンとも共におられ、その王座を我が主君である王ダビデの王座よりも大きくされますように。

38 祭司ザドクと預言者ナタン、そしてエホヤダの子ベナヤ、ケレテ人とペレテ人は下って行き、ソロモンを王ダビデの騾馬に乗せ、彼をギホンへ連れて行った。

39 祭司ザドクは天幕から油の角を取り、ソロモンに油を注いだ。そして彼らは角笛を吹き鳴らし、すべての民は言った、「ソロモン王が生きよ」。

40 すべての民は彼の後に上って行き、民は笛を吹き鳴らし、大きな喜びをもって喜んだ。そして、地は彼らの声で裂けた。

41 アドニヤと彼と共にいるすべての招かれた者たちは、食べ終えたところであった。ヨアブは角笛の声を聞いて、「なぜ町の声が騒がしいのか」と言った。

42 まだ彼が話しているうちに、見よ、祭司アビアタルの子ヨナタンが来た。アドニヤは言った、「入れ。あなたは力のある人であり、良い知らせを告げる者だから」。

43 ヨナタンは答えてアドニヤに言われた、「いいえ、私たちの主である王ダビデはソロモンを王とされたのです」。

44 王は、祭司ザドクと預言者ナタンと、エホヤダの子ベナヤと、ケレテ人とペレテ人を彼と共に遣わされた。そして彼らは彼を王の騾馬に乗せた。

45 ザドク祭司とナタン預言者は彼をギホンで王に油を注ぎ、そこから喜んで上って来たので、町は騒ぎ立った。それがあなたがたの聞いたあの声である。

46 そしてソロモンもまた、王権の王座に座した。

47 また王のしもべたちも来て、われわれの主である王ダビデを祝福して言った、「あなたの神がソロモンの名をあなたの名よりも良くし、彼の王座をあなたの王座よりも大きくされますように」。そして王は寝床の上でひれ伏した。

48 王はまたこうも言われた、「イスラエルの神、主はほむべきかな。今日、わたしの王座に座する者をわたしに与え、わたしの目がそれを見るようにされた」。

49 アドニヤの招かれた者たちはみな震え上がって立ち上がり、それぞれ自分の道へと去って行った。

50 アドニヤはソロモンの顔を恐れ、立ち上がって行き、祭壇の角にすがりついた。

51 ソロモンに告げられて言われた、「見よ、アドニヤは王ソロモンを恐れて、見よ、祭壇の角にすがって言っている、『王ソロモンは、今日、そのしもべを剣で殺さないと、私に誓ってください』と」。

52 ソロモンは言われた、「もし彼が力ある子となるなら、その髪の毛一本も地に落ちることはない。しかし、もし彼に悪が見いだされるなら、彼は死ぬであろう。

53 王ソロモンは人を遣わして、彼を祭壇の上から降ろさせた。彼は来て、王ソロモンの前にひれ伏した。ソロモンは彼に言われた、「あなたの家へ行きなさい」。

1 Kings 2

1 ダビデの死ぬ日が近づいた。彼はその子ソロモンに命じて言われた。

2 私はすべての地の道を行こうとしている。あなたは強くあって、夫となりなさい。

3 あなたはあなたの神、主の務めを守り、主の道を歩み、主の定め、戒め、さばき、証言を、モーセの律法に書かれているとおりに守らなければならない。それは、あなたが行うすべてのこと、またあなたが向かうすべての所で、あなたが賢く行動するためである。

4 主が私について語られた言葉を実現されるために、「もしあなたの子たちが、すべての心とすべての心をもって、真実をもって私の前を歩むように、自分の道を守るなら、あなたにはイスラエルの王座の上から人が断たれることはない」と言われた。

5 あなたもまた、わたしがツェルヤの子ヨアブがわたしにしたことを知っている。彼がイスラエルの軍勢の二人の長官、ネルの子アブネルとイテルの子アマサにしたこと、すなわち彼らを殺し、平和のときに戦いの血を流し、その戦いの血を自分の腰の帯と足の靴に付けたことを。

6 あなたは自分の知恵に従って行い、彼の白髪を平和のうちによみに下らせてはならない。

7 ギレアデ人バルジライの子らには慈愛を示し、彼らをあなたの食卓で食べる者たちの中に加えなさい。彼らは、あなたの兄弟アブシャロムの前から私が逃げたとき、私のもとに近づいて来たからである。

8 見よ、あなたと共にいるのは、バフリム出身のベニヤミン人ゲラの子シメイである。彼は、私がマハナイムへ行った日に、激しいのろいで私をのろった。しかし彼はヨルダンで私を迎えに下って来たので、私は主にかけて彼に誓って言った、「私はあなたを剣で殺さない」と。

9 今や、彼を無罪としてはいけない。あなたは賢い人であるから、彼に何をすべきか知っているであろう。そして、彼の白髪を血とともに、よみに下らせよ。

10 ダビデはその父たちとともに眠り、ダビデの町に葬られた。

11 ダビデがイスラエルの上に王であった日は四十年であった。ヘブロンで七年王であり、エルサレムで三十三年王であった。

12 ソロモンは父ダビデの王座に座り、彼の王国は非常に堅く確立された。

13 アドニヤはハギテの子で、ソロモンの母バテ・シェバのところに来た。彼女は言った、「あなたの来るのは平和か」。彼は言った、「平和だ」。

14 言葉が私からあなたにあります。すると彼女は言った、「話してください」。

15 彼は言った。「あなたは知っているように、王権は私のものであった。そして、すべてのイスラエルは、私が王となるように顔を向けていた。しかし、王権は回って、私の兄弟のものとなった。それは主から彼に与えられたからである。

16 今、私は一つの請い願いをあなたに求めています。どうか私の顔を背けないでください。彼女は彼に言った、「話しなさい」。

17 彼は言った、「どうか、王ソロモンに言ってください。彼はあなたの前を退けず、私にシュナムの女アビシャグを妻として与えてくれるでしょうから。

18 バテ・シェバは言った、「良いでしょう。私はあなたについて王に話します」。

19 バテ・シェバは王ソロモンのもとに来て、アドニヤについて彼に話そうとした。王は彼女を迎えるために立ち上がり、彼女にひれ伏し、自分の王座に座り、王の母のために王座を置いた。彼女は彼の右に座った。

20 彼女は言った、「私はあなたに一つの小さな請い願いを求めています。どうか私の顔を退けないでください。」すると王は彼女に言った、「母よ、求めなさい。私はあなたの顔を退けませんから。

21 アビシャグ・シュナムの女をあなたの兄弟アドニヤに妻として与えられるように、と彼女は言った。

22 王ソロモンは答えて母に言われた、「なぜあなたはアドニヤのためにシュナムの女アビシャグを求めるのか。彼に王権をも求めてやれ。彼は私より年上の兄弟であり、彼と祭司アビアタルとツェルヤの子ヨアブのためにも求めよ」。

23 王ソロモンは主にかけて誓って言われた、「神がこのように私にし、またこのように加えられるように。アドニヤが自分の命をもってこの言葉を語ったからだ」。

24 それゆえ、主は生きておられる。主は私を堅く立て、私の父ダビデの王座に着かせ、約束されたとおりに私のために家を造られた。今日、アドニヤは必ず死ななければならない。

25 王ソロモンはエホヤダの子ベナヤの手によって人を遣わし、彼を打ち殺したので、彼は死んだ。

26 王は祭司アビアタルに言われた、「アナトテのあなたの野へ行け。あなたは死に値する人だからだ。しかし、この日にはあなたを殺さない。あなたが私の父ダビデの前で主なる神の箱を担いだこと、また私の父が苦しんだすべてのことであなたも苦しんだからだ」。

27 ソロモンはアビアタルを主の祭司であることから追放した。主がシロでエリの家について語られた主の言葉を成就するためであった。

28 その報道はヨアブにまで届いた。ヨアブはアドニヤに従ったが、アブシャロムには従わなかったからである。そこでヨアブは主の天幕に逃げ込み、祭壇の角にすがりついた。

29 ソロモン王に、ヨアブが主の天幕に逃げて、祭壇のそばにいることが告げられた。そこでソロモンは、エホヤダの子ベナヤを遣わして、「行って、彼を打ち殺せ」と言わせた。

30 ベナヤは主の天幕に行き、彼に言った。「王はこう言われた。『出て来なさい』」と。彼は言った。「いや、ここで死にます」。ベナヤは王に言葉を返して言った。「ヨアブはこう言い、こう私に答えたのです」。

31 王は彼に言われた、「あなたが言ったとおりにせよ。彼を打ち、彼を葬れ。そうすれば、ヨアブが流した無実の血を、私と私の父の家から除き去ることができる。

32 主は彼の血を彼の頭に返された。彼が自分よりも正しくて良い二人の人を撃ち、剣で彼らを殺したからである。すなわち、イスラエルの軍勢の長官であるネルの子アブネルと、ユダの軍勢の長官であるイテルの子アマサを、私の父ダビデは知らなかったのに、彼は殺したのである。

33 彼らの血はヨアブの頭とその子孫の頭に永遠に帰し、ダビデとその子孫とその家とその王座には、主からの平和が永遠にあるように。

34 ベナヤの子エホヤダは上って行き、彼に打ちかかって彼を殺した。彼は自分の家の荒野に葬られた。

35 王はエホヤダの子ベナヤを彼の代わりに軍勢の上に立て、王は祭司ザドクをアビアタルの代わりに立てた。

36 王は人を遣わしてシメイを呼び寄せ、彼に言われた。「あなたのためにエルサレムに家を建てて、そこに住みなさい。そこから出て行ってはならない。あちらにもこちらにも行ってはならない。

37 あなたが出て行き、キデロンの谷川を渡る日には、必ず死ぬことを知れ。あなたの血はあなたの頭に帰するであろう。

38 シメイは王に言った、「その言葉は良いことです。わが主である王がおっしゃったとおり、あなたのしもべは行います」。そしてシメイはエルサレムに多くの日とどまった。

39 三年の終わりになって、シメイの二人のしもべがガテの王マアカの子アキシュのもとへ逃げた。そして人々がシメイに告げて言った、「あなたのしもべたちはガテにいます」。

40 シメイは立ち上がり、自分のろばに鞍を置き、ガテのアキシュのところへ行って、自分のしもべたちを求めた。そしてシメイは行って、自分のしもべたちをガテから連れ戻した。

41 ソロモンに、シメイがエルサレムからガテへ行き、そして帰って来たことが告げられた。

42 王は人を遣わしてシメイを呼び寄せ、彼に言われた、「わたしが主によってあなたに誓わせ、あなたに証しして、『あなたが出て行き、あちらこちらへ行く日には、必ず死ぬことを知っておけ』と言ったではないか。あなたはわたしに『その言葉は良い、聞きました』と言ったではないか」。

43 それなのに、なぜあなたは主の誓いと、私があなたに命じた戒めを守らなかったのか。

44 王はシメイに言われた、「あなたは、あなたの心が知っているすべての悪、すなわち、あなたが私の父ダビデに対して行った悪を知っている。主はあなたの悪をあなたの頭に返される。

45 王ソロモンは祝福された。そしてダビデの王座は、主の前に永遠に堅く立つであろう。

46 王はエホヤダの子ベナヤに命じられた。彼は出て行って彼を打ち、彼は死んだ。そして王国はソロモンの手によって確立された。

1 Kings 3

1 ソロモンはエジプトの王ファラオと姻戚関係を結び、ファラオの娘を娶って、自分の家と主の家とエルサレムの周囲の城壁を建て終えるまで、彼女をダビデの町に連れて来た。

2 ただ民は高台でいけにえを献げていた。それは、その日々まで主の名のために家が建てられていなかったからである。

3 ソロモンは主を愛し、父ダビデの定めに従って歩んだ。ただ、彼は高台でいけにえを献げ、香を焚いていた。

4 王はギブオンに行き、そこでいけにえをささげるために行った。それは大きな高台だったからである。ソロモンはその祭壇の上で千の全焼のいけにえをささげた。

5 ギブオンで、主は夜の夢の中でソロモンに現れ、神は言われた、「あなたに何を与えようか、求めなさい」。

6 ソロモンは言われた、「あなたはあなたのしもべである私の父ダビデに大きな慈愛を示されました。彼が真実と義とあなたの前での心の直さをもってあなたの前を歩んだからです。そしてあなたは彼にこの大きな慈愛を守り、彼に彼の王座に座る子を、今日この日のとおりにお与えになりました。

7 今、わが神、主よ。あなたはあなたのしもべを、私の父ダビデに代わって王とされた。しかし私は小さな少年であり、出ることも入ることも知らない。

8 あなたのしもべは、あなたが選ばれたあなたの民の真ん中におります。その民は多く、その多数のゆえに数えることもできず、数え上げることもできません。

9 あなたのしもべに、あなたの民を裁き、善と悪を区別するために聞き分ける心を授けてください。だれが、この重いあなたの民を裁くことができましょうか。

10 この言葉は主の目にかなった。ソロモンがこの言葉を求めたからである。

11 神は彼に言われた、「あなたがこの言葉を求めたので、あなたは自分のために多くの日を求めず、自分のために富を求めず、あなたの敵の命を求めず、さばきを聞き分けることを自分のために求めたので、

12 見よ、わたしはあなたの言葉のとおりにした。見よ、わたしはあなたに賢くて悟りのある心を与えた。あなたの前にはあなたのような者はなく、あなたの後にもあなたのような者は立ち現れないであろう。

13 また、あなたが求めなかったものも、わたしはあなたに与えた。すなわち、富と栄光もである。あなたのような者は、王たちのうちに、あなたのすべての日々を通じて、だれもいなかった。

14 もしあなたが、あなたの父ダビデが歩んだように、わたしの道を歩んで、わたしの定めと戒めを守るなら、わたしはあなたの日々を長くしよう。

15 ソロモンは目を覚ました。すると、それは夢であった。彼はエルサレムに来て、主の契約の箱の前に立ち、全焼のいけにえをささげ、全焼のいけにえをささげ、すべてのしもべのために宴会を設けた。

16 その時、二人の遊女の女たちが王のところに来て、その前に立った。

17 一人の女が言った、「わが主よ、私とこの女とは一つの家に住んでおり、その家で彼女と共に私は子を産みました。

18 私の出産の三日目に、この女もまた産んだ。そして私たち二人は一緒にいたが、家には私たち二人のほかに誰もいなかった。

19 この女の子は、彼女がその上に寝た夜に死んだ。

20 夜の真ん中に起きて、私の子を私のそばから取り、あなたの女奴隷が眠っている間に、その子を自分の懐に寝かせ、自分の死んだ子を私の懐に寝かせた。

21 朝、私は起きて、自分の子に乳を飲ませようとしましたが、見ると、彼は死んでいました。そして、朝、私はよくよく彼を見ましたが、それは私が産んだ子ではありませんでした。

22 一方の女は言った、「いいえ、生きているのは私の子で、死んでいるのはあなたの子です」。そしてもう一方の女は言った、「いいえ、死んでいるのはあなたの子で、生きているのは私の子です」。彼女たちは王の前で言い争った。

23 王は言われた、「この女は言う、『この生きている子が私の子で、あなたの子が死んだ子だ』。そしてこの女は言う、『そうではない、あなたの子が死んだ子で、私の子が生きている子だ』」。

24 王は言われた、「私のために剣を持って来なさい」。彼らは剣を王の前に持って来た。

25 王は言われた、「生きた子供を二つに切り、その半分を一方に、その半分を他方に与えよ」。

26 生きた子の母である女は、その子に対するあわれみのゆえに胸が熱くなり、王に言った。「わが主よ、どうかあの女に生きた子を与えてください。どうか彼を殺さないでください。」そして彼女は言った、「その子は私にもあなたにもならない。切り分けなさい。

27 王は答えて言われた、「その生きている子を彼女に与えよ。決して彼を殺してはならない。彼女がその母である」。

28 すべてのイスラエルは、王が下したさばきを聞き、王の顔を恐れた。彼らは、神の知恵が彼の内側にあって、さばきを行うことを見たからである。

1 Kings 4

1 ソロモン王は、すべてのイスラエルの上に王であった。

2 彼の長官たちは次のとおりである。祭司ザドクの子アザルヤ。

3 エリホレフとアヒヤ、シシャの子らは書記官たちであり、ヨシャパテ、アヒルデの子は記録官であった。

4 ベナヤはエホヤダの子で、軍勢の上にいた。そしてザドクとアビアタルは祭司であった。

5 アザルヤはナタンの子で、長官たちの上に立ち、ザブドはナタンの子で、祭司であり、王の友であった。

6 アヒシャルは家の監督であり、アブダの子アドニラムは人夫の監督であった。

7 ソロモンには、すべてのイスラエルの上に十二人の長官がいて、彼らは王とその家を養った。一年のうち一か月ずつ、それぞれが養うことになっていた。

8 これらの者たちがその名である。ベン・フルはエフライムの山にいた。

9 ベン・デケルはマカツとシャアルビムとベテ・シェメシュとエロン・ベテ・ハナンにいた。

10 ベン・ヘセデはアルボテにいた。彼のものはソコとヘフェルのすべての地であった。

11 ベン・アビナダブは、ドルのすべての周辺を治めていた。彼にはソロモンの娘タファテが妻として与えられていた。

12 バアナ、アヒルデの子は、タアナクとメギド、そしてベテ・シャンのすべて、ツァルタンのそばにあるもの、エズレルの下にあるもの、ベテ・シャンからアベル・メホラまで、ヨクメアムの向こう側まで。

13 ベン・ゲベルはラモテ・ギルアデにいた。彼にはギレアデにあるマナセの子ヤイルの町々があり、彼にはバシャンにあるアルゴブの綱があり、それは城壁と青銅のかんぬきを持つ六十の大きな町々であった。

14 アヒナダブ、イドの子、マハナイムに。

15 アヒマアツはナフタリにいた。彼もまたソロモンの娘バスマテを妻として娶った。

16 バアナ、フシャイの子は、アシェルとベアロテにおいて。

17 ヨシャパテ、パルアの子、イッサカルにて。

18 シメイ、エラの子は、ベニヤミンにいた。

19 ギレアデの地にウリの子ゲベルがいた。アモリ人の王シホンの地とバシャンの王オグの地、そしてその地にいた一人の駐屯軍がいた。

20 ユダとイスラエルは多かった。海辺の砂のように多数であり、食べ、飲み、喜んでいた。

21 ソロモンは、川からペリシテ人の地に至り、エジプトの境界に至るまでのすべての王国を治めていた。彼らは献げ物を携えて来て、ソロモンに仕えた、その命のすべての日々にわたって。

22 ソロモンのパンは一日につき、薄力粉三十コルと小麦粉六十コルであった。

23 肥えた牛十頭と牧場の牛二十頭と羊の群れ百頭、そのほかに雄鹿と麗しさとノロジカと肥えた家禽があった。

24 彼は川の向こう側のすべてを支配し、ティフサフからガザまで、川の向こう側のすべての王たちを支配した。そして彼には、そのすべての向こう側と周囲から平和があった。

25 ユダとイスラエルは、それぞれ自分のぶどうの木の下と自分のいちじくの下に安全に住み、ダンからベエル・シェバまで、ソロモンのすべての日の間、そうであった。

26 ソロモンには、その戦車のために馬の家畜の囲いが四万あり、騎兵が一万二千あった。

27 これらの総督たちは、王ソロモンと、王ソロモンの食卓に近づくすべての者を養った。それぞれ自分の月に、何一つ欠けることはなかった。

28 大麦とわらは、馬と駱駝のために、その場所にいる人々がそれぞれのさばきに従って持って来た。

29 神はソロモンに知恵と非常に多くの悟りを与えられ、また海の岸の砂のような心の幅を与えられた。

30 ソロモンの知恵は、すべての東の子らの知恵よりも、またすべてのエジプトの知恵よりも、はるかに勝っていた。

31 彼はすべての人よりも賢く、エズラ人エタン、ヘマン、カルコル、そしてマホルの子ダルダよりも賢かった。彼の名は周囲のすべての国々に知れ渡った。

32 ソロモンは三千のことわざを語った。そして彼の歌は千五首あった。

33 彼は木について語った。レバノンの杉から、壁に生えるヒソプに至るまで。また、獣と鳥と這うものと魚についても語った。

34 すべての民はソロモンの知恵を聞くために来た。地のすべての王たちも、彼の知恵を聞いた者たちである。

1 Kings 5

1 ツロの王ヒラムは、そのしもべたちをソロモンのもとに遣わした。彼が、ソロモンが父の代わりに王として油注がれたのを聞いたからである。ヒラムは、すべての日、ダビデを愛していたからである。

2 ソロモンはヒラムに使いを送って、言った。

3 あなたは私の父ダビデを知っておられる。彼はその神、主の名のために家を建てることができなかった。それは、主が彼の足の下に彼らを置かれるまで、彼を取り巻く戦いの前のためであった。

4 そして今、私の神、主が私に周囲に安らぎを与えられた。敵対者はなく、悪い偶然もない。

5 そして、私は今、私の神、主の名のために家を建てようと言っている。主が私の父ダビデにこう言われたとおりである。「あなたの王座に就くあなたの子、彼が私の名のためにその家を建てるであろう。

6 今、あなたは命じてください。彼らが私のためにレバノンから杉を切り出すように。そして、私のしもべたちはあなたのしもべたちと共にいるでしょう。そして、あなたのしもべたちの賃金を、あなたが言われるすべてのとおりに、私はあなたに与えます。なぜなら、あなたはご存じだからです。私たちの中には、シドン人のように木を切り出すことを知っている人がいないことを。

7 ヒラムがソロモンの言葉を聞いたとき、彼は大いに喜び、言った。「今日、主は祝福された。主はこの多くの民の上に、ダビデに賢い子を与えられた。

8 ヒラムはソロモンに使いを送って言われた、「あなたが私に送られたことを私は聞きました。私はあなたのすべての喜びを、杉の木ともみの木で行います」。

9 わたしのしもべたちはレバノンから海へ材木を下ろし、わたしはそれを海の上で浮き具として、あなたがわたしに送る場所まで運ばせ、そこでそれを砕く。あなたはそれを運び上げるであろう。あなたはまた、わたしの家にパンを供えるために、わたしの喜びを果たすであろう。

10 ヒラムはソロモンに、すべての喜びのままに、杉の木ともみの木を与えていた。

11 ソロモンはヒラムに、彼の家の食物として小麦二万コルと、搾りたての油二十コルを与えた。ソロモンは毎年、このようにヒラムに与えた。

12 主は、ご自身がソロモンに告げられたとおりに、ソロモンに知恵を与えられた。そして、ヒラムとソロモンの間に平和があり、二人は契約を結んだ。

13 ソロモン王はすべてのイスラエルから人夫を上げられた。その人夫は三万人であった。

14 彼らをレバノンに送られた。毎月一万人の交代で、一か月はレバノンに、二か月は自分の家にいるようにされた。アドニラムは人夫の監督であった。

15 ソロモンには、荷担い人七万人と、山で石を切り出す者八万人がいた。

16 単独で、ソロモンの仕事を監督する長官たちのうち、民を指揮する者たちは三千三百人で、彼らは仕事に従事していた。

17 王は命じられ、彼らは大きな石、すなわち高価な石を運び出して、家の土台とするために切り石の石を据えた。

18 ソロモンの建築者たちとヒラムの建築者たち、そしてギブリ人たちは石を切り出し、木と石を備えて、家を建てるために整えた。

1 Kings 6

1 イスラエルの子らがエジプトの地を出てから四百八十年目、ソロモンがイスラエルを治めて第四年のジブの月、すなわち第二の月に、彼は主のために家を建てた。

2 ソロモン王が主のために建てた家は、その長さが六十キュビト、その幅が二十キュビト、その身長が三十キュビトであった。

3 玄関は宮の神殿の前にあり、その長さは二十キュビト、家の幅の前にあって、その幅は十キュビト、家の前にあった。

4 彼は家のために、閉じられた窓枠の窓を造られた。

5 宮の壁に沿って、周囲に寝台を建てられた。宮の壁を周囲に、神殿と至聖所のために、周囲に側を造られた。

6 下の寝台は幅五キュビト、中の寝台は幅六キュビト、第三の寝台は幅七キュビトであった。それは宮の周囲の外に狭い所を設けて、宮の壁に差し掛からないようにするためであった。

7 家は建てられる際、投げ矢の完全な石で建てられた。そして槌と斧、すべての鉄の器は、家が建てられる際に家の中で聞かれなかった。

8 あばら骨の入口は、家の右側の肩のところにあり、らせん階段で下のあばら骨から上のあばら骨へ、そして中のあばら骨から三番目のあばら骨へ上るようになっていた。

9 家を建てて、それを完成された。そして、家を梁と杉の並木で覆われた。

10 そして彼はその寝台を宮のすべてに建て、その身長は五キュビトであり、杉の木で宮を支えた。

11 主の言葉がソロモンに臨んで言われた。

12 この家について、あなたが建てているこの家について、もしあなたがわたしの定めに従って歩み、わたしのさばきを行い、わたしのすべての戒めを守ってそれに従って歩むなら、わたしはあなたに語ったわたしの言葉を、あなたの父ダビデに語ったその言葉を実現する。

13 私はイスラエルの子たちの真ん中に住み、わたしの民イスラエルを捨てることはない。

14 ソロモンはその家を建て、それを完成させた。

15 家の壁を内側から杉の側板で張り、家の床から天井の壁まで内側を木で覆った。そして家の床をもみの木の側板で覆った。

16 宮の辺境の二十キュビトを杉の側で、床から壁まで建てられた。そして、そのために宮の内側から至聖所、すなわち聖なるものの聖なるものを建てられた。

17 宮は四十キュビトであり、それが前にある神殿であった。

18 内側の家には杉の彫刻、節飾りと花の彫刻があり、すべては杉であって、石は見えなかった。

19 至聖所を宮の真ん中の奥に備え、そこに主の契約の箱を置くためであった。

20 至聖所の前は、長さ二十キュビト、幅二十キュビト、その身長二十キュビトであり、彼はそれを閉じた金で覆われた。また、杉の祭壇を覆われた。

21 ソロモンはその内側を閉じた金で覆った。そして至聖所の前に金の鎖を渡し、それを金で覆った。

22 彼は宮全体に金を被せ、すべての宮を仕上げるまでにした。また、至聖所の祭壇もすべて金で被せた。

23 至聖所に、油の木で二体のケルビムを造られた。その身長は十キュビトであった。

24 片方のケルビムの翼は五キュビト、もう一方のケルビムの翼も五キュビトであり、その翼の果てから翼の果てまで十キュビトであった。

25 そして第二のケルビムは十キュビトの寸法であり、二つのケルビムは同じ切り口であった。

26 片方のケルビムの身長は十キュビトであり、もう一方のケルビムも同様であった。

27 彼はケルビムを内なる宮の真ん中に置かれた。ケルビムの翼は広げられ、一方の翼は壁に触れ、第二のケルビムの翼はもう一方の壁に触れていた。彼らの翼は宮の真ん中に向かって、翼が翼に触れていた。

28 彼はケルビムを金で覆った。

29 そして家のすべての壁の周囲に、彫刻されたケルビムとなつめやしの木と開いた花の彫刻を、内側の面と外側の面に彫った。

30 また、内側の床と外側の床を金で覆われた。

31 至聖所の入口には、油の木の戸を作った。その入口の雄羊の門柱は五角形であった。

32 油の木で作った二つの戸があり、その上にケルビムとなつめやしの木と花の彫刻を彫り、金で覆った。そして、ケルビムとなつめやしの木の上に金を張り付けた。

33 また、彼は神殿の入口に、油の木の門柱を、四分の一の部分から造った。

34 また二つの戸はもみの木で作り、一つの戸には二つの側があり、それぞれの側は輪になっていた。もう一つの戸にも二つの垂れ幕があり、それぞれの側は輪になっていた。

35 彼はケルビムとなつめやしの木と開いた花を彫り、彫られたものの上にまっすぐに金をかぶせた。

36 彼は内側の中庭を、切り石の三列と杉の梁の一列で造った。

37 第四年に、主の家の基が据えられた。ジブの月に。

38 第十一年のブルの月、それは第八の月に、宮はそのすべての言葉とすべてのさばきをもって完成した。彼はそれを七年かけて建てた。

1 Kings 7

1 ソロモンは自分の家を十三年かけて建てた。そして、自分の家のすべてを完成させた。

2 彼はレバノンの森の家を建てた。その長さは百キュビト、その幅は五十キュビト、その身長は三十キュビトで、四列の杉の柱の上にあり、柱の上には杉の梁があった。

3 杉で覆われていた、柱の上にある側の上に、四十五本、十五本の列があった。

4 窓枠は三つの列があり、光は光に向かって三度あった。

5 すべての入口と門柱は方形の窓であり、光と光とが向かい合って三度あった。

6 彼は柱の玄関を造った。その長さは五十キュビト、その幅は三十キュビトであった。そして、その柱の前に玄関があり、その前に柱と厚い板があった。

7 また、彼がそこでさばきを行う王座の玄関、すなわちさばきの玄関を造られた。そして、床から床まで杉で覆われていた。

8 彼の家、すなわち彼がそこに住んでいた家は、他の内庭の、玄関の家の奥にあり、このわざと同じようであった。またソロモンは、自分の妻としたファラオの娘のために、この玄関のように家を造った。

9 これらのすべては、寸法にかなった切り石、内側も外側ものこぎりで削られた貴重な石であり、土台から手幅に至るまで、そして外側から大きな中庭に至るまで、そうであった。

10 基礎は高価な石、大きな石で据えられた。十キュビトの石と八キュビトの石であった。

11 上部には、寸法に合わせた切り石と杉の石があった。

12 大きな中庭の周囲には切り石の三列と杉の梁の一列があり、主の家の内側の中庭と家の玄関にも同様であった。

13 ソロモン王は人を遣わし、ツロからヒラムを連れて来た。

14 彼はナフタリの杖の部族の未亡人の女の子であり、その父はツロ人の青銅を打つ職人であった。彼は青銅ですべての仕事をするための知恵と悟りと知識に満たされた。そして彼はソロモン王のところに来て、彼のすべての仕事をした。

15 彼は二本の柱を青銅で鋳造した。一本の柱の身長は十八キュビトで、糸は十二キュビトが第二の柱を巡った。

16 彼は二つの柱頭を造り、柱の頭の上に載せるため、青銅を鋳て造った。一つの柱頭の身長は五キュビト、もう一つの柱頭の身長も五キュビトであった。

17 網のわざ、網目のわざ、房飾りの鎖のわざを、柱の頭の上にある柱頭のために造った。一つの柱頭に七つ、第二の柱頭にも七つ。

18 彼は柱を造り、その周囲に網目の上に二列を造って、ざくろの頭の上にある柱頭を覆った。そして、第二の柱頭にも同じようにした。

19 柱頭は柱の頭の上にあり、そのわざは玄関のゆりのようであり、四キュビトあった。

20 柱頭は二本の柱の上にあり、腹の並びに、網目の向こう側にもあった。そして、ざくろは二百個、列をなして周囲にあり、第二の柱頭の上にもあった。

21 彼は神殿の玄関に柱を立てた。右の柱を立て、その名をヤキンと呼び、左の柱を立て、その名をボアズと呼んだ。

22 柱の頭にはゆりのわざがあり、柱の仕事は完成した。

23 彼は鋳物の海を造られた。その唇から第二の唇まで十キュビトで、周囲は円形であり、その身長は五キュビト、綱で測ると三十キュビトがその周囲を巡っていた。

24 節飾りはその唇の下に、周囲を巡ってそれを囲んでいた。一キュビトにつき十個、海の周囲を巡っていた。その節飾りは二列で、その鋳物のときに鋳造されたものであった。

25 十二の牛の上に立っていた。三頭は北を向き、三頭は海を向き、三頭はネゲブを向き、三頭は東を向いていた。そして西の海はその上にあり、そのすべてのうしろは家の方を向いていた。

26 その厚みは手幅であり、その岸は杯の岸のわざのようで、ゆりの花の形をしていた。それは二千バトを入れることができた。

27 彼は青銅の台座を十個造られた。一つの台座の長さは四キュビト、その幅は四キュビト、その身長は三キュビトであった。

28 これは台座のわざであり、彼らに縁があり、棚段の間に縁があった。

29 棚段の間にある縁には、獅子と牛とケルビムがおり、棚段の上にも同様にあった。そして、獅子と牛の下には、下り坂のわざの加えがあった。

30 一つの台座に青銅の車輪が四つ、青銅の君侯があり、その四つの時には肩がそれらにあり、洗盤の下に肩が鋳造され、向こう側には人に加えがあった。

31 その口は柱頭の家から上に向かって一キュビトであり、その口は丸く、台座のわざとして一キュビトと半分のキュビトであった。また、その口の上には彫刻があり、それらの縁は四角く、丸くなかった。

32 四つの車輪は縁の下にあり、車輪の手は台座にあり、その一つの車輪の身長は一キュビトと半キュビトであった。

33 車輪のわざは戦車の車輪のわざのようであり、それらの手と背と車輪の縁と輻、すべては鋳物で造られていた。

34 四つの肩は、一つの台座の四つの隅にあり、その肩は台座から出ていた。

35 台座の頭には、その周囲に丸い形で半キュビトの身長があり、台座の頭にはその手とその縁がそれから出ていた。

36 彼はその板の手とその縁に、ケルビム、獅子、なつめやしの木を彫り、人の裸と加えを周囲に施した。

37 このようにして、彼は十の台座を造った。それらはすべて一つの鋳物、一つの寸法、一つの切り口であった。

38 彼は青銅の洗盤を十個造られた。一つの洗盤は四十バトを入れることができ、一つの洗盤は四キュビトであった。一つの洗盤は一つの台座の上にあり、十の台座のためのものであった。

39 彼は台座を五つ宮の右の肩に置き、五つを宮の左の肩に置いた。そして海を宮の右の肩の側、東の方、ネゲブに向かって置いた。

40 ヒラムは洗盤と鋤と鉢を造った。そしてヒラムは、王ソロモンのために主の宮で行ったすべての仕事を完成させた。

41 柱二本、および柱の頭の上にある柱頭の鉢二つ、そして柱の頭の上にある二つの柱頭の鉢を覆うための網目二つ。

42 また、その網目二つに付けるざくろ四百個、すなわち一つの網目に二列のざくろを付け、柱の前にある二つの柱頭の鉢を覆うためのものであった。

43 十の台座と、その台座の上にある十の洗盤を造られた。

44 また一つの海と、その海の下にある十二の牛。

45 鍋と鋤と鉢、そして主の家のためにヒラムがソロモン王のために造ったすべての器は、磨かれた青銅であった。

46 低地ヨルダンで、王は粘土の地でそれらを鋳造された。スコトとツァルタンの間で。

47 ソロモンはすべての器を置いた、その数が非常に多かったので、青銅の重さは調べられなかった。

48 ソロモンは主の家のすべての器を造った。金の祭壇と、その上に面のパンを置く金の食卓を造った。

49 また、至聖所の前の右側に五つ、左側に五つの燭台を、閉じた金で造り、花とともしびと火ばさみも金で造った。

50 鉢、芯切り鋏、鉢、手のひら、火皿は純金で、閉じられた金であり、内なる宮の至聖所の戸の蝶番、神殿の宮の戸の蝶番も金であった。

51 ソロモン王が主の家のために行ったすべての仕事は完成した。ソロモンは父ダビデの聖なるもの、すなわち銀と金と器を携えて来て、主の家の宝物庫に納めた。

1 Kings 8

1 その時、ソロモンはイスラエルの長老たち、すべての部族の頭、イスラエルの子らの父祖の君主たちを、王ソロモンのもとエルサレムに集められた。それは、主の契約の箱をダビデの町、すなわちシオンから運び上るためであった。

2 すべてのイスラエルの人々は、エタニムの月、すなわち第七の月の祭りの時に、ソロモン王のもとに集まった。

3 イスラエルのすべての長老たちが来た。そして祭司たちは箱を担いだ。

4 主の箱と定めの時の天幕、そして天幕の中にあるすべての聖なる器を運び上げた。祭司とレビ人がそれらを運び上げた。

5 王ソロモンと、彼のもとに集まったイスラエルの集会のすべては、彼とともに箱の前にいて、数えきれず、その多数のために数えることのできない羊の群れと牛を犠牲としてささげていた。

6 祭司たちは主の契約の箱をその場所、すなわち宮の至聖所、聖なるものの中の聖なるもの、ケルビムの翼の下に運び込んだ。

7 ケルビムは翼を箱の場所に向かって広げており、ケルビムは箱とその棒の上を覆っていた。

8 棒は長くされたので、棒の頭が聖なるものの面から至聖所の前に見え、外には見えなかった。それらは今日までそこにあった。

9 箱の中には、石の板二枚のほかには何もなかった。それはモーセがホレブでそこに置いたものであり、主がイスラエルの子らと、彼らがエジプトの地を出たときに結ばれたものであった。

10 祭司たちが聖なるものから出て来たとき、雲が主の家を満たした。

11 祭司たちは雲の顔のゆえに仕えるために立つことができなかった。主の栄光が主の家を満たしたからである。

12 そのときソロモンは言われた、「主は暗黒の中に住まうと言われた」。

13 わたしは確かにあなたのために住まいの家を建てました。あなたの永遠の御座の基盤として。

14 王はその顔を向け、イスラエルのすべての集会を祝福された。そして、イスラエルのすべての集会は立っていた。

15 彼は言われた。「我が父ダビデの口をもって語られたイスラエルの神、主はほめたたえられる。主はその手をもって、それを満たされた。

16 私がわたしの民イスラエルをエジプトから導き出した日から、イスラエルのすべての杖のうちから、わたしの名をそこに置くために家を建てる町を選ばなかった。しかし、わたしの民イスラエルの上に立つためにダビデを選んだ。

17 わが父ダビデの心には、イスラエルの神、主の名のために家を建てることがあった。

18 主は私の父ダビデに言われた、「あなたがわたしの名のために家を建てようと心に思ったことは、良いことであった。あなたが心に思ったからである。

19 ただあなたは、その家を建ててはならない。あなたの腰から出るあなたの子、その者がわたしの名のために家を建てる。

20 主は、その語られた言葉を実現された。そして私は父ダビデに代わって立ち、主が語られたとおりにイスラエルの王座に座し、イスラエルの神、主の名のために家を建てた。

21 そこに主の契約の箱のための場所を設けた。主が我々の父をエジプトの地から導き出されたときに、彼らと結ばれた契約の箱のための場所である。

22 ソロモンは主の祭壇の前に、イスラエルのすべての集会の前に立って、その手のひらを天に向けて広げた。

23 主よ、イスラエルの神よ、上なる天にも、下なる地にも、あなたのような神はありません。あなたは、すべての心をもってあなたの前を歩むあなたのしもべたちに、契約と慈愛を守られる方です。

24 あなたは、あなたのしもべである私の父ダビデに、あなたが彼に語られたことを守られた。あなたは御口で語られ、御手で、この日に至るまで、それを満たされた。

25 今、わが父ダビデであるあなたのしもべに、あなたがこう言って語られたことを、主よ、イスラエルの神よ、守ってください。「あなたの子らが、わたしの前を歩んだように、あなたの前に歩んで、その道を守るならば、あなたの前から、イスラエルの王座に座る人が、あなたから断たれることはない。

26 今、イスラエルの神よ、どうかあなたがあなたのしもべ、私の父ダビデに語られたあなたの言葉が、真実であるようにしてください。

27 まことに神が地の上に住まわれるでしょうか。見よ、天と天の天もあなたを収めることはできません。まして、私が建てたこの家など、なおさらです。

28 あなたのしもべの祈りとその嘆願に耳を傾けてください。わが神、主よ。今日、あなたの前に祈るあなたのしもべの喜びの叫びと祈りを聞いてください。

29 あなたの目がこの家に向かって、夜も昼も開かれていますように。あなたが「わたしの名がそこにある」と言われたその場所に向かって、あなたのしもべがこの場所に向かって祈る祈りを聞いてくださいますように。

30 あなたは、あなたのしもべとあなたの民イスラエルの嘆願を聞かれ、彼らがこの場所に向かって祈るなら、あなたはあなたの住まいの場所である天で聞かれ、聞いて赦されるように。

31 人がその友に対して罪を犯し、その者に呪いをかけて誓わせることがあり、その呪いがこの宮にあるあなたの祭壇の前に来るならば、

32 あなたは天から聞かれ、行い、あなたのしもべたちを裁かれ、悪者を悪者と定めて、その道をその頭に返し、正しい者を正しい者と認めて、その義にしたがって彼に報いられますように。

33 あなたの民イスラエルが、あなたに対して罪を犯したために敵の前に打ち負かされ、彼らがあなたに立ち返り、あなたの名を告白し、この家で祈り、嘆願するならば、

34 あなたは天から聞かれ、あなたの民イスラエルの罪を赦し、彼らをあなたが彼らの先祖に与えられた地に帰らせてください。

35 天が閉ざされて雨がなくなることがあるのは、彼らがあなたに罪を犯したからである。そして彼らがこの場所に向かって祈り、あなたの名を告白し、あなたが彼らを苦しめられたためにその罪から立ち返るなら、

36 あなたは天で聞かれ、あなたのしもべたちとあなたの民イスラエルの罪を赦され、彼らに彼らが歩むべき良い道を教えられ、あなたがあなたの民に相続地として与えられたあなたの地に雨を降らせてくださいますように。

37 地に飢饉があるとき、疫病があるとき、焦げや青白いものが地にあるとき、いなごや食い荒らすいなごがあるとき、敵がその地の門で彼を苦しめるとき、すべての災害、すべての病があるとき、

38 すべての祈り、すべての嘆願が、あなたの民イスラエルのすべての人にあり、それぞれが自分の心の災害を知り、この宮に向かって手のひらを広げるなら、

39 あなたは天、あなたの住まいの基盤から聞かれ、赦し、行われ、その人のすべての道にしたがって与えられます。あなたはその人の心を知っておられるからです。まことに、あなただけがすべての人の子らの心を単独で知っておられます。

40 彼らがあなたが私たちの先祖に与えられた地の面で生きているすべての日、彼らがあなたを恐れるために。

41 また、あなたの民イスラエルに属さない異国人についても、彼があなたの名のために遠い地から来るならば、

42 彼らがあなたの大いなる名と、あなたの強い手と、あなたの伸ばされた腕とを聞くからである。そして彼らは来て、この家に向かって祈るであろう。

43 あなたは、あなたの住まいの基盤である天から聞かれ、その異邦人があなたに呼び求めるすべてのことを行われますように。それは、地のすべての民があなたの名を知り、あなたの民イスラエルがあなたを恐れるように、彼らもあなたを恐れるためであり、また、私が建てたこの家にあなたの名が呼ばれていることを知るためです。

44 あなたの民が、あなたが彼らを遣わされる道で、その敵に対して戦いに出る時、彼らがあなたが選ばれた町の道に向かって主に祈り、あなたの名のために私が建てた家に向かって祈るならば、

45 あなたは天から彼らの祈りと彼らの嘆願を聞かれ、彼らのさばきを行われますように。

46 もし彼らがあなたに罪を犯すなら、それは罪を犯さない人はいないからである。あなたが彼らに怒り、彼らを敵の前に渡されるなら、彼らを捕らえた者たちが彼らを敵の地、遠いか近いかに連れ去るであろう。

47 彼らが捕らわれていった地で心に立ち返り、その捕らわれの地であなたに哀願して言う、「私たちは罪を犯し、悪を行い、逆らいました」。

48 彼らが捕らえ移された敵の地で、すべての心とすべての命をもってあなたに立ち返り、あなたが彼らの先祖に与えられた地の道に向かって、あなたが選ばれた町と、あなたの名のためにわたしが建てた家に向かって、あなたに祈るならば、

49 あなたの住まいの基盤である天から彼らの祈りと彼らの嘆願を聞かれ、彼らのさばきを行われますように。

50 あなたの民、あなたに対して罪を犯した者たちと、あなたに対して背いたすべての背きの罪を赦し、彼らを捕らえ移した者の前であわれみを得させ、彼らが彼らをあわれむようにしてください。

51 彼らはあなたの民、あなたの相続地です。あなたがエジプトから、鉄の炉の真ん中から導き出されたのです。

52 あなたの目が、あなたのしもべの嘆願と、あなたの民イスラエルの嘆願に開かれ、彼らがあなたに呼び求めるすべての時に、彼らに聞いてくださいますように。

53 あなたは彼らを地のすべての民の中から、あなたの相続地として、あなたのために分けられた。あなたがあなたのしもべモーセの手によって語られたとおりに、あなたが私たちの父をエジプトから導き出されたときのことばのとおりに。主なる神よ。

54 ソロモンが主にこのすべての祈りと嘆願を祈り終えたとき、彼は主の祭壇の前から、膝をかがめて手のひらを天に差し伸べた状態から立ち上がった。

55 彼は立ち上がり、イスラエルのすべての集会を祝福された。大きな声で言われた。

56 主は、その民イスラエルに憩いを与えられた。主がそのしもべモーセの手によって語られたすべての良い言葉のうち、一つも欠けることはなかった。

57 主が私たちの神であられ、私たちと共におられますように。私たちの父たちと共におられたように。私たちを見捨てず、見放さないでください。

58 私たちの心を主に向かわせ、すべての道を歩み、主が私たちの父祖たちに命じられた戒めと定めとさばきを守るために。

59 これらの私の言葉が、私が主の顔の前で祈り求めたものであるが、昼も夜も私たちの神、主の近くにあり、そのしもべのさばきと、その民イスラエルのさばきを、日ごとの事として行うために。

60 地のすべての民が、主こそ神であることを知るために。ほかには何もない。

61 あなたがたの心は、私たちの神、主とともに全く一つとなり、その定めに従って歩み、その戒めを守ること、ちょうど今日のこの日のようであるように。

62 王と、彼と共にいるすべてのイスラエルは、主の前にいけにえを献げていた。

63 ソロモンは主にささげる全焼のいけにえのいけにえをささげた。牛は二万二千頭、羊の群れは十二万頭であった。こうして王とイスラエルのすべての子らは主の宮を奉献した。

64 その日、王は主の宮の前にある中庭の真ん中を聖別された。そこでした全焼のいけにえと献げ物と全焼のいけにえの脂肪のためである。主の前にある青銅の祭壇は、全焼のいけにえと献げ物と全焼のいけにえの脂肪を収めるには小さすぎたからである。

65 ソロモンはその時に祭りを行った。そして、すべてのイスラエルが彼と共に、ハマテの来る所からエジプトの谷川まで、大きな集会を開いた。我々の神、主の前で、七日と七日、十四日間。

66 八日目に、彼は民を送り出した。彼らは王を祝福し、自分の天幕へ行った。彼らは、主がそのしもべダビデとその民イスラエルにされたすべての良いことのゆえに、喜び、心の良い者となった。

1 Kings 9

1 ソロモンが主の家と王の家を建て終え、ソロモンが行いたいと望んだすべての欲望を成し遂げたとき、

2 主はギブオンでソロモンに現れたように、二度目にソロモンに現れられた。

3 主は彼に言われた、「わたしはあなたの祈りと、あなたがわたしの前にささげた嘆願を聞いた。わたしはあなたが建てたこの家を聖別した。そこにわたしの名を永遠に置くために。わたしの目とわたしの心は、そこにすべての日々とどまる。

4 あなたがもし、あなたの父ダビデが全き心と正しさをもってわたしの前を歩んだように、わたしの前に歩み、わたしがあなたに命じたすべてを行い、わたしの定めとわたしのさばきを守るならば、

5 あなたの王国の王座をイスラエルの上に永遠に堅く立てよう。わたしがあなたの父ダビデについて語ったように、『あなたの王座からイスラエルの上に立つ人は断たれることはない』と。

6 もしあなたがたとあなたがたの子がわたしの後ろから離れ去り、わたしがあなたがたの前に与えたわたしの戒めとわたしの定めを守らず、行って他の神々に仕え、それらにひれ伏すならば、

7 わたしはイスラエルを、彼らに与えた地の面から断ち切り、わたしの名のために聖別したこの家をわたしの前から投げ捨てる。イスラエルはすべての民の中で、ことわざと嘲りの言葉となるであろう。

8 この家は高いものとなる。そこを通り過ぎるすべての者は驚き、口笛を吹くであろう。そして彼らは言うであろう、「主はなぜこの地とこの家にこのようにされたのか」と。

9 彼らは言うであろう、「彼らが自分たちの神、主を捨て、彼らの先祖をエジプトの地から導き出された方である主を捨て、他の神々にすがり、それらにひれ伏し、それらに仕えたからである。それゆえ、主はこのすべての悪を彼らの上に臨ませられたのだ」と。

10 ソロモンが主の家と王の家という二つの家を建てた二十年の果てに、時が来た。

11 ツロの王ヒラムは、ソロモンを杉の木ともみの木の木と金で、そのすべての喜びのために支えた。そのとき、王ソロモンはヒラムに、ガリラヤの地にある二十の町を与えた。

12 ヒラムはツロから出て、ソロモンが彼に与えた町々を見ようとしたが、それらは彼の目にかなわなかった。

13 彼は言った。「兄弟よ、あなたが私に与えたこれらの町は何なのか。」そして彼はそれらをカブルの地と呼び、今日に至るまでそう呼んでいる。

14 ヒラムは王に金百二十タラントを送った。

15 これは、ソロモン王が主の家と自分の宮とミロとエルサレムの城壁とハツォルとメギドとゲゼルを建てるために人夫を上げた言葉である。

16 エジプトの王ファラオが上って来て、ゲゼルを攻め取り、火でそれを焼き、その町に住んでいたカナン人を殺した。そして、それを自分の娘、ソロモンの妻への贈り物として与えた。

17 ソロモンはゲゼルと下のベテ・ホロンを建てられた。

18 バアラテと、荒野の地にあるタドモルを。

19 そしてソロモンの倉庫のすべての町、戦車の町、騎兵の町、そしてソロモンがエルサレムとレバノンと彼の支配のすべての地に建てることを欲した欲望のすべてを。

20 すべての民、すなわちアモリ人、ヒッタイト人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人の中から残った者たちで、イスラエルの子らではない者たちがいた。

21 彼らの後に地に残された子ら、すなわちイスラエルの子らが絶滅させることができなかった者たちを、ソロモンは今日に至るまで人夫として徴用した。

22 イスラエルの子らの中からは、ソロモンはしもべとしなかった。彼らは戦いの人々、彼のしもべたち、彼の長官たち、彼の隊長たち、彼の戦車の長官たち、そして彼の騎兵たちだったからである。

23 これらはソロモンの仕事を監督する長官たちであり、五百五十人で、民を統率し、仕事に従事していた者たちである。

24 しかし、ファラオの娘はダビデの町から、彼女のために建てた自分の家へ上って来た。そのとき、彼はミロを建てた。

25 ソロモンは年に三度、主のために築いた祭壇の上で全焼のいけにえと全焼のいけにえをささげ、主の前にあるその祭壇の上で香をたいた。そして彼はその家を完成させた。

26 ソロモン王はエツヨン・ゲベルで船隊を造られた。それはエラテのそば、葦の海の岸辺、エドムの地にあった。

27 ヒラムは船隊をもって、自分のしもべたち、すなわち海に精通した船の人々を、ソロモンのしもべたちとともに送った。

28 彼らはオフィルに行き、そこから金四百二十タラントを取り、ソロモン王のところへ持って来た。

1 Kings 10

1 シバの女王は、主の名のためのソロモンの評判を聞いて、なぞで彼を試そうとしてやって来た。

2 エルサレムに、非常に重い力をもって来た。らくだは香料と非常に多くの金と宝石を運んでいた。彼女はソロモンのところに来て、自分の心にあるすべてのことを彼に話した。

3 ソロモンは彼女のすべての言葉に答えた。王が彼女に告げなかった言葉は、何一つ隠されていなかった。

4 シバの女王は、ソロモンのすべての知恵と、彼が建てた家を見た。

5 彼の食卓の食物、彼のしもべたちの居住、彼の侍従たちの地位、彼らの衣服、彼の酒注ぎ役たち、そして彼が主の内側でささげた全焼のいけにえを見て、彼女にはもはや霊がなかった。

6 彼女は王に言った、「私が自分の地で聞いたあなたの言葉とあなたの知恵についての言葉は、真実でした。

7 私はその言葉を信じなかったが、私が来て、私の目が見るまでには及ばなかった。そして見よ、私に告げられたのは半分ではなかった。あなたは、私が聞いた報道に加えて、知恵と善を増し加えられた。

8 あなたの人々は幸いです。これらのあなたのしもべたちは幸いです。彼らは常にあなたの前に立ち、あなたの知恵を聞いているのですから。

9 あなたの神、主がほめられますように。主はあなたを喜び、イスラエルの王座にあなたを据えられた。主がイスラエルを永遠に愛されたので、あなたを王とされて、さばきと義を行わせられたのです。

10 彼女は王に金百二十タラントと、非常に多くの香料と、貴重な石を贈った。そのような多数の香料は、シバの女王がソロモン王に贈ったものの後には、再び来ることはなかった。

11 また、金をオフィルから運んでいたヒラムの船隊も、オフィルから非常に多くのアルモッグの木と貴重な石を運んで来た。

12 王はアルモッグの木で主の宮と王の宮の柱を作り、竪琴と瓶を歌う者たちのために作った。アルモッグの木はこの日に至るまで来たこともなく、見られたこともなかった。

13 王ソロモンはシバの女王に、彼女が求めたすべての喜びを与えた。ソロモン王の手によって彼女に与えられたもののほかにも。そして彼女は自分の地へ帰って行った。彼女自身とそのしもべたちも。

14 ソロモンに一年に来た金の重さは、六百六十六タラントの金であった。

15 ほか、交易する人々の交易、およびアラビアのすべての王たちと地の総督たちからも。

16 ソロモン王は金を打ち延ばした盾二百を造られた。一つの盾に金六百が上った。

17 また金を延べた盾三百枚を造り、三ミナの金を一つの盾に用いた。王はこれらをレバノンの森の家に置いた。

18 王は大きな歯の王座を造り、それを純金で覆われた。

19 王座には六段の階段があり、王座の後ろには丸い頭があり、座所の場所のこちら側とあちら側に手があり、二頭の獅子がその手のそばに立っていた。

20 十二の獅子が、この側とあの側の六つの階段の上に立っていた。どの王国にも、このようなものは造られなかった。

21 ソロモン王の酒注ぎ役のすべての器は金であり、レバノンの森の家のすべての器も純金であった。銀はソロモンの日には何ものにも数えられず、閉じられたものとされていた。

22 王のタルシシュ船隊が海にあり、ヒラムの船隊と共にあった。三年に一度、タルシシュ船隊が来て、金、銀、象牙、猿、クジャクを運んで来た。

23 ソロモン王は、地のすべての王たちよりも、富と知恵において勝っていた。

24 地のすべての者はソロモンの顔を求めて、彼の心に神が与えられた知恵を聞こうとした。

25 彼らはそれぞれ自分の献げ物を、銀の器と金の器、衣服、武器、香料、馬、騾馬を持って来た。それは毎年の言葉として、年ごとに。

26 ソロモンは戦車と騎兵を集められた。彼のために戦車が一千四百、騎兵が一万二千あった。彼はそれらを戦車の町々に置き、王と共にエルサレムにも置いた。

27 王は銀をエルサレムで石のように多くし、杉を低地にあるいちじく桑のように多数与えた。

28 ソロモンの馬の出はエジプトからであり、王の商人たちの望みは、代価をもって望みを取った。

29 戦車はエジプトから六百シェケルの銀で上って来て出て行き、馬は百五十シェケルで、そのようにして彼らの手によって、すべてのヒッタイト人の王たちとアラムの王たちにも出て行った。

1 Kings 11

1 王ソロモンは多くの異国の女たちを愛した。ファラオの娘も、モアブ人、アンモン人、エドム人、シドン人、ヒッタイト人の女たちを。

2 諸国のうちで、主がイスラエルの子らに言われた、「あなたがたは彼らのところへ行ってはならない、また彼らもあなたがたのところへ来てはならない。まことに彼らはあなたがたの心を彼らの神々の後に傾けるであろう」と。ソロモンは愛をもってこれらの国々に結びついた。

3 彼には妃が七百人、側女が三百人いた。そして彼の妻たちが彼の心を傾けた。

4 ソロモンが老年になった時、彼の妻たちが彼の心を他の神々に向けて傾けた。そして彼の心は、彼の父ダビデの心のように、彼の神、主と全く一つではなかった。

5 ソロモンはシドン人の神アシュタロテに従い、またアンモン人の忌み嫌うべきものミルコムに従った。

6 ソロモンは主の目に悪を行い、父ダビデのように主に従い尽くさなかった。

7 そのときソロモンは、エルサレムの前にある山に、モアブの忌み嫌うべきものケモシュのための高台を築き、またアンモンの子らの忌み嫌うべきものモレクのためにも築いた。

8 彼はまた、自分のすべての異邦人の妻たちのために同じことをした。彼女たちは自分たちの神々に香をたき、いけにえをささげていた。

9 主はソロモンに対して怒られた。彼の心が、二度彼に現れたイスラエルの神、主から離れたからである。

10 このことについて主が彼に命じられた、他の神々に従って行ってはならないと。しかし彼は主が命じられたことを守らなかった。

11 主はソロモンに言われた、「この事があなたと共にあったので、あなたはわたしがあなたに命じたわたしの契約とわたしの定めを守らなかった。それゆえ、わたしは確かに王国をあなたから引き裂き、それをあなたのしもべに与える」。

12 あなたの日々には、それはしない。あなたの父ダビデのゆえに。あなたの子の手から、それを引き裂く。

13 しかし、すべての王国は引き裂かない。あなたの子に一つの杖を与える。わたしのしもべダビデのゆえに、またわたしが選んだエルサレムのゆえに。

14 主はソロモンに敵対者を起こされた。エドム人のハダデである。彼はエドムにおいて王の子孫であった。

15 ダビデがエドムにいたとき、軍勢の長官ヨアブが戦死者を葬るために上って行き、エドムのすべての男子を打った。

16 ヨアブとすべてのイスラエルは、エドムのすべての男子を断ち滅ぼすまで、そこに六か月間とどまった。

17 ハダデは、彼の父のしもべたちの中からエドム人の人々と共に、エジプトへ行こうとして逃げた。ハダデはまだ幼い少年であった。

18 彼らはミディアンから立ち上がり、パランに来た。そしてパランから人々を自分たちと共に連れて、エジプトの王ファラオのところへエジプトに来た。すると彼は彼に家を与え、パンについて彼に言い、地も彼に与えた。

19 ハダデはファラオの目に非常に恵みを得た。そしてファラオは彼に妻を与えた。それは彼の妻の姉妹、すなわち女王タフペネスの姉妹であった。

20 タフペネスの姉妹は彼にその子ゲヌバテを産んだ。タフペネスは彼をファラオの家の真ん中で養育した。ゲヌバテはファラオの家にいて、ファラオの子たちの真ん中にいた。

21 ハダデはエジプトで、ダビデがその父たちと共に眠り、軍勢の長官ヨアブが死んだことを聞いた。そしてハダデはファラオに言った、「私を送り出してください。私の地へ行きます」。

22 ファラオは彼に言われた、「何があなたに欠けているのか、私のもとで。それなのに、あなたは自分の地へ行くことを求めているのか」。彼は言った、「いいえ、しかし、どうか私を送り出してください」。

23 神は彼に敵対者を起こされた。それはエリヤダの子レゾンであり、彼は自分の主であるツォバの王ハダデゼルから逃げていた者である。

24 彼は自分のもとに人々を集め、ダビデが彼らを殺したとき、軍団の長官となった。そして彼らはダマスコへ行き、そこに住み、ダマスコで王となった。

25 ソロモンのすべての日、彼はイスラエルにとって敵対者となり、ハダデがもたらした悪があった。彼はイスラエルを嫌悪し、アラムの王となった。

26 ネバトの子ヤロブアムは、ツェレダ出身のエフライム人で、その母の名はツェルアといい、未亡人の女であった。彼はソロモンのしもべであり、王に対して手を挙げた。

27 これは、彼が王に手を挙げた言葉である。ソロモンがミロを建て、彼の父ダビデの町の裂け目を塞いだ時のことである。

28 その人ヤロブアムは力ある勇士であり、ソロモンはその少年が仕事をする者であるのを見て、彼をヨセフの家のすべての重荷の監督に任命した。

29 その時、ヤロブアムがエルサレムから出て行った。すると、シロニ人である預言者アヒヤが道で彼に出会った。彼は新しい衣服をまとっていた。そして、二人は野で単独だけであった。

30 アヒヤは自分の上にあった新しい衣服を捕まえ、それを十二の裂け目に引き裂いた。

31 彼はヤロブアムに言われた、「あなたのために十の裂け目を取りなさい。なぜなら、イスラエルの神である主はこう言われるからだ。『見よ、わたしはソロモンの手から王国を裂き、あなたに十の部族を与える。』

32 一つの杖は彼のものとなるであろう。それは、わたしのしもべダビデのゆえに、また、イスラエルのすべての部族の中からわたしが選んだ町エルサレムのゆえにである。

33 彼らがわたしを捨て、シドン人の神アシュタロテ、モアブの神ケモシュ、アンモンの子らの神ミルコムにひれ伏し、わたしの道を歩まず、わたしの目にかなう正しいことと、わたしの定めと、わたしのさばきとを、その父ダビデのように行わなかったからである。

34 しかし、わたしはその手からすべての王国を取り上げることはしない。なぜなら、わたしは彼を、そのいのちのすべての日、君主とするからである。それは、わたしが選んだわたしのしもべダビデのゆえであり、彼がわたしの戒めとわたしの定めを守ったからである。

35 わたしは王権をその子の手から取り上げ、それをあなたに与える。十の部族を。

36 彼の子には一つの杖を与え、わたしのしもべダビデのために、わたしの前にすべての日々、エルサレム、すなわちわたしが自分の名を置くために選んだ町に、ともしびを持たせるためである。

37 そして、あなたを取られ、あなたの命が望むすべてのものにおいて王となられる。あなたはイスラエルの王となるであろう。

38 そして、あなたがわたしが命じるすべてのことを聞き、わたしの道を歩み、わたしの目にかなう正しいことを行い、わたしの定めと戒めを守るなら、わたしのしもべダビデが行ったように、わたしはあなたと共にあり、あなたのために、ダビデのために建てたように、堅固な家を建て、あなたにイスラエルを与える。

39 このゆえに、わたしはダビデの子孫を苦しめる。しかし、すべての日々ではない。

40 ソロモンはヤロブアムを殺そうと求めたので、ヤロブアムは立ち上がり、エジプトの王シシャクのもとへエジプトに逃げ、ソロモンの死までエジプトにいた。

41 ソロモンの残りのことと、彼が行ったすべてのこと、そして彼の知恵は、ソロモンの言葉の書物に記されているではないか。

42 ソロモンがエルサレムで全イスラエルの上に治めた日々は四十年であった。

43 ソロモンはその父たちとともに眠り、その父ダビデの町に葬られた。そして、その子レハブアムが彼の代わりに王となった。

1 Kings 12

1 レハブアムはシェケムへ行った。なぜなら、すべてのイスラエルが彼を王とするためにシェケムに来ていたからである。

2 ネバトの子ヤロブアムが、ソロモン王の顔を避けてエジプトへ逃げていたが、そのことを聞いたとき、彼はまだエジプトにおり、ヤロブアムはエジプトに住んでいた。

3 彼らは人を遣わして彼を呼び寄せた。そしてヤロブアムとイスラエルのすべての集会が来て、レハブアムに言った。

4 あなたの父は私たちのくびきを重くされた。そして、あなたは今、あなたの父の重い奉仕と、彼が私たちに負わせた重いくびきを軽くしてください。そうすれば、私たちはあなたに仕えます。

5 彼は彼らに言われた、「もう三日の後に、私のところへ戻って来なさい」。それで民は立ち去った。

6 王レハブアムは、父ソロモンが生きている間にその前に立っていた長老たちに相談して言われた、「あなたがたは、この民にどんな言葉を返すべきか、どのように勧めるか」。

7 彼らは彼に言った、「もし今日、あなたがこの民のしもべとなり、彼らに仕え、彼らに応え、彼らに良いことを語るなら、彼らはすべての日、あなたのしもべとなるでしょう」。

8 彼は長老たちが与えた助言を捨て、自分と共に育ち、自分の前に立っていた子供たちに相談した。

9 彼は彼らに言われた、「あなたがたはどう勧めるか。この民が私に『あなたの父が私たちの上に置いたくびきを軽くしてほしい』と言ったことに対して、どのような言葉を返すべきか。

10 彼と共に育った子供たちは彼に言った、「あなたはこの民にこう言いなさい。彼らがあなたにこう言ったのだ、『あなたの父は私たちのくびきを重くした。しかしあなたは私たちからそれを軽くしてほしい』と。あなたは彼らにこう言いなさい、『私の小指は父の腰よりも太い』」。

11 今や、私の父はあなたがたに重いくびきを負わせたが、私はあなたがたのくびきにさらに加える。私の父は鞭であなたがたを懲らしめたが、私はさそりであなたがたを懲らしめる。

12 ヤロブアムとすべての民は、王が「三日目に私のところに戻れ」と言われたとおりに、三日目にレハブアムのところに来た。

13 王は民に厳しく答えた。そして、長老たちが彼に与えた助言を捨てた。

14 彼は若者たちの助言に従って彼らに言われた。「私の父はあなたがたのくびきを重くしたが、私はあなたがたのくびきにさらに加える。私の父は鞭であなたがたを懲らしめたが、私はさそりであなたがたを懲らしめる。

15 王は民の言うことを聞かなかった。それは主からの原因によるものであった。主がシロニ人アヒヤの手を通して、ネバトの子ヤロブアムに語られた御言葉を実現するためであった。

16 すべてのイスラエルは、王が彼らに聞き入れられなかったのを見て、民は王に言葉を返して言った、「私たちにはダビデのうちに何の分け前があるだろうか。エッサイの子のうちに何の相続地があるだろうか。イスラエルよ、あなたの天幕へ帰れ。今や、ダビデよ、あなたの家を見よ。」そしてイスラエルは自分の天幕へ去った。

17 イスラエルの子らでユダの町々に住む者たちの上には、レハブアムが王となった。

18 王レハブアムは人夫の監督であるアドラムを遣わされたが、イスラエルのすべての者が彼に石を投げつけて殺した。王レハブアムは戦車に乗ってエルサレムへ逃げるために急いだ。

19 イスラエルはダビデの家に対して反逆した、この日に至るまで。

20 すべてのイスラエルがヤロブアムが戻ったのを聞いたとき、彼らは人を遣わして彼を集会に呼び寄せ、彼をすべてのイスラエルの王とした。ダビデの家に従ったのはユダの部族だけであった。

21 レハブアムはエルサレムに来て、ユダの全家とベニヤミン部族を集めた。戦いをなす若者十八万人で、イスラエルの家と戦って、ソロモンの子レハブアムに王権を戻そうとした。

22 神の言葉が神の人シェマヤに臨んで言われた。

23 ユダの王ソロモンの子レハブアムと、ユダのすべての家とベニヤミン、および民の残りに言え、

24 主はこう言われた。「あなたがたは上って行ってはならない。あなたがたの兄弟であるイスラエルの子らと戦ってはならない。それぞれ自分の家に帰れ。この言葉はわたしから出たのだ。」彼らは主の言葉を聞き、主の言葉に従って帰って行った。

25 ヤロブアムはエフライムの山にシェケムを建て、そこに住んだ。そしてそこから出て、ペヌエルを建てた。

26 ヤロブアムは心の中で言った、「今や王国はダビデの家に戻るであろう」。

27 この民がエルサレムにある主の家でいけにえをささげるために上って行くなら、この民の心はその主たち、すなわちユダの王レハブアムのほうに向き、彼らは私を殺し、ユダの王レハブアムのほうに帰って行くだろう。

28 王は相談して、金の子牛を二体造られた。そして彼らに言われた、「あなたがたがエルサレムに上るのは、もう十分である。見よ、イスラエルよ、あなたをエジプトの地から上らせたあなたの神はこれである」。

29 彼は一つをベテルに置き、もう一つをダンに与えた。

30 このことは罪となり、民はその一つのかたわらの前までダンに行った。

31 彼は高台の家を造り、民の果てから祭司を造った。彼らはレビの子ではなかった。

32 ヤロブアムは第八の月の十五日に祭りを設け、ユダにある祭りのようにした。彼は祭壇の上に上った。彼はベテルでそのようにして、自分が造った子牛に犠牲をささげるためであった。そして彼はベテルに、自分が造った高台の祭司たちを立てた。

33 彼はベテルで造った祭壇に上った。第八の月の十五日、その月に彼は自分の心から単独で祭りをイスラエルの子らのために設け、香をたくために祭壇に上った。

1 Kings 13

1 見よ、神の人一人が主の言葉によってユダからベテルに来た。ヤロブアムは祭壇の上に立って香を焼こうとしていた。

2 彼は主のことによって祭壇に向かって叫び、言われた。「祭壇よ、祭壇よ。主はこう言われる。見よ、ダビデの家にヨシヤという名の子が生まれる。彼はお前の上で、お前の上で香をたく高台の祭司たちを屠り、人の骨をお前の上で焼くであろう。

3 その日、彼はしるしを与えて言われた、「これは主が語られたしるしである。見よ、祭壇は裂け、その上にある脂肪は流れ出るであろう」。

4 王が神の人の、ベテルの祭壇に向かって叫んだ言葉を聞いたとき、ヤロブアムは祭壇から手を伸ばして、「彼を捕らえよ」と言った。すると、彼が伸ばした手は枯れ、それを自分の方へ引き戻すことができなかった。

5 祭壇は裂け、その脂肪は祭壇から流れ落ちた。それは、主の言葉によって神の人が与えたしるしのとおりであった。

6 王は答えて神の人に言われた。「どうか、あなたの神、主の顔をなだめて、私のために祈ってください。そうすれば、私の手は私に戻るでしょう。」神の人は主の顔をなだめると、王の手は彼に戻り、以前のようになった。

7 王は神の人に言われた、「私と一緒に家に来て、食事をしなさい。私はあなたに贈り物を差し上げよう」。

8 神の人は王に言われた、「たとえあなたが私にあなたの家の半分を与えても、私はあなたと一緒に行きません。また、この場所でパンを食べず、水も飲みません。

9 まことに、主の言葉によって私にこう命じられたからだ。「あなたはパンを食べてはならず、水を飲んではならず、あなたが歩いて来た道を引き返してはならない。

10 彼は別の道を行った。彼がベテルに来た道を帰らなかった。

11 ベテルに住んでいた年老いた預言者が一人いた。彼の子が来て、神の人がその日にベテルで行ったすべてのわざと、王に語った言葉を彼に告げた。彼らはそれを父に告げた。

12 父は彼らに言われた、「彼が行った道はどれか」。すると彼の子らは、ユダから来た神の人が行った道を見た。

13 彼は自分の子たちに言った、「わたしのためにろばを鞍付けよ」。彼らが彼のためにろばを鞍付けると、彼はそれに乗った。

14 彼は神の人の後を追って行き、樫の木の下に座っている彼を見つけた。そして彼に言った、「あなたはユダから来た神の人ですか」。すると彼は言った、「私です」。

15 彼は彼に言った、「私と一緒に家に行き、パンを食べなさい」。

16 彼は言った、「あなたと一緒に戻ることはできず、あなたと一緒に行くこともできない。この場所で、あなたと一緒にパンを食べることも、水を飲むこともできない。

17 主の言葉によって私に告げられた言葉は、「あなたはそこでパンを食べてはならず、水を飲んではならない。あなたが行った道を引き返して歩いてはならない」というものであった。

18 彼は彼に言った、「私もあなたと同じ預言者です。御使いが主の言葉によって私に言われました、『彼をあなたの家に連れ戻し、彼にパンを食べさせ、水を飲ませなさい』と」。しかし彼は彼に偽りを言ったのである。

19 彼は彼と一緒に戻り、彼の家でパンを食べ、水を飲んだ。

20 彼らが食卓に座っているとき、主の言葉が、彼を連れ戻した預言者に臨んだ。

21 彼は神の人に呼びかけて言った。「主はこう言われる。あなたが主の口に逆らい、あなたの神、主があなたに命じられた戒めを守らなかったから、ユダから来た神の人よ。

22 あなたは引き返し、主があなたに「パンを食べてはならない、水を飲んではならない」と言われた場所でパンを食べ、水を飲んだ。それゆえ、あなたの死体は父の墓に葬られることはない。

23 彼がパンを食べ、そして飲んだ後、彼は自分にろばを鞍付けした。彼を連れ戻した預言者のために。

24 彼は行ったが、獅子が道で彼に出会い、彼を殺した。彼の死体は道に投げ捨てられ、ろばはそのそばに立ち、獅子もその死体のそばに立っていた。

25 すると、見よ、人々が通りかかり、その死体が道に投げ捨てられており、獅子がその死体のそばに立っているのを見た。彼らは来て、その年老いた預言者が住んでいる町で語った。

26 その預言者は、彼を道から連れ戻した者であるが、これを聞いて言った、「あの神の人は、主の口に逆らった者である。主は彼を獅子に渡され、獅子は彼を打ち砕き、殺した。これは、主が彼に告げられた言葉のとおりである」。

27 彼は自分の子たちに言った、「わたしのためにろばに鞍を置け」。すると彼らは鞍を置いた。

28 行って、その死体が道に投げ捨てられているのを見つけた。ろばと獅子はその死体のそばに立っていた。獅子はその死体を食べず、ろばを砕かなかった。

29 預言者は神の人の死体を担ぎ上げ、それをろばに載せて運び、年老いた預言者の町に来て、彼のために嘆き、彼を葬った。

30 彼はその死体を自分の墓に安置し、人々は彼のために「ああ、わが兄弟よ」と嘆き悲しんだ。

31 彼が彼を葬った後、こう言って自分の子らに言われた、「わたしが死んだなら、あなたがたはわたしを、神の人が葬られているその墓に葬りなさい。彼の骨のそばに、わたしの骨を置きなさい」。

32 主の言葉によってその者が呼びかけた言葉は、必ず実現する。それはベテルの家にある祭壇について、またサマリアの町にあるすべての高台の宮についてのことである。

33 この言葉の後、ヤロブアムはその悪い道から立ち返らなかった。彼は民の果てから高台の祭司たちを再び立て、望む者はだれでもその手を満たして高台の祭司となった。

34 この言葉はヤロブアムの家にとって罪となり、地の面から絶ち滅ぼし尽くすものとなった。

1 Kings 14

1 その時、アビヤというヤロブアムの子が病気になった。

2 ヤロブアムは妻に言われた、「立って、姿を変えなさい。そうすれば、彼らがあなたがヤロブアムの妻であることを知らないだろう。そしてシロへ行きなさい。そこに預言者アヒヤがいる。彼は、この民の王となることについて私に告げた者である。

3 あなたの手にパン十個とひび割れ菓子と蜂蜜の瓶一つを取り、彼のところへ行きなさい。彼は、その少年に何が起こるかをあなたに告げるであろう。

4 ヤロブアムの妻はそのようにして、立ち上がってシロへ行き、アヒヤの家に来た。アヒヤは、その目が白髪のために見えなくなっていたので、見ることができなかった。

5 主はアヒヤに言われた、「見よ、ヤロブアムの妻が、その子についてあなたから言葉を求めるために来ている。彼は病気であるからだ。このように、またこのように彼女に語れ」。そして、彼女が来るとき、彼女は身を隠している。

6 アヒヤが彼女の足の音を聞いたとき、彼女が入口に来ていたので、彼は言った、「ヤロブアムの妻よ、入れ。なぜあなたは自分を他人のように装うのか。私はあなたにきびしい知らせを送られた者である」。

7 行きなさい。ヤロブアムに言いなさい。『イスラエルの神、主はこう言われる。わたしがあなたを民の真ん中から引き上げ、わたしの民イスラエルの君主としたのに、

8 わたしは王国をダビデの家から引き裂いて、あなたに与えた。しかしあなたは、わたしの戒めを守り、そのすべての心をもってわたしの後に従い、ただわたしの目にかなう正しいことだけを行った、わたしのしもべダビデのようではなかった。

9 あなたは、あなたの前にいたすべての者たちよりも悪を行い、あなたのために他の神々と鋳像を造って、わたしを怒らせ、わたしをあなたの背中の後に投げ捨てた。

10 それゆえ、見よ、わたしはヤロブアムの家に悪を下そうとしている。そして、イスラエルにおいて、壁に小便をする者、閉じ込められた者も、捨てられた者も、ヤロブアムから断ち切る。また、糞が完全に焼き尽くされるまで焼き尽くすように、わたしはヤロブアムの家の後を焼き尽くす。

11 ヤロブアムに属して町で死ぬ者は犬が食べ、野で死ぬ者は天の鳥が食べる。主がこう言われたからである。

12 あなたは立ち上がって、自分の家へ行きなさい。あなたの足が町に入るとき、その子供は死ぬ。

13 すべてのイスラエルは彼のために嘆き悲しみ、彼を葬るであろう。なぜなら、ヤロブアムの家のうちで、彼だけが墓に入ることができるからである。彼のうちに、イスラエルの神、主に対して良い言葉が見いだされたからである。

14 主はご自分のために、イスラエルの上に一人の王を立てられた。その王は、この日にヤロブアムの家を断ち切るであろう。何と、今もまたそうである。

15 主はイスラエルを打たれ、葦が水の中で揺れるようにされ、この良い地の上からイスラエルを抜き去り、彼らの先祖に与えられた地から、川の向こう側に散らされる。彼らが自分たちのアシェラ像を造って主を怒らせたからである。

16 主はイスラエルを、ヤロブアムが犯した罪と、彼がイスラエルに犯させた罪のために、捨てられる。

17 ヤロブアムの妻は立ち上がり、行ってタルツァに着いた。彼女が家の鉢に足を踏み入れたとき、少年は死んでいた。

18 彼らは彼を葬り、全イスラエルが彼のために嘆き悲しんだ。それは、主がそのしもべである預言者アヒヤの手によって語られた言葉のとおりであった。

19 ヤロブアムの残りの言葉、彼が戦ったこと、また彼が王であったことは、イスラエルの王たちの日のことの書物に記されている。

20 ヤロブアムが治めた日は二十二年であり、彼はその父たちと共に眠り、彼の子ナダブが彼の代わりに王となった。

21 ソロモンの子レハブアムはユダで王となった。レハブアムは王となったとき四十一歳で、エルサレムで十七年間王であった。その町は、主がイスラエルのすべての部族の中から御名を置くために選ばれた町である。彼の母の名は、アンモン人のナアマであった。

22 ユダは主の目に悪を行い、彼らの先祖が犯したすべての罪によって、彼らが犯した罪をもって主を怒らせた。

23 彼らもまた、自分たちのために、すべての高い丘の上と、すべての青々とした木の下に、高台と石柱とアシェラを造った。

24 また、地には男娼がいた。彼らは、主がイスラエルの子らの前から追い払われた国々のすべての忌み嫌うべきものを行った。

25 レハブアム王の第五年に、エジプトの王シシャクがエルサレムに上って来た。

26 彼は主の家の宝物庫と王の家の宝物庫を取り、そのすべてを取った。彼はソロモンが造った金の盾をすべて取った。

27 王レハブアムはそれらの代わりに青銅の盾を造り、王の家の入口を守る走者たちの長官の手にそれを預けた。

28 王が主の宮に入るたびごとに、十分に、走る者たちがそれらを担ぎ、走る者たちの小室にそれらを戻した。

29 レハブアムの残りの言葉と、彼が行ったすべてのことは、ユダの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

30 レハブアムとヤロブアムの間には、すべての日にわたり戦いがあった。

31 レハブアムはその父たちとともに眠り、その父たちとともにダビデの町に葬られた。その母の名はアンモン人のナアマであった。そして、その子アビヤムが彼に代わって王となった。

1 Kings 15

1 ネバトの子ヤロブアム王の第十八年に、アビヤムがユダを治めた。

2 三年の間エルサレムで治めた。彼の母の名はマアカで、アブシャロムの娘であった。

3 彼は父がその前で行ったすべての罪の道を歩み、その心は父ダビデの心のように、彼の神、主と全く一つではなかった。

4 ダビデのために、彼の神である主は彼にエルサレムにおいてともしびを与えられた。それは彼の後にその子を立て、エルサレムを堅く立たせるためであった。

5 ダビデが主の目にかなった正しいことを行い、その命のすべての日々に、主が彼に命じられたすべてのことを離れなかったことによる。ただ、ヒッタイト人ウリヤのことのゆえにのみ、そうであった。

6 レハブアムとヤロブアムの間には、彼の命のすべての日に戦いがあった。

7 アビヤムのその他のすべての行いと、彼が行ったすべてのことは、ユダの王たちの日々の言葉の書物に記されているではないか。また、アビヤムとヤロブアムの間に戦いがあった。

8 アビヤムはその先祖とともに眠りにつき、人々は彼をダビデの町に葬った。そして、その子アサが彼の代わりに王となった。

9 イスラエルの王ヤロブアムの第二十年に、ユダの王アサが王となった。

10 四十一年、彼はエルサレムで治めた。その母の名はアブシャロムの娘マアカであった。

11 アサは、その父ダビデのように、主の目にかなう正しいことを行った。

12 彼は地から神殿男娼たちを追い出し、彼の父たちが造ったすべての偶像を取り除いた。

13 また、彼はその母マアカを女王の位から退けた。それは彼女がアシェラのために恐ろしい偶像を造ったからである。アサはその偶像を切り倒し、キデロンの谷川で焼き尽くした。

14 高台は取り除かれなかった。ただ、アサの心はそのすべての日、主とともに全きものであった。

15 彼は父の聖なるものと自分自身の聖なるものを主の家に携えて来た。銀と金と器である。

16 アサとイスラエルの王バシャの間には、そのすべての日に戦いがあった。

17 イスラエルの王バシャはユダに攻め上り、ラマを築いた。ユダの王アサに、出る者も入る者も与えないためであった。

18 アサは主の宮の宝物庫と王の宮の宝物庫に残っているすべての銀と金を取り出し、それを自分のしもべたちの手に渡した。そして、アサ王はそれを、ダマスコに住むアラムの王、ヘジオンの子タブリモンの子ベン・ハダデのもとに送って、こう言わせた。

19 わたしとあなたの間、わたしの父とあなたの父の間の契約がある。見よ、わたしはあなたに銀と金の賄賂を送った。行って、あなたの契約を破り、イスラエルの王バシャにそれを破らせ、彼をわたしから撤退させよ。

20 ベン・ハダデはアサ王の言うことを聞き、自分の力の長官たちをイスラエルの町々に送り、イヨンとダンとアベル・ベト・マアカ、そしてナフタリの地のすべてのキンネレテを打った。

21 バシャがこれを聞いたとき、彼はラマを建てるのをやめ、タルツァに住んだ。

22 王アサはすべてのユダに布告し、だれも免れないようにした。彼らはラマの石と、バシャが建てたその木を運び去り、王アサはそれらでベニヤミンのゲバとミツパを建てた。

23 アサのすべての他の言葉と、彼のすべての力と、彼が行ったすべてのこと、そして彼が建てた町々は、ユダの王たちの日の言葉の書物に書かれているではないか。ただ、彼の老年の時に、彼はその足を病んだ。

24 アサはその父たちとともに眠り、その父たちとともにその父ダビデの町に葬られた。そして、その子ヨシャパテが彼に代わって王となった。

25 ナダブはヤロブアムの子で、ユダの王アサの第二年にイスラエルの王となり、イスラエルを二年治めた。

26 彼は主の目に悪を行い、父の道を歩み、その罪によってイスラエルを罪に陥れた。

27 バシャはアヒヤの子で、イッサカルの家の者であったが、彼に謀反を起こした。バシャはペリシテ人のものであるギブトンで彼を打ち殺した。ナダブとすべてのイスラエルはギブトンを包囲していた。

28 バシャはユダの王アサの第三年に彼を殺し、彼の代わりに王となった。

29 彼が王となったとき、ヤロブアムの家のすべての者を打ち、ヤロブアムにすべての息ある者を残さず、ついに彼を滅ぼし尽くした。これは、主がそのしもべシロニ人アヒヤの手によって語られた言葉のとおりであった。

30 ヤロブアムが犯した罪と、その罪によってイスラエルを罪に陥れたことのゆえに、彼がイスラエルの神である主を怒らせたその怒りのゆえに。

31 ナダブのその他のすべての行いと、彼が行ったすべてのことは、イスラエルの王たちの日のことの書物に記されているではないか。

32 アサとイスラエルの王バシャの間には、彼らのすべての日の間、戦いがあった。

33 ユダの王アサの第三年に、アヒヤの子バシャがタルツァで全イスラエルの王となり、二十四年の間治めた。

34 彼は主の目に悪を行い、ヤロブアムの道を歩み、その罪によってイスラエルを罪に陥れた。
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1 主の言葉が、ハナニの子エフーに臨んで、バシャについてこう言われた。

2 ちりからあなたを高く上げ、わたしの民イスラエルの君主とされたのに、あなたはヤロブアムの道を歩み、わたしの民イスラエルに罪を犯させ、その罪によってわたしを怒らせたからである。

3 見よ、わたしはバシャの後とその家の後に火をつける。そして、あなたの家をネバトの子ヤロブアムの家のようにする。

4 町で死んだバシャの者は犬が食べ、野で死んだ彼の者は天の鳥が食べる。

5 バシャの残りの言葉と、彼が行ったこと、そして彼の力は、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

6 バシャはその父たちとともに眠り、タルツァに葬られた。そして、その子エラが彼の代わりに王となった。

7 また、主のことばは、預言者ハナニの子エフーの手によって、バシャとその家に臨んだ。それは、彼が主の目に悪であるすべてのことを、自分の手のわざによって行い、主を怒らせ、ヤロブアムの家のようになったことのゆえであり、また、彼が彼を打ったことのゆえでもあった。

8 ユダの王アサの第二十六年に、バシャの子エラがタルツァでイスラエルの王となり、二年の間統治した。

9 彼のしもべである戦車の半分の長官ジムリが彼に対して謀反を起こした。彼はタルツァにいて、タルツァの家の管理者であるアルツァの家で酔って飲んでいた。

10 ジムリは来て、彼を打ち、彼を殺した。ユダの王アサの第二十七年に、彼は彼の代わりに王となった。

11 彼が王となり、その王座に座ったとき、彼はバシャのすべての家を打ち、壁に尿をする者を一人も残さず、彼の親族と友も残さなかった。

12 ジムリは、主が預言者エフーの手を通してバシャに語られた言葉のとおりに、バシャの家のすべてを滅ぼした。

13 バシャのすべての罪と、その子エラの罪について。彼らが罪を犯し、その虚しさによってイスラエルの神、主を怒らせて、イスラエルに罪を犯させたすべてのことについて。

14 エラの言葉の残りと、彼が行ったすべてのことは、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

15 ユダの王アサの第二十七年に、ジムリはタルツァで七日の間、王となった。そして民はペリシテ人に属するギブトンに陣を張っていた。

16 宿営している民は、「ジムリが王を謀反して打ち殺した」と聞いた。そこで、その日、陣営の中で、すべてのイスラエルは、軍勢の長官オムリをイスラエルの王とした。

17 オムリと、彼と共にいたすべてのイスラエルは、ギブトンから上って来て、タルツァを包囲した。

18 ジムリが町が陥落したのを見たとき、彼は王の家の城に入り、自分の上に王の家を火で焼き、死んだ。

19 その罪のゆえに、彼が主の目に悪を行うために罪を犯し、ヤロブアムの道を歩み、また彼がイスラエルに罪を犯させたその罪のゆえに。

20 ジムリの残りの言葉と、彼が企てた陰謀は、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

21 そのとき、イスラエルの民は二つの半分に分かれた。民の半分はギナテの子ティブニに従って彼を王にしようとし、残りの半分はオムリに従った。

22 オムリに従う民はギナテの子ティブニに従う民に勝った。そしてティブニは死に、オムリが王となった。

23 ユダの王アサの治世第三十一年に、オムリはイスラエルの王となり、十二年統治した。彼はタルツァで六年間統治した。

24 彼は銀二千タラントでシェメルからサマリアの山を買い取り、その山を建て、自分が建てた町の名を、その山の主シェメルの名にちなんでサマリアと名付けた。

25 オムリは主の目に悪を行い、彼の前のすべての者よりも悪を行った。

26 彼はネバトの子ヤロブアムのすべての道に歩み、その罪のうちに歩んだ。その罪によって彼はイスラエルに罪を犯させ、彼らの虚しさをもってイスラエルの神、主を怒らせた。

27 オムリの行ったその他の言葉と、彼が行った力は、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

28 オムリはその父たちとともに眠り、サマリアに葬られた。そして彼の子アハブが彼に代わって王となった。

29 オムリの子アハブは、ユダの王アサの第三十八年にイスラエルの王となり、オムリの子アハブはサマリアで二十二年間イスラエルを治めた。

30 オムリの子アハブは、主の目の前に悪を行った。彼の前のすべての者よりも。

31 彼がネバトの子ヤロブアムの罪を歩むことを軽んじただけでなく、シドン人の王エテバアルの娘イゼベルを妻にめとり、行ってバアルに仕え、彼にひれ伏した。

32 彼はバアルのために祭壇を立てた。それは、サマリアに建てたバアルの家の中にあった。

33 アハブはアシェラを造った。アハブは、彼の前にいたイスラエルのすべての王たちよりも、イスラエルの神である主を怒らせることをさらに行った。

34 その日々に、ベテル人ヒエルはエリコを建てた。彼の長子アビラムによってその基を据え、末の子セグブによってその戸を立てた。主がヌンの子ヨシュアの手によって語られた言葉のとおりに。
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1 ギレアデの在留者であるテシュビ人エリヤは、アハブに言った。「イスラエルの神、主は生きておられる。私はその御前に立っている。この年の間には、露も雨もないであろう。ただ、私の口のことばによる以外には。

2 主の言葉が彼に臨んで言われた。

3 ここから去って、東の方へ向かい、ヨルダンの顔の前にあるケリテの谷川に身を隠せ。

4 谷川から飲むことになる。わたしは、そこであなたを養うようにからすに命じた。

5 彼は行って、主の言葉のとおりにした。そして行って、ヨルダンの顔の前にあるケリテの谷川に住んだ。

6 からすたちは、朝にパンと肉を、夕方にもパンと肉を彼に運んで来た。そして彼は谷川の水を飲んだ。

7 日の終わりになって、その谷川は涸れた。地に雨がなかったからである。

8 主の言葉が彼に臨んで言われた。

9 立ち上がって、シドンに属するツァレファテへ行き、そこに住め。見よ、わたしはそこであなたを養うために、ひとりの未亡人の女に命じた。

10 彼は立ち上がってツァレファテへ行き、町の入口に来た。すると、そこに木を集めているやもめの女がいた。彼は彼女に呼びかけて言った、「どうか、器に少しの水を私に持って来て、私が飲めるようにして下さい」。

11 彼女が取りに行くと、彼は彼女に呼びかけて言われた、「どうか、あなたの手にあるパンの一片を私にください」。

12 主なるあなたの神は生きておられる。私には菓子はなく、ただ手のひらに満ち満ちているもの、つぼの中の小麦粉と、壺の中の少しの油しかない。今、私は二本の木を集めて、私と私の子のためにそれを調理し、食べて、そして死のうとしている。

13 エリヤは彼女に言われた、「恐れるな。行って、あなたの言葉のとおりにしなさい。ただ、まず私のためにそこから小さな焼き菓子を作って、私に持って来なさい。その後、あなたとあなたの子のために作りなさい。

14 なぜなら、イスラエルの神である主はこう言われたからだ。「小麦粉のつぼは尽きず、油の壺は減らない。主が地の面に雨を降らせる日まで。

15 彼女は行って、エリヤの言葉のとおりにした。そして、彼女と彼女の家は、多くの日々の間、食べた。

16 小麦粉のつぼは尽きず、油の壺も減らなかった。主がエリヤの手によって語られた言葉のとおりに。

17 これらのことの後、その家の主婦である女の息子が病気になった。その病気は非常に重く、ついにその子には息が残らなくなった。

18 彼女はエリヤに言った、「神の人よ、私とあなたに何の関わりがあるのですか。あなたは私のところに来て、私の咎を思い出させ、私の子を死なせようとされたのです。

19 彼女に言われた、「あなたの子を私にください」。そして彼女の懐からその子を取られ、ご自身がそこに住んでおられた屋上の間に連れ上られ、自分の寝台にその子を寝かせられた。

20 主に呼びかけ、言われた。「わが神、主よ。あなたは、私が身を寄せているこの未亡人にも、その子を死なせることで災いをもたらされたのですか。

21 彼はその子供の上に三度身を伸ばし、主に呼びかけ、言われた。「わが神、主よ、どうかこの子供の命をその内側に戻してください。

22 主はエリヤの声を聞かれ、子供の命がその内側に戻り、彼は生きた。

23 エリヤはその子供を取って、屋上の間から家へ連れ下り、その母に渡した。そしてエリヤは言った、「見なさい、あなたの子は生きている」。

24 女はエリヤに言った、「今、私はこれで知りました。あなたは神の人であり、あなたの口にある主の言葉は真実です」。

1 Kings 18

1 多くの日が過ぎ、三年目に、主の言葉がエリヤに臨んで言われた。「行って、アハブの面の前に現れよ。わたしは地の面に雨を降らせる。

2 エリヤはアハブに会うために行った。飢饉はサマリアで激しかった。

3 アハブは家の管理者であるオバデヤを呼んだ。オバデヤは主を非常に恐れていた。

4 イゼベルが主の預言者たちを断ち滅ぼしていたとき、オバデヤは百人の預言者を連れて行き、五十人ずつ洞穴に隠し、彼らをパンと水で養った。

5 アハブはオバデヤに言われた、「地の中のすべての水の泉とすべての谷川へ行け。たぶん草が見つかって、馬と騾馬を生かし、獣のうちから何も絶やさないようにしよう」。

6 彼らはその地を自分たちの間で分け与えて、そこを巡るため、アハブは一つの道を単独で行き、オバデヤも一つの道を単独で行った。

7 オバデヤが道にいたとき、見よ、エリヤが彼に向かって来た。彼はエリヤを認めて、顔を地に伏せて言った、「あなたこそ、私の主エリヤですか」。

8 彼は彼に言った、「私だ。行って、あなたの主に告げよ。『見よ、エリヤがここにいる』と」。

9 彼は言った。「私は何を罪を犯したのでしょうか。あなたがあなたのしもべをアハブの手に渡して、私を殺させようとしておられるのです。

10 あなたの神、主は生きておられる。私の主があなたを捜すためにそこへ遣わさなかった国や王国はない。彼らは「いない」と言った。そして、その王国とその国に誓わせた。あなたが見つけられないからである。

11 今、あなたは言われる、「行って、あなたの主に言え、『見よ、エリヤがここにいる』」と。

12 そして、私があなたから離れて行くとき、主の霊があなたを、私が知らない所へ運ばれるでしょう。私がアハブに告げに行っても、彼があなたを見つけられず、彼が私を殺すでしょう。しかし、あなたのしもべは、青春の時から主を恐れてきました。

13 わたしの主に知らされなかったでしょうか。イゼベルが主の預言者たちを殺したとき、わたしがしたことを。そして、わたしは主の預言者たちのうち百人を、五十人ずつ洞穴に隠し、彼らにパンと水で養ったのです。

14 今、あなたは「行って、あなたの主に『見よ、エリヤがここにいる』と言え」と言われますが、彼は私を殺すでしょう。

15 エリヤは言われた、「わたしがその前に立っている万軍の主は生きておられる。きょう、わたしは彼の前に現れる。

16 オバデヤはアハブに会いに行き、彼に告げた。そしてアハブはエリヤに会いに行った。

17 アハブがエリヤを見たとき、アハブは彼に言われた、「あなたこそ、イスラエルをかき乱す者か」。

18 彼は言われた、「私はイスラエルを悩ませたのではなく、あなたとあなたの父の家が、主の戒めを捨ててバアルに従って行ったので、あなたがたが悩ませたのだ」。

19 今、あなたはすべてのイスラエルをカルメル山の私のもとに集め、バアルの預言者四百五十人と、イゼベルの食卓を食べるアシェラの預言者四百人を連れて来なさい。

20 アハブはすべてのイスラエルの子らに使いを送り、預言者たちをカルメル山に集めた。

21 エリヤはすべての民に近づいて言われた、「あなたがたは、いつまで二つの意見の間で迷っているのか。もし主が神であるなら、彼に従え。もしバアルであるなら、彼に従え」。しかし民は彼に一言も答えなかった。

22 エリヤは民に言われた、「私は主の預言者としてただ一人だけ残された。しかしバアルの預言者は四百五十人いる」。

23 彼らは私たちに雄牛を二頭与えなさい。彼らは自分たちのために一頭の雄牛を選び、それを切り裂いて、木の上に置きなさい。しかし火は置いてはならない。私はもう一頭の雄牛を用意し、それを木の上に置く。しかし火は置かない。

24 あなたがたは自分の神の名を呼び、私は主の名を呼ぼう。火で答える神、その方が神である。民はみな答えて言った、「その言葉は良い」。

25 エリヤはバアルの預言者たちに言った、「あなたがたは自分たちのために一頭の雄牛を選び、先にそれを用意しなさい。あなたがたの数のほうが多いのだから。そしてあなたがたの神の名を呼びなさい。しかし火を置いてはならない」。

26 彼らは、自分たちに与えられた雄牛を取り、備えをした。そして、朝から真昼までバアルの名を呼んで言った、「バアルよ、私たちに答えよ」。しかし、声もなく、答える者もなかった。彼らは、自分たちが造った祭壇の上で跳び回った。

27 真昼になって、エリヤは彼らを嘲って言われた。「大声で叫べ。彼は神だからだ。彼には思い煩いがあり、追跡があり、道があるからだ。あるいは彼は眠っておられて、目を覚まされるかもしれない。

28 彼らは大声で叫び、自分たちのさばきに従って、剣と槍で自分たちを傷つけ、血が彼らに流れ出るまでに及んだ。

29 真昼が過ぎるころ、彼らは献げ物をささげる時まで預言し続けたが、声もなく、答える者もなく、傾聴する者もいなかった。

30 エリヤはすべての民に言われた、「私のところに近づきなさい」。するとすべての民が彼に近づいた。そして彼は、壊れた主の祭壇を修復した。

31 エリヤは、ヤコブの子らの部族の数にしたがって十二の石を取り上げた。主の言葉が彼に臨んで、「あなたの名はイスラエルとなる」と言われたのである。

32 石で主の名によって祭壇を築き、祭壇の周囲に種を二ます入れるほどの大きさの家のような導水路を造った。

33 彼は木を並べ、雄牛を切り分けて、その木の上に置いた。

34 彼は言われた、「四つのつぼに水を満たし、全焼のいけにえと木の上に注げ」。そして言われた、「もう一度せよ」。彼らはもう一度した。そして言われた、「三度目をせよ」。彼らは三度目をした。

35 水は祭壇の周囲に流れ、また導水路にも水を満たした。

36 献げ物をささげる時になって、預言者エリヤが近づいて言われた。「主よ、アブラハム、イサク、イスラエルの神よ。今日、あなたがイスラエルにおいて神であること、そして私があなたのしもべであること、また私があなたの言葉に従って、これらすべてのことを行ったことが、知られますように。

37 主よ、わたしに答えてください。主よ、わたしに答えてください。この民が、あなたが主なる神であること、そしてあなたが彼らの心を元に戻されたことを知りますように。

38 主の火が下って、全焼のいけにえと木と石とちりを焼き尽くし、導水路にあった水をもなめ尽くした。

39 すべての民はそれを見て、自分の面の上に倒れた。そして彼らは言った、「主こそ神である。主こそ神である」。

40 エリヤは彼らに言われた、「バアルの預言者たちを捕まえよ。彼らのうちの一人も逃がしてはならない」。彼らが捕まえたので、エリヤは彼らをキションの谷川に連れ下り、そこで彼らを殺した。

41 エリヤはアハブに言われた、「上って行って、食べ、飲め。なぜなら、雨の群衆の声があるからだ」。

42 アハブは食べたり飲んだりするために上って行った。そしてエリヤはカルメルの頭に上って行き、地に身をかがめ、自分の顔を膝の間に置いた。

43 彼は自分の少年に言われた、「どうか上って行って、海の道の方を見なさい」。すると彼は上って行って見て、「何もありません」と言った。彼は言われた、「七度戻りなさい」。

44 七度目に、彼は言った。「見よ、海から上って来る人の手のひらほどの小さな雲がある」。そして彼は言った。「上って行き、アハブに言え。『車を繋ぎ、下って行け。雨があなたを妨げないように』」。

45 そのうちに、天は雲と風で暗くなり、大雨が降った。アハブは車に乗ってエズレルへ行った。

46 主の手がエリヤの上にあり、彼は腰を締めて、アハブの前を走り、エズレルに着くまで走った。

1 Kings 19

1 アハブは、エリヤが行ったすべてのことと、彼が剣ですべての預言者を殺したすべてのことを、イゼベルに告げた。

2 イゼベルは使者をエリヤのもとに遣わして言われた、「神々がこのように私にし、さらにこのように加えられるように。もし明日のこの時に、私があなたの命を彼らの一人の命のようにしないならば」。

3 彼は見て、立ち上がり、自分の命のために逃げ、ユダに属するベエル・シェバに来た。そして自分の少年をそこに残した。

4 彼は荒野を一日の道のり歩き、来て、一本のねずのきの下に座った。そして自分の死を願って言った。「もう十分です。主よ、私の命を取ってください。私は父たちよりも優れていないからです。

5 彼はねずのきの下で横になり、眠った。すると見よ、一人の御使いが彼に触れて、彼に言われた、「起きて、食べなさい」。

6 彼は見渡すと、見よ、そのまくらに石炭で焼いた焼き菓子と水の壺があった。彼は食べ、飲み、そして再び横たわった。

7 主の御使いが再び戻って来て、彼に触れて言われた、「起きて食べなさい。道があなたにとってあまりに遠いからだ」。

8 彼は立ち上がり、食べ、飲んだ。そして、その食物の力によって四十日四十夜歩き続け、神の山ホレブに至った。

9 彼はそこ、その洞穴に来て、そこで夜を過ごした。すると見よ、主の言葉が彼に臨んで、彼に言われた、「エリヤよ、あなたはここで何をしているのか」。

10 彼は言われた。「私は万軍の神、主のために大いに熱心に努めてきました。イスラエルの子らがあなたの契約を捨て、あなたの祭壇を壊し、あなたの預言者たちを剣で殺したからです。そして、私だけが単独で残されましたが、彼らは私の命を取ろうと求めています。

11 主は言われた、「出て、主の面の前に山の上に立て。見よ、主が通り過ぎられる。主の前で山々を砕き、岩を打ち砕く大きな強い風があったが、その風の中に主はおられなかった。その風の後に地震があったが、その地震の中に主はおられなかった。

12 地震の後に火があったが、主は火の中にはおられなかった。火の後に、かすかな静けさの声があった。

13 エリヤがそれを聞くと、自分の顔を外套で覆い、出て行って洞穴の入口に立った。すると、見よ、彼に声が臨んで言われた、「エリヤよ、ここで何をしているのか」。

14 彼は言われた。「私は万軍の神、主のために大いに熱心に努めてきました。イスラエルの子らがあなたの契約を捨て、あなたの祭壇を壊し、あなたの預言者たちを剣で殺したからです。私だけが残されましたが、彼らは私の命を取ろうと求めています。

15 主は彼に言われた、「行け、あなたの道を荒野を通ってダマスコへ戻れ。そして、行ってハザエルをアラムの王として油を注げ。

16 ニムシの子エフーをイスラエルの王として油を注ぎなさい。そして、シャファトの子エリシャを、アベル・メホラ出身の者を、あなたの代わりに預言者として油を注ぎなさい。

17 ハザエルの剣から逃れ得た者はエフーが殺し、エフーの剣から逃れ得た者はエリシャが殺す。

18 わたしはイスラエルに七千人の者を残しておく。すべてバアルにひざまずかなかった膝、すべて彼に口づけしなかった口を持つ者たちである。

19 そこから去って、エリシャ、シャファトの子を見つけられた。彼は十二のくびきを自分の前で耕しており、彼自身は十二番目のものにいた。エリヤは彼のところに渡って行き、自分の外套を彼の上に投げられた。

20 彼は牛を残し、エリヤの後を走って行き、「どうか、父と母に口づけさせてください。それから、あなたに従います」と言った。彼は彼に言った、「行って、戻りなさい。私があなたに何をしたというのか」。

21 彼は彼の後ろから引き返し、牛のくびきを取り、それを屠った。そして牛の器で肉を煮て、それを民に与えたので、彼らは食べた。彼は立ち上がり、エリヤの後に従って行き、彼に仕えた。

1 Kings 20

1 ベン・ハダデ、アラムの王は、そのすべての力を集め、三十二人の王を従え、馬と戦車を率いて、上って来てサマリアを包囲し、これと戦った。

2 使者をイスラエルの王アハブの町に遣わされた。

3 彼は彼に言われた。「ベン・ハダデはこう言われた。『あなたの銀と金は私のものだ。あなたの妻たちと、最も良い子たちも私のものだ。』

4 イスラエルの王は答えて言われた、「わが主なる王よ、あなたの言葉のとおりです。私はあなたのものであり、私のすべてのものもあなたのものです。

5 使者は戻って来て言った。「ベン・ハダデはこう言われた。『わたしはあなたに使いを送って、あなたの銀と金、あなたの妻と子をわたしに与えよ、と言った。』

6 しかし、明日のこの時、私は私のしもべたちをあなたのもとに遣わし、彼らはあなたの家とあなたのしもべたちの家を捜し、あなたの目の慕わしいものをすべて、彼らの手に置いて、取り去るであろう。

7 イスラエルの王は地のすべての長老たちを呼び寄せて言われた、「どうか知り、見なさい。この者が悪を求めていることを。彼が私の妻たち、私の子たち、私の銀、私の金のために私のもとに使いを送ったが、私は彼に何も拒まなかった」。

8 すべての長老たちとすべての民は彼に言った、「聞いてはならない。承諾してはならない」。

9 彼はベン・ハダデの御使いたちに言った、「あなたがたは私の主である王にこう言いなさい。『あなたが最初にあなたのしもべに送られたすべてのことを、私は行います。しかし、このことは、私は行うことができません。』」そして御使いたちは行って、彼にその言葉を伝えた。

10 ベン・ハダデは彼のもとに使者を送って言われた、「神々が私にこのように行い、またこのように加えられるように。もしサマリアのちりが、私の足の下にいるすべての民の一握りにも足りるならば」。

11 イスラエルの王は答えて言われた、「語れ。帯びる者は、解く者のように誇ってはならない」。

12 彼がこの言葉を聞いたとき、彼は小屋の中で王たちとともに酒を飲んでいた。彼は自分のしもべたちに言われた、「陣を敷け」。すると彼らは町に向かって陣を敷いた。

13 そして見よ、一人の預言者がイスラエルの王アハブに近づいて言われた、「主はこう言われる、『あなたはこのすべての大きな群衆を見たか。見よ、わたしはそれを今日あなたの手に渡す。そしてあなたは、わたしが主であることを知るであろう』」。

14 アハブが言った、「だれによってか」。彼は言った、「主はこう言われる、州の長官たちの少年たちによって」。彼は言った、「だれが戦いを始めるのか」。彼は言った、「あなたが」。

15 彼は州の長官たちの少年たちを数えられた。すると、彼らは二百三十二人であった。そして、その後に、彼はすべての民、すなわちイスラエルのすべての子らを数えられた。それは七千人であった。

16 彼らは真昼に出て行った。ベン・ハダデは小屋の中で酒に酔って飲んでいた。彼と、彼を助ける三十二人の王たちもいた。

17 州の長官たちの少年たちが最初に出て行った。そしてベン・ハダデは使いを送り、彼らは彼に告げて言った、「人々がサマリアから出て来ました」。

18 彼は言った、「もし彼らが平和のために出て来たのなら、彼らを生きたまま捕らえよ。もし彼らが戦いのために出て来たのなら、彼らを生きたまま捕らえよ。

19 これらの者たちは町から出て行った。州の長官たちの少年たちであり、その後に続く力も共に。

20 彼らはそれぞれ自分の相手を打ち、アラム人は逃げた。イスラエルは彼らを追跡した。アラムの王ベン・ハダデは馬と騎兵に乗って逃げ延びた。

21 イスラエルの王は出て行き、馬と戦車を打ち、アラムに大きな傷を負わせた。

22 預言者がイスラエルの王のところに近づいて、彼に言われた、「行って、強くなり、あなたが何をすべきかを知り、見なさい。年の帰りに、アラムの王があなたの上に上って来るからだ」。

23 アラムの王のしもべたちは彼に言った、「彼らの神は山の神です。それゆえ、彼らは私たちよりも強かったのです。しかし、もし私たちが平地で彼らと戦うならば、必ず彼らよりも強くなるでしょう。

24 この言葉を行え。王たちをそれぞれの場所から退け、彼らの代わりに総督たちを置け。

25 あなたは、倒れた力に等しい力を自分のために数え、馬は馬に、戦車は戦車に合わせ、平地で彼らと戦え。もし彼らよりも強くなければ、そうではない。彼は彼らの声に聞き従い、そのように行った。

26 年の帰りに、ベン・ハダデはアラムを召集し、イスラエルとの戦いのためにアフェクへ上って行った。

27 イスラエルの子らは召集され、糧を携えて、彼らに立ち向かうために出て行った。イスラエルの子らは彼らの前に陣を張ったが、それは二つの小さな雌ヤギの群れのようであり、アラムは地を満たしていた。

28 神の人が近づいてイスラエルの王に言った。「主はこう言われる。『アラムが、主は山の神であって、谷の神ではないと言ったから、わたしはこの大きな群衆をすべてあなたの手に渡す。あなたがたは、わたしが主であることを知るようになる。』

29 彼らは互いに向かい合って七日の間陣を張った。七日目に戦いが近づき、イスラエルの子らはアラムの歩兵十万人を一日で打ち倒した。

30 生き残った者たちはアフェクの町へ逃げたが、城壁が生き残った二万七千人の上に倒れた。ベン・ハダデは逃げて、町の奥の部屋から奥の部屋へと入った。

31 彼のしもべたちは彼に言った、「見よ、私たちは聞きました。イスラエルの家の王たちは慈愛の王たちであると。どうか、私たちは荒布を腰に着け、綱を頭に置いて、イスラエルの王のもとへ出て行きましょう。もしかすると、彼はあなたの命を生かしてくれるかもしれません。

32 彼らは荒布を腰に巻き、綱を頭に掛けて、イスラエルの王のところに来て言った、「あなたのしもべベン・ハダデが『どうか私の命を生かしてください』と言いました」。王は言った、「彼はまだ生きているのか。彼は私の兄弟だ」。

33 人々は占って、急いで、彼からそれを確かめようとして、「あなたの兄弟ベン・ハダデです」と言った。すると彼は、「来て、彼を連れて来なさい」と言った。ベン・ハダデは彼のところに出て来て、彼は彼を戦車に乗せた。

34 彼は彼に言った。「私の父があなたの父から取った町々は返します。あなたはダマスコに、私の父がサマリアに設けたように、自分のための外の通りを設けてください。私は契約をもってあなたを送り出します。」そこで彼は彼と契約を結び、彼を送り出した。

35 預言者の子らの一人の人が、主の言葉によってその友に「どうか私を打ってくれ」と言ったが、その人は彼を打つことを拒んだ。

36 彼は彼に言った、「あなたが主の声に聞き従わなかったので、見よ、あなたは私から離れて行く。獅子があなたを打つであろう」。彼が彼のそばから行くと、獅子が彼を見つけて、彼を打ち殺した。

37 彼は別の人を見つけ、その人に「どうか私を打ってください」と言った。すると、その人が彼を打ち、傷を負わせた。

38 預言者は行って、道で王の前に立ち、灰を自分の目に塗った。

39 王が通り過ぎられると、彼は王に向かって叫んだ。そして言った、「あなたのしもべは戦いの内側に出て行きました。すると、見よ、一人の人がそらして、私のところに一人の人を連れて来て、言いました、『この人を守れ。もし彼が行方不明になったなら、あなたの命が彼の命の代わりになる。あるいは、銀一タラントを量って支払え』と」。

40 あなたのしもべが、あちらこちらで働いている間に、彼はもういませんでした。イスラエルの王は彼に言われた、「それがあなたのさばきだ。あなた自身がそれを決めたのだ」。

41 彼は急いで、その灰を自分の目から取り除いた。するとイスラエルの王は、彼が預言者の一人であることを見分けた。

42 彼は彼に言われた。「主はこう言われる。あなたがわたしの呪いの物とされた人を手から放したので、あなたの命は彼の命の代わりとなり、あなたの民は彼の民の代わりとなる。

43 イスラエルの王は、ふさぎ込み、怒りを抱えて自分の家へ行き、サマリアに来た。

1 Kings 21

1 これらの出来事の後、エズレル人ナボテがエズレルに持っていたぶどう園が、サマリアの王アハブの神殿の隣にあった。

2 アハブはナボテに言った、「あなたのぶどう園を私にください。それが私の家のそばにあるので、私の園となって青菜の園となるように。そして、その代わりに、それよりも良いぶどう園をあなたに与えましょう。もしあなたの目に良いなら、この代価として銀をあなたに与えましょう」。

3 ナボテはアハブに言った、「私が父たちの相続地をあなたに渡すなど、主の前で決してしてはなりません」。

4 アハブは、エズレル人ナボテが自分に語った言葉のゆえに、怒りと憤りを抱いて自分の家に帰った。ナボテは「私は自分の父たちの相続地をあなたに与えません」と言ったのである。彼は自分の寝台に横たわり、顔を背けて、パンを食べなかった。

5 妻イゼベルが彼のところに来て、彼に言った、「あなたの霊がなぜ沈んでいるのか、そしてあなたがパンを食べないのはなぜか」。

6 彼は彼女に言った。「わたしがエズレル人ナボテに話して、『あなたのぶどう園を銀でわたしに譲ってくれ。あるいは、もしあなたが望むなら、その代わりにわたしはあなたに別のぶどう園を与えよう』と言ったが、彼は『わたしは自分のぶどう園をあなたに与えない』と言ったのだ。

7 彼の妻イゼベルは彼に言った、「あなたは今、イスラエルに対して王権を行おうとしているのですか。起きて、パンを食べ、あなたの心を良くしなさい。私はあなたに、エズレル人ナボテのぶどう園を与えます」。

8 彼女はアハブの名で書物を書き、彼の印章で封をし、その書物を、彼の町にいる長老たちと貴族たち、すなわちナボテと共に住んでいる者たちに送った。

9 彼女は書物に書き送って言った。「断食を呼びかけ、ナボテを民のかしらに据えなさい。

10 二人のよこしまな者、ベリアルの子らを彼の前に座らせ、彼に証言させて言わせよ、「あなたは神と王を呪った」と。そして彼を連れ出し、石で打ち殺せ。

11 彼の町の長老たちと貴族たち、すなわち彼の町に住んでいる者たちは、イゼベルが彼らに送った書物に書かれているとおりに、彼らに送られたとおりに行った。

12 彼らは断食を呼びかけ、ナボテを民の頭に座らせた。

13 悪しき者たちの二人の人が来て、その向かいに座り、ベリアルの子らが民の前でナボテに対して証言して言った、「ナボテは神と王を呪った」。そして彼らは彼を町の外に連れ出し、石で彼を打ち殺したので、彼は死んだ。

14 彼らはイゼベルに使いを送って言った、「ナボテは石打ちにされて死んだ」。

15 イゼベルが、ナボテが石打ちにされて死んだのを聞いたとき、イゼベルはアハブに言った。「立って、エズレル人ナボテのぶどう園を自分のものとせよ。彼は銀でそれをあなたに渡すことを拒んだが、ナボテは生きていない。死んだのだから。

16 アハブがナボテが死んだのを聞いたとき、アハブは立って、エズレル人ナボテのぶどう園を自分のものとするために下って行った。

17 主の言葉がテシュビ人エリヤに臨んで言われた。

18 立ち上がって、サマリアにいるイスラエルの王アハブに会いに行け。見よ、彼はナボテのぶどう園に下って行き、それを自分のものにしようとしている。

19 あなたは彼に言われた。「主はこう言われる。あなたは殺した上に、さらに奪い取ったのか。」あなたは彼に言われた。「主はこう言われる。犬がナボテの血をなめたその場所で、犬があなたの血をもなめるであろう。

20 アハブはエリヤに言った、「我が敵よ、あなたは私を見つけたのか」。彼は言った、「見つけた。あなたが主の目に悪を行うために自分を売り渡したからだ」。

21 見よ、わたしはあなたに悪を下し、あなたの後に続くものを焼き尽くす。そして、アハブから、壁に小便をする者も、閉じ込められた者も、見捨てられた者も、イスラエルにおいて断ち切る。

22 あなたの家を、ネバトの子ヤロブアムの家のようにし、アヒヤの子バシャの家のようにする。それは、あなたがわたしを怒らせ、イスラエルに罪を犯させたその怒りのゆえである。

23 主はイゼベルについてもこう言われた、「犬がエズレルの城壁でイゼベルを食べるであろう」。

24 町で死んだアハブは犬が食べ、野で死んだ者は天の鳥が食べる。

25 ただ、主の目に悪を行うために身を売ったアハブのような者はなかった。彼の妻イゼベルが彼をそそのかしたのである。

26 彼は非常に忌み嫌って、偶像に従って歩んだ。それは、主がイスラエルの子らの前から追い払われたアモリ人が行ったすべてのとおりであった。

27 アハブがこれらの言葉を聞いたとき、彼は自分の衣服を裂き、自分の肉の上に荒布を置き、断食した。そして、彼は袋の上に横たわり、静かに歩いた。

28 主の言葉がテシュビ人エリヤに臨んで言われた。

29 あなたは、アハブがわたしの前でへりくだったのを見たか。彼がわたしの前でへりくだったので、わたしは彼の日に悪を下さない。彼の子の日に、その家に悪を下す。

1 Kings 22

1 三年の間、アラムとイスラエルの間に戦いはなかった。

2 第三年に、ユダの王ヨシャパテはイスラエルの王のもとへ下って行った。

3 イスラエルの王はそのしもべたちに言われた、「あなたがたは知っているか、ラモテ・ギレアデはわれわれのものであるのに、われわれはアラムの王の手からそれを取るのをためらっていることを」。

4 彼はヨシャパテに言われた、「あなたは私と一緒にラモテ・ギレアデの戦いに行くか」。ヨシャパテはイスラエルの王に言った、「私はあなたのようです。私の民はあなたの民のようです。私の馬はあなたの馬のようです」。

5 ヨシャパテはイスラエルの王に言われた、「どうか今日、主の言葉を尋ねてください」。

6 イスラエルの王は預言者たちを約四百人集め、彼らに言われた、「わたしはラモテ・ギルアデに戦いに行くべきか、それとも控えるべきか」。彼らは言った、「上って行け。主がその王の手に渡されるであろう」。

7 ヨシャパテは言った、「ここには、主の預言者がもういないのか。われわれは彼によって主に伺いを立てよう」。

8 イスラエルの王はヨシャパテに言われた、「まだ一人、主に伺うことのできる人がいる。しかし私はその人を憎んでいる。なぜなら彼は私について良いことを預言せず、ただ悪いことだけを預言するからだ。それはイムラの子ミカヤである」。するとヨシャパテは言った、「王よ、そのように言わないでください」。

9 イスラエルの王は一人の宦官を呼び寄せて、「急いでイムラの子ミカヤを連れて来なさい」と言われた。

10 イスラエルの王とユダの王ヨシャパテは、それぞれ自分の王座に座り、衣服を着て、サマリアの門の入口の打ち場にいた。そして、すべての預言者たちは彼らの前で預言していた。

11 ゼデキヤはケナアナの子で、自分のために鉄の角を作った。そして言った。「主はこう言われる。『あなたはこれらでアラムを、彼らを滅ぼし尽くすまで、突き刺すであろう。』

12 すべての預言者たちも同じように預言して言った、「ラモテ・ギルアデに上って勝利を得よ。主はそれを王の手に渡される」。

13 使者はミカヤを呼びに行った者であるが、彼に言った、「見よ、預言者たちの言葉は皆、一つの口をもって王に良いことを言っている。あなたの言葉もどうか、彼らのうちの一人の言葉のようになって、良いことを言ってください」。

14 ミカヤは言った、「主は生きておられる。主が私に言われることを、そのまま私は語る」。

15 王のもとに来て、王は彼に言われた、「ミカヤよ、われわれはラモテ・ギレアデへ戦いに行くべきか、それとも控えるべきか」。彼は王に言った、「上って行き、成功せよ。主はその地を王の手に渡されるであろう」。

16 王は彼に言われた、「何度までわたしはあなたに誓わせるのか。あなたが主の名によって、ただ真実だけをわたしに語ることを」。

17 彼は言った、「私はイスラエルのすべてが、羊の群れのように、羊飼いのいない山々に散らされているのを見た。そして主は言われた、『これらの者には主がいない。それぞれが自分の家に平和のうちに帰れ』と」。

18 イスラエルの王はヨシャパテに言われた、「わたしはあなたに言ったではないか、彼はわたしについて良いことを預言せず、ただ悪いことだけを預言すると」。

19 それゆえ、主の言葉を聞け。私は主がその王座に座しておられるのを見た。天の軍勢はすべて、その右と左に立っていた。

20 主は言われた、「だれがアハブを欺いて、彼がラモテ・ギルアデに上って倒れるようにさせるだろうか」。すると、ある者はこう言い、別の者はこう言った。

21 霊が出て行き、主の前に立って言った、「わたしが彼を惑わそう」。

22 主は彼に言われた、「何によってか」。彼は言った、「私は出て行き、彼のすべての預言者の口に偽りの霊となるでしょう」。主は言われた、「あなたは惑わすことができ、また勝つことができる。出て行って、そのようにしなさい」。

23 今、見よ、主はあなたのすべての預言者たちの口に偽りの霊を置かれた。そして主はあなたについて悪を語られた。

24 ゼデキヤの子ケナアナが近づき、ミカヤの頬を打って言った、「主の霊が、私を離れてあなたに語るために、どの道を通って行ったのか」。

25 ミカヤは言われた、「あなたはその日に見るであろう、あなたが奥の部屋から奥の部屋へと入って隠れることを。

26 イスラエルの王は言われた、「ミカヤを連れて行き、町の長官アモンと王の子ヨアシュのところへ返せ」。

27 そして言え、「王はこう言われる。この者を獄の家に入れよ。虐げのパンと虐げの水で養え。私が平和のうちに帰って来るまで。

28 ミカヤは言った、「もしあなたが平和のうちに帰って来るなら、主は私によって語られなかったのだ」。そして言った、「すべての民よ、聞け」。

29 イスラエルの王とユダの王ヨシャパテは、ラモテ・ギルアデに上って行った。

30 イスラエルの王はヨシャパテに言われた、「あなたは変装して戦いに入りなさい。しかしあなたは自分の衣服を着なさい」。そしてイスラエルの王は変装して戦いに入った。

31 アラムの王は、自分の戦車の長官三十二人に命じて言われた、「あなたがたは、小さい者とも大きい者とも戦ってはならない。ただ、イスラエルの王とだけ、単独で戦いなさい」。

32 戦車の長官たちがヨシャパテを見たとき、彼らは「これは確かにイスラエルの王だ」と言ったので、彼らは彼と戦うために向きを変えた。そしてヨシャパテは叫んだ。

33 戦車の長官たちは、彼がイスラエルの王ではないのを見て、彼の後を追うのをやめた。

34 ある人が弓を引き絞って全きままに射、イスラエルの王を、接合と胸当ての間で打った。彼は自分の戦車兵に言った、「あなたの手を向け、私を陣営から連れ出せ。私は傷ついたのだ」。

35 その日、戦いは激しくなり、王はアラムに向かって戦車の中に立っていたが、夕方に死んだ。そして、傷の血が戦車の懐に流れ出た。

36 喜びの叫びが陣営を巡り渡った、太陽が沈むころ、「人は自分の町へ、人は自分の地へ」と言って。

37 王は死に、サマリアに来た。そして人々はその王をサマリアに葬った。

38 戦車をサマリアの池で洗った。犬がその血をなめた。娼婦たちはそこで身を洗った。主が語られた言葉のとおりに。

39 アハブのその他の言葉と、彼が行ったすべてのこと、彼が建てた象牙の家と、彼が建てたすべての町々は、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

40 アハブはその父たちとともに眠り、その子アハズヤが彼の代わりに王となった。

41 ヨシャパテはアサの子で、ユダの王となり、イスラエルの王アハブの第四年に統治した。

42 ヨシャパテは二十五歳で王となり、エルサレムで二十五年の間、王であった。彼の母の名はアズバで、シルヒの娘であった。

43 彼は父アサのすべての道を歩み、そこからそれず、主の目にかなう正しいことを行った。ただ、高台は取り除かれず、民はなおも高台で犠牲を捧げ、香を焚いていた。

44 ヨシャパテはイスラエルの王と和解した。

45 ヨシャパテの残りの言葉と、彼が行った力と、彼が戦ったことは、ユダの王たちの日のことの書物に記されているではないか。

46 父のアサの日に残っていた神殿男娼の残りを、彼は地から一掃した。

47 エドムには王がおらず、総督が王の代わりをしていた。

48 ヨシャパテは金を得るためにオフィルへ行くタルシシュの船を造ったが、行かなかった。船はエツヨン・ゲベルで砕かれたからである。

49 そのとき、アハブの子アハズヤはヨシャパテに言われた、「わたしのしもべたちは、あなたのしもべたちと一緒に船で行かせてください」。しかしヨシャパテはそれを望まれなかった。

50 ヨシャパテはその父たちとともに眠り、その父たちとともにその父ダビデの町に葬られた。そして、その子エホラムが彼に代わって王となった。

51 アハズヤはアハブの子で、ヨシャパテ王がユダを治めていた第十七年に、サマリアでイスラエルの王となった。彼はイスラエルを二年間治めた。

52 彼は主の目に悪を行い、父の道と母の道と、ネバトの子ヤロブアムがイスラエルを罪に陥れたその道を歩んだ。

53 彼はバアルに仕え、それにひれ伏した。そして、彼の父が行ったすべてのとおりに、イスラエルの神である主を怒らせた。


2 Kings

2 Kings 1

1 モアブはアハブの死後、イスラエルに背いた。

2 アハズヤはサマリアにある自分の屋上の間の網目から落ちて、病気になった。彼は使者を遣わして、彼らに言われた、「行って、エクロンの神バアル・ゼブブに伺いを立てよ。この病気から私は生き延びられるかどうかを」。

3 主の御使いがテシュビ人エリヤに言われた、「立って上り、サマリアの王の使者たちに会いに行き、彼らに言え。『イスラエルに神がおられないからといって、あなたがたはエクロンの神バアル・ゼブブに伺いを立てに行くのか。』

4 それゆえ、主はこう言われた。「あなたが上ったその寝台から、あなたは降りることはない。必ず死ぬからだ。」そしてエリヤは去った。

5 使者たちは彼のところに戻って来た。彼は彼らに言われた、「なぜあなたがたは戻って来たのか」。

6 彼らは彼に言った、「一人の人が上って来て私たちに会い、私たちに言いました。『あなたがたを遣わした王のところへ戻って行き、彼に言いなさい。主はこう言われる。イスラエルに神がいないからといって、あなたはエクロンの神バアル・ゼブブに伺いを立てるために遣わすのか。それゆえ、あなたが上って行ったその寝台から降りることはない。あなたは必ず死ぬ。』

7 彼は彼らに言われた、「あなたがたを迎えに上って来た人のさばきはどのようなものか。彼はあなたがたにこれらの言葉を語ったのか」。

8 彼らは彼に言った、「毛の主人である人で、皮の帯を腰に締めていた。彼はテシュビ人エリヤである」。

9 五十人の長官とその五十人を彼のもとに遣わし、彼のところに上って来た。すると、見よ、彼は山の頭に座っていた。その長官は彼に言った。「神の人よ、王が『下りて来なさい』と言われました。

10 エリヤは答えて、五十人の長官に言われた、「もし私が神の人であるなら、火が天から降って来て、あなたとあなたの五十人を焼き尽くすであろう」。すると火が天から降って来て、彼と彼の五十人を焼き尽くした。

11 また彼は戻って、別の五十人の長官とその五十人を彼のもとに遣わした。すると神の人が彼に答えて言われた、「王はこう言われた、『急いで下って来なさい』」。

12 エリヤは答えて彼らに言われた、「もし私が神の人であるなら、火が天から降りて来て、あなたとあなたの五十人を焼き尽くすであろう」。すると神の火が天から降りて来て、彼と彼の五十人を焼き尽くした。

13 また彼は引き返し、五十人の長官を三人目として送り出した。その第三の五十人の長官は上って行き、エリヤの前に来て、自分の膝をかがめ、彼に願い求めて言った。「神の人よ、どうか私の命と、あなたの目の前にあるこれらの五十人のあなたのしもべたちの命を大切にしてください。

14 見よ、火が天から降り、先の五十人隊の二人の長官とその五十人を焼き尽くした。今、どうか私の命があなたの目に尊くありますように。

15 主の御使いがエリヤに言われた、「彼と一緒に降りよ。彼の顔を恐れてはならない」。そこで彼は立ち上がり、彼と一緒に王のもとへ降りて行った。

16 彼は彼に言われた。「主はこう言われる。あなたがエクロンの神バアル・ゼブブに伺いを立てるために使者を遣わしたからである。イスラエルに神がいないので、その言葉を伺うためなのか。それゆえ、あなたが上ったその寝台からは降りることはできない。あなたは必ず死ぬ。

17 彼は主がエリヤによって語られた言葉のとおりに死んだ。そして、その代わりにエホラムが王となった。それはユダの王ヨシャパテの子エホラムの二年目であった。彼には子がいなかったからである。

18 アハズヤの行ったその他の言葉の残りは、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

2 Kings 2

1 主がエリヤをあらしとともに天に上げようとされたとき、エリヤとエリシャはギルガルから出て行った。

2 エリヤはエリシャに言われた、「どうかここに座っていなさい。主が私をベテルまで遣わされたからです」。するとエリシャは言った、「主は生きておられ、あなたの命も生きておられます。私はあなたを離れません」。そして二人はベテルに下って行った。

3 ベテルにいる預言者の子たちはエリシャのところに出て行き、彼に言った、「あなたは、きょう、主があなたの主人をあなたの頭の上から取り去られることを知っていますか」。彼は言った、「私も知っています。黙っていなさい」。

4 エリヤはエリシャに言われた、「どうかここに座っていなさい。主が私をエリコに遣わされたからです」。すると彼は言った、「主は生きておられ、あなたの命も生きている限り、私はあなたを離れません」。そして彼らはエリコにやって来た。

5 エリコにいる預言者の子たちがエリシャのところに近づいて来て、彼に言った、「あなたは、きょう、主があなたの主人をあなたの頭の上から取られるのを知っていますか」。彼は言った、「私も知っています。黙っていなさい」。

6 エリヤは彼に言われた、「どうかここに座っていなさい。主が私をヨルダンへ遣わされたからです」。すると彼は言った、「主は生きておられ、あなたの命も生きておられる限り、私はあなたを離れません」。そして二人は共に行った。

7 預言者の子らのうち五十人の人が行き、遠くから向かい側に立った。そして二人はヨルダン川のほとりに立った。

8 エリヤは自分の外套を取り、それを巻いて水を打った。すると水はここにもあそこにも分かれ、二人は乾いた地を渡った。

9 彼らが渡ったとき、エリヤはエリシャに言われた、「私があなたから取り去られる前に、何をあなたのためにしようか、求めなさい」。エリシャは言った、「どうか、あなたの霊の二倍の分が私のものとなりますように」。

10 彼は言われた。「あなたは難しいことを求めた。もしあなたが私があなたから取り去られるのを見るなら、そのとおりになるだろう。しかし、もし見なければ、そうはならないだろう。

11 彼らが歩きながら語り合っていると、見よ、火の戦車と火の馬が現れ、二人の間を分け隔てた。そしてエリヤはあらしとともに天へ上って行った。

12 エリシャは見ていて、彼は叫んだ、「我が父よ、我が父よ、イスラエルの戦車とその騎兵よ」と。そして彼は彼をもはや見なかった。彼は自分の衣服をつかみ、それを二つの裂け目に裂いた。

13 彼はエリヤの上から落ちた外套を拾い上げ、引き返してヨルダンの岸に立った。

14 彼はエリヤの上から落ちた外套を取り、水を打って言った、「エリヤの神、主はどこにおられるか」。彼もまた水を打つと、水はここにもあそこにも分かれた。そしてエリシャは渡った。

15 エリコにいる預言者の子らは、彼を向かいから見て、「エリヤの霊がエリシャの上にとどまっている」と言った。そして、彼らは彼を迎えに出て来て、地にひれ伏した。

16 彼らは彼に言った、「今、あなたのしもべたちのうちに力ある子ら五十人がいます。どうか彼らが行って、あなたの主を捜し求めますように。主の霊が彼を運び去って、かの山々の一つか、かの谷々の一つに投げ落とされたかもしれないからです」。彼は言った、「送ってはならない」。

17 彼らは彼に恥をかかせるまで迫り続けたので、彼は「遣わせよ」と言われた。彼らは五十人の人を遣わした。彼らは三日間捜し求めたが、彼を見つけられなかった。

18 彼らはエリコに座っていた彼のところへ戻って来た。すると彼は彼らに言われた、「あなたがたに『行くな』と言ったではないか」。

19 町の人々はエリシャに言った、「ご覧ください、この町の居住は良いのです、ちょうど我が主がご覧になっているように。しかし水は悪く、地は子を失わせるのです。

20 彼は言われた、「新しいつぼを私のところに持って来なさい。そしてそこに塩を入れなさい」。彼らはそれを彼のところに持って来た。

21 彼は水の出に行き、そこに塩を投げ入れて言われた。「主はこう言われる。『わたしはこの水を癒した。もはやそこから死も不妊も出ることはない。』

22 水はこの日に至るまで癒やされた。エリシャが語った言葉のとおりに。

23 彼はそこからベテルへ上って行った。彼が道を上って行くと、小さな少年たちが町から出て来て、彼を嘲って言った、「上れ、はげ頭よ、上れ、はげ頭よ」。

24 彼は振り返って彼らを見て、主の名によって彼らを呪われた。すると、森から二頭の熊が出て来て、彼らの中から四十二人の子供を引き裂いた。

25 彼はそこからカルメル山へ行き、そこからサマリアに帰った。

2 Kings 3

1 エホラムはアハブの歳の子で、イスラエルの王としてサマリアで治めた。それはユダの王ヨシャパテの十八年目であり、彼は十二年治めた。

2 彼は主の目に悪を行ったが、父や母のようではなく、父が造ったバアルの石柱を取り除いた。

3 ただ、ネバトの子ヤロブアムの罪に固く付き従い、その罪から離れなかった。彼はイスラエルに罪を犯させたのである。

4 モアブの王メシャは羊飼いであり、イスラエルの王に十万の牧場と十万の雄羊の羊毛を納めていた。

5 アハブの死の後、モアブの王はイスラエルの王に背いた。

6 その日、王エホラムはサマリアから出て、すべてのイスラエルを召集された。

7 彼は行って、ユダの王ヨシャパテに使いを送って言った。「モアブの王が私に背きました。あなたは私と一緒にモアブへ戦いに行かれますか。」すると彼は言った。「私は上ります。私はあなたのようであり、私の民はあなたの民のようであり、私の馬はあなたの馬のようです。

8 彼は言った、「どの道を上って行こうか」。彼は言った、「エドムの荒野の道によって」。

9 イスラエルの王とユダの王とエドムの王は行き、七日間の道を迂回したが、陣営とその足の下にいる獣のために水がなかった。

10 イスラエルの王は言った、「ああ、主がこの三人の王を呼び寄せて、彼らをモアブの手に渡そうとされたのだ」。

11 ヨシャパテは言われた、「ここには主の預言者がいないのか。われわれは彼を通して主に伺おう」。すると、イスラエルの王のしもべの一人が答えて言った、「ここにシャファトの子エリシャがいます。彼はエリヤの手に水を注いだ者です」。

12 ヨシャパテは言われた、「主の言葉が彼にある」。そこでイスラエルの王とヨシャパテとエドムの王は彼のもとに下って行った。

13 エリシャはイスラエルの王に言われた、「あなたと私に何の関係があるのか。あなたの父の預言者たちと、あなたの母の預言者たちのところへ行け」。イスラエルの王は彼に言った、「いいえ、主がこれら三人の王を呼び寄せて、彼らをモアブの手に渡そうとされたのです」。

14 エリシャは言われた、「わたしがその前に立っている万軍の主は生きておられる。もしユダの王ヨシャパテの顔を顧みなければ、わたしはあなたを見もせず、あなたに目を向けもしないであろう。

15 今、私のために弾き手を連れて来なさい。弾き手が弾くとき、主の手が彼の上に臨んだ。

16 主はこう言われた、「この谷川に梁を数多く掘れ」。

17 主はこう言われる。あなたたちは風を見ず、雨も見ないが、その谷川は水で満たされる。あなたたちと、あなたたちの家畜と、あなたたちの獣は飲むであろう。

18 このことは主の目には軽いことである。主はモアブをあなたがたの手に渡される。

19 あなたがたはすべての要塞の町とすべての選びの町を打ち、すべての良い木を切り倒し、すべての水の泉を塞ぎ、すべての良い土地を石で傷つけるであろう。

20 朝、献げ物をささげる時になって、見よ、水がエドムの道から流れて来た。地は水で満たされた。

21 モアブのすべての者が、王たちが彼らと戦うために上って来たのを聞いた。そして、帯を締めるすべての者から上の者までが集められ、彼らは境界に立った。

22 彼らは朝早く起き、太陽が水の上に昇った。モアブは向かい側から、その水が血のように赤いのを見た。

23 これは血だ。王たちは互いに打ち合って滅びた。今こそ、モアブの戦利品を奪え。

24 彼らがイスラエルの陣営に来たとき、イスラエルは立ち上がってモアブを打ち、彼らはその前から逃げた。そして彼らはその中に入り、モアブを打ち続けた。

25 町々を打ち壊し、すべての良い土地にはそれぞれ石を投げ込んで満たし、すべての水の泉を塞ぎ、すべての良い木を切り倒した。ついにキル・ハレセテの石だけが残るまでに至った。そして投石兵たちは回り込んで、それを打った。

26 モアブの王は、戦いが自分に勝ち目がないのを見て、七百人の剣を抜く者たちを連れて、エドムの王のところへ突破しようとしたが、できなかった。

27 彼は自分の子、すなわち自分に代わって王となるはずの長子を取り、城壁の上で全焼のいけにえとしてささげた。すると、イスラエルに対して激しい怒りが起こった。それで彼らは彼のところから撤退し、自分たちの地へ帰った。

2 Kings 4

1 預言者の子らの女たちのうちの一人の妻がエリシャに叫んで言った、「あなたのしもべである私の夫は死にました。そしてあなたは、あなたのしもべが主を恐れていたことをご存じです。ところが債主が来て、私の二人の子供を自分のしもべとして取ろうとしています」。

2 エリシャは彼女に言われた、「あなたのために何をしようか。あなたの家に何があるか、私に告げなさい」。彼女は言った、「あなたの女奴隷には、家にすべてはありません。ただ油の壺一つだけです」。

3 彼は言われた、「行って、あなたのために外から器を借りなさい。あなたの隣人たちすべてから、空の器を。少なくしてはならない。

4 そして、あなたは入って、自分の後ろと自分の子たちの後ろで戸を閉め、これらすべての器の上に注ぎ、満ちたものはどかしなさい。

5 彼女は彼のもとを去り、戸を自分と自分の子らのために閉めた。彼らが器を彼女に差し出し、彼女は注いだ。

6 器が満ちたとき、彼女はその子に言った、「もう一つの器を私に持って来なさい」。すると彼は彼女に言った、「もう器はありません」。すると油は止まった。

7 彼女は来て、神の人に告げた。すると彼は言われた、「行って、その油を売り、あなたの負債を払いなさい。そして、あなたとあなたの子たちは、残りで生きなさい」。

8 ある日、エリシャがシュネムを通り過ぎられた。そこに有力な女がいて、彼にパンを食べるように強く勧めた。それで、彼が通るたびに、そこに立ち寄ってパンを食べた。

9 彼女は夫に言った。「私は今、確かに知りました。この方は神の人で、聖なる方です。常に私たちのところを通られます。

10 小さな壁の屋上の間を作りましょう。そして、そこに彼のために寝台と食卓と王座と燭台を置きましょう。彼が私たちのところに来るとき、そこに立ち寄るでしょう。

11 ある日、彼はそこに来て、屋上の間に立ち寄り、そこで横になった。

12 彼は自分の少年ゲハジに言われた、「このシュナムの女を呼べ」。すると彼が彼女を呼んだので、彼女は彼の前に立った。

13 彼は彼女に言った、「どうか彼女に言いなさい。『あなたは私たちのために、このすべての恐れをもって心を騒がせた。あなたのために何をしようか。王に、あるいは軍勢の長官に、あなたのために話すことがあるか。』」すると彼女は言った、「私は自分の民の真ん中に住んでいます。

14 彼は言われた、「それでは、彼女のために何をしてやれるだろうか」。ゲハジは言った、「実は、彼女には子がなく、夫は年老いています」。

15 彼は言った、「彼女を呼べ」。そして彼女を呼ぶと、彼女は入口に立った。

16 この定めの時に、命の時として、あなたは子を抱くであろう。すると彼女は言った、「わが主よ、神の人よ、どうかあなたの女奴隷に偽りを言わないでください」。

17 その女は身ごもり、男の子を産んだ。エリシャが彼女に告げたとおり、その定めの時の、その時の頃に。

18 子供は成長した。その日、彼は刈り入れをする者たちのところへ父のところへ出て行った。

19 彼は父に「頭が、頭が」と言った。そして父は少年に言った、「彼を母のところへ運べ」。

20 彼はその子を抱き上げ、母のところへ連れて行った。そして、その子は母の膝の上に真昼まで座っていたが、死んだ。

21 彼女は上って行き、神の人の寝台に彼を横たえ、彼の後ろで戸を閉めて、出て行った。

22 彼女は夫を呼び寄せて言った、「どうか、少年の一人と雌ロバの一頭を私に遣わしてください。私は神の人まで走って行き、そして戻ってまいります。

23 彼は言った、「なぜ今日彼のところへ行くのか。月でもなく、安息日でもないのに」。彼女は言った、「平和です」。

24 雌ロバに鞍を置き、自分の少年に言った、「私のために乗るのを止めるな。私があなたに言うまでは、進み続けなさい」。

25 彼女は行って、神の人のところ、カルメル山に来た。神の人が彼女を遠くから見て、自分の少年ゲハジに言われた、「あのシュナムの女がいる」。

26 今、彼女に会うために走って行きなさい。そして彼女に言いなさい、「あなたに平和があるか。あなたの夫に平和があるか。子供に平和があるか」と。彼女は言った、「平和です」。

27 山にある神の人のもとへ行き、彼の足をしっかりと掴んだ。ゲハジが彼女を押しのけようと近づいたが、神の人は言われた、「彼女を放っておきなさい。彼女の心は苦しんでいるからだ。主は私から隠して、私に告げられなかったのだ」。

28 彼女は言った、「私はわが主から子を求めたでしょうか。『私を欺いてはならない』と私は言ったではありませんか。

29 ゲハジに言われた、「腰に帯を締め、私の杖を手に取って行け。もし人に会っても、彼を祝福してはならない。もし人があなたを祝福しても、彼に答えてはならない。そして、私の杖を少年の顔の上に置け。

30 その少年の母は言った、「主は生きておられ、あなたの命も生きている。私があなたを離れるなら、そのようになれ」。そして彼は立ち上がり、彼女の後に従って行った。

31 ゲハジは彼らの顔の前を進み、その杖を少年の顔の上に置いたが、声もなく、傾聴もなかった。彼は彼に会うために戻り、彼に告げて言った、「少年は目を覚まさなかった」。

32 エリシャは家に入った。すると見よ、その少年は死んでいて、自分の寝台の上に横たえられていた。

33 彼は入って、二人の後ろで戸を閉め、主に祈った。

34 そして彼は上に登り、その子供の上に身を横たえ、自分の口をその子供の口に、自分の目をその子供の目に、自分の手のひらをその子供の手のひらに重ね、その上に身をかがめた。すると、その子供の肉は温かくなった。

35 彼は戻って、家の中を一度行ったり来たりして歩き、上に上がってその子の上に身をかがめた。すると少年は七度くしゃみをし、少年は目を開けた。

36 ゲハジに呼びかけ、言われた、「このシュナムの女を呼べ」。彼が彼女を呼ぶと、彼女は彼のところに来た。彼は言われた、「あなたの子を抱き上げなさい」。

37 彼女は入って来て、その足にひれ伏し、地に礼をした。そして自分の子を抱き上げて、出て行った。

38 エリシャはギルガルに帰られた。地には飢饉があった。預言者の子らは彼の前に座っていた。彼は自分の少年に言われた、「大きな鍋を掛け、預言者の子らのために煮物を煮なさい」。

39 一人が野に出て光を採りに行き、野のぶどうの木を見つけ、そこから野のひょうたんを衣服に満ち満ちているものほど採り、帰って来て、煮物の鍋に切り込み入れた。彼らは知らなかったからである。

40 彼らは人々に食べるために注ぎ出した。彼らがその煮物を食べようとしたとき、彼らは叫んで言った、「神の人よ、鍋に死がある」と。そして彼らは食べることができなかった。

41 彼は言われた、「小麦粉を取りなさい」。そしてそれを鍋に投げ入れられた。そして言われた、「民に盛りなさい。彼らが食べるように」。すると鍋には何の悪いこともなかった。

42 ある人がバアル・シャリシャから来て、神の人に初物のパン二十個と大麦のパン、そして殻に入った穀物の穂を持って来た。そして彼は言った、「民に与えて、彼らに食べさせなさい」。

43 彼の召使いは言った、「これを百人の前に何と差し出せばよいのですか」。彼は言った、「民に与えて食べさせよ。主がこう言われるからだ。『食べて、なお余るであろう』」。

44 彼はそれを彼らの前に置いた。彼らは食べて、主の言葉のとおりに残した。

2 Kings 5

1 ナアマンはアラムの王の軍勢の長官であり、その主の前で大いなる人で、顔の前に高められていた。なぜなら、主がアラムに救いを与えられたからである。その人は力ある勇士であったが、ツァラアトに冒されていた。

2 アラムの軍団が出て行き、イスラエルの地から小さな乙女を捕らえた。彼女はナアマンの妻の前に仕えた。

3 彼女は女主人に言った。「ああ、私の主がサマリアにいる預言者の前に出てくだされば、その方は彼をそのらい病から癒してくださるでしょうに。

4 彼は行って、自分の主に告げて言った、「イスラエルの地から来たあの乙女は、こうこう言いました」。

5 アラムの王は言われた、「行け、そして私はイスラエルの王に書物を送ろう」。そこで彼は行き、手に銀十タラントと金六千、そして衣服十の交代を取った。

6 彼はその書物をイスラエルの王のもとに持って来て、言った。「今、この書物があなたに届くとき、私は私のしもべナアマンをあなたのもとに送った。彼をそのらい病から癒してほしい。

7 イスラエルの王がその書物を読んだとき、彼は自分の衣服を裂いて言った、「わたしは神であろうか、人を殺し、また生かすことができるであろうか。この者がわたしに人をそのらい病から取り去るようにと送ったのだ。どうか、よく考えて見よ、彼がわたしに対して挑戦していることを」。

8 神の人エリシャは、イスラエルの王が自分の衣服を裂いたのを聞いたとき、王のもとに使いを送って言われた、「なぜあなたは自分の衣服を裂いたのか。彼を私のところに来させなさい。そうすれば、彼はイスラエルに預言者がいることを知るだろう」。

9 ナアマンは自分の馬と戦車でやって来て、エリシャの家の入口に立った。

10 エリシャは彼のもとに使者を遣わして言われた、「行って、ヨルダンで七度身を洗いなさい。そうすれば、あなたの肉は元に戻り、清くなるであろう」。

11 ナアマンは怒って立ち去り、言った、「私は思っていた、彼は私のところに出て来て、立ち、彼の神、主の名を呼び、その場所に手を振って、ツァラアトの者を癒すであろうと」。

12 アバナとパルパル、ダマスコの川は、イスラエルのすべての水にまさるのではないか。私はそれらで身を洗って、清くなれないだろうか。そして彼は向きを変え、怒りをもって去って行った。

13 彼のしもべたちは近づいて彼に語り、言った、「我が父よ、預言者があなたに大きな言葉を語られたのなら、あなたはそれをなさらないのですか。ましてや、彼があなたに『洗え、そうすれば清くなる』と言われたのなら、なおさらです」。

14 ヨルダンに下って行き、神の人の言葉のとおりに七度身を浸した。すると彼の肉は幼い少年の肉のように元に戻り、彼は清められた。

15 彼はその神の人のもとに帰った。彼とそのすべての陣営も一緒に。そして来て、その前に立ち、言った。「今、私は知りました。すべての地に神はいない。ただイスラエルにのみおられることを。どうか今、あなたのしもべから祝福を受け取ってください。

16 主は生きておられる。私はその御前に立ってきた。もし私が受け取るなら、彼は彼に受け取るよう迫ったが、彼は拒んだ。

17 ナアマンは言った、「それでは、どうかあなたのしもべに、騾馬のくびき二頭分の地の重荷が与えられますように。なぜなら、あなたのしもべは、もはや他の神々に全焼のいけにえやいけにえをささげず、ただ主にのみささげるからです。

18 このことについて、主があなたのしもべをお赦しくださいますように。私の主がリンモンの家に入ってそこにひれ伏すとき、彼が私の手に寄りかかっているので、私もリンモンの家でひれ伏します。私がリンモンの家でひれ伏すとき、主がこのことについて、あなたのしもべをお赦しくださいますように。

19 彼は彼に言われた、「平和のうちに行きなさい」。そして彼は彼のもとから地の少しの間、去って行った。

20 神の人エリシャの少年ゲハジは言った、「見よ、我が主はこのアラム人ナアマンの手から、彼が持って来たものを取るのを惜しまれた。主は生きておられる。私は彼の後を追って行き、彼から何かを必ず受け取ろう」。

21 ゲハジはナアマンの後を追った。ナアマンは彼が自分の後を走って来るのを見て、戦車から降りて彼を迎え、「平和ですか」と言った。

22 彼は言った、「平和です。私の主が私を遣わして言われました、『今、見よ、エフライムの山から預言者の子らである二人の少年が私のところにやって来ました。どうか彼らに銀一タラントと二着の交代の衣服を与えてください』と。

23 ナアマンは言った、「どうかタラントを二つ取ってください」。そして彼に迫り、銀二千タラントを二つの袋に包み、二組の交代の衣服とともに、自分の二人の少年に渡した。彼らは彼の前でそれを運んだ。

24 丘に来て、彼らの手から受け取り、家にしまい、その人々を送り出したので、彼らは去って行った。

25 彼は入って来て、その主の前に立った。エリシャは彼に言われた、「ゲハジ、どこから来たのか」。彼は言った、「あなたのしもべは、どこへも行きませんでした」。

26 彼は彼に言われた、「私の心は、人がその戦車からあなたを迎えに降りた時には、行かなかったのか。今が銀を受け取り、衣服を受け取り、オリーブやぶどう園、羊の群れや牛、しもべや女奴隷を受け取る時なのか。

27 ナアマンのらい病があなたとあなたの子孫に永遠に付きまとうであろう。そして彼はその前から雪のようにらい病にかかって出て行った。

2 Kings 6

1 預言者の子らはエリシャに言った、「ご覧ください。私たちがあなたの前で住んでいるこの場所は、私たちにとって狭すぎます。

2 どうかヨルダン川まで行きましょう。そこから一人が一本の梁を取り、私たちのためにそこに住む場所を作りましょう。すると彼は「行きなさい」と言われた。

3 一人が言った、「どうか、あなたのしもべたちと一緒に行ってください」。彼は言った、「私も行こう」。

4 彼は彼らと一緒に行った。そして彼らはヨルダンに着き、木を切り倒した。

5 ある者が梁を伐り倒しているとき、鉄の斧が水に落ちた。彼は叫んで言った、「ああ、わが主よ、それは借りたものです」。

6 神の人は言われた、「どこに落ちたのか」。彼がその場所を示すと、彼は木を切り、そこに投げた。すると鉄が浮かび上がった。

7 彼は言われた、「それを拾い上げなさい」。彼は手を伸ばして、それを取った。

8 アラムの王はイスラエルと戦っておられたが、そのしもべたちと相談して言われた、「私のテントの宿営は、あの場所、かの場所に置こう」。

9 神の人はイスラエルの王に人を遣わして言われた、「この場所を通り過ぎないように気をつけなさい。そこにアラムの者が伏せているからです」。

10 イスラエルの王は、神の人が彼に告げた場所へ人を遣わし、そこを警告して、その場所を守らせた。それは一度や二度のことではなかった。

11 アラムの王の心はこの言葉のゆえに激しく動かされた。彼は自分のしもべたちを呼び寄せて言われた、「われわれのうちのだれがイスラエルの王に通じているのか、わたしに告げよ」。

12 彼のしもべの一人が言った、「いいえ、わが主なる王よ。イスラエルにいる預言者エリシャが、あなたがあなたの寝床の奥の部屋で話される言葉を、イスラエルの王に告げるのです」。

13 彼は言われた、「行って、彼がどこにいるか調べなさい。そうすれば、私は人を遣わして彼を捕らえよう」。すると彼に告げられた、「見よ、彼はドタンにいる」。

14 そこへ馬と戦車と大いなる力を送り、彼らは夜のうちに来て、その町を包囲した。

15 神の人は、その召使いが早く起きて出て行くと、見よ、力ある軍勢が馬と戦車とともに町を取り囲んでいた。彼の少年は彼に言った、「ああ、わが主よ、われわれはどうしたらよいのでしょうか」。

16 彼は言われた、「恐れてはならない。私たちと共にいる者の方が、彼らと共にいる者よりも多いのだから」。

17 エリシャは祈って言われた、「主よ、どうか彼の目を開いて、見させてください」。すると主がその少年の目を開かれたので、彼は見た。すると見よ、山は火の馬と戦車で満ちて、エリシャの周囲を取り巻いていた。

18 彼らが彼のもとに下って来たとき、エリシャは主に祈って言われた、「どうかこの国を盲目で打ってください」。すると彼らはエリシャの言葉のとおりに盲目で打たれた。

19 エリシャは彼らに言われた、「これはその道ではなく、これはその町でもない。私について来なさい。あなたがたが捜している人、その人のところへあなたがたを連れて行こう」。そして彼は彼らをサマリアへ連れて行った。

20 彼らがサマリアに着いたとき、エリシャは言われた、「主よ、この人々の目を開いて、彼らが見るようにしてください」。すると主が彼らの目を開かれたので、彼らは見ると、なんと、自分たちはサマリアの真ん中にいた。

21 イスラエルの王は彼らを見て、エリシャに言った、「我が父よ、私は彼らを撃ちましょうか、撃ちましょうか」。

22 彼は言われた、「あなたは打ってはならない。あなたが自分の剣と弓で捕らえた者を、あなたは打つのか。彼らの前にパンと水を置き、彼らに食べさせ、飲ませて、彼らの主のもとへ行かせなさい」。

23 彼は彼らのために大きな備えを設け、彼らは食べ、飲み、そして彼らを送り出したので、彼らは自分たちの主のもとへ行った。そして、アラムの軍団は再びイスラエルの地に侵入することはなかった。

24 その後、アラムの王ベン・ハダデはそのすべての陣営を集め、上って来てサマリアを包囲した。

25 サマリアに大きな飢饉があり、見よ、彼らはそれを包囲していた。ろばの頭が銀八十枚になり、鳩の糞の四分の一カブが銀五枚になった。

26 イスラエルの王が城壁の上を通っておられたとき、一人の女が彼に向かって叫んで言った、「わが主、王よ、お助けください」。

27 主はあなたを救われない。どこからあなたを救えようか。打ち場からか、ぶどう酒ぶねからか。

28 王は彼女に言われた、「あなたはどうしたのか」。すると、この女は言った、「この女が私に言いました、『あなたの子をください。私たちはそれを今日食べましょう。そして、私の子は明日食べましょう』と」。

29 私たちは私の子を煮て、それを食べた。そして翌日、私は彼女に言った。「あなたの子を渡しなさい。私たちはそれを食べよう。」しかし彼女は自分の子を隠した。

30 王がその女の言葉を聞いたとき、王は自分の衣服を裂いた。彼が城壁の上を通っていたとき、民が見ると、見よ、彼の肉の上には荒布があった。家の内側に。

31 王は言った、「もし今日、シャファトの子エリシャの頭が彼の上に立つなら、神が私にこのように行い、またこのように加えられるように」。

32 エリシャは自分の家に座っており、長老たちも彼と共に座っていた。彼の前から一人の人が、使者が彼のもとに来る前に遣わされたが、彼は長老たちに言った、「あなたがたは、この人殺しの子が私の頭を取ろうとして遣わしたのを見たか。見よ、使者が来る時、戸を閉じて、戸で彼を押さえよ。彼の主の足の声がその後ろにあるではないか」。

33 彼がまだ彼らと話しているうちに、見よ、使者が彼のところに下って来た。そして彼は言った。「見よ、この悪は主から来たのだ。私はこれ以上、主に何を望めようか。

2 Kings 7

1 エリシャは言われた、「主の言葉を聞け。主はこう言われる。明日の今ごろ、サマリアの門で、一ますの薄力粉は一シェケル、二ますの大麦は一シェケルで売られるであろう」。

2 王がその手に寄りかかっていた隊長は、神の人に答えて言った、「見よ、主が天に窓を開けられたとしても、このようなことがあり得るだろうか」。すると彼は言った、「あなたは自分の目でそれを見るであろうが、そこからは食べることはできない」。

3 四人のツァラアトに冒された人が門の入口にいた。彼らは互いに言った、「なぜ我々はここに座って死を待つのか」。

4 もし私たちが町に入ると言うなら、飢饉が町にあり、そこで私たちは死ぬだろう。そして、もしここに留まるなら、私たちは死ぬだろう。それで今、行って、アラムの陣営に落ちよう。もし彼らが私たちを生かすなら、私たちは生きる。もし彼らが私たちを殺すなら、私たちは死ぬ。

5 彼らは夕暮れに、アラムの陣営に行こうとして立ち上がった。そしてアラムの陣営の果てまで来たが、見よ、そこにはだれも人がいなかった。

6 主はアラムの陣営に、戦車の声、馬の声、大きな力の声を聞かせられた。すると彼らは互いに兄弟に言った、「見よ、イスラエルの王は、ヒッタイト人の王たちとエジプトの王たちを私たちに攻めさせるために雇ったのだ」。

7 彼らは立ち上がり、夕暮れに逃げ、自分たちの天幕と馬とろば、その陣営をそのまま残して、命からがら逃げた。

8 これらのらい病人たちは陣営の果てまで来て、一つの天幕に入り、食べ、飲み、そこから銀と金と衣服を持ち出して、行って隠した。そして戻って、別の天幕に入り、そこからも持ち出して、行って隠した。

9 互いに言った、「私たちはこのようにしているのは正しくない。この日は知らせの報酬の日である。私たちが黙って、朝の光まで待っているなら、咎が見つかるだろう。さあ、行って、王の家に知らせよう。

10 彼らは来て、町の門番に呼びかけ、彼らに告げて言った、「私たちはアラムの陣営に行った。すると、そこには人がおらず、人の声もなかった。ただ、つながれた馬と、つながれたろばと、そのままの天幕があるだけだった」。

11 門番たちは叫び、王の家の内側に知らせた。

12 王は夜に起きて、そのしもべたちに言われた、「アラムが私たちにしたことを、あなたがたに知らせよう。彼らは私たちが飢えていることを知って、陣営から出て野に隠れている。『彼らが町から出て来たら、私たちは彼らを生け捕りにして、町に入ろう』と言っているのだ」。

13 彼のしもべの一人が答えて言われた、「どうか、町に残っている馬の中から五頭を取らせてください。見よ、それらは、町に残っているイスラエルのすべての群衆のように、また、滅び尽くしたイスラエルのすべての群衆のように、そのまま残っているのです。私たちは送り出して、見てみましょう。

14 彼らは二台の戦車と馬を取った。王はアラムの陣営の後を追って使いを送り、「行って、見て来なさい」と言われた。

15 彼らは彼らの後を追ってヨルダンまで行った。すると見よ、道はすべて、アラムが慌てて投げ捨てた衣服と器で満ちていた。使者は引き返して、王に告げた。

16 民は出て行き、アラムの陣営を略奪した。すると、薄力粉一ますは一シェケル、大麦二ますは一シェケルとなり、主の言葉のとおりになった。

17 王は自分の手に寄りかかっていた隊長を門の監督に任命したが、民が門で彼を踏みつけたので、彼は死んだ。それは、王が彼のところに下って来たときに神の人が語ったとおりであった。

18 神の人が王に告げて言われたとおりに、大麦一ますは一シェケル、薄力粉一ますは一シェケルで、明日のこの時、サマリアの門でそうなるであろう。

19 隊長は神の人に答えて言った。「たとえ主が天に窓を開けられたとしても、このようなことが起こり得るだろうか。」すると彼は言った。「あなたは自分の目で見るであろうが、そこからは食べることはない。

20 そのとおりになった。民は門で彼を踏みにじり、彼は死んだ。

2 Kings 8

1 エリシャは、その子を生かした女に言われた、「立って、あなたとあなたの家は行き、あなたが寄留するところに寄留しなさい。主が飢饉を呼び寄せられたからだ。それはまた、この地に七年間来るのだ」。

2 女は立ち上がり、神の人の言葉のとおりにし、彼女とその家は行き、ペリシテ人の地に七年間滞在した。

3 七年の果てに、その女はペリシテ人の地から帰って来た。そして、彼女は自分の家と自分の野のために王に叫び求めるために出て行った。

4 王は神の人の少年ゲハジに語って言われた、「どうか、エリシャが行ったすべての大きな事柄を私に話してください」。

5 彼が王に、自分が生き返らせた者について話していると、ちょうどその時、自分の子を生き返らせた女が、自分の家と自分の野について王に叫んでいた。ゲハジは言った、「我が主、王よ、この女がその者であり、この者がその子です。エリシャが生き返らせたのはこの子です」。

6 王はその女に尋ねられた。彼女は王にすべてを語った。そこで王は一人の宦官に命じて言われた、「彼女のすべてのものと、彼女が地を離れた日から今日までの野のすべての収穫を返しなさい」。

7 エリシャがダマスコに来たとき、アラムの王ベン・ハダデは病気であった。彼に「神の人がここまで来られた」と告げられた。

8 王はハザエルに言われた、「あなたの手に献げ物を取り、神の人のところへ行って会い、主にこのことについて尋ねて言え、『私はこの病気から生き延びられるでしょうか』と」。

9 ハザエルは彼を迎えに行き、手に献げ物を、ダマスコのすべての良いものを、四十頭のらくだの重荷として携えて行った。そして彼の前に来て立ち、言った。「あなたの子、アラムの王ベン・ハダデが私をあなたのもとに遣わして、『私はこの病気から生き返るでしょうか』と言わせました。

10 エリシャは彼に言った、「行って、『あなたは生きることはない』と言いなさい。主は私に、彼が必ず死ぬことを示された」。

11 彼はその顔をじっと向けて、恥じるまで見つめた。そして神の人は泣いた。

12 ハザエルは言った、「わが主よ、なぜ泣かれるのですか」。彼は言った、「それは、あなたがイスラエルの子らにしようとしている悪を私は知っているからだ。あなたは彼らの要塞に火を放ち、彼らの若者を剣で殺し、彼らの幼子を打ち砕き、彼らの妊婦を裂くであろう」。

13 ハザエルは言った、「あなたのしもべであるこの犬が、どうしてこの大きなことを行うことができましょうか」。エリシャは言った、「主はあなたがアラムの王となるのを私に見せてくださった」。

14 彼はエリシャのところから去って、自分の主人のところへ来て、彼に言った、「エリシャはあなたに何と言いましたか」。彼は言った、「彼は私に、『あなたは必ず生きる』と言いました」。

15 翌日、彼は厚い布を取り、それを水に浸し、彼の面の上に広げた。すると彼は死んだ。そしてハザエルが彼の代わりに王となった。

16 イスラエルの王アハブの子ヨラムの第五年に、ユダの王ヨシャパテのとき、ユダの王ヨシャパテの子エホラムが王となった。

17 彼は三十二歳で王となり、八年間エルサレムで治めた。

18 彼はイスラエルの王たちの道を歩み、アハブの家が行ったようにした。それは、アハブの娘が彼の妻であったからである。彼は主の目に悪を行った。

19 主は、そのしもべダビデのゆえに、ユダを滅ぼすことを望まれず、彼に言われたとおり、彼の子にすべての日にわたってともしびを与えるために、そうされた。

20 その日々において、エドムがユダの手の下から反逆し、彼らの上に王を立てた。

21 ヨラムはザイルに渡り、すべての戦車を彼とともに連れて行った。彼は夜に立ち上がり、自分に向かって包囲してきたエドムと戦車の長官たちを打ち、民は自分の天幕へ逃げた。

22 エドムはユダの手の下から反逆し、今日に至るまで続いている。その時、リブナも同時に反逆した。

23 ヨラムの言葉の残りと、彼が行ったすべてのことは、ユダの王たちの日の言葉の書物に書かれているではないか。

24 ヨラムはその父たちとともに眠り、その父たちとともにダビデの町に葬られた。そして、その子アハズヤが彼の代わりに王となった。

25 イスラエルの王アハブの子ヨラムの第十二年に、ユダの王エホラムの子アハズヤが王となった。

26 アハズヤは二十二年の子として王となり、エルサレムで一年の間、王であった。彼の母の名はアタルヤで、イスラエルの王オムリの娘であった。

27 彼はアハブの家の道を歩み、アハブの家のように主の目に悪を行った。彼はアハブの家の花婿であったからである。

28 ヨラムはアハブの子と共に、アラムの王ハザエルとラモテ・ギルアデで戦いに行った。そしてアラム人はヨラムを打った。

29 王ヨラムは、アラムの王ハザエルとラマで戦ったときにアラム人に負わされた傷を癒すためにエズレルに戻った。そして、ユダの王エホラムの子アハズヤは、アハブの子ヨラムが病んでいるので、エズレルに下って彼を見舞った。

2 Kings 9

1 預言者エリシャは預言者の子らの一人を呼び寄せ、彼に言われた、「あなたの腰を締め、この油の小瓶を手に取り、ラモテ・ギレアデへ行け」。

2 そこへ行き、そこにニムシの子ヨシャパテの子エフーを見よ。彼の兄弟たちの真ん中から彼を立たせ、彼を奥の部屋から奥の部屋へ連れて行け。

3 小瓶の油を取り、彼の頭に注ぎ、こう言いなさい。『主はこう言われる。わたしはあなたをイスラエルの王に油注いだ。』そして戸を開けて、逃げなさい。待ってはならない。

4 あの預言者の若者は、ラモテ・ギレアデへ行った。

5 彼が来ると、見よ、力の長官たちが座っていた。彼は言った、「長官よ、あなたに言葉があります」。するとエフーは言った、「私たちすべてのうちのだれにですか」。彼は言った、「長官よ、あなたにです」。

6 彼は立ち上がって家に入り、油を彼の頭に注いで、彼に言われた。「イスラエルの神、主はこう言われる。『わたしはあなたを主の民イスラエルの王に油注いだ。』

7 あなたはあなたの主アハブの家を打ち滅ぼし、わたしのしもべである預言者たちの血と、主のすべてのしもべたちの血を、イゼベルの手から報復されるであろう。

8 アハブの全家は滅びる。わたしはアハブから、壁に小便をする者、およびイスラエルにおいて閉じ込められた者も見捨てられた者も、すべて断ち滅ぼす。

9 私はアハブの家を、ネバトの子ヤロブアムの家のようにし、アヒヤの子バシャの家のようにする。

10 イゼベルの分け前はエズレルの地で犬が食べるであろう。そして、彼女を葬る者はないであろう。彼は戸を開けて、逃げ去った。

11 エフーはその主のしもべたちのところへ出て行った。すると彼らは彼に言った、「平和か。あの狂った者がなぜあなたのところに来たのか」。彼は彼らに言った、「あなたがたはあの人とその思い煩いを知っている」。

12 彼らは言った、「それは偽りだ。どうか我々に告げよ」。そこで彼は言った、「彼はこうこう言って、私に言った、『主はこう言われる、わたしはあなたをイスラエルの王に油注いだ』」。

13 彼らは急いで、それぞれ自分の衣服を取り、彼の下の階段の骨の上に敷いた。そして角笛を吹き鳴らして、「エフーが王となった」と言った。

14 エフーは、ニムシの子ヨシャパテの子であり、ヨラムに対して謀反を企てた。ヨラムは、彼とすべてのイスラエルがアラムの王ハザエルの顔を恐れてラモテ・ギルアデを守っていた。

15 エホラム王はアラムの王ハザエルと戦ったときにアラム人が負わせた傷を癒すためにエズレルに帰っていた。そしてエフーは言われた、「もしあなたがたの命が望みなら、町から逃亡者を出してエズレルに知らせに行かせてはならない」。

16 エフーは車に乗ってエズレルへ行った。ヨラムがそこに横たわっていたからである。ユダの王アハズヤはヨラムを見るために下って来ていた。

17 見張りはエズレルの塔の上に立っていたが、エフーの多量の軍勢が来るのを見て、「多量の軍勢が見える」と言った。するとエホラムは言った、「戦車兵を一人取り、彼らを迎えに行かせ、『平和か』と言わせよ」。

18 馬に乗った者が彼を迎えに行き、「王はこう言われた。『平和か。』」と言った。エフーは言った。「あなたに平和が何の関係があるか。私の後ろに回れ。」見張りは告げて言った。「使者は彼らにまで来たが、戻らなかった。

19 第二の馬に乗る者が遣わされ、彼らのところに来て言った。「王はこう言われる。『平和か』」と。エフーは言った。「あなたに平和が何の関係があるのか。私の後に続け。

20 見張りが告げて言った、「彼らは彼らのところにまで来たが、戻らなかった。その運転は、ニムシの子エフーの運転のようだ。彼は狂気をもって運転するからだ。

21 エホラムは言われた、「戦車を備えよ」。そして彼は自分の戦車を備えた。イスラエルの王エホラムとユダの王アハズヤは、それぞれ自分の戦車に乗って出て行き、エフーに会いに行った。彼らはエズレル人ナボテの土地で彼に会った。

22 エホラムがエフーを見たとき、彼は言った、「エフーよ、平和か」。すると彼は言った、「あなたの母イゼベルの淫行とその多くの魔術があるかぎり、何の平和があろうか」。

23 エホラムは手を返して逃げ、アハズヤに言われた、「欺きだ、アハズヤ」。

24 エフーは手を弓に満たし、エホラムをその両腕の間で打った。矢は彼の心から出て、彼は自分の戦車の中で屈した。

25 彼はその副官ビデカルに言った、「彼を取って、エズレル人ナボテの野の土地に投げ捨てよ。なぜなら、私とあなたが彼の父アハブの後にくびきの馬車に乗っていたとき、主が彼の上にこの重荷を負わせられたことを覚えているからだ。

26 確かに、わたしは昨夜、ナボテの血とその子たちの血を見た、と主は宣言される。そして、わたしはこの土地で、あなたに報復する、と主は宣言される。今、彼を担ぎ上げて、主の言葉のとおりに、その土地に投げ捨てよ。

27 ユダの王アハズヤはこれを見て、園の家の道を通って逃げた。エフーは彼の後を追い、言われた、「彼も戦車の中で打て」。それはグルへの上り坂、イブレアムの近くで、彼はメギドへ逃げて、そこで死んだ。

28 彼のしもべたちは彼をエルサレムに運び、彼の父たちと共にダビデの町にある彼の埋葬に葬った。

29 アハブの子ヨラムの第十一年に、アハズヤがユダの王となった。

30 エフーがエズレルに来たとき、イゼベルはこれを聞き、目に目薬を塗り、頭を整え、窓から覗き込んだ。

31 エフーが門に入った。すると彼女は言った、「平和か。あなたの主を殺したジムリのように」。

32 彼は顔を窓に向けて、言われた、「だれが私の味方か、だれか」。すると、二人か三人の宦官が彼の方をのぞき込んだ。

33 彼は「彼女を投げ落とせ」と言われた。そこで彼らは彼女を投げ落とした。すると彼女の血が壁と馬に飛び散り、彼は彼女を踏みにじった。

34 彼は入って来て、食べ、飲んだ。そして言った、「この呪われた女を訪ねて、彼女を葬れ。彼女は王の娘だからだ」。

35 彼らは彼女を葬るために行ったが、彼女の中には頭蓋骨と足と手のひらしか見つからなかった。

36 彼らは引き返して彼に告げた。彼は言われた、「これは主の言葉である。主がそのしもべテシュビ人エリヤの手によって語られたものである。『エズレルの分け前で、犬がイゼベルの肉を食べるであろう。』

37 イゼベルの死体は、エズレルの分け前の野の前で糞のようになり、人々は「これはイゼベルだ」とは言わないであろう。

2 Kings 10

1 アハブにはサマリアに七十人の子がいた。エフーは手紙を書き、サマリアに送って、エズレルの長官たち、長老たち、そしてアハブを養育していた者たちに伝えさせた。

2 今、この書物があなたがたに届き、あなたがたの主の子らがあなたがたと共にあり、あなたがたと共に戦車と馬、要塞の町と武器があるならば、

3 あなたがたの主君の子らのうちで、最も良い者と最も正しい者を見て、その父の王座に据え、あなたがたの主君の家のために戦いなさい。

4 彼らは非常に恐れて言った、「あの二人の王は彼の前に立つことができなかった。それなら、私たちがどうして立つことができようか」。

5 家を任されている者、町を任されている者、長老たち、そして養育者たちは、エフーのもとに送って言った。「私たちはあなたのしもべです。あなたが私たちに言われることはすべて、行います。私たちはだれも王としません。あなたの目に良いと思うことを行ってください。

6 彼は彼らに第二の書物を書き送って言われた、「もしあなたがたが私のものであり、私の声に聞き従うなら、あなたがたの主の子らの人々の頭を取って、明日のこの時にエズレルへ私のところに来なさい」。王の子ら七十人は、町の有力者たちが彼らを養育していた。

7 書物が彼らのもとに届いたとき、彼らは王の子たちを取って、七十人を屠り、その頭を釜に入れて、エズレルにいる彼のもとへ送った。

8 使者が来て、彼に告げて言った、「王の子たちの頭が運ばれて来ました」。彼は言った、「それらを門の入口に二つの塚として、朝まで置け」。

9 朝になって、彼は出て行って立ち、すべての民に言われた、「あなたがたは正しい者です。見よ、私は私の主に謀反を起こして、彼を殺しました。しかし、これらすべての者を打ったのはだれでしょうか。

10 今、知れ。主がアハブの家について語られた主の言葉は、地に落ちることはない。主は、そのしもべエリヤの手によって語られたことを成し遂げられた。

11 エフーは、アハブの家に残っていたすべての者をエズレルで打ち、そのすべての有力者、親しい者、祭司たちをも打ち、ついに彼に残りの者を一人も残さなかった。

12 彼は立ち上がり、来て、サマリアへ行った。彼は道にある羊の毛を刈る家、牧者の羊の毛を刈る家にいた。

13 エフーはユダの王アハズヤの兄弟たちに出会い、「あなたがたは誰か」と言われた。彼らは言った、「私たちはアハズヤの兄弟です。王の子たちと女王の子たちに平和を告げるために下って来ました」。

14 彼は言われた、「彼らを生きたまま捕らえよ」。そこで彼らは彼らを生きたまま捕らえ、羊の毛を刈る家の穴のところで彼らを殺した。四十二人であり、彼らの中の一人も残さなかった。

15 彼はそこから去って行き、レカブの子エホナダブに出会った。彼は彼を祝福し、彼に言った、「あなたの心は、私の心があなたの心と共にあるように、まっすぐであるか」。エホナダブは言った、「ある、ある」。彼は彼の手を差し出した。彼は彼を自分のところへ、戦車に上げた。

16 彼は言った、「私と一緒に来て、主への私のねたみを見なさい」。そして彼らは彼を彼の戦車に乗せた。

17 サマリアに来て、サマリアに残っていたアハブの者をすべて、彼が滅ぼし尽くすまで打った。主がエリヤに語られた言葉のとおりに。

18 エフーはすべての民を集めて、彼らに言われた。「アハブはバアルを少しだけ仕えた。エフーはそれを大いに仕えるであろう。

19 今、バアルのすべての預言者、そのすべての仕える者たち、そしてそのすべての祭司たちを私のもとに呼べ。一人も欠けてはならない。なぜなら、私のためにバアルへの大きないけにえがあるからだ。すべて欠ける者は生きられない。エフーは狡猾さをもってこれを行い、バアルの仕える者たちを滅ぼそうとした。

20 エフーは言われた、「バアルのために厳粛な集会を聖別せよ」。そして彼らは呼び集めた。

21 エフーはすべてのイスラエルに使いを送り、バアルに仕える者たちはみな来た。来なかった者は一人も残らなかった。彼らはバアルの家に入り、バアルの家は口から口まで満ちた。

22 彼は更衣室を管理する者に言った。「バアルに仕えるすべての者に衣服を出せ。」すると、彼は彼らに衣服を取り出した。

23 エフーとレカブの子エホナダブはバアルの家に入った。そして彼はバアルに仕える者たちに言った。「よく調べて見なさい。あなたがたのうちに主のしもべが一人でもいることがないように。ただバアルに仕える者たちだけがいるように。

24 彼らは、いけにえと全焼のいけにえをささげるために入って行った。そしてエフーは、外に八十人の者たちを置いて言った、「わたしがあなたがたの手に渡す人々のうちから、だれか一人でも逃げる者があれば、その者の命は、その者の命をもって償われる」。

25 彼が全焼のいけにえを献げ終えると、エフーは走る者たちと隊長たちに言われた、「入って来て、彼らを打て。一人も出してはならない」。彼らは剣の刃で彼らを打ち、走る者たちと隊長たちは彼らを投げ捨て、バアルの宮の町まで進んだ。

26 彼らはバアルの家の石柱を運び出し、それを焼いた。

27 彼らはバアルの石柱を打ち壊し、バアルの家を打ち壊し、それを便所とし、汲み出し所とした。今日に至るまで。

28 エフーはイスラエルからバアルを滅ぼした。

29 ただ、ネバトの子ヤロブアムがイスラエルに犯させた罪から、エフーはそれらの背後に退かなかった。すなわち、ベテルにある金の子牛と、ダンにある金の子牛である。

30 主はエフーに言われた、「あなたがわたしの目にかなう正しいことを行い、わたしの心にあるすべてのとおりにアハブの家にしたので、あなたの子らは四代にわたってイスラエルの王座に座るであろう」。

31 エフーは、イスラエルの神、主の律法に従って歩むことを、すべての心をもって守らなかった。彼は、イスラエルに罪を犯させたヤロブアムの罪から離れなかった。

32 その日々において、主はイスラエルを切り縮め始められた。そしてハザエルはイスラエルのすべての境界を打った。

33 ヨルダンから太陽の東、すべてのギレアデの地、ガド人とルベン人とマナセ族の地、アルノン谷川のほとりにあるアロエルから、ギレアデとバシャンに至るまで。

34 エフーの残りの言葉と、彼が行ったすべてのことと、彼のすべての力は、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に書かれているではないか。

35 エフーはその先祖たちとともに眠りにつき、人々は彼をサマリアに葬った。そして彼の子エホアハズが彼の代わりに王となった。

36 エフーがイスラエルの上で治めた日は、サマリアにおいて二十八年であった。

2 Kings 11

1 アタルヤはアハズヤの母であったが、自分の子が死んだのを見て、立ち上がり、王国のすべての子孫を滅ぼした。

2 王ヨラムの娘でアハズヤの姉妹であるエホシェバは、アハズヤの子ヨアシュを連れ、殺されようとしていた王の子たちの真ん中から彼を盗み出し、彼とその乳母を寝台の奥の部屋に隠した。彼らはアタルヤの前から彼を隠したので、彼は殺されなかった。

3 彼は主の家に六年の間、隠れて彼女と共にいた。そしてアタルヤが地を治めていた。

4 第七年に、エホヤダは遣わして、カル人と走者たちの百人隊長たちを連れて来て、彼らを自分のところ、主の宮に連れて来た。そして彼らと契約を結び、主の宮で彼らに誓わせ、彼らに王の子を見せた。

5 彼らに命じて言われた、「あなたがたのなすべきことはこの言葉である。あなたがたのうちの第三のもの、安息日に入って来る者たち、そして王の宮の務めを守る者たちは、

6 第三のものはスルの門に、第三のものは走者たちの後の門に置き、あなたがたは宮の務めを守らなければならない。

7 あなたがたのうちの二つの手は、すべて安息日に出て行く者たちであり、彼らは主の家の務めを王のために守らなければならない。

8 あなたがたは王の周囲を囲み、それぞれ手に器を持ち、並木の中に入る者は殺されなさい。そして王の出る時も入る時も、王と共にいなさい。

9 百人隊の長官たちは、祭司エホヤダが命じたすべてのことを行った。彼らはそれぞれ自分の配下の者たちを、安息日に出て来る者たちと安息日に入って来る者たちと一緒に連れて、祭司エホヤダのところへ来た。

10 祭司は、主の家にあったダビデ王の槍と盾を、百人隊の長官たちに渡した。

11 走る者たちは、それぞれ自分の手に武器を持って、宮の右の肩から宮の左の肩まで、祭壇と宮のために、王の周囲に立った。

12 王の子を連れ出し、その上に聖別と証言を置き、彼を王とし、油を注いだ。そして彼らは手のひらを打ち、「王よ、生きよ」と言った。

13 アタルヤは走る者たちの声、民の声を聞いた。そして、彼女は主の家の民のところへ来た。

14 彼女が見ると、見よ、王がさばきのとおりに柱の上に立っておられた。そして長官たちとラッパ手たちが王のそばにいた。地のすべての民は喜び、ラッパを吹き鳴らしていた。そこでアタルヤは自分の衣服を裂き、「陰謀だ、陰謀だ」と叫んだ。

15 祭司エホヤダは、力の長官たちである百人隊長たちに命じて、彼らに言われた、「彼女を並木の宮の外へ連れ出せ。彼女に従う者は剣で殺せ」。祭司が言ったのは、「主の宮の中で殺してはならない」からである。

16 彼らは彼女に手を置き、彼女は馬の入口の道を通って王の家に行き、そこで彼女は殺された。

17 エホヤダは、主と王との間、また民との間に契約を結んだ。それは民が主の民となるためであり、また王と民との間にも契約を結んだ。

18 地のすべての民はバアルの家に入り、それを打ち壊し、その祭壇とその像を完全に打ち砕き、バアルの祭司マッタンを祭壇の前で殺した。そして祭司は主の家の監督を置いた。

19 百人隊の長官たち、カル人、走る者たち、そして地の民すべてを連れて行き、彼らは王を主の家から下ろし、走る者たちの門の道を通って王の家に来た。そして彼は王たちの王座に座った。

20 地のすべての民は喜び、町は静かになった。そして彼らはアタルヤを剣で殺した。王の家において。

21 エホアシュは王となった時、七歳であった。

2 Kings 12

1 エフーの第七年にエホアシュが王となり、エルサレムで四十年の間王であった。その母の名はベエル・シェバ出身のツィブヤであった。

2 エホアシュは、祭司エホヤダが教えたすべての日々、主の目にかなう正しいことを行った。

3 ただ高台は取り除かれなかった。民はなおも高台でいけにえを献げ、香をたいた。

4 エホアシュは祭司たちに言われた、「主の家に携え入れられる聖なるもののすべての銀、すなわち渡される銀、それぞれの命の評価の銀、すべての人の心に上って主の家に携え入れようとするすべての銀を」。

5 祭司たちは、それぞれ自分の知人から銀を取れ。そして彼らは、家の亀裂を、そこに見いだされるすべての亀裂のために修繕せよ。

6 エホアシュ王の第十三年に、祭司たちは家の亀裂を補強しなかった。

7 王エホアシュは祭司エホヤダと祭司たちを呼び寄せて、彼らに言われた、「なぜあなたがたは家の亀裂を補修しないのか。今や、あなたがたの知人から銀を受け取ってはならない。それを家の亀裂のために渡しなさい」。

8 祭司たちは、民から銀を受け取らず、家の亀裂を補修しないことに同意した。

9 祭司エホヤダは一つの箱を取り、その戸に洞穴を開け、それを祭壇の右側、主の家に入る人の右側に置いた。そして、鉢を守る祭司たちは、主の家に持ち込まれたすべての銀をそこに置いた。

10 彼らが箱の中に銀が多くなったのを見たとき、王の書記官と大祭司が上って来て、主の宮にある見つかった銀を包んで数えた。

11 彼らは量られた銀を、主の家の仕事を任された者たちの手に渡した。そして彼らはそれを、主の家を造る木の職人たちと石工たちに支払った。

12 また、石を切る者たちと石を切る者たちのために、また、木と切り石を買うために、主の家の亀裂を補強するために、そして、家を補強するために出て行くすべての者のために。

13 ただし、主の宮に運び込まれた銀からは、主の宮のために銀の鉢、芯切り鋏、鉢、ラッパ、すべての金の器と銀の器は造られなかった。

14 彼らはそれを仕事をする者たちに渡し、それによって主の家を補強した。

15 彼らはその銀を手に渡して仕事をする者たちに与える人々を数えなかった。彼らは信仰をもって行っていたからである。

16 罪過のための捧げ物の銀と罪の銀は、主の家に持ち込まれず、祭司たちのものとなる。

17 その時、アラムの王ハザエルが上って来て、ガテと戦い、それを攻め取った。そしてハザエルはその顔をエルサレムに上って行くことに向けた。

18 ユダの王エホアシュは、彼の先祖であるユダの王ヨシャパテとエホラムとアハズヤが聖別したすべての聖なるもの、および彼自身の聖なるもの、そして主の宮の宝物庫と王の宮の中に見つかったすべての金を取り、アラムの王ハザエルに送った。すると彼はエルサレムから撤退した。

19 ヨアシュの言葉の残りと、彼が行ったすべてのことは、ユダの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

20 彼のしもべたちは立ち上がり、陰謀を企て、ヨアシュをミロの家で打った。それはシラに下る道のところである。

21 ヨザカルはシメアテの子、エホザバデはショメルの子、そのしもべたちが彼を打ち、彼は死んだ。彼らは彼をダビデの町でその父たちと共に葬った。そして彼の子アマツヤが彼に代わって王となった。

2 Kings 13

1 ユダの王アハズヤの子ヨアシュの第二十三年に、エフーの子エホアハズがサマリアでイスラエルの王となり、十七年間治めた。

2 彼は主の目に悪を行い、ネバトの子ヤロブアムがイスラエルに犯させた罪から離れず、それに従い続けた。

3 主の怒りがイスラエルに対して燃え上がり、主は彼らをアラムの王ハザエルの手と、ハザエルの子ベン・ハダデの手に、すべての日に渡って渡された。

4 エホアハズは主の前を請い求めた。主は彼に聞かれ、イスラエルの虐げを見られた。アラムの王が彼らを虐げていたからである。

5 主はイスラエルに救い主を与えられた。彼らはアラムの手の下から出て行き、イスラエルの子らは一昨日のように自分たちの天幕に住んだ。

6 しかし、彼らはヤロブアムの家がイスラエルに犯させた罪から離れず、その罪のうちを歩んだ。また、アシェラの像もサマリアに立っていた。

7 エホアハズのために民を残さなかった。ただ五十の騎兵と十の戦車と一万の歩兵だけを残した。アラムの王が彼らを滅ぼし、踏みにじるためのちりのように彼らをされた。

8 エホアハズのその他の言葉と、彼が行ったすべてのことと、その力は、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

9 エホアハズはその先祖とともに眠り、サマリアに葬られた。その子ヨアシュが彼に代わって王となった。

10 ユダの王ヨアシュの第十七年に、エホアハズの子エホアシュがサマリアでイスラエルの王となり、十六年間統治した。

11 彼は主の目に悪を行い、ネバトの子ヤロブアムがイスラエルに犯させたすべての罪から離れず、その罪のうちを歩んだ。

12 ヨアシュの言葉の残りと、彼が行ったすべてのこと、および彼がユダの王アマツヤと戦ったその力は、イスラエルの王たちの日のことの書物に記されているではないか。

13 ヨアシュはその父たちと共に眠り、ヤロブアムがその王座に座した。ヨアシュはサマリアでイスラエルの王たちと共に葬られた。

14 エリシャは、その死に至る病気にかかっていた。イスラエルの王ヨアシュが彼のところに下って来て、彼の面の上で泣き、「我が父よ、我が父よ、イスラエルの戦車とその騎兵よ」と言った。

15 エリシャは彼に言われた、「弓と矢を取りなさい」。そこで彼は自分のために弓と矢を取った。

16 彼はイスラエルの王に言われた、「あなたの手を弓の上に置け」。彼が手を置くと、エリシャは自分の手を王の手の上に置いた。

17 彼は言った、「窓を東に向けて開けよ」。彼が開けると、エリシャは言った、「射よ」。彼が射ると、彼は言った、「これは主による救いの矢、アラムに対する救いの矢である。あなたはアフェクでアラムを打ち、ついに滅ぼし尽くすであろう」。

18 彼は言われた、「矢を取りなさい」。彼が取った。彼はイスラエルの王に言われた、「地を打ちなさい」。彼は三度打って、立ち止まった。

19 神の人は彼に向かって怒り、言われた、「五度か六度打つべきであった。そうすれば、あなたはアラムを打ち滅ぼすまでに至ったであろう。しかし今、あなたはアラムを三度だけ打つであろう」。

20 エリシャは死に、人々は彼を葬った。モアブの軍団が地に侵入して来た、その年のことである。

21 人々がある人を葬っていると、見よ、彼らは軍団を見た。彼らはその人をエリシャの墓に投げ入れた。その人は行って、エリシャの骨に触れた。すると、その人は生き返り、自分の足で立った。

22 ハザエル、アラムの王は、エホアハズのすべての日にイスラエルを圧迫した。

23 主は彼らを顧み、彼らをあわれまれ、彼らのほうを向かれた。それは、ご自分の契約のゆえに、アブラハム、イサク、ヤコブとの契約のゆえであった。そして、彼らを滅ぼすことを望まれず、今に至るまで、彼らをご自身の前から投げ捨てられなかった。

24 ハザエル、アラムの王は死んだ。そして彼の子ベン・ハダデが彼の代わりに王となった。

25 エホアシュはエホアハズの子であり、父エホアハズの手から戦いにおいて奪い取ったベン・ハダデ（ハザエルの子）の手から町々を取り戻した。ヨアシュは彼を三度打ち破り、イスラエルの町々を取り戻した。

2 Kings 14

1 イスラエルの王ヨアハズの子ヨアシュの二年に、ユダの王ヨアシュの子アマツヤが王となった。

2 彼は二十五歳で王となり、エルサレムで二十九年間治めた。彼の母の名はエホアダンといい、エルサレム出身であった。

3 彼は主の目にかなう正しいことを行ったが、父ダビデのようではなかった。父ヨアシュが行ったすべてのとおりに行った。

4 ただ、高台は取り除かれなかった。民はなおも高台でいけにえを献げ、香をたいた。

5 王国が彼の手に確立されたとき、彼は父の王を打った自分のしもべたちを打った。

6 そして、彼は殺人者たちの子らを殺さなかった。モーセの律法の書物に書かれているとおりである。主が命じて言われた、「父は子のために殺されてはならず、子は父のために殺されてはならない。ただ、人は自分の罪によって死ぬものである」。

7 彼は塩の谷でエドムを一万人打ち、戦いでセラを取った。そしてその名をヨクテエルと呼び、それは今日に至るまでそのままである。

8 その時、アマツヤは使者をエホアシュ、エホアハズの子、エフーの子、イスラエルの王のもとに送って言われた、「来て、互いに顔を合わせよう」。

9 イスラエルの王エホアシュはユダの王アマツヤに人を遣わして言われた。「レバノンのいばらがレバノンの杉に人を遣わして言った。『あなたの娘を私の子に妻としてください。』するとレバノンの野の生き物が通りかかって、そのいばらを踏みつけた。

10 あなたは確かにエドムを打ち破った。あなたの心は高ぶった。栄光を受け、あなたの家にとどまれ。なぜ、あなたは悪を求めて争い、あなた自身と、あなたと共にいるユダが倒れるのか。

11 アマツヤは聞き入れなかったので、イスラエルの王エホアシュは上って行き、彼とユダの王アマツヤは、ユダに属するベテ・シェメシュで顔を合わせた。

12 ユダはイスラエルの前に敗れ、それぞれ自分の天幕へ逃げた。

13 ユダの王アハズヤの子エホアシュの子であるアマツヤを、イスラエルの王エホアシュはベテ・シェメシュで捕らえた。そして彼らはエルサレムに来た。彼はエルサレムの城壁を、エフライムの門から隅の門まで四百キュビトにわたって打ち壊した。

14 彼は主の家と王の家の宝物庫にあるすべての金と銀とすべての器を取り、人質の子らも取って、サマリアに帰った。

15 エホアシュのその他の言葉と、彼が行ったこととその力、そしてユダの王アマツヤと戦ったことは、イスラエルの王たちの日のことの書物に記されているではないか。

16 エホアシュはその先祖と共に眠り、サマリアでイスラエルの王たちと共に葬られた。そして、その子ヤロブアムが彼の代わりに王となった。

17 ユダの王ヨアシュの子アマツヤは、イスラエルの王エホアハズの子エホアシュの死後、十五年生きた。

18 アマツヤの他の言葉は、ユダの王たちの日々の言葉の書物に記されているではないか。

19 エルサレムで彼に対して陰謀が巡らされ、彼はラキシュへ逃げた。彼らは彼の後を追ってラキシュへ送り、そこで彼を殺した。

20 彼らは彼を馬に載せ、彼はエルサレムでその父たちとともに、ダビデの町に葬られた。

21 ユダのすべての民は、十六歳のアザルヤを連れ、彼をその父アマツヤの代わりに王とした。

22 彼はエラテを建て、それをユダに戻した。王がその父たちとともに眠った後で。

23 ユダの王ヨアシュの子アマツヤの第十五年に、イスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムがサマリアで王となり、四十一年の間治めた。

24 彼は主の目に悪を行い、ネバトの子ヤロブアムがイスラエルを罪に陥れたすべての罪から離れなかった。

25 彼はイスラエルの境界を、ハマテへの入り口から荒野の海まで回復した。これは、主がそのしもべである預言者ヨナ、アミッタイの子、ガテ・ハヘフェル出身の者の手を通して語られた、イスラエルの神、主の言葉のとおりであった。

26 主はイスラエルの苦しみが非常に激しいのを見られた。絶えず閉じ込められた者もなく、絶えず見捨てられた者もなく、イスラエルを助ける者もいなかった。

27 主は、イスラエルの名を天の下から消し去るとは言われなかった。そして、主は彼らを、ヨアシュの子ヤロブアムの手によって救われた。

28 ヤロブアムのその他の事柄と、彼が行ったすべてのこと、および彼が戦った力と、彼がダマスコとハマテをユダに、イスラエルにおいて回復したこと、それらはイスラエルの王たちの日のことの書物に記されているではないか。

29 ヤロブアムはその先祖たちとともに、イスラエルの王たちとともに眠りについた。そして彼の子ゼカリヤが彼の代わりに王となった。

2 Kings 15

1 イスラエルの王ヤロブアムの第二十七年に、ユダの王アマツヤの子アザルヤが王となった。

2 十六歳で王となり、五十二年エルサレムで治めた。その母の名はエコルヤといい、エルサレム出身であった。

3 彼は父アマツヤがしたすべてのように、主の目にかなう正しいことを行った。

4 ただ高台は取り除かれなかった。民はなおも高台でいけにえを献げ、香を焚いていた。

5 主が王を打たれたので、彼は死の日まで重い皮膚病を患い、自由の家に住んだ。そして王の子ヨタムが家を治め、地の民を裁いた。

6 アザルヤのその他の行為と、彼が行ったすべてのことは、ユダの王たちの日のことの書物に記されているではないか。

7 アザルヤはその父たちとともに眠りにつき、その父たちとともにダビデの町に葬られた。そして、その子ヨタムが彼の代わりに王となった。

8 ユダの王アザルヤの第三十八年に、ヤロブアムの子ゼカリヤがサマリアでイスラエルの王となり、六ヶ月の間統治した。

9 彼は主の目に悪を行い、その父たちが行ったようにした。彼はネバトの子ヤロブアムがイスラエルに犯させた罪から離れなかった。

10 シャルムはヤベシュの子であり、彼に謀反を起こし、民の前で彼を打ち殺し、彼の代わりに王となった。

11 ゼカリヤの他の言葉は、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されている。

12 これは、主がエフーに告げられた言葉である。「あなたの子らは四代にわたってイスラエルの王座に座るであろう」と。そして、そのとおりになった。

13 シャルムはヤベシュの子で、ユダの王ウジヤの第三十九年に王となり、サマリアで一か月の日々の間、王であった。

14 メナヘムはガディの子で、タルツァから上って来て、サマリアに来た。そして、サマリアでヤベシュの子シャルムを打ち、彼を殺し、彼の代わりに王となった。

15 シャルムのその他の言葉と、彼が企てた陰謀は、見よ、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されている。

16 その時、メナヘムはティフサフと、その中にいるすべての者と、その境界をタルツァから打った。彼らが開かなかったからである。彼は打ち、その中のすべての妊婦を引き裂いた。

17 ユダの王アザルヤの第三十九年に、ガディの子メナヘムがイスラエルの王となり、サマリアで十年の間治めた。

18 彼は主の目に悪を行った。ネバトの子ヤロブアムがイスラエルに犯させた罪から、そのすべての日々、離れなかった。

19 アッシュルの王プルが地に攻め上って来たので、メナヘムはプルに銀一千タラントを与え、自分の手を彼と共にして、王国を自分の手でしっかり保とうとした。

20 メナヘムはイスラエルのすべての力ある者たちから銀を取り出し、アッシュルの王に与えるために、一人につき銀五十シェケルを出させた。アッシュルの王は引き返し、その地にとどまらなかった。

21 メナヘムのその他の言葉と、彼が行ったすべてのことは、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

22 メナヘムはその父たちとともに眠り、その子ペカフヤが彼に代わって王となった。

23 ユダの王アザルヤの第五十一年に、メナヘムの子ペカフヤはサマリアでイスラエルの王となり、二年の間統治した。

24 彼は主の目に悪を行い、ネバトの子ヤロブアムがイスラエルに犯させた罪から離れなかった。

25 レマルヤの子ペカは彼に謀反し、彼の隊長として、サマリアの王の家の城で、アルゴブとアリエを彼と共に討ち、ギレアデ人の子ら五十人を連れて、彼を殺し、彼の代わりに王となった。

26 ペカフヤのその他の行いと、彼が行ったすべてのことは、イスラエルの王たちの日のことの書物に記されている。

27 ユダの王アザルヤの治世の第五十二年目に、レマルヤの子ペカがサマリアでイスラエルを治め、二十年の間統治した。

28 彼は主の目に悪を行い、ネバトの子ヤロブアムがイスラエルに犯させた罪から離れなかった。

29 イスラエルの王ペカの日に、アッシュルの王テグラテ・ピルエセルが来て、イヨンとアベル・ベト・マアカとヤノアとケデシュとハツォルとギレアデとガリラヤ、すなわちナフタリのすべての地を取り、彼らをアッシュルへ移した。

30 ホセアの子エラは、レマルヤの子ペカに対して陰謀を企て、彼を打ち殺して、彼の代わりに王となった。これは、ウジヤの子ヨタムの第二十年の年であった。

31 ペカのその他の言葉と、彼が行ったすべてのことは、見よ、イスラエルの王たちの日の言葉の書物に記されている。

32 イスラエルの王レマルヤの子ペカの二年に、ユダの王ウジヤの子ヨタムが王となった。

33 二十五歳で王となり、十六年間エルサレムで治めた。その母の名はザドクの娘エルシャであった。

34 彼は父ウジヤがしたすべてのように、主の目にかなう正しいことをした。

35 ただ高台は取り除かれず、民は依然として高台で犠牲を捧げ、香を焚いていた。彼は主の家の上の門を建てた。

36 ヨタムの行ったその他の言葉の残りは、ユダの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

37 その日々に、主はユダにレツィン、アラムの王、およびレマルヤの子ペカを送り込まれ始められた。

38 ヨタムはその父たちとともに眠り、その父たちとともにその父ダビデの町に葬られた。そして、その子アハズが彼の代わりに王となった。

2 Kings 16

1 ペカの子レマルヤの治世第十七年に、ユダの王ヨタムの子アハズが王となった。

2 アハズは王となった時二十歳で、エルサレムで十六年間統治した。彼はその神、主の目にかなう正しいことを、父ダビデのように行わなかった。

3 彼はイスラエルの王たちの道を歩み、自分の子を火の中を通らせた。主がイスラエルの子らの前から追い払われた国々の忌み嫌うべきものに従って。

4 彼は高台でいけにえを屠り、香をたき、丘の上で、またすべての青々とした木の下で行った。

5 その時、アラムの王レツィンと、レマルヤの子であるイスラエルの王ペカは、エルサレムに戦いのために上って来た。そして彼らはアハズを包囲したが、戦うことはできなかった。

6 その時、アラムの王レツィンはエラテをアラムに取り戻し、ユダヤ人をエラテから追い出した。そしてシリア人とエドム人がエラテに来て、そこに住み、今日に至っている。

7 アハズは使者をアッシュルの王テグラテ・ピルエセルのもとに遣わして言われた、「私はあなたのしもべ、あなたの子です。上って来て、私に立ち向かっているアラムの王の手のひらと、イスラエルの王の手のひらから私を救い出してください」。

8 アハズは主の宮と王の宮の宝物庫にある銀と金を取り、アッシュルの王に賄賂として送った。

9 アッシュルの王は彼に聞き入れ、アッシュルの王はダマスコに上って、それを捕らえ、その住民をキルへ移し、レツィンを殺した。

10 王アハズは、アッシュルの王テグラテ・ピルエセルに会うためにダマスコへ行き、ダマスコにある祭壇を見られた。そして王アハズは、その祭壇の似姿と、そのすべてのわざに及ぶその形を、祭司ウリヤのもとへ送られた。

11 祭司ウリヤは、王アハズがダマスコから送ったすべてのとおりに祭壇を築いた。祭司ウリヤは、王アハズがダマスコから来るまで、そのように行った。

12 王はダマスコから帰って来られた。王は祭壇を見られた。王は祭壇に近づき、その上で献げ物をささげられた。

13 彼は自分の全焼のいけにえと自分の献げ物を焼き、自分の注ぎの供え物を注ぎ、自分の全焼のいけにえの血を祭壇に振りかけた。

14 主の前にある青銅の祭壇を、彼は宮の前から、祭壇と主の家の間から移し、それを祭壇の北側の腿のところに置いた。

15 王アハズは祭司ウリヤに命じて言われた。「大きな祭壇の上で、朝の全焼のいけにえと夕方の献げ物、王の全焼のいけにえとその献げ物、地のすべての民の全焼のいけにえとその献げ物とその注ぎの供え物を焼きなさい。また、全焼のいけにえのすべての血といけにえのすべての血を、その上に注ぎかけなさい。しかし、青銅の祭壇は、私が伺うために用いるものとしよう。

16 祭司ウリヤは、王アハズが命じられたすべてのとおりに行った。

17 王アハズは台座の縁を切り落とし、その上から洗盤を取り外し、青銅の牛の上にあった海を下ろし、それを石の敷石の上に置いた。

18 安息日の隠れ場と、彼らが家に建てた隠れ場、そして外側の王の入口を、主の家から移された。それはアッシュルの王の顔のゆえであった。

19 アハズのその他の言葉と、彼が行ったすべての事柄の残りは、ユダの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

20 アハズはその父たちとともに眠り、その父たちとともにダビデの町に葬られた。そして、その子ヒゼキヤが彼に代わって王となった。

2 Kings 17

1 ユダの王アハズの第十二年に、エラの子ホセアがサマリアでイスラエルを治め始め、九年の間統治した。

2 彼は主の目に悪を行ったが、ただ彼の前にいたイスラエルの王たちのようではなかった。

3 アッシュルの王シャルマネセルが彼の上に上って来られた。ホセアは彼のしもべとなり、彼に献げ物を納めた。

4 アッシュルの王はホセアのうちに陰謀を見いだされた。彼がエジプトの王ソーに使者を送り、年ごとにアッシュルの王に献げ物を上納しなかったからである。アッシュルの王は彼を捕らえ、獄の家に縛って入れた。

5 アッシュルの王は地のすべてに上って来られ、サマリアに上って来て、それを三年の間包囲された。

6 ホセアの第九年に、アッシュルの王がサマリアを攻め取り、イスラエルをアッシュルへ移住させた。そして彼らをハラハと、ゴザン川のほとりのハボルと、メディアの町々に住まわせた。

7 イスラエルの子らが、彼らの神、主に対して罪を犯した。主は彼らをエジプトの地、エジプトの王ファラオの手の下から導き上られたが、彼らは他の神々を恐れた。

8 彼らは、主がイスラエルの子らの前から追い払われた国々の定めに従って歩み、またイスラエルの王たちが造った定めにも従って歩んだ。

9 イスラエルの子らは、その神、主について、正しくない言葉を密かに語った。そして、彼らは自分たちのために、見張りの塔から要塞の町に至るまで、すべての町に高台を築いた。

10 彼らは自分たちのために、すべての高い丘の上と、すべての青々とした木の下に、石柱とアシェラを立てた。

11 彼らはそこですべての高台で、主が彼らの前から追いやられた国々のように香をたき、主を怒らせる悪いことを行った。

12 彼らは偶像を拝んだ。それは、主が彼らに「あなたがたはこのことをしてはならない」と言われたものであった。

13 主はイスラエルとユダに、すべての預言者とすべての先見者の手を通して証言され、「あなたがたの悪い道から立ち返り、わたしがあなたがたの先祖に命じたすべての律法に従って、わたしの戒めとわたしの定めを守れ。わたしはわたしのしもべである預言者たちの手を通して、あなたがたにそれを送った」と言われた。

14 彼らは聞き従わず、父たちのうなじのように自分たちのうなじを固くした。その父たちは自分たちの神、主を信じなかった。

15 彼らは主の定めと、彼らの父と結ばれた主の契約と、主が彼らに対して証しされた証言を退け、虚しさの後に従って虚しくなり、自分たちの周囲の国の後に従った。主は彼らに、それらの国々のようになってはならないと命じられたのに。

16 彼らは自分たちの神、主のすべての戒めを捨て、自分たちのために二つの子牛の鋳像を造り、アシェラを造り、天のすべての軍勢にひれ伏し、バアルに仕えた。

17 彼らは自分たちの子と娘を火に通し、占いをし、まじないを行い、主の目に悪を行うことに身を売り、主を怒らせた。

18 主はイスラエルに対して非常に激しく怒られ、彼らを御前から取り除かれた。ユダの部族だけが単独で残された。

19 ユダもまた、その神、主の戒めを守らず、イスラエルが行った定めに従って歩んだ。

20 主はイスラエルのすべての子孫を退けられ、彼らを苦しめられ、彼らを略奪する者の手に渡された。ついに彼らを御前から投げ捨てられた。

21 イスラエルがダビデの家から引き裂かれたので、彼らはネバトの子ヤロブアムを王とした。そしてヤロブアムはイスラエルを主の後ろから離れさせ、彼らに大きな罪を犯させた。

22 イスラエルの子らは、ヤロブアムが犯したすべての罪のうちを歩み、それから離れなかった。

23 主が、ご自分のすべての預言者であるすべてのしもべたちの手を通して語られたとおりに、イスラエルを御前から取り除かれた。そしてイスラエルはその地からアッシュルへ移され、今日に至るまでそうである。

24 アッシュルの王はバビロンとクテとイワとハマテとセファルワイムから人々を連れて来て、イスラエルの子らの代わりにサマリアの町々に住まわせた。彼らはサマリアを所有し、その町々に住んだ。

25 彼らがそこに住み始めた初めには、主を恐れなかった。それで主は彼らの中に獅子を送られたので、獅子たちは彼らを殺していた。

26 彼らはアッシュルの王に言った、「あなたが移してサマリアの町々に住まわせた国々は、その地の神のさばきを知らない。それで、その神は彼らの中に獅子を送られた。見よ、彼らはその地の神のさばきを知らないので、獅子が彼らを殺しているのです」。

27 アッシュルの王は命じて言われた、「あなたがたがそこから連れ去った祭司の一人をそこに行かせ、彼らが行ってそこに住み、その地の神のさばきを彼らに教えさせよ」。

28 祭司の一人がサマリアから連れ去られて来て、ベテルに住み、彼らに主を恐れるべき方法を教えた。

29 それぞれの国は自分たちの神々を造り、サマリヤ人が造った高台の家に、それぞれの国が自分たちの住んでいる町々に安置した。

30 バビロンの人々はスコテ・ベノテを造り、クテの人々はネルガルを造り、ハマテの人々はアシマを造った。

31 アビ人はニブハズとタルタクを造った。セファルワイ人は自分の子らを火で焼いて、セファルワイムの神アドラメレクとアナメレクにささげた。

32 彼らは主を恐れ、自分たちの果てから高台の祭司たちを立て、高台の宮で彼らのために仕えさせた。

33 彼らは主を恐れていたが、自分たちの神々にも仕えていた。彼らをそこから連れ去った国々のさばきに従って。

34 この日に至るまで、彼らは先のさばきのとおりに行っている。彼らは主を恐れず、自分たちの定めにも、自分たちのさばきにも、律法にも、主がその名をイスラエルとされたヤコブの子らに命じられた戒めにも、従って行っていない。

35 主は彼らと契約を結ばれ、彼らに命じて言われた、「あなたがたは他の神々を恐れてはならない。彼らにひれ伏してはならず、彼らに仕えてはならず、彼らにいけにえを献げてはならない」。

36 しかし、あなたがたをエジプトの地から大いなる力と伸ばされた腕で導き上られた主、その方を恐れ、その方にひれ伏し、その方にいけにえを献げなさい。

37 あなたがたのために書き記された定めとさばきと律法と戒めを、すべての日にわたって守り行いなさい。そして、他の神々を恐れてはならない。

38 あなたがたと結んだわたしの契約を忘れてはならない。あなたがたは他の神々を恐れてはならない。

39 しかし、あなたがたの神、主だけを恐れなさい。主はあなたがたを、すべての敵の手から救い出される。

40 彼らは聞き従わず、自分たちの先のさばきのとおりに行っていた。

41 これらの国々は主を恐れ、また自分たちの彫像に仕えていた。彼らの子も孫も、その父たちがしたように、今日に至るまでしている。

2 Kings 18

1 イスラエルの王エラの子ホセアの第三年に、ユダの王アハズの子ヒゼキヤが王となった。

2 彼は二十五歳で王となり、エルサレムで二十九年間治めた。彼の母の名はアビで、ゼカリヤの娘であった。

3 彼は主の目にかなう正しいことを行った。父ダビデが行ったすべてのとおりに。

4 彼は高台を取り除き、石柱を打ち砕き、アシェラを切り倒し、モーセが造った青銅の蛇を粉々にした。なぜなら、その日までイスラエルの子らはそれに香をたいていたからである。そして彼はそれをネフシュタンと呼んだ。

5 主はイスラエルの神に信頼された。そして彼の後には、ユダのすべての王たちの中で彼のような者はなく、彼の前にもいなかった。

6 彼は主に堅く結びつき、その後に従うことをやめなかった。そして、主がモーセに命じられた戒めを守った。

7 主は彼とともにおられ、彼がすべて出て行くところで成功された。彼はアッシュルの王に反逆し、彼に仕えなかった。

8 彼はペリシテ人を、ガザとその境界に至るまで打ち、見張りの塔から要塞の町に至るまで打った。

9 ヒゼキヤ王の第四年、すなわちイスラエルの王エラの子ホセアの第七年に、アッシュルの王シャルマネセルがサマリアに上って来て、これを包囲した。

10 三年の果てに、ヒゼキヤの第六年に、それはイスラエルの王ホセアの第九年であったが、サマリアは攻め取られた。

11 アッシュルの王はイスラエルを捕え移してアッシュルに連れて行き、彼らをハラハと、ゴザンの川のハボルと、メディアの町々に置いた。

12 彼らが自分たちの神、主の声に聞き従わず、主の契約を破り、主のしもべモーセが命じたすべてのことを守らず、聞きもせず、行いもしなかったからである。

13 ヒゼキヤ王の第十四年に、アッシュルの王センナケリブがユダのすべての堅固な町々に上って来て、それらを取った。

14 ユダの王ヒゼキヤはアッシュルの王にラキシュへ人を遣わして言った、「私は罪を犯しました。私から引き返してください。あなたが私に課すものは何でも負います」。そこでアッシュルの王はユダの王ヒゼキヤに銀三百タラントと金三十タラントを課した。

15 ヒゼキヤは、主の家と王の宮の宝物庫にあるすべての銀を渡した。

16 その時、ヒゼキヤは主の神殿の戸と、ユダの王ヒゼキヤが覆った柱を切り取り、それをアッシュルの王に与えた。

17 アッシュルの王は、タルタンとラブ・サリスとラブシャケをラキシュからヒゼキヤ王のもとへ、重い城壁とともにエルサレムに遣わされた。彼らは上って来てエルサレムに着き、上って来て、立って、上の池の導水路のところに立った。それは、布を洗う者の野の大路にあった。

18 彼らは王のところに呼びかけ、ヒルキヤの子エリアキムが、家の上にあった者、そして書記官シェブナ、アサフの子ヨアが、彼らのところに出て来た。

19 ラブシャケは彼らに言った、「ヒゼキヤにこう言いなさい。アッシュルの大王、王はこう言われる。あなたが頼っているこの確信は何なのか。

20 あなたは言った、「ただ唇の言葉だけだ。戦いには助言と力が必要だ」。今、あなたはだれに拠り頼んで、わたしに逆らったのか。

21 今、見よ、あなたはこの折れた葦の杖、すなわちエジプトに頼っている。人がそれに寄りかかると、それがその人の手のひらに刺さって貫く。そのように、エジプトの王ファラオは、彼に頼るすべての者にとってそうである。

22 あなたがたが私に『私たちは主に、私たちの神に拠り頼んでいる』と言うなら、それは、ヒゼキヤが主の高台と主の祭壇を取り除き、ユダとエルサレムに『この祭壇の前で、エルサレムでひれ伏せ』と言った、その主ではないか。

23 今、あなたは私の主、アッシュルの王と賭けをしてください。もしあなたが自分のために騎手を置くことができるなら、私はあなたに二千頭の馬を与えましょう。

24 どのようにして、あなたは私の主の最も小さいしもべの一人である総督の顔を退けることができるのか。そして、あなたはエジプトに、戦車と騎兵のために頼っているのか。

25 今、私がこの場所を滅ぼすために上って来たのは、主の許しなしにではないのか。主は私に言われた、「この地に上って、これを滅ぼせ」と。

26 エリアキム、ヒルキヤの子、シェブナ、ヨアはラブシャケに言った、「どうか、あなたのしもべたちにアラム語で話してください。私たちはそれを聞き取れますから。そして、城壁の上の民の耳に聞こえるユダヤ語で私たちに話さないでください」。

27 ラブシャケは彼らに言った。「あなたの主とあなたに、私の主がこれらの言葉を語るために私を遣わされたのか。城壁の上に座っている人々の上にではないのか。彼らは自分たちの鳩の糞を食べ、自分たちの汚物を飲み、自分たちの尿を、自分たちの足の水を、あなたがたとともに飲むために。

28 ラブシャケは立ち上がり、大きな声でユダヤ語で叫び、語って言った、「アッシュルの大王の言葉を聞け」。

29 王はこう言われた。「ヒゼキヤはあなたがたを欺いてはならない。彼は自分の手からあなたがたを救い出すことはできないからだ。

30 ヒゼキヤがあなたがたを主に拠り頼ませて、「主は必ず私たちを救い出される。この町はアッシュルの王の手に渡されることはない」と言わせてはならない。

31 ヒゼキヤの言うことを聞いてはならない。アッシュルの王はこう言われた、「わたしと祝福の契約を結び、わたしのところに出て来なさい。そうすれば、それぞれ自分のぶどうの木の実を食べ、それぞれ自分のいちじくを食べ、それぞれ自分の穴の水を飲むことができる」。

32 私が来て、あなたがたをあなたがたの地のような地、穀物と新しいぶどう酒の地、パンとぶどう園の地、オリーブと注ぎ油と蜂蜜の地に連れて行くまで、あなたがたは生きて、死なないであろう。そして、あなたがたはヒゼキヤに聞いてはならない。彼が「主は私たちを救い出される」と言って、あなたがたを惑わすからである。

33 国々の神々は、それぞれ自分の地をアッシュルの王の手から救い出せたであろうか。

34 ハマテとアルパデの神々はどこにいるのか。セファルワイムの神々、ヘナとイワの神々はどこにいるのか。彼らはサマリアを私の手から救い出したのか。

35 すべての地の神々のうち、だれが自分の地を私の手から救い出したであろうか。主がエルサレムを私の手から救い出すであろうか。

36 民は黙り込み、彼に一言も答えなかった。それは王の戒めであり、「彼に答えてはならない」と言われたからである。

37 家を任されていたヒルキヤの子エリアキム、書記官シェブナ、記録係アサフの子ヨアは、衣服を裂いてヒゼキヤのところに来た。そして彼らはラブシャケの言葉を彼に告げた。

2 Kings 19

1 王ヒゼキヤはこれを聞いて、自分の衣服を裂き、荒布を身にまとい、主の家に入った。

2 彼は家を任されているエリアキムと、書記官シェブナ、そして祭司たちの長老たちを、荒布をまとわせて、アモツの子である預言者イザヤのもとへ遣わされた。

3 彼らは彼に言った。「ヒゼキヤはこう言われた。『この日は苦難と戒めと冒涜の日である。子らは産みの苦しみの時まで来たが、産む力がない。』

4 あなたの神、主が、アッシュルの王であるその主君が生ける神を嘲るために遣わしたラブシャケのすべての言葉を聞かれ、あなたの神、主が聞かれたその言葉によって戒められることがあるように。そして、あなたは、見いだされている残りの者のために祈りをささげなさい。

5 王ヒゼキヤのしもべたちはイザヤのところへ来た。

6 イザヤは彼らに言った、「あなたがたの主にこう言いなさい。主はこう言われる。あなたが聞いた、アッシュルの王の少年たちがわたしを嘲ったその言葉の前で、恐れてはならない。

7 見よ、わたしは彼に霊を与える。彼は報道を聞いて、自分の地に帰る。そして、わたしは彼を自分の地で剣によって倒す。

8 ラブシャケは戻って、アッシュルの王がリブナに対して戦っているのを見つけた。彼はラキシュから移動したことを聞いていたからである。

9 ティルハカがクシュの王であると聞いて、彼があなたと戦うために出て来たと言うのを聞いた。そこで彼は引き返し、使者をヒゼキヤに送って言った。

10 こう言え、ユダの王ヒゼキヤに言え、『あなたが拠り頼んでいるあなたの神が、「エルサレムはアッシュルの王の手に渡されることはない」と言ったことに、惑わされてはならない。』

11 あなたは、アッシュルの王たちがすべての地に対して行ったこと、すなわち彼らを滅ぼし尽くしたことを聞いた。そして、あなたが救い出されるだろうか。

12 父たちが滅ぼした国々の神々、すなわちゴザンとハラン、レツェフ、そしてテラサルにいるエデンの子らの神々は、彼らを救い出したであろうか。

13 ハマテの王とアルパデの王とセファルワイムの町の王、ヘナとイワはどこにいるのか。

14 ヒゼキヤは使者の手から書物を受け取り、それを読んだ。そして主の家に上って行き、ヒゼキヤはそれを主の前に広げた。

15 ヒゼキヤは主の前に祈って言われた。「イスラエルの神、主よ。ケルビムの上に座しておられる方よ。あなただけが、地のすべての王国の神であり、あなたは天と地を造られた。

16 主よ、あなたの耳を傾けて聞いてください。主よ、あなたの目を開いて見てください。生ける神を嘲るために遣わされたセンナケリブの言葉を聞いてください。

17 確かに、主よ。アッシュルの王たちは国々とその地を滅ぼしました。

18 彼らはその神々を火に投げ込んだ。それらは神ではなく、人の手のわざ、木と石にすぎず、それゆえに滅ぼされた。

19 今、私たちの神、主よ、どうかその手から私たちを救ってください。そうすれば、地のすべての王国は、あなただけが主なる神であることを知るでしょう。

20 イザヤはアモツの子をヒゼキヤに遣わして言われた、「イスラエルの神、主はこう言われる、あなたがわたしに祈ったセンナケリブ、アッシュルの王について、わたしは聞いた」。

21 これは主が彼について語られた言葉である。シオンの娘である処女はあなたを侮り、あなたを嘲った。エルサレムの娘はあなたの後ろで頭を振った。

22 あなたはだれを嘲り、ののしったのか。だれに向かって声を上げ、高い所に目を上げたのか。イスラエルの聖者に向かって。

23 あなたの使者たちの手によって、あなたは主を嘲られた。あなたは言われた、「私の戦車の多数によって、私は山の高い所、レバノンの辺境に上った。私はその杉の身長を切り、その最良のもみの木を切り倒し、その終わりの宿、その穀物の穂の森に至った」。

24 私は井戸を掘り、よその水を飲んだ。また、私の足の裏で、要塞のすべてのナイル川を干上がらせた。

25 あなたは遠くからこれを聞かなかったのか。わたしがそれを造り、東の日々からそれを形造った。今、わたしはそれを臨ませた。それは、堅固な町々が荒れ果てた波の山となるためである。

26 その住民たちは手の短い者となり、おののき、恥じ入った。彼らは野の草、若草の青菜、屋根の草、穀物の穂の前の焦げのようになった。

27 あなたの座ること、あなたの出て行くこと、あなたの入って来ることを、わたしは知っている。また、あなたがわたしに向かって激しく怒っていることも。

28 あなたがわたしに向かって激しく怒り、その騒ぎがわたしの耳に上ったので、わたしはあなたの鼻に鎖をかけ、あなたの唇にくつわを置き、あなたが来た道を通って引き戻す。

29 これはあなたへのしるしである。今年は自然に生えたものを食べ、二年目は自生のものを食べよ。三年目には種を蒔き、刈り入れ、ぶどう園を植えて、その果実を食べよ。

30 ユダの家の残った逃れの者は、下に根を張り、上に果実を結ぶであろう。

31 エルサレムから残りの者が、シオンの山から逃れの者が出る。万軍の主のねたみがこれを成し遂げられる。

32 それゆえ、主はアッシュルの王についてこう言われた。「彼はこの町に入らず、そこに矢を放たず、盾をもって迫らず、その上に土塁を築かない。

33 その来た道を通って帰り、この町には入らない。主の宣言である。

34 わたしはこの町を守って救い、わたしのために、またわたしのしもべダビデのために、それを守り抜く。

35 その夜、主の御使いが出て行き、アッシュルの陣営で十八万五千人を打った。朝になって彼らが起きると、見よ、それらはすべて死体となっていた。

36 センナケリブ王はアッシュルから進み出て、去って行き、戻って、ニネベに住んだ。

37 彼がその神ニスロクの家でひれ伏していたとき、アドラメレクとシャルエツェルが彼を剣で打ち殺した。そして彼らはアララテの地に逃げ延びた。彼の子エサルハドンが彼に代わって王となった。

2 Kings 20

1 その日々に、ヒゼキヤは死ぬほど病んでいた。そして、アモツの子である預言者イザヤが彼のところに来て、彼に言った。「主はこう言われる。あなたの家に命じなさい。あなたは死に、生きることはないからだ。

2 彼は自分の顔を壁に向けて、主に祈って言った。

3 ああ、主よ、どうか、私があなたの前を真実と全き心で歩み、あなたの目にかなう良いことを行ったことを、思い出してください。そしてヒゼキヤは激しく泣いた。

4 イザヤがまだ中庭から出ないうちに、主の言葉が彼に臨んで言われた。

5 帰って、わたしの民の君主ヒゼキヤに言え。『あなたの父ダビデの神、主はこう言われる。わたしはあなたの祈りを聞いた。わたしはあなたの涙を見た。見よ、わたしはあなたを癒やす。三日目に、あなたは主の家に上るであろう。』

6 わたしはあなたの日に十五年を加え、アッシュルの王の手のひらからあなたとこの町を救い出す。わたしは自分のため、またわたしのしもべダビデのために、この町を守る。

7 イザヤは言われた、「干しイチジクの菓子を取りなさい」。彼らはそれを取り、腫物の上に置いたので、彼は生き延びた。

8 ヒゼキヤはイザヤに言った、「主が私を癒やし、三日目に主の家に上るという、しるしは何か」。

9 イザヤは言われた、「これはあなたへの主からのしるしである。主が語られたその言葉を主が成し遂げられることを。陰りが十の階段を進むか、あるいは十の階段を戻るか。

10 ヒゼキヤは言われた、「陰りが十の階段進むのは容易なことです。いいえ、陰りが十の階段後戻りするようにしてください。

11 イザヤ預言者は主に祈った。すると主は、アハズの階段、すなわちアハズが造った階段の上の陰りを、十段退かせられた。

12 その時、バビロンの王バルアダンの子ベロダク・バルアダンは、ヒゼキヤが病んだと聞いたので、書物と献げ物をヒゼキヤに送った。

13 ヒゼキヤは彼らの言うことを聞いて、自分の香料の家のすべて、銀と金と香料と良質の油と自分の器の家と、自分の宝物庫にあるすべてのものを彼らに見せた。ヒゼキヤが自分の家と自分のすべての支配において、彼らに見せなかったことは何一つなかった。

14 預言者イザヤは王ヒゼキヤのところに来て、彼に言われた、「これらの人々は何と言ったか、またどこからあなたのところに来たのか」。ヒゼキヤは言った、「彼らは遠い地から、バビロンから来ました」。

15 彼は言われた、「あなたの家で何を見たのか。」ヒゼキヤは言った、「私の家にあるすべてのものを見ました。私の宝物庫の中で、彼らに見せなかった言葉は一つもありませんでした。

16 イザヤはヒゼキヤに言った、「主の言葉を聞け」。

17 見よ、日々が来る。あなたの家にあるすべてのもの、あなたの父たちが今日まで蓄えてきたすべてのものは、バビロンへ運び去られる。何一つ残されることはない、と主は言われる。

18 あなたの子らのうち、あなたから出て、あなたが生む者たちは、連れ去られ、バビロンの王の神殿で宦官となるであろう。

19 ヒゼキヤはイザヤに言った、「あなたが語られた主の言葉は良い」。そして言った、「私の日々に平和と真実があるならば、それで良いではないか」。

20 ヒゼキヤの残りの言葉と、そのすべての力、また彼が池と導水路を造り、水を町に引き入れたこと、それらはユダの王たちの日のことの書物に記されているではないか。

21 ヒゼキヤはその父たちとともに眠り、その子マナセが彼に代わって王となった。

2 Kings 21

1 マナセは十二歳で王となり、エルサレムで五十五年間統治した。彼の母の名はヘフツィ・バであった。

2 彼は主の目に悪を行い、主がイスラエルの子らの前から追い払われた国々の忌み嫌うべきものに従った。

3 彼は戻って、父ヒゼキヤが滅ぼした高台を再び建て、バアルのために祭壇を造り、イスラエルの王アハブがしたようにアシェラを造り、天のすべての軍勢にひれ伏して、それらに仕えた。

4 また彼は主の家に祭壇を築いた。その家について主は、「エルサレムにわたしの名を置く」と言われた。

5 彼は主の家の二つの中庭に、天のすべての軍勢のために祭壇を築いた。

6 彼は自分の子を火の中を通らせ、占いをし、まじないをし、霊媒と口寄せの霊を用いた。主の目に悪を行うことを多くし、怒りを引き起こした。

7 彼は自分が造ったアシェラの彫像を、主がダビデとその子ソロモンに言われた宮、すなわち「この宮と、イスラエルのすべての部族の中からわたしが選んだエルサレムに、わたしはわたしの名を永遠に置く」と言われたその宮に置いた。

8 わたしは、イスラエルの足を、その先祖たちに与えた地から再び動かすことはしない。ただ、彼らが、わたしが彼らに命じたすべてのことと、わたしのしもべモーセが彼らに命じたすべての律法とを、守り行うならば。

9 彼らは聞かなかった。そしてマナセは、主がイスラエルの子らの前から滅ぼされた国々よりも悪いことを彼らに行わせた。

10 主はそのしもべである預言者たちの手によってこう言われた。

11 マナセ王がこれらの忌み嫌うべきものを行い、彼の前のアモリ人が行ったすべてのものよりも悪を行い、またその偶像によってユダをも罪に陥れたので、

12 それゆえ、イスラエルの神である主はこう言われた。「見よ、わたしはエルサレムとユダの上に悪を臨ませる。それを聞く者はみな、その両耳が鳴るであろう。

13 エルサレムの上にサマリアの綱とアハブの家の下げ振りを張り、皿を拭くようにエルサレムを拭い去り、それを裏返してその面を下に向ける。

14 わたしは自分の相続地の残りの者を捨て、彼らをその敵の手に渡す。彼らはすべての敵の分捕り物となり、略奪品となるであろう。

15 彼らがわたしの目に悪を行い、彼らの先祖がエジプトから出た日から今日に至るまで、わたしを怒らせてきたからである。

16 マナセはまた、極めて多くの無実の血を流し、エルサレムを端から端まで満たした。彼がユダに罪を犯させ、主の目に悪を行うようにしたその罪のほかにも、このことがあった。

17 マナセのその他のすべての行いと、彼が犯した罪は、ユダの王たちの日々の出来事の書物に記されているではないか。

18 マナセはその父たちとともに眠り、自分の家の園、ウザの園に葬られた。そして、その子アモンが彼に代わって王となった。

19 アモンは王となったとき二十二歳で、エルサレムで二年間王であった。彼の母の名はヨタバ出身のハルツの娘メシュレメテであった。

20 彼は、父マナセが行ったように、主の目に悪を行った。

21 彼は父が歩んだすべての道を歩み、父が仕えた偶像に仕え、それらにひれ伏した。

22 彼は自分の先祖の神、主を捨て、主の道を歩まなかった。

23 アモンのしもべたちは彼に対して謀反を起こし、その王を自分の家で殺した。

24 地の民は王アモンに逆らって謀った者たちをすべて打ち、地の民はその子ヨシヤを彼の代わりに王とした。

25 アモンのその他の行い、すなわち彼が行ったことは、ユダの王たちの日々の言葉の書物に記されているではないか。

26 彼は彼をその埋葬の場所、ウザの園に葬った。そして彼の子ヨシヤが彼の代わりに王となった。

2 Kings 22

1 ヨシヤは八歳で王となり、エルサレムで三十一年統治した。彼の母の名はエディダで、ボツカテのアダヤの娘であった。

2 彼は主の目にかなう正しいことを行い、父ダビデのすべての道を歩み、右にも左にもそれなかった。

3 ヨシヤ王の第十八年に、王はシャファン、アザルヤの子メシュラムの子である書記官を、主の家に遣わして、言われた。

4 ヒルキヤ大祭司のところへ上って行き、主の宮に運び込まれた銀、すなわち門の番人たちが民から集めた銀を、数えさせなさい。

5 そして、それを主の家の監督者である仕事をしている者たちの手に渡し、彼らがそれを主の家の仕事をしている者たちに渡して、家の亀裂を補強させるように。

6 職人たちと建築者たちと石垣を積む者たちに渡し、また木と切り石を買うために渡して、その家を補強するためである。

7 ただ、彼らの手に渡された銀は彼らと勘定されなかった。彼らが信仰をもって行っていたからである。

8 大祭司ヒルキヤは、書記官であるシャファンに言われた、「主の家の中で律法の書物を見つけました」。そしてヒルキヤはその書物をシャファンに渡し、彼はそれを読んだ。

9 シャファンである書記官は王のところに来て、王に言葉を返し、言った。「あなたのしもべたちは、宮の中に見つかった銀を注ぎ出し、それを主の宮の仕事を任されている者たちの手に渡しました。

10 書記官のシャファンは王に告げて言った、「祭司ヒルキヤが私に一つの書物を渡しました」。そしてシャファンは王の前でそれを読み上げた。

11 王が律法の書物の言葉を聞かれたとき、自分の衣服を裂かれた。

12 王は祭司ヒルキヤと、シャファンの子アヒカムと、ミカヤの子アクボルと、書記官であるシャファンと、王のしもべアサヤに命じられた。

13 行って、私のため、民のため、そしてすべてのユダのために、この見つかった書物の言葉について主に尋ねなさい。なぜなら、私たちの父たちがこの書物の言葉に聞き従わず、私たちについて書かれているすべてのとおりに行わなかったために、主の怒りが私たちに対して燃え上がっているからである。

14 ヒルキヤ祭司とアヒカムとアクボルとシャファンとアサヤは、ホルダ女預言者、すなわち衣服を守る者ハルハスの子テクワの子シャルムの妻のところへ行った。彼女はエルサレムの第二の地区に住んでいた。そして彼らは彼女に語った。

15 彼女は彼らに言われた。「イスラエルの神、主はこう言われる。あなたがたを私のもとに遣わした人に言いなさい。

16 主はこう言われた。「見よ、わたしはこの場所と、そこに住む者たちに悪をもたらす。ユダの王が読んだ書物のすべてのことを。

17 彼らがわたしを捨て、他の神々に香をたき、自分たちの手のすべてのわざによってわたしを怒らせたので、わたしの怒りはこの場所に燃え上がり、消えることはない。

18 ユダの王、あなたがたを主に伺わせるために遣わした者に、こう言いなさい。『イスラエルの神、主はこう言われる。あなたが聞いた言葉について、

19 あなたの心が柔らかく、主の前でへりくだり、わたしがこの場所とその住民について、驚きとのろいとなるようにと語った言葉を聞いて、あなたが自分の衣服を裂き、わたしの前で泣いたので、わたしもまた聞いた、と主は宣言される。

20 それゆえ、わたしはあなたをあなたの父たちのもとに集め、あなたは平和のうちにあなたの墓に集められるであろう。あなたの目は、わたしがこの場所に臨ませるすべての悪を見ることはないであろう。彼らは王にそのことを告げ返した。

2 Kings 23

1 王は人を遣わし、ユダとエルサレムのすべての長老たちを自分のもとに集めさせた。

2 王は主の家に上られた。ユダのすべての人々、エルサレムのすべての住民、祭司たち、預言者たち、そしてすべての民、小さい者から大きい者まで、彼とともにいた。彼は彼らの耳に、主の家で見つかった契約の書物のすべての言葉を読み上げられた。

3 王は柱の所に立ち、主の前に契約を結び、主に従って歩み、その戒めと証言と定めを守り、心を尽くし、命を尽くして、この書物に記されているこの契約の言葉を実行することを誓った。そして、すべての民はその契約に立った。

4 王は大祭司ヒルキヤと第二の祭司たちと鉢を守る者たちに命じて、主の神殿からバアルとアシェラと天のすべての軍勢のために造られたすべての器を運び出させ、それをエルサレムの外のキデロンの荒地で焼き、そのちりをベテルに運ばせた。

5 彼は、ユダの王たちが任命した偶像祭司たちを廃し、ユダの町々の高台やエルサレムの周囲で香をたく者たちも、バアル、太陽、月、惑星、そして天のすべての軍勢に香をたく者たちも、みな廃した。

6 彼はアシェラを主の宮からエルサレムの外のキデロンの谷川へ運び出し、それをキデロンの谷川で焼き、ちりに砕いた。そして、そのちりを民の子らの墓の上に投げ捨てた。

7 彼は主の家の中にある男娼の宮を打ち壊した。そこでは女たちがアシェラのために幕を織っていた。

8 彼はユダの町々からすべての祭司たちを連れて来て、ゲバからベエル・シェバまで、祭司たちがそこで香をたいた高台を汚した。また、町の長官ヨシュアの門の入口にあり、町の門の左にある人の門の高台を打ち壊した。

9 ただし、高台の祭司たちはエルサレムで主の祭壇に上ることはできなかった。彼らはただ、兄弟たちの真ん中で種なしパンを食べただけだった。

10 彼はヒンノムの子らの谷にあるトフェトを汚された。それは、人が自分の子と自分の娘を火でモレクに渡すことがないようにするためであった。

11 彼は、ユダの王たちが主の宮の入口から宦官ネタン・メレクの小部屋へ、パルバルにあるその小部屋へと太陽のために与えた馬を廃した。また、太陽の戦車を火で焼いた。

12 また、アハズの屋上の間の屋根の上にある祭壇と、ユダの王たちが造った祭壇、およびマナセが主の宮の二つの中庭に造った祭壇を、王は打ち壊した。そして、そこから走り出て、そのちりをキデロンの谷川に投げ捨てた。

13 エルサレムの顔の上にある高台、すなわち滅ぼす者の山の右にあるもの、イスラエルの王ソロモンがシドン人の忌み嫌うべきものアシュタロテのために、モアブの忌み嫌うべきものケモシュのために、そしてアンモンの子らの忌み嫌うべきものミルコムのために建てた高台を、王は汚された。

14 石柱を打ち砕き、アシェラを切り倒し、その場所を人の骨で満たした。

15 また、ベテルにある祭壇、すなわちネバトの子ヤロブアムがイスラエルを罪に陥れたために造った高台をも、その祭壇とその高台を打ち壊した。そしてその高台を焼き、ちりにまで砕き、アシェラを焼き尽くした。

16 ヨシヤは振り返り、そこにある山の墓を見られた。そして人を遣わして、墓から骨を取り出させ、祭壇の上で焼き、その祭壇を汚された。これは主の言葉のとおりであり、神の人がこれらの言葉を告げたときに語られたものであった。

17 彼は言われた、「私が見ているこの標識は何か」。すると、その町の人々は彼に言った、「それは、ユダから来て、あなたがベテルの祭壇に対して行ったこれらの言葉を呼びかけた神の人の墓です」。

18 彼は言われた、「彼をそのままにしておけ。だれも彼の骨を動かしてはならない」。そこで彼らはその預言者の骨を、サマリアから来た預言者の骨とともに救い出した。

19 また、サマリアの町々にあるすべての高台の家々、すなわちイスラエルの王たちが怒らせるために造ったものを、ヨシヤは取り除いた。そして彼は、ベテルで行ったすべてのわざと同じことを、彼らにも行った。

20 彼はそこにあった高台のすべての祭司たちを祭壇の上で屠り、その上で人の骨を焼いた。そしてエルサレムに帰った。

21 王はすべての民に命じて言われた、「あなたがたの神、主のために過越の祭りを行え。この契約の書物に書かれているとおりに」。

22 この過越の祭りは、士師たちがイスラエルを裁いた日から、イスラエルの王たちとユダの王たちのすべての日に至るまで、行われたことがなかった。

23 しかし、ヨシヤ王の第十八年に、この過越の祭りがエルサレムで主のために行われた。

24 また、霊媒と口寄せの霊とテラフィムと偶像と、ユダの地とエルサレムに現れたすべての忌み嫌うべきものを、ヨシヤは焼き尽くした。それは、祭司ヒルキヤが主の宮で見つけた書物に書かれている律法のことばを成就するためであった。

25 彼の前には、そのような王はなかった。彼は心を尽くし、魂を尽くし、非常に力を尽くして主に立ち返り、モーセの律法のすべてに従った。彼の後にも、彼のような者は立たなかった。

26 しかし、主は、その大きな激しい怒りをユダに向けて燃やされたその怒りからは、マナセが主を怒らせたすべての怒りのゆえに、お返しにならなかった。

27 主は言われた、「わたしもまた、ユダをわたしの前から取り除こう。イスラエルを取り除いたのと同じように。そして、わたしが選んだこの町エルサレムと、『わたしの名がそこにある』と言ったこの家を、わたしは拒んだ。

28 ヨシヤの残りの言葉と、彼が行ったすべてのことは、ユダの王たちの日のことの書物に記されているではないか。

29 彼の日に、エジプトの王パロ・ネコがアッシュルの王に向かってユーフラテスの川に上って来た。ヨシヤ王は彼に会いに行ったが、彼を見たとき、メギドで彼を殺した。

30 しもべたちは、死んだ彼をメギドから運び、エルサレムに連れて来て、彼の埋葬に葬った。そして、地の民は、ヨシヤの子エホアハズを取り、彼に油を注ぎ、彼の父の代わりに王とした。

31 エホアハズは王となったとき二十三歳で、エルサレムで三か月間治めた。彼の母の名はハムタルで、リブナ出身のエレミヤの娘であった。

32 彼は主の目に悪を行い、その父たちが行ったすべてのとおりにした。

33 パロ・ネコは彼をリブラ、ハマテの地で捕らえ、エルサレムで王とされた。そして彼はその地に罰を課し、銀百タラントと金一タラントを課した。

34 パロ・ネコはヨシヤの子エリアキムをその父ヨシヤの代わりに王とし、その名をエホヤキムと変えた。そしてエホアハズを連れ去り、彼はエジプトに来て、そこで死んだ。

35 銀と金はエホヤキムがファラオに与えた。しかし、彼は地を評価して、ファラオの口に従って銀を渡すために、それぞれの評価に応じて、地の民から銀と金を取り立てて、パロ・ネコに渡した。

36 エホヤキムは二十五歳で王となり、エルサレムで十一年間統治した。彼の母の名はゼビダで、ルマ出身のペダヤの娘であった。

37 彼は主の目に悪を行い、すべて彼の父たちが行ったようにした。

2 Kings 24

1 彼の日に、バビロンの王ネブカドネザルが上って来た。エホヤキムは三年の間、彼のしもべとなったが、その後、彼は背いて彼に反逆した。

2 主はカルデヤ人の軍団とアラムの軍団とモアブの軍団とアンモンの子らの軍団を彼に送られた。そして、彼らをユダに送って、これを滅ぼされた。主がそのしもべである預言者たちの手によって語られた言葉のとおりに。

3 主の口により、これはユダに臨んだものであった。彼の前から取り除くために、マナセのすべての罪のゆえに、彼が行ったすべてのことのゆえに。

4 また、彼が流した無実の者の血、そしてエルサレムを無実の血で満たした。主は赦すことを望まれなかった。

5 エホヤキムのその他の言葉と、彼が行ったすべてのことは、ユダの王たちの日の言葉の書物に記されているではないか。

6 エホヤキムはその父たちとともに眠り、彼の子エホヤキンが彼の代わりに王となった。

7 エジプトの王は、もはや自分の地から出て来ることはなかった。バビロンの王が、エジプトの谷川からユーフラテス川に至るまで、エジプトの王に属するすべてのものを取ってしまったからである。

8 エホヤキンは十八歳で王となり、エルサレムで三か月間治めた。彼の母の名はネフシュタで、エルサレム出身のエルナタンの娘であった。

9 彼は父がしたすべてのとおりに、主の目に悪を行った。

10 その時、バビロンの王ネブカドネザルのしもべたちがエルサレムに上って来て、町は攻城の中に入った。

11 バビロンの王ネブカドネザルはその町に来られた。彼のしもべたちはその町を包囲した。

12 ユダの王エホヤキンはバビロンの王のもとへ出て行った。彼とその母、そのしもべたち、その長官たち、その宦官たちも共に。バビロンの王は彼を捕らえた。それは彼の治世の第八年においてであった。

13 彼はそこから主の宮のすべての宝物庫と王の宮の宝物庫を運び出し、イスラエルの王ソロモンが主の神殿に造ったすべての金の器を切り裂いた。主が語られたとおりに。

14 彼はエルサレムのすべてと、すべての長官と、すべての力ある勇士たちを捕らえ移した。捕囚は一万人、またすべての職人と刑務所の者たちも。地の民の貧しい者たちのほかは、だれも残されなかった。

15 エホヤキンをバビロンへ移し、王の母と王の妻たちと彼の宦官たち、そして地の力ある者たちを、エルサレムからバビロンへ捕囚として連れて行った。

16 すべての力ある人七千人、および職人と刑務所の者千人、すべて戦いをなす勇士たちを、バビロンの王は捕囚としてバビロンに連れて行った。

17 バビロンの王は、その愛する者マッタンヤを彼の代わりに王とした。そして彼の名をゼデキヤと変えた。

18 ゼデキヤは王となったとき二十一歳で、エルサレムで十一年間王であった。彼の母の名はリブナ出身のエレミヤの娘ハムタルで、彼女は二十一歳であった。

19 彼は主の目に悪を行った。すべてエホヤキムが行ったように。

20 主の怒りのゆえに、これはエルサレムとユダに臨んだ。ついに主が彼らを御前から投げ捨てられるまでに至った。そしてゼデキヤはバビロンの王に反逆した。

2 Kings 25

1 彼の治めの第九年、第十の月の十日に、バビロンの王ネブカドネザルが、彼のすべての力とともにエルサレムに来て、その町に対して陣を張り、その周囲に攻城塔を築いた。

2 町は攻城に陥り、ゼデキヤ王の第十一年まで続いた。

3 その月の九日に、町の中で飢饉が激しくなり、地の民にはパンがなかった。

4 町に突破口が開かれ、戦いのすべての人は夜、王の園に面した城壁の間の門の道を通って逃げた。カルデヤ人は町の周囲にいたが、彼は荒野の道へ行った。

5 カルデヤ人の力は王の後を追い、エリコの荒野で彼に追いついた。そして彼のすべての力は彼から散り散りになった。

6 彼らは王を捕らえ、彼をバビロンの王のもと、リブラに連れ上った。そして彼らは彼にさばきを言い渡した。

7 彼らはゼデキヤの子たちを彼の目の前で虐殺し、ゼデキヤの目を潰し、青銅の鎖で彼を縛り、バビロンへ連れて行った。

8 第五の月の七日、それはバビロンの王ネブカドネザルの十九年目にあたる年であったが、バビロンの王のしもべである料理人の長ネブザルアダンがエルサレムに来た。

9 彼は主の家と王の家を焼き、エルサレムのすべての家々と、すべての大きな家を火で焼いた。

10 そして、エルサレムの城壁の周囲を、料理人の多いカルデヤ人のすべての力が打ち壊した。

11 町に残された民の残り、およびバビロンの王に降った者たち、そして群衆の残りを、料理人の長ネブザルアダンは捕らえ移した。

12 地の貧しい者のうちから、多くの料理人たちを、ぶどう園の者たちと農夫たちのために残した。

13 主の宮の青銅の柱、台座、および主の宮の中の青銅の海をカルデヤ人は打ち砕き、その青銅をバビロンへ運び去った。

14 また、鍋と鋤と芯切り鋏と手のひらと、彼らがそれで仕えたすべての青銅の器を取り去った。

15 火皿と鉢、金のものは金、銀のものは銀を、料理人の長は取った。

16 柱二本と一つの海と、ソロモンが主の家のために造った台座。これらのすべての器の青銅の重さは量ることができなかった。

17 十八キュビトが第一の柱の身長であり、その上に青銅の柱頭があって、柱頭の身長は三キュビトであり、柱頭の周囲には網目とざくろがすべて青銅で巡らされていた。第二の柱も、網目の上に、これと同じようであった。

18 多い料理人の長は、頭の祭司セラヤと、第二の祭司ゼパニヤと、鉢を守る三人を取った。

19 また、町から、戦いの民の監督者である宦官一人と、町の中にいた王の顔を見る者たちのうち五人の者、および、地の民を召集する軍勢の長官である書記官、そして、町の中にいた地の民のうち六十人の者を取った。

20 ネブザルアダン、料理人の長は彼らを連れて行き、彼らをバビロンの王のもと、リブラへ連れて行った。

21 バビロンの王は彼らを打ち、ハマテの地のリブラで彼らを殺した。そしてユダをその地から捕え移した。

22 ユダの地に残された民、すなわちバビロンの王ネブカドネザルが残した者たちの上に、彼はシャファンの子アヒカムの子ゲダルヤを任命した。

23 すべての力の長官たち、彼らとその人々は、バビロンの王がゲダルヤを任命したことを聞き、ミツパのゲダルヤのところに来た。そして、ネタニヤの子イシュマエル、カレアの子ヨハナン、タンフメテの子ネトファ人セラヤ、マアカ人の子ヤアザンヤ、彼らとその人々も来た。

24 ゲダルヤは彼らとその人々に誓って言われた、「カルデヤ人のしもべたちを恐れてはならない。この地に住み、バビロンの王に仕えなさい。そうすれば、あなたがたは良くなるであろう」。

25 第七の月に、王権の子孫であるエリシャマの子ネタニヤの子イシュマエルが、十人の者たちと共にやって来て、ゲダルヤを打ち、彼は死んだ。また、ミツパで彼と共にいたユダヤ人たちとカルデヤ人たちをも打った。

26 すべての民は、小さい者から大きい者まで、また力の長官たちも立ち上がり、エジプトへ行った。彼らはカルデヤ人の顔を恐れたからである。

27 ユダの王エホヤキンの捕囚の第三十七年、第十二の月の二十七日に、バビロンの王エビル・メロダクはその治め始めた年に、ユダの王エホヤキンの頭を獄の家から上げた。

28 彼は彼に親切な言葉をかけ、彼の王座を、バビロンで彼と共にいた王たちの王座よりも高くした。

29 彼は獄の衣服を替え、その前で常にパンを食べた。彼のいのちのすべての日々、常に。

30 彼の食物は、常に食物が王から与えられた。日々の言葉として、彼の命のすべての日々に。
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1 Chronicles 1

1 アダム、セツ、エノス。

2 カイナン、マハラルエル、ヤレド。

3 エノク、メトセラ、ラメク。

4 ノア、セム、ハム、そしてヤフェテ。

5 ヤフェテの子はゴメル、マゴグ、メディア、ヤワン、トバル、メシェク、テラス。

6 ゴメルの子は、アシュケナズ、リファテ、トガルマ。

7 ヤワンの子はエリシャ、タルシシュ、キッテ、ドダニムである。

8 ハムの子は、クシュ、エジプト、プト、カナン。

9 クシュの子はセバ、ハビラ、サブタ、ラアマ、サブテカ。ラアマの子はシバとデダン。

10 クシュはニムロデを生んだ。彼は地において力ある者となることを始めた。

11 エジプトはルディム、アナミム人、レハビム、ナフトヒムを生んだ。

12 パトロス人とカスルヒム、その者たちからペリシテ人が出た、そしてカフトル人。

13 カナンはその長子シドンとヘテを生んだ。

14 エブス人、アモリ人、ギルガシ人。

15 ヒビ人とアルキ人とシニ人。

16 アルワド人、ゼマリ人、ハマテ人。

17 セムの子は、エラム、アッシュル、アルパクサデ、ルド、アラム、ウツ、フル、ゲテル、メシェクである。

18 アルパクサデはシェラを生んだ。シェラはエベルを生んだ。

19 エベルに二人の子が生まれた。一人の名はペレグ。彼の日に地が分かれたからである。その兄弟の名はヨクタン。

20 ヨクタンはアルモダデとシェレフとハツァルマウェテとヤラを生んだ。

21 ハドラム、ウザル、ディクラ。

22 エバル、アビマエル、シバ。

23 オフィル、ハビラ、そしてヨバブ。これらすべてはヨクタンの子らである。

24 セム、アルパクサデ、シェラ。

25 エベル、ペレグ、レウ。

26 セルグはナホルを生み、ナホルはテラを生んだ。

27 アブラム、これがアブラハムである。

28 アブラハムの子は、イサクとイシュマエルである。

29 これらは彼らの系図である。イシュマエルの長子はネバヨテ、そしてケダル、アドベエル、ミブサム。

30 ミシュマ、ドゥマ、マッサ、ハダデ、テマ。

31 エトル、ナフィシュ、ケデマ。これらはイシュマエルの子らである。

32 アブラハムの側女ケトラの子は、ジムラン、ヨクシャン、メダン、ミディアン、イシュバク、シュアである。ヨクシャンの子は、シバとデダンである。

33 ミディアンの子はエパ、エフェル、エノク、アビダ、エルダアである。これらはすべてケトラの子である。

34 アブラハムはイサクを生んだ。イサクの子はエサウとイスラエルである。

35 エサウの子は、エリファズ、ラグエル、エウシュ、ヤラム、コラである。

36 エリファズの子は、テマン、オマル、ツェフォ、ガタム、ケナズ、ティムナ、アマレク。

37 ラグエルの子らは、ナハト、ゼラフ、シャンマ、ミザ。

38 セイルの子はロタン、ショバル、ツィブオン、アナ、ディション、エゼル、デシャン。

39 ロタンの子はホリとホマム。ロタンの姉妹はティムナ。

40 ショバルの子はアワン、マナハト、エバル、シェフォ、オナム。ツィブオンの子はアヤとアナ。

41 アナの子はディション。ディションの子はハムラン、エシュバン、イテラン、ケラン。

42 エゼルの子はビルハンとザアワンとヤカン。ディションの子はウツとアラン。

43 これは、イスラエルの子らに王が立つ前に、エドムの地で治めた王たちである。ベオルの子ベラ、その町の名はディンハバ。

44 ベラが死んだ。彼の代わりに、ボズラ出身のゼラフの子ヨバブが王となった。

45 ヨバブが死んだ。彼の代わりに、テマニ人の地のフシャムが王となった。

46 フシャムが死んだ。彼の代わりに、ミディアンをモアブの野で打ち破ったベダデの子ハダデが王となった。彼の町の名はアビテであった。

47 ハダデが死んだ。彼に代わって、マスレカ出身のサムラが王となった。

48 サムラは死んだ。彼に代わって、川のレホボテ出身のサウルが王となった。

49 サウルは死に、その代わりにアクボルの子バアル・ハナンが王となった。

50 バアル・ハナンは死んだ。彼の代わりにハダデが王となった。彼の町の名はパウ、彼の妻の名はメヘタブエル、マトレデの娘、メザハブの娘であった。

51 ハダデが死んだ。そして、エドムの族長たちは、ティムナの族長、アルワの族長、エテテの族長となった。

52 族長オホリバマ、族長エラ、族長ピノン。

53 族長ケナズ、族長テマン、族長ミブツァル。

54 族長マグディエル、族長イラム、これらはエドムの族長たちである。

1 Chronicles 2

1 これらはイスラエルの子らである。ルベン、シメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン。

2 ダン、ヨセフ、ベニヤミン、ナフタリ、ガド、アシェル。

3 ユダの子らは、エルとオナンとシェラの三人で、彼はカナン人であるシュアの娘から生まれた。そして、ユダの長子エルは主の目に悪であったので、主は彼を殺された。

4 タマル、その花嫁は、彼にペレツとゼラフを産んだ。ユダの子はすべて五人であった。

5 ペレツの子は、ヘツロンとハムル。

6 ゼラフの子は、ジムリ、エタン、ヘマン、カルコル、ダラ、すべて五人の子らである。

7 カルミの子はアカル。彼はイスラエルを悩ませた者で、呪いの物に対して不誠実であった。

8 エタンの子はアザルヤ。

9 ヘツロンの子らで、彼に生まれた者たちは、エラフメエルとラムとケルバイである。

10 ラムはアミナダブを生んだ。アミナダブはナフションを生んだ。彼はユダの子らの君主であった。

11 ナフションはサルマを生み、サルマはボアズを生んだ。

12 ボアズはオベデを生み、オベデはエッサイを生んだ。

13 エッサイはその長子エリアブを生み、次にアビナダブ、三番目にシメアを生んだ。

14 ネタンエルは第四、ラダイは第五。

15 オゼムは六番目、ダビデは七番目。

16 彼らの姉妹はツェルヤとアビガイルであった。ツェルヤの子はアビシャイとヨアブとアサエルの三人であった。

17 アビガイルはアマサを産んだ。アマサの父はイシュマエル人イテルであった。

18 カレブはヘツロンの子であり、妻アズバとエリオテを生んだ。彼女の子らは、エシェル、ショバブ、アルドンである。

19 アズバは死んだ。カレブは自分のためにエフラタを娶り、彼女は彼にフルを産んだ。

20 フルはウリを生み、ウリはベツァルエルを生んだ。

21 その後、ヘツロンはギレアデの父マキルの娘のところへ入り、彼女を娶った。彼は六十歳であった。彼女は彼にセグブを産んだ。

22 セグブはヤイルを生んだ。彼にはギレアデの地に二十三の町があった。

23 ゲシュルとアラムはヤイルの町々を彼らから取った。ケナテとその娘の町々、六十の町々。これらはすべて、ギレアデの父マキルの子らである。

24 ヘツロンの死後、カレブ・エフラタにおいて、ヘツロンの妻アビヤは彼にテコアの父アシュフルを産んだ。

25 ヘツロンの長子エラフメエルの子らは、長子ラム、ブナ、オレン、オゼム、アヒヤであった。

26 エラフメエルにはもう一人の妻がいて、その名はアタラであった。彼女はオナムの母である。

27 ラムの長子エラフメエルの子らは、マアツとヤミンとエケルであった。

28 オナムの子はシャマイとヤダ。シャマイの子はナダブとアビシュル。

29 アビシュルの妻の名はアビハイルで、彼女は彼にアフバンとモリデを産んだ。

30 ナダブの子はセレデとアッパイム。セレデは子なくして死んだ。

31 アッパイムの子はイシ、イシの子はシェシャン、シェシャンの子はアフライ。

32 シャマイの兄弟ヤダの子は、イテルとヨナタン。イテルは子のないまま死んだ。

33 ヨナタンの子はペレテとザザ。これらはエラフメエルの子らであった。

34 シェシャンには子がなく、ただ娘たちだけがあった。シェシャンにはエジプト人のしもべがいて、その名はヤルハといった。

35 シェシャンは自分の娘を、自分のしもべヤルハに妻として与えた。彼女は彼にアッタイを産んだ。

36 アッタイはナタンを生み、ナタンはザバデを生んだ。

37 ザバデはエフラルを生んだ。エフラルはオベデを生んだ。

38 オベデはエフーを生み、エフーはアザルヤを生んだ。

39 アザルヤはヘレツを生み、ヘレツはエルアサを生んだ。

40 エルアサはシスマイを生み、シスマイはシャルムを生んだ。

41 シャルムはエカムヤを生んだ。エカムヤはエリシャマを生んだ。

42 カレブの兄弟エラフメエルの子らは、メシャ、その長子、彼はジフの父である。そしてマレシャの子らは、ヘブロンの父である。

43 ヘブロンの子は、コラ、タップア、レケム、シェマである。

44 シェマはラハムを生んだ。ラハムはヨルカムの父である。レケムはシャマイを生んだ。

45 シャマイの子はマオン、マオンはベテ・ツルの父である。

46 エパはカレブの側女で、ハランとモツァとガゼズを産んだ。ハランはガゼズを生んだ。

47 エフダイの子は、レゲム、ヨタム、ゲシャン、ペレト、エパ、シャアフ。

48 カレブの側女マアカは、シェベルとテルハナを産んだ。

49 シャアフはマドマンナの父であり、シェバとマクベナの父とギブアの父を生んだ。そしてカレブの娘はアクサであった。

50 これは、エフラタの長子であるフルの子カレブの子らである。ショバルはキルヤテ・エアリムの父である。

51 サルマはベツレヘムの父、ハレフはベテ・ガデルの父であった。

52 ショバルの子らは、キルヤテ・エアリムの父、ハロエ、ハツィ・ハム・メヌホテであった。

53 キルヤテ・エアリムの家族は、イテリ人、プテ人、シュマティ人、ミシュラびとであり、これらからツォルア人とエシュタオル人が出た。

54 サルマの子らは、ベツレヘムとネトファ人、アタロテ・ベテ・ヨアブ、そしてマナヘトびとの半分、ツォルア人である。

55 また、ヤベツに住んだ書記官たちの家族は、テラテびと、シメアテびと、スカテ人である。彼らは、レカブの家の先祖であるハマテから出たケニ人である。

1 Chronicles 3

1 これらはヘブロンでダビデに生まれた子たちである。長子はアムノンで、エズレル人のアヒノアムによる。第二はカルメル出身の女アビガイルによるダニエルである。

2 第三は、ゲシュルの王タルマイの娘マアカの子アブシャロム。第四は、ハギテの子アドニヤ。

3 五人目はシェファテヤ、その妻アビタルによる者。六人目はイテレアム、その妻エグラによる者。

4 六人がヘブロンで彼に生まれた。彼はそこで七年と六か月の間、王であった。そして三十三年、エルサレムで王であった。

5 エルサレムで彼に生まれた者たちは、シメア、ショバブ、ナタン、ソロモンの四人で、アミエルの娘バテシュアから生まれた。

6 イブハル、エリシャマ、エリフェレテ。

7 ノガ、ネフェグ、ヤピア。

8 エリシャマ、エリヤダ、エリフェレテの九人。

9 すべてのダビデの子は、側女たちの子のほか、彼らの姉妹タマルであった。

10 ソロモンの子はレハブアム、その子はアビヤ、その子はアサ、その子はヨシャパテ。

11 ヨラムの子、その子アハズヤ、その子ヨアシュ。

12 アマツヤの子はアザルヤ、その子はヨタム、その子は。

13 アハズの子はヒゼキヤ、その子はマナセ、その子はアモン。

14 アモンはその子、ヨシヤはその子。

15 ヨシヤの子たちは、長子ヨハナン、次はエホヤキム、三番目はゼデキヤ、四番目はシャルムである。

16 エホヤキムの子は、その子エコンヤ、その子ゼデキヤである。

17 エコンヤの子はアシル、その子はシェアルティエルである。

18 マルキラム、ペダヤ、シェナツァル、エカムヤ、ホシャマ、ネダブヤ。

19 ペダヤの子はゼルバベルとシメイ。ゼルバベルの子はメシュラムとハナニヤ、そして彼らの姉妹シェロミト。

20 ハシュバ、オヘル、ベレクヤ、ハサデヤ、ユシャブ・ヘセデの五人がいた。

21 ハナニヤの子はペラテヤとイザヤ。レファヤの子ら、アルナンの子ら、オバデヤの子ら、シェカニヤの子ら。

22 シェカニヤの子はシェマヤ。シェマヤの子はハトシュ、イガル、バリヤ、ネアリヤ、シャファトの六人。

23 ネアリヤの子は、エリエホエナイとヒゼキヤとアズリカムの三人である。

24 エリエホエナイの子らは、ホダイヤ、ホダヴヤ、エリヤシブ、ペラヤ、アックブ、ヨハナン、デラヤ、アナニの七人である。

1 Chronicles 4

1 ユダの子らは、ペレツ、ヘツロン、カルミ、フル、ショバル。

2 レアヤはショバルの子で、ヤハトを生んだ。ヤハトはアフマイとラハドを生んだ。これらはツォルア人の家族である。

3 これらはエタムの父の者たちである。エズレル、イシュマ、イドバシュ。そして彼らの姉妹の名はハゼレルポニ。

4 ペヌエルはゲドルの父、エゼルはフシャの父である。これらはフルの子らであり、フルはエフラタの長子、ベツレヘムの父である。

5 アシュフルはテコアの父であり、彼には二人の妻がいた。ヘラとナアラである。

6 ナアラは彼にアフザム、ヘフェル、テメニ人、そしてアハシュタリを産んだ。これらはナアラの子らである。

7 ヘラの子は、ゼレテ、イツハル、ゾハル、エトナン。

8 コズはアヌブとツォベバを生んだ。そして、ハルムの子アハルヘルの家族たち。

9 ヤベツはその兄弟たちよりも尊ばれた。彼の母は彼の名をヤベツと呼んで言った、「わたしは痛みのうちに彼を産んだからである」。

10 ヤベツはイスラエルの神に呼びかけて言った、「もしあなたが私を祝福し、私の境界を広げ、あなたの手が私と共にあり、私を苦しめないように悪から守ってくださるなら」と。そして神は彼が求めたものを与えられた。

11 ケルブはシュアの兄弟で、メヒルを生んだ。彼はエシュトンの父である。

12 エシュトンはベテ・ラファとパセアと、イル・ナハシュの父であるテヒンナを生んだ。これらはレカの人々である。

13 ケナズの子はオトニエルとセラヤ、オトニエルの子はハタテ。

14 メオノタイはオフラを生んだ。セラヤはヨアブを生んだ。ヨアブはカルシムの谷の父である。彼らは職人であったからだ。

15 エフンネの子カレブの子らは、イル、エラ、ナアム。エラの子らはケナズ。

16 エハレルエルの子は、ジフとジファ、ティルヤとアサレエル。

17 エズラの子はイテル、メレデ、エフェル、ヤロン。彼女はミリアム、シャマイ、そしてエシュテモアの父イシュバクを身ごもった。

18 その妻であるユダヤの女は、ゲドルの父ヤレドと、ソコの父ヘベルと、ザノアの父エクティエルを産んだ。これらは、メレデが娶ったファラオの娘ビテヤの子らである。

19 ホディヤの妻の子らは、ナハムの姉妹の子らである。彼はケイラの父、ガルミ人であり、エシュテモアはマアカ人であった。

20 シモンの子はアムノンとリンナ、ベン・ハナンとティロン。イシの子はゾヘテとベン・ゾヘテ。

21 ユダの子シェラの子らは、レカの父エル、マレシャの父ラダ、そして上等の亜麻布の奉仕の家の家族、すなわちアシュベアの家の者たちである。

22 ヨキム、コゼバの人々、ヨアシュ、サラフ。彼らはモアブを支配した。ヤシュビ・レヘム。これらの言葉は古いものである。

23 彼らは陶工たちであり、ネタアイムと羊の囲いに住む者たちであった。彼らは王とともに、その仕事のためにそこに住んでいた。

24 シメオンの子らは、ネムエル、ヤミン、ヤリブ、ゼラフ、サウル。

25 シャルムの子はミブサム、その子はミシュマ、その子はその子。

26 ミシュマの子はハムエル、その子はザックル、その子はシメイ。

27 シメイには子が十六人、娘が六人いた。彼の兄弟たちには多くの子がいなかった。彼らの家族はすべて、ユダの子らほどには多くならなかった。

28 彼らはベエル・シェバとモラダとハツァル・シュアルに住んだ。

29 ビルハとエツェムとトラドに。

30 ベトエル、ホルマ、ツィケラグ

31 ベテ・マルカボテとハツァル・スシムとベテ・ビルイとシャアライム、これらは彼らの町々であり、ダビデが王となるまで続いた。

32 中庭はエタムとアイン、リンモンとトケンとアシャン、五つの町であった。

33 そして彼らのすべての中庭は、これらの町の周囲にあり、バアルにまで及んでいた。これが彼らの居住であり、彼らの系図の記録である。

34 メショバブ、ヤムレク、そしてアマツヤの子ヨシャ。

35 ヨエル、エフーはヨシビヤの子、セラヤの子、アシエルの子。

36 エリエホエナイ、ヤアコバ、エショハヤ、アサヤ、アディエル、エシマエル、ベナヤ。

37 ジザはシフイの子、シフイはアロンの子、アロンはエダヤの子、エダヤはシムリの子、シムリはシェマヤの子。

38 これらは、その名によって来た者たちで、その家族における君主たちであり、その父たちの家は多数に増え広がった。

39 彼らはゲドルの入口まで、谷の東の方へ行き、自分たちの羊の群れのために牧場を求めた。

40 彼らは肥えて良い牧場を見つけ、その地は広く、手の届くほどで、穏やかで安らかであった。そこには以前、ハムの子孫が住んでいたからである。

41 これらの名で記された者たちは、ユダの王ヒゼキヤの日に来て、彼らの天幕と、そこに見いだされたメウニ人を打ち、彼らを今日まで絶ち滅ぼし、彼らの代わりにそこに住んだ。そこには彼らの羊の群れのための牧場があったからである。

42 シメオンの子らのうちから、五百人の人々がセイルの山へ行った。そして、彼らの頭として、イシの子らであるペラテヤ、ネアリヤ、レファヤ、ウジエルがいた。

43 彼らはアマレクの逃れの者の残りの者を打ち、そこに今日まで住んだ。

1 Chronicles 5

1 ルベンの子ら。イスラエルの長子であるルベンは、父の寝台を汚したので、その長子の権利はイスラエルの子ヨセフの子らに与えられた。しかし、系譜は長子の権利には従わなかった。

2 ユダは兄弟たちの中で力に勝り、彼から君主が出たが、長子の権利はヨセフのものであった。

3 イスラエルの長子ルベンの子らは、エノク、パル、ヘツロン、カルミである。

4 ヨエルの子らは、シェマヤ、その子ゴグ、その子シメイ。

5 ミカの子はレアヤ、その子はバアル。

6 その子ベエラ。アッシュルの王テグラテ・ピルエセルが捕え移した者。彼はルベン人の君主であった。

7 その兄弟たちは、その家族ごとに、その系図によって系譜をたどるとき、頭はエイエルとゼカリヤであった。

8 ベラはアザズの子、シェマの子、ヨエルの子である。彼はアロエルに住み、ネボとバアル・メオンにまで及んだ。

9 東の方では、荒野に入る所まで、ユーフラテス川から住んでいた。彼らの家畜がギレアデの地で多く増えたからである。

10 サウルの日々に、彼らはハガリ人と戦いを交え、彼らの手に落ちた。そして、ギレアデの東の全面にわたって、彼らの天幕に住んだ。

11 ガドの子らは、彼らの向かいに、バシャンの地に、サルカに至るまで住んだ。

12 ヨエルはかしら、シャファムは第二、そしてヤアナイとシャファトはバシャンにいた。

13 その兄弟たちは、その父祖の家ごとに、ミカエル、メシュラム、シェバ、ヨライ、ヤカン、ジア、エベル、七人であった。

14 これはアビハイルの子らである。フリの子、ヤロアの子、ギレアデの子、ミカエルの子、エシシャイの子、ヤフドの子、ブズの子。

15 アヒはアブディエルの子、グニの子であり、その父祖の家の頭であった。

16 彼らはギレアデとバシャンとその娘たちに、そしてシャロンのすべての郊外地に、彼らの出口に至るまで住んだ。

17 すべては、ユダの王ヨタムの日と、イスラエルの王ヤロブアムの日に、系図に記された。

18 ルベンの子らとガド人とマナセの部族の半分の者たち、力ある子ら、盾と剣を担ぎ、弓を引く者、戦いを学んだ者たち、軍勢に出る者四万四千七百六十人。

19 彼らはハガリ人と戦いを交えた。エトル、ナフィシュ、ノダブも共に。

20 彼らは彼らによって助けられ、ハガリ人と彼らと共にいたすべての者が彼らの手に渡された。彼らが戦いの中で神に叫び求めたからであり、彼らが神に信頼したので、神は彼らの願いを聞き入れられた。

21 彼らの家畜、らくだ五万頭、羊の群れ二十五万頭、ろば二千頭、そして人の命十万人を捕らえた。

22 多くの負傷者が倒れた。それは神からの戦いであったからだ。彼らはその場所に、捕囚の時まで住み着いた。

23 マナセの半分の部族の子らは、その地に住んだ。バシャンからバアル・ヘルモン、シニル、そしてヘルモンの山に至るまで、彼らは多くなった。

24 これらはその父祖の家のかしらたちである。エフェル、イシ、エリエル、アズリエル、エレミヤ、ホダヴヤ、ヤフディエル。彼らは力ある勇士たち、名のある人々で、その父祖の家のかしらたちであった。

25 彼らはその父祖たちの神に対して不誠実であり、主が彼らの前から滅ぼされた地の諸民族の神々を追って姦淫を行った。

26 イスラエルの神は、アッシュルの王プルの霊と、アッシュルの王テグラテ・ピルエセルの霊を奮い立たせられた。そして彼らをルベン人とガド人とマナセの部族の半分に移住させ、彼らをハラハとハボルとハラとゴザンの川に連れて行かれた。それは今日に至るまでである。

1 Chronicles 6

1 レビの子は、ゲルション、コハテ、メラリである。

2 コハテの子は、アムラム、イツハル、ヘブロン、ウジエルである。

3 アムラムの子はアロンとモーセとミリアムであり、アロンの子はナダブとアビフ、エレアザルとイタマルであった。

4 エレアザルはピネハスを生んだ。ピネハスはアビシュアを生んだ。

5 アビシュアはブッキを生み、ブッキはウジを生んだ。

6 ウジはゼラヒヤを生み、ゼラヒヤはメラヨテを生んだ。

7 メラヨテはアマルヤを生み、アマルヤはアヒトブを生んだ。

8 アヒトブはザドクを生み、ザドクはアヒマアツを生んだ。

9 アヒマアツはアザルヤを生み、アザルヤはヨハナンを生んだ。

10 ヨハナンはアザルヤを生んだ。彼はソロモンがエルサレムに建てた家で祭司として仕えた者である。

11 アザルヤはアマルヤを生んだ。アマルヤはアヒトブを生んだ。

12 アヒトブはザドクを生み、ザドクはシャルムを生んだ。

13 シャルムはヒルキヤを生んだ。ヒルキヤはアザルヤを生んだ。

14 アザルヤはセラヤを生み、セラヤはエホツァダクを生んだ。

15 エホツァダクは、主がネブカドネザルの手によってユダとエルサレムを捕囚にされたときに、移された。

16 レビの子は、ゲルショム、コハテ、そしてメラリである。

17 そして、ゲルショムの子たちの名は、リブニとシメイである。

18 コハテの子は、アムラム、イツハル、ヘブロン、ウジエルである。

19 メラリの子はマフリとムシ。これらはその父によるレビ人の家族である。

20 ゲルショムの子リブニ、その子ヤハト、その子ジンマ、その子。

21 ヨアの子、イドの子、ゼラフの子、エアテライの子。

22 コハテの子はアミナダブ、その子はコラ、その子はアシル。

23 エルカナはその子、エビアサフはその子、アシルはその子。

24 タハトの子ウリエル、その子ウジヤ、その子サウル。

25 エルカナの子は、アマサイとアヒモテ。

26 エルカナの子、エルカナの子ツォフの子、そしてナハトの子。

27 エリアブの子、その子はエロハム、その子はエルカナ。

28 サムエルの子らは、長子ワシュニとアビヤであった。

29 メラリの子らはマフリ、その子リブニ、その子シメイ、その子ウザ。

30 シメアの子、その子はハギヤ、その子はアサヤ。

31 そして、これらはダビデが主の家の歌の手に立てた者たちであり、箱の休息所からである。

32 彼らは、定めの時の天幕の幕屋の前で、歌をもって仕える者となり、ソロモンが主の宮をエルサレムに建てるまでそうであった。そして彼らは、その奉仕について、自分たちのさばきに従って立った。

33 これらは、その子らとともに立っていた者たちである。コハト人の子らのうち、歌う者ヘマン、ヨエルの子、サムエルの子。

34 エルカナの子、エロハムの子、エリエルの子、トアの子

35 ツォフの子、エルカナの子、マハテの子、アマサイの子。

36 エルカナの子、ヨエルの子、アザルヤの子、ゼパニヤの子。

37 タハトの子、アシルの子、エビアサフの子、コラの子

38 イツハルの子、コハテの子、レビの子、イスラエルの子。

39 その兄弟アサフは、彼の右に立っていた者。アサフはベレクヤの子、シメアの子。

40 ミカエルの子、バアセヤの子、マルキヤの子。

41 エトニの子、ゼラフの子、アダヤの子。

42 エタンの子、ジンマの子、シメイの子。

43 ヤハトの子、ゲルショムの子、レビの子。

44 メラリの子ら、その兄弟たちは左側にいた。エタンはキシの子、アブディの子、マルクの子。

45 ハシャブヤの子、アマツヤの子、ヒルキヤの子。

46 アムツィの子、バニの子、シェメルの子。

47 マフリの子、ムシの子、メラリの子、レビの子。

48 彼らの兄弟であるレビ人たちは、神の家の幕屋のすべての奉仕のために与えられていた。

49 アロンとその子たちは、全焼のいけにえの祭壇と薫香の祭壇の上で、最も聖なる聖なるもののすべての仕事のために薫香をささげ、イスラエルのために贖いをした。それは、神のしもべモーセが命じられたすべてのとおりであった。

50 これはアロンの子らである。その子エレアザル、その子ピネハス、その子アビシュア。

51 ブッキの子、ウジの子、ゼラヒヤの子。

52 メラヨテの子アマルヤ、その子アヒトブ。

53 ザドク、その子アヒマアツ、その子。

54 彼らの居住は、その境界における彼らの城のために、アロンの子ら、コハト人の家族のためにあった。なぜなら、彼らにそのくじがあったからである。

55 彼らにユダの地にあるヘブロンと、その周囲の郊外地を与えた。

56 町の野とその中庭を、彼らはエフンネの子カレブに与えた。

57 アロンの子らに、彼らは避難所の町、すなわちヘブロンとリブナとその郊外地、またヤッテルとエシュテモアとその郊外地を与えた。

58 ヒレンとその郊外地、デビルとその郊外地。

59 アシャンとその郊外地、ベテ・シェメシュとその郊外地。

60 ベニヤミンの杖からは、ゲバとその郊外地、アレメテとその郊外地、アナトテとその郊外地。彼らのすべての町は、その家族ごとに十三の町であった。

61 コハテの子らのうち、残った者たちには、その杖の家族から、マナセの半分の杖の半分から、くじによって十の町が与えられた。

62 ゲルショムの子らには、その家族ごとに、イッサカルの杖とアシェルの杖とナフタリの杖と、バシャンにおけるマナセの杖から、十三の町があった。

63 メラリの子らに、その家族ごとに、ルベンの杖とガドの杖とゼブルンの杖から、くじによって十二の町を与えられた。

64 イスラエルの子らはレビ人に、その町々とその郊外地を与えた。

65 彼らは、ユダの子らの杖とシメオンの子らの杖とベニヤミンの子らの杖から、くじによって、これらの町々を、その名によって呼ばれるものとして与えた。

66 コハテの子らの家族のうちから、彼らの境界の町々はエフライムの杖から出た。

67 彼らに避難所の町、すなわちエフライムの山にあるシェケムとその郊外地、およびゲゼルとその郊外地を与えた。

68 ヨクメアムとその郊外地、そしてベテ・ホロンとその郊外地。

69 アイヤロンとその郊外地、ガテ・リンモンとその郊外地。

70 マナセの杖の半分から、アネルとその郊外地、そしてバラムとその郊外地を、残ったコハテの子らの家族に与えた。

71 ゲルショムの子らには、マナセの杖の半分の家族から、バシャンのゴランとその郊外地、そしてアシュタロテとその郊外地を与えられた。

72 イッサカルの杖からは、ケデシュとその郊外地、ダブラテとその郊外地。

73 ラモテとその郊外地、アネムとその郊外地。

74 アシェルの杖から、マシャルとその郊外地、そしてアブドンとその郊外地。

75 フコクとその郊外地、レホブとその郊外地。

76 ナフタリの杖からは、ガリラヤのケデシュとその郊外地、ハモンとその郊外地、キリヤタイムとその郊外地。

77 残ったメラリの子らに、ゼブルンの杖から、リンモンとその郊外地、タボルとその郊外地。

78 ヨルダンの向こう側、エリコの東、ヨルダンの東側で、ルベンの杖から、荒野のベツェルとその郊外地、そしてヤハツとその郊外地。

79 ケデモテとその郊外地、メファテとその郊外地。

80 ガドの杖から、ギレアデのラモテとその郊外地、そしてマハナイムとその郊外地。

81 ヘシュボンとその郊外地、ヤゼルとその郊外地。

1 Chronicles 7

1 イッサカルの子らは、トラ、プア、ヤシュブ、シムロン、四人であった。

2 トラの子らは、ウジ、レファヤ、エリエル、ヤフマイ、イブサム、サムエル。彼らはトラの父祖の家のかしらであり、その系図による力ある勇士たちで、その数はダビデの日に二万二千六百人であった。

3 ウジの子はイズラフヤ。イズラフヤの子はミカエル、オバデヤ、ヨエル、イシヤ。この五人はみなかしらであった。

4 彼らの系図によれば、彼らの父の家ごとに、戦いの軍勢の軍団は三万六千であった。彼らは多くの妻と子を持ったからである。

5 彼らの兄弟たち、イッサカルのすべての家族のうち、力ある勇士たちは、八万七千人で、すべての者たちが系図に記された。

6 ベニヤミンは、ベラとベケルとエデイエル、三人。

7 ベラの子は、エツボン、ウジ、ウジエル、エリモテ、イリの五人で、彼らは父の家のかしらであり、力ある勇士たちであった。彼らの系図に記された者は、二万三千三十四人であった。

8 ベケルの子らは、ゼミラ、ヨアシュ、エリエゼル、エリエホエナイ、オムリ、エリモテ、アビヤ、アナトテ、アレメテ。これらはすべてベケルの子らである。

9 彼らの系図による登録は、その父祖の家の頭たち、力ある勇士たちで、二万二百人であった。

10 エデイエルの子はビルハン。ビルハンの子はエウシュ、ベニヤミン、エフド、ケナアナ、ゼタン、タルシシュ、アヒシャカル。

11 すべてこれらの者はエデイエルの子らで、父たちのかしら、力ある勇士たちであり、戦いのために軍勢として出る者が一万七千二百人いた。

12 シュピムとフピムはイルの子、フシムはアヘルの子。

13 ナフタリの子らは、ヤフツィエルとグニとエツェルとシャルム、ビルハの子らである。

14 マナセの子らはアスリエル。彼の側女であるアラム人が産んだ者。彼女はギレアデの父マキルを産んだ。

15 マキルはフピムとシュピムのために妻を娶った。彼の姉妹の名はマアカ、もう一人の名はゼロフハデ。ゼロフハデには娘たちがいた。

16 マアカ、マキルの妻は子を産み、その名をペレシュと呼んだ。彼の兄弟の名はシェレシュ。その子らはウラムとレケム。

17 ウラムの子はベダン。これらはギレアデの子であり、マキルの子、マナセの子である。

18 彼の姉妹であるモレケテは、イシュホデとアビエゼルとマフラを産んだ。

19 シェミダの子らは、アフヤン、シェケム、リクヒ、アニアムであった。

20 エフライムの子はシュテラ、その子はベレデ、その子はタハテ、その子はエルアダ、その子はタハテ。

21 その子ザバデ、その子シュテラ、そしてエゼルとエルアド。彼らは地に生まれたガテの人々に殺された。彼らが自分たちの家畜を取るために下って行ったからである。

22 彼らの父エフライムは多くの日々の間、嘆き悲しんだ。そして彼の兄弟たちが彼を慰めるために来た。

23 彼は妻のところへ行き、妻は身ごもって子を産んだ。彼はその名をベリアと呼んだ。それは彼の家に悪があったからである。

24 そして彼の娘シェエラは、下のベテ・ホロンと上のベテ・ホロン、そしてウゼン・シェエラを建てた。

25 レファはその子、レシェフ、テラはその子、タハンはその子。

26 ラダンの子はアンミフデ、その子はエリシャマ、その子は…

27 ヌンの子はヨシュア、その子。

28 彼らの所有と彼らの居住は、ベテルとその娘たちであり、東にはナアラン、西にはゲゼルとその娘たち、そしてシェケムとその娘たち、ガザとその娘たちにまで及んだ。

29 そしてマナセの子らの手に、ベテ・シャンとその娘たち、タアナクとその娘たち、メギドとその娘たち、ドルとその娘たちがあった。これらの所に、イスラエルの子ヨセフの子らが住んだ。

30 アシェルの子らは、イムナ、イシュワ、イシュビ、ベリア、そして彼らの姉妹セラである。

31 ベリアの子はヘベルとマルキエル。彼はビルザフの父である。

32 ヘベルはヤフレトとショメルとホタムを生んだ。そして彼らの姉妹はシュアであった。

33 ヤフレトの子は、パサク、ビムハル、アシュワテ。これらはヤフレトの子である。

34 シェメルの子は、アヒ、ロガ、エフバ、アラム。

35 ヘレムの子、その兄弟はゾパフ、イムナ、シェレシュ、アマル。

36 ゾパフの子らは、スア、ハルネフェル、シュアル、ベリ、イムラ。

37 ベツェル、ホド、シャンマ、シルシャ、イテラン、ベエラ。

38 イテルの子は、エフンネ、ピスパ、アラ。

39 ウッラの子は、アラとハンニエルとリツヤ。

40 すべてこれらの者はアシェルの子らであり、父祖の家の頭たち、選ばれた勇士たち、力ある者たち、君主たちの頭たちであった。そして、軍勢において戦いにおいて彼らの系譜が記された者たちの数は、二万六千人の人々であった。

1 Chronicles 8

1 ベニヤミンは長子ベラを生んだ。第二はアシュベル、第三はアハラ。

2 ノハは第四、ラファは第五であった。

3 ベラに子たちがあった。アダル、ゲラ、アビフデ。

4 アビシュア、ナアマン、アホア。

5 ゲラ、シェフファム、フラム。

6 これらはエフドの子らである。彼らはゲバに住む者の父祖たちのかしらであり、彼らをマナハトへ移した。

7 ナアマン、アヒヤ、そしてゲラ、彼は彼らを捕囚にした。そして彼はウザとアヒフデを生んだ。

8 シャハライムは、モアブの野で、自分の妻たちフシムとバアラを送り出した後、子供をもうけた。

9 彼は妻ホデシュによってヨバブ、ツィブヤ、メシャ、ミルコムを生んだ。

10 エウツとシャクヤとミルマ。これらは彼の子らであり、父祖たちのかしらであった。

11 フシムから、アビトブとエルパアルを生んだ。

12 エルパアルの子は、エベルとミシャムとシェメル。彼はオノとロドとその娘たちを建てた。

13 ベリアとシェマは、アイヤロンの住民の父祖たちの頭であった。彼らはガテの住民を追い払った。

14 アヒオ、シャシャク、そしてエリモテ。

15 ゼバデヤ、アラド、アデル。

16 ミカエル、イシュパ、ヨハはベリアの子らである。

17 ゼバデヤ、メシュラム、ヒゼキ、ヘベル。

18 イシュメライ、エズリア、ヨバブはエルパアルの子らである。

19 ヤキム、ジクリ、ザブディ。

20 エリエナイ、ツィルタイ、エリエル。

21 アダヤ、ベラヤ、シムラテはシメイの子らである。

22 イシュパン、エベル、エリエル。

23 アブドン、ジクリ、カナン。

24 ハナニヤ、エラム、アントティヤ。

25 イフデヤとペヌエルはシャシャクの子らである。

26 シャムシェライ、シェハルヤ、アタルヤ。

27 ヤアレシュヤ、エリヤ、ジクリはエロハムの子らである。

28 これらは彼らの系図による父たちの頭たち、すなわち頭たちである。これらはエルサレムに住んだ。

29 ギブオンにはギブオンの父が住み、その妻の名はマアカであった。

30 その長子はアブドン、そしてツル、キシュ、バアル、ナダブ。

31 ゲドル、アヒオ、ゼケル。

32 ミクロテはシマを生んだ。彼らもまた、その兄弟たちの向かい側に、彼らの兄弟たちと共にエルサレムに住んだ。

33 ネルはキシュを生み、キシュはサウルを生み、サウルはヨナタンとマルキシュアとアビナダブとエシュバアルを生んだ。

34 ヨナタンの子はメリブ・バアルであり、メリブ・バアルはミカを生んだ。

35 ミカの子は、ピトンとメレクとタレアとアハズである。

36 アハズはエホアダを生んだ。エホアダはアレメテとアズマベテとジムリを生んだ。ジムリはモツァを生んだ。

37 モツァはビネアを生んだ。その子はラファ、その子はエルアサ、その子はアゼル。

38 アゼルには六人の子がいた。その名は、アズリカム、ボケル、イシュマエル、シェアリヤ、オバデヤ、カナン。これらはすべてアゼルの子らである。

39 その兄弟エシェクの子らは、長子ウラム、次にエウシュ、三番目にエリフェレテ。

40 ウラムの子らは力ある勇士たちで、弓を引く者たちであり、子と孫を多く持ち、百五十人いた。これらはすべてベニヤミンの子らである。

1 Chronicles 9

1 すべてのイスラエルは系図に記され、見よ、彼らはイスラエルの王たちの書物に書き記されている。そしてユダは、その背信によってバビロンへ移された。

2 最初にその所有地と自分たちの町に住んでいた者たちは、イスラエル、祭司、レビ人、そして神殿奴隷であった。

3 エルサレムには、ユダの子らとベニヤミンの子らと、エフライムの子らとマナセの者たちが住んだ。

4 ウタイはアンミフデの子、オムリの子、イムリの子、ベニヤミンの子、バニの子、ペレツの子、ユダの子である。

5 シロニ人の中からは、長子アサヤとその子たち。

6 ゼラフの子らからはエウエル、そしてその兄弟たちは六百九十人。

7 ベニヤミンの子らのうち、サル、メシュラムの子、ホダヴヤの子、セヌアの子。

8 イブネヤはエロハムの子、エラはウジの子、ウジはミクリの子、メシュラムはシェファテヤの子、シェファテヤはラグエルの子、ラグエルはイブニヤの子。

9 彼らの兄弟たちは、その系図によって、九百五十六人であった。これらのすべては、その父祖の家の家長たちである人々であった。

10 祭司たちのうち、エダヤとエホヤリブとヤキン。

11 アザルヤはヒルキヤの子、メシュラムの子、ザドクの子、メラヨテの子、アヒトブの子で、神の家の君主であった。

12 アダヤはエロハムの子、パシュフルの子、マルキヤの子、マアサイはアディエルの子、ヤフゼラの子、メシュラムの子、メシレミテの子、インメルの子。

13 彼らの兄弟たちは、その父祖の家のかしらであり、千七百六十人、神の宮の奉仕の仕事の力ある勇士たちであった。

14 レビ人の中から、シェマヤ。彼はハシュブの子、アズリカムの子、ハシャブヤの子であり、メラリの子らに属する者である。

15 バクバカル、ケレシュ、ガラル、そしてマッタンヤ。彼はミカの子、ジクリの子、アサフの子である。

16 オバデヤはシェマヤの子、ガラルの子、エドトンの子、ベレクヤはアサの子、エルカナの子で、ネトファ人の中庭に住んでいた者である。

17 門番はシャルム、アックブ、タルモン、アヒマン、そして彼らの兄弟シャルムがかしらであった。

18 そして今に至るまで、王の門の東に、彼らはレビの子らの陣営の門番であった。

19 シャルムはコレの子、エビアサフの子、コラの子であり、彼の兄弟たち、その父の家であるコラ人は、天幕の鉢を守る奉仕の仕事に当たっていた。彼らの先祖たちは主の陣営の入口を守っていた。

20 ピネハス、エレアザルの子は、かつて彼らの上に君主であり、主が彼と共におられた。

21 ゼカリヤはメシェレミヤの子で、定めの時の天幕の入口の門番であった。

22 すべての門番に選ばれた者たちは、鉢において二百十二人であった。彼らは自分たちの中庭で系図に記された者たちであり、ダビデと見る者サムエルが彼らの信仰によって彼らを立てたのである。

23 彼らとその子たちは、主の宮の門、すなわち天幕の家のために、務めとして門を守っていた。

24 四つの霊の方角に門番たちがいる。東、海、北、ネゲブ。

25 彼らの兄弟たちは、自分たちの中庭にいて、この者たちと共に、七日ごとに、時から時へと来る者たちであった。

26 これらの四人の門番の長たちは信仰においてレビ人であり、彼らは神の家の小部屋と宝物庫を管理していた。

27 神の家の周囲に彼らは宿った。彼らの上に務めがあり、彼らは開口の上にいて、朝ごとに朝ごとにいた。

28 彼らのうちのある者たちは奉仕の器を担当し、その数を数えて運び入れ、その数を数えて運び出した。

29 彼らのうちのある者たちは、器と、聖なるもののすべての器と、薄力粉と、ぶどう酒と、油と、乳香と、香料を管理する者に任命されていた。

30 祭司たちの子らのうち、香料を調合する者たちがいた。

31 マッタテヤはレビ人の中の者で、シャルムの長子であるコラ人であり、平鍋のわざについて信仰をもって任されていた。

32 コハト人の子らのうち、その兄弟たちの中から、並べたもののパンについての務めがあり、安息日ごとにそれを整えるためであった。

33 これらの者たちは、レビ人の父祖の家の頭である歌うたいたちで、小部屋にいて自由であり、昼も夜も彼らの上にその仕事があった。

34 これらはレビ人の父たちの頭であり、その系図による頭たちである。これらはエルサレムに住んだ。

35 ギブオンにはギブオンの父エイエルが住み、その妻の名はマアカであった。

36 その子の長子はアブドン、そしてツル、キシュ、バアル、ネル、ナダブ。

37 ゲドル、アヒオ、ゼカリヤ、ミクロテ。

38 ミクロテはシメアムを生んだ。彼らもまた、その兄弟たちの向かい側に、彼らの兄弟たちと共にエルサレムに住んだ。

39 ネルはキシュを生み、キシュはサウルを生み、サウルはヨナタンとマルキシュアとアビナダブとエシュバアルを生んだ。

40 ヨナタンの子はメリブ・バアルであり、メリバアルはミカを生んだ。

41 ミカの子は、ピトンとメレクとタフレアである。

42 アハズはヤラを生んだ。ヤラはアレメテとアズマベテとジムリを生んだ。ジムリはモツァを生んだ。

43 モツァはビネアを生んだ。その子レファヤ、その子エルアサ、その子アゼル。

44 アゼルには六人の子がいて、その名はアズリカム、ボケル、イシュマエル、シェアリヤ、オバデヤ、カナンである。これらはアゼルの子らである。

1 Chronicles 10

1 ペリシテ人はイスラエルと戦った。イスラエルの人々はペリシテ人の前から逃げ、ギルボアの山で多くの者が倒れて死んだ。

2 ペリシテ人はサウルとその子たちの後を追い、ペリシテ人はサウルの子ヨナタン、アビナダブ、マルキシュアを打ち殺した。

3 戦いはサウルに激しく及び、弓を射る者たちが彼を見つけたので、彼は射る者たちによって苦しめられた。

4 サウルは自分の武器を担ぐ者に言った、「あなたの剣を抜いて、私を刺せ。この無割礼の者たちが来て、私を辱めないように」。しかし、その武器を担ぐ者は非常に恐れて、それをしなかった。そこでサウルは剣を取り、それに身を投げた。

5 彼の武器を担ぐ者がサウルが死んだのを見て、彼もまた剣の上に倒れて死んだ。

6 サウルと三人の子は死に、その家のすべての者も一緒に死んだ。

7 谷にいるすべてのイスラエルの人々は、彼らが逃げたこと、そしてサウルとその子たちが死んだことを見て、自分たちの町を捨てて逃げた。そしてペリシテ人が来て、それらの町に住んだ。

8 翌日、ペリシテ人が来て、倒れた者たちの衣服をはぎ取ろうとした。彼らはサウルとその子たちがギルボアの山に倒れているのを見つけた。

9 彼らは彼の服を剥ぎ、その頭とその器を取り、ペリシテ人の地の周囲に使いを送って、彼らの偶像と民に知らせた。

10 彼らはその器を彼らの神の家に置き、その頭蓋骨をダゴンの家に打ち付けた。

11 すべてのヤベシュ・ギレアデの人々は、ペリシテ人がサウルにしたすべてのことを聞いた。

12 すべての力ある人々が立ち上がり、サウルの死体とその子たちの死体を運び、ヤベシュに持って来た。そして、彼らの骨をヤベシュの樫の木の下に葬り、七日間断食した。

13 サウルは、主に対して犯した背信のゆえに死んだ。それは、主の言葉を守らなかったことであり、また霊媒に尋ねて問うたことによる。

14 彼は主に尋ねなかったので、主は彼を殺された。そして、王権をエッサイの子ダビデに移された。

1 Chronicles 11

1 すべてのイスラエルはヘブロンのダビデのもとに集まり、言った。「見よ、われわれはあなたの骨であり、あなたの肉である。

2 また一昨日も、その前の日も、サウルが王であった時にも、あなたはイスラエルを導き出し、また導き入れた者であった。そして、あなたの神、主はあなたに言われた、「あなたはわたしの民イスラエルを牧する者となり、あなたはわたしの民イスラエルの君主となるであろう」と。

3 すべてのイスラエルの長老たちはヘブロンの王のもとへ来た。ダビデはヘブロンで主の前に彼らと契約を結んだ。彼らは主の言葉がサムエルの手によって告げられたとおりに、ダビデをイスラエルの王に油を注いだ。

4 ダビデとすべてのイスラエルはエルサレム、すなわちエブスに行った。そこにはエブス人が地の住民として住んでいた。

5 エブスの住民たちはダビデに言った、「あなたはここに入ることはできない」。しかしダビデはシオンの城塞を取った。それはダビデの町である。

6 ダビデは言われた、「すべてエブス人を最初に打つ者は、頭となり、長官となろう」。そしてツェルヤの子ヨアブが最初に上って行ったので、彼は頭となった。

7 ダビデは要塞に住んだ。それゆえ、人々はそれをダビデの町と呼んだ。

8 彼は町を周囲に、ミロから周囲に至るまで建てた。そしてヨアブは町の残りを生かした。

9 ダビデはますます大きくなって行った。主、軍勢の神が彼と共におられた。

10 これらはダビデに属する勇士たちの頭であり、彼とともにその王国において、すべてのイスラエルとともに彼を王とするために力を強めた者たちである。主がイスラエルについて言われた言葉のとおりに。

11 これはダビデの勇士たちの数である。ハクモニの子ヤショブアムは三十人のかしらで、彼は一度に三百人の死者に槍を振るった。

12 彼の後に、アホヒ人ドドの子エレアザルがいた。彼は三人の勇士のうちの一人であった。

13 彼はダビデとともにパス・ダンミムにいた。ペリシテ人たちはそこに戦いのために集まっていた。野の土地は大麦で満ちていた。そして民はペリシテ人の顔の前から逃げた。

14 彼らはその土地の真ん中に立ち、それを救い出し、ペリシテ人を打った。主は大いなる救いを与えられた。

15 三十人のうちの頭である三人が下って行き、岩の上からダビデのもと、アドラムの洞穴へ行った。ペリシテ人の陣営はレファイムの谷に宿営していた。

16 そのときダビデは城塞におり、ペリシテ人の駐屯軍はそのときベツレヘムにあった。

17 ダビデは渇きを覚え、言われた、「だれかが、門のところにあるベツレヘムの穴の水を私に飲ませてくれないだろうか」。

18 三人はペリシテ人の陣営を突き破り、門のところにあるベツレヘムの穴から水を汲み、それを担いでダビデのところに持って来た。しかしダビデはそれを飲もうとはせず、主に注ぎ出した。

19 彼は言った、「私の神から、このようなことをするのは、全く私にはあり得ない。これらの人々の血を、彼らの命をもって彼らが持って来たのだから、私はそれを飲むべきだろうか。彼はそれを飲むことを拒んだ。これらの三人の勇士は、そのようなことをしたのである。

20 アビシャイはヨアブの兄弟で、彼は三人の頭であった。彼は三百人に向かって槍を振るい、彼らを刺し殺したが、三人の中では名を挙げられなかった。

21 三人の中では最も尊ばれ、彼らの長官となったが、三人には及ばなかった。

22 エホヤダの子ベナヤは、カブツェエル出身の力ある人で、多くのわざを成し遂げた者であった。彼はモアブの二人のアリエルを打ち、また彼は下って行き、雪の日に穴の真ん中で獅子を打った。

23 彼はエジプト人の人を打った。その人は寸法が五キュビトの人で、エジプト人の手には織り手の梁のような槍があった。彼は杖を持って彼のところに下って行き、エジプト人の手から槍を奪い取り、その槍で彼を殺した。

24 これらを、エホヤダの子ベナヤは行った。彼は三人の勇士たちのうちで名を得た。

25 三人の中では、彼は確かに尊ばれたが、その三人には及ばなかった。ダビデは彼を自分の従者とした。

26 勇士たちの力ある者たち、すなわちアサエル、ヨアブの兄弟、ベツレヘムのドドの子エルハナン。

27 シャモテ、ハロリ人、ヘレツ、ペロニ人。

28 イラはイケシュの子、テコア人。アビエゼルはアナトテ人。

29 シブカイ、フシャテ人、イライ、アホヒ人。

30 マハライはネトファ人、バアナの子ヘレデはネトファ人。

31 イタイはリバイの子、ベニヤミンの子らのギブア出身、ピラトン人のベナヤ。

32 フライはガアシュの谷川出身、アルバテ人アビエル。

33 アズマベテ、バハルミ人、エルヤフバ、シャアルボニ人。

34 ハシェムの子ら、ギゾニ人。シャゲの子ヨナタン、ハラリ人。

35 アヒアムはサカルの子、ハラリ人、エリパルはウルの子。

36 ヘフェルはメケラテ人、アヒヤはペロニ人。

37 ヘツロ、カルメル人、ナアライ、エズバイの子。

38 ヨエルはナタンの兄弟、ミブハルはハガリ人の子。

39 ツェレクはアンモン人、ナハライはベロテ人、ツェルヤの子ヨアブの器を担う者。

40 イラはイテリ人、ガレブはイテリ人。

41 ウリヤ、ヒッタイト人、ザバデ、アフライの子。

42 アディナ、シザの子、ルベン人のかしらであり、彼の上に三十人がいた。

43 カナンはマアカの子、ミトニ人ヨシャパテ。

44 ウジヤ、アシュテラテ人。シャマとエイエル、ホタムの子ら、アロエル人。

45 エデイエルはシムリの子、その兄弟ヨハはティツィ人。

46 エリエル、マハビ人、エリバイとヨシャビヤ、エルナアムの子ら、そしてイトマ、モアブ人。

47 エリエル、オベデ、そしてメソバヤ人ヤアシエル。

1 Chronicles 12

1 これらはダビデのところへツィケラグに来た者たちである。彼がなおキシュの子サウルの顔を避けて身を隠していたときのことである。彼らは勇士たちのうちにいて、戦いの助け手であった。

2 弓を射る者たちで、右手と左手で石や矢を弓で投げる者たち、サウルの兄弟たち、ベニヤミンから出た者たち。

3 かしらはアヒエゼル、ヨアシュ、シェマアの子ら、ギブアテびと。そしてエジエル、ペレト、アズマベテの子ら。ベラカ、エフー、アナトテ人。

4 イシュマヤはギブオン人で、三十人の中の勇士であり、三十人を統率していた。また、エレミヤ、ヤハジエル、エホハナン、そしてゲデラテびとヨザバデがいた。

5 エルウザイ、エリモテ、ベアリヤ、シェマルヤ、シェファテヤ、ハルフィ人。

6 エルカナ、イシヤ、アザルエル、ヨエゼル、ヤショブアム、これらはコラ人である。

7 ヨエラとゼバデヤは、エロハムの子らで、ゲドル出身である。

8 ガド人からは、荒野の要塞へとダビデのもとに分かれて来た力ある勇士たち、戦いのための軍勢の人々、盾と槍を整える者たちがいた。彼らの顔は獅子の顔のようであり、山々の上を素早く駆ける麗しさのようであった。

9 エゼルは頭、オバデヤは第二、エリアブは第三。

10 ミシュマンナは第四、エレミヤは第五。

11 アッタイは六番目、エリエルは七番目。

12 エホハナンは八番目、エルザバデは九番目。

13 エレミヤは第十、マクバナイは第十一。

14 これらはガドの子らのうちの軍勢の頭たちである。最も小さい者は百人を、最も大きい者は千人を統率した。

15 これらは、第一の月にヨルダン川を渡った者たちである。その時、川はそのすべての堤を越えて満ちていた。彼らはすべての谷の者たちを、東と西へ追い払った。

16 ベニヤミンとユダの子らが、ダビデの要塞にまで来た。

17 ダビデは彼らの前に出て、答えて言われた、「もしあなたがたが私を助けるために平和をもって私のところに来たのなら、私の心はあなたがたと一緒になるであろう。しかし、もし私の手のひらに暴力がないのに、私の苦しみのために私を欺こうとして来たのなら、私たちの父の神が見て、裁かれるであろう」。

18 霊がアマサイを包んだ。彼は三十人の者たちのかしらであった。「ダビデよ、われわれはあなたのものだ。エッサイの子よ、われわれはあなたと共にいる。あなたに平和、あなたに平和、あなたを助ける者にも平和がある。あなたの神があなたを助けられたからだ。」そこでダビデは彼らを受け入れ、彼らを軍団の頭とした。

19 マナセからも、ダビデのもとに落ちて来た者たちがあった。彼がペリシテ人と共にサウルと戦うために来たとき、彼らは彼らを助けなかった。なぜなら、ペリシテ人の君侯たちが助言をもって彼を送り出して言ったからだ、「彼は我々のかしらとなって、その主サウルのもとに落ちるだろう」。

20 彼がツィケラグへ行ったとき、マナセからアドナ、ヨザバデ、エデイエル、ミカエル、ヨザバデ、エリフ、ツィルタイが彼のところに落ちて来た。彼らはマナセに属する千人隊の頭たちであった。

21 彼らはダビデと共に軍団を助けた。彼らはみな力ある勇士であり、軍勢の長官となった。

22 日々ダビデのもとに彼を助けるために来る者たちがいたが、それは神の陣営のような大きな陣営にまで及ぶ時であった。

23 これらの者たちは、軍勢の頭たちの数であり、ダビデのもとにヘブロンへ来て、サウルの王国を主の口に従って彼のものに移そうとした者たちである。

24 ユダの子らは、盾と槍を担う者たちで、軍勢の精鋭六千八百人であった。

25 シメオンの子らのうち、軍勢のために力ある勇士たち、七千一百人。

26 レビの子らのうち、四千六百人。

27 エホヤダはアロンの君主であり、彼と共に三千七百人がいた。

28 ザドクは力ある勇敢な少年であり、その父の家には二十二人の長官がいた。

29 ベニヤミンの子ら、すなわちサウルの兄弟たちのうちから三千人がいた。そして、これまでのところ、彼らの増し加わりはサウルの家の務めを守っていた。

30 エフライムの子らのうち、力ある勇士、その父の家の名のある人々、二万八百人。

31 マナセの杖の半分から、名によって指名された一万八千人、ダビデを王とするために来た者たち。

32 イッサカルの子らのうち、時を悟ってイスラエルが何をすべきかを知る者たちがいた。その頭は二百人で、その兄弟たちはすべて彼らの口に従った。

33 ゼブルンから出て軍勢に加わる者、すべての戦いの器を備えて戦いを整える者、五万人。彼らは二心なく、心を一つにして助けに来た。

34 ナフタリからは、長官一千人、そして彼らと共に盾と槍を持つ者が三万七千人いた。

35 ダニ人の中から、戦いの備えをする者が二万八千六百人いた。

36 アシェルから、戦いを整えるために軍勢に出る者が四万人いた。

37 ヨルダンの向こう側から、ルベン人とガド人とマナセの部族の半分が、戦いの軍勢のすべての器を携えて、十二万人いた。

38 これらのすべては戦いの人々で、軍勢を整える者たちであり、全き心をもってヘブロンに来て、すべてのイスラエルの上にダビデを王としようとした。また、すべてのイスラエルの残りの者も、ダビデを王とすることに心を一つにしていた。

39 彼らはそこでダビデと共に三日間、食べたり飲んだりした。彼らの兄弟たちが彼らのために備えていたからである。

40 また、彼らに近い者たち、イッサカル、ゼブルン、ナフタリまでが、ろば、らくだ、騾馬、牛に乗ってパン、食物、小麦粉、干しイチジクの菓子、干しぶどうの房、ぶどう酒、油、牛、羊の群れを多数もたらした。それはイスラエルに喜びがあったからである。

1 Chronicles 13

1 ダビデは、千人隊と百人隊の長官たち、すべての君主と相談された。

2 ダビデはイスラエルのすべての集会に言われた、「もしあなたがたに良いと思われ、私たちの神、主から出たことであるなら、私たちの兄弟であるイスラエルのすべての地に残っている者たちに、そして彼らとともに、その郊外地の町にいる祭司たちとレビ人たちに使いを送り、彼らが私たちのところに集まるようにしよう」。

3 私たちの神の箱を私たちのところへ持って来よう。私たちはサウルの日にはそれを求めて尋ねなかったからである。

4 すべての集会はそうすることを言った。なぜなら、その言葉がすべての民の目に正しかったからである。

5 ダビデは、エジプトのシホルからハマテの来る所まで、すべてのイスラエルを集められた。神の箱をキルヤテ・エアリムから運び込むために。

6 ダビデとすべてのイスラエルは、ユダに属するキルヤテ・エアリムにあるバアラに上って行った。そこから、ケルビムの上に座しておられる主なる神の箱を運び上るためであった。その箱には、主の名が呼び求められていた。

7 彼らは神の箱を新しい荷車に載せ、アビナダブの家から運び出した。ウザとアヒオはその荷車を導いた。

8 ダビデとすべてのイスラエルは、すべての力をもって神の前で楽しみ、歌と竪琴と瓶とタンバリンとシンバルとラッパをもって楽しんだ。

9 彼らはキドンの打ち場まで来た。ウザは牛が箱を揺り動かしたので、その箱を支えようと手を差し伸べた。

10 主の怒りがウザに対して燃え上がり、彼が箱に手を伸ばしたために、主は彼を打たれた。彼はそこで神の前に死んだ。

11 ダビデは怒った。主がウザに裂け目を造られたからである。彼はその場所をペレツ・ウザと呼び、今日に至るまでそう呼んでいる。

12 その日、ダビデは神を恐れ、言われた、「どうして神の箱を私のところへ持って来ることができようか」。

13 ダビデはその箱を自分のところ、ダビデの町へ移さず、それをギッティ人オベデ・エドムの家へ向かわせた。

14 神の箱はオベデ・エドムの家とともにその家に三か月とどまった。主はオベデ・エドムの家と、彼のすべてのものを祝福された。

1 Chronicles 14

1 ツロの王ヒラムは、使者をダビデのもとに遣わし、杉の木と、壁の職人と、木の職人を送って、彼のために家を建てさせた。

2 ダビデは、主がご自分の民イスラエルのために、ご自分の王国を高く上げられたので、自分がイスラエルの王とされたことを知った。

3 ダビデはさらにエルサレムで妻たちをめとり、ダビデはさらに子と娘たちをもうけた。

4 エルサレムで彼に生まれた者たちの名は、シャンムア、ショバブ、ナタン、ソロモンである。

5 イブハル、エリシュア、エリフェレテ。

6 ノガ、ネフェグ、ヤピア。

7 エリシャマ、ベエルヤダ、エリフェレテ。

8 ペリシテ人は、ダビデがすべてのイスラエルの王として油注がれたことを聞き、すべてのペリシテ人はダビデを求めて上って来た。ダビデはそれを聞いて、彼らの顔の前に出て行った。

9 ペリシテ人たちが来て、レファイムの谷に押し広がった。

10 ダビデは神に尋ねて言われた、「私はペリシテ人に攻め上るべきでしょうか。あなたは彼らを私の手に渡されますか」。主は彼に言われた、「上れ。わたしは彼らをあなたの手に渡す」。

11 彼らはバアル・ペラツィムに上って行った。そこでダビデは彼らを打ち破った。そしてダビデは言われた、「神は私の手によって、水の裂け目のように、私の敵を打ち破られた」。それゆえ、その場所の名はバアル・ペラツィムと呼ばれた。

12 彼らはそこに自分たちの神々を置き去りにした。ダビデは言われた、「それらは火で焼き尽くされた」。

13 ペリシテ人は再び来て、谷に広がった。

14 ダビデは再び神に伺いを立てた。すると神は彼に言われた、「彼らの後を追って上ってはならない。彼らから回り込んで、いちじく桑の木の正面から彼らに臨みなさい」。

15 そして、あなたがいちじく桑の木の頭の上を歩む音を聞くとき、そのときあなたは戦いに出るのだ。神があなたの前に出て、ペリシテ人の陣営を打つためである。

16 ダビデは神が彼に命じられたとおりに行い、彼らはギブオンからゲゼルに至るまでペリシテ人の陣営を打った。

17 ダビデの名はすべての地に広がり、主はその恐れをすべての国々の上に置かれた。

1 Chronicles 15

1 ダビデの町で自分のために家々を造り、神の箱のために場所を備え、そのために天幕を張った。

2 その時ダビデは言われた、「神の箱を運ぶのはレビ人だけである。なぜなら、主はレビ人を選んで、主の箱を運ばせ、永遠に仕えさせられたからである。

3 ダビデはすべてのイスラエルをエルサレムに集められた。主の箱を、彼がそのために備えた場所へ運び上げるためである。

4 ダビデはアロンの子らとレビ人たちを集められた。

5 コハテの子らについては、長官ウリエルとその兄弟たち、百二十人。

6 メラリの子らについては、長官アサヤとその兄弟たち、二百二十人。

7 ゲルションの子らについては、長官ヨエルとその兄弟たち、百三十人。

8 エリツァファンの子らの中から、長官シェマヤとその兄弟たち二百人。

9 ヘブロンの子らについては、長官エリエルとその兄弟たち、八十人。

10 ウジエルの子らについては、長官アミナダブとその兄弟たち、合わせて百十二人。

11 ダビデは祭司ザドクとアビアタル、およびレビ人ウリエル、アサヤ、ヨエル、シェマヤ、エリエル、アミナダブを呼んだ。

12 彼は彼らに言われた、「あなたがたはレビ人の父たちのかしらである。あなたがた自身とあなたがたの兄弟たちを聖別し、イスラエルの神、主の箱を、私がそのために備えた所へ運び上げなさい。

13 あなたがたが先にしなかったからだ。私たちの神、主が私たちのうちに裂け目を造られた。なぜなら、私たちは定められたさばきに従って彼を求めなかったからである。

14 祭司たちとレビ人たちは、イスラエルの神、主の箱を運び上げるために身を聖別した。

15 レビ人の子らは、神の箱を、主の言葉に従ってモーセが命じたとおりに、その肩に軛の棒を載せて担いだ。

16 ダビデはレビ人の長官たちに言われた、彼らの兄弟である歌う者たちを、歌の器、すなわち瓶と竪琴とシンバルをもって立たせ、声を高く上げて喜びをもって響かせるために。

17 レビ人は、ヨエルの子ヘマンと、その兄弟の中からベレクヤの子アサフと、その兄弟であるメラリの子らの中からクシャヤの子エタンを立てた。

18 彼らと共に、その兄弟たちの第二の者たち、ゼカリヤ、ベン、ヤアジエル、シェミラモテ、エヒエル、ウンニ、エリアブ、ベナヤ、マアセヤ、マッタテヤ、エリフェレフ、ミクネヤ、オベデ・エドム、エイエル、門番たち。

19 歌う者たち、ヘマン、アサフ、エタンは、青銅のシンバルで響かせるためにいた。

20 ゼカリヤ、アジエル、シェミラモテ、エヒエル、ウンニ、エリアブ、マアセヤ、ベナヤは、乙女たちの調べに合わせて瓶をもって奏でた。

21 マッタテヤ、エリフェレフ、ミクネヤ、オベデ・エドム、エイエル、アザズヤは、竪琴をもって、低音の調べに合わせて、指揮者として務めた。

22 ケナンヤはレビ人の長官で、重荷を担う者であった。彼は重荷について教えた。なぜなら、彼は理解していたからである。

23 ベレクヤとエルカナは、箱の門番であった。

24 シェバニヤ、ヨシャパテ、ネタンエル、アマサイ、ゼカリヤ、ベナヤ、エリエゼルという祭司たちは、神の箱の前でラッパを吹き鳴らした。オベデ・エドムとエヒヤは、箱の門番であった。

25 ダビデとイスラエルの長老たちと千人隊の長官たちは、主の契約の箱をオベデ・エドムの家から喜びをもって運び上るために行った。

26 神が主の契約の箱を担うレビ人を助けられたので、彼らは雄牛七頭と雄羊七頭をいけにえとして献げた。

27 ダビデは上等の亜麻布の外套をまとっていた。そして、箱を運ぶすべてのレビ人と、歌う者たち、また歌う者たちの重荷の長官であるケナンヤも同様であった。ダビデの上には亜麻布のエポデがあった。

28 すべてのイスラエルは、叫びと角笛の声とラッパとシンバルをもって、主の契約の箱を運び上げ、瓶と竪琴で響かせた。

29 主の契約の箱がダビデの町まで来たとき、サウルの娘ミカルは窓から眺めていて、王ダビデが跳ね回り、踊っているのを見て、心の中で彼を侮った。

1 Chronicles 16

1 彼らは神の箱を運び込み、ダビデがそのために張った天幕の真ん中にそれを据えた。そして彼らは神の前に全焼のいけにえと全焼のいけにえを献げた。

2 ダビデは全焼のいけにえと全焼のいけにえをささげ終えられたとき、主の名によって民を祝福された。

3 彼はイスラエルのすべての人に、人から女に至るまで、分け与えられた。人ごとにパン一かたまりと良い肉片と干しぶどう菓子を。

4 彼は主の箱の前に、レビ人たちを仕える者として置いた。それは、主イスラエルの神の名を呼び起こし、感謝し、賛美するためであった。

5 アサフはかしらであり、その第二はゼカリヤ、エイエル、シェミラモテ、エヒエル、マッタテヤ、エリアブ、ベナヤ、オベデ・エドム、エイエルであり、彼らは瓶の器と竪琴をもって（奏で）、アサフはシンバルをもって響かせた。

6 ベナヤとヤハジエル、祭司たちは、神の契約の箱の前で、常にラッパを吹き鳴らした。

7 その日、ダビデは初めて、主に感謝をささげるために、アサフとその兄弟たちの手によって、これを頭とした。

8 主に感謝せよ、その名を呼べ、諸国の民の間にその行いを知らせよ。

9 主に歌い、主にほめ歌を歌え。そのすべての奇しいわざについて語れ。

10 その聖なる名を誇れ。主を求める者の心は喜べ。

11 主とその力を求めよ。その顔を常に尋ね求めよ。

12 彼の行われた驚くべきわざ、そのしるしと、その口のさばきを覚えよ。

13 イスラエルのしもべの子孫よ、ヤコブの子ら、その選ばれた者よ。

14 主は私たちの神である。そのさばきはすべての地に及ぶ。

15 主の契約を永遠に覚えよ、その言葉は千代に命じられたものだ。

16 アブラハムと結ばれた契約、そしてイサクへのその誓い。

17 それをヤコブのために定めとされ、イスラエルのために永遠の契約とされた。

18 言われた、『あなたにカナンの地を与える、あなたがたの相続地の綱として。』

19 あなたがたが数のわずかな人々となり、少しで、その地に寄留していたとき、

20 彼らは国から国へ、王国から他の民へと渡り歩いた。

21 主は人に彼らを虐げることを許されず、彼らのゆえに王たちを責められた。

22 わたしの油注がれた者たちに触れるな。わたしの預言者たちに害を加えるな。

23 主に向かって歌え、地のすべてよ。日から日へとその救いを告げ知らせよ。

24 国々の間にその栄光を語れ、すべての民の間にその奇しいわざを。

25 主は大いなる方であり、大いに賛美されるべき方、すべての神々の上に恐るべき方である。

26 すべての民の神は偶像であり、主は天を造られた。

27 威光と威厳はその御前にある。力と喜びはその場所にある。

28 諸国の家族たちよ、主にささげよ。主に栄光と力をささげよ。

29 主にその御名の栄光を帰せよ。献げ物を携えて御前に進み、聖なるものの美しさをもって主にひれ伏せ。

30 全地よ、その御前で震えよ。世界も堅く立て、揺るぐことのないように。

31 天は喜び、地は歓べ。国々の中で「主が王となられた」と言え。

32 海は鳴り響き、その満ち満ちているものも。野とその中のすべては喜び躍る。

33 そのとき、森の木々は主の御顔の前に喜び歌う。主が地を裁くために来られるからだ。

34 主に感謝せよ、主は良い方である。その慈愛は永遠に続くからである。

35 そして言え、「我々の救いの神よ、我々を救い、我々を集め、諸国から我々を救い出してください。あなたの聖なる名に感謝し、あなたの賛美をもって誇るために。

36 主はイスラエルの神として、永遠から永遠までほめたたえられるように。そして、すべての民は「アーメン」と言い、主を賛美した。

37 彼はそこに、主の契約の箱の前に、アサフとその兄弟たちを残した。彼らが常に箱の前で仕え、その日のことに応じて毎日、その務めを行うためであった。

38 オベデ・エドムとその兄弟たちは六十八人、そしてエドトンの子オベデ・エドムとホサは門番として。

39 祭司ザドクとその兄弟である祭司たちを、ギブオンにある高台の主の幕屋の前に置かれた。

40 主への全焼のいけにえを、全焼のいけにえの祭壇の上で、常に朝と夕方にささげ、また、主がイスラエルに命じられた主の律法に記されているすべてのことを行うためであった。

41 彼らと共に、ヘマンとエドトン、そして名によって選ばれた残りの者たちが、主に感謝をささげるためにいた。その慈愛は永遠に続くからである。

42 彼らと共に、ヘマンとエドトンが、響かせるためのラッパとシンバル、そして神の歌の器を持っていた。また、エドトンの子らは門のためにいた。

43 すべての民はそれぞれ自分の家へ帰った。そしてダビデは自分の家を祝福するために向かった。

1 Chronicles 17

1 ダビデが自分の家に住んでいたとき、ダビデは預言者ナタンに言われた、「見よ、私は杉の家に住んでいるが、主の契約の箱は幕の下にある」。

2 ナタンはダビデに言った、「あなたの心にあることはすべて行いなさい。神があなたとともにおられるからです」。

3 その夜、神の言葉がナタンに臨んで言われた。

4 行け、そしてわたしのしもべダビデに言え。主はこう言われる。あなたがわたしのために住むための家を建てるのではない。

5 わたしは家に住んだことはない、イスラエルを導き上られた日から今日に至るまで。わたしは天幕から天幕へ、幕屋から幕屋へと移り住んだ。

6 わたしがすべてのイスラエルの中で歩いたすべての所で、わたしがわたしの民を牧するように命じたイスラエルのさばきづかさの一人に、言葉を語ったことがあるか。「なぜあなたがたは、わたしのために杉の家を建てなかったのか」と。

7 今、あなたはわたしのしもべダビデにこう言いなさい。万軍の主はこう言われた。『わたしはあなたを羊の群れの後ろの住まいから取り、わたしの民イスラエルの君主となるようにした。』

8 わたしはあなたとともにあり、あなたが歩んだすべての所で、あなたのすべての敵をあなたの前から断ち切った。そして、わたしはあなたのために、地にある大いなる者たちの名のような名をあなたに造った。

9 私はわが民イスラエルのために場所を備え、彼を植え、彼がそこに住むようにする。彼はもはや震えることはなく、不義の子らが以前のように彼を苦しめることはない。

10 そして、わたしがわたしの民イスラエルの上にさばき人たちを任命した日から、わたしはあなたのすべての敵を打ち負かした。また、わたしはあなたに告げた。主があなたのために家を建てられる。

11 あなたの日が満ちて、あなたの父たちと共に行くようになるとき、わたしはあなたの後に、あなたの子らの中から出るあなたの子孫を起こし、彼の王国を堅く立てる。

12 彼が私のために家を建てる。そして私は彼の王座を永遠に堅く立てる。

13 わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となる。わたしの慈愛を彼から取り去ることはない。あなたの前にあった者から取り去ったように。

14 わたしは彼をわたしの家とわたしの王国に永遠に立てる。彼の王座は永遠に堅く立つであろう。

15 このすべての言葉と、このすべての幻のとおりに、ナタンはダビデに語った。

16 王ダビデは入って来て、主の前に座した。そして言われた、「主なる神よ、私は何者でしょうか。私の家は何者でしょうか。あなたが私をここまで導かれたのですから。

17 この事はあなたの目には小さく見えましたが、神よ、あなたはあなたのしもべの家について遠い未来のことを語られ、私を高い人の領地の階段のように見てくださったのです。主なる神よ。

18 ダビデはあなたに何をさらに加えて、あなたのしもべを栄光にすることができましょうか。あなたはあなたのしもべを知っておられます。

19 主よ、あなたのしもべのために、またあなたの心のために、あなたはこのすべての威厳をなされ、すべての威厳を知らせてくださったのです。

20 主よ、あなたのような方はなく、あなたのほかに神はありません。私たちの耳で聞いたすべてのことにおいて。

21 地において一つの国であるあなたの民イスラエルのような者が誰かいるでしょうか。神が行かれたのは、ご自分のために民を贖い出し、あなたのために大いなる威厳と恐るべき御業の名を立てるためであり、あなたがエジプトから贖い出したあなたの民の前から諸国を追い出すためでした。

22 あなたはご自分の民イスラエルを、永遠にまでご自分の民としてくださいました。そして、主よ、あなたは彼らの神となられました。

23 今、主よ、あなたがあなたのしもべとその家について語られたその言葉が、永遠に堅く立てられますように。そして、あなたが語られたとおりに行ってください。

24 あなたの名は永遠に堅く立ち、大いなるものとなれますように。こう言われるのです。「万軍の主はイスラエルの神、イスラエルにとっての神である。そして、あなたのしもべダビデの家は、あなたの前に堅く立つであろう」と。

25 あなたは私の神であられ、あなたはあなたのしもべの耳を開かれて、彼のために家を建てることを告げられた。それゆえ、あなたのしもべはあなたの前に祈ることを見いだしたのです。

26 今、主よ、あなたこそ神です。あなたはこの良いことを、あなたのしもべについて語られました。

27 そして今、あなたはあなたのしもべの家を祝福して、それがあなたの前に永遠にあるようにすることを良しとされました。主よ、あなたが祝福されたので、それは永遠に祝福されています。
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1 その後、ダビデはペリシテ人を打ち、彼らを服従させた。そして、ペリシテ人の手からガテとその娘たちを取った。

2 彼はモアブを打ち破った。そしてモアブはダビデのしもべとなり、献げ物を携える者となった。

3 ダビデは、ハマテへ向かうツォバの王ハダデゼルを、その手をユーフラテス川に置こうとして行った時に、打ち破った。

4 ダビデは彼から戦車一千、騎兵七千、歩兵二万人を捕らえた。そしてダビデはすべての戦車の馬を不具にし、その中から百台の戦車だけを残した。

5 アラム・ダマスコがツォバの王ハダデゼルを助けに来たので、ダビデはアラムの二万二千人の人を打った。

6 ダビデはアラム・ダマスコに守備隊を置き、アラムはダビデのしもべとなって献げ物を納めた。主はダビデが行くすべての道で彼に勝利を与えられた。

7 ダビデは、ハダデゼルのしもべたちの上にあった金の盾を取り、それらをエルサレムに持って来た。

8 テバテとクンの町々から、ハダデゼルのものから、ダビデは非常に多くの青銅を取った。それでソロモンは青銅の海と柱と青銅の器を造った。

9 トイ、ハマテの王は、ダビデがツォバの王ハダデゼルのすべての城壁を打ち破ったことを聞いた。

10 ハドラムをその子をダビデ王のもとに遣わし、彼の平和を尋ね、彼を祝福させた。それは、彼がハダデゼルと戦って彼を打ち負かしたからである。ハダデゼルはトイの戦いの人のようであった。そして、金、銀、青銅のすべての器を。

11 王ダビデは、それらをも主に聖別された。彼がすべての国々から、すなわちエドムから、モアブから、アンモンの子らから、ペリシテ人から、アマレクから携え上った銀と金とともに。

12 アビシャイ、ツェルヤの子は、塩の谷でエドムを一万八千人打った。

13 彼はエドムに駐屯軍を置き、エドムのすべてはダビデのしもべとなった。主はダビデを、その行くすべての所で救われた。

14 ダビデはすべてのイスラエルの王となり、そのすべての民にさばきと義を行った。

15 ヨアブはツェルヤの子で、軍勢の上にいた。ヨシャパテはアヒルデの子で、記録官であった。

16 ザドクはアヒトブの子、アビメレクはアビアタルの子、彼らは祭司であり、シャブシャは書記官であった。

17 ベナヤはエホヤダの子で、ケレテ人とペレテ人の上に立ち、ダビデの子らは王の手にあった。
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1 その後、アンモンの子らの王ナハシュが死んだ。そして、その子が彼の代わりに王となった。

2 ダビデは言われた、「わたしはナハシュの子ハヌンに慈愛を示そう。彼の父がわたしに慈愛を示したからだ」。そしてダビデは、父のことで彼を慰めるために使者を遣わされた。ダビデのしもべたちは、アンモンの子らの地のハヌンのもとに来て、彼を慰めた。

3 アンモンの子らの長官たちはハヌンに言った、「あなたの父をダビデが敬っているのは、あなたの目にはそう見えるのか。彼が慰め手をあなたに遣わしたのは、地を探り、くつがえし、探検するために、彼のしもべたちがあなたのところに来たのではないか」。

4 ハヌンはダビデのしもべたちを捕らえ、彼らのひげをそり落とし、彼らの衣服を臀部まで半分に切り裂き、彼らを送り返した。

5 彼らは行って、その人々のことでダビデに告げた。ダビデは彼らを迎えに人を遣わした。その人々は非常に恥じ入っていたからである。王は言われた、「あなたがたのひげが生えるまでエリコに留まり、それから帰りなさい」。

6 アンモンの子らは、自分たちがダビデに対して忌み嫌われる者となったのを見て、ハヌンとアンモンの子らは、銀一千タラントを送り、アラム・ナハライムとアラム・マアカとツォバから、戦車と騎兵を自分たちのために雇った。

7 彼らは自分のために戦車三万二千台と、マアカの王とその民を雇い寄せ、来てメデバの前に陣を張った。アンモンの子らもその町々から集まり、戦いのために来た。

8 ダビデはこれを聞き、ヨアブとすべての勇士の軍勢を送った。

9 アンモンの子らは出て来て、町の入口で戦いの備えをし、来た王たちは野で単独でいた。

10 ヨアブは、戦いの顔が自分に向かって前とうしろにあるのを見た。そして、イスラエルのすべての選りすぐりの者の中から選び、アラムに向かって陣を敷いた。

11 残りの民は、彼の兄弟アビシャイの手に渡された。彼らはアンモンの子らに向かって陣を敷いた。

12 もしアラムが私よりも強いなら、あなたは私にとって救いとなるであろう。もしアンモンの子らがあなたよりも強いなら、私はあなたを救おう。

13 強くあれ、そして我々の民のため、我々の神の町々のために自らを強くしよう。主は御目にかなうことを行われる。

14 ヨアブと彼と共にいた民は、アラムの前に進み出て戦いを挑んだが、彼らはその前から逃げ去った。

15 アンモンの子らは、アラムが逃げたのを見て、彼らもまたその兄弟アビシャイの前から逃げ、町に入った。そしてヨアブはエルサレムに帰った。

16 アラムはイスラエルの前に敗れたのを見て、使者を遣わし、川の向こう側にいるアラムを連れ出した。そして、ハダデゼルの軍勢の長官ショファクが彼らの前にいた。

17 ダビデに知らせが届き、彼はすべてのイスラエルを集め、ヨルダンを渡り、彼らのところへ来て、彼らに向かって陣を敷いた。ダビデはアラムに立ち向かって戦いを整え、彼らは彼と戦った。

18 アラムはイスラエルの前から逃げ、ダビデはアラムの戦車七千と歩兵四万人を殺した。また、軍勢の長官ショファクをも殺した。

19 ハダデゼルのしもべたちは、イスラエルの前に打ち負かされたのを見て、ダビデと和を講じ、彼に仕えた。そしてアラムは、もはやアンモンの子らを助けることを望まなかった。
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1 年の帰りの時、王たちが出て行く時になって、ヨアブは軍勢の城壁を率いて、アンモンの子らの地を荒らし、来てラバを包囲した。ダビデはエルサレムに座していた。ヨアブはラバを打って、それを破壊した。

2 ダビデは彼らの王の冠をその頭から取り、その重さが金一タラントであるのを見いだした。その冠には宝石がはめられており、それはダビデの頭の上に置かれた。彼はまた、その町の戦利品を非常に多く持ち出した。

3 その町の中の民を連れ出し、のこぎりと鉄のチーズ切りと、のこぎりで彼らを切った。ダビデはアンモンの子らのすべての町にも同じようにした。そしてダビデとすべての民はエルサレムに帰った。

4 その後、ゲゼルでペリシテ人との戦いが起こった。その時、フシャテ人シブカイが、レファイムの生まれ子であるシパイを打ち、彼らは屈服した。

5 またペリシテ人との戦いが続いた。そのとき、ヤイルの子エルハナンが、ギッティ人ゴリアテの兄弟ラフミを打ち殺した。彼の槍の木は、織り手の梁のようであった。

6 またガテで戦いがあった。そこに寸法の大きな人がいた。その指は六本ずつで、合わせて二十四本あった。彼もまたレファイムに生まれた者であった。

7 彼はイスラエルを嘲ったが、ダビデの兄弟シメアの子ヨナタンが彼を打ち殺した。

8 この者たちはレファイムに生まれた者で、ガテで生まれた。彼らはダビデの手とそのしもべたちの手に倒れた。
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1 敵対者がイスラエルに立ち、ダビデをそそのかしてイスラエルを数えさせた。

2 ダビデはヨアブと民の長官たちに言われた、「行って、ベエル・シェバからダンまでイスラエルを数え、私のところに持って来なさい。そうすれば、私は彼らの数を知ろう」。

3 ヨアブは言った、「主がその民を、今の百倍に増やされるように。わが主、王よ、彼らはみな、わが主のしもべではありませんか。なぜわが主はこのことを求めるのですか。なぜそれがイスラエルの罪過となるのですか。

4 王の言葉はヨアブに勝って強かった。そこでヨアブは出て行き、イスラエルのすべてを巡り歩いて、エルサレムに帰って来た。

5 ヨアブは民の任命の場所の数をダビデに渡した。そして、イスラエルのすべては、剣を抜く人百万人と十万人、ユダは、剣を抜く人四十七万人であった。

6 レビとベニヤミンは、その真ん中に数えられなかった。王の言葉がヨアブにとって忌み嫌われたからである。

7 この言葉が神の目に悪と見られたので、神はイスラエルを打たれた。

8 ダビデは神に言われた、「私はこのことをしたことで、非常に罪を犯しました。どうか今、あなたのしもべの咎を取り去ってください。私は非常に愚かでしたから」。

9 主はダビデの預言者ガドに言われた。

10 行け、ダビデに言え。『主はこう言われる。三つのものを、わたしはあなたの上に下す。あなたはそのうちの一つを選び、わたしはそれをあなたに為そう。』

11 ガドはダビデのところに来て、彼に言った。「主はこう言われる。あなたのために選びなさい。

12 三年の飢饉か、あるいはあなたの苦しみの面の前に三か月滅ぼされ、あなたの敵の剣が追いかけるか、あるいは三日の間、主の剣と地に疫病があり、主の御使いがイスラエルのすべての境界で滅ぼすか。今、私を遣わした方に何と答えるべきか、見なさい。

13 ダビデはガドに言われた、「私にとっては非常に苦しいことです。どうか、主の手に落ちさせてください。主のあわれみは非常に豊かですから。人の手には、どうか落ちさせないでください。

14 主はイスラエルに疫病を下された。そしてイスラエルから七万人の人が倒れた。

15 神はエルサレムを滅ぼすために御使いを送られた。そして、滅ぼしているとき、主は見て、その悪について悔やまれ、滅ぼす御使いに言われた、「もう十分だ。今、あなたの手を緩めよ」。主の御使いはエブス人オルナンの打ち場のそばに立っていた。

16 ダビデは目を上げて、主の御使いが地と天の間に立ち、その手に抜かれた剣をエルサレムに向けて差し伸べているのを見た。そしてダビデと長老たちは荒布を身にまとい、顔を地に伏せて倒れた。

17 ダビデは神に言われた、「私が民を数えることを言ったのではありませんか。そして、私こそ罪を犯し、悪を行った者です。しかし、この羊の群れは何をしたのでしょうか。私の神、主よ、どうかあなたの手を私と私の父の家に向け、あなたの民には疫病を下さないでください。

18 主の御使いはガドに言われた、「ダビデに告げよ、ダビデはエブス人オルナンの打ち場に上って、主のために祭壇を築き上げよ、と」。

19 ダビデは、主の名によって語ったガドの言葉に従って上って行った。

20 オルナンは戻って、御使いを見た。彼の四人の子は彼と共に身を隠していた。オルナンは小麦を打っていた。

21 ダビデがオルナンのところに来た。オルナンは見て、ダビデを見た。彼は打ち場から出て、ダビデの前に地に顔を伏せてひれ伏した。

22 ダビデはオルナンに言った、「打ち場の場所を私に与えよ。私はそこに主のために祭壇を築く。満額の銀でそれを私に与えよ。そうすれば疫病が民の上から止まるであろう」。

23 オルナンはダビデに言った、「どうか、あなたのものとしてお取りください。わが主である王が、その目にかなうことをなさってください。ご覧ください。全焼のいけにえのための牛、木のための打穀機、献げ物のための小麦を、私は差し出しました。すべてを差し出しました。

24 王ダビデはオルナンに言われた、「いいえ、私は必ず十分な銀で買います。あなたのものを主にささげ、ただで全焼のいけにえをささげることはしません」。

25 ダビデはその場所でオルナンに金のシェケル六百の重さを与えた。

26 ダビデはそこに主のために祭壇を築き、全焼のいけにえと全焼のいけにえをささげた。そして主に呼び求めたところ、主は天から火をもって彼に答えられ、全焼のいけにえの祭壇の上に臨まれた。

27 主は御使いに言われ、御使いはその剣を鞘に収めた。

28 その時、ダビデは主がエブス人オルナンの打ち場で彼に答えられたのを見て、そこにいけにえを献げた。

29 主の幕屋は、モーセが荒野で造ったものであり、全焼のいけにえの祭壇もその時にあった。それはギブオンの高台にあった。

30 ダビデは神に伺うためにその前に行くことができなかった。主の御使いの剣の前でおののいたからである。
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1 ダビデは言われた、「これは神である主の家であり、これはイスラエルのための全焼のいけにえの祭壇である」。

2 ダビデはイスラエルの地にいる寄留者たちを集めるように言われた。そして、神の家を建てるために切り石を切り出す石工たちを立てられた。

3 ダビデは門の戸の釘と結合のために多数の鉄を備え、青銅も多数、その重さは計り知れなかった。

4 杉の木は数えきれないほどあった。シドン人とツロ人が杉の木を多数ダビデのもとに運び込んだからである。

5 ダビデは言われた、「わが子ソロモンは少年で柔らかく、主のために建てる宮は、すべての地の前で名と栄光のために、はるかに高くすばらしいものとすべきである。それゆえ、私は彼のために備えをしよう」。そしてダビデは自分の死の前に、多数のものを備えた。

6 彼はその子ソロモンを呼び、イスラエルの神、主のために家を建てることを彼に命じた。

7 ダビデはその子ソロモンに言われた、「わが心には、わが神、主の名のために家を建てることがあった」。

8 主の言葉が私に臨んで言われた、「あなたは血を多数流し、大きな戦いをした。あなたはわたしの名のために家を建ててはならない。あなたはわたしの前に地に多くの血を流したからである」。

9 見よ、あなたに子が生まれる。彼は憩いの人となるであろう。わたしは彼に、周囲のすべての敵から休みを与える。なぜなら、彼の名はソロモンとなり、彼の日に、わたしはイスラエルの上に平和と静けさを与えるからである。

10 彼はわたしの名のために家を建てる。彼はわたしにとって子となり、わたしは彼にとって父となる。わたしは彼の王国の王座をイスラエルの上に永遠に堅く立てる。

11 今や、わが子よ、主があなたとともにおられるように。そして、あなたは栄え、あなたの神、主の家を建てるであろう。主があなたについて語られたとおりに。

12 主があなたに知恵と悟りを与えられ、イスラエルを治めるようにあなたに命じられ、あなたの神、主の律法を守るようにされるように。

13 そのとき、あなたは成功する。もし主がモーセを通してイスラエルに命じられた定めとさばきを守り行うならば。強くあれ、勇気を出せ。恐れるな、おののくな。

14 見よ、私の苦しみの中で、私は主の家のために金十万タラントと銀千千タラントを備え、青銅と鉄には重さがなかった。それは多数に及んだからである。また、木と石も備えた。あなたはそれに加えるであろう。

15 あなたとともに、多数の仕事をする者たち、石を切り出す者たち、石と木の職人たち、そしてすべての仕事におけるすべての賢い者たちがいる。

16 金にも銀にも青銅にも鉄にも数はない。立ち上がって行いなさい。主があなたとともにおられるように。

17 ダビデは、その子ソロモンを助けるように、イスラエルのすべての長官たちに命じた。

18 あなたがたの神、主はあなたがたと共におられ、周囲からあなたがたに安息を与えられた。なぜなら、主はこの地の住民をわたしの手に渡され、この地は主の前とその民の前に征服されたからである。

19 今、あなたがたの心と命を、あなたがたの神、主を求めることに向けなさい。そして、立ち上がって、神、主の聖所を建てなさい。主の契約の箱と、神の聖なるものの器を、主の名のために建てられる家に運び込むために。
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1 ダビデは年老いて日々に満ちていた。彼はその子ソロモンをイスラエルの上に王とした。

2 彼はイスラエルのすべての長官たち、祭司たち、レビ人たちを集められた。

3 レビ人は三十歳以上の者から数えられ、その頭蓋骨による数は男で三万八千であった。

4 これらのうち、主の家の仕事を監督するために、二万四千人、また役人と裁判官として六千人。

5 四千人は門番となり、四千人は主を賛美する者となり、わたしが賛美のために造った器をもって主を賛美した。

6 ダビデは彼らをレビの子ら、すなわちゲルショム、コハテ、メラリのために割り当てに分けた。

7 ゲルション人については、ラダンとシメイ。

8 ラダンの子らは、かしらエヒエル、ゼタム、ヨエルの三人である。

9 シメイの子らは、シェロモテとハジエルとハランとの三人。これらはラダン氏族の父祖たちのかしらである。

10 シメイの子らは、ヤハト、ジナ、エウシュ、ベリア。これらはシメイの子らで、四人である。

11 ヤハトがかしらとなり、ジザが二番目となった。エウシュとベリアは子を多く持たず、父の家として一つの監督の組となった。

12 コハテの子は、アムラム、イツハル、ヘブロン、ウジエルである。四人である。

13 アムラムの子はアロンとモーセであった。アロンは、彼とその子らが永遠に主の前に香を焚き、主に仕え、その名によって祝福するために、最も聖なる聖なるものとして聖別された。

14 神の人モーセの子らは、レビの杖の名をもって呼ばれた。

15 モーセの子らは、ゲルショムとエリエゼルである。

16 ゲルショムの子はシェブエルで、頭であった。

17 エリエゼルの子らは、頭はレハブヤであった。エリエゼルには他の子らはなかった。レハブヤの子らは非常に多くなった。

18 イツハルの子らは、シェロミトがかしらであった。

19 ヘブロンの子らは、頭はエリヤ、第二はアマルヤ、第三はヤハジエル、第四はエカムアムであった。

20 ウジエルの子は、かしらがミカ、次がイシヤ。

21 メラリの子はマフリとムシ。マフリの子はエレアザルとキシュ。

22 エレアザルは死んだが、彼には子がなく、ただ娘たちだけがあった。そして、彼らの兄弟であるキシュの子たちが彼女たちをめとった。

23 ムシの子らは、マフリとエデルとエリモテの三人である。

24 これは、その父祖の家によるレビの子らであり、数えられた者たちの名による頭蓋骨の数に従って、主の家の奉仕のための仕事を行う者たち、すなわち二十歳以上の者たちである。

25 ダビデは言われた、「主なるイスラエルの神は、その民のために安息を与えられ、エルサレムに永遠に住まわれた」。

26 またレビ人には、幕屋とそのすべての器を奉仕のために運ぶことはなかった。

27 ダビデの最後の言葉によって、レビ人の子らの数は、二十歳から上に数えられた。

28 彼らの地位はアロンの子らの手のそばにあり、主の家の奉仕のために、中庭と小部屋の上に、そしてすべての聖なるもののきよめの上に、また神の家の奉仕のわざのためにあった。

29 彼らは並べたもののパン、献げ物のための薄力粉、種なしパンの薄焼きパン、焼き板で焼くもの、混ぜて焼くもの、そしてすべてのますりと寸法のために任されていた。

30 朝ごとに立ち、朝ごとに主に感謝し、賛美するためであり、夕方にも同様にした。

31 すべての全焼のいけにえを主にささげることについて、安息日、月、定めの時ごとに、その数にしたがって、常に主の前に、彼らの上に定められたさばきのとおりに。

32 定めの時の天幕の務めと、聖なるものの務め、および彼らの兄弟であるアロンの子らの務めを守り、主の家の奉仕に当たった。
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1 アロンの子らの割り当ては次のとおりである。アロンの子らは、ナダブとアビフ、エレアザルとイタマルである。

2 ナダブとアビフは父の前で死んだ。彼らには子がいなかった。エレアザルとイタマルが祭司の務めを行った。

3 ダビデとザドクはエレアザルの子らから、アヒメレクはイタマルの子らから、彼らをその監督のもとでその奉仕のために分けた。

4 エレアザルの子らは、イタマルの子らよりも男たちの頭となる者として多く見いだされた。そこで彼らは、エレアザルの子らに父の家の頭として十六人を、イタマルの子らにその父の家として八人を分け与えた。

5 彼らは、これらとこれらをくじで分けた。彼らは聖なるものの長官であり、神の長官であったからである。エレアザルの子らとイタマルの子らのうちから。

6 シェマヤ、ネタンエルの子、レビ人の中の書記官は、王と長官たちと、祭司ザドクと、アビアタルの子アヒメレクと、祭司たちとレビ人たちの父の家のかしらたちの前に書き記した。父の家の一つはエレアザルのためにくじで取られ、もう一つのくじはイタマルのために取られた。

7 最初のくじはエホヤリブに、第二のくじはエダヤに出た。

8 ハリムが第三、セオリムが第四。

9 第六はマルキヤ、第七はミヤミン。

10 コズは第七、アビヤは第八。

11 エシュアに第九、シェカニヤに第十。

12 エリヤシブに第十一、ヤキムに第十二。

13 フッパに第十三、エシェブアブに第十四。

14 ビルガは十五番目、インメルは十六番目。

15 ヘジルに第七番、ピツェツに第八番。

16 ペタフヤに十九番目、エゼキエルに二十番目。

17 ヤキンに二十一番、ガムルに二十二番。

18 デラヤに第二十三、マアジヤに第二十四。

19 これは彼らの監督であり、彼らの奉仕のためのものであった。すなわち、彼らの父アロンの手によって主の家に入ることであり、彼らのさばきに従って、イスラエルの神である主が彼に命じられたとおりである。

20 レビの残りの子らについては、アムラムの子らはシェブエル、シェブエルの子らはエフディヤ。

21 レハブヤについては、レハブヤの子らの頭はイシヤ。

22 イズハルびとについてはシェロモテ、シェロモテの子らはヤハト。

23 子らはエリヤ、第二はアマルヤ、第三はヤハジエル、第四はエカムアム。

24 ウジエルの子はミカ、ミカの子はシャミル。

25 ミカの兄弟イシヤ。イシヤの子らにはゼカリヤ。

26 メラリの子らはマフリとムシ、その子ヤアジヤの子らである。

27 メラリの子らは、その子ヤアジヤ、ショハム、ザックル、イブリ。

28 マフリにはエレアザルがいたが、彼には子がいなかった。

29 キシュの子、エラフメエル。

30 ムシの子らは、マフリとエデルとエリモテ。これらは、その父祖の家によるレビ人の子らである。

31 彼らもまた、彼らの兄弟であるアロンの子らに並びに、王ダビデの前、およびザドクとアヒメレクと、祭司とレビ人の父たちの頭たちの前で、くじを投げた。父の頭は、その年の若い兄弟に並びに。
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1 ダビデと軍勢の長官たちは、アサフとヘマンとエドトンの子らを、竪琴と瓶とシンバルで預言者として奉仕するために分け隔てた。そして彼らの数は、その奉仕の仕事に当たる人々であった。

2 アサフの子ら、すなわちザックル、ヨセフ、ネタニヤ、アサレラはアサフの子らであり、王の手によって預言したアサフの手にあった。

3 エドトンについて、エドトンの子ら、ゲダルヤとツェリとイザヤとハシャブヤとマッタテヤの六人は、その父エドトンの手によって竪琴をもって預言し、主に感謝と賛美をささげた。

4 ヘマンについて、ヘマンの子らは、ブッキヤ、マッタンヤ、ウジエル、シェブエル、エリモテ、ハナニヤ、ハナニ、エリアタ、ギダルティ、ロマムテ・エゼル、ヨシュベカシャ、マロティ、ホティル、マハジオテであった。

5 これらのすべては、王の預言者であるヘマンの子らであり、神の言葉によって角を高く上げる者であった。神はヘマンに十四人の子と三人の娘を与えられた。

6 これらのすべては、父の手によって、主の宮の歌、すなわちシンバル、瓶、竪琴をもって、神の宮の奉仕のためにあった。王の手によって、アサフ、エドトン、ヘマンがいた。

7 彼らの数は、その兄弟たちとともに、主のために歌を教えられた者たち、すべての理解ある者の数は二百八十八人であった。

8 くじを投げて務めを分けた。小さい者も大きい者も並びに、理解のある者も学者も。

9 最初のくじはアサフのためにヨセフに当たり、第二はゲダルヤで、彼とその兄弟とその子らは十二人であった。

10 第三はザックル、その子と兄弟は十二人。

11 第四はイツリ、その子と兄弟たち、十二人。

12 第五はネタニヤ、その子と兄弟たちは十二人。

13 第六はブッキヤ、その子らとその兄弟たち、十二人。

14 第七はエシュレラ、その子たちとその兄弟たち、十二人。

15 第八はイザヤ、その子らとその兄弟たち、合わせて十二人。

16 第九はマッタンヤ、その子らとその兄弟たち、十二人。

17 第十はシメイ、その子と兄弟たち、十二人。

18 第十一はアザルエル、その子とその兄弟たちは十二人。

19 第十二番はハシャブヤ、その子と兄弟たちは十二人。

20 第十三はシェブエル、その子とその兄弟たちは十二人。

21 第十四はマッタテヤ、その子らとその兄弟たちは十二人。

22 第十五はエリモテ、その子と兄弟たち、十二人。

23 第十六はハナニヤ、その子と兄弟は十二人。

24 十七番目はヨシュベカシャ、その子たちと兄弟たちは十二人。

25 第十八番はハナニ、その子と兄弟は十二人。

26 マロティのために、その子らとその兄弟たちは十二人。

27 第二十はエリアタ、その子と兄弟たち、十二人。

28 第二十一番はホティル、その子と兄弟たちは十二人。

29 第二十二番はギダルティに、その子と兄弟たちは十二人。

30 第二十三はマハジオテに、その子らと兄弟たちは十二人。

31 第二十四番はロマムテ・エゼル、その子らと兄弟たちは十二人。
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1 門番の割り当てについて、コラ人の中から、アサフの子らのうちのコレの子メシェレミヤ。

2 メシェレミヤに子たちがあった。ゼカリヤは長子、エデイエルは次男、ゼバデヤは三男、ヤトニエルは四男。

3 エラムは五番目、エホハナンは六番目、エリエホエナイは七番目。

4 オベデ・エドムに子たちがあった。長子はシェマヤ、次はエホザバデ、三番目はヨア、四番目はサカル、五番目はネタンエル。

5 六番目はアミエル、七番目はイッサカル、八番目はペウルタイ。神が彼を祝福されたからである。

6 シェマヤの子には、その父の家を支配する子らが生まれた。彼らは力ある勇士であったからである。

7 シェマヤの子らは、オテニ、レファエル、オベデ、エルザバデ、その兄弟たち、力ある者たち、エリフとセマクヤであった。

8 これらのすべては、オベデ・エドムの子らであり、彼ら自身とその子らとその兄弟たちは、奉仕のための力において力ある者たちであった。オベデ・エドムには六十二人いた。

9 メシェレミヤには、力ある子らと兄弟たちが十八人いた。

10 ホサについては、メラリの子らのうちに子らがあった。頭はシムリであった。彼は長子ではなかったが、彼の父は彼を頭とした。

11 ヒルキヤが第二、テバルヤが第三、ゼカリヤが第四であり、ホサのすべての子と兄弟は十三人であった。

12 これらの者たちには、門番の割り当てがあり、男たちの頭たちに、その兄弟たちの務めに並びに、主の家で仕えるためのものであった。

13 彼らは、小さい者も大きい者も、その父の家ごとに、門ごとに、くじを投げた。

14 くじは東に、シェレミヤに当たった。そして、その子ゼカリヤは知恵をもってくじを引いた。彼のくじは北に出た。

15 オベデ・エドムにはネゲブ、その子らには集めの家。

16 シュピムとホサには西、シャレケテの門と共に、上る大路に、見張りは見張りに並びに。

17 東にはレビ人が六人、北には毎日四人、ネゲブには毎日四人、そして集めには二人ずつ。

18 パルバルについては西側に四人、大路については二人、パルバルについては二人。

19 これらは門番の割り当てであり、コラ人の子らとメラリの子らのためのものである。

20 レビ人アヒヤは、神の家の宝物庫と聖なるものの宝物庫を任されていた。

21 ラダンの子ら、すなわちゲルション人の子ら。ラダンについては、父祖たちのかしら、ゲルション人ラダンのエヒエリ。

22 エヒエリの子らは、ゼタムとその兄弟ヨエルで、主の家の宝物庫を任されていた。

23 アムラムびと、イズハルびと、ヘブロン人、ウジエルびと。

24 シェブエルはゲルショムの子、モーセの子で、宝物庫の君主であった。

25 その兄弟たち、すなわちエリエゼルの子レハブヤ、その子イザヤ、その子ヨラム、その子ジクリ、その子シェロモテ。

26 このシェロモテとその兄弟たちは、すべての聖なるものの宝物庫を任されていた。それは、ダビデ王と父祖たちのかしらたち、すなわち千人隊の長官たちと百人隊の長官たち、そして軍勢の長官たちが聖別したものであった。

27 戦いから、また戦利品から、彼らは主の家を強めるために聖別した。

28 見る者サムエルと、キシュの子サウルと、ネルの子アブネルと、ツェルヤの子ヨアブが聖別したすべてのもの、すなわち、シェロミトとその兄弟たちの手を通して聖別されたすべてのもの。

29 イズハルびとについては、ケナンヤとその子らが、イスラエルに対する外の仕事のために、係官および裁判官として任じられた。

30 ヘブロン人については、ハシャブヤとその兄弟たち、力ある者たち、千人七百人が、ヨルダンの向こう側、西側におけるイスラエルの監督の任に当たり、主のすべての仕事と王への奉仕のためにいた。

31 ヘブロン人については、かしらはエリヤであった。ヘブロン人はその系図により、父たちに従って調べられた。ダビデの王国の第四十年に、彼らの中に力ある勇士たちがヤゼル・ギレアデで見いだされた。

32 その兄弟たちは力ある者たちで、二千七百人の父祖の家の頭たちであった。ダビデ王は彼らを、ルベン人とガド人とマナセ族の半分の部族の上に、神のすべての言葉と王の言葉のために任命された。
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1 イスラエルの子らの数によれば、父の家の頭たち、千人の長官、百人の長官、および彼らの係官たちで、王に仕え、月ごとに、年のすべての月について、来るものと出て行くもののすべての割り当てのことに当たる者たちがいた。一つの割り当ては二万四千人であった。

2 第一の月の最初の割り当てについては、ザブディエルの子ヤショブアムがその長であり、彼の割り当てには二万四千人がいた。

3 ペレツの子らのうち、すべての軍勢の長官のかしらは、第一の月のための者であった。

4 第二の月の割り当てについては、アホヒ人ドダイとその割り当て、および君主ミクロテが担当した。彼の割り当てには二万四千人がいた。

5 第三の月の軍勢の長官は、祭司エホヤダの子ベナヤで、頭であった。彼の割り当てには二万四千人がいた。

6 このベナヤは三十人の中の勇士で、三十人の上に立っていた。彼の割り当ては、その子アミザバデが率いた。

7 第四の月の第四の将校は、ヨアブの兄弟アサエルであり、彼の後にその子ゼバデヤが続いた。彼の割り当ては二万四千人であった。

8 第五の月の第五の長官は、イズラフ人シャムフテであり、その割り当てには二万四千人がいた。

9 第六の月の第六の月に、テコア人イケシュの子イラがいた。彼の割り当てには二万四千人がいた。

10 第七の月の第七の者、エフライムの子らのうちのペロニ人ヘレツ。その割り当てには二万四千人。

11 第八の月の第八の月の担当は、ゼラフ人フシャテ人のシブカイであり、彼の割り当てには二万四千人がいた。

12 第九の月の第九の月のために、アナトテ人のアビエゼル、ベニヤミン人の子、右の者。彼の割り当てには二万四千人。

13 第十の月の第十の月のために、ネトファ人マハライ、ゼラフ人。彼の割り当ては二万四千人であった。

14 第十一月、第十一月の長はピラトン人ベナヤ、エフライムの子らから出た者。彼の割り当てには二万四千があった。

15 第十二の月のために、十二番目の月には、ネトファ人ヘルダイがオトニエルのために、その割り当てには二万四千人。

16 イスラエルの部族については、ルベン人の君主はジクリの子エリエゼル、シメオン人についてはマアカの子シェファテヤ。

17 レビ人については、ハシャブヤ、ケムエルの子。アロンについては、ザドク。

18 ユダについては、ダビデの兄弟の一人であるエリフ。イッサカルについては、ミカエルの子オムリ。

19 ゼブルンには、オバデヤの子イシュマヤ。ナフタリには、アズリエルの子エリモテ。

20 エフライムの子らには、アザズヤの子ホセア。マナセの杖の半分には、ペダヤの子ヨエル。

21 マナセの半分のギレアデについては、ゼカリヤの子イド。ベニヤミンについては、アブネルの子ヤアシエル。

22 ダンのために、エロハムの子アザルエル。これらはイスラエルの杖の長官たちである。

23 ダビデは二十歳以下の者の数を数えなかった。主がイスラエルを天の星のように多くすると言われたからである。

24 ツェルヤの子ヨアブは数えることを始めたが、終えなかった。そして、このことのためにイスラエルに激しい怒りが臨んだ。その数は、王ダビデの日のことの数には上がらなかった。

25 王の宝物庫を任されたのはアディエルの子アズマベテであり、野にある宝物庫、町々、村々、塔々を任されたのはウジヤの子ヨナタンであった。

26 野の仕事、地の奉仕を行う者たちの上には、ケルブの子エズリがいた。

27 ぶどう園の上にはラマテ人シメイ、ぶどう園の中のぶどう酒の宝物庫の上にはシフミ人ザブディ。

28 低地にあるオリーブといちじく桑については、ゲデリ人バアル・ハナンが任され、油の宝物庫についてはヨアシュが任された。

29 シャロンで飼われている牛の係は、シャロン人シテライ。谷にいる牛の係は、アドライの子シャファト。

30 らくだの係はイシュマエル人オビル、雌ロバの係はメロノテ人エフディヤであった。

31 羊の群れについては、ハガリ人ヤジズが担当した。これらすべては、王ダビデの財産の長官たちであった。

32 ダビデの愛する者ヨナタンは、助言者であり、悟りのある人で、書記官でもあった。ハクモニの子エヒエルは、王の子たちと共にいた。

33 アヒトフェルは王の相談役であり、アルキ人フシャイは王の友であった。

34 アヒトフェルの後には、ベナヤの子エホヤダとアビアタルがおり、王の軍勢の長官はヨアブであった。

1 Chronicles 28

1 ダビデはイスラエルのすべての長官たち、すなわち杖の長官たち、王に仕える割り当ての長官たち、千人隊の長官たち、百人隊の長官たち、王とその子たちのためのすべての財産と家畜の長官たちを、宦官たちや勇士たち、そしてすべての力ある勇士たちとともに、エルサレムに集めた。

2 ダビデ王は自分の足で立ち上がり、言われた。「私の兄弟たち、私の民よ、私に聞け。私は心の中で、主の契約の箱と私たちの神の足台のための憩いの家を建てることを思い、建てる備えをした。

3 神は私に言われた、「あなたは私の名のために宮を建ててはならない。あなたは戦いの人であり、血を流したからだ」。

4 主なるイスラエルの神は、私の父の家のすべてのうちから私を選ばれ、永遠にイスラエルの王となるようにされた。それは、ユダにおいて君主を選ばれ、ユダの家、すなわち私の父の家においても、私の父の子らのうちで私を喜ばれ、すべてのイスラエルの上に王とされるためであった。

5 すべてのわたしの子らのうちから、主が多くの子をわたしに与えられたが、主はわたしの子ソロモンを選ばれて、イスラエルの上にある主の王国の王座に座らせられた。

6 彼は私に言われた、「あなたの子ソロモンが、彼が私の家と私の中庭を建てる。なぜなら、私は彼を自分の子として選んだからであり、私は彼の父となるからである」。

7 彼の王国を永遠に堅く立てよう。もし彼が今日のように、わたしの戒めとわたしのさばきを行うことに堅く立つならば。

8 今、すべてのイスラエルの集会の目の前で、私たちの神の耳に届くように、あなたがたの神、主のすべての戒めを守り、求めなさい。それは、あなたがたが良い地を所有し、それをあなたがたの後の子らに永遠に受け継がせるためである。

9 あなた、わが子ソロモンよ、あなたの父の神を知り、全き心と喜んで望む命をもって神に仕えなさい。主はすべての心を探り、すべての企ての形を悟られるからだ。もしあなたが神を求めるなら、神はあなたに見いだされる。しかし、もしあなたが神を捨てるなら、神はあなたを永遠に捨てられる。

10 今、見なさい。主があなたを選ばれ、聖所のための家を建てさせられたのだ。強くあって、行いなさい。

11 ダビデはその子ソロモンに、玄関の形とその家々とその宝物庫とその屋上の間とその奥の部屋と贖罪所の家を与えた。

12 彼の霊のうちにあったすべての形、すなわち主の家の中庭のためのもの、および周囲のすべての小部屋のためのもの、神の家の宝物庫のためのもの、そして聖なるものの宝物庫のためのもの。

13 祭司たちとレビ人たちの割り当て、および主の宮の奉仕の仕事のすべて、そして主の宮の奉仕のすべての器について。

14 金はその重さによって、金のために、すべての奉仕の器と奉仕のためのすべての金の器のために、銀もその重さによって、すべての奉仕の器と奉仕のためのすべての銀の器のために。

15 金の燭台とそのともしびの重さは、金で、燭台ごと、またそのともしびごとの重さにしたがい、銀の燭台については、燭台ごと、またそのともしびごとの重さにしたがい、燭台の奉仕にしたがって、燭台ごと、また燭台ごとに。

16 また並べたものの食卓のための金の重さを、それぞれの食卓ごとに、また銀の食卓のための銀を。

17 肉刺しと鉢と覆いは純金で、金の霜については、霜ごとにその重さで、銀の霜についても、霜ごとにその重さで。

18 薫香の祭壇には、精錬された金を重さに応じて用い、また、戦車の形、すなわち翼を広げて主の契約の箱を覆うケルビムには、金を用いた。

19 すべては主の手による書き物として、私に理解を与えられた。この形のすべての仕事について。

20 ダビデはその子ソロモンに言われた、「強くあれ、そして雄々しくあれ、そして行え。恐れるな、そしておののくな。なぜなら、あなたの神、私の神である主があなたと共におられるからだ。主はあなたを離れず、あなたを見捨てられない。主の家の奉仕のすべての仕事が終わるまで」。

21 見よ、祭司とレビ人の割り当ては、神の家のすべての奉仕のためであり、あなたと共にいるすべての仕事のためのすべての進んで捧げる者の知恵によるすべての奉仕のためであり、長官とすべての民は、あなたのすべての言葉のためである。

1 Chronicles 29

1 ダビデ王はすべての集会に言われた、「私の子ソロモンは、神が選ばれた者である。彼は若くて弱い。しかし、この仕事は大きい。なぜなら、この宮殿は人のためではなく、主なる神のためであるからだ。

2 そして私の力のすべてをもって、私の神の家のために備えた。金は金のものに、銀は銀のものに、青銅は青銅のものに、鉄は鉄のものに、木は木のものに、オニキスの石と奉献の石、目薬の石と刺繍の石、そしてすべての貴重な石と大理石の石を多数。

3 さらに、私の神の家のために喜んでささげる心があるので、私には金と銀の宝物があり、それを聖なる家のために備えたすべてのものに加えて、私の神の家にささげた。

4 金三千パン、オフィルの金からの金、そして精錬された銀七千パン、家々の壁を塗るためのもの。

5 金のための金、銀のための銀、そしてすべての仕事は職人の手によるものである。だれが今日、主に手を満たすために自ら進んでささげるだろうか。

6 父たちの長官たち、イスラエルの部族の長官たち、千人隊と百人隊の長官たち、そして王の仕事の長官たちは、進んでささげた。

7 彼らは神の宮の奉仕のために、金五千タラント、ダリク一万、銀一万タラント、青銅一万八千タラント、鉄十万タラントをささげた。

8 彼と共にあった石は、主の家の宝物庫に、ゲルション人エヒエルの手によって納められた。

9 民は進んでささげたことで喜んだ。なぜなら、彼らは全き心で主に進んでささげたからである。また、ダビデ王も大いなる喜びで喜んだ。

10 ダビデはすべての集会の目の前で主を祝福された。そしてダビデは言われた、「我々の父イスラエルの神、主よ。あなたは永遠から永遠まで祝福されています」。

11 主よ、威厳と力と栄光と勝利と威光はあなたのものです。なぜなら、すべてのものは天と地にあるからです。主よ、王国はあなたのものであり、あなたはすべてのものの頭として高く上げられておられます。

12 富と栄光はあなたの前から出ており、あなたはすべてを支配しておられる。あなたの手には力と力強さがあり、あなたの手にはすべてを大きくし、強くすることがある。

13 今、私たちの神よ、私たちはあなたに感謝し、あなたの栄光の名をほめたたえます。

14 しかし、私は何者であり、私の民は何者でしょうか。このように進んでささげる力を保つことができましょうか。すべてはあなたから出たものであり、私たちはあなたの手から、それをあなたにささげたのです。

15 私たちはあなたの前では寄留者であり、在留者です。すべての先祖のように、私たちの日々は地の上の陰りのようです。望みはありません。

16 主よ、われらの神よ、われわれがあなたの聖なる名のためにこの家を建てるために集めたこのすべての群衆は、あなたの手から出たものであり、すべてはあなたのものです。

17 わが神よ、あなたが心を試し、廉直を喜ばれることを私は知っています。私は正しい心をもって、これらすべてを進んでささげました。今、ここにいるあなたの民が、喜びをもってあなたに進んでささげるのを見ました。

18 主よ、我らの先祖アブラハム、イサク、イスラエルの神よ、これを永遠に、あなたの民の心の企ての形として守り、彼らの心をあなたに向けて整えてください。

19 わが子ソロモンに、完全な心を与えて、あなたの戒めと証言と定めを守り、すべてを行い、私が備えた宮殿を建てさせてください。

20 ダビデはすべての集会に言われた、「あなたがたの神、主を祝福せよ」。するとすべての集会は、彼らの先祖の神、主を祝福し、ひざまずき、主と王にひれ伏した。

21 彼らはその翌日、主にいけにえをささげ、主に全焼のいけにえをささげた。雄牛一千、雄羊一千、子羊一千、そしてそれらの注ぎの供え物、またすべてのイスラエルのために多数のいけにえをささげた。

22 彼らはその日に主の前で大いなる喜びをもって食べ、飲んだ。そして、彼らはダビデの子ソロモンを再び王とし、主のために君主として、またザドクのために祭司として油を注いだ。

23 ソロモンは父ダビデの代わりに主の王座について王となり、栄えた。そしてすべてのイスラエルは彼に従った。

24 すべての長官たちと勇士たち、またすべての王ダビデの子たちも、ソロモン王の下に手を置いた。

25 主はソロモンをすべてのイスラエルの目の前で大いに高められ、彼の前にあったすべてのイスラエルの王の上にない王国の威光を彼に与えられた。

26 エッサイの子ダビデは、すべてのイスラエルの上に王として治めた。

27 イスラエルを治めた日は四十年であった。ヘブロンで七年を治め、エルサレムで三十三年を治めた。

28 彼は良い白髪で死に、日々に富と栄光に満ちていた。そして彼の子ソロモンが彼の代わりに王となった。

29 ダビデ王の最初の言葉と最後の言葉は、見る者サムエルの言葉と、預言者ナタンの言葉と、預言者ガドの言葉に記されている。

30 彼のすべての王国とその力、そして彼の上に、またイスラエルの上に、また地のすべての王国の上に過ぎ去った時とともに。


2 Chronicles

2 Chronicles 1

1 ソロモンは父ダビデの子としてその王国の上に堅く立ち、彼の神、主が彼と共におられ、彼を大いに高められた。

2 ソロモンはすべてのイスラエル、すなわち千人の長官と百人の長官、およびさばき人たち、そしてすべてのイスラエルの君主、父たちのかしらたちに言われた。

3 ソロモンとすべての集会は彼とともに、ギブオンにある高台へ行った。そこに神の定めの時の天幕があったからである。それは主のしもべモーセが荒野で造ったものであった。

4 しかし、神の箱はダビデがキルヤテ・エアリムから運び上せたものであった。ダビデがそのために場所を備え、エルサレムに自分のために天幕を張ったからである。

5 青銅の祭壇は、ウリの子フルの子ベツァルエルが造ったもので、主の幕屋の前に置かれていた。ソロモンと集会はそれを求めた。

6 ソロモンはそこ、主の前にある青銅の祭壇、すなわち定めの時の天幕の前に上って行き、その上で一千の全焼のいけにえをささげた。

7 その夜、神はソロモンに現れ、彼に言われた、「何をあなたに与えようか、求めなさい」。

8 ソロモンは神に言われた、「あなたは私の父ダビデに大きな慈愛を示され、私をその後継者として王とされました。

9 主なる神よ、あなたの言葉が、わたしの父ダビデとともにあるように、確かにされますように。あなたは、地のちりのように多い民の上に、わたしを王とされたのですから。

10 今、知恵と知識を私に与えてください。そうすれば、私はこの民の前を行き、また戻ってくることができます。だれが、この大いなるあなたの民をさばくことができましょうか。

11 神はソロモンに言われた、「あなたの心にこのことがあり、あなたが富、財産、栄光、そしてあなたを憎む者たちの命を求めず、また多くの日をも求めず、あなたのために、わたしがあなたをその上に王としたわたしの民を裁くための知恵と知識を求めたので、

12 知恵と知識はあなたに与えられている。そして、富と財産と栄光をわたしはあなたに与える。それは、あなたの前の王たちにはそのようなことがなかったが、あなたの後にもそのようなことはないであろう。

13 ソロモンはギブオンの高台から、定めの時の天幕の前からエルサレムに来て、イスラエルを治めた。

14 ソロモンは戦車と騎兵を集めた。彼のために戦車が千四百、騎兵が一万二千あった。彼はそれらを戦車の町々に置き、王と共にエルサレムに置いた。

15 王は銀と金をエルサレムで石のように多くし、杉を低地にあるいちじく桑のように多数与えた。

16 ソロモンの馬の出はエジプトからであり、王の商人たちは望みの代価で望みを取った。

17 彼らは上って行き、エジプトから戦車を銀六百で、馬を百五十で買い出し、同じように、すべてのヒッタイト人の王たちとアラムの王たちの手によって、彼らも買い出した。

2 Chronicles 2

1 ソロモンは主の名のために家を建て、自分の王国のために家を建てようと言った。

2 ソロモンは荷担い人七万人と、山で石を切り出す人八万人を数え、彼らを監督する者三千六百人を数えた。

3 ソロモンはツロの王フラムに使いを送って言われた、「あなたがわたしの父ダビデにされたように、彼が住むための家を建てるために杉を送られた。

4 見よ、私は私の神、主の名のために家を建てている。それを主に聖別し、その前で香料の薫香を薫じ、常に並べたもの、朝と夕方の全焼のいけにえ、安息日、新月、そして私たちの神、主の定めの時においてささげるためである。これはイスラエルの上に永遠に及ぶことである。

5 そして、私が建てている家は大きい。なぜなら、私たちの神はすべての神々よりも大きいからである。

6 だれが力を蓄えて、彼のために家を建てることができようか。天と天の天も彼を収めることができない。まして、私は何者であって、彼のために家を建てることができようか。ただ、彼の前に香をたくことのためだけに。

7 今、私に金、銀、青銅、鉄、紫、緋色、紺青で働くことのできる賢い人を送ってください。また、私と共にいるユダとエルサレムの賢い者たちと共に彫刻を彫ることを知っている者を。彼らは私の父ダビデが備えた者たちです。

8 また、わたしにレバノンから杉の木、もみの木、アルグムの木を送ってください。あなたのしもべたちがレバノンの木を切ることをわたしは知っています。見よ、わたしのしもべたちはあなたのしもべたちと共にいます。

9 そして、私のために木を多数用意するためです。なぜなら、私が建てる家は大きくて、驚くべきものだからです。

10 見よ、木を切る者たち、木を伐る者たちのために、私はあなたのしもべたちに小麦を傷として二万コル、大麦を二万コル、ぶどう酒を二万バト、油を二万バト与えた。

11 ツロの王フラムは書き物をもって答え、ソロモンに送った。「主がその民を愛されたので、あなたを彼らの上の王とされたのだ」。

12 フラムは言われた、「イスラエルの神、主はほめたたえられるように。主は天と地を造られた方であり、ダビデ王に、知恵と悟りを知る賢い子を与えられた。その子は主のために家を建て、彼の王国のために家を建てるであろう。

13 今、私は知恵があり、悟りを知る一人の人を送った。それは私の父フラムである。

14 ダンの娘たちの一人の女の子、その父はツロの人で、金と銀と青銅と鉄と石と木と紫と紺青と上等の亜麻布と緋色で働くことを知り、すべての彫刻を彫り、すべての企てを考えることを知っている。彼はあなたの賢者たち、そしてあなたの主ダビデの父の賢者たちとともに、彼に与えられるすべてのことを行うであろう。

15 今、私の主がそのしもべたちに送ると言われた小麦と大麦、油とぶどう酒を。

16 私たちはあなたの必要に応じて、レバノンから木をすべて切り倒し、それをヤッファの海に筏としてあなたのもとへ送ります。あなたはそれをエルサレムへ運び上げてください。

17 ソロモンは、父ダビデが数えた数えることに従って、イスラエルの地にいるすべての寄留者の人々を数えた。そして、彼らは十五万三千六百人であることが見出された。

18 彼らの中から七千人の荷担い人と、八千人の山で石を切る者、そして六百人の民を使役させる監督たちを設けられた。

2 Chronicles 3

1 ソロモンは、父ダビデのために主の家をエルサレムのモリヤの山に建て始めた。そこは主がダビデに現れた場所であり、ダビデがエブス人オルナンの打ち場に備えた場所であった。

2 彼はその王国の第四年に、第二の月の二日に神殿を建て始めた。

3 ソロモンが神の家を建てるために据えた基礎はこれである。すなわち、最初の寸法による長さは六十キュビト、幅は二十キュビトであった。

4 玄関は、家の幅の顔の上に、長さの顔の上に、二十キュビトであり、その高慢は百二十キュビトであった。そして彼はそれを内側から純金で覆った。

5 大きな家を彼はもみの木で覆い、それを良質の金で覆った。そしてその上になつめやしの木と鎖を飾り付けた。

6 家を栄光のために貴重な石で覆われた。その金はパルワイムの金であった。

7 家の梁、鉢、その壁、その戸を金で覆われた。そして壁にケルビムを彫刻された。

8 彼は至聖所の家を造られた。その長さは家の幅の前に二十キュビト、その幅も二十キュビトであった。そして彼はそれを六百タラントの良質の金で覆われた。

9 釘の重さは金五十シェケルであり、屋上の間も金で覆った。

10 彼は至聖所の家に、像のわざである二つのケルビムを造り、彼らを金で覆った。

11 ケルビムの翼の長さは二十キュビトであった。一方の翼は五キュビトで家の壁に届き、もう一方の翼も五キュビトで、もう一つのケルビムの翼に届いていた。

12 一方のケルビムの翼は五キュビトで、家の壁に届いていた。もう一方の翼も五キュビトで、もう一方のケルビムの翼に接していた。

13 これらのケルビムの翼は二十キュビトに広がっており、彼らは自分の足で立っていて、その顔は家の方を向いていた。

14 垂れ幕を造られた。それは紺青、紫、緋色、上等の亜麻布で、その上にケルビムを織り上げられた。

15 宮の前に二本の柱を造られた。その長さは三十五キュビト、その頭の上にある柱頭は五キュビトであった。

16 彼は至聖所に鎖を作り、それを柱の頭の上に置いた。そして、ざくろ百個を作り、それを鎖に付けた。

17 柱を神殿の前に立てられた。右に一本、左に一本。右の柱の名はヤキン、左の柱の名はボアズと呼ばれた。

2 Chronicles 4

1 彼は青銅の祭壇を造った。その長さは二十キュビト、その幅は二十キュビト、その身長は十キュビトであった。

2 彼は海を鋳物で造られた。その岸から唇まで十キュビトで、周囲は円形であり、その身長は五キュビト、そして三十キュビトの綱がそれを周囲に巡らせた。

3 その下の周囲には、周囲を巡る牛の似姿があり、海の周囲を十キュビトで取り巻いていた。牛は二列で、その鋳物に鋳造されていた。

4 十二の牛の上に立っていた。三頭は北を向き、三頭は海を向き、三頭はネゲブを向き、三頭は東を向いていた。そして西の海はその上にあり、それらのうしろはすべて家の方を向いていた。

5 その厚みは手幅であり、その岸は杯の岸のわざのようで、ゆりの花のようであった。それは二千バトを入れることができ、三千バトを満たした。

6 また彼は洗盤を十個造り、五つを右に、五つを左に置き、その中で洗うようにした。全焼のいけにえのわざを彼らはその中で洗った。そして海は祭司たちがその中で洗うためのものであった。

7 金の燭台十本を、そのさばきのとおりに造られた。そして神殿に、五本を右に、五本を左に置かれた。

8 また彼は食卓十を造り、神殿に右に五つ、左に五つを置いた。また金の鉢百を造った。

9 祭司たちの中庭と大きな庭を造られた。そして、その庭のための戸と、その戸の扉を青銅で覆われた。

10 そして海を、右の肩から東の方、ネゲブに向かって置かれた。

11 フラムは鍋と鋤と鉢を造った。そしてヒラムは、王ソロモンのために神の家で行った仕事を終えた。

12 二本の柱、そして柱の頭の上にある鉢と柱頭が二つ、そして二つの網目があって、柱の頭の上にある二つの鉢の柱頭を覆うものであった。

13 また、網目二つにざくろ四百個、すなわち一つの網目にざくろ二列を付け、柱の前にある二つの柱頭の鉢を覆うためのものであった。

14 また彼は台座を造り、台座の上に置く洗盤を造った。

15 海一つと、その下にある十二の牛。

16 鍋と鋤と肉刺しと、それらのすべての器を、フラムの父は王ソロモンのために、主の家のために、磨かれた青銅で造った。

17 王はヨルダンの低地で、地の厚い雲の中でそれらを鋳造された。スコトとツェレダの間で。

18 ソロモンはこれらのすべての器を非常に多数造った。青銅の重さは調べられなかったからである。

19 ソロモンは神の家のすべての器を造った。また金の祭壇と食卓を造り、その上に顔のパンを置いた。

20 また、燭台とそのともしびを、さばきにしたがって至聖所の前で灯すために、閉じた金で造られた。

21 花とともしびと火ばさみは金、それは完全な金であった。

22 芯切り鋏と鉢と手のひらと火皿は純金で閉じられていた。そして宮の入口、その内側の戸は至聖所のためのものであり、宮の戸は神殿のためのもので、金でできていた。

2 Chronicles 5

1 ソロモンが主の家のために行ったすべての仕事は完成した。ソロモンは父ダビデの聖なるもの、銀、金、そしてすべての器を携えて来て、神の家の宝物庫に納めた。

2 そのときソロモンは、イスラエルの長老たちと、イスラエルの子らの父たちの君主であるすべての杖の頭たちを、エルサレムに集められた。主の契約の箱を、ダビデの町、すなわちシオンから運び上らせるために。

3 すべてのイスラエルの人は、第七の月の祭りに、王のもとに集まった。

4 イスラエルのすべての長老たちが来て、レビ人たちは箱を担いだ。

5 祭司たちとレビ人は、箱と定めの時の天幕と、その天幕の中にあるすべての聖なる器を運び上った。

6 王ソロモンと、彼のもとに集まったイスラエルのすべての集会は、箱の前で羊の群れと牛をいけにえとしてささげていた。それらは、その多さのゆえに数えることも、数え上げることもできなかった。

7 祭司たちは、主の契約の箱をその場所、すなわち宮の至聖所、聖なるものの聖なるものの下、ケルビムの翼の下に運び込んだ。

8 ケルビムは翼を箱の場所の上に広げており、ケルビムは箱とその棒の上を覆っていた。

9 棒は長く伸び、棒の頭は箱の面から至聖所の面に見えたが、外には見えなかった。そして、それは今日の日までそこにあった。

10 箱の中には、ホレブでモーセが与えた二枚の板のほかには何もなかった。それは、主がイスラエルの子らと、彼らがエジプトから出たときに結ばれたものであった。

11 祭司たちが聖なるものから出て行ったとき、すべての祭司たちは、見いだされた者たちは、身を聖別していた。割り当てを守る必要はなかった。

12 レビ人である歌い手たちは、すべてアサフ、ヘマン、エドトン、およびその子らとその兄弟たちで、上等の亜麻布を着て、シンバルと瓶と竪琴を持ち、祭壇の東側に立っていた。そして彼らと共に、百二十人の祭司たちがラッパを吹き鳴らしていた。

13 ラッパを吹く者たちと歌う者たちとが、一つになって、主を賛美し、感謝するために、一つの声を上げて、ラッパとシンバルと歌の器とをもって、主を賛美し、「主は良い方である。その慈愛は永遠に続く」と歌ったとき、その家、すなわち主の家は雲で満たされた。

14 祭司たちは雲の顔のゆえに仕えるために立つことができなかった。主の栄光が神の家を満たしたからである。

2 Chronicles 6

1 その時ソロモンは言われた、「主は暗黒の中に住まわれると言われた」。

2 私はあなたのために住まいの家を建てました。あなたの座のための基盤を永遠に。

3 王はその顔を向けられ、イスラエルのすべての集会を祝福された。そして、イスラエルのすべての集会は立っていた。

4 主は言われた、「イスラエルの神、主は祝福された。主はその口で私の父ダビデに語られ、その手で満たされた、こう言って。

5 わたしがわたしの民をエジプトの地から導き出した日から、イスラエルのすべての杖のうちから、わたしの名をそこに置くために家を建てる町を選ばなかった。また、わたしの民イスラエルの上に君主となる人をも選ばなかった。

6 私はエルサレムを選んで、そこにわたしの名を置くこととし、またわたしの民イスラエルの上に立つ者としてダビデを選んだ。

7 父ダビデの心に、イスラエルの神、主の名のために家を建てることがあった。

8 主は私の父ダビデに言われた、「あなたがわたしの名のために家を建てようと心に思ったことは、良いことであった。あなたが心に思ったからである。

9 しかし、あなた自身はその家を建ててはならない。あなたの腰から出るあなたの子が、わたしの名のためにその家を建てるであろう。

10 主はその語られた言葉を実現された。私は父ダビデに代わって立ち、主が語られたとおりにイスラエルの王座に座し、イスラエルの神、主の名のために家を建てた。

11 そこに主の契約の箱を置いた。主がイスラエルの子らと結ばれた契約の箱である。

12 主の祭壇の前に立ち、すべてのイスラエルの集会の前にいて、その手のひらを広げた。

13 ソロモンは青銅の洗盤を造り、それを庭の真ん中に置いた。その長さは五キュビト、その幅は五キュビト、その身長は三キュビトであった。彼はその上に立ち、イスラエルのすべての集会の前にひざまずき、手のひらを天に向けて差し伸べた。

14 主は言われた、「イスラエルの神、主よ。天にも地にも、あなたのような神はありません。あなたは、すべての心をもってあなたの前に歩むあなたのしもべたちに、契約と慈愛を守られる方です。

15 あなたは、あなたのしもべである私の父ダビデに、あなたが彼に語られたことを守られた。あなたは御口で語られ、御手で、この日のとおりに、それを成し遂げられた。

16 今、主イスラエルの神よ、あなたがあなたのしもべである私の父ダビデに言われたことを守ってください。「あなたの子らが、私の前に歩んだように、私の律法に従って歩むために自分の道を守るならば、あなたの前からイスラエルの王座に座る人が断たれることはない」と。

17 今、主よ、イスラエルの神よ、あなたがあなたのしもべダビデに語られたあなたの言葉が、真実でありますように。

18 まことに神は人とともに地の上に住まわれるでしょうか。見よ、天と天の天もあなたを収めることはできない。まして、私が建てたこの家はなおさらである。

19 あなたは、あなたのしもべの祈りとその嘆願に耳を傾け、あなたのしもべがあなたの前に祈る喜びの叫びと祈りを聞いてくださいますように、わが神、主よ。

20 あなたの目がこの家に、昼も夜も開かれていますように。あなたが御名を置くと言われたその場所に、あなたのしもべがこの場所に向かって祈る祈りを聞き届けてくださいますように。

21 あなたのしもべとあなたの民イスラエルの嘆願を聞いてください。彼らがこの場所に向かって祈るなら、あなたはあなたの住まいの場所、天から聞いて、聞いて、赦してください。

22 もし人がその隣人に対して罪を犯し、その者に対してのろいを負わせて呪うことがあり、その呪いがこの宮にあるあなたの祭壇の前に来るならば、

23 あなたは天から聞かれ、行い、あなたのしもべたちを裁かれ、悪しき者にはその道をその頭に返し、正しい者にはその義にしたがって与えて義とされるように。

24 あなたの民イスラエルが敵の前で打ち負かされることがあり、それは彼らがあなたに罪を犯したからであるが、彼らが立ち返り、あなたの名を告白し、この家であなたの前に祈り、嘆願するならば、

25 あなたは天から聞かれ、あなたの民イスラエルの罪を赦し、彼らをあなたが彼らとその先祖に与えられた地に帰らせてくださいますように。

26 天が閉ざされて雨が降らないことがあるのは、彼らがあなたに罪を犯したからである。彼らがこの場所に向かって祈り、あなたの名を告白し、その罪から立ち返るなら、あなたが彼らを苦しめられたからである。

27 あなたは天から聞かれ、あなたのしもべたちとあなたの民イスラエルの罪を赦し、彼らを彼らが歩むべき良い道に教え導かれるなら、あなたがあなたの民に相続地として与えられたあなたの地に雨を降らせてくださいますように。

28 地に飢饉があるとき、疫病があるとき、焦げと青白いものがあるとき、いなごと食い荒らすいなごがあるとき、彼の敵が彼の門の地で彼を苦しめるとき、すべての災害とすべての病があるとき、

29 すべての祈り、すべての嘆願が、すべての人とあなたの民イスラエルのすべてにあり、彼らがそれぞれ自分の災害と痛みを知り、この家に向かって手のひらを広げるならば。

30 あなたは天、あなたの住まいの基盤から聞かれ、赦し、その人のすべての道にしたがって与えられます。あなたはその人の心を知っておられるからです。まことに、あなただけが人の子らの心を単独で知っておられます。

31 彼らが地の前に生きているすべての日々、あなたの道を歩んであなたを恐れるために、あなたが私たちの先祖に与えられた地の前で。

32 また、あなたの民イスラエルに属さない外国人についても、彼が遠い地からあなたの大いなる名と、強き手と、伸ばされた腕のために来て、この家に向かって祈るならば、

33 あなたは、あなたの住まいの基盤である天から聞かれ、その異邦人があなたに呼び求めるすべてのことを行われますように。それは、地のすべての民があなたの名を知り、あなたの民イスラエルがあなたを恐れるように、彼らもあなたを恐れるためであり、また、私が建てたこの家にあなたの名が呼ばれていることを知るためです。

34 あなたの民が、あなたが彼らを遣わされる道で敵に対して戦いに出る時、彼らがあなたに、あなたが選ばれたこの町の道と、私があなたの名のために建てた家に向かって祈るならば、

35 そしてあなたは天から彼らの祈りと彼らの嘆願を聞かれ、彼らのさばきを行われますように。

36 彼らがあなたに対して罪を犯すなら、それは、罪を犯さない人はいないからである。あなたが彼らに怒り、彼らを敵の前に渡されるなら、彼らを捕らえた者たちが彼らを遠い地か近い地へ連れ去るであろう。

37 彼らが捕らえ移された地で心に立ち返り、その捕虜の地で悔い改めてあなたに嘆願し、「私たちは罪を犯し、悪を行い、逆らいました」と言うならば、

38 そして彼らが捕らえ移された地で、すべての心とすべての心をもってあなたに立ち返り、彼らの先祖にあなたが与えられた地の道に向かって祈り、あなたが選ばれた町と、あなたの名のためにわたしが建てた家に向かって祈るならば、

39 あなたの基盤である天から彼らの祈りと彼らの嘆願を聞かれ、彼らのさばきを行われ、あなたに対して罪を犯したあなたの民を赦されますように。

40 わが神よ、どうかあなたの目は開かれ、あなたの耳はこの場所の祈りに傾けられますように。

41 今、主なる神よ、あなたの休息のために立ち上がってください。あなたご自身と、あなたの力の箱よ。あなたの祭司たち、主なる神よ、救いを着てください。あなたの敬虔な者たちは、良いものの中で喜びますように。

42 主なる神よ、あなたの油注がれた者の顔を退けないでください。あなたのしもべダビデの慈愛を覚えてください。

2 Chronicles 7

1 ソロモンが祈り終えたとき、火が天から降り、全焼のいけにえといけにえを焼き尽くした。そして主の栄光がその家に満ちた。

2 祭司たちは主の家に入ることができなかった。主の栄光が主の家に満ちていたからである。

3 すべてのイスラエルの子らは、火が下り、主の栄光が家の上にあるのを見た。彼らは顔を地に伏せ、燃える炭の上でひれ伏し、主に感謝して言った、「主は良い方である。その慈愛は永遠に続くからだ」。

4 王とすべての民は、主の前でいけにえをささげていた。

5 ソロモン王は牛のいけにえとして二万二千、羊の群れとして十二万を献げられた。こうして王とすべての民は神の家を奉献した。

6 祭司たちはその務めの場所に立ち、レビ人たちは主の歌の器を持ち、ダビデ王が主に感謝をささげるために造ったものであった。なぜなら、主の慈愛は永遠に続くからである。彼らはダビデの手によって賛美を歌い、祭司たちは彼らの前でラッパを吹き鳴らし、すべてのイスラエルは立っていた。

7 ソロモンは主の宮の前にある中庭の真ん中を聖別した。なぜなら、そこで全焼のいけにえと全焼のいけにえの脂肪をささげたからである。ソロモンが造った青銅の祭壇は、全焼のいけにえと献げ物と脂肪を収めることができなかったからである。

8 ソロモンはその時に祭りを七日間行った。そしてすべてのイスラエルが彼と共にいた。非常に大きな集会であり、ハマテの来る所からエジプトの谷川までであった。

9 第八日に彼らは厳粛な集会を行った。なぜなら、祭壇の奉献を七日間行い、祭りも七日間行ったからである。

10 第七の月の二十三日に、彼は民をその天幕へ送り出した。彼らは、主がダビデとソロモンとその民イスラエルにされた良いことのゆえに、喜び、心から満ち足りていた。

11 ソロモンは主の家と王の家を完成させた。そして、ソロモンの心に浮かんだすべてのことを、主の家と自分の家で行うために、彼は成功した。

12 主は夜にソロモンに現れ、彼に言われた、「わたしはあなたの祈りを聞き、この場所をわたしのために選び、いけにえをささげる家とした。

13 もしわたしが天を閉ざして雨が降らないようにし、あるいは蝗虫に命じて地を食い尽くさせ、あるいはわたしの民に疫病を送るならば、

14 わたしの民が、わたしの名を呼ばれる者たちが、へりくだり、祈り、わたしの顔を求め、その悪い道から立ち返るなら、わたしは天から聞き、彼らの罪を赦し、彼らの地を癒やそう。

15 今、わたしの目は開かれ、わたしの耳はこの場所の祈りに傾けられている。

16 今、わたしはこの家を選び、聖別した。わたしの名がそこに永遠にあるために。わたしの目と心は、そこにすべての日々ある。

17 あなたがもし、あなたの父ダビデがわたしの前を歩んだように、わたしの前を歩み、わたしがあなたに命じたすべてのことを行い、わたしの定めとわたしのさばきを守るならば、

18 あなたの王国の王座を堅く立てられる。わたしがあなたの父ダビデと契約を結んだように、『あなたにはイスラエルを治める者が断たれることはない』と。

19 もしあなたがたが立ち返って、わたしの定めと戒めを捨て、あなたがたの前に置いたものを捨て、他の神々に行って仕え、それらにひれ伏すなら、

20 わたしは彼らを、彼らに与えたわたしの地から引き抜き、この、わたしの名のために聖別した家をわたしの前から投げ捨て、それをすべての民の間で、ことわざと嘲りの言葉とする。

21 この高い家は、すべての通りかかる者に荒れ果てて見えるであろう。そして彼らは言うであろう、「主はなぜこの地とこの家にこのようにされたのか」。

22 彼らは言うであろう、「彼らがその父たちの神、主を捨て、彼らをエジプトの地から導き出された方を捨て、他の神々にすがり、それらにひれ伏し、それらに仕えたからである。それゆえ、主はこのすべての悪を彼らの上に臨ませられたのだ」と。

2 Chronicles 8

1 ソロモンが主の家と自分の家を建て終わってから二十年の終わりに、

2 フラムがソロモンに与えた町々をソロモンは建て直し、そこにイスラエルの子らを住まわせた。

3 ソロモンはハマテ・ツォバへ行き、それに対して強くなった。

4 彼は荒野にタドモルを建て、またハマテに建てたすべての倉庫の町々を建てられた。

5 彼は上のベテ・ホロンと下のベテ・ホロンを建てた。それは攻城のための町々、城壁、戸、かんぬきのあるものであった。

6 バアラテと、ソロモンが持っていたすべての倉庫の町々と、すべての戦車の町々と、騎兵の町々、そしてソロモンがエルサレムとレバノンと、彼の支配のすべての地に建てることを欲したすべての欲望のものを。

7 すべての民、すなわちヒッタイト人、アモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人の中から残った者たちで、彼らはイスラエルから出た者ではなかった。

8 彼らの後に地に残された彼らの子らのうち、イスラエルの子らが滅ぼし尽くさなかった者たちを、ソロモンは人夫として今日に至るまで上げた。

9 しかし、イスラエルの子らのうち、ソロモンがその仕事のためにしもべとしなかった者たち、すなわち彼らは戦いの人々であり、彼の隊長たちの長官、彼の戦車の長官、そして彼の騎兵たちであった。

10 そして、これらはソロモン王の駐屯軍の長官たちであり、二百五十人で、民を統治していた。

11 ソロモンはファラオの娘をダビデの町から、彼女のために建てた家に上らせた。彼は言った、「私の妻はイスラエルの王ダビデの家に住むべきではない。主の箱が入った場所は聖なるものだからである」。

12 その時、ソロモンは主のために全焼のいけにえを、主の祭壇の上で、すなわち玄関の前に築いた祭壇の上でささげた。

13 また、モーセの戒めに従って、毎日その日の分をささげる言葉として、安息日、新月、定めの時のために、年に三度、種なしパンの祭り、週の祭り、小屋の祭りにおいて、ささげ物をささげた。

14 彼は父ダビデのさばきに従って、祭司たちの割り当てをその奉仕のために立て、レビ人をその務めのために立てて、祭司たちの前でほめ歌い、仕えさせ、毎日のこととして日ごとに行わせ、門番たちをその割り当てによって門ごとに置いた。これは神の人ダビデの戒めのとおりであった。

15 彼らは、祭司とレビ人に関する王の戒めを、すべての言葉と宝物庫についても、離れなかった。

16 ソロモンのすべての仕事は、主の家の土台が据えられた日から、それが完成する日まで整えられた。主の家は完全に完成した。

17 その時、ソロモンはエツヨン・ゲベルと、エドムの地の海の唇にあるエラテへ行った。

18 フラムは自分のしもべたちの手によって船と海に通じたしもべたちを送った。彼らはソロモンのしもべたちと共にオフィルへ行き、そこから金四百五十タラントを取り、王ソロモンのもとへ持って来た。

2 Chronicles 9

1 シバの女王はソロモンの評判を聞き、なぞでソロモンを試そうと、非常に大きな力と、香料と金を多数、そして貴重な石を載せたらくだを連れてエルサレムに来た。彼女はソロモンのもとに来て、心にあるすべてのことを彼に話した。

2 ソロモンは彼女のすべての言葉を彼女に告げた。そして、ソロモンが彼女に告げなかった言葉は一つもソロモンから隠されていなかった。

3 シバの女王はソロモンの知恵と、彼が建てた家を見た。

4 彼の食卓の食物、彼のしもべたちの居住、彼の給仕たちの地位、彼らの衣服、彼の酒注ぎ役、彼らの衣服、そして彼が主の家に上る屋上の間を見て、彼女にはもはや霊がなかった。

5 彼女は王に言った、「私が自分の地で聞いたあなたの言葉とあなたの知恵についての言葉は、真実でした。

6 わたしは彼らの言葉を信じなかったが、わたしが来て、わたしの目で見るまでは、そうではなかった。そして見よ、あなたの知恵の増し加わりの半分も、わたしに告げられていなかった。あなたは、わたしが聞いた報道にまさっておられる。

7 あなたの人々は幸いです。あなたのこれらのしもべたちも幸いです。彼らは常にあなたの前に立ち、あなたの知恵を聞いているのですから。

8 あなたの神、主はほむべきかな。主はあなたを喜び、その王座に着かせて、あなたの神、主のために王とされた。あなたの神がイスラエルを愛し、彼らを永遠に立てるために、あなたを彼らの上に王として立て、さばきと義を行わせられたからである。

9 彼女は王に金百二十タラントと、非常に多数の香料と、貴重な石を贈った。そして、シバの女王がソロモン王に贈ったその香料のようなものは、これまでなかった。

10 また、ヒラムのしもべたちとソロモンのしもべたちは、オフィルから金を運んで来たが、彼らはアルグムの木と貴重な石も運んで来た。

11 王はアルグムの木で主の宮と王の宮のための大路を作り、竪琴と瓶を歌う者たちのために作った。そのようなものはユダの地で以前には見られなかった。

12 王ソロモンはシバの女王に、彼女が求めたすべての喜びを、彼女が王にもたらしたもののほかにも与えた。そして彼女は自分のしもべたちとともに引き返し、自分の地へ行った。

13 ソロモンに一年に来た金の重さは、六百六十六タラントの金であった。

14 交易人や商人が携えて来るもののほか、アラビアのすべての王と地の総督たちも、金と銀をソロモンに携えて来た。

15 ソロモン王は打ち延ばした金の盾を二百枚造られた。打ち延ばした金六百シェケルが一つの盾に上った。

16 また、三百の金の打ち出した盾があり、三百の金が一つの盾に上った。王はそれらをレバノンの森の家に置いた。

17 王は大きな歯の王座を造り、それを純金で覆われた。

18 王座には六段の階段があり、金の足台が王座に取り付けられていた。座る場所の両側には手があり、その手のそばに二頭の獅子が立っていた。

19 十二の獅子が、こことあちらとの六つの階段の上に立っていた。どの王国にも、このようには作られなかった。

20 ソロモン王の酒注ぎ役の器はすべて金であり、レバノンの森の家のすべての器も純金で閉じられていた。ソロモンの日には、銀は何ものにも数えられなかった。

21 王の船はフラムのしもべたちとともにタルシシュへ行き、三年ごとにタルシシュの船が金、銀、象牙、猿、クジャクを運んで来た。

22 王ソロモンは、地のすべての王たちにまさって、富と知恵において勝っていた。

23 地のすべての王たちは、神がその心に与えられたソロモンの知恵を聞こうとして、ソロモンの顔を求めた。

24 彼らはそれぞれ自分の献げ物を、銀の器、金の器、衣服、武器、香料、馬、騾馬として、毎年のこととして持って来た。

25 ソロモンには、馬のための家畜の囲いが四千あり、戦車と騎兵が一万二千あった。彼はそれらを戦車の町々に置き、王と共にエルサレムにも置いた。

26 彼はすべての王を治められた。川からペリシテ人の地まで、そしてエジプトの境界に至るまで。

27 王はエルサレムの銀を石のように多くし、杉を低地のいちじく桑のように多数与えた。

28 馬はエジプトからソロモンに、そしてすべての地からもたらされた。

29 ソロモンのその他の言葉、先のものと後のものは、預言者ナタンの言葉と、シロニ人アヒヤの預言と、ネバトの子ヤロブアムについての預言者イドの幻の書に記されているではないか。

30 ソロモンはエルサレムで全イスラエルの上に四十年の間、王として統治した。

31 ソロモンはその父たちとともに眠り、その父ダビデの町に葬られた。そして、その子レハブアムが彼の代わりに王となった。

2 Chronicles 10

1 レハブアムはシェケムへ行った。なぜなら、すべてのイスラエルが彼を王とするためにシェケムに来ていたからである。

2 ネバトの子ヤロブアムは、ソロモン王の顔を避けてエジプトに逃げていたが、そのことを聞いたとき、ヤロブアムはエジプトから帰って来た。

3 彼らは人を遣わして彼を呼び寄せた。そこでヤロブアムとすべてのイスラエルが来て、レハブアムにこう言った。

4 あなたの父は私たちのくびきを重くされた。今、あなたの父の重い奉仕と、彼が私たちに負わせた重いくびきを軽くしてください。そうすれば、私たちはあなたに仕えます。

5 まだ三日の後、私のところに戻って来なさい。そして民は去って行った。

6 王レハブアムは、父ソロモンが生きている間にその前に立っていた長老たちに相談して言われた、「あなたがたは、この民にどのような言葉を返すように勧めますか」。

7 彼らは彼に言った、「もしあなたがこの民に良いことをし、彼らを喜ばせ、彼らに良い言葉を語られるなら、彼らはあなたのしもべとなり、すべての日々あなたに仕えるでしょう」。

8 彼は長老たちの助言を捨て、自分と共に育った、自分の前に立つ子供たちに相談した。

9 彼は彼らに言われた、「あなたがたはどう勧めるか。この民が私に『あなたの父が私たちの上に置いたくびきを軽くしてください』と言ったことに対して、どのような言葉を返すべきか。

10 彼と共に育った子供たちは彼に言った、「あなたの父が私たちのくびきを重くしたので、あなたはそれを私たちから軽くしてくれとあなたに言った民に、こう言いなさい。『私の小指は父の腰よりも太い。』

11 それゆえ、私の父はあなたがたに重いくびきを負わせたが、私はあなたがたのくびきにさらに加える。私の父は鞭であなたがたを懲らしめたが、私はさそりで懲らしめる。

12 ヤロブアムとすべての民は、王が「三日目に私のところに戻れ」と言われたとおりに、三日目にレハブアムのところに来た。

13 王は彼らに厳しく答えられた。王レハブアムは長老たちの助言を捨てた。

14 彼は子供たちの助言に従って彼らに言われた、「私はあなたがたのくびきを重くし、私自身がそれに付け加える。私の父は鞭であなたがたを懲らしめたが、私はさそりであなたがたを懲らしめる」。

15 王は民の言うことを聞かなかった。それは、主がシロニ人アヒヤの手によってネバトの子ヤロブアムに語られたご自身のことばを実現させるために、神からの原因があったからである。

16 すべてのイスラエルは、王が彼らに聞き入れなかったので、民は王に答えて言った、「私たちにはダビデに何の分け前があるだろうか。エッサイの子には何の相続地もない。イスラエルよ、それぞれ自分の天幕に帰れ。今や、ダビデよ、自分の家を見よ。」そして、すべてのイスラエルは自分の天幕へと去って行った。

17 イスラエルの子らでユダの町に住む者たちの上に、レハブアムが王となった。

18 王レハブアムは人夫の監督であるハドラムを遣わされたが、イスラエルの子らは彼を石で撃ち殺した。そこで王レハブアムは戦車に乗ってエルサレムへ逃げるために力を込められた。

19 イスラエルはダビデの家に背き、この日に至るまでそうであった。

2 Chronicles 11

1 レハブアムはエルサレムに来て、ユダの家とベニヤミンを集めた。戦いをなす若者十八万人を集めて、イスラエルと戦い、王国をレハブアムに取り戻そうとした。

2 主の言葉が神の人シェマヤに臨んで言われた。

3 ユダの王ソロモンの子レハブアムと、ユダとベニヤミンにいるすべてのイスラエルに言え。

4 主はこう言われた。「あなたがたは上って行かず、あなたがたの兄弟と戦ってはならない。それぞれ自分の家に帰れ。この言葉はわたしから出たのだ。」彼らは主の言葉を聞き、ヤロブアムのところへ行くのをやめた。

5 レハブアムはエルサレムに住み、ユダに攻城のための町々を建てた。

6 ベツレヘムとエタムとテコアを建てられた。

7 ベテ・ツル、ソコ、アドラム。

8 ガテとマレシャとジフ

9 アドライムとラキシュとアゼカ。

10 ツォルアとアイヤロンとヘブロン、それはユダとベニヤミンにある町々、要塞の町々。

11 彼は要塞を堅固にし、その中に君主たちと、食物と油とぶどう酒の宝物庫を置かれた。

12 すべての町に盾と槍を備え、それらを非常に多く強固にした。そして、ユダとベニヤミンが彼のものとなった。

13 祭司たちとレビ人たちは、すべてのイスラエルにいたが、彼らのすべての境界から彼のもとに立ち並んだ。

14 レビ人たちは自分たちの郊外地と所有を捨てて、ユダとエルサレムに行った。それは、ヤロブアムとその子たちが彼らを主に仕える祭司の務めから退けたからである。

15 彼は自分のために、高台とやぎと、自分が造った子牛のために祭司たちを立てた。

16 そして彼らの後に、イスラエルのすべての杖から、その心をイスラエルの神、主を求めるために与えた者たちが、彼らの先祖の神、主に犠牲をささげるためにエルサレムに来た。

17 彼らはユダの王国を強め、ソロモンの子レハブアムを三年の間、支えた。彼らが三年の間、ダビデとソロモンの道を歩んだからである。

18 レハブアムは自分のために妻を娶った。ダビデの子エリモテの子であるマハラテを。彼女はエッサイの子エリアブの娘アビハイルの娘であった。

19 彼女は彼に子を産んだ。エウシュ、シェマルヤ、ザハムである。

20 その後、彼はアブシャロムの娘マアカを娶った。彼女は彼にアビヤ、アッタイ、ジザ、シェロミトを産んだ。

21 レハブアムは、すべての妻と側女たちの中で、アブシャロムの娘マアカを愛した。彼は妻を十八人、側女を六十人めとり、二十八人の子と六十人の娘をもうけた。

22 レハブアムはその頭として、マアカの子アビヤを兄弟たちの君主に立てた。それは彼を王とするためであった。

23 彼はすべての子らにまさって、ユダとベニヤミンのすべての地、すべての要塞の町々に彼らを配置し、彼らに食物を多数与え、多くの妻を求めた。

2 Chronicles 12

1 レハブアムの王国が確立され、その強さが強まったとき、彼は主の律法を捨て、すべてのイスラエルも彼とともに捨てた。

2 レハブアム王の第五年に、エジプトの王シシャクがエルサレムに上って来た。彼らが主に対して罪を犯したからである。

3 一千二百の戦車と六万の騎兵、そして彼と共にエジプトから来た民には数がなく、リビア人、スクキ人、クシュ人であった。

4 彼はユダの要塞の町々を占領し、エルサレムにまで進んだ。

5 預言者シェマヤはレハブアムと、シシャクの前からエルサレムに集まったユダの長官たちのところに来て、彼らに言われた。「主はこう言われる。あなたがたはわたしを捨てた。それゆえ、わたしもまた、あなたがたをシシャクの手に捨てた。

6 イスラエルの長官たちと王はへりくだり、「主は正しい」と言った。

7 主が彼らがへりくだったのを見られたとき、主の言葉がシェマヤに臨んで言われた、「彼らはへりくだった。わたしは彼らを滅ぼさない。わたしは彼らに少しの逃れの者を与え、わたしの怒りはシシャクの手によってエルサレムに注がれない」。

8 彼らは彼のしもべとなり、わたしの奉仕と地の諸王国の奉仕とを知るようになるためである。

9 エジプトの王シシャクはエルサレムに上って来て、主の宮の宝物庫と王の宮の宝物庫を取り、すべてを奪い取った。また、ソロモンが造った金の盾も取った。

10 王レハブアムはそれらの代わりに青銅の盾を造り、王の家の入口を守る走者たちの長官の手に委ねた。

11 王が主の家に入るたびに、十分に、走る者たちが来て、それらを携え、また走る者たちの小室に戻した。

12 彼がへりくだったとき、主の怒りは彼から離れ、終わりまで滅ぼすことはされなかった。また、ユダにも良い言葉があった。

13 王レハブアムはエルサレムで力を強められ、統治された。レハブアムが王となったとき四十一歳であり、エルサレムで十七年間統治した。その町は、主がイスラエルのすべての杖の中から御名を置くために選ばれた町であり、彼の母の名はアンモン人のナアマであった。

14 彼は悪を行った。なぜなら、彼は主を求めるために自分の心を整えなかったからである。

15 レハブアムの最初の言葉と後の言葉は、預言者シェマヤと預言者イドの言葉に、系図を記すために書かれているではないか。そして、レハブアムとヤロブアムの戦いは、すべての日の間、続いた。

16 レハブアムはその父たちとともに眠り、ダビデの町に葬られた。そして、その子アビヤが彼の代わりに王となった。

2 Chronicles 13

1 王ヤロブアムの第十八年に、アビヤがユダの王となった。

2 三年の間エルサレムで治められた。その母の名はミカヤで、ギブアのウリエルの娘であった。アビヤとヤロブアムの間に戦いがあった。

3 アビヤは力ある戦士の軍勢、四十万人の選ばれた人々をもって戦いを備えた。ヤロブアムも彼と戦いを整え、八十万人の選ばれた力ある勇士をもって臨んだ。

4 アビヤはツェマライムの山の上に立ち上がり、それはエフライムの山にあり、言われた、「私の言うことを聞け、ヤロブアムよ、そしてすべてのイスラエルよ」。

5 あなたがたは知らないのか。イスラエルの神、主が、ダビデにイスラエルの上に永遠に王国を与えられたことを。彼とその子らに、塩の契約をもって。

6 ヤロブアム、ネバトの子、ソロモンの子ダビデのしもべが立ち上がり、その主に逆らった。

7 無価値な人々、ベリアルの子らが彼のところに集まり、ソロモンの子レハブアムに対して力を強めた。レハブアムは少年で心が弱く、彼らの前に立ち向かうことができなかった。

8 そして今、あなたがたは主の王国の前に、ダビデの子らの手によって強くなろうと言っている。あなたがたは大いなる群衆であり、あなたがたと共に、ヤロブアムがあなたがたのために神として造った金の子牛たちがある。

9 あなたがたは主の祭司たち、アロンの子らとレビ人を追い出し、地の民のように自分たちのために祭司を立てたではないか。すべて自分の手を満たすために雄牛の子一頭と雄羊七頭を携えて来る者は、神でない者の祭司となるのである。

10 しかし私たちは、私たちの神、主を捨てておらず、主に仕える祭司たち、アロンの子ら、そしてレビ人たちがその仕事に当たっています。

11 主に全焼のいけにえを朝ごとに、また夕方ごとにささげ、香料の薫香と、清い食卓の上にパンの並べたものと、金の燭台とそのともしびを夕方ごとにともすようにしている。私たちは私たちの神、主の務めを守っているが、あなたがたは彼を捨てた。

12 見よ、神はその祭司たちと叫びのラッパと共に我々の頭におられ、あなたがたに向かって叫びを上げるためである。イスラエルの子らよ、あなたがたの先祖の神、主と戦ってはならない。あなたがたは成功しないからである。

13 ヤロブアムは待ち伏せを彼らの背後から来るように回し、彼らはユダの前にあり、待ち伏せは彼らの背後にあった。

14 ユダが振り返ると、見よ、彼らには戦いが前とうしろにあった。彼らは主に向かって叫び、祭司たちはラッパを吹き鳴らした。

15 ユダの人々は叫び声を上げた。ユダの人々が叫び声を上げたとき、神はヤロブアムとすべてのイスラエルをアビヤとユダの前に打ち破られた。

16 イスラエルの子らはユダの前から逃げ、神は彼らをユダの手に渡された。

17 アビヤとその民は彼らを激しく打ち、イスラエルから選ばれた者五十万人の人が傷ついて倒れた。

18 イスラエルの子らはその時にへりくだり、ユダの子らは自分たちの父祖の神、主に頼ったので、強くなった。

19 アビヤはヤロブアムを追跡し、彼から町々を奪い取った。すなわち、ベテルとその娘たち、エシャナとその娘たち、そしてエフロンとその娘たちを。

20 ヤロブアムの力はアビヤの日々の間、再び強まることはなかった。主が彼を打たれたので、彼は死んだ。

21 アビヤは強くなり、十四人の妻をめとった。そして二十二人の子と十六人の娘をもうけた。

22 アビヤの残りの言葉と、その道と、その言葉とは、預言者イドの物語に書かれている。

2 Chronicles 14

1 アビヤはその父たちとともに眠り、人々は彼をダビデの町に葬った。そして彼の子アサが彼の代わりに王となった。彼の日に、地は十年の間、静かであった。

2 アサは自分の神、主の目にかなう良いことと正しいことを行った。

3 彼は異邦の祭壇と高台を取り除き、石柱を打ち砕き、アシェラ像を切り倒した。

4 ユダに、彼らの父祖の神、主を求めることと、律法と戒めを行うことを言われた。

5 彼はユダのすべての町から高台と偶像を取り除いた。そして、その王国は彼の前に静まった。

6 彼はユダに要塞の町々を建てた。それは、その年の間、地が穏やかで、彼と戦いがなかったからである。主が彼に安息を与えられたからである。

7 彼はユダに言われた、「これらの町を建て、城壁と塔、戸とかんぬきを巡らせよう。われわれの前にはまだ地がある。われわれがわれわれの神、主を求めたからである。われわれは求めたので、主はわれわれに周囲に安らぎを与えられた」。彼らは建てて、栄えた。

8 アサには力ある勇士たちがいた。ユダからは盾と槍を携える者が三十万人、ベニヤミンからは盾を携え弓を引く者が二十八万人いた。これらのすべては力ある勇士たちであった。

9 クシュ人ゼラフが、百万の力と三百の戦車をもって彼らに向かって出て来て、マレシャにまで進んだ。

10 アサはその前に出て行き、ゼファタの谷でマレシャに向かって戦いを整えた。

11 アサは彼の神、主に呼びかけ、言われた。「主よ、あなたには、力ある者と力なき者の間で助けることがないわけではありません。私たちの神、主よ、私たちを助けてください。私たちはあなたに寄り頼み、あなたの名によってこの群衆に臨みました。私たちの神、主よ、あなたは神です。どうか、人にあなたを阻ませないでください。

12 主はクシュ人をアサの前とユダの前に打たれたので、クシュ人は逃げた。

13 アサと彼と共にいた民はゲラルまで追撃し、クシュ人は命の維持ができないほど倒れた。彼らが主の前とその陣営の前に打ち破られたからである。彼らは非常に多くの戦利品を運び去った。

14 彼らはゲラルの周囲のすべての町を打ち、主の恐れが彼らに臨んだので、すべての町を略奪した。そこには多くの分捕り物があったからである。

15 また彼らは家畜の天幕を打ち破り、羊の群れを多数とらえ、らくだをも奪い取り、エルサレムに帰った。

2 Chronicles 15

1 アザルヤはオデデの子であり、神の霊が彼の上に臨んだ。

2 彼はアサの前に出て、言った。「アサよ、そしてすべてのユダとベニヤミンよ、私の言うことを聞け。あなたがたが主と共にいるなら、主はあなたがたと共におられる。あなたがたが主を求めるなら、主はあなたがたに見いだされる。しかし、あなたがたが主を捨てるなら、主はあなたがたを捨てられる。

3 イスラエルには多くの日々、真実の神なく、教える祭司なく、律法もなかった。

4 しかし、彼らはその苦難の中でイスラエルの神、主に立ち返り、主を求めたので、主は彼らに見いだされた。

5 その時代には、出て行く者にも入って来る者にも平和はなかった。なぜなら、すべての地の住民の上に多くの騒乱があったからである。

6 国は国に、町は町に打ち砕かれた。神がすべての苦難をもって彼らをかき乱されたからである。

7 あなたがたは強くあれ、あなたがたの手を弱らせてはならない。あなたがたの働きの報いには賃金があるからだ。

8 アサがこれらのことと預言者オデデの預言を聞いたとき、彼は奮い立ち、ユダとベニヤミンのすべての地と、エフライムの山から取った町々から忌み嫌うべきものを取り除いた。そして、主の玄関の前にある主の祭壇を新しくした。

9 彼はすべてのユダとベニヤミン、および彼らと共にいる寄留者たちを、エフライムとマナセとシメオンから集められた。彼らは、主なる彼の神が彼と共におられるのを見て、イスラエルから多数が彼のもとに落ちて来たからである。

10 彼らはアサの王国の第十五年の第三の月にエルサレムに集まった。

11 その日、彼らは主にいけにえをささげ、戦利品の中から牛七百頭と羊の群れ七千匹を携えて来た。

12 彼らは契約を結び、自分たちの先祖の神である主を求めることを、すべての心とすべての魂をもって行った。

13 すべて、イスラエルの神、主を求めない者は、小さい者から大きい者まで、人から女に至るまで、殺されることになった。

14 彼らは大きな声と叫びをもって、またラッパと角笛をもって主に誓った。

15 すべてのユダはその誓いを喜んだ。彼らはすべての心で誓い、すべての喜びをもって主を求めたので、主は彼らに見いだされた。主は彼らに周囲から安らぎを与えられた。

16 また、王アサの母マアカを、彼女がアシェラのために造った偶像のゆえに、女王の位から退けた。そしてアサはその偶像を切り倒し、粉々に砕き、キデロンの谷川で焼き尽くした。

17 高台はイスラエルから取り除かれなかった。ただ、アサの心はそのすべての日において全きものであった。

18 彼は父の聖なるものと自分の聖別したものを神の宮に携え入れた。銀と金と器を。

19 戦いはなかった。アサの王国の第三十五年まで。

2 Chronicles 16

1 アサの王国の第三十六年に、イスラエルの王バシャがユダに攻め上り、ラマを築いた。それは、ユダの王アサに出入りする者を出させないためであった。

2 アサは主の宮と王の家の宝物庫から銀と金を取り出し、ダマスコに住むアラムの王ベン・ハダデに送って言った。

3 わたしとあなたの間、またわたしの父とあなたの父の間の契約がある。見よ、わたしはあなたに銀と金を送った。行って、あなたの契約を破り、イスラエルの王バシャをわたしから退かせよ。

4 ベン・ハダデは王アサの言うことを聞かれ、自分の力の長官たちをイスラエルの町々に送られた。彼らはイヨン、ダン、アベル・マイム、そしてナフタリの町々のすべての倉庫を打った。

5 バシャがこれを聞いたとき、彼はラマの建設をやめ、その仕事を中止した。

6 王アサはユダのすべてを率いて、ラマの石と、バシャが建てたその木を運び去り、それらでゲバとミツパを建てた。

7 その時、見る者ハナニがユダの王アサのところに来て、彼に言われた、「あなたがアラムの王に寄り頼み、あなたの神、主に寄り頼まなかったので、それゆえ、アラムの王の城壁はあなたの手から逃れたのだ」。

8 クシュ人とリビア人は、力として多数、戦車と騎兵として非常に多くあったではないか。しかし、あなたが主に頼ったとき、彼らをあなたの手に渡された。

9 主の目は地のすべての所を行き巡り、心が主に向かって全き者たちとともに力を強くされるためである。あなたはこのことについて愚かなことをした。それゆえ、今からあなたには戦いがある。

10 アサはその見る者に激怒し、彼を獄の家に置いた。このことについて彼は彼と激怒したからである。アサはその時に民のうちの者たちを打ち砕いた。

11 そして見よ、アサの最初の言葉と最後の言葉は、ユダとイスラエルの王たちの書物に記されている。

12 アサはその王国の第三十九年に、その足の病気にかかり、その病気はひどく上にまで達した。そしてその病気のときにも、彼は主を求めず、医者たちに頼った。

13 アサはその先祖たちとともに眠り、その治世の第四十一年に死んだ。

14 彼らは彼を、ダビデの町で彼が自分のために掘った墓に葬り、彼を、香料と雑多な種類の、香料を混ぜ合わせるわざで調合された香料で満たした寝床に横たえた。そして彼らは彼のために、非常に大きな焼却を行った。

2 Chronicles 17

1 ヨシャパテはその子が彼に代わって王となり、イスラエルに対して強くなった。

2 彼はユダのすべての堅固な町に力を置き、ユダの地と、彼の父アサが取ったエフライムの町々に駐屯軍を置いた。

3 主はヨシャパテと共におられた。彼がその先祖ダビデの最初の道を歩み、バアルに求めることをしなかったからである。

4 彼は父の神を求め、その戒めに歩んだ。イスラエルのわざのようではなかった。

5 主はその手によって王国を堅く立てられた。そして、すべてのユダがヨシャパテに献げ物をささげた。彼には富と栄光が多数あった。

6 彼の心は主の道において高められた。そして彼はさらに、ユダから高台とアシェラ像を取り除いた。

7 その治世の第三年に、彼は自分の長官たち、すなわちベン・ハイル、オバデヤ、ゼカリヤ、ネタンエル、ミカヤを遣わして、ユダの町々で教えさせた。

8 彼らと共にいたレビ人は、シェマヤ、ネタニヤ、ゼバデヤ、アサエル、シェミラモテ、ヨナタン、アドニヤ、トビヤ、トブ・アドニヤというレビ人たちであり、彼らと共にいた祭司は、エリシャマとエホラムであった。

9 彼らはユダで教え、彼らと共に主の律法の書物を持って、ユダのすべての町を巡り、民に教えた。

10 主の恐れが、ユダの周囲のすべての地の王国の上にあった。そして彼らはヨシャパテと戦わなかった。

11 ペリシテ人たちはヨシャパテに献げ物と銀を重荷として運んで来た。また、アラビア人たちも彼に羊の群れ、雄羊七千七百匹、雄山羊七千七百匹を運んで来た。

12 ヨシャパテはますます高く大きくなっていった。彼はユダに城砦と倉庫の町々を建てた。

13 彼にはユダの町々で多くの仕事があり、エルサレムには力ある戦いの人々がいた。

14 これは彼らの父の家による監督であり、ユダの千人隊の長官たち、すなわち長官アドナ、そして彼と共に力ある勇士三十万人であった。

15 彼の手のそばには長官エホハナンがおり、彼と共に二十八万人がいた。

16 彼の手に続いて、主に自ら進んで献げられたジクリの子アマスヤがおり、彼と共に力ある勇士二十万人がいた。

17 ベニヤミンからは、力ある勇士エリヤダがおり、彼と共に弓と盾を携える者が二十万人いた。

18 彼の手に次いでエホザバデ、彼と共に軍勢の精鋭十八万人。

19 これらは王に仕える者たちであり、そのほかに、王がすべてのユダの要塞の町々に置いた者たちがいた。

2 Chronicles 18

1 ヨシャパテには富と栄光が多数あった。そして彼はアハブと姻戚関係を結んだ。

2 年の終わりに、彼はアハブのもとへサマリアに下って行った。アハブは彼のために羊の群れと牛を多数、また彼と共にいる民のために多くのものを屠った。そして彼を唆して、ラモテ・ギルアデに上って行かせようとした。

3 イスラエルの王アハブはユダの王ヨシャパテに言われた、「あなたは私と共にラモテ・ギルアデへ行かれますか」。彼は彼に言った、「私はあなたのようです。私の民はあなたの民のようです。私はあなたと共に戦いに行きます」。

4 ヨシャパテはイスラエルの王に言った、「どうか今日、主の言葉を尋ねてください」。

5 イスラエルの王は四百人の預言者たちを集めて、彼らに言われた、「わたしはラモテ・ギレアデに戦いに行くべきか、それとも控えるべきか」。彼らは言った、「上って行け。神がその王の手に渡されるでしょう」。

6 ヨシャパテは言われた、「ここには、主の預言者がもういないのか。われわれは彼によって主に伺いを立てよう」。

7 イスラエルの王はヨシャパテに言った、「まだ主に伺うことのできる人が一人いる。しかし私はその人を憎んでいる。彼は私について良いことを預言せず、彼のすべての日、悪いことばかりを預言するからだ。それはイムラの子ミカヤである」。するとヨシャパテは言った、「王よ、そのように言わないでください」。

8 イスラエルの王は一人の宦官を呼び寄せて、「急いでイムラの子ミカを連れて来なさい」と言われた。

9 イスラエルの王とユダの王ヨシャパテは、それぞれ自分の王座に座し、衣服を着て、サマリアの門の入口の打ち場に座っていた。そして、すべての預言者たちは彼らの前で預言していた。

10 ゼデキヤはケナアナの子で、自分のために鉄の角を作った。そして言った。「主はこう言われる。『これらで、あなたは彼らを滅ぼし尽くすまでアラムを突き刺す。』

11 すべての預言者たちはこう言って預言した。「ラモテ・ギルアデに上って勝利を得よ。主はそれを王の手に渡される。

12 使者はミカヤを呼びに行った者であるが、彼に言った、「見よ、預言者たちの言葉は皆、一つ口をもって王に良いことを言っている。あなたの言葉もどうか彼らの一人のようにして、良いことを言いなさい」。

13 ミカヤは言った、「主は生きておられる。私の神が言われることを、そのまま私は語る」。

14 王のところに来て、王は彼に言われた、「ミカよ、われわれはラモテ・ギルアデに戦いに行くべきか、それともやめるべきか」。彼は言った、「上って行き、成功せよ。彼らはあなたがたの手に渡される」。

15 王は彼に言われた、「何度までわたしはあなたに誓わせるのか。あなたが主の名によって、ただ真実だけをわたしに語るようにと」。

16 彼は言った。「私は、すべてのイスラエルが羊の群れのように、羊飼いのいない者たちとして山々に散らされているのを見た。そして主は言われた。『これらの者たちには主がいない。それぞれが自分の家に平和のうちに帰れ』と。

17 イスラエルの王はヨシャパテに言われた、「わたしはあなたに言ったではないか、彼はわたしについて良いことを預言せず、ただ悪いことだけを預言すると」。

18 それで彼は言われた、「それゆえ、主の言葉を聞け。私は主がその王座に座しておられるのを見た。天の軍勢はすべて、その右と左に立っていた。

19 主は言われた、「だれがイスラエルの王アハブを惑わして、ラモテ・ギルアデに上って倒れさせるだろうか」。すると、ある者はこう言い、またある者はこう言った。

20 霊が出て行き、主の前に立って言った。「私は彼を惑わそう。」主は彼に言われた。「何によってか。

21 彼は言った、「私は出て行って、彼のすべての預言者の口に偽りの霊となるでしょう」。すると主は言われた、「あなたは惑わすことができ、また勝つこともできる。出て行って、そのようにしなさい」。

22 今や、見よ、主は偽りの霊をあなたのこれらの預言者たちの口に与えられた。そして主はあなたについて悪を語られた。

23 ゼデキヤの子ケナアナが近づき、ミカヤの頬を打って言った、「主の霊が私から離れて、あなたに語るために、どの道を通って行ったのか」。

24 ミカヤは言われた、「あなたはその日に、奥の部屋から奥の部屋へと逃げ込むのを見るであろう」。

25 イスラエルの王は言われた、「ミカヤを連れて行き、彼を町の長官アモンと王の子ヨアシュのところへ戻せ」。

26 あなたがたは言え、『王はこう言われる、「この者を獄の家に入れよ。虐げのパンと虐げの水を与えよ。私が平和のうちに帰るまで」』と。

27 ミカヤは言った、「もしあなたが平和のうちに帰って来るなら、主は私によって語られなかったのだ」。そして言った、「すべての民よ、聞け」。

28 イスラエルの王とユダの王ヨシャパテは、ラモテ・ギルアデに上って行った。

29 イスラエルの王はヨシャパテに言われた、「あなたは変装して戦いに入りなさい。しかしあなたは自分の衣服を着なさい」。そしてイスラエルの王は変装して、彼らは戦いに入った。

30 アラムの王は自分の戦車の長官たちに命じて言われた、「あなたがたは小さな者とも大きな者とも戦わず、ただイスラエルの王とだけ単独で戦え」。

31 戦車の長官たちがヨシャパテを見たとき、彼らは「これはイスラエルの王だ」と言ったので、彼を取り囲んで戦おうとした。しかしヨシャパテが叫ぶと、主が彼を助けられ、神が彼らを彼から遠ざけられた。

32 戦車の長官たちは、イスラエルの王ではないのを見て、彼の後を引き返した。

33 ある人が弓を引き絞って全きままに射たところ、イスラエルの王を接合と胸当ての間で打った。彼は戦車兵に言った、「手を回せ、私を陣営から連れ出せ。私は傷ついたのだ」。

34 その日、戦いは激しくなり、イスラエルの王は夕方までアラムに向かって戦車の中に立ち続けたが、太陽が沈む時に死んだ。

2 Chronicles 19

1 ユダの王ヨシャパテは、平和のうちにエルサレムの自分の家に帰った。

2 エフーの子ハナニの先見者がヨシャパテ王の顔の前に出て来て、言った。「あなたは悪者を助け、主を憎む者たちを愛したのか。それゆえ、主の顔の前から激しい怒りがあなたに臨む。

3 しかし、良いことがあなたとともに見いだされた。あなたはアシェラを地から取り除き、神を求めるためにあなたの心を備えたからである。

4 ヨシャパテはエルサレムに住まわれた。そして再び民の中に出て行かれ、ベエル・シェバからエフライムの山に至るまで、彼らをその父祖たちの神、主のもとへ帰らせられた。

5 彼は地に、ユダのすべての堅固な町々に、町ごとにさばき人たちを立てた。

6 彼はさばき人たちに言われた、「あなたがたのしていることをよく見なさい。あなたがたがさばくのは人のためではなく、主のためであり、主があなたがたと共にいて、さばきの言葉を与えておられるからだ。

7 今や、主の恐れがあなたがたの上にありますように。主なる私たちの神には、不義も、顔の崇敬も、賄賂の取得もないからです。守り、行いなさい。

8 また、エルサレムにおいても、ヨシャパテはレビ人と祭司たち、およびイスラエルの父祖たちの頭たちの中から、主のさばきと争いのために立てた。そして彼らはエルサレムに帰った。

9 彼は彼らに命じて言われた。「あなたがたは、主の恐れをもって、信仰と全き心をもって、このように行いなさい。

10 あなたがたの兄弟たちで、その町々に住む者たちから、あなたがたのところに来るすべての争い、血と血の間、律法と戒めの間、定めとさばきの間について、あなたがたが彼らを戒め、彼らが主に対して罪を負わないようにしなさい。そうでなければ、激しい怒りがあなたがたとあなたがたの兄弟たちの上に臨むでしょう。あなたがたはこのように行い、罪を負わないようにしなさい。

11 見よ、祭司のかしらアマルヤは、主のすべての言葉についてあなたがたの上に立ち、イシュマエルの子ゼバデヤは、ユダの家の君主として王のすべてのことについてあなたがたの上に立つ。レビ人はあなたがたの前にいる。強くあって行え。主が善い者と共におられるように。

2 Chronicles 20

1 この後、モアブの子らとアンモンの子ら、および彼らと共にいたアンモン人が、ヨシャパテに対して戦いのために来た。

2 彼らが来て、ヨシャパテに告げて言った、「大いなる群衆が海の向こう側、アラムからあなたに攻め上って来ています。見よ、彼らはハツェツォン・タマル、すなわちエン・ゲディにいます」。

3 ヨシャパテは恐れ、主を求めるためにその顔を向け、ユダのすべての上に断食を呼びかけた。

4 ユダの人々は主に求めるために集まり、ユダのすべての町からも、主を求めるために来た。

5 ヨシャパテはユダとエルサレムの集会の前に、主の家の新しい中庭の前に立った。

6 彼は言われた。「我々の先祖の神、主よ。あなたこそ天の神であり、すべての国の王国を支配しておられる方ではありませんか。あなたの手には力と強さがあり、あなたに立ち向かえる者はだれもいません。

7 あなたは私たちの神ではありませんか。あなたはこの地の住民をあなたの民イスラエルの前から追い払い、それをあなたを愛するアブラハムの子孫に永遠に与えられたではありませんか。

8 彼らはそこに住み、あなたの名のためにそこに聖所を建てて、こう言った。

9 もし悪、剣、裁き、疫病、飢饉が私たちの上に臨むなら、私たちはこの家の前とあなたの前に立ちます。なぜなら、あなたの名がこの家にあるからです。そして、私たちの苦難からあなたに叫び求めます。あなたが聞いて救ってくださいますように。

10 今、見てください。アンモンの子らとモアブ、そしてセイルの山の者たちは、あなたがイスラエルに、彼らがエジプトの地から上って来たときに、その中に入ることをお許しにならなかった者たちです。彼らはイスラエルを避けて、彼らを滅ぼしませんでした。

11 それなのに、彼らは私たちに報いているのです。あなたが私たちに継がせられたあなたの相続から、私たちを追い出そうとして来ているのです。

12 私たちの神よ、あなたは彼らを裁かれないのですか。私たちにはこの大いなる群衆の前に立つ力がありません。彼らは私たちに攻め寄せて来ます。私たちは何をすべきか分かりません。ただ、私たちの目はあなたに向けられています。

13 すべてのユダは主の御顔の前に立っていた。彼らの幼子たち、妻たち、そして子らも。

14 ヤハジエルは、ゼカリヤの子、ベナヤの子、エイエルの子、マッタンヤの子であるレビ人で、アサフの子らのうちの一人であった。主の霊が集会の真ん中で彼の上に臨んだ。

15 彼は言われた、「すべてのユダとエルサレムの住民よ、そして王ヨシャパテよ、聞きなさい。主はあなたがたにこう言われる。『この大いなる群衆の前で恐れてはならない。おののいてはならない。戦いはあなたがたのものではなく、神のものだからである。』

16 明日、彼らに下って行け。見よ、彼らはツィツの上り坂を上って来る。あなたがたは、荒野の顔、エルエルに面する谷川の終わりで彼らを見つけるであろう。

17 この戦いを戦うのはあなたがたではない。あなたがたは立ち、留まり、あなたがたと共におられる主の救いを見よ。ユダとエルサレムよ、恐れてはならない。おののいてはならない。明日、彼らの顔の前に出て行け。主があなたがたと共におられる。

18 ヨシャパテは顔を地に伏せた。そして、ユダのすべてとエルサレムの住民たちは、主の前にひれ伏して主を礼拝した。

19 レビ人たちは、コハト人の子らとコラ人の子らの中から立ち上がり、イスラエルの神、主を大いなる声でほめ歌った。

20 彼らは朝早く起きて、テコアの荒野へ出て行った。彼らが出て行くとき、ヨシャパテは立って言われた。「ユダとエルサレムの住民よ、私に聞け。あなたがたの神、主を信じよ。そうすれば、あなたがたは堅く立つであろう。その預言者たちを信じよ。そうすれば、あなたがたは成功するであろう。

21 彼は民に相談し、主のために歌う者たちを立て、聖なるものの美しさを賛美する者たちを、先陣の前に出て行くときに、「主に感謝せよ。その慈愛は永遠に続く」と言わせた。

22 彼らが喜びの叫びと賛美を始めた時、主はアンモンの子ら、モアブ、およびセイルの山からユダに来た者たちに対して待ち伏せする者たちを置かれたので、彼らは打ち負かされた。

23 アンモンの子らとモアブは、セイルの山の住民に立ち向かい、彼らを聖絶し、滅ぼし尽くそうとした。そして、彼らがセイルの住民を滅ぼし終えたとき、互いに助け合って、互いを滅ぼす者となった。

24 ユダは荒野の見張り台に来た。彼らが群衆の方を向くと、見よ、彼らは地に倒れた死体であり、逃れの者はいなかった。

25 ヨシャパテとその民は彼らの戦利品を奪うために来た。彼らはその中に多数のもの、財産、死体、慕わしい器を見つけ、自分たちのために重荷がないほどに略奪した。彼らは三日の間、その戦利品を奪い続けた。それは多かったからである。

26 四日目に、彼らはベラカの谷に集まった。そこでは主を祝福したからである。それゆえ、その場所の名を今日までベラカの谷と呼んだ。

27 ユダのすべての人とエルサレムとヨシャパテは、彼らの頭として、喜びをもってエルサレムに帰るために帰った。主が彼らを彼らの敵から喜ばせられたからである。

28 彼らは瓶と竪琴とラッパを持って、主の宮のあるエルサレムに帰って来た。

29 神の恐れが、すべての地の王国の上にあった。彼らが、主がイスラエルの敵と戦われたのを聞いたからである。

30 ヨシャパテの王国は安らぎを得た。彼の神は彼に周囲から平安を与えられた。

31 ヨシャパテはユダを治めた。彼が王となった時は三十五歳で、エルサレムで二十五年間王であった。彼の母の名はアズバで、シルヒの娘であった。

32 彼は父アサの道を歩み、そこからそれず、主の目にかなう正しいことを行った。

33 ただし、高台は取り除かれなかった。そして、民はまだその心を彼らの父祖の神に向けて整えていなかった。

34 ヨシャパテのその他の言葉、最初のものも後のものも、見よ、それらはハナニの子エフーの言葉に記されており、それはイスラエルの王たちの書物に載せられた。

35 その後、ユダの王ヨシャパテはイスラエルの王アハズヤと結びついた。彼は悪を行う者となった。

36 彼は彼と組んで、タルシシュへ行く船を造ることにした。そして彼らはエツヨン・ゲベルで船を造った。

37 マレシャ出身のドダワの子エリエゼルは、ヨシャパテについて預言して言った。「あなたがアハズヤと結ばれたので、主はあなたのわざを打ち壊された。船は砕かれ、タルシシュへ行くことができなかった。

2 Chronicles 21

1 ヨシャパテはその父たちとともに眠り、その父たちとともにダビデの町に葬られた。そして、その子エホラムが彼に代わって王となった。

2 彼には兄弟たち、すなわちヨシャパテの子ら、アザルヤ、エヒエル、ゼカリヤ、アザルヤ、ミカエル、シェファテヤがいた。これらはすべて、イスラエルの王ヨシャパテの子らであった。

3 彼らの父は彼らに多くの贈り物、銀、金、宝物を、ユダの要塞の町々とともに与えられた。そして王国はエホラムに与えられた。彼が長子であったからである。

4 エホラムは父の王国の上に立ち上がり、自らを強くされた。そして、彼はそのすべての兄弟たちを剣で殺した。また、イスラエルの長官たちも殺した。

5 エホラムは三十二歳で王となり、エルサレムで八年間統治した。

6 彼はイスラエルの王たちの道を歩み、アハブの家がしたように行った。アハブの娘が彼の妻であったからである。彼は主の目に悪を行った。

7 主は、ダビデの家を滅ぼすことを望まれなかった。主がダビデと結ばれた契約のゆえに、また、主が彼に、彼の子らに、すべての日の間、ともしびを与えると言われたとおりに。

8 彼の日に、エドムがユダの手の下から反逆し、彼らの上に王を立てた。

9 エホラムはその長官たちとともに進み、すべての戦車も彼とともにあった。彼は夜のうちに立ち上がり、自分を包囲していたエドムと戦車の長官たちを打った。

10 エドムはユダの手の下から反逆し、今日に至るまでそうである。その時、リブナも彼の手の下から反逆した。彼が自分の父祖たちの神、主を捨てたからである。

11 彼もまたユダの山々に高台を造り、エルサレムの住民を淫行に陥らせ、ユダを惑わした。

12 預言者エリヤから彼のところに書き物が届き、こう言われた。「あなたの父ダビデの神、主はこう言われる。『あなたはあなたの父ヨシャパテの道と、ユダの王アサの道とを歩まなかったので、

13 あなたはイスラエルの王たちの道を歩み、ユダとエルサレムの住民を、アハブの家が淫行を行ったように淫行に陥らせた。また、あなたよりも優れていたあなたの父の家の兄弟たちを殺した。

14 見よ、主はあなたの民と、あなたの子たちと、あなたの妻たちと、あなたのすべての財産に、大きな疫病を打たれる。

15 あなたは多くの病気にかかり、あなたの腹の病によって、その病気のためにあなたの腹が出るまで、日が日に重なるであろう。

16 主は、クシュ人の手のそばにいるペリシテ人とアラビア人の霊を、エホラムに対して奮い立たせられた。

17 彼らはユダに上って来て、それを打ち破り、王の家にあるすべての財産を奪い取り、また彼の子たちと妻たちも捕らえた。彼には、末の子エホアハズのほかには、子がひとりも残されなかった。

18 そして、このすべての後に、主は彼の腹を、いやしのない病気で打たれた。

19 日が過ぎて、その終わりの時が来るころ、すなわち二年の日の終わりに、彼の腹はその病気とともに出てしまい、彼は重い病気で死んだ。彼の民は、彼のために、彼の父たちの焼却のようには焼却を行わなかった。

20 三十二歳で王となり、八年間エルサレムで治めた。彼は慕わしさのない道を歩み、ダビデの町に葬られたが、王たちの墓には葬られなかった。

2 Chronicles 22

1 エルサレムの住民たちは、その末の子アハズヤを彼の代わりに王とした。なぜなら、アラビア人と共に来た軍団が陣営に攻め入り、先の者たちをすべて殺したからである。こうしてユダの王エホラムの子アハズヤが王となった。

2 アハズヤは三十二歳で王となり、エルサレムで一年間統治した。彼の母の名はアタルヤで、オムリの娘であった。

3 彼もまたアハブの家の道に歩んだ。彼の母が彼に悪を行うように助言したからである。

4 彼は父の死後、彼らが彼の助言者となり、彼を滅ぼす者となったので、主の目にアハブの家のように悪を行った。

5 また彼らの助言によって、彼はイスラエルの王アハブの子エホラムと共に、アラムの王ハザエルとラモテ・ギレアデで戦いに行った。そしてシリア人はヨラムを打った。

6 彼はエズレルで傷を癒すために戻った。それは、彼がアラムの王ハザエルと戦ったときにラマで受けた傷のためであった。そして、ユダの王エホラムの子アザルヤは、アハブの子エホラムを見舞うためにエズレルに下って行った。彼は病んでいたからである。

7 神によって、アハズヤの滅ぼしは、ヨラムのところへ行くことによってもたらされた。そして、彼が行ったとき、彼はエホラムと一緒に、ニムシの子エフーのところへ出て行った。主がアハブの家を断ち滅ぼすために油を注がれた者である。

8 エフーがアハブの家を裁いたとき、彼はユダの長官たちとアハズヤの兄弟たちの子らがアハズヤに仕えているのを見つけ、彼らを殺した。

9 彼らはアハズヤを捜し求めた。彼はサマリアに隠れていたが、捕らえられ、エフーのもとに連れて行かれ、彼らは彼を殺した。そして彼らは彼を葬った。なぜなら、彼らは「彼は、すべての心をもって主を求めたヨシャパテの子である」と言ったからである。そして、アハズヤの家には、王国を保つ力を留める者がいなかった。

10 アタルヤはアハズヤの母であったが、自分の子が死んだのを見て、立ち上がり、ユダの家の王国のすべての子孫を滅ぼした。

11 王の娘エホシャベアテは、アハズヤの子ヨアシュを取り、殺される王の子たちの真ん中から彼を盗み出し、彼とその乳母を寝台の奥の部屋に置いた。そして王の娘エホシャベアテ、すなわち祭司エホヤダの妻でエホラムの娘である彼女は、アハズヤの姉妹であったので、アタルヤの前から彼を隠し、彼を殺させなかった。

12 彼は彼らと共に神の家に六年間隠れていた。そしてアタルヤが地を治めていた。

2 Chronicles 23

1 第七年にエホヤダは力を強められ、百人隊長たち、すなわちエロハムの子アザルヤ、エホハナンの子イシュマエル、オベデの子アザルヤ、アダヤの子マアセヤ、ジクリの子エリシャパテを、自分と共に契約に連れられた。

2 彼らはユダを巡り、レビ人をユダのすべての町から集め、イスラエルの父祖の家の長たちも集め、エルサレムに来た。

3 すべての集会は神の家で王と契約を結んだ。そして彼らに言われた、「見よ、王の子が王となる。主がダビデの子らについて語られたとおりに」。

4 これはあなたがたのなすべき言葉である。あなたがたのうちの第三のもの、安息日に入って来る者たちは、祭司とレビ人、すなわち鉢の門番たちのために。

5 第三のものは王の家に、第三のものは基礎の門に、そして民のすべては主の家の中庭にいた。

6 主の家には、祭司とレビ人のために仕える者たちのほかは、だれも入ってはならない。彼らだけが入ることができる。なぜなら、彼らは聖なるものだからである。そして、すべての民は主の務めを守らなければならない。

7 レビ人は王の周囲を囲み、それぞれ手に器を持ち、家に入る者は殺されるであろう。彼らは王の出入りに際して王と共にいるであろう。

8 レビ人とユダのすべての者は、祭司エホヤダが命じたすべてのとおりに行った。彼らはそれぞれ、安息日に入る者たちと安息日から出る者たちを連れて来た。祭司エホヤダは割り当ての組を解かなかったからである。

9 祭司エホヤダは、百人隊の長官たちに、ダビデ王のものであった槍と盾と小盾を、神の宮にあったものを渡した。

10 彼はすべての民を、それぞれ手に投げ槍を持って、宮の右の肩から宮の左の肩まで、祭壇と宮のために、王の周囲に立たせた。

11 彼らは王の子を連れ出し、その上に聖別と証言を置き、彼を王とした。そしてエホヤダとその子らが彼に油を注ぎ、「王が生きよ」と言った。

12 アタルヤは、走る民と王をほめたたえる民の声を聞いた。そして、主の家の民のところへ来た。

13 彼女が見ると、見よ、王がその柱の上に入口に立っておられ、長官たちとラッパ手たちが王のそばにいた。地の民はみな喜び、ラッパを吹き鳴らし、歌の器を持つ歌うたいたちが賛美を告げ知らせていた。そこでアタルヤは自分の衣服を裂き、「陰謀だ、陰謀だ」と言った。

14 祭司エホヤダは、百人隊長たち、すなわち力の指揮官たちを連れ出し、彼らに言われた、「彼女を並木の宮の外へ連れ出せ。彼女に従って来る者は剣で殺せ」。祭司が言ったのは、「彼女を主の宮の中で殺してはならない」からである。

15 彼らは彼女に手を置き、彼女は王の家の馬の門の入口へ行った。そして彼らはそこで彼女を殺した。

16 エホヤダは契約を結んだ。彼とすべての民との間、また王との間で、主の民となるために。

17 すべての民はバアルの宮に入り、それを打ち壊し、その祭壇とその像を粉々にした。そして、バアルの祭司マッタンを祭壇の前で殺した。

18 エホヤダは主の宮の監督たちを、ダビデが主の家のために割り当てた祭司であるレビ人の手に置いた。それは、モーセの律法に書かれているとおりに主の全焼のいけにえを、ダビデの手による喜びと歌をもってささげるためであった。

19 門番たちを主の宮の門に立たせた。汚れた者は、すべてのことにわたって入ることができなかった。

20 百人隊長たちと、貴族たちと、民を治める者たちと、地の民すべてを連れて行き、王を主の家から連れ下り、彼らは王の家の高い門の真ん中を通って入り、王を王国の王座に座らせた。

21 地の民はすべて喜び、町は静かになった。そして彼らはアタルヤを剣で殺した。

2 Chronicles 24

1 ヨアシュは七歳で王となり、四十年間エルサレムで治めた。その母の名はツィブヤで、ベエル・シェバの出身であった。

2 ヨアシュは祭司エホヤダのすべての日々の間、主の目にかなう正しいことを行った。

3 エホヤダは彼のために二人の妻を娶った。そして彼は子と娘を生んだ。

4 その後、ヨアシュの心に主の家を新しくすることがあった。

5 彼は祭司たちとレビ人たちを集めて、彼らに言われた、「ユダの町々へ出て行き、すべてのイスラエルから、あなたがたの神の家を強くするための銀を毎年十分に集めなさい。そして、あなたがたはこのことを急ぎなさい」。しかし、レビ人たちは急がなかった。

6 王はレビ人の頭であるエホヤダを呼び寄せて言われた、「なぜあなたはレビ人に、ユダとエルサレムから、主のしもべモーセとイスラエルの集会が証言の天幕のために定めた贈り物を納めさせようとしなかったのか」。

7 悪女アタルヤの子たちが神の家を破壊し、また主の宮のすべての聖なるものもバアルのために用いた。

8 王は言われた。そして彼らは一つの箱を造り、それを主の宮の門の外に置いた。

9 彼らはユダとエルサレムで声を上げ、神のしもべモーセが荒野でイスラエルに課した主への贈り物を持って来るようにさせた。

10 すべての長官たちとすべての民は喜び、彼らは持って来て、それを箱の中に投げ入れた。ついにそれが満ちるまで。

11 レビ人が王の監督の手に箱を運ぶ時が来ると、彼らが銀が多いのを見て、王の書記官と祭司のかしらの監督者が来て、箱を空にし、それを担いで元の場所に戻した。彼らは日ごとにこのように行い、銀を多数集めた。

12 王とエホヤダは、それを主の宮の奉仕の仕事をする者たちに渡した。彼らは主の宮を新しくするために石切り職人と職人を雇い、また鉄と青銅の職人たちも、主の宮を強くするために雇った。

13 仕事をしていた者たちが働いたので、いやしが彼らの手によって仕事に上った。そして彼らは神の家をその度量の上に立て、それを強くした。

14 彼らがそれを終えたとき、彼らは残りの銀を王とエホヤダの前に持って来た。そして彼はそれで主の宮のための器、すなわち奉仕の器、全焼のいけにえをささげる器、手のひら、金と銀の器を作った。そして彼らはエホヤダのすべての日の間、常に主の宮で全焼のいけにえをささげていた。

15 エホヤダは老い、日々に満ち足りて死んだ。彼の死の時、歳は百三十歳であった。

16 彼らは彼をダビデの町の王たちと共に葬った。彼がイスラエルにおいて善を行い、神とその家に対して善を行ったからである。

17 エホヤダの死の後、ユダの長官たちが来て、王にひれ伏した。その時、王は彼らの言うことを聞かれた。

18 彼らは先祖の神、主の家を捨て、アシェラと偶像を礼拝した。それで、この罪過のゆえに、激しい怒りがユダとエルサレムに臨んだ。

19 主は彼らに預言者たちを遣わして、主のもとへ彼らを帰らせようとされた。彼らは彼らに対して証言したが、彼らは耳を傾けなかった。

20 神の霊が祭司エホヤダの子ゼカリヤをまとわれた。彼は民の上に立って、彼らに言った。「神はこう言われる。なぜあなたがたは主の戒めに背き、成功しないのか。あなたがたが主を捨てたので、主もあなたがたを捨てられたのだ。

21 彼らは彼に対して陰謀を巡らせ、王の戒めにより、主の家の中庭で石で彼を撃ち殺した。

22 ヨアシュ王は、その父エホヤダが自分に示した慈愛を覚えず、彼の子を殺した。そして、彼が死ぬとき、「主が見て、報いられるように」と言った。

23 年の巡りになると、アラムの城壁が彼の上に上って来た。彼らはユダとエルサレムに来て、民のすべての長官たちを民の中から滅ぼし、そのすべての戦利品をダマスコの王に送った。

24 小さいものの人がアラムの城壁に来たが、主はその手に非常に多くの力を与えられた。彼らが先祖の神、主を捨てたからである。そして彼らはヨアシュに裁きを行った。

25 彼らが彼を去ったとき、彼は多くの病気にかかっていたが、彼のしもべたちは祭司エホヤダの子たちの血のゆえに彼に対して謀反を企て、彼をその寝台の上で殺した。彼は死んだ。彼らは彼をダビデの町に葬ったが、王たちの墓には葬らなかった。

26 これが彼に謀反した者たちである。アンモン人のシメアテの子ザバデ、モアブ人のシムリテの子エホザバデ。

27 彼の子たちと、彼に課せられた重荷の多数、そして神の宮の土台について、見よ、それらは王たちの書物の物語に記されている。彼の子アマツヤが彼の代わりに王となった。

2 Chronicles 25

1 アマツヤは二十五歳で王となり、エルサレムで二十九年間統治した。彼の母の名はエルサレム出身のエホアダンであった。

2 彼は主の目にかなう正しいことを行ったが、ただ全き心をもってではなかった。

3 王国が彼の上で強くなったとき、彼は自分の父である王を打った自分のしもべたちを殺した。

4 しかし、その子たちは殺さなかった。それは、主が命じられたモーセの書物である律法に書いてあるとおりである。「父は子のゆえに死なず、子も父のゆえに死なない。それぞれ自分の罪のゆえに死ぬ。

5 アマツヤはユダを集め、父の家ごとに千人隊の長官と百人隊の長官の下に立て、すべてのユダとベニヤミンを数え上げた。彼らを二十歳以上で調べると、槍と盾を取る軍勢に出る選抜された者三十万人が見つかった。

6 彼はイスラエルから力ある勇士十万人を銀百タラントで雇った。

7 神の人が彼のところに来て言われた、「王よ、イスラエルの軍勢をあなたと共に行かせてはなりません。主はイスラエル、すなわちエフライムのすべての子らと共におられないからです。

8 しかし、もしあなたが行くなら、戦いのために強くあれ。神はあなたを敵の前に敗北させられる。神には助ける力と敗北させる力があるからだ。

9 アマツヤは神の人に言った、「しかし、わたしがイスラエルの軍団に与えた百タラントについては、どうしたらよいのでしょうか」。神の人は言った、「主は、これよりも多くのものをあなたに与えることがおできになる」。

10 アマツヤは、彼のもとに来たエフライムの軍団を分け離して、彼らの場所へ行かせた。すると彼らの怒りはユダに対して非常に激しくなり、彼らは激しい怒りをもって自分の場所へ帰って行った。

11 アマツヤは奮い立ち、自分の民を率いて、塩の谷へ行き、セイルの子ら一万人を打ち破った。

12 ユダの子らは一万人を生きたまま捕らえ、彼らを岩の頭に連れて行き、岩の頭から彼らを投げ落とした。そして、彼らのすべては裂かれた。

13 アマツヤが自分と共に戦いに行かせずに帰らせた軍団の子らは、サマリアからベテ・ホロンに至るまでユダの町々を襲い、彼らのうち三千人を打ち、多くの分捕り物を奪い取った。

14 アマツヤがエドム人を打ち破ってから後、彼はセイルの子らの神々を携えて来て、それを自分の神として立て、その顔の前にひれ伏し、それらに香をたいた。

15 主の怒りがアマツヤに対して燃え上がり、主は彼のもとに預言者を遣わされた。その預言者は彼に言われた。「なぜあなたは、その民をあなたの手から救い出せなかった民の神々を求めたのか。

16 彼が彼に語っている間に、王の助言者である彼は彼に言った、「あなたは王の助言者にされた。やめなさい。なぜあなたは打たれるのか」。すると預言者はやめ、そして言った、「あなたがこのことを行い、私の助言に聞かなかったので、神があなたを滅ぼそうと計画されていることを私は知っている」。

17 ユダの王アマツヤは相談し、イスラエルの王エフーの子エホアハズの子ヨアシュのところへ人を遣わして言われた、「さあ、互いに顔を合わせよう」。

18 イスラエルの王ヨアシュはユダの王アマツヤに人を遣わして言われた。「レバノンのいばらはレバノンの杉に使いを遣わして言った。『あなたの娘を私の子に妻としてください。』すると、レバノンの野の生き物が通りかかって、そのいばらを踏みつけた。

19 あなたは言った、「見よ、わたしはエドムを打ち破った」と。そしてあなたの心は高ぶって、重んじられようとしている。今、あなたの家にとどまれ。なぜ、あなたは悪に挑み、あなたと共にいるユダが倒れるのか。

20 アマツヤは聞き入れなかった。それは神からのことであり、彼らがエドムの神々を求めたので、彼らを手に渡すためであった。

21 イスラエルの王ヨアシュは上って行き、彼とユダの王アマツヤはベテ・シェメシュで顔を合わせた。それはユダに属するベテ・シェメシュであった。

22 ユダはイスラエルの前で打ち負かされ、それぞれの者は自分の天幕へ逃げた。

23 ユダの王アマツヤ、ヨアシュの子、エホアハズの子を、イスラエルの王ヨアシュはベテ・シェメシュで捕らえ、彼をエルサレムに連れて行った。そして彼はエルサレムの城壁を、エフライムの門から角の門まで四百キュビトにわたって破壊した。

24 すべての金と銀、そして神の宮の中にオベデ・エドムとともに見つかったすべての器、また王の宮の宝物庫と人質の子らを取って、サマリアに帰った。

25 ユダの王ヨアシュの子アマツヤは、イスラエルの王エホアハズの子ヨアシュの死後、十五年生きた。

26 アマツヤのその他の言葉、最初のものも後のものも、見よ、それらはユダとイスラエルの王たちの書物に記されているではないか。

27 アマツヤが主に従うのをやめた時から、人々はエルサレムで彼に対して陰謀を巡らせた。彼はラキシュに逃げたが、人々は彼を追ってラキシュに使いを送り、そこで彼を殺した。

28 彼らは彼を馬に載せて運び、彼をその父たちと共にユダの町に葬った。

2 Chronicles 26

1 ユダのすべての民はウジヤを取り、彼は十六歳であり、彼をその父アマツヤの代わりに王とした。

2 彼はエラテを建て、それをユダに戻した。王がその父たちと共に眠った後で。

3 ウジヤは十六歳で王となり、五十二年エルサレムで治めた。彼の母の名はエコルヤで、エルサレム出身であった。

4 彼は父アマツヤがしたすべてのとおりに、主の目にかなう正しいことを行った。

5 彼はゼカリヤの日々に神を求めた。そのゼカリヤは神の幻を見て悟る者であった。そして彼が主を求めた日々に、神は彼を栄えさせられた。

6 出て行ってペリシテ人と戦い、ガテの城壁とヤブネの城壁とアシュドドの城壁を打ち破り、アシュドドとペリシテ人の中に町々を建てた。

7 神は彼を、ペリシテ人と、グル・バアルに住むアラビア人と、メウニ人に対して助けられた。

8 アンモン人はウジヤに献げ物を納めた。彼の名はエジプトの入口にまで及んだ。彼が非常に強くなったからである。

9 ウジヤはエルサレムに塔を建てた。隅の門の上と、谷の門の上と、隅の上に。そして彼はそれらを堅固にした。

10 荒野に塔を建て、多くの穴を掘った。それは彼に多くの家畜があったからである。低地と平地にも、山とカルメルにも農夫とぶどう園の者がいた。彼は地を愛する者であったからである。

11 ウジヤには戦いをする力のある者がいて、軍勢として軍団に出る者たちが、その監督の数に従って、書記官エイエルの手と、長官マアセヤの手によって、王の長官たちの一人ハナニヤの手の下にあった。

12 すべての力ある勇士たちの父祖の頭の数は、二千六百人であった。

13 彼らの手の下に、城壁の軍勢、三十万三千五百人の戦いをなす者たちが、力の力をもって、王を敵に対して助けるためにいた。

14 ウジヤは彼らのために、すべての軍勢のために、盾と槍とかぶとと胸当てと弓と、垂れ幕の石を用意した。

15 彼はエルサレムで、塔と隅の上に置くための、巧みな工夫による企てを造った。それは矢と大きな石を放つためであった。彼の名は遠くまで広まった。彼が驚くべき助けを受け、ついに強くなったからである。

16 彼の強さが増すにつれて、彼の心は高ぶり、ついには自らを滅ぼすに至り、彼は自分の神、主に対して罪を犯した。そして彼は主の神殿に入り、薫香の祭壇の上で香を焚こうとした。

17 祭司アザルヤが彼の後に来て、彼と共に主の祭司たち、力ある者たちの子ら八十人がいた。

18 彼らはウジヤ王の前に立ち、彼に言った、「ウジヤよ、あなたが主に香をたくことはあなたのためではない。香をたくことは、聖別されたアロンの子である祭司たちのためである。聖所から出て行け。あなたは罪を犯したからだ。これはあなたのための栄光ではなく、主なる神からのものでもない」。

19 ウジヤは怒り、その手に香炉を持って香を焼こうとした。彼が祭司たちに対して怒っている間に、らい病が彼の額に現れた。それは主の宮で、薫香の祭壇の上で、祭司たちの前で起こった。

20 アザルヤ頭の祭司とすべての祭司たちは彼の方を向いた。すると、見よ、彼は額に重い皮膚病を患っていた。彼らは彼をそこから急いで追い出した。彼自身も急いで出て行った。主が彼を打たれたからである。

21 ウジヤ王は死の日まで重い皮膚病を患い、自由の宮に住んだ。重い皮膚病を患っていたからである。彼は主の家から断たれた。彼の子ヨタムが王の家を治め、地の民を裁いた。

22 ウジヤのその他の最初の言葉と最後の言葉は、預言者アモツの子イザヤが書き記した。

23 ウジヤはその父たちと共に眠り、彼らは彼をその父たちと共に、王たちのための埋葬の野に葬った。なぜなら、彼らが「彼はツァラアトに冒されている」と言ったからである。そして、彼の子ヨタムが彼の代わりに王となった。

2 Chronicles 27

1 ヨタムは二十五歳で王となり、十六年間エルサレムで治めた。彼の母の名はエルシャで、ザドクの娘であった。

2 彼は父ウジヤがしたすべてのように、主の目にかなう正しいことを行った。ただ、彼は主の神殿には入らなかった。しかし、民はなおも堕落し続けていた。

3 彼は主の宮の上の門を建て、オフェルの城壁にも多数を建てた。

4 また、彼はユダの山に町々を建て、森の中に城砦と塔を建てた。

5 彼はアンモンの子らの王と戦い、彼らに勝ったので、アンモンの子らはその年に銀百タラントと小麦一万コルと大麦一万コルを彼に納めた。アンモンの子らはこれを彼に納めたが、第二年と第三年にも納めた。

6 ヨタムは、自分の道をその神、主の前に整えたので、強くなった。

7 ヨタムの残りのことと、彼のすべての戦いと彼の道は、見よ、イスラエルとユダの王たちの書物に記されている。

8 彼は二十五歳で王となり、エルサレムで十六年間統治した。

9 ヨタムはその先祖とともに眠りにつき、人々は彼をダビデの町に葬った。そして、その子アハズが彼の代わりに王となった。

2 Chronicles 28

1 アハズは二十歳で王となり、エルサレムで十六年間統治した。彼は父ダビデのように、主の目にかなう正しいことを行わなかった。

2 彼はイスラエルの王たちの道を歩み、またバアルのために鋳像を造った。

3 彼はヒンノムの子の谷で香をたき、その子たちを火で焼き尽くした。これは、主がイスラエルの子らの前から追い払われた国々の忌み嫌うべきもののとおりであった。

4 高台でいけにえを屠り、香をたき、丘の上と、すべての青々とした木の下で行った。

5 彼の神、主は彼をアラムの王の手に渡された。彼らは彼を打ち、彼から多くの捕虜を捕らえ、ダマスコに連れて行った。また、彼はイスラエルの王の手にも渡され、彼は彼に大きな傷を負わせた。

6 ペカはレマルヤの子であり、ユダで一日に十二万人を殺した。彼らはすべて力ある者たちであったが、彼らがその父祖の神、主を捨てたからである。

7 エフライムの勇士ジクリは、王の子マアセヤと、宮の君主アズリカムと、王の第二の者エルカナを殺した。

8 イスラエルの子らは、その兄弟たちから、女、子、娘を二十万人捕らえ、また彼らから多くの戦利品を奪い取り、その戦利品をサマリアに持ち帰った。

9 そこには主の預言者で、その名をオデデという者がいた。彼はサマリアに来た軍勢の前に出て、彼らに言われた。「見よ、あなたがたの先祖の神、主がユダに対して怒りを発し、彼らをあなたがたの手に渡された。しかしあなたがたは、その激怒をもって彼らを殺し、その怒りは天にまで達した。

10 今、あなたがたユダの子とエルサレムの者たちは、自分たちのためにしもべと女奴隷とするために征服しようと言っている。しかし、あなたがた自身のうちに、あなたがたの神、主に対する罪過があるではないか。

11 今、私の言うことを聞いて、あなたがたの兄弟から捕らえて来た捕虜を返しなさい。主の激しい怒りがあなたがたの上にあるからだ。

12 エフライムの子らの頭たちの中から人々が立ち上がった。すなわち、エホハナンの子アザルヤ、メシレモテの子ベレクヤ、シャルムの子ヒゼキヤ、ハドライの子アマサが、軍勢から帰って来た者たちに向かって。

13 彼らは彼らに言った、「あなたがたはその捕虜をここへ連れて来てはならない。あなたがたが言うことは、主の罪過を私たちに負わせることになり、私たちの罪と私たちの罪過に付け加えることになるからだ。私たちの罪過はすでに大きく、激しい怒りの顔がイスラエルに向かっているのだ」。

14 武装した者たちは、捕虜と分捕り物を、長官たちとすべての集会の前に置き去りにした。

15 名で指名された人々は立ち上がり、捕虜を捕らえ、彼らの裸の者すべてに戦利品から着せ、彼らに履かせ、食べさせ、飲ませ、油を塗り、弱っているすべての者をろばに乗せて、なつめやしの町エリコの彼らの兄弟のところへ連れて行った。そして彼らはサマリアに帰った。

16 その時、王アハズは、自分を助けるためにアッシュルの王たちに使いを送った。

17 さらにエドム人が来て、ユダを打ち、捕虜を捕らえた。

18 ペリシテ人は低地とネゲブのユダの町々に侵入し、ベテ・シェメシュ、アイヤロン、ゲデロテ、ソコとその娘たち、ティムナとその娘たち、ギムゾとその娘たちを占領し、そこに住んだ。

19 主はユダを低くされた。それはイスラエルの王アハズのためであった。彼がユダにおいて勝手な振る舞いをし、主に対して甚だしい背信を犯したからである。

20 アッシュルの王テグラテ・ピルエセルが彼のところに来て、彼を苦しめたが、彼を強くすることはなかった。

21 アハズは主の家と王の家と長官たちの家から財宝を取り分け、それをアッシュルの王に与えたが、それは彼の助けとはならなかった。

22 その苦難の時に、彼はますます主に対して罪を犯した。この王アハズがそうであった。

23 彼は自分を打ったダマスコの神々にいけにえをささげ、言った、「アラムの王たちの神々が彼らを助けるのであれば、わたしも彼らにいけにえをささげよう。そうすれば彼らがわたしを助けるであろう」。しかし、それらの神々は彼とすべてのイスラエルを滅ぼす原因となった。

24 アハズは神の家の器を集め、神の家の器を切り裂き、主の宮の戸を閉ざした。そして、エルサレムのすべての隅に自分のために祭壇を造った。

25 すべての町々、ユダのすべての町で、彼は他の神々に香をたくための高台を造った。そして、彼は自分の父たちの神、主を怒らせた。

26 彼の言葉の残りと、彼のすべての道、最初のものと最後のものは、見よ、ユダとイスラエルの王たちの書物に記されている。

27 アハズはその先祖とともに眠り、町、すなわちエルサレムに葬られた。彼をイスラエルの王たちの墓には葬らなかったからである。そして、その子ヒゼキヤが彼に代わって王となった。

2 Chronicles 29

1 ヒゼキヤは二十五歳で王となり、二十九年間エルサレムで王であった。彼の母の名はアビヤで、ゼカリヤの娘であった。

2 彼は父ダビデがしたすべてのとおりに、主の目にかなう正しいことを行った。

3 彼はその治世の第一年に、第一の月に、主の宮の戸を開き、それらを補強した。

4 彼は祭司たちとレビ人たちを連れて来て、彼らを東の広場に集められた。

5 彼らに言われた、「レビ人よ、わたしの言うことを聞け。今、あなたがたは自分自身を聖別し、あなたがたの父祖の神、主の家を聖別し、聖なるものから汚れを取り出せ。

6 私たちの父たちは不信の罪を犯し、私たちの神、主の目に悪を行い、主を捨てた。彼らは主の幕屋から顔を背け、うなじを向けた。

7 また彼らは玄関の戸を閉ざし、ともしびを消し、聖なるものの中でイスラエルの神に薫香をたかず、全焼のいけにえをささげなかった。

8 主の激しい怒りがユダとエルサレムに臨み、彼らを動揺とおののき、驚きと噂の的とされた。それは、あなたがたが自分の目で見ているとおりである。

9 見よ、私たちの父たちは剣に倒れ、私たちの子たちと娘たちと妻たちは、このことのために捕虜となった。

10 今、私の心はイスラエルの神、主と契約を結ぶことを望んでいる。そうすれば、その激しい怒りが私たちから離れるであろう。

11 子らよ、今、油断してはならない。主があなたがたを選ばれ、その前に立って仕え、主に仕える者となり、香をたく者となるために。

12 レビ人たちが立ち上がった。アマサイの子マハテ、アザルヤの子ヨエルはコハト人の子らから、メラリの子らからはアブディの子キシュとエハレルエルの子アザルヤ、ゲルション人からはジンマの子ヨアとヨアの子エデンが。

13 エリツァファンの子らからはシムリとエイエル、アサフの子らからはゼカリヤとマッタンヤ。

14 ヘマンの子らからはエヒエルとシメイ、エドトンの子らからはシェマヤとウジエル。

15 彼らの兄弟たちを集め、身を清め、主の言葉による王の戒めのとおりに来て、主の家を清めた。

16 祭司たちは主の家の奥に入って清め、主の神殿で見つけたすべての汚れを主の宮の中庭に運び出した。レビ人たちはそれを受け取って、外のキデロンの谷川へ運び出した。

17 彼らは第一の月の一日に聖別を始め、その月の八日には主の玄関に来て、主の家を八日の間聖別した。そして第一の月の十六日に終えた。

18 彼らは内側に入ってヒゼキヤ王のところへ行き、言った。「私たちは主の家のすべて、全焼のいけにえの祭壇とそのすべての器、並べたものの食卓とそのすべての器を清めました。

19 そして、王アハズがその王国において背信のうちに捨てたすべての器を、私たちは整え、聖別した。見よ、それらは主の祭壇の前にある。

20 ヒゼキヤ王は早く起きて、町の長官たちを集め、主の家に上った。

21 彼らは雄牛七頭、雄羊七頭、子羊七頭、そして罪のための雄やぎ七頭（雌ヤギ）を、王国のため、聖所のため、ユダのために持って来た。そして彼はアロンの子である祭司たちに、主の祭壇の上で焼き尽くす捧げ物をささげるように言った。

22 彼らは牛を屠り、祭司たちはその血を受け取って祭壇に注ぎかけた。そして雄羊を屠り、その血を祭壇に注ぎかけた。また子羊を屠り、その血を祭壇に注ぎかけた。

23 彼らは罪のためのやぎを王と集会の前に持って来て、その上に手を置いた。

24 祭司たちはそれらを屠り、その血を祭壇に注いで、すべてのイスラエルのために贖いをなした。王はすべてのイスラエルのために全焼のいけにえと罪のいけにえをささげると言われたからである。

25 彼はレビ人を主の宮に立たせ、シンバルと瓶と竪琴をもって、ダビデと王の預言者ガドと預言者ナタンの戒めに従わせた。それは主の戒めが主の手によって、その預言者たちの手によって与えられたからである。

26 レビ人はダビデの器を持って立ち、祭司たちはラッパを持って立った。

27 ヒゼキヤは全焼のいけにえを祭壇の上にささげるように言われた。そして、全焼のいけにえがささげられ始めた時、主への歌とラッパが、イスラエルの王ダビデの器による手に合わせて始まった。

28 すべての集会はひれ伏し、歌は歌われ、ラッパは吹き鳴らされた。すべては全焼のいけにえが終わるまで続いた。

29 献げ物を捧げ終えたとき、王とともにいたすべての者はひざまずき、礼拝した。

30 ヒゼキヤ王と長官たちは、レビ人に、預言者ダビデとアサフの言葉で主を賛美するように言われた。彼らは喜びの限りを尽くして賛美し、ひざまずいて礼拝した。

31 ヒゼキヤは答えて言われた、「今、あなたがたは手を主に満たした。近づいて、主の家にいけにえと感謝の捧げ物を携えて来なさい」。そこで集会はいけにえと感謝の捧げ物を携えて来た。また、心のすべての進んでする者は全焼のいけにえを携えて来た。

32 集会が携えて来た全焼のいけにえの数は、牛七十頭、雄羊百頭、子羊二百頭であり、これらはすべて主への全焼のいけにえであった。

33 聖なるものは、牛六百頭と羊の群れ三千匹であった。

34 祭司たちは少なすぎて、すべての全焼のいけにえの皮を剥ぐことができなかった。そこで彼らの兄弟であるレビ人たちが、仕事が終わり、祭司たちが聖別されるまで彼らを助けた。レビ人たちは祭司たちよりも心が正しく、聖別することに熱心だったからである。

35 また、全焼のいけにえが多数あり、全焼のいけにえの脂肪と注ぎの供え物をもってされた。こうして主の宮の奉仕は整えられた。

36 ヒゼキヤとすべての民は、神が民のために備えられたことを喜んだ。このことは突然起こったからである。

2 Chronicles 30

1 ヒゼキヤはすべてのイスラエルとユダに使いを送り、またエフライムとマナセにも手紙を書き送って、主の家であるエルサレムに来て、イスラエルの神、主のために過越の祭りを行うようにさせた。

2 王とその長官たち、そしてエルサレムのすべての集会は、第二の月に過越の祭りを行うことを相談された。

3 それは、その時にそれを行うことができなかったからである。祭司たちが自分を聖別することが十分でなく、民もエルサレムに集まっていなかったからである。

4 この言葉は王の目とすべての集会の目にかなった。

5 彼らは、ベエル・シェバからダンまで、すべてのイスラエルに声を届かせるために言葉を定め、主なるイスラエルの神への過越の祭りをエルサレムで行うために来るようにと告げた。なぜなら、彼らは多数によって、書かれているとおりに行っていなかったからである。

6 走る者たちは、王とその長官たちの手から手紙を携えて、すべてのイスラエルとユダに行き、王の戒めに従って言った。「イスラエルの子らよ、あなたがたの神、アブラハム、イサク、イスラエルの神である主に立ち返りなさい。そうすれば、主はアッシュルの王たちの手のひらから逃れて残ったあなたがたに立ち返られるであろう。

7 あなたがたの父たちや兄弟たちのようになってはならない。彼らは父たちの神、主に背き、主は彼らを驚きのものとされた。あなたがたが見ているとおりである。

8 今、あなたがたのうなじを父たちのように硬くしてはならない。手を主に差し出し、主が永遠に聖別されたその聖所に来て、あなたがたの神、主に仕えなさい。そうすれば、主の激しい怒りがあなたがたから離れるであろう。

9 あなたがたが主に立ち返るなら、あなたがたの兄弟と子らは、彼らを捕らえた者の前であわれみを得、この地に帰ることができる。あなたがたの神、主は情け深く、あわれみに富み、あなたがたが主に立ち返るなら、主は顔をそむけられないからである。

10 使者たちは町から町へと、エフライムの地とマナセ、そしてゼブルンに至るまで巡り歩いたが、彼らは彼らを嘲り、侮った。

11 しかし、アシェルとマナセとゼブルンの人々はへりくだり、エルサレムに来た。

12 ユダにも神の手が及んで、彼らに一つ心を与え、主の言葉による王と長官の戒めを行うようにされた。

13 エルサレムに多くの民が集まり、第二の月に種なしパンの祭りを行うため、非常に多数の集会となった。

14 彼らは立ち上がり、エルサレムにある祭壇を取り除き、すべての薫煙の祭壇も取り除いて、キデロンの谷川に投げ捨てた。

15 第二の月の十四日に、彼らは過越の祭りを屠った。祭司たちとレビ人たちは恥じ入り、自らを聖別し、主の家に全焼のいけにえを携えて来た。

16 彼らは自分たちの立っている場所に、そのさばきに従って立った。神の人モーセの律法に従って、祭司たちはレビ人の手から血を注ぎかけた。

17 集会の中で聖別されなかった者が多かったので、レビ人たちは、すべての清くない者のために過越の祭りの屠殺を担い、彼らを主に聖別した。

18 民の増し加わり、すなわちエフライムとマナセ、イッサカルとゼブルンの多くは、自らを清めなかった。彼らは過越の祭りを、書き記されたとおりにせずに食べたからである。しかしヒゼキヤは彼らのために祈って言われた、「善い主が、彼らのために贖いをなさいますように」。

19 すべての心を整えて、その父たちの神、主なる神を求めたが、聖なるもののきよめのようではなかった。

20 主はヒゼキヤに聞かれ、民を癒やされた。

21 エルサレムにいたイスラエルの子らは、種なしパンの祭りを七日間、大いなる喜びをもって行った。そしてレビ人と祭司たちは、主に向かって力の器をもって、日ごとに主を賛美した。

22 ヒゼキヤは、主に対して良い知恵を持つすべてのレビ人の心に語りかけられた。そして彼らは、定めの時の七日の間、全焼のいけにえのいけにえを献げ、彼らの父祖の神、主に告白しながら食べた。

23 集会のすべての者は、さらに七日間を行うことを相談し、彼らは喜びの七日間を行った。

24 ユダの王ヒゼキヤは集会のために雄牛一千頭と羊の群れ七千頭を献げられた。長官たちも集会のために雄牛一千頭と羊の群れ一万頭を献げた。そして祭司たちは多数聖別された。

25 ユダのすべての集会と祭司たちとレビ人たち、そしてイスラエルから来たすべての集会、またイスラエルの地から来た寄留者たちとユダに住む者たちは、みな喜んだ。

26 エルサレムに大きな喜びがあった。イスラエルの王ダビデの子ソロモンの日以来、このようなことはエルサレムになかったからである。

27 祭司たちとレビ人は立ち上がり、民を祝福した。彼らの声は聞かれ、彼らの祈りは、その聖なる住まい、天に届いた。

2 Chronicles 31

1 そして、これらすべてが終わったとき、そこにいたすべてのイスラエル人はユダの町々に出て行き、石柱を打ち砕き、アシェラ像を切り倒し、ユダとベニヤミン、エフライムとマナセのすべての高台と祭壇を完全に打ち壊した。そして、すべてのイスラエルの子らは、それぞれ自分の所有地と自分の町に帰った。

2 ヒゼキヤは、祭司とレビ人の割り当てを、その割り当てに従って立てた。すなわち、祭司とレビ人それぞれに、その奉仕の口に応じて、人ごとに、全焼のいけにえと全焼のいけにえのために、主の陣営の門で仕え、感謝し、賛美するために。

3 王の分け前は、その財産から、朝と夕方の全焼のいけにえ、および安息日、月、定めの時のための全焼のいけにえとして、主の律法に書かれているとおりにされた。

4 民に、エルサレムに住む者たちに、祭司とレビ人の分け前を納めるように言われた。それは彼らが主の律法に堅く立つためであった。

5 このことが広まったとき、イスラエルの子らは穀物の初め、新しいぶどう酒、注ぎ油、蜂蜜、そして野のすべての収穫を多くもたらし、すべてのものの十分の一を多数に持って来た。

6 イスラエルとユダの子らで、ユダの町々に住んでいた者たちもまた、牛と羊の群れの十分の一と、彼らの神、主に聖別された聖なるものの十分の一を持って来て、穀物の山を積み上げた。

7 第三の月に彼らは穀物の山の土台を築き始め、第七の月にそれを終えた。

8 ヒゼキヤと長官たちが来て、穀物の山を見た。そして彼らは主とその民イスラエルを祝福した。

9 ヒゼキヤは、祭司たちとレビ人たちについて、穀物の山について尋ねられた。

10 ザドクの家の頭である祭司アザルヤは彼に言われた、「彼らが主の宮に献げ物を携えて来るようになってから、私たちは食べて満ち足り、なお多く余るほどになりました。それは主がその民を祝福されたからです。そして、この群衆の残ったものはこれだけです」。

11 ヒゼキヤは主の家に小部屋を備えるように言われたので、彼らはそれを備えた。

12 彼らは献げ物と十分の一と聖なるものを信仰をもって運び込んだ。そして彼らの上には、レビ人コナンヤフが君主であり、その兄弟シメイが第二であった。

13 エヒエル、アザズヤ、ナハト、アサエル、エリモテ、ヨザバデ、エリエル、イスマクヤ、マハテ、ベナヤは、コナンヤフとその兄弟シメイの手による監督者であり、ヒゼキヤ王の任命の場所と、神の家の君主アザルヤのもとにあった。

14 東の門番であるレビ人イムナの子コレは、神への自由意志の捧げ物を管理し、主への献げ物と最も聖なるものを渡す任務を負っていた。

15 彼の手の下には、エデン、ミニヤミン、エシュア、シェマヤ、アマルヤ、シェカニヤが、祭司たちの町々において信仰をもって、その兄弟たちに、大きい者にも小さい者にも、割り当てに従って与えるためにいた。

16 単独で、系図に載せられた男たちを除いて、三歳以上のすべての者、すなわち、日ごとの言葉に従って主の家に入るすべての者、その奉仕のために、その務めに従い、その割り当てに従って。

17 祭司たちはその父祖の家ごとに系図に記され、レビ人も二十歳以上の者は、その務めと割り当てに従って系図に記された。

18 系図に載せるために、そのすべての幼子たち、妻、子、娘たちを、すべての集会のために記録した。彼らはその信仰によって聖なるものを聖別したからである。

19 アロンの子である祭司たちについては、その町々の郊外地の野において、すべての町ごとに、名によって指名された人々がいて、祭司のすべての男子と、レビ人の中で系図に載せられたすべての者に分け前を与えるためであった。

20 ヒゼキヤはユダのすべてにおいてこのように行い、その神、主の前で良いこと、正しいこと、真実を行った。

21 彼が神の家の奉仕と律法と戒めにおいて、自分の神を求めるために始めたすべてのわざにおいて、彼はすべての心をもって行い、成功した。

2 Chronicles 32

1 これらのことと真実の後、アッシュルの王センナケリブが来て、ユダに入り、堅固な町々に対して陣を張り、それらを自分のものにしようとして言った。

2 ヒゼキヤは、センナケリブが来て、その顔がエルサレムに向かって戦いに向けられているのを見られた。

3 彼は自分の長官たちや勇士たちと相談して、町の外にある泉の水をふさぐことにした。彼らは彼を助けた。

4 多くの民が集まり、すべての泉と、地の真ん中を流れる谷川をふさぎ、こう言った。「アッシュルの王たちが来て、多くの水を見つけることがないように。

5 彼は奮い立って、破れた城壁をすべて修復し、塔の上にまで築き上げ、外側にもう一つの城壁を造り、ダビデの町のミロを堅固にし、多数の投げ槍と盾を造った。

6 彼は戦いの長官たちを民の上に置き、彼らを自分のもとへ、町の門の広場に集め、彼らの心に語って言われた。

7 強くあれ、そして雄々しくあれ。アッシュルの王の前と、彼と共にいるすべての群衆の前で恐れるな、またおののくな。なぜなら、私たちと共にいる者は、彼と共にいる者よりも多いからだ。

8 彼には肉の腕があるが、私たちには私たちの神、主がおられ、私たちを助け、私たちの戦いを戦ってくださる。そして民はユダの王ヒゼキヤの言葉に支えられた。

9 この後、アッシュルの王センナケリブは、彼のしもべたちをエルサレムに遣わした。彼はラキシュにいて、そのすべての支配が彼とともにあった。ユダの王ヒゼキヤと、エルサレムにいるすべてのユダに対して、こう言って遣わした。

10 アッシュルの王センナケリブはこう言われた、「あなたがたは何に拠り頼んで、エルサレムで攻城の中に座しているのか」。

11 ヒゼキヤはあなたがたを惑わして、飢饉と渇きで死なせようとしているではないか。彼は言っている、「我々の神、主は我々をアッシュルの王の手のひらから救い出される」と。

12 あのヒゼキヤこそ、彼の高台と彼の祭壇を取り除き、ユダとエルサレムに言って、「一つの祭壇の前でひれ伏し、その上で香をたくように」と言ったではないか。

13 あなたがたは知らないのか。わたしとわたしの父たちが、地のすべての民に行ったことを。地の国の神々が、その地をわたしの手から救い出すことができたであろうか。

14 これらの国々のすべての神々のうち、私の父たちが滅ぼし尽くした者たちのうち、誰がその民を私の手から救い出すことができたであろうか。ましてや、あなたがたの神が、あなたがたを私の手から救い出すことができようか。

15 今、ヒゼキヤがあなたがたを欺いてはならない。また、このようにあなたがたを惑わしてはならない。彼を信じてはならない。なぜなら、すべての国のすべての神も、その王国も、自分の民を私の手と私の父たちの手から救い出すことはできないからである。ましてや、あなたがたの神々が、あなたがたを私の手から救い出すことはない。

16 また、そのしもべたちは、主なる神と、そのしもべヒゼキヤについて語った。

17 彼は主イスラエルの神を嘲るために書物を書き、彼について言って、「地の諸国の神々がその民を私の手から救い出せなかったように、ヒゼキヤの神もその民を私の手から救い出せない」と言った。

18 彼らは大声でユダヤ語をもって、城壁の上にいるエルサレムの民に向かって叫び、彼らを恐れさせ、慌てさせようとした。それは、彼らがその町を攻め取るためであった。

19 彼らはエルサレムの神に、地の民の神々、人の手のわざについて語った。

20 ヒゼキヤ王とアモツの子である預言者イザヤは、このことについて祈り、天に向かって叫んだ。

21 主は御使いを遣わされ、アッシュルの王の陣営において、すべての力ある勇士、君主、長官を撃たれた。彼は顔に恥を負って自分の地に帰り、自分の神の家に入ったが、その腹から出て来た者たちが、そこで彼を剣で殺した。

22 主はヒゼキヤとエルサレムの住民を、アッシュルの王センナケリブの手から、またすべての者の手から救い出された。そして彼らを周囲から導かれた。

23 多くの者が主への献げ物をエルサレムに、また宝物をユダの王ヒゼキヤに携えて来た。そして彼はその後、すべての国の目の前に高められた。

24 その日々に、ヒゼキヤは死ぬほど病んだ。彼は主に祈った。すると主は彼に答えられ、彼にしるしを与えられた。

25 しかし、彼にされた報いに応じて、ヒゼキヤは報いなかった。彼の心が高ぶったからである。それゆえ、激しい怒りが彼とユダとエルサレムに臨んだ。

26 ヒゼキヤはその心の高慢のゆえにへりくだり、彼とエルサレムの住民も同様であった。そして主の激しい怒りは、ヒゼキヤの日の間、彼らの上に臨まなかった。

27 ヒゼキヤには非常に多くの富と栄光があり、銀と金、貴重な石、香料、盾、そしてすべての慕わしい器のために宝物庫を造った。

28 倉庫を穀物の収穫と新しいぶどう酒と注ぎ油のために造り、すべての獣と獣のための家畜の囲い、そして鳩小屋のための群れを造った。

29 また、彼は自分のために町々を造り、羊の群れと牛の家畜を多数持っていた。それは神が彼に非常に多くの財産を与えられたからである。

30 このヒゼキヤは、上のギホンの水の出を塞ぎ、それをダビデの町の西側の下へまっすぐに導いた。ヒゼキヤは、そのすべてのわざにおいて成功した。

31 また、バビロンの長官たちの使者たちが、彼のもとに遣わされて、地に起こったしるしを尋ねたとき、神は彼を離れ、彼を試して、その心のすべてを知るためにそうされた。

32 ヒゼキヤの残りのこととその慈愛は、預言者アモツの子イザヤの幻に、ユダとイスラエルの王たちの書物に記されている。

33 ヒゼキヤはその父たちとともに眠りに就き、人々は彼をダビデの子たちの墓の上り坂に葬った。彼の死に際して、すべてのユダとエルサレムの住民は彼に栄光をささげた。そして、彼の子マナセが彼の代わりに王となった。

2 Chronicles 33

1 マナセは十二歳で王となり、エルサレムで五十五年間統治した。

2 彼は主の目に悪を行い、主がイスラエルの子らの前から追い払われた国々の忌み嫌うべきもののようであった。

3 高台を再び建て、彼の父ヒゼキヤが打ち壊した高台を建て直し、バアルのために祭壇を設け、アシェラを造り、天のすべての軍勢にひれ伏して、それらに仕えた。

4 彼は主の家に祭壇を築いた。その家について主は、「エルサレムにわたしの名が永遠にあるであろう」と言われた。

5 彼は天のすべての軍勢のために祭壇を造り、主の家の二つの中庭に造った。

6 彼は自分の子らを火の中を渡らせ、ベン・ヒンノムの谷で、占い、まじない、呪術を行い、霊媒と口寄せの霊を用いた。彼は主の目に悪を行うことを多くし、主を怒らせた。

7 彼は自分の造った彫像の像を神の家に置いた。神はダビデとその子ソロモンに言われた、「この宮と、わたしがイスラエルのすべての部族の中から選んだエルサレムとに、わたしはわたしの名を永遠に置く」。

8 わたしは、あなたがたの先祖のために備えた地から、イスラエルの足を再び取り除くことはしない。ただ、彼らが、わたしがモーセの手を通して命じたすべての律法と定めとさばきを、すべて守り行うならば、その限りである。

9 マナセはユダとエルサレムの住民を惑わし、主がイスラエルの子らの前から滅ぼされた国々よりも悪を行うようにさせた。

10 主はマナセとその民に語られたが、彼らは聞き従わなかった。

11 主は彼らの上に、アッシュルの王の軍勢の長官たちを来させられた。彼らはマナセをいばらで捕らえ、青銅の鎖で彼を縛り、彼をバビロンへ連れて行った。

12 彼が苦しめられたとき、彼は自分の神、主の前をなだめ、その先祖の神の前に大いにへりくだった。

13 彼は主に祈ったので、主は彼の願いを聞き入れ、その嘆願を聞かれ、彼をエルサレムの彼の王国に戻された。そしてマナセは、主こそ神であることを知った。

14 その後、彼はダビデの町の外側の城壁を、ギホンの谷川の西側、魚の門の入口まで、そしてオフェルを巡って建て、それを非常に高くした。また、ユダのすべての堅固な町に力ある長官たちを置いた。

15 彼は異邦の神々と像を主の家から取り除き、自分が主の家の山とエルサレムに築いたすべての祭壇を、町の外に投げ捨てた。

16 主の祭壇を築き直し、その上に全焼のいけにえと感謝の捧げ物をささげ、ユダに主イスラエルの神に仕えるように命じられた。

17 しかし、民は依然として高台でいけにえを献げていた。ただ、彼らの神、主にのみ献げていたのである。

18 マナセの残りの言葉と、その神への祈り、またイスラエルの神、主の名によって彼に語った先見者たちの言葉は、イスラエルの王たちの言葉の書に記されている。

19 彼の祈りと、彼に聞き入れられたこと、そして彼のすべての罪と背信、彼が高台を築いた場所、そして彼がへりくだる前にアシェラと彫像を立てた場所、それらはすべてホザイの言葉に記されている。

20 マナセはその父たちとともに眠りにつき、彼は自分の家に葬られた。そして彼の子アモンが彼に代わって王となった。

21 アモンは二十歳で王となり、エルサレムで二年の間、王であった。

22 彼は父マナセがしたように、主の目に悪を行い、父マナセが造ったすべての彫像に、アモンは犠牲をささげ、それらに仕えた。

23 彼は父マナセが主の前にへりくだったように、主の前にへりくだらず、かえって、このアモンは罪過を増し加えた。

24 彼のしもべたちは彼に対して謀反を起こし、彼の家で彼を殺した。

25 地の民は王アモンに謀反したすべての者たちを打ち、地の民はその子ヨシヤを彼の代わりに王とした。

2 Chronicles 34

1 ヨシヤは八歳で王となり、エルサレムで三十一年間統治した。

2 彼は主の目にかなう正しいことを行い、父ダビデの道を歩み、右にも左にもそれなかった。

3 その治世の第八年、彼はまだ少年であったが、父ダビデの神を求めることを始めた。そして第十二年に、ユダとエルサレムを高台、アシェラ、彫像、鋳像から清めることを始めた。

4 彼らは彼の前でバアルの祭壇を打ち壊し、その上にある偶像を切り倒し、アシェラと彫像と鋳像を打ち砕いて粉々にし、それらに犠牲を捧げていた者たちの墓の面にまき散らした。

5 彼は祭司たちの骨を彼らの祭壇の上で焼き、ユダとエルサレムを清めた。

6 マナセとエフライムとシメオンの町々、そしてナフタリに至るまで、彼らの家々の山々の周囲で、彼らの剣をもって。

7 彼は祭壇を打ち壊し、アシェラと彫像を粉々に砕き、すべての偶像をイスラエルの全地で切り倒した。そしてエルサレムに帰った。

8 彼の治世の第十八年に、地と宮を清めるために、彼はアザルヤの子シャファンと、町の長官マアセヤと、記録官ヨアハズの子ヨアを遣わして、彼の神、主の宮を補強させた。

9 彼らは大祭司ヒルキヤのところに来て、神の家に納められた銀を渡した。それはレビ人で門を守る者たちが、マナセとエフライムの手から、またイスラエルの残りの者すべてから、ユダとベニヤミンのすべてから、そしてエルサレムの住民たちから集めたものであった。

10 彼らはそれを主の家の監督である仕事をする者たちの手に渡した。そして、主の家で働く仕事をする者たちは、その宮を検査し補強するためにそれを渡した。

11 彼らは職人と建築者に、切り石の石と結合のための木を買うために与え、ユダの王たちが損なった宮を覆うために与えた。

12 人々は信仰をもってその仕事を行い、彼らの上にはメラリの子らからレビ人ヤハトとオバデヤが、コハト人の子らからゼカリヤとメシュラムが監督として立てられ、またレビ人で、すべて歌の器に通じた者たちがいた。

13 荷担い人たちの上に立ち、すべての仕事をする者たちを奉仕と奉仕のために監督し、レビ人の中からは、書記官たち、係官たち、門番たちがいた。

14 彼らが主の家に納められた銀を出すとき、祭司ヒルキヤは、モーセの手による主の律法の書物を見つけた。

15 ヒルキヤは答えて、書記官であるシャファンに言われた、「私は主の家で律法の書物を見つけました」。そしてヒルキヤはその書物をシャファンに渡した。

16 シャファンはその書物を王のもとに持って行き、さらに王に言葉を返して言った。「あなたのしもべたちの手に渡されたすべてのものを、彼らは行っています。

17 彼らは主の家で見つかった銀を注ぎ出し、それを監督たちの手と仕事をしている者たちの手に渡した。

18 書記官のシャファンは王に告げて言った、「祭司ヒルキヤが私に書物を渡しました」。そしてシャファンは王の前でそれを読んだ。

19 王が律法の言葉を聞いたとき、彼は自分の衣服を裂いた。

20 王は、ヒルキヤと、シャファンの子アヒカムと、ミカの子アブドンと、書記官であるシャファンと、王のしもべアサヤに命じて言われた。

21 行って、私のために、またイスラエルとユダに残された者のために、見つかったこの書物の言葉について主に尋ねなさい。主の怒りが私たちに注がれているのは大きいからだ。それは、私たちの父たちが、この書物に書かれているすべてのことを行うために、主の言葉を守らなかったからである。

22 ヒルキヤと王の遣わした者たちは、女預言者ホルダのところへ行った。彼女はシャルムの妻であり、シャルムはテクワトの子、テクワトはハスラの子で、衣服を守る者であった。彼女はエルサレムの第二の地区に住んでいた。彼らは彼女にこのように語った。

23 彼女は彼らに言われた。「イスラエルの神、主はこう言われる。あなたがたを私のもとに遣わした人に言いなさい。

24 主はこう言われた。「見よ、わたしはこの場所とその住民の上に悪をもたらす。ユダの王の前で読まれた書物に記されているすべての呪いを。

25 彼らがわたしを捨て、他の神々に香をたき、彼らの手のすべてのわざによってわたしを怒らせたので、わたしの怒りはこの場所に注がれ、消えることはない。

26 ユダの王、あなたがたを主に伺わせるために遣わした者に、こう言いなさい。イスラエルの神、主はこう言われる。あなたが聞いた言葉について。

27 あなたの心が柔らかく、神の前でへりくだり、この場所とその住民についての神の言葉を聞いて、わたしの前でへりくだり、あなたの衣服を裂き、わたしの前で泣いたので、わたしもまた聞いた、と主は宣言される。

28 わたしはあなたをあなたの先祖のもとに集め、あなたは平和のうちにあなたの墓に集められる。あなたの目は、わたしがこの場所とその住民の上に下すすべての悪を見ることはない。彼らは王にそのことを告げ返した。

29 王は人を遣わし、ユダとエルサレムのすべての長老たちを集められた。

30 王は主の家に上られた。ユダのすべての人々とエルサレムの住民、祭司たちとレビ人たち、そしてすべての民、大きい者から小さい者までが共に上った。王は彼らの耳に、主の家で見つかった契約の書物のすべての言葉を読み聞かせた。

31 王は自分の立っている場所に立ち、主の前に契約を結び、主に従って歩み、その戒めと証言と定めを、すべての心とすべての命をもって守り、この書物に書かれている契約の言葉を行うことを誓われた。

32 彼はエルサレムとベニヤミンにいるすべての者を立たせた。そしてエルサレムの住民たちは、その先祖の神、神の契約に従って行った。

33 ヨシヤは、イスラエルの子らのすべての地から、すべての忌み嫌うべきものを取り除いた。そして、イスラエルの中に見いだされたすべての者に、彼らの神、主に仕えることをさせた。彼のすべての日々、彼らは彼らの父祖たちの神、主に従うことを離れなかった。

2 Chronicles 35

1 ヨシヤはエルサレムで主に過越の祭りを行った。彼らは第一の月の十四日に過越の祭りを屠った。

2 祭司たちをその務めに就かせ、主の家の奉仕のために彼らを奮い立たせた。

3 彼は、すべてのイスラエルに教える聖なるレビ人たちに言われた、「あなたがたは、イスラエルの王ダビデの子ソロモンが建てた宮に聖なる箱を納めなさい。あなたがたには肩に負う重荷はない。今、あなたがたの神、主に仕え、その民イスラエルに仕えなさい」。

4 あなたがたの父の家のために、あなたがたの割り当てに従って備えなさい。イスラエルの王ダビデの書き物と、その子ソロモンの書き物に従って。

5 聖なるものの中に立ちなさい。父の家の区分に従って、あなたがたの兄弟である民の子らのために、またレビ人には父の家ごとの分け前を。

6 過越の祭りを屠り、聖別して、あなたがたの兄弟のために、主がモーセの手を通して語られた言葉のとおりに行うために備えなさい。

7 ヨシヤは民の子らに、過越の祭りのためのすべてのものとして、羊の群れ、すなわち子羊と雌ヤギの子を、見いだされたすべての者の数に応じて三万頭、また牛三千頭を与えた。これらは王の財産から出たものであった。

8 その長官たちも、民と祭司とレビ人への自由意志の捧げ物としてささげた。神の家の君主であるヒルキヤ、ゼカリヤ、エヒエルは、祭司たちに過越の祭りのために羊二千六百匹と牛三百頭を与えた。

9 コナンヤフ、シェマヤ、その兄弟ネタンエル、ハシャブヤ、エイエル、ヨザバデ、すなわちレビ人の長官たちは、過越の祭りのためにレビ人に羊五千頭と牛五百頭をささげた。

10 奉仕は整えられ、祭司たちは自分たちの立っている場所に、レビ人たちは自分たちの割り当てに、王の戒めのとおりに立った。

11 過越の祭りを屠り、祭司たちはその手で血を注ぎかけ、レビ人たちは皮を剥いだ。

12 彼らは全焼のいけにえを取り除き、それを父の家の分派にしたがって民の子らに渡し、モーセの書物に記されているとおりに主にささげるためであった。牛についても同様にした。

13 過越の祭りを火でさばきに従って煮、聖なるものを鍋と釜と焼き鍋で煮て、すべての民の子らに急いで渡した。

14 その後、彼らは自分たちと祭司たちのために備えた。祭司たち、アロンの子らは、全焼のいけにえと脂肪を夜までささげていたからである。レビ人も、自分たちとアロンの子らである祭司たちのために備えた。

15 アサフの子らである歌うたいたちは、自分たちの地位に立ち、ダビデとアサフとヘマンと、王の預言者エドトンの戒めのとおりにしていた。門番たちもそれぞれの門に立っていた。彼らは自分の奉仕から離れる必要はなかった。なぜなら、彼らの兄弟であるレビ人が彼らのために備えていたからである。

16 その日、主の奉仕はすべて整えられ、過越の祭りを行い、主の祭壇の上で全焼のいけにえをささげるため、王ヨシヤの戒めのとおりにされた。

17 イスラエルの子らでそこにいた者たちは、その時に過越の祭りを行い、種なしパンの祭りを七日の間行った。

18 イスラエルには預言者サムエルの日以来、このような過越の祭りは行われなかった。また、イスラエルのすべての王たちも、ヨシヤが行った過越の祭りのようには行わなかった。祭司たち、レビ人たち、そして見いだされたすべてのユダとイスラエル、およびエルサレムの住民たちも同様であった。

19 ヨシヤの王国の第十八年に、この過越の祭りが行われた。

20 これらのすべての後、ヨシヤが宮を整えたとき、エジプトの王ネコがユーフラテス川のほとりのカルケミシュで戦うために上って来た。そして、ヨシヤは彼に会いに行った。

21 彼は彼に使者を遣わして言われた。「ユダの王よ、私とあなたに何の関係があるのか。今日、私はあなたを攻めているのではない。私の戦いの家に向かっているのだ。神が私を急がせると言われた。私と共におられる神から離れなさい。そうしないと、神があなたを滅ぼされるだろう。

22 ヨシヤは彼に顔を向けず、彼と戦うために変装した。そして、神の口によるネコの言葉に耳を傾けなかった。彼はメギドの平地で戦うために出て行った。

23 弓を射る者たちがヨシヤ王を射た。王はそのしもべたちに言われた、「わたしを連れ出せ。わたしはひどく傷ついたのだ」。

24 彼のしもべたちは彼を戦車から移し、彼を自分の第二の戦車に乗せて、エルサレムに連れて行った。そして彼は死に、彼の先祖の墓に葬られた。ユダのすべてとエルサレムはヨシヤのために嘆き悲しんだ。

25 エレミヤはヨシヤのために哀悼の歌を歌った。そしてすべての歌い手たち、男も女も、その哀歌をもってヨシヤについて今日に至るまで語り、それをイスラエルのための定めとした。見よ、それらは哀歌の書に記されている。

26 ヨシヤの残りのことと、その慈愛は、主の律法に記されているとおりである。

27 彼の最初の言葉と最後の言葉は、見よ、イスラエルとユダの王たちの書物に記されている。

2 Chronicles 36

1 地の民はヨシヤの子エホアハズを取り、彼をその父の代わりにエルサレムで王とした。

2 ヨアハズは王となったとき二十三歳であり、エルサレムで三か月の間、王であった。

3 エジプトの王はエルサレムで彼を退位させ、その地に銀百タラントと金一タラントの罰金を課した。

4 エジプトの王は、その兄弟エリアキムをユダとエルサレムの王とし、その名をエホヤキムと変えた。そしてネコは、その兄弟ヨアハズを捕らえ、エジプトに連れて行った。

5 エホヤキムは二十五歳で王となり、十一年間エルサレムで治めた。彼は彼の神、主の目に悪を行った。

6 ネブカドネザル王が彼の上に上って来て、彼を青銅の鎖で縛り、バビロンへ連れて行こうとした。

7 ネブカドネザルは主の宮の器の一部をバビロンに持ち帰り、それを自分の神殿にバビロンで置いた。

8 エホヤキムの残りのことと、彼が行った忌み嫌うべきもの、および彼について見いだされたことは、イスラエルとユダの王たちの書物に記されている。彼の子エホヤキンが彼の代わりに王となった。

9 エホヤキンは八歳で王となり、三か月と十日間エルサレムで治めた。彼は主の目の前に悪を行った。

10 年の帰りに、王ネブカドネザルは人を遣わし、彼をバビロンに連れて行かれた。主の家の慕わしい器と共に。そして彼の兄弟ゼデキヤをユダとエルサレムの王とされた。

11 ゼデキヤは王となったとき二十一歳で、エルサレムで十一年間統治した。

12 彼は自分の神、主の目に悪を行った。主の口から出た預言者エレミヤの前で、彼はへりくだらなかった。

13 また、彼を神によって誓わせた王ネブカドネザルに逆らった。彼はうなじを固くし、その心をかたくなにして、イスラエルの神である主に立ち返らなかった。

14 また、すべての祭司の長官たちと民は、国々のすべての忌み嫌うべきものに従って、裏切りを大いに重ね、主がエルサレムで聖別された主の家を汚した。

15 主は彼らの先祖の神を、使者の手によって彼らに遣わされた。早くから繰り返し遣わされた。それは主がその民とその住まいを憐れまれたからである。

16 彼らは神の使者たちを嘲り、その言葉を侮り、その預言者たちを愚弄した。ついに主の怒りがその民に対して上り、いやしのないまでに至った。

17 主は彼らの上にカルデヤ人の王を上らせられた。彼はその聖所の家の中で、彼らの若者たちを剣で殺した。そして、若者にも処女にも、老人にも弱い者にも情けをかけなかった。すべてを彼の手に渡された。

18 神の家の大きな器も小さな器もすべて、主の家の宝物庫と王とその長官たちの宝物庫も、すべてを彼はバビロンに持ち帰った。

19 彼らは神の宮を焼き、エルサレムの城壁を打ち壊し、そのすべての城を火で焼き、そのすべての慕わしい器を滅ぼした。

20 剣を免れた残りの者はバビロンへ連れ去られ、彼とその子らはペルシヤの王国が治めるまで、しもべとなった。

21 主の言葉がエレミヤの口によって満たされるため、地がその安息日を喜ぶまで、荒廃のすべての日々の間、地は休みを得て、七十年を満たした。

22 ペルシヤの王クロスの第一年に、主の言葉がエレミヤの口によって成就するために、主はペルシヤの王クロスの霊を奮い立たせられた。そして彼はその全王国に声を、また書き物をもって布告して言わせられた。

23 ペルシヤの王クロスはこう言われた、「天の神、主は地のすべての王国を私に与えられた。そして主は、ユダにあるエルサレムにご自分のための家を建てるようにと私に命じられた。あなたがたのうち、主のすべての民のうちのだれでも、その神、主がその者と共におられるなら、その者は上って行け」。


Ezra

Ezra 1

1 ペルシヤの王クロスの第一年に、主がエレミヤの口を通して語られた言葉を成就させるために、主はペルシヤの王クロスの霊を奮い立たせられた。そして彼はその全王国に声を渡し、また書き物によっても、こう言わせられた。

2 ペルシヤの王クロスはこう言われた。「天の神、主は、地のすべての王国を私に与えられた。そして、その方は私に、ユダにあるエルサレムにご自分のための家を建てることを命じられた。

3 あなたがたのうち、すべての民のうちのだれでも、その神が共におられるなら、その者はエルサレムに上り、ユダにある主の家、イスラエルの神の家を建てよ。その神はエルサレムにおられる神である。

4 そして、彼がそこに住んでいたすべての場所から残ったすべての者は、その場所の人々が銀と金と財産と獣をもって彼を支え、エルサレムにある神の家のための自由意志の捧げ物とともに、彼を送り出すであろう。

5 ユダとベニヤミンの父祖たちの頭たち、祭司たち、レビ人たちが立ち上がった。神がその霊を奮い立たせられたすべての者たちが、エルサレムにある主の家を建てるために上って行こうとした。

6 そして、彼らの周囲のすべての者たちは、銀の器、金、財産、獣、宝物をもって彼らの手を強めた。ただし、すべての自発的な捧げ物のほかに。

7 エルサレムの王クロスは、主の宮の器を運び出した。ネブカドネザルがエルサレムから運び出して、自分の神の宮に置いたものである。クロス王はそれらを、自分の神の宮から取り出して、主の宮の家に渡した。

8 ペルシヤの王クロスは、宝物係ミスレダテの手によってそれらを運び出させ、ユダの君主シェシュバツァルに数えて渡された。

9 そしてこれらの者の数は、金の大皿三十、銀の大皿一千、刃物二十九。

10 金の霜三十、銀の第二の霜四百十、その他の器一千。

11 金の器と銀の器は、すべて五千四百あった。シェシュバツァルは、捕囚の人々がバビロンからエルサレムへ上って来たとき、これらすべてを携え上った。

Ezra 2

1 これは州の子らである。捕囚の捕虜の中から上って来た者たち、すなわちバビロンの王ネブカドネザルがバビロンへ連れ去った者たちで、彼らはエルサレムとユダに帰り、それぞれ自分の町に帰った。

2 ゼルバベル、エシュア、ネヘミヤ、セラヤ、レエラヤ、モルデカイ、ビルシャン、ミスパル、ビガイ、レフム、バアナと共に来た者たち、すなわちイスラエルの民の人の数の記録。

3 パロシュの子ら、二千一百七十二人。

4 シェファテヤの子ら、三百七十二人。

5 アラの子ら、七百七十五人。

6 パハテ・モアブの子ら、すなわちエシュアとヨアブの子らは、二千八百十二人。

7 エラムの子ら、千二百五十四人。

8 ザットの子らは九百四十五人。

9 ザカイの子ら、七百六十人。

10 バニの子ら、六百四十二人。

11 ベバイの子ら、六百二十三人。

12 アズガデの子ら、千二百二十二人。

13 アドニカムの子ら、六百六十六人。

14 ビガイの子ら、二千五十六人。

15 アディンの子ら、四百五十四人。

16 アテルの子ら、すなわちヒゼキヤの子らは九十八人。

17 ベツァイの子ら、三百二十三人。

18 ヨラの子ら、百十二人。

19 ハシュムの子ら、二百二十三人。

20 ギバルの子らは九十五人。

21 ベツレヘムの子らは百二十三人。

22 ネトファの人々、五十六人。

23 アナトテの人、百二十八人。

24 アズマベテの子ら、四十二人。

25 キルヤテ・エアリム、ケフィラ、ベエロテの子らは七百四十三人。

26 ラマとゲバの子らは六百二十一人。

27 ミクマシュの人々、百二十二人。

28 ベテルとアイの人々は、二百二十三人。

29 ネボの子らは五十二人。

30 マグビシュの子ら、百五十六人。

31 エラムの他の子ら、千二百五十四人。

32 ハリムの子ら、三百二十人。

33 ロドの子ら、ハディドとオノ、七百二十五人。

34 エリコの子ら、三百四十五人。

35 セナアの子らは三千六百三十人。

36 祭司たち、エダヤの子ら、エシュアの家、九百七十三人。

37 インメルの子ら、一千五十二人。

38 パシュフルの子ら、千二百四十七人。

39 ハリムの子ら、一千十七人。

40 レビ人は、エシュアとカデミエルの子ら、ホダヴヤの子らで、七十四人。

41 歌い手たち、アサフの子ら、百二十八人。

42 門番の子ら、シャルムの子ら、アテルの子ら、タルモンの子ら、アックブの子ら、ハティタの子ら、ショバイの子ら、すべてで百三十九人。

43 神殿奴隷は、ツィハの子、ハスパの子、タバオテの子らである。

44 ケロスの子ら、シアの子ら、パドンの子ら

45 レバナの子、ハガバの子、アックブの子

46 ハガブの子、シャルマイの子、カナンの子

47 ギデルの子、ガハルの子、レアヤの子

48 レツィンの子、ネコダの子、ガザムの子。

49 ウザの子、パセアの子、ベサイの子。

50 アスナの子ら、メウニ人の子ら、ネフシムの子ら。

51 バクブクの子、ハクファの子、ハルフルの子

52 バズルテの子ら、メヒダの子ら、ハルシャの子ら。

53 バルコスの子、シセラの子、タマフの子。

54 ネジアの子ら、ハティファの子ら。

55 ソロモンのしもべたちの子ら、ソタイの子ら、ソフェレテの子ら、ペルダの子ら。

56 ヤアラの子、ダルコンの子、ギデルの子。

57 シェファテヤの子ら、ハッティルの子ら、ポケレテ・ツェバイムの子ら、アミの子ら。

58 すべての神殿奴隷とソロモンのしもべたちの子らは、三百九十二人であった。

59 これらの人々はテル・メラフ、テル・ハルシャ、ケルブ、アダン、インメルから上って来た者たちである。彼らは自分たちの父の家と自分たちの子孫がイスラエルに属するかどうかを示すことができなかった。

60 デラヤの子ら、トビヤの子ら、ネコダの子ら、六百五十二人。

61 祭司の子らのうち、ハバヤの子ら、コズの子ら、ギレアデ人バルジライの娘の一人を妻にしたバルジライの子ら。彼らはその名によって呼ばれた。

62 これらの者たちは、系図に載るべき書き物を求めたが、見いだされなかった。それで彼らは祭司職から除外された。

63 総督は彼らに言われた、「聖なるものの中の聖なるものを食べてはならない。祭司がウリムとトンミムをもって立つまで」。

64 すべての集会は一つとして、四万二千三百六十人であった。

65 そのほかに、彼らのしもべと女奴隷は七千三百三十七人であり、彼らには歌う男と歌う女が二百人いた。

66 彼らの馬は七百三十六頭、彼らの騾馬は二百四十五頭。

67 らくだは四百三十五頭、ろばは六千七百二十頭。

68 また、父たちの頭たちは、主の家、すなわちエルサレムにあるその家に来たとき、神の家をその基盤の上に立てるために、自ら進んでささげた。

69 彼らの力に応じて、仕事の宝物庫に、金ダリク六万一千、銀ミナ五千、祭司の長服百を納めた。

70 祭司たち、レビ人、民の一部、歌うたい、門番、神殿奴隷たちは自分たちの町に住み、すべてのイスラエルも自分たちの町に住んだ。

Ezra 3

1 第七の月が巡ってきて、イスラエルの子らは町々におり、民は一人のように集まってエルサレムに来た。

2 エシュアはヨツァダクの子、その兄弟である祭司たち、そしてゼルバベルはシェアルティエルの子、その兄弟たちとともに立ち上がり、イスラエルの神の祭壇を築き、その上で全焼のいけにえをささげるためであった。それは神の人モーセの律法に書かれているとおりである。

3 彼らはその祭壇をその台座の上に据えた。それは、その地の民による恐れが彼らにあったからである。そして彼らはその上で主に全焼のいけにえを献げた。朝の全焼のいけにえと夕方の全焼のいけにえを。

4 彼らは、書かれているとおりに、小屋の祭りを行った。そして、日ごとの全焼のいけにえを、その日の言葉のさばきにしたがって、その数のとおりに、日ごとにささげた。

5 またその後、常に全焼のいけにえ、月ごと、および主のすべての聖なる定めの時、そして主に自由意志の捧げ物をささげるすべての者のために。

6 第七の月の一日から、彼らは主に全焼のいけにえをささげ始めた。しかし、主の神殿の基はまだ据えられていなかった。

7 彼らは石を切る者たちと職人たちに銀を与え、シドン人とツロ人には食物と宴会と油を与えて、レバノンから杉の木をヤッファの海へ運ばせた。ペルシヤの王クロスの彼らに対する許可に従って。

8 彼らが神の宮のためにエルサレムに来て二年目の第二の月に、シェアルティエルの子ゼルバベルと、ヨツァダクの子エシュアと、その兄弟である祭司たちとレビ人たちの残り、および捕虜からエルサレムに帰って来たすべての者が、二十歳以上のレビ人を立てて、主の宮の仕事を監督させた。

9 エシュアとその子らとその兄弟たち、カデミエルとその子ら、ユダの子らは、神の宮での仕事をする者たちを監督するために、一つになって立った。ヘナダデの子ら、その子らとその兄弟たち、レビ人たちも。

10 建築者たちは主の神殿の基礎を据え、祭司たちは衣を着てラッパを持って立ち、アサフの子らであるレビ人たちはシンバルを持って、イスラエルの王ダビデの手によって主を賛美するために立った。

11 彼らは主を賛美し、感謝して歌い、「主は良い方だ。その慈愛は永遠にイスラエルに及ぶ」と唱和した。そして、すべての民は、主の宮の基礎が据えられたことを喜び、大きな叫びをあげて主を賛美した。

12 祭司とレビ人の多く、および年老いた父祖の家の頭たちで、初めの家の基礎が据えられたのを見た者たちは、この家が自分たちの目に映るのを見て、大声で泣いた。また多くの者は、喜びの叫びをもって声を上げた。

13 民は喜びの叫びの声と民の泣きの声とを区別できなかった。なぜなら民は大きな叫びを上げており、その声は遠くまで聞こえたからである。

Ezra 4

1 ユダとベニヤミンの苦しみたちは、捕囚の子たちがイスラエルの神、主のために神殿を建てているのを聞いた。

2 彼らはゼルバベルと父祖たちの頭たちのところに近づいて、彼らに言った、「私たちもあなたがたと一緒に建てましょう。なぜなら、私たちはあなたがたのようにあなたがたの神を求めるからです。私たちは、アッシュルの王エサルハドンが私たちをここに連れ上られた日から、彼に犠牲をささげてきました」。

3 ゼルバベルとエシュアと、イスラエルの父たちの頭たちの残りは彼らに言われた、「あなたがたには、私たちの神のために家を建てることはできません。なぜなら、私たち自身が、ペルシヤの王クロス王が私たちに命じられたとおりに、イスラエルの神である主のために共に建てるからです」。

4 地の民はユダの民の手を弱らせ、彼らを脅かして建てることを妨げた。

5 彼らはその助言を破らせるために、顧問たちを彼らに対して雇った。ペルシヤの王クロスのすべての日々から、ペルシヤの王ダリヨスの王国に至るまで。

6 アハシュエロスの王国の初めに、その王国において、彼らはユダの住民とエルサレムに対して告訴を書いた。

7 アルタシャスタの日に、ビシュラム、ミスレダテ、タブエルとその仲間の残りは、ペルシヤの王アルタシャスタに書き送った。その書簡の書き物はアラム語で書かれ、アラム語に翻訳されていた。

8 レフム、命令の総督、およびシムシャイ、書記は、エルサレムについてアルタシャスタ王に手紙を書いた。その内容は次のとおりである。

9 そのとき、総督レフムと書記シムシャイ、および彼らの友である残りの者たち、ダイナイ人、アファルサク人、タルペライ人、アファルサ人、アルケワイ人、バビロン人、スシャン人、デハワ人、エラム人は、命令を書き送った。

10 その他の国民、すなわち、大いなる尊いアスナパルが移住させ、サマリアの町に住まわせた者たち、および川の向こう側の残りの者たち、今もなお。

11 これは、アルタシャスタ王に送った手紙の写しである。あなたの僕である、川の向こう側の人々は、今こう言っている。

12 王に知らせます。あなたのもとから上って来たユダヤ人たちが、私たちのところに来てエルサレムに至りました。彼らは反逆の町を建て直し、城壁を完成させ、基を修復しています。

13 今、王に知らせることがあります。もしこの町が再建され、城壁が完成するなら、彼らは貢税も貢ぎ物も慣習も納めず、王たちの収益は損なわれるでしょう。

14 今や、私たちは神殿の塩を食べており、王の恥辱を見ることは私たちにとって耐え難いことです。それゆえ、私たちは王に使いを送り、知らせたのです。

15 あなたの父の記録の書物の中で調べさせなさい。そうすれば、あなたは記録の書物の中で見いだし、この町は反逆の町であり、王たちと州に損害を与え、昔の日からその中で騒乱が行われてきたことを知るでしょう。それゆえ、この町は廃墟とされたのです。

16 私たちは王に知らせます。もしこの町が再建され、城壁が完成するならば、その結果として、川の向こう側の分け前はあなたのものではなくなります。

17 王は言葉を送られた。レフム総督と命令の書記シムシャイ、およびサマリアに住む彼らの残りの友たち、そして川の向こう側の残りの者たちに、平和が今あるように。

18 あなたがたが私たちに送った書簡は、はっきりと私の前で読まれた。

19 わたしも命令を出した。そして調べさせたところ、その町は昔の日から王たちに対して反逆を起こしており、反逆と騒乱がその中で行われていることが分かった。

20 エルサレムの上に強い王たちがいて、川の向こう側のすべてを支配し、貢税と貢ぎ物と慣習が彼らに納められていた。

21 今、命令を出せ。あの者たちをやめさせよ。その町は、私から命令が下されるまで、建て直してはならない。

22 また、この事について誤りを犯すことのないよう、細心の注意を払われよ。なぜなら、王たちに損害をもたらす損害が増大することのないようにするためである。

23 そこで、王アルタシャスタの書簡の写しがレフムと書記シムシャイとその友たちの前で読まれたとき、彼らは慌ててエルサレムのユダヤ人たちのところへ行き、力と力で彼らを止めた。

24 そのとき、エルサレムにある神の家の仕事は中止された。それはペルシヤの王ダリヨスの王国の第二年まで中止されたままであった。

Ezra 5

1 預言者ハガイと、イドの孫である預言者ゼカリヤは、ユダとエルサレムにいるユダヤ人たちに向かって、彼らの上に臨むイスラエルの神の名によって預言した。

2 そのとき、ゼルバベル、シェアルティエルの孫、およびエシュア、ヨツァダクの孫が立ち上がり、エルサレムにある神の家を建て始めた。そして彼らとともに、神の預言者たちが彼らを助けていた。

3 その時、タッテナイ、川向こうの総督、およびシェタル・ボズナイとその友たちが彼らのところに来て、こう言った、「だれがあなたがたにこの家を建て、この城壁を完成させる命令を与えたのか」。

4 それで私たちは彼らにこう言った、「この建物を建てている人たちの名前は何か」。

5 彼らの神の目はユダヤ人の老年たちの上にあり、彼らはダリヨスへの命令が行くまで止められなかった。そしてその後に彼らはこのことについて書簡を送り返した。

6 タッテナイ総督、シェタル・ボズナイ、およびその友であるアファルサク人たちが、川の向こう側からダリヨス王に送った手紙の写し。

7 彼らはその言葉を彼に送った。そしてその中にはこう書かれていた。「ダリヨス王に、すべての平和がありますように。

8 王に知らせます。私たちはユダヤの州にある大いなる神の家に行きました。その家は大いなる石で建てられ、材木が壁に据えられています。その仕事は熱心に行われ、彼らの手で成功しています。

9 それで我々はこれらの老年たちに尋ねた。彼らにこう言った。「だれがあなたがたにこの家を建て、この城壁を完成させる命令を与えたのか。

10 また、我々は彼らの名前を尋ねた、あなたに知らせるために、彼らの頭にいる人々の名前を書き記すためである。

11 彼らはこの言葉を返して言った、「私たちは天と地の神の僕です。そして、以前から長い年月を経て建てられた家を建てています。それを建て、完成させたのは、イスラエルの偉大な王でした。

12 それゆえ、私たちの父たちが天の神を怒らせたので、神は彼らをカルデヤ人であるバビロンの王ネブカドネザルの手に渡された。彼はこの家を破壊し、民をバビロンへ連れ去った。

13 しかし、バビロンの王クロスの第一年に、クロス王はこの神の家を建てるように命令を出された。

14 また、神の家の金と銀の器、すなわちネブカドネザルがエルサレムの神殿から取り出してバビロンの神殿に運んだものを、クロス王がバビロンの神殿から取り出し、その名をシェシュバツァルと呼ばれた者、すなわち彼を総督に任命した者に渡した。

15 そして彼に言われた、「これらのものの器を取り、行って、それをエルサレムの神殿に下ろし、神の家をその場所に建てよ」。

16 そこで、このシェシュバツァルが来て、エルサレムにある神の家の基を据えた。そして、その時から今に至るまで、それは建てられ続けており、まだ完成していない。

17 そして今、王にとって良いことであれば、王の宝物の家、すなわちバビロンにあるところで、クロス王がこの神の家をエルサレムに建てるように命令を下したかどうかが調べられますように。そして、王のこのことについての喜びが私たちに送られますように。

Ezra 6

1 そこでダリヨス王は命令を出された。そして彼らはバビロンの宝物が納められている書物の家を調べた。

2 アクメタの宮殿、メディア人の州にあるその中で、一つの巻き物が見つかった。そして、その中にはこう記されていた、その記録。

3 クロスの王の第一年に、クロス王は命令を出された。エルサレムにある神の家、その家は建てられるべきである。犠牲をささげる場所であり、その基は支えられるべきである。その高さは六十キュビト、その広がりは六十キュビト。

4 石の大いなるものによる列が三つ、新しい材木による列が一つ、そして費用は王の家から与えられる。

5 また、神の家の金と銀の器、すなわちネブカドネザルがエルサレムの神殿から運び出してバビロンに持って行ったものを、元の場所に返し、エルサレムの神殿に持って行き、神の家の中に置かせよ。

6 今、川向こうの総督タッテナイ、シェタル・ボズナイ、およびその友であるアファルサク人たち、すなわち川向こうにいる者たちよ、あなたがたはそこから遠く離れていなさい。

7 その神の家の仕事をやめさせよ。ユダヤ人の総督とユダヤ人の老年たちに、その神の家をその場所に建てさせよ。

8 また私から命令を下す。あなたがたがこのユダヤ人の老年たちに対して行うべきことは、その神の家を建てることであり、王の財産、すなわち川の向こう側の貢税から、その人々に費用が滞りなく与えられるようにせよ。

9 彼らの必要とされるもの、すなわち雄牛の子、雄羊、子羊を天の神への全焼のいけにえとして、また小麦、塩、葡萄酒、油を、エルサレムの祭司たちの言葉に従って、日々欠かすことなく彼らに与えよ。誤りがあってはならない。

10 彼らが天の神に芳ばしい香りを献げ、王とその子らの命のために祈ることができるように。

11 わたしから命令を出す。すべての人で、この言葉を変える者は、その家から材木を引き抜かれ、その上に掛けられ、その家は汚物の山とされる。

12 その名をそこに住まわせられた神が、その手を伸ばしてこのエルサレムにある神の家を変えたり、壊したりするすべての王と民を滅ぼされるように。私ダリヨスがこの命令を出した。それは速やかに実行されなければならない。

13 そこで、タッテナイ、川向こうの総督、シェタル・ボズナイとその友たちは、ダリヨス王が送られたとおりに、速やかに行った。

14 ユダヤ人の老年たちは、ハガイの預言者とイドの孫ゼカリヤの預言によって建て、また栄えさせた。彼らはイスラエルの神の命令と、ペルシヤの王クロス、ダリヨス、アルタシャスタの命令によって建て終え、完成させた。

15 この家は、アダルの月の三日の日までに完成した。それはダリヨス王の王国の第六年であった。

16 イスラエルの子ら、祭司、レビ人、および捕囚の子らの残りは、この神の家の奉献を喜びをもって行った。

17 この神の家の奉献のために、雄牛百頭、雄羊二百頭、子羊四百頭を献げ、またすべてのイスラエルのための罪の供え物として、イスラエルの部族の数にしたがって、雄やぎ十二頭を献げた。

18 祭司たちはその区分に従って立ち、レビ人もその課程に従って、エルサレムの神の仕事のために立った。モーセの書物の書き物のとおりに。

19 捕囚の子らは、第一の月の十四日に過越の祭りを行った。

20 祭司たちとレビ人たちは一つになって身を清め、彼らはすべて清くなった。そして彼らは捕囚の子らすべてのために、また彼らの兄弟である祭司たちのため、そして自分たちのために過越の祭りを屠った。

21 捕囚から帰って来たイスラエルの子らは、地の国の汚れから自分たちを分け、彼らに加わったすべての者と共に、イスラエルの神、主を求めるために食べた。

22 彼らは喜びをもって七日の間、種なしパンの祭りを行った。主が彼らを喜ばせ、アッシュルの王の心を彼らに向けて、イスラエルの神の家の仕事のために彼らの手を強くされたからである。

Ezra 7

1 これらの事の後、ペルシヤ王アルタシャスタの王国の時に、エズラはセラヤの子、アザルヤの子、ヒルキヤの子であった。

2 シャルムの子、ザドクの子、アヒトブの子。

3 アマルヤの子、アザルヤの子、メラヨテの子

4 ゼラヒヤの子、ウジの子、ブッキの子。

5 アビシュアの子、ピネハスの子、エレアザルの子、頭である祭司アロンの子

6 このエズラはバビロンから上って来た。彼はモーセの律法に通じた速やかな書記官であり、イスラエルの神、主が与えられたものであった。王は、彼の上にある彼の神、主の手に従って、彼のすべての願いを彼に与えた。

7 イスラエルの子らと祭司たち、レビ人、歌うたい、門番、神殿奴隷たちは、アルタシャスタ王の第七年にエルサレムへ上って行った。

8 エルサレムに第五の月に来られた。それは王の第七の年であった。

9 第一の月の一日に、彼はバビロンからの階段の基を据えた。そして第五の月の一日に、彼はエルサレムに来た。彼の神の良い手が彼の上にあったからである。

10 エズラは主の律法を尋ね求め、それを行うために、またイスラエルにおいて定めとさばきを教えるために、自分の心を備えた。

11 これは、王アルタシャスタが、主の戒めとその定めの言葉をイスラエルについて書記官、祭司であり書記官であるエズラに与えた書簡の写しである。

12 アルタシャスタ王、王たちの王は、天の神の完全な法令の書記である祭司エズラに、今やこう言われた。

13 私、ダレイオス王は命令を出す。私の王国のすべての民イスラエル、その祭司たち、レビ人たちのうち、自ら進んでエルサレムに行こうとする者は、あなたと共に行くことができる。

14 王の前から、その七人の顧問たちとともに、あなたはユダヤとエルサレムについて調査するために遣わされた。それはあなたの手にあるあなたの神の法令によるものである。

15 銀と金を携えて行くために、王とその顧問たちがイスラエルの神に自発的に捧げたものであり、その神の住まいはエルサレムにある。

16 すべての銀と金で、バビロンのすべての州において見いだされるもの、また、民と祭司たちが自分たちの神の家のために自発的にささげる自由意志の捧げ物も、エルサレムにあるその神の家のために。

17 このことゆえに、あなたがたはこの銀をもって、雄牛、雄羊、子羊、およびそれらの穀物の捧げ物と注ぎの酒ぶどう酒を熱心に買い求め、それをエルサレムにあるあなたがたの神の家の祭壇の上にささげなさい。

18 あなたがたとあなたの兄弟たちに良いと思われることについては、残りの銀と金で、あなたがたの神の喜びに従って行いなさい。

19 あなたの神の家の奉仕のために与えられた器は、エルサレムの神の前にすべて納めなさい。

20 あなたの神の家のために必要なその他の残りは、あなたが与えるべきものとしてあなたに課せられたなら、王の宝物の家から与えなさい。

21 また、私アルタシャスタ王は、すべての川の向こう側の宝物係たちに命令を出す。あなたがたに何を求めても、天の神の法令の書記である祭司エズラは、すべて速やかに行われよ。

22 銀は百タラントまで、小麦は百コルまで、葡萄酒は百バトまで、油も百バトまで、そして塩は書き物にない限り、いくらでも。

23 天の神の命令によるすべてのことは、天の神の家のために熱心に行われよ。なぜなら、王の王国とその子らに怒りが下らないようにするためである。

24 あなたがたに知らせることがある。すべての祭司、レビ人、歌手、門番、神殿奴隷、そしてこの神の家に仕える者たちの上に、貢税、貢ぎ物、慣習を課すことは許されない。

25 あなたは、エズラよ、あなたの神の知恵にしたがって、あなたの手にあるその知恵によって、川の向こう側にいるすべての民、すなわちあなたの神の法令を知るすべての者たちを裁くために、裁判官と審判者を任命しなさい。そして、知らない者たちには教えなさい。

26 すべて、あなたの神の法令と王の法令を行わない者は、速やかに裁きが彼に下される。死に至るか、追放に至るか、財産の没収と束縛に至るか。

27 我々の父祖の神、主はほむべきかな。主はこのようなことを王の心に与えられ、エルサレムにある主の内側を飾ることをされた。

28 そして私に、王とその顧問たちの前で、また王のすべての力ある長官たちの前で、慈愛を注がれた。私は、私の神、主の手が私の上にあるので、勇気を奮い起こし、私と共に上るために、イスラエルからかしらたちを集めた。

Ezra 8

1 これらは彼らの父祖たちの頭たち、そして彼らの系図である。彼らはバビロンからアルタシャスタ王の王国の間に私と共に上って来た者たちである。

2 ピネハスの子らからはゲルショム、イタマルの子らからはダニエル、ダビデの子らからはハトシュ。

3 シェカニヤの子らのうち、パロシュの子らのうち、ゼカリヤ。彼と共に男として系図に記された者は百五十人。

4 パハテ・モアブの子らのうち、エリエホエナイはゼラヒヤの子であり、彼と共に男二百人がいた。

5 シェカニヤの子らのうち、ヤハジエルの子、そして彼と共に男三百人。

6 アディンの子らのうち、ヨナタンの子エベデ、および彼と共に男五十人。

7 エラムの子らの中から、アタルヤの子イザヤ、そして彼と共に男七十人。

8 シェファテヤの子らの中から、ゼバデヤ（ミカエルの子）。彼と共に男八十人。

9 ヨアブの子らのうち、エヒエルの子オバデヤ、および彼と共に男二百十八人。

10 シェロミトの子、ヨシピヤの子のうちから、彼と共に男が百六十人。

11 また、ベバイの子らのうちから、ベバイの子ゼカリヤ。彼と共に男二十八人。

12 アズガデの子らのうち、ハッカタンの子ヨハナン、および彼と共に男百十人。

13 アドニカムの子らのうちの後の者たち、そして彼らの名はこれらである。エリフェレテ、エイエル、シェマヤ。そして彼らと共に六十人の男たち。

14 ビガイの子らの中からは、ウタイとザブド、そして彼と共に七十人の男たち。

15 私は彼らをアハワに流れる川のところに集め、そこに三日間宿営した。そして民と祭司たちを調べたが、そこにはレビの子らを一人も見いだせなかった。

16 私はエリエゼル、アリエル、シェマヤ、エルナタン、ヤリブ、エルナタン、ナタン、ゼカリヤ、メシュラムを、かしらとして遣わした。また、ヨヤリブとエルナタンを、賢い者たちとして遣わした。

17 私は彼らを、その頭であるイドのもと、カシフヤという場所に遣わした。そして私は彼らの口に、カシフヤという場所にいる彼の兄弟である神殿奴隷たちに語るべきことばを授け、私たちの神の家のために仕える者たちを連れて来させるようにした。

18 彼らは、私たちの上に臨んだ私たちの神の良い御手によって、マフリの子らの中から、レビの子イスラエルの子である知恵のある人を私たちに連れて来た。すなわち、シェレブヤと、その子らと、その兄弟たち、十八人である。

19 ハシャブヤ、そして彼と共にメラリの子らからイザヤ、その兄弟たちとその子ら二十人。

20 また、ダビデと長官たちがレビ人の奉仕のために与えた神殿奴隷のうち、神殿奴隷二百二十人。彼らはすべて名によって記されていた。

21 そこで私は、そこ、アハワの川で断食を呼びかけ、私たちの神の顔の前でへりくだり、私たちと私たちの幼子たちとすべての財産のために、まっすぐな道を神から求めた。

22 私は、道中で敵から助けていただくために、王から力と騎兵を求めることを恥じました。なぜなら、私たちは王にこう言ったからです。「私たちの神の手は、神を求めるすべての者に良いことをもたらし、神の力と鼻は、神を捨てるすべての者に向かう」と。

23 私たちは断食し、このことについて私たちの神に求めた。すると、主は私たちの願いを聞き入れられた。

24 私は祭司の長官たちの中から十二人を選び分けた。シェレブヤとハシャブヤ、そして彼らの兄弟たちの中から十人を。

25 私は彼らに量って渡した。銀と金と器を。すなわち、私たちの神の宮の献げ物であって、王とその顧問たちとその長官たち、およびそこにいたすべてのイスラエルが献げたものである。

26 私は彼らの手に銀六百五十タラントと、銀の器百タラント、金百タラントを量って渡した。

27 金の霜二十はダリク千に値し、慕わしい青銅の器二つは金の如く貴重であった。

28 私は彼らに言った、「あなたがたは主にとって聖なるものであり、これらの器も聖なるものである。銀と金は、あなたがたの先祖の神、主への自由意志の捧げ物である。

29 目を覚まして守りなさい。あなたがたがエルサレムで、祭司の長官たち、レビ人たち、イスラエルの父祖の家の長官たちの前で量るまで、主の宮の小部屋を。

30 祭司たちとレビ人たちは、銀と金と器の重さを受け取り、それを我々の神の家に携えて行くためにエルサレムへ持って行った。

31 私たちは第一の月の十二日にアハワの川から出発してエルサレムへ行こうとした。そして私たちの神の手が私たちの上にあり、道において敵と待ち伏せする者の手のひらから私たちを救い出された。

32 私たちはエルサレムに着き、そこに三日間留まった。

33 第四日に、銀と金と器は、私たちの神の宮で、祭司ウリヤの子メレモテの手によって量られ、彼と共にピネハスの子エレアザルがいた。そして彼らと共に、エシュアの子ヨザバデとビヌイの子ノアデヤというレビ人たちがいた。

34 数において、重さにおいて、すべてのものについて。そして、その時のすべての重さは書き記された。

35 捕虜から帰って来た捕囚の子らは、イスラエルの神に全焼のいけにえを献げた。雄牛十二頭はすべてのイスラエルのために、雄羊九十六頭、子羊七十七頭、罪のための雄やぎ十二頭。すべては主への全焼のいけにえであった。

36 彼らは王の命令を王の総督たちと川の向こう側の総督たちに渡し、彼らは民と神の家を支えた。

Ezra 9

1 これらのことが終わったとき、長官たちが私のところに来て言った、「イスラエルの民、祭司、レビ人は、地の民から分離していない。彼らの忌み嫌うべきものに従って、カナン人、ヒッタイト人、ペリジ人、エブス人、アンモン人、モアブ人、エジプト人、アモリ人と同様である」。

2 彼らは自分たちと自分たちの子のために彼らの娘たちを娶ったので、聖なる子孫は地の民と混ざり合ってしまった。そして、長官たちと総督たちの手がこの背信の先頭にあった。

3 この言葉を聞いたとき、私は自分の衣服と外套を引き裂き、頭の毛とひげを抜き、茫然として座った。

4 そして、イスラエルの神の言葉に震えるすべての者は、捕囚の背信のゆえに私のもとに集まった。私は夕方の献げ物の時まで、荒廃して座していた。

5 夕方の献げ物の時に、私は自分の重苦しさから立ち上がり、自分の衣服と外套を引き裂いたまま、膝をかがめて、私の神、主に向かって手のひらを差し伸べた。

6 私は言った、「わが神よ、私は恥じ、辱めを受け、わが神よ、あなたに向かって顔を上げることもできません。私たちの咎は頭よりも高く積もり、私たちの罪過は天にまで達したからです。

7 私たちの先祖の日々から今日この日まで、私たちは大きな罪過の中にあり、私たちの咎によって、私たち自身、私たちの王たち、私たちの祭司たちは、地の王たちの手に渡され、剣と捕虜と分捕り物と、今日のように顔の恥の中に置かれました。

8 そして今、私たちの神、主からの嘆願がわずかな瞬間の間あり、私たちに逃れの者を残し、その聖なる場所に私たちに杭を与え、私たちの神が私たちの目を照らし、私たちの束縛の中で私たちに少しの命の維持を与えてくださった。

9 私たちはしもべですが、私たちの神は私たちの束縛の中でも私たちを見捨てられませんでした。神はペルシヤの王たちの前に私たちに慈愛を施され、私たちに命の維持を与え、私たちの神の宮を高く上げ、その荒廃を立て直し、ユダとエルサレムに私たちに垣根を与えてくださいました。

10 今、私たちの神よ、この後に何を言えましょうか。私たちはあなたの戒めを捨ててしまったからです。

11 あなたがあなたのしもべである預言者たちの手によって命じられたように、『あなたがたが入って所有しようとしている地は、地の民の汚れによって汚れた地である。彼らの忌み嫌うべきものによって、彼らはそれを口から口へと満たし、その汚れによって満たした』と。

12 今、あなたがたの娘を彼らの子に与えてはならず、彼らの娘をあなたがたの子に娶らせてはならない。また、彼らの平和と良いものを永遠に求めてはならない。それは、あなたがたが強くなり、地の良いものを食べ、あなたがたの子に永遠に受け継がせるためである。

13 そして、これらすべてのことが私たちに臨んだ後、私たちの悪いわざと私たちの大きな罪過のゆえに、あなたは私たちの神であられるのに、私たちの咎を下に抑えられ、私たちにこのような逃れの者を与えられたのです。

14 私たちは再びあなたの戒めを破り、これらの忌み嫌うべきものの民と結婚してよいのでしょうか。あなたは私たちを怒り、ついに残りの者も逃れの者もいなくなるまで滅ぼされるのではないでしょうか。

15 主よ、イスラエルの神よ、あなたは正しい方です。私たちは今日のように、逃れの者として残されたからです。見よ、私たちは私たちの罪過のゆえにあなたの前にいます。このことのゆえに、あなたの前に立つことはできないからです。

Ezra 10

1 エズラが祈り、また泣きながら神の宮の前にひれ伏して告白しているとき、イスラエルから非常に多くの集会が彼のもとに集まった。人々、女たち、子供たちもいた。民が激しく泣いて痛みを表したからである。

2 シェカニヤはエヒエルの子で、エラムの子らの一人が答えて、エズラに言われた、「私たちは私たちの神に対して罪を犯し、地の民の異国の女たちをめとった。しかし今、このことについてイスラエルに望みがある」。

3 今や、私たちの神と契約を結び、すべての妻と彼らから生まれた者を、わが主の助言と私たちの神の戒めに恐れおののく者たちの助言に従って追い出そう。律法に従って行われよ。

4 立ち上がってください。この言葉はあなたの上にあります。私たちはあなたと共にいます。強くあって、行ってください。

5 エズラは立ち上がり、祭司の長官たち、レビ人、そしてすべてのイスラエルに、この言葉のとおりに行うことを誓わせた。彼らは誓った。

6 エズラは神の家の前から立ち上がり、エリヤシブの子エホハナンの小部屋へ行った。そしてそこへ行ったが、パンを食べず、水も飲まなかった。それは捕囚の背信のゆえに嘆いていたからである。

7 彼らはユダとエルサレムに、すべての捕囚の子らに声を渡し、エルサレムに集まるようにさせた。

8 そして、三日のうちに来ない者は皆、長官たちと長老たちの助言に従って、そのすべての財産は没収され、その者は捕囚の集会から分離されるであろう。

9 ユダとベニヤミンのすべての人は、その第三の日にエルサレムに集められた。それは第九の月の二十日であった。そしてすべての民は神の家の広場に座り、その言葉のゆえに、また雨のゆえに震えていた。

10 祭司エズラは立ち上がり、彼らに言われた、「あなたがたは罪を犯し、異邦の妻をめとって、イスラエルの罪過を増し加えた。

11 今、あなたがたの父祖の神、主に感謝の捧げ物をささげ、その喜びを行い、地の民と異邦人の妻たちから分かたれなさい。

12 集会はすべて、大きな声で答えて言った。「あなたの言葉のとおりに、私たちは行う。

13 しかし、民は多く、時は雨の季節であり、外に立つ力はない。また、この仕事は一日や二日のことではなく、私たちはこのことで多く罪を犯してきたからです。

14 私たちの長官たちが集会全体のために立ち、私たちの町々の中で外国人の妻をめとった者は皆、定められた時に来るように。そして、彼らとともに、それぞれの町の長老たちとその裁き人たちも来るように。私たちの神の激しい怒りが、このことのゆえに私たちから離れるまで。

15 しかし、アサエルの子ヨナタンとテクワの子ヤハジヤはこの事に反対して立ち、メシュラムとレビ人シャベタイが彼らを助けた。

16 捕囚の子らはそのように行った。祭司エズラは、父祖の家ごとの家長たちである人々を選び分けた。彼らはみな、名によって選ばれた。そして彼らは第十の月の一日に座して、このことを調べ始めた。

17 彼らはすべてを終えた。異邦の女をめとった人々は、第一の月の一日までに。

18 祭司たちの子らのうち、異邦の妻をめとった者たちが見いだされた。ヨツァダクの子エシュアの子らとその兄弟たち、すなわちマアセヤ、エリエゼル、ヤリブ、ゲダルヤである。

19 彼らは手を差し伸べて、自分の妻たちを追い出すことを約束し、その罪過のために羊の群れの雄羊を献げた。

20 インメルの子らのうち、ハナニとゼバデヤ。

21 ハリムの子らのうち、マアセヤ、エリヤ、シェマヤ、エヒエル、ウジヤ。

22 パシュフルの子らのうち、エリエホエナイ、マアセヤ、イシュマエル、ネタンエル、ヨザバデ、そしてエルアサ。

23 レビ人の中からは、ヨザバデ、シメイ、ケラヤ（すなわちケリタ）、ペタフヤ、ユダ、エリエゼル。

24 また、歌うたいたちのうちにはエリヤシブがいた。また、門番たちのうちにはシャルムとテレムとウリがいた。

25 イスラエルの中から、パロシュの子らの中から、ラミヤ、エジヤ、マルキヤ、ミヤミン、エレアザル、マルキヤ、ベナヤ。

26 エラムの子らの中には、マッタンヤ、ゼカリヤ、エヒエル、アブディ、エリモテ、エリヤ。

27 ザットの子らの中には、エリエホエナイ、エリヤシブ、マッタンヤ、エリモテ、ザバデ、アジザ。

28 ベバイの子らのうち、エホハナン、ハナニヤ、ザバイ、アテライ。

29 バニの子らのうち、メシュラム、マルク、アダヤ、ヤシュブ、シェアル、エリモテ。

30 パハテ・モアブの子らのうち、アドナとケラル、ベナヤ、マアセヤ、マッタンヤ、ベツァルエル、ビヌイ、そしてマナセ。

31 ハリムの子らは、エリエゼル、イシヤ、マルキヤ、シェマヤ、シメオン。

32 ベニヤミン、マルク、シェマルヤ。

33 ハシュムの子らの中で、マッテナイ、マッタタ、ザバデ、エリフェレテ、エレマイ、マナセ、シメイ。

34 バニの子らの中には、マアダイ、アムラム、ウエル。

35 ベナヤ、ベデヤ、ケルフ、ケルフ

36 ワニヤ、メレモテ、エリヤシブ。

37 マッタンヤ、マッテナイ、ヤアス、ヤアス。

38 バニとビヌイ、シメイ。

39 シェレミヤ、ナタン、アダヤ。

40 マクナデバイ、シャシャイ、シャライ。

41 アザルエル、シェレミヤ、シェマルヤ。

42 シャルム、アマルヤ、ヨセフ。

43 ネボの子らのうち、エイエル、マッタテヤ、ザバデ、ゼビナ、イド、ヨエル、ベナヤ。

44 これらの者はみな、異国の妻をめとった者たちであり、その妻たちの中には子を産んだ者もいた。


Nehemiah

Nehemiah 1

1 ネヘミヤの子ハカリヤの言葉。キスレウの月、第二十年に、私がスサンの宮殿にいたときのことである。

2 ハナニが、私の兄弟の一人が、彼とユダからの人々と共に来た。そして私は、捕虜から残った逃れの者であるユダヤ人たちと、エルサレムについて彼らに尋ねた。

3 彼らは私に言った、「捕虜から残って州に残っている者たちは、大きな悪と恥辱のうちにあり、エルサレムの城壁は破られ、その門は火で焼かれた」。

4 これらの言葉を聞いたとき、私は座って泣き、幾日もの間、嘆き悲しんだ。そして、天の神の前で断食し、祈り続けた。

5 私は言った、「ああ、天の神、主よ。偉大で恐るべき神よ。あなたを愛し、あなたの戒めを守る者たちに契約と慈愛を守られる方よ。

6 あなたの耳を傾け、あなたの目を開いて、あなたのしもべの祈りを聞いてください。それは、私が今日、昼も夜も、あなたのしもべであるイスラエルの子らのために、あなたの前で祈っているものです。そして、私たちがあなたに対して犯した罪、すなわち、私と私の父の家が犯した罪を告白します。

7 私たちはあなたに対して深く罪を犯しました。あなたがあなたのしもべモーセに命じられた戒めと定めとさばきを守りませんでした。

8 どうか、あなたがあなたのしもべモーセに命じて言われた言葉を覚えてください。「あなたがたが背くなら、わたしはあなたがたを諸国の民の中に散らす。

9 あなたがたがわたしに立ち返り、わたしの戒めを守り、それを行うなら、たとえあなたがたの追いやられた者が天の果てにいても、そこからわたしは彼らを集め、わたしがその名を置くために選んだ場所に彼らを連れて行く。

10 彼らはあなたのしもべ、あなたの民であり、あなたが大いなる力と強い御手をもって贖われた者たちです。

11 ああ、わが主よ、どうかあなたの耳を、あなたのしもべの祈りと、あなたの御名を恐れることを喜ぶあなたのしもべたちの祈りに傾けてください。そして、どうか今日、あなたのしもべを成功させ、この人の前で彼にあわれみが与えられるようにしてください。私は王の酒注ぎ役でありました。

Nehemiah 2

1 ニサンの月、アルタシャスタ王の治世の第二十年に、ぶどう酒が彼の前にあった。私はそのぶどう酒を取り、王に差し上げた。私は彼の前で憂いの表情をしていなかった。

2 王は私に言われた、「なぜあなたの顔は悪く、あなたは病気ではないのか。これは心の悪以外の何ものでもない」。そこで私は非常に恐れた。

3 私は王に申し上げた。「王よ、永遠に生きられますように。なぜ私の顔が曇っているのでしょうか。それは、私の父たちの墓の家である町が荒廃し、その門が火で焼かれてしまったからです。

4 王は私に言われた、「あなたは何を求めているのか」。私は天の神に祈った。

5 王に言った、「もし王が良しとされ、あなたの前でこのしもべが良いと思われるなら、わたしをユダ、わたしの先祖の墓のある町に遣わして、それを建て直させてください」。

6 王は、そばに座っていた王妃とともに私に言われた、「あなたの旅路はどれほどになり、いつ帰って来るのか」と。そして王の前でそれは良いことであったので、王は私を送り出された。私は彼に時を定めた。

7 私は王に言った、「もし王が良しとされるなら、川の向こう側の総督たちに私への手紙を渡していただき、私がユダに行くまで、彼らが私を通らせてくださいますように」。

8 また、王の果樹園の管理者であるアサフへの手紙をいただき、その者が私に、宮殿に属する門、町の城壁、そして私が行く家のために梁にする木を与えるように。そして王は、私の上にある私の神の良い御手に従って、それを私に与えられた。

9 私は川の向こう側の総督たちのところへ行き、王の手紙を彼らに渡した。王は私と共に力の長官たちと騎兵たちを遣わされた。

10 サンバラテ・ホロニ人と、しもべであるアンモン人のトビヤはこれを聞いて、人がイスラエルの子らのために良いことを求めて来たので、彼らは非常に悪く思った。

11 私はエルサレムに来て、そこに三日の間いた。

12 私は夜、私と共にいる少数の人々と共に起きた。そして、私の神がエルサレムのために行うために私の心に与えられたことを、誰にも告げなかった。私と共にいた獣はなく、ただ私が乗っている獣だけであった。

13 夜の間に谷の門から出て行き、海の怪物の目の前、汚物の山の門の方へ行った。そして、エルサレムの城壁で、その破れている所と、火で焼かれた門々を調べた。

14 私は目の門と王の池の方へ進んだが、私の下を獣が通る場所はなかった。

15 私は夜、谷川を上って行き、城壁を調べた。そして引き返し、谷の門を通って戻って来た。

16 総督たちは、私がどこへ行ったのか、また私が何をしているのかを知らなかった。そして、ユダヤ人にも祭司にも貴族にも総督にも、また仕事をする残りの者たちにも、その時まで私は何も告げなかった。

17 私は彼らに言った、「あなたがたは、私たちがその中にいる悪、すなわちエルサレムが荒廃し、その門が火で焼かれたのを見ている。さあ、私たちはエルサレムの城壁を建て直そう。そうすれば、私たちはもはや恥辱となることはない。

18 私は彼らに、私の上にあった神の良い御手のことと、王が私に言われた言葉をも告げた。すると彼らは、「私たちは立ち上がって、建てよう」と言った。そして彼らは良い事のために自分たちの手を強めた。

19 ホロニ人サンバラテと、アンモン人のしもべトビヤと、アラビア人ゲシェムはこれを聞いて、私たちを嘲り、私たちを侮って言った、「あなたがたのしているこのことは何か。あなたがたは王に逆らおうとしているのか」。

20 私は彼らに言葉を返し、彼らに言われた、「天の神、その方が私たちに成功を与えられる。そして私たち、そのしもべたちは立ち上がって建てる。しかしあなたがたには、エルサレムにおいて分け前も義も記念もない」。

Nehemiah 3

1 大祭司エリヤシブとその兄弟である祭司たちは立ち上がり、羊の群れの門を建てた。彼らはそれを聖別し、その戸を立てた。また、百の塔まで聖別し、ハナネルの塔に至るまで聖別した。

2 その手のそばに、エリコの人々が建てた。また、その手のそばに、イムリの子ザックルが建てた。

3 魚の門はセナアの子らが建てた。彼らはそれに梁を渡し、その戸、錠、かんぬきを備えた。

4 また、彼らの手に並んで、コズの子ウリヤの子メレモテが修理し、また、彼らの手に並んで、メシェザベルの子ベレクヤの子メシュラムが修理し、また、彼らの手に並んで、バアナの子ザドクが修理した。

5 彼らの手のそばで、テコア人たちが補強した。しかし、彼らの有力者たちは、自分たちの主の奉仕に首を入れなかった。

6 古い物の門をヨヤダの子パセアとメシュラムの子ベソデヤが補強し、彼らはそれを覆い、その戸と錠とかんぬきを立てた。

7 彼らの手に並んで、ギブオン人メラテヤとメロノテ人ヤドンが修理した。彼らはギブオンとミツパの人々で、川の向こう側の総督の王座のために働いた。

8 その手にウジエル、ハルハヤの子、調合師たちが補強し、その手にハナニヤ、調合師の子が補強した。彼らはエルサレムを広い城壁まで放棄した。

9 また、彼らの手に、フルの子レファヤが、エルサレムの半分の杖の長官が、支えた。

10 また彼らの手のそばで、ハルマフの子エダヤが自分の家の向かいに修理を固めた。また彼の手のそばで、ハシャブネヤの子ハトシュが修理を固めた。

11 第二の寸法を、ハリムの子マルキヤとパハテ・モアブの子ハシュブが堅め、またかまどの塔を堅めた。

12 彼の手のわきで、ハロヘシュの子シャルムが、エルサレムの半分の杖の長官である彼とその娘たちが、修理をした。

13 谷の門はハヌンとザノアの住民たちが補強し、彼らはそれを建て、その戸、錠、かんぬきを立てた。また城壁の千キュビトを、汚物の山の門に至るまで補強した。

14 汚物の山の門を、レカブの子マルキヤ、ベテ・ハケレムの杖の長官が補修した。彼はそれを建て、その戸、その錠、そのかんぬきを立てる。

15 泉の門は、ミツパの杖の長官であるコル・ホゼの子シャルンが修理し、彼はそれを建て、屋根をかけ、その戸、錠、かんぬきを立てた。また、王の園にあるシロアムの池の城壁から、ダビデの町から下る階段までを修理した。

16 彼の後に、アズブクの子ネヘミヤ、ベテ・ツルの半分の杖の長官が、ダビデの墓の向かい側まで、また造られた池まで、また勇士たちの家まで、修理をした。

17 彼の後に、レビ人レフムの子バニが修理した。彼の手の次に、ケイラの半分の杖の長官ハシャブヤが自分の杖のために修理した。

18 その後に、彼らの兄弟たちが、ヘナダデの子バウワイ、ケイラの杖の半分の長官が、補修した。

19 エゼル、エシュアの子、ミツパの長官は、その手の上に第二の寸法を堅くした。武器の上がりの向かい、隅に向かって。

20 彼の後に、バルク、ザバイの子が第二の寸法を堅くした。隅から大祭司エリヤシブの家の入口まで。

21 彼の後に、ウリヤの子コズの子メレモテが第二の寸法を堅めた。エリヤシブの家の入口からエリヤシブの家の終わりまで。

22 その後、祭司たち、低地の人々が修理を続けた。

23 彼の後に、ベニヤミンとハシュブが自分たちの家の向かいで修理した。彼の後に、アナニヤの子マアセヤの子アザルヤが自分の家のそばで修理した。

24 彼の後に、ヘナダデの子ビヌイが第二の寸法を堅めた。アザルヤの家から隅に至るまで、そして隅に至るまで。

25 パラルはウザイの子で、隅の向かい側、上の王の家から出ている塔のところ、刑務所の中庭に面した所を修理した。その後ろにはパロシュの子ペダヤがいた。

26 神殿奴隷たちはオフェルに住んでいた。東の水の門の前と、突き出た塔のところに。

27 その後、テコア人たちが第二の寸法を修復した。大きな塔の向かい側から、オフェルの城壁に至るまで。

28 馬の門の上で、祭司たちがそれぞれ自分の家の前で修理した。

29 その後に、インメルの子ザドクが自分の家の向かいに修復した。その後に、シェカニヤの子シェマヤが、東の門の守衛である彼が修復した。

30 その後、シェレミヤの子ハナニヤと、ツァラフの子で第六のハヌンが、第二の寸法を堅めた。その後、ベレクヤの子メシュラムが、自分の部屋の向かいで堅めた。

31 マルキヤ、金細工人の子が、神殿奴隷と商人たちの家まで、登録の門の向かい側から、隅の屋上の間に至るまで、補修した。

32 隅の屋上の間と羊の群れの門の間に、金細工人たちと商人たちが補修した。

Nehemiah 4

1 サンバラテが、私たちが城壁を建てているのを聞いたとき、彼は激しく怒り、大いに憤った。そして、ユダヤ人を嘲った。

2 彼は自分の兄弟たちとサマリアの城壁の前で言った、「この哀れなユダヤ人たちは何をしているのか。彼らは自分たちのためにそれを捨てるのか。彼らは犠牲を捧げるのか。彼らはその日を終えるのか。彼らは焼けた石をちりの穀物の山から生き返らせるのか。

3 トビヤ・アンモン人はそのそばにいて、言った、「彼らが建てているものも、もし狐が上って行けば、彼らの石の城壁を壊してしまうだろう」。

4 我々の神よ、我々が軽蔑されているのを聞かれ、彼らの恥辱を彼らの頭に返し、彼らを捕虜の地における分捕り物とされたまえ。

5 彼らの咎を覆わず、彼らの罪をあなたの前から消し去らないでください。彼らは城壁を建てる者たちの前で、あなたを怒らせたからです。

6 私たちは城壁を建て、すべての城壁はその半分までつながった。そして民の心は働くことに向いた。

7 サンバラテとトビヤ、アラビア人、アンモン人、アシュドド人が、エルサレムの城壁のいやしが進み、破れ口がふさがれ始めたのを聞いたとき、彼らは非常に怒った。

8 彼らはみな一緒に結集し、エルサレムに来て戦い、それに誤りを引き起こそうとした。

9 私たちは私たちの神に祈り、彼らのゆえに昼も夜も彼らの顔に対して見張りを立てた。

10 ユダは言った、「荷担い人の力は衰え、ちりは多い。私たちは城壁を建てることができない」。

11 我々の苦しみは言った、「彼らは知らず、見ることもない。我々が彼らの真ん中に入り、彼らを殺し、その仕事をやめさせるまで」。

12 そして、彼らのそばに住んでいたユダヤ人が来て、私たちに十度言った、「あなたがたが私たちのところに帰って来るすべての場所から」。

13 私はその場所の低い所を、城壁の背後にある高台に設け、民を家族ごとに、その剣、槍、弓を持って立たせた。

14 私はそれを見て、立ち上がり、貴族たちと総督たちと民の残りに言われた、「彼らの顔を恐れてはならない。偉大かつ恐るべき主を覚え、あなたがたの兄弟、あなたがたの子、あなたがたの娘、あなたがたの妻、あなたがたの家のために戦いなさい」。

15 われわれの敵が、われわれに知られたことを聞いたとき、神は彼らの助言を無にされた。そしてわれわれはみな、城壁に、それぞれ自分の仕事に戻った。

16 その日から、私の少年たちの半分は仕事をし、半分は槍、盾、弓、胸当てを握っていた。そして長官たちは、ユダの全家の後にいた。

17 城壁を建てる者たちと重荷を担ぐ者たちは、それぞれの手で仕事をし、もう一方の手で投げ槍を握っていた。

18 建てる者たちは、それぞれ剣を腰に帯びて建てていた。また、角笛を吹く者は私のそばにいた。

19 私は貴族たちと総督たち、そして民の残りに言った、「仕事は多くて広い。そして私たちは城壁の上で互いに離れており、それぞれが兄弟から遠く離れている」。

20 角笛の声をあなたがたが聞く場所で、そこに私たちのもとに集まれ。私たちの神が私たちのために戦われる。

21 私たちは仕事をしており、その半分は夜明けの上ることから星の出るまで槍を握っていた。

22 その時にも私は民に言われた、「それぞれの人はその少年と共にエルサレムの真ん中で夜を過ごしなさい。そうすれば、夜は私たちの見張りとなり、日は仕事となるであろう」。

23 私も、私の兄弟たちも、私の少年たちも、私の後にいる見張りの人々も、私たちは衣服を脱がなかった。それぞれが水のための投げ槍を持っていた。

Nehemiah 5

1 民とその妻たちの叫びは、その兄弟であるユダヤ人に対して大きかった。

2 また、ある者たちは言った、「私たちの子と娘たちは大勢いる。穀物を取り、食べて、生き延びよう」。

3 また、ある者たちは言っていた、「私たちの野とぶどう園と家を抵当に入れて、飢饉のときに穀物を得ようとしている」。

4 また、ある者たちは言った、「我々は王の寸法のために、我々の野と我々のぶどう園を抵当に入れて銀を借りた」。

5 しかも今、私たちの肉は兄弟たちの肉のようであり、私たちの子らは彼らの子らのようである。見よ、私たちは自分の息子たちと娘たちをしもべとして支配している。そして、私たちの娘たちの中にはすでに支配されている者もいるが、私たちの手には神に頼る力がない。私たちの野とぶどう園は他の者のものとなっている。

6 私は非常に怒った。彼らの叫びとこれらの言葉を聞いたとき。

7 心は私の上に満ち、私は貴族たちと総督たちを責め、彼らに言った、「あなたがたはそれぞれ兄弟に対して強要をしている」。そして私は彼らの上に大きな集会を設けた。

8 私は彼らに言った、「私たちは十分な代価で、国々に売られた私たちの兄弟であるユダヤ人を買い戻した。それなのに、あなたがたも自分の兄弟を売り、彼らが私たちに売られるというのか」。すると彼らは黙り込み、何も言葉を見つけられなかった。

9 あなたがたのしていることは良くないことです。私たちの神を恐れて歩まないのですか。敵である諸国の恥辱を避けるために。

10 また、私も、私の兄弟たちも、私の少年たちも、彼らに銀と穀物を貸している。どうか、この強要をやめよう。

11 今日、彼らに彼らの野、彼らのぶどう園、彼らのオリーブ、彼らの家を返せ。また、あなたがたが彼らから取っている銀百分の一、穀物、新しいぶどう酒、注ぎ油も返せ。

12 彼らは言った、「私たちは返します。彼らからは何も求めません。あなたが言われるとおりにします」。そこで私は祭司たちを呼び、この言葉のとおりに行うことを彼らに誓わせた。

13 また、私は自分の腕を振り払って言った、「このように神は、この言葉を守らないすべての人を、その家とその労苦から振り払われる。そして、そのように彼は空しく振り払われるであろう」。すると、すべての集会は「アーメン」と言い、主を賛美した。そして、民はこの言葉のとおりに行った。

14 また、私がユダの地で総督とされた日から、アルタシャスタ王の第二十年から第三十二年まで、十二年の間、私と私の兄弟たちは総督のパンを食べなかった。

15 かつて私の前にいた先代の総督たちは民に重くのしかかり、彼らからパンとぶどう酒の代わりに銀四十シェケルを取り、その少年たちも民の上に支配した。しかし私は、神を恐れるゆえに、そのようにはしなかった。

16 また、この城壁の仕事にも力を尽くし、野を買うことはしなかった。そして、私のすべての少年たちは、そこに仕事のために集められていた。

17 ユダヤ人と総督たち、百五十人の人々、そして私たちの周囲の国々から私たちのもとに来た者たちも、私の食卓についた。

18 また、一日のために整えられたものは、雄牛一頭、羊の群れから六匹の選ばれたもの、そして鳥たちが私のために用意された。また、十日ごとに、すべてのぶどう酒が豊かに用意された。しかし、これらとともに、総督のパンは私は求めなかった。なぜなら、この民の上に奉仕が重かったからである。

19 我が神よ、どうか私のために覚えて、良いこととしてください。私がこの民のために行ったすべてのことを。

Nehemiah 6

1 サンバラテとトビヤ、そしてアラビア人ゲシェムと我々の他の敵たちに、私が城壁を建て、そこに裂け目が残っていないこと、またその時まで門に戸を立てていなかったことが聞かれた時、

2 サンバラテとゲシェムが私のもとに使いを送って言った、「来なさい。我々はオノの平地の若獅子のところで一緒に会おう」。彼らは私に悪をしようと考えていた。

3 私は彼らに使者を遣わして言った。「私は大きな仕事をしているので、下って行くことはできません。それをやめて、あなたがたのところへ下って行くということが、どうしてあろうか。

4 彼らはこの言葉を四度私に送ってよこしたが、私はこの言葉で彼らに返答した。

5 サンバラテはこの同じ言葉で五度目に自分の少年を私のもとに送った。その手は開かれた手紙を手にしていた。

6 その中にこう書かれていた。「国々の間で聞かれている。ゲシェムも言っている。あなたとユダヤ人は反逆を企てている。それゆえ、あなたは城壁を建てている。そして、あなたは彼らの王になろうとしている。これらの言葉のとおりである。

7 またあなたは預言者たちを立てて、エルサレムであなたについてこう宣言させた、「ユダに王がいる」と。今、この言葉が王に聞こえるでしょう。それゆえ、さあ、来て、私たちは一緒に相談しましょう。

8 わたしは彼に使いを送って言った、「これらの言葉はあなたが言っているようなことではない。あなたは自分の心からそれらをでっち上げているのだ」。

9 彼らは皆、私たちを恐れさせようとして、「彼らの手はその仕事から緩み、その仕事は成し遂げられないだろう」と言った。しかし今、私の手を強くしてください。

10 そして私は、メヘタブエルの子デラヤの子シェマヤの家に行った。彼は閉じ込められていた。彼は言った、「神の宮の中、神殿の真ん中で会おう。神殿の戸を閉めよう。あなたを殺そうとして来ているからだ。夜、あなたを殺そうとして来ているからだ」。

11 私は言った、「私のような者が逃げるだろうか。私のような者が神殿に入って生き延びられるだろうか。私は行かない。

12 そして私は見抜いた。見よ、神が彼を遣わされたのではなかった。彼が私に対して預言を語ったのは、トビヤとサンバラテが彼に報酬を支払ったからである。

13 彼が賄賂を受け取っていたのは、私が恐れてそのように行い、罪を犯すためであり、彼らが私を嘲るために、彼らにとって悪い名となるためであった。

14 我が神よ、トビヤとサンバラテを、彼らのこのわざにしたがって覚えてください。また、女預言者ノアデヤと、私を恐れさせようとした残りの預言者たちをも覚えてください。

15 城壁はエルルの二十五日に、五十二日で完成した。

16 われわれのすべての敵がこれを聞き、われわれの周囲のすべての国々が見て、彼らの目に非常に恐れを抱いた。そして彼らは、この仕事がわれわれの神によってなされたことを知った。

17 その日々にも、ユダの貴族たちの手紙はトビヤのもとに多く届き、トビヤからの手紙も彼らに届いていた。

18 ユダには多くの者が彼の誓いの主人となっていた。なぜなら、彼はアラの子シェカニヤの花婿であり、その子エホハナンはベレクヤの子メシュラムの娘を娶ったからである。

19 彼らは彼の良い行いを私の前で語り、私の言葉を彼に伝えていた。トビヤは私を恐れさせるために手紙を送った。

Nehemiah 7

1 城壁が建てられ、戸を据えたとき、門番、歌い手、レビ人たちが任命された。

2 私は私の兄弟ハナニと、宮殿の長官ハナニヤをエルサレムの上に任命した。彼は真実の人であり、多くの者たちよりも神を恐れていたからである。

3 彼らに言われた、「太陽が熱くなるまでエルサレムの門を開いてはならない。彼らが立っている間に戸を閉め、かたく閉ざせ。また、エルサレムに住む者たちに見張りの務めを立てよ。それぞれ自分の見張りに、それぞれ自分の家の前に」。

4 町は手の広いところと大きく、その真ん中に民は少なく、建てられた家はなかった。

5 私の神は私の心に与えられたので、私は貴族たち、総督たち、そして民を集めて系図を調べさせた。そして、最初に上って来た者たちの系図の書物を見つけ、そこにこう書かれているのを見つけた。

6 これは州の子らである。捕囚の捕虜から上って来た者たち、バビロンの王ネブカドネザルが捕らえ移した者たちで、彼らはエルサレムとユダに帰り、それぞれ自分の町に帰った。

7 ゼルバベルと共に来た者たちは、エシュア、ネヘミヤ、アザルヤ、ラアムヤ、ナハマニ、モルデカイ、ビルシャン、ミスペレテ、ビガイ、ネフム、バアナ。イスラエルの民の人の数は、これである。

8 パロシュの子ら、二千百七十二人。

9 シェファテヤの子らは三百七十二人。

10 アラの子ら、六百五十二人。

11 パハテ・モアブの子ら、すなわちエシュアとヨアブの子らは、二千八百十八人。

12 エラムの子ら、千二百五十四人。

13 ザットの子ら、八百四十五人。

14 ザカイの子ら、七百六十人。

15 ビヌイの子らは六百四十八人。

16 ベバイの子ら、六百二十八年。

17 アズガデの子ら、二千三百二十二人。

18 アドニカムの子らは六百六十七人。

19 ビガイの子ら、二千六十七人。

20 アディンの子ら、六百五十五人。

21 アテルの子ら、すなわちヒゼキヤの子らは九十八人。

22 ハシュムの子らは三百二十八人。

23 ベツァイの子ら、三百二十四人。

24 ハリフの子ら、百十二人。

25 ギブオンの子らは九十五人。

26 ベツレヘムとネトファの人々は、百八十八人。

27 アナトテの人、百二十八人。

28 ベテ・アズマベテの人々、四十二人。

29 キルヤテ・エアリムの人々、ケフィラとベエロテの人々、七百四十三人。

30 ラマとゲバの人々、六百二十一人。

31 ミクマシュの人々、百二十二人。

32 ベテルとアイの人々は、百二十三人。

33 ネボの他の人々、五十二人。

34 エラムのほかの子ら、千二百五十四人。

35 ハリムの子ら、三百二十人。

36 エリコの子ら、三百四十五人。

37 ロド、ハディド、オノの子らは七百二十一人。

38 セナアの子らは三千九百三十人。

39 祭司たち、すなわちエダヤの子らで、エシュアの家の者、九百七十三人。

40 インメルの子ら、一千五十二人。

41 パシュフルの子ら、千二百四十七人。

42 ハリムの子らは、一千十七人。

43 レビ人、すなわちエシュアの子ら、カデミエルに属する者、ホデワの子らは七十四人。

44 歌い手たち、アサフの子ら、百四十八人。

45 門番たち、シャルムの子、アテルの子、タルモンの子、アックブの子、ハティタの子、ショバイの子、合わせて百三十八人。

46 神殿奴隷たち、ツィハの子ら、ハスパの子ら、タバオテの子ら。

47 ケロスの子ら、シアの子ら、パドンの子ら。

48 レバナの子、ハガバの子、サルマイの子。

49 カナンの子、ギデルの子、ガハルの子

50 レアヤの子、レツィンの子、ネコダの子。

51 ガザムの子、ウザの子、パセアの子。

52 ベサイの子、メウニ人の子、ネフシェシムの子、ネフシムの子

53 バクブクの子、ハクファの子、ハルフルの子。

54 バズルテの子、メヒダの子、ハルシャの子。

55 バルコスの子、シセラの子、タマフの子

56 ネジアの子ら、ハティファの子ら。

57 ソロモンのしもべたちの子ら、ソタイの子ら、ソフェレテの子ら、ペルダの子ら。

58 ヤアラの子、ダルコンの子、ギデルの子。

59 シェファテヤの子ら、ハッティルの子ら、ポケレテ・ツェバイムの子ら、アモンの子ら。

60 すべての神殿奴隷とソロモンのしもべたちの子らは、三百九十二人。

61 これらの者たちは、テル・メラフ、テル・ハルシャ、ケルブ、アドン、インメルから上って来た者たちである。彼らは自分たちの父の家と自分たちの子孫がイスラエルから出た者であるかどうかを示すことができなかった。

62 デラヤの子、トビヤの子、ネコダの子、六百四十二人。

63 祭司たちのうち、ハバヤの子ら、コズの子ら、バルジライの子ら。このバルジライは、ギレアデ人バルジライの娘たちの一人を妻にめとり、彼らの名によって呼ばれた。

64 これらの者たちは、系図の書き物を求めたが見つからなかったので、祭司職から除かれた。

65 総督は彼らに言われた、「彼らは最も聖なるものから食べてはならない。祭司がウリムとトンミムをもって立つまで」。

66 すべての集会は一つとして、四万二千三百六十人であった。

67 彼らのしもべと女奴隷のほかに、単独で七千三百三十七人がいた。そして彼らには、歌う男たちと歌う女たちが二百四十五人いた。

68 彼らの馬は七百三十六頭、彼らの騾馬は二百四十五頭。

69 らくだ四百三十五頭、ろば六千七百二十頭。

70 一部の父祖の頭たちは仕事のためにささげた。総督は宝物庫に金一千ダリク、鉢五十、祭司の長服三百三十をささげた。

71 また、父たちの頭たちは、仕事の宝物庫のために、金ダリク二万と、銀ミナ二千二百をささげた。

72 残りの者の民が与えたものは、金のダリク二万、銀のミナ二千、祭司の長服六十七であった。

73 祭司たち、レビ人、門番、歌い手、民の一部、神殿奴隷、そしてすべてのイスラエルは、自分たちの町に住んだ。第七の月が来たとき、イスラエルの子らは自分たちの町にいた。

Nehemiah 8

1 すべての民は一人のようにして、水の門の前にある広場に集まり、書記官エズラに、主がイスラエルに命じられたモーセの律法の書物を持って来るように言った。

2 祭司エズラは、第七の月の一日に、律法を集会の前に、人から女に至るまで、そして聞いて理解するすべての者の前に携えて来た。

3 彼はその書物を水の門の前の広場の顔の前で、光の時から日の半分まで、人々と女たちと理解する者の顔の前に読み聞かせた。そしてすべての民の耳は律法の書物に向けられていた。

4 エズラは書記官であり、そのために人々が造った木の塔の上に立った。彼のそばには、その右にマッタテヤ、シェマ、アナヤ、ウリヤ、ヒルキヤ、マアセヤが立ち、その左にはペダヤ、ミシャエル、マルキヤ、ハシュム、ハシュバダナ、ゼカリヤ、メシュラムが立った。

5 エズラはすべての民の目の前で書物を開いた。彼がすべての民の上に立っていたからである。彼がそれを開くと、すべての民は立ち上がった。

6 エズラは大いなる神、主を祝福された。するとすべての民は手を挙げて「アーメン、アーメン」と答え、ひざまずき、顔を地に伏せて主を礼拝した。

7 エシュア、バニ、シェレブヤ、ヤミン、アックブ、シャベタイ、ホディヤ、マアセヤ、ケリタ、アザルヤ、ヨザバデ、カナン、ペラヤ、およびレビ人たちは、民に律法を理解させていた。民はその立っている場所にいた。

8 彼らは神の律法の書物を、はっきりと読み、知恵を加えて、集会で理解させた。

9 ネヘミヤ（彼は総督であった）と、祭司であり書記官であるエズラと、民に教え導くレビ人たちは、すべての民に言われた、「この日はあなたがたの神、主にとって聖なる日である。悲しんではならない。泣いてはならない」。民はみな、律法の言葉を聞いて泣いていたからである。

10 彼らに言われた、「行って、肥えた者を食べ、甘いものを飲み、備えのない者に分け前を送れ。この日は我々の主にとって聖なる日だからだ。悲しんではならない。主の喜びがあなたがたの要害だからだ。

11 レビ人はすべての民を静かにさせて言った、「黙れ。今日は聖なる日だからだ。悲しんではならない」。

12 すべての民は、食べ、飲み、分け前を送り、大きな喜びを祝うために出て行った。彼らが告げられたことばを理解したからである。

13 二日目に、すべての民の父祖の頭たち、祭司たち、レビ人たちは、書記官エズラのもとに集まり、律法の言葉を悟ろうとした。

14 彼らは、主がモーセの手によって命じられた律法に、イスラエルの子らが第七の月の祭りに小屋に住むべきことが書いてあるのを見つけた。

15 そして彼らがそのすべての町とエルサレムで声を響かせ、告げ知らせて言った、「山へ出て行き、オリーブの葉、油の木の葉、ギンバイカの葉、なつめやしの葉、そして茂った木の葉を持って来て、書かれているとおりに小屋を作れ」。

16 民は出て行き、それぞれ自分の屋根の上と自分たちの中庭に、また神の家の中庭と水の門の広場とエフライムの門の広場に、自分たちのために小屋を造るために、材料を運んで来た。

17 捕虜から帰って来たすべての集会は小屋を造り、その小屋に住んだ。イスラエルの子らは、ヌンの子エシュアの日からその日まで、そのようにしたことがなかったので、非常に大きな喜びがあった。

18 神の律法の書物を、初めの日から最後の日まで、毎日読み上げた。彼らは七日の間、祭りを行い、八日目には、さばきに従って厳粛な集会を行った。

Nehemiah 9

1 この月の二十四日に、イスラエルの子らは断食と荒布をまとい、地をその上に被って集まった。

2 イスラエルの子孫はすべての異邦の子らから分かれた。そして彼らは立ち、自分たちの罪と自分たちの先祖の咎について告白した。

3 彼らは自分たちの立っている場所に立ち上がり、彼らの神、主の律法の書物を、その日の四分の一の間、読み聞かせた。そして、四分の一の間、彼らは告白し、彼らの神、主にひれ伏した。

4 レビ人の上り坂に、エシュアとバニ、カデミエル、シェバニヤ、ブンニ、シェレブヤ、バニ、ケナニが立ち、彼らの神、主に向かって大声で叫んだ。

5 レビ人たち、すなわちエシュア、カデミエル、バニ、ハシャブネヤ、シェレブヤ、ホディヤ、シェバニヤ、ペタフヤは言った、「立って、あなたがたの神、主を祝福せよ。永遠から永遠まで。そして、あなたの栄光の名が祝福され、すべての祝福と賛美の上に高められますように。

6 あなたは主、ただ単独で、あなたが天、諸天の天とそのすべての軍勢、地とその上のすべてのもの、海とその中のすべてのものを造られた。そしてあなたはそれらのすべてを生かしておられる。天の軍勢はあなたにひれ伏す。

7 あなたは主なる神であって、アブラムを選び、カルデヤ人のウルから彼を導き出し、彼の名をアブラハムとされた。

8 あなたは彼の心があなたの前で誠実であるのを見出され、彼と契約を結ばれ、カナン人、ヒッタイト人、アモリ人、ペリジ人、エブス人、ギルガシ人の地を彼の子孫に与えると約束されました。そしてあなたはあなたの言葉を果たされました。あなたは正しい方だからです。

9 あなたはエジプトにおける私たちの父たちの苦しみを見られ、葦の海のほとりでの彼らの叫びを聞かれました。

10 あなたはファラオとそのすべてのしもべたち、そしてその地のすべての民に、しるしと不思議なわざを示された。それは、彼らが高ぶったことをあなたが知っておられたからである。そして、あなたは今日のように、ご自分の名を立てられた。

11 あなたは彼らの前で海を裂かれたので、彼らは海の真ん中をかわいた地を通って渡った。そして、彼らを追う者たちを、激しい水の中の石のように深みに投げ込まれた。

12 また、昼は雲の柱で彼らを導かれ、夜は火の柱で、彼らが行くべき道を彼らに照らされた。

13 あなたはシナイ山に降り、彼らと天から語られた。そして、彼らに正しいさばきと真実の律法、良い定めと戒めを与えられた。

14 あなたの聖なる安息日を彼らに知らせ、戒めと定めと律法を、あなたのしもべモーセの手によって彼らに命じられた。

15 あなたは彼らの飢饉のために天からパンを与えられ、彼らの渇きのために岩から水を出されました。そして、あなたが彼らに与えるために手を挙げられた地を所有するために入って行けと、彼らに言われました。

16 彼らと我々の父たちは高慢になり、そのうなじを固くし、あなたの戒めに耳を傾けなかった。

17 彼らは聞こうとせず、あなたが彼らとともに行われた奇しいわざを覚えず、うなじを硬くし、反抗のうちに束縛へ戻ろうと頭を向けた。しかし、あなたは赦しの神、恵み深く、あわれみ深く、怒りに遅く、慈愛に富み、彼らを見捨てられなかった。

18 さらに、彼らが自分のために鋳像の子牛を造り、「これがあなたをエジプトから上らせたあなたの神だ」と言い、大きな冒涜を行った。

19 あなたは、あなたの豊かなあわれみをもって、彼らを荒野で見捨てられなかった。昼間、彼らを道に導くための雲の柱は彼らの上から離れず、夜、彼らに光を与えるための火の柱も、彼らが歩むべき道も、離れなかった。

20 あなたの良い霊を与えて彼らを悟らせられた。あなたのマナを彼らの口から差し控えられず、彼らの渇きのために水を与えられた。

21 四十年の間、あなたは彼らを荒野で養われた。彼らは何も欠けなかった。彼らの衣服は擦り切れず、彼らの足は腫れなかった。

22 あなたは彼らに王国と民を与え、彼らを隅々に分け与えられた。そして彼らはシホンの地、すなわちヘシュボンの王の地と、バシャンの王オグの地を相続した。

23 そして彼らの子らを、あなたは天の星のように増やされた。あなたは彼らを、その先祖たちに「入って所有せよ」と言われた地に連れて来られた。

24 子らは来て、その地を所有した。そして、あなたは彼らの前に、その地の住民であるカナン人を従わせ、彼らを彼らの手に渡された。また、彼らの王たちと、その地の民々を、彼らの喜びのままに扱わせられた。

25 彼らは堅固な町々と肥えた地を取った。そしてすべての良いもので満ちた家々、掘られた穴、ぶどう園、オリーブ、食物の木を多数、所有した。彼らは食べて満ち足り、肥え太り、あなたの大いなる良いものによって楽しんだ。

26 彼らはあなたに逆らい、あなたに反逆し、あなたの律法を背中に投げ捨て、彼らをあなたに立ち返らせようと証ししたあなたの預言者たちを殺し、大きな冒涜を行った。

27 あなたは彼らをその苦しみの手に渡されたので、彼らは彼らを苦しめた。そして彼らの苦難の時に、彼らがあなたに叫ぶと、あなたは天から聞かれ、あなたの豊かなあわれみのゆえに、彼らに救い主を与えられ、彼らはその苦しみの手から救われた。

28 彼らが安らぐと、彼らはあなたの前で悪を行うことに戻った。あなたは彼らを敵の手に渡されたので、敵が彼らを支配した。しかし彼らが再び叫び求めると、あなたは天から聞かれ、あなたの多くのあわれみにしたがって彼らを救い出された。これを幾度も繰り返された。

29 あなたは彼らに証しされたが、彼らをあなたの律法に立ち返らせようとして、彼らは高ぶり、あなたの戒めに聞き従わず、あなたのさばきに罪を犯した。人はそれを行うなら、それによって生きるものである。しかし彼らは肩をそらし、うなじを固くして、聞き従わなかった。

30 あなたは彼らに長い年月を忍ばれ、あなたの霊をもって、あなたの預言者たちの手を通して彼らに警告されたが、彼らは耳を傾けなかった。それで、あなたは彼らを地の諸民の手に渡された。

31 あなたの多くのあわれみをもって、彼らを終わりまで滅ぼし尽くさず、彼らを見捨てられなかった。あなたは恵み深く、あわれみ深い神であられるからだ。

32 そして今や、我々の神よ、大いなる神、力強く恐るべき方、契約と慈愛を守られる方よ、あなたの前で、我々の王たち、我々の長官たち、我々の祭司たち、我々の預言者たち、我々の先祖たち、そしてあなたのすべての民に臨んだすべての労苦を、小さく見ないでください。それはアッシュルの王たちの日から、この今日の日に至るまでです。

33 あなたは正しい方です。あなたが私たちに臨ませられたすべてのことについて、あなたは真実を行われました。しかし、私たちは悪を行いました。

34 私たちの王たち、私たちの長官たち、私たちの祭司たち、私たちの先祖たちは、あなたの律法を行わず、あなたの戒めにも、あなたが彼らに対して証しされた証言にも耳を傾けませんでした。

35 彼らは自分たちの王国と、あなたが彼らに与えられた多くの良いものと、あなたが彼らの前に置かれた広くて肥えた地との中で、あなたに仕えず、その悪い行いから立ち返らなかった。

36 見よ、私たちは今日、しもべです。そして、あなたが私たちの先祖に与えられた地、その果実とその良いものを食べるための地において、見よ、私たちはしもべです。

37 その収穫は豊かで、あなたが私たちの罪のために私たちの上に立てられた王たちのものとなり、彼らは私たちの体を支配し、私たちの獣も彼らの喜びのままにされ、私たちは大きな苦難の中にあります。

38 そして、このすべてのゆえに、私たちは確かな分を結び、書き記す。私たちの長官、私たちのレビ人、私たちの祭司は、その封印の上に立つ。

Nehemiah 10

1 封印した者たちの上には、総督ネヘミヤ、ハカリヤの子、そしてゼデキヤ。

2 セラヤ、アザルヤ、エレミヤ

3 パシュフル、アマルヤ、マルキヤ。

4 ハトシュ、シェバニヤ、マルク。

5 ハリム、メレモテ、オバデヤ

6 ダニエル、ギネトン、バルク。

7 メシュラム、アビヤ、ミヤミン。

8 マアジヤ、ビルガイ、シェマヤ、これらは祭司たちである。

9 レビ人たち、そしてアザニヤの子エシュア、ヘナダデの子らのうちのビヌイ、カデミエル。

10 彼らの兄弟、シェバニヤ、ホディヤ、ケリタ、ペラヤ、カナン。

11 ミカ、レホブ、ハシャブヤ。

12 ザックル、シェレブヤ、シェバニヤ。

13 ホディヤ、バニ、ベニヌ。

14 民の頭たち、パロシュ、パハテ・モアブ、エラム、ザット、バニ。

15 ブンニ、アズガデ、ベバイ。

16 アドニヤ、ビガイ、アディン。

17 アテル、ヒゼキヤ、アズル

18 ホディヤ、ハシュム、ベツァイ。

19 ハリフ、アナトテ、ネバイ。

20 マグピアシュ、メシュラム、ヘジル。

21 メシェザベル、ザドク、ヤドア。

22 ペラテヤ、カナン、アナヤ。

23 ホセア、ハナニヤ、ハシュブ。

24 ハロヘシュ、ピルハ、ショベク。

25 レフム、ハシャブナ、マアセヤ

26 アヒヤ、カナン、アナン。

27 マルク、ハリム、バアナ。

28 残りの民、祭司、レビ人、門番、歌い手、神殿奴隷、そして地の民から分かれて神の律法に従うすべての者、その妻、その子、その娘たち、すべて理解し知る者は。

29 彼らの兄弟である有力者たちに従い、呪いと誓いをもって、神のしもべモーセの手によって与えられた神の律法に従って歩み、私たちの主である主のすべての戒めとそのさばきとその定めを守り行うために、彼らは加わった。

30 我々は自分の娘を地の民に与えず、彼らの娘を我々の子に娶らない。

31 地の民が安息日に商品やあらゆる穀物を売るために持って来るなら、安息日にも聖なる日にも彼らから買い取ることはしない。そして第七年の年と、すべての手による強要を放棄する。

32 われわれは自分たちに戒めを定め、年に三分の一シェケルを自分たちに課して、われわれの神の家の奉仕のために納めることを誓った。

33 並べたパンのため、常にの献げ物のため、常にの全焼のいけにえのため、安息日、月、定めの時のため、聖なるもののため、そしてイスラエルのために罪を贖うための罪のため、そして私たちの神の家のすべての仕事のため。

34 私たちは、私たちの神の家に、父祖の家に、木の捧げ物のためのくじを、祭司、レビ人、民とともに投げた。それは、定められた時に、年ごとに、私たちの神、主の祭壇の上で、律法に書かれているとおりに燃やすためである。

35 私たちの地の初物と、すべての木のすべての果実の初物を、毎年、主の家に携えて行くこと。

36 また、私たちの子らの長子と私たちの獣の長子を、律法に書かれているとおりに、また私たちの牛の長子と羊の群れの長子を、私たちの神の家に、私たちの神の家で仕える祭司たちのもとに携えて行くことを。

37 私たちの生地の初めと私たちの献げ物、すべての木の果実、新しいぶどう酒と注ぎ油を、私たちの神の家の小部屋にいる祭司たちに持って行く。また、私たちの地の十分の一をレビ人に渡す。彼らレビ人は、私たちの奉仕のすべての町で十分の一を集める者たちである。

38 祭司はアロンの子で、レビ人とともにレビ人の十分の一の献げ物のときにいる。レビ人はその十分の一の十分の一を、私たちの神の家に、宝物庫の家の小部屋に携えて上る。

39 イスラエルの子らとレビの子らは、穀物の献げ物、新しいぶどう酒、注ぎ油を小部屋に携えて来るからである。そこには聖所の器、務めを行う祭司、門番、歌い手たちがいる。私たちは私たちの神の家を捨てない。

Nehemiah 11

1 民の長官たちはエルサレムに住んだ。そして、残りの民はくじを引いて、十人のうち一人を聖なる町エルサレムに住まわせ、九つの手は町々に住まわせた。

2 民は、エルサレムに住むために自ら進んで申し出たすべての人を祝福した。

3 州の頭たちでエルサレムに住んだ者たちはこれらである。しかしユダの町々には、それぞれ自分の所有地である自分たちの町々に、イスラエル、祭司たち、レビ人たち、神殿奴隷たち、そしてソロモンのしもべたちの子らが住んだ。

4 エルサレムに住んだのは、ユダの子らとベニヤミンの子らの中からであった。ユダの子らの中では、ペレツの子らのうちのマハラルエルの子シェファテヤの子アマルヤの子ゼカリヤの子ウジヤの子アタヤがいた。

5 マアセヤはバルクの子、コル・ホゼの子、ハザヤの子、アダヤの子、ヨヤリブの子、ゼカリヤの子、シロニ人の子であった。

6 エルサレムに住むペレツのすべての子らは、四百六十八人の力ある人々であった。

7 これらはベニヤミンの子らである。サルはメシュラムの子、メシュラムはヨエドの子、ヨエドはペダヤの子、ペダヤはコラヤの子、コラヤはマアセヤの子、マアセヤはイテエルの子、イテエルはイザヤの子である。

8 彼の後に、ガバイとサル、九百二十八人。

9 ヨエルはジクリの子で、彼らの監督者であり、セヌアの子ユダは町の第二の者であった。

10 祭司たちのうち、エダヤはヨヤリブの子、ヤキン。

11 セラヤはヒルキヤの子、メシュラムの子、ザドクの子、メラヨテの子、アヒトブの子、神の家の君主。

12 彼らの兄弟たちで、家の仕事をする者たちは八百二十二人であった。アダヤはエロハムの子、ペラルヤの子、アムツィの子、ゼカリヤの子、パシュフルの子、マルキヤの子である。

13 その兄弟たちは、父の家のかしらで、二百四十二人いた。アマシャイはアザルエルの子、アハザイの子、メシレモテの子、インメルの子である。

14 彼らの兄弟たちで力ある勇士は百二十八人であり、彼らの上の監督者は、大いなる者たちの子ザブディエルであった。

15 レビ人の中から、シェマヤ。彼はハシュブの子、アズリカムの子、ハシャブヤの子、ブンニの子である。

16 シャベタイとヨザバデは、神の家の外側の仕事について、レビ人の頭たちの中から任じられていた。

17 マッタンヤはミカの子、ザブディの子、アサフの子で、祈りの初めの頭であり、その兄弟たちの第二はバクブキヤ、そしてアブダはシャンムアの子、ガラルの子、エドトンの子であった。

18 すべてのレビ人は聖なる町に、二百八十四人いた。

19 門番はアックブとタルモン、そして門を守る彼らの兄弟たち、合わせて百七十二人であった。

20 残りのイスラエル、祭司、レビ人は、ユダのすべての町々に、それぞれ自分の相続地にいた。

21 神殿奴隷たちはオフェルに住んでいた。ツィハとギシュパは神殿奴隷たちの上にいた。

22 エルサレムにおけるレビ人の監督者は、バニの子ハシャブヤの子マッタンヤの子ミカの子であるウジで、アサフの子らの中の歌うたう者たちの一人であり、神の宮の仕事のために任命されていた。

23 王の戒めが彼らの上にあったからである。そして、歌う者たちへの確かな分は、日ごとの言葉であった。

24 ペタフヤはメシェザベルの子で、ユダの子ゼラフの子らのうちの一人であり、王の手に属して、民に関するすべてのことにあたった。

25 また、その野にある中庭については、ユダの子らはキルヤテ・アルバとその娘たち、ディボンとその娘たち、エカブツェエルとその中庭に住んだ。

26 エシュアとモラダとベテル・ペレテに。

27 ハツァル・シュアルとベエル・シェバとその娘たちに。

28 ツィケラグとメコナとその娘たちの町々に。

29 エン・リンモンとツォルアとヤルムテに。

30 ザノア、アドラムとその中庭、ラキシュとその野、アゼカとその娘たち。そして彼らはベエル・シェバからヒンノムの谷まで宿営した。

31 ベニヤミンの子らはゲバから、ミクマシュとアイ、そしてベテルとその娘たちから。

32 アナトテ、ノブ、アナニヤ。

33 ハツォル、ラマ、ギッタイム。

34 ハディド、ツェボイム、ネバラテ。

35 ロドとオノ、ひそかなることの谷。

36 レビ人の割り当てのうち、ユダの割り当てからベニヤミンに与えられたもの。

Nehemiah 12

1 これらの者たちは、祭司とレビ人であって、シェアルティエルの子ゼルバベルとともに上って来た者たち、すなわちエシュア、セラヤ、エレミヤ、エズラである。

2 アマルヤ、マルク、ハトシュ。

3 シェカニヤ、レフム、メレモテ。

4 イド、ギネトン、アビヤ。

5 ミヤミン、マアデヤ、ビルガ。

6 シェマヤ、ヨヤリブ、エダヤ。

7 サル、アモク、ヒルキヤ、エダヤ、これらは祭司たちの頭であり、エシュアの日の彼らの兄弟たちである。

8 レビ人たちは、エシュア、ビヌイ、カデミエル、シェレブヤ、ユダ、マッタンヤであり、彼とその兄弟たちは感謝の務めを担っていた。

9 バクブキヤとウンニ、その兄弟たちは、彼らの向かい側で務めのためにいた。

10 エシュアはヨヤキムを生み、ヨヤキムはエリヤシブを生み、エリヤシブはヨヤダを生んだ。

11 ヨヤダはヨナタンを生み、ヨナタンはヤドアを生んだ。

12 ヨヤキムの日々に、祭司たちは父祖の家のかしらたちであった。セラヤにはメラヤ、エレミヤにはハナニヤ。

13 エズラにメシュラム、アマルヤにエホハナン。

14 マルクの子ヨナタン、シェバニヤの子ヨセフ。

15 ハリムの氏族ではアドナ、メラヨテの氏族ではヘルカイ。

16 イドについてはゼカリヤ、ギネトンについてはメシュラム。

17 アビヤにはジクリ、ミニヤミンにはモアデヤ、ピルタイ。

18 ビルガにはシャンムア、シェマヤにはヨナタン。

19 ヨヤリブにはマッテナイ、エダヤにはウジ。

20 サルについてはカライ、アモクについてはエベル。

21 ヒルキヤにはハシャブヤ、エダヤにはネタンエル。

22 レビ人はエリヤシブ、ヨヤダ、ヨハナン、ヤドアの時代に、父祖の家のかしらとして記録された。祭司たちも、ペルシャ人ダリヨスの王国の時代に記録された。

23 レビの子らの父祖の頭たちは、日のことの書物に記されていた。そして、エリヤシブの子ヨハナンの日々に至るまで。

24 レビ人のかしらは、ハシャブヤ、シェレブヤ、そしてカデミエルの子エシュア、および彼らの兄弟たちで、彼らに向かい合って、神の人ダビデの戒めに従って賛美し感謝するために、見張りが並びに見張りに立った。

25 マッタンヤ、バクブキヤ、オバデヤ、メシュラム、タルモン、アックブは、門の集めで見張りを務める門番たちであった。

26 これは、ヨツァダクの子エシュアの子ヨヤキムの日々、および総督ネヘミヤの日々と、書記官である祭司エズラの日々のことであった。

27 エルサレムの城壁の奉献のとき、レビ人をすべての場所からエルサレムに連れて来て、奉献と喜びと感謝の捧げ物と歌をもって、シンバル、瓶、竪琴をもって行うことを求めた。

28 歌い手たちの子らは集められた。低地の周囲から、エルサレムから、そしてネトファ人の中庭から。

29 またギルガルの家から、ゲバの野とアズマベテからも、歌うたいたちは自分たちのためにエルサレムの周囲に中庭を建てた。

30 祭司たちとレビ人たちは身を清めた。そして民と門と城壁を清めた。

31 私はユダの長官たちを城壁の上に上らせた。そして、二つの大きな感謝の捧げ物の歩みを設け、右側の歩みを城壁の上から汚物の山の門に向かって進ませた。

32 ホシャヤとユダの長官たちの半分が彼らの後に歩んだ。

33 アザルヤ、エズラ、メシュラム。

34 ユダ、ベニヤミン、シェマヤ、エレミヤ。

35 祭司たちの子らのうち、ラッパを持つ者たち、すなわちゼカリヤ、ヨナタンの子、シェマヤの子、マッタンヤの子、ミカヤの子、ザックルの子、アサフの子。

36 彼の兄弟たち、シェマヤ、アザルエル、ミラライ、ギラライ、マアイ、ネタンエル、ユダ、ハナニは、神の人ダビデの歌の器を用いて、彼らの前に書記官エズラがいた。

37 目の門の上で、彼らの前方に、彼らはダビデの町の階段を上り、城壁への上り坂を、ダビデの家の上から東の水の門まで上った。

38 第二の感謝の捧げ物は向かい側を進み、私はその後ろにいた。民の半分は城壁の上を、かまどの塔の上から広い城壁に至るまで進んだ。

39 エフライムの門の上から、エシャナの門と魚の門の上を通り、ハナネルの塔と百の塔を通って、羊の群れの門に至った。そして彼らは刑務所の門に立った。

40 二つの感謝の捧げ物の組は神の宮に立ち、私と私と共にいる総督たちの半分も立った。

41 祭司たち、エリアキム、マアセヤ、ミニヤミン、ミカヤ、エリエホエナイ、ゼカリヤ、ハナニヤは、ラッパを持っていた。

42 マアセヤ、シェマヤ、エレアザル、ウジ、エホハナン、マルキヤ、エラム、エゼルがいた。そして歌う者たちは声を響かせ、イズラフヤが監督者であった。

43 その日、彼らは大きないけにえを献げ、神が彼らに大きな喜びを与えられたので喜んだ。妻たちも子供たちも喜んだ。エルサレムの喜びは遠くから聞こえた。

44 その日、人々が部屋の上に任命された。献げ物、初めのもの、十分の一を納める宝物庫のために、町の野から律法の分け前を祭司とレビ人のために集めるためであった。ユダの喜びは、立っている祭司とレビ人によるものであったからである。

45 彼らは自分たちの神の務めときよめの務めを守り、歌う者たちと門番たちも、その子ソロモンによるダビデの戒めのとおりに守った。

46 ダビデとアサフの日々、昔から、歌う者たちのかしらがおり、神への賛美と感謝の歌があった。

47 すべてのイスラエルは、ゼルバベルの日々とネヘミヤの日々に、歌う者たちと門番たちに、毎日の分け前を与え、レビ人に聖別した。レビ人もまた、アロンの子らに聖別した。

Nehemiah 13

1 その日、モーセの書物が民の耳に読まれ、その中に、アンモン人とモアブ人は神の集会に永遠に入ってはならないと書かれていることが見いだされた。

2 彼らはパンと水をもってイスラエルの子らを迎えず、かえってバラムを雇って彼をのろわせようとしたが、われわれの神はそののろいを祝福に変えられた。

3 彼らが律法を聞いたとき、すべてのアラビア人をイスラエルから分け隔てた。

4 この事の前に、祭司エリヤシブはわれわれの神の家の小部屋の管理者で、トビヤに近かった。

5 彼はそのために大きな小部屋を造った。そこには以前、献げ物、乳香、器、穀物の十分の一、新しいぶどう酒、注ぎ油、レビ人、歌う者たち、門番への戒めのためのもの、そして祭司の献げ物が置かれていた。

6 そして、このすべての間、私はエルサレムにはいなかった。なぜなら、バビロンの王アルタシャスタの第三十二年、私は王のもとに行き、日の終わりに、私は王から許しを求めたからである。

7 私はエルサレムに来て、エリヤシブがトビヤのために神の宮の中庭に部屋を造った悪を悟った。

8 それは私にとって非常に悪いことであった。私はトビヤの家のすべての器を小部屋の外に投げ出した。

9 そして私は言った。彼らは小部屋を清めた。そして私はそこに神の家の器、献げ物と乳香を戻した。

10 そして私は、レビ人への分け前が与えられていないことを知った。そこでレビ人と歌う者たちは、それぞれ自分の野へ逃げて行った。彼らは仕事をしていた者たちである。

11 私は総督たちと論じ、言った、「なぜ神の家は見捨てられたのか」。そして私は彼らを集め、彼らをその立っている場所に立たせた。

12 すべてのユダは、穀物の十分の一と新しいぶどう酒と注ぎ油を宝物庫に携えて来た。

13 宝物庫の上に祭司シェレミヤ、書記官ザドク、レビ人の中からペダヤを立て、彼らの手の上にザックルの子マッタンヤの子カナンを置いた。彼らは忠実であると見なされたからであり、彼らに自分たちの兄弟への分配が委ねられた。

14 我が神よ、このことのために私を覚えてください。そして、私が我が神の家とその見張りにおいて行った慈愛を消し去らないでください。

15 その日々に、私はユダで人々が安息日に酒ぶねを踏み、穀物の山を運び込み、ろばに荷を負わせ、さらにぶどう酒、ぶどう、いちじく、そしてすべての重荷を運び込み、安息日の日にエルサレムに持ち込むのを見た。そして、彼らが狩猟を売る日に、私は彼らに警告した。

16 ツロ人はそこに住み、魚とすべての代価の品を持って来て、安息日にユダの子らに売り、エルサレムでも売っていた。

17 私はユダの貴族たちと論じ、彼らに言った。「あなたがたがしているこの悪いことは何なのか。あなたがたは安息日を汚している。

18 あなたがたの父たちも、まさにこのように行ったではないか。それで私たちの神は、このすべての悪を私たちの上に、またこの町の上に下されたのだ。それなのに、あなたがたは安息日を汚すことによって、イスラエルに激しい怒りをさらに加えている。

19 エルサレムの門が安息日の前に暗くなった時、私は言った、そして戸は閉じられた。そして私は言った、安息日の後まで彼らはそれを開いてはならない、と。そして私は私の少年たちを門のところに立たせた、安息日の日に重荷が入って来ないように。

20 商人たちとすべての売り物を売る者たちは、エルサレムの外で一晩を過ごした、一度と二度。

21 それで私は彼らに警告し、彼らに言った、「なぜあなたがたは城壁の前に泊まるのか。もし再びするなら、私はあなたがたに手を下す」。その時から、彼らは安息日には来なかった。

22 私はレビ人たちに、彼らが身を清めて門を守り、安息日を聖別するために来るように言った。「私の神よ、このことも私のために覚えていてください。あなたの慈愛の多数にしたがって、私を憐れんでください。

23 また、その日々において、私はユダヤ人がアシュドド人、アンモン人、モアブ人の妻をめとったのを見た。

24 彼らの子らの半分はアシュドド語を話し、ユダヤ語を話すことを知らず、それぞれの民の舌に従っていた。

25 私は彼らと論じ、彼らを呪い、彼らの中から人々を打ち、彼らの髪を抜いた。そして彼らに神にかけて誓わせて言った、「あなたがたは自分の娘を彼らの子に与えてはならない。また彼らの娘を自分の子や自分のために取ってはならない」。

26 これらのことによって、イスラエルの王ソロモンは罪を犯したではないか。多くの国々の中に彼のような王はいなかった。彼はその神に愛され、神は彼をすべてのイスラエルの王とされた。しかし、異国の女たちが彼をも罪に陥れた。

27 あなたがたにも、この大きなすべての悪を行い、私たちの神に背いて、外国の女たちを妻として迎えることが、聞き及ばれるでしょうか。

28 大祭司エリヤシブの子ヨヤダの子の一人で、ホロニ人サンバラテの花婿となっていた者を、私は自分から追い払った。

29 我が神よ、彼らを覚えてください。祭司職の汚れと、祭司職とレビ人の契約のゆえに。

30 私は彼らをすべての異邦から清め、祭司とレビ人の務めを立て、それぞれの人が自分の仕事に就かせた。

31 また、定められた時のための木の捧げ物と初物のために、私の神よ、私のことを覚えて、私に良いことをしてください。


Esther

Esther 1

1 アハシュエロスの治世の日に、このアハシュエロスはインドからクシュまで、百二十七の州を治めていた。

2 その日々において、王アハシュエロスがその王国の王座の上に座しておられた時、それはスサンの宮殿においてであった。

3 彼の治世の第三年に、彼はすべての長官たちとしもべたちのために宴会を設けた。ペルシヤとメディアの力ある者たち、貴族たち、そして州の長官たちが彼の前にいた。

4 彼は自分の王国の栄光の富と、その威厳の輝かしい栄光の尊さを示された。それは多くの日々、百八十日間であった。

5 これらの日々が満ちたとき、王はスサンの宮殿にいるすべての民、大いなる者から小さい者まで、七日の間、宴会を催された。それは王の宮殿の庭園の中庭で行われた。

6 白と緑と紺青の布は、上等の亜麻布と紫の綱で銀の輪と大理石の柱に掛けられていた。金と銀の寝台は、緋色の大理石と白と黒大理石の燃える炭の敷石の上にあった。

7 飲み物は金の器で出され、その器はさまざまな器に変えられ、王の手にふさわしい豊かな王国のぶどう酒があった。

8 飲み物は命令のとおりで、無理強いすることはなかった。王がその家のすべての多い者たちに、それぞれの喜びにしたがって行うようにと定めたからである。

9 ワシュテ女王もまた、王アハシュエロスの王国の家で、女たちのための宴会を催された。

10 七日目に、王がぶどう酒で心が良いとき、王アハシュエロスの前に仕える七人の宦官、メフマン、ビズタ、ハルボナ、ビグタ、アバグタ、ゼタル、カルカスに言われた。

11 ワシュテ女王を王の前に、王国の冠をかぶせて連れて来させ、その美しさを民と長官たちに見せさせるためであった。彼女は外観が美しかったからである。

12 女王ワシュテは、宦官たちの手による王の言葉に従って来ることを拒んだ。王は非常に怒り、その怒りは彼の内に燃え上がった。

13 王は時のことを知る賢者たちに言われた。それは、王の言葉が、すべての命令と裁きを知る者の前にあるからである。

14 彼に近かったのは、カルシナ、シェタル、アデマタ、タルシシュ、メレス、マルセナ、メムカン、すなわちペルシヤとメディアの七人の長官で、王の顔を見る者たち、王国で第一に座する者たちであった。

15 命令に従って、女王ワシュテに対して何をすべきか。彼女が宦官たちの手を通して王アハシュエロスの命令を実行しなかったことについて。

16 メムカンは王と長官たちの前で言った、「ワシュテ女王は王おひとりに対してだけでなく、すべての長官たちと、王アハシュエロスのすべての州にいるすべての民に対しても、過ちを犯しました。

17 女王の言葉がすべての女たちのところに出て、彼女たちの主人を彼女たちの目で軽んじさせることになる。彼女たちが「王アハシュエロスはワシュテ女王を自分の前に連れて来るように言われたが、彼女は来なかった」と言うからである。

18 この日、ペルシヤとメディアの妃たちは、女王のこのことを聞いて、王のすべての長官に言うであろう。そして、軽蔑と激しい怒りが十分にあるであろう。

19 もし王に良しと見えるなら、王の前から王国の言葉が出され、ペルシヤとメディアの命令に書き記されて、廃されることのないようにされるがよい。ワシュテはアハシュエロス王の前には来ないこととし、その王国は王が彼女より良い隣人に与えられるように。

20 王がその全王国においてなされる布告は、すべての妻たちがその主人に尊さをささげるように、大きい者から小さい者に至るまで、すべての者に聞かれるであろう。

21 この言葉は王と長官たちの目にかなったので、王はメムカンの言葉のとおりに行った。

22 王はすべての州に、州ごとの書き物にしたがって、また民ごとにその舌にしたがって、書物を送られた。それは、すべての人が自分の家で支配者となり、自分の民の舌で語るためであった。

Esther 2

1 これらのことの後、アハシュエロス王の怒りが静まったとき、彼はワシュテのことと、彼女がしたことと、彼女について定められたことを思い出された。

2 王に仕える少年たちは言った、「王のために、外観の良い処女の乙女たちを求めるように。

3 王はその王国のすべての州に監督者を任命され、すべての美しい外観の処女の乙女たちを、スサンの宮殿の女の宮、すなわち女たちを守る王の宦官ヘガイの手に集めさせ、彼女たちの洗浄を与えられるであろう。

4 王の目にかなう乙女はワシュテの代わりに女王となるであろう。そして、この言葉は王の目にかなったので、王はそのように行った。

5 スサンの宮殿にユダヤ人の人がいた。その名はモルデカイ、ヤイルの子、シメイの子、キシュの子、ベニヤミン人であった。

6 エルサレムから捕囚と共に連れ去られた者で、ユダの王エコンヤと共にバビロンの王ネブカドネザルによって捕囚として連れ去られた者である。

7 彼はハダッサ、すなわちエステルを、自分の愛する者の娘として養育していた。彼女には父も母もいなかったからである。その乙女は容姿が美しく、外観も優れていた。彼女の父と母が死んだとき、モルデカイは彼女を自分の娘として引き取った。

8 王の言葉と命令が聞かれ、多くの乙女たちがスサンの宮殿に、ヘガイの手に集められたとき、エステルも王の宮に、女たちを守るヘガイの手に連れて行かれた。

9 その乙女は彼の目にかなって、彼の前に慈愛を得た。彼は彼女の洗浄と分け前を彼女に与えることを急ぎ、王の家から彼女に与えるべき七人の乙女たちをも与えた。そして彼は彼女と彼女の乙女たちを女の家の良い状態に移した。

10 エステルは自分の民と自分の生まれを明かさなかった。モルデカイが彼女に、明かしてはならないと命じたからである。

11 モルデカイは毎日、女たちの家の中庭の前を歩き回り、エステルの平和と、彼女に何が行われるかを知ろうとした。

12 乙女一人ひとりが王アハシュエロスのもとに行く順番が巡って来る時、彼女に女たちの命令に従って十二か月が経過した後であった。すなわち、彼女たちの清めの日々が満ちるためであり、六か月は没薬の油で、六か月は香料と女たちの洗浄料で満たされたのである。

13 乙女が王のもとへ行くときは、彼女が言うすべてのものを、女たちの家から王の家まで彼女と共に持って行くことが与えられた。

14 夕方は彼女が入り、朝は彼女が第二の女たちの家、すなわち王の宦官で側女たちを守るシャアシュガズの手に帰った。彼女は、王が彼女を喜び、名で呼ばれない限り、再び王のところに行くことはなかった。

15 エステルの順番が来たとき、アビハイルの娘、モルデカイの愛する者であり、彼が自分の娘として迎えた者のことであるが、彼女が王のもとに行くために、彼女は何も言葉を求めなかった。ただ、女たちを守る王の宦官ヘガイが言うことだけを求めた。そしてエステルは、彼女を見るすべての者の目に恵みを帯びていた。

16 エステルは王アハシュエロスの王の家に連れて行かれた。第十の月、すなわちテベテの月、彼の王国の第七年に。

17 王はすべての女たちの中でエステルを愛された。彼女はすべての処女たちの中で彼の前に恵みと慈愛を得た。彼は彼女の頭に王国の冠を置き、ワシュテの代わりに彼女を女王とされた。

18 王はすべての長官としもべたちのために大きな宴会を開かれた。それはエステルの宴会であった。また、州々に解放を与え、王の手にふさわしい贈り物を授けられた。

19 処女たちが再び集められたとき、モルデカイは王の門に座っていた。

20 エステルは、モルデカイが彼女に命じたように、自分の生まれと民を明かさなかった。そしてエステルは、モルデカイに育てられた者として彼と共にいた時のように、モルデカイの命令を行っていた。

21 その日々において、モルデカイは王の門に座していた。王の宦官で、門の番人であるビグタンとテレシュの二人は怒り、アハシュエロス王に手を下そうと企てた。

22 その言葉はモルデカイに知らされ、彼はそれを女王エステルに告げた。エステルはモルデカイの名によって王に言った。

23 その言葉は尋ね求められ、見つけ出され、二人は木に掛けられた。そして、王の前にある日々の出来事の書物に書き記された。

Esther 3

1 これらの出来事の後、王アハシュエロスはアガグ人ハメダタの子ハマンを高く上げ、彼を引き上げられた。そして彼の王座を、彼と共にいるすべての長官の上に置かれた。

2 王の門にいる王のすべてのしもべたちは、ハマンにひざまずき、ひれ伏した。それは王が彼にそう命じられたからである。しかしモルデカイはひざまずかず、ひれ伏さなかった。

3 王の門にいる王のしもべたちはモルデカイに言った、「なぜあなたは王の戒めに背くのか」。

4 彼らが日々彼に言い続けたが、彼は彼らに聞き従わなかったので、彼らはハマンに告げた。モルデカイのことが成り立つかどうかを見るためである。彼が自分たちに自分はユダヤ人であると告げていたからである。

5 ハマンは、モルデカイが自分にひざまずき、ひれ伏さないのを見て、ハマンは怒りで満たされた。

6 彼の目には、モルデカイ一人に手を下すことは軽んじられた。なぜなら、彼らは彼にモルデカイの民を知らせたからである。そこでハマンは、アハシュエロスのすべての王国にいるすべてのユダヤ人、すなわちモルデカイの民を滅ぼそうと求めた。

7 第一の月、すなわちニサンの月、アハシュエロス王の第十二年のこと、ハマンの前にプル、すなわちくじを投げて、日から日へ、月から月へと選んだが、それは第十二の月、すなわちアダルの月であった。

8 ハマンはアハシュエロス王に言った、「あなたの王国のすべての州の民の間に、散らされ、分離された一つの民がいます。彼らの命令はすべての民と異なり、彼らは王の命令を行わないので、王が彼らを放置することはふさわしくありません。

9 もし王が良しとされるなら、彼らを滅ぼすことが書き記されますように。そして、私は銀一万タラントを、その仕事をする者たちの手を通して、王の宝物庫に納めましょう。

10 王は自分の指輪を手から外し、ユダヤ人の敵であるアガグ人ハメダタの子ハマンにそれを与えられた。

11 王はハマンに言われた、「銀はあなたに与えられている。また民も、あなたの目に良いと見えるように、それを行うために。

12 王の書記官たちが第一の月の十三日に呼び出され、ハマンが命じたすべてのことが、王の総督たちと、州ごとの総督たちと、民ごとの長官たちに書き記された。州ごとにその書き物に従い、民ごとにその舌に従って、王アハシュエロスの名で書き記され、王の指輪で封印された。

13 書物が走者たちの手によって王のすべての州に送られ、すべてのユダヤ人を、少年から年寄りまで、幼子たちと女たちも、一日のうちに、すなわち第十二の月、それはアダルの月であるが、その十三日に、滅ぼし、殺し、絶ち滅ぼすためであり、彼らの戦利品を奪い取るためであった。

14 書き物の写しは、すべての州と州に命令として与えられるため、すべての民に明らかにされ、この日のために備えられていることであった。

15 急使たちは王の言葉によって急いで出て行き、命令はスサンの宮殿で公布された。王とハマンは飲みに座っていたが、スサンの町は混乱していた。

Esther 4

1 モルデカイは、行われたすべてのことを知り、モルデカイは自分の衣服を裂き、荒布と灰を身にまとい、町の真ん中に出て行き、大きくて苦い叫びをあげた。

2 王の門の前まで来たが、荒布の衣服を着て王の門に入ることはできなかったからである。

3 すべての州、州において、王の言葉とその命令が届く場所ごとに、ユダヤ人にとって大きな悲しみがあり、断食と泣きと嘆きがあり、荒布と灰が多くの人々のために敷かれた。

4 エステルの乙女たちと宦官たちが来て、彼女に告げた。すると女王は非常に慌てふためき、モルデカイに着せる衣服を送って、その荒布を彼の上から取り除かせようとしたが、彼は受け取らなかった。

5 エステルは、王の宦官たちのうちの一人で、彼女の前に立てられたハタクを呼び寄せ、モルデカイについて、これが何であるのか、また何のためであるのかを知るようにと彼に命じた。

6 ハタクはモルデカイのところへ出て行った。王の門の前にある町の広場へ。

7 モルデカイは彼に、自分に起こったすべてのことと、ハマンがユダヤ人を滅ぼすために王の宝物庫に銀を量って納めると宣言したその銀の額のことを告げた。

8 また、スサンで彼らを滅ぼすために与えられた命令の書き物の写しを彼に渡し、それをエステルに見せて彼女に告げさせ、彼女に命じて王のもとへ行き、彼の前にひれ伏して自分の民のために願い求めるようにさせた。

9 ハタクは来て、モルデカイの言葉をエステルに告げた。

10 エステルはハタクに言い、モルデカイに伝えるよう彼に命じた。

11 王のすべてのしもべたちと王の諸州の民は、すべての男も女も、招かれずに王の内庭に入る者は、その命令はただ一つ、殺すことであることを知っている。ただし、王が金の笏を差し伸べる者だけは別で、生き延びる。そして私は、王のもとに行くよう招かれていない。この三十日間、招かれていないのである。

12 モルデカイにエステルの言葉を告げた。

13 モルデカイはエステルに答えて言われた、「あなたは自分の命を思って、王の家の中で、すべてのユダヤ人の中から逃れられると思ってはならない」。

14 もしあなたがこの時に全く黙っているなら、広がりと救出は別の場所からユダヤ人に立ち上がるであろう。しかし、あなたとあなたの父の家は滅びるであろう。そして、誰が知るだろうか、あなたがまさにこの時のために王国に来たのかどうかを。

15 エステルはモルデカイに返事を送るように言った。

16 行って、スサンにいるすべてのユダヤ人を集め、私のために断食しなさい。三日の間、夜も昼も食べず、飲んではならない。私も私の乙女たちも同じように断食する。そして、その後に私は王のもとへ行く。それは命令に反することだが、もし私が滅びるなら、滅びるがよい。

17 モルデカイは立ち去り、エステルが彼に命じたすべてのことを行った。

Esther 5

1 第三日に、エステルは王国の衣を着て、王の家の内側の中庭に立ち、王の家に向かい合った。王はその王国の家で、自分の王国の王座に座し、家の入口に向かい合っていた。

2 王が王妃エステルが中庭に立っているのをご覧になったとき、彼女は王の目に恵みを得た。王は手に持っていた金の笏をエステルに差し伸べられた。エステルは近づいて、笏の頭に触れた。

3 王は彼女に言われた、「エステル女王よ、あなたは何を望むのか。あなたの願いは何か。王国の半分までなら、あなたに与えられるであろう。

4 エステルは言った、「もし王が良しとされるなら、王とハマンは、私が彼のために用意した宴会に、今日おいでください」。

5 王は言われた、「ハマンを急いで連れて来て、エステルの言葉のとおりにせよ」。そして王とハマンは、エステルが設けた宴会に来た。

6 王はぶどう酒の宴会でエステルに言われた、「あなたの請い願いは何か。それはあなたに与えられる。あなたの願いは何か。王国の半分までなら、それは成し遂げられる」。

7 エステルは答えて言われた、「私の請い願いと私の願いは、

8 もし私が王の目に恵みを見いだし、王が良しとされて、私の請い願いをかなえ、私の願いを実行されるなら、王とハマンは、私が彼らのために設ける宴会に来てください。そして明日、私は王のことばのとおりにいたします。

9 その日、ハマンは喜び、心も晴れやかに出て行った。しかし、ハマンが王の門でモルデカイを見たとき、彼が立ち上がらず、彼の前で動かなかったので、ハマンはモルデカイに対して怒りで満たされた。

10 ハマンは自分を抑えて家に帰り、友人たちと妻ゼレシュを呼び寄せた。

11 ハマンは彼らに、自分の富の栄光と自分の子らの多数、そして王が彼を大きくされたすべてのことと、王の長官たちと王のしもべたちの上に彼を高くされたことを語った。

12 ハマンは言った、「エステル女王は、王と共に、彼女が設けた宴会に、私以外の者を連れて来なかった。そして、明日も私は、王と共に彼女のもとに招かれている。

13 このすべては、私にとって何の価値もない。すべての時、私がユダヤ人モルデカイが王の門に座っているのを見る限り。

14 ゼレシュは彼の妻であり、彼のすべての友たちは言った、「高さ五十キュビトの木を造りなさい。そして朝、王に言いなさい、『モルデカイをその上に掛けさせなさい』。そして、王と共に喜んで宴会に行きなさい」。この言葉はハマンの前で良いと思われ、彼はその木を造った。

Esther 6

1 その夜、王の眠りは逃げ去った。そこで王は記念の書物、すなわち日々の言葉を携えて来るように言われた。そしてそれらは王の前で読まれた。

2 書き記されていることが見つかった。モルデカイがビグタンとテレシュ、すなわち王の宦官たちで、鉢を守る者たちについて告げたこと、彼らがアハシュエロス王に手を伸ばそうとしたことである。

3 王は言われた、「このことについて、モルデカイにどんな尊さと威厳が与えられたのか」。王に仕える少年たちは言った、「彼には何もなされていません」。

4 王は言われた、「だれが中庭にいるのか」。そのときハマンは、王の家の外の中庭に入って来て、自分が備えた木にモルデカイを掛けようと王に言おうとしていた。

5 王の少年たちは彼に言った、「見よ、ハマンが中庭に立っています」。すると王は言われた、「彼を入らせよ」。

6 ハマンが入って来た。王は彼に言われた、「王がその尊さを喜ばれる人に、何をすべきか」。ハマンは心の中で言った、「王が私よりも過分の尊さを施そうと望まれるのは、誰であろうか」。

7 ハマンは王に言われた、「王がその尊さを喜ばれる人には、

8 王が着られた王国の衣服と、王が乗られた馬、そしてその頭に王国の冠が与えられたものを、持って来させよ。

9 そして、その衣服と馬は王の貴族たちの中のある長官の手に渡され、彼らは王がその尊さを喜ばれるその人に衣服を着せ、その馬に乗せて町の広場で、彼の前で「王がその尊さを喜ばれる人には、このようにされる」と呼ばせなければならない。

10 王はハマンに言われた、「急いで、あなたが言った衣服と馬を取り、ユダヤ人モルデカイに、王の門に座っている者に、そのようにせよ。あなたが言ったすべての言葉を一つも落としてはならない。

11 ハマンは衣服と馬を取り、モルデカイに衣服を着せ、彼を町の広場に乗せ、彼の前で「王がその尊さを喜ばれる人には、このようにされる」と叫んだ。

12 モルデカイは王の門に帰った。ハマンは悲しみ、頭を覆って自分の家へと急いだ。

13 ハマンは妻ゼレシュとすべての友たちに、自分に起こったすべてのことを語った。すると、彼の賢者たちと妻ゼレシュは彼に言った、「もしモルデカイが、あなたがその前で倒れ始めたユダヤ人の子孫であるなら、あなたは彼に勝てない。あなたは必ず彼の前に倒れるだろう」。

14 彼らがまだ彼と話しているうちに、王の宦官たちが到着し、急いでハマンを、エステルが設けた宴会に連れて行った。

Esther 7

1 王とハマンは、女王エステルと共に酒を飲むために来た。

2 王は第二の日にも、ぶどう酒の宴会の席でエステルに言われた、「エステル女王よ、あなたの請い願いは何か。それはあなたに与えられる。あなたの願いは何か。王国の半分までなら、それは成し遂げられる」。

3 女王エステルは答えて言われた、「王よ、もし私があなたの目に恵みを見いだし、王にとって良いことであれば、私の命を私の請い願いとして、私の民を私の願いとしてお与えください」。

4 私たちは私と私の民とともに、滅ぼされ、殺され、絶やされるために売られました。もし私たちがしもべや女奴隷として売られたのであれば、私は黙っていたでしょう。しかし、この苦しみは王の損害に比べることはできません。

5 王アハシュエロスは言われた。そして、エステル女王に言われた。「この者は誰か、また、そのようなことを行うために心に満たした者はどこにいるのか。

6 エステルは言った、「この苦しみと敵である者は、この悪しきハマンです」。そしてハマンは王と女王の前でおののいた。

7 王は怒って、ぶどう酒の宴会から立ち上がり、宮殿の庭へ行かれた。ハマンは、王が自分に悪を定められたのを見て、自分の命を求めてエステル女王に願い出るために立ち上がった。

8 王はぶどう酒の宴会の宮から宮殿の庭に戻られた。ハマンはエステルがその上にいた寝台に倒れていた。王は言われた、「この家で、私と共にいる女王をさえも征服しようとするのか」。その言葉が王の口から出ると、ハマンの顔は覆われた。

9 ハルボナは王の前の宦官の一人が言った、「見よ、ハマンがモルデカイのために造った木が、王のために良いことを語った者のために、ハマンの家に立っている。その高さは五十キュビトである」。王は言われた、「彼をそれに掛けよ」。

10 彼らはハマンを、モルデカイのために備えた木に掛けた。そして王の怒りは静まった。

Esther 8

1 その日、アハシュエロス王は、ユダヤ人の敵ハマンの家をエステル女王に与えられた。そしてモルデカイが王の前に来た。それはエステルが、彼が自分にとって何であるかを告げたからである。

2 王はハマンから取り上げた自分の指輪を外し、それをモルデカイに与えられた。そしてエステルはモルデカイをハマンの家の上に置いた。

3 エステルは再び王の前に進み出て、彼の足もとにひれ伏し、泣いて、アガグ人ハマンの悪と、彼がユダヤ人に対して企てたその企てを取り除いてくださるよう、彼に願い求めた。

4 王はエステルに金の笏を差し伸べられた。エステルは立ち上がり、王の前に立った。

5 そして彼女は言った、「もし王が良しとされ、私が御前で恵みを得、この言葉が王の前に適切であり、私が御目にかなうならば、ハマン、ハメダタの子、アガグ人が、王のすべての州にいるユダヤ人を滅ぼすために書いた書物の企てを取り消すように、書き記されますように。

6 なぜなら、どのようにして私は悪を見ることができようか、それが私の民に臨むのを。そして、どのようにして私は私の生まれの滅びを見ることができようか。

7 王アハシュエロスはエステル女王とユダヤ人モルデカイに言われた、「見よ、ハマンの家をエステルに与えた。彼らは彼を、ユダヤ人に手を伸ばしたその木にかけた。

8 あなたがたは、あなたがたの目に良いと見えるままに、王の名によってユダヤ人について書き、王の指輪で封印しなさい。なぜなら、王の名によって書かれ、王の指輪で封印された書き物は、だれも覆すことができないからである。

9 その時、王の書記官たちは、第三の月、すなわちシワンの月の二十三日に呼ばれた。そして、モルデカイがユダヤ人に、またインドからクシュまでの百二十七の州の総督たち、総督たち、州の長官たちに命じたすべてのことが、州ごとにその書き物に従い、民ごとにその舌に従って、またユダヤ人にはその書くものとその舌に従って書き記された。

10 王アハシュエロスの名によって書き、王の指輪で封印し、馬に乗った急使たち、すなわち駱駝の子であるらくだに乗る者たちの手によって書物を送った。

11 王がすべての町にいるユダヤ人に与えられたのは、彼らが集まり、自分たちの命のために立ち、彼らを苦しめるすべての民と州の力、幼子たちと女たちを滅ぼし、殺し、絶やし、彼らの戦利品を奪うためであった。

12 王アハシュエロスのすべての州において、一日のうちに、第十二の月、すなわちアダルの月の十三日に。

13 書き物の写しは、すべての州と州に命令として与えられ、すべての民に明らかにされた。ユダヤ人たちはその日のために備えられ、彼らの敵から復讐するためであった。

14 使者たちは、王の言葉によって急いで駆り立てられて、王の駱駝に乗って出て行った。命令はスサンの宮殿で発せられた。

15 モルデカイは王の前から、王国の衣服である紺青と白、大きな金の冠、そして上等の亜麻布と紫の衣を着て出て来た。スサンの町は喜び祝った。

16 ユダヤ人には光と喜びがあり、喜びと尊さがあった。

17 すべての州、すべての町で、王の言葉とその命令が届く場所では、ユダヤ人にとって喜びと楽しみ、宴会と良い日となった。また、地の多くの民がユダヤ人になった。なぜなら、彼らにユダヤ人の恐れが臨んだからである。

Esther 9

1 第十二の月、すなわちアダルの月の十三日、その日に王の言葉と命令が実行される時が来た。その日、ユダヤ人の敵が彼らを支配しようとしたが、逆にユダヤ人自身が自分たちを憎む者たちを支配した。

2 ユダヤ人たちは、王アハシュエロスのすべての州にある自分たちの町々に集まり、自分たちの悪を求める者たちに手を下そうとした。しかし、だれも彼らの前に立ちはだかる者はなかった。彼らの恐れがすべての民に臨んだからである。

3 すべての州の長官たち、総督たち、および王の仕事を務める者たちは、ユダヤ人を重んじた。モルデカイの恐れが彼らに臨んだからである。

4 モルデカイは王の家で大いなる者となり、その名声はすべての州に広がっていた。それは、この人モルデカイがますます大いなる者となっていったからである。

5 ユダヤ人はすべての敵を剣の傷と殺戮と滅びで打ち、彼らを憎む者たちに自分たちの喜びのままに行った。

6 スサンの宮殿で、ユダヤ人は五百人の人を殺し、滅ぼした。

7 パルシャンダタとダルフォンとアスパタを。

8 ポラタとアダルヤとアリダタを。

9 パルマシュタとアリサイとアリダイとワイゼタ

10 ハマンの子ら十人、すなわちユダヤ人の敵ハメダタの子ハマンの子らを彼らは殺した。しかし分捕り物には彼らは手を伸ばさなかった。

11 その日、スサンの宮殿で殺された者の数が王の前に届けられた。

12 王はエステル女王に言われた、「スサンの宮殿で、ユダヤ人は五百人を殺し、滅ぼし、またハマンの十人の子らを殺した。王の残りの州では、彼らは何をしたのか。あなたの請い願いは何か、それは与えられる。あなたの願いはなお何か、それは行われる」。

13 エステルは言った、「もし王が良しとされるなら、明日もまたスサンにいるユダヤ人に、今日の命令どおりに行うことが許されますように。そして、ハマンの十人の子らを木にかけさせてください」。

14 王はそのように行うよう言われた。すると、スサンで命令が下され、ハマンの十人の子らは掛けられた。

15 スサンにいたユダヤ人たちは、アダルの月の十四日にも集まり、スサンで三百人の人を殺した。しかし、彼らは分捕り物には手を出さなかった。

16 残りのユダヤ人は、王の州々にいて集まり、自分たちの命のために立ち、敵から休みを得て、自分たちを憎む者たちを七万五千人殺した。しかし、分捕り物には彼らの手を伸ばさなかった。

17 アダルの月の十三日、その十四日に彼らは休み、その日を宴会と喜びの日とした。

18 スサンにいたユダヤ人は、その月の十三日と十四日に集まり、十五日に休み、その日を宴会と喜びの日とした。

19 それゆえ、村落に住むユダヤ人、すなわち村落の町々に住む者たちは、アダルの月の十四日を、喜びと宴会と良い日とし、それぞれが友に分け前を送る日とした。

20 モルデカイはこれらの言葉を書き記し、王アハシュエロスのすべての州にいる、近くにいる者にも遠くにいる者にも、すべてのユダヤ人に書物を送った。

21 彼らに命じて、毎年、アダルの月の十四日と十五日を、すべての年にわたり守らせること。

22 ユダヤ人が敵から休んだ日々、そして彼らのために悲しみが喜びに、嘆きが良い日に変わった月、それらの日々を宴会と喜びの日とし、互いに分け前を送り合い、貧しい者に贈り物を送る日とした。

23 ユダヤ人は、自分たちが始めたことと、モルデカイが彼らに書き送ったことを受け入れた。

24 ハマンはハメダタの子、アガグ人で、すべてのユダヤ人の敵であり、ユダヤ人を滅ぼそうと企て、彼らを滅ぼし絶やすためにプル、すなわちくじを投げた。

25 彼女が王の前に来たとき、王は書物をもって言われた。彼がユダヤ人に対して企てた悪い企ては、彼自身の頭に返るように。そして、彼とその子らを木にかけるように。

26 それゆえ、彼らはこれらの日を、そのプルの名にちなんでプルと呼んだ。それゆえ、この手紙のすべてのことばのゆえに、また彼らがこのように見たこと、また彼らに及んだことのゆえに。

27 ユダヤ人は、自分たちとその子孫、そして自分たちに加わるすべての者に対して、この二つの日を、その書き物とその時のとおりに、毎年必ず守ることを定めた。それは決して廃れることがなかった。

28 これらの日々は、すべての世代、すべての家族、すべての州、すべての町において記憶され、行われ、これらのプルの日々がユダヤ人の真ん中から過ぎ去ることはなく、その記憶が彼らの子孫から絶えることはない。

29 アビハイルの娘である女王エステルとユダヤ人モルデカイは、この第二のプルの手紙を確立するために、すべての権威をもって書き記した。

30 彼は書物を、アハシュエロス王国の百二十七州にいるすべてのユダヤ人に送った。それは平和と真実の言葉であった。

31 これらのプルの日々を、その定められた時に守るため、ユダヤ人モルデカイと女王エステルが彼らに定めたとおり、また彼らが自分自身とその子孫のために定めたとおり、断食とその叫びの言葉を守るためである。

32 エステルの命令は、これらのプルの言葉を確立し、それは書物に書き記された。

Esther 10

1 王アハシュエロスは地と海の島々に人夫を課した。

2 すべての彼の権威のわざと力、そして王が彼を高くされたモルデカイの威厳の宣言は、メディアとペルシヤの王たちの日々の言葉の書物に記されているではないか。

3 ユダヤ人モルデカイはアハシュエロス王の第二であり、ユダヤ人にとって大いなる者で、その兄弟の多数に受け入れられ、自分の民の善を求め、そのすべての子孫に平和を語る者であった。


Job

Job 1

1 ウツの地にヨブという名の人がいた。その人は全く、かつ正しく、神を恐れ、悪を避けていた。

2 彼に七人の子と三人の娘が生まれた。

3 彼の家畜は羊の群れ七千、らくだ三千、牛のくびき五百、雌ロバ五百、そして非常に多くの家のしもべたちであった。その人は東の子らすべてよりも偉大であった。

4 彼の子たちは行って、それぞれ自分の日に自分の家で宴会を開き、そして人を遣わして、三人の姉妹たちを招いて、彼らと一緒に食べたり飲んだりした。

5 宴会の日々が一巡すると、ヨブは人を遣わして彼らを聖別し、朝早く起きて、彼らのすべての数の全焼のいけにえを捧げた。なぜなら、ヨブは言った、「私の子たちが罪を犯し、心の中で神を呪ったかもしれない」と。ヨブはこのようにすべての日々を行った。

6 ある日、神の子たちが主の前に立つために来た。その真ん中に敵対者も来た。

7 主は敵対者に言われた、「どこから来たのか」。敵対者は主に答えて言った、「地を巡り、その中を歩き回って来ました」。

8 主は敵対者に言われた、「あなたはわたしのしもべヨブに心を留めたか。地には彼のような人はいない。全き人で、正しく、神を恐れ、悪から離れている人だ」。

9 敵対者は主に答えて言われた、「ヨブはただで神を恐れているのでしょうか。

10 あなたは彼とその家と、その周囲にあるすべてのものを、垣で囲われたではありませんか。あなたは彼の手のわざを祝福され、彼の家畜は地に広がっています。

11 しかし、どうかあなたの手を伸ばして、彼のすべてのものに触れてみてください。彼があなたの顔に向かって祝福しないはずがありません。

12 主は敵対者に言われた、「見よ、彼のすべてのものはあなたの手にある。ただ彼自身にだけは、あなたの手を伸ばしてはならない」。そして敵対者は主の前から出て行った。

13 ある日、彼の子たちと娘たちは、長子である兄弟の家でぶどう酒を飲みながら食事をしていた。

14 使者がヨブのところに来て言った、「牛は耕しており、雌ロバはその手のそばで草を食べていました」。

15 シバが襲いかかって彼らを奪い去り、少年たちを剣の刃で打ち殺しました。ただ私だけが単独で逃げ延びて、あなたに知らせるために来ました。

16 このことがまだ語っているうちに、また別の者が来て言った、「神の火が天から落ちて、羊の群れと少年たちを焼き尽くした。私だけが単独で逃れて、あなたに知らせるために来ました」。

17 このことがまだ話しているうちに、また別の者が来て言った。「カルデヤ人が三つの頭を組にして、らくだに襲いかかり、それらを奪い取り、少年たちを剣の刃で打ち殺しました。私だけが単独で逃げ延びて、あなたに知らせるために来ました。

18 この者がまだ話しているうちに、また別の者が来て言った、「あなたの子たちと娘たちは、長子である兄弟の家で食べたり飲んだりして、ぶどう酒を飲んでいました。

19 すると、見よ、荒野の向こう側から大きな風が来て、家の四隅に激しく当たり、その家は少年たちの上に倒れ、彼らは死んでしまった。そして、私だけが一人だけ逃げて、あなたに知らせるために来ました。

20 ヨブは立ち上がり、自分の外套を裂き、自分の頭を剃り、地に倒れてひれ伏した。

21 私は裸で母の腹から出て来た。また裸でそこに帰って行く。主が与えられ、主が取られた。主の名がほめたたえられますように。

22 このすべてにおいて、ヨブは罪を犯さなかった。また、神に愚かさを帰することもなかった。

Job 2

1 ある日、神の子たちが主の前に立つために来た。その真ん中に敵対者も来て、主の前に立った。

2 主は敵対者に言われた、「おまえはどこから来たのか」。敵対者は主に答えて言った、「地を巡り、その中を歩き回って来ました」。

3 主は敵対者に言われた、「あなたはわたしのしもべヨブに心を留めたか。地には彼のような人はいない。全き人で、正しく、神を恐れ、悪から離れている。そして彼はなお自分の全きを保っている。あなたはゆえなく彼を滅ぼすようにわたしをそそのかしたのだ」。

4 敵対者は主に答えて言われた。「皮の代わりに皮、そして人に属するすべてのものを、その人は自分の命の代わりに与えるのです。

5 しかし、どうかあなたの手を伸ばして、彼の骨と肉に触れてみてください。彼があなたの顔に向かって祝福しないかどうかを。

6 主は敵対者に言われた、「見よ、彼はあなたの手にある。ただ彼の命は守れ」。

7 敵対者は主の前から出て行き、ヨブを、その足の手のひらから頭頂まで、悪性の腫物で打った。

8 彼は自分のために土器の破片を取り、それで自分の体をかきむしりながら、灰の真ん中に座っていた。

9 彼の妻は彼に言った、「あなたはなおも自分の全きを堅く保つのですか。神を呪って、死になさい」。

10 彼は彼女に言われた、「あなたは愚かな女の一人のように語っている。私たちは神から良いことを受けるのだから、悪いことも受けないわけにはいかないだろうか」。このすべてのことにおいても、ヨブは唇で罪を犯さなかった。

11 ヨブの三人の友は、このすべての悪が彼に臨んだことを聞き、それぞれ自分の場所から来た。テマニ人エリファズ、シュヒ人ビルダデ、ナアマテびとツォファルである。彼らは互いに約束し合って、来て彼を悼み、慰めることにした。

12 彼らは遠くから目を上げたが、彼を認めなかった。そして声を上げて泣き、それぞれが自分の外套を裂き、ちりを頭の上、天に向かって投げた。

13 彼らは彼と共に地に座り、七日七夜の間、彼に一言も語る者はなかった。彼らは、その痛みが非常に大きいのを見たからである。

Job 3

1 その後、ヨブは口を開き、自分の日を呪った。

2 ヨブは答えて言った。

3 その日は滅びよ、その日に私は生まれた。その夜も滅びよ、「男が宿った」と言った夜よ。

4 その日が暗闇となれ。神が上からそれを顧みられることなく、光がその上に輝くことがないように。

5 暗闇がそれを呪い、死の陰がその上に宿り、雲がそれを覆い、日の暗黒がそれを恐れさせるように。

6 その夜は暗黒がそれを取り去れ。年の日々の中でそれが喜ぶことなく、月の数の中にそれが入ることのないように。

7 見よ、その夜は不毛であれ。その中に喜びの歌声が来ることのないように。

8 日を呪う者たち、レビヤタンを目覚めさせる者たちが、それを呪うように。

9 その星々は夕暮れの光を暗くし、光を待っても得られず、夜明けのまぶたを見ることがないように。

10 その者が私の腹の戸を閉じず、私の目から労苦を隠さなかったからだ。

11 なぜ私は子宮から死ななかったのか。腹から出て、息絶えなかったのか。

12 なぜ膝が私を迎えたのか、なぜ乳房があったのか、私が乳を飲むために。

13 今は私は横たわって休んでいただろう、眠っていたなら、そのとき私に安らぎがあっただろうに。

14 王たちと、地の顧問たちと共に、彼らのために荒廃を築いた者たちと共に。

15 または、金を自分たちのものとし、その家を銀で満たした長官たちと共に。

16 あるいは隠された流産のように、私は存在しなかったであろう。光を見なかった幼子たちのように。

17 そこでは悪しき者たちが騒ぎをやめ、そこでは力の尽きた者たちが休む。

18 囚人たちは共に安らかであり、追い立てる者の声を聞かなかった。

19 小さい者も大きい者もそこにおり、しもべはその主から自由である。

20 なぜ苦しむ者に光が与えられ、生き物に、魂の苦い者たちに命が与えられるのか。

21 死を待ち望む者たち、しかしそれは来ない。彼らはそれを隠された宝よりも深く掘り求める。

22 喜びへと喜び楽しみ、墓を見つけることを喜ぶ者たちは。

23 その道が隠されてしまった男に、神が彼の周りを囲まれた。

24 私のパンの前に私の嘆きが来る、そして私の咆哮は水のように注ぎ出される。

25 私が恐れた恐れが私に臨み、私がおののいたことが私に及んだ。

26 私は安らかでなく、静まらず、休むこともなかった。そして騒ぎが来た。

Job 4

1 テマニ人エリファズは答えて言われた。

2 あなたに言葉を試みては、あなたは疲れるであろうか。しかし、言葉を抑えることを、だれができるであろうか。

3 見よ、あなたは多くの者を訓戒し、弱った手を強くされた。

4 倒れる者をあなたの言葉は立ち上がらせ、弱った膝をあなたは強くされた。

5 しかし今、それがあなたに臨むと、あなたは疲れ果てた。それがあなたに触れると、あなたは慌てふためいた。

6 あなたの恐れはあなたの自信ではないか。あなたの希望、そしてあなたの道の全きことではないか。

7 覚えてみよ、だれが潔白な者で滅びたか。また、どこで正しい者が断ち絶たれたか。

8 私が見たところ、悪を耕す者たち、労苦を蒔く者たちは、それを刈り取る。

9 神の息によって彼らは滅び、その鼻の息によって彼らは消え去る。

10 獅子の咆哮と獅子の声、そして若獅子の歯は砕かれた。

11 獅子は獲物が無しに滅び、獅子の子たちは散り散りになる。

12 私のところに言葉がひそかに届けられ、私の耳はそのほんの少しを捕らえた。

13 夜の幻による意見において、深い眠りが人々に臨むとき。

14 恐れが私を襲い、震えが起こり、私の骨の多数がおののかせた。

15 霊が私の前を過ぎ去った。私の肉の髪が逆立った。

16 それは立ち止まったが、私はその外観を認められなかった。私の目の前に像があった。静けさと声を私は聞いた。

17 人は神より義とされ得るだろうか。男は自分の造り主より清くなり得るだろうか。

18 見よ、主はそのしもべたちをも信じられず、その御使いたちにも愚かさを見出される。

19 粘土の家に住む者たち、その基礎はちりの中にあり、彼らは蛾の前に踏みつぶされる。

20 朝から夕方にかけて彼らは打ち砕かれ、無しのままで、勝利のうちに永遠に滅びる。

21 彼らの残りは彼らとともに取り去られないのか。彼らは知恵なくして死ぬ。

Job 5

1 呼べ、だれかあなたに答える者がいるか。聖なる者たちのうちのだれにあなたは向かうのか。

2 愚か者を怒りが殺し、浅はかな者をねたみが絶つ。

3 私は愚かな者が根を下ろすのを見たが、その住まいを突然、呪った。

4 彼の子らは救いから遠ざかり、門で打ち砕かれ、救い出す者はいない。

5 その収穫は飢えた者が食べ、いばらの中からそれを取り去る。そして強盗が彼らの力を渇望する。

6 悪はちりから出ることはなく、労苦は地から生えることはない。

7 人は労苦のために生まれる、そして燃える矢の子らは高く飛ぶ。

8 しかし、私は神に求めよう。そして神に私の理由を述べよう。

9 偉大な事を行われ、探求のない方、数えきれないほどの奇しい事をなさる方。

10 地の面に雨を降らせ、外の面に水を送られる方。

11 低い者たちを高い所に置き、悲しむ者たちは救いによって高く上げられた。

12 賢い者たちの企てを挫かれ、彼らの手は何の知恵も成し遂げない。

13 賢い者たちをその狡猾さで捕らえ、曲がった者たちの助言は速やかに実行される。

14 昼には暗闇にぶつかり、夜のように真昼を手探りする。

15 主は彼らの口の剣から貧しい者を救い、強い者の手からも救われた。

16 貧しい者には希望が生じ、不義はその口を閉ざす。

17 見よ、神に叱られる人は幸いだ。全能者の訓戒を拒んではならない。

18 主は傷つけられるが、また包んでくださる。主は打たれるが、その手で癒やされる。

19 六つの苦難からあなたを救い出され、七つの災いもあなたに触れることはない。

20 飢饉の中であなたを死から贖い、戦いの中で剣の手から贖われる。

21 舌の鞭から隠され、略奪が来ても恐れることはない。

22 略奪と飢饉をあなたは笑い、地の生き物を恐れてはならない。

23 野の石とあなたの契約は結ばれ、野の生き物はあなたと和解する。

24 あなたは平和があなたの天幕にあることを知り、あなたの住まいを訪れても、罪を犯すことはない。

25 あなたは自分の子孫が多く、あなたの子孫は地の草のようになることを知るであろう。

26 あなたは壮年をもって墓に至り、ちょうど時の来た穀物の束が積み上げられるように。

27 これについては私たちが調べたところ、確かにそのとおりだ。それを聞き、あなた自身も知るがよい。

Job 6

1 ヨブは答えて言った。

2 ああ、私の怒りが量られるなら、私の災いもはかりに一緒に載せられるなら。

3 今は海の砂よりも重い、それゆえに私の言葉は空回りする。

4 全能者の矢が私と共にあり、その怒りが私の息を飲み干す。神の恐怖が私に向かって整えられる。

5 野ろばは若草の上で鳴くことがあろうか。雄牛は自分の飼料の上で声をあげることがあろうか。

6 味の無い物は塩無しで食べられようか。卵の唾に味わいがあるだろうか。

7 わが命はそれに触れることを拒む。それらはわがパンの悩みのようだ。

8 だれかが私の請い願いが来るようにしてくれればよいのに、そして神が私の希望を与えてくださるように。

9 神が望んで、私を打ち砕かれるように。その手を伸ばして、私を断ち切られるように。

10 私の慰めはなおもあり、苦痛のうちに飛び跳ねても、主は惜しまれない。なぜなら、私は聖なる方の言葉を隠さなかったからだ。

11 私の力は何であろうか、私が待ち望むために。私の終わりは何であろうか、私が自分の命を長らえるために。

12 私の力は石の力であろうか。私の肉は青銅であろうか。

13 私の助けは私のうちにないのか。知恵は私から追い払われてしまったのか。

14 友を失う者には慈愛がなく、全能者を恐れることを捨てる。

15 兄弟たちは谷川のように欺いた。谷川の水流のように過ぎ去る。

16 氷のゆえに暗く沈み、その上に雪が隠れている。

17 時には、それらは干上がって絶え、その暑さの中で、彼らはその場所から消え去る。

18 彼らの道の通り道は曲がりくねり、虚無の中へ上って行き、滅びる。

19 テマの道々を彼らは眺め、シバの歩みを彼らは待ち望んだ。

20 彼らは望みを置いたが、恥をかいた。そこに来たが、失望した。

21 今やあなたがたは、何の役にも立たず、挫けを見て、恐れた。

22 まさに私が言ったのか、「私のために与えよ、あなたがたの力で私のために賄賂を贈れ」と。

23 また、苦しみの手から私を救い出し、暴虐な者たちの手から私を贖い出してください。

24 教えてください。私は黙っていましょう。私が何を誤ったのか、私に悟らせてください。

25 正しさの言葉はなんと力強いことか。しかしあなたがたの叱責は何を証明するのか。

26 あなたがたは言葉を責めるために考えているのか、絶望の言葉を風に向けて放つのか。

27 あなたがたはみなしごの上に投げかけ、あなたがたの友のために穴を掘る。

28 今、どうか私に向き直ってください。そして、あなたがたの顔の前で、私が偽りを言うかどうかを見てください。

29 どうか引き返してください。不義があってはなりません。私の義のために、もう一度引き返してください。

30 私の舌に不義があるだろうか。私の口蓋は災いを悟らないのだろうか。

Job 7

1 人の軍勢は地の上にあり、その日々は雇い人の日のようではないか。

2 しもべが陰りを待ち望むように、雇い人が自分のわざを待ち望むように。

3 このように、私は虚偽の月々を受け継ぎ、労苦の夜々が私に割り当てられた。

4 私が横になると、「いつ起き上がれるのか」と言い、夕方が終わるのを待ち、夕暮れまで寝返りで満ち足りる。

5 私の肉は虫と土くれをまとい、私の皮は固くなって、うみつぶれた。

6 私の日々は機織りの杼よりも速く過ぎ去り、希望が絶えず尽きてしまった。

7 私の命は息にすぎないことを覚えてください。私の目は再び良いものを見ることはありません。

8 見る者の目は、もはや私を見ない。あなたの目が私に向けられても、私はもういない。

9 雲は消え去って行く。そのように、よみに下る者は上って来ない。

10 彼は再び自分の家に戻ることはなく、その場所ももはや彼を知ることはない。

11 私もまた、自分の口を抑えず、自分の霊の苦しみの中で語り、自分の命の苦さの中で訴えよう。

12 私は海であろうか、海の怪物であろうか。あなたが私の上に見張りを置かれるとは。

13 私が言ったとき、私の寝台は私を慰め、私の寝床は私の思い煩いを担ってくれるだろうと。

14 あなたは夢によって私を悩ませ、幻によって私を恐れさせられる。

15 私の命は絞め殺しを選び、骨よりも死を選ぶ。

16 私は拒んだ、永遠には生きないことを。私から離れてください、私の日々は虚しさだから。

17 人とは何者なのか、あなたが彼を大きくされ、あなたが彼に心を向けられるとは。

18 朝ごとに彼を顧みられ、瞬間ごとに彼を試みられる。

19 いつまで私から目を離されないのですか。私が唾を飲み込むまで、私を放っておかれないのですか。

20 私は罪を犯しました。あなたに対して何をすべきでしょうか。人を守る方よ。なぜ私をあなたへの傷跡とされたのですか。私は自分自身にとって重荷となってしまいました。

21 なぜあなたは私の背きの罪を赦さず、私の咎を取り除かないのですか。今や私はちりの中に横たわります。あなたが私を捜し求められる時、私はもういません。

Job 8

1 ビルダデ・シュヒ人は答えて言った。

2 いつまであなたはこれらのことを語るのか。あなたの口の言葉は激しい風のようだ。

3 神はさばきを曲げられるだろうか。全能者は義を曲げられるだろうか。

4 もしあなたの子たちが主に対して罪を犯したのなら、主は彼らをその背きの罪の手に渡された。

5 もしあなたが神に求め、全能者に嘆き願うなら

6 もしあなたが清くて正しいなら、今まさに主はあなたのために目を覚まされ、あなたの義の住まいを回復されるだろう。

7 あなたの初めは小さいものであったが、あなたの終わりは大いに栄えるであろう。

8 どうか先の世代に問い、彼らの先祖の探求に心を備えよ。

9 私たちは昨日の者にすぎず、何も知らない。私たちの日々は地の上の陰りにすぎないからだ。

10 彼らはあなたに教え、あなたに語り、その心から言葉を引き出すのではないか。

11 葦は沼地なしに生い茂るだろうか。葦は水なしに育つだろうか。

12 まだ新芽のうちに、摘み取られることもなく、すべての草の前に枯れる。

13 すべての神を忘れる者の道はこのようであり、偽善者の希望は滅びる。

14 彼の自信は断ち切られ、その確信はくもの家のようだ。

15 彼は自分の家に寄りかかるが、それは立たない。彼はそれにしっかりつかまるが、それは起き上がらない。

16 彼は太陽の前に潤っており、その庭の上に彼の若枝が出る。

17 波の上でその根は絡み合い、石の家を見る。

18 もし彼がその場所から呑み込まれるなら、彼はあなたを見なかったと偽る。

19 これが彼の道の喜びであり、他のちりから彼らは芽生える。

20 神は全き者を退けられず、悪を行う者の手を握られることもない。

21 あなたの口を嘲笑で満たし、あなたの唇を叫びで満たされるまで。

22 あなたの憎む者たちは恥を着せられ、悪しき者たちの天幕は無くなる。

Job 9

1 ヨブは答えて言った。

2 確かに、私はそれが真実であることを知っている。しかし、人が神と共に正しいとされるには、どうすればよいのか。

3 もし彼が神と争いを望むなら、千のうちの一つにも答えられない。

4 心に知恵があり、力に強い方に、だれが逆らって、無事でいられようか。

5 山を移される方、彼らは知らない。その怒りをもって彼らを覆された。

6 地をその場所から揺り動かし、その柱を震わせられる方。

7 日焼けに言われ、それは昇らない。また星々を封じられる。

8 天を単独で張り、海の高台の上を歩まれる方。

9 アルクトゥルス、オリオン、プレアデス星団、そして南の奥の部屋を造られた方。

10 測り知れない大いなることを行われ、探求の限りない驚くべきことを、数え切れないほど行われた。

11 見よ、彼が私の前を通り過ぎても、私は見ることができない。彼が過ぎ去っても、私は彼を悟ることができない。

12 見よ、彼が奪い去るなら、だれが彼を引き戻せようか。だれが彼に「あなたは何をしているのか」と言えようか。

13 神はその怒りを戻されない。誇りの助け手たちは、その下でかがみ込んだ。

14 まして、私が彼に答えられるだろうか。私は彼と共に自分の言葉を選び出すだろうか。

15 たとえ私が正しくても、私は答えない。私の裁き主に嘆願するのみだ。

16 もし私が呼び求め、彼が私に答えられたとしても、私は彼が私の声に耳を傾けるとは信じない。

17 あらしによって私を打ち砕き、私の傷を理由もなく増やされる。

18 主は私が息を返すことを許されず、苦味で私を満たされる。

19 力によれば、見よ、主は力強い。しかし、さばきによれば、だれが私を召喚できようか。

20 たとえ私が正しくても、私の口は私を罪に定める。私は潔白なのに、それは私を曲げる。

21 私は潔白だ。自分の命を知らない。私は自分の命を厭う。

22 一つである、それゆえに私は言った、「完全な者も悪しき者も、彼は滅ぼし尽くされる」。

23 鞭が突然に人を殺すなら、その試練において無垢な者たちを嘲る。

24 地は悪者の手に渡され、その裁き手たちの顔を主は覆われる。もしそうでなければ、いったい誰がいるのか。

25 日々は走る者よりも速く過ぎ去り、彼らは飛び去って、幸いを見ることがなかった。

26 過ぎ去った、速い船のように、食物の上に舞い降りる鷲のように。

27 もし私が「自分の思い煩いを忘れよう、自分の顔を変えて元気を出そう」と言うならば、

28 私は自分のすべての痛みを恐れた。あなたが私を清められないことを知っていたからだ。

29 私は罪に定められるだろう。なぜ、この虚しさのために労するのか。

30 たとえ雪の水で身を洗い、手のひらの純粋さで自らを清めたとしても。

31 その時、あなたは私を穴に浸し、私の衣服も私を忌み嫌うでしょう。

32 なぜなら、彼は私のような人ではないから、私は彼に答えることができない。私たちが一緒にさばきに臨むことはできない。

33 私たちの間には、私たちを裁く者はおらず、彼の手は私たち二人の上に置かれることはない。

34 主がその杖を私から取り去り、その恐れが私を悩ませないようにしてくださいますように。

35 私は語ろう、そして彼を恐れない。なぜなら、私は自分自身に対してそのようではないからだ。

Job 10

1 私の命は自分の命に飽き飽きしている。私は自分の思い煩いを自分に任せ、自分の苦い思いの中で語ろう。

2 神に言われます、「私を罪に定めないでください。何ゆえに私と争われるのか、私に知らせてください。

3 あなたは、御自分の手のひらの労苦を退けられることが、あなたにとって良いことでしょうか。あなたは、悪しき者たちの助言の上に光を照らされたのです。

4 あなたは肉の目を持っておられるのですか。人の見るように、あなたは見られるのですか。

5 あなたの日々は人の日々のようなのか。あなたの年は男の日々のようなのか。

6 あなたは私の咎を尋ね求め、私の罪を探し出されるからです。

7 あなたの知識により、私が悪くないこと、そしてあなたの手から救い出す者がないことを。

8 あなたの御手が私を形作り、私を造られた。周囲すべてを。そして、あなたは私を呑み込まれた。

9 どうか思い出してください、あなたが私を粘土のように造られたことを。そして、あなたは私をちりに帰らせられるのです。

10 あなたは私を乳のように注ぎ出し、チーズのように固められたではありませんか。

11 皮と肉で私を衣せられ、骨と筋で私を覆われた。

12 あなたは私に命と慈愛を施され、あなたの監督は私の霊を守られた。

13 あなたはこれらのことを心に隠しておられた。私は知っている、これがあなたと共にあることを。

14 もし私が罪を犯したなら、あなたは私を見張っておられ、私の咎から私を清められないでしょう。

15 もし私が悪しき者であるなら、災いが私に及ぶ。たとえ正しくても、私は頭を上げることはできない。私は恥辱に満ち、私の苦しみを見よ。

16 獅子のように私を狩り、再び私に驚くべきことをされる。

17 あなたは私に対して証人を新たにされ、私に対するあなたの怒りを増し加えられます。交代と軍勢が私と共にあります。

18 なぜあなたは私を子宮から出されたのか。私は息絶え、目が私を見ることがなかったのに。

19 腹から墓へ運ばれたかのように、私は存在しなかったかのようになるであろう。

20 私の日々は少しばかりではないか。どうか私から離れさせて、私に少しの間、力を得させてください。

21 行って戻らない前に、暗闇と死の陰の地へ。

22 地は暗黒の地、暗黒そのもののようなもの、死の陰、秩序のない地、暗黒のように輝く地。

Job 11

1 ツォファル・ナアマテびとは答えて言われた。

2 多数の言葉は答えられないのか。唇の多い人が義とされるだろうか。

3 あなたの偽りはわずかな人々を黙らせるだろうか。あなたは嘲るが、だれもあなたを責める者はいない。

4 あなたは言った、「私の教訓は清い。私はあなたの目にきよい者となった」と。

5 しかし、どうか神が語られ、その唇をあなたに向けて開かれるように。

6 そして神があなたの咎よりも軽く見ておられることを知れ。神はあなたに知恵の隠し事を告げ、知恵には二重のことがあるのだ。

7 神の探求を見いだせるだろうか。全能者の終わりにまで達することができるだろうか。

8 天の高慢には、あなたは何ができようか。よみよりも深い、あなたは何を知ろうか。

9 その長さは地よりも長く、その衣服は海よりも広い。

10 たとえ主が通り過ぎ、閉じ込め、集められるなら、だれが主を引き戻すことができようか。

11 主は虚偽のわずかな人々を知っておられ、悪を見られても、それに心を留められない。

12 空ろな人は心を得る、そして野ろばの子ろばとして人が生まれる。

13 もしあなたが自分の心を整え、その方に向かって手のひらを差し伸べるなら

14 もしあなたの手に悪があるなら、それを遠ざけよ。あなたの天幕に不義を住まわせてはならない。

15 そのとき、あなたは傷のない顔を上げることができ、堅く立って、恐れることはない。

16 あなたは労苦を忘れ、過ぎ去った水のように、それを思い出さないだろう。

17 真昼から世は立ち上がり、あなたは飛び立ち、朝のようにあなたはなるであろう。

18 あなたは、希望があるので安心し、安全に横たわるために掘り下げるであろう。

19 あなたは伏せても、おびえさせる者はなく、多くの者があなたの顔を慕う。

20 悪者の目は衰え、彼らから避難所は失われ、彼らの希望は命の息切れとなる。

Job 12

1 ヨブは答えて言った。

2 まことに、あなたがたは民であり、知恵はあなたがたとともに死ぬであろう。

3 私にもあなたがたと同じ心がある。私はあなたがたに劣ってはいない。このようなことを知らない者が誰かいるだろうか。

4 私は友にとって嘲笑の的となった。神に呼び求めても、彼は答えられた。正しく全き者も嘲笑の的となる。

5 たいまつは侮り、安らかな者の思いに、足の備えは定められている。

6 略奪する者たちの天幕は安らかであり、神を怒らせる者たちは安全である。神が御手に持っておられる者たちは。

7 しかし、どうか獣に問え、そうすればあなたに教えるだろう。また、天の鳥にも、そうすればあなたに告げるだろう。

8 地に問いかけよ、そうすれば地はあなたに教える。海の魚たちもあなたに告げるであろう。

9 このすべてにおいて、主の手がこれを造られたことを、誰が知らないだろうか。

10 その手にすべての生き物の命があり、すべての人の肉の霊もある。

11 耳は言葉を吟味しないだろうか、口蓋は自分のために食物を味わうのではないか。

12 老いた者たちには知恵があり、日の長さには悟りがある。

13 主には知恵と力があり、主には助言と悟りがある。

14 見よ、主が打ち壊せば、それは建て直されない。主が人を閉じ込めれば、それは開かれない。

15 見よ、神が水を止められると、それらは干上がる。神がそれらを送り出されると、それらは地を覆い返す。

16 彼とともに力と知恵がある。彼に、迷う者も迷わせる者も属する。

17 彼は助言者たちを裸で連れ去り、裁き人たちを愚かにされる。

18 王たちの訓戒を解き放たれ、彼らの腰に帯を締められた。

19 祭司たちを裸で連れて行かれ、力ある者たちをくつがえされる。

20 信頼できる者の唇を取り去り、年長者の味わいを奪われる。

21 君たち指導者に侮りを注ぎ、水流の帯を緩められた。

22 主は深い事柄を暗闇から明らかにされ、死の陰を光のところへ導き出された。

23 神は国々を大きくされ、また彼らを滅ぼされる。国々を広げられ、また彼らを導かれる。

24 地の民のかしらの心を取り去り、彼らを道のない虚無の中をさまよわせられる。

25 彼らは暗闇を手探りし、光はない。そして、酔った者のように彼らを迷わせられた。

Job 13

1 見よ、私の目はすべてを見、私の耳はそれを聞いて悟った。

2 あなたがたの知識と同じように、私もまた知っている。私はあなたがたに劣ってはいない。

3 しかし、私は全能者に語りかけ、神に対して論証することを望む。

4 しかし、あなたがたは偽りを塗りつける者、偶像の医者、すべてあなたがたである。

5 だれかがあなたがたを黙らせてくれるなら、それはあなたがたにとって知恵となるであろう。

6 どうか私の戒めを聞き、私の唇の争いに耳を傾けよ。

7 神に向かって不義を語るのか。神に欺きを語るのか。

8 あなたがたは神の顔をかばうのですか。神のために争うのですか。

9 神があなたがたを探られるなら、それは良いことだろうか。人が欺くように、あなたがたも神を欺くのか。

10 彼は必ずあなたがたを責められる。もし隠れ場で顔を上げるなら。

11 あなたがたを驚かせるのは、その高揚ではないか。彼の恐れがあなたがたの上に臨むではないか。

12 あなたがたの記念は灰のことわざ、あなたがたの背は粘土の背。

13 黙っていてください、私から離れて。私が語ります。そして、何が私に臨もうとも、それを私は受けるのです。

14 なぜ私は自分の肉を歯に担ぎ、自分の命を自分の手のひらに置くのか。

15 たとえ主が私を殺されても、私は望みを置かない。ただ、私の道を主の前に申し述べよう。

16 彼もまた私にとって救いとなる。なぜなら、偽善者はその顔の前に来ることはないからだ。

17 私の言葉をよく聞き、私の宣言をあなたがたの耳に受け入れよ。

18 見よ、私はさばきを整えた。私は知っている、自分が正しいとされることを。

19 だれが私と争うことができようか。今、私は黙って息絶えるばかりだ。

20 ただ二つのことを私に対してなさらないでください。そうすれば、私はあなたの前から隠れることはありません。

21 あなたの手のひらを私から遠ざけてください。あなたの恐れで私を怖がらせないでください。

22 呼びかけてください、そうすれば私は答えます。あるいは、私が語り、あなたが私に答えてください。

23 私にはどれほどの咎と罪があるのでしょうか。私の背きの罪と私の罪を、私にお知らせください。

24 なぜあなたは御顔を隠されるのですか。そして、私をあなたの敵と見なされるのですか。

25 吹き飛ばされる葉をあなたは恐れさせられるのですか。乾いた藁をあなたは追われるのですか。

26 あなたは私に対して苦味を書き記され、私に私の青春の咎を受け継がせられた。

27 あなたは私の足を足枷に入れ、私のすべての道を見守られる。私の足の根に印を付けられる。

28 彼は腐敗のように朽ち果て、蛾が食べ尽くした衣服のようだ。

Job 14

1 人は女から生まれ、日々は短く、騒ぎに満ちている。

2 花のように出て、しおれ、陰りのように逃げ去り、とどまることがない。

3 それでも、あなたはこの者の上に目を開かれ、私をあなたと共にさばきに引き出されるのです。

4 だれが汚れた者から清い者を出し得ようか。ひとりもいない。

5 もし彼の日々が定められ、彼の月の数があなたのもとにあるのなら、あなたは彼の定めを設けられたので、それを越えることはできない。

6 彼から目をそらして、彼を休ませてください。日雇いの者の日が終わるまで。

7 木には希望がある。切られても、また芽吹き、その若枝は絶えることがない。

8 もしその根が地で老い、その幹がちりの中で死んでも

9 水の香りによって芽を出し、植え木のように収穫を生み出す。

10 男は死んで弱り果て、人は息絶えて、どこにいるのか。

11 水は海から尽き、川は干上がって涸れる。

12 人は横たわり、再び起きることはない。天がなくなるまで、彼らは目覚めず、その眠りから起こされることもない。

13 だれが、よみに私を隠し、あなたの怒りがおさまるまで私を秘めておいてくださるだろうか。私に定めを定め、私を覚えてくださるように。

14 男が死ねば、再び生きるだろうか。わたしの軍勢のすべての日々、わたしは待とう、わたしの交代が来るまで。

15 あなたは呼ばれ、私はお答えします。あなたの手のわざを慕われます。

16 今やあなたは私の歩みを数えられ、私の罪を見張られることはない。

17 私の背きの罪は袋に封じられ、あなたは私の咎の上に覆いをされた。

18 しかし、山は崩れて消え去り、岩はその場所から移される。

19 水は石をすり減らし、その自然に生えたものは地のちりを押し流す。あなたは人の希望を滅ぼされた。

20 あなたは彼を永遠に打ち負かし、彼は去って行く。彼の顔を変え、彼を送り出される。

21 その子らは栄えるが、彼は知らない。彼らは低くされるが、彼はそれを悟らない。

22 ただ彼の肉は彼の上で痛み、彼の命は彼の上で嘆く。

Job 15

1 テマニ人エリファズは答えて言った。

2 賢者は風のような知識で答え、その腹を東風で満たすだろうか。

3 言葉で戒めても益はなく、言葉もそれでは役に立たない。

4 あなたは恐れを無効にし、神の前で黙想を減らしている。

5 あなたの咎があなたの口を教え、あなたは狡猾な者たちの舌を選ぶ。

6 あなたの口があなたを罪に定め、私はそうではない。あなたの唇があなたに不利に証言する。

7 あなたは最初の人として生まれたのか。丘の前に、あなたは生み出されたのか。

8 神の秘密の相談をあなたは聞くのか、そしてあなた自身のために知恵を減らすのか。

9 あなたは何を知っているというのか、私たちが知らないことを。あなたは理解しているというのか、それが私たちと共にないものを。

10 私たちの中には白髪の者も年老いた者もいる。あなたの父よりも多くの日々を持つ者もいる。

11 神の慰めはあなたにとって少しすぎるのか、あなたと共にひそかに語られる言葉も。

12 なぜあなたの心はあなたを捕らえ、なぜあなたの目はきらめくのか。

13 あなたは神に向かってあなたの霊を向け、あなたの口から言葉を出した。

14 人は何であろうか、正しいとされるために。また、女から生まれた者が義とされるために。

15 見よ、主はその聖なる者たちをも信じられない。天もその目には清くない。

16 まして、忌み嫌われ、腐敗した人、水のように不義を飲む者は。

17 あなたに告げよう、私の言うことを聞け。そして、これは私が見たことであり、私はそれを語ろう。

18 知恵ある者たちが語ったこと、彼らはその父たちから隠さなかったこと。

19 彼らに単独で地は与えられた。そして、異邦人はその真ん中を通らなかった。

20 悪者はそのすべての日、苦しみもだえ、暴虐な者のために年数が隠されている。

21 恐れの声が彼の耳にあり、平和のただ中に略奪者が彼に臨む。

22 彼は暗闇から帰れるとは信じず、剣に向かって待ち伏せされている。

23 彼はパンを求めてさまよう、「どこにあるのか」と。自分の手に暗闇の日が備えられていることを知っている。

24 苦悩と艱難が彼を恐れおののかせ、王が戦いに備えるように、それが彼を襲う。

25 なぜなら、彼は神に向かって手を伸ばし、全能者に対して力を誇ったからである。

26 彼は厚い盾の背をもって、首を突いて彼に向かって走る。

27 彼は自分の顔を脂肪で覆い、腰に脂肪の塊を作った。

28 荒廃した町に住み、人々が住まない家々、石塚となるために備えられた家に住んだ。

29 彼は富むことはなく、その力も立ち上がることはない。また、彼らの完全は地に及ぶことはない。

30 暗闇から離れることはない、彼の若枝は炎によって枯らされ、彼はその口の霊によって離れ去る。

31 彼を虚偽に信頼させるな、迷い出た者よ。なぜなら、その交換は虚偽となるからだ。

32 その日が来ないうちに、彼は満たされ、その枝は青くない。

33 ぶどうの木のように、その青いぶどうを奪い去り、オリーブのように、その花を落とす。

34 神を敬わない者の集会は荒廃し、賄賂の天幕を火が焼き尽くした。

35 労苦を宿し、悪を産み、その腹は欺きを備える。

Job 16

1 ヨブは答えて言った。

2 このようなことを何度も聞いた。あなたがたはみな、労苦の慰め手だ。

3 風の言葉に終わりがあるのか。何があなたを激しくさせるのか、あなたが答えるからには。

4 私もまた、あなたがたのように語ることができた。もしあなたがたの命が私の命の代わりにあるなら、私は言葉をもってあなたがたに立ち向かい、私の頭をあなたがたに向かって振ったであろう。

5 私は自分の口であなたがたを強くし、私の唇の動きがそれを和らげたであろう。

6 もし私が語るなら、私の痛みは和らげられない。もし私が黙るなら、それは私から去って行くのか。

7 まことに今、神は私を疲れ果てさせられた。あなたは私のすべての集会を荒れ果てさせられた。

8 あなたは私をしわくちゃにされたので、それは証人となった。私のやせ衰えは私に対して立ち上がり、私の前で証言する。

9 彼の怒りは私を引き裂き、私を憎んだ。彼はその歯で私に対して歯ぎしりした。苦しみはその目を私に向けて研ぐ。

10 彼らは私に向かって口を開け、恥辱をもって私の頬を打った。彼らは一斉に私に向かって満ち満ちる。

11 神は私を不敬虔な者に引き渡され、悪しき者たちの手に私を投げ込まれた。

12 私は安らかであったが、彼は私を打ち砕かれた。私のうなじを捕まえて、私を粉々にされた。そして、私を立てて、ご自分の刑務所とされた。

13 その射手たちは私を取り囲み、私の腎臓を引き裂いて、容赦しない。彼は私の苦胆汁を地に注ぎ出す。

14 彼は私に裂け目を裂け目の上に加えて破られた。勇士のように私の前に突き進まれた。

15 荒布を私の皮膚の上に縫い付け、私の角をちりの中に汚した。

16 私の顔は泣きのゆえに赤く変わり、私のまぶたの上には死の陰がある。

17 私の手のひらには暴力がなく、私の祈りは清い。

18 地よ、我が血を覆うな。我が叫びのために場所があってはならない。

19 今もなお、見よ、天に私の証人がおられ、私の証人は高い所におられる。

20 私の友は私を嘲る者となり、私の目は神に向かって涙を流す。

21 男が神と論じ合うことができ、人の子がその友と論じ合えるように。

22 数年のうちに、私は来たる道を歩み、二度と戻ることはない。

Job 17

1 わたしの霊は打ち砕かれ、わたしの日々は消えうせた。墓がわたしのためにある。

2 嘲る者たちが私と共にいるではないか。彼らの反抗のゆえに、私の目は宿り続ける。

3 私のためにあなたと保証人となってください。だれが私の手に保証を置くでしょう。

4 あなたは彼らの心を知恵から隠された。それゆえ、彼らを高く上げられることはない。

5 分け前のために友を告げる者、その子らの目は衰える。

6 彼は私を民の物笑いにされた。私は彼らの前でタンバリンとなった。

7 怒りのために私の目は曇り、私の肢体はすべて陰りのように変わった。

8 正しい人々はこのことについて驚き呆れ、無垢な者は神を敬わない者に対して奮い立つ。

9 正しい人は自分の道を堅く保ち、手の清い者はますます力強さを増す。

10 しかし、あなたがたすべては、戻って、どうか来なさい。わたしはあなたがたのうちに知恵ある者を見いださない。

11 私の日々は過ぎ去り、私の悪意は断ち切られた。私の心の所有も。

12 彼らは夜を日とし、光は暗闇の顔よりも近いと言う。

13 もし私がよみを自分の家と望むなら、暗闇に自分の寝台を敷いた。

14 穴に向かって、私は「あなたは私の父だ」と呼びかけ、母と姉妹を虫に向かって呼んだ。

15 私の希望は、どこにあるのか。そして、私の希望を、だれが見るのか。

16 それはよみのかんぬきに下るのか。それとも、私たちは共にちりの中で休むのか。

Job 18

1 シュヒ人ビルダデは答えて言われた。

2 いつまであなたがたは言葉に終わりを置くのか。理解せよ、そうすれば私たちはその後で語ろう。

3 なぜ私たちは獣のように見なされ、あなたがたの目には汚れた者とされているのか。

4 怒りの中で自分の命を裂いている者よ、あなたのために地が見捨てられ、岩がその場所から移されるだろうか。

5 悪しき者の光は消え、その火の火花は輝かない。

6 彼の天幕の中で光は暗くなり、彼のともしびは彼の上で消える。

7 力の歩みは狭められ、その助言が彼を投げ落とす。

8 彼は自分の足で網に投げ込まれ、網目の上を歩かされる。

9 わなは彼のかかとを捕らえ、強盗は彼に襲いかかる。

10 地にその綱は隠され、そのわなは小道の上にある。

11 周囲の恐怖が彼を脅かし、彼の足もとに追い散らす。

12 彼の力は飢えに遭い、災いは彼のあばら骨のために備えられている。

13 彼の皮のほかを貪り食い、彼のほかを死の長子が貪り食う。

14 その確信は彼の天幕から断ち切られ、恐怖の王のもとへと彼を歩ませる。

15 彼の天幕には無しのものが住み、その住まいの上に硫黄がまかれる。

16 下からはその根が枯れ、上からはその収穫が断たれる。

17 彼の記憶は地から失われ、彼の名は外の面にない。

18 彼らは彼を光から暗闇へと追いやり、世界から彼を追い出す。

19 彼には子孫がなく、その民の中に孫もなく、その滞在の地には残りの者もいない。

20 後の者たちはその日について驚き、先の者たちは恐れに捕らわれた。

21 まことに、これらは不正な者の幕屋であり、これは神を知らない者の場所である。

Job 19

1 ヨブは答えて言われた。

2 いつまであなたがたは私の命を苦しめ、言葉で私を打ち砕くのか。

3 この十度、あなたがたは私を辱められた。あなたがたは私に対して恥じることなく、ひどく扱うことをしないのか。

4 たとえ私が実際に誤ったとしても、その誤りは私自身のうちにとどまる。

5 もし本当にあなたがたが私に対して誇り、私の恥辱を私に論証するのなら。

6 知れ、まことに神が私を曲げられたこと、そして神の城塞が私の周りを巡らされたことを。

7 見よ、わたしは暴力と叫ぶが、答えられない。わたしは助けを求めて叫ぶが、さばきはない。

8 彼は私の道を垣で塞がれたので、私は通れない。私の小道の上に暗闇を置かれた。

9 彼は私の栄光を私から剥ぎ取り、私の頭の冠を取り去られた。

10 主は私を周囲から打ち壊し、私は去って行った。主は私の希望を木のように引き抜かれた。

11 彼は私に対して怒りを燃やし、私を自分の苦しみのように見なされた。

12 その軍団は共に進み、彼らは私に対して自分たちの道を築き上げ、私の天幕の周囲に陣取った。

13 兄弟は私から遠ざけられ、私の知人たちは全く私から疎遠になった。

14 親しい者たちは私から離れ去り、私の知人たちは私を忘れた。

15 家の者たちや女奴隷たちは、私をよそ者とみなす。私は彼らの目に異邦人となった。

16 しもべに呼びかけたが、彼は答えない。自分の口で彼に嘆願する。

17 私の霊は妻にとって異質なものとなり、私の嘆願は我が腹の子らにとって異質なものとなった。

18 幼子たちさえも私を拒み、私が立ち上がると、彼らは私について語った。

19 すべてのわずかな人々、私の秘密の相談の者たちは私を忌み嫌い、私が愛した者たちも私に敵対して変わってしまった。

20 私の皮と肉に骨がくっつき、私は歯の皮だけで逃れられた。

21 哀れんでください、哀れんでください、あなたがた、私の友よ。神の手が私に触れたからです。

22 なぜあなたがたは神のように私を追い詰め、私の肉で飽き足りないのか。

23 だれかが私の言葉を書き留めてくれるなら、だれかがそれを書物に刻んでくれるなら。

24 鉄の筆と鉛で、永遠に岩に刻まれるように。

25 私は、私の贖い主が生きておられることを知っている。そして、最後には、彼はちりの上に立たれる。

26 そして、私の皮がこのように引き裂かれた後、私は私の肉から神を見るであろう。

27 私は自分のためにそれを眺める、私の目は見た、しかし他者ではない。私の腎臓は私の懐の中で尽き果てた。

28 あなたがたが「われわれは彼をどうして追い詰めるのか」と言い、言葉の根が私のうちに見いだされるからだ。

29 剣の顔を恐れよ。剣の怒りは咎に対する裁きだからだ。あなたがたが裁きを知るために。

Job 20

1 ツォファル・ナアマテびとは答えて言った。

2 それゆえ、私の意見が私を答えさせ、私の内なる思いが私を促すからだ。

3 訓戒の恥辱を私は聞く、そして私の悟りからの霊が私に答える。

4 あなたはこれを知らなかったのか、永遠から、人が地の上に置かれた時から。

5 悪しき者の喜びの歌声は近くからであり、偽善者の喜びは瞬間までである。

6 たとえその卓越が天にまで上り、その頭が雲にまで届こうとも。

7 彼の糞のように、彼は永遠に滅びる。彼を見た者たちは、「彼はどこにいるのか」と言う。

8 夢のように飛び去り、彼らはそれを見いだせない。夜の幻のように追い払われる。

9 目は彼を再び見ることはなく、その場所も彼をもはや見ることはない。

10 子らは貧しい者たちに償い、その手は彼の力を返す。

11 彼の骨は若者の力に満ちているが、その若者は彼とともにちりの上に横たわる。

12 悪がその口に甘ければ、それを舌の下に隠す。

13 彼はそれを惜しんで、それを手放さず、自分の口蓋の真ん中にそれを留める。

14 彼のパンは彼の腹の中で変わり、まむしの苦味が彼の内側にある。

15 彼は力を呑み込んだが、それを吐き出した。神がそれを彼の腹から追い出される。

16 毒はまむしの毒を吸い、マムシの舌が彼を殺す。

17 彼は区分を見ることはない、蜂蜜とバターの谷川の川々を。

18 労苦の報いを返さず、それを飲み込まない。その交換の力によっても、彼は喜ばない。

19 彼は貧しい者たちを打ち砕いて見捨てたからだ。彼は家を奪い取ったが、それを建て直すことはなかった。

20 彼は自分の腹において安らぎを知らなかったゆえに、その慕うものによって逃れられない。

21 彼の食物には残りの者がなく、それゆえ彼の良いものは長く続かない。

22 彼の十分の満ち足りるときに、彼に苦しみが臨む。すべての労苦の手が彼に及ぶ。

23 彼の腹を満たすために、主はその激しい怒りを彼に送り、その食物を彼の上に雨のように降らせる。

24 鉄の武器から逃げるが、青銅の弓が彼を射抜く。

25 抜かれた矢は体から出て、稲妻はその苦味の中を進む。彼の上には恐れが及ぶ。

26 すべての暗闇が彼の隠された所のために蓄えられている。吹きつけられない火が彼を焼き尽くす。彼の天幕に残りの者が害を受ける。

27 天は彼の咎を明らかにし、地は彼に逆らって立ち上がる。

28 彼の家の収穫は流れ去り、その怒りの日に流れ出る。

29 これは神からの悪しき人の分け前、神からの彼の言葉の相続地である。

Job 21

1 ヨブは答えて言った。

2 よく聞いて私の言葉を、そしてそれがあなたがたの慰めとなるように。

3 耐え忍んで私を聞け、そうすれば私が語ろう。私が語った後で、あなたがたは嘲るがよい。

4 私の思い煩いは人に向かってのものだろうか。それならば、なぜ私の霊は短くならないのか。

5 私に向かって向き、驚き恐れよ。そして手を口に置け。

6 私が思い出すと、私はおののき、わが肉に戦慄が取りつく。

7 なぜ悪しき者たちは生き長らえ、老いて、さらに力を増すのか。

8 彼らの子孫は彼らの前で彼らとともに堅く立ち、彼らの子孫は彼らの目の前にいる。

9 彼らの家は恐れがなく平和であり、神の杖は彼らの上にない。

10 雄牛は交尾して、失敗することはない。その雌牛は子を産み、流産することもない。

11 彼らは自分の幼子を羊の群れのように送り出し、その子供たちは踊る。

12 彼らはタンバリンと竪琴を携え、笛の声に合わせて喜ぶ。

13 彼らは良いもので自分の日々を過ごし、瞬間によみに下される。

14 彼らは神に言った、「私たちから離れてください。あなたの道の知識を私たちは望まなかった」。

15 全能者とは何者か、私たちが彼に仕えても、何の益があるのか、私たちが彼に会っても。

16 見よ、彼らの手には彼らの良いものはない。悪しき者たちの助言は、私から遠く離れている。

17 悪者のともしびが、どれほどしばしば消されることか。彼らの災いが彼らに臨み、神は怒りをもって綱を分け与えられる。

18 彼らは風の前のわらのようになり、葦の海が奪い去ったもみがらのようになる。

19 神はその悪を子らに蓄えられる。神は彼に報いられ、彼はそれを知るであろう。

20 その目は自分の滅びを見、全能者の怒りを飲むであろう。

21 なぜなら、彼の後の彼の家に何の喜びがあるだろうか。彼の月の数は断ち切られたのだから。

22 神に知識を教えることができようか。その方は高い者たちを裁かれるのだ。

23 この者はその全き骨のまま死に、すべてが安らかで穏やかである。

24 彼の乳房は乳で満ち、彼の骨の骨髄は潤っている。

25 この者は苦い命のまま死に、良いものを味わうことなく終わる。

26 ともにちりの上に横たわり、虫が彼らをおおう。

27 確かに、私はあなたがたの企てを知っている。そして、あなたがたは私に対して計略を巡らしている。

28 あなたがたは言う、「高貴な者の家はどこにあるのか。悪しき者たちの幕屋の天幕はどこにあるのか」と。

29 あなたがたは道を行く者たちに尋ねたではないか。彼らのしるしを認めないのか。

30 悪い者は災いの日に免れ、激しい怒りの日に連れて行かれる。

31 だれが彼の前に彼の道を告げるだろうか。彼が行ったことを、だれが彼に報いるだろうか。

32 彼は墓へ運ばれ、穀物の束の上で見張られる。

33 谷川の土くれは彼にとって甘く、彼の後にはすべての人が引き寄せられ、彼の前には数がない。

34 あなたがたはどうして虚しさで私を慰めるのか。あなたがたの帰りは背信として残る。

Job 22

1 テマニ人エリファズは答えて言われた。

2 人は神に役立つことができるだろうか。賢い者が自分自身に役立つだけである。

3 全能者があなたが正しいからといって喜びを持たれるだろうか。あなたが自分の道を完全にするからといって、何の利得があるだろうか。

4 あなたの恐れのゆえに、神があなたを責められるだろうか。神があなたとともにさばきに入られるだろうか。

5 あなたの悪は大きく、あなたの咎には終わりがないではないか。

6 あなたは理由もなく兄弟から質を取り、裸の者の衣服を剥ぎ取った。

7 渇いた者に水を飲ませず、飢えた者からパンを惜しんだ。

8 腕のある人には地があり、顔を上げた者がそこに住んだ。

9 あなたは未亡人を空しく去らせ、みなしごの腕を砕いた。

10 それゆえ、わなはあなたの周囲にあり、突然の恐れがあなたを慌てさせる。

11 あるいは暗闇をあなたは見ないであろう、そして多量の水があなたを覆うであろう。

12 神は天の高慢ではないか。星の頭を見よ、それらが高く上げられたことを。

13 あなたは言った、「神は何を知っておられるのか。暗黒を通して裁かれるのか」と。

14 雲は彼の隠れ場であり、彼は見ない。そして天の円を歩き回る。

15 あなたは永遠の道を守るのですか。悪をなすわずかな人々が歩んだその道を。

16 彼らは時ならずして刈り取られ、その基礎は川に流された。

17 神に向かって「我々から離れよ」と言い、全能者が彼らに何をなし得るのかと言う者たち。

18 彼は彼らの家を良いもので満たされた。しかし、悪しき者たちの助言は私から遠く離れている。

19 正しい者たちはこれを見て喜び、清い者は彼らを嘲る。

20 実に、我々の実体は滅ぼされなかったのか、そして彼らの残りは火が焼き尽くした。

21 彼と親しく交わり、平和を得よ。そうすれば、あなたの幸いは来るであろう。

22 彼の口から律法を受け入れ、その言葉をあなたの心に置け。

23 もし全能者に立ち返るなら、あなたは建て直されよう。不義をあなたの天幕から遠ざけよ。

24 ちりの中に金を置き、谷川の岩の中にオフィルの金を置け。

25 全能者があなたの金となり、銀の豊かさがあなたのものとなる。

26 そのとき、あなたは全能者を喜びとし、神に向かって顔を上げるであろう。

27 あなたは彼に祈り、彼はあなたに聞かれ、あなたの誓いを果たされる。

28 あなたが約束を定めれば、それはあなたのために成就する。あなたの道の上に光が輝く。

29 彼らが低くされた時、あなたは「高慢」と言った。しかし、目を伏せる者を主は救われる。

30 清くない者を救い出される。あなたの手のひらの清さによって救い出される。

Job 23

1 ヨブは答えて言った。

2 今日もまた、私の反抗は思い煩いのままであり、私の手は私の嘆きの上に重くのしかかっている。

3 だれかが私に、彼を見いだす道を知ることを与えてくれればよいのに。私は彼の座にまで進み出るのだが。

4 私は彼の前にさばきを整え、私の口に戒めを満たすであろう。

5 私は、彼が私に答える言葉を知りたい。そして、彼が私に何を言われるかを悟りたい。

6 多い力で私と論争されるだろうか。いや、彼は私に注意を置かれるであろう。

7 そこでは正しい者が彼と論じ合うことができる。そして私は自分の裁き主から勝利を得て逃れられるだろう。

8 見よ、東へ行こうとしても、彼はそこにおられない。うしろへ行っても、私は彼を悟ることができない。

9 左に彼が働かれるとき、私はそれを見ない。右に彼が向かわれるとき、私はそれを見ない。

10 主は私のいる道を知っておられる。私を金のように試されたなら、私は出て来る。

11 私の足はその歩みを堅く捉え、その道を守り、私はそれから逸れなかった。

12 彼の唇の戒めを私は離れず、彼の口の言葉を私の定めのうちに隠した。

13 しかし、彼は一つであり、だれが彼を引き返させることができようか。彼の命は望んだことを行った。

14 主は私の定めを成し遂げられる。このようなことが、彼には多くある。

15 それゆえ、わたしはその御顔の前でおののく。わたしは思い巡らし、その方のゆえに恐れる。

16 神は私の心を弱くされ、全能者は私を慌てさせられた。

17 私は暗闇の前で絶たれなかったが、私の前を暗黒が覆った。

Job 24

1 なぜ全能者によって時が蓄えられていないのか、彼を知る者たちはその日を見なかったのか。

2 境界を移動させ、群れを奪って、それを飼った。

3 彼らはみなしごのろばを追い立て、未亡人の雄牛を質に取る。

4 貧しい者たちは道から押しのけられ、地の苦しむ者たちは共に隠される。

5 見よ、野ろばは荒野にいて、そのわざのために出て行き、獲物を求めて夜明けを待ち、荒野は彼らに少年たちのためのパンとなる。

6 野で彼らの飼料を刈り取り、悪者のぶどう園を摘み取る。

7 裸のままで衣服無しに宿り、寒さの中に覆いが無い。

8 山の洪水で彼らは濡れ、避け所がないので岩を抱いた。

9 彼らは乳房からみなしごを奪い取り、貧しい者から質物を取る。

10 裸で歩き、衣服もなく、飢えた者たちが穀物の束を担いだ。

11 彼らの壁の間で油を絞り、ぶどう酒ぶねを踏んだが、彼らは渇いた。

12 町の中でわずかな人々はうめき、殺された者たちの命は叫び求める。しかし神は愚かさを置かれない。

13 彼らは光に逆らう者たちであった。彼らはその道を知らず、その小道に留まることもなかった。

14 光に向かって殺人者は起き、貧しい者と乏しい者を殺す。そして夜には盗人のようになる。

15 姦通する者の目は夕暮れを窺い、「私を目が見ることはない」と言い、顔の隠れ場を設ける。

16 暗闇に穴を掘り、昼間に家々に印を付けた。彼らは光を知らなかった。

17 彼らにとっては、朝でさえ死の陰である。彼らは死の陰の恐怖をよく知っているからだ。

18 彼は水の面の上で軽い。彼らの土地は地で呪われている。彼はぶどう園の道を顧みない。

19 荒野は暑さに奪われ、雪の水はよみに奪われる。彼らは罪を犯した。

20 子宮が彼を忘れ、虫が彼にとって甘美となり、彼はもはや覚えられない。不義は木のように砕かれる。

21 未亡人に善をなさず、寡婦に慈しまれなかった。

22 彼は力で強い者たちを引きずり、立ち上がるが、生き物を信じない。

23 彼に安全を与えられ、彼は支えられる。しかし彼の目は彼らの道の上にある。

24 しばらく高められるが、その者はもはやいない。彼らは低くされ、すべてのように刈り取られる。穀物の穂の頭のように、彼らは絶たれる。

25 もしそうでなければ、だれが私を偽り者とし、私の言葉を無に帰すことができようか。

Job 25

1 シュヒ人ビルダデは答えて言われた。

2 支配と恐れは彼とともにある。彼はその高い所に平和を造られる。

3 彼の軍団に数があるだろうか。彼の光は誰の上に昇らないのだろうか。

4 人はどうして神と共に正しいと言えようか。女から生まれた者がどうして清いと言えようか。

5 見よ、月さえも輝かず、星もその目に清くない。

6 まして、人は虫、人の子は緋色の虫にすぎない。

Job 26

1 ヨブは答えて言った。

2 なんと力のない者を助けたのか。力のない腕を救ったのか。

3 あなたは知恵のない者に何を忠告したのか。そして、多数に知恵を告げ知らせたのか。

4 あなたは誰に言葉を告げたのか。そして、誰の息があなたから出たのか。

5 死者たちは水の下で、その住む者たちとともに震えおののく。

6 よみはその御前に裸であり、アバドンには覆いがない。

7 北を虚無の上に張り、地を何もないものの上に掛けられた。

8 水をその雲の中に包み込まれるが、その下で雲は裂けない。

9 主は御座の顔を覆い、その上に御雲を広げられる。

10 神は水の面に定めを描き、光と暗闇の終わりまでを区切られた。

11 天の柱は揺れ動き、その叱責によって驚き惑う。

12 その力で海を静められ、その悟りで誇りを打ち砕かれた。

13 その霊によって天は飾りとされ、その手が逃げる蛇を貫かれた。

14 見よ、これらはその道の果てにすぎない。そして、その御声について聞かれるのは、ほんの少しの言葉にすぎない。しかし、その力の雷鳴を、誰が悟り得るだろうか。

Job 27

1 ヨブは再び自分のことわざを取り上げて言った。

2 神は生きておられる。神は私のさばきを取り除かれた。全能者は私の命を苦くされた。

3 すべて、なお私の息が私のうちにあり、神の息が私の鼻にある限り。

4 私の唇が不義を語ることなど決してなく、私の舌が欺きを口にすることも決してない。

5 私にとっては、決してあなたがたを正しいと認めることはありません。私が死ぬまで、私の全きを私から取り去ることはありません。

6 私は自分の義を堅く保ち、それを手放さない。私の心は私の日々のうちに私を責めることはない。

7 我の敵は悪者のようであり、我に立ち向かう者は不正な者のようであれ。

8 背信者にとって何の希望があるのか、神が彼の命を奪われるとき、その希望は何か。

9 神はその叫びを聞かれようか、苦難が彼に臨むときに。

10 全能者を喜びとし、すべての時に神に呼び求めるだろうか。

11 私は神の手によってあなたがたに教えよう。全能者と共にあることを、私は隠さない。

12 見よ、あなたがたは皆、これを目の当たりにした。それなのに、なぜあなたがたは虚しさを虚しくするのか。

13 これは神に対する悪しき人の分け前、全能者から彼らが受け取る暴虐な者たちの相続地である。

14 たとえ彼の子らが剣のために多くなっても、その子孫はパンに飽きることはない。

15 その残りの者は死に葬られ、その未亡人たちは泣くことがない。

16 たとえ彼が銀をちりのように積み重ね、衣服を粘土のように備えても、

17 彼は備えるが、正しい者がそれを着る。そして銀は、清い者が分け合う。

18 彼は蛾のように自分の家を建て、見張り人のように小屋を造った。

19 富者は横たわるが、集められることはない。彼の目を開けば、彼はもういない。

20 恐怖が水のように彼に追い迫り、夜には葦の海が彼を盗み去る。

21 東風が彼を運び去り、彼は去って行く。嵐が彼をその場所から吹き払う。

22 彼は彼の上に投げかけ、惜しまない。その手から逃れようとして、彼は必死に逃げる。

23 彼らは自分の手のひらを彼に向かって打ち鳴らし、その場所から彼に向かって口笛を吹く。

Job 28

1 銀には出があり、金にはそれを精錬する場所がある。

2 鉄はちりから取られ、石は青銅に溶かされる。

3 終わりを暗闇に置かれ、すべての終わりを探り、暗黒と死の陰の石を。

4 谷川は寄留者から溢れ出る、彼らは足から忘れられた者たち、人から貧しくなり、揺れ動いた。

5 地からはパンが出て来るが、その下は火のように変えられている。

6 その場所の石はサファイアであり、そのちりは金である。

7 猛禽はその小道を知らず、トビの目もそれを視ていない。

8 誇りの子らはそれを踏んだことがなく、獅子もその上を通らなかった。

9 火打ち石にその手を伸ばし、山々を根から覆した。

10 岩の中にナイル川を掘り抜き、その目はすべての尊さを見た。

11 川の泣きを塞がれ、その隠し事を光が引き出す。

12 知恵はどこに見いだされるのか。そして悟りの場所はどこにあるのか。

13 人はその評価を知らず、生きている者の地には見いだされない。

14 深淵は言った、「それは私のうちにはない」と。海も言った、「それは私のところにはない」と。

15 金塊はその代わりに与えられず、銀もその代価として量られることはない。

16 純金のオフィルをもってしても、それは価値づけられない。高価なオニキスやサファイアをもってしても。

17 金も水晶もそれに並ぶことはできず、その交換は純金の器にも及ばない。

18 サンゴや真珠は顧みられず、知恵の高価なものはルビーにまさる。

19 クシュのトパーズはそれに及ばず、純金でもそれと引き換えにはできない。

20 知恵はどこから来るのか。そして悟りの場所はどこにあるのか。

21 それはすべての生き物の目から隠されており、天の鳥からも隠されている。

22 アバドンと死は言った、「我々の耳でその評判を聞いた」。

23 神はその道を悟られ、主ご自身がその場所を知っておられる。

24 主は地の果てまでを見渡し、すべての天の下を見られる。

25 霊に重さを定められ、水を寸法で整えられた。

26 雨に定めを設けられ、稲光に声の道を定められたとき、

27 そのとき、主はそれを見られ、それを数え上げられた。それを備えられ、またそれを探り究められた。

28 主は人に言われた、「見よ、主を恐れること、それが知恵であり、悪を離れること、それが悟りである」。

Job 29

1 ヨブは再び自分のことわざを述べて言った。

2 だれが私を昔の月のようにしてくれるだろうか。神が私を守ってくださった東の日々のように。

3 彼のともしびが私の頭の上に輝いていたとき、その光によって私は暗闇を歩んだ。

4 かつて私が冬の日にあったように、神の秘密の相談が私の天幕の上にあった。

5 全能者がなお私と共におられた時、私の周囲には私の少年たちがいた。

6 私の歩みがバターで洗われ、岩が私とともに油の川を注ぎ出した。

7 町の門に上って行き、広場に私の居住を備えたとき。

8 少年たちは私を見て隠れ、年老いた者たちは立ち上がって立った。

9 長官たちは言葉を止め、手のひらを自分の口に当てた。

10 君主たちの声は隠され、彼らの舌はその口蓋に付いていた。

11 耳が聞いて私を祝福し、目が見て私を証言した。

12 私は叫び求める貧しい者を救い出し、助ける者のいないみなしごをも救い出した。

13 滅びゆく者の祝福が私の上に臨んだ。私は未亡人の心を喜ばせた。

14 義を私は身にまとい、それが私をまとってくれた。私のさばきは外套と冠のようであった。

15 私は盲人にとっての目であり、足の不自由な者にとっての足であった。

16 私は貧しい者の父であり、知らない争いをも探り求めた。

17 私は不正な者の臼歯を砕き、その歯の間から獲物を投げ出した。

18 私は言った、「自分の巣と共に私は死に、砂のように日々を増し加えるであろう」と。

19 私の根は水に向かって開かれ、露が私の収穫の上に宿る。

20 我が栄光は新しく私とともにあり、我が弓は私の手の中で絶えず新たにされる。

21 彼らは私の言うことを聞いて待ち望み、私の助言を黙って聞いていた。

22 私の言葉の後で、彼らは言い直さなかった。彼らの上に私の言葉が滴り落ちた。

23 彼らは雨のように私を待ち望み、後の雨のためにその口を開いた。

24 彼らに笑いかけたが、彼らは信じなかった。私の顔の光は彼らに落ちなかった。

25 私は彼らの道を選び、頭として座り、軍団の中の王のように住んだ。それは、嘆く者たちを慰める者のように。

Job 30

1 しかし今や、私よりも若い者たちが私を嘲る。その者たちの父は、私が自分の羊の群れの犬と共に置くことさえも拒んだ日々の者たちである。

2 彼らの手の力も、なぜ私にとって必要なのか。彼らの上には壮年が失われてしまった。

3 貧しさと飢饉の中で、彼らは荒野をかじり、荒廃と荒廃の夜を過ごした。

4 彼らは低木の上でアオイ科の植物を摘み、ねずのきの根が彼らの食物であった。

5 背中から追い出され、彼らに向かって叫び、盗人のように。

6 険しい崖の谷川に住み、ちりの洞穴と岩の中にいた。

7 低木の間で彼らは叫び、イラクサの下に集められた。

8 愚かな者の子ら、また名なき者の子ら、彼らは地から打ち払われた。

9 今や私は彼らの楽器の調べとなり、彼らにとって言葉となった。

10 彼らは私を忌み嫌い、私から遠ざかり、私の前で唾を惜しまなかった。

11 彼らは私の残りを解き放ち、私を苦しめた。彼らは私の前からくつわを外した。

12 右に若者たちが立ち上がり、彼らは私の足を押しのけ、その災いの道を私の上に積み上げた。

13 彼らは私の小道を壊し、私の災いのために力を貸す者もなく、彼らは成功する。

14 裂け目のように広く、彼らはやって来る。荒廃の下で、彼らは転がり込んだ。

15 恐怖が私の上に襲いかかり、私のたましいは風のように追い払われ、私の救いは雲のように過ぎ去った。

16 そして今、私の命は私の上に注ぎ出され、苦しみの日々が私を捕らえる。

17 夜には骨が私の上からえぐり取られ、私の血管は休むことがない。

18 力の多いゆえに、私の衣服は変えられ、長服の口のように私を締め付ける。

19 彼は私を粘土の中に投げ込まれた。私はちりと灰のようになった。

20 私はあなたに叫び求めるが、あなたは私に答えられない。私は立ち上がったが、あなたは私に目を留められた。

21 あなたは私に対して残酷な者に変わられ、御手の力で私を敵意をもって扱われます。

22 あなたは私を風に乗せて運ばれ、私を嵐に乗せられ、私を溶かされる。あなたは私を知恵によって砕かれる。

23 私は知っている、あなたが私を死に帰らせられることを、そしてそれがすべての生きる者の定めの時の家であることを。

24 しかし、墓に手を伸ばすことはない。彼の滅びの中に、彼らのための叫びがあるのか。

25 私は苦難の日のために泣かなかっただろうか。私の命は貧しい者のために嘆いた。

26 私は善を待ち望んだが、悪が来た。光を待ち望んだが、暗黒が来た。

27 腹は煮えたぎり、静まることがない。苦しみの日々が私を先んじた。

28 私は太陽のないまま、喪に服して歩いた。立ち上がって、集会の中で叫んだ。

29 私は海の怪物の兄弟となり、フクロウの娘たちの友となった。

30 私の皮は黒くなって私から剥がれ落ち、私の骨は旱魃によって焼け焦げている。

31 私の竪琴は悲しみとなり、私の笛は泣く者の声となった。

Job 31

1 私は自分の目と契約を結んだ。それならば、どうして処女に目を留めることがあろうか。

2 神が上から与えられる分け前は何であろうか。高い所からの全能者の相続地は何であろうか。

3 不正な者には災いが、悪を行う者たちには異邦が、あるのではないか。

4 主は私の道を見られ、すべての私の歩みを数えられるではないか。

5 もし私が虚偽と共に歩み、私の足が欺きへと急いだなら。

6 彼が私を義のはかりで量り、神が私の全きを知られるように。

7 もし私の歩みが道からそれ、私の心が私の目に従って歩み、私の手のひらに傷が付いたなら

8 私が蒔いても、他の者が食べ、私の子孫は根絶やしにされる。

9 もし私の心が女に惑わされ、友の入口で待ち伏せしたのなら。

10 妻は他の男のために粉をひき、他の者たちが彼女の上にひざまずく。

11 それは悪意であり、裁判者たちの咎である。

12 それは火であり、アバドンまで焼き尽くし、私のすべての収穫を根絶するであろう。

13 もし私が、私のしもべや女奴隷との争いにおいて、彼らのさばきを退けたならば、

14 神が立ち上がられる時、私は何をすればよいのか。神が問われた時、私は何と答えたらよいのか。

15 腹の中で私を造られた方が、彼をも造られたのではないか。同じ子宮の中で、彼を整えられたのではないか。

16 もし私が貧しい者の喜びを拒み、未亡人の目を衰えさせたなら

17 私は自分の一片を単独で食べ、みなしごはそれから食べなかった。

18 私の青春の時から、彼らは父のように私を育ててくれた。そして母の腹から出た時から、私は彼らを導いてきた。

19 もし私が、衣服の無しで滅びる者を見、貧しい者に覆いが無いのを見たなら

20 もし彼の腰が私を祝福しなかったなら、そして彼が私の子羊の羊毛で暖を取らなかったなら。

21 もし私がみなしごに対して手を振り上げたなら、そのとき私の助けが門にあるのを見たからである。

22 私の肩は肩甲骨から落ち、私の腕は葦から折られるように。

23 神の災いが私への恐れであり、その高揚に私は耐えられなかった。

24 もし私が金を自分の自信とし、純金に向かって「私の確信」と言ったなら。

25 もし私の力が多く、私の手が多くのものを得たことを喜んだなら

26 もし私が光が輝くのを見、尊い月が進むのを見たなら

27 私の心が隠れ場で惑わされ、私の手が私の口に口づけしたなら。

28 それもまた罰せられるべき咎である。なぜなら、私は上なる神に対して偽りを言ったからだ。

29 もし私が私を憎む者の滅びを喜び、彼に災いが臨んだときに心躍らせたなら

30 私は自分の口蓋に罪を犯させず、呪いをもって彼の命を求めることをしなかった。

31 わずかな人々が私の天幕で言わなかっただろうか、「だれか彼の肉で満たされることがないように」と。

32 外では寄留者は宿らなかった。道のために私は自分の戸を開いた。

33 もし私がアダムのように自分の背きの罪を隠し、自分の咎をふところに秘めたなら。

34 私は大群衆に怖れ、家族の侮りが私を打ちのめしたので、黙って入口に出なかった。

35 だれかが私に聞いてくれる者がいればよいのに。見よ、私のしるしを全能者が答えられるように。そして、私の争いの人が書いた書物があればよいのに。

36 もし私がそれを肩に担がなければ、それを自分の冠として飾ろう。

37 私の歩みの数を私は告げ、君主のように彼に近づこう。

38 もし私の地が私に対して叫び、その畝がともに泣くならば

39 もし私がその力を銀なしで食べ、その主人の命を絶たせたなら

40 小麦の代わりにいばらが生え、大麦の代わりに毒麦が生えよ。ヨブの言葉は終わった。

Job 32

1 この三人の人は、ヨブに答えるのをやめた。なぜなら、彼は自分の目に正しかったからである。

2 エリフ・バラクエル・ブジ人、ラムの家族の子の怒りが燃え上がった。ヨブに対して彼の怒りが燃え上がった。彼が自分の魂を神よりも正しいと認めたからである。

3 また、その三人の友に対して彼の怒りが燃え上がった。彼らが答えを見いだせず、それでいてヨブを悪者と断じたからである。

4 エリフはヨブに言葉をかけるのを待っていた。彼らが自分よりも年長で、日において先んじていたからである。

5 エリフは、三人の人の口に答えがないのを見て、彼の怒りが燃え上がった。

6 エリフ、ブジ人バラクエルの子が答えて言われた、「私は日々において若く、あなたがたは年長者です。それゆえ、私は恐れて、あなたがたに自分の知識を示すのをためらいました。

7 私は言った、「日々が語り、多くの年が知恵を知らせる」と。

8 確かに、人の中には息があり、全能者の息が彼らに悟りを与える。

9 多くは知恵ある者ではない、また年長者もさばきを理解するとは限らない。

10 それゆえ、私は言った、「私に聞け、私もまた自分の知識を示そう」。

11 見よ、私はあなたがたの言葉を待ち望み、あなたがたの悟りに耳を傾けた。あなたがたが言葉を探り尽くすまで。

12 あなたがたに注意を向けて考えたが、見よ、ヨブを論駁する者はだれもおらず、あなたがたのうちで彼の言葉に答える者もいなかった。

13 私たちは知恵を見いだした。神が彼を打ち負かされるのであって、人がそうするのではない」と言ってはならない。

14 彼は私に向かって言葉を並べなかった。あなたがたの言葉によって、私は彼に答えない。

15 彼らは驚き、もはや答えず、言葉を失ってしまった。

16 そして私は待った。彼らが語らないからである。彼らが立ち止まり、もはや答えなかったからである。

17 私もまた自分の分け前を答えよう。私もまた自分の知識を述べよう。

18 私は言葉で満ちている、私の腹の霊が私を迫る。

19 見よ、私の腹は開かれないぶどう酒のようだ。新しい霊媒の袋のように、裂けようとしている。

20 私は語って、自分に息抜きをさせよう。私の唇を開いて、答えよう。

21 どうか、私は人の前を持ち上げません。また、人に対しては、へつらいません。

22 私はへつらいの言葉を知らないからだ。少しでも、私を造られた方が私を取り去られるだろう。

Job 33

1 しかし、どうか、ヨブよ、私の言葉を聞け。私のすべての言葉に耳を傾けよ。

2 見よ、今や私は口を開いた。私の舌は口蓋で語った。

3 私の心の正しさが私の言葉であり、私の唇の知識が明らかに語る。

4 神の息が私を造り、全能者の息が私を生かす。

5 もしあなたができるなら、私に答えよ。私の前に整えて、立て。

6 見よ、私はあなたの口のように神に対してであり、粘土から私もまた形造られた。

7 見よ、私の恐れはあなたを驚かせず、私の手はあなたに重くのしかからない。

8 確かにあなたは私の耳に言われた、そして言葉の声を私は聞いた。

9 私は清く、背きの罪がない。私は潔白で、咎は私にない。

10 主は私に対して妨げを見つけ、私を敵と見なされる。

11 主は私の足を足枷に入れ、私のすべての道を見守られる。

12 見よ、このことについてあなたは正しくなかった。わたしはあなたに答えよう。神は人よりも偉大だからである。

13 なぜあなたは主に言い争うのか。それは、主のすべての言葉に主が答えられないからだ。

14 神は一つの方法で語られるが、二つの方法では人がそれを見ない。

15 夢による夜の幻、人々に深い眠りが襲いかかり、寝床の上でのまどろみの中で

16 そのとき、神は人々の耳を開かれ、彼らの訓戒に印を押される。

17 人をそのわざから遠ざけ、男から高慢を覆い隠すためである。

18 彼はその命を穴から守り、その命を投げ槍を通ることから守る。

19 また、その人は痛みによって寝床で懲らしめられ、その骨の争いは激しい。

20 その生き物はパンを忌み嫌い、その生き物は欲望の食物を嫌った。

21 彼の肉は見せ物として衰え、彼の骨は裸の高台に現れない。

22 その命は穴に近づき、その命は死にゆく者たちのもとへと向かう。

23 もし彼の上に、千のうちの一人の仲介者である御使いがいて、人にその正しさを告げるならば。

24 彼をあわれみ、言われた、「彼を穴に下るのから贖え。わたしは身代金を見いだした」。

25 その肉は少年時代よりも若返り、その日々は若者の日々に帰る。

26 神に祈ると、神はその人を受け入れられ、その人は叫びとともに神の顔を見る。そして神はその人にその義を返される。

27 人は歌い、言った、「私は罪を犯し、正しいことを曲げた。しかし、それは私に報いがなかった」。

28 神は私の命を穴に下るのから贖われ、私の生き物は光の中で見る。

29 見よ、神はこれらすべてを、男に対して二度、三度と行われる。

30 彼の命を穴から引き戻し、命の光の中で光らせるために。

31 ヨブよ、耳を傾けて、私の言うことを聞け。黙れ、私が語ろう。

32 もし言葉があるなら、私に答えなさい。語りなさい。私はあなたを正しいと認めたいからだ。

33 もしないなら、あなたは私に聞け。黙れ、私はあなたに知恵を教えよう。

Job 34

1 エリフは答えて言った。

2 賢い者たちよ、私の言葉を聞け。知識ある者たちよ、私に耳を傾けよ。

3 耳は言葉を吟味し、口蓋は食べ物を味わう。

4 私たちは自分たちのためにさばきを選び、自分たちの間で何が良いかを知ろう。

5 ヨブは言った、「私は正しい。しかし神は私のさばきを取り除かれた」。

6 わたしのさばきについて、わたしは偽りを言う。背きの罪がないのに、わたしの矢は痛みを与える。

7 どの男がヨブのようであろうか、彼は嘲りを水のように飲む。

8 彼は悪を行う者たちと仲間になり、悪しき人々と共に歩むために。

9 なぜなら、彼は言った、「人が神と共に喜びを得ても、それは益にならない」と。

10 それゆえ、心ある人々よ、私の言うことを聞け。神に悪があるなど、全能者に不義があるなど、決してあってはならない。

11 人はそのわざに応じて報いられ、その人の道に従って見いだされる。

12 確かに、神は悪を行われず、全能者はさばきを曲げられない。

13 だれが地を彼に委ねたのか。だれが全世界をすべて置いたのか。

14 もし神が御心を御自身に向けられ、その息とその息を御自身のもとに集められるなら、

15 すべての肉は共に絶え果て、人はちりに帰る。

16 もし悟りがあるなら、これを聞け。私の言葉の声に耳を傾けよ。

17 憎む者がさばきを縛るだろうか。正しい大いなる者を、あなたは罪に定めるのか。

18 王に「ベリアル」と言い、高貴な者たちに「悪人」と言うことができようか。

19 主は長官の顔を上げず、貧しい者の顔の前で富を認められなかった。なぜなら、御手のわざはすべて、そのすべてだからである。

20 瞬間に彼らは死に、真夜中に民は揺れ動き、過ぎ去る。そして力ある者を手によらずして取り除く。

21 その目は人の道の上にあり、そのすべての歩みを見られる。

22 暗闇もなく、死の陰もない、悪を行う者たちがそこに隠れるための場所は。

23 神は人に再び定められることはない、神のところへさばきに行くために。

24 力ある者たちを探求することなく打ち砕かれ、他の者たちを彼らの代わりに立てられた。

25 それゆえ、主は彼らの働きを認められ、夜に覆して、彼らは打ち砕かれる。

26 主は悪者どもを、見る者のいる場所で打たれた。

27 彼らはそのために主の後ろから離れ、そのすべての道を悟らなかった。

28 貧しい者の叫びを彼の上に届かせるため、苦しむ者の叫びを主は聞かれる。

29 主が静かにさせられるなら、だれが責めることができようか。主が顔を隠されるなら、だれが主を見ることができようか。それは国に対しても、人に対しても、一緒に同じことである。

30 神に逆らう者が治めることのないように、民の罠から逃れさせられるために。

31 神に対して「私は罰を受けた、もう罪を犯さない」と言った者がいるだろうか。

32 あなたの見えないところで私に教えてください。もし私が不義を行ったなら、二度と繰り返しません。

33 彼がそれをあなたから報いるべきだろうか。あなたが拒んだのだから。あなたが選ぶべきであり、私ではない。あなたが知っていることを語れ。

34 心ある人々は私に言うだろう、そして賢い男は私に聞く。

35 ヨブは知識をもって語らず、その言葉は分別をもってはいない。

36 我が父よ、ヨブは勝利の限りまで試されるべきだ。悪の人々への帰りのゆえに。

37 彼は自分の罪に背きの罪を加え、私たちの間で手を打ち鳴らし、神に対する言葉を増やす。

Job 35

1 エリフは答えて言った。

2 あなたはこれをさばきと思ったのか。あなたは言った、「私の義は神にまさる」と。

3 あなたは言う、「何があなたに益となるのか。私の罪から何を得るのか」と。

4 私はあなたに言葉で答えよう。あなたの友もあなたと共に。

5 天を見上げて、見よ。雲があなたよりも高いことを眺めよ。

6 もしあなたが罪を犯したとしても、何を主に対してなし得るだろうか。あなたの背きの罪が多くても、何を主に対してなし得るだろうか。

7 もしあなたが正しいとしても、何を主に与えることができるだろうか。あるいは、あなたの手から何を受け取られるだろうか。

8 あなたのような雄にはあなたの悪が及び、人の子にはあなたの義が及ぶ。

9 虐げられた者の多数によって彼らは叫び、多くの者の腕によって助けを求める。

10 しかし、人は言わなかった、「わたしを造られた神はどこにおられるのか。夜に歌を与えられる方に」。

11 私たちを地の獣よりも教え、天の鳥よりも賢くされる方

12 そこに彼らは叫ぶが、彼は答えられない。悪しき者たちの誇りの顔のゆえに。

13 しかし虚偽を神は聞かれず、全能者はそれを顧みられない。

14 まして、あなたが「彼を見ることはできない」と言うなら、彼の前で裁きを待ち望め。

15 今、なぜなら主の怒りが臨まれず、主はその先端を全く知られなかったからである。

16 ヨブは虚しさをその口で吐き出し、知識無しに言葉を重ねる。

Job 36

1 エリフはさらに続けて言った。

2 私に少しお待ちください、そうすれば私はあなたに示しましょう。神にはなお言葉があるからです。

3 私は自分の知識を遠くから取り出し、私の造り主に義を帰そう。

4 まことに、私の言葉には偽りはない。完全な知識があなたとともにある。

5 見よ、神は力強く、侮られない。力において心は強い。

6 主は悪しき者を生かさず、貧しい者のさばきを与えられる。

7 主は正しい者から目を離されず、王たちを王座に着かせ、彼らを永遠に勝利のうちに座らせ、彼らは高められた。

8 もし彼らが鎖につながれ、苦しみの綱で捕らえられているなら

9 彼らのわざを彼らに示され、彼らの背きの罪が増し加わったことを明らかにされた。

10 彼らの耳を訓戒に開かれ、彼らが悪から立ち返るようにと言われた。

11 もし彼らが聞いて仕えるなら、その日々を善きもので満たし、その年々を喜びをもって全うされる。

12 もし彼らが聞き従わなければ、彼らは投げ槍によって通り過ぎ、知識なしに滅びる。

13 心の偽善者たちは怒りを抱き、彼らが縛られたので、彼らは叫ばない。

14 彼らの生き物は少年時代に死に、彼らの生き物は神殿男娼たちの間にあった。

15 苦しみの中で貧しい者を救い出され、虐げの中で彼らの耳を開かれる。

16 また、主はあなたを苦しみの口から引き寄せ、その下には広い所があり、苦しみはない。あなたの食卓の安息は脂肪で満ちている。

17 あなたは悪しき者の裁きで満ちている。裁きとさばきがあなたを支える。

18 怒りが、十分によってあなたを誘惑しないように。また、多い身代金があなたを迷わせないように。

19 あなたの叫びは、苦難のときに役に立つだろうか。また、力のすべての力強い支えも。

20 夜を慕い求めるな、彼らの代わりに民を上げようとして。

21 悪に目を向けないように気をつけよ。あなたが苦しみよりもこれを選んだからだ。

22 見よ、神はその力によって高く上げられる。だれが彼のような射手であろうか。

23 誰が彼にその道を命じたのか。誰が「あなたは不義を行った」と言ったのか。

24 そのわざを大いなるものとされることを覚えよ。人はそれをほめ歌った。

25 すべての人はそれを見た。人は遠くから眺める。

26 見よ、神は大いなる方であり、私たちは知ることができない。その年の数は探求し尽くせない。

27 神は水の滴を引き寄せ、その霧から雨を滴らせられる。

28 雲が滴り流し、人の上に豊かに降り注ぐ。

29 たとえ人が、雲の広げたものや、その小屋の叫びを悟ることができようか。

30 見よ、神はその光をこれに広げ、海の根を覆われた。

31 それにより、主は民を裁かれ、豊かな者に食物を与えられる。

32 手のひらの上に光を覆い、その光に、打ち当たる雲をもって命じられた。

33 その叫び声は彼について告げる、家畜もまた上るものについて。

Job 37

1 このことにも、私の心は震え、その場所から飛び出る。

2 その騒ぎの中での神の声を聞け、その口から嘆きが出る。

3 すべての天の下にそれを放たれ、その光は地の翼の上に及ぶ。

4 その後に声がとどろき、主はその誇りの声で雷鳴を放たれる。主はそれらを引き止められない。主の声が聞こえるからである。

5 神はその声によって驚くべきことを鳴り響かせられる。大きな業をなされるが、私たちはそれを知らない。

6 雪に「地となれ」と言われ、大雨と豪雨、その力の雨を降らせられる。

7 神はすべての人の手に印を押され、すべての人がそのわざを知るようにされた。

8 獣は待ち伏せの場所に入り、その巣穴に住む。

9 奥の部屋から葦の海が来る、北風から寒さが。

10 神の息によって氷が与えられ、水の幅は苦しみの中にある。

11 潤いをもって雲を重くし、その光の雲を散らされる。

12 主はその周囲を良い計略によって巡らせ、彼らのなすところに従って変えられる。すべて主が命じられることを、世界の面の上で、地に向かって行われる。

13 それが杖のためか、それが地のためか、それが慈愛のために、彼はそれを現される。

14 耳を傾けよ、これを、ヨブよ。立て、そして神の驚くべき業をよく考えよ。

15 神がそれらの上に置かれたことを、あなたは知っているのか。そして、その雲の光が現れたことを。

16 あなたは雲の釣り合いと、知識の完全な方の不思議なわざを知っておられるか。

17 あなたの衣服が暖かいのは、地が南から静まるときだ。

18 あなたは主とともに雲を張り広げることができるか。それは鋳物の鏡のように堅い。

19 私たちに何を言うべきか教えてください。私たちは暗闇の顔の前で整えることができません。

20 主に告げられるだろうか、私が語ることを。人が言うなら、彼は呑み込まれるだろうと。

21 しかし今、彼らは光を見ない。それは雲の中に明るい。風が吹き渡り、それらを清めた。

22 北から金が来る。神の上には恐るべき威光がある。

23 全能者は、われわれには見いだし得ないほど力に満ちておられる。さばきと多数の義をもって、彼は苦しめられることはない。

24 それゆえ、人は主を恐れる。心に知恵ある者はだれも、主を見ることができない。

Job 38

1 主はあらしの中からヨブに答えられて、言われた。

2 この者は、知識もなく言葉で助言を暗くする者はだれか。

3 腰に帯を締めて男のようにせよ。わたしはあなたに問いかけよう。あなたはわたしに知らせよ。

4 わたしが地の基を据えたとき、あなたはどこにいたのか。もし悟りを知っているなら、告げよ。

5 誰がその寸法を定めたのか、あなたが知っているからか。あるいは誰がその上に綱を張ったのか。

6 何の上にその台座が沈められたのか、あるいは誰がその隅の石を据えたのか。

7 明けの星々が共に歌い、神の子らはみな喜び叫んだ。

8 海を戸で閉ざされた、それが子宮から出て来たとき。

9 わたしが雲をその衣服とし、暗黒をおくるみとしたとき、

10 わたしはその上にわたしの定めを設け、かんぬきと戸を置いた。

11 そして言われた、「ここまで来て、それ以上は進むな。ここでお前の波の誇りを砕け」と。

12 あなたの日々のうちに、朝に命じられたのか。夜明けにその場所を知らせたのか。

13 地の翼を捕まえるために、そして悪しき者たちがそこから振り落とされるために。

14 地は粘土に印章が押されるように変わり、衣服のように立つ。

15 悪しき者にはその光が奪われ、高く上げられた腕は折られる。

16 あなたは海の泉にまで達し、深淵の探求の中を歩いたのか。

17 死の門はあなたに現されたのか。死の陰の門をあなたは見るのか。

18 あなたは地の広い所までを悟ったのか。知っているなら、告げよ、そのすべてを。

19 光が宿る道はどこにあるのか。暗闇の場所はどこにあるのか。

20 あなたはそれをその境界に連れて行くことができるのか。また、その家の小道を悟ることができるのか。

21 あなたは知っておられる、そのときあなたが生まれたことを。そしてあなたの日の数は多い。

22 あなたは雪の宝物庫に至ったのか、雹の宝物庫を見たのか。

23 わたしが苦難の時のために、戦いの日のために、そして戦いのために蓄えておいたものを。

24 光が分かれる道はどこにあるのか。東風が地の上に散らされる道はどこにあるのか。

25 誰が洪水のために導水路を分け、稲光の声のために道を設けたのか。

26 人のいない地に雨を降らせ、そこに人のいない荒野に。

27 荒廃と荒廃を飽かせ、若草の出を芽生えさせるために。

28 雨に父があるのか。あるいは、誰が露の一滴を生んだのか。

29 誰の腹から氷が出たのか。天の霜を誰が生んだのか。

30 水は石のように固く閉じ込められ、深淵の顔は凍りつく。

31 あなたはプレアデス星団の影響力を結びつけることができるか。あるいはオリオンの束ねる綱を解くことができるか。

32 あなたはマザロトをその時に導き出せるか。アルクトゥルスをその子らとともに導けるか。

33 あなたは天の定めを知っているのか。その支配を地に置くことができるのか。

34 あなたは雲に向かって声を上げることができるか。水の多量があなたを覆うであろうか。

35 あなたは稲妻を送り出されるのか、それが行くために。そして彼らはあなたに言う、「ここに私たちはいます」と。

36 誰が内臓に知恵を置かれたのか。あるいは誰が心に悟りを与えられたのか。

37 誰が知恵をもって雲を数えられるだろうか。また、天の瓶を誰が伏せることができるだろうか。

38 ちりが鋳物に固まり、土くれがくっつくとき。

39 あなたは獅子のために獲物を狩り、若獅子の生き物を満たすことができるか。

40 彼らは巣穴にうずくまり、待ち伏せのために小屋に座っている。

41 だれがからすに狩猟を備えられるのか。その子供たちが神に向かって叫び、食物がなくてさまようときに。

Job 39

1 あなたは岩の野やぎの産む時を知っているのか。雌鹿の産みの苦しみを、あなたは見守るのか。

2 あなたは彼らの月を数えて満たすことができるか。彼らの産む時を知っているか。

3 彼らの子供たちは身をかがめて産み、その苦しみの綱を送り出す。

4 彼らの子は健やかに育ち、穀物の野で大きくなり、出て行って、彼らのもとには戻らない。

5 だれが野ろばを自由に放ったのか。野ろばの束縛をだれが解いたのか。

6 私は荒野をその家とし、その幕屋を塩地とした。

7 群衆の騒ぎを笑い、町の叫びを聞かず、追い立てる者の叫びも聞かない。

8 山々はその牧場を巡り、すべての緑の物を追い求める。

9 一角獣はあなたに仕えることを喜ぶだろうか。それはあなたの飼い葉おけのそばで夜を過ごすだろうか。

10 一角獣をその綱で畝につなぐことができるか。それはあなたの後に谷を耕すであろうか。

11 あなたはその力が大きいゆえに、それを信頼し、あなたの労苦をそれに任せるだろうか。

12 あなたは、それが帰って来てあなたの種を集め、あなたの打ち場に納めることを信じるか。

13 麗しいものの翼は喜びに満ちて舞い上がる。コウノトリの翼と羽毛はそうであろうか。

14 地にその卵を残し、ちりの上で温める。

15 彼女は、足がそれを踏みつけること、野の生き物がそれを踏みにじることを忘れてしまう。

16 彼女は自分の子らを、自分のものではないかのように扱い、その労苦はむなしさのうちにあり、恐れもない。

17 神は彼女に知恵を授けられず、悟りを分け与えられなかった。

18 時には高い所で彼女は舞い上がり、馬とその騎手を嘲る。

19 あなたは馬に力を与えることができるか。その首に雷鳴をまとわせることができるか。

20 あなたはそれをいなごのように躍らせることができるのか。その鼻孔の威光は恐れである。

21 谷で蹄を掘り、力に喜び躍る。武器に向かって出て行く。

22 恐れを嘲り、驚かず、剣の顔から退かない。

23 その上で矢筒が鳴り響き、炎の槍とやり投げが光る。

24 地震と騒ぎの中で地を飲み込む、そして角笛の声を信じない。

25 角笛の十分な音に「ああ」と言い、遠くから戦いを嗅ぎ分ける。長官たちの雷鳴と叫びを。

26 あなたの悟りによって鷹が舞い上がり、その翼を南に向けて広げるのか。

27 鷲があなたの口によって高く舞い上がるのか、そしてそれが自分の巣を高くするのか。

28 岩に住み、そこに宿る。歯のような岩の上と、城塞の上に。

29 そこから食物を掘り出し、その目は遠くを見渡す。

30 そのひなは血を吸い、殺された者たちのいるところに、そこにそれはいる。

Job 40

1 主はヨブに答えられて言われた。

2 全能者と争う者は戒めを受けるべきか、神を責める者はそれに答えよ。

3 ヨブは主に答えて言われた。

4 見よ、私は軽んじられている。何とあなたに答えられようか。私は自分の手を口に当てた。

5 一度申し上げましたが、もう答えることはできません。二度申し上げましたが、これ以上は付け加えません。

6 主はあらしの中からヨブに答えられて、言われた。

7 腰に帯を締めよ、男のように。わたしはあなたに問いかけよう、そしてあなたはわたしに知らせよ。

8 あなたは本当にわたしのさばきを無効にするのか。あなたが正しいとされるために、わたしを罪に定めるのか。

9 あなたに神のような腕があるのか。彼のように声で雷鳴をとどろかせるのか。

10 誇りと高慢を身に着け、威光と威厳をまとえ。

11 あなたの激しい怒りを放ち、すべての高ぶる者を見て、彼を低くせよ。

12 すべての高ぶる者を見て、これを低くせよ。悪しき者たちをその場所で踏みつけよ。

13 彼らをちりの中に一緒に埋め、彼らの顔を隠れた所に包め。

14 わたしもまた、あなたの右の手があなたを救うなら、あなたをほめたたえよう。

15 見よ、ベヒモスを。これはあなたと共にわたしが造られたものだ。牛のように草を食べる。

16 見よ、その力は腰にあり、その力は腹のへその緒にある。

17 その尾は杉のように揺れ動き、その石の筋は堅く編まれている。

18 その骨は青銅の水流のようであり、その骨は鉄の棒のようである。

19 彼は神の道の初めであり、彼を造られた方はご自身の剣を近づけられる。

20 山々は彼のために食物を産み出し、野のすべての生き物はそこで戯れる。

21 日陰の木の下に伏し、葦の隠れ場と沼地の中にいる。

22 日陰の木々がその影でそれを覆い、谷川の柳がそれを取り囲む。

23 見よ、川が押し寄せても、彼は慌てない。ヨルダンがその口に溢れ出ても、彼は信頼している。

24 その目で彼を捕らえ、罠によってその怒りは貫かれる。

Job 41

1 あなたは釣り針でレビヤタンを引き寄せることができるか。綱でその舌を沈めることができるか。

2 あなたはその鼻に葦を付け、いばらでその頬を刺すことができるか。

3 神はあなたに嘆願を多くされるだろうか。もし神があなたに優しい言葉を語られるならば。

4 あなたと契約を結ぶだろうか。あなたはそれを永遠のしもべとして取るだろうか。

5 あなたはそれを鳥のように遊ばせ、それをあなたの乙女たちのために縛るのか。

6 仲間たちは彼の上に契約を結び、カナン人たちは彼を分け合う。

7 その皮を鉄のとげで満たし、その頭を魚のシンバルで満たすことができるか。

8 あなたの手のひらをそれに置け。戦いを思い起こせ、二度と繰り返すな。

9 彼の希望は偽りとなる。彼の外観を見て、だれが投げ出されないだろうか。

10 残忍ではない、彼が自分を奮い立たせるならば。そして、だれがわたしの前に立ち得ようか。

11 だれがわたしに先んじて、わたしが報いることができようか。すべての天の下にあるものは、わたしのものである。

12 私はその偽りを黙っておかず、その力の言葉とその評価の麗しさを語ろう。

13 誰がその衣服の顔を開いたか。そのくつわの二重に、誰が入るだろうか。

14 その顔の戸を誰が開くことができようか。その歯の周囲には恐れがある。

15 誇りは盾の水流、閉ざされた印章のように固い。

16 一つが一つに接し、その間には霊も入らない。

17 人は互いに兄弟に結びつき、捕らえられて、離れることがない。

18 そのくしゃみは光を放ち、その目は夜明けのまぶたのようだ。

19 その口からたいまつが進み行き、火の火花が飛び散る。

20 その鼻孔から煙が出る、火を吹く釜と葦のように。

21 その命は燃えている炭を燃え上がらせ、炎がその口から出る。

22 その首には力が宿り、その前では悲しみが踊る。

23 その肉のくずは密着し、その上に鋳込まれて、動かない。

24 その心は石のように固く鋳込まれ、下の一片のように鋳込まれている。

25 その高揚によって神々は恐れ、その破滅によって彼らは自らを清める。

26 剣が彼に届いても立ち向かえず、槍も投げ矢も胸当ても及ばない。

27 鉄をわらと見なし、青銅を朽ちた木と見なす。

28 弓の子は彼を追い払うことができず、藁は彼にとって投石器の石のように変わった。

29 藁のように投げ矢は思われ、やり投げの地震を笑う。

30 その下には土器の鋭い破片があり、金を泥の上に敷き詰める。

31 深みを鍋のように沸かし、海を香料壺のようにする。

32 その後ろに小道を輝かせ、深淵を白髪のように思わせる。

33 ちりの上にその支配に並ぶものはなく、彼は恐怖を抱かせずに造られた。

34 それはすべての高いものを眺め、彼はすべての誇りの子らの上に立つ王である。

Job 42

1 ヨブは主に答えて言われた。

2 あなたはすべてのことがおできになることを、私は知っています。あなたからは、いかなる計略も妨げられることはありません。

3 この助言を知識なしに隠している者はだれか。それゆえ、私は語ったが、悟らなかった。私を超えた驚くべき事柄を、私は知らなかった。

4 どうか聞いてください。私が語ります。私はあなたに尋ねます。どうか私に知らせてください。

5 耳の評判で私はあなたのことを聞いていましたが、今や私の目があなたを見ました。

6 それゆえ、私は自分を退け、ちりと灰の上で悔い改めます。

7 主がこれらの言葉をヨブに語られた後、主はテマニ人エリファズに言われた、「わたしの怒りはあなたとあなたの二人の友に対して燃えている。あなたたちがわたしについて正しいことを、わたしのしもべヨブのように語らなかったからだ」。

8 今、あなたがたは自分のために雄牛七頭と雄羊七頭を取り、わたしのしもべヨブのところへ行き、あなたがたのために全焼のいけにえをささげなさい。そして、わたしのしもべヨブがあなたがたのために祈るであろう。わたしは彼の顔を上げるから、あなたがたと共に愚かさを行うことはない。あなたがたは、わたしのしもべヨブのように、わたしについて正しく語らなかったからである。

9 エリファズ・テマニ人とビルダデ・シュヒ人とツォファル・ナアマテびとは行き、主が彼らに言われたとおりに行った。そして主はヨブの前を受け入れられた。

10 主はヨブの捕囚を、彼がその友のために祈ったときに戻された。そして主は、ヨブのすべてのものを第二に増し加えられた。

11 彼のすべての兄弟たちとすべての姉妹たち、そして彼のすべての知人たちが彼のところに来て、彼の家で彼と共にパンを食べ、彼のために悼み、主が彼にもたらされたすべての悪について彼を慰めた。そして、彼らは彼に、それぞれが一つの銀貨を、またそれぞれが一つの金の耳輪を与えた。

12 主はヨブの終わりをその初めよりも祝福された。彼は羊の群れ一万四千、らくだ六千、牛のくびき千、雌ロバ千を持つようになった。

13 彼には七人の子と三人の娘がいた。

14 彼は第一の者の名をエミマと呼び、第二の者の名をケツィアと呼び、第三の者の名をケレン・ハップクと呼んだ。

15 地のすべての中で、ヨブの娘たちのように美しい女たちは見いだされなかった。そして、彼らの父は彼らに、彼らの兄弟たちの真ん中で相続地を与えた。

16 ヨブはこの後、百四十年生きた。そして自分の子と孫たち、四世代を見た。

17 ヨブは老いて、日が満ちて死んだ。


Psalms

Psalms 1

1 幸いである、その人は、悪しき者たちの助言に歩まず、罪人たちの道に立たず、嘲る者たちの居住に座らなかった。

2 むしろ、その人の喜びは主の律法にあり、その律法を昼も夜も口ずさむ。

3 その人は、水の流れのほとりに植えられた木のようになる。その木は、自分の果実をその時に与え、その葉は枯れることがない。その人が行うすべてのことは、成功する。

4 悪しき者たちはそのようではない。彼らは風が吹き飛ばすもみがらのようだ。

5 それゆえ、悪しき者たちはさばきに立つことができず、罪人たちは正しい者たちの集会に加わることができない。

6 主は正しい者の道を知っておられる。しかし、悪しき者の道は滅びる。

Psalms 2

1 なぜ国々は騒ぎ立ち、民はむなしさを思い巡らすのか。

2 地の王たちは立ち上がり、治める者たちは共に謀り、主とその油注がれた者に逆らった。

3 我々は彼らの束縛を断ち切り、彼らの綱を我々から投げ捨てよう。

4 天に座しておられる方は笑われる。主は彼らを嘲られる。

5 その時、彼は怒りをもって彼らに語り、激しい怒りをもって彼らを慌てさせられた。

6 わたしはわたしの王を、わたしの聖なる山シオンの上に立てられた。

7 主の定めを告げよう。主は私に言われた。「あなたは私の子。わたしが今日、あなたを生んだ。

8 わたしに求めよ。そうすれば、国々をあなたの相続地として、地の絶えず果てるところまでをあなたの所有として与えよう。

9 あなたは彼らを鉄の杖で打ち砕き、陶器師の器のように粉々にされる。

10 今、王たちよ、悟れ。地を裁く者たちよ、教訓を受けよ。

11 主に恐れをもって仕え、震えをもって喜べ。

12 子に口づけせよ。さもないと主が怒られ、あなたがたが道から滅びうせる。その怒りが少しでも燃え上がるとき、主に身を避けるすべての者は幸いである。

Psalms 3

1 ダビデの詩篇。彼がその子アブシャロムの前から逃げたとき。主よ、私の苦しみはなんと多いことか。私に立ち向かう者は多い。

2 多くの者が私の命に向かって言う、「彼には神による救いはない」と。セラ

3 しかし、主よ、あなたは私の盾であり、私の栄光、私の頭を高く上げられる方です。

4 私は声を上げて主に呼び求めると、主はその聖なる山から私に答えられた。セラ

5 私は横たわり、そして眠りについた。私は目を覚ました。主が私を支えてくださったからだ。

6 私は万の民の周囲に陣取られても、恐れない。

7 主よ、立ち上がってください。私の神よ、私を救ってください。あなたは私のすべての敵の頬を打ち、悪しき者たちの歯を砕かれたからです。

8 救いは主のものです。あなたの民の上にあなたの祝福がありますように。セラ

Psalms 4

1 楽器の調べに合わせて、指揮者へ。ダビデの詩篇。私が呼び求める時、私の義の神よ、私に答えられよ。苦難の時に、あなたは私を広くされた。私をあわれみ、私の祈りを聞いてください。

2 人の子らよ、いつまで私の栄光が恥辱となるのか。あなたがたはむなしさを愛し、偽りを求めるのか。セラ

3 主はその敬虔な者を特別に扱われた。主は、私が主に呼び求める時に聞かれる。

4 おののけ、そして罪を犯すな。あなたがたの心で、あなたがたの寝床の上で語り、静まれ。セラ

5 義のいけにえをささげ、主に信頼せよ。

6 多くの者が言っている、「だれが私たちに良いものを見せてくれるだろうか」。あなたの顔の光を、主よ、私たちの上に上げてください。

7 あなたは私の心に喜びを置かれた。彼らの穀物と新しいぶどう酒が豊かになった時よりも。

8 私は平和のうちに共に横たわり、そして眠ります。あなた、主だけが私を孤独の中で安全に住まわせてくださるからです。

Psalms 5

1 指揮者へ。ネヒロトに合わせて。ダビデの詩篇。私の言葉を耳に入れてください、主よ。私の物思いを悟ってください。

2 私の叫びの声に耳を傾けてください。私の王、私の神よ。あなたに祈りますから。

3 主よ、朝にあなたは私の声を聞かれます。朝に私はあなたのために整え、見守ります。

4 あなたは悪を喜ぶ神ではない。悪しき者はあなたのもとに宿れない。

5 高慢な者たちはあなたの目の前に立つことができません。あなたはすべての悪を行う者を憎まれました。

6 偽りを語る者たちを、あなたは滅ぼされる。血と欺きの人を、主は忌み嫌われる。

7 しかし私は、あなたの豊かな慈愛によって、あなたの宮に入ります。私はあなたの聖なる神殿に向かって、あなたへの恐れをもってひれ伏します。

8 主よ、あなたの義によって私を導いてください。私の敵のゆえに、あなたの道を私の前にまっすぐにしてください。

9 彼らの口には誠実さがなく、その内側は災いであり、彼らののどは開いた墓であり、彼らの舌で彼らはへつらう。

10 神よ、彼らを罪に定めよ。彼らは自分たちの議会から落ちるであろう。彼らの背きの罪の多数によって、彼らを追い出せ。彼らはあなたに逆らったからである。

11 あなたに避け所を求めるすべての者は喜び、永遠に喜び歌います。あなたは彼らを守られます。あなたの名を愛する者たちは、あなたにあって喜び踊ります。

12 あなたは正しい者を祝福される。主よ、あなたは盾のように喜びをもって彼を冠とされる。

Psalms 6

1 楽器の調べに合わせて、第八の調べにしたがって。ダビデの詩篇。主よ、あなたの怒りで私を責めず、あなたの怒りで私を懲らしめないでください。

2 主よ、わたしをあわれんでください。わたしは弱り果てています。主よ、わたしをいやしてください。わたしの骨はおののいています。

3 私の命はひどくおののいています。主よ、いつまでなのでしょうか。

4 主よ、帰って来て、私の命を救い出してください。あなたの慈愛のために、私を救ってください。

5 死にはあなたの記憶がなく、よみで誰があなたに感謝するだろうか。

6 私は自分の嘆きによって疲れ果てた。毎夜、私は自分の寝台をすべて洗い、自分の涙で自分の寝台を溶かす。

7 怒りのために私の目は衰え、すべての敵のために古びた。

8 すべて悪を行う者よ、私から離れよ。主は私の泣きの声を聞かれたからだ。

9 主は私の嘆願を聞かれました。主は私の祈りを受け取られます。

10 すべての敵が大いに恥じ、慌てふためくように。彼らは退き、瞬時に恥じるように。

Psalms 7

1 シッガヨン。ダビデの歌。主に歌ったもの。クシュというベニヤミン人の言葉について。主よ、私の神よ。私はあなたに身を避けました。私を追い求めるすべての者から私を救い、私を助け出してください。

2 獅子のように私の命を引き裂かないように、引き裂く者には救い出す者がいない。

3 主よ、私の神よ。もし私がこのことを行ったのなら、もし私の手のひらに不義があるのなら、

4 もし私が、私と平和にしていた者に悪を報いたなら、また、理由もなく私の敵を救い出したなら、

5 敵が私の命を追い、追い着き、私の命を地に踏みにじり、私の栄光をちりに住まわせるように。セラ

6 主よ、あなたの怒りをもって立ち上がり、私の敵たちの激しい怒りに向かって高く上げられてください。私のために目を覚ましてください。あなたが命じられたさばきをもって。

7 諸国の民の集会があなたを囲みますように。その上で、高い所に帰ってください。

8 主は民を裁かれる。主よ、私の義と私の全きにしたがって、私を裁いてください。

9 悪が終わりますように、どうか悪しき者の悪を終わらせ、正しい者を堅く立ててください。心と腎臓を試される正しい神よ。

10 私の盾は神の上にあり、心の直き者を救う方である。

11 神は正しいさばき手であり、すべての日に怒られる神である。

12 もし彼が悔い改めなければ、主はその剣を研がれる。主はその弓を張り、それを備えられた。

13 主は死の器を備えられ、その矢を燃える者たちに向けて造られた。

14 見よ、彼は悪をみごもり、労苦をはらみ、偽りを産む。

15 穴を掘り、それを深くしたが、その造った穴に落ちた。

16 彼の労苦はその頭に帰り、その暴力はその頭頂に降りかかる。

17 私は主にその義にしたがって感謝をささげ、いと高き主の名をほめ歌う。

Psalms 8

1 指揮者によって、ギッテイトの調べに合わせて。ダビデの詩篇。主よ、われらの主よ、あなたの名は全地においてなんと力強いことでしょう。あなたの威光を天の上に置かれたのです。

2 幼子と乳飲み子の口から、あなたは力を築かれました。それはあなたの敵のゆえに、仇と復讐する者を絶ち滅ぼすためです。

3 あなたの天を、あなたの指のわざを、わたしが見るとき、あなたが備えられた月と星を。

4 何者ぞ、人よ、あなたが彼を心に留められるとは。人の子よ、あなたが彼を顧みられるとは。

5 あなたは彼を神よりも少しだけ低くされた。栄光と威厳をもって彼に冠を授けられた。

6 あなたは彼を御手のわざの上に置かれ、すべてを彼の足の下に置かれました。

7 羊の群れと牛、すべてのもの、さらに野の獣も。

8 空の鳥、海の魚、海の道を通るもの。

9 主よ、われらの主よ、あなたの名は全地においてなんと力強いことでしょう。

Psalms 9

1 指揮者によって、ムテの調べに合わせて。ダビデの詩篇。私はすべての心で主に感謝し、あなたのすべての驚くべき業を語り告げます。

2 わたしはあなたにあって喜び、踊るように楽しむ。いと高き方よ、あなたの名をほめ歌う。

3 我の敵がうしろに退くとき、彼らはつまずき、あなたの顔の前から滅びうせる。

4 あなたは私のさばきと裁きを行われ、義なるさばき人として王座に着かれた。

5 あなたは国々を叱られ、悪しき者を滅ぼされた。彼らの名を永遠に、とこしえまでも消し去られた。

6 敵は絶え果て、荒廃は永遠に続く。あなたは町を打ち壊された。彼らの記憶は彼らとともに滅びた。

7 主は永遠に座しておられる。さばきのために御座を備えられた。

8 彼は義をもって世界を裁き、廉直をもって諸国の民を審かれる。

9 主は虐げられた者の高台、苦難の時の高台であられる。

10 あなたの名を知る者たちはあなたに拠り頼むでしょう。主よ、あなたを求める者たちを、あなたは見捨てられなかったからです。

11 主に向かって歌え、シオンに住まわれる方に。諸国の民の中に、その行いを告げ知らせよ。

12 血を求める方は彼らを覚えておられる。貧しい者の叫びを忘れられなかった。

13 私をあわれんでください、主よ。私を憎む者たちからの私の苦しみを見てください。死の門から私を高く上げてくださる方よ。

14 あなたのすべての賛美をシオンの娘の門で語り告げるために、私はあなたの救いにおいて喜び歌います。

15 国々は自分たちの造った穴に沈み、彼らが隠した網に、彼らの足は捕らえられた。

16 主はさばきを行われたことが知られた。悪者は自分の手のわざに陥った。瞑想。セラ。

17 悪しき者たちはよみに帰り、神を忘れるすべての国々も。

18 貧しい者は勝利のゆえに永遠に忘れられず、貧しい者の希望は永遠に失われない。

19 主よ、立ち上がってください。人が強くなることがないように。国々があなたの前で裁かれますように。

20 主よ、彼らに恐れを置いてください。国々が知りますように、彼らはただの人であることを。セラ

Psalms 10

1 主よ、なぜ遠くに立たれるのですか。苦難の時に身を隠されるのですか。

2 悪しき者の誇りによって貧しい者は追い詰められ、彼らが考えた計略によって捕らえられる。

3 悪者は自分の命の欲望を誇り、利得を求める者は主を呪って侮った。

4 悪者はその高慢な怒りのゆえに神を求めず、そのすべての計略には神はいない。

5 その道はすべての時に堅く立ち、あなたのさばきは高い所から彼の目に隠されている。彼はすべての敵に息を吹きかける。

6 彼は心の中で言った、「私は決して揺るがない。災いに遭うことのない世代から世代へと」。

7 その口は呪いと欺きと欺きに満ち、その舌の下には労苦と悪がある。

8 中庭の待ち伏せに座し、隠れ場で無垢な者を殺す。その目は貧しい者に注がれている。

9 隠れ場で獅子のように待ち伏せし、隠れ場で待ち伏せして貧しい者を奪い取ろうとし、貧しい者をその網に引き寄せて奪い取る。

10 そして彼はうずくまり、かがみ込み、貧しい者たちは彼の力強い城壁に倒れ込む。

11 彼は心の中で言った、「神は忘れられた。神は御顔を隠された。決して勝利を見ることはない」と。

12 主よ、立ち上がってください。神よ、御手を上げてください。貧しい者たちを忘れないでください。

13 なぜ悪しき者は神を侮ったのか。彼は心の中で言った、「あなたは求められない」と。

14 あなたは労苦と怒りを見られ、それを御手に委ねられる。貧しい者はあなたに身を任せる。あなたはみなしごの助けとなられた。

15 悪しき者の腕を折ってください。その悪を尋ね求めても、見いだせないようにしてください。

16 主は永遠の王、とこしえに統べられる。国々はその地から滅び去った。

17 あなたは貧しい者の欲望を聞かれました。主よ。あなたは彼らの心を備え、あなたの耳を傾けられます。

18 みなしごと虐げられた者を裁くために。地から人を脅かすことが、もはや再び起こらないように。

Psalms 11

1 指揮者へ。ダビデの詩。私は主に身を避けた。どうしてあなたがたは私の命に言うのか。「あなたがたの山へ、鳥のように逃げよ」と。

2 まことに、見よ、悪しき者たちは弓を引き、その矢を弦の残りに備え、心の直き者に向かって暗黒の中で射ようとしている。

3 基盤が打ち壊されるなら、正しい者は何ができるだろうか。

4 主はその聖なる神殿にいます。主の王座は天にあります。その目は見つめ、そのまぶたは人の子らを試される。

5 主は正しい者を試される。しかし、悪しき者と暴力を愛する者を、その命は憎まれる。

6 主は悪しき者たちの上にわな、火、硫黄、そして恐ろしさの霊を降らされる。それが彼らの杯の分け前である。

7 主は正しく、義を愛される。直ぐな人々はその顔を見る。

Psalms 12

1 指揮者によって、第八の調べに合わせて。ダビデの詩篇。主よ、お救いください。敬虔な者は絶え果てたからです。誠実な者は人の子らの中から消え去ったからです。

2 人はその友に虚偽を語り、滑らかな唇をもって語る。彼らは二つの心をもって語る。

3 主はすべての偽りの唇と、大きなことを語る舌を断ち切られる。

4 彼らは言った、「我々の舌を強くしよう。我々の唇は我々とともにある。誰が我々の主であろうか」と。

5 弱者の略奪と貧しい者の嘆きのゆえに、今わたしは立ち上がる、と主は言われる。わたしは彼が望む救いを置く。

6 主の言葉は清い言葉、地の炉で精錬された銀、七度練り清められたもの。

7 あなたは主、彼らを守られる。この世代から永遠に、彼を保たれる。

8 周囲には悪しき者たちが歩み回る、人の子らに対する卑しさが高められるときに。

Psalms 13

1 指揮者によって。ダビデの詩篇。主よ、いつまで私を忘れられるのでしょうか。永遠にでしょうか。いつまであなたの顔を私から隠されるのでしょうか。

2 いつまで私は自分の命に助言を求め、心に悲しみを抱いて日々過ごすのか。いつまで私の敵は私の上に高く上げられるのか。

3 顧みて私に答えよ、わが神、主よ。私の目を明るくせよ、死の眠りに落ちないように。

4 我が敵が「私は彼に打ち勝った」と言わないように。我の苦しみが、私が揺らぐゆえに喜ばないように。

5 私はあなたの慈愛に信頼しました。私の心はあなたの救いによって喜びます。主よ。

6 わたしは主に歌います。主がわたしに良くしてくださったからです。

Psalms 14

1 指揮者へ。ダビデの詩。愚か者は心の中で「神はいない」と言った。彼らは腐敗し、忌まわしい行いをした。善を行う者はいない。

2 主は天から人の子らを見渡された。悟りのある者がいるかどうか、神を求める者がいるかどうかを見るために。

3 すべては背き去り、ともに腐敗した。善を行う者はいない。ただの一人もいない。

4 悪を行う者たちはみな、知らないのか。彼らはわたしの民を食い、パンを食べた。彼らは主を呼び求めなかった。

5 そこでは彼らは恐れをもって恐れた。神が正しい者の世代の中におられるからだ。

6 貧しい者の助言をあなたがたは恥じる。主がその避け所だからだ。

7 シオンからイスラエルの救いが与えられるように。主がその民の捕囚を元に戻される時、ヤコブは喜び、イスラエルは楽しむであろう。

Psalms 15

1 詩篇。ダビデによる。主よ、誰があなたの天幕に宿るでしょうか。誰があなたの聖なる山に住むでしょうか。

2 全き歩みをし、義を行い、心に真実を語る者。

3 彼は自分の舌で中傷せず、隣人に悪を行わず、自分の親しい者に対して恥辱を負わなかった。

4 彼の目には蔑まれた者は忌み嫌われるが、主を恐れる者たちを彼は敬う。誓って自らに損をしても、それを変えることはない。

5 銀を高利で貸さず、潔白な者に対する賄賂を受け取らなかった者。これらのことを行う者は、永遠に揺るがない。

Psalms 16

1 黄金の詩。ダビデによる。神よ、私をお守りください。私はあなたに寄り頼んでいますから。

2 わたしは主に言った、「あなたはわが主です。わたしの幸いはあなたの上にありません」。

3 地におられる聖徒たち、彼らは尊い者たちであり、私のすべての喜びは彼らにある。

4 彼らの痛みは増し加わる、彼らが急いで追い求める者たちのものは。私は彼らの血の注ぎの供え物を注がず、彼らの名を私の唇に載せない。

5 主は私の分け前の分け前、そして私の杯。あなたは私のくじを支えられる。

6 測り綱が私のために好ましい所に落ちた。まことに、私の相続地は私にとって良いものであった。

7 私は主をほめたたえる。主は私を諭された。まことに、夜ごとに、私の腎臓が私を教える。

8 私は主を常に自分の前に置いた。主が私の右におられるので、私は揺るぐことがない。

9 それゆえ、私の心は喜び、私の栄光は踊る。さらに、私の肉も安全に宿る。

10 あなたは私の命をよみに捨て置かれず、あなたの敬虔な者に穴を見させられることはない。

11 あなたは私に命の道を知らせてくださる。あなたの前には喜びの満ち足りること、あなたの右には永遠の勝利がある。

Psalms 17

1 ダビデの祈り。主よ、義を聞いてください。私の喜びの叫びに耳を傾けてください。欺きの唇によらない私の祈りに耳を留めてください。

2 あなたの顔から私のさばきが出ますように。あなたの目は廉直を見られますように。

3 あなたは私の心を試され、夜に私を訪れ、私を錬られた。あなたは何も見いだされなかった。私は計ったが、私の口は越えなかった。

4 人の働きの報いについて、あなたの唇の言葉によって、私は暴虐な者の道を守ってきました。

5 私の歩みをあなたの小道に堅く立ててください。私の足がよろめくことのないように。

6 私はあなたに呼び求めました。あなたが私に答えてくださる神よ。あなたの耳を私に向け、私の言葉を聞いてください。

7 あなたの慈愛を奇しくも現してください。あなたの右によって、立ち向かう者たちから逃れる者を救う方よ。

8 私を目の娘の瞳のように守ってください。あなたの翼の陰りの中に私を隠してください。

9 悪しき者たちの前から、彼らが私を荒らした。私の敵たちが命をかけて私を取り囲んだ。

10 彼らの脂肪は閉ざされ、彼らの口は誇りをもって語った。

11 私たちの歩みは今や彼らに取り囲まれ、彼らはその目を地に伏せて傾けようとしている。

12 彼の似たものは、獲物を引き裂こうと渇望する獅子のようであり、隠れ場に座する若獅子のようである。

13 主よ、立ち上がり、その顔に先んじ、彼を打ち倒してください。あなたの剣で悪しき者から私の命を救い出してください。

14 主よ、あなたの手によるわずかな人々から、世からのわずかな人々から、彼らの分け前はいのちの中にあり、あなたの隠し物で彼らの腹を満たされる。彼らは子らに満ち足り、その残りを幼子たちに残す。

15 私は義をもってあなたの顔を見るでしょう。目覚めるとき、あなたの像で満ち足りるでしょう。

Psalms 18

1 指揮者へ。主のしもべダビデの歌。彼が主にこの歌の言葉を語った日、主が彼をすべての敵の手のひらとサウルの手から救い出された日に、彼は言われた。「主よ、わたしはあなたを愛します。あなたはわたしの力です。

2 主は私の岩、私の城塞、私を救い出す方、私の神、私の避け所とする岩、私の盾、救いの角、私の高台。

3 ほめたたえられる方、主に私は呼ばわる。そして私の敵から救われる。

4 死の綱が私を取り巻き、ベリアルの谷川が私を恐れさせた。

5 よみの綱が私を取り巻き、死の罠が私に立ち向かった。

6 苦難のときに私は主に叫び、私の神に助けを求めて叫んだ。主はその神殿から私の声を聞かれ、私の叫びはその御前、その耳に届いた。

7 地は揺れ動き、震えた。山々の土台も揺れ動いた。それらは揺れ動いた。主が怒られたからである。

8 煙がその鼻から立ち上り、その口から火が燃え上がった。燃えている炭が彼から燃え出た。

9 天を傾けて降り、暗黒がその足の下にあった。

10 主はケルビムに乗って飛ばれ、風の翼の上に舞われた。

11 主は暗闇をご自分の隠れ場とされ、その周囲をご自分の小屋とされた。それは水の暗闇、厚い雲である。

12 その輝きのゆえに、その雲は過ぎ去った。雹と燃えている炭の火。

13 主は天で雷を鳴らされ、いと高き方は御声を出された。雹と燃えている炭の火とともに。

14 矢を放って彼らを散らされ、多くの稲妻をもって彼らをかき乱された。

15 水の水流が現れ、世界の土台が露わになった。あなたの叱責によって、主よ、あなたの鼻の息によって。

16 高い所から使いを送って、私を取られた。多くの水から私を引き上げられた。

17 彼は私を強い敵から救い出された。私を憎む者たちから、彼らが私よりも強かったからだ。

18 彼らは私の災いの日に私を迎え撃った。しかし、主は私の支えとなられた。

19 彼は私を広い所に導き出された。私を救い出された。私を喜ばれたからだ。

20 主は私の義にしたがって私に報い、私の手の清さにしたがって私に返される。

21 私は主の道を守り、私の神に対して悪を行わなかった。

22 わたしはすべてのさばきを目の前に置き、その定めをわたしから遠ざけることはしなかった。

23 私は彼とともに全き者であり、自分の咎から自らを守った。

24 主は私の義にしたがって、私の手の清さにしたがって、御目の前に報いられた。

25 慈しみ深い者には、あなたは慈しみ深くあられ、完全な人には、あなたは完全であられる。

26 清い者には、あなたは清くあられ、曲がった者には、あなたはねじ曲がって対処される。

27 あなたは苦しむ民を救われ、高ぶる目を低くされる。

28 あなたはわたしのともしびを灯される。主、わたしの神は、わたしの暗闇を明るくされる。

29 あなたによって、わたしは軍団を追いかけ、わたしの神によって、壁を飛び越える。

30 神はその道において完全であり、主の言葉は精錬されている。主はすべて主に身を避ける者の盾である。

31 まことに、主のほかに神はだれか。われわれの神のほかに、岩はだれか。

32 神は私に力を帯びさせ、私の道を完全なものとされた。

33 私の足を雌鹿のようにされ、私の高台の上に私を立たせてくださる方。

34 わたしの手を戦いに教えられ、わたしの腕は青銅の弓を引き下ろす。

35 あなたは私に救いの盾を授けられ、あなたの右の手が私を支えられ、あなたの柔和が私を大きくされた。

36 あなたは私の歩みを私の下で広くされ、私の足首はよろめきませんでした。

37 私は敵を追い、彼らに追いつく。彼らが滅び尽くすまで、私は引き返さない。

38 彼らを打ち砕いたので、彼らは立ち上がることができなかった。彼らは私の足の下に倒れた。

39 あなたは私に戦いのための力を帯びさせられた。私に立ち向かう者たちを、あなたは私の下に屈服させられた。

40 あなたは私の敵に、私に対してうなじを向けさせられた。そして、私を憎む者たちを、私は断ち滅ぼす。

41 彼らは叫んだが、救う者はいなかった。主に向かって叫んだが、彼らに答えられなかった。

42 私は彼らを風の面の上のちりのように砕き、外の泥のように私は彼らを注ぎ出す。

43 あなたは民の争いから私を救い出され、私を諸国の頭とされた。私が知らない民が私に仕える。

44 耳の評判を聞くと、彼らは私に従う。異邦の子らは私にへつらう。

45 異邦の子らは衰え、彼らはその縁から震え出る。

46 主は生きておられ、私の岩はほむべき方である。私の救いの神は高く上げられる。

47 神は私に復讐を賜う方であり、諸国の民を私の下に服従させられた。

48 私を敵から救い出される方、また私に立ち向かう者たちの上に私を高く上げられる方、暴力の人の手から私を救い出される方。

49 それゆえ、わたしは国々の中で主に感謝し、あなたの名にほめ歌を歌います。

50 彼の王への救いの塔、彼の油注がれた者に慈愛を施される方、ダビデとその子孫に永遠まで。

Psalms 19

1 指揮者によって。ダビデの詩篇。天は神の栄光を語り、大空はその手のわざを告げる。

2 日は日へ約束をあふれ出させ、夜は夜へ知識を示す。

3 約束もなく、言葉もなく、彼らの声は聞かれない。

4 すべての地にその綱は出て行き、世界の果てにその言葉は届く。太陽のために、神はそこに天幕を設けられた。

5 また彼は、花婿が婚礼の天蓋から出て来るように、勇士が道を走ることを喜ぶ。

6 天の果てからその出があり、その巡りはそれらの果てに及ぶ。その太陽から隠れるものは何もない。

7 主の律法は完全で、命を生き返らせ、主の証言は真実で、愚かさを賢くする。

8 主の戒めは正しく、心を喜ばせる。主の戒めは清らかで、目を照らす。

9 主への恐れは清く、永遠に立ち続ける。主のさばきは真実であり、ともに正しい。

10 金よりも、多くの純金よりも望ましく、蜂蜜よりも、蜂の巣の滴る蜂蜜よりも甘い。

11 あなたのしもべもそれらによって警告を受け、それらを守ることには大きな報いがあります。

12 誰が自分の誤りを悟り得るでしょうか。隠れた罪から私を清めてください。

13 また、高ぶる者どもからあなたのしもべを守ってください。彼らが私を支配することがありませんように。そうすれば、私は全き者となり、大きな背きの罪から清められるでしょう。

14 私の口の言葉と心の瞑想が、あなたの前で喜びとなりますように。主よ、私の岩、私の贖い主よ。

Psalms 20

1 指揮者へ。ダビデの詩篇。主が苦難の日にあなたに答えられ、ヤコブの神の名があなたを高く上げられますように。

2 聖なるものからあなたの助けを送り、シオンからあなたを支えられる。

3 あなたのすべての献げ物を覚え、あなたの全焼のいけにえを受け入れられるように。

4 あなたの心のままに与えられ、あなたのすべての助言を満たされるように。

5 私たちはあなたの救いにおいて喜び歌い、私たちの神の名によって旗を掲げる。主があなたのすべての願いを満たされるように。

6 今、私は知った。主は油注がれた者を救われたことを。聖なる天から彼に答えられ、その右の手の救いの力をもって。

7 ある者たちは戦車を、ある者たちは馬を誇るが、私たちは私たちの神、主の名を唱える。

8 彼らはかがみ、倒れた。しかし、私たちは立ち上がり、奮い立った。

9 主よ、お救いください。王は私たちが呼ぶ日に私たちに答えられますように。

Psalms 21

1 指揮者によって。ダビデの詩篇。主よ、あなたの力によって王は喜び、あなたの救いによって、どれほど大いに喜ぶことでしょう。

2 あなたは彼の心の欲望を彼に与えられた。彼の唇の願いをあなたは拒まれなかった。セラ

3 あなたは良い祝福をもって彼を迎えられた。彼の頭に純金の冠を置かれた。

4 彼はあなたに生き物を求めたので、あなたは彼にそれを与えられた。日の長さ、永遠ととこしえまでも。

5 彼の栄光はあなたの救いによって大きい。あなたは威光と威厳を彼の上に置かれる。

6 あなたは彼を永遠の祝福をもって迎えられ、あなたの顔の喜びで彼を喜ばせられた。

7 王は主に信頼し、いと高き方の慈愛によって決して揺るがない。

8 あなたの手はすべての敵を見つけ出し、あなたの右は憎む者たちを見つけ出す。

9 あなたは彼らを、あなたの前の時の火のかまどのようにされる。主よ、その怒りの顔で彼らを呑み、火が彼らを焼き尽くす。

10 あなたは彼らの果実を地から絶ち、彼らの子孫を人の子らの中から絶たれる。

11 彼らはあなたに対して悪を向け、計略を考えたが、それは成し得なかった。

12 あなたは彼らを肩に置かれる。あなたの綱をもって彼らの顔に向けて備えられる。

13 主よ、あなたの力によって高く上げられてください。私たちは歌い、あなたの力をほめ歌います。

Psalms 22

1 指揮者へ。夜明けの雌鹿について。ダビデの詩篇。我が神、我が神、なぜ私をお見捨てになったのですか。私の救いから遠く離れて、私の咆哮の言葉が。

2 我が神よ、昼に呼び求めても、あなたは答えられない。夜にも、私には沈黙があるばかりだ。

3 しかし、あなたは聖なる方であり、イスラエルの賛美の中に座しておられる方です。

4 私たちの父たちはあなたに信頼しました。彼らは信頼し、あなたは彼らを救い出されました。

5 彼らはあなたに叫び、救い出された。あなたに信頼し、恥を見ることはなかった。

6 私は緋色の虫であり、人ではない。人の恥辱、民に蔑まれる者。

7 すべての私を見る者は私を嘲り、唇で嘲弄し、頭を振る。

8 主に委ねよ、彼を救い出されるように。彼を助け出されるように、主が彼を喜ばれるからだ。

9 あなたは、私を腹から取り出された方、母の乳房の上で私に信頼を置かせられた方です。

10 母の子宮からあなたに投げ出され、母の腹の時から、あなたが私の神であられる。

11 私から遠く離れないでください。苦難が近づいており、助ける者がいないからです。

12 多くの雄牛が私を取り囲み、バシャンの強い者たちが私を包囲した。

13 彼らは私に向かって口を開いた。引き裂き、ほえる獅子のように。

14 水のように注ぎ出され、私の骨はすべて離れ離れになった。私の心は蝋のようになり、腹の真ん中で溶けた。

15 わたしの力は土器のように乾き、わたしの舌は戦利品に貼りつく。あなたはわたしを死のちりに置かれた。

16 犬どもが私を取り囲み、悪を行う者の集会が私を包み込んだ。彼らは私の手と足を掘り崩した。

17 わたしは自分のすべての骨を数えることができる。彼らはわたしを見つめ、わたしを眺めている。

18 彼らは私の衣服を分け合い、私の衣服の上に彼らはくじを投げる。

19 しかし、主よ、遠くにおられないでください。私の力よ、私の助けに急いでください。

20 剣から私の命を救い出してください。犬の手から、私のただ一つのものを。

21 獅子の口から私を救い出してください。そして一角獣の角から、あなたは私に答えられました。

22 私はあなたの名を兄弟たちに告げ知らせ、集会の真ん中であなたを賛美します。

23 主を恐れる者よ、主を賛美せよ。ヤコブのすべての子孫よ、主をあがめよ。イスラエルのすべての子孫よ、主の前に恐れおののけ。

24 主は貧しい者の苦しみを軽んじず、忌み嫌われず、御顔を彼から隠されなかった。彼が主に叫ぶとき、聞かれた。

25 私の賛美は、あなたから出て、大いなる集会の中でなされます。私は、主を恐れる者たちの前で、私の誓いを果たします。

26 貧しい者たちは食べて満ち足りる。主を求める者たちは主を賛美する。あなたがたの心は永遠に生きよ。

27 地のすべての果ては主を覚えて、主に帰る。すべての国の家族は、あなたの前にひれ伏す。

28 主にこそ王権はあり、主は国々を治められる。

29 地のすべての豊かな者たちは食べ、ひれ伏した。すべてちりに下る者たちもその前にかがんだ。しかし、その命を生かすことはできなかった。

30 子孫は彼に仕え、主について次の世代に語り継がれるであろう。

31 後の世代の民に、彼の義を告げ知らせるために来るであろう。主がこれを成し遂げられたからである。

Psalms 23

1 詩篇 ダビデの歌。主は私の牧者。私は乏しいことがない。

2 主は私を若草の住まいに伏させ、憩いの水のほとりに導かれた。

3 私の命を回復してくださる。主は御名のために、義の小道に私を導かれる。

4 たとえ私が死の陰の谷を歩むとしても、私はわざわいを恐れません。あなたが私とともにおられるからです。あなたの杖とあなたの杖、それらが私を慰めます。

5 あなたは私の敵の前で、私の前に食卓を整えられた。あなたは油で私の頭を潤し、私の杯は溢れんばかりに満ちている。

6 確かに、慈愛と恵みが私の命のすべての日、私を追ってくるでしょう。そして私は主の家に、日の長さの限り、住まうでしょう。

Psalms 24

1 ダビデの詩篇。主のものは地と、それに満ち満ちているもの。世界と、そこに住む者たち。

2 まことに主は海の上に地を据えられ、川の上にそれを堅く立てられた。

3 だれが主の山に上るのか。だれがその聖なる場所に立つのか。

4 手のひらの清い者、心の正しい者、その者は虚偽によって自分の命を担わず、欺きによって誓わない者。

5 祝福を主から受け、義をその救いの神から受ける。

6 これが主を求める者の世代、あなたの顔を求めるヤコブの世代である。セラ

7 門よ、あなたがたの頭を上げよ。永遠の入口よ、上げられよ。栄光の王が入られるために。

8 この栄光の王とは誰か。主は力強く、勇士である。主は戦いの勇士である。

9 門よ、あなたがたの頭を上げよ。永遠の入口よ、上げよ。栄光の王が入られるために。

10 この栄光の王とは誰か。それは軍勢の主、主である。彼は栄光の王である。セラ

Psalms 25

1 ダビデのために。主よ、あなたに私の命を上げます。

2 我が神よ、あなたに私は信頼しました。どうか私が恥を見ることがありませんように。どうか私の敵が私に対して喜び誇ることがありませんように。

3 すべてあなたを待ち望む者は、恥を見ることはない。欺く者たちは、むなしく恥を見る。

4 主よ、あなたの道を私に知らせてください。あなたの道を私に教えてください。

5 あなたの真実によって私を導き、私を教えてください。あなたは私の救いの神です。私は一日中あなたを待ち望みました。

6 主よ、あなたのあわれみと慈愛を覚えてください。それらは永遠からあるものですから。

7 私の青春の罪と背きの罪を覚えないでください。あなたの慈愛によって、あなたの良いもののために、主よ、私を覚えてください。

8 主は良くて正しい方である。それゆえ、主は罪人たちを道に教えられる。

9 主は貧しい者たちをさばきにおいて導かれ、貧しい者たちに御自身の道を教えられる。

10 主のすべての道は、その契約と証言を守る者たちへの慈愛と真実である。

11 あなたの名のために、主よ、わたしの咎を赦してください。それは大きいのです。

12 主を畏れる人は誰か。その人に、選ばれる道を教えられる。

13 その命は良いものの中に宿り、その子孫は地を受け継ぐ。

14 主の秘密の相談は主を恐れる者たちのためであり、主の契約は彼らに知らせるためである。

15 わたしの目は常に主に向かっている。主はわたしの足を網から引き出されるからだ。

16 私に向かって顔を向け、私をあわれんでください。私がただひとりで、貧しい者だからです。

17 心の苦難が広がりました。私の苦悩から私を導き出してください。

18 わたしの苦しみと労苦を見られ、わたしのすべての罪を赦してください。

19 我が敵を見てください、彼らが多く、暴力の憎しみをもって私を憎んでいるのを。

20 わたしの命を守り、わたしを救い出してください。わたしがあなたに寄り頼んだので、どうか恥を見ることがありませんように。

21 全きと正しさが私を守られる。なぜなら、私はあなたを待ち望んだからです。

22 神よ、イスラエルをそのすべての苦難から贖い出してください。

Psalms 26

1 ダビデのために。主よ、私を裁いてください。私が全き中を歩んだからです。そして主に信頼したので、私は揺るがされることはありません。

2 主よ、わたしを試し、わたしを吟味してください。わたしの腎臓と心を精錬してください。

3 あなたの慈愛は私の目の前にあり、私はあなたの真実のうちを歩みました。

4 私は虚偽のわずかな人々と共に座ったことはなく、隠れている者たちと共に入ることもなかった。

5 私は悪を行う者の集会を憎み、悪しき者たちと共に座ることはしない。

6 私は潔白をもって手のひらを洗い、主よ、あなたの祭壇を巡り歩きます。

7 感謝の声をもって聞かせ、あなたのすべての驚くべき御業を語り告げるために。

8 主よ、わたしはあなたの家の住まいと、あなたの栄光の幕屋の場所を愛しました。

9 私の命を罪人たちとともに取り去らないでください。また、血を流す人々とともに私の命を奪わないでください。

10 その手には悪意があり、その右の手は賄賂で満ちている。

11 私は全き中を歩む。私を贖い、私を恵んでください。

12 私の足は平地に立った。集会の中で、私は主を祝福しよう。

Psalms 27

1 ダビデによる。主は私の光、私の救い、だれを恐れよう。主は私の命の要害、だれを怖がろう。

2 悪者どもが私に近づき、私の肉を食らおうとしたとき、私の苦しみと敵である彼らは、つまずき、倒れた。

3 たとえ陣営が私に対して張られても、私の心は恐れない。たとえ戦いが私に対して起こっても、その中で私は信頼する。

4 私は一つのことを主に願った、それを私は求める。私の命のすべての日、主の宮に住むこと、主の美しさを見ること、その神殿を訪れることを。

5 なぜなら、主は悪の日に私をその隠れ場に隠し、その天幕の隠れ場に私を隠し、岩の上に私を高く上げられるからである。

6 そして今、私の頭は私の周囲の敵たちの上に高く上げられる。私は主の天幕で叫びのいけにえを献げ、主に向かって歌い、ほめ歌を奏でよう。

7 主よ、私の声を聞いてください。私が叫び求めます。私をあわれみ、私に答えてください。

8 我が心はあなたに言った、「わたしの顔を求めよ」と。主よ、わたしはあなたの顔を求める。

9 あなたの顔を私から隠さないでください。怒りをもって、あなたのしもべを退けないでください。あなたは私の助けでした。私を見捨てず、私を置き去りにしないでください。私の救いの神よ。

10 父と母は私を捨てたが、主は私を集められる。

11 主よ、あなたの道を私に教え、私の敵のゆえに、平地の道に私を導いてください。

12 私を苦しみの命に渡さないでください。偽りの証人たちと暴力を吐き出す者たちが、私に対して立ち上がったからです。

13 もし私が主の良いものを生きている者の地で見ることを信じていなかったならば。

14 主を待ち望め。強くあれ、あなたの心を確かにせよ。主を待ち望め。

Psalms 28

1 ダビデによる。主よ、わたしはあなたに叫びます。わたしの岩よ、わたしに黙しないでください。あなたがわたしに沈黙されるなら、わたしは穴に下る者たちと同じようになるでしょう。

2 私の嘆願の声を聞いてください。私があなたに叫ぶとき、私があなたの聖なる至聖所に向かって手を上げるとき。

3 悪を行う者たちと共に、私を引きずり出さないでください。彼らの友と平和を語りながら、心に悪を抱く者たちと共に。

4 彼らのわざに応じて、彼らの行いの悪に応じて、彼らの手のわざに応じて彼らに与え、彼らの報いを彼らに返せ。

5 彼らは主の働きの報いと、その手のわざを悟らない。彼らを打ち壊し、彼らを建て直すことはない。

6 主はほめられるべき方である。主は私の嘆願の声を聞かれたからだ。

7 主は私の力、私の盾。私の心は主に信頼し、私は助けられた。私の心は喜び躍り、私は歌をもって主に感謝をささげる。

8 主は彼らの力であり、油注がれた者の救いの要害は主である。

9 あなたの民を救い、あなたの相続地を祝福してください。彼らを養い、永遠まで彼らを担い上げてください。

Psalms 29

1 詩篇、ダビデのもの。主に帰せよ、神々の子らよ。主に帰せよ、栄光と力を。

2 主にその御名の栄光を帰せよ。聖なるものの美しさをもって主にひれ伏せ。

3 主の声は水の上にあり、栄光の神は雷鳴をとどろかされた。主は大水の上におられる。

4 主の声は力にあり、主の声は威厳にある。

5 主の声は杉を打ち砕かれる。主はレバノンの杉を打ち砕かれた。

6 彼らを子牛のように跳ねさせられた。レバノンとシリオンを一角獣の子のように。

7 主の声は火の炎を切り裂く。

8 主の声は荒野を震わせられる。主はカデシュの荒野を震わせられる。

9 主の声は雌鹿を産みおとし、森を裸にされる。その神殿では、すべてが「栄光」と言う。

10 主は洪水の上に座しておられた。主は永遠に王として座しておられる。

11 主はその民に力を与えられる。主はその民を平和のうちに祝福される。

Psalms 30

1 詩篇、歌、家の奉献、ダビデによる。主よ、わたしはあなたを高く上げます。あなたはわたしを引き上げられ、わたしの敵をわたしに対して喜ばせられなかったからです。

2 主よ、私の神よ。私はあなたに叫び求めました。すると、あなたは私を癒やしてくださいました。

3 主よ、あなたは私の命をよみから引き上げられ、私を生かして、穴に下る者とされなかった。

4 主に向かって歌え、その敬虔な者たちよ、その聖なるものの記憶に感謝をささげよ。

5 主の怒りは一瞬、その喜びの中に生き物はある。夕方には泣きが宿るが、朝には喜びの叫びがある。

6 私は繁栄の中で言った、「私は永遠に揺るがない」と。

7 主よ、あなたの喜びによって、私の山に力を確立されました。あなたが御顔を隠されると、私は慌てふためきました。

8 主よ、あなたに私は叫びます。そして、わが主に私は嘆願します。

9 わたしの血に何の利得があるのか。わたしが穴に下るとき、ちりはあなたに感謝するだろうか。それはあなたの真実を告げるだろうか。

10 主よ、聞いて、私をあわれんでください。主よ、私の助け手となってください。

11 あなたは私の嘆きを舞いに変えられ、私の荒布を解き、私に喜びを帯させられた。

12 あなたの栄光があなたをほめたたえることができますように、そして沈黙することがありませんように。主よ、私の神よ、私は永遠にあなたに感謝します。

Psalms 31

1 指揮者によって。ダビデの詩篇。主よ、私はあなたに身を避けました。どうか私が永遠に恥を見ることがありませんように。あなたの義によって私を救い出してください。

2 あなたの耳を私に向けてください、急いで私を救い出してください。私のための岩、要害の岩となり、私を救うための城塞の家となってください。

3 あなたは私の岩、私の城塞です。あなたの名のために、私を導き、私を養ってください。

4 あなたは私のために隠された網から私を導き出された。あなたは私の要害だからです。

5 あなたの手に私の霊を委ねます。あなたは私を贖われました。主よ、真実の神よ。

6 私は虚しさの虚偽を守る者たちを憎んだ。そして私は主に信頼した。

7 あなたの慈愛によって私は喜び、楽しむ。あなたは私の苦しみを見られ、私の命の苦難を知っておられるからだ。

8 あなたは私を敵の手に渡されなかった。あなたは私の足を広い所に立たせられた。

9 主よ、わたしを恵んでください。わたしは苦しんでいます。怒りのためにわたしの目は衰え、わたしの命と腹も衰えました。

10 悲しみによって私の命は尽き、私の年は嘆きによって衰えた。私の力は私の咎によってつまずき、私の骨は朽ち果てた。

11 すべての敵対する者たちにとって、私は恥辱となり、隣人たちにとっては大いに、そして知人たちにとっては恐れとなった。外で私を見る者たちは、私から逃げ去った。

12 私は心から死人のように忘れられ、滅びる器のようになった。

13 私は多くの者の中傷を聞いた。周囲には恐れがある。彼らが一緒に私に対して謀り、私の命を奪おうと企んだ。

14 しかし私は、あなたに信頼しました。主よ。私は言いました、「あなたは私の神です」と。

15 私の時はあなたの手の中にあります。私を敵の手と、追い迫る者たちの手から救い出してください。

16 あなたの顔をあなたのしもべの上に照らしてください。あなたの慈愛によって私を救ってください。

17 主よ、わたしがあなたを呼んだので、どうかわたしを恥じさせないでください。悪しき者たちが恥じ、よみに沈みますように。

18 偽りの唇は沈黙させられよ。それらは高慢な者に対して誇りと侮りをもって語る。

19 あなたの良いものは、なんと豊かなことでしょう。あなたを畏れる者のために、あなたが蓄えておられたもの、あなたに避け所を求める者のために、人の子らの前で、あなたが造られたものは。

20 あなたは彼らをあなたの顔の隠れ場に、人の高慢から隠される。あなたは彼らを小屋に、舌の争いから隠される。

21 主はほめたたえられるべきである。主はその慈愛を、攻囲された町の中で私に驚くべきほどに示されたからだ。

22 私は自分のあわてたときに言った、「私はあなたの目の前から断ち切られた」と。しかし、あなたは私があなたに叫ぶとき、私の嘆願の声を聞かれた。

23 主を愛せよ、そのすべての聖徒たちよ。主は誠実な者を守り、誇りを行う者には残りまで報いられる。

24 心を強くし、雄々しくあれ。すべて主を待ち望む者よ。

Psalms 32

1 ダビデの、知恵の歌。背きの罪が赦され、罪が覆い隠された者は幸いだ。

2 幸いである、主がその咎を数えられない人、その霊に欺きのない人は。

3 わたしが黙っていたとき、わたしの骨は、わたしの咆哮によって一日中すり減った。

4 昼も夜も、あなたの手が私の上に重くのしかかり、私の潤いは夏の干ばつによって変えられました。セラ

5 わたしの罪をあなたに知らせ、わたしの咎を隠さなかった。わたしは言った、「主にわたしの背きの罪を告白しよう」と。すると、あなたはわたしの罪の咎を赦された。セラ

6 このゆえに、すべての敬虔な者は、あなたに見いだされる時に、あなたに祈る。大水の洪水が彼に及ぶことはない。

7 あなたは私の隠れ場。苦難から私を守られる。救いの歌で私を囲まれる。セラ

8 あなたを教え、あなたが歩むべき道において導こう。わたしはあなたの上に目を注ぎ、助言を与えよう。

9 馬のようになるな、騾馬のようになるな、それは理解がなく、くつわとくつわの飾りをもって制御されなければならない、あなたに近づくことができない。

10 悪しき者には多くの痛みがある。しかし主に信頼する者は、慈愛が彼を囲む。

11 主にあって喜び、踊れ、正しい者たちよ。すべての心の直き者よ、歓呼せよ。

Psalms 33

1 正しい者たちよ、主にあって喜び歌え。直き者たちには賛美がふさわしい。

2 竪琴で主に感謝せよ。十弦の琴と瓶をもって、主に歌いほめよ。

3 主に向かって新しい歌を歌え。叫びをもって巧みに奏でよ。

4 主の言葉は正しく、そのすべてのわざは信仰をもってなされる。

5 主は義とさばきを愛される。地は主の慈愛に満ちている。

6 主の言葉によって天は造られた。その口の霊によって、そのすべての軍勢も。

7 海の水を塚のように集められ、深淵を宝物庫に納められた。

8 全地はすべて主を恐れ、世界に住むすべての者は主の前に震えおののく。

9 彼が言われた、すると成った。彼が命じられた、すると立った。

10 主は国々の助言を無にされ、諸民の企てを挫かれた。

11 主の助言は永遠に立ち、その心の企ては代々にわたって続く。

12 その国は幸いである、その神が主である国、その民を主がご自分の相続地として選ばれた国は。

13 主は天から見渡された。すべての人の子らを見られた。

14 その基盤から、その座所から、地に住むすべての者に目を注がれた。

15 彼らの心を一つに造られた方、すべての彼らのわざを悟られる方。

16 王は力の多数によって救われず、勇士も力の多数によって助け出されない。

17 馬は救いのために偽りであり、その力の多数によっても救い出さない。

18 見よ、主の目は主を恐れる者たちの上にあり、その慈愛を待ち望む者たちの上にある。

19 彼らの命を死から救い、飢饉の中で彼らを生かすために。

20 私たちの命は主を待ち望んだ。主は私たちの助けであり、私たちの盾である。

21 私たちの心は主にあって喜び、その聖なる名に私たちは信頼したからです。

22 主よ、あなたの慈愛が私たちの上にありますように。私たちがあなたを待ち望んだように。

Psalms 34

1 ダビデがアビメレクの前で自分の味わいを変え、彼に追い出されて去ったとき、私はすべての時に主を祝福しよう。その賛美は常に私の口にある。

2 わたしの命は主を誇りとし、貧しい者たちはそれを聞いて喜ぶ。

3 主とともに私を大いにあがめよ、われわれは共にその名を高めよう。

4 私は主を尋ね求めた。すると主は私に答えられ、すべての私の恐れから私を救い出された。

5 彼らは主に目を向け、光を放った。彼らの顔は恥じることがなかった。

6 この貧しい者が呼び求めると、主は聞かれ、そのすべての苦難から彼を救われた。

7 主の御使いが主を恐れる者たちの周囲に陣取り、彼らを救い出された。

8 味わい、見よ、主が良い方であることを。幸いである、その方に身を避ける男は。

9 主の聖徒たちよ、主を恐れよ。主を恐れる者には不足がないからだ。

10 若獅子は貧しくなり飢えることがある。しかし、主を求める者は、すべての良いものに欠けることがない。

11 子らよ、来て、私に聞け。主への恐れを、私はあなたがたに教えよう。

12 命を望む人は誰か。良いものを見るために日々を愛する人は誰か。

13 あなたの舌を悪から守り、あなたの唇を欺きを語ることから守れ。

14 悪から離れ、善を行え。平和を求め、それを追い求めよ。

15 主の目は正しい者に向かい、その耳は彼らの叫びに向かう。

16 主の顔は悪を行う者たちに向かい、彼らの記憶を地から断ち切るためである。

17 彼らが叫ぶと、主は聞かれ、すべての苦難から彼らを救い出された。

18 主は心の砕かれた者に近く、霊の打ちひしがれた者を救われる。

19 正しい者には多くの悪がある。しかし、主はそのすべてから彼を救い出される。

20 主は彼のすべての骨を守られる。そのうちの一つも砕かれることはない。

21 悪が悪しき者を殺し、正しい者を憎む者たちは罪に定められる。

22 主はそのしもべたちの命を贖われ、主に身を避けるすべての者は罪に定められることはない。

Psalms 35

1 ダビデのために。主よ、わたしの争う者と争い、わたしと戦う者と戦ってください。

2 盾を握り、大盾を取って、私の助けのために立ち上がってください。

3 槍を抜き、わたしを追う者たちの前に立ちはだかってください。わたしの命に言ってください、「わたしはあなたの救いである」と。

4 わたしの命を求める者たちは、恥じ、辱めを受けよ。わたしの悪を企てる者たちは、うしろに退き、恥をかかされよ。

5 彼らは風の前のもみがらのようになり、主の御使いが彼らを押し退けられるように。

6 彼らの道が暗闇とお世辞となりますように。主の御使いが彼らを追いかけられますように。

7 彼らは理由もなく、私のために自分の網の穴を隠し、理由もなく、私の命のために穴を掘った。

8 荒廃が彼に臨む、彼が知らないうちに。彼が隠した網が彼を捕らえ、その荒廃の中に彼は落ちる。

9 私の命は主にあって喜び、その救いによって楽しむ。

10 すべての骨は言うでしょう、「主よ、あなたのような方はだれでしょうか。弱い者を、自分より強い者から救い出し、弱い者と貧しい者を、その略奪者から救い出す方。

11 暴力の証人たちが立ち上がり、私が知らないことを彼らは私に問いただす。

12 彼らは私の善に対して悪をもって報い、私の命に子を失うことをもたらした。

13 しかし私が彼らの病気のときには、荒布を衣服とし、断食によって自分の命を苦しめた。そして私の祈りは、私の懐に戻ってきた。

14 友のように、兄弟のように、私は歩み回った。母を悼む者のように、暗く沈み込んだ。

15 しかし、私の不具のときに、彼らは喜び、集まった。私に対して集まったのは、私が知らない者たちであり、彼らは絶え間なく引き裂いた。

16 神を嘲る者たちの菓子を食べる者らは、私に向かって歯を食いしばった。

17 主よ、いつまであなたは見ておられるのですか。私の命を彼らの荒廃から取り戻してください。私のただ一つのものを若獅子から救い出してください。

18 私は大いなる集会であなたに感謝し、強い民の中であなたを賛美します。

19 我の偽りの敵たちが我を喜ぶなかれ。理由なく我を憎む者たちが目をくばるなかれ。

20 彼らは平和を語らず、地の穏やかな者たちに対して、欺きの言葉を企てる。

21 彼らは私に向かって口を大きく開け、言った、「ああ、ああ。私たちの目は見た」。

22 主よ、あなたはご覧になりました。どうか黙されないでください。わが主よ、私から遠く離れないでください。

23 目を覚まし、奮い立って、私のさばきのために立ち上がってください。私の神、私の主よ、私の争いのために。

24 あなたの義によって私を裁いてください、わが神、主よ。彼らが私について喜ぶことのないように。

25 彼らの心に「我々の命よ、ああ」と言わせるな。彼らに「我々は彼を呑み込んだ」と言わせるな。

26 私の悪を喜ぶ者たちは、共に恥をかき、辱めを受けよ。彼らは恥と恥辱を身にまとえ。私に向かって大きくふるまう者たちよ。

27 義を喜ぶ者たちは、喜び叫び、楽しもう。そして、常に「主は大いなる方だ。そのしもべの平和を喜ばれる方だ」と言おう。

28 私の舌はあなたの義を語り、すべての日、あなたの賛美を歌うでしょう。

Psalms 36

1 指揮者によって。主のしもべダビデの詩。背きの罪の宣言は、悪しき者の心の内側にある。神への恐れは、その目の前にない。

2 悪しき者は自分の目に自分を欺き、自分の咎を見つけて憎む。

3 その口の言葉は悪と欺きであり、賢く善を行うことをやめた。

4 彼は自分の寝床の上で悪を企み、良くない道に立ち、悪を退けようとはしない。

5 主よ、あなたの慈愛は天にまで及び、あなたの信仰は雲にまで届く。

6 あなたの義は神の山々のようであり、あなたのさばきは大いなる深淵のようです。主よ、あなたは人と獣を救われます。

7 あなたの慈愛は、神よ、いかに貴いことでしょう。人の子らは、あなたの翼の陰りに避け所を得ます。

8 彼らはあなたの宮の脂肪で満ち足り、あなたの楽しみの谷川が彼らを潤される。

9 あなたとともに命の泉があり、あなたの光のうちに、私たちは光を見る。

10 あなたの慈愛を知る者たちに引き伸ばし、あなたの義を心の直い者たちに。

11 誇りの足が私に臨むことなく、悪しき者たちの手が私を揺り動かすことがありませんように。

12 そこに悪を行う者どもは倒れた。彼らは押し出され、立ち上がることができなかった。

Psalms 37

1 ダビデによる。悪を行う者たちに対して腹を立てるな。不義を行う者たちをねたむな。

2 なぜなら、彼らは草のように急いで枯れ、若草の緑のようにしおれるからである。

3 主に信頼し、善を行え。地に住み、信仰を養え。

4 主を喜びとせよ。そうすれば、主はあなたの心の願いをかなえてくださる。

5 あなたの道を主にゆだねよ。主に信頼せよ。主が成し遂げられる。

6 あなたの義を光のように、あなたのさばきを真昼のように現される。

7 主に向かって静まれ、主を待ち望め。自分の道が栄える者を、また計略を行う人を、妬んではならない。

8 怒りをやめ、激しい怒りを捨てよ。ただ悪を行うために心を騒がせるな。

9 悪を行う者たちは断ち滅ぼされるからだ。しかし主を待ち望む者たちは、彼らが地を受け継ぐ。

10 もう少しすると、悪しき者はおらず、あなたがその場所に目を留めても、彼はいない。

11 柔和な者たちは地を継ぎ、多くの平和の上で楽しむであろう。

12 悪しき者は正しい者に対して悪を企て、彼に向かって歯を食いしばる。

13 主は彼を笑われる。彼の日が来るのを見られたからである。

14 悪者たちは剣を抜き、その弓を引き絞った。貧しい者と乏しい者を倒すため、道の直ぐな人々を屠るために。

15 彼らの剣は彼らの心に突き刺さり、彼らの弓は折られる。

16 正しい者には少しのものが、悪しき者たちの大いなる群衆にまさる。

17 悪しき者の腕は折られるが、主は正しい者を支えられる。

18 主は全き者の日々を知っておられ、彼らの相続地は永遠にあるでしょう。

19 彼らは悪の時に恥を見ることはなく、飢饉の日には満ち足りる。

20 悪しき者たちは滅びる。主の敵は牧場の最も良いもののようだ。彼らは煙の中で消え去る。

21 悪しき者は借りても返さないが、正しい者は恵みを与え、与える。

22 主に祝福された者たちは地を継ぎ、主に呪われた者たちは断ち滅ぼされる。

23 人の歩みは主によって確かにされ、その道を主は喜ばれる。

24 倒れても、投げ出されることはない。主がその手を支えておられるからだ。

25 私は若者であり、また年老いた。しかし、正しい者が見捨てられるのを見たことはなく、その子孫がパンを求めるのを見たこともない。

26 すべての日、彼は恵みを与え、貸し与える。彼の子孫は祝福のためである。

27 悪から離れ、善を行い、永遠に住め。

28 主はさばきを愛される。主はその敬虔な者たちを見捨てられない。彼らは永遠に守られる。しかし、悪しき者の子孫は断ち切られる。

29 正しい者たちは地を継ぎ、その上に永遠に住む。

30 正しい者の口は知恵を語り、その舌はさばきを語る。

31 彼の神の律法は彼の心にあり、その歩みはよろめくことはない。

32 悪者は正しい者をうかがい、彼を殺そうと求めている。

33 主は彼をその手に捨てられない。また、彼が裁かれるとき、主は彼を罪に定められない。

34 主を待ち望み、その道を守れ。そうすれば主はあなたを高く上げ、地を継がせられる。悪しき者たちが断ち滅ぼされるのを、あなたは見るであろう。

35 私は、暴虐な悪しき者を見た。彼は、生まれつきの者のように、青々と茂っていた。

36 過ぎ去って見ると、彼はもういなかった。私は彼を捜し求めたが、見つからなかった。

37 完全な人を守り、正しい人を見よ。その人の終わりには平和があるからだ。

38 背信者たちは共に滅ぼされ、悪しき者たちの終わりは断ち切られた。

39 義人の救いは主から来る。彼らの要害は苦難の時にある。

40 主は彼らを助け、彼らを救い出された。彼らを悪しき者から救い出し、彼らを救われた。彼らが主に避け所を置いたからである。

Psalms 38

1 詩篇。ダビデの記念のため。主よ、あなたの激しい怒りで私を責めず、あなたの怒りで私を懲らしめないでください。

2 あなたの矢が私に突き刺さり、あなたの手が私の上に下されたからです。

3 私の肉には、あなたの憤りの前ゆえに健やかさがなく、私の骨には、私の罪の前ゆえに平和がない。

4 わたしの咎はわたしの頭を越え、重い重荷のようにわたしよりも重くなった。

5 私の打ち傷は腐り、ただれた。私の愚かさの前ゆえに。

6 わたしはかがめられ、ひどくうなだれた。すべての日、わたしは暗く歩んだ。

7 わたしの自信は辱めで満ち、わたしの肉には健やかさがない。

8 わたしは衰え果て、ひどく打ちのめされた。わたしの心の騒ぎのために、わたしはうなった。

9 主よ、私の欲望はすべてあなたの前にあり、私の嘆きはあなたから隠されてはいません。

10 わたしの心はどきどきし、わたしの力はわたしを離れ去った。わたしの目の光も、それもまた、わたしと共にない。

11 私の愛する者たちと友たちは、私の災害の前に立ち、私の近しい者たちは遠くから立った。

12 私の命を求める者たちは罠を仕掛け、私の悪を求める者たちは災いを語り、欺きをすべての日、思い巡らす。

13 私は耳の聞こえない者のように聞かず、口のきけない者のように口を開かない。

14 私は聞くことのない人のようになり、その口には戒めがありません。

15 あなたにこそ、主よ、私は望みを置きました。あなたが答えられるのです、わが主、わが神よ。

16 私は言った、「私の足がよろめくとき、彼らが私を喜び、私に対して大いなることを言わないように」と。

17 なぜなら、私は不具に備えられ、私の痛みは常に私の前にあるからです。

18 わたしは自分の咎を言い表し、自分の罪のゆえに思い煩う。

19 私の敵は生きて強くなり、偽りをもって私を憎む者たちは多くなった。

20 悪を善の代わりに報いる者たちが、私を敵として攻める。それは、私が善を追い求めるからだ。

21 主よ、わたしを捨てないでください。わたしの神よ、わたしから遠く離れないでください。

22 私の助けのために急いでください。私の救いの主よ。

Psalms 39

1 指揮者へ。エドトンによる。ダビデの詩篇。私は言った、「私は自分の道を守り、舌で罪を犯さないようにしよう。悪者が私の前にいる間、私は自分の口にくつわを置こう」。

2 私は沈黙に閉ざされ、善いことからも黙っていた。そして私の痛みはかき乱された。

3 私の心は私の内側で熱く、私の物思いの中で火が燃え上がった。私は自分の舌で語った。

4 主よ、私の終わりと、私の日の寸法が何であるかを私に知らせてください。私がどれほどはかないかを知らせてください。

5 見よ、あなたは私の日を手幅ほどに定められた。私の世はあなたの前では無いに等しい。まことに、すべての人々は、立っている者もすべて虚しさにすぎない。セラ

6 人はただ像のうちを歩み、ただ虚しさのために騒ぐ。彼は蓄えるが、だれがそれを集めるのかを知らない。

7 今や、何を私は待ち望んだのか。主よ、私の希望はあなたにあるのです。

8 すべての背きの罪から私を救い出してください。愚か者の恥辱を私に負わせないでください。

9 私は口を開かず、沈黙した。あなたがなさったからだ。

10 あなたの災害を私から取り去ってください。あなたの手の一撃によって、私は滅び尽くしました。

11 戒めによって咎のゆえに、あなたは人を懲らしめられ、その慕うものを蛾のように溶かされた。まことに、すべての人は虚しさにすぎない。セラ

12 主よ、私の祈りを聞き、私の叫びに耳を傾けてください。私の涙に黙っていないでください。なぜなら、私はあなたと共にいる寄留者であり、すべての私の父たちのように在留者だからです。

13 私から目をそらし、私が元気を取り戻すようにしてください。私が去って、もういなくなる前に。

Psalms 40

1 指揮者へ。ダビデの詩篇。私は主を待ち望んだ。主は私に耳を傾け、私の叫びを聞かれた。

2 私を騒音の穴から、泥の泥から引き上げられ、私の足を岩の上に立たせ、私の歩みを確かにされた。

3 主は私の口に新しい歌、私たちの神への賛美を置かれた。多くの者は見て、恐れ、主に信頼するであろう。

4 幸いである、その男は、主をその確信とされた者。そして誇りや偽りに逸れる者たちに目を向けなかった者。

5 主よ、私の神よ。あなたは多くの驚くべき業を成し遂げられました。あなたの企ては私たちに対して、だれもあなたに並ぶことはできません。私はそれを告げ、語りたいのですが、それは数えきれないほど多くあります。

6 いけにえと献げ物をあなたは望まれず、私の耳を開かれた。全焼のいけにえと罪をあなたは求められなかった。

7 そのとき、私は言った、「見よ、私は来た。書物の巻物に、私について書かれている。

8 わが神よ、あなたの喜びを行うことを私は望みました。あなたの律法は私の腹の真ん中にあります。

9 私は大いなる集会で義を告げ知らせた。見よ、私の唇を私は閉じなかった。主よ、あなたはご存じである。

10 私はあなたの義を心の真ん中に隠さなかった。私はあなたの信仰とあなたの救いを語った。私はあなたの慈愛とあなたの真実を大いなる集会に隠さなかった。

11 主よ、あなたのあわれみを私から差し控えないでください。あなたの慈愛と真実が常に私を守ってください。

12 悪が数えきれないほど私に降りかかり、私の咎が私に追い迫り、私は見ることができなかった。それらは私の頭の髪よりも多く、私の心は私を見捨てた。

13 主よ、私を救い出そうと望まれますように。主よ、私の助けのために急いでください。

14 私の命を求めている者たちが、ともに恥を見て辱められますように。彼らがうしろに退いて、恥をかかされますように。私の悪を喜ぶ者たちが。

15 あなたの恥は、あなたの踵の上にある。

16 すべてあなたを求める者たちは喜び楽しみ、あなたの救いを愛する者たちは常に「主は大いなる方だ」と言う。

17 私は貧しく、乏しい者です。主は私を顧みられます。あなたは私の助け、私を救い出す方です。私の神よ、遅らせないでください。

Psalms 41

1 指揮者によって。ダビデの詩篇。貧しい者に思いを致す者は幸いだ。悪の日に、主が彼を救い出される。

2 主が彼を守り、彼を生かされる。彼は地で幸いを得る。彼をその敵の心に渡されるな。

3 主は彼を悩みの寝台の上で支えられる。あなたは彼の病気のすべての寝床を変えられた。

4 私は言った、「主よ、私をあわれんでください。私の命を癒してください。私はあなたに対して罪を犯したからです。

5 私の敵たちは私について悪を言う、「いつ彼は死に、その名が滅びるのか」と。

6 もし彼が私を見に来るなら、虚偽を語り、その心は悪を集める。彼は外に出て、それを語る。

7 私に対して、私を憎む者たちはみな一緒にひそひそ話し、私に対して悪を企てる。

8 ベリアルの言葉が彼に注がれた。そして、横たわった者は再び起き上がることはない。

9 私の平和の友であった人、私が信頼していた者、私のパンを食べていた者も、私に対してかかとを大きく上げた。

10 主よ、わたしをあわれみ、わたしを立ち上がらせてください。そうすれば、わたしは彼らに報いることができます。

11 これによって、あなたが私を喜ばれたことを私は知りました。私の敵が私に向かって勝ち誇って叫ぶことがないからです。

12 私は全きにおいて私を支えられ、あなたの前に永遠に私を立たせられた。

13 イスラエルの神、主は、永遠から永遠までほめたたえられるように。アーメン、アーメン。

Psalms 42

1 指揮者へ。コラの子らのための知恵の歌。雄鹿が水の流れを慕い求めるように、わが命もあなたを慕い求めます、神よ。

2 わが命は神を渇く、生ける神を。いつ私は行って、神の顔の前に現れるだろうか。

3 わたしの涙は昼も夜もわたしのパンとなった。わたしに向かって「あなたの神はどこにいるのか」と一日中、すべての者が言うからだ。

4 これらのことを思い出し、わが命を我が上に注ぎ出す。なぜなら、私は群衆の中を通り過ぎ、彼らを神の内側まで導いたからだ。喜びの叫びと感謝の捧げ物の声とともに、祭りを祝う群衆とともに。

5 わが命よ、なぜうなだれるのか。なぜ私のうちで思い乱れるのか。神を待ち望め。私はなおも神をほめたたえる。神の面からの救いを。

6 我が神よ、わが命は私の上で沈み込む。それゆえ、私はあなたをヨルダンの地から、ヘルモン人とミツァルの山から覚えよう。

7 深淵が深淵に向かって、あなたの樋の声に呼びかける。あなたのすべての大波と波は、私の上を通り過ぎた。

8 昼には主がその慈愛を命じられ、夜にはその歌が私とともにあり、私のいのちの神への祈りがある。

9 私はわが岩である神に言う、「なぜ私を忘れられたのか。なぜ私は敵の虐げの中で嘆きつつ歩むのか」。

10 我が骨の殺害として、私を嘲る者たちが私を辱めた。彼らが終日、私に「あなたの神はどこにいるのか」と言うとき。

11 なぜうなだれているのか、わが命よ。なぜ私のうちで思い乱れるのか。神を待ち望め。私はなおも神をほめたたえる。私の面の救い、私の神を。

Psalms 43

1 神よ、わたしを裁き、わたしの争いを、慈しみのない国から弁護してください。欺きと不義を行う人から、わたしを救い出してください。

2 あなたは私の要害の神なのに、なぜ私を捨てられたのですか。なぜ私は敵の虐げの中で、うつむいて歩くのですか。

3 あなたの光と真実を送ってください。それらが私を導き、あなたの聖なる山とあなたの幕屋へと私を連れて行ってください。

4 そして私は神の祭壇へ、私の喜びの神のもとへ行こう。そして竪琴であなたに感謝しよう、神よ、私の神よ。

5 わが命よ、なぜうなだれるのか。なぜ私のうちで思い乱れるのか。神を待ち望め。私はなおも神をほめたたえる。私の面の救い、私の神を。

Psalms 44

1 指揮者へ。コラの子らによる知恵の歌。神よ、私たちの耳で聞きました。私たちの父たちが私たちに語り伝えました。あなたが彼らの日になされたわざを、昔の日に。

2 あなたの手が国々を追い払い、彼らを植えられた。あなたは民を打ち破り、彼らを追い散らされた。

3 彼らは剣によって地を所有したのではなく、彼らの腕が彼らを救ったのでもなかった。まことに、あなたの右とあなたの腕、そしてあなたの顔の光によるのである。まことに、あなたが彼らを喜ばれたからである。

4 あなたこそ私の王、神です。ヤコブの救いを命じてください。

5 あなたによって、私たちの苦しみを突き崩します。あなたの名によって、私たちに立ち向かう者たちを踏みにじります。

6 なぜなら、私は自分の弓に信頼せず、私の剣も私を救わないからです。

7 あなたは私たちを苦しみから救い出され、私たちを憎む者たちを恥じ入らせられた。

8 神によって私たちは一日中ほめたたえた。そしてあなたの名を永遠に感謝する。セラ

9 あなたは私たちを退け、恥をかかせられた。私たちの軍勢と共に出て行かれなかった。

10 あなたは私たちを苦しみのゆえにうしろへ退かせられ、私たちを憎む者たちは自分たちのために略奪した。

11 あなたは私たちを食物のための羊の群れのようにされ、国々の中に私たちを散らされた。

12 あなたはあなたの民を富なしに売られた、そして彼らの代価によって富を増やされなかった。

13 あなたは私たちを隣人への恥辱とされ、周囲への嘲りと嘲りにされた。

14 あなたは私たちを国々の中でことわざとされ、民の間で頭の揺れ動きとされた。

15 すべての日、私の恥辱が私の前にあり、私の顔の恥が私を覆った。

16 嘲る者と罵る者の声のゆえに、敵と復讐する者の顔のゆえに。

17 このすべてが私たちに臨んだが、私たちはあなたを忘れず、あなたの契約に偽りを言わなかった。

18 私たちの心はうしろに退かなかった。私たちの歩みはあなたの道からそれなかった。

19 あなたは私たちをジャッカルの場所で打ち砕かれ、死の陰で私たちを覆われた。

20 もし私たちが私たちの神の名を忘れ、私たちの手のひらを異なる神に差し伸べたなら

21 神はこれを究明されないだろうか。まさに主は心の隠し事を知っておられるのだ。

22 私たちはあなたのために一日中殺され、屠殺される羊の群れのように見なされています。

23 目を覚ましてください、なぜ眠られるのですか、主よ。起き上がってください、永遠に捨てられないでください、勝利のために。

24 なぜあなたの顔を隠されるのですか。私たちの苦しみと虐げを忘れられるのですか。

25 私たちの命はちりに伏し、私たちの腹は地に付いている。

26 起きて、私たちの助けとなり、あなたの慈愛のために、私たちを贖ってください。

Psalms 45

1 指揮者によって、ゆりの花に合わせて、コラの子らへ。知恵の歌、最愛の歌。私の心は良い言葉で沸き立つ。私は自分のわざを王に告げる。私の舌は、速く書記官の筆のようだ。

2 あなたは人の子らよりも美しく、あなたの唇には恵みが注がれた。それゆえ、神はあなたを永遠に祝福された。

3 あなたの剣を腿に帯びよ、勇士よ、あなたの威光と威厳をもって。

4 あなたの威厳をもって、真実のことと柔和と義のために、馬に乗って進み給え。あなたの右の手は、恐るべきわざを行われるであろう。

5 あなたの矢は鋭く、民はあなたの下に倒れる。王の敵の心に。

6 あなたの王座は、神よ、永遠の永遠にあり、あなたの王国の杖は、まっすぐな杖です。

7 あなたは義を愛し、悪を憎んだ。それゆえ、神、あなたの神は、喜びの油をあなたの仲間よりも多くあなたに注がれた。

8 没薬と沈香の木、カッシアがあなたのすべての衣服にあり、歯の象牙の神殿から、弦楽器があなたを喜ばせた。

9 王の娘たちはあなたの尊い者たちの中にいる。王妃はあなたの右に立ち、オフィルの純金をまとっている。

10 娘よ、聞け、そして見よ、耳を傾けよ。あなたの民とあなたの父の家を忘れよ。

11 王はあなたの美しさを慕われる。彼はあなたの主であるから、彼の前にひれ伏せ。

12 ツロの娘は献げ物をもってあなたの顔を請い求める、民の富める者たちは。

13 王の娘はすべて尊厳をもって内にあり、その衣服は金の飾り台からなるものであった。

14 刺繍の衣をまとって王のもとへ連れて行かれる。彼女の後に続く処女たち、彼女の友たちは、あなたのもとへ連れて来られる。

15 彼女たちは喜びと喜びをもって導かれ、王の神殿に入る。

16 あなたの父の代わりに、あなたの子らが立つであろう。あなたは彼らを全地の長官とされるであろう。

17 私はあなたの名をすべての世代にわたって覚えよう。それゆえ、民はあなたを永遠にいつまでも感謝する。

Psalms 46

1 指揮者へ。コラの子らによって。乙女たちの調べに合わせて。歌。神は私たちの避け所であり力であり、苦難のときに極めて近い助けである。

2 それゆえ、われわれは地が変わり、山が海の心に揺れ動いても、恐れることはない。

3 その水が騒ぎ、激しく沸き返り、その誇りによって山々が揺れ動く。セラ

4 川の流れが神の町を喜ばせる。いと高き方の聖なる幕屋よ。

5 神がその内側におられるので、それは揺るがない。神が朝の訪れに先立ってそれを助けられる。

6 国々は騒ぎ立ち、王国は揺れ動いた。主がその声を出されると、地は溶け去った。

7 主は軍勢の神は私たちと共におられる。ヤコブの神は私たちの高台である。セラ

8 来て、主の働きを見よ。主は地に驚きを置かれた。

9 戦いを地の果てまでやめさせ、弓を折り、槍を断ち、荷車を火で焼かれる。

10 やめよ、そして知れ、わたしが神であることを。わたしは国々の間で高められ、地の上で高められる。

11 主は軍勢とともに私たちと共におられる。ヤコブの神は私たちの高台である。セラ

Psalms 47

1 指揮者へ。コラの子らによる詩篇。すべての民よ、手のひらを打ち鳴らせ。喜びの叫びの声をもって神に歓呼せよ。

2 主は至高にして恐るべき方、すべての地の上の大いなる王である。

3 民を私たちの下に、諸国の民を私たちの足の下に従わせられる。

4 主は私たちの相続地を選ばれた。主が愛されたヤコブの誇りを。セラ

5 神は叫びとともに上られた。主は角笛の声とともに。

6 神にほめ歌を歌え、ほめ歌を歌え。われらの王にほめ歌を歌え、ほめ歌を歌え。

7 すべての地の王は神である。悟りをもってほめ歌え。

8 神は国々の上に王として統治された。神はその聖なる王座に座された。

9 諸国の君たちは集められた。アブラハムの神の民として。地の盾は神のものだからである。神は大いに高く上げられた。

Psalms 48

1 コラの子らの歌、詩篇。主は大いなる方であり、大いに賛美される方である。われわれの神の町、その聖なる山において。

2 美しい場所、すべての地の喜び、シオンの山、北の辺境、大いなる王の町。

3 神はその城の中で高台として知られた。

4 まことに、見よ、王たちは集まり、共に通り過ぎた。

5 彼らは見て、そのように驚き、慌てふためき、急いで逃げ去った。

6 震えが彼らをそこに捕らえた。産みの苦しみのような苦痛が。

7 東風によって、タルシシュの船を打ち砕かれた。

8 私たちが聞いたとおり、そのように主の軍勢の町、私たちの神の町で見た。神がそれを永遠に堅く立てられる。セラ

9 私たちはあなたの慈愛を、神よ、あなたの神殿の内側で思い巡らしました。

10 あなたの御名のように、神よ、あなたの賛美は地の果てにまで及びます。あなたの右の手は義に満ちています。

11 シオンの山は喜び、ユダの娘たちはあなたのさばきのために喜び踊る。

12 シオンを巡り、それを囲め。その塔を数えよ。

13 あなたがたの心をその堡塁に向け、その城を巡り歩け。後の世代に語り伝えるために。

14 この方こそ神、われわれの神。永遠に、とこしえに。この方がわれわれを死に至るまで導かれる。

Psalms 49

1 指揮者へ。コラの子らによる詩篇。すべての民よ、これを聞け。すべて世に住む者よ、耳を傾けよ。

2 低き人々の子らも、高き人々の子らも、共に、富める者も貧しい者も。

3 私の口は知恵を語り、私の心の瞑想は悟りである。

4 私は耳をことわざに向け、竪琴で私のなぞを解き明かそう。

5 なぜ、私の咎が私のかかとを囲む悪の日に、私は恐れるのか。

6 自分の力に頼り、その富の多数によって誇る者たちは。

7 兄弟は決して人を贖うことはできない、神にその身代金を支払うことはできない。

8 彼らの命の贖い金は高価で、永遠に及ばない。

9 さらに生きて勝利を得ることはなく、穴を見ることはない。

10 なぜなら、知恵ある者たちも死に、愚か者と無知な者も共に滅びるのを見るからだ。そして彼らはその力を他の者たちに残す。

11 彼らの内側は彼らの家を永遠とし、彼らの幕屋を代々の世代とする。彼らは自分たちの名を地の上に呼んだ。

12 人は尊さの中にあっても留まらず、獣のように滅ぼされてしまう。

13 これが彼らの道、彼らの自信。しかしその後、彼らの口で彼らは喜ぶ。セラ

14 羊の群れのようによみに置かれ、死が彼らを牧する。朝には正しい者たちが彼らを支配する。彼らの美しさはよみに朽ち果て、彼らの岩はよみの住まいから離れる。

15 しかし神は私の命をよみの手から贖われる。神が私を受け入れられるからだ。

16 人が富み、その家の栄光が増すときにも、恐れてはならない。

17 その死のとき、彼はすべてを取ることはできない。彼の栄光は彼の後に下って行くことはない。

18 彼は自分の魂をその命の間、祝福する。人々はあなたをほめたたえる、あなたが自分に良くしてくれるから。

19 彼は父たちの世代にまで至る。勝利の時までは、彼らは光を見ることはない。

20 人は尊さの中にあっても悟らず、滅ぼされる獣のようになった。

Psalms 50

1 アサフの詩篇。神なる主は語られ、地を呼ばれた。太陽の昇る東から、その入口まで。

2 シオンから、完全な美しさの神が現れた。

3 私たちの神は来られ、黙ってはおられない。御前には火が燃え、その周囲には激しい嵐が起こる。

4 彼は上なる天に呼びかけ、地に呼びかけて、ご自分の民を裁かれた。

5 わたしの聖徒たちを集めよ。彼らはわたしの契約をいけにえの上で結んだ者たちである。

6 天はその義を告げた。神ご自身が裁き主であるからだ。セラ

7 聞け、わが民よ、わたしは語ろう。イスラエルよ、わたしはあなたに対して証言しよう。わたしは神、あなたの神である。

8 あなたのいけにえのゆえに、わたしはあなたを責めない。あなたの全焼のいけにえは、常にわたしの前にある。

9 わたしはあなたの家から雄牛を取らず、あなたの羊の囲いから雄やぎを取らない。

10 すべての森の生き物はわたしのもの、千の山々の獣も。

11 私は山のすべての鳥を知っている。野の獣も私と共にある。

12 たとえ私が飢えても、あなたに言うことはない。世界とそれに満ち満ちているものは、私のものだからだ。

13 私は雄牛の肉を食べ、雄やぎの血を飲むだろうか。

14 神に感謝の捧げ物をささげ、いと高き方にあなたの誓いを果たせ。

15 苦難の日にわたしを呼べ、わたしはあなたを救い出し、あなたはわたしをあがめるであろう。

16 神は悪しき者に言われた、「なぜあなたはわたしの定めを語り、わたしの契約をあなたの口に担うのか」。

17 あなたは訓戒を憎み、私の言葉を背後に投げ捨てた。

18 盗人を見て、あなたは彼と一緒に走り、姦通する者たちと分け前を共にした。

19 あなたの口を悪に送り出し、あなたの舌を欺きに結びつける。

20 あなたは自分の兄弟について語り、自分の母の子に中傷を与える。

21 あなたはこれらのことを行い、わたしは黙っていた。あなたは、わたしがあなたのようになると思った。わたしはあなたを責め、あなたの目の前に並べ立てる。

22 目を覚まして、このことを悟れ、神を忘れる者よ。さもないと、わたしが引き裂き、救い出す者はいない。

23 感謝の捧げ物をささげる者はわたしを敬う。そして道を整える者に、わたしは神の救いを示そう。

Psalms 51

1 指揮者によって。ダビデの詩篇。神よ、あなたの慈愛にしたがって私をあわれんでください。あなたのあわれみの多数にしたがって、私の背きの罪をぬぐい去ってください。

2 預言者ナタンが彼のもとに来たとき、彼がバテ・シェバのもとに行った後に、私の咎から私を洗い清め、私の罪から私を清めてください。

3 わたしの背きの罪をわたし自身が知っており、わたしの罪は常にわたしの目の前にある。

4 あなたに対して、ただあなただけに対して、私は罪を犯しました。そして、あなたの目の前に悪を行いました。それは、あなたが語られるときに正しく、あなたが裁かれるときに清いとされるためです。

5 見よ、私は咎のうちに生まれ、母は罪のうちに私をみごもりました。

6 確かに、あなたは内臓において真実を望まれ、隠された所で知恵を私に知らせられます。

7 ヒソプで私を清めてください、そうすれば私は清くなります。私を洗ってください、そうすれば私は雪よりも白くなります。

8 喜びと楽しみを私に聞かせてください。あなたが砕かれた骨が喜び踊りますように。

9 あなたの顔を私の罪から隠し、私の咎をすべて消し去ってください。

10 きよい心を私に造ってください、神よ。私の内側に正しい霊を新しくしてください。

11 あなたの前から私を投げ捨てず、あなたの聖なる霊を私から取り去らないでください。

12 私にあなたの救いの喜びを返し、惜しみない霊で私を支えてください。

13 私は背く者たちにあなたの道を教え、罪人たちがあなたに立ち返るようにします。

14 血から私を救い出してください、神よ、私の救いの神よ。私の舌があなたの義を喜び歌いますように。

15 主よ、私の唇を開いてください。私の口はあなたの賛美を告げ知らせます。

16 あなたはいけにえを喜ばれず、わたしがそれをささげても、全焼のいけにえも望まれない。

17 神へのいけにえは砕かれた霊、砕かれ、打ちひしがれた心。神よ、あなたはこれを軽んじられない。

18 あなたの喜びをもってシオンに恵みを与え、エルサレムの城壁を築き上げてください。

19 そのとき、あなたは義のいけにえ、全焼のいけにえと焼き尽くす捧げ物を喜ばれる。そのとき、雄牛があなたの祭壇の上にささげられるでしょう。

Psalms 52

1 指揮者へ。ダビデの知恵の歌。力ある者よ、なぜ悪を誇るのか。神の慈愛はすべての日に及ぶ。

2 ドエグというエドム人が来て、サウルに告げて言った、「ダビデはアヒメレクの家に来た」と。あなたの舌は災いを計り、欺きを行う鋭い剃刀のようだ。

3 あなたは善よりも悪を愛し、義を語ることよりも偽りを愛した。セラ

4 あなたはすべての呑み込みの言葉を愛し、欺きの舌を愛した。

5 神もまた、あなたを永遠に打ち壊し、あなたを捕らえ、天幕から引き抜き、あなたの根を命の地から絶ち去られる。セラ

6 正しい者たちはこれを見て、恐れ、彼の上で笑うだろう。

7 見よ、この男は神を自分の要害とせず、自分の富の多数に頼り、自分の災いによって強くなった。

8 しかし私は、神の家にある青々としたオリーブの木のようだ。私は神の慈愛を永遠に、とこしえまでも信頼した。

9 あなたの御名が良いゆえに、私は永遠にあなたに感謝します。あなたがなされたことを。そして、あなたの聖徒たちの前で、あなたの御名を待ち望みます。

Psalms 53

1 指揮者によって、マハラテに合わせて。知恵の歌。ダビデのもの。愚か者は自分の心に言った、「神はいない」。彼らは腐敗し、忌まわしい不義を行った。善を行う者はいない。

2 神は天から人の子らを見下ろし、悟りのある者、神を求める者がいるかどうかを見られた。

3 すべては背を向け、ともに腐敗した。善を行う者はいない。ただの一人もいない。

4 悪を行う者たちは知らないのか。彼らは私の民をパンのように食べ、神を呼び求めなかった。

5 そこでは彼らは恐れおののいた。恐れのないところで。神があなたに立ち向かう者の骨を散らされたからだ。あなたは彼らを恥じ入らせられた。神が彼らを退けられたからだ。

6 シオンからイスラエルの救いが与えられるのは、神がその民の捕囚を元に戻される時だ。ヤコブは喜び、イスラエルは楽しむであろう。

Psalms 54

1 指揮者へ、楽器の調べに合わせて。ダビデの知恵の歌。神よ、あなたの名によって私を救い、あなたの力によって私を裁いてください。

2 ジフ人が来てサウルに「ダビデは我々のところに隠れているではないか」と言ったとき、神よ、私の祈りを聞いてください。私の口の言葉に耳を傾けてください。

3 なぜなら、異邦人たちが私に立ち向かって立ち上がり、暴虐な者たちが私の命を求めたからだ。彼らは神を自分たちの前に置かなかった。セラ

4 見よ、神は私を助ける方である。主は私の命を支える方々の中におられる。

5 悪が私の敵に返りますように。あなたの真実によって彼らを滅ぼしてください。

6 自由意志の捧げ物をもって、私はあなたにいけにえをささげます。私はあなたの名を、主よ、それが良いから感謝します。

7 すべての苦難から私を救い出された。そして私の敵どもを、私の目は見た。

Psalms 55

1 楽器の調べに合わせて、指揮者へ。知恵の歌。ダビデの詩。神よ、私の祈りに耳を傾けられ、私の嘆願から隠れないでください。

2 耳を傾けて私に答えられよ。私は思い煩いの中で嘆き、うめく。

3 敵の声のゆえに、悪しき者の圧迫の顔のゆえに。彼らが私に悪を投げかけ、怒りの顔で私を憎むからだ。

4 私の心は私の内側で震え、死の恐れが私に降りかかった。

5 恐れと震えが私に臨み、戦慄が私を覆った。

6 わたしは言った、「だれがわたしに鳩のような翼を与えるだろうか。わたしは飛び去って、安らぎを得るだろうに」。

7 見よ、私は遠くへ逃れ去り、荒野に宿ろう。セラ

8 私はわが避難所へ急ぎ、暴風の風とあらしから逃れよう。

9 主よ、彼らの舌を分裂させてください。私が町の中に暴力と争いを見たからです。

10 昼も夜も、彼らはその城壁の周りを巡る。悪と労苦がその内側にある。

11 災いがその内側にあり、その広場から欺きと欺きが離れることはない。

12 もし敵が私を嘲るなら、私はそれに耐えられたであろう。もし私を憎む者が私に向かって大いなることを言うなら、私は彼から身を隠せたであろう。

13 しかしあなたは、私の評価に等しい人、私の族長であり、私の知り合いであった。

14 共に、私たちは秘密の相談を交わし、神の家で騒動の中を歩んだ。

15 死が彼らの上に臨み、彼らは生きたままよみに下る。悪が彼らの滞在の中に、彼らの内側にあるからだ。

16 私は神に叫び求める。主は私を救われる。

17 夕方と朝と真昼に、私は思いを巡らし、嘆き叫ぶ。すると主は私の声を聞かれた。

18 主は平和のうちに、わたしの命をわたしの戦いから贖われた。多くの者がわたしと共にいたからである。

19 神は聞かれ、彼らに答えられる。東に座しておられる方、セラ。彼らには交代がなく、神を恐れなかった。

20 彼はその手を平和な者たちに伸ばし、自分の契約を汚した。

21 その口の言葉はバターよりも滑らかだが、その心には戦いがある。その言葉は油よりも柔らかいが、それらは抜き身の剣である。

22 あなたの重荷を主にゆだねよ。主はあなたを支えられる。正しい者を永遠に揺るがされることはない。

23 しかし神よ、あなたは彼らを穴の井戸へと下らせられる。血と欺きの人々は、その日々の半分に達しない。しかし私はあなたに信頼する。

Psalms 56

1 指揮者へ。遠く離れた者の結集の鳩について。ダビデの黄金の詩。ペリシテ人が彼をガテで捕らえたとき。神よ、私をあわれんでください。人が私を踏みつけ、すべての日、戦って私を押しつぶすからです。

2 私の敵は一日中わたしを追い詰める。多くの者が高い所からわたしと戦うからだ。

3 恐れる日には、私はあなたに信頼します。

4 神にあって、私はその言葉をほめたたえる。神にあって、私は信頼した。私は恐れない。肉なる者が私に何をなし得ようか。

5 一日中、彼らは私の言葉をゆがめ、彼らのすべての企ては私に対して悪をなそうとしている。

6 彼らは身を潜めて私のかかとを見張り、私の命を待ち伏せている。

7 彼らの悪のために彼らを逃れさせよ。怒りをもって、神よ、諸国の民を下らせよ。

8 あなたは私の流浪を数えられた。私の涙をあなたの皮袋に蓄えてください。それはあなたの書物にないでしょうか。

9 そのとき、私の敵たちは、私が呼ぶ日にうしろへ退く。このことを私は知っている。神が私のためにおられることを。

10 神によって、私はその言葉を賛美します。主によって、私はその言葉を賛美します。

11 神に私は信頼した、私は恐れない。人が私に何をなし得ようか。

12 神よ、あなたへの誓いは私の上にあります。私はあなたに感謝の捧げ物を償います。

13 あなたは私の命を死から救い出された。私の足が倒れないようにされた。神の御前を歩むために、命の光の中で。

Psalms 57

1 指揮者へ。滅ぼし給うな。ダビデの黄金の詩。彼がサウルの前から逃げて洞穴にいたとき。神よ、私を憐れんでください。私を憐れんでください。私の命はあなたに避け所を求めたからです。あなたの翼の陰りに、災いが過ぎ去るまで、私は避け所を求めます。

2 私はいと高き神に叫び求める。私のために成し遂げてくださる神に。

3 天から送って私を救われる。私を呑み込もうとする者を嘲られた。セラ。神はその慈愛と真実を送られる。

4 私の命は獅子の真ん中に横たわる。人の子らは火のように燃える者たち。彼らの歯は槍と矢、彼らの舌は鋭い剣。

5 神よ、あなたは天の上に高く上げられ、あなたの栄光はすべての地の上にある。

6 彼らは私の足のために網を張り、私の命をかがめさせた。彼らは私の前に穴を掘ったが、彼ら自身がその真ん中に落ちた。セラ

7 わが心は定まった、神よ、わが心は定まった。わたしは歌い、ほめ歌を歌おう。

8 我が栄光よ、目覚めよ。瓶と竪琴よ、目覚めよ。私は夜明けを呼び覚まそう。

9 民の中で、わが主よ、あなたに感謝します。諸民の中で、あなたにほめ歌を歌います。

10 あなたの慈愛は天にまで大きく、あなたの真実は雲にまで及ぶ。

11 神よ、あなたは天の上に高く上げられ、あなたの栄光はすべての地の上にあります。

Psalms 58

1 指揮者へ。「滅ぼすな」に合わせて。ダビデの黄金の詩。あなたがたは結集して義を語るのか。人の子らよ、廉直に裁くのか。

2 あなたがたは心の中で不義を働き、地であなたがたの手の暴力を量り出す。

3 悪しき者たちは子宮から離れ、偽りを語る者たちは腹から迷い出た。

4 彼らの怒りは蛇の怒りの似姿であり、耳をふさぐまむしのようである。

5 呪文を唱える者の声にも、巧みに結びつける仲間の術にも聞き従わない蛇のように。

6 神よ、彼らの口の中の歯を砕き、主よ、若獅子の大臼歯を打ち壊してください。

7 彼らは水のように流れ去り、自らを失わせよ。彼は矢を引き絞る、その矢は折れるかのように。

8 溶けるナメクジのように進み、女の流産が太陽を見ることがないように。

9 あなたがたの鍋がアタドの茨を感じる前に、生きたままのように、激しい怒りが彼らを嵐のように吹き払う。

10 正しい者は復讐を見て喜ぶ、その足は悪しき者の血で洗われる。

11 人は言う、「まことに義人には果実がある。まことに地には神が裁きを行う方としておられる」と。

Psalms 59

1 指揮者へ。滅ぼし給うな。ダビデの黄金の詩。サウルが人を遣わして家を守らせ、彼を殺そうとした時。我が神よ、わたしを敵から救い出し、わたしに立ち向かう者たちから高く引き上げてください。

2 悪を行う者たちから私を救い出し、血を流す人々から私を助け出してください。

3 まことに、見よ、彼らは私の命をうかがい、力ある者たちが私に立ち向かって集まる。私の背きの罪によるのでもなく、私の罪によるのでもない。主よ。

4 咎もないのに、彼らは走り寄り、身構える。目を覚まして、私を迎えに来て、見てください。

5 あなた、主、軍勢の神、イスラエルの神よ、目を覚まして、すべての国々を訪れられたまえ。悪を行うすべての裏切り者を、どうか顧みないでください。セラ

6 彼らは夕方に戻って来て、犬のようにうなり、町を巡り歩く。

7 見よ、彼らは口で吐き出し、その唇に剣がある。「だれが聞くのか」と。

8 しかし、主よ、あなたは彼らを笑われ、すべての国々を嘲られる。

9 彼の力よ、私はあなたに目を注ぎます。神は私の高台だからです。

10 私の神はその慈愛をもって私を迎えられる。神は私の敵を私に見させられる。

11 彼らを殺さないでください。私の民が忘れないように。あなたの力で彼らを揺り動かし、彼らを低くしてください。我らの盾よ、主よ。

12 彼らの口の罪、その唇の言葉によって、彼らはその誇りの中で捕らえられよ。彼らは呪いとやせ衰えを語る。

13 怒りをもって彼らを滅ぼせ、滅ぼせ、彼らを存在しないものとせよ。そして彼らは、神がヤコブを治められることを、地の絶えず果てまでも知るように。セラ

14 彼らは夕方に戻り、犬のようにうなり、町を巡り歩く。

15 彼らは食べるためにさまよい歩き、満ち足りなければ、夜を過ごすために留まる。

16 私はあなたの力を歌い、朝にあなたの慈愛を喜び歌います。あなたは私の高台となり、私の苦難の日に避難所となられたからです。

17 わたしの力よ、あなたに向かってわたしは歌います。神はわたしの高台、わたしの慈愛の神だからです。

Psalms 60

1 指揮者へ。百合の証しの上に。黄金の詩。ダビデのための教えの歌。神よ、あなたは私たちを捨てられ、私たちを打ち破られました。あなたは怒られました。どうか私たちを元に戻してください。

2 彼がアラム・ナハライムとアラム・ゾバと戦ったとき、ヨアブが帰って来て、塩の谷でエドムを打ち、一万二千人を討ち取ったとき、あなたは地を揺り動かし、それを裂かれた。その破滅を癒してください。地が揺らいでいるからです。

3 あなたはあなたの民に苦しいことを見せられた。あなたは私たちに驚きのぶどう酒を飲ませられた。

4 あなたはあなたを恐れる者たちに旗を与えられた。それは彼らが掲げるため、真実の前で掲げるためである。セラ

5 あなたの愛する者たちが救い出されるために、あなたの右の手で救い、私たちに答えてください。

6 神はその聖なるものにおいて言われた、「わたしは喜び歌う。わたしはシェケムを分け与え、スコトの谷を測る」。

7 ギレアデは私のもの、マナセも私のもの、エフライムは私の頭の要害、ユダは私の立法者。

8 モアブはわたしの洗面器、エドムの上にわたしは靴を投げる。ペリシテよ、わたしに向かって叫び声を上げよ。

9 だれが私を攻城の町に連れて行くのか。だれが私をエドムまで導いたのか。

10 あなたは神であって、私たちを捨てられたのではありませんか。神よ、あなたは私たちの軍勢と共に出て行かれないのですか。

11 私たちに苦しみからの助けを与えてください。人の救いは虚偽です。

12 神によって私たちは力を成し遂げる。そして、その方が私たちの苦しみを踏みにじられる。

Psalms 61

1 指揮者によって、楽器の調べに合わせて。ダビデの詩。神よ、私の喜びの叫びを聞いてください。私の祈りに耳を傾けてください。

2 地の果てから、わたしはあなたに叫びます。わたしの心が衰えるとき、わたしよりも高い岩に、わたしを導いてください。

3 あなたは私の避け所、敵の顔に対する力の塔でした。

4 私はあなたの天幕に永遠に住み、あなたの翼の隠れ場に避け所を得ます。セラ

5 あなたは神であって、私の誓いを聞かれ、あなたの名を恐れる者たちに相続を与えられた。

6 日々の上に王の日を加えられますように。その年を代々の世代のように長くされますように。

7 彼は永遠に神の前に座し、慈愛と真実が彼を守るであろう。

8 こうして私はあなたの名を永遠にほめ歌います。日々、私の誓いを果たすために。

Psalms 62

1 指揮者によって。エドトンに合わせて。ダビデの詩篇。まことに、私の命は神に向かって沈黙している。私の救いは神から来る。

2 ただ主こそ私の岩、私の救い、私の高台。私は大きく揺るぐことはない。

3 いつまであなたがたは人に襲いかかるのか。あなたがたはみな、傾いた壁、押し出された垣根のように殺そうとする。

4 彼の高揚から彼らは彼を押し落とそうと謀り、偽りを喜ぶ。彼の口で祝福し、その内側で呪う。セラ

5 わたしの命よ、ただ神に向かって静まれ。わたしの希望は神から来るからだ。

6 確かに、この方こそ私の岩、私の救い、私の高台。私は揺るぐことがない。

7 私の救いと私の栄光は神の上にあり、私の力の岩、私の避け所は神にある。

8 いつもすべての時に主に信頼せよ。民よ、その御前にあなたがたの心を注ぎ出せ。神は私たちの避け所である。セラ

9 確かに、人の子らは虚しさ、人の子らは偽りである。はかりに載せれば、彼らは一緒に虚しさに過ぎない。

10 搾取に頼るな、強奪によって空想に陥るな。力が実を結んでも、それに心を置くな。

11 神は一度語られ、二度のことを私は聞いた。すなわち、力は神のものである。

12 主よ、慈愛はあなたのものです。あなたはそれぞれに、そのわざに応じて報いられるからです。

Psalms 63

1 ダビデの詩篇。彼がユダの荒野にいたとき。神よ、あなたは私の神。私はあなたを切に求める。私の命はあなたを渇き、私の肉はあなたを慕う。水のない、乾いた、疲れた地で。

2 聖なるものにおいて、私はあなたを見た。あなたの力と栄光を見るために。

3 あなたの慈愛は命よりも良く、私の唇はあなたを賛美します。

4 このようにして、わたしは命のうちにあなたを祝福し、あなたの名によって手のひらを上げます。

5 私の命は脂肪と豊かな脂肪で満ち足りるでしょう。そして私の口は喜びの歌声をもって、私の唇は主を賛美するでしょう。

6 もし私が寝台の上であなたを思い起こし、夜警の時にあなたについて思い巡らすなら。

7 あなたは私の助けとなられた。あなたの翼の陰りの中で、私は喜び歌います。

8 わたしの命はあなたに付き従い、あなたの右がわたしを支えられた。

9 彼らは荒廃を求めて私の命を捜し求める。彼らは地の深みに入るであろう。

10 彼らを剣の手に渡し、彼らは狐の分け前となる。

11 王は神にあって喜び、すべて主に誓う者は誇ろう。偽りを語る者の口はふさがれるからだ。

Psalms 64

1 指揮者へ。ダビデの詩篇。神よ、私の思い煩いの中の私の声を聞いてください。敵の恐れから私の命を守ってください。

2 私を悪を行う者たちの秘密の相談から、悪を働く者たちの騒動から隠してください。

3 彼らはその舌を剣のように研ぎ、苦い言葉をその矢として放った。

4 隠れ場から正しい者を射るため、突然彼を射る、彼らは恐れない。

5 彼らは悪い言葉で自分を強くし、罠を隠すために語り合い、「誰が私たちを見るだろうか」と言った。

6 彼らは不義を捜し求め、巧みな捜索を成し遂げた。人の内側と深い心は計り知れない。

7 神は彼らに突然の矢を放たれた。彼らの傷となった。

8 彼らの舌が彼ら自身に向けられ、彼らはつまずかされた。すべてこれを見る者は揺れ動く。

9 すべての人は恐れ、神のわざを語り、そのわざを悟った。

10 正しい者は主によって喜び、彼に身を避ける。すべて心の直き者は誇ろう。

Psalms 65

1 指揮者によって。ダビデの詩篇、歌。神よ、シオンにおいて沈黙はあなたへの賛美であり、あなたには誓いが果たされる。

2 祈りを聞かれる方よ、すべての肉なる者はあなたのもとに来る。

3 咎の言葉が私に勝ちました。私たちの背きの罪を、あなたは償われます。

4 幸いである、あなたが選び、近づけられる者、あなたの中庭に住む者は。私たちはあなたの宮の良いものに満ち足りる。あなたの神殿の聖なるものよ。

5 義をもって、恐るべき業をもって、われわれの救いの神よ、あなたはわれわれに答えられる。地のすべての果てと遠い海との確信。

6 力によって山を備えられ、力をもって帯とされる方。

7 海の騒音、その波の騒音、そして民の群衆を静められる方。

8 地の果てに住む者たちはあなたのしるしを恐れ、朝と夕方の出を喜び歌わせられる。

9 あなたは地を顧みられ、それを潤され、大いに豊かにされる。神の川は水で満ちている。あなたは彼らの穀物を備えられる。そのようにして、あなたは地を備えられるからだ。

10 その畝を潤し、その切り傷を鎮められ、大雨をもってそれを柔らかくされ、その枝を祝福される。

11 あなたはその良き年の冠を授けられ、あなたの小道は脂肪を滴らせる。

12 荒野の住まいは滴り、丘は喜びを帯びて巡る。

13 牧場は羊の群れをまとい、谷は穀物で覆われる。彼らは叫び声をあげ、さらには歌う。

Psalms 66

1 指揮者によって。歌、詩篇。すべての地よ、神に向かって喜びの声を上げよ。

2 その御名の栄光をほめ歌え。その賛美の栄光を置け。

3 神に言え、「あなたのわざはなんと恐ろしいことでしょう。あなたの力の多数によって、あなたの敵たちはあなたにへつらうでしょう。

4 全地はあなたにひれ伏し、あなたにほめ歌を歌います。彼らはあなたの名をほめ歌います。セラ

5 来て、神の働きを見よ。人の子らに対するその行いは恐るべきものである。

6 海をかわいた地に変えられた。川を彼らは足で渡った。そこで私たちは主にあって喜んだ。

7 主はその力をもって永遠に統べ治められる。その目は国々を見張る。逆らう者たちは自分たちのために高ぶることのないように。セラ

8 民よ、われわれの神を祝福せよ。その賛美の声を聞かせよ。

9 私たちの生き物を生き物のうちに置かれる方、私たちの足をよろめかせない方。

10 あなたは私たちを試された、神よ。あなたは私たちを銀のように精錬された。

11 あなたは私たちを城塞に連れて来られ、私たちの腰に苦悩を置かれた。

12 あなたは人を私たちの頭の上に乗せられた。私たちは火と水の中を通った。しかしあなたは私たちを潤いのある所へ導き出された。

13 私は全焼のいけにえをもってあなたの家にまいります。私はあなたに私の誓いを果たします。

14 わたしの唇が開いたもの、わたしの口が苦難のときに語ったもの。

15 全焼のいけにえと肥えたものをあなたにささげます。薫香を雄羊とともに。牛を雄やぎとともにささげます。セラ

16 来なさい、聞きなさい、神を恐れるすべての人々よ。私の命のために主がなさったことを、私は語り告げよう。

17 私は主に口で呼び求め、私の舌の下で主は高められることとなった。

18 もし私が心に悪を見たなら、主は聞かれない。

19 確かに神は聞かれ、私の祈りの声に耳を傾けられた。

20 神は誉むべきかな。神は私の祈りを退けず、その慈愛を私から取り去られなかった。

Psalms 67

1 楽器の調べに合わせて、指揮者へ。詩篇、歌。神が私たちを恵み、祝福されますように。神がその顔を私たちに向けて照らされますように。セラ

2 地であなたの道が、すべての国々であなたの救いが知られるために。

3 諸国の民はあなたに感謝します。神よ、すべての民はあなたに感謝します。

4 諸国の民は喜び、歓声を上げよう。あなたが民を平地において裁かれるからだ。地にある諸国の民を、あなたは導かれる。セラ

5 諸国の民はあなたに感謝します、神よ。諸国の民はみな、あなたに感謝します。

6 地はその収穫を実らせた。われわれの神なる神がわれわれを祝福された。

7 神が私たちを祝福された。地のすべての果ての者たちは、絶えず神を恐れるであろう。

Psalms 68

1 指揮者によって。ダビデの詩篇、歌。神が立ち上がられ、その敵たちは散らされ、その憎む者たちはその御前から逃げ去る。

2 煙が追い散らされるように、あなたは彼らを追い散らされる。火の前で蝋が溶けるように、悪しき者たちは神の前で滅びる。

3 正しい者たちは神の前で喜び、踊り、喜びのうちに楽しむ。

4 神に歌い、その名をほめ歌え。荒野を駆ける方のために道を備えよ。その名はヤハ。その御顔の前に喜び踊れ。

5 みなしごの父、未亡人の裁判官、その聖なる住まいにおられる神。

6 神は孤独な者を家に住まわせ、囚人を鎖から引き出される。しかし、頑なな者たちは乾いた地に住んだ。

7 神よ、あなたがあなたの民の前を行かれたとき、荒野を進まれたとき、セラ。

8 地は震えた。また天も滴り落ちた。神の前で、このシナイの神の前で、イスラエルの神なる神の前で。

9 神よ、あなたは自由意志の捧げ物の雨を注がれました。あなたの相続地が疲れ果てていたとき、あなたご自身がそれを整えられました。

10 あなたのいのちはそこに住んだ。神よ、あなたは恵みをもって貧しい者のためにそれを備えられた。

11 主は約束を与えられた。良い知らせを伝える者たちは大いなる軍勢である。

12 軍勢の王たちは逃げ、逃げた。家の女たちは戦利品を分け合った。

13 あなたがたが鉤の間に横たわるとき、鳩の翼は銀で覆われ、その翼は金の輝きでおおわれている。

14 全能者が王たちをそこに散らされたとき、ザルモンに雪が降った。

15 神の山はバシャンの山、高き所の山はバシャンの山。

16 なぜ、高き所の山々よ、あなたがたは嫉むのか。神が住まいとして望まれた山を。まことに主はそこに勝利のため、とこしえに住まわれる。

17 神の戦車は二万、千々の御使いたち。主はその中におられる。シナイは聖なるものの中に。

18 あなたは高い所に上られ、捕虜を連れて行かれ、人の中から贈り物を受け取られた。実に、背く者たちをも、神ヤハが住まわれるために。

19 主は日ごとに私たちのために重荷を負われる。私たちの救いの神は、セラ。

20 神は私たちのために、救いの神であられる。主なる神には、死からの出口がある。

21 しかし神は、その敵の頭を打ち砕かれ、罪過のための捧げ物のうちを歩む者の頭頂の毛を打たれる。

22 主は言われた、「バシャンからわたしは帰らせる。海の深みから帰らせる。

23 あなたの足が血に浸り、あなたの犬の舌が敵どもからその分け前を得るために。

24 人々はあなたの歩みを見た、神よ。私の神、私の王の聖なるものにおける歩みを。

25 歌う者たちは先に行き、琴を弾く者たちは後に続き、太鼓を打つ処女たちの真ん中にいた。

26 集会において神を祝福せよ。主を、イスラエルの泉から。

27 そこに、若いベニヤミンが彼らを支配し、ユダの長官たちが彼らの議会をなし、ゼブルンの長官たち、ナフタリの長官たちがいた。

28 あなたの神はあなたの力を命じられた。神よ、あなたが私たちのために成し遂げられた力を示してください。

29 あなたの神殿からエルサレムの上に、王たちはあなたに贈り物を携えて来るでしょう。

30 葦の生き物を叱り、雄牛たちの集会を、民の子牛の間で銀の一片に踏みつける者を。諸国の民を散らし、彼らが戦いを喜ぶように。

31 君主たちはエジプトから来る。クシュはその手を神に差し伸べる。

32 地の王国よ、神に歌え。主にほめ歌を歌え。セラ

33 いにしえの天の天に乗られる方に。見よ、その声に力の声を与えられる。

34 神に力を与えよ。その誇りはイスラエルの上にあり、その力は雲の中にある。

35 神はその聖所から恐るべき方である。イスラエルの神、主ご自身が民に力と力を与えられる。神はほむべきかな。

Psalms 69

1 指揮者へ。ゆりに合わせて。ダビデの詩。神よ、わたしを救ってください。水が命にまで及んでいるからです。

2 私は泥の深みに沈み、そこには立ち位置がない。私は水の深みに来た、穀物の穂が私を押し流した。

3 私は叫び求めて疲れ果て、のどはかれた。私の目は、わが神を待ち望むうちに衰え果てた。

4 私の頭の髪よりも多い、理由なく私を憎む者たちは。私を滅ぼそうとする者たち、偽りの私の敵は強くなった。私は奪わなかったものを、返さなければならないのか。

5 神よ、あなたは私の愚かさを知っておられます。私の罪過はあなたから隠されてはいません。

6 あなたを待ち望む者たちが、わたしのゆえに恥をかくことがありませんように。万軍の主なる神よ。あなたを求める者たちが、わたしのゆえに辱めを受けることがありませんように。イスラエルの神よ。

7 あなたのために私は恥辱を負った。恥辱が私の顔を覆った。

8 私は自分の兄弟にとって異邦人となり、自分の母の子らにとって外国人となった。

9 あなたの家へのねたみが私を焼き尽くし、あなたを嘲る者たちの恥辱が私の上に降りかかった。

10 そして私は断食で自分の命を泣いた。それは私にとって恥辱となった。

11 私は自分の衣服を荒布とし、彼らにとってことわざとなった。

12 門に座る者たちは私のことを語り、強い酒を飲む者たちは楽器の調べを奏でる。

13 しかし私は、あなたへの祈りを、主よ、喜びの時にささげます。神よ、あなたの豊かな慈愛をもって、あなたの真実の救いによって、私に答えてください。

14 泥から私を救い出し、私が沈まないようにしてください。私を憎む者たちと水の深みから救い出してください。

15 水の穀物の穂が私を押し流さないようにしてください。深みが私を呑み込まないようにしてください。井戸がその口を私の上に閉じないようにしてください。

16 主よ、あなたの慈愛は良いゆえに、わたしに答えてください。あなたのあわれみの多数にしたがって、わたしを顧みてください。

17 あなたの顔をあなたのしもべから隠さないでください。私にとって苦しいのです。速く私に答えてください。

18 私の命に近づいて、それを贖ってください。私の敵のゆえに、私を救い出してください。

19 あなたは私の恥辱と私の恥と私の恥辱を知っておられる。すべての私の敵はあなたの前にいる。

20 恥辱が私の心を打ち砕き、私は弱り果てた。私は慰めを待ち望んだが、何もなく、慰める者たちを求めたが、見つけられなかった。

21 彼らは私の肉に毒を与え、私の渇きに酢を飲ませた。

22 彼らの食卓が彼らの前でわなとなり、彼らの平和が罠となりますように。

23 彼らの目は見ることができず暗くなり、彼らの腰は常に揺らぐようにせよ。

24 あなたの憤りを彼らの上に注ぎ、あなたの怒りの激しい怒りが彼らに追い迫れ。

25 彼らの城は荒れ果てよ。彼らの天幕には住む者がいないように。

26 あなたが打たれた者を、彼らは追いかけ、あなたの傷ついた者たちの痛みについて、彼らは語る。

27 彼らの咎の上に咎を加え、彼らをあなたの義に入らせないでください。

28 彼らは命の書物から消し去られ、正しい者たちと共に書き記されることがありませんように。

29 私は貧しくて苦しんでいます。あなたの救い、神よ、私を高く上げてください。

30 私は歌をもって神の名をほめたたえ、感謝の捧げ物をもって神を大いなる者とあがめよう。

31 主に喜ばれるのは、角と蹄を分ける雄牛よりも、雄牛をささげることである。

32 貧しい者たちは見て喜ぶ。神を求める者たちよ、あなたがたの心は生きよ。

33 主は貧しい者たちの声を聞かれ、その囚人たちを軽んじられなかった。

34 天と地は主をほめたたえよ。海と、その中を動くすべてのものも。

35 神はシオンを救い、ユダの町々を建てられる。彼らはそこに住み、それを所有するであろう。

36 そのしもべたちの子孫はそれを相続し、その名を愛する者たちはそこに住まう。

Psalms 70

1 指揮者によって。ダビデの歌。記念のために。神よ、私を救い出してください。主よ、私の助けに急いでください。

2 私の命を求める者たちは、恥じ入り、辱めを受けよ。私の悪を喜ぶ者たちは、うしろに退き、恥をかかされよ。

3 彼らはその恥のゆえに踵を返して退き、ああ、ああと言う者たちは。

4 あなたを求めるすべての者が喜び楽しみ、あなたの救いを愛する者が常に「神は大いなる方だ」と言いますように。

5 私は貧しく、乏しい者です。神よ、私のために急いでください。あなたは私の助け、私の救い主です。主よ、遅らせないでください。

Psalms 71

1 私はあなたに身を避けました。主よ、どうか私を永遠に恥じさせないでください。

2 あなたの義によって私を救い出し、私を逃れさせてください。あなたの耳を私に向けて、私を救ってください。

3 私のために住まいの岩となってください。常にそこへ行けるように。あなたは私を救うように命じられた。あなたは私の岩、私の城塞だからです。

4 我が神よ、悪しき者の手から、不法を行う者と欺く者の手のひらから、私を救い出してください。

5 あなたは私の希望、主なる神、私の青春からの私の確信です。

6 腹のときから、私はあなたに支えられてきました。母の腹の中から、あなたは私を取り出された方です。私の賛美は常にあなたに向かっています。

7 私は多くの人にとってしるしとなりました。しかしあなたは、私の力の避け所です。

8 わたしの口はあなたの賛美で満たされますように。すべての日、あなたの栄光をもって。

9 私を老年の時に捨てず、私の力が尽きるときにも私を見放さないでください。

10 私の敵たちは私について言い、私の命を狙う者たちは共に謀った。

11 神は彼を見捨てられたと言って、追いかけ、捕まえよ、救い出す者はいないからだ。

12 神よ、私から遠く離れないでください。私の神よ、私の助けのために急いでください。

13 わたしの命をねらう者たちは、恥じ、滅びうせよ。わたしの悪を求める者たちは、恥辱と恥辱に包まれよ。

14 そして私は常に望み続け、あなたのすべての賛美に付け加えよう。

15 私の口はあなたの義を語り、すべての日、あなたの救いを告げる。なぜなら、私はその数を知らないからだ。

16 私は主なる神の力によって進み、あなたの義だけをほかには何も語り告げます。

17 神よ、あなたは私を青春の時から教えられた。そして今に至るまで、私はあなたの奇しいわざを告げ知らせてきました。

18 また老年に至るまで、白髪になるまで、神よ、私をお見捨てにならないでください。私があなたの腕を世代に、来るべきすべての者にあなたの力を告げ知らせるまで。

19 あなたの義よ、神よ、高い所にまで及ぶ。あなたは大いなることを成し遂げられた。神よ、だれがあなたのような方であろうか。

20 あなたは多くの苦難とわざわいを私たちに見せられた。あなたは再び私たちを生かし、地の深淵から再び私を引き上げられる。

21 あなたは私の威厳を増し加え、私を回って慰められる。

22 私もまた、瓶の器をもってあなたに感謝をささげ、私の神よ、あなたの真実を竪琴でほめ歌います。イスラエルの聖なる方よ。

23 私の唇は喜び歌う、私があなたに賛美を歌うからです。そして、あなたが贖われた私の命も。

24 私の舌は、すべての日、あなたの義を思い巡らす。なぜなら、私の悪を求める者たちは恥じ、辱められたからだ。

Psalms 72

1 ソロモンのために。神よ、あなたのさばきを王に与え、あなたの義を王の子に与えてください。

2 あなたの民を義をもってさばき、あなたの貧しい者たちをさばきをもってさばかれるでしょう。

3 山々は民に平和をもたらし、丘は義によってもたらす。

4 貧しい民を裁き、乏しい者の子らを救い、虐げる者を打ち砕かれる。

5 彼らは太陽と共にあなたを恐れ、月の前で、代々の世代に至るまで。

6 雨のように羊毛の上に降り、地に注ぐ大雨の水のように。

7 彼の日に正しい者が栄え、平和の多数が月のなくなるまで続く。

8 海から海まで、また川から地の絶えず果てまで、彼は支配されるであろう。

9 彼の前に荒野の獣がひれ伏し、彼の敵はちりをなめる。

10 タルシシュの王たちと島々は献げ物を携えて来る。シバとセバの王たちは贈り物を差し出す。

11 すべての王たちが彼にひれ伏し、すべての国々が彼に仕える。

12 彼は叫び求める貧しい者を救い出し、助ける者のいない苦しむ者を救い出す。

13 貧しい者と乏しい者を憐れみ、乏しい者の命を救われる。

14 欺きと暴力から彼らの命を贖い、彼らの血はその目に貴いものとされた。

15 彼は生き、シバの金が彼に与えられ、彼のために常に祈り、すべての日、彼を祝福するであろう。

16 地に穀物の一握りが山の頭にあり、その果実はレバノンのように揺れ動き、町から地の草のように花咲く。

17 彼の名は永遠に続く。太陽の前に彼の名は存続する。すべての国々は彼によって祝福され、彼を幸いな者と呼ぶ。

18 主なる神、イスラエルの神は誉むべきかな。ただ独りで驚くべき業を成される方。

19 その栄光の名が永遠にほめたたえられますように。その栄光が地のすべてに満ちますように。アーメン、アーメン。

20 ダビデの子エッサイの祈りはすべて終わった。

Psalms 73

1 詩篇。アサフによる。まことに神はイスラエルに、心の清い者に良いお方である。

2 しかし私は、その足が少しでよろめき、その歩みがほとんど流された。

3 私は誇る者たちをねたみ、悪しき者たちの平和を見たからです。

4 彼らには死に至る束縛がなく、その力は健やかである。

5 人の労苦は彼らに及ばず、人と共に打たれることもない。

6 それゆえ、誇りが彼らの首飾りとなり、暴力が彼らの衣服のように彼らを包む。

7 彼らの目は脂肪から出て、心の像を越えた。

8 彼らは嘲り、悪をもって語り、搾取を語る。高い所から語る。

9 彼らはその口を天に向けて置き、その舌は地を行き巡る。

10 それゆえ、主の民はここに帰り、彼らに満ちる水が絞り出される。

11 彼らは言った、「神はどうして知っておられるのか。いと高き所に知識があるのか」と。

12 見よ、これらの者たちは悪者であり、永遠の安らぎを得ている者たちは、力を増し加えた。

13 まことに、私はむなしさのうちに心を清め、潔白をもって手のひらを洗った。

14 そして私は一日中打たれ、私の戒めは朝ごとにあった。

15 もし私が「このように語ろう」と言ったなら、見よ、私はあなたの子らの世代を裏切ったことになる。

16 これを知ろうと思い巡らしたが、それは私の目には労苦であった。

17 神の聖所に入るまで、彼らの終わりを私は悟らなかった。

18 確かに、あなたは彼らを滑りやすい所に置かれ、彼らを荒廃に落とされた。

19 なんと彼らは一瞬のうちに驚きとなり、恐怖によって滅び尽くし、絶え果てた。

20 目覚めた後の夢のように、主よ、あなたは彼らの像を軽んじられる。

21 私の心が酸っぱくなり、私の腎臓が刺し貫かれた。

22 私は愚かで、何も知らなかった。あなたの前で、私は獣のようであった。

23 しかし私は常にあなたと共にあり、あなたは私の右の手を握っておられる。

24 あなたの助言で私を導かれ、その後、栄光のうちに私を受け入れられます。

25 天には、私にとって誰がいるでしょうか。地では、あなたのほかに私は望むものはありません。

26 わたしの肉と心は尽き果てる。しかし神は、わたしの心の岩、わたしの分け前を永遠にされる。

27 まことに、見よ、あなたから遠く離れた者たちは滅びる。あなたを捨てるすべての者を、あなたは滅ぼされた。

28 しかし私にとっては、神への近づきが良いことです。私は主なる神を私の避け所としました。あなたのすべての仕事を語り告げるために。

Psalms 74

1 アサフの知恵の歌。神よ、なぜあなたは永遠に捨てられたのですか。あなたの怒りは、あなたの牧場の羊の群れに対して煙を上げています。

2 あなたの集会を思い出してください。あなたが昔、東で獲得されたもの、あなたが贖われたあなたの相続地の杖を。あなたが住まわれたシオンの山を。

3 あなたの足を上げて、絶えざる荒廃の場所へ。敵が聖なるものでなしたすべての悪を。

4 あなたの敵たちはあなたの定めの時の内側でほえたけり、彼らのしるしをしるしとして立てた。

5 彼らは上に斧を運び込む者のように、木の茂みの中で知られた。

6 そして今や、その彫刻の数々を、彼らは斧と槌で共に打ち砕いた。

7 彼らはあなたの聖所を火に投げ込み、あなたの名の幕屋を地にまで汚した。

8 彼らは心の中で言った、「われわれは彼らを一緒に虐げよう」。彼らは地にある神のすべての定めの時を焼き払った。

9 私たちのしるしを、私たちは見なかった。もはや預言者はいない。そして、私たちのうちに、いつまでなのかを知る者もいない。

10 神よ、いつまで苦しみがあなたを嘲るのでしょうか。敵があなたの名を永遠に、勝利の限りに汚し続けるのでしょうか。

11 なぜあなたの手を引き戻されるのですか。あなたの右を、あなたの懐の内側から、定めを終わらせてしまわれるのですか。

12 神は私の王、東から、地の内側で救いを成し遂げられる方。

13 あなたは御力で海を打ち砕かれ、水の上で海の怪物たちの頭を砕かれました。

14 あなたはレビヤタンの頭を打ち砕き、それを荒野の獣なる民に食物として与えられた。

15 あなたは泉と谷川を裂かれた。あなたは絶えず流れる川を干上がらせられた。

16 日はあなたのもの、夜もあなたのもの。あなたは光と太陽を備えられた。

17 あなたは地のすべての境界を定められた。夏と冬を、あなたはこれらを造られた。

18 これを覚えてください。敵が主を嘲り、愚かな民があなたの名を汚しました。

19 あなたの鳩の生き物を野獣の命に渡さないでください。あなたの貧しい者の生き物を永遠に忘れないでください。勝利のために。

20 契約をご覧ください。地の暗闇が暴力の住まいで満ちているからです。

21 虐げられた者が恥をかいて引き返すことのないようにしてください。貧しい者と乏しい者があなたの名をほめたたえますように。

22 神よ、立ち上がり、あなたの争いを争ってください。愚か者からのあなたの恥辱を、すべての日、覚えてください。

23 あなたの敵の声を忘れないでください。あなたに立ち向かう者たちの騒音は常に上ってきます。

Psalms 75

1 指揮者へ。アシャフの詩篇、歌。われわれはあなたに感謝します、神よ、感謝します。あなたの名は近くにあります。人々はあなたの奇しいわざを語り告げます。

2 定めの時をわたしが取るとき、わたしは廉直をもって裁く。

3 地とそのすべての住民が溶け去るとき、わたしはその柱を堅く据えた。セラ

4 私は誇る者たちに言った、「誇るな」。また悪しき者たちに、「角を高く上げるな」と。

5 あなたがたの角を高い所に上げるな。高慢な首で語るな。

6 出は東からではなく、西からでもなく、荒野の山々からでもない。

7 神は裁き主であられる。この者を低くされ、あの者を高くされる。

8 主の手に杯があり、それは混ぜ合わせたものの満ちた濃いぶどう酒である。主はこれを注がれる。しかし、その澱は地のすべての悪しき者たちが絞り出して飲む。

9 私は永遠に宣言し、ヤコブの神にほめ歌を歌おう。

10 すべての悪しき者の角を私は折る。正しい者の角は高く上げられる。

Psalms 76

1 指揮者によって、楽器の調べに合わせて。アサフの詩篇、歌。神はユダにおいて知られ、イスラエルにおいてその名は大いなるものである。

2 主の隠れ場はサレムにあり、その巣穴はシオンにあった。

3 そこに主は燃える矢と弓、盾と剣、そして戦いを砕かれた。セラ

4 あなたは獲物の山々よりも輝かしく、力強い方です。

5 心の強い者たちは慌てふためき、彼らは眠りに落ちた。力あるすべての人々は、自分の手に何も見いだせなかった。

6 あなたの叱責によって、ヤコブの神よ、戦車も馬も深い眠りに落ちた。

7 あなたは恐るべき方です。だれがあなたの前に立ち得ましょうか。あなたの顔の怒りによって。

8 天からあなたは裁きを告げられた。地は恐れて、静かになった。

9 神がさばきのために立ち上がられるとき、地のすべてのへりくだった者たちを救うために。セラ

10 人の怒りはあなたに感謝をささげ、その怒りの残りの者はあなたに帯とされる。

11 主に誓いを立て、主に償え。あなたがたの神に。その周囲のすべての者は、恐れられる方に贈り物を携えて来るように。

12 主は君主たちの霊を断ち切られる。地の王たちには恐るべき方である。

Psalms 77

1 指揮者へ。エドトンに合わせて。アサフの詩篇。私の声は神に向かい、私は叫ぶ。私の声は神に向かい、神は私に耳を傾けられる。

2 苦難の日に、私は主を尋ね求めた。私の手は夜に注ぎ出され、衰えることがなかった。私の命は慰められることを拒んだ。

3 私は神を思い起こし、嘆き悲しんだ。私は思い巡らし、私の霊は衰え果てた。セラ

4 あなたは私の目の目覚めを捕らえられた。私は動揺し、語ることができなかった。

5 私は東の日々を思い巡らした、永遠の年々を。

6 私は夜に自分の楽器の調べを思い起こし、心とともに思い巡らし、私の霊は探り求めた。

7 主は永遠に見放されるのだろうか。もう二度と恵みを示されないのだろうか。

8 その慈愛は勝利のときまで尽きてしまったのか。その約束は代々の世代に終わってしまったのか。

9 神は恵みを忘れられたのか。怒りによってそのあわれみを閉ざされたのか。セラ

10 わたしは言った、「これはわたしの苦しみだ。いと高き方の右の年の変わり目だ」。

11 私は主の行いを思い起こす。まことに、東からのあなたの不思議を私は思い出す。

12 あなたのすべてのわざを思い巡らし、あなたの行いについて語りましょう。

13 神よ、あなたの道は聖なるものにあります。だれが神のように大いなる神でありましょうか。

14 あなたは神、不思議を行われる方。あなたは諸国の民の間に御力を示された。

15 あなたは御腕をもってあなたの民を贖われた。ヤコブの子らとヨセフを。セラ

16 水はあなたを見て、神よ、水はあなたを見て震えた。まことに深淵はわなないた。

17 水は雲となって流れ出し、雲は声を放った。あなたの矢もまた行き巡った。

18 あなたの雷鳴の声は車輪の中にあり、稲妻は世界を照らした。地は震え、揺れ動いた。

19 海にあなたの道があり、あなたの小道は大水の中にあった。あなたの足跡は知られなかった。

20 あなたは羊の群れのようにあなたの民を導かれた。モーセとアロンの手によって。

Psalms 78

1 知恵の歌、アサフによる。わが民よ、わたしの律法に耳を傾けよ。あなたがたの耳を、わたしの口の言葉に向けよ。

2 私は口を開いてことわざを語り、東からのなぞを言い表そう。

3 私たちが聞いて知ったこと、それを私たちの父たちが私たちに語り伝えたこと。

4 私たちは彼らの子らに隠さず、後の世代に主の賛美とその勢い、そして主が行われた奇しい業を語り伝える。

5 主は証言をヤコブに立てられ、律法をイスラエルに置かれた。これは私たちの父に命じられたことであり、彼らがその子らに知らせるためであった。

6 後の世代が知るために、生まれる子らが立ち上がり、その子らに語り継ぐために。

7 彼らの自信を神に置き、神の行いを忘れず、その戒めを守るように。

8 彼らの父のようになることのないように。彼らは、心を整えず、その霊が神に忠実でなかった、反抗的で逆らう世代である。

9 エフライムの子らは、弓を射る者たちであったが、戦いの日に退いた。

10 彼らは神の契約を守らず、その律法に従って歩むことを拒んだ。

11 彼らは神の行いを忘れ、彼らにお示しになった奇しいわざを忘れた。

12 彼らの父たちの前で不思議を行われた。エジプトの地、ツォアンの野で。

13 海を裂いて彼らを通らせ、水を塚のように立たせられた。

14 彼は昼は雲で彼らを導き、夜はすべての夜、火の光で導かれた。

15 荒野で岩を裂かれ、深い深淵のように水を飲ませられた。

16 岩から流れ出る水を湧き出させ、川のように水を下らせられた。

17 彼らはさらに主に罪を犯し続け、荒野でいと高き方に逆らった。

18 彼らは心の中で神を試み、自分の命のために食物を求めた。

19 彼らは神に逆らって語り、言った、「神は荒野に食卓を備えることができるだろうか」。

20 見よ、彼は岩を打たれた。すると水が湧き出し、谷川があふれ流れた。彼はパンをも与えることができるだろうか。彼は自分の民のために肉を備えられるだろうか。

21 それゆえ主は聞かれて、怒りを燃やされた。火はヤコブに向かって燃え上がり、怒りもまたイスラエルに向かって上った。

22 彼らは神を信ぜず、その救いを頼まなかったからである。

23 上の雲に命じられ、天の戸を開かれた。

24 彼らの上に、食べるためのマナを降らせられた。天の穀物を彼らに与えられた。

25 人は力ある者のパンを食べた。彼らに満ち足りるよう食料を送られた。

26 東風を天に吹かせ、その力をもって南風を導かれた。

27 彼らの上に、ちりのように肉を、海の砂のように翼のある鳥を降らせられた。

28 彼はそれをその陣営の内側に、その幕屋の周囲に降らせられた。

29 彼らは食べて、大いに満ち足りた。そして、彼らの欲望を彼らに与えられた。

30 彼らはその欲望から離れず、その食物がまだ彼らの口にあった。

31 神の怒りが彼らの上に上り、彼らの肥えた者たちを殺し、イスラエルの若者たちを打ち倒された。

32 すべてこのことで、彼らはなおも罪を犯し、その奇しいわざを信じなかった。

33 彼らの日を虚しさの中で終わらせ、彼らの年を恐慌の中で終わらせられた。

34 彼らを殺されたとき、彼らは主を求め、立ち返って、熱心に神を捜し求めた。

35 彼らは、神が自分の岩であること、いと高き神が自分の贖い主であることを思い出した。

36 彼らは自分の口で主を欺き、自分の舌で主に偽りを言った。

37 彼らの心は主と共に確かではなく、彼らは主の契約に忠実ではなかった。

38 しかし主はあわれみ深く、咎を赦し、滅ぼされなかった。主はその怒りをしばしば退け、そのすべての怒りを燃やし立たせなかった。

39 彼は彼らが肉であることを思い出された。過ぎ去る息であり、戻ってこないことを。

40 どれほど彼らは荒野で彼に逆らったことか。荒れ地で彼を悲しませたことか。

41 彼らは再び神を試み、イスラエルの聖なる方を怒らせた。

42 彼らはその御手を覚えなかった。彼らを苦しみから贖われた日を。

43 エジプトにそのしるしを置かれ、ツォアンの野にそのしるしを置かれた。

44 彼らのナイル川を血に変えられ、その流れを彼らは飲めなかった。

45 彼らの中に蛆の大群を送られ、それが彼らを食い尽くした。また蛙を送られ、それが彼らを滅ぼした。

46 彼らの収穫をいなごに与えられ、彼らの労苦をいなごに与えられた。

47 雹で彼らのぶどうの木を殺し、霜で彼らのいちじく桑を。

48 彼は彼らの家畜を雹に渡し、彼らの家畜を燃える矢に渡された。

49 彼は御自分の怒りの激しい怒りを彼らに送られた。激しい怒りと憤りと苦難、災いの御使いの排出を。

50 主は御怒りの小道を平らにされ、彼らの生き物を死から惜しまれず、彼らの生き物を疫病に渡された。

51 すべてのエジプトの長子を打たれた。ハムの天幕における、その力の初めを。

52 主はご自分の民を羊の群れのように導き出され、荒野で群れのように彼らを導かれた。

53 彼らを安全に導かれたので、彼らは恐れなかった。そして彼らの敵を海が覆った。

54 彼らをその聖なるものの境界に導き入れられた。その右が獲られたこの山に。

55 彼らの前から国々を追い払われ、彼らに相続地の綱で割り当てられ、イスラエルの部族を彼らの天幕に住まわせられた。

56 彼らは至高の神を試し、逆らった。彼の証言を守らなかった。

57 彼らは退き、その父たちのように裏切り、欺きの弓のように向きを変えた。

58 彼らはその高台で主を怒らせ、その彫像で主を嫉妬させた。

59 神は聞かれて激しく怒られた。そしてイスラエルを大いに退けられた。

60 幕屋シロを捨てられ、人の中に住まわれた天幕を捨てられた。

61 彼はご自身の力を捕虜に渡し、その栄光を苦しみの手に渡された。

62 主は御民を剣に渡され、御相続地に対して怒りを燃やされた。

63 火が彼の若者たちを焼き尽くし、彼の処女たちは称賛されなかった。

64 祭司たちは剣で倒れた。彼の未亡人たちは泣かなかった。

65 主は、眠っておられた者のように目覚められた。ぶどう酒によって叫び声を上げる勇士のように。

66 彼はその苦しみをうしろに打たれ、永遠の恥辱を彼らに与えられた。

67 彼はヨセフの天幕を退けられ、エフライムの杖を選ばれなかった。

68 主はユダの杖を選ばれ、ご自身が愛されたシオンの山を選ばれた。

69 主はご自分の聖所を高い所のように建てられ、それを永遠に堅く立てられた地のようにされた。

70 主はそのしもべダビデを選ばれ、羊の囲いから、羊の群れの中から彼を取り出された。

71 乳を産む雌羊の後ろから彼を連れて来られ、御自分の民ヤコブを、御自分の相続地イスラエルを牧させるために。

72 彼は全き心で彼らを牧し、その手のひらの悟りをもって彼らを導いた。

Psalms 79

1 アサフの詩篇。神よ、諸国の民があなたの相続地に入り込み、あなたの聖なる神殿を汚し、エルサレムを塚と化しました。

2 彼らはあなたのしもべたちの死体を、天の鳥の食物として与え、あなたの聖徒たちの肉を、地の生き物に与えた。

3 彼らは血を水のようにエルサレムの周囲に流したが、葬る者はいなかった。

4 私たちは隣人にとって恥辱となり、周囲にとって嘲りと嘲りの的となった。

5 主よ、いつまでですか。あなたは永遠に怒られるのですか。あなたのねたみは火のように燃えるのですか。

6 あなたの怒りを、あなたを知らない国々に、あなたの名を呼び求めなかった王国の上に注ぎ出してください。

7 彼らはヤコブを食い尽くし、その住まいを荒らしたからです。

8 われわれの先の咎を覚えないでください。あなたのあわれみが速やかにわれわれを迎えてください。われわれは非常に弱り果てているからです。

9 私たちの救いの神よ、あなたの名の栄光の言葉のために私たちを助け、私たちを救い出し、私たちの罪を赦してください。あなたの名のために。

10 なぜ国々は「彼らの神はどこにいるのか」と言うのか。私たちの目の前で、諸国の間で、あなたのしもべたちの流された血の復讐が知らしめられますように。

11 囚人の嘆きがあなたの前に届きますように。あなたの腕の偉大さにふさわしく、死の子らを残しておいてください。

12 我々の隣人に七倍、彼らの懐に返してください。彼らがあなた、主を嘲ったその恥辱を。

13 私たちはあなたの民、あなたの牧場の羊の群れです。私たちは永遠にあなたに感謝をささげ、代々にわたってあなたの賛美を語り伝えます。

Psalms 80

1 指揮者へ。百合の証しに合わせて。アサフへの証しの詩篇。イスラエルの牧者よ、耳を傾けられたまえ。ヨセフを羊の群れのように導かれる方よ。ケルビムの上に座される方よ、輝き現れたまえ。

2 エフライムとベニヤミンとマナセの前に、あなたの力を呼び覚まし、私たちの救いのために来てください。

3 神よ、私たちを連れ戻してください。あなたの顔を輝かせてください。そうすれば私たちは救われます。

4 主、軍勢の神よ。いつまであなたはあなたの民の祈りに対して怒られるのですか。

5 あなたは彼らに涙のパンを食べさせ、涙を三度も彼らに飲ませられた。

6 あなたは私たちを隣人との争いにされ、私たちの敵は私たちを嘲りました。

7 万軍の神よ、私たちを元に戻してください。あなたの顔を輝かせてください。そうすれば私たちは救われます。

8 あなたはエジプトからぶどうの木を移し、国々を追い出して、それを植えられた。

9 あなたはその前を整えられ、その根を深く張らせられ、地に満ち満ちさせられた。

10 その陰りは山々を覆い、その枝は神の杉の木々を覆った。

11 その収穫を海にまで送り出し、その若枝を川にまで伸ばした。

12 なぜあなたはその垣根を打ち壊されたのか。道を通るすべての者がそれを摘み取る。

13 森の豚がこれを荒らし、野の獣がこれを食い尽くした。

14 万軍の神よ、どうか帰って来て、天から見下ろして御覧ください。このぶどうの木を顧みてください。

15 あなたの右が植えられたぶどう園と、あなたのために強くされた子の上に。

16 火で焼かれ、切り倒されたものは、あなたの面の叱責によって滅びる。

17 あなたの手があなたの右の人の上にあり、あなたのために強くされた人の子の上にありますように。

18 私たちはあなたから退きません。あなたが私たちを生かし、私たちはあなたの名によって呼ばれます。

19 主、軍勢の神よ、私たちを元に戻してください。あなたの顔を照らしてください。そうすれば私たちは救われます。

Psalms 81

1 指揮者によって、ギッテイトの調べに合わせて。アサフの詩。私たちの力である神に喜び歌おう。ヤコブの神に声を上げて叫ぼう。

2 歌を唱え、タンバリンを打ち鳴らせ、麗しい竪琴を瓶とともに奏でよ。

3 月に角笛を吹き鳴らせ、定められた時に、われらの祭りの日のために。

4 それはイスラエルにとっての定めであり、ヤコブの神にとってのさばきである。

5 主は証言をヨセフに置かれた。彼がエジプトの地に出て行かれたとき、私が知らなかった言語を私は聞いた。

6 私は彼の肩から重荷を除き、彼の手のひらは釜から過ぎ去った。

7 苦難の中で、あなたは呼び求められた。わたしはあなたを救い出した。雷鳴の隠れ場で、わたしはあなたに答え、メリバの水のほとりで、あなたを試した。セラ

8 我が民よ、聞け、わたしはあなたに対して証言しよう。イスラエルよ、もしあなたがわたしに聞くならば。

9 あなたのうちに異邦の神があってはならない。あなたは異邦の神にひれ伏してはならない。

10 わたしは主、あなたの神、あなたをエジプトの地から導き上った者である。あなたの口を大きく開けよ、わたしがそれを満たそう。

11 わたしの民はわたしの声を聞かず、イスラエルはわたしを望まなかった。

12 それで、わたしは彼らをその心の頑固さに任せた。彼らは自分たちの議会のままに歩んだ。

13 ああ、わたしの民がわたしに聞き従い、イスラエルがわたしの道を歩むならば。

14 少しの間、彼らの敵を私は従わせよう。そして彼らの苦しみの上に、私は手を向けよう。

15 主を憎む者たちは主にへつらい、彼らの時は永遠となるであろう。

16 彼に小麦の脂肪を食べさせ、岩からの蜂蜜でお前を満ち足らせよう。

Psalms 82

1 アサフの詩篇。神は神の集会の中に立っておられる。神々の内側で、神は裁かれる。

2 いつまであなたがたは不義を裁き、悪しき者たちの顔を持ち上げるのか。セラ

3 貧しい者とみなしごのために裁き、苦しむ者と乏しい者を義とせよ。

4 貧しい者と乏しい者を救い出せ、悪しき者の手から彼らを助け出せ。

5 彼らは知らず、理解せず、暗闇の中を歩む。地のすべての土台は揺らぐ。

6 わたしは言った、「あなたがたは神々であり、あなたがたはみな、いと高き方の子である」と。

7 確かに、あなたがたは人のように死に、長官のひとりのように倒れる。

8 神よ、立ち上がり、地を裁いてください。あなたはすべての国々を嗣業として所有されるからです。

Psalms 83

1 アサフの歌、詩篇。神よ、あなたに沈黙があってはなりません。神よ、黙っておられず、静かにしておられないでください。

2 まことに、見よ、あなたの敵たちは騒ぎ立ち、あなたを憎む者たちは頭を上げた。

3 あなたの民に対して、彼らは秘密の相談を企て、あなたの隠された者たちに対して、彼らは策略を巡らせています。

4 彼らは言った、「来たれ、彼らを国から滅ぼし尽くそう。イスラエルの名が、もはや覚えられないように」。

5 彼らは心を一つにして謀り、あなたに対して契約を結んだ。

6 エドムの天幕とイシュマエル人、モアブとハガリ人。

7 ゲバルとアンモンとアマレク、ペリシテはツロの住民とともに。

8 アッシュルもまた彼らと共に加わり、ロトの子らの腕となった。セラ

9 彼らをミディアンのようにし、シセラのように、キションの谷川でヤビンのように。

10 彼らはエン・ドルで滅ぼされ、地の糞となった。

11 彼らの高貴な者たちをオレブのように、ゼエブのようにし、すべての彼らの酒注ぎの捧げ物をゼバフのように、ザルムンナのようにせよ。

12 彼らは言った、「神の住まいを我々のものとしよう」と。

13 我が神よ、彼らを車輪のように、風の前の藁のようにされたまえ。

14 火が森を焼き尽くすように、炎が山々をなめ尽くすように。

15 そのように、あなたは彼らをあなたのあらしで追い、あなたの葦の海で彼らを慌てさせられる。

16 彼らの顔を恥辱で満たしてください。そうすれば、彼らはあなたの名、主を求めるでしょう。

17 彼らは恥じ、恐れおののいて永遠まで及び、恥をかいて滅びるように。

18 彼らが知るように、あなたの名は主だけであり、あなたはすべての地の上にいと高き方であることを。

Psalms 84

1 指揮者によって、ギッテイトの調べに合わせて。コラの子らによる詩篇。主よ、あなたの幕屋はなんと愛しいことでしょう。万軍の主よ。

2 私の命は慕い、また絶え果てて、主の中庭を求める。私の心と私の肉は、生ける神に向かって喜び歌う。

3 鳥もまた家を見つけ、ツバメは自分のために巣を見つけた。そこに自分のひなを置くために。あなたの祭壇よ、主、軍勢の神よ、私の王、私の神よ。

4 あなたの家に住む者たちは幸いです。彼らはなおもあなたをほめたたえるでしょう。セラ

5 幸いである、その力があなたにある人、その心に大路のある人。

6 谷をバカの谷として通り過ぎる者たちは、そこを泉の場所とされる。初めの雨もまた祝福でそれを覆う。

7 彼らは力から力へと進み、シオンにおいて神の前に現れる。

8 万軍の神、主よ、私の祈りを聞いてください。ヤコブの神よ、耳を傾けてください。セラ

9 我々の盾よ、神よ、御覧ください。あなたの油注がれた者の顔を顧みてください。

10 あなたの中庭での一日は、千日にまさる。私は神の家の敷居に立つことを、悪の天幕に住むことよりも選んだ。

11 主は太陽であり盾である。神は恵みと栄光を与えられる。主は、全き誠実をもって歩む者たちに、良いものを拒まれない。

12 万軍の主よ、あなたに信頼する人は幸いです。

Psalms 85

1 指揮者へ。コラの子らによる詩篇。主よ、あなたはあなたの地を恵まれ、ヤコブの捕囚を元に戻された。

2 あなたは御民の咎を負われ、そのすべての罪を覆われた。セラ

3 あなたはすべての激しい怒りを収められ、あなたの怒りの激しい怒りを元に戻された。

4 私たちの救いの神よ、私たちを立ち返らせてください。あなたの怒りを私たちに対してやめてください。

5 あなたは永遠に私たちに怒られるのでしょうか。あなたの怒りを代々にわたって引き伸ばされるのでしょうか。

6 あなたは再び戻って、私たちを生かしてくださらないのですか。あなたの民はあなたにおいて喜ぶでしょう。

7 主よ、あなたの慈愛を私たちに示し、あなたの救いを私たちに与えてください。

8 私は、神である主が何を語られるかを聞こう。主はその民とその忠実な者たちに平和を語られる。彼らが自信に戻らないように。

9 まことに、主の救いは主を恐れる者たちに近く、栄光が私たちの地に宿るためである。

10 慈愛と真実は出会い、義と平和は口づけした。

11 真実は地から芽生え、義は天から見下ろされる。

12 主もまた良きものを与えられ、我らの地はその収穫を与えるだろう。

13 義はその御前を歩み、その足の度を道とされる。

Psalms 86

1 祈り。ダビデの。主よ、あなたの耳を傾けて、私に答えてください。私は貧しく、乏しい者だからです。

2 わたしの命を守ってください。わたしは敬虔な者だからです。あなたのしもべを救ってください。あなたはわたしの神、あなたに信頼する者です。

3 主よ、わたしをあわれんでください。あなたに、わたしはすべての日、呼び求めますから。

4 あなたのしもべの命を喜ばせてください。わが主よ、わたしの命はあなたに向かって上げられるからです。

5 あなたは主、慈愛に富み、すべて呼び求める者に赦しを与えられる方です。

6 主よ、私の祈りに耳を傾け、私の嘆願の声に心を留めてください。

7 苦難の日に、私はあなたに叫び求めます。あなたが私に答えてくださるからです。

8 主よ、神々の中にあなたのような方はなく、あなたのわざのようなものもありません。

9 あなたが造られたすべての国々は来て、あなたの顔の前にひれ伏し、主よ、あなたの名を崇めるでしょう。

10 あなたは大いなる方であり、驚くべき業を行われる方です。あなただけが神です。

11 主よ、あなたの道を私に教えてください。私はあなたの真実のうちを歩みますように。あなたの名を恐れるために、私の心を一つにしてください。

12 わが主なる神よ、わたしは心を尽くしてあなたに感謝し、あなたの名を永遠に誉め称えます。

13 あなたの慈愛は私の上に大きく、あなたは私の命を下のよみから救い出されたからです。

14 神よ、傲慢な者たちが私に立ち向かい、暴虐な者たちの集会が私の命を求めた。彼らはあなたを自分たちの前に置かなかった。

15 しかし、主よ、あなたは憐れみ深い神であり、恵みに富み、怒りに遅く、慈愛と真実に満ちておられます。

16 私に顔を向け、私をあわれんでください。あなたの力をあなたのしもべに与えてください。あなたの女奴隷の子を救ってください。

17 わたしに良きしるしを示してください。そうすれば、わたしを憎む者たちが見て、恥じ入るでしょう。あなた、主がわたしを助け、わたしを慰められたからです。

Psalms 87

1 コラの子らによる詩篇、歌。その土台は聖なる山々にある。

2 主はシオンの門を愛される。ヤコブのすべての幕屋よりも。

3 輝かしいことがあなたについて語られている。神の町よ。セラ

4 わたしはラハブとバビロンを、わたしを知る者たちに思い起こさせる。見よ、ペリシテとツロはクシュとともに。この者はそこに生まれた。

5 シオンについては、人々が「この者もあの者も、そこで生まれた」と言われるであろう。そして、いと高き方が、彼女を堅く立てられる。

6 主が民を書き記すとき、「この者はそこに生まれた」と数えられる。セラ

7 歌う者たちは踊る者のように、「私のすべての泉はあなたにある」と言う。

Psalms 88

1 コラの子らのための歌、詩篇。指揮者によって、マハラテに合わせて、苦しみのために。知恵の歌。エズラ人ヘマンのために。主よ、私の救いの神よ。私は日も夜もあなたの前で叫びました。

2 私の祈りがあなたの前に届きますように。あなたの耳を私の喜びの叫びに傾けてください。

3 わたしの命は悪で満ち足り、わたしの命はよみにまで届いた。

4 私は穴に下る者たちと共に数えられ、力のない男のようになった。

5 死者の中に、私は自由な者とされた。墓に横たわる傷ついた者たちのように、彼らはもはやあなたに覚えられず、彼らはあなたの手から断ち切られた。

6 あなたは私を下の穴、暗闇、深みに置かれた。

7 あなたの怒りは私の上に重くのしかかり、あなたのすべての大波で私を苦しめられた。セラ

8 あなたは私の知り合いを私から遠ざけ、彼らにとって私を忌み嫌うべきものとされた。私は閉じ込められ、出て行くことができない。

9 わたしの目は苦しみのゆえに衰え果てた。主よ、わたしはすべての日にあなたを呼び求めた。わたしはあなたに向かって手のひらを差し伸べた。

10 死者たちに不思議を行われるでしょうか。死者が起き上がって、あなたに感謝するでしょうか。セラ

11 墓で、あなたの慈愛が語られるでしょうか。アバドンで、あなたの信仰が。

12 暗闇の中で、あなたの不思議が知られるでしょうか。また、あなたの義が忘却の地で知られるでしょうか。

13 そして私はあなたに、主に叫んだ。朝には私の祈りがあなたの前に届く。

14 なぜですか、主よ、あなたは私の命を捨てられるのですか。あなたの顔を私から隠されるのですか。

15 私は貧しく、少年時代から死にかけている。私はあなたの恐れを負って、途方に暮れている。

16 あなたの激しい怒りが私の上を通り過ぎ、あなたの恐怖が私を滅ぼし尽くした。

17 水のように、すべての日、彼らは私を取り囲んだ。彼らは一緒に私の上に回り込んだ。

18 あなたは私から愛する者と友を遠ざけられた。私の知人たちは暗闇の中にある。

Psalms 89

1 知恵の歌。エタン、エズラ人による。主の慈愛を私は永遠に歌い、代々にわたって私の口であなたの信仰を告げ知らせよう。

2 なぜなら私は言った、「慈愛は永遠に築かれる。あなたの信仰は天において堅く立てられる」と。

3 わたしはわたしの選びぬいた者と契約を結び、わたしのしもべダビデに誓った。

4 永遠にわたしはあなたの子孫を堅く立て、代々にわたってあなたの王座を築いた。セラ

5 天はあなたの不思議を、主よ、称えます。また、聖なる者たちの集会であなたの信仰を。

6 雲の中で誰が主に並び立つことができようか。神の子らの中で、誰が主に似る者となろうか。

7 神は聖なる者たちの大いなる秘密の相談において恐れられ、そのすべての周囲に臨む方である。

8 万軍の神、主よ、あなたのような方は誰でしょうか。主よ、あなたは力強く、あなたの信仰はあなたの周囲にあります。

9 あなたは海の誇りを治められる。その波が高まるとき、あなたはそれらを静められる。

10 あなたはラハブを打ち砕かれた、傷ついた者のように。あなたの力の腕で、あなたの敵を散らされた。

11 天はあなたのもの、地もまたあなたのもの。世界とそれに満ち満ちているもの、あなたがそれらを据えられた。

12 北と右をあなたは造られた。タボルとヘルモンはあなたの名によって喜び歌う。

13 あなたの腕には力があり、あなたの手は強く、あなたの右は高く上げられている。

14 義とさばきは、あなたの王座の基盤です。慈愛と真実は、あなたの前を行きます。

15 幸いである、叫びを知る民は。主よ、彼らはあなたの顔の光の中を歩む。

16 あなたの名によって、彼らは一日中喜び踊る。あなたの義によって、彼らは高く上げられる。

17 あなたは彼らの力の栄光であり、あなたの喜びによって私たちの角は高く上げられる。

18 まことに、私たちの盾は主のものであり、私たちの王はイスラエルの聖なる方のものである。

19 かつてあなたは幻において、あなたの敬虔な者たちに語られ、こう言われた。「わたしは勇士の上に助けを置き、民の中から選んだ者を高く上げた。

20 わたしはわがしもべダビデを見いだし、わが聖なる油をもって彼に油を注いだ。

21 わたしの手は彼とともに堅く立ち、わたしの腕もまた彼を強くする。

22 敵は彼に勝つことができず、不義の子は彼を苦しめることがない。

23 わたしは彼の前から彼の苦しみを打ち砕き、彼を憎む者たちを打ち倒す。

24 わたしの信仰とわたしの慈愛は彼とともにあり、わたしの名によって彼の角は高く上げられる。

25 私は海に彼の手を置き、川に彼の右を置く。

26 彼は私を呼んで言う、「あなたは私の父、私の神、そして私の救いの岩である」と。

27 また、わたしは彼を長子とし、地の王たちよりも高くする。

28 永遠に、わたしの慈愛を彼に保ち、わたしの契約は彼に真実である。

29 わたしは彼の子孫を永遠に置き、彼の王座を天の日のようにする。

30 もし彼の子らがわたしの律法を捨て、わたしのさばきに従って歩まないならば、

31 もし彼らがわたしの定めを汚し、わたしの戒めを守らないなら

32 わたしは彼らの背きの罪を杖で罰し、彼らの咎を災害で罰する。

33 わたしの慈愛を彼から取り去ることはなく、わたしの信仰に偽りを言うことはない。

34 わたしは自分の契約を汚さず、わたしの唇の出る言葉を変えることはない。

35 わたしは自分の聖なるものにおいて誓った。ダビデに偽りを言うことはない。

36 彼の子孫は永遠に続き、彼の王座は太陽のように、わたしの前にある。

37 月のように永遠に堅く立てられる。そして雲の中の証人は忠実である。セラ

38 しかし、あなたは捨てられ、忌み嫌われ、あなたの油注がれた者に対して激しく怒られた。

39 あなたはあなたのしもべとの契約を退けられ、その聖別を地に投げ捨てられた。

40 あなたは彼のすべての羊の囲いを打ち破り、彼の要塞を破滅にされた。

41 すべて道を行く者が彼を略奪し、彼は隣人たちへの恥辱となった。

42 あなたは彼の苦しみの者の右を高く上げ、彼のすべての敵を喜ばせられた。

43 あなたは彼の剣の岩を退けられ、戦いの中で彼を立ち上がらせられなかった。

44 あなたは彼の輝きを絶ち、その王座を地に投げ落とされた。

45 あなたは彼の若者の日を短くされた。彼の上に恥を覆われた。セラ

46 主よ、いつまで隠れられるのですか、永遠に。あなたの怒りは火のように燃え上がるのですか。

47 私の世が何であるかを覚えてください。あなたはすべての人々の子らを、何の虚偽のために造られたのですか。

48 どのような男が生きて、死を見ることがないだろうか。自分の命をよみの手から救い出せる者がいるだろうか。セラ

49 あなたの慈愛はどこにあるのでしょうか、かつてのものよ、わが主よ。あなたはあなたの信仰をもってダビデに誓われたのです。

50 主よ、あなたのしもべたちの恥辱を覚えてください。私が懐に抱いたすべての多くの民のことを。

51 主よ、あなたの敵が嘲ったこと、彼らがあなたの油注がれた者のかかとを嘲ったことを。

52 主は永遠にほめたたえられるように。アーメン、またアーメン。

Psalms 90

1 神の人モーセの祈り。主よ、あなたは私たちの住まいであられ、代々にわたっておられました。

2 山々が生まれる前、地と世界を造られる前に、永遠から永遠まで、あなたは神です。

3 あなたは人を砕かれた心にまで帰らせ、言われた、「人の子らよ、帰れ」と。

4 千の年はあなたの目には、過ぎ去る昨日の日のようであり、夜の夜警のようです。

5 あなたは彼らを流れ去らせられます。彼らは眠りのようになります。朝には、草のように過ぎ去ります。

6 朝に芽生えて移り変わり、夕方には枯れて干からびる。

7 私たちはあなたの怒りによって滅び尽くし、あなたの激しい怒りによって慌てふためきました。

8 あなたは私たちの咎を御前に置かれ、私たちの隠れた罪を御顔の光の前に置かれました。

9 私たちのすべての日は、あなたの激しい怒りのゆえに過ぎ去りました。私たちは自分の年を、嘆きのように終えました。

10 私たちの年の日は七十年、もし力があれば八十年、その誇りは労苦と悪にすぎません。それは速やかに過ぎ去り、私たちは飛び去るのです。

11 だれがあなたの怒りの力を知り得るでしょうか。あなたへの恐れにふさわしく、あなたの激しい怒りを。

12 私たちの日を数えることを、このように教えてください。そうすれば、知恵の心を得ることができますように。

13 主よ、いつまででしょうか。帰って来てください。あなたのしもべたちをあわれんでください。

14 朝、あなたの慈愛をもって私たちを満たしてください。そうすれば、私たちはすべての日にわたって喜び歌い、楽しむでしょう。

15 あなたが私たちを苦しめられた日々の分だけ、私たちを喜ばせてください。私たちが悪を見た年の分だけ。

16 あなたのわざをあなたのしもべたちに現わし、あなたの威厳を彼らの子らの上に示してください。

17 私たちの神、主の美しさが私たちの上にありますように。そして、私たちの手のわざを私たちの上に確立してください。私たちの手のわざを確立してください。

Psalms 91

1 隠れ場に住む者は、全能者の陰りに宿る。

2 主に申し上げよう、「私の避け所、私の城塞、私の神よ、私は彼に信頼する」と。

3 確かに、主はあなたをわな猟師のわなから、災いの疫病から救い出される。

4 主はその翼であなたを覆われ、あなたはその翼の下に身を避けるであろう。その真実は大盾と小盾である。

5 あなたは夜の恐れを恐れず、昼に飛び交う矢をも恐れない。

6 暗黒の中を歩む疫病からも、真昼に荒らす滅びからも。

7 あなたの側に千人が倒れ、あなたの右に万が倒れても、それはあなたに近づかない。

8 ただあなたの目で見るだけであり、悪しき者への報いを見るであろう。

9 あなたは主を私の避け所とされた。いと高き方をあなたの住まいとされた。

10 災いがあなたに臨むことはなく、災害もあなたの天幕に近づくことはない。

11 主はその御使いをあなたに命じられる。あなたのすべての道であなたを守るために。

12 彼らは手のひらであなたを支え、あなたの足が石に打ち当たらないようにする。

13 獅子とまむしを踏みつけ、若獅子と蛇を踏みにじる。

14 彼がわたしに深く慕い寄るゆえ、わたしは彼を救い出そう。彼がわたしの名を知っているゆえ、わたしは彼を高く上げよう。

15 彼がわたしを呼べば、わたしは彼に答えよう。彼とともに苦難の中にいる。わたしは彼を救い出し、彼を栄光あらしめよう。

16 長さの日々をもって彼を満ち足らせ、わたしの救いを彼に見せよう。

Psalms 92

1 詩篇、歌。安息日のために。主に感謝し、いと高き方の御名をほめ歌うことは良いことである。

2 朝にあなたの慈愛を告げ知らせ、夜々にあなたの信仰を。

3 十弦の琴に合わせ、瓶に合わせ、竪琴による瞑想に合わせて。

4 主よ、あなたはあなたのわざによって私を喜ばせられました。あなたの手のわざによって、私は喜び歌います。

5 主よ、あなたのわざはなんと大きいことでしょう。あなたの企ては非常に深いのです。

6 愚かな人はこれを知らず、無知な者はこれを悟らない。

7 悪しき者たちが草のように芽生え、すべての悪を行う者たちが花咲くとき、それは彼らが永遠にまで滅ぼされるためである。

8 しかし、あなたは高い所におられ、主は永遠にいます。

9 まことに、あなたの敵よ、主よ、まことに、あなたの敵は滅びる。すべて悪を行う者たちは散らされる。

10 あなたは私の角を一角獣のように高く上げられました。私は新しい油で注がれました。

11 私の目は私の敵を見下ろし、私に立ち向かう悪者どものことを、私の耳は聞き届ける。

12 正しい者はなつめやしのように栄え、レバノンの杉のように育つ。

13 主の家に植えられた者たちは、私たちの神の中庭で花を咲かせる。

14 なおも白髪のときにも実を結び、豊かでみずみずしくあるでしょう。

15 主がまっすぐであられることを告げ知らせるために。私の岩、その方には不義がない。

Psalms 93

1 主は王となられた。誇りをまとわれた。主は力をまとい、帯とされた。まことに、世界は堅く立てられ、揺るぐことはない。

2 あなたの王座は昔から堅く立てられ、あなたは永遠から存在される。

3 川は主に向かって声を上げた。川はその声を上げた。川はその波を上げる。

4 多くの水の声、海の大波の力強い響きを越えて、主は高い所において力強い方である。

5 あなたの証言はきわめて確かです。あなたの家には聖なるものがふさわしい。主よ、長き日にわたって。

Psalms 94

1 復讐の神よ、主よ、復讐の神よ、現れてください。

2 地の裁き主よ、身を起こしてください。高ぶる者たちに報いを返してください。

3 主よ、悪しき者たちはいつまで、悪しき者たちはいつまで勝ち誇るのでしょうか。

4 彼らは高慢に語り、思い上がったことを言い、すべての悪を行う者たちは誇る。

5 主よ、彼らはあなたの民を打ち砕き、あなたの相続地を苦しめています。

6 未亡人と寄留者を殺し、みなしごを虐殺する。

7 彼らは言った、「ヤハは見られない。ヤコブの神は悟られない」。

8 民の中の無知な者たちよ、悟れ。愚かな者たちよ、いつになったら賢くなるのか。

9 耳を植えられた方が、聞かれないことがあろうか。目を形造られた方が、見られないことがあろうか。

10 国々を懲らしめる方は、責められないだろうか。人に知識を教える方は。

11 主は人の企てを知っておられる。それらが虚しさであることを。

12 幸いなことよ、その男は、あなたがヤハに懲らしめられ、あなたの律法によって教えられる者。

13 悪い日々から彼に安らぎを与えるため、悪者が穴に陥るまで。

14 主はその民を見放さず、その相続地を捨てられない。

15 義にまでさばきは戻る、そしてその後には、心の直き者すべてがいる。

16 だれが私のために悪を行う者たちに立ち向かって起き上がるのか。だれが私のために不法を働く者たちと共に立つのか。

17 主が私の助けでなかったなら、私の命は少しの間で沈黙の住まいとなっていたでしょう。

18 もし私が「私の足はよろめいた」と言ったなら、あなたの慈愛、主よ、私を支えられた。

19 私の内側の多数の思い煩いの中で、あなたの慰めが私の命を喜ばせます。

20 災いの王座があなたに結びつくことがあろうか、定めの上に労苦を造り出す者よ。

21 彼らは正しい者の命に立ち向かい、無実の血を罪に定める。

22 主は私の高台となり、私の神は私の避け所の岩となられた。

23 彼らの悪を彼らに報い、その悪によって彼らを断ち滅ぼされる。我々の神である主は彼らを断ち滅ぼされる。

Psalms 95

1 来たれ、主に向かって喜び歌おう。われらの救いの岩に向かって叫び声を上げよう。

2 私たちは感謝の捧げ物をもって御顔に進み、歌をもって主に喜びの声を上げよう。

3 主は大いなる神であり、すべての神々の上にいます大いなる王である。

4 地の深い所はその手にあり、山々の豊かさもまた主のものである。

5 海は主のものであり、主がそれを造られた。乾いた陸地も、主の手がそれを形造られた。

6 来たれ、われわれはひれ伏して礼拝しよう、われわれの造り主である主の前にひざまずこう。

7 まことに、彼は私たちの神であり、私たちはその羊の群れの民、その手の羊の群れである。今日、もしあなたがたがその声に聞き従うならば。

8 あなたがたの心をかたくなにしてはならない、争いの日のように、荒野での試練の日のように。

9 あなたがたの父たちは、わたしを試み、わたしを調べ、またわたしのわざを見た。

10 四十年の間、わたしはその世代を嫌い、言った、「彼らは心の迷う民であり、彼らはわたしの道を知らない」と。

11 わたしの怒りの中で誓った。彼らは決してわたしの憩いに入ることはない、と。

Psalms 96

1 主に向かって新しい歌を歌え。主に向かって歌え、地のすべてよ。

2 主に向かって歌い、その名を祝福せよ。日から日へとその救いを告げ知らせよ。

3 国々の間にその栄光を語れ、すべての民にその驚くべき業を。

4 主は大いなる方であり、大いに賛美されるべき方である。彼はすべての神々の上に恐るべき方である。

5 すべての民の神々は偶像である。しかし主は天を造られた。

6 威光と威厳はその御前にある。力と栄光はその聖所にある。

7 諸国の家族たちよ、主にささげよ。主に栄光と力をささげよ。

8 主にその御名の栄光を帰せよ。献げ物を携えて、その中庭に入れ。

9 主の御前で聖なるものの美しさをもってひれ伏せ。地のすべての者よ、その御前で震えよ。

10 国々の中で言え、主は王となられた。まことに世界は堅く立てられ、揺るぐことはない。主は民を廉直をもって裁かれる。

11 天は喜び、地は歓喜せよ。海とその満ち満ちているものはとどろけ。

12 野は喜び踊り、その中のすべてのものも喜ぶ。そのとき、森のすべての木々は喜び歌う。

13 主の前で、主が来られるからだ。主が地を裁くために来られるからだ。主は世界を義をもって裁き、民をその信仰をもって裁かれる。

Psalms 97

1 主は王となられた。地は喜べ。多くの島々は楽しめ。

2 雲と暗黒がその周囲にあり、義とさばきがその王座の基盤である。

3 火はその前を行き、その周囲で苦しみを焼き尽くす。

4 彼の稲妻は世界を照らした。地はそれを見て震えた。

5 山々は蝋のように、主の御前で溶け去った。全地の主なる方の御前で。

6 天はその義を告げ示し、すべての民はその栄光を見た。

7 すべての彫像を仕える者たちは恥を見る。彼らは偶像によって誇る。すべての神々よ、彼にひれ伏せ。

8 シオンは聞いて喜び、ユダの娘たちは楽しんだ。あなたのさばきのゆえに、主よ。

9 あなたは主、すべての地の上にいと高く、すべての神々の上に大いに高く上げられた。

10 主を愛する者たちよ、悪を憎め。主はその聖徒たちの命を守り、悪者の手から彼らを救い出される。

11 光は正しい者のために蒔かれ、心の直い者たちのために喜びがある。

12 正しい者たちは主にあって喜べ。その聖なるものの記憶に感謝せよ。

Psalms 98

1 詩篇。主に向かって新しい歌を歌え。主は驚くべきことを行われた。その右の手と聖なる腕が、主に救いをもたらされた。

2 主はその救いを知らせられた。諸国の目の前にその義を現された。

3 主はその慈愛と信仰をイスラエルの家に覚えられた。地のすべての絶えず果てる所は、われわれの神の救いを見た。

4 全地よ、主に向かって喜び叫べ。声を上げ、喜び歌い、ほめ歌を歌え。

5 主に向かって竪琴で歌い、竪琴と歌の声で。

6 ラッパと角笛の声をもって、王である主の前に喜び叫べ。

7 海は鳴り響き、その満ち満ちているものも。世界とそこに住む者たちも。

8 川は手のひらを打ち鳴らし、山々は共に喜び歌う。

9 主の御前で。主が地を裁くために来られたからである。主は世界を義をもって裁き、民を廉直をもって裁かれる。

Psalms 99

1 主は王となられた。諸国の民は震えおののく。ケルビムの上に座しておられる方のゆえに、地は揺れ動く。

2 主はシオンにおいて大いなる方であり、高くあられて、すべての民の上におられる。

3 彼らはあなたの大いなる名をほめたたえる。恐るべき聖なる名、それは聖である。

4 力ある王はさばきを愛される。あなたは廉直を堅く立てられた。ヤコブにおいて、あなたはさばきと義を行われた。

5 我々の神、主を高め、その足の足台の前にひれ伏せよ。主は聖なる方である。

6 モーセとアロンはその祭司たちの中に、サムエルはその名を呼ぶ者たちの中にいた。彼らは主に呼び求めた、そして主は彼らに答えられた。

7 雲の柱の中で彼らに語られた。彼らはその証言を守り、彼らに定めを与えられた。

8 主よ、あなたは私たちの神であられた。あなたは彼らに答えられた。あなたは彼らのために赦す神であられたが、彼らの行いに対しては復讐される方であられた。

9 われわれの神、主を高めよ。その聖なる山の前でひれ伏せ。われわれの神、主は聖なる方であるからだ。

Psalms 100

1 感謝の捧げ物のための詩篇。すべての地よ、主に向かって喜びの声を上げよ。

2 喜びをもって主に仕えよ。喜びの歌声をもってその御前に来たれ。

3 知れ、主こそ神であること。主が私たちを造られたのであって、私たちが自分で造ったのではない。私たちは主の民、主の牧場の羊の群れである。

4 その門に感謝の捧げ物をもって入り、その中庭に賛美をもって入れ。彼に感謝し、その名を祝福せよ。

5 主はいつくしみ深い方である。その慈愛は永遠に、その信仰は代々に至るまで。

Psalms 101

1 ダビデの詩篇。慈愛とさばきを歌います。主よ、あなたにほめ歌を歌います。

2 私は道において全き者となるうと心を配る。いつあなたが私のところに来られるのか。私は自分の心の全きをもって、自分の家の内側を歩もう。

3 私は私の目の前にベリアルの言葉を置かない。そらす者たちの行いを私は憎んだ。それは私に付きまとわない。

4 曲がった心は私から離れ去る。悪を私は知らない。

5 隠れ場でその友を密告する者を、私は滅ぼす。高ぶる目と広い心を持つ者を、私は耐えられない。

6 この地の誠実な者たちに、わたしの目は向けられる。彼らはわたしと共に住まう。全き道を歩む者、その者がわたしに仕える。

7 欺きを行う者は、私の家の内側に住み着くことはない。偽りを語る者は、私の目の前に立つことはない。

8 朝ごとに、地のすべての悪しき者を断ち滅ぼし、主の町からすべての悪を行う者を絶ち果てさせる。

Psalms 102

1 苦しむ者の祈り。彼が弱り果てるとき、その思い煩いを主の前に注ぎ出す。主よ、私の祈りを聞いてください。私の叫びがあなたの御前に届きますように。

2 あなたの顔を私から隠さないでください。私の苦難の日に、あなたの耳を私に向けてください。私が呼ぶ日に、速やかに私に答えてください。

3 わたしの日は煙のように尽き果て、わたしの骨は燃えている炉のように焼かれた。

4 草のように打たれて、私の心は枯れた。私は自分のパンを食べることを忘れてしまったからだ。

5 私の嘆きの声によって、私の骨は私の肉に付着した。

6 私は荒野の鵜のようになり、荒廃の杯のようになった。

7 私は目を覚まして、屋根の上の一羽の鳥のように、ひとりでいた。

8 一日中、私の敵たちは私を嘲り、私を嘲る者たちは私を呪って誓った。

9 灰をパンのように食べ、私の飲み物を泣きで混ぜました。

10 あなたの御顔の前からの憤りと激しい怒りのゆえに、あなたは私を持ち上げられ、私を投げ捨てられたのです。

11 私の日々は傾いた陰りのようであり、私は草のように枯れ果てた。

12 しかし、あなた、主は永遠に座しておられる。あなたの記憶は代々にわたって続く。

13 あなたは立ち上がられ、シオンをあわれまれます。それは彼女を恵む時だからです。定めの時が来たからです。

14 あなたのしもべたちはその石を喜び、そのちりをあわれまれる。

15 国々は主の名を恐れ、地のすべての王たちはあなたの栄光を恐れる。

16 主がシオンを建てられたからである。主はその栄光のうちに現れられた。

17 裸の者の祈りに顔を向けられ、彼らの祈りを軽んじられなかった。

18 このことが後の世代のために書き記され、新しく造られた民がヤハを賛美するであろう。

19 主はその聖なる高い所から見下ろされた。主は天から地を見渡された。

20 囚人の嘆きを聞き、死の子らを解き放つために。

21 シオンにおいて主の名を語り、その賛美をエルサレムにおいて告げ知らせるために。

22 民が共に集められ、諸王国が主に仕えるために。

23 道において彼の力を苦しめ、私の日を短くされた。

24 私は言います、「我が神よ、私の日の半分で私を上げないでください。あなたの年は代々にわたって続きます。

25 いにしえの前に、あなたは地を据えられた。あなたの手のわざは天である。

26 彼らは滅びるが、あなたは立ち続けられる。すべては衣服のように朽ちる。あなたはそれらを衣のように取り替えられ、それらは過ぎ去る。

27 あなたは同じ方です。あなたの年は尽きることがありません。

28 あなたのしもべたちの子らは住み続け、その子孫はあなたの前に堅く立てられるでしょう。

Psalms 103

1 ダビデのために。わが魂よ、主を祝福せよ。わが内側のすべてよ、その聖なる名を祝福せよ。

2 我が命よ、主をほめたたえよ。そのすべての報いを忘れてはならない。

3 あなたのすべての咎を赦し、あなたのすべての病気を癒される方。

4 穴からあなたのいのちを贖われ、慈愛とあわれみをもってあなたに冠を授けられた方。

5 あなたの飾りを良いもので満たされる方。あなたの青春は鷲のように新しくなる。

6 主は義を行い、すべて虐げられている者にさばきを行われる。

7 主はご自分の道をモーセに知らせられた。イスラエルの子らにご自分の行いを。

8 主はあわれみ深く、恵みに富み、怒りに遅く、慈愛に満ちておられる。

9 主は永遠に争われず、とこしえに怒りを保たれない。

10 私たちの罪に応じては、私たちに報いられず、私たちの咎に応じては、私たちに報復されなかった。

11 天が地の上に高いように、主を畏れる者への主の慈愛は力強い。

12 東が西から遠いように、主は私たちの背きの罪を私たちから遠く離された。

13 父がその子をあわれむように、主はご自分を恐れる者たちをあわれまれる。

14 主は私たちの形を知っておられる。私たちがちりであることを覚えておられる。

15 人の日は草のようであり、野の花のように咲く。

16 風がその上を過ぎ去ると、それは存在しなくなり、その場所はもはやそれを知ることはない。

17 主の慈愛は永遠から永遠まで、主を恐れる者の上にあり、その義は子らの子らに及ぶ。

18 契約を守る者たちに、その戒めを思い起こして行う者たちに。

19 主は天にその王座を備えられた。その王国はすべてを統べ治められる。

20 主をほめたたえよ、その御使いよ、力ある勇士たち、その言葉を行い、その言葉の声に聞き従う者たちよ。

21 主をほめたたえよ、そのすべての軍勢よ。主に仕える者たちよ、主の喜びを行う者たちよ。

22 主のすべてのわざよ、その支配のすべての場所で主をほめたたえよ。わが命よ、主をほめたたえよ。

Psalms 104

1 わが命よ、主をほめたたえよ。主よ、わが神よ、あなたは非常に大いにおられ、威光と威厳をまとっておられる。

2 光を衣服のようにまとい、天を幕のように張られた。

3 水をもってその屋上の間を梁とし、雲をその戦車とし、風の翼の上を歩まれる方。

4 主は御使いを霊とし、仕える者たちを燃える火とされる。

5 地をその基盤の上に据えられた。それは永遠に、とこしえまでも揺らぐことはない。

6 深淵を衣服のように、あなたはそれをおおわれた。山々の上に、水が立っていた。

7 あなたの叱責によって彼らは逃げ去り、あなたの雷鳴の声によって彼らは慌てて退いた。

8 山は上り、平地は下った。あなたが彼らのために定められたこの場所へ。

9 あなたは境界を定められた、それを越えることはできない。地を覆うために戻ることもない。

10 泉を谷川に送り出され、それらは山々の間を流れる。

11 すべての野の生き物は水を飲み、野ろばはその渇きをいやす。

12 天の鳥はその上に住み、枝の間から声を出す。

13 主はその屋上の間から山々に水を注がれ、あなたのわざの果実によって地は満ち足りる。

14 草を獣のために生えさせ、草を人の奉仕のために生えさせ、地からパンをもたらすために。

15 ぶどう酒は人の心を喜ばせ、油よりも顔を輝かせ、パンは人の心を支える。

16 主の木々は満ち足りる。主が植えられたレバノンの杉も。

17 そこに鳥たちが巣を作り、コウノトリはもみの木をその家とする。

18 高い山は野やぎのため、岩は岩狸の避け所である。

19 主は月を定めの時のために造られた。太陽はその入口を知っている。

20 あなたは暗闇を置かれた、すると夜となった。その中を森のすべての生き物が動き回る。

21 若獅子は獲物を求めて吼え、神に自分の食物を求める。

22 太陽が昇ると、彼らは退き、その巣穴に伏す。

23 人は自分のわざのために出て行き、その奉仕のために夕方まで働く。

24 あなたのわざはなんと多いのでしょう。主よ、あなたはすべてを知恵をもって造られた。地はあなたの所有物で満ちている。

25 この海は大きく、手の広いところであり、そこには這うものが無数にあり、数えきれない。小さな生き物も大きな生き物も共にいる。

26 そこには船が行き交い、あなたが造られたレビヤタンがそこで戯れる。

27 すべてはあなたに望みをかけ、その食物を時に与えられるのを待っている。

28 あなたが与えられると、彼らは集める。あなたの手を開かれると、彼らは良いもので満ち足りる。

29 あなたが御顔を隠されると、彼らは慌てふためく。あなたが彼らの霊を取り去られると、彼らは息絶え、そのちりに帰る。

30 あなたの霊を送られると、それらは造られ、地の面を新たにされる。

31 主の栄光が永遠にありますように。主がご自分のわざを喜ばれますように。

32 地をご覧になると、地は震える。山に触れられると、山は煙を立ち上らせる。

33 私は生きている間、主に向かって歌い、私の神に向かって、私の命のある限り、ほめ歌を歌います。

34 わたしの思い煩いが主に喜ばれますように。わたしは主にあって喜びます。

35 罪人らは地から絶え果て、悪しき者らはもはやいない。わが命よ、主をたたえよ。ヤハをほめたたえよ。

Psalms 105

1 主に感謝せよ、その名を呼べ、諸国の民の間にその行いを知らせよ。

2 主に歌い、主にほめ歌を歌え。そのすべての奇しいわざについて語れ。

3 その聖なる名を誇れ。主を求める者の心は喜べ。

4 主とその力を求めよ。その顔を常に尋ね求めよ。

5 彼のなされた驚くべきわざを覚えよ。彼のしるしと、その口のさばきとを。

6 アブラハムの子孫、そのしもべよ、ヤコブの子ら、その選ばれた者よ。

7 主は私たちの神である。そのさばきはすべての地に及ぶ。

8 主はその契約を永遠に覚えられた。千代に命じられた言葉を。

9 主がアブラハムと結ばれた契約と、イサクへのその誓い。

10 それをヤコブのために定めとして立てられ、イスラエルに対して永遠の契約とされた。

11 言われた、『わたしはあなたにカナンの地を与える。あなたがたの相続地の綱として。』

12 彼らがわずかな人々、数えるほどで、その地に寄留していたとき、少しの間だけであった。

13 彼らは国から国へ、王国から他の民へと渡り歩いた。

14 人は彼らを虐げることを許されず、彼らのゆえに王たちを責められた。

15 わたしの油注がれた者たちに触れてはならない。わたしの預言者たちに害を加えてはならない。

16 主は地に飢饉を呼び寄せられ、すべてのパンの杖を折られた。

17 彼らの前に人を送られた。しもべとして売られたヨセフを。

18 彼らはその足を足枷で苦しめ、その足は鉄に入った。彼の命は来た。

19 彼の言葉が来る時まで、主の言葉が彼を精錬した。

20 王は使いを送って彼を解き放たれた。諸国の民を治める支配者は彼を開放された。

21 彼をその家の主とし、そのすべての所有物を治める者とされた。

22 彼の長官たちを彼の命で縛り、彼の長老たちに知恵を与えられた。

23 イスラエルはエジプトに来た。ヤコブはハムの地に寄留した。

24 主はその民を大いに増やされ、彼をその苦しみよりも強くされた。

25 彼らの心を変えて、その民を憎ませ、そのしもべたちに対して悪巧みをさせられた。

26 主はそのしもべモーセを遣わされ、選ばれたアロンを。

27 彼らは、そのしるしの言葉を彼らの間に置き、そのしるしをハムの地に示した。

28 暗闇を送られ、暗くされた。彼らはその言葉に背かなかった。

29 彼らの水を血に変え、彼らの魚を死なせられた。

30 彼らの地に蛙が群がり、彼らの王たちの奥の部屋にも及んだ。

31 主が言われた。すると蛆の大群が来た。しらみが、彼らのすべての境界に。

32 彼らの雨を雹に変え、彼らの地に燃える火の炎を下された。

33 彼らのぶどうの木といちじくを打ち、彼らの境界の木を砕かれた。

34 主が言われた。すると、いなごが来た。ヨトウムシも、その数は数えきれなかった。

35 彼らの地のすべての草を食べ、彼らの地の果実を食べた。

36 彼はその地のすべての長子を打たれた。すべての力の初めを。

37 彼らを銀と金とともに導き出された。その杖のうちには、よろめく者はいなかった。

38 エジプトは彼らの出発を喜んだ。彼らの恐れが彼らに臨んだからだ。

39 雲を垂れ幕として広げられ、夜を照らすために火を与えられた。

40 彼が求められると、うずらをもたらされ、天のパンで彼らを満ち足らせられた。

41 岩を開かれたので、水が湧き出た。彼らは荒野を川のように歩いた。

42 主はその聖なる言葉を覚えられた。そのしもべアブラハムに告げられた言葉を。

43 主はその民を喜びとともに導き出された。その選ばれた者たちを喜びの叫びとともに。

44 彼らに諸国の地を与えられ、諸民の労苦を継がせられた。

45 彼らがその定めを守り、その律法を保つために。ヤハを賛美せよ。

Psalms 106

1 ヤハをほめたたえよ。主に感謝せよ。主は良い方だから。その慈愛は永遠に続くから。

2 だれが主の力あるわざを語り得るだろうか。すべての主の賛美を聞かせ得るだろうか。

3 幸いである、さばきを守る者、すべての時に義を行う者は。

4 主よ、あなたの民の喜びをもって私を覚えてください。あなたの救いをもって私を顧みてください。

5 あなたの選ばれた者の良きものを見るために、あなたの国の喜びを喜ぶために、あなたの相続地とともに誇るために。

6 私たちは父たちとともに罪を犯し、私たちは曲がったことを行い、悪を行った。

7 我々の父たちはエジプトであなたの奇しい業を悟らず、あなたの慈愛の多数を覚えず、葦の海で海に逆らった。

8 主はご自分の名のために彼らを救われた。ご自分の力を知らせるために。

9 主は葦の海を叱られ、それは干上がった。主は彼らを深淵の中を荒野のように導かれた。

10 彼らを憎む者の手から救い出された。敵の手から贖い出された。

11 水が彼らの苦しみを覆い、彼らのうちの一人も残らなかった。

12 彼らはその言葉を信じ、その賛美を歌った。

13 彼らはすぐにそのわざを忘れ、その助言を待たなかった。

14 彼らは荒野で欲望を欲しがり、荒れ地で神を試みた。

15 彼らの請い願いを彼らに与えられ、彼らの命にやせ衰えを送られた。

16 彼らは陣営でモーセにねたみ、主の聖なる者アロンにねたみを抱いた。

17 地は開いてダタンを呑み込み、アビラムの集会を覆った。

18 火が彼らの集会の中で燃え上がり、炎は悪しき者たちを焼き尽くした。

19 彼らはホレブで子牛を造り、鋳像にひれ伏した。

20 彼らは自分たちの栄光を、草を食べる雄牛の形に変えた。

21 彼らは自分たちを救う神を忘れ、エジプトで大きなことを行われた方を忘れた。

22 地ハムにおいて驚くべきわざ、葦の海の上に恐るべきわざ。

23 主は彼らを滅ぼし尽くすと言われた。しかし、主に選ばれたモーセが、その御前の裂け目に立って、滅ぼすことから御怒りを引き戻したのでなければ。

24 彼らは慕わしい地を蔑んだ。彼らはそのことばを信じなかった。

25 彼らは自分の天幕でつぶやいた。主の声に聞き従わなかった。

26 主は彼らに対して手を上げられ、彼らを荒野に倒すために。

27 彼らの子孫を国々の中に倒し、彼らを地々に散らすために。

28 彼らはバアル・ペオルに結びつき、死者のいけにえを食べた。

29 彼らはその行いによって主を怒らせ、疫病が彼らの間に広がった。

30 ピネハスが立ち上がって仲裁し、疫病は止められた。

31 それは彼に義とみなされた。代々の世代に、とこしえまで。

32 彼らはメリバの水のことで主を怒らせ、モーセは彼らのために苦しめられた。

33 彼らがその霊に逆らったので、彼は自分の唇で軽率に語った。

34 彼らは、主が彼らに言われた民を滅ぼさなかった。

35 彼らは国々に混ざり、そのわざを学んだ。

36 彼らは彼らの偶像に仕え、それは彼らにとって罠となった。

37 彼らは自分の子と自分の娘を悪霊に捧げた。

38 彼らは無実の血を流した。彼らの子と娘たちの血を、カナンの偶像に捧げたので、地は血によって汚れた。

39 彼らはそのわざによって汚れ、その行いによって姦淫を行った。

40 主の怒りがその民に向かって燃え上がり、主はご自分の相続地を忌み嫌われた。

41 彼らを国々の手に渡された。彼らを憎む者たちが彼らを支配した。

42 彼らの敵が彼らを圧迫し、彼らはその手の下に屈した。

43 何度も彼らを救い出されたが、彼らはその助言に逆らい、自分たちの咎によって低くされた。

44 彼らの苦しみをご覧になり、その喜びの叫びを聞かれた。

45 彼は彼らのためにご自分の契約を思い起こされ、その慈愛の多数にしたがって、彼の慈愛のゆえに悔い改められた。

46 彼らをあわれみの前に、すべての捕らえ主の前に、与えられた。

47 私たちの神、主よ、私たちを救い、国々の中から私たちを集めてください。あなたの聖なる名に感謝し、あなたの賛美をもって誇ることができますように。

48 主なるイスラエルの神は、とこしえより永遠までほめたたえられるように。そしてすべての民は「アーメン」と言った。ヤハをほめたたえよ。

Psalms 107

1 主に感謝せよ、主は良い方である。その慈愛は永遠に続くからだ。

2 主に贖われた者たちは、これを言え。主が彼らを苦しみの手から贖われたのだ。

3 また、諸国の地から彼らを集められた。東から、西から、北から、海から。

4 荒野で、荒れ果てた地で、彼らは道に迷い、居住の町を見つけられなかった。

5 飢えている者たち、また渇いている者たち、その命は彼らのうちで衰え果てた。

6 彼らは苦難の中で主に叫んだ。主は彼らの苦悩から救い出された。

7 彼らをまっすぐな道に導かれた、居住の町へ行くために。

8 主にその慈愛を、その奇しいみわざを人の子らに感謝せよ。

9 渇いた命を満ち足らせられ、飢えた命を良いもので満たされた。

10 暗闇と死の陰に住む者、苦しみと鉄の囚人たち。

11 彼らは神の言葉に逆らい、いと高き方の助言を侮った。

12 彼らの心を労苦によって低くされ、彼らはつまずき、助ける者はいなかった。

13 彼らはその苦難の中で主に叫んだ。主は彼らの苦悩から彼らを救われた。

14 彼らを暗闇と死の陰から導き出し、その束縛を断ち切られた。

15 主にその慈愛を、その奇しいみわざを人の子らに感謝せよ。

16 彼は青銅の戸を打ち破り、鉄のかんぬきを切り倒された。

17 愚かな者たちは、その背きの罪の道のゆえに、またその咎のゆえに苦しめられた。

18 すべての食物をその命は忌み嫌い、彼らは死の門にまで至った。

19 彼らは苦難の中で主に叫んだ。主は彼らの苦悩から彼らを救われた。

20 主は御言葉を送られ、彼らを癒やされた。彼らをその穴から救い出された。

21 主にその慈愛を、その奇しいみわざを人の子らに感謝せよ。

22 彼らは感謝の捧げ物のいけにえを献げ、喜びの叫びをもって主のわざを語り告げよ。

23 海に下る者たち、船で、大水の上で仕事をする者たち。

24 彼らは主のわざと、深みにおけるその奇しいみわざを見た。

25 主が言われ、あらしの風を立ち上がらせられた。するとその波は高く上げられた。

26 彼らは天に上り、深淵に下り、その命は悪によって溶け去った。

27 彼らは酔った者のようにぐるぐると回り、よろめいた。そして、彼らのすべての知恵は呑み込まれてしまった。

28 彼らは苦難の中で主に叫んだ。主は彼らの苦悩から彼らを導き出された。

29 あらしを静けさに変えられ、その波を静まらせられた。

30 彼らは静まったので喜び、主は彼らをその喜びの港に導かれた。

31 主にその慈愛を、その奇しいわざを人の子らに感謝せよ。

32 民の集会で彼らは主を高め、長老たちの居住で彼らは主を賛美する。

33 川を荒野に変え、水の出る所を干ばつにされた。

34 実り豊かな地を塩地にされた。そこに住む者たちの悪のゆえに。

35 主は荒野を水の沼とされ、乾いた地を水の出るところとされた。

36 そこに飢えた者たちを住まわせられ、彼らは居住のための町を備えた。

37 野に種を蒔き、ぶどう園を植え、収穫の果実を実らせた。

38 彼らを祝福されたので、彼らは大いに増え、その獣も減らされることはなかった。

39 彼らは減り、かがめられた。弾圧と悪と悲しみによって。

40 尊い者たちの上に侮りを注がれ、彼らを道のない虚無の中をさまよわせられた。

41 貧しい者を苦しみから高く上げ、その家族を羊の群れのようにされた。

42 正しい者たちは見て喜ぶ。そして、すべての不義はその口を閉ざす。

43 知恵ある者はだれか、これらのことを守り、主の慈愛を悟るであろう。

Psalms 108

1 歌、ダビデの詩篇。わが心は定まった、神よ。わたしは歌い、ほめ歌を歌おう、いや、わが栄光も。

2 目覚めよ、瓶と竪琴よ、私は夜明けを呼び起こそう。

3 民の中で、わたしはあなたに感謝します、主よ。諸民の中で、わたしはあなたにほめ歌を歌います。

4 あなたの慈愛は天よりも高く、あなたの真実は雲にまで及ぶ。

5 神よ、あなたは天の上に高く上げられ、あなたの栄光は地のすべての上にある。

6 あなたの愛する者たちが救い出されるために、あなたの右の手で救い、私に答えてください。

7 神はその聖なるものにおいて言われた、「わたしは喜び踊り、シェケムを分け与え、スコトの谷を測るであろう」。

8 ギレアデは私のもの、マナセも私のもの、エフライムは私の頭の要害、ユダは私の立法者。

9 モアブはわたしの洗面器、エドムの上にわたしの靴を投げる。ペリシテの上にわたしは叫び声をあげる。

10 だれが私を要塞の町に連れて行くのか。だれが私をエドムまで導いたのか。

11 神よ、あなたは私たちを捨てられたのではないか。神よ、あなたは私たちの軍勢と共に出て行かれないのか。

12 私たちに苦しみからの助けを与えてください。人の救いは虚偽です。

13 神によって私たちは力を得る。彼は私たちの苦しみを踏みにじられる。

Psalms 109

1 指揮者へ。ダビデの詩篇。私の賛美の神よ、黙っていないでください。

2 悪しき者の口と欺きの口が私に向かって開かれ、彼らは偽りの舌で私に語った。

3 憎しみの言葉が私を取り囲み、彼らは理由もなく私と戦った。

4 彼らの愛の代わりに、彼らは私を憎みました。しかし、私は祈りでした。

5 彼らは私の善に対して悪を、私の愛に対して憎しみをもって報いた。

6 彼の上に悪しき者を置き、敵対者が彼の右に立つように。

7 彼が裁かれるとき、悪しき者として出て行き、その祈りは罪となる。

8 彼の日々は少なくなり、彼の監督は他の者が取るように。

9 その子らはみなしごとなり、その妻は未亡人となれ。

10 彼の子らは絶えずさまよい、物乞いし、その荒廃の中から求めるであろう。

11 債権者が彼のすべてのものを罠にかけ、外国人が彼の労苦を奪い取るように。

12 彼に慈愛を差し伸べる者がいなくなりますように。また、彼のみなしごに恵みを施す者もいなくなりますように。

13 彼の終わりが断ち絶たれるように。次の世代で、彼らの名が消し去られるように。

14 その先祖の咎が主の御前に覚えられ、その母の罪が消し去られることがありませんように。

15 彼らが主の前に常にあるように。そして主が地から彼らの記憶を断ち切られるように。

16 彼が慈愛を行うことを覚えず、貧しい人と乏しい人と心の打ち砕かれた人を殺そうと追い詰めたからだ。

17 彼はのろいを愛したので、それが彼に臨んだ。祝福を喜ばなかったので、それは彼から遠ざかった。

18 彼はのろいを衣服のようにまとい、それは水のように彼の内側に入り、油のように彼の骨の中に入った。

19 それが彼にとって、身にまとう衣服のようになり、常に締める帯のようになりますように。

20 これは、私の敵に対する主からの働きの報い、そして私の魂について悪を語る者たちへの報いである。

21 しかし、神である主よ、あなたの名のために私を扱ってください。あなたの慈愛は良いからです。私を救い出してください。

22 私は貧しく、乏しい者です。私の心は私の内側で打ち砕かれています。

23 陰りのように傾くとき、私は歩み去った。いなごのように、私は揺り落とされた。

24 膝は断食によってよろめき、私の肉は油を失ってやせ細った。

25 私は彼らにとって恥辱となりました。彼らは私を見て、頭を振りました。

26 主よ、私の神よ、私を助けてください。あなたの慈愛によって私を救ってください。

27 彼らが、これがあなたの手であることを知りますように。主よ、あなたがこれをなさったのです。

28 彼らは呪うが、あなたは祝福される。彼らは立ち上がって恥を見るが、あなたのしもべは喜ぶ。

29 我を憎む者たちは恥辱を着せられ、彼らの恥は外套のようにまとわれる。

30 私は口で主を大いに感謝し、多くの者の真ん中で主を賛美しよう。

31 主は貧しい者の右に立ち、その命を裁く者たちから救うために。

Psalms 110

1 ダビデの詩篇。主のわが主への宣言。「わたしの右に座せよ。わたしがあなたの敵をあなたの足の足台とするまで。

2 主はあなたの力の杖をシオンから送られる。あなたの敵の内側で支配せよ。

3 あなたの民は、あなたの力の日に、自由意志の捧げ物をささげる。聖なる威厳をもって、朝の子宮から、あなたの幼少期の露はあなたのものとなる。

4 主は誓われ、悔いることはない。「あなたは、メルキゼデクの理由により、永遠の祭司である。

5 主はあなたの右におられる。その怒りの日に王たちを打ち砕かれた。

6 諸国の間で裁きを行われ、死体で満ちるようにされた。多くの地の上で頭を打ち砕かれた。

7 谷川から道で飲まれる。それゆえ、頭を上げられる。

Psalms 111

1 ヤハをほめたたえよ。私はすべての心をもって主に感謝しよう。正しい人々の秘密の相談と集会において。

2 主のわざは大いなるものであり、すべてその望みにかなう者によって尋ね求められる。

3 威光と威厳はそのわざであり、その義は永遠に立つ。

4 主はその奇しいわざの記憶を造られた。主は恵み深く、あわれみ深い方である。

5 獲物を主を恐れる者たちに与えられた。主はご自分の契約を永遠に覚えておられる。

6 主はそのわざの力をその民に示された。彼らに国々の相続地を与えるために。

7 御手のわざは真実とさばきであり、その戒めはすべて確かである。

8 永遠に堅く立ち、永遠に保たれる。それらは真実と正しさをもって造られた。

9 贖いをその民に送られた。その契約を永遠に命じられた。その名は聖く、恐るべきものである。

10 主を恐れることは知恵の初めであり、すべてこれをなす者には良い知恵がある。その賛美は永遠に立つ。

Psalms 112

1 ヤハをほめたたえよ。主を恐れる人は幸いである。その戒めを大いに喜ぶ人よ。

2 地においてその子孫は力ある者となる。正しい者の世代は祝福される。

3 富と富がその家にあり、その義は永遠に立つ。

4 暗闇の中に光は直ぐな人々のために昇った。恵み深く、あわれみ深く、正しい方である。

5 良い人は恵み深く、貸し与える。彼は自分の言葉をさばきをもって支える。

6 なぜなら、永遠に揺るぐことはない。正しい者は永遠の記憶のうちにある。

7 悪い報道を恐れない。その心は主に信頼して堅く立っている。

8 その心は支えられ、恐れることはない。ついには自分の苦しみを見るまで。

9 彼は惜しみなく分け与え、貧しい者に与えた。彼の義は永遠に立ち続ける。彼の角は栄光のうちに高く上げられる。

10 悪しき者はこれを見て怒り、その歯を食いしばって溶ける。悪しき者たちの欲望は滅びる。

Psalms 113

1 ヤハをほめたたえよ。主のしもべたちよ、ほめたたえよ。主の名をほめたたえよ。

2 主の名がほめたたえられますように、今よりとこしえまで。

3 太陽の東からその入口まで、主の名はほめたたえられる。

4 主はすべての国々の上に高く上げられ、その栄光は天の上にある。

5 だれがわれわれの神、主のようであろうか。高き所に座しておられる方。

6 天を見、地を見るために身を低くされる方。

7 貧しい者をちりから起こし、乏しい者を汚物の山から引き上げられる。

8 高貴な者たちと共に座らせるために、その民の高貴な者たちと共に。

9 子のいない女を家に住まわせ、子らの母として喜ばせられる方。ハレルヤ、ヤハ。

Psalms 114

1 イスラエルがエジプトから出たとき、ヤコブの家は異国の民から出た。

2 ユダは主の聖なるものとなり、イスラエルはその支配となった。

3 海はこれを見て、逃げ去った。ヨルダンはうしろへ退いた。

4 山々は雄羊のように跳ね、丘は羊の群れの子のように跳ねた。

5 海よ、なぜあなたは逃げるのか。ヨルダンよ、なぜうしろに退くのか。

6 山々よ、あなたがたは雄羊のように踊ったのか。丘よ、羊の群れの子らのように。

7 地よ、主の御前で、ヤコブの神の御前で、震えよ。

8 岩を水の沼に変え、火打ち石を水の泉に変えられた方。

Psalms 115

1 主よ、私たちにではなく、私たちにではなく、あなたの名に栄光を、あなたの慈愛のゆえに、あなたの真実のゆえに、与えてください。

2 なぜ国々は言うのか、「彼らの神はどこにいるのか」と。

3 私たちの神は天におられる。すべて、その望まれることを行われた。

4 彼らの偶像は銀と金、人の手のわざである。

5 彼らには口があるが、語れない。彼らには目があるが、見えない。

6 彼らには耳があるが、聞くことができない。彼らには鼻があるが、かぐことができない。

7 彼らの手は、しかし触れることができない。彼らの足は、しかし歩くことができない。彼らののどで声を出すこともない。

8 彼らを造る者たちは彼らのようになる。すべて彼らに信頼する者も。

9 イスラエルよ、主に信頼せよ。彼は彼らの助けであり、彼らの盾である。

10 アロンの家よ、主に信頼せよ。彼は彼らの助けであり、彼らの盾である。

11 主を恐れる者たちよ、主に信頼せよ。彼は彼らの助けであり、彼らの盾である。

12 主は私たちを覚えておられ、祝福された。イスラエルの家を祝福され、アロンの家を祝福された。

13 主を恐れる者たちを祝福された。小さい者たちも、大きい者たちも共に。

14 主があなたがたの上に増し加えられ、あなたがたとあなたがたの子らの上に。

15 あなたがたは、天と地を造られた主によって祝福されている。

16 天は、天は主のものである。しかし地は人の子らに与えられた。

17 死者たちはヤハを賛美することはない。また、沈黙に下るすべての者もそうではない。

18 しかし私たちは、今から永遠までヤハを祝福しよう。ハレルヤ、ヤハ。

Psalms 116

1 私は主が私の声、私の嘆願を聞いてくださるので、愛する。

2 主はその耳を私に傾けられたので、私は自分の日々に呼び求めよう。

3 死の綱が私を取り巻き、よみの苦しみが私に臨んだ。私は苦難と悲しみに出会った。

4 そして主の名を呼び求めます。「ああ、主よ、どうか私の命を救い出してください」と。

5 主は情け深く、正しい方である。われわれの神は憐れみ深い方である。

6 主は愚かさを守られる。私は弱っていたが、主は私を救われた。

7 我が命よ、汝の憩いに帰れ。主が汝に報いられたからだ。

8 あなたは私の命を死から救い出された。私の目を涙から、私の足を倒れから。

9 私は主の前を歩こう、いのちの地において。

10 私は信じた、ゆえに私は語ろう。私は大いに苦しんだ。

11 私は慌てて言った、「すべての人は偽り者だ」と。

12 何を主に報いることができようか。主が私にされたすべての恵みに対して。

13 救いの杯を私は取り上げ、主の名を呼ぼう。

14 私は主に誓いを果たす、すべての民の前で。

15 主の目には、その敬虔な者たちの死は尊い。

16 ああ、主よ。どうか。なぜなら、私はあなたのしもべだからです。私はあなたのしもべ、あなたの女奴隷の子です。あなたは私の束縛を解いてくださいました。

17 あなたに感謝の捧げ物のいけにえを献げ、主の名を呼び求めます。

18 私は主に私の誓いを果たす。すべての民の前で。

19 主の家の中庭で、エルサレムの真ん中で、ヤハを賛美せよ。

Psalms 117

1 すべての国々よ、主をほめたたえよ。すべての国民よ、彼を賛美せよ。

2 その慈愛は私たちの上に大きく、主の真実は永遠に続く。ハレルヤ、ヤハを賛美せよ。

Psalms 118

1 主に感謝せよ、主は良い方である。その慈愛は永遠に続くからである。

2 イスラエルはどうか言え、「その慈愛は永遠に」と。

3 アロンの家よ、どうか言え。「その慈愛は永遠に続く」と。

4 主を恐れる者たちは、どうか言え。「その慈愛は永遠に。

5 苦しみの中から私はヤハを呼び求めた。ヤハは私に答えられ、広い所に置かれた。

6 主は私の味方である。私は恐れない。人が私に何をなし得ようか。

7 主は私の助け手の中におられる。私は自分の憎む者たちを見るであろう。

8 主に寄り頼むことは、人に信頼するよりも良い。

9 主に身を避けることは、君主たちに信頼するよりも良い。

10 すべての国々が私を取り囲んだ。主の名によって、私は彼らを断ち滅ぼした。

11 彼らは私を取り囲み、まさに私を包囲した。主の名によって、私は彼らを断ち滅ぼした。

12 彼らは蜂のように私を取り囲んだ。彼らはいばらの火のように消え去った。主の名によって、私は彼らを断ち滅ぼした。

13 主が私を助けられた。

14 私の力と歌はヤハ、そして私にとって救いとなられた。

15 正しい者の天幕には喜びの叫びと救いの声がある。主の右は力を行われる。

16 主の右の手は高く上げられた。主の右の手は力を行われる。

17 私は死なない、なぜなら私は生きる、そして主のわざを語り告げる、ヤハのわざを。

18 ヤハは私を厳しく懲らしめられたが、死に渡されることはなかった。

19 義の門を私のために開け。私はそこに入り、ヤハに感謝しよう。

20 これは主の門である。正しい者たちはそこに入る。

21 あなたに感謝します。あなたが私に答えられ、私にとって救いとなられたからです。

22 石は建築者たちが捨てたもの、それが隅の頭となった。

23 これは主から出たことであり、私たちの目には驚くべきことである。

24 この日は主が造られた日である。私たちはその日を喜び、楽しもう。

25 主よ、どうか救ってください。主よ、どうか栄えさせてください。

26 主の名によって来られる方は祝福された方です。私たちは主の家からあなたがたを祝福します。

27 主は神であられる。主は私たちに光を与えられた。祭りを綱をもって、祭壇の角にまで結び付けよ。

28 我が神よ、あなたは私の神です。私はあなたに感謝します。私の神よ、私はあなたを高く上げます。

29 主に感謝せよ、主は良い方である。その慈愛は永遠に絶えない。

Psalms 119

1 幸いである、道において全き者たちは。主の律法に歩む者たちは。

2 その証言を守る人々は幸いです。彼らはすべての心で主を求めるのです。

3 確かに彼らは不義を行わず、その道を歩んだ。

4 あなたは戒めを、それを非常に守るようにと命じられた。

5 ああ、私の道が堅く定められて、あなたの定めを守ることができますように。

6 そのとき、私はすべてのあなたの戒めを見つめるとき、恥じることはないでしょう。

7 私は心の正しさをもってあなたに感謝します。あなたの義のさばきを学ぶときに。

8 あなたの定めを守ります。私を決して見捨てないでください。

9 若者は何をもってその道を清く保つことができるでしょうか。それは、あなたの言葉に従って守ることによるのです。

10 すべての心をもってあなたを尋ね求めました。どうか、あなたの戒めから私を迷わせないでください。

11 私はあなたの言葉を心に蓄えました。あなたに対して罪を犯さないために。

12 主よ、あなたはほむべき方です。あなたの定めを私に教えてください。

13 唇で、私はあなたの口のすべてのさばきを語りました。

14 あなたの証言の道において、私はすべての富の上にのように喜んだ。

15 あなたの戒めについて思い巡らし、あなたの道に目を留めます。

16 あなたの定めの中で私は喜び、あなたの言葉を忘れません。

17 あなたのしもべに報いてください。そうすれば私は生きます。そして、私はあなたの言葉を守ります。

18 私の目を開いてください。そうすれば、あなたの律法の驚くべき事柄を眺めることができますように。

19 私は地における寄留者です。あなたの戒めを私から隠さないでください。

20 私の命は絶えずあなたのさばきを慕い、すべての時に砕かれています。

21 あなたは高ぶる者、のろわれた者たちを叱られた。彼らはあなたの戒めから迷い出る者たちです。

22 私から恥辱と侮りを取り除いてください。私はあなたの証言を守ってきたからです。

23 長官たちも座って私について語り合ったが、あなたのしもべはあなたの定めを思い巡らした。

24 あなたの証言は私の喜び、私の助言の人々です。

25 私の命はちりに付いている。あなたの言葉のとおりに、私を生かしてください。

26 わたしの道を語り告げました。あなたはわたしに答えられました。あなたの定めをわたしに教えてください。

27 あなたの戒めの道を私に悟らせてください。そうすれば、私はあなたの奇しいわざを語りましょう。

28 私の命は悲しみで涙を流しています。あなたの言葉に従って私を立ち上がらせてください。

29 偽りの道を私から取り除いてください。あなたの律法を私に恵み深く与えてください。

30 私は信仰の道を選びました。あなたのさばきを私の前に置きました。

31 私はあなたの証言に堅く結びついています。主よ、どうか私を辱めないでください。

32 あなたの戒めの道を私は走ります。あなたが私の心を広くしてくださるからです。

33 主よ、あなたの定めの道を私に教えてください。そうすれば、私はその道の踵を守ります。

34 私に悟りを与えてください。そうすれば、私はあなたの律法を守り、すべての心をもってそれを保ちます。

35 あなたの戒めの小道に私を導いてください。私がそれを喜んでいるからです。

36 私の心をあなたの証言に向けさせ、利得に向かわせないでください。

37 私の目を虚偽を見ることから移し、あなたの道によって私を生かしてください。

38 あなたのしもべに、あなたの言葉を立ててください。それはあなたへの恐れのためです。

39 私の恥辱を過ぎ去らせてください。私が恐れたその恥辱を。あなたのさばきは良いからです。

40 見よ、私はあなたの戒めを慕い求めました。あなたの義によって私を生かしてください。

41 あなたの慈愛がわたしに臨みますように、主よ。あなたの言葉にしたがって、あなたの救いが。

42 私は私を嘲る者に言葉で答えられます。なぜなら、私はあなたの言葉に信頼したからです。

43 真実の言葉を私の口から決して取り去らないでください。私があなたのさばきを待ち望んでいるからです。

44 私はあなたの律法を常に守ります。永遠に、とこしえまで。

45 私は広い所を歩きます。あなたの戒めを求めたからです。

46 あなたの証言を王たちの前で語り、私は恥じることはありません。

47 戒めの中で、わたしは喜び、それを愛した。

48 私は手のひらを、私が愛したあなたの戒めに向けて上げ、あなたの定めについて思い巡らします。

49 あなたのしもべに与えられた言葉を覚えてください。あなたは私にそれを待ち望ませられました。

50 この事が私の苦しみの中での慰めです。それは、あなたの言葉が私を生かしたからです。

51 傲慢な者たちは私をひどく嘲ったが、私はあなたの律法からそれなかった。

52 私はあなたの永遠のさばきを思い出し、主よ、私は慰められました。

53 激しい恐ろしさが私を捕らえた。あなたの律法を捨てる悪しき者たちのゆえに。

54 あなたの定めは、私の滞在の家で、私の歌となりました。

55 夜にあなたの名を思い起こし、主よ、私はあなたの律法を守りました。

56 この事が私にありました。それは、あなたの戒めを私は守ったからです。

57 主は私の分け前です。私はあなたの言葉を守ると言いました。

58 わたしはすべての心であなたの顔を求めた。あなたの言葉のとおりに、わたしをあわれんでください。

59 私は自分の道を思い巡らし、私の足をあなたの証言に向けて戻した。

60 私は急ぎ、ためらわずに、あなたの戒めを守るために。

61 悪者の綱が私を取り巻いた。私はあなたの律法を忘れなかった。

62 真夜中に、私は起きて、あなたに感謝をささげます。あなたの義のさばきのゆえに。

63 私はあなたを恐れるすべての者の仲間であり、あなたの戒めを守る者たちの仲間です。

64 主よ、あなたの慈愛は地に満ちています。あなたの定めを私に教えてください。

65 あなたは、あなたのしもべに、あなたのことばのとおりに、良くしてくださいました。主よ。

66 良いものと味わいと知識を私に教えてください。あなたの戒めを私は信じたからです。

67 苦しむ前に、私は迷い出でた。しかし今、私はあなたの言葉を守った。

68 あなたは良い方で、善を行われる方です。どうかあなたの定めを私に教えてください。

69 高慢な者たちは偽りを私に塗りつけた。私はすべての心であなたの戒めを守る。

70 彼らの心は脂肪のように鈍くなった。私はあなたの律法を喜びとした。

71 私にとって良いことでした、私が苦しめられたのは、あなたの定めを学ぶためでした。

72 あなたの口の律法は、私にとって千の金と銀よりも良い。

73 あなたの手が私を造り、私を整えられた。私に悟りを与えて、あなたの戒めを学ばせてください。

74 あなたを恐れる者たちは私を見て喜ぶでしょう。なぜなら、私はあなたの言葉を待ち望んだからです。

75 主よ、あなたのさばきが義であることを私は知りました。そして、あなたは信仰をもって私を苦しめられました。

76 あなたの慈愛が、どうか私を慰めるものとなりますように。あなたの言葉どおりに、あなたのしもべに。

77 あなたのあわれみが私に臨み、私は生きます。あなたの律法が私の喜びだからです。

78 高慢な者たちは恥を見る。彼らは偽りで私を虐げたからだ。私はあなたの戒めを思い巡らそう。

79 あなたを恐れる者たちが私に立ち返り、彼らがあなたの証言を知りますように。

80 私の心があなたの定めにおいて全きものとなりますように。そうすれば、私は恥をかくことがありませんように。

81 私の命はあなたの救いを待ちわびて尽き果てました。私はあなたの言葉を待ち望みました。

82 私の目はあなたの言葉を待ち望んで絶え果てた。「いつ、あなたは私を慰めてくださるのか」と。

83 私は煙の中の皮袋のようになったが、あなたの定めを忘れなかった。

84 あなたのしもべの日はどれほどでしょうか。いつ、あなたは私を追う者たちにさばきを行われるのですか。

85 高慢な者たちは私のために穴を掘った。それはあなたの律法に従わない者たちだ。

86 あなたのすべての戒めは信仰です。偽りが私を追いかけました。私を助けてください。

87 彼らは地で私をほとんど滅ぼし尽くしたが、私はあなたの戒めを捨てなかった。

88 あなたの慈愛によって私を生かしてください。そうすれば、私はあなたの口の証言を守ります。

89 主よ、あなたの言葉は永遠に天に立っている。

90 あなたの信仰は代々にわたり、あなたは地を堅く立てられたので、それは立ち続けている。

91 あなたのさばきのために、それらは今日も立ち続けている。すべてのものはあなたのしもべだからである。

92 あなたの律法が私の喜びでなかったなら、私は自分の苦しみの中で滅びていたでしょう。

93 永遠に、私はあなたの戒めを忘れません。それらによって、あなたは私を生かされたからです。

94 私はあなたのものです。私を救ってください。私はあなたの戒めを尋ね求めたからです。

95 悪しき者たちは私を滅ぼそうと待ち伏せた。私はあなたの証言を悟った。

96 すべての完全に、私は終わりを見た。あなたの戒めは非常に広い。

97 わたしはあなたの律法をなんと愛していることでしょう。それがすべての日、わたしの黙想です。

98 あなたの戒めは、私の敵よりも私を賢くする。それは永遠に私のものだからである。

99 すべての教える者たちよりも、私は悟りを得ました。あなたの証言が私の黙想だからです。

100 年長者たちよりも、私は悟りを得ました。なぜなら、私はあなたの戒めを守ってきたからです。

101 すべての悪しき道から、わたしの足を引き離した。あなたの言葉を守るために。

102 あなたのさばきから私はそれませんでした。あなたが私を教えられたからです。

103 あなたの言葉は、私の口蓋にとって、蜂蜜よりも口に甘い。

104 あなたの戒めによって、私は悟りを得ました。それゆえ、私はすべての偽りの道を憎みました。

105 あなたの言葉は、わたしの足のともしび、わたしの小道の光です。

106 私は誓った、そしてそれを守り遂げた。あなたの義のさばきを守ることを。

107 私は非常に苦しめられました。主よ、あなたの言葉のとおりに私を生かしてください。

108 私の口の自由意志の捧げ物を、どうか受け入れてください、主よ。そして、あなたのさばきを私に教えてください。

109 我が命は常に手のひらにある。しかし、私はあなたの律法を忘れなかった。

110 悪者たちは私にわなを仕掛けたが、私はあなたの戒めから迷い出なかった。

111 私はあなたの証言を永遠の嗣業として受け継いだ。それらは私の心の喜びだからである。

112 私は心をあなたの定めに向けて、永遠に、踵をもって行うために傾けた。

113 私は二心のある者を憎み、あなたの律法を愛しました。

114 あなたは私の隠れ場、私の盾です。私はあなたの言葉を待ち望みました。

115 悪を行う者たちよ、私から離れよ。私は自分の神の戒めを守ろう。

116 あなたの言葉に従って私を支えてください、そうすれば私は生きます。そして、私の希望のゆえに私を辱めないでください。

117 私を支えてください、そうすれば私は救われます。そして、私はあなたの定めを常に顧みます。

118 あなたはあなたの定めから迷い出るすべての者を軽んじられた。彼らの欺きは偽りだからです。

119 あなたは地のすべての悪しき者を滓のように除かれました。それゆえ、私はあなたの証言を愛しました。

120 私の肉はあなたへの恐れで震え、あなたのさばきによって私は恐れた。

121 私はさばきと義を行った。私を虐げる者たちに委ねないでください。

122 あなたのしもべを良いもののために保証してください。高ぶる者たちが私を虐げることがありませんように。

123 私の目はあなたの救いと、あなたの義の言葉を待ち望んで、衰え果てました。

124 あなたのしもべに、あなたの慈愛にしたがってお取り扱いください。あなたの定めを私に教えてください。

125 わたしはあなたのしもべです。わたしに悟りを与えてください。そうすれば、わたしはあなたの証言を知るでしょう。

126 主のために行う時です。彼らはあなたの律法を破りました。

127 それゆえ、私はあなたの戒めを愛しました。金や純金よりも。

128 それゆえ、私はあなたのすべての戒めをすべて正しいとし、すべての偽りの道を憎みました。

129 あなたの証言は不思議です。それゆえ、私の命はそれを守ります。

130 あなたの言葉の入口は光を与え、愚かさに悟りを与える。

131 私は口を開いてあえいだ。あなたの戒めを慕い求めたからだ。

132 私に向かって顔を向け、私をあわれんでください。あなたの名を愛する者たちへのさばきのように。

133 私の度をあなたの言葉で確かにしてください。そして、すべての悪が私を支配しないようにしてください。

134 人による搾取から私を贖い出してください。そうすれば、私はあなたの戒めを守ります。

135 あなたの顔をあなたのしもべの上に輝かせてください。そして、あなたの定めを私に教えてください。

136 私の目は水の川のように涙を流し落ちた。彼らがあなたの律法を守らなかったからである。

137 主よ、あなたは正しく、あなたのさばきはまっすぐです。

138 あなたは義なるあなたの証言を命じられました。それは非常に信仰に満ちています。

139 私のねたみが私を絶えさせました。私の苦しみがあなたの言葉を忘れたからです。

140 あなたの言葉は非常に精錬されており、あなたのしもべはそれを愛しています。

141 私は若くして軽んじられている。しかし、あなたの戒めを忘れたことはない。

142 あなたの義は永遠の義であり、あなたの律法は真実です。

143 苦難と苦悩が私に臨んだ。あなたの戒めは私の喜びである。

144 あなたの証言は永遠に義である。私に悟りを与えて、私を生かしてください。

145 私はすべての心で呼び求めました。主よ、私に答えてください。私はあなたの定めを守ります。

146 あなたに呼び求めました。私を救ってください。そうすれば、私はあなたの証言を守ります。

147 夜明け前に起きて叫びました。あなたの言葉を待ち望みました。

148 私の目は夜警よりも早く目覚め、あなたの言葉について思い巡らしました。

149 私の声をあなたの慈愛にしたがって聞いてください。主よ、あなたのさばきにしたがって私を生かしてください。

150 悪意をもって追い求める者たちは近づいてきたが、彼らはあなたの律法から遠く離れている。

151 主よ、あなたは近くにおられます。あなたのすべての戒めは真実です。

152 東から、私はあなたの証言を知っていた。あなたがそれらを永遠に据えられたからである。

153 私の苦しみを見て、私を救い出してください。私はあなたの律法を忘れていませんから。

154 わたしの争いを弁護し、わたしを贖ってください。あなたの言葉によって、わたしを生かしてください。

155 救いは悪しき者から遠く離れている。彼らはあなたの定めを求めなかったからだ。

156 あなたのあわれみは豊かです。主よ、あなたのさばきにしたがって、私を生かしてください。

157 私を追う者と苦しみは多いが、私はあなたの証言からそれなかった。

158 言葉を守らなかった裏切り者たちを見て、わたしは嫌悪した。

159 見てください、私はあなたの戒めを愛しました。主よ、あなたの慈愛によって私を生かしてください。

160 あなたの言葉の頭は真実であり、あなたの義のさばきはすべて永遠に及ぶ。

161 長官たちが理由もなく私を追い詰めた。しかし私の心はあなたの言葉を恐れた。

162 私はあなたの言葉を喜び、多くの戦利品を見つけた者のように喜ぶ。

163 偽りを憎み、忌み嫌いました。あなたの律法を愛しました。

164 一日に七度、私はあなたを賛美しました。あなたの義のさばきのゆえに。

165 あなたの律法を愛する者には大いなる平和があり、彼らにはつまずきがない。

166 私はあなたの救いを待ち望みました、主よ。そして、あなたの戒めを行いました。

167 私の命はあなたの証言を守りました。私はそれらを非常に愛しました。

168 あなたの戒めと証言を守りました。私のすべての道はあなたの御前にあるからです。

169 喜びの叫びがあなたの前に近づきますように、主よ。あなたの言葉にしたがって、私に悟りを与えてください。

170 私の嘆願があなたの前に届きますように。あなたの言葉にしたがって、私を救い出してください。

171 私の唇は賛美をあふれ出させます。あなたが私にあなたの定めを教えられるからです。

172 私の舌はあなたの言葉を歌います。あなたのすべての戒めは義だからです。

173 あなたの手が私を助けるためにありますように。私があなたの戒めを選びましたから。

174 私はあなたの救いを慕い求めました、主よ。あなたの律法は私の喜びです。

175 わたしの命が生きて、あなたをほめたたえますように。あなたのさばきがわたしを助けてください。

176 私は迷い出た羊のようになりました。あなたのしもべを求めてください。私はあなたの戒めを忘れなかったからです。

Psalms 120

1 苦難の中で私が主に呼び求めると、主は私に答えられた。階段の歌。

2 主よ、偽りの唇から、欺きの舌から、私の命を救い出してください。

3 何があなたに与えられ、何があなたに加えられるのか、欺きの舌よ。

4 勇士の矢は鋭く、ねずのきの燃えている炭と共にある。

5 ああ、わたしはメシェクに寄留し、ケダルの天幕のうちに住んだことは、わざわいだ。

6 私の命は平和を憎む者と共に長く住んだ。

7 私は平和を望む。しかし、私が語ると、彼らは戦いを求める。

Psalms 121

1 階段の歌。私は目を山々に向けて上げる。私の助けはどこから来るのか。

2 わたしの助けは、天と地を造られた主から来る。

3 あなたの足がよろめかないようにされる方、あなたを守る方はまどろむことがない。

4 見よ、イスラエルを守る方は、まどろむこともなく、眠ることもない。

5 主はあなたを守られる方。主はあなたの右の手の上の陰り。

6 昼は太陽があなたを打つことはなく、夜は月もあなたを打つことはない。

7 主があなたをすべてのわざわいから守られる。主があなたの命を守られる。

8 主があなたの出るのと入るのを守られる。今よりとこしえまで。

Psalms 122

1 歌、階段の歌、ダビデによる。人々が私に「主の家に行こう」と言ったとき、私は喜んだ。

2 私たちの足は、あなたの門の内に、エルサレムよ、立っていた。

3 エルサレムは建てられた者、自らにしっかりと結び合わされた町のようだ。

4 そこに部族が上って行った。ヤハの部族、イスラエルの証言として、主の名に感謝をささげるために。

5 そこにはさばきのための王座が座していた。ダビデの家のための王座が。

6 エルサレムの平和を求めよ。あなたを愛する者たちが安らかであるように。

7 あなたの城壁に平和があり、あなたの城に安らぎがあるように。

8 兄弟と友のゆえに、私はあなたの中で平和を語ろう。

9 私たちの神、主の家のために、わたしはあなたの幸いを求める。

Psalms 123

1 階段の歌。私はあなたに私の目を上げた。天に座しておられる方よ。

2 しもべたちの目がその主人の手に向かい、女奴隷の目がその女主人の手に向かうように、私たちの目は私たちの神、主に向かっている。主が私たちをあわれんでくださるまで。

3 主よ、私たちをあわれんでください。私たちをあわれんでください。私たちは侮りで満ち足りるほどに多くを味わいました。

4 私たちの命は、安らかな者たちの嘲りと、高慢な者たちの侮りで満ち足りた。

Psalms 124

1 階段の歌、ダビデのもの。もし主が私たちの側におられなかったなら、イスラエルは今、言え。

2 もし主が私たちの味方でなかったなら、人が私たちに立ち向かってきたとき、

3 そのとき、彼らの怒りが私たちに向かって燃え上がり、私たちを生きたまま呑み込んだであろう。

4 そのとき、水は私たちを押し流した、谷川は私たちの命の上を越えて行った。

5 その時、高ぶる水が私たちの命を越えて流れ去った。

6 主はほめたたえられる。主は私たちを彼らの歯の獲物として渡されなかった。

7 私たちの命は鳥のように、罠を張る者のわなから逃れた。わなは砕かれ、私たちは逃れた。

8 私たちの助けは主の名にある。天と地を造られた方の名において。

Psalms 125

1 階段の歌。主に信頼する者は、シオンの山のように、揺るぐことなく、永遠に住まう。

2 エルサレムの周囲には山々があり、主はその民の周囲におられる。今より永遠まで。

3 悪の杖は正しい者たちの割り当ての上にとどまることはない。それは、正しい者たちがその手を不義に伸ばさないためである。

4 主よ、心の直き者たちに善くお計らいください。

5 主は、その曲がった道を歩む者たちを、悪を行う者たちと共に連れて行かれる。イスラエルの上に平和があるように。

Psalms 126

1 階段の歌。主がシオンの捕囚を戻されたとき、私たちは夢を見ている者のようであった。

2 そのとき、私たちの口は嘲笑で満たされ、私たちの舌は喜びの叫びで満たされた。そのとき、国々の間で人々は言った、「主はこれらの者たちと共に大きなことをされた」と。

3 主は私たちとともに行うことを大きくされた。私たちは喜んだ。

4 主よ、私たちの捕囚を、ネゲブの水流のように、元に戻してください。

5 涙とともに種を蒔く者たちは、喜びの叫びとともに刈り取るだろう。

6 歩きながら泣きながら、高価なものを担いで種を蒔く者は、必ず喜びの叫びとともに帰って来る。その束を担いで。

Psalms 127

1 階段の歌、ソロモンに帰す。もし主が家を建てられなければ、その建てる者たちの労苦は虚偽である。もし主が町を守られなければ、その見張る者の見張りは虚偽である。

2 早く起きて遅く座り、苦しみのパンを食べる者たちよ、それは虚偽である。まことに主はその愛する者に眠りを与えられる。

3 見よ、主の相続地は子らであり、腹の果実は賃金である。

4 勇士の手にある矢のようなものである、青春の子らは。

5 幸いである、その男は、自分の矢筒を彼らで満たした者。彼らは恥を見ることはない。なぜなら、彼らは門で敵たちと語るからである。

Psalms 128

1 階段の歌。すべて主を畏れる者、その道を歩む者は幸いである。

2 あなたの手のひらの労苦を、あなたが食べるからだ。あなたは幸いだ、そしてあなたに良いことがある。

3 あなたの妻は、あなたの家の辺境にある実り多いぶどうの木のようだ。あなたの子らは、あなたの食卓の周囲にあるオリーブの植え木のようだ。

4 見よ、このように主を畏れる男は祝福される。

5 主がシオンからあなたを祝福された。あなたはエルサレムの良いものを見るであろう。あなたの命のすべての日々に。

6 あなたの子らの子を見るように。イスラエルの上に平和があるように。

Psalms 129

1 歌、階段の歌。私の青春から多くの者が私を苦しめた、どうかイスラエルは言え。

2 私の青春の時から、彼らはしばしば私を苦しめた。しかし、彼らは私に打ち勝つことはできなかった。

3 私の背に、耕す者たちが耕した。彼らはその鋤の一畝を長く伸ばした。

4 主は正しく、悪しき者たちの綱を断ち切られた。

5 彼らは恥じ、うしろに退かされるように。シオンを憎むすべての者が。

6 彼らは屋根の草のようになり、それは昔、抜かれる前に枯れてしまう。

7 刈り取る者が手のひらを満たすこともなく、束ねる者がふところを満たすこともない。

8 通り過ぎる者たちは、「主の祝福があなたがたの上にあるように」とは言わなかった。私たちは主の名によってあなたがたを祝福した。

Psalms 130

1 階段の歌。深みから、わたしはあなたに呼び求めた、主よ。

2 主よ、私の声を聞いてください。あなたの耳が私の嘆願の声に傾きますように。

3 もしあなたが咎を心に留められるなら、主ヤハよ、だれが立ち得ましょうか。

4 あなたには赦しがあり、それゆえにあなたは畏れられるのです。

5 私は主を待ち望んだ。私の命は主を待ち望んだ。私はその言葉を待ち望んだ。

6 私の命は主を待ち望む。夜の見張りが朝を待ち望むように、夜の見張りが朝を待ち望むように。

7 イスラエルは主を待ち望め。主のもとには慈愛があり、主のもとには豊かな贖いがあるからだ。

8 そして主ご自身がイスラエルを、そのすべての咎から贖われる。

Psalms 131

1 主よ、私の心は高ぶらず、私の目は高くを見ず、私よりも大きな事柄や、私には及ばない驚くべき事柄を歩み求めませんでした。ダビデの階段の歌。

2 わたしは自分の命を静め、従わせた。母の上の乳離れした子のように、わたしの命は乳離れした子のようにわたしの上にある。

3 イスラエルは主に望みを置け、今より永遠まで。

Psalms 132

1 主よ、ダビデのために、彼のすべての苦しみを覚えてください。これは階段の歌です。

2 主に誓い、ヤコブの力ある方に誓願を立てた。

3 たとい私が自分の家の天幕に入ることも、自分の寝台の上に上がることもないように。

4 私の目に眠りを、私のまぶたにまどろみを与えることを、もしもするならば。

5 主のための場所、ヤコブの力ある方のための幕屋を見いだすまで。

6 見よ、私たちはそれをエフラタで聞いた。それを森の野で見つけた。

7 私たちは主の幕屋に行き、その足台の前にひれ伏そう。

8 主よ、立ち上がって、あなたの憩いの場所へ。あなたご自身と、あなたの力の箱よ。

9 あなたの祭司たちは義を着、あなたの敬虔な者たちは喜び歌う。

10 あなたのしもべダビデのために、あなたの油注がれた者の顔を退けないでください。

11 主はダビデに真実を誓われた。彼はそれから決して退かれない。「あなたの腹の果実を、あなたの王座に据えよう。

12 もしあなたの子らがわたしの契約を守り、わたしが教えるこの証言を守るなら、彼らの子らも永遠にあなたの王座に座るであろう。

13 主はシオンを選ばれた。ご自身の居住としてそれを望まれた。

14 これはわたしの憩いの場所、永遠に。ここにわたしは住もう、わたしがそれを望んだから。

15 その獲物を豊かに祝福し、その貧しい者たちをパンで満たそう。

16 その祭司たちには救いを衣として着せ、その敬虔な者たちは喜びの歌を歌って喜ぶであろう。

17 そこに、わたしはダビデのために角を芽生えさせ、わたしの油注がれた者のためにともしびを備えた。

18 彼の敵たちに恥を着せ、彼の上には彼の聖別が輝く。

Psalms 133

1 見よ、兄弟が一緒に住むことは、なんと良いことか、なんと麗しいことか。これはダビデの階段の歌である。

2 良い油が頭の上に注がれ、ひげ、すなわちアロンのひげに流れ下り、その衣の口、すなわち寸法にまで流れ下るかのようだ。

3 ヘルモンの露がシオンの山々に降り注ぐように、そこに主は祝福を命じられた、永遠に至る命を。

Psalms 134

1 階段の歌。見よ、主を祝福せよ、主のすべてのしもべたちよ、夜に主の家に立つ者たちよ。

2 あなたがたの手を聖なるものとして上げ、主を祝福せよ。

3 主がシオンからあなたを祝福されるように。天と地を造られた方によって。

Psalms 135

1 ヤハをほめたたえよ。主の名をほめたたえよ。主のしもべたちよ、ほめたたえよ。

2 主の家に立ち、私たちの神の家の中庭に立つ者たちは幸いである。

3 ヤハを賛美せよ。主は良い方だから。その名に歌え。それは麗しいから。

4 ヤコブを主はご自分のものとして選ばれ、イスラエルをご自分の宝物とされた。

5 まことに私は知っている、主は大いなる方であり、私たちの主はすべての神々にまさる方であることを。

6 主が望まれたすべてのことを、天と地において、海とすべての深淵において成し遂げられた。

7 雲を地の果てから上らせ、雨のために稲妻を造られ、その宝物庫から風を出される方。

8 主はエジプトの長子を、人から獣に至るまで打たれた。

9 しるしと不思議をあなたの真ん中、エジプトに送られ、ファラオとそのすべてのしもべたちに臨まれた。

10 多くの国々を打ち、力強い王たちを殺された方。

11 シホン、アモリ人の王、オグ、バシャンの王、そしてカナンのすべての王国に。

12 彼らの地を相続地として与えられ、その民イスラエルへの相続地として。

13 主よ、あなたの名は永遠に、主よ、あなたの記憶は代々にわたって。

14 主はその民を裁かれ、そのしもべたちを慰められる。

15 国々の偶像は銀と金、人の手のわざである。

16 彼らには口があるが、語れない。彼らには目があるが、見えない。

17 彼らには耳があるが、聞くことができない。また、その口には息がない。

18 彼らのようになる、彼らを造る者たちは、すべて彼らに頼る者も。

19 イスラエルの家よ、主を祝福せよ。アロンの家よ、主を祝福せよ。

20 レビの家よ、主を祝福せよ。主を畏れる者たちよ、主を祝福せよ。

21 主はシオンから祝福された。エルサレムに住まわれる方。ヤハを賛美せよ。

Psalms 136

1 主に感謝せよ、主は良い方である。その慈愛は永遠に続くからである。

2 神々の神に感謝せよ。その慈愛は永遠に続くからだ。

3 主たちの主に感謝せよ。その慈愛は永遠に続くからだ。

4 ただ独りで大いなる驚くべき業を造られた方に。その慈愛は永遠に絶えない。

5 天を悟りをもって造られた方に。その慈愛は永遠に。

6 地を水の上に敷かれた方、その慈愛は永遠に。

7 大いなる光を造られた方に。その慈愛は永遠に続くからである。

8 太陽を造られて、昼を支配させられた。その慈愛は永遠に絶えることがない。

9 月と星を造られ、夜を支配させられた。その慈愛は永遠に続く。

10 エジプトをその長子たちにおいて打たれた方に。その慈愛は永遠に。

11 イスラエルを彼らの真ん中から導き出された。その慈愛は永遠に。

12 強い手と伸ばされた腕をもって。その慈愛は永遠に続くからである。

13 葦の海を部分に分けられた方、その慈愛は永遠に。

14 イスラエルをその真ん中を通らせられた。その慈愛は永遠に続くからである。

15 ファラオとその力を葦の海で打ち倒された。その慈愛は永遠に続くからである。

16 民を荒野を通らせた方に。その慈愛は永遠に。

17 大いなる王たちを打たれた方に。その慈愛は永遠に。

18 力ある王たちを殺された。その慈愛は永遠に続くからである。

19 シホン、アモリ人の王を。その慈愛は永遠に。

20 またバシャンの王オグに。その慈愛は永遠に。

21 彼らの地を相続地として与えられた。その慈愛は永遠に続くからである。

22 そのしもべイスラエルに相続地を与えられた。その慈愛は永遠に続くからである。

23 私たちが低い所にあったとき、私たちを覚えられた。その慈愛は永遠に続くからである。

24 我々を苦しみから解き放たれた。その慈愛は永遠に続くからである。

25 すべての肉にパンを与えられる方。その慈愛は永遠に続くからである。

26 天の神に感謝せよ。その慈愛は永遠に続くからである。

Psalms 137

1 バビロンの川のほとりで、私たちは座り、また泣いた。シオンを思い出すとき、私たちは泣いたのだ。

2 柳の木々の真ん中に、私たちは竪琴を掛けた。

3 そこでは、私たちを捕らえた者たちが私たちに言葉を求め、私たちの浪費者たちが喜びを求めて、「シオンの歌の一つを歌え」と言った。

4 どうして私たちは主の歌を異邦の地で歌えようか。

5 もし私があなたを忘れるなら、エルサレムよ、私の右が忘れられるように。

6 私の舌が私の口蓋に付くように。もし私があなたを思い出さないなら、もし私がエルサレムを私の喜びの最高のかしらに上げないなら。

7 主よ、エドムの子らに、エルサレムの日を思い出してください。彼らは「裸にせよ、裸にせよ、その基礎までも」と言った者たちです。

8 荒らされたバビロンの娘よ、あなたに私たちにした報いを返す者は幸いだ。

9 幸いである、あなたの幼子を掴み取り、岩に打ちつける者は。

Psalms 138

1 ダビデによる。私はすべての心をもってあなたに感謝します。神々の前で、私はあなたにほめ歌を歌います。

2 あなたの聖なる神殿に向かってひれ伏し、あなたの名に感謝します。あなたの慈愛と真実のゆえに。あなたはあなたの名のすべての上に、あなたの言葉を大いなるものとされたからです。

3 私が呼んだ日に、あなたは私に答えられ、私の命に力を与えられました。

4 地のすべての王たちは、主よ、あなたに感謝をささげます。彼らがあなたの口の言葉を聞いたからです。

5 彼らは主の道について歌うであろう。主の栄光は大きいからである。

6 主は高くおられるが、低い者を見られ、遠方から高ぶる者を知っておられる。

7 たとえ私が苦難の内側を歩むとしても、あなたは私を生かしてくださいます。あなたは私の敵の怒りに対して御手を伸ばされ、あなたの右が私を救ってくださいます。

8 主が私のために成し遂げてくださる。主よ、あなたの慈愛は永遠に。あなたの手のわざを捨てないでください。

Psalms 139

1 指揮者へ。ダビデの詩篇。主よ、あなたは私を探り、知っておられた。

2 あなたは私の座るのも立つのも知っておられ、私の友情を遠くから悟られた。

3 あなたの道と私の伏す所を、あなたはふるい分けられた。そして、私のすべての道を、あなたは熟知された。

4 私の舌に言葉がまだないうちに、主よ、あなたはそのすべてを知っておられます。

5 うしろと東から、あなたは私を囲まれた。そして、あなたの手のひらを私の上に置かれた。

6 この知識は私にはあまりにも驚くべきもので、高くて、私はそれに達することができない。

7 どこへ行けば、あなたの霊から逃れられましょうか。どこへ逃げれば、あなたの顔からのがれられましょうか。

8 もし私が天に上っても、そこにあなたはおられる。もし私がよみに床を敷いても、そこにあなたはおられる。

9 もし私が夜明けの翼を駆って、海の果てに住まうとしても

10 そこでも、あなたの手が私を導かれ、あなたの右が私を捕まえられます。

11 私は言った、「まさに暗闇が私を覆い、夜が私の周りに光となるであろう」と。

12 暗闇もあなたから隠し得ず、夜は日のように照り、暗闇も光のようだ。

13 あなたは私の腎臓を造られた。母の腹の中で私を覆われた。

14 あなたをほめたたえます。なぜなら、私は恐ろしいほどに、驚くべきことに造られたからです。あなたのわざは驚くべきものです。私の命はそれをよく知っています。

15 私の力はあなたから隠されてはいませんでした。私が隠れ場で造られたとき、地の深い所で織り成されたときも。

16 あなたの目は、まだ形のない私の塊を見られた。そしてあなたの書物には、すべての日が記されていた。それらの日々は形づくられたが、そのうちの一つもまだなかった。

17 私にとって、あなたの友情はどれほど貴重なことでしょう、神よ。その頭はどれほど数多いことでしょう。

18 わたしはそれらを数える、砂よりも多い。わたしが目を覚ますとき、なおもわたしはあなたとともにある。

19 神よ、もしあなたが悪しき者を殺されるなら、血の人々よ、私から離れ去れ。

20 彼らはあなたを計略のために語り、あなたの敵は虚偽のために担ぎ上げられた。

21 主よ、私はあなたを憎む者たちを憎み、あなたに敵対する者たちと争います。

22 終わりのない憎しみをもって彼らを憎んだ。彼らは私の敵となった。

23 神よ、私を探り、私の心を知ってください。私を試し、私の思い煩いを知ってください。

24 私のうちに痛みの道があるかどうかを見てください。そして、私を永遠の道に導いてください。

Psalms 140

1 指揮者へ。ダビデの詩篇。主よ、悪しき人から私を救い出してください。暴力の者から私を守ってください。

2 彼らは心の中で悪を企み、すべての日に戦いを備えている。

3 彼らはその舌を蛇のように研ぎ、その唇の下にはまむしの怒りがある。セラ

4 主よ、悪しき者の手から私を守ってください。暴力の人から私を守ってください。彼らは私の足を押しのけようと企んでいます。

5 高慢な者たちは私のためにわなを隠し、綱を張り、小道の手に網を広げ、罠を私のために置いた。セラ

6 私は主に言った、「あなたは私の神です。主よ、私の嘆願の声を聞いてください。

7 神、主よ、私の救いの力よ。あなたは武器の日に、私の頭を覆われた。

8 主よ、悪しき者の欲望をお与えにならないでください。彼の悪巧みを遂げさせないでください。彼らが高ぶることのないように。セラ

9 私を取り囲む者たちの頭、彼らの唇の労苦が彼らを覆うように。

10 燃えている炭が彼らの上に降りかかりますように。火の中に彼らを投げ込んでください。深い穴の中で、彼らが二度と立ち上がることがありませんように。

11 舌のある人は地に堅く立つことができず、暴力の人は災いによって転覆のために狩られる。

12 私は知っています、主が貧しい者の裁きを行い、乏しい者のさばきをなさることを。

13 正しい者たちはあなたの名に感謝し、直ぐな人々はあなたの前に座すでしょう。

Psalms 141

1 詩篇。ダビデの。主よ、私はあなたに呼び求めました。私のために急いでください。私があなたに呼び求める時、私の声に耳を傾けてください。

2 私の祈りがあなたの前で薫香として整えられますように。私の手のひらの贈り物が夕方の献げ物となりますように。

3 主よ、わたしの口に見張りを置き、わたしの唇の戸を守ってください。

4 私の心を悪の事に向けさせず、悪を行う人々と共に悪の行いをなすことから遠ざけてください。私は彼らの珍味を味わいません。

5 正しい者が慈愛をもって私を打ち、私を責める。頭の油は私の頭を拒むな。なぜなら、なおも私の祈りは彼らの悪の中にあるからだ。

6 彼らのさばき人たちは岩の手に投げ出され、彼らは私の言葉を聞いた、それは快いからだ。

7 私たちの骨は、地を裂き耕す者のように、よみの口に散らされた。

8 あなたに、神、主よ、私の目は向けられています。あなたに私は身を避けました。私の命を無にしないでください。

9 私を守ってください、彼らが私のために仕掛けたわなの手から、そして悪を行う者たちの罠から。

10 悪しき者たちは自分の網に陥る。私はひとり、彼らを通り過ぎるまで。

Psalms 142

1 知恵の歌。ダビデが洞穴にいたときの祈り。私の声で主に叫び、私の声で主に嘆き求める。

2 わたしは主の前に自分の思い煩いを注ぎ出し、わたしの苦難を主の前に告げる。

3 わたしの霊がわたしの上で衰えるとき、あなたはわたしの小道を知っておられた。わたしが歩むこの道に、彼らはわたしのためにわなを隠した。

4 右を見て、見てください。私には見知る者がいません。避難所は私から失われました。私の命を求める者はいません。

5 私はあなたに叫んだ、主よ。私は言った、「あなたは私の避け所、生きている者の地における私の分け前です」と。

6 私の喜びの叫びに耳を傾けてください。私は非常に弱り果てているからです。私を追い求める者たちから救い出してください。彼らは私よりも強いからです。

7 私の命を刑務所から引き出してください。あなたの名に感謝するために。正しい者たちは私の周りで冠をかぶるでしょう。あなたが私に報いてくださるからです。

Psalms 143

1 詩篇。ダビデのもの。主よ、私の祈りを聞いてください。私の嘆願に耳を傾けてください。あなたの信仰をもって私に答えてください。あなたの義をもって。

2 あなたのしもべをさばきに引き出さないでください。あなたの前で、すべての生ける者は正しいとされないからです。

3 敵が私の命を追い、私の命を地に打ち砕いた。私を暗闇に座らせ、永遠に死んだ者のようにされた。

4 わたしの霊はわたしの上で衰え、わたしの真ん中でわたしの心は荒れ果てている。

5 私は東の日々を思い起こし、あなたのすべてのわざについて思い巡らし、あなたの手のわざについて語りました。

6 私は私の手をあなたに向けて広げました。私の命は、あなたにとって渇いた地のようです。セラ

7 主よ、速やかにわたしに答えられよ。わたしの霊は尽き果てた。あなたの顔をわたしから隠さないでください。そうでなければ、わたしは穴に下る者たちと同じようになるでしょう。

8 朝、あなたの慈愛を私に聞かせてください。私はあなたに信頼しているからです。私が歩むべき道を私に知らせてください。私の命はあなたに向かって上げられているからです。

9 我を我が敵から救い出してください。主よ、私はあなたに身を隠しました。

10 私にあなたの喜びを行うことを教えてください。あなたは私の神だからです。あなたの良い霊が、私を平地の地に導いてください。

11 あなたの名のために、主よ、私を生かしてください。あなたの義によって、私の魂を苦難から導き出してください。

12 あなたの慈愛によって私の敵を絶ち滅ぼし、私の命を苦しめるすべての者を滅ぼされますように。なぜなら、私はあなたのしもべだからです。

Psalms 144

1 ダビデによる。わが岩である主はほめられる。主はわが手を戦いに、わが指を戦いに教えられる方である。

2 私の慈愛、私の城塞、私の高台、私を救う方、私の盾、その方に私は身を避けた。私の民を私の下に従わせられる方。

3 主よ、人とは何者なのであなたはこれを知られるのか。人の子とは何者なのであなたはこれを顧みられるのか。

4 人は虚しさに似ている。その日々は過ぎ去る陰りのようだ。

5 主よ、あなたの天を傾けて降りて来てください。山々に触れて、それらが煙を立ち上らせてください。

6 稲妻を放って彼らを散らし、あなたの矢を送って彼らをかき乱してください。

7 あなたの手を高い所から伸ばし、私を救い出し、多くの水から、異邦の子らの手から私を助け出してください。

8 その口は虚偽を語り、その右の手は偽りの右である。

9 神よ、わたしはあなたに新しい歌を歌います。十弦の琴と瓶をもって、あなたにほめ歌を奏でます。

10 王たちに救いを与えられる方、そのしもべダビデを悪しき剣から救い出される方。

11 私を救い出し、異邦の子らの手から私を助け出してください。彼らの口は虚偽を語り、彼らの右の手は偽りの右の手です。

12 私たちの子らは、その青春に育った植え木のようであり、私たちの娘たちは、神殿の形に彫られた隅の柱のようである。

13 私たちの倉は満ち、雑多な種類から雑多な種類へと溢れ出る。私たちの羊の群れは数千、数万に増え、私たちの外にいる。

14 私たちの族長たちは重荷を負っている。裂け目はなく、逃げ出す者もなく、私たちの広場には叫びもない。

15 このようにされる民は幸いである。その神が主である民は幸いである。

Psalms 145

1 ダビデの賛美。わが神、王よ、あなたを高く上げます。あなたの名を永遠に、とこしえにほめたたえます。

2 すべての日にわたしはあなたを祝福し、あなたの名を永遠にほめたたえます。

3 主は大いなる方であり、大いに賛美されるべき方である。その威厳には探求の限りがない。

4 世代は世代にあなたのわざをほめたたえ、あなたの力を告げ知らせるでしょう。

5 あなたの栄光の威厳と、あなたの驚くべき御業の言葉を、私は語りましょう。

6 彼らはあなたの恐るべき御業の勢いを語り、私はあなたの威厳を告げ知らせましょう。

7 彼らはあなたの大いなる良いものの記憶をあふれ出させ、あなたの義を喜び歌うでしょう。

8 主は情け深く、あわれみ深く、怒りに遅く、慈愛に富んでおられる。

9 主はすべてのものに良くあられ、そのあわれみはすべてのわざの上にある。

10 主よ、あなたのすべてのわざはあなたに感謝し、あなたの敬虔な者たちはあなたを祝福します。

11 彼らはあなたの王国の栄光を語り、あなたの力を告げるでしょう。

12 人の子らにその力を知らせ、その王国の栄光と威厳とを。

13 あなたの王国は永遠のすべての王国であり、あなたの支配はすべての世代に及ぶ。

14 主は倒れるすべての者を支え、かがんでいるすべての者を起こされる。

15 すべての者の目はあなたに向かって望みをかけ、あなたは彼らにその食物を時に与えられる。

16 あなたは手を開かれ、すべての生きとし生けるものに喜びをもって満ち足らせられる。

17 主はそのすべての道において正しく、そのすべてのわざにおいて恵み深い。

18 主はすべて、主を呼び求める者に近くあられる。すべて、真実をもって主を呼び求める者に。

19 主を恐れる者たちの喜びをかなえられ、彼らの叫びを聞かれて、彼らを救われる。

20 主はすべてのご自身を愛する者たちを守られる。そして、すべての悪しき者たちを滅ぼされる。

21 私の口は主の賛美を語り、すべての肉なる者はその聖なる名を永遠に、とこしえに祝福するでしょう。

Psalms 146

1 ヤハを賛美せよ。わが命よ、主を賛美せよ。

2 私は生きている間、主をほめたたえよう。私の神に、私のいる限り、歌を歌おう。

3 君主たちに頼るな。救いのない人の子に。

4 その霊は出て行き、彼は自分の地に帰る。その日に、彼の思いは滅びる。

5 幸いである、その助けがヤコブの神である者、その希望が彼の神、主の上にある者は。

6 天と地、海とその中にあるすべてのものを造られた方、永遠に真実を守られる方。

7 虐げられた者にさばきを行い、飢えた者にパンを与えられる方。主は捕らわれ人を解き放たれる。

8 主は盲人の目を開かれ、主はかがんだ者を起こされ、主は正しい者を愛される。

9 主は寄留者を守られる。みなしごと未亡人を支えられる。しかし、悪しき者の道は曲げられる。

10 主は永遠に統べ治められる。シオンよ、あなたの神は代々にわたって。ハレルヤ、ヤハを賛美せよ。

Psalms 147

1 ヤハを賛美せよ、それは良いことだ。われらの神に歌を歌え、それは麗しいことだ。賛美はふさわしい。

2 主はエルサレムを建てられ、イスラエルの追い散らされた者たちを集められる。

3 心の砕けた者を癒し、彼らの痛みを包まれる方。

4 星の数を数えられ、そのすべてに名を呼ばれる方。

5 私たちの主は大いなる方であり、力に満ちておられる。その悟りには数がない。

6 主はへりくだった者たちを支えられる。悪しき者たちを地にまで低くされる。

7 主に感謝の捧げ物をもって歌え。我々の神に竪琴をもってほめ歌を歌え。

8 天を雲で覆われる方、地のために雨を備えられる方、山に草を生えさせられる方。

9 獣にそのパンを与えられ、呼び求めるからすの子らに。

10 主は馬の力を喜ばれず、人の腿を好まれない。

11 主は主を恐れる者たちを喜ばれる。その慈愛を待ち望む者たちを。

12 エルサレムよ、主を称えよ。シオンよ、あなたの神を賛美せよ。

13 主があなたの門のかんぬきを強くされ、あなたの内側で子らを祝福された。

14 あなたの境界に平和を置き、小麦の脂肪であなたを満ち足らせられる方。

15 主はその言葉を地に送られる。その言葉は急いで走る。

16 雪を羊毛のように与え、霜を灰のようにまき散らされる。

17 氷を一片のように投げ降らされる。その寒さの前に、だれが立ち得ようか。

18 主は御言葉を送られ、それらを溶かされる。主の風を吹かせられると、水は流れ出る。

19 主は御言葉をヤコブに告げられ、その定めとさばきをイスラエルに示された。

20 主はすべての国にはこのようにはされなかった。彼らはそのさばきを知らされなかった。ハレルヤ、ヤハ。

Psalms 148

1 ヤハを賛美せよ。天から主を賛美せよ。高い所で彼を賛美せよ。

2 主をほめたたえよ、すべての御使いよ。主をほめたたえよ、すべての軍勢よ。

3 太陽よ、月よ、主を賛美せよ。すべての光の星よ、主を賛美せよ。

4 天の天よ、主を賛美せよ。天の上にある水よ、主を賛美せよ。

5 彼らが主の名をほめたたえるように。主が命じられたので、それらは造られたからだ。

6 彼らを永遠に、とこしえに立てられた。定めを与えられ、それを越えることはない。

7 地から主をほめたたえよ。海の怪物とすべての深淵よ。

8 火と雹、雪と煙、主の言葉を成し遂げるあらしの風。

9 山とすべての丘、果実の木とすべての杉。

10 生き物とすべての獣、這うものと翼のある鳥。

11 地の王たちとすべての民、長官たちと地のすべての審判者たち。

12 若者たちも、また処女たちも、老人たちも、少年たちとともに。

13 彼らが主の名をほめたたえるように。その名は単独で高められているからだ。その威光は地と天の上にある。

14 主はご自分の民の角を高く上げられた。それはすべての敬虔な者への賛美であり、イスラエルの子ら、主に近い民への賛美である。ハレルヤ、ヤハを賛美せよ。

Psalms 149

1 ヤハを賛美せよ。主に新しい歌を歌え。その賛美を敬虔な者たちの集会で。

2 イスラエルはその造り主によって喜び、シオンの子らはその王によって歓喜する。

3 彼らはその名を舞いでほめたたえ、タンバリンと竪琴で彼に賛美を歌う。

4 主はその民を喜ばれ、へりくだった者たちを救いによって飾られる。

5 敬虔な者たちは栄光のうちに喜び、その寝床の上で歌う。

6 神の高さが彼らののどにあり、両刃の剣が彼らの手にある。

7 国々に復讐をし、諸民に戒めを行うために。

8 彼らの王たちを鎖で縛り、彼らの尊い者たちを鉄の足枷で縛るために。

9 彼らに対して書き記されたさばきを行うためである。それはそのすべての聖徒たちにとって威厳である。ヤハを賛美せよ。

Psalms 150

1 ヤハを賛美せよ。聖なるものにおいて神を賛美せよ。その力の大空において彼を賛美せよ。

2 彼の力あるわざによって彼を賛美せよ。彼の偉大さの多数によって彼を賛美せよ。

3 彼を角笛の響きでほめたたえよ。彼を瓶と竪琴でほめたたえよ。

4 タンバリンと舞いをもって主を賛美せよ。楽器と笛をもって主を賛美せよ。

5 主を評判のシンバルでほめたたえよ。主を叫びのシンバルでほめたたえよ。

6 すべての息はヤハを賛美せよ。ハレルヤ、ヤハ。


Proverbs

Proverbs 1

1 ダビデの子ソロモンのことわざ、イスラエルの王。

2 知恵と訓戒を知るために、悟りの言葉を理解するために。

3 訓戒を受け、悟りを得るため、義とさばきと廉直を。

4 愚かさに狡猾を与え、少年に知識と計略を与えるためである。

5 賢い人は聞いて教訓を増し、悟りのある人は良い計略を得る。

6 ことわざと嘲弄を理解し、賢い者たちの言葉とそのなぞを。

7 主を恐れることは知識の初めである。知恵と訓戒を愚か者たちは侮った。

8 子よ、父の訓戒を聞け、母の律法を捨てるな。

9 それらはあなたの頭にとって恵みの飾りであり、あなたの首にとって首飾りである。

10 子よ、罪人たちがあなたを誘惑しても、行ってはならない。

11 もし彼らが「さあ、われわれと共に来て、血を待ち伏せしよう。罪のない者を無実のまま隠れ伏して待ち構えよう」と言うなら、

12 私たちは彼らをよみのように生きたまま呑み込み、穴に下る者たちのように全き者をも。

13 すべての貴重な富が見いだされる。私たちの家を戦利品で満たそう。

14 あなたのくじを我々の真ん中に投げよ。一つの袋が我々すべてのものとなろう。

15 子よ、彼らと共に道を歩むな。あなたの足を彼らの小道から遠ざけよ。

16 彼らの足は悪へと走り、血を流すことに速い。

17 網がすべての翼ある者の目に無駄にまかれることはない。

18 彼らは自分の血を待ち伏せし、自分の命を隠している。

19 そのような者はすべて、利得を求める者の道であり、それはその主人の命を奪う。

20 知恵は外で叫び、広場でその声を出す。

21 騒がしい場所の頭で呼び、門の入口、町の中で、彼女の言葉を語る。

22 愚かさは、いつまで愚かさを愛し、嘲弄者たちは自分のために嘲弄を喜び、愚か者たちは知識を憎むのか。

23 あなたがたが私の戒めに立ち返るなら、見よ、私は私の霊をあなたがたに注ぎ出し、私の言葉をあなたがたに知らせよう。

24 わたしが呼んだのに、あなたがたは拒んだ。わたしは手を差し伸べたが、聞き入れる者はだれもいなかった。

25 あなたがたはわたしのすべての助言を退け、わたしの戒めを受け入れようとしなかった。

26 私もまた、あなたがたの災いのときに笑い、あなたがたの恐れが来るときに嘲る。

27 あなたがたの恐れが荒廃のように臨み、あなたがたの災いが葦の海のように来るとき、苦難と苦悩があなたがたに臨むとき。

28 そのとき、彼らは私を呼ぶが、私は答えない。彼らは私を熱心に求めるが、私を見いだせない。

29 彼らが知識を憎み、主を恐れることを選ばなかったからだ。

30 彼らは私の助言を望まず、私の戒めをすべて侮った。

31 彼らは自分の道の果実を食べ、自分たちの議会によって満ち足りる。

32 愚かさの背信が彼らを殺し、愚か者の安らぎが彼らを滅ぼす。

33 私に聞き従う者は安全に住み、悪の恐れから穏やかである。

Proverbs 2

1 子よ、もしあなたが私の言葉を受け入れ、私の戒めをあなたの内に蓄えるならば。

2 あなたの耳を知恵に向けて傾け、あなたの心を悟りに向けよ。

3 もし悟りに呼びかけるなら、悟りにあなたの声を与えよ。

4 もしそれを銀のように求めるなら、隠された宝のようにそれを捜し求めるなら。

5 そのとき、あなたは主を恐れることを悟り、神の知識を見いだすであろう。

6 主は知恵を与えられる。その口から知識と悟りが出る。

7 正しい者たちのために知恵を蓄え、全きを歩む者たちの盾となられる。

8 正しいさばきの道を守り、主の敬虔な者の道を守られる。

9 そのとき、あなたは義とさばきと廉直を悟り、すべての良い小道を悟る。

10 知恵があなたの心に入り、知識があなたの命に快くあるからだ。

11 計略があなたを守り、悟りがあなたを見守る。

12 悪の道からあなたを救い出し、曲がったことを語る人から救い出すためである。

13 正しさの道を捨て、暗闇の道を歩む者たち。

14 悪を行うことを喜び、曲がったことに歓喜する者たち。

15 その道は曲がっており、その小道にはよこしまな者たちがいる。

16 あなたを外国の女から救い出すために、その言葉が滑らかな見知らぬ女から。

17 彼女は自分の青春の友を捨て、自分の神の契約を忘れた。

18 彼女の家は死に傾き、その小道は死者へと向かう。

19 すべて彼女のところに入る者は戻って来ず、命の道に達することはない。

20 良い人々の道を歩み、正しい者たちの道を守るために。

21 正しい者たちは地に住み、全き者たちはそこに残される。

22 悪しき者たちは地から断ち切られ、裏切る者たちはそこから引き抜かれる。

Proverbs 3

1 子よ、私の律法を忘れるな。私の戒めをあなたの心が守れ。

2 長さの日々と命の年、そして平和があなたに加えられる。

3 慈愛と真実があなたを離れないようにせよ。それらをあなたの首に結び、あなたの心の板に書き記せ。

4 そして、神と人の目に恵みと良い知恵を見いだせ。

5 主に信頼せよ、あなたのすべての心をもって。そして、あなたの悟りに頼ってはならない。

6 あなたのすべての道において主を知れ。そうすれば、主御自身があなたの道をまっすぐにされる。

7 自分の目で賢いと思うな。主を恐れ、悪から離れよ。

8 健康はあなたのへそにあり、飲み物はあなたの骨に与えられる。

9 あなたの富で主を敬え、あなたのすべての収穫の初めをもって。

10 あなたの納屋は豊かさで満たされ、あなたのぶどう酒ぶねは新しいぶどう酒であふれ出る。

11 主の訓戒を、わが子よ、軽んじてはならない。その戒めを嫌ってはならない。

12 主が愛される方を戒められるからである。父が喜ぶ子にするように。

13 幸いである、知恵を見いだす人、悟りを得る人は。

14 その商品は銀の商品よりも良く、その収穫は金よりも優れている。

15 彼女はルビーよりも尊く、あなたのすべての喜びも彼女に比べることはできない。

16 その右の手には長さの日々があり、その左の手には富と栄光がある。

17 その道は美しさの道であり、そのすべての小道は平和である。

18 それは、それを握る者たちにとって命の木であり、それを支える者たちは幸いである。

19 主は知恵をもって地を据えられ、悟りをもって天を整えられた。

20 その知識によって深淵が裂かれ、雲は露を滴らせた。

21 子よ、それらをあなたの目から離してはならない。知恵と計略を守れ。

22 それらはあなたの命に命となり、あなたの首に恵みとなる。

23 そのとき、あなたの道は安全に歩み、あなたの足はつまずかない。

24 もしあなたが横たわるとき、恐れることはない。あなたは横たわり、あなたの眠りは快いものとなる。

25 突然の恐れを恐れるな、悪しき者たちの荒廃が来るときにも。

26 主があなたの自信となられるからである。主はあなたの足を捕獲から守られる。

27 善を行うことをその主人から差し控えるな、あなたの手にそれを行う力があるときには。

28 あなたの友に言ってはならない。「行け、また来よ。明日あげよう」と。それがあなたの手の内にあるのに。

29 あなたの友に対して悪を企てるな。彼があなたと共に安全に住んでいるのに。

30 人と理由もなく争うな。もし彼があなたに悪を報いていないのなら。

31 暴虐な人を妬むな。そのすべての道を選ぶな。

32 主は曲がった者を忌み嫌うべきものとされるが、正しい者にはその秘密の相談を示される。

33 主の呪いは悪しき者の家にあり、正しい者たちの住まいは祝福される。

34 主は嘲る者を嘲られるが、貧しい者には恵みを与えられる。

35 知恵ある者たちは栄光を受け継ぎ、愚か者たちは恥辱を高める。

Proverbs 4

1 子らよ、父の訓戒を聞け。悟りを知るために耳を傾けよ。

2 良い教訓をあなたがたに与えた。わたしの律法を捨ててはならない。

3 私は父にとって子であり、母の前で柔らかく、ただ一人の子であった。

4 彼は私に教え、私に言われた、「あなたの心は私の言葉をしっかりと握れ。私の戒めを守れ、そして生きよ」。

5 知恵を獲よ、悟りを獲よ。忘れるな、また私の口の言葉からそれるな。

6 彼女を捨てるな、そうすれば彼女はあなたを守る。彼女を愛せ、そうすれば彼女はあなたを保つ。

7 知恵の初めは、知恵を得ることである。あなたのすべての所有物をもって、悟りを得よ。

8 彼女を高く上げよ、そうすれば彼女はあなたを高めよう。彼女を抱きしめるなら、彼女はあなたに栄光を与えよう。

9 それはあなたの頭に恵みの飾りを与え、栄光の冠があなたを守る。

10 子よ、私の言葉を受け入れよ。そうすれば、あなたのいのちの年は多くなるであろう。

11 私はあなたに知恵の道を教え、正しさの小道にあなたを導いた。

12 あなたが歩むとき、あなたの歩みは狭められず、もし走るなら、つまずくことはない。

13 訓戒をしっかりと握り、放してはならない。それを守れ、それはあなたの命だから。

14 悪しき者の道に入ってはならない。悪を行う者の道を歩んではならない。

15 それを避けよ、そこを通るな。それから離れて、通り過ぎよ。

16 彼らは悪を行わなければ眠ることができず、つまずかせることがなければ、その眠りは奪われる。

17 彼らは悪のパンを食べ、暴力のぶどう酒を飲む。

18 義人の道は輝きの光のようであり、正しい日が整うまでますます明るく照り続ける。

19 悪しき者たちの道は暗黒のようだ。彼らは何につまずくのかを知らない。

20 子よ、私の言葉に耳を傾けよ、私の言葉に耳を向けよ。

21 それらをあなたの目から離してはならない。それらをあなたの心の真ん中に保ちなさい。

22 それらは見いだす者にとって命であり、そのすべての肉にいやしである。

23 すべての見張りをもってあなたの心を守れ。そこから命の出口が出るからだ。

24 口の曲がりをあなたから除け、曲がったことを唇から遠ざけよ。

25 あなたの目はまっすぐに見つめ、あなたのまぶたはあなたの前をまっすぐに向けよ。

26 あなたの足の小道を平らにせよ。そうすれば、あなたのすべての道は堅く立つ。

27 右にも左にもそれるな。あなたの足を悪から遠ざけよ。

Proverbs 5

1 子よ、わたしの知恵に耳を傾けよ、わたしの悟りに耳を向けよ。

2 計略を守り、あなたの唇が知識を保つように。

3 異邦の女の唇は蜂蜜をしたたらせ、その口蓋は油よりも滑らかである。

4 彼女の終わりは苦よもぎのように苦く、両刃の剣の刃のように鋭い。

5 彼女の足は死に下って行き、その歩みはよみを支える。

6 命の道を、あなたが測り定めることのないように。彼女の小道は揺れ動き、あなたはそれを知ることができない。

7 今、子らよ、私に聞け。私の口の言葉から離れてはならない。

8 あなたの道を彼女から遠く離し、彼女の家の入口に近づいてはならない。

9 あなたの威光を他人に与え、あなたの年を残酷な者に与えないように。

10 他人があなたの力を満ち足りるまで得、あなたの苦しみがよそ者の家に及ばないように。

11 あなたの終わりに、あなたはうめき声をあげる。あなたの肉とあなたの肉が尽きるときに。

12 そしてあなたは言うだろう、「どうして私は訓戒を憎み、私の心は戒めを侮ったのか」。

13 私は射手たちの声に聞き従わず、私の教える者たちに耳を傾けなかった。

14 少しで、私はすべての悪の中にいた、集会と集会の真ん中で。

15 あなたの穴から水を飲め、あなたの井戸の真ん中から流れ出るものを飲め。

16 あなたの泉は外に溢れ出よ、広場には水の川が。

17 それがあなただけのものとなり、ほかの者たちにはあなたと共にないように。

18 あなたの泉が祝福されますように。あなたの青春の妻とともに喜べ。

19 愛の雌鹿、恵みのかもしかよ、その乳房がすべての時にあなたを満たし、その愛によって常にあなたは迷い続ける。

20 なぜ、わが子よ、あなたは異邦の女によって迷い、外国の女の懐を抱くのか。

21 主の目の前には人の道がすべてあり、そのすべての小道を主は計り知られる。

22 その咎が悪しき者を捕らえ、その罪の綱によって彼は縛られる。

23 彼は訓戒がないために死に、その愚かさの多数によって迷い出る。

Proverbs 6

1 子よ、もしあなたが友のために保証人となり、他人のために手のひらを打ったなら。

2 あなたは自分の口の言葉によって罠にかかり、自分の口の言葉によって捕らえられた。

3 これをせよ、今や、わが子よ、そして自らを救い出せ。あなたが友の手のひらに落ちたのだから。行って、身を低くし、友に懇願せよ。

4 あなたの目に眠りを与えるな、あなたのまぶたにまどろみを与えるな。

5 わな猟師の手から逃れよ、麗しさのように、鳥のように、わな猟師の手から。

6 怠け者よ、蟻のところへ行き、その道を見て、賢くなれ。

7 指揮官も、監督者も、支配者もいないけれど。

8 夏に自分のパンを備え、収穫の時に自分の食物を集める。

9 怠け者よ、いつまで横たわっているのか。いつ、あなたは自分の眠りから起き上がるのか。

10 少しの眠り、少しのまどろみ、少しの手の抱擁、横たわるための。

11 貧困が道行く者のようにあなたに臨み、あなたの不足が盾を持つ人のように臨む。

12 悪を行う者、ベリアルの人、曲がった口を歩む人。

13 目で合図し、足で示し、指で教える。

14 心に曲がったことを抱き、すべての時に悪を企み、争いを送り出す。

15 それゆえ、彼の災いは突然に臨み、彼は瞬く間に砕かれて、いやしはない。

16 主が憎まれるものが六つあり、その命が忌み嫌うべきものが七つある。

17 高ぶる目と偽りの舌、無実の血を流す手。

18 悪を企てる心、悪へ走ることを急ぐ足。

19 偽りを吐く偽りの証人、兄弟の間に争いを送る者。

20 子よ、父の戒めを守り、母の律法を捨ててはならない。

21 それらをあなたの心に常に結び、それらをあなたの首に掛けよ。

22 あなたが歩くとき、それはあなたを導き、あなたが横たわるとき、それはあなたを見守り、あなたが目覚めるとき、それはあなたと語る。

23 戒めはともしび、律法は光、そして命の道は訓戒の戒めである。

24 悪い女からあなたを守り、よそよそしい舌の土地から守るためである。

25 あなたの心の中で彼女の美しさを欲しがってはならない。また、彼女のまぶたに捕らえられてはならない。

26 遊女のゆえに人は一つのパンにまで至り、人の妻は尊い命を狩る。

27 人は自分の懐に火を盛り、その衣服が焼けないだろうか。

28 人が燃えている炭の上を歩いても、その足は焼かれないだろうか。

29 そのように、友の妻のところに入る者は、すべてそれに触れる者は罰を免れない。

30 盗人が飢えているために自分の命を満たそうとして盗むとき、彼らは盗人を軽蔑しない。

31 見つかれば、七倍を償い、自分の家のすべての富を与える。

32 女と姦淫する者は心の欠けた者である。自分の命を滅ぼす者、それが彼である。

33 災害と恥辱を見つける。そして彼の恥辱は消されることがない。

34 ねたみは男の怒りであり、復讐の日には容赦しない。

35 彼はすべての身代金を顔に受け取らず、賄賂が多くても喜ばない。

Proverbs 7

1 子よ、私の言葉を守り、私の戒めをあなたと共に隠し持て。

2 わたしの戒めを守って、生きよ。わたしの律法を、あなたの目の瞳のようにせよ。

3 それらをあなたの指に結び、それらをあなたの心の板に書き記せ。

4 知恵に「あなたは私の姉妹だ」と言い、悟りを親類の女と呼べ。

5 あなたを異なる女から守り、なじみのない女の言葉が滑らかであることから守るためである。

6 私の家の窓から、格子窓を通して、私は眺めていた。

7 私は愚かさの中に見た、子らの中に分別のある者を、心の欠けた少年を。

8 通りを隅のところで通り過ぎ、彼女の家の道を歩み進んだ。

9 夕暮れに、日の夕方に、夜の瞳と暗黒の中で。

10 すると、見よ、その女が彼を迎えに来た。遊女の衣服をまとい、心に計略を秘めて。

11 彼女は騒がしく、頑なで、その家に彼女の足はとどまることがない。

12 度は外に、度は広場に、そしてすべての隅のそばで待ち伏せする。

13 彼女は彼を捕まえ、彼に口づけした。彼女はその面を厚かましくして、彼に言った。

14 全焼のいけにえのいけにえは私の上にあり、今日、私は自分の誓いを果たした。

15 それゆえ、私はあなたを迎えに出て、あなたの顔を求めて捜し、あなたを見つけました。

16 綴れ織りの覆いで、私は自分の寝台を敷いた。彫刻されたもの、エジプトの上等の亜麻布で。

17 私は自分の寝床を没薬、沈香の木、そして肉桂で香らせた。

18 来なさい、私たちは朝まで愛する者に満ち足りるまで飲もう。私たちは愛の中で楽しもう。

19 家には人がいないからだ。彼は遠い道を旅しているのだ。

20 銀の袋を手に取った。定められた日のために、彼は自分の家に帰って来る。

21 彼女は多くの教訓で彼を惑わし、その唇の分け前で彼を押し流した。

22 彼は突然、彼女の後を追って行く。雄牛が屠殺へ行くように、そして愚か者の訓戒へ足枷のように行く。

23 矢がその肝臓を貫くまで、鳥がわなへ急ぐように、彼はそれが自分の命のことであることを知らない。

24 今、子らよ、私に聞け。私の口の言葉に耳を傾けよ。

25 あなたの心を彼女の道に迷い込ませてはならない。彼女の小道をさまよってはならない。

26 彼女は多くの者を打ち倒した。彼女の殺した者はすべて、強い者たちである。

27 彼女の家はよみへの道、死の奥の部屋へと下って行く。

Proverbs 8

1 知恵は呼ばないだろうか、悟りはその声を上げないだろうか。

2 高い所の頭、道の上、小道の家々のところに立っていた。

3 門の手、町の口、入口の入口に、彼女は叫ぶ。

4 人々よ、あなたがたに私は呼びかける。私の声は人の子らに向かう。

5 愚かさよ、狡猾を悟れ。そして愚か者たちよ、心を悟れ。

6 聞け、わたしは君主たちのことを語る、わたしの唇の開口は廉直である。

7 私の口蓋は真実を語り、私の唇にとって悪は忌み嫌うべきものである。

8 義をもって、私の口の言葉はすべて真実であり、その中には曲がったものやねじれたものはない。

9 すべては悟る者にとってまっすぐであり、知識を見いだす者たちにとって正しい。

10 私の訓戒を受けよ、銀よりも、選ばれた金よりも知識を。

11 知恵はルビーよりも良いものであり、すべての喜びはそれに比べるに値しない。

12 私は知恵、狡猾の中に住み、知識と計略を見いだす。

13 主を恐れることは悪を憎むこと。誇りと高慢、悪の道、曲がったことを言う口を、私は憎んだ。

14 私には助言と知恵がある。私は悟りであり、私には力がある。

15 わたしによって王たちは治め、君主たちは義を定める。

16 私によって長官たちは治め、すべての義の裁き手である貴族たちも治める。

17 私は、わたしを愛する者たちを愛し、わたしを熱心に求める者たちは、わたしを見いだす。

18 富と栄光は私とともにあり、永続する富と義もまた私とともにある。

19 私の果実は金よりも良く、私の収穫は純金よりも良く、選ばれた銀よりも良い。

20 私は義の道を歩み、さばきの小道の真ん中を行く。

21 私を愛する者たちに財産を受け継がせ、彼らの宝物庫を満たす。

22 主は、その初めに、その道の東において、その働きの前に、私を造られた。

23 永遠から、私は頭として立てられた。地の東の始まりから。

24 深淵がまだないとき、わたしは生み出された。泉がまだなく、水の重きみなぎりもなかったとき。

25 山々が据えられる前に、丘の前に、私は生み出されていた。

26 地と外とを造られない前に、世界のちりの頭もない前に。

27 彼が天を備えられたとき、そこに私はいた。彼が深淵の面に円を描かれたとき、

28 彼が上の雲を堅くされたとき、深淵の泉が勢いよく湧き出たとき。

29 海にその定めを置かれたとき、水がその口を越えないようにされたとき、地の土台を定められたとき。

30 私は彼のそばで養い子であり、毎日喜びであり、彼の前ですべての時に戯れていた。

31 世界の地で戯れており、私の喜びは人の子らと共にあった。

32 今、子らよ、私に聞け。私の道を守る者は幸いだ。

33 訓戒を聞いて知恵を得よ、そして退いてはならない。

34 幸いである、わたしの言うことを聞き、日々わたしの戸のところで見張り、わたしの入口の門柱を守る人は。

35 わたしを見いだす者は命を得、主から喜びを得る。

36 私を罪に陥れる者は自分の命を損なう。すべて私を憎む者は死を愛した。

Proverbs 9

1 知恵は自分の家を建て、七本の柱を彫り出した。

2 彼女は自分の屠殺を屠り、自分のぶどう酒を混ぜ合わせた。さらに、自分の食卓を整えた。

3 彼女の乙女たちは呼び寄せ、町の高い所の頂で呼ぶ。

4 心の足りない者は、こちらへ向け、愚かさを持つ者に、彼女は言った。

5 来なさい。わたしのパンを食べ、わたしが混ぜたぶどう酒を飲みなさい。

6 愚かさを捨てて、生きよ。悟りの道を歩め。

7 嘲る者を戒める者は自分のために恥辱を受け、悪しき者を責める者は自分の傷を受ける。

8 嘲る者を戒めるな、彼があなたを憎まないように。知恵ある者を戒めよ、彼はあなたを愛するだろう。

9 賢い者に与えよ、そうすれば彼はますます賢くなる。正しい者に教えよ、そうすれば彼は教訓を増し加える。

10 主を恐れることは知恵の初めであり、聖なる方々の知識は悟りである。

11 あなたの日はわたしによって多くなり、命の年があなたに増し加えられる。

12 もしあなたが知恵を得たなら、その知恵はあなた自身のためであり、あなたが嘲るなら、あなたは単独でその報いを負う。

13 愚かさの女は騒がしく、単純さであり、何も知らない。

14 彼女は自分の家の入口に座し、町の高い所にある王座の上に。

15 道を行き、自分の道をまっすぐに進む者たちを呼ぶために。

16 愚かさを持つ者は、こちらへ向かえ。心の欠けた者にも、彼女は言った。

17 盗まれた水は甘く、隠れ場のパンは美味しい。

18 彼は知らない、そこに死者たちがいることを。その招かれた者たちは、よみの深い所にいる。

Proverbs 10

1 ソロモンのことわざ。賢い子は父を喜ばせ、愚かな子は母の悲しみとなる。

2 悪の宝物庫は益をもたらさないが、義は死から救い出す。

3 主は正しい者の命を飢えさせられないが、悪しき者たちの災いは押しのけられる。

4 貧しい者を作るのは欺きの手のひら、しかし勤勉な者の手は富ませる。

5 夏に蓄える者は賢い子、収穫の時に眠る者は恥をもたらす子。

6 祝福は正しい者の頭にあり、悪しき者の口は暴力を覆う。

7 正しい者の記憶は祝福となり、悪しき者たちの名は朽ちる。

8 心の賢い者は戒めを受け、唇の愚か者は踏みつけられる。

9 全き中を歩む者は安全に歩む。しかし自分の道を曲げる者は知られる。

10 目を細める者は痛みを与え、愚かな唇の者は打ちのめされる。

11 正しい者の口は命の泉であり、悪しき者の口は暴力を覆う。

12 憎しみは争いを引き起こすが、愛はすべての背きの罪を覆う。

13 悟りの者の唇には知恵が見いだされ、心の欠けた者の背中には杖がある。

14 知恵ある者たちは知識を蓄える、しかし愚かな者の口は破滅に近い。

15 富者の富はその力の町、貧しい者の破滅はその貧困。

16 正しい者の働きの報いは命に至り、悪しき者の収穫は罪に至る。

17 命への道を守る者は訓戒を守る、しかし戒めを捨てる者は迷わせられる。

18 憎しみを隠す者は偽りの唇を持ち、中傷を出す者は愚か者である。

19 言葉が多ければ背きの罪はやむことがない。しかし自分の唇を控える者は賢い者である。

20 正しい者の舌は選ばれた銀、悪しき者の心は少しばかりのもの。

21 正しい者の唇は多くの人を養うが、愚かな者たちは心の欠乏によって死ぬ。

22 主の祝福が人を富ませる。それには苦しみが加えられない。

23 愚か者にとっては悪意を行うことが嘲笑であり、悟りのある人にとっては知恵である。

24 悪者の恐れはその身に臨み、正しい者の欲望は主が与えられる。

25 葦の海が過ぎ去ると、悪しき者は存在しない。しかし正しい者は永遠の基礎である。

26 酢が歯に、煙が目に及ぼすように、怠け者は自分を遣わす者にとってそうである。

27 主への恐れは日を増し加え、悪しき者たちの年は短くされる。

28 正しい者の希望は喜びとなり、悪しき者の希望は失われる。

29 主の道は全き者の要害であり、悪を行う者たちには破滅である。

30 正しい者は永遠に揺るがないが、悪しき者は地に住まうことがない。

31 正しい者の口は知恵を生み出すが、曲がったことの舌は断ち切られる。

32 正しい者の唇は喜びを知っているが、悪しき者の口は曲がったことを語る。

Proverbs 11

1 欺きのはかりは主の忌み嫌うべきものであり、完全な石は主の喜びである。

2 高慢が来ると、恥辱も来る。しかし、へりくだる者たちには知恵がある。

3 全きは直ぐな人たちを導き、曲がりは裏切る者たちを荒廃させる者となる。

4 富は激しい怒りの日に役立たない、しかし義は死から救い出す。

5 正しい者の義はその道をまっすぐにするが、悪者は自分の悪によって倒れる。

6 直ぐな人の義は彼らを救い出す。しかし、裏切る者たちは自分の災いによって捕らえられる。

7 悪しき人の死において、希望は滅びる。そして、悪の望みは失われる。

8 正しい者は苦難から救い出され、悪者がその代わりに陥る。

9 神を敬わない者の口はその隣人を滅ぼすが、正しい者たちは知識によって救い出される。

10 正しい者たちの良いものによって町は喜び、悪しき者たちの滅びによって喜びの叫びがある。

11 正しい人たちの祝福によって町は高く上げられ、悪者たちの口によってそれは打ち壊される。

12 友を侮る者は心に欠けている。しかし悟りのある人は黙っている。

13 中傷を歩く者は秘密の相談を明かす、しかし霊の忠実な者は言葉を覆い隠す。

14 良い計略がないところでは民は倒れる。しかし救いは多数の助言者による。

15 他を保証した者はひどく苦しめられるが、吹き鳴らす者を憎む者は安心している。

16 恵みある女は栄光を支える、しかし暴虐な者たちは富を支える。

17 慈愛ある人は自分の命を善くするが、自分の肉を苦しめる者は残酷である。

18 悪者は偽りの働きの報いを得るが、義を蒔く者は真実の報酬を得る。

19 義は命に至り、悪を追い求める者は自分の死に至る。

20 心の曲がった者たちは主の忌み嫌うべきものであり、その喜びは道の完全な者たちにある。

21 手に手を組んでも、悪者は罰を免れない。しかし正しい者の子孫は救い出される。

22 金の耳輪が豚の鼻にあるのは、美しいが味わいを失った女のようだ。

23 正しい者の欲望はただ良いものだけだ。悪しき者の希望は激しい怒りである。

24 散らす者にはなお一層加えられ、正しさを惜しむ者はただ不足に至る。

25 祝福の命は豊かにされ、潤す者もまた潤される。

26 穀物を惜しむ者は民に呪われ、売り渡す者の頭には祝福がある。

27 善を求める者は喜びを捜し求める、しかし悪を求める者には悪が臨む。

28 自分の富に頼る者は倒れる。しかし正しい者たちは葉のように栄える。

29 自分の家をかき乱す者は風を受け継ぎ、愚かな者は心の賢い者のしもべとなる。

30 正しい者の果実は命の木であり、魂を得る者は賢い者である。

31 義人は地で報いを受ける。まして、悪人と罪人はなおさらである。

Proverbs 12

1 訓戒を愛する者は知識を愛する。戒めを憎む者は愚かである。

2 善い人は主から喜びを得るが、計略のある人は主に罪に定められる。

3 人は悪によって堅く立つことはない。しかし正しい者の根は揺るがない。

4 力ある妻はその主人の冠である、しかし彼の骨に腐敗をもたらす者は恥をもたらす。

5 正しい者の企てはさばきであり、悪しき者の良い計略は欺きである。

6 悪者の言葉は血を待ち伏せし、直き者の口は彼らを救い出す。

7 悪しき者たちは覆され、彼らは存在しなくなる。しかし正しい者たちの家は立ち続ける。

8 その人の口はその知恵によって誉められ、心の曲がった者は侮りとなる。

9 軽んじられる者でありながら自分のしもべを持つ者は、自分を尊く見せかけながらパンに欠ける者にまさる。

10 正しい者は自分の家畜の命を顧みる。しかし、悪しき者のあわれみは残酷である。

11 自分の地を耕す者はパンに満ち足りる。しかし、空しいものを追い求める者は心に欠けがある。

12 悪者は悪者の要塞を欲しがるが、正しい者の根は与えられる。

13 唇の背きの罪には罠があるが、正しい者は苦難から逃れ出る。

14 人はその口の果実によって良いものに満ち足りる、そして人の手の報いはその人に帰る。

15 愚かな者の道は自分の目にまっすぐに見えるが、助言を聞く者は賢い。

16 愚か者はその怒りがその日に知られるが、賢い者は恥辱を覆い隠す。

17 信仰を語る者は義を告げるが、偽りの証人は欺きを語る。

18 無分別に話す者は剣の刺し傷のようであり、知恵ある者の舌はいやしである。

19 真実の唇は永遠に堅く立つ、しかし偽りの舌は一瞬の間だけである。

20 欺きは悪を企む者の心にあり、平和を図る者たちには喜びがある。

21 義人はすべての悪に遭わないが、悪者たちは害で満ちている。

22 主は偽りの唇を忌み嫌うべきものとされるが、信仰を行う者たちはその喜びとされる。

23 賢い人は知識を隠すが、愚か者の心は愚かさを叫ぶ。

24 勤勉な者の手は治めるが、欺きは人夫となる。

25 心の憂いは人を沈ませるが、良い言葉はそれを喜ばせる。

26 正しい人は自分の友に勝るが、悪しき者の道は彼らを迷わせる。

27 欺きは自分の狩猟を焼かない。しかし、勤勉な人の富は貴重である。

28 義の道には命があり、その小道の道は死に至らない。

Proverbs 13

1 賢い子は父の訓戒を受け、嘲る者は叱責を聞かない。

2 人は自分の口の果実によって良いものを食べる。しかし、裏切る者の命は暴力を食べる。

3 自分の口を守る者は自分の命を守る。自分の唇を開く者には破滅が来る。

4 怠け者の命は欲しがっても何もなく、勤勉な者の命は肥える。

5 偽りの言葉を正しい者は憎む。しかし悪者は、恥をもたらし、辱められる。

6 義は全き者の道を守り、悪は罪を曲げる。

7 ある者は富んでいるふりをして、何もない。ある者は貧しいふりをして、多くの富を持つ。

8 人の命の身代金はその人の富である。しかし貧しい者は叱責を聞かない。

9 正しい者の光は喜び、悪しき者のともしびは消える。

10 高慢によってのみ争いが生じるが、知恵は相談者たちとともにある。

11 虚しさから得た富は減るが、手をもって集める者は増やす。

12 望みが長く延びると心を病ませる。しかし、来たる欲望は命の木である。

13 言葉を軽んじる者は自分に災いを招き、戒めを恐れる者は報いを受ける。

14 知恵ある者の律法は命の泉であり、死の罠から離れさせる。

15 良い知恵は恵みを与える、しかし裏切る者の道は堅い。

16 すべての賢い者は知識をもって行動し、愚か者は愚かさを広げる。

17 悪い使者は災いに陥るが、真実の苦痛は、いやしとなる。

18 貧困と恥辱は訓戒を無視する者に来る、しかし戒めを守る者は誉れを受ける。

19 欲望が成就することは魂に甘美であり、愚か者たちの忌み嫌うべきものは悪から離れることである。

20 賢い者と共に歩む者は賢くなるが、愚かな者と交わる者は害を受ける。

21 悪の道を主は見られた。

22 良い人は子らの子に嗣ぎを与える。しかし、罪人の力は正しい人のために蓄えられる。

23 貧しい人々の開墾地には多数の食物があるが、さばきのないところで失われるものもある。

24 杖を惜しむ者は自分の子を憎む者であり、子を愛する者は熱心に訓戒を与える。

25 正しい者は自分の命の満ち足りることを食べ、悪しき者の腹は欠ける。

Proverbs 14

1 賢い女たちは自分の家を建てる、しかし愚かさは自分の手でそれを壊す。

2 自分の正しさのうちを歩む者は主を恐れる者であり、その道を曲げる者は主を侮る者である。

3 愚かな者の口には誇りの杖があり、知恵ある者の唇は彼らを守る。

4 牛がいなければ飼い葉おけは純粋なもののままだが、雄牛の力によって収穫は多数となる。

5 真実の証人は偽りを言わない。しかし偽りを吐く者は偽りの証人である。

6 嘲る者は知恵を求めるが得られない。しかし悟りのある者には知識が容易である。

7 愚かな人から離れて行け。そうすれば、あなたは知識の唇を知らないままでいることはない。

8 賢い者の知恵は自分の道を悟ることである。しかし、愚か者の愚かさは欺きである。

9 愚か者たちは罪過のための捧げ物を嘲るが、正しい者たちの間には喜びがある。

10 心は自分の命の苦味を知っている。そしてその喜びには、他者は交わらない。

11 悪しき者の家は滅ぼされ、正しい者の天幕は栄える。

12 人の前にまっすぐに見える道があるが、その終わりは死の道である。

13 笑いの中にも心は痛み、その終わりは喜びではなく悲しみとなる。

14 心の曲がった者は自分の道に飽き足りるが、良い人は自分自身の上に満ち足りる。

15 愚かさはすべての言葉を信じるが、賢い者は自分の歩みをわきまえる。

16 賢い者は恐れて悪から離れるが、愚か者は激して安んじる。

17 怒りが速い者は愚かさを行う。計略のある人は憎まれる。

18 愚かさは愚かさの嗣業となり、賢い者たちは知識を冠とする。

19 悪しき者たちは善い者たちの前にひれ伏し、悪人たちは正しい者の門にひれ伏す。

20 貧しい者はその友にも憎まれる。しかし富む者を愛する者は多い。

21 友を侮る者は罪を犯す、貧しい者をあわれむ者は幸いだ。

22 悪を謀る者たちは、確かに迷い出るではないか。しかし、善を謀る者たちには、慈愛と真実がある。

23 すべての苦しみには余剰があり、唇の言葉はただ不足に至る。

24 賢い者の冠はその富である。愚かな者の愚かさは愚かさである。

25 命を救う者は真実の証人であり、偽りを吐く者は欺きをまく。

26 主を恐れることは力の確信であり、その子らには避け所がある。

27 主への恐れは命の泉であり、死の罠から離れさせる。

28 民の多数は王の美しさであり、民が絶えずいなければ君主の破滅である。

29 怒りに遅い者は悟りに富み、息の短い者は愚かさを高める。

30 いやしの心は肉の命であり、ねたみは骨の腐敗である。

31 貧しい者を虐げる者は、その造り主を嘲る者である。しかし、貧しい者をあわれむ者は、その方を敬う者である。

32 悪によって悪しき者は追い出され、正しい者はその死に際して避け所を持つ。

33 悟りのある者の心には知恵が宿り、愚か者の内側にはそれが知られる。

34 義は国を高め、民への慈愛は罪である。

35 王の喜びは賢いしもべにあり、その激しい怒りは恥をもたらす者に臨む。

Proverbs 15

1 柔らかい答えは怒りを静めるが、苦しみの言葉は怒りを引き起こす。

2 知恵ある者の舌は知識を良くし、愚か者の口は愚かさをあふれ出させる。

3 すべての場所に主の目はあり、悪い者たちと良い者たちを見張っておられる。

4 いやしの舌は命の木である、しかしその曲がりは霊の破滅である。

5 愚か者は父の訓戒を侮るが、戒めを守る者は賢くなる。

6 正しい者の家には多くの富があり、悪者の収穫は乱される。

7 知恵ある者の唇は知識をまき散らすが、愚かな者の心はそうではない。

8 悪しき者たちのいけにえは、主の忌み嫌うべきもの。しかし、正しい者たちの祈りは、主の喜びである。

9 主の忌み嫌うべきものは悪しき者の道であり、義を追い求める者を主は愛される。

10 訓戒は悪しき者にとって、道を捨てる者へのものであり、戒めを憎む者は死ぬ。

11 よみとアバドンは主の前にあり、まして人の子らの心はなおさらである。

12 嘲る者は自分への戒めを愛さず、知恵ある者たちのもとへは行かない。

13 喜ぶ心は顔を良くするが、心の痛みによって霊は打ち砕かれる。

14 悟りのある心は知識を求めるが、愚か者の顔は愚かさを養う。

15 貧しい者のすべての日は悪いものである。しかし、心の良い者は常に宴会をしている。

16 主を恐れることは、多くの宝物庫とその中の騒乱よりも、少しの方が良い。

17 青菜の食物とそこに愛があるのは、肥えた雄牛とそこに憎しみがあるよりも良い。

18 怒りの人は争いを引き起こし、怒りに遅い人は争いを静める。

19 怠け者の道はいばらの生け垣のようであり、正しい者の道は整えられた道である。

20 賢い子は父を喜ばせる、しかし愚かな人は自分の母を軽蔑する。

21 愚かさは心の欠けた者にとって喜びである、しかし悟りのある人は歩みをまっすぐにする。

22 企ては秘密の相談がないところでは挫折するが、多数の助言者によって成り立つ。

23 人はその口の答えに喜びを見いだし、時にかなった言葉はなんと良いことか。

24 命の道は悟る者のために上にあり、下のよみから離れるためである。

25 主は高ぶる者の家を根こそぎにされるが、未亡人の境界は確立される。

26 主は悪しき企てを忌み嫌うべきものとされるが、美しさの言葉は清いものである。

27 自分の家を悩ます者は利得を得るが、贈り物を憎む者は生きる。

28 正しい者の心は答えることを思い巡らし、悪しき者の口は悪を溢れ出させる。

29 主は悪しき者から遠く離れておられる。しかし正しい者の祈りは聞かれる。

30 目の光は心を喜ばせ、良い報道は骨を肥えさせる。

31 耳はいのちの戒めを聞く者は、賢い者たちの内側に宿る。

32 訓戒を無視する者は自分の命を軽んじる、戒めを聞く者は心を得る。

33 主を恐れることは知恵の訓戒であり、栄光の顔の前には柔和がある。

Proverbs 16

1 人の心には備えがあるが、舌の答えは主から来る。

2 すべての人の道は自分の目に清いと見える。しかし主は霊を量られる。

3 あなたのわざを主にゆだねよ。そうすれば、あなたの企ては堅く立てられる。

4 主はすべてをその答えのために造られた。悪者もまた、悪の日のために。

5 主の忌み嫌うべきものは、すべて高ぶる心である。手を組んでも、罰を免れることはない。

6 慈愛と真実によって咎は贖われ、主を恐れることによって悪から離れる。

7 主が人の道を喜ばれるとき、その敵さえも彼と和解させられる。

8 義をもって得る少しは、さばきのない多数の収穫にまさる。

9 人の心は自分の道を思い巡らすが、主はその歩みを整えられる。

10 王の唇には占いがあり、その口はさばきにおいて偽ることがない。

11 正しいはかりとさばきの秤は主のものであり、そのわざはすべて袋の石である。

12 王たちが悪を行うことは忌み嫌うべきものである。義によって王座は堅く立つからだ。

13 義の唇は王たちの喜びであり、正しいことを語る者は愛される。

14 王の怒りは死の使者であり、賢い人はそれをなだめる。

15 王の顔の光には命があり、その喜びは後の雨の雲のようだ。

16 知恵を得ることは金にまさって良いものであり、悟りを得ることは銀にまさって選ばれるものである。

17 正しい者の大路は悪から離れることである。自分の命を守る者は自分の道を守る。

18 破滅の前には誇りがあり、挫折の前には霊の高慢がある。

19 貧しい者たちと共に霊の低い者であることは、高ぶる者たちと共に戦利品を分け合うよりも良い。

20 言葉に心を留める者は良いものを見いだす。主に信頼する者は幸いである。

21 心の賢い者は分別のある者と呼ばれ、唇の甘さは教訓を増し加える。

22 知恵はその主人にとって命の泉であり、愚か者の訓戒は愚かさである。

23 賢い者の心はその口を賢くし、その唇に教訓を増し加える。

24 蜂蜜の巣は甘い言葉、美しさは命に甘く、骨へのいやしである。

25 人の前にまっすぐに見える道があるが、その終わりは死の道である。

26 働く者の命は自分のために働く。その口が彼を促すからである。

27 悪を行う者、ベリアルの人は悪を掘り起こし、その唇には焼ける火のようである。

28 曲がったことをする人は争いを送り出し、中傷する者は親しい友を引き離す。

29 暴力の人は自分の友を誘惑し、良くない道に彼を導く。

30 目を閉じて曲がったことを考え、唇を噛んで悪を成し遂げる者。

31 白髪は栄光の冠である、義の道において見いだされる。

32 怒りに遅い者は勇士にまさり、自分の息を治める者は町を取る者にまさる。

33 くじは懐に投げ入れられるが、そのすべてのさばきは主から出る。

Proverbs 17

1 乾いた一片と、その中の安らぎは、争いのいけにえで満ちた家にまさる。

2 分別のあるしもべは、恥をかかせる子の上に治め、兄弟たちの真ん中で相続地を分け合う。

3 銀のための試金炉、金のための炉、そして心を試されるのは主である。

4 悪を行う者は悪の唇に耳を傾け、偽りに聞き従う者は災いの舌に耳を傾ける。

5 貧しい者を嘲る者は、その造り主を侮る者である。災いを喜ぶ者は、罰を免れない。

6 孫たちの子らは老人たちの冠であり、子らの栄光は彼らの父である。

7 愚か者には高慢な唇がふさわしくない。ましてや、高貴な者には偽りの唇がなおさらふさわしくない。

8 石は恵みであり、賄賂はその持ち主の目には、すべての向かうところで成功をもたらす。

9 背きの罪を覆う者は愛を求める者であり、言葉を繰り返す者は親しい友を引き離す。

10 叱責は悟りのある者に、百回の打ちが愚か者に及ぶよりも深く入る。

11 ただ反抗を求める者は悪を求め、残忍な使者が彼に向かって送られる。

12 熊を奪われた熊に人を会わせるより、愚か者をその愚かさに会わせるほうがよい。

13 善に代えて悪を返す者は、その家から悪が離れない。

14 水を放つ者は争いの初めであり、争いが起こる前に、その言い争いを捨てよ。

15 悪しき者を義とし、義なる者を悪しき者とする者、この両者はともに主の忌み嫌うべきものである。

16 なぜ愚かな者の手に代価があるのか。知恵を買うために、しかし心がない。

17 すべての時に友を愛する者があり、苦難のために兄弟が生まれる。

18 心の欠けた人は手のひらを打ち、友の前に抵当を立てる。

19 背きの罪を愛する者は争いを愛する者であり、自分の入口を高くする者は破滅を求める者である。

20 心のねじれた者は幸いを見いださず、その舌を曲げる者は悪に陥る。

21 愚かな子を生む者は自分に悲しみをもたらし、愚かな者の父は喜ぶことがない。

22 喜ぶ心は薬を良くし、打ち砕かれた霊は骨を枯らす。

23 悪者は懐から賄賂を取り、さばきの道を曲げるために。

24 悟りのある者の顔には知恵があり、愚かな者の目は地の果てにある。

25 愚かな子は父への怒り、母を産んだ者への苦さである。

26 正しい者に罰を加えることは良くない。高貴な者たちを正しさのために打つことも。

27 自分の言葉を惜しむ者は知識を知り、冷たい霊を持つ人は悟りのある人である。

28 愚か者でも、黙っていれば賢いと見なされ、その唇を閉じる者は分別があるとされる。

Proverbs 18

1 欲望のために、離れた者は求め、すべての知恵において自らを現す。

2 愚か者は悟りを望まず、ただ自分の心が現れることだけを望む。

3 悪しき者が来ると、侮りも来る。そして恥辱と共に恥辱がある。

4 人の口の言葉は深い水、知恵の泉は湧き出る谷川。

5 悪しき者の顔を上げることは良くない、正しい者をさばきにおいて曲げるためである。

6 愚か者の唇は争いに入り、その口は打撃を呼び寄せる。

7 愚か者の口は自分にとって破滅となり、その唇は自分の命の罠となる。

8 中傷する者の言葉は、打ち傷のように食い込み、腹の奥の部屋にまで下って行く。

9 自分の仕事において怠けている者も、滅ぼす者の主人の兄弟である。

10 主の名は力の塔である。正しい者はその中に走って行き、高く上げられる。

11 富める者の富はその力の町であり、その像によって高き城壁のようである。

12 人の心は破滅の前に高ぶり、栄光の前には柔和がある。

13 聞く前に言葉を返す者は、それは彼にとって愚かさであり、恥辱である。

14 人の霊は自分の病を支える。しかし、打ち砕かれた霊を、誰が担うことができるだろうか。

15 悟りのある心は知識を得る、賢い者の耳は知識を求める。

16 人の贈り物は彼のために道を広くし、偉い人たちの前で彼を導く。

17 最初に自分の言い分を述べる者は正しいように見えるが、その隣人が来て、その争いを調べる。

18 くじは争いを静め、強い者たちの間を分かつ。

19 罪を犯した兄弟は力の町よりも堅く、争いは城のかんぬきのようだ。

20 人の口の果実によって、その腹は満たされる。その唇の収穫によって、彼は満たされる。

21 死と命は舌の手にあり、それを愛する者はその果実を食べる。

22 妻を見つけた者は良いものを見つけた。そして主から喜びを得る。

23 貧しい者は嘆願を語り、富む者は激しい言葉で答える。

24 友を持つ人は親しく交わる者となり、兄弟よりも離れがたく寄り添う友もいる。

Proverbs 19

1 貧しい者は全き中を歩むのが良い、唇を曲げる者、すなわち愚かな者よりも。

2 知識なしにいることは命にとって良くない、足の速い者は罪を犯す。

3 人の愚かさは自分の道を曲げるが、その心は主に向かって怒る。

4 富は多くの友を増やすが、貧しい者はその友から離れ去る。

5 偽りの証人は罰を免れない、偽りを吐く者は逃れられない。

6 多くの者が寛大な者の顔を求める、そしてすべての友は贈り物をする人に従う。

7 貧しい者の兄弟はみな彼を憎み、ましてやその友は彼から遠ざかる。彼は言葉を追い求めるが、それらはない。

8 心を得る者は自分の命を愛し、悟りを守る者は善を見いだす。

9 偽りの証人は罰を免れない、偽りを吐く者は滅びる。

10 愚か者には楽しみがふさわしくない、ましてやしもべが長官たちを治めることはなおさらだ。

11 人の知恵はその怒りを長くし、その栄光は背きの罪を過ぎ越すことである。

12 王の激怒は若獅子の咆哮のようであり、その喜びは草の上の露のようである。

13 愚かな子は父にとって災いであり、妻の争いは絶え間ないしたたりである。

14 家と富は父たちの相続地であるが、賢い妻は主からのものである。

15 怠惰は深い眠りをもたらし、欺きの命は飢える。

16 戒めを守る者は自分の命を守る。自分の道を軽んじる者は死ぬ。

17 貧しい者に恵みを与える者は主に貸す者であり、その報いは主が彼に償われる。

18 子を訓戒せよ、そこには希望があるからだ。しかし彼を殺すことについては、あなたの命を懸けてはならない。

19 大男は怒りを負い、罰を受ける。たとえあなたが救い出しても、なおも続ける。

20 助言を聞き、訓戒を受け入れなさい。あなたの終わりに知恵を得るために。

21 人の心には多くの企てがあるが、主の助言こそが立ち上がる。

22 人の欲望はその人の慈愛であり、貧しい者は偽りの人よりも良い。

23 主への恐れは命に至り、満ち足りた者は夜を過ごし、災いに見舞われることはない。

24 怠け者は自分の手を皿に浸しておきながら、それを自分の口にも戻さない。

25 愚かさを打てば、単純な者は賢くなる。しかし、悟りのある者を戒めれば、彼は知識を理解する。

26 父を奪い去り、母を追い払う者は、恥をもたらし、辱める子である。

27 子よ、訓戒を聞くことをやめ、知識の言葉から迷い出るな。

28 悪しき証人はさばきを嘲り、悪しき者の口は悪を呑み込む。

29 嘲る者たちのために裁きが備えられ、愚か者たちの背中のために打撃が備えられている。

Proverbs 20

1 ぶどう酒は嘲る者、強い酒は騒ぐ者である。すべてそれに迷う者は賢くならない。

2 王の恐れは若獅子の咆哮のようだ。彼を怒らせる者は自分の命を罪に定める。

3 人にとっての栄光は争いから休息することであり、すべての愚か者は怒りを爆発させる。

4 怠け者は冬に耕さない。収穫のときに求めるが、何もない。

5 心の奥深くにある助言は水のように深く、悟りのある人はそれを汲み上げる。

6 多くの人が自分の慈愛を呼び求めるが、真実の人をだれが見いだすだろうか。

7 全き中を歩む正しい人、その後の子らは幸いである。

8 王は裁きの王座に座し、その目ですべての悪を見分ける。

9 だれが言えるだろうか、「私は自分の心を清めた、自分の罪から私はきよめられた」と。

10 石と石、エパとエパ、これは主の忌み嫌うべきもの、その両方とも。

11 その行いによって少年は自分を示す、そのわざが清いか、正しいかによって。

12 聞く耳と見る目は、主が両方とも造られた。

13 眠りを愛してはならない、さもないと貧しくなる。あなたの目を開け、パンに満ち足りよ。

14 買う者は「悪い、悪い」と言うが、立ち去ってからは誇る。

15 金はあり、ルビーも多数ある。しかし、知識の唇は尊い器である。

16 彼の衣服を取れ。彼が他人のために保証人となったからだ。そして、外国人たちのために、彼の抵当を取れ。

17 偽りのパンは人に甘いが、その後、その口は矢で満たされる。

18 企ては助言によって堅くされ、良い計略によって戦いをせよ。

19 秘密の相談を明かす者は中傷を歩き回る者であり、その唇を開く者とは交わってはならない。

20 父と母をのろう者は、そのともしびが暗闇の瞳の中で消える。

21 初めに急いで得た相続地は、その終わりが祝福されない。

22 悪を報い返そうとは言うな。主を待ち望め、そうすれば主があなたを救われる。

23 主の忌み嫌うべきものは石と石、欺きのはかりは良くない。

24 主によりて男の歩みは定められる、人は自分の道をどうして悟り得ようか。

25 人にとって罠となるのは、軽率に聖なるものを宣言することであり、誓いを立てた後にそれを求めることだ。

26 悪しき者をまき散らすのは賢い王であり、彼らの上に車輪を戻される。

27 主のともしびは人の息であり、腹のすべての奥の部屋を探り出す。

28 慈愛と真実は王を守る。そして彼の王座は慈愛によって支えられる。

29 若者の栄光はその力であり、年長者の威厳は白髪である。

30 打ち傷は傷の洗浄を悪に対して行い、傷は腹の奥の部屋にまで及ぶ。

Proverbs 21

1 王の心は主の手の中にある水の川のようだ。主はその心を、望むすべてのところへ向けられる。

2 すべての人の道は自分の目に正しいと見える。しかし主は心を量られる。

3 義を行い、さばきを行うことは、主にとって、いけにえよりも選ばれることである。

4 高慢な目と広い心は、悪しき者の開墾地、その罪である。

5 勤勉な者の企ては、ただ余剰に至る。しかし、すべての性急な者は、ただ不足に至る。

6 偽りの舌で得た宝物庫のわざは、追い散らされる虚しさ、死を求める者たちのものとなる。

7 悪者の略奪は彼らを恐れさせる。彼らがさばきを行うことを拒んだからだ。

8 曲がった道は罪深い人の道であり、清い人のわざは正しい。

9 屋根の隅に住むことは、争いの女と仲間の家に住むよりも良い。

10 悪者の命は悪を欲し、その目には友が憐れみを受けない。

11 嘲る者が罰せられると、愚かさは賢くなる。しかし、賢い者が悟りを得ると、知識を得る。

12 義なる者は悪しき者の家を見抜き、悪しき者たちを災いに陥れる。

13 耳を閉ざして貧しい者の叫びを聞かない者は、自分も叫ぶが、答えられない。

14 隠れ場の贈り物は怒りを鎮め、懐の賄賂は激しい怒りを静める。

15 正しい者にとっては、さばきを行うことが喜びであり、悪を行う者たちにとっては破滅である。

16 道から迷い出る人は、死者の集会に憩う。

17 喜びを愛する人は不足する人である。ぶどう酒と油を愛する人は富むことがない。

18 悪しき者は正しい者の身代金となり、裏切り者は直き者の代わりとなる。

19 荒野の地に住むことは、争いと怒りの女よりも良い。

20 賢い者の住まいには、慕わしい宝物庫と油がある。しかし、愚かな人はそれを呑み尽くす。

21 義と慈愛を追い求める者は、命、義、そして栄光を見いだす。

22 賢者は勇士たちの町に上って行き、その確信の力をも打ち破った。

23 自分の口と舌を守る者は、自分の命を苦難から守る。

24 高慢な者、その名は嘲る者。彼は高慢の激しい怒りをもって行う。

25 怠け者の欲望が彼を殺す。彼の手が働くことを拒むからだ。

26 すべての日、彼は欲望を欲しがる。しかし正しい者は与え、惜しまない。

27 悪者のいけにえは主にとって忌み嫌うべきものであり、ましてや悪意をもってそれを携えて来るならばなおさらである。

28 偽りの証人は滅びる。しかし、聞く人は勝利について語る。

29 悪い人は自分の顔を厚かましくするが、正しい人は自分の道を整える。

30 知恵もなく、悟りもなく、主に逆らう助言もない。

31 馬は戦いの日のために備えられるが、救いは主による。

Proverbs 22

1 名は多くの富にまさって選ばれるべきであり、銀や金にまさって良い恵みがある。

2 富者と貧者は出会う。すべてを造られたのは主である。

3 賢い者は悪を見て身を隠すが、浅はかな者たちは進み出て罰を受ける。

4 柔和の踵には主の恐れ、富と栄光と命がある。

5 曲がった者の道にはいばらとわながある。自分の命を守る者はそれから遠ざかる。

6 少年をその道の従に従って育てよ。彼は年老いても、そこから離れることはない。

7 富者は貧しい者を支配する。そして、借りるしもべは貸す人のしもべとなる。

8 不義を蒔く者は悪を刈り取り、その激しい怒りの杖は終わる。

9 目が良い者は祝福される。彼は自分のパンを貧しい者に与えたからだ。

10 嘲る者を追い出せ、そうすれば争いは去り、裁きと恥辱はやむ。

11 心の清い者を愛する者は、その唇に恵みがあり、その友は王である。

12 主の目は知識を守り、裏切る者の言葉を曲げられる。

13 怠け者は言った、「外に獅子がいる。広場の真ん中で、私は殺されるだろう」。

14 穴は深い、異邦の女の口。主に呪われた者はそこに落ちる。

15 愚かさは少年の心に結びついている。訓戒の杖はそれを彼から遠ざける。

16 貧しい者を搾取して自分の富を増やす者、富める者に与える者は、ただ不足に至る。

17 耳を傾けて、知恵ある者の言葉を聞き、あなたの心を私の知識に向けよ。

18 それらをあなたの腹の中に保つならば、それは快いことだ。それらは共にあなたの唇の上に備えられる。

19 あなたの確信が主にあるように、わたしは今日、あなたに知らせた。

20 私はあなたのために、議会と知識において、先日、書き記したではないか。

21 あなたに真実の言葉の確かさを知らせるため、あなたを遣わした者たちに真実の言葉を返すためである。

22 貧しい者を奪ってはならない、彼が貧しいからである。また門で苦しむ者を踏みつけてはならない。

23 主が彼らの争いを弁護される。そして、彼らを奪う者たちの命を奪われる。

24 怒りの主人と交わってはならない。激しい怒りの人と共に行ってはならない。

25 あなたがその道に慣れてしまわないように、そしてあなたの命に罠をかけることのないように。

26 手のひらを打つ者たちの中にいてはならない。負債の保証人となる者たちの中にいてはならない。

27 もしあなたに返済するものがないのなら、なぜ彼があなたの寝床をあなたの下から取り上げるのか。

28 あなたの父たちが造った永遠の境界を移してはならない。

29 仕事に熟達した人を見たか。彼は王たちの前に立つ。暗い者の前には立たない。

Proverbs 23

1 あなたが支配者と共に食事のために座るときは、自分の前にあるものをよく見極めよ。

2 あなたは刃物を自分のどれに置くべきだ、もしあなたが自分自身の主人であるなら。

3 その珍味を欲しがるな。それは偽りのパンである。

4 富を得ようと努めるな、自分の悟りから離れよ。

5 富は必ず翼を生やし、鷲のように天へと飛び去る。あなたの目をそれに向けても、それはもうない。

6 悪い目の者のパンを食べるな。その珍味を欲しがるな。

7 彼が自分の命において思うように、そのように彼はあなたに「食べよ、飲め」と言うが、彼の心はあなたと共にない。

8 あなたは自分の一片を食べたが、それを吐き出すことになる。あなたの麗しいことばを失ってしまうのだ。

9 愚かな者の耳に向かって語るな。彼はあなたの言葉の知恵を軽んじるからだ。

10 古い境界を移してはならない。みなしごの野に入ってはならない。

11 彼らの贖い主は強く、彼があなたと彼らの争いを論じられる。

12 あなたの心を訓戒に向け、あなたの耳を知識の言葉に向けよ。

13 少年から訓戒を差し控えてはならない。あなたが杖で彼を打っても、彼は死なない。

14 あなたは杖で彼を打ちなさい。そうすれば、彼の命をよみから救い出すことができる。

15 子よ、もしあなたの心が賢いなら、私の心もまた喜ぶ。

16 わたしの腎臓は喜び踊る、あなたの唇が廉直を語るときに。

17 あなたの心は、罪人たちをねたんではならない。むしろ、主を恐れることを、すべての日にわたってせよ。

18 確かに終わりがあり、あなたの希望は断たれることはない。

19 子よ、あなたは聞いて知恵を得よ。そしてあなたの心を道に向けよ。

20 ぶどう酒を飲み過ぎる者たちの仲間になるな。彼らのために肉を貪り食う者たちの仲間になるな。

21 酒に酔う者と貪る者は貧しくなり、眠気は裂け目を衣服のようにまとわせる。

22 あなたの父の言うことを聞け、彼はあなたを生んだのだ。あなたの母が年老いたからといって、彼女を軽んじてはならない。

23 真実を買い求めよ、売り渡すな。知恵と訓戒と悟りを。

24 父は正しい者を喜び、賢い子を生む者はその子によって喜ぶ。

25 あなたの父と母は喜び、あなたを産んだ者は楽しむであろう。

26 子よ、あなたの心をわたしに与えよ。あなたの目はわたしの道を喜ぶであろう。

27 なぜなら、遊女は深い穴であり、異国の女は狭い井戸だからだ。

28 彼女は獲物のように待ち伏せし、人に対して裏切り者を増やす。

29 だれに災いがあるか。だれに苦しみがあるか。だれに争いがあるか。だれに思い煩いがあるか。だれに理由のない傷があるか。だれに目の赤みがあるか。

30 ぶどう酒に遅くまで留まる者たち、混ぜ合わせた酒を探し求めて来る者たちに。

31 ぶどう酒が赤く輝き、杯の中でとろりと光るのを見てはならない。それは滑らかに流れ込むが、その目は袋のように欺く。しかし廉直に歩む者は、それに惑わされない。

32 その終わりは蛇のように噛み、まむしのように毒を放つ。

33 あなたの目は異なるものを見、あなたの心は曲がったことを語る。

34 あなたは海の心に横たわる者のようになり、帆柱の頭に横たわる者のようになる。

35 彼らは私を打ったが、私は病まなかった。彼らは私を殴ったが、私は知らなかった。いつ目を覚ますのか。私はまた、それを求めるだろう。

Proverbs 24

1 悪い人たちを妬んではならない。彼らと共にいたいと願ってはならない。

2 なぜなら、彼らの心は略奪を思い巡らし、彼らの唇は労苦を語るからである。

3 知恵によって家は建てられ、悟りによって堅く立つ。

4 知識によって奥の部屋は満たされる、すべての貴重で麗しい富で。

5 賢い男は力に強く、知識のある人は力を強める。

6 良い計略によってあなたは自分のために戦いをなす、救いは多数の助言者による。

7 知恵は愚か者にとって高すぎるものであり、門で彼は口を開かない。

8 悪を企む者は、計略の主人と呼ばれる。

9 愚かさの悪意は罪であり、人にとって忌み嫌うべきものは嘲る者である。

10 苦難の日にあなたが怠けたなら、あなたの力は狭い。

11 死に連れて行かれる者たちを救い出せ。殺戮に引きずられていく者たちを、あなたが差し控えるなら。

12 もしあなたが「見よ、私たちはこれを知らなかった」と言うなら、心を量る方、その方は悟られる。あなたの命を守る方、その方は知っておられる。そして人にそのわざに応じて報いられる。

13 子よ、蜂蜜を食べよ、それは良いからだ。また、蜂蜜の滴りはあなたの口蓋に甘い。

14 知恵を自分の命のために得よ、もし見いだしたなら、終わりがあり、あなたの希望は断たれることがない。

15 悪しき者よ、正しい者の住まいを待ち伏せするな。その伏せ所を荒らすな。

16 正しい者は七度倒れても、また起き上がる。しかし悪しき者たちは悪につまずく。

17 あなたの敵が倒れても喜んではならない。彼がつまずいても、あなたの心は喜んではならない。

18 主が見られ、それが御目に悪いと見られ、その怒りを彼から退けられることのないように。

19 悪を行う者たちに対して腹を立てるな。悪しき者たちをねたむな。

20 悪者には終わりがないからだ。悪者のともしびは消される。

21 主を恐れよ、わが子よ、また王を。変わる者どもと交わるな。

22 彼らの災いは突然に起きる。そして彼らの滅びを誰が知るだろうか。

23 これらもまた知恵ある者たちへのものである。さばきにおいて顔を認めることは良くない。

24 悪者に向かって「あなたは正しい」と言う者を、民は呪い、諸国の民は憎む。

25 叱る者たちには喜びが訪れ、彼らの上に良い祝福が来る。

26 唇に口づけする、まっすぐな言葉を返す者。

27 外で自分の仕事を整え、野でそれを自分のために備えよ。その後、自分の家を建てよ。

28 友に対して理由もなく証人となってはならない。自分の唇で欺いてはならない。

29 言うな、「彼が私にしたように、私も彼にそうしよう。その人のわざに応じて報いよう」と。

30 私は怠け者の人の野を通り過ぎた。また、心の欠けた人のぶどう園のそばを通り過ぎた。

31 見よ、それはすべて、いばらが生い茂り、その顔はイラクサに覆われ、その石垣の石は崩れていた。

32 私はこれを見て、自分の心に留めた。私は見て、訓戒を受けた。

33 少しの眠り、少しのまどろみ、少しの手の抱擁が横たわるために。

34 あなたの貧困は、歩き回る者のように訪れ、あなたの不足は、盾を持つ人のように来る。

Proverbs 25

1 これらもまた、ソロモンのことわざであり、ユダの王ヒゼキヤの人々が書き写したものである。

2 神の栄光は言葉を隠すことであり、王の栄光は言葉を探り出すことである。

3 天は高慢のゆえに高く、地は深さのゆえに深い。しかし王たちの心には探求の限りがない。

4 銀から滓を取り除けば、銀細工人のために器が出て来る。

5 悪しき者を王の前から取り除け、そうすれば彼の王座は義によって堅く立つ。

6 王の前で自分を飾ってはならない。また、偉い人たちの場所に立ってはならない。

7 あなたの目が見た高貴な人の前にへりくだらされるよりも、「ここへ上がれ」と言われる方があなたにとって良い。

8 争いに早く出て行くな。終わりに何をすべきか、友があなたを辱めるときに。

9 あなたの争いを隣人と争え、しかし他の者の秘密の相談を明かすな。

10 聞く者があなたを辱めないように、あなたの中傷は返ってこない。

11 金のりんご、銀の像にはめられた、ふさわしい時に語られた言葉。

12 金の耳輪と純金の飾り、それは知恵ある者の戒めを聞く耳に与えるものである。

13 雪の盾のような、収穫の日に苦痛を和らげる忠実な使者は、その主の命を回復させる。

14 雲もなく風もなく雨もないのに、偽りの贈り物を誇る人は、君主たちのようだ。

15 忍耐の長さによって指揮官は説得される、そして柔らかい舌は骨を砕く。

16 蜂蜜を見つけたなら、自分の十分な分だけ食べなさい。それを食べ過ぎて、吐き出してしまわないように。

17 あなたの足を友の家から遠ざけよ。彼があなたに飽きて、あなたを憎むことのないように。

18 槌と剣と鋭い矢、友に対して偽りの証人として答える人。

19 悪い歯とよろめく足、苦難の日に裏切る者への確信。

20 寒さの日に衣服を脱がせる者は、ソーダに酢をかける者のようだ。そして、心の重い者に歌を歌う者もまた同じだ。

21 もしあなたの敵が飢えているなら、彼にパンを与えて食べさせよ。もし彼が渇いているなら、彼に水を飲ませよ。

22 あなたは彼の頭に燃えている炭を積んでいるからだ。主があなたに報いられる。

23 北の風は雨を生み出し、隠れ場の舌は怒った顔を生み出す。

24 屋根の隅に座ることは、争いを好む女と、仲間の家にいるよりも良い。

25 疲れた命に対する冷たい水、遠方の地からの良い報道。

26 濁った泉と汚れた泉、正しい者が悪者の前に倒れる。

27 蜂蜜を多く食べることは良くない、そして彼らの栄光の探求は栄光である。

28 城壁のない破られた町、自分の霊を支配できない人。

Proverbs 26

1 夏の雪、収穫の時の雨のように、愚か者に栄光はふさわしくない。

2 鳥が飛び去り、ツバメが飛び去るように、理由のないのろいは来ない。

3 鞭は馬に、くつわはろばに、杖は愚か者の背中に。

4 愚か者をその愚かさに応じて答えるな。さもないと、あなたも彼と同じようになるだろう。

5 愚か者をその愚かさに応じて答えよ。彼が自分の目に賢くならないように。

6 足を切り落とされる者は暴力を飲む者であり、愚か者の手によって言葉を送る者である。

7 脚の不自由な者の腿は垂れ下がる、そして愚か者の口にあることわざもまた同じである。

8 石を投石器に結わえ付けるように、愚か者に栄光を与えるのも同じである。

9 いばらが酔いどれの手に上るように、ことわざは愚か者の口にある。

10 すべてを傷つける者は多く、愚か者を雇う者も、通り過ぎる者を雇う者も多い。

11 犬が自分の嘔吐物に戻るように、愚か者は自分の愚かさを繰り返す。

12 自分の目に賢い人を見たか。その人よりも愚か者に希望がある。

13 怠け者は言った、「道に獅子がいる。広場の間に獅子がいる」と。

14 戸はその苦痛の上で回る、そして怠け者はその寝台の上で。

15 怠け者は自分の手を皿に浸しておきながら、それを自分の口に戻すことさえ疲れ果ててしまう。

16 怠け者は自分の目には、味わいを返す七人よりも賢い。

17 通りかかる者が自分のものでない争いに関わるのは、犬の耳を掴むようなものだ。

18 狂った者が燃える鎖と死の矢を放つように

19 人はその友を欺いて、「私はただ冗談を言っているのではないか」と言う。

20 木が絶えず火は消える、そして中傷する者がいなければ争いは静まる。

21 炭は燃えている炭のため、木は火のため、そして争いの人は争いをあおるためである。

22 中傷する者のことは、美味な食物のようだ。それは腹の奥の部屋にまで下って行く。

23 銀の滓を土器の上に鍍金したもの、燃える唇と悪しき心。

24 憎む者は唇で偽りを装い、その内側には欺きを置く。

25 たとえ彼がその声を優しくしても、彼を信じてはならない。七つの忌み嫌うべきものが彼の心にあるからだ。

26 憎しみは欺きによって隠されるが、その悪は集会において明らかにされる。

27 穴を掘る者は、その穴に落ちる。石を転がす者には、その石が自分のところに返ってくる。

28 偽りの舌は自分に打ちのめされた者を憎み、滑らかな口は破滅をもたらす。

Proverbs 27

1 明日の日のことで誇ってはならない。その日が何を生むのか、あなたは知らないからだ。

2 他人があなたを称賛せよ、自分の口ではなく。外国人（が称賛せよ）、自分の唇ではなく。

3 石の重さと砂の重荷、しかし愚か者の怒りはその両方よりも重い。

4 残酷さは怒り、そして洪水は顔の怒り、しかしだれがねたみの前に立ち得ようか。

5 あらわな戒めは、隠された愛にまさる。

6 愛する者の傷は忠実であり、憎む者の接吻は偽りである。

7 満ち足りた命は蜂蜜を踏みつけるが、飢えた命にはすべての苦いものが甘い。

8 巣からさまよう鳥のように、自分の場所からさまよう人もまた同じである。

9 油と薫香は心を喜ばせる。友の甘さは、命の助言による。

10 あなたの友とあなたの父の友を捨てるな。あなたの災いの日に、あなたの兄弟の家に行くな。近くの隣人は、遠い兄弟にまさる。

11 子よ、賢くなって、私の心を喜ばせよ。そうすれば、私を嘲る者に言葉で答えることができるだろう。

12 賢い者は悪を見て隠れるが、愚かさは進み出て罰を受ける。

13 彼の衣服を取れ、彼が他人のために保証人となったからだ。そして、見知らぬ女のために、彼の抵当を取れ。

14 朝早く大声で友を祝福する者は、その者にとってのろいと見なされる。

15 絶え間ないしたたりは大雨の日に等しく、争いを好む女もまた同じである。

16 彼女を隠す者は風を隠し、その右の油は叫ぶ。

17 鉄は鉄によって研がれる、人はその友の顔によって研がれる。

18 いちじくの木を守る者はその果実を食べる。自分の主を守る者は敬われる。

19 水に顔が顔に向かうように、人の心も人に向かう。

20 よみと滅びは満たされることがなく、人の目も満たされることがない。

21 銀には試金炉、金には炉、そして人にはその称賛の口による。

22 もし愚か者を乳鉢で、挽き割り麦の真ん中で杵で搗いても、その愚かさは彼から離れない。

23 あなたの羊の群れの顔をよく知れ、あなたの心を群れに向けよ。

24 富は永遠には続かず、聖別も世代から世代へと受け継がれるものではない。

25 草は刈り取られ、若草が現れ、山の草が集められる。

26 子羊はあなたの衣服のため、雄やぎは野の代価となる。

27 雌ヤギの乳は十分にあなたのパンとなり、あなたの家のパンのため、そしてあなたの乙女たちのいのちのためとなる。

Proverbs 28

1 悪しき者は追う者がいなくても逃げるが、正しい者は若獅子のように確信を持つ。

2 地の背きの罪によって、その長官たちは多くなる。しかし、悟りを知る人によって、それは長く続く。

3 貧しい者を搾取する貧しい男は、押し流す雨であり、パンがない。

4 律法を捨てる者たちは悪しき者を褒め称えるが、律法を守る者たちは彼らと争う。

5 悪を行う人はさばきを理解せず、主を求める者はすべてを理解する。

6 貧しくても全き道を歩む者は、道を曲げる者でありながら富んでいる者にまさる。

7 律法を守る者は分別のある子であるが、放蕩者と交わる者は父を辱める。

8 富を高利と増し分で増やす者は、貧しい者を憐れむ者のためにそれを集める。

9 耳を背けて律法を聞かない者は、その祈りも忌み嫌うべきものである。

10 直き者を悪しき道に導く者は、自分の穴に落ちる。しかし、完全な者たちは善を継ぐ。

11 富んだ人は自分の目に賢いが、貧しい人で悟る者は彼を探り出す。

12 正しい者たちが喜ぶとき、栄光は大きい。しかし、悪者たちが立ち上がるとき、人は探し求められる。

13 自分の背きの罪を隠す者は成功しない。しかし、それを告白して捨てる者はあわれみを受ける。

14 常に恐れる人は幸いである。しかし自分の心をかたくなにする者は悪に陥る。

15 吠える獅子と飢えた熊、貧しい民の上の悪しき支配者。

16 悟りのない君主は虐げが多い。しかし、利得を憎む者は日を長くする。

17 人に血の命で虐げられた者は穴へ逃げる。彼を支えてはならない。

18 全き道を歩む者は救われ、曲がった道を歩む者は一つの穴に落ちる。

19 自分の地を耕す者はパンに満ち足りるが、空しいものを追い求める者は貧困に満ち足りる。

20 信仰深い人は多くの祝福に満ちる。しかし、富を得ようと急ぐ者は、罰を免れない。

21 顔をえこひいきすることは良くない。また、一片のパンのために男は罪を犯す。

22 富に急ぐ人は悪い目を持つ者であり、貧しさが自分に来ることを知らない。

23 人を後で戒める者は恵みを見いだす、舌を滑らかにする者よりも。

24 父を奪い、母を奪い、「背きの罪はない」と言う者は、滅ぼす者の仲間である。

25 心の広い者は争いを引き起こすが、主に信頼する者は肥える。

26 自分の心に信頼する者は愚か者である。しかし知恵をもって歩む者は救われる。

27 貧しい者に与える者は不足がない。しかし自分の目を隠す者には多くの呪いがある。

28 悪しき者たちが立ち上がると、人は隠れる。彼らが滅びると、正しい者たちは増える。

Proverbs 29

1 戒めに対してうなじを硬くする人は、突然に打ち砕かれ、いやしがない。

2 正しい者が増えるとき、民は喜ぶ。しかし、悪しき者が治めるとき、民は嘆く。

3 知恵を愛する人は自分の父を喜ばせるが、遊女を養う者は富を失う。

4 王はさばきによって地を堅く立てるが、献げ物を取る人はそれを滅ぼす。

5 友にへつらう男は、その足に網を張る者である。

6 悪い人の背きの罪には罠があるが、正しい人は喜び歌い、楽しむ。

7 正しい者は貧しい者の裁きを知っているが、悪者は知識を理解しない。

8 嘲弄する人々は町を煽り立てるが、知恵ある人々は怒りを鎮める。

9 賢い人が愚かな人と争うとき、その人は怒り、笑うが、安息はない。

10 血の人々は全き者を憎み、正しい人々はその命を求める。

11 愚か者は自分の息をすべて吐き出すが、賢い者はそれをうしろで静める。

12 支配者が偽りの言葉に耳を傾けるなら、そのすべての家来たちは悪しき者となる。

13 貧しい人と欺きの人は出会った。両者の目を明るくされるのは主である。

14 貧しい者を真実をもって裁く王、その王座は永遠に堅く立つ。

15 杖と戒めは知恵を与える。しかし、放任された少年はその母を恥じさせる。

16 悪しき者たちが増えるとき、背きの罪も増える。しかし正しい者たちは、彼らの倒壊を見る。

17 子を訓戒せよ、そうすれば彼はあなたを休ませ、あなたの命に珍味を与えるだろう。

18 幻がなければ民は乱れる。しかし律法を守る者は幸いである。

19 言葉によってはしもべは訓戒されない、たとえ理解しても、応答がないからだ。

20 言葉に急ぐ人を見たなら、その人からは愚か者の希望がある。

21 しもべを少年時代から甘やかす者は、その終わりには子となる。

22 怒りの人は争いを引き起こし、怒りの主人は背きの罪が多い。

23 人の誇りはその人を低くするが、霊のへりくだった者は栄光をつかむ。

24 盗人と分け合う者は自分の命を憎む者である。呪いを聞いても、それを告げない。

25 人の恐れは罠となる、しかし主に信頼する者は高く上げられる。

26 多くの者が支配者の顔を求めるが、人のさばきは主から出る。

27 正しい人々の忌み嫌うべきものは不義の人であり、悪しき者の忌み嫌うべきものは道の直い人である。

Proverbs 30

1 ヤケの子アグルの言葉、重荷。その男の宣言はイテエルに、イテエルとウカルに。

2 私は人よりも獣のようであり、人の悟りは私にない。

3 私は知恵を学ばなかった。聖なる方々の知識を知ることもなかった。

4 だれが天に上り、くだったのか。だれが風をその握り拳に集めたのか。だれが水を衣に包んだのか。だれが地のすべての絶えず果てを立てたのか。その名は何か。その子の名は何か。あなたが知っているなら。

5 神のすべての言葉は精錬されたものである。主は御自分に避け所を求める者たちの盾である。

6 その言葉に付け加えるな。さもないと、彼があなたを責め、あなたは偽り者とされるだろう。

7 二つのことをあなたに願いました。私が死ぬ前に、それを私から差し控えないでください。

8 虚偽と偽りのこととを私から遠ざけてください。貧困も富も私に与えないでください。ただ、私の定めのパンで私を養ってください。

9 飽き足りて、私はあなたを否み、「主は誰か」と言わないように。また、貧しくなって、盗みをし、私の神の名を汚さないように。

10 しもべをその主に告げ口するな。彼があなたを呪い、あなたが罪に定められないように。

11 父を呪う世代、母を祝福しない。

12 自分の目に清い世代、その汚物から洗われていない。

13 世代は、その目が高く上げられ、そのまぶたが持ち上げられる。

14 剣を歯とし、屠刀を臼歯とする世代がある。地から貧しい者を、人から乏しい者を食い尽くすために。

15 蛭には二人の娘がいて、「くれ、くれ」と言う。三つのものは飽きることがなく、四つのものは「十分だ」と言わない。富もそうだ。

16 よみと、あわれみの弾圧、水に飽きることのない地、そして「富」と言わない火。

17 父を嘲り、母への従順を軽んじる目は、谷川のからすがついばみ、鷲の子らが食べるであろう。

18 三つのものは私にとって驚くべきものであり、四つ目は私が知らないものである。

19 鷲の天における道、岩の上の蛇の道、海の心における船の道、そして男の処女における道。

20 姦淫する女の道はこれである。彼女は食べて、口を拭い、「私は悪を行わなかった」と言う。

21 三つのものによって地は震え、四つのものによって地は耐えられない。

22 しもべが王となるとき、そして愚か者がパンに満ち足りるとき。

23 厭われた女が嫁ぐこと、そして女奴隷が女主人の跡を継ぐこと。

24 地には四つの小さなものがある。しかし、それらは知恵に富み、賢くされている。

25 蟻は力のない民であるが、夏に自分のパンを備える。

26 岩狸は力のない民であるが、岩にその家を置く。

27 王はいなごにはいないが、すべてのものが分かれて出て行く。

28 蜘蛛は手で捕らえられるが、それでも王の神殿にいる。

29 三つのものは歩みを良くし、四つのものは歩みを良くする。

30 獅子は獣の中で最も強く、すべての前から退かない。

31 腰の締まった猟犬、あるいは雄山羊、そして彼と共にいる抗しがたき王。

32 もしあなたが高ぶって愚かになったなら、また悪を企てたなら、手を口に当てよ。

33 乳を搾り出す者はバターを出し、鼻を搾る者は血を出し、鼻を搾る者は争いを出す。

Proverbs 31

1 レムエル王の言葉、その母が彼に教えた重荷。

2 何だ、わが子よ、何だ、わが腹の子よ、何だ、わが誓いの子よ。

3 あなたの力を女たちに与えてはならない。あなたの道を王たちを滅ぼす者たちに与えてはならない。

4 レムエルよ、王たちに、ぶどう酒を飲むことはない、王たちに、強い酒を飲むことはない。

5 彼が飲んで、定められたことを忘れ、すべての苦しみの子らの裁きを変えてしまわないように。

6 強い酒を滅びゆく者に与えよ、ぶどう酒を命に苦しむ者に与えよ。

7 彼は飲んで自分の貧困を忘れ、その労苦をもはや覚えないであろう。

8 口を開け、口のきけない者のために、すべて滅びの子らの裁きのために。

9 口を開いて義を裁き、貧しい者と乏しい者の訴えを裁け。

10 力ある妻を誰が見いだせるだろう。その代価はルビーよりもはるかに遠い。

11 彼女の主人の心は彼女を信頼している。そして戦利品は欠けることがない。

12 彼女は彼に善を返し、悪を返さなかった。彼女の命のすべての日々において。

13 羊毛と亜麻を求め、自分の手のひらの喜びをもって働いた。

14 彼女は交易の船のようであり、遠方から自分のパンを持って来る。

15 彼女は夜のうちに起き、自分の家に獲物を与え、自分の乙女たちに定めを与えた。

16 野を思い巡らして、それを得た。自分の手のひらの果実から、ぶどう園を植えた。

17 力をその腰に帯び、その腕を強くした。

18 彼女は自分の商品が良いことを味わった。彼女のともしびは夜の間、消えることはない。

19 彼女の手を糸紡ぎ棒に伸ばし、その手のひらは杖を支えた。

20 手のひらを貧しい者に差し伸べ、その手を乏しい者に送り出した。

21 彼女は自分の家のことを雪のために恐れない。なぜなら、その家のすべての者が緋色の衣を着ているからである。

22 綴れ織りの覆いを彼女は自分のために作った。亜麻布と紫が彼女の衣服である。

23 彼女の主人は門で知られ、地の長老たちとともに座しておられる。

24 亜麻布を造って売り、帯をカナン人に与えた。

25 力と威厳が彼女の衣服であり、彼女は後の日のために笑う。

26 彼女はその口を知恵をもって開き、慈愛の律法がその舌の上にある。

27 彼女は自分の家の歩みを見守り、怠惰のパンを食べることはない。

28 子らは立ち上がって彼女を祝福し、その主人も彼女を褒めた。

29 多くの娘たちは力を成したが、あなたはすべての者にまさった。

30 偽りは恵み、虚しさは美しさ、主を恐れる女、その者が称賛される。

31 彼女の手の果実を彼女に与えよ。彼女のわざは門で彼女をほめたたえる。


Ecclesiastes

Ecclesiastes 1

1 エルサレムの王、ダビデの子、伝道者の言葉。

2 虚しさの虚しさ、と伝道者は言われた。虚しさの虚しさ、すべては虚しさ。

3 人は太陽の下で労苦するすべての労苦によって、何の利得があるだろうか。

4 世代は去り、世代は来る。しかし地は永遠に立っている。

5 太陽は昇り、太陽は沈み、その場所へと急ぎ足で戻り、そこに昇る。

6 風は南へ行き、また北へ巡る。巡り巡って行く霊は、その周囲に戻る霊である。

7 すべての谷川は海へ流れ行くが、海は満ちることがない。谷川が流れ行くその場所へ、彼らはまた流れ帰って行く。

8 すべての言葉は倦むものであり、人はそれを語り尽くすことはできない。目は見ることに飽きることなく、耳は聞くことで満たされることはない。

9 あったことは、これからもあり、なされたことは、これからもなされる。そして、太陽の下に新しいものは何もない。

10 ある言葉があって、人は言う、「見よ、これは新しい」と。それはすでに永遠にあったものであり、私たちの顔の前にあったものである。

11 先にあった者たちの記念はなく、また後に来る者たちにも、彼らの後に来る者たちと共に記念はないであろう。

12 私は伝道者であり、エルサレムでイスラエルの王であった。

13 私は自分の心を向けて、知恵によって探り求め、調べることにした。それは天の下で行われているすべての事柄についてである。神は人の子らに、それに苦しむ務めを与えられた。

14 私は、太陽の下で行われたすべてのわざを見た。そして、見よ、すべては虚しさであり、霊の煩わしさである。

15 曲がったものは直すことができず、欠乏は数えることができない。

16 私は自分の心と語って言った。「見よ、私はエルサレムに先立ってあったすべての者よりも、知恵を大いに増し加えた。そして、私の心は多くの知恵と知識を見た。

17 私は自分の心を向けて、知恵と狂気と愚かさを知ろうとした。私は、これもまた霊の煩わしさであることを知った。

18 知恵が多ければ多いほど怒りも多く、知識を増す者は痛みを増す。

Ecclesiastes 2

1 私は自分の心の中で言った、「さあ、喜びをもって試してみよう。そして、善いものを見よ。見よ、これもまた虚しさだ」。

2 嘲笑には「狂気」と言い、喜びには「これは何をしているのか」と言った。

3 私は心の中で探り求めた。ぶどう酒で自分の肉を楽しませることを。そして、私の心は知恵によって導かれた。また、愚かさに捕らわれることも、人の子らが天の下でその命の日の数の間に行うことの、何が良いかを私が見るまで、試みた。

4 私は自分のわざを大きくした。自分のために家を建て、自分のためにぶどう園を植えた。

5 私は自分のために庭と果樹園を造り、その中にすべての果実の木を植えた。

6 私は自分のために水の池を造り、そこから水を引いて、木の生い茂る森を潤した。

7 私はしもべと女奴隷を買い求め、家の子らも私のものとなった。また、牛や羊の群れの家畜も多く私のものとなり、エルサレムで私より前にあったすべてのものにまさった。

8 私は自分のために銀と金も蓄え、王たちと州の宝物を集めた。私は自分のために男の歌手と女の歌手、そして人の子らの楽しみ、多くの楽器を備えた。

9 私は大きくなり、私の前にあったすべてのものよりも増し加わった、エルサレムにおいて。しかも、私の知恵は私のために立ち続けた。

10 私の目が求めたすべてのものを、私は彼らから差し控えなかった。私は自分の心をすべての喜びから妨げなかった。なぜなら、私の心は私のすべての労苦によって喜んだからである。そして、これが私のすべての労苦からの私の分け前であった。

11 私は振り返って、私の手が行ったすべてのわざと、行うために労した労苦とを見た。すると、見よ、すべては虚しさであり、霊の煩わしさであり、太陽の下に利得はなかった。

12 私は振り返って、知恵と狂気と愚かさを見ようとした。なぜなら、王の後に来る人は、すでに彼らが行ったことを何ができるだろうか。

13 私は見た、知恵には愚かさに勝る利得があることを、光に暗闇に勝る利得があるように。

14 知恵ある者の目はその頭にあり、愚か者は暗闇の中を歩む。そして、私もまた、一つの出来事がすべてに臨むことを知った。

15 私は心の中で言った、「愚か者に起こる出来事は、私にも起こる。それならば、なぜ私はこれほど過分に賢くなったのか。」そして私は心の中で言った、「これもまた虚しさだ。

16 知恵ある者の記念は愚かな者と共に永遠にはない。来たるべき日々にはすべてが忘れられる。そして、知恵ある者は愚かな者と共にどうして死ぬのか。

17 そして私は命を憎んだ。それは、太陽の下で行われるわざが私にとって悪であるからだ。すべては虚しさであり、霊の煩わしさであるからだ。

18 私は太陽の下で労したすべての労苦を憎んだ。それを私の後に来る人に残すことになるのだから。

19 そして、だれが知るだろうか、その者が賢い者となるか、愚か者となるかを。しかし彼は、私が太陽の下で労し、知恵を尽くしたすべての労苦を支配するであろう。これもまた虚しさである。

20 そこで私は、太陽の下で私が労したすべての労苦について、私の心を絶望させることに向かった。

21 確かに、知恵と知識と成功をもって労苦した人がいるが、その労苦をしなかった人に、その人の分け前が与えられる。これもまた虚しさであり、大きな悪である。

22 人はそのすべての労苦と心の煩わしさにおいて、太陽の下で労していることに、何を得ることがあろうか。

23 すべての彼の日々は痛みであり、彼の務めは怒りであり、夜も彼の心は休まらなかった。これもまた虚しさである。

24 人には、食べ、飲み、その労苦によって自分の命に良いことを見せること以上に良いものはない。これもまた、私は見た。それは神の手から出たものだからである。

25 だれが食べ、だれが感じ取ることができるだろうか、わたしの外で。

26 神がその御顔の前で良いとされる人には、知恵と知識と喜びを授けられた。しかし、罪を犯す者には、集め、蓄える務めを与えられ、それは神の御前で良い者に与えるためである。これもまた虚しさであり、霊の煩わしさである。

Ecclesiastes 3

1 すべてに時があり、天の下のすべての喜びに時がある。

2 生まれる時があり、死ぬ時がある。植える時があり、植えたものを引き抜く時がある。

3 殺す時があり、癒やす時があり、壊す時があり、建てる時がある。

4 泣く時があり、笑う時があり、嘆く時があり、踊る時がある。

5 石を投げる時があり、石を集める時がある。抱擁する時があり、抱擁を遠ざける時がある。

6 求める時があり、失う時があり、保つ時があり、投げ捨てる時がある。

7 裂く時があり、縫う時があり、黙る時があり、語る時がある。

8 愛する時、憎む時、戦いの時、平和の時。

9 働く者が労苦するところに、何の利得があるだろうか。

10 私は、神が人の子らに与えられた務めを見た。それは、彼らがそれに携わるためのものである。

11 神はすべてをその時に美しく造られた。また、神は人の心に永遠を与えられた。しかし、人は神が造られたわざを、頭から終わりまで見いだすことは無し。

12 私は知っている、彼らの中に良いものはない、ただ喜び、その命のうちに善を行うことだけがあることを。

13 また、すべての人が食べ、飲み、そのすべての労苦の中で良いものを見ることは、神の贈り物である。

14 私は知った、神がなさるすべてのことは永遠に続くことを。それに加えることはできず、それから減らすこともできない。そして神は、人々が御前を恐れるようにされた。

15 すでにあったことは、すでにあり、これからあることも、すでにあった。神は追われたものを求めておられる。

16 また、私は太陽の下で見た。さばきの場所には悪があり、義の場所には悪があった。

17 私は自分の心の中で言った、「神は正しい者と悪い者とを裁かれる。すべての喜びとすべてのわざには時があるからだ」。

18 私は自分の心で言った、「人の子らについての理由は、彼らを神が試されるためであり、彼ら自身が獣であることを見させるためである」。

19 人の子らに起こる出来事と獣に起こる出来事とは同じ出来事であり、彼らには一つの死があり、この者の死もあの者の死も同じであり、すべてに一つの霊がある。人の余剰は獣に勝るものはなく、すべては虚しさである。

20 すべては一つの場所へ行く。すべてはちりから出たものであり、すべてはちりに帰る。

21 だれが知っているだろうか。人の子らの霊は上に上るものであり、獣の霊は下の地に下るものであることを。

22 また私は、人が自分のわざによって喜ぶことより良いものはないのを見た。それが彼の分け前だからである。なぜなら、だれが彼を連れて行って、彼の後に起こることを見させることができるだろうか。

Ecclesiastes 4

1 私は再び立ち返って、太陽の下で行われているすべての虐げを見た。見よ、虐げられた者たちの涙、彼らには慰める者がいない。彼らの虐げる者たちの手には力があり、彼らには慰める者がいない。

2 私は、すでに死んだ者たちを、まだ生きている者たちよりも幸いであると称賛した。

3 二人よりも、まだ生まれていない者が幸いである。その者は、太陽の下で行われた悪いわざを見なかったのだから。

4 私はまた、すべての労苦と、わざのすべての成功を見た。それは、雄がその友をねたむことによるものである。これもまた虚しさであり、霊の煩わしさである。

5 愚か者は自分の手を組み、自分の肉を食べる。

6 手のひらに満ち満ちている安息は、握り拳に満ち満ちている労苦と息の煩わしさに勝る。

7 また私は、太陽の下で虚しさを見た。

8 ひとりがいて、二人目はいない。彼には子も兄弟もなく、そのすべての労苦にも終わりがなく、彼の目も富に満たされることがない。「私はだれのために労苦し、自分の命に良いものを欠けさせているのか」これもまた虚しさであり、悪しき務めである。

9 二人は一人にまさる。彼らにはその労苦に対する良い賃金があるからだ。

10 もし一人が倒れれば、その仲間が彼を起こす。しかし、一人で倒れる者には、それを起こす第二の者がいない。

11 また、もし二人が横たわるなら、彼らには暖かさがある。しかし、一人には、どうして暖かくなれようか。

12 もし一人が攻めかかっても、二人は彼に立ち向かうことができる。三つよりの糸は、急いでは切られない。

13 貧しくても賢い子供は、もはや警告を受け入れようとしない年老いた愚かな王にまさる。

14 家から出て、牢獄から出て王となったが、その王国においても貧しい者が生まれた。

15 私は、太陽の下を歩むすべての生きている者たちを、彼の代わりに立つ第二の子供とともに見た。

16 すべての民、彼らの前にあったすべての者に終わりはない。後の者たちも彼を喜ぶことはない。これもまた虚しさであり、霊の煩わしさである。

Ecclesiastes 5

1 あなたの足を神の家に歩み入れるときには守れ。聞くことに近づくことは、愚か者たちがいけにえを献げることにまさる。彼らは悪を行うことを知らないからだ。

2 あなたの口の前で急いで言葉を出そうとせず、あなたの心も神の前で早く言葉を出そうと急ぐな。神は天におられ、あなたは地の上にいるからだ。それゆえ、あなたの言葉は少なくあるべきだ。

3 夢は務めの多数によって来る、そして愚かな者の声はことの多数によって来る。

4 神に誓いを立てたなら、それを果たすのを遅らせてはならない。愚か者たちには喜びがないからだ。あなたが誓ったことを果たせ。

5 誓わない方がよい。誓っても果たさないよりは。

6 あなたの口にあなたの肉を罪に陥れさせてはならない。また、御使いの前で「それは過失です」と言ってはならない。なぜ神があなたの声に怒り、あなたの手のわざを滅ぼされるのか。

7 夢が多く、虚しさと多くの言葉があるからだ。神を恐れよ。

8 州の中で、貧しい者の搾取と、さばきと義の強奪を見ても、その喜びについて驚いてはならない。なぜなら、高い者の上に高い者が見守っており、さらに高い者たちが彼らの上にいるからである。

9 地の利得はすべてのものにおいてあり、王は野のために仕えられる。

10 銀を愛する者は銀に満ち足りることがなく、群衆を愛する者には収穫がない。これもまた虚しさである。

11 善が増せば、それを食べる者も増える。そして、その主人にとって何の成功があるだろうか。ただ、自分の目で見ることだけだ。

12 働く者の眠りは甘い、その食べる量が少しであれ、多くであれ。しかし富む者の豊かさは、彼に眠ることを許さない。

13 太陽の下で私は悪しき病を見た。それは主人のために守られた富が、その主人の悪となることである。

14 その富は悪い務めの中で失われ、彼は子を産むが、その手には何もない。

15 母の腹から出て来たように、裸のままで再び去って行く。彼が来た時のように。そして、その労苦によって何も手に携えて行くことはない。

16 またこれも悪い病である。彼が来たのと並びに、そのまま去って行く。そして風のために労した彼に、何の利得があるだろうか。

17 また、彼のすべての日々を暗闇の中で食べ、多くの怒りと病気と激しい怒りを抱える。

18 見よ、私が見たことは、良いことであり、美しいことである。食べ、飲み、太陽の下で自分の労苦のすべてにおいて良いものを見ることは、神が彼に与えられた彼の命の日の数の間、それが彼の分け前であるからである。

19 また、すべての人で、神が富と財産を授けられ、それから食べ、自分の分け前を担い、自分の労苦を喜ぶことを許された者は、これこそ神の贈り物である。

20 彼は自分の命の日々を多くは思い出さない。なぜなら、神が彼の心の喜びによって応えられるからである。

Ecclesiastes 6

1 太陽の下で私が見た悪があり、それは人に重くのしかかっている。

2 神が富と財産と栄光をその人に与えられ、その命に欠けるものがすべて何もないようにされたが、神がその人にそれを食べることを許されず、よその人がそれを食べる。これは虚しさであり、悪い病気である。

3 もし人が百人の子を生み、多くの年を生き、その年の日が多くても、その命が良いものに満たされず、また埋葬もされないなら、私は言う、流産の子がその人よりも幸いである、と。

4 虚しさのうちに来て、暗闇のうちに去り、その名は暗闇に覆われる。

5 太陽を見ることもなく、知ることもなかった。この者には、あの者よりも安息がある。

6 たとえ千年を二度生きても、善を見なかったなら、すべては一つの場所へ行くのではないか。

7 すべての人の労苦はその口のためである。しかし、命は満たされることがない。

8 知恵ある者に愚か者に勝る何の過分があるのか。貧しい者が、命の前を歩むことを知っている者に、何があるのか。

9 目で見る外観は、命が歩き回るよりも良い。これもまた虚しさであり、霊の煩わしさである。

10 すでにあったものは、その名は呼ばれ、それが人であることは知られている。彼は自分よりも強い者と争うことはできない。

11 言葉が多いことは虚しさを増すばかりだ。人に何の過分があろうか。

12 だれが人にとって命の中で何が良いかを知るだろうか。彼の虚しさの命の日の数は陰りのようであり、その後に太陽の下で何が起こるかを人に告げる者はだれか。

Ecclesiastes 7

1 良い名は良い油にまさり、死の日は生まれた日にまさる。

2 悲しみの家に行くことは、宴会の家に行くことよりも良い。それは、すべての人の終わりだからである。そして、命ある者はそれを心に留める。

3 怒りは嘲笑にまさる。顔の悪によって心は良くなるからだ。

4 賢い者の心は悲しみの家にあり、愚かな者の心は喜びの家にある。

5 賢者の叱責を聞くことは、愚か者の歌を聞く人よりも良い。

6 茨の声が鍋の下にあるように、愚か者の嘲笑もそのようなものである。そして、これもまた虚しさである。

7 搾取は知恵ある者を狂わせ、贈り物は心を滅ぼす。

8 物事の終わりはその初めにまさる。忍耐の霊は高ぶりの息にまさる。

9 あなたの息で怒ることへ急いではならない。怒りは愚か者の懐に宿るからだ。

10 なぜ昔の日々は今よりも良かったのか」と言ってはならない。あなたがこのことについて尋ねたのは、知恵からではないからだ。

11 知恵は相続地と共に良いものであり、太陽を見る者たちには過分がある。

12 知恵の陰りは銀の陰りのようであり、知識の利得は知恵がその主人を生かす。

13 神のわざを見よ。神が曲げられたものを、だれが直すことができようか。

14 良い日には良い者であれ、悪い日には見よ。神はこれもあれも並びに造られた。人が自分の後に何も見いださない理由のためである。

15 私はすべてのことを、わが虚しさの日に見た。義人はその義によって滅び、悪人はその悪によって長く生きることがある。

16 過分に正しくなるな、また過分に知恵を誇るな。なぜあなたは荒廃するのか。

17 悪を行い過ぎてはならない。また、愚か者であってはならない。なぜ、自分の時でないのに死ぬのか。

18 これを掴むのは良いことであり、またこれからも手を離してはならない。神を畏れる者は、それらのすべてから出て行くからである。

19 知恵は知恵ある者を強くする。町にいる十人の支配者たちよりも。

20 実に、地には正しい人はいない。善を行い、罪を犯さない人はいない。

21 人々が語るすべての言葉に心を向けるな。あなたのしもべがあなたを呪うのを聞かないためである。

22 あなたの心も、多くの度、他の者を呪ったことを知っているからだ。

23 私はこのすべてを知恵によって試みた。私は「賢くなろう」と言ったが、それは私から遠く離れていた。

24 遠いものは、すでにあったもの。そして深い、深いものは、だれがそれを見いだせようか。

25 私は自分の心を向けて、知ること、探し求めること、そして知恵と計算を求めることをした。また、悪の愚かさと、狂気の愚かさを知ることもした。

26 私は見いだした、死よりも苦いものを。それは女である。彼女の心は要塞と呪いの物、彼女の手は束縛である。神の前で良い者は彼女から逃れ、罪を犯す者は彼女に捕らえられる。

27 見よ、これを私は見いだした、と伝道者は言われた。一つ一つを重ねて、計算を見いだすために。

28 なお、私の命は求め続けたが、見いだせなかった。千人の中に一人の人を見いだしたが、これらのすべての中で女は見いだせなかった。

29 ただ、これを見よ、私が見いだしたこと。神は人をまっすぐに造られた。しかし、彼らは多くの工夫を求めた。

Ecclesiastes 8

1 誰が賢者のようであり、誰が言葉の解釈を知っているだろうか。人の知恵はその人の顔を輝かせ、その顔の力は変えられる。

2 私は王の口を守る。神の誓いの理由のゆえに。

3 王の前から急いで立ち去れ。悪いことのために立ち止まるな。彼が望むことはすべて行うからだ。

4 王の言葉には権力がある。だれが彼に「あなたは何をしているのか」と言えようか。

5 戒めを守る者は悪い言葉を知らない。しかし、時とさばきを賢い心は知る。

6 すべての喜びには時とさばきがある。それは、人の悪がその人に重くのしかかっているからである。

7 なぜなら、彼はこれから起こることを知らないからだ。なぜなら、それが起こるとき、だれが彼に告げることができようか。

8 人は霊を留めるために霊を支配することはできず、死の日に権力はなく、戦いにおける排出もない。悪はその主人を救い出さない。

9 私はこのすべてを見た。そして、太陽の下で行われるすべてのわざに心を向けた。人が人に対して支配する時、それは彼にとって悪である。

10 また、私は悪しき者たちが葬られ、そして来て、聖なる場所から歩き去り、そのように行った町で忘れられるのを見た。これもまた虚しさである。

11 悪のわざに対する布告が急いで行われないので、それゆえに人の子らの心は彼らの中で悪を行うことに満ちている。

12 罪人が百回悪を行いながらも長く生き延びることがある。しかし、私はまた、神を畏れる者たち、その御前で畏れ敬う者たちには、幸いが臨むことを知っている。

13 悪者には良いことがなく、その日々は陰りのように長くは続かず、神の顔の前を恐れないからである。

14 地の上に起こる虚しさがある。正しい者たちに、悪者たちのわざに応じたことが及ぶことがあり、悪者たちに、正しい者たちのわざに応じたことが及ぶことがある。私は言った、これもまた虚しさである、と。

15 私は喜びを称賛した。それは、太陽の下で人にとって、食べ、飲み、喜ぶことのほかに良いことがないからである。そして、その喜びは、神が太陽の下で彼に与えられた命の日の間、彼の労苦に伴うものである。

16 私が心を向けて知恵を知り、地の上で行われている務めを見ようとしたとき、その務めは、昼も夜も、彼の目には眠りを見ることがなかった。

17 そして私は、神のすべてのわざを見た。人は太陽の下でなされるわざを見いだすことができない。人が求めようと努めても、それを見いだせないからである。また、たとえ賢者がそれを知ろうと言っても、それを見いだすことはできない。

Ecclesiastes 9

1 私はこれらすべてを心に留め、これらすべてを吟味した。正しい者たちと賢い者たち、そして彼らの働きは神の手にある。しかし、愛も憎しみも、人は知らない。すべては彼らの前にある。

2 すべてはすべてに同じであり、正しい者にも悪しき者にも、清い者にも汚れた者にも、いけにえをささげる者にもささげない者にも、一つの出来事がある。善人も罪人も同じであり、誓う者も誓いを恐れる者も同じである。

3 これは、太陽の下で行われるすべてのことの中で悪いことである。すべてに同じ出来事が起こるからだ。人の子らの心は悪に満ち、その心には狂気が彼らの命の間にある。そしてその後、彼らは死者のもとへ行く。

4 すべての生きている者に交わる者には確信がある。生きた犬は死んだ獅子にまさるからだ。

5 生きている者は自分たちが死ぬことを知っている。しかし死んだ者は何も知らず、もはや彼らには賃金はない。彼らの記憶は忘れられるからだ。

6 彼らの愛も、彼らの憎しみも、彼らのねたみも、すでに失われてしまった。そして、彼らにはもはや永遠に、太陽の下で行われるすべての事において、分け前はない。

7 行け、喜びをもってあなたのパンを食べよ、心を良くしてあなたのぶどう酒を飲め。神はすでにあなたのわざを受け入れられたのだから。

8 あなたの衣服はすべての時に白くあれ。あなたの頭に油の欠けることがあってはならない。

9 あなたが愛する妻と共に、あなたの虚しさの命のすべての日々、すなわち太陽の下であなたに与えられたすべての虚しさの日々を楽しめ。なぜなら、それは太陽の下であなたが労する労苦の中での、命におけるあなたの分け前だからである。

10 あなたの手が力をもって行うことができるすべてのことを行え。なぜなら、あなたが行こうとしているよみには、わざも計算も知識も知恵もないからである。

11 私は再び太陽の下で見た。速い者に競走が、強い者に戦いが、賢い者にパンが、分別のある者に富が、知識のある者に恵みがあるのではない。時と偶然がすべての者に臨むからだ。

12 実に人は自分の時を知らない。それは悪い要塞に捕らえられる魚のように、またわなにかかる鳥のようなものである。人の子らも、悪い時が突然彼らに臨むとき、そのように捕らえられる。

13 このこともまた、私は太陽の下で知恵を見た。それは私にとって大きなものであった。

14 小さな町があり、そこにいる人は少なかった。そして、その町に大きな王が来て、それを包囲し、その上に大きな要塞を築いた。

15 その町の中に、貧しいが賢い一人の人が見つかった。その人は自分の知恵によってその町を救った。しかし、その貧しい人を覚える人はだれもいなかった。

16 私は言った、「知恵は力にまさる。しかし貧しい者の知恵は軽んじられ、その言葉は聞かれない」。

17 賢者の言葉は安息の中で聞かれる、愚か者たちを支配する者の叫びよりも。

18 知恵は戦いの器にまさる。しかし、ひとりの罪人が多くの良いものを滅ぼす。

Ecclesiastes 10

1 死の蝿は、調合師の油を腐らせ、悪臭を放たせる。少しの愚かさは、知恵と栄光よりも重い。

2 知恵ある者の心はその右にあり、愚かな者の心はその左にある。

3 また、道を歩くとき、愚か者は心に欠けがあり、すべての人に「あの者は愚か者だ」と言う。

4 支配者の霊があなたの上に上って来るなら、あなたの場所を離れてはならない。いやしは大きな罪を静めるからだ。

5 悪が、太陽の下で私が見たものである。それは支配者の前から出る過失のようなものである。

6 愚かさが高い所に多く与えられ、富む者たちは低い所に座る。

7 私は、しもべたちが馬に乗り、長官たちが地の上をしもべのように歩くのを見た。

8 穴を掘る者はその穴に落ちる。垣根を破る者は蛇に噛まれる。

9 石を移す者はそれによって傷つけられ、木を割る者はそれによって危険にさらされる。

10 鉄が鈍くなり、その者が顔を研がないなら、彼は力を尽くさなければならない。しかし、知恵の利得は、それを整えることにある。

11 蛇が呪文なしに噛めば、舌の主人には利得がない。

12 知恵ある者の口の言葉は恵みであり、愚か者の唇は彼を滅ぼす。

13 その口の言葉の初めは愚かさであり、その口の終わりは悪しき狂気である。

14 愚か者は多くのことを語る。人には、これから起こることが何であるか分からない。そして、その後のことは、だれが彼に告げることができようか。

15 愚か者たちの労苦は自分を疲れさせる。彼は町へ行く道を知らないからだ。

16 あなたの王が少年であり、あなたの長官たちが朝に食べる地よ、あなたはわざわいだ。

17 幸いなるかな、あなたの王が貴族の子であり、あなたの長官たちが時にかなって力をもって食べ、酩酊にふけることのない地よ。

18 怠惰によって建物は朽ち、手の怠惰によって家は漏る。

19 嘲笑のために彼らはパンを作り、ぶどう酒は命を喜ばせる。そして銀はすべてに応える。

20 あなたの知識においても王を呪うな、あなたの寝床の奥の部屋でも富める者を呪うな。天の鳥がその声を運び、翼のある主人が言葉を告げるからだ。

Ecclesiastes 11

1 あなたのパンを水の面の上に送れ、多くの日の後にあなたはそれを見いだすだろう。

2 七つに分け前を与え、八つにも与えよ。地の上にどんな悪が起こるかを、あなたは知らないからだ。

3 雲が満ちれば、雨を地に注ぎ出す。木が南に倒れようが、北に倒れようが、その木の倒れた場所に、そこにある。

4 風を守る者は種を蒔かず、雲を見る者は刈り入れをしない。

5 あなたが霊の道を知らないのと同じように、それは満ちた腹の中の骨のように、あなたはすべてを造られる神のわざを知らない。

6 朝にあなたの種を蒔け、夕方にもあなたの手を休めるな。どちらが良く育つか、これかあれか、あなたは知らないのだから。もし両方とも同じように良いなら、それもよい。

7 光は甘く、目にとって太陽を見ることは良いことである。

8 たとえ人が多くの年を生きるならば、そのすべての年において喜ぶがよい。しかし、暗闇の日々を思い起こせ。それらもまた多いからだ。来るものはすべて虚しさである。

9 若者よ、あなたの幼少期に喜べ。あなたの心をあなたの若者たちの日に良くせよ。あなたの心の道を歩み、あなたの目の外観に従え。しかし知れ、これらのすべてのゆえに、神はあなたをさばきに連れて行かれることを。

10 怒りをあなたの心から取り除き、悪をあなたの肉から遠ざけよ。なぜなら、幼少期と青春は虚しさだからである。

Ecclesiastes 12

1 あなたの造り主をあなたの若者たちの日に覚えよ、悪の日々が来ず、あなたが「私にはそれらの年に喜びがない」と言う年が近づく前に。

2 太陽と光と月と星が暗くならないうちに、また雨の後に雲が戻って来る前に。

3 その日、家を守る者たちは震え、力ある者たちは曲がり、粉を挽く女たちは少なくなって止まり、窓から見る者たちは暗くなる。

4 通りでは戸が閉ざされ、臼引きの声が低くなる。鳥の声によって人は起き上がり、歌の娘たちはみなうつむく。

5 また、高い所からは恐れられ、道には恐れがあり、アーモンドの木は花を咲かせ、蝗虫は重くなり、欲望は果てる。それは、人がその永遠の家に行くからであり、嘆く者たちが通りを巡るからである。

6 銀の綱が引き離され、金の鉢が砕かれ、つぼが泉の上で壊れ、車輪が穴に向かって砕かれるまで。

7 ちりは、もとあったように地に帰り、霊は、それを与えられた神に帰る。

8 虚しさの虚しさ、と伝道者は言われた。すべては虚しさである。

9 過分に、伝道者は賢かった。さらに、彼は民に知識を教え、よく考え、探り求め、多くのことわざを整えた。

10 伝道者は喜びの言葉を見いだそうと求めた。そして、正しさの言葉、真実の言葉が書き記された。

11 知恵ある者の言葉は突き棒のようであり、集会の主人たちによって打ち込まれた釘のようである。それらは一人の牧者から与えられたものである。

12 過分なことについては、わが子よ、戒められよ。多くの書物を作ることに終わりはなく、多くの研究は肉の疲れである。

13 言葉の終わり、すべてが聞かれた。神を畏れ、その戒めを守れ。これがすべての人の本分である。

14 神はすべてのわざを、すべての隠れた事について、さばきに臨ませられる。それが良いことであれ、悪いことであれ。


Song of Solomon

Song of Solomon 1

1 ソロモンの歌の中の歌。

2 彼の口の接吻で私に接吻してください。あなたの愛する者はぶどう酒よりも良いのです。

3 あなたの良い油の香り、注がれた油、あなたの名は。それゆえ、処女たちはあなたを愛した。

4 私を引いてください、あなたの後に、私たちは走ります。王は私をその奥の部屋に連れて行かれました。私たちはあなたにあって喜び、楽しみます。私たちはあなたの愛する者をぶどう酒よりも覚え、廉直な者たちはあなたを愛しています。

5 私は黒いが美しい、エルサレムの娘たちよ、ケダルの天幕のように、ソロモンの幕のように。

6 私を見ないでください、私が黒いからです。太陽が私を焼いたからです。母の子らが私に対して怒り、私をぶどう園の番人にしました。しかし、私自身のぶどう園は守りませんでした。

7 私の心が愛する方よ、あなたがどこで羊の群れを養われるのか、どこで真昼に休ませられるのかを告げてください。なぜ私は、あなたの仲間の群れのそばで、顔を覆う者のようでなければならないのですか。

8 もしあなたが知らないのなら、女たちの中で最も美しい者よ、羊の群れのかかとを追って出て行きなさい。そして、あなたの子やぎを羊飼いたちの幕屋のそばで飼いなさい。

9 ファラオの戦車の中の私の馬の群れに、私はあなたを似せた、私の愛する者よ。

10 あなたの頬は列飾りによって美しく、あなたの首は鎖によって美しい。

11 金の列を、銀の飾り鋲とともに、あなたのために造ろう。

12 王がその周囲にいらっしゃる間に、私のナルドはその香りを放った。

13 私の愛する者は、私にとって没薬の袋、私の乳房の間に横たわる。

14 私の愛する者は、私にとってエン・ゲディのぶどう園にある身代金のぶどうの房のようだ。

15 見よ、あなたは美しい、私の愛する者よ。見よ、あなたは美しい。あなたの目は鳩のようだ。

16 あなたは美しい、私の愛する者よ、まことに快い。まことに私たちの寝台は緑に覆われている。

17 私たちの家の梁は杉、私たちの垂木はもみの木。

Song of Solomon 2

1 私はシャロンのバラ、谷のゆりです。

2 いばらの中のゆりのように、娘たちの中の私の愛する者もそのようだ。

3 森の木々の中のりんごのように、愛する者は子らの中にいる。その陰りに私は憧れて座った。その果実は私の口蓋に甘い。

4 彼は私をぶどう酒の家に連れて行った。そして彼の旗は私の上に愛であった。

5 干しぶどう菓子で私を支え、りんごで私を元気づけてください。私は愛に病んでいるのです。

6 彼の左は私の頭の下にあり、彼の右は私を抱き締める。

7 エルサレムの娘たちよ、わたしはあなたがたに、野の麗しさによって、また野の雌鹿によって誓わせた。愛が望むまで、それを起こさず、目覚めさせないように。

8 愛する者の声。見よ、彼が来られる。山々を跳び越え、丘々を跳ね越えて。

9 愛する者は麗しさのように、あるいは雄鹿の子鹿のようです。見よ、彼は私たちの壁の向こうに立って、窓からうかがい、格子から覗いています。

10 愛する者は答え、私に言われた。「立って、来なさい、私の愛する者よ、私の美しい者よ、そして来なさい。

11 見よ、冬は過ぎ去り、雨は去って、過ぎ去った。

12 花が地に現れ、枝を切る時が来た。私たちの地に鳩の声が聞こえる。

13 いちじくは青い実を結び、ぶどうの木は青いぶどうの実が香りを放っている。立ち上がれ、愛する者よ、美しい者よ、そして行こう。

14 岩の裂け目にいる我が鳩よ、階段の隠れ場にいる者よ、あなたの外観を私に見せ、あなたの声を私に聞かせてください。あなたの声は甘く、あなたの外観は麗しいからです。

15 私たちのために狐を捕まえてください。ぶどう園を荒らす小さな狐たちを。私たちのぶどう園には青いぶどうの実がなっているのですから。

16 私の愛する者は私のもの、私は彼のもの。彼はゆりの中で羊を飼う者です。

17 日が吹くまで、影が逃げ去るまで、私の愛する者よ、あなたは向きを変えて、麗しさのように、あるいはベテルの山々の上の雄鹿の子鹿のようであってください。

Song of Solomon 3

1 寝床の上で、夜ごとに、私は自分の命が愛する者を求めた。彼を求めたが、見つからなかった。

2 起きよう、今、町を巡ろう、通りや広場で、私の命が愛する者を捜そう。私は彼を捜したが、見つからなかった。

3 町の中を巡る見張り人たちが私を見つけた。「私の命が愛する者を、あなたがたは見ましたか。

4 彼らから少し過ぎたとき、私は心に愛する者を見つけた。私は彼を捕まえて、離さなかった。母の家に、私を産んだ者の奥の部屋に、彼を連れて行くまで。

5 私はあなたがたに誓わせた、エルサレムの娘たちよ、野の麗しさによって、あるいは野の雌鹿によって、愛を目覚めさせず、かき立てないように、それが望む時まで。

6 これは誰か、荒野から上って来る者は。煙の柱のように、没薬と乳香、すべての商人の粉末をもって香る者は。

7 見よ、ソロモンの寝台、その周囲には六十人の勇士、イスラエルの勇士たちがいる。

8 すべては剣を帯び、戦いに練られた者たち。それぞれの人の剣はその腿にあり、夜の恐れのゆえに。

9 王ソロモンはレバノンの木で自分の輿を造られた。

10 彼の柱は銀で造られ、その底は金、その戦車は紫、その真ん中はエルサレムの娘たちからの愛で敷き詰められていた。

11 シオンの娘たちよ、出て行って、王ソロモンを見よ。彼の母が彼の婚約の日に、彼の心の喜びの日に、彼のために飾った冠を。

Song of Solomon 4

1 見よ、あなたは美しい、愛する者よ、見よ、あなたは美しい。あなたの目は、あなたの巻き毛の向こうに鳩のようだ。あなたの毛は、ギレアデの山から流れ下る雌ヤギの群れのようだ。

2 あなたの歯は、洗い場から上がって来た刈り取られた羊の群れのようだ。それらはすべて双子で、その中に失われたものは一つもない。

3 あなたの唇は緋色の糸のようで、あなたの荒野は麗しい。あなたのこめかみは、あなたの巻き毛の向こうに、ざくろの一片のようだ。

4 あなたの首はダビデの塔、武具庫のために建てられたもの。千の盾がそれにかかっている。すべて勇士の盾。

5 あなたの乳房は、かもしかの双子の子鹿のようだ。ゆりの花の中で草を食む。

6 日が涼しくなるまで、影が逃げ去るまで、私は没薬の山へ、乳香の丘へ行こう。

7 あなたはすべて美しい、愛する者よ、あなたには傷がない。

8 私と共にレバノンから来てください、花嫁よ、私と共にレバノンから来てください。アマナの頭から、シニルとヘルモンの頭から、獅子の巣穴から、豹の山々から、見渡してください。

9 あなたは私の心を奪った、私の姉妹、花嫁よ。あなたは私の心を奪った、あなたの片方の目で、あなたの首の一つの首飾りで。

10 あなたの愛する者はなんと美しいことか、私の姉妹、花嫁よ。あなたの愛する者はぶどう酒よりもなんと良いことか。あなたの油の香りはすべての香料にまさる。

11 あなたの唇は蜂蜜をしたたらせる、花嫁よ。あなたの舌の下には蜂蜜と乳があり、あなたの衣服の香りはレバノンの香りのようだ。

12 閉ざされた園は、私の姉妹、花嫁よ。閉ざされた泉、封じられた泉。

13 あなたの投げ槍はざくろの果樹園、美味しいものの果実とともにあり、身代金はナルドとともにあります。

14 ナルドとサフラン、葦と肉桂、すべての乳香の木とともに、没薬と沈香の木、すべての香料の頭とともに。

15 園の泉、生ける水の井戸、レバノンから流れ出るもの。

16 北よ、目覚めよ、南よ、来い。私の園に風を吹かせよ、その香料が流れ出るように。愛する者が自分の園に来て、その美味しいものの果実を食べるように。

Song of Solomon 5

1 私は自分の園に来た、私の姉妹、花嫁よ。私は自分の没薬を香料とともに摘み取った。私は自分の森を蜂蜜とともに食べた。私は自分のぶどう酒を乳とともに飲んだ。友よ、食べよ。愛する者よ、飲み、酔いしれよ。

2 私は眠っているが、私の心は目覚めている。私の愛する者の声が門をたたいている。「私の姉妹よ、私の愛する者よ、私の鳩よ、私の完全な者よ、私のために開けよ。私の頭は露で満ち、私の毛束は夜の滴りで濡れている。

3 私は長服を脱いだ。どうして再びそれを着られようか。私は足を洗った。どうして再びそれを汚せようか。

4 愛する者が洞穴から手を差し伸べられた。私の腹は彼のために騒いだ。

5 私は立ち上がって、愛する者のために開こうとした。私の手は没薬を滴らせ、私の指は没薬を、錠の手のひらの上に流れ出るように滴らせた。

6 私は愛する者のために開いたが、愛する者はすでに去って過ぎ去った。彼が語るとき、私の心は出て行った。私は彼を捜したが見つからず、彼を呼んだが、彼は答えなかった。

7 町を巡る見張り人たちが私を見つけ、私を打ち、私を傷つけた。彼らは私の上から私のベールを取り去った。城壁の見張り人たちが。

8 私はあなたがたに誓わせた、エルサレムの娘たちよ。もし私の愛する者を見つけたなら、彼に何と言うか。私は愛に病んでいるのだ。

9 女たちの中で最も美しい者よ、あなたの愛する者は、ほかの愛する者に比べて何があるのか。あなたの愛する者は、ほかの愛する者に比べて何があるのか。あなたがこのように私たちに誓わせたのだから。

10 愛する者は輝くばかりに白く、赤らみ、万にまさって際立っている。

11 その頭は純金、純金のようであり、その毛束は巻き毛で、からすのように黒い。

12 彼の目は鳩のように、水の流れのほとりにあり、乳で洗われ、ふさわしく満ちて座っている。

13 彼の頬は香料の花壇、香料を育てる塔。彼の唇はゆり、流れる没薬。

14 その手は金の輪、ベリルで満たされている。その腹は歯の輝き、サファイアで覆われている。

15 彼の腿は純金の台座の上に据えられた雪花石膏の柱のようであり、その外観はレバノンのようで、杉のように選び抜かれている。

16 彼の口蓋は甘いもの、そして彼のすべては慕わしいもの。これが私の愛する者、これが私の友、エルサレムの娘たちよ。

Song of Solomon 6

1 あなたの愛する者はどこへ行ったのか、女たちの中で最も美しい者よ。あなたの愛する者はどこへ向かったのか、私たちはあなたと一緒に彼を捜そう。

2 愛する者はその園に下り、香料の花壇へ、園で草を食べ、ゆりを摘むために。

3 私は愛する者のもの、愛する者も私のもの。彼はゆりの中で羊を飼う方。

4 愛する者よ、あなたはタルツァのように美しく、エルサレムのように麗しい。旗を掲げた軍勢のように恐ろしい。

5 あなたの目を私からそらせよ、それらは私を打ち負かしたからだ。あなたの毛はギレアデから滑り降りる雌ヤギの群れのようだ。

6 あなたの歯は、洗い場から上って来た雌羊の群れのようだ。そのすべては双子を産み、その中に子を失ったものは一つもない。

7 ざくろの一片のようなあなたのこめかみは、あなたの巻き毛の向こうに見える。

8 六十人の女王、八十人の側女、そして数えきれないほどの処女たちがいる。

9 ひとりだけだ、私の鳩よ、私の完全な者よ。ひとりだけだ、彼女は母のもの、彼女は生んだ者にとって清い者だ。娘たちは彼女を見て、彼女を幸いな者と呼び、女王たちと側女たちは彼女をほめたたえた。

10 これは誰か。夜明けのように見下ろす者、月のように美しく、太陽のように清く、旗を掲げた軍勢のように恐ろしい者。

11 くるみの庭に下って行った、谷川の新芽を見るために、ぶどうの木が芽吹いたか、ざくろが花咲いたかを見るために。

12 私は知らなかった、私の命が私を置いた、私の民の貴族の戦車の中に。

13 帰れ、帰れ、シュラミテよ。帰れ、帰れ、われわれはあなたを見よう。あなたがたはシュラミテの何を見るのか。それは二つの陣営の踊りのようだ。

Song of Solomon 7

1 靴を履いたあなたの足はなんと美しいことか、高貴な人の娘よ。あなたの腿の関節は、工匠の手による飾りのようなわざだ。

2 あなたのへそは円形の鉢、酒の尽きることがない。あなたの腹は小麦の穀物の山、ゆりで囲まれている。

3 あなたの乳房は、かもしかの双子の子鹿のようだ。

4 あなたの首は象牙の塔のようだ。あなたの目はヘシュボンの池のようだ。バテ・ラビムの門のほとりにある。あなたの鼻はレバノンの塔のようだ。ダマスコの顔を見張る塔のようだ。

5 あなたの頭はあなたの上にカルメルのようにあり、あなたの頭の貧しい者は紫のようにある。王は掛け樋に捕らえられている。

6 なんと美しく、なんと楽しいことか、愛よ、楽しみのうちに。

7 あなたの身長はなつめやしに似ており、あなたの乳房はぶどうの房のようだ。

8 私は言った、「なつめやしの木に登り、その枝につかまろう。あなたの乳房はぶどうの木の房のようになり、あなたの鼻の香りはりんごのようであれ」。

9 あなたの口蓋は良いぶどう酒のようだ。それは愛する者のために廉直に流れ、眠っている者の唇を動かす。

10 私は愛する者のもの、そして私に向かって彼の欲望がある。

11 愛する者よ、さあ、野に出て行こう、村々で夜を過ごそう。

12 朝早く起きて、ぶどう園へ行こう。ぶどうの木が花を咲かせたか、青いぶどうの実がふくらんだか、ざくろが花を咲かせたかを見よう。そこで、わたしはあなたに私の愛する者を与えよう。

13 恋のりんごは香りを放ち、私たちの入口にはすべての美味しいもの、新しいものも古いものも、愛する者よ、私はあなたのためにしまっておきました。

Song of Solomon 8

1 だれかがあなたを、私の母の乳房を飲む私の兄弟のようにしてくれたなら、外であなたを見つけ、あなたに口づけするのに、彼らは私を軽蔑しないだろうに。

2 私はあなたを導き、母の家に連れて行き、あなたは私に教えてくださるでしょう。私はあなたに香料を混ぜたぶどう酒、ざくろの新しいぶどう酒を飲ませましょう。

3 彼の左は私の頭の下にあり、彼の右は私を抱き締める。

4 エルサレムの娘たちよ、わたしはあなたがたに誓わせる。愛が望むまで、それを呼び起こし、かき立ててはならない。

5 荒野から上って来て、愛する者に寄りかかっているこの者は誰か。りんごの木の下で、わたしはあなたを起こした。そこであなたの母があなたを産み、そこであなたを産んだ母が苦しんだ。

6 私をあなたの心に印章のように、あなたの腕に印章のように置いてください。死のように強いのは愛、よみのように頑なのはねたみ。その燃える矢は火の燃える矢、主の炎。

7 多くの水は愛を消すことができず、川々もそれを押し流すことはできない。もし人が自分の家のすべての富を愛のために与えるなら、彼らはそれを全く軽蔑するであろう。

8 私たちには小さな姉妹がいて、彼女には乳房がない。彼女について語られる日に、私たちはこの姉妹のために何をしようか。

9 もし彼女が城壁であるなら、その上に銀の城を建てよう。もし彼女が戸であるなら、その上に杉の板を巡らせよう。

10 私は城壁であり、私の乳房は塔のようだ。それで、私は彼の目に平和を見いだす者のように思われた。

11 ソロモンはバアル・ハモンにぶどう園を持っていた。彼はそのぶどう園を番人たちに委ねた。それぞれがその果実によって銀千を納めることになっていた。

12 私のぶどう園は、私の前にある。千はあなたのもの、ソロモンよ。二百は、その果実を守る者たちのもの。

13 園に住まう者よ、仲間たちはあなたの声に耳を傾けている。私に聞かせてほしい。

14 逃げて、愛する者よ、麗しさのように、あるいは香料の山々の上の雄鹿の子鹿のように、あなた自身をなさい。


Isaiah

Isaiah 1

1 アモツの子イザヤが、ユダとエルサレムについて見た幻。これは、ユダの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの時代のものである。

2 天よ、聞け。地よ、耳を傾けよ。主が語られたからだ。「わたしは子らを育て、高めた。しかし彼らはわたしに背いた。

3 雄牛は自分の飼い主を知り、ろばは主人の飼い葉おけを知っている。しかしイスラエルは知らず、わたしの民は悟らない。

4 災いだ、罪を犯す国、咎の重い民、悪を行う者の子孫、滅ぼす子ら。彼らは主を捨て、イスラエルの聖なる方を侮り、うしろへ退いた。

5 なぜあなたがたはなお打たれ続けるのか。あなたがたは背反を増し加える。すべての頭は病気であり、すべての心は弱り果てている。

6 足の手のひらから頭まで、そこには健やかさがない。傷と打ち傷と生々しい傷があり、それらは絞り出されず、包帯もされず、油で柔らめられなかった。

7 あなたがたの地は荒廃し、あなたがたの町々は火で焼かれ、あなたがたの地は、あなたがたの目の前で他国人がこれを食い尽くし、他国人による滅ぼしのように荒廃している。

8 シオンの娘は、ぶどう園の小屋のように、きゅうり畑の見張り小屋のように、包囲された町のように残された。

9 万軍の主が私たちに少しの残りの者を残されなかったなら、私たちはソドムのようになり、ゴモラのようになっていたでしょう。

10 ソドムの指揮官たちよ、主の言葉を聞け。ゴモラの民よ、われわれの神の律法に耳を傾けよ。

11 あなたがたの多くのいけにえは、わたしにとって何になろうか、と主は言われる。わたしは雄羊の全焼のいけにえと、肥えた家畜の脂肪に飽き飽きしている。雄牛、子羊、雄やぎの血を、わたしは喜ばない。

12 あなたがたがわたしの顔を見るために来るとき、だれがあなたがたの手からこれを求めたのか。わたしの中庭を踏みにじることを。

13 虚偽の献げ物を携えて来るのをやめよ。薫香はわたしにとって忌み嫌うべきものである。月と安息日、集会を呼び集めること、わたしは悪と厳粛な集会に耐えられない。

14 あなたがたの月と定めの時は、わたしの命が憎んだ。それらはわたしにとって重荷となった。わたしは耐え忍ぶのに疲れた。

15 あなたがたが手のひらを広げるとき、わたしはあなたがたから目を隠す。たとえ祈りを多くしても、わたしは聞かない。あなたがたの手は血で満ちている。

16 身を洗い、自らを清めよ。あなたがたの行いの悪をわたしの目の前から取り除け。悪を行うのをやめよ。

17 善を行うことを学び、さばきを求め、虐げられた者を助け、みなしごを弁護し、未亡人のために訴えよ。

18 さあ、来なさい。私たちは互いに論じ合おう、と主は言われる。たとえあなたがたの罪が緋色のようであっても、雪のように白くなるだろう。たとえ緋色のように赤くても、羊毛のようになるだろう。

19 もしあなたがたが喜んで聞くなら、地の良いものを食べるであろう。

20 もしあなたがたが拒み、逆らうなら、剣で食い尽くされる。主の口が語られたからだ。

21 どうして町は、かつては忠実であり、さばきに満ち、義がその中に宿っていたのに、今は姦淫を行う者となったのか。今や殺人者たちとなっている。

22 あなたの銀は滓となり、あなたの酒は水で薄められた。

23 あなたの長官たちは頑迷な者たち、盗人の仲間であり、そのすべては賄賂を愛し、報酬を追い求める。彼らはみなしごを裁かず、未亡人の争いは彼らのところに届かない。

24 それゆえ、万軍の主、イスラエルの力ある方なる主の宣言がある。ああ、わたしは自分の苦しみから慰めを得、自分の敵に復讐する。

25 わたしはあなたの上にわたしの手を向け、あなたの滓を純粋さによって吹き清め、あなたのすべての錫を取り除く。

26 わたしはあなたの審判者たちをかつてのように戻し、あなたの顧問たちを初めのように戻す。その後、あなたは義の町、忠実な町と呼ばれる。

27 シオンはさばきによって贖われ、その帰る者たちは義によって贖われる。

28 破滅は背く者たちと罪人たちとに共に臨み、主を捨てる者たちは滅び尽くす。

29 あなたがたが慕った雄羊のゆえに恥を見、あなたがたが選んだ庭のゆえに辱めを受ける。

30 あなたがたは、葉の落ちる樫の木のようになり、水のない庭のようになる。

31 強い者は綿くずとなり、そのわざは火花となる。ふたりはともに燃え上がり、消す者はいない。

Isaiah 2

1 アモツの子イザヤがユダとエルサレムについて見た言葉。

2 終わりの日に、主の家の山は山々の頭に堅く立てられ、丘の上に高く上げられる。すべての国々がそこへ流れて行く。

3 多くの民が行き、言った、「さあ、我々は主の山へ、ヤコブの神の家へ上ろう。主はその道について我々に教えられ、我々はその道筋を歩もう。なぜなら律法はシオンから出、主の言葉はエルサレムから出るからだ」。

4 主は国々の間を裁かれ、多くの民を戒められる。彼らはその剣を鋤先に、その槍を剪定鎌に打ち直す。国は国に向かって剣を上げず、もはや戦いを学ばない。

5 ヤコブの家よ、来て、主の光の中を歩もう。

6 あなたはあなたの民、ヤコブの家を捨てられた。彼らは東から満ち、ペリシテ人のように占いを行い、外国人の子供たちと手を打ち鳴らすからである。

7 その地は銀と金で満ち、その宝物庫には果てがなかった。その地は馬で満ち、その戦車には果てがなかった。

8 その地は偶像で満ち、彼らは自分の手のわざにひれ伏し、自分の指が造ったものにひれ伏す。

9 人はかがめられ、人は低くされる。彼らをお赦しにならないでください。

10 岩の中に入り、ちりの中に身を隠せ。主の恐れの前と、その誇りの威厳のゆえに。

11 人の高慢の目は低くされ、人の高慢はかがめられる。その日、主だけが単独で高く上げられる。

12 まことに、万軍の主の日が、すべての高ぶる者と誇る者の上に、またすべての上げられた者と低くされた者の上に臨む。

13 すべての高いレバノンの杉と、すべてのバシャンの樫の木に対して。

14 すべての高い山の上に、そしてすべてのそびえ立つ丘の上に。

15 すべての高い塔の上に、そしてすべての堅固な城壁の上に。

16 そして、すべてのタルシシュの船の上に、そして、すべての慕わしさの絵の上に。

17 人の高慢はかがめられ、人の誇りは低くされ、主だけがその日に単独で高く上げられる。

18 偶像はことごとく消え去る。

19 彼らは岩の洞穴とちりの穴に入る。主の恐れの前と、その誇りの威厳の前から、主が地を震わせるために立ち上がられる時。

20 その日、人は自分の銀の偶像と金の偶像を投げ捨てる。それは自分が拝むために造ったものであり、モグラやこうもりに投げ与える。

21 岩の裂け目と岩の枝に入り、主の恐れとその誇りの威厳の前から、主が地を砕くために立ち上がられるときに。

22 人々をやめよ、その鼻に息がある人を。なぜなら、彼は何に数えられるのか。

Isaiah 3

1 見よ、軍勢の主なる主が、エルサレムとユダから、支えと杖を取り除かれる。すべてのパンの支えと、すべての水の支えを。

2 勇士と戦いの人、裁き主と預言者、占い師と長老を。

3 五十人の長官と、前を重んじられる者、また助言者と、ひそかなることの賢い者、そして呪文に通じた者。

4 わたしは彼らの長官として少年たちを置かれ、戯れが彼らを支配するであろう。

5 民は互いに人を、人は互いを虐げる。少年は年寄りに向かって高慢になり、卑しい者は尊い者に向かって高慢になる。

6 人が自分の父の家の兄弟を捕まえて言う、「あなたには衣がある、私たちの指揮官となれ、このつまずきはあなたの手の下にあるように」。

7 その日、彼は言われた、「私は包帯を巻く者とはならない。私の家にはパンも衣もない。あなたがたは私を民の指揮官にしないでくれ」。

8 エルサレムはつまずき、ユダは倒れた。彼らの舌と行いが主に逆らい、その栄光の目に背くからだ。

9 彼らの顔の認めることが彼らに対して証言し、彼らの罪はソドムのように明らかにし、隠さなかった。彼らの命にわざわいだ、彼らが自分たちに悪を報いたからだ。

10 正しい者に言え、それは良いことだと。彼らは自分の行いの果実を食べるからだ。

11 災いだ、悪を行う者には。その手の報いが彼に与えられるからだ。

12 わたしの民を虐げる者たちは幼子を扱い、女たちが彼を支配した。わたしの民よ、あなたを幸いだと言う者たちはあなたを迷わせ、あなたの道筋の道を滅ぼした。

13 主は訴えのために立ち、民を裁くために立っておられる。

14 主はその民の長老たちと長官たちとともに、さばきをもって来られる。あなたがたはぶどう園を焼き尽くし、貧しい者の奪い取った物があなたがたの家にある。

15 あなたがたはわたしの民を打ち砕き、貧しい者の顔をすりつぶす。万軍の神、主の宣言。

16 主は言われた、「シオンの娘たちが高ぶり、のどを伸ばして歩き、目で媚びを売り、歩きながら足をからませて歩くからだ。

17 主はシオンの娘たちの頭頂を打たれ、主は彼女たちの蝶番を裸にされる。

18 その日、主は足枷の栄光と、かみかざりと、三日月形の飾りを取り去られる。

19 鎖と腕輪とベール

20 飾り、歩み、飾り帯、魂の家、呪文

21 指輪と鼻の耳輪

22 晴れ着、外套、ベール、袋。

23 板と亜麻布と冠とベール。

24 香料の代わりに朽ちがあり、帯の代わりに裂け目があり、巻き毛のわざの代わりに禿げがあり、飾り帯の代わりに荒布の帯がある。美しさの代わりに。

25 あなたのわずかな人々は剣で倒れ、あなたの力は戦いで失われる。

26 その入口は嘆き悲しみ、彼女は地に座して空しくされる。

Isaiah 4

1 その日、七人の女が一人の人を捕まえて言った、「私たちは自分のパンを食べ、自分の衣を着る。ただ、あなたの名が私たちの上に呼ばれるようにして、私たちの恥辱を取り除いてください」。

2 その日、主の枝は麗しさと栄光となり、地の果実はイスラエルの逃れの者の誇りと栄光となる。

3 シオンに残る者、エルサレムに留まる者は、聖なる者と呼ばれる。すべてエルサレムで生き物として書き記された者は。

4 主がシオンの娘たちの汚物を洗い流し、エルサレムの血をその内側からすすぎ去られるなら、さばきの霊と焼き尽くす霊によって。

5 主はシオンの山のすべての基盤の上に、またその集会の上に、昼は雲と煙、夜は燃える火の輝きを造られた。まことに、すべての栄光の上に婚礼の天蓋がある。

6 小屋は昼の間、旱魃からの陰りとなり、洪水と雨からの避け所となり、隠れ場となるであろう。

Isaiah 5

1 私はわが愛する者のために歌おう、そのぶどう園についてのわが愛する者の歌を。わが愛する者には、油の子の角にぶどう園があった。

2 彼はそれを掘り起こし、石を取り除き、上等のぶどうの木を植え、その真ん中に塔を建て、またそこにぶどう酒ぶねを掘った。そして、ぶどうの実るのを待ち望まれたが、それは野生のぶどうを結んだ。

3 今や、エルサレムに住む者よ、ユダの人よ、わたしとわたしのぶどう園との間を裁いてください。

4 わたしのぶどう園に、なお何をすべきであったのに、わたしはそれをしなかったのか。なぜ、ぶどうが実るのを待ったのに、野生のぶどうが実ったのか。

5 今、わたしが自分のぶどう園に何をするかを、あなたがたに知らせよう。その生け垣を取り除けば、それは焼かれる。その垣根を破れば、それは踏みにじりとなる。

6 私はそれを荒廃に帰する。それは刈り込まれず、また耕されず、いばらとおどろが生い茂る。また、わたしは雲に命じて、その上に雨を降らせないようにする。

7 万軍の主のぶどう園はイスラエルの家であり、ユダの雄はその喜びの植え木である。主はさばきを待っておられたが、見よ、虐げがあり、義を待っておられたが、見よ、叫びがあった。

8 災いだ、家を家に、野を野に近づける者たちよ、ついに場所が絶えず、あなたがたは地の内側で単独にされるまで。

9 主の軍勢の主が私の耳に言われた、「必ず多くの家は荒れ果てて驚きとなり、大きくて良い家々も住む者がいなくなる」。

10 十くびきのぶどう園は一バトを生み、粘土の種は一エパを生む。

11 災いだ、朝早く起きて強い酒を追い求める者たち、夕暮れまで留まり、ぶどう酒が彼らを燃え立たせる者たち。

12 彼らの宴会には竪琴と瓶、タンバリンと笛、そしてぶどう酒があったが、彼らは主のわざに目を向けず、その手のわざを見なかった。

13 それゆえ、我が民は知識の無しに捕え移された。その栄光は飢饉のわずかな人々となり、その群衆は渇きで乾き果てた。

14 それゆえ、よみはその命を広げ、その口を限りなく開いた。その威厳と群衆と騒音と、その中の楽しむ者たちは、よみに下って行った。

15 人はかがめられ、人は低くされ、高ぶる者の目は低くされる。

16 主は軍勢の主は、さばきによって高く上げられた。聖なる神は、義によって聖とされた。

17 子羊たちは自分の羊の囲いのように草を食べ、荒廃した場所では肥えたものが寄留者たちによって食べられる。

18 災いだ、虚偽の綱で咎を引き、荷車の綱のように罪を引く者たちは。

19 彼らは言う、「主のわざを速くし、早く来させよ。私たちが見るために。イスラエルの聖なる方の助言が近づき、来るように。私たちがそれを知るために。

20 災いだ、悪を善と言い、善を悪と言う者たちは。暗闇を光とし、光を暗闇とし、苦いものを甘いものとし、甘いものを苦いものとする者たちは。

21 災いだ、自分たちの目には賢い者たち、自分たちの前には分別のある者たちよ。

22 災いだ、ぶどう酒を飲むことに勇士であり、強い酒を混ぜることに力ある人々よ。

23 悪しき者を賄賂のゆえに義とし、義人の義を彼から取り去る者たちは。

24 それゆえ、火の舌が藁を食い尽くし、炎が藁屑を消し去るように、彼らの根は朽ちのようになり、彼らの花はちりのように舞い上がる。彼らが万軍の主の律法を退け、イスラエルの聖なる方の言葉を侮ったからである。

25 それゆえ、主の怒りがその民に対して燃え上がり、主はその手を彼らの上に伸ばされ、彼らを打たれた。山々は震え、彼らの死体は街路の内側で裂け目のように捨てられた。このすべてにもかかわらず、主の怒りは収まらず、その手はなおも伸ばされたままであった。

26 彼は遠くの国々のために旗を掲げられ、地の果てから彼に笛を吹かれる。見よ、彼は急いで、すばやく来る。

27 その中には疲れた者もおらず、よろめく者もいない。彼らはまどろむこともなく、眠ることもない。彼らの腰の帯は解かれず、彼らの靴の靴ひもは切れていない。

28 その矢は研ぎ澄まされ、そのすべての弓は張られている。その馬の蹄は火打ち石のように堅く見なされ、その車輪は葦の海の苦しみのようである。

29 その咆哮は獅子のようであり、若獅子のように吼えて、うなり、獲物を捕らえて運び去り、救い出す者はいない。

30 その日、主はその上で海の騒ぎのように唸られる。地を見ると、見よ、暗闇と苦しみがあり、光はその天で暗くなった。

Isaiah 6

1 ウジヤ王の死の年に、私は主が高く上げられた王座に座しておられるのを見た。その主の裾は神殿に満ちていた。

2 燃える蛇たちがその上の方に立っていた。それぞれに六つの翼、六つの翼があった。二つでその顔を覆い、二つでその足を覆い、二つで飛んでいた。

3 これはあの者からこの者へと呼びかけられ、言われた。「聖なる、聖なる、聖なる、主、軍勢の主。その栄光は地のすべてに満ち満ちているもの。

4 呼びかける者の声によって、鉢のキュビトが揺れ動き、家は煙で満たされた。

5 私は言った、「ああ、私は滅びた。なぜなら、私は唇の汚れた人であり、唇の汚れた民の真ん中に住んでいるからだ。なぜなら、私の目は軍勢の主である王を見たのだから」。

6 燃える蛇の一人が私のところに飛んで来た。その手には燃える炭があり、火ばさみで祭壇の上から取った。

7 彼はそれを私の口に触れさせ、言われた。「見よ、これがあなたの唇に触れたので、あなたの咎は除かれ、あなたの罪は贖われる。

8 私は主の声を聞いた。「誰を遣わそうか。誰が我々のために行くのか。」そして私は言った。「ここに私がいます。私を遣わしてください。

9 主は言われた、「行って、この民に言え、『聞くには聞け、しかし悟るな。見るには見よ、しかし知るな』と」。

10 この民の心を鈍らせ、その耳を重くし、その目を閉ざせ。彼が自分の目で見、自分の耳で聞き、自分の心で理解して、立ち返り、癒やされることのないように。

11 わたしは言った、「主よ、いつまでですか。」すると主は言われた、「町々は住む者もなく荒れ果て、家々には人もおらず、地は荒廃となるまで。

12 主は人を遠く離され、地の内側には見捨てられた場所が多くなる。

13 なお、その中に十分の一が残り、それは再び戻って、焼かれるものとなる。樫の木や樫の木が、落ち葉の中に石柱を立てているように、その石柱は聖なる種である。

Isaiah 7

1 ユダの王ウジヤの子ヨタムの子アハズの日に、アラムの王レツィンと、イスラエルの王レマルヤの子ペカが、エルサレムに戦いのために上って来たが、それに勝つことはできなかった。

2 ダビデの家に告げられて言われた、「アラムはエフライムに寄りかかっている」と。すると彼の心とその民の心は、風の前の森の木々のように揺れ動いた。

3 主はイザヤに言われた、「あなたとあなたの子シェアル・ヤシュブは、出て行って、アハズに会いに行け。上の池の導水路の果て、洗い場の野の大路のところで。

4 彼に言われた、「用心して静かにしていよ。恐れるな。その二本の燃えさしの尾、すなわちレツィンとアラムとレマルヤの子の激しい怒りのゆえに、あなたの心は弱ってはならない。

5 アラムがエフライムとレマルヤの子と共に、あなたに対して悪を謀ったからである。

6 我々はユダに上って行き、それを我々のために切り開き、我々のものにしよう。そして、その真ん中に王を立てよう。タブエルの子を。

7 主なる神はこう言われた。「それは成就せず、また起こらない。

8 アラムの頭はダマスコ、ダマスコの頭はレツィンである。そして六十五年後、エフライムは民として砕かれる。

9 エフライムの頭はサマリア、サマリアの頭はレマルヤの子である。もしあなたがたが信じないなら、確かにあなたがたは堅く立つことができない。

10 主はさらにアハズに告げて言われた。

11 あなたの神、主にしるしを求めよ。深みにまで、あるいは高みにまで求めよ。

12 アハズは言った、「私は求めない。また、主を試みない。

13 彼は言われた、「ダビデの家よ、どうか聞け。あなたがたには、人を疲れさせるのが少しのことなのか。それなのに、あなたがたは私の神をも疲れさせるのか。

14 それゆえ、主ご自身があなたがたにしるしを与えられる。見よ、処女がみごもって、男の子を産む。その名をインマヌエルと呼ぶであろう。

15 バターと蜂蜜を食べる。彼が悪を拒み、善を選ぶことを知るために。

16 その少年が悪を拒み善を選ぶことを知る前に、あなたがその二つの王の前で嫌っている地は見捨てられる。

17 主は、あなたの上に、あなたの民の上に、あなたの父の家の上に、エフライムがユダから離れた日から来なかった日々を臨ませられる。すなわち、アッシュルの王を。

18 その日、主はエジプトのナイル川の果てにいる蝿と、アッシュルの地にいる蜂とに笛を吹いて呼ばれる。

19 彼らはすべて来て、荒廃した谷川と岩の裂け目、すべてのいばらとすべての灌木に休む。

20 その日、主は、川の向こう側で雇われた剃刀、すなわちアッシュルの王によって、頭と足の毛を剃り落とされ、またひげをも取り除かれる。

21 その日には、人は雌牛の子牛一頭と羊の群れ二匹を飼うであろう。

22 その時、乳が豊かに出るゆえに、彼はバターを食べるであろう。地の内側に残るすべての者は、バターと蜂蜜を食べるであろう。

23 その日には、銀一千枚に値するぶどうの木一千本のあるすべての場所は、いばらといばらとなるであろう。

24 矢と弓をもってそこに入る。それは、全地がいばらとおどろとなるからだ。

25 すべての山は鍬で耕されることはなく、そこにはいばらといばらの恐れは来ない。それは雄牛の送りと羊の踏みにじりのためにある。

Isaiah 8

1 主は私に言われた。「あなたのために大きな板を取り、それに人の彫刻筆で、『マヘル・シャラル・ハシュ・バズ』と書け。

2 そして、わたしのために忠実な証人たちを立てられた。祭司ウリヤと、エベレクヤの子ゼカリヤとを。

3 私は女預言者に近づいた。彼女は身ごもり、子を産んだ。すると主は私に言われた、「その名をマヘル・シャラル・ハシュ・バズと呼べ」。

4 少年が「父よ」「母よ」と呼ぶことを知る前に、ダマスコの力とサマリアの戦利品は、アッシュルの王の前に運び去られる。

5 主は再び私に言われた。

6 この民が、静かに流れるシロアムの水を退け、レツィンとレマルヤの子を喜びとしたので、

7 それゆえ、見よ、主は彼らの上に、その強い多くの水、すなわちユーフラテス川の水を、アッシュルの王とそのすべての栄光とともに上らせられる。それはそのすべての水流の上に上り、そのすべての岸の上を流れる。

8 ユダに押し寄せ、あふれ、通り過ぎて、首にまで達するであろう。その翼を伸ばすことは、あなたの地の幅を満ち満ちているものとなるであろう。インマヌエルよ。

9 民よ、騒ぎ立てよ、しかし打ちのめされよ。地のすべての遠方の者よ、耳を傾けよ。帯を締めよ、しかし打ちのめされよ。帯を締めよ、しかし打ちのめされよ。

10 計略を巡らせよ、しかしそれは破られる。言葉を語れ、しかしそれは成就しない。なぜなら、我々と共におられるのは神だからだ。

11 主が強い手をもって私にこう言われた。そして、この民の道を歩まないようにと私を戒められた。

12 あなたがたは、この民が陰謀と言うものをすべて陰謀と呼んではならない。また、彼らの恐れを恐れてはならず、おののいてはならない。

13 万軍の主を、あなたがたは聖なるものとせよ。彼をあなたがたの恐れとし、彼をあなたがたの畏怖とせよ。

14 彼は聖所となり、イスラエルの二つの家にとっては疫病の石、つまずきの岩となり、エルサレムの住民にとってはわなと罠となられた。

15 多くの者が彼らにつまずき、倒れ、砕かれ、罠にかけられ、捕らえられる。

16 証言を束ねよ。律法を私の弟子たちの間で封じよ。

17 私は主を待ち望む。主は御顔をヤコブの家から隠しておられる。私は主を待ち望む。

18 見よ、私と、主が私に与えられた子供たちは、イスラエルにおいてしるしとなり、しるしとなる。万軍の主、シオンの山に住まわれる方から。

19 そして、彼らがあなたがたに言うなら、「霊媒と口寄せの霊に尋ねよ。彼らはささやき、つぶやく者たちである。民は自分の神に尋ねるべきではないか。生きている者のために、死者に尋ねるべきであろうか」と。

20 律法と証言に従え。もし彼らがこの言葉のとおりに言わないなら、その者には夜明けがない。

21 彼らはその地を苦しみと飢えの中で通り過ぎる。飢えのとき、彼らは怒り、自分の王と自分の神を呪い、上を向く。

22 地を見渡すと、そこには苦難と暗闇、暗やみの苦悩、そして追いやられた暗黒があった。

Isaiah 9

1 かつてはゼブルンの地とナフタリの地に軽い苦しみがあったが、後の時には海の道、ヨルダンの向こう側、諸国のガリラヤに重い苦しみがもたらされた。しかし、その苦しみの暗やみは、初めの時には軽くされたが、後の時には重くされた。

2 暗闇を歩んでいる民は大きな光を見た。死の陰の地に住む者たちの上に光が輝いた。

3 あなたは国を増やされたが、その喜びを大きくされなかった。彼らはあなたの前で、収穫の喜びのように、戦利品を分け合うときに喜ぶように、喜んだ。

4 あなたは彼の重荷のくびきと、その肩の杖、彼を虐げる者の杖を、ミディアンの日のように打ち砕かれた。

5 すべての戦靴が地震とともに踏み鳴らされ、血にまみれた衣は、火の燃料として焼却のためのものとなる。

6 ひとりの子供が私たちのために生まれた。ひとりの子が私たちに与えられた。その肩に統治が置かれた。その名は、不思議な助言者、力ある神、永遠の父、平和の長官と呼ばれる。

7 増し加わるものの統治と平和に終わりはない。ダビデの王座とその王国の上に、それを堅く立て、支えるために、さばきと義をもって、今より永遠に至るまで。万軍の主のねたみがこれを成し遂げられる。

8 主は言葉をヤコブに送られた。それはイスラエルに落ちた。

9 民はすべて、エフライムとサマリアに住む者たちは、誇りと心の偉大さをもって言った。

10 れんがは倒れたが、私たちは切り石で建て直そう。いちじく桑は切り倒されたが、私たちは杉に替えよう。

11 主はレツィンの苦しみを彼の上に増し加えられ、その敵たちをかき立てられた。

12 アラムは東から、ペリシテ人はうしろから来て、すべての口でイスラエルを食い尽くした。このすべてのことで、主の怒りは収まらず、その手はなお伸ばされたままであった。

13 民は、自分を打った方のもとへ帰らず、彼らは万軍の主を求めなかった。

14 主はイスラエルから頭と尾、枝と葦を、一日のうちに断ち切られた。

15 年長者と顔を上げられた者、それが頭である。そして偽りを教える預言者、それが尾である。

16 この民を幸いだと言う者たちは惑わす者となり、その幸いだと言われた者たちは滅ぼし尽くされた。

17 それゆえ、主はその若者たちを喜ばれず、そのみなしごとその未亡人たちをあわれまれない。なぜなら、すべての者が神を汚す者であり、悪を行う者であり、すべての口が愚かさを語るからだ。このすべてのゆえに、主の怒りは収まらず、なおもその手は伸ばされたままだ。

18 悪は火のように燃え上がり、いばらといばらを食い尽くし、森の茂みに燃え広がり、煙の誇りは立ち上った。

19 主の軍勢の激しい怒りによって地は焼き尽くされ、民は火の燃料のようになった。人は自分の兄弟を惜しまなかった。

20 右に向かって切り裂いても飢え、左に向かって食べても満たされなかった。それぞれが自分の腕の肉を食べた。

21 マナセはエフライムを、エフライムはマナセを、彼らは共にユダに向かう。このすべてのゆえに、彼の怒りは収まらず、彼の手はなお伸ばされたままだ。

Isaiah 10

1 災いあれ、悪の定めを定める者たち、労苦を書き記す者たちよ。

2 貧しい者たちを裁きから曲げ、わたしの民の苦しむ者たちのさばきを奪い取って、未亡人たちを彼らの戦利品とし、みなしごたちを略奪するためである。

3 その監督の日と、遠方から来る荒廃のために、あなたがたは何をするのか。助けを求めて、だれのところへ逃げるのか。そして、あなたがたの栄光をどこに置き去りにするのか。

4 ただ、彼らは囚人の下でかがみ、殺された者たちの下に倒れる。このすべてにおいても、彼の怒りは収まらず、なおも彼の手は差し伸べられたままだ。

5 災いだ、アッシュルよ、我が怒りの杖、そして彼らの手にある杖は我が憤りだ。

6 私は偽りの国に彼を送り、私の激しい怒りの民に彼を命じる。戦利品を奪い、分捕り物を取らせ、それを外の粘土のように踏みにじらせるために。

7 しかし彼はそのように考えず、彼の心もそのように思わない。彼の心は滅ぼすことを思い、多くの国々を断ち切ることを、少しも惜しまない。

8 彼は言う、「我が長官たちは皆、王ではないか」と。

9 カルケミシュはカルネと同じではないか。アルパデはハマテと同じではないか。ダマスコはサマリアと同じではないか。

10 わたしの手が偶像の王国に及んだように、その彫像はエルサレムとサマリアに及んだ。

11 わたしがサマリアとその偶像に行ったように、エルサレムとその偶像にも行うのではないか。

12 主がシオンの山とエルサレムにおいて、そのすべてのわざを成し遂げられるとき、わたしはアッシュルの王の心の偉大さの果実と、その目の高慢の栄光を罰する。

13 私は自分の手の力で行い、自分の知恵によって、私には悟りがあるからだ。私は民の境界を移し、彼らの財宝を奪い、力ある者のように座している者たちを引き下ろした。

14 わたしの手は、民の力を見つけた、巣を見つけるように。そして、見捨てられた卵を集めるように、わたしは地のすべてを集めた。翼を動かす者も、口を開く者も、さえずる者も、いなかった。

15 斧は、それを使う者に対して誇ることができるだろうか。のこぎりは、それを動かす者に対して誇ることができるだろうか。杖が、それを振るう者を振るうかのように、また、それを挙げる者を挙げるかのように。木でない杖が、それを挙げる者を挙げるかのように。

16 それゆえ、主、万軍の主は、その肥えた者たちにやせ衰えを送られ、その栄光の下で、火の燃焼のように燃焼が燃え上がる。

17 イスラエルの光は火となり、その聖なる方は炎となる。そして、そのいばらとそのいばらは、一つの日に燃え尽きて、焼き尽くされる。

18 その森の栄光と穀物の穂は、命から肉に至るまで焼き尽くされる。それは、旗を掲げる者が溶け去るようになる。

19 その森の木の残りは数えられるほどになり、少年がそれを書き留めるであろう。

20 その日には、イスラエルの残りとヤコブの家の逃れの者は、もはや自分を打った者に寄り頼むことはなく、イスラエルの聖なる方である主に真実をもって寄り頼む。

21 残りは帰る、ヤコブの残りは力ある神のもとへ。

22 たとえあなたの民イスラエルが海の砂のように多くても、その中の残りだけが帰って来る。衰亡は定められており、義が溢れ返る。

23 主なる神、軍勢の主は、すべての地の内側で、終わりと定められたことを成し遂げられる。

24 それゆえ、万軍の主なる神はこう言われた。「わたしの民シオンに住む者よ、アッシュルを恐れるな。彼は杖であなたを打ち、その杖をあなたの上に上げるが、それはエジプトの道のようだ。

25 なぜなら、もう少しの間、わずかの間、そして憤りは終わり、わたしの怒りは彼らの滅びに向かうからである。

26 主は軍勢の主が、ミディアンの岩でのオレブの傷のように、彼の上に鞭を振り上げられる。そして、その杖は海の上にあり、彼はそれをエジプトの道に掲げられる。

27 その日には、あなたの重荷は肩から取り除かれ、そのくびきはあなたの首から外される。くびきは油の前で砕かれる。

28 アイに来て、ミグロンを通過し、ミクマシュにその器を預けた。

29 彼らは渡し場を渡った。ゲバは我々の宿となった。ラマは震えおののいた。サウルのギブアは逃げ去った。

30 声を高く上げよ、ガリムの娘よ。ライシュに耳を傾けよ。苦しむアナトテよ。

31 マドメナは逃げ去った。ゲビムの住民たちは急いで避難した。

32 今日はなおノブに立つ。彼はその手をシオンの娘の山、エルサレムの丘に向かって振る。

33 見よ、主なる万軍の主が恐れをもって枝を打ち落とされる。そして、身長の高い者たちは切り倒され、高ぶる者たちは低くされる。

34 森の茂みは鉄で切り倒され、レバノンは力ある者によって倒れる。

Isaiah 11

1 エッサイの幹から一本の杖が出て、その根から一枝が実を結ぶ。

2 主の霊が彼の上にとどまり、知恵と悟りの霊、助言と力の霊、知識と主を恐れる霊が。

3 彼は主の恐れを嗅ぎ取る。彼は目の外観によって裁かず、耳の聞くことによって論じない。

4 貧しい者を義をもって裁き、地の柔和な者たちを平地をもって戒められる。その口の杖で地を打ち、その唇の霊で悪しき者を殺される。

5 義はその腰の帯となり、信仰はその腰の帯となる。

6 狼は子羊とともに宿り、豹は子やぎとともに伏し、子牛と若獅子と肥えた家畜はともにいて、小さな少年がそれらを導く。

7 雌牛と熊は共に草を食べ、その子供たちは一緒に伏す。獅子は牛のようにわらを食べる。

8 乳飲み子はまむしの穴の上で戯れ、離乳した子はその手をまむしの穴に伸ばす。

9 すべての聖なる山において、彼らは害することも滅ぼすこともない。なぜなら、地は主を知る知識で満ちるからである。ちょうど水が海を覆うように。

10 その日には、エッサイの根が民の旗として立ち、国々は彼に尋ね求める。彼の憩いは栄光となるであろう。

11 その日、主は再び御手を伸ばして、御民の残りを買い戻される。それはアッシュル、エジプト、パトロス、クシュ、エラム、シヌアル、ハマテ、そして海の島々から残される者たちである。

12 旗を国々のために掲げ、イスラエルの追い散らされた者たちを集められ、ユダの散らされた者たちを地の四つの翼から集められる。

13 エフライムのねたみは去り、ユダの敵は断ち切られる。エフライムはユダをねたまず、ユダもエフライムを苦しめない。

14 彼らは肩にペリシテ人を負って海に向かい、共に東の子らを略奪する。エドムとモアブに手を送り、アンモンの子らは彼らの従者となる。

15 主はエジプトの海の舌を干され、その手を川の上に振り、力ある者の風をもってこれを打ち、七つの谷川に分け、靴を履いて渡らせられた。

16 大路は、アッシュルから残るその民の残りのためにあり、イスラエルのためにあったように、彼がエジプトの地から上って来た日のように。

Isaiah 12

1 その日、あなたは言われるであろう。「主よ、わたしはあなたに感謝します。あなたはわたしに対して怒られたが、あなたの怒りは収まり、わたしを慰めてくださったからです。

2 見よ、私の救いの神。私は信頼し、恐れない。主ヤハは私の力であり歌であり、私にとって救いとなられた。

3 あなたがたは喜びをもって、救いの泉から水を汲むであろう。

4 その日、あなたがたは言うであろう。「主に感謝せよ。その名を呼べ。その行いを民の間に知らせよ。その名が高められていることを覚えよ。

5 主に向かって歌え。主は誇りを行われたからだ。このことをすべての地に知らせよ。

6 シオンに住む者よ、喜び叫び、歓声を上げよ。あなたの内側にイスラエルの聖なる方が大いにおられるからだ。

Isaiah 13

1 重荷。バビロンについて、アモツの子イザヤが見たもの。

2 高い山の上に旗を掲げよ。彼らに向かって声を上げよ。手を振って、彼らが高貴な者の入口に入るようにせよ。

3 私は私の聖別された者たちに命じた。また、私の怒りのために勇士たちを呼び寄せた。私の誇りを喜ぶ者たちを。

4 山々における群衆の声、多くの民の似姿。諸国の王国の騒音の声が集まっている。主の軍勢が戦いの軍勢を指揮しておられる。

5 遠方の地から、天の果てから来る者たち、主とその憤りの器が、すべての地を滅ぼすために来る。

6 泣き叫べ。主の日が近いからだ。全能者からの略奪のように、それが来る。

7 それゆえ、すべての手は弱くなり、すべての人の心は溶ける。

8 彼らは苦痛に襲われ、綱が彼らを捕らえ、産婦のように苦しむ。人は互いに友を見つめて驚き、その顔は炎の顔のようだ。

9 見よ、主の日が来る。それは残酷で、激しい怒りと激しい怒りと怒りの炎をもって、地を驚きとし、その罪人たちをそこから滅ぼし尽くすためである。

10 天の星とそのオリオンはその光を放たず、太陽はその出る時に暗くなり、月はその光を輝かせない。

11 わたしは世界に悪を、悪しき者たちにその咎を罰として下し、高ぶる者の誇りを絶ち、暴虐な者の誇りを低くする。

12 人は純金よりも貴く、人はオフィルの純金よりも貴いものとされる。

13 それゆえ、わたしは天を震わせ、地はその場所から揺れ動く。万軍の主の激しい怒りと、その怒りの燃える日に。

14 追い立てられた麗しさのように、また集める者のいない羊の群れのように、それぞれの人は自分の民に向かって向きを変え、それぞれの人は自分の地へ逃げる。

15 すべて見つけられる者は刺し貫かれ、すべて捕らえられる者は剣に倒れる。

16 彼らの幼子は彼らの目の前で打ち砕かれ、彼らの家は略奪され、彼らの妻は犯される。

17 見よ、わたしは彼らに対してメディアを奮い立たせる。彼らは銀を顧みず、金を喜ばない。

18 弓は少年たちを打ち砕く。彼らは腹の果実を顧みず、子に対して目は惜しまない。

19 バビロンは王国の麗しさ、カルデヤ人の誇りの栄光であったが、神がソドムとゴモラを滅ぼされたように、彼女は滅ぼされる。

20 決して勝利のためには住まず、世代から世代に至るまで宿ることはない。そこにはアラビア人が天幕を張ることはなく、羊飼いたちもそこに家畜を伏せさせることはない。

21 荒野の獣がそこに伏し、彼らの家は妖獣で満ちる。フクロウの娘たちがそこに住み、やぎたちがそこで踊る。

22 島の野獣がその未亡人たちの中で叫び、海の怪物が楽しみの神殿の中で叫ぶ。その時は近づいて来ており、その日々は延ばされることはない。

Isaiah 14

1 主はヤコブをあわれまれ、再びイスラエルを選び、彼らをその地に置かれる。寄留者は彼らに加わり、ヤコブの家に結びつけられる。

2 民は彼らを連れ去り、彼らの場所に連れて行き、イスラエルの家は主の地で彼らを所有とし、しもべと女奴隷とした。彼らは自分たちを捕らえた者たちの捕虜となり、自分たちを支配した者たちを支配した。

3 主があなたの痛みと騒ぎ、そしてあなたに課せられた過酷な奉仕からあなたを休ませてくださる日に、

4 あなたはこのことわざをバビロンの王について取り上げて言われる、「ああ、虐げる者はどうして休んだのか。金の都はどうして休んだのか」。

5 主は悪しき者たちの杖を折り、支配者たちの杖を折られた。

6 激しい怒りで民を打ち、背反のない傷を与え、怒りをもって国々を支配し、迫害を惜しまずに行った。

7 地はすべて休み、静まり、人々は喜びの叫びをあげた。

8 もみの木もまた、あなたのために喜んだ。レバノンの杉たちも。あなたが横たわってから、切り倒す者が私たちの上に上って来ることはない。

9 よみは下からあなたのために震え、あなたの到来を迎えるために。死者たちをあなたのために呼び覚まし、地のすべての雄やぎたちを。彼らの王座からすべての国の王たちを立ち上がらせる。

10 彼らはみな、あなたに答えて言う、「あなたもまた、私たちのように弱くなり、私たちと同じようになった」。

11 あなたの誇りはよみに下され、あなたの瓶の騒音も。あなたの下には虫が敷かれ、あなたの覆いは緋色の虫である。

12 なんと、あなたは天から落ちた、夜明けの子、明けの明星よ。あなたは地に切り倒された、国々を弱らせた者よ。

13 あなたは心の中で言った、「わたしは天に上ろう。神の星々の上にわたしの王座を高く上げよう。定めの時の山、北の辺境に座ろう」。

14 雲の高台に上ろう。いと高き方のようになろう。

15 しかし、あなたはよみへ下ろされ、穴の辺境へ。

16 あなたを見る者たちはあなたに目を注ぎ、あなたに思いを巡らせる。「この人こそ、地を揺り動かし、王国を震わせた者か」と。

17 世界を荒野のようにし、その町々を打ち壊した。その囚人たちを家に帰らせなかった。

18 すべての国の王たちはみな、栄光のうちに眠り、それぞれ自分の家に横たわった。

19 あなたは自分の墓から投げ出された。忌み嫌われる枝のように、剣で刺し通された者たちの衣服のように、穴の石の下に下る者たちのように、踏みにじられた死体のように。

20 あなたは彼らと共に埋葬されない。あなたが自分の地を滅ぼし、自分の民を殺したからだ。悪を行う者の子孫は、永遠に名を呼ばれることはない。

21 彼らの父の咎のために、彼の子らに屠殺を備えよ。彼らが立ち上がって地を継ぎ、世界の顔を町で満たすことのないように。

22 わたしは彼らに立ち向かって立ち上がる、と軍勢の主は宣言される。そして、バビロンから名と残り、子孫と孫を断ち滅ぼされる、と主は宣言される。

23 私はそれをヨシキリの所有と水の沼とし、滅びのほうきでそれを掃き清める。万軍の主の宣言。

24 主は軍勢の主を誓って言われた、「まことに、わたしが思い描いたとおりに、それは起こった。わたしが計ったとおりに、それは成就する」。

25 わたしの地でアッシュルを打ち砕き、わたしの山々の上で彼を踏みつける。彼のくびきは彼らから取り去られ、彼の重荷は彼の肩から取り除かれる。

26 これは、全地に対して巡らされた助言であり、これは、すべての国々の上に伸ばされた手である。

27 万軍の主が計画を立てられた、だれがそれを無効にできようか。その御手は伸ばされている、だれがそれを引き戻せようか。

28 アハズ王の死の年に、この重荷があった。

29 ペリシテよ、あなたのすべては喜ぶな。あなたを打つ杖が折られたからだ。蛇の根からまむしが出、その果実は飛ぶ燃える蛇となる。

30 貧しい者の長子らは草を食べ、乏しい者らは安全に伏す。しかし、わたしは飢饉であなたの根を殺し、あなたの残りの者を殺す。

31 門よ、泣き叫べ。町よ、叫べ。ペリシテよ、すべてお前は溶け去れ。北から煙が来るからだ。彼の定められた時には、一人の離れた者もいない。

32 国の使者たちは何と答えようか。主がシオンを据えられたからだ。その中に、主の民の貧しい者たちは身を避ける。

Isaiah 15

1 モアブについての重荷。まことに、夜のうちにモアブのアルは荒らされ、滅ぼされた。まことに、夜のうちにモアブのキルは荒らされ、滅ぼされた。

2 バジテとディボンは高台に上って泣き、ネボとメデバのためにモアブは嘆き悲しむ。そのすべての頭は禿げ、すべてのひげは切り裂かれた。

3 その外では荒布を身にまとい、その屋根の上と広場では、すべての者が泣きながら下って行く。

4 ヘシュボンとエルアレは叫び、その声はヤハツまで聞こえた。それゆえ、モアブの武装した者たちは叫び、その命は彼にとって苦しんだ。

5 わたしの心はモアブのために叫ぶ。そのかんぬきはゾアル、第三のものの雌牛にまで及ぶ。ルヒトの上り坂は泣きながら上る。ホロナイムの道では、破滅の叫びが響き渡る。

6 ニムリムの水は荒廃となるであろう。草は枯れ、若草は絶え、緑はなかった。

7 それゆえに、彼らの富は失われ、彼らの監督たちは柳の谷川に運ばれる。

8 叫びがモアブの境界を取り巻いた。その嘆きの叫びはエグライムにまで及び、ベエル・エリムにまでその嘆きの叫びが及んだ。

9 ディモンの水は血で満ちた。まことに、わたしはディモンにさらに多くのものを加える。モアブの逃れの者には獅子を、地の残りの者にも獅子を。

Isaiah 16

1 地の支配者の牧場を、荒野のセラからシオンの娘の山へ送れ。

2 鳥が巣から追い払われて飛び回るように、モアブの娘たちはアルノンの渡し場にいるであろう。

3 助言を持ち来たり、さばきを行え。あなたの陰りを夜のように真昼の真ん中に置け。追い出された者たちを隠し、さまよう者を明かすな。

4 我の追われた者たちはあなたの中に宿るであろう。モアブよ、彼らのために略奪者の顔からの隠れ場となれ。搾取者は終わり、略奪は尽き、踏みつける者は地から絶えたからである。

5 王座は慈愛をもって堅く立てられ、その上に真実をもってダビデの天幕に座する者がいる。さばきを行い、さばきを求め、義を速やかに成し遂げる者である。

6 私たちはモアブの誇りを聞いた。それは非常に高慢な誇りだ。その誇り、その誇り、その激しい怒りは、その偽りにかなわない。

7 それゆえ、モアブはモアブのために嘆き叫ぶ。すべての者が嘆き叫ぶ。キル・ハレセテの基礎のために、あなたがたはただ打ちひしがれて嘆くがよい。

8 ヘシュボンの荒地は枯れ果て、シブマのぶどうの木も衰えた。国々の主人たちがその良いぶどうの枝を打ち砕いた。それらはヤゼルにまで達し、荒野をさまよった。その枝は捨てられ、海を越えた。

9 それゆえ、私はヤゼルの泣きで泣く。シブマのぶどうの木よ。私はヘシュボンとエルアレに、私の涙で潤す。あなたの夏とあなたの収穫の上に、叫び声が落ちたからだ。

10 喜びと楽しみは穀物の穂から取り去られ、ぶどう園では歌われず、叫ばれない。ぶどう酒ぶねで、踏む者がぶどう酒を踏むことはない。わたしは叫び声をやめさせた。

11 それゆえ、わたしの腹はモアブのために竪琴のように鳴り響く。わたしの内側はキル・ハレセテのために。

12 モアブが高台に現れて疲れ果てたとき、彼は自分の聖所に来て祈るが、それは叶わない。

13 これは、主が昔からモアブについて語られた言葉である。

14 今、主はこう言われた。「三年のうちに、雇い人の年のようにして、モアブの栄光は、そのすべての大いなる群衆とともに辱められる。その残りは、ごくわずかで、少しばかりで、力強くはない。

Isaiah 17

1 ダマスコについての重荷。見よ、ダマスコは町から取り去られ、それは崩れ落ちた塚、廃墟となる。

2 アロエルの町々は捨てられ、群れのためのものとなり、彼らは伏し、脅かす者はいない。

3 要塞はエフライムから断たれ、王国はダマスコから断たれ、アラムの残りはイスラエルの子らの栄光のようになる、と軍勢の主の宣言がある。

4 その日には、ヤコブの栄光は衰え、その肉の肥えた者はやせ細る。

5 それは、穀物の穂の収穫を集める者のように、その腕が穀物の穂を刈り取るようになり、レファイムの谷で穀物の穂を拾い集める者のようになる。

6 その中にぶどうの取り残しが残る、オリーブの木の揺れのように、二つ三つの果実が木の枝の頭に、四つ五つがその枝の実り多い枝に。イスラエルの神、主の宣言。

7 その日、人は自分の造り主に目を向け、その目はイスラエルの聖なる方を見る。

8 彼は自分の手のわざである祭壇に目を向けず、自分の指が造ったものを見ることはない。アシェラと偶像にも目を向けない。

9 その日、彼の要害の町々は、森と木の枝の捨てられたもののようになる。それはイスラエルの子らの前から捨てられたものであり、荒廃となるであろう。

10 あなたは自分の救いの神を忘れ、自分の要害の岩を覚えなかった。それゆえ、あなたは麗しさの植え木を植え、異なる枝を植えるであろう。

11 植え木の日にあなたは茂らせ、朝にあなたの種を咲かせる。収穫の塚は病の日に、そして癒えない痛みとなる。

12 ああ、多くの民の群衆は海の騒ぎのように騒ぎ立ち、諸民の騒音は力強い水の騒音のように響き渡る。

13 諸国の民は、多くの水の騒音のように騒ぎ立てる。しかし主がそれを叱られると、それは遠方へ逃げ去る。それは山々のもみがらのように、風の前に、また葦の海の前の車輪のように追い散らされる。

14 夕方の時には、見よ、恐怖がある。朝になる前に、それはもうない。これが私たちを略奪する者たちの分け前であり、私たちを奪い取る者たちへのくじである。

Isaiah 18

1 災いだ、翼のシンバルの音を立てる地よ、クシュの川々の向こう側にある地よ。

2 海に苦痛の使者を送り、葦の器によって水の面の上に。行け、速い使者よ、引き伸ばされ、磨かれた国へ、恐ろしい民へ、それは今もその後もそうである。物差しで物差しを測り、踏みにじられる国へ、その地を川々が分け入った。

3 すべての世界に住む者、地に宿る者よ。山に旗が掲げられるとき、あなたがたは見る。角笛が吹かれるとき、あなたがたは聞く。

4 主が私にこう言われた。「わたしは静まり、わたしの基盤の上で見つめよう。光の上の暑さのように、収穫の暑さの中の露の雲のように。

5 収穫の前に、花が咲き終わり、酸ぶどうが実って花となる時、その若枝を剪定鎌で切り、物見やぐらを取り除いて落とされる。

6 彼らは共に山の猛禽と地の獣のために捨て置かれ、猛禽はその上に夏を過ごし、地のすべての獣もその上で冬を過ごす。

7 その時、贈り物は万軍の主に運ばれる。引き延ばされ、滑らかにされた民から、遠くから恐ろしい民から、物差しと物差しで測られ、踏みにじられる国から、その地を川々が荒らした国から、万軍の主の名の場所、シオンの山へ。

Isaiah 19

1 エジプトへの重荷。見よ、主は速い雲に乗って来られ、エジプトに入られる。エジプトの偶像はその御前で揺れ動き、エジプトの心はその内側で溶け去る。

2 わたしはエジプトをエジプトに扇動し、人々はその兄弟と戦い、人々はその友と戦い、町は町に、王国は王国に敵対する。

3 エジプトの霊はその内側で衰え、わたしはその助言を打ち砕く。彼らは偶像と、静かに語る者たちと、霊媒と、口寄せの霊に尋ねる。

4 私はエジプトを、厳しい主の手に渡す。力ある王が彼らを支配する。万軍の主なる神の宣言である。

5 水は海から涸れ、川は干上がって乾く。

6 川は臭くなり、ナイル川は減り、干上がった。要塞の水路は涸れ、葦と葦は枯れた。

7 ナイル川の岸辺の紙の葦、ナイル川の口にあるものはすべて枯れ、ナイル川の蒔き物はすべて吹き散らされて、無くなる。

8 漁師たちは嘆き悲しみ、ナイル川に釣り針を投げるすべての者は哀れみ、水の面に投網を広げる者たちは衰え果てた。

9 亜麻を梳く者たちは恥じ、網目を織る者たちも恥じる。

10 その基盤は打ち砕かれ、すべて報酬を得る者は心の憂いを抱く。

11 ツォアンの長官たちは全く愚かであり、ファラオの賢い助言者たちの助言は鈍くなった。あなたがたはどうしてファラオに「私は賢い者の子、東の王たちの子です」と言うのか。

12 あなたの賢者たちは、今どこにいるのか。彼らに告げさせよ、あなたに。そして、彼らは、主・軍勢がエジプトについて何を計画されたかを知るであろう。

13 ツォアンの長官たちは愚かになり、ノフの長官たちは惑わされた。彼らはエジプトを迷わせた、その部族の隅々まで。

14 主はその内側に邪悪な霊を混ぜ込まれた。彼らはエジプトをそのすべてのわざにおいて迷わせられた。酔った者が自分の嘔吐物の中でよろめくように。

15 エジプトには、頭と尾、枝と葦が行うわざが、もはやないであろう。

16 その日、エジプトは女たちのようになる。そして、彼の上に振り動かされる主の軍勢の手の揺祭の前で、彼は震え、恐れる。

17 ユダの地はエジプトにとって恐怖となるであろう。すべてその地を彼に思い起こさせる者は、主の軍勢の助言の前で恐れるであろう。その助言は彼に対して主が与えられるものである。

18 その日、エジプトの地に五つの町が、カナンの唇を語り、軍勢の主に誓うものとなる。その一つは「破壊の町」と呼ばれる。

19 その日、エジプトの地の真ん中に主のための祭壇があり、その境界のそばに主のための石柱がある。

20 それは主の軍勢にとって、エジプトの地においてしるしとなり証人となるであろう。彼らが迫害する者たちの顔のゆえに主に叫ぶとき、主は彼らに救い主と仲裁者を送られ、彼らを救い出されるであろう。

21 主はエジプトに知られ、その日、エジプトは主を知るようになり、彼らはいけにえと献げ物をもって仕え、主に誓いを立てて、それを果たすであろう。

22 主はエジプトを打たれ、そして癒される。彼らは主に立ち返り、主は彼らのために祈りを聞き入れられ、彼らを癒される。

23 その日には、エジプトからアッシュルへの大路ができ、アッシュルはエジプトに入り、エジプトはアッシュルに入る。そして、エジプトはアッシュルに仕える。

24 その日、イスラエルはエジプトとアッシュルにとって第三のものとなり、地の内側における祝福となる。

25 万軍の主が彼を祝福して言われた、「わたしの民エジプト、わたしの手のわざアッシュル、そしてわたしの相続地イスラエルは祝福されている」。

Isaiah 20

1 サルゴンがアッシュルの王であり、タルタンをアシュドドに遣わした年に、彼はアシュドドと戦い、それを攻め取った。

2 その時、主はアモツの子イザヤの手を通してこう言われた。「行って、あなたの腰の上の荒布を解き、あなたの足から靴を脱ぎ去れ。」すると彼はそのようにして、裸で裸足で歩いた。

3 主は言われた、「わたしのしもべイザヤが、裸で、はだしで歩いたように、三年の間、エジプトとクシュに対するしるしとなり、しるしとなった。

4 アッシュルの王は、エジプトの捕虜とクシュの捕囚を、少年も年寄りも、裸で裸足で連れて行かれる。彼らの臀部は裸にされ、エジプトの恥がさらされる。

5 彼らはクシュへの期待と、エジプトへの栄光によって、恐れおののき、恥じ入るであろう。

6 その日、この島の住民は言うだろう。「見よ、これが我々の期待だった。我々はそこに助けを求めて逃げ、アッシュルの王の前から逃れようとした。だが、我々はどうして逃れられるだろうか。

Isaiah 21

1 重荷。海の荒野について。ネゲブの葦の海のように、恐ろしい地から来る荒野から過ぎ去る。

2 厳しい幻が私に告げられた。裏切る者は裏切り、略奪する者は略奪する。エラムよ、上れ。メディアよ、包囲せよ。私はすべての嘆きを終わらせた。

3 それゆえ、私の腰は苦痛で満ち、陣痛の苦痛が私を捕らえた。産婦の苦痛のように。私は聞くことでよじれ、見ることで慌てふためいた。

4 私の心は迷い、戦慄が私を襲った。私の欲望の夕暮れを、主は私にとって恐れとされた。

5 食卓を整え、見張り台を見張れ、食べ、飲め。立ち上がれ、長官たちよ、盾に油を塗れ。

6 主は私にこう言われた。「行け、見張りを立てよ。彼は見ることを告げるであろう。

7 彼は戦車、騎兵のくびき、ろばの戦車、らくだの戦車を見て、大いに傾聴をもって傾聴した。

8 獅子は叫んだ、「主の見張り台の上に、私は常に昼は立ち、私の務めの上に、私はすべての夜、立っている」。

9 すると見よ、一隊の戦車、人のくびき、騎兵の組が来る。彼は答えて言った、「バビロンは倒れた、倒れた。そのすべての神々の彫像は地に打ち砕かれた」。

10 わたしの打ち場の子よ、わたしの打ち場の子よ。わたしが万軍の主、イスラエルの神から聞いたことを、あなたがたに告げた。

11 重荷はドゥマについて。セイルから私に呼ぶ者がいる。「見張りよ、夜はどうなったか。見張りよ、夜はどうなったか。

12 見張りの者が言った、「朝が来る、そしてまた夜も来る。もしあなたがたが尋ねるなら、尋ねよ。帰って来なさい、来なさい。

13 重荷はアラビアについて。アラビアの森の中で、あなたがたは宿る。デダニム人の隊商よ。

14 渇いた者を迎えるために、水を運んで来い。テマの地に住む者よ、そのパンで逃げる者を迎えよ。

15 彼らは剣の前から逃げ去り、抜かれた剣の前から、張られた弓の前から、戦いの重さの前から逃げた。

16 主はこのように私に言われた。「雇い人の年のように、あと一年のうちに、ケダルのすべての栄光は尽きる。

17 ケダルの子らの勇士たちの弓の数の残りは少なくなる。それは、イスラエルの神である主が語られたからである。

Isaiah 22

1 重荷は幻の谷についてのものだ。なぜあなたはすべて屋根の上に上ったのか。

2 騒ぎの叫びで満ちた町、騒がしい町、喜びに沸く町よ。あなたの打ち殺された者たちは、剣で打ち殺された者たちではなく、戦いで死んだ者たちでもない。

3 あなたの指揮官はみな共に逃げ去り、弓から縛られた。あなたの見いだされた者はみな共に縛られ、遠くから逃げ去った。

4 それゆえ、私は言った、「私から目をそらせ、泣きの中で苦しめよ。私の民の娘の略奪のゆえに、私を慰めようと急ぐな」。

5 主なる万軍の神にとって、これは騒乱の日、踏みにじりと当惑の日、幻の谷において、壁を打ち壊し、山に向かって叫ぶ日である。

6 エラムは矢筒を担ぎ、人の戦車と騎兵とともに進んだ。キルは盾を掲げた。

7 あなたの谷の最良のものは戦車で満ち、騎兵たちは門に向かって整然と配置された。

8 ユダの垂れ幕を除かれた。その日、彼らは森の家の武器に目を向けた。

9 あなたがたはダビデの町の裂け目が多くあるのを見た。そして、あなたがたは下の池の水を集めた。

10 あなたがたはエルサレムの家々を数え、その家々を壊して城壁を堅固にした。

11 溝をあなたたちは造った、城壁の間に、古い池の水のために。しかし、その造り主に目を向けず、遠くからそれを形造られた方を、あなたたちは見なかった。

12 主、軍勢の神は、その日に、泣きと嘆きと禿げと荒布を締めることを呼びかけられた。

13 見よ、喜びと喜びがあり、牛を殺し、羊の群れを屠り、肉を食べ、ぶどう酒を飲んでいる。「食べよう、飲もう、なぜなら明日には私たちは死ぬのだから。

14 万軍の主が私の耳に啓示された。「この咎は、あなたがたが死ぬまで決して贖われない」と、万軍の主なる神が言われた。

15 万軍の主、神はこう言われた。「行け、この管理者のもとへ、家を任されているシェブナのもとへ。

16 ここで何をしているのか、誰のためにここにいるのか。あなたは自分のためにここに墓を掘った。高い所に自分の墓を掘る者、岩に自分のための幕屋を刻む者よ。

17 見よ、主はあなたを捕囚として投げ動かされる。男を捕囚として投げ動かし、あなたを堅く巻かれる。

18 あなたを巻き包んで、投げのように巻き包む。手の広い地に向かって、玉のように。そこであなたは死に、そこであなたの栄光の戦車は、あなたの主の家の恥辱となる。

19 あなたをあなたの駐屯所から追い出し、あなたの地位から引き倒される。

20 その日、わたしはわたしのしもべ、ヒルキヤの子エリアキムを呼ぶ。

21 あなたの長服を彼に着せ、あなたの帯で彼を強くし、あなたの支配を彼の手に渡す。彼はエルサレムに住む者とユダの家の父となる。

22 私はダビデの家の鍵を彼の肩に置く。彼が開けば、閉じる者はいない。彼が閉じれば、開く者はいない。

23 私は彼を堅固な場所に杭として打ち込み、彼は父の家にとって栄光の王座となる。

24 彼の父の家のすべての栄光、子孫と出物は、彼に掛けられる。すべての小さな器、鉢の器からすべての瓶の器に至るまで。

25 その日、万軍の主の宣言により、堅固な場所に打ち込まれた杭は動かされ、切り倒されて落ち、その上にある重荷は断ち切られる。主が語られたからである。

Isaiah 23

1 ツロについての重荷。タルシシュの船よ、泣き叫べ。家からも入り口からも荒らされたからだ。キッテの地から、それが彼らに現れたのだ。

2 海の岸の住民よ、黙れ。シドンの商人、海を渡る者よ、お前たちは満ちている。

3 大水の中で、シホルの種、ナイル川の収穫は彼女の収穫であり、それは国々の商品となった。

4 恥じよ、シドンよ。海が言ったからだ。「海の要害よ」と。「私は産みの苦しみをせず、産まず、若者を育てず、処女たちを高めなかった」と。

5 エジプトがその評判を聞いたとき、彼らはツロの評判を聞いて震えおののいた。

6 タルシシュへ渡れ、海辺の住民よ、嘆き叫べ。

7 これはあなたがたの誇る町か。その昔、東の日々から、その足は遠くから旅して、そこに住まうために来たのだ。

8 だれがこのことをツロに対して定めたのか。冠を授けられた都、その商人たちは長官、そのカナン人たちは地の尊い者たちであったのに。

9 主は軍勢の主であって、これを謀られた。すべての麗しさの誇りを汚し、地のすべての尊い者たちを卑しめるために。

10 あなたの地をナイル川のように渡れ、タルシシュの娘よ、もはや帯はない。

11 主は御手を海の上に伸ばされ、王国を揺り動かされた。主はカナンに向かって、その要害を滅ぼすよう命じられた。

12 主は言われた、「虐げられた処女の娘シドンよ、あなたはもはや喜び歌うことはない。キッテよ、立ち上がって渡れ。そこでも、あなたに休みはない」。

13 見よ、カルデヤ人の地。この民は存在しなかった。アッシュルがそれを荒野の獣のために据えた。彼らはその塔を築き、その城を引き起こした。彼はそれを廃墟とした。

14 タルシシュの船よ、泣き叫べ。あなたがたの要害が略奪されたからだ。

15 その日、ツロは七十年の間忘れられる。それは一人の王の日々のようである。七十年の終わりに、ツロには娼婦の歌のようになる。

16 忘れられた遊女である町よ、竪琴を取り、町を巡れ。見事に奏で、歌を多くせよ。そうすれば、あなたは覚えられるために。

17 七十年の終わりに、主はツロを顧みられる。彼女は遊女の報酬に戻り、地の面にあるすべての王国と淫行を行う。

18 その商品と遊女の報酬は主にとって聖なるものとなり、蓄えられることも、囲われることもない。なぜなら、その商品は主の前に住む者たちのものとなり、満ち足りることのために食べ、古い覆いのために用いられるからである。

Isaiah 24

1 見よ、主は地を空にし、それを荒らされる。その顔をゆがめ、その住民を散らされる。

2 民は祭司のように、しもべはその主のように、女奴隷はその女主人のように、買う者は売る者のように、貸す者は借りる者のように、債権者は債務者のようになる。

3 地は空にされ、荒らされる。主がこの言葉を語られたからである。

4 地は嘆き、衰えた。世界は嘆き、衰えた。地の民の高い所は嘆き衰えた。

5 地はその住民のゆえに汚された。彼らは律法に背き、定めを破り、永遠の契約を無効にしたからである。

6 それゆえ、呪いが地を食い尽くし、そこに住む者たちは罪に定められた。それゆえ、地に住む者たちは焼かれ、残された人はわずかとなった。

7 新しいぶどう酒は悲しみ、ぶどうの木は衰え、心に喜ぶすべての者は嘆く。

8 タンバリンの喜びはやみ、騒ぐ者たちの騒音は静まり、竪琴の喜びはやんだ。

9 歌によってはもはやぶどう酒を飲まない。強い酒はそれを飲む者にとって苦くなる。

10 虚無の町は打ち砕かれ、すべての家は入ることができないように閉ざされた。

11 ぶどう酒のゆえに外で叫びがあり、すべての喜びは衰え、地の喜びは消え去った。

12 町には驚きが残り、滅びが門を打ち砕いた。

13 地の内側で、民の真ん中で、このようになるであろう。オリーブの揺れのように、収穫が終わった後のぶどうの取り残しのように。

14 彼らは声を上げ、喜び歌う。主の誇りにおいて、海から大声で叫ぶ。

15 それゆえ、火の中で主を崇めよ。海の島々で、イスラエルの神である主の名を。

16 地の翼から歌を聞いた、正しい者への麗しさを。そして私は言った、「私のやせ衰え、私にやせ衰え、私に災いだ。裏切り者たちが裏切り、裏切りの衣服で裏切り者たちが裏切った」。

17 恐れと穴とわなが、地に住むあなたの上に臨む。

18 恐れの声から逃げる者は穴に落ち、穴の真ん中から上る者はわなに捕らえられる。高い所の窓が開かれ、地の土台が揺れ動いたからだ。

19 地は激しく揺れ動き、地は砕け散り、地は大きく揺れ動いた。

20 地は酔い人のように揺れ動き、小屋のように揺れ動く。その背きの罪が地に重くのしかかり、地は倒れて、再び起き上がることはない。

21 その日、主は高い所の軍勢を高い所において罰し、地の王たちを地において罰される。

22 彼らは集まりとして囚人を穴に集められ、刑務所に閉じ込められ、多数の日の後に顧みられる。

23 月は恥じ、太陽は辱められる。なぜなら、万軍の主がシオンの山とエルサレムで王となられたからである。その長老たちの前で栄光が輝く。

Isaiah 25

1 主よ、あなたは私の神です。私はあなたを高め、あなたの名に感謝します。あなたは不思議を行われ、遠い昔からの助言、信仰と真実をもってなされました。

2 あなたは町を波とし、堅固な町を廃墟とされた。他国の者の城はもはや町ではなく、永遠に建て直されることはない。

3 それゆえ、強い民はあなたを敬い、暴虐な国々の町はあなたを恐れる。

4 あなたは貧しい者の要害、苦難のときの乏しい者の要害、洪水からの避け所、旱魃からの陰りとなられた。なぜなら、暴虐な者の霊は、壁を打つ洪水のようだからである。

5 旱魃が乾いた所に臨むように、あなたは異邦人の騒音を抑えられる。雲の陰りによる旱魃のように、暴虐者の歌をあなたは従わせられる。

6 万軍の主は、この山ですべての民のために、油の宴会、澱の宴会を設けられた。それは、よく熟した油、濾し清めた澱である。

7 この山の上で、すべての民の上に掛かっている覆いの顔を、またすべての国の上に掛かっている鋳像を、主は呑み込まれる。

8 死を永久に呑み込まれ、主なる神がすべての面から涙を拭い去られた。そしてその民の恥辱をすべての地から取り除かれた。主が語られたからである。

9 その日には、こう言われるであろう。「見よ、これこそ私たちの神である。私たちは彼を待ち望んだ。彼は私たちを救われる。これこそ主である。私たちは彼を待ち望んだ。私たちは彼の救いにおいて喜び、楽しもう。

10 主の手がこの山の上に置かれる。モアブはその下で踏みつけられる。ちょうど糞の山の内で藁が踏みつけられるように。

11 彼はその内側に手を広げられた。水を泳ごうとする者が泳ぐために手を広げるように。そして彼はその誇りを、自分の手の略奪品とともに低くされた。

12 あなたの城壁の高台の要塞を、主は低くされ、卑しくされ、地にまで、ちりにまで打ち落とされた。

Isaiah 26

1 その日、この歌がユダの地で歌われる。われわれには強い町がある。主は救いを城壁と城壁として置かれる。

2 門を開けよ。真実を守る正しい国が入って来るように。

3 心の形を堅く保つ者に、あなたは平和を、平和を守られる。なぜなら、その者はあなたに信頼しているからである。

4 主に信頼せよ、永遠に。主ヤハこそ、永遠の岩であるからだ。

5 なぜなら、主は高い所に住む者たちを低くされ、高ぶった町を低くされる。それを地にまで低くし、それをちりにまで届かせられる。

6 足がそれを踏みつける。貧しい者の足、弱い者の足が。

7 義人のための道は廉直である。あなたは正しい者の小道を平らかにされる。

8 主よ、私たちはあなたのさばきの道を待ち望みました。あなたの名とあなたの記憶に対して、私たちの命の欲望がありました。

9 夜、私の命はあなたを慕い、私の内側の霊もあなたを捜し求める。あなたのさばきが地に及ぶとき、世界に住む者たちは義を学ぶ。

10 悪者は恵まれても、義を学ばず、まっすぐな地で不法を行い、主の誇りを見ない。

11 主よ、あなたの手は高く上げられたが、彼らは見ない。彼らはあなたの民へのねたみを見て、恥じるであろう。まことに、火があなたの苦しみを焼き尽くす。

12 主よ、あなたは私たちのために平和を定められた。なぜなら、あなたは私たちのすべてのわざをも、私たちのために成し遂げられたからです。

13 主よ、私たちの神よ。あなたのほかに、私たちを支配した主たちがいました。しかし、私たちはただあなたの名だけを呼び求めます。

14 死者たちは生きず、死者たちは立ち上がらない。それゆえ、あなたは彼らを罰し、滅ぼされ、彼らのすべての記憶を絶ち滅ぼされた。

15 主よ、あなたは国を増やされ、国を増やされ、栄光を受けられました。あなたは地のすべての果てを遠くにされました。

16 主よ、苦難の中で彼らはあなたを顧みた。彼らは呪文を注ぎ出した。あなたの訓戒が彼らにあった。

17 妊婦が産みの苦しみに近づき、その綱の中でうめき叫ぶように、私たちはあなたの前でそうであった、主よ。

18 私たちは身ごもり、苦しみ、まるで風を産んだかのようであった。私たちは地に救いをもたらすことはできず、世界に住む者たちは倒れることはなかった。

19 あなたの死者は生き、私の死体は起き上がる。ちりに住む者よ、目を覚まして喜び歌え。あなたの露は光の露であり、地は死者を生み出すからだ。

20 行け、我が民よ、あなたの奥の部屋に入り、あなたの戸を閉じよ。少しの瞬間、憤りが過ぎ去るまで隠れよ。

21 見よ、主がその場所から出て来られ、地に住む者の咎をその上に罰せられる。地はその血を現し、もはやその殺された者たちを覆わない。

Isaiah 27

1 その日、主はその堅く、大きく、強い剣をもって、逃げる蛇レビヤタンと、曲がりくねった蛇レビヤタンを罰し、海にいる蛇を殺される。

2 その日、魅力のぶどう園のために歌え。

3 私は主、その方を守る者。瞬時に水を注ぎ、その方に害が及ばぬよう、夜も日も守る。

4 怒りは私にはない。誰が私に、戦いの中でいばらとおどろを与えるだろうか。私はそれに踏み込み、それを一緒に燃やそう。

5 むしろ、彼はわたしの要害にすがり、わたしと平和を結ぶであろう。彼はわたしと平和を結ぶであろう。

6 来る者たちによって、ヤコブは根を張り、イスラエルは芽を出し、花を咲かせる。そして、世界の顔は実りで満たされる。

7 主に打たれた者の傷のように、主を打たれたのか。主に殺された者たちの殺戮のように、殺されたのか。

8 激しい風で彼女を追い払うとき、主は彼女と争われた。東風の日に、荒い風で彼女を追い払われた。

9 それゆえ、このことによってヤコブの咎は贖われ、これが彼の罪を取り除くすべての果実となる。彼が祭壇のすべての石を、砕かれた白亜の石のようにするとき、アシェラと偶像は再び立ち上がることはない。

10 まことに、城壁のある町は孤独となり、見捨てられて荒野のようになった住まいとなる。そこに子牛が草を食べ、そこに伏して、その枝を食べ尽くす。

11 その収穫が枯れるとき、枝は折られ、女たちが来てそれを燃やす。これは悟りのない民である。それゆえ、その造り主はこれを顧みず、その形造られた者もこれを恵まれない。

12 その日、主は川の穀物の穂からエジプトの谷川に至るまで打たれ、あなたがたは一人ひとり集められる、イスラエルの子らよ。

13 その日には、大きな角笛が吹き鳴らされ、アッシュルの地にいる失われた者たちと、エジプトの地にいる追いやられた者たちが来て、エルサレムの聖なる山で主の前にひれ伏す。

Isaiah 28

1 災いだ、エフライムの酔いどれの誇りの冠、その麗しさの栄光のしぼむ花よ。それは油の谷の頭の上にある、ぶどう酒に打ちのめされた者たちのものだ。

2 見よ、主のために強くて力強い者が、雹の洪水、滅びの恐れのように、また大水の激しい洪水のように、それを地に手で投げ下ろされた。

3 足で踏みつけられる、エフライムの酔いどれたちの誇りの冠は。

4 その花は、その麗しさの栄光のしおれた花であり、油の谷の頭の上にあるもの。それは夏の前に熟す初物のようで、見る者がそれを見ると、それがまだ手のひらにあるうちに、それを呑み込んでしまう。

5 その日、万軍の主は、その民の残りの者にとって、麗しさの冠、栄光の冠となられる。

6 また、さばきの座に着く者へのさばきの霊となり、戦いを門に退ける者への力となる。

7 また、これらの者たちもぶどう酒によって迷い、強い酒によってよろめいた。祭司も預言者も強い酒によって迷い、ぶどう酒によって呑み込まれ、強い酒によってよろめき、幻によって迷い、裁きにつまずいた。

8 すべての食卓は嘔吐物と汚物で満ち、場所もない。

9 だれに知識を教え、だれに報道を理解させるのか。乳から離された者たち、乳房から引き離された者たちに。

10 それは「命令に命令、命令に命令、綱に綱、綱に綱、少しここに、少しそこに」である。

11 まことに、嘲る者の唇と異なる舌をもって、この民に語られる。

12 彼らに言われた、「これは憩いだ。疲れた者を休ませよ。これは休みだ」と。しかし彼らは聞こうとしなかった。

13 主の言葉は彼らにとって、命令に命令、命令に命令、綱に綱、綱に綱、少しここで、少しあそこ、というものとなり、彼らが行って、うしろに倒れて砕かれ、罠にかかって捕らえられるためである。

14 それゆえ、主の言葉を聞け、嘲弄の人々よ、このエルサレムにいるこの民を治める者たちよ。

15 あなたがたは言った、「われわれは死と契約を結び、よみと預言者を立てた。鞭打つ櫂が流れ過ぎても、われわれに及ばない。われわれは偽りを避け所とし、偽りの中に身を隠した」と。

16 それゆえ、主なる神はこう言われる。「見よ、わたしはシオンに石を据える。試みの石、尊い隅の石、堅く据えられた土台の石。信じる者は急いではならない。

17 わたしはさばきを綱とし、義を下げ振りとする。そして雹が偽りの避け所を一掃し、水が隠れ場を押し流す。

18 あなたがたの契約は死と結ばれ、あなたがたの幻はよみに対して立ち上がることはない。あふれる鞭が過ぎ去るとき、あなたがたはそれに踏みにじられる。

19 その通り過ぎるたびごとに、あなたがたを捕らえる。それは、朝ごとに朝ごとに、昼と夜に通り過ぎるからだ。そして、ただ動揺だけが、その報道を理解させることになる。

20 寝床は身を伸ばすには短く、鋳像は身を包むには狭い。

21 主はペラツィムの山のように立ち上がられ、ギブオンの谷のように震えられる。ご自分のわざをなさるために、そのわざは異なったわざであり、ご自分の奉仕を果たすために、その奉仕は異なった奉仕である。

22 今、嘲ってはならない。あなたがたの束縛が強くならないように。なぜなら、私はすべての地について、主なる万軍の神から終わりと定められたことを聞いたからである。

23 耳を傾けて、わたしの声を聞け。よく聞いて、わたしの言葉を聞け。

24 耕す者は、種を蒔くために、すべての日、耕すのであろうか。彼は自分の地を切り開き、砕くのであろうか。

25 耕地の面をならした後、茴香をまき、クミンをまき散らし、小麦を主なるものとして、大麦をその定めの場所に、エンマー麦をその境界に置くのではないか。

26 その神は彼にさばきを教え、彼を訓戒される。

27 茴香は鋭い器具で打たれるのではなく、荷車の車輪がクミンの上を回ることもない。むしろ茴香は杖で打たれ、クミンは鞭で打たれる。

28 パンは粉にされる。しかし、主はいつもそれを打たれるわけではない。たとえ、その荷車の車輪と騎兵たちでそれを踏みにじっても、主はそれを粉々にはされない。

29 これもまた、万軍の主から出たものである。主は驚くべき助言を与え、知恵を大いなるものとされた。

Isaiah 29

1 災いだ、アリエル、アリエル、ダビデが宿営した町よ。年を重ねに重ねよ、祭りが巡り来るように。

2 わたしはアリエルを苦しめる。それは悲しみと悲しみとなり、わたしにとってはアリエルのようになる。

3 わたしはあなたの周りに玉のように陣を敷き、あなたに対して陣地を築き、あなたに対して要塞を設ける。

4 あなたは地から低くされて語り、ちりからあなたの言葉はかすれる。あなたの声は地から霊媒のように出て、あなたの言葉はちりからささやく。

5 あなたの敵の群衆は細かいちりのように、暴虐な者の群衆は吹き去るもみがらのようになる。そして、それは突然、瞬く間に起こる。

6 主の軍勢によって、雷鳴と地震と大きな声、葦の海とあらし、そして焼き尽くす火の炎をもって、彼女は訪れられる。

7 それは、アリエルに攻めかかるすべての国の群衆、および彼女に戦いを挑むすべての者とその要塞、そして彼女を苦しめる者たちにとって、夜の幻の夢のようになる。

8 飢えた者が夢を見て、見よ、食べている。しかし目を覚ますと、自分の心は空である。また、渇いた者が夢を見て、見よ、飲んでいる。しかし目を覚ますと、見よ、疲れ果てて、その命は渇きに悩む。このように、シオンの山に戦いを挑むすべての国の群衆もそうなる。

9 彼らはためらい、驚き、戯れ、そして叫べ。彼らは酔ったが、ぶどう酒のゆえではない。彼らはよろめいたが、強い酒のゆえではない。

10 主が深い眠りの霊をあなたがたの上に注がれ、あなたがたの目を閉じられた。預言者たちと、あなたがたの頭である預言者たちを覆われた。

11 この幻は、あなたがたにとって、すべての言葉が、封じられた書物の言葉のようになる。それを、書物を知っている者に渡して、「どうかこれを読め」と言うと、彼は「封じられているので、読むことができない」と言う。

12 その書物は、文字を知らない者に渡されて、「これを読んでください」と言われるが、その者は「私は文字を知りません」と言う。

13 主は言われた、「この民が口で近づき、唇でわたしを敬うが、その心はわたしから遠く離れている。彼らのわたしへの恐れは、人に教えられた戒めにすぎない。

14 それゆえ、見よ、わたしはこの民に、不思議なことを重ねて不思議なことを行う。彼らの賢い者たちの知恵は失われ、彼らの悟れる者たちの悟りは隠される。

15 わざわいだ、主から助言を隠そうと深く企む者たちは。彼らのわざは暗闇の中で行われ、彼らは言う、「だれが私たちを見るのか、だれが私たちを知るのか」と。

16 あなたがたの逆転は、陶器師の粘土のように思われるのか。実に、わざがその造り主に「あなたは私を造らなかった」と言い、形がその陶器師に「あなたは理解しなかった」と言うのか。

17 ほんの少しの間の後、レバノンは穀物の穂に変わり、穀物の穂は森と見なされるのではないか。

18 その日、耳の聞こえない者たちは書物の言葉を聞き、暗黒と暗闇から、目の見えない者たちの目は見るようになる。

19 へりくだった者たちは主にあって喜びを増し加えられ、人の貧しい者たちはイスラエルの聖なる方にあって喜び躍る。

20 暴虐な者は絶え、嘲る者は尽き、すべて悪を企む者は断ち切られる。

21 人をことによって罪に陥れる者たち、門で戒める者に罠を仕掛け、虚無によって正しい者を曲げた。

22 それゆえ、主はヤコブの家にこう言われた。主はアブラハムを贖われた。「今はヤコブは恥を見ることはなく、今はその顔が青ざめることもない。

23 彼がその内側で、私の手のわざである自分の子供たちを見るとき、彼らは私の名を聖別し、ヤコブの聖なる方を聖別し、イスラエルの神を畏れ敬うであろう。

24 霊の迷う者たちは悟りを知り、つぶやく者たちは教訓を学ぶ。

Isaiah 30

1 わざわいなるかな、背く子らよ、と主は宣言される。彼らは、わたしによらずに助言を行い、わたしの霊によらずに鋳像を注ぎ出す。それは罪に罪を重ねるためである。

2 エジプトへ下ろうとしている者たち、その口で主に問うことなく、ファラオの要害に頼り、エジプトの陰りに身を隠そうとしている者たち。

3 ファラオの要害はあなたがたにとって恥となり、エジプトの陰りの避難所は恥辱となる。

4 その長官たちはツォアンにあり、その使者らはハネスにまで到達した。

5 すべては、彼らに益とならない民のゆえに恥をかかされた。助けにもならず、益にもならず、ただ恥と、また恥辱のためである。

6 ネゲブの獣の重荷。苦難と苦悩の地において、獅子と獅子、マムシと燃える蛇が飛び交う中、彼らはその力を子ろばの肩に載せ、その宝物庫をらくだのこぶに載せて、益とならない民のもとへ運ぶ。

7 エジプトは虚しさとむなしさをもって助ける。それゆえ、私はこれを「誇り」と呼んだ。彼らは休息である。

8 今、来て、これを彼らの前で板に書き、書物に記録せよ。それは後の日のために、永遠に証人となるように。

9 この民は反抗の民、偽りの子らである。律法を聞くことを望まなかった子らである。主の律法を。

10 彼らは幻を見る者たちに「見るな」と言い、預言者たちに「我々にまっすぐなことを見るな。我々に心地よいことを語れ。欺きを見よ」と言った。

11 道から退け、小道からそれよ。我々の前からイスラエルの聖なる方を絶やせ。

12 それゆえ、イスラエルの聖なる方はこう言われた、「あなたがたがこの言葉を退け、搾取と曲がったことに信頼し、それに寄りかかったので、

13 それゆえ、この咎はあなたがたにとって、高い城壁に生じる落ちる裂け目のようになり、その破滅は突然に訪れる。

14 その破滅は、陶器師の瓶の破滅のようであり、粉砕されて惜しまない。その粉砕の中には、燃える所から火を取り、沼から水を汲むための土器さえ見いだされない。

15 まことに、主なる神、イスラエルの聖なる方はこう言われた、「帰りと安息によって、あなたがたは救われる。静けさと確信によって、あなたがたの力となる。しかし、あなたがたはそれを望まなかった。

16 あなたがたは言った、「いいえ、私たちは馬に乗って逃げよう」と。それゆえ、あなたがたは逃げる。そして、「私たちは速い馬に乗ろう」と。それゆえ、あなたがたを追う者たちは速くなる。

17 千人も、一人の叱責の前から、五人もの叱責の前から、あなたがたは逃げる。ついに、あなたがたは山の頭の上の帆柱のように、丘の上の旗のように残される。

18 それゆえ、主はあなたがたをあわれもうとして待っておられる。それゆえ、主はあなたがたをあわれもうとして高く上げられる。主はさばきの神であるからだ。すべて主を待ち望む者は幸いである。

19 民はシオンに、エルサレムに住むであろう。あなたは決して泣くことはない。あなたの叫びの声に、主は必ず恵みをもって答えられる。その聞かれたとき、あなたに答えられた。

20 主はあなたがたに艱難のパンと虐げの水を与えられた。しかし、あなたの射手はもはや隠れず、あなたの目はあなたの射手を見るであろう。

21 あなたの耳は、あなたの背後から「これが道だ、これに歩め」と言う言葉を聞く。あなたが右に行くときも、左に行くときも。

22 あなたは自分の銀の彫像のめっきと、自分の金の鋳像のエポデを汚し、それを月の汚れのようにまき散らし、それに「出て行け」と言う。

23 主はあなたの種のために、あなたが地に蒔く雨を与えられ、地の収穫のパンを与えられる。その日、あなたの家畜は広い牧場で草を食むであろう。

24 牛と子ろば、地を耕す者たちは、酸っぱい混ぜ飼料を食べる。それは箕と箕でふるい分けられたものだ。

25 すべての高い山の上と、すべての高められた丘の上に、水の流れの川があり、多くの殺戮の日、塔が倒れる時に、それが起こる。

26 月の光は太陽の光のようになり、太陽の光は七日の光のように七倍になるであろう。主がその民の破滅を包み、その傷の打撃を癒される日に。

27 見よ、主の名は遠方から来られる。その怒りは燃え、その重荷の重さは大きい。その唇は憤りで満たされ、その舌は焼き尽くす火のようだ。

28 主の霊は、あふれ出る谷川のように、首にまで達して、国々を虚偽の周辺で揺り動かすこととなり、民の頬には、惑わすくつわが置かれる。

29 あなたがたには歌が、聖なる祭りの夜のようにあり、心の喜びは、笛に合わせて主の山、イスラエルの岩に向かって行く者のようにある。

30 主はその声の威光を聞かせ、その腕の安息を示される。激怒のうちに、焼き尽くす火の炎、まき散らしと洪水と雹の石をもって。

31 主の声によってアッシュルは打ち砕かれ、杖をもって彼は打たれる。

32 主がその上に置かれる基礎の杖のすべての渡し場には、タンバリンと竪琴をもって臨まれ、揺祭の戦いをもってこれと戦われた。

33 昨日からトフェテは整えられ、それも王のために備えられた。深くされ、広くされた。その焚き火の山は火と多くの木であり、主の息は硫黄の谷川のようにその中で燃えている。

Isaiah 31

1 災いだ、助けを求めてエジプトに下る者たちは。馬に頼り、戦車が多く、騎兵が非常に強いので彼らは頼みとしたが、イスラエルの聖なる方に目を向けず、主を求めなかった。

2 彼もまた賢く、災いをもたらされ、そのことばを取り消されることはなかった。彼は悪を行う者の家に立ち向かい、悪を働く者たちの助けにも立ち向かわれる。

3 エジプトは人であって神ではなく、その馬は肉であって霊ではない。主がその手を伸ばされると、助ける者はつまずき、助けられる者は倒れ、彼らはすべて共に滅びる。

4 主はこう言われた。「獅子が獲物の上でうなるように、若獅子がその獲物の上でうなる。羊飼いの満ち満ちているものがその上に呼び集められても、その声のゆえに恐れず、その群衆のゆえにひるまない。そのように、万軍の主はシオンの山とその丘の上で戦うために下って来られる。

5 飛ぶ鳥のように、万軍の主はエルサレムの上を守られ、救い出し、過越して逃れさせられる。

6 イスラエルの子らが深く背反した方に帰れ。

7 その日、人は自分の銀の偶像と金の偶像を捨てる。それは、あなたがたの手が罪のために造ったものである。

8 アッシュルは人の剣ではなく、人の剣でもない剣に倒れ、その剣の前から逃げ去り、その若者たちは人夫となる。

9 その岩は恐れのゆえに過ぎ去り、その長官たちは旗のゆえに慌てふためく。これは主の宣言である。主はシオンに火を、エルサレムにかまどを持っておられる。

Isaiah 32

1 見よ、義のために王が治められ、長官たちはさばきをもって統治する。

2 それぞれの人は、風の隠れ場となり、洪水の隠れ場となり、乾いた所における水の川のようになり、疲れた地における重い岩の陰りのようになる。

3 見る者の目はもはや閉じられず、聞く者の耳は傾けられる。

4 慌てる者の心は知識を理解し、吃る者の舌は滑らかに語ることを速める。

5 もはや無作法者は寛大な者とは呼ばれず、富ある者には「富」とは言われない。

6 愚か者は愚かさを語り、その心は悪を行う。偽善を行い、主に向かって誤りを語り、飢えた心を空にし、渇いた者に酒注ぎ役が飲み物を欠かせる。

7 無作法者の器は悪く、彼は悪意を謀り、偽りの言葉で貧しい者を滅ぼし、貧しい者がさばきを語る時にもそうする。

8 高貴な人は貴族のことを計り、彼は貴族の上に立つ。

9 安らかな女たちよ、立ち上がり、私の声を聞け。頼りにしている娘たちよ、私の言葉に耳を傾けよ。

10 一年のうちの日々、安心している女たちは震えるであろう。なぜなら収穫は終わり、収穫は来ないからである。

11 安らかなる者よ、震えよ。確信している者よ、おののけ。衣を脱ぎ、裸となり、腰に荒布をまとえ。

12 乳房のために嘆き悲しめ。魅力の野のために、実り多いぶどうの木のために。

13 わたしの民の地に、いばらとおどろが生い茂る。それは、喜びのすべての家の上に、歓楽の町の上に及ぶからだ。

14 城は捨てられ、群衆の町は見捨てられた。丘と塔は永遠に洞穴となり、野ろばの喜び、群れの牧場となった。

15 高い所から霊が私たちの上に注がれるまで、荒野は穀物の穂となり、穀物の穂は森と見なされる。

16 さばきは荒野に住み、義は穀物の穂に座す。

17 義のわざは平和となり、義の奉仕は静けさと安全となり、それは永遠に及ぶ。

18 我が民は平和の住まいに住み、確信の幕屋に、安らかな憩いに住む。

19 雹が森に降り注ぐとき、町は低い所に落ちる。

20 あなたがたは幸いである。すべての水のほとりに種を蒔き、雄牛の足とろばの足を放つ者は。

Isaiah 33

1 災いだ、お前は略奪する者でありながら、略奪されなかった。お前は裏切る者でありながら、彼らはお前を裏切らなかった。お前が略奪を終えるとき、お前は略奪される。お前が裏切りを終えるとき、彼らはお前を裏切る。

2 主よ、私たちをあわれんでください。私たちはあなたを待ち望みました。毎朝、彼らの腕となってください。また、苦難の時には私たちの救いとなってください。

3 群衆の声によって民は逃げ去り、あなたの高慢によって国々は散り散りになった。

4 あなたがたの戦利品は集められ、いなごの収穫のように集められる。いなごの往来がその中を押し寄せるように。

5 主は高く上げられた。なぜなら高い所に住まわれるからだ。主はシオンをさばきと義で満たされた。

6 あなたの時の信仰は、救いの富、知恵と知識の宝であり、主を恐れることが、それが彼の宝物庫である。

7 見よ、勇士たちは外で叫び、平和の使者は激しく泣いている。

8 大路は荒れ果て、道を行く者は絶えた。彼は契約を破り、町々を拒み、人を顧みなかった。

9 地は悲しみ、衰え、レバノンは恥じ、枯れ果てた。シャロンは荒野のようになり、バシャンとカルメルは揺り動かされた。

10 今、わたしは立ち上がる、と主は言われる。今、わたしは高められる。今、わたしは上げられる。

11 あなたがたは藁屑を身ごもり、藁を産む。あなたがたの息は火となって、あなたがたを焼き尽くす。

12 民は漆喰の焼却となり、いばらは切り倒されて火で焼かれる。

13 遠くにいる者よ、わたしが行ったことを聞け。近くにいる者よ、わたしの力を知れ。

14 シオンで罪人たちは恐れ、神を敬わない者たちは震えに捕らえられた。「私たちのうち、だれが焼き尽くす火と共に住むことができようか。だれが永遠の燃えている炉と共に住むことができようか。

15 義を行って歩み、廉直を語る者、虐げによる利得を退け、手のひらを賄賂を握ることから振り払い、血を聞くことから耳を塞ぎ、悪を見ることから目を閉じる者。

16 彼は高い所に住み、岩の要塞が彼の高台となる。彼のパンは与えられ、彼の水は絶えることがない。

17 あなたの目はその美しさの中の王を見るであろう。彼らは遠方の地を見るであろう。

18 あなたの心は恐れを思い巡らす。「書記官はどこにいるのか。量る者はどこにいるのか。塔を数える者はどこにいるのか」と。

19 あなたは、その激しい民を見ることはない。唇の深い民、聞いても悟りのない、嘲る舌の民を。

20 シオンを見よ、われわれの定めの時の町を。あなたの目はエルサレムを見るであろう、安らかな住まいを。その天幕は移されることなく、その杭は永遠に抜かれることなく、その綱はすべて断たれることがない。

21 まことに、そこでは、主は私たちにとって力強い方であられる。そこは、川と広い手を持つナイル川の場所であり、その中を櫂の船隊は進まず、力強い船もそこを通り過ぎることはない。

22 主は私たちのさばき主、主は私たちの律法を与える方、主は私たちの王、その方が私たちを救われる。

23 あなたの綱は解き放たれ、それらは自分の台座を強くせず、彼らの帆柱を立てず、旗を広げなかった。そのとき、増し加わる獲物が戦利品として分けられ、足の不自由な者たちが分捕り物を奪い取った。

24 そして、そこに住む者は「私は病んでいる」とは言わない。そこに住む民は咎を負っている。

Isaiah 34

1 国々よ、近づいて聞け。民よ、耳を傾けよ。地とその満ち満ちているものよ、世界とそのすべての子孫よ、聞け。

2 主の激しい怒りがすべての国々にあり、その怒りがすべてのその軍勢に向かっている。主は彼らを滅ぼし尽くし、屠殺に渡された。

3 彼らの殺された者たちは投げ捨てられ、彼らの死体は悪臭を放ち、山々は彼らの血によって溶けた。

4 天のすべての軍勢は朽ち果て、天は書物のように巻かれ、そのすべての軍勢は、ぶどうの木から葉が落ちるように、いちじくから落ちる実のように、しおれる。

5 わたしの剣は天に満ち足りた。見よ、それはエドムの上に下り、わたしの呪いの物の民の上に、さばきのために下る。

6 主の剣は血で満ち、脂肪で肥え、牧場の子羊と雄やぎの血、雄羊の腎臓の脂肪で満ちている。それは主のいけにえがボズラにあり、大きな屠殺がエドムの地にあるからだ。

7 一角獣は彼らと共に下り、雄牛は力ある者と共に下る。彼らの地は血で潤され、彼らのちりは脂肪で肥える。

8 主にとっては復讐の日、シオンの争いのために報いの年である。

9 その谷川は瀝青に変わり、そのちりは硫黄となり、その地は燃える瀝青となる。

10 夜も昼も消えることはなく、その煙は永遠に立ち上る。代々にわたって荒れ果て、勝利の勝利の果てまでも、そこを通る者はない。

11 鵜とヨシキリがそれを所有し、フクロウとからすがそこに住む。主はその上に虚無の綱と空虚の石を張られる。

12 貴族たちはそこにおらず、彼らは王権と呼ばれることはない。そのすべての長官たちは絶えずいることはない。

13 その城には鍋が生い茂り、いらくさといばらがその要塞に満ち、それはジャッカルの住まいとなり、娘たちのための中庭はフクロウのものとなる。

14 荒野の獣は島の野獣と出会い、やぎはその友に呼びかける。ただそこに怪鳥が休み、自分のための休息所を見つけた。

15 そこに大梟が巣を作り、卵を産み、孵し、その陰りの中で雛を育てた。まさにそこにハゲワシたちが集まった。妻はそれぞれ隣人とともに。

16 主の書物を調べて、これを読め。これらのうちの一つも欠けてはならない。妻はその隣人を欠かすことはなかった。主の口がこれを命じられ、その霊がこれらを集められたからである。

17 彼は彼らのためにくじを投げ、その手が綱で彼らに割り当てた。彼らは永遠にそれを所有し、代々そこに住む。

Isaiah 35

1 荒野と乾いた地は喜び、荒れ地は楽しんで、バラのように花咲く。

2 花が咲き乱れ、大いに喜び、喜びの声と歌が上がる。レバノンの栄光が彼女に与えられ、カルメルとシャロンの威厳も与えられる。彼らは主の栄光、私たちの神の威厳を見る。

3 弱った手を強くし、よろめく膝をしっかりとせよ。

4 心の急ぐ者たちに言え、「強くあれ、恐れるな。見よ、あなたがたの神は復讐をもって来られる。神の報いが来られる。主ご自身が来られて、あなたがたを救われる」。

5 その時、盲人の目は開かれ、聾者の耳は開かれるだろう。

6 その時、足の不自由な者は雄鹿のように跳び、口のきけない者の舌は喜び歌う。荒野に水が湧き出し、荒野に谷川が流れるからだ。

7 焼けつく暑さは沼となり、干ばつは水の泉となる。ジャッカルの住まい、その伏せ所には、草が葦と葦のために生える。

8 そこには大路と道があり、その道は聖なるものと呼ばれる。汚れた者はそれを渡ることができず、それは彼らのためのものである。道を歩く者、愚かな者たちも迷うことはない。

9 そこには獅子はおらず、暴虐な生き物もそこには上って来ない。それはそこに見いだされない。しかし、贖われた者たちはそこを歩む。

10 主に贖われた者たちは帰って来て、喜びの叫びとともにシオンに入る。永遠の喜びが彼らの頭の上にある。彼らは喜びと楽しみを得る。悲しみと嘆きは逃げ去る。

Isaiah 36

1 ヒゼキヤ王の第十四年に、アッシュルの王センナケリブがユダのすべての堅固な町々に上って来て、それらを取った。

2 アッシュルの王は、ラブシャケをラキシュからエルサレムへ、重い城壁の軍勢とともにヒゼキヤ王のもとへ遣わされた。彼は上の池の導水路のそば、布を洗う者の野の大路に立った。

3 エリアキム、ヒルキヤの子で家の管理者である者、および書記官シェブナ、そしてアサフの子ヨア、記録係が彼のところに出て来た。

4 ラブシャケは彼らに言った、「ヒゼキヤにこう言いなさい。『大王、アッシュルの王はこう言われる。あなたが頼っているその確信は何なのか。』

5 私は言った、「ただ唇の言葉だけだ。助言と力は戦いのためだ。今、あなたはだれに頼って、私に逆らったのか。

6 見よ、あなたはこの砕かれた葦の杖、すなわちエジプトに頼っている。人がそれに寄りかかると、それはその人の手のひらに刺さって貫く。エジプトの王ファラオは、すべて彼に頼る者にとってそのようである。

7 あなたが私に言うなら、「私たちは主、私たちの神に拠り頼んでいる」と。しかし、その主こそ、ヒゼキヤがその高台とその祭壇を取り除き、ユダとエルサレムに言って、「この祭壇の前でひれ伏せ」と言った方ではないか。

8 今、どうか私の主であるアッシュルの王と賭をなさい。わたしがあなたに二千頭の馬を与えよう。もしあなたが、それに乗る者たちを自分のために用意できるなら。

9 あなたは、わたしの主の最も小さいしもべたちの一人の総督の顔を、どうして退けることができようか。あなたはエジプトに頼って、戦車と騎兵を得ようとしている。

10 今、わたしは主なしでこの地を滅ぼすために上って来たのだろうか。主はわたしに言われた、「この地に上って、これを滅ぼせ」と。

11 エリアキム、シェブナ、ヨアはラブシャケに言った、「どうか、あなたのしもべたちにアラム語で話してください。私たちはそれを聞き取れますから。そして、城壁の上にいる民の耳に聞こえるユダヤ語で私たちに話さないでください」。

12 ラブシャケは言った、「あなたの主であり、私の主である方が、これらの言葉をあなたの主とあなたに語るために私を遣わされたのか。それとも、城壁の上に座っている人々に向かって、彼らがあなたがたと共に自分の糞を食べ、自分の尿を飲むために遣わされたのではないか。彼らは自分の足の水を飲むことになるのだ。

13 ラブシャケは立ち上がり、大きな声でユダヤ語で呼びかけ、言った。「大王、アッシュルの王の言葉を聞け。

14 王はこう言われた。「ヒゼキヤがあなたがたを欺いてはならない。彼はあなたがたを救い出すことができないからだ。

15 ヒゼキヤがあなたがたを主に頼らせて、「主は必ず私たちを救い出される。この町はアッシュルの王の手に渡されることはない」と言わせてはならない。

16 ヒゼキヤの言うことを聞いてはならない。アッシュルの王がこう言われたからだ。「わたしと祝福の契約を結び、わたしのところに出て来なさい。そうすれば、それぞれ自分のぶどうの木の実を食べ、それぞれ自分のいちじくの実を食べ、それぞれ自分の穴の水を飲むことができる。

17 私が来て、あなたがたをあなたがたの地のような地に連れて行くまで、穀物と新しいぶどう酒の地、パンとぶどう園の地へ。

18 ヒゼキヤがあなたがたを惑わして、『主は私たちを救われる』と言わせないようにせよ。諸国の神々が、それぞれ自分の地をアッシュルの王の手から救い出したことがあるか。

19 ハマテとアルパデの神々はどこにいるのか。セファルワイムの神々はどこにいるのか。彼らはサマリアを私の手から救い出したであろうか。

20 これらの地のすべての神々のうち、だれが自分の地を私の手から救い出したであろうか。主がエルサレムを私の手から救い出されるであろうか。

21 彼らは沈黙し、彼に一言も答えなかった。それは王の戒めが、「彼に答えてはならない」と言っていたからである。

22 ヒルキヤの子で家の管理者であるエリアキム、書記官シェブナ、アサフの子で記録係のヨアは、衣服を裂いてヒゼキヤのところに来た。そして彼らはラブシャケの言葉を彼に告げた。

Isaiah 37

1 王ヒゼキヤはこれを聞いて、自分の衣服を裂き、荒布を身にまとい、主の家に入った。

2 エリアキム、すなわち家の上にいる者、および書記官シェブナ、および祭司たちの長老たちを、荒布をまとって、アモツの子である預言者イザヤのもとへ遣わされた。

3 彼らは彼に言った。「ヒゼキヤはこう言われた。『この日は苦難と戒めと冒涜の日である。なぜなら、子らは産みの苦しみの時まで来たが、産む力がないからである。』

4 もしかすると、あなたの神、主は、その主君であるアッシュルの王が生ける神を嘲るために遣わしたラブシャケの言葉を聞かれ、あなたの神、主が聞かれたその言葉によって戒められるかもしれない。あなたは、残っている者たちのために祈りをささげなさい。

5 ヒゼキヤ王のしもべたちはイザヤのところへ来た。

6 イザヤは彼らに言われた、「あなたがたの主にこう言いなさい。主はこう言われる。あなたが聞いた、アッシュルの王の少年たちがわたしを嘲った言葉の前で、恐れてはならない。

7 見よ、わたしは彼に息を与える。彼は報道を聞いて、自分の地に帰る。そして、わたしは彼を自分の地で剣によって倒す。

8 ラブシャケは引き返し、アッシュルの王がリブナに対して戦っているのを見つけた。彼はラキシュから移動したことを聞いていたからである。

9 彼はクシュの王ティルハカについて、「彼はあなたと戦うために出て来た」と聞かれた。そして彼は聞いて、ヒゼキヤに使者を遣わして言われた。

10 こう言え、ユダの王ヒゼキヤに言え。あなたが信頼しているあなたの神が、『エルサレムはアッシュルの王の手に渡されることはない』と言ったことで、あなたを欺かないように。

11 見よ、あなたはアッシュルの王たちがすべての地を滅ぼし尽くすために行ったことを聞いた。そして、あなたは救い出されるのか。

12 国々の神々は、私の先祖が滅ぼしたゴザンとハラン、レツェフ、そしてテラサルにいるエデンの子らを救い出したであろうか。

13 ハマテの王とアルパデの王と、セファルワイムの町の王はどこにいるのか。ヘナとイワはどうなったのか。

14 ヒゼキヤは使者の手から書物を受け取り、それを読んだ。そして主の家に上って行き、ヒゼキヤはそれを主の前に広げた。

15 ヒゼキヤは主に祈って言われた。

16 主、軍勢の神、イスラエルの神、ケルビムの上に座しておられる方よ、あなただけが地のすべての王国の神であられます。あなたは天と地を造られました。

17 主よ、あなたの耳を傾けて聞いてください。主よ、あなたの目を開いて見てください。生ける神を嘲るためにセンナケリブが送ったすべての言葉を聞いてください。

18 確かに、主よ。アッシュルの王たちは、すべての地と、彼らの地を荒らしました。

19 彼らの神々を火に投げ込んだ。それらは神ではなく、人の手のわざ、木と石にすぎず、彼らはそれらを滅ぼしたからである。

20 今、われわれの神、主よ、どうかその手からわれわれを救い出してください。そうすれば、地のすべての王国は、あなただけが主であることを知るでしょう。

21 イザヤの子アモツはヒゼキヤに送って言った。「イスラエルの神、主はこう言われる。あなたがわたしに祈ったことについて、アッシュルの王センナケリブに対して、

22 これは主が彼について語られた言葉である。シオンの娘である処女はあなたを侮り、あなたを嘲った。エルサレムの娘はあなたの後に頭を振った。

23 あなたは誰に向かって嘲り、罵ったのか。また、誰に向かって声を上げ、高い所にまで目を上げたのか。イスラエルの聖者に向かって。

24 あなたのしもべたちの手によって、あなたは主を嘲られた。あなたは言われた、「私の戦車の多数によって、私は山々の高い所、レバノンの辺境に上った。私はその杉の身長と、そのもみの木の最良のものを切り倒し、その終わりの高い所、その穀物の穂の森に至った」。

25 私は水を掘って飲んだ。そして、私の足の度の手のひらで、要塞のすべてのナイル川を干上がらせた。

26 あなたは遠くからこれを聞かなかったのか。わたしはそれを昔の日々に造り、東の日々に形造った。今、わたしはそれを臨ませた。それは、堅固な町々を廃墟の山、荒れ果てた波とするためである。

27 その住民たちは手の力が弱く、おののき、恥じ入った。彼らは野の草、若草の青菜、屋根の草、そして穀物の穂の前の荒地のようになった。

28 あなたの座ること、あなたの出て行くこと、あなたの入って来ることを、わたしは知っている。また、あなたがわたしに向かって激しく怒っていることも。

29 あなたがわたしに向かって激しく怒り、その騒ぎがわたしの耳に上ったから、わたしはあなたの鼻に鎖をかけ、あなたの唇にくつわを置き、あなたが来た道を通って引き返させる。

30 そして、これがあなたへのしるしである。この年に自然に生えたものを食べ、二年目には自生のものを食べよ。三年目には種を蒔き、刈り入れ、ぶどう園を植えて、その果実を食べよ。

31 ユダの家の残った逃れの者は、下に根を張り、上に果実を結ぶであろう。

32 エルサレムから残りの者が、シオンの山から逃れの者が出る。万軍の主のねたみがこれを成し遂げられる。

33 それゆえ、主はアッシュルの王についてこう言われた。「彼はこの町に入らず、そこに矢を放たず、盾をもってこれに迫らず、これに対して土塁を築かない。

34 彼が来た道を通って帰り、この町には入らない。主の宣言。

35 わたしはこの町を守り、これを救われる。わたしのために、またわたしのしもべダビデのために。

36 主の御使いが出て行き、アッシュルの陣営で十八万五千人を打った。彼らが朝早く起きると、見よ、それらはすべて死んだ死体であった。

37 アッシュルの王センナケリブは進み出て、去って、帰り、ニネベに住んだ。

38 彼がその神ニスロクの家で礼拝していたとき、彼の子アドラメレクとシャルエツェルが剣で彼を打ち殺した。そして彼らはアララテの地に逃げ延びた。彼の子エサルハドンが彼の代わりに王となった。

Isaiah 38

1 その日々に、ヒゼキヤは死ぬほど病んだ。そして、アモツの子である預言者イザヤが彼のところに来て、彼に言った。「主はこう言われる。あなたの家を整えよ。あなたは死に、生きることはないからだ。

2 ヒゼキヤはその顔を壁に向け、主に祈られた。

3 主よ、どうか、私があなたの前を真実と全き心で歩み、あなたの目にかなう良いことを行ったことを、今、思い出してください。そしてヒゼキヤは激しく泣いた。

4 主の言葉がイザヤに臨んで言われた。

5 行って、あなたの父ダビデの神である主がこう言われるとヒゼキヤに告げよ。「わたしはあなたの祈りを聞いた。あなたの涙を見た。見よ、わたしはあなたの日に十五年を加える。

6 そしてアッシュルの王の手のひらからあなたを救い出し、この町をも救い出す。わたしはこの町を守る。

7 これは、主がこのことを行われるという、主からのしるしがあなたに与えられる。主が語られたこのことについて。

8 見よ、わたしはアハズの階段に太陽によって下った階段の陰りを、十段分後ろに戻す。すると太陽は、それが下った階段を十段分、戻った。

9 ユダの王ヒゼキヤの書き物。彼が病気になり、その病気から生き返ったときのこと。

10 私は言った、「沈黙の日々の中、私はよみの門へと歩んで行く。私の残りの年は数えられた。

11 私は言った、「私はヤハを、ヤハを命の地で見ることはない。私はもはや、世に住む者たちと共に人を見渡すことはない。

12 私の世代は羊飼いの天幕のように取り去られ、私から移された。私は機織りのように自分の命を巻き上げた。貧しい者から私を断ち切られる。日から夜まで、あなたは私を終わらせられる。

13 朝まで待ったが、獅子のように、主は私のすべての骨を砕かれた。日から夜まで、あなたは私を終わらせられる。

14 馬のように、ツバメのように、私はさえずる。鳩のように、私はうめく。私の目は高い所に向かって衰えた。主よ、私が虐げられています。私の保証人となってください。

15 何を語り、何を言われたのか。主がそれを成された。私はすべての年を、わが命の苦しみのゆえに歩み続ける。

16 主よ、彼らによって人々は生きます。そして、それらのすべてにおいて、私の霊の命があります。あなたは私を癒し、私を生かしてくださいました。

17 見よ、平和のために私には苦さがあった。しかし、あなたは私の命を滅びの穴から引き上げられた。あなたは私のすべての罪をあなたの背中の後ろに投げ捨てられたからだ。

18 よみはあなたに感謝せず、死はあなたを賛美しない。穴に下る者たちはあなたの真実を待ち望まない。

19 生きている者、生きている者こそがあなたに感謝をささげる、今日、私のように。父は子たちにあなたの真実を知らせる。

20 主は私を救われる。私たちの楽器の調べを、私たちの命のすべての日々、主の宮で奏でよう。

21 イザヤは言われた、「彼らは干しイチジクの菓子を、いちじくの菓子を取り、それを腫物の上に塗るなら、彼は生きるであろう」。

22 ヒゼキヤは言った、「何がしるしでしょうか、私が主の家に上るための」。

Isaiah 39

1 その時、バビロンの王バルアダンの子メロダク・バルアダンは、ヒゼキヤに書物と献げ物を送った。彼はヒゼキヤが病気になり、そして回復したことを聞いたからである。

2 ヒゼキヤは彼らを喜び、自分の香料の家、銀、金、香料、良質の油、自分のすべての器の家、そして自分の宝物庫にあるすべてのものを彼らに見せた。ヒゼキヤが自分の家と自分のすべての支配において彼らに見せなかったことは何もなかった。

3 預言者イザヤは王ヒゼキヤのところに来て、彼に言われた、「これらの人々は何と言ったか、またどこからあなたのところに来たのか」。ヒゼキヤは言った、「彼らは遠い地から、バビロンから私のところに来たのです」。

4 彼は言われた、「あなたの家で何を見たのか。」ヒゼキヤは言った、「私の家にあるすべてのものを見た。私の宝物庫の中で、彼らに見せなかった言葉は一つもなかった。

5 イザヤはヒゼキヤに言われた、「主の軍勢の言葉を聞け」。

6 見よ、日々が来る。あなたの家にあるすべてのもの、あなたの父たちが今日まで蓄えたものは、バビロンに運び去られる。何一つ残されない、と主は言われる。

7 あなたの子らのうち、あなたから出て、あなたが生む者たちは、連れ去られ、バビロンの王の神殿で宦官となるであろう。

8 ヒゼキヤはイザヤに言った、「あなたが語られた主の言葉は良い」。そして言った、「なぜなら、私の日には平和と真実があるからだ」。

Isaiah 40

1 慰めよ、慰めよ、わたしの民を、とあなたがたの神は言われる。

2 エルサレムの心に語り、彼女に呼びかけよ、彼女の軍勢が満ちたこと、彼女の咎が赦されたこと、彼女が主の手から二重の報いをすべての罪に対して受けたことを。

3 荒野で叫ぶ声がある。「主の道を整えよ。荒野に、われわれの神の大路をまっすぐにせよ。

4 すべての谷は高くされ、すべての山と丘は低くされ、曲がった所は平地となり、岩場は平地となる。

5 主の栄光が現れ、すべての肉が共にそれを見る。主の口が語られたからである。

6 声は言われた、「呼べ」と。そして私は言った、「何を呼べばよいのか」。すべての肉は草であり、そのすべての慈愛は野の花のようだ。

7 草は枯れ、花はしぼんだ。それは主の霊がその上に吹いたからだ。まことに、民は草である。

8 草は枯れ、花はしぼむ。しかし、私たちの神の言葉は永遠に立つ。

9 高い山に登れ、シオンに良い知らせを伝える者よ。力の限り声を上げよ、エルサレムに良い知らせを伝える者よ。声を上げよ、恐れるな。ユダの町々に言え、「見よ、あなたがたの神を」。

10 見よ、主なる神は力強く来られ、その腕は支配される。見よ、その賃金は彼とともにあり、その働きの報いは彼の前にある。

11 牧者が自分の群れを養い、その腕で子羊を集め、その懐に抱き上げ、乳を飲ませる母羊たちを導かれる。

12 誰がその一握りで水を量り、一掴みで天を測り、隊長をもって地のちりを量ったのか。はかりで山を量り、はかりで丘を量ったのか。

13 誰が主の霊を整えたのか。また、その助言を知らせる人が誰か。

14 誰に相談して、彼を悟らせたのか。誰が彼にさばきの道を教え、知識を教え、悟りの道を知らせたのか。

15 見よ、国々は桶の一滴のごとく、はかりの上の雲のように見なされる。見よ、島々はちりのように取り去られる。

16 レバノンには火に足る十分がなく、その生き物には全焼のいけにえに足る十分がない。

17 すべての国は主の前には無に等しく、絶えずと虚無とに数えられた。

18 あなたがたは、だれに神を比べられるか。何の似姿を、彼に並べ立てるのか。

19 彫像は職人が鋳造し、金細工人が金でそれを覆い、銀の鎖を造る。

20 貧しい者は献げ物として、朽ちない木を選び、賢い職人を求めて、動かない彫像を備えさせる。

21 あなたがたは知らないのか。あなたがたは聞いていないのか。初めからあなたがたに告げられていなかったのか。地の土台を悟っていなかったのか。

22 地の円の上に座しておられる方、その住民は蝗虫のように見られる。天を幕のように張り、それを住まいのための天幕のように広げられた方。

23 君主たちを無に帰せられる方、地の裁き手たちを虚無とされた方。

24 たとえ植えられず、まいてもいない、その幹が地に根を張っていなくても、主が彼らに息を吹きかけられると、彼らは枯れ、あらしは藁のように彼らを吹き去る。

25 あなたがたは、わたしをだれに比べ、だれと等しいと言うのか。聖なる方は言われる。

26 高い所に目を上げて見よ。だれがこれらのものを造られたのか。その軍勢を数えて導き出し、すべてのものをその名で呼ばれる方。その力の多数と力の強さによって、一人も欠けることはない。

27 なぜあなたは言うのか、ヤコブよ。そして語るのか、イスラエルよ。「私の道は主から隠され、私のさばきは私の神から過ぎ去った」と。

28 あなたは知らないのか、聞いていないのか。永遠の神、主、地の果てを造られた方は、疲れることもなく、衰えることもない。その悟りは探求し尽くせない。

29 疲れた者に力を与え、力のない者に力を豊かに増し加えられる。

30 少年たちは疲れ果て、倦み、若者たちもつまずき倒れる。

31 主を待ち望む者は力を新たにし、鷲のように翼を張って上る。彼らは走っても疲れず、歩いても弱らない。

Isaiah 41

1 島々よ、わたしの前に沈黙せよ。民は力を新たにせよ。彼らは近づいて、そのとき語れ。ともにさばきに近づこう。

2 誰が東から義を呼び起こし、その足の前に呼び寄せられたのか。主はその前に国々を渡され、王たちを従わせられた。その剣をちりのように、その弓を風に吹かれる藁のようにされた。

3 彼らを追い、平和のうちに通り過ぎる。その足で歩む道には入らない。

4 誰がこれを成し遂げ、行ったのか。初めから世代を呼び寄せた者を。わたし、主は初めであり、終わりの者たちに対しても、わたしは同じ者である。

5 島々は見て、恐れた。地の果ては震えた。彼らは近づき、やって来た。

6 人は互いに友を助け、その兄弟に「強くあれ」と言う。

7 職人は金細工人を励まし、槌で滑らかにする者は打つ者を度ごとに励まし、接合について「それは良い」と言い、釘でそれを固定して、動かないようにした。

8 あなたは、わたしのしもべイスラエル、わたしが選んだヤコブ、わたしの愛するアブラハムの子孫よ。

9 地の果てからあなたを堅く握り、その貴族たちの中からあなたを呼び、あなたに言われた、「あなたはわたしのしもべである。わたしはあなたを選び、あなたを捨てなかった」。

10 恐れるな、わたしがあなたと共にいるからだ。驚き慌てるな、わたしがあなたの神だからだ。わたしはあなたを強くし、またあなたを助け、またわたしの義の右の手であなたを支える。

11 見よ、あなたに対して怒るすべての者は恥じ、辱められる。彼らは無い者のようになり、あなたと争う人々は滅びる。

12 あなたは彼らを捜し求めるが、見つけることはできない。あなたと争う者たちは、無い者のようになり、あなたと戦う者たちは、絶えず消え去る者となる。

13 わたしはあなたの神、主であり、あなたの右の手を握っている者である。あなたに「恐れるな、わたしがあなたを助けた」と言う者である。

14 恐れるな、緋色のヤコブよ、イスラエルのわずかな人々よ。わたしはあなたを助けた、主の宣言、あなたの贖い主、イスラエルの聖なる方。

15 見よ、わたしはあなたを、新しい鋭い金の打穀機、刃を持つ主人とする。あなたは山々を打ち、粉々にし、丘をもみがらのようにする。

16 あなたはそれらを風にまき散らし、風がそれらを運び去り、あらしがそれらを散らす。しかしあなたは主にあって喜び、イスラエルの聖なる方にあって誇る。

17 渇きの中の者たちは水を求める、その舌は渇きで衰える。主なる神、イスラエルの神は彼らに答えられる、わたしは彼らを見捨てない。

18 裸の高台に川を開き、平地の真ん中に泉を設けられる。荒野を水の沼とし、乾いた地を水の出るところとされる。

19 荒野に杉、シチム、ギンバイカ、油の木を置き、荒野にもみの木、もみの木、つげの木を共に植える。

20 彼らが見て、知り、共に考え、悟るために、主の手がこれを成し、イスラエルの聖なる方がこれを造られたことを。

21 あなたがたの争いを近づけよ、と主は言われる。あなたがたの強いことを差し出せ、とヤコブの王は言われる。

22 彼らを近づけ、私たちに、これから起こることを告げさせよ。初めのことを、それが何であるかを告げよ。そうすれば、私たちは心を向け、その終わりを知るだろう。あるいは、来たるべきことを私たちに聞かせよ。

23 うしろの事柄を告げよ。そうすれば、われわれは知ろう、あなたがたが神であることを。また、善を行い、悪を行え。そうすれば、われわれは見て、ともに驚こう。

24 見よ、あなたがたは無に等しく、あなたがたのわざは無価値である。あなたがたを選ぶ者は忌み嫌うべきものである。

25 私は北から彼を奮い立たせ、彼は来た。東の太陽から、彼は私の名を呼ぶ。そして総督たちは粘土のように来て、陶器師が泥を踏むように踏む。

26 誰が頭から告げ、私たちが知るようにしたのか。前から告げて、「正しい」と言わせたのか。実に、告げる者はいない。実に、聞かせる者はいない。実に、あなたがたの言葉を聞く者はいない。

27 最初にシオンに、見よ、見よ、彼らを。そしてエルサレムに、良い知らせを伝える者を、わたしは与える。

28 見たが、人はおらず、これらの者たちの中には、助言する者もいなかった。彼らに尋ねたが、彼らは言葉を返さなかった。

29 見よ、彼らのすべては悪であり、彼らのわざは絶えず虚しく、彼らの注ぎの供え物は風と虚無である。

Isaiah 42

1 見よ、わたしのしもべ、わたしが支える者、わたしの選び、わたしの命が喜ぶ者。わたしはわたしの霊を彼の上に置いた。彼は国々にさばきをもたらす。

2 彼は叫ばず、声を上げず、その声を外に聞かせない。

3 傷んだ葦を折らず、くすぶる亜麻を消さない。真実をもってさばきをもたらす。

4 衰えることなく、また砕かれることもなく、地にさばきを置くまでである。島々はその律法を待ち望む。

5 このように神、主は言われた。天を造り、それを広げ、地を敷き、その子孫を広げ、その上に民に息を与え、そこを歩く者たちに息を与える方。

6 わたしは主、義をもってあなたを召し、あなたの手を握り、あなたを守り、あなたを民の契約、諸国の光として与える。

7 盲人の目を開くため、刑務所から囚人を、獄の家から暗闇に座する者を連れ出すため。

8 私は主、それが私の名である。私は自分の栄光を他者に与えず、自分の賛美を彫像に与えない。

9 先のことは、見よ、すでに起こった。新しいことをわたしは告げる。それが芽生える前に、あなたがたに聞かせる。

10 主に向かって新しい歌を歌え、その賛美を地の果てから。海に下る者たちと、そこに満ち満ちているものよ、島々と、そこに住む者たちよ。

11 荒野とその町々は声を上げよ。ケダルの住む中庭よ。セラの住民は喜び歌え。山々の頭から叫び声を上げよ。

12 彼らは主に栄光を帰し、その賛美を島々で語り告げる。

13 主は勇士のように出て行かれ、戦いの人としてねたみを奮い起こされる。主は叫び、さらに大声を上げ、その敵に向かって力を示される。

14 わたしは永遠の昔から黙ってきた。わたしは黙り、自分を抑えてきた。産婦のようにわたしはうめき、息を切らし、一緒に喘ぐ。

15 山々と丘を荒らし、そのすべての草を枯らし、川を島々に変え、沼を干上がらせる。

16 盲人を彼らの知らない道に導き、彼らの知らない小道に彼らを歩ませる。彼らの前に暗闇を光に変え、曲がったものを平地に変える。これらのことを彼らに成し遂げ、彼らを見捨てない。

17 うしろに退き、恥を見るであろう。彫像に信頼する者、鋳像に向かって「あなたがたは私たちの神だ」と言う者は。

18 耳の聞こえない者たちよ、聞け。目の見えない者たちよ、見るために目を向けよ。

19 誰が盲人であるか。ただわたしのしもべを除いては。また、誰が耳の聞こえない者であるか。わたしが遣わすわたしの使者のように。誰が盲人であるか。完全に報われた者のように。また、主のしもべのように盲人であるか。

20 あなたは多くのことを見たが、耳を開いても聞かなかった。

21 主はご自身の義のために喜ばれ、律法を大いなるものとし、栄光あるものとされた。

22 この民は略奪され、奪い尽くされた。彼らはみな穴に閉じ込められ、獄の家に隠された。彼らは分捕り物となったが、救い出す者はいない。略奪品となったが、「返せ」と言う者はいない。

23 あなたがたのうち、だれがこれを耳を傾けて聞くのか。うしろのことに心を留めて聞くのか。

24 誰がヤコブを略奪品として渡し、イスラエルを略奪者たちに渡したのか。それは主ではないか。私たちは彼に対して罪を犯したのに、彼の道を歩むことを望まず、彼の律法に聞き従わなかったのだ。

25 主はその怒りと戦いの勢いを彼の上に注がれた。それは彼の周囲を焼き尽くしたが、彼は知らなかった。それは彼の中で燃え上がったが、彼は心に留めなかった。

Isaiah 43

1 しかし今、主はこう言われる。あなたを造られた方、ヤコブよ、あなたを形造られた方、イスラエルよ。「恐れるな。わたしがあなたを贖ったからだ。わたしはあなたの名で呼んだ。あなたはわたしのものだ。

2 あなたが水の中を通る時、わたしはあなたと共にいる。川の中を通る時も、それはあなたを押し流さない。あなたが火の中を歩く時も、あなたは焼かれず、炎もあなたに燃えつかない。

3 なぜなら、わたしはあなたの神、主、イスラエルの聖なる方、あなたの救い主であるからだ。わたしはあなたの身代金としてエジプトを、あなたの代わりにクシュとセバを与えた。

4 あなたがわたしの目に貴く、重んじられ、わたしがあなたを愛したゆえに、わたしは人をあなたの代わりに与え、民をあなたの命の代わりに与える。

5 恐れるな、わたしがあなたと共にいるからだ。東からあなたの子孫を連れて来、西からあなたを集める。

6 私は北に言われる、「渡せ」と。南には、「引き止めるな。遠くから私の子らを、地の果てから私の娘たちを連れて来よ」と。

7 すべて、わたしの名で呼ばれる者、わたしの栄光のために、わたしは彼を造り、形作り、さらには彼を成し遂げられた。

8 盲いた民を連れ出せ、目を持つ者、そして耳を持つ者でありながら聞こえない者たちを。

9 すべての国々が共に集められ、諸民が集められる。彼らのうちだれがこのことを告げ、先のことを私たちに聞かせることができるか。彼らは自分の証人を出して、自分たちが正しいとされ、聞いて「真実だ」と言うがよい。

10 あなたがたはわたしの証人である、と主は宣言される。また、わたしが選んだわたしのしもべもそうである。それは、あなたがたが知り、わたしを信じ、わたしがそれであることを悟るためである。わたしの前に神は造られなかったし、わたしの後にもいないであろう。

11 わたし、わたしは主である。わたしのほかに救い主はいない。

12 わたしが告げ、救い、聞かせた。あなたがたの中に他国の神はない。あなたがたはわたしの証人である、と主は宣言される。わたしは神である。

13 また、日から、わたしは主である。わたしの手から救い出す者はない。わたしが行う、だれがそれを元に戻すことができようか。

14 主はこう言われる、あなたがたの贖い主、イスラエルの聖なる方。あなたがたのために、わたしはバビロンに人を遣わし、彼らのすべての曲がった者たちを引き下ろす。カルデヤ人は、その喜びの叫びとともに船に乗せられる。

15 わたしは主、あなたがたの聖なる方、イスラエルを造られた方、あなたがたの王である。

16 主はこう言われる。海に道を、激しい水に小道を設けられた方。

17 戦車と馬、力と勇士を導き出される方。彼らは共に横たわり、決して起き上がらない。彼らは亜麻のように消え、消し去られた。

18 昔のことを思い出すな。また、過ぎ去ったことを深く考えるな。

19 見よ、わたしは新しいことを行なっている。今、それは芽生えつつある。あなたがたはそれを知らないのか。確かに、わたしは荒野に道を、荒れ地に川を設ける。

20 野の生き物、海の怪物とフクロウの娘たちは、わたしをあがめるであろう。なぜなら、わたしは荒野に水を、荒れ地に川を与え、わたしの選んだ民に飲ませるためである。

21 この民は、わたしが自分のために造った。彼らはわたしの賛美を語り告げる。

22 ヤコブよ、あなたはわたしを呼ばなかった。イスラエルよ、あなたはわたしのために疲れ果てた。

23 あなたはわたしにあなたの全焼のいけにえの羊を携えて来なかった。あなたのいけにえでわたしを敬わなかった。わたしはあなたに献げ物を強いて負わせず、乳香で疲れさせなかった。

24 あなたは銀で葦を買わず、あなたのいけにえの脂肪でわたしを満たさなかった。むしろ、あなたは自分の罪でわたしを仕えさせ、自分の咎でわたしを疲れさせた。

25 わたし、わたしこそが、あなたの背きの罪をわたし自身のためにぬぐい去る者である。あなたの罪を、わたしは思い出さない。

26 私に思い起こさせよ。私たちは一緒に裁かれよう。あなたが義とされるために、あなた自身で言い述べよ。

27 あなたの最初の父は罪を犯した。あなたの仲介者たちはわたしに背いた。

28 私は聖なる長官たちを汚し、ヤコブを呪いの物とし、イスラエルを非難に渡した。

Isaiah 44

1 今、聞け、わたしのしもべヤコブよ、そして、わたしが選んだイスラエルよ。

2 主はこう言われる、あなたを造り、腹から形づくり、あなたを助けられる方。恐れるな、わたしのしもべヤコブよ、わたしが選んだエシュルンよ。

3 わたしは渇いた者に水を注ぎ、かわいた地に流れを与える。わたしはあなたの子孫にわたしの霊を注ぎ、あなたの子孫にわたしの祝福を注ぐ。

4 彼らは草の中に芽生え、水の流れのほとりの柳のように育つ。

5 この者は「私は主のものだ」と言い、あの者はヤコブの名によって呼ばれ、この者は自分の手を主に書き記し、イスラエルの名によって名乗るであろう。

6 主はイスラエルの王であり、その贖い主である万軍の主はこう言われた。「わたしは最初であり、わたしは最後である。わたしのほかに神はいない。

7 だれがわたしのように呼びかけ、それを告げ、わたしのために並べ立てることができるか。永遠の民を立てた時から、来たるべき事どもを彼らに告げ知らせよ。

8 恐れるな、またおののくな。わたしは昔からあなたに聞かせ、告げてきたではないか。あなたがたはわたしの証人である。わたしのほかに神がいるだろうか。わたしが知らない岩があるだろうか。

9 彫像を造る者たちはすべて虚無であり、彼らの慕うものは何の益もない。彼らの証人たちは見ることもできず、知ることもない。彼らが恥を見るためである。

10 誰が神を造り、彫像を鋳て、何の益ももたらさないようにしたのか。

11 見よ、彼の仲間はすべて恥を見る。彼らは人にすぎない職人である。彼らはみな集まり、立ち、恐れ、一緒に恥を見る。

12 鉄の職人は斧を造り、炭の上で働き、槌でそれを形作り、自分の力の腕でそれを仕上げる。彼は飢えても力がなく、水を飲まなくて疲れ果てる。

13 木の職人は綱を張り、線でそれを描き、かんなでそれを仕上げ、コンパスでそれを描き出す。そして、それを人の形のように、家に住む人の栄光のように造った。

14 杉を自分のために切り、ヒノキと樫の木を取り、森の木々の中で自分のためにそれを強くした。トネリコを植え、雨がそれを育てる。

15 それは人にとって薪となり、そのうちの一部を取って暖をとり、また火を起こしてパンを焼く。さらに彼はそれを神として造り、その前にひれ伏し、自分の作った彫像を拝む。

16 その半分を火で焼き、その半分で肉を食べ、焼き肉を焼いて満ち足りる。また、暖まって言う、「ああ、暖かい、火を見た」。

17 残りの者は自分の彫像を神として造り、それにひれ伏し、礼拝し、祈って言う、「私を救ってください。あなたは私の神だからです」。

18 彼らは知らず、理解もしない。彼らの目は見ることができず、彼らの心は悟ることができないからだ。

19 彼は心に返さず、知識も悟りもなく、こう言うことがない。「私はその半分を火で焼き、その燃えている炭の上でパンを焼き、肉を炙って食べた。そしてその残りで忌み嫌うべきものを作り、木の食物の前にひれ伏すのか」。

20 灰を食べる者は、心が欺かれて、それを迷わせた。彼は自分の命を救うことができず、「私の右にあるものは偽りではないか」と言うこともできない。

21 これらのことを覚えよ、ヤコブよ。イスラエルよ、あなたはわたしのしもべである。わたしはあなたを造った。あなたはわたしのしもべである。イスラエルよ、あなたはわたしに忘れられない。

22 わたしはあなたの背きの罪を雲のように、あなたの罪を雲のように消し去った。わたしのもとに帰れ。わたしはあなたを贖ったからだ。

23 天よ、喜び歌え。主が行われたからだ。地の深き所よ、叫び声を上げよ。山々よ、喜びの叫びを響かせよ。森とその中のすべての木よ。主がヤコブを贖われ、イスラエルによってご自身の栄光を現されたからだ。

24 主はこう言われる。あなたの贖い主、腹から形造られた方。わたしは主、すべてを造る方。天を単独で張り、地を敷き広げる方。水はだれと共にいるのか。

25 偽りのしるしを破り、占い師たちを愚かにされる。賢者たちをうしろへ退かせ、その知識を愚かにされる。

26 主はそのしもべの言葉を成し遂げ、その使者の助言を成就される。エルサレムに「人は住むであろう」と言い、ユダの町々に「建て直されるであろう」と言い、その荒廃をわたしは起こす、と言われる方。

27 深みに「乾け」と言われ、あなたの川を干上がらせられる方。

28 クロスについて、わたしの牧者と言い、すべてのわたしの喜びを成し遂げさせ、エルサレムについて、建てられる、と言い、神殿は基を据えられる、と言われる方。

Isaiah 45

1 主は、その油注がれた者クロスにこう言われる。わたしは彼の右の手を握り、彼の前に国々を従わせ、王たちの腰の帯を解く。彼の前に戸を開き、門は閉ざされることがないように。

2 わたしはあなたの前を行き、威厳あるものを平らにし、青銅の戸を打ち砕き、鉄のかんぬきを断ち切る。

3 わたしはあなたに暗闇の宝物庫と隠れ場の隠された宝を与えられた。それは、あなたが、あなたの名を呼ばれる方、イスラエルの神である主がわたしであることを知るためである。

4 わたしのしもべヤコブ、わたしの選んだイスラエルのゆえに、わたしはあなたをその名で呼び、あなたに称号を与えた。あなたはわたしを知らなかったが。

5 わたしは主であり、ほかにはいない。わたしのほかに神はいない。わたしはあなたを強くするが、あなたはわたしを知らなかった。

6 太陽の昇る東から西まで、わたしのほかには神がおらず、わたしが主であり、ほかにはいないことを、人々が知るためである。

7 光を形作り、暗闇を創造し、平和をなし、災いを創造する方。わたし、主は、これらすべてをなす者である。

8 天よ、上から滴り降りよ。雲よ、義を注ぎ出せ。地よ、開け。救いを実らせ、義を共に芽生えさせよ。わたし、主がこれを造られた。

9 災いだ、自分の造り主と争う者、地の土器の中の土器よ。粘土は自分の造り主に言うだろうか、「あなたは何を造られるのか」と。そしてあなたのわざには手がないのか。

10 災いだ、父に「何を生むのか」と言い、女に「何を産み苦しむのか」と言う者よ。

11 主、イスラエルの聖なる方、その造り主はこう言われる、「来たるべき事をわたしに問え。わたしの子らについて、またわたしの手のわざについて、わたしに命じよ」。

12 わたしが地を造り、その上に人を創造した。わたしの手が天を張り、そのすべての軍勢に命じた。

13 わたしは義をもって彼を奮い立たせ、彼のすべての道をまっすぐにする。彼はわたしの町を建て、わたしの捕囚を解放する。代価もなく、賄賂もなく、と主、軍勢の主は言われた。

14 主はこう言われる。エジプトの労苦とクシュの商品、そして寸法の人のサバ人たちは、あなたの上を通り過ぎ、あなたのものとなる。彼らはあなたの後に従い、鎖につながれて渡って来る。彼らはあなたの前にひれ伏し、あなたに祈る。「ただあなたのうちに神がおられ、ほかには神はおらず、絶えず神はおられない」と。

15 まことに、あなたは自らを隠される神、イスラエルの神、救い主であられる。

16 彼らはみな恥じ、また辱められた。彼らは共に恥辱のうちに行った。美しさの職人たちは。

17 イスラエルは主によって救われた、永遠の救いによって。あなたがたは恥を見ることはなく、辱められることもない、とこしえの永遠に至るまで。

18 まことに、主はこう言われる。天を造られた方、その方こそ神である。地を形作り、それを造られた方、その方がそれを堅く立てられた。虚無としてそれを造られたのではなく、住むために形作られた。「わたしは主であり、ほかにはいない。

19 私は隠れ場で語ったのではなく、暗闇の地の場所で、ヤコブの子孫に「虚無を求めよ」とは言わなかった。私は主であり、義を語り、廉直を告げる者である。

20 集まって来なさい。近づき合え、諸国の逃亡者たちよ。彼らは知らない、自分の彫像の木を担ぎ、救うことのできない神に祈る者たちを。

21 告げ知らせよ、そして近づけよ。彼らは共に相談するがよい。だれがこれを昔から聞かせ、そのときからこれを告げたのか。それは主であるわたしではないか。わたしのほかに神はなく、正しい神であり救い主である。わたしのほかにはいない。

22 わたしに向かって向きを変え、救われよ、地のすべての絶えず果てるところよ。わたしは神であり、ほかにはいないからだ。

23 わたしは自分にかけて誓った。義の言葉がわたしの口から出た。それは帰って来ない。すべての膝はわたしに屈し、すべての舌は誓う。

24 確かに、主によって、私に対して義と力があると言われた。彼のもとに来る者はみな、恥を見る。すべて彼に怒りを燃やす者は。

25 主によって、イスラエルのすべての子孫は義とされ、誇るであろう。

Isaiah 46

1 ベルはかがみ、ネボは砕かれた。彼らの偶像は生き物と獣のためにあった。あなたがたの担ぐものは重荷として、疲れた者に負わされた。

2 彼らは共に身をかがめ、うなだれた。重荷を救い出すことができず、自分たちは捕虜として去って行った。

3 私に聞け、ヤコブの家よ、イスラエルの家のすべての残りの者よ。腹の中から担われた者たち、あわれみの中から運ばれた者たちよ。

4 老年に至るまで、わたしは同じ者である。白髪に至るまで、わたしは担う。わたしは造り、わたしは背負い、わたしは担って、救い出す。

5 あなたがたは、わたしをだれに比べ、等しいと言うのか。わたしをだれに並べ、似ていると言うのか。

6 袋から金を注ぎ出し、葦で銀を量る者たちは、金細工人を雇って神を造らせる。彼らはひれ伏し、また礼拝する。

7 彼らはそれを肩に担ぎ、それを運び、それをその場所に置く。それはその場所から動かない。さらに彼がそれに叫んでも、それは答えず、その苦難から彼を救わない。

8 これを覚えて、心を強くせよ。背く者たちよ、心に留めよ。

9 昔の事を永遠から思い出せ。なぜなら、わたしは神であり、ほかにはいないからだ。神はほかになく、わたしのような者は絶えずいない。

10 初めから終わりを告げ、東からまだ成されていないことを告げる方。わたしの助言は立ち上がり、わたしの喜びのすべてをわたしは成す、と主は言われる。

11 東から猛禽を、遠方の地からわが助言を成し遂げる人を呼び寄せる。わたしは語った、必ずそれを成し遂げる。わたしはそれを計画した、必ずそれを実行する。

12 心の強い者よ、わたしに聞け。義から遠く離れている者よ。

13 私は自分の義を近づけた、それは遠くない。私の救いは遅れない。私はシオンに救いを与え、イスラエルに私の栄光を与える。

Isaiah 47

1 下りて、ちりの上に座れ、処女の娘バビロンよ。地に座れ、王座はない、カルデヤ人の娘よ。あなたはもはや、柔らかく、甘やかされた者と呼ばれることはないからだ。

2 臼を取り、小麦粉を挽け。あなたの巻き毛を露わにし、脚を脱ぎ、腿を露わにして、川を渡れ。

3 あなたの裸は現され、あなたの恥辱も見られる。わたしは復讐を取り、人を赦さない。

4 私たちの贖い主、その名は主、万軍の主、イスラエルの聖なる方。

5 暗闇の中に座り、静けさの中に入れ、カルデヤ人の娘よ。なぜなら、あなたはもはや「王国の女主人」と呼ばれることはないからだ。

6 わたしはわたしの民に怒り、わたしの相続地を汚し、彼らをあなたの手に渡した。あなたは彼らにあわれみをかけず、年寄りにまで、あなたのくびきを非常に重くした。

7 あなたは言った、「私は永遠に女主人でいよう」と。しかしあなたはこれらのことを心に留めず、その終わりを思い起こさなかった。

8 今これを聞け、安逸に座し、その心に言う者よ、わたしはいる、そしてわたしのほかには絶えず何もない、わたしは未亡人として座ることはなく、子を失うことを知ることはない、と。

9 これらの二つのことが、一つの日に、瞬間にあなたに臨む。子を失うことと寡婦となることだ。それはあなたの多数の魔術のゆえに、あなたの非常に力強い仲間たちのゆえに、全きままにあなたに臨む。

10 あなたは自分の悪に拠り頼み、『だれも私を見ていない』と言った。あなたの知恵と知識が、あなたを迷わせた。あなたは心の中で、『私こそがいて、私のほかには絶えず何もない』と言った。

11 悪があなたに臨む、その夜明けをあなたは知らない。災いがあなたに降りかかる、それをあなたは贖うことができない。荒廃が突然あなたに臨む、あなたはそれを知らない。

12 あなたの仲間とあなたの多数の魔術によって立ちなさい。あなたが青春から労してきたそれらによって。おそらくあなたは益を得られるだろう。おそらくあなたは恐れを引き起こせるだろう。

13 あなたは多くの助言に疲れ果てた。どうか、天を観測し、星を見つめ、月によって告げる者たち、あなたに臨もうとすることについて知らせる者たちが立ち上がって、あなたを救いますように。

14 見よ、彼らは藁のようになり、火が彼らを焼き尽くす。彼らは炎の手から自分の命を救い出せない。彼らの前に座るための火も、暖を取るための燃えている炭もない。

15 そのようになったのは、あなたが労した者たち、あなたの青春からの商人たち、それぞれが自分の向こう側へとさまよった。あなたを救う者は誰もいない。

Isaiah 48

1 このことを聞け、ヤコブの家よ、イスラエルの名によって呼ばれる者たち、ユダの水から出た者たちよ、主の名によって誓い、イスラエルの神を唱える者たちよ、しかし真実にも義にもよらないで。

2 彼らは聖なる町から呼ばれ、イスラエルの神に拠り頼んでいる。その名は主、軍勢の主である。

3 昔からの先の事を、わたしは告げた。それらはわたしの口から出て、わたしはそれらを聞かせた。突然、わたしはそれを行い、それらは実現した。

4 あなたはかたくなであり、あなたのうなじは鉄の筋、あなたの額は青銅であることを、わたしは知っていたからだ。

5 わたしは昔からあなたに告げ、それが来る前にあなたに聞かせた。あなたが「私の痛みがこれらを造り、私の彫像と私の注ぎの供え物がこれらを命じた」と言わないためである。

6 あなたはこれを聞き、すべてを見た。そして、あなたがたはそれを告げないのか。今から、わたしは新しいことを、あなたに聞かせた。それは隠されたことで、あなたはそれを知らなかった。

7 今、それらは造られたのであって、昔からではなかった。そして、日の前には、あなたはそれらを聞かなかった。あなたが「見よ、私はそれらを知っていた」と言わないためである。

8 あなたは聞かず、知らず、初めから耳が開かれなかった。わたしはあなたが裏切り者であり、腹から背く者と呼ばれることを知っていたからだ。

9 わたしの名のために、わたしは怒りを長く引き延ばし、わたしの賛美のために、あなたを断ち滅ぼさないように、あなたのために耐え忍ぶ。

10 見よ、わたしはあなたを銀ではなく試した。苦しみの炉であなたを選んだ。

11 わたしのために、わたしのために、わたしは行う。なぜなら、どうしてそれが汚されることがあろうか。わたしの栄光を、ほかの者に与えることはない。

12 聞け、我に、ヤコブよ、そして我が召されたるイスラエルよ。我は彼なり、我は初めなり、また我は終わりなり。

13 わたしの手は地を据え、わたしの右の手は天を広げた。わたしが彼らに呼びかけると、彼らは共に立つ。

14 あなたがたはみな集まって聞け。彼らのうちのだれがこれらのことを告げたか。主は彼を愛され、その喜びをバビロンに成し遂げられ、その腕はカルデヤ人に向けられる。

15 わたし、わたしが語られた。さらに彼を呼ばれた。彼を連れて来られ、彼の道を成功させられた。

16 私に近づいて、これを聞け。わたしは初めから隠れ場で語らなかった。それが存在した時から、わたしはそこにいた。今、主なる神がわたしを遣わされた、その霊とともに。

17 主はこう言われる、あなたの贖い主、イスラエルの聖なる方。わたしは主、あなたの神、あなたに益を与えることを教え、あなたが歩むべき道に導く者である。

18 もしあなたがわたしの戒めに耳を傾けていたなら、あなたの平和は川のように、あなたの義は海の波のようになっていたであろう。

19 あなたの子孫は砂のように、あなたの腹から出る子孫はその砂利のように多くなる。その名はわたしの前から断たれることも、消されることもない。

20 バビロンから出よ、カルデヤ人から逃げよ。喜びの叫びの声をもってこれを告げ、聞かせよ。これを地の果てまで言い広めよ。「主はそのしもべヤコブを贖われた」と言え。

21 彼らは荒廃の中でも渇かなかった。主は彼らを導き、岩から水を湧き出させられた。岩を裂かれると、水が流れ出た。

22 主は悪しき者たちに平和はないと言われた。

Isaiah 49

1 島々よ、わたしに聞け。遠くの民よ、耳を傾けよ。主は腹の中からわたしを呼ばれ、母の腹からわたしの名を覚えられた。

2 主は私の口を鋭い剣のようにされ、御手の陰りに私を隠された。また私を研ぎ澄まされた矢とされ、御自身の矢筒に私を隠された。

3 主は私に言われた、「あなたはわたしのしもべ、イスラエルである。あなたによって、わたしは栄光を現される」。

4 私は言った、「むなしさのために労し、虚無と虚しさのために力を尽くした。しかし、私のさばきは主とともにあり、私の働きの報いは私の神とともにある。

5 そして今、主は言われた。この方は、腹から私を御自分のしもべとして形造られた方、ヤコブを御もとへ帰らせるため、イスラエルは集められないが、私は主の目に尊ばれ、私の神は私の力となられた。

6 主は言われた、「あなたがわたしのしもべとなって、ヤコブの杖を起こし、イスラエルの残された者を連れ戻すことは、軽いことである。わたしはあなたを諸国の光とし、わたしの救いを地の果てにまで届ける者とする」。

7 主はこう言われる、イスラエルの贖い主、その聖なる方、魂に蔑まれる者、国々に忌み嫌われる者、支配者たちのしもべに向かって言われる。「王たちは見て立ち上がり、長官たちはひれ伏すであろう。それは、真実な主、イスラエルの聖なる方、あなたを選ばれた方のゆえである。

8 主はこう言われた。「喜びの時に、わたしはあなたに答え、救いの日に、わたしはあなたを助けた。わたしはあなたを守り、あなたを民の契約とし、地を立て、荒れ果てた相続地を受け継がせるためである。

9 捕らわれている者たちに「出よ」と言い、暗闇にいる者たちに「現れよ」と言うために。彼らは道々で草を食べ、すべての裸の高台で羊の群れを養う。

10 飢えることもなく、渇くこともなく、焼けつく暑さも太陽も彼らを打つことはない。彼らをあわれむ方が彼らを導かれ、泉の水のほとりに彼らを導かれるからである。

11 すべての山を道とし、わたしの大路は高くされる。

12 見よ、これらの者たちは遠くから来る。そして見よ、これらの者たちは北と海から、またこれらの者たちはシニムの地から来る。

13 天よ、喜び歌え。地よ、喜び踊れ。山々よ、喜びの叫びを響かせよ。主がその民を慰められ、その貧しい者たちをあわれまれたからだ。

14 シオンは言った、「主は私を見捨てられた。主は私を忘れられた」と。

15 女が自分の乳児を忘れることがあろうか。自分の腹の子を憐れまないことがあろうか。たとえ彼女たちが忘れても、わたしはあなたを忘れない。

16 見よ、わたしはあなたを手のひらに刻んだ。あなたの城壁は常にわたしの目の前にある。

17 あなたの子らは急いで来る。あなたを壊す者とあなたを荒らす者は、あなたから出て行く。

18 目を周囲に上げて見よ。彼らはすべて集まって、あなたのところに来た。主の宣言、わたしは生きている。あなたは彼らすべてを飾りのように着、花嫁のように帯びる。

19 あなたの荒廃と荒れ果てた所、そしてあなたの破壊された地は、今や住民のために狭くなり、あなたを滅ぼす者たちは遠ざかる。

20 あなたの耳に、あなたの子を失うことの子らがなお言う、「私には場所が狭い。私に寄って来なさい。そうすれば私は座れる」。

21 あなたは心の中で言われる、「だれが私にこれらの者を産んだのか。私は子を失い、孤独であった。捕らえ移され、追いやられた。これらの者をだれが育てたのか。見よ、私は単独で残された。これらの者はどこにいるのか」と。

22 主なる神はこう言われる。「見よ、わたしは国々に向かって手を上げ、民に向かって旗を掲げる。彼らはあなたの子らを腕に抱えて連れて来、あなたの娘たちは肩に担がれて運ばれる。

23 王たちはあなたの養い父となり、その妃たちはあなたの乳母となる。彼らは顔を地に伏せてあなたにひれ伏し、あなたの足のちりをなめる。そしてあなたは、わたしが主であることを知る。わたしを待ち望む者は、決して恥を見ることはない。

24 勇士から戦利品が奪われるだろうか。義人の捕虜は逃れられるだろうか。

25 主はこう言われる。「勇士の捕虜も奪い返され、暴虐な者の戦利品も逃れ出る。わたしはあなたと争う者と争い、あなたの子をわたしは救う。

26 わたしはあなたを苦しめる者たちに、彼ら自身の肉を食べさせ、彼らをその血で新しいぶどう酒のように酔わせる。そして、すべての肉なる者は、わたしが主、あなたの救い主、ヤコブの力強い贖い主であることを知る。

Isaiah 50

1 イザヤ書50章1節：主はこう言われる、「あなたがたの母を離婚させた、その離婚の書物はどこにあるか。あるいは、私があなたがたを売った、その債権者のうちの誰がいるか。見よ、あなたがたの咎のゆえに、あなたがたは売られ、あなたがたの背きの罪のゆえに、あなたがたの母は追い出された。

2 なぜわたしが来たのに、だれもいないのか。わたしが呼んだのに、だれも答えないのか。わたしの手は贖うには短すぎるのか。救う力がわたしにないのか。見よ、わたしの叱責によって海を干上がらせ、川を荒野と変える。その魚は水がないために臭くなり、渇きで死ぬ。

3 私は天に暗黒をまとわせ、荒布をその覆いとした。

4 主なる神は、わたしに学びの舌を与えられた。疲れた者を言葉で支えることを知るために。毎朝、毎朝、わたしの耳を目覚めさせられ、学ぶ者のように聞くことを教えられた。

5 主なる神は私の耳を開かれた。私は逆らわず、うしろに退かなかった。

6 背中を打つ者に差し出し、頬を抜く者に差し出した。私は恥辱と唾から顔を隠さなかった。

7 主なる神は私を助けられる。それゆえ、私は恥をかくことはなかった。それゆえ、私は自分の顔を火打ち石のように堅くした。そして、私は決して恥じることはないと知った。

8 私を義とする方は近くにおられる。だれが私と争うのか。ともに立ち上がろう。だれが私のさばきの主人なのか。私に近づけ。

9 見よ、わが主なる神は私を助けられる。誰が私を罪に定めるのか。見よ、彼らはすべて衣服のように朽ち果て、蛾が彼らを食い尽くす。

10 あなたがたのうち、主を恐れ、そのしもべの声に聞き従う者はだれか。暗闇を歩み、自分に輝きがない者よ。主の名に信頼し、自分の神に寄りかかれ。

11 見よ、あなたがたすべては火を燃やし、鎖を身に帯びる者たちである。あなたがた自身の火の光の中を歩み、あなたがたが燃やした鎖の中を行け。これはわたしの手からあなたがたに臨んだことである。あなたがたは悲しみの中に横たわるであろう。

Isaiah 51

1 義を追い求める者、主を求める者よ、わたしに聞け。あなたがたが切り出された岩と、あなたがたが掘り出された穴の槌とを見よ。

2 アブラハムあなたがたの父と、あなたがたを産んだサラに目を向けよ。わたしが彼をひとりで呼び、彼を祝福し、彼を増やしたからだ。

3 主はシオンを慰められた。そのすべての荒廃を慰め、その荒野をエデンのように、その荒れ地を主の園のようにされた。そこには喜びと喜び、感謝の捧げ物と歌の声が見いだされる。

4 我が民よ、わたしに聞け。我が民よ、わたしに耳を傾けよ。律法はわたしから出て、わたしのさばきは諸国の民の光として、わたしはそれを速やかに立てる。

5 私の義は近く、私の救いは出た。私の腕は民を裁く。島々は私を待ち望み、私の腕に望みを置く。

6 あなたがたの目を天に向けて上げよ。また、地の下を見よ。天は煙のように消え去り、地は衣服のように朽ち、その住民も同じように死ぬ。しかし、わたしの救いは永遠にあり、わたしの義は挫かれることがない。

7 義を知る者よ、わたしに聞け、わたしの律法を心に置く民よ。人の恥辱を恐れるな、彼らの非難におののくな。

8 蛾が衣服を食い尽くすように、そして蛾が羊毛を食い尽くすように。しかし、わたしの義は永遠にあり、わたしの救いは代々にわたって続く。

9 目覚めよ、目覚めよ、力をまとえ、主の腕よ。目覚めよ、昔の日のごとく、永遠の世代のごとく。あなたこそ、ラハブを切り裂き、海の怪物を貫いた者ではないか。

10 あなたは、海を干上がらせ、大いなる深淵の水を、海の深みを、贖われた者たちが渡るための道とされた方ではないか。

11 主に贖われた者たちは帰って来て、喜びの叫びとともにシオンに入る。永遠の喜びが彼らの頭の上にある。彼らは喜びと楽しみを得る。悲しみと嘆きは逃げ去る。

12 わたし、わたしこそが、あなたがたを慰める方である。あなたは死ぬべき人を恐れ、草のように与えられる人の子を恐れるとは、あなたはだれなのか。

13 あなたはあなたを造られた主、天を張り、地の基を据えられた方を忘れ、絶えずすべての日、苦しめる者の怒りの前におののいた。彼が滅ぼそうと備えていたとしても、苦しめる者の怒りはどこにあるのか。

14 捕らわれた者は速やかに解き放たれるために急がれ、彼は穴に死ぬことはなく、そのパンは欠けることがない。

15 わたしはあなたの神、主である。海を静め、その波を騒がせる方。その名は万軍の主である。

16 わたしはわたしの言葉をあなたの口に置き、わたしの手の陰りであなたを覆った。天を植え、地の基を据え、シオンに「あなたはわたしの民である」と言うために。

17 目を覚ませ、目を覚ませ、立ち上がれ、エルサレムよ。あなたは主の手からその怒りの杯を飲んだ。驚きの杯のおりを飲み干した。

18 彼女が産んだすべての子のうち、彼女を導く者はなく、彼女が育てたすべての子のうち、彼女の手を握る者もいない。

19 この二つのことがあなたに臨んだ。だれがあなたのために悼もうか。略奪と破滅、飢饉と剣。だれがあなたを慰めようか。

20 あなたの子らは気を失い、すべての通りの頭で、網にかかった野牛のように横たわっている。彼らは主の怒りと、あなたの神の叱責に満ちている。

21 それゆえ、これを聞け、苦しめられ、ぶどう酒によらずして酔っている者よ。

22 あなたの主、主、あなたの神、その民の訴えをされる方は、こう言われる。「見よ、わたしはあなたの手から、驚きの杯、すなわち、わたしの怒りの杯のおりを取り去った。あなたは、もはやそれを飲むことはない。

23 わたしはそれをあなたを苦しめる者たちの手に置く。彼らはあなたの自分に言った、「身をかがめて、私たちを通らせよ」と。あなたは自分の背中を地のようにし、外を通る者たちのようにした。

Isaiah 52

1 目覚めよ、目覚めよ、シオンよ、あなたの力を着よ。聖なる町エルサレムよ、あなたの栄光の衣服を着よ。なぜなら、割礼を受けていない者や汚れた者が、再びあなたの中に入って来ることはないからだ。

2 ちりから身を振り払って、立ち上がれ、捕らわれのエルサレムよ。あなたの首の束縛を解け、捕らわれの娘シオンよ。

3 主はこう言われた、「あなたがたはただで売られた。それゆえ、銀によらずに贖われることはない」。

4 主なる神はこう言われた。「かつて我が民はエジプトに下って、そこに寄留した。そしてアッシュルは絶えず彼らを虐げた。

5 今、ここでわたしに何があるのか、と主の宣言がある。わたしの民がただで奪われたからだ。彼らの支配者たちは叫びわめく、と主の宣言がある。そして常に、すべての日に、わたしの名は侮られている。

6 それゆえ、わたしの民はわたしの名を知る。それゆえ、その日に、わたしが語る者であることを。見よ、わたしはここにいる。

7 山々の上に、良い知らせを伝える者の足は、なんと美しいことか。平和を告げ知らせ、良いことを伝え、救いを告げ知らせ、シオンに「あなたの神は王となられた」と言う者の足は。

8 あなたの見張り人たちは声を上げ、共に声を合わせて喜び歌う。彼らは主がシオンに帰られるのを、目と目を合わせて見るからである。

9 荒廃したエルサレムよ、共に喜び歌え。主がその民を慰められ、エルサレムを贖われたからだ。

10 主は聖なる腕をすべての国の目の前に現された。地のすべての絶えず果てる所々は、われわれの神の救いを見た。

11 退け、退け、そこから出よ、汚れたものに触れるな。その真ん中から出よ、主の器を担う者たちよ、自らを清めよ。

12 あなたがたは慌てて逃げることによって出て行かず、逃亡によって歩むこともない。あなたがたの前を行かれるのは主であり、あなたがたを集められるのはイスラエルの神である。

13 見よ、わたしのしもべは栄える。彼は高く上げられ、あがめられ、きわめて高くなる。

14 多くの者があなたについて驚き呆れたように、その外観は人よりも傷み、その容姿は人の子らよりも損なわれた。

15 多くの国々に彼は振りかけるであろう。彼のゆえに王たちはその口を閉ざすであろう。彼らに告げられなかったことを彼らは見、彼らが聞かなかったことを彼らは悟ったからである。

Isaiah 53

1 だれがわれわれの報道を信じたか。主の腕はだれに現れたか。

2 彼はその前で若芽のように育ち、荒野の地からの根のように。彼には容姿もなく、威厳もなかった。私たちは彼を見たが、見るべき外観もなく、慕うべきものもなかった。

3 蔑まれ、人々から見捨てられた人、痛みの人で、病気を知っていた。顔を隠す者のように、彼から目を背けた。彼は蔑まれ、私たちは彼を尊ばなかった。

4 確かに、彼は私たちの病気を負い、私たちの痛みを担われた。しかし、私たちは彼を、神に打たれ、苦しめられた者と思った。

5 彼は私たちの背きの罪のために刺し貫かれ、私たちの咎のために砕かれた。私たちの平和の訓戒が彼の上にあり、彼の打ち傷によって私たちは癒やされた。

6 私たちはみな羊の群れのように迷い、それぞれが自分の道に向かって行った。主は彼に、私たちすべての咎を負わせられた。

7 虐げられ、彼は苦しめられたが、口を開かなかった。屠殺に引かれる羊のように、また、その毛を刈る者の前で黙っている雌羊のように、彼は口を開かなかった。

8 弾圧とさばきによって、彼は取り去られた。彼の世代について、だれが思い巡らすだろうか。彼は命の地から断ち切られた。私の民の背きの罪のゆえに、彼らに災害が及んだのだ。

9 彼は自分の墓を悪者たちと共にし、自分の死を富んだ者と共にした。それは彼が暴力を行わず、その口に欺きがなかったからである。

10 主は彼を打ち砕くことを喜ばれ、彼を病にされた。もし彼の命が罪過のための捧げ物となるなら、彼は子孫を見、日々を長くするであろう。そして主の喜びが彼の手において栄えるであろう。

11 その労苦のゆえに、彼は自分の命のうちに見て満ち足りる。彼の知識によって、わたしのしもべである正しい者は、多くの人々を義とし、彼らの咎を彼が負う。

12 それゆえ、わたしは彼に大いなる者たちと共に分け与え、彼は強い者たちと戦利品を分かち合う。それは、彼が自分の命を死に至らせ、罪を犯した者たちと数えられたからである。彼は多くの者の罪を負い、罪を犯した者たちのために執り成しをされた。

Isaiah 54

1 喜べ、子を産まない不妊の女よ。喜びの叫びをあげ、声をあげて叫べ、産みの苦しみを知らない女よ。なぜなら、荒れ果てた者の子は、夫のある者の子よりも多いからだ、と主は言われる。

2 あなたの天幕の場所を広げ、あなたの幕屋の幕を張り渡せ。惜しむな。あなたの綱を長くし、あなたの杭を強くせよ。

3 あなたは右にも左にも広がり、あなたの子孫は国々を継ぎ、荒れ果てた町々に人を住まわせる。

4 恐れるな、あなたは恥をかかないからだ。恥じるな、あなたは辱めを受けないからだ。あなたは自分の若者の頃の恥を忘れ、自分のやもめの頃の恥辱をもはや覚えないからだ。

5 あなたを造られた方はあなたの夫である。その名は主、万軍の主。あなたを贖われる方はイスラエルの聖なる方、すべての地の神と呼ばれる。

6 主は、見捨てられ、霊に悲しむ妻のように、あなたを呼ばれた。あなたの青春の妻が、拒まれるように、とあなたの神は言われた。

7 わずかな瞬間、わたしはあなたを見捨てられた。しかし、大きなあわれみをもって、わたしはあなたを集められる。

8 小さいものの激しい怒りのうちに、わたしはあなたから一瞬、顔を隠した。しかし、永遠の慈愛をもって、わたしはあなたをあわれんだ。あなたを贖う方、主は言われた。

9 これはノアの水の時のわたしにとってのことであり、わたしがノアの水が再び地の上に流れないと誓ったように、わたしはあなたに対して怒らず、あなたを叱らないと誓った。

10 山は移り、丘は揺れ動くことがあっても、わたしの慈愛はあなたから移らず、わたしの平和の契約は揺れ動かない、とあなたをあわれむ主は言われた。

11 苦しめられ、嵐に揺さぶられ、慰められなかった者よ。見よ、わたしはあなたの石を目薬で敷き並べ、あなたの基をサファイアで据える。

12 あなたの太陽をめのうにし、あなたの門を紅玉の石にし、あなたのすべての境界を喜びの石にする。

13 あなたの子はすべて主に教えられ、あなたの子の平和は大きい。

14 義によってあなたは堅く立てられる。搾取から遠く離れよ、あなたは恐れることはない。破滅からも遠く離れよ、それはあなたに近づかない。

15 見よ、彼らは絶えず集まるであろう、しかしそれは私によるのではない。あなたと共に寄留する者は、あなたの上に落ちるであろう。

16 見よ、わたしは火の中の炭を吹く職人と、そのわざのために器を作り出す者を造られた。また、わたしは滅ぼす者を造って、これを壊させられた。

17 すべての武器があなたに対して造られても、それは成功しない。すべての舌があなたに対してさばきのために立ち上がっても、あなたはそれを罪に定める。これは主のしもべたちの相続地であり、彼らの義はわたしから来る、と主は宣言される。

Isaiah 55

1 ああ、渇いている者はみな、水のところへ来なさい。銀のない者も、来て、買って食べなさい。来て、銀もなく、代価もなしに、ぶどう酒と乳を買いなさい。

2 なぜあなたがたは、パンでないもののために銀を量り、満ち足りることのないもののために労苦するのか。わたしに聞き従い、良いものを食べよ。あなたがたの命を脂肪で喜び楽しませよ。

3 耳を傾けて、わたしのところに来なさい。聞け、そうすればあなたがたの命は生きる。わたしはあなたがたと永遠の契約を結ぶ。ダビデの確かな慈愛をもって。

4 確かに、わたしは彼を民への証人として与えた。諸国の民への君主であり、命令する者として。

5 見よ、あなたが知らない国をあなたは呼ぶ。そして、あなたを知らなかった国々があなたのところへ走って来る。あなたの神、主のゆえに、イスラエルの聖なる方のゆえに、主があなたを栄光ある者とされたからだ。

6 主がおられるときに主を求めよ。主が近くにおられるときに主を呼べ。

7 悪者は自分の道を捨て、悪の人は自分の企てを捨てよ。そして主に帰れ、そうすれば主は彼をあわれまれる。われわれの神に帰れ、主は豊かに赦してくださるからだ。

8 わたしの企ては、あなたがたの企てではなく、あなたがたの道は、わたしの道ではない、と主は宣言される。

9 天が地よりも高いように、わたしの道はあなたがたの道よりも高く、わたしの企てはあなたがたの企てよりも高い。

10 雨と雪が天から降り、そこに戻らず、必ず地を潤し、それを生み出し、芽生えさせ、蒔く者に種を与え、食べる者にパンを与えるからである。

11 わたしの口から出るわたしの言葉も、そのようになる。それは空しくわたしに帰ることはない。必ずわたしが望むことを成し遂げ、わたしが送り出したことを成功させる。

12 喜びをもってあなたがたは出て行き、平和をもって導かれる。山と丘はあなたがたの前で喜びの叫びをあげ、野のすべての木は手のひらを打ち鳴らす。

13 いばらの代わりにもみの木が生え、いばらの代わりにギンバイカが生える。これは主の名となり、永遠のしるしとなり、断たれることはない。

Isaiah 56

1 主はこう言われる。「さばきを守り、義を行え。わたしの救いが来ること、わたしの義が明らかにされることは近いからだ。

2 幸いである、このことを行う人、これを堅く握る人の子は。安息日を汚すことから守る者、その手を守ってすべての悪を行わない者は。

3 異邦の子が主に連なって、「主は必ず私をその民から引き離される」と言ってはならない。また宦官が、「見よ、私は枯れ木だ」と言ってはならない。

4 まことに、主はこう言われる。「わたしの安息日を守り、わたしが喜ばれることを選び、わたしの契約を堅く握る宦官たちに、

5 わたしは彼らに、わたしの家とわたしの城壁の中で、子や娘よりも優れた手と名を与えよう。彼に永遠の名を与えよう。それは断たれることがない。

6 異邦の子らで、主に連なり、主に仕え、主の名を愛し、主のしもべとなる者、すべて安息日を汚さずに守る者、そしてわたしの契約を堅く保つ者たちは、

7 わたしは彼らをわたしの聖なる山に連れて行き、わたしの祈りの家で彼らを喜ばせる。彼らの全焼のいけにえと彼らのいけにえは、わたしの祭壇の上で喜びとして受け入れられる。なぜなら、わたしの家はすべての民の祈りの家と呼ばれるからである。

8 主なる神の宣言。イスラエルの散らされた者たちを集める方の言葉。わたしはなおも、彼の集められた者たちに加えて集める。

9 すべての野の生き物よ、来て、森のすべての生き物を食べよ。

10 見張り人たちはみな盲人で、何も知らない。みな、吠えることのできない口のきけない犬だ。夢を見て、横たわり、眠ることを愛する者たちだ。

11 犬どもは命に貪欲で、満ち足りることを知らず、彼らは牧者たちで、悟ることを知らない。すべては自分の道に向かい、人は自分の利得のために、その果てまでも行く。

12 来たれ、私はぶどう酒を取り、強い酒を飲もう。そして明日はこの日のように、非常に大きな残りがあるだろう。

Isaiah 57

1 正しい人は滅び、それを心に留める人はいない。慈愛に満ちた人々は集められるが、だれも悟らない。悪の顔のゆえに、正しい人は集められたのだ。

2 平和が来る。彼らは自分の寝床の上で休む。それぞれ正しい道を歩む者は。

3 あなたがたは、ここに近づけ、占いをする者の子らよ、姦通する者と淫行をする者の子孫よ。

4 あなたがたは、だれに向かって嘲るのか。だれに向かって口を大きく開け、舌を長く伸ばすのか。あなたがたは背きの罪の子供、偽りの子孫ではないか。

5 木々の下で神々に慰めを求める者たち、すべての青々とした木の下で、谷川で子供たちを屠る者たち、岩の裂け目の枝の下で。

6 谷川の石々の中にあなたの分け前がある。それら、それらがあなたのくじである。あなたは彼らに注ぎの供え物を注ぎ、献げ物をささげた。このような者たちによって、わたしは慰められるだろうか。

7 高い山の上に、あなたは自分の寝床を置いた。そこにも上って行って、いけにえを屠った。

8 戸の後ろと門柱に、あなたは自分の記念を置いた。あなたは私から離れて裸になり、上って行き、自分の寝床を広げ、彼らと契約を結んだ。あなたは彼らの寝床を愛し、その手を見た。

9 あなたは油をもって王のもとへ行き、あなたの香料を多くした。あなたの苦痛を遠くまで送り、よみの深みまで低くされた。

10 あなたの道の多さによって、あなたは疲れ果てたが、「絶望だ」とは言わなかった。あなたの手の命を見いだしたので、それゆえ、あなたは弱らなかった。

11 あなたはだれを恐れ、だれを怖がったのか。あなたは偽りを言い、わたしを覚えず、心に置かなかった。わたしは久しく黙っていた者ではないか、永遠の昔から。それなのに、あなたはわたしを恐れない。

12 わたしはあなたの義を告げる。そしてあなたのわざも、それらはあなたに益をもたらさない。

13 あなたが叫ぶとき、あなたの集団があなたを救い出すだろう。しかし、それらのすべてを風が運び去り、虚しさが取るだろう。しかし、わたしに身を避ける者は地を受け継ぎ、わたしの聖なる山を所有するだろう。

14 道を盛り上げよ、道を盛り上げよ、道を整えよ、わたしの民の道からつまずきを取り除け」と言われた。

15 高い所に住み、永遠に住まわれる、その名は聖なる方、高い所におられて聖なる方、こう言われる。「わたしは高い所と聖なる所に住み、また砕かれた者と霊の低い者とともに住み、低い者の霊を生かし、砕かれた者の心を生かす。

16 私は永遠に争わず、勝利のためには怒らない。なぜなら、私の前から息が衰え、私が造った息たちが絶えるからだ。

17 彼の利得の咎のゆえに、わたしは怒り、彼を打った。わたしは隠れて怒ったが、彼は背いて自分の心の道を歩み続けた。

18 わたしは彼の道を見た。そして彼を癒やし、彼を導き、彼とその嘆く者たちに慰めを報いる。

19 唇の果物を造られる方。平和、平和を遠くにいる者にも近くにいる者にも、と主は言われた。そして、わたしは彼を癒やした。

20 悪しき者たちは、海のように揺れ動かされる。それは、静まることができず、その水はどろと泥を押し流すからだ。

21 私の神は言われた、「悪しき者には平和がない」。

Isaiah 58

1 のどを限りに叫べ、控えるな。角笛のように声を上げよ。わたしの民にその背きの罪を告げ、ヤコブの家にその罪を告げよ。

2 彼らは毎日わたしを求め、わたしの道の知識を喜ぶ。義を行い、自分の神のさばきを捨てなかった国のように、彼らは義のさばきをわたしに求め、神への近づきを喜ぶ。

3 なぜ私たちが断食しても、あなたは見られないのですか。私たちが自分を苦しめても、あなたは知られないのですか。見よ、あなたがたの断食の日に、あなたがたは自分の喜びを見いだし、あなたがたのすべての労苦を追い立てるのです。

4 あなたがたは争いと争いのために断食し、悪の拳で打つために断食する。あなたがたは、今日のように断食して、その声を高い所に聞かせることはできない。

5 このようなものが、わたしが選ぶ断食であろうか。人が自分の命を苦しめる日、自分の頭を葦のように垂れ、荒布と灰を敷くことか。これを断食と呼び、主への喜びの日と呼ぶのか。

6 わたしが選ぶ断食は、これではないか。悪の束縛を解き、軛の棒の束をほどき、虐げられた者たちを自由に送り出し、すべての軛の棒を断ち切ることではないか。

7 あなたのパンを飢えた者に分け与え、放浪している貧しい者を家に連れて来るのではないか。裸の人を見れば、それを覆い、あなたの肉から目を背けないことではないか。

8 そのとき、あなたの光は夜明けのように裂け、あなたのいやしは急いで芽生える。あなたの義はあなたの前を歩み、主の栄光があなたを集める。

9 そのとき、あなたが呼べば、主は答えられる。あなたが叫べば、主は「ここにいる」と言われる。もしあなたが、自分の真ん中から軛の棒を取り除き、指を指すことと悪を語ることをやめるなら。

10 あなたが飢えた者に自分の心を分け与え、苦しむ者の命を満たすなら、あなたの光は暗闇の中に輝き、あなたの暗黒は真昼のようになる。

11 主はあなたを常に導かれ、日照りの中でもあなたの命を満ち足らせ、あなたの骨を強くされる。あなたは水の潤った園のようになり、尽きることのない水の出のようになる。

12 あなたによって、永遠の荒廃は建て直され、あなたは代々の土台を起こす。そして、あなたは裂け目をふさぐ者、住むための小道を回復する者と呼ばれる。

13 もしあなたが安息日に自分の足を引き戻し、わたしの聖なる日にあなたの喜びを行うことをやめ、安息日を楽しみと呼び、主の聖なるものを尊ばれるものと呼び、あなたの道を行うことから、あなたの喜びを見つけることから、また言葉を語ることから、それを尊ばれるなら。

14 そのとき、あなたは主のゆえに喜び楽しみ、わたしはあなたを地の高台に乗せ、あなたの父ヤコブの相続地をあなたに食べさせよう。主の口が語られたからである。

Isaiah 59

1 確かに、主の手は救うには短くはない。また、その耳は聞くには重くはない。

2 あなたがたの咎が、あなたがたとあなたがたの神との間を隔てるものとなり、あなたがたの罪が、神の顔をあなたがたから隠して、聞かれないようにしたのだ。

3 あなたがたの手のひらは血で汚れ、あなたがたの指は咎で汚れている。あなたがたの唇は偽りを語り、あなたがたの舌は不義をつぶやく。

4 義をもって叫ぶ者はなく、信仰をもって裁かれる者もない。彼らは虚無に頼り、虚偽を語り、労苦を宿し、悪を生む。

5 彼らはまむしの卵を割り、くもの巣を織る。その卵を食べる者は死に、踏みつぶされた卵からはマムシが生まれる。

6 彼らの巣は衣服にならず、彼らは自分のわざで身を覆うことはできない。彼らのわざは悪のわざであり、暴力のわざが彼らの手のひらにある。

7 彼らの足は悪を行うために走り、無実の血を流すことを急ぐ。彼らの企ては悪の企てであり、略奪と破滅が彼らの大路にある。

8 彼らは平和の道を知らず、その小道にはさばきがない。彼らの小道は自分たちのために曲げられ、そこを歩む者はすべて平和を知らない。

9 それゆえ、さばきは私たちから遠く離れ、義は私たちに追いつかない。私たちは光を待ち望んだが、見よ、暗闇があり、輝きを待ったが、暗黒の中を歩む。

10 私たちは盲人のように壁を手探りし、目のない者のように手探りする。私たちは真昼に夕暮れのようにつまずき、荒れ果てた所では死者のように倒れた。

11 私たちはみな熊のようにうなり、鳩のようにうめき続ける。さばきを待ち望むが、それはなく、救いは私たちから遠ざかっている。

12 私たちの背きの罪はあなたの前に多く、私たちの罪は私たちに対して証言する。私たちの背きの罪は私たちとともにあり、私たちの咎を私たちは知っている。

13 主に背き、欺き、われわれの神の後ろから退き、搾取と背反を語り、心から偽りの言葉を思い巡らした。

14 さばきはうしろに退けられ、義は遠くから立っている。まことに真実は広場でつまずき、まっすぐなことは入ることができない。

15 真実は失われ、悪を避ける者は略奪されるようになった。主はこれを見て、その目に悪と映られた。なぜなら、さばきがないからである。

16 彼は、雄がいないのを見られ、執り成す者がないので驚かれた。彼の腕が彼のために救いをもたらし、彼の義が彼を支えた。

17 彼は義を胸当てとして着け、救いのかぶとを頭にかぶった。彼は復讐の衣服を衣として着、ねたみを外套のようにまとった。

18 神はその報いに応じて報いを返される。その苦しみには怒りをもって、その敵には報いをもって。島々には報いを返される。

19 西から人々は主の名を恐れ、東から太陽の昇る所でその栄光を恐れる。主の霊が川のように押し寄せる敵を吹き払うからである。

20 シオンに贖い主が来られ、ヤコブにおいて背きの罪から立ち返る者たちのもとに来られる。これは主の宣言である。

21 わたしの彼らとの契約はこれである、と主は言われる。あなたの上にあるわたしの霊、あなたの口に置いたわたしの言葉は、あなたの口から、あなたの子孫の口から、あなたの子孫の子孫の口から、決して離れない、と主は言われる。今から永遠まで。

Isaiah 60

1 起きよ、光を放て。あなたの光が来たからだ。主の栄光があなたの上に輝いた。

2 見よ、暗闇が地を覆い、暗黒が諸国の民を包む。しかし、あなたの上には主が輝き、その栄光があなたの上に現れる。

3 国々はあなたの光に歩み、王たちはあなたの日の出の輝きに歩む。

4 目を周囲に上げて見なさい。彼らはみな集まって、あなたのところに来ている。あなたの子らは遠くから来、あなたの娘たちは側で養われている。

5 その時、あなたは見て、輝き出し、あなたの心は恐れかつ広がる。なぜなら、海の群衆があなたの上に注がれ、国々の力があなたに来るからである。

6 らくだの多量があなたを覆い、ミディアンとエパのひとこぶらくだが、すべてシバから来る。彼らは金と乳香を運び、主の賛美を告げ知らせる。

7 すべてのケダルの羊の群れはあなたのために集められ、ネバヨテの雄羊たちはあなたに仕える。それらは私の祭壇の上で喜びとしてささげられ、私は私の栄光の家を飾る。

8 これらの者たちは何者か、雲のように飛び、鳩のように自分の窓へと飛んで行くのか。

9 島々はわたしを待ち望み、タルシシュの船は最初に、あなたの子らを遠くから連れて来るために、彼らの銀と金を携えて来る。あなたの神、主の名のため、またイスラエルの聖なる方のためである。なぜなら、主はあなたを飾られたからである。

10 異邦の子らがあなたの城壁を築き、彼らの王たちがあなたに仕える。なぜなら、わたしは激しい怒りをもってあなたを打ったが、わたしの喜びをもってあなたをあわれんだからだ。

11 あなたの門は常に開かれ、昼も夜も閉じられることはない。国の力とその王たちが導かれて、あなたのもとに運ばれるために。

12 あなたに仕えない国と王国は滅び、その国々は必ず荒れ果てる。

13 レバノンの栄光があなたのところに来る。もみの木、もみの木、つげの木が共に、わたしの聖所の場所を飾るために。そして、わたしの足の場所をわたしは栄光で満たす。

14 あなたを苦しめた者の子らはかがんであなたのところに来、あなたを侮ったすべての者はあなたの足の手のひらにひれ伏す。彼らはあなたを主の町、イスラエルの聖なる者シオンと呼ぶ。

15 あなたが捨てられ、憎まれ、通り過ぎる者もいなかった代わりに、わたしはあなたを永遠の誇り、代々の喜びとする。

16 あなたは国々の乳を飲み、王たちの乳房を吸う。そして、あなたは、わたしが主であり、あなたの救い主、ヤコブの力強い者であることを知る。

17 青銅の代わりに金をもたらし、鉄の代わりに銀をもたらし、木の代わりに青銅をもたらし、石の代わりに鉄をもたらす。そして、あなたの監督を平和とし、あなたの支配者を義とする。

18 あなたの地では、もはや暴力は聞かれず、あなたの境界では、略奪と破滅も聞かれない。あなたは自分の城壁を救いと呼び、自分の門を賛美と呼ぶだろう。

19 太陽はもはやあなたの昼の光とはならず、月の輝きもあなたを照らさない。しかし、主があなたの永遠の光となり、あなたの神があなたの栄光となられる。

20 あなたの太陽は再び沈まず、あなたの月は失われることがない。主があなたの永遠の光となり、あなたの悲しみの日々は終わるからである。

21 あなたの民はみな正しく、永遠に地を継ぐ。彼らはわたしの植え付けの枝、わたしの手のわざであって、わたしが栄光を現すためである。

22 小さい者は千人となり、弱い者は強い国となる。わたしは主である。その時を、わたしは速める。

Isaiah 61

1 主なる神の息が私の上にある。主が私に油を注がれたのは、貧しい者に良い知らせを伝えるためであり、心の砕けた者を包むために私を遣わされた。捕らわれ人に自由を、囚人に開獄を告げるために。

2 主の喜びの年を告げ、われわれの神の復讐の日を告げること、すべての悲しむ者を慰めるために。

3 シオンの嘆く者たちのために、灰の代わりに飾りを、悲しみの代わりに喜びの油を、弱った霊の代わりに賛美の衣を彼らに与え、彼らは義の雄羊、主の植え付けと呼ばれて、自らを飾るためである。

4 彼らは永遠の荒廃を建て直し、先の荒れ果てた所を起こす。また、旱魃の町、代々の荒廃を新しくする。

5 異邦人が立ってあなたがたの羊の群れを飼い、異邦の子があなたがたの農夫となり、ぶどう園の者となる。

6 あなたがたは主の祭司と呼ばれ、私たちの神の奉仕者と言われる。あなたがたは諸国の力を食べ、彼らの栄光をもって誇る。

7 あなたがたの恥の代わりに第二のものを、恥辱の代わりに彼らはその分け前を喜び歌う。それゆえ、彼らの地で第二のものを相続し、永遠の喜びが彼らに臨むであろう。

8 主であるわたしはさばきを愛し、全焼のいけにえによる強奪を憎む。わたしは彼らの働きの報いを真実に与え、彼らと永遠の契約を結ぶ。

9 彼らの子孫は国々の中で知られ、彼らの子孫は民の真ん中で知られる。すべて彼らを見る者は、彼らが主が祝福された子孫であることを認める。

10 主によって私は大いに喜び、私の命は私の神によって喜ぶ。主が私に救いの衣服を着せ、義の外套を私にまとわせてくださったからだ。花婿が飾りを祭司のようにかぶり、花嫁が自分の器で身を飾るように。

11 地がその枝を生じ、庭がその種まきを芽生えさせるように、主なる神は義と賛美をすべての国の前に芽生えさせられる。

Isaiah 62

1 シオンのために、わたしは黙さず、エルサレムのために、わたしは休まない。その義が輝きのように現れ、その救いが燃えるたいまつのように出るまで。

2 国々はあなたの義を見、すべての王たちはあなたの栄光を見る。そして、主の口がそれを定める新しい名があなたに呼ばれる。

3 あなたは主の手にある栄光の冠となり、あなたの神の手のひらにある王権の冠となる。

4 あなたはもはや「見捨てられた」とは呼ばれず、あなたの地ももはや「荒廃」とは呼ばれない。なぜなら、あなたは「ヘフツィ・バ」と呼ばれ、あなたの地は「嫁がれた者」と呼ばれるからだ。主があなたを喜ばれ、あなたの地は夫を得るからである。

5 若者が処女をめとるように、あなたの子らはあなたをめとる。花婿が花嫁を喜ぶように、あなたの神はあなたを喜ばれる。

6 わたしはあなたの城壁の上に、エルサレムよ、見張り人を置いた。彼らはすべての日、すべての夜、常に黙することはない。主を思い起こさせる者たちよ、あなたがたに沈黙はないように。

7 そして主に沈黙を与えるな、主がエルサレムを地における賛美とされるまで。

8 主はその右の手と力の腕によって誓われた。「わたしは、もうあなたの穀物をあなたの敵の食物とはしない。あなたが労して得た新しいぶどう酒を、異邦の子らが飲むことはない。

9 それを集める者たちはそれを食べて、主を褒め称える。そして、それを取り集める者たちは、わたしの聖なるものの中庭でそれを飲む。

10 門を通り抜けよ、門を通り抜けよ。民の道を整えよ。大路を築け、築け。石を取り除け。諸国の民の上に旗を掲げよ。

11 主は地の果てまで告げ知らせられた。「シオンの娘に言え。見よ、あなたの救いが来る。見よ、その賃金は主とともにあり、その働きの報いは主の前にある。

12 彼らは彼らを聖なる民、主に贖われた者と呼ぶ。そしてあなたは、見捨てられない町、尋ね求められる者と呼ばれる。

Isaiah 63

1 この者は誰か、エドムから来た者、ボズラから衣服を真っ赤に染めた者。この者はその衣服において輝き、その力の多数によって歩む者。私は義をもって語る者、救うのに十分な者である。

2 なぜあなたの衣服は赤いのか。あなたの衣服は酒ぶねを踏む者のようだ。

3 ぶどう酒ぶねを単独で踏んだ。民の中には私と共にいる人はいなかった。私は怒りをもって彼らを踏み、怒りをもって彼らを踏みにじった。彼らの血は私の衣服に飛び散り、私はすべての衣服を汚した。

4 なぜなら、復讐の日が私の心にあり、私の贖い主の年が来たからである。

5 わたしが見渡しても、助ける者はなく、驚き呆れても、支える者はなかった。それで、わたしの腕がわたしを救い、わたしの怒りがわたしを支えた。

6 私は怒りをもって民を踏みつけ、私の憤りをもって彼らを酔わせた。そして彼らの血を地に流し下した。

7 主の慈愛を私は語り告げ、主の賛美を、主が私たちに報いてくださったすべてのゆえに語る。また、そのあわれみとその慈愛の多数のゆえに、イスラエルの家に報いてくださった多くの良いものをも。

8 彼は言われた、「確かに彼らはわたしの民、偽ることのない子らである」。そして彼は彼らのために救い主となられた。

9 彼らのすべての苦難のとき、彼は苦しめられた。彼の前の御使いが彼らを救った。彼の愛とあわれみによって、彼自身が彼らを贖われた。彼は彼らを担い、彼らを高く上げられた。すべての永遠の日に。

10 彼らは逆らい、その聖なる霊を悲しませた。それで主は彼らの敵となられ、彼らと戦われた。

11 彼はその民のモーセと共にあった永遠の日々を思い出された。海から彼の羊の群れの牧者たちを引き上げられた方はどこにおられるのか。その内側に彼の聖なる霊を置かれた方はどこにおられるのか。

12 その栄光の腕をもってモーセの右に行かせ、彼らの前で水を分けて、ご自分のために永遠の名を造られた方。

13 彼らを深淵の中に導かれ、荒野の馬のように、彼らはつまずくことがなかった。

14 獣が平地に下るように、主の息が彼を休ませられた。このように、あなたはあなたの民を導かれた、あなたのために栄光の名を造るために。

15 天から見下ろし、あなたの聖なる住まいと栄光から見てください。あなたのねたみと力の群衆、あなたの腹の思いとあわれみは、私に対して抑えられてしまったのです。

16 あなたは私たちの父です。アブラハムは私たちを知らず、イスラエルは私たちを認めませんが、あなた、主は私たちの父です。私たちの贖い主、あなたの名は永遠からです。

17 なぜあなたは私たちをあなたの道から迷わせられたのですか、主よ。あなたは私たちの心をあなたへの恐れからかたくなにされたのですか。あなたのしもべたちのために、あなたの相続地の杖のために、立ち返ってください。

18 小さいものがあなたの聖なる民を所有した。私たちの苦しみがあなたの聖所を踏みにじった。

19 われわれは昔から、あなたが彼らを治められたことはなく、あなたの名が彼らの上に呼ばれることもなかった。

Isaiah 64

1 あなたが天を裂いて降りて来られたなら、あなたの前で山々は溶け去ったであろう。

2 火が溶けたものを燃やし、水を沸かすように、あなたの名をあなたの苦しみに知らせるために、あなたの前で国々は震える。

3 あなたがわれわれの望まなかった恐るべきことを行われたとき、あなたの前から山々は流れ落ちた。

4 永遠に、彼らは聞かず、耳を傾けなかった。目は見なかった。あなたのほかに神は、自分を待ち望む者にこれを行うことはなかった。

5 あなたは喜ぶ者と義を行う者を、あなたの道において遇われた。彼らはあなたを覚える。見よ、あなたは怒られたが、私たちは罪を犯した。それらの者たちのうちに永遠があり、私たちは救われる。

6 私たちはみな、汚れた者のようになり、私たちのすべての義は、汚れの衣服のようである。私たちはみな、葉のようにしおれ、私たちの咎は風のように私たちを運び去る。

7 あなたの名を呼ぶ者もなく、あなたにすがりつこうと奮い立つ者もいない。あなたは私たちから顔を隠され、私たちを私たちの咎の手に委ねられた。

8 今や主よ、あなたは私たちの父です。私たちは粘土、あなたは私たちを造られた方、あなたの手のわざは私たちすべてです。

9 主よ、あまりに激しく怒らないでください。また、永遠に咎を覚えないでください。どうか、あなたの民をすべて、ご覧ください。

10 あなたの聖なる町々は荒野となった。シオンは荒野となり、エルサレムは荒廃した。

11 私たちの聖なる家、私たちの栄光、私たちの父たちがあなたを賛美したその家は、火の焼却となり、私たちの慕わしいものはすべて荒廃となった。

12 主よ、これらのことに対して、あなたはご自身を抑えられるでしょうか。あなたは黙って、私たちを限りなく苦しめられるのでしょうか。

Isaiah 65

1 わたしは尋ねられなかった者たちに尋ねられ、見いだされなかった者たちに見いだされた。わたしは「ここにいる、ここにいる」と、わたしの名を呼ばなかった国に言った。

2 わたしは一日中、手を背く民に向かって差し伸べた。彼らは良くない道を歩み、自分の企てに従って進む。

3 絶えずわたしの前でわたしを怒らせる民、庭でいけにえを屠り、れんがの上で香をたく者たち。

4 墓の中に座り、見張る者たちの中に宿る者たち、豚の肉を食べ、忌まわしいものの煮汁がその器にある者たち。

5 彼らは言う、「私に近づくな、私に触れるな、私はあなたを聖別したからだ」。これらの者たちは、私の鼻には煙であり、すべての日、燃え続ける火である。

6 見よ、それはわたしの前に書き記されている。わたしは黙っていない。必ず報い、彼らの懐に報いる。

7 あなたがたの咎と、あなたがたの父たちの咎とを共に、と主は言われる。彼らが山々の上で香をたき、丘の上でわたしを嘲ったので、わたしは彼らの働きの報いを、まず彼らの懐に量り与える。

8 主はこう言われる。「新しいぶどう酒がぶどうの房の中に見いだされ、『それを滅ぼすな。そこに祝福があるからだ』と言われるように、わたしもしもべたちのために、すべてを滅ぼさないようにする。

9 ヤコブから子孫を、ユダからわたしの山を継ぐ者を出し、わたしの選びの者たちはそれを継ぎ、わたしのしもべたちはそこに住む。

10 シャロンは羊の群れの住まいとなり、アコルの谷は牛の伏せ所となる。それは、わたしを求めたわたしの民のために。

11 あなたがたは主を捨て、わたしの聖なる山を忘れ、ガドのために食卓を整え、メニのために混ぜ合わせた酒を満たす者たちよ。

12 あなたがたを剣に渡し、あなたがたはすべて屠殺のためにひざまずく。わたしが呼んだのに、あなたがたは答えず、わたしが語ったのに、あなたがたは聞かなかったからだ。あなたがたはわたしの目に悪を行い、わたしが喜ばないことを選んだ。

13 したがって、主なる神はこう言われる。「見よ、わたしのしもべたちは食べるが、あなたがたは飢える。見よ、わたしのしもべたちは飲むが、あなたがたは渇く。見よ、わたしのしもべたちは喜ぶが、あなたがたは恥じる。

14 見よ、わたしのしもべたちは心の良いものから喜び歌う。しかし、あなたがたは心の痛みから叫び、霊の破滅から嘆き悲しむ。

15 あなたがたは、わたしの選びの者たちへの誓いとして、あなたがたの名を残すであろう。そして、主なる神はあなたを殺される。しかし、そのしもべたちには、別の名で呼ばれるであろう。

16 地において祝福される者は、真実の神によって祝福され、地において誓う者は、真実の神によって誓う。なぜなら、先の苦難は忘れられ、わたしの目から隠されているからである。

17 まことに、わたしは新しい天と新しい地を造られる。かつてのものは覚えられず、心に上ることもない。

18 まことに、わたしが創造することを、あなたがたは永遠に喜び、楽しめ。見よ、わたしはエルサレムを喜びとして、その民を喜びとして創造する。

19 わたしはエルサレムにおいて喜び、わたしの民において楽しむ。そして、その中で再び泣きの声と叫びの声は聞かれない。

20 そこにはもはや、日数の少ない乳児も、自分の日を満たさない老人もいない。百歳の少年は死に、百歳の罪人は呪われる。

21 彼らは家を建てて住み、ぶどう園を植えてその果実を食べる。

22 彼らは建てても、他の者が住み、彼らは植えても、他の者が食べることはない。なぜなら、わが民の日々は木の日のようであり、わが選びの者たちは自分の手のわざを長らえるからである。

23 彼らはむなしさのために労することはなく、恐慌のために子を産むこともない。彼らは主に祝福された子孫であり、その子孫も彼らと共にあるからである。

24 彼らが呼ぶ前に、わたしは答えよう。彼らがまだ語っているうちに、わたしは聞こう。

25 狼と子羊は一つになって飼われ、獅子は牛のようにわらを食べ、蛇のパンはちりである。彼らは私の聖なる山のすべてにおいて害を加えず、滅ぼすこともない、と主は言われた。

Isaiah 66

1 主はこう言われる。「天はわたしの王座、地はわたしの足の足台である。あなたがたがわたしのために建てる家はどこにあるのか。わたしの憩いの場所はどこにあるのか。

2 これらのすべてをわたしの手が造り、これらのすべてが存在するようになった、と主は宣言される。しかし、わたしが目を留めるのは、貧しい者、霊の砕かれた者、わたしの言葉におののく者である。

3 雄牛を屠る者は人を打ち殺す者であり、羊を犠牲に捧げる者は犬の首を折る者であり、献げ物を捧げる者は豚の血を注ぐ者であり、乳香を思い起こさせる者は悪を祝福する者である。彼らもまた、自分たちの道を選び、自分たちの忌み嫌うべきものを、その命は喜んでいる。

4 わたしもまた彼らの戯れを選び、彼らの納屋に災いを臨ませる。わたしが呼んだのにだれも答えず、語ったのに彼らは聞かなかったからだ。彼らはわたしの目に悪を行うことを選び、わたしが喜ばないことを選び取った。

5 主の言葉を聞け、その言葉におののく者たちよ。あなたがたの兄弟たち、あなたがたを憎み、あなたがたを追い出す者たちが、わたしの名のために「主が栄光を受けられるように。あなたがたの喜びを見よう」と言ったが、彼らは恥を見るであろう。

6 町からの騒音の声、神殿からの声、主の声が、その敵たちに報いを返しておられる。

7 彼女が苦しむ前に、彼女は産んだ。彼女に陣痛の綱が来る前に、彼女は男の子を産み落とした。

8 だれがこのようなことを聞いただろうか。だれがこのようなことを見たであろうか。地は一日のうちに産みの苦しみをすることができるだろうか。国は一度に生まれることができるだろうか。しかしシオンは産みの苦しみをし、しかもその子らを産んだのだ。

9 主は言われた、「わたしが産みの苦しみを与えながら、生ませないことがあろうか」。あなたの神は言われた、「わたしが生ませる者でありながら、その胎を閉ざすことがあろうか」。

10 エルサレムとともに喜び、彼女のうちに踊れ、すべて彼女を愛する者よ。彼女とともに大いに喜べ、すべて彼女のために嘆く者よ。

11 あなたがたがその慰めの乳房から飲んで満ち足りるために、その栄光の獣から搾り出して楽しむために。

12 まことに主はこう言われる。「見よ、わたしは彼女に向かって、川のように平和を、あふれ流れる谷川のように国々の栄光を注ぎ出す。あなたがたはその側で養われ、膝の上で慰められる。

13 人がその母に慰められるように、わたしもあなたがたを慰める。あなたがたはエルサレムにおいて慰められる。

14 あなたがたは見て、あなたがたの心は喜び、あなたがたの骨は若草のように芽生える。主の手はそのしもべたちに知られ、その敵には憤りが臨む。

15 見よ、主は火の中に来られ、その戦車は葦の海のようである。その怒りをもって御怒りを返し、その叱責を火の炎をもってなされる。

16 主は火をもって裁きを行われ、その剣をもってすべての肉を裁かれる。主によって打たれた者たちは多い。

17 自分を聖別し、自分を清める者たちは、庭々へ、その真ん中にいる一人の後に従って行き、豚の肉と忌み嫌うものとねずみを食べる者たちは、皆一緒に滅ぼされる。主の宣言である。

18 わたしは、彼らのわざと彼らの企てを知っておられる。すべての国々と舌を集めるために来られる。彼らは来て、わたしの栄光を見る。

19 わたしは彼らの中にしるしを置き、彼らのうちから逃亡者を諸国へ、タルシシュ、プル、弓を引くルド、トバル、ヤワンへ、遠い島々へ、わたしの評判を聞かず、わたしの栄光を見なかった者たちのところへ遣わす。彼らは諸国の中でわたしの栄光を告げ知らせる。

20 彼らはあなたがたのすべての兄弟を、すべての国々から主への献げ物として、馬、戦車、かめ、騾馬、駱駝に乗せて、わたしの聖なる山エルサレムに連れて来る、と主は言われる。イスラエルの子らが清い器で主の宮に献げ物を携えて来るように。

21 また、彼らの中から祭司とレビ人をわたしは取る、と主は言われる。

22 わたしが造る新しい天と新しい地が、わたしの前にとどまるように、あなたがたの子孫とあなたがたの名も、とどまる、と主は宣言される。

23 新月ごとに、また安息日ごとに、すべての肉なる者がわたしの前にひれ伏すために来る、と主は言われる。

24 彼らは出て行って、わたしに背いた人々の死体を見る。彼らの緋色は死なず、彼らの火は消えない。彼らはすべての肉にとって嫌悪となる。


Jeremiah

Jeremiah 1

1 エレミヤの言葉。ヒルキヤの子、ベニヤミンの地のアナトテにいる祭司たちのうちの一人。

2 主の言葉がヨシヤの子アモンのユダの王であった日に、その治めの第十三年に、彼に臨んだ。

3 ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの日々に、ユダの王ヨシヤの子ゼデキヤの第十一年の終わりまで、すなわち第五の月にエルサレムが捕囚とされるまで、主の言葉が臨んだ。

4 主の言葉が私に臨んで言われた。

5 あなたを腹の中で形造る前に、わたしはあなたを知っていた。子宮から出る前に、わたしはあなたを聖別した。諸国のための預言者として、わたしはあなたを立てた。

6 私は言った、「ああ、主なる神よ。ご覧ください、私は語ることを知りません。なぜなら、私は少年だからです。

7 主は私に言われた、「『私は少年だ』と言ってはならない。あなたが行くすべての所へ行き、あなたに命じるすべてのことを語れ」。

8 彼らの顔を恐れるな。わたしがあなたと共にいて、あなたを救い出すからだ。主の宣言。

9 主は御手を伸ばされ、私の口に触れられた。そして主は私に言われた、「見よ、わたしはわたしの言葉をあなたの口に置いた」。

10 見よ、わたしはこの日にあなたを諸国の上に、また諸王国の上に任命した。それは引き抜き、打ち壊し、滅ぼし、破壊し、建て、植えるためである。

11 主の言葉が私に臨んで言われた、「エレミヤよ、あなたは何を見ているのか」。私は言った、「私はアーモンドの杖を見ています」。

12 主は私に言われた、「あなたはよく見ている。それは、わたしが自分の言葉を成し遂げるために見張っているからだ」。

13 主の言葉が再び私に臨んで言われた、「あなたは何を見ているのか」。私は言った、「私は熱した鍋を見ている。その顔は北の顔に向かっている」。

14 主は私に言われた、「北から悪が開かれる、地のすべての住民の上に」。

15 見よ、わたしはすべての北の王国の家族を呼び寄せる。主の宣言である。彼らは来て、それぞれエルサレムの門の入口にその王座を置き、その周囲のすべての城壁と、ユダのすべての町に向かって置く。

16 わたしは彼らのすべての悪について、彼らにわたしのさばきを言い渡す。彼らがわたしを捨て、他の神々に香をたき、自分の手のわざにひれ伏したからである。

17 あなたは腰に帯を締め、立ち上がって、わたしがあなたに命じるすべてのことを彼らに語れ。彼らの顔を恐れるな。さもないと、わたしは彼らの前であなたを打ち砕く。

18 そして、わたしは、見よ、今日、あなたを、この全地に対して、要塞の町、鉄の柱、青銅の城壁とした。ユダの王たち、その長官たち、その祭司たち、そしてこの地の民に対して。

19 彼らはあなたと戦うが、あなたに勝つことはできない。わたしがあなたと共にいて、あなたを救い出すからだ。主の宣言。

Jeremiah 2

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 行って、エルサレムの耳に呼びかけよ。主はこう言われる。わたしはあなたの青春の慈愛、あなたの婚約の愛、荒野で、種蒔かれていない地で、わたしに従って歩いたことを覚えている。

3 イスラエルは主にとって聖なるもの、その収穫の初めである。それを食べる者はみな罪に定められ、悪が彼らに臨む、と主は宣言される。

4 主の言葉を聞け、ヤコブの家よ、そしてイスラエルの家のすべての家族よ。

5 主はこう言われた、「あなたがたの父たちは、わたしのうちにどんな不義を見いだしたので、わたしから遠ざかり、虚しさの後に従って行き、虚しくなったのか」。

6 彼らは言わなかった、「我々をエジプトの地から上らせた主はどこにおられるのか。荒野の地、荒れ地と穴の地、乾いた地と死の陰の地、そこを人が通らず、そこに人が住まなかった地を通って我々を導かれた方に」。

7 あなたがたを穀物の穂の地に連れて来て、その果実と良いものを食べさせた。しかし、あなたがたは来て、わたしの地を汚し、わたしの相続地を忌み嫌うべきものとした。

8 祭司たちは「主はどこにおられるのか」と言わず、律法を扱う者たちは私を知らず、牧者たちは私に背き、預言者たちはバアルによって預言し、益のないものの後を歩んだ。

9 それゆえ、わたしはなおもあなたがたと論争する、と主の宣言がある。また、あなたがたの子らの子とも論争する。

10 キッテの島々に渡って見よ、ケダルに人を遣わして、よくよく考えてみよ。このようなことがあったかどうかを見よ。

11 国が自分の神々を替えることがあろうか。それらは神ではないのに。しかし、わたしの民はその栄光を、益のないものと替えた。

12 天よ、このことについて驚き怪しめ。そして震え恐れよ、甚だしく荒れ果てよ。主の宣言。

13 わたしの民は二つの悪を行った。彼らは生ける水の泉であるわたしを捨て、自分たちのために、水をためることのできない、壊れた井戸を掘った。

14 イスラエルはしもべなのか、家に生まれた子なのか。なぜ分捕り物となったのか。

15 若獅子たちがその上でほえたけり、その声を放った。彼らはその地を驚きとし、その町々は住む者の無しに焼かれた。

16 ノフの子らとタハパネスも、あなたの頭頂を食い破る。

17 これはあなたが自分にしたことではないか。あなたの神、主を捨てたこと、主があなたを道に導かれた時に。

18 今、あなたにとってエジプトの道に行ってシホルの水を飲むことが何になるのか。また、あなたにとってアッシュルの道に行って川の水を飲むことが何になるのか。

19 あなたの悪があなたを懲らしめ、あなたの背信があなたを責める。あなたは知り、見なさい。あなたがあなたの神、主を捨てたことは、悪くて苦いことである。そして、あなたに対するわたしの恐れはない、と万軍の神、主なる主の宣言がある。

20 まことに、永遠の昔から、わたしはあなたのくびきを砕き、あなたの束縛を断ち切った。それなのに、あなたは「わたしは仕えない」と言った。まことに、すべての高い丘の上で、すべての青々とした木の下で、あなたは淫行の女として身をかがめている。

21 わたしはあなたを上等のぶどうの木として植えた。すべて真実の種であった。それなのに、どうしてあなたはわたしに対して、異なるぶどうの木の曲がった枝に変わってしまったのか。

22 たとえあなたがソーダで洗い、石鹸を多く用いても、あなたの咎はわたしの前に印されていると、主なる神は宣言される。

23 どうしてあなたは言うのか、「私は汚れていない、バアルの後を追って行かなかった」と。あなたの道を谷で見よ、自分が何をしたかを知れ。道を速く走る若いらくだのようだ。

24 荒野に慣らされた野ろばは、その命の欲望で霊を吸い込み、その機会を誰が引き戻せるだろうか。すべての求める者たちは、その月に彼女を見つけるので、疲れることはない。

25 あなたの足を裸足にすることから、あなたの打ち場を渇きから、控えなさい。しかし、あなたは言った、「むだだ。いや、私は異国の神々を愛し、彼らの後に従って行く」と。

26 盗人が見つかるときの恥のように、イスラエルの家は恥をかいた。彼らは、その王たち、その長官たち、その祭司たち、そしてその預言者たちである。

27 彼らは木に「あなたは私の父です」と言い、石に「あなたは私を生んだ」と言う。彼らは私にうなじを向け、顔を向けない。しかし、彼らの悪の時には、「立って、私たちを救ってください」と言う。

28 あなたの神々はどこにいるのか。あなたが自分のために造ったものよ。彼らが立ち上がって、あなたの悪の時にあなたを救うのか。あなたの町の数だけ、あなたの神々がいたのだ、ユダよ。

29 なぜあなたがたはわたしと争うのか。あなたがたはすべて、わたしに対して背いたのだ、と主は宣言される。

30 虚偽に、わたしはあなたがたの子らを打った。彼らは訓戒を受けなかった。あなたがたの剣は、あなたがたの預言者たちを、滅ぼす獅子のように食い尽くした。

31 この世代よ、主の言葉を見よ。わたしはイスラエルにとって荒野であったか、あるいは暗黒の地であったか。なぜわたしの民は「われわれは自由になった。もうあなたのところへ行かない」と言ったのか。

32 処女は自分の飾りを忘れるだろうか。花嫁は自分の飾り帯を忘れるだろうか。しかし、わたしの民は、数えきれないほどの日々、わたしを忘れた。

33 あなたは自分の道をよくして愛を求める。それゆえ、あなたの悪い道をもわたしは学んだ。

34 あなたの翼にも、貧しい者たちの無実の命の血が見つかった。それは破壊の中ではなく、これらすべての上に見つかったのだ。

35 あなたは言った、「私は清い。確かに、その怒りは私から離れた」と。見よ、わたしはあなたを裁く。あなたが「私は罪を犯さなかった」と言ったことのゆえに。

36 なぜあなたは自分の道を変えることに、これほどまでに激しく奔るのか。あなたはエジプトによっても恥を見るであろう。ちょうどアッシュルによって恥を見たように。

37 あなたはこの者からも出て行くことになる。あなたの手は頭の上に置かれる。主があなたの確信を退けられたからだ。あなたは彼らによって成功しない。

Jeremiah 3

1 人が自分の妻を去らせ、彼女が彼のもとを離れて他の人のものとなったなら、その人は再び彼女のところに戻るだろうか。その地は大いに汚されるのではないか。そしてあなたは多くの友と姦淫を行った。それでもわたしのもとに戻れ、と主の宣言がある。

2 目を上げて裸の高台を見よ。どこでお前は姦淫を行わなかったのか。道々に座して彼らを待ち、荒野のアラビア人のように。お前は自分の姦淫と悪によって地を汚した。

3 しかし、大雨は差し控えられ、後の雨もなかった。そして、あなたの額は淫行の妻の額となり、あなたは恥を知ることを拒んだ。

4 今や、あなたは私に「わが父よ、わが青春の族長よ、あなたこそ」と呼びかけられたではないか。

5 主は永遠に怒りを保たれるだろうか、あるいは勝利の果てまで守られるだろうか。見よ、あなたはこれらの悪を行い、それに打ち勝った。

6 主はヨシヤ王の日に、私に言われた。「あなたは、背信のイスラエルがしたことを見たか。彼女はすべての高い山の上と、すべての青々とした木の下に行き、そこで姦淫を行った。

7 そして私は言われた、「彼女がこれらすべてのことをした後、わたしのもとに帰れ」と。しかし彼女は帰らなかった。彼女の姉妹である不実なユダはそれを見た。

8 そして、背信のイスラエルがすべての事柄において姦淫を行ったのを見て、わたしは彼女を離縁し、彼女に離婚の書物を与えた。しかし、その姉妹である裏切りのユダは恐れず、彼女も行って姦淫を行った。

9 その姦淫の声によって地を汚し、石と木とをもって姦淫を行った。

10 それでもなお、そのすべてにもかかわらず、姉妹であるユダは偽りの心で私のもとに帰らず、ただ偽りをもってのみ帰った、と主は宣言される。

11 主は私に言われた、「背信のイスラエルは、裏切りのユダよりも自分の魂を義とした」。

12 行って、これらの言葉を北に向かって呼びかけよ。そして言え、『背信のイスラエルよ、帰れ。主の宣言。わたしはあなたがたに顔を向けて怒りを下すことはない。なぜなら、わたしは慈しみ深い者だからだ。主の宣言。わたしは永遠に恨みを抱くことはない。』

13 あなたの咎を知れ。あなたがあなたの神、主に背き、すべての青々とした木の下で、異なる者たちにあなたの道を散らし、わたしの声に聞き従わなかったことを。主の宣言である。

14 背いて帰る子らよ、主の宣言。なぜなら、わたしはあなたがたの夫であるからだ。わたしはあなたがたを、一つの町から一人、一つの家族から二人を取り、あなたがたをシオンに連れて来る。

15 わたしはあなたがたに、わたしの心にかなう牧者たちを与える。彼らは知識と悟りをもってあなたがたを牧する。

16 地で、あなたがたが増え、実を結ぶようになるその日々に、主の宣言がある。「彼らはもはや『主の契約の箱』とは言わず、それは心に上ることもなく、それを思い出すことも、それを顧みることもなく、もはやそれは造られることもない。

17 その時、人々はエルサレムを主の王座と呼び、すべての国々は主の名のためにエルサレムに集まるであろう。そして、彼らはもはや自分の悪い心の頑固さに従って歩むことはない。

18 その日々に、ユダの家はイスラエルの家の上に行き、彼らは共に北の地から、わたしがあなたがたの先祖に与えた地に来る。

19 そして私は言った、「どうしてわたしはあなたを子らの間に置き、あなたに慕わしい地、国々の軍勢の麗しさの相続地を与えようか」。そして私は言った、「あなたがたはわたしを父と呼び、わたしから離れて戻ることはない」。

20 確かに、妻がその友を裏切るように、あなたがたイスラエルの家はわたしを裏切った、と主は宣言される。

21 裸の高台の上で声が聞こえる、イスラエルの子らの泣きと嘆願が。彼らは自分たちの道を曲げ、自分たちの神、主を忘れてしまったからだ。

22 帰れ、背いた子らよ、わたしはあなたがたの背信を癒やそう。見よ、われわれはあなたのもとに来た。あなたこそ、われわれの神、主であるからだ。

23 確かに、丘からの群衆、山々の騒ぎは偽りである。確かに、我々の神、主のうちにこそイスラエルの救いがある。

24 恥が私たちの父たちの労苦を、私たちの青春の時から食い尽くした。彼らの羊の群れと彼らの牛、彼らの子と彼らの娘を。

25 私たちは自分の恥の中に伏し、私たちの恥辱が私たちを覆う。なぜなら、私たちと私たちの父たちは、私たちの青春の時から今日に至るまで、私たちの神、主に対して罪を犯したからである。そして、私たちは私たちの神、主の声に聞き従わなかった。

Jeremiah 4

1 もしあなたが帰るなら、イスラエルよ、主の宣言、わたしのもとへ帰れ。そして、もしあなたが自分の忌み嫌うべきものをわたしの前から取り除き、揺れ動かないなら。

2 そしてあなたが真実とさばきと義をもって、主は生きておられると誓うなら、国々は主によって祝福され、主によって誇るであろう。

3 主はユダの人とエルサレムにこう言われた。「あなたがたのために開墾地を耕せ。いばらの中に種を蒔いてはならない。

4 主のために割礼を受け、あなたがたの心の包皮を取り除け。ユダの人々よ、エルサレムに住む者よ。さもないと、わたしの怒りが火のように出て燃え上がり、だれも消すことができない。それはあなたがたの悪い行いの前のゆえである。

5 ユダに告げ、エルサレムに聞かせ、言え。地に角笛を吹き鳴らせ。叫び、満たし、言え。「集まって、要塞の町々へ行こう。

6 旗をシオンに向けて掲げよ。逃げよ、立ち止まるな。わたしが北から悪と大きな破滅をもたらすからだ。

7 獅子がその茂みから上って来た。国を滅ぼす者がその場所から進み出て、出て来た。あなたの地を驚きとし、あなたの町々は住む者がいなくなって、荒れ果てる。

8 このゆえに、荒布を腰に締め、嘆き悲しみ、泣き叫べ。主の激しい怒りが私たちから離れないからだ。

9 その日には、主の宣言がある。王の心と長官たちの心は失われ、祭司たちは荒れ果て、預言者たちは驚き呆れる。

10 ああ、わが主なる神よ。まことにあなたはこの民とエルサレムを欺かれ、「あなたがたに平和がある」と言われた。しかし剣は命にまで達した。

11 その時、この民とエルサレムに言われるであろう、「荒野の裸の高台からの熱い風、それはわが民の娘の道である。それはふるい分けるためでもなく、清めるためでもない」。

12 この者たちよりも満ちた霊が私に来る。今、私も彼らに対してさばきを語ろう。

13 見よ、彼は雲のように上って来る。彼の戦車は葦の海の嵐のようだ。彼の馬は鷲よりも速い。ああ、われわれは滅ぼされた。

14 あなたの心を悪から洗いなさい、エルサレムよ、救われるために。いつまであなたの内側にあなたの悪の企てが宿るのか。

15 なぜなら、ダンから知らせる者の声があり、エフライムの山から悪を聞かせる者があるからだ。

16 諸国に告げ知らせよ。見よ、エルサレムに向かって聞かせよ。見張る者たちが遠方の地から来て、ユダの町々にその声を上げる。

17 野の見張りたちのように、彼らは彼女の周囲にいた。それは、彼女がわたしに逆らったからである──主の宣言。

18 あなたの道とあなたの行いが、これらのことをあなたにもたらした。これがあなたの悪である。それは苦いからだ。それはあなたの心にまで達したからだ。

19 わたしの腹よ、わたしの腹よ、わたしは苦しむ。わたしの心の壁はわたしのために鳴り響く。わたしの心は沈黙しない。なぜなら、角笛の声を、わたしの心は聞いたからだ。戦いの叫びを。

20 破滅の上に破滅が呼ばれている。それは、すべての地が荒らされたからだ。私の天幕は突然荒らされ、私の幕は瞬間に引き裂かれた。

21 いつまで私は旗を見、角笛の声を聞かねばならないのか。

22 わたしの民は愚かで、わたしを知らない。彼らは愚かな子らであり、分別がない。彼らは悪を行うことに賢く、善を行うことを知らない。

23 私は地を見た。すると、それは虚無であり空虚であった。また天を見た。すると、そこには彼らの光がなかった。

24 私は山々を見た。すると見よ、それらは震えていた。そしてすべての丘は揺れ動いていた。

25 私は見た。すると見よ、人はいない。そして天のすべての鳥は飛び去った。

26 私は見た。見よ、穀物の穂は荒野となり、そのすべての町々は主の顔の前で、その顔の激しい怒りの前で打ち壊された。

27 主はこう言われた。「地はすべて荒廃となる。しかし、わたしは終わりを完全にはもたらさない。

28 このゆえに、地は嘆き悲しみ、上の天は暗くなる。わたしが語り、定めたからだ。わたしは悔いず、これから引き返さない。

29 騎兵の声と弓を射る者の声によって、すべての町は逃げ去った。彼らは雲の中に入り、岩の上に上った。すべての町は見捨てられ、そこに住む人は一人もいない。

30 荒廃した者よ、何をされるのか。緋色を着ても、金の飾りを身に着けても、目薬で目を裂いても、虚偽のために美しく装っても、恋人たちはあなたを拒み、あなたの命を求める。

31 実に、産みの苦しみのような声を私は聞いた。初子を産むような苦難の声を。シオンの娘の声、彼女は息を切らし、手のひらを広げている。「ああ、今や私にとって災いだ。私の命は殺す者たちのために疲れ果てたからだ。

Jeremiah 5

1 エルサレムの外を巡り、見よ、そして知れ、その広場で求めよ。もし一人の人を見いだせるなら、もしさばきを行い、信仰を求める者がいるなら、わたしは彼女を赦そう。

2 たとえ彼らが「主は生きておられる」と言っても、まことに彼らは偽りによって誓う。

3 主よ。あなたの目は信仰に向かないのでしょうか。あなたは彼らを打たれたが、彼らは痛まなかった。あなたは彼らを滅ぼし尽くされたが、彼らは訓戒を受けようとしなかった。彼らは岩よりも自分の顔を固くし、立ち返ることを拒んだ。

4 しかし私は言った、「彼らはただ貧しい者たちである。彼らは愚かである。なぜなら彼らは主の道、彼らの神のさばきを知らないからだ」。

5 私は大いなる者たちのところへ行き、彼らに語ろう。彼らは主の道、その神のさばきを知っているからだ。しかし、彼らも共にくびきを砕き、束縛を断ち切った。

6 それゆえ、森から獅子が彼らを打ち、荒野の狼が彼らを荒らし、豹が彼らの町々を見張っている。そこから出る者はすべて、引き裂かれる。彼らの背きの罪が増し、彼らの背信が強くなったからだ。

7 このことについて、どうしてあなたを赦せようか。あなたの子らはわたしを捨て、神ではない者たちにかけて誓った。わたしが彼らを満ち足らせたのに、彼らは姦淫を行い、遊女の家に群がり集まった。

8 肥えた馬のように、彼らは朝早くからいなないていた。それぞれが隣人の妻に向かって鳴き叫んでいた。

9 これらのことについて、わたしは罰しないだろうか、と主の宣言がある。このような国に対して、わたしの自分は復讐しないだろうか。

10 その麦の並びに上って行き、荒らせ。しかし、終わりを完全に滅ぼすな。その物見やぐらを取り除け。それらは主のものではないからだ。

11 イスラエルの家とユダの家は、わたしに対して裏切りをもって裏切った、と主は宣言される。

12 彼らは主を偽り、こう言った。「彼は存在しない。悪は私たちに臨まず、剣も飢饉も私たちは見ることはない。

13 預言者たちは風となるであろう、そして羊の囲いは彼らの中にない。このように彼らにされるであろう。

14 それゆえ、万軍の神である主はこう言われた。「あなたがたがこの言葉を語ったので、見よ、わたしはわたしの言葉をあなたの口に火とし、この民を木とし、それを焼き尽くす。

15 見よ、わたしはあなたがたの上に遠方から一つの国を臨ませる。イスラエルの家よ、主の宣言である。それは力強い国、永遠からある国、あなたがその舌を知らず、その語ることを聞き取ることのできない国である。

16 矢筒は開いた墓のようであり、そのすべては勇士である。

17 あなたの収穫とあなたのパンは、彼らがあなたの子と娘たちによって食べられる。あなたの羊の群れと牛は、彼らが食べる。あなたのぶどうの木といちじくは、彼らが食べる。彼らは、あなたが頼っているあなたの要塞の町々を剣で打ち破る。

18 しかし、その日々においても、主の宣言がある。わたしはあなたがたに終わりをなさない。

19 そして、あなたがたが「なぜ、われわれの神、主は、これらすべてのことをわれわれにされたのか」と言うとき、あなたは彼らに言われよ。「あなたがたがわたしを捨てて、あなたがたの地で異邦の神々に仕えたように、あなたがたは、あなたがたのものではない地で、異邦人に仕えるであろう。

20 これをヤコブの家で告げ知らせ、ユダでこれを聞かせよ、こう言って。

21 愚かな民で、心のない者よ、これを聞け。彼らには目があるのに見えず、耳があるのに聞こえない。

22 あなたがたはわたしを恐れないのか。主の宣言。わたしの顔の前でおののかないのか。わたしが砂を海の境界とし、永遠の定めとしたので、それは越えることができない。波は揺れ動いても勝てず、その波はとどろいても越えることができない。

23 この民には、背き逆らう心があった。彼らは背いて、去って行った。

24 彼らは心の中で言わなかった、「我々の神、主を恐れよう。主は季節にかなって、初めの雨と後の雨を与え、我々のために収穫の定められた週を守られる」と。

25 あなたがたの咎がこれらのことをそらせ、あなたがたの罪が良いものをあなたがたから妨げた。

26 わたしの民の中に悪しき者たちが見いだされた。彼らはわな猟師がわなを仕掛けるようにうかがい、滅ぼす者を立てて、人々を捕らえる。

27 籠が鳥で満ちているように、彼らの家は欺きで満ちている。それゆえ、彼らは大きくなり、富んだ。

28 彼らは肥え太り、つやつやし、悪のことをも越え越えた。彼らは裁きを行わず、みなしごの裁きをせず、それでも栄えている。貧しい者のさばきを彼らは行わなかった。

29 これらのことについて、わたしは罰しないだろうか、と主は宣言される。このような国に対して、わたしの命は復讐しないだろうか。

30 地には驚きと恐ろしいものが生じた。

31 預言者たちは偽りを預言し、祭司たちは彼らの手によって支配した。そして、わたしの民はそれを愛した。あなたがたは、その終わりに何をするのか。

Jeremiah 6

1 ベニヤミンの子らよ、エルサレムの内側から逃げよ。テコアで角笛を吹き鳴らせ。ベテ・ハケレムの上に贈り物を掲げよ。なぜなら、悪が北から見下ろされ、大きな破滅が来るからだ。

2 麗しい、そして甘やかされた娘シオンを、わたしは滅ぼした。

3 彼女に向かって牧者たちとその群れが来る。彼らは彼女の周囲に天幕を張り、それぞれ自分の手の分を牧した。

4 戦いを聖別せよ、彼女に向かって。立ち上がれ、真昼に上ろう。ああ、われわれはわざわいだ。日が傾いたからだ。夕方の影が伸びているからだ。

5 立ち上がり、夜のうちに上って行き、彼女の城を滅ぼそう。

6 万軍の主はこう言われた、「木を切り倒し、エルサレムに向かって土塁を築け。この町は罰せられるべき町であり、その内側にはすべて搾取がある」。

7 穴がその水を冷たく保つように、彼女の悪も冷たく保たれる。暴力と略奪がその中で聞こえる。私の前には常に病気と傷がある。

8 エルサレムよ、戒めを受けよ。さもないと、わたしの命があなたから離れ去る。さもないと、わたしはあなたを荒廃とした地、住む者のいない地としよう。

9 万軍の主はこう言われた。「彼らは必ず、ぶどうの木のようにイスラエルの残りの者を摘み取る。ぶどうを摘む者が籠の上に手を置くように、あなたの手を再び戻せ。

10 私は誰に語り、誰に警告して、彼らが聞くであろうか。見よ、彼らの耳は包皮のままで、聞き取ることができない。見よ、主の言葉は彼らにとって恥辱となり、彼らはそれを喜ばない。

11 主の怒りで私は満たされ、耐え忍ぶのに疲れ果てた。それを幼子に外に、また若者たちの秘密の相談に一緒に注ぎ出せ。なぜなら、人も妻も捕らえられ、老いた者も日々の満ちた者も捕らえられるからだ。

12 彼らの家は他人のものとなり、野も妻も共に奪われる。わたしがこの地に住む者たちに手を伸ばすからだ。──主の宣言。

13 彼らの最も小さい者から最も大きい者に至るまで、すべてが利得を貪っている。預言者から祭司に至るまで、すべてが偽りを行っている。

14 彼らはわたしの民の破滅を軽んじて癒やし、「平和、平和」と言ったが、平和はない。

15 彼らは忌み嫌うべきものを行ったので恥じたが、恥を知らず、辱めをも知らなかった。それゆえ、彼らは倒れる者たちのうちに倒れ、わたしが彼らを顧みる時に、つまずくであろう。主は言われる。

16 主はこう言われた。「道の上に立って見渡し、永遠の小道について尋ねよ。良い道はどれか、と。そして、その道を歩め。そうすれば、あなたがたの命に休みを見いだせるであろう。」しかし、彼らは言った、「私たちは歩まない」。

17 また、わたしはあなたがたの上に見張り人を立てた。「角笛の声に耳を傾けよ」と。しかし彼らは、「耳を傾けない」と言った。

18 それゆえ、国々よ、聞け。そして、集会よ、彼らの中にあることを知れ。

19 地よ、聞け。見よ、わたしはこの民に悪をもたらす。それは彼らの企ての果実である。彼らがわたしのことに耳を傾けず、わたしの律法を拒んだからである。

20 なぜ、これが私にとって、乳香がシバから来て、良い葦が遠方の地から来るのか。あなたがたの全焼のいけにえは喜びではなく、あなたがたのいけにえは私にとって快いものではなかった。

21 それゆえ、主はこう言われる。「見よ、わたしはこの民に、つまずきを与える。父も子も共に、その上でつまずく。隣人もその友も、滅びうせる。

22 主はこう言われる。「見よ、民が北の地から来る。大きな国が地の辺境から起こされる。

23 弓とやり投げを握り、彼らは残酷で、あわれみをかけない。彼らの声は海のようにとどろき、馬に乗って進む。戦いのために整えられた人として、シオンの娘よ、あなたに向かって。

24 私たちは彼の名声を聞いたので、私たちの手は弱くなった。苦難が私たちを捕らえ、産婦のような苦痛が私たちに臨んだ。

25 野に出るな、道を歩くな。敵の剣があり、周囲に恐れがあるからだ。

26 我が民の娘よ、荒布を腰に巻き、灰の中を転がれ。独り子のための悲しみを自分にし、苦味の嘆きをせよ。なぜなら、突然、荒らす者が我々の上に来るからだ。

27 私はあなたをわが民の中に塔とし、要塞とした。あなたは彼らの道を知り、試すためである。

28 すべては頑なに背く者たち、中傷を歩き回る者たち、青銅と鉄のごとく、すべては滅ぼす者たちである。

29 ふいごは火によって焼け尽くし、鉛は火から尽きてしまった。虚偽のために練る者は練り続けたが、悪者たちは断ち切られなかった。

30 銀と見なされぬ者と呼ばれた。彼らは主に退けられたからである。

Jeremiah 7

1 主からエレミヤに臨んだ言葉はこうであった。

2 主の家の門に立ち、そこであなたはこの言葉を呼びかけ、こう言いなさい。『主の言葉を聞け、ユダのすべての者よ、これらの門を通って主にひれ伏すために入って来る者よ。』

3 主、軍勢の神、イスラエルの神はこう言われた。「あなたがたの道と行いを良くせよ。そうすれば、わたしはあなたがたをこの場所に住まわせよう。

4 偽りの言葉に頼ってはならない。「主の神殿、主の神殿、主の神殿、これらである」と言って。

5 もしあなたがたが自分の道と自分の行いを本当に改めるなら、もし人とその友との間で本当にさばきを行うなら、

6 寄留者、みなしご、未亡人を虐げてはならず、この場所で無実の血を流してはならない。また、あなたがたに害をもたらすために、他の神々に従って行ってはならない。

7 そして、わたしはあなたがたをこの場所に住まわせ、あなたがたの先祖に与えた地に、永遠から永遠まで住まわせる。

8 見よ、あなたがたは自分たちのために、偽りの言葉に頼っている。それは何の役にも立たない。

9 盗むこと、殺すこと、姦淫すること、偽りに誓うこと、バアルに香をたくこと、そしてあなたがたが知らなかった他の神々に従って歩むこと。

10 あなたがたは来て、このわたしの名がその上に呼ばれている家の前に立ち、「私たちは救われた」と言う。それは、これらすべての忌み嫌うべきものを行うためである。

11 この家は、わたしの名がその上に呼ばれている、あなたがたの目には暴虐な者の洞穴となったのか。見よ、わたしもまた、それを見た、と主は宣言される。

12 まことに、あなたがたは行け、わたしの場所シロへ、そこにわたしが初めにわたしの名を住まわせた所へ。そして、わたしがわたしの民イスラエルの悪の前で、それにしたことを見よ。

13 今、あなたがたがこれらのすべてのわざを行ったので、主の宣言がある。わたしはあなたがたに早くから繰り返し語ったが、あなたがたは聞かなかった。わたしはあなたがたを呼んだが、あなたがたは答えなかった。

14 わたしは、わたしの名がその上に呼ばれている家、あなたがたが頼っているその家と、あなたがたとあなたがたの先祖に与えた場所とに、シロにしたようにする。

15 わたしはあなたがたをわたしの前から投げ捨てられた。ちょうど、あなたがたのすべての兄弟、すなわちすべてのエフライムの子孫を投げ捨てられたように。

16 あなたはこの民のために祈ってはならない。彼らのために喜びの叫びや祈りを上げてはならない。わたしに執り成してはならない。わたしはあなたの声を聞かないからだ。

17 あなたは、ユダの町々とエルサレムの外で、彼らが何をしているのか見ていないのか。

18 子たちは木を集め、父たちは火を焚き、女たちは生地をこねて、天の女王のために菓子を作り、他の神々に注ぎの供え物を注ぎ、わたしを怒らせようとしている。

19 彼らはわたしを怒らせているのか、と主の宣言。彼ら自身を怒らせているのではないか、自分たちの顔の恥のために。

20 主なる神はこう言われる。見よ、わたしの怒りとわたしの憤りを、この場所に、人にも獣にも、野の木にも、地の果実にも注ぎ出す。それは燃え上がり、消えることがない。

21 主、軍勢の神、イスラエルの神はこう言われた。「あなたがたの全焼のいけにえを、あなたがたのいけにえに加え、肉を食べよ。

22 わたしは、あなたがたの父たちをエジプトの地から導き出した日に、彼らに全焼のいけにえといけにえのことについて語らず、また命じなかった。

23 しかし、この言葉だけを、わたしは彼らに命じた。「わたしの声に聞き従え。そうすれば、わたしはあなたがたの神となり、あなたがたはわたしの民となる。わたしがあなたがたに命じるすべての道を歩め。それは、あなたがたが良くされるためである。

24 彼らは聞かず、耳を傾けず、自分たちの悪い心の頑固さによる議会に従って歩み、うしろを向いて、前を向かなかった。

25 あなたがたの父たちがエジプトの地を出た日からこの日に至るまで、わたしはあなたがたのもとに、わたしのしもべであるすべての預言者を、毎日早く起きて送り続けた。

26 彼らはわたしに聞かず、その耳を傾けず、そのうなじを硬くして、その父たちよりも悪を行った。

27 あなたは彼らにこれらのすべての言葉を語れ。しかし彼らはあなたに聞かないであろう。あなたが彼らに呼びかけても、彼らはあなたに答えないであろう。

28 あなたは彼らに言われた。「これは、その神、主の声に聞き従わず、訓戒を受け入れなかった国である。信仰は失われ、彼らの口から断ち切られた。

29 あなたの聖別を切り落として捨てよ。裸の高台の上で哀歌を上げよ。主が激しい怒りの世代を退け、見捨てられたからだ。

30 ユダの子らがわたしの目に悪を行った、と主は宣言される。彼らは、わたしの名がその上に呼ばれている家に、自分たちの忌み嫌うべきものを置いて、それを汚した。

31 彼らはトフェトの高台を築いた。それはヒンノムの子の谷にあり、自分たちの息子たちと娘たちを火で焼くためであった。それは私が命じたことではなく、私の心に上ったこともなかった。

32 それゆえ、見よ、日々が来る、と主は宣言される。そのとき、もはや「トフェト」とも「ヒンノムの子の谷」とも言われず、「虐殺の谷」と呼ばれる。彼らは場所がないためにトフェトに葬る。

33 この民の死体は、天の鳥と地の獣の食物となり、それを追い払う者はいない。

34 私はユダの町々とエルサレムの外から、喜びの声と楽しみの声、花婿の声と花嫁の声を絶えさせられる。地は荒廃となるからである。

Jeremiah 8

1 その時、主の宣言がある。彼らはユダの王たちの骨と、その長官たちの骨と、祭司たちの骨と、預言者たちの骨と、エルサレムに住む者たちの骨を、彼らの墓から取り出す。

2 彼らは、彼らが愛し、仕え、従い、求めたもの、また彼らがひれ伏した太陽と月と天のすべての軍勢のために広げられる。それらは集められず、葬られることもなく、地の前で糞のようになる。

3 死は生き物よりも、この悪い家族から残された残りの者すべてにとって選ばれるであろう。彼らがわたしが彼らを追いやったすべての残された場所において。主の軍勢の宣言。

4 あなたは彼らに言われた。「主はこう言われる。『彼らは倒れても、起き上がらないのか。もし立ち返っても、立ち返らないのか。』

5 なぜこの民エルサレムは永遠の背信をもって背き続けるのか。彼らは欺きにしっかりと捕らえられ、帰ることを拒んだ。

6 わたしは耳を傾けて聞いた。彼らは正しく語らない。自分の悪について悔い改めて「わたしは何をしたのか」と言う人はいない。彼らはみな、競走に戻り、戦いの中を駆ける馬のようだ。

7 コウノトリでさえ天において自分の定めの時を知っており、鳩と馬とツバメはその来る時を守る。しかし、わたしの民は主のさばきを知らない。

8 なぜあなたがたは「私たちは賢い、主の律法が私たちとともにある」と言うのか。見よ、確かに偽りのために、偽りの筆が書記官たちによって作られた。

9 賢い者たちは恥を見、慌てふためいて捕らえられた。見よ、彼らは主の言葉を退けた。彼らに何の知恵があろうか。

10 それゆえ、わたしは彼らの妻を他の者たちに与え、彼らの野を相続する者たちに与える。なぜなら、小さい者から大きい者に至るまで、すべてが利得を貪っているからだ。預言者から祭司に至るまで、すべてが偽りを行っている。

11 彼らはわたしの民の娘の破滅を軽んじて癒やし、「平和、平和」と言ったが、平和はない。

12 彼らは忌み嫌うべきものを行ったので恥じたが、恥じることもできず、辱められることも知らなかった。それゆえ、彼らは倒れる者たちの中に倒れ、彼らの監督の時に、つまずくであろう。主は言われる。

13 主の宣言。「ぶどうの木にはぶどうがなく、いちじくの木にはいちじくがなく、葉は枯れている。わたしは彼らに、彼らが通り過ぎるものを与えた。

14 なぜ私たちは座っているのか。集まり、要塞の町々へ行き、そこで滅ぼされよう。私たちの神、主が私たちを滅ぼされ、毒の水を飲ませられたからだ。私たちは主に対して罪を犯したからだ。

15 平和を待ち望んだが、良いものはなく、いやしの時を待ったが、見よ、恐慌が来た。

16 ダンから彼の馬の鼻孔の音が聞こえる。その力ある馬のいななきの声によって、全地は震えた。彼らは来て、地とその満ち満ちているものを食べ、町とそこに住む者たちを食べた。

17 見よ、わたしはあなたがたのうちに蛇を、呪文の効かないまむしを送る。彼らはあなたがたを噛むであろう。主の宣言である。

18 わたしの慰めは悲しみの上に絶え、わたしの心はわたしのうちで病んでいる。

19 見よ、私の民の娘の叫びの声が遠方の地から聞こえる。「主はシオンにおられないのか。その王はそこにおられないのか。」なぜ彼らは、その彫像と異邦の虚しさによって、私を怒らせたのか。

20 収穫は過ぎ去り、夏は終わった。しかし、私たちは救われなかった。

21 わが民の娘の破滅のために、私は打ち砕かれた。私は嘆き悲しみ、驚きが私を捕らえた。

22 ギレアデに香油はないのか。そこに医者もいないのか。なぜ、わたしの民の娘のいやしが上って来ないのか。

Jeremiah 9

1 だれが私の頭を水とし、私の目を涙の泉としてくれようか。そうすれば、私は昼も夜も、私の民の娘の打ち殺された者たちのために泣くのだが。

2 だれがわたしを荒野に旅人の宿として与えてくれるだろうか。そうすればわたしは自分の民を捨てて、彼らから離れて行くことができるのに。彼らはみな姦淫を行う者であり、裏切る者の厳粛な集会だからだ。

3 彼らはその舌を偽りの弓として引き絞り、地において信仰によってではなく力で勝ち進んだ。彼らは悪から悪へと出て行き、わたしを知らなかった。主の宣言。

4 人は自分の友に対して警戒せよ。すべての兄弟を信頼するな。すべての兄弟は欺く者であり、すべての友は中傷して歩くからだ。

5 互いに欺き合い、真実を語らない。彼らは自分の舌に偽りを語ることを教え、悪を行うことに疲れ果てた。

6 あなたの住まいは欺きの真ん中にある。彼らは欺きによって、わたしを知ることを拒んだ。主の宣言。

7 それゆえ、万軍の主はこう言われた。「見よ、わたしは彼らを精錬し、試す。わたしの民の娘の顔のゆえに、どうしてわたしが為すことができようか。

8 彼らの舌は殺す矢であり、欺きを語る。その口で隣人に平和を語るが、その内側には自分の待ち伏せを置く。

9 このようなことについて、わたしは彼らを罰しないだろうか。主の宣言。このような国に対して、わたしの命は復讐しないだろうか。

10 山々の上に、わたしは泣きと嘆きを担い上げよう。荒野の住まいには哀歌を。なぜなら、それらは焼き尽くされ、通り過ぎる人も無く、家畜の声も聞かれないからだ。天の鳥から獣に至るまで、それらは逃げ去り、去って行った。

11 私はエルサレムを石塚、ジャッカルの住まいとし、ユダの町々を住む者の無しの荒廃とする。

12 知恵ある人は誰か、これを悟り、主の口が彼に語られたことを告げることができるか。なぜ地は滅び、荒野のように焼かれ、通り過ぎる者も無くなったのか。

13 主は言われた。「彼らがわたしの律法を捨て、わたしが彼らの前に与えた律法に従わず、わたしの声に聞き従わず、それに歩まなかったことのゆえに。

14 彼らは自分の心の頑固に従って歩み、先祖たちが教えたバアルに従って歩んだ。

15 それゆえ、万軍の主、イスラエルの神はこう言われた。「見よ、わたしはこの民によもぎを食べさせ、毒の水を飲ませる。

16 わたしは彼らを、彼らもその先祖も知らなかった国々の間に散らし、彼らの後に剣を送り、彼らを滅ぼし尽くすまでにした。

17 万軍の主はこう言われた、「よく考えて、嘆きの女たちを呼べ。彼女たちが来るように。また、賢い女たちのところへ使いをやれ。彼女たちが来るように」。

18 彼女たちが急いで、私たちのために嘆きを上げ、私たちの目が涙を流し、私たちのまぶたが水をしたたらせますように。

19 シオンのうちから嘆きの声が聞こえる。「ああ、われわれは荒らされた。われわれは大いに恥じた。われわれが地を捨てたからだ。彼らがわれわれの幕屋を投げ捨てたからだ」と。

20 女たちよ、主の言葉を聞け、あなたがたの耳はその口の言葉を受け取れ。あなたがたの娘たちに嘆きを教え、女はその隣人に哀歌を教えよ。

21 死が私たちの窓に上り、私たちの城に入って来た。外の幼子を、広場の若者を断ち滅ぼすために。

22 主の宣言はこうだ。人の死体は野の面に糞のように落ち、刈り取る者の後に残る束のようになり、集める者もいない。

23 主はこう言われる。知者は自分の知恵を誇ってはならず、勇士は自分の力を誇ってはならず、富める者は自分の富を誇ってはならない。

24 誇る者は、まさにこのことによって誇れ。すなわち、悟りを得て、わたしを知ることだ。わたしは主であり、地に慈愛とさばきと義を行う者である。わたしがこれらのことを喜ぶからだ。主の宣言である。

25 見よ、日々が来る、と主は宣言される。わたしはすべての包皮を切られた者を罰する。

26 エジプトとユダとエドムとアンモンの子らとモアブと、荒野に住むすべての隅を切り落とす者たちに。すべての国々は無割礼であり、イスラエルの全家は心の無割礼であるからだ。

Jeremiah 10

1 主があなたがたについて語られた言葉を、イスラエルの家よ、聞け。

2 主はこう言われた。「諸国の道を学んではならない。天のしるしに恐れてはならない。諸国はそれらに恐れるからだ。

3 民の定めは虚しさにすぎない。それは森から切り出された木、職人の手による斧のわざである。

4 銀と金でそれを飾り、釘と槌でそれらを固定するが、それは動かないようにするためである。

5 彼らは打ち出し細工のなつめやしの木のようで、語ることができない。必ず担がれねばならない、歩くことができないからだ。彼らを恐れてはならない。彼らは害をなすことができず、また善をなすことも彼らにはないからだ。

6 主よ、あなたのような方はいません。あなたは大きく、あなたの名は力において大きいのです。

7 だれがあなたを恐れないでしょうか。国々の王よ。それはあなたにふさわしいことです。なぜなら、すべての国々の知恵ある者たちのうちにも、そのすべての王国のうちにも、あなたのような方はいないからです。

8 彼らは一つにおいて愚かになり、無知となる。虚しさの訓戒は、木にすぎない。

9 銀はタルシシュから打ち出されて運ばれ、金はウファズから来る。それは職人のわざであり、金細工人の手のわざである。彼らの衣服は紺青と紫であり、すべては賢い者たちのわざである。

10 主は真実の神、生ける神、永遠の王である。その激しい怒りによって地は震え、国々はその憤りに耐えることができない。

11 このように彼らに言え、「天と地を造らなかった神々は、地の下と天の下から滅び去るであろう。

12 地をその力で造られた方、世界をその知恵で整えられた方、その悟りで天を張られた方。

13 その声を発せられると、天に水の群衆がどよめき、地の果てから君主たちを上らせ、雨のために稲妻を造り、その宝物庫から風を出される。

14 すべての人は知識なくして愚かとなり、すべての金細工人はその彫像によって恥を見た。彼の注ぎの供え物は偽りであり、その中に霊はない。

15 虚しさ、それらは迷いのわざであり、その監督の時に、それらは滅びる。

16 ヤコブの分け前はこれらのようではない。すべてを造られた方こそが彼であり、イスラエルはその相続地の部族である。万軍の主がその名である。

17 地からあなたの商品を集めよ、攻城の中に住む者よ。

18 まことに主はこう言われた。「見よ、わたしはこの度、地の住民を投げ出し、彼らに苦しみを加える。彼らがそれを見いだすために。

19 ああ、私の破滅のために、私の傷は重い。しかし私は言った、「これは私の病気にすぎない。私はそれを負おう」。

20 わたしの天幕は略奪され、すべての綱は断ち切られた。わたしの子らはわたしを離れ去り、もういない。わたしの天幕を張る者も、幕を立てる者も、もはやいない。

21 牧者たちは愚かになり、主を求めなかった。それゆえ、彼らは悟らず、その羊の群れはすべて散らされた。

22 物音の報道が、見よ、来ている。そして北の地からの大きな地震が、ユダの町々を荒廃とし、ジャッカルの住まいとするために。

23 主よ、私は知っています。人の道はその人によるのではなく、歩む人も自分の歩みを整えることはできません。

24 主よ、たださばきをもって私を懲らしめてください。あなたの怒りをもってしないでください。私を小さくしてしまわないように。

25 あなたの怒りを、あなたを知らない国々と、あなたの名を呼ばなかった家族たちの上に注ぎ出してください。彼らはヤコブを食い尽くし、彼を食べ尽くし、彼を滅ぼし尽くし、彼の住まいを荒らしたからです。

Jeremiah 11

1 主からエレミヤに臨んだ言葉は次のとおりである。

2 この契約の言葉を聞け。そして、それをユダの人々とエルサレムに住む者たちに語れ。

3 あなたは彼らに言われた。「主、イスラエルの神はこう言われる。この契約の言葉を聞かない人は呪われよ。

4 わたしがあなたがたの父祖たちをエジプトの地、鉄の炉から導き出した日に、彼らに命じたあの命令に従いなさい。すなわち、「わたしの声に聞き従い、わたしがあなたがたに命じるすべてのことを行いなさい。そうすれば、あなたがたはわたしの民となり、わたしはあなたがたの神となる」と。

5 わたしがあなたがたの父たちに誓った誓いを果たすため、彼らに乳と蜂蜜の流れる地を与えること、それは今日のとおりである。そしてわたしは答えて言った、「主よ、アーメン」。

6 主は私に言われた。「ユダの町々とエルサレムの外で、これらのすべての言葉を呼びかけよ。『この契約の言葉を聞いて、それを行え』と。

7 まことに、わたしがあなたがたの父たちをエジプトの地から導き上った日から、この日に至るまで、わたしは彼らに繰り返し警告し、証しして言った。「わたしの声に聞き従え」と。

8 彼らは聞かず、耳を傾けず、それぞれ自分の悪い心の頑固さに従って歩んだ。そこでわたしは、この契約のすべての言葉を彼らの上に臨ませた。それは、わたしが彼らに守るよう命じたものだが、彼らは守らなかった。

9 主は私に言われた、「ユダの人々とエルサレムの住民の間に陰謀が見いだされた。

10 彼らは先祖たちの咎に立ち返り、彼らがわたしの言葉を聞くことを拒んだ最初の先祖たちのように、他の神々に従ってそれらに仕えた。イスラエルの家とユダの家は、わたしが彼らの先祖と結んだわたしの契約を破った。

11 それゆえ、主はこう言われる。「見よ、わたしは彼らに悪をもたらす。それは彼らがそこから出ることができないものである。彼らがわたしに叫んでも、わたしは彼らに聞かない。

12 そしてユダの町々とエルサレムの住民は行き、彼らが香をたいてきた神々に叫ぶが、彼らは彼らを救うことはできない。彼らの悪の時に。

13 あなたの町の数だけ、あなたの神々がいた、ユダよ。あなたがたはエルサレムの外の数だけ、恥のために祭壇を、バアルに香をたくための祭壇を設けた。

14 あなたはこの民のために祈ってはならない。彼らのために喜びの叫びや祈りを上げてはならない。なぜなら、彼らがその悪ゆえにわたしに呼び求める時、わたしは聞かないからである。

15 わたしの愛する者がわたしの家で何をしているのか。彼女は多くの者たちとともに計略を成し遂げた。聖なる肉があなたの上を過ぎ去る。あなたの悪のゆえに、そのときあなたは喜び躍る。

16 主はあなたの名を、実り豊かで容姿の美しい、茂ったオリーブと呼ばれた。大きな騒音の声によって、火がその上に放たれ、その枝は焼かれた。

17 万軍の主は、あなたを植えられた方であるが、あなたについて悪を語られた。それは、イスラエルの家とユダの家が、わたしを怒らせるために、自分たちのために行った悪のゆえに、バアルに香をたいたからである。

18 主は私に知らせてくださったので、私は知った。そのとき、あなたは彼らの行いを私に見せてくださった。

19 私は飼いならされた子羊のように屠殺へ引かれていく者であった。私は彼らが私に対して企てを巡らしていることを知らなかった。「我々は彼のパンとともに木を滅ぼし、彼を生ける者の地から断ち切ろう。彼の名はもはや覚えられることはない」と。

20 主は軍勢の義なる審判者であり、腎臓と心を試される方である。私はあなたの復讐を彼らから見るであろう。なぜなら、私はあなたに自分の争いを明かしたからである。

21 それゆえ、主はアナトテの人々についてこう言われた。彼らはあなたの命を求めて、「主の名によって預言してはならない。そうしなければ、私たちの手で死ぬことになる」と言っている。

22 それゆえ、万軍の主はこう言われる。「見よ、わたしは彼らを罰する。若者たちは剣で死に、その子たちと娘たちは飢饉で死ぬ。

23 彼らには残りの者がいないであろう。わたしが彼らの監督の年に、アナトテの人々に悪をもたらすからである。

Jeremiah 12

1 主よ、あなたは正しい方です。私があなたに訴えるとき、まことに、私はあなたにさばきについて語ります。なぜ、悪しき者たちの道は栄え、すべての裏切り者の衣服は安らかなのでしょうか。

2 あなたは彼らを植えられ、彼らは根を張り、彼らは進み、また実を結んだ。あなたは彼らの口に近く、彼らの腎臓からは遠い。

3 あなたは、主よ、私を知っておられます。あなたは私を見られ、あなたと共にある私の心を試されました。彼らを屠殺のための羊の群れのように引き離し、虐殺の日のために彼らを聖別してください。

4 いつまで地は嘆き、野のすべての草は枯れるのか。そこに住む者の悪のゆえに、獣と鳥は滅びうせた。彼らは言った、「主は我々の終わりを見られない」と。

5 あなたは徒歩で走っても疲れ、どうして馬と競えるだろうか。平和の地で安心していても、どうしてヨルダンの誇りの中で行動できるだろうか。

6 あなたの兄弟と父の家も、彼らさえもあなたを裏切った。彼らさえも大声であなたの後を呼んだ。彼らを信じてはならない。彼らがあなたに良いことを語るからだ。

7 私は自分の家を捨て、自分の相続地を捨て去り、私の命の最愛をその敵の手のひらに渡した。

8 わたしの相続地は、わたしにとって森の中の獅子のようになった。それはわたしに向かってその声を上げた。それゆえ、わたしはそれを憎んだ。

9 私の相続地は私にとって斑点のある猛禽であり、猛禽がその周囲にいる。来て、野のすべての生き物を集めよ、彼らはそれを食物として来る。

10 多くの牧者たちがわたしのぶどう園を荒らし、わたしの土地を踏みにじった。彼らはわたしの慕わしい土地を荒廃の荒野とした。

11 彼はそれを荒廃にされた。荒廃は私に向かって嘆き悲しんだ。全地は荒れ果てた。なぜなら、心に留める人がいないからだ。

12 荒野のすべての裸の高台に荒らす者たちが来た。主の剣は地の果てから地の果てまで食い尽くす。すべての肉に平和はない。

13 小麦を蒔いて、いばらを刈り取った。彼らは苦しんだが、何の益もなかった。あなたがたの収穫のゆえに、主の激しい怒りのゆえに、彼らは恥を見た。

14 主はこう言われる。わたしのすべての悪い隣人たち、すなわち、わたしがわたしの民イスラエルに相続地として与えたものに触れる者たちについて、見よ、わたしは彼らをその地から引き抜き、ユダの家を彼らの真ん中から引き抜く。

15 彼らを抜き去った後、わたしは再び彼らを顧み、彼らをあわれむ。そして、それぞれをその相続地に、それぞれをその地に帰らせる。

16 もし彼らが、わたしの民の道を学び、わたしの名によって『主は生きておられる』と誓うことを学ぶなら、かつて彼らがわたしの民にバアルによって誓うことを教えたように、彼らはわたしの民の真ん中で建てられる。

17 もし彼らが聞き従わないなら、わたしはその国を根こそぎにし、滅ぼし尽くす。主の宣言である。

Jeremiah 13

1 主は私にこう言われた。「行って、亜麻の帯を自分のために買い、それをあなたの腰に着けよ。しかし、それを水に浸してはならない。

2 私は主の言葉のとおりに帯を買い、それを自分の腰に着けた。

3 主の言葉が再び私に臨んで言われた。

4 取れ、あなたが買ったその帯を、それがあなたの腰にあるものを。そして立って、ユーフラテスへ行き、それをそこ、岩の裂け目に隠せ。

5 私は行って、それをユーフラテスに隠した。主が私に命じられたとおりに。

6 多くの日の終わりに、主は私に言われた、「立って、ユーフラテスに行き、そこであなたが隠すようにと私が命じた帯を取れ」。

7 私はユーフラテスに行き、掘り出し、私がそこに隠しておいた帯をその場所から取り出した。すると見よ、その帯は腐っており、すべてに役立たなかった。

8 主の言葉が私に臨んで言われた。

9 主はこう言われた。「このように、わたしはユダの誇りと、エルサレムの大きな誇りを滅ぼす。

10 この悪い民は、わたしのことばを聞くことを拒み、自分の心の頑固さに従って歩み、他の神々の後を追って、それに仕え、それにひれ伏した。この帯が何にも役立たないように、この民もすべての点で役に立たなくなる。

11 帯が人の腰にぴったりと付くように、わたしはイスラエルのすべての家とユダのすべての家をわたしにぴったりと付けた、と主は宣言される。彼らがわたしの民となり、名となり、賛美となり、栄光となるために。しかし彼らは聞かなかった。

12 あなたは彼らにこの言葉を言われた。「イスラエルの神、主はこう言われる。すべての瓶はぶどう酒で満たされる。」すると彼らはあなたに言うであろう。「すべての瓶がぶどう酒で満たされることを、私たちは知らないのか。

13 彼らに言われた。「主はこう言われる。見よ、わたしはこの地のすべての住民と、ダビデの王座に座っている王たちと、祭司たちと、預言者たち、そしてエルサレムのすべての住民を酩酊で満たす。

14 互いに兄弟に打ち砕かれ、父と子も共に、主の宣言。わたしは惜しまず、容赦せず、彼らを滅ぼすことから憐れまない。

15 聞け、耳を傾けよ、高ぶるな。主が語られたからだ。

16 主あなたがたの神に栄光を帰せよ。暗くなる前に、あなたがたの足が夕暮れの山につまずく前に。あなたがたが光を待ち望んでも、主がそれを死の陰に変え、暗黒にされる前に。

17 もしあなたがたがそれを聞かないなら、私の魂は高慢の前で隠れ場で泣き、私の目は涙を流して涙がしたたり落ちる。主の群れが捕らえられたからである。

18 王と女王に言え、「低くなって座れ。あなたがたの君臨の冠、あなたがたの栄光の冠が下りたからだ」。

19 ネゲブの町々は閉ざされ、開く者はいない。ユダはすべて捕らえ移され、完全に捕らえ移された。平和は失われた。

20 目を上げて、北から来る者たちを見よ。あなたに与えられた群れはどこにあるのか。あなたの栄光の羊の群れは。

21 何を言うのか。彼があなたを訪れるとき、あなたは彼らをあなたの頭の上の族長として教えたではないか。産みの苦しみの女のように、綱があなたを捕らえるのではないか。

22 あなたが心の中で「なぜ、これらのことが私に臨んだのか」と言うなら、あなたの咎の多数によって、あなたの裾はまくり上げられ、あなたのかかとは踏みにじられたのだ。

23 クシュ人が自分の皮を変え、豹が自分の斑点を変えることができるだろうか。そのように、悪を行うことを学んだあなたがたも、善を行うことができるだろうか。

24 私は彼らを、荒野の風に吹き飛ばされる藁のように散らす。

25 これがあなたのくじ、あなたの衣服から測られた分け前、わたしからのものだ、と主の宣言がある。あなたはわたしを忘れ、偽りに拠り頼んだからだ。

26 わたしもまた、あなたの裾をあなたの面の上にまくり上げられた。それであなたの恥辱が見られるようになった。

27 あなたの姦淫といななき、あなたの姦淫の悪意を、野の丘の上で、わたしは見た。あなたの忌み嫌うべきものを。ああ、エルサレムよ、あなたはいつまで清められないのか。

Jeremiah 14

1 主の言葉がエレミヤに臨んだ、旱魃の言葉について。

2 ユダは嘆き悲しみ、その門は衰え、地に向かって暗くなった。エルサレムの叫びは上った。

3 その貴族たちは小さい者たちを水のために遣わした。彼らは梁の上に来たが、水を見つけられず、彼らの器は空のまま帰って来た。彼らは恥じ、辱められ、頭を覆った。

4 地のために地は打ちひしがれている。それは地に雨がなかったからである。農夫たちは恥じ、その頭を覆った。

5 雌鹿さえも野で子を産み、捨ててしまった。それは若草がなかったからである。

6 野ろばは裸の高台に立ち、ジャッカルのように息を吸い込み、その目は衰えた。草がないからである。

7 私たちの咎が私たちに対して証言しています。主よ、あなたの名のために行ってください。私たちの背信が多く、私たちはあなたに罪を犯しました。

8 イスラエルの望み、その苦難の時の救い主よ、なぜあなたは地の寄留者のように、宿るために天幕を張る旅人のようでいられるのですか。

9 なぜあなたは驚いた人のように、救うことのできない勇士のようでいられるのですか。しかしあなたは私たちの内側におられ、主よ、あなたの名は私たちの上に呼ばれています。私たちを見捨てないでください。

10 主はこの民についてこう言われた。「彼らはこのようにさまようことを愛し、その足を留めることをしなかった。それゆえ主は彼らを受け入れられなかった。今、主は彼らの咎を覚えられ、彼らの罪を罰せられる。

11 主は私に言われた、「この民のために良いことを祈ってはならない」。

12 たとえ彼らが断食しても、わたしは彼らの喜びの叫びに耳を傾けない。たとえ彼らが全焼のいけにえと献げ物をささげても、わたしはそれらを受け入れない。むしろ、剣と飢饉と疫病によって、わたしは彼らを滅ぼし尽くす。

13 ああ、主なる神よ。見よ、預言者たちは彼らに言っている、「あなたがたは剣を見ることはなく、飢饉もあなたがたにはないだろう。なぜなら、わたしはこの場所であなたがたに真実の平和を与えるからだ」と。

14 主は私に言われた。「預言者たちは、私の名によって偽りを預言している。私は彼らを遣わしたのではなく、彼らに命じたのでもなく、彼らに語ったのでもない。彼らはあなたがたに、偽りの幻と占いと虚無と偶像と、自分たちの心の欺きを預言しているのだ。

15 それゆえ、主はこの地について預言し、わたしが彼らを遣わさなかったのに、彼らの名によって預言する預言者たちについてこう言われた。「剣と飢饉はこの地には起こらない」と彼らは言うが、その預言者たちは剣と飢饉によって滅びるであろう。

16 彼らが預言している民は、飢饉と剣の面によってエルサレムの外に投げ出され、彼らを葬る者もなく、彼らの妻、子、娘たちも同様である。わたしは彼らの悪を彼らの上に注ぎ出す。

17 あなたは彼らにこの言葉を言われた。「わたしの目は夜も昼も涙を流し、休むことがない。それは、わたしの民の処女の娘が大きな破滅で打ち砕かれ、その傷が非常に重いからである。

18 もし私が野に出るなら、見よ、剣で刺し殺された者たち。もし私が町に入るなら、見よ、飢饉の病気の者たち。実に預言者も祭司も、自分たちが知らない地へと渡り歩いた。

19 あなたはユダを完全に捨てられたのか。あなたの命はシオンを忌み嫌われたのか。なぜ私たちを打たれたのか。私たちにはいやしがない。平和を待ち望んでも良いものはなく、いやしの時を待っても、見よ、恐慌がある。

20 主よ、私たちは自分の悪と、私たちの父たちの咎とを認めます。私たちはあなたに対して罪を犯しましたから。

21 あなたの名のために、どうか軽んじないでください。あなたの栄光の王座を、どうか汚さないでください。覚えていてください。あなたの契約を、私たちと破らないでください。

22 国の虚しさの中に、雨を降らせる者があるだろうか。天が大雨を与えるだろうか。あなたこそ、われわれの神、主ではないか。われわれはあなたを待ち望む。あなたが、これらすべてを造られたのだから。

Jeremiah 15

1 主は私に言われた、「たとえモーセとサムエルがわたしの前に立っても、わたしの魂はこの民に向かわない。彼らをわたしの前から追い出し、出て行かせよ。

2 彼らがあなたに「我々はどこへ出て行くのか」と言うとき、あなたは彼らに言え。主はこう言われる。「死に定められた者は死へ、剣に定められた者は剣へ、飢饉に定められた者は飢饉へ、捕虜に定められた者は捕虜へ。

3 私は彼らに対して四つの家族を臨ませる、主の宣言。剣は殺すために、犬は引きずるために、天の鳥と地の獣は食べて滅ぼすために。

4 わたしは彼らを、地のすべての王国にとって動揺とおののきのものとする。これは、ユダの王ヒゼキヤの子マナセが、エルサレムで行ったことのゆえである。

5 だれがあなたをあわれむだろうか、エルサレムよ。だれがあなたのために嘆くだろうか。だれがあなたの平和を問うために立ち寄るだろうか。

6 あなたはわたしを捨てた、と主は宣言される。あなたはうしろへ行ってしまう。それでわたしはあなたの上に手を伸ばし、あなたを滅ぼした。わたしは慰めるのに疲れた。

7 私は彼らを地の門で箕でふるい分けた。私はわが民をその道から滅ぼし尽くした。彼らは帰らなかった。

8 未亡人たちは私にとって海の砂よりも数多くなった。わたしは彼らに、母に対して真昼に荒らす若者をもたらした。わたしは彼女の上に突然、町と恐慌を下した。

9 七人の子を産んだ母は衰え、その魂は尽き果てた。彼女の太陽はまだ昼のうちに沈み、彼女は恥じ、辱められた。そして彼らの残りの者を、わたしは彼らの敵の前で剣に渡す。主の宣言。

10 ああ、わが母よ、あなたが私を産まれたので、私は全地と争う人、全地と争う人となった。私は貸したこともなく、借りたこともないのに、すべての者が私を呪う。

11 主は言われた、「確かに、わたしはあなたのために良くする。確かに、苦難の時と艱難の時に、敵に対してあなたのために執り成しをする。

12 北からの鉄と青銅の鉄を、人は砕くことができるだろうか。

13 あなたの力とあなたの宝物庫を、分捕り物として与える。代価なしに。あなたのすべての罪と、あなたのすべての境界において。

14 あなたの敵を、あなたが知らない地に渡す。わたしの怒りに火が燃え上がり、あなたがたの上に燃え続けるからだ。

15 主よ、あなたは知っておられます。私を覚え、私を顧み、私を追う者たちから私に復讐してください。あなたの怒りの長さのゆえに、私を取らないでください。私があなたのために恥辱を負っていることを知ってください。

16 あなたの言葉が見いだされ、私はそれを食べました。あなたの言葉は私にとって喜びとなり、私の心の喜びとなりました。なぜなら、私の上にあなたの名が呼ばれているからです。万軍の神、主よ。

17 私は嘲る者たちの秘密の相談には座らず、喜び騒ぐこともなかった。あなたの手の前で、私は孤独に座っていた。あなたが憤りで私を満たされたからだ。

18 なぜ私の痛みは絶えず、私の傷は治りがたく、癒やしを拒むのか。あなたは私にとって、偽りの水のように、頼りにならないものとなられた。

19 それゆえ、主はこう言われた。「もしあなたが立ち返るなら、わたしはあなたを再びわたしの前に立たせよう。もしあなたが尊いものを卑しいものから取り出すなら、あなたはわたしの口のようになる。彼らはあなたに立ち返るが、あなたは彼らに立ち返ってはならない。

20 わたしはあなたをこの民に対して、堅固な青銅の城壁とされる。彼らはあなたと戦うが、あなたに勝つことはできない。なぜなら、わたしがあなたと共にいて、あなたを救い、あなたを助け出すからだ。──主の宣言。

21 あなたを悪者たちの手から救い出し、暴虐な者たちの手のひらから贖い出す。

Jeremiah 16

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 あなたは妻をめとってはならない。また、この場所で子や娘を持ってはならない。

3 主はこう言われた。この場所で生まれる子らと娘らについて、また彼らを産む母たちと、この地で彼らを生む父たちについて。

4 病気の死で死ぬ。彼らは嘆かれず、葬られず、地の面の上の糞となる。剣と飢饉で滅び、彼らの死体は天の鳥と地の獣の食物となる。

5 主はこう言われる。「弔いの家に入るな。嘆き悲しむために行くな。彼らのために悼むな。わたしはこの民からわたしの平和を、慈愛とあわれみを取り去ったからだ」と主の宣言がある。

6 この地で大きい者も小さい者も死に、葬られることはなく、彼らのために嘆き悲しむ者もなく、身を切り裂く者もなく、彼らのために頭を剃る者もない。

7 彼らは悲しみのために、死者を悼んで慰める者にパンを裂いて与えず、その父と母のために慰めの杯を飲ませることもない。

8 家の宴会には入って行って、彼らと共に座って食べたり飲んだりしてはならない。

9 まことに、イスラエルの神、主なる軍勢の主はこう言われた。「見よ、わたしはこの場所から、あなたがたの目の前で、あなたがたの日のうちに、喜びの声と楽しみの声、花婿の声と花嫁の声を絶ち絶えさせる。

10 そして、あなたがこの民にこれらのすべてのことを告げるとき、彼らがあなたに言うであろう、「なぜ主は私たちにこのすべての大きな悪を語られたのか。私たちの咎は何か。私たちの罪は何か。それは私たちが私たちの神、主に対して犯した罪である」と。

11 あなたは彼らに言われた。「あなたがたの父たちがわたしを捨てたことについて、主の宣言がある。彼らは他の神々に従って行き、それらに仕え、それらにひれ伏した。そしてわたしを捨て、わたしの律法を守らなかった。

12 あなたがたは、あなたがたの父たちよりも悪を行い、見よ、あなたがたはそれぞれ、自分の悪い心の頑固さに従って歩み、わたしに聞き従わない。

13 わたしはあなたがたをこの地から投げ出し、あなたがたもあなたがたの先祖も知らなかった地へ行かせる。そこで昼も夜も他の神々に仕えることになる。わたしはあなたがたに恵みを与えない。

14 それゆえ、見よ、日々が来る、と主は宣言される。もはや「イスラエルの子らをエジプトの地から上らせた主は生きておられる」とは言われない。

15 主は生きておられる。主はイスラエルの子らを北の地と、彼らを追いやられたすべての地から上らせ、彼らの先祖に与えた彼らの地に彼らを帰らせられる。

16 見よ、わたしは多くの漁師を送る、と主の宣言がある。彼らは彼らを釣り上げる。その後、わたしは多くの狩人を送る。彼らはすべての山の上から、すべての丘の上から、岩の裂け目から彼らを狩り出す。

17 わたしの目は彼らのすべての道の上にある。彼らはわたしの前から隠されておらず、彼らの咎はわたしの目の前から隠されてはいない。

18 わたしは彼らの咎を第二のものとして報い、彼らの罪も報いる。彼らがわたしの地を汚し、彼らの忌み嫌うべきものの死体と、彼らの忌み嫌うべきものの忌み嫌うべきもので、わたしの相続地を満たしたからである。

19 主は私の力、私の要害、私の避難所、苦難の日における避難所です。国々は地の果てからあなたのもとに来て、こう言うでしょう。「まことに、私たちの父たちは偽りを相続し、虚しさを、そして彼らの中には何の益もありませんでした。

20 人は自分で神を造ることができるだろうか。しかし、それらは神ではない。

21 それゆえ、見よ、この度、わたしは彼らに知らせる。わたしの手とわたしの力を彼らに知らせる。そして彼らは、わたしの名が主であることを知る。

Jeremiah 17

1 ユダの罪は鉄の筆といばらの爪で刻まれ、彼らの心の板と祭壇の角に彫り込まれている。

2 彼らの子らが、その祭壇と、青々とした木の上のアシェラ像と、高い丘の上で覚えているように。

3 主は言われた、「わたしの山よ、野におけるあなたの力、あなたのすべての宝物庫は、分捕り物として与えられる。あなたの高台は、あなたのすべての境界における罪のゆえに。

4 あなたはわたしの相続地から解き放たれ、わたしがあなたに与えた相続地から離れる。そして、あなたはあなたの知らない地であなたの敵に仕えることになる。あなたがわたしの怒りに火を燃やしたからだ。それは永遠に燃え続ける。

5 主はこう言われた。「人に信頼し、肉を自分の腕とする者、その心が主から離れる者は、のろわれよ。

6 彼は荒野の健康のようになり、善が来るのを見ることはない。彼は荒野の焦げた所、人の住まない塩地に住む。

7 主に信頼する男は幸いである。その確信は主である。

8 その人は水のほとりに植えられた木のようだ。川にその根を伸ばし、暑さが来ても恐れず、その葉は青々としている。旱魃の年にも心配せず、果実を結ぶことをやめない。

9 心はすべてにまさって偽り深く、癒やしがたい。だれがそれを知り得ようか。

10 私は主、心を探り、腎臓を試す者である。人にその道に従って、その行いの果実に応じて報いるために。

11 やまうずらが卵を抱いても孵さないように、富を得てもさばきによらない者は、その日の半分にそれを捨て、その終わりには愚か者となる。

12 栄光の王座は、高い所、初めからの場所、私たちの聖所の場所である。

13 イスラエルの池よ、主よ、あなたを離れる者はすべて恥を見る。彼らは地に書き記される。彼らが生ける水の泉である主を離れたからだ。

14 主よ、私を癒してください。そうすれば私は癒されます。私を救ってください。そうすれば私は救われます。あなたは私の賛美だからです。

15 見よ、彼らは私に言っている。「主の言葉はどこにあるのか。どうか来てくれ。

16 私は、あなたの後の牧者となることを急がなかった。また、わざわいの日を望まなかった。あなたはご存じである。私の唇の出ることは、あなたの御前にある。

17 私にとって破滅とならないでください。あなたは悪の日の私の避け所です。

18 私を追う者たちは恥を見よ、しかし私は恥を見ない。彼らは恐れおののけ、しかし私は恐れおののかない。彼らの上に悪の日をもたらし、第二の破壊をもって彼らを打ち砕け。

19 主は私にこう言われた。「行って、ユダの王たちが入り、また出て行く民の子らの門に立ち、エルサレムのすべての門にも立て。

20 彼らに言われた、「ユダの王たちとすべてのユダと、これらの門を通って入るすべてのエルサレムの住民よ、主の言葉を聞け」。

21 主はこう言われた。「あなたがたは自分の命のために用心しなさい。安息日の日に重荷を運び出してはならない。また、それをエルサレムの門に運び入れてはならない。

22 安息日にあなたたちの家から重荷を運び出してはならない。また、すべての仕事をしてはならない。あなたたちの先祖に私が命じたように、安息日を聖別しなさい。

23 彼らは聞かず、その耳を傾けず、うなじを硬くして、聞くことも訓戒を受け入れることもなかった。

24 主の宣言によれば、もしあなたがたがわたしの言うことを確かに聞き、この町の門に重荷を運び込まず、安息日の日を聖別して、その日にすべての仕事をしないなら、

25 この町の門に、王たちと長官たちが入って来る。彼らはダビデの王座に座り、戦車と馬に乗っている。彼らとその長官たち、ユダの人々とエルサレムの住民も。そして、この町は永遠に住まわれる。

26 ユダの町々から、エルサレムの周囲から、ベニヤミンの地から、低地から、山から、ネゲブから、人々は全焼のいけにえといけにえと献げ物と乳香を携えて来る。また、感謝の捧げ物を携える者たちは主の家に来る。

27 もしあなたがたが、安息日を聖別するために、また重荷を負って安息日にエルサレムの門に入ることをやめるために、わたしの言うことを聞かないなら、わたしはその門に火を放ち、それはエルサレムの城を焼き尽くし、消えることはない。

Jeremiah 18

1 主からエレミヤに臨んだ言葉は次のとおりである。

2 起きて、陶工の家に下って行け。そこで、わたしはあなたにわたしの言葉を聞かせよう。

3 私は陶工の家に下って行った。すると、見よ、彼は車輪の上で仕事をしていた。

4 陶器師の手で粘土をもって作っていた器が壊れたので、彼は自分の目に正しいと思われるように、別の器を作り直した。

5 主の言葉が私に臨んで言われた。

6 この陶器師のように、わたしはあなたがたにできないだろうか、イスラエルの家よ、と主の宣言がある。見よ、粘土が陶器師の手にあるように、あなたがたもわたしの手にある、イスラエルの家よ。

7 ある瞬間、わたしは一つの国と一つの王国について、引き抜き、打ち壊し、滅ぼすために語ることがある。

8 その国が、わたしがその上に語ったその悪から立ち返るなら、わたしはその国にしようと考えていた悪について悔い改める。

9 また、ある瞬間に、ある国とある王国について、建てるため、また植えるために、わたしが語ることがある。

10 もしその民がわたしの目に悪を行い、わたしの声に聞き従わないなら、わたしは彼らに良くしようと言ったその良いことについて悔いる。

11 今、ユダの人とエルサレムに住む者に言え。『主はこう言われる。見よ、わたしはあなたがたに悪を下そうとし、あなたがたに対して企てを巡らしている。それぞれ自分の悪い道から立ち返り、あなたがたの道と行いを良くせよ。』

12 彼らは言う、「望みはない。私たちは自分たちの企てに従って歩み、それぞれ自分の悪い心の頑固さのままに行う」。

13 それゆえ、主はこう言われる。「諸国の民の間に尋ねてみよ。だれがこのようなことを聞いたか。イスラエルの処女は非常に恐ろしいことを行った。

14 雪がレバノンの野の岩を離れることがあるだろうか。また、遠くから流れる水が絶えることがあるだろうか。

15 わたしの民はわたしを忘れ、虚偽に香をたき、彼らの道において、永遠の小道で彼らをつまずかせ、舗装されていない道の小道を歩ませた。

16 彼らの地を永遠の驚きと叫び声の的とし、すべてその上を通る者は驚き、その頭を振る。

17 東風のように、わたしは彼らを敵の顔の前に散らす。彼らの災いの日に、わたしは彼らにうなじを見せ、顔を見せない。

18 彼らは言った、「さあ、エレミヤに対して企てを巡らそう。律法は祭司から、助言は知恵ある者から、言葉は預言者から失われることはないからだ。さあ、舌で彼を打ち倒そう。彼のすべての言葉に耳を傾けるのをやめよう。

19 主よ、わたしに耳を傾け、わたしと争う者たちの声を聞いてください。

20 悪をもって善に報いるべきでしょうか。彼らは私の命のために穴を掘りました。彼らについて善を語り、あなたの怒りを彼らから遠ざけようと、私があなたの前に立ったことを覚えてください。

21 それゆえ、彼らの子を飢饉に渡し、彼らを剣の手に委ねよ。彼らの妻は子を失い、未亡人となり、彼らの人は死に打たれて滅び、彼らの若者は戦いの中で剣に打たれる。

22 彼らの家から叫びが聞こえるように。あなたが彼らの上に軍団を突然もたらされるからだ。彼らは私を捕らえるために穴を掘り、私の足にわなを仕掛けたからだ。

23 主よ、あなたは彼らの私に対するすべての死に至る助言をご存じです。彼らの咎を赦さず、彼らの罪をあなたの前から消し去らないでください。彼らをあなたの前でつまずかせ、あなたの顔の時に彼らに事を行ってください。

Jeremiah 19

1 主はこう言われた。「行って、陶器師の土器の瓶を買い、民の長老たちと祭司の長老たちの中から連れて行け。

2 そして、あなたはヒンノムの子の谷、東の門の入口にある所へ出て行き、そこで、わたしがあなたに語る言葉を呼び告げよ。

3 あなたは言われた。「ユダの王たちとエルサレムの住民よ、主の言葉を聞け。イスラエルの神、万軍の主はこう言われる。見よ、わたしはこの場所に悪をもたらす。それを聞く者は皆、その耳が鳴るであろう。

4 彼らがわたしを捨て、この場所を異質なものとし、その中で自分たちもその父たちもユダの王たちも知らなかった他の神々に香をたき、この場所を無実の者の血で満たしたからである。

5 彼らはバアルの高台を築き、その子らを火で焼いてバアルへの全焼のいけにえとした。それは、わたしが命じたことも、語ったことも、わたしの心に上ったこともないことである。

6 それゆえ、見よ、日々が来る、と主は宣言される。この場所はもはやトフェトとも、ヒンノムの子の谷とも呼ばれず、むしろ虐殺の谷と呼ばれる。

7 この場所でユダとエルサレムの助言を打ち砕き、彼らをその敵の前で剣に倒れさせ、彼らの命を求める者の手に渡す。そして、彼らの死体を天の鳥と地の獣の食物として与える。

8 この町を、わたしは驚きと噂の的とする。その上を通り過ぎるすべての者は、そのすべての傷のゆえに驚き、また噂するであろう。

9 彼らの子らの肉と彼らの娘らの肉を彼らに食べさせ、人はそれぞれ自分の友の肉を食べるであろう。彼らの敵と彼らの命を求める者たちが彼らに課す攻城と苦悩の中で。

10 瓶を、あなたと共に行く人々の目の前で砕け。

11 彼らに言われた。「万軍の主はこう言われる。この民とこの町を、陶工の器を砕くように砕く。それはもはや直すことができない。そして人々はトフェトに葬られる。葬る場所がないからである。

12 この場所とその住民に、わたしはこのようにする、と主は宣言される。この町をトフェトのようにすることも、わたしはする。

13 エルサレムの家々とユダの王たちの家々は、彼らがその屋根の上で天のすべての軍勢に香をたき、他の神々に注ぎの供え物を注いだすべての家々にとって、汚れたトフェトの場所のようになる。

14 エレミヤは、主がそこで預言するために遣わされたトフェトから帰って来て、主の宮の中庭に立ち、すべての民に言った。

15 主、軍勢の神、イスラエルの神はこう言われた。「見よ、わたしはこの町とそのすべての町々に、わたしがそれについて語ったすべての悪をもたらす。彼らがわたしの言葉を聞かないように、そのうなじを固くしたからである。

Jeremiah 20

1 パシュフルは、インメルの子である祭司、彼は主の宮の監督者であり君主であったが、エレミヤがこれらの言葉を預言したのを聞いた。

2 パシュフルは預言者エレミヤを打ち、彼を主の宮にある上のベニヤミン門の獄に置いた。

3 翌日、パシュフルがエレミヤを獄から出した。エレミヤは彼に言った、「主はあなたの名をパシュフルとは呼ばれず、ただマゴル・ミサビブと呼ばれる」。

4 主はこう言われる。見よ、わたしはあなたをあなた自身とあなたを愛するすべての者にとっての恐れとする。彼らはその敵の剣で倒れ、あなたの目はそれを見る。そして、わたしはユダのすべてをバビロンの王の手に渡し、彼らをバビロンへ連れ去り、剣で打つ。

5 そして、この町のすべての富と、そのすべての労苦と、そのすべての尊さ、そしてユダの王たちのすべての宝物庫を、わたしは彼らの敵の手に渡す。彼らはそれを略奪し、奪い取り、バビロンに運び込むであろう。

6 あなたパシュフルとあなたの家のすべての住民は捕虜となって行き、バビロンに至る。そこで死に、そこで葬られる。あなたと、あなたが偽りをもって預言したすべての愛する者たちも。

7 主よ、あなたは私を欺かれ、私は欺かれました。あなたは私を捕らえ、勝たれました。私は一日中、嘲笑の的となり、すべての者が私を嘲ります。

8 私が話すたびに叫び、暴力と略奪を呼び求めるからだ。主のことばは、私にとって一日中、恥辱と嘲りとなったからだ。

9 私は言った、「私は彼の名を心に留めず、もう彼の名によって語るまい」と。しかし、それは私の心の中で燃える火のようになり、私の骨の中に閉じ込められていた。私は耐え忍ぶのに疲れ果て、耐えることができなかった。

10 私は多くの者の中傷を聞いた。周囲には恐れがある。「告げよ、われわれも彼を告げよう」と。私の平和を願うすべての人は、私の不具をうかがっている。「彼は惑わされるかもしれない。われわれは彼に勝ち、われわれの復讐を彼から取ろう」と。

11 主は私と共に、恐るべき勇士のようだ。それゆえ、私を追う者たちはつまずき、勝つことができない。彼らは大いに恥じ入る、悟ることができなかったからだ。その恥辱は永遠に忘れられない。

12 主は軍勢の主であり、正しい者を試し、腎臓と心を見られる方である。私は彼らからのあなたの復讐を見よう。なぜなら、私はあなたに私の争いを明かしたからである。

13 主に向かって歌え、主を賛美せよ。主は貧しい者の命を悪を行う者の手から救い出されたからだ。

14 呪われよ、その日、私が生まれた日。母が私を産んだ日は、祝福されることのないように。

15 その人に呪いあれ。父に「あなたに男の子が生まれた」と告げて、大いに喜ばせた者よ。

16 その人は、主が覆してしまわれ、また悔いられなかった町々のようになるであろう。彼は朝に叫びを、真昼の時に叫びを聞くであろう。

17 その方は私を子宮から殺さなかった。そして、私の母が私の墓となり、その子宮が永遠の妊娠となるはずだった。

18 なぜ私は子宮から出て、労苦と悲しみを見るために来たのか。そして、私の日々は恥の中で終わるのか。

Jeremiah 21

1 主からエレミヤに臨んだ言葉。ゼデキヤ王がパシュフル（マルキヤの子）と祭司ゼパニヤ（マアセヤの子）をエレミヤのもとに遣わして言わせたこと。

2 どうか我々のために主に伺いを立ててください。ネブカドネザル王がバビロンから攻め上って我々と戦っています。主がかつて行われたすべての奇しいわざのように、我々のためにしてくださるかもしれません。そして、彼を我々の上から退かせてくださるかもしれません。

3 エレミヤは彼らに言われた、「こうゼデキヤに言いなさい」。

4 主、イスラエルの神はこう言われた。「見よ、わたしはあなたがたの手にある戦いの器、あなたがたが彼らと戦っているバビロンの王と、城壁の外であなたがたを包囲しているカルデヤ人に対するものを、向きを変えさせる。そして、わたしは彼らをこの町の真ん中に集める。

5 わたし自身が、あなたがたと戦う。伸ばされた手と強い腕をもって、怒りと憤りと激しい怒りをもって。

6 この町の住民と、人と獣を、わたしは打つ。彼らは大きな疫病で死ぬ。

7 その後に、主の宣言がある。わたしはユダの王ゼデキヤと、そのしもべたちと、この町に残っている民を、疫病と剣と飢饉から、バビロンの王ネブカドネザルの手と、彼らの敵の手と、彼らの命を求める者たちの手に渡す。彼は剣の刃で彼らを打ち、彼らを惜しまず、容赦せず、あわれまない。

8 この民に言え、主はこう言われる。見よ、わたしはあなたがたの前に、命の道と死の道を置く。

9 この町に留まる者は、剣と飢饉と疫病で死ぬ。しかし、出て行って、あなたがたを包囲しているカルデヤ人に降伏する者は生きる。その者の命は戦利品として得られる。

10 わたしはこの町に顔を向けて、それを悪のために、良くするためではなく、とされる。これは主の宣言である。それはバビロンの王の手に渡され、彼はそれを火で焼く。

11 ユダの王の家には、主の言葉を聞け。

12 ダビデの家よ、主はこう言われる。「朝ごとに正しいさばきを行い、虐げる者の手から奪われた者を救い出せ。さもないと、わたしの怒りが火のように出て燃え上がり、それを消す者はいない。それはあなたがたの悪い行いのゆえである。

13 見よ、わたしはあなたに向かっている。谷に住み、平地の岩にいる者よ。主の宣言。あなたがたは言う、「だれが我々に下って来るのか。だれが我々の巣穴に入るのか」と。

14 あなたがたの行いの果実に応じて、あなたがたを罰せられる。主の宣言である。主はその森に火を放たれ、それはその周囲のすべてを焼き尽くすであろう。

Jeremiah 22

1 主はこう言われた。「下って行き、ユダの王の家に行き、そこでこの言葉を語れ。

2 あなたは言え、『主の言葉を聞け、ユダの王よ、ダビデの王座に座っている者よ、あなたとあなたのしもべたち、そしてこれらの門を通って入って来るあなたの民よ。』

3 主はこう言われる。さばきと義を行い、虐げる者の手から奪われたものを救い出せ。寄留者、みなしご、未亡人を苦しめてはならない。彼らを暴行してはならない。この場所で無実の血を流してはならない。

4 もしあなたがたがこの言葉を確かに実行するなら、この家の門を通って、ダビデの王座に座る王たちが、戦車と馬に乗って、彼とそのしもべたちとその民が入って来るであろう。

5 もしあなたがたがこれらの言葉を聞かないなら、わたしは自分にかけて誓う、と主は宣言される。この家は必ず荒廃となる。

6 主はユダの王の家についてこう言われた。「あなたはわたしにとってギレアデ、レバノンの頭である。もしわたしがあなたを荒野に、住む者のいない町々にしないならば。

7 わたしはあなたの上に、人とその器を持つ滅ぼす者たちを聖別された。彼らはあなたの最良の杉を切り倒し、それを火の上に投げ落とす。

8 多くの国々がこの町を通り過ぎ、それぞれが友に向かって言うだろう、「なぜ主はこの大きな町にこのようにされたのか」と。

9 彼らは言うであろう、「彼らが自分たちの神、主の契約を捨て、他の神々の前にひれ伏し、彼らに仕えたからだ」。

10 死者のために泣くな、彼のために悼むな。行く者のために、ひたすら泣け。彼は再び帰って来ず、自分の生まれた地を見ることはないからだ。

11 主は、ユダの王ヨシヤの子シャルムについてこう言われた。彼は父ヨシヤに代わって王となったが、この場所から出て行った者である。「彼は再びそこに戻ることはない。

12 彼らが彼を連れ去ったその場所で彼は死に、この地をもはや見ることはない。

13 災いだ、義によらずに自分の家を建て、さばきによらずに自分の屋上の間を建てる者。彼は自分の友をただで働かせ、そのわざの報いを彼に与えない。

14 自分に寸法の家を建て、広い屋上の間を設け、自分のために窓を切り開き、杉で覆い、朱色で塗る」と言う者。

15 杉で競うことで、あなたは王となるのか。あなたの父は、食べたり飲んだりしたのではなかったか。そして、さばきと義を行った。そのとき、彼にとって良かったのだ。

16 貧しい者と乏しい者の裁きを弁護したなら、それは良いことであった。これはわたしを知る知識ではないか、と主の宣言がある。

17 あなたの目と心は、ただあなたの利得のためだけにあり、無実の血を流すことと、搾取と暴力を行うことのためだけにある。

18 それゆえ、主はユダの王ヨシヤの子エホヤキムについてこう言われた。「彼のために嘆く者はない。『ああ、わが兄弟よ、ああ、わが姉妹よ』と。彼のために嘆く者はない。『ああ、主よ、ああ、その威光よ』と。

19 ろばの埋葬をもって葬られ、引きずられてエルサレムの門のかなたに投げ捨てられる。

20 レバノンに上って叫べ、バシャンで声を上げよ、アバリムからも叫べ、あなたを愛する者たちがすべて打ち砕かれたからだ。

21 あなたの安らぎの時にわたしはあなたに語ったが、あなたは「聞かない」と言った。これはあなたの青春からの道である。あなたはわたしの声を聞かなかったからだ。

22 あなたのすべての牧者たちは風に養われ、あなたの愛する者たちは捕虜となって行く。まことに、そのときあなたは恥じ、あなたのすべての悪のために辱められる。

23 レバノンに住み、杉の中に巣を作る者よ、あなたに綱が来るとき、産婦のような苦痛が来るとき、あなたはどれほど嘆くことか。

24 わたしは生きている、と主は宣言される。たとえユダの王エホヤキムの子コニヤが、わたしの右手の印章であったとしても、必ずわたしはあなたをそこから引き抜く。

25 わたしはあなたを、あなたの命を求める者たちの手と、あなたがその顔を恐れている者たちの手に渡し、バビロンの王ネブカドネザルの手と、カルデヤ人の手に渡す。

26 わたしはあなたと、あなたを産んだ母を、あなたがたが生まれなかった別の地に投げ出す。そして、そこであなたがたは死ぬ。

27 そして、彼らがそこへ帰ることを望んでいる地には、彼らは決して帰ることはない。

28 この苦しみは、捨てられた砕かれた器であるこの人コニヤであろうか。彼は喜びのない器ではないか。なぜ彼とその子孫は投げ出され、彼らが知らない地に捨てられたのか。

29 地よ、地よ、地よ、主の言葉を聞け。

30 主はこう言われた。「この人を子のない者として書き記せ。その日々に栄えることのない男として。彼の子孫のうち、だれもダビデの王座に座って、再びユダを治める者はいないからだ。

Jeremiah 23

1 わざわいだ、わたしの牧場の羊の群れを滅ぼし、散らす牧者たちよ。主の宣言。

2 それゆえ、イスラエルの神である主はこう言われる。「わたしの民を牧している牧者たちについて、あなたがたはわたしの羊の群れを散らし、彼らを追い払い、彼らを顧みなかった。見よ、わたしはあなたがたの行いの悪をあなたがたに報いる。主の宣言である。

3 わたしは、わたしが彼らを追い散らしたすべての地から、わたしの羊の群れの残りの者を集め、彼らをその住まいに帰らせる。彼らは増え、多くなるであろう。

4 私は彼らの上に牧者たちを立て、彼らを牧させる。彼らはもはや恐れることも、おののくことも、失われることもない。主の宣言である。

5 見よ、日々が来る、と主は宣言される。そのとき、わたしはダビデのために正しい枝を起こす。王が治め、賢くふるまい、地にさばきと義を行う。

6 その日々にユダは救われ、イスラエルは安全に住むであろう。そして、その名は主が彼に呼ばれる名、すなわち「主は私たちの義」である。

7 それゆえ、見よ、日々が来る、と主の宣言がある。彼らはもはや「イスラエルの子らをエジプトの地から上らせた主は生きておられる」と言うことはない。

8 ただ、主は生きておられる。主はイスラエルの家の子孫を北の地から、また、彼らをそこに追いやられたすべての地から連れ上られ、連れ戻された。彼らは自分たちの地に住むであろう。

9 預言者たちのゆえに、私の心は私の内側で砕かれ、私の骨はすべて震えている。私は酔った人のようになり、ぶどう酒に圧倒された男のようになった。主の顔のゆえに、その聖なる言葉の顔のゆえに。

10 地は姦淫する者たちで満ちている。呪いの前で地は嘆き悲しみ、荒野の住まいは枯れ果てた。彼らの競走は悪であり、彼らの力は正しくなかった。

11 預言者も祭司も皆、汚れを犯した。わたしの家の中にも、彼らの悪を見いだした。主の宣言である。

12 それゆえ、彼らの道は彼らにとって暗黒の中のお世辞のようになる。彼らは押し出され、その中に倒れる。なぜなら、わたしが彼らの上に悪を臨ませるからだ。それは彼らの監督の年のことだ。主の宣言。

13 サマリアの預言者たちの中に、わたしは愚かさを見た。彼らはバアルによって預言し、わたしの民イスラエルを迷わせた。

14 エルサレムの預言者たちの中に、わたしは恐ろしいものを見た。彼らは姦淫を行い、偽りのうちを歩み、悪を行う者たちの手を強めて、それぞれが自分の悪から立ち返らないようにした。彼らはみな、わたしにとってソドムのようになり、その住民はゴモラのようになった。

15 それゆえ、万軍の主は預言者たちについてこう言われた。「見よ、わたしは彼らによもぎを食べさせ、毒の水を飲ませる。エルサレムの預言者たちから、汚れが全地に広がったからだ。

16 万軍の主はこう言われる。「あなたがたに預言する預言者たちの言葉に耳を傾けてはならない。彼らはあなたがたをむなしいものにしている。彼らは自分の心の幻を語り、主の口から出たものではない。

17 彼らはわたしを侮る者たちに言う、「主は平和を語られた。あなたがたに平和がある」と。また、自分の心の頑固に従って歩むすべての者に、「悪はあなたがたに臨まない」と言う。

18 だれが主の秘密の相談に立ち、その言葉を見て聞いたのか。だれがわたしの言葉に耳を傾けて聞いたのか。

19 見よ、主のあらし、怒りが出て来た。それは渦巻くあらしとなり、悪しき者たちの頭の上に降りかかる。

20 主の怒りは、そのなさることと、その心の計略を成し遂げられるまで、決して戻ることはない。終わりの日に、あなたがたはこれを悟りによって理解するであろう。

21 わたしは預言者たちを遣わしたのではないのに、彼らは走った。わたしは彼らに語らなかったのに、彼らは預言した。

22 もし彼らがわたしの秘密の相談に立っていたなら、彼らはわたしの言葉をわたしの民に聞かせ、彼らをその悪い道とその悪い行いから立ち返らせたであろう。

23 主の宣言、わたしは近くにいる神であり、遠くにいる神ではない。

24 人が隠れ場に隠れても、わたしは彼を見ないだろうか。主の宣言。天と地を、わたしは満たしているではないか。主の宣言。

25 私は、偽りをわたしの名によって預言する預言者たちが言うことを聞いた。「私は夢を見た、私は夢を見た」と。

26 いつまで、偽りの預言者たちの心に、彼らの心の欺きの預言者たちに、これらのことがあるのか。

27 彼らは、それぞれが友に語る自分の夢によって、わたしの民にわたしの名を忘れさせようとしている。それは、彼らの父たちがバアルによってわたしの名を忘れたのと同じである。

28 夢を持つ預言者は夢を語れ。しかし、わたしの言葉を持つ者は、わたしの言葉を真実に語れ。わらと穀物に何の関係があるか。主の宣言。

29 主の宣言は、わたしの言葉は火のようではないか、岩を打ち砕く槌のようではないか。

30 それゆえ、主の宣言として、わたしは預言者たちに立ち向かう。彼らは互いに、それぞれの友からわたしの言葉を盗む者たちである。

31 見よ、わたしは預言者たちに敵対する、と主は宣言される。彼らは自分の舌を用いて、宣言を語る。

32 見よ、偽りの夢を預言する者たちに、主の宣言がある。彼らはその夢を語り、その偽りと軽薄さでわたしの民を惑わした。しかし、わたしは彼らを遣わさず、命じもしなかった。彼らはこの民に何の益ももたらさない、と主は宣言される。

33 この民か、預言者か、祭司があなたに尋ねて、「主の重荷は何か」と言うなら、あなたは彼らに言え、「何の重荷か。わたしはあなたがたを捨てる、と主が宣言される」と。

34 預言者、祭司、民のうちで「主の重荷」と言う者があれば、わたしはその人とその家を罰する。

35 このように、それぞれは自分の友に、それぞれは自分の兄弟に言え。「主は何と答えられたか、主は何と語られたか」と。

36 主の重荷を、あなたがたはもはや思い出してはならない。なぜなら、それぞれの重荷はその人の言葉となるからだ。あなたがたは生ける神、われわれの神である主、万軍の主の言葉を曲げている。

37 こう言え、その預言者に。「主はあなたに何と答えられたのか。主は何を語られたのか。

38 しかし、もしあなたがたが「主の重荷」と言うなら、それゆえ、主はこう言われる。「あなたがたがこの言葉を『主の重荷』と言ったので、わたしはあなたがたに人を遣わして、『あなたがたは『主の重荷』と言ってはならない』と言わせた。

39 それゆえ、見よ、わたしはあなたがたを必ず忘れ去らせる。そして、あなたがたと、わたしがあなたがたとあなたがたの先祖に与えた町を、わたしの前から捨て去る。

40 わたしはあなたがたの上に永遠の恥辱と、決して忘れられない永遠の恥辱を下される。

Jeremiah 24

1 主は私に示された。見よ、主の神殿の前に置かれた二かごの恋のりんご、すなわちいちじくがあった。バビロンの王ネブカドネザルが、ユダの王エホヤキムの子エコンヤと、ユダの長官たちと、職人と、刑務所の者たちをエルサレムから連れ去り、彼らをバビロンに連れて行った後であった。

2 一つの釜には非常に良いいちじくが入っており、それは初熟の実のいちじくのようであり、もう一つの釜には非常に悪い、悪のために食べられないいちじくが入っていた。

3 主は私に言われた、「エレミヤよ、あなたは何を見ているのか」。私は言った、「いちじくです。良いいちじくは非常に良く、悪いものは非常に悪く、その悪のゆえに食べられないものです」。

4 主の言葉が私に臨んで言われた。

5 主はイスラエルの神、こう言われた。「これらの良いいちじくのように、わたしはユダの捕囚を、わたしがこの場所からカルデヤ人の地へ送った者たちを、良いものとして認める。

6 わたしは彼らに目を向けて、良いものとし、彼らをこの地に帰らせる。わたしは彼らを建て直し、壊さない。わたしは彼らを植え、抜かない。

7 わたしは彼らに、わたしを知る心を与える。わたしが主であることを。彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。彼らがすべての心をもってわたしに帰るからである。

8 また、悪いために食べられない悪い いちじく のように、主はこう言われる。まさに、わたしはユダの王ゼデキヤとその長官たち、この地に残っているエルサレムの残りの者たち、そしてエジプトの地に住む者たちを渡す。

9 わたしは彼らを、地のすべての王国にとって動揺と悪のものとし、すべての場所で、わたしが彼らをそこへ追いやる所々で、恥辱とことわざ、嘲りの言葉とのろいのものとする。

10 わたしは彼らに剣と飢饉と疫病を送り、彼らがわたしが彼らとその父たちに与えた地の上から滅び尽くすまでにする。

Jeremiah 25

1 エレミヤに臨んだ言葉は、ユダのすべての民についてのものであった。それは、ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの第四の年、すなわちバビロンの王ネブカドネザルの第一の年であった。

2 預言者エレミヤがユダのすべての民とエルサレムのすべての住民に語って言ったこと。

3 ユダの王アモンの子ヨシヤの第十三年から今日に至るまで、この二十三年の間、主の言葉が私に臨んだ。そして私はあなたがたに、早くから繰り返し語ったが、あなたがたは聞かなかった。

4 主はあなたがたに、そのすべてのしもべである預言者たちを、早くから繰り返し遣わされたが、あなたがたは聞かず、あなたがたの耳を傾けて聞こうとはしなかった。

5 それぞれが自分の悪い道と、あなたがたの悪い行いから立ち返り、主があなたがたとあなたがたの先祖に与えられた地に住み続けよ。永遠から永遠まで。

6 他の神々に従って行き、それに仕え、それにひれ伏してはならない。あなたがたの手のわざでわたしを怒らせてはならない。そうすれば、わたしはあなたがたにわざわいを下さない。

7 あなたがたはわたしの言うことを聞かず、主の宣言により、あなたがたの手のわざによってわたしを怒らせ、あなたがた自身に災いを招いた。

8 それゆえ、万軍の主はこう言われた。「あなたがたがわたしの言葉を聞かなかったので、

9 見よ、わたしは人を遣わして、北のすべての家族を連れて来る。主の宣言である。また、わたしのしもべバビロンの王ネブカドネザルを遣わし、彼らをこの地と、その住民と、周囲のすべてのこれらの国々の上に臨ませる。そして、わたしは彼らを滅ぼし尽くし、彼らを驚きと噂と永遠の荒廃とする。

10 彼らから喜びの声と楽しみの声、花婿の声と花嫁の声、臼の音とともしびの光を絶ち絶えさせよう。

11 このすべての地は荒廃と驚きとなり、これらの国々はバビロンの王に七十年仕える。

12 七十年が満ちる時、わたしはバビロンの王とその国を、その咎のために罰する、と主は宣言される。またカルデヤ人の地をも罰し、それを永遠の荒廃とする。

13 わたしはその地に、わたしがそれについて語ったすべてのわたしの言葉、すなわちこの書物に記されているすべてのことをもたらす。それはエレミヤがすべての国々について預言したものである。

14 彼らもまた多くの国々と大いなる王たちに仕えたからである。わたしは彼らに、そのわざとその手のわざに応じて報いる。

15 主はイスラエルの神であられるが、こう言われた。「この怒りのぶどう酒の杯を、わたしの手から取り、わたしがあなたを遣わすすべての国々に飲ませよ。

16 彼らは飲み、よろめき、狂い出す。それは、わたしが彼らの間に送る剣の前のゆえである。

17 わたしは主の手から杯を取り、主がわたしを彼らに遣わされたすべての国々に飲ませた。

18 エルサレムとユダの町々と、その王たち、その長官たちを、彼らを荒廃と驚きと噂とのろいのものとするために、今日この日のとおりに。

19 エジプトの王ファラオと、そのしもべたちと、その長官たちと、そのすべての民を。

20 すべてのアラビアと、ウツの地のすべての王たちと、ペリシテ人の地のすべての王たち、およびアシュケロンとガザとエクロン、そしてアシュドドの残りの者たち。

21 エドムとモアブとアンモンの子ら

22 すべてのツロの王たちと、すべてのシドンの王たち、そして海の向こう側にある島の王たち。

23 デダンとテマとブズ、そしてすべての隅を切り落とす者たち。

24 そして、アラビアのすべての王たち、および荒野に住むアラビアのすべての王たちを。

25 すべてのジムリの王たちと、すべてのエラムの王たちと、すべてのメディアの王たちを。

26 そして、近くの者も遠くの者も、すべての北の王たち、それぞれその兄弟に、そして地の面にあるすべての地の王国、そしてシェシャクの王は彼らの後に飲む。

27 彼らに言われた。「イスラエルの神、万軍の主はこう言われる。飲め、酔え、吐け、倒れよ、そして、あなたがたの間にわたしが送る剣の前で、立ち上がることができないようにせよ。

28 そして、彼らがあなたの手からその杯を取って飲むことを拒むなら、あなたは彼らに言われよ。「万軍の主はこう言われる。『あなたがたは必ず飲まなければならない。』

29 見よ、わたしの名がその上に呼ばれている町に対して、わたしがすでに災いを下し始めているのに、あなたがたはどうして罰を免れることができようか。あなたがたは決して罰を免れない。なぜなら、わたしは地のすべての住民の上に剣を呼び寄せるからだ──万軍の主の宣言である。

30 あなたは彼らにこれらのすべての言葉を預言し、彼らに言われよ。主は高い所からほえたけび、その聖なる住まいから声を出される。その住まいに向かって激しくほえたけび、ぶどうを踏む者のような叫び声を、地のすべての住民に響かせられる。

31 騒音が地の果てまで及んだ。主が国々と争いを持たれるからだ。主はすべての肉なる者を裁かれる。悪しき者たちは剣に渡された。主の宣言である。

32 万軍の主はこう言われた。「見よ、悪が国から国へと出て行く。大きなあらしが地の辺境から起こされる。

33 その日、主の打たれた者たちは、地の果てから地の果てまで及ぶ。彼らは悼まれず、集められず、葬られず、地の面の糞となる。

34 羊飼いたちよ、泣き叫べ、そして雄羊たちよ、地にのたうち回れ。あなたがたの日々は屠殺のために満ち、あなたがたの離散は来た。あなたがたは慕わしさの器のように砕かれる。

35 避難所は羊飼いたちから失われ、逃れの者も羊の群れの力ある者たちから失われる。

36 羊飼いたちの叫びの声、羊の群れの力ある者たちの嘆きの叫び。主が彼らの羊の群れを荒らされたからだ。

37 平和の住まいどもは、主の激しい怒りの前で、荒れ果ててしまった。

38 若獅子がその隠れ場を捨てた。彼らの地が、主の激しい怒りの顔と、その顔の激しい怒りのゆえに、驚きとなったからである。

Jeremiah 26

1 ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの王国の初めに、この言葉が主から臨んだ。

2 主はこう言われた。「主の家の中庭に立ち、主の家にひれ伏すために来るユダのすべての町々に、わたしがあなたに語るように命じたすべての言葉を語れ。一つの言葉も減らしてはならない。

3 もしかすると彼らは聞いて、それぞれが自分の悪い道から立ち返るかもしれない。そうすれば、わたしは彼らの行いの悪の前で、彼らにしようと考えている悪について悔やむことがあるだろう。

4 あなたは彼らに言われた。「主はこう言われる。もしあなたがたがわたしの声に聞き従わず、わたしがあなたがたの前に置いたわたしの律法に従って歩まないならば。

5 わたしのしもべである預言者たちの言葉を聞くために、わたしがあなたがたに遣わしている者たちの言葉を。そして、わたしは早くから遣わし続けてきたが、あなたがたは聞かなかった。

6 この家をシロのようにし、この町を地のすべての国ののろいとして与える。

7 祭司たちと預言者たち、そしてすべての民は、エレミヤが主の家でこれらの言葉を語るのを聞いた。

8 エレミヤが主がすべての民に語るように命じられたすべてのことを語り終えたとき、祭司たちと預言者たちとすべての民は彼を捕らえて言った、「あなたは必ず死ぬ」。

9 なぜあなたは主の名によって預言して、『この家はシロのようになり、この町は住む者のいない廃墟となる』と言ったのか。そしてすべての民は主の宮でエレミヤのところに集まった。

10 ユダの長官たちはこれらの言葉を聞き、王の家から主の家に上って行った。そして、主の新しい門の入口に座った。

11 祭司たちと預言者たちは長官たちとすべての民に言った、「この人には死のさばきがある。なぜなら、彼はこの町について預言したからだ。あなたがたの耳で聞いたとおりに。

12 エレミヤはすべての長官とすべての民に言われた、「主がこの家とこの町に対して、あなたがたが聞いたすべての言葉を預言するために、私を遣わされた」。

13 今、あなたがたの道と行いを良くし、あなたがたの神、主の声に聞き従いなさい。そうすれば、主はあなたがたについて語られた悪について悔やまれるであろう。

14 しかし、私はあなたがたの手の中にいます。あなたがたの目に良いと正しいと思われるように、私にしてくださって構いません。

15 しかし、あなたがたは確かに知らなければならない。もしあなたがたが私を殺すなら、あなたがたは無実の血を自分たちの上に、またこの町とその住民の上に負わせることになる。なぜなら、主が真実をもって、あなたがたの耳にこれらすべての言葉を語るために、私をあなたがたのもとに遣わされたからである。

16 長官たちと民のすべては祭司たちと預言者たちに言った、「この人には死のさばきはない。なぜなら、彼はわれわれの神、主の名によってわれわれに語ったからだ」。

17 地の長老たちの中から人々が立ち上がり、民のすべての集会に言った。

18 モラシュテ人ミカヤは、ユダの王ヒゼキヤの日に預言していた。彼はユダのすべての民に言った。「万軍の主はこう言われる。『シオンは野として耕され、エルサレムは塚となり、家の山は森の高台となる。』

19 ヒゼキヤ王とユダのすべては彼を殺したであろうか。彼は主を恐れ、主の顔をなだめたではないか。すると主は、彼らについて語られた悪について思い直された。それなのに、私たちは自分たちの命に対して大きな悪を行おうとしている。

20 また、主の名によって預言する一人の人がいた。キルヤテ・エアリム出身のシェマヤの子ウリヤである。彼はこの町とこの地について、エレミヤのすべての言葉と同じように預言した。

21 王エホヤキムとそのすべての勇士たちとすべての長官たちは彼の言葉を聞いた。そして王は彼を殺そうと求めた。ウリヤはこれを聞いて恐れ、逃げてエジプトへ行った。

22 王エホヤキムは人々をエジプトに遣わされた。すなわち、アクボルの子エルナタンと、彼と共にいる人々をエジプトに。

23 彼らはウリヤをエジプトから連れ出し、王エホヤキムのところへ連れて来て、剣で彼を打ち殺し、その死体を民の子らの墓に投げ捨てた。

24 しかし、シャファンの子アヒカムの手がエレミヤと共にあり、彼を民の手に渡して殺させないようにした。

Jeremiah 27

1 ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの王国の初めに、この言葉が主からエレミヤに臨んだ。

2 主はこのように私に言われた。「あなたのために束縛と軛の棒を造り、それらをあなたの首に掛けよ。

3 あなたは彼らを、エドムの王、モアブの王、アンモンの子らの王、ツロの王、シドンの王のもとへ、エルサレムに来てユダの王ゼデキヤのもとへ来た使者たちの手によって送り届けよ。

4 彼らの主に伝えて言わせよ。イスラエルの神、軍勢の主はこう言われる。あなたがたの主にこう言いなさい。

5 わたしは、地と、地の前にある人と獣とを、わたしの大きな力と、伸ばされたわたしの腕とで造った。そして、それを、わたしの目にかなう者に与えた。

6 今、わたしはこれらのすべての地を、わたしのしもべバビロンの王ネブカドネザルの手に渡した。また、野の生き物も彼に渡して、彼に仕えさせた。

7 すべての国々は彼に仕え、その子とその子の子にも仕える。彼の地の時が来るまで、彼自身もまた、多くの国々と大いなる王たちが彼に仕える。

8 その国と王国が、バビロンの王ネブカドネザルに仕えず、その首をバビロンの王のくびきの下に置かないなら、その国を剣と飢饉と疫病でわたしは罰する、と主は宣言される。わたしが彼らを彼の手に渡し尽くすまで。

9 あなたがたは、あなたがたの預言者たちにも、あなたがたの占い師たちにも、あなたがたの夢にも、あなたがたの易者たちにも、あなたがたの魔術師たちにも聞いてはならない。彼らはあなたがたにこう言って、「あなたがたはバビロンの王に仕えてはならない」と言っている。

10 彼らは偽りをあなたがたに預言している。それは、あなたがたをあなたがたの地から遠く離そうとし、わたしがあなたがたを追い散らし、あなたがたが滅びうせるためである。

11 国はその首をバビロンの王のくびきに服従させ、彼に仕えるなら、わたしはその国をその地に残しておく、と主は宣言される。その国はそれを耕し、そこに住むであろう。

12 ユダの王ゼデキヤに、わたしはこれらすべてのことを語って言われた、「あなたがたの首をバビロンの王のくびきの下に置き、彼とその民に仕えて、生きよ」。

13 なぜあなたとあなたの民は、剣と飢饉と疫病によって死ななければならないのか。それは、主がバビロンの王に仕えない国について語られたとおりである。

14 彼らの言うことを聞いてはならない。彼らはあなたがたにこう言って預言している。「あなたがたはバビロンの王に仕えてはならない」と。彼らはあなたがたに偽りを預言しているのだ。

15 わたしが彼らを遣わしたのではない、と主は宣言される。彼らは偽りをもってわたしの名によって預言している。それは、あなたがたを惑わして滅ぼすためであり、あなたがたも、あなたがたに預言している預言者たちも。

16 また、祭司たちと、このすべての民に、私はこう言った。「主はこう言われる。あなたがたに預言しているあなたがたの預言者たちの言葉に聞いてはならない。彼らはあなたがたに、『見よ、主の宮の器は、今すぐにバビロンから戻される』と預言している。しかし、それは偽りであり、彼らはあなたがたに偽りを預言しているのだ。

17 彼らに聞いてはならない。バビロンの王に仕えよ、そうすれば生きられる。なぜこの町が荒廃とならねばならないのか。

18 もし彼らが預言者であり、もし主の言葉が彼らとともにあるなら、彼らは万軍の主に願って、主の家とユダの王の家とエルサレムに残っている器がバビロンに運ばれないようにさせよ。

19 まことに、万軍の主はこう言われた。この町に残された柱、海、台座、そして残りの器について。

20 バビロンの王ネブカドネザルが、ユダの王エホヤキムの子エコンヤをエルサレムからバビロンへ連れ去ったときに取らず、またユダとエルサレムのすべての貴族をも取らなかったもの。

21 まことに、イスラエルの神、主なる軍勢の主はこう言われる。主の宮に残っている器、ユダの王の家とエルサレムに残っている器について。

22 バビロンへ彼らは運ばれ、そこに留まる。わたしが彼らを顧みる日まで、と主は宣言される。そしてわたしは彼らを上らせ、この場所に戻らせる。

Jeremiah 28

1 その年、ユダの王ゼデキヤの王国の初め、第四の年、第五の月に、ギブオン出身の預言者アズルの子ハナニヤが、主の宮で、祭司たちとすべての民の目の前で、私にこう言った。

2 万軍の主、イスラエルの神はこう言われた、「わたしはバビロンの王のくびきを砕いた」。

3 まだ二年の日のうちに、わたしはこの場所に、主の家のすべての器を、バビロンの王ネブカドネザルがこの場所から取ってバビロンに運んだものを、戻す。

4 ユダの王エホヤキムの子エコンヤと、バビロンに来たユダのすべての捕囚を、わたしはこの場所に帰らせる、と主は宣言される。なぜなら、わたしはバビロンの王のくびきを砕くからである。

5 預言者エレミヤは、祭司たちの目の前で、また主の宮に立っているすべての民の目の前で、預言者ハナニヤに言った。

6 預言者エレミヤは言われた、「アーメン。主がそのようにしてくださるように。主があなたの預言されたことばを実現してくださるように。主の宮の器とすべての捕囚をバビロンからこの場所に帰らせてくださるように。

7 しかし、どうかこの言葉を聞いてください。それは私があなたの耳とすべての民の耳に語っているものです。

8 昔、私より前にもあなたより前にもいた預言者たちは、多くの地と大きな王国について、戦いと災いと疫病について預言した。

9 平和を預言する預言者は、その預言者の言葉が実現するとき、その預言者が主によって真実に遣わされたことが知られる。

10 預言者ハナニヤは預言者エレミヤの首から軛の棒を取り、それを折った。

11 ハナニヤはすべての民の目の前で言った。「主はこう言われる。『このように、わたしはバビロンの王ネブカドネザルのくびきを、二年の日のうちに、すべての国の首から砕く。』」そして預言者エレミヤは自分の道へ行った。

12 主の言葉が預言者エレミヤに臨んだ。預言者ハナニヤが預言者エレミヤの首から軛の棒を折った後、こう言われた。

13 行って、ハナニヤに言え。『主はこう言われる。あなたは木の軛の棒を折ったが、その代わりに鉄の軛の棒を造った。』

14 まことに、イスラエルの神である主、軍勢の主はこう言われた。「わたしは鉄のくびきを、これらすべての国の首に置いた。彼らがバビロンの王ネブカドネザルに仕えるためである。彼らは彼に仕えるであろう。また、わたしは野の生き物をも彼に与えた。

15 預言者エレミヤは預言者ハナニヤに言われた、「ハナニヤよ、どうか聞け。主はあなたを遣わされなかった。それなのに、あなたはこの民に偽りを頼みとさせた。

16 それゆえ、主はこう言われた。見よ、わたしはあなたを地の前から送り出す。この年にあなたは死ぬ。あなたが主に対して背反を語ったからである。

17 預言者ハナニヤはその年に、第七の月に死んだ。

Jeremiah 29

1 これは、預言者エレミヤがエルサレムから、捕囚の残りの長老たち、祭司たち、預言者たち、そしてネブカドネザルがエルサレムからバビロンへ連れ去ったすべての民に送った書物の言葉である。

2 エコンヤ王と女王と宦官たち、ユダとエルサレムの長官たち、そして職人と刑務所の者がエルサレムから出た後に。

3 シャファンの子エルアサとヒルキヤの子ゲマルヤの手によって、ユダの王ゼデキヤがバビロンの王ネブカドネザルにバビロンへ送って言わせたこと。

4 万軍の主、イスラエルの神はこう言われた。「わたしがエルサレムからバビロンへ捕囚として移したすべての捕囚の民に。

5 家を建てて住み、庭を植えて、その果実を食べよ。

6 妻を娶り、息子と娘を生め。また、あなたがたの子たちのために妻を娶り、あなたがたの娘たちを人に与えよ。彼女たちが息子と娘を生むように。そこで増えよ、減ってはならない。

7 その町の平和を求めなさい。そこにあなたがたを移住させたのはわたしである。その町のために主に祈りなさい。その町の平和によって、あなたがたに平和があるからである。

8 まことに、軍勢の主、イスラエルの神はこう言われた。「あなたがたの内側にいるあなたがたの預言者たちと、あなたがたの占い師たちに、あなたがたを欺かせてはならない。また、あなたがたが夢見るあなたがたの夢に耳を傾けてはならない。

9 彼らは偽りをもって、わたしの名によってあなたがたに預言している。わたしは彼らを遣わさなかった。主の宣言である。

10 まことに、主はこう言われる。「バビロンに七十年が満ちる口に、わたしはあなたがたを顧み、あなたがたの上にわたしの良い言葉を成就させ、あなたがたをこの場所に帰らせる。

11 わたしはあなたがたのために抱いている企てを知っているからである。それは主の宣言である。平和の企てであって、悪の企てではない。あなたがたに終わりと希望を与えるためである。

12 あなたがたはわたしを呼び、来て、わたしに祈る。わたしはあなたがたの声を聞く。

13 あなたがたはわたしを求め、見いだすであろう。あなたがたがすべての心をもってわたしを尋ね求めるならば。

14 わたしはあなたがたに見いだされる、と主は宣言される。わたしはあなたがたの捕囚を元に戻し、あなたがたをすべての国々と、あなたがたをそこへ追いやったすべての場所から集める、と主は宣言される。そして、わたしがあなたがたをそこから連れ去った場所へ、あなたがたを帰らせる。

15 あなたがたは、「主がバビロンで私たちに預言者を立てられた」と言ったからである。

16 主は、ダビデの王座に座っている王と、この町に住むすべての民にこう言われた。あなたがたと共に捕囚に出なかったあなたがたの兄弟たちについて。

17 万軍の主はこう言われた。「見よ、わたしは彼らに剣と飢饉と疫病を送り、彼らを、その悪のために食べられない腐ったいちじくのようにする。

18 わたしは彼らの後に剣と飢饉と疫病をもって追い、彼らを地のすべての王国にとって動揺とし、わたしが彼らを追いやったすべての国々において、呪いと驚きと噂と恥辱とする。

19 彼らがわたしの言葉に聞き従わなかったことのゆえに、主の宣言。わたしが彼らにわたしのしもべである預言者たちを、早くから繰り返し遣わしたのに、あなたがたは聞き従わなかった、と主の宣言。

20 あなたがたは、わたしがエルサレムからバビロンへ送ったすべての捕囚よ、主の言葉を聞け。

21 主は軍勢の神、イスラエルの神はこう言われた。あなたがたにわたしの名によって偽りを預言するコラヤの子アハブと、マアセヤの子ゼデキヤについて、見よ、わたしは彼らをバビロンの王ネブカドネザルの手に渡す。彼はあなたがたの目の前で彼らを打ち殺す。

22 彼らから、バビロンにいるユダのすべての捕囚へののろいが取られて、こう言われるであろう。「主があなたを、バビロンの王が火で焼いたゼデキヤとアハブのようにされるように。

23 彼らがイスラエルにおいて愚かさを行い、自分の友の妻たちと姦淫し、わたしが彼らに命じなかった偽りの言葉をわたしの名によって語ったからである。わたしはそれを知っており、証人である。主の宣言である。

24 そして、ネヘラム人シェマヤに言え。

25 主は軍勢の神、イスラエルの神、こう言われた、「あなたが自分の名で、エルサレムにいるすべての民と、祭司マアセヤの子ゼパニヤと、すべての祭司に書物を送って言ったことゆえに、

26 主はあなたを祭司とされ、祭司エホヤダの代わりに、主の家の監督者として、すべての狂った者や預言する者を監視させられた。あなたはその者を獄と足枷に入れなければならない。

27 それなのに、なぜあなたはアナトテ人エレミヤを責めなかったのか。彼はあなたがたに預言しているのだ。

28 なぜなら、彼が私たちにバビロンへ送って言ったのは、「それは長いことだ。家を建てて住み、庭を植えて、その果実を食べよ」ということだからだ。

29 祭司ゼパニヤはこの書物を預言者エレミヤの耳に読み聞かせた。

30 エレミヤに臨んだ主の言葉はこうであった。

31 すべての捕囚に人を遣わして言わせよ。「主はこう言われる。ネヘラム人シェマヤに。シェマヤがあなたがたに預言したが、わたしは彼を遣わさなかった。彼はあなたがたを偽りによって安心させたからだ。

32 それゆえ、主はこう言われる。「見よ、わたしはネヘラム人シェマヤとその子孫を罰する。彼にはこの民の真ん中に住む人が一人もいなくなり、わたしがわたしの民に行う良いことを見ることもない。――主の宣言。――なぜなら、彼は主に対して背反を語ったからだ。

Jeremiah 30

1 主からエレミヤに臨んだ言葉はこうである。

2 主はイスラエルの神であられる主がこう言われた。「あなたに語られたすべての言葉を、書物に書き記せ。

3 見よ、主の宣言により、日々が来る。その日、わたしはわたしの民イスラエルとユダの捕囚を元に戻し、主が言われた。わたしは彼らを、彼らの先祖に与えた地に帰らせ、彼らはそれを所有するであろう。

4 これらは、主がイスラエルとユダに語られた言葉である。

5 主はこう言われた。「私たちは恐れの声を聞いた。恐れがあり、平和はない。

6 尋ねてみよ、そして見よ、男が子を産むことがあるか。なぜ、すべての男がその手を腰に当てて、産婦のようにしているのを見たのか。そして、すべての顔が青白くなっている。

7 ああ、その日はなんと大きいことか、それに並ぶものはない。それはヤコブにとって苦難の時であり、しかしその時から彼は救われる。

8 その日には、主の軍勢の宣言がある。わたしはあなたの首の上からそのくびきを砕き、あなたの束縛を断ち切る。彼らはもはや、外国人に仕えることはない。

9 彼らは彼らの神、主に仕え、また、彼らのためにわたしが立てる王ダビデにも仕える。

10 あなたは、わたしのしもべヤコブよ、恐れるな。主の宣言。イスラエルよ、おののくな。見よ、わたしはあなたを遠くから、あなたの子孫をその捕虜の地から救い出す。ヤコブは帰り、安らぎ、静かになり、脅かす者はだれもいない。

11 あなたと共にいるのはわたしだ、と主は宣言される、あなたを救うために。まことに、わたしはあなたを散らしたすべての国々に終わりをもたらす。しかし、あなたには終わりをもたらさない。わたしはあなたをさばきによって懲らしめるが、決して罰せずにはおかない。

12 主はこう言われる。「あなたの破滅は重く、あなたの傷は治りがたい。

13 あなたの傷のために裁きを行う者はなく、あなたには薬も導水路もない。

14 あなたを愛する者はみなあなたを忘れ、あなたを尋ね求める者はいない。それは、わたしが敵の傷で、残酷な者の訓戒で、あなたを打ったからだ。あなたの咎が多く、あなたの罪が強まったからだ。

15 なぜあなたは自分の破滅について叫ぶのか。あなたの痛みは重い。あなたの咎の多数のゆえに、あなたの罪は強くなった。わたしはこれらのことをあなたにしたのだ。

16 それゆえ、あなたを食べる者はみな食べられ、あなたの苦しみはすべて捕虜として行く。あなたを略奪する者は略奪品となり、あなたを奪う者はすべて、わたしが分捕り物として与える。

17 まことに、わたしはあなたのいやしを上らせ、あなたの傷からあなたを癒やす。主の宣言。彼らがあなたを「追い出された者」と呼んだからだ。「シオン、彼女には尋ねる者がない」と。

18 主はこう言われる。「見よ、わたしはヤコブの天幕の捕囚を元に戻し、その幕屋をあわれむ。町はその塚の上に建て直され、城はそのさばきの場所に座す。

19 彼らの中から感謝の捧げ物と喜び笑う者の声が出るであろう。わたしは彼らを増やし、彼らは減ることがない。わたしは彼らを重んじ、彼らは軽んじられることがない。

20 その子らは昔のように東にあり、その集会はわたしの前に堅く立つ。わたしはそのすべての虐げる者を罰する。

21 その君主は彼らの中から出て、その支配者は彼らの内側から出る。わたしは彼を近づけ、彼はわたしに近づく。だれが、心を定めてわたしに近づくことができようか。主の宣言。

22 あなたがたはわたしの民となり、わたしはあなたがたの神となる。

23 見よ、主のあらし、怒りが出て来た。渦巻くあらしが、悪しき者たちの頭の上に降りかかる。

24 主の激しい怒りは、その行いとその心の計略を成し遂げるまで戻らない。終わりの日に、あなたがたはこれを悟る。

Jeremiah 31

1 その時、主の宣言がある。「わたしはイスラエルのすべての家族の神となり、彼らはわたしの民となる。

2 主はこう言われた、「荒野で恵みを見いだした、剣の残りの者である民は。イスラエルは彼を休ませるために進んで行った」。

3 主は遠くから私に現れられた。「わたしは永遠の愛をもってあなたを愛した。それゆえ、わたしは慈愛をもってあなたを引き寄せた。

4 再びわたしはあなたを建て直し、あなたは建て直される、イスラエルの処女よ。再びあなたは自分のタンバリンを身に着け、喜び踊る者の舞いの中に出て行く。

5 再びあなたはサマリアの山にぶどう園を植える。植える者たちが植えて、それを楽しむ。

6 まことに、エフライムの山で見張る者たちが叫ぶ日がある。「立ち上がれ、われわれの神、主のもとへシオンに上ろう。

7 主はこう言われる。「ヤコブのために喜びをもって歌え。国々のかしらで声高らかに叫べ。聞かせよ、賛美を。そして言え、『主よ、あなたの民を救ってください。イスラエルの残りの者を』と。

8 見よ、わたしは彼らを北の地から連れ戻し、地の辺境から彼らを集める。その中には盲人と足の不自由な者、妊婦と産婦が共にいる。大きな集会がここに帰って来る。

9 泣きながら彼らは来る。嘆願をもってわたしは彼らを導く。彼らを水の谷川へ、まっすぐな道へ連れて行く。その道で彼らはつまずかない。なぜなら、わたしはイスラエルにとって父となり、エフライムはわたしの長子だからだ。

10 諸国の民よ、主の言葉を聞け。遠方の島々に告げ知らせよ。言え、「イスラエルを散らされた方が、これを集め、羊飼いが自分の群れを守るように、これを守られる」と。

11 主はヤコブを贖われ、彼よりも強い者の手から彼を救い出された。

12 彼らは来て、シオンの高い所で喜び歌い、主の良いもののために流れ込む。穀物、新しいぶどう酒、注ぎ油、羊の群れの子らと牛のために。彼らの命は潤った園のようになり、もはや衰えることはない。

13 その時、処女は舞いの中で喜び、若者と年寄りも共に喜ぶ。わたしは彼らの悲しみを喜びに変え、彼らを慰め、彼らの悲しみから彼らを喜ばせる。

14 私は祭司の心を脂肪で満たし、わたしの民はわたしの良いもので満ち足りる、と主は宣言される。

15 主はこう言われた。「ラマで声が聞こえる。嘆きと苦い泣き。ラケルが自分の子らのために泣いている。彼女は自分の子らのために慰められることを拒む。彼らがもういないからだ。

16 主はこう言われる。「あなたの声を泣きから、あなたの目を涙から控えよ。あなたの働きの報いには賃金があるからだ──主の宣言──彼らは敵の地から帰って来る。

17 希望があなたの終わりにある、と主は宣言される。子らはその境界に帰る。

18 エフライムが揺れ動いているのを、わたしは確かに聞いた。「あなたはわたしを懲らしめられたので、わたしは懲らしめを受けた。教えられていない子牛のように。わたしを立ち返らせてください。そうすれば、わたしは立ち返ります。あなたこそ、わたしの神、主だからです。

19 まことに、私は背き返った後に悔い改め、知らされた後に腿を打った。私は恥じ、また辱められた。なぜなら、私は自分の青春の恥辱を負ったからである。

20 エフライムは、わたしにとって大切な子ではないのか。喜びの子供ではないのか。わたしが彼について語るたびに、なお彼を思い出す。それゆえ、わたしの腹は彼のために騒ぐ。わたしは必ず彼をあわれむ、と主は宣言される。

21 あなたのために標識を立て、あなたのために高き塚を置け。あなたの心を大路の道に向けよ。あなたが行った道よ。イスラエルの処女よ、帰れ。あなたのこれらの町に帰れ。

22 いつまで、迷い出た娘よ、あなたはさまよい続けるのか。主が地に新しいことを造られたからだ。女が男を取り巻く。

23 万軍の主、イスラエルの神はこう言われた。「わたしが彼らの捕囚を元に戻すとき、ユダの地とその町々で、再びこの言葉が言われるであろう。『義の住まいよ、聖なる山よ、主があなたを祝福されますように。』

24 ユダとそのすべての町々は、ともにそこに住み、農夫たちと群れを連れて移動する者たちも。

25 わたしは疲れた命を潤し、すべての嘆く命を満たした。

26 このことについて、私は目を覚まして見た。そして、私の眠りは私にとって快いものであった。

27 見よ、日々が来る、と主は宣言される。わたしはイスラエルの家とユダの家に、人の子孫と獣の子孫を蒔く。

28 かつて私が彼らを見張って、引き抜き、打ち壊し、破壊し、滅ぼし、害するために見張ったように、今度は私が彼らを見張って、建て、植えるために見張る、と主の宣言がある。

29 その日には、人々はもはや「父たちが酸ぶどうを食べたので、子たちの歯がうずく」とは言わない。

30 それぞれが自分の咎によって死ぬ。すべての酸ぶどうを食べる人の歯はうくむ。

31 見よ、日々が来る、と主は宣言される。その日、わたしはイスラエルの家とユダの家と新しい契約を結ぶ。

32 彼らの先祖をエジプトの地から導き出すために、彼らの手を握った日に、わたしが彼らの先祖と結んだ契約のようではない。彼らはわたしの契約を破ったが、わたしは彼らの主であった、と主は宣言される。

33 これは、わたしがそれらの日の後にイスラエルの家と結ぶ契約である、と主は宣言される。わたしはわたしの律法を彼らの内側に置き、彼らの心にそれを書き記す。そして、わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。

34 もはや人は自分の友に、また人は自分の兄弟に、「主を知れ」と言って教えることはない。なぜなら、彼らはすべて、最も小さい者から最も大きい者に至るまで、わたしを知るからである。主の宣言。なぜなら、わたしは彼らの咎を赦し、彼らの罪をもはや覚えないからである。

35 主はこう言われる。昼の光のために太陽を与え、夜の光のために月と星の定めを定め、海を揺り動かしてその波を騒がせる方、その名は主、万軍の主である。

36 もしこれらの定めがわたしの顔の前から移り去ることがあるなら、主の宣言、イスラエルの子孫もまた、わたしの前で国として存在することをやめ、すべての日々にわたってそうなる。

37 主はこう言われる。「もし天が上で測られ、地の土台が下で探り出されるなら、わたしもまた、彼らが行ったすべてのゆえに、イスラエルのすべての子孫を退けよう」と主の宣言である。

38 見よ、日々が来る、と主は宣言される。そのとき、町は主のために建て直される。ハナネルの塔から隅の門まで。

39 さらに測り綱はその向かい側に出て、ガレブの丘の上に達し、ゴアの方へ回る。

40 すべての死体の谷と脂肪の灰、およびすべての野原と荒地は、キデロン谷川まで、東の馬の門の隅に至るまで、主にとって聖なるものとなる。それは決して引き抜かれず、また壊されることもなく、永遠に続く。

Jeremiah 32

1 主からエレミヤに臨んだ言葉。それはユダの王ゼデキヤの第十年のことであった。その年はネブカドネザルの第十八年の年であった。

2 そのとき、バビロンの王の力はエルサレムに対して包囲していた。預言者エレミヤは、ユダの王の家にある刑務所の中庭に閉じ込められていた。

3 ユダの王ゼデキヤが彼を閉じ込めて言った、「なぜあなたは預言して言うのか、『主はこう言われる、見よ、わたしはこの町をバビロンの王の手に渡し、彼はそれを取るであろう』と」。

4 ユダの王ゼデキヤはカルデヤ人の手から逃れることはできない。彼は必ずバビロンの王の手に渡され、彼の口はその口と語り合い、彼の目はその目を見るであろう。

5 彼はゼデキヤをバビロンへ連れて行き、彼はそこに、わたしが彼を顧みるまでいるであろう。主の宣言。あなたがたがカルデヤ人と戦っても、成功しないからである。

6 エレミヤは言われた、「主の言葉が私に臨んで言われた。

7 見よ、あなたの愛する者シャルムの子ハナムエルがあなたのところに来て言うであろう。『アナトテにある私の野を買いなさい。あなたにそれを買う贖いのさばきがあるからだ。』

8 私の愛する者の子ハナムエルが、主の言葉のとおりに、刑務所の中庭に私のところに来て、私に言われた。「どうか、ベニヤミンの地にあるアナトテの私の野を買いなさい。相続のさばきはあなたのものであり、贖いもあなたのものだから、自分のために買いなさい。」そのとき、私は、これが主の言葉であることを知った。

9 私は、アナトテにいる私の愛する者の子ハナムエルからその野を買い、彼に銀を量って渡した。銀は七シェケルと十シェケルであった。

10 私はその書物に書き記し、それを封じ、証人たちを立て、銀をはかりで量った。

11 そして私は買い取りの書物を取った。封印された戒めと定め、そして開かれたものを。

12 そして私は、その買い取りの書物を、私の愛する者ハナムエルの目の前で、また買い取りの書物に署名した証人たちの目の前で、そして刑務所の中庭に座っているすべてのユダヤ人の目の前で、ネリヤの子マアセヤの子バルクに渡した。

13 私は彼らの目の前でバルクに命じて言った。

14 軍勢の主、イスラエルの神はこう言われた、「これらの書物、すなわちこの買い取りの書物と、封印されたものと、この開かれた書物とを取り、それらを土器の器に入れよ。それらが多くの日々、長く存続するために」。

15 まことに、イスラエルの神である主、軍勢の主はこう言われた。「この地には、なお家と野とぶどう園が再び買われるであろう。

16 私は、買い取りの書物をネリヤの子バルクに渡した後、主に祈った。

17 ああ、わが主なる神よ。確かにあなたは、その大いなる力と伸ばされた腕で天と地を造られた。あなたには、すべての言葉が不可能なことはない。

18 幾千代にも慈愛を施し、父たちの咎をその後の子たちの懐に報いる方、大いなる神、力ある方、その名は主、万軍の主。

19 助言は大きく、悪行は多い。あなたの目はすべての人の子らの道に開かれており、それぞれにその道に従い、その行いの果実に従って報いられる。

20 あなたはエジプトの地において、今日に至るまで、しるしと不思議を置かれ、イスラエルと人々の間にも置かれた。そして、あなたは今日のように、ご自分のために名を造られた。

21 あなたの民イスラエルをエジプトの地から導き出された。しるしと不思議と強い手と伸ばされた腕と大きな恐れをもって。

22 あなたは彼らにこの地を与えられた。それはあなたが彼らの父たちに誓われた地であり、彼らに乳と蜂蜜の流れる地を与えるためであった。

23 彼らは来て、それを所有したが、あなたの声に聞き従わず、あなたの律法に歩まなかった。あなたが彼らに命じられたすべてのことを行わず、あなたは彼らにこのすべての悪を臨ませられた。

24 見よ、土塁は町を取るために迫り、町はそれに向かって戦うカルデヤ人の手に渡された。剣と飢饉と疫病の前にある。あなたが言われたことは起こり、あなたはそれをご覧になっている。

25 あなたは私に言われた、主なる神よ、「銀でその野を買い、証人たちを立てよ」と。しかし、その町はカルデヤ人の手に渡されているのです。

26 主の言葉がエレミヤに臨んだ。

27 見よ、わたしは主、すべての肉の神である。わたしにとって、すべての言葉が不可能であることはない。

28 それゆえ、主はこう言われた。見よ、わたしはこの町をカルデヤ人の手に、またバビロンの王ネブカドネザルの手に渡し、彼はそれを取る。

29 カルデヤ人はこの町に対して戦っている者たちであり、彼らは来て、この町を火で燃やし、それを焼き尽くす。また、彼らの屋根の上でバアルに香をたき、他の神々に注ぎの供え物を注いで、わたしを怒らせようとした家々も焼き尽くす。

30 イスラエルの子らとユダの子らは、まさにその青春の時から、わたしの目に悪を行う者となっていた。イスラエルの子らは、まさにその手のわざでわたしを怒らせている、と主の宣言がある。

31 この町は、わたしの顔とわたしの怒りのゆえに、彼らがそれを建てた日から今日に至るまで、わたしの前からそれを取り除くために、わたしにとってこの町となった。

32 イスラエルの子らとユダの子らが、わたしを怒らせるために行ったすべての悪のゆえに、彼らの王たち、彼らの長官たち、彼らの祭司たち、彼らの預言者たち、そしてユダの人々とエルサレムの住民もまた、そのとおりである。

33 彼らは私にうなじを向け、顔を向けなかった。私は彼らを教えようと、早くから繰り返し教えたが、彼らは訓戒を受け入れようと聞かなかった。

34 彼らはその忌み嫌うべきものを、わたしの名がその上に呼ばれている家に置いて、それを汚した。

35 彼らはバアルの高台を、ヒンノムの子の谷に建て、自分たちの息子たちと娘たちをモレクに渡して焼かせた。これは、わたしが命じたことではなく、わたしの心にも上らなかったことだ。この忌み嫌うべきことを行って、ユダに罪を犯させたのである。

36 それゆえ、今、イスラエルの神である主はこう言われた。あなたがたが、剣と飢饉と疫病によってバビロンの王の手に渡されたと言っているこの町について。

37 見よ、わたしは彼らを、わたしが怒りと憤りと激しい怒りをもって追いやったすべての地から集め、この場所に帰らせ、彼らを安全に住まわせる。

38 彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。

39 わたしは彼らに一つの心と一つの道を与え、すべての日にわたってわたしを恐れるようにする。それは彼らと、彼らの後の子らのために良いことである。

40 わたしは彼らと永遠の契約を結び、彼らの後ろから離れて彼らを良くすることをやめることはない。そして、わたしの恐れを彼らの心に与え、彼らがわたしから離れないようにする。

41 そしてわたしは彼らを良くするために彼らの上に喜び、この地に真実をもって、わたしのすべての心とわたしのすべての命をもって、彼らを植えよう。

42 まことに、主はこう言われる。「わたしがこの民に、このすべての大きな悪をもたらしたように、わたしは彼らに、わたしが彼らについて語るすべての善をもたらす。

43 そして、この地で野は買われるであろう。あなたがたが、人も獣もいないために荒廃していると言い、カルデヤ人の手に渡されたこの地で。

44 野々は銀で買われ、書物に書き記し、証人たちの前で証言し、封印される。ベニヤミンの地、エルサレムの周囲、ユダの町々、山の町々、低地の町々、ネゲブの町々において。わたしが彼らの捕囚を元に戻すからである。主の宣言。

Jeremiah 33

1 主の言葉が再びエレミヤに臨んだ。彼がまだ刑務所の中庭に閉じ込められていたときのことである。

2 主はこう言われる、これを造られた主、これを整えるために形造られた主、その名は主である。

3 わたしに呼べ。そうすれば、わたしはあなたに答え、あなたが知らない、偉大で堅固な事柄をあなたに告げよう。

4 まことに、主、イスラエルの神はこう言われた。この町の家々と、ユダの王たちの家々について、土塁と剣に向かって打ち壊されたものについて。

5 カルデヤ人と戦うために来て、わたしが怒りと憤りをもって打った人々の死体でその町を満たす者たちについて、また、彼らのすべての悪のゆえに、わたしがこの町から顔を隠したことについて。

6 見よ、わたしは彼女にいやしといやしをもたらし、彼らを癒やす。そして、彼らに平和と真実の豊かさを明らかにする。

7 私はユダの捕囚とイスラエルの捕囚を元に戻し、彼らを以前のように建て直す。

8 わたしは彼らを、彼らがわたしに対して犯したすべての咎から清められる。また、彼らがわたしに対して犯したすべての咎と、わたしに対して背いたすべてのことを赦される。

9 それは私にとって、地のすべての国のために、喜びの名、賛美と栄光となるであろう。彼らが、私が彼らに行うすべての善を聞くとき、彼らは恐れ、震えるであろう。それは、私が彼女に行うすべての善とすべての平和のゆえにである。

10 主はこう言われる。「この場所で、あなたがたが『人もなく獣もないので荒れ果てている』と言っているその場所、ユダの町々とエルサレムの外で、人もなく住む者もなく獣もない荒れ果てた所で、再び聞かれるであろう。

11 喜びの声と楽しみの声、花婿の声と花嫁の声、『万軍の主に感謝せよ。主は良い方である。その慈愛は永遠に続く』と言う者の声、そして感謝の捧げ物を主の家に携えて来る者の声が聞こえる。わたしが地の捕囚を元のように戻すからである、と主は言われた。

12 万軍の主はこう言われる。「この場所、人も獣もいなくなって荒れ果てた所と、そのすべての町々には、なおも羊の群れを伏せさせる羊飼いたちの住まいとなる。

13 山の町々、低地の町々、ネゲブの町々、ベニヤミンの地、エルサレムの周囲、そしてユダの町々において、なお羊の群れは数える者の手を通って渡って行く、と主は言われる。

14 見よ、日々が来る、と主は宣言される。そのとき、わたしはイスラエルの家とユダの家に語った良い言葉を実現する。

15 その日々とその時に、わたしはダビデのために義の枝を芽生えさせる。彼は地にさばきと義を行う。

16 その日々に、ユダは救われ、エルサレムは安全に住むであろう。そして、主が彼女に呼ばれる名は「主は私たちの義」である。

17 主はこう言われた。「ダビデには、イスラエルの家の王座に座る人が断たれることはない。

18 レビ人の祭司には、わたしの前で全焼のいけにえをささげ、献げ物を焼き、すべての日にいけにえをささげる人が絶えることはない。

19 主の言葉がエレミヤに臨んだ。

20 主はこう言われた。「もしあなたがたが、わたしの昼の契約と、わたしの夜の契約とを破り、昼と夜とがその時にないようにするならば、

21 わたしの契約が、わたしのしもべダビデに、彼の王座に君臨する子が絶えないという契約が破られるなら、わたしに仕えるレビ人と祭司たちとの契約も破られるであろう。

22 天の軍勢が数えられず、海の砂が量られないように、わたしはわたしのしもべダビデの子孫と、わたしに仕えるレビ人を増やす。

23 主の言葉がエレミヤに臨んで言われた。

24 あなたは、この民が何を言ったかを見なかったのか。「主が選ばれた二つの家族を、主は退けられた」と彼らは言って、わたしの民を、彼らの前でなお国となることのないようにと侮った。

25 主はこう言われる。「もしわたしが昼と夜とのわたしの契約を立てず、天と地との定めを置かなかったなら、

26 また、わたしはヤコブの子孫と、わたしのしもべダビデを退けて、その子孫からアブラハム、イサク、ヤコブの子孫を治める者を取ることはない。わたしは彼らの捕囚を元に戻し、彼らをあわれむからである。
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1 主からエレミヤに臨んだ言葉。バビロンの王ネブカドネザルとそのすべての力と、その手の支配の下にある地のすべての王国と、すべての民が、エルサレムとそのすべての町に対して戦っていたときのことである。

2 主はイスラエルの神である主がこう言われた。「行って、ユダの王ゼデキヤに告げよ。彼にこう言え。『主はこう言われる。見よ、わたしはこの町をバビロンの王の手に渡し、彼はそれを火で焼く。』

3 あなたは王の手から逃れることはできず、必ず捕らえられ、その手に渡される。あなたの目はバビロンの王の目を見、その口はあなたの口に語りかけ、あなたはバビロンに行く。

4 しかし、ユダの王ゼデキヤよ、主の言葉を聞け。主はあなたについてこう言われる。あなたは剣では死なない。

5 平和のうちにあなたは死に、あなたの前にいた先の王たちであるあなたの先祖たちの焼却のように、彼らはあなたのために焼却するであろう。そして「ああ、主よ」と彼らはあなたのために嘆くであろう。なぜなら、これは私が語った言葉だからである、と主は宣言される。

6 預言者エレミヤは、ユダの王ゼデキヤに、エルサレムでこれらすべての言葉を語った。

7 バビロンの王の力は、エルサレムと、ユダのすべての残りの町々に対して戦っていた。すなわち、ラキシュとアゼカに対してである。なぜなら、これらの町々は、ユダの町々の中で、要塞の町として残っていたからである。

8 主からエレミヤに臨んだ言葉は、ゼデキヤ王がエルサレムにいるすべての民と契約を結び、彼らに自由を宣言した後のことであった。

9 それぞれが自分のしもべを、また人が自分の女奴隷を、ヘブル人の男とヘブル人の女を自由の身として送り出すこと、すなわち、自分の兄弟であるユダヤ人を奴隷として使わないこと。

10 すべての長官とすべての民、すなわち契約に入った者たちは、それぞれ自分のしもべと、それぞれ自分の女奴隷を自由の身として送り出すことを聞き、もはや彼らを奴隷として使わないことにした。彼らは聞いて、送り出した。

11 その後、彼らは立ち返り、自分たちが自由にしたしもべと女奴隷を連れ戻し、彼らを再びしもべと女奴隷として従わせた。

12 主の言葉がエレミヤに臨んだ、主からこう言われた。

13 主はイスラエルの神である主がこう言われた。「わたしはあなたがたの父と、彼らをエジプトの地、しもべの家から導き出した日に契約を結んだ。こう言って。

14 七年の終わりに、あなたは自分の兄弟であるヘブル人を、あなたに売られた者を、六年間仕えさせた後、自由にしてあなたのもとから送り出さなければならない。しかし、あなたがたの先祖はわたしの言うことを聞かず、その耳を傾けなかった。

15 今日、あなたがたは立ち返って、わたしの目にかなう正しいことを行い、それぞれが友に自由を宣言し、わたしの前で契約を結んだ。その契約は、わたしの名がその上に呼ばれている家の中で結ばれたのである。

16 あなたがたは翻って、わたしの名を汚し、それぞれ自分のしもべを、また人それぞれ自分の女奴隷を、あなたがたが彼らの命のために自由に送り出した者たちを連れ戻し、彼らをあなたがたのしもべと女奴隷とするために従わせた。

17 それゆえ、主はこう言われる。あなたがたは、それぞれ自分の兄弟に、またそれぞれ自分の隣人に自由を告げることを、わたしの言うことを聞かなかった。見よ、わたしはあなたがたに自由を告げる、と主は宣言される。剣と疫病と飢饉に向かって、そして、わたしはあなたがたを地のすべての王国にとっておののきの動揺とする。

18 わたしは、わたしの契約を破り、わたしの前に結んだ契約の言葉を守らなかった人々を、子牛を二つに裂いてその部分の間を通った者たちのようにする。

19 ユダの長官たち、エルサレムの長官たち、宦官たち、祭司たち、そして地のすべての民、すなわち子牛の部分の間を通り過ぎた者たち。

20 彼らをその敵の手と、その命を求める者たちの手に渡す。彼らの死体は、天の鳥と地の獣の食物となる。

21 ユダの王ゼデキヤとその長官たちを、彼らの敵の手と、彼らの命を求める者たちの手に渡し、また、あなたがたの上に上って来るバビロンの王の力の手に渡す。

22 見よ、わたしは命じる、と主は宣言される。わたしは彼らをこの町に戻らせ、彼らはこれと戦い、これを取り、火で焼く。そして、ユダの町々を、住む者のいない荒廃とする。
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1 主からエレミヤに臨んだ言葉は、ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの日に、こう言われた。

2 レカブ人の家に行き、彼らに語りかけ、彼らを主の家の一つの小部屋に連れて行き、彼らにぶどう酒を飲ませよ。

3 そして私は、ハバツァンヤの子エレミヤの子ヤアザンヤと、その兄弟たちと、そのすべての子たち、そしてレカの家のすべての者を連れて行った。

4 私は彼らを主の宮に連れて行き、神の人であるイグダルヤの子カナンの子らの小部屋へ行った。それは長官たちの小部屋の隣にあり、鉢を守るシャルムの子マアセヤの小部屋の上にあった。

5 レカブの家の子らの前に、ぶどう酒の満ちた杯と杯を置き、彼らに言われた、「ぶどう酒を飲め」。

6 彼らは言った、「私たちはぶどう酒を飲みません。なぜなら、私たちの父レカブの子ヨナダブが私たちに命じて言われたからです。『あなたがたもあなたがたの子らも、永遠にぶどう酒を飲んではならない。』

7 家を建ててはならず、種を蒔いてはならず、ぶどう園を植えてはならず、それらはあなたがたのものとなってはならない。あなたがたはすべての日を天幕に住み、あなたがたがそこに寄留している地の面の上で、多くの日を生きるために。

8 我々は、我々の父レカブの子エホナダブの声に従い、彼が我々に命じられたすべてのことを守り、我々のすべての日々、我々自身も、我々の妻も、我々の子も、我々の娘も、ぶどう酒を飲まないようにした。

9 また、住むための家を建てず、ぶどう園も野も種も、私たちには持たないことでした。

10 私たちは天幕に住み、私たちの父ヨナダブが私たちに命じられたすべてのことを聞いて行った。

11 バビロンの王ネブカドネザルが地に上って来たとき、私たちは言った、「来なさい。カルデヤ人の力の前と、アラムの力の前から、エルサレムに行こう」と。そして私たちはエルサレムに住んだ。

12 主の言葉がエレミヤに臨んで言われた。

13 主は軍勢の神、イスラエルの神、こう言われた。「行って、ユダの人とエルサレムの住民に言え。『あなたがたは、わたしの言葉を聞くために訓戒を受け入れないのか。』と主の宣言である。

14 レカブの子エホナダブの言葉は守られ、彼がその子たちにぶどう酒を飲まないように命じたが、彼らはこの日まで飲まず、彼らの父の戒めに聞き従った。しかし、わたしはあなたがたに早くから繰り返し語ったのに、あなたがたはわたしに聞き従わなかった。

15 わたしはあなたがたに、わたしのしもべであるすべての預言者たちを、早くから繰り返し遣わして言われた。「どうか、それぞれが自分の悪い道から立ち返り、あなたがたの行いを良くせよ。他の神々に従って、それに仕えてはならない。わたしがあなたがたとあなたがたの父に与えた地に帰れ。」しかし、あなたがたは耳を傾けず、わたしに聞き従わなかった。

16 レカブの子エホナダブの子らは、その父が彼らに命じた戒めを守り続けたが、この民はわたしの言うことを聞かなかった。

17 それゆえ、万軍の神、イスラエルの神である主はこう言われた。「見よ、わたしはユダとエルサレムのすべての住民の上に、わたしが彼らについて語ったすべての悪を臨ませる。彼らに語ったのに彼らは聞かず、彼らを呼んだのに彼らは答えなかったからである。

18 家レカびとたちに、エレミヤに主の軍勢の神イスラエルの神がこう言われた。「あなたがたの父エホナダブの戒めに従い、そのすべての戒めを守り、あなたがたに命じられたすべてのとおりに行ったからだ。

19 それゆえ、万軍の主、イスラエルの神はこう言われた。「レカブの子ヨナダブには、わたしの前に立つ人が、すべての日々、断たれることはない。
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1 エホヤキム王の子ヨシヤの子であるユダの王エホヤキムの第四年に、この言葉が主からエレミヤに臨んだ。

2 あなたは巻物の書物を一つ取り、その巻物に、わたしがあなたに語ったすべての言葉、すなわちイスラエルとユダとすべての国々についての言葉を書き記せ。それは、ヨシヤの日々にわたしがあなたに語り始めた日から、この日に至るまでのすべての言葉である。

3 もしかすると、ユダの家は、わたしが彼らに対して行おうとしているすべての悪を聞き、それぞれが自分の悪い道から立ち返るかもしれない。そうすれば、わたしは彼らの咎と罪を赦すであろう。

4 エレミヤはネリヤの子バルクを呼び寄せ、バルクはエレミヤの口から、主が彼に語られたすべての言葉を書物の巻物に書き記した。

5 エレミヤはバルクに命じて言われた、「わたしは閉じ込められていて、主の家に行くことができない」。

6 あなたは行って、あなたがわたしの口から巻物に書き記した主の言葉を、断食の日に主の宮で民の耳に読み聞かせなさい。また、彼らの町々から来るすべてのユダの耳にも、あなたはそれを読み聞かせなさい。

7 彼らの嘆願が主の前に届き、それぞれが自分の悪い道から立ち返るかもしれません。主がこの民に告げられた顔と怒りは大きいからです。

8 バルクはネリヤの子であり、預言者エレミヤが彼に命じたすべてのことを行い、主の言葉を書物から主の家で読んだ。

9 ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの第五年、第九の月に、エルサレムのすべての民と、ユダの町々からエルサレムに来たすべての民が、主の前に断食を呼びかけられた。

10 バルクは、主の家の新しい門の入口にある上の庭で、書記官であるシャファンの子ゲマルヤの小部屋において、書物の中でエレミヤの言葉を、すべての民の耳に読んだ。

11 ミカヤは、シャファンの子ゲマルヤの子であり、書物の上から主のすべての言葉を聞いた。

12 王の家から書記官の小部屋へ下って行った。すると、そこにはすべての長官たちが座っていた。書記官エリシャマ、シェマヤの子デラヤ、アクボルの子エルナタン、シャファンの子ゲマルヤ、ハナニヤの子ゼデキヤ、そしてすべての長官たちがいた。

13 ミカヤは、バルクが書物を民の耳に読んだときに聞いたすべての言葉を彼らに告げた。

14 すべての長官たちは、バルクのもとに、クシの子シェレミヤの子ネタニヤの子であるエフディを遣わして、言わせた。「あなたが民の耳に読んだあの巻物を、あなたの手に取って、来なさい。」そこで、ネリヤの子バルクは、その巻物を自分の手に取り、彼らのもとへ行った。

15 彼らは彼に言った、「どうか座って、私たちの耳にそれを読んでください」。バルクは彼らの耳にそれを読んだ。

16 彼らがこれらのすべての言葉を聞いたとき、互いに恐れ合い、バルクに言った、「我々は必ず王にこれらのすべての言葉を告げよう」。

17 彼らはバルクに尋ねて言った、「どうぞ私たちに告げてください。あなたはどのようにして、これらすべての言葉を彼の口から書き記したのですか。

18 バルクは彼らに言った、「彼の口がこれらすべての言葉を私に読み上げ、私はインクで書物に書き記した」。

19 長官たちはバルクに言った、「行け、あなたとエレミヤは身を隠せ。そして、人があなたたちがどこにいるかを知ってはならない」。

20 彼らは王の中庭に来て、その巻物を書記エリシャマの小部屋に預け、王の耳にすべての言葉を告げた。

21 王はエフディを遣わして巻物を取らせた。彼は書記エリシャマの小部屋からそれを取り、エフディは王の耳と、王の上に立っているすべての長官たちの耳にそれを読んだ。

22 王は第九の月に冬の家に座しておられたが、その前には炉が燃えていた。

23 エフディが三つの戸と四つを読むたびに、彼はそれを書記官の剃刀で切り裂き、炉の上の火の中に投げ入れた。巻物全体が炉の上の火の中で尽きるまで。

24 王と、これらのすべての言葉を聞いたすべてのしもべたちは、恐れもせず、自分の衣服を裂かなかった。

25 エルナタンとデラヤとゲマルヤもまた、その巻物を焼かないように王に願い出たが、王は彼らの言うことを聞かなかった。

26 王は、メレクの子エラフメエルと、アズリエルの子セラヤと、アブデエルの子シェレミヤに、書記官バルクと預言者エレミヤを捕らえるよう命じられた。しかし、主は彼らを隠された。

27 主の言葉がエレミヤに臨んだ。王が巻物と、バルクがエレミヤの口から書き記した言葉を焼いた後に、こう言われた。

28 再び取り、あなたのために別の巻物を取り、その上に、最初の巻物にあったすべての言葉、すなわちユダの王エホヤキムが焼いた最初の巻物にあったすべての言葉を書き記せ。

29 ユダの王エホヤキムについては、あなたはこう言いなさい。主はこう言われる。「あなたはこの巻物を焼いて、『なぜあなたはそこに、バビロンの王が必ず来て、この地を滅ぼし、そこから人と獣を絶ち絶つと書いたのか』と言った。

30 それゆえ、主はユダの王エホヤキムについてこう言われた。「彼にはダビデの王座に座る者がいないであろう。彼の死体は、日には旱魃に、夜には氷にさらされるであろう。

31 わたしは彼とその子孫とそのしもべたちに、彼らの咎を報いる。そして、彼らとエルサレムの住民とユダのそれぞれの者に、わたしが彼らに告げたすべての悪をもたらす。彼らは聞かなかった。

32 エレミヤは別の巻物を取り、それを書記官ネリヤの子バルクに渡した。そしてバルクはエレミヤの口から、ユダの王エホヤキムが火で焼いた書物のすべての言葉を、その巻物に書き記した。さらに、それらに加えて、同じような多くの言葉が付け加えられた。

Jeremiah 37

1 ゼデキヤ王はヨシヤの子であり、エホヤキムの子コニヤの代わりに、バビロンの王ネブカドネザルがユダの地で王とした者である。

2 彼とそのしもべたち、そして地の民は、主が預言者エレミヤの手によって語られた言葉に耳を傾けなかった。

3 ゼデキヤ王は、シェレミヤの子エフカルと、祭司マアセヤの子ゼパニヤを、預言者エレミヤのもとへ遣わして言われた、「どうか、私たちのために、私たちの神、主に祈ってください」。

4 エレミヤは民の真ん中を行き来していたが、彼らは彼を牢獄の家に入れなかった。

5 ファラオの力がエジプトから出て来た。カルデヤ人たちはエルサレムを包囲していたが、その評判を聞いて、エルサレムから撤退した。

6 主の言葉が預言者エレミヤに臨んで言われた。

7 主、イスラエルの神はこう言われた。「あなたがたをわたしに遣わして、わたしに尋ねさせたユダの王に、こう言いなさい。見よ、あなたがたを助けるために出て来たファラオの力は、その地エジプトに帰って行く。

8 カルデヤ人は戻って来て、この町と戦い、それを取り、火で焼く。

9 主はこう言われた、「あなたがたの命を欺いて、『カルデヤ人は必ず私たちから去って行く』と言ってはならない。彼らは去って行かないからだ」。

10 たとえあなたがたが、自分たちと戦うカルデヤ人のすべての力を打ち、彼らのうちに刺し貫かれた人々が残っても、彼らはそれぞれ自分の天幕で立ち上がり、この町を火で焼く。

11 カルデヤ人の力がファラオの力の前でエルサレムから上って退いたとき、

12 エレミヤはエルサレムを出て、ベニヤミンの地へ行き、そこで民の真ん中で分け前を得ようとした。

13 彼がベニヤミンの門にいたとき、そこに保管の主人がいて、その名はイリヤ、シェレミヤの子、ハナニヤの子であった。彼は預言者エレミヤを捕まえて言った、「あなたはカルデヤ人に落ちるのだ」。

14 エレミヤは言った、「それは偽りだ。私はカルデヤ人のところへ落ちて行くのではない」。しかし彼はエレミヤの言うことを聞かなかった。そこでイリヤはエレミヤを捕まえ、彼を長官たちのところへ連れて行った。

15 長官たちはエレミヤに対して怒り、彼を打ち、彼を束縛の家、すなわち書記官ヨナタンの家に置いた。彼らは彼を獄の家にしたからである。

16 エレミヤが穴の家と小屋の中に入ったので、エレミヤはそこに多くの日々とどまった。

17 ゼデキヤ王は人を遣わして彼を連れて来させ、王は自分の家の隠れ場で彼に尋ねて言った、「主からの言葉はあるか」。エレミヤは言った、「ある」。そして言った、「あなたはバビロンの王の手に渡される」。

18 エレミヤは王ゼデキヤに言われた、「私はあなたとあなたのしもべたちとこの民に対して何の罪を犯したのでしょうか。あなたがたが私を獄の家に渡したのですから」。

19 あなたがたの預言者たちはどこにいるのか。彼らはあなたがたに告げて言った、「バビロンの王はあなたがたの上にも、この地の上にも来ない」と。

20 今、どうか我が主、王よ、私の嘆願があなたの前に受け入れられますように。どうか私を書記ヨナタンの家に戻さないでください。そこで死ぬことのないように。

21 ゼデキヤ王は命じられ、彼らはエレミヤを刑務所の中庭に預けた。そして、パン屋の外から毎日一つのパンを彼に与え、町からすべてのパンが尽きるまでそうした。エレミヤは刑務所の中庭に住んだ。

Jeremiah 38

1 シェファテヤ・マッタンの子、ゲダルヤ・パシュフルの子、ユカル・シェレミヤの子、そしてパシュフル・マルキヤの子は、エレミヤがすべての民に語った言葉を聞いた。

2 主はこう言われた。「この町にとどまる者は、剣と飢饉と疫病で死ぬ。しかし、カルデヤ人たちのところへ出て行く者は生き延び、その命は戦利品として彼に与えられ、彼は生きる。

3 主はこう言われた。「この町は必ずバビロンの王の力の手に渡され、彼はそれを取る。

4 長官たちは王に言った。「この人をどうか死なせてください。彼がこの町に残っている戦いの人の手と、すべての民の手を弱らせているからです。彼が彼らにこれらのことを語って。この人はこの民の平和を求めず、ただ悪のみを求めているのです。

5 王ゼデキヤは言われた、「見よ、彼はあなたがたの手の中にある。王はあなたがたに何の言葉もできないからだ」。

6 彼らはエレミヤを取り、王の子マルキヤの穴、すなわち刑務所の中庭にあるものに彼を投げ入れ、綱でエレミヤを下ろした。その穴には水がなく、ただ泥があるだけで、エレミヤは泥の中に沈んだ。

7 クシュ人の宦官であるエベデ・メレクという人、彼は王の家にいたが、彼らがエレミヤを穴に投げ入れたのを聞いた。その時、王はベニヤミンの門に座っていた。

8 エベデ・メレクは王の家から出て、王に言った。

9 我が主なる王よ、この人々は預言者エレミヤにしたすべてのことをもって悪を行いました。彼らは彼を穴に投げ入れました。そして彼はその下で飢饉の前で死ぬでしょう。なぜなら町にはもはやパンがないからです。

10 王はクシュ人のエベデ・メレクに命じて言われた、「あなたの手でここから三十人の人を取り、彼らが死ぬ前に、預言者エレミヤを穴から引き上げよ」。

11 エベデ・メレクはその人々を自分の手に取って、王の家の宝物庫の下に入り、そこから古い物のぼろきれと古い物のぼろ布を取り、それらを綱でエレミヤのいる穴に送り届けた。

12 クシュ人のエベデ・メレクはエレミヤに言った、「あなたの手の腋の下に、綱の下に、古い物のぼろきれとぼろ布を置きなさい」。エレミヤはそのようにした。

13 彼らは綱でエレミヤを引き上げ、彼を穴から上げた。そしてエレミヤは刑務所の中庭に留まった。

14 ゼデキヤ王は人を遣わして、預言者エレミヤを自分のところへ、主の宮にある第三の入口に連れて来させた。そして王はエレミヤに言われた、「わたしはあなたに一つの言葉を尋ねる。何もわたしに隠してはならない」。

15 エレミヤはゼデキヤに言われた、「もし私があなたに告げるなら、あなたは必ず私を殺すのではないか。また、もし私があなたに忠告しても、あなたは私の言うことを聞かないだろう」。

16 ゼデキヤ王はエレミヤに隠れ場で誓って言われた、「主は生きておられる。主が私たちにこの命を造られた。もし私があなたを殺すなら、またもし私があなたを、あなたの命を求めるこれらの人々の手に渡すなら、そのようになれ」。

17 エレミヤはゼデキヤに言われた、「イスラエルの神、軍勢の神、主はこう言われる。もしあなたがバビロンの王の長官たちのところへ出て行くなら、あなたの命は生き、この町は火で焼かれることはなく、あなたもあなたの家も生きるであろう」。

18 もしあなたがバビロンの王の長官たちのところへ出て行かなければ、この町はカルデヤ人の手に渡され、彼らはそれを火で焼く。そしてあなたも彼らの手から逃れることはできない。

19 王ゼデキヤはエレミヤに言われた、「私は、カルデヤ人に降伏したユダヤ人たちを恐れている。彼らが私を彼らの手に渡し、私を嘲弄するかもしれないからだ」。

20 エレミヤは言った、「彼らはあなたを渡さないでしょう。どうか、私があなたに語る主の声に聞き従ってください。そうすれば、あなたは幸せになり、あなたの命は生き長らえるでしょう。

21 もしあなたが進み出ることを拒むなら、主が私に示された言葉はこれである。

22 見よ、ユダの王の家に残されたすべての女たちは、バビロンの王の長官たちのもとへ連れ出された。彼女たちは言っている、「あなたの平和の人々があなたをそそのかし、あなたに打ち勝った。あなたの足は泥に沈み、彼らはうしろへ退いた」。

23 あなたのすべての妻とあなたの子らはカルデヤ人のところへ連れ出され、あなた自身は彼らの手から逃れることはできない。なぜなら、あなたはバビロンの王の手に捕らえられ、この町を火で焼くことになるからだ。

24 ゼデキヤはエレミヤに言われた、「この言葉をだれにも知られてはならない。そうすれば、あなたは死なないだろう」。

25 もし長官たちが、私があなたと話したことを聞いて、あなたのところに来て、あなたに言うなら、「私たちに、あなたが王に話したことを告げてください。私たちに隠さないでください。そうすれば、私たちはあなたを殺しません」と。また、王があなたに話したことも。

26 そして彼らに言われた、「私は王の前に嘆願を投げ出している。ヨナタンの家に私を戻さないために、そこで死なないように」。

27 すべての長官たちはエレミヤのところに来て、彼に尋ねた。彼は王が命じられたすべてのこれらの言葉のとおりに彼らに告げた。彼らは彼から黙ってしまった。その言葉は聞かれなかったからである。

28 エレミヤは、エルサレムが陥落した日まで刑務所の中庭に住んだ。そして、エルサレムが陥落した時、そのようになった。

Jeremiah 39

1 ユダの王ゼデキヤの第九年、第十の月に、バビロンの王ネブカドネザルとそのすべての力がエルサレムに来て、彼らはそれを包囲した。

2 ゼデキヤの第十一年、第四の月の九日に、町は破られた。

3 バビロンの王のすべての長官たちが来て、真ん中の門に座った。ネルガル・シャルエツェル、サムガル・ネボ、サルセキム、ラブ・サリス、ネルガル・シャルエツェル、ラブ・マグ、そしてバビロンの王の長官たちのすべての残りの者も。

4 ユダの王ゼデキヤとすべての戦いの人が彼らを見たとき、彼らは逃げ出し、夜のうちに町を出て、王の園の道を通り、二つの城壁の間の門から出て、荒野の道へと出て行った。

5 カルデヤ人の力は彼らの後を追い、エリコの荒野でゼデキヤに追いついた。彼らは彼を捕らえ、ハマテの地にあるリブラのバビロンの王ネブカドネザルのもとへ連れ上った。王は彼とさばきを語られた。

6 バビロンの王はゼデキヤの子たちをリブラで彼の目の前に殺し、ユダのすべての貴族たちもバビロンの王は殺した。

7 ゼデキヤの目をくらませ、青銅の鎖で彼を縛り、彼をバビロンへ連れて行こうとした。

8 カルデヤ人は王の家と民の家を火で焼き、エルサレムの城壁を打ち壊した。

9 町に残された残りの民と、彼に降伏した者たち、および残りの民を、料理人の長であるネブザルアダンはバビロンへ連れ去った。

10 民のうちの貧しい者たちで、何も持っていない者たちを、料理人の長ネブザルアダンはユダの地に残した。そして、その日に彼らにぶどう園と耕地を与えた。

11 バビロンの王ネブカドネザルは、エレミヤについて、料理人の長ネブザルアダンの手によって、こう言われた。

12 彼を連れて行き、あなたの目を彼の上に置け。そして、彼に何も悪いことをしてはならない。ただ、彼があなたに語るとおりに、彼に対してそうせよ。

13 ネブザルアダン、料理人の長、ネブシャズバン、ラブ・サリス、ネルガル・シャルエツェル、ラブ・マグ、そしてバビロンの王のすべての多い高官たちは、人を遣わされた。

14 彼らは人を遣わして、エレミヤを刑務所の中庭から連れ出し、彼をシャファンの子アヒカムの子ゲダルヤのところへ渡した。彼を家に連れて行くためであった。そして彼は民の真ん中に住んだ。

15 エレミヤに主の言葉が臨んだ。彼が刑務所の中庭に閉じ込められていたときのことである。

16 行って、クシュ人のエベデ・メレクに言え。「イスラエルの神、軍勢の主はこう言われる。見よ、わたしはこの町に、悪のためのわたしの言葉をもたらす。それは良いことのためではない。それらはその日に、あなたの前で実現する。

17 その日、わたしはあなたを救い出す、と主は宣言される。あなたは、その前でおびえている人々の手に渡されることはない。

18 確かに、わたしはあなたを必ず救い出し、あなたは剣に倒れることはない。あなたの命はあなたにとって戦利品となる。あなたがわたしに信頼したからである。──主の宣言。

Jeremiah 40

1 主からエレミヤに臨んだ言葉。ネブザルアダン、多い料理人の長が、彼をラマから送り出した後、彼を鎖で縛ったまま、バビロンへ捕囚として連れて行かれたすべてのエルサレムとユダの捕囚の真ん中にいた時に、この言葉があった。

2 料理人の長はエレミヤを連れ去り、彼に言われた、「あなたの神、主はこの場所にこの悪を告げられた」。

3 主は、語られたとおりに、それを臨ませ、行われた。あなたがたが主に対して罪を犯し、その声に聞き従わなかったからである。この言葉があなたがたに臨んだのである。

4 そして今、見よ、わたしは今日あなたをあなたの手にある鎖から解き放った。もしあなたがわたしと共にバビロンへ行くのが良いとあなたの目にかなうなら、行け。わたしはあなたに目を留めよう。しかし、もしあなたがわたしと共にバビロンへ行くのが悪いとあなたの目にかなうなら、やめよ。見よ、すべての地はあなたの前にある。あなたの目に良いとかなう所、正しいとかなう所へ行け。そこへ行け。

5 彼がまだ戻らないうちに、戻れ、バビロンの王がユダの町々に任命した、シャファンの子アヒカムの子ゲダルヤのもとへ行き、彼と共に民の真ん中に住め。あるいは、あなたの目に正しいと思われるすべての場所へ行くがよい。そして、多い料理人の長は彼に食物と贈り物を与え、彼を送り出した。

6 エレミヤは、アヒカムの子ゲダルヤのもとへミツパに来て、その地に残された民の真ん中で彼とともに住んだ。

7 野にいるすべての力ある長官たちとその人々は、バビロンの王がアヒカムの子ゲダルヤを地に任命したこと、また彼と共に、バビロンに連れ去られなかった地の貧しい者たちから、人々と女たちと幼子たちを任命したことを聞いた。

8 彼らはミツパのゲダルヤのところに来た。イシュマエル、ネタニヤの子、ヨハナンとヨナタン、カレアの子ら、セラヤ、タンフメテの子、ネトファ人エファイの子ら、そしてマアカ人の子エザニヤ、彼らとその人々が。

9 シャファンの子アヒカムの子ゲダルヤは、彼らとその人々に誓って言われた、「カルデヤ人に仕えることを恐れるな。地に住み、バビロンの王に仕えよ。そうすれば、あなたがたは良くなるであろう」。

10 私は、見よ、カルデヤ人が私たちのところに来る時に彼らの前に立つためにミツパに住んでいる。あなたがたは、ぶどう酒と夏の果物と油を集めて、それを自分の器に入れ、あなたがたが捕らえた町々に住みなさい。

11 また、モアブにいるユダヤ人、アンモンの子らの中にいる者、エドムにいる者、そしてすべての地にいる者も、バビロンの王がユダに残りの者を与え、彼らの上にシャファンの子アヒカムの子ゲダルヤを任命されたことを聞いた。

12 すべてのユダヤ人は、彼らが追いやられたすべての場所から帰って来て、ユダの地、ミツパのゲダルヤのもとへ来た。そして彼らは、非常に多くのぶどう酒と夏の果物を集めた。

13 ヨハナン、カレアの子、および野にいるすべての力の長官たちは、ミツパのゲダルヤのもとへ来た。

14 彼らは彼に言った、「バアリス、アンモンの子らの王が、ネタニヤの子イシュマエルを遣わして、あなたの命を打ち取らせようとしているのを、あなたは確かに知っているのか」。しかし、アヒカムの子ゲダルヤは彼らを信じなかった。

15 ヨハナンはカレアの子であるが、ゲダルヤにミツパの隠れ場でひそかに言った、「どうか私が行って、ネタニヤの子イシュマエルを打ちます。そして、だれも知る者はありません。なぜ彼があなたの命を打つのか。そして、あなたのもとに集められたすべてのユダの者たちは散らされ、ユダの残りの者は滅びてしまうでしょう」。

16 アヒカムの子ゲダルヤはカレアの子ヨハナンに言われた、「このことをしてはならない。あなたがイシュマエルについて言っていることは偽りである」。
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1 第七の月に、王権の子孫であり王の多い者であるエリシャマの子ネタニヤの子イシュマエルが、十人の人々と共に、アヒカムの子ゲダルヤのもとへミツパに来た。そして彼らはそこでミツパで共にパンを食べた。

2 イシュマエルはネタニヤの子であり、彼と共にいた十人の人々が立ち上がり、アヒカムの子でシャファンの子であるゲダルヤを剣で打ち、彼を殺した。彼はバビロンの王が地に任命した者であった。

3 また、ミツパでゲダルヤと共にいたすべてのユダヤ人と、そこにいたカルデヤ人の戦いの人々をも、イシュマエルは打ち殺した。

4 翌日、ゲダルヤを殺したその日に、まだ誰も知らない人がいなかった。

5 シェケムから、シロから、サマリアから八十人の人が来た。ひげを剃り、衣服を裂き、身を傷つけていた。彼らの手には献げ物と乳香があり、主の家に携えて行こうとしていた。

6 イシュマエル、ネタニヤの子は、ミツパから彼らを迎えに出て、泣きながら歩いて行った。そして、彼らに会ったとき、彼らに言った、「アヒカムの子ゲダルヤのところへ来なさい」。

7 彼らが町の真ん中に入ったとき、ネタニヤの子イシュマエルは、彼らを穴の真ん中で殺した。彼と彼と共にいた人々が。

8 十人の者が彼らの中に見いだされた。彼らはイシュマエルに言った、「私たちを殺さないでください。私たちには野に隠された宝、小麦、大麦、油、蜂蜜があるからです」。そこで彼は思いとどまり、彼らの兄弟たちの真ん中で彼らを殺さなかった。

9 イシュマエルがゲダルヤの手で打ち殺したすべての人の死体を投げ入れた穴は、イスラエルの王バシャの前からアサ王が造ったものであった。それをイシュマエル、ネタニヤの子は、殺された者たちで満たした。

10 イシュマエルはミツパにいた民の残りの者すべて、すなわち王の娘たちと、ネブザルアダンという多くの料理人の長がアヒカムの子ゲダルヤに委ねたミツパに残っていたすべての民を捕らえ、ネタニヤの子イシュマエルは彼らを捕らえて、アンモンの子らのもとへ渡って行った。

11 ヨハナン・子・カレアと、彼と共にいるすべての力の長官たちは、ネタニヤの子イシュマエルが行ったすべての悪を聞いた。

12 彼らはすべての人を連れて、ネタニヤの子イシュマエルと戦うために行った。そして、ギブオンにある多くの水のところで彼を見つけた。

13 すべての民が、イシュマエルと共にいた者たちが、カレアの子ヨハナンと、彼と共にいたすべての力の長官たちを見たとき、彼らは喜んだ。

14 すべての民は、イシュマエルがミツパから連れ戻した者たちであったが、彼らは向きを変え、戻って、カレアの子ヨハナンのもとへ行った。

15 イシュマエルはネタニヤの子であるが、ヨハナンの前から八人の人とともに逃げ延び、アンモンの子らのところへ行った。

16 カレアの子ヨハナンと彼と共にいるすべての力の長官たちは、ネタニヤの子イシュマエルがアヒカムの子ゲダルヤを撃った後にミツパから連れ戻した民のすべての残りの者、すなわち戦いの人々である男たち、女たち、幼子たち、宦官たちを、ギブオンから連れ戻した者たちを取った。

17 彼らは行って、ベツレヘムの近くにあるキムハムの居住に住んだ。エジプトに入るために行こうとして。

18 カルデヤ人の前を恐れたからである。イシュマエルがネタニヤの子アヒカムの子ゲダルヤを殺したからであり、そのゲダルヤはバビロンの王が地に任命した者であった。

Jeremiah 42

1 すべての力の長官たち、およびカレアの子ヨハナン、ホシャヤの子エザニヤ、そしてすべての民、小さい者から大きい者までが近づいた。

2 預言者エレミヤに彼らは言われた、「どうか私たちの嘆願があなたの前に受け入れられますように。そして、あなたの神、主に私たちのために祈ってください。このすべての残りの者のために。なぜなら、私たちは多くの中から少しだけ残されたからです。あなたの目が私たちを見ておられるように。

3 あなたの神、主が、私たちがその道を歩むべき道と、私たちがなすべきことを、私たちに示してくださいますように。

4 預言者エレミヤは彼らに言われた、「私は聞きました。見よ、私はあなたがたの神、主にあなたがたの言葉どおりに祈っています。主があなたがたに答えられるすべての言葉を、私はあなたがたに告げます。私はあなたがたに何一つ言葉を隠しません」。

5 彼らはエレミヤに言った、「主が私たちの間に、真実で忠実な証人となられますように。もし私たちが、あなたの神である主があなたを通して私たちに送られるすべての言葉のとおりに行わないならば。

6 善いことであれ悪いことであれ、私たちがあなたをその方のもとへ遣わす私たちの神、主の声に聞き従います。それは、私たちが私たちの神、主の声に聞き従うならば、私たちにとって良くなるためです。

7 十日の終わりになって、主の言葉がエレミヤに臨んだ。

8 彼はヨハナン、カレアの子、および彼と共にいるすべての力の長官たち、そして小さな者から大きな者に至るまで、すべての民を呼んだ。

9 彼は彼らに言われた、「あなたがたがわたしをその前に送って、あなたがたの嘆願をその前にささげさせたイスラエルの神、主はこう言われる。

10 もしあなたがたがこの地にとどまるなら、わたしはあなたがたを建て直し、壊さない。あなたがたを植え、抜かない。わたしがあなたがたにした悪について、わたしは悔いているからである。

11 バビロンの王の顔を恐れるな。あなたがたがその顔を恐れているのだ。彼を恐れるな、と主は宣言される。あなたがたと共にわたしがいて、あなたがたを救い、彼の手からあなたがたを救い出すからだ。

12 わたしはあなたがたにあわれみを与え、あなたがたをあわれみ、あなたがたをあなたがたの地に帰らせる。

13 もしあなたがたが、「私たちはこの地に住まない」と言って、あなたがたの神、主の声に聞き従わないのであれば、

14 いや、むしろエジプトの地に行こう。そこでは戦いを見ず、角笛の声も聞かず、パンに飢えることもなく、そこに住もう」と言って。

15 それゆえ今、ユダの残りの者よ、主の言葉を聞け。万軍の主、イスラエルの神はこう言われる。「もしあなたがたが、エジプトへ行くためにあなたがたの前を向けて、そこに寄留しようとして行くならば、

16 あなたがたが恐れている剣は、エジプトの地で、そこであなたがたに追い迫るであろう。あなたがたが心配している飢饉も、エジプトで、そこであなたがたの後にまとわりつき、そこで、あなたがたは死ぬであろう。

17 エジプトに行ってそこに寄留しようと顔を向けたすべての人は、剣と飢饉と疫病で死ぬ。そして、わたしが彼らに臨ませる悪のゆえに、彼らには残りの者も逃亡者もいない。

18 主なる軍勢の神、イスラエルの神はこう言われた。「わたしの怒りとわたしの憤りがエルサレムの住民の上に注がれたように、あなたがたがエジプトに入るとき、わたしの怒りはあなたがたの上に注がれる。あなたがたは呪いとなり、驚きとなり、のろいとなり、恥辱となる。あなたがたは再びこの場所を見ることはない。

19 主はあなたがた、ユダの残りの者について言われた。「エジプトへ行ってはならない。あなたがたがこの日に、わたしがあなたがたに対して証ししたことを、よく知っているがよい。

20 あなたがたは自分の命を欺いた。あなたがたがわたしをあなたがたの神、主のもとに遣わして言った、「わたしたちのために主、わたしたちの神に祈ってください。そして、わたしたちの神、主が言われるすべてのことを、そのとおりにわたしたちに告げてください。わたしたちは行います」と。

21 今日、私はあなたがたに告げた。しかし、あなたがたはあなたがたの神、主の声に聞き従わず、主が私をあなたがたに遣わされたすべてのことにも従わなかった。

22 今、あなたがたは確かに知るであろう。剣と飢饉と疫病によって、あなたがたは死ぬ。あなたがたがそこに住むために行こうと望んだ場所で。
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1 エレミヤが、彼らの神である主が彼に遣わされたすべての言葉を、すべての民に語り終えたとき、すなわち、これらすべての言葉を語り終えたとき、

2 ホシャヤの子アザルヤとカレアの子ヨハナン、およびすべての高慢な人々はエレミヤに言った、「あなたは偽りを語っている。私たちの神、主はあなたを遣わして、『エジプトに行ってそこに寄留してはならない』とは言われなかった」。

3 実にバルク、ネリヤの子が、あなたを我々に対してそそのかしているのだ。それは、我々をカルデヤ人の手に渡して、我々を殺し、我々をバビロンへ連れ去らせるためだ。

4 ヨハナンはカレアの子であり、すべての力の長官たちとすべての民は、ユダの地にとどまるために主の声に聞き従わなかった。

5 ヨハナンはカレアの子であり、すべての力の長官たちは、すべてのユダの残りの者を連れて行った。彼らは、ユダの地に寄留するために追いやられたすべての国々から戻って来た者たちである。

6 男たちと女たちと幼子たちと王の娘たち、そしてネブザルアダンという多くの料理人の長がゲダルヤ、アヒカムの子、シャファンの子に委ねたすべての魂、また預言者エレミヤと、ネリヤの子バルクを。

7 彼らはエジプトの地に来た。なぜなら、彼らは主の声に聞き従わなかったからである。そして、彼らはタハパネスにまで来た。

8 主の言葉がタハパネスにおいてエレミヤに臨んだ。

9 あなたの手に大きな石を取り、それをタハパネスにあるファラオの家の入口のれんががまの粘土の中に、ユダヤ人の人々の目の前で埋めなさい。

10 あなたは彼らに言われた。「万軍の主、イスラエルの神はこう言われる。見よ、わたしはわたしのしもべバビロンの王ネブカドネザルを遣わし、彼の王座を、わたしが隠したこれらの石の上に置く。彼はその王の天幕をそれらの上に張る。

11 そして彼はエジプトの地を打たれる。死に定められた者は死に、捕虜に定められた者は捕虜となり、剣に定められた者は剣に倒れる。

12 私はエジプトの神々の宮に火を放ち、それらを焼き、それらを奪い去る。そして羊飼いが自分の衣服を身にまとうように、エジプトの地を身にまとう。彼はそこから平和のうちに出て行く。

13 彼はエジプトの地にあるベテ・シェメシュの石柱を打ち砕き、エジプトの神々の家々を火で焼かれる。

Jeremiah 44

1 エレミヤに臨んだ主の言葉は、エジプトの地に住むすべてのユダヤ人、すなわちミグドルとタハパネスとノフに住む者たち、そしてパトロスの地に住む者たちに臨んだものであった。

2 主は軍勢の神、イスラエルの神、こう言われた。「あなたがたは、わたしがエルサレムとユダのすべての町に臨ませたすべての悪を見た。見よ、それらは今日、荒廃となり、そこには住む者がいない。

3 彼らの悪の前のゆえに、それは彼らがわたしを怒らせるために行ったものであり、他の神々に仕えるために香をたきに行くことであった。その神々は、あなたがたもあなたがたの先祖も知らなかったものである。

4 わたしはあなたがたに、わたしのすべてのしもべである預言者たちを、早くから繰り返し遣わして言わせた。「どうか、この忌み嫌うべきもののことを行ってはならない。それはわたしが憎むことである。

5 彼らは聞かず、その耳を傾けず、自分たちの悪から離れて、他の神々に香をたくことをやめなかった。

6 わたしの怒りと憤りは注ぎ出され、ユダの町々とエルサレムの外で燃え上がった。それらは、今日のように荒廃と荒廃となった。

7 今、こうして万軍の神、イスラエルの神である主は言われた。「なぜあなたがたは、自分たちの命に大きな悪を行い、ユダの真ん中から人と女、幼子と乳飲み子を断ち絶えさせ、あなたがたに残りの者を残さないようにするのか。

8 あなたがたの手のわざによってわたしを怒らせ、あなたがたがそこに寄留しようとして入って行くエジプトの地で、他の神々に香をたき、それによってあなたがたが断ち滅ぼされ、地のすべての国の間でのろいと恥辱となるために。

9 あなたがたは、あなたがたの先祖の悪と、ユダの王たちの悪と、その妻たちの悪と、あなたがた自身の悪と、あなたがたの妻たちの悪とを忘れたのか。それらの悪は、ユダの地とエルサレムの外で行われたものである。

10 彼らはこの日に至るまでへりくだらず、私の律法にも私の定めにも従わなかった。それは、私があなたがたの前とあなたがたの先祖の前に置いたものである。

11 それゆえ、万軍の主、イスラエルの神はこう言われた。「見よ、わたしはあなたがたに顔を向けて、悪をもたらし、すべてのユダを断ち滅ぼす。

12 そして、わたしはエジプトの地に住むためにそこへ行こうとその前を向けたユダの残りの者を取る。彼らはすべてエジプトの地で滅び尽くし、剣と飢饉によって倒れる。小さな者から大きな者まで、剣と飢饉によって死ぬ。彼らは呪いと驚きとのろいと恥辱となる。

13 わたしは、エジプトの地に住む者たちを、エルサレムに臨ませたように、剣と飢饉と疫病をもって臨ませる。

14 そして、エジプトの地に寄留しようとして来たユダの残りの者には、逃亡者も残りの者もいないであろう。彼らはユダの地に帰ろうとして、そこに住むために自分の命をささげているが、彼らは帰らない。ただ逃亡者たちだけが帰る。

15 すべての妻たちが他の神々に香をたいたことを知っているすべての人々と、そこに立っているすべての妻たち、すなわち大きな集会、そしてエジプトの地、パトロスに住むすべての民は、エレミヤに答えて言った。

16 あなたが主の名において私たちに語ったその言葉は、私たちはあなたに聞き従いません。

17 私たちは口から出たすべてのことを必ず行い、天の女王に香をたき、彼女に注ぎの供え物を注ぐ。それは、私たちと私たちの父、私たちの王、私たちの長官が、ユダの町々とエルサレムの外で行ったとおりである。そして私たちはパンに満ち足り、良い者となり、悪を見ることはなかった。

18 そして、私たちが天の女王に香をたき、彼女に注ぎの供え物を注ぐことをやめた時から、私たちはすべてのものが欠乏し、剣と飢饉によって滅び果てた。

19 そして、私たちが天の女王に香をたき、彼女に注ぎの供え物を注ぐとき、私たちの夫なしで、彼女を悲しませるための菓子を作り、彼女に注ぎの供え物を注いだのでしょうか。

20 エレミヤはすべての民に、男たちにも、女たちにも、そして彼にこの言葉で答えたすべての民に言われた。

21 あなたがたとあなたがたの父たち、あなたがたの王たちとあなたがたの長官たち、そして地の民が、ユダの町々とエルサレムの外でささげた薫香を、主は覚えておられ、それは主の心に上ったのではなかったか。

22 主は、あなたがたの行いの悪の前と、あなたがたが行った忌み嫌うべきものの前で、もはや耐えられなかった。それであなたがたの地は荒廃と驚きとのろいとなり、今日のように住む者がいなくなった。

23 あなたがたが主に香をたき、主に罪を犯し、主の声に聞き従わず、その律法にも、その定めにも、その証言にも歩まなかった前のゆえに、この悪が、この日のとおりに、あなたがたに臨んだのだ。

24 エレミヤはすべての民とすべての女たちに言われた、「エジプトの地にいるすべてのユダよ、主の言葉を聞け」。

25 こうして主、軍勢の神、イスラエルの神は言われた。「あなたがたとあなたがたの妻たちは、自分の口で語り、自分の手で満たして、『われわれは、天の女王に香をたき、彼女に注ぎの供え物を注ぐという誓いを必ず果たす』と言った。あなたがたは自分の誓いを必ず立て、自分の誓いを必ず果たせ。

26 それゆえ、主の言葉を聞け、エジプトの地に住むすべてのユダよ。見よ、わたしは自分の大いなる名によって誓った、と主は言われる。もしエジプトのすべての地で、ユダのすべての人の口に、わたしの名が再び呼ばれることがあり、『生ける主なる神は生きておられる』と言うことがあるならば。

27 見よ、わたしは彼らに目を注いで、悪をもたらし、善をもたらさない。そして、エジプトの地にいるすべてのユダの人々は、剣と飢饉によって滅び尽くすまで、終わるであろう。

28 剣の逃亡者たちは、エジプトの地からユダの地へ、わずかな数の人々として帰って来る。そして、エジプトの地に滞在するために来たユダのすべての残りの者は、私と彼らのうちの誰の言葉が立つのかを知るであろう。

29 これはあなたがたへのしるしである、と主は宣言される。わたしがこの場所であなたがたを罰するからである。それは、わたしの言葉があなたがたに対して悪のために必ず成り立つことを、あなたがたが知るためである。

30 主はこう言われる。「見よ、わたしはエジプトの王パロ・ホフラを、その敵の手と、その命を求める者たちの手に渡す。ちょうど、ユダの王ゼデキヤを、その敵であり、その命を求める者であるバビロンの王ネブカドネザルの手に渡したように。

Jeremiah 45

1 預言者エレミヤがネリヤの子バルクに語った言葉。彼がエレミヤの口からこれらの言葉を書物に書き記したのは、ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの第四年のことであった。

2 主はイスラエルの神、こう言われた、「バルクよ、あなたについて。

3 ああ、どうか私に災いが臨みますように。主が私の痛みに悲しみを加えられたからです。私は自分の嘆きによって疲れ果て、憩いを見いだせませんでした。

4 彼にこう言いなさい。「主はこう言われる。『見よ、わたしが建てたものを、わたし自身が打ち壊し、わたしが植えたものを、わたし自身が引き抜く。そして、そのすべての地についても、そうする。』

5 あなたは自分のために大きなことを求めるのか。求めてはならない。見よ、わたしはすべての肉に悪をもたらす、と主は宣言される。しかし、あなたには、あなたが行くすべての場所で、あなたの命を戦利品として与える。

Jeremiah 46

1 主の言葉が預言者エレミヤに臨んだ。それは諸国の上についてであった。

2 エジプトについて、エジプトの王パロ・ネコの力について、彼はユーフラテス川のほとりのカルケミシュにいたが、バビロンの王ネブカドネザルが彼を打ち破った。それは、ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの第四年に起こった。

3 盾を整えよ、また大盾を、そして戦いへ近づけ。

4 馬を繋ぎ、騎兵は上れ。かぶとを着けて立ち構えよ。槍を磨き、鎖かたびらを着よ。

5 なぜ私は彼らを見たのか。彼らはおじけづき、うしろへ退き、その勇士たちは打ち砕かれ、避難所へ逃げたが、振り返らなかった。周囲に恐れがある、と主の宣言がある。

6 逃げる者は逃げるな、勇士も逃れ去るな。北のユーフラテス川の手のほとりで、彼らはつまずき、倒れた。

7 これは何者か、ナイル川のように昇り、その水は川々のように激しく騒ぐ者は。

8 エジプトはナイル川のように上り、川々のように水は揺れ動く。そして彼は言った、「私は上って地を覆い、町とその中の住民を滅ぼそう」。

9 馬よ、上れ。戦車よ、狂い回れ。勇士たちよ、出でよ。クシュとプトは盾を取る者、ルディムは弓を引く者たちだ。

10 その日は、万軍の神、主の日、その苦しみから復讐するための復讐の日である。剣は食らい、満ち足り、彼らの血で酔いしれる。なぜなら、万軍の神、主のいけにえが、北の地、ユーフラテス川のほとりにあるからである。

11 ギレアデに上り、香油を取りなさい、処女の娘エジプトよ。虚偽の薬を多く用いたが、あなたには導水路がない。

12 国々はあなたの恥辱を聞き、あなたの叫びで地は満ちた。勇士は勇士に打ち負かされ、二人は共に倒れた。

13 主が預言者エレミヤに語られた言葉。バビロンの王ネブカドネザルがエジプトの地を打つために来ることについて。

14 エジプトで告げ知らせ、ミグドルで聞かせ、ノフとタハパネスでも聞かせよ。言え、「立ち構え、身を備えよ。あなたの周囲を剣が食い尽くすからだ」と。

15 なぜあなたの勇士たちは打ち倒されたのか。彼は立つことができなかった。主が彼を押し倒されたからだ。

16 倒れる者が多く、人も友に倒れかかった。彼らは言った、「立って、われわれの民のところへ、われわれの生まれの地へ帰ろう。虐げる者の剣の前から逃れよう」。

17 彼らはそこで叫んだ、「エジプトの王ファラオは騒音にすぎず、定めの時を過ぎ越させた」。

18 わたしは生きている、と王なる主、その名を万軍の主と宣言される方が言われる。確かに、タボルが山々のうちにあり、カルメルが海のうちにあるように、彼は来る。

19 捕囚の器を自分で用意せよ、エジプトの娘よ、そこに住む者よ。ノフは驚きとなり、焼き尽くされて、住む者もいなくなるからだ。

20 エジプトは美しい雌牛である。滅びが北から来た、来た。

21 その雇われた者たちもその内側にいて、肥えた牛の子牛のようだ。彼らもまた向きを変え、共に逃げ、立ち向かわなかった。彼らの災いの日が彼らに臨み、彼らの監督の時が来たからだ。

22 その声は蛇のように進む。彼らは力をもって進み、斧をもって木を切る者のように彼女に臨む。

23 主の宣言により、彼らの森を切り倒せ。それは探り尽くせないからだ。いなごよりも多く、彼らには数がないからだ。

24 エジプトの娘は恥をかかされた。彼女は北の民の手に渡された。

25 主、軍勢の神、イスラエルの神はこう言われた。「見よ、わたしはノのアモンに臨み、ファラオとエジプトとその神々とその王たちに臨み、ファラオと彼に頼る者たちにも臨む。

26 わたしは彼らを、その命を求める者たちの手と、バビロンの王ネブカドネザルの手と、そのしもべたちの手に渡す。しかしその後、彼女は昔の日の東のように住む、と主は宣言される。

27 あなたは、わたしのしもべヤコブよ、恐れるな。イスラエルよ、おののくな。見よ、わたしはあなたを遠くから、あなたの子孫をその捕虜の地から救い出す。ヤコブは帰って来て、安らかに、穏やかになり、恐れさせる者はない。

28 あなたは恐れるな。わたしのしもべヤコブよ。主の宣言。わたしがあなたと共にいるからだ。わたしはあなたを追いやったすべての国々に終わりをもたらすが、あなたには終わりをもたらさない。しかし、わたしはあなたをさばきをもって懲らしめ、決して罰せずにはおかない。

Jeremiah 47

1 主の言葉が預言者エレミヤに臨んだ、ペリシテ人について。ファラオがガザを打つ前に。

2 主はこう言われた。「見よ、水が北から上がって来て、あふれ流れる谷川となり、地とその満ち満ちているものを、町とそこに住む者たちを押し流す。人は叫び、地に住むすべての者は嘆き悲しむ。

3 その力ある馬の蹄の踏み鳴らしの声、その戦車の地震、その車輪の群衆の音によって、父たちは子たちの方を向かなかった。その手の弱さのゆえに。

4 ペリシテ人をすべて略奪するために来るその日のために、ツロとシドンのすべての助ける残りの者を断ち滅ぼすために。主がペリシテ人を、カフトルの島の残りの者を略奪されるからである。

5 禿げがガザに臨んだ。アシュケロンは沈黙し、彼らの谷の残りの者は絶たれた。いつまであなたは自分を傷つけるのか。

6 ああ、主の剣よ、いつまで休まないのか。お前の鞘に収まれ、剃刀となるな。静まり、黙れ。

7 どうしてあなたは静まっているのか。主がそれを命じられたのだ。アシュケロンと海の海岸に向かって、そこに彼女を定められたのだ。

Jeremiah 48

1 モアブについて、イスラエルの神、軍勢の主はこう言われた。「ああ、ネボに災いが及ぶ。それは荒らされたからだ。キリヤタイムは恥をかかされ、捕らえられた。高台は恥をかかされ、打ち砕かれた。

2 モアブの賛美はもはやない。ヘシュボンで彼らは彼女に対して悪を企てた。「行け、われわれは彼女を国から断ち滅ぼそう」と。マドメンよ、おまえも沈黙せよ。剣がおまえの後を追う。

3 ホロナイムからの叫びの声、大いなる略奪と破滅。

4 モアブは打ち砕かれた。彼女の叫びは聞こえた。

5 ルヒトの上り坂で、泣きながら上って行く泣きがある。ホロナイムの下り坂で、苦しみが破滅の叫びを聞いたからだ。

6 逃げよ、自分の命を救え。荒野の健康の茂みのようになれ。

7 あなたが自分のわざと自分の宝物庫を頼みにしたから、あなたも捕らえられる。ケモシュは捕囚として出て行く。その祭司たちと長官たちも共に。

8 荒らす者がすべての町に臨む、どの町も逃れられない。谷は滅び、平地は荒らされる。主がこう言われたのだ。

9 モアブに花を与えよ、必ず出て行くからだ。その町々は荒れ果てて、そこに住む者がいないゆえに、驚きとなるであろう。

10 主の仕事を欺きをもって行う者は呪われよ。また、その剣を血から遠ざける者も呪われよ。

11 モアブはその青春の時から安らかで、その澱の上に静かで、器から器へと注がれることがなく、捕囚の旅にも出なかった。それゆえ、その味わいは彼のうちに留まり、その香りは変わらなかった。

12 それゆえ、見よ、日々が来る、と主の宣言がある。そのとき、わたしは彼に傾ける者たちを送り、彼らは彼を傾け、その器を空にし、その瓶を砕く。

13 モアブはケモシュによって恥をかかされる。イスラエルの家がその確信としていたベテルによって恥をかかされたように。

14 どうしてあなたがたは言うのか、「われわれは勇士であり、戦いのための力ある人々だ」と。

15 モアブは略奪され、その町々は上って行き、その最良の若者たちは屠殺のために下って行った。その名が主、軍勢の主である王の宣言。

16 モアブの災いは近づいて来ており、その悪は非常に速く来る。

17 すべての周囲の者たちよ、彼のために嘆き悲しめ。彼の名を知るすべての者よ、言え、「力の杖、栄光の杖が、なんと砕かれたのか」と。

18 栄光から降りて来なさい、渇きの中に座る者よ、ディボンの娘である住む者よ。なぜなら、モアブを滅ぼす者があなたの上に上って来て、あなたの要塞を打ち壊したからだ。

19 道に立ち、見張れ、アロエルに住む者よ。逃げる者とのがれた者に問え、『何が起こったのか』と言え。

20 モアブは恥じた。打ち砕かれたからだ。泣き叫べ、叫べ。アルノンで告げ知らせよ、モアブは荒らされたと。

21 さばきは平地の地に臨んだ。ホロンとヤハツとメファテに。

22 またディボンに、またネボに、またベテ・デブラタイムに。

23 キリヤタイムの上に、ベテ・ガムルの上に、ベテ・バアル・メオンの上に。

24 ケリオテの上に、またボズラの上に、そしてモアブの地のすべての町々の上に、遠いものにも近いものにも。

25 モアブの角は折られ、その腕は砕かれた。主の宣言。

26 彼を酔わせよ、彼が主に向かって大きく振る舞ったからだ。モアブは自分の嘔吐物にまみれ、彼自身もまた嘲笑の的となる。

27 イスラエルよ、あなたにとって嘲笑ではなかったのか。もし盗人の中に見いだされたなら、あなたの言葉が彼について十分に語られるたびに、あなたは頭を振るではないか。

28 町々を捨てて岩に住め、モアブの住民よ。そして、穴の口の向こう側に巣を作る鳩のようであれ。

29 私たちはモアブの誇りを聞いた。それは非常に高慢であり、その高慢とその誇りとその誇りとその心の高慢を。

30 私は知っている、主の宣言、彼の激しい怒りは正しくない、彼の偽りは正しくないことを行った。

31 それゆえ、モアブのためにわたしは嘆き、モアブのすべてのために叫ぶ。キル・ハレセテの人々のために、わたしはうめく。

32 ヤゼルの泣きをもって、わたしはあなたのために泣く。シブマのぶどうの木よ。あなたの物見やぐらは海を越え、ヤゼルの海にまで達した。あなたの夏とあなたの収穫の上に、略奪者が襲いかかった。

33 喜びと楽しみは穀物の穂から、モアブの地から取り去られた。わたしはぶどう酒ぶねからぶどう酒を絶ち止めた。踏む者は叫び声をあげることはない。叫び声は、叫び声ではない。

34 ヘシュボンの叫びからエルアレまで、ヤハツまで、彼らは声を上げた。ゾアルからホロナイムまで、第三のものの雌牛まで。なぜなら、ニムリムの水さえも荒廃となるからだ。

35 私はモアブのために高台に上る者とその神に香をたく者を絶ち止める、と主は宣言される。

36 それゆえ、わたしの心はモアブのために笛のように鳴り響く。わたしの心はキル・ハレセテの人々のために笛のように鳴り響く。それゆえ、彼らの富は失われた。

37 すべての頭は禿げ、すべてのひげは剃り落とされ、すべての手には畝があり、腰には荒布をまとっている。

38 モアブのすべての屋根の上と、そのすべての広場には、すべて嘆きがある。わたしがモアブを、喜びのない器のように打ち砕いたからだ。主の宣言。

39 なんと彼らは叫び嘆いた。なんとモアブはうなじを向けて退いた。恥じ入り、モアブはそのすべての周囲にとって嘲笑と破滅となった。

40 主はこう言われる。「見よ、鷲のように舞い降り、その翼をモアブに向けて広げる。

41 ケリオテは陥落し、要塞は捕らえられた。その日、モアブの勇士たちの心は、苦しむ女の心のようになる。

42 モアブは民の中から滅ぼされた。彼が主に対して大きくふるまったからである。

43 恐れと穴とわなが、モアブの住民よ、あなたの上にある。主の宣言。

44 恐れの前から逃げる者は穴に落ちる。穴から上がる者はわなに捕らえられる。それは、わたしがモアブに、彼らの監督の年をもたらすからだ。主の宣言。

45 ヘシュボンの陰りに、力尽きた逃亡者たちは立っていた。なぜなら、火がヘシュボンから出て、炎がシホンの間から出て、モアブの隅と騒音の子らの頭頂を焼き尽くしたからだ。

46 災いだ、モアブよ。ケモシュの民は滅びた。あなたの子らは捕虜として連れ去られ、あなたの娘たちは捕虜として連れ去られたからだ。

47 しかし、終わりの日に、わたしはモアブの捕囚を元に戻す。主の宣言。ここまでがモアブのさばきである。

Jeremiah 49

1 アンモンの子らについて、主はこう言われた。「イスラエルには子がいないのか。彼には相続者がいないのか。なぜ彼らの王がガドを所有し、彼の民がその町々に住んでいるのか。

2 それゆえ、見よ、日々が来る、と主は宣言される。わたしはアンモンの子らのラバに戦いの叫びを聞かせる。ラバは荒廃の塚となり、その娘たちは火で焼かれる。イスラエルは自分を奪った者たちを奪い取る、と主は言われる。

3 ヘシュボンよ、泣き叫べ、アイは荒らされたからだ。ラバの娘たちよ、叫べ。荒布を腰に巻け、嘆き悲しめ、羊の囲いの中を走り回れ。彼らの王は捕囚の地へ行き、その祭司と長官も共に行くからだ。

4 なぜあなたは谷で誇るのか。あなたの谷は流れ出る。背を向ける娘よ。自分の宝物庫に頼る者よ。だれが私のところに来るだろうか。

5 見よ、わたしはあなたのすべての周囲から恐れをあなたに臨ませる。万軍の主なる神の宣言。あなたがたはそれぞれ自分の前へ追い散らされ、逃げる者を集める者はいない。

6 その後、わたしはアンモンの子らの捕囚を元に戻す、と主は宣言される。

7 エドムについて、軍勢の主はこう言われた。「テマンにはもはや知恵がないのか。賢い者たちから助言は失われ、彼らの知恵は腐ってしまった。

8 逃げ去れ、向きを変えよ、深く住み着け、デダンの住民よ。なぜなら、わたしはエサウの災いを彼の上に臨ませたからだ。それは、わたしが彼を顧みる時である。

9 もしぶどうを摘む者たちがあなたのところに来たなら、彼らはぶどうの取り残しを残さないだろう。もし盗人たちが夜に来たなら、彼らは自分の十分を損なうだけだ。

10 わたしはエサウを裸にし、その隠れ場を明らかにした。彼は隠れることができない。彼の子孫と兄弟と隣人は滅ぼされ、彼はもはやいない。

11 あなたのみなしごたちを、わたしは生かそう。あなたの未亡人たちは、わたしに拠り頼め。

12 主はこう言われる。「見よ、さばきを受けるべきでない者たちも杯を飲まねばならない。それなのに、あなただけが罰を免れるのか。あなたは決して免れない。必ず飲まねばならない。

13 わたしにかけて誓ったのだ、と主の宣言がある。ボズラは驚き、恥辱、旱魃、のろいのものとなり、そのすべての町は永遠の荒廃となる。

14 主から報道を聞いた。苦痛が国々に送られた。「集まって、彼女に攻め上れ。立ち上がって、戦いに臨め。

15 見よ、わたしはあなたを国々の中で小さくした。人の中で蔑まれた者とした。

16 あなたの恐ろしさは、あなたの心の高慢があなたを欺いた。岩の裂け目に住み、丘の高い所を捕らえる者よ、あなたが鷲のように巣を高くしても、そこからわたしはあなたを降ろす。主の宣言。

17 エドムは驚きとなり、その上を通るすべての者は驚き、そのすべての傷について口笛を吹くであろう。

18 主が言われた、ソドムとゴモラとその周囲の滅ぼしのように、そこには人が住まず、人の子はそこに寄留しない。

19 見よ、獅子がヨルダンの誇りから常緑の住まいへと上って来る。まことに、わたしは彼をそこから急いで追い払う。そして、だれを彼女の上に選んで任命しようか。まことに、だれがわたしのようであり、だれがわたしを呼び出して責めるのか。また、これは何者だ、わたしの前に立ち得る牧者とは。

20 それゆえ、主がエドムに対して立てられた助言と、テマンの住民に対して考えられた企てを聞け。彼らが羊の群れの若い者たちに引きずり出されないだろうか。彼らの住まいが彼らの上に荒らされないだろうか。

21 その倒れる者の声によって地は震えた。叫びは葦の海にまで聞こえ、その声が響いた。

22 見よ、鷲が上って来て舞い降り、その翼をボズラの上に広げる。その日、エドムの勇士たちの心は、苦しむ女の心のようになる。

23 ダマスコについて、ハマテとアルパデは恥を見た。彼らは悪い報道を聞いて溶け去った。海には憂いがあり、静まることはできない。

24 ダマスコは弱り果て、逃げるために向きを変えた。恐れがそれを捕らえた。苦難と綱が、産婦のようにそれを捕らえた。

25 なんと、賛美の町、私の喜びの町は見捨てられなかったのか。

26 それゆえ、その若者たちはその広場に倒れ、すべての戦いの人々はその日に血を流して死ぬ。これは万軍の主の宣言である。

27 私はダマスコの城壁に火を放ち、それはベン・ハダデの城を焼き尽くす。

28 ケダルと、バビロンの王ネブカドネザルが打ち破ったハツォルの王国について、主はこう言われた。「立って、ケダルに上って行き、東の子らを略奪せよ。

29 彼らの天幕と羊の群れは奪われ、彼らの幕とすべての器とらくだは彼らのために運び去られる。そして彼らに向かって「周囲に恐れがある」と叫ばれる。

30 逃げよ、ひどくさまよい去れ、深く住み着け、ハツォルの住民よ、主の宣言。なぜなら、バビロンの王ネブカドネザルがあなたがたに対して助言を企て、彼らについて企てを巡らせたからだ。

31 立ち上がれ、安全に住む穏やかな国に攻め上れ、と主の宣言がある。彼には戸もかんぬきもなく、彼らは孤独に住んでいる。

32 彼らのらくだは分捕り物となり、彼らの家畜の群衆は戦利品となる。わたしは彼らを、隅を切り落とされた者たちを、すべての風に散らす。そして、そのすべての向こう側から、彼らの災いをわたしはもたらす。主の宣言である。

33 ハツォルは海の怪物の住まいとなり、永遠に荒廃する。そこには人が住まず、人の子はそこに宿らない。

34 主の言葉が預言者エレミヤにエラムについて臨んだ。それはユダの王ゼデキヤの王国の初めにあった。

35 万軍の主はこう言われた。「見よ、わたしはエラムの弓、その力の初めを折る。

36 わたしはエラムに、天の四つの果てから四つの風を臨ませ、それらのすべての風に彼らを散らす。そして、その場所に来ない国はないであろう。エラムの追いやられた者たちは。

37 私はエラムを彼らの敵の前と、彼らの命を求める者たちの前に打ちのめし、彼らの上に私の顔の激しい怒りという悪をもたらす。主の宣言。そして私は彼らの後に剣を送り、彼らを絶ち滅ぼし尽くすまで。

38 わたしはエラムにわたしの王座を置き、そこから王と長官たちを滅ぼす。これは主の宣言である。

39 終わりの日に、わたしはエラムの捕囚を元に戻す、と主の宣言がある。

Jeremiah 50

1 主が預言者エレミヤの手によって、バビロンとカルデヤ人の地について語られた言葉。

2 国々の間に告げ知らせ、聞かせよ。旗を掲げよ。聞かせよ、隠すな。言え、「バビロンは捕らえられた。ベルは恥を見た。メロダクは打ちのめされた。彼女の偶像は恥を見た。彼女の偶像は打ちのめされた」と。

3 北から一つの国が彼女の上に上って来た。その国は彼女の地を驚きとし、そこには住む者がいない。人から獣に至るまで、彼らは去って行った。

4 その日々に、その時に、主の宣言、イスラエルの子らは、彼らとユダの子らは、共に来る。泣きながら歩いて行き、彼らの神、主を求める。

5 彼らはシオンへの道を尋ね、その顔はこちらを向いている。「来なさい。主に結び合わされよう。決して忘れられることのない永遠の契約を結ぼう。

6 羊の群れは失われた、わたしの民は。彼らの牧者たちは彼らを迷わせた。彼らは山から丘へとさまよって行き、自分の伏せ所を忘れた。

7 すべて彼らを見つけた者は彼らを食い尽くし、彼らの苦しみは言った、「我々は罪に問われない」と。それは彼らが主に対して罪を犯したからである。義の住まい、そして彼らの先祖の望みである主に対して。

8 バビロンの真ん中から逃げ出し、カルデヤ人の地から出て行け。羊の群れの前を行く雄やぎのようになれ。

9 見よ、わたしは北の地から多くの国の集会をバビロンに対して起こし、連れて来る。彼らはそこに戦列を敷き、彼女はそこから捕らえられる。彼の矢は、知恵ある勇士のようであり、空しく帰ることはない。

10 カルデヤ人は戦利品となる。彼女を略奪する者はみな満ち足りる。主の宣言。

11 あなたがたはわたしの相続地を奪う者として喜び、楽しんでいる。あなたがたは穀物を踏む雌牛のように跳ね回り、雄馬のようにいなないている。

12 あなたがたの母は大いに恥じ、あなたがたを産んだ者は辱められた。見よ、諸国の終わりは荒野、乾いた地、荒れ地である。

13 主の激しい怒りのゆえに、それは住まわれることはなく、そのすべては荒廃となる。バビロンの上を通り過ぎる者はみな、驚き、そのすべての傷のゆえに口笛を吹く。

14 バビロンに向かって周囲に陣を敷け、すべての弓を引く者よ。彼女に向かって射よ、矢を惜しむな。彼女は主に対して罪を犯したからだ。

15 周囲に向かって叫び声を上げよ。彼女は手を差し出した。彼女の土台は倒れ、彼女の城壁は崩れ去った。これは主の復讐である。彼女に復讐せよ。彼女が行ったように、彼女に行え。

16 バビロンから種を蒔く者を断ち切り、収穫の時に鎌を握る者も断ち切れ。迫害する者の剣の顔のゆえに、それぞれ自分の民に向かい、それぞれ自分の地に逃げる。

17 散らされた羊、イスラエルは、獅子たちが追い散らした。最初にアッシュルの王がこれを食べ、最後にバビロンの王ネブカドネザルがその骨を砕いた。

18 それゆえ、万軍の主、イスラエルの神はこう言われた。「見よ、わたしはバビロンの王とその地を罰する。わたしがアッシュルの王を罰したように。

19 イスラエルをその住まいに帰らせ、カルメルとバシャンで草を食べさせ、エフライムの山とギレアデでその命が満ち足りるようにする。

20 その日々に、その時に、主の宣言がある。イスラエルの咎は尋ねられても、それはない。ユダの罪も見いだされない。なぜなら、わたしが残す者たちを赦すからである。

21 地メラタイムに上れ、それに上れ、ペコデの住民に向かえ。彼らの後に剣で滅ぼし、完全に滅ぼせ。主の宣言だ。あなたに命じたすべてのことを行え。

22 地に戦いの声があり、大きな破滅がある。

23 なんと、全地の槌は断ち切られ、砕かれた。なんと、バビロンは国々の中で驚きとなった。

24 私はあなたに罠を仕掛けた、そしてあなたも捕らえられた、バビロンよ。しかしあなたは知らなかった。あなたは見つけ出され、また捕らえられた。なぜならあなたは主に挑みかかったからだ。

25 主はその宝物庫を開かれ、その憤りの器を取り出された。それはカルデヤ人の地において、万軍の神である主の仕事であるからだ。

26 終わりから彼女のところに来て、彼女の倉庫を開けよ。彼女を穀物の山のように積み上げ、彼女を聖絶せよ。彼女に残りの者がいてはならない。

27 そのすべての雄牛を屠殺に下らせよ。彼らに災いあれ。彼らの日、すなわち彼らの監督の時が来たからだ。

28 逃げる者と逃亡者の声がバビロンの地から、シオンにおいて我々の神、主の復讐を、その神殿の復讐を告げ知らせるために。

29 バビロンに向かって叫び上げよ、すべての弓を引く射手たちよ、彼女の周囲に陣を敷け、逃れの者が出てはならない。彼女のわざに応じて報いよ、彼女が行ったすべてのことに応じて彼女に行え。なぜなら、彼女は主に対して、イスラエルの聖なる方に対して傲慢に振る舞ったからだ。

30 それゆえ、その若者たちはその広場で倒れ、その戦いのすべての人はその日に滅びうせる。主の宣言。

31 見よ、高慢よ、わたしはあなたに臨む。万軍の神、主の宣言。あなたの日が来た、わたしがあなたを罰する時が。

32 高慢はつまずき、倒れ、彼を起こす者はない。わたしは彼の町々に火をつけ、それは彼の周囲のすべてを焼き尽くす。

33 万軍の主はこう言われる。「イスラエルの子らとユダの子らは共に虐げられており、彼らを捕らえたすべての者が彼らを強く握り、彼らを放つことを拒んだ。

34 彼らの贖い主は強く、その名は主、軍勢の主である。彼は彼らの争いを必ず論じられる。地を揺り動かし、バビロンの住民を震え上がらせるために。

35 剣がカルデヤ人に臨む、主の宣言。バビロンの住民と、その長官たちと、その知恵ある者たちにも。

36 剣は偽りに向かい、彼らは愚かになる。剣は彼女の勇士たちに向かい、彼らは打ちのめされる。

37 剣がその馬とその戦車と、その真ん中にいるすべてのアラビアに向かう。彼らは女のようになる。剣がその宝物庫に向かい、彼らは略奪される。

38 旱魃がその水に臨み、彼らは干上がる。それは彫像の地であり、彼らは恐れの中で狂い騒ぐからだ。

39 それゆえ、荒野の獣は島の野獣とともに住み、フクロウの娘たちもそこに住む。しかし、それはもはや勝利のためには住まず、世代から世代に至るまで住むことはない。

40 神がソドムとゴモラとその周辺を滅ぼされたように、主の宣言である。そこには誰も住まず、人の子もそこに宿ることはない。

41 見よ、民が北から来る。大きな国と多くの王たちが、地の辺境から目覚めさせられる。

42 弓とやり投げを握り、彼らは残酷で、憐れまない。彼らの声は海のように轟き、馬に乗る。戦いのために人として整えられ、バビロンの娘よ、あなたに向かって。

43 バビロンの王は彼らの評判を聞き、その手は弱くなった。苦難が彼を捕らえ、産婦のような苦痛が彼に臨んだ。

44 見よ、獅子がヨルダンの誇りから常緑の住まいへと上って来る。わたしは彼らを突然そこから追い払う。そして、だれを選んで彼女の上に任命しようか。わたしのような者がだれかいるだろうか。だれがわたしに定めを告げるだろうか。だれがこの牧者で、わたしの前に立ち得るだろうか。

45 それゆえ、主がバビロンに対して立てられた助言と、カルデヤ人の地に対して考えられた企てを聞け。彼らを羊の群れの若い者たちが引きずり出さないだろうか。彼らの上に住まいが荒らされないだろうか。

46 バビロンが捕らえられた声によって、地は揺れ動いた。そして叫びが国々の間に聞こえた。

Jeremiah 51

1 主はこう言われた。「見よ、わたしはバビロンに対して、またわたしに立つ者たちの心に対して、滅ぼす風を起こす。

2 そして、わたしはバビロンに外国人たちを送り、彼らはそれをふるいにかけ、その地を荒らすであろう。なぜなら、彼らは悪の日に、その周囲にいたからである。

3 弓を引く者はその弓を引くな、鎖かたびらを着て誇るな。彼女の若者たちを惜しむな、そのすべての軍勢を聖絶せよ。

4 傷ついた者たちはカルデヤ人の地に倒れ、刺し貫かれた者たちはその外に倒れた。

5 イスラエルもユダも、その神から、万軍の主から見捨てられてはいない。彼らの地は、イスラエルの聖なる方に対する罪過のための捧げ物で満ちているからだ。

6 バビロンの真ん中から逃げよ、それぞれ自分の命を救え、その咎のゆえに滅ぼされるな。主にとってこれは復讐の時であり、主は彼女に報いを返される方である。

7 金の杯は主の手にあるバビロン、すべての地を酔わせるもの。そのぶどう酒を諸国の民は飲んだ、それゆえ諸国の民は狂い騒ぐ。

8 バビロンは突然倒れ、砕かれた。彼女のために嘆き悲しめ。彼女の痛みのために香油を取りなさい。もしかしたら、いやされるかもしれない。

9 私たちはバビロンを癒やそうとしたが、それは癒やされなかった。彼女を捨てて、それぞれ自分の地へ帰ろう。彼女のさばきは天にまで達し、雲にまで届いたからだ。

10 主は私たちの義を現された。シオンに来て、私たちの神、主のわざを語り告げよう。

11 矢を研ぎ、盾を満たせ。主がメディアの王たちの霊を奮い立たせられた。それは主の計略がバビロンに向かい、これを滅ぼすためである。これは主の復讐であり、その神殿への復讐である。

12 バビロンの城壁に向かって旗を掲げよ。見張りを固くせよ。見張り人を立てよ。待ち伏せする者を備えよ。なぜなら、主は謀られたこと、またバビロンの住民に語られたことを成し遂げられたからである。

13 多くの水の上に住む者よ、宝物庫の多い者よ、あなたの終わりが来た、あなたの利得のキュビトが。

14 主は軍勢の主、その命にかけて誓われた。「必ず、わたしはあなたを人で満たす、ヨトウムシのように。彼らはあなたに向かって叫び声を上げる。

15 主はその力で地を造られ、その知恵で世界を備えられ、その悟りで天を張られた。

16 その声を発せられると、天に水の群衆が騒ぎ立ち、地の果てから君主たちを上らせ、雨のために稲妻を造り、その宝物庫から風を出された。

17 すべての人は知識によって愚かになり、すべての金細工人は彫像によって恥をかいた。彼の注ぎの供え物は偽りであり、その中に霊はない。

18 虚しさ、彼らは迷いのわざである。彼らの監督の時、彼らは滅びる。

19 ヤコブの分け前はこれらのようではない。すべてを造られた方、それが彼であり、その相続地の部族、軍勢の主がその名である。

20 あなたはわたしの戦斧、戦いの器である。わたしはあなたによって国々を打ち砕き、あなたによって王国を滅ぼす。

21 あなたによって馬とその騎手を打ち砕き、あなたによって戦車とその御者を打ち砕く。

22 あなたによって人と女を砕き、あなたによって老いた者と少年を砕き、あなたによって若者と処女を砕く。

23 わたしはあなたによって、羊飼いとその群れを打ち砕く。わたしはあなたによって、農夫とそのくびきを打ち砕く。わたしはあなたによって、総督と総督たちを打ち砕く。

24 わたしは彼らの目であなたがたの見ている前で、バビロンとカルデヤ人のすべての住民に、彼らがシオンに対して行ったすべての悪を報いる、と主は宣言される。

25 見よ、わたしはあなたに向かっている、滅ぼす者よ、と主は宣言される。全地を滅ぼす者よ。わたしはあなたの上に手を伸ばし、あなたを岩から転がし落とし、あなたを焼却の山とする。

26 彼らはあなたから隅の石も土台の石も取らないであろう。あなたは永遠の荒廃となるであろう。これは主の宣言である。

27 地に旗を掲げよ。国々の間に角笛を吹き鳴らせ。彼女に対して国々を聖別せよ。彼女に対してアララテ、ミンニ、アシュケナズの王国を呼び集めよ。彼女に対して隊長を任命せよ。ヨトウムシのように馬を上らせよ。

28 諸国を彼女に向けて聖別せよ。メディアの王たち、その総督たち、そしてそのすべての総督たち、また彼の支配のすべての地を。

29 地は震え、苦しみもだえた。主の企てがバビロンに対して立ち上がったからである。それはバビロンの地を、住む者のいない驚きの地とするためである。

30 バビロンの勇士たちは戦うことをやめ、要塞に座していた。彼らの力は尽き、女のようになった。彼女の幕屋は焼かれ、彼女のかんぬきは折られた。

31 走る者が走る者に会うために走り、告げる者が告げる者に会うために告げる。バビロンの王に、彼の町が果てから捕らえられたことを告げるために。

32 渡し場は占領され、沼は火で焼かれた。戦いの人々は慌てふためいた。

33 まことに、イスラエルの神である主、軍勢の主はこう言われた。「バビロンの娘は、打ち場の時のようだ。彼女を踏む時が来た。もう少しで、彼女の収穫の時が来る。

34 ネブカドネザル、バビロンの王は、私を食い尽くし、私を砕いた。彼は私をむなしさの器とし、海の怪物のように私を呑み込んだ。彼はその腹を私の楽しみで満たした。彼は私を追い出した。

35 シオンの住民は言う、「私の暴力と私の肉はバビロンの上に」。エルサレムは言う、「私の血はカルデヤ人の住民の上に」。

36 それゆえ、主はこう言われる。「見よ、わたしはあなたの争いを論じ、あなたの復讐を果たす。わたしは彼女の海を干上がらせ、彼女の泉を枯れさせる。

37 バビロンは石塚となり、ジャッカルの住まいとなり、驚きと噂の的となり、住む者はいない。

38 共に若獅子のようにほえ、獅子の子らのようにうなる。

39 彼らが熱くなった時に、わたしは彼らの宴会を設け、彼らを酔わせて、彼らが歓喜するようにする。彼らは永遠の眠りを眠り、目を覚ますことはない。主の宣言である。

40 彼らを屠りのための牧場のように降ろし、雄羊を雄やぎと共に。

41 なんとシェシャクは捕らえられ、全地の賛美は捉えられた。なんとバビロンは国々の中で驚きとなった。

42 海はバビロンの上に上って来た。その波の群衆によって、彼女は覆われた。

43 その町々は驚きとなり、荒野の地と荒れ地となった。そこにはすべての人が住まず、人の子もそこを通らない地となった。

44 わたしはバビロンのベルを罰し、その呑み込みをその口から吐き出させる。国々はもはや彼に向かって流れ出ることはない。バビロンの城壁もまた倒れた。

45 わたしの民よ、その真ん中から出て行き、それぞれ自分の命を救え。主の激しい怒りから逃れよ。

46 あなたがたの心が弱り、地に聞こえる報道によって恐れることがないように。その年には一つの報道が来、その後にまた別の年には別の報道が来る。地には暴力があり、支配者の上に支配者が立つ。

47 それゆえ、見よ、日々が来る。わたしはバビロンの彫像たちを罰する。その地はすべて恥を見る。その傷ついた者たちはすべて、その真ん中に倒れる。

48 天と地と、その中のすべてのものは、バビロンの上に喜びの声を上げる。なぜなら、滅ぼす者たちが北から彼女に来るからである。主の宣言。

49 イスラエルの打ち倒された者たちのために、バビロンもまた倒れる。地のすべての打ち倒された者たちのために、バビロンもまた倒れた。

50 剣から逃れた逃亡者たちよ、行け、立ち止まるな。遠くから主を覚えよ。エルサレムをあなたがたの心に上らせよ。

51 私たちは恥辱を聞いたので恥じている。恥辱が私たちの顔を覆った。異邦人が主の家の聖所に侵入したからだ。

52 それゆえ、見よ、日々が来る、と主は宣言される。わたしは彼女の彫像を罰する。そして、そのすべての地で、傷ついた者がうめく。

53 たとえバビロンが天に上り、その力の高い所を堅固にしても、わたしのもとから略奪する者たちが彼女のところに来る。主の宣言。

54 声はバビロンから叫び、カルデヤ人の地からは大きな破滅が。

55 主はバビロンを略奪され、そこから大きな声を滅ぼされた。彼らの波は多くの水のように騒ぎ、彼らの声の騒音が与えられた。

56 滅ぼす者がバビロンに臨んだので、その勇士たちは捕らえられ、彼らの弓は砕かれた。報いの神である主は必ず報いられるからだ。

57 私は彼女の長官たちと知恵ある者たち、彼女の総督たちと総督たち、そして彼女の勇士たちを酔わせる。彼らは永遠の眠りを眠り、目覚めることはない。万軍の主という名の王の宣言である。

58 万軍の主はこう言われた。「バビロンの広い城壁は必ずくつがえされ、その高い門は火で焼かれる。民はむなしさのために十分に労し、諸国の民は火のために十分に疲れ果てる。

59 預言者エレミヤが、マアセヤの子ネリヤの子であるセラヤに、ユダの王ゼデキヤがその治世の第四年にバビロンへ行く際に、セラヤが憩いの長官であったときに、命じた言葉。

60 エレミヤは、バビロンに臨むすべての悪を一つの書物に書き記した。すなわち、バビロンについて書かれたこれらのすべてのことを。

61 エレミヤはセラヤに言われた、「あなたがバビロンに着いたなら、見て、これらのすべての言葉を読み上げなさい」。

62 あなたは言われた、「主よ、あなたはこの場所について、人も獣もそこに住む者がいなくなるように断ち滅ぼすと語られました。それは永遠の荒廃となるでしょう」と。

63 この書物を読み終えたなら、それに石を結び付けて、ユーフラテスの真ん中に投げ込め。

64 あなたは言われた、「このようにバビロンは沈み、わたしがその上に臨ませる悪の前から再び立ち上がることはない。彼らは疲れ果てる。ここまでがエレミヤの言葉である。

Jeremiah 52

1 ゼデキヤは二十歳で王となり、エルサレムで十一年間統治した。彼の母の名はハムタルで、リブナ出身のエレミヤの娘であった。

2 彼は主の目に悪を行った。すべてエホヤキムが行ったように。

3 主の怒りのゆえに、これはエルサレムとユダに臨んだ。ついに主が彼らを御前から投げ捨てられるまでに至った。そしてゼデキヤはバビロンの王に反逆した。

4 彼の治世の第九年、第十の月の十日に、バビロンの王ネブカドネザルが、彼自身とそのすべての力をもってエルサレムに来た。彼らはその町に対して陣を張り、その周囲に攻城塔を築いた。

5 町はゼデキヤ王の第十一年まで攻城の中に入った。

6 第四の月の九日に、町に飢饉が激しくなり、地の民にはパンがなかった。

7 町は破られ、すべての戦いの人々は逃げ、夜のうちに町を出て、王の園のそばにある二つの城壁の間の門の道を通って行った。カルデヤ人は町の周囲にいた。彼らは荒野の道へ向かって行った。

8 カルデヤ人の力は王の後を追い、エリコの荒野でゼデキヤに追いついた。そして彼のすべての力は彼から散り散りになった。

9 彼らは王を捕らえ、彼をバビロンの王のもと、ハマテの地にあるリブラへ連れて行った。彼はそこで彼にさばきを言われた。

10 バビロンの王はゼデキヤの子たちを彼の目の前で虐殺し、またユダのすべての長官たちもリブラで虐殺した。

11 ゼデキヤの目をくらませ、青銅の足かせで彼を縛り、バビロンの王は彼をバビロンに連れて行き、彼を監督の家に置いた。彼の死の日まで。

12 第五の月の十日に、それはバビロンの王ネブカドネザルの十九年目であったが、バビロンの王の前に立つ料理人の長であるネブザルアダンがエルサレムに来た。

13 彼は主の家と王の家を焼き、エルサレムのすべての家と、すべての大きな家を火で焼いた。

14 カルデヤ人のすべての力は、料理人の多い者と共に、エルサレムの周囲のすべての城壁を打ち壊した。

15 町に残された民の貧しい者たちと、町に残された民の残り、そしてバビロンの王に降伏した者たち、および群衆の残りを、料理人の長ネブザルアダンは捕らえ移した。

16 地の貧しい者のうちから、ネブザルアダンは多くの料理人を、ぶどう園の者と農夫のために残した。

17 主の家の青銅の柱と台座、および主の家にあった青銅の海をカルデヤ人は打ち砕き、そのすべての青銅をバビロンへ運び去った。

18 また、鍋と鋤と芯切り鋏と鉢と手のひらと、彼らがそれで仕えたすべての青銅の器を、彼らは取った。

19 また、鉢、火皿、鉢、鍋、燭台、手のひら、鉢、すなわち金のものは金、銀のものは銀を、料理人の長は取った。

20 柱は二本、海は一つ、そして台座の下にある青銅の牛は十二頭、これはソロモン王が主の家のために造ったものである。これらのすべての器の青銅の重さは量ることができなかった。

21 柱は、その一本の柱の身長が十八キュビトであり、それを囲む糸は十二キュビトであり、その厚みは四指で、中空であった。

22 その上にあった柱頭は青銅で、その一方の柱頭の身長は五キュビトであり、柱頭の周囲には網目とざくろが付いていて、すべて青銅であった。第二の柱にも同じようなものとざくろがあった。

23 ざくろは九十六個、霊に向かってあり、すべてのざくろは網目の周囲に百あった。

24 料理人の長は、頭の祭司セラヤと第二の祭司ゼパニヤと、鉢を守る三人を連れて行った。

25 町から、戦いの人々の監督者であった一人の宦官と、町の中に見いだされた王の顔を見る者たちのうちの七人の者たち、および地の民を召集する軍勢の長官である書記官、そして町の真ん中に見いだされた地の民のうちの六十人の者たちを取った。

26 ネブザルアダン、料理人の長は彼らを連れて行き、彼らをバビロンの王のもと、リブラへ連れて行った。

27 バビロンの王は彼らを打ち、ハマテの地のリブラで彼らを殺した。そしてユダをその地から移した。

28 これは、ネブカドネザルが捕囚とした民である。第七年に、ユダヤ人は三千二十三人であった。

29 ネブカドネザルの第十八年に、エルサレムから連れ去られた命は八百三十二人であった。

30 ネブカドネザルの二十三年に、料理人の長ネブザルアダンはユダヤ人を捕囚として連れ去った。その魂は七百四十五人であった。すべての魂は四千六百人であった。

31 ユダの王エホヤキンの捕囚の第三十七年、第十二の月の二十五日に、バビロンの王エビル・メロダクはその王国の年に、ユダの王エホヤキンの頭を上げ、彼を牢獄の家から出された。

32 彼は彼に良い言葉を語り、彼の王座を、バビロンで彼と共にいた王たちの王座よりも高く上げた。

33 そして彼は獄の衣服を替え、常に彼の前でパンを食べた。彼の命のすべての日々。

34 彼の食物は、常に彼に与えられた食物であり、バビロンの王からのものであった。日々の言葉として、彼の死の日まで、彼の命のすべての日々にわたって。


Lamentations

Lamentations 1

1 ああ、どのようにして孤独に座っているのか、民の多い町は。彼女は未亡人のようになった。国々の中で大いなる者、州々の中で妃であった者が、人夫となった。

2 彼女は夜に激しく泣き、その涙は頬の上にある。彼女のすべての愛する者たちの中に、彼女を慰める者はない。彼女のすべての友は彼女を裏切り、彼女の敵となった。

3 ユダは苦しみと多数の奉仕のために移住させられた。彼女は国々の中に住み、休息所を見いだせなかった。彼女を追うすべての者たちは、苦しみの中で彼女に追い着いた。

4 シオンの道は嘆き悲しんでいる、定めの時に来る者がないゆえに。そのすべての門は荒れ果て、その祭司たちはうめき、その処女たちは憂いに沈み、彼女自身は苦しみにある。

5 彼女の苦しみは頭となり、彼女の敵は安らかであった。主が彼女の背きの罪の多数のゆえに彼女を苦しめられたからである。彼女の幼子たちは苦しみの前に捕虜として行った。

6 シオンの娘からそのすべての威厳は出て行った。彼女の長官たちは雄鹿のようになり、牧場を見いだせず、力なく追う者の前に歩いて行った。

7 エルサレムはその苦しみの日とその放浪者たちのことを思い出した。彼女の好ましいものすべて、昔の日々にあったものを。彼女の民が苦しみの手に落ちたとき、彼女を助ける者はいなかった。苦しみたちは彼女を見て、彼女の安息日を嘲った。

8 エルサレムは罪を犯した、それゆえに移住の身となった。彼女を敬っていたすべての者たちは、彼女の裸を見たので、彼女を軽んじた。彼女自身も嘆き、うしろを向いた。

9 彼女の汚れはその裾にあり、彼女は自分の終わりを思い出さなかった。それで彼女は不思議なほどに落ちぶれた。彼女を慰める者は誰もいない。主よ、私の苦しみを見てください。敵が大いなることをしたからです。

10 敵が手を伸ばし、彼女のすべての慕わしいものの上に苦しみを置いた。彼女が国々がその聖所に入るのを見たからである。あなたは彼らがあなたの集会に入ることを禁じられた。

11 すべてのその民は嘆き、パンを求める。彼らはその好ましいものを食物のために与え、命を回復しようとした。主よ、見て、目を留めてください。私が卑しめられた者となったからです。

12 道を行くすべての者よ、あなたがたにではないか。見て、知れ、私の痛みのような痛みがあるかどうかを。主がその激しい怒りの日に私に与えられた痛みを。

13 高い所から火を骨の中に送り、それを打ち負かされた。私の足に網を張り、私をうしろへ引き戻された。私を荒廃させられた。すべての日、病み衰えている。

14 私の背きの罪のくびきは、その御手によって結ばれ、それらは絡み合って、私の首に上って来た。私の力を弱らせた。主は私を、立ち上がることのできない手に渡された。

15 主は私の内側のすべての勇士を投げ捨てられた。私に対して定めの時を呼び、私の若者たちを砕かれた。主はユダの娘である処女を酒ぶねで踏まれた。

16 これらのことのために私は泣いている。私の目、私の目は水を流し落とす。慰め手、私の命を回復させる者が私から遠く離れたからだ。私の子らは荒れ果てている。敵が力に勝ったからだ。

17 シオンはその手を広げたが、彼女を慰める者はだれもいない。主はヤコブの周囲に彼の苦しみを命じられた。エルサレムは彼らの間で汚れとなった。

18 主は正しい方である。なぜなら、私はその口に逆らったからだ。すべての民よ、どうか聞いて、私の痛みを見よ。私の処女たちと若者たちは捕虜として行った。

19 私は愛する者たちに呼びかけたが、彼らは私を欺いた。私の祭司たちと長老たちは町の中で息絶えた。彼らは自分たちの命を回復させるために食物を求めたが、得られなかった。

20 主よ、見てください、私が苦しんでいることを。私の腹はかき乱され、私の心は私の内側で逆さまになった。なぜなら、私はひどく背いたからだ。外では剣が子を奪い、家の中では死がいる。

21 彼らは私が嘆いているのを聞いた。私には慰める者がいない。私の敵はすべて、私の悪を聞いて喜んだ。あなたがそれをなさったからだ。あなたは日を呼び寄せられた。彼らが私のようになるように。

22 あなたの前に彼らのすべての悪が臨み、あなたが私のすべての背きの罪に対して私にされたように、彼らにも行ってください。私の嘆きは多く、私の心は弱り果てているからです。

Lamentations 2

1 ああ、主は怒りをもってシオンの娘を雲で覆われた。イスラエルの栄光を天から地に投げ落とされた。その怒りの日に、御自分の足の足台を思い出されなかった。

2 主はヤコブのすべての住まいを惜しまずに呑み込まれた。激しい怒りをもってユダの娘の要塞を打ち壊し、地にまで届かせられた。王国とその長官たちを汚された。

3 主は激しい怒りをもってイスラエルのすべての角を切り落とされた。その右を敵の前からうしろに退かされた。そしてヤコブの中で燃える火の炎のように焼き尽くし、周囲をなめ尽くされた。

4 主は弓を張り、敵のように立ち、右の手を苦しみのように据えられた。目に慕わしいすべてのものを殺し、シオンの娘の天幕に、火のように怒りを注がれた。

5 主は敵のようにイスラエルを呑み込まれた。主はそのすべての城を呑み込み、その要塞を滅ぼされた。ユダの娘に悲しみと悲しみを増し加えられた。

6 主はその幕屋を園のように荒らし、その定めの時を滅ぼされた。主はシオンにおいて、定めの時と安息日を忘れられた。その怒りの憤りをもって、王と祭司を侮られた。

7 主はその祭壇を捨てられ、その聖所を忌み嫌われた。敵の手に彼女の城の城壁を渡された。彼らは主の宮で、定めの日ののように声を上げた。

8 主はシオンの娘の城壁を滅ぼそうと計られ、綱を張られた。その手を滅ぼすことから退けられなかった。それで城壁と城壁は共に嘆き、衰え果てた。

9 その門は地に沈み、主はそのかんぬきを打ち壊し、砕かれた。その王と長官は国々の中におり、律法はない。その預言者たちも主からの幻を見いだせなかった。

10 シオンの娘の長老たちは地に座って黙し、頭の上にちりを上げ、荒布を腰にまとった。エルサレムの処女たちは頭を地に下げた。

11 私の目は涙で尽き果て、私の腹は激しく痛み、私の肝臓は地に注ぎ出された。私の民の娘の破滅のゆえに、幼子と乳飲み子が町の広場で気を失うとき。

12 彼らは母に言う、「穀物とぶどう酒はどこにあるのか」と。彼らが町の広場で傷ついた者のように弱り果て、その命が母の懐に注ぎ出されるときに。

13 何をあなたに証ししようか。何をあなたにたとえようか。エルサレムの娘よ。何をあなたに等しいものとして、あなたを慰めようか。シオンの娘である処女よ。あなたの破滅は海のように大きい。だれがあなたを癒やせるだろうか。

14 あなたの預言者たちはあなたのために虚偽と愚かさを見た。彼らはあなたの咎を明らかにせず、あなたの捕囚を元に戻すために。彼らはあなたのために虚偽の贈り物と迷いの原因を見た。

15 道を通り過ぎるすべての者が、あなたに向かって手のひらを打ち、口笛を吹き、エルサレムの娘に向かって頭を振った。「これは、『美しさの極み、全地の喜び』と言われていた町なのか」と。

16 あなたに向かって口を開けたすべてのあなたの敵は、口笛を吹き、歯を食いしばった。彼らは言った、「われわれは飲み込んだ。まさにこの日、われわれが待ち望んだ日だ。われわれは見つけた、われわれは見た」。

17 主はご自身が計られたことを行われ、昔の日から命じられたご自身の言葉を果たされた。主は打ち壊し、惜しまれなかった。主はあなたに対して敵を喜ばせ、あなたの苦しみの角を高く上げられた。

18 彼らの心は主に向かって叫んだ。シオンの娘の城壁よ、谷川のように涙を昼も夜も流し続けよ。あなた自身に休息を与えるな。あなたの目の娘を静かにさせるな。

19 起きよ、夜に叫べ、夜警の初めに。あなたの心を水のように主の御前の前に注ぎ出せ。あなたの手のひらを主に向かって上げよ、飢饉で弱り果てたあなたの幼子たちの心のために、すべての外の頭の上で。

20 主よ、見て、目を留めてください。あなたは誰にこのようにされたのですか。女たちが自分の果実を、一掴みに抱いた幼子たちを食べるでしょうか。主の聖所で祭司と預言者が殺されるでしょうか。

21 地に横たわった、外の通りに、少年と老いた者が。私の処女たちと私の若者たちは剣で倒れた。あなたはあなたの怒りの日に彼らを殺された。あなたは屠られた、顧みられることなく。

22 あなたは定めの日のように、私の恐れを周囲から呼び寄せられた。主の怒りの日には、逃亡者も残りの者もいなかった。私が育て、増やした者たちを、私の敵が滅ぼし尽くした。

Lamentations 3

1 私は、その激しい怒りの杖によって苦しみを見た男である。

2 彼は私を導き、暗闇の中を行かせた。光はない。

3 まことに、わたしに向かって主は手を返し、その手をすべての日、翻される。

4 彼は私の肉と皮を衰えさせ、私の骨を砕かれた。

5 彼は私に対して築き、毒と労苦で私を取り巻かれた。

6 暗闇の中に、私を永遠に死んだ者のように座らせられた。

7 私を囲んで壁を築き、私は出られない。私の青銅の鎖を重くされた。

8 たとえ私が叫び、助けを求めても、主は私の祈りを閉ざされた。

9 主は私の道を切り石でふさがれ、私の小道を曲げられた。

10 熊は私にとって待ち伏せする者であり、獅子は隠れ場にいる。

11 私の道をそらせて、私を引き裂かれた。私を荒廃させられた。

12 主はその弓を引き、私を刑務所のように据えられた。矢の的として。

13 主はその矢筒の子らを私の腎臓に届けられた。

14 私はすべての民の嘲笑となり、彼らの楽器の調べは一日中私に向けられた。

15 苦味で私を満たし、よもぎで私を酔わせられた。

16 彼は私の歯を矢で砕き、私を灰の中に踏みつけられた。

17 命は平和から遠ざけられ、私は幸せを忘れてしまった。

18 私は言った、「私の勝利は失われ、私の希望は主から絶たれた」と。

19 私の苦しみと放浪者を、よもぎと毒として覚えてください。

20 必ず覚えておられる。私の命は私の上で嘆き悲しむ。

21 このことを私は自分の心に思い返す。それゆえ、私は望みを抱く。

22 主の慈愛が尽きなかったから、私たちは滅びなかった。主のあわれみは尽きることがなかった。

23 朝ごとに新しい、あなたの信仰は大きい。

24 主は私の分け前である、と私の命は言った。それゆえ、私は主を待ち望もう。

25 主は、主を待ち望む者に、主を求める命に、良いお方である。

26 主の救いを静かに待ち望むことは良いことである。

27 男にとって良いのは、青春の時にくびきを負うことである。

28 孤独に座り、黙っている。それは主が彼に負わせられたからだ。

29 ちりにその口を与える、もしかしたら希望があるかもしれない。

30 彼を打つ者に頬を向け、恥辱に満ち足りる。

31 主は永遠に見放されることはない。

32 たとえ主が悲しませられても、その慈愛の多数にしたがって、あわれみをかけられる。

33 主は心から人を苦しめず、人の子らを打たれることはない。

34 地のすべての囚人を、その足の下で踏みにじること。

35 人のさばきを、いと高き方の顔の前で曲げること。

36 人をその争いにおいて曲げることを、主は見られなかった。

37 だれが言って、それが成ったのか。主が命じられなかったのに。

38 いと高き方の口から、悪と善とは出て来ない。

39 生きている人が、男が自分の罪について嘆くとは、何であろうか。

40 私たちの道を探り、尋ね、主に立ち返ろう。

41 私たちの心を手のひらとともに、天におられる神に向けて上げよう。

42 私たちは罪を犯し、逆らった。あなたは赦されなかった。

43 あなたは怒りをもってわれわれを包み、追われ、殺された。あわれまなかった。

44 あなたは雲をもって身を隠し、祈りが通らないようにされた。

45 あなたは私たちを、諸国の民の内側で、くずと拒絶にされた。

46 私たちの敵はみな、私たちに向かって口を開いた。

47 恐れと穴が私たちに臨んだ。荒廃と破滅が。

48 私の目は、私の民の娘の破滅のために、水の川となって流れ落ちる。

49 私の目は涙を流し続け、休止がないために止まらない。

50 主が天から見下ろしてご覧になるまで。

51 私の目は、私の町のすべての娘たちのゆえに、私の命を苦しめる。

52 敵たちは理由もなく、私を鳥のように狩り捕えた。

53 彼らは穴の中で私の命を絶ち、私に石を投げつけた。

54 水が私の頭の上に溢れ、私は言った、「私は断ち切られた」。

55 私は深い穴から、主よ、あなたの名を呼び求めました。

56 あなたは私の声を聞かれました。私の休息のための叫びに、あなたの耳を閉ざさないでください。

57 わたしがあなたを呼ぶ日に、あなたは近づいて来られ、あなたは言われた、「恐れてはならない」と。

58 主よ、あなたは私の命の争いを弁護され、私の命を贖われました。

59 主よ、あなたは私の不正を見られました。私のさばきを執行してください。

60 あなたは彼らのすべての復讐、私に対する彼らのすべての企てをご覧になりました。

61 主よ、あなたは彼らの恥辱を聞かれました。彼らのすべての企てを、わたしに対して。

62 私に逆らう者たちの唇と、その瞑想は、すべての日、私に向かっている。

63 彼らの座ることと、彼らの起き上がりを見てください。私は彼らの音楽です。

64 主よ、彼らにその手のわざに応じて報いを返してください。

65 彼らに心の悲しみを与え、あなたののろいを彼らに与えてください。

66 怒りをもって追い、主の天の下から彼らを滅ぼし尽くされた。

Lamentations 4

1 ああ、金は曇り、純金は変わり果てた。聖なる石は、すべての外の頭に注ぎ出された。

2 シオンの子らは尊く、純金に等しいものとされていた。ああ、彼らは土器の瓶のように見なされ、陶器師の手のわざとされた。

3 竜でさえも乳房を差し出し、自分の子らに乳を飲ませた。しかし、わが民の娘は残酷な者となり、荒野のダチョウのようになった。

4 乳飲み子の舌は渇きのゆえにその口蓋に貼りついた。幼子たちはパンを求めたが、彼らに分け与える者はだれもいなかった。

5 珍味を食べていた者たちは外で荒れ果て、緋色の上で育てられた者たちは汚物の山を抱きしめた。

6 我が民の娘の咎はソドムの罪よりも大きくなった。ソドムは一瞬のうちに滅ぼされたが、その中で手が震えることはなかった。

7 ナジル人たちは雪よりも清く、乳よりも白かった。彼らの骨はルビーよりも赤く、その切り離された場所はサファイアのようであった。

8 彼らの容姿は石炭よりも暗くなり、外で見分けられなかった。彼らの皮は骨に張り付き、木のように乾いてしまった。

9 剣で刺されて死んだ者たちは、飢饉で死んだ者たちよりも幸いであった。彼らは野の実りによって刺し貫かれ、流れ出たのだ。

10 慈しみ深い女たちの手が自分の子供たちを煮て、彼らの食物とした。わが民の娘の破滅のゆえに。

11 主はその怒りを尽くされ、その鼻の激しい怒りを注がれた。そしてシオンに火を点け、それが彼女の基礎を焼き尽くした。

12 地の王たちも、世界に住むすべての者たちも、苦しみと敵がエルサレムの門に侵入するとは信じなかった。

13 その罪のゆえに、その預言者たちの咎、その祭司たちの咎、彼女の内側で正しい者たちの血を流した者たちの咎。

14 盲人たちは外をさまよった。彼らは血で汚された。彼らは自分の衣服に触れることができなかった。

15 退け、汚れた者よ、彼らは彼らに叫んだ。退け、退け、触れるな。彼らは逃げ惑い、また揺れ動いた。国々の中で言われた、彼らは再び寄留することはない、と。

16 主の顔が彼らを散らされた。主は再び彼らを顧みられない。祭司たちの顔は重んじられず、長老たちは憐れまれなかった。

17 私たちの目はなおも、私たちの助けを虚しさのうちに見つめている。私たちの見張りの中で、私たちは救わない国を見張っていた。

18 我々の歩みは我々の広場を歩くことから捕らえられた。我々の終わりは近づき、我々の日は満ちた。なぜなら我々の終わりが来たからだ。

19 私たちを追う者たちは天の鷲よりも速かった。彼らは山々の上で私たちを追い詰め、荒野で私たちを待ち伏せした。

20 私たちの怒りの息、主の油注がれた者が、彼らの穴に捕らえられた。私たちは彼の陰りの中で、国々の中で生きようと言った。

21 喜べ、踊れ、エドムの娘よ、ウツの地に住む者よ。あなたにも杯が回って来る。あなたは酔い、裸にされる。

22 シオンの娘よ、あなたの咎は終わった。主は再びあなたを捕囚としない。エドムの娘よ、主はあなたの咎を罰し、あなたの罪を暴かれた。

Lamentations 5

1 主よ、私たちに何が起こったかを覚えて、私たちの恥辱を見てください。

2 私たちの相続地は異邦人に、私たちの家は外国人に変わってしまった。

3 私たちはみなしごとなり、父はいません。私たちの母は未亡人のようです。

4 私たちの水を銀で飲んだ。私たちの木は代価をもって来る。

5 私たちは首を追われ、疲れ果てたが、休みは与えられなかった。

6 エジプトに手を差し出し、アッシュルにパンを満たしてもらうために。

7 私たちの父たちは罪を犯した。彼らはもういない。私たちが彼らの咎を負った。

8 しもべたちが私たちを支配した。彼らの手から救い出す者はだれもいない。

9 私たちは自分の命をかけてパンを得る、荒野の剣の前で。

10 私たちの皮はかまどのように黒ずんだ、飢饉の恐ろしさのゆえに、その顔のゆえに。

11 シオンで女たちが辱められ、ユダの町々で処女たちが辱められた。

12 長官たちは彼らの手で吊るされ、年長者たちの顔は敬われなかった。

13 若者たちは挽くことを負わされ、少年たちは木につまずいた。

14 年長者たちは門から立ち去り、若者たちはその楽器の調べから離れた。

15 私たちの心の喜びは絶え、私たちの舞いは悲しみに変わった。

16 私たちの頭の冠は落ちてしまった。ああ、私たちは災いだ、私たちが罪を犯したからだ。

17 このゆえに、私たちの心は病み、これらのゆえに、私たちの目は暗くなった。

18 シオンの山は荒れ果て、その上を狐が歩いた。

19 主よ、あなたは永遠に座しておられます。あなたの王座は代々にわたって続きます。

20 なぜあなたは永遠に私たちを忘れ、長い日の長さの間、私たちを捨てられるのですか。

21 主よ、私たちをあなたのもとへ帰らせてください。そうすれば、私たちは帰ります。私たちの日々を昔のように、東のように新しくしてください。

22 ただ、あなたは私たちを完全に捨てられ、私たちに対して激しく怒られたのです。


Ezekiel

Ezekiel 1

1 第三十年の第四の月の五日に、私がケバル川のほとりの捕囚の真ん中にいたとき、天が開かれ、私は神の幻を見た。

2 その月の五日、それは王エホヤキンの捕囚の第五年であった。

3 主の言葉が、カルデヤ人の地のケバル川のほとりで、祭司ブジの子エゼキエルに確かに臨んだ。そして、そこに主の手が彼の上にあった。

4 私は見た。見よ、北からあらしの風が来ていた。大きな雲と、燃え上がる火と、その周囲の輝きがあった。その真ん中から、火の真ん中から、琥珀のような目が見えた。

5 その真ん中から、四つの生き物の似姿が出て来た。その外観は、人の似姿であった。

6 それぞれに四つの顔があり、彼らにはそれぞれ四つの翼があった。

7 彼らの足はまっすぐな足であり、その足の手のひらは子牛の足の手のひらのようで、磨かれた青銅の目のように輝いていた。

8 人の手がその翼の下に、その四つの四分の一にあった。そして、彼らの顔と彼らの翼は、その四つのものにあった。

9 彼らの翼は互いに妻と姉妹のほうに向かっており、歩むときには向きを変えず、それぞれが自分の前の向こう側へと進んだ。

10 彼らの顔の似姿は人の顔であり、四つとも右側に獅子の顔があり、四つとも左側に雄牛の顔があり、四つとも鷲の顔があった。

11 彼らの面と翼は上に向かって広がっており、それぞれの人に二つの翼が互いに接し、他の二つが彼らの体を覆っていた。

12 それぞれは自分の前の向こう側へ行った。霊が行こうとする所へ彼らは行き、行くときに振り返ることはなかった。

13 生き物たちの似姿は、その外観が燃えている炭の火のようであり、たいまつの外観のようであった。それは生き物たちの間を行き来し、火には輝きがあり、火からは稲妻が出ていた。

14 生き物たちは稲妻の外観のように、行きつ戻りつした。

15 私は生き物たちを見た。すると見よ、地の上に、生き物たちの傍らに、それぞれの四つの顔のための一つの車輪があった。

16 車輪の外観とそのわざはベリルの目のようであり、四つとも同じ似姿であった。そして、その外観とそのわざは、車輪が車輪の真ん中にあるかのようであった。

17 彼らの四つの四分の一の上を、彼らが行くときには行き、彼らが行くときには向きを変えることはなかった。

18 それらの背は高く、彼らには高慢があり、彼らには恐れがあった。そして、その背は四つのものの周囲に目で満ちていた。

19 生き物が進むとき、車輪はその傍らを進んだ。生き物が地の上に上げられるとき、車輪も上げられた。

20 霊が行こうとするところへ、彼らは行った。霊が行くところへ、車輪はその並びに上げられた。なぜなら、生き物の霊が車輪の中にあったからである。

21 彼らが行くときには行き、彼らが立つときには立ち、彼らが地の上に上げられるときには、車輪も彼らの並びに上げられた。なぜなら、生き物の霊が車輪の中にあったからである。

22 生き物たちの頭の上には、恐ろしい氷の目をした大空の似姿があり、それは彼らの頭の上に、上から張り巡らされていた。

23 大空の下で、彼らの翼は互いにまっすぐに伸びており、それぞれの妻は姉妹に向かっており、互いに二枚の翼が彼らを覆い、互いに二枚の翼が彼らの体を覆っていた。

24 私は彼らの翼の音を聞いた。それは多くの水の音のようであり、全能者の声のようであり、彼らが行くときの騒音の声は、陣営の声のようであった。彼らが立つとき、彼らの翼は垂れていた。

25 彼らの頭の上にある大空の上から声があり、彼らが立つとき、その翼を垂れていた。

26 彼らの頭の上にある大空の上には、サファイアの石の外観のような王座の似姿があり、その王座の似姿の上には、上から見ると人の外観のような似姿があった。

27 私は、腰の外観から上を見ると、まるで火の内側の周囲にある琥珀の目のようなものを見た。そして、腰の外観から下を見ると、火の外観のようなものと、その周囲の輝きを見た。

28 雨の日に雲の中に現れる弓の外観のように、周囲の輝きの外観はそのようであり、それは主の栄光の似姿の外観であった。私はそれを見て、自分の面に倒れ、語る声を聞いた。

Ezekiel 2

1 主は私に言われた。「人の子よ、自分の足で立て。わたしはあなたに語る。

2 霊が私のうちに入り、私に語られたその言葉のとおりに、私を私の足の上に立たせた。そして私は、私に語られる方を聞いた。

3 主は私に言われた。「人の子よ、わたしはあなたをイスラエルの子ら、わたしに逆らって反逆した国々、彼らとその先祖が今日この日に至るまでわたしに背いて罪を犯した国々へ遣わす。

4 その子らは顔が頑なで心が強い。わたしはあなたを彼らに遣わす。あなたは彼らに言え。『主なる神はこう言われる』と。

5 彼らが聞いても聞かなくても、彼らは反抗の家であるから、彼らは預言者が自分たちの真ん中にいたことを知るであろう。

6 あなたは人の子よ、彼らを恐れてはならない。彼らの言葉も恐れてはならない。なぜなら、彼らはあなたにとって、いばらと、いばらであり、あなたはさそりの上に座っているからだ。彼らの言葉を恐れてはならず、彼らの顔を恐れてはならない。なぜなら、彼らは反抗の家だからだ。

7 あなたは彼らにわたしの言葉を語れ。彼らが聞いても、あるいは聞かなくても、彼らは反抗の民であるからだ。

8 あなたは人の子よ、わたしがあなたに語ることを聞け。反抗の家のように反抗する者となるな。あなたの口を開いて、わたしがあなたに与えるものを食べよ。

9 すると、見よ、手が私に向かって差し伸べられていた。そして、見よ、その中に書物の巻物があった。

10 彼はそれを私の前に広げられた。それは表と裏に書かれており、その面には哀歌と嘆きとわざわいが書かれていた。

Ezekiel 3

1 主は私に言われた、「人の子よ、あなたが見つけるものを食べよ。この巻物を食べ、行ってイスラエルの家に語れ」。

2 私は口を開いた。すると彼はその巻物を私に食べさせられた。

3 主は私に言われた、「人の子よ、この私があなたに与える巻物を、あなたの腹で食べ、あなたの腹を満たせ」。そこで私はそれを食べた。すると、それは私の口で蜂蜜のように甘かった。

4 主は私に言われた。「人の子よ、行ってイスラエルの家に行き、彼らにわたしの言葉を語れ。

5 あなたは、唇が深く舌が重い民へではなく、イスラエルの家へ遣わされたのだ。

6 多くの民、深い唇と重い舌を持つ者たち、その言葉をあなたが聞くことができない者たちのところへではない。もし彼らへあなたを遣わしたのであれば、彼らはあなたに聞いたであろう。

7 イスラエルの家はあなたに聞こうとしない。彼らは私に聞こうとしないからだ。実に、イスラエルの家はみな、額が堅く、心がかたくなである。

8 見よ、わたしはあなたの顔を彼らの顔に並びに強くし、あなたの額を彼らの額に並びに強くした。

9 あなたの額は、いばらよりも硬く、火打ち石よりも硬いものとした。彼らを恐れるな、彼らの顔におののくな。彼らは反抗の家である。

10 主は私に言われた。「人の子よ、わたしがあなたに語るすべての言葉を心に受け止め、耳で聞け。

11 捕囚のところへ、あなたの民の子らのところへ行き、彼らに語り、彼らに言え。『主なる神はこう言われる。彼らが聞いても、彼らがやめても。』

12 霊が私を持ち上げられた。そして、私の背後で、大きな地震の声を聞いた。「主の栄光がその場所から祝福されるように。

13 生き物の翼が互いに触れ合う音、妻が姉妹に触れる音、そしてその並びにある車輪の音、そして大きな地震の音があった。

14 霊が私を運び、私を取り去られた。私は自分の息の怒りの中で苦々しく歩いた。そして主の手が私の上に強くあった。

15 私は捕囚の人々のところ、ケバル川のほとりに住んでいるテル・アビブに来て、彼らがそこに住んでいる所に座り、その真ん中で七日の間、呆然として座っていた。

16 七日の果てに、主の言葉が私に臨んで言われた。

17 人の子よ、わたしはあなたをイスラエルの家の見張り人として立てた。あなたはわたしの口から言葉を聞き、彼らにわたしから警告を与えよ。

18 わたしが悪者に『あなたは必ず死ぬ』と言うとき、あなたが彼を戒めず、その悪しき道から生かすために悪者を戒めるように語らなかったなら、その悪者は自分の咎によって死ぬ。そして、わたしは彼の血をあなたの手から求める。

19 しかし、あなたが悪者に警告したが、彼がその悪とその悪の道から立ち返らないなら、彼は自分の咎によって死ぬ。しかし、あなたは自分の命を救ったのである。

20 正しい者がその義から離れて不義を行うなら、わたしはその前に、つまずきを置く。彼は死ぬ。あなたが彼を戒めなかったから、彼は自分の罪のゆえに死ぬ。彼が行った義は覚えられない。彼の血を、わたしはあなたの手から求める。

21 しかし、あなたが義人に、罪を犯さないようにと警告したなら、その義人は罪を犯さなかったので、彼は必ず生きる。なぜなら、彼は警告を受けたからである。そして、あなたは自分の命を救ったのである。

22 そこに主の手が私の上に臨んだ。主は私に言われた、「立って、平地へ出て行け。そこで、わたしはあなたに語ろう」。

23 私は立ち上がって平地へ出て行った。すると、見よ、そこに主の栄光が立っておられた。それは私がケバル川のほとりで見た栄光のようであった。私は顔を伏せて倒れた。

24 霊が私のうちに入り、私を私の足の上に立たせた。そして主は私に語り、私に言われた。「行け、自分の家の内側の真ん中に閉じこもれ。

25 あなたは人の子よ。見よ、彼らはあなたの上に綱を置き、それであなたを縛る。あなたは彼らの真ん中に出て行くことはできない。

26 あなたの舌をあなたの口蓋に貼り付けさせ、あなたは黙らされ、彼らにとって戒める人とはならないであろう。彼らは反抗の家であるからだ。

27 しかし、わたしがあなたと語るとき、わたしはあなたの口を開く。あなたは彼らに言え、「主なる神はこう言われる」と。聞く者は聞き、やめる者はやめる。彼らは反抗の家だからである。

Ezekiel 4

1 あなたは人の子よ、自分のためにれんがを取り、それを自分の前に置き、その上にエルサレムの町を刻み付けよ。

2 あなたはその町に対して攻城を仕掛け、その周りに攻城塔を築き、その上に土塁を盛り、その周りに陣営を設け、その周囲に牧場を置け。

3 あなたは鉄の焼き板を取り、それを鉄の壁として、あなたと町の間に置き、あなたの顔をそれに向けよ。それは攻城となり、あなたはそれを包囲せよ。これはイスラエルの家へのしるしである。

4 あなたは自分の左の側に伏せ、その上にイスラエルの家の咎を置け。あなたがその上に伏せる日の数だけ、彼らの咎を負う。

5 わたしはあなたに彼らの咎を日数の数として三百九十日与えた。あなたはイスラエルの家の咎を負う。

6 あなたがこれらの日々を終えたなら、再びあなたの右の側に伏せ、ユダの家の咎を負え。四十日、一年につき一日、一年につき一日として、わたしはそれをあなたに与えた。

7 そしてエルサレムの攻城にあなたの顔を向け、あなたの腕は裸にされ、あなたはそれに向かって預言しなければならない。

8 見よ、わたしはあなたの上に綱を置いた。あなたは自分の側から他の側へ向きを変えることはできない。あなたの攻城の日々が終わるまで。

9 あなたは小麦、大麦、豆、レンズ豆、キビ、エンマー麦を取り、それらを一つの器に入れ、それらで自分のためにパンを作りなさい。あなたが自分の側に横たわる日の数、三百九十日、それを食べなさい。

10 あなたの食物は、重さで二十シェケルを一日に食べ、時から時に至ってそれを食べよ。

11 水はますりで、六分の一ヒンを飲め。時から時までに飲め。

12 大麦の焼き菓子を食べよ。それは人の出て来るものの糞で、彼らの目の前で焼かれよ。

13 主は言われた、「このようにイスラエルの子らは、わたしが彼らを追いやる国々で、そのパンを汚れたものとして食べるであろう」。

14 私は言った。「ああ、主なる神よ。見よ、私の命は汚されていません。私は青春の時から今まで、死体や裂け肉を食べたことがなく、忌まわしいものの肉が私の口に入ったこともありません。

15 彼は私に言われた、「見よ、わたしはあなたに牛の糞を人の糞の代わりに与えた。あなたはその上で自分のパンを作らなければならない。

16 彼は私に言われた。「人の子よ、見よ、わたしはエルサレムのパンの杖を折る。彼らはパンを重さをもって、憂いをもって食べ、水をますりをもって、驚きをもって飲むであろう。

17 パンと水が欠乏し、人とその兄弟が互いに驚き、彼らの咎によって朽ち果てるためである。

Ezekiel 5

1 あなたは人の子よ。自分のために鋭い剣を取り、床屋の剃刀を自分のために取り、それを自分の頭とひげの上に通しなさい。そして自分のために重さのはかりを取り、それらを分けなさい。

2 三分の一は火で町の真ん中で燃やせ、攻城の日が満ちるまで。そして第三のものを取り、剣でその周囲を打て。第三のものは風にまき散らせ。わたしは彼らの後に剣を抜く。

3 そこから少しを数に取って、それをあなたの翼に包みなさい。

4 また、その中からなお取り、それを火の真ん中に投げ入れ、火でそれを焼きなさい。そこから火がイスラエルのすべての家に及ぶ。

5 主なる神はこう言われた。「これはエルサレムである。わたしはそれを諸国の真ん中に置き、その周囲には地々を置いた。

6 彼女はわたしのさばきを国々よりも悪に曲げ、わたしの定めをその周囲の地々よりも曲げた。彼らがわたしのさばきを退け、わたしの定めに従って歩まなかったからである。

7 それゆえ、主なる神はこう言われる。あなたがたが周囲の国々の群衆よりも多く、わたしの定めに従って歩まず、わたしのさばきを行わず、周囲の国々のさばきのとおりにも行わなかったので、

8 それゆえ、主なる神はこう言われる。見よ、わたし自身もあなたに向かっている。そして、わたしはあなたの真ん中で、諸国の目の前でさばきを行う。

9 あなたの中で、わたしがかつて行ったこともなく、今後も二度と行わないことを行う。それは、あなたのすべての忌み嫌うべきもののゆえである。

10 それゆえ、父たちはその真ん中で子らを食べ、子らは自分の父たちを食べる。そして、わたしはあなたのうちに裁きを行い、あなたの残りの者をすべて、すべての風に散らす。

11 それゆえ、わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。あなたがわたしの聖所を、あなたのすべての忌み嫌うべきものと、あなたのすべての忌み嫌うべきものによって汚したので、わたしもまた減らすであろう。わたしの目は惜しまず、わたしもまた憐れまない。

12 あなたの三分の一は疫病で死に、飢饉によってあなたの真ん中で滅びる。第三のものは剣によってあなたの周囲に倒れる。そして、残りの三分の一はすべての風に散らし、わたしは彼らの後に剣を抜く。

13 わたしの怒りは終わり、わたしは彼らに対してわたしの怒りを静め、わたしは慰められる。そして彼らは、わたしが主であること、わたしのねたみをもって、わたしの怒りを彼らに注ぎ終えたときに、これを語ったことを知る。

14 わたしはあなたを、あなたの周囲の国々の中で荒廃と恥辱のものとし、すべての通り過ぎる者の目にさらす。

15 それは、あなたの周囲の国々にとって、恥辱と嘲弄、訓戒と荒廃となるであろう。それは、わたしが怒りと憤りと激しい戒めをもってあなたに裁きを行うとき、わたし、主が語ったからである。

16 わたしが彼らに向かって滅ぼす者の飢饉の矢を送り、それをあなたがたを滅ぼすために送る時、飢饉があなたがたの上に集まり、あなたがたのパンの杖を折る。

17 わたしはあなたがたの上に飢饉と悪い獣を送り、あなたを子なしにする。また疫病と血があなたの中を通り過ぎる。そして剣をあなたの上に臨ませる。わたし、主が語ったのだ。

Ezekiel 6

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたの顔をイスラエルの山々に向け、彼らに向かって預言せよ。

3 そして言われた、「イスラエルの山々よ、主なる神の言葉を聞け。主なる神はこう言われる。山々と丘、水流と谷に向かって、見よ、わたし自身があなたがたの上に剣をもたらし、あなたがたの高台を滅ぼし尽くす。

4 あなたがたの祭壇は荒れ果て、あなたがたの偶像は砕かれ、わたしはあなたがたの殺された者たちを、あなたがたの偶像の前に投げ出す。

5 イスラエルの子らの死体を彼らの偶像の前に置き、あなたがたの骨をあなたがたの祭壇の周囲にまき散らす。

6 あなたがたのすべての居住の地で、町々は荒れ果て、高台は荒れ果てる。それは、あなたがたの祭壇が荒れ果てて罪に定められ、あなたがたの偶像が打ち砕かれて絶たれ、あなたがたの偶像が切り倒され、あなたがたのわざが消し去られるためである。

7 あなたたちの真ん中に倒れた者が落ちる。そして、あなたたちは私が主であることを知る。

8 しかし、わたしはあなたがたの中に、諸国の間に剣の逃亡者を残す。あなたがたが諸国の地に散らされるときに。

9 あなたがたの逃亡者たちは、諸国の民の中で、彼らが捕らえ移された所で、わたしを思い出すであろう。わたしが彼らの淫行の心を打ち砕いたこと、それがわたしから離れたこと、また彼らの目が彼らの偶像の後に淫行したことを。そして彼らは、自分たちが行ったすべての忌み嫌うべきものによる悪のゆえに、自分の前で自分を憎むであろう。

10 彼らは、わたしが主であることを知るであろう。わたしが彼らにこの悪を行うと言ったのは、むだではなかった。

11 主なる神はこう言われた。「あなたの手のひらを打ち、あなたの足で踏み鳴らし、『ああ』と言え。イスラエルの家のすべての忌み嫌うべき悪いものについて、彼らは剣と飢饉と疫病によって倒れるであろう。

12 遠くにいる者は疫病で死に、近くにいる者は剣で倒れ、残され守られた者は飢饉で死ぬ。そして、わたしは彼らにわたしの怒りを注ぎ尽くす。

13 あなたがたは、わたしが主であることを知るようになる。彼らの殺された者たちが、彼らの偶像の真ん中に、彼らの祭壇の周囲に、すべての高い丘の上、すべての山の頭の上、すべての茂った木の下、すべての密な樫の木の下に、彼らがすべての偶像に芳しい香りをささげた場所に、横たわるときに。

14 わたしは彼らに向かって手を伸ばし、その地を荒野からデブラに至るまで、彼らのすべての居住において荒廃と荒廃のものとし、彼らはわたしが主であることを知るようになる。

Ezekiel 7

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 あなた、人の子よ。主なる神はこう言われる。イスラエルの地に終わりが来た。終わりが地の四つの翼に臨んだ。

3 今、終わりがあなたに臨む。わたしはあなたに怒りを送り、あなたの道に従ってあなたを裁き、あなたのすべての忌み嫌うべきものをあなたに臨ませる。

4 わたしの目はあなたを惜しまず、わたしはあなたをあわれまない。あなたの道をあなたの上に与え、あなたの忌み嫌うべきものがあなたの真ん中にある。あなたがたは、わたしが主であることを知る。

5 主なる神はこう言われた。「一つの悪、見よ、悪が来ている。

6 終わりが来た。終わりが来た。終わりがあなたに目覚めた。見よ、それは来た。

7 冠があなたに臨む、地に住む者よ。時が来た、日は近い、騒乱の日であり、山々のこだまはない。

8 今や近くから、わたしはあなたの上にわたしの怒りを注ぎ、あなたのうちにわたしの怒りを使い尽くす。そして、あなたをあなたの道にしたがって裁き、あなたの上にあなたのすべての忌み嫌うべきものを置く。

9 わたしの目は惜しまず、わたしは容赦しない。あなたの道にしたがってあなたに報い、あなたの忌み嫌うべきものがあなたの真ん中にある。あなたがたは、わたしが主であって、打つ者であることを知る。

10 見よ、その日が来る。見よ、それが来た。冠は出で、杖は花を咲かせ、高慢は芽吹いた。

11 暴力は悪の杖として立ち上がった。彼らからも、彼らの群衆からも、彼らのものからも、彼らの中に嘆きはない。

12 時が来た、日が近づいた。買う者は喜ぶな、売る者は悲しむな。なぜなら、激しい怒りがそのすべての群衆に臨むからだ。

13 売り手は売り物に戻ることはない。彼らの命がなお生き物のうちにある間も、幻はそのすべての群衆に戻ることはない。また、人はその咎によって自分の生き物を強くすることはできない。

14 ラッパを吹き鳴らし、すべてを備えよ。しかし、戦いに出る者はだれもいない。なぜなら、わたしの激しい怒りが、そのすべての群衆に向かっているからだ。

15 外には剣、家の中には疫病と飢饉がある。野にいる者は剣で死に、町にいる者は飢饉と疫病に食い尽くされる。

16 彼らの逃亡者たちは逃れ、山々にいる谷の鳩のようになり、そのすべてが嘆き悲しみ、それぞれが自分の咎のゆえに。

17 すべての手は弱り、すべての膝は水のように揺らぐ。

18 彼らは荒布を帯び、戦慄が彼らを覆い、すべての面に恥があり、彼らのすべての頭には禿げがある。

19 彼らの銀は外に投げ捨てられ、彼らの金は汚れとなる。彼らの銀も金も、主の激しい怒りの日に彼らを救い出すことはできない。彼らの命は満たされず、彼らの腹も満たされない。それは、彼らの咎が彼らのつまずきとなったからである。

20 彼らの麗しさの飾りを誇りとし、その忌み嫌うべきものの像、彼らの忌み嫌うべきものをそれに造った。それゆえ、わたしはそれを彼らに汚れとして与えた。

21 私はそれを外国人の手に渡し、略奪の分捕り物とし、地の悪者どもの戦利品とする。彼らはそれを汚す。

22 わたしは彼らから顔をそらす。彼らはわたしの隠れた所を汚す。暴虐な者たちがそこに入り込み、それを汚す。

23 鎖を作れ。地は血のさばきで満ち、町は暴力で満ちているからだ。

24 わたしは諸国の悪い者たちを連れて来て、彼らの家を所有させる。わたしは強い者たちの誇りを断ち切り、彼らの聖別する者たちも所有させる。

25 滅びが来る。彼らは平和を求めるが、それはない。

26 災いの上に災いが来る。報道の上に報道が起こる。彼らは預言者から幻を求めるが、祭司から律法は失われ、長老たちから助言も失われる。

27 王は悲しみ、君主は荒廃をまとう。地の民の手はおののく。彼らの道に従って、わたしは彼らを扱い、彼らのさばきによって、わたしは彼らをさばく。彼らは、わたしが主であることを知る。

Ezekiel 8

1 第六年の第六の月の五日に、私は自分の家に座っており、ユダの長老たちが私の前に座っていた。そこに、主なる神の手が私の上に下った。

2 私は見た。すると見よ、火の外観のような似姿があった。その腰から下は火であり、その腰から上は、琥珀の目のような輝きの外観のようであった。

3 彼は手の形を伸ばし、私の頭の房をつかんで取られた。すると霊が私を地と天の間に持ち上げ、神の幻のうちに私をエルサレムへ連れて行き、北を向いている内側の門の入口、そこにねたみを引き起こす像の居住がある所に連れて行かれた。

4 見ると、そこにイスラエルの神の栄光があった。その外観は、私が平地で見た外観のようであった。

5 彼は私に言われた、「人の子よ、目を上げて北の方の道を見よ」。そこで私は目を上げて北の方の道を見た。すると見よ、祭壇の門の北側に、その入口に、このねたみの像があった。

6 彼は私に言われた。「人の子よ、あなたは彼らが何をしているか見ているか。イスラエルの家がここで行っている大きな忌み嫌うべきものは、わたしの聖所から遠く離れるためのものである。しかし、あなたはさらに大きな忌み嫌うべきものを見るであろう。

7 彼は私を中庭の入口に連れて行かれた。私が見ると、見よ、壁に一つの洞穴があった。

8 主は私に言われた。「人の子よ、どうか壁を掘れ。」そこで私が壁を掘ると、見よ、一つの入口があった。

9 彼は私に言われた、「来て、ここで彼らが行っている忌み嫌うべき悪いものを、見なさい」。

10 わたしは入って見た。すると、見よ、這うものと獣とのすべての忌み嫌うものの形、およびイスラエルの家のすべての偶像が、周囲の壁に彫り刻まれていた。

11 イスラエルの家の長老たち七十人が、その真ん中に立っているシャファンの子ヤアザンヤと共に彼らの前に立っており、それぞれが自分の香炉を手に持ち、薫香の雲が立ち上っていた。苦しむ者の雲が立ち上っていた。

12 彼は私に言われた。「人の子よ、イスラエルの家の長老たちが暗闇の中で、それぞれ自分の像の奥の部屋で何をしているか、あなたは見たか。彼らは『主は私たちを見ておられない。主はこの地を捨てられた』と言っているのだ。

13 彼は私に言われた。「あなたはさらに、彼らが行っている大きな忌み嫌うべきものを再び見るであろう。

14 彼は私を主の家の門の入口、北の方にある所に連れて行かれた。そこには女たちが座って、タンムズのために泣いていた。

15 彼は私に言われた。「人の子よ、あなたはこれを見たか。あなたはなお、これらよりも大きな忌み嫌うべきものを見るであろう。

16 彼は私を主の宮の内側の中庭に連れて行かれた。見よ、主の神殿の入口に、玄関と祭壇の間に、約二十五人の人がいた。彼らのうしろは主の神殿に向かい、彼らの顔は東を向き、彼らは東の方の太陽に向かってひれ伏していた。

17 彼は私に言われた。「人の子よ、あなたは見たか。ユダの家が、ここで行った忌み嫌うべきものを、軽んじることなどあり得るだろうか。彼らは地を暴力で満たし、再び私を怒らせようとしている。見よ、彼らは枝を自分の怒りに向けて差し出している。

18 わたしもまた怒りをもって行う。わたしの目は惜しまず、わたしはあわれまない。彼らがわたしの耳に大きな声で叫んでも、わたしは彼らを聞かない。

Ezekiel 9

1 彼は私の耳に大きな声で叫んで言われた、「町の監督たちを近づけよ。それぞれ、その滅ぼす者の器を手に持て」。

2 見よ、六人の者が北を向く上の門の道から来た。それぞれの手に虐殺の器を持ち、その真ん中に一人の人がいて、亜麻布を着て、書記官の硯箱を腰に帯びていた。彼らは来て、青銅の祭壇のそばに立った。

3 イスラエルの神の栄光は、その上にあったケルビムの上から宮の敷居へと上って行かれた。そして主は、亜麻布を着て、腰に書記官の硯箱を帯びている人に呼びかけられた。

4 主は言われた、「町の真ん中を、エルサレムの真ん中を巡り、その中で行われているすべての忌み嫌うべきもののゆえに嘆き、うめく人々の額にしるしを付けよ」。

5 また、彼は私の耳に言われた、「彼の後に続いて町の中を進み、打て。あなたがたの目は惜しんではならず、情けをかけてはならない。

6 老いた者、若者、処女、幼子たち、女たちを滅ぼす者として殺せ。しかし、しるしのあるすべての人には近づくな。そして、わたしの聖所から始めよ。彼らは宮の前の老いた人たちから始めた。

7 彼らに言われた、「家を汚し、中庭を死体で満たせ。出て行け」。彼らは出て行き、町で打ち殺した。

8 彼らが打ち殺したとき、私は残されていた。そして私は顔を地に伏せて叫び、言った。「ああ、主なる神よ。あなたがエルサレムにあなたの怒りを注がれるとき、イスラエルのすべての残りの者を滅ぼされるのですか。

9 彼は私に言われた、「イスラエルの家とユダの咎は非常に大きい。地は血で満ち、町は曲がりで満ちている。彼らが『主は地を捨てられた。主は見ておられない』と言ったからである。

10 また、わたしも目を惜しまず、情けをかけない。彼らの道を彼らの頭に返した。

11 すると、亜麻布を着た人、その腰に硯箱を帯びた者が、言葉を返して言った。「あなたが私に命じられたすべてのとおりに、私は行いました。

Ezekiel 10

1 私は見た。見よ、ケルビムの頭の上にある大空の上に、サファイアの石のような、王座の似姿の外観が、彼らの上に見えた。

2 主は亜麻布を着た人に言われた、「車輪の間、ケルビムの下に入り、ケルビムの間から火の燃えている炭を握り拳いっぱいに取り、町の上にまき散らせ」。すると彼は私の目の前で入って行った。

3 ケルビムは、その人が家に入る時に家の右側に立っていた。そして雲は内側の中庭を満たした。

4 主の栄光はケルビムの上から宮の敷居の上に上がられた。そして家は雲で満たされ、中庭は主の栄光の輝きで満たされた。

5 ケルビムの翼の声は外の中庭まで聞こえた。全能者の神が語られる時の声のようであった。

6 彼が亜麻布を着た人に「車輪の間、ケルビムの間から火を取りよ」と命じたとき、その人は来て、車輪のそばに立った。

7 ケルビムはその手をケルビムの間から火の中に差し伸べ、それを取って、亜麻布の衣の握り拳に与えた。そして彼は取って、出て行った。

8 ケルビムの下の翼の下に、人の手の形が現れた。

9 私は見た。すると見よ、ケルビムのそばに四つの車輪があった。一つの車輪は一つのケルビムのそばにあり、もう一つの車輪も一つのケルビムのそばにあった。車輪の外観はベリル石の目のようであった。

10 彼らの外観は、四つともみな同じ似姿であり、あたかも車輪が車輪の真ん中にあるかのようであった。

11 彼らが進むとき、四つの四分の一の方向に向かって進み、進むときに振り返ることはなかった。頭が向く場所のほうへ進み、進むときに振り返ることはなかった。

12 そして、彼らのすべての肉と背と手と翼、そして車輪は、四つの車輪の周囲に目で満ちていた。

13 かの車輪たちに、彼らの耳で「車輪」と呼ばれていた。

14 四つの顔がそれぞれにあった。第一の顔はケルビムの顔、第二の顔は人の顔、第三の顔は獅子の顔、第四の顔は鷲の顔であった。

15 ケルビムは上がった。それは私がケバルの川で見た生き物であった。

16 ケルビムが進むとき、車輪はその傍らを進んだ。ケルビムが翼を上げて地の上に高く上がるとき、車輪もまたその傍らから離れなかった。

17 彼らが立つ時には立って、彼らが上げられる時には彼らとともに上げられた。それは生き物の霊が彼らの中にあったからである。

18 主の栄光は宮の敷居の上から出て、ケルビムの上に立たれた。

19 ケルビムは翼を上げ、彼らの出る時に地から私の目の前で高く上げられた。車輪は彼らの並びにあった。そして主の宮の東の門の入口に立ち、イスラエルの神の栄光が彼らの上、その上にあった。

20 これは、ケバル川のほとりでイスラエルの神の下で私が見た生き物であり、私は彼らがケルビムであることを知った。

21 四つの顔がそれぞれにあり、四つの翼がそれぞれにあった。そして、その翼の下には人の手の似姿があった。

22 彼らの顔の似姿は、私がケバル川のほとりで見た顔、すなわち彼らの外観とその姿そのものであった。それぞれは自分の顔の向こう側へと進んだ。

Ezekiel 11

1 霊は私を引き上げ、主の宮の東向きの東側の門、すなわち東風に向かう門に私を連れて来た。見よ、その門の入口に二十五人の人がいた。私はその真ん中に、アズルの子ヤアザンヤと、ベナヤの子ペラテヤという民の長官たちを見た。

2 主は私に言われた。「人の子よ、これらの人々はこの町の中で悪を企み、悪い助言を授けている者たちである。

3 彼らは言っている、「近くにない。家々を建てるのだ。これは鍋であり、我々は肉である」と。

4 それゆえ、彼らに対して預言せよ。人の子よ、預言せよ。

5 主の霊が私の上に臨み、主は私に言われた、「イスラエルの家よ、あなたがたはこう言った。あなたがたの霊の階段を、わたしは知っている」。

6 あなたがたはこの町で殺された者を多くし、その外の通りを殺された者で満たした。

7 それゆえ、主なる神はこう言われる。あなたがたがその真ん中に置いた殺された者たち、それらが肉であり、都が鍋である。そして、あなたがたをその真ん中から連れ出す。

8 あなたがたは剣を恐れた。わたしは剣をあなたがたの上に臨ませる。神である主の宣言。

9 わたしはあなたがたをその真ん中から連れ出し、あなたがたを外国人の手に渡し、あなたがたのうちに裁きを行う。

10 あなたがたは剣で倒れる。イスラエルの境界で、わたしはあなたがたを裁く。あなたがたは、わたしが主であることを知る。

11 それはあなたがたにとって鍋とはならず、あなたがたはその真ん中で肉となることはない。わたしはイスラエルの境界で、あなたがたを裁く。

12 あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。あなたがたはわたしの定めに従って歩まず、わたしのさばきを行わず、むしろあなたがたの周囲の国のさばきのとおりに行ったからである。

13 わたしが預言していると、ベナヤの子ペラテヤが死んだ。そこでわたしは顔を地に伏せ、大声で叫んで言った。「ああ、主なる神よ。あなたはイスラエルの残りの者を終わりまで滅ぼされるのですか。

14 主の言葉が私に臨んで言われた。

15 人の子よ、あなたの兄弟たち、あなたの兄弟たち、あなたの贖いの民、そしてイスラエルの全家、そのすべては、エルサレムの住民が彼らに言った者たちである。「彼らは主から遠く離れた。この地は私たちに相続地として与えられたのだ。

16 それゆえ、言え。主なる神はこう言われる。「わたしが彼らを国々の間に遠く離し、地々に散らしたが、彼らが行った先の地々で、わたしは彼らにとって少しの聖所となった。

17 それゆえ、主なる神はこう言われる。「わたしはあなたがたを諸国の民の中から集め、あなたがたが散らされた諸国の地から集め、あなたがたにイスラエルの地を与える。

18 彼らはそこに来て、そのすべての忌み嫌うべきものと、そのすべての忌み嫌うべきものを、そこから取り除く。

19 わたしは彼らに一つの心を与え、あなたがたの内側に新しい霊を与える。そして、彼らの肉から石の心を取り除き、彼らに肉の心を与える。

20 彼らがわたしの定めに従って歩み、わたしのさばきを守ってそれを行うために。そして彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。

21 彼らの心がその忌み嫌うべきものと忌み嫌うべきものへと向かう者たちには、その道を彼らの頭に返した。神である主の宣言。

22 ケルビムはその翼を上げ、車輪は彼らの並びにあり、イスラエルの神の栄光は彼らの上、その上にあった。

23 主の栄光は町の真ん中から上って、町の東にある山の上に立たれた。

24 霊が私を運び、カルデヤ人の地の捕囚の民のところへ、神の霊による外観の中で私を連れて行った。そして、私が見た外観は私の上から上って行った。

25 私は捕囚の人々に、主が私に示されたすべてのことを告げた。

Ezekiel 12

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたは反抗の家の真ん中に座っている。彼らには見るための目があるのに見ず、聞くための耳があるのに聞かない。彼らは反抗の家だからである。

3 あなたは人の子よ、自分のために捕囚の器を用意し、彼らの目の前で昼のうちに移れ。あなたは自分の場所から別の場所へ、彼らの目の前に移れ。彼らは反抗の家であるから、もしかすると見るかもしれない。

4 あなたの器を、彼らの目の前で昼間に捕囚の器のように持ち出せ。そしてあなたは、彼らの目の前で夕方に出て行け、捕囚の出のように。

5 彼らの目の前で、壁に穴を掘れ。そして、そこから持ち出せ。

6 彼らの目の前で、肩に担って暗闇の中に運び出せ。あなたの前を覆い、地を見てはならない。わたしがあなたをイスラエルの家へのしるしとして与えたからである。

7 私はそのように行った。私に命じられたとおりに、私は昼の間に捕囚の器を運び出し、夕方には自分の手で壁に穴を掘った。暗闇の中で私はそれを運び出し、彼らの目の前で肩に担いだ。

8 朝、主の言葉が私に臨んで言われた。

9 人の子よ、イスラエルの家、すなわち反抗の家は、あなたに『あなたは何をしているのか』と言ったではないか。

10 彼らに言われた。「神である主はこう言われる。この重荷はエルサレムの君主と、その真ん中にいるイスラエルのすべての家に関するものである。

11 言え、私はあなたがたのしるしである。私がしたように、彼らにもそのようにされる。彼らは捕囚として捕虜のうちに行く。

12 その真ん中にいる君主は、暗闇の中で肩に荷を負って出て行く。彼らは彼を運び出すために壁を掘る。彼は顔を覆う。それは、彼が目でこの地を見ることができないためである。

13 私は私の網を彼の上に張り、彼は私の城塞に捕らえられる。そして私は彼をバビロン、カルデヤ人の地に連れて行く。しかし彼はそれを目にすることはなく、そこで死ぬであろう。

14 すべての彼の周囲の助けと、彼のすべての部隊を、すべての風に散らし、彼らの後に剣を抜き放つ。

15 彼らは、わたしが主であることを知るであろう。わたしが彼らを諸国の間に散らし、彼らを諸地にまき散らすとき。

16 しかし、わたしは彼らの中から、剣と飢饉と疫病から逃れて数えられるほどの人々を残す。それは、彼らが行った先の国々で、彼らのすべての忌み嫌うべきものを語り、彼らが、わたしが主であることを知るためである。

17 主の言葉が私に臨んで言われた。

18 人の子よ、あなたのパンを地震とともに食べ、あなたの水を震えと憂いとともに飲め。

19 地の民に言いなさい。主なる神はこう言われる。エルサレムの住民、イスラエルの地にいる者たちよ。彼らはそのパンを憂いをもって食べ、その水を驚きをもって飲む。それは、その地が、そこに住むすべての者の暴力によって、その満ち満ちているものから荒れ果てるためである。

20 住んでいる町々は荒れ果て、地は荒廃となるであろう。そして、あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。

21 主の言葉が私に臨んで言われた。

22 人の子よ、このことわざはあなたがたにとって何か。イスラエルの地について、「日々は長くなり、すべての幻は失われる」と言う。

23 それゆえ、彼らに言え。神である主はこう言われる。わたしはこのことわざをやめさせる。彼らはもはやイスラエルでそれを言うことはない。しかし、彼らに言え。日々が近づき、すべての幻の言葉が実現する。

24 すべての虚偽の幻と真ん中の占いは、もはやイスラエルの家の中にはないであろう。

25 まことに、わたしは主である。わたしが語る言葉は必ず成し遂げられる。それはもはや延ばされることはない。反抗の家よ、あなたがたの日々のうちに、わたしが言葉を語り、それを成し遂げる。これは主なる神の宣言である。

26 主の言葉が私に臨んで言われた。

27 人の子よ、見よ、イスラエルの家は言っている、「彼が見る幻は多くの日の後のことであり、彼は遠い時について預言している」と。

28 それゆえ、彼らに言え。主なる神はこう言われる。わたしのすべての言葉は、もはや延びることはない。わたしが語る言葉は、必ず成し遂げられる。主なる神の宣言である。

Ezekiel 13

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、自分の心から預言するイスラエルの預言者たちに向かって預言し、彼らに言え、主の言葉を聞け。

3 主なる神はこう言われた。ああ、愚かな預言者たちについて。彼らは自分の霊に従って歩み、何も見なかった。

4 あなたの預言者たちは、イスラエルよ、荒廃の中の狐のようであった。

5 あなたがたは裂け目に上って行き、イスラエルの家のために垣根を築き、主の日の戦いにおいて立ち向かおうとはしなかった。

6 彼らは虚偽を見、偽りの占いをした。彼らは「主の宣言」と言うが、主は彼らを遣わされなかった。そして彼らは自分の言葉を成し遂げることを待ち望んだ。

7 あなたがたは虚偽の幻を見、偽りの占いを語ったではないか。そして「主の宣言」と言っているが、わたしは語っていない。

8 それゆえ、主なる神はこう言われる。「あなたがたが虚偽を語り、偽りを見たから、それゆえ、見よ、わたしはあなたがたに臨む」と、主なる神の宣言である。

9 わたしの手は、虚偽を見る預言者たちと、偽りを占う者たちの上に臨む。彼らはわたしの民の秘密の相談には加わらず、イスラエルの家の書き物にも記されず、イスラエルの地にも入らない。あなたがたは、わたしが主なる神であることを知るであろう。

10 彼らがわたしの民を惑わして「平和がある」と言い、平和がないのに、その民が壁を築き、彼らがそれを愚かしいことで塗るからだ。

11 愚かしいことを塗る者たちに言え、それは倒れるであろう。激しい雨が降り、お前たち、雹の石が落ち、あらしの風が裂くであろう。

12 見よ、壁が倒れた。あなたがたに「あなたがたが塗った塗りはどこにあるのか」とは言われないだろうか。

13 それゆえ、主なる神はこう言われる。わたしは怒りをもってあらしの風を吹き荒れさせ、わたしの怒りによって激しい雨を降らせ、終わりのために怒りをもって雹の石を降らせる。

14 わたしはあなたがたが愚かしいこととして塗った壁を打ち壊し、それを地にまで倒し、その基礎が現れるようにする。それは倒れ、あなたがたはその真ん中で滅びる。そして、あなたがたはわたしが主であることを知る。

15 わたしは怒りを壁の上に、そしてそれを愚かしいことで塗った者たちの上に注ぎ尽くす。そして、あなたがたに言う、「壁はなく、それを塗った者もいない」と。

16 イスラエルの預言者たち、エルサレムについて預言し、彼女に平和の幻を見る者たち、しかし平和はない、と主なる神の宣言である。

17 あなたは人の子よ、自分の民の娘たち、自分の心から預言する者たちに顔を向け、彼らに対して預言せよ。

18 主なる神はこう言われる。「わざわいだ、すべての手の腋の下に枕を縫い付け、すべての身長の頭にかぶり物を作り、命を狩る者たちよ。あなたがたはわたしの民の命を狩り、自分の命を生かしている。

19 あなたがたは、一握りの大麦と一片のパンのために、わたしの民の間でわたしを汚し、死ぬべきでない命を殺し、生きるべきでない命を生かした。あなたがたの偽りによって、偽りを聞くわたしの民の間で。

20 それゆえ、主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたがたの枕に臨む。あなたがたがそこに命を飛び立たせるために罠を仕掛けているその枕を、わたしはあなたがたの腕から引き裂き、あなたがたが飛び立たせるために罠を仕掛けている命を放つ。

21 あなたがたのかぶり物を引き裂き、わたしの民をあなたがたの手から救い出し、彼らはもはやあなたがたの手の中にあって城塞となることはない。あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。

22 あなたがたが偽りをもって正しい者の心を痛め、わたしが彼を痛めなかったのに、また悪しき者の手を強めて、その悪い道から立ち返らせて生かすことをしないようにしたからだ。

23 それゆえ、あなたたちは虚偽を見ることはなく、占いをもう行うことはない。わたしはあなたたちの手からわたしの民を救い出し、あなたたちはわたしが主であることを知る。

Ezekiel 14

1 イスラエルの長老たちの中から幾人かの人々が私のところに来て、私の前に座った。

2 主の言葉が私に臨んで言われた。

3 (子よ、人の子よ、偶像の心とつまずきの咎を彼らの前に置け。)

4 それゆえ、彼らに語れ、彼らに言え。主なる神はこう言われる。イスラエルの家のそれぞれ、それぞれが自分の偶像を心に上らせ、自分の咎のつまずきを自分の前に置き、預言者のもとに来るなら、その者に、主であるわたしは、その偶像の多数によって答えよう。

5 イスラエルの家をその心において捕らえるために、彼らがそのすべての偶像によって私から離れ去ったのだ。

6 それゆえ、イスラエルの家に言え。主なる神はこう言われる。あなたがたの偶像から立ち返り、あなたがたのすべての忌み嫌うべきものから顔を背けよ。

7 イスラエルの家の者であれ、イスラエルに寄留する寄留者であれ、わたしに背いて、その偶像を心に置き、その咎のつまずきを自分の前に置き、預言者のもとに来て、わたしに伺いを立てるなら、その者には、主であるわたしが、わたし自身をもって答える。

8 わたしはその人にわたしの顔を向け、彼をしるしとことわざとし、わたしの民の真ん中から彼を断ち切る。あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。

9 預言者がもし惑わされて言葉を語るなら、その預言者を惑わしたのは主である。わたしはその預言者に手を伸ばし、わたしの民イスラエルの真ん中から彼を滅ぼし尽くす。

10 彼らは自分の咎を負う。問う者の咎のように、預言者の咎のように、彼らは負うであろう。

11 イスラエルの家が、もはやわたしの後を離れて迷うことなく、また、もはやすべての背きの罪によって汚れることのないようにするためである。彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。神である主の宣言である。

12 主の言葉が私に臨んで言われた。

13 人の子よ、もし一つの地がわたしに対して背信の背信を犯して罪を犯すなら、わたしはその地に手を伸ばし、そのパンの杖を折り、その中に飢饉を送り、そこから人と獣を断ち切る。

14 これらの三人の雄がその真ん中にいるなら、ノア、ダニエル、ヨブ、彼らは自分の義によって自分の命を救い出すであろう、と主なる神の宣言がある。

15 もしわたしが悪い生き物をその地に通らせ、それが地を子なしとし、その地が生き物の顔のゆえに通る者の無しに荒廃となるならば、

16 この三人の人がその真ん中にいるなら、わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。彼らは息子も娘も救い出さない。彼らだけが単独で救われ、地は荒廃したままとなる。

17 あるいは、わたしがその地に剣をもたらし、『剣が地を貫き通る』と言い、その地から人と獣を断ち切るなら、

18 この三人の人がその真ん中にいるなら、わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。彼らは息子も娘も救い出さない。彼らだけが救われる。

19 あるいは、わたしが疫病をその地に送り、わたしの怒りを血をもってその地に注ぎ、そこから人と獣を断ち絶やすならば、

20 ノア、ダニエル、ヨブがその真ん中にいるなら、わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。彼らは息子も娘も救い出さない。彼らは自分たちの義によって自分たちの命を救い出すだけである。

21 まことに、主なる神はこう言われる。「さらに、わたしの四つの恐ろしい裁き、すなわち剣と飢饉と悪い生き物と疫病を、エルサレムに送って、そこから人と獣を断ち滅ぼすときには、なおさらのことである。

22 見よ、そこに逃れの者が残されている。彼らは息子たちと娘たちを連れて、あなたがたのところへ出て来る。あなたがたは彼らの道と彼らの行いを見て、わたしがエルサレムに臨ませたすべての悪について、わたしがその都に臨ませたすべてのことについて、慰められるであろう。

23 彼らの道と彼らの行いを見るとき、あなたがたは慰められる。そして、わたしがそこでしたすべてのことを、理由もなくしたのではないことを知るであろう。──主なる神の宣言。

Ezekiel 15

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、すべての木の中のぶどうの木、森の木々の中にある枝は、何になるだろうか。

3 その木から仕事のための木が取られるだろうか。人々はその木から、すべての器を掛けるための杭を取るだろうか。

4 見よ、それは火に与えられて食物となった。火はその二つの果てを焼き尽くし、その真ん中は焦げてしまった。それは仕事に役立つだろうか。

5 見よ、それが完全な時でさえ、仕事には用いられなかった。ましてや、火がそれを焼き尽くし、それが焦げてしまった後、なお仕事に用いられるだろうか。

6 それゆえ、主なる神はこう言われた。森の木々の中のぶどうの木を、わたしが火の食物として与えたように、わたしはエルサレムの住民をそうした。

7 わたしは彼らにわたしの前を向ける。彼らは火の中から出て来たが、火は彼らを焼き尽くすであろう。そして、わたしが彼らにわたしの前を向けるとき、あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。

8 地を荒廃とされた。彼らが背信の背信を犯したからである、と主なる神の宣言である。

Ezekiel 16

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、エルサレムにその忌み嫌うべきものを知らせよ。

3 主なる神はエルサレムにこう言われた。「あなたの生まれ故郷と生まれはカナン人の地からである。あなたの父はアモリ人、あなたの母はヒッタイト人である。

4 あなたの生まれは、あなたが生まれた日に、へそは切られず、水で柔らかくするために洗われず、塩を擦り込まれず、布に包まれもしなかった。

5 目はあなたに対して憐れみを施すためにこれらの一つを行うこともなく、あなたを顧みなかった。あなたは生まれた日に、その命が忌み嫌われて、野の前に捨てられた。

6 わたしはあなたの上を通り過ぎ、あなたが自分の血の中にまみれているのを見た。そしてあなたに言われた、「あなたの血の中で、生きよ」。またあなたに言われた、「あなたの血の中で、生きよ」。

7 万のように野の枝として、わたしはあなたを生い茂らせた。あなたは増え、大きくなり、飾りの中に入った。乳房は整い、毛は伸びた。しかし、あなたは裸で、はだかであった。

8 わたしはあなたの上を通り過ぎ、あなたを見た。見よ、あなたの時、それは愛する者の時であった。わたしは自分の翼をあなたの上に広げ、あなたの裸を覆った。わたしはあなたに誓い、あなたと契約を結んだ。神である主の宣言、あなたはわたしのものとなった。

9 わたしはあなたを水で洗い、あなたの血をあなたの上から洗い流し、あなたに油を塗った。

10 私はあなたに刺繍を着せ、もぐらの皮の靴を履かせ、亜麻布の帯を締めさせ、絹で覆った。

11 あなたに飾りを着け、あなたの手に腕輪をはめ、あなたののどに鎖を掛けた。

12 わたしはあなたの鼻に耳輪を、あなたの耳に耳輪を、あなたの頭に栄光の冠を置いた。

13 あなたは金と銀で身を飾り、あなたの衣服は亜麻布と絹と刺繍でできていた。あなたは薄力粉と蜂蜜と油を食べ、非常に美しくなり、王権を得るまでに栄えた。

14 あなたの名は、あなたの美しさによって国々の間に広まった。それは、わたしがあなたの上に置いたわたしの威厳によって、完全にそうであったからだ。──主なる神の宣言。

15 あなたは自分の美しさに頼り、自分の名によって淫行を行い、あなたの淫行をすべての通り過ぎる者に注ぎ出した。

16 あなたは自分の衣服を取り、色とりどりの高台を自分で作り、その上で淫行を行った。それは来たこともなく、またあり得ないことだ。

17 あなたは、わたしがあなたに与えた金と銀で、自分の栄光の器を取り、それで自分のために男の像を造り、それと淫行を行った。

18 あなたは自分の刺繍の衣服を取り、それらで彼らを覆った。そして、私の油と私の薫香を彼らの前に置いた。

19 あなたに与えたわたしのパン、すなわち薄力粉と油と蜂蜜で、わたしはあなたを養った。あなたはそれを彼らの前に、芳しい香りのために置いた。それはそのようになった。神である主の宣言である。

20 あなたは自分の子と、わたしのために産んだ娘たちを取り、彼らを彼らに捧げて食わせた。あなたの淫行は少しのことだったのか。

21 あなたはわたしの子たちを屠り、彼らに渡して火の中を通らせた。

22 あなたはすべての忌み嫌うべきものと淫行を覚えず、あなたの青春の日々を思い出さなかった。あなたが裸で、裸のままで、自分の血にまみれて踏みにじられていた時があった。

23 あなたのすべての悪の後に、わざわい、わざわいがあなたに臨む、と主なる神が宣言される。

24 あなたは自分のために背を築き、すべての広場に自分のために高台を造った。

25 すべての道の頭にあなたの高台を築き、あなたの美しさを忌み嫌わせ、すべての通りかかる者にあなたの足を広げ、あなたの淫行を増やした。

26 あなたは肉の大きい隣人エジプトの子らと淫行を犯し、あなたの淫行を増して、わたしを怒らせた。

27 見よ、わたしはあなたの上に手を伸ばし、あなたの定めを減らし、あなたを、あなたを憎む者たち、すなわち、あなたの悪意の道によって恥を見たペリシテ人の娘たちの魂に渡した。

28 あなたはアッシュルの子たちに向かって淫行を行い、それでも満ち足りることはなかった。あなたは彼らと淫行を重ねたが、それでもなお満ち足りることはなかった。

29 あなたは自分の淫行をカナンの地へ、カルデヤ人に向かって増やした。それでも、このことにも満足しなかった。

30 あなたの心はなんと弱々しいことか、と主なる神の宣言がある。あなたがこれらすべてのことを行ったのは、支配する淫婦のわざである。

31 あなたは自分の背をすべての道の頭に築き、自分の高台をすべての広場に造った。しかし、あなたは遊女の報酬を嘲る者のようではなかった。

32 姦淫する妻は、夫の代わりに他人を取る。

33 すべての淫婦には捧げ物が与えられる。しかしあなたは、あなたの贈り物をすべての愛人たちに与え、あなたの淫行によって彼らを周囲からあなたのところに来るよう買収した。

34 あなたの淫行は、他の女たちと逆であった。あなたの後を追って淫行をする者はいなかった。あなたが遊女の報酬を与え、遊女の報酬があなたに与えられることはなかった。それで、あなたは逆となった。

35 それゆえ、淫婦よ、主の言葉を聞け。

36 主なる神はこう言われた。「あなたの青銅が注ぎ出され、あなたの裸があなたの淫行によって、あなたの愛する者たちに対して、またあなたのすべての忌み嫌うべき偶像に対して、そしてあなたが彼らに与えたあなたの子たちの血によって、あらわにされたからだ。

37 それゆえ、見よ、わたしはあなたが愛したすべての者たち、あなたが彼らに対して情欲を抱いたすべての者たち、そしてあなたが愛したすべての者たちを、あなたが憎んだすべての者たちの上に集める。わたしは彼らをあなたの周囲に集め、あなたの裸を彼らに現し、彼らはあなたのすべての裸を見る。

38 あなたを姦淫の女と血を流す女のさばきでさばき、あなたに怒りとねたみの血を与える。

39 そして、わたしはあなたを彼らの手に渡す。彼らはあなたの背を壊し、あなたの高台を打ち壊し、あなたの衣服をはぎ取り、あなたの栄光の器を取り去り、あなたを裸で、裸のままにする。

40 彼らはあなたに対して集会を上げ、石であなたを打ち、彼らの剣であなたを切り裂く。

41 彼らはあなたの家々を火で焼き、多くの女たちの目の前で、あなたに裁きを行う。そして、わたしはあなたを遊女の生活から絶ち、あなたはもはや遊女の報酬を与えることはない。

42 わたしはあなたに対する怒りを静め、わたしのねたみはあなたから離れる。わたしは安らぎ、もはや怒ることはない。

43 あなたがわたしの青春の日を思い出さず、これらすべてのことでわたしに激しく怒ったので、見よ、わたしもあなたの道をあなたの頭の上に置いた。神である主の宣言。あなたはあなたのすべての忌み嫌うべきものの上に、その悪意を行わなかった。

44 見よ、すべての諺を言う者は、あなたについて諺を言って、「母はその娘のようだ」と言う。

45 あなたは母の娘であり、夫と子を忌み嫌う者である。あなたは姉妹の姉妹であり、彼女たちがその夫と子を忌み嫌ったように。あなたがたの母はヒッタイト人、あなたがたの父はアモリ人である。

46 あなたの姉妹のうち、年長の者はサマリア、彼女とその娘たちはあなたの左に住んでいる。そして、あなたの妹、あなたより小さい者で、あなたの右に住んでいるのはソドムとその娘たちである。

47 あなたは彼らの道を歩まず、彼らの忌み嫌うべきものをほんの少しだけ行った。そしてあなたは自分のすべての道において、彼らよりも堕落した。

48 主なる神の宣言により、わたしは生きている。あなたの姉妹ソドムは、彼女とその娘たちが、あなたとあなたの娘たちがしたように行ったかどうか。

49 見よ、これがあなたの姉妹ソドムの咎であった。彼女とその娘たちには誇りとパンの満ち足りることと安逸の安らぎがあったが、貧しい者と乏しい者の手を支えなかった。

50 彼女たちは高慢になり、わたしの前で忌み嫌うべきものを行った。それで、わたしが見たとおりに、彼女たちを取り除いた。

51 サマリアはあなたの罪の半分も犯さなかった。あなたは彼女たちよりも多くの忌み嫌うべきものを増し加え、あなたのすべての忌み嫌うべきものによって、あなたの姉妹を正しい者とした。

52 あなたも自分の恥辱を負え。あなたが自分の罪によって姉妹たちのために定めた恥辱を。あなたが彼女たちよりも忌み嫌われたので、彼女たちはあなたよりも正しいとされる。あなたも恥じ、自分の恥辱を負え。あなたが姉妹たちを正しいと認めたからだ。

53 私は彼らの捕囚を戻す、ソドムとその娘たちの捕囚、サマリアとその娘たちの捕囚、そしてあなたの捕虜を彼らの真ん中に戻す。

54 あなたが自分の恥辱を負い、あなたが行ったすべてのことについて恥じるためである。あなたが彼らを慰めたことによって。

55 あなたの姉妹ソドムとその娘たちは昔の状態に戻り、サマリアとその娘たちも昔の状態に戻る。そして、あなたとあなたの娘たちも昔の状態に戻る。

56 あなたの姉妹ソドムは、あなたの誇りの日には、あなたの口で報道されることはなかった。

57 あなたの悪が明らかにされる前に、その時、アラムの娘たちの恥辱と、その周囲のすべての者、ペリシテ人の娘たちが、あなたを周囲から嘲るように。

58 あなたは自分の悪意と自分の忌み嫌うべきものを負った。主の宣言。

59 主なる神はこう言われる。あなたが呪いを軽んじ、契約を破ったように、わたしもあなたに行う。

60 しかし、わたしはあなたの青春の日におけるわたしの契約を思い出し、あなたのために永遠の契約を立てる。

61 あなたは自分の道を思い出し、恥じるであろう。あなたが自分よりも大きい姉妹たちを、自分よりも小さい者たちのところへ連れて行ったとき、わたしは彼らをあなたに与えて娘とし、しかしあなたの契約によるのではなかった。

62 わたしはわたしの契約をあなたと立てる。あなたはわたしが主であることを知る。

63 あなたが思い出し、恥じるために、あなたの恥辱の前で、もはや口を開くことがないように。わたしがあなたの行ったすべてのことをあなたのために赦すとき、主なる神の宣言である。

Ezekiel 17

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、イスラエルの家に向かってなぞを出し、ことわざを語れ。

3 主なる神はこう言われた。「大きな翼と長い羽根を持ち、羽毛が豊かで、刺繍のある大鷲がレバノンに来て、杉の頂の枝を取った。

4 その若枝の先端を摘み取り、それをカナンの地に運び、商人の町に置いた。

5 彼は地の種を取り、それを種の野に植えた。多くの水の上に、柳のように置いた。

6 それは芽を出し、低い身長の、枝をその方へ向ける、広がるぶどうの木となり、その根はその下にあった。それはぶどうの木となり、ほかの枝を出し、枝を伸ばした。

7 また、もう一羽の大きな鷲がいて、翼は大きく、羽毛は豊かであった。すると、このぶどうの木はその鷲に向かって根を伸ばし、その枝を彼に送って、自分を植え付けの花壇から水を与えさせた。

8 良い野に、多くの水のほとりに、それは植えられていた。枝を出し、果実を結び、見事なぶどうの木となるために。

9 言え、主なる神はこう言われる。「それは栄えるだろうか。彼はその根を引き抜き、その果実を切り落とさないだろうか。そのすべての若枝は枯れ、その枝の葉はすべて枯れるだろう。それは大きな腕や多くの民によらず、その根から引き上げられることはない。

10 見よ、植えられたものは栄えるだろうか。東風がそれに触れると、それは必ず枯れないだろうか。その生えた花壇の上で、それは枯れるだろう。

11 主の言葉が私に臨んで言われた。

12 反抗の家に言え、「あなたがたはこれらのことが何であるかを知らないのか。」言え、「見よ、バビロンの王がエルサレムに来て、その王とその長官たちを取って、彼らのところへバビロンに連れて行った。

13 彼は王権の子孫を取り、彼と契約を結び、彼を呪いの誓いの下に置き、地の雄羊たちをも取った。

14 低い王国となるために、高ぶることのないように、彼の契約を守って、それを堅く立たせるために。

15 彼は主に背き、自分の使者をエジプトに遣わし、馬と多くの民を得ようとした。このようなことをする者が成功するだろうか。契約を破って逃れられるだろうか。

16 主なる神の宣言として、わたしは生きている。もし彼が、彼を王とした王の場所で、その呪いを軽んじ、その契約を破ったなら、彼はその王とともに、バビロンの真ん中で死ぬであろう。

17 ファラオは、大きな力によっても、多くの集会によっても、戦いにおいて彼のために何も成し遂げない。土塁を築き、攻城塔を建てて、多くの命を断ち切ることはない。

18 彼は呪いを軽んじ、契約を破ろうとした。見よ、彼は手を差し出したが、これらすべてを行った者は逃れられない。

19 それゆえ、主なる神はこう言われる。「わたしは生きている。彼が軽んじたわたしの呪い、彼が破ったわたしの契約を、必ず彼の頭に報いる。

20 わたしは彼の上にわたしの網を張り、彼はわたしの城塞に捕らえられる。わたしは彼をバビロンに連れて行き、そこで彼がわたしに対して犯した背信について彼を裁く。

21 そのすべての逃亡者は、そのすべての部隊とともに剣で倒れる。そして、残された者たちはすべての風に散らされる。あなたがたは、わたしが主であることを知る。わたしが語ったのだ。

22 主なる神はこう言われる。「わたし自身が杉の頂の枝を取り、その若枝の頭から柔らかい一枝を摘み取り、わたし自身がそれを高い山の上に植える。

23 イスラエルの高い所の山に、わたしはそれを植える。それは枝を伸ばし、果実を結び、見事な杉となる。そして、すべての翼のある鳥がその下に住み、その枝の陰りに、すべての鳥が宿る。

24 野のすべての木は、わたしが主であることを知るであろう。わたしは高い木を低くし、低い木を高くし、生い茂る木を枯らし、枯れた木を花咲かせた。わたし、主がこれを語り、成し遂げた。

Ezekiel 18

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 あなたがたは、イスラエルの地について、このことわざを言って、『父たちは酸ぶどうを食べたのに、子たちの歯がうく』と言うのは、何のためか。

3 主なる神の宣言により、わたしは生きている。あなたがたがイスラエルでこのことわざを再び用いることは決してないであろう。

4 すべての命はわたしのものである。父の命も子の命も、わたしのものである。罪を犯したその命、それが死ぬ。

5 雄がもし正しい者であり、さばきと義を行うならば、

6 山では食べず、目をイスラエルの家の偶像に向けず、友の妻を汚さず、汚れた妻に近づかなかった者。

7 人を虐げず、債務者の質を返し、奪い取った物を奪わず、飢えた者に自分のパンを与え、裸の人を衣服で覆う。

8 高利では貸さず、増し分は取らず、不義から手を引き、人と人との間で真実のさばきを行う。

9 わたしの定めに従って歩み、わたしのさばきを守って真実を行えば、その人は正しい者であり、必ず生きる。これは主なる神の宣言である。

10 暴虐な者である子を生み、血を流す者となり、これらの一つを自分の兄弟に対して行ったなら、

11 彼はこれらすべてのことをしなかったが、山で食べ、友の妻を汚した。

12 貧しい者と乏しい者を虐げ、奪い取った物を奪い、質を返さず、偶像に目を向け、忌み嫌うべきものを行った。

13 高利で貸し、増し分を取り、生きる。このすべての忌み嫌うべきものを彼が行ったなら、彼は決して生きることはできない。必ず死ななければならない。彼の血は彼の上にある。

14 見よ、彼は子を生んだ。そして父が行ったすべての罪を見た。彼はそれを見て、そのようには行わなかった。

15 山では食べず、その目をイスラエルの家の偶像に向けず、友の妻を汚さなかった。

16 人を苦しめず、質を取らず、奪い取った物を奪わず、自分のパンを飢えた者に与え、裸の人を衣服で覆った。

17 貧しい者から手を引き、高利も増し分も取らず、わたしのさばきを行い、わたしの定めに歩んだ者は、その父の咎のゆえに死なず、必ず生きる。

18 父は、搾取をもって搾取し、兄弟から強奪をもって奪い取り、自分の民の真ん中で良くないことを行った。見よ、彼は自分の咎によって死んだ。

19 あなたがたは言う、「なぜ子は父の咎を負わないのか」。しかし子がさばきと義を行い、わたしのすべての定めを守って行うなら、その子は必ず生きる。

20 罪を犯した命は、それが死ぬ。子は父の咎を負わず、父は子の咎を負わない。義人の義はその人自身の上にあり、悪人の悪はその人自身の上にある。

21 悪者がそのすべての罪から立ち返り、わたしのすべての定めを守り、さばきと義を行うなら、その者は必ず生き、死ぬことはない。

22 彼の犯したすべての背きの罪は、彼に覚えられない。彼の行った義によって、彼は生きる。

23 悪者が死ぬことを、わたしが喜んで望むだろうか、と主なる神の宣言がある。彼がその道から立ち返って生きることを、むしろ喜ばないだろうか。

24 正しい者が自分の義から離れて、忌み嫌うべき者たちが行ったすべての忌み嫌うべきもののように不義を行うなら、彼は生きるだろうか。彼が行ったすべての義は覚えられず、彼の行った背信と彼の犯した罪によって、彼は死ぬ。

25 あなたがたは言う、「主の道は正しくない」と。聞け、イスラエルの家よ。わたしの道が正しくないのか。あなたがたの道が正しくないのではないか。

26 正しい者がその義から離れて不義を行い、そのために死ぬなら、その行った不義によって死ぬ。

27 悪者が自分の犯した悪から立ち返り、さばきと義を行うなら、その者は自分の命を生かす。

28 彼は自分の犯したすべての背きの罪を顧みて立ち返ったので、必ず生きる。死ぬことはない。

29 イスラエルの家は言った、「主の道は正しくない」。しかし、わたしの道は正しくないのか。イスラエルの家よ、あなたがたの道こそ正しくないのではないか。

30 それゆえ、イスラエルの家よ、わたしはあなたがたを、それぞれの道にしたがって裁く、と主なる神は宣言される。あなたがたは、すべての背きの罪から立ち返り、向き直れ。そうすれば、咎があなたがたにとってつまずきとなることはない。

31 あなたがたの犯したすべての背きの罪をあなたがたの上から投げ捨て、新しい心と新しい霊を自分たちのために造りなさい。イスラエルの家よ、なぜあなたがたは死ななければならないのか。

32 わたしは死ぬ者の死を喜ばない、と主なる神の宣言がある。それゆえ、あなたがたは立ち返って、生きよ。

Ezekiel 19

1 あなたはイスラエルの君主たちについて哀歌を唱えよ。

2 あなたは言え、『あなたの母は何であったか。獅子の間に伏していた獅子。若獅子の真ん中で自分の子を育てた。』

3 彼女の子の一つを育て上げたが、それは若獅子となった。それは獲物を引き裂くことを学び、人を食らった。

4 国々は彼について聞き、彼らの穴で捕らえられた。彼らは鎖で彼をエジプトの地に連れて行った。

5 彼女は自分の希望が失われて滅びたのを見た。そして、彼女の子の一つを取り、それを若獅子とした。

6 彼は獅子の真ん中を歩き回り、若獅子となった。獲物を引き裂くことを学び、人を食らった。

7 彼はその未亡人たちを知り、彼らの町々を荒らした。地とその満ち満ちているものは、彼の咆哮の声によって荒れ果てた。

8 国々は周囲の州々から彼に向かって立ち上がり、彼の上に自分たちの網を広げた。彼らは自分の穴の中で捕らえられた。

9 彼らは彼を檻に入れ、鎖でつなぎ、バビロンの王のもとへ連れて行った。彼を要塞に連れて行き、その声が再びイスラエルの山々に聞こえないようにした。

10 あなたの母は、あなたの血によって、水の上に植えられたぶどうの木のようであった。それは実り多く、枝を伸ばし、多くの水によって成長した。

11 そのために力ある杖が支配者たちの杖に向かってあり、その身長は綱の間よりも高くなり、その高慢において、その多数の枝によって見られた。

12 怒りによって抜き取られ、地に投げ捨てられた。東風がその果実を枯らした。その力の杖は砕かれて枯れ、火がそれを焼き尽くした。

13 今やそれは荒野に植えられており、乾いた地と渇きの中にある。

14 火がその枝のほかから出て、その果実を焼き尽くした。その中には力の杖、支配する杖はなかった。これは哀歌であり、哀歌となった。

Ezekiel 20

1 第七年の五月十日に、イスラエルの長老たちのうちのある人々が主に伺いを立てるために来て、わたしの前に座った。

2 主の言葉が私に臨んで言われた。

3 人の子よ、イスラエルの長老たちに語り、彼らに言え。『主なる神はこう言われる。あなたがたはわたしに尋ねようとして来るのか。わたしは生きている。あなたがたに尋ねられることはない、と主なる神の宣言である。』

4 あなたは彼らを裁くのか。人の子よ、あなたは彼らを裁くのか。彼らの先祖の忌み嫌うべきものを彼らに知らせよ。

5 彼らに言われた。「神である主はこう言われる。わたしがイスラエルを選んだ日、わたしはヤコブの家の子孫に手を上げ、エジプトの地で彼らに自分を示された。わたしは彼らに手を上げて言われた。『わたしはあなたがたの神、主である』と。

6 その日に、わたしは彼らに手を上げて、彼らをエジプトの地から、わたしが彼らのために探し求めた地、乳と蜂蜜の流れる地、すべての地の麗しさである地へ連れ出すことを誓われた。

7 それぞれの目が忌み嫌うべきものを投げ捨てよ。エジプトの偶像によって汚れてはならない。わたしは主、あなたがたの神である。

8 彼らは私に逆らった。彼らは私の言うことを聞こうとせず、それぞれ自分の目の忌み嫌うべきものを投げ捨てず、エジプトの偶像を捨てなかった。そこで私は言われた。彼らの上に私の怒りを注ぎ、エジプトの地の真ん中で彼らに私の怒りを尽くそうと。

9 わたしは自分の名のために、彼らがその真ん中にいる諸国の目の前で、わたしの名が汚されることのないように行動した。彼らの目の前で、わたしが彼らに知らされたのは、彼らをエジプトの地から導き出すためであった。

10 私は彼らをエジプトの地から連れ出し、彼らを荒野に導き入れた。

11 わたしは彼らにわたしの定めを与え、わたしのさばきを知らせた。それを人が行うなら、それによって生きる。

12 また、わたしは彼らにわたしの安息日を与えた。それは、わたしと彼らとの間のしるしとなり、わたしが彼らを聖別する主であることを知るためである。

13 イスラエルの家は荒野でわたしに逆らった。彼らはわたしの定めに従って歩まず、わたしのさばきを侮った。人はそれを行うなら、それによって生きるのだ。しかし彼らはわたしの安息日を大いに汚した。そこでわたしは、荒野で彼らにわたしの怒りを注ぎ、彼らを滅ぼし尽くそうと言われた。

14 わたしは彼らの目の前で彼らを連れ出した諸国の目の前で、わたしの名が汚されないように、わたしの名のために行った。

15 また、わたしは荒野で彼らに手を上げて誓った。彼らを、わたしが与えた地、乳と蜂蜜の流れる地、すべての地の麗しさである所へ連れて行かないと。

16 彼らがわたしのさばきを侮り、わたしの定めのうちを歩まず、わたしの安息日を汚したからである。彼らの心は彼らの偶像の後に従って行ったからである。

17 しかし、わたしの目は彼らを惜しんで、彼らを滅ぼさなかった。また、わたしは彼らを荒野で終わりにしなかった。

18 荒野で彼らの子らに言われた、「あなたがたの先祖の定めに従って歩んではならない。彼らのさばきを守ってはならない。彼らの偶像によって自分を汚してはならない」。

19 わたしは主、あなたがたの神である。わたしの定めに従って歩み、わたしのさばきを守って、それを行え。

20 わたしの安息日を聖別せよ。それは、わたしがあなたがたの神、主であることを知るための、わたしとあなたがたの間のしるしとなるであろう。

21 子らはわたしに逆らった。彼らはわたしの定めに従って歩まず、わたしのさばきを守らず、それを行うなら人はそれによって生きるというのに、彼らはわたしの安息日を汚した。そこでわたしは、荒野で彼らにわたしの怒りを注ぎ、彼らを滅ぼし尽くそうと、わたしの怒りを彼らに向けて言われた。

22 しかし、わたしは自分の手を引き戻し、わたしの名のために行動した。彼らの目の前で、諸国の目の前で、彼らを導き出したその目の前で、わたしが彼らを汚すことがないようにするためであった。

23 わたしもまた、荒野で彼らに向かって手を上げ、彼らを諸国の間に散らし、諸地にまき散らすことを誓われた。

24 彼らがわたしのさばきを行わず、わたしの定めを退け、わたしの安息日を汚し、その目は彼らの先祖の偶像の後にあったからである。

25 また、わたしも彼らに良くない定めを与え、それによっては生きられないさばきを与えた。

26 わたしは彼らをその贈り物によって汚した。すべてのあわれみの初子を過ぎ越させることによって、彼らを荒廃させ、わたしが主であることを知るために。

27 それゆえ、人の子よ、イスラエルの家に語れ。彼らに言え。主なる神はこう言われる。あなたがたの父たちは、さらにこのことでわたしを嘲った。彼らはわたしに対して背信を犯したのだ。

28 私は彼らを、私が手を上げて与えると誓った地に連れて行った。彼らはすべての高い丘とすべての茂った木を見て、そこで自分たちのいけにえを屠り、そこで自分たちの怒りを引き起こす捧げ物をささげ、そこで自分たちの芳しい香りの香りを置き、そこで自分たちの注ぎの供え物を注ぎ出した。

29 そこでわたしは彼らに言われた、「あなたがたが行くその高台とは何か」。そしてその名は今日までバマと呼ばれた。

30 それゆえ、イスラエルの家に言え。主なる神はこう言われる。あなたがたは、あなたがたの父たちの道によって汚れているのか。そして、あなたがたは彼らの忌み嫌うべきものの後に淫行しているのか。

31 あなたがたの贈り物をささげ、あなたがたの子を火の中を通らせるとき、あなたがたは自分のすべての偶像によって今日まで汚れている。そして、イスラエルの家よ、わたしがあなたがたに尋ねられるだろうか。わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。わたしはあなたがたに尋ねられることはない。

32 あなたがたの霊に上ったことは、決して起こらないであろう。あなたがたが、「われわれは国々のようになり、地の家族のようになって、木と石に仕えよう」と言っていることは、決して起こらない。

33 わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。必ず、強い手と伸ばされた腕と注がれた怒りをもって、あなたがたの上に王として治める。

34 わたしはあなたがたを諸国の民から導き出し、あなたがたが散らされた地から集める。強い手と伸ばされた腕と注がれた怒りをもって。

35 わたしはあなたがたを諸国の民の荒野に連れて行き、そこでわたしはあなたがたと顔と顔を合わせて裁きを行う。

36 わたしがあなたがたの父たちをエジプトの地の荒野で裁いたように、わたしはあなたがたを裁く、と主なる神は宣言される。

37 あなたたちを杖の下を通らせ、契約の束縛の中に連れて行く。

38 あなたがたの中から、わたしに逆らう者とわたしに背く者を、彼らの滞在の地から取り出し、彼らをイスラエルの地には入らせない。そのとき、あなたがたは、わたしが主であることを知る。

39 あなたがたイスラエルの家よ、主なる神はこう言われる。それぞれ自分の偶像のところへ行って、仕えよ。しかし、もしあなたがたがわたしの言うことを聞かないなら、その後は、あなたがたの贈り物と偶像によって、もはやわたしの聖なる名を汚してはならない。

40 わたしの聖なる山、イスラエルの高い山において、神である主の宣言がある。そこでは、イスラエルの全家が、地のすべての者がわたしに仕える。そこでわたしは彼らを受け入れ、そこであなたがたの献げ物と、あなたがたのすべての聖なるものの中の初めの贈り物とを求める。

41 芳しい香りの香りをもって、わたしはあなたがたを受け入れよう。わたしがあなたがたを民の中から連れ出し、あなたがたが散らされた地から集めるとき、わたしは諸国の目の前であなたがたの間で聖とされる。

42 あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。わたしがあなたがたをイスラエルの地に連れ帰るとき、わたしがあなたがたの父たちに与えると手を上げて誓ったその地に。

43 あなたがたは、そこで自分の道と、あなたがたがそれによって汚れたすべての行いを思い起こし、あなたがたが行ったすべての悪のゆえに、自分の前で自分を忌み嫌うであろう。

44 あなたがたは、わたしがあなたがたを、わたしの名のために扱うとき、わたしが主であることを知るであろう。あなたがたの悪い道と、あなたがたの滅びゆく行いのゆえではなく、イスラエルの家よ、と主なる神は宣言される。

45 主の言葉が私に臨んで言われた。

46 人の子よ、あなたの顔を南の道に向け、南に向かって滴らせ、ネゲブの野の森に向かって預言せよ。

47 ネゲブの森に言え、主の言葉を聞け。主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたの中に火を燃え立たせる。それはあなたの中で、すべての生きた木とすべての枯れた木を焼き尽くす。その炎の勢いは消えることがなく、それによってすべての顔が、ネゲブから北まで焼かれる。

48 すべての肉は、わたしが主であり、これを燃やしたことを見る。それは消えることはない。

49 ああ、主なる神よ。彼らは私に言っています、「彼はことわざを語る者ではないか」と。

Ezekiel 21

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたの顔をエルサレムに向け、聖所に向かって滴らせ、イスラエルの地に向かって預言せよ。

3 イスラエルの地に言え、主はこう言われる。見よ、わたしはあなたに向かっている。わたしはわたしの剣をその剃刀から抜き出し、あなたの中から正しい者と悪しき者を断ち切る。

4 わたしがあなたの中から正しい者と悪しき者を断ち切ったので、それゆえ、わたしの剣はその剃刀から出て、ネゲブから北まで、すべての肉に向かう。

5 すべての肉は、わたしが主であることを知るであろう。わたしは自分の剣を剃刀から抜き出した。それは再び戻ることはない。

6 あなたは人の子よ、腰の破壊と苦味をもって嘆け、彼らの目の前で嘆け。

7 彼らがあなたに『なぜあなたは嘆いているのか』と言うとき、あなたは言え。『報道が来たからだ。すべての心は溶け、すべての手は弱り、すべての息は衰え、すべての膝は水のように揺らぐ。見よ、それは来て、実現する』と。これは主なる神の宣言である。

8 主の言葉が私に臨んで言われた。

9 人の子よ、預言して言え。主なる神はこう言われる。言え、剣、剣は研がれ、また磨かれた。

10 屠殺のために研がれ、稲妻となるために磨かれた。われわれは喜ぶべきか。それは、すべての木を蔑む、わが子の杖である。

11 彼はそれを手入れのために与え、手のひらで握らせた。それは剣として研がれ、また手入れされた。それを殺す者の手に与えるために。

12 叫び、嘆き悲しめ、人の子よ。それはわたしの民の中にあり、イスラエルのすべての君主たちの中にある。彼らは剣に向かって恐れおののき、わたしの民とともにあった。それゆえ、腿を打て。

13 試練がある。そして、もしも彼らが杖を拒むなら、それは起こらないであろう。神である主の宣言。

14 あなたは人の子よ、預言し、手のひらを手のひらに打ち鳴らせ。そして、三度の剣、刺し貫く大いなる剣、彼らに臨む剣は、打ち重ねられる。

15 心を溶かし、つまずきを多くするために、彼らのすべての門に、わたしは剣の刃先を与えた。ああ、それは稲妻のために作られ、屠殺のために覆われている。

16 右に集まれ、左に置け、どこへでもお前の前は向けられている。

17 わたしもまた、わたしの手のひらをわたしの手のひらに打ち鳴らし、わたしの怒りを収める。わたしは主である。わたしが語った。

18 主の言葉が私に臨んで言われた。

19 あなたは人の子よ、自分のために二つの道を設けよ。バビロンの王の剣が来るために、一つの地から両方の道は出る。そして、手で印を付けよ。町への道の頭に印を付けよ。

20 道を置かれ、剣が来るために、アンモンの子らのラバと、要塞の中のエルサレムのユダとに。

21 バビロンの王は道の母に立ち、二つの道の頭で占いを求め、矢を振り、テラフィムに問い、肝臓を見た。

22 彼の右に占いがあった、エルサレムに対して、牧場を置いて口を殺害のために開き、叫びをもって声を上げ、牧場を門の上に置き、土塁を注ぎ出し、攻城塔を築くために。

23 彼らにとってそれは虚偽の占いとなり、彼らの目には彼らへの誓いの誓いとなる。しかし彼は咎を思い起こさせて、捕らえられるようにする。

24 それゆえ、主なる神はこう言われる。「あなたがたの咎が思い出され、あなたがたの背きの罪が明らかにされ、あなたがたの罪があなたがたのすべての行いにおいて見えるようになったからだ。あなたがたが思い出されるゆえに、あなたがたは手のひらで捕らえられる。

25 あなたは、傷つけられた悪しき者、イスラエルの君主よ。その日が来た、終わりの咎の時に。

26 主なる神はこう言われた。「冠を脱がせ、冠を高く上げよ。これはあのものではない。低い者を高くし、高い者を低くせよ。

27 転覆、転覆、転覆、それを私はもたらす。これもまた、起こらなかった。さばきを持つ者が来るまで、そして私はそれを与える。

28 あなたは人の子よ、預言して言え。主なる神はこう言われる。アンモンの子らとその恥辱に向かって言え。剣、剣は抜かれ、屠殺のために研がれ、稲妻のために備えられている。

29 あなたに虚偽の幻を見せ、あなたに偽りの占いをさせて、あなたを罪深い者の殺された者の首に置く。彼らの日が来て、その咎の終わりの時が来たのだ。

30 その剃刀を鞘に収めよ。あなたが造られた場所、あなたの生まれ故郷の地で、わたしはあなたを裁く。

31 わたしはあなたの上にわたしの憤りを注ぎ、わたしの激しい怒りの火であなたの上に吹きつける。そして、あなたを滅ぼす者である職人たち、荒くれ者たちの手に渡す。

32 火はお前の食物となるであろう。お前の血は地の真ん中に流れるであろう。お前はもはや覚えられないであろう。なぜなら、わたし、主が語ったからである。

Ezekiel 22

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 あなたは人の子よ、血の町を裁くのか、裁くのか。彼女にそのすべての忌み嫌うべきものを知らせよ。

3 あなたは言われた。「神である主はこう言われる。血をその真ん中に流して、その時を迎えた町、また自分の上に偶像を造って、自分を汚した町よ。

4 あなたが流した血によって罪に定められ、あなたが造った偶像によって汚れた。あなたの日々を近づけ、あなたの年々に至った。それゆえ、わたしはあなたを国々への恥辱とし、すべての地への嘲りとした。

5 あなたに近い者も遠い者も、あなたを嘲るであろう。名の汚れた者、騒乱の多い者よ。

6 見よ、イスラエルの君主たちは、それぞれ自分の腕の力で、あなたの中にいて、血を流すためにいた。

7 父と母を軽んじた。寄留者には搾取をもって真ん中で行い、みなしごと未亡人をあなたの中で苦しめた。

8 あなたはわたしの聖なるものを軽んじ、わたしの安息日を汚した。

9 中傷する人々があなたの中にいて、血を流そうとした。彼らはあなたの中で山々に向かって食べ、あなたの真ん中で悪意を行った。

10 父の裸をあなたの中で暴いた。汚れの月経の女をあなたの中で苦しめた。

11 ある人はその友の妻と忌み嫌うべきことを行い、ある人はその花嫁を悪意をもって汚し、ある人はあなたの中でその父の娘である自分の姉妹を苦しめた。

12 あなたの中で賄賂を取って血を流すために、高利と増し分を取り、搾取によってあなたの友を搾り取った。あなたはわたしを忘れた。神である主の宣言。

13 見よ、わたしはあなたの行った利得に向かって手のひらを打ち鳴らした。また、あなたの真ん中にある血のゆえに。

14 あなたの心は耐えられるだろうか。わたしがあなたに行うその日に、あなたの手は強くあり得るだろうか。わたし、主が語り、行ったのだ。

15 わたしはあなたを国々の間に散らし、あなたを地にまき散らし、あなたの汚れをあなたから取り除く。

16 あなたは諸国の目の前で、自分自身によって汚される。そして、あなたはわたしが主であることを知る。

17 主の言葉が私に臨んで言われた。

18 人の子よ、イスラエルの家はわたしにとってすべて滓となった。彼らは炉の真ん中にある青銅、錫、鉄、鉛であり、銀の滓となった。

19 それゆえ、主なる神はこう言われる。あなたがたすべてが滓となったので、見よ、わたしはあなたがたを集めて、エルサレムの真ん中に置く。

20 銀の集まり、青銅、鉄、鉛、錫を炉の真ん中に集め、その上に火を吹いて溶かすように、わたしは怒りと怒りをもってあなたがたを集め、置き、溶かす。

21 あなたがたを集め、わたしの激しい怒りの火をあなたがたの上に吹きつける。あなたがたはその真ん中で溶かされる。

22 銀が炉の真ん中で溶かされるように、あなたがたもその真ん中で溶かされる。そして、あなたがたは、私が主であること、私があなたがたの上に私の怒りを注いだことを知る。

23 主の言葉が私に臨んで言われた。

24 人の子よ、彼女に言え、あなたは地であって、それは清められていない。その雨は、憤りの日に降らなかった。

25 その真ん中で彼女の預言者たちの陰謀は、獲物を引き裂く吼える獅子のようだ。彼らは命を食い尽くし、富と尊さを奪い取り、その真ん中で彼女の未亡人を増やした。

26 その祭司たちはわたしの律法を暴行し、わたしの聖なるものを汚した。彼らは聖なるものと俗の区別をせず、汚れたものときよいものの区別を教えなかった。また、彼らはわたしの安息日から目を隠し、わたしは彼らの真ん中で汚された。

27 その内側の長官たちは獲物を引き裂く狼のようであり、血を流し、命を滅ぼして、利得を得るためである。

28 その預言者たちは自分たちのために愚かしいことを塗り、虚偽の幻を見、自分たちのために偽りを占う。彼らは「主なる神はこう言われる」と言うが、主は語られなかった。

29 地の民は搾取を搾取し、強奪を強奪した。彼らは貧しい者と乏しい者を虐げ、寄留者をさばきなしに搾取した。

30 私は彼らの中から、垣根を築く人、裂け目に立って、わたしの前に立って地のために、それを滅ぼさないようにする人を求めたが、見つからなかった。

31 わたしは彼らにわたしの憤りを注ぎ、わたしの激しい怒りの火で彼らを滅ぼし尽くした。彼らの道を彼らの頭に返した。神である主の宣言。

Ezekiel 23

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、同じ母の娘である二人の女がいた。

3 彼女たちはエジプトで淫行を行い、その青春の時に姦淫した。そこでは彼女たちの乳房が押しつぶされ、そこでは彼女たちの処女の乳房が弄ばれた。

4 彼女たちの名は、長女はオホラ、その姉妹はオホリバであった。彼女たちはわたしのものとなり、男の子と娘たちを産んだ。彼女たちの名は、サマリアがオホラ、エルサレムがオホリバである。

5 オホラはわたしの下で姦淫を行い、その愛人たち、すなわち近づくアッシュルに情欲を燃やした。

6 紺青の衣をまとった総督たちと総督たち、すべて魅力ある若者たち、馬に乗る騎兵たち。

7 彼女は自分の淫行を彼ら、すなわちアッシュルの子らのすべての最良のものに与えた。そして、彼女が慕ったすべての者、そのすべての偶像によって、彼女は汚された。

8 彼女はエジプトでの淫行を捨てなかった。彼らが彼女の青春の時に彼女と寝て、彼女の処女の乳房を弄んだからである。彼らは自分たちの淫行を彼女の上に注ぎかけた。

9 それゆえ、わたしは彼女をその愛人たちの手に渡した。アッシュルの子らの手に、彼女が彼らに恋い慕った者たちの手に。

10 彼らは彼女の裸を現し、その子たちと娘たちを取り、彼女を剣で殺した。彼女は女たちの間で名を得、彼らは彼女に裁きを行った。

11 妹のオホリバはこれを見て、自分の淫欲を彼女よりもさらに堕落させ、その淫行を姉妹の淫行よりも増し加えた。

12 彼女はアッシュルの子らに心を引かれ、総督たちと総督たち、華麗な装いをまとった近衛の者たち、馬に乗る騎兵たち、すべてが魅力ある若者たちであった。

13 そして、わたしは彼女が汚れたのを見た。二人の道は一つであった。

14 彼女は自分の淫行にさらに加えて、壁に彫られた人々の像、すなわち朱色で彫られたカルデヤ人の像を見た。

15 腰に帯を締め、頭に染められた衣を垂らし、その外観はみな隊長のようであり、バビロンの子らの似姿、すなわちその生まれの地であるカルデヤ人であった。

16 彼女はその外観を目で見て彼らに情欲を抱き、使者をカルデヤ人のもとへ遣わした。

17 バビロンの子らが彼女のもとに来て、愛する者の寝床に入り、その淫行で彼女を汚した。彼女は彼らによって汚され、彼らからその命を離した。

18 彼女は自分の淫行を明らかにし、自分の裸をさらした。それで、わたしの心は彼女から離れた。ちょうど、わたしの心が彼女の姉妹から離れたのと同じように。

19 彼女は自分の淫行を増やし、エジプトの地で淫行を行った青春の日々を思い出した。

20 彼女は彼らの側女たちに情欲を抱いた。その肉はろばの肉であり、その流出は馬の流出であった。

21 あなたはあなたの青春の悪意を思い出した。エジプトがあなたの乳房を扱ったことによって、あなたの青春の乳房のために。

22 それゆえ、オホリバよ、主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたの愛人たち、あなたの命が彼らから離れた者たちを、あなたに対して奮い立たせる。そして、彼らをあなたの周囲から連れて来る。

23 バビロンの子らとすべてのカルデヤ人、ペコデ、ショア、コア、すべてのアッシュルの子らが彼らと共にいる。魅力ある若者たち、すべての総督と長官、隊長たちと名を挙げられた者たち、すべて馬に乗る者たち。

24 彼らは戦車と戦車と車輪をもって、また多くの民の集会をもって、あなたの上に来る。彼らは盾と盾とかぶとをあなたの周囲に置く。わたしは彼らの前にさばきを置き、彼らは自分のさばきであなたをさばく。

25 わたしはあなたのうちにわたしのねたみを置く。彼らは怒りをもってあなたを扱い、あなたの鼻と耳を切り落とし、あなたの終わりは剣に倒れる。彼らはあなたの子と娘たちを取り去り、あなたの終わりは火で焼かれる。

26 彼らはあなたの衣服をはぎ取り、あなたの栄光の器を奪い取る。

27 あなたの悪意をあなたから断ち切り、あなたの姦淫をエジプトの地から断ち切る。あなたは彼らに目を上げることはなく、エジプトを再び思い出すこともない。

28 まことに主なる神はこう言われる。「見よ、わたしはあなたを、あなたが憎んだ者の手に渡す。あなたの心が彼らから離れてしまった者の手に渡す。

29 彼らは憎しみをもってあなたを扱い、あなたのすべての労苦を奪い取り、あなたを裸で裸のまま捨て去る。あなたの淫行の裸と、あなたの悪意と、あなたの淫行が暴かれる。

30 これらの事があなたにされたのは、あなたが国々の後に淫行を行い、彼らの偶像によって汚されたからである。

31 あなたは姉妹の道を歩んだ。わたしはその杯をあなたの手に与える。

32 主なる神はこう言われた。「あなたは姉妹の杯を飲む。それは深くて広い杯だ。それは嘲笑と嘲りの多くのものとなる。

33 酩酊と悲しみで満たされるであろう。驚きと荒廃の杯、あなたの姉妹サマリアの杯。

34 あなたはそれを飲み、かき尽くし、その土器のかけらをかみ砕き、あなたの乳房を引き裂く。なぜなら、これはわたしが語ったことだからだ。──主なる神の宣言。

35 それゆえ、主なる神はこう言われる。「あなたがわたしを忘れ、わたしをあなたの背中の後ろに投げ捨てたので、あなた自身も自分の悪意と自分の淫行を負え。

36 主は私に言われた。「人の子よ、あなたはオホラとオホリバを裁くのか。彼女たちにその忌み嫌うべきものを告げよ。

37 彼らは姦淫し、その手に血があり、彼らの偶像と姦淫した。また、彼らがわたしのために産んだ自分の子らを、彼らの食物として火に渡した。

38 彼らはまた、このことをわたしに行った。その日に彼らはわたしの聖所を汚し、わたしの安息日を冒涜した。

39 彼らが自分の子らを自分の偶像に屠ったとき、その同じ日に彼らは私の聖所に来て、それを汚した。見よ、彼らは私の家の真ん中でこのように行った。

40 さらに、あなたは遠方から来る人々のもとに使いを送り、見よ、彼らは来た。あなたは自分のために身を洗い、目に化粧を施し、飾りで身を飾った。

41 あなたは尊厳の寝台に座り、その前に食卓が整えられ、あなたはその上に私の薫香と私の油を置いた。

42 その中には穏やかな群衆の声があり、多数の人々から荒野から連れて来られた大酒飲みの人々がいた。彼らは彼女たちの手に腕輪を付け、その頭に栄光の冠を置いた。

43 私は、姦淫にふけった女に言った。彼女は自分の淫行を続けている。

44 彼らは彼女のところに来た。遊女の女のところに来るように。そのように、彼らはオホラとオホリバ、悪意の女たちのところに来た。

45 雄たちは正しい者たちである。彼らは彼女たちを、姦淫する女たちのさばきと、血を流す女たちのさばきで裁く。彼女たちは姦淫する者であり、血が彼女たちの手にあるからである。

46 主なる神はこう言われる。彼らに対して集会を上げ、彼らをおののきと分捕り物として与えよ。

47 集会が彼らに石を投げ、彼らを自分の剣で切り裂く。彼らの子と娘は殺され、彼らの家は火で焼かれる。

48 私は悪意を地から断ち切る。すべての女は戒めを受け、あなたがたの悪意のようには行わない。

49 あなたがたの悪意はあなたがたの上に帰され、あなたがたの偶像の罪を負うことになる。あなたがたは、わたしが主なる神であることを知るようになる。

Ezekiel 24

1 第九年に第十の月の十日に、主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたのためにこの日の名を書き記せ。まさにこの日のことだ。バビロンの王は、まさにこの日にエルサレムに攻め寄せた。

3 反抗の家にことわざを語り、彼らに言え。『主なる神はこう言われる。鍋を火にかけよ、火にかけよ、そして水もその中に注げ。』

4 その切り身をその中に集めよ。すべての良い切り身、腿と肩を。最良の骨で満たせ。

5 羊の群れの最良のものを取り、その下に骨の積み重ねを置け。その煮え立つことを煮え立たせよ。その骨もその真ん中で煮えた。

6 それゆえ、主なる神はこう言われる。災いだ、血の町よ。その中に浮きかすがある鍋、その浮きかすはそこから出なかった。その切り身を、切り身を出せ。くじはその上に落ちなかった。

7 その血が彼女の真ん中にあったからだ。彼女はそれを岩の頂に置いた。それを地に流して、ちりで覆うことはしなかった。

8 怒りを上らせ、復讐を果たすために、わたしはその血を裸の岩の頂に置いた。覆われることのないように。

9 それゆえ、主なる神はこう言われる。災いだ、血の町よ。わたしもまた、焚き火の山を大きくする。

10 木を多くせよ、火を燃やせ、肉を煮つめよ、香料壺を煮立てよ、骨は焼き尽くされる。

11 そして、その鍋を空のまま、燃えている炭の上に置かれた。それは、青銅が熱くなり、焼け、その真ん中で汚れが溶け、その浮きかすが尽きるためである。

12 偽りは労苦を重ねたが、その多くの浮きかすはそこから出ず、その浮きかすは火の中に残った。

13 あなたの汚れには悪意がある。わたしがあなたを清めたのに、あなたは自分の汚れから清くなかった。あなたは、わたしがあなたの上にわたしの怒りを置くまで、もはや清くならない。

14 主であるわたしが語った。それは来て、わたしは行う。わたしは緩めず、惜しまず、悔いない。あなたの道とあなたの行いにしたがって、彼らはあなたを裁いた。神である主の宣言である。

15 主の言葉が私に臨んで言われた。

16 人の子よ、見よ、わたしは疫病をもってあなたの目の慕わしいものをあなたから取り去る。あなたは嘆かず、泣かず、あなたの涙は出てこない。

17 嘆きながらも黙っていよ。死者のために悲しみの儀式をするな。あなたの飾りを頭に巻き、あなたの靴を足に履け。ひげを覆うな。人のパンを食べるな。

18 朝に民に語ったが、夕方に私の妻が死んだ。そして、翌朝、私に命じられたとおりに行った。

19 民は私に言った、「あなたがしているこれらのことが、私たちにとって何であるかを、私たちに告げないのですか」。

20 私は彼らに言った。「主の言葉が私に臨んで言った。

21 イスラエルの家に言え。主なる神はこう言われる。見よ、わたしはわたしの聖所を汚す。それはあなたがたの力の誇り、あなたがたの目の慕わしいもの、あなたがたの心の哀れみの的である。そして、あなたがたが剣で捨てたあなたがたの子と娘たちは、剣で倒れる。

22 あなたがたは、わたしがしたように行いなさい。ひげを覆わず、人のパンを食べてはならない。

23 あなたがたの飾りは頭の上にあり、あなたがたの靴は足にある。あなたがたは嘆き悲しむことも、泣くこともない。あなたがたは自分の咎によって朽ち果て、それぞれが兄弟に向かってうめく。

24 エゼキエルはあなたがたにとってしるしとなる。彼がしたすべてのことを、あなたがたもするであろう。それが来るとき、あなたがたは、わたしが主なる神であることを知るであろう。

25 あなたは人の子よ。わたしが彼らから彼らの要害、彼らの栄光の喜び、彼らの目の慕わしいもの、彼らの心の重荷、彼らの子と娘を取る日に、

26 その日、逃亡者があなたのもとに来て、耳に聞かせることとなる。

27 その日、あなたの口は逃亡者に向かって開かれ、あなたは語り、もう黙ることはない。あなたは彼らにとってしるしとなり、彼らはわたしが主であることを知る。

Ezekiel 25

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたの顔をアンモンの子らに向け、彼らに対して預言せよ。

3 アンモンの子らに言え。主なる神の言葉を聞け。主なる神はこう言われる。あなたがわたしの聖所が荒らされたこと、イスラエルの地が荒れ果てたこと、ユダの家が捕囚として連れて行かれたことについて、「ああ」と言ったからだ。

4 それゆえ、見よ、わたしはあなたを東の子らに相続地として与える。彼らはあなたの中に自分の城を設け、あなたの中に自分の幕屋を置く。彼らはあなたの果実を食べ、彼らはあなたの乳を飲む。

5 私はラバをらくだの住まいとし、アンモンの子らを羊の群れの伏せ所とする。あなたたちは、わたしが主であることを知るであろう。

6 主なる神はこう言われる。「あなたが手を打ち、足で地を踏み鳴らし、すべての侮蔑をもって心のうちにイスラエルの地を喜んだからだ。

7 それゆえ、見よ、わたしはあなたの上に手を伸ばし、あなたを国々の略奪品として渡し、あなたを民の中から断ち切り、あなたを地から滅ぼす。わたしはあなたを分捕り物として滅ぼし、あなたはわたしが主であることを知るであろう。

8 主なる神はこう言われた。「モアブとセイルが、『見よ、ユダの家はすべての国のようだ』と言ったからだ。

9 それゆえ、見よ、わたしはモアブの肩を開く。その町々から、その果てから、麗しさの地、ベテ・エシモテ、バアル・メオン、キリヤタイムまで。

10 東の子らに、アンモンの子らの上に、わたしはそれを相続地として与えた。アンモンの子らが国々の中で覚えられないためである。

11 モアブに裁きを行う。彼らは、わたしが主であることを知る。

12 主なる神はこう言われた。「エドムがユダの家に対して復讐を果たしたことにより、彼らは大いに罪を負い、彼らに復讐した。

13 それゆえ、主なる神はこう言われた。「わたしは手をエドムの上に伸ばし、そこから人と獣を断ち切る。わたしはそれをテマンから荒廃とし、デダンは剣で倒れる。

14 私はエドムに、わたしの民イスラエルの手によってわたしの復讐を行う。彼らはエドムに、わたしの怒りとわたしの憤りにしたがって行い、彼らはわたしの復讐を知る。これは主なる神の宣言である。

15 主なる神はこう言われた。「ペリシテ人が復讐をもって行い、心に侮蔑を抱いて復讐し、永遠の敵意をもって滅ぼす者となったので、

16 それゆえ、主なる神はこう言われる。「見よ、わたしは手をペリシテ人に向けて伸ばし、ケレテ人を断ち滅ぼし、海の海岸に残る者を滅ぼす。

17 わたしは彼らに大いなる復讐を、怒りの戒めをもって行い、彼らは、わたしが主であることを知るであろう。わたしが彼らにわたしの復讐を下すとき。

Ezekiel 26

1 第十一年の一月一日に、主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、ツロがエルサレムについて言ったことにより、『ああ、民の戸は打ち砕かれた。それは私に向かって回って来た。私は満たされる。荒れ果てたからだ』と。

3 それゆえ、主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたに向かっている、ツロよ。わたしは多くの国々をあなたに向かって上らせる。海がその波を上らせるように。

4 彼らはツロの城壁を打ち壊し、その塔を倒す。わたしはそのちりを彼女から取り除き、彼女を裸の岩の頂とする。

5 海の真ん中で呪いの物を広げることとなる。なぜなら、わたしがこれを語ったからだ。主なる神の宣言である。それは国々の分捕り物となるであろう。

6 その娘たちは野にいて、剣で殺される。そして彼らは、わたしが主であることを知る。

7 主なる神はこう言われる。「見よ、わたしはツロに、北からバビロンの王ネブカドネザルを、王たちの王を、馬と戦車と騎兵、そして集会と大いなる民とともに連れて来る。

8 あなたの娘たちは野で剣によって殺される。彼はあなたに向かって攻城塔を築き、あなたに向かって土塁を盛り、あなたに向かって盾を立てる。

9 破城槌を戦争に向けてあなたの城壁に置き、その剣であなたの塔を打ち壊す。

10 その馬の多量によって、そのちりがあなたをおおう。騎兵と車輪と戦車の声によって、あなたの城壁は震える。彼があなたの門に入る時、破られた町の入口のように。

11 彼の馬の蹄で、あなたのすべての外を踏みにじる。あなたの民は剣で殺され、あなたの力の石柱は地に落ちる。

12 彼らはあなたの力を奪い、あなたの商品取引を略奪し、あなたの城壁を打ち壊し、あなたの慕わしい家々を倒す。そして、あなたの石、あなたの木、あなたのちりを、水の真ん中に置く。

13 わたしはあなたの歌の群衆を絶えさせ、あなたの竪琴の声は再び聞かれることはない。

14 あなたを岩の頂とし、呪いの物を広げることとなる。あなたは再び建てられることはない。なぜなら、わたし、主が語ったからだ。神である主の宣言である。

15 主なる神はツロにこう言われる。あなたの倒壊の声、あなたの真ん中で殺された者たちのうめき、殺戮の声によって、島々は震えるではないか。

16 海のすべての君主たちはその王座から降り、自分の外套を脱ぎ、刺繍の衣服を脱ぎ捨て、恐れを身にまとい、地に座し、瞬間ごとに震え、あなたのゆえに荒れ果てる。

17 彼らはあなたのために哀歌をあげて、あなたに言うであろう。「海からの住人よ、どうしてあなたは滅びたのか。ほめられた町、海に強かった者、それは彼女とその住民たち、すべての住民に恐怖を与えた者よ。

18 今、島々はあなたの倒壊の日に震え、海の中の島々はあなたの去り行くことで慌てふためく。

19 主なる神はこう言われた。「わたしがあなたを、住む者のいない町々のように廃墟の町とするとき、深淵をあなたの上に上げ、多くの水があなたを覆う。

20 私はあなたを穴に下る者たちと共に、永遠の民のもとへ下らせ、あなたを昔からの荒廃の地、穴に下る者たちと共に、下の地に住まわせる。それはあなたが再び座すことのないためである。そして私は麗しさを命の地に置く。

21 私はあなたに恐怖を与え、あなたは存在しなくなる。あなたは尋ね求められても、永遠に再び見いだされることはない。──主なる神の宣言。

Ezekiel 27

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 あなたは人の子よ、ツロについて哀歌を唱えよ。

3 ツロに言え、海の入口に座し、多くの島々の民と交易する者よ。主なる神はこう言われる。ツロよ、あなたは言った、「私は美しさの完成だ」と。

4 海の心に、あなたの境界がある。あなたを建てる者たちは、あなたの美しさを完成させた。

5 もみの木をシニルから取って、あなたのためにすべての板を作り、レバノンの杉を取って、あなたの上に帆柱を立てた。

6 バシャンの樫の木で彼らはあなたの櫂を作った。あなたの板はアシュルの娘の歯で、キッテの島々から作られた。

7 刺繍の布はエジプトから、あなたの広げたものとなり、あなたの旗となるためにあった。紺青と紫はエリシャの島々から、あなたの覆いとなった。

8 シドンの住民とアルワデは、あなたのために漕ぎ手となった。あなたの賢者たち、ツロよ、彼らはあなたの中にいて、あなたの船長となった。

9 ゲバルの長老たちとその知恵ある者たちはあなたの中にいて、あなたの亀裂を補強していた。すべての西の船とその水夫たちはあなたの中にいて、あなたの市場を取り持っていた。

10 ペルシヤとルドとプトはあなたの力の中にいた、あなたの戦いの人々であった。彼らはあなたの中で盾とかぶとを掛け、彼らはあなたの威厳を与えた。

11 アルワデの子らとあなたの力は、あなたの城壁の周囲にあり、ガンマデ人たちはあなたの塔にいた。彼らの盾はあなたの城壁の周囲に掛けられ、彼らはあなたの美しさを完成させた。

12 タルシシュはあなたの商人であり、すべての富の多数によって、銀、鉄、錫、鉛をあなたの商品として与えた。

13 ヤワン、トバル、メシェクは、彼らがあなたの商人であり、人の魂と青銅の器をあなたの市場に与えた。

14 トガルマの家から、馬と騎兵と騾馬をあなたの商品として与えた。

15 デダンの子らはあなたの商人であり、多くの島々はあなたの手の商品であった。彼らは象牙の角と黒檀をあなたの贈り物として返した。

16 アラムはあなたの多くのわざのゆえにあなたの商人となり、エメラルド、紫、刺繍、上等の亜麻布、サンゴ、めのうをあなたの商品として与えた。

17 ユダとイスラエルの地、彼らはあなたの商人であった。ミニテの小麦とパンナグ、蜂蜜と油と香油をもって、彼らはあなたの市場を満たした。

18 ダマスコはあなたの多くのわざ、すべての富の多さゆえに、あなたの交易相手となり、ヘルボンのぶどう酒と白い羊毛をもって交易した。

19 ダンとヤワンは、あなたの商品としてウザルで取引し、鍛えた鉄、カッシア、葦があなたの市場にあった。

20 デダンはあなたの商人であり、宝の衣服を戦車のために。

21 アラビアとケダルのすべての君主たちは、あなたの手の商人であった。彼らは牧場の雄羊と雄やぎをあなたの商売の品として扱った。

22 シバとラアマの商人たち、彼らはあなたの商人であった。すべての香料の頭と、すべての貴重な石と金をもって、彼らはあなたの商品を与えた。

23 ハランとカンネとエデンは、シバの商人たちであり、アッシュルはキルマデがあなたの商人であった。

24 彼らはあなたの商人であり、あらゆる種類の品物、紺青の衣類と刺繍、そして高価な衣装の宝物庫をもって、綱でしっかりと縛られ、あなたの商品として杉材とともに取引した。

25 タルシシュの船はあなたの市場のためのあなたの交易船であった。あなたは満たされ、海の心の中で非常に重くなった。

26 多くの水であなたを漕ぎ手たちは連れて来た。東風が海の心であなたを砕いた。

27 あなたの富と商品、あなたの市場、あなたの水夫と船長、あなたの亀裂を補修する者たち、あなたの市場の仲買人、そしてあなたの中にいるすべての戦いの人々、あなたの真ん中にいるすべての集会は、あなたの倒壊の日に西の心に落ちる。

28 あなたの船長たちの叫びの声によって、郊外地は震える。

29 彼らの船から降りて来る、すべての櫂を握る者たち、すべての水夫、海のすべての船長たちは、地に立つ。

30 彼らは自分の声をあなたに向かって響かせ、激しく叫び、自分の頭の上にちりを上げ、灰の中で身をまわす。

31 彼らはあなたのために禿げを剃り、荒布を腰に巻き、苦い命をもってあなたのために泣き、激しい嘆きをする。

32 彼らはあなたのために嘆きを携えて哀歌を歌い、あなたのために悲しみを歌う。「だれがツロのように、海の真ん中で滅ぼしに遭った者に及ぼうか」と。

33 あなたの商品が海から出て行くとき、あなたは多くの民を飽かせた。あなたの富と市場の多数によって、地の王たちを富ませた。

34 時が西の深みの水の中で砕かれ、あなたの市場とあなたのすべての集会はあなたの真ん中に落ちた。

35 島々のすべての住民はあなたのゆえに荒れ果て、彼らの王たちは恐れに震え、その前で顔を曇らせた。

36 諸国の民の商人たちはあなたに向かって口笛を吹いた。あなたは恐怖となり、永遠に存在しない。

Ezekiel 28

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、ツロの君主に言え。主なる神はこう言われる。あなたの心が高ぶり、あなたは「私は神だ。海の心に神の居住に座している」と言った。しかしあなたは人であって、神ではない。あなたは自分の心を神の心のようにした。

3 見よ、あなたはダニエルよりも賢く、すべての隠されたことはあなたを悩ませなかった。

4 あなたの知恵とあなたの悟りによって、あなたは自分のために力を得た。あなたは自分の宝物庫に金と銀を蓄えた。

5 あなたの知恵の多数とあなたの商品取引によって、あなたは自分の力を増し加えた。そして、あなたの心はあなたの力によって高ぶった。

6 それゆえ、主なる神はこう言われる。「あなたが自分の心を神の心のようにしたからだ。

7 それゆえ、見よ、わたしはあなたの上に諸国の暴虐な者たち、異邦人を連れて来る。彼らはあなたの知恵の美しさに向かって剣を抜き、あなたの輝きを汚す。

8 穴へとあなたを降ろし、あなたは海の心の中で、刺し殺された者の死で死ぬ。

9 あなたは、自分を殺す者の前で「私は神だ」と言うのか。しかし、あなたは人であって、神ではない。あなたを刺し貫く者の手の中にあるのだ。

10 あなたは異邦人の手によって、割礼を受けない者の死で死ぬ。これは主なる神の宣言である。わたしが語ったのだ。

11 主の言葉が私に臨んで言われた。

12 人の子よ、ツロの王について哀歌を唱え、彼に言え。主なる神はこう言われる。あなたは完全な寸法であり、知恵に満ち、美しさの極みである。

13 あなたはエデンの神の園におり、あなたの覆いはすべての貴重な石、紅玉髄、トパーズ、ダイヤモンド、ベリル、オニキス、碧玉、サファイア、エメラルド、緑柱石、そして金であった。あなたのタンバリンと管の仕事はあなたの中にあり、あなたが造られた日にそれらは備えられた。

14 あなたは油注がれた覆いをするケルビムであった。わたしはあなたを聖なる神の山に置いた。あなたは火の石の真ん中を歩いていた。

15 あなたはその造られた日から、あなたの道において完全であった。しかし、あなたの中に不義が見いだされるに至った。

16 あなたの商品取引の多数によって、あなたの真ん中は暴力で満たされ、あなたは罪を犯した。それでわたしはあなたを神の山から汚された者とし、火の石の真ん中から、おおいをするケルビムであるあなたを滅ぼされた。

17 あなたの美しさによって心が高ぶり、あなたの輝きのために知恵を損なった。わたしはあなたを地に投げ落とし、王たちの前に置いて、彼らがあなたを見るようにした。

18 あなたの咎の多数によって、あなたの商品取引の不義によって、あなたは自分の聖所を汚した。わたしはあなたの真ん中から火を出した。それはあなたを焼き尽くした。わたしはあなたを、すべてのあなたを見る者の目の前で、地の上の灰にした。

19 すべての民の中で、あなたを知る者たちはあなたのゆえに荒れ果てた。あなたは恐怖となり、永遠に存在しない。

20 主の言葉が私に臨んで言われた。

21 人の子よ、あなたの顔をシドンに向け、それについて預言せよ。

22 あなたは言え。主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたに向かっている、シドンよ。わたしはあなたの真ん中で栄光を受け、彼らは、わたしが主であることを知るであろう。わたしがその中で裁きを行い、その中で聖とされるときに。

23 わたしはその中に疫病と血を送り、その外で人々は倒れる。剣が周囲から彼女に臨み、傷ついた者たちがその真ん中に倒れる。彼らは、わたしが主であることを知る。

24 また、イスラエルの家には、彼らを嘲るすべての周囲の者たちからの、痛むいばらも、傷つけるいばらも、もはやないであろう。そして、彼らは、わたしが主なる神であることを知るであろう。

25 主なる神はこう言われる。わたしがイスラエルの家を、彼らが散らされた民の中から集めるとき、わたしは彼らのうちで諸国の目の前に聖とされる。彼らは、わたしがわたしのしもべヤコブに与えた地に住む。

26 彼らはその地に安全に住み、家を建て、ぶどう園を植え、安全に住む。わたしが彼らの周囲のすべての者たちに裁きを行うとき、彼らはわたしが主、彼らの神であることを知る。

Ezekiel 29

1 第十年の第十二の月の十二日に、主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたの顔をエジプトの王ファラオに向け、彼とエジプトのすべてについて預言せよ。

3 語れ、そして言え。主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたの上に臨む。エジプトの王ファラオよ、そのナイル川の真ん中に伏している大いなる海の怪物よ。あなたは「私のナイル川は私のものだ。私が自分で造ったのだ」と言った。

4 わたしはあなたの頬に鎖をかけ、あなたの鱗にあなたのナイル川の魚をくっつける。そして、あなたをあなたのナイル川の真ん中から引き上げる。あなたの鱗に、あなたのナイル川のすべての魚もくっつく。

5 あなたを荒野に捨てる。あなた自身とあなたのナイル川のすべての魚を。野の面にあなたは倒れる。集められることも、寄せ集められることもない。地の生き物と天の鳥に、あなたを食物として与えた。

6 エジプトのすべての住民は、わたしが主であることを知るであろう。彼らがイスラエルの家にとって葦の杖となったからである。

7 彼らがあなたの手のひらを握るとき、あなたは砕けて、彼らのすべての肩を裂いた。彼らがあなたに寄りかかるとき、あなたは折れて、彼らのすべての腰を立たせた。

8 それゆえ、主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたの上に剣をもたらす。そして、あなたから人と獣を断ち切る。

9 エジプトの地は荒廃と荒廃となり、彼らはわたしが主であることを知るであろう。あなたが「ナイル川はわたしのもの、わたしがそれを造った」と言ったからである。

10 それゆえ、見よ、わたしはあなたとあなたのナイル川に向かっている。そして、わたしはエジプトの地を、ミグドルからスウェネまで、そしてクシュの境界に至るまで、荒廃の旱魃と荒廃の地とする。

11 人の足はその中を通らず、獣の足もその中を通らず、四十年の間、そこには住む者はいない。

12 私はエジプトの地を荒廃した地々の真ん中で荒廃とし、その町々を廃墟となった町々の真ん中で四十年の間、荒廃とする。そして、私はエジプトを諸国の間に散らし、諸地にまき散らす。

13 主なる神はこう言われる。四十年の終わりに、わたしはエジプトを、彼らが散らされた諸国の民の中から集める。

14 私はエジプトの捕囚を元に戻し、彼らをその生まれ故郷の地、パトロスの地に帰らせる。彼らはそこで低い王国となるであろう。

15 諸王国の中では最も低くされ、再び諸国の上に高められることはない。わたしは彼らを小さくして、諸国を支配することができないようにする。

16 イスラエルの家にとって、それはもはや彼らが自分たちの咎を思い起こさせる確信とはならないであろう。彼らが彼らの後に従うとき、彼らは私が主なる神であることを知るであろう。

17 第二十七年の第一の月の一日に、主の言葉が私に臨んで言われた。

18 人の子よ、バビロンの王ネブカドネザルは、その力をツロに対して大きな奉仕に服させた。すべての頭は禿げ上がり、すべての肩は擦り切れた。しかし、彼にもその力にも、ツロに対して行ったその奉仕に対する賃金はなかった。

19 それゆえ、主なる神はこう言われる。「見よ、わたしはエジプトの地をバビロンの王ネブカドネザルに与える。彼はその群衆を運び去り、その戦利品を奪い、その分捕り物を略奪する。それは彼の力への賃金となるであろう。

20 彼がそこで働いた報いとして、わたしは彼にエジプトの地を与えた。彼らがわたしのために行ったからである。これは主なる神の宣言である。

21 その日、わたしはイスラエルの家のために角を生えさせ、あなたには彼らの真ん中で口の開きを与える。そして彼らは、わたしが主であることを知る。

Ezekiel 30

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、預言して言え。主なる神はこう言われる。ああ、その日のために泣き叫べ。

3 主の日が近い、その日は近い。雲の日、諸国の時となる。

4 剣がエジプトに臨み、クシュに苦痛が生じる。エジプトに倒れた者が倒れるとき、彼らの群衆は奪われ、その基礎は崩される。

5 クシュ、プト、ルド、すべてのアラビア、クブ、および契約の地の子らは、彼らとともに剣によって倒れる。

6 主はこう言われる。エジプトを支える者たちは倒れ、その力の誇りはミグドルからスウェネまで下り、彼らは剣によって倒れる。神である主の宣言。

7 荒れ果てた地の真ん中で荒れ果て、その町々は廃墟となった町の真ん中にあるであろう。

8 そして彼らは、わたしが主であることを知るであろう。わたしがエジプトに火を下すとき、そのすべての助ける者たちは打ち砕かれる。

9 その日、わたしの前から使者が船で出て行き、安全なクシュを恐れさせる。彼らに苦痛が起こる。エジプトの日において、見よ、それが来るからである。

10 主なる神はこう言われた。「わたしはバビロンの王ネブカドネザルの手によって、エジプトの群衆を絶ち滅ぼす。

11 彼とその民は彼と共に、諸国の暴虐な者たちであり、地を滅ぼすために連れて来られる。彼らはエジプトに向かって剣を抜き、地を殺された者で満たす。

12 ナイル川を乾いた地とし、その地を悪しき者たちの手に売り渡し、地とその満ち満ちているものを異邦人の手によって荒れ果てさせよう。わたしは主である。わたしが語ったのだ。

13 主なる神はこう言われた。「わたしは偶像を滅ぼし、ノフから偶像を絶ち、エジプトの地から君主はもはやいなくなる。そして、わたしはエジプトの地に恐れを置く。

14 私はパトロスを荒廃させ、ツォアンに火を放ち、ノにおいて裁きを行う。

15 わたしはエジプトの要害シンの上にわたしの怒りを注ぎ、ノの群衆を断ち滅ぼす。

16 私はエジプトに火を放つ。シンは激しく苦しみ、ノは破られるためにあり、ノフは昼の苦しみに遭う。

17 アベンの若者たちとピ・ベセテは剣で倒れる。彼女たちは捕虜として行く。

18 タハパネスにおいて、わたしがそこにエジプトの軛の棒を砕くとき、日は暗くなる。その力の誇りはそこで終わる。雲が彼女を覆い、彼女の娘たちは捕虜として行く。

19 わたしはエジプトに裁きを行い、彼らはわたしが主であることを知る。

20 第十一年の第一の月の七日、主の言葉が私に臨んで言われた。

21 人の子よ、わたしはエジプトの王ファラオの腕を折った。見よ、それは包まれず、薬を施すこともできず、巻き布を当てて包み、強めて剣を握らせることもできない。

22 それゆえ、主なる神はこう言われる。「見よ、わたしはエジプトの王ファラオに臨む。彼の強い腕と、すでに折れた腕とを打ち砕き、その手から剣を落とさせる。

23 私はエジプトを諸国の間に散らし、諸地にまき散らす。

24 私はバビロンの王の腕を強くし、私の剣をその手に与える。そしてファラオの腕を折り、彼はその前で傷ついた者のようにうめき声をあげる。

25 私はバビロンの王の腕を強くし、ファラオの腕は落ちるであろう。そして、私が剣をバビロンの王の手に与え、それをエジプトの地に向けて振るうとき、彼らは私が主であることを知るであろう。

26 私はエジプトを諸国の間に散らし、彼らを諸地にまき散らす。そして彼らは、わたしが主であることを知る。

Ezekiel 31

1 第十一年の第三の月の一日に、主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、エジプトの王ファラオとその群衆に言え、あなたは自分の偉大さにおいて、だれに似ているのか。

3 見よ、アッシュルはレバノンの杉、美しい枝と陰る森、そして高い身長を持ち、その頂の枝は綱の中にあった。

4 水がそれを大きく育て、深淵がそれを高くした。その川は植え付けの周囲を流れ、その導水路を野のすべての木々へ送り出した。

5 それゆえに、その身長は野のすべての木よりも高くなり、その枝は多くなり、その枝は多くの水によって、それが送り出されたときに長くなった。

6 その枝に、天のすべての鳥が巣を作り、その枝の下で、野のすべての生き物が子を産み、その陰りに、すべての多くの国々が住んだ。

7 その偉大さによって、その枝の長さによって美しかった。その根は多くの水のほとりにあったからだ。

8 神の園の杉はそれを覆うことができず、もみの木はその枝に及ばず、栗の木もその枝のようではなかった。神の園のすべての木は、その美しさにおいて彼に及ばなかった。

9 私はその木を多くの枝によって美しく造られた。そして、エデンのすべての木々、すなわち神の園にある木々は、その木をねたんだ。

10 それゆえ、主なる神はこう言われた。「あなたがその身長によって高くなり、その頂の枝を綱の間に伸ばし、その高慢によって心が高ぶったので、

11 私は彼を諸国の雄羊の手に渡した。彼はその悪に応じて彼を扱い、私は彼を追い出した。

12 外国の暴虐な者たちが彼を切り倒し、捨てた。山々に、そしてすべての谷に、彼の枝は落ちた。彼の枝は地のすべての水流で折られた。地のすべての民は彼の陰りから下り、彼を捨てた。

13 その倒壊の上に、天のすべての鳥が住み、その枝には、野のすべての生き物がいた。

14 それは、水の木々がすべてその身長によって高ぶらず、その頂の枝を綱の間に向けて伸ばさず、水を飲むすべてのものがその高慢によって雄羊たちの上に立たないためである。なぜなら、それらのすべては死に渡され、地下の地へ、人の子らの真ん中へ、穴に下る者たちのもとへ行くからである。

15 主なる神はこう言われた。「彼がよみに下った日、わたしは深淵を彼の上に覆い、その川を止め、多くの水をせき止めた。わたしはレバノンを彼の上に暗くし、野のすべての木は彼のゆえに失神した。

16 その倒壊の声によって、わたしは国々を震えさせた。わたしが彼をよみに下らせ、穴に下る者たちと共にしたとき、地の底で、エデンのすべての木々、レバノンの最良のもの、水を飲むすべての者は慰められた。

17 彼らもまた、彼と共に剣で刺し殺された者たちのところ、よみに下った。彼の腕の陰りに、諸国の真ん中で、彼らは住んでいた。

18 あなたは栄光と偉大さにおいて、どの木にまで及んだのか、エデンの木々の間で。しかし、あなたはエデンの木々とともに、下の地へと降ろされ、剣で刺し殺された者たちとともに、割礼を受けていない者たちの真ん中に横たわるであろう。これはファラオとそのすべての群衆についての主なる神の宣言である。

Ezekiel 32

1 第十二年の第十二の月の一日に、主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、ファラオ、エジプトの王について哀歌を唱え、彼に言え。あなたは国々の若獅子のようであった。しかしあなたは海の中の竜のようであり、あなたの川々の中で吹き出し、あなたの足で水を濁し、彼らの川々を踏みにじった。

3 主なる神はこう言われる。わたしはあなたの上にわたしの網を広げ、多くの民の集会によってあなたを引き上げ、わたしの呪いの物とする。

4 あなたを地に捨て、野の面に投げ出す。わたしはあなたの上に天のすべての鳥を住まわせ、地のすべての生き物をあなたによって飽かせる。

5 あなたの肉を山々の上に置き、あなたの高さで谷を満たす。

6 あなたの血であなたの泳ぐことを地に潤わせ、山々にまで及ばせ、水流はあなたによって満ちる。

7 わたしはあなたの消し去ることで天を覆い、その星を暗くする。太陽は雲に覆い、月はその光を輝かせない。

8 すべての天の光を、わたしはあなたのゆえに暗くする。そして、あなたの地の上に暗闇をもたらす。これは主なる神の宣言である。

9 わたしは多くの民の心を怒らせる。あなたの破滅を、あなたが知らなかった地々の上で、諸国の間に携え行くとき。

10 わたしはあなたのゆえに多くの民を荒れ果てさせ、彼らの王たちは、わたしが彼らの前に剣を振るうとき、あなたのゆえに恐れおののくであろう。彼らはあなたの倒壊の日に、それぞれ自分の命のために瞬間ごとに震えるであろう。

11 主なる神はこう言われた。「バビロンの王の剣があなたに臨む。

12 勇士たちの剣によって、わたしはあなたの群衆を倒す。諸国の暴虐な者たち、そのすべてによって。彼らはエジプトの誇りを略奪し、そのすべての群衆は滅ぼされる。

13 私はそのすべての獣を多くの水の上から滅ぼし、人の足はもはやそれを濁さず、獣の蹄もそれを濁さない。

14 その時、わたしは彼らの水を静め、その川を油のように流れさせよう。これは主なる神の宣言である。

15 私がエジプトの地を荒廃とし、その満ち満ちているものの地を荒れ果てさせるとき、その中のすべての住民を打つとき、彼らは私が主であることを知る。

16 これは哀歌であり、彼らはそれを哀悼する。諸国の娘たちがそれを哀悼する。エジプトとそのすべての群衆のために、彼らはそれを哀悼する。主なる神の宣言である。

17 第十二年の第十五の月に、主の言葉が私に臨んで言われた。

18 人の子よ、エジプトの群衆のために嘆き、彼女を、力ある国々の娘たちと共に、穴に下る者たちと共に、下の地へ下らせよ。

19 だれよりも美しかったあなたは、下って行き、割礼を受けていない者たちとともに横たわれ。

20 剣で刺し貫かれた者たちの真ん中に、彼らは倒れる。剣が与えられた。彼らはそれを引き抜き、そのすべての群衆も共に。

21 勇士たちの神々は、よみの真ん中から彼の助け手たちに語りかける。彼らは下り、割礼を受けていない者たち、剣で殺された者たちと共に横たわった。

22 そこにアッシュルとそのすべての集会がある。その周囲には彼の墓があり、彼らはすべて剣で倒れた者たちである。

23 その墓は穴の辺境に置かれ、その集会はその埋葬の周囲にあった。彼らはすべて剣で倒れた者たちであり、生ける者の地に恐怖を与えた者たちである。

24 そこにエラムとそのすべての群衆が、その埋葬の周囲にいる。彼らは皆、剣で倒れた者たちであり、割礼を受けない者たちとして下の地に下った。彼らは生ける者の地で恐怖を与えたが、穴に下る者たちとともに自分の恥辱を負った。

25 殺された者たちの真ん中に、彼らは彼女のために寝床を設けた。そのすべての群衆とともに、彼女の周囲には彼女の墓がある。彼らはみな、無割礼の者たちで、剣で殺された者たちである。なぜなら、彼らの恐怖が命の地に与えられたからだ。彼らは穴に下る者たちとともに、自分の恥辱を負った。殺された者たちの真ん中に、彼は置かれた。

26 そこにメシェクとトバルとそのすべての群衆がいる。その周囲には彼らの墓がある。彼らはみな、剣で刺し殺された無割礼の者たちである。彼らは生ける者の地で恐怖を与えたからだ。

27 彼らは、割礼を受けずに倒れた勇士たちと共に横たわることはない。彼らは戦いの器を携えてよみに下り、その剣を頭の下に置いた。彼らの咎はその骨の上にあり、勇士たちの恐怖は生ける者の地にあったからだ。

28 あなたは割礼を受けていない者たちの真ん中で打ち砕かれ、剣で刺し殺された者たちとともに横たわる。

29 そこにはエドムとそのすべての王とそのすべての君主がいる。彼らはその力によって剣で刺し殺された者たちとともにあり、彼らは割礼を受けていない者たちとともに、穴に下る者たちとともに横たわる。

30 そこには北の酒注ぎの捧げ物たちがすべており、すべてのシドン人もいる。彼らはその恐怖によって力から打ち負かされ、剣で刺し殺された者たちとともに恥を抱いて横たわった。彼らは無割礼の者として剣で刺し殺された者たちとともに横たわり、穴に下る者たちとともにその恥辱を負った。

31 ファラオは彼らを見て、そのすべての群衆、剣で刺し殺されたファラオとそのすべての力ある者たちの群衆について慰められる。主なる神の宣言。

32 わたしが彼の恐怖を生ける者の地に与えたからである。彼は割礼を受けない者たちの真ん中に、剣で刺し殺された者たちとともに横たえられる。ファラオとそのすべての群衆もまた、主なる神の宣言である。

Ezekiel 33

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたの民に語り、彼らに言え。地にわたしが剣をもたらすとき、その地の民が自分たちの果てから一人の人を取り、彼らにそれを見張りとして立てるならば。

3 剣が地に臨んで来るのを見て、角笛を吹き鳴らし、民に警告するならば、

4 角笛の声を聞く者が警告を受けず、剣が来て彼を奪い去るなら、その血は彼の頭に臨む。

5 角笛の声を聞いたのに警告を受けなかったなら、その血は彼自身にかかる。しかし警告を受けた者は、自分の命を救い出した。

6 見張りが剣が来るのを見ても角笛を吹かず、民が警告を受けず、剣が来て彼らの中から一人の命を奪うなら、その者は自分の咎によって取り去られたのであり、その血は見張りの手からわたしが求める。

7 あなたは人の子よ、わたしはあなたをイスラエルの家の見張り人として立てた。あなたはわたしの口から言葉を聞き、彼らにわたしから警告を与えよ。

8 わたしが悪者に『悪者よ、あなたは必ず死ぬ』と言うとき、あなたがその悪者をその道から戒めるために語らなかったなら、その悪者は自分の咎によって死に、その血をわたしはあなたの手から求める。

9 しかし、あなたが悪しき者をその道から離れて戻るように警告したのに、彼がその道から戻らなかったなら、彼は自分の咎によって死ぬ。そしてあなたは自分の命を救ったのである。

10 あなたは人の子よ、イスラエルの家に言え、あなたがたはこう言った、「私たちの背きの罪と私たちの罪が私たちの上にある。そして、私たちはその中で朽ち果てている。どうして私たちは生きられようか」と。

11 彼らに言われた。「わたしは生きている。神である主の宣言だ。わたしは悪者の死を喜ばない。むしろ悪者がその道から立ち返って生きることを喜ぶ。立ち返れ、立ち返れ、あなたがたの悪い道から。なぜ、イスラエルの家よ、あなたがたは死ななければならないのか。

12 あなたは人の子よ、あなたの民の子らに言え。正しい者の義は、その背きの罪の日には彼を救わない。悪者の悪は、その悪から立ち返る日には彼をつまずかせない。正しい者も、その罪の日には、その義によって生きることはできない。

13 私が義人に「彼は必ず生きる」と言うとき、もし彼が自分の義に頼って不義を行うなら、そのすべての義は覚えられず、彼が行ったその不義によって死ぬ。

14 また、わたしが悪しき者に「あなたは必ず死ななければならない」と言うとき、その者が自分の罪から立ち返り、さばきと義を行うなら、

15 悪者が質を返し、奪い取った物を償い、命の定めに従って歩み、不義を行わないなら、その者は必ず生き、死ぬことはない。

16 彼の犯したすべての罪は、彼に対して覚えられない。彼はさばきと義を行ったので、必ず生きる。

17 あなたの民の子らは言う、「主の道は正しくない」と。しかし彼らの道こそ正しくない。

18 正しい者が自分の義から離れて不義を行うなら、そのために彼は死ぬ。

19 悪者がその悪から立ち返り、さばきと義を行うなら、その者はそれによって生きる。

20 あなたがたは言う、「主の道は公平ではない」と。しかし、わたしはあなたがたを、雄おのおのの道にしたがって裁く。イスラエルの家よ。

21 私たちの捕囚の第十二年の第十の月の五日に、エルサレムから逃亡者が私のところに来て言った、「町は打たれた」。

22 主の手が夕方、逃亡者が来る前に私の上にあり、その者が私のところに来るまで朝に私の口を開かれた。そして私の口は開かれたが、私はもはや黙っていなかった。

23 主の言葉が私に臨んで言われた。

24 人の子よ、この荒廃の地に住むイスラエルの地の住民たちはこう言っている、「アブラハムは一人であったが、その地を相続した。しかし我々は多い。この地は我々に相続地として与えられたのだ」と。

25 それゆえ、彼らに言え。主なる神はこう言われる。あなたがたは血を食べ、自分の偶像に目を上げ、血を流す。そして、その地を相続するのか。

26 あなたがたは自分の剣に頼り、忌み嫌うべきものを造り出し、それぞれが隣人の妻を汚した。それなのに、あなたがたはその地を所有するのか。

27 こう言え、彼らに。主なる神はこう言われる。「わたしは生きている。確かに、荒廃の中にいる者は剣によって倒れ、野の面にいる者は、わたしが生き物に与えて食べさせよう。城塞の中と洞穴にいる者は、疫病によって死ぬ。

28 地を荒廃と荒廃に帰せしめ、その力の誇りは絶え、イスラエルの山々は、通り過ぎる者がないゆえに荒れ果てる。

29 彼らは、わたしが主であることを知る。わたしがその地を荒廃と荒廃に帰せしめるとき、彼らの行ったすべての忌み嫌うべきもののゆえに。

30 あなたは人の子よ、あなたの民の者たちが壁のそばや家の入口であなたについて語り合い、互いに兄弟に向かって言う、「さあ、来て、主から出る言葉が何であるかを聞こう」と。

31 彼らは民の入口のようにあなたのところに来て、わたしの民としてあなたの前に座り、あなたの言葉を聞くが、それを行わない。彼らは口で愛欲を表し、その心は自分の利得の後を追っている。

32 見よ、あなたは彼らにとって愛欲の歌のようなものだ。声は美しく、よく奏でる者だ。彼らはあなたの言葉を聞くが、それを行う者はいない。

33 それが来るとき、見よ、それは来る。そして彼らは、預言者が彼らの真ん中にいたことを知る。

Ezekiel 34

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、イスラエルの牧者たちに向かって預言せよ。預言して彼ら牧者たちに言え。主なる神はこう言われる。災いだ、自分たちを牧しているイスラエルの牧者たちよ。羊の群れを牧するのは牧者たちではないのか。

3 あなたがたは脂肪を食べ、羊毛を着、肥えたものを屠っているが、羊の群れを養ってはいない。

4 弱った者をあなたがたは強めず、病んでいる者を癒やさず、傷ついた者を包まず、追いやられた者を連れ戻さず、失われた者を捜さなかった。かえって、力と苛酷さで彼らを支配した。

5 羊飼いが無しに、彼らは散らされた。そして、すべての野の生き物の食物となり、散らされた。

6 わたしの羊の群れはすべての山々で迷い、すべての高い丘の上でも迷い、わたしの羊の群れは地のすべての面に散らされた。尋ね求める者もなく、捜し求める者もなかった。

7 それゆえ、羊飼いたちよ、主の言葉を聞け。

8 わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。まことに、わたしの羊の群れが分捕り物となり、わたしの羊の群れが野のすべての生き物の食物となった。それは牧者がいないからだ。わたしの牧者たちはわたしの羊の群れを尋ね求めず、牧者たちは自分たちを養い、わたしの羊の群れを養わなかった。

9 それゆえ、羊飼いたちよ、主の言葉を聞け。

10 主なる神はこう言われる。「見よ、わたしは羊飼いたちのところに行き、彼らの手からわたしの羊の群れを尋ね求める。彼らに羊の群れを養うことをやめさせ、羊飼いたちはもう彼らを養うことはない。わたしは彼らの口からわたしの羊の群れを救い出し、彼らはそれを食物とすることはない。

11 まことに、主なる神はこう言われる。「見よ、わたし自身がわたしの羊の群れを尋ね求め、それを世話する。

12 牧者が自分の群れの真ん中にいて、散らされた羊の群れを探究する日のように、わたしは自分の羊の群れを探究する。そして、雲と暗黒の日に彼らが散らされたすべての場所から、彼らを救い出す。

13 わたしは彼らを諸国の民の間から連れ出し、諸国の地から集め、彼らの地に連れて行く。そして、イスラエルの山々で、水流のほとりと、その地のすべての居住の地で、彼らを養う。

14 良い牧場で彼らを養い、その住まいはイスラエルの高い所の山々にあるであろう。そこに彼らは良い住まいに伏し、イスラエルの山々の肥えた牧場で養われるであろう。

15 わたしは自分の羊の群れを養い、わたしは彼らを伏させよう。神である主の宣言。

16 失われたものをわたしは捜し求め、追いやられたものをわたしは連れ戻し、傷ついたものをわたしは包み、弱ったものをわたしは強くする。しかし、肥えたものと強いものをわたしは滅ぼす。わたしはさばきをもって彼らを養う。

17 あなたがた、わたしの羊の群れよ。主なる神はこう言われる。見よ、わたしは羊と羊の間を、雄羊と雄やぎの間を裁く。

18 良い牧場を食べることはあなたがたにとって少しのことなのか。あなたがたの牧場の残りを自分の足で踏みにじり、水の深みを飲み、残ったものを自分の足で濁すのか。

19 羊の群れは、あなたがたの足の踏みにじりを食べ、あなたがたの足の踏みにじられたものを飲む。

20 それゆえ、主なる神は彼らにこう言われた。「見よ、わたし自身が肥えた羊とやせた羊の間を裁く。

21 あなたがたは側と肩で押し、角で全ての弱い羊を突いて、ついにそれらを外に散らしたので、

22 わたしは自分の羊の群れを救い出し、彼らはもはや分捕り物とはならない。わたしは羊と羊の間を裁く。

23 わたしは彼らの上にひとりの牧者を立てる。彼は彼らを養う。それはわたしのしもべダビデである。彼が彼らを養い、彼が彼らの牧者となる。

24 わたしは主であり、彼らの神となる。わたしのしもべダビデは彼らの真ん中で君主となる。わたしは主である。わたしは語った。

25 私は彼らと平和の契約を結び、悪い獣を地から絶ち、彼らは荒野に安全に住み、森の中で眠るようになる。

26 私は彼らと私の丘の周囲を祝福とし、その時に雨を降らせる。それらは祝福の雨となるであろう。

27 野の木はその果実を結び、地はその収穫を出し、彼らは自分たちの地の上で安全に住むであろう。そして、わたしが彼らのくびきの軛の棒を砕き、彼らを使役していた者の手から彼らを救い出すとき、彼らはわたしが主であることを知るであろう。

28 彼らはもはや諸国の分捕り物とはならず、地の生き物も彼らを食べることはない。彼らは安全に住み、脅かす者はいない。

29 彼らのために名のある植え付けを起こし、地ではもはや飢饉の犠牲者となることはなく、もはや諸国の恥辱を負うこともない。

30 彼らは、わたしが彼らの神、主であることを知るであろう。彼らはわたしと共にいる。そして彼らはわたしの民、イスラエルの家である。と主なる神は宣言される。

31 あなたがたはわたしの羊の群れ、わたしの牧場の羊の群れ、あなたがたは人である。わたしはあなたがたの神である。主なる神の宣言である。

Ezekiel 35

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたの顔をセイルの山に向け、それについて預言せよ。

3 彼に言われた。「神である主はこう言われる。見よ、わたしはあなたの上に臨む。セイルの山よ。わたしはあなたの上に手を伸ばし、あなたを荒廃と荒廃に帰せしめる。

4 あなたの町々を荒廃とし、あなたは荒廃となるであろう。そして、あなたはわたしが主であることを知るであろう。

5 あなたは永遠の敵意を持ち、イスラエルの子らを剣の手に渡した。彼らの災いの時、咎の終わりの時に。

6 それゆえ、わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。まことに、わたしはあなたを血に定める。血があなたを追う。あなたが血を憎んだので、血があなたを追う。

7 私はセイルの山を荒廃と荒廃に帰せしめ、そこから行き交う者を断ち切る。

8 わたしはその山々を、その殺された者たちで満たす。あなたの丘、あなたの谷、そしてあなたのすべての水流に、剣で殺された者たちが倒れる。

9 わたしはあなたを永遠の荒廃とし、あなたの町々は住む者がなくなる。あなたがたは、わたしが主であることを知る。

10 あなたが二つの国と二つの地について、『これらは我々のものとなる。我々はそれを所有する』と言ったからだ。しかし主はそこにおられた。

11 それゆえ、わたしは生きている、と主なる神の宣言がある。わたしはあなたの怒りと、あなたが彼らに対して憎しみをもって行ったねたみとに従って行う。そして、わたしがあなたを裁くとき、彼らの中でわたしは知られるようになる。

12 あなたは、わたしが主であることを知るであろう。わたしは、あなたがイスラエルの山々について語ったすべての冒涜を聞いた。「それらは荒れ果てた。私たちに与えられ、食物となった」と。

13 あなたがたは、あなたがたの口でわたしに向かって大きく語り、あなたがたの言葉をわたしに向かって重ねた。わたしは聞いた。

14 主なる神はこう言われた。すべての地が喜ぶように、わたしはあなたを荒廃とする。

15 あなたがイスラエルの家の相続地が荒廃したことを喜んだように、わたしもあなたにそのようにする。セイルの山と、すべてのエドムのすべては荒廃となるであろう。そして彼らは、わたしが主であることを知るであろう。

Ezekiel 36

1 あなたは人の子よ、イスラエルの山々に向かって預言し、言え。イスラエルの山々よ、主の言葉を聞け。

2 主なる神はこう言われた。「敵があなたがたについて、『ああ、あの永遠の高台が我々の相続地となった』と言ったからだ。

3 それゆえ、預言せよ。こう言え。主なる神はこう言われる。あなたがたが周囲のすべての国々の残りの者の相続地となるために、彼らがあなたがたを荒らし、略奪したこと、またあなたがたが唇の舌と民の中傷に上ったことのゆえに。

4 それゆえ、イスラエルの山々よ、主なる神のことばを聞け。主なる神はこう言われる。山と丘、水流と谷、荒れ果てた廃墟と見捨てられた町々、周囲の国々の残りの者に分捕り物と嘲りとなったそれらに。

5 それゆえ、主なる神はこう言われる。「まことに、わたしのねたみの火をもって、わたしは残りの者の国々と、すべてのエドムに対して語った。彼らはわたしの地を自分たちの相続地として、心のすべての喜びと、自分への侮蔑をもって与え、その郊外地を分捕り物とするために。

6 それゆえ、イスラエルの地について預言せよ。そして、山と丘、水流と谷に言え。主なる神はこう言われる。見よ、わたしはわたしのねたみとわたしの怒りをもって語った。あなたがたが諸国の恥辱を負ったからである。

7 それゆえ、主なる神はこう言われる。「わたしは手を上げて誓った。必ず、あなたがたの周囲の国々は、彼ら自身の恥辱を負うことになる。

8 しかし、イスラエルの山々よ、あなたがたは枝を出し、わたしの民イスラエルに果実を結びなさい。それは彼らが近づいて来るからである。

9 まことに、わたしはあなたがたのところにいる。わたしはあなたがたに顔を向け、あなたがたは耕され、種を蒔かれる。

10 わたしはあなたがたの上に人を増やす。イスラエルの全家、すべてを。町は住まわれ、荒廃した所は建て直される。

11 あなたがたの上に人と獣とを増やし、それらは増え、実を結ぶであろう。わたしはあなたがたを昔のように住まわせ、あなたがたの初めよりも良くする。あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。

12 そして、わたしはあなたがたの上に人を、すなわちわたしの民イスラエルを歩ませる。彼らはあなたを所有し、あなたは彼らの相続地となる。あなたはもはや彼らを子なしにすることはない。

13 主なる神はこう言われた。「あなたがたについて、『おまえは人を食い尽くし、おまえの国々を子を失わせる者となった』と言っている者たちがいるからだ。

14 それゆえ、人よ、あなたはもはや人を食い尽くさず、あなたの国はもはやつまずかせない。これは主なる神の宣言である。

15 わたしはもはや、諸国の恥辱をあなたに聞かせず、民の恥辱をあなたが負うことはない。あなたの国はもはやつまずくことはない。これは主なる神の宣言である。

16 主の言葉が私に臨んで言われた。

17 人の子よ、イスラエルの家は自分たちの地に住んでいたが、自分たちの道と自分たちの行いによってその地を汚した。彼らの道は、月の汚れの汚れのように、わたしの前でなった。

18 わたしは彼らに怒りを注いだ。彼らが地に流した血のゆえに、また彼らの偶像によって地を汚したからである。

19 わたしは彼らを国々に散らし、彼らは地に散り散りになった。彼らの道と彼らの行いにしたがって、わたしは彼らを裁いた。

20 彼らがそこへ行った国々の間で、彼らはわたしの聖なる名を汚した。人々が彼らについて「これは主の民である。しかし、彼らはその地から出て行った」と言ったからである。

21 わたしは、わたしの聖なる名を惜しんだ。イスラエルの家が、その行った国々の中で、それを汚したからである。

22 それゆえ、イスラエルの家に言え。主なる神はこう言われる。イスラエルの家よ、わたしが行うのは、あなたがたのためではなく、あなたがたがそこに赴いた国々の間で汚した、わたしの聖なる名のためである。

23 わたしは、諸国の間で汚されたわたしの大いなる名を聖別する。あなたがたがその真ん中で汚したその名を。そして諸国は、わたしが主であることを知る。神である主の宣言である。わたしが彼らの目の前で、あなたがたの間で聖別されるときに。

24 わたしはあなたがたを国々から連れ出し、すべての地から集め、あなたがたの地に連れて行く。

25 わたしは清い水をあなたがたの上に注ぎかけ、あなたがたは清められる。あなたがたのすべての汚れと、すべての偶像から、わたしはあなたがたを清める。

26 あなたがたに新しい心を与え、あなたがたの内側に新しい霊を授ける。わたしはあなたがたの肉から石の心を取り除き、あなたがたに肉の心を与える。

27 わたしの霊をあなたがたの内側に与え、わたしがあなたがたに、わたしの定めに従って歩ませ、わたしのさばきを守り行わせる。

28 あなたがたは、わたしがあなたがたの先祖に与えた地に住み、あなたがたはわたしの民となり、わたしはあなたがたの神となる。

29 あなたがたをすべての汚れから救い出し、穀物に呼びかけ、それを増やし、あなたがたの上に飢饉を与えない。

30 木の果実と野の実りを豊かにし、あなたがたが諸国の間で飢饉の恥辱を再び受けることがないようにされる。

31 あなたがたは自分の悪い道と、良くない行いとを思い起こし、自分の咎と、忌み嫌うべきものとについて、自分の前で自分を嫌うであろう。

32 あなたがたのためではない。わたしが行うのだ、と主なる神の宣言。あなたがたに知らされるであろう。あなたがたの道を恥じ、辱めを受けよ、イスラエルの家よ。

33 主なる神はこう言われる。わたしがあなたがたをすべての咎から清める日に、わたしは町々を住まわせ、荒廃した所々は建て直される。

34 荒れ果てた地は耕されるようになる。それは、すべての通りかかる者の目に荒廃していた地であったが。

35 この荒れ果てた地はエデンの園のようになり、荒れ果てた町々、廃墟となった所々、打ち壊された所々は、堅固な城壁のある町々として人が住むようになった、と彼らは言うであろう。

36 そして、あなたがたの周囲に残る国々は、わたしが廃墟を建て直し、荒れ果てた地を植えたことを知るであろう。わたしは主である。わたしが語り、成し遂げたのである。

37 主なる神はこう言われる。「わたしはなお、イスラエルの家に、彼らのためにこれを行うことを求められる。わたしは彼らを羊の群れのように、人を増やす。

38 聖なるものの羊の群れのように、その定めの時のエルサレムの羊の群れのように、荒れ果てた町々は人の羊の群れで満ちるであろう。そして彼らは、わたしが主であることを知るであろう。

Ezekiel 37

1 主の手が私の上にあり、主の霊によって私を連れ出し、平地の真ん中に私を置かれた。そこは骨で満ちていた。

2 主は私をその骨の周囲、周囲に渡って歩かせられた。見よ、それらは平地の前に非常に多く、見よ、それらは非常に乾いていた。

3 主は私に言われた。「人の子よ、これらの骨は生き返ることができるだろうか。」私は言った。「主なる神よ、あなたがご存じです。

4 彼は私に言われた。「これらの骨に向かって預言し、彼らに言え。『枯れた骨よ、主の言葉を聞け。』

5 主なる神はこれらの骨にこう言われた。「見よ、わたしはあなたがたの中に霊を送り込む。あなたがたは生きるであろう。

6 あなたがたの上に筋を付け、あなたがたの上に肉を生じさせ、あなたがたの上に皮を張り、あなたがたの中に霊を授ける。あなたがたは生き返り、わたしが主であることを知るようになる。

7 私は命じられたとおりに預言した。すると、私が預言している間に声が起こり、見よ、地震が起こり、骨が互いに近づき、骨がその骨に近づいた。

8 私は見た。すると見よ、彼らの上に筋と肉が上がり、皮が彼らの上に上から覆った。しかし、彼らの中に霊はなかった。

9 彼は私に言われた。「風に預言せよ。人の子よ、預言して風に言え。『主なる神はこう言われる。四つの風よ、来い、息よ、これらの殺された者たちに吹きかけよ、彼らが生きるように。』

10 私は命じられたとおりに預言した。すると霊が彼らの中に入り、彼らは生きて、自分の足で立った。それは非常に大きな力であった。

11 彼は私に言われた。「人の子よ、これらの骨はすべてイスラエルの家である。見よ、彼らは言っている。『私たちの骨は枯れ、私たちの希望は失われ、私たちは自分たちのために断ち切られた』と。

12 それゆえ、預言して彼らに言え。主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたがたの墓を開き、わたしの民よ、あなたがたをその墓から引き上げ、あなたがたをイスラエルの地に連れ戻す。

13 あなたがたは、わたしが主であることを知るであろう。わたしがあなたがたの墓を開き、あなたがたを、あなたがたの墓から、わたしの民として引き上げるときに。

14 わたしはあなたがたのうちにわたしの息を置き、あなたがたは生きる。そして、わたしはあなたがたをあなたがたの地に置く。そのとき、あなたがたは、わたしが主であること、わたしがこれを語り、これを成し遂げたことを知る。主の宣言である。

15 主の言葉が私に臨んで言われた。

16 人の子よ、あなたは一本の木を取り、その上に「ユダとその仲間であるイスラエルの子ら」と書き、また一本の木を取り、その上に「ヨセフ、すなわちエフライムの木と、その仲間であるイスラエルの全家」と書け。

17 それらを互いに近づけ、一つの木とせよ。それらはあなたの手の中で一つとなる。

18 あなたの民の子らがあなたに言って、『これはあなたにとって何なのか、私たちに告げてくれないのか』と言うとき、

19 彼らに言われた。「神である主はこう言われる。見よ、わたしはヨセフの手にある木、すなわちエフライムの手にある木と、その仲間であるイスラエルの部族たちを取り、それをユダの木の上に置き、彼らを一つの木にし、彼らはわたしの手の中で一つとなる。

20 あなたがその上に書き記す木々は、あなたの手にあり、彼らの目の前にある。

21 彼らに言われた。「主なる神はこう言われる。見よ、わたしはイスラエルの子らを、彼らが行った国々の間から取り、彼らを周囲から集め、彼らの地に連れて行く。

22 わたしは彼らを、イスラエルの山々の地において一つの国とし、一つの王が彼らすべての王となる。彼らはもはや二つの国とはならず、二つの王国に分かれることはない。

23 彼らはもはや、その偶像と忌み嫌うべきものと、すべての背きの罪によって汚れることはない。わたしは彼らを、彼らが罪を犯したすべての居住から救い出し、彼らを清める。彼らはわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。

24 わたしのしもべダビデが彼らの王となり、彼らすべてにひとりの牧者が立つ。彼らはわたしのさばきに歩み、わたしの定めを守り、それを行う。

25 彼らは、わたしがわたしのしもべヤコブに与えた地に住み、あなたがたの先祖がそこに住んでいた。彼らとその子ら、その子らの子らは、永遠にそこに住む。そして、わたしのしもべダビデが、永遠に彼らの君主となる。

26 彼らと平和の契約を結び、それは彼らのための永遠の契約となる。そして、彼らを増やし、彼らを多くし、私の聖所を彼らの真ん中に永遠に置く。

27 わたしの幕屋は彼らの上にあり、わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。

28 国々は、わたしが主であり、イスラエルを聖別する者であることを知るであろう。わたしの聖所が彼らの真ん中に永遠にあるとき。

Ezekiel 38

1 主の言葉が私に臨んで言われた。

2 人の子よ、あなたの顔をゴグ、マゴグの地、メシェクとトバルの君主、かしらに向け、彼について預言せよ。

3 あなたは言え。『神である主はこう言われる。見よ、わたしはあなたのところに来る。ゴグよ、メシェクとトバルの君主、そのかしらよ。』

4 わたしはあなたを引き戻し、あなたの頬に鎖をかけ、あなたとあなたのすべての力を、馬と騎兵、すべて華麗な装いをまとった者たちを連れ出し、大きな集会、盾と盾、すべて剣を取る者たちを連れ出す。

5 ペルシヤ、クシュ、プトが彼らと共にあり、すべての者が盾とかぶとを持っている。

6 ゴメルとそのすべての部隊、トガルマの家、北の辺境とそのすべての部隊、多くの民があなたと共にいる。

7 備えよ、そしてあなた自身のために備えよ、あなたとあなたの上に集められたすべてのあなたの集会よ。そしてあなたは彼らにとって見張りとなるであろう。

8 多くの日の後に、あなたは顧みられる。終わりの年に、あなたは剣から回復した地、多くの民から集められた者たちのところへ来る。イスラエルの山々の上へ。それらは常に荒廃していたが、彼女は民の中から連れ出され、彼らはみな安全に住む。

9 あなたは荒廃のように上って来、雲のように地を覆うようになる。あなたと、あなたのすべての部隊と、あなたと共にいる多くの民が。

10 主なる神はこう言われる。その日、あなたの心に言葉が上って来て、あなたは悪い企てを思い巡らすであろう。

11 そして言われた、「わたしは村落の地に上り、安全に住む静かな者たちのところへ行く。彼らはみな城壁もなく、かんぬきも戸も持たずに住んでいる。

12 戦利品を奪い、分捕り物を取るために、あなたの手を、再び住まわれる荒廃した所々と、国々から集められた民、家畜と所有物を得て、地の中央に住む者たちの上に伸ばすために。

13 シバとデダン、そしてタルシシュの商人たちと、そのすべての若獅子たちは、あなたに言うであろう、「あなたは戦利品を奪うために来たのか。あなたは分捕り物を取るために、あなたの集会を集めたのか。銀と金を運び出し、家畜と所有物を取り、大きな戦利品を奪うために」。

14 それゆえ、人の子よ、預言してゴグに言え。主なる神はこう言われる。その日、わたしの民イスラエルが安全に住むとき、あなたはそれを知るであろう。

15 あなたはあなたの場所から、北の辺境から来る。あなたと、あなたと共にいる多くの民、すべて馬に乗る者たち、大きな集会と多くの力が。

16 あなたはわたしの民イスラエルの上に上り、雲のように地を覆うであろう。終わりの日に、それは起こる。わたしはあなたをわたしの地に連れて来る。諸国が、わたしがあなたによって彼らの目の前で聖とされることを知るために、ゴグよ。

17 主なる神はこう言われた。「あなたは、わたしが先の日に、わたしのしもべであるイスラエルの預言者たちの手を通して語った者である。彼らはその日々、何年もの間、預言して、あなたを彼らの上に連れて来ると言った。

18 その日、ゴグがイスラエルの地に来る日に、主なる神の宣言がある。わたしの怒りは、わたしの怒りによって燃え上がる。

19 わたしのねたみと、わたしの激しい怒りの火をもって、わたしは語った。必ずその日に、イスラエルの地に大きな地震が起こる。

20 海の魚、天の鳥、野の生き物、地の上を這うすべての這うもの、そして地の面にいるすべての人は、わたしの前で震える。山々は崩れ、階段は落ち、すべての城壁は地に倒れる。

21 わたしはすべての山々に剣を呼び寄せる、と主なる神の宣言がある。それぞれの剣は、その兄弟に向けられるであろう。

22 わたしは疫病と血で彼を罰し、また彼の上に、彼の部隊の上に、そして彼と共にいる多くの民の上に、豪雨と雹の石、火と硫黄を降らせる。

23 私は自分を大いなる者とし、自分を聖なる者とし、多くの国の目の前に自分を知らせる。彼らは私が主であることを知る。

Ezekiel 39

1 あなたは人の子よ、ゴグに向かって預言して言え。主なる神はこう言われる。見よ、わたしはあなたの敵となる、ゴグよ、メシェクとトバルの君主、そのかしらよ。

2 わたしはあなたを引き戻し、あなたを六倍にし、北の辺境からあなたを連れ上らせ、イスラエルの山々の上にあなたを連れて行く。

3 あなたの弓をあなたの左の手から打ち落とし、あなたの矢をあなたの右の手から落とす。

4 あなたはイスラエルの山々に倒れる。あなたとあなたのすべての部隊、そしてあなたと共にいる民は。わたしはあなたを、すべての翼を持つ猛禽の鳥と野の生き物に食物として与えた。

5 あなたは野の顔に倒れる。わたしが語ったからだ。──主なる神の宣言。

6 わたしは火をマゴグと、安全に住む島々の住民の上に送る。彼らは、わたしが主であることを知る。

7 私はわが聖なる名を、わが民イスラエルの真ん中で知らせる。そして、わが聖なる名を再び汚すことはない。諸国は、わたしが主であり、イスラエルにおいて聖なる者であることを知るであろう。

8 見よ、それは来て、実現する。神である主の宣言である。これは、わたしが語ったその日である。

9 イスラエルの町々の住民は出て行き、武器、盾、小盾、弓、矢、手の杖、槍で火を焚き、彼らは七年の間、それらで火を燃やした。

10 彼らは野から木を取らず、森から薪を切ることもない。彼らは武器で火を燃やすからだ。彼らは自分たちを略奪した者たちを略奪し、自分たちを奪った者たちを奪う。これは主なる神の宣言である。

11 その日、わたしはゴグにイスラエルにおける墓の場所を与える。それは海の東にある通り過ぎる者の谷であり、通り過ぎる者を塞ぐものである。彼らはそこにゴグとそのすべての群衆を葬る。そして彼らはそれをハモン・ゴグの谷と呼ぶ。

12 イスラエルの家は、地を清めるために彼らを葬る。七か月の間。

13 地のすべての民が彼らを葬り、それは彼らの名となるであろう。わたしが栄光を受ける日、と主なる神の宣言がある。

14 常に人々を選び分け、地を行き巡る者たちが、地の面に残っている者たちを葬って、地を清めるであろう。七か月の果てから、彼らは探し求めるであろう。

15 地を行き巡る者たちは通り過ぎ、人の骨を見れば、そのそばに標識を立て、埋葬する者たちがハモン・ゴグの谷にそれを葬るまでにした。

16 また、町の名はハモナであり、彼らは地を清めるであろう。

17 あなたは人の子よ。主なる神はこう言われる。すべての翼ある鳥と、野のすべての生き物に言え。集まって来なさい。わたしがあなたがたのために屠る大いなるいけにえの周囲に、四方から集まりなさい。イスラエルの山々の上で、あなたがたは肉を食べ、血を飲むであろう。

18 勇士たちの肉をあなたがたは食べ、地の君主たちの血を飲むであろう。雄羊、牧場のもの、雄やぎ、雄牛、バシャンの肥えた家畜、すべてを。

19 あなたがたは脂肪を満ち足りることまで食べ、血を酩酊まで飲むであろう。わたしがあなたがたのために屠ったいけにえから。

20 あなたがたはわたしの食卓で、馬と戦車、勇士とすべての戦いの人々に飽き足りる。これは主なる神の宣言である。

21 わたしはわたしの栄光を諸国の間に置く。すべての国々は、わたしが行ったわたしのさばきと、わたしが彼らに置いたわたしの手を見る。

22 イスラエルの家は、その日から以後、わたしが彼らの神、主であることを知る。

23 国々は、彼らの咎によってイスラエルの家が追放されたこと、彼らがわたしに対して不信を犯したので、わたしが彼らに顔を隠し、彼らをその苦しみの手に渡し、彼らがすべて剣で倒れたことを知るであろう。

24 彼らの汚れと彼らの背きの罪に応じて、わたしは彼らを扱い、彼らからわたしの顔を隠した。

25 それゆえ、主なる神はこう言われる。今、わたしはヤコブの捕囚を元に戻し、イスラエルのすべての家をあわれみ、わたしの聖なる名のために熱心に働く。

26 彼らは自分の恥辱と、わたしに対して犯したすべての背信を負う。彼らが自分の地に安全に住み、恐れさせる者がいないとき、

27 わたしが彼らを民の中から連れ戻し、彼らの敵の地から彼らを集めるとき、わたしは多くの国の目の前で、彼らによって聖とされる。

28 彼らは、わたしが彼らの神、主であることを知る。わたしが彼らを諸国の国々へと捕え移し、彼らの地に再び集めたとき、彼らの中から、もはや一人もそこに残すことはない。

29 わたしは再び彼らから顔を隠さない。わたしがイスラエルの家の上にわたしの霊を注いだからである。神である主の宣言。

Ezekiel 40

1 私たちの捕囚の二十五年目、年の頭、月の十日、町が打たれた後の十四年、まさにその日に、主の手が私の上にあり、主は私をそこへ連れて行かれた。

2 神の幻において、彼は私をイスラエルの地に連れて行かれた。そして、彼は私を非常に高い山の上に置かれた。その山の上には、ネゲブの方に向かって、町の枠組みのようなものがあった。

3 彼は私をそこに連れて行かれた。すると見よ、青銅のような外観を持つ一人の人がおり、その手には亜麻の撚り糸と寸法を測る葦を持ち、その人は門に立っていた。

4 その人は私に言われた。「人の子よ、自分の目で見、自分の耳で聞き、心に留めよ。私があなたに示すすべてのことを。あなたがここに連れて来られたのは、それを見せるためだ。あなたが見るすべてのことを、イスラエルの家に告げよ。

5 見よ、宮の外側に城壁が周囲に巡らされていた。そして、その人の手には寸法の葦があった。それは六キュビト、一キュビトにつき手幅を加えたものであった。彼は建物の幅を測ったが、一葦であり、身長も一葦であった。

6 彼は東の方に面した門に来て、その階段を上り、門の鉢を測った。その幅は一葦、もう一つの鉢も一葦の幅であった。

7 小室は長さ一葦、幅一葦であり、小室と小室の間は五キュビトである。また、門の鉢は、宮の内側から見て門の玄関のわきにあり、一葦である。

8 そして彼は門の玄関を宮の内側から測った。それは一葦であった。

9 彼は門の玄関を八キュビト測り、その雄羊は二キュビトであった。門の玄関は宮の側にあった。

10 門の小室は東風の道に沿って、こちらに三つ、あちらに三つあり、三つの小室の寸法は一つであり、こちらとあちらの雄羊の柱の寸法も一つであった。

11 彼は門の入口の幅を十キュビトと測った。門の長さは十三キュビトであった。

12 小室の前の境界は一キュビト、こちら側の境界も一キュビトであり、小室はこちら側が六キュビト、あちら側も六キュビトである。

13 彼は門を、小室の屋根からその屋根まで測られた。幅は二十五キュビト、入口は入口に向かい合っていた。

14 彼は六キュビトの雄羊たちを造られた。そして、中庭の門の雄羊の周囲、周囲に及んだ。

15 門の前、入口の前、内側の門の玄関の顔まで、五十キュビトであった。

16 小室とその内側の雄羊の柱に向かって、門の周囲全体にふさがれた窓があり、玄関にも同様であった。また、内側の周囲全体に窓があり、雄羊の柱にはなつめやしの木があった。

17 彼は私を外の中庭に連れて行かれた。見よ、中庭の周囲全体に小部屋と燃える炭の敷石が造られていた。燃える炭の敷石に沿って三十の小部屋があった。

18 燃える炭は門の肩に、門の長さに並びにあり、下の燃える炭であった。

19 彼は、下の門の顔から内側の中庭の顔までの幅を外側で百キュビト測った。東風と北。

20 外側の中庭に向かってその顔が北の道にある門について、彼はその長さと幅を測った。

21 その小室はこちら側に三つ、あちら側に三つあり、その雄羊とその玄関は、最初の門の寸法のとおりであった。その長さは五十キュビト、その幅は二十五キュビトであった。

22 その窓とその玄関とそのなつめやしの木は、東風の道に面した門の寸法のとおりであり、七つの階段でそこに上るようになっており、その玄関は彼らの前にあった。

23 内庭の門は北と東風に向かって門の向かい側にあり、彼は門から門まで百キュビトを測った。

24 彼は私を南の道に連れて行かれた。見よ、南の道の門があった。彼はその雄羊とその雄羊の玄関とその玄関を、これらの寸法で測られた。

25 その窓とその玄関には、周囲に周囲に、これらの窓のように窓があった。長さは五十キュビト、幅は二十五キュビトであった。

26 七つの階段がその前の全焼のいけにえの玄関にあり、その玄関には、こちら側に一つ、あちら側に一つ、なつめやしの木がその雄羊の柱にあった。

27 内庭の門は南の道にあり、彼は南の道の門から門まで百キュビトを測った。

28 彼は私を南の門を通って内側の中庭に連れて行かれた。そして、その南の門をこれらの寸法に従って測られた。

29 小室とその雄羊とその玄関は、これらの寸法どおりであり、その周囲には周囲に窓があり、その玄関にも周囲に窓があった。長さは五十キュビト、幅は二十五キュビトであった。

30 玄関は周囲、周囲にあり、長さは二十五キュビト、幅は五キュビトである。

31 その玄関は外の中庭に面し、その柱にはなつめやしの木が彫られており、雄羊の柱があり、その上り坂は八段の階段であった。

32 彼は私を東風の道を通って内側の中庭に連れて行かれた。そして、その門をこれらの寸法に従って測られた。

33 小室と雄羊と玄関はこれらの寸法のとおりであり、その周囲には周囲に窓があり、その玄関にも周囲に窓があった。長さは五十キュビト、幅は二十五キュビトであった。

34 その玄関は外の中庭に面しており、その両側に雄羊の像のなつめやしの木があり、八段の階段が上り坂となっていた。

35 彼は私を北の門に連れて行かれた。そして、その同じ寸法で測られた。

36 その小室とその雄羊とその玄関には、周囲に窓があった。長さは五十キュビト、幅は二十五キュビトであった。

37 その雄羊の柱は外の中庭に面し、その柱にはこちら側とあちら側になつめやしの木の飾りがあった。そして、その上り坂は八段の階段であった。

38 小部屋とその入口は門の雄羊の柱のところにあり、そこでは人々が全焼のいけにえを洗った。

39 玄関の門には、こちらの側に食卓が二つ、あちらの側に食卓が二つあり、その上で全焼のいけにえと罪のための捧げ物と罪過のための捧げ物を屠るためであった。

40 北の門の入口に上る外側の肩に食卓が二つあり、門の玄関にあるもう一つの肩にも食卓が二つあった。

41 こちらに四つの食卓、あちらに四つの食卓、門の肩に沿って、八つの食卓があり、彼らはそれらの上で屠る。

42 また全焼のいけにえのための四つの食卓は切り石で作り、その長さは一キュビト半、幅も一キュビト半、高慢は一キュビトであり、その上に彼らは全焼のいけにえといけにえを屠る器を置く。

43 鉤は手幅一つで、宮の内側に周囲ぐるりと備えられていた。そして食卓には捧げ物の肉があった。

44 外の内側の門の外側に、内側の中庭にある歌う者たちの小部屋があった。それは北の門の肩のところにあり、その面は南の道に向いていた。一つは東の門の肩にあり、その顔は北の道に向いていた。

45 彼は私に言われた、「この小部屋は、その顔が南の道に向いているもので、家の務めを守る祭司たちのためのものである。

46 北向きの道にその顔がある小部屋は、祭壇の務めを守る祭司たちのためのものである。彼らはザドクの子らであり、レビの子らの中から主に近づいて仕える者たちである。

47 中庭を測られた。その長さは百キュビト、幅も百キュビトで、正方形であった。祭壇は宮の前にあった。

48 彼は私を家の玄関に連れて行かれた。そして、玄関の雄羊を測られた。こちら側に五キュビト、あちら側に五キュビト。門の幅は、こちら側に三キュビト、あちら側に三キュビトであった。

49 玄関の長さは二十キュビト、幅は十一キュビト、そしてそこに上る階段があり、柱は雄羊の像のところに、こちらに一本、あちらに一本あった。

Ezekiel 41

1 彼は私を神殿に連れて行かれた。そして彼は雄羊たちを測られた。その幅は六キュビト、こちら側から六キュビト、あちら側から天幕の幅であった。

2 入口の幅は十キュビト、入口の肩はこちらが五キュビト、あちらも五キュビトであった。彼はその長さを四十キュビト、幅を二十キュビトと測った。

3 そして内側に入り、入口の雄羊を測られた。それは二キュビトであり、入口は六キュビト、入口の幅は七キュビトであった。

4 彼はその長さを二十キュビト、神殿の前の幅を二十キュビトと測られた。そして私に言われた、「これは至聖所である」。

5 彼は宮の壁を測られた。その厚さは六キュビト、側の幅は四キュビトで、宮の周囲全体に巡らされていた。

6 あばら骨はあばら骨に向かい合って、三十三度あり、宮の壁にあばら骨のために周囲に周囲に入り込んでいたが、それらは宮の壁には入り込んでいなかった。

7 そして側室は上へ上へと広がり、回り道をして上へ上へと進んだ。家の周囲は周囲に巡らされていたので、家の幅は上へ行くほど広くなった。それゆえ、下の階は上の階に、中程の階に上って行った。

8 私は宮の周囲全体の高慢を見た。脇の土台は葦で満ち満ちているもので、六キュビトの腋の下であった。

9 外側の脇に面する壁の幅は五キュビトであり、宮の脇の部屋のための残された場所もあった。

10 小部屋と家との間の幅は、家の周囲、周囲、周囲に二十キュビトあった。

11 脇の入口は休みの場所にあり、一つの入口は北の道にあり、一つの入口は南にあった。そして休みの場所の幅は、周囲が五キュビトであった。

12 建物は切り離された場所の顔に向かって、西の道の隅にあり、その幅は七十キュビト、建物の壁の幅は周囲に五キュビト、その長さは九十キュビトであった。

13 彼は宮を測った。長さは百キュビト。切り離された場所と建物とその壁も、長さは百キュビト。

14 宮の前と切り離された場所の幅は、東風のほうへ百キュビトであった。

15 建物の長さを、その後ろにある切り離された場所の顔に向かって測られた。その回廊はこちら側とあちら側から百キュビトであった。内側の神殿と中庭の玄関も測られた。

16 鉢と、ふさがれた窓と、周囲の三層の回廊は、鉢の向かい側にあり、木の板張りが周囲を巡っていた。そして、地は窓まで達し、窓は覆われていた。

17 入口の上から内側の家と外、そしてすべての壁に至るまで、内側と外側の周囲周囲に寸法があった。

18 ケルビムとなつめやしの木が造られており、なつめやしの木はケルビムとケルビムの間にあり、ケルビムには二つの顔があった。

19 人の顔はなつめやしの木の方に向き、若獅子の顔はなつめやしの木の方に向いていた。それは宮のすべての周囲に巡らして造られていた。

20 地から入口の上まで、ケルビムとなつめやしの木が造られていた。神殿の壁にも。

21 神殿の門柱は四角形であり、聖なるものの顔の外観は、その外観のようであった。

22 祭壇は木で、高さが三キュビト、長さが二キュビト、その隅と長さと壁は木であった。彼は私に言われた、「これは主の前にある食卓である」。

23 神殿に二つの戸があり、聖なるものにも二つの戸があった。

24 二つの戸がその戸のためにあり、二つの回転する戸があり、一つの戸に二つ、もう一つの戸にも二つの戸があった。

25 そして、神殿の戸には、壁にあったように、ケルビムとなつめやしの木が造られた。また、玄関の外側の面には、木の厚い板があった。

26 窓はふさがれており、なつめやしの木がこちら側とあちら側にあり、玄関の肩に向かっており、宮の脇と厚い板にもあった。

Ezekiel 42

1 彼は私を外の中庭へ、北の道の道筋に連れ出された。そして、切り離された場所の前にあり、建物の前にある、北側の小部屋へ私を連れて行かれた。

2 北の入口の前は長さ百キュビト、幅は五十キュビトであった。

3 中庭の二十キュビトに面して、外庭の燃える炭に面して、三階に回廊が回廊の前にあった。

4 小部屋の前には、内側への道として幅十キュビトの旅路があり、一キュビトの道であり、彼らの入口は北に向いていた。

5 上の小部屋は狭かった。それは回廊がそれらから、下の階と中程の階の建物よりも張り出していたからである。

6 それらは三層になっていたが、中庭の柱のような柱はなく、そのために下の階と中の階は地から狭められていた。

7 外側の垣根は、小部屋の並びに沿って、外の中庭の道に面して小部屋の前にあり、その長さは五十キュビトであった。

8 外側の中庭に面した小部屋の長さは五十キュビトであり、見よ、神殿の顔に向かっては百キュビトであった。

9 この小部屋の下には、東風から来る入口があり、外の中庭からそれらに入るためのものであった。

10 中庭の石垣の幅に沿って、東風の道の方向、切り離された場所の顔と建物の顔に向かって、小部屋があった。

11 彼らの前にある道は、北の道にある小部屋の外観のようであり、その長さもその幅も同じであり、それらのすべての出、それらのさばき、それらの入口も同じであった。

12 そして小部屋の入口は南の道の方向にあり、その道の頭に入口があった。羊の囲いの前をまっすぐに通る道、東風の道が彼らの来る所にあった。

13 彼は私に言われた。「北の小部屋、南の小部屋、切り離された場所の顔の前にあるもの、これらは聖なる小部屋であり、そこで主に近い祭司たちが最も聖なるものを食べる。そこに最も聖なるもの、献げ物、罪のための捧げ物、罪過のための捧げ物を置く。その場所は聖なるものだからである。

14 祭司たちが入るとき、聖なるものから外の中庭へ出てはならない。そこに、彼らが仕えるときに着る衣服を置く。それらは聖なるものだからである。彼らは他の衣服を着て、民のものに近づく。

15 内側の宮の寸法を測り終えられたとき、主は私を東風の道に面した門の道から外に連れ出され、その周囲を周囲ごとに測られた。

16 彼は東風の霊を寸法の葦で測った。五百キュビトの葦を寸法の葦で周囲に測った。

17 彼は北の風を測られた。五百の葦を、寸法の葦で、周囲を測られた。

18 南の風を測られた。測り葦で五百葦、寸法の葦で測られた。

19 西の霊の方向に向き直り、寸法の葦で五百本の葦を測った。

20 四つの霊の方向に測られた。その周囲は周囲に城壁があり、長さは五百、幅も五百で、聖なるものと俗の間を区別するためであった。

Ezekiel 43

1 彼は私を門へ連れて行かれた。その門は東風の道に向かっている門であった。

2 見よ、イスラエルの神の栄光が東風の道から来られた。その声は多くの水の声のようであり、地はその栄光によって輝いた。

3 その外観は、私が町を滅ぼしに来たときに見た外観のようなものであり、ケバル川のほとりで見た外観のようなものであった。それで私は顔の面に倒れた。

4 主の栄光は、その顔が東風の道に向いている門の道を通って、宮に入られた。

5 霊が私を引き上げ、私を内庭に連れて行かれた。すると見よ、主の栄光がその家に満ちていた。

6 私は家から私に語りかけられるのを聞いた。そして、一人の人が私のそばに立っていた。

7 彼は私に言われた。「人の子よ、これは私の王座の場所、私の足の手のひらの場所であり、私がイスラエルの子らの真ん中に永遠に住む所である。イスラエルの家は、彼らとその王たちが、その姦淫と、その高台にある王たちの死体とによって、もはや私の聖なる名を汚してはならない。

8 彼らがその鉢を私の鉢のそばに置き、その門柱を私の門柱のそばに置き、壁が私と彼らの間にあるようにした。彼らは自分たちの行った忌み嫌うべきものによって、私の聖なる名を汚した。それで私は怒りをもって彼らを滅ぼし尽くした。

9 今、彼らは自分の姦淫と自分たちの王たちの死体を私から遠ざけよ。そうすれば、私は彼らの真ん中に永遠に住まわれる。

10 あなたは人の子よ。イスラエルの家にその家を示せ。彼らが自分の咎を恥じるように。そして彼らはその寸法を測るであろう。

11 もし彼らが自分たちの行ったすべてのことに恥じるなら、その家の形とその整え、その出とその到来、そのすべての形、そのすべての定め、そのすべての形、そのすべての律法を彼らに知らせ、彼らの目の前に書き記せ。彼らはそのすべての形とそのすべての定めを守り、それらを行うであろう。

12 これは家の律法である。山の頭の上で、そのすべての境界の周囲、周囲は至聖所である。見よ、これが家の律法である。

13 これは祭壇の寸法である。キュビト（一キュビトは一キュビトと手幅）による。その懐は一キュビト、幅は一キュビト、その境界はその唇に至るまで周囲に一掴みである。これが祭壇の背である。

14 地の懐から下の庭まで二キュビト、その幅は一キュビト。そして、小さい庭から大きい庭まで四キュビト、その幅は一キュビト。

15 祭壇は四キュビト、その祭壇から上に向かって四つの角がある。

16 祭壇は長さ十二キュビト、幅十二キュビトで、正方形であり、その四つの四分の一に向かって同じである。

17 庭は長さ十四キュビト、幅十四キュビトで、その四つの四分の一に向かっている。その周囲の境界は半キュビト、その懐は周囲に一キュビト、その階段は東風に向いている。

18 彼は私に言われた。「人の子よ。主なる神はこう言われる。これらは祭壇の定めである。それが造られる日に、その上に全焼のいけにえをささげ、その上に血を注ぎかけるためのものである。

19 あなたは、わたしに近づいて仕えるザドクの子孫であるレビ人の祭司たちに、罪のための雄牛の子牛を与えなければならない。これは、主なる神の宣言である。

20 あなたはその血を取り、その四つの角と庭の四つの隅と、周囲の境界に塗り、それをもって罪の清めをし、贖いをしなさい。

21 あなたは罪のための雄牛を取り、宮の任命の場所で、聖所の外でそれを焼かなければならない。

22 二日目には、傷のない雄ヤギを罪のための捧げ物としてささげなさい。そして、雄牛で清めたのと同じように、祭壇を清めなさい。

23 あなたが罪のための清めを終えたなら、傷のない雄牛の子と、羊の群れからの傷のない雄羊をささげなさい。

24 あなたはそれらを主の前に近づけ、祭司たちはその上に塩を投げ、それらを主への全焼のいけにえとしてささげる。

25 七日の間、日ごとに罪のためのやぎを備えよ。また、雄牛の子と羊の群れからの雄羊を、完全なものを備えよ。

26 七日の間、彼らは祭壇のために贖いをし、それを清め、その手を満たす。

27 彼らがその日々を終えると、第八日以降、祭司たちは祭壇の上であなたがたの全焼のいけにえとあなたがたの全焼のいけにえをささげる。そして、わたしはあなたがたを受け入れよう。神である主の宣言である。

Ezekiel 44

1 彼は私を、外側の聖所の門の道、東を向いている道へと連れ戻された。そして、その門は閉じられていた。

2 主は私に言われた、「この門は閉じたままであれ。開かれてはならない。だれもそこから入ってはならない。なぜなら、イスラエルの神である主がそこから入られたからである。それは閉じたままであろう」。

3 その君主、彼は君主であって、その中に座して主の前にパンを食べる。彼は門の玄関の道から入り、その道から出る。

4 彼は私を北の門の道から宮の前へ連れて行かれた。私が見ると、見よ、主の栄光が主の家に満ちていた。私は顔を地に伏せた。

5 主は私に言われた、「人の子よ、あなたの心を置き、あなたの目で見、あなたの耳で聞け、私があなたに語るすべてのことを、主の宮のすべての定めと、そのすべての律法について。そして、あなたの心を宮の入口に置き、聖所のすべての出についてもそうせよ。

6 反抗の家、イスラエルの家に言え。主なる神はこう言われる。あなたがたのすべての忌み嫌うべきものは、イスラエルの家よ、もう十分だ。

7 あなたがたが心の割礼を受けず、肉の割礼も受けていない異邦の子らを、わたしの聖所に連れ入れて、わたしの家を汚したこと、あなたがたがわたしのパン、脂肪と血をささげ、あなたがたのすべての忌み嫌うべきものによって、わたしの契約を破ったこと。

8 あなたがたは、わたしの聖なるものの務めを守らず、あなたがた自身のために、わたしの聖所でわたしの務めを守る者たちを置いた。

9 主なる神はこう言われた。心に割礼を受けず、肉に割礼を受けないすべての異邦の子は、わたしの聖所に入ってはならない。イスラエルの子たちの真ん中にいるすべての異邦の子も、そうである。

10 しかし、わたしから遠ざかったレビ人たち、すなわちイスラエルがわたしから迷い出て、彼らの偶像の後に従ったとき、彼らはその咎を負う。

11 彼らはわたしの聖所で奉仕する者となり、家の門の監督となり、家に仕える者となる。彼らは民のために全焼のいけにえといけにえを屠り、彼らの前に立って彼らに仕える。

12 彼らが自分の偶像の前で彼らに仕え、イスラエルの家にとって咎のつまずきとなったので、わたしは彼らに対して手を挙げた、と主なる神は宣言される。彼らは自分の咎を負うであろう。

13 彼らはわたしに近づいて、わたしのために祭司の務めをすることはできず、すべての聖なるもの、すなわち最も聖なるものに近づくこともできない。彼らは自分たちの恥辱と、彼らが行った忌み嫌うべきものを負う。

14 彼らを家の務めを守る者とし、そのすべての奉仕と、その中で行われるすべてのことにあたらせた。

15 レビ人の祭司たち、ザドクの子らは、わたしの聖所の務めを守った者たちである。イスラエルの子らがわたしから迷い出たとき、彼らはわたしに近づいて仕える者となる。彼らはわたしの前に立って、わたしに脂肪と血を献げる。これは主なる神の宣言である。

16 彼らはわたしの聖所に入り、彼らはわたしの食卓に近づいてわたしに仕え、わたしの務めを守る。

17 彼らが内側の中庭の門に入る時、亜麻の衣服を着る。彼らが内側の中庭の門と家で仕える時、羊毛が彼らの上に上ってはならない。

18 亜麻の飾りが彼らの頭の上にあり、亜麻のももひきが彼らの腰にあり、彼らは汗の帯を締めてはならない。

19 彼らが外の中庭、外の中庭の民のところへ出て行くとき、彼らは奉仕している衣服を脱ぎ、それを聖なるものの小部屋に置き、他の衣服を着る。彼らは自分の衣服で民を聖別してはならない。

20 彼らの頭は剃ってはならず、長い髪を放っておいてはならない。彼らは自分の頭を刈り込まなければならない。

21 すべての祭司は、内庭に入る時、ぶどう酒を飲んではならない。

22 未亡人や離婚された女を妻としてめとってはならない。ただし、イスラエルの家の子孫の処女だけをめとることはできる。また、祭司の未亡人である未亡人はめとることができる。

23 彼らはわたしの民に、聖なるものと俗との区別を教え、汚れたものと清いものとの区別を知らせる。

24 争いについては、彼らはわたしのさばきをもってさばきのために立ち、それをさばく。彼らはすべての定めの時において、わたしの律法とわたしの定めを守り、わたしの安息日を聖別する。

25 人の死体に近づいて身を汚してはならない。ただし、父、母、子、娘、兄弟、まだ夫を持たない姉妹のためには、身を汚してもよい。

26 そのきよめの後、七日の日を彼のために数える。

27 その日、彼が聖なるもの、すなわち内側の中庭に入って聖なるものに仕えるとき、彼は自分の罪のための献げ物をささげなければならない。これは主なる神の宣言である。

28 彼らにとっての相続地は、わたしである。彼らの相続地はわたしだ。また、イスラエルにおいて彼らに所有を与えてはならない。わたしが彼らの所有である。

29 献げ物と罪と罪過のための捧げ物は、彼らがそれを食べる。そして、イスラエルにおけるすべての呪いの物は、彼らのものとなる。

30 すべての初物の初めと、あなたがたのすべての献げ物のうちのすべての献げ物は、祭司のものとなる。あなたがたの生地の初めを祭司に与えよ。そうすれば、祝福があなたの家の上にとどまるであろう。

31 すべての死体と裂け肉、鳥のものも獣のものも、祭司たちは食べてはならない。

Ezekiel 45

1 あなたがたが地を相続地として分けるとき、主への聖なる献げ物を地から取り分けなさい。その長さは二万五千キュビト、長さは二万五千キュビト、幅は一万キュビト。それはそのすべての境界の周囲において聖なるものである。

2 この聖なるもののために、五百キュビトを五百キュビトに四方に正方形とし、その周囲に五十キュビトの郊外地をその周囲に設ける。

3 この寸法から測りなさい。長さは二万五千、幅は一万。その中に聖所、すなわち聖なるものの中の聖なるものがある。

4 地からの聖なるものであり、それは聖所に仕える祭司たち、主に仕えるために近づく者たちのものとなる。それは彼らのために家の場所となり、聖所のための聖所となる。

5 二十五千の長さ、一万の幅は、宮に仕えるレビ人たちのものとなり、彼らの所有として二十の小部屋がある。

6 町の所有は、あなたがたが与えるものとし、その幅は五千、長さは二万五千、聖なる献げ物の並びに、イスラエルのすべての家に属するものとする。

7 君主には、聖なるものの献げ物と町の所有の顔に向かって、西の隅から西へ、東の隅から東風へ、その両側に所有があり、その長さは分け前の一つに並び、西の境界から東風の境界に至るまでである。

8 地は彼のものとなり、イスラエルにおいて彼の所有となる。そして、わたしの民を再び虐げることは、わたしの君主たちにはないであろう。彼らは地をイスラエルの家に、その部族に与えるであろう。

9 主なる神はこう言われた。「イスラエルの君主たちよ、あなたがたには十分である。暴力と略奪を除き去り、さばきと義を行え。あなたがたの追放をわたしの民の上から取り除け。」と主なる神の宣言である。

10 義のはかり、義のエパ、義のバトがあなたがたにあるようにせよ。

11 エパとバトは一つの度量となり、粘土の十分の一を担うためにバトはあり、粘土の十分の一はエパであり、その度量は粘土に従うものとなる。

12 シェケルは二十ゲラであり、二十シェケル、二十五シェケル、十五シェケルが、あなたがたにとってのミナとなる。

13 これはあなたがたが献げる献げ物である。小麦一ホメルからエパの六分の一、大麦一ホメルからエパの六分の一を献げよ。

14 油についての定めは、バト（油のバト）で、コルからバトの十分の一である。十バトは一粘土であり、十バトは一粘土だからである。

15 羊の群れの二百のうちから一頭の羊を、イスラエルの酒注ぎ役から、献げ物と全焼のいけにえと全焼のいけにえのために、彼らのために贖いをするために、主なる神の宣言である。

16 地の民はすべて、この献げ物をイスラエルの君主に渡すものとなる。

17 君主の上に、祭りと月と安息日、イスラエルの家のすべての定めの時において、全焼のいけにえと献げ物と注ぎの供え物がある。彼は罪のためのいけにえと献げ物と全焼のいけにえと全焼のいけにえを、イスラエルの家のために贖いをするために行う。

18 主なる神はこう言われる。第一の月の一日に、あなたは傷のない雄牛の子を取らなければならない。そして、聖所を清めなければならない。

19 祭司は罪の血を取り、宮の門柱と祭壇の周りの庭の四隅と、内庭の門の門柱にそれを塗る。

20 また、あなたは月の七日目にも、誤って罪を犯した人と、愚かさによる人とのために、同じことを行い、あなたがたはその家のために贖いをなさなければならない。

21 最初の月の十四日、その月の日に、あなたがたにとって過越の祭りがある。七週の祭り、七日の間、種なしパンが食べられる。

22 君主はその日に、自分自身と地のすべての民のために、罪のための雄牛をささげる。

23 祭りの七日の間、彼は主への全焼のいけにえをささげる。七頭の雄牛と七頭の雄羊で、それぞれ完全なもので、毎日、七日の間、それらをささげる。また、毎日、罪のためのいけにえとして、やぎ一頭、雌ヤギをささげる。

24 献げ物は、雄牛には一エパ、雄羊にも一エパを用意し、油は一エパにつき一ヒンとする。

25 第七の月の十五日、その月の祭りには、七日の間、これらのようにする。罪のためのもの、全焼のいけにえ、献げ物、油も、そのとおりにする。

Ezekiel 46

1 主なる神はこう言われた。「内側の中庭の東向きの門は、六日のわざの日には閉じられ、安息日には開かれ、月の日にも開かれる。

2 君主は外から門の玄関の道を通って来て、門の門柱のところに立ち、祭司たちが彼の全焼のいけにえと彼の全焼のいけにえをささげる間、彼は門の敷居の上でひれ伏し、そして出て行く。その門は夕方まで閉じられない。

3 地の民は、その門の入口で、安息日と月ごとに、主の前にひれ伏した。

4 君主が主にささげる全焼のいけにえは、安息日の日に、傷のない子羊六匹と、傷のない雄羊一匹である。

5 献げ物は雄羊には一エパ、子羊にはその手の贈り物に応じた献げ物、そして一エパには一ヒンの油である。

6 新月の日には、傷のない雄牛の子、すなわち牛の子が一頭、また傷のない子羊が六頭と雄羊が一頭である。

7 雄牛には一エパ、雄羊には一エパの献げ物を用意し、子羊にはその手の届くだけのものを用意する。また、一エパにつき油一ヒンを添える。

8 君主が来るときは、門の玄関の道から入り、その道から出る。

9 地の民が定めの時に主の前に来る時、北の門の道から入って礼拝する者はネゲブの門の道から出て行き、ネゲブの門の道から入る者は北の門の道から出て行く。彼は入って来た門の道に戻ってはならない。彼らはそれぞれ自分の前の道に進み出る。

10 君主は彼らの真ん中にいて、彼らが入る時には入り、彼らが出る時には出る。

11 祭りと定めの時には、献げ物は雄牛には一エパ、雄羊には一エパ、子羊にはその手の贈り物に応じて、そして一エパには一ヒンの油がある。

12 君主が主への自由意志の捧げ物として全焼のいけにえまたは全焼のいけにえをささげるなら、そのために東風に面した門が開かれ、彼は安息日の日にするように自分の全焼のいけにえと自分の全焼のいけにえをささげる。そして彼は出て行き、自分の出て行った後に門を閉じる。

13 一歳の子羊を、毎日、全焼のいけにえとして主にささげなさい。毎朝、それをささげなさい。

14 朝ごとに、その上に献げ物を造りなさい。朝ごとに、エパの六分の一と、ヒンの三分の一の油で薄力粉を湿らせなさい。それは主への献げ物であり、永遠の定めとして常に続くものである。

15 彼らは、その子羊と献げ物と油を、毎朝毎朝、常に全焼のいけにえとしてささげる。

16 主なる神はこう言われる。君主がその子らの一人に贈り物を与えるなら、それはその子らの相続地となり、その子らに属する。それは彼らの所有であり、相続地としてのものである。

17 もし彼がその相続地の一部を贈り物として自分のしもべの一人に与えるなら、それは彼のものとなり、自由の年まで続く。そしてそれは君主に戻る。しかし、彼の相続地は彼の子たちのものとなり、彼らに属するであろう。

18 君主は民の相続地から取って彼らをその所有から追い出してはならない。彼は自分の所有から自分の子らに相続させなければならない。それは、わたしの民がそれぞれ自分の所有から散らされることのないためである。

19 彼は私を、門の肩にある入口から、北に向かう聖なるものの小部屋、祭司たちのところへ連れて行かれた。そして見よ、そこには海の辺境に場所があった。

20 彼は私に言われた、「これは祭司たちが罪過のための捧げ物と罪を煮る場所であり、献げ物を焼く場所である。彼らがそれを外の中庭に運び出して民を聖別することがないようにするためである。

21 彼は私を外の中庭に連れ出し、中庭の四つの隅に私を導かれた。見よ、中庭の隅に中庭があり、中庭の隅に中庭があった。

22 中庭の四隅に、結びの中庭があった。長さ四十、幅三十、その四つすべてに同じ寸法であり、隅々まで同じであった。

23 列がその周囲にあり、四つの周囲に巡らされ、煮る所が城の下に周囲に造られていた。

24 彼は私に言われた、「これらは煮る家々であり、宮に仕える者たちがそこで民のいけにえを煮る場所である」。

Ezekiel 47

1 彼は私を宮の入口に連れ戻された。見よ、水が宮の敷居の下から東風の方へ流れ出ていた。宮の顔は東風を向いていたからである。その水は宮の右の肩の下から、祭壇の南、ネゲブの方へ流れ下っていた。

2 彼は私を北の門の道から連れ出し、外の道を通って、東風に向かう外の門へと私を回らせた。すると見よ、水が右の肩から湧き出ていた。

3 その人が東風の方へ出て行き、その手に綱を持っていた。彼は一千キュビトを測り、私を水の中、絶えず流れる水の中を通らせた。

4 千を測り、その水の中を私に渡らせられた。水は膝まであった。また千を測り、その水の中を私に渡らせられた。水は腰まであった。

5 また一千キュビトを測られたが、それは渡ることのできない谷川であった。水が増して泳ぐことのできる水となり、渡ることのできない谷川となったからである。

6 彼は私に言われた。「人の子よ、あなたはこれを見たか。」そして彼は私を連れて行き、谷川の岸に私を戻された。

7 私が戻って来ると、見よ、谷川の岸に、こちらの側にもあちらの側にも、非常に多くの木があった。

8 彼は私に言われた、「この水は東の地方へ流れ出て、荒野に下り、海へ入る。そして海に入るその水は癒やされる。

9 すべての生きている命は、それが動くすべての場所、そこに谷川が流れ込むすべての所で生きるであろう。そして魚は非常に多くなるであろう。これらの水がそこに来たからであり、彼らは癒やされ、生きるであろう。すべてのものは、その谷川がそこに流れ込む所で生きるであろう。

10 漁師たちはその岸に立ち、エン・ゲディからエン・エグライムまで、呪いの物を広げる場所となるであろう。彼らの魚は種類ごとに、大海の魚のように非常に多い。

11 沼地とその沼地、そしてその沼は癒やされず、塩のために与えられた。

12 谷川の岸に沿って、その唇のこちら側とあちら側に、すべての食物の木が生え、その葉は枯れず、その果実は尽きることがない。それは月ごとに新しい実を結ぶ。なぜなら、その水は聖所から出ているからである。その果実は食物となり、その葉は薬となる。

13 主なる神はこう言われた。「これは、あなたがたがイスラエルの十二部族に地を嗣業として分け与える境界である。ヨセフには二つの綱がある。

14 あなたがたはそれを、人それぞれ兄弟のように相続地として受け継ぐであろう。わたしがそれをあなたがたの父たちに与えると手を挙げて誓った地、この地は、あなたがたの相続地として落ちるであろう。

15 これは地の境界である。北の隅については、大海からヘテロンへの道、ゼダデに来るまで。

16 ハマテ、ベロタ、シブライム、これはダマスコの境界とハマテの境界の間にあり、ハツァル・ハティコン、これはハウランの境界に沿っている。

17 境界は海からハツァル・エノンまで、ダマスコの境界、そして北のほうの北、ハマテの境界、また北の隅である。

18 東側の隅は、ハウランとダマスコの間から、ギレアデとイスラエルの地の間から、ヨルダンに沿って、東の海の境界まで測り、東風の隅とせよ。

19 南の隅は、タマルからカデシュの争いの水に至り、その谷川は大海に至る。そして南の隅はネゲブの方である。

20 西側の隅は、境界からハマテへの来る道の正面までの大海であり、これが西の隅である。

21 あなたがたはこの地を、イスラエルの部族のために自分たちのものとして分け与えよ。

22 それはあなたがたの相続地としてあなたがたに割り当てられ、あなたがたの真ん中に住む寄留者たち、すなわちあなたがたの真ん中で子を産んだ者たちにも割り当てられる。彼らはイスラエルの子らの中の生まれつきの者のようにあなたがたにとってなり、彼らはイスラエルの杖の真ん中で相続地をあなたがたとともに割り当てられる。

23 その寄留者が滞在している部族の中で、そこに彼の相続地を与えよ。これは主なる神の宣言である。

Ezekiel 48

1 これらの部族の名は次のとおりである。北の果てから、ヘテロンへの道の手に沿って、ハマテへの来る道、ハツァル・エナン、ダマスコの境界、北のハマテの手に至るまで。そして、東の隅から西まで、ダンが一つである。

2 ダンの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、アシェルが一つ。

3 アシェルの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、ナフタリが一つ。

4 ナフタリの境界に沿って、東の隅から西の隅まで、マナセが一つ。

5 マナセの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、エフライムが一つ。

6 エフライムの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、ルベンが一つ。

7 ルベンの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、ユダが一つである。

8 ユダの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、あなたがたが献げ物として取り分けるものは、幅二万五千、長さは分け前の一つと同じで、東風の隅から西の隅まであり、聖所はその真ん中にある。

9 主への献げ物としてあなたがたが献げるものは、長さ二万五千、幅一万である。

10 これらの者たちのために、聖なるものの献げ物が祭司たちに属する。北は長さ二万五千、西は幅一万、東風は幅一万、ネゲブは長さ二万五千。そして、主の聖所がその真ん中にある。

11 聖別された祭司たち、すなわちザドクの子らの中で、彼らが私の務めを守り、イスラエルの子らが迷い出たときに迷わなかった者たち、レビ人たちが迷い出たように迷わなかった者たちへの割り当てである。

12 それは彼らへの献げ物となり、地の献げ物の中からの聖なるもの、最も聖なるものであり、レビ人の境界に及ぶ。

13 レビ人は祭司の境界に並びに、長さ二万五千、幅一万。すべての長さ二万五千、幅一万。

14 彼らはその中から売らず、取り替えず、地の初めを移してはならない。それは主にとって聖なるものだからである。

15 残りの五千キュビトの幅は、二十五千キュビトの前において俗であり、町のためのもので、居住と郊外地のためである。そして町はその真ん中にある。

16 その寸法は、北の隅が四千五百キュビト、ネゲブの隅も四千五百キュビト、東風の隅も四千五百キュビト、西の隅も四千五百キュビトである。

17 町の郊外地は、北側が二百五十、ネゲブ側が二百五十、東風側が二百五十、西側が二百五十である。

18 長さにおいて聖なるものの献げ物に並びに残るものは、東風に一万、西に一万であり、聖なるものの献げ物に並びにある。その収穫は、町に仕える者たちのためのパンとなるであろう。

19 町に仕える者は、イスラエルのすべての部族の中から、その町に仕える者となる。

20 すべての献げ物は、二万五千キュビト四方であり、あなたがたは聖なるものの献げ物を町の所有に対して四分の一として献げる。

21 君主に残るものは、聖なる献げ物と町の所有のためのもので、東の境界に至るまで二十五千の献げ物の顔に向かって東風の境界まで、また西は二十五千の顔に向かって海の境界に沿って、君主の分け前と並びにあり、聖なる献げ物と家の聖所はその真ん中にある。

22 レビ人の所有と町の所有の真ん中に、君主のものとなる。ユダの境界とベニヤミンの境界の間に、君主のものとなる。

23 残りの部族は、東風の隅から西の隅まで、ベニヤミンが一つ。

24 ベニヤミンの境界に沿って、東の隅から西の隅まで、シメオンが一つである。

25 シメオンの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、イッサカルが一つ。

26 イッサカルの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、ゼブルンが一つ。

27 ゼブルンの境界に沿って、東風の隅から西の隅まで、ガドが一つ。

28 ガドの境界に沿って、南の隅、ネゲブに向かって、タマルから、カデシュの争いの水、大きな海に至る谷川までが境界となる。

29 これは、あなたがたがイスラエルの杖に相続地として割り当てる地であり、これらが彼らの割り当てである。主なる神の宣言である。

30 これらは町の出口である。北の隅から、五百と四千の寸法である。

31 町の門はイスラエルの部族の名にちなんで、北に三つの門がある。ルベンの門が一つ、ユダの門が一つ、レビの門が一つ。

32 東側の隅は五百と四千、そして門が三つある。ヨセフの門が一つ、ベニヤミンの門が一つ、ダンの門が一つ。

33 ネゲブの隅は、寸法が四千五百で、門が三つある。シメオンの門が一つ、イッサカルの門が一つ、ゼブルンの門が一つ。

34 西の隅は五百と四千で、その門は三つである。ガドの門が一つ、アシェルの門が一つ、ナフタリの門が一つ。

35 周囲は一万八千。町の名はその日から、主がそこにおられる。


Daniel

Daniel 1

1 ユダの王エホヤキムの王国の第三年に、バビロンの王ネブカドネザルがエルサレムに来て、これを包囲した。

2 主はユダの王エホヤキムと神の宮の器の一部を彼の手に渡された。そして彼はそれらをシヌアルの地、自分の神の家に携えて行き、その器を自分の神の家の宝物庫に納めた。

3 王は宦官の長アシュペナズに言われた、イスラエルの子らの中から、また王権の子孫と貴族の中から連れて来るようにと。

4 傷が何もなく、外観が良く、すべての知恵に通じ、知識を知り、理解力に富み、王の神殿に立つ力のある子供たちで、彼らにカルデヤ人の書物と舌を教えさせるためであった。

5 王は彼らに、日ごとの言葉を、王の食物とその宴会のぶどう酒から定められ、彼らを三年養い育てられた。そして、その一部は王の前に立つことになった。

6 その子らのうちに、ユダの子らから、ダニエル、ハナニヤ、ミシャエル、アザルヤがいた。

7 宦官の長官は彼らに名を付けた。ダニエルにはベテルシャツァル、ハナニヤにはシャデラク、ミシャエルにはメシャク、アザルヤにはアベデ・ネゴと名付けた。

8 ダニエルは心に決めた、王の食物とその宴会のぶどう酒で自分を汚さないことである。そして宦官の長官に、自分を汚さないように願い出た。

9 神はダニエルに、宦官の長官の前で慈愛とあわれみを与えられた。

10 宦官の長官はダニエルに言った、「私はわが主である王を恐れている。王はあなたがたの食物と宴会を定められた。なぜ王があなたがたの顔を、あなたがたと同じ喜びの子供たちよりもやつれているのを見られ、あなたがたが私の頭を王に対して罪に陥れることになるのを恐れているのだ」。

11 ダニエルは、宦官の長官がダニエル、ハナニヤ、ミシャエル、アザルヤの上に任命した給仕役に言った。

12 どうか十日間、あなたのしもべたちを試してください。そして、私たちに穀物を与えて、それを食べ、水を飲ませてください。

13 私たちの外観と、王の食物を食べる子供たちの外観とをあなたの前に見せてください。そして、あなたが見られるように、あなたのしもべたちと共にしてください。

14 彼はこの言葉を彼らに聞き入れ、彼らを十日間試した。

15 十日余りの一部の後、彼らの外観は良く、肉はすべて王の食物を食べる子供たちよりも豊かであった。

16 給仕役は彼らの食物と宴会のぶどう酒を取り去り、彼らに穀物を与えた。

17 この四人の子供たちに、神はすべての書物についての知識と理解力と知恵をお与えになった。ダニエルはすべての幻と夢を理解した。

18 その日の一部が過ぎて、王が彼らを連れて来るようにと言われた時、宦官の長官は彼らをネブカドネザルの前に連れて来た。

19 王は彼らと話されたが、そのすべての中でダニエル、ハナニヤ、ミシャエル、アザルヤのような者は見いだされなかった。それで彼らは王の前に立った。

20 王が彼らに求めたすべての知恵と悟りの言葉について、彼らはその王国のすべての魔術師と占星術師のすべてにまさって十手も優れていることが見出された。

21 ダニエルはクロス王の第一年までいた。

Daniel 2

1 ネブカドネザルの王国の第二年、ネブカドネザルは夢を見た。彼の霊は動揺し、彼の眠りは彼の上に臨んだ。

2 王は魔術師たちと占星術師たちと呪術師たちとカルデヤ人たちを呼び寄せて、自分の夢を王に告げさせようとされた。彼らは来て、王の前に立った。

3 王は彼らに言われた、「私は夢を見た。その夢を知ろうとして、私の霊は激しく動かされた。

4 カルデヤ人たちは王にアラム語で言った。「王よ、永遠に生きられますように。あなたの僕たちに夢を告げてください。そうすれば、私たちがその解釈を申し上げます。

5 王はカルデア人たちに答えて言われた、「この言葉は私から出たものである。もしあなたがたが、その夢とその解釈を私に知らせないなら、あなたがたは一片にされ、あなたがたの家は汚物の山とされるであろう。

6 もしあなたがたが、その夢とその解釈を私に示すなら、あなたがたは私の前から贈り物と報酬と大きな栄光を受けるでしょう。しかし、その夢とその解釈を私に示しなさい。

7 彼らは再び答えて言った、「王よ、その夢を僕たちに告げてください。そうすれば、その解釈を私たちは示しましょう」。

8 王は答えて言われた、「確かに、わたしは知っている。あなたがたは時を買っているのだ。それは、あなたがたが、わたしから言葉が確かに出たのを見たからだ。

9 もしあなたがたが私に夢を知らせないなら、あなたがたに対する法令はただ一つである。あなたがたは、時が変わるまで私の前に偽りと滅びの言葉を述べることを企てている。それゆえ、夢を私に告げなさい。そうすれば、その解釈をあなたがたが私に示すことを私は知るであろう。

10 カルデア人たちは王の前に答えて言った、「地の上には、王の言葉を告げることのできる人はいません。すべての偉大で力ある王でさえ、このような言葉を、すべての魔術師、占星術師、カルデア人に尋ねたことはありません。

11 王が尋ねられる言葉は難しく、王の前にそれを示すことのできる者はほかにはいません。ただ、その住まいが肉と共にある神々を除いては、そのような者は存在しません。

12 このことのゆえに、王は非常に怒り、激しく憤って、バビロンのすべての賢い者たちを滅ぼすように命じられた。

13 法令が出され、賢い者たちは殺されることになった。そして彼らはダニエルとその仲間を殺すために捜し求めた。

14 そのとき、ダニエルは王の衛兵の長であるアリオクに、計略と命令を返した。アリオクはバビロンの賢い者たちを殺すために出て行った者であった。

15 アリオクに答えて言われた、「王の司令官であるアリオクよ、なぜ王の前からこれほど厳しい法令が出されたのか」。そこでアリオクはその言葉をダニエルに知らせた。

16 ダニエルは王に、時を与えていただき、その解釈を王に示したいと願った。

17 そのときダニエルは自分の家に行き、その仲間であるハナニヤ、ミシャエル、アザルヤにその言葉を知らせた。

18 彼らは、この秘密について天の神に、あわれみを求めた。それは、ダニエルとその仲間たちが、バビロンの残りの賢い者たちとともに滅ぼされないためであった。

19 そこで、夜の幻においてダニエルにその秘密が明かされた。そこで、ダニエルは天の神を祝福した。

20 ダニエルは答えて言われた、「神の名前が、永遠から永遠までほめたたえられますように。知恵と力は神のものだからです。

21 彼は時と時期を変えられ、王たちを退け、王たちを立てられる。賢い者たちに知恵を与え、知識ある者たちに知識を与えられる。

22 主は深い事と隠された事を明らかにされ、暗闇にあるものを知っておられる。光は主と共に宿っている。

23 王の言葉を私に示された私の父の神よ、あなたに感謝し、賛美をささげます。あなたは私に知恵と力を与えられました。今、あなたは私が求めたことを私に示され、王の言葉を私に示されました。

24 そのためダニエルは、王がバビロンの賢い者たちを滅ぼすために任命したアリオクのところへ行き、彼にこう言った。「バビロンの賢い者たちを滅ぼしてはならない。私を王の前に連れて行きなさい。そうすれば、私は王に解釈を示そう。

25 そこでアリオクは急いでダニエルを王の前に連れて行き、こう言った。「ユダヤの捕囚の子らのうちに、王に解釈を知らせることができる人を見つけました。

26 王は答えて、その名がベルテシャツァルと呼ばれるダニエルに言われた、「あなたは、私が見た夢とその解釈を私に知らせることができるのか」。

27 ダニエルは王の前で答えて言われた、「王が尋ねられた秘密は、賢い者、占星術師、魔術師、呪文を唱える者たちには、王に示すことはできません。

28 しかし、天には秘密を明らかにする神がおられ、終わりの日に起こることを王ネブカドネザルにお知らせになった。あなたの夢、あなたの頭の上での寝床の幻はこれである。

29 王よ、あなたの寝床の上で、あなたの思いは、この後に何が起こるかを思い巡らせた。そして、秘密を明かす方が、何が起こるかをあなたに知らせた。

30 しかし、私にある知恵によってではなく、すべての生きている者にまさって、この秘密が私に明らかにされたのではありません。ただ、その解釈を王に知らせ、あなたの心の思いをあなたに知らせるためです。

31 王よ、あなたは一つの大きな像を見ておられた。その像は非常に大きく、その輝きは並外れて、あなたの前に立っていた。その形は恐ろしいものであった。

32 その像は、頭は純金、胸と腕は銀、腹と腿は真鍮であった。

33 その脚は鉄、その足は一部が鉄、一部が粘土であった。

34 あなたは、人手によらずに切り出された石が、その像の鉄と粘土の足を打ち、それらを粉々に砕くのを見ておられた。

35 そのとき、鉄も粘土も真鍮も銀も金も一緒に砕かれ、夏の打ち場のもみがらのようになり、霊がそれらを吹き去り、その場所には全く見つからなかった。そして、その像を打った石は大きな山となり、地のすべてを満たした。

36 これは夢であり、その解釈を王の前に申し上げます。

37 あなたは王たちの王です。天の神が、王国と力と勢力と栄光をあなたに与えられました。

38 そして、人の子らが住むすべての場所、野原の獣と天の鳥も、あなたの手に与えられ、あなたはそれらすべてを支配させられた。あなたは、その金の頭である。

39 あなたの後に、あなたよりも劣った別の地の王国が立ち上がる。そして第三の王国、すなわち真鍮の王国が、すべての地を支配するであろう。

40 第四の王国は鉄のように強いものとなる。鉄がすべてを砕き、粉々にするように、その王国は鉄のようにこれらすべてのものを砕き、粉々にするであろう。

41 そして、あなたが見た足と指は、一部は陶器師の粘土、一部は鉄であった。その王国は分裂したものとなるだろう。しかし、鉄の力がその中にあり続ける。それは、あなたが鉄が粘土の泥と混ざっているのを見たからである。

42 足の指は、その一部は鉄で、その一部は粘土であった。王国の一部分は強くなるが、その一部分は砕けるであろう。

43 あなたが見たように、鉄が粘土の泥に混ざっていた。彼らは人の種によって混ざり合うであろうが、互いに堅く結びつくことはない。鉄が粘土と混ざらないのと同じである。

44 これらの王たちの時代に、天の神は決して滅びることのない王国を立てられる。その王国は他の民に渡されることはなく、これらすべての王国を打ち砕いて終わらせ、永遠に立ち続ける。

45 あなたが、手によらずに山から切り出された石が、鉄と真鍮と粘土と銀と金を砕いたのを見たからです。大いなる神は、この後に起こることを王にお知らせになりました。その夢は確かであり、その解釈は信頼できます。

46 そこで王ネブカドネザルは顔を地に伏せ、ダニエルを礼拝し、穀物の捧げ物と芳ばしい香りを彼にささげるように命じた。

47 王はダニエルに答えて言われた、「あなたがたの神は、まことに神々の神、王たちの主、秘密を明らかにされる方である。あなたはこの秘密を明らかにすることができたのだ」。

48 そこで王はダニエルを高く上げ、多くの大きな贈り物を彼に与え、彼をバビロンのすべての州の上に立て、バビロンのすべての賢い者たちの上の総督とした。

49 ダニエルは王に願い出て、バビロンの州の仕事の上にシャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを任命された。そしてダニエルは王の門にいた。

Daniel 3

1 ネブカドネザル王は金の像を造られた。その高さは六十キュビト、その広がりは六キュビトであった。彼はそれをバビロンの州のドラの平地に立てられた。

2 ネブカドネザル王は、総督たち、長官たち、総督たち、裁判官たち、会計官たち、顧問たち、代官たち、そして州のすべての支配者たちを召集するために使いを送り、ネブカドネザル王が立てた像の奉献に来させた。

3 そのとき、総督たち、長官たち、総督たち、裁判官たち、会計官たち、顧問たち、代官たち、そして州のすべての支配者たちは、ネブカドネザル王が立てた像の奉献のために集まり、ネブカドネザルが立てた像の前に立った。

4 伝令は力強く叫んで言った、「諸民、諸国民、諸言語の者たちよ、あなたがたに告げる。

5 その時、あなたがたが角笛、笛、琴、三角琴、立琴、風笛、そしてすべての種類の音楽の声を聞くならば、あなたがたは倒れ、ネブカドネザル王が立てた金の像を拝まなければならない。

6 そして、その時にひれ伏して拝まない者は皆、燃える火の炉の中に投げ込まれる。

7 まさにその時、すべての民が角笛、笛、琴、三角琴、立琴、そしてすべての種類の音楽の声を聞くと、すべての民、国民、言語の者たちは、ネブカドネザル王が立てた金の像にひれ伏して拝んだ。

8 この時、カルデア人の人々が近づいて来て、ユダヤ人たちの非難することを言った。

9 彼らは答えてネブカドネザル王に言った、「王よ、永遠に生きられますように」。

10 王は、すべての人が角笛、笛、琴、三角琴、立琴、風笛、そしてすべての種類の音楽の声を聞くならば、倒れて金の像を拝むようにという命令を出された。

11 そして、ひれ伏して拝まない者は皆、燃える火の炉の中に投げ込まれる。

12 あるユダヤ人の人々がおられます。あなたがバビロンの州の仕事の上に任命された方々、すなわちシャデラク、メシャク、アベデ・ネゴです。これらの人々は、王よ、あなたの命令をあなたに従って守らず、あなたの神々に仕えず、あなたが立てられた金の像を拝みません。

13 そのとき、ネブカドネザルは激しい怒りと激怒をもって、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを連れて来るように言われた。そのとき、これらの人々は王の前に連れて来られた。

14 ネブカドネザルは彼らに答えて言われた、「シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴよ、真実に、あなたがたは私の神々に仕えず、私が立てた金の像を拝まないのか」。

15 今、もしあなたがたが、角笛、笛、琴、三角琴、立琴、風笛、そしてすべての種類の音楽の声を聞く時にひれ伏して、私が造った像を拝むならば、よい。しかし、もし拝まないならば、そのまさにその時に、燃え盛る火の炉の中に投げ込まれるであろう。そして、いったいどの神が、あなたがたを私の手から救い出すことができようか。

16 シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴは王ネブカドネザルに答えて言った、「このことについてあなたに答える言葉は、私たちには必要ありません。

17 もし私たちが仕えている神が、その燃える火の炉と、王よ、あなたの手から私たちを救い出すことがおできになるのです。

18 たとえそうでなくても、王よ、あなたに知らせておきます。私たちはあなたの神々に仕えず、あなたが立てられた金の像を拝むことはありません。

19 そこでネブカドネザルは激怒に満たされ、その顔の像はシャデラク、メシャク、アベデ・ネゴに対して変わった。彼は答えて言われた、「炉を、彼らが燃やすのに見たところの七倍に熱くせよ」。

20 その力ある勇士たちを、王はその軍勢の中から、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを縛り上げて、燃え盛る火の炉に投げ込むように命じた。

21 そこで、その人たちは、自分の外套、金槌、帽子、衣服を着たまま、燃え盛る火の炉の中に投げ込まれた。

22 王の言葉が厳しかったので、炉が非常に熱くされたので、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを上げた人々は、その火の炎によって殺された。

23 この三人の人、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴは、燃え盛る火の炉の中に縛られたまま落ちた。

24 そのとき、ネブカドネザル王は驚き、慌てて立ち上がり、自分の顧問たちに言われた、「われわれは三人の人を縛って火の中に投げ込んだではないか」。彼らは王に答えて言った、「王よ、そのとおりです」。

25 彼は答えて言った、「見よ、私は四人の者が火の中を歩いているのを見る。彼らには何の損害もない。そして、四人目の者の形は神の子のようだ。

26 そのとき、ネブカドネザルは燃え盛る火の炉の門に近づき、答えて言われた、「シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴよ、いと高き神の僕たちよ、出て来て、こちらへ来なさい」。すると、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴは火の中から出て来た。

27 総督たち、長官たち、総督たち、そして王の顧問たちは集まって来て、これらの人々を見た。火は彼らのからだを支配せず、彼らの頭の髪は焦げず、彼らの外套は変わらず、火の香りも彼らに付かなかった。

28 ネブカドネザルは答えて言われた、「彼らの神、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴの神はほむべきかな。その神は御使いを遣わして、その僕たちを救われた。彼らはその神に信頼し、王の言葉に背き、そのからだを渡して、すべての神に仕えず、また拝まず、ただ自分たちの神にのみ仕え、拝んだのである。

29 わたしは命令を出す。すべての民、国民、言語の者で、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴの神について誤りを言う者は、一片に切り裂かれ、その家は汚物の山とされる。なぜなら、このように救うことのできる他の神は存在しないからである。

30 そこで王は、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴをバビロンの州において栄えさせた。

Daniel 4

1 ネブカドネザル王は、地のすべての民、国民、言語の者たちに、あなたがたの平和が増し加わりますように。

2 しるしと驚きを、いと高き神が私になされたことを、私の前に示すことが良いと思われた。

3 そのしるしはなんと大きく、その驚きはなんと力強いことか。彼の王国は永遠の王国であり、彼の支配権は代々に及ぶ。

4 私はネブカドネザルは、自分の家で繁栄し、自分の神殿で栄えていた。

5 私は夢を見て、それは私を恐れさせた。私の寝床での考えと、私の頭の幻は私を悩ませた。

6 そして私から命令が出され、すべてのバビロンの賢い者たちを私の前に連れて来させることとなった。彼らがその夢の解釈を私に知らせるためである。

7 そこで魔術師たち、占星術師たち、カルデア人たち、そして呪文を唱える者たちが入って来た。そして私は彼らの前にその夢を語ったが、その解釈は私に知らされなかった。

8 ついに、もうひとりの者が私の前に来た。その名はベルテシャツァル、私の神の名にちなんで名づけられた者、そのうちに聖なる神々の霊が宿る者、ダニエルである。そして私はその者の前に夢を語った。

9 ベルテシャツァルよ、魔術師たちの長よ、あなたの中に聖なる神々の霊があり、すべての秘密があなたにとって不可能ではないことを私は知っている。私が見た夢の幻と、その解釈を告げよ。

10 寝床の上の私の頭の幻において、私は見ていた。すると見よ、地の中央に一本の木があり、その高さは非常に高かった。

11 木は成長して強くなり、その高さは天に達し、その幻は地のすべての終わりにまで及んだ。

12 その葉は美しく、その果実は多く、その中にすべてのもののための食物があった。その下で野原の獣は陰を求め、その枝に天の鳥は住み、その実からすべての肉なるものが養われた。

13 私は自分の寝床の上で、頭の幻の中で見ていると、見よ、一人の聖なる見張り人が天から降りて来た。

14 力をもって呼ばわり、こう言われた。「その木を切り倒し、その枝を切り落とせ。その葉を振り落とし、その果実を散らせ。獣をその下から、鳥をその枝から追い払え。

15 しかし、その根の切り株は地に残しておけ。鉄と真鍮の束縛をもって、野原の若草の中に置き、天の露に濡れ、その分け前は地の草の中で獣と共にあり、地の蛾と共にあれ。

16 彼の心は人から変えられ、獣の心が彼に与えられる。そして七つの時が彼の上を過ぎ去る。

17 見張り人たちの布告による言葉、聖なる者たちの言葉による要求は、生きている者たちが、至高者が人の王国を支配し、御心にかなう者にそれを与え、人の中の最も低い者をその上に立てられることを知るまでの意図である。

18 この夢を、私ネブカドネザル王は見た。ベルテシャツァルよ、その解釈を告げよ。私の王国のすべての賢い者たちは、その解釈を私に知らせることができなかったが、あなたは聖なる神々の霊があなたのうちにあるので、それができるのだ。

19 そのとき、名はベルテシャツァルというダニエルは、一時間の間、呆然とし、その思いが彼を悩ませた。王は答えて言われた、「ベルテシャツァルよ、夢とその解釈があなたを悩ませることがあってはならない」。ベルテシャツァルは答えて言った、「我が主よ、その夢があなたを憎む者たちに、その解釈があなたの敵たちに及ばんことを」。

20 あなたが見た木は、大きくて強く、その高さは天に達し、その幻は全地に及んでいた。

21 その葉は美しく、その果実は多く、その中にすべてのもののための食物があった。その下に野原の獣が住み、その枝に天の鳥が巣を作った。

22 あなたこそ、その王である。あなたは大きくなり、強くなった。あなたの威厳は天にまで達し、あなたの支配権は地の終わりにまで及んだ。

23 王が見張り人、聖なる者が天から降りて来るのを見られ、こう言われた、「その木を切り倒して滅ぼせ。しかし、その根の切り株は地に残し、鉄と真鍮の束縛で野原の若草の中に置け。天の露に濡れ、野原の獣と共にその分け前を得よ。七つの時がその上を過ぎ去るまで」。

24 これは王への解釈であり、至高者の布告がわが主である王に臨んだものである。

25 あなたは人々の中から追い出され、野原の獣と共に住まいを持ち、雄牛のように草を食べさせられ、天の露に濡れるであろう。七つの時があなたの上に過ぎ去るまで、その間に、いと高き者が人の王国を支配し、御心のままにそれを誰にでも与えられることを、あなたは知るようになる。

26 そして、彼らが木の根の切り株を残すようにと言ったのは、あなたの王国が、あなたが天が支配することを知るまで、あなたのために保たれるからである。

27 王よ、どうか私の助言を良しとされてください。あなたの罪を義によって断ち切り、あなたの不義を貧しい者へのあわれみによって償ってください。そうすれば、あなたの安らぎの延長があるでしょう。

28 すべてはネブカドネザル王に臨んだ。

29 十二か月の終わりの一部分の後、バビロンの王国の神殿の上を歩いておられた。

30 王は答えて言われた、「これは、わたしが自分の勢力の力と、自分の栄光の威厳のために、王国の家として建てた大いなるバビロンではないか」。

31 王の口にその言葉がまだあるうちに、天から声が下った。「ネブカドネザル王よ、あなたに言われる。王国はあなたから取り去られた。

32 あなたは人々の中から追い出され、野原の獣と共に住まいを持ち、雄牛のように蛾を食べさせられ、七つの時があなたの上に過ぎ去るまで、いと高き者が人の王国を支配し、御心のままにそれを与えられることを知るまでである。

33 その時に、この言葉はネブカドネザルに成就した。彼は人から追い出され、雄牛のように蛾を食べ、そのからだは天の露に濡れた。ついに彼の髪は鷲のように長くなり、その爪は鳥のようになった。

34 その日の終わりに、私ネブカドネザルは目を天に向けて上げた。すると、私の知識が私に戻って来た。私はいと高き方をほめたたえ、永遠に生きる方を賛美し、栄光を帰した。その支配権は永遠の支配権であり、その王国は代々にわたって続くからだ。

35 地のすべての住民は無に等しいものと見なされ、主は天の力と地の住民の間で御心のままに行われる。だれも主の手を打ち、『あなたは何をされたのか』と言う者はいない。

36 その時、私の知識は私に戻り、私の王国の栄光のために、私の威厳と輝きも私に戻った。そして、私の顧問たちと大官たちは私を求めた。私は私の王国の上に立てられ、さらに多くの威厳が私に加えられた。

37 今、私ネブカドネザルは、天の王をほめたたえ、あがめ、尊ぶ。そのすべての仕事は真実であり、その道は裁きである。高慢に歩む者を、彼は低くすることができるからだ。

Daniel 5

1 ベルシャツァル王はその大官たちのために大きな宴会を設けられ、一千人の前で葡萄酒を飲まれた。

2 ベルシャツァルは葡萄酒を食べさせるように言い、彼の父ネブカドネザルがエルサレムの神殿から持ち出した金と銀の器を運んで来させ、王とその大官たち、その妻とその側女たちがそれらで飲もうとした。

3 そこで彼らは、エルサレムにある神の家の神殿から持ち出された金の器を持って来た。王とその大官たち、その妻と側女たちは、それで飲んだ。

4 彼らは葡萄酒を飲み、金、銀、真鍮、鉄、材木、石の神々を賛美した。

5 その時、人の手の指が現れて、王の神殿の壁の漆喰に、燭台の向かい側に文字を書き記した。王は、書いている手のひらを見た。

6 そのとき、王の輝きは変わり、その思いは彼を悩ませ、腰の疑いは解け、その膝は互いに打ち当たった。

7 王は力強く叫んで、占星術師たち、カルデア人たち、そして呪文を唱える者たちを呼び寄せさせた。王はバビロンの賢い者たちに答えて言われた、「この書き物を読んで、その解釈を私に示す者は、だれでも紫の衣を着せられ、金の鎖を首にかけられ、王国の第三の支配者とされるであろう」。

8 そこで、王の賢い者がみな入って来たが、彼らはその書き物を読むことも、その解釈を王に知らせることもできなかった。

9 王ベルシャツァルは大いに驚き、その輝きは変わり、その大官たちは惑わされた。

10 王妃は王とその大官たちの言葉のゆえに宴会の家に入って来て、王妃は答えて言った、「王よ、永遠に生きられますように。あなたの思いはあなたを悩ませず、あなたの輝きは変わりませんように」。

11 あなたの王国に一人の人がいる。その人には聖なる神々の霊が宿っており、あなたの父の時代には、光と悟りと神々の知恵に等しい知恵がその人に見いだされた。あなたの父ネブカドネザル王は、魔術師、占星術師、カルデア人、呪文を唱える者たちの長として、その人を立てられた。あなたの父、王よ。

12 すぐれた霊と知識と悟り、夢の解釈と難問の解決と疑いの解き明かしが、王がその名をベルテシャツァルと名付けたダニエルに見いだされた。今、ダニエルが呼ばれ、その解釈を告げるであろう。

13 そこでダニエルは王の前に連れて来られた。王はダニエルに言われた、「あなたが、わたしの父がユダヤから連れて来たユダヤの捕囚の子らのうちの、あのダニエルであるか」。

14 あなたについて聞いたところによると、あなたの中に神々の霊があり、光と悟りと並外れた知恵があなたの中に見いだされている、と。

15 そして今、賢い者たちと占星術師たちが私の前に召し出された。彼らがこの書き物を読み、その解釈を私に知らせるためであったが、彼らはその言葉の解釈を示すことができなかった。

16 私があなたについて聞いたところによると、あなたは解釈を解き、疑いをほどくことができるとのことだ。今、もしあなたがその書き物を読むことができ、その解釈を私に知らせることができるなら、あなたは紫の衣を着せられ、金の鎖を首にかけられ、王国の第三の支配者とされるであろう。

17 そのときダニエルは王の前で答えて言われた、「あなたの贈り物はあなた自身のものとなり、あなたの報酬は他の者に与えられよ。しかし、私はその書き物を王に読み、その解釈を知らせましょう。

18 王よ、いと高き神は、あなたの父ネブカドネザルに王国と威厳と栄光と威厳をお与えになった。

19 その威厳のゆえに、彼が与えられたすべての民、国民、言語は、彼の前で震えおののいた。彼は望む者を殺し、望む者を打ち、望む者を高め、望む者を低くした。

20 しかし、その心が高ぶり、その霊が傲慢になって強くなったとき、彼はその王国の王座から降ろされ、その栄光は彼から取り去られた。

21 人の子らから追い出され、その心は獣と共に置かれ、その住まいは野ろばと共にあり、彼らは雄牛のように蛾を食べさせられ、そのからだは天の露で濡れた。ついには、いと高き神が人の王国を支配し、御心のままにそれを立てられることを知るに至った。

22 あなたもその孫ベルシャツァルよ、あなたはそのすべてのことを知っていたのに、あなたの心を低くしなかった。

23 天の主に対してあなたは高ぶり、その家の器をあなたの前に持って来させ、あなたとあなたの大官たち、あなたの妻たち、あなたの側女たちはそれで葡萄酒を飲んだ。そして、銀、金、真鍮、鉄、材木、石でできた、見ることも聞くことも知ることもない神々をあなたはほめたたえたが、あなたの息をその手に握り、あなたのすべての道がそのものである神を、あなたは敬わなかった。

24 そのとき、彼の前から手のひらが送られ、その手が書き物を記した。

25 そして、これが記された書き物である。メネ、メネ、テケル、分割。

26 これがその言葉の解釈である。神はあなたの王国を数えられ、それを終わらせられた。メネ。

27 テケル、あなたははかりで量られ、不足していることが見出された。

28 ペレス、あなたの王国は分割され、メディア人とペルシヤ人に与えられた。

29 そこでベルシャツァルは命じ、人々はダニエルに紫の衣を着せ、金の鎖をその首にかけ、彼について、彼が王国の第三の支配者となることを布告した。

30 その夜、カルデア人の王ベルシャツァルは殺された。

31 ダリヨス・メディア人は王国を受け取った。彼はおよそ六十二歳の孫であった。

Daniel 6

1 ダリヨスの前に良いと思われ、彼は王国の上に百二十人の総督を立てられた。彼らが王国のすべてにいるように。

2 そして、その上に三人の総督がおり、その一人はダニエルであった。それは、これらの総督たちが彼らに命令を伝え、王が損害を受けないようにするためであった。

3 このダニエルは、総督たちと総督たちの上にまさって秀でていた。それは、彼のうちに優れた霊があったからである。そして、王は彼をすべての王国の上に立てることを考えていた。

4 その時、総督たちと総督たちは、ダニエルに対して王国の側から何か事柄を見いだそうと求めたが、すべての事柄と誤りについて、彼は忠実であったので、何も見いだすことはできなかった。そして、すべての誤りも彼の上には見いだされなかった。

5 この人たちは言った、「われわれはこのダニエルについて、すべての事柄において何の咎も見いだせない。ただ彼の神の法令に関して、それを見いだすだけだ」。

6 そこで、これらの総督たちと総督たちは王のもとに押し寄せ、王にこう言った。「ダリヨス王よ、永遠に生きられますように。

7 王国のすべての総督、長官、総督、顧問、総督たちは、王の定めを確立し、禁令を強化するために集まり、すべての神や人に嘆願する者は、三十日間、あなた以外には、王よ、獅子の巣穴に投げ込まれることになると決めた。

8 王よ、禁令を立て、その書き物に署名をなさってください。それはメディア人とペルシヤ人の法令として変えることのできないものとし、廃止してはならないものとします。

9 このゆえに、ダリヨス王はその書き物と禁令を記した。

10 ダニエルは、その書き物が自分の家に署名されたことを知ったとき、自分の家の屋根裏部屋に入り、その窓はエルサレムに向かって開いていた。そして、彼は日に三度、自分の膝をかがめ、自分の神の前に祈り、感謝をささげた。それは、以前から彼が行っていたとおりであった。

11 その人たちは急いで行き、ダニエルが彼の神の前に祈り、嘆願しているのを見つけた。

12 そこで彼らは王の前に進み出て、王の禁令について言った、「王よ、あなたは禁令を記されたではありませんか。すべての人で、三十日の間、あなた以外のいかなる神にも人にも願い求める者は、獅子の巣穴に投げ込まれる、と。王は答えて言われた、「その言葉は確かであり、メディア人とペルシヤの法令であって、変わることはない」。

13 そこで彼らは王の前に進み出て言った。「王よ、ユダヤの捕囚の子らのうちのダニエルは、あなたがお立てになった命令と、あなたがお書きになった禁令を顧みず、日に三度、自分の嘆願をささげております。

14 そこで王はこの言葉を聞いて非常に悲しみ、ダニエルを救い出そうと心を向け、太陽の下降まで彼を救い出そうと努められた。

15 その時、その人々は王のところに押し寄せて、王に言った、「王よ、メディア人とペルシヤの法令は、王が定められるすべての禁令や定めは変えることができないということを、ご存じください」。

16 そこで王は命じ、人々はダニエルを連れて来て、獅子の巣穴に投げ入れた。王はダニエルに言った、「あなたが絶えず仕えているあなたの神、その方があなたを救い出されるであろう」。

17 一つの石が運ばれて来て、その巣穴の口の上に置かれた。王は自分の印章と、その大官たちの印章でそれを封印し、ダニエルに関する目的が変えられないようにした。

18 王は自分の神殿に行き、夜を過ごした。彼の前には楽器を入れず、彼の眠りは彼の上から逃げ去った。

19 そのとき、王は早朝に朝の光の中で起き、慌てて獅子の巣穴へ行った。

20 王が巣穴に近づいたとき、苦しげな声でダニエルに叫んだ。王は答えてダニエルに言われた、「ダニエルよ、生ける神の僕よ、あなたが絶えず仕えているあなたの神は、獅子からあなたを救い出すことがおできになったか」。

21 そのとき、ダニエルは王に言った。「王よ、永遠に生きられますように。

22 我が神は御使いを遣わされ、獅子たちの口を閉じさせられたので、彼らは私に傷を負わせなかった。それは、私が神の御前で潔白であることが認められたからである。また、王よ、私はあなたに対しても傷となることを何もしていない。

23 そのとき、王はダニエルについて非常に喜び、ダニエルを巣穴から引き上げるように言われた。そしてダニエルは巣穴から引き上げられたが、彼が自分の神を信じていたので、彼にはすべての損害は見いだされなかった。

24 王は命じられ、ダニエルを非難した人々を連れて来させ、彼らを獅子の巣穴に投げ込まれた。彼らの子たちと女たちも一緒に。彼らが巣穴の底に着く前に、獅子たちは彼らを捕らえ、そのすべての骨を砕いた。

25 そのとき、ダリヨス王は、すべての民、国民、言語の者たち、すなわち全地に住むすべての者たちに書き送った。「あなたがたの平和が増し加わりますように。

26 私は命令を出す。私の王国のすべての支配権の下で、人々はダニエルの神の前で震えおののくべきである。彼は生ける神であり、永遠に堅く立たれる。彼の王国は滅びることがなく、彼の支配権は終わりまで続く。

27 救い出し、救い、天と地にしるしと驚きを行われる方、獅子の手からダニエルを救い出された方。

28 このダニエルは、ダリヨスの王国と、ペルシャ人クロスの王国において栄えた。

Daniel 7

1 バビロンの王ベルシャツァルの元年に、ダニエルは夢を見て、その頭の幻を自分の寝床の上で見た。そのとき、彼はその夢を書き記し、言葉の要点を述べた。

2 ダニエルは答えて言われた、「私は夜の幻の中で見ていた。すると、見よ、天の四つの霊が大海に激しく吹きつけていた。

3 四つの大きな獣が海から上がって来た。それぞれ互いに異なっていた。

4 最初のものは獅子のようであり、それに鷲の翼があった。わたしが見ていると、ついにその翼は抜かれ、それは地から上げられ、人のように二本の足で立たされ、人の心がそれに与えられた。

5 また、もう一つの第二の獣が現れた。それは熊に似ており、片側に立ち上がり、その口には三本の肋骨があった。その歯の間にはこう言われていた、「起きよ、多くの肉を食え」。

6 その後、私が見ていると、見よ、もう一つの獣が豹のようで、その背には鳥の翼が四つあり、その獣には頭が四つあり、支配権がそれに与えられた。

7 この後に、私が夜の幻の中で見ていると、見よ、第四の獣がいた。それは恐ろしく、おそろしく、非常に強いものであった。それには大きな鉄の歯があり、食べて砕き、その残りを足で踏みつけた。それは、その前にいたすべての獣と異なっており、それには十の角があった。

8 私はその角の間に見ていると、見よ、もう一つの小さな角がそれらの間に上って来た。そして、その前の三つの角はその前から抜き去られた。そして、見よ、この角に人の目のような目があり、大きな事を語る口があった。

9 私は見続けていた。ついには王座が置かれ、日の老いたる者が座された。その衣服は雪のように白く、その頭の髪は純粋な羊毛のようであった。その王座は火の炎であり、その車輪は燃える火であった。

10 火の川が流れ出て、その御前から出ていた。千々の者たちが彼に仕え、万々の者たちがその御前に立っていた。裁きが座に着き、書物が開かれた。

11 私は見ていた。そのとき、角が語る大きな言葉の声のゆえに、私は見ていた。獣が殺され、そのからだが滅ぼされ、燃える火に渡されるまで。

12 残りの獣たちはその支配権を奪われたが、命の延長は、時と時まで彼らに与えられた。

13 私は夜の幻の中で見ていると、見よ、天の雲と共に人の子のような者が来て、日の老いたる者のもとに進み、その前に近づけられた。

14 彼に支配権と栄光と王国が与えられ、すべての民、国民、言語は彼に仕えるであろう。彼の支配権は永遠の支配権であって、過ぎ去ることがなく、彼の王国は滅びることがない。

15 わたしダニエルの霊は、そのからだの中で苦しみ、わたしの頭の幻はわたしを悩ませた。

16 私は、そこに立っている者の一人に近づき、このすべてのことについて確かなことを尋ねた。すると彼は私に言われた、そしてその言葉の解釈を私に知らせてくれた。

17 これらの大きな獣は四つ、四人の王が地から立ち上がる。

18 聖なる者たちは至高者の王国を受け、その王国を永遠に、また永遠の永遠にわたって所有するであろう。

19 そこで、私は第四の獣について確かめようとした。それはすべての獣と異なり、非常に恐ろしいもので、鉄の歯と真鍮の爪を持ち、食べて砕き、残りを足で踏みつけた。

20 また、その頭にある十の角と、その後に上がって来たもう一つの角についてである。その角の前で三つの角が倒れた。その角には目があり、大きな事を語る口があり、その幻は他の者たちよりも大きかった。

21 私は見ていると、かの角が聖なる者たちと戦いを交え、彼らに打ち勝っていた。

22 アンティクの日が到来し、裁きが至高者の聖徒たちに与えられ、時が至り、聖徒たちが王国を獲得した。

23 第四の獣は、地上に第四の王国となり、それはすべての王国とは異なり、全地を食い尽くし、それを踏みにじり、それを打ち砕くであろう。

24 その十本の角からは、一つの王国から十人の王が立ち上がる。そして、その後に別の者が立ち上がる。彼は先の者たちと異なり、三人の王を低くする。

25 彼は言葉を至高者の側に向かって語り、いと高き者の聖なる者たちを悩ますであろう。彼は時と法令を変えようと企むであろう。そして、彼らは一つの時と二つの時と半時の間、彼の手に渡されるであろう。

26 裁きが行われ、その支配権は取り去られて、滅ぼし尽くされ、終わりまで失われる。

27 その王国と支配権と威厳は、天の下にあるすべての王国に与えられ、いと高き者の聖なる民に与えられた。その王国は永遠の王国であり、すべての支配権は彼に仕え、従う。

28 ここにその言葉の終わりがあった。私ダニエルは、その思いが大いに私を悩ませ、私の輝きは私の上で変わり果てた。そして、その言葉を私は心に留めた。

Daniel 8

1 ベルシャツァル王の治世の第三年に、私ダニエルに幻が現れた。それは初めに私に現れた幻の後であった。

2 幻の中で見た。私が見ていると、私はエラム州のスサンの宮殿にいた。そして幻の中で見た。私はウライの川のほとりにいた。

3 私は目を上げて見た。すると、一頭の雄羊が川の前に立っていた。それには二本の角があり、その角は高く、一つは他よりも高く、高い方は後に生えていた。

4 私は雄羊が海と北とネゲブに向かって突き進むのを見た。すべての生き物はその前で立ち向かえず、その手から救い出す者はいなかった。それは自分の喜びのままに行い、大いなるものとなった。

5 私はそれを理解していた。すると見よ、雌ヤギの雄やぎが西から全地の面に来た。地に触れる者はなかった。その雄やぎには、その目の間に幻の角があった。

6 そして、それは私が川の前に立っているのを見た角のある雄羊の主人のところまで来て、その力の怒りをもってそれに向かって走った。

7 私は彼が雄羊の傍らに達するのを見た。彼は雄羊に向かって激しく怒り、雄羊を打ち、その二本の角を折った。雄羊には彼の前に立つ力がなく、彼は雄羊を地に投げ倒して踏みつけた。雄羊を彼の手から救い出す者はなかった。

8 雄やぎは非常に大きくなったが、その力の頂点で大きな角は折られ、その代わりに四つの顕著な幻が天の四方の霊に向かって現れた。

9 そのうちの一つの角から、一つの小さな角が出て来た。それは、ネゲブと東と麗しさに向かって、残りよりも大きく成長した。

10 それは天の軍勢にまで達し、その軍勢の一部と星々を地に投げ落とし、それらを踏みつけた。

11 そして軍勢の長官にまで及んで高ぶり、常に捧げられるものを彼から取り除き、彼の聖所の基盤は投げ捨てられた。

12 軍勢は常にの上に背きの罪によって与えられ、真実は地に投げ捨てられ、それは行い、成功した。

13 私は一人の聖なる者が語るのを聞いた。すると、もう一人の聖なる者が、語っているあの者に言った。「この幻、常にささげられるもの、そして荒らす背きの罪、聖なるものと軍勢が踏みにじられるのは、いつまで続くのか。

14 二千三百の夕方と朝の間まで、そして聖なるものは正しくされる。

15 私ダニエルがその幻を見ているとき、私は悟りを求めた。すると、見よ、私の前に男の外観のような者が立っていた。

16 私はウライの間に人の声を聞いた。その声は呼びかけて言われた、「ガブリエルよ、この者に外観を悟らせよ」。

17 彼は私の立つ所に来られた。彼が来られたとき、私はおじけづいて、顔を地に伏せた。すると彼は私に言われた。「人の子よ、この幻の終わりの時を悟れ。

18 彼が私に語られたとき、私は地に顔を伏せて深い眠りに落ちた。彼は私に触れ、私を立たせて、私の立つ所に立たせられた。

19 彼は言われた、「見よ、わたしは、憤りの終わりに起こることをあなたに知らせよう。それは定めの時の終わりのためであるからだ。

20 あなたが見た、角のある雄羊は、メディアとペルシヤの王たちのことである。

21 その雄やぎはヤワンの王であり、その目の間にある大きな角は最初の王である。

22 折れた角の代わりに、四本の角が立ち上がった。その四つの王国は、その国から立ち上がるが、その者の力によるものではない。

23 彼らの王国の終わりに、背く者たちが罪を満ち終えるとき、顔の強い王が立ち、なぞを悟る者となる。

24 その力は強くなるが、自分の力によるのではなく、驚くべきことを滅ぼし、成功し、行い、強い者たちと聖なる民を滅ぼす。

25 その知恵によって欺きをその手で成功させ、その心で大きく思い上がり、安らぎをもって多くの者を滅ぼす。彼は長官たちの長官に立ち向かうが、絶えず手によらずして砕かれる。

26 夕方と朝の外観について言われたことは真実である。そしてあなたは幻を封じよ。それは多くの日々のためのものであるからだ。

27 私ダニエルは、日々にわたって弱り果て、起き上がって王の仕事をした。そして、その外観について呆然とし、それを理解する者はいなかった。

Daniel 9

1 メディアの子孫であるアハシュエロスの子ダリヨスの治世の第一年に、彼がカルデヤ人の王国の王とされた時、

2 彼の治める第一年に、私ダニエルは書物によって理解した。主が預言者エレミヤに臨んだ言葉の年数、すなわちエルサレムの荒廃が満ちるまでの七十年の年数について。

3 わたしは、わが神、主に向かって顔を向け、祈りと嘆願をもって求め、断食と荒布と灰をもってした。

4 私は私の神、主に祈り、罪を告白して言った。「ああ、主よ。大いなる恐るべき神よ。あなたを愛し、あなたの戒めを守る者に契約と慈愛を守られる方よ。

5 私たちは罪を犯し、悪を行い、逆らい、あなたの戒めとあなたのさばきから離れ去りました。

6 私たちはあなたのしもべである預言者たちの声に耳を傾けず、彼らがあなたの名によって私たちの王、長官、父たち、そして地のすべての民に語られたことを聞きませんでした。

7 主よ、義はあなたのものであり、私たちには恥が顔の前にあります。今日この日のとおり、ユダの雄たちとエルサレムの住民、そして近くにいる者も遠くにいる者も、すべてのイスラエルに、あなたが彼らを追いやられたすべての地において、彼らがあなたに対して犯した背信のゆえに、恥があります。

8 主よ、私たちの顔の恥は、私たちの王たち、私たちの長官たち、そして私たちの父たちにあります。私たちはあなたに対して罪を犯しました。

9 私たちの神、主には、あわれみと赦しがある。なぜなら、私たちは主に背いたからである。

10 私たちは、私たちの神、主の声に聞き従わず、主がそのしもべである預言者たちの手によって私たちの前に与えられた主の律法に従って歩まなかった。

11 すべてのイスラエルがあなたの律法を犯し、あなたの声に聞き従わないために背を向けました。それで、神のしもべモーセの律法に書かれている呪いと誓いが私たちの上に注がれました。それは、私たちが神に対して罪を犯したからです。

12 主は、私たちと私たちを裁いた裁判官たちに対して語られたその言葉を成就され、私たちの上に大きな悪を臨ませられた。それは、天の下のすべての下で、エルサレムで行われたように行われたことはなかった。

13 モーセの律法に書かれているとおり、このすべての悪が私たちに臨んだ。しかし、私たちは私たちの神、主の前をなだめず、私たちの咎から立ち返らず、あなたの真実を悟ることもなかった。

14 主は悪を見張って、それを私たちの上に臨ませられた。私たちの神、主は、そのなさったすべてのわざにおいて正しくあられる。しかし、私たちは主の声に聞き従わなかった。

15 今や、われらの神、主よ。あなたは強い御手をもってあなたの民をエジプトの地から導き出され、今日のようにあなたの名を立てられた。われわれは罪を犯し、悪を行いました。

16 主よ、あなたのすべての義にしたがって、どうかあなたの怒りとあなたの憤りを、あなたの町エルサレム、あなたの聖なる山から退けてください。まことに、私たちの罪と私たちの父たちの咎のために、エルサレムとあなたの民は、私たちの周囲のすべての者への恥辱となっています。

17 今、私たちの神よ、あなたのしもべの祈りとその嘆願を聞かれ、あなたの顔を荒廃したあなたの聖所の上に照らしてください。あなたの主のために。

18 わが神よ、耳を傾けて聞いてください。目を開いて、私たちの荒廃と、あなたの名が呼ばれている町とをご覧ください。私たちは、自分の義によってではなく、あなたの大いなるあわれみによって、あなたの前に嘆願をささげるのです。

19 主よ、聞いてください。主よ、赦してください。主よ、耳を傾けて、行ってください。遅らせないでください。私の神よ、あなたご自身のために。あなたの名が、あなたの町とあなたの民の上に呼ばれているからです。

20 わたしがなお語り、祈り、わたしの罪とわたしの民イスラエルの罪を告白し、わたしの神、主の前に、わたしの神の聖なる山のために、わたしの嘆願を投げ出していたとき、

21 私がまだ祈りを続けている間に、初めの幻で見た人ガブリエルが、疾速の飛翔で私に触れた。それは夕方の献げ物の時であった。

22 彼は悟りを得て、私に語りかけ、こう言われた。「ダニエルよ、今、私はあなたに悟りを与えるために出て来た。

23 あなたの嘆願の初めに言葉が出たので、私はそれを告げるために来た。あなたは慕わしいものだからである。その言葉を悟り、外観を理解せよ。

24 七十週があなたの民とあなたの聖なる町のために定められた。背きの罪を終わらせ、罪を封じ、咎を贖い、永遠の義をもたらし、幻と預言者を封じ、最も聖なるものを油注ぐために。

25 知り、悟れ。言葉の出から、エルサレムを再び建てるために戻り、建てるまで、油注がれた者、君主まで、七週。そして六十二週、戻り、広場と金が建てられ、苦悩の時の中で。

26 六十と二の週の後、油注がれた者は断たれ、彼には何もない。そして、来たるべき君主の民が町と聖なるものを滅ぼす。その終わりは洪水のようであり、戦いの終わりまで荒廃が定められている。

27 彼は一週の間、多くの者と契約を堅くし、その週の半分でいけにえと献げ物をやめさせる。そして忌み嫌うべきものの翼の上に荒廃をもたらす者が来る。ついに定められた終わりが、荒廃をもたらす者の上に注がれる。

Daniel 10

1 ペルシヤの王クロスの第三年に、ベテルシャツァルと名を呼ばれたダニエルに言葉が現れた。その言葉は真実であり、大きな軍勢があった。彼はその言葉を悟り、その外観によって悟りを得た。

2 その日々の間、私ダニエルは三週間の日の間、喪に服していた。

3 慕わしいパンを食べず、肉もぶどう酒も私の口に入らず、油を塗ることもせず、三週間の日が満ちるまでそうした。

4 四月二十四日、私は大きな川、すなわちヒデケルの手にいた。

5 私は目を上げて見ると、見よ、一人の人が亜麻布を着ており、その腰はウファズの純金で帯びられていた。

6 その体はベリルのようであり、その顔は稲妻の外観のようであり、その目は火のたいまつのようであり、その腕と足は磨かれた青銅の目のようであり、その言葉の声は群衆の声のようであった。

7 私ダニエルは単独でその幻を見た。私と共にいた人々はその幻を見なかったが、大きな恐れが彼らに降りかかり、彼らは身を隠すために逃げた。

8 私は単独で残された。そして、この大きな幻を見て、私には力が残らなかった。私の威光は私の上で滅ぼす者に変わり、私は力を保つことができなかった。

9 私は彼の言葉の声を聞いた。そして彼の言葉の声を聞いたとき、私は顔を地につけて、うつ伏せになっていた。

10 すると見よ、一つの手が私に触れ、私を揺り動かして、私の膝と手のひらに立たせた。

11 彼は私に言われた、「慕わしい人ダニエルよ、私があなたに語るこれらの言葉を悟り、あなたの立つ所に立て。今、私はあなたのところに遣わされたのだ」。彼がこの言葉を私に語ったとき、私は震えながら立っていた。

12 彼は私に言われた。「ダニエルよ、恐れるな。あなたが心を向けて理解しようとし、あなたの神の前にへりくだろうとした最初の日から、あなたの言葉は聞かれ、私はあなたの言葉のために来たのだ。

13 ペルシヤ王国の長官が二十一日の間、私の向かいに立っていた。すると見よ、最初の長官の一人であるミカエルが私を助けるために来られた。私はそこに、ペルシヤの王たちのそばに残された。

14 そして、わたしはあなたの民に終わりの日に起こることを悟らせるために来た。それは、まだ日のための幻があるからである。

15 彼がこれらの言葉を私に語られたとき、私は顔を地に向け、黙ってしまった。

16 すると見よ、人の子の似姿が私の唇に触れた。私は口を開き、私の前に立つ者に言った。「我が主よ、幻によって私の苦痛が私に臨み、私は力を保つことができませんでした。

17 この私の主のしもべである者が、どうしてこの私の主と話すことができましょうか。今や私には力が立つことができず、息も私のうちに残っておりません。

18 また、人の外観の者が私に触れ、私を強くされた。

19 彼は言われた。「慕わしい人よ、恐れるな。あなたに平和があるように。強くあれ、強くあれ。」そして彼が私と語られたとき、私は力を得て、言った。「わが主よ、お話しください。あなたが私を強くされたからです。

20 彼は言われた、「なぜ私があなたのところに来たのか、あなたは知っているのか。今、私はペルシヤの長官と戦うために戻る。そして、私は出て行く。見よ、ヤワンの長官が来る。

21 しかし、書き物に記された真実のことを、あなたに告げよう。これらのことについて、わたしと共に立つ者は一人もいない。ただ、あなたがたの長官ミカエルだけである。

Daniel 11

1 私はメディア人ダリヨスの元年に、彼を支え、彼の要害となるために立った。

2 今、真実をあなたに告げよう。見よ、さらに三人の王がペルシヤに立つ。そして第四の者はすべてよりも大きな富で富み、その富による強さによって、すべてを奮い立たせてヤワンの王国に立ち向かう。

3 ひとりの強い王が立ち上がり、大きな支配を行い、自分の喜びのままに事を行う。

4 彼が立ち上がると、その王国は打ち砕かれ、天の四方の風に分かれ、その終わりには及ばず、彼の支配のようにはならず、その王国は根こそぎにされ、これらのほかの者たちに渡る。

5 南の王は強くなり、その長官たちのうちの一人も彼よりも強くなり、彼の上に支配する。その支配は大きな支配となり、彼の支配は大きくなる。

6 年の終わりに彼らは結び合わされ、ネゲブの王の娘が北の王のもとへ来て、廉直を成し遂げようとする。しかし、彼女は腕の力を保つことができず、彼の腕も立つことができない。彼女は、彼女を連れて来た者、彼女を生んだ者、そして時の間に彼女を支えた者とともに、引き渡される。

7 その根の枝の一つがその台座に立ち、力のところに来て、北の王の要害に入り、彼らに対して行動し、それを堅く保つ。

8 また彼らの神々も、その酒注ぎの捧げ物も、その慕わしさの器である銀と金も、捕虜としてエジプトに携えて行き、彼は北の王よりも長く年々とどまるであろう。

9 そして彼はネゲブの王の王国に入り、自分の地に帰った。

10 その子らは戦いを挑み、多くの力の群衆を集め、進み来たり、あふれ流れ、過ぎ去るであろう。そして彼らは帰って来て、その要害に至るまで戦いを挑むであろう。

11 南の王は激しく怒り、出て行って、北の王と戦った。彼は大いなる群衆を立ち上がらせたが、その群衆は彼の手に渡された。

12 群衆は高ぶり、その心は驕り、幾万をも倒したが、彼は強くはならなかった。

13 北の王は帰って来て、先の者よりも多い群衆を立てる。そして、時の終わり、すなわち年の終わりに、彼は大いなる力と多くの財産をもって来る。

14 その時、多くの者がネゲブの王に立ち向かうであろう。また、あなたの民の暴虐な者たちの子らは、幻を成就させようとして立ち上がるが、つまずくであろう。

15 北の王は来て、土塁を築き、要塞の町を取る。ネゲブの腕たちは立つことができず、その最良の民も、立つ力がない。

16 彼の前に立つ者はいないまま、彼は自分の喜びのままに来て、麗しさの地に立ち、その手で終える。

17 彼はその顔を向けて、自分のすべての王国の権威をもって来るであろう。そして、彼と共にまっすぐな者たちがいて、彼は行動するであろう。彼は女たちの娘を彼に与えて、彼女を滅ぼさせるであろう。しかし、彼女は立ち向かわず、彼のものとはならないであろう。

18 彼はその顔を島々に向け、多くの者を捕らえた。そして、その恥辱の指揮官を断ち、彼に対する恥辱を彼に返すことはなかった。

19 彼はその地の要害にその前を向けるが、つまずいて倒れ、もはや見いだされない。

20 彼の台座の上に、威圧者を遣わす者が立ち、王国の栄光を担うが、彼は幾日かのうちに打ち砕かれる。怒りによるのでもなく、戦いによるのでもない。

21 彼の台座に立つ者、軽蔑された者が立ち、彼らは彼に王国の威光を与えなかった。彼は安らぎのうちに来て、お世辞によって王国を握った。

22 洪水の腕たちはその前から押し流され、砕かれる。また契約の君主も。

23 彼が彼に結びつくことから、欺きを行い、上って行き、少しの国をもって強くなる。

24 安らぎのうちに、州の肥えた者たちのところに来る。彼は自分の父たちも、その父たちの父たちも行わなかったことを行い、分捕り物、戦利品、財産を彼らにまき散らす。彼は要塞に対して自分の企てを巡らし、ある時までそうする。

25 彼は自分の力と心を奮い起こして、大いなる軍勢をもってネゲブの王に臨む。ネゲブの王も、非常に大きく強い軍勢をもって戦いに挑むが、立ち向かうことはできない。なぜなら、彼に対して企てが巡らされるからである。

26 彼の食物を食べる者たちが彼を打ち砕き、彼の力は押し流され、多くの者が倒れて死ぬ。

27 二人の王の心は悪事に向かい、同じ食卓で互いに偽りを語る。しかしそれは成功しない。なぜなら、定めの時の終わりがまだ来ていないからである。

28 彼は大きな財産を携えて自分の地に帰る。そして彼の心は聖なる契約に向けられ、彼は行動して自分の地に帰る。

29 定めの時に彼は戻り、ネゲブに入るが、それは先のようでも後のようでもない。

30 キッテの船が彼に向かって来て、彼は意気消沈し、引き返して聖なる契約に対して怒り、行動した。彼は再び引き返して、聖なる契約を捨てた者たちに目を向けた。

31 彼から出た腕たちが立ち上がり、彼らは要害の聖所を汚し、常に捧げるものを取り除き、忌み嫌うべきものを置いた。

32 契約に逆らう者たちを、彼は巧みな言葉で堕落させる。しかし、自分の神を知る民は、強くなって行動する。

33 民のうちの賢い者たちは多くの者を教え導く。彼らは剣と炎によって、捕虜と分捕り物によって、幾日もの間、倒れる。

34 彼らがつまずくとき、少しの助けで助けられる。そして多くの者が、お世辞をもって彼らに加わる。

35 悟りのある者たちのうちの多くの者がつまずき、彼らの中で練り清められ、白くされるのは、終わりの時までである。なぜなら、定めの時がまだあるからである。

36 王は自分の喜びのままに事を行い、自らを高め、すべての神の上に大きくされ、神々の神に対して驚くべきことを語る。そして、憤りが終わるまで繁栄する。なぜなら、定められたことが成し遂げられるからである。

37 彼は先祖の神々を顧みず、女の慕わしさも顧みず、すべての神を顧みない。彼はすべてのものの上に自分を高くするからである。

38 彼はその台座の上で、要害の神を敬う。彼の先祖たちが知らなかった神を、金と銀と貴重な石と慕わしいものをもって敬う。

39 彼は異邦の神とともに要害の要塞に対して行い、その神を知る者には栄光を増し加え、多くの者を彼らの支配下に置き、地を代価によって分配する。

40 終わりの時に、ネゲブの王は彼と突き合うであろう。そして北の王は、戦車と騎兵と多くの船をもって、彼に向かって嵐のように襲いかかるであろう。彼は地に入り、あふれ流れ、通り過ぎるであろう。

41 麗しさの地に入り、多くの者がつまずく。しかし、これらの者たちは彼の手から逃れられる。エドムとモアブ、そしてアンモンの子らの初めは。

42 彼はその手を諸国の地に伸ばし、エジプトの地は逃れの者とならないであろう。

43 彼は金と銀の宝物を支配し、エジプトのすべての慕わしいものをも支配する。リビア人とクシュ人は彼の歩みに従う。

44 東からの報道と北からの報道が彼を慌てさせ、彼は大きな怒りをもって出て行き、多くの者を滅ぼし尽くし、絶ち滅ぼそうとした。

45 彼はその宮殿の天幕を、聖なる麗しさの山と海々との間に張る。そして彼はその終わりに至るまで進むが、彼を助ける者は誰もいない。

Daniel 12

1 その時、あなたの民の子らを守って立つ大いなる長官ミカエルが立ち上がる。そして、国が始まって以来その時までになかったような苦難の時が来る。その時、あなたの民は救われる。書物に記されているすべての者が。

2 地のちりの中で眠っている多くの者が目を覚ますであろう。ある者は永遠の命に、ある者は恥辱と永遠の嫌悪に。

3 賢い者たちは大空の輝きのように輝き、多くの者を義とする者たちは星のように永遠にいつまでも輝く。

4 あなた、ダニエルよ、これらの言葉を閉じ、この書物を終わりの時まで封じよ。多くの者が行き巡り、知識が増し加わるであろう。

5 私ダニエルは見た。すると見よ、ほかの二人が立っていた。一人はこちら側のナイル川の岸に、もう一人はあちら側のナイル川の岸にいた。

6 亜麻布を着た人、すなわちナイル川の水の上にいる者に言われた、「これらの不思議の終わりは、いつまでなのですか」。

7 私は亜麻布を着た人、すなわちナイル川の水の上にいる者を聞いた。彼はその右の手と左の手を天に向けて上げ、永遠に生きる方にかけて誓われた。「定めの時、定めの時、そして半分の間、聖なる民の手が砕かれることが終わるとき、これらすべてが終わるであろう。

8 私は聞いたが、理解できなかった。そして私は言った、「我が主よ、これらの終わりは何でしょうか」。

9 行け、ダニエル。これらの言葉は終わりの時まで閉ざされ、封じられている。

10 多くの者が清められ、白くされ、練られる。悪しき者たちは悪を行い、悪しき者たちはだれも悟らない。しかし、賢い者たちは悟る。

11 常に捧げられるものが取り除かれ、忌み嫌うべき荒廃をもたらすものが置かれる時から、千二百九十日がある。

12 幸いである、千三百三十五日に達して待ち望む者は。

13 あなたは終わりへ行け。そしてあなたは休み、あなたのくじのために日の終わりに立つであろう。


Hosea

Hosea 1

1 主の言葉がベエリの子ホセアに臨んだのは、ユダの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの日々においてであり、またイスラエルの王ヨアシュの子ヤロブアムの日々においてであった。

2 主がホセアに語り始められた初めに、主はホセアに言われた、「行け、淫行の妻と淫行の子供たちを自分のために取りなさい。地が主の後ろから淫行を行っているからである」。

3 彼は行って、ディブライムの娘ゴメルをめとった。彼女は身ごもり、彼に男の子を産んだ。

4 主は彼に言われた、「その名をエズレルと呼べ。もう少しの間、わたしはエズレルの血をエフーの家に報い、イスラエルの家の王国を断ち滅ぼすからだ」。

5 その日、わたしはイスラエルの弓をエズレルの谷で折る。

6 彼女は再び身ごもり、娘を産んだ。主は彼に言われた、「その名をロ・ルハマと呼べ。わたしはもはやイスラエルの家をあわれまないからだ。わたしは彼らを決して赦さない。

7 しかし、ユダの家にはあわれみをかけ、彼らの神、主によって彼らを救う。弓や剣や戦い、馬や騎兵によっては救わない。

8 彼女はロ・ルハマを乳離れさせた。そして彼女は身ごもり、男の子を産んだ。

9 主は言われた、「彼の名をロ・アンミと呼べ。あなたがたはわたしの民ではなく、わたしもあなたがたのものとはならないからだ」。

10 イスラエルの子らの数は海の砂のようになり、それは量ることも数えることもできないであろう。そして、彼らに「あなたがたはわたしの民ではない」と言われる場所で、彼らは「生ける神の子ら」と呼ばれるであろう。

11 ユダの子らとイスラエルの子らは共に集められ、彼らは自分たちのために一つの頭を置き、地から上って来る。エズレルの日は大きいからである。

Hosea 2

1 あなたがたの兄弟に「わたしの民」と言い、あなたがたの姉妹に「あわれみを受けた者」と言え。

2 あなたがたの母と争え、争え。彼女はわたしの妻ではなく、わたしは彼女の夫（人）ではないからだ。彼女の淫行をその前から、彼女の姦淫をその乳房の間から取り除かせよ。

3 わたしが彼女を裸にし、生まれた日のようにさらし、荒野のようにし、乾いた地のようにし、渇きで彼女を殺さないように。

4 その子らには、わたしはあわれみをかけない。彼らは淫行の子らだからである。

5 彼らの母は姦淫を行い、彼らを産んだ者は恥をかいた。なぜなら彼女は言った、「私は自分の愛する者たちの後を追って行く。彼らが私のパンと水、私の羊毛と亜麻、私の油と飲み物を与えてくれるからだ」と。

6 それゆえ、見よ、わたしはあなたの道を鍋で塞ぎ、彼女の羊の囲いを築く。彼女の小道は見いだせない。

7 彼女は自分の愛人たちを追いかけるが、彼らに追いつけない。彼らを捜し求めるが、見つけられない。そして彼女は言う、「私は行って、最初の夫のところに帰ろう。あの時は今よりも私にとって良かったから」。

8 彼女は知らなかった、わたしが彼女に穀物と新しいぶどう酒と注ぎ油を与えたことを。そして、わたしは彼女に銀を多く与えたが、彼らは金をバアルのために造った。

9 それゆえ、わたしは引き返して、わたしの穀物をその時に、わたしの新しいぶどう酒をその定めの時に取り戻し、わたしの羊毛と亜麻を奪い返す。それは彼女の裸を覆うためのものだった。

10 それゆえ、今、わたしは彼女の恥知らずを、彼女を愛する者たちの目の前にさらす。そして、だれ一人、彼女をわたしの手から救い出す者はいない。

11 わたしは彼女のすべての喜び、その祭り、その月、その安息日、そのすべての定めの時をやめさせる。

12 わたしは彼女のぶどうの木といちじくを荒らす。彼女が「これは私への報酬だ。私の愛する者たちが私に与えたものだ」と言ったものを。わたしはそれらを森とし、野の生き物がそれらを食べるようにする。

13 彼女の上に、彼らに香をたいたバアルの日々をわたしは臨ませる。彼女は自分の耳輪と宝石で飾り立ち、自分の愛人たちの後を追ったが、わたしを忘れた。主の宣言。

14 それゆえ、見よ、わたしは彼女を誘い、荒野に連れて行き、彼女の心に語りかける。

15 わたしは彼女に、そこから彼女のぶどう園を与え、アコルの谷を希望の入口として与える。彼女はそこで、自分の青春の日々のように、エジプトの地から上って来た日のように、歌うであろう。

16 その日には、主の宣言がある。あなたはわたしを「夫」と呼び、もはやわたしを「バアル」と呼ぶことはない。

17 わたしは彼女の口からバアルの名を取り除く。彼らはもはやその名によって覚えられることはない。

18 その日、わたしは彼らのために、野の生き物、天の鳥、地を這うものと契約を結ぶ。また、弓と剣と戦いを地から砕き、彼らを安全に眠らせる。

19 私はあなたを永遠にわたしのものとして契った。義とさばきと慈愛とあわれみをもって、わたしはあなたをわたしのものとして契った。

20 わたしは信仰をもってあなたをわたしのために婚約させた。あなたは主を知るようになる。

21 その日には、わたしは応える、と主は宣言される。わたしは天に応え、天は地に応える。

22 地は穀物と新しいぶどう酒と注ぎ油に応えるであろう。そして、それらはエズレルに応えるであろう。

23 わたしは彼女を地に自分のために蒔き、慈愛を受けなかった者に慈愛を示し、わたしの民でない者に「あなたはわたしの民だ」と言い、彼は「わたしの神」と言う。

Hosea 3

1 主は私に言われた、「もう一度行って、友に愛され、姦淫を行う女を愛せよ。主がイスラエルの子らを愛されるように、彼らは他の神々に向かい、ぶどうの干しぶどう菓子を愛しているのだから。

2 私は彼女を自分のものとして、銀十五枚と、粘土一ホメルと、大麦一ホメル半で買い取った。

3 私は彼女に言った、「あなたは多くの日、私のためにとどまり、淫行をせず、また他の人のものとなってはならない。私もまた、あなたに対してそうする。

4 イスラエルの子らは多くの日々、王もなく、長官もなく、いけにえもなく、石柱もなく、エポデもテラフィムもなくて座すであろう。

5 その後、イスラエルの子らは帰って来て、彼らの神である主と、彼らの王ダビデを求める。そして、終わりの日に、彼らは主とその良いものに向かって恐れおののく。

Hosea 4

1 主の言葉を聞け、イスラエルの子らよ。主は地の住民と争われる。なぜなら、地には真実がなく、慈愛がなく、神の知識もないからだ。

2 呪いと偽り、殺人と盗み、姦淫がはびこり、血に血が重なっている。

3 このゆえに、地は嘆き、そこに住むすべてのものは衰え果てる。野の生き物も、天の鳥も、海の魚も、みな取り去られる。

4 ただ人と争うな、人を責めるな。あなたの民は祭司と争う者のようだ。

5 あなたは今日つまずき、預言者もあなたと共に夜につまずく。わたしはあなたの母を滅ぼした。

6 我が民は知識の無しに滅びた。あなたが知識を捨てたので、わたしもあなたを祭司としてわたしに仕えることから捨てる。あなたはあなたの神の律法を忘れたので、わたしもあなたの子らを忘れる。わたしもまた。

7 彼らの栄光が増すほど、彼らはますます私に対して罪を犯した。彼らの栄光を私は恥辱に変える。

8 民の罪を食べ、彼らの咎に自らの命を向ける。

9 民のように祭司もそうなる。わたしは彼の道を彼に報い、その行いを彼に返す。

10 彼らは食べても満たされず、淫行しても増え広がらない。彼らは主を捨てて、守ることをしなかったからだ。

11 姦淫とぶどう酒と新しいぶどう酒は心を奪い取る。

12 民は自分の木に伺い、自分の杖が彼に告げる。淫行の霊が彼らを迷わせ、彼らは自分たちの神の下から淫行を行った。

13 山々の頭で彼らは犠牲を捧げ、丘の上で香を焚く。樫の木、ポプラ、樫の木の下で、その陰りが良いからだ。それゆえ、あなたがたの娘たちは淫行を行い、あなたがたの花嫁たちは姦淫を行う。

14 あなたがたの娘たちが姦淫を犯しても、わたしは彼女たちを罰しない。あなたがたの花嫁たちが姦淫を犯しても、わたしは彼女たちを罰しない。彼らは娼婦たちと共に身を分け、神殿娼婦たちと共にいけにえを献げるからだ。そして、悟りのない民は打ち砕かれる。

15 もしあなた、イスラエルが淫行を犯すなら、ユダは罪に問われるな。ギルガルに行くな、ベテ・アベンに上るな、主の生きておられることを誓うな。

16 イスラエルは反抗する雌牛のように反抗した。今、主は彼らを広い所の子羊のように養われるであろうか。

17 エフライムは偶像に結びついている。彼をそのままにしておけ。

18 彼らの酒は消え去った。彼らは淫行を重ねて淫行を行い、その盾たちは恥辱を愛し、もたらした。

19 風がその翼に彼女を巻き込んだ。彼らは自分たちのいけにえによって恥を見る。

Hosea 5

1 祭司たちよ、これを聞け。イスラエルの家よ、耳を傾けよ。王の家よ、聞き届けよ。あなたがたにさばきがあるからだ。あなたがたはミツパにとってわなとなり、タボルに張り巡らされた網となった。

2 屠る者たちは背く者たちの深みにまで及んだが、わたしは彼らすべてに訓戒を与えた。

3 私はエフライムを知っていた。イスラエルは私から隠されていない。今、あなたは淫行を犯した、エフライム。イスラエルは汚された。

4 彼らの行いは、自分たちの神に帰ることを許さない。なぜなら、淫行の霊が彼らの内側にあり、彼らは主を知らないからだ。

5 イスラエルの誇りはその前で証言し、イスラエルとエフライムはその咎によってつまずく。ユダも彼らと共につまずいた。

6 彼らは自分の羊の群れと牛を携えて主を尋ね求めるために行くが、見いだせない。主は彼らから離れ去られた。

7 彼らは主に対して裏切りを行い、異なる子らを産んだ。今や月が彼らの分け前を食い尽くすであろう。

8 ギブアで角笛を吹け、ラマでラッパを鳴らせ、ベテ・アベンで鬨の声を上げよ、あなたの後にベニヤミンよ。

9 エフライムは戒めの日に驚きとなるであろう。イスラエルの杖たちの中で、わたしは確かなことを知らせた。

10 ユダの長官たちは境界を移す者のようになった。彼らの上に、わたしは水のように激しい怒りを注ぐ。

11 エフライムは虐げられ、さばきは砕かれた。彼が命令に従って歩むことを良しとしたからだ。

12 わたしはエフライムにとっては蛾のようであり、ユダの家にとっては腐敗のようである。

13 エフライムは自分の病気を見、ユダは自分の傷を見た。そしてエフライムはアッシュルへ行き、ヤレブ王のもとへ遣わした。しかし彼はあなたがたを癒すことができず、あなたがたの傷を治すこともできない。

14 わたしはエフライムにとって獅子のようであり、ユダの家にとって若獅子のようである。わたしは、わたしは獲物を引き裂いて行き、担い去る。救い出す者はない。

15 私は自分の場所へ帰り、彼らが罪を負い、私の顔を求めるまでそこにとどまる。彼らが苦しむとき、彼らは私を捜し求める。

Hosea 6

1 主のもとへ帰ろう。主はわれわれを引き裂かれたが、癒やしてくださる。打たれたが、包んでくださる。

2 主は私たちを二日の後に生かされ、三日目に私たちを立ち上がらせられる。私たちはその御前で生きるであろう。

3 私たちは主を知ることを追い求めよう。その出は夜明けのように確かである。主は私たちに雨のように臨み、後の雨が地を潤すように臨まれる。

4 エフライムよ、わたしはあなたに何をしようか。ユダよ、わたしはあなたに何をしようか。あなたがたの慈愛は朝の雲のようであり、早く過ぎ去る露のようだ。

5 それゆえ、わたしは預言者たちによって彼らを切り刻み、わたしの口の言葉で彼らを殺した。あなたのさばきは光として出て来る。

6 わたしは慈愛を喜び、いけにえを喜ばない。神の知識を、全焼のいけにえよりも喜ぶ。

7 彼らはアダムのように契約を破った。そこで彼らは私に背信した。

8 ギレアデは悪を行う者たちの町、血で満ちた足跡の町。

9 道で人々を待ち伏せする者のように、彼らは軍団の仲間であり、祭司たちはシェケムの道で殺害する。彼らは悪意を行った。

10 イスラエルの家において、わたしは忌まわしいことを見た。そこにはエフライムの姦淫があり、イスラエルは汚された。

11 ユダもまた、あなたのために収穫を定められた。わたしの民の捕囚を元に戻すときに。

Hosea 7

1 イスラエルを癒やそうとしたとき、エフライムの咎とサマリアの悪が明らかになった。彼らは偽りを行い、盗人が入り込み、軍団が外で略奪した。

2 彼らは心の中で言わない。「わたしは彼らのすべての悪を覚えている」。今、彼らの行いが彼らを取り囲み、わたしの前にあった。

3 彼らの悪をもって王を喜ばせ、彼らのやせ衰えをもって長官たちを喜ばせる。

4 すべては姦淫を行う者たち、パン焼き人が火を起こすのをやめて、生地をこねて、それが発酵するまで休む時の、燃えるかまどのように。

5 我々の王の日、長官たちはぶどう酒の怒りで病んだ。彼は手を嘲る者たちに伸ばした。

6 彼らは待ち伏せにおいて、その心をかまどのように近づけた。彼らのパン焼き人は一晩中眠るが、朝には彼は炎の火のように燃え上がる。

7 彼らのすべてはかまどのように熱くなり、自分たちのさばき人たちを食い尽くした。彼らのすべての王は倒れた。彼らの中には、わたしに呼び求める者はだれもいない。

8 エフライムは諸国の民の中で混ざり合う者となった。エフライムは裏返されていない焼き菓子となった。

9 異邦人が彼の力を食い尽くしたが、彼は知らなかった。白髪も彼に振りかけられたが、彼は知らなかった。

10 イスラエルの誇りはその顔に証しされたが、彼らは自分たちの神、主に立ち返らず、このすべてにもかかわらず、彼を求めなかった。

11 エフライムは心のない、だまされやすい鳩のようになった。彼らはエジプトに叫び、アッシュルへ行った。

12 彼らが行くとき、わたしは彼らの上にわたしの網を広げ、天の鳥のように彼らを引き下ろす。彼らの集会の評判に従って、わたしは彼らを懲らしめる。

13 彼らに災いあれ、彼らは私から逃げ去ったからだ。彼らに略奪がある、彼らは私に背いたからだ。私は彼らを贖おうとしたが、彼らは私について偽りを語った。

14 彼らは心で私に叫ばず、その寝床の上で嘆き悲しむだけだ。穀物と新しいぶどう酒のために身を切らし、私に背を向ける。

15 わたしは彼らの腕を鍛え、強くした。しかし彼らはわたしに対して悪を計る。

16 彼らは最高位に帰らない。彼らは欺きの弓のようになった。彼らの長官は、その舌の憤りのゆえに剣で倒れる。これがエジプトの地における彼らの嘲りである。

Hosea 8

1 口蓋に角笛を当てよ。鷲のように主の家の上に。彼らはわたしの契約を破り、わたしの律法に背いたからだ。

2 彼らはわたしに向かって叫ぶ。「わたしの神よ、わたしたちはあなたを知っています」と、イスラエルは。

3 イスラエルは善を捨てた。敵が彼を追いかける。

4 他們立了王，卻不是出於我；他們設立首領，我並不知道。他們用銀和金為自己製造偶像，以致被剪除。

5 あなたの子牛はサマリアによって捨てられた。わたしの怒りは彼らに向かって燃えている。彼らがいつまで潔白を得ることができないのか。

6 イスラエルから出たものであり、彼は職人が造ったものだ。彼は神ではない。サマリアの子牛は砕けた破片となるだろう。

7 彼らが風を蒔くので、葦の海を刈り取る。穀物の穂は彼になく、枝は小麦粉を作らない。たとえ作っても、外国人たちがそれを呑み込むだろう。

8 イスラエルは呑み込まれた。今や彼らは国々の中にあって、喜びのない器のようになった。

9 彼らはアッシュルに上って行った。野ろばは自分だけで離れている。エフライムは愛を買った。

10 たとえ彼らが国々の間で贈り物をしても、今わたしは彼らを集める。彼らは王の重荷、長官たちの重荷から少しの間、苦しみ始める。

11 エフライムは罪を犯すために祭壇を多く造った。彼にとって祭壇は罪を犯すためのものとなった。

12 わたしが彼にわたしの律法を万のように書き記したのに、それらは多数のものとして、異邦のもののように見なされた。

13 彼らは私の捧げ物のいけにえを肉として献げて食べるが、主はそれを受け入れられなかった。今、彼は彼らの咎を覚え、彼らの罪を罰される。彼らはエジプトに帰る。

14 イスラエルは自分を造られた方を忘れ、神殿を建てた。ユダは多くの堅固な町を造った。しかし、わたしはその町々に火を送り、その城を焼き尽くす。

Hosea 9

1 イスラエルよ、民のように喜びに踊るな。あなたはあなたの神から離れて姦淫を行い、すべての穀物の打ち場で遊女の報酬を愛したからだ。

2 打ち場とぶどう酒ぶねは彼らを養わない。新しいぶどう酒は彼女を欺く。

3 彼らは主の地に住むことはない。エフライムはエジプトに帰り、アッシュルで汚れたものを食べる。

4 彼らは主にぶどう酒を注がず、そのいけにえは主に喜ばれない。彼らのいけにえは彼らにとって悪のパンのようであり、それを食べる者はみな汚れる。なぜなら、彼らのパンは彼らの命のためのものだから、それは主の家に入ることができない。

5 あなたがたは、定めの時の日と、主の祭りの日に、何をするのか。

6 まことに、見よ、彼らは略奪から逃げ去った。エジプトが彼らを集め、メンフィスが彼らを葬る。彼らの銀の慕わしいものにはいらくさが継ぎ、いばらが彼らの天幕の中にある。

7 監督の日々が来た。報いの日々が来た。イスラエルは知るであろう。預言者は愚かであり、霊の人は狂っている。あなたの咎の多数のゆえに、憎悪が大きいからだ。

8 エフライムは私の神と共にいる見張り人である。預言者は、そのすべての道にわなを仕掛ける者の罠であり、彼の神の家には憎悪がある。

9 彼らは深く堕落し、ギブアの日々のように滅ぼし尽くした。主は彼らの咎を覚え、彼らの罪を罰される。

10 荒野でぶどうを見つけたように、わたしはイスラエルを見つけた。いちじくの初めの初物のように、わたしはあなたがたの父たちを見た。彼らはバアル・ペオルに行き、恥のために身を聖別し、彼らの愛したもののように忌み嫌うべきものとなった。

11 エフライムの栄光は鳥のように飛び去る。産むことからも、腹からも、妊娠からも。

12 たとえ彼らが自分の子らを育てても、わたしは彼らを人から奪い取る。実に、彼らに災いがある。わたしが彼らから離れるとき。

13 エフライムは、私がツロのために見たように、住まいに植えられたもののようだ。しかしエフライムは、その子らを殺す者へ連れ出される。

14 主よ、彼らに何を与えられますか。彼らに、流産させる子宮と、枯れた乳房を与えてください。

15 彼らのすべての悪はギルガルにある。なぜなら、そこであなたがたを憎んだからだ。彼らの行いの悪のゆえに、わたしは彼らをわたしの家から追い出す。わたしはもはや彼らを愛さない。彼らのすべての長官は背く者である。

16 エフライムは打たれた、彼らの根は枯れ、彼らは果実を結ばない。たとえ彼らが産んでも、わたしは彼らの腹の慕わしいものを殺す。

17 我が神は彼らを拒まれる。彼らが主に聞き従わなかったからだ。彼らは国々の間をさまよう者となるであろう。

Hosea 10

1 ぶどうの木は実を結ぶイスラエル、その果実を自らに等しくした。その果実の多いにしたがって祭壇を増やし、その地の良きにしたがって石柱を良くした。

2 彼らの心は分裂した。今、彼らは罪に定められる。主は彼らの祭壇を打ち砕き、彼らの石柱を荒らされる。

3 今、彼らは言うであろう、「私たちには王がいない。私たちは主を恐れなかったからだ。王は私たちに何をしてくれるだろうか」。

4 彼らは言葉を語り、虚偽の誓いを立て、契約を結んだ。しかし、さばきは野の畝の上の毒のように芽生える。

5 サマリアの住民はベテ・アベンの雌牛のために恐れおののく。その民とその偶像祭司たちは、そのために嘆き悲しみ、その栄光が彼らから移り去ったので、そのために喜び騒ぐ。

6 それもまたアッシュルに運ばれ、王ヤレブへの献げ物となる。恥はエフライムが受け、イスラエルはその助言によって恥を見る。

7 サマリアの王は、水の面の上の激しい怒りのように消え去る。

8 悪の高台、イスラエルの罪は滅ぼされ、いばらとおどろが彼らの祭壇の上に生い茂るであろう。彼らは山に向かって「われわれを覆え」と言い、丘に向かって「われわれの上に倒れよ」と言うであろう。

9 ギブアの日以来、あなたは罪を犯した、イスラエルよ。彼らはそこに立った。ギブアにおいて、不義の子らに対する戦いは彼らに追い及ばないであろう。

10 わたしの欲望によって、彼らを懲らしめ、諸国の民が集められて、彼らが二つの畝のために自らを縛るとき。

11 エフライムは教えられた雌牛で、踏み場を好んでいた。わたしはその良い首に過ぎ越した。エフライムを駆り立てる。ユダは耕し、ヤコブは自分のために土を砕く。

12 義のために蒔き、慈愛に従って刈り取り、自分のために開墾地を耕せ。主を求める時が来るまで、主が来て、あなたがたに義を教えられるまで。

13 あなたがたは悪を耕し、不義を刈り取り、やせ衰えの果実を食べた。あなたが自分の道を、自分の勇士の多数に頼ったからだ。

14 あなたの民の中に騒音が起こり、あなたのすべての要塞は略奪される。シャルマンが戦いの日にベテ・アルベルを略奪したように、母は子の上に打ち砕かれた。

15 このようにベテルがあなたがたにしたのは、あなたがたの悪の悪の前で、夜明けにイスラエルの王は全く滅びうせた。

Hosea 11

1 イスラエルが少年のとき、わたしは彼を愛した。そしてエジプトからわたしの子を呼び出した。

2 彼らが彼らを呼んだが、彼らはその前から去って行った。彼らはバアルに犠牲を捧げ、彫像に香をたく。

3 わたしはエフライムに歩くことを教え、彼らをわたしの腕に抱いた。しかし彼らは、わたしが彼らを癒やしたことを知らなかった。

4 人の綱で彼らを引き寄せ、愛の綱で引いた。わたしは彼らの頬に上げられるくびきのようになり、彼らに近づいて食べさせた。

5 彼はエジプトの地に帰ることはない。アッシュルが彼の王となる。彼らが帰ることを拒んだからだ。

6 剣はその町々に臨み、そのほかのものを滅ぼし尽くし、その議会から食い尽くした。

7 民はわたしの背信に揺れ動いている。彼らが最高位に呼び上げても、共に高められることはない。

8 どうしてあなたをエフライムとして渡そうか。どうしてあなたをイスラエルとして引き渡そうか。どうしてあなたをアドマのようにしようか。あなたをゼボイムのようにしようか。わたしの心はわたしのうちで逆さまになり、わたしの慰めはともに燃え立つ。

9 わたしは自分の激しい怒りを実行せず、わたしの怒りを再び燃やしてエフライムを滅ぼすことはしない。なぜなら、わたしは神であって、人ではないからだ。あなたの内側にいる聖なる者、わたしは町に入ることはない。

10 彼らは主に従って行く。主は獅子のようにほえたもう。主がほえたもうならば、子らは海から震えおののく。

11 彼らはエジプトから鳥のように、アッシュルの地から鳩のように震えながら来る。そして、わたしは彼らを彼らの家に住まわせる。主の宣言。

12 エフライムはやせ衰えをもってわたしを囲み、イスラエルの家は欺きをもって囲んだ。しかしユダはなお神とともに歩み、聖なる者たちとともに忠実であった。

Hosea 12

1 エフライムは風を養い、東風を追い求める。すべての日に偽りと略奪を増し加える。彼らはアッシュルと契約を結び、油はエジプトに運ばれる。

2 主はユダと争いを持たれる。ヤコブをその道にしたがって罰し、その行いにしたがって報いられる。

3 腹の中で兄弟をかかとでつかみ、その力で神と争った。

4 御使いと格闘して打ち勝った。彼は泣いて、御使いに嘆願した。ベテルで彼は彼を見いだし、そこで主は私たちと語られた。

5 主は軍勢の神であり、主がその記憶である。

6 あなたはあなたの神に帰れ。慈愛とさばきを守り、あなたの神に常に望みを置け。

7 カナンはその手に欺きのはかりを持ち、搾取することを愛した。

8 エフライムは言った、「まことに私は富んだ。自分のために力を得た。私のすべての労苦は、私のために罪となる咎を見いだすことはない。

9 わたしは、あなたの神、主である。エジプトの地から。わたしは、あなたを再び天幕に住まわせる。定めの時の日々のように。

10 わたしは預言者たちを通して語り、幻を数多く与えた。そして預言者たちの手によって、わたしは譬えを用いた。

11 ギレアデに悪があるなら、彼らはただ虚偽となった。ギルガルで雄牛を犠牲に捧げた。彼らの祭壇もまた、野の畝の上の波のようだ。

12 ヤコブはアラムの野に逃げ、イスラエルは妻のために働き、妻のために羊を守った。

13 預言者によって主はイスラエルをエジプトから上らせられた。預言者によって彼は守られた。

14 エフライムは苦味をもって主を怒らせた。彼の血は彼の上に残り、彼の主は彼の恥辱を彼に返される。

Hosea 13

1 エフライムが語るとき、震えがあった。彼はイスラエルの中で高められた。しかし彼はバアルによって罪を負い、死んだ。

2 今や彼らは罪を増し加え、自分たちのために銀で鋳像を造った。彼らの悟りにかなった偶像、職人のわざのすべてである。彼らはそれらについて言う、「人を犠牲に捧げる者たちは、子牛に口づけする」。

3 それゆえ、彼らは朝の雲のようになり、早く過ぎ去る露のようになり、打ち場から吹き飛ばされるもみがらのように、窓から出る煙のようになる。

4 わたしは、エジプトの地からあなたの神、主である。わたしのほかに神を知ってはならない。わたしのほかに救い主はいない。

5 わたしは荒野であなたを知った。大干ばつの地において。

6 彼らが羊の群れにあったとき、彼らは満ち足りた。彼らは満ち足りて、その心は高ぶった。それゆえ、彼らは私を忘れた。

7 わたしは彼らにとって獅子のようになり、道の上で豹のように待ち伏せよう。

8 私は彼らに熊のように襲いかかり、その心の金塊を引き裂く。そこでは獅子のように彼らを食らい、野の生き物が彼らを引き裂く。

9 イスラエルよ、あなたは自分を滅ぼした。それは、あなたの助けがわたしにあるからだ。

10 あなたの王はどこにいるのか。そして、あなたのすべての町であなたを救う者、あなたが「私に王と長官を与えてください」と言ったあなたのさばき人たちはどこにいるのか。

11 わたしは怒りをもってあなたに王を与え、激しい怒りをもってそれを取り去る。

12 エフライムの咎は包み込まれ、その罪は隠されている。

13 産みの苦しみの綱が彼に臨む。彼は賢くない子である。なぜなら、子を産む時の産みの苦しみに立つ時を知らないからだ。

14 よみの手から彼らを贖い、死から彼らを買い戻す。死よ、お前の疫病はどこにあるのか。よみよ、お前の滅びはどこにあるのか。悔い改めはわたしの目から隠される。

15 彼は兄弟の間で実を結ぶ。東風、主の風が荒野から上って来る。彼の泉は枯れ、彼の泉は干上がる。彼はすべての慕わしい器の宝物庫を奪い去る。

16 サマリアは罪に定められる、彼女が自分の神に逆らったからだ。彼らは剣で倒れ、その幼子たちは打ち砕かれ、その妊婦たちは裂かれる。

Hosea 14

1 イスラエルよ、あなたの神、主のもとへ帰れ。あなたは自分の咎によってつまずいたのだから。

2 言葉を携えて主に帰れ。彼に言え、「すべての咎を赦し、善を受け入れよ。そうすれば、私たちの唇の雄牛を捧げよう。

3 アッシュルは私たちを救わない。私たちは馬に乗らない。もう自分の手のわざに「私たちの神」とは言わない。あなたにおいて、みなしごはあわれみを受けるからだ。

4 わたしは彼らの背信を癒やし、彼らを自由意志の捧げ物として愛する。わたしの怒りは彼らから離れたからだ。

5 わたしはイスラエルにとって露のようになる。彼はゆりのように花咲き、その根はレバノンのように張る。

6 その若枝は伸び、その威光はオリーブのようになり、その香りはレバノンのようになる。

7 その陰りに住む者たちは帰って来て、穀物を生かし、ぶどうの木のように花咲くであろう。その記憶はレバノンのぶどう酒のようである。

8 エフライムよ、わたしにとって偶像はもう何であろうか。わたしは彼に答え、彼を見守る。わたしは緑のもみの木のようだ。わたしからあなたの果実が見いだされる。

9 だれが賢くて、これらのことを悟り、わきまえて知るだろうか。主の道はまっすぐであり、正しい者はその道を歩み、背く者はその道でつまずく。


Joel

Joel 1

1 主の言葉がペトエルの子ヨエルに臨んだ。

2 このことを聞け、長老たちよ。地に住むすべての者よ、耳を傾けよ。このようなことがあなたがたの日にあったか、あるいはあなたがたの父の日にあったか。

3 あなたがたの子にこれを語り伝えよ。あなたがたの子はその子らに、その子らは次の世代に。

4 やぶった虫の残りをいなごが食べ、いなごの残りをヨトウムシが食べ、ヨトウムシの残りをいなごが食べた。

5 酔いどれたちよ、目を覚まして泣け。ぶどう酒を飲むすべての者よ、嘆き叫べ。新しいぶどう酒のゆえに、それがあなたがたの口から断たれたからだ。

6 国が私の地に上って来た。強くて数がなく、その歯は獅子の歯、雌獅子の臼歯がそれにあった。

7 私のぶどうの木を驚きに、私のいちじくを樹皮にされた。彼はそれを完全に裸にし、投げ捨てられた。その枝は白くされた。

8 嘆け、処女がその青春の主人のために荒布を帯びて嘆くように。

9 献げ物と注ぎの供え物は主の家から断たれた。主に仕える祭司たちは嘆き悲しんだ。

10 野は荒らされ、地は嘆いている。穀物が荒らされ、新しいぶどう酒は枯れ、注ぎ油は衰えたからだ。

11 農夫たちは恥じ、ぶどう園の者たちは嘆き叫べ。小麦と大麦のゆえに、野の収穫が失われたからだ。

12 ぶどうの木は枯れ、いちじくは衰えた。ざくろ、なつめやし、りんごも、野のすべての木は枯れた。人の子らから喜びが失われたからだ。

13 荒布を腰に締めて嘆き悲しめ、祭司たちよ。祭壇に仕える者たちよ、泣き叫べ。我が神に仕える者たちよ、来て、荒布の中で夜を過ごせ。あなたがたの神の家から献げ物と注ぎの供え物が断たれたからだ。

14 断食を聖別し、厳粛な集会を呼び集めよ。すべての地の住民である長老たちを、あなたがたの神、主の家に集め、主に向かって叫べ。

15 ああ、その日よ。主の日が近いからだ。それは全能者からの略奪のように来る。

16 私たちの目の前で食物が断たれたではないか。私たちの神の家から喜びと歓喜が。

17 種はその土塊の下で腐り、宝物庫は荒れ果て、納屋は打ち壊された。穀物が枯れたからである。

18 獣はなんと嘆いていることか。牛の群れはうろたえている。彼らには牧場がないからだ。羊の群れもまた、罪に定められている。

19 主よ、わたしはあなたに叫びます。火が荒野の住まいを焼き尽くし、炎が野のすべての木をなめ尽くしたからです。

20 野の獣もまたあなたに向かって喘ぎ求める。水の流れが干上がり、火が荒野の住まいを焼き尽くしたからだ。

Joel 2

1 シオンで角笛を吹き鳴らせ、わたしの聖なる山で叫びを上げよ。地に住むすべての者は震えよ。主の日が来るからだ。それは近いからだ。

2 暗闇と暗黒の日、雲と暗黒の日、夜明けが山々の上に広がるかのようだ。大いなる強き民がいる。そのようなものは永遠の昔から存在したことがなく、その後も、幾世代にも幾世代にも、再び現れることはない。

3 その前を火が焼き尽くし、その後ろを炎が燃え盛る。その前はエデンの園のような地であり、その後ろは荒廃した荒野となり、そのための逃れの者もなかった。

4 その外観は馬の外観のようであり、騎兵のように彼らは走る。

5 戦車の声のように、彼らは山々の頭の上で跳ね回る。火の炎の声のように、藁を焼き尽くす。戦いの備えをした強い民のように。

6 その前で諸国の民は震えおののき、すべての顔は黒さを集めた。

7 勇士のように走り、戦いの人のように城壁に上る。それぞれ自分の道を行き、その道筋を曲がらない。

8 それぞれは自分の兄弟を押しのけず、男は自分の大路を進む。彼らは投げ槍の間を落ちても、傷つけられることはない。

9 町の中を進み、城壁の上を走り、家々に上り、窓から盗人のように入り込む。

10 その御前で地は震え、天は揺れ動いた。太陽と月は暗くなり、星はその輝きを失った。

11 主はその軍勢の前に声を出された。その陣営は非常に大きいからだ。その言葉を行う者は力強いからだ。主の日は大きく、非常に恐ろしい。だれがそれに耐えられようか。

12 しかし、今もなお、主の宣言がある。「あなたがたは、すべての心をもって、わたしのもとに帰れ。断食と泣きと嘆きをもって。

13 あなたがたの心を引き裂け、衣服ではなく。あなたがたの神、主に立ち帰れ。主は情け深く、あわれみ深く、怒りに遅く、慈愛に富み、悪について悔いられる方だからだ。

14 だれが知るだろうか。神が立ち帰って、悔い改められ、その後に祝福を残されることを。すなわち、あなたがたの神、主への献げ物と注ぎの供え物を。

15 シオンで角笛を吹き鳴らせ。断食を聖別し、厳粛な集会を呼び集めよ。

16 民を集め、集会を聖別せよ。年長者たちを集め、幼子たちと乳房を吸う乳飲み子たちを集めよ。花婿はその奥の部屋から出、花嫁はその婚礼の天蓋から出よ。

17 玄関と祭壇の間で、主に仕える祭司たちは泣き、こう言われる。「主よ、あなたの民を惜しんでください。あなたの相続地を国々の嘲りのために、彼らを支配するために与えないでください。なぜ民の間で『彼らの神はどこにいるのか』と言わせるのですか。

18 主はその地を惜しまれ、その民をあわれまれた。

19 主は答えられ、その民に言われた。「見よ、わたしはあなたがたに穀物と新しいぶどう酒と注ぎ油を送る。あなたがたはそれで満ち足りる。わたしはあなたがたを、もはや諸国の間で恥辱とはしない。

20 あなたたちから北の軍勢を遠くへ退かせ、それを乾いた荒廃の地へ追いやる。その前を東の海へ、その終わりを西の海へ向ける。その悪臭は立ち上り、その悪臭は立ち上る。なぜなら、それが大きなことを行ったからだ。

21 地よ、恐れるな。喜び、楽しめ。主が大いなることを行われたからだ。

22 野の獣よ、恐れるな。荒野の住まいは青草を生えさせた。木はその果実を結び、いちじくの木とぶどうの木はその力を与えた。

23 シオンの子らよ、主なるあなたがたの神にあって喜び踊れ。主は義のために初めの雨をあなたがたに与えられた。また、初めの雨と後の雨を、初めの季節にあなたがたのところに降らせられた。

24 打ち場は穀物で満ち、ぶどう酒ぶねは新しいぶどう酒と注ぎ油であふれる。

25 あなたがたに、わたしがあなたがたの間に送った、わたしの大きな力、すなわち、いなごが食べた年、ヨトウムシ、いなご、やぶった虫が食べた年を償う。

26 あなたがたは食べて満ち足り、あなたがたの神、主の名を、驚くべきことをされた方としてほめたたえるであろう。そして、わたしの民は永遠に恥を見ることはない。

27 あなたがたは、わたしがイスラエルの内側にいること、そしてわたしがあなたがたの神、主であり、ほかにはいないことを知るであろう。わたしの民は永遠に恥を見ることはない。

28 その後、わたしはすべての肉なる者の上にわたしの霊を注ぐ。あなたがたの子と娘は預言し、あなたがたの年長者は夢を見、あなたがたの若者は幻を見る。

29 その日には、わたしの霊をしもべたちと女奴隷たちの上にも注ぐ。

30 私は天と地にしるしを示す。血と火と煙の柱を。

31 太陽は暗闇に変えられ、月は血に変えられる。主の大いなる恐るべき日が来る前に。

32 すべて主の名を呼ぶ者は救われる。主が言われたように、シオンの山とエルサレムに逃れの者があり、主が呼ばれる残りの者たちのうちに。

Joel 3

1 見よ、その日々とその時に、わたしがユダとエルサレムの捕囚を元に戻すとき、

2 わたしはすべての国々を集め、彼らをヨシャパテの谷に下らせる。そして、そこで彼らを、わたしの民であり、わたしの相続地であるイスラエルを、彼らが諸国の間に散らし、わたしの地を分け取ったことについて、裁かれる。

3 民のためにくじを引き、子供を姦淫の代価とし、少女をぶどう酒で売り、それを飲んだ。

4 また、あなたがたツロとシドン、そしてペリシテのすべての地方よ、あなたがたはわたしに何をしているのか。あなたがたはわたしに報いを返しているのか。もしあなたがたがわたしに報いているのなら、わたしは急いで、あなたがたの報いをあなたがたの頭に返す。

5 あなたがたはわたしの銀と金を取り、わたしの慕わしい良いものをあなたがたの神殿に持ち込んだ。

6 ユダの子らとエルサレムの子らを、ギリシャ人の子らに売ったのは、彼らをその境界から遠く離すためであった。

7 見よ、わたしは彼らを、あなたがたが彼らを売ったその場所から起こす。そして、あなたがたの報いをあなたがたの頭に返す。

8 あなたがたの子らと娘らをユダの子らの手に売り渡し、彼らはそれを遠い国、サバ人に売り渡すであろう。主がこう語られたからである。

9 国々の間でこれを呼びかけよ。戦いを聖別せよ。勇士たちを奮い立たせよ。近づき、上れ。すべての戦いの人々よ。

10 鋤先を剣に打ち直し、剪定鎌を槍に打ち直せ。弱い者は「私は勇士だ」と言え。

11 急ぎ、来なさい。周囲のすべての国々よ、集まれ。そこに主はあなたの勇士たちを下された。

12 国々は目を覚まし、ヨシャパテの谷に上って来る。そこに、わたしは座して、周囲のすべての国々を裁くからだ。

13 鎌を送れ、収穫は熟したからだ。来て、踏め。酒ぶねは満ち、ぶどう酒ぶねはあふれている。彼らの悪が大きいからだ。

14 群衆、群衆が金の谷にいる。主の日が金の谷に近いからだ。

15 太陽と月は暗くなり、星はその輝きを集めた。

16 主はシオンから叫ばれ、エルサレムから御声を出される。天と地は震える。主はその民の避け所、イスラエルの子らの要害である。

17 あなたがたは、わたしがあなたがたの神、主であり、わたしの聖なる山シオンに住む者であることを知るであろう。そしてエルサレムは聖なるものとなり、異邦人はもはやその中を過ぎることはない。

18 その日には、山々は新しいぶどう酒を滴らせ、丘々は乳を流し、ユダのすべての水流は水を流れる。そして、主の宮から泉が出て、シッティムの谷川を潤す。

19 エジプトは荒廃となり、エドムは荒廃の荒野となるであろう。彼らがユダの子らに対して行った暴力のゆえに、彼らがその地に無垢の血を流したからである。

20 ユダは永遠に住み、エルサレムは代々にわたって住む。

21 わたしは彼らの血を罰した。罰しなかったのではない。主はシオンに住まわれる。


Amos

Amos 1

1 テコアの羊飼いの一人であったアモスの言葉。これは、ユダの王ウジヤの日と、ヨアシュの子であるイスラエルの王ヤロブアムの日のこと、地震の二年前に、彼がイスラエルについて見たものである。

2 主はシオンから叫ばれ、エルサレムから声を出された。羊飼いの住まいは嘆き、カルメルの頭は枯れた。

3 主はこう言われた。「ダマスコの三つの背きの罪のゆえに、四つのゆえに、わたしはそれを取り消さない。彼らが鉄の金でギレアデを打ち砕いたからだ。

4 私は火をハザエルの宮に送り、それがベン・ハダデの城を焼き尽くす。

5 私はダマスコのかんぬきを打ち砕き、アベンの平地から住む者を、楽しみの家から杖を支える者を断ち切る。そしてアラムの民はキルへ捕らえ移される、と主は言われる。

6 主はこう言われる。「ガザの三つの背きの罪のゆえに、四つのゆえに、わたしは彼らを罰するのをやめない。彼らが完全な捕囚として捕らえ移し、エドムに引き渡したからだ。

7 私は火をガザの城壁に送り、その城を焼き尽くす。

8 アシュドドから住む者を、アシュケロンから杖を支える者を断ち切り、エクロンに手を向ける。ペリシテ人の残りの者は滅びる。と主なる神は言われる。

9 主はこう言われる。「ツロの三つの背きの罪のゆえに、四つのゆえに、わたしはそれを取り消さない。彼らが完全な捕囚をエドムに引き渡し、兄弟の契約を心に留めなかったからだ。

10 私は火をツロの城壁に送り、その城々を焼き尽くす。

11 主はこう言われる。「エドムの三つの背きの罪のゆえに、四つのゆえに、わたしはそれを返さない。彼が剣で兄弟を追い、そのあわれみを損ない、その怒りは永遠に引き裂き、その激しい怒りは勝利のまま保ったからだ。

12 私は火をテマンに送り、それはボズラの城を焼き尽くした。

13 主はこう言われる。「アンモンの子らの三つの背きの罪のゆえに、また四つのゆえに、わたしはそれを取り消さない。彼らがギレアデの妊婦たちを切り裂き、自分たちの境界を広げるために。

14 わたしはラバの城壁に火を放ち、その城々を焼き尽くす。それは戦いの日の叫びのうちに、あらしの日の葦の海のうちに起こる。

15 彼らの王は捕囚の民とともに歩み、彼とその長官たちは共に、と主は言われた。

Amos 2

1 主はこう言われる。「モアブの三つの背きの罪のゆえに、四つ目のゆえに、わたしはそれを返さない。彼がエドムの王の骨を漆喰に焼いたからだ。

2 わたしはモアブに火を送り、それはケリオテの城を焼き尽くす。モアブは騒音の中で、叫びと角笛の声の中で死ぬ。

3 わたしはその内側から裁き主を断ち切り、そのすべての長官を彼とともに殺す。主は言われた。

4 主はこう言われる。「ユダの三つの背きの罪のゆえに、また四つのゆえに、わたしはそれを取り消さない。彼らが主の律法を退け、その定めを守らず、彼らの先祖が彼らの後に従って歩んだ彼らの偽りが彼らを迷わせたからだ。

5 私は火をユダに送り、それはエルサレムの城を焼き尽くすであろう。

6 主はこう言われる。「イスラエルの三つの背きの罪のゆえに、また四つのゆえに、わたしは彼らを引き返させない。彼らが銀のために正しい者を売り、貧しい者を靴のために売ったからだ。

7 ちりの上で貧しい者の頭を求めてあえぎ、苦しむ者の道を曲げる者たち。また、人とその父は同じ乙女のところに行き、わたしの聖なる名を汚すために。

8 彼らは質に取った衣服の上に、すべての祭壇のそばで身を横たえ、罰する者たちのぶどう酒を、その神の家で飲んでいる。

9 また、わたしは彼らの前でアモリ人を滅ぼした。その高慢は杉の高慢のようであり、彼は樫の木のように堅かった。しかし、わたしはその果実を上から、その根を下から滅ぼした。

10 わたしはあなたがたをエジプトの地から上らせ、荒野で四十年の間あなたがたを導き、アモリ人の地を所有させようとした。

11 私があなたがたの子らの中から預言者を、あなたがたの若者の中からナジル人を立てた。イスラエルの子らよ、これは主の宣言ではないのか。

12 あなたがたはナジル人にぶどう酒を飲ませ、預言者たちに命じて言った、「預言するな」と。

13 見よ、わたしはあなたがたの下で軛を圧し、束を満たした荷車が軛を圧すようにする。

14 速い者の避難所は失われ、強い者は自分の力を強めることができず、勇士も自分の命を救い出すことはできない。

15 弓を取る者も立つことができず、足の速い者も逃げ延びることができず、馬に乗る者も自分の命を救うことができない。

16 心の勇者たちの中でも最も勇敢な者も、その日には裸で逃げる。主の宣言。

Amos 3

1 主があなたがたに対して語られたこの言葉を聞け、イスラエルの子らよ。わたしがエジプトの地から上らせたすべての家族に対して、こう言われた。

2 地のすべての家族のうちから、わたしはあなたがただけを知っていた。それゆえ、わたしはあなたがたのすべての咎をあなたがたに臨ませる。

3 二人は会う約束をしないで、一緒に歩くだろうか。

4 獅子は獲物がなければ森の中でほえるだろうか。若獅子は何も捕らえていなければ、その巣穴から声を出すだろうか。

5 鳥は地にわながないのに、その上に落ちるだろうか。罠が地から上がって、何も捕らえないことがあるだろうか。

6 町で角笛が吹かれても、民が震えないことがあろうか。町に悪が起こっても、主がなさったのではないか。

7 まことに、主なる神は、その秘密の相談を、そのしもべである預言者たちに明かさない限り、何の言葉も行われない。

8 獅子が吼えたなら、誰が恐れないだろうか。主なる神が語られたなら、誰が預言しないだろうか。

9 アシュドドの城々の上に、またエジプトの地の城々の上に告げ知らせよ。そして言え、「サマリアの山々の上に集まり、その真ん中の多くの騒乱と、その内側の虐げられた者たちを見よ」と。

10 彼らは正しいことを行うことを知らない、と主の宣言がある。彼らは自分の城に暴力と略奪を蓄えている。

11 それゆえ、主なる神はこう言われた。「苦しみが地の周囲に及ぶ。わたしはあなたの力を打ち下ろし、あなたの城は略奪される。

12 主はこう言われた。「羊飼いが獅子の口から二本の脚、あるいは一片の耳を救い出すように、サマリアに住むイスラエルの子らも、寝台の隅とダマスコの寝台から救い出される。

13 聞け、そしてヤコブの家に証言せよ。万軍の神、主なる神の宣言。

14 わたしがイスラエルの背きの罪を彼に罰する日に、わたしはベテルの祭壇を罰する。祭壇の角は切り落とされ、地に落ちる。

15 私は冬の家を夏の家とともに打ち壊し、象牙の家々は滅び、多くの家々は終わる。主の宣言。

Amos 4

1 この言葉を聞け、バシャンの雌牛たちよ、サマリアの山にいる者たちよ、貧しい者を虐げ、乏しい者を踏みにじり、その主に「持って来い、われわれは飲もう」と言う者たちよ。

2 主なる神はその聖なるものにかけて誓われた。「見よ、あなたがたの上に日々が来る。そのとき、わたしはあなたがたを盾で運び上げ、あなたがたの終わりを釣り針の鍋で運ぶ。

3 裂け目を通って、女たちはそれぞれ自分の前を出て行き、あなたがたは宮殿に投げ出される。主の宣言である。

4 ベテルに来て、罪を犯せ。ギルガルに来て、罪を重ねよ。朝ごとにあなたがたのいけにえを、三日ごとにあなたがたの十分の一を携えて来い。

5 パン種を発酵させて感謝の捧げ物を焼き、自由意志の捧げ物を呼びかけ、それを聞かせよ。あなたがたは、イスラエルの子らよ、このようにすることを愛したからだ。――主なる神の宣言。

6 また、わたしもあなたがたに、すべての町で歯の潔白を与え、すべての場所でパンの欠乏を与えた。しかし、あなたがたはわたしに帰らなかった。主の宣言である。

7 また、わたしもあなたがたから雨を三か月の間、収穫の前に差し控えた。そして、一つの町には雨を降らせたが、別の町には降らせなかった。一つの土地には雨が降り、雨が降らない別の土地は干上がった。

8 二つ三つの町が一つの町によろめきながら水を飲みに行ったが、満たされなかった。それでもあなたがたはわたしに帰らなかった。主の宣言である。

9 私は焦げと青白い病気であなたたちを打った。あなたたちの庭とぶどう園といちじくとオリーブをやぶった虫が多く食べた。それでもあなたたちは私のもとに帰らなかった。主の宣言である。

10 わたしはあなたがたの間に、エジプトの道で疫病を送り、あなたがたの若者を剣で殺し、あなたがたの馬の捕虜とともに奪い去った。また、あなたがたの陣営の悪臭をあなたがたの鼻に上らせた。それでもあなたがたはわたしに帰らなかった。主の宣言である。

11 あなたがたのうちで、わたしは神がソドムとゴモラを滅ぼされたように滅ぼし、あなたがたは焼却から引き出された燃えさしのようになった。それでも、あなたがたはわたしに立ち返らなかった。主の宣言である。

12 それゆえ、わたしはあなたにこのようにする、イスラエルよ。このことをあなたにするからには、あなたの神に会う備えをせよ、イスラエルよ。

13 まことに、見よ、山を造り、風を創造し、人にその思いを告げ、夜明けを暗黒に変え、地の高台を踏まれる方、その名は主、軍勢の神である。

Amos 5

1 この言葉を聞け、それは私があなたがたの上に担う哀歌である、イスラエルの家よ。

2 イスラエルの処女は倒れて、再び起き上がることはない。彼女は自分の地に捨てられ、彼女を起こす者はいない。

3 主なる神はこう言われた。「千人を率いて出て行く町は百人だけを残し、百人を率いて出て行く町は十人だけを残す。イスラエルの家のために。

4 主はイスラエルの家にこう言われた。「わたしを求めよ、そうすれば生きよ。

5 ベテルを尋ね求めてはならない。ギルガルに行ってはならない。ベエル・シェバを渡ってはならない。ギルガルは必ず捕らえ移され、ベテルは悪となるからだ。

6 主を求めよ、そうすれば生きるであろう。さもないと、火のようにヨセフの家に臨み、それを焼き尽くし、ベテルの家を消す者はいないであろう。

7 さばきをよもぎに変え、義を地に投げ捨てた者たち。

8 主はプレアデス星団とオリオンを造られた方、死の陰を朝に変え、日を夜に暗くされる方、海の水を呼び寄せ、それを地の面に注がれる方、その名を主と言われる。

9 略奪を強き者に臨ませ、略奪は要塞に臨むであろう。

10 彼らは門で戒める者を憎み、完全なことを語る者を忌み嫌った。

11 それゆえ、あなたがたが貧しい者を踏みにじり、彼から穀物の贈り物を取り立てるので、あなたがたは切り石の家を建てたが、そこに住むことはない。あなたがたは魅力あるぶどう園を植えたが、そのぶどう酒を飲むことはない。

12 あなたがたの背きの罪が多く、あなたがたの罪が重いことを、わたしは知っている。彼らは正しい者を苦しめ、身代金を取り、門で貧しい者たちを曲げた。

13 それゆえ、その時に賢い者は沈黙する。それは悪い時だからである。

14 善を求めよ、悪を求めるな。そうすればあなたがたは生きるであろう。そうすれば、あなたがたが言ったように、主、軍勢の神があなたがたと共におられるであろう。

15 悪を憎み、善を愛し、門でさばきを行え。そうすれば、万軍の神、主がヨセフの残りの者を恵まれるかもしれない。

16 それゆえ、万軍の神である主はこう言われる。「すべての広場で嘆きが起こり、すべての外で人々は『ああ、ああ』と言う。農夫は悲しみのために呼ばれ、嘆きのための者たちは嘆きを知る者たちのもとへ呼ばれる。

17 すべてのぶどう園で嘆きが起こる。わたしがあなたの内側を通り過ぎるからだ、と主は言われた。

18 災いだ、主の日を望む者たちよ。この主の日はあなたがたにとって何なのか。それは暗闇であって、光ではない。

19 人が獅子の前から逃げると熊が彼に襲いかかり、家に入って手を壁に掛けると蛇が彼を噛んだ。

20 主の日は暗闇であって光ではない。それは暗黒であって、その日には輝きがないではないか。

21 私はあなたがたの祭りを憎み、退けられた。あなたがたの厳粛な集会の香りを私は嗅がない。

22 たとえあなたがたが私に全焼のいけにえをささげても、あなたがたの献げ物を私は受け入れない。あなたがたの肥えた家畜の全焼のいけにえを、私は見向きもしない。

23 あなたの歌の群衆をわたしの前から取り除け。あなたの瓶の歌も、わたしは聞かない。

24 さばきが水のように、義が絶え間ない谷川のように流れよ。

25 あなたがたは、荒野で四十年の間、いけにえと献げ物をわたしにささげたことがあったか、イスラエルの家よ。

26 あなたがたは自分の王モレクの幕屋と、自分の像のキウン、あなたがたが自分のために造った星の神を担いだ。

27 あなたたちをダマスコの向こうへ移されると、その名は主、万軍の神と言われる方が言われた。

Amos 6

1 災いだ、シオンで安らかな者たち、サマリアの山に拠り頼む者たちよ。国々の初めの名士たちよ、その者たちのもとにイスラエルの家は来たのだ。

2 カルネに渡って見よ、そこからハマテ・ラバへ行け、そしてペリシテ人のガテに下れ。これらの王国よりも彼らはまさっているのか。彼らの境界はあなたがたの境界よりも広いのか。

3 暴虐の座所を、その日へと近づける者たちよ、あなたがたは暴力を差し出した。

4 象牙の寝台に横たわり、自分の寝台の上で伸びている者たち。羊の群れから牧場のものを食べ、肥えた牛の真ん中から子牛を食べる者たち。

5 竪琴の口に合わせて爪弾く者たち、ダビデのように自分たちのために歌の器を考え出した者たち。

6 鉢でぶどう酒を飲み、最上の油を初めに塗り、ヨセフの破滅について痛まなかった。

7 それゆえ、今、彼らは捕囚の民のかしらとして捕らえ移され、だらしなく遊び興じる者の宴会は過ぎ去る。

8 主なる神はご自身の命にかけて誓われた。万軍の神、主の宣言。わたしはヤコブの誇りを忌み嫌い、その城を憎んだ。わたしは町と、それに満ち満ちているものを引き渡す。

9 もし一つの家に十人の人が残されていても、彼らは死ぬ。

10 彼の愛する者と焼く者が、家から骨を運び出すために彼を担ぎ上げ、家の辺境にいる者に言う、「まだあなたと共にいる者がいるか」と。すると彼は言う、「絶えず」と。そして彼は言う、「黙れ。主の名を唱えてはならないからだ」。

11 見よ、主が命じられると、大きな家は滴りとなり、小さな家は裂け目となる。

12 馬は岩の上を駆けることができようか。牛で海を耕すことができようか。それなのに、あなたがたはさばきを毒に変え、義の果実をよもぎに変えた。

13 ない言葉を、力のない者たちに語る者たちよ、我々は自分の力で角を取ったのではないか。

14 見よ、わたしはあなたがたの上に一つの国を起こす、イスラエルの家よ、と軍勢の神である主の宣言がある。彼らはあなたがたを、ハマテの来る所から荒野の谷川に至るまで、押し潰すであろう。

Amos 7

1 主なる神はこのように私にお見せになった。見よ、王の羊毛の後に後の成長の初めに、バッタの群れを造っておられた。そして見よ、後の成長があった。

2 それが地の草を食べ尽くしたとき、私は言った。「主なる神よ、どうか赦してください。ヤコブは小さい者です。どうして立ち上がることができましょうか。

3 主はこのことについて思い直された。「それは起こらない」と主は言われた。

4 主なる神はこのように私にお見せになった。見よ、主なる神が火をもって裁きを呼びかけられた。その火は大いなる深淵を焼き尽くし、その分け前をも焼き尽くした。

5 主なる神よ、どうかやめてください。ヤコブは小さい者ですから、だれが立ち上がれるでしょうか。

6 主はこのことについて思い直された。「これもまた起こらないであろう」と主なる神は言われた。

7 主はこのように私にお見せになった。見よ、主は下げ振りの城壁の上に立っておられ、その手に下げ振りを持っておられた。

8 主は私に言われた、「アモスよ、あなたは何を見ているのか」。私は言った、「下げ振りです」。すると主は言われた、「見よ、わたしは下げ振りをわたしの民イスラエルの内側に置く。わたしはもはや彼らを赦して通ることはしない」。

9 イサクの高台は荒れ果て、イスラエルの聖所は廃墟となる。わたしは剣をもってヤロブアムの家に立ち向かう。

10 ベテルの祭司アマツヤは、イスラエルの王ヤロブアムに人を遣わして言われた。「アモスがイスラエルの家の内側で、あなたに対して謀反を企てています。地は彼のすべての言葉を耐え忍ぶことができません。

11 アモスはこう言われた、「ヤロブアムは剣で死に、イスラエルは必ずその地から捕え移される」。

12 アマツヤはアモスに言った、「預言者よ、行け、ユダの地へ逃げよ。そこでパンを食べ、そこで預言せよ」。

13 ベテルでは、もう預言をしてはならない。それは王の聖所であり、王国の家であるからだ。

14 アモスは答えてアマツヤに言われた、「私は預言者ではなく、預言者の子でもない。私は牧人であり、いちじく桑を摘む者である」。

15 主は羊の群れの後ろから私を取り、主は私に言われた、「行け、わたしの民イスラエルに預言せよ」。

16 今こそ主の言葉を聞け。あなたはイスラエルに対して預言するな、またイサクの家に対して滴らせるな、と言っている。

17 それゆえ、主はこう言われる。あなたの妻は町の中で姦淫し、あなたの子たちと娘たちは剣で倒れる。あなたの地は綱で測って分けられ、あなた自身は汚れた地で死ぬ。イスラエルはその地から必ず捕らえ移される。

Amos 8

1 主なる神はこのように私に見せられた。見よ、夏の果物の籠があった。

2 あなたは何を見ているのか、アモス。」と彼は言われた。私は言った、「夏の籠です。」すると主は私に言われた、「終わりが私の民イスラエルに臨んだ。私はもはや彼らを赦さない。

3 その日、神殿の歌は嘆きの声となる、と主なる神の宣言がある。死体は多い、すべての場所に投げ捨てられる。静けさよ。

4 このことを聞け、貧しい者を貪り、地の貧しい者を滅ぼそうとする者たちよ。

5 月が過ぎて穀物を売り、安息日が過ぎて穀物を開こうか、エパを小さくし、シェケルを大きくし、欺きのはかりを曲げようか、と言って。

6 銀をもって貧しい者を買い、靴のために乏しい者を買い、穀物のくずをも売ろう。

7 主はヤコブの誇りにかけて誓われた。「わたしは彼らのすべてのわざを、決して勝利のときまで忘れない」と。

8 このことのために、地は震え動かされ、そこに住むすべての者は嘆き悲しまないだろうか。そのすべてはナイル川のように押し寄せ、かき乱され、沈み、エジプトのナイル川のようになる。

9 その日には、と主なる神の宣言がある、わたしは真昼に太陽を沈ませ、光の日に地を暗くする。

10 あなたがたの祭りを悲しみに変え、あなたがたのすべての歌を哀歌に変え、すべての腰に荒布を着け、すべての頭に禿げを生じさせる。わたしはそれを、ひとり子のための悲しみのようにし、その終わりを苦い日のようにする。

11 見よ、日々が来る、と主なる神の宣言がある。わたしは地に飢饉を送る。それはパンへの飢饉ではなく、水への渇きでもなく、主の言葉を聞くことへの飢饉である。

12 彼らは海から海へ、北から東へとさまよい歩き、主の言葉を求めて捜し回るが、見つけることはできない。

13 その日には、美しい処女たちと若者たちが渇きによって気を失う。

14 サマリアの罪過にかけて誓う者たち、そして「ダンの神は生きておられる」と言い、「ベエル・シェバの道は生きている」と言う者たちは、倒れて、再び立ち上がることはない。

Amos 9

1 私は主が祭壇の上に立っておられるのを見た。主は言われた、「飾り球を打て、そうすれば鉢が震え、それらのすべての頭を砕け。そして彼らの終わりを剣で私は殺す。彼らのために逃げる者は逃げられず、彼らのために逃亡者は免れない」。

2 たとえ彼らがよみに掘り下げても、そこから私の手が彼らを取る。たとえ彼らが天に上っても、そこから私は彼らを降ろす。

3 たとえ彼らがカルメルの頭に隠れても、そこからわたしは捜し出して捕らえる。たとえ彼らがわたしの目の前から海の床に隠れても、そこに蛇に命じて噛ませる。

4 たとえ彼らが敵の前で捕虜となって行っても、そこからわたしは剣に命じて彼らを殺させる。わたしは彼らに目を向けて、悪をもたらし、良くはしない。

5 主なる神、万軍の主は地に触れられ、地は溶け、そこに住むすべての者は嘆き悲しむ。そして、そのすべてはナイル川のように上がり、エジプトのナイル川のように沈む。

6 天にその階段を建て、その束を地の上に据えられた方、海の水を呼び寄せて地の面に注がれる方、その名は主である。

7 あなたがたイスラエルの子らは、わたしにとってクシュ人の子らと同じではないか、と主は宣言される。わたしはイスラエルをエジプトの地から、ペリシテ人をカフトルから、アラムをキルから上らせたのではないか。

8 見よ、主なる神の目は罪深い王国の上にある。わたしはそれを地の面から滅ぼし尽くす。しかし、絶えず、わたしはヤコブの家を滅ぼし尽くすことはない、と主は宣言される。

9 見よ、わたしは命じる。わたしはすべての国々の中でイスラエルの家を揺り動かす。それは、ふるいで揺り動かされるように、地の袋が落ちないように。

10 剣によって死ぬ、すべての我が民の罪人たちは。彼らは言う、「悪は我々に近づかず、また臨まない」と。

11 その日に、わたしは倒れたダビデの小屋を起こし、その裂け目をふさぎ、その廃墟を起こして、それを永遠の日々のように建て直す。

12 残りの者であるエドムと、わたしの名がその上に呼ばれているすべての国々を彼らが所有するために。これは主の宣言である。主がこのことをなさる。

13 見よ、日々が来る、と主は宣言される。耕す者が刈り取る者に追いつき、ぶどうを踏む者が種を蒔く者に追いつく。山々は新しいぶどう酒を滴らせ、すべての丘は溶けるであろう。

14 私は捕囚を返そう、わたしの民イスラエルの捕囚を。彼らは荒れ果てた町を建てて住み、ぶどう園を植えてそのぶどう酒を飲み、庭を造ってその果実を食べる。

15 彼らをその地に植え、彼らは再び、わたしが彼らに与えたその地から抜き去られることはない、とあなたの神、主は言われる。


Obadiah

Obadiah 1

1 オバデヤの幻。主なる神がエドムについてこう言われた。「われわれは主から報道を聞いた。苦痛が国々に送られた。『立って、われわれは彼女に対して戦いのために立ち上がろう』と。

2 見よ、わたしはあなたを国々の中で小さくした。あなたは非常に卑しめられている。

3 あなたの心の高慢があなたを欺いた。岩の裂け目に住み、その座所を高い所に置く者よ、自分の心に言う、「誰が私を地に引き下ろすだろうか」と。

4 たとえあなたが鷲のように高く舞い上がり、星々の間にあなたの巣を置いても、そこからわたしはあなたを引き下ろす。主の宣言である。

5 盗人があなたのところに来たなら、夜の略奪者が来たなら、あなたはどうして絶たれたのか。彼らは自分の十分なだけを盗むのではないか。ぶどうを摘む者があなたのところに来たなら、彼らはぶどうの取り残しを残すのではないか。

6 エサウはどうして探り出され、その隠し物は暴かれたのか。

7 あなたの契約のすべての人はあなたを境界まで送り出し、あなたを欺き、あなたの平和の人はあなたに勝ち得た。彼らはあなたのパンをあなたの下に傷として置く。そこには悟りがない。

8 その日、主の宣言により、わたしはエドムから知恵ある者たちを、エサウの山から悟りを断ち滅ぼすのではないか。

9 あなたの勇士たちはテマンにおいておののき、エサウの山から虐殺によって一人の人も断ち絶えられるためである。

10 あなたの兄弟ヤコブへの暴力のゆえに、恥があなたを覆い、あなたは永遠に断ち切られる。

11 あなたが向かい側に立った日、異邦の者たちが彼の力を奪い去った日、外国の人々が彼の門に入り、エルサレムのためにくじを投げた時、あなたも彼らの一人のようであった。

12 あなたはあなたの兄弟の日、その異邦の日を見るな。ユダの子らが滅びる日に喜ぶな。苦難の日に、あなたの口を大きくするな。

13 彼らの災いの日に彼らの民の門に入るな。彼の災いの日に彼の悪を見るな。彼の災いの日に彼の力に手を伸ばすな。

14 また、その略奪の場所に立って、彼の逃亡者を断ち切ってはならない。また、彼の残りの者を、その苦難の日に引き渡してはならない。

15 主の日がすべての国々に近づいているからだ。あなたが行ったように、あなたにも行われる。あなたの報いはあなたの頭に返る。

16 あなたがたがわたしの聖なる山で飲んだように、すべての国々も常に飲む。彼らは飲み、飲み干し、あたかも存在しなかったかのようになる。

17 シオンの山には逃れの者がいるようになり、それは聖なるものとなる。ヤコブの家は自分たちの所有を所有するであろう。

18 ヤコブの家は火となり、ヨセフの家は炎となり、エサウの家は藁となる。彼らは彼らに燃え付き、彼らを焼き尽くす。エサウの家には残りの者がいなくなる。なぜなら、主が語られたからである。

19 ネゲブはエサウの山を、低地はペリシテ人を、そして彼らはエフライムの野とサマリアの野を、ベニヤミンはギレアデを所有するであろう。

20 この城壁の捕囚、すなわちイスラエルの子らの捕囚はカナン人とともにツァレファテにまで及び、エルサレムの捕囚、すなわちセファラデにいる者たちはネゲブの町々を所有するであろう。

21 救う者たちがシオンの山に上って、エサウの山を裁くであろう。そして、主に王権が属するであろう。


Jonah

Jonah 1

1 主の言葉がアミッタイの子ヨナに臨んで言われた。

2 立ち上がって、大いなる町ニネベに行き、その町に向かって叫べ。彼らの悪がわたしの前に上って来たからだ。

3 ヨナは主の顔を避けてタルシシュへ逃げようと立ち上がり、ヤッファに下って行き、タルシシュ行きの船を見つけ、その賃金を払い、彼らと共にタルシシュへ行くために船に乗り込んだ。それは主の顔を避けてのことだった。

4 主は大きな風を海に向けて送られた。すると海に大きなあらしが起こり、船は砕けそうになった。

5 水夫たちは恐れ、それぞれ自分の神に向かって叫び、船にある器を海に投げ捨てて、自分たちの上から軽くしようとした。しかしヨナは船の辺境に降り、横になって深く眠り込んだ。

6 船長が彼に近づいて言われた、「あなたはどうして眠っているのか。起きて、あなたの神に呼び求めよ。そうすれば、神が私たちを顧みて、私たちは滅びないかもしれない」。

7 互いに互いに向かって言われた、「さあ、くじを引いて、この悪がだれのせいで私たちに臨んだのか知ろう」と。そして彼らはくじを引いた。すると、くじはヨナに当たった。

8 彼らは彼に言われた、「私たちに告げてください。この悪が私たちに及んだのは、だれのためなのか。あなたの仕事は何か。あなたはどこから来たのか。あなたの地は何か。あなたはどの民の者なのか。

9 彼らに言われた、「私はヘブル人です。そして、天の神である主を私は恐れています。主は海とかわいた地を造られた方です。

10 人々は非常に大きな恐れを抱き、彼に言われた、「あなたは何ということをしたのか」。人々は、彼が主の前から逃げていることを知っていた。なぜなら、彼が彼らに告げたからである。

11 彼らは彼に言った、「あなたに何をすれば、海が私たちの上で静まるのでしょうか」。それは海が荒れ続けていたからである。

12 彼は彼らに言われた、「私をかついで海に投げ込め。そうすれば海はあなたがたの上で静まるだろう。なぜなら、この大きなあらしがあなたがたの上に来たのは、私のせいだと私は知っているからだ」。

13 人々はかわいた地に戻そうと漕いだが、できなかった。海が彼らに向かって荒れ狂い続けたからである。

14 彼らは主に呼びかけ、言われた、「ああ、主よ、どうかこの人の命によって私たちを滅ぼさないでください。また、無実の血を私たちに負わせないでください。あなたは主であり、あなたが望まれたことをなさったのですから。

15 彼らはヨナを担ぎ上げ、海に投げ込んだ。すると海はその荒れ狂うのをやめた。

16 人々は主に対して大きな恐れを抱き、主にいけにえを献げ、誓いを立てた。

17 主はヨナを呑み込むために大きな魚を備えられた。そしてヨナは三日三夜、魚の腹の中にいた。

Jonah 2

1 ヨナはその魚の腹から自分の神、主に祈った。

2 苦難の中から私が主に呼び求めると、主は私に答えられた。よみの腹から私が叫ぶと、あなたは私の声を聞かれた。

3 あなたは私を海の心の深みに投げ込まれた。川は私を取り巻いた。あなたのすべての大波と波は私の上を越えて行った。

4 そして私は言った、「私はあなたの目の前から追い出された。しかし、私は再びあなたの聖なる神殿を仰ぎ見るであろう」。

5 水は私の命にまで及んだ。深淵は私を取り巻き、葦は私の頭に巻き付いた。

6 山々の切り口まで私は降りた。地はそのかんぬきをもって、永遠に私の上に閉ざされた。しかし、あなたは私の命を穴から引き上げられた。わが神、主よ。

7 私の命が私の上で衰えるとき、私は主を思い出した。私の祈りはあなたに届いた、あなたの聖なる神殿へ。

8 虚しさを守る者たちは、その慈愛を虚偽に捨てる。

9 私は感謝の捧げ物の声をもって、あなたにいけにえを献げます。私が誓ったことを果たします。救いは主のものです。

10 主は魚に言われた。すると魚はヨナをかわいた地に吐き出した。

Jonah 3

1 主の言葉が再びヨナに臨んだ。

2 立ち上がり、ニネベの大きな町へ行き、わたしがあなたに語る宣教を、その町に呼びかけよ。

3 ヨナは立ち上がり、主の言葉のとおりにニネベへ行った。ニネベは神にとって大きな町であり、その旅路は三日の日数であった。

4 ヨナは町に入り始めた。その旅路は一日のことであった。彼は叫んで言った。「あと四十日で、ニネベは滅ぼされる。

5 ニネベの人々は神を信じ、断食を呼びかけ、彼らの大いなる者から小さな者に至るまで荒布を着た。

6 その言葉はニネベの王に届いた。彼は王座から立ち上がり、自分の外套を脱ぎ、荒布をまとい、灰の上に座った。

7 彼は叫び、ニネベで言われた。「王とその大臣たちの味わいによって、人も獣も、牛も羊の群れも、何も味わってはならない。彼らは食べてはならず、水も飲んではならない。

8 人々は荒布をまとい、人も獣も荒布を着て、力の限り神に叫び求め、それぞれが自分の悪い道と、その手のひらにある暴力から立ち返らなければならない。

9 だれが知ろう、神が立ち返って思い直され、その激しい怒りからお返しになり、私たちが滅びないことを。

10 神は彼らのわざを見られた。彼らがその悪い道から立ち返ったからである。そして神は、彼らにしようと言われた悪について悔やまれ、なされなかった。

Jonah 4

1 ヨナにとってそれは非常に大きな悪であり、彼は怒った。

2 彼は主に祈って言われた。「ああ、主よ。これは私がまだ自分の地にいたときに言った言葉ではありませんか。それゆえ、私は先にタルシシュへ逃げようとしたのです。あなたが恵み深く、あわれみ深い神であり、怒りに遅く、慈愛に富み、悪について悔いられる方であることを、私は知っていたからです。

3 主よ、どうか今、私の命を私から取ってください。私の死が私の命よりも良いからです。

4 主は言われた、「あなたが怒るのは、はたして良いことなのか」。

5 ヨナは町から出て、町の東に座した。彼は自分のためにそこに小屋を造り、その陰りの中に座して、町に何が起こるかを見届けようとした。

6 主なる神はひょうたんを備えられ、それがヨナの上に上がって、その頭の上に陰りとなり、彼の悪から救うようにされた。そしてヨナはそのひょうたんについて大いなる喜びを喜んだ。

7 神は翌日の夜明けに緋色の虫を備えられた。それはひょうたんを打ったので、ひょうたんは枯れた。

8 太陽が昇るころ、神は焼けつくような東風を送られた。太陽がヨナの頭に照りつけ、彼は気を失った。彼は自分の生き物に死を求めて言った、「私の死は私の生き物よりも良い」。

9 神はヨナに言われた、「このひょうたんのことで、あなたが怒るのは、はたして良いことか」。すると彼は言った、「私が怒るのは、死に至るまで、はたして良いことです」。

10 主は言われた、「あなたは、自分が労せず、育てもしなかったひょうたんを惜しんだ。それは一晩の子として生じ、一晩の子として滅びた。

11 わたしは、あの大きな町ニネベを惜しまないであろうか。そこには、右と左をわきまえない十二万以上の人がおり、また多くの獣もいるではないか。


Micah

Micah 1

1 主の言葉がモラシュテ人ミカに臨んだ。それはユダの王ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの時代に、彼がサマリアとエルサレムについて見た幻である。

2 すべての民よ、聞け。地とその満ち満ちているものよ、耳を傾けよ。主なる神があなたがたの間で証人となられる。主はその聖なる神殿から。

3 見よ、主はその場所から出て来られ、降りて地の高台を踏まれる。

4 山々はその御前で溶け去り、谷々は裂け開く。火の前の蝋のように、下り坂に流れ落ちる水のように。

5 ヤコブの背きの罪のゆえに、このすべてが起こった。イスラエルの家の罪のゆえに。ヤコブの背きの罪とは何か。それはサマリアではないか。ユダの高台とは何か。それはエルサレムではないか。

6 サマリアを野の塚、ぶどう園の植え付けとし、その石を谷に投げ落とし、その基礎を裸にしよう。

7 そのすべての彫像は打ち砕かれ、そのすべての遊女の報酬は火で焼かれ、そのすべての偶像を私は荒廃とする。なぜなら、彼女は遊女の報酬から集めたのであり、それらは遊女の報酬に戻るからである。

8 このゆえに、私は嘆き悲しみ、泣き叫ぶ。私は裸足で裸のまま歩く。私はジャッカルのように嘆き、フクロウの娘たちのように悲しみを抱く。

9 その傷は重いからだ。それはユダにまで及んだ。それは私の民の門にまで、エルサレムにまで達した。

10 ガテで告げるな、泣くことなく泣くな。ベテ・アフラの家で、ちりの中にまみれよ。

11 シャピルに住む者よ、裸で恥をさらして進め。ツァアナンに住む者は出て行かなかった。ベテエゼルの嘆き悲しみは、あなたがたからその立つことを取り去る。

12 マロテの住民は良いものを待ちわびて病んだ。それは主から悪がエルサレムの門に下ったからだ。

13 戦車を駱駝につなげ、ラキシュに住む者よ。それはシオンの娘にとって罪の初めである。なぜなら、あなたの中にイスラエルの背きの罪が見いだされたからだ。

14 それゆえ、あなたはモレシェテ・ガテに贈り物を送る。アクジブの家々はイスラエルの王たちにとって偽りとなる。

15 まだ、父の嗣業の者があなたに来る、マレシャに住む者よ。アドラムまでイスラエルの栄光は来る。

16 髪を剃り、刈り尽くせ、あなたの楽しみの子らのために。あなたの禿げを鷲のように広げよ。彼らがあなたから捕らえ移されたからだ。

Micah 2

1 災いだ、悪を謀り、その寝床の上で悪を行う者たちに。朝の光の中で、彼らはそれを成し遂げる。なぜなら、彼らの手に神の力があるからだ。

2 彼らは野を欲しがって奪い取り、家々をも取って行った。彼らは男とその家、人とその相続地を搾取した。

3 それゆえ、主はこう言われる。「見よ、わたしはこの家族に対して悪を計っている。それは、あなたがたの首をそこから動かすことができず、高ぶって歩くこともできないものだ。それは悪の時だからだ。

4 その日、彼らはあなたがたについてことわざを唱え、嘆きの嘆きをもって嘆くであろう。「われわれは完全に略奪された。我が民の分け前は取り替えられた。どうしてそれが私から取り去られたのか。われわれの野を、彼は分割して、引き返させる者に与えたのだ。

5 それゆえ、あなたには主の集会において、くじで綱を投げる者がいなくなる。

6 彼らは語るな、語るなと言う。これらの者に語るな。恥辱は退かない。

7 ヤコブの家よ、これは言われるべきことか。主の霊は短いのか。これらがその行いなのか。わたしの言葉は、まっすぐに歩む者に良くないのか。

8 また、昨日、わたしの民は敵として立ち上がる。あなたがたは、安全に通り過ぎる者たちから、見事な衣を衣服の上からはぎ取る。戦いから帰る者たちからも。

9 あなたがたは、わたしの民の女たちを、その楽しみの家から追い出し、その幼子たちから、わたしの威厳を永遠に奪い取った。

10 立ち上がって、行け。これは憩いではない。汚れのために、それは滅びをもたらし、その綱は激しい苦しみの綱だ。

11 もし人が霊と偽りをもって歩み、偽って、あなたにぶどう酒と強い酒について預言するなら、その人はこの民にとって預言者となるであろう。

12 必ず集めよう、ヤコブよ、あなたのすべてを。必ず集めよう、イスラエルの残りの者を。わたしは彼らを一つに置く、ボズラの羊の群れのように、羊の囲いの真ん中の群れのように。彼らは人によって騒がされる。

13 破る者が彼らの前に上り、彼らは破って門を通り過ぎ、そこから出て行った。彼らの王が彼らの前を通り過ぎ、主が彼らの頭である。

Micah 3

1 私は言った、「聞け、どうか、ヤコブの頭たちよ、イスラエルの家の指揮官たちよ。あなたがたにとって、さばきを知ることはないのか。

2 善を憎み、悪を愛する者たち、彼らの皮を彼らからはぎ、彼らの肉をその骨からはぎ取る者たち。

3 彼らはわたしの民の肉を食べ、彼らの皮をはぎ、その骨を砕き、鍋の中のように、煮鍋の真ん中の肉のように切り分けた。

4 その時、彼らは主に叫ぶが、主は彼らに答えられない。その時、彼らの行いが悪かったので、主は彼らに顔を隠される。

5 主はこう言われる、わたしの民を惑わす預言者たちについて。彼らは自分の歯で噛み、平和を叫ぶが、彼らの口に何も与えない者には、彼に対して戦いを聖別する。

6 それゆえ、あなたがたには幻がなくて夜となり、占いがなくて暗やみとなる。太陽は預言者たちの上に沈み、彼らの上で日は暗くなる。

7 見る者たちは恥じ、占い師たちは辱められ、彼らはみな自分のひげを覆う。神からの答えがないからだ。

8 しかし、私は主の霊により、力とさばきと勇気に満たされている。ヤコブにその背きの罪を、イスラエルにその罪を告げ知らせるために。

9 このことを聞け、ヤコブの家の頭たち、イスラエルの家の指揮官たちよ。彼らはさばきを忌み嫌い、すべてのまっすぐなものを曲げる者たちだ。

10 血をもってシオンを築き、不義をもってエルサレムを建てる。

11 その頭たちは賄賂で裁き、その祭司たちは代価で教え、その預言者たちは銀で占う。そして彼らは主に拠り頼んで言う、「主は我々の内側におられるではないか。悪が我々に臨むことはない」と。

12 それゆえ、あなたがたのために、シオンは野として耕され、エルサレムは塚となり、家の山は森の高台となる。

Micah 4

1 終わりの日に、主の家の山は山々の頭に堅く立てられ、丘の上に高く上げられる。諸国の民がそこへ流れて行く。

2 多くの国々が行き、言った、「さあ、我々は主の山へ、ヤコブの神の家へ上ろう。主はその道を我々に教えられ、我々はその道筋を歩もう。なぜなら、律法はシオンから出、主の言葉はエルサレムから出るからだ」。

3 彼は多くの民の間を裁き、遠くまで及ぶ強い国々を戒められる。彼らはその剣を鋤先に、その槍を剪定鎌に打ち直す。国は国に向かって剣を上げず、もはや戦いを学ばない。

4 人は自分のぶどうの木の下と、自分のいちじくの下に座り、恐れさせる者はいない。なぜなら、万軍の主の口が語られたからである。

5 すべての民は、それぞれ自分の神の名によって歩む。しかし、私たちは、私たちの神、主の名によって、永遠に、とこしえまでも歩む。

6 その日、主の宣言。わたしは足の不自由な者を集め、追いやられた者を集め寄せ、わたしが苦しめた者をも集める。

7 私は、足の不自由な者を残りの者とし、遠くに追いやられた者を強い国とする。主は彼らの上に、シオンの山で、今より永遠に至るまで王として統治される。

8 あなた、群れの塔よ、シオンの娘の丘よ、あなたのところに来る。かつての支配が来る、エルサレムの娘への王国が。

9 なぜ今、あなたは叫び声をあげるのか。あなたの中に王がいないのか。あなたの助言者が滅びたのか。それで、産婦のように苦痛があなたを捕らえたのか。

10 苦しみもがけ、娘シオンよ、産婦のように。今やあなたは町を出て野に住み、バビロンにまで至る。そこで救われ、そこで主があなたを敵の手のひらから贖われる。

11 今や多くの国々があなたに向かって集まり、「シオンは汚される。我々の目はそれを目の当たりにする」と言っている。

12 彼らは主の企てを知らず、その助言を悟らなかった。主が彼らを打ち場の束のように集められたからである。

13 起きて、踏みなさい、シオンの娘よ。あなたの角を鉄にし、あなたの蹄を青銅にする。多くの民を打ち砕き、彼らの利得を主に、彼らの力を全地の主にささげよ。

Micah 5

1 今や、軍団の娘よ、あなたは自らを切り裂く。彼らは我々の上に攻城を設けた。彼らは杖でイスラエルのさばき手の頬を打つ。

2 あなた、ベツレヘム・エフラタよ、あなたはユダの千のうちで最も小さい者となるが、あなたから私のためにイスラエルを治める者が出る。その汲み出し所は東から、永遠の日々からである。

3 それゆえ、主は彼らを、産む者が産む時まで引き渡される。その兄弟たちの残りは、イスラエルの子らのもとへ帰る。

4 彼は立ち、主の力によって、その神である主の名の誇りによって羊を飼う。彼らは安らかに住む。今や彼は地の絶えず果てるところまで大いなる者となるからだ。

5 この者が平和となる。アッシュルがわれわれの地に来るとき、またわれわれの城を踏みつけるとき、われわれは彼に対して七人の牧者と八人の人の酒注ぎの捧げ物を立てる。

6 彼らは剣でアッシュルの地を、その入口でニムロデの地を牧し、アッシュルから救い出す。彼が我々の地に来るとき、我々の境界を踏むとき。

7 ヤコブの残りの者は、多くの民の内側で、主からの露のように、草の上に降る大雨のようになる。それは人を待たず、人の子らを望まない。

8 ヤコブの残りの者は国々の中にあり、多くの民の内側で、森の獣の中の獅子のように、羊の群れの中の若獅子のようにあり、もし通り過ぎて踏みつけ、引き裂くならば、救い出す者はいない。

9 あなたの手はあなたの苦しみの上に高く上げられ、あなたのすべての敵は断ち滅ぼされる。

10 その日には、主の宣言がある。わたしはあなたの馬をあなたの内側から断ち切り、あなたの戦車を滅ぼす。

11 わたしはあなたの地の町々を断ち切り、あなたのすべての要塞を打ち壊す。

12 わたしはあなたの手から魔術を断ち切り、占い師たちはあなたにいなくなる。

13 あなたの彫像と石柱をあなたの内側から断ち切る。あなたはもはや自分の手のわざにひれ伏すことはない。

14 わたしはあなたのアシェラをあなたの内側から抜き去り、あなたの町々を滅ぼし尽くす。

15 私は怒りと憤りをもって、聞き従わなかった国々に復讐をされる。

Micah 6

1 主が言われることを聞け。立ち上がって、山々と論じよ。丘たちもあなたの声を聞くがよい。

2 山々よ、主の争いを聞け。地の永遠の土台よ。主はその民と争い、イスラエルと論じられるからだ。

3 民よ、わたしがあなたに何をしたのか、何でわたしはあなたを疲れさせたのか。わたしに答えよ。

4 わたしはあなたをエジプトの地から上らせ、しもべの家からあなたを贖い出した。そしてあなたの前にモーセとアロンとミリアムを遣わした。

5 我が民よ、どうか思い出せ。モアブの王バラクが何を企てたか、ベオルの子バラムが彼に何と答えたかを。シッティムからギルガルまで、主の義を知るために。

6 何をもって主の前に出で、いと高き神にひれ伏すべきか。全焼のいけにえ、一歳の子牛をもって、その御前に出るべきか。

7 主は数千の雄羊、万の油の谷川を喜ばれるだろうか。私の背きの罪のために私の長子を、私の命の罪のために私の腹の果実を捧げるべきだろうか。

8 人はあなたに何が良いかを告げた。主があなたに求めておられるのは、たださばきを行い、慈愛を愛し、あなたの神と共に慎み深く歩むことだけである。

9 主の声が町に呼びかけられる。知恵はあなたの名を見る。杖と、それを定めた者よ、聞け。

10 なお、悪者の家に悪の宝物庫があり、呪われたやせ衰えのエパがあるではないか。

11 私は悪のはかりを用い、欺きの石を袋に入れることを、どうして許されようか。

12 その富める者たちは暴力で満ち、その住民たちは偽りを語り、その舌はその口に欺きがある。

13 わたしもまた、あなたを打って病にし、あなたの罪のゆえに荒れ果てさせた。

14 あなたは食べても満たされず、あなたの内側には投げ落とすことがあり、あなたは逃がしても救い出せず、あなたが救い出すものは、わたしは剣に渡す。

15 あなたは種を蒔いても刈り取れず、オリーブを踏んでも油を塗れず、新しいぶどう酒を造ってもぶどう酒を飲めない。

16 オムリの定めを守り、アハブの家のすべてのわざを行い、彼らの議会に従って歩んだ。それゆえ、わたしはあなたを驚きとし、その住民を噂の的とする。あなたがたはわたしの民の恥辱を負うことになる。

Micah 7

1 ああ、わたしは災いだ。夏の収穫を集めた後のように、ぶどうの収穫の後の取り残しのようになったからだ。食べるべきぶどうの房はなく、わたしの命は初物を望んだ。

2 地から敬虔な者は絶え、人の中に正しい者はいない。すべての者は血を待ち伏せし、人は自分の兄弟を呪いの物として狩る。

3 悪を行うために手のひらを伸ばす者たち、長官は報いを求め、裁判官は賄賂を求める。大いなる者は自分の命の災いを語り、彼らはそれをねじ曲げる。

4 彼らの最善の者もいばらのようであり、正しい者も生け垣よりも悪い。あなたの見張りの日、あなたの監督が来る。今や彼らの当惑が起こる。

5 友を信じるな。親しい者に頼るな。あなたの懐に眠る者からも、あなたの口の入口を守れ。

6 子は父を辱め、娘は母に立ち向かい、花嫁は義母に立ち向かう。人の敵はその家の人々である。

7 しかし私は、主に目を注ぎ、私の救いの神を待ち望む。私の神は私の声を聞かれる。

8 我が敵よ、私に対して喜ぶな。私は倒れたが、立ち上がる。私は暗闇に座していようとも、主は私の光である。

9 主の激怒を私は担おう。私が主に対して罪を犯したからだ。主が私の争いを裁き、私のさばきを行われるまで。主は私を光へ導き出し、私は主の義を見る。

10 我が敵はこれを見て、恥に覆われる。彼女は私に「あなたの神、主はどこにいるのか」と言った者だ。私の目は彼女を見る。今や彼女は、外の泥のように踏みにじられる。

11 あなたの垣根を築く日、その日には定めが遠くへ退く。

12 その日、彼らはあなたのもとに来る。アッシュルから攻城の町々まで、そして要塞から川まで、海から海へ、山から山へ。

13 地はその住民のゆえに荒廃となる。彼らの行いの果実のゆえに。

14 あなたの民をあなたの杖で牧してください。あなたの相続地の羊の群れを、カルメルの真ん中の森に孤独に住む者を。彼らがバシャンとギレアデで、永遠の日のように草を食べますように。

15 あなたがエジプトの地を出た日々のように、わたしは彼らに驚くべき業を見せよう。

16 国々は見て、そのすべての力に恥じ入るであろう。彼らは手を口に当て、その耳は鈍くなるであろう。

17 彼らは蛇のようにちりをなめ、地を這うもののようにその縁から震え出る。彼らはわれわれの神、主を恐れ、あなたの前でおののく。

18 あなたのような神が、だれかおられるでしょうか。あなたはご自分の相続地の残りの者の咎を赦し、背きの罪を見過ごされる方です。あなたは怒りを永遠に保たれず、慈愛を喜ばれるからです。

19 主は再び私たちをあわれまれ、私たちの咎を踏みつけられ、彼らのすべての罪を海の深みに投げ込まれる。

20 ヤコブに真実を、アブラハムに慈愛を与えられた。あなたがわれわれの父たちに、東の日々から誓われたように。


Nahum

Nahum 1

1 ニネベについての重荷。エルコシ人ナホムの幻の書物。

2 主はねたみ深い神であり、復讐される方。主は復讐し、怒りの主人である。主はご自分の苦しみに復讐し、ご自分の敵に対して恨みを抱かれる。

3 主は怒りに遅く、力に大いなる方。しかし、決して罰せずにはおかれない。主の道は葦の海とあらしの中にあり、雲はその足のちりである。

4 海を叱られて、それを干上がらせ、すべての川を枯らされた。バシャンとカルメルは衰え、レバノンの花は萎れた。

5 山々は主のゆえに震え、丘は溶け去った。地はその御顔の前に持ち上げられ、世界とそこに住むすべての者もまた。

6 主の憤りの前に誰が立ち得ようか。誰がその顔の激しい怒りの中に立ち上がれようか。その怒りは火のように注がれ、岩はそのために砕かれた。

7 主は苦難の日に要害であり、主に身を避ける者を知っておられる。

8 洪水のあふれの中で、主はその場所に終わりをもたらされる。そして、その敵たちを暗闇が追い散らす。

9 何を主に対して謀るのか。主は終わりを成される。苦難は二度と起こらない。

10 彼らは茨の鍋にからみつき、その酒に酔いしれているうちに、乾いた藁の満ちたように、完全に焼き尽くされた。

11 あなたから出た者、主に対して悪を謀る者、ベリアルを計る者。

12 主はこう言われた。「たとえ彼らが完全で、しかも多く、またかくのごとく刈り取られて過ぎ去っても、わたしはあなたを苦しめたが、もうあなたを苦しめることはない。

13 今や、わたしは彼の軛をあなたの上から砕き、あなたの束縛を断ち切る。

14 主はあなたについて命じられた。あなたの名はもはや蒔かれない。あなたの神の家から、わたしは彫像と鋳像を断ち滅ぼし、あなたの墓を設ける。あなたが軽んじられたからだ。

15 見よ、山々の上に、良い知らせを伝える者の足が、平和を告げ知らせている。ユダよ、あなたの祭りを祝い、あなたの誓いを果たせ。なぜなら、ベリアルが再びあなたの中を通り過ぎることはなく、すべては断ち切られたからだ。

Nahum 2

1 散らす者があなたの前に上って来た。要塞を守れ。道を見張れ。腰を強くせよ。力を大いに強めよ。

2 主がヤコブの誇りを元に戻された、イスラエルの誇りのように。なぜなら、荒らす者たちが彼らを荒らし、彼らの枝を損なったからである。

3 勇士たちの盾は赤く染められ、力ある人々は緋色の衣をまとい、戦車は火の松明のごとく、その備えの日に燃え立つ。もみの木は激しく揺れ動く。

4 外では戦車が狂い回り、広場で激しく揺れ動く。その外観はたいまつのようであり、稲妻のように走り回る。

5 主はその勇士たちを思い起こされ、彼らはその歩みにおいてつまずき、彼らはその城壁へと急ぎ、覆いは備えられた。

6 川の門は開かれた。神殿は溶け崩れた。

7 彼女は捕囚として連れ出され、引き上げられた。彼女の女奴隷たちは鳩の声のように嘆きながら、自分の心を打ちたたく。

8 ニネベはその日々の初めから水の池のようであった。彼らは逃げている。「立て、立て」と叫ぶが、振り返る者はいない。

9 銀を奪え、金を奪え。その整えには果てがなく、すべての慕わしい器の栄光がある。

10 空虚と荒廃と廃虚、心は溶け、膝は打ち合わせ、すべての腰に苦痛があり、彼らのすべての顔は黒さを集めた。

11 獅子の住まいはどこにあるのか。若獅子のための牧場はどこにあるのか。獅子が歩き、獅子の子がそこにいたが、脅かす者はいなかった。

12 獅子は自分の子のために十分に裂き、自分の獅子のために絞め殺し、自分の洞穴を獲物で満たし、自分の巣穴を裂け肉で満たした。

13 見よ、わたしはあなたに向かっている。万軍の主の宣言である。わたしはその戦車を煙の中に焼き尽くし、あなたの若獅子は剣に食われる。わたしはあなたの獲物を地から断ち切り、あなたの使者の声はもはや聞かれない。

Nahum 3

1 わざわいだ、血の町よ。そのすべてはやせ衰えと略奪に満ちている。獲物は決して去らない。

2 鞭の声と、車輪の地震の声、駆ける馬と、跳ねる戦車の声。

3 騎兵が駆け上がり、剣の炎、槍の稲妻、死体の多数、死体の重さ、そして体に果てがなく、彼らは自分の体につまずく。

4 多数の淫行による、恵みに優れた淫婦、魔術の妻、その淫行によって国々を売り、その魔術によって家族を売った者のゆえに。

5 見よ、わたしはあなたの敵となる、と軍勢の主は宣言される。わたしはあなたの裾をあなたの面の上にまくり上げ、諸国の民にあなたの裸を見せ、諸王国にあなたの恥辱を見せる。

6 わたしは忌み嫌うべきものをあなたの上に投げかけ、あなたを辱め、あなたを見せ物とする。

7 すべてあなたを見る者はあなたから逃げ去り、『ニネベは荒らされた。誰が彼女のために悼むだろうか。どこからわたしはあなたのために慰め手を求めることができようか』と言う。

8 あなたは、ナイル川の水に囲まれ、海がその城壁となり、海がその周囲の水であるノ・アモンよりも優れているだろうか。

9 クシュは力であり、エジプト、そしてその果てはない。プトとリビア人はあなたの助けとなった。

10 彼女もまた捕囚として捕虜の身で行った。彼女の幼子たちも、すべての外の頭で打ち砕かれた。彼女の尊い者たちの上に、くじを投げた。そして、彼女のすべての大いなる者たちは、鎖で縛られた。

11 あなたも酔い、隠されるであろう。あなたも敵から要害を求めるであろう。

12 あなたのすべての要塞は、いちじくの初物のようだ。それらが揺り動かされれば、食べる者の口に落ちる。

13 見よ、あなたの民はあなたの内側で女たちのようだ。あなたの地の門はあなたの敵に向かって大きく開かれた。火があなたのかんぬきを焼き尽くした。

14 攻城の水を自分のために汲め。自分の要塞を強くせよ。泥の中に入り、粘土を踏め。れんががまを強くせよ。

15 そこでは火があなたを焼き尽くし、剣があなたを断ち切る。ヨトウムシのようにあなたを食い尽くす。ヨトウムシのように重くなれ、いなごのように重くなれ。

16 あなたの商人たちを天の星よりも多くされた。ヨトウムシが襲いかかって飛び去った。

17 あなたの冠は、いなごのように、あなたの隊長たちは、バッタの大群のように、寒さの日に羊の囲いに宿るもののようだ。太陽が昇ると、それらは飛び去り、その場所はどこにあるのか、だれも知らない。

18 あなたの牧者たちは眠り込んだ、アッシュルの王よ、あなたの勇士たちは伏している。あなたの民は山々に散り散りになり、集める者はいない。

19 あなたの破滅には癒しがなく、あなたの傷は重い。あなたの評判を聞くすべての者は、あなたに向かって手のひらを打ち鳴らす。なぜなら、あなたの悪が常にだれの上を通らなかっただろうか。


Habakkuk

Habakkuk 1

1 預言者ハバククが見た重荷。

2 主よ、いつまで私は叫び続けなければならないのですか。あなたは聞いてくださらない。私はあなたに向かって暴力を叫び求めるのに、あなたは救ってくださらない。

3 なぜあなたは私に悪を見せられるのか、労苦を注視されるのか。略奪と暴力が私の前にあり、争いと争いが起こる。

4 それゆえ、律法は力を失い、さばきは決して勝利として出てこない。悪者が正しい者を包囲するから、それゆえ、さばきは曲げられて出てくる。

5 国々の間を見て、よく見つめよ。そして驚き怪しめ。なぜなら、あなたがたの日々に一つのわざが行われているからだ。たとえ語られても、あなたがたは信じないだろう。

6 見よ、わたしはカルデヤ人を起こす。その荒く激しい国、地の広い所を行き巡り、自分のものではない幕屋を奪い取る者を。

7 彼は恐ろしく、また威厳がある。そのさばきと高揚は彼から出る。

8 その馬は豹よりも速く、夕方の狼よりも鋭く、その騎兵たちは勢いよく進む。その騎兵たちは遠くから来て、獲物を食べることを急ぐ鷲のように飛んで来る。

9 すべては暴力のために来る。彼らの顔の向かって進むことは東風のようだ。彼は砂のように捕虜を集められた。

10 彼は王たちを嘲り、支配者たちは彼にとって嘲りの的となる。彼はすべての要塞を笑い、ちりを積み上げてそれを攻め取る。

11 そのとき、風は過ぎ去り、通り過ぎた。そして彼は罪ありとされた。これが彼の力、彼の神である。

12 あなたは東から、主、私の神、聖なる方ではないか。私たちは死なない。主よ、あなたは彼をさばきのために置かれ、岩として彼を懲らしめるために据えられた。

13 目は清く、悪を見ることができず、労苦を見つめることもおできにならない。なぜ、裏切る者たちを見つめ、悪者が自分よりも正しい者を呑み込むときに黙っておられるのですか。

14 あなたは人を海の魚のように、これを治める者のない這うもののようにされた。

15 彼はすべてを釣り針で引き上げ、自分の呪いの物でそれを集め、自分の投網でそれを取り集める。それゆえ、彼は喜び、楽しむ。

16 それゆえ、彼は自分の呪いの物に犠牲を捧げ、自分の投網に香をたく。それらによって、彼の分け前は肥え、彼の食物は豊かだからだ。

17 そのために彼は自分の呪いの物を投げるのか。そして常に国々を殺すことを惜しまないのか。

Habakkuk 2

1 私は自分の務めの上に立ち、攻城の上に立って、見張りをし、主が私に何を語られるかを見よう。そして、私の戒めに対して何と答えるべきかを。

2 主は私に答えられ、言われた。「幻を書き記し、板の上に明らかにせよ。それを読む者が走り読めるようにするためである。

3 幻はなお定めの時のためにあり、終わりのために息づく。それは偽らない。もし遅れても、それを待て。必ず来る、遅れることはない。

4 見よ、高ぶる者は、その心が正しくない。しかし正しい者は、その信仰によって生きる。

5 さらに、ぶどう酒は裏切り者である。高慢な男は安らぎを得ない。彼はよみのように自分の命を広げ、死のようであって満ち足りることがない。彼はすべての国を自分のもとに集め、すべての民を自分のもとに寄せ集める。

6 これらのすべては彼に向かってことわざを掲げ、彼に対する嘲弄となぞを語るであろう。「災いだ、自分のものでないものを増やす者よ、いつまで続くのか。そして厚い粘土を自分に負わせる者よ」と。

7 あなたを噛む者たちが突然立ち上がり、あなたを揺り動かす者たちが目を覚ますではないか。あなたは彼らの略奪品となるであろう。

8 あなたが多くの国を奪い取ったので、その残りのすべての民があなたを奪い取る。人の血と地の暴力、町とそこに住むすべての者のために。

9 災いだ、自分の家のために悪い利得を得る者よ、その巣を高い所に置き、災いの手のひらから逃れようとする者よ。

10 あなたは自分の家のために恥を計り、多くの民を断ち切った。あなたの命は罪を犯した。

11 石は壁から叫び、梁は木からそれに答える。

12 災いだ、血をもって町を建てる者、不義をもって町を堅く立てる者。

13 これはまさに、万軍の主からのものではないか。民は火のために疲れ果て、諸国の民はむなしさのために十分に疲れ果てる。

14 地は主の栄光を知ることで満たされる。水が海を覆うように。

15 わざわいだ、自分の友に飲ませる者よ。あなたの革袋を混ぜ合わせ、酔わせる者よ。彼らの裸を見るために。

16 あなたは栄光の代わりに恥辱に満ちた。あなたも飲め、そして裸にされよ。主の右の杯があなたの上に回り、恥の吐き出しがあなたの栄光の上に来る。

17 レバノンの暴力はあなたを覆い、獣の略奪は彼らを恐れさせる。人の血と地の暴力、町とそこに住むすべての者のゆえに。

18 彫像は何の役に立つのか。それを彫った者が自分の形を彫るのだ。鋳像と偽りの教え手は、その形を造った者がそれに頼って、口のきけない偶像を造ることにおいて、何の役に立つのか。

19 木に向かって「目を覚ませ」と言い、沈黙の石に向かって「起きよ」と言う者に災いあれ。それは教えることができるのか。見よ、それは金と銀で覆われているが、その内側にはすべての息がない。

20 主はその聖なる神殿におられる。全地よ、その御前で静まれ。

Habakkuk 3

1 預言者ハバククの祈り、シッガヨンに合わせて。

2 主よ、私はあなたの評判を聞きました、私は恐れました。主よ、あなたのわざを年の内側に生き返らせてください。年の内側に知らせてください。騒ぎの中で、憐れみを思い出してください。

3 神はテマンから来られ、聖なる方はパランの山から来られた。セラ。その威光は天を覆い、その賛美は地に満ちた。

4 その輝きは光のようであり、その手から角が彼にあった。そこに彼の力の隠れ場があった。

5 疫病はその前を行き、燃える矢はその足に従って出た。

6 立って地を測り、見て国々を震わせられた。永遠の山々は砕け散り、永遠の丘は低くされた。彼の歩みは永遠のものである。

7 悪のゆえに、私はクシャンの天幕を見た。ミディアンの地の幕は震え動く。

8 主よ、あなたの怒りが川に向かって燃え上がったのか。あなたの怒りが川に向かって、あなたの激しい怒りが海に向かって燃え上がったのか。あなたが馬に乗り、あなたの戦車が救いであるからだ。

9 裸にされたあなたの弓が目覚めさせられた。誓いの杖、約束の言葉。セラ。あなたは地を川々に裂かれた。

10 山々はあなたを見て震えた。水の洪水は過ぎ去った。深淵はその声を放ち、その手の高き所を上げた。

11 太陽と月はその住まいに立った。あなたの矢の光の中を彼らは進み、あなたの槍の稲妻の輝きの中を進んだ。

12 憤りをもって地を歩まれ、怒りをもって国々を踏まれた。

13 あなたは御民の救いのために出て来られ、御油注がれた者の救いのために出て来られた。あなたは悪者の家のかしらを打ち砕き、基礎を首まで裸にされた。セラ

14 あなたの杖で彼の頭を打ち、その村落の頭を打たれた。彼らは私を散らすために嵐のように襲いかかった。彼らの歓喜は、貧しい者を隠れ場で食い尽くすかのようであった。

15 あなたは海の中にあなたの馬を進められた。多くの水の粘土の中を。

16 私は聞いた。私の腹は震えた。その声のために私の唇は鳴り響いた。腐敗が私の骨に及んだ。私の下で私は震えた。私が苦難の日のために休むために、彼を攻め上げる民のために。

17 いちじくの木は花咲かず、ぶどうの木には収穫がなく、オリーブのわざは偽り、荒地は食物を生み出さず、羊の群れは羊の囲いから断たれ、牛は家畜小屋にいない。

18 しかし私は主にあって喜び踊り、私の救いの神にあって楽しむ。

19 主なる神は私の力であり、私の足を雌鹿のようにされ、私の高台の上を歩ませられる。指揮者によって、私の楽器の調べに合わせて。


Zephaniah

Zephaniah 1

1 主の言葉は、クシの子ゼパニヤ、ゲダルヤの子、アマルヤの子、ヒゼキヤの子に臨んだ。それは、ユダの王アモンの子ヨシヤの日に臨んだのである。

2 地の面からすべてのものを完全に取り去る、と主は宣言される。

3 人と獣を一掃される。天の鳥と海の魚と、悪しき者たちのつまずきを一掃される。そして、わたしは地の面から人を断ち切る。主の宣言。

4 わたしは手をユダとエルサレムのすべての住民の上に伸ばし、この場所からバアルの残り、偶像祭司の名を祭司たちとともに断ち切る。

5 また、屋根の上で天の軍勢にひれ伏す者たち、また、主に誓いを立ててひれ伏す者たち、そしてミルコムによって誓う者たちを。

6 また、主に従うことをやめて背を向けた者たち、主を求めず、主に尋ね求めなかった者たちを。

7 主の神の前で静まれ。主の日が近いからだ。主はいけにえを備えられ、その招かれた者たちを聖別された。

8 その日、主のいけにえの日に、わたしは長官たちと王の子たち、そしてすべての異国の衣服を着る者たちを罰する。

9 その日、わたしは敷居を跳び越えるすべての者を罰する。彼らの主の家を暴力と欺きで満たす者たちを。

10 その日には、主の宣言がある。魚の門からの叫びの声、第二の地区からの嘆きの叫び、そして丘からの大きな破滅がある。

11 臼に住む者たちよ、泣き叫べ。カナンのすべての民は滅ぼされたからだ。銀を荷物を負う者はすべて断ち切られた。

12 その時、わたしはともしびをもってエルサレムを捜し求め、その澱の上にうずくまっている人々、すなわち心の中で「主は善を行われず、悪も行われない」と言う者たちを罰する。

13 彼らの力は略奪品となり、彼らの家は荒廃となる。彼らは家を建てるが住めず、ぶどう園を植えるがそのぶどう酒を飲めない。

14 主の大いなる日は近い。近く、非常に速い。主の日の声は苦く、そこでは勇士が叫ぶ。

15 激しい怒りの日、その日は苦難と苦悩の日、荒廃と荒廃の日、暗闇と暗黒の日、雲と暗黒の日である。

16 角笛と叫びの日、堅固な町々と高い隅々に向かって。

17 わたしは人を苦しめ、彼らは盲人のように歩く。彼らが主に対して罪を犯したからだ。彼らの血はちりのように注がれ、彼らの食物は糞のようになる。

18 彼らの銀も彼らの金も、主の激しい怒りの日に彼らを救い出すことはできない。そのねたみの火によって全地は焼き尽くされる。なぜなら、主は地のすべての住民に、必ず突然の終わりを成し遂げられるからである。

Zephaniah 2

1 集まって身をかがめよ、恥知らずの国よ。

2 定めが生まれる前に、日がもみがらのように過ぎ去る前に、主の激しい怒りがあなたがたに臨む前に、主の怒りの日があなたがたに臨む前に。

3 主を求めよ。地のすべての柔和な者よ、そのさばきを行う者よ。義を求めよ、柔和を求めよ。あるいは、主の怒りの日に、あなたがたは隠されるかもしれない。

4 ガザは見捨てられ、アシュケロンは荒廃となり、アシュドドは真昼に追い出され、エクロンは根絶やしにされる。

5 海の綱に住む者たち、ケレテ人の国よ、わざわいだ。主の言葉はあなたがたに臨む。カナン、ペリシテ人の地よ、わたしはあなたを滅ぼし、住む者もいなくする。

6 海の綱は、羊飼いたちの小家と羊の群れの囲いの住まいとなるであろう。

7 それはユダの家の残りの者のための綱となり、彼らはその上で牧し、夕方にはアシュケロンの家々に伏すであろう。なぜなら、彼らの神である主が彼らを顧みられ、彼らの捕囚を元に戻されるからである。

8 私はモアブの恥辱とアンモンの子らの非難を聞いた。彼らは私の民を嘲り、その境界に向かって大きく語った。

9 それゆえ、主なる万軍の神、イスラエルの神の宣言はこうである。確かに、モアブはソドムのようになり、アンモンの子らはゴモラのようになる。イラクサの飼育と塩坑と永遠の荒廃となる。わたしの民の残りの者は彼らを略奪し、諸国の残りは彼らを相続するであろう。

10 これは彼らの誇りのゆえに彼らに臨むことである。彼らは万軍の主の民を嘲り、大きく見せたからである。

11 主は彼らに対して恐るべき方であられる。まことに主は地のすべての神々を衰えさせられた。そして、それぞれの場所から、すべての国の島々が主にひれ伏すであろう。

12 あなたがたクシュ人もまた、彼らはわたしの剣に刺し殺される者たちである。

13 主は御手を北に向けて伸ばされ、アッシュルを滅ぼされ、ニネベを荒廃とされ、それを荒野のように乾いた地とされる。

14 群れはその真ん中に伏し、すべての国の獣も、鵜も、ヨシキリもその飾り球の上に宿る。声は窓で歌い、旱魃は鉢にあり、杉材は裸にされた。

15 この町は、喜びに満ちて、安全に住み、その心の中で「私だけだ、私のほかには絶えず何もない」と言っていた者。どうして彼女は驚きとなり、生き物の伏せ所となったのか。すべて彼女の上を通る者は、口笛を吹き、手を振る。

Zephaniah 3

1 災いだ、反逆し汚れた町、虐げる町よ。

2 彼女は声に聞き従わず、訓戒を受け入れなかった。主に信頼せず、自分の神に近づかなかった。

3 その長官たちはその内側でほえる獅子であり、その裁判官たちは夕方の狼で、朝には何も残さなかった。

4 預言者たちは軽率で、裏切りの人々である。祭司たちは聖なるものを汚し、律法を暴行した。

5 主はその内側で正しく、不義を行われない。朝ごとに朝ごとに、そのさばきを光に与えられる。それは欠けることがなく、不正な者は恥を知らない。

6 わたしは国々を断ち滅ぼし、その隅々は荒れ果てた。わたしは彼らの外を廃墟とし、通り過ぎる者も無し。彼らの町々は荒れ果て、人も無く、住む者もいない。

7 私は言った、「あなたは確かに私を恐れ、訓戒を受け入れるであろう。そうすれば、その巣穴は、私が彼女に臨ませたすべてのものによって断たれることはないであろう。」しかし、彼らは早くからすべての自分の行いを腐敗させた。

8 それゆえ、わたしを待て、主の宣言、わたしが獲物として立ち上がる日のために。なぜなら、わたしのさばきは国々を集め、王国をかき集めるためであり、彼らの上にわたしの憤り、わたしの怒りのすべての激しい怒りを注ぐためである。なぜなら、わたしのねたみの火によって、すべての地は焼き尽くされるからである。

9 その時、わたしは民に清い唇を与え、彼らすべてが主の名を呼び、一つ肩をもって主に仕えるようにする。

10 クシュの川の向こう側から、苦しむ者である私の娘が、私の献げ物を携えて来る。

11 その日、あなたはわたしに対して犯したすべての行いによって恥じることはない。そのとき、わたしはあなたの内側からあなたの誇りの誇る者たちを取り除き、あなたはもはやわたしの聖なる山で高ぶることはない。

12 わたしはあなたの内側に、貧しく乏しい民を残す。彼らは主の名に避け所を求める。

13 イスラエルの残りの者は不義を行わず、偽りを語らず、その口には欺きの舌が見いだされない。彼らは草を食べ、伏し、脅かす者はいない。

14 シオンの娘よ、喜び歌え。イスラエルよ、叫び声を上げよ。エルサレムの娘よ、すべての心で喜び、楽しめ。

15 主はあなたのさばきを取り除かれ、あなたの敵を追い払われた。イスラエルの王である主があなたの内側におられる。あなたはもはや災いを恐れることはない。

16 その日、エルサレムに言われよう、「恐れるな。シオンよ、あなたの手を弱らせるな」。

17 あなたの神、主はあなたの内側におられ、力ある救い主である。主は喜びをもってあなたの上に喜ばれ、その愛によって静かにされ、喜びの叫びをもってあなたの上に喜ばれる。

18 悲しみに沈む者たちを、定めの時のために、わたしはあなたから集めた。彼らはあなたの重荷であった。その上にある贈り物は恥辱である。

19 その時、わたしはあなたを苦しめるすべての者を扱い、足の不自由な者を救い、追いやられた者を集め、彼らを全地で賛美と名とし、彼らの恥とする。

20 その時、わたしはあなたがたを連れ戻し、その時にあなたがたを集める。わたしがあなたがたを、地のすべての民の間で、名と賛美とするからである。わたしがあなたがたの捕囚をあなたがたの目の前で戻すとき、と主は言われた。


Haggai

Haggai 1

1 ダリヨス王の第二年、第六の月の一日に、主の言葉が預言者ハガイの手によって、ユダの総督シェアルティエルの子ゼルバベルと、大祭司エホツァダクの子ヨシュアに臨んだ。

2 万軍の主はこう言われた。「この民は言った、『主の家を建てる時は、まだ来ていない』と。

3 主の言葉が預言者ハガイの手によって臨んだ。

4 あなたがたの時は、自分の家に板を張って住むのにふさわしく、この宮は荒れ果てたままであるのか。

5 今、万軍の主はこう言われる。「あなたがたの道について、心を留めよ。

6 多く蒔いたが、持ち帰るのは少なく、食べても満ち足りることがなく、飲んでも酔うことがなく、着ても暖まることがなく、賃金を得る者も、穴のあいた袋に得るだけだ。

7 万軍の主はこう言われた。「あなたがたの道に心を留めよ。

8 山に上り、木を運び、家を建てよ。そうすれば、わたしはそれを喜び、わたしは栄光を受ける、と主は言われた。

9 多くに目を向けたが、見よ、それはわずかとなった。あなたたちはそれを家に持ち帰ったが、わたしはそれに息を吹きかけた。なぜか、と万軍の主の宣言がある。わたしの家が荒れ果てているのに、あなたたちはそれぞれ自分の家へと走っているからだ。

10 それゆえ、あなたがたのゆえに、天は露を閉ざし、地はその収穫を閉ざした。

11 私は旱魃を地に、山に、穀物に、新しいぶどう酒に、注ぎ油に、地が生み出すすべてのものに、人に、獣に、そしてすべての手のひらの労苦に呼び寄せた。

12 シェアルティエルの子ゼルバベルと、大祭司エホツァダクの子ヨシュアと、民の残りの者はすべて、彼らの神である主の声と、彼らの神である主が遣わされた預言者ハガイの言葉に聞き従った。そして民は主の前で恐れた。

13 主の使者ハガイは、主の使いの務めをもって民に言われた。「わたしはあなたがたと共にいる」と主は宣言される。

14 主は、シェアルティエルの子ゼルバベル、ユダの総督の霊を奮い立たせられた。また、大祭司エホツァダクの子ヨシュアの霊を奮い立たせられ、そして民のすべての残りの者の霊を奮い立たせられた。彼らは来て、彼らの神、万軍の主の宮で仕事を行った。

15 第六の月の二十四日、ダリヨス王の第二年の日に。

Haggai 2

1 第七の月の二十一日に、主の言葉が預言者ハガイの手によって臨んだ。

2 今、シェアルティエルの子、ユダの総督ゼルバベルに、そして大祭司エホツァダクの子ヨシュアに、また民の残りの者たちに言え。

3 あなたがたのうち、その初めの栄光においてこの家を見た残りの者はだれか。今、あなたがたはそれをどのように見ているか。それはあなたがたの目には何もないように見えるではないか。

4 今、強くあれ、ゼルバベルよ、と主の宣言がある。強くあれ、大祭司エホツァダクの子ヨシュアよ。そして、地のすべての民よ、強くあれ、と主の宣言がある。働け。なぜなら、わたしがあなたがたと共にいるからだ、と万軍の主の宣言がある。

5 あなたがたがエジプトを出たときに、わたしがあなたがたと結んだ言葉、そしてわたしの霊があなたがたの真ん中に立っている。恐れてはならない。

6 まことに、万軍の主はこう言われた。「もう一度、それは少しの間である。そして、わたしは天と地と海と乾いた地を揺り動かす。

7 わたしはすべての国を揺り動かし、すべての国の慕わしさが来る。そして、わたしはこの家を栄光で満たす、と万軍の主は言われる。

8 銀はわたしのもの、金もわたしのもの、と軍勢の主は宣言される。

9 この終わりの家の栄光は、初めの家の栄光よりも大きくなる、と万軍の主は言われた。そして、この場所にわたしは平和を与える、と万軍の主は宣言される。

10 第九月の二十四日に、ダリヨスの第二年、主の言葉が預言者ハガイに臨んで言われた。

11 主は軍勢の主こう言われた、「祭司たちに律法について尋ねよ、こう言って」。

12 人が聖なる肉を自分の衣服の翼に包み、その翼でパン、煮物、ぶどう酒、油、そしてすべての食物に触れるなら、それらは聖なるものとなるだろうか。祭司たちは答えて言った、「ならない」。

13 ハガイは言われた、「もし命に汚れた者が、これらのすべてに触れるなら、それは汚れるか」。祭司たちは答えて言った、「それは汚れる」。

14 ハガイは答えて言われた。「この民も、この国も、わたしの前ではこのとおりである。主の宣言である。彼らの手のすべてのわざも、彼らがそこにささげるものも、それは汚れている。

15 今、あなたがたは心を留めよ。この日から後、主の神殿に石を石の上に置く前のことについて。

16 彼らが二十の穀物の山に来たとき、それは十となった。ぶどう酒ぶねに来て五十のぶどう酒ぶねを汲もうとしたとき、それは二十となった。

17 私はあなたがたを、焦げと青白いと雹で、あなたがたの手のすべてのわざを打った。しかし、あなたがたはわたしのもとに帰らなかった。主の宣言である。

18 この日から以後、あなたがたの心に留めよ。第九の月の二十四日から、主の神殿の基が据えられた日から、あなたがたの心に留めよ。

19 種はまだ納屋にあるか。ぶどうの木、いちじく、ざくろ、オリーブの木はまだ実を結んでいない。この日から、わたしは祝福する。

20 主の言葉が再びハガイに臨んだ。その月の二十四日に、こう言われた。

21 ユダの総督ゼルバベルに言われた、「わたしは天と地を揺り動かす」。

22 私は王国の王座を覆し、諸国の王国の力を滅ぼす。私は戦車とその乗り手を覆し、馬とその騎手は倒れる。それぞれが兄弟の剣によって倒れる。

23 その日において、万軍の主の宣言がある。わたしはあなたを取る、シェアルティエルの子ゼルバベルよ、わたしのしもべよ、と主は宣言される。そして、わたしはあなたを印章のようにする。なぜなら、わたしはあなたを選んだからだ、と万軍の主は宣言される。


Zechariah

Zechariah 1

1 第八の月、ダリヨスの第二年、主の言葉が預言者イドの子ベレクヤの子ゼカリヤに臨んだ。

2 主はあなたがたの父たちに激しい怒りを抱かれた。

3 彼らに言われた。「万軍の主はこう言われる。『わたしに帰れ』と万軍の主は宣言される。そうすれば、わたしもあなたがたに帰ろう」と万軍の主は言われる。

4 あなたがたの父たちのようになってはならない。かつて先の預言者たちが彼らに呼びかけて言った、「万軍の主はこう言われる、『あなたがたの悪い道と悪い行いから立ち返れ』と。しかし彼らは聞かず、わたしに耳を傾けなかった、と主は宣言される。

5 あなたがたの父たちは、どこにいるのか。預言者たちは永遠に生きるのか。

6 しかし、わたしの言葉とわたしの定めは、わたしがわたしのしもべである預言者たちに命じたものだが、あなたがたの父たちはそれらを追い越したではないか。彼らは立ち返って言った、「万軍の主が、私たちの道と私たちの行いに応じて、私たちにしようと計画されたとおりに、そのとおりに私たちにされたのだ」と。

7 第十一月、すなわちシェバテの月の二十四日、ダリヨスの第二年、主の言葉が預言者イドの子ベレクヤの子ゼカリヤに臨んだ。

8 私は夜に見た。見よ、一人の人が赤い馬に乗っており、その人は深みの中のギンバイカの間に立っていた。そして、その後に赤い馬、まだら馬、白い馬がいた。

9 私は言った、「わが主よ、これらは何ですか」。すると、私と語る御使いが私に言われた、「わたしはあなたに、これらが何であるかを示そう」。

10 ギンバイカの間に立っている人は答えて言われた。「これらは、主が地を行き巡らせるために遣わされた者たちです。

11 御使いは、ギンバイカの間に立っておられる主に答えて言った。「私たちは地を巡り歩いてきました。見よ、地はすべて、座して静かです。

12 主の御使いが答えて言われた。「万軍の主よ。あなたはいつまでエルサレムとユダの町々をあわれまれないのですか。あなたはこれらの町々を七十年の間、怒っておられたではありませんか。

13 主は、私に語っていた御使いに、良い言葉、慰めの言葉で答えられた。

14 私に語りかけた御使いが言われた、「呼びかけて言え。『万軍の主はこう言われる。わたしはエルサレムとシオンに対して大きなねたみを抱いた。』

15 私は激しい怒りを諸国に対して怒っておられる。彼らは安逸に暮らしている。私は少しだけ怒ったのに、彼らは悪のために助けた。

16 それゆえ、主はこう言われる。「わたしはあわれみをもってエルサレムに帰った。わたしの宮はその中に建てられる。万軍の主の宣言である。また、綱がエルサレムの上に張られる。

17 さらに叫んで言われた。「万軍の主はこう言われる。再びわたしの町々は良いもので溢れ、主は再びシオンを慰め、再びエルサレムを選ばれる。

18 私は目を上げて見た。すると、四つの角があった。

19 私は私に語りかける御使いに言った、「これらは何ですか」。彼は私に言った、「これらは、ユダとイスラエルとエルサレムを散らした角です」。

20 主は私に四人の職人を見せられた。

21 主は言われた、「これらは、ユダとイスラエルとエルサレムを散らす角である」。そして彼は言われた、「これらの角は、ユダの地を散らすために、人の口に応じて、その頭を上げた国々の角である」。彼らは来て、ユダの地の角を打ち砕くために、その角を震わせた。

Zechariah 2

1 私は目を上げて見た。すると、そこに一人の人がいて、その手には寸法の綱を持っていた。

2 私は言った、「あなたはどこへ行かれるのですか。」すると彼は私に言った、「エルサレムを測るためだ。その幅がどれほどで、その長さがどれほどかを知るために。

3 すると、私に語っていた御使いが出て行き、もう一人の御使いが彼を迎えに出て来た。

4 彼はその少年に言われた、「走って、この少年に告げよ。『エルサレムは、その真ん中に人と獣の多数のゆえに、村落のように住まわれるであろう。』

5 主の宣言はこうである。「わたしは彼女にとって、周囲の火の城壁となり、その真ん中で栄光となろう。

6 ああ、ああ、北の地から逃げよ、と主は宣言される。なぜなら、わたしは天の四つの風のようにあなたがたを散らしたからだ、と主は宣言される。

7 ああシオンよ、逃げ出せ、バビロンの娘よ、そこに住む者よ。

8 万軍の主はこう言われる。「栄光の後に、あなたがたを略奪する国々へと私を遣わされた。あなたがたに触れる者は、その者の目の瞳に触れるからだ。

9 見よ、わたしが彼らに向かって手を振り上げるので、彼らは自分たちのしもべたちの戦利品となる。そして、あなたがたは、軍勢の主がわたしを遣わされたことを知る。

10 娘シオンよ、喜び歌い、喜べ。見よ、わたしが来て、あなたの真ん中に住まう、と主が宣言される。

11 多くの国々がその日、主に連なり、わたしの民となる。わたしはあなたの真ん中に住み、あなたは、軍勢の主がわたしをあなたのもとに遣わされたことを知る。

12 主はユダを、その聖なる地の上でご自分の分け前として所有され、再びエルサレムを選ばれた。

13 すべての肉なる者は主の前で静まれ。主がその聖なる住まいから目覚められたからである。

Zechariah 3

1 彼は私に大祭司ヨシュアが主の御使いの前に立っているのを見せられた。敵対者は彼を訴えるために彼の右に立っていた。

2 主は敵対者に言われた。「主がお前を責められる。エルサレムを選ばれた主がお前を責められる。これは火から取り出された燃えさしではないか。

3 ヨシュアは汚れた衣服を着て、御使いの前に立っていた。

4 彼はその前に立っている者たちに答えて言われた、「汚れた衣服を彼から取り除け」。そして彼に言われた、「見よ、わたしはあなたの咎をあなたから取り除いた。あなたに晴れ着を着せよう」。

5 私は言った、「清い冠を彼の頭に載せよ」。すると彼らは清い冠を彼の頭に載せ、彼に衣服を着せた。そして主の御使いが立っていた。

6 主の御使いはヨシュアに告げて言われた。

7 万軍の主はこう言われた。「もしあなたがわたしの道を歩み、わたしの務めを守るなら、あなたもわたしの家を治め、わたしの中庭を守るであろう。そして、わたしはあなたに、これらの立っている者たちの間に歩く場所を与えよう。

8 聞け、大祭司ヨシュアよ、あなたとあなたの前に座っているあなたの友たちよ。彼らはしるしとなる人々である。見よ、わたしはわたしのしもべである枝を連れて来る。

9 まことに、見よ、わたしがヨシュアの前に置いた石、その一つの石に七つの目がある。見よ、わたしはその彫刻を彫り出す、と軍勢の主は宣言される。そして、わたしはその地の咎を一日のうちに取り除く。

10 その日には、万軍の主の宣言がある。それぞれが自分の友を、ぶどうの木の下といちじくの下に招く。

Zechariah 4

1 私に語っていた御使いが戻って来て、眠りから起こされる人のように、私を起こされた。

2 彼は私に言われた、「あなたは何を見ているのか」。私は言った、「私は見た。見よ、すべて金の燭台、その頭の上に鉢があり、その上に七つのともしびがあり、その頭の上にあるともしびのために七つずつの鋳物が七つある」。

3 また、その上に二本のオリーブがあり、一本は鉢の右に、もう一本はその左にあった。

4 私は答えて、私と語る御使いに言った、「わが主よ、これらは何ですか」。

5 私に語りかけた御使いが答えて、私に言われた、「あなたはこれらが何であるか知らないのか」。私は言った、「いいえ、わが主よ」。

6 彼は答えて私に言われた、「これは主がゼルバベルに告げられた言葉である。『力によらず、力によらず、ただわたしの霊によるのである』と、万軍の主は言われた。

7 山よ、ゼルバベルの前で、お前は何者か。平地となれ。そして彼はその頂の石を出すであろう。その石に「恵み、恵み」と叫びがある。

8 主の言葉が私に臨んで言われた。

9 ゼルバベルの手がこの宮の基礎を据え、彼の手がそれを完成させる。そのとき、あなたがたは、主が軍勢の主であることを私をあなたがたに遣わされたことを知るであろう。

10 だれが小さき日のことを侮ったのか。彼らは喜び、ゼルバベルの手にある錫の石を見る。これらの七つは、地のすべてを見渡す主の目である。

11 わたしは答えて彼に言った、「これらの二本のオリーブは、燭台の右と左にあるものは何ですか」。

12 私は再び答えて、彼に言った。「金の管の手にある二つのオリーブの穀物の穂は何ですか。それらは金を自分たちの上から注ぎ出しています。

13 彼は私に言われた、「あなたはこれらが何であるか知らないのか」。私は言った、「いいえ、主よ」。

14 彼は言われた、「これらは、注ぎ油の子らであり、全地の主の前に立つ者たちである」。

Zechariah 5

1 私は再び目を上げて見た。すると、一つの巻物が飛んでいた。

2 彼は私に言われた、「あなたは何を見ているのか」。私は言った、「私は巻物を見ています。その長さは二十キュビト、その幅は十キュビトです」。

3 彼は私に言われた、「これは地の全面に出て行く呪いである。すべての盗む者は、これによって清められ、すべての誓う者も、これによって清められる。

4 私はそれを送り出した、と万軍の主は宣言される。それは盗人の家に入り、また偽りをもって私の名によって誓う者の家に入る。そしてその家の真ん中にとどまり、その家を、その木とその石とともに滅ぼし尽くす。

5 御使いは私に語っていたが、出て行って、私に言われた。「目を上げて、この出て行くものが何かを見なさい。

6 そこで私は「これは何か」と言った。すると彼は言われた。「これは出て行くエパである。」また彼は言われた。「これは彼らの目である。すべての地において。

7 すると見よ、鉛の円形のものが持ち上げられた。そして、これはエパの真ん中に座っている一人の女であった。

8 彼は言われた、「これは悪である」。そして彼はそれをエパの真ん中に投げ込んだ。そして彼は鉛の石をその口に投げ込んだ。

9 私は目を上げて見ると、見よ、二人の女が翼を持って出て来た。彼女たちの翼には風があり、その翼はコウノトリの翼のようであった。彼女たちはエパを地と天の間に持ち上げた。

10 私は私に語りかける御使いに言った、「彼らはエパをどこへ運んで行くのですか」。

11 彼は私に言われた、「それはシヌアルの地に彼女のために家を建てるためである。そしてそれは備えられ、そこにその台座の上に置かれるであろう」。

Zechariah 6

1 私は再び目を上げて見た。すると、見よ、四台の戦車が二つの山の間から出て来た。その山々は青銅の山であった。

2 最初の戦車には赤い馬、二番目の戦車には黒い馬がいた。

3 第三の戦車には白い馬、第四の戦車にはまだらで灰色の馬がいた。

4 私は答えて、私と話している御使いに言った。「わが主よ、これらは何ですか。

5 御使いは答えて、私に言われた。「これらは天の四方の風であり、全地の主の前に立つところから出て行くものである。

6 黒い馬たちは北の地へ出て行き、白い馬たちは彼らの後に出て行き、まだらな馬たちは南の地へ出て行った。

7 まだらの馬たちは出て行き、地を行き巡ろうと求めた。すると主は言われた、「行け、地を行き巡れ」。それで彼らは地を行き巡った。

8 彼は私を呼び寄せられ、私にこう言われた。「見よ、北の地へ出て行った者たちは、北の地でわたしの霊をなだめた。

9 主の言葉が私に臨んで言われた。

10 捕囚の中から、ヘルダイとトビヤとエダヤのところから取れ。そして、あなた自身はその日に、バビロンから来たゼパニヤの子ヨシヤの家に行け。

11 銀と金を取り、冠を造り、それを大祭司エホツァダクの子ヨシュアの頭に載せよ。

12 あなたは彼に言え。『万軍の主はこう言われる。見よ、その名は枝という人がいる。彼は自分の下から芽を出し、主の神殿を建てる。』

13 彼は主の神殿を建て、彼は威光を担い、その王座に座って治める。彼はその王座の祭司となり、平和の助言が二人の間にあるであろう。

14 冠はヘレム、トビヤ、エダヤ、およびゼパニヤの子ヘンに帰し、主の神殿における記念となるであろう。

15 遠い者たちも来て、主の神殿を建てるであろう。そして、あなたがたは、万軍の主が私をあなたがたのもとに遣わされたことを知るであろう。これは、あなたがたがあなたがたの神、主の声に聞き従うならば、そうなるのである。

Zechariah 7

1 ダリヨス王の第四年に、主の言葉がゼカリヤに臨んだ。それは第九の月、キスレウの月の四日であった。

2 ベテルの人々は、シャルエツェルとレゲム・メレクとその人々を遣わして、主の前をなだめさせようとした。

3 主の軍勢の家にいる祭司たちと預言者たちに問うて言った。「私は第五の月に、これまで何年もの間してきたように、断食して身を聖別すべきでしょうか。

4 主の軍勢の言葉が私に臨んで言われた。

5 地のすべての民と祭司たちに言え、「あなたがたは第五の月と第七の月に断食し、嘆き悲しんだ。それは七十年の間であった。あなたがたは本当にわたしのために断食したのか、わたしのためにか。

6 あなたがたが食べ、あなたがたが飲むとき、それを食べるのも飲むのも、あなたがた自身ではないか。

7 主が先の預言者たちの手を通して呼ばれた言葉は、エルサレムが住み、繁栄し、その周囲の町々、ネゲブと低地が住んでいた時に、そうではなかったのか。

8 主の言葉がゼカリヤに臨んだ。

9 万軍の主はこう言われた。「真実のさばきを行い、それぞれがその兄弟に慈愛とあわれみを施せ。

10 未亡人とみなしご、寄留者と貧しい者を虐げてはならない。また、互いに兄弟の悪を心に思い巡らしてはならない。

11 彼らは聞こうとせず、頑なな肩を向け、その耳を重くして聞くことをしなかった。

12 彼らはその心をいばらのように堅くして、律法と、万軍の主がその霊によって、かつての預言者たちの手を通して送られた言葉とを聞こうとしなかった。それゆえ、万軍の主からの激しい怒りが臨んだ。

13 彼らが呼んだとき、聞こうとしなかったように、彼らが呼んでも、わたしは聞かない、と万軍の主は言われた。

14 わたしは彼らを、彼らが知らなかったすべての国々の上に嵐のように散らした。そして、その地は彼らの後に荒れ果て、行き来する者もなくなった。彼らは慕わしい地を驚きの地とした。

Zechariah 8

1 主の軍勢の言葉が臨んで、こう言われた。

2 万軍の主はこう言われる。「わたしはシオンのために大きなねたみをもってねたみ、大きな怒りをもって彼女をねたんだ。

3 主はこう言われた。「わたしはシオンに帰り、エルサレムの真ん中に住まわれる。エルサレムは真実の町と呼ばれ、万軍の主の山は聖なる山と呼ばれる。

4 万軍の主はこう言われた。まだ老いた男たちと老いた女たちがエルサレムの広場に座り、それぞれの人がその手に杖を持ち、日数の多さゆえにいるであろう。

5 町の広場は子供と少女で満ち、彼らの広場で遊んでいる。

6 万軍の主はこう言われた。「この民の残りの者の目には、その日々において、それは奇異に思われるであろう。しかし、わたしの目にも奇異に思われるであろうか。万軍の主の宣言である。

7 万軍の主はこう言われる。「見よ、わたしはわたしの民を東の地と、太陽の入口の地から救い出す。

8 私は彼らを連れて来て、彼らはエルサレムの真ん中に住む。彼らは私の民となり、私は彼らの神となる。真実と義をもって。

9 万軍の主はこう言われた。「この日々に、これらの言葉を預言者たちの口から聞いているあなたがたの手を強くせよ。その預言者たちは、万軍の主の宮が神殿として建てられる基が据えられた日に語った者たちである。

10 その日の前には、人の賃金はなく、獣の賃金もなかった。また、出て行く者にも入って来る者にも、苦しみからの平和はなかった。そして、わたしはすべての人を、互いに互いに向かわせた。

11 しかし今、わたしはこの民の残りの者にとって、かつての日々のようではない、と万軍の主は宣言される。

12 種は平和の種であり、ぶどうの木はその果実を実らせ、地はその収穫を実らせ、天はその露を与える。そして、わたしはこの民の残りの者に、これらすべてのものを継がせる。

13 そして、あなたがたが国々の中で、ユダの家とイスラエルの家との間でのろいとなったように、わたしはあなたがたを救い、あなたがたは祝福となるであろう。恐れるな。あなたがたの手を強くせよ。

14 まことに、軍勢の主はこう言われる。「あなたがたの先祖がわたしを怒らせたとき、わたしがあなたがたに災いを下そうと計ったように、——軍勢の主は言われる——わたしは悔いなかった。

15 このように、わたしはこれらの日に、エルサレムとユダの家に善をなそうと決意した。恐れてはならない。

16 あなたがたが行うべきことはこれらである。それぞれ友に真実を語り、あなたがたの門で真実と平和のさばきを行え。

17 人々は互いに友の悪を心に思い巡らしてはならない。偽りの誓いを愛してはならない。これらすべてのことは、わたしが憎むものであるからだ。主の宣言。

18 主の軍勢の言葉が私に臨んで言われた。

19 万軍の主はこう言われる。第四の月の断食、第五の月の断食、第七の月の断食、第十の月の断食は、ユダの家にとって喜びと楽しみとなり、良い定めの時となるであろう。そして、真実と平和を愛せよ。

20 主は軍勢の主こう言われる。「なお、多くの民と多くの町の住民が来るであろう。

21 一つの町の住民は他の町の住民のところへ行き、こう言う。「さあ、主の顔をなだめ、万軍の主を求めるために行こう。私も行こう。

22 多くの民と強い国々が、主の軍勢をエルサレムで求めるために、また主の顔をなだめるために来る。

23 主の軍勢はこう言われる。「その日々には、十人の者がすべての国の舌から出て来て、ユダヤ人の人の翼にしっかりとつかまり、『私たちもあなたがたと一緒に行こう。なぜなら、私たちは神があなたがたと共におられるのを聞いたからだ』と言う。

Zechariah 9

1 主の言葉の重荷はハドラクの地にあり、ダマスコがその憩いの場である。主の目は人とイスラエルのすべての部族の上にある。

2 ハマテもまた、それに隣接する。ツロとシドンは、それが非常に賢いからである。

3 ツロは自分のために攻城を築き、銀をちりのように積み、金を外の泥のように積んだ。

4 見よ、主は彼女を追い払われ、その力を海で打たれる。彼女自身は火で焼かれる。

5 アシュケロンは見て恐れ、ガザは激しく震える。エクロンもその期待が恥じられたからである。王はガザから断たれ、アシュケロンは住む者がいなくなる。

6 私生児がアシュドドに住み、わたしはペリシテ人の誇りを断ち切る。

7 わたしはその血をその口から除き、その忌み嫌うべきものをその歯の間から除く。彼もまた、わたしたちの神のために残される。彼はユダの族長のようになり、エクロンはエブス人のようになる。

8 私はわが家の周りに駐屯軍を置き、行き来する者から守る。もはや虐げる者が彼らを踏みつけることはない。今、私は自分の目で見たからだ。

9 シオンの娘よ、大いに喜べ。エルサレムの娘よ、叫び声を上げよ。見よ、あなたの王があなたのところに来られる。義なる方であり、救い主である。彼はへりくだって、ろばに乗って、雌ロバの子である子ろばに乗って来られる。

10 私はエフライムから戦車を断ち切り、エルサレムから馬を断ち切り、戦いの弓も断ち切られる。そして彼は国々に平和を語り、その支配は海から海まで、川から地の絶えず果てにまで及ぶ。

11 あなたもまた、あなたの契約の血によって、わたしはあなたの囚人たちを、水のない穴から解き放った。

12 要害に帰れ、希望の囚人たちよ。今日もまた、わたしはあなたに第二のものを告げ、返す。

13 わたしはユダを自分のために弓として張り、エフライムを矢として満たした。わたしはあなたの子ら、シオンを、あなたの子ら、ヤワンに向かって奮い立たせ、あなたを勇士の剣のようにした。

14 主は彼らの上に現れ、その矢は稲妻のように出る。主なる神は角笛を吹き鳴らし、南のあらしの中を進まれる。

15 主は軍勢の主であられる。彼らを守り、彼らは食らい、石を投げる垂れ幕の石を踏みつけ、ぶどう酒のように飲み、騒ぎ立てる。彼らは鉢のように満たされ、祭壇の隅のように満たされる。

16 主はその日、彼らの神である主が彼らを救われた。それはご自分の民の羊の群れのように。なぜなら、彼らはその地の上で輝く聖別の石だからである。

17 なんとその良いものは何であろうか、その美しさは何であろうか。穀物は若者を、新しいぶどう酒は処女を活気づける。

Zechariah 10

1 後の雨の時に主に雨を求めよ。主は稲光を造られ、彼らに大雨の雨を下さる。野の草を人に与えられる。

2 テラフィムは悪を語り、占い師たちは偽りを見た。彼らは虚偽の夢を語り、虚しさをもって慰める。それゆえ、彼らは羊の群れのようにさまよい、羊飼いがいないために苦しむ。

3 牧者たちに対してはわたしの怒りが燃え、雄やぎたちをわたしは訪れる。まことに主・軍勢の主は、その群れ、ユダの家を顧みられ、彼らを戦いにおけるその威光の馬のようにされた。

4 その者から隅の石が出て、その者から杭が出て、その者から戦いの弓が出て、その者からすべての虐げる者が共に出る。

5 彼らは勇士のようになり、戦いの中で外の泥を踏みつける。彼らは戦う、主が彼らと共におられるからだ。そして、馬に乗る者たちは恥を見る。

6 わたしはユダの家を強くし、ヨセフの家を救い出し、彼らを再び住まわせる。わたしが彼らをあわれんだからである。彼らは、わたしが彼らを捨てなかったかのようになる。わたしが彼らの神、主であるからだ。わたしは彼らに答えよう。

7 エフライムは勇士のようになり、彼らの心はぶどう酒のように喜ぶ。彼らの子らは見て喜び、その心は主にあって楽しむ。

8 私は彼らに口笛を吹き、彼らを集める。なぜなら、わたしは彼らを贖ったからだ。彼らは増え、かつてのように増える。

9 わたしは彼らを諸国の民の間に蒔き、遠方で彼らはわたしを覚える。彼らはその子らとともに生き、帰って来る。

10 私は彼らをエジプトの地から連れ戻し、アッシュルから彼らを集める。そして彼らをギレアデの地とレバノンに連れて行く。彼らには場所が見つからないだろう。

11 彼は海を通って苦難を渡り、海の波を打たれた。ナイル川のすべての深みは干上がった。アッシュルの誇りは低くされ、エジプトの杖は取り除かれる。

12 わたしは彼らを主によって強くする。彼らはその名によって歩む。主の宣言である。

Zechariah 11

1 レバノンよ、あなたの戸を開け。火があなたの杉を焼き尽くすであろう。

2 もみの木よ、泣き叫べ、杉が倒れたからだ。栄光ある者たちが滅ぼされた。バシャンの樫の木よ、泣き叫べ、砦の森が下って行ったからだ。

3 羊飼いたちの嘆きの叫びの声がする。彼らの外套が荒らされたからだ。若獅子たちの咆哮の声がする。ヨルダンの誇りが荒らされたからだ。

4 わが神、主はこう言われた。「虐殺される羊の群れを牧せよ。

5 その買い主たちは彼らを殺しても罪に問われず、その売り主たちは「主は祝福された。私は富んだ」と言う。そして彼らの牧者たちは彼らを顧みない。

6 主の宣言。わたしはもはや地の住民を惜しまない。見よ、わたしは人を、それぞれ友の手と王の手に渡す。彼らは地を打ち砕く。わたしは彼らの手から救い出さない。

7 私は虐殺される羊の群れを牧した。それゆえ、この羊の群れの貧しい者たちよ。私は自分のために二本の杖を取り、一本を美しさと名付け、もう一本を綱と名付け、そして羊の群れを牧した。

8 私は一つの月で三人の牧者を滅ぼした。私の命は彼らを嫌い、彼らの命もまた私を嫌った。

9 私は言われた、「わたしはあなたがたを牧しない。死ぬべき者は死に、滅びるべき者は滅び、残った者たちは、それぞれ隣人の肉を妻が食べるであろう。

10 私は自分の杖、美しさを取り、それを折って、私がすべての民と結んだ私の契約を破った。

11 その日、それは破棄された。そして、私を見守る羊の群れの貧しい者たちは、これが主の言葉であることを知った。

12 わたしは彼らに言われた、「もしあなたがたの目に良いなら、わたしの賃金を払え。もし良くなければ、やめよ」。彼らはわたしの賃金として銀三十を量って支払った。

13 主は私に言われた、「それを陶器師に投げよ。それは、私が彼らから尊いとされた見事な衣の尊さである」。そこで私は銀三十枚を取り、それを主の宮の陶器師に投げた。

14 わたしは第二の杖「綱」を折った。それは、ユダとイスラエルの間の兄弟関係を破るためであった。

15 主は私に言われた。「さらに、愚かな羊飼いの器を自分のために取れ。

16 見よ、わたしは地に牧者を起こす。失われた者を顧みず、若者を尋ねず、傷ついた者を癒やさず、立っている者を養わない。しかし、肥えた者の肉を食べ、その蹄を引き裂く。

17 哀れだ、偶像の牧者よ、羊の群れを捨てる者よ。剣がその腕に、そしてその右の目に臨む。その腕は必ず枯れ、その右の目は必ず暗くなる。

Zechariah 12

1 主の言葉の重荷、イスラエルについて。主の宣言。天を張り、地の基を据え、人の内側に霊を形造られる方。

2 見よ、わたしはエルサレムをすべての周囲の民にとって震えの鉢とする。またユダに対しても、エルサレムへの攻城のとき、それが及ぶであろう。

3 その日には、わたしはエルサレムをすべての民にとって重荷の石とする。それを担ぐ者はみな、必ず傷つけられる。地のすべての国々が、それに向かって集まる。

4 その日、主の宣言、わたしはすべての馬を驚きで打ち、その騎手を狂気で打つ。そしてユダの家の上に、わたしはわたしの目を開く。すべての民の馬を、わたしは失明で打つ。

5 ユダの族長たちは心の中で言った、「エルサレムの住民は、その神、万軍の主によって、私にとって力である」。

6 その日、わたしはユダの族長たちを、木の中の火の洗盤のように、束の中の火のたいまつのようにする。彼らは右にも左にも、周囲のすべての民を焼き尽くす。そしてエルサレムは、再びその場所、エルサレムに住む。

7 主はまずユダの天幕を救われた。それは、ダビデの家の栄光とエルサレムに住む者の栄光が、ユダよりも大きくならないためである。

8 その日、主はエルサレムの住民を守られる。その日、彼らのうちのつまずく者もダビデのようになる。ダビデの家は神のようになり、彼らの前で主の御使いのようになる。

9 その日、わたしはエルサレムに攻め上って来るすべての国々を滅ぼそうと求める。

10 わたしはダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みの霊と嘆願の霊を注ぎ出す。彼らは、自分たちが刺し貫いた者をわたしに向かって見る。そして、その者のために、ひとり子のために嘆き悲しむように嘆き悲しみ、長子のために激しく泣くように、その者のために激しく泣く。

11 その日、エルサレムにおける嘆きは、メギドの平地におけるハダデ・リンモンの嘆きのように大きくなる。

12 地は嘆き悲しむ、家族ごとに単独で。ダビデの家の家族は単独で、その妻たちは単独で。ナタンの家の家族は単独で、その妻たちは単独で。

13 レビの家の家族は単独で、その妻たちも単独で、シムイ人の家族は単独で、その妻たちも単独で。

14 すべての残った家族、家族は単独で、その妻たちも単独で。

Zechariah 13

1 その日には、ダビデの家とエルサレムに住む者のために、罪と汚れのための開かれた泉が設けられる。

2 その日には、万軍の主の宣言がある。わたしは偶像の名を地から取り除く。それらは再び覚えられることはない。また、預言者たちと汚れの霊をも地から取り除く。

3 また、もし人が再び預言するならば、彼の父と母、すなわち彼を生んだ者たちが彼に言う、「あなたは生きてはならない。あなたは主の名において偽りを語ったからだ」。そして、彼の父と母、すなわち彼を生んだ者たちは、彼が預言するときに彼を刺し貫く。

4 その日には、預言者たちはそれぞれ自分の幻を見て恥じる。彼らは欺くために粗い毛の外套を着ることはない。

5 彼は言った、「私は預言者ではない。私は地を耕す人である。なぜなら、ある人が私を青春の時から買い取ったからだ」。

6 彼は彼に言われる、「あなたの手の間にあるこれらの傷は何か」。彼は言う、「私は愛する者の家で打たれたのだ」。

7 剣よ、目覚めよ、わたしの牧者に向かって、わたしの隣人である男に向かって、と軍勢の主の宣言がある。その牧者を打て、そうすれば羊の群れは散らされる。そしてわたしはわたしの手を小さな者たちの上に戻す。

8 全地のうちで、主の宣言により、その三分の二は断たれて滅び、第三のものはそこに残される。

9 第三のものを火の中に連れて行き、銀を精錬するように彼らを精錬し、金を試すように彼らを試す。彼はわたしの名を呼び、わたしは彼に答えよう。わたしは言った、「これはわたしの民である」と。そして彼は言う、「主はわたしの神である」と。

Zechariah 14

1 見よ、主の日が来る。あなたの戦利品はあなたの内側で分けられる。

2 わたしはすべての国々をエルサレムに集めて戦いをさせ、町は攻め取られ、家々は略奪され、女たちは辱められる。町の半分は捕囚として出て行き、民の残りは町から断ち滅ぼされない。

3 主は出て来られ、それらの国々と戦われた。それは、戦いの日に戦われたのと同じ日のように。

4 その日、主の足は、エルサレムの東の顔の前にあるオリーブの山の上に立たれた。そして、オリーブの山はその半分から東と海に向かって裂け、非常に大きな谷ができた。山の半分は北へ、その半分はネゲブへ動いた。

5 あなたがたはわが山の谷に逃げる。その山の谷がアゼルに達するからである。あなたがたは、ユダの王ウジヤの日に地震の前を逃げたように逃げる。そして、わが神、主が来られる。すべての聖なる者たちがあなたとともに。

6 その日には、光はなく、尊いものは凝るであろう。

7 それは一つの日となり、主に知られる日となる。それは昼でもなく夜でもない。夕方の時になって、光があるだろう。

8 その日には、生ける水がエルサレムから流れ出る。その半分は東の海へ、その半分は西の海へ向かう。夏にも冬にも、それはある。

9 その日には、主が全地の王となられる。その日には、主は一つであり、その名も一つである。

10 すべての地は、ゲバからエルサレムの南のリンモンまで、荒野のように巡り、エルサレムは高く上げられ、その場所に住み続ける。ベニヤミンの門から、最初の門の場所まで、隅の門まで、そしてハナネルの塔から王のぶどう酒ぶねまで。

11 彼らはそこに住み、呪いの物はもはやなくなる。そしてエルサレムは安全に住む。

12 これは、主がエルサレムに対して戦ったすべての民を撃たれる疫病である。彼の肉は、彼が自分の足で立っている間に腐り、彼の目はその洞穴の中で腐り、彼の舌は彼らの口の中で腐る。

13 その日には、主による大いなる騒乱が彼らの間に起こる。彼らはそれぞれ、友の手を握り、その手は友の手の上に上がる。

14 ユダもまたエルサレムで戦う。そして、周囲のすべての国の力が集められ、金と銀と衣服が非常に多数に及ぶ。

15 また、その陣営の中にいる馬、騾馬、らくだ、ろば、およびすべての獣にも、この疫病と同じ疫病が及ぶであろう。

16 そして、エルサレムに攻め上って来たすべての国々のうちの残りの者はみな、年ごとに十分に、王である主、軍勢の主を礼拝するために、また小屋の祭りを祝うために上って来る。

17 地の家族のうち、エルサレムに上って来て、万軍の主なる王にひれ伏さない者には、彼らの上に雨は降らないであろう。

18 もしエジプトの家族が上って来ず、来ないなら、彼らには主が諸国を打たれる疫病が下る。それは、小屋の祭りを祝うために上って来ない国々に下るのである。

19 これはエジプトの罪となり、すべての国々の罪となる。彼らが小屋の祭りを祝うために上って来ないならば。

20 その日、馬の鈴には「主に聖なるもの」とあって、主の家の鍋は祭壇の前の鉢のようになる。

21 その日には、エルサレムとユダのすべての鍋は、万軍の主にとって聖なるものとなる。そして、すべての犠牲をささげる者たちが来て、それらの鍋を取り、その中で煮る。そして、その日には、もはやカナン人は万軍の主の家にはいない。


Malachi

Malachi 1

1 主の言葉の重荷は、イスラエルに臨んだ。マラキの手を通して。

2 わたしはあなたがたを愛した、と主は言われる。しかしあなたがたは言う、「どのようにしてあなたはわたしたちを愛されたのですか」。エサウはヤコブの兄弟ではないか、と主の宣言がある。しかしわたしはヤコブを愛した。

3 そしてエサウを憎まれた。その山々を荒廃とされ、その相続地を荒野の竜のものとされた。

4 エドムが「私たちは打ち壊されたが、帰って来て荒廃した所を建て直そう」と言うなら、万軍の主はこう言われる。「彼らは建てるが、私は打ち壊す。彼らは『悪の境界』と呼ばれ、主が永遠に怒られた民となる。

5 あなたがたの目はそれを見るであろう。そして、あなたがたは「主はイスラエルの境界の上にまで大いなる方である」と言うであろう。

6 子は父を敬い、しもべはその主を敬う。そして、もし私が父であるなら、私の栄光はどこにあるのか。もし私が主であるなら、私への恐れはどこにあるのか。と軍勢の主は言われた。私の名を軽んじる祭司たちよ、あなたがたは言う、「われわれは何によってあなたの名を軽んじたのか」と。

7 あなたがたは私の祭壇の上に汚れたパンをささげている。そして、あなたがたは言う、「何によって私たちはあなたを汚したのか」。あなたがたが「主の食卓は軽んじられている」と言うことによって。

8 あなたがたが盲のものをいけにえとして献げるのは、悪ではないのか。また、足の不自由なものや病気のものを献げるのは、悪ではないのか。それをあなたの総督に献げてみよ。彼はあなたを喜ぶだろうか。あるいは、あなたの顔を顧みるだろうか。と軍勢の主は言われる。

9 今や、どうか神の顔をなだめよ。そうすれば、私たちを恵まれるであろう。あなたがたの手から、このことが起こったのだ。主なる万軍の神は言われる、「あなたがたのうちから、だれがわたしの顔を受け入れるだろうか」。

10 あなたがたのうち、だれかが戸を閉ざし、わたしの祭壇に火をともさない者があろうか。それは無駄である。わたしはあなたがたに喜びを持たない、と万軍の主は言われる。あなたがたの手からの献げ物も、わたしは受け入れない。

11 まことに、太陽の東からその入口に至るまで、わたしの名は国々の間で大きい。すべての場所で、わたしの名のために香がたかれ、清い献げ物がささげられる。まことに、わたしの名は国々の間で大きいと、軍勢の主は言われた。

12 あなたがたはそれを汚している。「主の食卓は汚れている」と言い、その果物、その食物は軽んじられていると言って。

13 あなたがたは「なんという疲れ」と言い、それを軽んじた。と万軍の主は言われる。あなたがたは奪われたもの、足の不自由なもの、病気のものを携えて来て、それを献げ物としてささげた。わたしはそれをあなたがたの手から受け入れようか。と主は言われる。

14 呪われよ、その群れの中に雄がいるのに、主に傷のあるものを誓って献げる者。まこと、わたしは大いなる王である、と軍勢の主は言われる。わたしの名は諸国の間で恐れられる。

Malachi 2

1 今、この戒めはあなたがた祭司たちへのものである。

2 もしあなたがたが聞かず、心に留めて、わたしの名に栄光を帰することをしないなら、と万軍の主は言われる。わたしはあなたがたの上に呪いを送り、あなたがたの祝福を呪う。いや、すでにそれを呪った。あなたがたが心に留めていないからである。

3 見よ、わたしはあなたがたのために種を叱り、あなたがたの顔の上に糞をまき散らす。あなたがたの祭りの糞を。そして、あなたがたはそれに運ばれる。

4 あなたがたは、わたしがこの戒めをあなたがたに送ったことを知るであろう。それは、わたしの契約がレビと共にあるためであると、万軍の主は言われた。

5 わたしの契約は彼とともに、生き物と平和のものであった。わたしは彼に恐れを与え、彼はわたしを恐れた。そして、わたしの名の前で彼は打ちのめされた。

6 真実の律法が彼の口にあり、不義は彼の唇に見いだされなかった。彼は平和と平地のうちにわたしと共に歩み、多くの者を咎から立ち返らせた。

7 祭司の唇は知識を守り、人々はその口から律法を求める。なぜなら、彼は万軍の主の使者であるからだ。

8 あなたがたは道からそれ、多くの者を律法につまずかせた。あなたがたはレビの契約を破った。万軍の主は言われる。

9 また、わたしもあなたがたをすべての民の前に卑しめられ、低くされた者とした。それは、あなたがたがわたしの道を守らず、律法において顔を上げて人をえこひいきしたからである。

10 われわれすべてに一人の父がおられるではないか。われわれを造られたのは一人の神ではないか。なぜ人はその兄弟を欺いて、われわれの先祖の契約を汚すのか。

11 ユダは裏切りを行い、忌み嫌うべきものがイスラエルとエルサレムにおいてなされた。ユダが主の聖なるものを汚したからである。それは主が愛されたものであり、彼は異邦の神の娘を娶った。

12 主がこれをなす人を、ヤコブの天幕から、目を覚ます者も答える者も、また軍勢の主に献げ物をささげる者も、断ち滅ぼされる。

13 あなたがたはまた、この第二のことを行っている。涙で主の祭壇を覆い、泣きと嘆きをもって。それは、もはや献げ物に目を向けず、あなたがたの手から喜びを受け取らないためである。

14 あなたがたは言う、「なぜなのか」。それは、主があなたとあなたの青春の妻との間で証人となられたからである。あなたはその妻に対して裏切りを行った。彼女はあなたの仲間であり、あなたの契約の妻であるのに。

15 ひとりが造られたのではなかったか。その残りの霊は彼のものである。なぜひとりを求めるのか。それは神の子孫を求めるためである。あなたがたは自分の霊を守り、青春の妻に対して裏切りをしてはならない。

16 主はイスラエルの神、主が言われる、「わたしは離婚を憎む」と。また、暴力がその衣服を覆う、と万軍の主は言われる。それゆえ、あなたがたは自分の霊を守り、裏切ってはならない。

17 あなたがたは自分の言葉で主を疲れさせ、「どのようにして疲れさせたのか」と言う。それは、「悪を行う者はみな主の目に良い、主は彼らを喜ばれる」と言い、また「さばきの神はどこにおられるのか」と言うことによってである。

Malachi 3

1 見よ、わたしはわたしの使者を遣わし、彼はわたしの前に道を整える。そして、あなたがたが求める主が、突然、その神殿に来られる。あなたがたが喜ぶ契約の使者が、見よ、来る。と万軍の主は言われる。

2 だれがその来られる日を耐え忍べるだろうか。だれがその現れに立ち得るだろうか。まことに彼は精錬する者の火のようであり、洗う者の石鹸のようである。

3 彼は銀を精錬し、清める者として座し、レビの子らを清め、金や銀のように彼らを純化される。彼らは義をもって主に献げ物をささげる者となる。

4 ユダとエルサレムの献げ物は、主に喜ばれるものとなり、永遠の日々のように、また昔の年のように。

5 わたしはあなたがたに近づいてさばきを行い、魔術を行う者ども、姦淫する者ども、偽りを誓う者ども、また雇い人の賃金を搾取する者、未亡人とみなしごを虐げる者、寄留者を押しのける者、そしてわたしを恐れない者どもに対して、速やかな証人となる。と、軍勢の主は言われる。

6 なぜなら、わたしは主であり、変わることがないからである。あなたがたはヤコブの子らであるが、滅び尽くしてはいない。

7 あなたがたの父の日々から、あなたがたはわたしの定めから離れ、それを守らなかった。わたしに帰れ、そうすれば、わたしもあなたがたに帰ろう、と万軍の主は言われる。しかし、あなたがたは言う、「何によって帰るのか」と。

8 人は神を欺くことができるだろうか。あなたがたはわたしを欺いている。しかし、あなたがたは言う、「どのようにして、あなたを欺いたのですか」。十分の一と献げ物においてである。

9 あなたがたは呪いで呪われている。そして、あなたがたはわたしを欺いている。その国全体が。

10 すべての十分の一を宝物庫の家に携えて来なさい。そして、わたしの家に獲物があるようにしなさい。これによって、わたしを試みなさい、と軍勢の主は言われる。もしわたしがあなたがたのために天の窓を開き、十分になるまで祝福を注ぎ出さないならば。

11 わたしはあなたがたのために、それを食い尽くす者を叱りつけ、それがあなたがたの地の果実を滅ぼさず、野のぶどうの木があなたがたのために実を失わないようにする、と軍勢の主は言われる。

12 すべての国々があなたがたを幸いな者と呼ぶ。あなたがたが喜びの地となるからである。と万軍の主は言われる。

13 あなたがたの言葉は、わたしに対して強くなった、と主は言われる。しかし、あなたがたは言う、「わたしたちは、あなたに対して何を語ったのか」と。

14 あなたがたは言った、「神に仕えることは虚偽であり、主の軍勢の前を悲しみの姿で歩いたことに何の利得があるのか。私たちがその務めを守り、主の軍勢の前を悲しみの姿で歩いたとしても。

15 今や私たちは高ぶる者たちを幸いだと言っている。悪を行う者たちも築き上げられ、神を試みても救い出されている。

16 そのとき、主を恐れる者たちは互いに語り合った。主は耳を傾けて聞かれ、主の前には、主を恐れる者たちとその名を心に留める者たちのために、記念の書物が書き記された。

17 彼らは、わたしが宝物とする日、わたしのものとなると、万軍の主は言われる。わたしは、人が自分に仕える子を憐れむように、彼らを憐れむ。

18 あなたがたは立ち返って、正しい者と悪しき者との違い、神に仕える者と仕えない者との違いを見るであろう。

Malachi 4

1 見よ、その日が来る。かまどのように燃えている。すべての高ぶる者と、すべての悪を行う者は藁となる。来るその日は、彼らを焼き尽くす。万軍の主は言われる。彼らに根も枝も残さない。

2 あなたがた、わたしの名を恐れる者には、義の太陽が昇り、その翼にいやしを携えて来る。あなたがたは出て行き、肥えた牛の子牛のように跳ね回る。

3 あなたがたは悪しき者たちを踏みつけるであろう。彼らはあなたがたの足の裏の下の灰となるからである。わたしがこれを成し遂げる日に、と万軍の主は言われる。

4 わたしのしもべモーセの律法を覚えよ。それは、わたしがホレブで、すべてのイスラエルに対して、定めとさばきとして彼に命じたものである。

5 見よ、わたしはあなたがたに預言者エリヤを送る。主の大いなる恐るべき日の前である。

6 父の心を子に向けさせ、子の心をその父に向けさせる。さもないと、わたしが来て、地を呪いの物で打つことになる。


Matthew

Matthew 1

1 イエス・キリストの子、ダビデの子、アブラハムの子、その誕生の書物。

2 アブラハムはイサクを生み、イサクはヤコブを生み、ヤコブはユダとその兄弟たちを生んだ。

3 ユダはタマルによってペレスとザラを生み、ペレスはエスロムを生み、エスロムはアラムを生んだ。

4 アラムはアミナダブを生み、アミナダブはナアソンを生み、ナアソンはサルモンを生んだ。

5 サルモンはラハブによってボアズを生み、ボアズはルツによってオベデを生み、オベデはエッサイを生んだ。

6 エッサイはダビデ王を生んだ。ダビデはウリヤの妻によってソロモンを生んだ。

7 ソロモンはロボアムを生み、ロボアムはアビヤを生み、アビヤはアサを生んだ。

8 アサはヨシャファトを生み、ヨシャファトはヨラムを生み、ヨラムはオジアスを生んだ。

9 オジアスはヨアタムを生み、ヨアタムはアハズを生み、アハズはエゼキヤを生んだ。

10 エゼキヤはマナセを生み、マナセはアモンを生み、アモンはヨシヤを生んだ。

11 ヨシヤは、バビロン移住のころ、エコンヤとその兄弟たちを生んだ。

12 バビロン移住の後、エコンヤはサラティエルを生み、サラティエルはゼルバベルを生んだ。

13 ゼルバベルはアビウデを生み、アビウデはエリアキムを生み、エリアキムはアゾルを生んだ。

14 アゾルはサドクを生み、サドクはアキムを生み、アキムはエリウドを生んだ。

15 エリウドはエレアザルを生み、エレアザルはマッタンを生み、マッタンはヤコブを生んだ。

16 ヤコブはヨセフを生んだ。ヨセフはマリアの夫であり、このマリアからキリストと呼ばれるイエスが生まれた。

17 それで、アブラハムからダビデまでの世代は全部で十四世代、ダビデからバビロン移住までは十四世代、バビロン移住からキリストまでは十四世代である。

18 イエス・キリストの誕生はこうであった。その母マリアはヨセフと婚約していたが、二人が一緒になる前に、聖霊によって胎に宿していることが見いだされた。

19 夫ヨセフは正しい人であって、彼女をさらし者にしたくなかったので、内密に去らせようと決めた。

20 彼がこれらのことを思い巡らしていたとき、見よ、主の天使が夢に彼に現れて言った、「ダビデの子ヨセフよ、あなたの妻マリアを受け取ることを恐れるな。その中に宿ったものは聖霊によるのである。

21 彼女は子を産むであろう。そして、あなたはその名前をイエスと呼ぶであろう。彼自身がその民をその罪から救うからである。

22 このすべての出来事は、主が預言者を通して言われたことが成就するために起こったのである。

23 見よ、処女が胎に宿し、子を産むであろう。そして人々はその名前をエマヌエルと呼ぶであろう。これは訳すと、「神は私たちとともにおられる」という意味である。

24 ヨセフは眠りから起きて、主の天使が命じたとおりにし、その妻を迎え入れた。

25 そして、彼女が子を産むまで彼女を知ることがなく、その子の名前をイエスと呼んだ。

Matthew 2

1 イエスがユダヤのベツレヘムで生まれたとき、ヘロデ王の時代に、見よ、東から魔術師たちがエルサレムにやって来た。

2 「ユダヤ人の王としてお生まれになった方はどこにおられますか。私たちは東のほうでその方の星を見たので、拝みにまいりました。」

3 これを聞いて、ヘロデ王は動揺した。そして、エルサレム全体も彼と共に動揺した。

4 そこで、彼は民の大祭司たちと書記官たちをみな集めて、キリストがどこで生まれるのかを彼らに尋ねた。

5 彼らは彼に言った、「ユダヤのベツレヘムです。預言者によってこう書かれているからです。」

6 ユダの地、ベツレヘムよ。あなたはユダの総督たちの中で決して最も小さい者ではない。わたしの民イスラエルを牧する指導者が、あなたから出るからである。

7 そこで、ヘロデはひそかに魔術師たちを呼び寄せ、彼らから星の出現した時間を詳しく尋ねた。

8 彼らをベツレヘムに送って言った、「行って、子供のことを詳しく調べなさい。見つけたら、私に知らせなさい。私も行って拝むから。」

9 彼らは王の言うことを聞いて出かけた。すると、見よ、東で見た星が彼らの先に進み、ついに来て、子供のいる所の上に立った。

10 その星を見て、彼らは非常に大きな喜びで喜んだ。

11 そして家に入って、母マリアと共にいる子供を見つけ、ひれ伏して彼を拝んだ。そして、自分たちの宝を開いて、贈り物として金、乳香、没薬を彼に捧げた。

12 そして、夢でヘロデのところへ戻るなと警告を受けたので、彼らは別の道を通って自分の地域へ引き返した。

13 彼らが退いたとき、見よ、主の天使が夢でヨセフに現れて言った、「起きて、子供とその母を連れて、エジプトへ逃げなさい。そして、私があなたに言うまで、そこにいなさい。ヘロデが子供を捜して、滅ぼそうとしているからだ。」

14 そこで、彼は起きて、夜のうちに子供とその母を連れて、エジプトに退いた。

15 そして、ヘロデが死ぬまでそこにいた。これは、主が預言者を通して言われた、「わたしはエジプトから、わたしの子を呼び出した」という言葉が成就するためであった。

16 そこでヘロデは、魔術師たちに欺かれたのを見て、非常に怒り、人を遣わして、ベツレヘムとその全境界の中にいるすべての男の子を、二歳以下で、魔術師たちから詳しく尋ね出した時間に基づいて、殺した。

17 そのとき、預言者エレミヤを通して言われたことが成就した。

18 ラマで声が聞こえた。嘆きと泣きと多くの嘆き。ラケルがその子らのために泣いている。彼女は慰められることを望まなかった。彼らがもういないからである。

19 ヘロデが死んだとき、見よ、主の天使が夢でエジプトにいるヨセフに現れた。

20 「立って、子供とその母を連れて、イスラエルの大地に行きなさい。子供の魂を求める者たちは死んだからである。」

21 そこで、彼は起き上がって、子供とその母を連れて、イスラエルの大地に来た。

22 しかし、アルケラオスが父ヘロデに代わってユダヤを治めていると聞いて、そこへ行くのを恐れた。そして、夢で警告を受けたので、ガリラヤの地方へ退いた。

23 そして来て、ナザレという名の都市に住んだ。これは預言者たちを通して言われた「彼はナザレ人と呼ばれる」という言葉が成就するためであった。

Matthew 3

1 そのころ、バプテスマ者ヨハネが現れ、ユダヤの荒野で宣べ伝えていた。

2 悔い改めなさい。天の王国が近づいたから。

3 この人は預言者イザヤによって言われた者である。「荒野で叫ぶ者の声がする。『主の道を用意し、その小道をまっすぐにせよ。』」

4 このヨハネは、ラクダの毛の衣を身に着け、皮の帯を腰に締めていた。その食物はイナゴと野生の蜂蜜であった。

5 そのとき、エルサレムとユダヤ全土とヨルダン川の周りの全地域が彼のところへ出て行った。

6 そして、彼らは自分の罪を告白しながら、ヨルダン川で彼からバプテスマを受けていた。

7 しかし、パリサイ人やサドカイ派が大勢、彼の洗礼を受けに来るのを見て、彼らに言った、「まむしの子らよ、だれがあなたがたに、来たるべき怒りから逃げることを示したのか。」

8 悔い改めにふさわしい果実を、それなら作りなさい。

9 また、自分たちの心の中で『われわれには父アブラハムがある』と言ってはなりません。あなたがたに言いますが、神はこれらの石からでもアブラハムの子を起こすことができるのです。

10 斧もすでに木の根元に置かれている。だから、良い実を結ばない木はみな切り倒されて、火に投げ込まれる。

11 私は確かにあなたがたを悔い改めのために水でバプテスマを授けます。しかし、私の後に来られる方は私よりも力強い方です。私はその方のサンダルを担ぐにふさわしくありません。その方はあなたがたを聖霊と火でバプテスマを授けられます。

12 その方は手に箕を持っておられ、ご自分の打ち場をすみずみまできよめられます。小麦を納屋に集め、籾殻を消えない火で焼き尽くされます。

13 そのとき、イエスはガリラヤからヨルダンへ、ヨハネのところに来て、彼からバプテスマを受けるために来られた。

14 しかし、ヨハネは彼を止めようとして言った、「私はあなたからバプテスマを受ける必要があるのに、あなたが私のところに来られるのですか。」

15 イエスは答えて言われた、「今はそのままにしておきなさい。こうしてすべての義を成就することは、私たちにふさわしいのです。」そこで、彼はイエスをそのままにした。

16 イエスはバプテスマを受けて、すぐに水から上がられた。すると、見よ、天が開かれ、神の霊が鳩のように下って、自分の上に来られるのを見た。

17 見よ、天から声が聞こえた、「これはわたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ」。

Matthew 4

1 そこで、イエスは悪魔に試みられるために、霊によって荒野に導き上げられた。

2 そして、四十日四十夜断食した後、空腹を覚えた。

3 すると、試みる者が近づいて来て言った、「あなたが神の子なら、これらの石がパンになるように言いなさい。」

4 しかし、イエスは答えて言われた。「『人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出るすべての言葉による。』と書いてある。」

5 そこで悪魔は彼を聖なる都市に連れて行き、神殿の小尖塔の上に立たせた。

6 すると言った。「あなたが神の子なら、自分を下に投げなさい。『神はその天使たちにあなたについて命じ、その手にあなたを支えさせ、あなたの足が石に打ち当たることのないようにされる』と書いてあるから。」

7 イエスは彼に言われた、「『あなたの神である主を試みてはならない』とも書いてある」。

8 再び悪魔はイエスを非常に高い山に連れて行き、世のすべての王国とその栄光を彼に示した。

9 そして彼に言った、「もしひれ伏して私を拝むなら、これらのすべてをあなたに与えよう。」

10 イエスは彼に言った、「引き下がれ、サタン。『あなたの神である主を拝み、ただ主にだけ仕えよ』と書いてある」。

11 すると悪魔はイエスを離れ、見よ、天使たちが近づいて来て仕えた。

12 イエスは、ヨハネが捕えられたと聞いて、ガリラヤへ退かれた。

13 そしてナザレを去って、カペナウムに来て住まわれた。それはゼブルンとナフタリの境界にある、海辺の町である。

14 これは、預言者イザヤを通して言われたことが成就するためであった。

15 ゼブルンの地とナフタリの地、海への道、ヨルダンの向こう側、異邦人のガリラヤ。

16 暗闇の中に座っていた民は大きな光を見た。死の地域と死の影に座っていた者たちに、光が昇った。

17 その時から、イエスは宣べ伝え始めて、こう言われた。「悔い改めなさい。天の王国が近づいたからである。」

18 イエスがガリラヤの海のほとりを歩いておられたとき、二人の兄弟、ペテロと呼ばれるシモンとその兄弟アンデレが、海に投網を投げ入れているのをご覧になった。彼らは漁師だったからである。

19 すると彼らに言われた、「わたしについてきなさい。あなたがたを、人をとる漁師にしてあげよう。」

20 彼らはすぐに網を捨てて、彼に従った。

21 そこから進んで行かれると、別の二人の兄弟、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネが、父ゼベダイと一緒に舟の中で網を繕っているのを見て、彼らをお呼びになった。

22 彼らはすぐに船と父を残して、彼に従った。

23 イエスはガリラヤ全土を巡り、彼らの会堂で教え、王国の福音を宣べ伝え、民の中のあらゆる病気とあらゆるわずらいを癒やされた。

24 彼の聴覚はシリア全体に広まり、人々はさまざまな病気と苦痛に悩まされている者、悪霊につかれた者、月に憑かれた者、中風の者など、すべての病人を彼のもとに連れて来た。そして彼は彼らを癒した。

25 こうして、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、ユダヤ、およびヨルダンの向こう岸から、大勢の群衆がイエスに従った。

Matthew 5

1 群衆を見て、イエスは山に登り、座ると、弟子たちが彼のもとに来た。

2 そして、口を開いて、彼らに教えて言った。

3 心の貧しい者は幸いです。天の王国はその人たちのものだからです。

4 悲しむ者たちは幸いです。彼らは慰められるからです。

5 柔和な人たちは幸いです。その人たちは大地を受け継ぐからです。

6 義に飢え渇いている者は幸いです。その人たちは満ち足りるからです。

7 あわれみ深い者は幸いです。その人たちはあわれみを受けるからです。

8 心のきよい者は幸いです。その人たちは神を見るからです。

9 平和をつくる者は幸いです。その人たちは神の子と呼ばれるからです。

10 義のために迫害されている者たちは幸いです。天の王国は彼らのものだからです。

11 わたしのために、人々があなたがたをののしり、迫害し、偽ってあなたがたに対してあらゆる悪い言葉を言うとき、あなたがたは幸いです。

12 喜びなさい。喜びおどりなさい。天においてあなたがたの報酬は大きいのだから。あなたがたより前に来た預言者たちも、そのように迫害されました。

13 あなたがたは地の塩です。もし塩が愚かになれば、何によって塩けが付けられるでしょう。それはもはや何の役にも立たず、外に投げ出されて、人々に踏みつけられるだけです。

14 あなたがたは世界の光です。山の上にある都市は隠れることができません。

15 また、人々は灯をつけて、それを斗の下に置くのではなく、燭台の上に置く。そして、それは家にいるすべての人々を照らす。

16 このように、あなたがたの光を人々の前で輝かせなさい。彼らがあなたがたの良い働きを見て、天におられるあなたがたの父を崇めるように。

17 わたしが来たのは律法や預言者を廃棄するためだと思ってはなりません。廃棄するためにではなく、成就するために来たのです。

18 まことに、あなたがたに言います。天と大地が過ぎ去るまでは、律法からイオタ一つ、小突起一つも決して過ぎ去ることはありません。すべてが成し遂げられるまでは。

19 だから、これらの最も小さい戒めの一つを破り、またそのように人に教える者は、天の王国で最も小さい者と呼ばれる。しかし、それを行い、また教える者は、天の王国で偉大な者と呼ばれる。

20 まことに、あなたがたに言います。もしあなたがたの義が、書記官やパリサイ人の義にまさって多くないなら、あなたがたは決して天の王国に入ることはできません。

21 あなたがたは、昔の人々に『殺してはならない。殺す者は裁きを受けることになる』と言われたのを聞いています。

22 しかし、わたしはあなたがたに言う。すべて兄弟に向かって怒る者は、むだに裁きを受けるであろう。しかし、兄弟に『ラカ』と言う者は、評議会の裁きを受けるであろう。しかし、『愚か者』と言う者は、火の地獄に投げ込まれるであろう。

23 だから、あなたが祭壇の上に贈り物をささげようとするとき、そこで兄弟があなたに対して何か持っていることを思い出したなら、

24 あなたの贈り物はそこ、祭壇の前に置いたままで、行って、まずあなたの兄弟と和解しなさい。それから、来て、あなたの贈り物をささげなさい。

25 あなたの敵対者と、道の途中にいる間に、早く和解しなさい。そうしないと、敵対者があなたを裁判官に引き渡し、裁判官があなたを下役に引き渡し、あなたは刑務所に投げ込まれることになるからです。

26 まことに、あなたに告げます。あなたは最後の一コドラントを支払うまでは、そこから決して出て来られません。

27 あなたがたは、昔の人々に『姦淫してはならない』と言われたのを聞いています。

28 しかし、わたしはあなたがたに言う。すべて女を見て欲情する者は、すでに心の中で姦淫を犯したのである。

29 もしあなたの右の目があなたをつまずかせるなら、それをえぐり出して捨てなさい。あなたの肢体の一つが失われても、あなたの体全体が地獄に投げ込まれない方が、あなたにとって益だからである。

30 もしあなたの右の手があなたをつまずかせるなら、それを切り取って捨てなさい。あなたの肢体の一つが失われても、あなたの体全体が地獄に投げ込まれない方が、あなたにとって益となるからです。

31 また、『だれでも妻を離別する者は、妻に離婚状を与えよ』と言われた。

32 しかし、わたしはあなたがたに言います。だれでも、姦淫以外の理由で自分の妻を離別する者は、彼女に姦淫を犯させます。また、だれでも、離別された女を娶る者は、姦淫を犯します。

33 また、昔の人々に『偽りの誓いを立ててはならない。あなたの誓いを主に果たせ』と言われたのを、あなたがたは聞きました。

34 しかし、わたしはあなたがたに言う。全く誓ってはならない。天をさしても、それは神の王座だからである。

35 地をさして誓ってはならない。そこは神の足台だからである。エルサレムをさして誓ってはならない。そこは偉大な王の都市だからである。

36 あなたの頭をさして誓ってはならない。あなたは一本の髪の毛すら、白くも黒くもできないからである。

37 あなたがたの言葉は、「はい」は「はい」、「いいえ」は「いいえ」とだけにしなさい。それ以上のことは、悪い者から出るのです。

38 「目には目で、歯には歯で」と言われたのを、あなたがたは聞いています。

39 しかし、わたしはあなたがたに言う。悪に立ち向かうな。だれかがあなたの右の頬を打つなら、ほかの頬をも向けなさい。

40 あなたを訴えて下着を取ろうとする者には、上着も与えなさい。

41 だれかがあなたに一マイル行けと強いるなら、その人と一緒に二マイル行きなさい。

42 求める者には与え、あなたから借りようとする者を拒んではならない。

43 「あなたがたは、『あなたの隣人を愛し、あなたの敵を憎め』と言われたのを聞きました。」

44 しかし、わたしはあなたがたに言います。あなたがたの敵を愛し、あなたがたを呪う者を祝福し、あなたがたを憎む者に善を行い、あなたがたを虐待し迫害する者のために祈りなさい。

45 それで、あなたがたは天におられるあなたがたの父の子となるのです。なぜなら、神はその太陽を悪い人にも良い人にも昇らせ、正しい人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるからです。

46 もし自分を愛してくれる者たちを愛するだけなら、どんな報酬があるでしょうか。取税人たちも同じことをしているではありませんか。

47 また、自分の兄弟たちだけに挨拶するなら、何の優れたことをしているのでしょう。取税人たちも同じことをしているではありませんか。

48 だから、あなたがたは、天の父が完全なように、完全でありなさい。

Matthew 6

1 人に見せようとして、あなたがたの施しを人々の前で行わないように気をつけなさい。もしそうでなければ、天におられるあなたがたの父から報酬を受けることはできません。

2 だから、施しをするときには、偽善者たちが会堂や路でするように、自分の前でラッパを吹いてはいけません。彼らは人にほめられるためにそうしているのです。まことに、あなたがたに言います。彼らはすでに自分の報酬を受け取っているのです。

3 あなたが施しをするとき、あなたの右の手がしていることを左の手に知らせてはならない。

4 あなたの施しが隠れた所にあるようにしなさい。そうすれば、隠れた所で見ておられるあなたの父が、あなたに報いてくださるでしょう。

5 また祈るときには、偽善者たちのようであってはならない。彼らは人に見られるために、会堂や通りの隅に立って祈ることを好むからである。まことに、あなたがたに言う。彼らはすでに自分の報酬を受け取っている。

6 しかし、あなたは祈るとき、自分の隠し部屋に入り、その扉を閉めて、隠れた所におられるあなたの父に祈りなさい。そうすれば、隠れた所で見ておられるあなたの父が、あなたに報いてくださいます。

7 また、祈るとき、異邦人のように同じ言葉をただ繰り返してはいけません。彼らは言葉数が多ければ聞かれると思っているのです。

8 だから、彼らのようにされてはいけません。あなたがたの父は、あなたがたが求める前に、あなたがたに必要なものを知っておられるからです。

9 だから、こう祈りなさい。天におられる私たちの父よ。あなたの名前が聖とされますように。

10 あなたの王国が来ますように。あなたの意志が天で行われるように、地でも行われますように。

11 私たちの日ごとのパンを、きょうもお与えください。

12 私たちの借金をお赦しください。私たちも、私たちの債務者たちを赦しました。

13 私たちを試みに導かず、悪からお救いください。国と力と栄光は、永遠にあなたのものだからです。アーメン。

14 もしあなたがたが人の咎を赦すなら、あなたがたの天の父もあなたがたを赦してくださるでしょう。

15 しかし、あなたがたが人々の咎を赦さないなら、あなたがたの父もあなたがたの咎を赦されないでしょう。

16 しかし、あなたがたが断食するときには、偽善者たちのように悲しそうな顔をしてはいけません。彼らは、人に見えるように断食していることを示すために、自分の顔をやつすのです。まことに、あなたがたに言います。彼らはすでに自分の報酬を受け取っているのです。

17 しかし、あなたが断食するときには、自分の頭に油を塗り、顔を洗いなさい。

18 それは、断食していることが人に見られず、隠れた所におられるあなたの父に見られるためです。そうすれば、隠れた所で見ておられるあなたの父が、明らかな所であなたに報いてくださいます。

19 自分のために宝を地上に蓄えるな。そこでは蛾とさびがそれを損ない、また泥棒たちが押し入って盗む。

20 自分の宝は、天にたくわえなさい。そこでは、蛾もさびもそれを損なうことはなく、また泥棒が穴をあけて盗むこともありません。

21 あなたの宝のある所に、あなたの心もあるからです。

22 からだのあかりは目です。それで、もしあなたの目が健全なら、あなたの全身が明るいでしょう。

23 もしあなたの目が悪ければ、あなたの全身は暗いでしょう。それなら、もしあなたの内なる光が暗闇なら、その暗闇はどれほどでしょう。

24 だれも、ふたりの主人に仕えることはできません。一方を憎んで他方を愛するか、あるいは一方に堅くついて他方を軽んじるからです。あなたがたは、神にも仕え、またマモンにも仕えることはできません。

25 だから、あなたがたに言います。自分の魂のことで、何を食べようか、何を飲もうかと心配したり、また、自分の体のことで、何を着ようかと心配したりしてはいけません。魂は食物よりも、体は衣よりも大切ではないのですか。

26 空の鳥を見なさい。彼らは種を蒔かず、刈り入れもせず、納屋に集めることもない。しかし、あなたがたの天の父は彼らを養われる。あなたがたは、彼らよりもまさっているではないか。

27 あなたがたのうち、だれが心配して、自分の身長に一キュビトを加えることができるでしょうか。

28 また、着物のことで何を心配するのか。野のユリがどう育つかをよく考えなさい。働きもせず、紡ぎもしない。

29 しかし、あなたがたに言う、ソロモンでさえ、そのすべての栄光において、これらの一つほどにも着飾ってはいなかった。

30 しかし、野の草は、きょうあっても、あすは窯に投げ込まれるのに、神はこのように装ってくださるのなら、ましてあなたがたには、もっとよくしてくださらないでしょうか。信仰の薄い人たちよ。

31 だから、何を食べようか、何を飲もうか、何を着ようかと言って心配するのはやめなさい。

32 これらのものはみな、異邦人が求めているのです。しかし、あなたがたの天の父は、あなたがたがこれらのものをみな必要としていることを知っておられます。

33 まず神の国とその義とを求めなさい。そうすれば、これらのものはすべてあなたがたに加えられるであろう。

34 だから、明日のことを思い煩うな。明日は明日自身が思い煩うだろう。その日の悪意は、その日だけで十分である。

Matthew 7

1 裁くな。裁かれないためである。

2 あなたがたが裁く裁きによって、あなたがたも裁かれ、あなたがたが量る尺度によって、あなたがたも量り直されるからです。

3 なぜあなたは兄弟の目にあるちりを見るのに、自分の目にある梁には気づかないのですか。

4 それなら、どうしてあなたの兄弟に『あなたの目のちりを取り除かせてください』と言うのですか。見なさい、あなたの目には梁があるではありませんか。

5 偽善者よ、まず自分の目から梁を取り出せ。そうすれば、はっきり見えて、兄弟の目からちりを取り出すことができるだろう。

6 聖なるものを犬に与えてはいけません。また、あなたがたの真珠を豚の前に投げてはいけません。彼らがそれを足で踏みにじり、向き直ってあなたがたを引き裂くことのないように。

7 求めなさい。そうすれば与えられます。捜しなさい。そうすれば見つかります。たたきなさい。そうすれば開かれます。

8 だれであれ、求める者は受け、捜す者は見つけ出し、たたく者には開かれる。

9 あなたがたのうち、だれが、自分の子がパンを求めるのに、石を与える人がいるでしょうか。

10 また、魚を求めるなら、蛇を与えるでしょうか。

11 してみると、あなたがたは悪い者でありながら、自分の子に良い贈り物を与えることを知っているのです。まして、天におられるあなたがたの父は、求める者たちに良いものを与えてくださるでしょう。

12 だから、何事でも、人々があなたがたにしてもらいたいと思うことは、あなたがたも彼らにそのようにしなさい。これが律法であり預言者です。

13 狭い門から入りなさい。滅びに至る門は広く、その道は広いからです。そして、そこから入って行く者は多いのです。

14 その門は狭く、その道は狭く、命に至る道であり、それを見いだす者は少ない。

15 偽預言者たちに気をつけなさい。彼らは羊の衣を着てあなたがたのところに来るが、内側は貪欲な狼です。

16 彼らの果実によって、あなたがたは彼らを見分けるでしょう。茨からぶどうを、茨からいちじくを集めることがあり得ましょうか。

17 良い木はみな良い果実を結び、悪い木は悪い果実を結びます。

18 良い木が悪い果実を生み出すことはできず、悪い木が良い果実を生み出すこともできません。

19 良い実を結ばない木はみな切り倒され、火に投げ込まれます。

20 こういうわけで、あなたがたは、その果実によって彼らを見分けるでしょう。

21 わたしに向かって「主よ、主よ」と言う者はみな天の王国に入るのではなく、天におられるわたしの父の意志を行う者が入るのです。

22 その日には、多くの者が私に言うでしょう。「主よ、主よ。私たちはあなたの名前によって預言し、あなたの名前によって悪霊を追い出し、あなたの名前によって多くの力を行ったではありませんか。」

23 そのとき、わたしは彼らに言明しよう。「わたしは決してあなたがたを知らなかった。不法を働く者たちよ、わたしから離れて行け。」

24 だから、わたしのこれらの言葉を聞いてそれを行う者はみな、岩の上に自分の家を建てた賢い男に比べることができます。

25 雨が降り、川々が押し寄せ、風が吹いてその家に打ちかかったが、倒れなかった。岩の上に建てられていたからである。

26 また、私のこれらの言葉を聞いて、それを行わない者は皆、砂の上に自分の家を建てた愚かな男に比べられるでしょう。

27 雨が降り、川々が押し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけた。すると、その家は倒れ、その倒れは大きかった。

28 イエスがこれらの言葉を語り終えられたとき、群衆はその教えに驚いた。

29 というのは、彼は権威を持つ者として彼らを教えていたからであり、書記官たちのようにではなく。

Matthew 8

1 イエスが山から下りて来られると、多くの群衆が彼に従った。

2 すると、ひとりのらい病人が来て、ひれ伏して言った。「主よ、お心一つで、私を清めることがおできになります。」

3 イエスは手を伸ばして彼に触れ、「わたしは望む。清くなれ」と言った。するとすぐに、彼のらい病は清められた。

4 イエスは彼に言った、「だれにも言うな。ただ行って、自分を祭司に見せ、モーセが命じた贈り物をささげなさい。彼らへの証言のために。」

5 イエスがカペナウムに入られたとき、ひとりの百人隊長がみもとに来て、彼を懇願した。

6 「主よ。私の召使いが中風で、家に寝かされていて、ひどく苦しんでおります。」と言った。

7 イエスは彼に言った、「行って、彼を治そう。」

8 百人隊長は答えて言った、「主よ、私はあなたを私の屋根の下に入れる資格はありません。ただ、言葉を言ってください。そうすれば、私の召使いは癒やされるでしょう。」

9 私も権威の下にある者ですが、私自身の下に兵士たちがいて、この者に「行け」と言えば行き、別の者に「来い」と言えば来ます。また、私の奴隷に「これをせよ」と言えば、そのとおりにします。

10 イエスはこれを聞いて驚き、従っている人たちに言った、「まことに、あなたがたに告げる。イスラエルの中で、これほどの信仰を見たことはない」。

11 あなたがたに言いますが、多くの者が東から西から来て、天の王国でアブラハム、イサク、ヤコブとともに食卓に着くでしょう。

12 しかし、王国の子らは外の暗闇に追い出され、そこで泣きと歯ぎしりがあるだろう。

13 イエスは百人隊長に言われた、「行け。あなたが信じたとおりになるように」。すると、その時に彼の召使いは癒やされた。

14 イエスがペテロの家に来て、その姑が熱病で床に伏しているのをご覧になった。

15 イエスがその手に触れられると、熱が去り、彼女は起き上がって彼らに仕えた。

16 夕方になって、人々は悪霊につかれた者を大ぜい連れて来た。そして彼は言葉で霊たちを追い出し、また悪くしている者たちをみな癒やした。

17 これは、預言者イザヤを通して言われたことが成就するためであった。「彼は私たちの弱さを担い、私たちの病気を負った。」

18 イエスは自分の回りに多くの群衆を見て、向こう岸へ行くように命じた。

19 すると、ひとりの書記官が近づいて来て言った、「教師よ、あなたがどこへ行かれても、私は従います。」

20 イエスは彼に言った、「狐には穴があり、空の鳥には巣があるが、人の子には頭を横たえる所がない。」

21 また、別の弟子が彼に言った、「主よ、まず行って私の父を葬ることをお許しください。」

22 しかし、イエスは彼に言った、「わたしに従いなさい。そして、死人たちに彼ら自身の死人たちを葬らせなさい。」

23 イエスが舟にお乗りになると、弟子たちは彼に従った。

24 すると、見よ、大きな地震が海に起こり、船は波に覆われようとしていた。しかし、彼は眠っていた。

25 弟子たちは近づいて来て、彼を起こして言った、「主よ、私たちを救ってください。私たちは滅びそうです。」

26 するとイエスは彼らに言われた、「なぜ怖がるのか、信仰の薄い者たちよ」。それから起き上がって、風と海を叱りつけられると、大いなる静けさが生じた。

27 人々は驚いて言った、「風や海までもが彼に従うとは、この方はいったいどんな方なのだろう。」

28 それから、彼が向こう岸のゲルゲセネ人の地域に着いたとき、二人の悪霊につかれた者が墓から出て来て、彼に出会った。彼らは非常に狂暴で、だれもその道を通ることができないほどであった。

29 すると、見よ、彼らは叫んで言った、「神の子イエスよ、私たちとあなたに何の関わりがあるのですか。時が来る前に、私たちを苦しめにここへ来られたのですか。」

30 ところで、そこから遠く離れた所に、多くの豚の群れが飼われていた。

31 すると、悪霊たちはイエスに願って言った、「もし私たちを追い出すのなら、豚の群れの中に行かせてください。」

32 すると、彼らは出て行って、豚の群れの中に入った。すると、見よ、その豚の群れ全体が崖から海へと突っ走り、水の中で死んだ。

33 しかし、飼っていた者たちは逃げ出し、町に行って、悪霊につかれた者たちのことも含めて、すべてを報告した。

34 すると、見よ、町中の者がイエスに会いに出て来た。そして、イエスを見て、その境界から立ち去ってくださるように願った。

Matthew 9

1 舟に乗って渡り、自分の都市に来た。

2 すると、見よ、人々が中風の人を寝台に寝かせたまま、彼のもとに運んで来た。イエスは彼らの信仰を見て、中風の人に言った、「子よ、元気を出しなさい。あなたの罪は赦されている」。

3 すると、見よ、書記官たちのうちのある者たちが心の中で言った、「この者は神を冒涜している」。

4 イエスは彼らの思いを見て言われた、「なぜあなたがたは心の中で悪いことを考えているのか」。

5 あなたの罪は赦された、と言うのと、起きて歩け、と言うのと、どちらが易しいか。

6 しかし、人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを、あなたがたに知らせるために。」こう言って、それから中風の人に、「起きなさい。寝台をたたんで、家に帰りなさい。」と言われた。

7 彼は起きて、自分の家へ帰った。

8 群衆はそれを見て驚き、このような権威を人々に与えられた神を崇めた。

9 イエスはそこから進みながら、税関に座っているマタイという人を見て、「私に従いなさい」と言った。すると彼は立ち上がって、イエスに従った。

10 イエスが家で座っておられたとき、見よ、多くの取税人や罪人が来て、イエスとその弟子たちと共に座っていた。

11 すると、これを見たパリサイ人たちが、彼の弟子たちに言った、「なぜ、あなたがたの教師は取税人や罪人たちと一緒に食べるのですか。」

12 イエスはこれを聞いて彼らに言われた、「医者を必要とするのは丈夫な者ではなく、悪い状態にある者たちです」。

13 行って、『わたしは慈悲を望み、犠牲を望まない』とはどういう意味かを学びなさい。わたしは正しい人を招くためではなく、罪人を悔い改めに招くために来たのです。

14 そのとき、ヨハネの弟子たちがイエスのもとに来て言った、「なぜ、私たちとパリサイ人は多く断食するのに、あなたの弟子たちは断食しないのですか。」

15 イエスは彼らに言われた、「婚礼の間の子たちは、花婿が彼らと共にいる間は、悲しむことができないであろう。しかし、花婿が彼らから取り去られる日々が来る。その時には、彼らは断食するであろう。」

16 だれも、新しい布切れの継ぎ当てを古い上着に当てることはない。その継ぎ当ては上着を引き裂き、破れはさらにひどくなるからである。

17 また、人々は新しい葡萄酒を古い革袋に入れはしない。もしそうすれば、革袋は裂け、葡萄酒は流れ出て、革袋もだめになる。しかし、人々は新しい葡萄酒を新しい革袋に入れる。そうすれば、両方とも保たれる。

18 これらのことをイエスが話しておられると、見よ、一人の支配者が来て、彼にひれ伏して言った。「私の娘が今死にました。しかし、来て、あなたの手を彼女の上に置いてください。そうすれば、彼女は生きます。」

19 イエスは立ち上がって彼に従われた。そして、彼の弟子たちも従った。

20 すると、見よ。十二年の間長血をわずらっている女が、イエスのうしろに来て、その上着の縁に触れた。

21 彼女は心の中で言った、「わたしの上着にでもさわれば、救われるのだ」。

22 イエスは振り返って彼女を見て言われた、「娘よ、元気を出しなさい。あなたの信仰があなたを救ったのです」。すると、その女はその時に救われた。

23 イエスが支配者の家に来て、笛手たちと騒いでいる群衆を見て、

24 「あちらへ行きなさい。少女は死んだのではなく、眠っているのです。」すると、彼らはイエスをあざ笑った。

25 群衆が追い出された後、イエスは入って来て、その少女の手を取られた。すると、少女は起き上がった。

26 この名声はその全地方に広まった。

27 イエスがそこから通り過ぎて行かれると、二人の盲人が叫んで言いながら従って来た、「ダビデの子よ、私たちをあわれんでください。」

28 家に入られると、盲人たちがみもとに来た。イエスは彼らに言われた、「わたしにこれができると信じるか」。彼らは言った、「そうです、主よ」。

29 そこで、イエスは彼らの目に触れて、「あなたがたの信仰のとおりになれ。」と言われた。

30 すると、彼らの目が開かれた。イエスは彼らに厳しく戒めて言われた、「だれにも知られないように気をつけなさい。」

31 しかし、彼らは出て行って、その全地方に彼のことを言いふらした。

32 彼らが出て行くと、見よ、悪霊につかれた口のきけない人が、みもとに連れて来られた。

33 悪霊が追い出されると、その口のきけない者が話し始めた。群衆は驚いて、「こんなことはイスラエルでいまだかつて見たことがない」と言った。

34 しかし、パリサイ人たちは、「彼は悪霊の支配者によって悪霊を追い出している」と言った。

35 イエスはすべての都市と村を巡り、彼らの会堂で教え、王国の福音を宣べ伝え、民の中のあらゆる病気とあらゆるわずらいを癒やされた。

36 群衆を見て、羊飼いのない羊のように弱り果てて倒れている彼らを深く憐れまれた。

37 そのとき、彼は弟子たちに言った。「収穫は多いが、労働者は少ない。」

38 だから、収穫の主に、その収穫のために労働者を送り出してくださるように祈りなさい。

Matthew 10

1 そして、十二人の弟子を呼び寄せて、彼らに汚れた霊に対する権威を与えられた。それは、それらを追い出し、あらゆる病気とあらゆるわずらいを癒すためであった。

2 十二使徒の名前はこれらである。まず、ペテロと呼ばれるシモンとその兄弟アンデレ、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネ。

3 ピリポとバルトロマイ、トマスと取税人マタイ、アルファイオスの子ヤコブ、およびレバイオス、すなわちタダイと呼ばれた者。

4 熱心党員シモン、そしてイエスを裏切ったイスカリオテのユダ。

5 イエスはこの十二人を遣わし、彼らに命じて言われた、「異邦人の道に行ってはならない。またサマリア人の都市に入ってはならない」。

6 むしろ、イスラエルの家の滅びた羊のところへ行きなさい。

7 行って、『天の王国が近づいた』と宣べ伝えなさい。

8 病人を癒やし、らい病人を清め、死人を生き返らせ、悪霊を追い出しなさい。ただで受けたのだから、ただで与えなさい。

9 金も銀も青銅も、あなたがたの帯の中に蓄えてはいけません。

10 道に袋を持たず、また二枚の下着も、サンダルも、杖も持たずに行きなさい。労働者は自分の食物に値するからです。

11 どんな町や村に入っても、そこでだれがふさわしい人かを尋ね、そこを出て行くまで、その人のもとに留まりなさい。

12 家に入るときは、それに挨拶しなさい。

13 もしその家がふさわしいなら、あなたがたの平和はその家に来なさい。しかし、もしふさわしくないなら、あなたがたの平和はあなたがたのところに返って来なさい。

14 だれでもあなたがたを受け入れず、あなたがたの言葉を聞かないなら、その家またはその都市を出て行くとき、あなたがたの足の塵埃を払い落としなさい。

15 まことに、あなたがたに言います。裁きの日には、ソドムとゴモラの大地のほうが、その都市よりも耐えやすいでしょう。

16 見よ、わたしはあなたがたを狼の中の羊のように送り出す。だから、蛇のように賢く、鳩のように純真でありなさい。

17 人々に用心しなさい。彼らはあなたがたを評議会に引き渡し、会堂でむち打つからです。

18 また、あなたがたは、わたしのために総督たちや王たちの前に連れて行かれるでしょう。それは、彼らと民族たちへの証言のためです。

19 しかし、彼らがあなたがたを引き渡すとき、何を、またどのように話すべきか心配してはならない。その時、あなたがたに何を話すべきかが与えられるからである。

20 あなたがたが話しているのではなく、あなたがたのうちで話しているあなたがたの父の霊である。

21 兄弟は兄弟を死に渡し、父は子を渡し、子らは親に立ち向かい、彼らを死に至らせるであろう。

22 また、わたしの名のために、あなたがたはすべての人々に憎まれるでしょう。しかし、終わりまで耐え忍ぶ者は救われます。

23 しかし、彼らがこの都市であなたがたを迫害するなら、他の都市へ逃げなさい。まことに、あなたがたに言う。人の子が来るまで、あなたがたはイスラエルの都市を巡り終えることは決してない。

24 弟子はその教師にまさることはなく、奴隷はその主にまさることはありません。

25 弟子がその師のようになれば十分であり、奴隷がその主のようになれば十分である。彼らが家主をベルゼブルと呼んだのなら、ましてやその家族の者たちを、どれほどひどく呼ぶだろうか。

26 だから、彼らを恐れてはいけません。覆われているもので、現わされないものはなく、隠されているもので、知られずに済むものはありません。

27 わたしが暗闇であなたがたに言うことを、光の中で言いなさい。また、耳で聞くことを、屋上で宣べ伝えなさい。

28 体を殺しても、魂を殺すことのできない者たちを恐れてはなりません。むしろ、魂も体も地獄で滅ぼすことのできる方を恐れなさい。

29 二羽の雀は一アサリオンで売られているではありませんか。そして、その一羽でも、あなたがたの父の許しなしには大地に落ちることはありません。

30 あなたがたの頭の髪までも、みな数えられています。

31 だから恐れるな。あなたがたは多くの雀よりもまさっている。

32 だから、わたしを人の前で告白する者はみな、わたしも天におられるわたしの父の前でその者を告白する。

33 しかし、人の前で私を否む者は、私も天におられる私の父の前で、その者を否む。

34 わたしが来たのは地に平和をもたらすためだと思ってはなりません。わたしは、平和をもたらすために来たのではなく、刀をもたらすために来たのです。

35 わたしは、人をその父に、娘をその母に、嫁をその姑に逆らわせるために来たのです。

36 そして、人の敵はその家族の者である。

37 わたしよりも父や母を愛する者は、わたしにふさわしい者ではありません。また、わたしよりも子や娘を愛する者は、わたしにふさわしい者ではありません。

38 自分の十字架を取らず、わたしについて来ない者は、わたしにふさわしい者ではありません。

39 自分の魂を見いだす者はそれを失い、わたしのために自分の魂を失う者はそれを見いだすであろう。

40 あなたがたを受け入れる者は、わたしを受け入れるのです。また、わたしを受け入れる者は、わたしを遣わした方を受け入れるのです。

41 預言者を預言者の名において受け入れる者は、預言者の報酬を受けるであろう。また、義人を義人の名において受け入れる者は、義人の報酬を受けるであろう。

42 また、これらの小さな者の一人に、弟子の名のゆえに、冷たい水一杯でも飲ませる者は、まことに、あなたがたに言います。その者は決してその報酬を失うことはありません。

Matthew 11

1 イエスが十二弟子に指示を与え終えたとき、彼はそこから彼らの都市で教え、宣べ伝えるために移った。

2 さて、ヨハネは刑務所でキリストの働きを聞いて、自分の弟子のうちの二人を送った。

3 「おいでになる方はあなたですか。それとも、私たちは別の方を待つべきでしょうか。」

4 イエスは答えて彼らに言われた、「行って、あなたがたが聞いていることや見ていることをヨハネに報告しなさい」。

5 盲人は見え、足なえは歩き、らい病人は清められ、耳の聞こえない者は聞き、死人はよみがえり、貧しい者には福音が宣べ伝えられている。

6 わたしにつまずかない者は幸いです。

7 この人たちが行ってしまうと、イエスは群衆にヨハネについて話し始められた。「あなたがたは、何を見に荒野へ出て行ったのか。風に揺れる葦か。

8 しかし、あなたがたは何を見に出て行ったのですか。柔らかい上着を着た人ですか。見よ、柔らかい物を着ている人たちは王の家にいるのです。

9 しかし、あなたがたは何を見に出て行ったのですか。預言者を見るためですか。そうです。あなたがたに言いますが、預言者よりもまさる者です。

10 この人こそ、『見よ、わたしは私の天使をあなたの顔の前に遣わし、彼があなたの道をあなたの前に備えるであろう』と書かれているその人です。

11 まことに、あなたがたに言います。女から生まれた者の中で、バプテスマ者ヨハネより偉大な者は起こされていません。しかし、天の王国で一番小さい者でも、彼より偉大です。

12 バプテスマのヨハネの日以来今日まで、天の王国は激しく攻められています。そして、暴力的な人たちがそれを奪い取っています。

13 すべての預言者たちと律法は、ヨハネに至るまで預言した。

14 もしあなたがたが受け入れようとするなら、この人こそ、来たるべきエリヤです。

15 耳のある者は聞きなさい。

16 この世代を何にたとえましょうか。市場に座っている子供たちのようです。彼らは友たちに呼びかけて、

17 彼らは言う、「私たちは笛を吹いてやったのに、あなたがたは踊らなかった。私たちは弔いの歌を歌ってやったのに、あなたがたは悲しまなかった。」

18 ヨハネが来て、食べも飲みもしなかったので、人々は「彼は悪霊につかれている」と言う。

19 人の子が来て、食べたり飲んだりしていると、彼らは言う、「見よ、この人は大食いで酒飲み、取税人や罪人の友だ」。しかし、知恵はその子たちによって正しいと認められた。

20 そのとき、イエスは、多くの力あるわざが行われた都市たちが悔い改めなかったので、それらの都市を責め始められた。

21 ああコラジン、ああベツサイダよ。もしティルスとシドンで、あなたがたのうちで行われた力あるわざが行われていたなら、彼らはとうの昔に粗布と灰の中で悔い改めたであろう。

22 しかし、あなたがたに言います。ティルスとシドンのほうが、裁きの日にはあなたがたよりも耐えやすいでしょう。

23 あなた、カペナウムよ。天にまで上げられた者よ、あなたはハデスにまで落とされるであろう。もしソドムであなたの中でなされた力あるわざがなされていたなら、ソドムは今日まで残っていたであろうに。

24 しかし、あなたがたに言う、ソドムの大地は、裁きの日には、あなたよりも耐えやすいであろう。

25 その時、イエスは答えて言われた。「父よ、天と大地の主よ。あなたに告白します。あなたはこれらのことを賢い者や分別のある者から隠し、幼子たちに現わされました。」

26 そうです、父よ。これがあなたの御前で善意となったのです。

27 すべてのものは、わたしの父からわたしに渡されました。そして、父のほかには子を知る者はなく、子と、子が父を知らせようと望む者のほかには、だれも父を知る者はありません。

28 すべて、疲れた者、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。

29 わたしのくびきを負い、わたしから学びなさい。わたしは心優しく、へりくだっているからです。そうすれば、あなたがたの魂に休息を見いだすでしょう。

30 わたしのくびきは負いやすく、わたしの重荷は軽いからです。

Matthew 12

1 その時、イエスは安息日に麦畑を通られた。弟子たちは空腹になったので、穂を摘んで食べ始めた。

2 すると、パリサイ人たちはそれを見て、イエスに言った、「見よ、あなたの弟子たちが、安息日にしてはならないことをしている」。

3 しかし、彼は彼らに言った、「ダビデとその連れの者たちが飢えたとき、ダビデが何をしたか、あなたがたは読まなかったのか。」

4 どのようにして彼は神の家に入り、供えのパンを食べたのか。それは彼にも彼と共にいた者たちにも食べることが許されていなかったが、祭司たちだけには許されていたものであった。

5 あなたがたは律法で読んだことがないのですか。安息日に祭司たちが神殿で安息日を汚しても、彼らは罪のない者であることを。

6 わたしはあなたがたに言います。ここに神殿よりも大きな者がいるのです。

7 もしあなたがたが『わたしは慈悲を望み、犠牲を望まない』という意味を知っていたなら、罪のない者たちを罪に定めることはなかったでしょう。

8 人の子は安息日の主です。

9 そこを去って、イエスは彼らの会堂にはいられた。

10 すると、見よ、片手の萎えた人がいた。彼らはイエスに尋ねて言った、「安息日に癒すことは律法にかなっているでしょうか。」これは彼を訴えるためであった。

11 すると、彼は彼らに言った、「あなたがたのうち、だれかが一匹の羊を持っていて、もしそれが安息日に穴に落ちるなら、その羊をつかんで引き上げない者があるだろうか。」

12 それでは、人は羊よりどれほどまさっているか。それゆえ、安息日に良いことをすることは許されている。

13 そこで彼はその人に言った、「手を伸ばしなさい」。彼が手を伸ばすと、その手は元どおりに治り、もう一方の手のようになった。

14 パリサイ人たちは出て行って、彼を滅ぼそうと評議会を開いた。

15 イエスはそれを知って、そこから退かれた。すると多くの群衆が彼に従った。そして彼は彼らをみな癒やした。

16 そして、彼らに、自分のことを人々に知らせないようにと戒められた。

17 これは、預言者イザヤを通して言われた事が成就するためであった。

18 見よ、わたしの召使い、わたしが選んだ者、わたしの愛する者、わたしの魂が喜んだ者。わたしは彼の上にわたしの霊を置く。彼は民族に裁きを宣べ伝える。

19 争うこともなく、叫ぶこともなく、だれも大通りでその声を聞くことはない。

20 傷んだ葦を折ることもなく、くすぶる亜麻布を消すこともない。ついに裁きを勝利に導き出すまで。

21 そして異邦人は彼の名に望みを置く。

22 そのとき、悪霊につかれた盲人で口のきけない者が彼のもとに連れて来られた。そして彼を癒やしたので、その盲人で口のきけない者が話し、また見えるようになった。

23 群衆はみな驚いて言った、「この人はダビデの子なのだろうか」。

24 しかし、パリサイ人たちはこれを聞いて言った、「この人は、ただベエルゼブル、すなわち悪霊たちの支配者によって、悪霊たちを追い出しているにすぎない」。

25 イエスは彼らの思いを知って、彼らに言った、「すべての王国が自分自身に対して分裂すれば荒廃し、すべての都市や家が自分自身に対して分裂すれば立つことはできない」。

26 もしサタンがサタンを追い出して、自分に対して分裂したのなら、どうしてその王国は立ち行くでしょうか。

27 もし私がベエルゼブルによって悪霊を追い出しているなら、あなたがたの子たちはだれによって追い出すのですか。それゆえ、彼らがあなたがたの裁判官となるのです。

28 しかし、わたしが神の霊によって悪霊を追い出しているのなら、神の王国はすでにあなたがたに届いているのです。

29 いや、どうして強い人の家に入ってその家財を奪い取ることができるだろうか。まずその強い人を縛ってしまわなければ、どうしてその家を奪い取ることができるだろうか。

30 わたしと共にいない者は、わたしに逆らう者である。また、わたしと共に集めない者は、散らす者である。

31 だから、あなたがたに言います。すべての罪と冒涜は人々に赦されるでしょう。しかし、霊の冒涜は人々に赦されないでしょう。

32 また、人の子に対して言葉を言う者は、その人に赦されるであろう。しかし、聖霊に対して言う者は、この世においても、来たるべき世においても、その人に赦されることはない。

33 木を良くし、その果実も良くしなさい。あるいは、木を悪くし、その果実も悪くしなさい。なぜなら、木はその果実によって知られるからである。

34 蝮の子らよ、悪い者であるあなたがたは、どうして良いことを話すことができましょう。心の豊かさから、口が話すのです。

35 良い人は、その心の良い宝から良いものを取り出し、悪い人は、その悪い宝から悪いものを取り出します。

36 わたしはあなたがたに言う、人はその語るすべての無駄な言葉について、裁きの日にその言葉を言い開きをするであろう。

37 あなたの言葉によってあなたは正しいとされ、あなたの言葉によって罪に定められるからである。

38 そのとき、書記官とパリサイ人たちのうちのある者たちが答えて言った、「教師よ、私たちはあなたからしるしを見たいのです。」

39 しかし、彼は答えて彼らに言った、「悪い姦婦の世代はしるしを求める。しかし、預言者ヨナのしるしのほかには、しるしは彼女に与えられないであろう。」

40 ヨナが三日三晩、鯨の腹の中にいたように、人の子も三日三晩、大地の心の中にいるであろう。

41 ニネベの男たちは、裁きのときにこの世代とともに立ち上がり、それを罪に定めるであろう。なぜなら、彼らはヨナの宣教によって悔い改めたからである。そして見よ、ここにヨナよりもまさる者がいる。

42 南の女王は、裁きのときにこの世代とともに立ち上がり、この世代を罪に定めるであろう。なぜなら、彼女はソロモンの知恵を聞くために地の果てから来たからである。そして見よ、ここにソロモンよりもまさる者がいる。

43 しかし、汚れた霊が人から出て行くと、水のない場所を通りながら休息を求めるが、見つからない。

44 そこで言う、「自分の出て来た家に帰ろう。」そして来てみると、空いており、掃除され、飾られているのを見つける。

45 そこで、出て行って、自分よりも悪い他の霊を七つ連れて来て、入り込んでそこに住む。そして、その人の最後の状態は最初よりも悪くなる。この邪悪な世代も、そのようになるであろう。

46 イエスがまだ群衆に話しておられるとき、見よ、その母と兄弟たちが、彼に話そうとして外に立っていた。

47 すると、ある人が彼に言った、「見よ、あなたの母と兄弟たちが、あなたに話そうとして外に立っています。」

48 しかし、イエスは彼に言った者に答えて言われた、「わたしの母はだれか。また、わたしの兄弟たちはだれか。」

49 そして、彼は手を弟子たちの方に差し伸べて言った、「見よ、わたしの母とわたしの兄弟たちがいる」。

50 天におられるわたしの父の意志を行う者はだれでも、その者がわたしの兄弟、姉妹、また母である。

Matthew 13

1 その日、イエスは家を出て、海のほとりに座っておられた。

2 すると、多くの群衆が彼のもとに集まり、彼が船に乗って座るほどになった。そして、すべての群衆は岸に立っていた。

3 彼は多くのことを、彼らにたとえで語って言った、「見よ、種を蒔く者が種を蒔きに出て行った。

4 蒔いているとき、ある種は道ばたに落ちた。すると鳥が来て、それを食べてしまった。

5 また、別の種は岩地に落ちた。そこには大地が多くなく、深さがないために、すぐに芽を出した。

6 しかし、太陽が昇ると、焼かれて、根がないために枯れてしまった。

7 また別の種は茨の中に落ちた。すると茨が伸びて、それをふさいでしまった。

8 しかし、別の種は良い大地に落ちて、果実を実らせた。あるものは百倍、あるものは六十倍、あるものは三十倍であった。

9 耳のある者は聞きなさい。

10 すると、弟子たちが近づいて来て、彼に言った、「なぜ、彼らにたとえで話すのですか。」

11 イエスは答えて言われた、「あなたがたには天の王国の秘義を知ることが与えられているが、彼らには与えられていない」。

12 持っている者はさらに与えられて豊かになり、持っていない者は、持っているものまでも取り上げられるからである。

13 だから、彼らにたとえで話すのは、彼らは見ているのに見えず、聞いているのに聞こえず、また悟ることもないからである。

14 こうして、彼らの上にイザヤの預言が成就するのです。「あなたがたは聴覚をもって聞くが、決して悟ることはなく、見ることは見るが、決して見ることはない。」

15 この民の心は鈍くなり、その耳で重く聞き、その目を閉じた。それは、彼らが目で見、耳で聞き、心で悟って立ち返り、わたしが彼らを癒やすことのないためである。

16 しかし、あなたがたの目は見ているから幸いです。また、あなたがたの耳は聞いているから幸いです。

17 まことに、あなたがたに言います。多くの預言者や義人たちは、あなたがたが見ているものを見たいと願ったが、見ることができず、あなたがたが聞いていることを聞きたいと願ったが、聞くことができませんでした。

18 ですから、種蒔きのたとえを聞きなさい。

19 御国の言葉を聞いても悟らない者のところには、悪い者が来て、その心に蒔かれたものを奪い取る。これが道ばたに蒔かれた者である。

20 岩地に蒔かれた者は、言葉を聞くとすぐに喜びをもって受け入れる人のことです。

21 しかし、自分の中に根がないので、一時的なものであり、苦難や迫害が言葉のために起こると、すぐにつまずいてしまう。

22 しかし、茨の中に蒔かれた者とは、言葉を聞く者であり、この世の心配と富の欺きが言葉をふさぎ、実を結ばない者となるのです。

23 しかし、良い大地に蒔かれた者は、言葉を聞いて悟る人であり、その人は確かに実を結び、ある者は百倍、ある者は六十倍、ある者は三十倍の実を結びます。

24 イエスは、別のたとえを彼らに示して言われた。「天の王国は、自分の野に良い種を蒔く人にたとえられる。

25 ところが、人々が眠っている間に、彼の敵が来て、小麦の中に毒麦を蒔いて去って行った。

26 しかし、草が芽生え、果実を結んだとき、毒麦も現れた。

27 そこで、その家の主人の奴隷たちが来て、彼に言った、「主よ、あなたは自分の野に良い種を蒔かれたのではありませんか。では、どうして毒麦があるのですか。」

28 すると、彼は彼らに言った、「敵である人がこれをした」。すると、奴隷たちは彼に言った、「あなたは望むのですか、私たちが行ってそれを集めましょうか」。

29 しかし彼は言った、「いや、毒麦を集めるうちに、小麦も一緒に抜き取ってしまうかもしれない。」

30 両方とも収穫まで育つままにしておきなさい。収穫の時に、私は刈り手たちに言います。『まず毒麦を集めて、焼くために束にしなさい。しかし小麦は、私の納屋に集めなさい。』」

31 また別のたとえを彼らに示して言われた、「天の王国はからしの粒のようなものである。それを取った人が自分の野に蒔いた。

32 それはどんな種よりも小さいが、育つとどの野菜よりも大きくなり、木となって、空の鳥が来てその枝に巣を作るほどになる。

33 また別のたとえを彼らに語られた。「天の王国は、女が取って三計量器の小麦粉の中に隠した酵母のようなものである。全体が発酵するまで。」

34 イエスはこれらのすべてのことを、たとえで群衆に語った。そして、たとえなしには彼らに何も語らなかった。

35 それは、預言者を通して言われたことが成就するためであった。「わたしはたとえ話で口を開き、世界の基礎から隠されていたことを語り出そう。」

36 そのとき、イエスは群衆を離れて家に入られた。すると、彼の弟子たちがみもとに来て、「野の毒麦のたとえを私たちに説明してください」と言った。

37 イエスは答えて彼らに言われた、「良い種を蒔く者は人の子である。

38 畑は世界であり、良い種は御国の子たちであり、毒麦は悪い者の子たちである。

39 敵である種を蒔いた者は悪魔であり、収穫はこの世の終わりであり、刈り手たちは天使たちである。

40 ですから、毒麦が集められて火で焼かれるように、この世の終わりにもそのようになるでしょう。

41 人の子はその天使たちを遣わし、彼らはその王国から、すべてのつまずきの石と不法を行う者たちを集めるであろう。

42 彼らを火の炉に投げ込むであろう。そこでは泣きと歯ぎしりがあるであろう。

43 そのとき、正しい者たちは彼らの父の王国で太陽のように輝くであろう。耳のある者は聞くがよい。

44 天の王国は、野に隠された宝のようなものです。それを見つけた人はそれを隠し、その喜びのゆえに行き、持っているものをすべて売って、その野を買います。

45 また、天の王国は、良い真珠を求める商人のようなものです。

46 高価な真珠を一つ見つけた者は、行って自分の持っているすべてのものを売り、それを買った。

47 また、天の王国は、海に投げ入れられ、あらゆる種族から集める網のようなものです。

48 網がいっぱいになると、岸に引き上げて座り、良いものを器に入れ、悪いものは外に捨てた。

49 この世の終わりにもそのようになるであろう。天使たちが出て行って、正しい者たちの中から悪い者たちを分け隔てるであろう。

50 彼らを火の炉に投げ込むでしょう。そこでは泣きと歯ぎしりがあるでしょう。

51 イエスは彼らに言った、「あなたがたはこれらのすべてを悟ったか」。彼らは彼に言った、「はい、主よ」。

52 そこで彼は彼らに言った、「それゆえ、天の王国のために弟子とされたすべての書記官は、自分の宝から新しい物と古い物を取り出す家主のような人です。」

53 これらのたとえを語り終えると、イエスはそこを去られた。

54 そして自分の故郷に来て、彼らをその会堂で教えていた。それで彼らは驚嘆して言った、「この人にこの知恵とこれらの力はどこから来たのか」。

55 この人は大工の子ではないか。彼の母はマリアと呼ばれ、彼の兄弟はヤコブ、ヨセ、シモン、ユダではないか。

56 その姉妹たちはみな、私たちのところにいるではないか。それなら、この人はこれらのことをすべてどこから得たのか。

57 彼らはイエスにつまずいた。しかし、イエスは彼らに言われた、「預言者は自分の故郷と自分の家以外では、敬われないことはない」。

58 そして、彼らの不信仰のゆえに、そこでは多くの力をなさなかった。

Matthew 14

1 その時、四分領主ヘロデはイエスの聴覚を聞いた。

2 そして彼は自分の召使いたちに言った、「これはバプテスマ者ヨハネだ。彼は死人の中からよみがえったのだ。それゆえ、これらの力が彼のうちに働いているのだ。」

3 ヘロデはヨハネを捕らえて縛り、自分の兄弟ピリポの妻ヘロディアスのために、彼を刑務所に入れた。

4 ヨハネは彼に言っていた、「あなたが彼女を持つことは許されていない」。

5 しかし、彼はヨハネを殺そうと思ったが、群衆を恐れた。彼らが彼を預言者と認めていたからである。

6 ヘロデの誕生日が祝われていたとき、ヘロディアスの娘がみんなの前で踊り、ヘロデを喜ばせた。

7 そこで彼は誓いをもって、彼女に願うものは何でも与えると約束した。

8 ところが、彼女は母にそそのかされて、「今ここで、大皿にヨハネ・バプテスマ者の頭を私にください」と言った。

9 王は心を痛めたが、誓いのゆえに、また同席している人々のゆえに、与えるように命じた。

10 彼は人を遣わして、刑務所の中でヨハネの首をはねた。

11 その頭は大皿に載せて運ばれ、少女に与えられ、少女はそれを自分の母のところへ持って行った。

12 そして、彼の弟子たちが近づいて来て、その体を取り上げて葬った。そして、行ってイエスに報告した。

13 イエスはこれを聞いて、舟でそこから退き、自分だけで寂しい場所に行かれた。群衆はそれを聞いて、都市々から徒歩で彼に従った。

14 イエスは出て行って、多くの群衆を見て、彼らを深くあわれみ、彼らの病人を癒やされた。

15 夕方になったので、弟子たちが彼のところに来て言った、「この場所は荒野であって、時はすでに過ぎました。群衆を解散させて、村々へ行って自分たちで食物を買うようにさせてください。」

16 しかし、イエスは彼らに言われた、「彼らが出て行く必要はない。あなたがたが彼らに与えて食べさせなさい」。

17 彼らはイエスに言った、「ここには、パンが五つと魚が二匹しかありません。」

18 すると、イエスは言われた。「それを、ここに持って来なさい。」

19 そして、群衆に命じて草の上に座らせ、五つのパンと二匹の魚を取り、天を見上げて祝福し、パンを裂いて弟子たちに与えた。弟子たちは群衆に配った。

20 人々はみな食べて満腹した。そして、彼らは余ったかけらを十二の籠にいっぱい取った。

21 食べた者たちは、女と子供を除いて、男およそ五千人であった。

22 それからすぐに、イエスは弟子たちを強いて船に乗り込み、自分より先に向こう岸へ行かせ、その間に群衆を解散させた。

23 群衆を帰した後、祈るために山に登られた。夕方になったとき、そこにひとりでおられた。

24 しかし、船はすでに海の真ん中にあり、波に悩まされていた。風が向かい風だったからである。

25 夜の第四の見張りの時、イエスは海の上を歩いて彼らのところへ行かれた。

26 弟子たちは、彼が海の上を歩いているのを見て、動揺し、「これは幻だ」と言って、恐れのあまり叫び声を上げた。

27 しかし、イエスはすぐに彼らに話しかけて言われた、「しっかりしなさい。わたしだ。恐れることはない。」

28 するとペテロは答えて言った、「主よ、もしあなたでしたら、私に水の上をあなたのところへ来るようにお命じください。」

29 すると彼は「来なさい」と言った。そしてペテロは船から降りて、水の上を歩いてイエスのところへ行った。

30 しかし、強い風を見て恐れ、沈み始めたので叫んで、「主よ、私を救ってください」と言った。

31 イエスはすぐに手を伸ばして彼をつかみ、言った。「信仰の薄い者よ、なぜ疑ったのか。」

32 そして、彼らが船に乗り込むと、風がやんだ。

33 舟の中にいた者たちは、イエスを拝んで、「確かにあなたは神の子です」と言った。

34 そして渡って、ゲネサレの大地に着いた。

35 その地の人々はイエスと知って、その周囲の全地方に使いを送り、病人をみな彼のもとに連れて来た。

36 そして彼らは、せめてその上着の縁にでも触れさせてくださいとイエスに願った。そして触れた者たちはみな救われた。

Matthew 15

1 そのとき、エルサレムから来た書記官たちとパリサイ人たちがイエスのところに来て、言った。

2 なぜあなたの弟子たちは、昔の人々の伝承を破るのですか。彼らはパンを食べるときに手を洗っていないからです。

3 そこで、イエスは彼らに答えて言われた。「なぜ、あなたがたも、自分たちの伝承のために神の戒めを犯すのですか。」

4 神は「あなたの父と母を敬え」と言って命じられた。また、父や母をののしる者は、死をもって死ななければならない。

5 しかし、あなたがたは言う、「だれでも父や母に『あなたのために私から得られるものは贈り物です』と言うなら、その者は父や母を敬うことは決してない。

6 あなたがたは、自分たちの伝承のために神の戒めを無効にしたのです。

7 偽善者たちよ、イザヤはあなたがたについて正しく預言した、こう言って。

8 この民は、口でわたしに近づき、唇でわたしを敬うが、その心はわたしから遠く離れている。

9 彼らは、人の戒めを教えとして教えながら、むだにわたしを拝んでいる。

10 イエスは群衆を呼び寄せて言われた、「聞いて悟りなさい」。

11 口に入るものは人を汚さない。しかし、口から出るもの、それが人を汚す。

12 そのとき、弟子たちが近づいて来て、彼に言った、「あなたは、パリサイ人がこの言葉を聞いてつまずいたのをご存じですか。」

13 しかし、イエスは答えて言われた。「わたしの天の父が植えられなかった植え付けは、すべて根こそぎにされるであろう。」

14 彼らを放っておきなさい。彼らは盲人の案内者である。もし盲人が盲人を案内するなら、両方とも穴に落ちるだろう。

15 そこでペテロは答えて彼に言った、「このたとえを私たちに説明してください」。

16 イエスは言われた、「あなたがたも、まだわからないのですか。」

17 まだ分からないのですか。口に入るものはみな、腹に入り、便所に捨てられるのです。

18 しかし、口から出るものは心から出て来て、それが人を汚します。

19 心から出て来るのは、悪い推論、殺人、姦淫、姦淫、盗み、偽証、冒涜である。

20 これは人を汚すものです。しかし、洗わない手で食べることは人を汚しません。

21 イエスはそこを出て、ティルスとシドンの地方に退かれた。

22 すると、見よ、その境界から出て来たカナン人の女が、彼に向かって叫んで言った、「主よ、ダビデの子よ、私をあわれんでください。私の娘がひどく悪霊に取りつかれています」。

23 しかし、彼は彼女に一言も答えなかった。弟子たちが近づいて来て、彼に願って言った、「彼女を去らせてください。彼女は私たちの後ろで叫んでいるからです。」

24 しかし、彼は答えて言った、「わたしは、イスラエルの家の滅びた羊のほかには遣わされていない。」

25 しかし、その女は来て、主の前にひれ伏して、「主よ、私を助けてください」と言った。

26 すると、彼は答えて言った、「子どもたちのパンを取り、小犬に投げるのは良いことではない。」

27 しかし、彼女は言った、「主よ、そのとおりです。しかし、小犬でさえ、その主人たちの食卓から落ちるパンくずを食べるのです。」

28 そのとき、イエスは彼女に答えて言った、「ああ、女よ、あなたの信仰は大きい。あなたの望みどおりになるように。」すると、彼女の娘はその時から癒やされた。

29 イエスはそこを去って、ガリラヤの海のほとりに来られ、山に登って、そこに座っておられた。

30 すると、大勢の群衆が、足の不自由な者、盲人、口のきけない者、体の不自由な者、その他多くの者たちを連れて、イエスのもとに来た。そして彼らをイエスの足もとに置いたので、イエスは彼らを癒やされた。

31 群衆は、口のきけない者が話し、体の不自由な者が治り、足の不自由な者が歩き、盲人が見えるようになるのを見て驚いた。そして彼らはイスラエルの神をあがめた。

32 イエスは弟子たちを呼び寄せて言った、「この群衆をあわれむ。すでに三日もの間わたしと共にいて、食べるものを持っていない。彼らを空腹のままで帰らせたくない。途中で弱り果ててしまうといけないから。」

33 すると、弟子たちは彼に言った、「この荒野で、こんなに多くの群衆を満たすほどのパンが、どこから私たちにあるでしょうか。」

34 イエスは彼らに言われた、「あなたがたはパンをいくつ持っているか」。彼らは言った、「七つと、少しの小魚です」。

35 そこで、彼は群衆に大地の上に横になるように命じた。

36 七つのパンと魚を取り、感謝をささげてから裂き、自分の弟子たちに与えた。すると弟子たちは群衆に配った。

37 皆は食べて満ち足りた。そして、余ったかけらを七つの籠いっぱいに取り上げた。

38 食べた者たちは、女と子供を除いて、男四千人であった。

39 群衆を解散させて、舟に乗り、マグダラの境界に来られた。

Matthew 16

1 パリサイ人とサドカイ派の人々がみもとに来て、イエスを試そうとして、天からのしるしを見せてほしいと願った。

2 しかし、彼は答えて彼らに言った、「夕方になると、あなたがたは『晴天だ。空が赤いからだ』と言う。

3 朝には、「今日は冬だ。空が赤く曇っているからだ」と言う。偽善者たちよ、あなたがたは天の顔を見分けることを知っているのに、時のしるしを見分けることはできないのか。

4 悪い姦婦の世代はしるしを求めるが、ヨナの預言者のしるしのほかには、しるしは与えられないであろう。そして、彼らを残して去って行った。

5 弟子たちは向こう岸に来たが、パンを持って来るのを忘れた。

6 イエスは彼らに言われた、「パリサイ人とサドカイ派の酵母に注意し、気をつけなさい」。

7 すると、彼らは自分たちの間で論じ合って、「私たちはパンを持って来なかったからだ」と言った。

8 イエスはそれを知って、彼らに言われた、「信仰の薄い者たちよ、なぜあなたがたは、パンを持っていないからだと、心の中で論じ合っているのか。」

9 まだ理解しないのですか、また覚えていないのですか。五つのパンを五千人に与え、そして幾つの籠を取りましたか。

10 また、七つのパンと四千人の人々、そして幾つの籠を取りましたか。

11 どうして、あなたがたは、パンのことについて言ったのではないことが分からないのですか。ただ、パリサイ人とサドカイ派の酵母に気をつけるように、とあなたがたに言ったのです。

12 そのとき、彼らは、イエスが注意を払うようにと言われたのは、パンの酵母のことではなく、パリサイ人とサドカイ派の教えのことであることを悟った。

13 イエスがピリポ・カイサリアの地方に来て、弟子たちに尋ねて言った、「人々は人の子をだれだと言っていますか」。

14 彼らは言った、「ある人々はバプテスマのヨハネだと言い、他の人々はエリヤだと言い、また他の人々はエレミヤか、あるいは預言者の一人だと言っている」。

15 イエスは彼らに言われた、「あなたがたは、わたしをだれだと言うのか。」

16 シモン・ペテロが答えて言った、「あなたは生ける神の子キリストです。」

17 イエスは答えて彼に言われた、「バルヨナ・シモン、あなたは幸いです。あなたにこれを明らかに示したのは、肉と血ではなく、天におられるわたしの父です。

18 そこで、わたしもあなたに言う。あなたはペテロである。そして、この岩の上に、わたしの教会を建てよう。ハデスの門も、それに打ち勝つことはできない。

19 そして、わたしはあなたに天の王国の鍵を与えよう。あなたが地上で縛るものは何でも、天においても縛られているであろう。また、あなたが地上で解くものは何でも、天においても解かれているであろう。

20 そのとき、彼は弟子たちに、自分がイエス・キリストであることをだれにも言ってはならないと命じた。

21 その時から、イエスは弟子たちに、自分はエルサレムに行き、長老たち、大祭司たち、書記官たちから多くの苦しみを受け、殺され、三日目に復活しなければならないことを示し始めた。

22 するとペテロは彼を引き寄せて、彼を責め始めて言った、「主よ、あなたに憐れみがありますように。そんなことは、あなたには決して起こらないでしょう。」

23 しかし、イエスは振り向いてペテロに言われた。「下がれ、サタン。あなたは私のつまずきの石だ。あなたは神のことを思わず、人のことを思っている。」

24 そのとき、イエスは弟子たちに言われた、「だれでもわたしの後に来たいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架を取り、そしてわたしに従ってきなさい」。

25 自分の魂を救おうと思う者はそれを失い、わたしのために自分の魂を失う者はそれを見いだす。

26 人は、たとえ全世界を得ても、自分の魂を損したなら、何の益があるでしょうか。また、人は自分の魂の代わりに何を交換として与えるでしょうか。

27 人の子は父の栄光のうちに、その天使たちとともに来ようとしている。そのとき、それぞれの行為に応じて報いるであろう。

28 まことに、あなたがたに言います。ここに立っている者たちの中には、人の子がその王国とともに来るのを見るまでは、決して死を味わわない者たちがいます。

Matthew 17

1 六日後、イエスはペテロとヤコブとその兄弟ヨハネを連れて、彼らを高い山に連れ上られた。

2 そして彼らの前で姿が変わり、その顔は太陽のように輝き、その上着は光のように白くなった。

3 すると、見よ、モーセとエリヤが彼らに現れ、イエスと語り合っていた。

4 すると、ペテロは答えてイエスに言った、「主よ、私たちがここにいるのは良いことです。もしあなたがお望みなら、ここに三つの幕屋を造りましょう。あなたのために一つ、モーセのために一つ、エリヤのために一つ。」

5 彼がまだ話しているうちに、見よ、光り輝く雲が彼らを覆った。そして、見よ、雲の中から声がして言った、「これはわたしの愛する子、わたしはこれに心を喜んでいる。彼の言うことを聞け」。

6 弟子たちはこれを聞いて、顔を地に伏せて非常に恐れた。

7 イエスが近づいて来て、彼らに触れて言われた、「起きなさい。恐れてはならない。」

8 彼らが目を上げると、だれも見えず、ただイエスだけが見えた。

9 彼らが山を下りるとき、イエスは彼らに命じて言われた、「人の子が死人の中からよみがえるまで、この幻をだれにも話してはならない」。

10 そこで弟子たちはイエスに尋ねて言った、「それでは、なぜ書記官たちは、まずエリヤが来るべきだと言っているのですか。」

11 イエスは答えて言われた、「エリヤは確かに来て、すべてのものを回復するであろう。

12 しかし、わたしはあなたがたに言います。エリヤはすでに来たのに、彼らは彼を認めず、彼に対して好き勝手なことをしました。人の子もまた、彼らによって苦しむことになるのです。

13 そのとき、弟子たちは、ヨハネ・バプテスマ者のことについて彼らに言ったのだと悟った。

14 彼らが群衆のところに来たとき、ひとりの人が彼のところに来て、ひざまずいて言った。

15 主よ、私の子をあわれんでください。月に憑かれて、ひどく苦しんでいます。しばしば火の中に落ち、しばしば水の中に落ちるのです。

16 そこで、その子をあなたの弟子たちのところに連れて来ましたが、彼らはそれを治すことができませんでした。

17 イエスは答えて言われた。「ああ、不信仰で曲がった世代よ。いつまでわたしはあなたがたと共にいるのか。いつまであなたがたに耐え忍ぶのか。その子をわたしのところに連れて来なさい。」

18 イエスはそれを叱り、悪霊は彼から出て行き、その子はその時から癒やされた。

19 そのとき、弟子たちはイエスのもとに来て、ひそかに言った、「なぜ、私たちはそれを追い出すことができなかったのですか。」

20 イエスは彼らに言われた、「あなたがたの不信仰のゆえにである。まことに、あなたがたに言う。もしあなたがたにからし種ほどの信仰があるなら、この山に『ここからあそこに移れ』と言えば、それは移るであろう。そして、あなたがたにできないことは何もないであろう。」

21 この種族は、祈りと断食によらなければ出て行きません。

22 彼らがガリラヤにいたとき、イエスは彼らに言われた。「人の子は、人々の手に渡されようとしている。」

23 そして彼らは彼を殺すだろう、そして三日目に彼はよみがえるだろう。そして彼らは非常に悲しんだ。

24 彼らがカペナウムに来たとき、納税銀を取り立てる人たちがペテロのところに来て言った、「あなたがたの教師は納税銀を納めないのですか」。

25 「はい」と言った。そして、家に入ると、イエスが先に彼に言われた、「シモン、どう思うか。地の王たちは、だれから税や貢を取り立てるのか。自分の子たちからか、それともほかの人々からか。」

26 ペテロが「ほかの人たちからです」と言うと、イエスは言われた。「では、子たちは自由である。」

27 しかし、彼らをつまずかせないために、海に行って釣り針を投げ、最初に上がってきた魚を取りなさい。その口を開けると、スタテルが見つかるだろう。それを取って、私とあなたの分として彼らに与えなさい。

Matthew 18

1 その時、弟子たちがイエスのところに来て言った、「天の王国では、いったいだれが一番偉いのでしょうか。」

2 そこで、イエスは子供を呼び寄せ、彼らの真ん中に立たせた。

3 「まことに、あなたがたに言います。あなたがたが向きを変えて子供のようにならないなら、決して天の王国に入ることはできません。」

4 だから、この子供のように自分を低くする者が、天の王国で一番偉い者です。

5 また、だれでも、このような子供を一人、わたしの名において受け入れる者は、わたしを受け入れるのです。

6 しかし、わたしを信じるこれらの小さい者たちの一人をつまずかせる者は、臼石を首に掛けられて、海の深みに沈められる方が、その者にとって益になる。

7 この世は、つまずきの石のために災いである。つまずきの石が来ることは必要であるが、そのつまずきの石が来るその人は災いである。

8 もしあなたの手か足があなたをつまずかせるなら、それを切り取って捨てなさい。片手か片足で命に入るほうが、両手や両足を持って永遠の火に投げ込まれるより、あなたにとって良いことです。

9 もしあなたの目があなたをつまずかせるなら、それをえぐり出して捨てなさい。片目で命に入るほうが、両目を持って火の地獄に投げ込まれるより、あなたにとって良いことです。

10 この小さい者たちの一人を軽んじないように気をつけなさい。あなたがたに言いますが、彼らの天使たちは、天におられる私の父の顔を、いつも見ているのです。

11 人の子は、滅んでいる者を救うために来たのです。

12 あなたがたはどう思いますか。もし、ある人に百匹の羊があり、そのうちの一匹が迷い出たなら、その人は九十九匹を山に残して、迷った一匹を捜しに行かないでしょうか。

13 そして、もしそれを見つけ出すことができたなら、まことに、あなたがたに言います。その人は、迷わなかった九十九匹の羊以上に、この一匹について喜ぶのです。

14 このように、天におられるあなたがたの父の御前で、これらの小さい者たちのひとりが滅びることは、御心ではありません。

15 もしあなたの兄弟があなたに対して罪を犯したなら、行って、彼だけをあなたと彼の間で戒めなさい。もし彼があなたの言うことを聞くなら、あなたは自分の兄弟を得たのです。

16 もし聞かないなら、ほかに一人か二人を連れて行きなさい。二人か三人の証人の口によって、すべての言葉が立つためである。

17 もし彼が彼らの言うことを聞かないなら、教会に告げなさい。もし教会の言うことも聞かないなら、彼を異邦人や取税人のように扱いなさい。

18 まことに、あなたがたに言います。あなたがたが地上でつなぐものはすべて、天においてもつながれており、あなたがたが地上で解くものはすべて、天においても解かれているのです。

19 もう一度、あなたがたに言います。もし、あなたがたのうち二人が、地上でどんな事柄についても心を合わせて求めるなら、それは天におられるわたしの父によって、彼らに成し遂げられます。

20 なぜなら、ふたりか三人がわたしの名において集まっているところには、そこにわたしもその中にいるからである。

21 そのとき、ペテロが近づいて来て言った、「主よ、兄弟が私に対して罪を犯すなら、何度まで赦すべきでしょうか。七度まででしょうか。」

22 イエスは彼に言った、「七度までとは、わたしはあなたに言わない。むしろ、七十度に七度を掛けるまでである。」

23 このゆえに、天の王国は、人である王にたとえられた。その王は、自分の奴隷たちと清算したいと思った。

24 清算が始まると、一万タラントの債務者が彼のもとに連れて来られた。

25 しかし、彼が返済することができなかったので、その主は彼に、自分と妻と子たちと、持っていたすべてのものを売って返済するように命じた。

26 それで、その奴隷はひれ伏して彼を拝み、「主よ、私に対して忍耐してください。そうすれば、すべてをあなたにお返しします」と言った。

27 その奴隷の主は、あわれみを抱き、彼を釈放し、その借金を彼に赦した。

28 ところが、その奴隷は出て行って、自分の同僚の僕の一人を見つけた。その者は彼に百デナリオンを負っていた。彼はその者を捕まえて首を絞め、「私に負っているものを返せ」と言った。

29 その同僚の僕は彼の足もとにひれ伏して、「私に対して忍耐してくれ。そうすれば、すべてをあなたに返します」と言って懇願した。

30 しかし彼は望まず、行って彼を刑務所に投げ入れ、負っているものを返すまでにした。

31 その同僚の僕たちは、これらの出来事を見て非常に悲しみ、行って、自分たちの主にすべての出来事を詳しく知らせた。

32 そこで、その主人は彼を呼び寄せて言った。「悪い奴隷よ、お前が私に懇願したので、その借金を全部赦してやったのだ。

33 私があなたをあわれんだように、あなたも同僚の僕をあわれむべきではなかったか。

34 その主人は怒って、借金を全部返すまで、彼を拷問者たちに引き渡した。

35 このように、天のわたしの父も、あなたがたがそれぞれ心から兄弟のその咎を赦さないなら、あなたがたにもなさるでしょう。

Matthew 19

1 イエスがこれらの言葉を終えられた時、ガリラヤから移って、ヨルダンの向こうのユダヤの境界に来られた。

2 多くの群衆が彼に従い、そこで彼らを癒やした。

3 パリサイ人たちが彼のもとに来て、彼を試みて言った、「人がどんな原因でも妻を離縁することは律法にかなっているでしょうか」。

4 しかし、彼は答えて言われた、「あなたがたは読んだことがないのか。初めに造られた者を、神は男と女に造られたのである。」

5 そして言われた、「それゆえ、人は父と母を離れ、その妻に結びつき、ふたりの者は一つの肉となるであろう」。

6 それゆえ、もはや二人ではなく、一つの肉です。したがって、神が結び合わせたものを、人が引き離してはなりません。

7 彼らは言った、「では、なぜモーセは離婚状を渡して彼女を離縁することを命じたのですか。」

8 イエスは彼らに言われた、「モーセはあなたがたの心の頑なさのゆえに、あなたがたが自分の妻を離縁することを許したのだ。しかし、始めからそうだったのではない」。

9 わたしはあなたがたに言います。だれでも、姦淫のためでなくて自分の妻を離縁し、別の女を妻にする者は姦淫を犯すのです。また、離縁された女を妻にする者も姦淫を犯すのです。

10 弟子たちは彼に言った、「もし人の妻に対する事情がそのようなものならば、結婚しない方が良い」。

11 しかし、彼は彼らに言った、「この言葉をすべての人が受け入れるのではなく、ただ与えられた者たちだけである」。

12 というのは、母の腹からそのように生まれた宦官がいるからです。また、人々によって宦官にされた宦官もいます。また、天の王国のために自分自身を宦官にした宦官もいます。それを受け入れることができる者は、受け入れなさい。

13 そのとき、子供たちがイエスのもとに連れて来られた。彼に手を置いて祈っていただくために。しかし弟子たちは彼らを叱った。

14 しかし、イエスは言われた。「子供たちを許してやりなさい。そして、彼らが私のところに来るのを妨げてはならない。天の王国はこのような者たちのものだからである。」

15 そして、彼らの上に手を置いて、そこから去って行かれた。

16 すると、一人の人が来て彼に言った、「良い教師よ、永遠の命を得るために、どんな良いことをしたらよいでしょうか。」

17 すると彼は言った、「なぜ、わたしに善いことを尋ねるのか。善い方はただひとり、神のみである。もし命に入りたいと思うなら、戒めを守りなさい。」

18 彼は言った、「どの戒めですか。」するとイエスは言われた、「殺してはならない。姦淫してはならない。盗んではならない。偽証してはならない。

19 あなたの父と母を敬え。そして、あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ。

20 この若者は言った、「これらのことはみな、守ってきました。何がまだ欠けているのでしょうか。」

21 イエスは彼に言った、「もし完全でありたいと思うなら、行ってあなたの持ち物を売り、貧しい人々に与えなさい。そうすれば、あなたは天に宝を持つでしょう。そして、来て、わたしに従いなさい。」

22 この言葉を聞いた若者は、悲しみながら立ち去った。彼は多くの所有物を持っていたからである。

23 イエスは弟子たちに言われた、「まことに、あなたがたに告げる。富んでいる者が天の王国に入るのは難しいことである。」

24 もう一度あなたがたに言います。金持ちが神の王国に入るよりは、ラクダが針の穴を通るほうが易しいのです。

25 これを聞いて弟子たちは非常に驚いて言った、「それでは、だれが救われることができるのだろうか」。

26 イエスは彼らを見つめて言われた、「人にはこれは不可能であるが、神にはすべてが可能である」。

27 そのとき、ペテロは彼に答えて言った、「見よ、私たちはすべてを捨てて、あなたに従いました。それでは、私たちには何があるでしょうか。」

28 そこでイエスは彼らに言われた。「まことに、あなたがたに告げます。再生の時、人の子がその栄光の王座に着くとき、わたしに従って来たあなたがたも、十二の王座に着いて、イスラエルの十二の部族をさばくのです。

29 また、わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、妻、子、または野を捨てた者はみな、百倍を受け、永遠の命を受け継ぐでしょう。

30 しかし、多くの先の者が後になり、後の者が先になるであろう。

Matthew 20

1 天の王国は、自分のぶどう園のために労働者を雇うために朝早く出かけた家主のような人に似ています。

2 彼は労働者たちと一日一デナリオンの約束をして、彼らを自分のぶどう園に送った。

3 また、九時ごろに出て行って、ほかの人々が市場に立って、何もせずにいるのを見た。

4 彼らにも言った、「あなたがたもぶどう園に行きなさい。正当なものを払うから」。

5 彼らは出て行った。また、六時ごろと九時ごろに出て行って、同じようにした。

6 また第十一時ごろ出て行って、ほかの人々が立っているのを見つけ、彼らに言った、「なぜ一日中ここに立って何もしないでいるのか」。

7 彼らは彼に言った、「だれも私たちを雇ってくれません」。彼は彼らに言った、「あなたがたもぶどう園に行きなさい。そして、正しいと思うものを得るでしょう」。

8 夕方になったとき、ぶどう園の主はその執事に言った、「労働者たちを呼んで、最後の者たちから始めて最初の者たちに至るまで、彼らに報酬を払いなさい」。

9 十一時に雇われた者たちが来て、それぞれ一デナリオンを受け取った。

10 最初の者たちが来て、もっと多くもらえるだろうと思ったが、彼らもまた一デナリオンずつ受け取った。

11 彼らはそれを受け取ると、家主に不平を言った。

12 「この最後の人たちは一時間しか働かなかったのに、あなたは私たちと同じにしました。私たちは一日の重荷と焼きつくような暑さを担ったのです。」と言った。

13 しかし、彼はその一人に答えて言った、「友よ、わたしはあなたに不正をしていない。あなたはわたしと一デナリオンで合意したではないか。」

14 あなたのものを取って、行きなさい。わたしはこの最後の人にも、あなたと同じように与えたいのです。

15 私のものを私の思うままにするのは、私には許されていないのですか。それとも、私が善良であるために、あなたの目が悪いのですか。

16 このように、後の者が先になり、先の者が後になる。多くの者が召されているが、選ばれる者は少ないからである。

17 イエスがエルサレムに上って行かれるとき、十二人の弟子たちをわきへ連れて行き、道で彼らに言われた。

18 見よ、私たちはエルサレムに上って行く。人の子は大祭司たちと書記官たちに引き渡され、彼らは彼を死に定めるであろう。

19 彼らは彼を異邦人に引き渡して、嘲り、鞭打ち、十字架につけるであろう。そして三日目に彼はよみがえるであろう。

20 そのとき、ゼベダイの子たちの母が、その子たちと一緒に彼のもとに来て、ひれ伏して、彼に何かを願い求めた。

21 すると彼は彼女に言った、「何を望むのか」。彼女は言った、「私のこの二人の子が、あなたの王国で、一人はあなたの右に、一人は左に座れるように、お言葉をください」。

22 イエスは答えて言われた、「あなたがたは自分が何を求めているのか知らない。わたしが飲もうとしている杯を飲み、わたしが受けようとしているバプテスマを受けることができますか」。彼らは言った、「できます」。

23 彼は彼らに言った、「あなたがたは確かに私の杯を飲むでしょう。また、私が受けている洗礼を受けるでしょう。しかし、私の右と左に座ることは、私が与えることではなく、私の父によって備えられた者たちに与えられるのです。」

24 これを聞いた十人は、この二人の兄弟のことで腹を立てた。

25 そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた、「あなたがたは知っている、異邦人の支配者たちは彼らを支配し、偉い人たちは彼らの上に権力をふるう。

26 しかし、あなたがたの間では、そうであってはなりません。あなたがたの間で偉くなりたいと思う者は、あなたがたの僕となりなさい。

27 あなたがたの間で一番になりたいと思う者は、あなたがたの奴隷となりなさい。

28 人の子が来たのは、仕えられるためではなく、仕えるためであり、また多くの人の身代金として自分の魂を与えるためであるのと同じです。

29 彼らがエリコを出て行くとき、大勢の群衆が彼に従った。

30 すると、道ばたに座っていた二人の盲人が、イエスが通り過ぎられると聞いて、叫んで言った、「主よ、ダビデの子よ、私たちをあわれんでください」。

31 しかし群衆は彼らを叱って黙らせようとしたが、彼らはますます叫んで言った、「主よ、ダビデの子よ、私たちをあわれんでください」。

32 イエスは立ち止まって、彼らを呼んで言われた、「あなたがたは、わたしに何をしてほしいのか」。

33 彼らは主に言った、「主よ、私たちの目を開けてください」。

34 イエスは深くあわれんで、彼らの目に触れられた。するとすぐに、彼らの目は見えるようになり、彼らはイエスに従った。

Matthew 21

1 彼らがエルサレムに近づき、オリーブの木の山のそばのベタパゲに来たとき、イエスは二人の弟子を遣わした。

2 彼らに言った、「向こうの村へ行きなさい。するとすぐに、つながれたロバと、そのそばにいる子ろばを見つけるでしょう。それをほどいて、わたしのところに連れて来なさい。」

3 もし誰かがあなたがたに何か言ったら、『主がそれを必要としておられる』と言いなさい。そうすれば、すぐに彼らを送ってくださるでしょう。

4 これは、預言者を通して言われたことが成就するために、すべて起こったのである。

5 シオンの娘に伝えなさい。「見よ、あなたの王があなたのところに来る。柔和で、ロバの背に乗り、驢馬の子、すなわち子ろばに乗って。」

6 そこで、弟子たちは行って、イエスが彼らに命じられたとおりにした。

7 彼らはロバと子ろばを連れて来て、自分たちの上着をその上に掛けた。そしてイエスはその上に乗られた。

8 すると、群衆のうちの大勢が自分たちの上着を道に敷き、ほかの人々は木の枝を切って道に敷いた。

9 しかし、前を行く群衆も、あとに従う群衆も、叫んで言った、「ダビデの子にホサナ。主の名によって来られる方に祝福あれ。いと高き所にホサナ。」

10 イエスがエルサレムに入られると、全市が揺れ動き、「この方は誰なのか」と言った。

11 群衆は言った、「この方は、ガリラヤのナザレの預言者イエスである。」

12 イエスは神の神殿に入り、神殿の中で売り買いする者たちをみな追い出し、両替人の食卓と鳩を売る者たちの座を倒された。

13 そして彼らに言う、「『わたしの家は祈りの家と呼ばれるであろう』と書いてある。それなのに、あなたがたはそれを強盗の洞窟にした。」

14 また、神殿の中で、盲人や足なえがみもとに来たので、イエスは彼らをいやされた。

15 しかし、大祭司たちと書記官たちは、イエスがなさった驚くべき業と、神殿の中で「ダビデの子にホサナ」と叫び、言っている子どもたちを見て、腹を立てた。

16 彼らはイエスに言った、「あなたは、これらの者が何を言っているか聞いていますか。」イエスは彼らに言われた、「そうです。『幼子と乳飲み子たちの口から、あなたは賛美を整えられた』とあるのを、あなたがたは読んだことがないのですか。」

17 彼らを残して、都の外に出てベタニヤに行き、そこに泊まった。

18 早朝、都に帰る途中、空腹を覚えた。

19 道ばたに一本のいちじくの木を見て、その木に来たが、葉のほかには何も見つけられなかった。そこで、その木に言った、「今後いつまでも、お前から果実が生じることがないように」。すると、たちまちいちじくの木は枯れた。

20 弟子たちはそれを見て驚き、言った、「どうして、すぐにいちじくの木が枯れたのか」。

21 イエスは答えて言われた、「まことに、あなたがたに告げます。もしあなたがたが信仰を持ち、疑わないなら、いちじくの木になされたことだけでなく、この山に向かって『動いて、海に入れ』と言っても、そのとおりになります。」

22 そして、あなたがたが祈りの中で信じて求めるものは、何でも受けるでしょう。

23 神殿に来られたイエスに、教えておられる所へ大祭司たちと民の長老たちが近づいて来て、言った。「何の権威でこれらのことをしているのですか。だれがあなたにこの権威を与えたのですか。」

24 イエスは答えて言われた、「わたしもあなたがたに一言尋ねよう。もしあなたがたがわたしに言うなら、わたしも何の権威によってこれらのことをしているのかをあなたがたに言おう。」

25 ヨハネの洗礼はどこから来たのか。天からか、それとも人からか。彼らは互いに論じ合って言った、「もし『天から』と言えば、彼は言うだろう、『ではなぜ彼を信じなかったのか』と。

26 しかし、「人からだ」と言えば、群衆が恐ろしい。皆がヨハネを預言者として認めているからだ。

27 そこで彼らはイエスに答えて言った、「知りません」。イエスも彼らに言った、「わたしも、何の権威によってこれらのことをするのか、あなたがたに言わない」。

28 では、あなたがたはどう思いますか。ある人に子が二人いました。その人が最初の子のところに来て言いました、「子よ、今日、私のぶどう園に行って働きなさい」。

29 しかし彼は答えて言った、「行きません」。しかし後で悔いて、行った。

30 また、もう一人の者に近づいて、同じように言った。しかし、その者は答えて「主よ、行きます」と言ったが、行かなかった。

31 二人のうち、どちらが父の意志を行ったのか。」彼らは言った、「最初の人です。」イエスは彼らに言われた、「まことに、あなたがたに言います。取税人や娼婦たちは、あなたがたより先に神の王国に入っています。

32 というのは、ヨハネが義の道をもってあなたがたのところに来たのに、あなたがたは彼を信じなかった。しかし、取税人たちや娼婦たちは彼を信じた。あなたがたはそれを見ても、あとになって悔い改めることもなく、彼を信じなかったのだ。

33 もう一つのたとえを聞きなさい。ある人、家主がいた。彼はぶどう園を植え、その周りに垣を巡らし、その中に葡萄酒搾り場を掘り、塔を建て、それを農夫たちに貸して、旅に出かけた。

34 しかし、果実の時が近づいたので、彼は自分の果実を受け取るために、自分の奴隷たちを農夫たちのところへ遣わした。

35 農夫たちは彼の奴隷たちを捕まえ、一人を打ち、一人を殺し、一人を石で打った。

36 また、彼は前よりも多くの他の奴隷たちを遣わしたが、彼らも同じように扱われた。

37 しかし、その後、彼は彼らに自分の子を遣わして言った、「彼らは私の子を敬うだろう」。

38 農夫たちはその子を見て、互いに言った、「これは相続人だ。さあ、彼を殺して、彼の相続を取ってしまおう」。

39 そして、彼らは彼を捕まえて、ぶどう園の外に追い出して殺した。

40 そのとき、ぶどう園の主が来たら、その農夫たちに何をするでしょうか。

41 彼らは彼に言った、「悪い者たちをひどく滅ぼし、そのぶどう園を、季節ごとに果実を納める他の農夫たちに貸すだろう」。

42 イエスは彼らに言われた、「あなたがたは、聖書の中で一度も読んだことがないのか。『建てる者たちが捨てた石、それが隅の頭となった。これは主によるもので、私たちの目には驚くべきことである。』」

43 だから、あなたがたに言います。神の王国はあなたがたから取り去られ、その果実を生み出す民族に与えられます。

44 この石の上に落ちる者は砕かれ、この石がだれかの上に落ちれば、その人を粉みじんにするであろう。

45 祭司長たちとパリサイ人たちは、彼のたとえを聞いて、自分たちのことを言っているのだと知った。

46 彼らはイエスを捕えようとしたが、群衆を恐れた。群衆がイエスを預言者と見なしていたからである。

Matthew 22

1 イエスは答えて、再び彼らにたとえをもって語って言われた。

2 天の王国は、自分の子のために結婚の披露宴を設けた王にたとえられた。

3 王は、婚礼の宴に招待しておいた人々を呼ぶために自分の奴隷たちを遣わしたが、彼らは来たがらなかった。

4 また、他の奴隷たちを遣わして言った、「招かれた人たちに言いなさい。『見よ、私の昼食を用意した。私の雄牛と肥えた家畜は屠られ、すべてが整っている。結婚の祝宴に来なさい。』」

5 しかし、彼らは無視して、ある者は自分の野に、別の者は自分の商業に出て行った。

6 そのほかの者たちは、彼の奴隷たちを捕まえて、虐待し、殺した。

7 王は怒り、軍隊を送って、その殺人者たちを滅ぼし、彼らの都市を焼き払った。

8 そのとき、彼は自分の奴隷たちに言った。「結婚の用意はできているが、招かれた者たちはふさわしくなかった。」

9 だから、大通りに行って、出会った者をみな結婚の宴会に招きなさい。

10 そこで、その奴隷たちは道に出て行き、見つけた者を皆、悪い者も良い者も集めたので、結婚の場は横たわっている者たちで満たされた。

11 ところで、王が客たちを見ようとして入って来たとき、そこに婚礼の衣を着ていない人が一人いた。

12 すると彼は彼に言った、「友よ、どうしてあなたは結婚の衣を着ないでここに入って来たのか」。しかし彼は黙ってしまった。

13 そこで王は僕たちに言った、「彼の足と手を縛って、外の暗闇に投げ出せ。そこで泣きと歯ぎしりがあるであろう」。

14 招かれる者は多いが、選ばれる者は少ない。

15 そのとき、パリサイ人たちは出て行って、どのようにして彼を言葉で罠にかけるかについて評議会を開いた。

16 そこで彼らは自分の弟子たちをヘロデ党の人々と一緒に送り、こう言わせた。「教師よ、私たちはあなたが真実であり、真理をもって神の道を教え、だれをも気にかけないことを知っています。あなたは人の顔を見ないからです。

17 それで、私たちに言ってください。あなたはどう思いますか。カエサルに税を納めることは許されているのですか、それとも許されていないのですか。

18 イエスは彼らの悪を知って言われた、「偽善者たちよ、なぜわたしを試すのか」。

19 税の貨幣を私に見せなさい。彼らはデナリオンを彼に差し出した。

20 そこで彼らに言われた、「これは誰の像か、そしてこの刻印は誰のものか」。

21 彼らは「カエサルのものです」と言った。そこでイエスは彼らに言った、「それでは、カエサルのものをカエサルに返しなさい。また神のものを神に返しなさい。」

22 これを聞いて驚嘆し、彼を残して立ち去った。

23 その日、サドカイ派の人々がイエスのもとに来て、復活はないと言い、彼に質問した。

24 「先生。モーセは言いました。『もしある人が子を持たずに死んだなら、その兄弟はその妻をめとり、自分の兄弟のために種を起こすであろう』と。」

25 ところで、私たちの間に七人の兄弟がいました。最初の者は結婚しましたが、死んで、種がなかったので、その妻を自分の兄弟に残しました。

26 同じように、第二の者も第三の者も、七人に至るまで同様でした。

27 そして最後に、その女も死んだ。

28 すると、復活の際には、その女は七人のうちだれの妻になるのでしょうか。彼らはみな、その女を妻にしたのです。

29 イエスは答えて彼らに言われた、「あなたがたは、聖書も神の力も知らないので、思い違いをしているのです」。

30 復活の時には、彼らはめとることも、とつがれることもなく、天における神の天使たちのようである。

31 しかし、死者の復活については、神があなたがたに言われたことを、あなたがたは読んだことがないのですか。

32 わたしはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である。神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神である。

33 群衆はこれを聞いて、その教えに驚いた。

34 しかし、パリサイ人たちは、イエスがサドカイ派を黙らせたと聞いて、集まった。

35 そして、彼らのうちのひとりの律法の専門家が、イエスを試そうとして、尋ねて言った。

36 先生。律法の中で、どの戒めが一番大切ですか。

37 イエスは彼に言われた、「あなたは心を尽くし、魂を尽くし、心を尽くして、あなたの神である主を愛するであろう」。

38 これが第一の、そして大いなる戒めです。

39 第二の戒めも、それと同じように大切です。「あなたの隣人をあなた自身のように愛しなさい。」

40 この二つの戒めに、律法全体と預言者たちがかかっている。

41 パリサイ人たちが集まっているとき、イエスは彼らに尋ねた。

42 「あなたがたは、キリストについてどう思いますか。彼はだれの子ですか。」彼らは彼に言った、「ダビデの子です」。

43 彼は彼らに言う、「それでは、どうしてダビデは霊によって彼を主と呼んで言うのか」。

44 主は私の主に言われた、「わたしがあなたの敵をあなたの足の下に置くまで、わたしの右に座っていなさい」。

45 それでは、ダビデが彼を主と呼んでいるなら、どうして彼がダビデの子なのか。

46 そして、だれも彼に一言も答えることができず、その日から、もはやだれも彼に質問しようとはしなかった。

Matthew 23

1 そのとき、イエスは群衆と弟子たちに話した。

2 こう言われた。「律法学者たちとパリサイ人たちは、モーセの座に着いた。

3 ですから、彼らがあなたがたに言うことはみな、守り、行いなさい。しかし、彼らの働きに従っては行ってはいけません。彼らは言うけれども、行わないからです。

4 彼らは重い荷をくくって、人の肩に載せるが、自分たちはそれを指一本動かそうとはしない。

5 彼らのすべての働きは、人に見られるために行っている。彼らは自分の護符を広くし、自分の上着の縁を大きくしている。

6 彼らは夕食の最上席と会堂の最上席を愛している。

7 また、市場での挨拶や、人々から「ラビ、ラビ」と呼ばれることも好む。

8 しかし、あなたがたは「ラビ」と呼ばれてはなりません。あなたがたの教師はただひとり、キリストであり、あなたがたはみな兄弟だからです。

9 地上のだれをも父と呼んではなりません。あなたがたの父はただひとり、天におられる父だけだからです。

10 また、教師と呼ばれてはなりません。あなたがたの教師はただひとり、キリストだからです。

11 あなたがたのうちで一番偉い者は、あなたがたの僕となるでしょう。

12 だれでも、自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされます。

13 しかし、偽善の書記官とパリサイ人たち、あなたがたに災いあれ。あなたがたは寡婦の家を食い尽くし、見せかけのために長く祈る。それゆえ、あなたがたはより重い裁きを受けるでしょう。

14 ああ、偽善の書記官とパリサイ人たち、あなたがたは天の王国を人々の前で閉ざしている。あなたがた自身は入らず、入ろうとする者たちも入らせない。

15 ああ、偽善の書記官とパリサイ人たち、あなたがたは、一人の改宗者を作るために海と陸を巡り歩き、その人ができると、あなたがたよりも二倍も地獄の子にするのです。

16 わざわいだ、あなたがた盲いた案内者たち。あなたがたは言う、「だれでも神殿をさして誓うなら、それは何でもない。しかし、神殿の金をさして誓うなら、その誓いを果たさなければならない」。

17 愚かで目の見えない人たちよ。金と、金を聖別する神殿と、どちらが大きいのか。

18 また、だれでも祭壇にかけて誓うなら、それは何でもない。しかし、祭壇の上の贈り物にかけて誓うなら、その人はそれを負う。

19 愚かな者たち、目の見えぬ者たちよ。なぜなら、どちらがより大きいのか、贈り物か、それともその贈り物を聖別する祭壇か。

20 だから、祭壇をさして誓う者は、祭壇とその上のすべてのものによって誓うのである。

21 また、神殿をさして誓う者は、神殿と、その中に住まわれる方とをさして誓っているのです。

22 天をさして誓う者は、神の王座とそこに座しておられる方をさして誓うのです。

23 偽善の書記官とパリサイ人たち、あなたがたに災いあれ。あなたがたはハッカと茴香とクミンに十分の一を納めているが、律法の中でより重いもの、すなわち裁きと慈悲と信仰を捨ててしまった。これらを行うべきであり、それらもおろそかにしてはならない。

24 盲いた案内者たちよ。あなたがたは蚊を濾して除くが、ラクダを飲み込んでいる。

25 わざわいだ、偽善の書記官とパリサイ人たちよ。あなたがたは杯と大皿の外側を清めるが、内側は強奪と放縦で満ちている。

26 目の見えぬパリサイ人よ。まず杯と大皿の内側をきよめなさい。そうすれば、その外側もきよくなるであろう。

27 わざわいだ、偽善の書記官とパリサイ人たちよ。あなたがたは白く塗った墓に似ている。それらは外側は美しく見えるが、内側は死人の骨とあらゆる不潔で満ちている。

28 あなたがたも、外側は人に正しく見えるが、内側は偽善と不法で満ちている。

29 わざわいだ、偽善の書記官とパリサイ人たち。あなたがたは預言者の墓を建て、義人の墓を飾っている。

30 そして、あなたがたは言う、「もし私たちが父たちの時代にいたなら、預言者たちの血の仲間にはならなかっただろう」と。

31 こうして、あなたがたは預言者を殺した者たちの子であることを、自分自身で証言している。

32 あなたがたも、父たちの尺度を満たしなさい。

33 蛇よ、蝮の子らよ、どうして地獄の裁きから逃れることができようか。

34 だから、見よ、わたしはあなたがたに預言者と知者と書記官を遣わす。そのうちのある者をあなたがたは殺し、十字架につけ、またそのうちのある者をあなたがたの会堂でむち打ち、都市から都市へと迫害するであろう。

35 それは、義人アベルの血から、神殿と祭壇との間であなたがたが殺したバラキヤの子ザカリヤの血に至るまで、地上で流されるすべての正しい血が、あなたがたの上に来るためです。

36 まことに、あなたがたに言います。これらのことはすべて、この世代の上に臨みます。

37 エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わされた者たちを石で打つ者よ。めんどりが自分の鶏を翼の下に集めるように、わたしはあなたの子らを何度集めようとしたことか。それなのに、あなたがたはそれを望まなかった。

38 見よ、あなたがたの家は荒れ果てて残される。

39 あなたがたに言う。あなたがたが「祝福あれ。主の名によって来られる方」と言うまで、あなたがたは決して、今から後、わたしを見ることはない。

Matthew 24

1 イエスが出て行かれると、神殿から去って行かれた。すると弟子たちが近づいて来て、イエスに神殿の建物を見せた。

2 イエスは彼らに言われた、「あなたがたはこれらすべてのものを見ていないのか。まことに、あなたがたに言う。ここで、石が石の上に残されることは決してなく、崩されずに残ることはない。」

3 イエスがオリーブの山に座っておられると、弟子たちがひそかにみもとに来て言った、「話してください。いつこれらのことが起こるのですか。また、あなたの到来と世の終わりのしるしは何ですか。」

4 イエスは彼らに答えて言われた、「あなたがたを惑わす者がないように気をつけなさい」。

5 多くの者がわたしの名によって来て、『わたしはキリストである』と言って、多くの者を惑わすでしょう。

6 また、戦争のことや戦争の噂を聞くことになるでしょう。気をつけて、慌ててはいけません。これらは必ず起こらなければならないからです。しかし、終わりはまだ来ていません。

7 民族は民族に、王国は王国に敵対して立ち上がるであろう。そして、飢饉と疫病と地震が場所ごとに起こるであろう。

8 しかし、これらはみな、陣痛の始めです。

9 そのとき、彼らはあなたがたを苦難に引き渡し、あなたがたを殺すでしょう。そして、あなたがたは、わたしの名前のために、すべての民族に憎まれるでしょう。

10 そのとき、多くの人々がつまずき、互いに裏切り、憎み合うでしょう。

11 また、多くの偽預言者が起こり、多くの人々を惑わすでしょう。

12 不法がはびこるので、多くの人たちの愛は冷たくなるでしょう。

13 しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救われるであろう。

14 この福音は王国の福音として全世界に宣べ伝えられ、すべての民族への証言となり、それから終わりが来る。

15 だから、預言者ダニエルによって語られた荒廃の忌むべきものが聖なる場所に立つのを見たならば、（読者はよく理解するように。）

16 そのとき、ユダヤにいる人々は山へ逃げなさい。

17 屋上にいる者は、家の中の物を取り出そうとして下りてはならない。

18 野にいる者は、上着を取りに戻ってはならない。

19 しかし、その日々には、胎にはらんでいる女たちと、乳を飲ませている女たちには、わざわいである。

20 あなたがたの逃亡が冬にも安息日にも起こらないように祈りなさい。

21 そのときには、世の始めから今に至るまで、いまだかつてなかったような、またこれからもないような、大きな苦難があるからです。

22 もし、その日々が短くされなかったなら、どんな肉も救われないでしょう。しかし、選ばれた者たちのために、その日々は短くされるでしょう。

23 そのとき、もしだれかがあなたがたに『見よ、ここにキリストがいる』とか『あそこにいる』と言っても、信じてはいけません。

24 偽キリストたちと偽預言者たちが現れ、できれば選民をも惑わそうとして、大きなしるしと驚異を示すでしょう。

25 見よ、わたしはあなたがたに前もって言っておいた。

26 だから、もし彼らがあなたがたに『見よ、荒野にいる』と言っても、出て行ってはならない。『見よ、隠し部屋にいる』と言っても、信じてはならない。

27 稲光が東から出て西にまで輝くように、人の子の到来もそのようになるであろう。

28 死体のある所には、鷲が集まるのです。

29 しかし、これらの日の苦難の直後に、太陽は暗くなり、月はその光を与えず、星は天から落ち、天の力は揺り動かされるであろう。

30 そのとき、人の子のしるしが天に現れるであろう。そして、そのとき、地のすべての部族は嘆き悲しみ、人の子が力と大いなる栄光とをもって天の雲に乗って来るのを見るであろう。

31 彼は大きなラッパの声とともに自分の天使たちを遣わし、彼らは天の果てから果てまで、四方の風から彼の選ばれた者たちを集めるであろう。

32 いちじくの木から、そのたとえを学びなさい。枝がすでに柔らかくなり、葉が出て来るとき、夏が近いことを知りなさい。

33 このように、あなたがたも、これらのすべてのことを見たなら、人の子が扉のところに近づいていると知りなさい。

34 まことに、あなたがたに言います。これらのことがすべて起こるまでは、この世代は過ぎ去りません。

35 天と大地は過ぎ去るであろう。しかし、わたしの言葉は決して過ぎ去ることはない。

36 その日とその時については、だれも知りません。天の天使たちも知りません。ただ、わたしの父だけが知っておられます。

37 ノアの日々のように、人の子の到来もまたそのようになるでしょう。

38 洪水の前の日々、ノアが箱に入るその日まで、人々は食べ、飲み、娶り、嫁がせていた。

39 そして、洪水が来てすべての者をさらってしまうまで、彼らは知らなかった。人の子の到来も、そのとおりである。

40 そのとき、野にふたりいるであろう。ひとりは取られ、ひとりは残される。

41 二人の女が製粉所でひいていると、一人は取られ、一人は残される。

42 だから、目を覚ましていなさい。あなたがたは、自分の主がいつ来られるか、知らないからです。

43 しかし、このことを知っておきなさい。もし家主が、泥棒がどの刑務所の時刻に来るかを知っていたなら、目を覚ましていたでしょうし、自分の家を掘り破られるのを許さなかったでしょう。

44 だから、あなたがたも用意をしていなさい。なぜなら、人の子は、あなたがたが思わない時に来るからです。

45 では、主人がその家の奴隷たちの上に立てて、時にかなって彼らに食物を与えさせる、忠実で思慮深い奴隷は、いったいだれでしょうか。

46 そのようにしているのを見つけられるその奴隷は幸いである。彼の主が来たとき、その奴隷は幸いである。

47 まことに、あなたがたに言います。彼は、その主人が持っているすべてのものの上に彼を立てるでしょう。

48 しかし、その悪い奴隷が心の中で言うなら、「私の主は遅れている」と。

49 そして、その同僚の僕たちを打ち始め、酒に酔っている者たちと食べたり飲んだりし始めるなら、

50 その奴隷の主は、彼が期待しない日に、彼が知らない時に来る。

51 そして彼を真っ二つに切り、その部分を偽善者たちと共に置く。そこでは泣きと歯ぎしりがあるであろう。

Matthew 25

1 そこで、天の御国は、たとえて言えば、それぞれがともしびを持って、花婿を出迎える十人の娘のようです。

2 そのうち五人は愚かで、五人は賢かった。

3 愚かな娘たちは、自分の灯を持って行ったが、油を持って行かなかった。

4 しかし、賢い者たちは、自分の灯と共に、器に油を取った。

5 花婿が来るのが遅れたので、みな、うとうとして眠り始めた。

6 ところが、夜中に叫び声が起こった。「見よ、花婿が来る。出迎えに出よ。」

7 そのとき、すべての処女たちは起きて、自分の灯を整えた。

8 愚かな娘たちは賢い娘たちに言った、「あなたがたの油を私たちに分けてください。私たちの灯は消えようとしています。」

9 しかし、賢い者たちは答えて言った、「私たちにもあなたがたにも足りないかもしれない。それよりも、むしろ売っている者たちのところへ行って、自分たちの分を買いなさい。」

10 彼らが買いに行っている間に、花婿が来た。用意のできていた者たちは、彼と一緒に結婚の祝宴に入り、扉が閉じられた。

11 その後、ほかの処女たちも来て、「主よ、主よ、開けてください」と言った。

12 しかし、彼は答えて言った、「まことに、あなたがたに言う。わたしはあなたがたを知らない」。

13 だから、目を覚ましていなさい。あなたがたは、その日も、その時も知らないからです。人の子が来る時を。

14 ちょうど、ある人が旅に出るにあたり、自分の奴隷たちを呼び、自分の財産を彼らに預けたのと同じである。

15 彼は、それぞれの力に応じて、一人には五タラント、一人には二タラント、もう一人には一タラントを与え、そしてすぐに旅に出た。

16 五タラントを受けた者は、行ってそれで働き、さらに五タラントを得た。

17 同様に、二タラントを得た者も、さらに二タラントをもうけた。

18 ところが、一タラントを受けた者は、出て行って、地を掘り、その主人の銀を隠した。

19 しかし、長い時間の後、その奴隷たちの主が来て、彼らと清算する。

20 すると、五タラントを受けた者が来て、ほかの五タラントを差し出して言った、「主よ、あなたは私に五タラントを預けてくださいました。ご覧ください、私はその上にほかの五タラントを得ました。」

21 その主人は彼に言った、「よくやった、良い忠実な奴隷よ。あなたはわずかな物に忠実だったから、私はあなたを多くの物の上に立てよう。あなたの主の喜びに入りなさい。」

22 二タラントを受けた者も来て言った、「主よ、あなたは私に二タラントをお預けになりました。ご覧ください、私はさらに二タラントを得ました。」

23 その主人は彼に言った、「よくやった、良い忠実な奴隷よ。あなたはわずかな物に忠実だったから、多くの物の上にあなたを立てよう。あなたの主の喜びに入りなさい。」

24 ところが、一タラントを受け取っていた者も来て言った。「主よ、あなたが蒔かない所から刈り取り、散らさない所から集める厳しい人であることを、私は知っていました。

25 私は恐れて、出て行って、あなたのタラントを大地の中に隠しました。見なさい、あなたは自分のものをお持ちです。

26 すると、その主人は彼に答えて言った、「悪い怠惰な奴隷よ、わたしが蒔かなかった所から刈り取り、散らさなかった所から集めることを知っていたのか。」

27 それゆえ、あなたは私の銀を両替人に渡すべきであった。そして、私が来たとき、自分のものを利息とともに受け取ったであろうに。

28 だから、そのタラントを彼から取り上げて、それを十タラント持っている者に与えなさい。

29 持っている者はみな与えられて、豊かになるであろう。しかし、持っていない者からは、持っているものまでも取り上げられるであろう。

30 役に立たない奴隷を外の暗闇に追い出しなさい。そこで泣きと歯ぎしりがあるだろう。

31 人の子がその栄光のうちに来るとき、すべての聖なる天使たちも彼と共に来る。そのとき、彼はその栄光の王座に着く。

32 そして、すべての民族がその御前に集められ、羊飼いが羊と子山羊を分けるように、彼は彼らを互いに分けるであろう。

33 そして、羊を自分の右に、子山羊を左に置くであろう。

34 そのとき、王は自分の右にいる者たちに言うであろう。「さあ、わたしの父に祝福された者たちよ。世の基礎からあなたがたのために備えられた王国を受け継ぎなさい。」

35 わたしは空腹であったのに、あなたがたはわたしに食べる物を与え、わたしは渇いていたのに、あなたがたはわたしに飲ませ、わたしは旅人であったのに、あなたがたはわたしを迎え入れた。

36 裸でありましたとき、あなたがたは私に着せてくださいました。私が病気をしましたとき、あなたがたは私を見舞ってくださいました。私が刑務所にいましたとき、あなたがたは私のところに来てくださいました。

37 すると、正しい人たちは答えて言うでしょう。「主よ、いつ、私たちはあなたが空腹なのを見て養い、渇いておられるのを見て飲ませましたか。」

38 いつ、あなたが旅人であるのを見て、私たちは迎え入れ、裸であるのを見て、着せましたか。

39 また、いつ私たちはあなたが弱っているのを見て、あるいは刑務所にいるのを見て、あなたのところに来たでしょうか。

40 すると、王は彼らに答えて言うであろう。「まことに、あなたがたに言う。あなたがたが、これらのわたしの兄弟たち、その最も小さい者たちの一人にしたのは、わたしにしたのである。」

41 そのとき、彼はまた左にいる者たちに言うであろう。「のろわれた者たちよ、わたしから離れて、悪魔とその天使たちのために用意された永遠の火に入れ。」

42 わたしは空腹であったのに、あなたがたは食べる物をくれず、渇いていたのに、飲ませてくれなかった。

43 わたしは旅人でありましたが、あなたがたはわたしを迎え入れませんでした。裸でありましたが、着せませんでした。病気であり、刑務所にいましたが、訪ねてくれませんでした。

44 そのとき、彼らも答えて言う、「主よ、いつ私たちは、あなたが空腹であり、渇き、旅人であり、裸であり、弱く、刑務所におられるのを見て、あなたに仕えなかったのでしょうか。」

45 すると、彼は彼らに答えて言うであろう。「まことに、あなたがたに言う。あなたがたがこれらの最も小さい者たちの一人にしなかったことは、わたしにしなかったのである。」

46 これらの者たちは永遠の刑罰に行き、正しい者たちは永遠の命に行くのです。

Matthew 26

1 イエスはこれらの言葉をすべて終えると、弟子たちに言った。

2 あなたがたは知っている、二日の後に過越の祭りが起こる。そして人の子は十字架につけられるために引き渡される。

3 そのとき、大祭司たちと書記官たちと民の長老たちは、カイアファと呼ばれる大祭司の中庭に集まった。

4 そして、彼らはイエスを欺きで捕え、殺そうと相談した。

5 しかし彼らは、「祭りの間はいけない。民の間に騒動が起こらないように」と言っていた。

6 さて、イエスがベタニヤで、らい病人シモンの家におられたとき、

7 ひとりの女が、非常に高価な軟膏の入ったアラバスターの壺を持って、彼のところに来て、食卓に着いている彼の頭に注いだ。

8 弟子たちはこれを見て憤慨して言った、「この滅びは何のためなのか」。

9 この軟膏は高く売れて、貧しい人々に与えられることができたのに。

10 イエスはこれを知って、彼らに言われた、「なぜ、この女に労苦をさせるのか。彼女はわたしに対して良い働きをしたのだ。

11 貧しい人たちはいつもあなたがたと一緒にいるが、わたしはいつもあなたがたと一緒にいるわけではない。

12 この女がこの軟膏をわたしの体に注いだのは、わたしを葬るためにしたのである。

13 まことに、あなたがたに言います。この福音が全世界で宣べ伝えられる所では、この女がしたことも、彼女の記念として語られるでしょう。

14 そのとき、十二人の一人で、イスカリオテ・ユダと呼ばれる者が、大祭司たちのところへ行った。

15 「彼をあなたがたに渡すなら、何を私に与えたいか。」すると、彼らは彼に銀三十枚を支払った。

16 その時から、彼はイエスを引き渡す機会をねらっていた。

17 種なしパンの祝いの第一日に、弟子たちがイエスのところに来て言った、「過越の食事をあなたのために用意しましょうか、どこでお望みですか。」

18 すると彼は言った、「都へ行って、これこれの人に言いなさい。『教師が言う、私の時は近い。私は私の弟子たちと共に、あなたのところで過越を守る。』と。」

19 そこで、弟子たちはイエスが彼らに命じられたとおりにして、過越の食事を用意した。

20 夕方になって、イエスは十二弟子とともに食卓に着かれた。

21 彼らが食事をしているとき、イエスは言われた。「まことに、あなたがたに告げます。あなたがたのうちの一人が、わたしを裏切るでしょう。」

22 彼らは非常に悲しんで、それぞれが主に言い始めた、「主よ、まさか私のことではないでしょう」。

23 彼は答えて言った、「わたしと一緒に皿に手を浸した者、その者がわたしを裏切るであろう」。

24 人の子は、自分について書いてあるとおりに去って行く。しかし、人の子を裏切るその人はわざわいだ。その人は生まれなかった方が、彼にとって良かったのだ。

25 すると、イエスを裏切ろうとしていたユダが答えて言った、「先生、まさか私のことではないでしょう」。イエスは彼に言った、「あなたが言ったとおりだ」。

26 彼らが食べているとき、イエスはパンを取り、祝福して裂き、弟子たちに与えて言った、「取りなさい、食べなさい。これはわたしの体です。」

27 また杯を取り、感謝をささげて、彼らに与えて言われた、「みな、この杯から飲みなさい」。

28 これは、多くの人のために流される、罪の赦しのための、わたしの新しい契約の血です。

29 ただ、あなたがたに言っておきます。わたしの父の王国で、あなたがたと新しく飲むその日まで、わたしはもはや、このぶどうの木の果実を飲むことはありません。

30 そして、賛美の歌を歌ってから、彼らはオリーブの木の山へ出て行った。

31 そのとき、イエスは彼らに言われた。「あなたがたはみな、この夜、わたしのゆえにつまずくであろう。『わたしは羊飼いを打つ。すると、羊の群れは散り散りになる。』と書いてあるからである。

32 しかし、わたしがよみがえった後、あなたがたより先にガリラヤへ行きます。

33 ペテロは答えてイエスに言った、「たといすべての者があなたのゆえにつまずいても、私は決してつまずきません」。

34 イエスは彼に言われた、「まことに、あなたに告げる。今夜、雄鶏が鳴く前に、あなたは三度わたしを否むであろう。」

35 ペテロは言った、「たとい私があなたと一緒に死ななければならないとしても、決してあなたを否みません。」弟子たちもみな同じように言った。

36 それからイエスは弟子たちと共に、ゲツセマネと呼ばれる土地に来て、弟子たちに言った、「わたしがあそこへ行って祈っている間、ここに座っていなさい」。

37 そして、ペテロとゼベダイの子ふたりを連れて行き、悲しみと苦しみに満ち始めた。

38 そのとき、彼らに言われる、「わたしの魂は死ぬほど悲しんでいる。ここに留まって、わたしと一緒に目を覚ましていなさい」。

39 少し進み、顔を地に伏して祈りながら言われた。「わが父よ、もし可能ならば、この杯をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わたしの望むようにではなく、あなたの望むようにしてください。」

40 それから、弟子たちのところに来て、彼らが眠っているのを見つけ、ペテロに言った。「あなたがたは、わたしと一緒に一時間も目を覚ましていることができなかったのか。」

41 目を覚まして祈りなさい。試みに入らないように。霊は燃えているが、肉は弱いのです。

42 再び二度目に離れて行き、祈って言った。「わが父よ、もしこの杯が、私が飲まない限り過ぎ去ることができないのであれば、あなたの意志が行われますように。」

43 また来てみると、彼らは再び眠っていた。彼らの目は重くなっていたからである。

44 また彼らを離れて、再び行き、三度目に同じ言葉を言って祈った。

45 それから、彼は自分の弟子たちのところに来て、彼らに言った。「まだ眠って休んでいるのか。見よ、時が近づいた。人の子は罪人たちの手に渡される。」

46 起きなさい。行こう。見なさい。わたしを裏切る者が近づいた。

47 彼がまだ話しているうちに、見よ、十二人の一人であるユダが来た。そして彼と共に、大祭司たちと民の長老たちから遣わされた、刀と木を持った大群衆が来た。

48 イエスを裏切る者は彼らにしるしを与えて言った、「私が口づけする者がその人だ。彼をつかまえよ」。

49 するとすぐに、彼はイエスに近づいて言った、「先生、お元気で。」そして彼に口づけした。

50 イエスは彼に言った、「友よ、何のために来たのか」。そのとき、彼らは近づいて来て、イエスに手をかけて捕らえた。

51 すると、イエスと共にいた者の一人が手を伸ばして刀を抜き、大祭司の奴隷を打ち、その耳を切り落とした。

52 そのとき、イエスは彼に言った。「あなたの刀をその場所に戻しなさい。すべて刀を取る者は刀で滅びるであろう。」

53 それとも、わたしが父にお願いして、十二軍団よりも多くの天使を、今わたしの配下に置いていただくことができないとでも思うのですか。

54 しかし、聖書がこうして実現されなければならないのであれば、どうしてあり得ようか。

55 その時、イエスは群衆に言われた、「あなたがたは、強盗にでも向かうように、刀と木を持って私を捕らえに来たのか。私は毎日、神殿で座って教えていたのに、あなたがたは私を捕らえなかった。

56 しかし、このすべてが起こったのは、預言者たちの聖書が満たされるためでした。そのとき、弟子たちはみな、彼を捨てて逃げた。

57 イエスを捕らえた者たちは、イエスを大祭司カイアファのところへ連れて行った。そこには書記官たちと長老たちが集まっていた。

58 しかし、ペテロは遠くから彼に従い、大祭司の中庭まで入り、中に入って、終わりを見るために僕たちと一緒に座っていた。

59 祭司長たちと長老たちと全評議会は、イエスを死刑にするために、イエスに対する偽証を求めていた。

60 偽証者がたくさん出て来たが、見つけることができなかった。しかし、多くの偽証者が進み出たが、見つけることができなかった。

61 その後、二人の偽証者が来て言った、「この者は、『私は神の神殿を壊し、三日のうちにそれを建てることができる』と言った。」

62 大祭司は立ち上がって彼に言った、「何も答えないのか。これらの人々があなたに対して証言しているのは、どういうことか。」

63 しかし、イエスは黙っておられた。すると、大祭司が答えて言った、「生ける神によって、あなたに誓わせる。あなたが神の子キリストであるかどうか、私たちに言いなさい」。

64 イエスは彼に言った、「あなたが言った通りだ。しかし、わたしはあなたがたに言う。今からのち、あなたがたは、人の子が力の右に座し、天の雲に乗って来るのを見るであろう」。

65 すると、大祭司は自分の上着を引き裂いて言った、「彼は神を冒涜した。なぜまだ証人が必要なのか。見なさい、今あなたがたは彼の冒涜を聞いたのだ。」

66 あなたがたはどう思うか。彼らは答えて言った、「彼は死に値する」。

67 そのとき、彼らは彼の顔に唾をかけ、彼をこぶしで打った。また、他の者たちは彼を平手で打った。

68 「預言せよ、キリスト。あなたを打ったのはだれか。」と言った。

69 ペテロは外の中庭に座っていた。すると、一人の女奴が彼のところに来て言った、「あなたもガリラヤ人イエスと一緒にいましたね。」

70 しかし、彼は皆の前でそれを否定して言った、「あなたが何を言っているのか、私は知らない」。

71 しかし彼が門の方へ出て行くと、別の女が彼を見て、そこにいる人々に言った、「この人もナザレ人イエスと一緒にいました」。

72 また誓いをもって、彼は再びそれを否定して、「その人を知らない」と言った。

73 しばらくして、そこに立っていた人々がペテロに近づいて来て言った、「確かに、あなたも彼らの仲間だ。あなたの話し方で、あなたが誰かは明らかだ。」

74 すると彼は呪い始め、誓い始めた、「その人を知らない」と。するとすぐに雄鶏が鳴いた。

75 そこでペテロは、イエスが彼に言われた言葉を思い出した。「雄鶏が鳴く前に、あなたは三度わたしを否むであろう」と。そして外に出て、激しく泣いた。

Matthew 27

1 早朝になったとき、すべての大祭司たちと民の長老たちは、イエスを死刑にするために評議会を開いた。

2 そして、彼らはイエスを縛って連れ去り、総督ポンティオ・ピラトに引き渡した。

3 そのとき、イエスを裏切ったユダは、イエスが罪に定められたのを見て、後悔し、銀三十枚を大祭司たちと長老たちに返した。

4 「私は罪を犯した。無実の人の血を渡した。」と言った。しかし彼らは言った、「それは我々に関係ない。自分で見るがよい。」

5 そして銀を神殿に投げ入れ、立ち去った。そして、出て行って、首をつった。

6 祭司長たちは銀を受け取って、「これをコルバンに入れるのは律法にかなわない。それは血の代価だからである」と言った。

7 彼らは評議会を開いて、その金で陶工の野を買い、旅人たちの埋葬のために用いた。

8 それで、その野は今日まで血の野と呼ばれた。

9 そのとき、預言者エレミヤを通して言われたことが成就した。「彼らは銀三十枚を取った。イスラエルの子らによって値積もりされた者の値である。

10 彼らは、主が私に命じられたように、その金を陶工の野に与えた。

11 イエスは総督の前に立ち、総督は彼に尋ねて言った、「あなたはユダヤ人の王ですか」。イエスは彼に言った、「あなたが言うとおりです」。

12 また、大祭司たちと長老たちから訴えられたとき、彼は何も答えなかった。

13 そのとき、ピラトは彼に言った、「彼らがあなたに対してどれほど多くのことを証言しているか、あなたは聞かないのか。」

14 しかし、彼はその総督に対して一言も答えなかったので、総督は非常に驚いた。

15 ところで、総督は祭りの際には、群衆のために望む囚人を一人赦免するのが慣わしであった。

16 そのころ、彼らはバラバという名の著名な囚人を捕らえていた。

17 彼らが集まったとき、ピラトは彼らに言った、「あなたがたは、だれを釈放してほしいのか。バラバか、それともキリストと呼ばれているイエスか。」

18 彼は、彼らが妬みからイエスを引き渡したことを知っていた。

19 彼が裁きの座に着いていたとき、彼の妻が彼のもとに人を遣わして言った。「あの正しい人には何も関わらないでください。きょう、私は夢で彼のことで多くの苦しみを味わいましたから。」

20 しかし、大祭司たちと長老たちは、群衆を説得して、バラバを求めさせ、イエスを滅ぼさせようとした。

21 そこで総督は答えて彼らに言った、「あなたがたは、この二人のうち、どちらを釈放してほしいのか」。彼らは言った、「バラバだ」。

22 ピラトは彼らに言った、「では、キリストと言われるイエスを、わたしはどうしようか」。彼らはみな言った、「十字架につけよ」。

23 しかし総督は言った、「どんな悪い事をしたのか」。彼らはますます激しく叫んで、「十字架につけろ」と言った。

24 そこでピラトは、何の役にも立たず、むしろ騒動が起こりそうなのを見て、水を取り、群衆の前で手を洗って言った、「この正しい人の血について、私は潔白である。あなたがたが見るがよい。」

25 すると、民はみな答えて言った、「その血は、われわれの上に、またわれわれの子らの上に臨んでもよい」。

26 そこで、ピラトは彼らにバラバを釈放し、イエスを鞭打ってから、十字架につけるために引き渡した。

27 それから、総督の兵士たちはイエスを官邸に連れて行き、その周りに歩兵隊全体を集めた。

28 そして、彼らの着物を脱がせて、彼に緋色の外套を着せた。

29 茨で冠を編んで、それを彼の頭に載せ、葦を彼の右手に持たせた。そして、彼らの前でひざまずいて、彼を嘲って言った、「ユダヤ人の王よ、おめでとう」。

30 また彼らはイエスに唾をかけ、葦を取り、その頭を打った。

31 彼らがイエスを嘲弄した後、その外套を脱がせ、彼の上着を着せ、十字架につけるために連れ出した。

32 彼らが出て行くと、キュレネ人でシモンという名前の人を見つけ、この人に彼の十字架を担がせた。

33 そして、ゴルゴタと呼ばれる場所に来た。それは「頭蓋骨の場所」と言われている。

34 彼らはイエスに、胆汁を混ぜた酢を飲ませようとした。イエスはそれを味わったが、飲もうとはしなかった。

35 彼らはイエスを十字架につけてから、くじを引いてその上着を分け合った。それは預言者によって言われたことが成就するためであった。「彼らは私の上着を分け合い、私の衣類にくじを引いた。」

36 そこに座って、イエスを見張っていた。

37 また、彼らはその頭の上に、彼の罪状を書いたものを置いた。「これはユダヤ人の王イエスである。」

38 そのとき、イエスとともに、ふたりの強盗が十字架につけられた。ひとりは右に、ひとりは左に。

39 道を行く人々は、頭を振りながらイエスをののしった。

40 「神殿を打ちこわして三日で建てる者よ、もし神の子なら、自分を救え。十字架から降りて来い。」と言って、

41 同じように、大祭司たちも書記官や長老たちとともに、嘲りながら言った。

42 彼は他の人々を救ったが、自分自身は救うことができない。もし彼がイスラエルの王なら、今、十字架から降りて来なさい。そうすれば、私たちは彼を信じよう。

43 彼は神に頼っている。神が彼を望むなら、今すぐ救い出させよ。彼は「私は神の子である」と言ったのだから。

44 同じように、イエスと共に十字架につけられた強盗たちも、イエスをののしった。

45 しかし、第六の時から、暗闇が全地に臨み、第九の時まで続いた。

46 三時ごろ、イエスは大声で叫んで言った、「エリ、エリ、ラマ、サバクタニ」。これは、「わが神、わが神、どうしてわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。

47 すると、そこに立っていた人々のうちのある者たちは、これを聞いて、「この人はエリヤを呼んでいる」と言った。

48 するとすぐに、その中の一人が走って行き、スポンジを取り、酢で満たし、葦に付けて、彼に飲ませた。

49 しかし、ほかの者たちは、「エリヤが来て、彼を救うかどうか、見てみよう。」と言った。

50 イエスは再び大声で叫んで、霊を離された。

51 すると、見よ、神殿の垂れ幕が上から下まで二つに裂けた。そして、大地が揺れ、岩が裂けた。

52 また、墓が開かれ、眠っていた多くの聖徒たちの体がよみがえった。

53 そして、彼らは墓から出て、彼の復活の後に聖なる都市に入り、多くの人々に現れた。

54 百人隊長と彼と一緒にイエスを見張っていた者たちは、地震と起こった事柄を見て、非常に恐れ、「確かにこの方は神の子であった」と言った。

55 そこには、遠くから見守っている女たちが大勢いた。彼女たちは、イエスに仕えてガリラヤから従って来た者たちであった。

56 その中には、マグダラのマリア、ヤコブとヨセの母マリア、そしてゼベダイの子らの母がいた。

57 夕方になって、アリマタヤの金持ちでヨセフという人が来た。彼もイエスの弟子になっていた。

58 この人はピラトのところに来て、イエスの体を求めた。そのとき、ピラトは体を渡すように命じた。

59 ヨセフはその体を取り、きれいな亜麻布に包んだ。

60 そして、それを自分の新しい墓に納めた。彼は岩を掘って墓を造り、大きな石を墓の扉に転がして、立ち去った。

61 そこにはマグダラのマリアと、もう一人のマリアが、墓の向かい側に座っていた。

62 その翌日、すなわち準備の日の翌日に、大祭司たちとパリサイ人たちはピラトのところに集まった。

63 「主よ、あの惑わし者がまだ生きていたときに、『三日の後に私はよみがえる』と言ったのを、私たちは思い出しました。」

64 だから、三日目まで墓を守らせよ。弟子たちが夜に来て、彼を盗み出し、民に『死人の中からよみがえった』と言うかもしれない。そうなれば、この迷いは最初のものより悪いものになるだろう。

65 ピラトは彼らに言った、「番兵を置け。行って、できる限り守らせよ。」

66 そこで彼らは行って、墓を確実にし、警備兵とともに石に封印をした。

Matthew 28

1 安息日が終わって、週の初めの日の明け方に、マグダラのマリアと、もう一人のマリアが墓を見に来た。

2 すると、大きな地震が起こった。主の天使が天から降りて来て、近づいて石を扉から転がし、その上に座っていた。

3 その容貌は稲光のようであり、その衣は雪のように白かった。

4 しかし、彼の恐れのために、見張りたちは震え、死人のようになった。

5 すると、天使は女たちに言った、「恐れてはいけません。あなたがたが十字架につけられたイエスを捜しているのを、私は知っています。

6 ここにはおられません。かえって、言われたとおりによみがえられたのです。来て、主が置かれていた場所を見なさい。

7 ですから、急いで行って、弟子たちに言いなさい。『彼は死人の中からよみがえられた。そして、見よ、彼はあなたがたより先にガリラヤへ行かれる。そこで、あなたがたは彼にお会いになるだろう。』見よ、わたしはあなたがたに言いました。」

8 彼女たちは急いで墓を離れ、恐れと大きな喜びをもって、弟子たちに知らせに走って行った。

9 すると、彼女たちが弟子たちに知らせに行く途中、見よ、イエスが彼女たちに出会って、「おはよう」と言われた。彼女たちは近づいて、その足を抱き、イエスを拝んだ。

10 すると、イエスは彼女たちに言われた。「恐れるな。行って、わたしの兄弟たちに告げよ。彼らがガリラヤへ行くように。そこで彼らはわたしに会うであろう。」

11 彼らが行く途中、見よ、警備兵の数人が都市に入って来て、起こったすべてのことを大祭司たちに報告した。

12 そこで、彼らは長老たちとともに集まり、評議会を開いて、十分な銀を兵士たちに与えた。

13 「『夜、私たちが眠っている間に、弟子たちが来て、彼を盗んだ』と言いなさい。」

14 もしこのことが総督に聞かれても、私たちが彼を説得して、あなたがたを心配のないようにしましょう。

15 彼らは銀を受け取り、教えられたとおりにした。そして、この言葉はユダヤ人の間に今日まで広まった。

16 しかし、十一人の弟子たちは、ガリラヤに行って、イエスが彼らに定められた山へ行った。

17 そして、彼らはイエスを見て礼拝した。しかし、ある者たちは疑った。

18 イエスは近づいて来て、彼らに言われた、「わたしには天と地におけるすべての権威が与えられている」。

19 それゆえ、行って、すべての民族を弟子としなさい。彼らに父と子と聖霊の名によってバプテスマを授けなさい。

20 彼らに、わたしがあなたがたに命じたすべてのことを守るように教えなさい。見よ、わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたとともにいます。アーメン。


Mark

Mark 1

1 神の子イエス・キリストの福音の始め。

2 預言者たちの書にこう書いてある。「見よ、わたしは私の天使をあなたの顔の前に遣わす。彼はあなたの道をあなたの前で整えるであろう。」

3 荒野で叫ぶ者の声がする。「主の道を用意し、その小道をまっすぐにせよ。」

4 ヨハネが荒野に現れ、罪の赦しのための悔い改めの洗礼を宣べ伝えていた。

5 そこで、ユダヤの全地域とエルサレム人たちが皆、彼のところへ出て行き、自分の罪を告白しながら、ヨルダン川で彼からバプテスマを受けていた。

6 ヨハネはラクダの髪を身に着け、皮の帯をその腰に締め、イナゴと野の蜂蜜を食べていた。

7 彼は宣べ伝えて言った、「私よりも力のある方が、私の後から来られる。私は、かがんでその方のサンダルの革ひもを解く値打ちもない。」

8 私はあなたがたに水でバプテスマを授けましたが、その方は、あなたがたに聖霊のバプテスマをお授けになります。

9 そのころ、イエスはガリラヤのナザレから来て、ヨハネからヨルダン川でバプテスマをお受けになった。

10 そしてすぐに、水から上がるとき、天が裂かれ、霊が鳩のように自分の上に下って来るのを見た。

11 そして天から声がした。「あなたはわたしの愛する子、わたしはあなたを喜ぶ。」

12 そしてすぐに、霊は彼を荒野に追い出した。

13 そして彼はそこに四十日間、荒野でサタンに試みられながらいた。また野獣たちとともにいたが、天使たちが彼に仕えていた。

14 ヨハネが引き渡された後、イエスはガリラヤに来て、神の王国の福音を宣べ伝えた。

15 「時は満ち、神の王国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい。」

16 ガリラヤの海辺を歩いておられたとき、シモンとその兄弟アンデレが海に投網を投げているのを見られた。彼らは漁師であったからである。

17 イエスは彼らに言われた、「わたしについて来なさい。あなたがたを人の漁師にしてあげよう。」

18 すると、すぐに彼らは網を捨てて、彼に従った。

19 また少し進むと、ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネを見た。彼らも船の中で網を繕っていた。

20 するとすぐに、彼らを呼んだ。彼らは父ゼベダイを雇い人たちと一緒に船に残して、彼の後について行った。

21 そして彼らはカペナウムに入り、すぐに安息日に会堂に入って教えていた。

22 人々はその教えに驚いた。なぜなら、彼は律法学者たちのようにではなく、権威を持つ者として彼らを教えていたからである。

23 すると、その会堂に汚れた霊につかれた人がいて、大声で叫んだ。

24 「ナザレの人イエスよ、私たちとあなたに何の関わりがあるのですか。あなたは私たちを滅ぼしに来たのです。私はあなたがどなたか知っています。神の聖者です。」

25 イエスは彼を叱って、「黙れ。この人から出て行け。」と言った。

26 すると、汚れた霊はその人を引きつけさせ、大声をあげて、その人から出て行った。

27 皆は驚いて、互いに論じ合って言った、「これは何だ。権威ある新しい教えだ。汚れた霊にさえ命じると、従うのだ。」

28 そして、彼の聴覚はすぐにガリラヤの全地方に広まった。

29 そしてすぐに、彼らは会堂から出て、ヤコブとヨハネと共に、シモンとアンデレの家に来た。

30 ところが、シモンの姑は熱病で床に伏せていた。そしてすぐに、人々は彼女のことを彼に話した。

31 イエスは近づいて、その手を取って彼女を起こされた。すると熱はすぐに去り、彼女は彼らに仕えた。

32 夕方になって、日が沈むと、人々は悪い状態にある者をみな、また悪霊につかれた者たちを、彼のもとに連れて来た。

33 そして町中の者がみな、扉のところに集まっていた。

34 そして、多くの病人をさまざまな病気から癒し、多くの悪霊を追い出した。そして、悪霊たちが語ることを許さなかった。彼らがイエスを知っていたからである。

35 そして、朝早くまだ暗いうちに起きて、外に出て、寂しい場所へ行き、そこで祈っておられた。

36 シモンとその仲間たちは彼を追いかけた。

37 彼らは彼を見つけて、「みんながあなたを捜しています」と言った。

38 イエスは彼らに言われた、「さあ、近くの別の町々へ行こう。そこでも宣べ伝えよう。わたしは、そのために出て来たのだから。」

39 そして彼は、彼らの会堂で宣べ伝え、ガリラヤ全土にわたり、悪霊を追い出していた。

40 さて、ひとりのらい病人がイエスのもとに来て、彼に願い、ひざまずいて言った。「もしお望みなら、あなたは私を清めることがおできになります。」

41 イエスは深くあわれみ、手を伸ばして彼に触れ、「わたしは心から望む。清くなれ」と言われた。

42 すると、すぐに、そのらい病が彼から去り、彼は清められた。

43 そこでイエスは、彼を厳しく戒めて、すぐに彼を追い出した。

44 そして彼に言った、「気をつけて、だれにも何も言うな。ただ行って、自分を祭司に見せ、モーセが命じたものを、あなたの清めのためにささげなさい。彼らへの証言として。」

45 しかし、彼は出て行って、多くのことを宣べ伝え、その言葉を言い広め始めた。それで、彼はもはや公然と都市に入ることができず、外の荒野の場所にいた。そして、人々はあらゆる所から彼のところに来た。

Mark 2

1 また、数日後、イエスはカペナウムに再び入られた。そして、彼が家におられることが聞かれた。

2 そしてすぐに多くの人が集まったので、戸口のところまでもはや入る余地がなくなり、彼らに言葉を語っておられた。

3 すると、人々は四人の人に担がれた中風の人を彼のもとに連れて来た。

4 群衆のためにイエスに近づくことができなかったので、彼らはイエスのおられる屋根をはがし、穴を掘って、中風の人が横たわっていた寝台をつり降ろした。

5 イエスは彼らの信仰を見て、中風の人に言った、「子よ、あなたの罪は赦されている」。

6 ところが、そこに数人の書記官が座っていて、彼らの心の中で論じ合っていた。

7 なぜこの人はこんなことを言うのか。冒涜だ。神おひとりのほかに、だれが罪を赦すことができるだろうか。

8 イエスはすぐに、ご自分の霊で、彼らが心の中でこのように論じ合っているのを見抜いて、彼らに言われた、「なぜ、あなたがたは心の中でこれらのことを論じ合っているのか」。

9 中風の人に、『あなたの罪は赦された』と言うのと、『起きて、あなたの寝台を取り上げて歩け』と言うのと、どちらが易しいか。

10 人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを、あなたがたに知らせるために、彼は中風の人に言った。

11 あなたに言う。起きなさい。寝台を取り、あなたの家へ行きなさい。

12 すると彼はすぐに起き上がり、寝台を取り上げて、皆の前を出て行った。それで皆が驚き、神をあがめて、「こんなことは今まで見たことがない」と言った。

13 また海のほとりに出て行かれた。すると群衆がみな、彼のところにやって来たので、彼らに教えられた。

14 そして通りかかって、アルファイオスの子レビが税関に座っているのを見て、彼に「わたしに従いなさい」と言った。すると彼は立ち上がって、彼に従った。

15 そして、彼が自分の家で食卓に着いているとき、多くの取税人や罪人たちがイエスとその弟子たちとともに食卓に着いていた。彼らは大勢いて、彼に従っていたからである。

16 書記官たちとパリサイ人たちは、彼が取税人や罪人たちと一緒に食べているのを見て、彼の弟子たちに言った、「なぜ、彼は取税人や罪人たちと一緒に食べたり飲んだりするのか。」

17 イエスはこれを聞いて、彼らに言われた、「医者を必要とするのは丈夫な者ではなく、悪い状態にある者である。わたしは正しい人を招くために来たのではなく、罪人を招いて悔い改めに至らせるために来たのである。」

18 ヨハネの弟子たちとパリサイ人たちは断食をしていた。そして、人々が来てイエスに言った、「なぜヨハネの弟子たちとパリサイ人の弟子たちは断食するのに、あなたの弟子たちは断食しないのですか」。

19 イエスは彼らに言われた、「婚礼の間の子たちは、花婿が自分たちと共にいる間、断食することができるでしょうか。花婿を自分たちと共に持っている間は、断食することはできません。」

20 しかし、花婿が彼らから取り去られる日々が来る。そして、その日々には断食するであろう。

21 だれも、新しい布切れの継ぎ当てを古い上着に縫い付けることはしない。もしそうするなら、その新しい継ぎ当ては古い上着を引き裂き、破れはさらにひどくなる。

22 また、だれも新しい葡萄酒を古い革袋に入れはしない。もしそうするなら、新しい葡萄酒が革袋を破り、葡萄酒も革袋も失われてしまう。しかし、新しい葡萄酒は新しい革袋に入れるべきである。

23 ある安息日に、彼が麦畑の中を通って行った。すると、彼の弟子たちが道を作りながら穂を摘み始めた。

24 すると、パリサイ人たちはイエスに言った、「見よ、なぜ彼らは安息日にしてはならないことをしているのか。」

25 イエスは彼らに言われた、「ダビデとその連れの者たちが、必要があって空腹になったとき、ダビデが何をしたか、あなたがたは読んだことがないのか。」

26 どのようにして彼は、アビアタルが大祭司であった時に、神の家に入り、祭司たちのほかには食べることが許されていない供えのパンを食べ、また彼とともにいた者たちにも与えたのか。

27 また彼らに言われた、「安息日は人のために設けられたのであって、人が安息日のために造られたのではない。

28 人の子は安息日にも主です。

Mark 3

1 また会堂にはいられた。そこに、片手のなえた人がいた。

2 彼らは、安息日にイエスがその人を癒やすかどうか、じっと見ていた。イエスを訴えるためであった。

3 そして、その人に言った、「手の萎えた人よ、真ん中に立ちなさい。」

4 そして彼らに言う、「安息日に善を行うことと悪を行うこと、魂を救うことと殺すこと、どちらが律法にかなっているか。」彼らは黙っていた。

5 彼は怒りをもって彼らを見回し、その心の頑なさを悲しみながら、その人に言った、「手を伸ばしなさい」。彼は手を伸ばすと、その手はもう一方の手のように元どおりに回復した。

6 そこでパリサイ人たちは出て行って、すぐにヘロデ党の者たちと一緒に、イエスをどうして滅ぼそうかと評議会を開いた。

7 イエスは弟子たちと共に海の方へ退かれた。そして、ガリラヤから多くの群衆が彼に従い、またユダヤからも従った。

8 エルサレムから、イドマヤから、ヨルダンの向こう側から、そしてティルスとシドンの周辺から、多くの群衆が、彼が行ったすべてのことを聞いて、彼のもとに来た。

9 そして彼は自分の弟子たちに、群衆のゆえに、彼らが彼を押しつけないように、小船が彼のために用意されているように言った。

10 それは、多くの人を癒やしたので、病気に悩む人々がみな、彼に触れようとして、彼に押し寄せたからである。

11 また、汚れた霊たちは、イエスを見ると、その前にひれ伏して叫んで言った、「あなたは神の子です」。

12 そして、イエスは彼らを厳しく戒めて、自分を明らかにしないようにと言われた。

13 そして山に登り、ご自身が望んだ者たちを呼び寄せられた。彼らは彼のもとへ行った。

14 そこでイエスは十二人を任命された。それは、彼らが自分と共にいるため、また彼らを遣わして宣べ伝えさせるためであった。

15 そして病気を癒し、悪霊を追い出す権威を持つこと。

16 そして彼はシモンにペテロという名前を付けた。

17 また、ゼベダイの子ヤコブと、ヤコブの兄弟ヨハネに、ボアネルゲス、すなわち「雷の子」という名前を付けた。

18 また、アンデレ、ピリポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アルファイオスの子ヤコブ、タダイ、カナン人シモン。

19 そしてイスカリオテのユダ。このユダが彼を裏切った。彼らは家に来る。

20 そして群衆が再び集まって来たので、彼らはパンを食べることもできなかった。

21 彼の身内の者たちがこれを聞いて、彼を捕らえに出て行った。彼らは「彼は気が狂っている」と言っていたからである。

22 また、エルサレムから下って来た書記官たちは、「彼はベエルゼブルを持っている」と言い、「悪霊たちの支配者によって悪霊たちを追い出している」と言った。

23 そこで彼らを呼び寄せて、たとえで彼らに言われた、「どうしてサタンがサタンを追い出せることがあるか」。

24 もし王国が自分自身に対して分裂するなら、その王国は立つことができません。

25 また、もし家が自分自身に対して分かれるなら、その家は立つことができません。

26 もしサタンが自分に逆らって立ち上がり、分裂しているなら、彼は立つことができず、終わりを迎える。

27 強い人の家に押し入ってその家財を略奪する者は、まずその強い人を縛らなければ、その家を略奪することはできない。

28 まことに、あなたがたに言います。人の子らには、すべての罪が赦されるでしょう。また、彼らが神を冒涜するどんな冒涜も、すべて赦されるでしょう。

29 しかし、聖霊を冒涜する者は、永遠に赦免を得ず、永遠の裁きに対して有罪である。

30 彼らが「汚れた霊を持っている」と言っていたからである。

31 母と兄弟たちが来て、外に立って、彼に使いを送り、彼を呼んだ。

32 群衆がイエスの周りに座っていた。すると彼らはイエスに言った、「見なさい、あなたの母と兄弟たちが外であなたを捜しています」。

33 すると、イエスは彼らに答えて言われた、「わたしの母、またわたしの兄弟とはだれのことか」。

34 そして、自分の周囲に座っている人々を見回して言った、「見よ、わたしの母、わたしの兄弟たち」。

35 神の意志を行う者はだれでも、その人は私の兄弟、姉妹、また母なのです。

Mark 4

1 また彼は海のほとりで教え始められた。そして多くの群衆が彼のところに集まったので、彼は船に乗って海の上に座られた。そしてすべての群衆は海のほとりの大地にいた。

2 そして彼は彼らに多くのことをたとえで教え、その教えの中で彼らに言った。

3 聞きなさい。見よ、種を蒔く人が種を蒔きに出て行った。

4 種を蒔いているとき、ある種は道ばたに落ちた。すると、天の鳥が来て、それを食べてしまった。

5 また別の種は岩地に落ちた。そこには大地が多くなく、深さがないために、すぐに芽を出した。

6 しかし、太陽が昇ると、焼けて、根がないために枯れてしまった。

7 また、別の種は茨の中に落ちた。すると茨が伸びて、それをふさいでしまったので、果実を結ばなかった。

8 また、別の種は良い大地に落ちた。すると、それは実を結び、育ち、成長して、三十倍、六十倍、百倍の果実をもたらした。

9 そして彼は彼らに言った、「聞く耳のある者は聞きなさい。」

10 そして、ひとりになったとき、彼の周りにいた人々が十二弟子とともに、そのたとえについて尋ねた。

11 そこでイエスは彼らに言われた、「あなたがたには神の国の秘義を知ることが与えられているが、外にいる者たちには、すべてがたとえで起こるのだ」。

12 それは、「彼らが見るには見るが、見えず、聞くには聞くが、悟らず、悔い改めて罪が赦されることのないため」です。

13 そして彼らに言われる、「あなたがたはこのたとえを知らないのか。それなら、どうしてすべてのたとえを知ることができるだろうか。」

14 種を蒔く人は、言葉を蒔くのです。

15 これらの人々は、道に蒔かれる言葉のそばにいる者たちです。彼らが聞くとすぐに、サタンが来て、彼らの心に蒔かれた言葉を取り去ってしまうのです。

16 また、これらの人々は同じように、岩地に蒔かれる者たちです。彼らは言葉を聞くと、すぐに喜びをもって受け入れます。

17 彼らは自分自身のうちに根を持たず、ただ一時的な者です。それから、言葉のために苦難や迫害が起こると、すぐにつまずいてしまいます。

18 また、茨の中に蒔かれる者たちとは、こういう人たちのことです。彼らは言葉を聞く者たちです。

19 この世の心配と富の欺き、そのほかのものごとへの欲望が入り込んで、言葉をふさぎ、実を結ばなくなります。

20 そして、これらの人々は、良い大地に蒔かれた者たちであり、彼らは言葉を聞いて受け入れ、三十倍、六十倍、百倍の実を結ぶのです。

21 また彼は彼らに言った、「灯は、斗の下や寝台の下に置かれるために来るのでしょうか。燭台の上に置かれるためではないでしょうか。

22 隠れているものは、現わされないものはない。また、隠されたものは、明らかにされるために来たのである。

23 聞く耳のある者は聞きなさい。

24 また彼らに言われた、「聞いていることに注意しなさい。あなたがたが量るその尺度で、あなたがたにも量られ、さらに聞いている者たちには増し加えられるであろう。」

25 持っている人は与えられ、持っていない人は、持っているものまでも取り上げられるであろう。

26 また言われた、「神の王国は、人が大地に種を蒔くようなものである。

27 そして夜は眠り、昼は起きている。その間に種は芽を出し、育つ。どのようにしてか、その人は知らない。

28 地はおのずから実を結ぶもので、初めに草、次に穂、次に穂の中に満ちた小麦ができるのです。

29 しかし、実が熟すと、すぐに鎌を入れます。収穫の時が来たからです。

30 また言われた、「神の王国を何にたとえましょうか。どのようなたとえでそれを表しましょうか。」

31 それはからしの粒のようなものです。地に蒔かれるとき、それは地の上のすべての種の中で最も小さいものです。

32 蒔かれると、それは育ち、すべての野菜よりも大きくなり、大きな枝を張り、その影の下に天の鳥が巣を作ることができるほどになる。

33 イエスは、このように多くのたとえで、彼らの聞く力に応じて、言葉を話された。

34 しかし、たとえによらずには彼らに話すことはなかった。ただ、自分の弟子たちには、すべてを解き明かされた。

35 その日、夕方になったとき、イエスは彼らに言われた、「さあ、向こう岸へ渡ろう。」

36 そこで彼らは群衆を残し、イエスが船におられるままで彼を連れて行った。他の小船も彼と一緒にあった。

37 すると、激しい風の暴風が起こり、波は船に打ちかかって、船はもう水で満たされようとしていた。

38 ところが、イエスは艫の方で枕をして眠っておられた。彼らはイエスを起こして言った、「教師よ、私たちが滅びようとしているのに、あなたは気にかけてくださらないのですか。」

39 そして目を覚まされ、風を叱り、海に言われた、「黙れ、静まれ」。すると風はやみ、大いなる静けさが生じた。

40 あなたがたは、なぜそんなに恐れているのですか。どうして信仰がないのですか。

41 彼らは大きな恐れを抱き、互いに言った。「風も海も彼に従うとは、この方はいったい誰なのだろうか。」

Mark 5

1 そして彼らは海の向こう岸、ガダラ人の地域に来た。

2 イエスが舟から上がられると、すぐに、汚れた霊につかれた人が墓場から出て来て、イエスを迎えた。

3 彼は墓に住居を持っており、だれも鎖で彼を縛ることができなかった。

4 彼はたびたび足枷と鎖で縛られていたが、鎖を引きちぎり、足枷も砕いてしまったので、だれも彼を手なずけることができなかった。

5 そして彼は、夜も昼も、山々と墓の中で叫び、石で自分自身を切り裂いていた。

6 イエスを遠くから見て、走って来て、彼を拝した。

7 そして大声で叫んで言った、「いと高き神の子イエスよ、私とあなたとに何の関わりがあるのですか。神に誓ってお願いします、私を苦しめないでください。」

8 なぜなら、イエスは彼に言っていたからである。「汚れた霊よ、この人から出て行け。」

9 そして彼に尋ねた、「あなたの名前は何か」。彼は答えて言った、「私の名前は軍団です。私たちは大勢だからです」。

10 そして、自分たちをこの地域から追い出さないでくださいと、彼にしきりに懇願した。

11 ところで、そこの山々の近くで、大きな豚の群れが飼われていた。

12 すると、悪霊たちはみなイエスに願って言った。「私たちを豚の中に送って、彼らの中に入らせてください。」

13 イエスはすぐにそれを彼らに許された。すると、汚れた霊どもは出て行って、豚たちの中に入った。そして、その群れは崖を下って海へ突進し、約二千匹であって、海でおぼれ死んだ。

14 豚を飼っていた者たちは逃げ出し、そのことを都市と野に知らせた。そして人々は、何が起こったのかを見に出て来た。

15 そして彼らはイエスのもとに来て、悪霊につかれていた者、すなわち軍団を宿していた者が、座って服を着て正気になっているのを見て、恐れた。

16 見ていた人たちは、悪霊につかれていた人に起こったことと、豚のことについて彼らに話して聞かせた。

17 そこで彼らは、イエスにその境界から離れて行くように願い始めた。

18 それでイエスが船に乗ろうとされると、悪霊につかれていた人が、イエスと一緒にいたいと願った。

19 しかし、イエスは彼を許さず、彼に言われた、「あなたの家、あなたの家族のところへ帰り、主があなたにどれほどのことをなさったか、また、あなたをあわれまれたかを、彼らに知らせなさい。」

20 そこで彼は立ち去り、イエスが自分にしたすべてのことをデカポリスで宣べ伝え始めた。そして皆が驚いた。

21 イエスが舟で再び向こう岸へ渡られると、大勢の群衆が彼のところに集まった。そして彼は海のそばにおられた。

22 すると、会堂司の一人で、名前はヤイロスという者が来て、イエスを見て、その足もとにひれ伏した。

23 そして彼に何度も願って言った、「私の小さな娘が死にかかっています。どうか来て、その子の上に手を置いてください。そうすれば、その子は救われて生きます。」

24 そこで、イエスは彼と一緒に出かけられたが、多くの群衆がイエスに従い、イエスに押し迫った。

25 ところで、十二年の間、血の流出をわずらっている女がいた。

26 多くの医者に苦しめられ、自分の持ち物をすべて使い果たしたが、何の効き目もなく、かえって悪い方へ進んでいった。

27 イエスのことを聞いて、群衆の中に入り、うしろから彼の上着に触れた。

28 彼女は言っていた、「もし彼の上着にでも触れることができれば、私は救われるだろう」と。

29 すると、すぐに彼女の血の泉は枯れ、その体で、その病気から癒やされたことを知った。

30 イエスはすぐに、自分から力が出て行ったことを知って、群衆の中で振り返って、「だれが私の上着に触れたのか」と言った。

31 すると弟子たちはイエスに言った、「群衆があなたに押し迫っているのをご覧になっていて、それでも『だれがわたしに触ったのか』と言われるのですか。」

32 そして、それをした人を見ようとして、見回しておられた。

33 その女は恐れおののき、自分に起こったことを知って、彼のところに来てひれ伏し、彼にすべての真理を語った。

34 そこでイエスは彼女に言われた、「娘よ、あなたの信仰があなたを救った。平和のうちに行きなさい。そして、あなたの病から癒やされていなさい。」

35 イエスがまだ話しておられるとき、会堂司の家から人々が来て言った、「あなたの娘は死にました。なぜ、なおも教師を煩わすのですか。」

36 しかし、イエスはその言葉を聞いてすぐに、会堂司に言われた。「恐れるな。ただ信じなさい。」

37 そして、ペテロとヤコブとヤコブの兄弟ヨハネのほかは、だれも自分に従うことをお許しにならなかった。

38 そして会堂司の家に来られると、騒動と、泣き叫ぶ者たちと、大声でわめく者たちが多くいるのをご覧になった。

39 中に入って、彼らに言う、「なぜ騒いで泣くのか。子供は死んだのではない。眠っているのだ。」

40 彼らはイエスをあざ笑った。しかし、イエスは皆を外に追い出し、その子供の父と母、そして自分と共にいる者たちを連れて、子供が横たわっている所へ入って行かれた。

41 そして、その子供の手を取って、彼女に言った、「タリタ、クミ」。それは訳すと、「少女よ、あなたに言う、起きなさい」という意味である。

42 すると、少女はすぐに起き上がり、歩き回った。彼女は十二歳であった。そして彼らは大きな驚きに包まれた。

43 イエスは彼らに、このことをだれにも知らせないようにと厳しく命じ、また、彼女に食べ物を与えるように言われた。

Mark 6

1 そして彼はそこを出て、自分の故郷に来た。そして彼の弟子たちが彼に従った。

2 安息日になったとき、彼は会堂で教え始めた。多くの人々が聞いて驚き、言った、「この人はこれらのことをどこから得たのか。また、この人に与えられた知恵は何か。そして、このような力あるわざが彼の手によって行われるとは。」

3 この人は大工ではないか。マリアの子で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではないか。その姉妹たちも、ここで私たちのところにいるではないか。そして彼らはイエスにつまずいた。

4 イエスは彼らに言われた、「預言者が敬われないのは、自分の故郷と親族と自分の家の中だけである」。

5 そこで、そこでは何一つ力あるわざを行うことができず、少数の病人に手を置いて癒やしただけであった。

6 彼は彼らの不信仰に驚いた。そして、周囲の村々を巡りながら教えた。

7 また、十二人を呼び寄せ、彼らを二人ずつ遣わし始め、彼らに汚れた霊に対する権威をお与えになった。

8 また、彼らに命じられた、「道のためには、杖一本のほかは何も持って行くな。袋もパンも、帯に青銅も持って行くな」。

9 しかし、サンダルを履きなさい。そして、二枚の下着を着てはいけません。

10 また彼らに言われた、「どこかの家に入ったなら、そこを出て行くまで、その家にとどまりなさい。」

11 そして、あなたがたを受け入れず、あなたがたの言葉を聞かない人々がいるなら、そこから出て行くとき、彼らへの証言として、あなたがたの足の下の塵を払い落としなさい。まことに、あなたがたに言います。裁きの日には、ソドムとゴモラのほうが、その都市よりも耐えやすいでしょう。

12 そして出て行って、悔い改めるように宣べ伝えた。

13 そして多くの悪霊を追い出し、多くの病人に油を塗って癒やした。

14 ヘロデ王はこれを聞いた。イエスの名が明らかになったからである。そして彼は言った、「バプテスマを授けるヨハネが死人の中からよみがえったのだ。それゆえ、これらの力が彼のうちに働いているのだ」。

15 ある人々は「彼はエリヤだ」と言い、また別の人々は「彼は預言者だ。昔の預言者の一人のようだ」と言った。

16 しかし、ヘロデはこれを聞いて、「私が首をはねたヨハネ、この者が死人の中からよみがえったのだ」と言った。

17 実に、このヘロデは、自分の兄弟ピリポの妻ヘロディアスのことで、人を遣わしてヨハネを捕らえ、彼を刑務所に縛った。それは、彼が彼女を妻としていたからである。

18 なぜなら、ヨハネはヘロデに、「あなたが自分の兄弟の妻を持つことは許されていない」と言っていたからである。

19 ところが、ヘロディアスは彼に対して恨みを抱き、彼を殺そうと思ったが、できなかった。

20 ヘロデはヨハネを恐れていた。彼が正しい聖なる男であることを知っていたからである。そして彼を保護し、彼の話を聞いて多くのことを行い、喜んで彼の話を聞いていた。

21 ところが、都合の良い日が来た。ヘロデが自分の誕生日に、その大いなる者たちと千人隊長たちとガリラヤの首領たちに夕食を設けていた。

22 ヘロディアスの娘が入って来て、踊り、ヘロデと同席の人々を喜ばせたとき、王はその少女に言った、「何でも欲しいものを求めなさい。そうすれば、あなたに与えよう」。

23 そして彼女に誓った、「あなたが私に求めるなら、私の国の半分までもあなたに与えよう。」

24 そこで彼女は出て行って、その母に言った、「何を願いましょうか」。すると母は言った、「バプテスマ者ヨハネの頭」。

25 そこで彼女はすぐに、大急ぎで王のところへ行き、こう言って願った。「今すぐに、バプテスマ者ヨハネの頭を大皿に載せて私にください。」

26 王は非常に心を痛めたが、誓いのゆえに、また同席している人々のゆえに、彼女の願いを退けることを望まなかった。

27 そこで王はすぐに死刑執行人を遣わし、彼の頭を持って来るように命じた。

28 彼は行って、刑務所で彼の首をはね、その首を大皿に載せて持って来て、少女に渡した。少女はそれを母に渡した。

29 弟子たちはこれを聞いて、やって来て、その死体を取り、墓に納めた。

30 使徒たちはイエスのもとに集まり、自分たちが行ったすべてのこと、また教えたすべてのことを彼に報告した。

31 そこでイエスは彼らに言われた、「あなたがただけで、寂しい場所へ行って、しばらく休みなさい」。それは、来る者と去る者が多くて、食べる暇さえなかったからである。

32 そして彼らは自分たちだけで舟で寂しい場所へ出かけた。

33 群衆は彼らが去って行くのを見て、多くの者が彼だと気づき、すべての都市から徒歩でそこへ駆けつけ、彼らより先に着いて、彼のもとに集まった。

34 イエスは出て行って、多くの群衆を見て、彼らが羊飼いのいない羊のようであるので深くあわれみ、多くのことを教え始められた。

35 そのうち、時が多く過ぎたので、弟子たちは彼のところに来て言った、「ここは荒野で、もう時が多く過ぎた」。

36 彼らを解散させてください。彼らが周囲の野や村へ行って、自分たちのためにパンを買うように。なぜなら、彼らは食べるものを持っていないからです。

37 すると、彼は答えて彼らに言った、「あなたがたで彼らに食べ物を与えなさい。」すると彼らは彼に言った、「私たちが行って二百デナリオンのパンを買って、彼らに食べさせましょうか。」

38 すると彼は彼らに言った、「パンはいくつありますか。行って見なさい。」そして、知って彼らは言った、「五つと魚が二匹です。」

39 そして、彼らに命じて、皆を組ごとに青草の上に座らせた。

40 そこで、人々は百人ずつ、五十人ずつの列をなして座った。

41 すると、五つのパンと二匹の魚を取り、天を見上げて祝福し、パンを裂いて、弟子たちに配らせるために与えられた。また、二匹の魚も皆に分けられた。

42 人々はみな、食べて満腹した。

43 そして、彼らはパンのかけら十二籠いっぱいと、魚の残りも取った。

44 パンを食べた者は、男がおよそ五千人であった。

45 それからすぐに、イエスは弟子たちを強いて船に乗り込み、向こう岸のベツサイダへ先に行かせた。その間、彼自身が群衆を解散させるまで。

46 そして、彼らに別れを告げて、祈るために山へ去って行かれた。

47 夕方になったとき、船は海の真ん中にあり、彼だけが大地の上にいた。

48 そして、彼らが風のために漕ぎあぐねているのを見た。風が彼らに向かい風だったからである。夜の第四の見張りの時、彼は海の上を歩いて彼らのところに来て、彼らを通り過ぎようとした。

49 しかし、彼らは彼が海の上を歩いているのを見て、幻だと思い、叫び声をあげた。

50 みな彼を見て、動揺した。するとすぐに、彼は彼らに話しかけて言った、「しっかりしなさい。わたしだ。恐れるな。」

51 そして舟に上がられると、風がやんだ。彼らは心の中で非常に驚き、また不思議に思った。

52 彼らはパンのことから悟ることがなかった。彼らの心は堅く閉じていたからである。

53 彼らは渡って、ゲネサレの大地に着き、岸に引き寄せた。

54 そして、彼らが船から上がると、すぐに彼を認めた。

55 彼らはその地方全体を走り回り、イエスがおられると聞いた所へ、病人を寝台に載せて運び始めた。

56 そして、イエスが村や都市や野に入って行かれると、市場で病人たちを置き、せめてその上着の縁にでも触れさせてくださいと願った。そして、触れた者はみな救われた。

Mark 7

1 パリサイ人たちと、エルサレムから来たいくつかの書記官たちが、彼のところに集まった。

2 そして、彼の弟子たちのうちの何人かが、汚れた手、すなわち洗わない手でパンを食べているのを見て、彼らは非難した。

3 パリサイ人をはじめ、すべてのユダヤ人は、昔の人々の伝承を堅く守って、拳で手を洗わない限り、食事をしない。

4 また、市場から帰ったとき、洗わなければ食べず、そのほかにも、杯、壺、青銅の器、寝台の洗いなど、彼らが受け継いで守る多くのことがある。

5 そこで、パリサイ人と書記官たちはイエスに尋ねた。「なぜ、あなたの弟子たちは、昔の人々の伝承に従って歩まず、洗っていない手でパンを食べるのですか。」

6 すると彼は答えて彼らに言った、「イザヤはあなたがた偽善者についてよく預言した。こう書いてあるとおりである。『この民は唇でわたしを敬うが、その心はわたしから遠く離れている。』」

7 彼らは、むだにわたしを拝んでいる。人間の戒めを教えとして教えているからだ。

8 あなたがたは神の戒めを捨てて、人の伝承を堅く守り、壺と杯の洗い、そのほかにもこれに類する多くのことを行っている。

9 また彼は彼らに言った、「あなたがたは、自分たちの伝承を守るために、よくも神の戒めを捨てるのですね。」

10 モーセは言った、「あなたの父と母を敬え」。また、「父か母をののしる者は、死をもって死ななければならない」。

11 しかし、あなたがたは言う、「もし人が父または母に『コルバン』、すなわち贈り物であると言えば、私からあなたが益を得ることはない」と。

12 そして、あなたがたは、もはやその人が自分の父や母のために何かをすることを許さない。

13 あなたがたは、自分たちの伝承によって神の言葉を無効にしています。そして、これと同じようなことを、ほかにもたくさん行っています。

14 イエスは再び群衆を呼び寄せて言われた。「みな、わたしの言うことを聞いて、悟りなさい。」

15 外側から人に入って、その人を汚すことができるものは何もありません。しかし、人から出て行くものが、その人を汚すのです。

16 もし耳がある者は、聞くがよい。

17 そして、群衆から離れて家に入られると、弟子たちはこのたとえについてイエスに尋ねた。

18 そして彼は彼らに言う、「あなたがたもそんなに無分別なのですか。外から人に入るものはすべて、その人を汚すことができないことを、あなたがたは悟らないのですか。」

19 それは人の心に入るのではなく、腹に入り、そして便所に出て行く。こうしてすべての食物を清めるのである。

20 また言われた、「人から出て行くもの、それが人を汚すのです。」

21 内側から、すなわち、人の心から出て来るものは、悪い推論、姦淫、姦淫、殺人である。

22 盗み、貪欲、悪、欺き、放縦、悪い目、冒涜、高慢、愚かさ。

23 これらの悪はみな、内側から出て、人を汚すのです。

24 そして、そこから立ち上がって、ティルスとシドンの境界地方へ出て行った。そして、家に入ったとき、だれにも知られたくないと思ったが、隠れることはできなかった。

25 女がイエスのことを聞いて、その小さな娘が汚れた霊につかれていたので、来てその足もとにひれ伏した。

26 その女はギリシャ人女性で、シロフェニキア人の種族であり、自分の娘から悪霊を追い出してくださるようにイエスに願い続けた。

27 するとイエスは彼女に言われた、「まず子どもたちを満腹させなさい。子どもたちのパンを取り上げて、小犬に投げるのは良いことではないからです。」

28 しかし、彼女は答えて言った。「主よ、そのとおりです。しかし、食卓の下の小犬でも、子供たちのパンくずを食べます。」

29 そこでイエスは彼女に言われた。「この言葉のゆえに、行きなさい。悪霊はあなたの娘から出て行った。」

30 そして家に帰って行った彼女は、悪霊が出て行ったことと、娘が寝台の上に横たえられているのを見いだした。

31 また、ティルスの境界から出て、シドンを通って、ガリラヤの海に来たが、それはデカポリスの境界の真ん中であった。

32 彼らは耳の聞こえない、言葉の不自由な人を連れて来て、彼に手を置いてくださるように願った。

33 そこで、彼を群衆から連れ出し、ひそかに彼の指をその耳に入れ、つばきをして、その舌に触れた。

34 そして、天を見上げて、深く嘆息し、その人に「エッファタ」、すなわち「開け」と言った。

35 すると、すぐに彼の聴覚が開かれ、舌の束縛も解け、彼は正しく話した。

36 しかし、彼は彼らに、だれにも言ってはならないと命じたが、彼が彼らに命じれば命じるほど、彼らはますます盛んに言い広めた。

37 彼らは非常に驚いて言った、「この方がなさったことはすべて良い。耳の聞こえない者を聞こえるようにし、口のきけない者を話せるようにしてくださる」。

Mark 8

1 そのころ、非常に大勢の群衆がいて、食べる物がなかったので、イエスは弟子たちを呼んで彼らに言われた。

2 この群衆をかわいそうに思う。なぜなら、彼らはもう三日間わたしとともにいて、食べる物を持っていないからである。

3 もし彼らを空腹のまま家に帰らせるなら、途中で弱り果てるでしょう。彼らのうちには遠くから来た者もいるからです。

4 すると、弟子たちはイエスに答えた、「こんな荒野で、どこからパンを得て、これらの人々を満たすことができましょうか。」

5 すると、イエスは彼らに尋ねられた。「あなたがたはパンをいくつ持っていますか。」彼らは言った、「七つです。」

6 すると、イエスは群衆に地面に座るように命じ、七つのパンを取り、感謝をささげてからそれを裂き、弟子たちに配るように与えられたので、弟子たちは群衆に配った。

7 また、小魚が少しばかりあったので、祝福して、これも配るように言われた。

8 彼らは食べて満腹し、そして豊かさのかけらを七つの籠に取り上げた。

9 人々はおよそ四千人であった。それからイエスは、彼らを解散させられた。

10 そしてすぐに舟に乗り、弟子たちとともにダルマヌタの地方へ来た。

11 パリサイ人たちが出て来て、彼と論じ始め、天からのしるしを彼から求めて、彼を試した。

12 イエスは御霊のうちで深く嘆息して言われた、「なぜこの世代はしるしを求めるのか。まことに、あなたがたに告げる。この世代にはしるしは与えられないであろう。」

13 そして彼らを離れ、再び船に乗って向こう岸へ行かれた。

14 弟子たちはパンを持って来るのを忘れ、舟の中には自分たちのほかに一つのパンしか持っていなかった。

15 イエスは彼らに命じて言われた、「パリサイ人の酵母とヘロデの酵母とに気をつけて、よく見ていなさい」。

16 そこで彼らは互いに論じ合って、「パンを持っていないのだ」と言った。

17 イエスはそれを知って、彼らに言われた、「なぜ、パンがないことで論じ合っているのか。まだ悟らないのか、理解しないのか。あなたがたの心は、まだかたくなになっているのか。

18 目がありながら見えないのですか。耳がありながら聞こえないのですか。そして覚えていないのですか。

19 五つのパンを五千人に裂いたとき、いくつの籠に満ちたかけらを取りましたか。」彼らは言った、「十二です。」

20 「四千人に七つのパンを裂いて上げたときは、パン切れを取り集めて幾つのかごがいっぱいになりましたか。」彼らは答えた。「七つです。」

21 そして彼らに言われた、「まだ悟らないのですか」。

22 そして、ベツサイダに来る。彼らは彼に盲人を連れて来て、彼に触れてくださるように願う。

23 そして盲人の手を取って、村の外に連れ出し、その目に唾をかけ、手を置いて、「何か見えるか」と尋ねられた。

24 すると彼は、見えるようになって、「人が見えます。木のように歩いているのが見えます。」と言った。

25 それから、彼は再び彼の目に手を置き、彼を見えるようにされた。すると彼は元通りになり、すべてのものをはっきりと見た。

26 そして彼をその家に送り、言った、「村に入ってはならない。また村で誰にも言ってはならない。」

27 イエスと弟子たちはピリポ・カイサリアの村々へ出て行った。そして道で、イエスは弟子たちに尋ねて言われた、「人々はわたしをだれだと言っていますか」。

28 彼らは答えた、「ヨハネ・バプテスマ者だ」と。また他の者たちは「エリヤだ」と、また他の者たちは「預言者の一人だ」と。

29 すると、彼は彼らに言った、「あなたがたは、わたしをだれだと言うのか。」ペテロが答えて彼に言った、「あなたはキリストです。」

30 するとイエスは、自分のことをだれにも言わないようにと、彼らを戒められた。

31 そして彼は彼らに教え始められた、「人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老たち、大祭司たち、書記官たちによって捨てられ、殺され、三日の後に復活しなければならない」と。

32 そして、彼ははっきりとその言葉を語った。するとペテロは彼を引き寄せて、叱り始めた。

33 しかし、イエスは振り向いて弟子たちを見て、ペテロを叱って言われた。「サタンよ、私の後ろに下がれ。あなたは神のことを思わず、人のことを思っている。」

34 それから、群衆を弟子たちと共に呼び寄せて、彼らに言った、「だれでもわたしの後に来たいと思う者は、自分を捨て、自分の十字架を取り、そしてわたしに従って来なさい」。

35 自分の魂を救おうと思う者はそれを失い、わたしと福音のために自分の魂を失う者はそれを救うのです。

36 人は、たとい全世界を得ても、自分の魂を損じたら、何の得がありましょう。

37 人は自分の魂の代わりに、何を交換として与えるでしょうか。

38 なぜなら、この姦婦であり罪人である世代の中で、わたしとわたしの言葉を恥じる者は、人の子も、父の栄光とともに聖なる天使たちと共に来るとき、その者を恥じるからである。

Mark 9

1 また彼らに言った、「まことに、あなたがたに告げます。ここに立っている人々の中には、神の国が力をもって来ているのを見るまでは、決して死を味わわない者がいます。」

2 六日の後、イエスはペテロとヤコブとヨハネだけを連れて、高い山に導いて行かれた。そして彼らの目の前で変貌された。

3 その上着は、非常に白く輝き、雪のように白くなった。それは、地上の洗濯人には白くすることができないほどの白さであった。

4 そして、エリヤがモーセとともに彼らに現れ、彼らはイエスと語り合っていた。

5 すると、ペテロは答えてイエスに言った、「ラビ、私たちがここにいることは良いことです。私たちは三つの幕屋を造りましょう。あなたのために一つ、モーセのために一つ、エリヤのために一つ。」

6 彼は何を言うべきか知らなかった。彼らは非常に恐れていたからである。

7 すると雲が現れて彼らを覆い、雲の中から声がして、「これは私の愛する子である。彼の言うことを聞け。」と言った。

8 すると突然、彼らが周りを見回すと、もはやだれも見えず、ただイエスだけが彼らとともにいた。

9 彼らが山から下りて来たとき、イエスは彼らに、人の子が死人の中からよみがえるまでは、自分たちが見たことをだれにも話してはならないと、厳しく命じられた。

10 彼らはその言葉を自分たちの間にしっかりと留め、死人の中からよみがえるということが何であるかを論じ合った。

11 彼らはイエスに尋ねて言った、「なぜ律法学者たちは、まずエリヤが来るはずだと言っているのですか。」

12 すると、彼は答えて彼らに言われた。「エリヤがまず来て、すべてを回復する。そして、人の子について、多くの苦しみを受け、さげすまれると書いてあるのは、どうしてなのか。」

13 しかし、あなたがたに言います。エリヤはすでに来ました。そして人々は、彼について書かれているとおりに、彼に好きなことをしました。

14 そして弟子たちのところに来て、彼らの周りに大勢の群衆と、彼らと論じ合っている書記官たちを見た。

15 するとすぐに、群衆はみな彼を見て驚き、走り寄って来て、彼に挨拶した。

16 そこで彼は書記官たちに、「あなたがたは彼らと何を議論しているのか」と尋ねた。

17 すると、群衆の一人が答えて言った、「教師よ、私はおしの霊につかれた私の子をあなたのところに連れて来ました」。

18 そして、どこで彼に取りついても、彼を引き倒し、泡を吹かせ、歯をぎしぎしと鳴らせ、からだを硬直させます。それで、あなたの弟子たちに、この霊を追い出してほしいと願いましたが、彼らにはできませんでした。

19 彼は答えて彼に言った、「ああ、不信仰な世代よ。いつまであなたがたと共にいるだろうか。いつまであなたがたに耐え忍ばなければならないだろうか。その子をわたしのところに連れて来なさい。」

20 そこで、人々はその子をイエスのもとに連れて来た。イエスがその子を見ると、霊はすぐにその子を引き裂き、その子は大地に倒れて、あわを吹きながら転げ回った。

21 そこでイエスはその子の父に尋ねられた。「この子にこんなことが起こってから、どのくらいの時間が経ちましたか。」父は言った。「幼い時からです。」

22 この霊は、彼を滅ぼそうとして、何度も火の中や水の中に投げ込みました。しかし、もしおできになるなら、私たちをあわれんで、お助けください。

23 イエスは彼に言われた、「もしあなたが信じることができるなら、信じる者にはすべてのことが可能です」。

24 するとすぐに、その子の父は涙を流して叫びながら言った。「信じます。主よ、私の不信仰を助けてください。」

25 イエスは、群衆が駆け寄って来るのを見て、汚れた霊を叱って言った。「おしとつんぼの霊よ、わたしはあなたに命じる。彼から出て行け。二度と彼の中に入るな。」

26 叫び、激しく引きつけさせて出て行った。すると、その子は死人のようになり、多くの人々が「死んでしまった」と言った。

27 しかし、イエスは彼の手を取って起こされた。すると彼は立ち上がった。

28 そして、イエスが家に入られると、その弟子たちがひそかにイエスに尋ねた、「なぜ私たちはそれを追い出すことができなかったのですか」。

29 すると、イエスは彼らに言われた、「この種族は、祈りと断食によらなければ、何によっても出て行くことはできません」。

30 そこから出て行って、彼らはガリラヤを通って進んでいた。そして、イエスはだれにも知られたくないと思われた。

31 彼は弟子たちに教えて言われた、「人の子は人々の手に引き渡され、彼らはこれを殺す。しかし殺されて、三日の後に、よみがえるであろう」。

32 しかし、彼らはその言葉を理解せず、彼に尋ねることを恐れていた。

33 そしてカペナウムに来て、家にいる時、彼らに尋ねられた。「道で互いに何を論じ合っていたのか。」

34 しかし彼らは黙っていた。道で互いに論じ合っていたからである、だれが一番偉いか。

35 そして座って、十二人を呼び、彼らに言った、「だれでも最初でありたいと思うなら、すべての者の最後となり、すべての者の僕となりなさい。」

36 それから、子供を連れて来て、彼らの真ん中に立たせ、その子を腕に抱き寄せて、彼らに言った。

37 だれでも、このような子供たちのひとりを、わたしの名のゆえに受け入れるならば、わたしを受け入れるのです。また、だれでも、わたしを受け入れるならば、わたしを受け入れるのではなく、わたしを遣わされた方を受け入れるのです。

38 するとヨハネが彼に答えて言った、「教師よ、私たちはあなたの名前で悪霊を追い出している者を見ましたが、彼は私たちに従わないので、私たちは彼を止めました。」

39 しかし、イエスは言われた、「彼を妨げてはならない。わたしの名によって力あるわざを行う者は、すぐ後でわたしを悪く言うことはできないからである。

40 わたしたちに反対しない者は、わたしたちの味方です。

41 あなたがたがキリストの者だからという理由で、わたしの名のゆえにあなたがたに水一杯を飲ませる者は、決してその報酬を失うことはありません。まことに、あなたがたに言います。

42 また、わたしを信じるこれらの小さい者たちの一人をつまずかせる者は、むしろ石臼を首に掛けられて、海に投げ込まれるほうが、その者にとって良いのです。

43 もしあなたの手があなたをつまずかせるなら、それを切り落としなさい。片手で命に入ることは、両手を持って消えない火の地獄に行くよりも、あなたにとって良いことです。

44 そこでは、彼らの蛆虫は死なず、火は消えない。

45 もしあなたの足があなたをつまずかせるなら、それを切りなさい。片足で命に入ることは、両足を持って地獄の消えない火に投げ込まれるよりも、あなたにとって良いことです。

46 そこでは、彼らの蛆虫は死なず、火は消えない。

47 もしあなたの目があなたをつまずかせるなら、それをえぐり出しなさい。片目で神の王国に入ることは、あなたにとって良いことです。二つの目を持って火の地獄に投げ込まれるよりは。

48 そこでは、彼らの蛆虫は尽きることがなく、火は消えることがありません。

49 すべての者は火で塩をかけられ、すべての犠牲は塩で塩をかけられる。

50 塩は良いものです。しかし、もし塩が塩けを失ったなら、何によってそれに味をつけましょうか。あなたがたは自分のうちに塩を持ち、互いに平和に暮らしなさい。

Mark 10

1 そこから立ち上がって、イエスはユダヤの境界に来られる。ヨルダンの向こう側を通って。すると、群衆が再び彼のもとに集まって来た。そして、彼はいつものように再び彼らを教えられた。

2 すると、パリサイ人たちが近づいて来て、男が妻を離縁することが許されるかどうかを、イエスを試そうとして尋ねた。

3 イエスは答えて言われた、「モーセはあなたがたに何と命じたか。」

4 彼らは言った、「モーセは離婚状を書いて離すことを許しました」。

5 イエスは答えて彼らに言われた、「あなたがたの心の頑なさのために、この戒めをあなたがたに書いたのである。」

6 しかし、創造の始めから、神は彼らを男と女に造られた。

7 このゆえに、人はその父と母を離れ、その妻に結びつくであろう。

8 そして、ふたりは一つの肉となる。それで、もはやふたりではなく、一つの肉である。

9 それゆえ、神が結び合わせたものを、人は引き離してはならない。

10 そして家の中で、再び弟子たちはこのことについて彼に尋ねた。

11 そこで、イエスは彼らに言われた、「だれでも自分の妻を離別して他の女を妻にするなら、その妻に対して姦淫を犯すのである。」

12 妻が夫を離別して別の男にとつぐなら、姦淫を犯しているのです。

13 そこで人々はイエスに触れていただこうとして、子供たちをみもとに連れて来た。ところが、弟子たちは連れて来た人々を叱った。

14 イエスはそれを見て憤り、彼らに言った、「子供たちをわたしのところに来させなさい。彼らを妨げてはいけません。神の国は、このような者たちのものだからです。」

15 まことに、あなたがたに言います。だれでも神の王国を子供のように受け入れなければ、決してそこに入ることはできません。

16 そして、イエスは彼らを抱き上げ、彼らの上に手を置いて祝福された。

17 イエスが道に出て行かれると、ひとりの者が走り寄って、彼の前にひざまずいて、彼に尋ねた。「良い教師よ、永遠の命を受け継ぐために、私は何をすべきでしょうか。」

18 イエスは彼に言った、「なぜ、わたしを『良い』と言うのですか。良い方は、神おひとりのほかには、だれもいません。」

19 戒めはあなたも知っている。姦淫してはならない。殺してはならない。盗んではならない。偽証してはならない。欺き取ってはならない。父と母を敬え。

20 すると、その人はイエスに言った。「教師よ、これらのことはすべて、若さの時から守ってきました。」

21 イエスは彼を見つめ、彼を愛して言われた、「あなたには一つ欠けているものがある。行って、あなたが持っているものをすべて売り、貧しい人々に与えなさい。そうすれば、あなたは天に宝を持つであろう。そして、来て、十字架を取って、わたしに従いなさい。」

22 すると彼はその言葉に顔を曇らせ、悲しみながら立ち去った。彼は多くの所有物を持っていたからである。

23 イエスは見回して、弟子たちに言われた、「金銭を持つ者たちが神の王国に入ることは、何と難しいことでしょう」。

24 弟子たちはイエスの言葉に驚いた。しかしイエスは再び答えて彼らに言った、「子たちよ、金銭に頼る者が神の王国に入るのは、何と難しいことか」。

25 らくだが針の穴を通る方が、金持ちが神の国に入るよりも易しい。

26 彼らはますます驚いて、互いに言った、「それでは、だれが救われることができるのだろうか。」

27 イエスは彼らを見つめて言われた、「人にはできないが、神にはできないことはない。すべてのことは神にはできるのだ」。

28 ペテロが彼に言い始めた。「ご覧ください。私たちはすべてを捨てて、あなたに従いました。」

29 イエスは答えて言われた、「まことに、あなたがたに告げます。わたしのために、また福音のために、家、兄弟、姉妹、父、母、妻、子、野を捨てた者で、

30 もし百倍を受けない者はありません。今のこの時には、家、兄弟、姉妹、母、子、野を迫害の中で受け、来たるべき永遠の時には永遠の命を受けます。

31 しかし、多くの先の者が後になり、後の者が先になるでしょう。

32 さて、彼らは道を上ってエルサレムへ行っていた。そして、イエスは彼らの先を行かれた。彼らは驚き、従う者たちは恐れた。そこで、イエスは再び十二人を呼び寄せて、自分に起ころうとしていることを彼らに話し始められた。

33 見よ、私たちはエルサレムに上って行く。人の子は大祭司たちと書記官たちに引き渡されるであろう。彼らは彼を死に定め、彼を異邦人に引き渡すであろう。

34 彼らは彼をあざけり、彼に鞭打ち、彼に唾をかけ、彼を殺すであろう。そして三日目に、彼はよみがえるであろう。

35 ヤコブとヨハネ、ゼベダイの子らが彼のところに来て、言った、「教師よ、私たちが求めることを、私たちにしてほしいのです」。

36 彼は彼らに言った、「あなたがたは、わたしに何をしてほしいのですか。」

37 彼らは言った、「あなたの栄光の中で、ひとりをあなたの右に、ひとりをあなたの左に座らせてください」。

38 しかし、イエスは彼らに言われた、「あなたがたは自分が何を求めているのか知らない。あなたがたは、わたしが飲む杯を飲み、わたしが受けている洗礼を受けることができるか。」

39 彼らは言った、「できます」。イエスは彼らに言った、「あなたがたは、わたしが飲む杯を飲み、わたしが受ける洗礼を受けるであろう。

40 しかし、わたしの右と左にすわることは、わたしが与えることではなく、備えられた者たちのためのものです。

41 これを聞いた十人は、ヤコブとヨハネのことで腹を立て始めた。

42 そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた。「あなたがたは知っているとおり、諸民族の支配者と見なされている者たちは彼らを支配し、その偉い者たちは彼らの上に権力をふるいます。

43 しかし、あなたがたの間では、そうではない。あなたがたの間で偉くなりたいと思う者は、あなたがたの僕となるであろう。

44 あなたがたの中で人の先に立ちたいと思う者は、すべての人の奴隷となるであろう。

45 人の子が来たのも、仕えられるためではなく、仕えるためであり、また多くの人のための身代金として自分の魂を与えるためなのです。

46 彼らはエリコに来た。そして、彼がエリコから出て行くとき、彼の弟子たちと多くの群衆も一緒だった。ティマイオスの子バルティマイオスという盲人が道ばたに座って、物乞いをしていた。

47 イエスがナザレ人であると聞いて、彼は叫び始め、「ダビデの子イエスよ、私をあわれんでください」と言い始めた。

48 多くの人々が彼を叱って黙らせようとしたが、彼はますます叫んだ、「ダビデの子よ、私をあわれんでください」。

49 イエスは立ち止まって、彼を呼ぶように言われた。彼らはその盲人を呼んで、彼に言った、「安心せよ、起きなさい、あなたを呼んでおられる」。

50 彼は上着を脱ぎ捨て、立ち上がって、イエスのところに来た。

51 そこでイエスは答えて言われた、「わたしに何をしてほしいのか」。すると盲人は言った、「先生、目が見えるようになりたいのです」。

52 するとイエスは彼に言われた、「行きなさい。あなたの信仰があなたを救った」。するとすぐに彼は見えるようになり、道でイエスに従った。

Mark 11

1 彼らがエルサレムに近づき、ベタパゲとベタニヤ、オリーブの木の山のところに来たとき、イエスは弟子たちのうちの二人を遣わした。

2 そして彼は彼らに言う、「向こうの村へ行きなさい。そこに入るとすぐに、まだ誰も人が乗ったことのない子ろばがつないであるのを見つけるでしょう。それを解いて、連れて来なさい。」

3 もし誰かがあなたがたに「なぜそんなことをするのか」と言ったなら、「主がそれを必要としておられます。そしてすぐに、ここへ送り返されるでしょう」と言いなさい。

4 そこで、彼らは行って、表の辻にある扉のところに子ろばがつないであるのを見つけ、それを解いた。

5 すると、そこに立っていた何人かが彼らに言った、「あなたがたは、子ろばを解いているが、何をしているのですか。」

6 彼らはイエスが命じられたとおりに彼らに言ったので、彼らは彼らを許した。

7 そこで、子ろばをイエスのところへ引いて行き、自分たちの上着をその上に掛けた。イエスはそれに座られた。

8 多くの人々は自分たちの上着を道に敷き、他の人々は木から枝を切って道に敷いた。

9 そして、前を行く者たちも、後に従う者たちも叫んで言った、「ホサナ。祝福された方、主の名によって来られる方。

10 祝福あれ、来たるべき我らの父ダビデの王国、主の名において。ホサナ、いと高き所に。

11 イエスはエルサレムに入り、神殿に入られた。そして、すべてを見回して、すでに時が遅かったので、十二人とともにベタニヤへ出て行かれた。

12 翌日、彼らがベタニヤを出たとき、イエスは空腹を覚えられた。

13 遠くに葉のあるいちじくの木を見て、何か見つかるかどうかそこへ行った。そして、その木に来てみると、葉のほかには何も見つからなかった。いちじくのなる時ではなかったからである。

14 イエスは答えて彼女に言った、「今後いつまでも、だれもあなたから果実を食べることがないように」。そして彼の弟子たちはこれを聞いていた。

15 彼らはエルサレムに来た。そして、イエスは神殿に入り、神殿の中で売り買いしている者たちを追い出し始め、両替人の食卓と鳩を売る者たちの座を倒した。

16 また、だれも器を神殿の中を通して運ぶことをお許しにならなかった。

17 そして彼らに教えて言った、「『わたしの家は、すべての民族の祈りの家と呼ばれる』と書いてあるではないか。それなのに、あなたがたはそれを強盗の洞窟にした。」

18 書記官たちと大祭司たちはこれを聞いて、どのようにして彼を滅ぼそうかと探し求めた。彼らは彼を恐れていた。なぜなら、群衆がみな彼の教えに驚いていたからである。

19 夕方になると、彼は都の外へ出て行った。

20 朝早く通りがかりに見ると、いちじくの木が根まで枯れていた。

21 ペテロは思い出して、彼に言った、「ラビ、見なさい。あなたが呪ったいちじくの木が枯れました。」

22 イエスは答えて言われた、「神の信仰を持ちなさい」。

23 まことに、あなたがたに言います。だれでもこの山に向かって『動いて、海に入れ』と言い、心の中で疑わず、自分の言うことが起こると信じるなら、その言ったことはその人に成るのです。

24 だから、あなたがたに言うのです。祈って求めるものは何でも、すでに受けたと信じなさい。そうすれば、そのとおりになります。

25 また立って祈っているとき、もしだれかに対して何か恨み事を持っているなら、赦しなさい。そうすれば、天におられるあなたがたの父も、あなたがたの咎を赦してくださるでしょう。

26 しかし、あなたがたが赦さないなら、あなたがたの天の父も、あなたがたの咎を赦されないであろう。

27 彼らは再びエルサレムに来た。そして彼が神殿の中を歩いていると、大祭司たち、書記官たち、長老たちが彼のところに来た。

28 そして彼らはイエスに言った、「何の権威によってこれらのことをするのか。また、だれがあなたにこの権威を与えたのか、これらのことをするために。」

29 そこでイエスは彼らに答えて言われた、「わたしもあなたがたに一言尋ねます。それに答えなさい。そうすれば、何の権威によってこれらのことをしているのか、あなたがたに言いましょう。」

30 ヨハネの洗礼は、天からのものか、それとも人からのものか。答えなさい。

31 すると、彼らは互いに論じ合って言った、「もし天からと言えば、『それならなぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう」。

32 しかし、「人からだ」と言えば、彼らは民を恐れていた。なぜなら、すべての人がヨハネを、確かに預言者であったと思っていたからである。

33 そこで彼らはイエスに答えて言った、「私たちは知りません」。するとイエスは彼らに答えて言った、「私も、何の権威によってこれらのことをするのか、あなたがたに言いません」。

Mark 12

1 それからイエスは、たとえを用いて彼らに話し始められた。「ある人がぶどう園を植え、垣を巡らし、酒槽を掘り、塔を建て、それを農夫たちに貸して、旅に出かけた。

2 そして、その時に、彼は農夫たちのところへ奴隷を遣わし、農夫たちからぶどう園の果実を受け取るようにした。

3 ところが、彼らは彼を捕まえて打ちたたき、何も持たせずに送り返した。

4 また、彼は別の奴隷を彼らのところに遣わしたが、彼らはその者に石を投げて頭に傷を負わせ、辱めて送り返した。

5 また別の者を遣わしたが、彼らはその者も殺した。そして多くの他の者たちを遣わしたが、ある者たちは打ちたたき、ある者たちは殺した。

6 まだ一人の愛する子を持っていたので、最後にその子を彼らのところへ遣わし、言った、「彼らは私の子を敬うだろう」。

7 すると、その農夫たちは互いに言った、「これは相続人だ。さあ、彼を殺そう。そうすれば、相続は私たちのものになるだろう」。

8 そして、彼らは彼を捕まえて殺し、ぶどう園の外に投げ出した。

9 それでは、ぶどう園の主は何をするでしょうか。彼は来て、農夫たちを滅ぼし、ぶどう園を他の人たちに与えるでしょう。

10 あなたがたはこの聖書の言葉を読んだことがないのですか。『建てる者たちが捨てた石、それが隅の頭となった。』

11 これは主から出たことであり、私たちの目には驚くべきことである。

12 彼らはイエスを捕えようとしたが、群衆を恐れた。彼らは、このたとえが自分たちに向かって語られたことを知っていたからである。そして、イエスを残して立ち去った。

13 そこで彼らは、パリサイ人とヘロデ党の者たちのうち数人を、彼を言葉で捕らえようとして、彼のもとに送った。

14 彼らは来て、彼に言った、「教師よ、私たちはあなたが真実であり、だれをも気にかけないことを知っています。あなたは人の顔を見ず、真理に基づいて神の道を教えておられるからです。カエサルに税を納めることは許されているのか、いないのか。」

15 「与えるべきか、与えるべきでないか。」しかし、彼は彼らの偽善を知って、彼らに言った、「なぜ、わたしを試すのか。デナリオンをわたしに持って来なさい。わたしが見るために。」

16 彼らは持って来た。すると彼は彼らに言った、「これはだれの像か、この刻印はだれのか」。彼らは彼に言った、「カエサルのです」。

17 イエスは答えて彼らに言われた、「カエサルのものはカエサルに返しなさい。神のものは神に返しなさい」。彼らはイエスに驚いた。

18 また、復活はないと言っているサドカイ派の人々が彼のところに来て、彼に尋ねて言った。

19 教師よ、モーセは私たちに書き記しました。もしある人の兄弟が死に、妻を残し、子を残さないなら、その兄弟の妻をその兄弟が娶り、自分の兄弟のために種を起こすべきである、と。

20 七人の兄弟がいました。長男が妻をめとりましたが、死ぬとき、種を残しませんでした。

21 次に次男がその女を妻にしたが、彼もまた死に、種を残さなかった。三男も同様であった。

22 そして七人も彼女を妻にめとったが、子を残さなかった。最後に、その女も死んだ。

23 復活の際、彼らがよみがえるとき、その女はだれの妻なのでしょうか。七人ともその女を妻にしたのです。

24 イエスは彼らに答えて言われた、「あなたがたは、聖書も神の力も知らないから、そんなに思い違っているのではないか」。

25 人が死人の中からよみがえるときには、めとることも、とつぐこともなく、天の天使たちのようです。

26 それに、死者がよみがえることについては、モーセの書物の茨の箇所で、神が彼に「わたしはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である」と言われたのを、あなたがたは読んだことがないのですか。

27 神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神です。あなたがたは大いに誤っています。

28 一人の書記官が来て、彼らの議論を聞き、イエスが彼らに見事に答えられたのを知って、彼に尋ねた、「すべての戒めの中で、どれが第一ですか」。

29 イエスは彼に答えられた、「すべての戒めの中で第一のものはこれである、『イスラエルよ、聞け。われらの神である主は、唯一の主である。』」

30 あなたの神である主を、心を尽くし、魂を尽くし、心を尽くし、力を尽くして愛せよ。これが第一の戒めである。

31 第二の戒めもこれと同じです。「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ。」この二つより偉大な戒めは、ほかにはありません。

32 そこで、その書記官は彼に言った、「先生、まことにそのとおりです。神は唯一であって、そのほかに神はありません、とあなたは言われました。」

33 また、心を尽くし、理解を尽くし、魂を尽くし、力を尽くして彼を愛し、また隣人を自分自身のように愛することは、すべての全焼のいけにえや犠牲よりも、はるかに勝っているのです。

34 イエスは、彼が分別をもって答えたのを見て、彼に言った、「あなたは神の国から遠くない」。そして、だれももはや彼に問いかけることをあえてしなかった。

35 イエスは答えて、神殿で教えながら言われた、「律法学者たちは、どうしてキリストがダビデの子だと言うのか」。

36 ダビデ自身が聖霊によって言った、「主は私の主に言われた、『わたしがあなたの敵をあなたの足の足台とするまで、わたしの右に座っていなさい』」。

37 このようにダビデ自身が彼を主と呼んでいるのに、どうして彼がダビデの子なのでしょうか。そして、大勢の群衆は喜んで彼の話を聞いていた。

38 そして彼はその教えの中で彼らに言った、「書記官たちに気をつけなさい。彼らは長い衣を着て歩き回り、市場で挨拶されることを望んでいる。

39 また会堂の最上席と夕食の最上席とを好む。

40 彼らは寡婦の家を食い尽くし、見せかけのために長く祈る者たちである。これらの者たちは、より多くの裁きを受けるであろう。

41 イエスは宝物庫の向かいに座って、群衆が銅貨を宝物庫に投げ入れるのを見ておられた。そして多くの金持ちが多くのものを投げ入れていた。

42 ひとりの貧しい寡婦が来て、レプタを二つ投げ入れた。それは一コドラントである。

43 すると、イエスは弟子たちを呼び寄せて言われた。「まことに、あなたがたに告げます。この貧しい寡婦は、宝物庫に投げ入れていたすべての人よりも多く投げ入れました。

44 みなは、自分たちのあり余る中から投げ入れたが、この女は、自分の欠乏の中から、持っていたすべてのもの、その生活費の全部を投げ入れた。

Mark 13

1 彼が神殿から出て行くとき、彼の弟子の一人が彼に言った、「教師よ、見なさい。何という石、何という建物か。」

2 イエスは答えて彼に言われた、「あなたはこれらの大きな建物を見ているか。石が石の上に残されることは決してなく、崩されることのない石は一つもない。」

3 イエスがオリーブの木の山で神殿に向かって座っておられたとき、ペテロとヤコブとヨハネとアンデレが、ひそかに彼に尋ねた。

4 私たちに言ってください。これらのことはいつ起こるのですか。また、これらすべてが成し遂げられようとするとき、そのしるしは何ですか。

5 そこで、イエスは彼らに答え始めて言われた、「だれにも惑わされないように気をつけなさい」。

6 多くの者がわたしの名によって来て、『わたしがそれだ』と言って、多くの者を惑わすでしょう。

7 また、戦争のことや戦争の噂を聞いても、慌ててはいけません。それは必ず起こることです。しかし、終わりはまだ来ていません。

8 民族は民族に、王国は王国に立ち上がるであろう。そして、あちこちの場所に地震があり、飢饉と動揺が起こるであろう。これらは陣痛の始めである。

9 あなたがたは自分自身に気をつけなさい。彼らはあなたがたを評議会に引き渡し、会堂で打たれるでしょう。そして、わたしのために総督や王たちの前に立つでしょう。それは彼らへの証言のためです。

10 そして、福音はまずすべての民族に宣べ伝えられなければなりません。

11 しかし、彼らがあなたがたを引き渡して連れて行くとき、何を話すべきかと前もって心配したり、思いわずらったりしてはなりません。ただ、その時に与えられることを話しなさい。あなたがたが話すのではなく、聖霊が話すのです。

12 兄弟は兄弟を死に渡し、父は子を渡し、子は親に逆らって立ち上がり、彼らを死に至らせるであろう。

13 また、わたしの名のために、あなたがたはすべての人に憎まれるでしょう。しかし、終わりまで耐え忍ぶ者は救われます。

14 しかし、忌むべきものの荒廃が、ダニエル預言者によって言われたものが、立ってはならない所に立っているのを見たら（読者は悟るように）、そのとき、ユダヤにいる人々は山へ逃げなさい。

15 屋上にいる者は降りてはいけません。家から何かを取り出そうとして家の中に入ってはいけません。

16 野にいる者は、上着を取りに戻ってはならない。

17 しかし、その日々には、胎を抱いている者たちと、乳を飲ませている者たちには、わざわいがある。

18 ただ、あなたがたの逃亡が冬に起こらないように祈りなさい。

19 その日には、神が創造の始めから今に至るまで、いまだかつてなかったような、またこれからもないような苦難があるからです。

20 そして、もし主がその日数を短くされなかったなら、すべての肉なる者は救われないでしょう。しかし、主が選ばれた選びの者のために、その日数を短くされたのです。

21 そのとき、もしだれかがあなたがたに『見よ、ここにキリストがいる』とか『見よ、あそこにいる』と言っても、信じてはいけません。

22 偽キリストたちと偽預言者たちが立ち上がり、できれば選ばれた者たちをも惑わそうとして、しるしと驚異を与えるでしょう。

23 あなたがたは気をつけなさい。見よ、わたしはすべてのことを前もってあなたがたに言っておいた。

24 しかし、その日々には、その苦難の後に、太陽は暗くなり、月はその光を与えないだろう。

25 星は天から落ち、天にある力は揺り動かされるであろう。

26 そのとき、人々は人の子が大いなる力と栄光を帯びて雲に乗って来るのを見るであろう。

27 そのとき、彼は自分の天使たちを遣わし、自分の選ばれた者たちを、地の先端から天の先端まで、四方の風から集めるであろう。

28 いちじくの木から、そのたとえを学びなさい。その枝がすでに柔らかくなり、葉が出て来ると、夏が近いことを知りなさい。

29 このように、あなたがたも、これらのことが起こるのを見たら、人の子が扉のところに近づいていると知りなさい。

30 まことに、あなたがたに告げます。これらのことがすべて起こるまでは、この世代は過ぎ去りません。

31 天と大地は過ぎ去る。しかし、わたしの言葉は決して過ぎ去ることはない。

32 その日、その時については、だれも知りません。天の天使たちも子も知りません。ただ父だけが知っておられます。

33 目を覚まして、見張って、祈りなさい。その時がいつなのか、あなたがたは知らないからです。

34 それはちょうど、旅に出る人が、自分の家を離れ、その奴隷たちに権威を与え、それぞれに自分の働きを割り当て、門番には目を覚ましているように命じるのと同じである。

35 だから、目を覚ましていなさい。家の主がいつ来るか、夕方か、真夜中か、鶏の鳴く時か、明け方か、あなたがたは知らないからです。

36 突然来て、あなたがたが眠っているのを見つけることのないようにしなさい。

37 わたしがあなたがたに言っていることは、すべての人に言っているのです。目を覚ましていなさい。

Mark 14

1 さて、過越の祭りと種なしパンの祭りは二日後であり、大祭司たちと書記官たちは、どうにかして彼を欺きをもって捕え、殺そうと探し求めていた。

2 彼らは、「祭りの間はいけない。民の騒動が起こるといけないから。」と言っていた。

3 イエスがベタニヤで、らい病人シモンの家におられたとき、彼が食卓に着いていると、一人の女が、非常に高価な純粋なナルドの軟膏が入ったアラバスターの壺を持って来て、そのアラバスターの壺を砕き、彼の頭に注いだ。

4 すると、ある人々が憤慨して互いに言った、「何のために、この軟膏の滅びが起こったのか」。

5 この香油は三百デナリオン以上に売れて、貧しい人々に施しができたのに。そして、彼らはその女を激しく責めた。

6 すると、イエスは言われた。「そのままにしておきなさい。なぜこの人に労苦をさせるのですか。わたしのために良い働きをしたのです。」

7 貧しい人たちはいつもあなたがたと一緒にいるので、望むときにはいつでも彼らに善を行うことができます。しかし、わたしはいつもあなたがたと一緒にいるわけではありません。

8 彼女はできることをした。わたしの体に、前もって油を塗って、埋葬のために備えたのだ。

9 まことに、あなたがたに言います。世界中のどこででも、この福音が宣べ伝えられるなら、この女がしたことも、その記念として語られるでしょう。

10 ところで、イスカリオテのユダは十二人の一人で、大祭司たちのところへ行き、彼を彼らに引き渡そうとした。

11 彼らはこれを聞いて喜び、彼に銀を与えることを約束した。そして彼は、どうすれば都合よく彼を引き渡せるかを探っていた。

12 種なしパンの祝いの第一日、すなわち過越の小羊をほふる日に、弟子たちは彼に言った、「あなたはどこへ行って、過越の食事を用意させたいのですか。」

13 そこで、彼は自分の弟子のうち二人を送り、彼らに言った、「都に入りなさい。そうすれば、水差しを運んでいる人に会うでしょう。その人に従いなさい。」

14 そして、どこであれその人が入って行くなら、その家の主人に言いなさい。『教師が言う、「わたしの弟子たちと過越の食事をするわたしの客間はどこか」と。』

15 すると、その方があなたがたに、席が整えられて用意のできた上の部屋の広間を見せてくれます。そこで、わたしたちのために用意をしなさい。

16 弟子たちは出かけて行って、都市に入り、イエスが彼らに言われたとおりに見つけ、過越の食事を用意した。

17 夕方になって、イエスは十二弟子と一緒に来られる。

18 彼らが座って食事をしているとき、イエスは言われた。「まことに、あなたがたに告げます。あなたがたのうちの一人で、わたしと一緒に食事をしている者が、わたしを裏切ります。」

19 弟子たちは悲しみ始めて、一人ひとり彼に言い始めた、「まさか私ではないでしょう」と、また別の者も「まさか私ではないでしょう」と。

20 すると彼は答えて言った、「十二人の中の一人で、わたしと一緒に皿に浸している者である」。

21 人の子は、自分について書いてあるとおりに去って行く。しかし、人の子を裏切るその人にはわざわいだ。その人は生まれなかったほうが、彼にとって良かったのだ。

22 彼らが食べているとき、イエスはパンを取り、祝福して裂き、彼らに与えて言われた。「取りなさい。食べなさい。これはわたしの体です。」

23 杯を取り、感謝をささげて、彼らに与えた。そして皆がその杯から飲んだ。

24 彼は彼らに言った、「これはわたしの血、新しい契約の血であり、多くの人のために流されるものである。」

25 まことに、あなたがたに言います。神の王国で新しくそれを飲むその日まで、わたしはもはや、ぶどうの木の果実を飲むことは決してありません。

26 そして、賛美の歌を歌ってから、彼らはオリーブの木の山へ出て行った。

27 イエスは彼らに言った、「あなたがたは皆、この夜わたしにつまずくであろう。『わたしは羊飼いを打つ。すると、羊は散り散りになる』と書いてあるからである。」

28 しかし、わたしがよみがえった後、あなたがたより先にガリラヤへ行きます。

29 するとペテロは彼に言った、「たとえ皆がつまずいても、私はつまずきません」。

30 イエスは彼に言った、「まことに、あなたに告げる。あなたは、きょう、この夜、雄鶏が二度鳴く前に、三度わたしを否むであろう。」

31 しかし彼はますます激しく言った、「たとい私があなたと一緒に死ななければならないとしても、私は決してあなたを否みません。」そして皆も同じように言った。

32 彼らはゲツセマネという名前の土地に来る。そして自分の弟子たちに言う、「私が祈るまで、ここに座っていなさい」。

33 そして、ペテロとヤコブとヨハネを自分のもとに連れて行き、深く驚き、苦しみ始められた。

34 そして彼らに言う、「わたしの魂は死ぬほど悲しんでいる。ここに留まり、目を覚ましていなさい。」

35 そして少し進んで行って、大地に倒れ、もしできることなら、この時が自分から過ぎ去るようにと祈った。

36 また言われた、「アバ、父よ、あなたにはすべてのことが可能です。この杯をわたしから取り除いてください。しかし、わたしの望むことではなく、あなたの望むことが行われますように。」

37 それから、イエスは来て、彼らが眠っているのを見つけ、ペテロに言う。「シモン、眠っているのか。一時間も目を覚ましていることができなかったのか。」

38 目を覚まして祈りなさい。試みに入らないように。霊は進んでいても、肉は弱いのです。

39 また離れて行き、同じ言葉で祈られた。

40 そして、戻って来て、彼らが再び眠っているのを見つけた。彼らの目は重くなっていたからである。彼らは、イエスに何と答えてよいか分からなかった。

41 また三度目に来て、彼らに言う、「まだ眠って休んでいるのか。もう十分だ。時が来た。見よ、人の子は罪人たちの手に渡される。

42 起きなさい。行こう。見なさい。わたしを裏切る者が近づいた。

43 そしてすぐに、彼がまだ話しているうちに、十二人の一人であるユダがやって来る。彼と共に、大祭司たち、書記官たち、長老たちから遣わされた、刀と木を持った大群衆がいた。

44 イエスを裏切る者は、彼らに合図を決めておいて、言った、「私が口づけする者、それがその人だ。その人を捕まえて、安全に連れて行け。」

45 そして、来るとすぐに、彼に近づいて言った、「ラビ、ラビ」と、そして彼に口づけした。

46 すると彼らはイエスに手をかけて、彼を捕らえた。

47 すると、そこに立っていた者の一人が、刀を抜いて大祭司の奴隷を打ち、その耳を切り落とした。

48 イエスは彼らに答えて言われた、「まるで強盗にでも向かうように、刀や木の棒を持ってわたしを捕えに来たのですか。

49 わたしは毎日、神殿であなたがたとともにいて教えていたのに、あなたがたはわたしを捕えなかった。しかし、これは聖書が満たされるためである。

50 そして、皆は彼を置き去りにして、逃げ去った。

51 ある若者が、裸の体に亜麻布をまとってイエスに従っていたが、人々はその若者を捕らえようとした。

52 すると、彼は亜麻布を脱ぎ捨てて、裸で逃げた。

53 彼らはイエスを大祭司のところに連れて行った。すると、すべての大祭司たち、長老たち、書記官たちが彼のもとに集まって来た。

54 ペテロは遠くからイエスに従って、大祭司の中庭の内側まで入って行った。そして、僕たちと一緒に座って、光の火にあたっていた。

55 祭司長たちと全評議会は、イエスを死刑にするために証言を求めたが、見つからなかった。

56 多くの者がイエスについて偽証したが、その証言は一致しなかった。

57 すると、ある人々が立ち上がって、彼に対して偽証をし、こう言った。

58 私たちは、この人が「わたしは手で造られたこの神殿を打ち壊し、三日のうちに、手で造られない別の神殿を建てる」と言うのを聞きました。

59 しかし、この点でも彼らの証言は一致しなかった。

60 そこで大祭司が立ち上がり、真ん中に進み出て、イエスに尋ねて言った、「あなたは何も答えないのか。これらの人々があなたに対して不利な証言をしているが、どうなのか。」

61 しかし、彼は黙って、何も答えなかった。大祭司は再び彼に尋ねて言った、「あなたは、ほむべき方の子、キリストですか。」

62 イエスは言われた、「わたしはそれである。あなたがたは、人の子が力の右に座し、天の雲と共に来るのを見るであろう」。

63 すると、大祭司は自分の下着を引き裂いて言った、「これでもまだ、証人の必要があるのか」。

64 あなたがたは冒涜を聞いた。あなたがたにはどう見えるか。彼らは皆、彼が死に値する罪があると宣告した。

65 ある人々はイエスにつばきをかけ始め、その顔を覆い、彼を打ち、「預言せよ」と言い始めた。そして僕たちは手のひらで彼を打った。

66 ペテロが下の中庭にいたとき、大祭司の女奴のひとりが来た。

67 ペテロが火にあたっているのを見て、彼をじっと見つめて言った、「あなたも、あのナザレ人イエスと一緒にいましたね。」

68 しかし彼は否定して言った、「何を言っているのか、私は知らないし、理解もしない」。そして外の玄関へ出て行った。すると雄鶏が鳴いた。

69 すると、女奴は彼を見て、そばに立っていた人々に再び言い始めた、「この人は彼らの仲間です」。

70 しかし、ペテロは再び否定した。しばらくして、そばに立っていた人々がまたペテロに言った、「確かに、あなたは彼らの仲間だ。あなたはガリラヤ人だから、あなたの話がそれに合っている」。

71 しかし彼はのろいをかけて誓い始めた、「あなたがたの言っているその人を私は知らない」。

72 するとすぐに、雄鶏が二度目に鳴いた。ペテロは、イエスが「雄鶏が二度鳴く前に、あなたは三度わたしを否むだろう」と言われた言葉を思い出し、それを思うと泣き出した。

Mark 15

1 夜が明けるとすぐに、大祭司たちは長老たちや書記官たちと共に評議会を開き、全評議会でイエスを縛って連れ去り、ピラトに引き渡した。

2 ピラトは彼に尋ねた、「あなたはユダヤ人の王ですか」。彼は答えて言った、「あなたが言うとおりです」。

3 祭司長たちはイエスを多くのことで訴えた。

4 ピラトはもう一度彼に尋ねて言った、「何も答えないのか。見よ、彼らがどれほどあなたに対して証言しているかを。」

5 しかし、イエスはもはや何も答えなかったので、ピラトは驚いた。

6 ところで、祭りには、彼らが求める囚人を一人釈放していた。

7 たまたま、バラバという者がいて、暴動のとき人殺しをした共謀者たちとともに縛られていた。

8 群衆は叫びながら、いつものように彼らにしてくれることを求め始めた。

9 そこでピラトは彼らに答えて言った、「あなたがたは、このユダヤ人の王を私が釈放するのを望むのか。」

10 彼は、祭司長たちが妬みから彼を引き渡したことを知っていたからである。

11 しかし、大祭司たちは群衆を扇動して、むしろバラバを彼らに釈放してもらおうとした。

12 そこでピラトは再び答えて彼らに言った、「では、あなたがたがユダヤ人の王と呼ぶ者に、わたしが何をすべきと望むのか。」

13 すると彼らはまた叫んだ、「十字架につけろ」。

14 しかしピラトは彼らに言った、「あの人がどんな悪い事をしたのか」。しかし彼らはますます激しく叫んだ、「十字架につけろ」。

15 ピラトは群衆に満足を与えようと思い、バラバを彼らに釈放した。そして、イエスを鞭打ってから、十字架につけさせるために引き渡した。

16 兵士たちはイエスを中庭の内側、すなわち官邸に連れて行き、歩兵隊全体を呼び集めた。

17 そして彼らはイエスに紫の衣を着せ、いばらの冠を編んで、その頭に載せた。

18 そして彼らは、「ユダヤ人の王よ、ばんざい。」と言って、彼に挨拶し始めた。

19 また、葦でその頭を打ち、彼に唾をかけ、ひざまずいて彼を拝んだ。

20 彼らはイエスを嘲弄した後、その紫の衣を脱がせ、彼に自分の上着を着せた。そして、彼を十字架につけるために連れ出した。

21 彼らは、野から来て通りかかったシモンというキュレネ人、アレクサンドロスとルフォスの父を強いて、彼の十字架を担がせた。

22 そして彼らはイエスをゴルゴタという場所、すなわち「頭蓋骨の場所」と訳される所へ連れて行った。

23 彼らは没薬を混ぜた葡萄酒をイエスに飲ませようとしたが、イエスは受け取らなかった。

24 彼らはイエスを十字架につけて、だれが何を取るかをくじで決めるために、その上着を分け合った。

25 それは午前九時であり、彼らは彼を十字架につけた。

26 その罪状の刻印には、「ユダヤ人の王」と書かれていた。

27 また彼らは、イエスとともに二人の強盗を十字架につけた。一人は右に、一人は左に。

28 そして、聖書の言葉が成就した。「彼は不法な者たちと共に数えられた。」

29 通り過ぎる人々は、頭を振りながらイエスをののしって言った。「ああ、神殿を打ちこわして、三日のうちに建てる者よ。

30 自分を救って、十字架から降りて来い。

31 祭司長たちも同じように、書記官たちと互いに嘲り合いながら言った、「他人は救ったが、自分は救うことができない」。

32 キリスト、イスラエルの王よ、今すぐ十字架から降りて来い。そうすれば、私たちはそれを見て信じるだろう。また、彼と一緒に十字架につけられた者たちも彼を非難した。

33 さて、第六の時に至って、暗闇が全地に臨み、第九の時まで続いた。

34 そして九時に、イエスは大声で叫んで言った、「エロイ、エロイ、ラマ、サバクタニ。」それは訳すと、「わが神、わが神、なぜ私をお見捨てになったのですか。」という意味である。

35 そばに立っていた幾人かが、これを聞いて、「見よ、エリヤを呼んでいる」と言った。

36 すると、一人が走って行き、スポンジに酢を含ませ、それを葦に付けて、彼に飲ませようとしながら言った。「エリヤが来て、彼を降ろすかどうか、見てみよう。」

37 イエスは大声をあげて息を引き取られた。

38 垂れ幕が神殿の幕として、上から下まで真二つに裂けた。

39 百人隊長は、イエスの正面に立っていて、イエスがこのように叫んで息を引き取られたのを見て、「この人はまことに神の子であった」と言った。

40 また、遠くから見ていた女たちもいた。その中には、マグダラのマリアと、小ヤコブとヨセの母マリアと、サロメもいた。

41 また、イエスがガリラヤにおられたとき、彼らは彼に従い、彼に仕えていた。そして、ほかにも多くの女たちが、彼と一緒にエルサレムに上って来たのであった。

42 すでに夕方になった。その日は準備の日、すなわち安息日の前日であったので、

43 アリマタヤのヨセフが来た。彼は名誉ある評議員で、自らも神の王国を待ち望んでいた者であった。彼は思い切ってピラトのところに入り、イエスの体を求めた。

44 ピラトは、イエスがすでに死んだのかと驚き、百人隊長を呼び寄せて、彼にすでに死んだのかどうかを尋ねた。

45 そして、百人隊長から確かめて、その体をヨセフに与えた。

46 亜麻布を買い、彼を取り降ろして亜麻布に包み、岩を掘って造られた墓に納めた。そして墓の扉に石を転がしかけた。

47 マグダラのマリアとヨセの母マリアは、イエスが置かれる所を見ていた。

Mark 16

1 安息日が終わったので、マグダラのマリアとヤコブのマリアとサロメは、行って彼に油を塗ろうとして香辛料を買った。

2 そして、安息日の一つ目の非常に早い朝、太陽が昇ったとき、彼らは墓に来た。

3 彼女たちは互いに言った、「だれが墓の扉から石を転がしてくれるだろうか。」

4 すると、彼女たちが目を上げて見ると、石が転がしてあるのがわかった。それは非常に大きかったからである。

5 墓の中に入ると、白い長い衣をまとった若者が右側に座っているのを見た。彼女たちは驚いた。

6 すると彼は彼女たちに言った、「驚いてはいけません。あなたがたは十字架につけられたナザレ人イエスを捜しているのです。彼はよみがえられました。ここにはおられません。見なさい、彼らが彼を置いた場所を。」

7 しかし、行って、弟子たちとペテロに言いなさい。『彼はあなたがたより先にガリラヤへ行く。そこで、あなたがたは彼を見るであろう。彼があなたがたに言ったとおりに。』

8 彼女たちは急いで墓を出て逃げ去った。震えと驚きが彼女たちを捕らえていた。そして、だれにも何も言わなかった。恐ろしかったからである。

9 さて、週の初めの日の朝早くによみがえったイエスは、まずマグダラのマリアに現れた。イエスは、この女から七つの悪霊を追い出したのであった。

10 彼女は行って、彼と共にいた人々が嘆き悲しみ泣いている者たちにそのことを告げた。

11 しかし、彼らは、イエスが生きておられ、彼女に見られたと聞いても、信じなかった。

12 その後、彼らのうちの二人が歩いているとき、イエスは別の形態で彼らに現れた。彼らは野へ向かっていた。

13 彼らも出て行って、残りの者たちに知らせたが、彼らも信じなかった。

14 その後、彼らが食卓に着いているとき、十一人に現れ、彼らの不信仰と心の頑なさを責められた。それは、彼らが復活されたイエスを見た者たちの言うことを信じなかったからである。

15 そして彼らに言われた、「全世界に出て行き、すべての造られた者に福音を宣べ伝えなさい」。

16 信じた者でバプテスマを受けた者は救われます。しかし、信じなかった者は罪に定められます。

17 信じる者たちには、これらのしるしが伴うであろう。すなわち、わたしの名によって悪霊を追い出し、新しい舌で語るであろう。

18 蛇をもつかみ、たとい毒を飲んでも決して彼らを害することはなく、病人に手を置けば、彼らは良くなるであろう。

19 主は彼らに話した後、天に上げられ、神の右に座された。

20 そこで、彼らは出て行って、至る所で宣べ伝えた。主がともに働き、言葉を、それに伴うしるしをもって確かなものとされたのである。アーメン。


Luke

Luke 1

1 多くの人々が、私たちの間に成就された事柄についての陳述を整えて書き記そうと試みました。

2 初めからの目撃者であり、言葉に仕える僕となった人々が、私たちに伝えた通りに。

3 私も、すべてのことを初めから綿密に調べておりますから、尊敬するテオフィロス殿、あなたのために順序を立てて書いて差し上げるのがよいと思いました。

4 それによって、あなたが教えられた言葉の確実さを、あなたがよく知ることができるためです。

5 ユダヤの王ヘロデの時代に、アビヤの課程の祭司で、名前はザカリヤという者がいた。彼の妻はアロンの娘たちのうちの一人で、その名前はエリサベトであった。

6 ふたりとも神の御前に正しく、主のすべての戒めと定めを踏み行い、責められるところがなかった。

7 そして、彼らには子がいなかった。エリサベトは不妊の女であり、ふたりとも日々が進んでいたからである。

8 さて、彼が自分の課程の秩序に従って神の御前で祭司の務めをしていた時、

9 祭司職の習慣によって、主の神殿に入って香をたくことがくじで当たった。

10 民の群衆はみな、香をたく時に外で祈っていた。

11 ところが、主の天使が彼に現れ、香の祭壇の右に立っていた。

12 ザカリヤはこれを見て動揺し、恐れが彼に降りかかった。

13 御使いは彼に言った、「恐れるな、ザカリヤ。あなたの祈願は聞かれた。あなたの妻エリサベトはあなたに子を産むであろう。そしてあなたはその名前をヨハネと呼ぶであろう。」

14 あなたには喜びと歓喜があり、多くの人々がその誕生を喜ぶでしょう。

15 彼は主の御前に大いなる者となるからである。彼は葡萄酒も強い酒も飲まず、母の腹の中からすでに聖霊に満たされるであろう。

16 そして、イスラエルの多くの子らを、彼らの神である主に立ち返らせます。

17 彼は、エリヤの霊と力をもって主の前を行き、父たちの心を子たちに向けさせ、不従順な者を義人の思慮に立ち返らせ、主のために整えられた民を用意するであろう。

18 ザカリヤは天使に言った、「何によって私はこれを知ることができようか。私自身は老人であり、私の妻もその日々の中で年を重ねているのだから。」

19 御使いは答えて言った。「私は神の御前に立つガブリエルです。あなたに話し、これらの良い知らせを伝えるために遣わされたのです。」

20 見なさい。あなたは、これらの事が起こる日まで、口がきけず、話すことができなくなります。あなたが私の言葉を信じなかったからです。その時が来れば、私の言葉は実現します。

21 民はザカリヤを待ち望んでいたが、彼が神殿で遅れているので不思議に思っていた。

22 しかし、彼が出て来たとき、彼らに話すことができなかった。彼らは、彼が神殿で幻を見たのだと悟った。彼は彼らに手振りで示し続け、口のきけないままであった。

23 やがて、彼の奉仕の日々が満ちたので、彼は自分の家に帰った。

24 その後、これらの日の後、彼の妻エリサベトは身ごもり、五か月の間自分を隠して、こう言った。

25 主は、私を顧みてくださった日々に、人々の中での私の非難を取り除こうとして、私にこのようにしてくださいました。

26 ところで、その第六の月に、天使ガブリエルが神から遣わされて、ガリラヤのナザレという名前の都市に行った。

27 処女は、ダビデの家のヨセフという名の男と婚約しており、その処女の名前はマリアであった。

28 御使いが彼女のところに入って来て言った、「おめでとう、恵まれた方。主があなたと共におられます。あなたは女たちの中で祝福されています。」

29 しかし、彼女はこの言葉を見てひどく動揺し、これはどのような挨拶であろうかと思い巡らした。

30 すると天使は彼女に言った、「恐れるな、マリア。あなたは神の御前で恵みを見いだしたのだ」。

31 見よ、あなたは胎に宿して子を産み、その名前をイエスと呼ぶであろう。

32 この方は大いなる者となり、いと高き方の子と呼ばれます。また、神である主は彼にその父ダビデの王座をお与えになります。

33 彼は永遠にヤコブの家を治め、その王国には終わりがない。

34 マリアは天使に言った、「どうしてこのことが起こるのですか。私は男を知らないのですから。」

35 御使いは答えて彼女に言った、「聖霊があなたの上に臨み、いと高き方の力があなたを覆うであろう。それゆえ、生まれる者は聖なる者、神の子と呼ばれるであろう」。

36 見よ、あなたの親類のエリサベトも、その老齢で子を宿している。そして、不妊の女と呼ばれていた彼女に、この月は六か月目である。

37 神にとって不可能なことは、何一つありません。

38 マリアは言った、「見よ、私は主の女奴です。あなたの言葉のとおりに、私に成りますように。」そして、天使は彼女から去って行った。

39 そのころ、マリアは立ち上がり、勤勉に山地のユダの都市へ行った。

40 そしてザカリヤの家に入り、エリサベトにあいさつした。

41 エリサベトがマリアの挨拶を聞いたとき、幼子はその腹の中で跳ね、エリサベトは聖霊に満たされた。

42 そして大声をあげて言った、「あなたは女たちの中で祝福された方、あなたの腹の果実も祝福されています。

43 私の主の母が私のところに来られるとは、何ということでしょう。

44 実に、あなたの挨拶の声が私の耳に届いたとき、私の腹の中で幼子が歓喜して跳ねました。

45 主によって語られたことが必ず完成すると信じた人は、何と幸いなことでしょう。

46 マリアは言った、「わが魂は主をあがめる。

47 わが霊は、わが救い主なる神を喜びたたえます。

48 主はこの卑下の女奴に目を留められたからです。見よ、今から後、すべての世代が私を幸いな者と呼ぶでしょう。

49 力ある方が、私に大きなことをしてくださいました。その御名は聖です。

50 その慈悲は、主を恐れる者たちに、代々にわたって及ぶ。

51 主はその腕をもって力を示し、心の思いの高ぶる者たちを追い散らされた。

52 彼は支配者たちを王座から引き降ろし、低い者たちを高く上げた。

53 飢えた者を良いもので満たし、富む者を空しくして追い返された。

54 彼はその召使いイスラエルを助け、その慈悲を思い出された。

55 私たちの父祖たち、アブラハムとその子孫に、永遠に語られたとおりです。

56 マリアは彼女と約三か月滞在し、自分の家に帰った。

57 さて、エリサベトの時間が満ちて、彼女は子を産んだ。

58 近所の人々や親族は、主が彼女にその慈悲を大きくされたことを聞いて、彼女とともに喜んだ。

59 八日目に、彼らは子供に割礼を施すために来て、父の名にちなんでザカリヤと呼んでいた。

60 母は答えて言った、「いいえ、そうではなく、彼はヨハネと呼ばれるでしょう。」

61 彼らは彼女に言った、「あなたの親族には、その名前で呼ばれる者はだれもいません。」

62 そして、彼らはその父に身振りで合図して、その子を何と呼びたいのかを尋ねた。

63 すると、彼は書き板を求めて、「彼の名前はヨハネである」と書いた。そして、皆は驚いた。

64 すると、たちどころに彼の口が開き、その舌も解け、彼は神をほめたたえながら語り始めた。

65 そして、これを取り巻くすべての人々に恐れが生じた。また、これらのすべての言葉が、ユダヤの全山地で語り伝えられた。

66 聞いた人々はみな、それを心に留めて、「この子は一体どうなるのだろうか」と言った。主の手が彼とともにあった。

67 そして父ザカリヤは聖霊に満たされ、預言して言った。

68 主なるイスラエルの神はほめたたえられるべきである。主はその民を顧みて、贖いを成し遂げられた。

69 私たちのために救いの角を、その召使いダビデの家に立てられた。

70 ちょうど、彼は昔からその聖なる預言者たちの口を通して語ったように。

71 我々の敵からの救い、そして我々を憎むすべての者の手からの救い。

72 われわれの父祖たちに慈悲を施し、その聖なる契約を覚えてくださるために。

73 われらの父アブラハムに誓われた誓いを、私たちに与えるために。

74 私たちを敵の手から救い出して、恐れることなく主に仕えさせてくださる。

75 聖潔と義をもって、私たちの命のすべての日々、御前で歩むことができますように。

76 幼子よ、あなたは、いと高き方の預言者と呼ばれるであろう。あなたは主の御顔の前に先立って行き、その道を備えるであろう。

77 その民に、罪の赦しによる救いの知識を与えるためである。

78 これは私たちの神の慈悲の慈愛によるものであり、その慈愛によって、東が高い所から私たちを訪れた。

79 暗闇と死の影に座っている者たちを照らし、私たちの足を平和の道へ導くために。

80 その子は成長し、霊によって強くなり、イスラエルへの表明の日まで荒野にいた。

Luke 2

1 そのころ、カエサル・アウグストゥスから布告が出て、全世界を登録させることになった。

2 これは、キュレニオがシリアの総督であったときの最初の登録であった。

3 それで、人々はみな、登録のために、それぞれ自分の都市へ行った。

4 ヨセフもガリラヤの都市ナザレからユダヤのダビデの都市、すなわちベツレヘムと呼ばれるところへ上って行った。彼はダビデの家と家族の出であったからである。

5 マリアと、彼に婚約している妻で、妊婦である彼女と一緒に登録するためであった。

6 ところが、彼らがそこにいる間に、彼女が産む日が満ちた。

7 そして、彼女は自分の初子である子を産み、その子を布にくるんで、飼い葉おけに寝かせた。客間には彼らの場所がなかったからである。

8 その地域に羊飼いたちがいて、野宿しながら夜の番をし、自分たちの群れを見張っていた。

9 すると、主の天使が彼らのそばに立ち、主の栄光が彼らを照らし、彼らは大きな恐れを抱いた。

10 御使いは彼らに言った、「恐れるな。見よ、わたしはあなたがたに、すべての民に与えられる大きな喜びを告げ知らせる。

11 きょうダビデの都市で、あなたがたのために救い主が生まれました。この方こそ主キリストです。

12 あなたがたは、しるしとして、布にくるまれて飼い葉おけに寝ている幼子を見つけるでしょう。

13 すると、突然、その天使と共に、天の軍隊の群衆が現れ、神を賛美して言った。

14 いと高き所に、栄光が神にありますように。地の上に、平和が善意ある人々にありますように。

15 天使たちが彼らを離れて天に帰ったとき、羊飼いたちは互いに言った、「さあ、ベツレヘムまで行って、主が私たちに知らせてくださったこの起こった出来事を見てみよう。」

16 そして、彼らは急いで行って、マリアとヨセフと、飼い葉おけに横たわっている幼子とを見つけた。

17 それを見て、彼らはこの子供について彼らに告げられた言葉を知らせた。

18 それを聞いた人々はみな、羊飼いの語った事柄について驚いた。

19 しかしマリアは、これらのすべての言葉を心に留めて、思い巡らしていた。

20 羊飼いたちは、聞いたことも見たこともすべて、彼らに語られたとおりだったので、神を崇め、賛美しながら帰って行った。

21 八日が満ちて、その子供に割礼を施す時が来た。そして、その名前はイエスと呼ばれた。それは、胎内に宿る前に天使によって付けられた名である。

22 そして、モーセの律法による彼らの清めの日々が満ちたとき、彼らは幼子を主にささげるためにエルサレムへ連れて行った。

23 主の律法に書いてあるとおり、「すべての男子で、子宮を開く者は、主にとって聖なる者と呼ばれるであろう」。

24 また、主の律法に言われたところに従って、犠牲をささげるために、キジバトのつがい、または鳩の雛二羽をささげた。

25 見よ、エルサレムに、名をシメオンという人がいた。この人は正しく、敬虔で、イスラエルの慰めを待ち望んでいた。聖霊が彼の上にあった。

26 彼は聖霊によって、主のキリストを見るまでは決して死を見ることはないと告げられていた。

27 彼は霊によって神殿に入った。そして、両親が幼子イエスを連れて来て、その子のために律法の慣習に従って行うために、彼もそこに来たのである。

28 すると、彼はその子を自分の腕に受け、神を祝福して言った。

29 主よ、今こそあなたは、あなたの奴隷を、あなたの言葉に従って、平和のうちに去らせてくださいます。

30 私の目はあなたの救いを見ました。

31 あなたがすべての民の前に備えられたものです。

32 異邦人への啓示の光、あなたの民イスラエルの栄光です。

33 ヨセフとその母は、この子について語られていることに驚いていた。

34 また、シメオンは彼らを祝福し、母マリアに言った、「見よ、この子はイスラエルの多くの者の倒れと復活のために置かれ、また、反対されるしるしのために置かれている」。

35 あなた自身の魂をも剣が刺し通すでしょう。それは、多くの心の推論が明らかにされるためです。

36 また、アシェル族のファヌエルの娘で女預言者であるアンナがいた。彼女は多くの日々を経て年を重ね、処女の時代から七年間、夫とともに生きた。

37 そして彼女はやもめで、八十四歳になり、神殿を離れず、断食と祈願をもって夜も昼も神に仕えていた。

38 ちょうどこの時に、彼女もそこに立って、主に感謝をささげ、そしてエルサレムの贖いを待ち望んでいるすべての人々に、この方について語った。

39 そして彼らが主の律法に基づくすべてのことを成し遂げたとき、彼らはガリラヤの自分たちの都市ナザレに帰った。

40 その子供は成長し、霊によって強くなり、知恵に満ちていた。神の恵みがその上にあった。

41 そして、彼の両親は毎年過越の祭りにエルサレムへ行っていた。

42 イエスが十二歳になられたとき、両親は祭りの習慣に従ってエルサレムへ上った。

43 祭りの日々が終わって、彼らが帰ろうとするとき、少年イエスはエルサレムに留まっておられた。しかし、ヨセフとその母はそれに気づかなかった。

44 一行の中にいると思い込み、彼らは一日の道のりを行き、親族や知人の中を捜し求めた。

45 見つけられなかったので、彼らはイエスを捜しながらエルサレムに引き返した。

46 そして三日の後に、彼が神殿で教師たちの真ん中に座って、彼らの話を聞いたり、彼らに質問したりしているのを見つけた。

47 そして、聞いていた人々はみな、その理解と答えに驚いた。

48 彼らは彼を見て驚いた。そして、彼の母は彼に言った、「子よ、なぜ私たちにこんなことをしたのか。見なさい、あなたの父と私は、心を痛めてあなたを捜していたのです。」

49 するとイエスは彼らに言われた、「なぜわたしを捜していたのですか。わたしが必ず自分の父の家にいることを、ご存じなかったのですか。」

50 しかし、彼らはイエスが彼らに話された言葉を理解しなかった。

51 そして、彼は彼らと一緒に下って行き、ナザレに来て、彼らに従っていた。彼の母はこれらのすべての言葉を自分の心に留めていた。

52 イエスは知恵と身長と恵みにおいて、神と人々の前で進み続けた。

Luke 3

1 ティベリウス・カエサルの支配の第十五年に、ポンティオ・ピラトがユダヤの総督、ヘロデがガリラヤの領主、その兄弟ピリポがイトゥラヤとトラコニティスの地域の領主、リュサニアスがアビレネの領主であった。

2 大祭司アンナスとカイアファの時に、神の言葉が荒野でザカリヤの子ヨハネに臨んだ。

3 そこで彼はヨルダン周辺の全地方に来て、罪の赦しのための悔い改めの洗礼を宣べ伝えた。

4 それは預言者イザヤの言葉の書物に書いてあるとおりである。「荒野で叫ぶ者の声がする。『主の道を用意し、その小道をまっすぐにせよ。』」

5 すべての谷は満たされ、すべての山と丘は低くされ、曲がった所はまっすぐになり、でこぼこの道は平らになるであろう。

6 そして、すべての肉なる者は神の救いを見るであろう。

7 そこで彼は、自分からバプテスマを受けようとして出て来た群衆に言った、「蝮の子らよ。誰が、来たるべき怒りから逃れることをあなたがたに示したのか。」

8 それなら、悔い改めにふさわしい果実を結びなさい。そして、心の中で『私たちには父アブラハムがいる』と言い始めてはなりません。あなたがたに言いますが、神はこれらの石からでもアブラハムの子を起こすことができるのです。

9 斧もすでに木の根元に置かれている。だから、良い果実を結ばない木はみな切り倒されて、火に投げ込まれる。

10 群衆は彼に尋ねて言った、「それでは、私たちは何をすべきでしょうか。」

11 彼は答えて言った。「下着を二枚持っている者は、持っていない者に分け与えなさい。食物を持っている者も、同じようにしなさい。」

12 取税人たちもまた、バプテスマを受けるために来て、彼に言った、「教師よ、私たちは何をすべきでしょうか。」

13 彼は彼らに言った、「あなたがたに定められたもの以上に、何も取り立ててはいけない。」

14 兵士たちもまた彼に尋ねて言った、「私たちは何をすべきでしょうか」。彼は彼らに言った、「だれからも力ずくで取り立てるな、だれをも偽って訴えるな。自分の給料で満足しなさい」。

15 民は待ち望み、皆その心の中でヨハネについて、この方がキリストではないかと考えていた。

16 ヨハネは皆に答えて言った、「私は水であなたがたにバプテスマを授けている。しかし、私よりも力のある方が来られる。私はその方のサンダルの革ひもを解く値打ちもない。その方は、あなたがたに聖霊と火とでバプテスマを授けられるであろう。」

17 その手に箕を持ち、その打ち場をすっかりきよめ、小麦をその納屋に集め、籾殻は消えない火で焼き尽くされる。

18 そのほかにも多くのことを教えながら、彼は民に福音を宣べ伝えていた。

19 しかし、四分領主ヘロデは、自分の兄弟ピリポの妻ヘロディアスのことと、自分が行ったすべての悪事について、彼に責められていた。

20 その上に、このこともすべてに加えて、ヨハネを刑務所に閉じ込めた。

21 さて、民衆がみなバプテスマを受けていたとき、イエスもバプテスマを受け、祈っておられると、天が開けた。

22 すると、聖霊が鳩のような形態で、体の形をとって、彼の上に下った。そして、天から声がした。「あなたはわたしの愛する子、わたしはあなたを喜ぶ。」

23 イエスはおよそ三十歳で教えを始められたとき、人々からヨセフの子と思われていた。このヨセフはヘリの子である。

24 マタトの子、レビの子、メルキの子、ヤンナの子、ヨセフの子、

25 マッタティアスの子、アモスの子、ナホムの子、エスリの子、ナガイの子、

26 マアトの子、マッタティアスの子、セメイの子、ヨセフの子、ユダの子、

27 ヨアンナスの子、レサの子、ゼルバベルの子、サラティエルの子、ネリの子、

28 メルキの子、アディの子、コサムの子、エルモダムの子、エルの子、

29 ヨセの子、エリエゼルの子、ヨレムの子、マタトの子、レビの子、

30 シメオンの子、ユダの子、ヨセフの子、ヨナンの子、エリアキムの子、

31 メレアの子、マッタタの子、ナタンの子、ダビデの子、

32 エッサイの子、オベデの子、ボアズの子、サルモンの子、ナアソンの子、

33 アミナダブの子、アラムの子、エスロムの子、ペレスの子、ユダの子、

34 ヤコブの子、イサクの子、アブラハムの子、タラの子、ナホルの子、

35 サルクの子、ラガウの子、ペレグの子、エベルの子、サラの子、

36 カイナンの子、アルパクサデの子、セムの子、ノアの子、ラメクの子、

37 メトセラの子、エノクの子、ヤレドの子、マハラルエルの子、カイナンの子、

38 エノスの子、セツの子、アダムの子、神の子。

Luke 4

1 イエスは聖霊に満ちて、ヨルダンから帰られた。そして霊に導かれて荒野に行かれた。

2 四十日間、悪魔に試みられ、その日々の間、何も食べなかった。それらの日が終わった後、空腹になった。

3 そこで悪魔は彼に言った、「あなたが神の子なら、この石にパンになれと言いなさい」。

4 イエスは彼に答えて言われた、「『人はパンだけで生きるのではなく、神のすべての言葉によって生きる』と書いてある」。

5 また、悪魔は彼を高い山に連れて行き、瞬時に世界のすべての王国を彼に見せた。

6 悪魔は彼に言った、「このすべての権威とその栄光をあなたに与えましょう。それは私に委ねられており、私が望む者に与えるのです。」

7 ですから、もしあなたが私の前で拝むなら、すべてはあなたのものとなるでしょう。

8 イエスは答えて言われた。「『あなたの神である主を拝み、ただ主にだけ仕えなさい』と書いてある。サタンよ、私の後ろに下がれ。」

9 そして彼をエルサレムに連れて行き、神殿の小尖塔の上に立たせて、彼に言った、「もしあなたが神の子なら、ここから下に身を投げなさい」。

10 「神は、御使いたちに命じてあなたを守らせる。」とも書いてある。

11 また、彼らの手であなたを支え、あなたの足が石に打ち当たることのないように、とあります。

12 イエスは答えて言われた、「『あなたの神である主を試みてはならない』と言われている」。

13 そして、すべての試みを終えて、悪魔は時が来るまでイエスから離れた。

14 イエスは霊の力によってガリラヤに帰られた。そして、その名声がその周囲の全域に広まった。

15 そして彼は彼らの会堂で教え、すべての人々に栄光を帰されていた。

16 それから、彼は自分が育てられたナザレに来て、いつものように安息日の日に会堂に入り、朗読しようとして立った。

17 すると、預言者イザヤの書物が彼に渡され、その書物を開いて、こう書いてある場所を見つけた。

18 主の霊が私の上にある。貧しい人々に福音を伝えるために、主は私に油を注がれた。主は私を遣わされた。捕虜には赦免を、盲人には視力回復を宣べ伝え、心の打ち砕かれた人々を赦免によって解放するために。

19 主の受け入れられる年を宣べ伝えるために。

20 そして書物を巻き、僕に渡して座った。会堂にいるすべての者の目は彼に注がれていた。

21 そこでイエスは彼らに言い始められた。「きょう、この聖書のみことばが、あなたがたの耳に成就した。」

22 そして皆は彼に証しし、その口から出て来る恵みの言葉に驚いた。そして言った、「この人はヨセフの子ではないか」。

23 すると彼は彼らに言った、「必ずあなたがたはこのたとえを私に言うだろう。『医者よ、自分を治せ。』私たちがカペナウムで行われたと聞いたことを、ここあなたの故郷でも行え。」

24 また、こう言われた。「まことに、あなたがたに告げます。預言者はだれも、自分の故郷では受け入れられません。

25 しかし、わたしはあなたがたに真実を言います。エリヤの時代に、天が三年六か月の間閉ざされて、全地に大きな飢饉が起こったとき、イスラエルには多くの寡婦がいました。

26 しかし、エリヤは彼らのうちのだれにも遣わされず、ただシドンのサレプタにいるやもめの女のところにだけ遣わされた。

27 また、預言者エリシャの時代に、イスラエルには多くのらい病人がいたが、そのうちのだれも清められず、ただシリア人ナアマンだけが清められた。

28 これを聞いて、会堂にいた人々はみな怒りで満たされた。

29 立ち上がって、彼を町の外に追い出し、彼らの町が建てられていた山の眉のところまで連れて行き、彼を崖から突き落とそうとした。

30 しかし、彼は彼らの真ん中を通り抜けて、進んで行かれた。

31 そして、イエスはガリラヤの都市カペナウムに下って行かれた。そして、安息日に彼らを教えていた。

32 彼らはその教えに驚いた。彼の言葉には権威があったからである。

33 また、会堂に汚れた悪霊の霊を持つ人がいて、大声で叫んだ。

34 「ああ、ナザレ人のイエスよ、私たちに何をしようというのですか。あなたは私たちを滅ぼしに来たのです。私はあなたがどなたか知っています。神の聖者です。」

35 イエスは彼を叱って、「黙れ、彼から出て行け」と言った。すると悪霊は彼を真ん中に投げ倒して、彼から出て行ったが、何の害も与えなかった。

36 すると、驚きが皆に起こり、彼らは互いに語り合って言った、「この言葉は何だ。権威と力とをもって汚れた霊に命じると、彼らは出て行くのだ」。

37 彼のうわさは、彼について回りの地方の至る所に広まった。

38 そこでイエスは会堂を立ち去って、シモンの家に入られた。シモンの姑はひどい熱に苦しんでいたので、人々は彼女のことをイエスに願った。

39 イエスがその上に立って熱を叱ると、熱は去り、彼女はすぐに起き上がって彼らに仕えた。

40 日が沈むと、いろいろな病気で弱っている者を持つ人々は皆、彼らをイエスのもとに連れて来た。イエスは一人ひとりに手を置いて、彼らを癒やした。

41 また、多くの人々から悪霊たちも出て行き、叫んで言った、「あなたは神の子キリストです」。そしてイエスは彼らを叱って、語ることを許さなかった。彼らは彼がキリストであることを知っていたからである。

42 日が明けると、イエスは出て行って寂しい場所へ行かれた。群衆はイエスを捜し求め、イエスのもとに来て、自分たちから離れて行かないようにイエスを引き止めていた。

43 しかし、彼は彼らに言った、「ほかの都市にも神の王国の福音を宣べ伝えなければなりません。わたしはこのために遣わされたのですから。」

44 そして彼はガリラヤの諸会堂で宣べ伝えておられた。

Luke 5

1 その時、群衆が神の言葉を聞こうとしてイエスに押し迫っていた。イエスはゲネサレトの湖のほとりに立っておられた。

2 すると、イエスは湖のほとりに二そうの船が停めてあるのをご覧になった。漁師たちはその船から上がって、網を洗っていた。

3 そこで、イエスはそのうちの一つの船、すなわちシモンの船に乗り、大地から少し漕ぎ出すように頼んだ。そして座って、船から群衆を教えた。

4 しかし、彼が話し終えたとき、シモンに言った、「深さに漕ぎ出して、あなたがたの網を下ろして漁獲を得なさい。」

5 するとシモンが答えて言った、「主人よ、私たちは夜通し働きましたが、何も捕れませんでした。しかし、あなたの言葉に従って、網を下ろしましょう。」

6 そして、そのとおりにすると、彼らは多くの魚の大群を閉じ込めたが、彼らの網は破れそうになった。

7 そこで、別の船にいた仲間たちに合図をして、来て自分たちを助けるように求めた。彼らが来て、両方の船を満たしたので、船は沈み始めた。

8 これを見てシモン・ペテロはイエスの膝にひれ伏して言った、「主よ、私から離れてください。私は罪深い男だからです。」

9 彼らが捕った魚の漁獲に、彼も一緒にいたすべての者も驚きに包まれた。

10 同じように、ゼベダイの子ヤコブとヨハネも、シモンの仲間であった。イエスはシモンに言われた、「恐れるな。今から後、あなたは人を捕る者となる」。

11 舟を陸に着けて、すべてを捨てて、彼らはイエスに従った。

12 さて、イエスがある都市の一つにおられたとき、見よ、らい病に満ちた男がいた。イエスを見て、顔を伏せて彼に願って言った、「主よ、もしお望みなら、私を清めることがおできになります」。

13 イエスは手を伸ばして彼に触れ、「わたしは望む。清くなれ」と言った。するとすぐに、そのらい病は彼から去った。

14 そして彼は彼に命じた、「だれにも言うな。しかし、行って自分を祭司に見せ、モーセが命じたように、あなたの清めのために供え物をささげなさい。彼らへの証言として。」

15 しかし、彼についてのうわさはますます広まり、多くの群衆が聞くため、また彼によって病から癒やされるために集まって来た。

16 しかし、彼は荒野に退いて祈っておられた。

17 ある日のこと、イエスが教えておられたとき、パリサイ人と律法の教師たちが座っていた。彼らはガリラヤとユダヤのすべての村々とエルサレムから来ていた。主の力は彼らを癒すためにあった。

18 すると、そこに男たちが、寝台の上で中風をわずらっている人を運んで来た。そして、彼を運び込んで、彼の前に置こうと求めていた。

19 しかし、彼らは群衆のために彼を運び込む道が見つからず、屋上に上って瓦の間から彼を寝台ごと、イエスの前の真中に降ろした。

20 彼らの信仰を見て、イエスはその人に言われた、「人よ、あなたの罪は赦されている」。

21 すると、書記官たちとパリサイ人たちは論じ始めて言った、「この人は神を冒涜している。神のほかに、だれが罪を赦すことができるだろうか。」

22 イエスは彼らの推論を見抜いて、答えて言われた、「あなたがたはなぜ心の中で推論しているのか」。

23 「あなたの罪は赦された」と言うのと、「起きて歩け」と言うのと、どちらが易しいか。

24 しかし、人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを、あなたがたに知らせるために、彼は中風の人に言った、「あなたに言う、起きなさい。寝台を取り上げて、自分の家に帰りなさい」。

25 すると彼は、たちどころに彼らの前で立ち上がり、寝ていたものを取り、自分の家へ帰って行き、神をあがめていた。

26 そして驚きがすべての人を捕らえ、彼らは神を崇め、恐れに満たされて、「私たちは今日、驚くべきことを見た」と言った。

27 この後、イエスは出て行き、名前がレビという取税人が税関に座っているのを見て、彼に「わたしに従ってきなさい」と言った。

28 そして、すべてを捨てて立ち上がり、彼に従った。

29 そこでレビは自分の家で大きな宴会を催した。そして、取税人たちや、彼らとともに食卓に着いていた他の多くの群衆がいた。

30 すると、その書記官たちとパリサイ人たちは、イエスの弟子たちに向かってつぶやいて言った、「なぜ、あなたがたは取税人や罪人たちと一緒に飲み食いするのですか。」

31 そこで、イエスは答えて彼らに言われた、「医者を必要とするのは健康な者ではなく、悪い状態にある者たちです」。

32 わたしは正しい人を招くためではなく、罪人を招いて悔い改めさせるために来たのではありません。

33 彼らはイエスに言った、「なぜヨハネの弟子たちはしばしば断食し、祈願を行い、パリサイ人の弟子たちも同様なのに、あなたの弟子たちは食べたり飲んだりするのですか。」

34 するとイエスは彼らに言われた、「婚礼の間の子たちは、花婿が彼らと共にいる間、断食させることができるでしょうか。

35 しかし、花婿が彼らから取り去られる時が来る。その日には、彼らは断食するであろう。

36 イエスはまた彼らに一つのたとえを語られた。「だれも、新しい上着の継ぎ当てを古い上着に当てることはない。もしそうするなら、その新しいものも裂け、古いものには新しいものからの継ぎ当ては合わない。

37 また、だれも新しい葡萄酒を古い革袋に入れはしない。もしそうすれば、新しい葡萄酒は革袋を破り、その葡萄酒は流れ出て、革袋もだめになる。

38 新しい葡萄酒は新しい革袋に入れなければならない。そうすれば、両方とも保たれる。

39 また、だれも古いものを飲んでから、すぐに新しいものを欲しがることはない。なぜなら、彼らは「古いものは良い」と言うからである。

Luke 6

1 ある安息日に、イエスが麦畑を通っておられたとき、弟子たちは麦の穂を摘み、手で揉んで食べていた。

2 すると、あるパリサイ人たちが言った、「なぜ、あなたがたは安息日にしてはならないことをするのか。」

3 イエスは彼らに答えて言われた、「あなたがたは、ダビデが自分も共にいた者たちも空腹だったときにしたことを、読まなかったのですか。」

4 彼は神の家に入り、目的のパンを取り、食べ、また自分と共にいた者たちにも与えた。それは祭司たちだけが食べることを許されているものであった。

5 そして彼らに言われた、「人の子は安息日の主です」。

6 また、別の安息日に、彼が会堂に入って教えることがあった。そこに人がいて、その右手は萎えていた。

7 そこで、書記官たちとパリサイ人たちは、イエスが安息日に癒すかどうかをじっと見張っていた。彼を告訴する理由を見つけるためであった。

8 しかし、彼は彼らの推論を知っておられた。そして、手の萎えた人に言った、「起き上がって、真ん中に立て」。すると、彼は起き上がって、立った。

9 そこでイエスは彼らに言われた、「あなたがたに尋ねよう。安息日に善を行うことと悪を行うことと、どちらが許されているのか。魂を救うことと滅ぼすことと、どちらが許されているのか。」

10 そして、彼は皆を見回して、その人に言った、「手を伸ばしなさい」。彼はそのようにした。すると、彼の手はもう一方の手のように元どおりに治った。

11 彼らは愚かさで満たされ、互いにイエスに何をすべきか話し合った。

12 そのころ、イエスは祈るために山へ出て行き、神の祈りの中で夜を明かしておられた。

13 夜が明けると、彼は弟子たちを呼び寄せ、その中から十二人を選び、彼らを使徒と名付けた。

14 シモン、すなわちペテロと名付けた者、およびその兄弟アンデレ、ヤコブとヨハネ、ピリポとバルトロマイ。

15 マタイとトマス、アルファイオスの子ヤコブ、そして熱心家と呼ばれるシモン。

16 ヤコブの子ユダと、裏切者となったイスカリオテのユダ。

17 そして彼らとともに下って行き、平らな場所に立ち、その弟子たちの群衆と、ユダヤ全土とエルサレムと、ティルスとシドンの海岸から来た多くの民の群衆が、彼の話を聞き、その病気を癒やしていただくために来ていた。

18 また、汚れた霊に悩まされていた人々も癒やされていた。

19 群衆はみな、彼に触れようと求めていた。力が彼から出て、すべての人を癒していたからである。

20 イエスは目を上げて弟子たちを見つめながら、言われた。「貧しい人たちは幸いである。神の国はあなたがたのものだから。」

21 いま飢えている人たちは幸いです。あなたがたは満たされるからです。いま泣いている人たちは幸いです。あなたがたは笑うようになるからです。

22 人の子のために、人々があなたがたを憎み、あなたがたを分離し、ののしり、あなたがたの名前を悪しきものとして追い出すとき、あなたがたは幸いです。

23 その日には喜び、踊り上がれ。見よ、あなたがたの報酬は天に多い。彼らの父たちは、預言者たちに同じことをしたのだ。

24 しかし、富んでいるあなたがたは、災いだ。あなたがたは慰めをすでに受けているからだ。

25 あなたがたは、満ち足りている者たち、災いだ。なぜなら、飢えることになるからだ。あなたがたは、今笑っている者たち、災いだ。なぜなら、悲しみ、泣くことになるからだ。

26 あなたがたは、すべての人にほめられるときは、わざわいである。彼らの父たちは、偽預言者たちに同じことをしたからである。

27 しかし、聞いているあなたがたに言います。あなたがたの敵を愛し、あなたがたを憎む者に善を行いなさい。

28 あなたをのろう者たちを祝福しなさい。また、あなたがたを虐待する者たちのために祈りなさい。

29 あなたの頬を打つ者には、ほかの頬をも向けなさい。あなたの上着を取る者には、下着をも拒んではいけません。

30 だれでも求める者には与えなさい。また、あなたのものを奪い取る者からは、取り戻してはいけません。

31 自分にしてもらいたいと望むとおり、人にもそのようにしなさい。

32 もし自分を愛する者たちを愛するだけなら、あなたがたにどんな恵みがあるでしょうか。罪人たちでさえ、自分を愛する者たちを愛しているのです。

33 もしあなたがたが、自分に良いことをしてくれる者たちに良いことをしても、それが何の恵みになるでしょうか。罪人たちでさえ、同じことをしているのです。

34 そして、もし返してもらうことを期待して貸すなら、あなたがたにどんな恵みがあるでしょうか。罪人たちでさえ、罪人たちに、同額を返してもらうために貸すのです。

35 ただ、あなたがたの敵を愛し、善を行い、何も期待せずに貸しなさい。そうすれば、あなたがたの報酬は多く、あなたがたは、いと高き方の子となるでしょう。なぜなら、その方は、恩知らずな者や悪い者にも、慈しみ深いからです。

36 あなたがたの父があわれみ深いように、あなたがたもあわれみ深くありなさい。

37 裁くな。そうすれば、あなたがたも裁かれない。人を罪に定めるな。そうすれば、あなたがたも罪に定められない。赦しなさい。そうすれば、あなたがたも赦されるであろう。

38 与えなさい。そうすれば、あなたがたにも与えられます。人々は良い尺度で、押しつけ、揺すり、あふれ出るまでにして、あなたがたの懐に入れてくれるでしょう。あなたがたが量るその同じ尺度で、あなたがたにも量り返されるからです。

39 イエスは彼らにたとえを話した、「盲人が盲人を導くことができようか。両人とも穴に落ちないだろうか。」

40 弟子は自分の教師にまさることはない。しかし、十分に整えられた者はみな、自分の教師のようになるであろう。

41 なぜあなたは兄弟の目にあるちりを見るのに、自分の目にある梁には気づかないのですか。

42 あなたはどうして自分の兄弟に『兄弟よ、あなたの目のちりを取り除かせてください』と言えるのですか。自分の目にある梁を見ていないのに。偽善者よ、まず自分の目から梁を取り除きなさい。そうすれば、あなたの兄弟の目のちりを取り除くことがはっきり見えるようになるでしょう。

43 良い木が悪い果実を結ぶことはなく、悪い木が良い果実を結ぶこともありません。

44 それぞれの木は、自分の果実によって知られる。茨からいちじくを集めることはなく、茨からぶどうを収穫することもない。

45 良い人は、その心の良い宝から良い物を出し、悪い人は、その心の悪い宝から悪い物を出します。心の豊かさから、その口が語るのです。

46 なぜ、あなたがたはわたしを『主よ、主よ』と呼びながら、わたしの言うことを行わないのですか。

47 わたしのもとに来て、わたしの言葉を聞き、それを行う者が、だれに似ているかを、あなたがたに示しましょう。

48 その人は、家を建てる人に似ています。彼は掘り、深くし、岩の上に基礎を置きました。洪水が起こったとき、川がその家に押し寄せましたが、岩の上に据えられていたので、それを揺り動かすことはできませんでした。

49 しかし、聞いても行わない者は、土台なしで大地の上に家を建てた人に似ています。川が押し寄せて、その家はすぐに倒れ、その家の破滅は大きいものとなりました。

Luke 7

1 イエスはこれらの言葉をすべて民の聴覚に満たした後、カペナウムに入った。

2 ところがある百人隊長の奴隷が病気で死にかかっていた。その奴隷は彼にとって重んじられていた者であった。

3 イエスのことを聞いて、彼のもとにユダヤ人の長老たちを送り、来てその奴隷を救ってくださるよう願った。

4 彼らはイエスのもとに来て、熱心に願って言った、「この人は、あなたにそうしていただく価値のある人です」。

5 彼は私たちの民族を愛し、私たちのために会堂を建ててくれました。

6 イエスは彼らと共に行かれた。そして、彼が家から遠くない所にいたとき、百人隊長は友人たちを彼のもとに送って言った、「主よ、ご苦労なさらないでください。私はあなたを私の屋根の下に入れるにふさわしくないからです。

7 ですから、私自身もあなたのところに来るに値しないと思いました。ただ、言葉を言ってください。そうすれば、私の召使いは癒やされるでしょう。

8 私も権威の下にある者ですが、私の下に兵士たちがいて、この者に「行け」と言えば行き、別の者に「来い」と言えば来ます。また、私の奴隷に「これをせよ」と言えば、そのとおりにします。

9 これを聞いて、イエスは彼を驚かれた。そして、従って来た群衆に向き直って言われた、「あなたがたに言うが、イスラエルの中でさえ、これほどの信仰を見たことはない」。

10 帰って来た使者たちは家に入ると、病気の奴隷が元気になっているのを見つけた。

11 それから、次の日に、イエスはナインという町へ行かれた。多くの弟子たちと大勢の群衆が、彼と一緒に行った。

12 イエスが町の門に近づかれたとき、見よ、死んだ者が運び出されていた。それは、その母にとってのひとり子であり、その母は寡婦であった。そして、町の群衆が大勢、彼女と一緒にいた。

13 主はその女を見て深くあわれみ、彼女に「泣くな」と言われた。

14 そして近づいて棺に触れられた。すると、担いでいた人たちが立ち止まった。そして言われた、「若者よ、あなたに言う、起きなさい」。

15 すると、その死者は起き上がって、話し始めた。そしてイエスは彼をその母に渡された。

16 人々は皆恐れを抱き、神をあがめて言った、「大預言者が私たちの間に現れた」と、「神はその民を顧みられた」と。

17 このうわさは、ユダヤ全土とその周りの地方一帯に、彼について広まった。

18 ヨハネの弟子たちは、これらのすべてのことについてヨハネに報告した。

19 そこでヨハネは、自分の弟子のうちの二人を呼び寄せて、イエスのもとに送り、こう言わせた。「来たるべき方はあなたですか。それとも、私たちは別の方を待つべきでしょうか。」

20 その人たちが彼のもとに来て言った、「ヨハネ・バプテスマ者は私たちをあなたのもとに遣わして、『来るべき方はあなたですか、それとも私たちは別の方を待つべきでしょうか』と言っております。」

21 ちょうどその時、彼は多くの人々を病気と苦しみと悪霊から癒し、多くの盲人に視力を見えるように与えた。

22 イエスは答えて彼らに言われた、「行って、あなたがたが見聞きしたことをヨハネに報告しなさい。盲人は見えるようになり、足なえは歩き、らい病人は清められ、耳の聞こえない者は聞き、死人はよみがえり、貧しい者は福音を宣べ伝えられている。

23 わたしにつまずかない者は幸いです。

24 ヨハネの使いたちが去った後、イエスは群衆にヨハネについて話し始められた。「あなたがたは何を見に荒野へ出て行ったのか。風に揺れる葦か。

25 しかし、あなたがたは何を見に出て行ったのですか。柔らかい上着を着た人ですか。見よ、栄光ある衣類と贅沢の中にいる者たちは、王宮にいるのです。

26 しかし、あなたがたは何を見に出て行ったのですか。預言者ですか。そうです。あなたがたに言いますが、預言者よりもまさった者です。

27 この方は、『見よ、わたしは私の天使をあなたの顔の前に遣わし、彼があなたの道をあなたの前に備えるであろう』と書かれている方です。

28 あなたがたに言いますが、女から生まれた者の中で、ヨハネ・バプテスマ者よりも偉大な預言者はだれもいません。しかし、神の国で最も小さい者でも、彼より偉大です。

29 すべての民と取税人たちは、これを聞いて、ヨハネの洗礼を受けて、神を正しいと認めた。

30 しかし、パリサイ人と律法の専門家たちは、彼からバプテスマを受けずに、自分たちに対する神の計略を拒んだ。

31 主は言われた、「では、この世代の人々を何にたとえようか。また、彼らは何に似ているのか。」

32 彼らは市場に座って互いに呼びかけ合い、こう言っている子供たちに似ています。「私たちは笛を吹いてやったのに、あなたがたは踊らなかった。私たちは弔いの歌を歌ってやったのに、あなたがたは泣かなかった。」

33 というのは、バプテスマ者ヨハネが来て、パンも食べず、葡萄酒も飲まず、あなたがたは「彼は悪霊を持っている」と言うからです。

34 人の子が来て、食べ、飲むと、あなたがたは言う、「見よ、大食いの酒飲み、取税人と罪人の友だ」。

35 しかし、知恵はそのすべての子たちによって正しいと証明された。

36 あるパリサイ人がイエスに、一緒に食事をしたいと願った。イエスはそのパリサイ人の家に入って、食卓に着かれた。

37 すると、その都市に罪深い女がいて、イエスがパリサイ人の家で食卓に着いておられることを知り、アラバスターの壺に軟膏を入れて持って来た。

38 そして、彼の足もとに後ろに立って泣きながら、涙で彼の足を濡らし始め、自分の頭の髪で拭き、彼の足に接吻し、軟膏を塗った。

39 イエスを招いたパリサイ人は、これを見て、心の中で言った、「この方がもし預言者なら、自分に触れている女がだれで、どんな女であるかを知っていたはずだ。この女は罪深い者だから。」

40 イエスは答えて彼に言った、「シモン、あなたに言うべきことがあります。」すると彼は言った、「教師よ、お話しください。」

41 ある債権者に二人の債務者がいた。一人は五百デナリオンを借り、もう一人は五十デナリオンを借りていた。

42 彼らは返すことができなかったので、ふたりとも赦してやった。では、ふたりのうちどちらが彼をよけいに愛するだろうか。

43 シモンは答えて言った、「多く赦してもらった方だと思います」。するとイエスは彼に言った、「あなたの判断は正しい」。

44 そしてその女の方を向いて、シモンに言った、「この女を見ますか。わたしがあなたの家に入ったとき、あなたはわたしの足に水をくれなかったが、この女は涙でわたしの足を濡らし、自分の頭の髪で拭いた。

45 あなたは私に接吻をしなかったが、この女は私が入って来た時から、私の足に接吻することをやめなかった。

46 あなたは私の頭に油を塗らなかったが、この女は私の足に軟膏を塗った。

47 だから、わたしはあなたに言う。この女の多くの罪は赦されている。なぜなら、彼女は多く愛したからである。しかし、少ししか赦されない者は、少ししか愛さない。

48 そして彼女に言われた、「あなたの罪は赦されている。」

49 すると、一緒に食卓にいた人々は心の中で言い始めた。「罪を赦すこの人は、いったいだれだろう。」

50 しかし、イエスはその女に言った、「あなたの信仰があなたを救った。平和のうちに行きなさい。」

Luke 8

1 その後、イエスは神の王国を宣べ伝え、福音を告げ知らせながら、町や村を巡っておられた。十二人も彼と共にいた。

2 また、悪霊や弱さから癒やされていた女たち、すなわち、七つの悪霊が出て行ったマグダラのマリアと呼ばれるマリアがいた。

3 また、ヘロデの執事クーザの妻ヨアンナ、スザンナ、そのほか多くの女たちも、自分の持ち物をもって彼らに仕えていた。

4 さて、大勢の群衆が集まり、また町々から人々が彼のもとにやって来たとき、彼はたとえを用いて言われた。

5 種を蒔く人が種を蒔くために出て行った。蒔いている間に、ある種は道のそばに落ちて、踏みつけられ、天の鳥がそれを食べてしまった。

6 また別の種は岩の上に落ち、生え出たが、湿気がなかったので枯れてしまった。

7 また別の種は茨の真ん中に落ちた。すると、茨も一緒に生え出て、それをふさいでしまった。

8 また別の種は良い大地に落ち、生えて、百倍の果実を結んだ。これらのことを言いながら、イエスは叫ばれた。「聞く耳のある者は聞きなさい。」

9 そこで、弟子たちはイエスに、「このたとえはどういう意味ですか」と尋ねた。

10 そこでイエスは言われた、「あなたがたには神の国の秘義を知ることが許されているが、ほかの者にはたとえで語られる。それは、彼らが見ても見えず、聞いても悟らないためである。」

11 このたとえの意味はこうです。種は神の言葉です。

12 道ばたにいる人々とは、御言葉を聞く人々のことです。その後、悪魔が来て、彼らが信じて救われないように、その心から御言葉を取り去ってしまうのです。

13 岩の上にあるものとは、こういう人たちのことです。彼らは聞くと喜びをもって言葉を受け入れますが、根を持っていないので、しばらくは信じても、試みの時になると離れ去ってしまいます。

14 茨の中に落ちたものとは、こういう人たちのことです。彼らは御言葉を聞いたが、心配や富や生活の快楽によって進みながら、ふさがれて、実を熟させることがないのです。

15 しかし、良い大地に落ちたものとは、正しく良い心で言葉を聞き、それをしっかりと守り、忍耐をもって実を結ぶ人たちのことです。

16 だれも、灯をつけてから、それを器で覆ったり、寝台の下に置いたりはしない。むしろ、燭台の上に置く。それは、入って来る人々がその光を見るためである。

17 隠れているもので、あらわにならないものはなく、隠されているもので、知られず、また現れないものはありません。

18 だから、どのように聞くかに注意しなさい。持っている人には与えられ、持っていない人からは、持っていると思っているものまでも取り上げられるからです。

19 母と兄弟たちがイエスのところに来たが、群衆のために彼に近づくことができなかった。

20 すると、イエスに「あなたの母と兄弟たちが、あなたに会おうとして外に立っています」と知らせがあった。

21 しかし、彼は答えて彼らに言った、「私の母と私の兄弟たちは、神の言葉を聞いて行う者たちである」。

22 その日々のうちのある日に、イエスは舟に乗り、弟子たちも一緒だった。そして彼らに言われた、「湖の向こう岸へ渡ろう」。すると彼らは舟を出した。

23 彼らが舟で渡っている間に、イエスは眠ってしまわれた。すると、暴風が風とともに湖に吹き下りて来て、彼らは水をかぶって危険に陥った。

24 そこで彼らは近づいてイエスを起こし、「主人よ、主人よ、私たちは滅びます」と言った。するとイエスは起き上がって、風と水の波浪を叱りつけられた。するとそれらはやみ、静けさが生じた。

25 すると彼は彼らに言われた、「あなたがたの信仰はどこにあるのか」。彼らは恐れて驚き、互いに言った、「風や水にまで命じると、それに従うとは、いったいこの方はどういう方なのだろう」。

26 そして彼らはガリラヤの向こう側にあるガダラ人の地域に着いた。

27 彼が大地に上がったとき、その都市から来た悪霊につかれた男が彼に出会った。その男は長い時間、上着を着ず、家に留まらず、墓の中にいた。

28 イエスを見て、叫び声をあげ、彼の前にひれ伏して、大声で言った、「いと高き神の子イエスよ、私とあなたに何の関わりがあるのですか。お願いです、私を苦しめないでください。」

29 それは、イエスが汚れた霊にその人から出て行くよう命じられたからである。多くの時間、その霊は彼を捕らえていたので、彼は鎖と足枷でつながれて見張られていたが、それでも束縛を引き裂いて、悪霊によって荒野へ追いやられていたのである。

30 イエスは彼に尋ねて言った、「あなたの名前は何か」。彼は言った、「軍団です」。多くの悪霊が彼に入っていたからである。

31 そして彼は、彼らに深淵へ行くように命じないでくださいと願った。

32 そこには多くの豚の群れが山で飼われていた。そして彼らはイエスに、その豚たちの中に入ることを許してくださるように願った。イエスはそれを許された。

33 悪霊どもはその人から出て、豚の中に入った。すると、その群れは崖を駆け下って湖に入り、おぼれ死んだ。

34 飼っていた者たちは、この出来事を見て逃げ出し、立ち去って、そのことを都市と野に知らせた。

35 人々はこの出来事を見に出て来て、イエスのもとに来た。そして、悪霊が去ったその人が、着物を着て正気に返り、イエスの足もとに座っているのを見つけて、恐れた。

36 見た人たちは、悪霊につかれていた者がどのように救われたかを、彼らに知らせた。

37 ゲラサ地方の群衆はみな、彼に自分たちのところから離れ去るように願った。彼らは大きな恐れに捕らわれていたからである。彼は船に乗って、帰って行った。

38 その男は、悪霊たちが出て行った者であるが、イエスと共にいることをしきりに願った。しかしイエスは彼を離して、言われた。

39 あなたの家に帰り、神があなたにどれほどのことをしてくださったかを語り聞かせなさい。そこで彼は立ち去り、イエスが自分にどれほどのことをしてくださったかを、町中に宣べ伝えた。

40 イエスが帰って来られたとき、群衆は彼を迎えた。皆が彼を待ち望んでいたからである。

41 すると、見よ、ヤイロという名の男が来た。彼は会堂の支配者であり、イエスの足もとにひれ伏して、自分の家に入っていただきたいと願った。

42 彼には十二歳ほどのひとり娘がいて、その娘は死にかけていた。そして、彼が行く途中で、群衆が彼を押し迫った。

43 ときに、十二年の間、血の流出を患っている女がいた。彼女は全財産を医者たちに費やしたが、誰にも癒されることができなかった。

44 彼女は後ろから近づいて、その上着の縁に触れた。すると、たちどころに彼女の血の流出が止まった。

45 イエスは言われた、「わたしに触れたのはだれか」。みなが否定したので、ペテロと彼と共にいた者たちが言った、「主人よ、群衆があなたを取り囲み、押しています。それなのに、『わたしに触れたのはだれか』と言われるのですか」。

46 しかし、イエスは言われた、「だれかが私に触れた。私から力が出て行ったのを私は知ったからだ。」

47 女は、隠しきれないと知って、震えながら進み出て、御前にひれ伏し、すべての民の前で、イエスに触れた原因と、たちどころに癒やされた次第とを話した。

48 そこでイエスは彼女に言われた、「娘よ、あなたの信仰があなたを救った。安心して平和のうちに行きなさい。」

49 イエスがまだ話しておられるとき、会堂司の家から一人の者が来て、彼に言った、「あなたの娘は死にました。もう教師を煩わせないでください。」

50 これを聞いて、イエスは彼に答えて言われた、「恐れるな、ただ信じなさい。そうすれば救われるであろう」。

51 しかし、家に入ると、ペテロとヤコブとヨハネ、そしてその子の父と母のほかは、だれも一緒に入ることをお許しにならなかった。

52 皆は泣き、彼女のために嘆き悲しんでいた。しかし彼は言った、「泣くな。死んだのではない。眠っているのだ」。

53 人々は、娘が死んだことを知っていたので、イエスをあざ笑っていた。

54 しかし彼は皆を外に追い出し、その手を取って、呼びかけて言った、「子よ、起きなさい」。

55 すると、その霊が彼女に戻り、彼女はただちに起き上がった。そしてイエスは、彼女に何か食べるものを与えるように命じられた。

56 両親は驚きのあまり我を失った。しかしイエスは、この出来事をだれにも話さないように彼らに命じられた。

Luke 9

1 そこで、彼は十二人の弟子たちを呼び集め、彼らにすべての悪霊と病気を癒す力と権威を与えた。

2 そして彼らを遣わして、神の王国を宣べ伝え、弱っている者たちを癒やさせるためであった。

3 そして彼らに言われた、「道のためには何も持って行くな。杖も袋もパンも銀も持つな。また、下着を二枚持つな」。

4 どんな家に入っても、そこにとどまり、そこから出て行きなさい。

5 あなたがたを受け入れない人々がいるなら、その都市を出て行くときに、彼らに対する証言として、あなたがたの足の塵埃を払い落としなさい。

6 彼らは出て行って、村々を巡りながら、至る所で福音を宣べ伝え、病気を癒やした。

7 ヘロデは四分領主として、これらのすべての出来事を聞いて当惑した。それは、ある人々がヨハネが死人の中からよみがえったと言うからであった。

8 ある人々はエリヤが現れたと言い、他の人々は昔の預言者の一人がよみがえったと言った。

9 ヘロデは言った、「ヨハネは、私が首をはねた。だが、この人は、私がそんなことを聞いているこの人は、いったいだれなのか。」そして彼はイエスに会おうと求めた。

10 使徒たちは帰って来て、自分たちがしたことをすべて彼に報告した。そして彼は彼らを連れて、ベツサイダと呼ばれる都市の荒野の場所へひそかに退かれた。

11 群衆はそれを知って従った。そして、彼らを受け入れて、神の王国について彼らに語り、治療を必要とする人々を癒やした。

12 日が傾き始めたとき、十二人が来て彼に言った、「群衆を解散させてください。彼らが周囲の村や野に行って、宿を見つけ、食料を得ることができるように。私たちはここ、荒野の場所にいるのですから。」

13 しかし彼は彼らに言った、「あなたがたが彼らに食べ物を与えなさい」。彼らは言った、「私たちには五つのパンと二匹の魚のほかはありません。私たちが行って、このすべての民のために食物を買うのでしょうか」。

14 それは、男だけでおよそ五千人もいたからである。しかしイエスは、弟子たちに言われた。「人々を、五十人ずつの一行に分けてすわらせなさい。」

15 弟子たちは、そのようにして、皆をすわらせた。

16 そこで、五つのパンと二匹の魚を取り、天を見上げて、それらを祝福し、裂いて、弟子たちに与えて群衆に配らせた。

17 人々はみな食べて満腹した。そして、余ったかけらを十二の籠に取り集めた。

18 さて、イエスがひとりで祈っておられたとき、弟子たちが彼と共にいた。そして彼は彼らに尋ねて言った、「群衆はわたしのことをだれだと言っているのか。」

19 彼らは答えて言った、「バプテスマ者ヨハネだと言う者もあり、またエリヤだと言う者もあり、また昔の預言者のひとりがよみがえったのだと言う者もあります」。

20 すると彼らに言われた、「あなたがたは、わたしをだれだと言うのか」。ペテロが答えて言った、「神のキリストです」。

21 しかし、イエスは彼らを戒めて、このことをだれにも言わないように命じられた。

22 人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老たち、大祭司たち、書記官たちに捨てられ、殺され、三日目によみがえらねばならない、と言われた。

23 イエスはすべての人々に言われた、「だれでもわたしの後に来たいと思うなら、自分を捨て、日々自分の十字架を取り上げて、わたしに従って来なさい」。

24 自分の魂を救おうと思う者は、それを失うであろう。しかし、わたしのために自分の魂を失う者は、それを救うであろう。

25 人は、全世界を得ても、自分自身を失い、損なうなら、何の益があるでしょうか。

26 しかし、わたしとわたしの言葉とを恥じる者は、人の子も、自分と父と聖なる天使たちとの栄光を帯びて来るとき、その者を恥じるであろう。

27 しかし、あなたがたに真実を言います。ここに立っている者たちの中には、神の王国を見るまでは、決して死を味わわない者たちがいます。

28 これらの言葉の後、八日ほどたって、ペテロとヨハネとヤコブを連れて、祈るために山に登った。

29 祈っている間に、彼の顔の形態は変わり、彼の衣類は白く輝いていた。

30 すると、見よ、二人の男が彼と話し合っていた。それはモーセとエリヤであった。

31 栄光のうちに現れた者たちは、エルサレムで彼が果たそうとしていた彼の死について語っていた。

32 ペテロとその仲間たちは眠りに重く圧されていたが、目を覚ますと、彼の栄光と、彼と共に立っている二人の男を見た。

33 そして、彼らが彼から離れようとしているときに、ペテロがイエスに言った、「主人よ、私たちがここにいることは良いことです。私たちは三つの幕屋を作りましょう。一つはあなたのために、一つはモーセのために、一つはエリヤのために。」彼は自分が何を言っているのか知らなかったのである。

34 彼がこれらのことを言っている間に、雲が現れて彼らを覆った。彼らが雲の中に入ると、彼らは恐れた。

35 すると、雲の中から声がして、「これは、わたしの愛する子である。彼の言うことを聞きなさい。」と言った。

36 その声がしたとき、イエスだけが見つかった。彼らは沈黙し、その日々には、自分たちが見たことをだれにも何も告げなかった。

37 その翌日、彼らが山から下りて来たとき、大勢の群衆が彼に出会った。

38 すると、群衆の中から一人の男が叫んで言った。「教師よ、お願いです。私の子を見てください。私にとって一人子なのです。」

39 見よ、霊が彼を捕らえ、突然叫び出させ、泡を伴って彼を引き裂き、かろうじて彼から離れるが、彼を打ち砕く。

40 そして、私はあなたの弟子たちに、それを追い出してくれるように願ったが、彼らはできなかった。

41 イエスは答えて言われた。「ああ、不信仰で曲がった世代よ。いつまでわたしはあなたがたと共にいて、あなたがたに耐えなければならないのか。あなたの子をここに連れて来なさい。」

42 その子が近づいて来る間に、悪霊は彼を引き裂き、激しくひきつけさせた。しかしイエスは汚れた霊を叱り、その子を癒やし、彼をその父に返した。

43 人々はみな、神の威厳に驚嘆した。すべての人がイエスのなさったすべてのことに驚いていると、イエスは弟子たちに言われた。

44 この言葉をあなたがたの耳に入れておきなさい。人の子は、人々の手に渡されようとしているからです。

45 しかし彼らはこの言葉を理解できず、それは彼らから隠されていて、彼らがそれを悟らないためであり、彼らはこの言葉について彼に尋ねることを恐れた。

46 彼らの間に、自分たちのうちでだれが一番偉いかという議論が起こった。

47 しかしイエスは、彼らの心の推論を見て、子供を取って自分のそばに立たせた。

48 彼らに言われた、「だれでも、この子供をわたしの名のゆえに受け入れる者は、わたしを受け入れるのです。また、わたしを受け入れる者は、わたしを遣わした方を受け入れるのです。あなたがたすべての中で一番小さい者が、一番偉い者となるのです。」

49 ヨハネが答えて言った、「主人よ、私たちはあなたの名によって悪霊を追い出している者を見ましたが、私たちに従わないので、その人を止めさせました。」

50 イエスは彼に言った、「止めるな。あなたがたに反対しない者は、あなたがたの味方である。」

51 さて、彼の取り上げの日々が満ちるころ、彼自身もエルサレムへ行くためにその顔を堅く向けた。

52 そして彼は自分の前に天使たちを遣わした。彼らは行って、サマリア人の村に入り、彼のために準備した。

53 しかし、彼らは彼を受け入れなかった。なぜなら、彼の顔はエルサレムへ向かって進んでいたからである。

54 弟子のヤコブとヨハネはこれを見て言った、「主よ、私たちが天から火を降らせて彼らを焼き尽くしましょうか。エリヤがしたように」。

55 しかし、イエスは振り向いて彼らを戒め、言われた、「あなたがたは、自分が何の霊の者であるかを知らない」。

56 人の子は、人の魂を滅ぼすために来たのではなく、救うために来たのである。そして彼らは別の村へ行った。

57 さて、彼らが道を進んで行くとき、ある人が彼に言った、「あなたがどこへ行かれても、私は従います。主よ。」

58 イエスは彼に言われた、「狐には穴があり、空の鳥には巣があるが、人の子には頭を横たえる所がない。」

59 すると、イエスは別の人に言われた、「わたしに従ってきなさい」。しかしその人は言った、「主よ、まず行って父を葬ることをお許しください」。

60 イエスは彼に言った、「死人たちに自分たちの死人を葬らせなさい。あなたは行って、神の王国を宣べ伝えなさい。」

61 また別の人が言った、「主よ、あなたに従います。ただ、まず家の者に別れを告げることをお許しください。」

62 するとイエスは彼に言われた、「だれでも手を鋤につけてから後ろを見る者は、神の国にふさわしくない」。

Luke 10

1 その後、主は他の七十人を任命し、彼らをご自分の顔の前に、二人ずつ、ご自身が行こうとしているすべての都市と場所へ遣わされた。

2 そこで彼らに言われた、「収穫は多いが、労働者は少ない。だから、収穫の主に、その収穫のために労働者を送り出してくださるように祈りなさい。」

3 行きなさい。見よ、わたしはあなたがたを、狼の中にいる子羊のように遣わす。

4 財布も袋もサンダルも持って行くな。また、道でだれにも挨拶するな。

5 どんな家に入っても、まず「この家に平和があるように」と言いなさい。

6 もしそこに平和の子がいれば、あなたがたの平和はその人の上にとどまる。しかし、もしそうでなければ、その平和はあなたがたに返って来る。

7 その家にとどまり、彼らが出すものを食べたり飲んだりしなさい。労働者は自分の報酬を受けるにふさわしいからです。家から家へと移り歩いてはいけません。

8 どの町に入っても、彼らがあなたがたを受け入れるなら、出される物を食べなさい。

9 そして、その中にいる病人を癒やし、彼らに『神の王国があなたがたに近づいた』と言いなさい。

10 しかし、あなたがたがどの町に入っても、人々があなたがたを受け入れないなら、その通りに出て、こう言いなさい。

11 私たちはあなたがたの都市から私たちに付いた塵埃をも、あなたがたにぬぐい捨てます。しかし、神の王国があなたがたに近づいたことを知りなさい。

12 あなたがたに言うが、その日には、その都市よりもソドムのほうがまだ耐えやすいであろう。

13 ああ、コラジンよ。ああ、ベツサイダよ。おまえたちの間で行われた力あるわざが、もしティルスとシドンで行われていたなら、彼らはとうの昔に粗布をまとい、灰の中に座って悔い改めていただろう。

14 しかし、ティルスとシドンには、裁きにおいてあなたがたよりも耐えやすいことになるだろう。

15 あなた、カペナウムよ。天にまで上げられた者よ、ハデスにまで落とされるであろう。

16 あなたがたに聞く者は、わたしに聞く者であり、あなたがたを拒む者は、わたしを拒む者です。わたしを拒む者は、わたしを遣わした方を拒む者です。

17 七十人は喜びをもって帰って来て、こう言った。「主よ、あなたの名前によって、悪霊たちさえも私たちに服従します。」

18 すると、イエスは彼らに言われた、「わたしはサタンが稲光のように天から落ちるのを見ていた」。

19 見よ、わたしはあなたがたに、蛇とサソリとを踏みつけ、敵のすべての力に打ち勝つ権威を授ける。そして、あなたがたを害するものは何一つない。

20 しかし、霊たちがあなたがたに服従するからといって喜んではなりません。むしろ、あなたがたの名前が天に書き記されたことを喜びなさい。

21 ちょうどその時に、イエスは霊によって喜び、言われた。「父よ、天と大地の主よ、わたしはあなたに告白します。あなたはこれらのことを賢い者や分別のある者から隠し、幼子たちに現わされました。そうです、父よ、これがあなたの御前で善意となったのです。」

22 そして弟子たちの方を向いて言われた、「すべてのものは、わたしの父からわたしに渡されています。そして、子がだれであるかは父のほかにはだれも知らず、父がだれであるかは子のほかにはだれも知りません。また、子が示そうと思われる者にだけ、父を知らせます。」

23 それから、弟子たちに向き直って、ひそかに言われた。「あなたがたが見ているものを見る目は幸いである。」

24 あなたがたに言いますが、多くの預言者や王たちは、あなたがたが見ているものを見たいと願ったが、見ることができなかった。また、あなたがたが聞いていることを聞きたいと願ったが、聞くことができなかった。

25 すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試そうとして言った、「教師よ、何をすれば永遠の命を受け継ぐことができるでしょうか。」

26 イエスは彼に言われた、「律法には何と書いてあるか。あなたはどう読んでいるか。」

27 彼は答えて言った、「あなたの神である主を心を尽くし、魂を尽くし、力を尽くし、心を尽くして愛しなさい。そして、あなたの隣人をあなた自身のように愛しなさい。」

28 彼は言った、「正しく答えた。それを実行しなさい。そうすれば、あなたは生きる。」

29 しかし彼は自分を正しいと示そうとして、イエスに言った、「では、私の隣人はだれですか」。

30 イエスは答えて言われた、「ある人がエルサレムからエリコへ下って行く途中、強盗に襲われた。彼らはその人の着物をはぎ取り、災いを負わせて、半死半生のまま置き去りにして立ち去った。」

31 たまたま、ある祭司がその道を下って来たが、彼を見ると、反対側を通り過ぎて行った。

32 同じように、レビ人もその場所に来て、見て、反対側を通り過ぎて行った。

33 ところがあるサマリア人が旅の途中で彼のところに来て、彼を見て深く同情した。

34 近寄って、その傷に油と葡萄酒を注ぎながら包帯をし、自分の家畜に乗せて宿屋に連れて行き、その世話をした。

35 翌日、彼は出て行って、デナリオン二つを取り出し、宿屋の主人に渡して言った。「この人を世話してください。もしもっと費用がかかったら、私が帰って来る時に払います。」

36 この三人の中で、だれが強盗に襲われた者の隣人になったと思いますか。

37 彼は言った、「その人に慈悲を施した者です。」するとイエスは彼に言った、「あなたも行って同じようにしなさい。」

38 さて、彼らが旅をしている間に、イエスはある村に入られた。すると、マルタという名の女が、彼を自分の家に迎え入れた。

39 この女にはマリアという姉妹がいたが、彼女はイエスの足もとに座って、その言葉を聞いていた。

40 しかしマルタは多くの奉仕に心を奪われており、立ち寄って言った、「主よ、私の姉妹が私だけに奉仕をさせているのを、あなたはお気にかけにならないのですか。彼女に、私を手伝うようにおっしゃってください。」

41 イエスは答えて言われた、「マルタ、マルタ、あなたは多くのことを心配し、思い煩っている。

42 しかし、必要なことは一つだけです。マリアはその良い部分を選びました。それは彼女から取り去られることはありません。

Luke 11

1 さて、イエスがある場所で祈っておられた。その祈りが終わると、弟子のひとりがイエスに言った。「主よ、ヨハネが弟子たちに教えたように、私たちにも祈りを教えてください。」

2 そこでイエスは彼らに言われた、「祈るときには、こう言いなさい。『父よ、天におられるあなたの御名が聖とされますように。あなたの王国が来ますように。あなたの意志が天においても地の上でも行われますように。』」

3 私たちの日ごとのパンを毎日お与えください。

4 私たちの罪をお赦しください。私たちも、私たちに負い目のある者をみな赦します。私たちを試みに導かず、悪からお救いください。

5 また、彼は彼らに言った、「あなたがたのうち、だれかに友がいて、真夜中にその人のところへ行き、『友よ、パンを三つ貸してください』と言うなら、

6 友人が旅の途中、私のところに来たのだが、彼に出すものがないのだ。

7 すると、彼は内側から答えて言う、「私に労苦をさせるな。もう扉は閉ざされているし、私の子供たちは私と共に寝床にいる。起きてあなたに与えることはできない。」

8 あなたがたに言いますが、彼は友だちだからという理由で起きて与えることはないにしても、その厚かましさのゆえに、起き上がって必要なものを与えるでしょう。

9 わたしはあなたがたに言います。求めなさい。そうすれば与えられます。捜しなさい。そうすれば見つかります。たたきなさい。そうすれば開かれます。

10 だれであっても、求める者は受け、捜す者は見つけ出し、たたく者には開かれるであろう。

11 あなたがたのうち、だれが父に、子がパンを求めるのに、石を与えるでしょうか。また、魚を求めるのに、魚の代わりに蛇を与えるでしょうか。

12 また、もし卵を求めるなら、彼にサソリを与えるでしょうか。

13 してみると、あなたがたも悪い者でありながら、自分の子に良い贈り物を与えることを知っているのです。まして、天の父は、求める者たちに聖霊を与えてくださるでしょう。

14 イエスは悪霊を追い出しておられた。それはおしの悪霊であった。悪霊が出て行くと、おしが話し始めた。群衆は驚いた。

15 しかし、彼らのうちのある者たちは、「ベエルゼブル、悪霊たちの支配者によって、悪霊たちを追い出している」と言った。

16 また、イエスを試そうとして、彼に天からのしるしを求める者たちもいた。

17 しかし、彼は彼らの思考を知って、彼らに言った、「すべての王国は、自分自身に対して分裂して荒廃し、家は家の上に倒れる。」

18 もしサタンが自分に対して分裂したのなら、どうして彼の王国が立ち続けることができるでしょうか。あなたがたは、私がベエルゼブルによって悪霊を追い出していると言っているからです。

19 もし私がベエルゼブルによって悪霊を追い出しているなら、あなたがたの子らはだれによって追い出すのですか。それゆえ、彼らがあなたがたの裁判官となるのです。

20 しかし、私が神の指で悪霊を追い出しているなら、神の国はあなたがたに届いているのです。

21 強い人が武装して自分の家の庭を守っているときは、その持ち物は平和にある。

22 しかし、もっと強い者が来て彼に打ち勝つと、彼が頼りにしていた武具一式を取り上げ、その略奪品を分け与える。

23 わたしと共にいない者は、わたしに逆らう者である。また、わたしと共に集めない者は散らす者である。

24 汚れた霊が人から出て行くと、水のない場所を通りながら休息を求める。しかし見つけられず、『私は出て来た自分の家に帰ろう』と言う。

25 帰って来ると、掃き清められ、飾り整えられているのを見つける。

26 そこで、その霊は出て行き、自分よりも悪い他の七つの霊を連れて来て、彼らが入り込んでそこに住む。そして、その人の最後の状態は最初よりも悪くなる。

27 これらのことを話しておられるとき、群衆の中から一人の女が声を上げて彼に言った、「あなたを産んだ腹と、あなたが吸った乳房は幸いです」。

28 しかし、イエスは言われた、「いや、幸いなのは、神の言葉を聞いてそれを守る人たちです。」

29 群衆が集まって来たとき、イエスは言い始められた。「この世代は悪い世代である。しるしを求めるが、ヨナの預言者のしるしのほかには、しるしは与えられない。」

30 というのは、ヨナがニネベ人にとってしるしとなったように、人の子もこの世代にとってしるしとなるからです。

31 南の女王は、裁きのときにこの世代の男たちとともに立ち上がり、彼らを罪に定めるであろう。なぜなら、彼女はソロモンの知恵を聞くために地の終わりから来たからである。そして見よ、ここにソロモンよりもまさった者がいる。

32 ニネベの男たちは、裁きのときにこの世代とともに立ち上がり、この世代を罪に定めるであろう。なぜなら、彼らはヨナの宣教によって悔い改めたからである。そして見よ、ここにヨナよりもまさる者がいる。

33 だれも、灯をつけてから、それを隠れた所や斗の下に置くことはない。むしろ燭台の上に置く。それは、入って来る人々がその光を見るためである。

34 体の灯は目である。だから、あなたの目が健全なら、あなたの全身も明るい。しかし、目が悪いなら、あなたの体も暗い。

35 だから、あなたの内の光が暗闇にならないように気をつけなさい。

36 もしあなたの体全体が明るくて、暗い部分を何も持たないなら、その全体は、灯が稲光であなたを照らすときのように、明るくなるでしょう。

37 イエスが話しておられると、あるパリサイ人が彼に、自分のところで食事をしてほしいと願った。彼が入って行くと、食卓に着いた。

38 そのパリサイ人は、見て、彼が昼食の前にまず洗礼を受けなかったことに驚いた。

39 すると、主は彼に言われた、「今、あなたがたパリサイ人は、杯と大皿の外側を清めるが、あなたがたの内側は強奪と悪で満ちている。」

40 愚かな人たちよ。外側を造られた方は、内側も造られたのではありませんか。

41 ただ、内にあるものを施しに用いなさい。そうすれば、見よ、すべてのものがあなたがたに清いものとなる。

42 しかし、あなたがたパリサイ人にはわざわいだ。あなたがたは、ハッカとルーとあらゆる野菜の十分の一を納めているが、裁きと神の愛とをないがしろにしている。これらは行うべきであり、それらもおろそかにしてはならない。

43 忌まわしいことだ、あなたがたパリサイ人。あなたがたは会堂の最上席と市場での挨拶を愛するからだ。

44 忌まわしいことだ、律法の専門家、パリサイ人、偽善者たちよ。あなたがたは、人目につかぬ墓のようで、その上を歩く人々も気がつかない。

45 すると、ある律法の専門家が答えて言った、「教師よ、これらのことを言うのは、私たちをも侮辱しているのです。」

46 しかし、イエスは言われた、「あなたがた律法の専門家たちにも災いがある。あなたがたは人々に負いきれない重荷を負わせるが、自分たちはその重荷に指一本も触れようとしない。」

47 忌まわしいことだ。あなたがたは預言者たちの墓を建てている。しかし、あなたがたの父たちは彼らを殺したのだ。

48 それで、あなたがたは父たちの働きを証しし、それに同意している。彼らは彼らを殺し、あなたがたは彼らの墓を建てているからだ。

49 だから、神の知恵もこう言った。「わたしは預言者たちと使徒たちを彼らに遣わすが、彼らはそのうちのある者を殺し、ある者を迫害するであろう。」

50 それは、世の初めから流されたすべての預言者の血が、この世代から求められるためである。

51 アベルの血から、祭壇と家の間で滅ぼされたザカリヤの血に至るまで、そうだ、あなたがたに言う。この世代から、それは求め出されるであろう。

52 忌まわしいことだ、あなたがた律法学者たち。あなたがたは知識の鍵を取り去り、自分たちは入らず、入ろうとする者たちを妨げた。

53 イエスがこれらのことを彼らに話しておられると、書記官たちとパリサイ人たちは、激しくイエスに敵対し、多くのことについて問い詰め始めた。

54 彼らはイエスを待ち伏せし、その口から何かを捕らえようと求めて、彼を訴える機会をうかがっていた。

Luke 12

1 その間に、無数の群衆が集まって来て、互いに踏みつけるほどになったので、イエスはまず弟子たちに言い始められた。「パリサイ人の酵母に自分自身を注意しなさい。それは偽善である。」

2 隠されているもので、現わされないものはなく、秘密にされているもので、知られずに済むものはありません。

3 それゆえ、あなたがたが暗闇で言ったことは光の中で聞かれ、耳に向かって語ったことは隠し部屋で、屋上で宣べ伝えられるであろう。

4 そこで、わたしの友であるあなたがたに言います。体を殺しても、その後それ以上何もできない者たちを恐れてはいけません。

5 あなたがたに、だれを恐れるべきかを示しましょう。殺した後で、地獄に投げ込む権威を持つ方を恐れなさい。そうです、あなたがたに言います、その方を恐れなさい。

6 五羽の雀は二アサリオンで売られているではありませんか。そのうちの一羽でも、神の御前には忘れられてはいません。

7 しかし、あなたがたの頭の髪までも、すべて数えられています。だから恐れるな。あなたがたは多くの雀よりもすぐれているのです。

8 そこで、あなたがたに言います。だれでも、人の前でわたしを告白する者は、人の子もまた、神の天使たちの前でその人を告白します。

9 しかし、わたしを人の前で否定する者は、神の天使たちの前で否定されるであろう。

10 また、人の子に対して言葉を言う者は皆、赦されるであろう。しかし、聖霊を冒涜する者には、赦されないであろう。

11 また、人々があなたがたを会堂や役人や権威のところに連れて行くとき、何をどう弁明するか、何を言うかと心配してはなりません。

12 聖霊がその時に、言うべきことをあなたがたに教えるからです。

13 群衆の中のある人が彼に言った、「先生、私の兄弟に、私と相続を分けさせるように言ってください。」

14 すると彼はその人に言った、「人よ、だれが私をあなたがたの裁判官や分配者に任命したのか。」

15 そして彼らに言われた、「貪欲に注意し、よく警戒しなさい。なぜなら、人の命は、その持ち物が豊かにあることにあるのではないからである。」

16 そこで、彼は彼らにたとえを語って言った、「ある金持ちの人の畑が豊かに実った。

17 そこで彼は心の中で考えて言った、「どうしよう。わたしの果実をしまっておく場所がない。」

18 そして言った、「こうしよう。わたしの納屋を取り壊し、もっと大きいものを建て、そこにわたしのすべての果実とわたしの良いものを集めよう。」

19 そして、自分の魂に言おう。「魂よ、お前には多くの良い物が蓄えられて、多くの年のために備えられている。休め、食べ、飲み、楽しめ。」

20 しかし神は彼に言われた、「愚か者よ、今夜お前の魂がお前から取り去られる。お前が用意したものは、だれのものになるのか。」

21 自分のために宝を蓄えても、神に対して富まない者は、このとおりである。

22 そこで彼は弟子たちに言った、「それゆえ、あなたがたに言う。自分の魂のことで何を食べようかと心配するな、また体のことで何を着ようかと心配するな。

23 魂は食物にまさり、体は衣にまさる。

24 カラスをよく考えなさい。彼らは蒔きもせず、刈り入れもせず、隠し部屋も納屋も持っていません。しかし神は彼らを養ってくださいます。あなたがたは、鳥よりもどれほどまさっていることでしょう。

25 あなたがたのうち、だれが心配して、自分の身長に一キュビトを加えることができるでしょうか。

26 もし、ごく小さなことさえもできないのなら、なぜほかのことまで心配するのですか。

27 ユリの花をよく考えなさい。それがどう育つかを。労せず、紡ぎもしない。しかし、わたしはあなたがたに言う。栄光のすべてをまとったソロモンでさえ、これらの一つにも及ばないほどに着飾ってはいなかった。

28 しかし、今日は野にあって、明日は窯に投げ込まれる草を、神はこのように装ってくださるのなら、ましてやあなたがたには、どれほど多くしてくださることか、信仰の薄い人たちよ。

29 あなたがたも、何を食べるか、何を飲むかを求めてはならず、心を騒がせてはならない。

30 これらのものはすべて、この世の民族が求めているのです。しかし、あなたがたの父は、あなたがたがこれらのものを必要としていることを知っておられます。

31 しかし、あなたがたは神の王国を求めなさい。そうすれば、これらのすべてのものは、あなたがたに加えて与えられます。

32 小さな群れよ、恐れるな。あなたがたの父が喜んであなたがたに王国を与えるからである。

33 あなたがたの持ち物を売り、施しをしなさい。自分のために、古びない財布を作り、尽きることのない宝を天に蓄えなさい。そこでは、泥棒も近づかず、蛾も滅ぼすことがありません。

34 あなたがたの宝のあるところに、あなたがたの心もあるからです。

35 あなたがたの腰は帯を締め、あなたがたの灯は燃えているようにしなさい。

36 あなたがたも、自分の主人が婚礼から帰って来て、たたくとすぐに開けようと待ち受けている人々のようでありなさい。

37 幸いである、その奴隷たちは、主人が来て、目を覚ましているのを見つける者たちは。まことに、あなたがたに言う、主人は帯を締め、彼らを食卓に着かせ、進み出て彼らに仕えるであろう。

38 もし主人が第二の見張りに来ても、第三の見張りに来ても、そのように見いだされるなら、その奴隷たちは幸いです。

39 このことを知っておきなさい。もし家主が、泥棒が来る時を知っていたなら、目を覚ましていたであろうし、自分の家を掘り破らせることはなかったであろう。

40 あなたがたも、その備えをしていなさい。人の子は、あなたがたが思わない時に来るからである。

41 ペテロは言った、「主よ、このたとえは私たちのために言われるのですか、それとも皆のためにもですか。」

42 主は言われた、「では、主人がその家の者たちの上に立てる、忠実で賢い管理人は、いったいだれか。それは、時にかなって食料の割り当てを彼らに与える者である。」

43 そのようにしているのを見つけられるその奴隷は幸いです。彼の主が来たときに。

44 まことに、あなたがたに言います。主人は彼に、自分のすべての持ち物を任せるでしょう。

45 しかし、もしその奴隷が心の中で『私の主は遅れている』と言い、召使いたちや女奴隷たちを打ち始め、食べたり飲んだり、酔いしれたりするなら、

46 その奴隷の主は、彼が期待しない日に、彼が知らない時に来る。そして彼を切り裂き、その部分を不信仰な者たちと共に置くであろう。

47 しかし、その主人の意志を知りながら、準備もせず、その意志に従って行わなかったその奴隷は、多く打たれるであろう。

48 しかし、知らずにそれをした者は、災いに値することをしたので、少しの打ち身で済むであろう。しかし、多く与えられた者には多くが求められ、多く任された者には、より多くが要求されるであろう。

49 わたしは地に火を投げ込むために来た。そして、その火がすでに燃えていたら、どんなに願っていることか。

50 しかし、わたしには受けるべき洗礼がある。それが成し遂げられるまで、わたしはどんなに苦しめられていることか。

51 あなたがたは、わたしが地に平和を与えるために来たと思っているのですか。そうではありません。あなたがたに言いますが、むしろ分割です。

52 今から、一つの家に五人が分かれて、三人は二人に、二人は三人に対抗するようになる。

53 父は子に、子は父に、母は娘に、娘は母に、姑は嫁に、嫁は姑に、分かれることになる。

54 また群衆にも言われた、「あなたがたは、西に雲が起こるのを見ると、すぐに『大雨が来る』と言う。すると、そのとおりになる。

55 また南風が吹くのを見て、「焼きつくような暑さになる」と言うと、そのとおりになる。

56 偽善者たちよ。あなたがたは地と天の顔を見分けることを知っているのに、どうしてこの時を見分けないのか。

57 また、なぜ自分自身で正しいことを判断しないのですか。

58 あなたが敵対者と一緒に支配者のところへ行く途中で、彼から解放されるように努めなさい。そうでなければ、彼があなたを裁判官のもとへ引きずり込み、裁判官があなたを役人に引き渡し、役人があなたを刑務所に投げ込むことにならないように。

59 あなたに言います。最後の一レプタを支払うまでは、そこから決して出てはならないのです。

Luke 13

1 ちょうどその時に、ある人々が来て、彼にガリラヤ人たちについて報告した。ピラトが彼らの血を彼らの犠牲に混ぜたのである。

2 イエスは彼らに答えて言われた、「あなたがたは、これらのガリラヤ人が他のすべてのガリラヤ人よりも罪深い者であったから、そのような苦しみを受けたと思うのですか。」

3 いいえ、あなたがたに言います。悔い改めないなら、あなたがたもみな同じように滅びます。

4 また、シロアムの塔が倒れて彼らを殺したあの十八人は、エルサレムに住んでいるすべての人々よりも債務者となったと思うのですか。

5 いいえ、あなたがたに言います。悔い改めないなら、あなたがたもみな同じように滅びます。

6 彼はこのたとえを語った。「ある人が自分のぶどう園にいちじくの木を植えてあった。そして、その木に果実を求めて来たが、見つけられなかった。

7 そこで、ぶどう園の者に言った、「見よ、三年の間、わたしは来てこのいちじくの木に果実を求めているが、見つからない。それを切り倒せ。なぜ大地を無駄にしているのか。」

8 すると、彼は答えて言った、「主よ、今年もそのままにしておいてください。私がその周りを掘って、糞を施すまで。

9 もしそれで実を結べばよし、もしそうでなければ、やがてそれを切り倒すであろう。

10 そして、イエスは安息日に、ある会堂で教えておられた。

11 すると、そこに十八年間、弱さの霊を持っている女がいた。彼女は腰を曲げていて、完全に上を向くことができなかった。

12 イエスは彼女を見て、呼び寄せて言った、「女よ、あなたはその弱さから解放された」。

13 そして彼はその女に手を置かれた。すると、彼女はたちどころにまっすぐに立ち上がり、神をあがめた。

14 すると、会堂司は、イエスが安息日に癒やしたことに憤って、群衆に言った、「働くべき日は六日ある。その間に来て癒やしてもらいなさい。安息日の日には、してはならない」。

15 そこで主は彼に答えて言われた、「偽善者たちよ。あなたがたはそれぞれ、安息日に自分の牛やロバを飼い葉おけから解いて、連れて行って水を飲ませるではないか。

16 この女はアブラハムの娘なのに、サタンが十八年の間縛っていたのだ。この束縛を安息日の日に解くべきではなかったのか。

17 こう言われたとき、反対していた者たちはみな恥じ入り、群衆はみな、彼によって行われたすべての輝かしい事柄を喜んだ。

18 そこでイエスは言われた、「神の王国は何に似ているのか。何に比べようか。」

19 それはからしの粒のようなものです。人がそれを取って自分の庭に蒔くと、それは育って大きな木になり、天の鳥がその枝に巣を作りました。

20 また言われた、「神の王国を何に比べましょうか。」

21 それは酵母のようなものです。女がそれを取って、三計量器の小麦粉に隠したところ、全体が発酵しました。

22 イエスは町々村々を通りながら教え、エルサレムへの旅路を進んでおられた。

23 すると、ある人が主に言った、「主よ、救われる者は少ないのですか」。すると彼は彼らに言った。

24 狭い門から入るように努めなさい。なぜなら、あなたがたに言いますが、多くの人が入ろうと求めるが、入ることができないからです。

25 家主が立ち上がって扉を閉めてしまうと、あなたがたは外に立って扉をたたき始め、「主よ、主よ、開けてください」と言うでしょう。すると彼は答えて言うでしょう、「あなたがたがどこから来たのか、私は知らない」。

26 そのとき、あなたがたは言い始めるであろう。『私たちはあなたの前で食べ、飲みました。また、私たちの通りであなたは教えられました。』

27 すると彼は言う、「わたしはあなたがたがどこから来たのか知らない。すべての不義の労働者よ、わたしから離れ去れ。」

28 そこでは泣きと歯ぎしりがあるであろう。あなたがたが、アブラハム、イサク、ヤコブ、そしてすべての預言者たちが神の王国にいるのを見るとき、あなたがたは外に投げ出されるのだ。

29 そして、人々は東から、西から、また北から、南から来て、神の王国で食卓に着くでしょう。

30 見よ、後の者が先になり、先の者が後になる者たちがいる。

31 ちょうどその日、何人かのパリサイ人たちが近づいて来て、彼に言った、「ここから出て行きなさい。ヘロデがあなたを殺そうとしているからです。」

32 行って、あの狐に言いなさい。『見よ、わたしは悪霊を追い出し、治癒を成し遂げる。今日と明日、そして三日目に、わたしは完成される。』

33 しかし、わたしは今日も明日もその次の日も進み続けなければならない。預言者がエルサレムの外で滅ぼされることはありえないからである。

34 エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わされた者たちを石で打つ者よ。めんどりが自分のひなを翼の下に集めるように、わたしはあなたの子らを幾たび集めようとしたことか。それなのに、あなたがたはそれを望まなかった。

35 見よ、あなたがたの家は荒れ果てて、あなたがたに残される。しかし、あなたがたに言う。あなたがたが『主の名によって来られる方は祝福されている』と言う時が来るまで、あなたがたは決して私を見ることはない。

Luke 14

1 ある安息日に、彼がパリサイ人のある支配者の家にパンを食べに入ったとき、彼らは彼をじっと見張っていた。

2 すると、そこに水腫を患っている人が、イエスの前にいた。

3 そこでイエスは答えて、律法の専門家たちとパリサイ人たちに言われた、「安息日に病気を治すことは許されているかどうか」。

4 しかし、彼らは黙っていた。そして、イエスはその人を捕まえて癒し、解放した。

5 すると、彼は彼らに答えて言った、「あなたがたのうちのだれが、そのロバや牛が井戸に落ちたなら、安息日の日にすぐにそれを引き上げてやらないだろうか。」

6 彼らはこれらのことに対して答えることができなかった。

7 イエスは招かれた人々が最上席を選んでいる様子に気づいて、彼らにたとえを話された。

8 婚礼の披露宴に招かれたときには、最上席にすわってはいけません。あなたより身分の高い人が、招かれているかもしれないからです。

9 そして、あなたとその人を招いた人が来て、あなたに『この人に場所を譲りなさい』と言うなら、そのときあなたは恥をもって最後の場所を占めることになるでしょう。

10 しかし、招かれたなら、行って末の場所に座りなさい。そうすれば、あなたを招いた者が来て、『友よ、もっと上に上がりなさい』と言うでしょう。そのとき、あなたと共に座っている人々の前で、あなたに栄光があるでしょう。

11 なぜなら、自分を高くする者はみな低くされ、自分を低くする者は高くされるからです。

12 また、イエスは自分を招いてくれた人にも言われた、「あなたが昼食や夕食を設けるときには、友人や兄弟や親族や金持ちの隣人を呼んではいけない。彼らもまたあなたを招き返して、あなたに報いが生じることのないようにするためである。

13 しかし、あなたが宴会を催すときは、貧しい人々、不具の人々、足のなえた人々、盲人たちを招きなさい。

14 そして、彼らはあなたに報いることができないので、あなたは幸いです。義人の復活のとき、あなたに報いが与えられるからです。

15 これを聞いて、同席していた者の一人がイエスに言った、「神の国でパンを食べる者は幸いです。」

16 すると彼は彼に言った、「ある人が大きな夕食を作り、多くの人を招いた。」

17 そして彼は自分の奴隷を夕食の時に遣わして、招かれた者たちに言わせた、「来なさい。もうすべてのものが用意できているから」。

18 ところが、皆が一様に断り始めた。最初の者は彼に言った、「畑を買ったので、それを見に行く必要があります。どうか私を断った者としておいてください。」

19 また別の者が言った、「五くびきの牛を買ったので、それを試しに行くところです。お願いですから、私を断った者としておいてください。」

20 また別の人が言った、「妻をめとったので、行くことができません。」

21 その奴隷が来て、これらのことを自分の主に報告した。すると、家主は怒って、自分の奴隷に言った。「急いで町の通りや路に出て行き、貧しい人々、不具の人々、足なえの人々、盲人々をここに連れて来なさい。」

22 しもべは言った、「主よ、仰せのとおりになりました。そして、まだ場所があります。」

23 主人はその奴隷に言った、「道や垣に出て行って、わたしの家が満ちるように、人々を無理に連れて来なさい」。

24 言っておくが、あの招かれた男たちの中で、私の夕食を味わう者は一人もいない。

25 さて、多くの群衆がイエスと一緒に歩いていたが、イエスは彼らのほうに向いて言われた。

26 だれでもわたしのもとに来て、自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、さらに自分の魂までも憎まない者は、わたしの弟子となることはできません。

27 自分の十字架を負って、わたしの後に来ない者は、わたしの弟子になることはできません。

28 あなたがたのうちで、塔を建てようと思う者が、まず座って、完成させるのに十分なものがあるかどうか、その費用を計算しない者がいるでしょうか。

29 基礎を置いただけで完成できなかったなら、見ている者たちはみな彼をあざ笑い始めるでしょう。

30 『この人は建て始めたが、完成することができなかった。』と言って。

31 また、どんな王でも、他の王と戦争を交えようとして出て行くとき、まず座って、一万の兵で二万の兵を率いて来る者に立ち向かうことができるかどうかを考えないだろうか。

32 もし見込みがなければ、敵がまだ遠くにいる間に、使者を送って平和を求めるでしょう。

33 このように、あなたがたのうちのだれでも、自分のすべての持ち物を捨てない者は、わたしの弟子となることはできません。

34 塩は良いものです。しかし、もしその塩が愚かになってしまったら、何によって味が付けられるでしょうか。

35 大地にも糞にも役立たず、外に投げ捨てられる。聞く耳のある者は聞きなさい。

Luke 15

1 さて、すべての取税人と罪人たちが、彼の話を聞こうとして、彼に近づいて来た。

2 すると、パリサイ人と書記官たちはつぶやいて言った、「この人は罪人たちを受け入れて、彼らと一緒に食べる。」

3 そこで彼らにこのたとえを語って言われた。

4 あなたがたのうちに百匹の羊を持つ人がいて、その一匹を失ったなら、九十九匹を荒野に残して、失われた一匹を見つけるまで捜しに行かないでしょうか。

5 見つけたら、喜んで自分の肩に載せる。

6 そして家に帰って来ると、友だちや隣人たちを呼び集め、彼らに言う、「わたしの失われた羊を見つけましたから、わたしと一緒に喜んでください」。

7 あなたがたに言いますが、それと同じように、悔い改める必要のない九十九人の正しい人たちよりも、一人の罪人が悔い改めるなら、その人について天に喜びがあるのです。

8 また、ある女がドラクマを十枚持っていて、もしその一枚をなくしたなら、灯をつけ、家を掃き、見つけるまで熱心に捜さないだろうか。

9 見つけて、友だちや隣人たちを呼び集めて、『なくしたドラクマを見つけましたから、私と一緒に喜んでください。』と言うのです。

10 あなたがたに言いますが、それと同じように、一人の罪人が悔い改めるなら、神の天使たちの前で喜びが起こるのです。

11 また、ある人に二人の子がいた。

12 そして、彼らのうちの弟が父に言った、「父よ、私に財産の分け前をください」。そして父は彼らに財産を分け与えた。

13 それから、幾日もたたないうちに、弟はすべてを集めて遠い地域へ旅立った。そして、そこで放蕩して財産を散らした。

14 彼がすべてを使い果たした後、その地域に激しい飢饉が起こり、彼自身も欠乏し始めた。

15 そして行って、その地域の市民の一人に身を寄せた。その人は彼を自分の野に送って、豚を飼わせた。

16 彼は豚の食べるさやで腹を満たしたいと願っていたが、だれも彼に与えなかった。

17 しかし、我に返ったとき彼は言った、「父のところには、パンのあり余っている雇い人が大勢いる。それなのに、私は飢饉で滅びようとしている。」

18 起きて、父のところへ行き、こう言おう。『父よ、私は天に対して罪を犯し、あなたの前にも罪を犯しました。』

19 もう私は、あなたの子と呼ばれる資格はありません。雇い人のひとりにしてください。

20 そこで彼は立ち上がって、自分の父のもとへ行った。まだ遠くにいたのに、父は彼を見て、深くあわれみ、走り寄って彼の首に抱きつき、口づけした。

21 すると、その子は父に言った、「父よ、わたしは天に対して罪を犯し、あなたの前にも罪を犯しました。もうわたしは、あなたの子と呼ばれるに値しません。」

22 すると父はその奴隷たちに言った、「長い衣を一番のものを持って来て、彼に着せなさい。そして彼の手に指輪を、彼の足にサンダルを与えなさい。」

23 肥えた子牛を引いて来てほふりなさい。そして食べて祝おうではないか。

24 この私の子は死んでいたが、生き返り、失われていたが、見つかったのだ。そして彼らは喜び始めた。

25 ところで、彼の上の子は野にいたが、帰って来て家に近づいたとき、音楽と舞踏の音を聞いた。

26 そして、自分の召使いの一人を呼んで、これはいったい何事かと尋ねた。

27 すると彼は彼に言った、「あなたの兄弟が来ました。そしてあなたの父が、無事で彼を受け取ったので、肥えた子牛を屠りました。」

28 すると、彼は怒って、家に入ろうとはしなかった。そこで、父が出て来て、彼をなだめた。

29 しかし彼は答えて父に言った、「ご覧ください。これほどの年々、私はあなたに仕えてきました。そして、あなたの戒めを一度も破ったことはありません。それなのに、あなたは私に、友だちと共に楽しむために、子山羊一匹さえ与えたことはありません。

30 しかし、あなたのこの子が、娼婦たちと共にあなたの財産を食い尽くして帰って来たのに、彼のために肥えた子牛を屠ったのですか。

31 すると父は彼に言った、「子よ、お前はいつも私と共にいる。私のものはすべてお前のものだ。

32 しかし、あなたの兄弟は死んでいたが生き返り、失われていたが見つかったのだから、喜び楽しむべきであった。

Luke 16

1 イエスはまた、弟子たちに言われた。「ある金持ちの人に、ひとりの管理人がいた。この管理人が主人の財産を散らしていると、彼に告げられた。

2 彼を呼び寄せて言った、「あなたについてこんなことを聞いているが、これは何だ。あなたの管理の会計報告を出しなさい。もう管理を続けることはできないからだ。」

3 管理人は心の中で言った、「私の主がこの管理の仕事を取り上げられる。どうしよう。掘ることはできないし、物乞いするのは恥ずかしい。」

4 私は知っている、何をすべきかを。管理の仕事から外されるとき、彼らが私を自分の家に迎えてくれるように。

5 そこで彼は、主人の債務者たちを一人ひとり呼んで、最初の人に言った、「私の主に、いくら借りがあるのか。」

6 彼は言った、「油百計量器」。そして彼に言った、「あなたの証書を受け取り、座ってすぐに五十と書きなさい」。

7 それから別の人に言った、「あなたはいくら借りがあるか。」その人は言った、「小麦百コルです。」彼は言った、「あなたの証文を受け取り、八十と書きなさい。」

8 主人は、不義の管理人を、賢く行ったのでほめた。この世の子らは、自分たちの世代については、光の子らよりも賢いからである。

9 そこで、わたしはあなたがたに言います。不正のマモンで、自分のために友をつくりなさい。そうすれば、あなたがたが尽きるとき、彼らはあなたがたを永遠の幕屋に迎えるでしょう。

10 小さい事に忠実な人は、大きい事にも忠実であり、小さい事に不忠実な人は、大きい事にも不忠実です。

11 それなら、あなたがたが不正のマモンに忠実でなかったなら、だれがあなたがたに真実のものを信じさせるでしょうか。

12 また、あなたがたが他人のものに忠実でなかったなら、だれがあなたがたのものを与えるでしょう。

13 召使いは二人の主に仕えることはできません。一方を憎んで他方を愛するか、あるいは一方に忠実で他方を軽んじるからです。あなたがたは神とマモンとに仕えることはできません。

14 これをすべて聞いて、金を愛するパリサイ人たちは、イエスをあざ笑っていた。

15 イエスは彼らに言われた、「あなたがたは、人の前で自分自身を義とする者である。しかし神はあなたがたの心を知っておられる。人の間で高いものは、神の前で忌むべきものである。」

16 律法と預言者はヨハネまでです。それ以来、神の王国の福音が宣べ伝えられ、すべての人がそれに押し入っています。

17 しかし、律法の一つの小突起が落ちるよりも、天と大地が過ぎ去るほうが易しいのです。

18 だれでも自分の妻を離別して他の女と結婚する者は姦淫を犯す。また、夫から離別された女と結婚する者も姦淫を犯す。

19 ある金持ちの人がいて、紫と上等の亜麻布を着て、毎日ぜいたくに楽しんでいた。

20 ところが、その門の前に、ラザロという名前の貧しい人が、全身おできだらけで横たわっていた。

21 そして、金持ちの食卓から落ちるパンくずで腹を満たしたいと願っていた。しかし、犬たちもやって来て、彼の潰瘍をなめていた。

22 さて、その貧しい人は死んで、天使たちによってアブラハムの懐に連れて行かれた。金持ちも死んで、葬られた。

23 そしてハデスにおいて苦しみの中にありながら、目を上げて、はるかかなたにアブラハムと、その懐にいるラザロを見た。

24 彼は叫んで言った、「父アブラハムよ、私をあわれんでください。ラザロを遣わして、その指の先端を水に浸し、私の舌を冷やさせてください。私はこの炎の中で苦しんでいます。」

25 アブラハムは言った、「子よ、思い出せ。お前は自分の命の間に良い物を受け取ったが、ラザロは同様に悪い物を受け取った。今ここで彼は慰められ、お前は苦しんでいる。」

26 そればかりでなく、これらすべてのことに加えて、私たちとあなたがたの間には大きな深い裂け目が固定されています。それは、ここからあなたがたのところへ渡ろうと望む者たちができないように、また、そこから私たちのところへ渡って来る者たちもできないようにするためです。

27 彼は言った、「父よ、それではお願いします。ラザロを私の父の家に送ってください。」

28 私には五人の兄弟がいます。彼らまでこの苦痛の場所に来ないように、彼らに証ししてください。

29 アブラハムは彼に言った、「彼らにはモーセと預言者たちがいる。彼らの言うことを聞くがよい。」

30 彼は言った、「いいえ、父アブラハム。しかし、もし誰かが死者の中から彼らのところへ行くなら、彼らは悔い改めるでしょう。」

31 アブラハムは彼に言った、「もしモーセと預言者たちの言うことを聞かないなら、たとえ死人の中から誰かがよみがえっても、彼らは説得されないであろう。」

Luke 17

1 イエスは弟子たちに言われた、「つまずきの石が来ないことはあり得ない。しかし、それを来させる者にはわざわいがある。」

2 その人には、自分の首に臼石をかけられて海に投げ込まれる方が、これらの小さい者たちの一人をつまずかせるよりも益がある。

3 自分自身に気をつけなさい。もしあなたの兄弟があなたに対して罪を犯したなら、彼を戒めなさい。そして悔い改めるなら、彼を赦しなさい。

4 たとえ一日に七度あなたに対して罪を犯し、七度あなたのところに来て『悔い改めます』と言うなら、赦してやりなさい。

5 使徒たちは主に言った、「私たちの信仰を増してください。」

6 しかし主は言われた、「もしあなたがたにからしの粒ほどの信仰があったなら、このいちじく桑に『根こそぎ抜かれて海に植えられよ』と言えば、それはあなたがたに従ったであろう」。

7 あなたがたのうちのだれかに、耕作や羊飼いをする奴隷がいて、その者が野から帰って来たとき、すぐに『来て、横になりなさい』と言うでしょうか。

8 むしろ、彼に言うのではありませんか。「私の夕食を用意し、帯を締めて、私が食べ飲みするまで給仕しなさい。その後で、あなたは食べ飲みしなさい」と。

9 その奴隷が言いつけられたことをしたからといって、主人はその奴隷に恵みを持つでしょうか。私はそうは思いません。

10 あなたがたも同じように、命じられたことをすべて行ったなら、「私たちは役に立たない奴隷です。なすべきことをしただけです」と言いなさい。

11 そして、彼がエルサレムへ行く途中、彼はサマリアとガリラヤの真ん中を通り過ぎていた。

12 ある村に入ると、十人のらい病人の男たちが彼に出会った。彼らは遠く離れて立っていた。

13 彼らは声を上げて、「イエスよ、主人よ、私たちをあわれんでください。」と言った。

14 イエスはこれを見て、彼らに言われた、「行って、自分自身を祭司たちに見せなさい」。そして、彼らが行く途中で、彼らは清められた。

15 そのうちの一人は、自分が癒やされたのを見て、大声で神を崇めながら引き返して来た。

16 そして彼は顔を伏せて、その足もとに倒れ、彼に感謝した。彼はサマリア人であった。

17 イエスは答えて言われた、「十人は清められたのではないか。九人はどこにいるのか。」

18 神に栄光を帰すために戻って来た者は、この外国人以外には見いだされなかった。

19 そして彼に言った、「立ち上がって、行きなさい。あなたの信仰があなたを救った。」

20 パリサイ人たちに、神の国がいつ来るのかと尋ねられたとき、イエスは答えて言われた、「神の国は、観察を伴って来るものではない。

21 彼らは「見よ、ここにある」とか「見よ、あそこにある」とは言わないであろう。見よ、神の王国はあなたがたの内にあるのだ。

22 イエスは弟子たちに言われた、「人の子の日の一つを見たいと願う日々が来るが、あなたがたは見ることはないであろう」。

23 人々が『こちらだ』とか『あちらだ』と言っても、行ってはならない。また追いかけてはならない。

24 なぜなら、稲光が天の下から天の下へと輝くように、人の子もその日にはそのようになるからである。

25 しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、この世代に拒絶されなければなりません。

26 ノアの日に起こったように、人の子の日にもそのようになるでしょう。

27 彼らは食べ、飲み、結婚し、嫁がせていたが、ノアが箱に入ったその日まで、洪水が来て、すべての者を滅ぼした。

28 同じように、ロトの日々にも起こった。彼らは食べ、飲み、買い、売り、植え、建てていた。

29 ロトがソドムから出て行ったその日に、火と硫黄が天から降って、すべての人を滅ぼした。

30 人の子が現れる日も、そのとおりである。

31 その日、屋上にいる者は、家の中にある自分の器を取りに降りてはならない。また、野にいる者も同じように、後に戻ってはならない。

32 ロトの妻を思い出しなさい。

33 自分の魂を救おうとする者はそれを失い、それを失う者はそれを生かす。

34 あなたがたに言いますが、その夜、同じ寝台にふたりがいて、ひとりは取られ、もうひとりは残されるでしょう。

35 ふたりの女が一緒に臼をひいていると、ひとりは取られ、もうひとりは残されるであろう。

36 二人は野にいるであろう。一人は取られ、もう一人は残されるであろう。

37 弟子たちは答えて言った。「主よ、どこでですか。」主は言われた。「死体のある所、そこに、鷲も集まります。」

Luke 18

1 イエスは、いつでも祈るべきであり、失望してはならないことを教えるために、彼らにたとえを話された。

2 ある町に、神を恐れず、人を人とも思わない裁判官がいた。

3 その町にひとりの寡婦がいたが、彼のところに来ては、「私の敵対者から私を弁護してください」と言っていた。

4 彼はしばらくの間、それを望まなかった。しかし、その後、彼は心の中で言った、「私は神を恐れず、人を敬わないが、

5 この寡婦が私に労苦をかけるから、彼女のために裁きを行おう。そうでなければ、彼女が絶えず来て私を悩ませ続けることになるからだ。

6 主は言われた、「不義の裁判官が言うことを聞きなさい」。

7 しかし神は、昼も夜も叫び求めるその選民のために復讐をなさらないことがあろうか。神は彼らに対して忍耐しておられるのだ。

8 あなたがたに言いますが、神は速さをもって彼らの復讐をしてくださるでしょう。しかし、人の子が来たとき、はたして大地の上に信仰を見いだすでしょうか。

9 また、自分を義人だと思い込み、他の人々を見下しているある人々に対して、このたとえを話された。

10 ふたりの人が祈るために神殿に上った。ひとりはパリサイ人で、もうひとりは取税人であった。

11 パリサイ人は立って、自分の心の中でこう祈った。「神よ、わたしはほかの人々のように、奪う者、不正な者、姦夫ではなく、ましてこの取税人のようではないことを、あなたに感謝します。

12 私は週に二度断食し、自分の得るすべてのものの十分の一を納めています。

13 しかし、取税人は遠くに立って、目を天に向けようともせず、自分の胸を打って言った、「神よ、罪人の私をあわれんでください」。

14 あなたがたに言うが、この人は義と認められて、その家に下って行った。あの人がそうではなかった。なぜなら、すべて自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるからである。

15 人々は幼子たちをイエスに触れていただこうとして、彼のもとに連れて来た。弟子たちはそれを見て、彼らを叱った。

16 しかしイエスは彼らを呼び寄せて言われた、「子供たちをわたしのところに来させなさい。そして彼らを妨げてはいけません。神の国はこのような者たちのものだからです。

17 まことに、あなたがたに言います。神の国を子供のように受け入れない者は、決してそこに入ることはできません。

18 ある支配者が彼に尋ねて言った、「良い教師よ、何をしたら永遠の命を受け継ぐことができるでしょうか。」

19 イエスは彼に言った、「なぜ、わたしを善いと言うのか。神おひとりのほかには、善い者はだれもいない。」

20 あなたは戒めを知っている。姦淫してはならない。殺してはならない。盗んではならない。偽証してはならない。あなたの父と母を敬え。

21 すると彼は言った、「これらのことはすべて、若さの時から守ってきました。」

22 これを聞いて、イエスは彼に言われた、「あなたにはまだ一つ欠けているものがある。あなたの持っているものをすべて売り、貧しい人々に分け与えなさい。そうすれば、あなたは天に宝を持つであろう。そして、来て、わたしに従いなさい。」

23 これを聞いて、彼は非常に悲しんだ。彼は大変裕福だったからである。

24 イエスは彼が深く悲しんでいるのを見て言われた、「金銭を持つ者が神の王国に入るのは、何と難しいことか」。

25 らくだが針の穴を通る方が、金持ちが神の王国に入るよりも易しいのです。

26 これを聞いた人々は言った、「それでは、だれが救われることができるでしょう。」

27 イエスは言われた、「人にはできないことが、神にはできるのです」。

28 すると、ペテロが言った。「ご覧ください。私たちはすべてを捨てて、あなたに従ってまいりました。」

29 イエスは彼らに言われた、「まことに、あなたがたに告げる。神の国のために、家、親、兄弟、妻、子を捨てた者は、だれもいない。

30 この世にあって幾倍も受けず、後の世で永遠の命を受けない者はない。

31 そこで、十二人を連れて、彼らに言われた、「見よ、わたしたちはエルサレムに上って行く。そして、預言者たちによって人の子について書かれたすべてのことが成し遂げられるであろう」。

32 彼は異邦人に引き渡され、そして嘲られ、辱められ、唾をかけられるであろう。

33 彼らはむちで打ってから殺すであろう。そして三日目に、彼はよみがえるであろう。

34 しかし彼らはこれらのことを何一つ悟らなかった。この言葉は彼らに隠されていて、彼らは言われたことを理解しなかった。

35 イエスがエリコに近づかれたとき、ある盲人が道ばたに座って、物乞いをしていた。

36 群衆が通って行くのを聞いて、これは何のことかと尋ねた。

37 彼らはイエスがナザレ人であると告げた、「イエスがお通りになる」。

38 彼は叫んで言った、「ダビデの子イエスよ、私をあわれんでください。」

39 先頭を行く人々は彼を叱って黙らせようとしたが、彼はますます激しく叫んだ、「ダビデの子よ、私をあわれんでください」。

40 イエスは立ち止まって、彼を自分のところに連れて来るように命じた。彼が近づいて来たとき、イエスは彼に尋ねた。

41 「何をしてほしいのか。」と言われた。彼は言った、「主よ、目が見えるようになりたいのです。」

42 イエスは彼に言われた、「見えるようになれ。あなたの信仰があなたを救ったのです。」

43 するとすぐに彼は目が見えるようになり、神を崇めながらイエスに従った。そして、これを見たすべての民は神に賛美をささげた。

Luke 19

1 そして、入って来て、エリコを通り過ぎて行かれた。

2 見よ、ザアカイという名の男がいた。彼は取税人のかしらであり、金持ちであった。

3 彼はイエスがどんな方か見ようとしたが、群衆のために見ることができなかった。なぜなら、身長が低かったからである。

4 そこで、前方に走り出て、イエスを見るために、いちじく桑の木に登った。イエスがその道を通り過ぎようとしておられたからである。

5 イエスはその場所に来たとき、上を見上げて彼を見て、彼に言った、「ザアカイ、急いで降りて来なさい。今日はあなたの家に泊まらなければならないから」。

6 彼は急いで降りて来て、喜んで彼を迎えた。

7 これを見て、皆はつぶやいて言った、「彼は罪人の男のところに入って泊まった」。

8 ザアカイは立って、主に言った。「主よ、ご覧ください。私の財産の半分を貧しい人々に与えます。また、私がだれかから不正に取り立てた物があれば、四倍にして返します。」

9 イエスは彼に言った、「今日、救いがこの家に臨んだ。この人もアブラハムの子であるからだ。」

10 人の子は、失われた者を捜して救うために来たのです。

11 彼らがこれらのことを聞いているとき、イエスは続けて一つのたとえを話された。それは、彼がエルサレムに近づいておられ、彼らが神の国がすぐにでも現れると思っていたからである。

12 そこで、ある高貴な人が、自分のために王国を受けて帰るために、遠い地域へ行った。

13 彼は自分の十人の奴隷を呼び、彼らに十ミナを与えて言った、「私が来るまで、これで商売しなさい」。

14 しかし、その市民たちは彼を憎み、彼の後ろに使節を送って言った、「我々はこの者が我々の上に王となることを望まない」。

15 彼が王国を受けて帰って来たとき、銀を与えておいたこれらの奴隷たちを呼び出させて、それぞれが何を商売で得たかを知ろうと言った。

16 最初の者が来て言った、「主よ、あなたの一ミナで十ミナをもうけました。」

17 彼は彼に言った、「よくやった、良い奴隷よ。あなたは最も小さな事にも忠実だったから、十の都市の上に権威を持つ者となりなさい。」

18 二番目の者が来て言った、「主よ、あなたの一ミナで五ミナをもうけました。」

19 彼はこの者にも言った、「あなたも五つの都市の上に立て。」

20 また別の者が来て言った、「主よ、ご覧ください。あなたのミナがここにあります。私はそれをハンカチに包んでしまっておきました。」

21 私はあなたを恐れていました。なぜなら、あなたは厳しい人だからです。あなたは、置かなかったものを取り、蒔かなかったものを刈り取るからです。

22 彼は彼に言った、「悪い奴隷よ、あなた自身の口によってあなたを裁く。あなたは、私が置かなかったものを取り、蒔かなかったものを刈り取る、厳しい人であることを知っていたのだ。」

23 なぜ私の銀を銀行に預けなかったのか。私が来たとき、それを利息と共に取り立てたはずだ。

24 そして、そばに立っていた者たちに言った、「そのミナを彼から取り上げて、十ミナを持っている者に与えなさい。」

25 すると彼らは言った、「主よ、彼は十ミナを持っています。」

26 あなたがたに言うが、だれでも持っている者には与えられ、持っていない者からは、持っているものまでも取り上げられるであろう。

27 ただ、私が王となることを望まなかったあの敵たちを、ここに連れて来て、私の目の前で殺してしまえ。

28 これらのことを言ってから、イエスは先に進み、エルサレムへ上って行かれた。

29 そして、彼がベタパゲとベタニヤに近づいたとき、オリーブの木と呼ばれる山のところで、彼は自分の弟子のうちの二人を送り出した。

30 「向こうの村に行きなさい。そこに入ると、まだだれも乗ったことのない子ろばがつないであるのを見つけるでしょう。それをほどいて連れて来なさい。」

31 もし、だれかがあなたがたに「なぜ、それを解くのか」と尋ねるなら、こう言いなさい。「主がそれに必要を持っておられる」と。

32 遣わされた者たちは行ってみると、イエスが彼らに言われたとおりになった。

33 彼らが子ろばを解いていると、その持ち主たちが彼らに言った、「なぜ子ろばを解くのか」。

34 彼らは言った、「主がそれを必要としている」。

35 そして彼らはそれをイエスのもとに連れて来て、自分たちの上着を子ろばの上に投げかけ、イエスを乗せた。

36 イエスが進んで行かれると、人々は道に自分たちの上着を敷いた。

37 イエスがすでにオリーブの木の山の下りに近づいたとき、弟子たちの群衆はみな、自分たちが見たすべての力について喜んで、大声で神を賛美し始めた。

38 「主の御名によって来られる王は祝福されている。天には平和、いと高き所には栄光がある。」と言った。

39 すると、群衆の中のあるパリサイ人たちがイエスに向かって言った、「教師よ、あなたの弟子たちを叱ってください。」

40 イエスは答えて言われた。「あなたがたに言う。もしこの人たちが黙れば、石が叫ぶであろう。」

41 そして、イエスが近づいたとき、都を見て、その都のために泣かれた。

42 「もしあなたも、この日、平和をもたらすことを知っていたなら。しかし今は、それがあなたの目から隠されている。」

43 あなたの敵が塹壕を巡らせ、あなたを包囲し、四方から押し寄せる日々が来る。

44 そして彼らはあなたとあなたの内の子らを地に打ち倒し、あなたの中で石の上に石を残さないであろう。それは、あなたが自分の訪問の時を知らなかったからである。

45 神殿に入って、そこで売っている者たちと買っている者たちを追い出し始めた。

46 彼らに言われた、「『わたしの家は祈りの家である』と書いてある。それなのに、あなたがたはそれを強盗の洞窟にした。」

47 イエスは毎日、神殿で教えていた。しかし、大祭司たちと書記官たちは、彼を滅ぼそうと求めていた。民のおもだった者たちも同様であった。

48 しかし、彼らはどうしてよいかわからなかった。民がみな、熱心に彼の話に耳を傾けていたからである。

Luke 20

1 そのころのある日、イエスが神殿で民を教え、福音を宣べ伝えておられたとき、大祭司たちと書記官たちが長老たちとともに立ちはだかった。

2 彼らはイエスに言った、「何の権威によってこれらのことをしているのか、また、あなたにその権威を与えたのはだれなのか、私たちに言いなさい。」

3 そこで答えて言われた、「わたしも一言あなたがたに尋ねます。それに答えなさい。」

4 ヨハネの洗礼は、天からであったか、それとも人からであったか。

5 すると彼らは互いに論じ合って言った、「もし天からと言えば、彼は『ではなぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう」。

6 しかし、「人からだ」と言えば、民はみな私たちを石で打ち殺すでしょう。彼らはヨハネが預言者であると確信しているからです。

7 そこで、「どこからか知りません」と答えた。

8 するとイエスは彼らに言われた、「わたしも、何の権威によってこれらのことをするのか、あなたがたに言わない。」

9 そこで、イエスは民にこのたとえを話し始められた。「ある人がぶどう園を植え、それを農夫たちに貸して、長い間旅に出た。

10 そして季節になったので、農夫たちのところへ奴隷を遣わし、ぶどう園の果実の一部を自分に渡させるようにした。しかし農夫たちはその奴隷を打ちたたき、何も持たせずに送り返した。

11 そこで、彼はもう一人の奴隷を遣わしたが、彼らはその者も打ちたたき、辱めて、何も持たせずに送り返した。

12 彼はさらに三人目を送ることにしたが、彼らはこの者にも傷を負わせて追い出した。

13 ぶどう園の主は言った、「どうしようか。愛する子を送ろう。彼らはこの子を見て、敬うだろう。」

14 農夫たちは彼を見て、互いに論じ合って言った、「これは相続人だ。さあ、彼を殺そう。そうすれば、相続は私たちのものになるだろう」。

15 そして、彼らは彼をぶどう園の外に追い出して殺してしまった。それでは、ぶどう園の主は彼らに何をするだろうか。

16 彼は来て、この農夫たちを滅ぼし、ぶどう園を他の人々に与えるだろう。これを聞いて、彼らは言った、「そんなことがあってはならない」。

17 しかし、彼は彼らを見つめて言った、「それでは、『建てる者たちが捨てた石、それが隅の頭となった』と書いてあるこのことは、何であるか。」

18 この石の上に落ちる者はみな砕かれ、この石がだれかの上に落ちるなら、その人を粉々にするであろう。

19 そこで、大祭司たちと書記官たちは、その時にイエスに手をかけて捕えようとしたが、民を恐れた。彼らは、このたとえが自分たちに向けて言われたのだと知っていたからである。

20 彼らは見張っていて、義人を装う間者を送り、彼の言葉を捕らえて、総督の支配と権威に彼を引き渡そうとした。

21 彼らはイエスに質問して言った、「教師よ、私たちは、あなたが正しく語り、教え、また顔を取らず、真理に基づいて神の道を教えておられることを知っています。

22 私たちはカエサルに貢税を納めることは律法にかなっているのでしょうか、それともかなっていないのでしょうか。

23 彼らの狡猾さを見抜いて、イエスは彼らに言われた、「なぜわたしを試すのか」。

24 デナリオンをわたしに見せなさい。それはだれの像と刻印を持っているか。彼らは答えて言った、「カエサルのものです」。

25 すると彼は彼らに言った、「では、カエサルのものをカエサルに、神のものを神に返しなさい。」

26 彼らは民の前で彼の言葉を捕らえることができず、その答えに驚いて黙ってしまった。

27 ところが、復活があることを否定するサドカイ派のある者たちが、彼に近づいて来て、尋ねた。

28 「先生、モーセは私たちにこう書きました。もしある人の兄弟が妻を持ちながら子なしで死んだなら、その兄弟の妻をその兄弟が娶り、自分の兄弟のために種を起こさなければならない、と。」

29 七人の兄弟がいました。長男は妻をめとりましたが、子どもがなくて死にました。

30 次男もその妻を娶ったが、彼も子なしで死んだ。

31 三番目の者もその女を妻にしたが、七人も同じようにして、子を残さずに死んだ。

32 そして、すべての者のあとで、その女も死んだ。

33 すると復活の時、彼らのうちのだれの妻になるのでしょうか。七人とも彼女を妻としたのです。

34 イエスは彼らに答えて言われた、「この世の子らはめとったり、とついだりする。

35 しかし、その世と死人からの復活を得るにふさわしいと認められた者たちは、めとることも、とつぐこともありません。

36 彼らはもう死ぬことができません。彼らは御使いたちのようであり、復活の子として神の子だからです。

37 しかし、死者がよみがえることについては、モーセも茨の箇所で、主をアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神と呼んで、そのことを示しました。

38 神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神です。すべての人は神に対して生きているからです。

39 すると、書記官のうちのある者たちが答えて言った、「教師よ、よく言われました。」

40 彼らはもう何も質問する勇気がなかった。

41 すると、彼らに言われた、「どうして人々はキリストをダビデの子と言うのか」。

42 ダビデ自身も詩篇の書の中でこう言っています。「主は私の主に言われた。『わたしの右に座せよ。』」

43 わたしがあなたの敵をあなたの足台とするまで。

44 それで、ダビデが彼を主と呼んでいるのに、どうして彼がダビデの子なのでしょう。

45 民衆がみな聞いているときに、イエスは自分の弟子たちに言われた。

46 書記官たちに気をつけなさい。彼らは長い衣をまとって歩き回ること、市場での挨拶、会堂の最上席、夕食の最上席を好むからです。

47 彼らは寡婦の家を食い尽くし、見せかけのために長く祈る。これらの者たちは、より重い裁きを受けるであろう。

Luke 21

1 さて、イエスが目を上げて見ると、金持ちたちがその贈り物を宝物庫に投げ入れていた。

2 また、ある貧しい寡婦が、そこにレプタ二つを投げ入れているのをご覧になった。

3 そして言われた、「まことに、あなたがたに告げます。この貧しい寡婦は、皆よりも多く投げ入れたのです。

4 なぜなら、これらの人々はみな、自分たちのあり余る中から神への贈り物に投げ入れたが、この女は、自分の不足の中から、持っていた生活費のすべてを投げ入れたからである。

5 ある人々が神殿について、見事な石や捧げ物で飾られていると言っていると、イエスは言われた。

6 あなたがたが見ているこれらの物について、石がくずされずに積まれたまま残ることのない日々が来る。

7 彼らはイエスに尋ねて言った、「教師よ、ではこれらのことはいつ起こるのですか。また、これらのことが起ころうとしているとき、どんなしるしがあるのですか。」

8 しかし、彼は言った、「惑わされないように気をつけなさい。多くの者が私の名によって来て、『私がそれだ』、また『時は近づいた』と言うだろう。だから、彼らの後について行ってはならない。」

9 しかし、戦争や無秩序のことを聞いても、恐れてはならない。これらのことがまず起こらなければならないが、終わりはすぐには来ないからである。

10 そのとき、イエスは彼らに言われた、「民族は民族に立ち向かい、王国は王国に立ち向かうであろう」。

11 あちこちで大きな地震があり、飢饉や疫病が起こり、恐ろしい光景や天からの大きなしるしが現れます。

12 しかし、これらのすべての前に、彼らはあなたがたに手を置き、迫害し、会堂と刑務所に引き渡し、わたしの名のために王たちと総督たちの前に連れて行かれるでしょう。

13 それはあなたがたにとって証言となるでしょう。

14 それゆえ、あなたがたの心に、どう弁明するかをあらかじめ考えないことを定めなさい。

15 わたしはあなたがたに口と知恵を与えます。それは、あなたがたに敵対するすべての者が、それに反論することも、抵抗することもできないためです。

16 しかし、あなたがたは両親、兄弟、親族、友人にも裏切られ、そのうちの何人かは殺されるでしょう。

17 あなたがたは、わたしの名のために、すべての人に憎まれるでしょう。

18 しかし、あなたがたの頭の髪の毛一本も失われることはありません。

19 あなたがたの忍耐によって、自分の魂を勝ち取りなさい。

20 しかし、エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら、そのとき、その荒廃が近づいたことを知りなさい。

21 そのとき、ユダヤにいる人々は山へ逃げなさい。その中にいる人々はそこから立ち去りなさい。そして、地域にいる人々はその中に入ってはならない。

22 これは、書かれているすべてのことが成就する復讐の日々だからです。

23 その日、身重の女と乳飲み子を持つ女は不幸です。なぜなら、この大地に大きな苦難が臨み、この民に怒りが臨むからです。

24 彼らは剣の刃に倒れ、捕らえられてすべての国々に連れて行かれ、エルサレムは異邦人に踏まれるであろう。異邦人の時が満ちるまで。

25 そして、太陽と月と星にしるしが現れ、地上では、海と波が荒れどよめくために、諸民族が当惑して苦悩するであろう。

26 人々は、恐れと、世界に臨もうとしていることへの期待のために気を失いながら、天の力が揺り動かされるからである。

27 そのとき、人々は人の子が力と多くの栄光を帯びて雲に乗って来るのを見るであろう。

28 これらのことが起こり始めたなら、からだをまっすぐにし、頭を上げなさい。あなたがたの贖いが近づいているからです。

29 それからイエスは彼らにたとえを話された。「いちじくの木とすべての木を見なさい。

30 木の芽が出ると、それを見て、夏が近いことをあなたがたは知るのです。

31 このように、あなたがたも、これらのことが起こるのを見たら、神の国が近いことを知りなさい。

32 まことに、あなたがたに言います。すべてのことが起こるまでは、この世代は過ぎ去りません。

33 天と大地は過ぎ去る。しかし、わたしの言葉は決して過ぎ去ることはない。

34 あなたがたの心が、二日酔いと酩酊とこの世の心配で重くなり、その日が突然あなたがたに臨むことのないように、自分自身に気をつけなさい。

35 それは、全地の顔の上に座しているすべての人々に罠のように臨むからです。

36 しかし、あなたがたは、起ころうとしているこれらすべてのことから逃れ、人の子の前に立つことができるように、いつも祈りつつ目を覚ましていなさい。

37 しかし、イエスは昼は神殿で教え、夜は出て行って、オリーブの木と呼ばれる山で過ごされた。

38 そしてすべての民は、朝早く神殿で彼のところに来て、彼の話を聞いていた。

Luke 22

1 種なしパンの祭りと呼ばれる過越の祭りが近づいていた。

2 大祭司たちと書記官たちは、どうやって彼を殺そうかと探し求めていた。彼らは民を恐れていたからである。

3 さて、十二弟子の数の中にいる、イスカリオテと呼ばれるユダに、サタンが入った。

4 そこで、彼は出て行って、大祭司たちや司令官たちと、どのようにしてイエスを彼らに引き渡すかを相談した。

5 彼らは喜び、彼に銀を与えることに同意した。

6 彼は承知し、群衆のいないときにイエスを彼らに引き渡そうと機会をねらっていた。

7 種なしパンの日が来た。その日には過越の小羊を屠らねばならなかった。

8 イエスはペテロとヨハネを遣わして言った、「行って、私たちが過越の食事を食べられるように準備しなさい。」

9 彼らはイエスに言った、「どこに準備しましょうか」。

10 すると彼は彼らに言った、「見よ、あなたがたが町に入るとき、水差しを運んでいる人があなたがたに会うであろう。その人が入る家まで彼に従いなさい。」

11 そして、その家の家主に言いなさい。『教師があなたに言う、私の弟子たちと過越の食事をする客間はどこか。』

12 すると、その主人は、整えられた上の部屋の大広間をあなたがたに見せてくれるでしょう。そこで準備をしなさい。

13 彼らは出かけて行って、イエスが彼らに言われたとおりのものを見つけ、過越の食事を用意した。

14 時に至り、イエスは食卓に着き、十二使徒も彼と共にいた。

15 イエスは言われた、「わたしは苦しみを受ける前に、あなたがたとこの過越の食事をしたいと、どんなに強く望んだことか。」

16 あなたがたに言いますが、神の国において成就するまでは、わたしはもはや二度とそれを食べることはありません。

17 杯を受け取り、感謝をささげて、言われた、「これを取って、互いに分け合いなさい」。

18 あなたがたに言いますが、神の国が来るまで、わたしはぶどうの木の果実を飲むことは決してありません。

19 パンを取り、感謝をささげてから、裂いて、彼らに与えて言った、「これは、あなたがたのために与えられるわたしの体です。これを、わたしの追憶のために行いなさい。」

20 同じように、食事の後で、杯も取って言われた、「この杯は、あなたがたのために流されるわたしの血による新しい契約である。」

21 しかし、見なさい。わたしを裏切る者の手が、わたしとともに食卓にある。

22 人の子は定められたとおりに行く。しかし、その人を通して渡されるその人にはわざわいがある。

23 そこで彼らは、自分たちのうちでそれをしようとしている者がいったいだれなのかを、互いに論じ始めた。

24 また、彼らの間に、この中でだれが一番偉いだろうかという争いが起こった。

25 すると、イエスは彼らに言われた、「異邦人の王たちは彼らを支配し、また彼らに対して権威を持つ者たちは恩人と呼ばれている」。

26 しかし、あなたがたは、そうであってはならない。むしろ、あなたがたの間で一番偉い者は、一番若い者のようになりなさい。また、治める者は、仕える者のようになりなさい。

27 食卓に着く人と給仕する者と、どちらが偉いでしょう。むろん、食卓に着く人でしょう。しかしわたしは、あなたがたのうちにあって給仕する者のようにしています。

28 しかし、あなたがたは、わたしの試みの間中わたしと共にあり続けた者たちです。

29 わたしの父がわたしに王国を定めてくださったように、わたしもあなたがたに王国を定めます。

30 あなたがたは、わたしの王国でわたしの食卓で食べ、飲み、また王座に座って、イスラエルの十二の部族を裁くのです。

31 主は言われた、「シモン、シモン、見よ、サタンはあなたがたを小麦のようにふるいにかけることを求めた。

32 しかし、私はあなたの信仰がなくならないように、あなたのために祈りました。そしてあなたは、立ち返ったなら、あなたの兄弟たちを強めなさい。

33 すると彼は言った、「主よ、あなたと一緒なら、刑務所にも、死にも行く用意ができています。」

34 しかし彼は言った、「ペテロよ、あなたに言う、きょう雄鶏が鳴く前に、あなたは三度わたしを知らないと言うであろう。」

35 それから、イエスは彼らに言われた、「あなたがたを財布も袋もサンダルも持たせずに遣わしたとき、何か足りないものがあったか」。彼らは言った、「何もありませんでした」。

36 そこで言われた、「しかし今は、財布のある者はそれを取り、同じように袋も取り、持たない者は自分の上着を売って刀を買いなさい。」

37 あなたがたに言いますが、『彼は罪人たちの中に数えられた』と書いてあるこのことも、わたしに必ず成し遂げられなければなりません。わたしに関する事柄は終わりを迎えるのです。

38 彼らは言った、「主よ、見よ、ここに刀が二本あります。」すると彼は彼らに言った、「それで十分である。」

39 そして出て行って、いつもの習慣に従ってオリーブの木の山に行かれた。彼の弟子たちも彼に従った。

40 その場所に着いたとき、彼らに言った、「試みに入らないように祈りなさい」。

41 そして彼は彼らから石を投げるほどの距離に離れ、膝をついて祈っていた。

42 父よ、もしあなたが望まれるなら、この杯をわたしから取り除いてください。しかし、わたしの意志ではなく、あなたの意志が行われますように。

43 すると、天使が天から彼に現れ、彼を力づけた。

44 苦悶の中にあり、ますます切に祈られた。そして、その汗が大きな血の塊のように大地に落ちていった。

45 祈りから立ち上がって、弟子たちのところに来て、彼らが悲しみのゆえに眠っているのを見つけた。

46 そして彼らに言った、「なぜ眠っているのか。起きて、試みに入らないように祈りなさい。」

47 イエスがまだ話しておられるうちに、見よ、群衆が来た。そして、十二人の一人で、ユダと呼ばれる者が彼らの先頭に立って進み、イエスに口づけしようとして近づいた。

48 しかし、イエスは彼に言った、「ユダ、接吻で人の子を裏切るのか。」

49 イエスの回りにいた者たちは、これから起こることを見て、主に言った、「主よ、刀で撃ちましょうか」。

50 そして、その中の一人が大祭司の奴隷を打ち、その右の耳を切り落とした。

51 イエスは答えて言われた、「それまでにしておきなさい」。そして彼の耳に触れて、彼を癒やされた。

52 するとイエスは、彼のところに来た大祭司たち、神殿の司令官たち、そして長老たちに言われた、「あなたがたは、まるで強盗にでも向かうように、刀と棒を持って出て来たのか。」

53 毎日、私があなたがたと神殿にいたとき、あなたがたは私に手を伸ばしませんでした。しかし、これはあなたがたの時であり、暗闇の権威です。

54 彼らはイエスを捕え、引いて行って、大祭司の家に連れて来た。ペテロは遠くから従っていた。

55 彼らが中庭の真ん中に火をたき、一緒に座っていたとき、ペテロは彼らの真ん中に座っていた。

56 すると、ある女奴が彼が光の中に座っているのを見て、じっと彼を見つめて言った、「この人も彼と一緒にいました」。

57 しかし彼はそれを否定して言った、「女よ、私はその人を知らない」。

58 しばらくして、別の人が彼を見て言った、「あなたも彼らの仲間だ」。しかしペテロは言った、「人よ、私は違う」。

59 それから一時間ほどたつと、別の人が、「確かにこの人も彼と一緒にいた。この人もガリラヤ人だから。」と言い張った。

60 しかしペテロは言った、「人よ、私はあなたの言うことを知らない。」すると、彼がまだ話しているうちに、すぐに雄鶏が鳴いた。

61 主が振り向いてペテロを見つめられた。するとペテロは、主が彼に「雄鶏が鳴く前に、あなたは三度わたしを否むであろう」と言われた主の言葉を思い出した。

62 ペテロは外に出て、激しく泣いた。

63 イエスを拘束していた男たちは、イエスを嘲り、打ちたたいた。

64 そして彼らはイエスの顔を覆い、彼を打ち、「預言せよ。あなたを打ったのはだれか。」と尋ねて言った。

65 また、そのほか多くのことを冒涜しながら、彼に向かって言った。

66 夜が明けると、民の長老会、大祭司たちと書記官たちが集まり、彼らはイエスを自分たちの評議会に連れて行って、言った。

67 「あなたがキリストなら、そうだと言いなさい。」しかしイエスは言われた。「わたしが言っても、あなたがたは決して信じないでしょう。

68 たとえわたしが尋ねても、あなたがたは決して答えず、また釈放もしないでしょう。

69 今から後、人の子は神の力の右に座しているであろう。

70 すると、皆は言った、「それでは、あなたは神の子なのですか。」すると、彼は彼らに言った、「あなたがたが言うとおり、わたしはそれです。」

71 すると彼らは言った、「これ以上、何の証言が必要でしょうか。私たち自身が彼の口から聞いたのだから。」

Luke 23

1 そこで、彼らの全群衆が立ち上がり、彼をピラトのもとに連れて行った。

2 彼らはイエスを訴え始めて言った、「この者を見つけました。彼は民族を惑わし、カエサルに貢税を納めることを禁じ、自分はキリスト、王であると言っています。」

3 ピラトは彼に尋ねて言った、「あなたはユダヤ人の王ですか」。彼は答えて言った、「あなたが言うとおりです」。

4 ピラトは大祭司たちと群衆に言った、「この人には何の罪も見つからない。」

5 しかし彼らはますます激しく言い張った、「この人はガリラヤから始めて、ユダヤ全土にわたって教えながら、民を扇動しているのです。」

6 ピラトはこれを聞いて、その人がガリラヤ人かどうか尋ねた。

7 そして、それがヘロデの権威の下にあることを知って、彼をヘロデのもとに送り返した。ヘロデ自身もその日々エルサレムにいたのである。

8 ヘロデはイエスを見て非常に喜んだ。彼は長い間イエスを見たいと思っていたからである。それは彼がイエスについて多くのことを聞いていたからであり、また彼がイエスによって何かしるしが行われるのを見たいと望んでいたからである。

9 彼は多くの言葉でイエスに尋ねたが、イエスは彼に何も答えなかった。

10 祭司長たちと書記官たちは立って、激しく彼を訴えていた。

11 ヘロデは自分の軍隊とともに彼を軽蔑し、嘲弄して、輝く衣服を着せ、ピラトに送り返した。

12 この日、ピラトとヘロデは互いに友となった。彼らは以前から互いに敵意を持って対立していたのである。

13 ピラトは大祭司たちと支配者たちと民を呼び集めた。

14 彼らに言った、「あなたがたはこの人を、民を惑わす者として私のところに連れて来たが、見よ、私はあなたがたの前で取り調べたところ、あなたがたが彼に対して訴えている事柄について、この人には何の罪も見いださなかった。

15 しかし、ヘロデもまたそうではありませんでした。私はあなたがたを彼のもとに送り返しました。見なさい、この人には死に値することは何も行われていません。

16 だから、彼を懲らしめてから釈放しよう。

17 しかし、彼は祭りの間に一人を彼らに釈放する必要があった。

18 しかし彼らは声を揃えて叫んで言った、「この人を除け。バラバを私たちに釈放せよ。」

19 この者は、都市に起こった暴動と殺人のゆえに刑務所に投げ入れられていた者である。

20 そこでピラトは、イエスを釈放しようと思って、再び彼らに呼びかけた。

21 しかし彼らは叫び続けて、「十字架につけろ、十字架につけろ」と言った。

22 しかし彼は三度目に彼らに言った、「この人がどんな悪いことをしたのか。彼には死に当たる罪は何も見つからない。だから私は、彼を懲らしめてから釈放する。」

23 しかし彼らは大声で叫び続け、彼を十字架につけるよう求めた。そして彼らの声と大祭司たちの声が勝った。

24 ピラトは、彼らの願いが起こることを宣告した。

25 そこで彼は、暴動と殺人のために刑務所に投げ入れられていた者を彼らに釈放し、イエスを彼らの意志に引き渡した。

26 彼らはイエスを連れて行くとき、シモンというキュレネ人で、野から来た者を捕まえ、その人に十字架を負わせて、イエスの後ろから運ばせた。

27 多くの群衆と、イエスを嘆き悲しむ女たちが、彼に従っていた。

28 イエスは彼女たちに向き直って言われた、「エルサレムの娘たちよ、わたしのために泣いてはならない。むしろ自分自身と自分の子らのために泣きなさい」。

29 なぜなら、見よ、人々が「不妊の女、子を産まなかった腹、乳を飲ませなかった乳房は幸いだ」と言う日々が来るからである。

30 そのとき、彼らは山に向かって「私たちの上に倒れよ」と言い、丘に向かって「私たちを覆え」と言い始めるであろう。

31 生木にこのようなことをしているのなら、枯れ木には何が起こるだろうか。

32 ほかにもふたりの犯罪人が、イエスとともに死刑にされるために、引かれて行った。

33 そして、彼らが「頭蓋骨」と呼ばれる場所に着いたとき、そこで彼らは彼と悪行者たちを十字架につけた。一人は右に、一人は左に。

34 イエスは言われた、「父よ、彼らをお赦しください。彼らは何をしているのか知らないのです。」彼らはイエスの上着を分けて、くじを引いた。

35 民は立って見ていた。支配者たちも彼らと一緒にあざ笑って言った、「彼は他人を救った。もしこの者が神のキリスト、選ばれた者であるなら、自分自身を救え。」

36 兵士たちもまた彼をあざけり、近づいて来て、酢を差し出した。

37 「ユダヤ人の王なら、自分を救え。」と言った。

38 また、彼の上には「これはユダヤ人の王である」という刻印が、ギリシャ文字、ローマ文字、ヘブライ文字で書かれていた。

39 十字架にかけられていた犯罪人のひとりは、彼を冒涜して言った、「もしあなたがキリストなら、自分と私たちを救え」。

40 すると、もう一人の者が答えて、彼を戒めて言った、「お前は神をも恐れないのか。お前も同じ裁きの中にいるではないか。」

41 私たちは確かに自分の行いの報いを受けているのだから、当然だ。しかしこの方は、何も悪いことをなさらなかった。

42 そしてイエスに言った、「主よ、あなたの御国においでになるときには、私を思い出してください。」

43 イエスは彼に言った、「まことに、あなたに告げる。きょう、あなたはわたしとともに楽園にいるであろう」。

44 時は既に第六時ごろであり、全地に暗闇が起こり、第九時まで続いた。

45 太陽は暗くなり、神殿の垂れ幕は真ん中で裂けた。

46 イエスは大声で叫んで言った、「父よ、わたしの霊をあなたの手にゆだねます」。こう言って、息を引き取られた。

47 百人隊長はこの出来事を見て、神を崇め、「確かに、この人は正しい人であった」と言った。

48 また、この光景を見に集まっていた群衆はみな、これらの出来事を見て、自分の胸を打ちながら帰って行った。

49 しかし、イエスの知人たちと、ガリラヤからイエスに従って来た女たちはみな、遠くに立って、これらのことを見ていた。

50 見よ、名前をヨセフという男がいた。彼は評議員であり、善良で正しい男であった。

51 この人は彼らの計略と行為に同意していなかった。彼はユダヤ人の都市アリマタヤ出身で、彼自身も神の王国を待ち望んでいた。

52 この人はピラトのところに来て、イエスの体を求めた。

53 そして、それを取り降ろして、亜麻布で包み、まだだれも葬られたことのない、岩に掘られた墓にそれを納めた。

54 その日は準備の日であり、安息日が始まろうとしていた。

55 女たちも、ガリラヤからイエスに従って来た者たちは、その墓と、彼の体がどのように置かれたかを見た。

56 そして、戻って来て、香辛料と軟膏を用意した。そして、安息日には、戒めに従って休んだ。

Luke 24

1 週の初めの日の早朝、女たちは準備しておいた香辛料を持って墓に来た。また、他の女たちも彼女たちと一緒にいた。

2 すると、石が墓から転がしてあるのを見つけた。

3 中に入ってみると、主イエスの体を見つけなかった。

4 そのとき、彼女たちがこのことについて途方に暮れていると、見よ、まばゆいばかりの衣服を着た二人の男が、彼女たちのそばに立った。

5 彼女たちが恐ろしくなって、顔を大地に伏せていると、彼らは彼女たちに言った、「なぜ、生きておられる方を死人の中で捜すのですか」。

6 ここにはおられません。よみがえられたのです。まだガリラヤにおられたころ、お話しになったことを思い出しなさい。

7 人の子は必ず罪人たちの手に引き渡され、十字架につけられ、三日目によみがえらなければならない、と言われたのです。

8 そして彼らはその言葉を思い出した。

9 そして、墓から戻って、彼女たちはこれらのすべてのことを十一人とそのほかのすべての人々に報告した。

10 マグダラのマリアとヨアンナとヤコブのマリア、そして彼女たちと一緒にいた他の女たちが、これらのことを使徒たちに話していた。

11 しかし、これらの言葉は彼らには愚かな話のように思われ、彼女たちを信じなかった。

12 しかしペテロは立ち上がって墓へ走り、かがんでのぞき込むと、亜麻布だけが置かれているのを見た。そして、この出来事に驚きながら自分のところへ帰って行った。

13 ちょうどこの日、二人の者がエルサレムから六十スタディオン離れたエマオという名前の村へ行く途中であった。

14 そして、彼らはこれらのすべての出来事について互いに話し合っていた。

15 彼らが話し合い、論じ合っているうちに、イエスご自身が近づいて、彼らとともに道を歩いておられた。

16 しかし、彼らの目は、彼を認めないようにさえぎられていた。

17 すると、彼は彼らに言われた、「歩きながら互いに話し合っているこれらの言葉は何ですか。」そして彼らは悲しそうな顔をしていた。

18 すると、その一人で、名前はクレオパという者が答えて言った、「あなただけが、エルサレムに滞在しながら、この数日の間にそこで起こった事柄を知らなかったのですか。」

19 彼は彼らに言った、「どんなことか。」すると彼らは彼に言った、「ナザレ人イエスのことです。彼は神とすべての民の前で、働きと言葉において力のある男であり、預言者でした。

20 私たちの大祭司たちと支配者たちは、彼を引き渡して死の裁きに処し、十字架につけました。

21 しかし私たちは、この方こそイスラエルを贖うはずだと思っていました。そればかりか、これらのすべてのことに加えて、今日でこの出来事から三日目になります。

22 しかし、私たちの仲間の女たちが私たちを驚かせました。彼女たちは朝早く墓に行ったのです。

23 そして、彼女たちはその体を見つけられなかったので、来て、天使たちの幻を見たと言い、その天使たちは彼が生きていると言っている、と告げた。

24 そして、私たちと一緒にいた者たちのうちの何人かが墓に行き、女たちが言ったとおりに見つけたが、彼自身は見なかった。

25 すると、イエスは彼らに言われた。「ああ、愚かな者たち、預言者たちが語ったすべてのことを信じるのに心の鈍い者たちよ。」

26 キリストはこれらのことを受け、その栄光に入るはずではなかったのですか。

27 そして、モーセとすべての預言者から始めて、聖書全体の中で、ご自分について書かれていることを彼らに解き明かされた。

28 彼らは目指す村に近づいたが、イエスはさらに遠くへ行くふりをした。

29 彼らは、「私たちと一緒に泊まってください。夕方になりますし、日も傾きましたから」と言って、無理に彼を引き止めた。そこで彼は、彼らと一緒に泊まるために入って行かれた。

30 そして、彼が彼らとともに食卓に着いたとき、パンを取り、祝福し、裂いて彼らに渡した。

31 すると、彼らの目が開かれ、彼らはイエスだと認めた。すると、イエスは彼らから見えなくなった。

32 そこで彼らは互いに言った、「道で私たちに話しておられた時、また聖書を開いてくださった時、私たちの心は私たちの中で燃えていたではないか」。

33 すぐさま彼らは立ち上がって、その時にエルサレムに戻り、十一人とその仲間たちが集まっているのを見つけた。

34 「本当に主はよみがえって、シモンに現れた」と言っていた。

35 彼らは道で起こったことと、パンを砕くときに彼に知られた次第を語った。

36 これらのことを話している間に、イエスご自身が彼らの真ん中に立ち、彼らに言った、「平和があなたがたにあるように」。

37 彼らは驚き恐れて、霊を見ているのだと思った。

38 すると、イエスは彼らに言われた、「なぜあなたがたは取り乱しているのか。また、なぜ心に推論が上って来るのか。

39 わたしの手とわたしの足を見なさい。まさしくわたし自身です。わたしに触れて、見なさい。霊には肉や骨はないからです。あなたがたが見ているとおり、わたしにはそれがあります。

40 こう言ってから、彼は彼らに手と足を見せた。

41 彼らは喜びのあまりまだ信じられず、驚いているので、イエスは彼らに言われた、「ここに何か食べ物がありますか」。

42 彼らは焼いた魚の一部と蜂の巣の一部を彼に差し出した。

43 そして、彼らの前で取って、食べた。

44 イエスは彼らに言われた、「わたしがまだあなたがたと一緒にいたときにあなたがたに話した言葉は、こういうことである。すなわち、モーセの律法と預言者と詩篇とに、わたしについて書いてあることは、すべて成就しなければならない」。

45 そこで、彼らの心を開いて、聖書を悟らせた。

46 そして彼らに言った、「こう書いてあり、キリストは苦しみを受け、三日目に死人の中からよみがえらねばならなかった」。

47 その名によって、悔い改めと罪の赦しが、エルサレムから始まってすべての民族に宣べ伝えられることである。

48 あなたがたは、これらのことの証人です。

49 見よ、わたしはわたしの父の約束をあなたがたに送る。あなたがたは、高い所から力を着せられるまで、エルサレムの都市にとどまっていなさい。

50 それから、彼らをベタニヤの外まで連れ出し、手を上げて祝福した。

51 そして、彼が彼らを祝福している間に、彼らから離れ、天に上げられた。

52 彼らはイエスを礼拝して、大きな喜びをもってエルサレムに帰った。

53 いつも神殿にいて、神を賛美し、祝福していた。アーメン。


John

John 1

1 初めに言葉があった。言葉は神とともにあった。言葉は神であった。

2 この方は、始めに神とともにおられた。

3 すべてのものは、この方によって造られた。造られたもので、この方によらずにできたものは一つもない。

4 この方に命があった。そして、その命は人々の光であった。

5 光は暗闇の中で輝いている。そして暗闇はそれに打ち勝たなかった。

6 神から遣わされた人で、その名はヨハネという者が現れた。

7 この人は証言のために来た。光について証言するためであり、すべての人が彼によって信じるためである。

8 彼は光ではなかった。ただ光について証しするために来たのである。

9 そのまことの光は、すべての人を照らしながら、世に来ようとしていた。

10 この方は世におられ、世はこの方によって造られたのに、世はこの方を知らなかった。

11 この方はご自分のくにに来られたのに、ご自分の民は受け入れなかった。

12 しかし、彼を受け入れた者たち、すなわち、その名を信じる者たちには、神の子となる権威をお与えになった。

13 彼らは、血からではなく、肉の意志からでもなく、男の意志からでもなく、神から生まれたのである。

14 言葉は肉となって、私たちの間に住まわれた。私たちはその栄光を見た。父から来られたひとり子としての栄光であって、恵みと真理に満ちておられた。

15 ヨハネはこの方について証言し、叫んで言った。「私のあとから来る方は、私より先におられた方である。私より先におられたからである。」

16 私たちはみな、この方の満ち満ちていることの中から、恵みの上にさらに恵みを受けた。

17 というのは、律法はモーセによって与えられ、恵みと真理はイエス・キリストによって実現したからである。

18 いまだかつて神を見た者はいない。父の懐におられるひとり子の子が、その方を説き明かされたのである。

19 これはヨハネの証言である。ユダヤ人たちが祭司とレビ人をエルサレムから遣わして、彼に「あなたは誰ですか」と尋ねさせた時のことである。

20 彼は告白し、否まなかった。そして告白した、「私はキリストではない」と。

21 彼らは彼に尋ねた、「それでは、あなたはエリヤですか。」彼は言った、「そうではない。」「あなたはあの預言者ですか。」彼は答えた、「違う。」

22 そこで彼らは彼に言った、「あなたは誰ですか。私たちを遣わした者たちに答えを返すために、あなたは自分自身について何と言うのですか。」

23 彼は言った。「私は荒野で叫ぶ者の声である。『主の道をまっすぐにせよ』と、預言者イザヤが言ったとおりに。」

24 彼らはパリサイ人の中から遣わされた者たちであった。

25 彼らはまた尋ねて言った、「あなたがキリストでもなく、エリヤでもなく、あの預言者でもないのなら、なぜバプテスマを授けるのですか。」

26 ヨハネは彼らに答えて言った、「私は水でバプテスマを授けているが、あなたがたの中に、あなたがたの知らない方が立っておられる」。

27 この方こそ、私の後に来られる方で、私はその方のサンダルの革ひもを解く値打ちもありません。

28 これらのことは、ベタバラで起こった。それはヨルダンの向こう側であり、ヨハネがそこでバプテスマを授けていた場所である。

29 その翌日、ヨハネは自分の方にイエスが来られるのを見て言った。「見よ、世の罪を取り除く神の子羊。

30 この方について、私は『私のあとから来る男がおられる。その方は私より先におられたので、私にまさる方である』と言ったのです。

31 私もこの方を知りませんでした。しかし、この方がイスラエルに明らかにされるために、私は来て、水でバプテスマを授けているのです。

32 またヨハネは証言して言った、「私は霊が鳩のように天から下って来て、この方の上にとどまるのを見た」。

33 私もこの方を知りませんでした。しかし、水でバプテスマを授けるために私を遣わされた方が、私に言われました。『霊が下って、その上にとどまるのを見るなら、その方こそ、聖霊によってバプテスマを授ける方である。』

34 私はそれを見、また証しした。この方が神の子であると。

35 その翌日、またヨハネは、自分の弟子のうちの二人とともに立っていた。

36 イエスが歩いておられるのを見て、「見よ、神の子羊」と言った。

37 その二人の弟子は、彼が話すのを聞いて、イエスに従った。

38 イエスは振り向いて、彼らが従って来るのを見て、彼らに言われた、「あなたがたは何を求めているのですか」。彼らは言った、「ラビ（訳すと、教師）よ、どこにおられますか」。

39 彼は彼らに言った、「来なさい、そうすれば見えるでしょう」。彼らは行って、彼がどこにいるかを見た。そして、その日彼らは彼のもとに留まった。時は十時ごろであった。

40 ヨハネから聞いて、イエスに従った二人のうちの一人は、シモン・ペテロの兄弟アンデレであった。

41 彼はまず自分の兄弟シモンを見つけて、彼に言った、「私たちはメシアを見つけた。それは訳すとキリストである。」

42 そして彼をイエスのもとに連れて来た。イエスは彼を見つめて言われた、「あなたはヨナの子シモンである。あなたはケファと呼ばれるであろう、これは訳すとペテロである」。

43 その翌日、イエスはガリラヤへ出て行こうとされた。そしてピリポを見つけて、「わたしに従ってきなさい」と言われた。

44 ピリポは、ベツサイダ出身で、アンデレとペテロの都市の出身であった。

45 ピリポはナタナエルを見つけて、彼に言った、「モーセが律法の中に書き、預言者たちも書いた方、すなわちヨセフの子でナザレ出身のイエスを見つけました」。

46 ナタナエルは彼に言った、「ナザレから何か良いものが出ることができるのか」。ピリポは彼に言った、「来て、そして見なさい」。

47 イエスはナタナエルが自分のところに来るのを見て、彼について言った。「見よ、まことにイスラエル人だ。この人には欺きがない。」

48 ナタナエルは彼に言った、「あなたはどうして私を知っているのですか」。イエスは答えて彼に言った、「ピリポがあなたを呼ぶ前に、あなたがいちじくの木の下にいるのを、私は見たのです」。

49 ナタナエルは答えて言った、「ラビ、あなたは神の子です。あなたはイスラエルの王です。」

50 イエスは答えて言われた。「あなたがいちじくの木の下にいるのを見た、とわたしが言ったので、あなたは信じるのか。あなたは、これよりもさらに大きなことを見るであろう。」

51 そして言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。今から、天が開けて、神の天使たちが人の子の上を上り下りするのを、あなたがたは見るでしょう。」

John 2

1 三日目に、ガリラヤのカナで結婚があって、そこにイエスの母がいた。

2 イエスも弟子たちも結婚の祝宴に招かれた。

3 葡萄酒がなくなったとき、イエスの母は彼に言った、「彼らには葡萄酒がない」。

4 イエスは彼女に言った、「女よ、わたしとあなたとに何の関係があるのですか。わたしの時はまだ来ていません。」

5 母は僕たちに言った、「彼があなたがたに言うことは何でも、しなさい」。

6 そこには、ユダヤ人の清めのために、それぞれ二メトレーテースか三メトレーテース入る石の水差しが六つ置いてあった。

7 イエスは彼らに言われた、「水差しに水を満たしなさい」。彼らはそれを上まで満たした。

8 イエスは彼らに言った、「今、水を汲みなさい。そして宴会の世話役のところに持って行きなさい」。彼らは持って行った。

9 宴会の世話役は、葡萄酒になったその水を味わった。彼はそれがどこから来たのか知らなかったが、水を汲んだ僕たちは知っていた。宴会の世話役は花婿を呼んだ。

10 彼は彼に言う、「すべての人は初めに良い葡萄酒を出し、酔いが回った時に、劣ったものを出す。あなたは良い葡萄酒を今まで取っておいた。」

11 イエスはこのことを、ガリラヤのカナでしるしの始めとして行い、その栄光を現された。そして、その弟子たちは彼を信じた。

12 その後、彼とその母とその兄弟たちとその弟子たちはカペナウムに下って行き、そこに多くの日々とどまらなかった。

13 ユダヤ人の過越の祭りが近づき、イエスはエルサレムに上られた。

14 そして、神殿の中で牛や羊や鳩を売っている者たちと、座っている両替商たちを見つけられた。

15 細なわで鞭を作り、羊も牛もみな神殿から追い出し、両替人の金銭を散らし、その食卓を倒した。

16 また、鳩を売る者たちに言われた、「これらをここから取り去れ。わたしの父の家を商品の家としてはならない。」

17 弟子たちは、「あなたの家を思う熱意がわたしを食い尽くした」と書いてあるのを思い起こした。

18 そこでユダヤ人たちは答えて言った、「あなたがこれらのことをするので、どんなしるしを私たちに見せてくれるのですか。」

19 イエスは彼らに答えて言われた、「この神殿を壊しなさい。そうすれば、わたしは三日のうちにそれを建てよう。」

20 そこでユダヤ人たちは言った、「この神殿は建てられるのに四十六年かかった。そしてあなたはそれを三日で建てるのか。」

21 しかし、彼は自分の体の神殿について言っていたのである。

22 そこで、イエスが死人の中からよみがえられたとき、弟子たちは、イエスがこのことを彼らに言われたのを思い出し、聖書と、イエスが言われた言葉とを信じた。

23 しかし、彼が過越の祭りの間エルサレムにいたとき、多くの人々が、彼の行っていたしるしを見て、彼の名を信じた。

24 しかし、イエスは彼らにご自身を委ねなかった。なぜなら、彼はすべての人を知っておられたからである。

25 また、イエスはご自身で人のうちにあるものを知っておられたので、人についてだれの証言も必要とされなかったからである。

John 3

1 さて、パリサイ人の中に、ニコデモという名前の人がいた。彼はユダヤ人の支配者であった。

2 この人は夜イエスのもとに来て、彼に言った、「ラビ、私たちはあなたが神から来られた教師であることを知っています。神が共におられなければ、あなたが行うこれらのしるしを、だれも行うことはできません」。

3 イエスは答えて言われた、「まことに、まことに、あなたに告げる。人は、新しく生まれなければ、神の国を見ることはできない。」

4 ニコデモは言った、「人は老人になって、どうして生まれることができるでしょうか。もう一度、母の腹に入って生まれることができるでしょうか。」

5 イエスは答えられた。「まことに、まことに、あなたに言う。人は、水と霊から生まれなければ、神の王国に入ることはできない。」

6 肉から生まれた者は肉であり、霊から生まれた者は霊です。

7 あなたがたは新しく生まれなければならない、とわたしが言ったことを不思議に思ってはなりません。

8 風はその思いのままに吹き、あなたはその声を聞くが、それがどこから来てどこへ行くのかを知らない。霊から生まれる者はみな、そのとおりである。

9 ニコデモは答えて言った、「どうしてこれらのことが起こり得るのか」。

10 イエスは答えて言われた、「あなたはイスラエルの教師でありながら、これらのことが分からないのですか。」

11 まことに、まことに、あなたに告げます。私たちは知っていることを話し、見たことを証言しているのに、あなたがたは私たちの証言を受け入れません。

12 もし私が地上のことをあなたがたに話したのに、あなたがたが信じないなら、天上のことを話した場合、どうして信じるでしょうか。

13 だれも天に上った者はいない。ただ、天から下った者、すなわち人の子だけがいる。彼は天におられる。

14 モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければならない。

15 それは、彼を信じる者がみな滅びないで、永遠の命を持つためです。

16 神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠の命を持つためである。

17 神が御子を世に遣わされたのは、世を裁くためではなく、御子によって世が救われるためである。

18 御子を信じる者は裁かれない。しかし、信じない者は、神の独り子の名を信じなかったので、すでに裁かれている。

19 その裁きとは、光が世界に来たのに、人々は光よりも暗闇を愛したことである。彼らの働きが悪かったからである。

20 悪を行う者は光を憎み、その働きが責められないように、光のほうに来ない。

21 しかし、真理を行う者は光に来る。それは、その働きが神にあってなされたことが明らかにされるためである。

22 その後、イエスは弟子たちとユダヤの地に来て、そこに彼らとともに滞在し、バプテスマを授けていた。

23 ヨハネもまた、サレムに近いアイノンでバプテスマを授けていた。そこには水が多かったからである。人々はやって来て、バプテスマを受けていた。

24 ヨハネはまだ刑務所に投げ入れられていなかったからである。

25 そこで、ヨハネの弟子たちとユダヤ人たちとの間に、清めについて論争が生じた。

26 彼らはヨハネのところに来て、彼に言った、「ラビ、ヨルダンの向こう岸であなたと一緒にいて、あなたが証言されたあの方が、バプテスマを授けておられます。そして、皆が彼のところへ行きます。」

27 ヨハネは答えて言った、「人は、天から与えられない限り、何も受けることはできない」。

28 あなたがた自身が、私が『私はキリストではなく、その前に遣わされた者である』と言ったことについて、私に証ししています。

29 花嫁を迎える者は花婿である。しかし、花婿の友人は、立って彼の声を聞いて、その声によって大いに喜ぶ。それゆえ、この私の喜びは満たされている。

30 あの方は盛んになり、私は衰えねばなりません。

31 上から来る方はすべての上におられ、地から出る者は地に属し、地のことを語る。天から来る方はすべての上におられる。

32 この方は見たこと、また聞いたことを証言するが、その証言を受け入れる者はだれもいない。

33 その証言を受け入れた者は、神が真実であることを確認の印を押した。

34 神がお遣わしになった方は、神の言葉を語られる。神は霊を尺度によらずに与えられるからである。

35 父は子を愛し、すべてのものをその手に与えられた。

36 子を信じる者は永遠の命を持っている。しかし、子に従わない者は命を見ることがなく、神の怒りがその上にとどまる。

John 4

1 主は、パリサイ人たちが、イエスがヨハネよりも多くの弟子を作り、バプテスマを授けていると聞いたことを知られた。

2 しかし、イエスご自身はバプテスマを授けておられたのではなく、その弟子たちであった。

3 ユダヤを去って、またガリラヤへ行った。

4 しかし、彼はサマリアを通って行かなければならなかった。

5 そこで彼は、ヤコブがその子ヨセフに与えた土地の近くにある、スカルと呼ばれるサマリアの都市に来た。

6 そこにはヤコブの泉があった。イエスは旅路の疲れで、そのまま泉のそばに座っておられた。時はおよそ第六時であった。

7 ひとりのサマリアの女が水をくみに来た。イエスは彼女に言われた、「わたしに水を飲ませてください」。

8 弟子たちは食物を買うために、その都市へ出かけていた。

9 そこで、そのサマリアの女は言った、「あなたはユダヤ人でありながら、どうしてサマリアの女である私に飲み水を求めるのですか」。というのは、ユダヤ人はサマリア人と交際しなかったからである。

10 イエスは答えて言われた、「もしあなたが神の贈り物を知り、またあなたに『飲ませてくれ』と言う者がだれであるかを知っていたなら、あなたのほうがその人に求めたであろう。そしてその人はあなたに生ける水を与えたであろう。」

11 その女は言った、「主よ、あなたは汲み道具を持っておられず、この井戸は深いのです。それなら、どこからその生ける水をお持ちになるのですか。」

12 あなたは、私たちの父ヤコブよりも偉いのですか。ヤコブは私たちにこの井戸を与え、彼自身も、その子たちも、その家畜も、その井戸から飲んだのです。

13 イエスは答えて彼女に言った、「この水を飲む者はみな、また渇くであろう」。

14 しかし、わたしが与える水を飲む者はだれでも、決して渇くことがありません。わたしが与える水は、その人のうちで泉となり、永遠の命への水がわき出ます。

15 女は主に言った、「主よ、渇くことがなく、またここへ水を汲みに来なくてもよいように、その水を私に下さい。」

16 イエスは彼女に言った、「行って、あなたの夫を呼んで、ここに来なさい」。

17 女は答えて言った。「私には夫がありません。」イエスは彼女に言われた。「あなたが『夫はいない』と言ったのは、正しい。」

18 あなたには五人の夫がいたが、今あなたが持っている者はあなたの夫ではない。あなたはこれを真実に言った。

19 女は言った、「主よ、あなたが預言者であると私は思います。」

20 私たちの父たちはこの山で礼拝しましたが、あなたがたは、礼拝すべき場所はエルサレムにあると言っています。

21 イエスは彼女に言われた、「女よ、わたしを信じなさい。あなたがたが父を礼拝する時が来る。その時には、この山でもなく、エルサレムでもなく、あなたがたは父を礼拝するであろう。

22 あなたがたは知らないものを礼拝しているが、私たちは知っているものを礼拝している。救いはユダヤ人から出るからである。

23 しかし、時が来る、そして今もその時である。真の礼拝者たちが霊と真理によって父を礼拝する時が。父はそのような礼拝者たちを求めておられるからである。

24 神は霊です。それゆえ、神を礼拝する者たちは、霊と真理によって礼拝しなければなりません。

25 女は彼に言った、「私は、メシアと呼ばれるキリストが来られることを知っています。その方が来られるとき、すべてのことを私たちに知らせてくださるでしょう。」

26 イエスは彼女に言った、「あなたと話しているこのわたしがそれです。」

27 このとき、彼の弟子たちが来て、彼が女と話しておられるのを不思議に思った。しかし、だれも「何を求めているのか」とか「なぜ彼女と話しているのか」とは言わなかった。

28 そこで、その女は自分の水差しを置いて、都市へ行き、人々に言った。

29 来て、見てください。私がしたすべてのことを私に言った人がいます。この方がキリストなのでしょうか。

30 そこで、彼らは都市を出て、彼のところへ来ていた。

31 その間に、弟子たちは彼に願って言った、「ラビ、食べてください」。

32 しかし、彼は彼らに言った、「わたしには、あなたがたの知らない食物がある。」

33 そこで、弟子たちは互いに言った、「だれか彼に食べる物を持って来たのだろうか」。

34 イエスは彼らに言われた、「わたしの食物は、わたしを遣わした方の意志を行い、その働きを成し遂げることである」。

35 あなたがたは、「収穫の時まで、まだ四か月ある」と言っているではないか。見よ、あなたがたに言う。目を上げて、地域を見なさい。すでに白く、収穫に備わっている。

36 刈る者は報酬を受け、永遠の命に至る果実を集めている。それは、蒔く者と刈る者がともに喜ぶためである。

37 このことについては、「ひとりが種を蒔き、ほかの者が刈り取る」という言葉は真実である。

38 わたしは、あなたがたが労苦しなかったものを刈り取るために、あなたがたを遣わしました。ほかの人々が労苦し、あなたがたはその労苦に入ったのです。

39 その町の多くのサマリア人が、その女が「私がしたことをすべて私に言った」と証言したその言葉によって、彼を信じた。

40 そこで、サマリア人たちが彼のもとに来たとき、彼らは彼に自分たちのところに留まるように願った。そして彼はそこに二日間留まった。

41 そして、さらに多くの人々が、その言葉によって信じた。

42 そして彼らはその女に言った、「もう私たちは、あなたの話のゆえに信じているのではない。私たち自身が聞いて、この方がまことに世の救い主、キリストであると知っているからだ」。

43 二日の後、彼はそこを去って、ガリラヤへ行った。

44 イエスご自身が、預言者は自分の故郷では名誉を持たない、と証言したからである。

45 そこで、イエスがガリラヤに来られたとき、ガリラヤ人は彼を受け入れた。彼らも祭りに行っていたので、彼が祭りの間にエルサレムでなさったすべてのことを見ていたからである。

46 そこでイエスは再びガリラヤのカナに来られた。そこは、かつて水を葡萄酒にされた所である。そして、カペナウムに病気の子がいる王室の役人がいた。

47 この人は、イエスがユダヤからガリラヤに来られたと聞いて、彼のもとへ行き、下って来てその子をいやしてくださるように願った。その子は死にかかっていたからである。

48 そこで、イエスは彼に言われた、「あなたがたは、しるしと驚異を見ない限り、決して信じないであろう」。

49 王室の役人はイエスに言った、「主よ、私の子供が死なないうちに下って来てください。」

50 イエスは彼に言った、「行け、あなたの子は生きている」。その人はイエスが彼に言った言葉を信じ、そして帰って行った。

51 彼が下って行く途中、その奴隷たちが彼に会い、告げて言った、「あなたの息子は生きています」。

52 そこで彼は、その子が良くなり始めた時刻を彼らに尋ねた。すると彼らは言った、「きのうの第七時に、熱が彼を離れました」。

53 そこで父は、イエスが「あなたの子は生きている」と言われたその時刻であることを知った。そして彼自身も、その家の者もみな信じた。

54 これは、イエスがユダヤからガリラヤに来られたときになされた、第二のしるしである。

John 5

1 その後、ユダヤ人の祭りがあり、イエスはエルサレムに上られた。

2 さて、エルサレムには羊の池があり、それはヘブル語でベテスダと呼ばれ、五つの柱廊があった。

3 その中には、大勢の病人、盲人、足なえ、やせ衰えた者たちが横たわっており、水の動きを待っていた。

4 時に天使が池に降りてきて水を動かした。最初にその水の動揺の後に入った者は、どんな病気にかかっていても、癒やされた。

5 そこには、三十八年もの間、病気にかかっている人がいた。

6 イエスは彼が伏せっているのを見、それがもう長い間のことであるのを知って、彼に言った、「よくなりたいか」。

7 病人は答えた。「主よ、私には人がいません。水がかき回されたとき、私を池に入れてくれる人が。しかし、私が行く間に、他の人が私より先に降りて行くのです。」

8 イエスは彼に言った、「起きて、あなたの寝台を取り上げて歩きなさい。」

9 すると、その人はすぐに全くなおって、自分の寝台を取り上げて歩き始めた。ところが、その日は安息日であった。

10 そこでユダヤ人たちは、そのいやされた人に言った、「きょうは安息日だ。寝台を取り上げてはいけない」。

11 彼は彼らに答えた。「私を治してくださった方が、『あなたの寝台を取り上げて歩きなさい』と言われたのです。」

12 そこで彼らは彼に尋ねた、「『あなたの寝台を取り上げて歩け』と言った人はだれか」。

13 しかし、いやされた人は、それがだれであるかを知らなかった。イエスは群衆がその場所にいる間に立ち去られたからである。

14 その後、イエスは神殿の中で彼を見つけて言った。「見よ、あなたは良くなった。もう罪を犯してはならない。そうでなければ、あなたに更に悪いことが起こるから。」

15 その人は立ち去って、ユダヤ人たちに、自分を癒やしたのはイエスであると告げた。

16 このためユダヤ人たちはイエスを迫害し、彼を殺そうと求めた。それは、彼が安息日にこれらのことをしていたからである。

17 イエスは彼らに答えられた。「わたしの父は今に至るまで働いておられる。わたしも働いている。」

18 このため、ユダヤ人たちはますます彼を殺そうと求めた。なぜなら、彼は安息日を破るだけでなく、神を自分の父と呼び、自分を神と等しくしていたからである。

19 そこで、イエスは彼らに答えて言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げる。子は、父がしておられることを見るのでなければ、自分からは何もすることができない。父がなさることは何でも、子も同様に行なうのだ。」

20 父は子を愛し、ご自分がなさるすべてのことを子に示されます。また、これらよりもさらに大きな働きを子に示されます。それは、あなたがたが驚くためです。

21 父が死者を起こして生かすように、子もまた、望む者を生かすのです。

22 父はだれをも裁かず、すべての裁きを子に与えられました。

23 すべての者が、父を敬うように子を敬うためです。子を敬わない者は、子を遣わした父をも敬いません。

24 まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしの言葉を聞き、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠の命を持ち、裁きに来ることはなく、死から命へと移っているのです。

25 まことに、まことに、あなたがたに言います。時が来て、今もその時です。死者たちが神の子の声を聞く時が。そして、聞く者たちは生きます。

26 それは、父がご自分のうちに命を持っておられるように、子にも、自分のうちに命を持つようにお与えになったからです。

27 また、父は子に裁きを行う権威をお与えになった。子は人の子だからである。

28 このことを驚いてはなりません。墓の中にいるすべての者が、その声を聞く時が来ます。

29 善を行った者たちは命の復活へと出て行き、悪を行った者たちは裁きの復活へと出て行く。

30 わたしは自分からは何も行うことができません。ただ聞くままに裁きます。そして、わたしの裁きは正しいのです。なぜなら、わたしは自分の意志を求めず、わたしを遣わした父の意志を求めるからです。

31 もしわたしだけが自分自身について証言するなら、わたしの証言は真実ではありません。

32 わたしについて証言する方がほかにいます。そして、その方がわたしについて証言する証言が真実であることを、わたしは知っています。

33 あなたがたはヨハネのもとに人を遣わしたが、彼は真理について証言した。

34 しかし、わたしは人からの証言を受けるのではありません。わたしがこれらのことを言うのは、あなたがたが救われるためです。

35 彼は燃えて輝く灯であり、あなたがたはしばらくの間、その光の中で喜ぶことを望んだ。

36 しかし、わたしにはヨハネの証言よりも偉大な証言があります。父がわたしに与えられた働き、すなわちわたしが行っている働きそのものが、父がわたしを遣わされたことを、わたしについて証言しているのです。

37 わたしを遣わした父ご自身が、わたしについて証言しておられます。あなたがたは、その声を一度も聞いたことがなく、その形態を見たこともありません。

38 また、その言葉をあなたがたのうちに留めていません。父が遣わした者をあなたがたが信じないからです。

39 あなたがたは聖書を調べている。それは、あなたがたがその中に永遠の命があると思っているからだ。そして、その聖書がわたしについて証ししているのだ。

40 あなたがたは、命を得るためにわたしのもとに来ようとはしません。

41 私は人からの栄光を受けない。

42 しかし、わたしはあなたがたを知っています。あなたがたの内には神の愛がないことを。

43 わたしはわたしの父の名によって来たが、あなたがたはわたしを受け入れない。もしほかの者が自分の名によって来るなら、あなたがたはその者を受け入れるであろう。

44 互いに栄光を受け合いながら、唯一の神からの栄光を求めないあなたがたは、どうして信じることができるのですか。

45 あなたがたが、わたしが父の前であなたがたを訴えるだろうと思ってはならない。あなたがたを訴える者は、あなたがたが望みを置いているモーセである。

46 もしあなたがたがモーセを信じていたなら、わたしを信じたはずです。モーセが書いたのはわたしのことだからです。

47 しかし、あなたがたが彼の書いたものを信じないなら、どうしてわたしの言葉を信じるでしょう。

John 6

1 その後、イエスはガリラヤの海、すなわちティベリアの海の向こう岸へ行かれた。

2 大群衆がイエスに従っていた。それは、彼らがイエスが病人たちになさっていたしるしを見たからである。

3 イエスは山に登り、そこに弟子たちとともに座っておられた。

4 さて、ユダヤ人の祭りである過越が近づいていた。

5 そこでイエスは目を上げ、大勢の群衆が自分のところに来るのを見て、ピリポに言った、「どこからパンを買って、これらの人々に食べさせようか」。

6 これは、彼を試すために言ったのであった。彼自身は、何をしようとしているのか知っていたからである。

7 ピリポは彼に答えた。「二百デナリオンのパンでは、彼らがそれぞれ少しずつ取るにも足りない。」

8 弟子のひとりであるシモン・ペテロの兄弟アンデレが彼に言った。

9 ここに子供が大麦のパンを五つと魚を二匹持っています。しかし、これだけの大勢の人々には、それが何になるでしょうか。

10 イエスは言われた、「人々をすわらせなさい」。その場所には草が多かった。そこで男たちはすわった。その数はおよそ五千人であった。

11 イエスはパンを取り、感謝をささげてから、弟子たちに配られた。弟子たちは、座っている人々にも同じように、魚も彼らが望むだけ配った。

12 そして、彼らが満腹したとき、彼は弟子たちに言った、「余ったかけらを集めなさい。何も失われないように。」

13 彼らは集めて、大麦のパン五つから余ったかけらで十二の籠を満たした。それを食べた人々の分であった。

14 人々は、イエスがなさったしるしを見て、「まことに、この方こそ、世に来られる預言者だ」と言った。

15 イエスは、彼らが来て自分を捕らえ、王にしようとしていることを知って、ただひとりで再び山に退かれた。

16 夕方になったとき、弟子たちは海へ下って行った。

17 そして、彼らは船に乗って、海の向こうのカペナウムへ行った。すでに暗闇になっていたが、イエスはまだ彼らのところに来ていなかった。

18 湖は強い風が吹いて荒れ始めた。

19 そこで、彼らはおよそ二十五ないし三十スタディオンを漕ぎ進めたとき、イエスが海の上を歩いて船に近づいて来られるのを見て、恐れた。

20 しかし、イエスは彼らに言われた。「わたしだ。恐れることはない。」

21 そこで彼らはイエスを船に迎えようとした。するとすぐに、船は彼らが向かっていた大地に着いた。

22 その翌日、海の向こう岸に立っていた群衆は、そこには他の小船がなく、ただ一つの小船だけがあり、その小船にイエスの弟子たちが乗り込んだこと、そしてイエスは弟子たちと一緒にその小船に乗り込まず、弟子たちだけで出発したのを見た。

23 しかし、主が感謝をささげられた後、人々がパンを食べた場所の近くに、ティベリアから小船が来た。

24 群衆は、イエスがそこにおられず、弟子たちもそこにいないのを見て、彼ら自身も船に乗り込み、イエスを捜し求めてカペナウムに来た。

25 そして彼らは海の向こう側でイエスを見つけて、彼に言った、「ラビ、いつここに来られたのですか。」

26 イエスは彼らに答えて言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げる。あなたがたがわたしを求めるのは、しるしを見たからではなく、パンを食べて満腹したからである。

27 朽ちる食物のためではなく、永遠の命に至るまで保つ食物のために働きなさい。それは人の子があなたがたに与えるものである。父なる神がこの方に印を押されたからである。

28 そこで彼らはイエスに言った、「神の働きを行うために、私たちは何をすべきでしょうか。」

29 イエスは答えて彼らに言われた、「神が遣わした者を信じること、それが神の働きです」。

30 そこで彼らは彼に言った、「それでは、あなたはどんなしるしをするのですか。私たちが見て、あなたを信じるために。あなたは何をしているのですか。」

31 私たちの父たちは荒野でマナを食べました。「彼は彼らに天からパンを与えて食べさせた」と書いてあるとおりです。

32 イエスは彼らに言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。モーセがあなたがたに天からのパンを与えたのではなく、わたしの父が、あなたがたに天からのまことのパンをお与えになるのです。

33 神のパンは、天から下って来て、世界に命を与えるものです。

34 そこで彼らは主に言った、「主よ、いつもそのパンを私たちにお与えください」。

35 イエスは彼らに言われた、「わたしは命のパンである。わたしのところに来る者は決して飢えることがなく、わたしを信じる者は決して渇くことがない。」

36 しかし、あなたがたはわたしを見たのに信じない、とわたしはあなたがたに言いました。

37 父がわたしに与える者はみな、わたしのところに来る。そして、わたしのところに来る者を、わたしは決して外に捨てることはない。

38 わたしは天から下って来たのは、自分の意志を行うためではなく、わたしを遣わした方の意志を行うためです。

39 わたしを遣わした父の意志は、わたしに与えてくださったすべての者を、わたしがひとりも失うことなく、終わりの日にそれをよみがえらせることです。

40 これは、私を遣わした方の意志である。すなわち、子を見て信じる者がみな永遠の命を持つこと、そして、わたしがその者を終わりの日によみがえらせることである。

41 ユダヤ人たちは、彼についてつぶやいた。「わたしは天から下って来たパンである」と彼が言ったからである。

42 彼らは言った、「これはヨセフの子イエスではないか。私たちはその父も母も知っている。どうして今この者が『私は天から下って来た』と言うのか。」

43 イエスは彼らに答えて言われた、「互いにつぶやくのをやめなさい」。

44 だれも、わたしを遣わした父が引き寄せないかぎり、わたしのところに来ることはできません。わたしは終わりの日にその人をよみがえらせます。

45 預言者たちの書に、『彼らはみな神によって教えられる』と書かれている。父から聞いて学んだ者はみな、わたしのところに来る。

46 だれも父を見た者はいない。ただ神から出た者、この者だけが父を見たのである。

47 まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしを信じる者は永遠の命を持っています。

48 わたしは命のパンです。

49 あなたがたの父たちは荒野でマナを食べたが、死んだ。

50 これは天から下って来るパンであり、それを食べる者は死なない。

51 わたしは天から下って来た生けるパンです。だれでもこのパンを食べるなら、永遠に生きます。そして、わたしが与えるパンは、世の命のためのわたしの肉です。

52 ユダヤ人たちは互いに言い争った、「この人はどうして私たちにその肉を与えて食べさせることができるのか」。

53 イエスは彼らに言った、「まことに、まことに、あなたがたに告げる。人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あなたがたのうちに命はない。

54 わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は永遠の命を持ち、わたしは終わりの日にその人をよみがえらせます。

55 わたしの肉はまことに食物であり、わたしの血はまことに飲み物です。

56 わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、わたしのうちにとどまり、わたしもその者のうちにとどまります。

57 生ける父がわたしを遣わし、わたしが父によって生きているように、わたしを食べる者も、わたしによって生きるのです。

58 これは天から下って来たパンです。あなたがたの父たちが食べて死んだマンナのようではありません。このパンを食べる者は永遠に生きます。

59 これは、イエスがカペナウムで教えられたとき、会堂で話されたことである。

60 そこで、弟子たちのうちの多くの者がこれを聞いて言った、「これは難しい言葉だ。だれがこれを聞くことができようか」。

61 しかし、イエスは御自身の内で、弟子たちがこのことについてつぶやいているのを知って、彼らに言われた、「このことがあなたがたをつまずかせるのか」。

62 それでは、もし人の子がもといた所に上るのを見るなら、どうなるのか。

63 霊は命を与えるものである。肉は何の益ももたらさない。わたしがあなたがたに話す言葉は、霊であり、命である。

64 しかし、あなたがたの中には信じない者たちがいる。イエスは初めから、信じない者たちがだれであるか、また彼を裏切る者がだれであるかを知っておられたからである。

65 そして彼は言った、「それゆえ、わたしはあなたがたに言ったのだ、父から与えられないかぎり、だれもわたしのところに来ることはできない、と。」

66 このことから、多くの弟子たちが離れ去って、もはや彼と共に歩かなかった。

67 そこで、イエスは十二弟子に言われた、「あなたがたも離れて行きたいと思うのか」。

68 すると、シモン・ペテロは彼に答えた。「主よ、私たちは誰のところへ行きましょうか。あなたは永遠の命の言葉を持っておられます。」

69 私たちは、あなたが神の子キリストであることを信じ、また知っています。

70 イエスは彼らに答えられた。「わたしがあなたがた十二人を選んだのではありませんか。しかし、あなたがたのうちのひとりは悪魔です。」

71 イエスはイスカリオテのシモンの子ユダのことを言われた。このユダは十二人の一人でありながら、彼を裏切ろうとしていた。

John 7

1 その後、イエスはガリラヤを歩いておられた。ユダヤに歩こうとは思われなかったのは、ユダヤ人たちが彼を殺そうと求めていたからである。

2 さて、ユダヤ人の祭りである幕屋の祭りが近づいていた。

3 そこで、イエスの兄弟たちはイエスに向かって言った。「あなたの弟子たちもあなたがしている働きを見ることができるように、ここを去ってユダヤに行きなさい。」

4 隠れた所で何事も行わない者はない。そして、その人は自分から公然と現れようと求める。もしこれらのことを行うなら、自分自身を世界に現わしなさい。

5 兄弟たちも彼を信じていなかった。

6 そこでイエスは彼らに言われた。「わたしの時はまだ来ていない。しかし、あなたがたの時はいつでも備えられている。」

7 世はあなたがたを憎むことはできません。しかし、わたしを憎んでいます。それは、わたしが世について、その働きが悪いことを証しするからです。

8 あなたがたはこの祭りに上って行きなさい。私はこの祭りにはまだ上って行きません。私の時がまだ満ちていないからです。

9 こう言って、彼はガリラヤにとどまった。

10 しかし、兄弟たちが祭りに上ったとき、彼もまた上った。公然とではなく、ひそかに。

11 そこでユダヤ人たちは祭りの間、彼を捜して、「あの人はどこにいるのか」と言っていた。

12 そして、その群衆の間には、彼について多くの不平があった。ある人々は「彼は良い人だ」と言い、他の人々は「いや、彼は群衆を惑わしている」と言った。

13 しかし、ユダヤ人たちを恐れたため、イエスについて大胆に語る者はだれもいなかった。

14 祭りがすでに半ばになったとき、イエスは神殿に上って教えていた。

15 ユダヤ人たちは驚いて言った、「この人は学んだことがないのに、どうして学問を知っているのか」。

16 イエスは彼らに答えて言われた、「わたしの教えは、わたしのものではなく、わたしを遣わした方のものです」。

17 だれでも神の意志を行おうと望むなら、その人はこの教えが神から出たものか、それとも私が自分から語っているのかを知るでしょう。

18 自分から語る者は自分の栄光を求める。しかし、自分を遣わした方の栄光を求める者は真実であり、その人には不義がない。

19 モーセはあなたがたに律法を与えたではありませんか。それなのに、あなたがたのうちだれも律法を行っていません。なぜわたしを殺そうとするのですか。

20 群衆は答えて言った、「あなたは悪霊につかれている。だれがあなたを殺そうとしているのか」。

21 イエスは彼らに答えて言われた、「わたしは一つの働きをした。それであなたがたはみな驚いている」。

22 このためにモーセはあなたがたに割礼を与えました。それはモーセから出たのではなく、父たちから出たのです。そして、あなたがたは安息日にも人に割礼を施しています。

23 もし人が安息日に割礼を受けて、モーセの律法が破られないようにするのなら、わたしが安息日に人を全く健やかにしたからといって、あなたがたはわたしに腹を立てるのですか。

24 外見によって裁いてはいけません。正しい裁きをしなさい。

25 そこで、エルサレム人のある者たちが言った、「この人は、彼らが殺そうとしている者ではないか」。

26 見なさい。彼は大胆さをもって語っているのに、彼らは彼に何も言わない。支配者たちは、本当にこの者がキリストであることを知ったのだろうか。

27 しかし、私たちはこの人がどこから来たのか知っている。しかし、キリストが来るとき、その人がどこから来るのかを知っている者はだれもいない。

28 イエスは神殿で教えながら叫んで言った、「あなたがたはわたしを知っており、また、わたしがどこから来たかも知っている。しかし、わたしは自分から来たのではなく、わたしを遣わした方は真実である。あなたがたはその方を知らない」。

29 わたしはその方を知っています。なぜなら、わたしはその方から出たのであり、その方がわたしを遣わしたからです。

30 そこで彼らはイエスを捕えようとしたが、だれも彼に手をかける者はいなかった。彼の時がまだ来ていなかったからである。

31 群衆のうちの多くの者が彼を信じて言った、「キリストが来られるとき、この方がしたよりも多くのしるしを行うだろうか」。

32 パリサイ人たちは、群衆が彼についてこのようにつぶやいているのを聞いた。そして、パリサイ人たちと大祭司たちは、彼を捕えようとして僕たちを遣わした。

33 そこでイエスは彼らに言われた、「まだしばらくの間、わたしはあなたがたと共にいて、それからわたしを遣わした方のもとへ行く。

34 あなたがたはわたしを捜すが、見いだすことはできない。また、わたしがいる所に、あなたがたは来ることができない。

35 そこで、ユダヤ人たちは互いに言った、「この人はどこへ行こうとしているのか。私たちは彼を見つけることができないだろう。まさか彼はギリシア人の間の離散した人々のところへ行って、ギリシア人を教えようとしているのではないだろうか。」

36 「あなたがたはわたしを捜すが、見いだすことはない。」また「わたしのいる所にあなたがたは来ることができない。」と彼が言ったこの言葉は、どういう意味だろうか。

37 祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立って叫んで言われた、「だれでも渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい」。

38 わたしを信じる者は、聖書が言ったとおりに、その腹から生ける水の川が流れ出るであろう。

39 これは、イエスを信じる者たちが受けるはずであった霊について言われたのである。まだイエスが栄光を受けていなかったので、霊はまだ与えられていなかったからである。

40 群衆の中の多くの者がこの言葉を聞いて、「この方は確かにあの預言者だ」と言った。

41 ある者たちは「この人はキリストだ」と言った。また、ある者たちは「まさか、キリストがガリラヤから来るはずがない」と言った。

42 聖書は、ダビデの種から、またダビデがいたベツレヘムの村から、キリストが来ると言ったのではないか。

43 そこで、群衆の間に彼のことで分裂が起こった。

44 その中にはイエスを捕えたいと思った者もいたが、だれもイエスに手をかける者はいなかった。

45 そこで僕たちは大祭司たちとパリサイ人たちのところに来て、彼らは彼らに言った、「なぜ彼を連れて来なかったのか」。

46 僕たちは答えた、「この人が話すように話した人は、決していません。」

47 すると、パリサイ人たちは彼らに答えた。「あなたがたも惑わされているのか。」

48 支配者たちのうちで、あるいはパリサイ人たちのうちで、だれか彼を信じた者があったか。

49 しかし、律法を知らないこの群衆は、のろわれている。

50 ニコデモは、彼らのうちの一人で、夜に彼のもとに来た者であるが、彼らに言った。

51 私たちの律法は、まずその人から聞いて、その人が何をしているのかを知った後でなければ、その人を裁かないのではないか。

52 彼らは答えて言った、「あなたもガリラヤ出身なのか。調べて見なさい。ガリラヤから預言者は起こらない。」

53 そして、それぞれの者が自分の家へ帰った。

John 8

1 イエスはオリーブの木の山へ行かれた。

2 早朝に、またイエスは神殿に来られた。そして、すべての民が彼のもとに来た。彼は座って、彼らに教えていた。

3 すると、書記官たちとパリサイ人たちは、姦淫の場で捕らえられた一人の女を彼のもとに連れて来て、彼女を真ん中に立たせた。

4 彼らはイエスに言った、「教師よ、この女は姦淫の現場で捕らえられました。

5 モーセは律法の中で、こういう女たちを石打ちにするように私たちに命じました。それで、あなたは何と言いますか。

6 彼らはイエスを試そうとしてこれを言った。それは、彼を訴える理由を得るためであった。しかし、イエスは身をかがめて、指で大地に書いておられた。

7 彼らが問い続けてやめなかったので、イエスは身を起こして言われた。「あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。」

8 そして再び下を向いて身をかがめ、大地に書いておられた。

9 それを聞いた者たちは、良心に責められて、年長者たちから始めて、最後の者に至るまで、一人ひとり出て行った。そして、イエスだけが残され、女は真ん中に立っていた。

10 イエスは身を起こして、だれも見ずに、その女だけを見て、彼女に言った、「女よ、あの告発者たちはどこにいるのか。だれもあなたを罪に定めなかったのか。」

11 彼女は言った、「だれもいません、主よ」。するとイエスは言われた、「わたしもあなたを罪に定めない。行きなさい。そして、もう二度と罪を犯してはならない」。

12 またイエスは彼らに語って言われた、「わたしは世界の光である。わたしに従う者は暗闇の中を歩むことは決してなく、命の光を持つであろう」。

13 そこでパリサイ人たちは彼に言った、「あなたは自分自身について証言している。あなたの証言は真実ではない」。

14 イエスは答えて彼らに言われた、「たとえわたしが自分自身について証言しても、わたしの証言は真実である。なぜなら、わたしは自分がどこから来たのか、またどこへ行くのかを知っているからである。しかしあなたがたは、わたしがどこから来るのか、またどこへ行くのかを知らない」。

15 あなたがたは肉によってさばくが、わたしはだれをもさばかない。

16 しかし、もし私が裁くなら、その裁きは真実です。なぜなら、私は独りではなく、私と私を遣わした父がいるからです。

17 あなたがたの律法にも、ふたりの人の証言は真実であると書かれています。

18 わたしは自分のことについて証しする者であり、また、わたしを遣わした父もわたしについて証ししてくださいます。

19 そこで彼らはイエスに言った、「あなたの父はどこにいるのですか」。イエスは答えられた、「あなたがたは、わたしをも、わたしの父をも知らない。もしわたしを知っていたなら、わたしの父をも知っていたであろう」。

20 これらの言葉をイエスは宝物庫で教えながら神殿で語った。しかし、だれも彼を捕えなかった。彼の時がまだ来ていなかったからである。

21 イエスはまた彼らに言われた、「わたしは去って行く。あなたがたはわたしを捜すであろうが、自分の罪の中で死ぬであろう。わたしが行く所に、あなたがたは来ることができない。」

22 そこで、ユダヤ人たちは言った、「『わたしが行く所に、あなたがたは来ることができない』と言うが、彼は自分を殺そうとしているのか。」

23 それでイエスは彼らに言われた、「あなたがたは下から出た者であり、わたしは上から出た者です。あなたがたはこの世界の者ですが、わたしはこの世界の者ではありません。」

24 だから、あなたがたは自分の罪の中で死ぬと、わたしは言ったのです。もしあなたがたが、わたしがいることを信じなければ、あなたがたは自分の罪の中で死ぬのです。

25 そこで彼らはイエスに言った、「あなたは誰ですか」。イエスは彼らに言われた、「初めから、わたしがあなたがたに話していることです」。

26 あなたがたについて言うべきこと、また裁くべきことが多くあります。しかし、わたしを遣わした方は真実であり、わたしはその方から聞いたことを、この世界に語っています。

27 彼らは、イエスが父のことを語っておられたことを悟らなかった。

28 イエスは彼らに言った、「あなたがたが人の子を上げる時、その時あなたがたは、わたしがそれであること、またわたしが自分からは何もせず、ただ父がわたしに教えられたように、これらのことを話すことを知るでしょう。

29 わたしを遣わした方はわたしとともにおられます。父はわたしをひとり残されたことはありません。わたしはいつも、その方に喜ばれることを行っているからです。

30 これらのことをイエスが話しておられると、多くの者がイエスを信じた。

31 そこでイエスは、自分を信じたユダヤ人たちに言われた。「もしあなたがたが、わたしの言葉にとどまるなら、あなたがたは本当にわたしの弟子です。」

32 そして、あなたがたは真理を知り、真理はあなたがたを自由にします。

33 彼らは彼に答えた、「私たちはアブラハムの種です。そして、決して誰にも仕えたことはありません。どうしてあなたは『あなたがたは自由になる』と言うのですか。」

34 イエスは彼らに答えられた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。罪を行っている者はみな、罪の奴隷です。

35 しかし、奴隷は永遠に家に留まることはない。子は永遠に留まる。

36 もし子があなたがたを自由にするなら、あなたがたは本当に自由になるのです。

37 あなたがたがアブラハムの種であることを知っています。しかし、あなたがたはわたしを殺そうとしています。それは、わたしの言葉があなたがたのうちに留まらないからです。

38 わたしは父のもとで見たことを話しています。そして、あなたがたは、あなたがたの父のもとで見たことを行なっています。

39 彼らは答えて言った、「私たちの父はアブラハムです」。イエスは彼らに言われた、「もしあなたがたがアブラハムの子なら、アブラハムの働きをしているであろう」。

40 しかし今、あなたがたは、神から聞いた真理をあなたがたに話したこの人を殺そうとしている。アブラハムはそんなことはしなかった。

41 あなたがたは、あなたがたの父の働きを行っている。彼らは彼に言った、「私たちは姦淫から生まれたのではありません。私たちには一人の父、神がいます」。

42 イエスは彼らに言われた、「もし神があなたがたの父であるなら、あなたがたはわたしを愛したであろう。なぜなら、わたしは神から出て来て、ここにいるからである。わたしは自分から来たのではなく、彼がわたしを遣わしたのである。

43 なぜあなたがたは、わたしの話を理解しないのか。それは、あなたがたがわたしの言葉を聞くことができないからである。

44 あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって、あなたがたの父の欲望を行いたいと思っている。彼は初めから人殺しであり、真理に立ってはいない。彼のうちに真理がないからである。彼が嘘を語るとき、自分のものから語る。彼は嘘つきであり、その父も同様である。

45 しかし、わたしは真理を話しているのに、あなたがたはわたしを信じない。

46 あなたがたのうち、だれがわたしに罪があると責めるのですか。もしわたしが真理を語っているのなら、なぜあなたがたはわたしを信じないのですか。

47 神から出た者は、神の言葉を聞く。それゆえ、あなたがたが聞かないのは、あなたがたが神から出た者ではないからである。

48 そこでユダヤ人たちは答えて、彼に言った、「私たちが『あなたはサマリア人で、悪霊を持っている』と言うのは、正しくないのですか。」

49 イエスは答えられた。「わたしは悪霊を持ってはいません。しかし、わたしは父を敬っています。そして、あなたがたはわたしを辱めています。」

50 しかし、私は自分の栄光を求めません。それを求める方、そして裁く方がおられます。

51 まことに、まことに、あなたがたに言います。だれでもわたしの言葉を守るなら、その人は決して死を見ることはありません。永遠に。

52 ユダヤ人たちは彼に言った、「今、私たちはあなたが悪霊につかれていることを知った。アブラハムは死に、預言者たちも死んだ。それなのに、あなたは『だれでも私の言葉を守るなら、その人はいつまでも死を味わうことはない』と言う。」

53 あなたは私たちの父アブラハムよりも偉いのですか。彼は死にました。預言者たちも死にました。あなたは自分自身を何だと言うのですか。

54 イエスは答えられた。「もしわたしが自分自身に栄光を帰するなら、わたしの栄光は無に等しい。わたしに栄光を与える方は、わたしの父である。あなたがたは、その方を『あなたがたの神である』と言っている。」

55 あなたがたはこの方を知ってはいません。しかし、わたしはこの方を知っています。もしわたしが「この方を知らない」と言うなら、わたしはあなたがたと同じように嘘つきになるでしょう。しかし、わたしはこの方を知っており、その言葉を守っています。

56 あなたがたの父アブラハムは、わたしの日を見ることを望んで大いに喜び、それを見て、喜んだ。

57 そこでユダヤ人たちは彼に言った、「あなたはまだ五十歳になっていないのに、アブラハムを見たのか。」

58 イエスは彼らに言われた、「まことに、まことに、あなたがたに告げる。アブラハムが存在する前に、わたしはいる」。

59 そこで彼らは石を取り、イエスに投げつけようとした。しかしイエスは身を隠し、神殿から出て行かれた。彼らの真ん中を通り抜けて、こうして過ぎ去られた。

John 9

1 また通りかかったイエスは、生まれつきの盲人を見た。

2 弟子たちは彼に尋ねて言った、「ラビ、この人が盲目に生まれたのは、誰が罪を犯したのですか。この人ですか、それともその親ですか。」

3 イエスは答えられた。「この人が罪を犯したのでもなく、その親でもない。ただ、神の働きが彼のうちに現れるためである。」

4 わたしは、わたしを遣わした方の働きを、日の間に行わなければなりません。だれも働くことのできない夜が来ます。

5 わたしが世にいる間、わたしは世の光です。

6 これらのことを言って、地面に唾をし、その唾で粘土を作り、その粘土を盲人の目に塗った。

7 「行って、シロアム（訳せば、遣わされた者）の池で洗いなさい。」そこで彼は行って洗った。そして、見えるようになって帰って来た。

8 そこで、隣人たちと、以前彼が盲人であったのを見ていた人たちは言った、「これは座って物乞いをしていた者ではないか」。

9 ある人々は「この人だ」と言い、他の人々は「いや、彼に似ているだけだ」と言った。その本人は「私がその人です」と言った。

10 そこで彼らは彼に言った、「あなたの目はどうして開いたのですか。」

11 彼は答えて言った。「イエスと呼ばれる人が粘土を作り、私の目に塗り、私に『シロアムの池に行って洗え』と言いました。そこで行って洗うと、私は見えるようになりました。」

12 そこで彼らは彼に言った、「その人はどこにいるのか」。彼は言った、「知らない」。

13 彼らは、かつて盲人であったその人をパリサイ人たちのところへ連れて行った。

14 その日は安息日であり、イエスが粘土を作って彼の目を開かれたのは、その安息日であった。

15 そこで、パリサイ人たちもまた彼に、どうして見えるようになったのかと尋ねた。彼は彼らに言った。「あの方が私の目に粘土を塗り、私が洗った。そして、私は見えるのです。」

16 そこで、パリサイ人の中のある者たちが言った、「この人は神から出た者ではない。安息日を守らないからだ」。他の者たちは言った、「罪人である人が、どうしてこのようなしるしを行うことができようか」。そして、彼らの間に分裂があった。

17 彼らは再び盲人に言った、「あなたは彼について何と言うのか。彼があなたの目を開けたのだから。」彼は言った、「彼は預言者です。」

18 しかし、ユダヤ人たちは、彼が盲目であったのに見えるようになったことを彼について信じず、見えるようになった者の両親を呼ぶまでにならなかった。

19 彼らは彼らに尋ねて言った、「この者はあなたがたの子で、あなたがたが生まれつき盲人だと言っている者ですか。それならば、どうして今見えるのですか。」

20 彼の両親は彼らに答えて言った、「私たちは、これが私たちの子であり、生まれつき盲人であったことを知っています。」

21 しかし、どうして今見えるのか、私たちは知りません。また、誰が彼の目を開けたのか、私たちは知りません。彼はもう大人です。彼に聞いてください。彼自身が自分のことについて話すでしょう。

22 彼の両親がこれらのことを言ったのは、ユダヤ人たちを恐れていたからである。すでにユダヤ人たちは、だれでもイエスをキリストと告白する者は、会堂から追放されるようにと決め合っていたのである。

23 そのために、彼の親たちは、「彼はもう大人です。彼に聞いてください」と言った。

24 そこで彼らは、その盲目であった人をもう一度呼び出して言った。「神に栄光を帰しなさい。私たちはあの人が罪人であることを知っている。」

25 彼は答えて言った。「あの方が罪人かどうか、私は知りません。ただ一つだけ知っています。私は盲人であったが、今は見えるということです。」

26 そこで彼らは彼に言った、「彼はあなたに何をしたのか。どうやってあなたの目を開けたのか。」

27 彼は彼らに答えた。「私はすでにあなたがたに言ったのに、あなたがたは聞かなかった。なぜもう一度聞こうとするのか。あなたがたも、あの方の弟子になりたいのか。」

28 彼らは彼をののしって言った、「あなたはあの者の弟子だ。しかし私たちはモーセの弟子だ。」

29 私たちは、神がモーセに語られたことを知っています。しかし、この者については、どこから来たのか知りません。

30 その人は答えて言った、「これは驚くべきことです。あなたがたは、あの方がどこから来られたか知らないのに、あの方は私の目を開けてくださいました。

31 私たちは、神は罪人の言うことを聞かれないが、もしだれかが神を敬い、その意志を行うなら、その人の言うことを聞かれることを知っています。

32 世の初めから、盲目に生まれついた者の目を開けた者があるとは、聞いたことがありません。

33 もしこの人が神から出たのでなければ、何もできなかったでしょう。

34 彼らは答えて言った、「あなたは全く罪の中に生まれたのに、私たちを教えるのか」。そして、彼を外に追い出した。

35 イエスは、彼らが彼を外に追い出したことを聞き、彼を見つけて言った。「あなたは神の子を信じるか。」

36 その人は答えて言った、「主よ、それは誰ですか。私がその方を信じることができるように。」

37 イエスは彼に言った、「あなたはその方を見た。あなたと話している者がそれである。」

38 彼は言った、「主よ、私は信じます」。そして彼はイエスを拝した。

39 そこで、イエスは言われた。「わたしは裁きのためにこの世に来た。それは、見えない者が見えるようになり、見える者が盲目となるためである。」

40 パリサイ人の中で彼と共にいた者たちがこれらのことを聞いて、彼に言った、「私たちも盲人なのですか。」

41 イエスは彼らに言われた、「もしあなたがたが盲目であったなら、あなたがたに罪はなかったであろう。しかし今、あなたがたは『私たちは見える』と言う。それゆえ、あなたがたの罪は残る。」

John 10

1 まことに、まことに、あなたがたに言います。羊の中庭に扉を通って入らず、ほかの所から上って来る者は、泥棒であり強盗です。

2 しかし、扉から入る者は、羊の羊飼いです。

3 門番はその人に開き、羊たちはその声を聞く。そして彼は自分の羊を名前で呼び、彼らを連れ出す。

4 自分の羊をみな外に出すと、その先頭に立って行く。すると羊は、彼の声を知っているので、彼に従う。

5 しかし、ほかの人には決してついて行かず、その人から逃げ出します。その人たちの声を知らないからです。

6 イエスはこのことわざを彼らに話したが、彼らはイエスが彼らに話していたことが何であるかを知らなかった。

7 そこで、イエスはまた彼らに言われた。「まことに、まことに、あなたがたに告げる。わたしは羊の扉である。

8 わたしの前に来た者はみな、泥棒であり強盗です。しかし羊たちは彼らの言うことを聞きませんでした。

9 わたしは扉です。だれでも、わたしを通って入るなら、救われ、また出入りし、牧草地を見つけるでしょう。

10 泥棒が来るのは、盗んだり、殺したり、滅ぼしたりするためだけです。わたしが来たのは、彼らが命を持ち、しかも豊かに持つためです。

11 わたしは良い羊飼いです。良い羊飼いは羊のために自分の魂を捨てます。

12 しかし、雇い人は、羊飼いではなく、自分の羊を持っていない者であるから、狼が来るのを見ると、羊を置き去りにして逃げる。そして、狼は羊を奪い、散らす。

13 しかし、雇い人は、雇い人であるゆえに逃げる。そして、羊のことを心にかけていないからである。

14 わたしは良い羊飼いです。わたしはわたしのものを知っています。また、わたしのものはわたしを知っています。

15 父が私を知っておられるように、私も父を知っています。そして、私は羊のために私の魂を捨てます。

16 わたしにはまた、この中庭に属さない他の羊がいます。それらをも導かなければなりません。彼らはわたしの声を聞き、一つの群れ、一人の羊飼いとなるでしょう。

17 父がわたしを愛するのは、わたしが自分の魂を捨てるからである。それは、再びそれを得るためである。

18 だれも、わたしからそれを取る者はいません。しかし、わたしは自分からそれを捨てます。わたしにはそれを捨てる権威があり、またそれを再び取る権威があります。この戒めを、わたしはわたしの父から受けました。

19 ユダヤ人たちの間に、これらの言葉のゆえに、また分裂が起こった。

20 「彼らのうちの多くの者が言った、『彼は悪霊を持っていて、気が狂っている。なぜあなたがたは彼の言うことを聞くのか。』」

21 ほかの者たちは言った、「これらの言葉は悪霊につかれた者のものではない。悪霊が盲人の目を開けることができようか。」

22 その時、エルサレムで奉献の祭りが行われ、冬であった。

23 イエスは神殿の中を、ソロモンの柱廊を歩いておられた。

24 そこでユダヤ人たちは彼を取り囲んで言った、「いつまで私たちの魂を奪うのか。もしあなたがキリストなら、はっきりと私たちに言いなさい。」

25 イエスは彼らに答えられた。「わたしはあなたがたに言ったが、あなたがたは信じない。わたしが父の名前によって行う働きが、わたしについて証ししている。

26 しかし、あなたがたは信じません。あなたがたがわたしの羊に属していないからです。

27 わたしの羊はわたしの声を聞きます。そして、わたしは彼らを知っています。彼らはわたしに従います。

28 わたしは彼らに永遠の命を与えます。彼らは決して滅びることはなく、また、だれもわたしの手から彼らを奪い去ることはありません。

29 わたしの父は、わたしに与えてくださった方であり、すべてのものより偉大です。だれも、わたしの父の手から奪い取ることはできません。

30 わたしと父とは一つです。

31 ユダヤ人たちは、再び石を取り上げて、イエスを石打ちにしようとした。

32 イエスは彼らに答えられた。「わたしは父から出た多くの良い働きをあなたがたに示した。そのうちのどの働きのために、わたしを石打ちにするのか。」

33 ユダヤ人たちは彼に答えて言った、「良い働きのゆえにあなたを石打ちにするのではなく、冒涜のゆえであり、またあなたが人でありながら自分を神としているからである。」

34 イエスは彼らに答えられた、「あなたがたの律法に、『わたしは言った、あなたがたは神である』と書いてあるではないか。」

35 もし神の言葉が臨んだ人々を神々と呼んだなら、聖書は破られることはできません。

36 父が聖別して世界に遣わした者について、あなたがたは『あなたは神を冒涜している』と言うのですか。それは、わたしが『わたしは神の子である』と言ったからです。

37 もしわたしが父の働きを行っていないなら、わたしを信じるな。

38 しかし、もしわたしが行っているなら、たとえわたしを信じなくても、その働きを信じなさい。それは、父がわたしのうちにおられ、わたしが父のうちにいることを、あなたがたが知り、また信じるためです。

39 そこで、彼らは再び彼を捕まえようとしたが、彼は彼らの手から出て行った。

40 そして、彼は再びヨルダンの向こう側へ行き、ヨハネが最初にバプテスマを授けていた場所に行って、そこに留まった。

41 多くの人々が彼のところに来て、「ヨハネは何もしるしを行わなかったが、ヨハネがこの方について言ったことはすべて真実だった」と言った。

42 そして、多くの人々がそこで彼を信じた。

John 11

1 さて、ある人が病気にかかっていた。それはラザロで、ベタニヤの村の出で、マリアとその姉妹マルタの村の者であった。

2 このマリアは、主に軟膏を塗り、自分の髪でその足をぬぐった者であり、彼女の兄弟ラザロが病んでいた。

3 そこで姉妹たちは彼のもとに使いを送って言った、「主よ、ご覧ください。あなたが愛しておられる者が病気です。」

4 これを聞いて、イエスは言われた。「この病気は死に至るものではなく、神の栄光のためである。神の子がそれによって栄光を受けるためである。」

5 イエスはマルタとその姉妹とラザロを愛しておられた。

6 そこで、彼が病気であると聞いたとき、彼はそのいた場所にさらに二日間とどまった。

7 その後、イエスは弟子たちに「もう一度ユダヤへ行こう」と言った。

8 弟子たちは彼に言った、「ラビ、ちょうど今ユダヤ人たちがあなたを石打ちにしようとしていたのに、またそこへ行かれるのですか。」

9 イエスは答えられた、「昼には十二の時があるではないか。だれでも昼に歩けば、つまずくことはない。この世の光を見ているからである。

10 しかし、もし夜歩くなら、つまずく。光がその人の中にないからである。

11 イエスはこれらのことを言い、その後、彼らに言った。「私たちの友ラザロは眠っている。しかし、私は彼を眠りから覚ますために行く。」

12 そこで弟子たちは言った、「主よ、眠っているのなら、助かるでしょう。」

13 しかし、イエスは彼の死について言われたのである。しかし彼らは、眠りの眠りについて言っていると思った。

14 そこで、イエスは彼らにはっきりと言われた。「ラザロは死んだ。」

15 あなたがたのゆえに、すなわちあなたがたが信じるために、わたしがそこにいなかったことを喜んでいます。さあ、彼のところへ行きましょう。

16 そこで、ディデュモスと呼ばれるトマスが仲間の弟子たちに言った、「私たちも行って、彼と一緒に死のう」。

17 そこで、イエスが来て、彼が墓の中に四日間もいたのを見つけた。

18 ベタニヤはエルサレムに近く、十五スタディオンの距離にあった。

19 多くのユダヤ人たちがマルタとマリアのところに来ていた。彼らの兄弟について彼女たちを慰めるためであった。

20 マルタは、イエスが来られると聞いて、彼を迎えに行った。マリアは家に座っていた。

21 マルタはイエスに向かって言った。「主よ、もしここにいてくださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。」

22 しかし、今でも私は知っています。あなたが神に求めるものは何でも、神はあなたにお与えになることを。

23 イエスは彼女に言った、「あなたの兄弟はよみがえります」。

24 マルタは彼に言った、「彼が終わりの日の復活の時によみがえることを、私は知っています」。

25 イエスは彼女に言った、「わたしは復活であり、命である。わたしを信じる者は、死んでも生きるであろう。」

26 また、生きていてわたしを信じる者は、決して永遠に死ぬことはありません。あなたはこのことを信じますか。

27 彼女はイエスに言った、「はい、主よ。私は、あなたが世に来られる神の子キリストであると信じています。」

28 こう言ってから、彼女は立ち去り、自分の姉妹マリアを呼び、ひそかに言った、「教師がおいでになって、あなたを呼んでおられます」。

29 それを聞くと、彼女はすぐに立ち上がって、彼のもとへ行った。

30 イエスはまだ村には入っておらず、マルタが出会った場所におられた。

31 そこで、家にいて彼女を慰めていたユダヤ人たちは、マリアが急いで立ち上がって出て行くのを見て、彼女が墓に行ってそこで泣くのだと思い、彼女に従って行った。

32 そこでマリアは、イエスのおられた所に来て、イエスを見ると、その足もとにひれ伏して言った。「主よ、もしここにいてくださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。」

33 イエスは、彼女が泣き、彼女と一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見て、霊に憤りを覚え、自分自身を悩ませた。

34 「彼をどこに置きましたか。」彼らは主に言った。「主よ。来て、ご覧ください。」

35 イエスは涙を流された。

36 そこで、ユダヤ人たちは言った。「見よ、彼をどんなに愛しておられたことか。」

37 しかし、その人々のうちのある者たちは言った、「この盲人の目を開けたこの人が、あの人も死なせないようにすることはできなかったのか」。

38 イエスはまた心の中で憤りながら墓に来られた。そこは洞窟で、石がその上に置かれていた。

39 イエスは言われた、「その石を取りのけなさい」。死んだ者の姉妹マルタは彼に言った、「主よ、もう臭くなっています。四日になりますから」。

40 イエスは彼女に言われた、「もしあなたが信じるなら、あなたは神の栄光を見る、とわたしはあなたに言ったではないか」。

41 そこで、彼らは石を取りのけた。イエスは目を上げて言われた、「父よ、あなたがわたしの願いを聞いてくださったことを感謝します。」

42 わたしは、あなたがいつもわたしの言うことを聞いてくださることを知っていました。しかし、回りに立っている群衆のために、彼らが、あなたがわたしを遣わされたことを信じるように、わたしは言ったのです。

43 そして、これらのことを言った後、イエスは大声で叫ばれた。「ラザロよ、出て来なさい。」

44 すると、死んでいた人が、足と手を包帯で巻かれたままで出て来た。その外見はハンカチで包まれていた。イエスは彼らに言った。「彼をほどいてやり、行かせなさい。」

45 そこで、マリアのところに来て、イエスがなさったことを見た多くのユダヤ人が、イエスを信じた。

46 しかし、そのうちのある者たちはパリサイ人たちのところへ行き、イエスがなさったことを彼らに告げた。

47 そこで、大祭司たちとパリサイ人たちは評議会を召集して言った、「我々は何をしているのか。この人が多くのしるしを行っているのに。」

48 もし彼をこのまま放っておくなら、皆が彼を信じるようになり、ローマ人たちが来て、我々の場所も民族も奪い取るだろう。

49 しかし、彼らのうちの一人で、その年の大祭司であったカイアファが彼らに言った、「あなたがたは何も知らない」。

50 あなたがたは、一人の人が民のために死んで、民族全体が滅びない方が、私たちにとって得策だということも考えていないのですか。

51 しかし、これは彼が自分から言ったのではなく、その年の大祭司であったので、イエスが民族のために死のうとしておられることを預言したのである。

52 ただ、民族のためだけではなく、散らされた神の子たちを一つに集めるためでもあった。

53 そこで彼らは、その日から、イエスを殺すために相談し合った。

54 イエスはもはやユダヤ人たちの間を公然と歩くことはなかったが、そこから荒野に近い地域へ去り、エフライムと呼ばれる都市に行き、そこで弟子たちとともに滞在した。

55 ユダヤ人の過越の祭りが近づいていた。そして多くの人々が、過越の祭りの前に、その地域からエルサレムに上って行った。それは、自分たちを清めるためであった。

56 そこで彼らはイエスを捜し、神殿に立って互いに言った、「あなたがたはどう思うか。彼が祭りに来ないことはないだろうか」。

57 祭司長たちとパリサイ人たちは、もし誰かがイエスがどこにいるかを知っているなら、知らせるようにという戒めを出していた。

John 12

1 過越の祭りの六日前に、イエスはベタニヤに来られた。そこには、イエスが死人の中からよみがえらせたラザロがいた。

2 そこで彼らはイエスのために夕食を用意した。マルタは給仕していた。ラザロは、イエスとともに食卓に着いている者たちの一人であった。

3 そこでマリアは、非常に高価な純粋なナルドの軟膏を一ポンド取って、イエスの足に塗り、自分の髪でその足を拭った。家はその軟膏の香りで満ちた。

4 そこで、彼の弟子の一人である、イスカリオテのユダ（シモンの子）が言った。彼はイエスを裏切ろうとしていた。

5 なぜ、この軟膏を三百デナリオンで売って、貧しい人々に与えなかったのか。

6 しかし、彼がこれを言ったのは、貧しい人々のことを心にかけていたからではなく、彼が泥棒であり、袋を持っていて、そこに入れられるものを盗んでいたからである。

7 イエスは言われた、「彼女をそのままにしておけ。彼女はわたしの埋葬の日のためにそれを取っておいたのだ」。

8 貧しい人々はいつもあなたがたと共にいるが、わたしはいつもあなたがたと共にいるわけではない。

9 ユダヤ人の大群衆は、イエスがそこにおられることを知り、来た。それはただイエスのためだけではなく、死人の中からよみがえらせたラザロをも見るためであった。

10 祭司長たちはラザロをも殺そうと相談した。

11 それは、彼のために多くのユダヤ人が去って行き、イエスを信じるようになったからである。

12 その翌日、祭りに来ていた大群衆は、イエスがエルサレムに来られると聞いた。

13 彼らは椰子の木の枝を取り、出迎えのために出て行った。そして叫んだ。「ホサナ。主の名によって来られる方、イスラエルの王に祝福あれ。」

14 イエスは小ろばを見つけて、それに乗られた。それは書かれているとおりである。

15 恐れるな、シオンの娘よ。見よ、あなたの王が来られる。ロバの子に乗って。

16 初め、弟子たちにはこれらのことがわからなかった。しかし、イエスが栄光を受けられたとき、彼らはこれらのことが彼について書かれていたこと、そして人々が彼に対してこれらのことを行ったことを思い出した。

17 イエスがラザロを墓から呼び出し、死人の中からよみがえらせたとき、彼と共にいた群衆はそのことを証言した。

18 そのために群衆も彼を出迎えた。彼がこのしるしを行ったことを聞いたからである。

19 そこで、パリサイ人たちは互いに言った。「あなたがたは、何も益を得ていないのを見ている。見よ、世は彼のあとについて行ってしまった。」

20 さて、祭りで礼拝するために上って来た人々の中に、幾人かのギリシア人がいた。

21 この人たちはガリラヤのベツサイダ出身のピリポのところに来て、彼に「主よ、私たちはイエスにお会いしたいのです」と言って頼んだ。

22 ピリポは来て、アンデレに言う。そして、アンデレとピリポはイエスに言う。

23 イエスは彼らに答えて言われた、「人の子が栄光を受ける時が来た」。

24 まことに、まことに、あなたがたに言います。一粒の小麦が地に落ちて死ななければ、それは一つのままです。しかし、もし死ねば、多くの果実を結びます。

25 自分の魂を愛する者はそれを失い、この世で自分の魂を憎む者はそれを永遠の命に至るまで守る。

26 わたしに仕える者がいるなら、その人はわたしに従いなさい。そして、わたしがいる所には、わたしの僕もそこにいるでしょう。もしだれかがわたしに仕えるなら、父はその人を尊びます。

27 今、私の魂は騒いでいる。何と言おうか。父よ、この時から私を救ってください。いや、このためにこそ、私はこの時に来たのだ。

28 父よ、あなたの名前を栄光づけなさい。すると、天から声が来た。「私は栄光づけたし、また再び栄光づけるだろう。」

29 そばに立ってそれを聞いた群衆は、雷が鳴ったのだと言った。他の人々は、天使があの方に話したのだと言った。

30 イエスは答えて言われた、「この声がわたしのために起こったのではなく、あなたがたのために起こったのです」。

31 今やこの世の裁きがある。今やこの世の支配者は外に追い出されるであろう。

32 わたしが地上から上げられるなら、すべての人をわたしのもとへ引き寄せます。

33 これは、彼がどのような死に方で死ぬことになっていたかを示して言ったのである。

34 群衆は彼に答えた。「私たちは律法から、キリストは永遠に留まると聞きました。それなのに、どうしてあなたは『人の子は上げられなければならない』と言うのですか。その人の子とはだれですか。」

35 イエスは彼らに言われた、「まだしばらくの間、光はあなたがたと共にある。光がある間に歩きなさい。暗闇があなたがたを襲わないように。暗闇の中を歩く者は、自分がどこへ行くのか知らない」。

36 光があるうちに、光を信じなさい。光の子となるために。イエスはこれらのことを話し、立ち去って、彼らから身を隠された。

37 イエスが彼らの目の前でこのように多くのしるしを行われたのに、彼らはイエスを信じなかった。

38 それは、預言者イザヤの言葉が成就するためであった。「主よ、だれが私たちの聴覚を信じたか。また、主の腕はだれに現されたか。」と言ったのである。

39 このために、彼らは信じることができなかった。それは、イザヤがまた言ったからである。

40 彼らの目を盲目にし、彼らの心をかたくなにされた。それは、彼らが目で見、心で理解し、立ち返って、わたしが彼らを癒やすことがないためである。

41 イザヤは、彼の栄光を見たときにこれらのことを言い、彼について語った。

42 しかし、それにもかかわらず、支配者たちの中にも多くの者が彼を信じた。しかし、パリサイ人たちのゆえに、告白しなかった。会堂から追放されないためであった。

43 彼らは神の栄光よりも人の栄光を愛したからである。

44 イエスは叫んで言われた、「わたしを信じる者は、わたしを信じるのではなく、わたしを遣わした方を信じるのである。

45 また、わたしを見る者は、わたしを遣わした方を見るのです。

46 わたしは光として世界に来ました。わたしを信じる者がみな、暗闇の中にとどまることがないためです。

47 また、だれかがわたしの言葉を聞いても信じないなら、わたしはその人を裁かない。わたしは世を裁くために来たのではなく、世を救うために来たからである。

48 わたしを拒み、わたしの言葉を受け入れない者は、自分を裁く者を持っています。わたしが話したその言葉が、終わりの日に彼を裁くのです。

49 わたしは自分から話したのではありません。わたしを遣わした父ご自身が、わたしに戒めを与えられました。何を言い、何を話すべきかを。

50 わたしは、父の戒めが永遠の命であることを知っています。それゆえ、わたしが話すことは、父がわたしに言われたとおりに、そのように話すのです。

John 13

1 過越の祭りの前に、イエスはご自分の時が来たことを知っておられた。すなわち、この世から父のもとへ移る時である。世にいるご自分の者たちを愛されたイエスは、その愛を終わりまで貫かれた。

2 夕食の間のこと、悪魔がすでにシモンの子イスカリオテ・ユダの心に、彼を裏切る思いを入れていた。

3 イエスは、父がすべてを自分の手に与えられたこと、また自分が神から出て、神のもとへ行くことを知っていた。

4 夕食の席から立ち上がり、上着を置き、タオルを取って、自分の腰に巻いた。

5 それから、水を洗面器に入れ、弟子たちの足を洗い始め、腰に巻いていたタオルで拭き始められた。

6 そこで、彼はシモン・ペテロのところに来て、その人が彼に言う、「主よ、あなたが私の足を洗われるのですか」。

7 イエスは答えて言われた。「わたしがしていることは、今はあなたには分からないが、後で分かるようになる。」

8 ペテロは彼に言った、「あなたはいつまでも私の足を洗わないでください」。イエスは彼に答えられた、「もし私があなたを洗わなければ、あなたは私と共に部分を持つことはない」。

9 シモン・ペテロは言った、「主よ、私の足だけでなく、手も頭も」。

10 イエスは彼に言った、「水浴した者は、足を洗う必要はないが、全身は清い。あなたがたは清いが、すべての者がそうではない。」

11 イエスはご自分を裏切る者を知っておられた。それで、「みなが清いのではない」と言われたのである。

12 そこで、彼は彼らの足を洗い、自分の上着を取り、再び横になって彼らに言った、「わたしがあなたがたにしたことを、あなたがたは知っていますか」。

13 あなたがたはわたしを教師とも主とも呼んでいます。そして、あなたがたがそう言うのは正しいのです。なぜなら、わたしはそのような者だからです。

14 それで、主であり教師であるわたしがあなたがたの足を洗ったのなら、あなたがたも互いに足を洗い合うべきです。

15 わたしがあなたがたにしたとおりに、あなたがたもするように、わたしはあなたがたに手本を示したのです。

16 まことに、まことに、あなたがたに言います。奴隷はその主にまさるものではなく、使徒もその遣わした者にまさるものではありません。

17 これらのことを知っているなら、それを行うときに、あなたがたは幸いです。

18 わたしはあなたがた全員について言っているのではありません。わたしは、わたしが選んだ者たちを知っています。しかし、聖書が成就するために、『わたしと一緒にパンを食べる者が、わたしに向かってかかとを上げた』のです。

19 今から、それが起こる前に、あなたがたに言っておく。それが起こったとき、あなたがたが、わたしがそれであると信じるためである。

20 まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしが遣わす者を受け入れる者は、わたしを受け入れるのです。わたしを受け入れる者は、わたしを遣わした方を受け入れるのです。

21 イエスはこれらのことを言ったとき、霊に動揺し、証しして言われた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。あなたがたのうちの一人が、わたしを裏切ります。」

22 弟子たちは、だれのことを言っておられるのか分からず、互いに顔を見合わせていた。

23 そのとき、イエスの弟子のひとりで、イエスが愛しておられた者が、イエスの懐に寄りかかって座っていた。

24 そこで、シモン・ペテロはその人に合図して、だれのことを言っておられるのか尋ねさせた。

25 その弟子はイエスの胸に寄りかかって、彼に言った。「主よ、それは誰ですか。」

26 イエスは答えられた。「それは、わたしが一片を浸して与える者である。」そして、一片を浸して、シモンの子イスカリオテのユダに与えた。

27 その一片を受けると、そのときサタンが彼に入った。そこでイエスは彼に言った、「あなたがしていることを、すぐにしなさい」。

28 しかし、その場に座っていた者たちの中で、イエスが何のために彼にそう言われたのかを知っている者は、だれもいなかった。

29 中には、ユダが金入れを持っていたので、イエスが彼に「祭りのために必要な物を買え」と言われたのだとか、あるいは貧しい人々に何か施しをするように言われたのだとか思った者もいた。

30 彼はその一片を受けると、すぐに出て行った。そして、夜であった。

31 ユダが出て行ったとき、イエスは言われた。「今、人の子は栄光を受け、神も彼によって栄光を受けられた。」

32 もし神が彼によって栄光をお受けになったのなら、神も彼にご自身によって栄光をお与えになる。そして、すぐに彼に栄光をお与えになる。

33 小さな子たちよ、わたしはなおしばらくの間、あなたがたと共にいる。あなたがたはわたしを捜すであろう。そして、わたしがユダヤ人たちに言ったように、『わたしが行く所へ、あなたがたは来ることができない』と、今あなたがたにも言う。

34 新しい戒めをあなたがたに与えます。あなたがたは互いに愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。

35 互いに愛を持っているなら、それによって、あなたがたがわたしの弟子であることを、すべての人が知るでしょう。

36 シモン・ペテロはイエスに言った、「主よ、どこへ行かれるのですか」。イエスは彼に答えられた、「わたしが行く所に、あなたは今はついて来ることができない。しかし後にはついて来るでしょう」。

37 ペテロは主に言った、「主よ、なぜ今あなたに従うことができないのですか。あなたのために、わたしの魂を捨てます。」

38 イエスは彼に答えられた。「あなたは私のためにあなたの魂を捨てるつもりか。まことに、まことに、あなたに言う。雄鶏が鳴くまでに、あなたは三度私を否むだろう。」

John 14

1 あなたがたの心は騒いではならない。神を信じ、またわたしを信じなさい。

2 わたしの父の家には、住まいがたくさんあります。もしなかったら、あなたがたに言っておいたでしょう。あなたがたのために、わたしは場所を備えに行くのです。

3 わたしが行って、あなたがたに場所を備えたなら、また来て、あなたがたをわたしのもとに迎えます。わたしのいる所に、あなたがたもおられるようにするためです。

4 わたしが行く所へは、あなたがたは道を知っています。

5 トマスは主に言った、「主よ、私たちはあなたがどこへ行かれるのか知りません。どうしてその道を知ることができるでしょうか。」

6 イエスは彼に言われた、「わたしは道であり、真理であり、命である。だれも、わたしを通してでなければ、父のみもとには来ない。

7 もしあなたがたがわたしを知っていたなら、わたしの父をも知っていたでしょう。今からは、あなたがたは父を知っており、また父を見たのです。

8 ピリポは言った、「主よ、私たちに父を見せてください。そうすれば私たちに足りるのです。」

9 イエスは彼に言った、「ピリポ、こんなに長い間あなたがたと一緒にいるのに、あなたは私を知らないのか。私を見た者は父を見たのだ。どうしてあなたは『私たちに父を見せてください』と言うのか。」

10 あなたは、私が父におり、父が私におられることを信じないのですか。私があなたがたに話す言葉は、私自身から話すのではありません。私のうちにとどまっておられる父が、ご自身でその働きをしておられるのです。

11 わたしが父におり、父がわたしにおられることを信じなさい。もしそうでなければ、その働きによって信じなさい。

12 まことに、まことに、あなたがたに言います。わたしを信じる者は、わたしが行う働きを、その人も行い、またそれよりもさらに大きな働きを行うでしょう。わたしが父のもとに行くからです。

13 あなたがわたしの名によって求めることは何でも、わたしはそれをしましょう。父が子によって栄光をお受けになるためです。

14 あなたがたがわたしの名によって何かを求めるなら、わたしはそれをしましょう。

15 もしあなたがたがわたしを愛するなら、わたしの戒めを守りなさい。

16 わたしは父にお願いします。そうすれば、父はもうひとりの助け手をあなたがたにお与えになります。その助け手がいつまでもあなたがたとともにいるためにです。

17 真理の霊は、世が受けることができない方です。なぜなら、世はその方を見ず、知らないからです。しかし、あなたがたはその方を知っています。なぜなら、その方はあなたがたとともに留まり、あなたがたのうちにいるからです。

18 わたしはあなたがたを孤児のままには置きません。わたしはあなたがたのところに来ます。

19 まだしばらくして、世はもはや私を見なくなる。しかし、あなたがたは私を見る。私が生きているので、あなたがたも生きるからである。

20 その日には、あなたがたは、わたしが父におり、あなたがたがわたしにおり、わたしがあなたがたにおることを知るでしょう。

21 わたしの戒めを持ち、それを守る者は、わたしを愛する者です。わたしを愛する者は、わたしの父に愛されるでしょう。そして、わたしもその者を愛し、その者にわたし自身を現わします。

22 イスカリオテでないユダが主に言った、「主よ、あなたが私たちにご自身を現わそうとしておられ、世には現わそうとされないのは、どういうわけですか。」

23 イエスは彼に答えて言われた、「だれでもわたしを愛するなら、わたしの言葉を守るであろう。そして、わたしの父はその人を愛し、わたしたちはその人のところに来て、その人とともに住まいを造るであろう」。

24 わたしを愛さない者は、わたしの言葉を守らない。あなたがたが聞いているその言葉は、わたしのものではなく、わたしを遣わした父のものである。

25 これらのことを、わたしはあなたがたと共にいる間に、あなたがたに話しました。

26 しかし、助け手、すなわち、父が私の名によってお遣わしになる聖霊が、あなたがたにすべてのことを教え、また、私があなたがたに話したすべてのことを思い起こさせてくださいます。

27 わたしはあなたがたに平和を残します。わたしの平和をあなたがたに与えます。わたしが与えるのは、世が与えるのとは異なります。あなたがたの心を騒がせてはなりません。また、恐れてはなりません。

28 あなたがたは、わたしが『わたしは去って行き、また、あなたがたのところに来る』と言ったのを聞きました。もしあなたがたがわたしを愛していたなら、わたしが父のもとに行くことを喜んだはずです。父はわたしよりも偉大だからです。

29 そして今、わたしはそれが起こる前にあなたがたに言いました。それが起こったとき、あなたがたが信じるためです。

30 もう多くはあなたがたに話しません。この世の支配者が来るからです。彼はわたしに対して何も持っていません。

31 しかし、父を愛していること、また父が私に命じられたとおりに行っていることを、世が知るためです。立ちなさい。ここから行こう。

John 15

1 わたしはまことのぶどうの木であり、わたしの父は農夫です。

2 わたしにつながっている枝で、実を結ばないものはすべて、それを取り除き、実を結ぶものはすべて、もっと多くの実を結ぶために、それを刈り込む。

3 あなたがたは、わたしがあなたがたに話した言葉によって、すでに清いのです。

4 わたしにとどまりなさい。わたしもあなたがたのうちにとどまります。枝がぶどうの木にとどまっていなければ、自分からは果実を結ぶことができないのと同じように、あなたがたも、わたしにとどまっていなければ、結ぶことはできません。

5 わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。わたしにとどまる者、またわたしもその者の中にとどまる者、その者は多くの果実を結びます。わたしから離れては、あなたがたは何もすることができないからです。

6 もし人がわたしにとどまっていなければ、その人は枝のように外に投げ出されて枯れます。人々はそれを集めて火に投げ込みますが、それは燃えてしまいます。

7 あなたがたがわたしにとどまり、わたしの言葉があなたがたにとどまるなら、何でもあなたがたが望むものを求めなさい。そうすれば、あなたがたのためにそれがかなえられます。

8 あなたがたが多くの果実を結び、わたしの弟子となることによって、わたしの父は栄光をお受けになるのです。

9 父がわたしを愛されたように、わたしもあなたがたを愛しました。わたしの愛の中にとどまりなさい。

10 もしあなたがたがわたしの戒めを守るなら、あなたがたはわたしの愛にとどまる。わたしが父の戒めを守って、その愛の中にとどまっているのと同じように。

11 これらのことをあなたがたに話したのは、わたしの喜びがあなたがたのうちにとどまり、あなたがたの喜びが満たされるためです。

12 わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合うこと、これがわたしの戒めです。

13 これよりも大きな愛を持つ者はだれもいません。人がその友のために自分の魂を捨てることです。

14 あなたがたがわたしの命じることを行うなら、あなたがたはわたしの友です。

15 わたしはもはや、あなたがたを奴隷とは呼ばない。奴隷は自分の主のすることを知らないからである。しかし、あなたがたを友と呼んだ。父から聞いたすべてのことを、あなたがたに知らせたからである。

16 あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命しました。それは、あなたがたが行って果実を結び、そのあなたがたの果実が残るためであり、また、あなたがたがわたしの名前によって父に求めるものは何でも、わたしがあなたがたに与えるためです。

17 あなたがたが互いに愛し合うこと、これが、わたしのあなたがたに与える戒めです。

18 もし世があなたがたを憎むなら、世はあなたがたよりもわたしを先に憎んだことを知っておきなさい。

19 もしあなたがたがこの世のものであったなら、世は自分のものを愛したでしょう。しかし、あなたがたはこの世のものではなく、かえってわたしが世からあなたがたを選び出したのです。それゆえ、世はあなたがたを憎むのです。

20 わたしがあなたがたに言った言葉を覚えていなさい。奴隷はその主より偉いのではない。もし彼らがわたしを迫害したなら、あなたがたをも迫害するでしょう。もし彼らがわたしの言葉を守ったなら、あなたがたの言葉をも守るでしょう。

21 しかし、彼らは私の名のために、あなたがたに対してこれらのことをすべて行うでしょう。彼らは私を遣わした方を知らないからです。

22 もし私が来て彼らに話さなかったなら、彼らに罪はなかったでしょう。しかし今は、彼らの罪について見せかけの言い訳はありません。

23 わたしを憎む者は、わたしの父をも憎むのです。

24 もしわたしが彼らの間で、ほかのだれも行ったことのない働きをしなかったなら、彼らには罪がなかったでしょう。しかし今や、彼らはわたしをも、わたしの父をも見て、憎んだのです。

25 しかし、彼らの律法に書かれている言葉が成就するためである。「彼らは理由もなくわたしを憎んだ。」

26 しかし、助け手、すなわち、わたしが父のもとからあなたがたに遣わす真理の霊が来るとき、その方はわたしについて証しします。

27 あなたがたもまた、証しするのです。初めからわたしと共にいるからです。

John 16

1 これらのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがつまずくことのないためです。

2 人々はあなたがたを会堂から追放するでしょう。しかし、あなたがたを殺す者がみな、自分は神に礼拝をささげていると思う時が来ます。

3 彼らがこれらのことを行うのは、父をもわたしをも知らないからです。

4 しかし、これらのことをあなたがたに話したのは、その時が来たとき、あなたがたがこれらのことを思い出すためです。これらのことを初めからあなたがたに話さなかったのは、わたしがあなたがたと一緒にいたからです。

5 しかし今、私は私を遣わした方のもとへ行く。そして、あなたがたのうちで、だれも私に『どこへ行くのか』と尋ねる者はいない。

6 しかし、これらのことをあなたがたに話したので、あなたがたの心は悲しみで満たされています。

7 しかし、わたしは真理をあなたがたに言います。わたしが去って行くことは、あなたがたにとって益です。なぜなら、もしわたしが去って行かなければ、助け手はあなたがたのところに来ないからです。しかし、もしわたしが行くなら、わたしはその助け手をあなたがたのところに遣わします。

8 その方が来ると、罪について、義について、裁きについて、世界を責めます。

9 罪についてとは、彼らがわたしを信じないからです。

10 また、義についてとは、わたしが父のもとに行き、あなたがたがもはやわたしを見なくなるからです。

11 しかし、裁きについては、この世の支配者が裁かれたからです。

12 まだあなたがたに話すべきことがたくさんありますが、今はあなたがたはそれに耐えることができません。

13 しかし、その方、すなわち真理の霊が来ると、あなたがたをすべての真理に導き入れます。霊は自分から語るのではなく、聞くままを話し、また、やがて起ころうとしていることをあなたがたに告げるからです。

14 彼はわたしを栄光づける。なぜなら、彼はわたしのものから受けて、あなたがたに告げるからである。

15 父が持っておられるものはすべて、わたしのものです。それゆえ、わたしは、御霊がわたしのものから取って、あなたがたに知らせると言ったのです。

16 しばらくすると、あなたがたはもはやわたしを見なくなります。しかし、またしばらくすると、あなたがたはわたしを見ます。それは、わたしが父のもとへ行くからです。

17 そこで、弟子たちのうちのある者たちは互いに言った、「『しばらくすると、あなたがたはわたしを見なくなる。しかし、またしばらくすると、わたしを見るであろう』また『わたしは父のもとに行く』と、彼が言うのは、どういうことなのか」。

18 そこで彼らは言った、「『しばらくすると』とは何のことか。私たちは彼が何を言っているのか分からない。」

19 イエスは、彼らが自分に尋ねたがっていることを知って、彼らに言われた、「『しばらくすると、あなたがたはわたしを見なくなる。しかし、またしばらくすると、わたしを見るであろう』とわたしが言ったことについて、互いに尋ね合っているのか」。

20 まことに、まことに、あなたがたに言います。あなたがたは泣き、嘆き悲しむでしょう。しかし、世は喜ぶでしょう。あなたがたは悲しむでしょう。しかし、あなたがたの悲しみは喜びに変わるでしょう。

21 女は子を産むとき、その時が来たので悲しみを持つ。しかし、子供を産めば、もはやその苦難を覚えていない。人が世界に生まれた喜びのゆえに。

22 あなたがたも今は悲しみを持っていますが、わたしは再びあなたがたに会います。そうすれば、あなたがたの心は喜びます。そして、あなたがたの喜びをだれもあなたがたから取り去ることはありません。

23 その日には、あなたがたはわたしに何も尋ねないでしょう。まことに、まことに、あなたがたに言います。あなたがたが父に、わたしの名前によって求めるものは何でも、父はあなたがたに与えてくださるでしょう。

24 今まで、あなたがたは何もわたしの名によって求めたことはありません。求めなさい。そうすれば受けるでしょう。それは、あなたがたの喜びが満ち満ちたものとなるためです。

25 これらのことを、わたしはあなたがたにことわざで話しました。しかし、時が来ます。その時には、もはやことわざで話さず、父について大胆さをもってあなたがたに告げます。

26 その日には、あなたがたはわたしの名によって求めるでしょう。そして、わたしはあなたがたのために父に願うとは言いません。

27 なぜなら、父ご自身があなたがたを愛しておられるからです。あなたがたがわたしを愛し、わたしが神から出て来たと信じたからです。

28 わたしは父から出て、世に来ました。もう一度、世を去って父のもとに行きます。

29 弟子たちは彼に言った、「見よ、今あなたははっきりと話し、何一つことわざを言ってはいません。」

30 今私たちは、あなたがすべてのことを知っておられ、だれもあなたに尋ねる必要がないことを知っています。このことによって、私たちはあなたが神から出て来られたことを信じます。

31 イエスは彼らに答えられた。「今、あなたがたは信じているのか。」

32 見なさい。時が来ます。いや、すでに来ています。あなたがたはそれぞれ自分の所に散らされ、わたしだけを残すのです。しかし、わたしはひとりではありません。父がわたしと共におられるからです。

33 これらのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがわたしにあって平和を持つためです。あなたがたは、世界にあっては苦難があります。しかし、勇敢でありなさい。わたしはすでに世界に勝ったのです。

John 17

1 イエスはこれらのことを話し、目を天に向けて言われた。「父よ、時が来ました。あなたの子があなたを栄光づけるために、あなたの子を栄光づけてください。

2 あなたが彼に与えられたすべての者に永遠の命を与えるために、あなたは彼にすべての肉に対する権威を与えられました。

3 これは永遠の命です。彼らが、唯一のまことの神であるあなたと、あなたが遣わされたイエス・キリストとを知ることです。

4 わたしは地上であなたの栄光を現し、あなたがわたしに行なわせるために与えられた働きを成し遂げました。

5 今、父よ、あなたの御前で、わたしを栄光で輝かせてください。世界が存在する前に、あなたと共に持っていた栄光で。

6 わたしはあなたの名前を、あなたが世からわたしに与えた人々に明らかにしました。彼らはあなたのものでした。あなたは彼らをわたしに与え、彼らはあなたの言葉を守りました。

7 今や彼らは、あなたがわたしに与えられたすべてのものが、あなたから出ていることを知っています。

8 それは、あなたがわたしに下さった言葉を、わたしは彼らに与えました。彼らはそれを受け入れ、あなたから出て来たことを本当に知り、あなたがわたしを遣わされたことを信じました。

9 わたしは彼らのためにお願いします。世のためではなく、あなたがわたしに下さった者たちのためにお願いします。なぜなら、彼らはあなたのものだからです。

10 わたしのものはすべてあなたのものであり、あなたのものはわたしのものです。そして、わたしは彼らによって栄光を受けました。

11 わたしはもう世におらず、彼らは世にいますが、わたしはあなたのもとに行きます。聖なる父よ、あなたがわたしに与えてくださったあなたの名前の中に、彼らを保ってください。それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一つとなるためです。

12 わたしが世にあって彼らと一緒にいたとき、わたしはあなたがわたしに下さったあなたの名前の中に彼らを保ち、また守りました。彼らのうちだれも滅びませんでしたが、ただ滅びの子だけが滅びました。それは、聖書が成就するためです。

13 今、わたしはあなたのもとに来ます。そして、これらのことを世の中で話すのは、彼らがわたしの喜びを自分たちのうちに満たされて持つためです。

14 わたしは彼らにあなたの言葉を与えました。そして、世界は彼らを憎みました。なぜなら、彼らは世界のものではないからです。わたしが世界のものではないのと同じように。

15 わたしは、彼らをこの世から取り去ってくださるようにとは願いません。むしろ、彼らを悪から守ってくださるように願います。

16 彼らはこの世のものではない。ちょうど私がこの世のものではないように。

17 あなたの真理によって彼らを聖別してください。あなたの言葉は真理です。

18 あなたがわたしを世に遣わされたように、わたしも彼らを世に遣わしました。

19 彼らのために、わたしは自分自身を聖別します。彼らもまた、真理によって聖別されるためです。

20 わたしは、ただこの人々のためだけでなく、彼らの言葉によってわたしを信じる人々のためにもお願いします。

21 それは、父よ、あなたがわたしのうちにおられ、わたしがあなたのうちにいるように、彼らがみな一つとなるためです。また、彼らもわたしたちのうちにいるようになるためです。そのことによって、あなたがわたしを遣わされたことを、世界が信じるためです。

22 また、わたしはあなたがわたしに与えた栄光を、彼らに与えました。それは、彼らが一つであるためです。わたしたちが一つであるように。

23 わたしは彼らのうちにあり、あなたはわたしのうちにおられます。それは、彼らが完全にされて一つとなるためであり、また、あなたがわたしを遣わされたことと、あなたがわたしを愛されたように彼らをも愛されたこととを、この世界が知るためです。

24 父よ、あなたがわたしに下さった者たちが、わたしのいる所にわたしと共にいるようにしてください。それは、あなたが世の基礎の前にわたしを愛されたゆえに、わたしに下さったわたしの栄光を、彼らが見るためです。

25 正しい父よ。世界はあなたを知りません。しかし、私はあなたを知っています。そして、この人々は、あなたが私を遣わされたことを知りました。

26 そして、わたしは彼らにあなたの御名を知らせました。また、これからも知らせます。それは、あなたがわたしを愛してくださったその愛が彼らの中にあり、またわたしが彼らの中にいるためです。

John 18

1 これらのことを言った後、イエスは弟子たちと共にケデロンの谷川の向こうへ出て行かれた。そこに庭があり、イエスとその弟子たちはそこに入った。

2 ところで、イエスを裏切ろうとしていたユダもその場所を知っていた。イエスがたびたび弟子たちとそこで会合されたからである。

3 そこでユダは歩兵隊と、大祭司たちやパリサイ人たちからの僕たちを連れて、提灯と灯と武器を持ってそこに来た。

4 イエスは、自分に臨もうとしているすべてのことを知っておられたので、出て行って彼らに言われた、「だれを捜しているのか」。

5 彼らは「ナザレ人イエス」と答えた。イエスは彼らに「わたしはそれです」と言われた。イエスを裏切る者ユダも彼らと一緒に立っていた。

6 そこでイエスが「わたしである」と言われると、彼らは後ろに退いて、地に倒れた。

7 そこで、イエスはもう一度彼らに「だれを捜しているのか」と尋ねられた。彼らは「ナザレ人イエスです」と言った。

8 イエスは答えられた、「わたしがそれであると、あなたがたに言ったであろう。もしわたしを捜しているのなら、この人たちを去らせなさい。」

9 それは、「あなたがわたしに下さった者のうち、だれひとり失わなかった」とイエスが言われた言葉が実現するためであった。

10 シモン・ペテロは刀を持っていたので、それを抜いて大祭司の奴隷を打ち、その右の耳を切り落とした。その奴隷の名前はマルコスであった。

11 そこでイエスはペテロに言われた。「刀を鞘に収めなさい。父がわたしに下さった杯を、どうして飲まずにいられよう。」

12 そこで、歩兵隊と千人隊長、そしてユダヤ人の僕たちは、イエスを捕まえて縛った。

13 そして彼らは彼をまずアンナスのところに連れて行った。彼はその年の大祭司カイアファの義父だったからである。

14 カイアファは、一人の人が民のために滅びることが益であるとユダヤ人に助言した者であった。

15 シモン・ペテロともう一人の弟子はイエスに従った。その弟子は大祭司に知られていたので、イエスと一緒に大祭司の中庭に入った。

16 しかし、ペテロは外で扉のところに立っていた。それで、大祭司に知られていたもう一人の弟子が出て来て、門番に話して、ペテロを連れて入った。

17 すると、門番の女奴がペテロに言った、「あなたもこの人の弟子ではないでしょうね」。彼は言った、「私はそうではない」。

18 奴隷たちと僕たちは炭火をおこして立っていた。寒さがあったからである。そして暖まっていた。ペテロも彼らと一緒に立って暖まっていた。

19 そこで、大祭司はイエスに、その弟子たちのことと、その教えのことについて尋ねた。

20 イエスは彼に答えた。「私は公然と世界に話した。私はいつも、ユダヤ人たちが集まる会堂と神殿で教えた。そして、隠れて何も話したことはない。」

21 なぜ、あなたはわたしに尋ねるのですか。わたしが彼らに何を話したかは、聞いた人たちに尋ねなさい。見なさい、これらの人々は、わたしが言ったことを知っています。

22 これらのことをイエスが言われたとき、そばに立っていた僕の一人が、手のひらでイエスを打って言った、「大祭司にそのように答えるのか」。

23 イエスは彼に答えた。「もし私が悪く話したなら、その悪について証言しなさい。しかし、もし良く話したなら、なぜ私を打つのか。」

24 アンナスは彼を縛ったままで大祭司カイアファのところに送った。

25 シモン・ペテロは立って暖まっていた。そこで彼らは彼に言った、「あなたも彼の弟子の一人ではないのか」。彼は否定して言った、「私はそうではない」。

26 大祭司の奴隷の一人で、ペテロに耳を切り落とされた者の親類である者が言った、「私はあなたを庭であの人と一緒に見なかったではないか」。

27 ペテロは再び否定した。するとすぐに雄鶏が鳴いた。

28 そこで彼らはイエスをカイアファのところから官邸に連れて行った。時は早朝であった。彼ら自身は、汚れないように、過越の食事を食べるために、官邸には入らなかった。

29 そこで、ピラトは彼らのところに出て来て言った、「あなたがたはこの人に対してどんな告訴をしているのか。」

30 彼らは答えて言った、「もしこの人が悪いことをしていなかったなら、私たちはこの人をあなたに引き渡しはしなかったでしょう。」

31 そこでピラトは彼らに言った、「あなたがたは彼を受け取り、自分たちの律法に従って彼を裁きなさい」。そこでユダヤ人たちは彼に言った、「私たちには、だれを殺すことも許されていません」。

32 これは、イエスの言葉が成就するためであった。その言葉は、彼がどのような死に方をするかを示して語ったものであった。

33 そこでピラトは再び官邸に入り、イエスを呼んで言った。「あなたはユダヤ人の王ですか。」

34 イエスは彼に答えた、「あなたは自分からこのことを言うのか、それとも他の人々があなたにわたしのことを話したのか」。

35 ピラトは答えた。「私はユダヤ人ではないでしょう。あなたの民族と大祭司たちが、あなたを私に引き渡したのです。あなたは何をしたのですか。」

36 イエスは答えられた。「わたしの王国はこの世のものではない。もしこの世のものであったなら、わたしの僕たちは、わたしがユダヤ人に渡されないように戦ったであろう。しかし今、わたしの王国はこの世のものではない。」

37 そこでピラトはイエスに言った、「それでは、あなたは王なのですか」。イエスは答えられた、「あなたが言うとおり、わたしは王です。わたしはこのために生まれ、このために世に来たのです。それは真理に証しするためです。真理に属する者はみな、わたしの声を聞きます」。

38 ピラトは彼に言った、「真理とは何か」。そしてこれを言ってから、またユダヤ人たちのところへ出て行き、彼らに言った、「私は彼に何の原因も見いださない」。

39 しかし、過越の祭りに、あなたがたのために一人を釈放するのが習慣です。それで、あなたがたのために、ユダヤ人の王を釈放しましょうか。

40 そこで彼らはみな、再び叫んで言った、「この人ではなく、バラバを」。このバラバは強盗であった。

John 19

1 そこで、ピラトはイエスを捕えて、むち打ちにした。

2 兵士たちは茨で冠を編んで、彼の頭に載せ、紫色の上着を彼に着せた。

3 彼らは「ユダヤ人の王よ、喜べ」と言い、また彼に手のひらで打ちつけた。

4 そこでピラトは再び外に出て、彼らに言った、「見よ、わたしは彼をあなたがたのところへ連れ出して来る。彼には何の罪も見いだせないことを、あなたがたに知らせるためである。」

5 そこでイエスは出て来た。いばらの冠と紫色の上着を着けて。そして彼らに言った、「見よ、この人だ」。

6 そこで、大祭司たちと僕たちはイエスを見て叫び、「十字架につけろ、十字架につけろ」と言った。ピラトは彼らに言った、「あなたがたがこの人を引き取って、十字架につけなさい。私はこの人に原因を見いださない」。

7 ユダヤ人たちは彼に答えた、「私たちには律法がある。そして私たちの律法によれば、彼は死ななければならない。なぜなら、彼は自分を神の子としたからである。」

8 ピラトはこの言葉を聞くと、ますます恐れた。

9 そして再び官邸に入り、イエスに言った、「あなたはどこから来たのか」。しかしイエスは彼に答えを与えなかった。

10 そこでピラトは彼に言った、「あなたは私に話さないのか。私にはあなたを十字架につける権威があり、また釈放する権威があることを知らないのか。」

11 イエスは答えられた。「もしそれが上から与えられていなかったなら、あなたにはわたしに対して何の権威もない。だから、わたしをあなたに渡した者には、もっと大きな罪がある。」

12 そこでピラトは彼を釈放しようと求めた。しかしユダヤ人たちは叫んで言った、「もしこの人を釈放するなら、あなたはカエサルの友ではない。自分を王とする者はみな、カエサルに逆らう者です。」

13 そこでピラトはこの言葉を聞いて、イエスを外に連れ出し、敷石（ヘブル語でガバタ）と呼ばれる場所で裁きの座に着いた。

14 それは過越の準備の日であり、時は第六時ごろであった。彼はユダヤ人たちに言った、「見よ、あなたがたの王だ」。

15 彼らは叫んだ。「取り除け、取り除け、十字架につけろ。」ピラトは彼らに言った。「あなたがたの王を私が十字架につけるのか。」大祭司たちは答えた。「我々にはカエサルのほかに王はいない。」

16 そこでピラトは、そのとき、イエスを十字架につけるために彼らに引き渡した。彼らはイエスを受け取り、連れ去った。

17 そして、自分の十字架を負って、いわゆる頭蓋骨の場所、すなわちヘブル語でゴルゴタと呼ばれる所へ出て行かれた。

18 そこで彼らはイエスを十字架につけた。また、彼と一緒に他の二人を、こちら側とあちら側に、イエスを真ん中にして。

19 ピラトは題名も書いて、十字架の上に置いた。そこには「ユダヤ人の王、ナザレ人イエス」と書いてあった。

20 そこで、多くのユダヤ人がこの題名を読んだ。イエスが十字架につけられた場所は都市に近かったからである。そしてそれはヘブル語、ギリシャ語、ラテン語で書かれていた。

21 そこで、ユダヤ人の大祭司たちはピラトに言った、「『ユダヤ人の王』と書かないで、『彼はユダヤ人の王だと言った』と書きなさい」。

22 ピラトは答えた。「私が書いたことは、私が書いたのだ。」

23 そこで兵士たちは、イエスを十字架につけたとき、その上着を取り、四つの部分に分け、各兵士に一つの部分を与えた。また下着も取ったが、その下着は縫い目がなく、上から全体に織られたものであった。

24 そこで彼らは互いに言った、「それを裂かないで、だれのものになるか、くじを引こう」。それは、「彼らはわたしの上着を分け合い、わたしの衣類のためにくじを引いた」という聖書が成就するためであった。兵士たちはこれらのことをした。

25 イエスの十字架のそばには、その母と母の姉妹、クロパスの妻マリア、そしてマグダラのマリアが立っていた。

26 イエスは、母と、そばに立っている愛する弟子を見て、母に言った、「女よ、見よ、あなたの子です」。

27 それから弟子に言った、「見よ、あなたの母だ」。その時から、その弟子は彼女を自分の家に引き取った。

28 この後、イエスはすべてのことがすでに完了したのを知って、聖書が成就するために、「わたしは渇く」と言った。

29 そこには酢で満たされた器が置いてあった。彼らはスポンジを酢に浸し、ヒソプに巻き付けて、それを彼の口に差し出した。

30 そこで、イエスは酢を受けると、「完了した」と言われた。そして、頭を垂れて、霊をお渡しになった。

31 それは備え日であったので、ユダヤ人たちは、その安息日（その安息日は大いなる日であったので）に、体が十字架の上に残らないように、ピラトに、彼らの脚を折って取り除いてもらうよう願った。

32 それで兵士たちが来て、最初の者と、彼と共に十字架につけられたもう一人の者の脚を折った。

33 しかし、イエスのところに来て、彼がすでに死んでいるのを見たので、彼の脚を折らなかった。

34 しかし、兵士の一人が槍で彼の側を突き刺した。すると、すぐに血と水が出て来た。

35 それを見た者が証言をしている。その証言は真実であり、その人は、あなたがたが信じるために、真実を語っていることを知っている。

36 これらのことが起こったのは、「彼の骨は一つも砕かれない」という聖書の言葉が成就するためであった。

37 また、別の聖書の箇所は言う、「彼らは自分たちが突き刺した方を見るであろう」。

38 これらの事の後、アリマタヤのヨセフがピラトに願った。彼はイエスの弟子であったが、ユダヤ人を恐れて隠れていた者である。彼はイエスの体を取りたいと願い、ピラトは許可した。そこで彼は来て、イエスの体を取り去った。

39 また、先に夜イエスのところに来たニコデモも、没薬とアロエの混合物をおよそ百ポンド持って来た。

40 そこで、彼らはイエスの体を取り、ユダヤ人の埋葬の習慣に従って、それを香辛料と共に亜麻布で巻いた。

41 その十字架につけられた場所には庭があり、その庭には、まだだれも置かれたことのない新しい墓があった。

42 そこはユダヤ人の準備の日であったため、墓が近かったので、彼らはイエスをそこに置いた。

John 20

1 さて、その週の初めの日に、マグダラのマリアは朝早く、まだ暗いうちに墓に来た。そして、墓から石が取りのけてあるのを見た。

2 そこで、彼女は走って、シモン・ペテロと、イエスが愛されたもう一人の弟子のところへ行き、彼らに言った。「彼らは主を墓から取り去りました。そして、私たちは彼らがどこに置いたのか知りません。」

3 そこでペテロともうひとりの弟子は出て行き、墓へ向かって行った。

4 二人は一緒に走ったが、もう一人の弟子はペテロよりも速く走り、先に墓に着いた。

5 そして、かがんでのぞき込むと、亜麻布が置いてあるのを見たが、中には入らなかった。

6 シモン・ペテロも彼に続いて来て、墓に入り、亜麻布が置いてあるのを見た。

7 また、イエスの頭にあったハンカチは、亜麻布と一緒に置かれているのではなく、離れた一つの場所に巻かれたままあった。

8 そこで、先に墓に着いたもう一人の弟子も入って来た。そして、見て、信じた。

9 彼らは、イエスが死人の中からよみがえらなければならないという聖書を、まだ理解していなかったのである。

10 そこで、弟子たちはまた自分たちのところへ帰って行った。

11 しかし、マリアは外で墓のところに立って泣いていた。そして、泣きながら、墓の中をのぞき込んだ。

12 すると、イエスの体が置かれていた場所に、二人の天使が白い衣を着て座っているのを見た。一人は頭のところに、もう一人は足のところにいた。

13 彼らは彼女に言った、「女よ、なぜ泣いているのか」。彼女は言った、「だれかが私の主を取り去りました。どこに置いたのか、私は知りません」。

14 こう言ってから、彼女はうしろを振り向いた。そして、イエスが立っておられるのを見た。しかし、彼女はそれがイエスであることを知らなかった。

15 イエスは彼女に言った、「女よ、なぜ泣いているのか。だれを捜しているのか。」彼女は園丁だと思って言った、「主よ、もしあなたが彼を運ばれたなら、どこに置いたか言ってください。私が彼を引き取ります。」

16 イエスは彼女に言った、「マリア」。彼女は振り向いて、彼に言った、「ラボニ」（それは「教師」という意味である）。

17 イエスは彼女に言った、「わたしに触ってはいけない。まだ父のもとに上っていないからである。しかし、わたしの兄弟たちのところへ行って、彼らに言いなさい、『わたしは、わたしの父またあなたがたの父、わたしの神またあなたがたの神のもとに上る』と」。

18 マグダラのマリアは来て、弟子たちに、自分は主を見たこと、そして主が彼女にこれらのことを言われたことを告げた。

19 その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちがいた所では、ユダヤ人を恐れて扉が閉ざされていたが、イエスが来て、彼らの真ん中に立ち、彼らに言われた。「平和があなたがたにあるように。」

20 こう言って、彼は彼らにその手とその側を示した。弟子たちは、主を見て喜んだ。

21 イエスはもう一度彼らに言われた、「平和があなたがたにあるように。父がわたしを遣わしたように、わたしもあなたがたを遣わす」。

22 こう言ってから、彼らに息を吹きかけて言った。「聖霊を受けなさい。」

23 だれかの罪を赦すなら、その罪は赦され、だれかの罪をそのまま残すなら、それはそのまま残る。

24 十二弟子のひとりで、ディデュモスと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいなかった。

25 そこで、他の弟子たちは彼に「私たちは主を見た」と言った。しかし彼は彼らに言った、「もし私が彼の手に釘の跡を見ず、私の指を釘の跡に入れず、私の手を彼の側に入れなければ、決して信じない」。

26 八日後、弟子たちは再び内におり、トマスも彼らと一緒にいた。扉が閉じられていたが、イエスが来て、真ん中に立ち、「平和があなたがたにあるように」と言った。

27 それからトマスに言った、「あなたの指をここに持って来て、わたしの手を見なさい。あなたの手を持って来て、わたしの側に入れなさい。そして、不信仰な者にならずに、信仰のある者となりなさい。」

28 トマスは答えて彼に言った、「私の主、そして私の神」。

29 イエスは彼に言われた、「トマスよ、あなたはわたしを見たので信じた。見ないで信じる人々は幸いである。」

30 イエスは弟子たちの前で、多くのほかのしるしをも行ったが、それらはこの書物には書かれていない。

31 しかし、これらのことが書かれたのは、イエスが神の子キリストであることをあなたがたが信じるため、また、信じてその名によって命を得るためである。

John 21

1 これらの事の後、イエスはティベリアの海のほとりで、再びご自身を弟子たちに現された。その現し方はこうであった。

2 シモン・ペテロ、ディデュモスと呼ばれるトマス、ガリラヤのカナのナタナエル、ゼベダイの子たち、そして彼の弟子たちのうちのほかの二人が一緒にいた。

3 シモン・ペテロが彼らに言った、「私は漁に行く」。彼らは彼に言った、「私たちもあなたと一緒に行こう」。彼らは出て行き、すぐに船に乗り込んだ。そしてその夜、彼らは何も捕れなかった。

4 早朝になったとき、イエスは岸に立っておられた。しかし弟子たちは、それがイエスであることを知らなかった。

5 イエスは彼らに言った、「子供たちよ、何か食べる物があるか」。彼らは彼に答えた、「ない」。

6 すると彼は彼らに言った、「舟の右側に網を下ろしなさい。そうすれば見つけるでしょう。」そこで彼らは網を下ろしたが、魚の大群のために、それを引き上げることができなかった。

7 そこで、イエスが愛しておられたあの弟子がペテロに言った、「主です」。シモン・ペテロは、主であると聞いて、裸だったので漁師の上着を締めて、海に身を投げた。

8 しかし、ほかの弟子たちは、小船でやって来た。彼らは大地から遠くなく、約二百キュビトの所で、魚の網を引いていたからである。

9 こうして彼らが大地に上がったとき、炭火が置かれ、その上に魚が載せられ、パンがあるのを見た。

10 イエスは彼らに言われた、「あなたがたが今捕った魚を幾匹か持って来なさい」。

11 シモン・ペテロは上がって、網を大地の上に引き上げた。それは大きな魚で満ちており、百五十三匹あった。それほど多くあったが、網は裂けなかった。

12 イエスは彼らに言われた、「さあ来て、朝の食事をしなさい」。弟子たちは主であることを知っていたので、だれも「あなたはどなたですか」とあえて尋ねる者はいなかった。

13 イエスは来て、パンを取り、彼らに与えられた。魚も同じように。

14 これは既に三度目に、イエスは死人の中からよみがえって、弟子たちに現れたのである。

15 彼らが食事を終えたとき、イエスはシモン・ペテロに言った。「ヨナの子シモンよ、あなたはこの人たち以上にわたしを愛するか。」彼はイエスに言った。「はい、主よ。あなたは、わたしがあなたを愛していることをご存じです。」イエスは彼に言った。「わたしの子羊を飼いなさい。」

16 彼は再び彼に言った、「ヨナの子シモン、あなたは私を愛するか」。彼は彼に言った、「はい、主よ。あなたは私があなたを愛することを知っておられます」。彼は彼に言った、「私の羊を飼いなさい」。

17 イエスは三度目に彼に言った、「シモン、ヨナの子よ、あなたはわたしを愛するか」。ペテロは、イエスが三度「あなたはわたしを愛するか」と言われたので悲しみ、彼に言った、「主よ、あなたはすべてをご存じです。あなたは、わたしがあなたを愛することを知っておられます」。イエスは彼に言った、「わたしの羊を飼いなさい」。

18 まことに、まことに、あなたに言います。あなたが若かった時には、自分で帯を締めて、自分の望む所を歩きました。しかし、年を取ると、あなたは自分の手を伸ばし、別の人があなたに帯を締めさせ、あなたの望まない所に連れて行くでしょう。

19 これは、ペテロがどのような死に方で神を栄光づけるかを示して言われたのである。そして、こう言ってから、彼に言われた。「わたしに従いなさい。」

20 ペテロは振り向いて、イエスが愛された弟子が従って来るのを見た。その弟子は夕食のとき、イエスの胸に寄りかかって、「主よ、あなたを裏切る者はだれですか」と言った者である。

21 ペテロは彼を見て、イエスに言った。「主よ、この人はどうですか。」

22 イエスは彼に言った、「もしわたしが彼が来るまで生きながらえることを望むなら、それがあなたに何の関係があるか。あなたはわたしに従いなさい。」

23 そこで、この言葉が兄弟たちの間に広まった。その弟子は死なない、と。しかし、イエスは彼に「彼は死なない」とは言わず、「わたしが来るまで彼が留まることをわたしが望むなら、それがあなたに何の関係があるか」と言われたのである。

24 このことについて証しした者、またこれらのことを書いた者は、その弟子である。そして、私たちは彼の証言が真実であることを知っている。

25 イエスがなさったことは、ほかにもたくさんある。もしそれらを一つ一つ書き記すならば、世界も、書かれた書物を収めることはできないであろうと、私は思う。アーメン。


Acts

Acts 1

1 テオフィロスよ、私は先の言葉で、イエスが行い始め、また教え始められたすべてのことについて書き記しました。

2 聖霊によって選んだ使徒たちに命じた日まで、天に上げられた。

3 また、彼は苦しみを受けた後、四十日の間、彼らに現れて、神の王国について語りながら、多くの確証をもって自分が生きていることを彼らに示した。

4 共に集まっておられたとき、彼らに命じられた、「エルサレムを離れず、わたしから聞いた父の約束を待ちなさい」。

5 ヨハネは水でバプテスマを授けたが、あなたがたは、これらの多くの日の後でなく、聖霊によってバプテスマを受けるであろう。

6 そこで、彼らは集まって、イエスに尋ねて言った、「主よ、この時に、イスラエルのために王国を回復なさるのですか。」

7 イエスは彼らに言われた、「いつ、またどんな時であるかは、あなたがたの知るところではない。父がご自分の権威によって定められたものである。」

8 しかし、聖霊があなたがたの上に臨むとき、あなたがたは力を受け、エルサレム、ユダヤ全土、サマリア、そして地の果てに至るまで、わたしの証人となるでしょう。

9 これらのことを言い終えると、彼らが見ている間に、イエスは上げられ、雲が彼を彼らの目から受け止めた。

10 彼らが天を見つめている間、イエスが上って行かれるとき、見よ、白い衣服を着た男が二人、彼らのそばに立っていた。

11 彼らは言った、「ガリラヤの人たちよ、なぜ天を見つめて立っているのか。あなたがたから天に上げられたこのイエスは、あなたがたが天に行かれるのを見たのと同じ方法で、また来られるであろう。」

12 そこで、彼らはオリーブ山と呼ばれる山からエルサレムに戻った。その山はエルサレムの近くにあり、安息日の道のりほどであった。

13 彼らが町に入ると、泊まっていた上の部屋に上がった。そこには、ペテロ、ヤコブ、ヨハネ、アンデレ、ピリポ、トマス、バルトロマイ、マタイ、アルファイオスの子ヤコブ、熱心家シモン、ヤコブの子ユダがいた。

14 この人たちはみな、女たちやイエスの母マリア、そしてその兄弟たちとともに、心を一つにして祈りと祈願に専念していた。

15 そのころ、ペテロは弟子たちの真ん中に立って言った。そこには、百二十人ほどの名前の群衆が一緒にいた。

16 兄弟たち。イエスを捕えた者たちの案内者となったユダについて、聖霊がダビデの口を通して預言されたこの聖書は、必ず成就しなければならなかったのです。

17 彼は私たちとともに数えられており、この奉仕のくじを得ていました。

18 この者は確かに不義の報酬で土地を手に入れたが、うつむいて倒れ、真っ二つに裂けて、そのはらわたはすべて流れ出てしまった。

19 このことはエルサレムに住むすべての人々に知れ渡り、その土地は彼らの方言でアクルダマ、すなわち血の土地と呼ばれるようになった。

20 実に詩篇の書物にこう書いてある。「彼の住まいは荒野となれ、そこに住む者はなく、彼の職を他の者が取るように。」

21 ですから、私たちとともに集まった男たちの中で、主イエスが私たちの間に入り、また出て行かれたすべての時間を通して、

22 ヨハネの洗礼から始まって、私たちから上げられた日まで、いつも私たちと共にいた者たちの中から、一人が私たちと共にその復活の証人となるべきです。

23 そこで彼らは、バルサバと呼ばれ、ユストとも呼ばれたヨセフとマッテヤのふたりを立てた。

24 そして祈って言った、「すべての人の心を知る者である主よ、この二人の中から、あなたがお選びになった一人を示してください。

25 この奉仕と使徒職のくじを受けるために、ユダは自分の場所へ行くために背いたその務めから離れた。

26 そして彼らは自分たちのくじを引いた。すると、くじはマッテヤに当たり、彼は十一人の使徒たちに加えられた。

Acts 2

1 ペンテコステの日が来たとき、彼らはみな心を一つにして同じ場所に集まっていた。

2 すると突然、天から激しい風が吹いて来るような音が起こり、彼らのいた家全体に満ちた。

3 また、炎のような分かれた舌が彼らに現れ、それぞれの上にとどまった。

4 すると、皆が聖霊に満たされ、霊が彼らに語らせるままに、他の舌で話し始めた。

5 さて、エルサレムには、天の下のあらゆる民族から来た敬虔なユダヤ人の男たちが住んでいた。

6 この声が起こると、群衆が集まって来て、混乱した。なぜなら、彼らはそれぞれ自分の方言で、彼らが話すのを聞いたからである。

7 彼らはみな驚き、怪しんで、互いに言った、「見よ、これらの者たちはみな、話しているのはガリラヤ人ではないか。」

8 そして、どうして私たちは、それぞれ自分の生まれた方言で聞くのでしょうか。

9 パルティア人、メディア人、エラム人、またメソポタミア、ユダヤ、カッパドキア、ポントスとアジアに住む者たち。

10 フリギアとパンフィリア、エジプトとキュレネに近いリビアの地方、また滞在中のローマ人たち、ユダヤ人と改宗者たち。

11 クレタ人とアラビア人が、私たちの舌で神の大いなる業を語るのを聞いているのです。

12 人々はみな驚き、互いに惑いながら言った、「これはいったいどういうことなのか」。

13 しかし、他の者たちはあざけって、「彼らは新しいぶどう酒で満たされているのだ」と言った。

14 そこでペテロは十一人とともに立って、その声を上げ、彼らに言った。「ユダヤの男たち、そしてエルサレムに住むすべての人々よ。このことをあなたがたに知らせておく。わたしの言葉に耳を傾けなさい。」

15 今は朝の九時ですから、あなたがたが思っているように、この人たちは酔っているのではありません。

16 これは、預言者ヨエルによって語られたことです。

17 神は言われる。「終わりの日に、わたしの霊をすべての肉に注ぐ。すると、あなたがたの子たちと娘たちは預言し、あなたがたの若者たちは視覚を見、あなたがたの年長者たちは夢を見るであろう。

18 その日、わたしの奴隷たちにも、わたしの女奴たちにも、わたしの霊を注ぎ出す。すると、彼らは預言するであろう。

19 また、わたしは上は天に驚異を、下は大地にしるしを示そう。それは血と火と煙の蒸気である。

20 太陽は暗闇に変わり、月は血に変わる。主の大いなる輝かしい日が来る前に。

21 主の名を呼ぶ者は、みな救われる。

22 イスラエルの男たちよ、これらの言葉を聞きなさい。神によってあなたがたに示されたナザレ人イエス、すなわち、神が彼を通してあなたがたの間で行われた力と驚異としるしによって証明された男を。それはあなたがた自身が知っているとおりです。

23 神の定めた計略と予知によって引き渡されたこの方を、あなたがたは不法な者の手によって十字架につけて殺しました。

24 神はこの方を死の陣痛から解き放ち、よみがえらせました。彼がそれに捕らえられていることは不可能だったからです。

25 ダビデはこの方について言っています。「私はいつも自分の目の前に主を見ていた。主が私の右におられるので、私は揺るがされない。」

26 それゆえ、私の心は喜び、私の舌は大いに喜んだ。さらに、私の肉も希望のうちに宿るであろう。

27 あなたは私の魂をハデスに捨て置かず、あなたの聖なる者に腐敗を見させないからである。

28 あなたは私に命の道を知らせ、あなたの顔の前で私を喜びで満たしてくださる。

29 兄弟たちよ、私はあなたがたに大胆さをもって、族長ダビデについて言うことが許されています。彼は死に、葬られ、その墓は今日まで私たちの間にあります。

30 彼は預言者であり、神が彼の腰の果実から、肉によればキリストを起こして彼の王座に着かせることを誓いをもって誓われたことを知っていたので、

31 彼は先を見越して、キリストの復活について語った。すなわち、彼の魂はハデスに捨て置かれず、彼の肉は腐敗を見なかった、と。

32 神はこのイエスをよみがえらせました。私たちはみな、その証人です。

33 神の右に上げられ、父から約束された聖霊を受けて、この方を注ぎ出されました。あなたがたは今、これを見聞きしているのです。

34 ダビデは天に上ったのではなく、彼自身がこう言っています。「主は私の主に言われた。『わたしの右に座せよ。』」

35 わたしがあなたの敵をあなたの足台とするまでは。

36 だから、イスラエルの全家は、このことを確かに知るべきである。すなわち、神がこのイエスを、主ともキリストともされたのである。あなたがたは、このイエスを十字架につけたのである。

37 これを聞いて、彼らは心を刺され、ペテロと他の使徒たちに言った、「男たちよ、兄弟たちよ、私たちは何をすべきでしょうか。」

38 ペテロは彼らに言った、「悔い改めなさい。そして、あなたがた一人ひとりは、罪の赦免のためにイエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、あなたがたは聖霊の贈り物を受けるでしょう。」

39 この約束は、あなたがたと、あなたがたの子たち、そして遠くにいるすべての者、すなわち、私たちの神である主がお召しになるすべての人々に与えられているのです。

40 また、ほかにも多くの言葉で証しし、「この曲がった世代から救われなさい」と言って勧めた。

41 そこで、彼の言葉を喜んで受け入れた者たちはバプテスマを受け、その日に約三千の魂が加えられた。

42 そして彼らは使徒たちの教えと交わりとパンを砕くことと祈りとに、絶えず専念していた。

43 そして、すべての魂に恐れが生じ、多くの驚異としるしが使徒たちによって行われた。

44 信じた者たちはみな一緒にいて、すべての物を共有していた。

45 そして、所有物や財産を売っては、それぞれの必要に応じて、みなに分配していた。

46 そして毎日、心を一つにして神殿に集まり、家でパンを裂き、歓喜と単純さをもって食物を共にしていた。

47 神を賛美し、すべての民から好意を得ていた。また、主は毎日救われる者たちを教会に加えておられた。

Acts 3

1 ペテロとヨハネは、祈りの第九の時に神殿に上って行った。

2 ある男が、母の腹から生まれつき足の不自由な者で、毎日、神殿の「美しい」と呼ばれる扉のところに置かれ、運ばれていた。彼は、神殿に入って行く人々から施しを求めるためであった。

3 彼はペテロとヨハネが神殿に入ろうとしているのを見て、施しを求めた。

4 ペテロは、ヨハネとともに彼を見つめて、「私たちを見なさい」と言った。

5 彼は何かもらえると思って、二人に目を注いだ。

6 ペテロは言った、「銀と金は私にはない。しかし、私が持っているものを、これをあなたに与える。ナザレ人イエス・キリストの名によって、起き上がって歩きなさい。」

7 彼の右手を取って立たせた。すると、たちまち彼の足と足首が強くなった。

8 跳び上がって立ち、歩き回り、彼らと一緒に神殿に入った。歩きながら、跳びながら、神を賛美しながら。

9 民はみな、彼が歩きながら神を賛美しているのを見た。

10 そして、彼らはこの者が、施しを求めるために神殿の美しい門に座っていた者であることを認めた。そして、彼に起こったことについて、驚きと驚きに満たされた。

11 その癒やされた足の不自由な人がペテロとヨハネにすがりついている間、民はみな非常に驚いて、ソロモンの柱廊と呼ばれる所にいる彼らのところへ走り寄って来た。

12 ペテロはこれを見て、民に向かって答えた。「イスラエル人の男たちよ、なぜこのことに驚くのか。なぜ、自分の力や敬虔によって彼を歩かせたかのように、私たちを見つめるのか。

13 アブラハム、イサク、ヤコブの神、すなわち私たちの父たちの神は、その召使いイエスに栄光をお与えになりました。あなたがたは、この方を引き渡し、ピラトが釈放すると決めたのに、その顔の前でこの方を拒みました。

14 あなたがたは、この聖なる正しい方を拒み、殺人者である男を赦免するように求めた。

15 あなたがたは命の先駆者を殺しましたが、神はこの方を死者の中からよみがえらせました。私たちはその証人です。

16 そして、この御名への信仰によって、あなたがたが見ており、知っているこの人を、その御名が強くしたのです。そして、彼を通して与えられる信仰が、あなたがたすべての目の前で、この人にこの完全な健全さを与えたのです。

17 兄弟たちよ、私は知っています。あなたがたは、あなたがたの支配者たちと同様に、無知のために行ったのです。

18 しかし神は、すべての預言者たちの口を通して、キリストが苦しむことをあらかじめ告げておられたのを、このようにして成就されました。

19 それゆえ、悔い改めて立ち返りなさい。あなたがたの罪がぬぐい去られるために、主の顔の前から回復の時が来るように。

20 そして、あなたがたのためにあらかじめ宣べられたイエス・キリストを遣わされるであろう。

21 彼は、神が昔から聖なる預言者たちの口を通して語られたすべてのものの回復の時まで、天に受け入れられていなければなりません。

22 モーセは確かに父たちに言った、「主なるあなたがたの神は、あなたがたの兄弟たちの中から、わたしのような預言者をあなたがたのために起こされるであろう。あなたがたは、彼があなたがたに語るすべてのことを聞きなさい」。

23 しかし、その預言者に聞かない者はみな、民の中から滅ぼし絶やされるであろう。

24 また、サムエルをはじめ、彼に続いて語ったすべての預言者たちも、これらの日々を予告しました。

25 あなたがたは預言者たちの子であり、神が私たちの父祖たちと結ばれた契約の子です。神はアブラハムに、『あなたの種によって、地のすべての家族が祝福される』と言われました。

26 神は、まずその召使いイエスをよみがえらせて、あなたがたに遣わされました。それは、あなたがたを祝福して、それぞれをあなたがたの悪から立ち返らせるためです。

Acts 4

1 彼らが民に話していると、祭司たち、神殿の司令官、そしてサドカイ派の人々が彼らのところに立ちはだかった。

2 彼らは、民を教え、イエスにあって死者からの復活を宣べ伝えていることで、非常に悩んでいた。

3 彼らは彼らに手をかけて、保持に入れ、翌日まで置いた。すでに夕方だったからである。

4 しかし、言葉を聞いた多くの人々が信じ、男の数はおよそ五千になった。

5 翌日、彼らの支配者たちと長老たちと書記官たちがエルサレムに集まった。

6 アンナス大祭司、カイアファ、ヨハネ、アレクサンドロス、そして大祭司の種族に属する者たちも皆。

7 彼らは彼らを真ん中に立たせて、どのような力で、あるいはどのような名前で、あなたがたはこのことをしたのか、と尋ねた。

8 そのとき、ペテロは聖霊に満たされて、彼らに言った。「民の支配者たち、そしてイスラエルの長老たちよ。

9 もし今日、私たちが病人に行われた善行について取り調べられているのなら、その人が何によって救われたのかについてである。

10 あなたがたすべての者と、イスラエルのすべての民に知らせよ。あなたがたが十字架につけ、神が死者の中からよみがえらせたナザレ人イエス・キリストの名前によって、この者があなたがたの前に健やかに立っているのである。

11 この方こそ、あなたがた建築者たちに捨てられた石であって、隅の頭となったものです。

12 この方以外には、だれによっても救いはありません。天の下で、人々に与えられた他の名前はなく、私たちが救われるべき名前はこの名前だけです。

13 彼らはペテロとヨハネの大胆さを見て、彼らが無学な人々であり、無学な人であることを悟り、驚いた。そして、彼らがイエスと共にいたことを認めた。

14 しかし、その癒やされた人が彼らと共に立っているのを見て、彼らは何も言い返すことができなかった。

15 彼らは彼らに評議会の外へ出て行くように命じ、互いに協議した。

16 「この人たちをどうしようか。彼らによって明らかなしるしが起こったことは、エルサレムに住むすべての人に知れ渡っており、私たちはそれを否定することはできない。」

17 しかし、これ以上民の間に広がらないように、今後この名前によって誰にも語ってはならないと、脅迫をもって彼らを戒めよう。

18 彼らを呼び寄せて、イエスの名によって一切語ることも教えることもしてはならないと、彼らに命じた。

19 ペテロとヨハネは彼らに答えて言った、「神の前にあなたがたに聞き従うよりも神に聞き従うことが正しいかどうか、あなたがたが判断しなさい」。

20 私たちは、自分たちが見たことや聞いたことを話さないではいられません。

21 そこで彼らはさらに脅してから彼らを釈放した。民のゆえに、皆がこの出来事のゆえに神を崇めていたので、彼らを罰する方法を何も見いだせなかったからである。

22 この治癒のしるしが起こった人は、四十歳以上であった。

23 釈放された彼らは、自分たちの仲間のところへ行き、祭司長たちや長老たちが彼らに言ったことをすべて報告した。

24 これを聞いた者たちは、心を一つにして神に向かって声を上げて言った、「主人よ、あなたは天と大地と海と、その中のすべてのものを造られた神です」。

25 あなたは聖霊によって、あなたの召使いであり私たちの父祖であるダビデの口を通して、こう言われました。「なぜ民族たちは騒ぎ立ち、民たちはむなしいことを企てたのか。」

26 地の王たちは立ち上がり、支配者たちは主とそのキリストに逆らって集まった。

27 事実、ヘロデとポンティオ・ピラトは、異邦人やイスラエルの民と共に、あなたが油を注がれたあなたの聖なる召使いイエスに逆らって、この都に集まりました。

28 あなたの手とあなたの計略によって、あらかじめ定められたことを行うために。

29 主よ、今、彼らの脅迫をご覧ください。そして、あなたの奴隷たちに、すべての大胆さをもってあなたの言葉を語らせてください。

30 あなたが手を伸ばして治癒を行い、しるしと驚異があなたの聖なる召使いイエスの名前によって起こるようにしてください。

31 彼らが祈ると、その集まっていた場所が揺れ動き、皆が聖霊に満たされ、神の言葉を大胆さをもって語った。

32 信じた者の群衆の心と魂は一つであり、だれも自分の持ち物を自分のものだとは言わず、すべてのものが彼らに共有のものとなっていた。

33 使徒たちは、主イエスの復活の証言を大きな力で行い、大きな恵みが彼らすべての上にあった。

34 彼らの中には、乏しい者が一人もいなかった。土地や家の所有者たちは、売って、その売れた物の代金を持って来た。

35 彼らは使徒たちの足もとに置き、それぞれに必要に応じて分配された。

36 ヨセは、使徒たちによってバルナバと呼ばれた者で、その名は訳すと「慰めの子」という意味であり、彼はレビ人で、キプロス人で、種族としてはその出身であった。

37 畑を持っていたので、それを売り、その金銭を持って来て、使徒たちの足もとに置いた。

Acts 5

1 ところが、アナニアという名の男が、妻サッピラとともに所有物を売った。

2 妻も承知のうえで、その代金の一部を横領し、ある部分を持って来て、使徒たちの足もとに置いた。

3 そこでペテロは言った、「アナニアよ、なぜサタンがあなたの心を満たして、聖霊に偽りを言い、土地の代金から一部を自分のために残しておいたのか。」

4 それは、あなたのものであったなら、あなたの権威の下に留まっていたのではないか。売った後も、それはあなたの権威の下にあったではないか。なぜあなたはこの事柄を自分の心に置いたのか。あなたは人々に偽りを言ったのではなく、神に偽りを言ったのだ。

5 アナニアはこれらの言葉を聞くと、倒れて息が絶えた。そして、これを聞いたすべての人々に大きな恐れが生じた。

6 若者たちは立ち上がって、彼を包み、運び出して葬った。

7 三時間ほどの間隔が過ぎて、彼の妻はその出来事を知らずに入って来た。

8 ペテロは彼女に言った、「この値段で土地を売ったのか、私に言いなさい」。彼女は言った、「はい、その値段です」。

9 ペテロは彼女に言った、「なぜあなたがたは主の霊を試みることに同意したのか。見よ、あなたの夫を葬った者たちの足が扉のところにいる。そして彼らはあなたをも運び出すであろう。」

10 すると彼女は、たちまち彼の足もとに倒れ、息が絶えた。入って来た若者たちは、彼女が死んでいるのを見つけ、運び出して、彼女の夫のそばに葬った。

11 そして、教会全体と、これらのことを聞いたすべての人々に、大きな恐れが生じた。

12 また、使徒たちの手によって、多くのしるしと驚異が民の間で行われた。そして、彼らはみな心を一つにしてソロモンの柱廊にいた。

13 しかし、ほかの人々のうちだれも彼らに加わろうとはしなかったが、民は彼らを大いに称賛した。

14 そればかりか、主を信じる群衆が、男も女も、ますます加えられていった。

15 ついに、人々は病人を通りへ運び出し、寝台や寝台の上に置いた。それは、ペテロが来るとき、その影がだれかにでもかかるようにするためであった。

16 また、エルサレムの周りの都市々々から群衆が集まり、弱い者たちや汚れた霊に苦しめられている者たちを連れて来たが、そのすべてが癒やされた。

17 そこで、大祭司とその仲間たち全員、すなわちサドカイ派の分派は、ねたみに満たされた。

18 彼らは使徒たちに手を置き、彼らを公の保持に入れた。

19 しかし、主の天使が夜の間に刑務所の扉を開き、彼らを連れ出して言った。

20 行って、神殿に立ち、この命の言葉をすべて民に語りなさい。

21 これを聞いて、彼らは早朝に神殿に入り、教えていた。一方、大祭司とその仲間たちが来て、評議会とイスラエルの子らのすべての元老院を召集し、彼らを連れて来させるために刑務所に人を送った。

22 ところが僕たちが行ってみると、彼らを刑務所の中で見つけられなかったので、引き返して報告した。

23 「刑務所は完全に閉ざされており、看守人たちが扉の前に立っていましたが、開けてみると、中には誰も見つかりませんでした。」

24 しかし、祭司と神殿の司令官と大祭司たちはこれらの言葉を聞いて、彼らのことで当惑し、これはどうなることかと思った。

25 すると、ある人が来て彼らに告げた、「見よ、あなたがたが刑務所に入れた男たちが、神殿に立って民を教えている」。

26 そこで司令官は僕たちと一緒に出て行き、彼らを連れて来た。暴力を用いることなく、民に石で打たれるのを恐れたからである。

27 彼らを連れて来て、評議会の中に立たせると、大祭司は彼らに尋ねた。

28 「あの名によって教えてはならないと、私たちは厳しく命じたのに、見なさい、あなたがたはエルサレムを自分の教えで満たしてしまい、その人の血を私たちに負わせようとしている。」

29 ペテロと使徒たちは答えて言った、「人に従うよりは、神に従うべきである」。

30 私たちの父たちの神は、あなたがたが木にかけて殺したイエスをよみがえらせた。

31 神はこの方を、ご自分の右の手で先駆者また救い主として高く上げ、イスラエルに悔い改めと罪の赦しを与えられました。

32 私たちはこれらの言葉の証人であり、神がご自分に従う者たちにお与えになった聖霊もまた証人です。

33 これを聞いて、彼らは激しく怒り、使徒たちを殺そうと企てた。

34 ところが、評議会の中で、パリサイ人で、名前はガマリエル、民全体に尊ばれている律法の教師が立ち上がり、使徒たちをしばらく外に出させるように命じた。

35 それから彼らに言った、「イスラエルの男たちよ、この人々について自分自身に気をつけなさい。あなたがたは何をしようとしているのか。」

36 これらの日の前に、テウダが立ち上がり、自分を何か偉い者であると言い、彼に従った男の数はおよそ四百人ほどであったが、彼は殺され、彼に従った者はみな散らされて、何もないものとなった。

37 その後、この者の後に、ガリラヤ人ユダが登録の日に立ち上がり、多くの民を自分の後に従わせたが、その者も滅び、彼に従った者たちはみな散らされた。

38 そこで今、あなたがたに言います。この人たちから離れ、彼らを放っておきなさい。もしこの計略やこの働きが人から出たものなら、滅ぼされるでしょう。

39 しかし、もしそれが神から出たものなら、あなたがたはそれを滅ぼすことはできません。おそらく、あなたがたは神に敵対する者と見いだされることになるでしょう。

40 彼らは彼に従い、使徒たちを呼び寄せ、彼らを打ちたたき、イエスの名によって語ってはならないと命じて、彼らを釈放した。

41 そこで彼らは、その御名のために辱められるに値する者とされたことを喜びながら、評議会の面前から出て行った。

42 そして毎日、神殿と家で、イエスがキリストであることを教え、福音を宣べ伝えることをやめなかった。

Acts 6

1 そのころ、弟子たちが増えていたとき、ギリシャ語話者たちからヘブライ人たちに対して不平が起こった。彼らの寡婦たちが毎日の奉仕においてなおざりにされていたからである。

2 そこで、十二使徒は弟子たちの群衆を呼び集めて言った、「私たちが神の言葉を捨てて、食卓に仕えることは、好ましいことではない」。

3 そこで、兄弟たち。あなたがたの中から、証しされている人々、すなわち聖霊と知恵に満ちた七人の男たちを選びなさい。私たちはその人たちをこの必要のために任命します。

4 しかし、私たちは祈りと御言葉の奉仕に専念します。

5 この言葉は全群衆の前で喜ばれ、彼らは信仰と聖霊に満ちた男ステファノ、そしてピリポ、プロコロス、ニカノル、ティモン、パルメナス、そしてアンティオキア人の改宗者ニコラオスを選んだ。

6 彼らを使徒たちの前に立たせ、祈って、彼らの上に手を置いた。

7 神の言葉は増え広がり、エルサレムで弟子の数が非常に多くなった。そして、多くの祭司たちの群衆も信仰に従った。

8 ステファノは信仰と力に満ちて、民の中で大きな驚異としるしを行っていた。

9 ところが、いわゆるリベルティノの会堂に属する者たち、すなわちキュレネ人、アレクサンドリア人、およびキリキアとアジアから来た者たちが立ち上がり、ステファノと論じ合った。

10 しかし、彼らは彼が知恵と霊によって語っていたので、それに対抗することができなかった。

11 そこで彼らは男たちをそそのかして、「私たちは彼がモーセと神に対して冒涜的な言葉を語るのを聞いた」と言わせた。

12 彼らは民と長老たちと書記官たちを扇動し、立ちかかって彼を捕らえ、評議会に連れて行った。

13 そして彼らは偽りの証人たちを立て、こう言わせた。「この人は、この聖なる場所と律法に対して冒涜の言葉を語るのをやめない。」

14 私たちは、このナザレ人イエスがこの場所を破壊し、モーセが私たちに伝えた習慣を変えるだろうと言っているのを聞きました。

15 議会で座っていた人々はみな、彼に目を注いで、彼の顔が天使の顔のように見えた。

Acts 7

1 大祭司は言った、「これらのことは、確かにそのとおりなのか。」

2 そこで彼は言った、「男たち、兄弟たち、父たちよ、聞きなさい。栄光の神は、私たちの父アブラハムがメソポタミアにいたとき、ハランに住む前に、彼に現れました。

3 「あなたの大地とあなたの親族から出て行き、わたしがあなたに示す大地へ来なさい。」と言った。

4 そこで彼はカルデア人の地を出て、ハランに住んだ。そして父が死んだ後、神は彼をそこから、あなたがたが今住んでいるこの大地に移された。

5 そして、神は彼に、その地において相続を与えず、足の踏み場ほどの裁きの座さえも与えなかった。しかし、彼には子がいなかったが、神は彼に、その地を所有として、彼の後の彼の種に与えることを約束された。

6 神はこう言われた。「彼の種は異国の地に寄留者となり、彼らはそれを奴隷にし、苦しめるであろう、四百年の間。」

7 そして、彼らが奴隷として仕えるその民族を、わたしが裁く、と神は言われた。その後、彼らは出て行き、この場所でわたしを礼拝するであろう。

8 また神は彼に割礼の契約を与え、こうして彼はイサクを生み、八日目に彼に割礼を施した。そしてイサクはヤコブを、ヤコブは十二人の族長たちを生んだ。

9 族長たちはヨセフをねたんで、彼をエジプトに売り渡した。そして神は彼とともにおられた。

10 彼をそのすべての苦難から救い出し、エジプトの王ファラオの前で彼に恵みと知恵を与え、彼をエジプトとその家全体の支配者に任命した。

11 ところが、飢饉がエジプトとカナンの全地に来て、大きな苦難があり、私たちの父たちは食料を見つけることができなかった。

12 しかし、ヤコブはエジプトに小麦があると聞いて、初めに私たちの父たちを遣わした。

13 二回目に、ヨセフは兄弟たちに知られるようになり、ヨセフの種族はファラオに明らかになった。

14 そこで、ヨセフは人を遣わして、父ヤコブとその全親族を七十五の魂で呼び寄せた。

15 ヤコブはエジプトに下り、彼も私たちの父たちも死んだ。

16 そしてシケムに移され、アブラハムが銀の代価でシケムのハモルの子らから買った墓に葬られた。

17 神がアブラハムに誓われた約束の時が近づくにつれて、民はエジプトで増え広がった。

18 ついに、ヨセフを知らない別の王が立つまでになった。

19 この王は、私たちの種族に対して策略を巡らし、私たちの父たちを苦しめて、彼らの幼子を捨てさせ、生かしておかないようにしました。

20 その時にモーセが生まれ、彼は神の目に美しく、三か月の間、父の家で育てられた。

21 捨てられたその子をファラオの娘が引き取り、自分の子として育てた。

22 モーセはエジプト人のあらゆる知恵をもって教育され、言葉にも働きにも力がありました。

23 彼の四十歳の時が満ちようとして、彼はその兄弟であるイスラエルの子らを訪ねる心を起こした。

24 そして、虐待されている人を見て、その人を弁護し、エジプト人を打ち倒して、虐げられている者の復讐を果たした。

25 彼は、自分の手によって神が兄弟たちに救いを与えておられることを、彼らが理解すると思っていたが、彼らは理解しなかった。

26 翌日、彼は彼らが争っているところに現れ、彼らを平和へと導こうとして言った、「男たちよ、あなたがたは兄弟である。なぜ互いに傷つけ合うのか。」

27 しかし、隣人を害していた者は彼を押しのけて言った、「だれがあなたを、私たちの支配者や裁判官にしたのか」。

28 あなたは、きのうエジプト人を殺したように、私をも殺そうとしているのですか。

29 この言葉を聞いてモーセは逃げ、ミディアンの大地で外国人となり、そこで二人の子をもうけた。

30 四十年が満ちたとき、主の天使がシナイ山の荒野で、茨の燃える炎の中に彼に現れた。

31 モーセはそれを見て驚き、その幻をよく見ようとして近づいたとき、主の声が彼に臨んだ。

32 「わたしはあなたの父たちの神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である。」そこで、モーセは震え上がり、見極める勇気もなかった。

33 すると、主は彼に言われた、「あなたの足のサンダルを脱ぎなさい。あなたが立っている場所は聖なる大地である。」

34 わたしは確かにエジプトにいるわたしの民の苦難を見、その呻きを聞いた。そして彼らを救い出すために下って来た。今、行け。わたしはあなたをエジプトに遣わす。

35 人々が「誰があなたを支配者や裁判官にしたのか」と言って拒んだこのモーセを、神は茨の中で彼に現れた天使の手によって、支配者また贖い主としてお遣わしになったのです。

36 この人が彼らを導き出し、エジプトの地と紅海と荒野で四十年の間、驚異としるしを行った。

37 このモーセが、イスラエルの子らに言った者です。「主なるあなたがたの神は、あなたがたの兄弟たちの中から、私のような預言者をあなたがたのために起こされる。あなたがたは彼の言うことを聞きなさい。」

38 この人は、荒野の教会において、シナイ山で彼に語った天使と私たちの父たちと共にいた者であり、生ける神託を受け、それを私たちに与えるために受け取った者です。

39 私たちの父たちは彼に従うことを望まず、むしろ彼を退け、その心はエジプトへ向いてしまった。

40 「私たちに先立って行く神々を作ってください。私たちをエジプトの大地から導き出したモーセは、どうなったのか分かりませんから。」とアロンに言った。

41 その日々に彼らは子牛を作り、偶像に犠牲をささげ、自分たちの手の働きを喜んでいた。

42 そこで神は彼らに背を向け、彼らを天の軍隊に仕えさせた。預言者たちの書物に書いてあるとおりである。「イスラエルの家よ、あなたがたは荒野で四十年の間、屠られた獣と犠牲をわたしにささげたことがあったか。

43 あなたがたはモロクの幕屋と、あなたがたの神レムファンの星、あなたがたが拝むために造った像を担ぎ上げた。それで、わたしはあなたがたをバビロンの向こうへ移す。

44 私たちの父祖たちには、荒野に証言の幕屋がありました。それは、モーセに語られた方が、見た型に従って造るよう命じられたとおりでした。

45 この幕屋を、私たちの父たちは受け継いで、イエスとともに、神が私たちの父たちの前から追い出した民族の所有地に運び入れ、ダビデの日々に至るまで保ちました。

46 この人は神の前に恵みを見いだし、ヤコブの神のために幕屋を見いだすことを願い求めた。

47 しかし、ソロモンは彼のために家を建てた。

48 しかし、いと高き方は、手で造った神殿には住んではおられない。預言者が言っているとおりである。

49 天はわたしの王座、地はわたしの足の足台である。あなたがたは、どのような家をわたしのために建てるのか。主は言われる。わたしの休息の場所はどこか。

50 わたしの手がこれらのものをすべて造ったのではないか。

51 あなたがたは、かたくなで、心と耳とに割礼を受けていない人々です。あなたがたは、いつも聖霊に逆らっています。あなたがたの父たちがしたように、あなたがたもまた同じことをしているのです。

52 あなたがたの父たちが迫害しなかった預言者がだれかいたでしょうか。彼らは正しい方の到来を前もって告げた者たちを殺しましたが、今あなたがたはその方の裏切者となり、殺人者となったのです。

53 あなたがたは天使たちによって定められた律法を受けましたが、それを守りませんでした。

54 これを聞いて、彼らは心を引き裂かれ、彼に向かって歯ぎしりした。

55 しかし、聖霊に満たされていた彼は、天を見つめ、神の栄光と、神の右に立っておられるイエスとを見た。

56 そして言った、「見よ、天が開けて、人の子が神の右に立っておられるのを見る。」

57 彼らは大声で叫びながら、耳をふさぎ、一致して彼に殺到した。

58 そして彼らは彼を町の外に追い出して、石で打ち殺した。証人たちは自分たちの上着を、サウロと呼ばれる若者の足もとに置いた。

59 彼らがステファノを石で打っている間、彼は主を呼び求めて言った、「主イエスよ、私の霊をお受けください」。

60 そして、ひざまずいて、大声で叫んだ。「主よ、この罪を彼らに負わせないでください。」こう言って、眠りについた。

Acts 8

1 サウロは彼の死に同意していた。その日、エルサレムの教会に対して大きな迫害が起こり、使徒たち以外の者はみな、ユダヤとサマリアの地域に散らされた。

2 敬虔な男たちはステファノを葬り、彼のために大きな嘆きをした。

3 サウロは教会を荒らし、家々に入って行き、男も女も引きずり出して、刑務所に渡した。

4 散らされた者たちは、言葉を宣べ伝えながら巡り歩いた。

5 ピリポはサマリアの都市に下って行き、彼らにキリストを宣べ伝えた。

6 群衆はピリポの語ることに心を向け、彼が行っていたしるしを見聞きしながら、一致して耳を傾けた。

7 多くの汚れた霊につかれた人々から、その霊が大声で叫んで出て行った。また、多くの中風の者や足の不自由な者が癒やされた。

8 そして、その都市に大きな喜びが起こった。

9 ところが、この都市にシモンという名前の男が以前からいて、魔術を用い、サマリアの民族を驚かせ、自分は偉大な者であると言っていた。

10 小さな者から大きな者に至るまで、すべての人々が彼に注意を払い、「この人こそ、神の大いなる力である」と言っていた。

11 彼らが彼に注意を払ったのは、長い間、その魔術によって驚かされていたからである。

12 しかし、彼らがピリポの宣べる神の国とイエス・キリストの御名についてのことを信じたとき、男も女もバプテスマを受けた。

13 シモン自身も信じて、バプテスマを受け、いつもピリポにつき従い、しるしと大きな力が行われているのを見て、驚いていた。

14 エルサレムにいる使徒たちは、サマリアが神の言葉を受け入れたと聞いて、ペテロとヨハネを彼らのところへ遣わした。

15 彼らは下って行って、彼らが聖霊を受けるように祈った。

16 まだ彼らのだれにも聖霊が下っていなかったからである。ただ、彼らは主イエスの名によってバプテスマを受けていただけであった。

17 そこで彼らは彼らの上に手を置くと、彼らは聖霊を受けた。

18 シモンは、使徒たちの手を置くことによって聖霊が与えられるのを見て、彼らに金銭を持って来た。

19 「私が手を置く者にはだれでも聖霊を受けるように、この権威を私にも下さい。」と言った。

20 ペテロは彼に言った、「あなたの銀はあなたと共に滅びに落ちるがよい。あなたは神の贈り物を金銭で得られると思ったからだ。」

21 あなたには、この事について分け前もくじもない。あなたの心は神の前にまっすぐではないからだ。

22 だから、この悪意を悔い改め、神に祈りなさい。あるいは、あなたの心の考えが赦されるかもしれません。

23 あなたが苦い胆汁と不義の束縛の中にいることを、私は見ています。

24 シモンは答えて言った、「あなたがたの言った事が何も私に臨まないように、私のために主に祈ってください。」

25 そこで、証しし、主の言葉を語った者たちは、エルサレムに帰り、サマリア人の多くの村でも福音を宣べ伝えた。

26 ところが、主の天使がピリポに語って言った、「起きて、正午の方へ行き、エルサレムからガザに下る道に行け。これは荒野である。」

27 そこで彼は立って出かけた。すると、見よ、エチオピア人の女王カンダケの支配者である宦官のエチオピア人の男がいた。彼は女王のすべての財宝を管理していた。彼は礼拝するためにエルサレムに来ていた。

28 彼は帰る途中で、自分の戦車に座って、預言者イザヤの書を読んでいた。

29 すると霊がピリポに言った、「近づいて、この戦車に加われ」。

30 そこでピリポが走って行き、彼が預言者イザヤを読んでいるのを聞いて、「あなたは読んでいることが分かるか」と言った。

31 すると彼は、「導いてくれる人がいなければ、どうして私にできるでしょうか」と言った。そしてピリポに、上がって来て自分と一緒に座るように頼んだ。

32 彼が読んでいた聖書の箇所はこれであった。「屠殺に連れて行かれる羊のように、また、その毛を刈る者の前に黙っている子羊のように、彼はその口を開かない。」

33 彼の卑下において、その裁きは取り上げられた。彼の世代を誰が語り告げるだろうか。彼の命は大地から取り去られるからである。

34 宦官は答えてピリポに言った、「どうかお願いします。預言者はだれについてこのことを言っているのですか。自分についてですか、それともほかのだれかについてですか。」

35 ピリポは口を開き、この聖書の箇所から始めて、イエスのことを彼に宣べ伝えた。

36 道を進んで行くうちに、彼らは水のある所に来た。すると宦官が言った、「見よ、水がある。私がバプテスマを受けるのを妨げるものは何か」。

37 ピリポは言った、「もしあなたが心から信じるなら、それは許される」。彼は答えて言った、「イエス・キリストが神の子であると信じます」。

38 そして、彼は戦車を止めさせた。二人とも水の中に降りていった。ピリポも宦官も。そして、彼は宦官にバプテスマを授けた。

39 彼らが水から上がると、主の霊がピリポを連れ去った。宦官はもはや彼を見なかったが、喜びながら自分の道を行った。

40 ピリポはアゾトスに見いだされ、通り過ぎながらすべての都市に福音を宣べ伝え、カイサリアに来るまで進んだ。

Acts 9

1 さて、サウロはなおも主の弟子たちに対する脅迫と殺人の意に燃えて、大祭司のもとに行った。

2 彼は手紙をダマスコの諸会堂に宛てて書いてくれるよう求めた。それは、この道に属する者であれば男でも女でも、見つけ次第縛ってエルサレムに連れて行くためであった。

3 ところが、道を進んで行くうちに、彼がダマスコに近づいたとき、突然、天からの光が彼を巡り照らした。

4 彼は地に倒れて、「サウル、サウル、なぜわたしを迫害するのか」という声を聞いた。

5 すると彼は、「主よ、あなたはどなたですか」と言った。主は言われた、「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。あなたが刺を蹴るのは、あなたにとって辛いことだ。」

6 震えおののきながら、彼は言った、「主よ、私に何をさせたいのですか。」すると主は彼に言われた、「立ち上がって、都市に入りなさい。そうすれば、あなたがすべきことが告げられるでしょう。」

7 しかし、彼と同行していた男たちは、声は聞こえても、だれも見えなかったので、ものも言えずに立っていた。

8 サウロは大地から立ち上がったが、目は開いていたのに何も見えなかった。そこで人々は彼の手を引いて、ダマスコへ連れて行った。

9 彼は三日の間、目が見えず、また食べも飲みもしなかった。

10 さて、ダマスコにアナニアという名の弟子がいた。主は幻の中で彼に「アナニア」と言った。彼は言った、「主よ、ここにおります」。

11 すると主は彼に言われた、「立って、『まっすぐ』と呼ばれる路に行き、ユダの家でサウロという名のタルソ人を尋ねなさい。見よ、彼は祈っている」。

12 彼は幻の中で、アナニアという名の男が入って来て、自分の上に手を置き、目が見えるようになるのを見た。

13 しかし、アナニアは答えた。「主よ、私は多くの人々から、この男がエルサレムであなたの聖徒たちにどれほど悪いことをしたかを聞きました。

14 彼はここでも、あなたの名前を呼ぶ者たちをすべて縛る権威を、大祭司たちから持っています。

15 しかし、主は彼に言われた、「行きなさい。あの者は、わたしの名を民族と王たちとイスラエルの子らの前に運ぶための、わたしの選びの器である。」

16 わたしは彼に、彼がわたしの名のためにどれほど苦しまなければならないかを示そう。

17 そこでアナニアは出て行って、その家に入り、彼の上に手を置いて言った。「兄弟サウルよ、あなたが来る途中で現れた主イエスが私を遣わされた。あなたが再び見えるようになり、聖霊に満たされるためである。」

18 するとすぐに、彼の目から鱗のようなものが落ちて、彼はたちまち目が見えるようになり、立ち上がってバプテスマを受けた。

19 食物を取って元気づいた。サウロはダマスコの弟子たちと数日の間、共にいた。

20 そしてすぐに、諸会堂でキリストを宣べ伝えた。この方こそ神の子であると。

21 これを聞いた人々はみな驚き、こう言った。「この人はエルサレムでこの名前を呼ぶ者たちを滅ぼした者ではないか。ここへ来たのも、彼らを縛って大祭司たちのところへ連れて行くためではないか。」

22 しかしサウロはますます力を増し、ダマスコに住むユダヤ人たちを混乱させ、この方がキリストであることを論証していた。

23 多くの日が満ちたとき、ユダヤ人たちは彼を殺すことを謀った。

24 サウロにその陰謀が知られた。彼らは彼を殺そうとして、昼も夜も門を見張っていた。

25 そこで、弟子たちは彼を夜に連れて行き、籠に載せて城壁づたいに吊り降ろした。

26 サウロはエルサレムに着いて、弟子たちに加わろうと試みたが、皆は彼が弟子であるとは信じず、彼を恐れていた。

27 しかし、バルナバは彼を連れて行き、使徒たちのところへ導き、彼が道で主を見たこと、主が彼に語られたこと、そして彼がダマスコでイエスの名前によって大胆に語ったことを、彼らに詳しく話した。

28 そして彼はエルサレムで彼らとともに出入りし、主イエスの御名によって大胆に語った。

29 彼は大胆に語り、ギリシャ語話者たちと論じ合っていた。しかし彼らは彼を殺そうと企てていた。

30 兄弟たちはそれを知って、彼をカイサリアに連れ下り、タルソスへ送り出した。

31 こうして教会は、ユダヤとガリラヤとサマリアの全地にわたり、平和を持ち、主を恐れ、聖霊の慰めによって築き上げられ、歩みつつ、増え続けた。

32 さて、ペテロがすべての所を巡りながら下って行き、リュダに住む聖徒たちのところへ行った。

33 そこで彼は、八年の間、寝台に横たわっている、アイネアスという名前の人を見つけた。彼は中風で、麻痺していた。

34 ペテロは彼に言った、「アイネアス、イエス・キリストがあなたを癒やされる。起き上がり、自分の床を整えなさい。」すると彼はすぐに起き上がった。

35 リュダとサロンに住むすべての人々は彼を見て、主に立ち返った。

36 ヨッパに、タビタという名の女の弟子がいた。その名は訳すとドルカスと呼ばれる。彼女は良い働きと施しに満ちていた。

37 ところが、その日々の間に、彼女が病気になって死んだ。彼らは彼女を洗って、上の部屋に置いた。

38 リュダがヨッパに近かったので、弟子たちはペテロがそこにいるのを聞いて、二人の男を彼のもとに送り、「ためらわずに来てください」と懇願した。

39 そこでペテロは立って、彼らと一緒に行った。彼が到着すると、彼らは彼を上の部屋に連れ上った。そして、すべての寡婦たちが彼のそばに立ち、泣きながら、ドルカスが彼らと一緒にいたときに作った下着や上着を数々見せた。

40 ペテロは皆を外に出し、ひざまずいて祈った。そして体の方を向いて、「タビタ、起きなさい」と言った。すると彼女は目を開け、ペテロを見て起き上がった。

41 そこで、彼は彼女に手を貸して立たせた。そして聖徒たちと寡婦たちを呼んで、彼女が生きているのを見せた。

42 このことがヨッパ中に知れ渡り、多くの人々が主を信じた。

43 そして、彼は多くの日々をヨッパで、皮なめし職人シモンのもとに滞在した。

Acts 10

1 さて、カイサリアにコルネリウスという名の男がいた。イタリア歩兵隊と呼ばれる部隊の百人隊長であった。

2 敬虔で、その全家とともに神を恐れ、民に多くの施しをなし、いつも神に祈りをしていた。

3 彼は幻の中で、昼の第九時ごろ、神の天使が自分のところに入って来て、「コルネリウス」と言うのを、はっきりと見た。

4 彼はじっと見つめて、恐ろしくなって言った、「主よ、何でしょうか。」すると彼に言った、「あなたの祈りと施しは神の前に記念として上っていった。

5 今、ヨッパに男たちを遣わし、シモンを招きなさい。彼はペテロと呼ばれています。

6 この人は皮なめし職人シモンの家に泊まっています。その家は海のそばにあります。この人があなたに話すべきことを告げるでしょう。

7 御使いが彼に語って去ったとき、コルネリウスは自分の召使いのうちの二人と、自分に仕えている敬虔な兵士を呼び寄せた。

8 すべてのことを説明してから、彼らをヨッパへ遣わした。

9 翌日、彼らが旅を続けて都市に近づいたとき、ペテロは祈るために屋上に上った。第六の時ごろであった。

10 すると彼は非常に空腹になり、味わいたいと思った。彼らが準備している間に、彼は夢ごこちになった。

11 そして彼は天が開いているのを見た。また、大きな布のような器が、四隅をつるされて、地上に降りて来るのを見た。

12 その中には、地上のあらゆる四つ足の動物と野獣と爬虫類と天の鳥がいた。

13 すると、声が彼に聞こえた。「ペテロよ、立ち上がって、屠って食べなさい。」

14 ペテロは言った、「主よ、それはできません。私は決して、すべての普通の物や汚れた物を食べたことがありません。」

15 すると、再び声が彼にあった。「神がきよめたものを、あなたは汚れたと言ってはならない。」

16 この事が三度あり、そして再びその器は天に引き上げられた。

17 ペテロが自分の中で、見た幻が何であろうかと当惑していると、見よ、コルネリウスから遣わされた男たちが、シモンの家を尋ね当てて、門のところに立っていた。

18 そして、声をかけて、ペテロと呼ばれるシモンがここに滞在しているかどうかを尋ねていた。

19 ペテロが幻について思い巡らしているとき、霊が彼に言った、「見よ、三人の男があなたを捜している」。

20 さあ、下に降りて行って、ためらわずに、彼らと一緒に行きなさい。彼らを遣わしたのは私です。

21 そこでペテロは、コルネリウスから遣わされて来たその男たちのところへ降りて行って言った。「見よ、私があなたがたの捜している者です。あなたがたがここに来た原因は何ですか。」

22 すると彼らは言った、「百人隊長コルネリウスという正しい男で、神を恐れ、ユダヤの全民族から良い証言を受けている者が、聖なる天使によって、あなたを自分の家に招き、あなたから言葉を聞くようにと告げられました。」

23 そこでペテロは彼らを招き入れて泊めた。翌日、ペテロは彼らと一緒に出発し、ヨッパの兄弟たちのうち数人も彼に同行した。

24 その翌日、彼らはカイサリアに入った。コルネリウスは自分の親族や親しい友人たちを呼び集めて、彼らを待っていた。

25 ペテロが入って来たとき、コルネリウスは彼に出会い、彼の足もとにひれ伏して拝んだ。

26 するとペテロは彼を起こして、「立ちなさい。私も人です。」と言った。

27 彼と話しながら中に入ると、多くの人々が集まっているのを見つけた。

28 彼は彼らに言った、「あなたがたは知っているとおり、ユダヤ人の男が外国人に交わることや近づくことは不法なことです。しかし、神は私に、どんな人をも汚れた者とか、清くない者とか呼んではならないことを示されました。

29 それで、私はためらわずに来ました。招かれて来たのです。そこで、お尋ねしますが、あなたがたはどんな理由で私を招いたのですか。

30 するとコルネリウスは言った、「四日前のこの時まで、私は断食し、私の家で第九の時に祈っていた。すると見よ、輝く衣服を着た男が私の前に立った。

31 「コルネリウスよ、あなたの祈りは聞き届けられ、あなたの施しは神の前に覚えられた。」

32 それで、ヨッパに人を送って、シモンを招きなさい。彼はペテロとも呼ばれています。この人は海辺にある皮なめし職人シモンの家に滞在しています。彼が来て、あなたに話します。

33 それで、私はすぐにあなたのもとへ人を送りましたが、あなたはよく来てくださいました。今、私たちはみな、神の御前にいて、神があなたに命じられたすべてのことを聞こうとしています。

34 そこでペテロは口を開いて言った。「まことに、私は悟る。神は人をえこひいきする者ではない。

35 しかし、どの民族でも、神を恐れ、義を行う者は、神に受け入れられるのです。

36 神がイエス・キリストを通して平和を宣べ伝え、イスラエルの子らに送った言葉、この方こそすべての主です。

37 あなたがたは、ヨハネが宣べ伝えた洗礼の後、ガリラヤから始まって、ユダヤ全土に起こった言葉を知っています。

38 それは、ナザレのイエスのことです。神はこの方に聖霊と力を注がれました。このイエスは、神がともにおられたので、巡り歩いて良いわざをなし、また悪魔に制せられているすべての者をいやされました。

39 私たちは、イエスがユダヤ人の地域とエルサレムで行われたすべてのことの証人です。人々はこの方を木にかけて殺しました。

40 神はこの方を三日目によみがえらせ、彼を現れるようにお与えになった。

41 しかし、すべての民にではなく、神によって前もって選ばれた証人たち、すなわち私たちにです。私たちは、彼が死者の中からよみがえった後、彼とともに食べ、ともに飲みました。

42 そして彼は私たちに、民に宣べ伝え、そして証しするように命じた。すなわち、この方こそ、神によって定められた、生きている者と死んだ者との裁判官である、と。

43 この方について、すべての預言者たちは証ししています。すなわち、この方を信じる者は皆、その名前によって罪の赦しを受ける、と。

44 ペテロがまだこれらの言葉を話している間に、聖霊はその言葉を聞いていたすべての人々の上に降りた。

45 割礼を受けている信者たちで、ペテロと共に来た人々はみな、異邦人にも聖霊の贈り物が注がれたので驚いた。

46 彼らが舌で話し、神を賛美しているのを聞いていた。そのとき、ペテロは答えた。

47 この人たちが私たちと同じように聖霊を受けたのなら、だれが水をさし止めて、彼らにバプテスマを受けさせないようにすることができるでしょうか。

48 そして、彼らに主の名によってバプテスマを受けるように命じた。そのとき、彼らは彼に数日間滞在するように願った。

Acts 11

1 使徒たちとユダヤにいる兄弟たちは、異邦人たちも神の言葉を受け入れたことを聞いた。

2 ペテロがエルサレムに上ったとき、割礼を受けた者たちは彼に対して論じ合った。

3 「あなたは無割礼の男たちのところに入って、彼らと一緒に食事をした。」と言った。

4 そこでペテロは、順序正しく説明し始めて、彼らに言った。

5 私はヨッパの都市で祈っていると、夢ごこちで幻を見ました。四隅をつるされて天から降りて来る大きな布のような器が、私のところまで来たのです。

6 その中をよく見つめて考えると、地の四つ足の獣、野獣、爬虫類、そして天の鳥が見えた。

7 すると、私に「ペテロよ、立って、屠って食べなさい」と言う声を聞いた。

8 しかし私は言いました、「主よ、それはできません。なぜなら、汚れた物や不潔な物は決して私の口に入ったことがないからです。」

9 すると、二度目に天から声が私に答えました。「神が清めたものを、あなたは汚れたと言ってはならない。」

10 この事が三度起こり、そして再びすべての物が天へ引き上げられた。

11 すると、見よ、すぐに、カイサリアから私のもとに遣わされた三人の男たちが、私たちのいた家に立っていた。

12 すると霊は私に、ためらわずに彼らと一緒に行くように言った。そして、この六人の兄弟たちも私と一緒に来て、私たちはその男の家に入った。

13 彼は私たちに、自分の家の中に立っている天使を見て、その天使が彼に『ヨッパに男たちを送って、ペテロと呼ばれるシモンを招きなさい』と言ったことを告げた。

14 彼はあなたに言葉を語り、その言葉によってあなたとあなたの家のすべての者が救われるでしょう。

15 そこで私が話し始めたとき、聖霊が彼らの上に降りました。ちょうど初めに私たちの上に降りたのと同じように。

16 私はそのとき、主の言葉を思い出した。すなわち、ヨハネは水でバプテスマを授けたが、あなたがたは聖霊によってバプテスマを授けられる、と主が言われたことである。

17 それならば、神が私たちが主イエス・キリストを信じた者たちに与えられたのと同じ贈り物を、彼らにもお与えになったのなら、私は何者であって、神を妨げることができたでしょうか。

18 これを聞いて彼らは沈黙し、神を賛美して言った、「それでは、神は命に至る悔い改めを異邦人にもお与えになったのだ」。

19 散らされた者たちは、ステファノのことで起こった苦難のゆえに、フェニキア、キプロス、アンティオキアまで進んで行き、ユダヤ人以外のだれにも言葉を語らなかった。

20 しかし、彼らの中にキプロス人とキュレネ人が何人かいて、アンティオキアに入り、ギリシャ語話者たちに語り、主イエスを宣べ伝えていた。

21 主の手が彼らとともにあり、多くの数の者が信じて主に立ち返った。

22 この言葉がエルサレムにある教会の耳に聞こえたので、彼らはバルナバをアンティオキアまで行かせるために送り出した。

23 彼は来て神の恵みを見て喜び、すべての人々が心の目的をもって主にとどまり続けるようにと励ました。

24 彼は良い男であり、聖霊と信仰に満ちていた。そして、多くの群衆が主に加えられた。

25 バルナバはサウロを捜しにタルソスへ出かけた。

26 彼を見つけて、アンティオキアに連れて行った。そして、彼らが一年の間、教会に集まり、多くの群衆を教えることが起こった。弟子たちは、初めてアンティオキアでキリスト者と呼ばれるようになった。

27 そのころ、預言者たちがエルサレムからアンティオキアに下って来た。

28 その中の一人で、アガボという名前の者が立って、霊によって、全世界に大きな飢饉が起こることを示した。それはクラウディウス・カエサルの時代に実現した。

29 そこで、弟子たちは、それぞれの力に応じて、ユダヤに住んでいる兄弟たちに奉仕のために送ることを決めた。

30 彼らはそれを実行し、バルナバとサウロの手によって長老たちに送った。

Acts 12

1 そのころ、ヘロデ王は教会の中のある人々を害そうとして手を伸ばした。

2 そしてヨハネの兄弟ヤコブを刀で殺した。

3 それがユダヤ人に喜ばれるのを見て、彼はペテロをも捕えようと付け加えた。種なしパンの日々であった。

4 彼を捕らえて刑務所に入れ、四人一組の兵士たちに引き渡して監視させた。過越の祭りの後に、彼を民の前に引き出そうと考えていたからである。

5 こうしてペテロは刑務所に閉じ込められていた。教会は彼のために、神に絶えず祈りをささげていた。

6 ところで、ヘロデが彼を引き出そうとしていたその夜、ペテロは二人の兵士の間で鎖につながれて眠っており、扉の前には看守人たちが刑務所を監視していた。

7 すると、主の天使が現れ、光が牢獄を照らした。彼はペテロの側を打って起こし、「速く立ち上がれ」と言った。すると、鎖が彼の手から落ちた。

8 すると御使いは彼に言った、「帯を締め、サンダルを履きなさい」。彼はそのようにした。すると彼に言った、「上着を着て、私に従って来なさい」。

9 出て行って彼に従ったが、それが天使によって行われていることが真実であるとは知らず、幻を見ているのだと思われた。

10 彼らは第一の衛兵所と第二の衛兵所を通り過ぎて、都市に通じる鉄の門に来た。すると、その門はひとりでに彼らに開いた。そして、彼らは外に出て、一つの路を進んだ。すると、すぐに天使は彼から離れた。

11 ペテロは我に返って言った、「今、私は本当に知った。主がその天使を遣わし、私をヘロデの手と、ユダヤの民のすべての期待から救い出してくださったことを。」

12 それで、ペテロはそのことを悟って、マルコと呼ばれているヨハネの母マリアの家に行った。そこには多くの人々が集まって祈っていた。

13 ペテロが門の扉をたたくと、ロダという名前の女奴が応対に出て来た。

14 ペテロの声だとわかると、喜びのあまり門を開けず、駆け込んで、ペテロが門の前に立っていることを告げた。

15 彼らは彼女に言った、「あなたは気が狂っている」。しかし彼女は確かにそうだと主張した。彼らは言った、「それは彼の天使だ」。

16 しかし、ペテロはたたき続けていた。彼らが開けると、彼を見て、驚いた。

17 しかし彼は手で彼らに静かにするよう合図し、主がどのように彼を刑務所から連れ出したかを彼らに語った。そして、「このことをヤコブと兄弟たちに知らせなさい」と言い、出て行って別の場所へ行った。

18 日が明けると、兵士たちの間に少なからぬ動揺があり、ペテロはどうなったのかと人々は思った。

19 ヘロデは彼を捜したが見つけることができず、看守人たちを取り調べて、彼らを連れて行くように命じた。そして、ユダヤからカイサリアに下って行って、そこに滞在した。

20 ヘロデはティリア人とシドン人に対して激しく怒っていた。そこで彼らは一致して彼のところに来て、王の侍従ブラストスを説得して平和を求めた。それは、彼らの地域が王の領土から養われていたからである。

21 定められた日に、ヘロデは王服を着て、裁きの座に座り、彼らに向かって演説した。

22 すると民衆は叫んだ、「神の声だ。人の声ではない。」

23 するとすぐに、主の天使が彼を打った。彼が神に栄光を帰さなかったからである。そして、虫に食われて息絶えた。

24 神の言葉は成長し、増え広がった。

25 バルナバとサウロは、奉仕を果たして、マルコと呼ばれるヨハネも連れて、エルサレムから帰って来た。

Acts 13

1 さて、アンティオキアには、そこにある教会に預言者や教師たちがいた。すなわち、バルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、キュレネ人ルキオ、四分領主ヘロデと共に育てられたマナエン、そしてサウロである。

2 彼らが主に仕え、断食しているとき、聖霊が言われた、「バルナバとサウロをわたしのために聖別して、わたしが召した働きに就かせなさい。」

3 そこで彼らは断食し、祈り、彼らの上に手を置いて、送り出した。

4 この人たちは、聖霊によって送り出され、セレウキアに下って行き、そこから船でキプロスへ渡って行った。

5 サラミスに着くと、彼らはユダヤ人の会堂で神の言葉を宣べ伝えた。彼らはまたヨハネを僕として持っていた。

6 島を渡ってパポスまで来たとき、彼らはバリエスという名のユダヤ人の魔術師、偽預言者に出会った。

7 この男はプロコンスルのセルギオ・パウロのもとにいた。賢明な男であるこの人は、バルナバとサウロを招いて、神の言葉を聞こうと求めた。

8 しかし、魔術師エリマ（その名前はこう訳される）は彼らに反抗し、プロコンスルを信仰からそらそうと求めた。

9 しかし、サウロ、別名パウロは、聖霊に満たされ、彼を見つめて、

10 言った、「ああ、あらゆる欺きと悪事に満ちた者、悪魔の子、すべての義の敵よ。お前は主のまっすぐな道を曲げることをやめないのか。」

11 今や見よ、主の手があなたの上にある。あなたは盲となり、時まで太陽を見ることができないであろう。するとたちまち、霧と暗闇が彼に降りかかり、彼は手引きする者を求めて巡り歩いた。

12 その出来事を見たプロコンスルは、主の教えに驚きつつ信じた。

13 パポスから船出したパウロの一行は、パンフィリアのペルゲに来た。ヨハネは彼らから離れて、エルサレムに帰った。

14 しかし彼らはペルゲから進んで、ピシディアのアンティオキアに着き、会堂に入って安息日の日に座った。

15 律法と預言者の朗読の後、会堂司たちは彼らのところに人を送って言った、「男たちよ、兄弟たちよ、もしあなたがたのうちに民への慰めの言葉があれば、話してください」。

16 そこでパウロは立ち上がり、手を振って言った。「イスラエルの男たち、そして神を恐れる者たちよ、聞きなさい。」

17 この民イスラエルの神は、私たちの父たちを選び、その民をエジプトの地における寄留の間に高め、高い腕をもって彼らをそこから導き出しました。

18 そして四十年の間、荒野で彼らの行いを耐え忍ばれた。

19 そして七つの民族をカナンの地で滅ぼし、彼らにその大地をくじで分け与えた。

20 その後、約四百五十年の間、神は裁判官たちを与えられ、預言者サムエルの時までに及んだ。

21 そこで彼らは王を求めたので、神はベニヤミン部族の男、キシュの子サウルを四十年間、彼らに与えられた。

22 それから彼を退けて、彼らのためにダビデを王として立てられた。このダビデについて証言して言われた、「わたしはエッサイの子ダビデを見いだした。彼はわたしの心にかなった男であり、わたしのすべての意志を行うであろう」。

23 この方の子孫から、神は約束に従って、イスラエルに救い主イエスを起こされました。

24 ヨハネは、その方の入り口の前に、悔い改めの洗礼をイスラエルのすべての民に宣べ伝えた。

25 しかし、ヨハネがその競走を終えようとするとき、彼は言った、「あなたがたは、私をだれだと思うのか。私はその者ではない。しかし、見よ、私の後に来る者がいる。私はその方の足のサンダルを解く値打ちもない。」

26 男たちよ、兄弟たちよ、アブラハムの種族の子らよ、そしてあなたがたの中で神を恐れる者たちよ、この救いの言葉はあなたがたに送られたのです。

27 エルサレムに住む者たちとその支配者たちは、この方を知らず、また安息日ごとに読まれる預言者たちの声を判断して、それを成就させた。

28 そして、死の原因を何も見いだせなかったが、彼らはピラトに彼を殺すことを求めた。

29 そして、彼らはイエスについて書かれていることをすべて成し遂げた後、木から降ろして墓に納めた。

30 しかし、神は彼を死者の中からよみがえらせた。

31 この方は、ガリラヤからエルサレムに一緒に上った人々に、多くの日にわたって現れました。彼らは、この民に対する彼の証人です。

32 私たちは、神が父たちに対してなされた約束を、あなたがたに良い知らせとして伝えています。神は、その約束を彼らの子らである私たちのために、イエスをよみがえらせることによって成就されました。

33 また第二の詩篇にこう書いてあるとおりです。「あなたはわたしの子。きょう、わたしがあなたを生んだ。」

34 しかし、神がイエスを死者の中からよみがえらせ、もはや腐敗に帰ることのない方とされたことについては、こう言われました。「わたしはあなたがたに、ダビデの聖なる確かな祝福を与える。」

35 ですから、他の箇所でもこう言っています。「あなたは、あなたの聖なる者に腐敗を見させないであろう。」

36 ダビデは、自分の世代で神の計略に仕えた後、眠りにつき、自分の父たちに加えられ、腐敗を見た。

37 しかし、神がよみがえらせた方は、腐敗を見ませんでした。

38 だから、男たちよ、兄弟たちよ、この方によってあなたがたに罪の赦しが宣べ伝えられていることを、知っておきなさい。

39 また、モーセの律法によっては義とされることができなかったすべてのことについても、この方によって、信じる者はみな義とされるのです。

40 だから、預言者たちに言われていることが、あなたがたの上に臨まないように気をつけなさい。

41 見よ、軽蔑者たちよ。驚け、そして滅び去れ。なぜなら、わたしはあなたがたの日に一つの働きをしている。それは、だれかがあなたがたに詳しく語っても、あなたがたが決して信じない働きである。

42 ユダヤ人の会堂を出るとき、異邦人は次の安息日にこれらの言葉を彼らに語ってもらうように願った。

43 会堂の集会が終わると、多くのユダヤ人と神を敬う改宗者たちがパウロとバルナバに従った。彼らは彼らに語りかけ、神の恵みにとどまり続けるようにと説得した。

44 次の安息日には、ほとんど都市全体が神の言葉を聞くために集まった。

45 しかし、この群衆を見たユダヤ人たちは、ねたみに満たされ、パウロの言うことに反対して、言い争い、ののしった。

46 そこでパウロとバルナバは大胆に語って言った、「神の言葉はまずあなたがたに語られるべきでした。しかし、あなたがたはそれを退け、自分自身を永遠の命にふさわしくないと判断するので、見よ、わたしたちは異邦人の方へ向かいます。」

47 なぜなら、主は私たちにこう命じておられるからです。「わたしはあなたを立てて、異邦人の光とした。あなたが地の果てまで救いをもたらすためである。」

48 異邦人たちはこれを聞いて喜び、主の言葉を賛美した。そして、永遠の命に定められていた者たちはみな信じた。

49 主の言葉はその地域全体に広まった。

50 しかし、ユダヤ人たちは、神を敬う貴婦人たち、そして都市の有力者たちを扇動し、パウロとバルナバに対して迫害を引き起こし、彼らをその境界から追い出した。

51 彼らは足の塵埃を彼らに向かって払い落として、イコニオンへ行った。

52 弟子たちは喜びと聖霊に満たされていた。

Acts 14

1 イコニオンで、彼らが一緒にユダヤ人の会堂に入り、そのように語ったので、ユダヤ人もギリシア人も大勢の群衆が信じた。

2 しかし、信じようとしないユダヤ人たちは、異邦人たちの魂を煽り立てて、兄弟たちに対して害を加えた。

3 彼らは長く時間を過ごし、主にあって大胆に語った。主はその恵みの言葉を証しし、彼らの手によってしるしと驚異が行われるようにされた。

4 町の群衆は分裂し、ある者たちはユダヤ人たちと共にあり、ある者たちは使徒たちと共にあった。

5 しかし、異邦人とユダヤ人とが、その支配者たちと共に、彼らを辱め、石打ちにしようと襲撃を企てた時、

6 それを知って、リュカオニアの町々、リュストラとデルベ、およびその周辺の地方に逃げた。

7 そこで彼らは福音を宣べ伝えていた。

8 さて、リュストラに足のきかない男がすわっていた。彼は母の腹から出た時から足なえで、一度も歩いたことがなかった。

9 この人はパウロが話しているのを聞いていた。パウロは彼に目を留め、いやされる信仰があるのを見て、

10 大声で、「自分の足でまっすぐに立ちなさい」と言った。すると彼は飛び上がって、歩き出した。

11 群衆はパウロがしたことを見て、声を張り上げ、ルカオニヤ語で言った、「神々が人に似せられて、私たちのところに下って来られた」。

12 そして彼らはバルナバをゼウスと呼び、パウロはおもな話し手であったので、パウロをヘルメスと呼んだ。

13 すると、その都市の門の前にあったゼウス神殿の祭司は、雄牛と花輪を門に携えて来て、群衆と共に犠牲を捧げようとした。

14 これを聞いた使徒たち、バルナバとパウロは、自分たちの上着を裂いて、群衆の中に駆け込み、叫びながら、

15 「皆さん、なぜこんなことをするのですか。私たちもあなたがたと同じ人間です。そして、あなたがたがこれらのむなしいものから離れて、天と地と海とその中にあるすべてのものを造られた生ける神に立ち返るように、福音を宣べ伝えている者です。」

16 過ぎ去った世代において、神はすべての民族が自分たちの道を歩むことを許された。

17 とはいえ、神はご自身を証しなしにしておいたのではなく、天から雨を与え、実りの時を授け、食物と喜びで私たちの心を満たしてくださったのです。

18 こう言って、彼らはようやく群衆が彼らに犠牲をささげるのをやめさせた。

19 ところが、アンティオキアとイコニオンからユダヤ人たちが来て、群衆を説得し、パウロを石打ちにして、死んだと思い、都市の外に引きずり出した。

20 しかし、弟子たちが彼を取り囲んだとき、彼は立ち上がって都市に入った。そして翌日、彼はバルナバとともにデルベへ出て行った。

21 その町で福音を宣べ伝え、多くの人々を弟子としてから、リュストラとイコニオンとアンティオキアに引き返した。

22 弟子たちの魂を強め、信仰にとどまるように勧め、多くの苦難を通って神の王国に入らなければならない、と言った。

23 彼らのために教会ごとに長老たちを選び、断食をして祈った後、彼らをその信じていた主にゆだねた。

24 そしてピシディアを通って、パンフィリアに来た。

25 ペルゲで言葉を語ってから、アッタリアに下って行った。

26 そこから彼らはアンティオキアへ船で出帆した。そこは、彼らが成し遂げた働きのために、以前神の恵みにゆだねられていた所であった。

27 そして、彼らはそこに着いて教会を集め、神が彼らとともになさったすべてのことと、異邦人に信仰の扉を開いてくださったことを告げた。

28 そして彼らは弟子たちとともに、少なくない時間を過ごした。

Acts 15

1 さて、ある人々がユダヤから下って来て、兄弟たちに、「モーセの習慣に従って割礼を受けなければ、あなたがたは救われることはできない。」と教えていた。

2 そこで、パウロとバルナバとの間に、少なからぬ対立と論争が生じたので、彼らは、この問題について使徒たちや長老たちのところへエルサレムに上るように、パウロとバルナバと、その他数人の者たちを任命した。

3 彼らは教会に見送られて、フェニキアとサマリアを通りながら、異邦人の回心を詳しく語り、すべての兄弟たちに大きな喜びをもたらした。

4 彼らがエルサレムに着くと、教会と使徒たちと長老たちに迎えられ、神が彼らとともになさったことをすべて報告した。

5 しかし、パリサイ人の分派のうちで信じた者たちが立ち上がり、「彼らに割礼を施し、モーセの律法を守ることを命じるべきである」と言った。

6 そこで、使徒たちと長老たちは、この問題を検討するために集まった。

7 激しい論争が起こった後、ペテロが立ち上がって彼らに言った。「男たちよ、兄弟たちよ。あなたがたは知っています。昔の日から、神が私たちの間で選び、私の口を通して異邦人が福音の言葉を聞いて信じるようにされたことを。

8 そして、心を知る者である神は、彼らに聖霊を賜い、私たちにも賜ったのと同じように、彼らのために証しをされた。

9 私たちと彼らとの間に何の差別もつけず、信仰によって彼らの心を清めてくださったのです。

10 それでは、なぜ今あなたがたは、私たちの父たちも私たちも負いきれなかったくびきを、弟子たちの首に掛けて、神を試みるのですか。

11 私たちは主イエス・キリストの恵みによって救われると信じますが、彼らも同じ方法で救われるのです。

12 すると、全会衆は沈黙し、バルナバとパウロが、彼らを通して神が異邦人の間で行われたしるしと驚異について語るのを聞いていた。

13 彼らが黙った後、ヤコブが答えて言った、「男たちよ、兄弟たちよ、私の言うことを聞きなさい」。

14 シメオンは説明した。神が最初に、どのようにして異邦人の中から御名のために民を取ろうと訪れたかを。

15 預言者たちの言葉もこれと一致しており、こう書いてあります。

16 この後、わたしは帰って来て、倒れたダビデの幕屋を建て直し、その廃墟と化したものを建て直し、それを立て直す。

17 それは、残った人々、すなわち、わたしの名で呼ばれるすべての民族が、主を求めるようになるためである。これをすべて行う主が言われる。

18 神の御業はすべて、永遠の昔から神に知られている。

19 そこで、私は、神に立ち返る異邦人を煩わせないように判断します。

20 ただ、彼らに書き送って、偶像の汚れと姦淫と絞め殺したものと血とを避けさせるように。

21 昔から、モーセは世代を通じて各都市に彼を宣べる者たちを持ち、それはすべての安息日に会堂で読まれているからです。

22 そこで、使徒たちと長老たちは、全教会とともに、自分たちの中から男たちを選び、パウロとバルナバと一緒にアンティオキアに送ることを決めた。選ばれたのは、兄弟たちの中で指導者とみなされていた男たち、すなわち、バルサバと呼ばれるユダとシラスであった。

23 使徒たちと長老たちと兄弟たちは、自分たちの手で書き送った。アンティオキア、シリア、キリキアにいる異邦人の兄弟たちへ、挨拶を送る。

24 私たちは、ある人々が私たちの中から出て行き、言葉であなたがたを動揺させ、あなたがたの魂をくつがえし、割礼を受けよ、律法を守れと言ったが、彼らには私たちは何も指示しなかったと聞きました。

25 私たちは、心を一つにして、人々を選び、私たちの愛するバルナバとパウロと共に、あなたがたのところへ送ることに決めました。

26 自分たちの魂を、私たちの主イエス・キリストの御名のために差し出した人々です。

27 そこで、私たちはユダとシラスを遣わしました。彼らは言葉をもって同じことを報告します。

28 聖霊と私たちは、これらの必要なことのほかには、あなたがたに何の重荷も負わせないことを決めました。

29 偶像に供えた物と、血と、絞め殺した物と、姦淫とを避けることです。これらのことを守り続けるなら、あなたがたはよく行うでしょう。健やかであれ。

30 彼らは送り出されて、アンティオキアに来て、群衆を集めて、手紙を渡した。

31 それを読んで、彼らはその慰めによって喜んだ。

32 ユダもシラスも預言者であったので、多くの言葉をもって兄弟たちを励まし、また力づけた。

33 彼らはしばらく時間を過ごした後、平和をもって兄弟たちから使徒たちのもとへ送り出された。

34 シラスがそこに留まることは、良いと思われた。

35 パウロとバルナバはアンティオキアにとどまり、ほかの多くの人々とともに、主の言葉を教え、福音を宣べ伝えていた。

36 幾日かの後、パウロはバルナバに言った、「さあ、私たちが主の言葉を宣べ伝えたすべての都市で、兄弟たちがどうしているか、立ち返って訪ねてみようではないか。」

37 ところが、バルナバは、マルコとも呼ばれるヨハネを連れて行くことを計画した。

38 しかしパウロは、彼らから離れ、パンフィリアで彼らと共にその働きに来なかった者を、連れて行かないのがふさわしいと考えた。

39 争いが起こり、彼らは互いに別れることになった。バルナバはマルコを連れて、船でキプロスへ渡って行った。

40 パウロはシラスを選び、兄弟たちによって神の恵みに委ねられて出て行った。

41 そして彼はシリアとキリキアを通りながら、諸教会を強めていた。

Acts 16

1 それからデルベとリュストラに着いた。そこに、名前はテモテという弟子がいた。彼は信仰深いユダヤ人の女の子で、父はギリシア人であった。

2 この人は、リュストラとイコニオンにいる兄弟たちによって証しされていた。

3 パウロはこの人を自分と一緒に行かせたいと思い、彼を連れて、その地方にいるユダヤ人のゆえに彼に割礼を施した。彼の父がギリシア人であることを、皆が知っていたからである。

4 そして彼らは町々を巡りながら、エルサレムの使徒たちと長老たちによって定められた布告を守らせるために、彼らにそれを伝えた。

5 こうして諸教会は信仰において強められ、日ごとにその数が増えていった。

6 彼らはフリギアとガラテヤの地域を通ったが、聖霊によってアジアで言葉を語ることを禁じられた。

7 ミシアに来て、ビテュニアへ行こうと試みたが、霊が彼らを許さなかった。

8 彼らはミシアを通り過ぎて、トロアスに下った。

9 ある夜、パウロに幻が現れた。ひとりのマケドニア人の男が立っていて、彼に懇願して言った、「マケドニアに渡って来て、私たちを助けてください」。

10 そして、彼がその幻を見たとき、私たちはただちにマケドニアへ出て行こうと求めた。主が私たちを招いて、彼らに福音を宣べ伝えさせておられるのだと、心を合わせて確信したからである。

11 そこで、私たちはトロアスから船を出し、まっすぐにサモトラケへ航行し、翌日ネアポリスに着いた。

12 それからフィリピに行ったが、そこはマケドニアのこの部分の第一の都市であり、植民都市であった。私たちはこの都市に幾日か滞在した。

13 安息日の日に、私たちは町の外に出て、祈りがあると思われていた川のほとりに行き、そこに座って、集まって来た女たちに話した。

14 ある女が、名前はリディア、テアテラの都市の紫布の商人で、神を敬う者であったが、彼女は聞いていた。主は彼女の心を開いて、パウロの語ることに心を留めるようにされた。

15 そして、彼女とその家がバプテスマを受けたとき、彼女は「もし私を主に忠実な者とお認めになるなら、私の家に入ってお泊まりください」と言って懇願し、私たちを強いてそうさせた。

16 私たちが祈りに行く途中、占いの霊を持つ女奴が私たちに出会った。彼女は占いをして、その主たちに多くの利益をもたらしていた。

17 この女はパウロと私たちに付き従って叫び続けて言った、「この人たちは、いと高き神の奴隷たちであり、私たちに救いの道を宣べ伝えている者たちです」。

18 これは多くの日の間、彼女はそうしていた。しかし、パウロは心を痛めて、振り返って霊に言った、「イエス・キリストの名によって、お前に命じる。彼女から出て行け」。すると、その同じ時に、彼女から出て行った。

19 彼女の主人たちは、彼らの利益の希望が去ったのを見て、パウロとシラスを捕まえ、支配者たちのところへ市場に引きずって行った。

20 そして、彼らを司令官たちのところに連れて行き、「この人たちはユダヤ人で、私たちの都市を大いに騒がせている」と言った。

21 そして、ローマ人である私たちが受け入れることも行うことも許されない習慣を宣伝しています。

22 群衆も彼らに逆らって立ち上がり、長官たちは彼らの上着を引き裂いて、むちで打つように命じた。

23 彼らに多くの災いを加え、刑務所に投げ入れ、看守人に確かに彼らを守るように命じた。

24 この命令を受けた彼は、彼らを奥の刑務所に投げ入れ、彼らの足に足かせをかけた。

25 真夜中ごろ、パウロとシラスは祈りつつ神を賛美し、囚人たちは彼らに聞き入っていた。

26 すると突然、大きな地震が起こり、刑務所の基礎が揺れ動き、たちまち全ての扉が開き、皆の束縛が解かれた。

27 目を覚ました看守人は、牢の扉が開いているのを見て、囚人たちが逃げてしまったと思い、刀を抜いて自分を殺そうとしていた。

28 そこでパウロは大声で叫んで言った、「あなた自身に悪をしてはいけない。私たちはみなここにいるのだ。」

29 光を求めて駆け込み、震えながらパウロとシラスの前にひれ伏した。

30 そして、彼らを外に連れ出して言った、「主たちよ、救われるために、私は何をすべきでしょうか。」

31 彼らは言った、「主イエス・キリストを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家も救われます。」

32 そして、彼とその家の者すべてに主の言葉を語った。

33 そして、彼らをその夜のその時に引き取り、災いから洗い、彼自身もその家族全員もすぐにバプテスマを受けた。

34 彼らを自分の家に連れて行き、食卓を備え、全家族とともに神を信じて大いに喜んだ。

35 日が明けると、司令官たちは役人たちを送って、「あの人たちを釈放せよ」と言わせた。

36 そこで看守人はこれらの言葉をパウロに伝えた、「司令官たちがあなたがたを釈放するようにと使いを送った。今、出て行って、平和のうちに行きなさい。」

37 ところが、パウロは彼らに言った。「彼らは、私たちを公衆の前で鞭打ち、裁判もせずに、ローマ人である私たちを刑務所に投げ入れた。そして今、ひそかに私たちを追い出そうとしているのか。いや、彼ら自身が来て、私たちを連れ出すべきだ。」

38 警吏たちはこれらの言葉を長官たちに報告した。すると彼らは、彼らがローマ人であると聞いて恐れた。

39 来て彼らを励まし、連れ出して、町から出て行くように頼んだ。

40 牢を出て、リディアの家に入り、兄弟たちに会って彼らを励まし、そして出て行った。

Acts 17

1 彼らはアンピポリスとアポロニアを通ってテサロニケに行った。そこにはユダヤ人の会堂があった。

2 パウロはいつもの習慣に従って彼らのところに入り、三つの安息日にわたって聖書から彼らと論じた。

3 そして、キリストは苦しみを受け、死者の中からよみがえらなければならないことを説明し、また論証して、「私があなたがたに伝えているこのイエスこそ、キリストなのです。」と言った。

4 そして彼らのうちのある者たちは説得され、パウロとシラスに加わった。また、神を敬うギリシア人の大群衆と、おもだった女たちのうち少なからぬ者たちもそうであった。

5 ねたみにかられた不従順なユダヤ人たちは、市場のならず者たちを何人か仲間に引き入れ、群衆を集めて都市を騒がせ、ヤソンの家に押しかけて、彼らを民衆の前に引き出そうと捜した。

6 しかし、彼らを見つけられなかったので、ヤソンと数人の兄弟たちを市の統治者たちのところへ引きずって行き、叫んで言った、「世界中を騒がせて来た者たちが、ここにもいるのです。」

7 ヤソンは彼らを受け入れ、これらの者たちはみな、カエサルの布告に反して、別の王イエスがいると言って行動している。

8 そして、これらのことを聞いた群衆と市の統治者たちを不安に陥れた。

9 ヤソンとその他の者たちから十分な保証を受け取って、彼らを釈放した。

10 兄弟たちはすぐに、夜のうちにパウロとシラスをベレアへ送り出した。彼らはそこに着くと、ユダヤ人の会堂へ行った。

11 この人たちはテサロニケにいる者たちよりも高貴であり、非常に熱意をもって言葉を受け入れ、毎日聖書を調べて、これらのことがそのとおりであるかどうかを確かめていた。

12 彼らのうち多くの者が信じた。また、身分の高いギリシャ人の女たちや、男たちも少なからずいた。

13 しかし、テサロニケのユダヤ人たちは、パウロがベレアでも神の言葉を宣べ伝えられたことを知って、そこにも来て、群衆を揺り動かした。

14 そこで兄弟たちは、ただちにパウロを海の方へ行かせるために送り出した。しかし、シラスとテモテはそこに留まった。

15 パウロを案内した人たちは、彼をアテネまで連れて行き、シラスとテモテにできるだけ早く来るようにという戒めを受けて、出て行った。

16 さて、アテネで彼らを待っていたパウロは、その都市が偶像礼拝に満ちているのを見て、自分の霊が内に激しく奮き立たされた。

17 そこで彼は会堂でユダヤ人や神を敬う人々と論じ、また市場では毎日そこに居合わせた人々と論じた。

18 しかし、エピクロス派とストア派の哲学者たちのうちのある者たちは彼と論じ合い、ある者たちは「このおしゃべり者は何を言おうとしているのか」と言い、他の者たちは「彼は外国の神々の宣伝者のように思われる」と言った。それは、彼がイエスと復活を彼らに福音として宣べ伝えていたからである。

19 そこで彼らは彼をアレオパゴスに連れて行き、こう言った。「あなたが語っているこの新しい教えが何であるかを、私たちは知ることができるでしょうか。」

20 あなたは私たちの耳に珍しいことを持ち込んでいるので、私たちはそれが何を意味するのか知りたいのです。

21 アテネ人もみな、そこに滞在している外国人も、何か新しいことを話したり聞いたりすることのほかには、何にも時間を使わなかった。

22 そこでパウロはアレオパゴスの真ん中に立って言った、「アテネの男たちよ、あらゆる点で、あなたがたが非常に信心深いのを見ます。」

23 私は通りながら、あなたがたの崇拝の対象をよく見ているうちに、「知られない神に」と刻まれた祭壇も見つけました。それで、あなたがたが知らずに拝んでいるものを、私はあなたがたに宣べ伝えます。

24 この世界とその中にあるすべてのものを造られた神は、天と大地の主として存在し、手で造られた神殿には住みません。

25 また、何かが不足しているかのように、人の手によって仕えられることはありません。神ご自身がすべての人に命と息を与えておられるからです。

26 神は、一人の血からすべての民族の人々を造り出して、地の全面に住まわせ、あらかじめ定められた時と、その住まいの境界を定められた。

27 これは、彼らが主を求め、もし彼らが手探りで探し求めるならば、彼を見いだすかもしれないためである。実際、彼は私たち一人ひとりから遠く離れておられるのではない。

28 私たちは神の中に生き、動き、存在しているのです。あなたがたのある詩人たちも、『私たちもまたその子孫である』と言っているとおりです。

29 私たちは神の種族であるから、神を、人の技術と思いによる金や銀や石の彫刻と同じものと考えてはならない。

30 神はその無知の時代を見過ごしておられたが、今はすべての人々に、どこでも悔い改めることを命じておられる。

31 なぜなら、神は、お立てになったひとりの男により義をもってこの世界をさばくため、日を決めておられるからです。そして、その方を死者の中からよみがえらせることによって、このことの確証をすべての人にお与えになったのです。

32 死者の復活のことを聞いて、ある者たちはあざ笑い、他の者たちは「このことについては、また後で聞こう」と言った。

33 こうして、パウロは彼らの中から出て行った。

34 しかし、彼に従った男たちの中には信じた者もいた。その中にはアレオパゴス会員ディオニシオス、ダマリスという名前の女、そして彼らと共にいた他の者たちもいた。

Acts 18

1 その後、パウロはアテネを離れて、コリントへ来た。

2 また、ポントス生まれのユダヤ人で、名前をアクイラという人と、その妻プリスキラに出会った。彼らは、クラウディウスがすべてのユダヤ人をローマから退去させるように命じたため、最近イタリアから来たところであった。パウロは彼らのもとに行った。

3 彼らと同じ技術を持っていたので、彼らのもとに留まり、一緒に働いた。彼らの技術は天幕作りだったからである。

4 彼は安息日ごとに会堂で論じ、ユダヤ人とギリシア人を説得しようとした。

5 しかし、シラスとテモテがマケドニアから下って来たとき、パウロは霊に迫られて、イエスがキリストであることをユダヤ人たちに力強く証言した。

6 彼らが反抗し、ののしったので、彼は上着を振り払って彼らに言った、「あなたがたの血は、あなたがたの頭の上に。私は潔白だ。今から私は異邦人のところへ行く。」

7 そして、そこから移って、神を敬うユストスという名の人の家に入った。その家は会堂に隣接していた。

8 会堂司クリスポスは、その家のすべてとともに主を信じた。また、多くのコリント人も聞いて信じ、バプテスマを受けていた。

9 ある夜、主は幻によってパウロに言われた、「恐れるな。しかし語れ、そして黙るな」。

10 なぜなら、わたしはあなたと共にいるからである。だれもあなたに手を下して害を加える者はない。この都市には、わたしの民が多くいるからである。

11 そこで彼は一年と六か月そこに腰を据えて、彼らの間で神の言葉を教えていた。

12 ガリオンがアカイアの総督であったとき、ユダヤ人たちは一致してパウロに立ち向かい、彼を裁きの座に連れて行った。

13 この人は律法に反して神を礼拝することを人々に説き勧めている、と言って。

14 パウロが口を開こうとすると、ガリオンはユダヤ人たちに言った。「ユダヤ人たちよ、もし何か不正行為や悪質な放蕩があったなら、私は当然、あなたがたの言葉を聞き入れたであろう。

15 しかし、もし言葉や名前、あなたがたの律法に関する問題であるなら、それは自分たちで見なさい。私はそのようなことの裁判官にはなりたくないのです。

16 そして彼らを裁きの座から追い出した。

17 そこで、すべてのギリシア人たちは、会堂司ソステネを捕まえて、裁きの座の前で打ちたたいた。そして、これらのことについて、ガリオンは何も気にしなかった。

18 パウロはなお多くの日々をとどまり、兄弟たちに別れを告げて、シリアへ向けて船出した。プリスキラとアクイラも彼とともにいた。彼はケンクレアで頭をそった。それは祈りを立てていたからである。

19 彼らがエフェソスに着くと、彼は彼らをそこに残し、自分は会堂に入ってユダヤ人たちと論じた。

20 彼らがもっと長い時間とどまるように願ったが、彼は承諾しなかった。

21 「来たるべき祭りは、ぜひともエルサレムで守らなければなりません。しかし、神のみこころなら、またあなたがたのところに帰って来ます。」と言って別れを告げ、エフェソスから船出した。

22 そしてカイサリアに下って行き、上って教会に挨拶し、アンティオキアに下って行った。

23 しばらく時間を過ごしてから、彼は出て行き、ガラテヤの地域とフリギアを順に通りながら、すべての弟子たちを強めていた。

24 さて、アレクサンドリア人の種族で、名前はアポロというユダヤ人の男で、雄弁な者がエフェソスに着いた。彼は聖書に通じていた。

25 この人は主の道を教え込まれており、霊に燃えて、主のことについて正確に語り、また教えていたが、ただヨハネの洗礼しか知らなかった。

26 彼は会堂で大胆に話し始めた。それを聞いたアクイラとプリスキラは彼を招き入れ、神の道を彼にもっと正確に説明した。

27 そして彼がアカイアへ渡ろうと思っていたので、兄弟たちは彼を励まし、弟子たちに彼を受け入れるようにと書き送った。彼は到着して、恵みによって信じた者たちを大いに助けた。

28 彼は聖書によってイエスがキリストであることを示し、力強く公然とユダヤ人たちを論破した。

Acts 19

1 アポロがコリントにいた間に、パウロは上の地方を通ってエフェソスに来た。そして、幾人かの弟子たちを見つけた。

2 「信じたときに聖霊を受けたか。」と彼らに言った。彼らは彼に言った、「いいえ、聖霊があることさえ聞いたこともありません。」

3 彼は彼らに言った、「では、あなたがたは何の洗礼を受けたのか。」彼らは言った、「ヨハネの洗礼です。」

4 そこでパウロは言った、「ヨハネは悔い改めの洗礼を民に授けて、自分の後に来られる方、すなわちキリスト・イエスを信じるようにと言った」。

5 これを聞いた人々は、主イエスの名によってバプテスマを受けた。

6 パウロが彼らの上に手を置いたとき、聖霊が彼らに臨み、彼らは舌で語り、預言した。

7 その人々は、みなで十二人ほどの男たちであった。

8 そして会堂に入って、三か月の間、大胆に語り、神の王国について論じ、説得しようとした。

9 しかし、ある者たちが心をかたくなにして従わず、群衆の前でその道をののしったので、彼らから離れ、弟子たちを分け、毎日テュランノスの学校で論じた。

10 これは二年の間続いたので、アジアに住むすべての者たち、ユダヤ人もギリシア人も、主イエスの言葉を聞いた。

11 神はパウロの手によって、並々ならぬ力をなさった。

12 そこで、彼の肌からハンカチや前掛けを病人に運び出すと、その病気は彼らから去り、悪霊も彼らから出て行った。

13 ところが、巡回しているユダヤ人の悪霊払いの中のある者たちも、悪霊につかれている者たちに向かって主イエスの名前を呼び、「パウロが宣べ伝えているイエスによって、おまえたちに命じる」と言って、試みた。

14 そこで、ユダヤ人の大祭司スケワの七人の息子たちが、このことを行っていた。

15 すると、悪霊が答えて言った、「イエスは知っている、パウロもよく知っている。だが、あなたがたは何者だ。」

16 そして、その悪霊の霊が宿っていた人が彼らに飛びかかり、彼らを打ち負かして力で制したので、彼らは裸にされ、傷を負って、その家から逃げ出した。

17 このことがエフェソスに住むユダヤ人とギリシア人のすべてに知れ渡り、恐れが彼ら全員に臨み、主イエスの名前は大いに崇められた。

18 そして、信仰に入った多くの者たちがやって来て、自分たちの行為を告白し、明らかにした。

19 魔術を行っていた多くの者たちは、書物を集めて来て、皆の前で焼き捨てた。そして、その値を計算すると、銀貨五万枚であることが分かった。

20 こうして、主の言葉は力強く成長し、ますます力強くなった。

21 これらのことが満たされた後、パウロは霊において、マケドニアとアカイアを通ってエルサレムへ行くことを決意し、「そこに着いた後、私もローマを見なければならない」と言った。

22 そこで、自分に仕えている者の中から二人、テモテとエラストをマケドニアに送り出したが、彼自身はアジアにしばらく時間をとどめた。

23 そのころ、この道について、少なからぬ動揺が起こった。

24 デメトリオという名の銀細工人が、銀でアルテミスの神殿を作り、職人たちに少なからぬ利益をもたらしていた。

25 彼はその労働者たちや同様の仕事に携わる者たちを集めて言った、「男たちよ、あなたがたは知っている、この利益から私たちの富が生じることを。」

26 あなたがたも見ているとおり、また聞いているとおり、エフェソスだけでなく、ほとんどアジア全体にわたって、このパウロが、手で作られたものは神々ではないと言って、多くの群衆を説得して移してしまったのです。

27 このことだけでなく、私たちのこの商売が悪評を受ける危険があるばかりか、大女神アルテミスの神殿も何者にも数えられないものとされる恐れがあり、さらに彼女の威厳も、全アジアと全世界が礼拝しているその威厳が、打ち壊されようとしているのです。

28 これを聞いて、彼らは怒りで満たされ、「エペソ人のアルテミスは偉大だ」と叫び続けた。

29 そして町全体が混乱に満たされ、人々は一斉に劇場へ殺到し、パウロの旅の仲間であるマケドニア人ガイオスとアリスタルコスを捕らえた。

30 パウロが民衆の中に入ろうとしたが、弟子たちは彼を許さなかった。

31 しかし、アジアの長官たちの中にも、彼の友人である者たちがいて、彼に使いを送って、劇場に身を投じないように懇願した。

32 ところで、集会は混乱しており、大多数の者はなぜ集まったのかを知らなかったので、ある者はこれを叫び、他の者は別のことを叫んでいた。

33 群衆の中からアレクサンドロスを引き出した。ユダヤ人たちが彼を押し出したので、アレクサンドロスは手を振って、民衆に弁明しようとした。

34 しかし、彼がユダヤ人だと知ると、皆が一斉に声を上げ、約二時間の間、「偉大なのはエペソ人のアルテミスだ」と叫び続けた。

35 そこで書記官は群衆を静めて言った、「エペソの人たちよ、エペソの都市が大女神アルテミスと天から落ちたその像の神殿守であることを知らない人が、いったい誰がいるでしょうか。

36 これは否定できない事実ですから、あなたがたは静かにしていて、何も軽率なことをしてはなりません。

37 あなたがたはこの男たちを連れて来たが、彼らは神殿を荒らす者でもなく、あなたがたの女神を冒涜する者でもない。

38 もしデメトリオとその仲間の職人たちが、だれかに対して訴えがあるなら、法廷は開かれており、プロコンスルたちもいるのだから、互いに訴え出るがよい。

39 もしあなたがたが他の事柄についてさらに求めるなら、それは合法的な教会で決定されるでしょう。

40 私たちは、今日の出来事について、何の理由もなく暴動の罪に問われる危険があります。この騒ぎについて、私たちは釈明することができないでしょう。

41 こう言って、その教会を解散させた。

Acts 20

1 騒動が治まった後、パウロは弟子たちを呼び寄せ、挨拶をして、マケドニアへ行くために出発した。

2 そして、その地方を通り、多くの言葉で彼らを励ましてから、ギリシャに来た。

3 三か月を過ごした後、ユダヤ人による陰謀が彼に対して起こったので、シリアへ出航しようとしていた彼は、マケドニアを通って帰ることに決めた。

4 ソパテロ（ベレヤ人）、テサロニケ人のアリスタルコスとセクンドス、デルベ人のガイオス、テモテ、そしてアジア人のテュキコスとトロピモは、彼に同行してアジアまで行った。

5 彼らは先に行って、トロアスで私たちを待っていた。

6 しかし、私たちは種なしパンの日々の後、フィリピから船出し、五日間のうちにトロアスで彼らのところに着き、そこに七日間滞在した。

7 週の初めの日に、弟子たちがパンを裂くために集まっていたとき、パウロは翌日出発しようとして彼らと語り合い、言葉を真夜中まで延ばした。

8 そして上の部屋には、多くの灯がともされていた。そこに私たちは集まっていた。

9 ある若者で、名前はエウテュコスという者が、窓のところに座っていたが、深い眠りに落ちてしまい、パウロが長く語り続けたので、眠りに圧倒されて三階から下に落ち、死体となって起こされた。

10 パウロは降りて来て、彼の上に倒れかかり、抱きかかえて言った、「騒いではならない。彼の魂は彼の内にある」。

11 そして、上がって行き、パンを裂いて味わい、夜明けまで長く語り合って、こうして出て行った。

12 そして彼らはその若者を生きたまま連れて行き、非常に慰められた。

13 私たちは先に船に乗ってアッソスへ出帆し、そこでパウロを乗せることにしていた。彼自身が徒歩で行くつもりで、そう決めていたからである。

14 そして、彼が私たちとアッソスで落ち合ったので、私たちは彼を連れて、ミティレネに行った。

15 そこから船出して、翌日キオスの沖に着き、次の日サモスに立ち寄り、トロギュリオンに留まって、その翌日ミレトスに来た。

16 パウロはエフェソスを素通りして航海することを決めていた。それは、アジアで時間を費やすことのないようにするためであった。彼は、できればペンテコステの日にエルサレムにいることができるようにと急いでいたからである。

17 ミレトスから人を遣わしてエフェソスへ使いを送り、教会の長老たちを呼び寄せた。

18 彼らが彼のもとに来たとき、彼は彼らに言った。「あなたがたは、私がアジアに足を踏み入れた最初の日から、どのようにしてあなたがたと共にすべての時間を過ごしたかを知っています。

19 私は謙遜の限りを尽くし、涙と、ユダヤ人の陰謀によって私に臨んだ数々の試みの中で、主に仕えました。

20 益になることは何一つ控えず、あなたがたに知らせ、公の場でも家々でも教えました。

21 ユダヤ人にもギリシア人にも、神に対する悔い改めと、私たちの主イエス・キリストに対する信仰とを証ししました。

22 そして今、見よ、私は霊に縛られてエルサレムへ行く。そこで私に会おうとしていることを、私は知らない。

23 ただ、聖霊がどの都市でも証しして、束縛と苦難が私を待っていると言っています。

24 しかし、私は何事も意に介さず、また自分の魂を自分にとって貴いとは思わず、喜びをもって自分の競走を終え、主イエスから受けた神の恵みの福音を証しする奉仕を成し遂げることだけを大切にしています。

25 今、見よ、私は知っています。あなたがたは皆、私が神の王国を宣べ伝えながら通り過ぎた人々の中で、もう二度と私の顔を見ることはないと。

26 ですから、私は今日この日、あなたがたに証しします。私はすべての人の血について潔白です。

27 なぜなら、私は神の計略のすべてをあなたがたに告げることを控えなかったからです。

28 あなたがたは自分自身とすべての群れとに気を配りなさい。その群れの中で、聖霊があなたがたを監督者として立て、神がご自身の血をもって買い取られた神の教会を牧させたのです。

29 私はこれを知っています。私の出発の後、狂暴な狼たちがあなたがたの中に入って来て、群れを惜しまないことを。

30 あなたがた自身の中からも、曲がったことを語って、弟子たちを自分の後に引き離そうとする男たちが立ち上がるでしょう。

31 だから、目を覚ましていなさい。私が三年の期間、夜も日も、涙をもって一人ひとりを訓戒することをやめなかったことを、思い出しなさい。

32 今、私はあなたがたを、兄弟たちよ、神とその恵みの言葉とにゆだねます。その言葉は、あなたがたを築き上げ、すべての聖別された者たちの中にあって相続を与えることができるのです。

33 私は、銀や金や衣類の何ものをも欲しませんでした。

34 あなたがた自身は知っています、これらの手が私の必要と、私と共にいる人々のために働いたことを。

35 私は、このように労苦して弱い者を助けなければならないこと、また、主イエスがご自身で「受けるよりも与えるほうが幸いである」と言われた言葉を思い出すべきことを、すべてあなたがたに示しました。

36 こう言い終わって、パウロはひざまずき、みなの者とともに祈った。

37 そして、皆の間に大きな泣きが起こり、彼らはパウロの首に抱きついて、彼に口づけした。

38 彼らは、彼が「もう二度と私の顔を見ることはないだろう」と言った言葉のゆえに、特に心を痛めていた。そして、彼らは彼を船まで見送った。

Acts 21

1 私たちは彼らから引き離されて出帆し、まっすぐに進んでコスに着き、翌日ロドスに、そこからパタラに来た。

2 船を見つけて、フェニキアへ渡る船に乗り込み、私たちは出帆した。

3 キプロスが見えてきたので、それを左にしてシリアへ航海を続け、ティルスに着いた。そこでは船が重荷を降ろしていたからである。

4 弟子たちを見つけ出して、私たちはそこに七日間滞在した。彼らは霊によって、エルサレムに上らないようにとパウロに言った。

5 しかし、日々を終えると、私たちは出て行って旅を続けた。皆が妻や子と共に、都市の外まで私たちを見送り、岸辺で膝をかがめて祈った。

6 互いに挨拶を交わしてから、私たちは船に乗り込んだ。彼らは自分の家へ帰って行った。

7 私たちはティルスからの航海を終えて、プトレマイスに着いた。そして兄弟たちに挨拶して、彼らのところに一日滞在した。

8 翌日、パウロの一行である私たちはそこを出発してカイサリアに着き、七人の一人である伝道者ピリポの家に入って、彼のもとに滞在した。

9 この人には、預言する四人の処女の娘たちがいた。

10 私たちが幾日も滞在していると、アガボという名の預言者がユダヤから下って来た。

11 彼が私たちのところに来て、パウロの帯を取り、自分の手と足を縛って言った、「聖霊がこう言う、『この帯の持ち主である男は、エルサレムでユダヤ人たちにこのように縛られ、異邦人の手に渡されるであろう。』」

12 これを聞いて、私たちもその土地の人々も、彼がエルサレムに上らないようにと懇願した。

13 するとパウロは答えました。「あなたがたは泣いて、私の心を砕いて、何をしているのですか。私は主イエスの名前のために、エルサレムで縛られるだけでなく、死ぬことさえも覚悟しています。」

14 彼が聞き入れようとしないので、私たちは黙って、「主の意志が行われますように」と言った。

15 その後、これらの日々が過ぎて、私たちは荷物をまとめて、エルサレムに上って行った。

16 弟子たちのうち数人もカイサリアから私たちと一緒に来て、古くからの弟子であるキプロス人マナソンのところに案内してくれた。私たちはそこに泊まることになった。

17 私たちがエルサレムに着いたとき、兄弟たちは喜んで私たちを迎えてくれた。

18 次の日、パウロは私たちと共にヤコブのところへ入って行った。そして、長老たちはみな集まって来た。

19 彼らにあいさつしてから、彼は神がその奉仕を通して異邦人の間でなさったことを、一つ一つ説明した。

20 彼らはこれを聞いて主を崇め、彼に言った、「兄弟よ、あなたが見るように、ユダヤ人の中で信じた者は幾万もあり、皆律法に熱心な者たちです。」

21 彼らはあなたについて、あなたが異邦人の中にいるすべてのユダヤ人に、モーセから離れて背教することを教え、子に割礼を施すな、また習慣に従って歩むな、と言っていると聞かされていたのです。

22 それでは、どうするのか。必ず群衆が集まって来るであろう。彼らは、あなたが来たことを聞くからである。

23 ですから、私たちの言うとおりにしてください。私たちの中に、祈りを立てている男が四人います。

24 この人たちを連れて、彼らと一緒に身を清め、彼らのために費用を出しなさい。彼らが頭を剃るためです。そうすれば、あなたについて聞かされていることは何もないことが、すべての人に分かるでしょう。あなたも律法を守って歩んでいるのです。

25 しかし、信仰に入った異邦人については、私たちは、彼らが偶像に供えたものと血と絞め殺したものと姦淫とを避けるべきであると判断して、手紙を書きました。

26 そこで、パウロはその男たちを連れて、翌日、彼らと共に身を清めて神殿に入り、浄めの日の成就を告げ知らせながら、彼ら一人ひとりのために捧げ物がささげられるまでに至った。

27 しかし、その七日が終わろうとしていたとき、アジアから来たユダヤ人たちは、彼が神殿にいるのを見て、全群衆をかき乱し、彼に手をかけた。

28 叫びながら、「イスラエルの人々よ、助けよ。この人は、この民と律法とこの場所に逆らうことを、至る所で全ての人に教えている者である。その上、ギリシア人を神殿に連れ込み、この聖なる場所を汚した。」

29 彼らは前にエペソ人トロピモが都市でパウロと一緒にいるのを見ていたので、パウロが彼を神殿に連れ込んだと思ったのである。

30 町全体が動揺し、民の群集が起こり、彼らはパウロを捕まえて神殿の外へ引きずり出した。そして、すぐに扉は閉じられた。

31 彼らが彼を殺そうとしていたとき、エルサレム全体が混乱しているという知らせが、歩兵隊の千人隊長に上って来た。

32 彼はただちに兵士たちと百人隊長たちを率いて、彼らのところに駆け下りた。彼らは千人隊長と兵士たちを見て、パウロを打つのをやめた。

33 そこで千人隊長は近づいて彼を捕まえ、二つの鎖で縛るように命じ、彼が何者であり、何をしたのかを尋ねた。

34 しかし、群衆の中で他の者たちはそれぞれ別のことを叫んでいた。彼は騒動のために確かなことを知ることができず、その者を兵営へ連れて行くように命じた。

35 しかし、彼が階段に達したとき、群衆の暴力のために、兵士たちに担がれることになった。

36 というのは、群衆が叫びながら彼に従って来たからである。「彼を除け。」

37 パウロが兵営の中に連れ込まれようとしたとき、彼は千人隊長に言った、「あなたに一言話してもよいのですか」。すると彼は言った、「あなたはギリシャ語を知っているのか」。

38 すると、あなたは、この日々の前に騒ぎを起こし、四千人の暗殺者たちを荒野に連れ出した、あのエジプト人ではないのか。

39 そこでパウロは言った、「私はユダヤ人で、キリキアのタルソ人であり、無名でない都市の市民です。お願いです、私が民に話すことをお許しください。」

40 彼がそれを許したので、パウロは階段の上に立って、手で民に合図した。そして、大いなる沈黙が生じたとき、彼はヘブライ語の方言で呼びかけて言った。

Acts 22

1 兄弟たち、父たちよ。今、私があなたがたに対してする弁明を聞いてください。

2 彼らが彼がヘブライ語の方言で彼らに呼びかけるのを聞いて、ますます静けさを保った。そして彼は言った。

3 私は確かにユダヤ人の男で、キリキアのタルソスで生まれ、この都市で育てられ、ガマリエルの足もとで先祖の律法の完全な方法に従って教えを受け、今日のあなたがた全員がそうであるように、神に対して熱心家として存在しています。

4 私はこの道を死に至るまで迫害し、男たちも女たちも縛って刑務所に引き渡しました。

5 大祭司も、長老会全体も私のことを証言してくれます。彼らから兄弟たちへの手紙も受け取り、ダマスコへ向かって行きました。そこにいる者たちを縛ってエルサレムに連れて行き、罰するためでした。

6 ところが、私が旅をしてダマスコに近づいていたとき、正午ごろ、突然、天から十分な光が私の回りを照らした。

7 私は地面に倒れ、「サウル、サウル、なぜ私を迫害するのか」と言う声を聞きました。

8 そこで私は答えた。「主よ、あなたはどなたですか。」すると彼は私に言った。「わたしは、あなたが迫害しているナザレ人イエスである。」

9 私と一緒にいた者たちは、その光を見たが、私に語っている方の声は聞こえなかった。

10 そこで私は言った。「主よ、私は何をすべきでしょうか。」すると主は私に言われた。「起きて、ダマスコに行きなさい。そこであなたに命じられているすべてのことについて、あなたに告げられるであろう。」

11 しかし、その光の栄光のために目が見えず、一緒にいた者たちに手を引かれて、ダマスコに行きました。

12 アナニアという、律法に従う敬虔な男で、そこに住むすべてのユダヤ人たちから証しされている人がいた。

13 私のところに来て、そばに立って、私に言った、「兄弟サウルよ、見えるようになりなさい」。すると、その同じ時に、私は彼を見えるようになった。

14 すると彼は言った、「私たちの父祖の神は、あなたを選んで、その御心を知り、義なる方を見、その口から声を聞くようにされたのです。」

15 あなたはその方のために、すべての人に対して、あなたが見たことや聞いたことの証人となるからです。

16 さあ、なぜためらっているのですか。立ち上がって、主の名を呼び求め、バプテスマを受けて、自分の罪を洗い流しなさい。

17 そして、私がエルサレムに戻り、神殿で祈っていると、私は夢ごこちになった。

18 そして、主が私に言われるのを見ました。『急いで、速やかにエルサレムを出て行きなさい。彼らが私についてのあなたの証言を受け入れないからです。』

19 そこで私は言いました。「主よ、彼らは、私が会堂ごとに、あなたを信じる者たちを牢に入れ、打ちたたいたことを知っています。」

20 また、あなたの証人ステファノの血が流されたとき、私もその場に立っていて、その死に同意し、彼を殺した者たちの上着を守っていたのです。

21 すると、彼は私に言った。「行け。わたしはあなたを遠くの異邦人へ遣わす。」

22 彼らはこの言葉まで彼の言うことを聞いていたが、声を張り上げて言った、「こんな者を大地から取り除け。彼が生きるのはふさわしくない。」

23 彼らが叫び立て、上着を投げ捨て、塵埃を空気の中にまき散らした。

24 千人隊長は彼を兵営の中に連れて行くように命じ、鞭で調べられるようにと言って、彼がなぜこのように叫ばれるのかを認めるためであった。

25 彼らが革ひもで彼を縛ろうとしたとき、パウロはそこに立っている百人隊長に言った、「ローマ人である、しかも裁判にかけられていない者を、あなたがたはむち打つことが許されているのか」。

26 これを聞いた百人隊長は近づいて千人隊長に報告して言った、「あなたは何をしようとしているのですか。この人はローマ人です。」

27 千人隊長が近づいて来て、彼に言った、「あなたはローマ人か、私に言いなさい」。彼は言った、「はい」。

28 すると、千人隊長は「私は多額の総額を払ってこの市民権を取得した」と言った。しかしパウロは「私は生まれながらにして市民権を持っている」と言った。

29 するとすぐに、彼を調べようとしていた者たちは彼から離れ去った。そして千人隊長も、彼がローマ人であることを知り、かつ自分が彼を縛っていたことを知って、恐れた。

30 その翌日、彼はユダヤ人たちから何の罪で訴えられているのか確実なことを知りたいと思い、彼を束縛から解き放ち、大祭司たちと彼らの全評議会を来るように命じ、パウロを連れ下ろして彼らの前に立たせた。

Acts 23

1 パウロは評議会を見つめて言った、「兄弟たちよ、私は今日まで、すべての良い良心をもって神の前に生活してきました。」

2 すると大祭司アナニアは、彼のそばに立っている者たちに、彼の口を打つように命じた。

3 そのとき、パウロは彼に言った、「神はあなたを打とうとしておられる。白く塗った壁よ。あなたは律法に従って私を裁くために座っているのに、律法に反して私を打つように命じるのか。」

4 すると、そばに立っていた者たちが言った、「あなたは神の大祭司をののしるのか。」

5 パウロは言った、「兄弟たち、私は彼が大祭司であることを知りませんでした。『あなたの民の支配者を悪く言ってはならない』と書いてあるからです。」

6 しかし、パウロは、その一部がサドカイ派であり、他の部分がパリサイ人であることを知って、評議会の中で叫んだ。「男たちよ、兄弟たちよ。私はパリサイ人であり、パリサイ人の子です。私は死者の復活という希望について、裁かれているのです。」

7 彼がこう言ったとき、パリサイ人とサドカイ派の間に争いが生じ、群衆は割れた。

8 サドカイ派は、復活も天使も霊もないと言い、パリサイ人は、その両方を認めている。

9 そして大きな叫びが起こり、パリサイ人の部分の書記官たちが立ち上がって激しく論じて言った、「この人には何の悪も見いださない。もし霊か天使が彼に語ったのなら、私たちは神に逆らって戦うべきではない」。

10 大きな騒動が生じたので、千人隊長はパウロが彼らに引き裂かれるのを恐れ、軍隊に下って行って彼を彼らの中から引き出し、兵営に連れて行くように命じた。

11 その夜、主がパウロのそばに立って言われた、「勇気を出せ、パウロよ。あなたはエルサレムでわたしのことを証ししたように、ローマでも証ししなければならない。」

12 夜が明けると、ユダヤ人たちのうちのある者たちが陰謀を企て、パウロを殺すまでは食べも飲みもしないと誓い合った。

13 この陰謀を企てた者は四十人以上であった。

14 彼らは大祭司たちと長老たちのところに来て言った、「私たちは、パウロを殺すまでは何も味わわないと、のろいをもって自分たちを堅く誓いました。」

15 そこで、今あなたがたは千人隊長に、評議会とともに、彼をあなたがたのところに連れ下ろさせるように申し出なさい。彼のことをもっと詳しく調べようとしているかのように。しかし私たちは、彼が近づく前に、彼を殺す用意ができています。

16 パウロの姉妹の子がこの待ち伏せを聞き、来て兵営に入り、パウロに知らせた。

17 そこでパウロは、百人隊長の一人を呼んで、「この若者を千人隊長のところに連れて行きなさい。彼には伝えることがあるからだ。」と言った。

18 そこで、彼を受け取った者は彼を千人隊長のもとに連れて行き、こう言った。「囚人パウロが私を呼んで、この若者をあなたのところに連れて行くようにと頼みました。彼はあなたに話すことがあります。」

19 千人隊長は彼の手を取り、わきへ退いて、ひそかに、「あなたが私に伝えようとしていることは何か。」と尋ねた。

20 すると彼は言った、「ユダヤ人たちは、明日あなたを評議会にパウロを連れて下さるように願い出ることを申し合わせました。彼らは彼についてもっと詳しく尋ねようとしているのです。」

21 だから、あなたは彼らに従ってはなりません。彼らの中の四十人以上の男たちが彼を待ち伏せしており、彼らは彼を殺すまでは食べも飲みもしないと自分たちに誓いを立てています。そして今、彼らはあなたからの約束を待ち受けて準備を整えています。

22 そこで千人隊長は、「このことを私に知らせたことは、だれにも漏らすな。」と命じて、その若者を帰らせた。

23 そして二人の百人隊長を呼び寄せて言った、「兵士二百人、騎兵七十人、槍兵二百人を、今夜九時にカイサリアへ出発できるように準備せよ。」

24 また、家畜を用意させて、パウロを乗せて、フェリクス総督のもとへ無事に送り届けるようにさせた。

25 次のような内容の手紙を書いた。

26 クラウディウス・リュシアス、最も尊い総督フェリクスに、挨拶を送る。

27 この男がユダヤ人に捕らえられ、まさに彼らによって殺されようとしていたとき、私は軍隊とともに立ち向かい、彼がローマ人であることを知って、彼を救い出した。

28 彼らが彼を訴えた原因を知ろうと思い、彼を彼らの評議会に連れて下ろした。

29 彼が訴えられているのは、彼らの律法の問題についてであり、死や束縛に値する告訴を何も持っていないことを、私は見いだした。

30 この男に対する陰謀があると知らされたので、私はすぐに彼をあなたのもとに送り、告発者たちにはあなたの前で彼について述べるように命じました。健やかであれ。

31 そこで兵士たちは、自分たちに命じられたとおりにパウロを連れて行き、夜のうちにアンティパトリスへ導いた。

32 翌日、騎兵たちを彼と共に行かせて、彼らは兵営に帰った。

33 彼らはカイサリアに入り、手紙を総督に渡して、パウロを彼に引き渡した。

34 総督は手紙を読んで、どの州の者かを尋ね、キリキア出身であることを知った。

35 「あなたの告発者たちが来たときに、私はあなたのことをよく聞こう。」と言った。そして、彼をヘロデの官邸に留め置くように命じた。

Acts 24

1 五日後、大祭司アナニアは長老たちと雄弁家テルトゥロスとともに下って来て、パウロについて総督に訴え出た。

2 テルトゥロスが呼び出されると、彼は訴え始めて言った。「私たちはあなたを通して多くの平和を得ており、またあなたの摂理によってこの民族に非常に価値ある行いが行われています。

3 私たちは、あらゆる面で、また至る所で、最も優れたフェリクスよ、すべての感謝をもって受け入れています。

4 ただ、これ以上あなたを煩わせないように、お願いします。あなたの寛容をもって、私たちの言葉を簡潔にお聞きください。

5 この男は疫病のような者で、世界中のすべてのユダヤ人の間に騒動を引き起こしている者であり、ナザレ人の分派の首謀者です。

6 この男は神殿さえも汚そうとしたので、私たちは彼を捕え、自分たちの律法に従って裁こうと望みました。

7 しかし、千人隊長リュシアスが来て、多くの暴力をもって私たちの手から彼を連れ去った。

8 そして、彼の告発者たちに、あなたのところへ来るように命じられました。あなたが彼を尋問して、これらのすべてのことについて知ることができるなら、私たちが彼を訴えている事柄を、あなたは理解できるでしょう。

9 ユダヤ人たちもまた同意し、これらのことがそのとおりであると主張した。

10 パウロは、総督が彼に語るように合図したので、答えた。「あなたが長年にわたりこの民族の裁判官であることを知っているので、私は喜んで自分のことについて弁明します。

11 あなたが知ることができるように、私が礼拝のためにエルサレムに上ってから、十二日以上は経っていません。

12 そして、神殿でも会堂でも、また都市の中でも、私がだれかと論じたり、群衆を扇動したりするのを見た者はありません。

13 彼らは、今私を訴えている事柄について、証拠を立てることができません。

14 しかし、私はあなたにこのことを告白します。すなわち、彼らが分派と呼んでいるその道に従って、私は先祖の神に仕え、律法と預言者たちに書かれているすべてのことを信じているのです。

15 彼ら自身も抱いている望みを、神に対して私も抱いています。すなわち、義人も不義な者も復活するということであります。

16 そこで、私自身も、神と人々に対して、いつも責められることのない良心を持つように努めています。

17 しかし、何年もの後、私は自分の民族のために施しと捧げ物をささげるために来ました。

18 彼らは、私が神殿で清めを受けているところを見つけましたが、群衆も騒動もなく、ただアジアから来た幾人かのユダヤ人たちがいました。

19 彼らはあなたの前に来て、私に対して何か訴えることがあるなら、訴えるべきです。

20 あるいは、これらの人々自身に、私が評議会の前に立っていたとき、私にどんな不正行為を見いだしたかを言わせなさい。

21 ただ一つの声について、すなわち彼らの中に立って叫んだこと、死者の復活について、私は今日あなたがたの前で裁かれているのです。

22 しかしフェリクスはこれらのことを聞いて、この道について詳しく知っていたので、彼らを延期させ、「千人隊長リュシアスが下って来たとき、あなたがたのことを裁決しよう」と言った。

23 そして百人隊長に、パウロを監禁して緩和を与え、自分の者たちが彼に仕えたり近づいたりするのを誰も妨げないように命じた。

24 数日後、フェリクスはユダヤ人である妻ドルシラとともに来て、パウロを呼び寄せ、キリストへの信仰について彼の話を聞いた。

25 しかし、彼が義と自制と来たるべき裁きについて論じていたとき、フェリクスは恐れを抱き、「今のところは行け。時を得て、また呼び出そう」と答えた。

26 また、彼はパウロから金銭が与えられることを望んでいたので、しばしば彼を呼び寄せて語った。

27 二年が満ちたとき、フェリクスは後継者としてポルキウス・フェストを受け取った。ユダヤ人に恵みを施そうと望んで、フェリクスはパウロを縛られたまま残した。

Acts 25

1 フェストは州に着任すると、三日後にカイサリアからエルサレムに上った。

2 すると、大祭司たちとユダヤ人のおもだった者たちがパウロについて彼に申し立て、彼に懇願した。

3 彼らは彼に対して恵みを求め、彼をエルサレムに呼び寄せてもらえるように願った。道で彼を殺すために待ち伏せを企てていた。

4 フェストは答えた。パウロはカイサリアに留め置かれるべきであり、自分自身はすぐにそこへ出発するつもりであると。

5 「だから、あなたがたのうちの有力な者たちは、私と一緒に下って行き、その男に何か悪いことがあるなら、彼を告訴しなさい。」と彼は言った。

6 そして、彼らのところで十日以上の日々を過ごした後、カイサリアに下って行き、翌日、裁きの座に着いて、パウロを連れて来るように命じた。

7 彼が来ると、エルサレムから下って来たユダヤ人たちは彼を取り囲んで立ち、パウロに対して多くの重い苦情を申し立てたが、それを証明することはできなかった。

8 彼は弁明して、「私はユダヤ人の律法にも、神殿にも、カエサルにも、何の罪も犯していません。」と言った。

9 フェストはユダヤ人たちに恵みを置こうとして、答えてパウロに言った、「あなたはエルサレムに上って、これらの事について私の前で裁かれることを望むか。」

10 すると、パウロは言った。「私はカエサルの裁きの座に立っている。そこで私が裁かれるべきである。私はユダヤ人に何も悪いことをしていない。あなたもよく知っているとおりである。」

11 もし私が悪いことをして、死に値することを行ったのなら、私は死を拒みません。しかし、これらの人々が私を訴えていることが何もないのなら、だれも私を彼らに引き渡すことはできません。私はカエサルに上訴します。

12 そのとき、フェストは評議会と協議して答えた、「あなたはカエサルに上訴したのだから、カエサルのもとへ行くであろう」。

13 数日が過ぎて、アグリッパ王とベルニケはフェストに挨拶するためにカイサリアに到着した。

14 彼らがそこで何日も過ごしていたとき、フェストはパウロのことを王に伝えて言った、「フェリクスが囚人として残した男が一人います」。

15 私がエルサレムにいたとき、大祭司たちとユダヤ人の長老たちが彼に対して罰を求めて私に申し立てをしました。

16 彼らに対して私は答えました。「ローマ人の習慣では、告発されている人が告発者たちの顔の前で告訴について弁明する場所を得る前に、人を滅びに引き渡すことはないのです。」

17 彼らがここに集まったので、私は何の遅延もせず、翌日、裁きの座に着いて、その男を連れて来るように命じました。

18 彼らの告発者たちは立ち上がったが、私が考えていたような原因は何一つ持ち出さなかった。

19 彼らは、自分たちの迷信に関するいくつかの問題を彼に対して持っており、また、死んだイエスという者についても、パウロはそのイエスが生きていると主張していたのでした。

20 私はこの問題について途方に暮れていたので、彼に「エルサレムに行って、そこでこれらの事について裁かれたいのか」と言った。

21 しかしパウロが皇帝の審理を受けるまで保護されることを求めたので、私は彼をカエサルのもとに送るまで彼を守っておくように命じた。

22 アグリッパはフェストに言った、「私もその人の話を聞きたいものです」。するとフェストは言った、「明日、あなたは彼の話を聞くでしょう」。

23 そこで、翌日、アグリッパとベルニケが大いなる見せびらかしをもって来て、聴聞所に入った。千人隊長たちや都市の主立った男たちとともに、フェストの命令でパウロが連れて来られた。

24 そこでフェストは言った、「アグリッパ王、ならびにここに同席の男たちよ。あなたがたはこの人を見なさい。この人について、ユダヤ人の群衆全員が、エルサレムでもここでも、彼はもう生きるべきではないと叫びながら、私に訴えてきたのです。」

25 しかし、彼は死に値することを何もしていないと私が認め、彼自身が皇帝に上訴したので、彼を送ることに決めた。

26 この者について、主に書くべき確かなことが何もないので、あなたがたの前に、特にアグリッパ王よ、あなたの前に彼を連れ出しました。取り調べが行われた後、何か書くべきことが得られるように。

27 囚人を送るのに、その訴えの原因を示さないのは、私には理に合わないと思われます。

Acts 26

1 アグリッパはパウロに言った、「あなたは自分のために話すことが許されている」。そこでパウロは手を差し伸べて弁明した。

2 アグリッパ王よ、私がユダヤ人に訴えられているすべてのことについて、きょう、あなたの前で弁明しようとしていることを、私は幸いだと思っています。

3 特に、あなたがユダヤ人のすべての習慣や問題について専門家であることを知っています。それゆえ、どうか忍耐をもって私の話を聞いてくださるようお願いします。

4 私の生活様式は、若さの時から始めに、私の民族の中で、エルサレムにおいて行われたもので、すべてのユダヤ人が知っています。

5 彼らは以前から私を知っています。もし証言する気があるなら、私は私たちの宗教の最も厳格な分派に従って、パリサイ人として生きました。

6 そして今、神が父たちにされた約束の希望のゆえに、私は立って裁かれています。

7 私たちの十二部族は、夜も昼も熱心に仕えながら、その希望に到達することを望んでいます。王アグリッパよ、私はこの希望のためにユダヤ人たちから訴えられているのです。

8 神が死者をよみがえらせるということを、あなたがたはなぜ信じがたいことと判断するのですか。

9 私は確かに、ナザレ人イエスの名前に対して多くの敵対的なことを行うべきだと、自分自身で考えていました。

10 そして、それをエルサレムで行いました。大祭司たちから権威を受けて、多くの聖徒たちを刑務所に閉じ込め、彼らが殺される時には、小石を投じました。

11 また、すべての会堂で、しばしば彼らを罰して、冒涜することを強要し、彼らに対して激しく怒り狂いながら、ついには国外の都市にまで迫害しました。

12 そのような中で、私は大祭司たちからの権威と委任を持ってダマスコへ向かって行きました。

13 王よ、昼の真っ最中に、道の途中で、私は天から太陽の輝きを超える光が私と共に旅する者たちを照らすのを見ました。

14 私たち皆が地に倒れたとき、私に語りかけ、ヘブライ語の方言で「サウル、サウル、なぜ私を迫害するのか。刺を蹴ることはあなたにとって辛いことだ」と言う声を聞きました。

15 私は言った、「主よ、あなたはどなたですか。」すると主は言われた、「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。

16 しかし、起き上がって、自分の足で立ちなさい。このために、わたしはあなたに現れた。すなわち、あなたが見たこと、また、これからわたしがあなたに現れて示すことについて、あなたを僕と証人に任命するためである。

17 わたしはあなたをこの民と異邦人の中から救い出し、彼らのところへあなたを遣わす。

18 彼らの目を開いて、暗闇から光へ、そしてサタンの権威から神へ立ち返らせ、彼らが罪の赦しと、わたしへの信仰によって聖別された者たちの中で嗣業を得るためである。

19 そこで、アグリッパ王よ、私は天の幻に不従順ではありませんでした。

20 しかし、まずダマスコにいる者たち、次にエルサレム、そしてユダヤの全地域と異邦人たちに、悔い改めて神に立ち返り、悔い改めにふさわしい働きを行うようにと宣べ伝えました。

21 これらのことのために、ユダヤ人たちは私を神殿で捕らえ、殺そうと企てたのです。

22 こうして、私はこの日に至るまで神の援助を得て立ち、小さな者にも大きな者にも証ししており、預言者たちやモーセが起こるべきこととして語ったことのほかには何も言っていません。

23 キリストは苦しみを受けるべきであり、死者の中からの復活によって、最初に光を民と異邦人に宣べ伝えることになるのです。

24 パウロがこのように弁明していると、フェストは大声で言った、「パウロよ、お前は狂っている。多くの学問がお前を狂気に陥れている。」

25 するとパウロは言った、「フェスト閣下、私は気が狂ってはいません。むしろ、真理と節制の言葉を語っています。」

26 王はこれらのことをよく知っておられるので、私は王に対して大胆に語っています。これらのことの一つでも王に隠れているとは思いません。これは隅で行われたことではないからです。

27 アグリッパ王よ、あなたは預言者たちを信じていますか。私は知っています、あなたが信じていることを。

28 するとアグリッパはパウロに言った、「あなたはわずかなことで私を説得して、キリスト者にしようとしている。」

29 パウロは言った、「私は神に願う、わずかな時にも多くの時にも、あなただけでなく、今日私の話を聞いているすべての人々が、この束縛は別として、私のようになることを。」

30 ここで王と総督とベルニケ、および同席していた人々が立ち上がった。

31 彼らは退いて、互いに語り合って言った、「この人は死や束縛に値することは何もしていない」。

32 アグリッパはフェストに言った、「この人は、もしカエサルに上訴していなかったなら、釈放され得たであろうに。」

Acts 27

1 さて、私たちがイタリアへ船出することが決められたとき、彼らはパウロと数人の他の囚人たちを、アウグストゥス歩兵隊の百人隊長で、名前はユリウスという者に引き渡した。

2 私たちはアジアの沿岸の各地を航行しようとしてアドラミテオの船に乗り込み、出帆した。テサロニケ人マケドニア人アリスタルコスが私たちと一緒にいた。

3 翌日、私たちはシドンに着いた。ユリウスはパウロに親切に接し、友人たちのところへ行って世話を受けることを許した。

4 そこから出帆したが、向かい風のため、キプロスの島陰を航行した。

5 そしてキリキアとパンフィリアの深海を航行して、リュキアのミラに下って行った。

6 そこに百人隊長はアレキサンドリアの船でイタリアへ航行しているものを見つけ、私たちをそれに乗せた。

7 幾日もの間、ゆっくりと航行し、ようやくクニドスの沖に着いたが、風が私たちを進ませなかったので、サルモネの沖を回ってクレタの島陰を航行した。

8 ようやく岸に沿って進みながら、良い港と呼ばれるある場所に着いた。その近くにラセアの都市があった。

9 かなりの時間が経過し、すでに航海が危険であり、断食の季節もすでに過ぎていたので、パウロは注意を促した。

10 「皆さん、私は思いますが、この航海は侮辱と大きな損害を伴うことになるでしょう。積み荷や船だけでなく、私たちの魂にも及ぶのです。」

11 しかし百人隊長は、舵手と船主のほうを、パウロの言ったことよりも信じた。

12 この港は越冬に適していなかったので、大多数の者は計略を立てて、そこから出帆し、できれば何とかしてクレタの港フェニックスに着いて越冬しようとした。その港は南西と北西に面していた。

13 おりから、南風が静かに吹いてきたので、彼らは目的を果たせたと思い、錨を上げてクレタに近づきながら航行した。

14 ところが、しばらくして、その船に向かって、ユーロクライドンと呼ばれる暴風が吹きつけた。

15 船はそれに巻き込まれ、風に向かって進むことができず、私たちは風に任せて流された。

16 そして、クラウダという小島の陰を回ったとき、私たちはかろうじて小船を確保することができた。

17 彼らはそれを引き上げて助けを用い、船を下から巻き固めながら進んだ。そして流砂に乗り上げるのを恐れて、帆を降ろし、そのようにして流された。

18 私たちは激しく暴風に翻弄されていたので、翌日、投げ荷をした。

19 そして三日目には、自分たちの手で船の艤装を投げ捨てた。

20 太陽も星も幾日も現れず、激しい冬の嵐が押し寄せていたので、ついに私たちが救われるという望みはすべて断たれてしまった。

21 長い間の絶食が続いていたが、そのときパウロは彼らの真ん中に立って言った。「皆さん、私に従ってクレタから出帆しなかったなら、この害と損失を避けられたはずでした。」

22 しかし、今、あなたがたに勧めます。元気を出しなさい。あなたがたのうち、魂の喪失は何一つなく、ただ船だけが失われるのです。

23 昨夜、私の主であり、私が仕えている神の天使が、私の前に立った。

24 「恐れるな、パウロ。あなたは必ずカエサルの前に立たなければならない。そして見よ、神はあなたと共に航海するすべての人々をあなたに賜ったのだ。」と言った。

25 だから、皆さん、元気を出しなさい。私は神を信じています。私に告げられたとおりに、そのとおりに必ずなるのです。

26 私たちは必ず、ある島に打ち上げられることになる。

27 十四日目の夜が来て、私たちがアドリア海を漂っている間に、真夜中ごろ、水夫たちは自分たちに何かの地域が近づいていると思った。

28 測ってみると、深さは二十尋あった。少し進んでまた測ると、十五尋あった。

29 暗礁に乗り上げはしないかと恐れ、艫から錨を四つ投げ下ろして、日の明けるのを祈っていた。

30 ところが、水夫たちは船から逃げ出そうとして、船首から錨を降ろす見せかけで、小船を海に降ろしていた。

31 パウロは百人隊長と兵士たちに言った、「この人たちが船にとどまっていなければ、あなたがたは助かることはできません。」

32 そこで兵士たちは小船の小綱を断ち切り、それを流れ落ちるままに任せた。

33 夜が明けようとしていたころ、パウロは皆に食物を取るように勧めて、こう言った。「あなたがたは待ち望みながら、何も食べずに過ごして、今日で十四日目になります。」

34 だから、私はあなたがたに食物を取るように勧めます。これはあなたがたの救いのためになることです。あなたがたのうちだれ一人として、頭から髪の毛一本も落ちることはありません。

35 こう言って、パンを取り、一同の前で神に感謝をささげ、それを裂いて食べ始めた。

36 そこで一同も元気づけられ、みなが食物を取った。

37 船にいた私たちの魂は、全部で二百七十六人であった。

38 十分に食べた後、彼らは小麦を海に投げ捨てて、船を軽くした。

39 日が明けると、彼らはその大地を認めなかったが、ある入江に岸があるのを見て、できればそこに船を押し出そうと相談した。

40 錨を取り去って海に投げ入れ、舵の帯を解き放ち、帆を上げて、吹く風に向かって岸を目指して進んだ。

41 しかし、二つの海が合流する場所にぶつかって、彼らは船を座礁させた。そして船首は突き刺さって動かず、艫は波の暴力によって壊れ始めた。

42 兵士たちは、囚人たちが泳いで逃げないように殺してしまおうという計略を立てた。

43 しかし百人隊長は、パウロを救おうと望み、彼らの意志を妨げ、泳げる者たちに、まず身を投げて大地に上がるように命じた。

44 そして残りの者たちは、ある者たちは板に、ある者たちは船の一部の物に乗って、こうしてすべての者が大地に救い出された。

Acts 28

1 こうして救われた者たちは、そのとき、この島がメリタと呼ばれることを知った。

2 島の人々は私たちに並々ならぬ慈愛を示してくれた。彼らは火をたき、私たち全員を迎え入れてくれた。それは、雨が降り続き、寒さが身に染みていたからである。

3 パウロがたくさんの小枝を集めて火の上に置くと、蝮が熱のために出て来て、彼の手に取りついた。

4 島の人々は、その野獣が彼の手にぶら下がっているのを見て、互いに言った、「この人は確かに殺人者だ。海から救われたが、罰はこの人を生かしておかなかった。」

5 しかし、彼はその野獣を火の中に振り落としたが、何の害も受けなかった。

6 彼らは彼が今にも腫れ上がるか、あるいは突然倒れて死ぬだろうと待っていた。しかし、長く待って見ていても、彼に何も異常が起こらないので、彼らは考えを変えて、彼は神だと言った。

7 さて、その場所の近くに、島の首長で名をポプリオという人の土地があった。彼は私たちを迎え入れ、三日間親切にもてなしてくれた。

8 たまたまポプリオの父が熱と赤痢に苦しめられて床に伏せていた。パウロはその人のところに入って祈り、彼に手を置いて癒やした。

9 この事が起こってから、島の他の弱さを持つ者たちも来て、癒やされていた。

10 彼らは多くの名誉をもって私たちを敬い、出帆するときには必要なものを私たちに備えてくれた。

11 三か月の後、私たちはその島で冬を越したアレクサンドリアの船に乗って出帆した。その船の印はディオスクロイであった。

12 シラクサに着いて、三日間滞在した。

13 そこから回り道をしてレギオンに着き、一日たつと南風が吹いてきたので、翌日にはポティオロイに着いた。

14 そこで、私たちは兄弟たちを見つけ、彼らのところに七日間滞在するよう勧められ、こうしてローマに来た。

15 そこから、兄弟たちは私たちのことを聞いて、アッピオ広場と三つの宿屋まで出迎えに来た。パウロは彼らを見て、神に感謝し、勇気を得た。

16 私たちがローマに入ったとき、百人隊長は囚人たちを親衛隊長に引き渡した。しかしパウロは、自分を守る兵士とともに、自分の家に留まることが許された。

17 三日の後、パウロはユダヤ人のおもだった人たちを呼び集めた。彼らが集まったとき、彼は彼らに言った。「男たちよ、兄弟たちよ。私は民に対しても、先祖の習慣に対しても、何一つ反することなく、エルサレムから囚人としてローマ人の手に渡されました。」

18 彼らは私を取り調べた上で、私には死の原因が何もないので、私を釈放しようと思っていた。

19 ユダヤ人たちが反対したので、私はやむを得ずカエサルに上訴せざるを得ませんでした。それは、私の民族に対して何か訴えることがあったからではありません。

20 このような原因のゆえに、私はあなたがたに会って話すよう招きました。イスラエルの希望のゆえに、私はこの鎖を身につけているのです。

21 すると、彼らは彼に言った、「私たちは、あなたについてユダヤから何の手紙も受け取っていません。また、来た兄弟たちの中で、あなたについて悪いことを報告したり話したりした者もいません。」

22 私たちは、あなたが考えていることをあなたから聞きたいと思っています。この分派については、至る所で反対されていることが私たちに知られているからです。

23 そこで彼らは彼に日を定めて、彼の宿に大勢でやって来た。彼は朝から夕方まで、神の王国を証しし、モーセの律法と預言者たちからイエスのことを説得しながら、彼らに説明した。

24 ある人々は言われたことを信じたが、ある人々は信じなかった。

25 互いに意見が一致せず、彼らは去ろうとしたとき、パウロが一言こう言った。「聖霊が預言者イザヤを通して私たちの父祖たちに語られたことは、まことに正しかった。」

26 「この民のところに行って、言え。『あなたがたは聴覚で聞くが、決して悟ることはない。見ることは見るが、決して見ることはない。』」

27 この民の心は鈍くなり、その耳で重く聞き、その目を閉じた。それは、彼らが目で見、耳で聞き、心で悟り、立ち返って、わたしに癒やされることのないためである。

28 ですから、あなたがたに知らせておきます。神のこの救いは、異邦人に送られました。彼らは、聞くでしょう。

29 彼がこれらのことを言ったとき、ユダヤ人たちは自分たちの間で多くの論争を抱えて立ち去った。

30 パウロは満二年の間、自分の賃借家屋に滞在し、彼のもとに来るすべての人々を迎え入れた。

31 神の王国を宣べ伝え、主イエス・キリストのことを教えながら、すべての大胆さをもって、妨げられることなく。


Romans

Romans 1

1 神の福音のために選び分けられ、使徒として召されたキリスト・イエスの奴隷パウロ、

2 神は、その預言者たちを通して、聖書において前から約束されたものである。

3 その御子に関してのことです。御子は、肉によればダビデの種から生まれました。

4 力により、聖潔の霊に従い、死者の中からの復活により、神の子として定められた方、私たちの主イエス・キリスト。

5 この方を通して、私たちは恵みと使徒職を受けました。それは、その御名のために、すべての民族の中に信仰の服従をもたらすためです。

6 あなたがたもその中にいて、イエス・キリストによって召された者たちです。

7 ローマにいるすべての、神に愛されている人々、召された聖徒たちへ。私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平和があなたがたにありますように。

8 まず第一に、私はイエス・キリストによって、あなたがたすべてのために私の神に感謝します。それは、あなたがたの信仰が全世界に言い伝えられているからです。

9 私が御子の福音において霊をもって仕えている神が、私の証人である。私があなたがたのことを絶えず記憶していることを。

10 いつも祈りのたびごとに、どうか今度こそ神の御心によって、あなたがたのところへ行く道が開かれますようにと願っています。

11 私はあなたがたに会いたいと切に望んでいます。それは、あなたがたに霊の贈り物を分け与えて、あなたがたが強くされるためです。

12 それは、あなたがたの間にいて、あなたがたと私との互いの信仰によって、ともに励ましを受けることです。

13 兄弟たち、私はあなたがたに知らないでいてほしくありません。私はしばしばあなたがたのところへ行こうと決意しましたが、今に至るまで妨げられてきました。それは、ほかの民族の中でも得たように、あなたがたの中でも何らかの果実を得るためです。

14 私はギリシア人にも未開人にも、知恵のある者にも無知な者にも、債務者です。

15 それで、私としては、ローマにいるあなたがたにも福音を宣べ伝えることを熱望しています。

16 私はキリストの福音を恥とは思いません。この福音は、ユダヤ人をはじめギリシア人にも、信じるすべての人にとって救いを得させる神の力です。

17 神の義は福音のうちに啓示され、信仰から信仰へと至る。それは「義人は信仰によって生きる」と書いてあるとおりである。

18 神の怒りは天から啓示されている、すべての不敬虔と不義に対して、不義をもって真理を抑えている人々の。

19 なぜなら、神について知りうることは彼らに明らかである。神が彼らにそれを明らかにされたからである。

20 神の目に見えない性質は、世界の創造された時からこのかた、造られたものによって理解され、はっきりと認められるのであって、その永遠の力と神性も同様である。それゆえ、彼らには弁解の余地がないのです。

21 彼らは神を知っていながら、神として崇めず、感謝もせず、かえってその推論において虚しくなり、その無知な心は暗くなった。

22 自分は賢いと言いながら、愚かになった。

23 彼らは、不滅の神の栄光を、滅びゆく人や鳥や四足の獣や爬虫類の像の似姿に替えてしまった。

24 それゆえ、神は彼らをその心の欲望によって不潔に引き渡し、彼らの体が自分たちの間で辱められるようにされた。

25 彼らは神の真理を嘘と取り替え、造り主の代わりに創造を拝み、これに仕えた。造り主こそ、永遠にほめたたえられる方である。アーメン。

26 このために、神は彼らを不名誉の情欲に引き渡された。すなわち、彼らの女たちは自然な使用を自然に反するものに変えた。

27 同じように、男たちも女の自然な使用を捨てて、互いに欲望に燃え、男が男と恥を働き、その迷いに対する当然の報酬を自分自身のうちに受け取っているのです。

28 また、彼らが神を知識のうちに持つことを認めなかったので、神は彼らを良くない心に引き渡し、してはならないことを行わせた。

29 不義と姦淫と悪と貪欲と悪意に満ち、妬みと殺人と争いと欺きと悪意に満ちた者、噂話をする者

30 そしる者、神を憎む者、横暴な者、高ぶる者、大言壮語する者、悪事をたくらむ者、親に逆らう者、

31 無知な者、契約を破る者、情けのない者、和解しない者、あわれみのない者。

32 彼らは、そのようなことを行う者たちが死に値するという神の定めを知りながら、それを行うだけでなく、行う者たちに同意している。

Romans 2

1 だから、すべて人を裁く者よ、あなたには弁解の余地がない。あなたが他人を裁くことで、自分自身を罪に定めているのだ。裁くあなたが、同じことを行っているからだ。

2 私たちは、そのようなことを行っている者たちに対する神の裁きが真理に基づくことを知っています。

3 そのようなことを行う者たちを裁きながら、同じことをしている人よ、あなたは神の裁きを免れると思っているのか。

4 それとも、神の親切があなたを悔い改めに導くことを知らないで、その富の親切と寛容と忍耐とを軽んじているのですか。

5 しかし、あなたの硬さと悔い改めのない心のゆえに、あなたは自分のために、怒りの日、すなわち神の正しい裁きの啓示の日に、怒りを積み上げているのです。

6 その方は、それぞれの人に、その働きに応じて報いをお与えになる。

7 忍耐をもって善の働きを行い、栄光と名誉と不朽を求める者には、永遠の命を与えられる。

8 しかし、党派心を持ち、真理に従わず、不義に従う者たちには、怒りと憤りが臨むのです。

9 苦難と苦悩が、悪を行なうすべての人の魂の上に、ユダヤ人をはじめギリシア人にも及ぶ。

10 栄光と名誉と平和は、善を行うすべての人に、ユダヤ人をはじめギリシア人にもあります。

11 神にはえこひいきはないからです。

12 律法なしに罪を犯した者はみな、律法なしに滅び、律法の下で罪を犯した者はみな、律法によって裁かれます。

13 律法を聞く者が神の前に正しいのではなく、律法を為す者が正しいと認められるからです。

14 律法を持たない民族が、自然のままで律法の事を行うなら、彼らは律法を持たなくても、自分自身が自分に対する律法である。

15 彼らは律法の働きが心に書かれていることを示しており、彼らの良心も共に証しし、互いの想像が責めたり、また弁明したりしている。

16 神がキリスト・イエスによって人々の隠れたことを裁かれるその日に、私の福音に従って、そのようになるのです。

17 見よ、あなたはユダヤ人と称され、律法に安んじ、神を誇っている。

18 あなたは神の意志を知り、律法によって教えられて、優れたものを判別している。

19 あなたは自分が盲人の案内者であり、暗闇にいる者の光であると確信している。

20 愚かな者の訓戒者、幼子の教師であり、律法の中に知識と真理の形を持っている者よ。

21 それでは、人を教えながら、自分自身を教えないのか。盗むなと宣べ伝えながら、あなたは盗むのか。

22 「姦淫するな」と言いながら、あなたは姦淫するのか。偶像を忌み嫌いながら、あなたは神殿の物を盗むのか。

23 律法を誇っているあなたは、律法の違反によって神を辱めているのです。

24 神の名前は、あなたがたのために、諸民族の中で冒涜されている。まさに書かれているとおりである。

25 確かに、割礼は律法を行うなら益がある。しかし、もしあなたが律法の違反者であるなら、あなたの割礼は無割礼となったのである。

26 もし無割礼の者が律法の定めを守るなら、その無割礼は割礼とみなされるではないか。

27 そして、生まれながらの無割礼が律法を全うする者は、文字と割礼によって律法の違反者であるあなたを裁くのです。

28 外見上のユダヤ人がユダヤ人なのではなく、外見上の肉の割礼が割礼なのではない。

29 むしろ、隠れたところでユダヤ人である者がユダヤ人であり、心の割礼は霊によって、文字によってではなく、その称賛は人からではなく、神から来るのである。

Romans 3

1 では、ユダヤ人のすぐれた点は何か。あるいは、割礼の益は何か。

2 それは、あらゆる点で大いにあります。第一に、彼らは神の神託をゆだねられたからです。

3 もし彼らのうちに不信仰があったとしても、その不信仰が神の信仰を無効にすることがあるでしょうか。

4 決してそんなことがあってはならない。むしろ、神は真実であり、すべての人は嘘つきであるとせよ。それは、「あなたがあなたの言葉によって義とされ、あなたが裁かれるときには勝利を得るためである」と書いてあるとおりである。

5 しかし、もし私たちの不義が神の義を明らかにするなら、何と言おうか。怒りを下す神は不義であるのか。私は人間の立場で言う。

6 絶対にそんなことはありません。もしそうなら、神はどうして世界を裁くのですか。

7 しかし、もし神の真理が私の嘘によって豊かになり、神の栄光に至るなら、なぜ私もなお罪人として裁かれるのでしょうか。

8 そして、私たちが中傷されているように、またある人々が私たちが「善が来るために悪をしよう」と言っていると主張しているように、そうしてはならない。そのような者たちの裁きは正しいのである。

9 では、私たちは他者にまさっているのでしょうか。決してそうではありません。私たちは先に、ユダヤ人もギリシア人も、すべての人が罪の下にあると責めたのです。

10 「義人はいない。ひとりもいない。」と書いてあるとおりです。

11 悟りのある人はいない。神を求める人はいない。

12 すべての者は迷い出て、共に無益な者となった。親切を行う者はない。ひとりもいない。

13 彼らの喉は開いた墓であり、彼らはその舌で欺いた。彼らの唇の下には蝮の錆がある。

14 彼らの口は呪いと苦味で満ちている。

15 彼らの足は血を流すのに速い。

16 彼らの道には破滅と悲惨がある。

17 また、彼らは平和の道を知らなかった。

18 彼らの目の前には、神に対する恐れがない。

19 私たちは、律法が言うことはすべて、律法の下にある者たちに語っていることを知っています。それは、すべての口がふさがれ、全世界が神に対して有罪となるためです。

20 なぜなら、律法の働きによっては、すべての肉は神の前に義と認められないからです。律法によっては、罪の知識が生じるのです。

21 しかし今は、律法とは別に、神の義が現され、律法と預言者によって証しされている。

22 しかし、神の義は、イエス・キリストへの信仰によるものであり、すべての信じる者に与えられる。そこには何の区別もない。

23 すべての人は罪を犯し、神の栄光に達することができない。

24 ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められるのです。

25 神は、この方を、その血による信仰をもって、贖罪所として公に示されました。それは、ご自身の義の証明のためであり、以前に犯された罪の赦免によるものです。

26 神の寛容のうちに、今の時にご自身の義の証明のため、彼が義であり、イエスの信仰による者を義とする者であるために。

27 では、私たちの誇りはどこにあるのか。それは排除された。どのような律法によってか。働きの律法によってか。そうではない。信仰の律法によってである。

28 私たちは、人が律法の働きによらず、信仰によって義と認められる、と考えるのです。

29 神はユダヤ人だけの神でしょうか。そうではなく、異邦人にも神ではないでしょうか。そうです、異邦人にも神です。

30 神は唯一であるからです。この神は、割礼のある者を信仰によって義と認め、無割礼の者をも信仰によって義と認められるのです。

31 それでは、私たちは信仰によって律法を無効にするのでしょうか。決してそんなことはありません。むしろ、律法を確立するのです。

Romans 4

1 では、肉による私たちの父アブラハムは、何を見いだしたと言うのでしょうか。

2 もしアブラハムが働きによって義と認められたのなら、彼には誇りがある。しかし、神に対してはそうではない。

3 聖書は何と言っていますか。「アブラハムは神を信じた。それが彼の義とみなされた。」

4 働く者には、その報酬は恵みによってではなく、借金として勘定されるのです。

5 しかし、働かない者であっても、不敬虔な者を義とする方を信じる者には、その信仰が義とみなされるのです。

6 ダビデもまた、働きによらずに神が義と認めてくださる人の祝福を、こう言っています。

7 不法を赦され、罪をおおわれた人たちは、幸いである。

8 主が罪を認めない人は幸いである。

9 この祝福は、では、割礼にのみあるのか、それとも無割礼にもあるのか。私たちは言う、「アブラハムには、その信仰が義とみなされた」と。

10 では、どのようにして数えられたのか。割礼の状態においてか、それとも無割礼の状態においてか。割礼においてではなく、無割礼においてである。

11 彼は、無割礼のときの信仰による義の証印として、割礼のしるしを受けました。それは、彼が無割礼のまま信じるすべての者の父となり、彼らにも義が認められるためでした。

12 また、割礼の父となるため、すなわち、割礼を受けた者たちだけでなく、私たちの父アブラハムが無割礼のときに持った信仰の足跡に従って歩む者たちの父となるためです。

13 というのは、世界の相続人となるという約束が、アブラハムに、あるいはその種に与えられたのは、律法によるのではなく、信仰の義によるからです。

14 もし律法による者が相続人であるなら、信仰は空になり、約束は無効にされます。

15 律法は怒りを引き起こすものである。律法がなければ、違反もないからである。

16 それゆえ、信仰によるのです。それは恵みによるためであり、約束がすべての種、すなわち律法による者だけでなく、信仰によるアブラハムの種にも確かなものとなるためです。アブラハムは私たちすべての者の父です。

17 「書かれているとおり、『わたしはあなたを多くの民族の父と定めた』。彼が信じた神、すなわち死者を生かし、無いものを有るもののように呼ぶ方の御前で。

18 彼は望みのないときに、望みを抱いて信じた。それは、「あなたの種はこのようになる」と言われたとおりに、彼が多くの民族の父となるためであった。

19 彼は信仰において弱ることなく、自分の体がすでに死んだも同然であり、百歳にもなろうとしていること、またサラの子宮の死に至る状態を顧みなかった。

20 しかし、彼は神の約束について、不信仰によって疑うことなく、信仰によって強められ、神に栄光を帰した。

21 そして、約束されたことを成就することができると堅く信じました。

22 だからこそ、それが彼に義とみなされたのである。

23 しかし、「彼の義とみなされた」と書かれたのは、ただ彼のためだけではなかった。

24 また、私たちのためにも、すなわち、私たちの主イエスを死者の中からよみがえらせた方を信じる私たちにも、その義とみなされることがあるのです。

25 この方は、私たちの咎のために引き渡され、私たちの義認のために起こされたのです。

Romans 5

1 ですから、信仰によって義と認められた私たちは、私たちの主イエス・キリストによって、神との平和を持っています。

2 また、キリストを通して、私たちは信仰によってこの恵みへの接近を得ました。その恵みの中に私たちは立っており、神の栄光の希望をもって誇っています。

3 そればかりではなく、私たちは苦難をも誇りとしています。苦難が忍耐を生み出すことを知っているからです。

4 忍耐は試みを生み、試みは希望を生む。

5 しかし、希望は失望に終わることがありません。なぜなら、私たちに与えられた聖霊によって、神の愛が私たちの心に注がれているからです。

6 私たちがまだ弱かったとき、キリストは定められた時に、不敬虔な者のために死んでくださいました。

7 正しい人のために死ぬ者はほとんどいない。しかし、善い人のためには、あえて死ぬ者もいるかもしれない。

8 しかし、私たちがまだ罪人であったときに、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を示しておられます。

9 ですから、今やキリストの血によって義とされた私たちが、彼によって神の怒りから救われるのは、なおさらのことです。

10 もし敵であった私たちが神の子の死によって神と和解させられたのなら、ましてや和解させられた私たちは、彼の命によって救われるでしょう。

11 それだけでなく、私たちは私たちの主イエス・キリストを通して神を誇りとしています。彼を通して、私たちは今、和解を受けたのです。

12 それゆえ、ひとりの人を通して罪が世界に入り、罪を通して死が入り、こうして死がすべての人に及んだ。それは、すべての人が罪を犯したからである。

13 というのは、律法が与えられるまでの間も、罪は世界にあったからです。しかし、律法がなければ、罪は認められないのです。

14 しかし、死はアダムからモーセに至るまで、アダムの違反の似姿に従って罪を犯さなかった者たちの上にも支配しました。アダムは来たるべき方の型です。

15 しかし、咎の場合のように、贈り物もそうではありません。もし一人の咎によって多くの人が死んだのなら、なおさら、神の恵みと、一人の人イエス・キリストの恵みによる贈り物は、多くの人々に満ちあふれたのです。

16 また、その贈り物は、一人の罪を犯した者による場合とは異なります。というのは、裁きは一人の罪から宣告に至るのに対し、贈り物は多くの咎から義とされることに至るからです。

17 実に、ひとりの人の咎によって、ひとりを通して死が支配したのなら、なおさら、恵みと義の賜物の豊かさを受けている人々は、ひとりの人イエス・キリストを通して、命にあって支配するのです。

18 こういうわけで、一つの咎によってすべての人が宣告に至ったように、一つの定めによってすべての人が命の義認に至るのです。

19 ちょうど一人の人の不服従によって多くの人が罪人とされたように、一人の服従によって多くの人が義人とされるのです。

20 しかし律法が入って来たのは、咎が増し加わるためでした。しかし、罪が増し加わったところには、恵みが満ちあふれました。

21 それは、罪が死によって支配したように、恵みも義によって支配し、永遠の命に至るためです。それは、私たちの主イエス・キリストを通してです。

Romans 6

1 それでは、何と言おうか。恵みが増し加わるために、私たちは罪の中にとどまるべきだろうか。

2 絶対にそんなことはありません。罪に対して死んだ私たちが、どうして、なおもその中に生きていられるでしょう。

3 それとも、あなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスにつくバプテスマを受けた私たちはみな、その死にあずかるバプテスマを受けたのではありませんか。

4 私たちは、キリストの死にあずかる洗礼によって、キリストとともに葬られたのです。それは、キリストが父の栄光によって死者の中からよみがえられたように、私たちも、命の新しさの中で歩むためです。

5 もし私たちがキリストの死の似姿に結び合わされた者となったなら、必ず復活にも結び合わされるでしょう。

6 私たちは、このことを知っています。すなわち、私たちの古い人がキリストとともに十字架につけられたのは、罪の体が滅ぼされて、私たちがもはや罪に仕えることがないためである、ということを。

7 死んだ者は、罪から義とされているのです。

8 もし私たちがキリストとともに死んだのなら、私たちは彼とともに生きることも信じる。

9 キリストが死者の中からよみがえって、もはや死ぬことはなく、死はもはや彼を支配しないことを、私たちは知っています。

10 なぜなら、彼が死んだのは、罪に対して一度限り死んだのであり、彼が生きているのは、神に対して生きているからです。

11 このように、あなたがたも、自分は罪に対しては死んだ者であり、神に対しては私たちの主キリスト・イエスにあって生きた者だと、思いなさい。

12 ですから、あなたがたの死ぬべき体を罪に支配させてはなりません。その欲望に従うために。

13 また、あなたがたの肢体を不義の武器として罪に差し出してはなりません。むしろ、死者の中から生きた者として、あなたがた自身とその肢体を義の武器として神に差し出しなさい。

14 罪はあなたがたを支配しません。なぜなら、あなたがたは律法の下にはなく、恵みの下にあるからです。

15 では、どうしましょうか。私たちは律法の下にではなく、恵みの下にあるのだから、罪を犯すべきでしょうか。決してそんなことはありません。

16 あなたがたは知らないのですか。あなたがたが自分自身を奴隷として服従に差し出すなら、その服従する相手の奴隷となるのです。すなわち、罪の奴隷となって死に至るか、服従の奴隷となって義に至るかです。

17 神に感謝します。あなたがたは、もとは罪の奴隷でしたが、伝えられた教えの型に心から従いました。

18 罪から解放されて、義に奴隷とされたのです。

19 あなたがたの肉の弱さのために、私は人間的な言い方をしています。あなたがたがかつて自分の肢体を不潔と不法の奴隷としてささげて不法に至ったように、今もそのように、あなたがたの肢体を義の奴隷としてささげて聖化に至りなさい。

20 あなたがたが罪の奴隷であった時は、義については自由でした。

21 では、あなたがたは、その当時、どのような果実を得ていたのですか。今、あなたがたが恥じているそれらのことの終わりは、死です。

22 しかし今は、罪から解放され、神に奴隷とされて、あなたがたは自分の果実を聖化に至るものとして持っています。その終わりは永遠の命です。

23 罪の報酬は死です。しかし、神の贈り物は、私たちの主キリスト・イエスにある永遠の命です。

Romans 7

1 それとも、兄弟たち。あなたがたは、律法が人に対して権限を持つのは、その人が生きている間だけだということを知らないのですか。——私は律法を知っている人々に言っているのです。——

2 夫のある女は、生きている男に律法によって結ばれている。しかし、その男が死ねば、その男の律法から解放される。

3 ですから、夫が生きている間は、もし他の男に嫁げば、姦婦と呼ばれるでしょう。しかし、夫が死ねば、彼女は律法から自由であり、他の男に嫁いでも、姦婦とはなりません。

4 私の兄弟たちよ、あなたがたもキリストの体によって律法に対して死んだのです。それは、あなたがたが死者の中からよみがえった他の方と結ばれて、神のために実を結ぶためです。

5 私たちが肉にあったとき、律法による罪の欲情が私たちの肢体の中で働き、死のために実を結んだのです。

6 しかし今、私たちは自分たちを捕えていた律法に対して死んだので、律法から解放され、それゆえに、私たちは古い文字によるのではなく、新しい霊の新しさによって仕えるのです。

7 では、何と言おうか。律法は罪なのか。決してそうではない。むしろ、律法によらなければ、私は罪を知らなかったであろう。実際、律法が「欲してはならない」と言わなかったなら、私は欲望を知らなかったであろう。

8 しかし、罪は戒めによって機会を取り、私の内にあらゆる欲望を働かせました。律法がなければ、罪は死んだものです。

9 私はかつて律法なしに生きていましたが、戒めが来たとき、罪が生き返り、私は死にました。

10 そして、命に至るはずのその戒めが、私にとっては死に至るものであることが見いだされた。

11 罪は戒めによって機会を得て、私を欺き、それによって私を殺したのです。

12 ですから、律法は聖なるものであり、戒めも聖であり、正しく、また良いものです。

13 では、その良いものが私にとって死となったのでしょうか。決してそうではありません。むしろ罪が、その良いものを通して私に死をもたらすことによって、罪として現れるためであり、戒めによって罪が過剰に罪深いものとなるためです。

14 私たちは律法が霊的なものであることを知っています。しかし、私は肉的な者であり、罪の下に売られています。

15 私がしていることを、私は知りません。なぜなら、私は自分の望むことを行なっておらず、かえって憎むことを行なっているからです。

16 もし自分のしたくないことをしているなら、私は律法が良いものであることを認めているのです。

17 ですから、それを行なっているのは、もはや私ではなく、私のうちに住んでいる罪なのです。

18 私は、私のうち、すなわち私の肉のうちに善が住んでいないことを知っています。私には善をしたいという願いはいつもあるのに、それを成し遂げることができないのです。

19 私がしたい善を行わず、したくない悪を行っているのです。

20 もし私が望まないことをしているなら、それはもはや私ではなく、私の内に住む罪が行なっているのです。

21 そこで、善をしようと願う私に、悪が備わっているという律法を見いだすのです。

22 私は内なる人として神の律法を喜んでいます。

23 しかし、私は自分の肢体の中に別の律法を見る。それは私の心の律法に対して戦いを挑み、私を、私の肢体の中にある罪の律法の捕虜にしている。

24 ああ、私はなんとみじめな人間なのだろう。だれがこの死の体から私を救い出してくれるのか。

25 私たちの主イエス・キリストを通して神に感謝します。それゆえ、この私は、心では神の律法に仕え、肉では罪の律法に仕えているのです。

Romans 8

1 こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者には、肉に従って歩まず、霊に従って歩む者には、何の宣告もありません。

2 なぜなら、キリスト・イエスにある命の霊の律法が、罪と死の律法から私を解放したからです。

3 律法が肉によって弱くなっていたため不可能であったことを、神はご自身の子を罪の肉の似姿として、また罪のために遣わし、肉において罪を罪に定められたのです。

4 それは、肉に従って歩まず、霊に従って歩む私たちの中で、律法の定めが満たされるためです。

5 肉に従う者は肉のことを考え、霊に従う者は霊のことを考える。

6 肉の心構えは死であり、霊の心構えは命と平和です。

7 肉の心構えは神に対する敵意です。それは神の律法に服従しません。いや、服従できないのです。

8 肉にある者は神を喜ばせることができません。

9 しかし、あなたがたは肉の中にいるのではなく、霊の中にいるのです。もし神の霊があなたがたのうちに住んでおられるならば。しかし、もしキリストの霊を持たない人がいるなら、その人はキリストのものではありません。

10 もしキリストがあなたがたのうちにおられるなら、体は罪のゆえに死んでいても、霊は義のゆえに命です。

11 もしイエスを死者の中からよみがえらせた方の霊があなたがたのうちに住んでおられるなら、キリストを死者の中からよみがえらせた方は、あなたがたのうちに住んでおられるその霊によって、あなたがたの死ぬべき体をも生かしてくださるでしょう。

12 ですから、兄弟たち。私たちは、肉に対して、肉に従って生きる債務者ではありません。

13 もし肉に従って生きるなら、あなたがたは死ぬことになるでしょう。しかし、もし霊によって体の行為を殺すなら、あなたがたは生きるでしょう。

14 神の霊に導かれる者たちは、神の子たちです。

15 あなたがたは、再び恐れに陥れる隷属の霊を受けたのではなく、養子縁組の霊を受けたのです。その霊によって私たちは「アバ、父」と呼びます。

16 御霊ご自身が私たちの霊とともに、私たちが神の子であることを証ししています。

17 もし子であるなら、私たちは相続人でもあります。神の相続人であり、キリストとの共同相続人です。もし私たちがキリストと共に苦しむなら、共に栄光を受けるためです。

18 私は思う、今の時の苦難は、私たちに啓示されようとしている栄光に比べれば、価値がないと。

19 被造物の切実な待望は、神の子たちの啓示を待ち望んでいる。

20 なぜなら、創造は虚無に服従させられたが、それは自ら望んでではなく、服従させた方によるのであり、希望があるからです。

21 なぜなら、被造物自体も、腐敗の隷属から解放され、神の子たちの栄光の自由へと至るからです。

22 私たちは知っています、すべての創造が今に至るまで共にうめき、共に産みの苦しみをしていることを。

23 そればかりでなく、御霊の初穂を持つ私たち自身も、心の中でうめきながら、養子縁組、すなわち私たちの体の贖いを待ち望んでいます。

24 私たちはこの希望によって救われたのです。しかし、見える希望は希望ではありません。だれかが見ているものを、なぜさらに望むでしょうか。

25 しかし、私たちが見ていないものを望んでいるなら、忍耐をもって待ち望むのです。

26 同じように、霊も私たちの弱さを助けてくださいます。私たちは何を祈るべきか、どのように祈るべきかを知らないからです。しかし、霊ご自身が、言い表せない呻きをもって、私たちのために執り成してくださいます。

27 しかし、心を探る方は、霊の心構えが何であるかを知っておられます。なぜなら、霊は神に従って聖徒たちのために執り成しをするからです。

28 私たちは、神を愛する者たち、すなわち、神の目的に従って召された者たちには、すべてのことが働いて益となることを知っています。

29 なぜなら、神はあらかじめ知っておられた者たちを、御子の像と同じ姿になるようにあらかじめ定められたからです。それは、彼が多くの兄弟たちの中で長子となるためです。

30 そして、神があらかじめ定めた人々をさらに召し、召した人々をさらに義と認め、義と認めた人々にはさらに栄光をお与えになった。

31 では、これらのことに対して何と言おうか。神が私たちの味方であるなら、だれが私たちに敵対するのか。

32 ご自身の御子さえ惜しまず、私たちすべてのために渡された方は、どうして御子とともにすべてのものを私たちに恵んでくださらないことがありましょうか。

33 神に選ばれた人々を訴えるのはだれか。神は義と認める方である。

34 だれが罪に定めるのか。死んだ方、いや、むしろよみがえられた方であるキリストが、神の右にいて、私たちのために執り成してくださるのです。

35 だれが私たちをキリストの愛から引き離すでしょうか。苦難か、苦悩か、迫害か、飢饉か、裸か、危険か、刀か。

36 ちょうど書いてあるとおり、「あなたのために、私たちは一日中、死に定められています。私たちは屠殺される羊とみなされました。」

37 しかし、これらすべてのことにおいて、私たちを愛してくださった方によって、私たちは圧倒的な勝利者となるのです。

38 死も、命も、天使も、支配者たちも、力も、今あるものも、後に来るものも、私は確信しています。

39 高さも、深さも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛から、私たちを引き離すことはできません。

Romans 9

1 私はキリストにあって真理を語り、偽りを言いません。私の良心が聖霊によって証ししています。

2 私には大きな悲しみがあり、絶え間ない痛みが私の心にある。

3 もしできることなら、私の同胞、肉による同国人のために、この私がキリストから引き離されて、のろわれた者となることさえ願いたいのです。

4 彼らはイスラエル人であり、養子縁組、栄光、契約、律法制定、礼拝、約束は彼らのものです。

5 彼らのものは父たちであり、また肉によればキリストも彼らから出られたのです。このキリストは万物の上にあり、永遠にほめたたえられる神です。アーメン。

6 しかし、神の言葉が落ちてしまったわけではない。なぜなら、イスラエルから出るすべての者がイスラエルなのではないからである。

7 アブラハムの種であるからといって、すべてが子なのではなく、イサクにおいてあなたの種と呼ばれるのである。

8 すなわち、肉の子たちが神の子たちではなく、約束の子たちが種とみなされるのです。

9 約束の言葉はこれです。「わたしはこの時に来る。そして、サラに子ができる。」

10 それだけでなく、私たちの父イサクによって一つの寝床から身ごもったリベカの場合もそうです。

11 まだ生まれもせず、善も悪も行わないうちに、神の選びによる目的が、働きによらず、召す方によるものであるようにと、そのまま留まるためでした。

12 「兄は弟に仕える。」と彼女に告げられた。

13 「わたしはヤコブを愛し、エサウを憎んだ。」と書いてあるとおりです。

14 では、何と言おうか。神に不義があるのか。決してそんなことはない。

15 まことに神はモーセに言われた、「わたしはあわれもうとする者をあわれみ、いつくしもうとする者をいつくしむ」。

16 したがって、それは願う者によるのではなく、走る者によるのでもなく、あわれんでくださる神によるのです。

17 聖書はファラオに言っています、「わたしがあなたを起こしたのは、このことのためである。すなわち、あなたにおいてわたしの力を示し、わたしの名前を全地に告げ知らせるためである。」と。

18 それゆえ、神は、望む者をあわれみ、望む者をかたくなにされる。

19 すると、あなたは私に言うでしょう。「それではなぜ神はなおも責めるのですか。だれが神の意志に逆らったのですか。」

20 しかし、人よ。神に言い返すあなたは、いったい何者ですか。造られたものが、造った者に「なぜ私をこのように造ったのか」と言うことがあり得るでしょうか。

21 陶工は粘土に対して権威を持っていないのでしょうか。同じ塊から、一方は名誉のための器を、他方は不名誉のための器を作る権威を。

22 しかし、神が怒りを示し、ご自分の力を知らせようと望みながら、多くの忍耐をもって、滅びに備えられた怒りの器を耐え忍ばれたのなら、どうでしょうか。

23 また、神がその栄光の富を、あらかじめ栄光のために備えられた慈悲の器に知らせようとされたのです。

24 神は私たちを、ユダヤ人の中からだけでなく、異邦人の中からも召してくださったのです。

25 それは、ホセアの書にも言っているとおりです。「わたしは、わたしの民でない者をわたしの民と呼び、愛されなかった者を愛された者と呼ぶ。」

26 そして、彼らに『あなたがたは、わたしの民ではない』と言われたその場所で、彼らは生ける神の子と呼ばれるであろう。

27 イザヤはイスラエルのために叫んでいる。「たとえイスラエルの子らの数が海の砂のようであっても、残りは救われるであろう。」

28 主は、言葉を全うし、かつ短くされる。主は、義をもって、地上に短くされた言葉を成し遂げられる。

29 また、イザヤがこう預言したとおりです。「もし万軍の主が私たちに種を残されなかったなら、私たちはソドムのようになり、ゴモラのようになったでしょう。」

30 では、何と言おうか。義を追い求めなかった異邦人が義を得た。すなわち、信仰による義である。

31 しかし、イスラエルは義の律法を追い求めていたが、その律法に到達しなかった。

32 なぜなら、彼らは信仰によらず、律法の行いによるかのように追い求めたからです。彼らはつまずきの石につまずいたのです。

33 「見よ、わたしはシオンに、つまずきの石と妨げの岩を置く。そして、彼を信じる者は、だれも恥を見ることはない。」と書かれているとおりです。

Romans 10

1 兄弟たち、私の心の善意と、神への祈願は、イスラエルのために、救いへと至ることです。

2 私は彼らが神に対して熱意を持っていることを証しするが、それは知識に基づくものではない。

3 彼らは神の義を知らず、自分自身の義を立てようとして、神の義に従わなかったからです。

4 律法の終わりはキリストであり、信じるすべての人に義をもたらすのです。

5 モーセは、律法による義について、それを実行する人はその義によって生きると書いています。

6 しかし、信仰による義はこう言う。「あなたは心の中で、だれが天に上るだろうか、と言ってはならない。」それはキリストを引き降ろすことである。

7 「だれが深淵に下るのか」というのは、キリストを死者の中から引き上げることです。

8 しかし、それは何と言っているか。「言葉はあなたの近くにある。それはあなたの口にあり、あなたの心にある。」これは、私たちが宣べ伝えている信仰の言葉である。

9 なぜなら、もしあなたが口でイエスを主と告白し、心で神が彼を死者の中からよみがえらせたと信じるなら、あなたは救われるからです。

10 心で信じて義とされ、口で告白して救われるのです。

11 聖書はこう言っています。「彼に信頼する者は、決して恥をかかされることはない。」

12 ユダヤ人とギリシア人との間に区別はありません。同じ主がすべての人の主であり、主を呼び求めるすべての人に対して富んでおられるからです。

13 主の御名を呼び求める者は、だれでも救われる。

14 しかし、信じたことのない方を、どうして呼び求めることができるでしょう。聞いたことのない方を、どうして信じることができるでしょう。宣べ伝える者がいなければ、どうして聞くことができるでしょう。

15 しかし、遣わされなければ、どうして宣べ伝えることができるでしょうか。「平和を宣べ伝える人々の足、良いことを宣べ伝える人々の足は、なんと美しいことか」と書いてあるとおりです。

16 しかし、すべての人が福音に従ったのではありません。イザヤは言っています、「主よ、だれが私たちの聴覚を信じたのですか。」

17 このように、信仰は聴覚から来るのであり、聴覚は神の言葉によるのです。

18 されど、われ問う、彼らは聞かなかったのか。いな、その音は全地に響き渡り、その言葉は世界の果てにまで届いた。

19 しかし、私は言います、「イスラエルは知らなかったのか」。まずモーセが言います、「私は、あなたがたを、民でない民族によってねたみを起こさせ、無知な民族によって怒らせる」。

20 イザヤは大胆に言う、「わたしを求めない者たちに見いだされ、わたしを尋ねない者たちに現れた」。

21 またイスラエルについては、こう言っています。「不従順で反抗する民に対して、わたしは一日中、手を差し伸べた。」

Romans 11

1 すると、神はご自分の民を退けてしまわれたのですか。決してそんなことはありません。私もイスラエル人であり、アブラハムの種、ベニヤミン部族の出身です。

2 神は、あらかじめ知っておられたご自分の民を退けてしまわれたのではありません。それともあなたがたは、聖書がエリヤについて言っていることを知らないのですか。すなわち、彼がイスラエルを訴えて神に祈って言ったことです。

3 主よ、彼らはあなたの預言者たちを殺し、あなたの祭壇を掘り壊した。そして私はただ一人残され、彼らは私の魂を求めている。

4 しかし、神の答えは彼に何と言っていますか。「わたしは自分のために、バアルに膝をかがめなかった七千人の男たちを残しておいた。」

5 このようにして、今の時にも、恵みの選びによる残りが生じたのです。

6 もし恵みによるのであれば、もはや働きによるのではありません。もしそうでなければ、恵みはもはや恵みではなくなります。もし働きによるのであれば、もはや恵みではなく、そうでなければ、働きはもはや働きではありません。

7 では、どうなるのでしょう。イスラエルは追い求めていたものを獲得できませんでした。選びは獲得しましたが、残りの者たちはかたくなにされました。

8 「こう書かれているとおり、神は彼らに眠りの霊を与えられた。見えない目と聞こえない耳を、今日に至るまで。」

9 ダビデも言っています。「彼らの食卓が、彼らにとって罠となり、罠となり、つまずきの石となり、報いとなりますように。」

10 彼らの目は暗くなって見えず、彼らの背中をいつまでもかがめよ。

11 そこで言う、彼らがつまずいたのは倒れるためか。決してそうではない。むしろ彼らの咎によって救いが異邦人に及んだのである。それは彼らをねたみ起こさせるためである。

12 もし彼らの咎が世界の富となり、彼らの減少が異邦人の富となるなら、彼らの満ち満ちていることは、どれほどまして富となることでしょう。

13 そこで、異邦人に言いますが、私は異邦人の使徒ですから、自分の奉仕を誇ります。

14 もし何とかして私の肉にねたみを起こさせ、彼らの中の幾人かを救うことができるように。

15 もし彼らの喪失が世界の和解であるなら、彼らの受領は、死者の中からの命でなくて何であろうか。

16 初穂が聖ければ、塊も聖いのです。根が聖ければ、枝も聖いのです。

17 もしも、枝の中のあるものが折られ、あなたは野生オリーブの木でありながら、その枝に接ぎ木され、そしてオリーブの根とその脂肪を共にあずかる者となったのなら、

18 あなたは枝に対して誇ってはなりません。もし誇るなら、あなたが根を支えているのではなく、根があなたを支えているのです。

19 あなたは言うでしょう、「枝が折られたのは、私が接ぎ木されるためだ」と。

20 彼らは不信仰によって折られ、あなたは信仰によって立っています。高ぶらないで、むしろ恐れなさい。

21 もし神が自然の枝を惜しまれなかったなら、あなたをも惜しまないでしょう。

22 見なさい。神の親切と厳しさを。倒れた者たちに対しては厳しさ、あなたに対しては親切です。もしあなたがその親切にとどまるならば。そうでなければ、あなたも切り落とされるのです。

23 彼らも、もし不信仰を続けなければ、接ぎ木されるでしょう。神は彼らを再び接ぎ木することができるのです。

24 もしあなたが自然のままの野生オリーブの木から切り離され、自然に反して良いオリーブの木に接ぎ木されたのなら、ましてやこれらの自然のままの者たちは、自分のオリーブの木に接ぎ木されるでしょう。

25 兄弟たち、あなたがたにこの秘義を知らないでいてほしくありません。あなたがたが自分自身で賢いと思わないようにするためです。なぜなら、イスラエルに部分的な頑なさが起こったのは、異邦人の満ち満ちていることが入り込むまでだからです。

26 こうして、イスラエルはみな救われるであろう。書かれているとおり、「救い出す者がシオンから来て、ヤコブから不敬虔を取り除くであろう。

27 これこそ、彼らに対するわたしの契約である。わたしが彼らの罪を取り除く時に。

28 福音については、彼らはあなたがたのゆえに敵ですが、選びについては、父たちのゆえに愛されている者です。

29 神の贈り物と召命とは、悔い改めのないものです。

30 あなたがたもかつて神に不従順であったが、今は彼らの不従順によってあわれみを受けたのと同じように。

31 このように、彼らも今は不従順になりましたが、それは、あなたがたの受けた慈悲によって、彼ら自身も慈悲を受けるためなのです。

32 神はすべての人を不従順の中に閉じ込められたのは、すべての人をあわれむためである。

33 ああ、神の富と知恵と知識の深さよ。その裁きは何と探り知れず、その道は何と窮めがたいことか。

34 だれが主の心を知ったのか。また、だれが主の顧問となったのか。

35 だれがまず彼に与えて、報いを受けることがあるでしょうか。

36 なぜなら、すべてのことが彼から出て、彼を通して、彼に向かっているからです。彼に栄光が永遠にありますように。アーメン。

Romans 12

1 そういうわけで、兄弟たちよ。神の憐れみによって、あなたがたに勧めます。あなたがたの体を、神に喜ばれる、聖なる、生きた犠牲としてささげなさい。それが、あなたがたの理にかなった礼拝です。

2 この世と調子を合わせてはいけません。むしろ、心を新しくすることによって変えられなさい。そうすれば、神の意志である、良いもの、受け入れられるもの、完全なものを、あなたがたが何であるかを悟ることができるでしょう。

3 私は、自分に与えられた恵みによって、あなたがた一人ひとりに言います。だれでも、思うべき以上に高ぶって考えてはならず、むしろ、神がおのおのに分け与えられた信仰の尺度に応じて、慎み深く考えるようにしなさい。

4 ちょうど一つの体には多くの肢体があり、すべての肢体が同じ働きを持っているわけではないのと同じように、

5 このように、私たち大勢は、キリストにあって一つの体であり、各自は互いに肢体なのです。

6 私たちは与えられた恵みに従って、異なった贈り物を持っているので、預言であれば、信仰の比例に応じて預言しなさい。

7 奉仕であれば奉仕に、教える人であれば教えに。

8 勧める人は慰めをもって勧め、分け与える人は単純さをもって分け与え、治める人は勤勉をもって治め、あわれむ人は陽気さをもってあわれみなさい。

9 愛は偽りのないもの。悪を忌み嫌い、善に親しみなさい。

10 兄弟愛をもって互いに心から親切にし、名誉をもって互いに優先しなさい。

11 勤勉で怠らず、霊に燃え、時に仕えなさい。

12 希望に喜び、苦難に耐え、祈りに励みなさい。

13 聖徒たちの必要にあずかり、もてなしを追い求めなさい。

14 あなたがたを迫害する者を祝福しなさい。祝福しなさい。そして、のろってはいけません。

15 喜ぶ者と共に喜び、泣く者と共に泣きなさい。

16 互いに同じ思いを抱きなさい。高ぶったことを考えず、むしろ低い者たちに合わせなさい。自分自身で賢いと思うな。

17 だれに対しても、悪に悪を報いることなく、すべての人々の前で良いことを図りなさい。

18 もしできるなら、あなたがたはすべての人と平和を保ちなさい。

19 愛する者たちよ、自分自身で復讐してはならない。むしろ、怒りに場所を与えなさい。なぜなら、「復讐はわたしのもの、わたしが報いる」と主が言われる、と書いてあるからです。

20 もしあなたの敵が飢えるなら、彼に食べさせなさい。もし渇くなら、彼に飲ませなさい。そうすることによって、あなたは彼の頭に火の石炭を積むことになるのです。

21 悪に負けてはいけません。むしろ、善をもって悪に打ち勝ちなさい。

Romans 13

1 すべての魂は、上に立つ権威に従うべきである。神によらない権威はなく、存在している権威はすべて、神によって立てられたものである。

2 したがって、権威に逆らっている者は神の定めに反抗しているのです。反抗している者たちは自分自身に裁きを受けるでしょう。

3 支配者たちは、良い働きに対しては恐れではなく、悪に対して恐れなのです。あなたは権威を恐れたくないと思うなら、善を行いなさい。そうすれば、その権威から称賛を得るでしょう。

4 それは、彼があなたに益を与えるための神の僕だからです。しかし、もしあなたが悪を行うなら、恐れなさい。彼は無意味に刀を帯びてはいないからです。彼は神の僕であって、悪を行う者には怒りをもって報いる者です。

5 だから、ただ怒りのためだけでなく、良心のためにも、従うべきである。

6 あなたがたが貢税を納めるのも、そのためです。彼らは神の奉仕者であり、まさにこの務めに専念しているのです。

7 すべての人に借金を返しなさい。貢税を納めるべき人には貢税を、関税を納めるべき人には関税を、恐れるべき人には恐れを、名誉を尊ぶべき人には名誉を。

8 だれに対しても、何の借りもあってはいけません。ただし、互いに愛し合うことのほかには。他の人を愛する者は、律法を完全に守っているのです。

9 「姦淫するな、殺すな、盗むな、偽証するな、欲してはならない」という戒め、またほかにどんな戒めがあっても、それらは「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ」という言葉の中に要約されているからです。

10 愛は隣人に対して悪を行いません。それゆえ、愛は律法を満ち満ちていることとします。

11 また、この時を知っているのです。今や、私たちが眠りから目覚めるべき時がすでに来ています。なぜなら、私たちが信じた時よりも、今は救いが私たちに近づいているからです。

12 夜は更け、日は近づきました。ですから、私たちは暗闇の働きを捨て去り、光の武器を身に着けましょう。

13 日中のうちに、品位をもって歩もう。乱痴気騒ぎと酩酊、寝床と放縦、争いと熱意によってではなく。

14 主イエス・キリストを着なさい。そして、欲望を満たすために肉に心を用いてはならない。

Romans 14

1 信仰の弱い者を受け入れなさい。意見の争いに至ることなく。

2 ある人はすべてのものを食べてよいと信じているが、弱い人は野菜を食べる。

3 食べる人は食べない人を侮ってはならない。また、食べない人も食べる人を裁いてはならない。神がその人を受け入れたからである。

4 あなたは何者で、他人の召使いをさばくのですか。その召使いが立つか倒れるかは、自分の主のものです。しかし、彼は立つでしょう。なぜなら、神は彼を立たせることができるからです。

5 ある人は日を日よりも区別して判断し、ある人はすべての日を同じだと判断する。それぞれ自分の心の中で確信を持ちなさい。

6 日を思う者は主のために思い、日を思わない者も主のために思わない。食べる者は主のために食べ、神に感謝する。食べない者も主のために食べず、神に感謝する。

7 私たちの中でだれひとりとして自分のために生きる者はなく、まただれひとりとして自分のために死ぬ者もありません。

8 もし生きるなら、私たちは主のために生き、もし死ぬなら、主のために死ぬのです。ですから、生きるにしても、死ぬにしても、私たちは主のものです。

9 このためにキリストは死に、また生き返られた。それは、死んだ人々にも生きている人々にも主となるためである。

10 それなのに、あなたはなぜ自分の兄弟を裁くのですか。また、あなたはなぜ自分の兄弟を軽んじるのですか。私たちはみな、キリストの裁きの座に立つことになるのです。

11 「主は言われる。わたしは生きている。すべての膝はわたしに屈し、すべての舌は神に告白する」と書かれているからです。

12 こういうわけで、私たちはそれぞれ自分のことについて神に申し開きをすることになるのです。

13 だから、私たちはもはや互いに裁くのをやめなさい。むしろ、兄弟の前につまずきの石やつまずきの石を置かないように、このことを裁きなさい。

14 私は主イエスにあって知り、また確信しています。何ものもそれ自体で汚れているものはありません。ただ、何かを汚れていると考える人にとっては、その人にはそれは汚れているのです。

15 もし食べ物のことであなたの兄弟が悲しんでいるなら、あなたはもはや愛に従って歩いてはいません。キリストがそのために死なれたその人を、あなたの食べ物のことで滅ぼしてはなりません。

16 ですから、あなたがたの良いものが、ののしられないようにしなさい。

17 なぜなら、神の王国は食物と飲み物ではなく、義と平和と聖霊による喜びだからです。

18 あなたがたは、キリストに仕える者として、神に喜ばれ、人々に認められる者となりなさい。

19 だから、私たちは平和のことと、互いの徳を高めることを追い求めよう。

20 食物のために神の働きを壊してはならない。すべてのものは清い。しかし、つまずきの石として食べる人にとっては、それは悪いことである。

21 肉を食べず、葡萄酒を飲まず、あなたの兄弟がつまずくことも、罪に陥ることも、弱くなることもないようにするのは良いことです。

22 あなたの持っている信仰は、神の御前でそれを自分のものとして保ちなさい。自分が試していることについて自分を裁かない者は幸いである。

23 しかし、疑いを感じる者が食べるなら、罪に定められる。なぜなら、それは信仰から出ていないからである。信仰から出ていないことはすべて罪である。

Romans 15

1 私たち力のある者は、力のない人たちの弱さを担うべきであり、自分自身を喜ばせるべきではありません。

2 私たちはひとりひとり、隣人を喜ばせ、その益となるように、徳を高めるために努めるべきです。

3 キリストでさえ、ご自身を喜ばせなかった。むしろ、「あなたを非難する者たちの非難は、私の上に降りかかった」と書いてあるとおりである。

4 昔書かれたものはすべて、私たちの教えのために書かれたのです。それは、聖書の忍耐と慰めを通して、私たちが希望を持つためです。

5 忍耐と慰めの神が、キリスト・イエスに従って、あなたがたが互いに同じ思いを持つように与えてくださいますように。

6 あなたがたが心を一つにし、一つの口で、私たちの主イエス・キリストの父なる神をほめたたえるためです。

7 こういうわけで、キリストが神の栄光のために私たちを受け入れてくださったように、あなたがたも互いに受け入れなさい。

8 私は言います、キリスト・イエスは神の真理のために割礼の僕となり、父たちに与えられた約束を確証するためでした。

9 また、異邦人は慈悲のゆえに神を崇めます。書かれているとおり、「それゆえ、私は民族の中であなたに告白し、あなたの名前に向かって歌います。」

10 また、こうも言われています。「異邦人よ、その民とともに喜べ。」

11 さらにまた、すべての民族よ、主を賛美せよ。すべての民よ、主を称えよ。

12 また、イザヤは言う、「エッサイの根が現れ、異邦人を治めるために立ち上がる者が出る。異邦人は彼に望みを置くであろう」。

13 どうか、希望の神が、あなたがたを信仰によるすべての喜びと平和で満たし、聖霊の力によって希望にあふれさせてくださいますように。

14 私の兄弟たちよ、私自身もあなたがたについて確信しています。あなたがたは善に満ち、すべての知識に満たされ、互いに訓戒することもできるのです。

15 しかし、兄弟たちよ、私はあなたがたに、ある部分について、より大胆に書きました。それは、神から私に与えられた恵みのゆえに、あなたがたに思い起こさせるためです。

16 私がキリスト・イエスの奉仕者として異邦人のために神の福音を祭司の務めとして捧げ、異邦人の捧げ物が聖霊によって聖められ、神に受け入れられるものとなるためです。

17 それで、私はキリスト・イエスにあって、神に関することについて誇りを持っています。

18 私は、キリストが私を通して異邦人の服従のために成し遂げたこと以外に、何かを語ろうとはあえてしません。言葉と働きによって。

19 しるしと驚異の力により、また神の霊の力により、エルサレムから周囲を回ってイリュリコンに至るまで、キリストの福音を満たし終えました。

20 このように、私は、キリストの名がまだ語られていない所で福音を宣べ伝えることを熱心に求めており、他人の基礎の上に建てないようにしているのです。

21 しかし、「彼について告げられなかった人々は見るであろう、また聞かなかった人々は悟るであろう」と書いてあるとおりである。

22 そういうわけで、私は何度もあなたがたのところへ行くことを妨げられました。

23 今はもうこれらの地域に場所を持たず、また多くの年からあなたがたのところへ行くことを強く慕い持っています。

24 わたしがスペインへ行くとき、あなたがたのところに来るでしょう。わたしは通りがかりにあなたがたに会い、まず部分的にあなたがたによって送り出されることを望んでいます。それは、まずあなたがたの一部を満たされるためです。

25 今、私は聖徒たちに仕えるためにエルサレムへ行こうとしています。

26 マケドニアとアカイアは、エルサレムにいる聖徒たちの中の貧しい人々のために、ある交わりを喜んで行うことにした。

27 彼らは確かに喜んでそれをしたが、彼らの債務者でもある。なぜなら、もし異邦人が彼らの霊的なものにあずかったなら、彼らも物質的なものをもって彼らに奉仕すべきだからである。

28 そこで、このことを成し遂げ、彼らにこの果実を確かに渡してから、私はあなたがたを通ってスペインへ行くでしょう。

29 私は知っています、あなたがたのところに来るとき、キリストの福音の祝福の満ち満ちていることをもって来ることを。

30 兄弟たちよ。私たちの主イエス・キリストによって、また、霊の愛によって、あなたがたに願います。私のために、神に対して祈りにおいて、私とともに力を尽くして戦ってください。

31 私がユダヤにいる不従順な者たちから救い出され、またエルサレムへの私の奉仕が聖徒たちに受け入れられるものとなりますように。

32 神の御心により、喜びをもってあなたがたのところへ行き、あなたがたとともに憩うことができますように。

33 どうか平和の神が、あなたがたすべてとともにいてくださいますように。アーメン。

Romans 16

1 私はあなたがたに、私たちの姉妹であり、ケンクレアにある教会の僕であるフェベを推薦します。

2 あなたがたは、主にあって聖徒にふさわしく彼女を受け入れ、彼女があなたがたを必要とするどんな事柄でも、彼女を助けなさい。彼女は多くの人々の援助者となり、また私自身の援助者ともなったのです。

3 プリスキラとアクイラに、キリスト・イエスにあって私の同労者である彼らによろしく伝えなさい。

4 彼らは私の魂のために自分の首を差し出しました。彼らには、私だけでなく、すべての異邦人の教会も感謝しています。

5 また、彼らの家の教会によろしく伝えなさい。私の愛するエペネトによろしく伝えなさい。彼はアカイアの初穂であり、キリストのための者です。

6 マリアによろしく。彼女はあなたがたのために非常に労苦した。

7 アンドロニコスとユニアスに挨拶しなさい。彼らは私の同国人であり、私の同囚人です。彼らは使徒たちの間で有名であり、また私より先にキリストにある者となりました。

8 主にあって私の愛するアンプリアスによろしく伝えてください。

9 ウルバノと、キリストにあって私たちの同労者であるウルバノと、私の愛するスタキスとによろしく伝えなさい。

10 キリストにあって練達したアペレスによろしく。アリストブロスの家の人たちによろしく。

11 ヘロディオン、私の同国人によろしく。ナルキッソスの家の者たちで主にある人たちによろしく。

12 トリュファイナとトリュフォサに、主にあって労している者たちに、よろしく伝えなさい。愛するペルシスに、主にあって大いに労した者に、よろしく伝えなさい。

13 ルフォス、主にあって選ばれた者によろしく。また、彼の母、そして私の母によろしく。

14 アシュンクリトス、フレゴン、ヘルマス、パトロバス、ヘルメス、および彼らと共にいる兄弟たちによろしく伝えなさい。

15 フィロロゴスとユリア、ネレウスとその姉妹、オリュンパス、そして彼らと共にいるすべての聖徒たちによろしく伝えなさい。

16 聖なる接吻をもって互いに挨拶しなさい。キリストの諸教会があなたがたに挨拶しています。

17 兄弟たちよ。あなたがたに勧めます。あなたがたが学んだ教えに反して、分裂とつまずきの石を引き起こす者たちを見張り、彼らから避けなさい。

18 なぜなら、そのような人たちは、私たちの主イエス・キリストに仕えておらず、自分の腹に仕えているからです。そして、お世辞と祝福のことばによって、無害な人たちの心を欺いているのです。

19 あなたがたの服従はすべての人に及んでいるので、わたしはあなたがたのことを喜んでいます。しかし、わたしはあなたがたが善には賢く、悪には純真であることを望んでいます。

20 平和の神は、速さをもってあなたがたの足の下でサタンを砕くでしょう。私たちの主イエス・キリストの恵みがあなたがたとともにありますように。

21 私の同労者テモテ、およびルキオ、ヤソン、ソシパトロ、すなわち私の親族たちが、あなたがたによろしくと言っています。

22 この手紙を書いた私テルテオも、主にあってあなたがたに挨拶します。

23 ガイオスは、私と全教会の客として、あなたがたによろしくと言っています。エラストは、この都市の管理人として、また兄弟クアルトスも、あなたがたによろしくと言っています。

24 私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたすべてと共にありますように。アーメン。

25 あなたがたを堅く立たせることができる方、すなわち、私の福音とイエス・キリストの宣教、また、永遠の時間にわたって隠されていた秘義の啓示にしたがって、その方に栄光が永遠にありますように。アーメン。

26 しかし今や、預言者の書物を通して、永遠の神の命令に従い、信仰の服従へと導くために、すべての民族に知らされた奥義が明らかにされたのです。

27 唯一の賢い神に、イエス・キリストを通して、栄光が永遠にありますように。アーメン。


1 Corinthians

1 Corinthians 1

1 神の意志によってキリスト・イエスの使徒として召されたパウロと、兄弟ソステネから、

2 コリントにある神の教会へ、すなわち、キリスト・イエスにあって聖められ、聖徒として召された方々へ、また、私たちの主イエス・キリストの名前を、すべての場所で呼び求めるすべての人々とともに、彼らの主であり、私たちの主である方へ。

3 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平和があなたがたにありますように。

4 私は、キリスト・イエスにあってあなたがたに与えられた神の恵みのゆえに、いつもあなたがたのことを私の神に感謝しています。

5 あなたがたは、すべてのことにおいて、言葉とすべての知識とにおいて、キリストにあって豊かにされたからです。

6 キリストについての証言があなたがたの中で確かめられたからです。

7 その結果、あなたがたはどんな贈り物にも欠けることがなく、私たちの主イエス・キリストの啓示を待ち望んでいます。

8 その方も、あなたがたを終わりまで、私たちの主イエス・キリストの日に責められるところのない者として堅く保ってくださいます。

9 神は真実であり、その方によって、あなたがたは神の子、私たちの主イエス・キリストとの交わりに召されました。

10 兄弟たちよ、私たちの主イエス・キリストの名前によってあなたがたに勧めます。皆が同じことを言い、あなたがたの間に分裂がなく、同じ心と同じ意見で完全に結ばれているように。

11 実に、あなたがたのことをクロエの者たちから知らされました。私の兄弟たちよ、あなたがたの間に争いがあると。

12 私はこれを言います、すなわち、あなたがたのそれぞれが「私はパウロの者です」「私はアポロの者です」「私はケファの者です」「私はキリストの者です」と言っているのです。

13 キリストは分割されたのですか。パウロがあなたがたのために十字架につけられたのですか。それとも、あなたがたはパウロの名によってバプテスマを受けたのですか。

14 神に感謝します。あなたがたのうちだれにも、クリスポスとガイオスのほかには、バプテスマを授けなかったからです。

15 それは、だれも私の名前によってバプテスマを授けたと言わないためです。

16 私はステファナスの家にもバプテスマを授けましたが、そのほかにだれかに授けたかどうかは知りません。

17 キリストが私を遣わされたのは、バプテスマを授けるためではなく、福音を宣べ伝えるためです。それは、キリストの十字架が空しくならないために、言葉の知恵によるのではありません。

18 十字架の言葉は、滅びゆく者たちには愚かさであるが、救われる私たちには神の力である。

19 「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、賢い者の理解を退ける」と書いてあるからです。

20 知者はどこにいるのか。書記官はどこにいるのか。この永遠の論争者はどこにいるのか。神はこの世界の知恵を愚かにされたではないか。

21 実に、神の知恵によって、この世は自分の知恵で神を知ることがなかったので、神は宣教の愚かさを通して信じる者を救うことを良しとされた。

22 ユダヤ人はしるしを求め、ギリシア人は知恵を追求しています。

23 しかし、私たちは十字架につけられたキリストを宣べ伝えるのです。ユダヤ人にとってはつまずきの石、ギリシア人にとっては愚かさです。

24 しかし、召された者たち、すなわちユダヤ人にもギリシア人にも、キリストは神の力、神の知恵です。

25 神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強いからです。

26 兄弟たち、あなたがたの召命を考えなさい。肉による賢い者は多くなく、力ある者も多くなく、高貴な者も多くないのです。

27 しかし神は、知恵ある者を恥じ入らせるために、この世の愚かな者を選び、強い者を恥じ入らせるために、この世の弱い者を選ばれたのです。

28 神は、この世の取るに足りない者や見下されている者を選ばれました。すなわち、無に等しい者を選んで、有る者を無効にされるためです。

29 これは、肉なる者がだれも神の御前で誇ることのないためです。

30 しかし、あなたがたは神によってキリスト・イエスにあるのです。キリストは私たちにとって、神からの知恵となり、義、聖化、そして贖いとなりました。

31 それは、「誇る者は主にあって誇れ」と書かれているとおりになるためです。

1 Corinthians 2

1 兄弟たちよ、私があなたがたのところに来たとき、私は、言葉の卓越や知恵によってではなく、神の証言を宣べ伝えるために来たのではありません。

2 なぜなら、私はあなたがたの間で、イエス・キリスト、すなわち十字架につけられた方のほかは、何も知るまいと決心したからです。

3 私もまた、弱さと恐れと多くの震えをもって、あなたがたのところにいました。

4 そして、私の言葉と私の宣教は、人間の知恵の説得力のある言葉によるものではなく、霊と力の証明によるものでした。

5 それは、あなたがたの信仰が人の知恵によらず、神の力によるためです。

6 しかし、私たちは成熟した人々の間で知恵を語ります。しかし、それはこの世の知恵でも、この世の過ぎ去る支配者たちの知恵でもありません。

7 しかし、私たちは、隠された神の知恵を語るのです。それは、神が、私たちの栄光のために、永遠の前にあらかじめ定められた秘義です。

8 この世の支配者たちはだれもこの知恵を悟りませんでした。もし悟っていたなら、栄光の主を十字架につけることはなかったでしょう。

9 しかし、聖書に書いてあるとおり、「目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの、人の心に上ったことのないものを、神は神を愛する者たちのために備えられた」。

10 神はこれを、御霊によって私たちに啓示されました。御霊はすべてのことを探り、神の深さにまで及ぶからです。

11 いったい、人のことを知る者は、その人の中にある霊のほかに、だれがいるでしょうか。同じように、神のことを知る者も、神の霊のほかにはだれもいません。

12 しかし、私たちはこの世の霊を受けたのではなく、神から出た霊を受けたのです。それは、神が私たちに恵みとして与えてくださったものを知るためです。

13 私たちは、人の知恵に教えられた言葉ではなく、聖霊に教えられた霊的な言葉で語り、霊的なことを霊的なものと比較して解き明かします。

14 生まれながらの人は、神の霊のことを受け入れません。それは彼にとって愚かさだからです。また、それを知ることもできません。なぜなら、霊的なことは霊によって吟味されるからです。

15 御霊の人はすべてのことをわきまえますが、自分はだれによってもわきまえられません。

16 だれが主の心を知り、主を導くことができたか。しかし、私たちはキリストの心を持っています。

1 Corinthians 3

1 兄弟たちよ、私はあなたがたに霊の人々としてではなく、肉の人々として、キリストにある幼子として話すことができませんでした。

2 私はあなたがたに乳を飲ませました。食物ではなく。まだあなたがたはできなかったからです。いや、今でもできません。

3 あなたがたはまだ肉に属しているからです。あなたがたの間にねたみと争いと分裂があるなら、あなたがたは肉に属しているのではありませんか。そして、人のように歩んでいるのではありませんか。

4 なぜなら、ある人が「私はパウロにつく」と言い、別の人が「私はアポロにつく」と言うなら、あなたがたは肉の人ではないか。

5 では、パウロは何者ですか。また、アポロは何者ですか。あなたがたが信じるために用いられた僕たちであり、主がおのおのに与えられたとおりに仕えたのです。

6 私が植え、アポロが水を注ぎました。しかし、成長させたのは神です。

7 だから、植える者も水を注ぐ者も何でもなく、成長させてくださる神がすべてです。

8 植える者と水を注ぐ者は一つですが、それぞれ自分の労苦に応じて自分の報酬を受けるのです。

9 私たちは神の同労者であり、あなたがたは神の耕作、神の建物です。

10 神の恵みによって、私に与えられたその恵みにより、賢い建築家として土台を据えました。しかし、他の人がその上に建てています。それぞれがどのように建てるかに注意しなければなりません。

11 なぜなら、だれもすでに据えられている基礎のほかに、別の基礎を据えることはできないからです。その基礎はイエス・キリストです。

12 もし、だれかがこの基礎の上に、金、銀、石、貴重な石、木、草、藁で建てるなら、

13 各人の働きは明らかになるでしょう。その日がそれを示すからです。なぜなら、それは火のうちに現れるからであり、各人の働きがどのようなものであるかは、火が試すからです。

14 もしだれかの働きがそのまま残るなら、その人は報酬を受けるでしょう。

15 もしその人の働きが焼き尽くされるなら、その人は損害を受けますが、その人自身は救われます。ただし、火を通るようにしてです。

16 あなたがたは自分たちが神の神殿であり、神の霊があなたがたの内に住んでおられることを知らないのですか。

17 もし、だれかが神の神殿を滅ぼすなら、神がその人を滅ぼすであろう。神の神殿は聖なるものであり、あなたがたがその神殿である。

18 だれも自分自身を欺いてはならない。もしあなたがたのうちで、だれかがこの世において賢いと思っているなら、賢くなるために愚かになりなさい。

19 この世の知恵は神の御前では愚かさである。なぜなら、「神は知者たちを彼らの狡猾さの中で捕える」と書いてあるからである。

20 また、主は知者の推論が虚しいことを知っておられる。

21 だから、だれも人を誇ってはいけません。すべてはあなたがたのものだからです。

22 パウロであれ、アポロであれ、ケファであれ、世界であれ、命であれ、死であれ、現在のものであれ、未来のものであれ、すべてはあなたがたのものです。

23 あなたがたはキリストのものであり、キリストは神のものです。

1 Corinthians 4

1 人は、私たちをキリストの僕、また神の秘義の管理人と考えるべきです。

2 この場合、管理人には、忠実な者が見いだされることが求められています。

3 しかし、私にとっては、あなたがたによって裁かれることも、人間の日によって裁かれることも、最も小さなことです。いや、私自身でさえ自分を裁きません。

4 私は自分自身について何もやましいことはありませんが、それによって義とされているのではありません。私を調べる方は主です。

5 だから、時の前に何かを裁いてはいけません。主が来られるまで、主は暗闇の隠れた事を照らし、心の計略を明らかにされます。そのとき、各人への称賛は神から与えられるのです。

6 これらのことを、兄弟たちよ、私は自分自身とアポロに適用して、あなたがたのために述べました。それは、あなたがたが私たちを通して、「書かれていることを越えて考えてはならない」ことを学ぶためであり、また、一方に味方して他方を軽んじて高ぶることのないためです。

7 いったいだれが、あなたをすぐれた者と認めるのですか。あなたには、何か、もらったものでないものがあるのですか。もしもらったのなら、なぜ、もらっていないかのように誇るのですか。

8 あなたがたは、すでに満ち足りています。すでに富んでいます。私たちなしで王として治めています。ああ、あなたがたが実際に王として治めていたなら、私たちもあなたがたとともに王として治めることができたのに。

9 私は思う、神は私たち使徒を最後の者として示された、死刑に定められた者のように。なぜなら私たちは世界と天使たちと人々に対して劇場となったからである。

10 私たちはキリストのために愚かですが、あなたがたはキリストにあって賢い者です。私たちは弱く、あなたがたは強いのです。あなたがたは栄光ある者ですが、私たちは辱められています。

11 今この時に至るまで、私たちは飢え、渇き、裸でいられ、打たれ、住む所もありません。

12 また、私たちは苦労して自分の手で働いています。ののしられるときには祝福し、迫害されるときには耐え忍びます。

13 ののしられるときには、慰めのことばをかけます。私たちはこの世の汚れとなり、すべてのものの屑となりました。今もなお。

14 私はあなたがたをはずかしめるためにこれらのことを書いているのではなく、愛する私の子として戒めているのです。

15 あなたがたにキリストにある養育係が一万人いたとしても、父は多くありません。なぜなら、福音によってキリスト・イエスにあって、私があなたがたを生んだからです。

16 ですから、私はあなたがたに勧めます。私の模倣者となりなさい。

17 このために、私はあなたがたにテモテを送りました。彼は主にあって私の愛する忠実な子であり、私が至る所のすべての教会で教えているように、キリストにある私の道をあなたがたに思い起こさせるでしょう。

18 私があなたがたのところへ行かないと思って、ある人々は思い上がっています。

19 しかし、主がお望みなら、私はすぐにあなたがたのところへ行きます。そして、思い上がっている人たちの言葉ではなく、その力を知るでしょう。

20 神の国は言葉にあるのではなく、力にあるのです。

21 あなたがたはどちらを望むのですか。杖を持ってあなたがたのところへ行くことですか、それとも愛と霊と柔和をもって行くことですか。

1 Corinthians 5

1 あなたがたの間に姦淫があると全く聞かれています。そして、そのような姦淫は、異邦人の間でも名指しされないもので、父の妻を持つというものです。

2 それなのに、あなたがたは誇り高ぶっています。むしろ、そのような働きをした者をあなたがたの中から取り除くために悲しむべきではなかったのですか。

3 確かに、私は体としては離れているが、霊としてはそこにいて、すでにそのようなことを行った者を、そこにいるかのように裁いた。

4 私たちの主イエス・キリストの御名において、あなたがたが集まり、私の霊もともに、私たちの主イエス・キリストの力をもって。

5 このような者をサタンに渡して、肉の破滅に委ねるのは、霊が主イエスの日に救われるためである。

6 あなたがたの誇りは良いものではありません。あなたがたは、小さな酵母が塊全体を発酵させることを知らないのですか。

7 古い酵母を取り除きなさい。あなたがたが新しい塊となるために。あなたがたは酵母のない者だからです。私たちの過越の子羊キリストが、私たちのために屠られたのです。

8 ですから、私たちは古い酵母を用いず、悪意と悪の酵母を用いず、誠実と真理の酵母を用いないパンで祭りを祝おうではありませんか。

9 私はあなたがたに手紙で、姦淫者たちと交際しないようにと書きました。

10 しかし、それは全くこの世の姦淫者、または強欲な者、または略奪する者、または偶像崇拝者と交際しないという意味ではありません。そうでなければ、あなたがたはこの世界から出て行かなければならないでしょう。

11 しかし、今わたしはあなたがたに書き送ったのは、もし兄弟と呼ばれる者が、姦淫者、強欲な者、偶像崇拝者、そしる者、大酒飲み、略奪する者であるなら、そのような者と交わってはいけない、いっしょに食事をしてもいけない、ということです。

12 なぜなら、私にとって外部の人々を裁くことは何の関係があるでしょうか。あなたがたは内部の人々を裁くのではありませんか。

13 外の人たちは神がさばく。あなたがたはその悪い者を自分たちの間から除きなさい。

1 Corinthians 6

1 あなたがたのうちのだれかが、事柄をほかの人に対して持っているとき、正しくない人たちの前で、聖徒たちの前ではなく、裁かれることをあえてするのですか。

2 あなたがたは、聖徒たちが世界を裁くことを知らないのですか。もし世界があなたがたによって裁かれるのなら、あなたがたは最も小さな裁きの座にも値しないのですか。

3 あなたがたは、私たちが天使をさばくことを知らないのですか。ましてや、この世のことはなおさらです。

4 世の事柄についての裁きの座があるなら、教会の中で軽んじられている者たちを、その裁きの座に着かせなさい。

5 あなたがたを恥じさせるために、こう言っています。あなたがたのうちには、兄弟の間を裁くことのできる賢い者が、ひとりもいないのですか。

6 兄弟は兄弟と争って裁き合い、しかもそれを不信者の前でするのですか。

7 そもそも、あなたがたの間に裁きがあること自体が、すでにあなたがたの減少です。なぜ、むしろ不正を受けないのですか。なぜ、むしろ奪われないのですか。

8 それなのに、あなたがたは不正を行い、人を欺き、しかもそれを兄弟に対してしているのです。

9 あなたがたは、正しくない者が神の王国を相続しないことを知らないのですか。惑わされてはいけません。姦淫者も、偶像崇拝者も、姦夫も、男色者も、

10 泥棒も、強欲な者も、大酒飲みも、そしる者も、略奪する者も、神の王国を相続することはありません。

11 あなたがたの中には、以前はそういう者たちもいました。しかし、主イエスの御名と私たちの神の霊によって、あなたがたは洗われ、聖められ、義と認められたのです。

12 すべてのことは私に許されているが、すべてが益になるわけではない。すべてのことは私に許されているが、私は何にも支配されはしない。

13 食物は腹のためにあり、腹は食物のためにあります。しかし神は、これもそれも滅ぼされます。体は姦淫のためではなく、主のためであり、主は体のためです。

14 神は主をよみがえらせ、またその力によって私たちをもよみがえらせてくださいます。

15 あなたがたの体がキリストの肢体であることを知らないのですか。では、キリストの肢体を取って、娼婦の肢体とするのですか。そんなことは決してあってはなりません。

16 あなたがたは、娼婦に結ばれる者が一つの体となることを知らないのですか。「ふたりの者は一つの肉となる」と言われているからです。

17 しかし、主に結びつく者は、主と一つ霊となるのです。

18 姦淫から逃げなさい。人が犯す罪はすべて、体の外にあるものです。しかし、姦淫を行なう者は、自分の体に対して罪を犯すのです。

19 あなたがたの体は、あなたがたの内におられる、神から受けた聖霊の神殿であり、あなたがたは自分自身のものではないことを、知らないのですか。

20 あなたがたは代価をもって買い取られたのです。ですから、あなたがたの体と霊とをもって神を崇めなさい。それらは神のものです。

1 Corinthians 7

1 さて、あなたがたが私に書いたことについてですが、人が女に触れないのは良いことです。

2 しかし、姦淫を避けるために、各人は自分の妻を持ち、各女も自分の夫を持ちなさい。

3 夫は妻に対して負っている善意を返しなさい。同様に、妻も夫に対してそうしなさい。

4 妻は自分の体に対して権威を持たず、夫が持つ。同様に、夫も自分の体に対して権威を持たず、妻が持つ。

5 互いに奪い取ってはいけません。ただし、合意の上で、断食と祈りに専念するために、しばらくの間であれば離れていてもかまいません。そして、再び一緒になりなさい。それは、あなたがたの放縦のゆえに、サタンがあなたがたを試みることのないためです。

6 これは、許可によるものであって、命令によるのではありません。

7 私はすべての人が私のようであることを望みます。しかし、それぞれの人が神から自分の贈り物を持っています。ある人はこのように、ある人はあのように。

8 しかし、未婚者と寡婦に言います。彼らが私のようにとどまるなら、それは彼らにとって良いことです。

9 しかし、もし自制できないなら、結婚しなさい。燃えるよりは、結婚するほうがまさっているからです。

10 既婚者には、私ではなく主が命じます。妻は夫から離れてはなりません。

11 もし別れたなら、未婚者のままでいるか、夫と和解しなさい。また、夫は妻を離してはなりません。

12 しかし、そのほかの人々には、私が言うのであって、主が言われるのではありません。もしある兄弟に不信仰な妻がいて、その妻が彼と一緒に住むことを承知しているなら、その妻を離してはなりません。

13 また、信者でない男を夫に持つ女は、その男が一緒に住むことを承知しているなら、その男を離してはならない。

14 なぜなら、不信者の夫は妻によって聖められており、不信者の妻も夫によって聖められているからです。そうでなければ、あなたがたの子は汚れているのです。しかし今は、聖いのです。

15 しかし、もし不信者が離れるなら、離れさせなさい。そのような場合、兄弟または姉妹は奴隷にされてはいません。神は私たちを平和のうちに召されたのです。

16 なぜなら、妻よ、あなたが夫を救えるかどうかを、どうして知っていますか。また、夫よ、あなたが妻を救えるかどうかを、どうして知っていますか。

17 ただ、それぞれが神から分け与えられたように、また主がそれぞれを召されたように歩みなさい。そして、このように私はすべての教会で命じています。

18 割礼を受けて召された者は、その跡をなくしてはなりません。無割礼の状態で召された者は、割礼を受けてはなりません。

19 割礼は何でもなく、無割礼も何でもない。しかし、神の戒めの保持が大切である。

20 各自は召された召命にとどまっていなさい。

21 奴隷として召されたのなら、それを気にしてはいけません。しかし、もし自由になれるなら、むしろ自由になりなさい。

22 主にあって召された奴隷は、主の解放された人であり、同様に、召された自由人もキリストの奴隷です。

23 あなたがたは代価をもって買われたのです。人の奴隷となってはいけません。

24 兄弟たち。それぞれが召されたその状態のままで、神の前に留まりなさい。

25 処女たちについては、私は主の命令を持っていませんが、主のあわれみによって忠実な者として、意見を与えます。

26 それゆえ、現在の必要のために、このことが良いことであると思っています。すなわち、人がこのままの状態でいることは良いことです。

27 あなたが妻に結ばれているなら、解放を求めてはならない。妻から解かれているなら、妻を求めてはならない。

28 しかし、たといあなたが結婚しても、罪を犯したのではありません。また、たとい処女が結婚しても、罪を犯したのではありません。しかし、そのような人々は肉に苦難を持つでしょう。私はあなたがたを惜しんでいるのです。

29 兄弟たちよ、私はこれを言います。時は縮まっています。残りの時は、妻を持つ者たちも、持たない者のようにあるべきです。

30 泣く者は泣かない者のように、喜ぶ者は喜ばない者のように、買う者は所有しない者のようにしていなさい。

31 この世を用いる者は、用いすぎないようにしなさい。この世の姿は過ぎ去るからです。

32 私は、あなたがたが思い煩わないことを望んでいます。未婚者は、どうしたら主に喜ばれるかを、主のことに心を配ります。

33 しかし、結婚した者は、どうしたら妻に喜ばれるかと、世のことを心配する。

34 妻と処女とは分けられています。未婚の女は、身も霊も聖くなるために、主のことを心配します。しかし、嫁いだ女は、どうしたら夫に喜ばれるかと、世界のことを心配します。

35 これは、あなたがた自身の益のために言っているのであって、あなたがたに罠をかけるためではなく、主に妨げられずに仕える、品位ある生活のためです。

36 もしある人が自分の処女に対してみだりに振る舞うべきだと思い、その人が婚期を過ぎているなら、そうすべきであるならば、その人は自分の望むことを行いなさい。罪を犯すのではありません。彼らは結婚させなさい。

37 しかし、心の中で堅く立ち、必要を持たず、自分の意志について権威を持ち、自分の処女を守ることを心の中で決めている者は、よく行っている。

38 ですから、結婚させる者は良いことをしているのであり、結婚させない者は、より良いことをしているのです。

39 妻は夫が生きている間は律法に縛られています。しかし、もし夫が眠ったなら、彼女は自由であり、望む者と結婚できます。ただ主にあってのみです。

40 しかし、もしそのまま留まるなら、そのほうがより幸いです。私の意見では、私も神の霊を持っていると思います。

1 Corinthians 8

1 偶像に捧げたものについてですが、私たちは皆、知識を持っていることを知っています。知識は高ぶらせますが、愛は建て上げます。

2 もしだれかが何かを知っていると思うなら、その人はまだ知るべきほどのことも知ってはいない。

3 しかし、人が神を愛するなら、その人は神に知られている。

4 そこで、偶像に供えられた食物についてですが、私たちは、世の中に偶像は何もないこと、また、唯一の神のほかに神はないことを知っています。

5 なるほど、天にも地にも、神々と呼ばれるものが多くあり、多くの神、多くの主があるとしても、

6 しかし、私たちには、唯一の神、父がおられ、すべてのものはその方から出て、私たちもその方へ向かっています。また、唯一の主、イエス・キリストがおられ、すべてのものはその方を通してあり、私たちもその方を通してあるのです。

7 しかし、すべての人に知識があるわけではありません。ある人たちは、偶像に対する良心が今に至るまであり、偶像にささげたものとして食べ、その弱い良心が汚されるのです。

8 しかし、食物は私たちを神に近づけるものではありません。食べなくても欠けることはなく、食べても余ることはないのです。

9 ただ、あなたがたのこの権威が、弱い人たちにとってつまずきの石とならないように、気をつけなさい。

10 もし誰かが、知識のあるあなたが偶像神殿で座っているのを見るなら、その弱い人の良心は、偶像に捧げられたものを食べるように建て上げられないでしょうか。

11 その弱い兄弟は、あなたの知識によって滅びるのです。キリストはその兄弟のために死なれたのです。

12 このようにして兄弟たちに対して罪を犯し、彼らの弱い良心を打つなら、あなたがたはキリストに対して罪を犯しているのです。

13 だから、もし食物が私の兄弟をつまずかせるなら、私は永遠に肉を食べない。私の兄弟をつまずかせないために。

1 Corinthians 9

1 私は使徒ではないでしょうか。私は自由ではないでしょうか。私は私たちの主イエス・キリストを見たではないでしょうか。あなたがたは、主にあって私の働きではないのですか。

2 たとえ他の人々に対しては使徒でなくても、少なくともあなたがたに対しては使徒です。あなたがたは、主にあって、私の使徒職の封印なのです。

3 私を吟味する人々に対する私の弁明は、これである。

4 私たちには食べたり飲んだりする権威がないのでしょうか。

5 私たちには、ほかの使徒たちや主の兄弟たち、そしてケファのように、信者である姉妹を妻として連れて歩く権威がないのでしょうか。

6 それとも、私とバルナバだけに、働かないでいる権威がないのでしょうか。

7 だれが自分の給料で兵士として仕えるでしょうか。だれがぶどう園を植えて、その果実を食べないでしょうか。だれが群れを飼って、その群れの乳を飲まないでしょうか。

8 これは人間の考えに基づいて私が言っているのでしょうか。律法も同じことを言っているではありませんか。

9 モーセの律法に書いてある、「穀物を踏んでいる牛に口輪をかけてはならない」というのは、神が牛のことを心にかけておられるからではない。

10 それは確かに私たちのために言っているのです。私たちのために書かれたのです。なぜなら、耕す者は希望を持って耕し、脱穀する者は自分の希望にあずかることを期待して働くべきだからです。

11 もし私たちがあなたがたに霊的なものを蒔いたのなら、あなたがたから肉的なものを刈り取るのは大きなことでしょうか。

12 もし他の人々があなたがたの権威にあずかっているなら、私たちはなおさらではないか。しかし私たちはこの権威を用いませんでした。むしろ、すべてのことを耐え忍んでいます。それは、キリストの福音に何かの妨げを与えないためです。

13 あなたがたは、神殿で働く者が神殿の物を食べ、祭壇に仕える者が祭壇の物にあずかることを知らないのですか。

14 このように、主も福音を宣べ伝える者たちに、福音によって生きることを定められた。

15 しかし、私はこれらのことを何一つ用いませんでした。また、これらのことを、私にそうなるように書いたのではありません。私の誇りをだれかに空にされるよりは、むしろ死ぬほうが私にとって良いのです。

16 というのは、私が福音を宣べ伝えても、それは私の誇りにはなりません。なぜなら、その必要が私に課せられているからです。もし福音を宣べ伝えなければ、私にはわざわいがあるのです。

17 もし私がこれを自発的にしているなら、報酬があります。しかし、もし不本意なら、私は管理をゆだねられています。

18 では、私の報酬は何でしょうか。それは、福音を宣べ伝える際に、報酬なしでキリストの福音を提供し、福音における私の権威を乱用しないことです。

19 私はすべての人に対して自由ですが、より多くの人を得るために、すべての人の奴隷となりました。

20 ユダヤ人にはユダヤ人のようになりました。それはユダヤ人を得るためです。律法の下にある人々には、律法の下にある者のようになりました。それは律法の下にある人々を得るためです。

21 律法を持たない人々に対しては、律法を持たない者のようになりました。神に対しては律法を持たない者ではなく、キリストに対しては律法を守る者として、律法を持たない人々を獲得するためです。

22 弱い人々には、弱い者となりました。弱い人々を得るためです。すべての人には、すべてのものとなりました。それは、何とかして何人かを救うためです。

23 私はこのことを福音のために行っています。それは、私も福音の恵みを共にあずかる者となるためです。

24 あなたがたは知らないのですか。競技場で走る者たちは、みな走っても、賞を受けるのはただひとりであることを。そのように走りなさい。あなたがたが賞を得るために。

25 しかし、すべての競技者は、すべてのことに自制します。彼らは朽ちる冠を受けるためにそうするが、私たちは朽ちない冠を受けるためにそうするのです。

26 ですから、私はこのように走る、不確かにではない。このように拳闘する、空気を打つ者としてではない。

27 私は自分の体を打ちたたいて従わせます。それは、私が他の人々に宣べ伝えておきながら、自分自身が失格者となることのないためです。

1 Corinthians 10

1 兄弟たちよ、私はあなたがたに知らないでいてほしくありません。私たちの父たちはみな雲の下におり、みな海を通って行きました。

2 そして、すべての者は雲と海の中でモーセにバプテスマを受けた。

3 そして、みな同じ霊的な食物を食べた。

4 そして、みな同じ霊の飲み物を飲みました。彼らは、彼らに従った霊の岩から飲んだのです。その岩はキリストでした。

5 しかし、彼らの大部分については神は喜ばれなかった。彼らは荒野で滅ぼされたからである。

6 これらのことは私たちへの型となりました。それは、彼らが欲望を持ったように、私たちが悪を欲望する者とならないためです。

7 偶像崇拝者となってはいけません。彼らの中のある者たちのように。聖書に書いてあるとおり、「民は座って食べ、飲み、立ち上がって遊んだ」。

8 また、私たちは、彼らのある者たちが姦淫をしたように姦淫をしてはなりません。彼らは一日に二万三千人が倒れました。

9 私たちは、彼らの中のある者たちがキリストを試みたように、キリストを試みてはなりません。彼らは蛇に滅ぼされました。

10 また、彼らの中のある者たちがつぶやいたのと同じように、つぶやいてはいけません。彼らは滅ぼす者によって滅ぼされました。

11 これらのことはすべて彼らに型として起こり、戒めのために書き記されました。それは、世の終わりに臨んでいる私たちへの訓戒のためでした。

12 ですから、立っていると思う者は、倒れないように気をつけなさい。

13 あなたがたの会った試みは、人間に共通のものにすぎません。しかし、神は真実な方です。神は、あなたがたが耐えられないような試みに会わせることはなさらず、試みとともに、それに耐えられるように、終わりの道も備えてくださいます。

14 ですから、私の愛する者たちよ。偶像崇拝から逃れなさい。

15 賢い人々に言うように、私が言うことをあなたがた自身で判断しなさい。

16 私たちが祝福する祝福の杯は、キリストの血の交わりではありませんか。私たちが裂くパンは、キリストの体の交わりではありませんか。

17 パンは一つですから、私たちは大勢でも一つの体です。なぜなら、皆がその一つのパンにあずかるからです。

18 肉によるイスラエルを見なさい。犠牲を食べる者たちは祭壇の仲間ではないのですか。

19 私は何を言おうとしているのか。偶像とは何か、偶像にささげたものとは何か、ということである。

20 いや、異邦人がささげるものは、悪霊にささげているのであって、神にささげているのではありません。私はあなたがたが悪霊の仲間になることを望みません。

21 あなたがたは主の杯を飲み、また悪霊の杯を飲むことはできません。主の食卓にあずかり、また悪霊の食卓にあずかることはできません。

22 私たちは主のねたみを引き起こしているのですか。私たちは主よりも強いのでしょうか。

23 すべてのことは許されているが、すべてのことが益になるわけではない。すべてのことは許されているが、すべてのことが建て上げるわけではない。

24 だれも自分のことを求めず、それぞれが他の人のことを求めなさい。

25 市場で売られているものは何でも食べなさい。良心のために何も調べずに。

26 地は主のものであり、それに満ち満ちているものも主のものです。

27 もし、あなたがたが不信仰な者に招かれ、行きたいと思うなら、良心のために何も調べずに、あなたがたの前に置かれるものはすべて食べなさい。

28 しかし、もしだれかがあなたがたに「これは偶像にささげたものです」と言うなら、そのことを知らせた人のため、また良心のために、食べてはいけません。主の大地とその満ち満ちていることは主のものだからです。

29 私が言う良心は、自分の良心ではなく、他の人の良心です。なぜなら、私の自由が他の良心によって裁かれることがあるでしょうか。

30 もし私が恵みにあずかっているなら、なぜ私が感謝するもののために非難されるのでしょうか。

31 こういうわけで、あなたがたは食べるにも飲むにも、何をするにも、すべてを神の栄光のためにしなさい。

32 ユダヤ人にも、ギリシア人にも、神の教会にも、つまずきを与えないようにしなさい。

33 私も、すべてのことにおいてすべての人を喜ばせているのです。自分の利益を求めず、多くの人々の利益を求めて、彼らが救われるために。

1 Corinthians 11

1 あなたがたも、私がキリストを見ならっているように、私を見ならってください。

2 あなたがた兄弟たちを、すべての点で私を覚え、私があなたがたに伝えた伝承を、そのまま堅く守っているので、私はあなたがたをほめます。

3 しかし、あなたがたに知ってもらいたいのは、すべての男の頭はキリストであり、女の頭は男であり、キリストの頭は神であるということです。

4 すべての男は、祈るか預言するとき、頭に何かをかぶっているなら、自分の頭を辱めることになります。

5 しかし、女が祈りや預言をするとき、頭に何もかぶらずにいるなら、自分の頭を辱めるのです。それは、髪をそっているのと同じことだからです。

6 もし女がかぶり物をしないなら、髪も切らせなさい。しかし、女にとって髪を切るか剃ることが恥ずかしいことなら、かぶり物をさせなさい。

7 男は、神の像であり栄光であるので、頭を覆うべきではない。しかし、女は男の栄光である。

8 なぜなら、男は女から出たのではなく、女は男から出たからである。

9 また、男は女のために造られたのではなく、女が男のために造られたのです。

10 だから、女は頭の上に権威を持つべきである。それは天使たちのゆえにである。

11 とはいえ、主にあっては、男は女なしではなく、女も男なしではありません。

12 なぜなら、女が男から出たように、男もまた女によって生まれるからです。しかし、すべてのものは神から出ています。

13 あなたがた自身で判断しなさい。女が何もかぶらずに神に祈るのは、ふさわしいことでしょうか。

14 自然自体があなたがたに教えているではないか。男が長い髪をすれば、それは彼にとって不名誉である。

15 しかし、女が長い髪をしているなら、それは彼女の栄光です。なぜなら、髪は覆いとして彼女に与えられているからです。

16 しかし、もし誰かが争い好きだと思うなら、私たちにはそのような習慣はなく、神の教会にもそのような習慣はありません。

17 このことを命じるにあたって、わたしはあなたがたを褒めません。それは、あなたがたがより良いもののためではなく、より劣ったもののために集まっているからです。

18 まず第一に、あなたがたが教会に集まるとき、あなたがたの間に分裂があると聞いています。そして、ある部分は信じます。

19 あなたがたの間に分派があることも、必ず起こるべきことです。それは、あなたがたの中で真実の者が明らかにされるためです。

20 ですから、あなたがたが同じ所に集まっても、それは主の夕食を食べることではありません。

21 なぜなら、各自が自分の夕食を先に取って食べるので、ある者は空腹であり、ある者は酔っているからです。

22 あなたがたには、食べたり飲んだりするための家がないのですか。それとも、神の教会を軽んじ、持たない者たちを恥じさせているのですか。何をあなたがたに言いましょうか。このことで、あなたがたをほめるべきでしょうか。ほめません。

23 私は主から受けたことを、あなたがたに渡しました。すなわち、主イエスは、渡される夜、パンを取りました。

24 感謝をささげて後、それを裂き、こう言われました。「取りなさい。食べなさい。これはあなたがたのための、わたしの体です。裂かれるこの体を、わたしの追憶のために、このように行いなさい。」

25 同じように、夕食の後、杯をも取って言われた、「この杯は、わたしの血による新しい契約である。飲むたびに、わたしの追憶のために、このように行いなさい。」

26 このパンを食べ、この杯を飲むたびに、あなたがたは主が来られるまで、主の死を告げ知らせるのです。

27 したがって、ふさわしくないままでこのパンを食べ、主の杯を飲む者は、主の体と血に対して罪ありとされるでしょう。

28 しかし、人は自分自身を吟味し、そのようにしてパンを食べ、杯を飲むべきである。

29 ふさわしくないままで食べたり飲んだりする者は、主の体をわきまえないで、自分自身に裁きを食べ、また飲んでいるのです。

30 このために、あなたがたの中に多くの弱い者や病人がおり、眠っている者も大勢います。

31 もし私たちが自分自身をわきまえていたなら、さばかれることはなかったでしょう。

32 しかし、私たちが主によってさばかれるのは、懲らしめられるためであり、世界とともに罪に定められないためです。

33 ですから、私の兄弟たちよ。食事のために集まるときは、互いに待ち合わせなさい。

34 しかし、もし誰かが空腹なら、家で食べなさい。それは、あなたがたが裁きのために集まることにならないためです。その他のことは、私が行くときに整えましょう。

1 Corinthians 12

1 さて、兄弟たち、霊的なことについては、私はあなたがたに知らないでいてほしくありません。

2 あなたがたは、異邦人であったとき、導かれるままに、引かれて行った先が、もの言わぬ偶像の所であったことを知っています。

3 だから、あなたがたに知らせます。神の霊によって語る者はだれも「イエスはのろい」とは言わず、また、聖霊によるのでなければ、だれも「イエスは主」と言うことはできません。

4 さて、贈り物の相違はありますが、同じ霊です。

5 奉仕にはいろいろな相違がありますが、主は同じ主です。

6 働きの相違はありますが、同じ神がすべての人の中で、すべてのことを働かせておられるのです。

7 しかし、それぞれに、益のために、霊の顕現が与えられています。

8 ある人には御霊によって知恵の言葉が与えられ、他の人には同じ御霊による知識の言葉が与えられる。

9 また、ある人には同じ霊による信仰が与えられ、別の人には同じ霊による治癒の贈り物が与えられています。

10 また別の人には力ある働きが、別の人には預言が、別の人には霊の分別が、他の人には種々の舌が、別の人には舌の解釈が与えられています。

11 しかし、これらすべてのことは、同じ一つの霊が働かせて、その御心のままに、それぞれに分け与えているのです。

12 ちょうど、体は一つでありながら多くの肢体を持ち、その体のすべての肢体は多くあっても一つである体であるように、キリストもまた同様です。

13 なぜなら、私たちはみな、一つの霊によって一つの体にバプテスマを受けたからです。ユダヤ人もギリシア人も、奴隷も自由人も、そしてすべての者が一つの霊を飲まされたのです。

14 確かに、体は一つの肢体ではなく、多くの肢体から成っています。

15 もし足が「私は手ではないから、体に属していない」と言っても、それゆえに体に属していないわけではありません。

16 たとえ耳が「私は目ではないから、体に属さない」と言っても、そのために体に属さないわけではない。

17 もし体全体が目であるなら、どこで聞くのでしょうか。もし体全体が聴覚であるなら、どこで嗅覚があるのでしょうか。

18 しかし、神はみこころのままに、それぞれの肢体を体の中に備えられたのです。

19 もし全部が一つの肢体であるなら、体はどこにあるのか。

20 しかし、肢体は多くあっても、体は一つです。

21 しかし、目は手に向かって「あなたの必要はない」と言うことはできず、頭も足に向かって「あなたがたの必要はない」と言うことはできません。

22 それどころか、体の中で比較的弱いと思われる肢体こそ、かえって必要なのです。

23 また、私たちが体の中でより恥ずべきものと思う部分には、より多くの名誉を着せ、私たちの見苦しい部分は、より多くの端正を持つのです。

24 しかし、私たちの立派な部分には必要がありません。しかし神は、劣った部分に一層豊かな名誉を与えて、体を調和させたのです。

25 それは、体の中に分裂がなく、肢体が互いに思い合うためです。

26 もし一つの肢体が苦しめば、すべての肢体がともに苦しみ、もし一つの肢体が尊ばれれば、すべての肢体がともに喜ぶのです。

27 あなたがたはキリストの体であり、それぞれ部分としての肢体です。

28 そして神は教会の中で、第一に使徒、第二に預言者、第三に教師、次に力、次に治癒の贈り物、助け、統治、舌の種族を置かれた。

29 みなが使徒でしょうか。みなが預言者でしょうか。みなが教師でしょうか。みなが力を持つ者でしょうか。

30 みなが治癒の贈り物を持っているでしょうか。みなが舌で語るでしょうか。みなが解き明かすでしょうか。

31 あなたがたは、より優れた贈り物を熱心に求めなさい。そして、私はさらにはるかにすぐれた道をあなたがたに示します。

1 Corinthians 13

1 たとい、私が人の舌や天使の舌で話しても、愛がなければ、私は鳴り響く青銅か、打ち鳴らすシンバルとなったのです。

2 たとえ私が預言の賜物を持ち、すべての秘義とすべての知識を知り、また山を移すほどのすべての信仰を持っていても、愛がなければ、私は無に等しい。

3 たとえ私が持っているすべてのものを分け与え、私の体を焼かれるために渡しても、愛がなければ、何の益もありません。

4 愛は寛容であり、愛は親切です。愛はねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません。

5 礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、怒らず、人のした悪を思わず、

6 不義を喜ばず、真理を喜びます。

7 すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐え忍びます。

8 愛は決して絶えることがありません。預言はすたれ、舌はやみ、知識はすたれます。

9 私たちは部分的に知っており、部分的に預言しているからです。

10 しかし、完全なものが来るとき、部分のものは廃されるでしょう。

11 私が幼子であったときは、幼子として話し、幼子として思い、幼子として考えましたが、男になったときは、幼子のことをやめました。

12 今、私たちは鏡を通してなぞのように見ていますが、その時には顔と顔とを向かい合わせて見るでしょう。今、私は部分的に知っていますが、その時には、私が完全に知られているのと同じように、私も完全に知るでしょう。

13 今や、信仰と希望と愛、この三つは残る。しかし、その中で最も大いなるものは愛である。

1 Corinthians 14

1 愛を追い求めなさい。また、御霊の賜物、特に預言することを熱心に求めなさい。

2 異言を話す者は、人に話すのではなく、神に話すのです。だれも聞いていないのに、霊によって秘義を話すからです。

3 しかし、預言する者は、人々に徳を高めることと勧めと慰めを語る。

4 異言を話す者は自分を建て上げるが、預言する者は教会を建て上げる。

5 私はあなたがた全員が舌で話すことを望みますが、むしろ預言することを望みます。預言する者は舌で話す者よりも偉大です。ただし、教会が徳を高められるために解き明かすのでなければ。

6 ですから、兄弟たち。私があなたがたのところへ行って、舌で話すとしても、もしあなたがたに啓示か、知識か、預言か、教えによって話さないなら、あなたがたに何の益となるでしょう。

7 笛や琴のような命のないものでも、音を出す際に、その音に区別を与えなければ、笛で吹かれているものや琴で弾かれているものが、どうして知られるでしょうか。

8 また、もしラッパが不確かな声を出すなら、だれが戦争に備えるでしょうか。

9 それと同じように、あなたがたも、舌で明瞭な言葉を与えなければ、語られていることがどうして知られるでしょうか。あなたがたは空気に向かって話していることになるのです。

10 世界にはおそらく非常に多くの種類の声があるが、そのうち無声のものは一つもない。

11 もし私がその声の力を知らないなら、私は話す者にとって異国人となり、話す者も私にとって異国人となるでしょう。

12 あなたがたも同じように、霊の熱心家であるのですから、教会の建物のために、豊かになるように求めなさい。

13 だから、舌で語る者は、解き明かすことができるように祈るべきである。

14 もし私が舌で祈るなら、私の霊は祈るが、私の心は実を結ばない。

15 では、どうすべきでしょうか。私は霊で祈り、また心でも祈ります。霊で賛美し、また心でも賛美します。

16 もしあなたが霊において祝福するなら、無学な人の場所を満たす者は、あなたが何を言っているのか分からないので、あなたの感謝に対してどうして「アーメン」と言えるでしょうか。

17 確かに、あなたはよく感謝をささげていますが、他の人は建て上げられません。

18 私は、あなたがた全員よりも多くの舌で話すことを、私の神に感謝しています。

19 しかし教会では、異言で一万の言葉を話すよりも、心を用いて五つの言葉を話し、他の人々をも教えたいのです。

20 兄弟たち。物の考え方において子供であってはなりません。悪意においては幼子でありなさい。しかし、考え方においては成熟した者となりなさい。

21 律法にこう書いてあります。「わたしは異なる舌と異なる唇によってこの民に語るが、それでも彼らはわたしの言うことを聞き入れない」と主は言われる。

22 それで、舌は信じる者たちのためのしるしではなく、信じない者たちのためのしるしです。しかし、預言は信じない者たちのためではなく、信じる者たちのためのものです。

23 ですから、もし教会全体が同じ場所に集まり、皆が舌で話すなら、無学な人や不信仰な者が入って来たとき、彼らは「あなたがたは気が狂っている」と言うのではないでしょうか。

24 しかし、もしすべての者が預言するなら、不信者や無学な人が入って来たとき、その人はすべての者によって責められ、すべての者によって吟味される。

25 こうして、その心の秘密が明らかになり、こうして、彼は顔を伏せて神を拝み、「神がまことにあなたがたの中におられる」と告げるでしょう。

26 兄弟たち、では、どうすべきでしょうか。あなたがたが集まるとき、それぞれが詩篇を持ち、教えを持ち、舌を持ち、啓示を持ち、解釈を持っています。すべてのことは、徳を高めるために行われるべきです。

27 もし異言を話す者がいるなら、二人か、多くても三人で、順番に話しなさい。そして、一人は解き明かしをしなさい。

28 もし通訳者がいなければ、教会では黙っていなさい。自分にだけ、そして神に話しなさい。

29 預言者は、二人か三人が話しなさい。そして、他の者たちはそれを吟味しなさい。

30 もし別の人が座っているときに啓示が与えられたなら、先の人は黙りなさい。

31 あなたがたはみな、一人ひとり預言することができるのです。それは、すべての人が学び、すべての人が励ましを受けるためです。

32 預言者たちの霊は預言者たちに服従する。

33 神は無秩序の神ではなく、平和の神です。聖徒たちのすべての教会で行われているように。

34 あなたがたの女たちは教会では黙っていなさい。彼女たちに語ることは許されていないからです。むしろ、律法も言うように、服従しなさい。

35 もし何かを学びたいのなら、家で自分の夫に尋ねなさい。教会で語ることは女にとって恥ずべきことだからです。

36 神の言葉はあなたがたから出たのですか。それとも、あなたがただけに届いたのですか。

37 自分を預言者、あるいは御霊の人と思う者は、私があなたがたに書くことが主の戒めであることを認めなさい。

38 もし知らない者がいるなら、その者は知らないままでいなさい。

39 それゆえ、兄弟たち、預言することを熱心に求めなさい。舌で話すことも禁じてはいけません。

40 すべてのことを、適切に、秩序をもって行いなさい。

1 Corinthians 15

1 兄弟たち、私はあなたがたに福音を知らせます。それは私があなたがたに宣べ伝えたもので、あなたがたが受け入れ、またそれによって立っているものです。

2 また、もしあなたがたが、私が宣べ伝えた言葉をしっかりと保っているなら、その言葉によって救われているのです。ただし、無駄に信じたのでない限りは。

3 私があなたがたに最も大切なこととして伝えたのは、私自身も受けたことであり、キリストが聖書の示すとおりに私たちの罪のために死なれたということです。

4 また、葬られたこと、また、聖書に従って三日目によみがえられたこと。

5 また、ケファに現れ、それから十二人に現れました。

6 その後、五百人以上の兄弟たちに同時に現れた。そのうちの大多数は今も生きているが、ある者たちは眠りについた。

7 その後、ヤコブに現れ、それからすべての使徒たちに現れました。

8 そして最後に、月足らずで生まれた者のように、私にも現れてくださいました。

9 私は使徒たちの中で最も小さい者であり、使徒と呼ばれるに値しない者です。なぜなら、私は神の教会を迫害したからです。

10 しかし、神の恵みによって、私は今の私であり、私に対するこの恵みは無駄にはなりませんでした。むしろ、私は彼らすべてよりも多く働きました。しかし、それは私ではなく、私と共にある神の恵みです。

11 そういうわけで、私にせよ、彼らにせよ、私たちはこのように宣べ伝えているのであり、あなたがたはこのように信じたのです。

12 しかし、キリストが死者の中からよみがえったと宣べ伝えられているなら、なぜあなたがたの中に、死者の復活はないと言う者たちがいるのですか。

13 もし死者の復活がないのなら、キリストも復活されなかったでしょう。

14 しかし、キリストが復活されなかったなら、私たちの宣教はむなしく、あなたがたの信仰もむなしいのです。

15 私たちは神について偽証者であることも明らかになります。なぜなら、もし死者が復活しないのであれば、神はキリストをよみがえらせなかったはずなのに、私たちは神がキリストをよみがえらせたと、神に逆らって証言したからです。

16 もし死者がよみがえらないのなら、キリストもよみがえらなかったのです。

17 もしキリストがよみがえらなかったなら、あなたがたの信仰はむなしく、あなたがたは今もなお自分の罪の中にいるのです。

18 キリストにあって眠った者たちも、滅んでしまったのです。

19 もし、私たちがこの世の命にあってキリストにのみ望みを置いているなら、私たちはすべての人の中で最も哀れな者です。

20 しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の中からよみがえられたのです。

21 というのは、死が人を通して来たのであり、死者の復活も人を通して来たからです。

22 すなわち、アダムにあってすべての人が死ぬように、キリストにあってすべての人が生かされるのです。

23 しかし、おのおの自分の秩序においてです。初穂であるキリスト、次にキリストに属する者たちが、彼の到来のときにです。

24 それから終わりが来ます。そのとき、彼は王国を神であり父である方に引き渡し、すべての支配とすべての権威と力を廃止するのです。

25 なぜなら、彼はすべての敵をその足の下に置くまで、必ず支配しなければならないからです。

26 最後の敵である死は滅ぼされます。

27 万物をその足の下に従わせたからである。しかし、「万物が従わせられた」と言うとき、万物を従わせた方ご自身がその中に含まれていないことは明らかである。

28 しかし、万物が彼に従うとき、そのとき御子自身も、万物を彼に従わせた方に従うでしょう。それは、神がすべてにおいてすべてとなられるためです。

29 もしそうでなければ、死者のためにバプテスマを受ける人々は、何をしようとしているのか。もし死者が全くよみがえらないのなら、なぜ彼らは死者のためにバプテスマを受けるのか。

30 なぜ私たちも毎時危険にさらされているのでしょうか。

31 私は日々死んでいます。私たちの主イエス・キリストにあって私が持っているあなたがたについての誇りにかけて、これは真実です。

32 もし私が人間のやり方でエフェソスで獣と戦ったなら、何の益があるでしょうか。もし死者が復活しないのなら、「食べよう、飲もう。明日は死ぬのだから。」

33 惑わされてはいけません。悪い交わりは良い習慣を損なうのです。

34 目を覚まして正しく生き、罪を犯してはなりません。神についての無知を持つ者たちがいるからです。私はあなたがたに恥を思わせるために言っているのです。

35 しかし、ある人は言うだろう、「死者はどのようにしてよみがえるのか。どのような体で来るのか。」

36 愚かな人よ。あなたが蒔くものは、死ななければ生かされない。

37 あなたが蒔くのは、後にできる体ではなく、裸の粒、すなわち小麦か他の穀物の粒です。

38 しかし神は、御心のままに、それに体を与え、それぞれの種に、その固有の体をお与えになる。

39 すべての肉が同じ肉ではなく、人の肉もあり、家畜の肉もあり、魚の肉もあり、鳥の肉もあります。

40 また、天の体もあり、地の体もあるが、天のものの栄光と地のものの栄光とは異なっている。

41 太陽の栄光もあり、月の栄光もあり、星の栄光もあります。星と星とは栄光において異なるのです。

42 死者の復活もこのとおりです。腐敗のうちに蒔かれ、不朽のうちに起こされます。

43 卑しいもので蒔かれ、栄光のうちに起こされ、弱いもので蒔かれ、力のうちに起こされる。

44 血肉の体で蒔かれ、霊の体でよみがえらされる。血肉の体があり、霊の体もある。

45 このようにも書かれています。「最初の人アダムは生きた魂となった。」最後のアダムは、生かす霊となりました。

46 しかし、最初にあるのは霊的なものではなく、自然的なものであり、その後で霊的なものがあるのです。

47 第一の人は地から出て、土で造られた者ですが、第二の人は主として天から出た者です。

48 土で造られた者はみな、この土で造られた者に似ており、天からの者はみな、この天から出た者に似ているのです。

49 私たちは土で造られた者の像を着ていたように、天の者の像も着るでしょう。

50 兄弟たちよ、私はこのことを言います。肉と血は神の王国を相続することができません。また、腐敗は不朽を相続しません。

51 見よ、私はあなたがたに秘義を告げます。私たちはみな眠るのではなく、みな変えられるのです。

52 一瞬のうちに、目の瞬きの間に、最後のラッパのときです。ラッパが鳴ると、死者は朽ちない者としてよみがえり、私たちは変えられるのです。

53 朽ちるものは、必ず不朽を着、死ぬものは、必ず不死を着なければならない。

54 しかし、この朽ちるものが不朽を着、この死ぬものが不死を着るとき、書き記された言葉が実現する。「死は勝利に呑み込まれた。」

55 死よ、あなたの刺はどこにあるのか。ハデスよ、あなたの勝利はどこにあるのか。

56 死の刺は罪であり、罪の力は律法です。

57 しかし、神に感謝します。神は、私たちの主イエス・キリストを通して、私たちに勝利を与えてくださる方です。

58 ですから、私の愛する兄弟たちよ。堅く立って、動かされることなく、いつも主の働きに溢れていなさい。あなたがたの労苦が主にあって無駄でないことを知っているのですから。

1 Corinthians 16

1 さて、聖徒たちのための募金については、ガラテヤの諸教会に命じたように、あなたがたも同じように行いなさい。

2 安息日ごとに、あなたがたのそれぞれが、自分の手もとに、収入に応じてたくわえておきなさい。それは、私が行ったときに募金が行われないようにするためです。

3 私がそちらに着いたとき、あなたがたが認めた人々を、手紙を持たせて遣わし、あなたがたの恵みをエルサレムに運ばせましょう。

4 もし私も行くのがふさわしいなら、彼らは私と一緒に行くでしょう。

5 私はマケドニアを通り過ぎた後、あなたがたのところへ行きます。マケドニアを通っているからです。

6 そして、たぶんあなたがたのところに滞在し、あるいは冬を越すこともあるでしょう。それは、私がどこへ行くにしても、あなたがたに送り出していただくためです。

7 私は、今通り道でお会いしたいとは思っていません。むしろ、主がお許しになるなら、しばらくの間、あなたがたのところに滞在したいと望んでいます。

8 しかし、ペンテコステまでエフェソスに滞在します。

9 というのは、私のために大きな、そして力強い扉が開かれており、反対する者も多いからです。

10 もしテモテが来るなら、彼があなたがたのところで恐れなく過ごせるように気をつけなさい。彼も私と同じように、主の働きに励んでいるからです。

11 だれも彼を軽んじてはいけません。彼を平安のうちに送り出しなさい。彼が私のところに来るように。私は彼を兄弟たちとともに待っています。

12 兄弟アポロのことですが、私は彼に兄弟たちと一緒にあなたがたのところへ行くよう強く勧めました。しかし、彼は今行くことは全く意志ではありませんでした。しかし、機会があれば行くでしょう。

13 目を覚ましていなさい。信仰に堅く立ちなさい。男らしく、強くありなさい。

14 あなたがたのすべてのことを、愛をもって行いなさい。

15 兄弟たちよ、あなたがたに勧めます。あなたがたはステファナスの家がアカイアの初穂であり、聖徒たちへの奉仕のために彼らが自分自身をささげたことを知っています。

16 あなたがたも、このような人たちと、ともに働き、労しているすべての人に服従しなさい。

17 ステファナスとフォルトゥナトスとアカイコスの到来を喜んでいます。なぜなら、彼らはあなたがたの不足を補ったからです。

18 彼らは私の霊とあなたがたの霊を休ませてくれました。だから、このような人々を認めなさい。

19 アジアの諸教会があなたがたによろしくと言っています。アクイラとプリスキラ、また彼らの家の教会が主にあって心から、あなたがたによろしくと言っています。

20 すべての兄弟たちがあなたがたによろしくと言っています。聖なる接吻をもって互いに挨拶しなさい。

21 この挨拶は、パウロの手によるものです。

22 主イエス・キリストを愛さない者はだれでも、のろいとなるように。マラナ・タ。

23 主イエス・キリストの恵みが、あなたがたとともにありますように。

24 私の愛は、キリスト・イエスにあって、あなたがたすべての者とともにあります。アーメン。


2 Corinthians

2 Corinthians 1

1 神の御心によるキリスト・イエスの使徒パウロ、および兄弟テモテから、コリントにある神の教会、ならびにアカイア全土にいるすべての聖徒たちへ。

2 恵みと平和が、私たちの父なる神と主イエス・キリストからあなたがたにありますように。

3 私たちの主イエス・キリストの父なる神、憐れみの父、すべての慰めの神がほめたたえられますように。

4 神は、あらゆる苦難のうちにある私たちを慰めてくださる方であり、それによって私たちも、神から受けるその慰めをもって、あらゆる苦難の中にある人々を慰めることができるのです。

5 キリストの苦難が私たちに満ちあふれているように、キリストによって私たちの慰めもまた満ちあふれているからです。

6 もし私たちが苦しむなら、それはあなたがたの慰めと救いのためであり、その救いは、私たちが受けているのと同じ苦難を忍耐をもって耐え抜くことによって働くものです。もし私たちが慰められるなら、それもあなたがたの慰めと救いのためであり、私たちの希望はあなたがたのために堅く立っています。

7 あなたがたが苦難の仲間であるように、慰めの仲間でもあることを、私たちは知っています。

8 兄弟たちよ、私たちがアジアで遭った苦難について、あなたがたに知らないでいてほしくありません。私たちは力に余るほど過剰に押しつぶされ、生きることさえも絶望するほどでした。

9 しかし、私たちは自分自身の中で死の判決を受けたのです。それは、自分自身に頼るのではなく、死者をよみがえらせてくださる神に頼る者となるためでした。

10 神はこのような大きな死から私たちを救い出してくださいました。そして今も救い出してくださいます。私たちはこの神に望みを置いています。神はこれからも救い出してくださるでしょう。

11 あなたがたも祈りによって私たちのために協力して助けてくださるので、多くの顔による私たちへの贈り物が、多くの人々によって私たちのために感謝されることになります。

12 私たちの誇りはこれです。すなわち、私たちの良心の証言です。それは、神の単純さと誠実さにおいて、肉の知恵によらず、神の恵みによって、私たちがこの世で行動したことです。そして、特にあなたがたに対しては、さらに豊かにそうでした。

13 私たちは、あなたがたに他のことを書いているのではなく、ただあなたがたが読んで認めること、また認めていることを書いています。そして、終わりまで認めることになることを望んでいます。

14 あなたがたは、ある程度私たちを認めているように、私たちの主イエスの日には、あなたがたが私たちの誇りであるように、私たちもあなたがたの誇りであるのです。

15 この確信をもって、私は先にあなたがたのところへ行こうと思いました。それは、あなたがたが第二の恵みを受けるためでした。

16 そして、あなたがたを通ってマケドニアに行き、再びマケドニアからあなたがたのところに来て、あなたがたによってユダヤまで送り届けられることでした。

17 そこで、このことを計画していた私が、軽さを用いたのでしょうか。それとも、私が計画することを、肉に従って計画するのでしょうか。それは、私において「しかり、しかり」と「否、否」とがあるためでしょうか。

18 しかし、神は真実であり、あなたがたに対する私たちの言葉は、「しかり」でありながら「否」となることはありませんでした。

19 神の子イエス・キリストは、私たちを通して、すなわち私とシルワノとテモテを通してあなたがたの間に宣べ伝えられた方ですが、この方は「しかり」と「否」とになったのではなく、この方にあっては「しかり」となったのです。

20 神の約束はすべて、この方において「しかり」となり、またこの方において「アーメン」となり、神に栄光を帰するものとなるのです。それは私たちを通してです。

21 私たちをあなたがたとともにキリストにあって堅く保ち、私たちに油を注がれた方は神です。

22 神はまた、私たちに印を押し、保証として御霊を私たちの心に与えてくださいました。

23 私は神を証人として私の魂にかけて呼び求めます。あなたがたを惜しんで、もはやコリントには行かなかったのです。

24 私たちはあなたがたの信仰を支配する者ではなく、あなたがたの喜びのための同労者です。あなたがたは信仰に立っているからです。

2 Corinthians 2

1 そこで、私は悲しみのうちに再びあなたがたのところに行くことはしないと、自分自身で決心しました。

2 もし私があなたがたを悲しませているなら、私を喜ばせる者は、私が悲しませている者以外にだれがいるでしょうか。

3 これをあなたがたに書いたのは、行ったときに、私に喜びを与えるべき人々から悲しみを受けることのないようにするためでした。あなたがたすべてについて確信しているからです。私の喜びは、あなたがたすべての喜びであると。

4 私は多くの苦難と心の苦悩から、多くの涙をもってあなたがたに書き送りました。それは、あなたがたが悲しむためではなく、私があなたがたに対して豊かに持っている愛を知っていただくためでした。

5 もしある人が悲しませたのなら、それは私を悲しませたのではなく、ある部分、あなたがた全員を重荷としないために、悲しませたのです。

6 このような人には、多数の人々によるこの罰で十分です。

7 それゆえ、むしろあなたがたはその人を赦し、慰めなさい。あまりにも深い悲しみに、そのような人が飲み込まれてしまわないように。

8 そこで、その人に対する愛を確認することを、あなたがたに勧めます。

9 このことのために、わたしもまた書き送ったのは、あなたがたがすべてのことにおいて従順であるかどうか、あなたがたの試みを知るためでした。

10 あなたがたがだれを赦すなら、わたしも赦します。わたしが何かを赦したなら、それはあなたがたのために、キリストの御前で赦したのです。

11 それは、私たちがサタンに欺かれないためです。私たちは彼の思考を知らないわけではありません。

12 キリストの福音のためにトロアスに行ったとき、主によって私に扉が開かれていた。

13 私は自分の霊に緩和を得なかった、兄弟テトスを見いだせなかったからである。しかし、彼らに別れを告げて、マケドニアへ出て行った。

14 しかし、神に感謝します。神はいつも私たちをキリストにあって勝利の行進に導き、私たちを通して至る所で神の知識の香りを明らかにしてくださいます。

15 私たちは、救われる人々の中でも、滅びる人々の中でも、神の前でキリストの芳しい香りです。

16 ある者には死から死に至る香り、ある者には命から命に至る香りです。そして、このようなことに対して、誰が十分なのでしょうか。

17 私たちは多くの人のように神の言葉を売り歩く者ではなく、誠実さから、また神から出た者として、神の御前でキリストにあって語るのです。

2 Corinthians 3

1 私たちは再び自分自身を推薦し始めるのでしょうか。それとも、ある人々のように、あなたがたへの推薦の手紙や、あなたがたからの推薦の手紙が、私たちに必要なのでしょうか。

2 あなたがたは私たちの手紙であり、私たちの心に書き記され、すべての人に知られ、読まれているのです。

3 あなたがたは、私たちの務めによって仕えられたキリストの手紙であり、墨ではなく、生ける神の霊によって書かれ、石の板ではなく、心の板、すなわち肉の板に書かれたものであることが明らかです。

4 私たちはキリストを通して、神に対してこのような確信を持っています。

5 私たちは自分自身から何かを考えるのに十分であるのではなく、私たちの十分さは神から来るのです。

6 神は私たちを、新しい契約の僕とするにふさわしくしてくださったのです。文字によらず、霊によります。文字は殺し、霊は生かすからです。

7 もし石に刻まれた文字による死の奉仕にも栄光があって、モーセの顔の、やがて消え去る栄光のゆえに、イスラエルの子らがモーセの顔を見つめることができなかったほどであるなら、

8 まして、霊の奉仕は、どれほど栄光をもってなされることでしょう。

9 もし非難の奉仕に栄光があるなら、義の奉仕にはなおさら栄光があふれるのです。

10 実に、かつて栄光を受けたものは、この点において、さらにまさる栄光のゆえに、栄光を受けていないのです。

11 もし消え去るべきものにも栄光があったのなら、永続するものには、なおさら栄光があるはずです。

12 このような希望を持っているので、私たちは多くの大胆さを用います。

13 そして、モーセが、廃れゆくものの終わりをイスラエルの子らが見つめないように、自分の顔に覆いを置いたのとは違い、私たちはそうしません。

14 しかし、彼らの思考は鈍くなった。今日に至るまで、古い契約の朗読の際に、同じ覆いが掛かったままで、取り除かれずに残っている。それはキリストにおいて廃棄されるからである。

15 しかし今日まで、モーセが読まれるときはいつでも、彼らの心に覆いが置かれているのです。

16 しかし、人が主に向くなら、その覆いは取り除かれるのです。

17 主は霊です。そして、主の霊のあるところには自由があります。

18 私たちはみな、顔の覆いを取り除かれて、主の栄光を鏡のように映しつつ、その同じ像へと、栄光から栄光へと変えられていきます。これは、主なる霊によるのです。

2 Corinthians 4

1 このゆえに、私たちはこの奉仕を持ちながら、あわれみを受けたように、落胆しません。

2 しかし、私たちは恥の隠れた事を捨て、狡猾さのうちを歩まず、神の言葉を偽って扱わず、真理の顕現によって、神の御前で全ての人の良心に対して自分自身を推薦しています。

3 しかし、もし私たちの福音が覆われているなら、それは滅びる者たちに対して覆われているのです。

4 彼らのうちにあって、この世の神が不信者の思考を盲目にし、神の像であるキリストの栄光の福音の光が彼らに輝かないようにしたのです。

5 私たちは自分自身を宣べ伝えるのではなく、主なるキリスト・イエスを宣べ伝えます。しかし、私たち自身は、イエスのゆえに、あなたがたの奴隷なのです。

6 「光が、暗闇の中から輝き出よ」と言われた神は、私たちの心を照らし、イエス・キリストの顔にある神の栄光の知識の光を輝かせてくださったのです。

7 私たちはこの宝を土の器の中に持っています。それは、この並外れた力が神のものであり、私たちから出たものではないためです。

8 私たちはすべてのことにおいて苦しめられていますが、窮することはありません。途方に暮れていますが、絶望することはありません。

9 迫害されていますが、見捨てられることはありません。倒されますが、滅びません。

10 いつも主イエスの死に至る状態を体に帯びています。それは、イエスの命が私たちの体にも明らかに示されるためです。

11 私たち生きている者は、イエスのために絶えず死に渡されていますが、それは、イエスの命が私たちの死ぬべき肉において明らかにされるためです。

12 こうして、死は私たちのうちに働き、命はあなたがたのうちに働くのです。

13 私たちは、同じ信仰の霊を持っているので、「私は信じた。それゆえに語った。」と書いてあるとおり、私たちも信じているので、それゆえに語るのです。

14 主イエスをよみがえらせた方が、私たちをもイエスを通してよみがえらせ、あなたがたとともに御前に立たせてくださることを知っているからです。

15 すべてのことはあなたがたのためであり、それは恵みが多くの人々を通してあふれ、感謝が神の栄光に至るまで満ちあふれるためです。

16 だから、私たちは落胆しません。たとえ私たちの外なる人が朽ちても、内なる人は日々新たにされています。

17 なぜなら、一時の軽い苦難は、私たちのために、はかり知れないほどの永遠の栄光の重荷を生み出すからです。

18 私たちは見えるものにではなく、見えないものに目を留めます。見えるものは一時的であり、見えないものは永遠だからです。

2 Corinthians 5

1 私たちは知っています。なぜなら、もし私たちの地上の幕屋である家が壊されても、私たちには神からの建物、すなわち手で造られたものではない永遠の家が天にあるからです。

2 私たちはこの幕屋にあってうめき、天からの住まいを着ることを切に望んでいます。

3 もし私たちが着ているなら、裸のままで見いだされることはないでしょう。

4 確かにこの幕屋の中にいる私たちは、重荷を負ってうめいています。それは、脱ぎたいからではなく、むしろ着たいからです。死ぬべきものが命に飲み込まれるためです。

5 私たちをこのことに整えてくださった方は神であり、その方こそ、私たちに御霊の手付金を与えてくださった方です。

6 だから、私たちはいつも心強く、また、肉体にいる間は主から離れていることを知っています。

7 私たちは信仰によって歩んでおり、形態によってではありません。

8 私たちは心強い、そしてむしろ体を離れて主のもとにおることを喜んでいます。

9 だから私たちは、家にいるにしても、家を離れているにしても、主に喜ばれる者でありたいと努めているのです。

10 なぜなら、私たちはみな、キリストの裁きの座の前に現れなければならず、それによって各人は、自分の体を通して行ったことに応じて、善であれ悪であれ、報いを受けることになるからです。

11 私たちは主を恐れることを知っているので、人々を説得します。しかし、私たちは神に明らかにされています。また、あなたがたの良心にも明らかにされていることを望みます。

12 私たちは再び自分自身をあなたがたに推薦するのではなく、私たちについて誇る機会をあなたがたに与えているのです。それは、顔において誇る者たち、心においてではなく、彼らに対して答えることができるようにするためです。

13 もし私たちが気が狂っているなら、それは神のためであり、もし正気であるなら、それはあなたがたのためです。

14 というのは、キリストの愛が私たちを強く動かしているからです。私たちはこう判断しました。もし一人がすべての人のために死んだのなら、すべての人が死んだのです。

15 また、キリストがすべての人のために死なれたのは、生きている人々が、もはや自分自身のためにではなく、自分たちのために死んでよみがえった方のために生きるためなのです。

16 ですから、私たちは今後、だれをも肉に従って知ることはありません。もしかつて肉に従ってキリストを知っていたとしても、今はもうそのようには知りません。

17 だれでもキリストのうちにあるなら、新しい創造です。古いものは過ぎ去りました。見よ、すべてが新しくなりました。

18 これらのすべてのことは神から出ています。神はイエス・キリストを通して私たちをご自分と和解させ、私たちに和解の奉仕を与えてくださいました。

19 すなわち、神はキリストにあって世界をご自分と和解させ、彼らの咎を彼らに負わせず、和解の言葉を私たちのうちに置かれたのです。

20 こういうわけで、私たちはキリストの使節として働いています。神が私たちを通して勧めておられるかのように、キリストに代わって願います。神と和解しなさい。

21 神は、罪を知らない方を、私たちのために罪とされました。それは、私たちが、この方にあって、神の義となるためです。

2 Corinthians 6

1 私たちは神とともに働く者として、あなたがたに勧めます。神の恵みをむだに受けないようにしてください。

2 「わたしは、恵みの時にあなたに聞き、救いの日にあなたを助けた」と神は言われる。見よ、今は恵みの時、見よ、今は救いの日である。

3 私たちは、この奉仕が非難されないために、何事にも人につまずきを与えないようにしています。

4 しかし、あらゆることにおいて、自分自身を神の僕として推薦しつつ、多くの忍耐をもって、苦難の中で、必要の中で、苦悩の中で。

5 災いの中に、刑務所の中に、無秩序の中に、労苦の中に、不眠の中に、断食の中に、

6 純潔と、知識と、忍耐と、親切と、聖霊と、偽りのない愛とにおいて、

7 真理の言葉と神の力により、また、左右の義の武器によって。

8 栄光と不名誉によって、悪評と良い評判によって、惑わす者のように見えて、真実な者として。

9 知られていないようでも、よく知られており、死にかけているようでも、見よ、生きており、懲らしめられているようでも、殺されてはいない。

10 悲しんでいるようでありながら、いつも喜んでおり、貧しいようでありながら、多くの人を富ませ、何も持っていないようでありながら、すべてのものを所有しています。

11 私たちの口はあなたがたに向かって開かれています。コリントの人たちよ、私たちの心は広くされています。

12 あなたがたは私たちの中で窮屈にされているのではなく、自分の慈愛の中で窮屈にされているのです。

13 同じ報酬として、子に言うように、あなたがたも心を広くしなさい。

14 不信者とつり合わないくびきを共に負ってはいけません。義と不法とに何の交わりがあるでしょうか。光と暗闇とに何の交わりがあるでしょうか。

15 キリストとベリアルとに何の一致があるでしょうか。また、信者と不信者とに何の部分があるでしょうか。

16 神の神殿と偶像とに何の同意があるでしょうか。あなたがたは生ける神の神殿なのです。神がこう言われたとおりです。「わたしは彼らのうちに住み、また歩む。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。」

17 それゆえ、彼らの中から出て行き、分離されよ、と主は言われる。汚れたものに触れるな。そうすれば、わたしはあなたがたを受け入れよう。

18 わたしはあなたがたの父となり、あなたがたはわたしの子、娘となる、と全能の主が言われる。

2 Corinthians 7

1 愛する者たちよ、これらの約束を持っているので、私たちはすべての肉と霊の汚れから自分自身を清め、神を恐れつつ聖潔を全うしよう。

2 私たちに対して心を開いてください。私たちはだれにも不正をせず、だれをも損なわず、だれからも利をむさぼりませんでした。

3 非難のために言っているのではありません。前もって言ったとおり、あなたがたは、私たちとともに死に、ともに生きるために、私たちの心の中にいるのです。

4 私のあなたがたに対する大胆さは大きく、私のあなたがたについての誇りも大きい。私は慰めに満たされ、あらゆる苦難の中で喜びにあふれています。

5 私たちがマケドニアに着いたとき、私たちの肉には少しの緩和もなく、すべてのことにおいて苦しめられ、外には争い、内には恐れがありました。

6 しかし、気落ちした者を慰めてくださる神は、テトスの到来によって私たちを慰めてくださいました。

7 ただ彼の到来によってだけでなく、彼があなたがたから受けた慰めによっても、私たちは慰められました。彼が私たちに、あなたがたの熱望、あなたがたの嘆き、私に対するあなたがたの熱意を告げ知らせたので、私はますます喜ぶことになりました。

8 確かに、私はその手紙であなたがたを悲しませましたが、それを悔いてはいません。あの手紙が、たとえ一時であってもあなたがたを悲しませたのを見て、私は悔いたのです。

9 今は喜んでいます。あなたがたが悲しんだからではなく、あなたがたが悲しんで悔い改めに至ったからです。あなたがたは神に従って悲しんだので、私たちによって何一つ損を受けることがなかったのです。

10 神に従う悲しみは、悔いのない救いに至る悔い改めを生み出しますが、世の悲しみは死を生み出します。

11 見よ、神に従って悲しんだこのことが、あなたがたにどれほどの勤勉を生じさせたか。また、弁明、憤慨、恐れ、熱望、熱意、復讐をも生じさせた。あなたがたはすべての点で、この事柄について自分たちが潔白であることを示したのである。

12 ですから、私はあなたがたに書き送りましたが、それは悪を行った者のためでもなく、悪を行われた者のためでもなく、私たちに対するあなたがたの勤勉が神の御前に明らかにされるためでした。

13 このゆえに、私たちはあなたがたの慰めによって慰められました。そしてさらにいっそう、テトスの喜びによって喜びました。彼の霊があなたがたすべてによって安らぎを得たからです。

14 私はテトスに対してあなたがたのことを誇ったとしても、恥をかくことはありませんでした。私たちがあなたがたに語ったすべてが真理であったように、テトスに対する私たちの誇りも真理となったのです。

15 彼の慈愛は、あなたがた一同の服従を思い起こし、恐れと震えをもって彼を受け入れたことにより、ますますあなたがたに対して深まっています。

16 私は、あなたがたのすべてにおいて確信を持てることを喜んでいます。

2 Corinthians 8

1 兄弟たちよ、私たちは、マケドニアの諸教会に与えられた神の恵みを、あなたがたに知らせます。

2 彼らの苦難の多くの試みの中で、彼らの喜びの豊かさと、その深さの貧困が、彼らの単純さの富へとあふれ出たのです。

3 力に応じて、いや力以上に、自ら進んでささげたことを、私は証しします。

4 多くの懇願をもって、私たちがあなたがたに願ったのは、聖徒たちへの奉仕の交わりと恵みを私たちが受けることであった。

5 そして、私たちが望んだようではなく、彼らはまず自分自身を主に、また私たちにも、神の意志によって与えたのです。

6 そこで私たちは、テトスがすでに始めていたように、この恵みをあなたがたの間で完成させるよう勧めたのです。

7 しかし、あなたがたはすべての点で、信仰、言葉、知識、あらゆる勤勉、そして私たちから出てあなたがたの間にある愛において豊かであるように、この恵みにおいても豊かでありなさい。

8 これは命令として言うのではなく、他の人々の勤勉によって、あなたがたの愛の真実を試すためです。

9 あなたがたは、私たちの主イエス・キリストの恵みを知っています。すなわち、主は富んでおられたのに、あなたがたのために貧しくなられました。それは、あなたがたが、その方の貧困によって富む者となるためです。

10 このことについて、私は意見を与えます。それはあなたがたに益となるからです。あなたがたは、ただ行うことだけでなく、また望むことにおいても、昨年から先んじて始めたのです。

11 ですから、今、それをし遂げなさい。喜んでしようと思った熱意と同じように、持っている物でそれをし遂げなさい。

12 もし熱意が先に置かれているなら、持っている程度に応じて受け入れられるのであって、持っていない程度に応じてではない。

13 それは、他の人々には緩和があり、あなたがたには苦難があるというのではなく、平等によるのです。今の時に、あなたがたの豊かさが彼らの不足に充てられるためです。

14 あなたがたの豊かさが彼らの不足を補い、彼らの豊かさもあなたがたの不足を補うことによって、平等が生じるためです。

15 「多く集めた者も余るところがなく、少し集めた者も足りないところがなかった」と書いてあるとおりです。

16 神に感謝します。神はテトスの心に、あなたがたのための同じ勤勉を与えてくださる方です。

17 彼は確かに慰めを受け入れましたが、より熱心であり、自ら進んであなたがたのところへ出て行きました。

18 私たちは彼と一緒に、すべての教会で福音によって称賛されている兄弟を送りました。

19 それだけでなく、彼は諸教会によって任命され、私たちの旅の仲間となり、この恵みの務めに携わっています。これは私たちが主ご自身の栄光と、あなたがたの熱意のために行っているものです。

20 私たちは、この豊かさの奉仕について、だれからも非難されることのないようにしています。

21 良いことを備えているのは、主の前だけでなく、人の前でも同様である。

22 私たちは彼らとともに、私たちの兄弟を送りました。その兄弟は、多くの事柄においてしばしば熱心であることを私たちは試して知っています。しかし今は、あなたがたへの大きな確信によって、はるかに熱心です。

23 テトスについては、彼は私の仲間であり、あなたがたに対する同労者です。兄弟たちについては、彼らは諸教会の使徒、キリストの栄光です。

24 ですから、あなたがたの愛の証明と、私たちがあなたがたについて誇っていることを、彼らに示しなさい。また、諸教会の顔の前でも示しなさい。

2 Corinthians 9

1 この奉仕について、聖徒たちのために、わたしがあなたがたに書き送ることは、実際には多くはありません。

2 私はあなたがたの熱意を知っています。その熱意について、私はあなたがたのことをマケドニア人に誇っています。アカイアは昨年から準備ができているからです。そして、あなたがたの熱意は多くの人々を奮起させました。

3 私は兄弟たちを送ったのは、あなたがたについての私たちの誇りがこの点で空にならないためであり、私が言っていたように、あなたがたが準備できているためです。

4 もしマケドニア人が私と一緒に来て、あなたがたが準備ができていないのを見つけたなら、私たちは、この誇りの確信について、あなたがたは言うまでもなく、私たちも恥をかくことになるでしょう。

5 そこで、私は兄弟たちに勧めて、先にあなたがたのところへ行き、以前に約束されたあなたがたの祝福を前もって整えておくことが必要だと考えました。それが祝福として用意され、貪欲のようにではなく、そのようにあるために。

6 これは、少しだけ蒔く者は少しだけ刈り取り、祝福をもって蒔く者は祝福をもって刈り取るのです。

7 それぞれの人は、心で決めたとおりにしなさい。悲しみからではなく、必要からでもなく。神は喜んで与える者を愛されるからです。

8 神は、あなたがたの上にすべての恵みをあふれさせることができ、あなたがたが常にすべてのことにおいてすべての満足を持ち、すべての良い働きにあふれる者となるためです。

9 「この人は散らして、貧しい人々に与えた。その義は永遠にとどまる。」と書いてあるとおりです。

10 種を蒔く人に種と食べるためのパンを供給される方は、あなたがたの種を増やし、あなたがたの義の果実を成長させてくださいますように。

11 あなたがたは、すべての点で豊かになって、すべての単純さに至り、それは私たちを通して神への感謝を生み出します。

12 この奉仕の務めは、聖徒たちの不足を補うだけでなく、多くの感謝を通して神に満ちあふれるのです。

13 この奉仕の試みによって、あなたがたの告白の服従と、彼らとすべての人々への交わりの単純さのゆえに、キリストの福音のために神をあがめています。

14 また彼らの祈願によって、あなたがたのために慕い求めつつ、あなたがたの上にある神の絶大な恵みのゆえに、あなたがたを慕うのです。

15 神に感謝します。その言い表しがたい贈り物のゆえに。

2 Corinthians 10

1 さて、私パウロは、キリストの柔和と寛容をもってあなたがたに勧めます。顔を合わせている時はあなたがたの間でへりくだっていますが、離れている時はあなたがたに対して大胆です。

2 しかし、私は、あなたがたのところにいない今、その確信をもって、私たちを肉に従って歩んでいる者と見なす人々に対して大胆にふるまおうとしていることを、願っています。

3 私たちは肉にあって歩いてはいても、肉に従って戦ってはいません。

4 私たちの戦役の武器は、肉のものではなく、神に対して要塞を破壊する力あるものです。

5 想像を打ち砕き、神の知識に逆らって立ち上がるすべての高さを打ち壊し、すべての思考をキリストの服従へと捕らえています。

6 また、あなたがたの服従が満たされるとき、あらゆる不服従を罰する備えをしているのです。

7 あなたがたは、顔を見て判断しています。もしだれかが自分はキリストのものであると確信しているなら、その人は、自分がキリストのものであるように、私たちもまたキリストのものであることを、自分自身で再び考えなさい。

8 たとえ私がもう少し多く私たちの権威について誇ることがあっても、それは主が私たちを建てるために与えられたものであり、あなたがたを破壊するためではないので、私は恥をかくことはないでしょう。

9 私の手紙によってあなたがたを脅かしているかのように思われないために。

10 「手紙は重くて力強いが、体の到来は弱く、言葉は軽んじられている」と彼らは言う。

11 そのような人は、このことを心に留めなさい。すなわち、手紙で離れているときの言葉がどのような者であるか、そのとおり、働きにおいても居合わせるときも、そのような者であるということです。

12 私たちは、自分自身を推薦する人々の中のある者たちと自分を同列に置いたり、比較したりすることを敢えてしません。しかし、彼らは自分自身を自分たちの間で測り、自分自身を自分たちと比較しているが、理解していないのです。

13 しかし、私たちは限度を越えて誇ることはありません。むしろ、神が私たちに割り当てられた尺度の規準に従って、あなたがたにまで達することを誇ります。

14 私たちは、あなたがたに届かないかのようにして自分を越えて伸ばしているのではありません。実際、私たちはキリストの福音をもってあなたがたのところにまで達したのです。

15 私たちは、測り知れない事柄について、他人の労苦において誇ることはありません。しかし、あなたがたの信仰が成長するにつれて、私たちの規準に従って、あなたがたの中で豊かさにまで拡大されることを希望しています。

16 私たちは、あなたがたの向こうの地域にまで福音を宣べ伝えるためであり、他人の規準に基づいて既に整えられた事柄を誇るためではありません。

17 誇る者は、主にあって誇りなさい。

18 自分を推薦する者は、その人が受け入れられるのではなく、主が推薦される者こそ、受け入れられる者です。

2 Corinthians 11

1 私の少しの愚かさをあなたがたが忍んでくれるなら、いや、あなたがたは忍んでいるのです。

2 私は神の熱意をもってあなたがたを熱心に思っています。私はあなたがたを、清い処女として一人の夫に結び合わせ、キリストにささげるために定めたのです。

3 しかし、蛇がその狡猾さでエバを欺いたように、あなたがたの思考がキリストへの単純さから腐敗してしまうことを、私は恐れています。

4 実に、来る者が、私たちが宣べ伝えなかった別のイエスを宣べ伝え、あるいは、あなたがたが受けたことのない別の霊を受け、あるいは、受け入れたことのない別の福音を受けるなら、あなたがたはよく耐えているのです。

5 私は、あの大使徒たちに何一つ劣っているとは思いません。

6 しかし、たとえ言葉については無学な人であっても、知識についてはそうではありません。しかし、すべてのことにおいて、すべての点であなたがたの間で明らかにされたのです。

7 私は罪を犯したのでしょうか。あなたがたを高めるために、自分を低くして、神の福音を報酬なしにあなたがたに宣べ伝えたことは。

8 私は他の教会から奪い取って、あなたがたに仕えるための給料を得たのです。

9 あなたがたのところにいて、欠乏していたときも、私はだれにも負担をかけませんでした。私の不足は、マケドニアから来た兄弟たちが十分に補ってくれました。そして、すべてのことにおいて、あなたがたに負担をかけないように自分を守りましたし、今後も守ります。

10 キリストの真理が私にあるように、この誇りはアカイアの地域において私に対して封じられることは決してありません。

11 なぜ私があなたがたを愛していないのか。神は知っておられる。

12 しかし、私がしていることを、これからも続けて行います。それは、機会を求める者たちから機会を断ち切り、彼らが誇る点で、私たちと同じように見いだされないようにするためです。

13 こういう者たちは偽使徒であり、欺く労働者であって、キリストの使徒に変装しているのです。

14 しかし、これは驚くべきことではありません。サタン自身が光の天使に変装するのです。

15 ですから、彼の僕たちが義の僕として変装することも、大したことではありません。彼らの終わりは、その働きに応じたものとなるでしょう。

16 もう一度言います。だれも私を愚かだと思ってはなりません。しかし、もしそう思うなら、せめて愚か者として私を受け入れてください。私も少しばかり誇ることができるように。

17 わたしが語ることは、主によって語るのではなく、愚かさの中で、この誇りの確信をもって語るのです。

18 多くの者が肉によって誇っているので、私も誇ろう。

19 あなたがたは賢いのに、喜んで愚かな者たちを忍んでいるのです。

20 事実、あなたがたは、だれかに奴隷にされても、食い尽くされても、だまされても、いばられても、顔をたたかれても、こらえているではありませんか。

21 不名誉なこととして言いますが、私たちは弱かったのです。しかし、だれかがあえて誇るなら、愚かさをもって言いますが、私もあえて誇ります。

22 彼らはヘブル人ですか。私もそうです。彼らはイスラエル人ですか。私もそうです。彼らはアブラハムの種ですか。私もそうです。

23 彼らはキリストの僕ですか。私は狂ったように言いますが、私は彼ら以上にそうです。労苦においてはるかに多く、災いにおいて過度に多く、刑務所においてはるかに多く、死にしばしば直面しました。

24 ユダヤ人から五度、四十に一つ足りない鞭を受けた。

25 三度むちで打たれ、一度石で打たれ、三度難船し、一昼夜を深みの中で過ごしました。

26 しばしば旅路に、川の危険、強盗の危険、同種族からの危険、異邦人からの危険、都市の危険、荒野の危険、海の危険、偽兄弟の危険に遭い、

27 労苦と苦労の中で、しばしば不眠の中で、飢饉と渇きの中で、しばしば断食の中で、寒さと裸の中で。

28 このような外からのことのほかに、日々私に押しかかるすべての教会への心配があります。

29 だれかが弱くて、私が弱くないことがあるでしょうか。だれかがつまずいていて、私が燃えないことがあるでしょうか。

30 もし誇ることが必要なら、私は自分の弱さを誇ります。

31 私たちの主イエス・キリストの神であり父である方、永遠にほめたたえられる方は、私が偽りを言っていないのをご存じです。

32 ダマスコでは、アレタス王の民族長が、私を捕えようとして、ダマスコ人の都市を監視していた。

33 そして、窓から籠で城壁づたいに降ろされ、彼の手を逃れた。

2 Corinthians 12

1 誇ることは確かに益になりませんが、私は主の幻と啓示について話しましょう。

2 私はキリストにあるひとりの人を知っています。十四年前に、その人が体のままであったか、私は知りません。体を離れてであったか、それも知りません。神はご存じです。そのような人は第三の天にまで引き上げられました。

3 私はこのような人を知っています。それが体の中であったか、体の外であったかは知りません。神は知っておられます。

4 彼は楽園に引き上げられ、人間には語ることを許されていない、口に出すことのできない言葉を聞いた。

5 このような人については誇ろう。しかし、私自身については、自分の弱さ以外には誇らない。

6 もし私が誇ろうと思うなら、私は愚か者とはならないでしょう。なぜなら私は真理を語るからです。しかし、私は控えます。だれかが私について、私が見るものや私から聞くもの以上に、私を評価することのないように。

7 また、その啓示のすばらしさのゆえに、私が高ぶらないように、私の肉に一つの棘が与えられました。それは私を打つためのサタンの天使であり、私が高ぶらないようにするためです。

8 このことについて、三度、主に願いました。それが私から離れ去るようにと。

9 そして主は私に言われた、「わたしの恵みはあなたに十分である。わたしの力は弱さのうちに完全に現れるからである」。それゆえ、私はむしろ大いに喜んで、キリストの力が私の上に宿るために、自分の弱さを誇ろう。

10 ですから、私はキリストのために、弱さ、侮辱、苦難、迫害、苦悩の中にあっても喜んでいます。なぜなら、私が弱いとき、そのときにこそ、私は強いからです。

11 私は愚か者となり、誇っています。あなたがたが私にそうさせたのです。私はあなたがたから推薦されるべきでした。たとえ私は何ものでもなくても、私はあの大いなる使徒たちに何一つ劣っていませんでした。

12 使徒のしるしは、あなたがたの間で、すべての忍耐をもって、しるしと驚異と力をもって成し遂げられた。

13 あなたがたが他の諸教会より劣っている点は何でしょうか。それは、私自身があなたがたに負担をかけなかったことだけです。この不義を私に赦してください。

14 見よ、三度目に、私はあなたがたのところに行く用意ができています。そして、あなたがたに負担をかけることはありません。私はあなたがたのものを求めているのではなく、あなたがた自身を求めているのです。子は親のために蓄えるべきではなく、親が子のために蓄えるべきだからです。

15 私は最も喜んで費やし、また費やし尽くされるでしょう。あなたがたの魂のためです。もし私があなたがたをより多く愛しているなら、愛されることは少ないのでしょうか。

16 しかし、私はあなたがたに重荷を負わせなかったが、狡猾な者として、欺きによってあなたがたを捕らえたのです。

17 わたしがあなたがたのところに遣わした者たちのうちの、だれによって、わたしはあなたがたを欺いたでしょうか。

18 私はテトスを勧め、その兄弟を同行させました。テトスはあなたがたを欺いたでしょうか。私たちは同じ霊で歩み、同じ足跡を歩んだのではありませんか。

19 あなたがたは、私たちがあなたがたに自己弁護をしていると、また思っているのですか。私たちは神の御前で、キリストにあって語っています。しかし、愛する者たちよ、すべてはあなたがたの徳を高めるためなのです。

20 私は恐れています。私が行ったとき、あなたがたが私の望むような者でないことが見いだされ、私もあなたがたの望むような者でないことが見いだされるのではないかと。また、争い、ねたみ、怒り、党派心、中傷、囁き、膨張、無秩序があるのではないかと。

21 再び私が行くとき、私の神があなたがたの前で私を低くされることがないように。そして、以前に罪を犯し、その行った不潔と姦淫と放縦を悔い改めなかった多くの者たちのために、私が嘆くことがないように。

2 Corinthians 13

1 これは三度目です、私はあなたがたのところに来ます。すべての言葉は、二人または三人の証人の口によって立つでしょう。

2 私は前もって言っておいたし、今も前もって言います。第二回目にいたときのように、今は離れていても、前から罪を犯している人たちと、ほかのすべての人たちに書き送ります。もし再び行くなら、私は容赦しません。

3 あなたがたは、私によって語っておられるキリストの証拠を求めているからです。キリストはあなたがたに対して弱くはなく、あなたがたの間で力強く働いておられます。

4 確かに、彼は弱さのゆえに十字架につけられましたが、神の力のゆえに生きておられます。私たちも彼にあって弱い者ですが、あなたがたに対する神の力のゆえに、彼とともに生きるのです。

5 あなたがたは、自分自身を試して、信仰のうちにいるかどうか確かめなさい。自分自身を吟味しなさい。それとも、あなたがたのうちにイエス・キリストがおられることを、自分で認めないのですか。——あなたがたが不適格であれば別ですが。——

6 しかし、私たちが不適格でないことを、あなたがたが知るようになることを私は望んでいます。

7 私たちは、あなたがたが何の悪も行わないように神に祈っています。それは、私たちが適格であると認められるためではなく、あなたがたが善を行い、私たちは不適格のように見えるためです。

8 私たちは真理に逆らって何もできず、ただ真理のためなら何でもできるのです。

9 私たちは弱い時でも、あなたがたが強いならば喜びます。そして、あなたがたの完成のためにも祈っています。

10 このために、私は離れている間にこれらのことを書いているのです。それは、私が行ったときに、主が私に与えてくださった権威を用いて、厳しく扱うことのないようにするためです。その権威は、徳を高めるためであって、破壊するためではありません。

11 終わりに、兄弟たち。喜びなさい。整えられなさい。励まされなさい。同じことを思いなさい。平和を保ちなさい。そうすれば、愛と平和の神があなたがたとともにいてくださいます。

12 互いに聖なる接吻をもって挨拶しなさい。

13 すべての聖徒たちが、あなたがたによろしくと言っています。

14 主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがたすべてとともにありますように。アーメン。


Galatians

Galatians 1

1 パウロ、使徒。これは人々から出たのでもなく、人を通してでもなく、イエス・キリストと、彼を死者の中からよみがえらせた父なる神を通してのものである。

2 および私とともにいるすべての兄弟たちから、ガラテヤの諸教会へ。

3 恵みと平和が、父なる神と私たちの主イエス・キリストからあなたがたにありますように。

4 私たちの罪のためにご自身をお与えになった方、すなわち、今の悪の世から私たちを救い出そうとして、私たちの神であり父である方の意志に従ってお与えになった方。

5 この神に栄光が、世々限りなく永遠にありますように。アーメン。

6 私は、キリストの恵みをもってあなたがたを召してくださった方から、あなたがたがこんなにも早く離れて、ほかの福音に移って行くのに驚いています。

7 それは他の福音ではありません。ただ、あなたがたをかき乱し、キリストの福音を変えようとしている者たちがいるだけです。

8 しかし、私たち自身であろうと、天の天使であろうと、もし私たちがあなたがたに宣べ伝えた福音とは異なるものを宣べ伝えるなら、その者はのろいに定められるべきです。

9 私たちが前に言ったように、今もう一度私は言います。もしだれかが、あなたがたが受けたものとは別の福音をあなたがたに宣べ伝えるなら、その者はのろいとなるように。

10 今、私は人々を説得しているのか、それとも神をか。あるいは、人々に喜ばれようと求めているのか。もし今なお人々に喜ばれようとしているなら、私はキリストの奴隷ではないでしょう。

11 兄弟たちよ、私はあなたがたに知らせます。私によって宣べ伝えられた福音は、人によるものではありません。

12 私はそれを人からは受けなかったし、また教えられもしなかった。ただイエス・キリストの啓示によって受けたのである。

13 あなたがたは、かつてユダヤ教における私の行いを聞きました。私が過剰に神の教会を迫害し、それを滅ぼそうとしていたことを。

14 また私は、自分の種族の中で多くの同年輩の人々をはるかに超えてユダヤ教に進んでおり、先祖からの伝承に対して、より一層熱心家でありました。

15 しかし、私を母の腹から分け、その恵みによって召してくださった神は、喜んでくださった。

16 御子を私のうちに啓示して、異邦人の間に御子を宣べ伝えさせるために、私はすぐに肉と血に相談しなかった。

17 また、私より前に使徒たちに会うためにエルサレムには上らず、アラビアへ出て行き、再びダマスコに戻りました。

18 それから三年後に、私はペテロを訪ねるためにエルサレムに上り、彼のもとに十五日間滞在した。

19 しかし、主の兄弟ヤコブのほかには、ほかの使徒たちにはだれにも会いませんでした。

20 私があなたがたに書いていることは、見よ、神の御前で、私は偽りを言っていません。

21 それから、私はシリアとキリキアの地域に行きました。

22 しかし、キリストにあるユダヤの諸教会には、顔を知られていませんでした。

23 ただ、かつて私たちを迫害した者が、そのとき滅ぼそうとした信仰を今は宣べ伝えていると聞いているだけであった。

24 彼らは私のことで神をあがめていた。

Galatians 2

1 それから十四年の後、私はバルナバと共にテトスをも連れて、再びエルサレムに上った。

2 私は啓示によって上って行き、彼らに、私が異邦人の間で宣べ伝えている福音を提示した。しかし、有力と思われる人々には個人的に、私が走っているのも、すでに走ったのも、無駄にならないかどうかを確かめるためであった。

3 しかし、私と一緒にいたテトスでさえ、ギリシア人でありながら、割礼を強いられませんでした。

4 しかし、忍び込んだ偽兄弟たちのゆえに、彼らは私たちがキリスト・イエスにあって持っている自由を探り出そうとして密かに忍び込み、私たちを奴隷にしようとしたのです。

5 私たちは彼らに一時も服従に譲歩しませんでした。それは福音の真理があなたがたの間に留まり続けるためです。

6 しかし、有力者と見なされている人々については、彼らがどんな人であったにせよ、私には何の違いもありません。神は人の顔を取らないからです。私にとって、有力者たちは何も付け加えませんでした。

7 それどころか、彼らは、私が無割礼の者への福音をゆだねられているのを見て、ペテロが割礼の者への福音をゆだねられているのと同じであることを認めた。

8 なぜなら、ペテロに働いて割礼のための使徒職を与えた方は、私にも働いて異邦人への働きをなさったからです。

9 そして、私に与えられた恵みを認めて、柱と見なされているヤコブとケファとヨハネが、私とバルナバに交わりの右手を差し伸べた。それは、私たちが異邦人のところへ行き、彼らが割礼のところへ行くためである。

10 ただ貧しい人たちのことを覚えているようにとのことでしたが、そのことについては、私もこのとおり熱心に行ってきました。

11 しかし、ペテロがアンティオキアに来たとき、彼の顔に向かって私は立ち向かった。なぜなら、彼は非難されるべき者であったからだ。

12 なぜなら、ヤコブのところからある人々が来る前に、彼は異邦人と一緒に食事をしていたが、彼らが来ると、割礼の人々を恐れて、自分を引き下がらせ、分離させていたからである。

13 そして他のユダヤ人たちも彼と共に偽りを演じ、バルナバまでも彼らの偽善に引き込まれてしまった。

14 しかし、彼らが福音の真理に対してまっすぐに歩んでいないのを見て、私は皆の前でペテロに言った。「あなたはユダヤ人でありながら、異邦人のように生きていて、ユダヤ人のようには生きていないのに、どうして民族にユダヤ人の生活を強いるのですか。」

15 私たちは生まれながらのユダヤ人であり、異邦人のような罪人ではありません。

16 人は律法の働きによっては義と認められず、ただイエス・キリストの信仰によることを知って、私たちもキリスト・イエスを信じたのです。それは、キリストの信仰から義と認められるためであり、律法の働きからではありません。なぜなら、律法の働きによっては、すべての肉は義と認められないからです。

17 しかし、もし私たちがキリストにあって義と認められようとして、自分自身も罪人であることが見いだされたなら、キリストは罪の僕なのでしょうか。そんなことは決してあってはなりません。

18 もし私が打ちこわしたものを再び建てるなら、私は自分自身を違反者として示すのです。

19 私は、神に生きるために、律法によって律法に死にました。

20 私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私のうちに生きておられるのです。今、私が肉にあって生きているのは、私を愛し、私のためにご自身をお与えになった神の子を信じる信仰によるのです。

21 私は神の恵みを拒みません。もし義が律法によって得られるなら、キリストは無駄に死んだことになります。

Galatians 3

1 ああ、愚かなガラテヤ人よ。あなたがたの目の前に、十字架につけられたイエス・キリストが明らかに示されたのに、だれがあなたがたを惑わしたのか。真理に従わないようにさせたのはだれか。

2 ただこれだけをあなたがたから学びたいのです。あなたがたは霊を受けたのは、律法の働きによるのですか、それとも信仰の聴覚によるのですか。

3 あなたがたはそんなに愚かなのですか。霊で始めたのに、今は肉で完成しようとしているのですか。

4 あなたがたがあれほどの苦しみを受けたのは、無駄だったのでしょうか。もし本当に無駄だというのなら。

5 それでは、あなたがたに霊を与え、あなたがたの間で力を働かせる方は、律法の働きによるのか、それとも信仰の聴覚によるのか。

6 アブラハムは神を信じ、それが彼の義とみなされた。

7 だから、信仰による人々こそアブラハムの子であることを知りなさい。

8 聖書は、神が信仰によって異邦人を義とされることを前もって見ていたので、アブラハムに「あなたによってすべての国民が祝福される」と前もって福音を告げた。

9 そういうわけで、信仰による人々は、信仰の人アブラハムとともに祝福されるのです。

10 律法の働きによる人々はみな、呪いのもとにあります。なぜなら、「律法の書物に書かれているすべてのことを堅く守って行わない者は、だれでも呪われる」と書いてあるからです。

11 しかし、律法によって神の前に義とされる者はだれもいないことは明らかです。義人は信仰によって生きるからです。

12 しかし律法は信仰から出たものではなく、「律法を行う者はその律法によって生きる」のである。

13 キリストは私たちを律法の呪いから贖い出し、私たちのために呪いとなられました。なぜなら、「木にかけられる者はすべて呪われた者である」と書いてあるからです。

14 それは、アブラハムへの祝福がキリスト・イエスにあって異邦人に及ぶためであり、私たちが信仰によって約束の霊を受けるためです。

15 兄弟たちよ、人の例で言うならば、人の確立された契約を、だれも無効にしたり、それに付け加えたりはしない。

16 しかし、約束はアブラハムとその種に告げられたのです。「種たちに」とは言わず、多数を指してではなく、一人を指して「あなたの種に」と言っておられます。その方はキリストです。

17 私はこれを言います。神によってあらかじめ確認された契約は、キリストに向けて、四百三十年後に生じた律法が、その約束を無効にするために廃止することはできません。

18 もし相続が律法によるのなら、もはや約束によるのではない。しかし神は約束によってアブラハムに恵みをお与えになった。

19 では、律法とは何でしょうか。それは、約束を受けたその種が来るまで、違反のために付け加えられたものであり、天使たちを通して仲介者の手で定められたのです。

20 しかし、仲介者は一人のためのものではありません。しかし、神は唯一です。

21 では、律法は神の約束に反するのでしょうか。決してそんなことはありません。もし律法が人を生かすことができるものとして与えられたのなら、義は確かに律法によるものだったでしょう。

22 しかし、聖書はすべてのものを罪の下に閉じ込めました。それは、約束がイエス・キリストへの信仰によって、信じる者たちに与えられるためです。

23 しかし、信仰が来る前に、私たちは律法の下で守られ、やがて明らかにされるべき信仰に閉じ込められていました。

24 こうして、律法は私たちをキリストへ導くための私たちの養育係となりました。私たちが信仰によって義と認められるためなのです。

25 しかし、信仰が来たので、私たちはもはや養育係の下にはいません。

26 あなたがたはみな、キリスト・イエスにおける信仰によって、神の子です。

27 キリストにバプテスマを受けたあなたがたはみな、キリストを着たのです。

28 ユダヤ人もギリシア人もなく、奴隷も自由人もなく、男も女もありません。あなたがたはみな、キリスト・イエスにあって一つだからです。

29 もしあなたがたがキリストのものであるなら、あなたがたはアブラハムの種であり、約束による相続人です。

Galatians 4

1 ところが、相続人は、全財産の主でありながら、子どもの間は、奴隷と少しも変わらない。

2 しかし、父の定められた時までは、執事や管理人の下にあります。

3 私たちも同じように、幼かった時には、この世の要素の下で奴隷となっていました。

4 しかし、時間が満ち満ちていることが来たとき、神はその子を遣わし、女から生まれた者、律法の下にある者となされた。

5 律法の下にある者たちを贖い出すためであり、私たちが養子縁組を受けるためです。

6 そして、あなたがたが子であるので、神はその子の霊をあなたがたの心に遣わされた。それは「アバ、父よ」と叫んでいる。

7 ですから、あなたはもはや奴隷ではなく、子です。子ならば、神の相続人であり、キリストを通してです。

8 しかし、その時は神を知らず、本来神ではない神々に仕えていました。

9 しかし今、あなたがたは神を知っているのに、いや、むしろ神に知られているのに、どうして再び弱く貧しい要素に逆戻りし、もう一度新たにそれに仕えようとするのですか。

10 あなたがたは、日と月と時と年とを守っています。

11 私はあなたがたのために労したことが、むだではなかったかと、あなたがたのことを案じています。

12 私のようになってください。私もあなたがたのようになったのですから。兄弟たちよ、あなたがたにお願いします。あなたがたは私に何一つ悪いことをしていません。

13 あなたがたは知っています、私が最初にあなたがたに福音を伝えたのは、肉の弱さのゆえであったことを。

14 そして、私の肉における私の試みを、あなたがたは軽んじることも、拒むこともせず、むしろ神の天使として、キリスト・イエスとして私を受け入れました。

15 あなたがたの祝福は、どこにあったのですか。わたしはあなたがたに証しします。もし可能なら、あなたがたは自分の目をえぐり出して、わたしに与えたことでしょう。

16 それで、私はあなたがたに真理を語ったゆえに、あなたがたの敵となったのですか。

17 彼らはあなたがたに対して熱心ですが、それは正しくありません。むしろ、あなたがたを閉め出そうとして、あなたがたが彼らに熱心になるように望んでいるのです。

18 良いことで熱心に慕われるのは、いつでも良いことです。そして、私があなたがたのところにいる時だけでなく、いつもそうであるべきです。

19 私の小さな子たちよ、あなたがたのうちにキリストが形造られるまで、私は再びあなたがたのために産みの苦しみをしています。

20 私はあなたがたのところに今すぐ行って、声を変えたいと思っています。あなたがたのことで途方に暮れているからです。

21 律法の下にいたいと思っている人たちよ、私に言いなさい。あなたがたは律法を聞いていないのですか。

22 「アブラハムには二人の子があった。一人は女奴から、一人は自由の女からである」と書かれている。

23 しかし、あの女奴隷の子は肉によって生まれ、この自由の女の子は約束によって生まれたのです。

24 これは比喩として語られているものです。これらの女たちは二つの契約です。一つはシナイ山から出て、隷属の子を産む者であり、それはハガルです。

25 このハガルはアラビアにあるシナイ山のことであり、今のエルサレムに対応し、彼女はその子たちとともに奴隷である。

26 しかし、上にあるエルサレムは自由であり、それは私たちすべての母です。

27 「喜べ、子を産まない不妊の女よ。声をあげて叫べ、産みの苦しみを知らない女よ。荒野の女の子は、夫のある女の子よりも多い。」と書いてある。

28 しかし、兄弟たちよ、私たちはイサクのように約束の子です。

29 しかし、かつて肉によって生まれた者が、霊によって生まれた者を迫害したように、今もそのとおりです。

30 しかし、聖書は何と言っていますか。「女奴とその子を追い出せ。女奴の子は決して自由の女の子とともに相続人になってはならない。」

31 こういうわけで、兄弟たちよ。私たちは女奴の子ではなく、自由の女の子です。

Galatians 5

1 キリストは私たちを自由のために解放してくださいました。ですから、しっかり立ちなさい。そして、再び隷属のくびきに絡め取られないようにしなさい。

2 見よ、このパウロがあなたがたに言う。もしあなたがたが割礼を受けるなら、キリストはあなたがたにとって何の益もない。

3 私は再び、割礼を受けるすべての人に証しする。その人は律法全体を行う債務者である。

4 律法によって義と認められているあなたがたは、キリストから離され、恵みから落ちてしまったのです。

5 私たちは霊により、信仰から義の希望を待ち望んでいるのです。

6 キリスト・イエスにあっては、割礼も無割礼も何の力もないが、愛によって働く信仰のみが力を持つ。

7 あなたがたはよく走っていたのに、だれがあなたがたを妨げて、真理に従わないようにさせたのですか。

8 その説得は、あなたがたを召しておられる方から出たものではありません。

9 少しの酵母が、塊全体を発酵させるのです。

10 私は主にあって、あなたがたが何も異なった考えを持たないことを確信しています。しかし、あなたがたをかき乱す者は、だれであろうと、その裁きを負うことになります。

11 しかし兄弟たちよ、もし私が今でも割礼を宣べ伝えているなら、なぜ今なお迫害されるのでしょうか。そうであれば、十字架のつまずきの石は取り除かれていることになります。

12 あなたがたをかき乱す者たちは、いっそのこと断ち切られてしまうがよい。

13 兄弟たち、あなたがたは自由のために召されたのです。ただ、その自由を肉の機会とせず、愛をもって互いに仕えなさい。

14 律法の全体は、「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ」という一つの言葉によって満たされるのです。

15 もし互いにかみつき、食い合っているなら、互いに滅ぼされないように気をつけなさい。

16 私は言います。霊によって歩みなさい。そうすれば、肉の欲望を決して満たすことはありません。

17 なぜなら、肉は霊に逆らって欲し、霊は肉に逆らうからです。これらのものは互いに対立しているので、あなたがたは自分のしたいことをすることができないのです。

18 しかし、霊によって導かれるなら、あなたがたは律法の下にはいません。

19 肉の働きは明白である。すなわち、姦淫、姦淫、不潔、放縦である。

20 偶像崇拝、魔術、敵意、争い、ねたみ、怒り、党派心、分裂、分派、

21 妬み、殺人、酩酊、乱痴気騒ぎ、そしてその類のものです。私はあなたがたに前もって言っておきます。以前も言ったように、このようなことを行う者たちは神の王国を相続することはありません。

22 しかし、霊の果実は、愛、喜び、平和、忍耐、親切、善、信仰です。

23 柔和、自制です。このようなものに対して律法はありません。

24 キリストに属する者たちは、肉を情念と欲望とともに十字架につけた。

25 もし私たちが霊によって生きるなら、霊によって歩もう。

26 虚栄に走ることなく、互いに挑発し合ったり、互いに妬み合ったりしないようにしましょう。

Galatians 6

1 兄弟たちよ、もしある人が何かの咎で先に捕らえられたなら、霊の人であるあなたがたは、柔和の霊をもってそのような人を立て直しなさい。自分自身も、あなたも試みに陥らないように気をつけなさい。

2 互いの重荷を負い合い、そのようにしてキリストの律法を全うしなさい。

3 もし自分は何かであると思っている者が、実は何者でもないのに、自分自身を欺いているのです。

4 それぞれ自分の働きを試してみなさい。そうすれば、誇りはただ自分自身に対してのみ持ち、他の人に対しては持たないでしょう。

5 それぞれの人は、自分の重荷を負うことになる。

6 御言葉を教えられる者は、教える者とすべての良いものを分かち合いなさい。

7 思い違いをしてはいけません。神は侮られることはありません。人は自分の蒔いたものを、そのまま刈り取ることになるのです。

8 自分の肉に蒔く者は、肉から腐敗を刈り取り、霊に蒔く者は、霊から永遠の命を刈り取るのです。

9 善を行っている私たちは、飽きてはいけません。失望せずにいれば、時が来て、刈り取ることになるのです。

10 だから、機会がある間、すべての人に対して、特に信仰の家族に対して善を行おう。

11 ご覧なさい、私はどんなに大きな文字で、自分の手であなたがたに書いたかを。

12 肉において外見を良くしたい人たちは、あなたがたに割礼を強制しています。ただ、キリストの十字架のために迫害されないためだけに。

13 なぜなら、割礼を受けている者たち自身が律法を守っておらず、彼らはあなたがたに割礼を受けさせようと望んでいるのは、あなたがたの肉において誇るためなのです。

14 しかし、わたしには、私たちの主イエス・キリストの十字架のほかに誇ることが決してあってはなりません。この十字架によって、世界はわたしに対して十字架につけられ、わたしも世界に対して十字架につけられたのです。

15 なぜなら、キリスト・イエスにあっては、割礼も無割礼も何の力も持たず、ただ新しい創造のみが力を持つからです。

16 この規準に従って歩む者たち、すなわち神のイスラエルの上に、平和と慈悲がありますように。

17 これからは、だれも私に労苦を与えさせないでください。私は、主イエスの刻印を自分の体に帯びているのですから。

18 私たちの主イエス・キリストの恵みが、兄弟たちよ、あなたがたの霊とともにありますように。アーメン。


Ephesians

Ephesians 1

1 神の意志によるキリスト・イエスの使徒パウロから、エフェソスにいる聖徒たち、すなわちキリスト・イエスにある忠実な者たちへ。

2 恵みと平和が、私たちの父なる神と主イエス・キリストから、あなたがたにありますように。

3 私たちの主イエス・キリストの父なる神はほめたたえられますように。神はキリストにあって、天にあるすべての霊的な祝福をもって私たちを祝福してくださいました。

4 すなわち、神は私たちを世界の基礎が置かれる前からキリストにあって選び、御前で聖く、傷のない者として愛のうちにいただくようにされたのです。

5 神は、私たちをイエス・キリストによってご自身のために養子縁組するよう、その御心の善意に基づいてあらかじめ定めておられました。

6 それは、神がその愛する方によって私たちに与えてくださった恵みの栄光が、称賛されるためです。

7 この方にあって、私たちはその血による贖い、すなわち咎の赦しを得ています。それは神の恵みの富によるものです。

8 神はこの恵みを私たちの上にあふれさせ、あらゆる知恵と思慮をもって、

9 神がその善意に基づいて、御子においてあらかじめお立てになった計画に従い、その意志の秘義を私たちに知らせてくださいました。

10 時の満ち満ちていることの管理として、天にあるものも地にあるものも、すべてのものをキリストにあって一つに総括することです。

11 私たちは彼にあって、あらかじめ定められて、御心の計略に従ってすべてのことを働かせる方の目的により、御国を受け継ぐ者ともなったのです。

12 私たちがキリストにあって先に望みを置いた者として、神の栄光の称賛となるためです。

13 また、あなたがたも、キリストにあって、真理の言葉、すなわちあなたがたの救いの福音を聞き、そして信じたことにより、約束の聖霊によって証印を押されました。

14 この方は、私たちの相続の手付金であり、神の所有の贖いのため、神の栄光の称賛に至るまでです。

15 こういうわけで、私も主イエスに対するあなたがたの信仰と、すべての聖徒に対する愛とを聞いて、

16 私は絶えずあなたがたのために感謝をささげ、あなたがたのことを覚えて、私の祈りの中で祈っています。

17 私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、神を知るための知恵と啓示の霊をあなたがたに与えてくださいますように。

18 あなたがたの心の目が照らされ、神の召命による希望が何であるか、また聖徒たちにおける神の相続の栄光の富が何であるかを知ることができますように。

19 また、私たち信じる者に対する神の力の測り知れない大きさが、その力の働きと力の強さにしたがって、どのようなものであるかを、あなたがたが知ることができますように。

20 神はその力をキリストにおいて働かせ、彼を死者の中からよみがえらせ、天上においてご自分の右に座らせた。

21 あらゆる支配、権威、力、支配権の上に、また、今の世だけでなく、来るべき世においても名づけられるあらゆる名前の上に、はるかに高く置かれました。

22 また、神はすべてのものを彼の足の下に従わせ、彼をすべてのものの上にある頭として教会にお与えになりました。

23 この教会はキリストの体であり、すべてのものをすべてのものにおいて満たす方の満ち満ちていることです。

Ephesians 2

1 あなたがたは、咎と罪との中に死んでいた者でした。

2 あなたがたは、かつてそれらの罪の中を歩んでいました。それは、この世の流れに従い、空気の権威の支配者に従い、今も不服従の子らの中で働いている霊に従っていたのです。

3 私たちも皆、かつては彼らの中にあって、自分の肉の欲望の中で歩み、肉と心の意志を行い、他の者たちと同じように、生まれながらにして怒りの子でした。

4 しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその大きな愛のゆえに、

5 罪過の中に死んでいた私たちを、キリストとともに生かしてくださいました。——あなたがたが救われたのは、恵みによるのです。——

6 キリスト・イエスにおいて、ともによみがえらせ、ともに天の所にすわらせてくださいました。

7 それは、来たるべき世々において、キリスト・イエスにあって、その恵みの絶えず勝る富を、私たちに対する親切によって示されるためです。

8 あなたがたは恵みによって信仰を通して救われているのです。それは自分自身から出たのではなく、神の贈り物です。

9 働きによるのではありません。だれも誇ることのないためです。

10 私たちは神の造られたものであり、良い働きのためにキリスト・イエスにあって造られたのです。神は、私たちがその働きのうちを歩むように、あらかじめ備えてくださいました。

11 だから、あなたがたは、かつて肉において異邦人であり、手で造られた肉の割礼と呼ばれる者たちから、無割礼と呼ばれていたことを、思い出しなさい。

12 そのころ、あなたがたはキリストなしに、イスラエルの市民権から疎外され、約束の契約については他国人であり、この世にあって希望を持たず、神もない者たちでした。

13 しかし今や、キリスト・イエスにあって、かつて遠く離れていたあなたがたは、キリストの血によって近い者となりました。

14 彼こそ私たちの平和であり、二つのものを一つにし、垣の中壁を打ち壊した方です。

15 ご自分の肉において敵意を廃棄された方です。敵意とは、様々な布告から成る戒めの律法なのです。このことは、二つのものをご自身において新しい一人の人に造り上げて、平和を実現するためであり、

16 また、両者を一つの体として、十字架によって神と和解させ、その敵意を十字架によって滅ぼされたのです。

17 そして来て、遠くにいるあなたがたに平和を宣べ伝え、近くにいる人たちにも平和を宣べ伝えました。

18 私たちはこの方によって、両者とも一つの霊において父に近づくことができます。

19 こういうわけで、あなたがたは、もはや他国人でも寄留者でもなく、聖徒たちの同胞市民であり、神の家族なのです。

20 あなたがたは使徒たちと預言者たちの土台の上に建てられており、その隅の親石はキリスト・イエスご自身です。

21 この方にあって、建物全体が組み合わされて、主にあって聖なる神殿として成長します。

22 このキリストにあって、あなたがたもともに建てられ、霊によって神の住まいとなるのです。

Ephesians 3

1 このゆえに、わたしパウロは、あなたがた異邦人のためにキリスト・イエスの囚人である。

2 もしあなたがたが、私に与えられた神の恵みの管理について、あなたがたのために聞いたのなら、

3 啓示によって、この秘義が私に知らされたのです。それは、私が先に簡単に書いたとおりです。

4 それを読めば、あなたがたは、私のキリストの秘義についての理解を悟ることができます。

5 この奥義は、ほかの世代では人の子らに知らされなかったが、今は御霊によって、彼の聖なる使徒たちと預言者たちに啓示された。

6 異邦人たちが、キリストにあって、福音を通して、共同の相続者となり、同じからだの一部となり、約束にあずかる者となることです。

7 私は、神の力の働きにより、自分に与えられた神の恵みの贈り物によって、僕となりました。

8 すべての聖徒たちのうちで最も小さな私に、この恵みが与えられたのは、私がキリストの測り知れない富を異邦人に宣べ伝えるためでした。

9 そして、すべての人に、永遠の昔から神のうちに隠されていた秘義の交わりが何であるかを明らかにするためです。神は万物をイエス・キリストによって創造されました。

10 これは、今、天にある支配と権威とに対して、教会を通して、神の多様な知恵が示されるためである。

11 永遠の目的に従って、それは私たちの主キリスト・イエスにおいて成し遂げられた。

12 このキリストにあって、私たちは信仰により確信をもって大胆さと神への接近を持っています。

13 ですから、わたしはあなたがたのために受けている苦難によって落胆しないようにお願いします。この苦難は、あなたがたの栄光なのです。

14 このゆえに、私は父の前にひざをかがめます。私たちの主イエス・キリストの父の前に。

15 天と地にあるすべての家族は、その名を呼ばれる。

16 あなたがたの内なる人を、その栄光の富にしたがって、御霊により、力をもって強くしてくださいますように。

17 キリストが信仰によってあなたがたの心の中に住んでくださいますように。

18 愛に根ざし、土台を据えられた者として、すべての聖徒とともに、その幅、長さ、深さ、高さがどれほどであるかを理解し得る力を持つことができますように。

19 知識を超えたキリストの愛を知ることができますように、あなたがたが神の満ち満ちていることのすべてに満たされるために。

20 私たちのうちに働く力によって、私たちが願うことも思うこともすべて越えて、豊かに行うことができる方に、

21 その方に栄光が、教会により、キリスト・イエスにより、すべての世代に、世々限りなく永遠にありますように。アーメン。

Ephesians 4

1 さて、主の囚人である私はあなたがたに勧めます。召されたあなたがたは、その召命にふさわしく歩みなさい。

2 すべての謙遜と柔和をもって、忍耐をもって、愛をもって互いに忍び合いなさい。

3 平和の束縛の中で霊の一致を保つことに熱心でありなさい。

4 体は一つ、霊は一つです。あなたがたが召されたとき、召命の希望も一つでした。

5 主は一つ、信仰は一つ、洗礼は一つです。

6 神は一つであり、すべてのものの父であり、すべてのものの上にあり、すべてのものを貫き、すべてのもののうちにおられます。あなたがたのうちにもおられます。

7 しかし、私たち一人ひとりに、キリストの贈り物の尺度に従って恵みが与えられました。

8 そこで、「高い所に上られたとき、彼は捕囚を捕らえ、人々に贈り物を与えた」と言われています。

9 しかし、「上られた」ということは、彼がまず地の低い部分に下られたのでなければ、何でしょうか。

10 この下られた方ご自身が、すべてのものを満たすために、もろもろの天よりも高く上られた方なのです。

11 そして、キリストご自身が、ある者を使徒、ある者を預言者、ある者を伝道者、ある者を羊飼いまた教師としてお与えになった。

12 聖徒たちの完成のため、奉仕の働きのために、キリストの体の建物のために。

13 ついに、私たちがみな、信仰の一致と神の子についての知識の一致に達し、完全な男、キリストの満ち満ちていることの身長の尺度にまで達するためです。

14 それは、私たちがもはや幼子ではなく、人の巧みな策略と狡猾さによる迷いの策略に対して、あらゆる教えの風に揺れ動かされ、翻弄されることがないためです。

15 むしろ、愛をもって真理を語り、すべての点において、頭なるキリストである彼に向かって成長しましょう。

16 キリストによって、体全体は、あらゆる関節の供給により、また一つ一つの部分の尺度に応じた働きによって、組み合わされ、結び合わされ、体の増加を成し遂げ、愛のうちに自分自身の建物へと成長するのです。

17 そこで私は主にあって言い、証しします。もはやあなたがたは、他の異邦人がその心の虚無のうちに歩むように歩んではなりません。

18 彼らは心において暗くなり、彼らのうちにある無知と、その心の頑なさのために、神の命から遠く離れています。

19 彼らは無感覚になり、自分自身を放縦に引き渡し、貪欲にあらゆる汚れを行うに至った。

20 しかし、あなたがたはキリストをこのように学んだのではありません。

21 もしあなたがたが彼のことを聞き、彼にあって教えられたのなら、真理がイエスにあるように。

22 あなたがたは、以前の行いによる古い人、欺きの欲望によって滅びゆく人を脱ぎ捨てなさい。

23 また、あなたがたの心の霊において新しくされなさい。

24 真理に基づく義と聖潔をもって神にかたどって造られた新しい人を身に着るべきです。

25 だから、偽りを捨てて、それぞれ隣人に対して真理を語りなさい。私たちは互いに肢体だからです。

26 怒っても、罪を犯してはなりません。太陽が沈むまで、あなたがたの怒りのままでいてはなりません。

27 悪魔に場所を与えてはなりません。

28 盗む者は、もう盗んではいけません。むしろ、困っている人に分け与えることができるように、自分の手で良い働きをして労苦しなさい。

29 悪い言葉を、いっさいあなたがたの口から出してはいけません。ただ、必要なときに、建物を建てるのに役立つ良い言葉を話して、聞く人に恵みを与えなさい。

30 神の聖霊を悲しませてはいけません。あなたがたは、贖いの日のために、聖霊によって証印を押されているのです。

31 苦味と憤りと怒りと叫びと冒涜は、すべての悪意とともに、あなたがたから取り除かれよ。

32 互いに親切にし、心の優しい者となり、神がキリストにあってあなたがたを赦してくださったように、互いに赦し合いなさい。

Ephesians 5

1 ですから、愛されている子として、神の模倣者となりなさい。

2 また、愛のうちを歩みなさい。キリストも私たちを愛し、私たちのためにご自身を神への捧げ物、犠牲としてお渡しになり、芳しい香りとなりました。

3 姦淫と、あらゆる不潔と、貪欲とは、あなたがたの間で、聖徒にふさわしく、口にすることさえもしてはなりません。

4 また、汚らわしさや愚かな話や冗談は、ふさわしくないものですが、むしろ感謝です。

5 あなたがたはこれを知っているのです。すべての姦淫者、汚れた者、強欲な者、すなわち偶像崇拝者は、キリストと神の王国において相続を得ることができません。

6 だれも、むなしい言葉で、あなたがたを欺いてはいけません。これらのことのために、神の怒りは、不従順の子らの上に臨むのです。

7 だから、彼らの仲間になってはいけません。

8 あなたがたは、かつては暗闇でしたが、今は主にあって光です。光の子として歩みなさい。

9 なぜなら、霊の果実は、すべての善と義と真理にあるからです。

10 主に喜ばれることが何であるかを見分けなさい。

11 また、実を結ばない暗闇の働きに仲間入りしてはならず、むしろ、それを戒めなさい。

12 彼らがひそかに行なっていることは、口にするのも恥ずかしいことです。

13 しかし、すべてのものは光によって明らかにされ、明らかにされるものはすべて光です。

14 そこで言われている、「眠っている者よ、目を覚ませ。死者の中から起き上がれ。そうすれば、キリストがあなたを照らすであろう」。

15 だから、賢くない者のようにではなく、賢い者のように歩いているかどうか、よく注意しなさい。

16 時を贖い出しなさい。なぜなら、日々は悪いからです。

17 だから、愚か者ではなく、主の意志が何であるかを理解しなさい。

18 また、葡萄酒に酔ってはいけません。そこには放蕩があるからです。むしろ、霊に満たされなさい。

19 詩篇と賛美歌と霊の歌とをもって互いに語り、主に向かって心の中で歌い、また賛美しなさい。

20 いつでも、すべてのことについて、私たちの主イエス・キリストの名によって、父なる神に感謝しなさい。

21 神を恐れ、互いに従いなさい。

22 妻たちよ、自分の夫に、主に従うように従いなさい。

23 なぜなら、夫は妻の頭であり、キリストが教会の頭であり、ご自身がその体の救い主であるのと同じだからです。

24 しかし、教会がキリストに従うように、妻たちもすべてのことにおいて自分の夫に従うべきです。

25 夫たちよ、キリストが教会を愛し、そのためにご自身をささげられたように、あなたがたも自分の妻を愛しなさい。

26 水の洗いと御言葉によって、彼女を聖なるものとするために清められたのである。

27 それは、しみやしわや、そのようなものの何一つない、聖くて傷のない栄光の教会を、ご自身の前に立たせるためです。

28 そのように、夫たちは自分の妻を自分の体のように愛さなければならない。自分の妻を愛する者は、自分自身を愛している。

29 だれも自分の肉を憎んだ者はいない。むしろ、それを養い育てる。主が教会をそうされるのと同じように。

30 私たちは彼の体の肢体であり、彼の肉と彼の骨からできているのです。

31 このゆえに、人はその父と母を離れ、その妻に結びつき、ふたりは一つの肉となるであろう。

32 この秘義は偉大です。しかし、私はキリストと教会について言っているのです。

33 しかし、あなたがたも、おのおの自分の妻を自分自身のように愛しなさい。妻もまた、自分の夫を敬いなさい。

Ephesians 6

1 子どもたちよ、主にあって両親に従いなさい。これは正しいことだからです。

2 あなたの父と母を敬え。これは約束を伴う第一の戒めです。

3 そうすれば、あなたは幸せになり、地上で長生きするであろう。

4 父たちよ、あなたがたの子を怒らせてはいけません。むしろ、主の躾と訓戒によって育てなさい。

5 奴隷たちよ、あなたがたは、肉に従う主人たちに、恐れと震えをもって、心の単純さをもって、キリストに従うように従いなさい。

6 目の奉仕によってではなく、人を喜ばせる者としてではなく、キリストの奴隷として、心から神の意志を行う者となりなさい。

7 善意をもって主に仕え、人にではなく仕えなさい。

8 あなたがたは、それぞれ良いことを行なえば、その報いを主から受けることを知っています。奴隷であっても自由人であっても同じです。

9 主人たちよ、あなたがたも彼らに対して同じことをしなさい。脅迫をやめなさい。あなたがた自身の主が天におられ、主にはえこひいきがないことを知っているからです。

10 終わりに、兄弟たちよ。主にあって、その力の強さによって強められなさい。

11 神の武具一式を身に着けなさい。悪魔の策略に対して立ち向かうことができるために。

12 私たちの格闘は、血と肉に対するものではなく、支配、権威、この暗闇の世の支配者たち、また天にある悪の霊的なものに対するものです。

13 ですから、邪悪な日に際して対抗できるように、また、すべてを成し遂げて立つことができるように、神の武具一式を取りなさい。

14 だから、真理を腰に締め、義の胸当てを着けて、しっかりと立ちなさい。

15 足には平和の福音の備えを履いて。

16 すべての上に、信仰の盾を取りなさい。それによって、悪しき者の燃える矢をすべて消すことができるでしょう。

17 救いの兜を受け取り、また霊の剣、すなわち神の言葉を受け取りなさい。

18 すべての祈りと祈願をもって、どの時にも霊において祈りつつ、まさにこのために、すべての忍耐と祈願をもって、すべての聖徒たちのために目を覚まし続けなさい。

19 また、私のために、私が口を開くときに言葉が与えられ、大胆さをもって福音の秘義を知らせることができるように祈ってください。

20 この鎖につながれて、私は大使として働いています。その中で、私が語るべきことを大胆に語れるようにしてください。

21 あなたがたにも、私の状況や私が何をしているかを知っていただくために、主にあって愛する兄弟であり、忠実な僕であるテュキコスが、すべてを知らせてくれるでしょう。

22 この方をあなたがたのもとに遣わしたのは、まさにこのためであって、あなたがたが私たちの状況を知り、また彼があなたがたの心を励ますためです。

23 兄弟たちに平和と、信仰に伴う愛が、父なる神と主イエス・キリストからありますように。

24 恵みが、私たちの主イエス・キリストを不朽のうちに愛するすべての者とともにありますように。アーメン。


Philippians

Philippians 1

1 パウロとテモテ、キリスト・イエスの奴隷たちから、フィリピにいるキリスト・イエスにあるすべての聖徒たち、また監督者たちと僕たちへ。

2 恵みと平和が、私たちの父なる神と主イエス・キリストからあなたがたにありますように。

3 私は、あなたがたのすべての記憶のゆえに、私の神に感謝します。

4 いつも、あなたがたすべてのために祈るごとに、喜びをもって祈願をささげています。

5 あなたがたの交わりが、最初の日から今に至るまで福音にあずかっていることについて。

6 あなたがたのうちに良い働きを始められた方は、キリスト・イエスの日までにそれを完成させてくださることを、私は確信しています。

7 私があなたがたすべてについてこのように考えるのは正しいことです。それは、私が束縛の中にいる時も、福音の弁明と確証の時も、あなたがたがみな、私と共に恵みを共にあずかる者として、私の心の中にいるからです。

8 私がキリスト・イエスの慈愛をもって、どんなにあなたがたすべてを慕っているか、その証人は神です。

9 私は祈っています。あなたがたの愛が、知識とあらゆる判断によって、ますます豊かになりますように。

10 あなたがたがすぐれたものを判別し、キリストの日に純真で非難されるところがないように。

11 イエス・キリストを通して義の果実に満たされ、神の栄光と称賛に至る者となっています。

12 兄弟たちよ、私があなたがたに知ってもらいたいのは、私に関わる事柄が、かえって福音の進展に至ったということです。

13 私の束縛がキリストにあって明らかになり、官邸全体とそのほかのすべての人々に知られるようになりました。

14 また、兄弟たちの大多数は、主にあって私の束縛によって確信し、恐れずにますます大胆に言葉を語るようになりました。

15 ある者たちは妬みと争いをもってキリストを宣べ伝え、ある者たちは善意をもって宣べ伝えています。

16 ある者たちは党派心からキリストを宣べ伝え、純粋な動機ではなく、私の束縛に苦難を加えようと思っているのです。

17 しかし、彼らは愛から、私が福音の弁明のために置かれていることを知っている。

18 何と言っても、あらゆる方法で、見せかけであれ真理であれ、キリストが宣べ伝えられている。そして、このことを私は喜んでいる。いや、これからも喜ぶであろう。

19 私は知っています、このことが私にとって、あなたがたの祈願とイエス・キリストの霊の供給を通して、救いとなることを。

20 私の待望と希望によれば、いかなる事にも恥じることなく、むしろ常に今もそうであるように、すべての大胆さをもって、生きるにしても死ぬにしても、私の体によってキリストが崇められることになるのです。

21 私にとっては、生きることはキリストであり、死ぬこともまた利得です。

22 しかし、肉において生きることが私にとって働きの果実であり、どちらを選ぶべきか、私は知りません。

23 私はその二つのものの間に板ばさみとなっています。私の欲望は、世を去ってキリストとともにいることです。実にそのほうが、はるかにまさっています。

24 しかし、この肉にとどまることは、あなたがたのためには、もっと必要です。

25 このことを確信しているので、私は、あなたがたの信仰の進展と喜びのために、私は生き続け、あなたがたすべてとともに留まることを知っています。

26 それは、私が再びあなたがたのところに行くことによって、私についてのあなたがたの誇りが、キリスト・イエスにあって豊かになるためです。

27 ただ、キリストの福音にふさわしく生活しなさい。そうすれば、私が行ってあなたがたに会うにしても、離れているにしても、あなたがたについて、あなたがたが一つの霊に立ち、一つの魂で福音の信仰のために共に奮闘していることを聞くことができるでしょう。

28 また、どんなことに対しても反対者たちに驚かされることなく、それは彼らにとっては滅びの証明であり、あなたがたにとっては救いの証明です。そしてこれは神から出たものです。

29 あなたがたには、キリストのために、キリストを信じることだけでなく、キリストのために苦しむことも賜わったのです。

30 あなたがたは、私について先に見たのと同じ競技を経験し、今も私について聞いているのと同じ競技を経験しているのです。

Philippians 2

1 もしキリストにあって慰めがあり、愛の慰めがあり、霊の交わりがあり、慈愛と憐れみがあるなら、

2 私の喜びを満たしなさい。あなたがたが同じ思いを持ち、同じ愛を持ち、心を一つにし、一つを思うことによって。

3 何事でも党派心や虚栄からすることなく、謙遜をもって互いに自分より優れた者としなさい。

4 自分のことだけではなく、他の人のことも顧みなさい。

5 あなたがたの間では、このことを心に抱きなさい。それはキリスト・イエスにおいても同じことです。

6 神の形態でありながら、神と等しくあることを強奪とは考えなかった。

7 しかし、ご自分を空にして、奴隷の形態を取り、人の似姿となられた。

8 人の姿で現れ、自分を卑しくし、死にまで従い、実に十字架の死にまでも従われた。

9 それゆえ、神は彼を高く上げ、すべての名にまさる名前を彼に与えられた。

10 それは、イエスの名前によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののすべてが、膝をかがめ、

11 すべての舌が、イエス・キリストは主であると告白して、父なる神の栄光となるためです。

12 だから、私の愛する者たちよ。いつも従順であったように、私のいる時だけでなく、私のいない今はなおさら、恐れと震えをもって自分の救いを達成しなさい。

13 神は、あなたがたのうちで働いて、望むことと働くこととを、その善意のままに為させてくださるのです。

14 すべてのことを、不平や言い争いなしに行いなさい。

15 それは、あなたがたが、非難されるところのない純真な者となり、曲がった邪悪な世代の中にあって傷のない神の子となり、その中で光体として世界に輝くためです。

16 命の言葉をしっかり握って、キリストの日に私の誇りとなるために。それは、私が無駄に走ったのではなく、無駄に労したのでもない、ということのためです。

17 たとえ私が、あなたがたの信仰の犠牲と奉仕の上に注がれるとしても、私は喜び、あなたがたすべてとともに喜びます。

18 あなたがたも同じように喜び、私とともに喜びなさい。

19 しかし、主イエスにあって、テモテを早くあなたがたに送ることを望んでいます。それは、あなたがたのことを知って、私も励ましを受けるためです。

20 私には、同じ心を持ち、真実にあなたがたのことを心配する者は、ほかにだれもいません。

21 みな、自分のことを求めているのであって、キリスト・イエスのことを求めてはいません。

22 しかし、彼の試みはあなたがたが知っています。すなわち、子が父に仕えるように、彼は私と共に福音のために働きました。

23 ですから、私のことがどうなるかが分かり次第、彼を遣わしたいと望んでいます。

24 しかし、私は主にあって、自分自身もすぐに行くことになると確信しています。

25 しかし、私の兄弟、同労者、戦友、またあなたがたの使徒であり、私の必要に仕える奉仕者であるエパフロデトを、あなたがたのところに送る必要があると考えました。

26 彼はあなたがたすべてを慕い求め、また、あなたがたが彼の病気のことを聞いたので、ひどく心を悩ませていたからである。

27 神が彼をあわれんだからである。彼は死に近い病気になったが、神は彼をあわれんだ。彼だけではなく、私をもあわれんで、私が悲しみの上に悲しみを持つことがないようにしてくださった。

28 そこで、私は彼をより熱心に送りました。それは、あなたがたが彼を再び見て喜び、私も悲しみが少なくなるためです。

29 ですから、主にあって、あらゆる喜びをもって彼を迎えなさい。また、そのような人々を尊ぶ者として持ちなさい。

30 なぜなら、彼はキリストの働きのために死に至るまで近づき、自分の魂を顧みず、あなたがたの私に対する奉仕の不足を満たそうとしたからです。

Philippians 3

1 最後に、私の兄弟たち。主にあって喜びなさい。同じことを書くことは、私には煩わしいことではなく、あなたがたには安全なことです。

2 犬たちに気をつけなさい。悪い労働者たちに気をつけなさい。切り裂きに気をつけなさい。

3 私たちこそ割礼の者であり、霊によって神に仕え、キリスト・イエスにあって誇り、肉に頼らない者たちなのです。

4 しかし、私には確信を置くべきものがあります。もし他の人が肉において確信を置くと思うなら、私はなおさらです。

5 八日目の割礼を受け、イスラエルの種族、ベニヤミン部族の者、ヘブル人の中のヘブル人、律法についてはパリサイ人です。

6 熱意によって教会を迫害し、律法による義については非難されるところのない者となりました。

7 しかし、私にとって利得であったこれらのものを、私はキリストのゆえに損害とみなしています。

8 それどころか、私の主イエス・キリストの知識の卓越した価値のゆえに、すべてのものを損であると考えています。そのキリストのために、私はすべてのものを失い、それらを糞であると考えています。それは、キリストを得るためです。

9 そして、キリストにあって見いだされ、律法による自分の義ではなく、キリストの信仰による義、すなわち、信仰に基づいて神から与えられる義を持つ者となるために。

10 キリストとその復活の力を知り、またその苦難の交わりにあずかり、その死に同形とされるために。

11 どうにかして、死者の中からの復活に達したいのです。

12 私は、すでに得たのでもなく、すでに完全にされているのでもありません。ただ追い求めているのです。そして、捕えることができるかどうか、そのためにキリスト・イエスが私を捕えてくださったのです。

13 兄弟たちよ、私は自分自身をすでに捕えたとは考えていません。ただ、一つのこととして、後ろのものを忘れ、前のものに向かって伸びているのです。

14 標的を目指して、上にある神の召命の賞を得るために、キリスト・イエスにあって追い求めている。

15 ですから、成人である私たちはみな、このように考えましょう。もし、あなたがたが何かについて異なった考えを持っているなら、神はそのこともあなたがたに明らかにしてくださいます。

16 ただ、私たちが達したところは、その同じ規準に従って歩み、同じことを考えるべきです。

17 兄弟たちよ、共に倣う者となりなさい。そして、あなたがたが私たちを模範として持っているように、そのように歩む者たちに目を留めなさい。

18 多くの者が歩んでいます。彼らについては、しばしばあなたがたに言ってきたし、今も涙をもって言うのですが、彼らはキリストの十字架の敵です。

19 彼らの終わりは滅びであり、彼らの神は腹であり、彼らの栄光は彼らの恥です。彼らは地上のことを考えている者たちです。

20 私たちの市民権は天にあります。そこから私たちは救い主、主イエス・キリストを待ち望んでいます。

21 キリストは、万物をご自身に従わせることのできる働きによって、私たちの卑下の体を、ご自身の栄光の体と同じ形に変えてくださるのです。

Philippians 4

1 そういうわけで、私の愛し慕う兄弟たち、私の喜びであり冠であるあなたがたよ、このように主にあってしっかりと立ちなさい。愛する者たちよ。

2 ユウオデヤに勧め、シンティケに勧めます。主にあって同じ思いを持つように。

3 また、真の協力者よ、あなたにもお願いします。彼女たちを助けてください。彼女たちは福音のために私と共に労した者たちであり、クレメンスやその他の私の同労者たちと共に、その名前は命の書物に記されています。

4 いつも主にあって喜びなさい。もう一度言います、喜びなさい。

5 あなたがたの寛容さがすべての人に知られるようにしなさい。主は近いのです。

6 いかなることも思い煩わず、すべてのことにおいて、感謝をもって祈りと祈願によって、あなたがたの願いを神に知らせなさい。

7 そうすれば、人のすべての考えにまさる神の平和が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。

8 最後に、兄弟たち。すべての真実なこと、すべての尊いこと、すべての正しいこと、すべての清いこと、すべての愛すべきこと、すべての評判の良いこと、もし何かの徳があり、また何かの称賛があるなら、これらのことを心に留めなさい。

9 あなたがたが私から学び、受け、聞き、また見たことを実行しなさい。そうすれば、平和の神があなたがたとともにいてくださいます。

10 私は主にあって大いに喜んだ。なぜなら、あなたがたがついに再び私のことを思う心を盛り返したからである。あなたがたは以前から思ってはいたが、機会がなかったのである。

11 乏しさのゆえに言うのではありません。私は、どんな境遇にあっても満ち足りることを学びました。

12 私は貧しさの中にいることも知っており、豊かさの中にいることも知っています。また、すべてのことにおいて、あらゆる境遇において、満ち足りることにも飢えることにも、富むことにも乏しいことにも、秘訣を心得ています。

13 私は、私を強くしてくださるキリストによって、どんなことでもできるのです。

14 それでも、あなたがたはよく私の苦難にあずかってくださいました。

15 あなたがたピリピ人も知っているとおり、福音の始めのころ、私がマケドニアを出て行ったとき、与えることと受けることについて私に交わった教会は、あなたがたのほかには一つもありませんでした。

16 あなたがたはテサロニケでも、一度ならず二度までも、私の必要のために送ってくださいました。

17 私が求めているのは贈り物ではなく、あなたがたの勘定に増し加わる果実を求めているのです。

18 私はすべてを受け、満ちあふれています。エパフロデトからあなたがたのものを受け取って満たされています。それは芳しい香り、神に受け入れられ、喜ばれる犠牲です。

19 私の神は、キリスト・イエスにおける栄光の富をもって、あなたがたのすべての必要を満たしてくださいます。

20 私たちの神であり父である方に、栄光が世々限りなくありますように。アーメン。

21 キリスト・イエスにあるすべての聖徒たちに挨拶しなさい。私と共にいる兄弟たちが、あなたがたに挨拶しています。

22 聖徒たち全員が、特にカエサルの家の人々が、あなたがたによろしくと言っています。

23 私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたすべてとともにありますように。アーメン。〔ピリピ人への手紙は、ローマからエパフロデトによって書かれた。〕


Colossians

Colossians 1

1 神の意志によるキリスト・イエスの使徒パウロ、および兄弟テモテから、

2 コロサイにいる聖徒たち、キリストにある忠実な兄弟たちへ。私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平和があなたがたにありますように。

3 私たちは、いつもあなたがたのために祈りつつ、私たちの主イエス・キリストの父なる神に感謝しています。

4 あなたがたのキリスト・イエスに対する信仰と、すべての聖徒たちへの愛を聞いて、

5 あなたがたのために天に蓄えられている希望のゆえに、あなたがたは先に福音の真理の言葉の中でそれを聞いたのです。

6 それは、あなたがたのところに届いているのと同じように、世界中の至るところで実を結び、成長しているものです。あなたがたが神の恵みを真理のうちに聞き、悟った日から、あなたがたの間でも同じように実を結び、成長しているのです。

7 あなたがたが、私たちの愛する同僚の僕であるエパフラスから学んだとおりです。彼は、あなたがたのために忠実なキリストの僕です。

8 彼は私たちに、霊によるあなたがたの愛を知らせてくれました。

9 このために、私たちも、そのことを聞いた日から、あなたがたのために祈り求めつつ、絶えずやめずにいます。あなたがたが、あらゆる知恵と霊的な理解において、神の意志についての知識に満たされますように。

10 主にふさわしく歩み、すべての点で主を喜ばせ、あらゆる良い働きにおいて実を結び、神についての知識において成長しますように。

11 あらゆる力をもって強められ、その栄光の力に従って、すべての忍耐と寛容を喜びをもって尽くすことができますように。

12 光の中にある聖徒たちの嗣業にあずからせてくださった父に感謝しつつ。

13 神は私たちを暗闇の権威から救い出し、その愛の子の王国へ移してくださいました。

14 この方にあって、私たちはその血による贖い、すなわち罪の赦免を得ています。

15 御子は、見えない神の像であり、すべての創造の初子です。

16 なぜなら、万物は彼にあって造られたからである。天にあるもの、地にあるもの、見えるもの、また見えないもの、王座も支配権も支配も権威も、すべては彼によって、また彼のために造られたのである。

17 また、彼は万物よりも先に存在し、万物は彼にあって成り立っています。

18 また、この方こそ、そのからだである教会の頭です。この方は始めであり、死者の中から最初に生まれた方です。それは、すべてのことにおいて、この方が第一の者となるためです。

19 なぜなら、神はみこころによって、満ち満ちていることが彼のうちに宿ることを喜ばれたからである。

20 そして、彼によって、すべてのものを彼自身と和解させ、彼の十字架の血によって平和を造り、彼によって、地にあるものも天にあるものも、すべてを和解させた。

21 あなたがたも、かつては神から離され、心において敵となり、悪い働きの中にあったのですが、今は神によって和解させられました。

22 あなたがたを、御子の肉の体において、その死を通して、聖く、傷なく、非難されるところのない者として御前に立たせるために。

23 もしあなたがたが、信仰に踏みとどまり、土台が据えられて堅く立ち、聞いた福音の希望から動かされることなくいるならば、その福音は天の下のすべての創造に宣べ伝えられたものであり、そのために私パウロは僕となったのです。

24 ですから、私はあなたがたのために受ける苦難を喜んでいます。そして、キリストの苦難の不足を、キリストの体のために、私の肉において満たしています。その体とは教会です。

25 私は、あなたがたのために神から与えられた管理に従って、僕となりました。神の言葉を満たすために。

26 この秘義は、永遠の昔から、また世代を通して隠されていたが、今や彼の聖徒たちに現わされたのである。

27 神は、この秘義が異邦人の間にあってどれほど栄光の富であるかを知らせようと望まれたのです。この秘義とは、あなたがたの中におられるキリスト、栄光の希望です。

28 私たちはこの方を宣べ伝え、すべての人を戒め、すべての人を知恵のすべてをもって教えています。それは、すべての人をキリスト・イエスにあって完全な者として立たせるためです。

29 このために、私もまた、その働きに従って、力をもって私のうちに働くその力によって、労苦しながら奮闘しています。

Colossians 2

1 あなたがたとラオデキアにいる人々、また私の顔を肉において見たことのないすべての人々のために、私がどんなに大きな競技をしているかを、あなたがたに知ってもらいたいのです。

2 それは、彼らの心が励まされ、愛によって結び合わされ、理解の確信のすべての富に至り、神と父とキリストの秘義の知識に至るためです。

3 この方のうちに、知恵と知識の宝がすべて隠されている。

4 これを言うのは、だれも巧言によってあなたがたを欺くことがないためです。

5 私は、肉においては離れていても、霊においてはあなたがたと共にいて、あなたがたの秩序と、キリストに対する信仰の堅固さを見て喜んでいます。

6 あなたがたは、このように主キリスト・イエスを受け入れたのですから、彼にあって歩みなさい。

7 キリストにあって根ざし、また建てられ、教えられたとおり信仰を堅くされ、感謝にあふれています。

8 あなたがたを、むなしい欺きの哲学によってだれかが捕らえ去ることがないように、注意しなさい。それは人の伝承と、この世界の要素に従うものであり、キリストに従うものではありません。

9 なぜなら、キリストのうちに、神性の満ち満ちていることが、形をとって宿っているからです。

10 そしてあなたがたは、彼にあって満たされています。彼はすべての支配と権威の頭です。

11 あなたがたはキリストにあって、手によらない割礼を受け、肉の罪の体を脱ぎ捨てて、キリストの割礼を受けたのです。

12 あなたがたは、洗礼においてキリストとともに葬られ、また、キリストを死者の中からよみがえらせた神の働きへの信仰によって、キリストとともに、よみがえらされたのです。

13 あなたがたは咎の中にあり、肉の無割礼のままで死んでいたのに、神はあなたがたをキリストとともに生かし、私たちのすべての咎を赦してくださいました。

14 私たちに不利な布告による手書き文書を消し去り、それを取り除いて十字架に釘付けにされた。

15 神は、キリストにおいて、支配と権威を武装解除し、公然と彼らをさらしものにし、彼らを凱旋させた。

16 だから、だれにもあなたがたを、食物や飲み物について、あるいは祭りや新月や安息日のことで、裁かせてはなりません。

17 それは来たるべきものの影であり、本体はキリストのものです。

18 だれにも、謙遜と天使の宗教において喜び、見たこともないものに踏み込んで、肉の心によってむなしく思い上がっている者に、あなたがたが報いをだまし取られてはなりません。

19 しかし、頭をしっかりと捕えていない者は、その頭から、全身が関節と筋によって養われ、結び合わされて、神の増加をもって成長するのです。

20 もしあなたがたがキリストとともに死んで、この世の要素から離れたのなら、なぜ、この世に生きているかのように、定めに従うのですか。

21 「触れるな。味わうな。手を触れるな。」

22 これらはすべて、使用によって腐敗するものであり、人間の戒めと教えによるものです。

23 これらのことは、自選礼拝と謙遜と体の厳しさにおいて知恵があるように見えるが、肉の欲を抑えるには何の価値もない。

Colossians 3

1 もしあなたがたがキリストとともに起こされたのなら、上にあるものを求めなさい。そこにキリストが神の右に座しておられるのです。

2 天にあるものを思いなさい。地上のものを思ってはなりません。

3 あなたがたは死んだのです。そして、あなたがたの命は、キリストとともに神のうちに隠されています。

4 キリストが現れるとき、すなわち私たちの命であるキリストが現れるとき、そのときあなたがたも、彼とともに栄光のうちに現れます。

5 だから、地上にあるあなたがたの肢体を殺しなさい。姦淫、不潔、情欲、悪い欲望、そして貪欲を。この貪欲は偶像崇拝である。

6 神の怒りが不服従の子らの上に来る。

7 あなたがたも、かつてそれらの中に生きていたとき、その中を歩んでいました。

8 しかし今は、あなたがたもすべてこれらのものを捨てなさい。憤り、怒り、悪意、冒涜、汚らわしい言葉を、あなたがたの口から。

9 互いに偽ってはいけません。あなたがたは、古い人をその行為とともに脱ぎ捨てたのです。

10 新しい人を着たのです。その新しい人は、造り主の像に従って、知識へと新しくされているのです。

11 そこにはギリシア人もユダヤ人もなく、割礼も無割礼もなく、野蛮人もスキタイ人も、奴隷も自由人もない。しかし、キリストがすべてであり、すべてのうちにおられるのです。

12 それゆえ、神に選ばれた者、聖なる者、愛されている者として、慈愛、憐れみ、親切、謙遜、柔和、忍耐を身に着けなさい。

13 互いに忍び合い、互いに赦し合いなさい。もし誰かが他の人に対して非難を抱くことがあっても、キリストがあなたがたを赦してくださったように、あなたがたもそうしなさい。

14 そして、これらすべての上に、愛を着けなさい。愛は完全の束縛です。

15 神の平和があなたがたの心を支配するようにしなさい。そのためにあなたがたも召されて、一つの体となったのです。また、感謝する者となりなさい。

16 キリストの言葉があなたがたのうちに豊かに住み、すべての知恵をもって互いに教え、互いに戒め、詩篇と賛美歌と霊の歌とをもって、恵みにあふれて心から主に向かって歌いなさい。

17 何事でも、言葉によると働きによるとを問わず、すべて主イエスの名によってなし、神である父に感謝しつつ、彼を通して行いなさい。

18 妻たちよ、自分の夫に従いなさい。それは主にあってふさわしいことです。

19 夫たちよ、妻を愛しなさい。そして、彼女らに対して苦々しくあってはいけません。

20 子どもたちよ。すべてのことについて、親に従いなさい。これは主に喜ばれることだからです。

21 父たちよ、あなたがたの子を怒らせてはいけません。彼らが気落ちしないためです。

22 奴隷たちよ、すべてのことにおいて肉による主たちに従いなさい。目の奉仕においてではなく、人を喜ばせる者としてではなく、心の単純さをもって神を恐れつつ従いなさい。

23 何をするにも、心から主に対してするように働きなさい。人に対してではなく。

24 あなたがたは、主から報いとして相続を受けることを知っています。あなたがたは主キリストに仕えているのです。

25 しかし、不正を行う者は、自分が行なった不正の報いを受けます。そして、えこひいきはありません。

Colossians 4

1 主人たちよ。あなたがたは、自分たちの主も天におられることを知っているのですから、奴隷に対して正義と公平を示しなさい。

2 祈りに熱心に励み、感謝をもって、その中で目を覚ましていなさい。

3 同時に、私たちのためにも祈りつつ、神が私たちに言葉の扉を開いてくださり、キリストの秘義を語ることができるように。そのために私は縛られています。

4 私がこの奥義を、当然語るべき語り方で、はっきり語れるように。

5 知恵をもって外の人々に対して歩み、時を買い取っていなさい。

6 あなたがたの言葉が、いつも恵みをもって、塩で味付けられているようにしなさい。そうすれば、どのように一人ひとりに答えるべきかを知ることができます。

7 私の状況については、主にあって愛する兄弟、忠実な僕であり同僚の僕であるテュキコスが、あなたがたにすべてを知らせるでしょう。

8 この方をあなたがたのもとに送ったのは、まさにこのためです。すなわち、あなたがたが私たちのことを知り、彼があなたがたの心を励ますためです。

9 オネシモと、忠実で愛する兄弟と共に、彼はあなたがたの一人であり、彼らはこちらのすべてのことをあなたがたに知らせます。

10 アリスタルコスがあなたがたによろしくと言っています。私のいっしょに囚人となっている者です。また、バルナバのいとこであるマルコもよろしくと言っています。このマルコについては、あなたがたは戒めを受けています。もし彼があなたがたのところに来るなら、彼を受け入れなさい。

11 ユストと呼ばれるイエスも、割礼を受けた者たちの中で、ただこの者たちだけが神の国のための同労者であり、彼らは私にとって慰めとなりました。

12 エパフラスがあなたがたによろしくと言っています。彼はあなたがたのうちの一人で、キリストの奴隷であり、いつもあなたがたのために祈りの中で励み、あなたがたが完全で、神のすべての意志に満たされて立つことができるようにと願っています。

13 私は彼について証言します。彼はあなたがたのため、またラオデキアにいる人々とヒエラポリスにいる人々のために、多くの熱意を持っています。

14 愛する医者ルカとデマスが、あなたがたによろしくと言っています。

15 ラオデキアの兄弟たちと、ニンファスとその家にある教会によろしく伝えなさい。

16 この手紙があなたがたのところで読まれたなら、ラオデキア人の教会でも読まれるようにしなさい。また、ラオデキアから来る手紙を、あなたがたも読むようにしなさい。

17 アルキポスに言いなさい。「主にあって受けた奉仕を、よく見張って、それを果たしなさい。」

18 この挨拶は、パウロの手によるものです。私の束縛を覚えていてください。恵みがあなたがたとともにありますように。アーメン。〔コロサイ人への手紙は、ローマからテュキコスとオネシモによって書かれた。〕


1 Thessalonians

1 Thessalonians 1

1 パウロ、シルワノ、テモテから、父なる神および主イエス・キリストにあるテサロニケ人の教会へ。恵みと平安があなたがたにありますように。

2 私たちは、いつもあなたがたすべてのために神に感謝し、祈りのときにあなたがたの記憶をしています。

3 絶えず、私たちの父なる神の御前に、あなたがたの信仰の働き、愛の労苦、主イエス・キリストへの希望の忍耐を思い起こしています。

4 神に愛されている兄弟たちよ、あなたがたの選びを私たちは知っています。

5 私たちの福音は、言葉だけによらず、力と聖霊と多くの確信とをもって、あなたがたに届けられたのです。それは、私たちがあなたがたの間で、あなたがたのためにどのように行動したかを、あなたがたが知っているとおりです。

6 あなたがたも、多くの苦難の中で、聖霊による喜びをもって言葉を受け入れ、私たちと主との模倣者となりました。

7 こうして、あなたがたは、マケドニアとアカイアにいるすべての信じる者たちの模範となったのです。

8 主の言葉があなたがたのところから響き渡ったのは、マケドニアとアカイアだけでなく、すべての場所にあなたがたの神に対する信仰が広がったので、私たちが何かを語る必要がないほどです。

9 彼ら自身が私たちについて報告しているのです。どのような入り口を私たちがあなたがたのところに持ったかを。また、どのようにあなたがたが偶像から神に立ち返って、生けるまことの神に仕えるようになったかを。

10 また、神が死者の中からよみがえらせた御子、すなわち、来たるべき怒りから私たちを救い出すイエスが天から来られるのを待ち望むことです。

1 Thessalonians 2

1 あなたがた自身が知っています、兄弟たち、私たちのあなたがたへの入り口が、無駄ではなかったことを。

2 しかし、先に苦しみを受け、辱めを受けたことも、あなたがたが知っているとおり、フィリピにおいてでしたが、私たちは私たちの神にあって、多くの競技の中で神の福音をあなたがたに語ることを大胆にしました。

3 私たちの慰めは、迷いからではなく、また不潔からでもなく、欺きによるものでもありません。

4 しかし、神によって試みられ、福音を委ねられた者として、私たちは語ります。人の心を喜ばせようとしてではなく、私たちの心を試みる神を喜ばせようとして語るのです。

5 私たちはかつて、お世辞の言葉を用いたことも、貪欲の見せかけを用いたこともありませんでした。あなたがたが知っているとおりです。神が証人です。

6 私たちは、人からの栄光を求めることもなく、あなたがたからも、他の人々からも、キリストの使徒として重荷を負うことができたにもかかわらず、それを求めませんでした。

7 しかし、私たちはあなたがたの間で、乳母が自分の子を養い育てるように、優しくありました。

8 このようにして、あなたがたを慕い、ただ神の福音だけでなく、自分自身の魂までも喜んであなたがたに分け与えたいと思いました。なぜなら、あなたがたは私たちにとって愛する者となったからです。

9 兄弟たち、あなたがたは私たちの労苦と苦労を覚えているでしょう。私たちはあなたがたのだれにも負担をかけまいとして、夜も日も働きながら、神の福音をあなたがたに宣べ伝えました。

10 あなたがたは証人であり、神も証人です。私たちが、信じているあなたがたに対して、敬虔に、正しく、非難されるところなく行動したことは。

11 あなたがたが知っているとおり、私たちは父が自分の子どもたちにするように、あなたがたひとりひとりを励まし、慰めました。

12 また、あなたがたを神にふさわしく歩かせるために、ご自身の王国と栄光とに召してくださる神に対して、私たちは証しし、勧め、慰め、厳かに命じました。

13 このゆえに、私たちもまた絶えず神に感謝しています。あなたがたが私たちから聞いた神の言葉を受けたとき、それを人の言葉としてではなく、事実のとおりに、まことに神の言葉として受け入れたからです。この神の言葉は、信じているあなたがたのうちに働いています。

14 あなたがたは、兄弟たちよ、ユダヤにあるキリスト・イエスにおける神の諸教会の模倣者となったのです。なぜなら、あなたがたも、彼らがユダヤ人たちから受けたのと同じように、自分の同胞たちから苦しみを受けたからです。

15 主イエスを殺し、自分たちの預言者たちを迫害し、あなたがたを追い出し、神に喜ばれず、すべての人に敵対する者たちです。

16 彼らは私たちが異邦人に語って救われるのを妨げ、いつも自分たちの罪を満たしている。しかし、怒りは彼らの上に終わりまで達した。

17 しかし、兄弟たちよ、私たちは、しばらくの間、顔ではあなたがたから引き離されていましたが、心では離れておらず、ますます熱心に、大きな欲望をもってあなたがたの顔を見たいと願いました。

18 それで私たちはあなたがたのところに行こうと望みました。このパウロは一度ならず二度までも、しかしサタンが私たちを妨げました。

19 私たちの望み、喜び、誇りの冠は、私たちの主イエス・キリストの御前で、その到来のときに、あなたがた自身ではないでしょうか。

20 あなたがたこそ、私たちの栄光であり、また喜びなのです。

1 Thessalonians 3

1 そこで、私たちはもはや耐えられなくなり、私たちだけがアテネに残されることを良しとした。

2 私たちは、私たちの兄弟であり、神の僕であり、キリストの福音における私たちの同労者であるテモテを遣わしました。それは、あなたがたの信仰について、あなたがたを強め励ますためです。

3 このような苦難の中で、だれも動揺しないようにするためです。あなたがた自身が知っているとおり、私たちはこのために定められているのです。

4 私たちがあなたがたのところにいたとき、あなたがたに前もって言っておいたように、私たちは苦難に会うことになる、そしてそれは実際に起こったのです。あなたがたは知っています。

5 そこで、わたしももう耐えられなくなって、あなたがたの信仰を知るために遣わしました。誘惑する者があなたがたを誘惑して、わたしたちの労苦が無駄にならないようにするためです。

6 しかし、今テモテがあなたがたのところから私たちのもとに来て、あなたがたの信仰と愛の福音を私たちに告げ、また、あなたがたがいつも私たちのことを良い記憶として持っており、私たちがあなたがたに会いたいと望むように、あなたがたも私たちに会うことを切に望んでいることを知らせてくれました。

7 このゆえに、兄弟たちよ、私たちはあなたがたのことについて、すべての私たちの苦難と必要の中で、あなたがたの信仰によって慰められました。

8 あなたがたが主にあって堅く立っているなら、私たちは今、生きています。

9 私たちは、あなたがたのゆえに、私たちの神の御前で喜んでいるすべての喜びについて、神にどんな感謝をささげることができるでしょうか。

10 夜も昼も、私たちはあなたがたの顔を見て、あなたがたの信仰の不足を補うために、非常に熱心に祈っています。

11 どうか、私たちの父なる神ご自身と、私たちの主イエス・キリストが、私たちの道をあなたがたのところへまっすぐに導いてくださいますように。

12 主が、あなたがたの互いへの愛と、すべての人への愛を、私たちがあなたがたに対して持つように、増し加え、あふれさせてくださいますように。

13 あなたがたの心を強めて、私たちの父なる神の御前で、聖潔において非難されるところのない者とし、私たちの主イエス・キリストがそのすべての聖徒たちとともに来られるときに備えさせてくださいますように。

1 Thessalonians 4

1 終わりに、兄弟たちよ。私たちは主イエスにあってあなたがたに願い、また勧めます。あなたがたがどのように歩み、神を喜ばせるべきかを私たちから受けたとおりに、ますます豊かになるように。

2 あなたがたは、私たちが主イエスによってあなたがたに与えた命令を、知っています。

3 神の御心は、あなたがたの聖化です。すなわち、あなたがたが姦淫を避けることです。

4 あなたがたおのおのが、自分の器を聖化と名誉をもって得ることを知るべきである。

5 情欲の欲望において、神を知らない異邦人のように、そうしてはなりません。

6 また、この事柄において兄弟を越え出て欺いてはなりません。なぜなら、主はこれらすべてのことについて報復される方だからです。私たちが前もってあなたがたに告げ、厳しく証言したとおりです。

7 神が私たちを召されたのは、不潔のためではなく、聖化のためです。

8 ですから、このことを拒む者は、人を拒むのではなく、あなたがたに聖霊をお与えになる神を拒むのです。

9 兄弟愛については、あなたがたに書き送る必要はありません。あなたがた自身が、互いに愛し合うことを神から教えられた者たちだからです。

10 あなたがたは、実際にマケドニア全土のすべての兄弟たちに対してそれを行っています。しかし、兄弟たちよ、私たちはあなたがたに勧めます。ますます豊かになりなさい。

11 また、私たちが命じたように、落ち着いた生活をすることを志し、自分の事を行い、自分の手で働きなさい。

12 外の人々に対して立派に歩み、また何の必要も持たないようにするためです。

13 兄弟たち、あなたがたに知らないでいてもらいたくありません。眠った人々のことについては、望みのない他の人々のように悲しまないためです。

14 もし私たちがイエスが死んで復活されたことを信じるなら、神はそのように、イエスにあって眠った者たちを、イエスと共に連れて来られるでしょう。

15 これは主の言葉によってあなたがたに言うのです。主の到来まで生き残っている私たちが、眠った者たちに先立つことは決してありません。

16 主ご自身が号令と大天使の声と神のラッパとともに天から下って来られます。そして、キリストにある死者たちが最初に復活します。

17 その後、生きている私たち、残されている者たちは、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主を出迎えるでしょう。こうして、私たちはいつも主と共にいることになります。

18 こういうわけで、これらの言葉をもって互いに励まし合いなさい。

1 Thessalonians 5

1 兄弟たち、その時とその時期については、あなたがたに書き送ってもらう必要はありません。

2 あなたがた自身がよく知っているとおり、主の日は夜の盗人のようにして来ます。

3 人々が「平和だ。確実さだ」と言っているとき、突然、破滅が彼らに襲いかかる。ちょうど胎に子を宿している者に陣痛が臨むように。そして、彼らは決して逃れることはできない。

4 しかし、兄弟たち。あなたがたは暗闇の中にいないので、その日が泥棒のようにあなたがたを襲うことはありません。

5 あなたがたはみな、光の子、日の子です。私たちは、夜の者でも暗闇の者でもありません。

6 ですから、ほかの人々のように眠っていないで、目を覚まして、慎み深くしていましょう。

7 眠る者は夜眠り、酔う者は夜酔うからです。

8 しかし、私たちは昼の者なので、信仰と愛の胸当てを着け、救いの希望の兜をかぶって、慎み深くしていましょう。

9 神は私たちを怒りに定められたのではなく、私たちの主イエス・キリストを通して救いの所有を得るように定められたからです。

10 私たちのために死んでくださった方とともに、目ざめていても眠っていても、私たちは彼とともに生きるのです。

11 ですから、あなたがたは、今しているとおり、互いに励まし合い、互いに徳を高め合いなさい。

12 兄弟たちよ、私たちはあなたがたに願います。あなたがたの間で労苦し、主にあってあなたがたを指導し、戒めている人々を認めなさい。

13 彼らを、その働きのゆえに、愛をもって非常に高く評価しなさい。互いに平和を保ちなさい。

14 兄弟たち。あなたがたに勧告します。無秩序な者を戒め、小心な者を慰め、弱い者を支え、すべての人に対して忍耐しなさい。

15 悪をもって悪に報いる者がないように気をつけなさい。むしろ、いつも互いに対して、またすべての人に対して善を追い求めなさい。

16 いつも喜んでいなさい。

17 絶えず祈りなさい。

18 すべての事において感謝しなさい。これが、キリスト・イエスにあって、あなたがたに対する神の意志です。

19 霊を消してはなりません。

20 預言をないがしろにしてはいけません。

21 すべてのことを見分け、良いものを堅く守りなさい。

22 あらゆる悪の形態から遠ざかりなさい。

23 平和の神ご自身が、あなたがたを全く聖別し、あなたがたの霊と魂と体が、私たちの主イエス・キリストの到来のときに、非難されるところなく完全に守られますように。

24 あなたがたを召された方は真実であり、その方は必ずそれを成し遂げてくださいます。

25 兄弟たち、私たちのためにも祈ってください。

26 すべての兄弟たちに、聖なる接吻をもって挨拶しなさい。

27 この手紙がすべての聖なる兄弟たちに読まれるように、主によってあなたがたに誓います。

28 私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたとともにありますように。アーメン。


2 Thessalonians

2 Thessalonians 1

1 パウロ、シルワノ、テモテから、私たちの父なる神および主イエス・キリストにあるテサロニケ人の教会へ。

2 恵みと平和が、私たちの父なる神と主イエス・キリストから、あなたがたにありますように。

3 私どもは、あなたがた兄弟のことで、いつも神に感謝をささげる義務があります。それはふさわしいことです。なぜなら、あなたがたの信仰が大いに成長し、あなたがた一人ひとりのすべての人が互いに対して抱く愛が増し加わっているからです。

4 それゆえ、私たち自身があなたがたの間で、神の諸教会において、あなたがたの忍耐と信仰を、あなたがたが耐えているすべての迫害と苦難の中で誇ることができます。

5 これは、あなたがたが神の国にふさわしい者とされるための、神の正しい裁きの明らかな証拠であり、そのためにあなたがたは苦しみを受けているのです。

6 まことに、神の御前で正しいことです。あなたがたを苦しめる者たちには苦難をもって報いることは。

7 また、苦しめられているあなたがたには、私たちとともに、緩和が与えられるのです。それは、主イエスが、力ある天使たちを従えて、天から啓示されるときのことです。

8 火の炎のうちに、神を知らない者たちと、私たちの主イエス・キリストの福音に従わない者たちに復讐を下されるのです。

9 彼らは主の顔の前とその力の栄光から離れて、永遠の破滅の罰を受けることになる。

10 その日、主が来られて、その聖徒たちのうちに栄光を受け、すべての信じる者たちのうちに驚嘆されることになります。なぜなら、あなたがたに対する私たちの証言が信じられたからです。

11 いつもあなたがたのために祈り、私たちの神があなたがたを召命にふさわしい者とし、善へのあらゆる善意と信仰の働きを力をもって満たしてくださいますように。

12 それは、私たちの神であり主であるイエス・キリストの恵みによって、主イエスの御名があなたがたの間であがめられ、あなたがたも主にあって栄光を受けるためです。

2 Thessalonians 2

1 兄弟たちよ、私たちの主イエス・キリストの到来と、私たちが主のもとに集められることについて、あなたがたにお願いします。

2 霊によってでも、言葉によってでも、私たちから出たかのような手紙によってでも、キリストの日がすでに来たかのように言われるのを聞いて、すぐに心を動かされたり、騒がされたりしないでください。

3 だれにも、どのような方法によっても、だまされてはなりません。なぜなら、まず背教が来て、罪の人、すなわち滅びの子が現れなければ、その日は来ないからです。

4 彼は、すべて神と呼ばれるもの、また崇拝されるものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神の神殿の中に座し、自分こそ神であると示す者です。

5 あなたがたは、私がまだあなたがたのところにいたとき、これらのことをあなたがたに話していたのを覚えていないのですか。

6 そして、あなたがたは、彼がその定められた時に現れるために、今これを引き止めているものを知っています。

7 不法の秘義はすでに働いている。ただ、今は引き止める者がいるので、彼が取り除かれる時まで引き止められている。

8 その時、不法の者が明らかにされる。主は御口の霊をもって彼を滅ぼし、御自身の到来の出現をもって廃するであろう。

9 その者の到来は、サタンの働きによるもので、あらゆる力としるしと嘘の驚異を伴う。

10 また、滅びる者たちに対するあらゆる不義の欺きの中で、彼らは救われるために真理への愛を受け入れなかったからです。

11 それゆえ神は、彼らが嘘を信じるために、迷いの働きを彼らに送るでしょう。

12 それは、真理を信じず、不義を喜んだすべての者が、さばかれるためです。

13 しかし、私たちはいつも神に感謝しなければなりません。主に愛されている兄弟たちよ。神があなたがたを、初めから救いに、霊の聖化と真理の信仰によってお選びになったからです。

14 神は私たちの福音によってあなたがたを召し、私たちの主イエス・キリストの栄光の所有にあずからせてくださったのです。

15 そこで、兄弟たち。堅く立って、私たちの言葉または手紙によって教えられた伝承を守りなさい。

16 私たちの主イエス・キリストご自身、また私たちの父なる神、すなわち私たちを愛し、恵みによって永遠の慰めと良い希望を与えてくださった方

17 あなたがたの心を励まし、すべての良い言葉と働きにおいてあなたがたを強めてくださいますように。

2 Thessalonians 3

1 終わりに、兄弟たちよ。私たちのために祈ってください。主の言葉が、あなたがたのところでと同じように速く広まり、また栄光を受けますように。

2 また、私たちが間違った悪い人々から救い出されますように。すべての人が信仰を持っているわけではないからです。

3 しかし、主は真実な方です。主はあなたがたを強くし、悪い者から守ってくださいます。

4 私たちは主にあって、あなたがたに命じることをあなたがたが行っており、また行うであろうことを確信しています。

5 どうか主があなたがたの心を神の愛とキリストの忍耐とへ導かれますように。

6 私たちは、主イエス・キリストの御名によって、兄弟たちよ、あなたがたに命じます。秩序なく歩み、私たちから受けた伝承に従わないすべての兄弟から離れなさい。

7 あなたがた自身が知っているとおり、私たちを見習うべきです。私たちはあなたがたの間で無秩序に行動しなかったからです。

8 私たちはだれのパンもただでは食べませんでした。むしろ、あなたがたのだれにも負担をかけないように、労苦と苦労を重ね、夜も日も働き続けました。

9 それは、私たちに権威がなかったからではなく、ただ私たちを見倣うように、自分自身をあなたがたに模範として与えるためでした。

10 私たちがあなたがたのところにいたときにも、働きたくない者は食べるなと命じました。

11 あなたがたの中には、何も仕事をせず、余計なことに首を突っ込んで、秩序なく歩いている者たちがいると、私たちは聞いています。

12 こういう人たちには、私たちの主イエス・キリストによって命じ、また勧めます。静けさをもって働き、自分自身のパンを食べるように。

13 しかし、兄弟たちよ、あなたがたは善を行いながら、気を落としてはなりません。

14 しかし、もしだれかが私たちの言葉に従わないなら、その人を手紙によって印しなさい。そして、その人と交わりをしないようにしなさい。彼が恥じるようになるために。

15 しかし、その人を敵とは見なさず、兄弟として戒めなさい。

16 どうか、平和の主ご自身が、あらゆる方法で、いつも、あなたがたに平和を与えてくださいますように。主があなたがたすべてと共におられますように。

17 この挨拶は、パウロの手によるものです。これはすべての手紙におけるしるしであり、このように私は書いています。

18 私たちの主イエス・キリストの恵みが、あなたがたすべてとともにありますように。アーメン。


1 Timothy

1 Timothy 1

1 私たちの救い主なる神と私たちの希望なるキリスト・イエスの命令による、キリスト・イエスの使徒パウロから。

2 信仰による真実の子テモテへ。父なる神と私たちの主キリスト・イエスから、恵みと慈悲と平和がありますように。

3 私がマケドニアへ向かう途中、あなたに勧めたように、エフェソスに留まって、ある人々に異なる教えを教えるなと命じなさい。

4 神話や果てしない系図に心を奪われてはならず、それらは信仰による神の管理よりもむしろ論争を引き起こすものです。

5 この命令の終わりは、清い心と良い良心と偽りのない信仰から出る愛です。

6 ある人たちはこの目標を見失い、それて空談に陥った。

7 律法の教師でありたいと望みながら、自分たちが言っていることも、また自分たちが強く主張していることも理解していない。

8 しかし、私たちは律法が、もし人がそれを適法に用いるならば、良いものであることを知っています。

9 このことを知っている、正しい者のために律法は定められているのではなく、律法に従わない者、不従順な者、不敬虔な者、罪人、汚らわしい者、俗悪な者、父殺し、母殺し、人殺しのために定められている。

10 姦淫者、男色者、人さらい、嘘つき、偽証する者たちのため、またそのほか健全な教えに反するすべてのもののためである。

11 祝福された神の栄光の福音に従って、私はその福音をゆだねられたのです。

12 私は、私を強くしてくださった私たちの主キリスト・イエスに恵みを感謝しています。なぜなら、彼は私を忠実な者と認め、奉仕に任命してくださったからです。

13 私は以前は神を汚す者、迫害者、横暴な者でした。しかし、不信仰のうちに無知のまま行ったので、あわれみを受けました。

14 私たちの主の恵みは、キリスト・イエスにある信仰と愛とともに、ますます満ちあふれるようになりました。

15 この言葉は真実であり、すべての受容に値する。キリスト・イエスは罪人を救うために世界に来られた。その罪人たちの第一は私である。

16 しかし、このゆえに私はあわれみを受けました。それは、イエス・キリストが、まず私に対してそのすべての忍耐を示し、彼を信じて永遠の命を得ようとしている人々への型とされるためでした。

17 どうか、永遠の王、朽ちることなく、目に見えない唯一の賢い神に、名誉と栄光が世々限りなくありますように。アーメン。

18 この命令を、あなたにゆだねます。子テモテよ。あなたについて先になされた預言に従って、その預言によって良い戦役を戦いなさい。

19 信仰と良い良心を持ち続けなさい。ある人々はそれを捨てて、信仰の破船に遭ったのです。

20 その中にはヒメナオとアレクサンドロスがいます。彼らをサタンに引き渡しました。それは、彼らが神を冒涜しないように訓練されるためです。

1 Timothy 2

1 そこで、まず第一に、すべての人のために祈願、祈り、とりなし、感謝がささげられるように勧めます。

2 王たちとすべての卓越した地位にある人々のために、私たちがすべての敬虔と威厳の中で、静かで平和な生活を送るためです。

3 これは、私たちの救い主である神の御前において良いことであり、受け入れられることです。

4 神はすべての人が救われ、真理の知識に至ることを望んでおられます。

5 神は唯一であり、神と人との間の仲介者も唯一であって、それは人としてのキリスト・イエスです。

6 ご自身をすべての人の身代金として与えられた方、その証言は、それぞれの時に示されたものです。

7 私はそのために宣教者また使徒として任命されました。私は真理を語り、キリストにあって偽りを言いません。信仰と真理において異邦人の教師とされました。

8 ですから、私は男たちが、怒りや言い争いなしに、すべての場所で聖なる手を上げて祈ることを望みます。

9 同じように、女たちも、畏敬と節制をもって、穏やかな衣装で自分自身を飾りなさい。編んだ髪や金や真珠や高価な衣類によってではなく。

10 しかし、神への敬虔を告白する女たちには、良い働きをもってふさわしいのである。

11 女は静けさをもって、すべての服従のうちに学びなさい。

12 私は、女が教えることや男を支配することを許しません。ただ、静けさの中にいるべきです。

13 アダムが初めに造られ、次にエバが造られたからです。

14 また、アダムは惑わされなかったが、女は惑わされて、違反の中に陥った。

15 しかし、女は出産によって救われる。もし彼らが信仰と愛と聖化とを、節制をもって保ち続けるならば。

1 Timothy 3

1 「この言葉は真実です。もし人が監督の職を求めるなら、それは良い働きを願っているのです。」

2 ですから、監督者は非難されるところがなく、ひとりの妻の夫であり、慎み深く、分別があり、品位があり、客をよくもてなし、教える能力のある者でなければなりません。

3 酒飲みでなく、喧嘩好きな人でなく、不正な利得を求める者でなく、温和で、争わず、金銭に無欲で、

4 自分の家庭をよく治め、十分な威厳をもって子どもを従わせている人です。

5 もし自分の家を治めることを知らない人が、どうして神の教会を世話することができるでしょうか。

6 新しく信仰に入った者であってはなりません。高慢になって、悪魔と同じ裁きに陥ることのないためです。

7 また、外の人々からの良い証言を持たなければなりません。非難と悪魔の罠に陥らないためです。

8 執事もまた、謹厳で、二枚舌を使わず、多くの葡萄酒に心を奪われず、不正な利をむさぼらない者でなければなりません。

9 きよい良心をもって信仰の秘義を保っている人です。

10 彼らもまた、まず試され、それから、非難されるところがない者として、奉仕させなさい。

11 妻たちも同様に、威厳があり、悪口を言わず、慎み深く、すべてのことにおいて忠実でなければなりません。

12 執事たちは、一人の妻の夫であり、子どもと自分の家をよく治める者でなければならない。

13 よく仕えた人たちは、自分自身のために良い段階を得て、キリスト・イエスにある信仰において多くの大胆さをも得るのです。

14 これらのことを、あなたのところへ早く行くことを望みつつ、あなたに書き送っています。

15 もし私が遅れるなら、あなたが神の家でどのように行動すべきかを知るためです。神の家とは生ける神の教会であり、それは真理の柱であり土台です。

16 確かに偉大なのはこの敬虔の秘義です。神は肉において現われ、霊において義とされ、天使たちに見られ、異邦人の間に宣べ伝えられ、世界において信じられ、栄光のうちに上げられました。

1 Timothy 4

1 しかし、霊は明らかに言う、終わりの時には、ある人々は惑わす霊と悪霊の教えに心を奪われて、信仰から離れるであろう。

2 偽善のうちに偽りを語る者たちの、自分自身の良心が焼きごてで焼かれた者たちのゆえに。

3 結婚することを禁じ、食物を断つように命じる者たちがいる。しかし、神は、信仰があり真理を知っている人々が感謝をもって摂取するために、食物を造られたのである。

4 神の被造物はすべて良いものであり、感謝をもって受けるならば、捨てるべきものは何一つありません。

5 それは神の言葉ととりなしによって聖められるからです。

6 これらのことを兄弟たちに教えるなら、あなたはキリスト・イエスの良い僕となるでしょう。信仰の言葉と、あなたが従ってきた良い教えの言葉によって養われているのです。

7 俗悪な年寄り女の作り話を退けなさい。むしろ、敬虔のために自分自身を鍛えなさい。

8 肉体の運動はわずかに益があるが、敬虔はすべてに益があり、今の命と来たるべき命の約束を持っている。

9 この言葉は真実であり、すべての受容に値する。

10 私たちはこのために労し、また非難されているのです。それは、すべての人々、特に信じる人々の救い主である生ける神に望みを置いているからです。

11 これらのことを命じ、また教えなさい。

12 だれもあなたの若さを軽んじないようにしなさい。むしろ、言葉、行い、愛、霊、信仰、純潔において、信者たちの模範となりなさい。

13 私が行くまで、朗読と慰めと教えに専念しなさい。

14 あなたのうちにある賜物、すなわち預言と長老会の手の按手によってあなたに与えられたものを、軽んじてはいけません。

15 これらのことを思い巡らし、これらのことに留まれ。あなたの進展がすべての人に明らかとなるために。

16 自分自身にも、また教えにも気をつけなさい。それらのことに留まりなさい。そうすれば、あなたは自分自身をも、あなたの言葉を聞く者たちをも救うことになるのです。

1 Timothy 5

1 年長者を叱ってはいけません。むしろ、父に対するように勧めなさい。若い者には兄弟に対するように。

2 年配の婦人たちには母に対するように、若い女たちにはすべての純潔をもって姉妹に対するように。

3 ほんとうの寡婦である寡婦たちを敬いなさい。

4 しかし、もしある寡婦に子か孫がいるなら、まず自分の家を敬い、先祖に報いを返すことを学ばせなさい。これは神の御前で良いことであり、受け入れられることである。

5 しかし、本当の寡婦で、身寄りのない人は、神に望みを置き、夜も日も祈願と祈りに留まっています。

6 しかし、快楽にふけっている者は、生きていても死んでいるのです。

7 これらのことを命じなさい。彼らが非難されるところのない者となるために。

8 もしも自分の者たち、ことに自分の家族を顧みない人がいるなら、その人は信仰を否認しており、不信者よりも悪いのです。

9 寡婦は登録されるべきである。六十歳未満ではなく、ひとりの夫の妻であった者である。

10 良い働きによって認められている者、すなわち、子どもを育て、旅人をもてなし、聖徒の足を洗い、苦しんでいる人を助け、すべての良い働きに従った者であること。

11 若い寡婦は断りなさい。というのは、彼女たちがキリストに逆らって情欲に走ると、結婚したがるからである。

12 彼らは初めの信仰を捨てたので、裁きを受けることになるのです。

13 そのうえ、彼女たちは怠けて、家々を巡り歩くことを覚え、ただ怠けるだけでなく、また、おしゃべりで、余計なことに首を突っ込み、言ってはならないことを話すのです。

14 ですから、私は若いやもめが結婚し、子どもを産み、家庭を治め、反対者に罵りの機会を与えないことを望みます。

15 すでに、ある人々は道を踏み外して、サタンの後に従って行ったからである。

16 もし信者である男か女が寡婦を抱えているなら、その人たちを助けさせなさい。そして教会が重荷を負わされないようにしなさい。それは、本当に寡婦である人たちを助けるためです。

17 よく指導の任に当たっている長老たちは、二重の名誉を受けるにふさわしいとしなさい。特に、言葉と教えのために労している者たちはそうです。

18 聖書は、「穀物を踏んでいる牛に口輪をかけてはならない」と言い、また「労働者はその報酬を受けるにふさわしい」と言っています。

19 長老に対する告訴は、二人か三人の証人がいなければ、受理してはいけません。

20 罪を犯している者をすべての人の前で責めなさい。そうすれば、ほかの者たちも恐れを持つようになる。

21 私は、神と主イエス・キリストと選ばれた天使たちの前で、あなたに厳かに命じます。これらのことを偏見なしに守り、何事も偏りなく行いなさい。

22 手を軽々しくだれにも置いてはいけません。また、他人の罪にあずかってはいけません。自分自身を清く保ちなさい。

23 もう水ばかり飲んではいけません。胃のため、また、あなたのしばしば起こる弱さのために、少量の葡萄酒を用いなさい。

24 ある人々の罪は明らかで、裁きに先立って進むが、ある人々の罪は後に従う。

25 同じように、良い働きも明らかであり、そうでないものも隠れることはできません。

1 Timothy 6

1 くびきの下にある奴隷たちは、自分の主人をすべての名誉に値する者とみなすべきである。それは、神の名前と教えが冒涜されないためである。

2 しかし、信仰を持つ主人を持つ者たちは、その主人たちが兄弟であるからといって軽んじてはなりません。むしろ、ますます仕えなさい。なぜなら、彼らは信仰があり、愛されている者であり、善行にあずかっているからです。これらのことを教え、また勧めなさい。

3 だれかが異なる教えを説き、私たちの主イエス・キリストの健全な言葉と敬虔にかなう教えに従わないなら、

4 その人は高慢になり、何も知らず、論争と言葉の争いについて病んでいる。そこから妬み、争い、冒涜、悪い憶測が生じる。

5 曲解論争は、心が腐敗し真理を失った人々、敬虔を利益とみなす者たちの間に生じる。そのような者たちから離れなさい。

6 しかし、満足を伴う敬虔は大きな利益です。

7 私たちは何一つこの世に持って来なかったし、また何一つ持って出ることもできないことは明らかです。

8 衣食があれば、それで足りるでしょう。

9 しかし、富もうと願う人々は、試みと罠と、また多くの愚かで有害な欲望とに陥ります。それらの欲望は、人々を破滅と滅びに沈めます。

10 金銭愛はすべての悪の根である。ある人々はそれを求めて、信仰から迷い出て、多くの悲しみで自分自身を刺し通した。

11 しかし、神の人よ。あなたはこれらのことを避け、義、敬虔、信仰、愛、忍耐、柔和を追い求めなさい。

12 信仰の良い競技を戦い、永遠の命を捕らえなさい。あなたはこのために召され、多くの証人たちの前で良い告白をしました。

13 私は、すべてのものに命を与える神と、ポンティオ・ピラトの前で良い告白をなさったキリスト・イエスの御前で、あなたに命じます。

14 あなたは、私たちの主イエス・キリストの出現の時まで、戒めを、傷のない、非難されるところのないものとして守りなさい。

15 神は、その定められた時に、祝福に満ちた唯一の支配者、王の王、主の主である方を示されるであろう。

16 ただひとり不死を持つ方、近づくことのできない光に住む方、人のうちだれも見たことがなく、また見ることができない方。この方に名誉と永遠の力があるように。アーメン。

17 この世で富んでいる人たちに命じなさい。高ぶらないように、また、不確かな富に望みを置かないように。むしろ、私たちにすべての物を豊かに与えて享受させてくださる生ける神に望みを置くように。

18 善を行い、良い働きに富み、惜しみなく施し、喜んで分け与える者となりなさい。

19 良い基礎を自分自身のために蓄えて、未来に備え、永遠の命を捕らえるように。

20 テモテよ、預けられたものを守りなさい。俗悪な空虚な話と、偽って名づけられた知識の対立を避けつつ。

21 これを公然と主張したある人たちは、信仰からはずれてしまいました。恵みが、あなたとともにありますように。アーメン。


2 Timothy

2 Timothy 1

1 神の意志により、キリスト・イエスにある命の約束に基づいて、キリスト・イエスの使徒となったパウロから、

2 愛する子テモテへ。父なる神および私たちの主キリスト・イエスから、恵みと慈悲と平和がありますように。

3 私は、先祖以来きよい良心をもって仕えている神に感謝しています。そして、夜も昼も、私の祈願の中で、あなたのことを絶えず記憶しています。

4 あなたに会いたいと慕い、あなたの涙を覚えつつ、喜びで満たされますように。

5 あなたのうちにある偽りのない信仰を思い起こしています。その信仰は、最初にあなたの祖母ロイスとあなたの母ユニケのうちに宿りましたが、それがあなたのうちにもあることを、私は確信しています。

6 それゆえ、私はあなたに、私の手の按手によってあなたのうちにある神の贈り物を再び燃え立たせるように思い起こさせる。

7 神が私たちに与えられたのは、臆病の霊ではなく、力と愛と健全な心の霊です。

8 ですから、あなたは私たちの主の証言を恥じてはならず、またその囚人である私をも恥じてはなりません。むしろ、神の力に従って、福音のために私とともに苦しみを負いなさい。

9 私たちを救い、聖なる召命をもって召してくださった方によるのです。それは私たちの働きによるのではなく、ご自身の目的と恵みによるものであり、その恵みはキリスト・イエスにおいて、永遠の時間の前に私たちに与えられたものです。

10 それが今、私たちの救い主イエス・キリストの出現によって明らかにされ、死を廃し、福音によって命と不朽を明らかにされたのです。

11 私は、この福音のために、宣教者、使徒、また教師として異邦人に任命されたのです。

12 そのために、私はこれらのことも苦しんでいます。しかし、私は恥じていません。なぜなら、私は自分が信じた方を知っており、また、その方が私の預かり物をかの日のために守ることができると確信しているからです。

13 あなたは、キリスト・イエスにある信仰と愛をもって、私から聞いた健全な言葉を型として保ちなさい。

14 良い預けられたものを、私たちのうちに宿る聖霊によって守りなさい。

15 あなたが知っているとおり、アジアにいるすべての者たちは私から離れ去りました。その中にはピゲロスとヘルモゲネスもいます。

16 主がオネシポロの家に慈悲を賜わらんことを。彼はしばしば私を元気づけ、私の鎖を恥じなかったからである。

17 しかし、ローマに着いたとき、彼はより熱心に私を捜し、そして見つけました。

18 主がその日に彼に主からの慈悲を見いださせてくださいますように。そして、彼がエフェソスでどれほど仕えたかは、あなたが最もよく知っています。

2 Timothy 2

1 そこで、わが子よ。キリスト・イエスにある恵みによって強くなりなさい。

2 多くの証人の前で私から聞いたこれらのことを、他の人にも教える力のある忠実な人たちにゆだねなさい。

3 あなたは、キリスト・イエスの良い兵士として、苦しみを耐え忍びなさい。

4 兵役についている者は、生活の事業に絡め取られることはない。それは、自分を兵士として選んだ者を喜ばせるためである。

5 また、だれかが競技をするなら、規定に従って競技をしなければ、栄冠を得ることはできません。

6 労苦した農夫は、まず果実にあずかるべきである。

7 私が言っていることを考えなさい。主はあなたにすべてのことについて理解を与えてくださるからです。

8 私の福音に言うとおり、ダビデの種から生まれ、死者の中からよみがえったイエス・キリストを覚えなさい。

9 私はそのために苦しみを受け、束縛されるまでに至っていますが、それは悪を行う者のようにです。しかし、神の言葉は束縛されてはいません。

10 このゆえに、私は選ばれた者たちのためにすべてのことを耐え忍びます。それは、彼らもまたキリスト・イエスにある救いを得て、永遠の栄光とともに受けるためです。

11 この言葉は真実です。もし私たちが彼とともに死んだなら、彼とともに生きるでしょう。

12 もし耐え忍ぶなら、私たちは彼とともに治めるでしょう。もし私たちが彼を否むなら、彼もまた私たちを否むでしょう。

13 私たちが不誠実でも、彼は誠実であり続ける。彼はご自身を否むことができないからである。

14 これらのことを思い起こさせなさい。主の御前で厳しく証しして、何の益にもならず、聞いている人々を転覆に至らせる言葉の争いをしないように命じなさい。

15 あなたは、真理の言葉をまっすぐに説き明かす、恥じることのない労働者として、自分自身を神に認められる者としてささげるよう努めなさい。

16 俗悪な空虚な話を避けなさい。彼らはますます不敬虔に進むからである。

17 彼らの言葉は壊疽のように牧草地を食い尽くすであろう。その中にはヒメナオとフィレトがいる。

18 彼らは真理からそれて、復活はすでに起こったと言い、ある人々の信仰を覆している。

19 しかし、神の堅固な基礎は立っていて、この封印を持っている。「主はご自分の者たちを知っておられる。」また、「キリストの名前を呼ぶ者は皆、不義から離れよ。」

20 大きな家には、金や銀の器だけでなく、木や土の器もあります。そして、あるものは名誉のために、あるものは不名誉のためにあります。

21 だから、だれでも自分自身をこれらのことから清めるなら、その人は名誉のための器となり、聖められ、主人にとって有益で、あらゆる良い働きに備えられたものとなる。

22 しかし、若い時の欲望から逃げなさい。そして、義と信仰と愛と平和を、清い心で主を呼び求める人々とともに追い求めなさい。

23 愚かで無知な論争を避けなさい。それが争いを生むことを知っているからです。

24 主の奴隷は争ってはいけません。むしろ、すべての人に優しく、教えることができ、忍耐強くあるべきです。

25 柔和をもって反対する者たちを訓戒しなさい。もしかすると、神は彼らに悔い改めを与えて真理の知識に至らせてくださるかもしれません。

26 そして、彼らが悪魔の罠から目を覚まし、彼に捕えられてその意志に従うことから逃れるように。

2 Timothy 3

1 このことを知っておきなさい。終わりの日には、困難な時が来る。

2 そのとき、人々は自分を愛する者、金を愛する者、大言壮語する者、高慢な者、神をけがす者、親に従わない者、感謝しない者、汚れた者となる。

3 情け知らずの者、和解しない者、そしる者、節制のない者、粗暴な者、善を好まない者になり、

4 裏切者、向こう見ずな者、慢心する者、神よりも快楽を愛する者となり、

5 敬虔の形を持ちながら、その力を否定している者たちである。こういう人々を避けなさい。

6 こういう人々の中には、家々に入り込み、罪に重ねられ、さまざまな欲望に引かれている愚かな女たちを捕らえている者たちがいるのです。

7 いつも学んでいるが、決して真理の知識に達することができない者たちである。

8 ヤンネスとヤンブレスがモーセに逆らったように、この人々も真理に逆らっています。彼らは心が腐敗し、信仰について不適格な人々です。

9 しかし、彼らはこれ以上進むことはない。彼らの愚かさは、あの者たちの場合のように、すべての人に明らかになるからである。

10 しかし、あなたは私の教え、生活様式、目的、信仰、忍耐、愛、忍耐に従った。

11 アンティオキア、イコニオン、リュストラで私に起こった迫害と苦難、そのような迫害を私は耐え忍びました。そして、主はすべてのものから私を救い出してくださいました。

12 しかし、キリスト・イエスにあって敬虔に生きようと願う者はみな、迫害を受けるでしょう。

13 しかし、悪人や妖術師たちは、惑わし、また惑わされながら、さらに悪い方へ進むでしょう。

14 しかし、あなたは学び、確信したところに留まりなさい。あなたは、誰からそれを学んだかを知っているからです。

15 また、幼子の時から聖書を知っており、それらはあなたをキリスト・イエスにある信仰による救いへと賢くすることができるのです。

16 すべての聖書は神の霊感によるもので、教えと証拠と矯正と義における躾のために有益です。

17 神の人が、すべての良い働きのためにふさわしく、十分に整えられた者となるためです。

2 Timothy 4

1 そこで、私は神と、生きている者と死んだ者とをさばくことになる主イエス・キリストの御前で、その出現とその王国に基づいて、厳かに証言する。

2 みことばを宣べ伝えなさい。時にかなって時にあわなくても、しっかり立ちなさい。責め、戒め、勧めなさい。すべての忍耐と教えをもって。

3 というのは、健全な教えに耐えられなくなる時が来るからです。彼らは自分の欲望に従い、耳がかゆくなるような教師たちを自分たちのために寄せ集めるでしょう。

4 彼らは真理から聴覚をそらし、神話の方へそれて行くであろう。

5 しかし、あなたはすべてのことにおいて慎み、苦難を耐え忍び、伝道者の働きをなし、あなたの奉仕を十分に果たしなさい。

6 私はすでに注ぎの供え物となり、私の出発の時が近づいています。

7 私は良い競技を戦い、競走を走り終え、信仰を守り通しました。

8 今や義の冠が私のために蓄えられています。かの日に、正しい裁判官である主が、それを私に授けてくださるのです。私だけでなく、主の出現を愛したすべての人にも授けてくださるのです。

9 何とかして、早く私のところに来てください。

10 デマスは今の世を愛して私を捨て、テサロニケへ行った。クレスケンスはガラテヤへ、テトスはダルマティアへ行った。

11 ルカだけは私とともにいます。マルコを連れて来なさい。彼は私の奉仕のために役に立つからです。

12 私はテュキコスをエフェソスに遣わしました。

13 来るときには、トロアスでカルポスのところに残しておいた外套を持って来なさい。また、書物、特に羊皮紙も持って来なさい。

14 銅細工人のアレクサンドロスは、私に多くの悪を行いました。主はその働きに応じて彼に報いられます。

15 あなたも彼を警戒しなさい。彼は私たちの言葉に激しく逆らったからです。

16 私の最初の弁明の際には、だれも私のそばに来ませんでした。しかし、すべての人が私を見捨てました。どうか、彼らにそのことが負わされませんように。

17 しかし、主は私のそばに立ち、私を強めてくださいました。それは、私を通して宣教が完全に成し遂げられ、すべての異邦人が聞くためでした。そして、私は獅子の口から救い出されました。

18 主は私をすべての悪の働きから救い出し、天の王国に救い入れてくださる。その方に栄光が永遠の永遠にありますように。アーメン。

19 プリスカとアクイラによろしく伝えなさい。また、オネシポロの家にも。

20 エラストはコリントにとどまり、トロピモは病気のためミレトスに残して来た。

21 冬の前に来るよう努めなさい。エウブロス、プデンス、リノス、クラウディア、そしてすべての兄弟たちがあなたに挨拶しています。

22 主イエス・キリストがあなたの霊とともにいてくださいますように。恵みがあなたがたとともにありますように。アーメン。


Titus

Titus 1

1 神の奴隷、またイエス・キリストの使徒パウロ、神に選ばれた者たちの信仰と、敬虔にかなう真理の知識とのために。

2 偽りのない神が永遠の昔から約束された永遠の命の希望に基づいて、

3 神は、ご自分の定められた時に、その言葉を宣教によって明らかにされました。私は、私たちの救い主なる神の命令によって、この宣教をゆだねられたのです。

4 テトスよ、共通の信仰による真実の子よ。父なる神と私たちの救い主イエス・キリストから、恵みと慈悲と平和がありますように。

5 このために、私はあなたをクレタに残した。それは、あなたが欠けていることを整え、私があなたに命じたように、町ごとに長老たちを任命するためである。

6 ひとりの妻の夫であり、非難されるところがなく、信仰深い子を持ち、放蕩の告訴や反抗的なことがない者であるならば。

7 監督者は神の管理人として、非難されるところのない者であるべきです。わがままでなく、怒りっぽくなく、酒に溺れず、喧嘩好きな人でなく、不正な利を求める者でもなく。

8 かえって、旅人をよくもてなし、善を愛し、慎み深く、正しく、敬虔で、自制心があり

9 教えにかなった忠実な言葉をしっかりと守り、健全な教えをもって励ますことも、反対する者たちを戒めることもできるようにしなさい。

10 実に、多くの者たちが反抗的で、むなしい話をする者、人を欺く者たちがいます。特に、割礼を受けた者たちがそうです。

11 彼らの口を封じなければなりません。彼らは、恥ずべき利得のために、教えてはならないことを教え、家々を破壊しています。

12 彼らのうちの一人、彼ら自身の預言者が言った、「クレタ人はいつも嘘つき、悪い野獣、怠惰な腹である。」

13 この証言は真実です。それゆえ、彼らを鋭く戒めなさい。彼らが信仰において健全であるために。

14 ユダヤ人の神話と、真理から背を向けている人々の戒めに心を留めてはならない。

15 すべてのものは、きよい人々にはきよい。しかし、汚れた者たちと不信仰な者たちには、何一つきよいものはない。それどころか、彼らの心も良心も汚れている。

16 彼らは神を知っていると告白するが、その働きによっては否定している。忌まわしい者であり、不従順で、あらゆる良い働きに対して不適格である。

Titus 2

1 しかし、あなたは健全な教えにふさわしいことを語りなさい。

2 老人たちには、自制し、謹厳で、慎み深くあり、信仰と愛と忍耐において健全であるように。

3 老婦人たちも同様に、行状は神聖にふさわしく、悪口を言わず、多くの葡萄酒に奴隷とされず、良いことを教える者でありなさい。

4 若い女たちが夫を愛し、子どもを愛するように教えさせるためである。

5 慎み深く、貞潔で、家事に励み、善良で、自分の夫に従順であるように。それは、神の言葉がそしられないためである。

6 同じように、若い人々には、思慮深くあるように勧めなさい。

7 すべてのことにおいて、あなた自身を良い働きの模範として示し、教えにおいては無腐敗、威厳、不朽を示しなさい。

8 健全で非難すべきところのない言葉を用いなさい。そうすれば、敵対する者が、あなたがたについて何も悪いことを言えず、恥じ入るようになるためです。

9 奴隷たちは、自分の主人にすべての点で従い、喜ばれる者となり、反抗してはならない。

10 盗みをせず、すべての点で真実な忠実さを示しなさい。それは、彼らがあらゆることにおいて、私たちの救い主である神の教えを飾るためです。

11 神の恵みがすべての人に救いをもたらすものとして現れた。

12 私たちを訓練し、不敬虔とこの世の欲望を捨てて、慎み深く、正しく、敬虔に、この今の時代に生きるようにさせるのです。

13 祝福された希望、すなわち、大いなる神であり私たちの救い主であるイエス・キリストの栄光の出現を待ち望みながら。

14 キリストが私たちのためにご自身をささげられたのは、私たちをすべての不法から贖い出し、良い働きに熱心なご自分の民を、ご自分のために清めるためでした。

15 これらのことを語り、勧め、また、すべての命令をもって責めなさい。だれにもあなたを軽んじさせてはならない。

Titus 3

1 彼らに、支配者と権威に服従し、従い、すべての良い働きに備えているように思い起こさせなさい。

2 だれをもそしらず、争わず、柔和であり、すべての人に柔和さを示しなさい。

3 私たちも以前は、愚かで、不従順で、惑わされ、様々な欲望と快楽に仕え、悪意と妬みの中で生活し、憎むべき者であり、互いに憎み合っていたのです。

4 しかし、私たちの救い主なる神の親切と慈愛が現れたとき、

5 私たちの行った義の働きによらず、神はその慈悲によって、聖霊による再生と新しくすることの洗いをもって私たちを救ってくださいました。

6 神は、この聖霊を、私たちの救い主イエス・キリストによって、私たちに豊かに注いでくださいました。

7 それは、私たちが彼の恵みによって義とされ、永遠の命の希望に基づいて相続人となるためです。

8 この言葉は確かであり、私はあなたがこれらのことについて確信をもって言い続けることを望む。それは、神を信じた者たちが良い働きに励むことを心がけるためである。これらのことは良いことであり、人々に有益である。

9 愚かな論争や系図、争い、律法についての争いを避けなさい。それらは無益で、むなしいものです。

10 分派を起こす人を、一度と二度の訓戒の後に退けなさい。

11 そのような人は、知っているとおり、曲がってしまい、自分で自分を罪に定めながら罪を犯しているのです。

12 私がアルテマスかテュキコスをあなたのもとに送ったら、急いでニコポリスにいる私のところに来てください。そこに冬を過ごすことに決めているからです。

13 ゼナスという律法学者とアポロを、彼らに何一つ欠けることがないように、熱心に見送りなさい。

14 私たちの者たちも、良い働きに励むことを学びなさい。必要なことに用いるため、実を結ばない者とならないために。

15 私と共にいるすべての者があなたに挨拶を送ります。信仰において私たちを愛している者たちに挨拶を送ってください。恵みがあなたがたすべてとともにありますように。アーメン。


Philemon

Philemon 1

1 キリスト・イエスの囚人であるパウロ、および兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンへ。

2 姉妹アッピア、私たちの戦友アルキポス、そしてあなたの家にある教会へ。

3 恵みと平和が、私たちの父なる神と主イエス・キリストから、あなたがたにありますように。

4 私はいつも私の神に感謝し、祈りの中であなたのことを記憶しています。

5 あなたの愛と、あなたが主イエスに対して持っている信仰、そしてすべての聖徒たちに対する信仰について聞いています。

6 あなたの信仰の交わりが、あなたがたの間でキリスト・イエスに対してあるすべての良いものについての知識によって、力あるものとなりますように。

7 私はあなたの愛について多くの感謝と慰めを得ています。なぜなら、聖徒たちの慈愛が、兄弟よ、あなたによって休められたからです。

8 そこで、キリストにあって多くの大胆さを持ち、あなたにふさわしいことを命じることができるが、

9 むしろ愛によってお願いします。パウロとして、老人であり、今はまたイエス・キリストの囚人である私が。

10 私は、獄中で生んだ私の子オネシモについて、あなたにお願いします。

11 かつてあなたにとって無益であった者が、今はあなたにとっても私にとっても有益な者となり、私は彼を送り返しました。

12 彼をあなたのもとに送り返します。彼は私の慈愛そのものです。

13 私は彼を自分のもとに引き留めておき、あなたのために、福音の束縛の中で私に仕えてもらいたいと思っていました。

14 あなたの同意なしには何一つすまいと思いました。それは、あなたのしてくれる親切が、強いられてではなく、自発的であるためでした。

15 たぶん、彼がしばらくの間あなたから離されたのは、あなたが彼を永遠に受け取るためであったのです。

16 もはや奴隷としてではなく、奴隷以上の者、すなわち愛する兄弟としてです。特に私にとってそうですが、あなたにとってはなおさら、肉においても主にあってもそうです。

17 ですから、もしあなたが私を仲間と思うなら、私のように彼を受け入れてください。

18 もし彼があなたに対して何か不正をしたか、または負っているのなら、それを私に負わせてください。

19 私はパウロが自分の手で書きました。私は償います。あなたが私に自分自身をも負っていることを、あなたに言わないために。

20 そうです、兄弟よ。私は主にあってあなたから益を得たいのです。私の慈愛を主にあって休ませてください。

21 私はあなたの服従を確信して、あなたに書き送りました。あなたが私の言うこと以上のことを行うことを知っているからです。

22 また、私のために宿の用意をしておいてください。あなたがたの祈りによって、私があなたがたに赦されることを望んでいるからです。

23 エパフラス、キリスト・イエスにあって私とともに囚人となっている者が、あなたによろしくと言っています。

24 マルコ、アリスタルコス、デマス、ルカ、私の同労者たち。

25 主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊とともにありますように。アーメン。


Hebrews

Hebrews 1

1 神は、むかし父たちに、預言者たちを通して、多くの部分に分け、また、いろいろな方法で語られましたが、この終わりの日々には、御子によって私たちに語られました。

2 神はこの方を万物の相続人と定め、またこの方によって世界を造られました。

3 御子は神の栄光の輝き、また神の実体の刻印であり、その力の言葉によって万物を支え、自ら罪の清めを成し遂げて、高い所にある威厳の右に座された。

4 彼は天使たちよりもまさる者となられたのは、彼らよりもさらにすぐれた名前を受け継がれたからである。

5 いったい、神はかつて、どの天使に「あなたはわたしの子。きょう、わたしがあなたを生んだ」と言われたでしょうか。また、「わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となる」とも言われたでしょうか。

6 さらに、長子をこの世界に再び導き入れるとき、神はこう言われる。「神の天使たちはみな、彼を拝め。」

7 また、御使いたちについては、「神は御使いたちを霊とし、その奉仕者たちを火の炎となさる」と言っておられます。

8 御子については、神よ、あなたの王座は世々限りなく、あなたの王国の杖は正しさの杖です。

9 あなたは義を愛し、不法を憎んだ。それゆえ、神よ、あなたの神は、あなたを喜びの油で、あなたの仲間たちにまさって、油注がれた。

10 また、主よ。あなたは初めに大地の基を据えられました。天も、あなたの手の働きです。

11 彼らは滅びるが、あなたはとこしえに留まる。すべてのものは上着のように古びる。

12 また、あなたはこれらを覆いのように巻き、彼らは変えられるでしょう。しかし、あなたは同じ方であり、あなたの年は尽きることがありません。

13 神は、かつてどの天使に向かってこう言われたことがあるか。「わたしがあなたの敵をあなたの足の足台とするまで、わたしの右に座っていなさい。」

14 彼らはみな、奉仕の霊であって、救いを受け継ごうとしている人々のために遣わされているのではありませんか。

Hebrews 2

1 ですから、私たちは聞いたことにますます注意を払わなければなりません。そうしないと、流されてしまうからです。

2 もし天使たちを通して語られた言葉が堅く立って、すべての違反と不服従が当然の報酬を受けたのなら、

3 私たちはこれほど大きな救いをないがしろにしたなら、どうして逃れられるでしょうか。この救いは、初めに主によって語られ、それを聞いた人々によって私たちに確証されたのです。

4 神もまた、しるしと驚異とさまざまな力、そして聖霊の賜物の分配をもって、ご自身の意志に従って共に証しされた。

5 神は、私たちが話している来たるべき世界を、天使たちに従わせることはなさらなかったのです。

6 しかし、ある所で、ある人が証言して言った、「人間とは何者なのか、あなたが彼を心に留められるとは。人の子とは何者なのか、あなたが彼を訪れられるとは。」

7 あなたは彼を天使たちよりも少し低くし、栄光と名誉の冠を彼に与え、あなたの手の働きの上に彼を任命されました。

8 あなたは万物をその足の下に従わせました。神が万物を彼に従わせたとき、彼に従わないものを何一つ残されませんでした。しかし今は、まだ万物が彼に従わせられているのを見てはいません。

9 ただ、御使いよりも少しの間低くされたイエスを見ています。死の苦難のゆえに、栄光と名誉の冠を授けられた方です。それは、神の恵みによって、すべての人のために死を味わうためでした。

10 万物の目的であり原因である方にとって、多くの子たちを栄光に導くために、彼らの救いの先駆者を苦難を通して完全にすることは、ふさわしいことであった。

11 きよめる方も、きよめられる者たちも、すべては一つから出ています。それゆえ、彼は彼らを兄弟と呼ぶことを恥としないのです。

12 「わたしはあなたの名前をわたしの兄弟たちに告げよう。教会の真ん中で、わたしはあなたを賛美しよう。」

13 また、「わたしは彼に信頼する。」また、「見よ、わたしと、神がわたしに与えた子供たちは。」と言う。

14 そこで、子供たちは肉と血に共にあずかっているので、主も同じようにそれらにあずかられた。それは、死によって、死の力を持つ者、すなわち悪魔を滅ぼすためである。

15 そして、死の恐れによって一生涯、隷属の責めを負っていた者たちを解放するためでした。

16 確かに、天使たちを助けるのではなく、アブラハムの種を助けられるのです。

17 それゆえ、彼はすべての点で兄弟たちと同じようにならなければならなかった。それは、神に関わる事柄において、あわれみ深い、忠実な大祭司となるためであり、民の罪を贖うためであった。

18 主は、ご自身が試みを受けて苦しまれたので、試みられている者たちを助けることがおできになるのです。

Hebrews 3

1 それゆえ、聖なる兄弟たち、天の召命にあずかる者たちよ、私たちの告白の使徒であり大祭司であるキリスト・イエスをよく考えなさい。

2 彼を立てた方に対して忠実であり、モーセがその家全体において忠実であったのと同様です。

3 彼はモーセよりも多くの栄光を受けるにふさわしいとされました。それは、家を建てた者が家そのものよりも多くの名誉を持つからです。

4 すべての家はだれかによって建てられるが、すべてのものを造られた方は神である。

5 モーセは、神の家全体において召使いとして忠実であり、後に語られることへの証言のためでした。

6 しかしキリストは、子として、その家の上にいます。その家とは私たちのことです。もし私たちが、大胆さと希望の誇りとを、終わりまでしっかりと保ち続けるならば。

7 だから、聖霊が言われるとおり、きょう、もし彼の声を聞くならば、

8 荒野での試みの日に、挑発のときのように、あなたがたの心をかたくなにしてはならない。

9 あなたがたの父たちは、そこでわたしを試み、わたしをためし、四十年の間、わたしの働きを見た。

10 だから、わたしはその世代に対して憤り、言った、「彼らは常に心で迷っている。彼らはわたしの道を知らなかった」。

11 わたしは怒りをもって誓ったように、彼らは決してわたしの休息に入ることはない。

12 兄弟たちよ、あなたがたのうちのだれにも、悪い不信仰の心が生じて、生ける神から離れることのないように、気をつけなさい。

13 「きょう」と言われている間に、日々互いに励まし合って、あなたがたのうちのだれも罪の欺きによってかたくなにならないようにしなさい。

14 私たちはキリストにあずかる者となったのです。もし最初の確信を終わりまでしっかり保ちさえすれば。

15 「きょう、もし彼の声を聞くならば、挑発の時のように、あなたがたの心をかたくなにしてはならない」と言われているうちに。

16 聞いた者たちの中には、神を怒らせた者たちがいた。しかし、モーセによってエジプトから出て行った者たちのすべてがそうだったわけではない。

17 神は四十年の間、だれに対して怒られたのですか。罪を犯した者たち、その死体が荒野に倒れた者たちに対してではありませんか。

18 また、神が彼らに誓われたのは、彼らがその休息に入ることはないと誓われたのではなかったか。ただ、従わなかった者たちだけに誓われたのである。

19 そして、彼らが不信仰のために入れなかったことが、私たちにはわかります。

Hebrews 4

1 それゆえ、私たちは恐れよう。約束がまだ残っている間に、その休息に入る機会を、あなたがたのうちのだれかが失ったと思われることのないように。

2 私たちも彼らと同じように福音を説き聞かされているのです。しかし、その聴覚の言葉は、それを聞いた者たちに信仰によって混ぜ合わされなかったので、彼らには益となりませんでした。

3 私たちは信じた者たちとして、その休息に入るのです。「わたしは怒りをもって誓ったように、彼らは決してわたしの休息に入ることはない」と言われたとおりです。実際、神の働きは世界の基礎が置かれる前から成し遂げられていたのです。

4 それは、ある所で第七日についてこう言っています。「神は、そのすべての働きを終えて、第七日に休まれた。」

5 そしてこの箇所で再び、「彼らはわたしの休息に入ることはない」と言われています。

6 こういうわけで、その安息に入る者たちがなお残っているのであり、先に福音を聞かされた者たちは、不従順のゆえに入らなかったのです。

7 また、ある日を「今日」と定めて、ダビデにおいて、長い時間の後に、言われたとおりに、「今日、もし彼の声を聞くならば、あなたがたの心をかたくなにしてはならない」と言っておられる。

8 もしイエスが彼らを休ませたのであれば、その後について別の日のことを語ることはなかったでしょう。

9 それゆえ、神の民のために安息がなお残されている。

10 神の休息に入った者は、神がご自分の働きを終えて休まれたように、自分自身もその働きを終えて休んだのである。

11 ですから、私たちはその休息に入るように努めましょう。同じ不服従の手本に従って落ちる者が一人もいないように。

12 神の言葉は生きていて、力があり、どんな両刃の刀よりも鋭く、魂と霊、継ぎ目と骨髄の分割にまで達して刺し通し、心の思いや意図を判別するのです。

13 また、神の御前で隠れていない被造物はなく、すべてのものが神の目に裸であり、さらけ出されています。私たちはこの方に対して申し開きをするのです。

14 そこで、私たちには、もろもろの天を通られた偉大な大祭司、神の子イエスがおられるのですから、その告白をしっかりと握りしめよう。

15 私たちには、弱さに同情できない大祭司がいるのではなく、罪はないが、すべての点で私たちと同じように試みに会われた大祭司がいるのです。

16 それゆえ、私たちは大胆さをもって恵みの王座に近づこう。それは、慈悲を受け、恵みを見いだし、時にかなった助けを得るためである。

Hebrews 5

1 すべての大祭司は、人々の中から選ばれ、神に関わる事柄について人々のために立てられ、罪のために贈り物と犠牲をささげるためです。

2 彼は自分自身も弱さを身にまとっているので、無知で迷っている人々を思いやることができるのです。

3 そして、このゆえに、彼は民のためだけでなく、自分のためにも、罪のためにささげ物をささげる義務がある。

4 また、だれもこの名誉を自分で取るのではなく、アロンのように神に召された者が受けるのです。

5 同様に、キリストも大祭司となる栄誉を自分で得たのではなく、彼に「あなたはわたしの子。きょう、わたしがあなたを生んだ」と言われた方が、それを与えられたのです。

6 また別の箇所でこう言っています。「あなたは、永遠に、メルキセデクの秩序に従う祭司である。」

7 キリストは、ご自身の肉の日々において、死からご自身を救うことのできる方に向かって、強い叫びと涙とをもって祈願と嘆願をささげ、そしてその恐れのゆえに聞き入れられました。

8 御子であられるのに、苦しみによって従順を学ばれた。

9 そして、完全な者とされた彼は、彼に従うすべての人々に対して、永遠の救いの源となった。

10 神によって、メルキセデクの秩序にしたがって大祭司と呼ばれた者。

11 この方について、私たちには多くの言葉がありますが、あなたがたの聴覚が鈍くなっているので、説明するのが難しいのです。

12 あなたがたは、時間のゆえに教師であるべきなのに、再び神の神託の始めの要素を教えてもらう必要を抱えています。そして、堅い食物ではなく乳を必要とする者となっています。

13 乳ばかり飲んでいる者はみな、義の言葉に通じていません。幼子だからです。

14 しかし、堅い食物は成人のものであり、習慣によって良いものと悪いものとを見分けるために感覚を訓練された人々のものです。

Hebrews 6

1 だから、私たちはキリストの初めの言葉を後にして、完全へと進もうではありませんか。死んだ働きからの悔い改めと神への信仰の基礎を再び据えることなく。

2 洗いの教え、按手、死者の復活、永遠の裁きについての教え。

3 神がお許しになるならば、私たちはそれをしましょう。

4 実際、一度光を受けて天からの贈り物の味を知り、聖霊にあずかる者となった者たちは、

5 神の良い言葉と、来たるべき世の力を味わった者たちも、

6 しかも堕落してしまった者たちを、再び悔い改めに立ち返らせることはできない。彼らは自分自身で神の子を再び十字架につけ、公に辱めているからである。

7 大地は、その上にしばしば降る雨を吸い込み、それを耕す人々のために役立つ草を生み出し、神の祝福にあずかるのです。

8 しかし、いばらとあざみを生じさせる地は、役に立たず、呪いに近く、その終わりは燃焼である。

9 しかし、愛する者たちよ。私たちはあなたがたについて、より良いこと、すなわち救いに結びつくことを確信しています。たとえこのように語るとしてもです。

10 神は正しくない方ではないので、あなたがたの働きと、あなたがたが神の御名のために示した愛の労苦とを忘れることはありません。あなたがたは聖徒たちに仕え、また今も仕えているのです。

11 私たちは、あなたがた一人ひとりが、同じ勤勉を示し、希望の確信を終わりまで持つことを望みます。

12 あなたがたが怠らず、信仰と忍耐によって約束のものを相続する人々の模倣者となるためです。

13 神はアブラハムに約束されるとき、ご自分よりすぐれたものがないので、ご自分をさして誓われた。

14 「必ず祝福してあなたを祝福し、必ず増やしてあなたを増やす」と言われた。

15 こうして、彼は忍耐の末に、約束を得た。

16 確かに、人々は自分より偉大な者を指して誓います。そして、すべての反対の終わりとして確証のための誓いがあります。

17 そこで神は、約束の相続者たちに、ご自身の計略の変わらないことをさらに豊かに示そうと望み、誓いをもって保証された。

18 それは、変わることのない二つの事柄によって、——神は偽ることが不可能である——私たち逃げて来た者が、前に置かれている希望をしっかりと捕えるために、力強い慰めを持つためです。

19 この望みは、私たちの魂のために、安全で確かな錨としてあり、垂れ幕の内側に入るものです。

20 イエスは私たちの先駆けとしてそこに入り、メルキセデクの秩序にしたがって、永遠に大祭司となられたのです。

Hebrews 7

1 このメルキセデクは、サレムの王であり、いと高き神の祭司であって、アブラハムが王たちを打ち破って帰るのを出迎え、彼を祝福した者である。

2 またアブラハムは彼にすべてのものから十分の一を分け与えた。まず彼は、訳すと「義の王」であり、次にまた「サレムの王」、すなわち「平和の王」である。

3 父もなく、母もなく、系図もなく、日々の始めもなく、命の終わりもなく、神の子に似せられた者として、永遠に祭司としてとどまっている。

4 この人がどれほど偉大であるかを考えなさい。族長アブラハムでさえ、彼に戦利品の十分の一を与えたのです。

5 レビの子らの中で祭司職を受ける者たちは、律法に従って民から、すなわち自分たちの兄弟たちから十分の一を取る戒めを持っている。彼らはアブラハムの腰から出た者たちであるにもかかわらず。

6 しかし、彼らの系図に数えられていない者が、アブラハムから十分の一を受け取り、約束を持っている者を祝福したのです。

7 いうまでもなく、反対の余地なく、劣った者が優れた者から祝福されるのです。

8 一方では、死ぬべき人間が十分の一を受け取っていますが、他方では、生きていると証しされている者が受け取っています。

9 また、言葉を言うならば、十分の一を受けるレビも、アブラハムを通して十分の一を納めているのです。

10 なぜなら、メルキセデクが彼に出会ったとき、彼はまだ父の腰の中にいたからである。

11 もしレビの祭司職によって完成が達成されたのなら、——民はその上に律法を与えられていたのです——メルキセデクの秩序に従って別の祭司が立てられ、アロンの秩序に従って呼ばれるのではなく、さらに何の必要があるでしょうか。

12 祭司職が移されるならば、必然的に律法の移転も起こる。

13 その方は、祭壇に仕えたことのない別の部族に属しておられるのです。

14 私たちの主がユダから出られたことは明らかですが、モーセはこの部族については祭司職について何も語っていません。

15 そして、さらに一層明らかなことは、もしメルキセデクの類似に従って、別の祭司が立つならば、そのことです。

16 彼は、肉の戒めに関する律法によるのではなく、朽ちることのない命の力による者となったのである。

17 なぜなら、彼についてこう証しされているからです。「あなたは、メルキセデクの秩序に従って、永遠に祭司である。」

18 一方で、前の戒めは、その弱さと無益さのために廃棄されるのです。

19 律法は何も完全にしなかったが、より良い希望の導入があり、それによって私たちは神に近づくのです。

20 また、そのかぎり、誓いなしに祭司となった者たちがいる。

21 しかし、誓いをもって、彼に「主は誓って、悔いることはない。あなたは、メルキセデクの秩序に従って、永遠に祭司である」と言った方を通して、彼は祭司となったのです。

22 このようにして、イエスはさらに優れた契約の保証となられた。

23 また、彼らの場合、死のためにいつまでもとどまることができず、多くの者が祭司となったのです。

24 しかし、彼は永遠に留まるので、変わることのない祭司職を持っておられる。

25 それゆえ、彼はご自分を通して神に近づく者たちを完全に救うことができ、いつも生きていて、彼らのために執り成しをしておられるからです。

26 このように聖く、悪も汚れもなく、罪人から離れ、天よりも高くされた大祭司こそ、私たちにとってまさにふさわしい方でした。

27 この方は、大祭司たちのように、まず自分の罪のために、次に民の罪のために、毎日犠牲をささげる必要はありません。なぜなら、この方はご自身をささげて、ただ一度でこのことを成し遂げられたからです。

28 律法は弱さを持つ人々を大祭司として立てるが、誓いの言葉は律法の後に、永遠に完全とされた子を立てるのである。

Hebrews 8

1 以上述べたことの要点はこうです。すなわち、私たちにはこのような大祭司がおられ、その方は天における威厳の王座の右に着座されました。

2 聖所の奉仕者であり、人間が設けたのではなく主が設けられた真の幕屋の奉仕者です。

3 すべての大祭司は、贈り物と犠牲をささげるために立てられています。それゆえ、この者も何かささげるものを持っていることが必要です。

4 もし彼が地上にいたなら、彼は祭司ではなかったであろう。律法に従って贈り物をささげる祭司たちがいるからである。

5 彼らは天にあるものの手本と影とに仕えているのであって、モーセが幕屋を完成しようとしていたとき、神から警告を受けたとおりである。「見よ、」と彼は言う、「あなたが山で示された型に従って、すべてのものを作りなさい。」

6 しかし今、彼はさらに優れた奉仕を得ました。それは、さらに優れた約束に基づいて制定された、さらに優れた契約の仲介者であるからです。

7 もしあの初めのものが非難されるところがなかったなら、第二のもののための場所は求められなかったであろう。

8 彼らを責めて言われる、「見よ、日々が来る、と主は言われる。わたしはイスラエルの家とユダの家とに新しい契約を結ぶ。」

9 それは、わたしが彼らの父たちの手を取って、彼らをエジプトの地から導き出した日に彼らと結んだ契約のようではない。彼らがわたしの契約にとどまらなかったので、わたしも彼らを顧みなかった、と主は言われる。

10 それらの日の後、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこれである、と主は言われる。わたしはわたしの律法を彼らの心の中に与え、彼らの心にそれを書き記す。そしてわたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。

11 また、それぞれが自分の隣人に、またそれぞれが自分の兄弟に教えて、「主を知れ」と言うことは決してない。小さい者から大きい者に至るまで、彼らはみな、わたしを知るようになるからである。

12 わたしは彼らの不義にあわれみをかけ、もはや彼らの罪と不法を思い出さない。

13 「新しい」と言うことによって、初めのものを古いものとされたのです。そして、古びて年老いたものは、消滅に近いのです。

Hebrews 9

1 初めの幕屋にも礼拝の定めと、この世の聖所とがあった。

2 幕屋が設けられた。最初のものには、燭台と食卓とパンの目的があり、それは聖所と呼ばれる。

3 また、第二の垂れ幕の後に、至聖所と呼ばれる幕屋があった。

4 金の香炉を持ち、また全面を金で覆われた契約の箱があり、その中にはマナの入った金の壺と、芽を出したアロンの杖と、契約の板があった。

5 また、その上には、栄光の智天使たちが贖罪所を覆っていた。これらのことについては、今は一つ一つ述べることはできない。

6 これらの物がこのように整えられた後、前の幕屋には、祭司たちがいつも入って礼拝を行っている。

7 しかし第二の幕屋には、年に一度だけ大祭司だけが入ります。血なしには入りません。それは自分のため、また民の過失のためにささげるものです。

8 これは聖霊が示していることであって、まだ聖所への道が明らかにされておらず、最初の幕屋がなお立っている間は、その道は明らかにされていないということである。

9 これは、現在の時に対するたとえであり、それに従って贈り物や犠牲がささげられているが、それらは礼拝する者を良心の面で完全にすることができない。

10 ただ、食物と飲み物と様々な洗いと肉の定めに関するもので、改革の時まで課せられているものである。

11 しかしキリストは、来られる際に、来たるべき良いものの大祭司として、手で造られたものではない、すなわち、この創造に属さない、さらに偉大で、さらに完全な幕屋を通って来られたのです。

12 また、山羊と子牛の血によるのではなく、ご自分の血によって、ただ一度、聖所に入り、永遠の贖いを得られたのです。

13 もし、雄牛と山羊の血、また雌牛の灰が、汚れた人々に注ぎかけられて、肉の清めのために聖別するのであれば、

14 まして、キリストが永遠の霊によって、傷のないご自身を神にささげられたその血は、どれほどあなたがたの良心を死んだ働きから清め、生ける神に仕えるようにさせることでしょう。

15 このゆえに、彼は新しい契約の仲介者であり、初めの契約の下での違反を贖うために死が起こったので、召された者たちが永遠の相続の約束を受けることができるのです。

16 なぜなら、契約には、それを定めた者の死が必ず伴うからである。

17 契約は、死人に関して確かなものである。なぜなら、遺言者が生きている間は決して効力を持たないからである。

18 それゆえ、初めのものも血なしには奉献されなかった。

19 モーセが律法に従ってすべての戒めを民全体に語った後、子牛と山羊の血を水と赤い羊毛とヒソプとともに取り、その書物自体と民全体に振りかけた。

20 「これは、神があなたがたに対して命じられた契約の血である。」と言った。

21 また、幕屋と奉仕のすべての器にも、同様に血を注ぎかけた。

22 ほとんどすべてのものは、律法に従って血によって清められ、流血なしには赦免は起こらない。

23 それゆえ、天にあるものの手本はこれらの犠牲によって清められる必要があるが、天にあるもの自体は、これらよりも優れた犠牲によって清められなければならない。

24 キリストは、手で造られた聖所、すなわち真実のものの型には入らず、天そのものに入られ、今、私たちのために神の顔の前に現れるために。

25 また、大祭司が年ごとに他人の血を携えて聖所に入るように、自分自身を何度もささげることはありません。

26 もしそうでなければ、彼は世界の基礎から何度も苦しまなければならなかったでしょう。しかし今や、彼は永遠の終わりに一度だけ、罪の廃棄のために、自分の犠牲を通して現れたのです。

27 そして、人には一度死ぬことと、その後に裁きがあることが定められている。

28 このように、キリストは多くの人の罪を負うために一度ささげられましたが、二度目は罪のためではなく、彼を待ち望んでいる人々の救いのために現れます。

Hebrews 10

1 律法は、来たるべき良いものの影を持っているだけで、それらの事柄のまさにその像ではなく、年ごとに絶えずささげられる同じ犠牲によって、神に近づいて来る者たちを決して完全にすることができないのです。

2 もしそうならば、礼拝する者たちは一度清められた者として、もはや罪の良心を持たず、ささげ物をすることはやんでいたであろう。

3 しかし、これらのものによって、罪の追憶が毎年あるのです。

4 雄牛と山羊の血は罪を取り除くことは不可能である。

5 そ れ ゆ え 、 キ リ ス ト は 世 界 に 入 っ て 来 る と き に 言 い ま す 。 「 あ な た は 犠 牲 と 捧 げ 物 を 望 ま れ ま せ ん で し た が 、 私 の た め に 体 を 備 え て く だ さ い ま し た 。 」

6 全焼のいけにえと罪のためのいけにえとは、あなたは喜ばれませんでした。

7 そこで私は言った、「見よ、私は来た。書物の巻き物に私について書かれているとおり、神よ、あなたの意志を行うために。」

8 「上で言っておられるように、『あなたは犠牲と捧げ物、全焼のいけにえと罪のためのものを望まず、またそれらを喜ばれなかった。これらは律法に従ってささげられるものである。』」

9 それから、「見よ、私はあなたの意志を行うために来た」と言われた。神は、後のものを立てるために、先のものを取り除かれる。

10 この意志によって、私たちはイエス・キリストの体の捧げ物を通して、ただ一度だけ聖められた者とされているのです。

11 また、すべての祭司は毎日立って礼拝の務めをなし、同じ犠牲を何度もささげていますが、それらは決して罪を取り除くことができません。

12 しかし、キリストは罪のために一つの永遠の犠牲をささげた後、神の右に座した。

13 その後、彼の敵たちが彼の足の足台とされるまで待っておられる。

14 一つの捧げ物によって、きよめられる人々を永遠に全うされたのです。

15 聖霊も私たちにあかししています。なぜなら、こう言われたからです。

16 「それらの日の後、わたしが彼らと結ぶ契約はこれである、と主は言われる。わたしはわたしの律法を彼らの心に与え、彼らの心にそれを書き記す。」

17 わたしは、もはや決して彼らの罪と不法とを思い出すことはない。

18 これらのことが赦されるところでは、罪のための捧げ物はもはやありません。

19 こういうわけで、兄弟たちよ、私たちはイエスの血によって、聖所への入り口に入る大胆さを持っています。

20 この道は、彼が私たちのために、垂れ幕、すなわち彼の肉を通して新しく生ける道として奉献されたものである。

21 また、神の家の上に立つ偉大な祭司がいます。

22 私たちは、真実の心をもって、信仰の確信の満ちあふれの中で、悪い良心から心に血を注がれ、清い水で体を洗われた者として、神に近づこうではありませんか。

23 私たちは動揺せずに、しっかりと希望の告白を保ち続けよう。約束された方は真実な方だからである。

24 また、互いに愛と善い働きとを促す争いへと、互いに注意し合おうではありませんか。

25 ある人々の習慣のように、自分たちの集まりを捨てずに、むしろ励まし合い、その日が近づいているのを見て、ますますそうしなさい。

26 もし私たちが真理の知識を受けた後に故意に罪を犯し続けるならば、罪のための犠牲はもはや残されていません。

27 しかし、ある恐ろしい裁きの待望と、逆らう者たちを焼き尽くそうとしている火の熱意があるのです。

28 モーセの律法を無視する者は、二人または三人の証人の証言に基づいて、憐れみを受けることなく死にます。

29 あなたがたは、神の子を踏みつけ、自分が聖められた契約の血を汚れたものとみなし、恵みの霊を侮る者が、どれほど重い刑罰に値するかを考えなさい。

30 私たちは、「復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする。」と言われる方を知っています。また、「主がその民をさばかれる。」とも言われています。

31 生ける神の手に陥ることは恐ろしいことです。

32 あなたがたは、以前の日々、光に照らされて後、多くの苦難の戦いを耐え忍んだことを思い起こしなさい。

33 ある者たちは、非難と苦難とをもって見せ物にされ、またある者たちは、そのように歩んでいる人々の仲間となったのです。

34 あなたがたは、私の束縛に対して同情し、自分の財産が強奪されることを、天においてより優れた、永遠に残る財産を持っていることを知って、喜びをもって受け入れました。

35 ですから、あなたがたの大胆さを投げ捨ててはなりません。それは大きな報酬を持つものです。

36 あなたがたが神の意志を行って約束を受けるために必要なのは忍耐です。

37 まだほんのしばらくすれば、来るべき方が来られる。遅れることはない。

38 しかし、わたしの義人は信仰によって生きる。もし彼が退くなら、わたしの魂は彼を喜ばない。

39 しかし、私たちは退くことによって滅びる者ではなく、信仰によって魂の所有を得る者です。

Hebrews 11

1 信仰は望んでいる事柄の実体であり、見えないものの証拠です。

2 この信仰によって、昔の人々は称賛されました。

3 信仰によって、私たちは、この世界が神の言葉で整えられたことを悟り、それゆえ、見えるものが現れているものからできたのではないことを悟るのです。

4 信仰によって、アベルはカインよりも多くの犠牲を神にささげ、その信仰によって義人であると証しされました。神が彼の贈り物について証しされたからです。そして、その信仰によって、彼は死んだ後もなお語っています。

5 信仰によって、エノクは死を見ないように移されました。そして見つからなくなったのは、神が彼を移されたからです。移される前には、彼が神に喜ばれていたことが証しされていました。

6 信仰がなくては、神に喜ばれることは不可能です。神に近づく者は、神がおられることと、神を求める者に報酬を与える者となられることを信じなければならないのです。

7 信仰によって、ノアはまだ見ていない事柄について神に警告され、恐れ敬って、自分の家の救いのために箱を造り、その箱によって世界を罪に定め、信仰による義の相続人となりました。

8 信仰によって、アブラハムは、相続として受けるべき場所へ出て行くように召されたとき、従い、どこへ行くのかを知らないで出て行った。

9 信仰によって、彼は約束の地に他国人として滞在し、同じ約束の共同相続人であるイサクやヤコブとともに幕屋に住んだ。

10 彼は基礎を持つ都市を待ち望んでいた。その都市の職人であり作り手は神である。

11 信仰によって、サラ自身も、種を宿すための力を得ました。そして、年齢の時を過ぎていたのに、子を産みました。彼女は約束した方を忠実な方とみなしたからです。

12 そこで、一人の、しかも死んだも同様の者から、天の星の群衆のように、また海の唇の砂のように数えきれないほど多くの者が生まれたのである。

13 信仰によって、これらの人々はみな死にました。約束のものを得ることはありませんでしたが、はるかにそれを見て、確信し、喜び迎え、地上では旅人であり寄留者であることを告白したのです。

14 このように言う人々は、自分たちが故郷を求めていることを示しているのです。

15 もし彼らが、出て来たその故郷のことを覚えていたなら、帰る時があったでしょう。

16 しかし、彼らはさらにまさったもの、すなわち天のものを慕っているのです。それゆえ、神は彼らの神と呼ばれることを恥とされません。神は彼らのために都市を備えられたからです。

17 信仰によって、アブラハムは試みられながらイサクをささげました。約束を受けていた彼は、その独り子をささげたのです。

18 彼に、「イサクにおいて、あなたの種が呼ばれるであろう」と語られたのである。

19 彼は、神には死者の中からよみがえらせることもできると考えた。それゆえ、彼は彼を、また、たとえのうちに受けたのである。

20 信仰によって、イサクは未来のことについて、ヤコブとエサウを祝福した。

21 信仰によって、ヤコブは死ぬにあたり、ヨセフの子たちをひとりひとり祝福し、自分の杖の先端に寄りかかって礼拝した。

22 信仰によって、ヨセフは死ぬにあたり、イスラエルの子たちの脱出を思い起こし、自分の骨についても指図した。

23 信仰によって、モーセは生まれてから三か月の間、その父たちによって隠されました。彼らはその子供が美しいのを見たからです。そして、彼らは王の命令を恐れませんでした。

24 信仰によって、モーセは成長したとき、ファラオの娘の子と呼ばれることを拒んだ。

25 むしろ、神の民とともに苦しむことを選び、一時的な罪の享受を持つよりも。

26 彼はキリストの非難をエジプトの宝にまさる大きな富と見なした。彼は報酬に目を向けていたからである。

27 信仰によって、彼は王の怒りを恐れずにエジプトを去り、見えない方を見るかのようにして耐え忍んだ。

28 信仰によって、彼は過越と血の散布とを行い、滅ぼす者が初子に触れないようにした。

29 信仰によって、彼らは乾いた陸地を行くようにして紅海を渡りました。試みを行ったエジプト人は、のみ込まれてしまいました。

30 信仰によって、エリコの城壁は七日の間囲まれて、倒れた。

31 信仰によって、娼婦ラハブは斥候たちを平和のうちに受け入れたので、不従順な者たちと共に滅びることはなかった。

32 これ以上、何を言いましょうか。ギデオン、バラク、サムソン、エフタ、ダビデ、サムエル、そして預言者たちについて語るなら、時間が足りないでしょう。

33 信仰によって、彼らは王国を征服し、義を行い、約束を得、獅子の口をふさいだ。

34 火の力を消し、剣の刃を逃れ、弱さから強くされ、戦争で強くなり、他国の野営を退かせた。

35 女たちは復活によって自分の死者を取り戻した。しかし他の者たちは、より良い復活を得るために贖いを受け入れず、拷問を受けた。

36 また、ほかの人たちは嘲弄と鞭の試みを受け、さらに束縛と刑務所をも受けた。

37 石で打たれ、のこぎりで引かれ、試みられ、刀の殺人で死に、羊皮と山羊の皮を着て巡り歩き、乏しくなり、悩まされ、苦しめられた。

38 この世は彼らにふさわしい者ではなかった。彼らは荒野と山と洞窟と地の穴をさまよった。

39 これらの人々はみな、信仰によって証しされましたが、約束のものを得ることはありませんでした。

40 神は私たちのために、さらにすぐれたものをあらかじめ備えておられたので、彼らが私たちなしでは全うされないようにされたのです。

Hebrews 12

1 こういうわけで、私たちも、これほど多くの証人の雲に囲まれているのですから、すべての重荷と、絡みつきやすい罪を捨てて、私たちの前に置かれている競技を忍耐をもって走りましょう。

2 信仰の先駆者であり完成者であるイエスから目を離さず、彼は自分の前に置かれた喜びのゆえに、恥を軽んじて十字架を耐え忍び、神の王座の右に座した。

3 あなたがたは、罪人たちのこのような反対を忍ばれた方のことを考えなさい。それは、あなたがたの魂が疲れ果てて、気を失わないためです。

4 あなたがたはまだ、罪と戦って、血を流すまで抵抗したことがありません。

5 そして、あなたがたは、子としてあなたがたに語られるこの慰めを忘れています。「わが子よ、主の躾を軽んじてはならない。主に責められて、気を失ってはならない。

6 主はその愛する者を懲らしめ、受け入れるすべての子にむちを加えられる。

7 躾を耐え忍びなさい。神はあなたがたを子として扱っておられるのです。父が懲らしめない子がいるでしょうか。

8 しかし、もしあなたがたが、だれもが受ける躾にあずかっていないなら、あなたがたは私生子であって、子ではないのです。

9 さらに、私たちは肉の父を訓戒者として持ち、彼らを敬ったのであれば、なおさら、霊の父に服従して生きるべきではないでしょうか。

10 なぜなら、肉の父は短い日の間、自分が良いと思うままに懲らしめるが、しかし父は、私たちの益のため、その聖潔にあずからせようとして懲らしめるのです。

11 すべての躾は、その時は喜びではなく悲しみのように思われるが、後には、それによって訓練された者たちに、義の平和な果実を報いる。

12 だから、弱った手と衰えた膝とを、まっすぐにしなさい。

13 あなたがたの足のためにまっすぐな小道を作りなさい。そうすれば、足の不自由な者が道を踏み外さず、むしろ癒やされるためです。

14 すべての人との平和を追い求め、また聖化を追い求めなさい。聖化なしには、だれも主を見ることはできません。

15 あなたがたはよく見張っていて、だれも神の恵みから落ちる者がないように、また、苦い根が上に生えて悩ませ、それによって多くの人が汚されることのないようにしなさい。

16 また、姦淫者や、一杯の食物と引き替えに自分の長子の権利を売ったエサウのような俗悪な者がいないようにしなさい。

17 あなたがたは知っているとおり、彼は後になって祝福を相続したいと思ったが、退けられました。悔い改めの場所を見いだせず、涙を流してそれを求めたにもかかわらずです。

18 あなたがたは、手でさわれる山と、燃える火と、暗黒と、暗闇と、暴風とに近づいてはいない。

19 また、ラッパの音と、言葉の声がありました。これを聞いた者たちは、自分たちに言葉がこれ以上加えられないようにと拒みました。

20 彼らは、「たとえ野獣でも山に触れるなら、石で打ち殺されるか、投げ矢で射抜かれる」というその命令に耐えることができなかった。

21 また、その光景は非常に恐ろしかったので、モーセは「私は恐れおののいている」と言った。

22 しかし、あなたがたはシオンの山、生ける神の都市、天にあるエルサレム、そして万の天使たちに近づいたのです。

23 全集と教会、天に登録されている長子たちの、そしてすべての者の裁判官である神、また完成された義人たちの霊に。

24 また、新しい契約の仲介者イエス、そして、アベルの血よりも優れたことを語る撒きの血に近づいたのです。

25 語っておられる方を拒まないように気をつけなさい。もし彼らが、地上で警告を与えた方を拒んで逃れられなかったのなら、まして天から語っておられる方に背を向ける私たちは、どれほど多く逃れられないでしょう。

26 その声はそのとき地を揺り動かしたが、今は約束して言われる、「わたしはもう一度、地だけではなく、天をも揺り動かす」。

27 この「もう一度」という言葉は、揺り動かされるものの移転を示しています。それは、造られたものとして揺り動かされないものが残るためです。

28 こういうわけで、私たちは揺るがない王国を受けているのですから、感謝しましょう。それによって、畏敬と恐れをもって、神に喜ばれるように奉仕しましょう。

29 私たちの神は焼き尽くす火です。

Hebrews 13

1 兄弟愛を持ち続けなさい。

2 旅人をもてなしを忘れてはいけません。これによって、ある人々は知らずに天使たちをもてなしました。

3 囚人たちを、自分も共に縛られている者として覚えなさい。苦しめられている人々を、自分も体を持っている者として覚えなさい。

4 結婚はすべての人に尊ばれるべきであり、寝床は汚れのないものである。神は姦淫者と姦夫をさばかれる。

5 金銭を愛する生活をせず、今あるもので満足しなさい。神ご自身がこう言われた。「わたしは決してあなたを見放さず、決してあなたを見捨てない。」

6 そこで、私たちは確信を持って言うことができます。「主は私の助け手です。私は恐れません。人が私に対して何ができるでしょうか。」

7 あなたがたを導いた人々を覚えなさい。彼らは神の言葉をあなたがたに語った。その行いの終わりを見つめ、その信仰に倣いなさい。

8 イエス・キリストは、きのうもきょうも、永遠に、同じです。

9 さまざまな異なる教えに惑わされてはなりません。心を恵みによって強めることは良いことです。食物によるのではなく、それによって歩んだ者たちは益を得なかったのです。

10 私たちには祭壇がありますが、幕屋で仕えている者たちには、その祭壇から食べる権威がありません。

11 なぜなら、罪のための生き物の血が大祭司によって聖所に運ばれるが、その体は野営の外で焼かれるからである。

12 ですから、イエスも、ご自分の血によって民を聖めるために、門の外で苦しみを受けられました。

13 ですから、私たちは彼のもとへ、野営の外に出て行き、彼の非難を負いつつ行こう。

14 私たちはここに永遠に留まる都市を持っておらず、来たるべき都市を求めているのです。

15 ですから、私たちはキリストを通して、絶えず神に賞賛の犠牲、すなわち御名を告白する唇の果実をささげようではありませんか。

16 善行と交わりを忘れてはなりません。神はこのような犠牲を喜ばれるからです。

17 あなたがたの指導者たちに従い、また服従しなさい。彼らは、あなたがたの魂のために見張っている者であり、申し開きをしなければならない者だからです。彼らが喜んでそのことを行い、嘆きながら行うことのないようにしなさい。それは、あなたがたにとって益にならないからです。

18 私たちのために祈ってください。私たちは、良い良心を持っていると確信しています。すべてのことにおいて、正しく行動しようと願っているからです。

19 さらに、あなたがたに早く帰ることができるように、このことを行ってくださるよう、特に強くお願いします。

20 平和の神が、永遠の契約の血による羊の大牧者、私たちの主イエスを死者の中から導き出された方ですが、

21 あなたがたを、すべての良い働きにおいて、御心を行うために、御前で喜ばれることを、イエス・キリストを通してあなたがたのうちに働いてくださる方ご自身が、完全に整えてくださいますように。この方に、栄光が世々限りなくありますように。アーメン。

22 兄弟たち、どうかこの慰めの言葉を受け入れてください。私は手短に書き送りました。

23 私たちの兄弟テモテが釈放されたことを知りなさい。彼が早く来るなら、私はあなたがたに会うでしょう。

24 あなたがたのすべての指導者たちと、すべての聖徒たちによろしく伝えなさい。イタリアから来た人々が、あなたがたによろしくと言っています。

25 恵みが、あなたがたすべてとともにありますように。アーメン。


James

James 1

1 神と主イエス・キリストの奴隷ヤコブが、離散の中にいる十二の部族へ、喜びを送ります。

2 私の兄弟たち、さまざまな試みに会うときは、それをこの上もない喜びと思いなさい。

3 あなたがたの信仰の試しが忍耐を生み出すことを知っているからです。

4 その忍耐を完全な働きとさせなさい。そうすれば、あなたがたは、何一つ欠けたところのない、完全で全き者となります。

5 あなたがたのうちに知恵の欠けた人がいるなら、その人は、すべての人に惜しげなく、とがめることなく与える神に願いなさい。そうすれば、与えられるであろう。

6 ただし、少しも疑わずに、信仰をもって願いなさい。疑う者は、風に吹かれて揺れ動く海の波浪のようです。

7 その人は、主から何かをいただけると思ってはなりません。

8 二心のある男は、そのすべての道において不安定である。

9 貧しい兄弟は、自分の高い身分を誇りとしなさい。

10 しかし、富んでいる者は、自分の卑下において誇るべきである。なぜなら、彼は草の花のように過ぎ去るからである。

11 太陽が焼きつくような暑さを伴って昇り、草を枯らし、その花は落ち、その顔の優美は滅びた。同じように、富んでいる者もその旅路の中で枯れ果てるであろう。

12 試練に耐える人は幸いです。耐え抜いて良しと認められた人は、主がご自分を愛する者に約束された、いのちの冠を受けるからです。

13 だれでも誘惑に会ったとき、「神によって誘惑されている」と言ってはいけません。神は悪に誘惑されることのない方であり、ご自分ではだれをも誘惑なさいません。

14 しかし、それぞれの人は自分の欲望に引かれ、おびき寄せられて試されるのです。

15 欲望ははらんで罪を生み、罪は熟して死を生みます。

16 愛する兄弟たちよ、惑わされてはなりません。

17 すべての良い贈り物、またすべての完全な贈り物は、上から、光の父から下って来るのです。父には変化も、転換の影もありません。

18 父はみこころのままに、真理の言葉をもって私たちをお生みになり、私たちを、いわば被造物の初穂とされるためでした。

19 愛する兄弟たちよ。すべての人は、聞くには早く、語るには遅く、怒るには遅くあれ。

20 人の怒りは神の義を実現するものではありません。

21 ですから、すべての汚穢と悪意の豊かさを捨て去り、柔和をもって、あなたがたの魂を救うことのできる、植えつけられた言葉を受け入れなさい。

22 そして、言葉を為す者となりなさい。ただ聞き手だけではなく、自分自身を欺いてはいけません。

23 もし言葉を聞くだけで、それを行わない人がいるなら、その人は自分の生まれつきの顔を鏡で見る男のようなものです。

24 なぜなら、彼は自分自身をながめて、立ち去り、すぐに自分がどのような者であったかを忘れてしまうからである。

25 しかし、自由の完全な律法をのぞき込んで、それに留まる者は、忘れやすい聞き手ではなく、働きを為す者であり、その行いによって祝福される者となる。

26 もし自分は宗教に熱心であると思っていても、自分の舌をくつわで制さず、自分の心を欺いているなら、その人の宗教はむなしいものです。

27 父なる神の御前で清く汚れのない宗教は、孤児や寡婦たちが苦難にあるときに世話をし、自分自身を世から汚れなく守ることです。

James 2

1 私の兄弟たち、えこひいきをしながら、私たちの栄光の主イエス・キリストへの信仰を持ってはなりません。

2 もし金の指輪をはめた男が、輝く衣服を着てあなたがたの会堂に入って来、また、貧しい人が汚れた衣服を着て入って来たならば、

3 そして、あなたがたが明るい衣服を着ている人に目を留めて、「あなたはここに立派に座りなさい」と言い、貧しい人には「あなたはそこに立ちなさい。あるいは、私の足台の下に座りなさい」と言うなら、

4 あなたがたは自分自身の中で区別せず、悪い思いの裁判官となったのですか。

5 愛する兄弟たちよ、聞きなさい。神はこの世の貧しい者たちを選んで、信仰に富む者とし、神を愛する者たちに約束された王国の相続人とされたのではありませんか。

6 しかし、あなたがたは貧しい人を辱めました。富んでいる人たちがあなたがたを虐げ、彼ら自身があなたがたを裁きの座に引きずって行くのではありませんか。

7 彼らは、あなたがたの上に呼ばれた尊い名前を冒涜しているのではないか。

8 もし、あなたがたが聖書に従って、王の律法を全うするなら、すなわち「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ」という戒めを守るなら、あなたがたはよく行なっているのです。

9 しかし、もしあなたがたが人をえこひいきするなら、罪を犯しており、律法によって違反者として責められます。

10 律法全体を守っても、一つの点でつまずくなら、その人はすべての点で罪を犯した者となったのです。

11 なぜなら、「姦淫してはならない」と言われた方は、「殺してはならない」とも言われたからです。そこで、姦淫しなくても殺すなら、あなたは律法の違反者となったのです。

12 自由の律法によって裁かれる者として、そのように語り、そのように行いなさい。

13 あわれみのない裁きは、あわれみを行わなかった者に対してあります。そして、慈悲は裁きに向かって誇るのです。

14 私の兄弟たちよ、もしある人が信仰を持っていると言いながら、働きを持っていないなら、何の益があるでしょうか。その信仰が彼を救うことができるでしょうか。

15 もし兄弟か姉妹が裸でいて、毎日の食物に欠けているなら、

16 あなたがたのうちのある者が彼らに「平和のうちに去りなさい。暖まりなさい。満たされなさい」と言っても、体に必要な物を与えないなら、何の益があるでしょうか。

17 このように、信仰も、もし働きがなければ、それだけでは死んだものです。

18 しかし、ある人は言うだろう、「あなたは信仰を持っているが、私は働きを持っている。あなたの信仰を、あなたの働きから私に見せなさい。そして、私は、私の働きから、私の信仰をあなたに見せよう。」

19 あなたは神がおひとりであると信じています。それは良いことです。悪霊たちも信じて、震えています。

20 ああ、むなしい人よ。あなたは、働きのない信仰が死んでいることを知りたいのか。

21 私たちの父アブラハムは、その子イサクを祭壇にささげたとき、働きによって義と認められたのではないか。

22 あなたが見るとおり、彼の信仰は彼の働きとともに働き、働きによって信仰は全うされた。

23 そして、「アブラハムは神を信じ、それが彼の義とみなされた」という聖書の言葉が成就し、彼は神の友と呼ばれた。

24 人が働きによって義と認められるのであって、信仰だけによるのではないことが、あなたがたは見てわかるでしょう。

25 同様に、娼婦ラハブも、働きによって義と認められたのではなく、天使たちを迎え入れ、別の道から送り出したことによって義と認められたのです。

26 ちょうど、霊のない体が死んでいるのと同じように、働きのない信仰も死んでいるのです。

James 3

1 私の兄弟たちよ。多くの者が教師になってはなりません。知っているとおり、私たちはより大きな裁きを受けるのです。

2 私たちはみな、多くの点でつまずくのです。もし言葉でつまずかない人がいるなら、その人は体全体も制御できる完全な男です。

3 見よ、馬の轡をその口に投げ入れると、彼らを私たちに従わせ、その体全体を私たちは向き変えるのです。

4 見よ、船もあのように大きく、強い風に押されているのに、ごく小さな舵によって、舵を取る者の意向のままに動かされるのである。

5 このように、舌も小さな肢体ですが、大いなることを誇ります。見よ、小さな火がどれほど大きな材木を燃やすか。

6 舌は火であり、不義の世界です。このように舌は私たちの肢体のうちに置かれ、体全体を汚し、生涯の車輪を燃やし、地獄によって燃やされるのです。

7 あらゆる自然、野獣と鳥、爬虫類と海のものは、人間の自然によって飼いならされ、また飼いならされている。

8 しかし、舌を制御することは、だれにもできません。それは少しもじっとしていない悪であり、死の毒に満ちています。

9 私たちはその舌で神であり父である方を祝福し、その同じ舌で神の類似に造られた人々を呪うのです。

10 同じ口から祝福とのろいが出て来るのです。私の兄弟たち、このようなことは、あってはなりません。

11 泉が同じ洞窟から甘い水と苦い水をわき上がらせるということがあり得るでしょうか。

12 私の兄弟たちよ、いちじくの木がオリーブの実を結ぶことができようか、あるいはぶどうの木がいちじくの実を結ぶことができようか。そのように、泉が塩水と甘い水を出すこともできない。

13 あなたがたのうちで、知恵があり、知識のある者は、その良い行いによって、柔和な知恵の働きを示しなさい。

14 しかし、あなたがたの心の中に苦いねたみと党派心があるなら、誇ってはならず、真理に逆らって偽ってはなりません。

15 この知恵は上から下って来るものではなく、地に属し、肉に属し、悪霊に属するものです。

16 ねたみや党派心のあるところには、無秩序やあらゆる邪悪な事柄があるからです。

17 しかし、上からの知恵は、まず第一に純粋であり、次に平和で、寛容で、従いやすく、慈悲と良い果実に満ち、偏りがなく、偽りのないものです。

18 義の果実は、平和を為す者たちによって平和のうちに蒔かれます。

James 4

1 あなたがたの間に戦いや争いはどこから来るのか。それは、あなたがたの肢体の中で戦うあなたがたの快楽からではないか。

2 あなたがたは欲しがっても持っていない。殺し、また熱望しても、得ることができない。戦い、また争う。しかし、あなたがたが持っていないのは、あなたがたが求めないからである。

3 あなたがたは求めても受けられないのは、自分の快楽のために使おうとして、悪い動機で求めるからです。

4 姦夫と姦婦たちよ、あなたがたは、世の友情が神に対する敵意であることを知らないのか。だから、世の友となりたいと思う者は、神の敵となるのである。

5 それとも、聖書が「神は私たちの内に住まわせた霊を、妬みのゆえに慕っておられる」と言うのは、無駄だと思うのですか。

6 しかし、神はさらに大きな恵みを与えてくださいます。それゆえ、こう言われています。「神は高ぶる者に立ち向かい、へりくだる者には恵みを与えられる。」

7 神に従いなさい。そして、悪魔に立ち向かいなさい。そうすれば、悪魔はあなたがたから逃げ去ります。

8 神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたがたに近づいてくださいます。罪人たちよ、手を清めなさい。二心の人たちよ、心を清めなさい。

9 苦しみなさい。悲しみなさい。泣きなさい。あなたがたの笑いは悲嘆に変えられ、喜びは重苦しさに変えられなさい。

10 主の御前でへりくだりなさい。そうすれば、主があなたがたを高くしてくださいます。

11 兄弟たちよ、互いに悪口を言ってはなりません。兄弟の悪口を言い、自分の兄弟を裁く者は、律法の悪口を言い、律法を裁いています。もし律法を裁くなら、あなたは律法を為す者ではなく、裁判官です。

12 立法者はただひとりであり、救うことも滅ぼすこともできる方です。あなたは何者ですか、隣人をさばくあなたは。

13 さあ、今、「今日か明日、これこれの町に行き、そこで一年を過ごし、商売をして、もうけよう」と言う人たちよ。

14 あなたがたは、明日のことを知らないのです。あなたがたの命は何でしょうか。それは、しばらく現れて、その後消え去る蒸気にすぎません。

15 むしろ、あなたがたはこう言うべきです。「主のみこころなら、私たちは生きて、このことやあのことを行うでしょう。」

16 しかし、あなたがたは自分の誇りの中で誇っています。そのような誇りはすべて悪いのです。

17 だから、善を行うことを知っていながら行わないなら、それはその人にとって罪です。

James 5

1 富んでいる者たちよ、あなたがたの上に迫って来る悲惨のために泣き叫べ。

2 あなたがたの富は腐っており、あなたがたの上着は虫に食われてしまった。

3 あなたがたの金と銀はさびつき、その錆はあなたがたへの証言となり、あなたがたの肉を火のように食い尽くすでしょう。あなたがたは終わりの日に宝を蓄えました。

4 見なさい。あなたがたの地域を刈り取った労働者たちの報酬、あなたがたから奪い取られたものが叫んでいます。そして、刈り取った者たちの叫びは、万軍の主の耳に届きました。

5 あなたがたは地上でぜいたくに暮らし、快楽にふけり、屠殺の日に備えて自分の心を養いました。

6 あなたがたは正しい人を罪に定め、殺しました。彼はあなたがたに抵抗しません。

7 兄弟たちよ、主の到来まで耐え忍びなさい。見よ、農夫は大地の貴重な果実を、秋の雨と春の雨を受けるまで耐え忍んで待っている。

8 あなたがたも耐え忍びなさい。心を強くしなさい。主の到来が近づいているからです。

9 兄弟たちよ、互いに嘆くのをやめなさい。あなたがたが裁かれないためです。見よ、裁判官が扉の前に立っておられます。

10 兄弟たち、苦難と忍耐については、主の御名によって語った預言者たちを手本としなさい。

11 見なさい。私たちは耐え忍ぶ人々を幸いだと呼びます。あなたがたはヨブの忍耐を聞きました。また、主の終わりを見ました。主は非常にあわれみ深く、慈愛に富んでおられるからです。

12 私の兄弟たちよ。何よりもまず、誓ってはなりません。天にかけてでも、地にかけてでも、そのほかの何かの誓いにかけてもです。あなたがたの「はい」は「はい」、「いいえ」は「いいえ」であるべきです。それは、あなたがたが偽善に陥らないためです。

13 あなたがたの中に苦しんでいる者がいますか。その人は祈りなさい。喜んでいる者がいますか。その人は賛美の歌を歌いなさい。

14 あなたがたのうちに病気の人がいるなら、その人は教会の長老たちを招き、主の名によって油を塗って祈ってもらいなさい。

15 信仰の祈りは病んでいる人を救い、主はその人を起こします。もしその人が罪を犯していたなら、その罪は赦されます。

16 互いに咎を言い表し、互いのために祈りなさい。癒やされるために。義人の祈願は働くとき、大いに力がある。

17 エリヤは私たちと同じような性質を持つ人でした。そして祈りをもって雨が降らないように祈ったので、三年六か月の間、大地に雨が降りませんでした。

18 また祈ると、天は雨を与え、大地はその果実を芽吹かせた。

19 兄弟たち、もしあなたがたのうちのだれかが真理から迷い出て、その人をだれかが連れ戻すならば、

20 罪人を迷いの道から引き戻す者は、その魂を死から救い、多くの罪を覆うことを知っていなさい。


1 Peter

1 Peter 1

1 ペテロ、イエス・キリストの使徒、ポントス、ガラテヤ、カッパドキア、アジア、ビテュニアに離散して寄留している選ばれた者たちへ。

2 父なる神の予知により、霊の聖化によって、イエス・キリストの服従と血の撒きへと至る、恵みと平和があなたがたに増し加えられますように。

3 私たちの主イエス・キリストの父なる神はほめたたえられますように。神は、その大きな慈悲によって、イエス・キリストを死者の中から復活させ、私たちを新しく生まれさせて、生ける希望を持たせてくださいました。

4 朽ちることもなく、汚れることもなく、消え去ることのない相続が、あなたがたのために天に保たれています。

5 あなたがたは、神の力によって信仰を通して守られており、終わりの時に現される備えられた救いを得るのです。

6 あなたがたは、その中にあって大いに喜んでいます。ただ、今しばらくの間、もし必要ならば、さまざまな試みの中で悲しみに会うこともあります。

7 あなたがたの信仰の試しは、火によって試されても朽ちていく金よりもはるかに尊く、イエス・キリストの啓示のときに称賛と名誉と栄光に至ることが見いだされるのです。

8 あなたがたは、彼を見たことはないけれども愛しており、今は見てはいないけれども信じており、言い表しがたく、栄えに満ちた喜びをもって大いに喜んでいます。

9 あなたがたの信仰の終わり、すなわち魂の救いを受けているのです。

10 この救いについては、あなたがたに与えられる恵みについて預言した預言者たちも、熱心に尋ね、詳しく調べたのである。

11 彼らは、自分たちのうちにあるキリストの霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光を前もって証ししていたとき、だれを、またどのような時を指して言ったのかを調べた。

12 彼らは、自分たちのためではなく、あなたがたのためにそれらのことを仕えていると啓示されました。それは、今や天から送られた聖霊によってあなたがたに福音を宣べ伝えた人々を通して、あなたがたに告げ知らされたものであり、天使たちもそれをのぞき見たいと願っているものです。

13 ですから、あなたがたの心の腰を引き締め、完全に目を覚まして、イエス・キリストの啓示のときにあなたがたにもたらされる恵みに望みを置きなさい。

14 従順な子として、以前あなたがたが無知であったときの欲望に同調せず、

15 あなたがたを召してくださった聖なる方にならって、あなたがた自身も、あらゆる行いにおいて聖なる者となりなさい。

16 なぜなら、「わたしが聖であるから、あなたがたも聖でなければならない」と書いてあるからです。

17 また、人を偏りなくそれぞれの働きに従って裁かれる方を父と呼んでいるのなら、恐れをもってあなたがたの寄留の時間を過ごしなさい。

18 あなたがたが先祖から伝わったむなしい行いから贖い出されたのは、朽ちる銀や金によるのではなく、

19 尊い血、すなわち傷もなく汚れもない子羊のようなキリストの血によって。

20 キリストは世の基が置かれる前から知られていましたが、この終わりの時に、あなたがたのために現れました。

21 あなたがたは、彼を通して神を信じる者たちです。神は彼を死者の中からよみがえらせ、彼に栄光をお与えになりました。それゆえ、あなたがたの信仰と希望は神にかかっているのです。

22 あなたがたは、真理への服従によって霊により魂を清め、偽りのない兄弟愛に至ったので、清い心から互いに熱く愛し合いなさい。

23 あなたがたが新しく生まれたのは、朽ちる種からではなく、朽ちない種からであり、生ける神の言葉、永遠に残る言葉によるのです。

24 すべての肉は草のようであり、人のすべての栄光は草の花のようである。草は枯れ、その花は落ちた。

25 しかし、主の言葉は永遠に残ります。これは、あなたがたに宣べ伝えられた言葉です。

1 Peter 2

1 だから、すべての悪意、すべての欺き、偽善、妬み、すべての中傷を捨てなさい。

2 生まれたばかりの幼子のように、純粋な、みことばの乳を慕い求めなさい。それによって成長するためです。

3 あなたがたは、主が慈しみ深い方であることを味わったのです。

4 その方のもとに来なさい。それは、人々には捨てられたが、神の目には選ばれた尊い生ける石です。

5 あなたがたも、生ける石として、霊の家に築き上げられ、聖なる祭司職として、イエス・キリストを通して神に喜ばれる霊の犠牲をささげなさい。

6 それゆえ、聖書にこう書かれている。「見よ、わたしはシオンに、選ばれた尊い隅の石を置く。彼に信じる者は、決して恥を見ることがない。」

7 それゆえ、信じるあなたがたには名誉がありますが、不従順な者たちには、「家を建てる者たちが捨てた石、それが隅の頭となった」のです。

8 また、つまずきの石、妨げの岩です。彼らは言葉に従わないでつまずくのですが、それも彼らが置かれたのです。

9 しかし、あなたがたは、選ばれた種族、王である祭司職、聖なる民族、神の所有とされた民です。それは、あなたがたを暗闇からご自分の驚くべき光へと召し出した方の徳を宣べ伝えるためです。

10 あなたがたは、以前は民ではなかったが、今は神の民であり、以前はあわれみを受けなかったが、今はあわれみを受けた者です。

11 愛する者たちよ。あなたがたに勧めます。旅人であり寄留者であるあなたがたは、魂に戦いを挑む肉の欲望を避けなさい。

12 あなたがたの行いを異邦人の中にあって良いものとして保ちなさい。それは、彼らがあなたがたを悪人としてののしる時にも、あなたがたの良い働きを見て、訪問の日に神をほめたたえるためです。

13 人の立てたすべての創造に、主のゆえに従いなさい。それが王であっても、すぐれた者として。

14 また、悪を行う者への復讐として、善を行う者への称賛として、彼を通して遣わされた総督に対しても、そうしなさい。

15 というのは、善を行って愚かな人々の無知を封じることは、神の意志だからです。

16 自由な者として、また悪意の覆いとして自由を用いるのではなく、神の奴隷として生きなさい。

17 すべての人を敬いなさい。兄弟関係を愛し、神を恐れ、王を尊びなさい。

18 召使いたちよ、すべての恐れをもって主人たちに服従しなさい。善良で温和な主人たちに対してだけでなく、曲がった者たちに対してもそうしなさい。

19 不当に苦しみながら、神の前の良心のために悲しみを耐え忍ぶなら、それは恵みです。

20 罪を犯し、打ちたたかれても耐え忍ぶなら、何の名声があるでしょうか。しかし、善を行い、苦しみを受けても耐え忍ぶなら、それは神の前で恵みです。

21 あなたがたが召されたのは、実にこのためです。キリストもあなたがたのために苦しみを受け、あなたがたに手本を残されました。それは、あなたがたがその足跡に従うためです。

22 キリストは罪を犯したことがなく、その口に欺きは見いだされなかった。

23 ののしられても、ののしり返さず、苦しめられても、脅さず、正しく裁かれる方に委ねておられた。

24 彼は自ら私たちの罪をその体において木に負われた。それは、私たちが罪に対して死に、義のために生きるためである。その打ち傷によって、あなたがたは癒やされた。

25 あなたがたは羊のように迷っていましたが、今はあなたがたの魂の羊飼いであり監督者である方のもとに帰ったのです。

1 Peter 3

1 同じように、妻たちよ。自分の夫に服従しなさい。たとい、言葉に従わない者たちであっても、妻たちの行いによって、言葉なしに彼らが得られるためです。

2 あなたがたの、恐れを伴う清い行いを見て

3 あなたがたの飾りは、髪の編み込みや金の着用、上着の着衣といった外側の世界のものではなく、

4 むしろ、心の隠れた人は、柔和で穏やかな霊という朽ちることのないものを持つ者であり、これは神の御前に高価なものです。

5 むかし神に望みを置いた聖なる妻たちも、このように自分を飾り、自分の夫たちに従っていました。

6 サラがアブラハムに従い、彼を主と呼んだように、あなたがたも善を行い、何の驚きも恐れないなら、その子となったのです。

7 夫たちも同じように、知識に従って妻と共に住み、女という弱い器として名誉を払い、命の恵みを共に受け継ぐ者として扱いなさい。それは、あなたがたの祈りが妨げられないためです。

8 最後に、あなたがたはみな、心を一つにし、同情し合い、兄弟愛を示し、あわれみ深く、親切でありなさい。

9 悪をもって悪に報いず、罵りをもって罵りに報いず、かえって祝福しなさい。あなたがたは祝福を受け継ぐために召されたことを知っているからです。

10 いのちを愛し、良い日々を見たいと願う者は、その舌を悪から遠ざけ、その唇が欺きを語らないようにせよ。

11 悪から遠ざかり、善を行い、平和を求めてそれを追い求めよ。

12 主の目は義人たちの上にあり、主の耳は彼らの祈願に傾く。しかし主の顔は、悪を行う者たちに向かう。

13 もしあなたがたが善の模倣者となるなら、だれがあなたがたに害を加えるでしょう。

14 しかし、たとえ義のために苦しむことがあっても、あなたがたは幸いです。彼らの恐れを恐れるな、また動揺するな。

15 むしろ、心の中で主なる神を聖なる者としなさい。そして、あなたがたのうちにある希望について説明を求めるすべての人に、いつでも弁明できる用意をしなさい。柔和と恐れをもって。

16 正しい良心を持ちなさい。それは、あなたがたを悪人としてののしる人々が、キリストにあるあなたがたの良い行いを非難して恥じ入るためです。

17 神の御心ならば、善を行って苦しむことは、悪を行って苦しむことよりも良いのです。

18 キリストも一度、罪のために苦しみを受けられました。正しい方が不義な人々のために、私たちを神に導くためでした。肉においては死に渡され、霊においては生かされました。

19 その霊において、キリストは刑務所にいる霊たちのところへ行って宣べ伝えられた。

20 かつてノアの時代に、箱舟が造られていた間、神の忍耐が待っていたとき、従わなかった者たちがいました。わずか八つの魂が、水を通って救われました。

21 この型は、今あなたがたを救う洗礼であり、肉の汚れを取り除くことではなく、正しい良心の神への誓約であり、イエス・キリストの復活によるものです。

22 神の右にあり、天に上り、天使たちと権威と力とを従えられました。

1 Peter 4

1 キリストが肉において私たちのために苦しまれたのですから、あなたがたも同じ意図をもって自分自身を武装しなさい。肉において苦しんだ者は、罪から離れているからです。

2 もはや人の欲望のためではなく、神の意志のために、肉における残りの時間を生きるために。

3 あなたがたが異邦人の好むことを行い、放縦、欲望、暴飲、乱痴気騒ぎ、宴会、そして不法な偶像崇拝の中を歩んできた過ぎ去った生活の時間は、もう十分です。

4 彼らは、あなたがたが同じ放蕩の過剰に走らないので驚き、ののしっています。

5 彼らは、生ける者と死んだ者とを裁く備えをしておられる方に、申し開きをするであろう。

6 というのは、死んだ者たちにも福音が宣べ伝えられたからである。それは、彼らが肉においては人として裁かれるが、霊においては神によって生きるためである。

7 万物の終わりが近づきました。ですから、祈りのために、心を整え、身を慎みなさい。

8 何よりもまず、互いに絶え間ない愛を持ちなさい。愛は多くの罪を覆うからです。

9 互いに親切にもてなし合いなさい。不平を言わずに。

10 それぞれが賜物を受けたのですから、神のさまざまな恵みの良い管理人として、互いに仕え合いなさい。

11 だれかが語るなら、神の神託として語りなさい。だれかが奉仕するなら、神が与えてくださる力によって奉仕しなさい。それは、すべてのことにおいて、イエス・キリストを通して神が栄光を受けられるためです。栄光と力は、世々限りなく彼にあります。アーメン。

12 愛する者たちよ。あなたがたに臨んでいる火の試練を、あなたがたに何か思いがけないことが起こったかのように、驚き怪しんではならない。

13 むしろ、キリストの苦難にあずかっているので、喜びなさい。それは、彼の栄光の啓示のときにも、あなたがたが大いに喜ぶためです。

14 もしキリストの名のために非難を受けるなら、あなたがたは幸いです。栄光の霊、すなわち神の霊があなたがたの上にとどまるからです。彼らにとっては冒涜されるが、あなたがたにとっては栄光を受けるのです。

15 あなたがたのうちのだれも、殺人者、泥棒、悪を行う者、あるいはおせっかいな人として苦しみを受けることがあってはなりません。

16 しかし、キリスト者として苦しむなら、恥じてはならない。むしろ、このことで神をあがめなさい。

17 なぜなら、裁きが神の家から始まる時が来ているからです。もしそれがまず私たちから始まるなら、神の福音に従わない者たちの終わりはどうなるでしょうか。

18 義人がかろうじて救われるのなら、神を敬わない者や罪人は、どこに現れるだろうか。

19 ですから、神の意志に従って苦しんでいる人々も、善行において、忠実な創造者に自分たちの魂を委ねなさい。

1 Peter 5

1 あなたがたのうちの長老たちに、共同長老であり、キリストの苦難の証人であり、またやがて現される栄光の仲間である私が勧めます。

2 あなたがたのうちにいる神の群れを牧しなさい。強制されてではなく、自ら進んで、また恥ずべき利益のためではなく、喜んで、それを監督しながら。

3 あなたがたは、割り当てられた人々を支配するのではなく、むしろ群れの模範となりなさい。

4 大牧者が現れるとき、あなたがたは、しぼむことのない栄光の冠を受けるでしょう。

5 同じように、若い者たちよ。長老たちに従いなさい。そして皆、互いに謙遜を身に着けなさい。神は高ぶる者に敵対し、へりくだる者に恵みを与えられるからです。

6 ですから、あなたがたは神の力強い手の下にへりくだりなさい。神が時にあなたがたを高くしてくださるためです。

7 あなたがたの心配をすべて神にゆだねなさい。神があなたがたのことを心配してくださるからです。

8 心を正しくし、目を覚ましていなさい。あなたがたの敵対者である悪魔が、ほえたける獅子のように、だれかを呑み込もうと捜し求めながら、歩き回っています。

9 あなたがたは、堅く信仰に立って彼に立ち向かいなさい。あなたがたの兄弟関係が世の中で同じ苦難を経験していることを知っているからです。

10 あらゆる恵みの神、すなわち、あなたがたをキリスト・イエスにあってその永遠の栄光へ召された方ご自身が、あなたがたがしばらく苦しんだ後、あなたがたを整え、堅く立たせ、強め、土台を据えてくださいます。

11 この方に栄光と力が世々限りなくありますように。アーメン。

12 シルワノによって、私が認めている忠実な兄弟、あなたがたに少しの言葉で書き送りました。勧めし、また証しして、これが神の真の恵みであることを。あなたがたはこの恵みの中に立っています。

13 バビロンにいる、あなたがたとともに選ばれた者が、あなたがたによろしくと言っています。また、私の子マルコも。

14 愛の接吻をもって互いに挨拶しなさい。キリスト・イエスにあるあなたがたすべてに平和がありますように。アーメン。


2 Peter

2 Peter 1

1 シメオン・ペテロ、イエス・キリストの奴隷であり使徒である者から、私たちの神であり救い主であるイエス・キリストの義によって、私たちと同じ尊い信仰を受けた方々へ。

2 恵みと平和が、神と私たちの主イエスについての知識によって、あなたがたに豊かにされますように。

3 私たちをご自身の栄光と徳によって召してくださった方を知ることによって、その神の力は、命と敬虔に関するすべてのものを私たちに与えてくださったのです。

4 その方の栄光と徳によって、尊くて大いなる約束が私たちに与えられました。それは、これらのものを通して、あなたがたが、世にある欲望による腐敗を逃れ、神の自然の仲間となるためです。

5 このゆえに、あなたがたは、あらゆる勤勉を尽くして、あなたがたの信仰に徳を、徳に知識を供え加えなさい。

6 知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を。

7 敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

8 これらのことがあなたがたに存在し、かつ豊かになるなら、それはあなたがたを、私たちの主イエス・キリストの知識に対して、怠惰な者でも実を結ばない者でもないものとします。

9 これらのものを備えていない者は、近視眼であり、盲目であって、自分の以前の罪が清められたことを忘却してしまったのです。

10 ですから、兄弟たちよ。ますます熱心に、あなたがたの召命と選びを確かなものとしなさい。これらのことを行っているなら、決してつまずくことはありません。

11 このようにして、あなたがたには、私たちの主であり救い主であるイエス・キリストの永遠の王国への入り口が、豊かに与えられるのです。

12 それゆえ、私はあなたがたにこれらのことをいつも思い起こさせることを怠りません。あなたがたはすでにこれらのことを知っており、現在の真理に堅く立っているのですから。

13 私がこの幕屋にいる間、あなたがたを記憶によって奮い立たせることは正しいと考えています。

14 私の幕屋の取り除きが間近であることを知っています。それは、私たちの主イエス・キリストが私に示されたとおりです。

15 また、私の死後、あなたがたがいつでもこれらのことを記憶できるように、私は努めたいのです。

16 私たちは、巧みに作られた神話に従って、あなたがたに私たちの主イエス・キリストの力と到来とを知らせたのではなく、その方の威厳の目撃者となったのである。

17 神から父なる神から名誉と栄光を受けたとき、このような声が荘厳な栄光から彼に臨んだ。「これはわたしの愛する子、わたしが喜びを抱いた者である。」

18 私たちは、この声を天から聞いたのです。それは、聖なる山で彼とともにいたときに、天からもたらされたものです。

19 また、私たちはさらに確かな預言の言葉を持っています。あなたがたが暗い場所で輝く灯に目を留めているように、それに注意を払うのは良いことです。日の光が明け、明けの明星があなたがたの心の中に昇るまで、そのようにしなさい。

20 まず第一に、このことを知っておきなさい。聖書の預言はすべて、自分自身の解釈によるものではない。

21 なぜなら、預言は決して人の意志によってもたらされたのではなく、聖霊に動かされて、神の人たちが語ったからである。

2 Peter 2

1 しかし、民の中には偽預言者も出ました。同じように、あなたがたの中にも偽教師が現れます。彼らは滅びをもたらす分派をひそかに持ち込み、自分たちを買い取ってくださった主人を否定し、自分たちの身にすみやかな滅びを招いています。

2 また、多くの者が彼らの滅びに従うでしょう。そのために、真理の道は冒涜されるでしょう。

3 また、貪欲をもって偽りの言葉であなたがたを売り買いするでしょう。彼らに対する裁きは昔から怠らず、彼らの滅びはまどろむことがありません。

4 神は罪を犯した天使たちを容赦せず、鎖で暗黒に引き渡し、裁きのために閉じ込めておられた。

5 また、古い世界を惜しまず、義の宣教者であるノアを八人目として守り、不敬虔な者たちの世界に洪水をもたらしました。

6 また、ソドムとゴモラの都市を灰にし、転覆をもって罪に定め、不敬虔な行いをしようとする者たちへの手本とされたのである。

7 また、無節操な者たちの放縦な行いによって苦しめられていた義人ロトを救い出された。

8 というのは、この義人は彼らの間に住みながら、不法な働きを見聞きして、日々その正しい魂を苦しめていたからです。

9 主は敬虔な者たちを試みから救い出し、不義な者たちを裁きの日まで罰せられる者として保つことを知っておられる。

10 特に、汚れた欲望のうちに肉に従って歩む者たち、また支配権を軽んじる者たちに対してです。彼らは大胆な者、自己中心的な者で、栄光ある者たちを恐れずに冒涜しています。

11 御使いたちは、力と力において勝っているにもかかわらず、主の御前で彼らに対するののしりの裁きを下すことはありません。

12 これらの者たちは、捕獲と腐敗のために自然に生まれた理性のない生き物のようであり、自分が知らないことをののしる者たちである。彼らはその腐敗の中で滅ぼされるであろう。

13 彼らは不義の報酬を受け取り、昼の贅沢を快楽とみなし、しみときずであり、自分たちの欺きの中で楽しみ、あなたがたとともに宴会を共にしている。

14 彼らの目は姦婦で満ち、罪に対して止むことなく、不安定な魂を誘惑し、貪欲に鍛えられた心を持ち、呪いの子である。

15 彼らは正しい道を捨てて、不義の報酬を愛したベオルの子バラムの道に従って、迷い出た。

16 しかし、彼は自分の不法に対して叱責を受けました。もの言わぬ驢馬が人の声で語って、預言者の狂気を止めたのです。

17 この人たちは、水のない泉、暴風に追いやられる雲です。彼らには、暗黒と暗闇の永遠が保たれています。

18 彼らは虚無の大言壮語を語り、肉の欲望と放縦によって、実際に迷いの中を歩む者たちから逃れ出た者たちを誘惑する。

19 彼らに自由を約束しながら、彼ら自身は腐敗の奴隷なのです。なぜなら、だれかに打ち負かされた者は、その者の奴隷とされているからです。

20 もし彼らが、主であり救い主であるイエス・キリストの知識によって世の汚染から逃れた後、再びそれらに巻き込まれて打ち負かされるなら、彼らの終わりの状態は初めの状態よりも悪いものとなる。

21 彼らにとって、義の道を知った後に、自分たちに渡された聖なる戒めから背き去るよりは、それを知らなかった方が良かったのです。

22 彼らに起こったことは、真実のことわざの通りである。「犬は自分の嘔吐物に戻る」、また「雌豚は洗われて、泥の転がりの中に戻る」である。

2 Peter 3

1 愛する人たちよ、私は今、あなたがたに第二の手紙を書いています。これらの手紙によって、あなたがたの純粋な心を、記憶の中で呼び覚ましています。

2 聖なる預言者たちによって前もって語られた言葉と、私たちの使徒たちによる主であり救い主である方の戒めとを思い起こさせるためです。

3 まず第一に、このことを知っておきなさい。終わりの日に、嘲る者たちが来て、自分たちの欲望に従って歩むであろう。

4 そして言う、「彼の到来の約束はどこにあるのか。父たちが眠った時から、すべてのものは創造の始めからこのかた、そのままの状態で続いているのだ。」

5 彼らが意図的に見落としているのは、天は昔からあり、地は神の言葉によって水から出て、水によって成り立ったということです。

6 その当時の世界は、水によって洪水に覆われて滅びました。

7 しかし、今の天と大地は、その同じ言葉によって火のために蓄えられ、不敬虔な人々の裁きと滅びの日まで保たれている。

8 しかし、愛する者たちよ。この一事を見落としてはなりません。主の前では、一日は千年のようであり、千年は一日のようです。

9 主は約束について遅いのではなく、ある人々が遅さと思っているように、かえってあなたがたに対して忍耐しておられるのです。それは、だれも滅びることを望まず、すべての人が悔い改めに至ることを望んでおられるからです。

10 しかし、主の日は泥棒のように夜に来る。その日、天は大きな音を立てて過ぎ去り、要素は焼けて解かれ、大地とその中の働きは焼き尽くされるであろう。

11 これらのすべてのものが解かれるのであれば、あなたがたは、どのような者であるべきでしょうか。聖なる行いと敬虔においてです。

12 神の日の到来を待ち望み、それを早めているあなたがた。その日のために、天は燃えて解かれ、要素は焼け溶けてしまいます。

13 しかし、私たちは、彼の約束に従って、義が住む新しい天と新しい大地を待ち望んでいます。

14 だから、愛する者たちよ。これらのことを待ち望んでいるあなたがたは、しみも傷もない者として、平和のうちに彼の前に見いだされるように、励みなさい。

15 また、私たちの主の忍耐を救いとみなしなさい。それは、私たちの愛する兄弟パウロも、自分に与えられた知恵に従って、あなたがたに書き送ったとおりです。

16 また、すべての手紙の中でもこれらのことについて語っているが、その中には理解しにくい箇所がある。無学で不安定な者たちは、他の聖書も同様に曲解して、自分自身の滅びに至らせている。

17 あなたがたは、愛する者たちよ。このことをあらかじめ知っているのですから、不法な者たちの迷いに連れ去られて、自分自身の堅固さから落ちないように、自分を守りなさい。

18 私たちの主であり救い主であるイエス・キリストの恵みと知識において成長しなさい。この方に栄光が、今も永遠の日に至るまでもありますように。アーメン。


1 John

1 John 1

1 初めからあったもの、私たちが聞いたもの、私たちの目で見たもの、私たちがじっと見たもの、そして私たちの手が触れたもの、すなわち、命の言葉について。

2 この命が現れ、私たちはそれを見て、証しし、あなたがたにこの永遠の命を告げ知らせます。すなわち、この命は父とともにあり、私たちに現れたものです。

3 私たちが見たこと、また聞いたことを、あなたがたに報告します。それは、あなたがたも私たちと交わりを持つようになるためです。そして、私たちの交わりは、父およびその子イエス・キリストとの交わりです。

4 私たちはこれらのことを書き送るのは、私たちの喜びが満ちあふれるためです。

5 これは、私たちが神から聞いて、あなたがたに伝える約束です。神は光であって、神のうちには暗闇は少しもありません。

6 もし私たちが神と交わりがあると言いながら、暗闇の中を歩んでいるなら、私たちは偽りを言っており、真理を行ってはいません。

7 しかし、もし私たちが、彼が光の中におられるように、光の中を歩むなら、私たちは互いに交わりを持ち、彼の子イエス・キリストの血は、すべての罪から私たちを清めます。

8 もし私たちが罪を持っていないと言うなら、私たちは自分自身を欺いており、真理は私たちのうちにありません。

9 もし私たちが自分の罪を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、すべての不義から私たちを清めてくださいます。

10 もし私たちが罪を犯していないと言うなら、私たちは神を嘘つきとするのです。そして神の言葉は私たちのうちにありません。

1 John 2

1 私の小さな子たちよ。これらのことをあなたがたに書くのは、あなたがたが罪を犯さないためです。もしだれかが罪を犯したなら、私たちには父の御前で助け手、義なるイエス・キリストがいます。

2 この方こそ、私たちの罪のための宥めの供え物です。私たちの罪のためだけでなく、全世界のためでもあります。

3 もし私たちが神の戒めを守るなら、それによって、私たちは神を知っていることがわかります。

4 「私は神を知っている」と言いながら、その戒めを守らない者は嘘つきであり、その人の中に真理はありません。

5 しかし、その言葉を守る者は、確かにその人の内に神の愛が全うされている。それによって、私たちが神の内にいることを知る。

6 「自分は神のうちにとどまっている」と言う者は、キリストが歩まれたように、自分もそのように歩まなければなりません。

7 兄弟たち、私はあなたがたに新しい戒めを書いているのではなく、初めからあなたがたが持っていた古い戒めを書いています。その古い戒めとは、あなたがたが初めから聞いた言葉です。

8 しかし、私は新しい戒めをあなたがたに書き送ります。それは、彼において真実であり、あなたがたにおいても真実です。なぜなら、暗闇は過ぎ去り、まことの光はすでに輝いているからです。

9 光の中にいると言いながら、自分の兄弟を憎んでいる者は、今もなお暗闇の中にいる。

10 兄弟を愛する者は光の中にとどまり、つまずきの石は彼の内にない。

11 兄弟を憎む者は、暗闇の中におり、暗闇の中を歩んでいる。そして、自分がどこへ行くのか知らない。暗闇が彼の目を盲目にしたからである。

12 小さな子たちよ、あなたがたの罪が、その名前によって赦されているので、私はあなたがたに書き送ります。

13 父たちよ、あなたがたに書き送るのは、あなたがたが始めからおられる方を知ったからです。若者たちよ、あなたがたに書き送るのは、あなたがたが悪い者に打ち勝ったからです。子供たちよ、あなたがたに書き送るのは、あなたがたが父を知ったからです。

14 父たちよ、あなたがたが始めからおられる方を知ったので、あなたがたに書き送りました。若者たちよ、あなたがたが強く、神の言葉があなたがたの内にとどまり、あなたがたが悪しき者に打ち勝ったので、あなたがたに書き送りました。

15 世をも、世にあるものをも愛してはなりません。だれでも世を愛するなら、その人のうちに父の愛はありません。

16 世にあるすべてのもの、すなわち、肉の欲望、目の欲望、生活の誇りは、父から出たものではなく、世界から出たものである。

17 世は過ぎ去り、その欲望も過ぎ去る。しかし、神の意志を行う者は、永遠に留まる。

18 子供たちよ、終わりの時です。そして、あなたがたが聞いたとおり、反キリストが来るのです。今や多くの反キリストが現れました。それゆえ、私たちは終わりの時であることを知っています。

19 彼らは私たちの中から出て行きましたが、彼らは私たちの者ではなかったのです。もし彼らが私たちの者であったなら、彼らは私たちとともに留まっていたでしょう。しかし、彼らがみな私たちの者ではないことが明らかにされるためでした。

20 あなたがたには聖なる方からの塗油があり、あなたがたはすべてのことを知っています。

21 あなたがたに書き送ったのは、あなたがたが真理を知らないからではなく、真理を知っているからであり、また、すべての嘘は真理から出たものではないからです。

22 偽り者は、イエスがキリストであることを否定する者でなくて、だれでしょうか。この者は反キリストであり、父と子を否定する者です。

23 御子を否認する者はみな、父をも持っていない。

24 あなたがたは、初めから聞いたことを、あなたがたのうちにとどまらせなさい。もし初めから聞いたことがあなたがたのうちにとどまるなら、あなたがたも子と父のうちにとどまるのです。

25 これが、彼が私たちに約束された約束、すなわち永遠の命です。

26 これらのことを、あなたがたを惑わす者たちについて、私はあなたがたに書き送りました。

27 あなたがたは、彼から受けた塗油があなたがたのうちにとどまっており、だれかがあなたがたを教える必要はありません。しかし、その同じ塗油があなたがたにすべてのことを教え、それは真実であって嘘ではありません。そして、それがあなたがたに教えたとおりに、あなたがたは彼のうちにとどまります。

28 小さな子たちよ、あなたがたは彼のうちにとどまりなさい。それは、彼が現わされるとき、私たちが大胆さを持ち、彼の到来のときに、彼の前で恥じることがないためです。

29 もしあなたがたが、彼が正しい方であることを知っているなら、義を行う者はみな彼から生まれたことを知りなさい。

1 John 3

1 見なさい、父が私たちにどんな愛を与えてくださったかを、私たちが神の子と呼ばれるために。このために、世界は私たちを知らない。なぜなら、彼を知らなかったからである。

2 愛する者たちよ。私たちは今、神の子です。そして、私たちがどうなるかは、まだ明らかにされていません。しかし、彼が現れるなら、私たちは彼に似た者となることを知っています。なぜなら、私たちは彼を、彼のありのままの姿で見るからです。

3 この望みをキリストに置く者はみな、キリストが清いように、自分自身を清くします。

4 罪を犯している者はみな、不法をも行なっています。罪とは不法なのです。

5 あなたがたは、彼が現れたのは私たちの罪を取り除くためであることを知っています。そして、彼には罪がありません。

6 だれでもキリストのうちにとどまる者は、罪を犯しません。だれでも罪を犯す者は、キリストを見たこともなく、知ったこともありません。

7 小さな子たちよ、だれにも惑わされてはなりません。義を行う者は、その方が正しいのと同じように正しいのです。

8 罪を行っている者は悪魔から出た者です。悪魔は始めから罪を犯しているからです。神の子が現れたのは、悪魔の働きを打ち壊すためです。

9 神から生まれた者はみな、罪を犯しません。なぜなら、神の種がその人の中にとどまっているからです。また、神から生まれたので、罪を犯すことができないのです。

10 このことによって、神の子と悪魔の子とは明らかである。義を行わない者はみな、神から出た者ではない。また、自分の兄弟を愛さない者もそうである。

11 これは、あなたがたが初めから聞いた知らせであり、互いに愛し合うべきであるということです。

12 カインのようであってはならない。彼は悪い者から出た者であり、自分の兄弟を殺した。なぜ彼を殺したのか。それは、彼の働きは悪く、彼の兄弟の働きは正しかったからである。

13 兄弟たちよ。世があなたがたを憎んでも、驚いてはいけません。

14 私たちは、自分が死から命に移ったことを知っています。それは、兄弟を愛しているからです。愛さない者は、死のうちにとどまっています。

15 兄弟を憎む者はみな人殺しです。そして、あなたがたは知っています。すべての人殺しは、永遠の命が自分の中にとどまっていることを持っていないことを。

16 このことによって私たちは愛を知りました。彼が私たちのために、ご自分の魂を捨てられたからです。そして私たちも、兄弟のために魂を捨てるべきです。

17 しかし、だれでもこの世の財産を持ち、その兄弟が必要としているのを見て、その慈愛を彼に対して閉ざすなら、どうして神の愛がその人の中にとどまっているでしょうか。

18 小さな子たちよ。私たちは、言葉や舌ではなく、働きと真理をもって愛そうではないか。

19 これによって、私たちは真理に属していることを知り、そして神の御前で私たちの心を納得させます。

20 たとい私たちの心が責めることがあっても、神は私たちの心よりも大きく、そしてすべてを知っておられるからです。

21 愛する者たちよ、もし私たちの心が私たちを責めないなら、私たちは神に対して大胆さを持っています。

22 また、私たちが求めるものは何でも、神から受けるのです。なぜなら、私たちが神の戒めを守り、神の御前で喜ばれることを行っているからです。

23 そして、これが神の戒めです。すなわち、私たちがその子イエス・キリストの名前を信じ、神が私たちに与えた戒めに従って互いに愛し合うことです。

24 神の戒めを守る者は神のうちにとどまり、神もまたその者のうちにとどまる。そして、神が私たちのうちにとどまっておられることを、私たちは、神が私たちに与えてくださった霊によって知るのである。

1 John 4

1 愛する者たちよ。すべての霊を信じてはいけません。むしろ、それらの霊が神から出たものかどうかを試しなさい。なぜなら、多くの偽預言者が世界に出て行ったからです。

2 これによってあなたがたは神の霊を知る。すべての霊が、イエス・キリストが肉において来られたことを告白するなら、それは神から出たものである。

3 そして、イエス・キリストが肉において来られたことを告白しない霊は、どれも神から出たものではありません。これは反キリストの霊です。あなたがたはそれが来ると聞いていましたが、今それはすでに世にあります。

4 あなたがたは神から出た者であり、小さな子たちよ。あなたがたは彼らに打ち勝ったのです。あなたがたのうちにおられる方は、この世にいる者よりも偉大だからです。

5 彼らはこの世の者です。それゆえ、この世のことを語り、この世も彼らの言うことを聞くのです。

6 私たちは神から出た者です。神を知る者は私たちの言うことを聞き、神から出ていない者は私たちの言うことを聞きません。これによって私たちは真理の霊と迷いの霊とを知るのです。

7 愛する者たちよ、私たちは互いに愛し合おう。なぜなら、愛は神から出ているからである。そして、愛する者はみな神から生まれ、神を知っている。

8 愛のない者は神を知らない。神は愛だからである。

9 神の愛が私たちのうちに現れたのは、神がその独り子を世に遣わし、私たちが彼によって生きるためでした。

10 ここに愛がある。私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、その御子を私たちの罪のための宥めの供え物として遣わされたのである。

11 愛する者たちよ。神がこのように私たちを愛されたのなら、私たちも互いに愛し合うべきです。

12 神を見た者は、だれもいまだかつてありません。もし私たちが互いに愛し合うなら、神は私たちのうちにとどまり、神の愛が私たちのうちに全うされているのです。

13 私たちは、神が私たちに御霊を与えてくださったことによって、私たちが神のうちにとどまり、神も私たちのうちにおられることを知っています。

14 私たちは、父が子を世の救い主として遣わされたのを見て、また証ししています。

15 だれでもイエスが神の子であると告白するなら、神はその人の中にとどまり、その人も神の中にとどまる。

16 私たちは、神が私たちの内に持っておられる愛を知り、また信じています。神は愛です。愛の内にとどまる者は神の内にとどまり、神もその者の内にとどまっておられます。

17 このことによって、愛が私たちと共に完全なものとされました。それは、私たちが裁きの日に大胆さを持つためです。なぜなら、彼がそうであるように、私たちもこの世にいるからです。

18 愛には恐れはありません。全き愛は恐れを外に追い出します。なぜなら、恐れは刑罰を持つからです。恐れる者は、愛において全きものとされていません。

19 私たちは神を愛する。なぜなら、神がまず私たちを愛してくださったからである。

20 「神を愛すると言いながら、自分の兄弟を憎む者は、嘘つきです。目に見える兄弟を愛さない者は、目に見えない神を愛することはできません。」

21 私たちは神を愛する者は、その兄弟をも愛さなければならないという、この戒めを神から受けています。

1 John 5

1 イエスがキリストであると信じる者はみな、神から生まれたのです。そして、生んだ方を愛する者はみな、その方から生まれた者をも愛します。

2 私たちが神を愛し、その戒めを守るなら、それによって私たちが神の子たちを愛していることが分かります。

3 なぜなら、神の愛とは、神の戒めを守ることだからです。そして、その戒めは重いものではありません。

4 なぜなら、神から生まれたすべての者は世界に勝つからです。そして、この勝利、すなわち世界に勝った勝利は、私たちの信仰です。

5 世に勝つ者はだれか。イエスが神の子であると信じる者ではないか。

6 この方は、水と血とによって来られた方、イエス・キリストです。ただ水によってだけでなく、水と血とによって来られたのです。そして、証しする方は霊です。霊は真理だからです。

7 天には三つの証しするものがある。父と言葉と聖霊であり、この三つは一つである。

8 そして、地において証しする者は三つあります。霊と水と血です。そして、この三つは一つにあります。

9 もし私たちが人の証言を受け入れるなら、神の証言はそれよりも大きいのです。なぜなら、これは神の証言であり、神がその子について証しされたものだからです。

10 神の子を信じる者は、その証言を自分の中に持っています。神を信じない者は、神を嘘つきとしたのです。なぜなら、神がその子について証言されたその証言を信じなかったからです。

11 その証言とは、神が私たちに永遠の命を与えられたこと、そしてこの命が神の子のうちにあるということです。

12 御子を持つ者は命を持っており、神の御子を持たない者は命を持っていません。

13 これらのことを、神の子の名を信じているあなたがたに書き送ったのは、あなたがたが永遠の命を持っていることを知るためであり、また神の子の名を信じ続けるためです。

14 私たちが神に対して持っている大胆さはこれである。すなわち、もし何かを神の意志に従って求めるなら、神は私たちの願いを聞いてくださるということである。

15 もし私たちが、神が私たちの願いを聞いてくださると知るなら、私たちが神に求めたその願いをすでに持っていると知るのです。

16 もし人が自分の兄弟が死に至らない罪を犯しているのを見るなら、その人は求めなさい。そうすれば神は、死に至らない罪を犯している人々に命を与えるであろう。死に至る罪がある。その罪については、求めるようにとは言わない。

17 すべての不義は罪です。しかし、死に至らない罪もあります。

18 私たちは、神から生まれた者はみな罪を犯さないことを知っています。しかし、神から生まれた方は自分自身を守り、悪い者は彼に触れることができません。

19 私たちは神から出た者であり、全世界は悪の中にあることを知っています。

20 しかし、私たちは神の子が来て、私たちに心を与えて、真実な方を知るようになったことを知っています。そして私たちは真実な方のうちに、すなわちその子イエス・キリストのうちにいます。この方こそ真実な神であり、永遠の命です。

21 小さな子たちよ、偶像から自分たちを守りなさい。アーメン。


2 John

2 John 1

1 長老から、選ばれた夫人とその子たちへ。私は真理においてあなたがたを愛しています。私だけではなく、真理を知っているすべての人々もそうです。

2 真理のゆえに、それは私たちのうちにとどまり、私たちとともに永遠にあります。

3 恵みと慈悲と平和は、神である父と、父の子である主イエス・キリストから、真理と愛のうちに私たちとともにあります。

4 あなたの子どもたちの中に、真理のうちを歩んでいる者たちを見つけたので、私は非常に喜んでいます。ちょうど私たちが父から受けた戒めのとおりに。

5 そこで、夫人よ、私はあなたに願います。新しい戒めとしてあなたに書いているのではなく、初めから私たちが持っていたもの、すなわち互いに愛し合うことです。

6 そして、これが愛です。すなわち、私たちがその戒めに従って歩むことです。これが戒めです。すなわち、あなたがたが初めから聞いたとおり、その中を歩むことです。

7 多くの惑わす者が世界に入って来た。彼らはイエス・キリストが肉において来られたことを告白しない者たちである。これこそ惑わす者であり、反キリストである。

8 自分自身に気をつけなさい。私たちが働いて得たものを失わず、豊かな報酬を受けることができるように。

9 だれでも行き過ぎをして、キリストの教えにとどまらない者は、神を持っていません。その教えにとどまる者は、父と子を持っています。

10 だれかがあなたがたのところに来て、この教えを持って来ないなら、その人を家に受け入れてはいけません。また、その人に「お元気で」と言ってはいけません。

11 その人にあいさつする者は、その悪い働きを共にするのです。

12 あなたがたに書くべきことが多くあるので、紙と墨で書こうとは思いませんでした。むしろ、あなたがたのところに行って、口と口とで語ることを望んでいます。それは、私たちの喜びが満たされるためです。

13 あなたの選ばれた姉妹の子たちが、あなたによろしくと言っています。アーメン。


3 John

3 John 1

1 長老から、愛するガイオスへ。私はあなたを真理において愛しています。

2 愛する者よ。すべてのことについて、あなたが幸いを得、また健康であるように祈ります。あなたの魂が幸いを得ているように。

3 兄弟たちが来て、あなたが真理に歩んでいることを証ししてくれるので、私は非常に喜んでいます。

4 私の子どもたちが真理に歩んでいることを聞くこと以上に、私には大きな喜びはありません。

5 愛する者よ、あなたは兄弟たち、また旅人たちに対してしていることは、忠実な行いです。

6 彼らは教会の前であなたの愛について証ししました。あなたが神にふさわしく彼らを送り出すなら、それは良いことです。

7 彼らは御名のために出て行き、異邦人からは何も受けていません。

8 ですから、私たちはこのような人々を受け入れるべきです。そうすれば、私たちは真理のために同労者となるのです。

9 私は教会に書き送ったが、彼らの間で首位を好むディオトレフェスは私たちを受け入れない。

10 それゆえ、私が行くなら、彼のしている働きを思い出させよう。彼は悪い言葉で私たちをののしり、それでも満足せず、自分自身も兄弟たちを受け入れず、受け入れようとする者たちを妨げ、教会から追い出している。

11 愛する者よ。悪を見習ってはならず、善を見習いなさい。善を行う者は神から出た者であり、悪を行う者は神を見たことがない者です。

12 デメトリオはすべての人々から、また真理そのものからも証言されています。私たちも証言します。そして、私たちの証言が真実であることを、あなたがたは知っています。

13 多くのことを書くべきでしたが、墨と葦であなたに書きたいとは思いません。

14 間もなくあなたに会いたいと思っています。そして、口と口とで語り合いましょう。平和があなたにありますように。友人たちがあなたによろしくと言っています。友人たちひとりひとりに、名前を挙げてよろしくと言ってください。


Jude

Jude 1

1 イエス・キリストの奴隷であり、ヤコブの兄弟であるユダから、父なる神にあって聖別され、イエス・キリストにあって守られている、召された者たちへ。

2 慈悲と平和と愛が、あなたがたに豊かにされますように。

3 愛する人々よ。私はあなたがたに、私たちがともに受けている救いについて書こうとして、あらゆる勤勉を尽くしていましたが、聖徒たちに一度伝えられた信仰のために熱心に戦うよう勧めるために、あなたがたに書く必要が生じました。

4 というのは、ある人々がひそかに忍び込んできたからです。彼らは、昔からこの裁きのために前もって書き記されていた不敬虔な者たちで、私たちの神の恵みを放縦に変え、唯一の主人である神であり、私たちの主イエス・キリストを否定する者たちです。

5 あなたがたはすでに一度これを知っているのですから、私はあなたがたに思い出させたいのです。主は民をエジプトの大地から救い出し、次に、信じなかった者たちを滅ぼされました。

6 また、自分の領域を守らず、自分の住まいを捨てた天使たちを、大いなる日の裁きのために、永遠の束縛をもって暗黒の下に閉じ込められた。

7 ソドムとゴモラ、およびその周囲の都市も、彼らと同じ方法で淫行にふけり、他の肉の後を追って行ったので、永遠の火の罰を受けている見本として示されています。

8 同様に、これらの者たちもまた、夢を見て、肉を汚し、支配権を拒み、栄光を冒涜している。

9 しかし、大天使ミカエルは、モーセの体について悪魔と論じ合っていたとき、冒涜の裁きを下すことをあえてせず、「主があなたを戒められるように」と言った。

10 この人たちは、自分たちが知らないことをののしるが、自然に、理性のない生き物のように知っている事柄によって、自分自身を滅ぼしている。

11 彼らは災いだ。カインの道を進み、報酬のためにバラムの迷いに流され、コラの反対によって滅びたからである。

12 彼らはあなたがたの愛の宴における岩礁です。恐れずに自分たちを養いながら共に宴をする者たちで、風に吹き回される水のない雲、実を結ばず、二度死んで根こそぎにされた秋の木です。

13 海の荒波は自分の恥を泡立たせ、放浪する星々である。彼らのために暗黒の暗闇が永遠に保たれている。

14 アダムから七代目のエノクも、これらの者たちについて預言して言った。「見よ、主はその聖なる万の者たちと共に来られた。」

15 すべての者に裁きを行い、彼らの不敬虔な者たち全員を、彼らの不敬虔のすべての働きについて、また不敬虔な罪人たちが主に対して語ったすべての頑なな言葉について、責め立てるためである。

16 彼らは不平を言う者、不満を言う者であり、自分の欲望に従って歩み、その口は大言壮語を語り、益のために顔を敬う者たちである。

17 愛する人々よ、私たちの主イエス・キリストの使徒たちが前もって語った言葉を思い起こしなさい。

18 彼らはあなたがたに言った、「終わりの時には、自分の不敬虔な欲望のままに歩む嘲る者たちが現れるであろう」。

19 この人たちは、御霊を持たず、分裂を起こす生まれつきの者たちです。

20 しかし、愛する者たちよ。あなたがたは、自分の最も聖い信仰の上に自分自身を築き上げ、聖霊によって祈りなさい。

21 神の愛のうちに自分自身を保ち、永遠の命に至らせる、私たちの主イエス・キリストの慈悲を待ち望みなさい。

22 あわれみをもって、疑いを抱く人々を扱いなさい。

23 ある者たちは火の中からつかみ出して救い、ある者たちは恐れをもってあわれみ、肉によって汚された下着さえも憎みなさい。

24 あなたがたを、つまずかないように守ることができ、傷のない者として、大きな喜びをもって栄光の御前に立たせることのできる方に、

25 唯一の賢い神、私たちの救い主に、栄光と威厳、力と権威が、今も、そしてすべての永遠に至るまでありますように。アーメン。


Revelation

Revelation 1

1 イエス・キリストの啓示。これは、すぐに起こるはずの事をその奴隷たちに示すため、神が彼に与えたものである。そして彼は、自分の天使を遣わして、これを自分の奴隷ヨハネに知らせた。

2 彼は神の言葉とイエス・キリストの証言、すなわち彼が見たすべてのことを証言した。

3 この預言の言葉を朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る人々は幸いである。時が近づいているからである。

4 ヨハネから、アジアにある七つの教会へ。今おられ、昔おられ、やがて来られる方から、またその王座の前にいる七つの霊から、恵みと平和があなたがたにありますように。

5 また、忠実な証人、死者の中から最初に生まれた方、地上の王たちの支配者であるイエス・キリストから、私たちを愛し、その血によって私たちの罪から洗い清めてくださった方に、

6 また、私たちを王とし、私たちの神であり父である方のために祭司としてくださった方に、栄光と力が世々限りなくありますように。アーメン。

7 見よ、彼は雲と共に来る。そして、すべての目が彼を見る。彼を突き刺した者たちも。地上のすべての部族は、彼のゆえに嘆く。しかり、アーメン。

8 わたしはアルファであり、オメガであり、始めであり、終わりである。全能者である主が言われる。「今いまし、昔いまし、後に来られる方」と。

9 私はヨハネ、あなたがたの兄弟であり、共にあずかる者です。苦難と王国と忍耐においてイエス・キリストにあずかる者として、神の言葉とイエス・キリストの証言のために、パトモスと呼ばれる島にいました。

10 私は主の日に霊に感じ、私のうしろにラッパのような大きな声を聞いた。

11 「言っている声は、『わたしはアルファであり、オメガである。最初の者であり、最後の者である。あなたが見ることを書物に書き、アジアにある七つの教会、すなわちエフェソス、スミルナ、ペルガモ、テアテラ、サルデス、フィラデルフィア、ラオデキアに送りなさい』」

12 そこで、私に語りかけた声を見ようとして振り向いた。そして、振り向くと、七つの金の燭台が見えた。

13 また、七つの燭台の真ん中に、人の子のような方がおられ、足まで届く長い衣を着て、胸に金の帯を締めておられた。

14 その頭と髪は、白い羊毛のように、また雪のように白く、その目は火の炎のようであった。

15 その足は、炉で焼かれた光り輝く真鍮のようであり、その声は多くの水の声のようであった。

16 また、その右手に七つの星を持ち、その口からは鋭い両刃の剣が出ており、その外見は力強く輝く太陽のようであった。

17 それで、彼を見たとき、私はその足もとに倒れて、死人のようになった。そして彼はその右手を私の上に置いて、私に言った、「恐れるな。わたしは、最初であり、最後である」。

18 そして、生きている者であり、私は死んだが、見よ、私は永遠の永遠に生きている。アーメン。そして、私はハデスと死の鍵を持っている。

19 あなたが見たこと、今あること、この後に起こることを書き記せ。

20 あなたが私の右の手に見た七つの星と七つの金の燭台の秘義は、七つの星は七つの教会の天使たちであり、あなたが見た七つの燭台は七つの教会である。

Revelation 2

1 エフェソの教会の天使に書き送れ。『右手に七つの星を持つ方、七つの金の燭台の間を歩く方が言われる。

2 わたしはあなたの働きとあなたの労苦とあなたの忍耐を知っている。また、あなたが悪い者たちを耐え忍ぶことができず、使徒と自称しているが実際はそうでない者たちを試し、彼らが偽りであることを見いだしたことも知っている。

3 あなたは忍耐を持ち、わたしの名のために労し、疲れ果てることがなかった。

4 しかし、わたしはあなたに対して思うところがある。あなたは初めの愛を捨ててしまった。

5 思い出せ、どこから落ちたかを。そして悔い改め、初めの働きを行え。もしそうでなければ、わたしはあなたのところに速く来て、あなたの燭台をその場所から動かそう。悔い改めないならば。

6 しかし、あなたにはこのことがある。あなたはニコライ派の働きを憎んでいる。わたしもそれを憎んでいる。

7 耳のある者は、霊が諸教会に言うことを聞きなさい。勝利を得る者には、神の楽園の中央にある命の木から食べることを与えよう。

8 また、スミルナ人の教会の天使に書き送れ。初めであり、終わりである方、死んだが、生きた方が言われる。

9 私はあなたの働きと苦難と貧困とを知っている。しかし、あなたは富んでいる。また、自分たちはユダヤ人だと言っているが、実際はそうではなく、サタンの会堂である者たちの冒涜をも知っている。

10 あなたが受けようとしている苦しみを恐れてはならない。見よ、悪魔があなたがたのうちのある者たちを刑務所に投げ入れようとしている。それは、あなたがたが試されるためであり、あなたがたは十日の間苦難を受けるであろう。死に至るまで忠実でありなさい。そうすれば、わたしはあなたに命の冠を与えよう。

11 耳のある者は、霊が諸教会に言うことを聞きなさい。勝利を得る者は、決して第二の死によって害されることはない。

12 また、ペルガモにある教会の天使に書き送れ。『鋭い、両刃の剣を持つ方がこう言われる。

13 わたしはあなたの働きと、あなたが住んでいる所を知っている。そこにはサタンの王座がある。あなたはわたしの名前を堅く保ち、わたしの忠実な証人アンティパスが、サタンが住んでいるあなたがたのところで殺された日々においても、わたしへの信仰を否まなかった。

14 しかし、あなたに対して少しばかり言うべきことがある。あなたのところには、バラムの教えを堅く守っている者たちがいる。バラムはバラクに教えて、イスラエルの子らの前に、つまずきの石を置き、偶像にささげた物を食べさせ、また不品行を行わせた。

15 同じように、あなたにも、わたしが憎むニコライ派の教えを奉じている人々がいる。

16 悔い改めなさい。もしそうでなければ、わたしはすぐにあなたのところに行き、わたしの口の剣で彼らと戦おう。

17 耳のある者は、霊が諸教会に言うことを聞きなさい。勝利を得る者には、隠されたマナを与えよう。また、彼に白い小石を与えよう。その小石には、それを受ける者以外はだれも知らない新しい名前が書かれている。

18 また、テアテラにある教会の天使に書きなさい。『神の子が言われる。その目は火の炎のようであり、その足は真鍮に似ている方である。

19 わたしはあなたの働きと、あなたの愛と奉仕と信仰と忍耐を知っている。また、あなたの働きが、初めのものより後のものが多いことも知っている。

20 しかし、あなたに対して言うべきことが少しある。あなたは、イゼベルという女をそのままにさせている。彼女は自分を女預言者と言い、わたしの奴隷たちを教えて惑わし、姦淫を行わせ、偶像にささげたものを食べさせている。

21 わたしは彼女に悔い改める時間を与えたが、彼女は自分の姦淫を悔い改めなかった。

22 見よ、わたしは彼女を寝台に投げ込み、彼女と姦淫を行う者たちを、もし彼らが自分の働きから悔い改めないなら、大きな苦難の中に投げ込む。

23 また、わたしは彼女の子たちを死で殺す。そして、すべての教会は、わたしが腎臓と心を探る者であることを知るであろう。また、わたしはあなたがたひとりひとりに、あなたがたの働きに応じて報いるであろう。

24 しかし、テアテラにいる残りの者たち、すなわちこの教えを持たず、彼らが言うサタンの深さを知らなかったあなたがたに言う。わたしはあなたがたに、別の重荷を負わせない。

25 ただ、あなたがたの持っているものを、わたしが来るまでしっかりと保ちなさい。

26 勝利する者、また終わりまでわたしの働きを守る者には、諸民族に対する権威を与えよう。

27 彼は鉄の杖で彼らを治め、陶器の器が砕かれるように砕く。ちょうど私が父から受けたように。

28 また、彼に明けの星を与えよう。

29 耳のある者は、霊が諸教会に言われることを聞きなさい。

Revelation 3

1 また、サルデスにある教会の天使に書き送れ。『神の七つの霊と七つの星を持つ方がこう言われる。「わたしはあなたの働きを知っている。あなたは生きているという名前を持っているが、実は死んでいる。

2 目を覚ましていなさい。そして、死のうとしている残りのものを強めなさい。わたしは、あなたの働きが神の御前で全うされたのを見いだしていないからである。

3 だから、あなたがどのように受け、また聞いたのかを思い出し、それを守り、悔い改めなさい。もし、目を覚まさなければ、わたしは泥棒のようにあなたのところに来る。そして、あなたは、わたしがいつあなたのところに来るかを、決して知らない。

4 あなたのところには、サルデスに、その上着を汚さなかった者が数名いる。彼らは白い者たちの中でわたしとともに歩むであろう。なぜなら、彼らはふさわしい者たちだからである。

5 勝利を得る者は、このように白い上着を着せられる。そして、わたしは彼の名前を命の書物から決して消し去ることはない。わたしは彼の名前を、わたしの父の前と、その天使たちの前で言い表わす。

6 耳のある者は、霊が諸教会に言われることを聞きなさい。

7 また、フィラデルフィアにある教会の天使に書き送れ。『聖なる方、真実な方、ダビデの鍵を持つ方、開く者で、だれも閉じる者がなく、閉じる者で、だれも開く者がいない方が、こう言われる。

8 あなたの働きを知っている。見よ、わたしはあなたの前に開かれた扉を置いた。だれもそれを閉じることはできない。あなたはわずかな力を持っているが、わたしの言葉を守り、わたしの名前を否まなかったからである。

9 見よ、わたしはサタンの会堂の者たち、すなわち自分たちはユダヤ人だと言いながら、実際はそうではなく、偽っている者たちに、こうする。見よ、わたしは彼らを来させて、あなたの足の前にひれ伏させ、わたしがあなたを愛したことを知らせる。

10 あなたがわたしの忍耐の言葉を守ったので、わたしも、地に住む者たちを試みるために全世界に来ようとしている試みの時から、あなたを守ろう。

11 見よ、わたしはすぐに来る。あなたの持っているものをしっかりと握っていなさい。だれもあなたの冠を奪い取らないように。

12 勝利を得る者を、わたしの神の神殿の柱としよう。彼はもはや決して外に出て行くことはない。そして、彼の上にわたしの神の名前と、わたしの神の都市、すなわち、わたしの神のもとを出て天から下って来る新しいエルサレムの名前と、わたしの新しい名前を書き記そう。

13 耳のある者は、霊が諸教会に言われることを聞きなさい。

14 また、ラオデキア人の教会の天使に書きなさい。「アーメンである方、忠実で真実な証人、神の創造の始めである方がこう言われる。

15 わたしはあなたの働きを知っている。あなたは冷たくもなく、熱くもない。むしろ、あなたが冷たいか、熱いかであってほしい。

16 このように、あなたはなまぬるく、冷たくも熱くもないので、わたしの口からあなたを吐き出そうとしている。

17 あなたは、自分は富んでいる、豊かになった、何の必要もないと言っているが、自分がみじめで、哀れで、貧しく、盲目で、裸であることを知らない。

18 わたしはあなたに勧める。富む者となるために、火で精錬された金をわたしから買いなさい。また、あなたの裸の恥が現れないように、白い上着を着なさい。そして、あなたの目に目薬を塗りなさい。見えるようになるために。

19 わたしは愛する者たちを責め、懲らしめる。だから、熱心になり、悔い改めなさい。

20 見よ、わたしは扉のところに立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて扉を開くなら、わたしはその人のところに入って、その人とともに食事をし、その人もわたしとともに食事をする。

21 勝利する者には、わたしと共にわたしの王座に座ることを許そう。わたしが勝利して、わたしの父と共に父の王座に座ったのと同じように。

22 耳のある者は、霊が諸教会に言われることを聞きなさい。

Revelation 4

1 その後、私は見た。見よ、天に開いた扉があった。そして、私が聞いた最初の声は、ラッパが語るような声で私に語りかけ、「ここに上れ。この後必ず起こるべきことを、あなたに示そう」と言った。

2 するとすぐに、私は霊に満たされた。見よ、天に王座があり、その王座に座しておられる方がいた。

3 その方は、見たところ碧玉の石や紅玉髄のように見え、王座の回りには、見たところ緑玉のように見える虹があった。

4 また、王座の周りに二十四の王座があり、それらの王座の上に、白い上着を着て、金の冠を頭にかぶった二十四人の長老たちが座っているのを見た。

5 王座から稲光と雷鳴と声が出て行く。また、王座の前で燃えている七つの火の灯がある。これらは神の七つの霊である。

6 また、御座の前には、水晶のようなガラスの海があった。御座の中央と御座の周囲には、前も後ろも目で満ちた四つの生き物がいた。

7 第一の生き物は獅子のようであり、第二の生き物は子牛のようであり、第三の生き物は人のような顔を持ち、第四の生き物は飛ぶ鷲のようであった。

8 四つの生き物は、それぞれ六つの翼を持ち、その回りも内側も目で満ちていた。彼らは昼も夜も休息することなく、「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、全能者である主なる神、昔いまし、今いまし、後に来られる方」と言い続けている。

9 また、これらの生き物が、永遠に生きておられる、王座に着いている方に、栄光と名誉と感謝をささげるとき、

10 二十四人の長老たちは、王座に座しておられる方の御前にひれ伏し、永遠に生きておられる方を拝み、自分たちの冠を王座の御前に投げ出して言った。

11 主よ、あなたは栄光と名誉と力を受けるにふさわしい方です。あなたが万物を創造されたからです。そして、あなたの意志によって、万物は存在し、また創造されたのです。

Revelation 5

1 また、私は王座に座しておられる方の右の手に、内側と外側に書かれた書物を見た。それは七つの封印で封じられていた。

2 また、私は、強い天使が大きな声で宣べ伝えているのを見た。「だれが、その書物を開き、その封印を解くのにふさわしいのか。」

3 しかし、天にも、地にも、地の下にも、だれもその書物を開くことができず、またそれを見ることもできなかった。

4 そして、だれもその書物を開くのにふさわしい者と見いだされなかったので、私が激しく泣いていた。

5 すると、長老の一人が私に言った、「泣くな。見よ、ユダの部族から出た獅子、ダビデの根が勝利を得たので、その書物を開き、七つの封印を解くことができる。」

6 また私は見た。見よ、御座と四つの生き物との真ん中、また長老たちの真ん中に、屠られたかのように見える子羊が立っていた。それには七つの角と七つの目があった。その目は、全地に遣わされた神の七つの霊である。

7 そして、彼は来て、王座に座しておられる方の右の手から、その書物を受け取った。

8 彼が書物を受け取ったとき、四つの生き物と二十四人の長老たちは、それぞれ竪琴と、香で満ちた金の鉢とを持って、子羊の前にひれ伏した。この香は聖徒たちの祈りである。

9 彼らは新しい歌を歌って言った、「あなたは、書物を受け取り、その封印を開くのにふさわしい方です。あなたは屠られ、あなたの血によって、あらゆる部族、舌、民、民族の中から、神のために私たちを買い取られました。

10 そして、あなたは私たちを私たちの神のために王と祭司とされました。私たちは地上を治めるでしょう。

11 また私は見た。そして、王座と生き物たちと長老たちの回りに、多くの天使たちの声を聞いた。その数は千の千倍であった。

12 彼らは大声で言った、「ほふられた子羊は、力と富と知恵と力と名誉と栄光と祝福を受けるにふさわしい方です。」

13 また、天と地と、地の下と、海の上のすべての被造物、およびその中にあるすべてのものを、私は聞いた。彼らが言っていた、「王座に座しておられる方と、子羊とに、祝福と名誉と栄光と力が、永遠の永遠にわたってありますように。」

14 四つの生き物は「アーメン」と言い、二十四人の長老たちはひれ伏して、永遠に生きておられる方を拝んだ。

Revelation 6

1 また、私は見た。子羊が封印の一つを開いたとき、四つの生き物の一つが、雷のような声で「来なさい」と言うのを聞いた。

2 私は見た。見よ、白い馬。それに乗っている者は弓を持っていた。彼に冠が与えられ、彼は勝ちつつ、さらに勝つために出て行った。

3 また、小羊が第二の封印を開いたとき、私は第二の生き物が「来なさい」と言うのを聞いた。

4 すると、別の赤い馬が出て来た。それに乗っている者には、地上から平和を奪い取ることが与えられた。互いに殺し合うためである。また、彼に大きな刀が与えられた。

5 また、小羊が第三の封印を開いたとき、私は第三の生き物が「来なさい」と言うのを聞いた。そして見ると、見よ、黒い馬がいた。それに乗っている者は、その手にくびきを持っていた。

6 すると私は、四つの生き物の真ん中でこう言う声を聞いた。「小麦一升は一デナリオン、大麦三升も一デナリオン。油と葡萄酒を害してはならない。」

7 また、第四の封印を開かれたとき、私は第四の生き物の声が「来なさい」と言うのを聞いた。

8 私は見た。見よ、青ざめた馬、その上に座っている者の名前は死であり、ハデスが彼に従った。彼らに大地の四分の一を剣と飢饉と死と大地の野獣によって殺す権威が与えられた。

9 また、小羊が第五の封印を開いたとき、私は祭壇の下に、神の言葉と自分たちが持っていた証言のために殺された者たちの魂を見た。

10 彼らは大声で叫んで言った、「聖なる真実な主人よ、いつまであなたは裁かず、地に住む者たちに私たちの血の復讐をなさらないのですか。」

11 すると、彼らの一人一人に白い長い衣が与えられ、彼らに、「あなたがたと同じように殺されるはずの、彼らの同僚の僕たちと兄弟たちの数が満ちるまで、もうしばらくの間、休んでいなさい」と言われた。

12 また、第六の封印を開かれたとき、私は見た。すると、大きな地震が起こり、太陽は毛の粗布のように黒くなり、月は血のようになった。

13 そして天の星が大地に落ちた。それは、いちじくの木が大風に揺られて、その未熟なイチジクを落とすようであった。

14 天は巻き物が巻かれるように離れ去り、すべての山と島がその場所から動かされた。

15 地上の王たち、大いなる者たち、富める者たち、千人隊長たち、力ある者たち、そしてすべての奴隷とすべての自由人は、山々の洞窟と岩の中に身を隠した。

16 そして彼らは山と岩とに言う、「われわれの上に倒れかかって、御座にいます方の顔と子羊の怒りとから、われわれを隠してくれ」。

17 御怒りの大いなる日が来た。だれが立ち得ようか。

Revelation 7

1 この後、私は四人の天使が地の四隅に立っているのを見た。彼らは地の四方の風を押さえ、風が地にも海にも、どんな木にも吹かないようにしていた。

2 また、私は別の天使が、生ける神の封印を持って、太陽の昇る東から上って来るのを見た。彼は、地と海を害することを許された四人の天使たちに、大きな声で叫んだ。

3 「私たちが神の奴隷たちの額に印を押してしまうまで、大地にも海にも木にも害を与えてはいけない。」

4 そして私は、印を押された者たちの数を聞いた。十四万四千の千、イスラエルの子らのすべての部族から印を押された者たちである。

5 ユダの部族から一万二千人が印を押され、ルベンの部族から一万二千人が印を押され、ガドの部族から一万二千人が印を押された。

6 アシェルの部族から一万二千人が印を押され、ナフタリの部族から一万二千人が印を押され、マナセの部族から一万二千人が印を押された。

7 シメオンの部族から一万二千人が印を押され、レビの部族から一万二千人が印を押され、イッサカルの部族から一万二千人が印を押された。

8 ゼブルンの部族から一万二千人、ヨセフの部族から一万二千人、ベニヤミンの部族から一万二千人が印を押された。

9 その後、私は見た。見よ、だれにも数えることのできない大群衆が、あらゆる民族、部族、民、舌から、白い長い衣を着て、椰子の木の枝を手に持ち、王座と子羊の前に立っていた。

10 彼らは大声で叫んで言った、「救いは、御座にある私たちの神と子羊にあります。」

11 そして、すべての天使たちは、王座と長老たちと四つの生き物の周囲に立っていたが、彼らは王座の前に顔を伏せて倒れ、神を礼拝した。

12 「アーメン。祝福と栄光と知恵と感謝と名誉と力と力が、私たちの神に永遠にありますように。アーメン。」

13 すると、長老のひとりが私に答えて言った、「白い長い衣を着ているこれらの人々は、だれですか。また、どこから来たのですか。」

14 そこで私は言った、「主よ、あなたはご存じです」。すると彼は私に言った、「これらの者たちは、大きな苦難から出て来た者たちであり、彼らは自分たちの長い衣を洗い、子羊の血で自分たちの長い衣を白くしたのである」。

15 それゆえ、彼らは神の王座の前にいて、その神殿で昼も夜も神に仕えている。そして、王座に座しておられる方が、彼らの上に幕を張るであろう。

16 彼らはもはや飢えることもなく、渇くこともなく、太陽もどんな熱も彼らに降りかかることはない。

17 なぜなら、御座の中央にいる子羊が彼らを牧し、彼らを生ける水の泉に導き、神は彼らの目からすべての涙をぬぐい去るからである。

Revelation 8

1 小羊が第七の封印を開いたとき、天に半時間の沈黙があった。

2 そして私は、神の御前に立つ七人の天使たちを見た。彼らに七つのラッパが与えられた。

3 また、もう一人の天使が来て、金の香炉を持って祭壇のところに立った。そして、彼に多くの香が与えられた。すべての聖徒たちの祈りとともに、御座の前にある金の祭壇の上にささげるためであった。

4 香の煙は、聖徒たちの祈りとともに、天使の手から神の御前に立ち上った。

5 御使いは香炉を取り、祭壇の火でそれを満たし、それを大地に投げた。すると、声と雷鳴と稲光と地震が起こった。

6 七人の天使たちは、七つのラッパを持って、ラッパを吹くために自分たちを備えた。

7 第一の天使がラッパを吹き鳴らした。すると、血の混じった雹と火とが起こり、地上に投げられた。そして、木の三分の一は焼け、すべての青い草も焼けてしまった。

8 第二の天使がラッパを吹き鳴らした。すると、火の燃えている大きな山のようなものが海に投げ込まれ、海の三分の一が血となった。

9 そして、海の中にいた命のある被造物の三分の一が死に、船の三分の一も壊された。

10 第三の天使がラッパを吹き鳴らした。すると、灯のように燃えている大きな星が天から落ちて、川の三分の一と水の泉に落ちた。

11 その星の名前は蓬艾と呼ばれ、水の三分の一は蓬艾となった。水が苦くなったので、その水のために多くの人が死んだ。

12 第四の天使がラッパを吹き鳴らした。すると、太陽の三分の一と月の三分の一と星の三分の一が打たれ、それらの三分の一は暗くなり、日の三分の一は輝かず、夜も同様であった。

13 また私は見た。そして、一羽の天使が天の真中を飛びながら、大きな声で言うのを聞いた。「わざわい、わざわい、わざわい、地に住む者たちに。残りの三人の天使たちのラッパの声が、まさに吹き鳴らそうとしている。」

Revelation 9

1 第五の天使がラッパを吹き鳴らした。すると、私は一つの星が天から大地に落ちるのを見た。その星には深淵の井戸の鍵が与えられた。

2 そして彼は深淵の井戸を開いた。すると、大きな炉の煙のような煙が井戸から立ち上り、太陽も空気も、その井戸の煙によって暗くなった。

3 その煙の中からイナゴが大地に出て来た。そして彼らには、大地のサソリが持つような権威が与えられた。

4 そして彼らは、地の草やすべての青草やすべての木を害さず、ただ額に神の封印を持たない人々だけを害するように言われた。

5 しかし、彼らを殺すことは許されず、ただ五か月の間苦しめられることが許された。その苦痛は、サソリが人を刺したときの苦痛のようであった。

6 その日々には、人々は死を求めるが、それを見いだせず、死ぬことを望むが、死は彼らから逃げ去るであろう。

7 そのイナゴの似姿は、戦争に備えた馬に似ており、その頭には金のような冠があり、その顔は人の顔のようであった。

8 また、彼らは女の髪のような髪を持ち、その歯は獅子の歯のようであった。

9 また、鉄の胸当てのような胸当てを着け、その翼の声は、多くの馬の戦車が戦争に走る時の声のようであった。

10 彼らはサソリのような尾と刺を持っており、その尾には、五か月の間、人に害を加える権威があった。

11 彼らは自分たちの上に王として深淵の天使を持っている。彼の名前はヘブル語でアバドン、ギリシャ語ではその名前はアポリュオンである。

12 第一の災いは過ぎ去った。見よ、この後なお二つの災いが来る。

13 第六の天使がラッパを吹き鳴らした。すると、私は神の御前にある金の祭壇の四つの角から一つの声を聞いた。

14 その声は、ラッパを持っている第六の天使に言った。「大川ユーフラテスのほとりで縛られている四人の天使たちを解き放て。」

15 そして、時のため、日のため、月のため、年のために備えられていた四人の天使たちが、人々の三分の一を殺すために解き放たれた。

16 騎兵の軍隊の数は二億であり、私はその数を聞いた。

17 そして、このようにして私は幻の中で馬たちと、その上に座っている者たちを見た。彼らは火のような、青みがかった、そして硫黄のような胸当てを着けており、馬の頭は獅子の頭のようであり、その口からは火と煙と硫黄が出て行った。

18 この三つのものによって、人々の三分の一は殺された。すなわち、彼らの口から出る火と煙と硫黄によってである。

19 その権威は彼らの口の中にあり、その尾は蛇のようで、頭を持ち、それによって害を加えるのである。

20 これらの災いによって殺されなかった残りの人々は、その手の働きを悔い改めず、悪霊や、金、銀、銅、石、木で造られた、見ることも聞くことも歩くこともできない偶像を拝むことをやめなかった。

21 そして、彼らは自分たちの殺人、魔術、姦淫、窃盗を悔い改めなかった。

Revelation 10

1 また、私は、もう一人の強い天使が、雲をまとって天から降りて来るのを見た。その頭の上には虹があり、その顔は太陽のようであり、その足は火の柱のようであった。

2 そして、彼はその手に開かれた小さな巻物を持ち、その右足を海の上に、左足を大地の上に置いた。

3 彼は獅子がほえるように大声で叫んだ。そして彼が叫んだとき、七つの雷鳴がそれぞれ自分の声を語った。

4 七つの雷が語ったとき、私は書き留めようとしていた。すると、天から声が聞こえて、私に言った、「七つの雷が語ったことを封じて、それを書くな。」

5 そして、私が見た、海と大地の上に立っている天使は、その手を天に上げた。

6 そして、永遠に生き、天とその中にあるもの、地とその中にあるもの、海とその中にあるものを創造された方にかけて誓った。「もはや時間はない。」

7 しかし、第七の天使の声の日々において、彼がラッパを吹こうとしている時、神の秘義は、神がご自身の奴隷である預言者たちに福音として告げられたとおりに成就するであろう。

8 すると、私が天から聞いた声が、再び私に語りかけて言った。「行って、海と大地の上に立っている天使の手にある、開かれた小さな巻物を受け取りなさい。」

9 それで、私は天使のところへ行って、彼に言った、「その小さな巻物を私に下さい」。すると彼は私に言った、「それを取って、食べなさい。それはあなたの腹を苦くするが、あなたの口には蜂蜜のように甘いであろう」。

10 そこで、私は天使の手から小さな巻物を取り、それを食べ尽くした。すると、それは私の口には蜂蜜のように甘かった。そして、それを食べたとき、私の腹は苦くなった。

11 そして彼は私に言った、「あなたは再び多くの民、民族、舌、王たちについて預言しなければならない。」

Revelation 11

1 それから、私に杖のような葦が与えられた。そして、こう言う者があった。「立って、神の神殿と祭壇と、そこで礼拝している者たちを測れ。」

2 神殿の外の庭を外に捨てよ、それを測ってはならない。なぜなら、それは民族に与えられたからである。彼らは聖なる都市を四十二か月の間踏みにじるであろう。

3 そして、わたしはわたしのふたりの証人に与えよう。彼らは粗布を着て、千二百六十日の間、預言するであろう。

4 彼らは、全地の神の御前にある二本のオリーブの木、また二つの燭台である。

5 もし誰かが彼らに害を加えようとするなら、火が彼らの口から出て、彼らの敵を焼き尽くす。もし誰かが彼らに害を加えようとするなら、そのようにして彼は必ず殺されなければならない。

6 この人たちは、預言の日々の間、雨が降らないように天を閉じる権威を持ち、また、水を血に変え、思うままに何度でもあらゆる災いで大地を打つ権威を持っている。

7 そして彼らがその証言を終えるとき、深淵から上って来る野獣が彼らと戦争をし、彼らに勝ち、彼らを殺す。

8 彼らの死体は、霊的にソドムやエジプトと呼ばれる大きな都市の通りに置かれる。そこでは、私たちの主も十字架につけられたのである。

9 そして、諸民族、諸部族、諸舌、諸国民の中から来た者たちが、彼らの死体を三日半の間見るであろう。そして、彼らの死体を墓に納めることを許さないであろう。

10 地に住む人々は彼らのことで喜び、祝い、互いに贈り物を送り合う。なぜなら、この二人の預言者が地に住む人々を苦しめたからである。

11 そして三日半の後、神から出た命の霊が彼らに入り、彼らは自分の足で立ち上がった。そして、彼らを見ていた者たちに大きな恐れが落ちた。

12 彼らは天から大きな声が自分たちに「ここに上れ」と言うのを聞いた。そして彼らは雲に乗って天に上った。彼らの敵たちは彼らを見た。

13 その時、大きな地震が起こり、都市の十分の一が倒れた。そして、その地震で七千人の名前の人々が殺され、残りの者たちは恐れを抱き、天の神に栄光を帰した。

14 第二の災いは過ぎ去った。見よ、第三の災いがすぐに来る。

15 第七の天使がラッパを吹き鳴らした。すると、天に大きな声々が起こって言った、「この世界の王国は、私たちの主とそのキリストのものとなった。主は永遠の永遠に支配されるであろう。」

16 二十四人の長老たちは、神の御前で自分たちの王座に座っていたが、顔を伏せて神を礼拝した。

17 「主なる神、全能者、常にいまし、昔いまし、来たり給う方よ。あなたがその大いなる力を取り、王として統治されたことを、私たちは感謝します。」

18 諸国の民は怒り、あなたの怒りが来た。死者が裁かれる時、あなたの奴隷である預言者たち、聖なる者たち、あなたの名前を恐れる者たち、小さい者にも大きい者にも報酬を与える時、そして大地を滅ぼす者たちを滅ぼす時が来た。

19 そして天にある神の神殿が開かれ、その神殿の中に契約の箱が見えた。そして稲光と声と雷鳴と地震と大きな雹が起こった。

Revelation 12

1 また、巨大なしるしが天に現われた。ひとりの女が太陽を着て、月を足の下に踏み、頭には十二の星の冠をかぶっていた。

2 胎を抱えて、産みの苦しみと痛みに苛まれながら叫んでいる。

3 また、別のしるしが天に現れた。見よ、大きな赤い竜がいて、七つの頭と十の角を持ち、その頭には七つの王冠があった。

4 その尾は天の星の三分の一を引き寄せ、それらを地に投げた。また、竜は子を産もうとしている女の前に立っていた。彼女が子を産んだとき、その子を食い尽くすためであった。

5 女は男の子を産んだ。この子は、鉄の杖をもってすべての民族を牧するはずである。その子は神のみもと、その王座に引き上げられた。

6 女は荒野に逃げた。そこには、神によって備えられた場所があり、千二百六十日の間、彼女を養うためであった。

7 そして天に戦争が起こった。ミカエルとその天使たちは竜と戦った。そして竜とその天使たちも戦った。

8 そして彼らは勝つことができず、天にはもはや彼らの場所が見つからなかった。

9 そして、その大きな竜、すなわち、悪魔とかサタンとか呼ばれる、全世界を惑わす古い蛇は、地に投げ落とされた。彼の天使たちも彼とともに投げ落とされた。

10 そして私は、天で大きな声がこう言うのを聞いた。「今や、私たちの神の救いと力と王国と、そのキリストの権威が現れた。なぜなら、私たちの兄弟たちの告発者、彼らを私たちの神の御前で昼も夜も訴えている者が投げ落とされたからである。

11 彼らは、子羊の血と自分たちの証言の言葉によって彼に打ち勝った。そして彼らは死に至るまで自分の魂を愛さなかった。

12 それゆえ、天とその中に住む者たちよ、喜べ。しかし、地と海とに住む者たちにはわざわいが来る。悪魔が自分の時の短いことを知り、大きな怒りを抱いて、あなたがたのところに下って来たからである。

13 そして、竜は自分が大地に投げ落とされたのを見て、男の子を産んだ女を追いかけた。

14 しかし、女には大きな鷲の翼が二つ与えられた。それは、自分の場所である荒野へ飛んで行き、そこで一時と二時と半時の間、蛇の顔の前から養われるためであった。

15 蛇はその口から水を川のように女の後ろに吐き出し、彼女を洪水で押し流そうとした。

16 すると、大地は女を助け、その口を開いて、竜がその口から吐き出した川を飲み込んだ。

17 そして竜は女に対して激しく怒り、彼女の種の残りの者たち、すなわち神の戒めを守り、イエス・キリストの証言を持つ者たちと戦争をするために出て行った。

Revelation 13

1 そして私は海の砂の上に立った。また、海から一匹の野獣が上って来るのを見た。それには七つの頭と十の角があり、その角には十の王冠があり、その頭には冒涜の名前があった。

2 私が見たその野獣は豹に似ており、その足は熊の足のようで、その口は獅子の口のようであった。そして竜はその野獣に、自分の力と自分の王座と大きな権威とを与えた。

3 また、私はその頭の一つが死に至るまで打たれたのを見た。しかし、その死の災いは癒やされた。そして、全地は驚いて、その野獣に従った。

4 そして彼らは、権威を野獣に与えた竜を拝み、また野獣を拝んで言った、「だれがこの野獣に似ているか。だれがこれと戦うことができるか」。

5 また、この獣は、大きなことを語り、冒涜を語る口を与えられ、四十二か月の間、活動する権威を与えられた。

6 そして彼はその口を開いて、神に対する冒涜を語り、その名前とその幕屋、そして天に住む者たちを冒涜した。

7 そして、聖徒たちと戦争をするために、それが彼に与えられ、彼らに打ち勝つことができた。また、あらゆる部族、舌、民族の上に権威が彼に与えられた。

8 そして、地に住む者で、ほふられた子羊の命の書物に、世の基礎からその名前が書かれていない者はみな、彼を拝むであろう。

9 耳のある者は聞きなさい。

10 捕囚を集める者は捕囚として行く。刀で殺す者は、自分も刀で殺されねばならない。ここに聖徒たちの忍耐と信仰がある。

11 また、私は別の野獣が大地から上って来るのを見た。それには子羊のような二つの角があり、竜のように語った。

12 そして、最初の野獣のすべての権威をその前で行い、また、大地とそこに住む者たちに、死の災いが癒やされた最初の野獣を拝ませた。

13 また、人々の前で、火を天から地に降らせるような大きなしるしを行った。

14 また、その野獣の前で行うことを許されたしるしによって、地上に住む者たちを惑わし、剣の災いを受けながらも生きたその野獣の像を造るように、地上に住む者たちに言った。

15 そして、その獣の像に霊を与えることが彼に許され、その獣の像が語ることさえもでき、また、その獣の像を拝まない者たちをみな殺させることができた。

16 また、小さい者にも、大きい者にも、富んでいる者にも、貧しい者にも、自由人にも、奴隷にも、彼らの右の手か、彼らの額に刻印を授けさせる。

17 また、その刻印、すなわち、あの野獣の名前、またはその名前の数を持っている者以外は、だれも買うことも売ることもできないようにした。

18 ここに知恵がある。心のある者は、その野獣の数を数えなさい。その数は人の数である。そして、その数は六百六十六である。

Revelation 14

1 また、私は見た。見よ、子羊がシオンの山の上に立っていた。そして、彼と共に十四万四千人の者たちがいて、彼らの額には彼の父の名前が書かれていた。

2 また、私は天からの声を聞いた。それは大水の声のようであり、また、大きな雷鳴の声のようでもあった。そして、私は竪琴奏者たちが自分の竪琴で奏でる声を聞いた。

3 彼らは王座の前と、四つの生き物と長老たちの前で新しい歌を歌った。しかし、地上から贖われた十四万四千人以外には、だれもこの歌を学ぶことができなかった。

4 この人たちは、女たちと共に汚されなかった者たちである。彼らは処女だからである。この人たちは、子羊が行く所ならどこへでも従って行く者たちである。この人たちは、人々の中から買い取られた者たちで、神と子羊への初穂である。

5 彼らの口には欺きは見いだされなかった。彼らは神の王座の前で傷のない者であるからだ。

6 また、私は、もう一人の天使が天の真中を飛んでいるのを見た。彼は、地上に住む者たち、すなわち、あらゆる民族、部族、舌、民に永遠の福音を宣べ伝えるために、それを携えていた。

7 大きな声で言った、「神を恐れ、神に栄光を帰せよ。神の裁きの時が来たからである。天と大地と海と水の泉を造った方を拝め。」

8 また、別の天使が従って来て、言った、「倒れた、倒れた、大いなる都市バビロンは。その姦淫の怒りの葡萄酒を、すべての民族に飲ませたからだ。」

9 また、第三の天使が彼らに従って来て、大きな声で言った、「もし誰かが野獣とその像を拝み、自分の額か手に刻印を受けるなら、

10 彼もまた、神の怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りの葡萄酒を飲むであろう。そして、聖なる天使たちの前と子羊の前で、火と硫黄とで苦しめられるであろう。

11 そして、彼らの苦痛の煙は永遠に永遠に立ち上り、昼も夜も休息を得ることがない。野獣とその像を拝む者たち、またその名前の刻印を受ける者は誰でも。

12 ここに聖徒たちの忍耐がある。ここに神の戒めとイエスに対する信仰を守る者たちがいる。

13 また、私は天から声が聞こえた。「書き記せ。『今から後、主にあって死ぬ死者は幸いである。』」と。霊も言う。「そのとおり。彼らはその労苦から休むことができる。彼らの働きは彼らに従って行くからである。」

14 また、私は見た。見よ、白い雲があった。そして、その雲の上に人の子のような方が座っておられた。その方は頭に金の冠をかぶり、手に鋭い鎌を持っておられた。

15 すると、もう一人の天使が神殿から出て来て、雲の上に座っておられる方に大声で叫んだ。「あなたの鎌を送って刈り取ってください。地の収穫は枯れたので、あなたが刈り取る時が来たからです。」

16 そこで、雲に乗っておられる方が、その鎌を大地に投げ入れると、大地は刈り取られた。

17 また、もう一人の天使が天の神殿から出て来た。この天使も鋭い鎌を持っていた。

18 すると、火を支配する権威を持つもう一人の天使が祭壇から出て来て、鋭い鎌を持つ者に大声で叫んで言った。「あなたの鋭い鎌を送り、地のぶどうの房を刈り集めよ。そのぶどうは熟しているからだ。」

19 そこで天使はその鎌を大地に投げ入れ、大地のぶどうの木を刈り集め、神の怒りの大きな葡萄酒搾り場に投げ入れた。

20 葡萄酒搾り場は都市の外で踏まれ、その葡萄酒搾り場から血が出て、馬の轡にまで達し、千六百スタディオンに及んだ。

Revelation 15

1 また、私は天に、もう一つの偉大で驚くべきしるしを見た。七人の天使が、最後の七つの災いを携えていた。これらの災いによって、神の怒りが完了したのである。

2 また、火の混じったガラスの海のようなものを見た。そして、野獣とその像とその刻印とその名前の数に打ち勝った者たちが、神の竪琴を手にして、そのガラスの海の上に立っているのを見た。

3 彼らは神の奴隷モーセの歌と子羊の歌を歌って言った、「主なる神、全能者よ、あなたの働きは偉大で驚くべきものです。諸国の王よ、あなたの道は正しく、真実です。」

4 主よ、だれがあなたを恐れず、あなたの名前をあがめないでしょうか。ただあなただけが聖なる方です。すべての民族が来て、あなたの前にひれ伏します。あなたの定めが明らかにされたからです。

5 その後、私は見た。見よ、天にある証言の幕屋の神殿が開かれた。

6 そして、七つの災いを携えた七人の天使が神殿から出て来た。彼らは清く輝く亜麻布を着て、胸に金の帯を締めていた。

7 また、四つの生き物の一つが、永遠に生きておられる神の怒りで満ちた七つの金の鉢を、七人の天使に与えた。

8 神殿は神の栄光と神の力から出る煙で満たされ、七人の天使たちの七つの災いが終わるまで、だれもその神殿に入ることができなかった。

Revelation 16

1 また、私は神殿から大きな声が七人の天使に言うのを聞いた。「行って、神の怒りの鉢を大地に注ぎ出せ。」

2 そこで、最初の者が行って、自分の鉢を大地に注ぎ出した。すると、野獣の刻印を持つ人々と、その像を拝む人々に、悪くて邪悪な潰瘍ができた。

3 第二の天使が自分の鉢を海に注ぎ出した。すると、海は死者の血のような血となり、海の中のすべての生きた魂は死んだ。

4 第三の御使いが鉢を川と水の源とにぶちまけた。すると、それらは血になった。

5 また、私は水をつかさどる天使がこう言うのを聞いた。「正しい方よ、主よ、あなたは今おられ、かつておられた聖なる方です。あなたがこれらのことを裁かれたからです。

6 彼らは聖徒たちと預言者たちの血を流しましたが、あなたは彼らにその血を飲ませました。彼らはそれにふさわしいからです。

7 また、私は祭壇から別の者が言うのを聞いた。「しかり。主よ、全能者である神よ。あなたの裁きは真実で正しい。」

8 第四の天使が自分の鉢を太陽に注ぎ出した。すると、火で人々を焼くことが彼に与えられた。

9 人々は激しい熱で焼かれ、これらの災いに対して権威を持つ神の名前を冒涜したが、悔い改めて神に栄光を帰することはなかった。

10 第五の天使が自分の鉢を野獣の王座に注ぎ出した。すると、その王国は暗くなり、彼らは痛みのゆえに自分の舌をかんだ。

11 そして、彼らは自分たちの痛みと潰瘍のために天の神を冒涜し、自分たちの働きを悔い改めなかった。

12 第六の天使が自分の鉢を大いなる川ユーフラテスに注ぎ出した。すると、その水は、日の出る方から来る王たちの道を備えるために、干上がった。

13 また、私は竜の口と、野獣の口と、偽預言者の口とから、蛙のような汚れた霊が三つ出て来るのを見た。

14 彼らはしるしを行う悪霊の霊であり、地と全世界の王たちのところへ出て行き、全能者なる神の大いなる日の戦争のために彼らを集めるのである。

15 見よ、わたしは泥棒のように来る。目を覚まして、その上着を守っている者は幸いである。裸で歩かず、その恥を人々が見ないようにするために。

16 そして彼らを、ヘブル語でハルマゲドンと呼ばれる場所に集めた。

17 第七の天使が自分の鉢を空気の中に注ぎ出した。すると、天の神殿の王座から大きな声が出て、「成し遂げられた」と言った。

18 すると、声と雷鳴と稲光があり、大きな地震が起こった。その地震は、人々が地上にいた時からこれまでに起こったことのないほどに大きく、それほどに大きな地震であった。

19 また、その大きな都市は三つの部分に分かれ、諸民族の都市は倒れた。そして、大バビロンは神の前に覚えられ、神の激しい怒りの葡萄酒の杯を彼女に与えるためであった。

20 あらゆる島は逃げ去り、山々も見つからなかった。

21 また、一タラントほどの大きな雹が天から人々の上に降って来た。人々は、その雹の災いのゆえに神を冒涜した。その災いが非常に大きかったからである。

Revelation 17

1 また、七つの鉢を持つ七人の天使の一人が来て、私に話して言った、「ここに来なさい。多くの水の上に座っている大いなる娼婦への裁きをあなたに示しましょう。」

2 地の王たちは彼女と姦淫を行い、地に住む者たちは彼女の姦淫の葡萄酒に酔った。

3 そして彼は私を霊において荒野に連れて行った。すると私は、女が緋色の野獣に座っているのを見た。それは冒涜の名前で満ち、七つの頭と十の角を持っていた。

4 その女は紫と緋の衣をまとい、金と宝石と真珠で飾られ、忌むべきものと自分の姦淫の不潔で満ちた金の杯を手に持っていた。

5 その額には、名前が書かれていた。秘義、大いなるバビロン、娼婦たちと地の忌むべきものたちの母。

6 そして、私はその女が聖徒たちの血とイエスの証人たちの血に酔っているのを見た。そして、彼女を見て、私は大きな驚きをもって驚いた。

7 すると、御使いは私に言った、「なぜ驚いたのか。私はあなたに、この女の秘義と、彼女を負っている野獣、すなわち七つの頭と十の角を持つ者の秘義を話そう。」

8 あなたが見た野獣は、かつておったが、今はいない。そして、深淵から上って来ようとしており、滅びへと向かうであろう。地に住む者たちで、世界の基礎から命の書物にその名前が書かれていない者たちは、その野獣が、かつておったが、今はおらず、しかも現れるのを見て驚くであろう。

9 ここに知恵のある心がある。七つの頭は、女がその上に座っている七つの山である。

10 七人の王がいる。そのうち五人は倒れ、一人は今いる。もう一人はまだ来ていない。彼が来るとき、彼はしばらくの間とどまらなければならない。

11 昔いたが今はいない野獣も、八番目であり、七つのうちの一つであり、滅びへと向かっている。

12 あなたが見た十の角は十人の王たちであり、彼らはまだ王国を受けていないが、野獣とともに一つの時に王としての権威を受ける。

13 この者たちは一つの意見を持ち、自分たちの力と権威をその野獣に与える。

14 これらの者たちは子羊と戦うが、子羊は彼らに打ち勝つ。なぜなら、子羊は主の主、王の王であり、彼と共にいる者たちは、召された者、選ばれた者、忠実な者だからである。

15 また彼は私に言った、「あなたが見た水、すなわち娼婦が座っている所は、民と群衆と民族と舌である。」

16 あなたが見た十の角と野獣とは、その娼婦を憎み、彼女を荒れ果てさせ、裸にし、その肉を食べ、彼女を火で焼き尽くすであろう。

17 なぜなら、神は彼らの心に、神の意見を行うことと、一つの意見を行うことと、彼らの王国を野獣に与えることを、神の言葉が成し遂げられるまで与えたからである。

18 あなたが見た女は、地上の王たちの上に王国を持つ大きな都市です。

Revelation 18

1 この後、私は、天使が天から下って来るのを見た。その天使は大きな権威を持っていた。そして、大地はその栄光によって照らされた。

2 彼は力強い声で叫んで言った、「倒れた、倒れた、大いなるバビロン。そして、悪霊の住まい、あらゆる汚れた霊の刑務所、あらゆる汚れた、憎まれた鳥の刑務所となった。

3 それは、すべての民族が彼女の姦淫の怒りの葡萄酒を飲み、大地の王たちは彼女と姦淫を行い、大地の商人たちは彼女のぜいたくの力によって富を得たからである。

4 また、私は天から別の声がこう言うのを聞いた。「わたしの民よ、その都から出て行きなさい。その罪を共にしないため、またその災いを受けないために。」

5 なぜなら、彼女の罪は天にまで達し、神は彼女の不正行為を覚えておられるからです。

6 彼女があなたがたに返したように、彼女に返し、彼女の働きに応じて二倍にして返せ。彼女が混ぜた杯の中で、彼女に二倍のものを混ぜよ。

7 彼女が自分を誇り、好色にふけったのと同じだけの苦痛と悲嘆を彼女に与えなさい。なぜなら、彼女は心の中で「私は女王として座しており、寡婦ではないから、悲嘆を見ることはない」と言っているからです。

8 それゆえ、一日のうちに、彼女の災いが来る。死と悲嘆と飢饉、そして火で焼き尽くされる。彼女を裁く主なる神は力強いからである。

9 地の王たちは、彼女と淫行を行い、ぜいたくに暮らしていた者たちであるが、彼女が焼かれる煙を見るとき、彼女のために泣き、悲しむであろう。

10 彼らは、その苦痛を恐れて遠くに立って、言った。「わざわい、わざわい、大いなる都市バビロン、力強い都市よ。あなたの裁きが一つの時に来たのだ。」

11 地上の商人たちは、彼女のことで泣き悲しんでいる。なぜなら、もはや誰も彼らの重荷を買う者がいないからである。

12 金、銀、貴重な石、真珠、上等の亜麻布、紫、絹、緋色の布、すべての香木、すべての象牙の器、すべての貴重な木と青銅と鉄と大理石でできた器の重荷、

13 また、シナモン、香、軟膏、乳香、葡萄酒、油、上等粉、小麦、家畜、羊、馬、戦車、体、そして人の魂です。

14 あなたの魂の欲望の果物はあなたから去って行き、すべての豊かな物と輝く物もあなたから去って行った。そして、あなたはそれらを決して再び見いだすことはない。

15 これらの物を商って彼女から富を得ていた商人たちは、彼女の苦痛を恐れて、遠くから立って、泣き悲しむであろう。

16 そして言った、「わざわい、わざわい、大きな都市よ。亜麻布と紫布と緋布をまとい、金と貴重な石と真珠で飾られていた者よ。

17 あれほどの富が一時間で荒廃した。そしてすべての舵手、すべての船にいる群れ、水夫たち、そして海で働く者たちは、遠くから立っていた。

18 彼らは、その焼かれる煙を見て叫び、言った、「この大きな都市に等しいものは何か」。

19 彼らは頭に塵をかぶり、泣き悲しみながら叫んで言った。「わざわいだ、わざわいだ、大きな都市よ。海に船を持つ者たちは皆、その高価さによって富を得ていたのに、一つの時に荒廃した。」

20 天よ、聖徒たち、使徒たち、預言者たちよ、この都のことで喜べ。神があなたがたの裁きをこの都から下されたからである。

21 また、ひとりの強い天使が、臼石のような大きな石を取り上げ、海に投げ入れて言った、「このように、大いなる都市バビロンは暴力によって投げ落とされ、もはや見いだされることはない」。

22 竪琴奏者と音楽家と笛手とラッパ手の声は、もうあなたの中で聞かれることはない。また、あらゆる技術の職人も、もうあなたの中で見いだされることはない。臼石の声も、もうあなたの中で聞かれることはない。

23 そして、灯の光は、もはやあなたの中で輝くことはない。花婿と花嫁の声も、もはやあなたの中で聞かれることはない。なぜなら、あなたの商人たちは、地上の大いなる者たちであり、すべての民族があなたの魔術によって惑わされたからである。

24 また、この都の中に預言者たちと聖徒たちの血、そして地上で殺されたすべての者たちの血が見いだされた。

Revelation 19

1 この後、私は天で大群衆の大きな声を聞いた。「ハレルヤ。救いと栄光と名誉と力は、われらの主なる神のものだ。」

2 その裁きは真実かつ正しい。なぜなら、彼はその大いなる娼婦を裁いたからである。その娼婦は自分の姦淫によって大地を腐敗させた。そして、彼は自分の奴隷たちの血を、彼女の手から報復したのである。

3 そして再び彼らは言った、「ハレルヤ。彼女の煙は永遠に立ち上る。」

4 二十四人の長老たちと四つの生き物はひれ伏し、王座に座しておられる神を礼拝して、「アーメン。ハレルヤ。」と言った。

5 また、王座から声が出て、「われわれの神を賛美せよ。すべての神の奴隷たち、神を恐れる者たち、小さい者も大きい者も。」と言った。

6 また、私は大群衆の声、大水の音、激しい雷鳴のようなものが、こう言うのを聞いた。「ハレルヤ。全能者である主なる神が王となられた。

7 喜び、かつ大いに喜び、その栄光を彼に与えよう。子羊の結婚の時が来て、その妻は自分自身を整えたからである。

8 そして、彼女が清く輝く亜麻布を着ることが与えられた。その亜麻布は、聖徒たちの定めである。

9 そして彼は私に言った、「子羊の結婚の夕食に招かれた者たちは幸いである、と書きなさい」。また彼は私に言った、「これらの言葉は神の真実の言葉である」。

10 そこで、私は彼の足もとにひれ伏して彼を拝もうとした。すると彼は私に言った、「見るな。私はあなたの同僚の僕であり、イエスの証言を持つあなたの兄弟たちの同僚の僕である。神を拝みなさい。なぜなら、イエスの証言は預言の霊だからである。」

11 また、私は開かれた天を見た。見よ、白い馬がいた。それに乗っている方は「忠実かつ真実」と呼ばれる方で、義をもって裁き、戦う。

12 その目は火の炎のようであり、その頭には多くの王冠があった。彼は、自分以外にはだれも知らない名が書かれていた。

13 その方は血に染まった上着を着ていて、その名前は神の言葉と呼ばれた。

14 天にある軍隊は、白い馬に乗って、白く清い麻布を着て、彼に従った。

15 その方の口からは、諸国の民を打つために鋭い剣が出る。その方は鉄の杖で彼らを牧する。その方はまた、全能者なる神の怒りと憤りの葡萄酒を踏む葡萄酒搾り場を踏む。

16 また、その上着と腿の上に、「王の王、主の主」という名前が書かれていた。

17 また、私は太陽の中に立っている一人の天使を見た。彼は大声で叫んで言った、「天の真中を飛ぶすべての鳥よ、来て、大いなる神の夕食に集まれ」。

18 王たちの肉、千人隊長たちの肉、強い者たちの肉、馬とそれに乗っている者たちの肉、そしてすべての自由人と奴隷、小さい者と大きい者の肉を食べるためである。

19 また、私は野獣と大地の王たちとその軍隊が集まって、馬に乗った方とその軍隊に対して戦争をするのを見た。

20 野獣は捕えられ、また、その野獣の前でしるしを行い、それによって野獣の刻印を受けた者たちとその像を拝む者たちを惑わした偽預言者も、彼とともに捕えられた。この二人は、硫黄の燃えている火の湖に、生きたままで投げ込まれた。

21 その他の者たちは、馬に乗った方の口から出る剣で殺され、すべての鳥は彼らの肉で満たされた。

Revelation 20

1 また、私は天使が天から下って来るのを見た。その天使は深淵の鍵と大きな鎖を手に持っていた。

2 彼は、悪魔でありサタンである古い蛇、竜を捕え、彼を千年の間縛った。

3 彼を深淵に投げ入れ、その上を閉じ、封印した。それは、千年が終わるまで、彼が諸民族を惑わすことのないためである。その後、彼はしばらくの間、解き放たれなければならない。

4 また、私は王座を見た。彼らはその上に座った。そして裁きが彼らに与えられた。また、イエスの証言と神の言葉のために首をはねられた者たちの魂、そして野獣にもその像にもひれ伏さず、その額や手に刻印を受けなかった者たちの魂を見た。彼らは生きた。そしてキリストとともに千年の間、王として治めた。

5 その他の死者たちは、千年が終わるまで生き返らなかった。これが第一の復活である。

6 最初の復活にあずかる者は幸いであり、聖なる者である。この人々に対して、第二の死は権威を持たない。彼らは神とキリストの祭司となり、キリストとともに千年の間、王として治めるであろう。

7 しかし千年が終わると、サタンはその刑務所から解き放たれる。

8 そして、彼は地の四隅にある諸民族を惑わすために出て行き、ゴグとマゴグを戦争のために集めるために彼らを召集する。彼らの数は海の砂のようである。

9 彼らは大地の幅に上って行き、聖徒たちの野営と愛された都市とを包囲した。すると、神から天から火が下って来て、彼らを焼き尽くした。

10 そして、彼らを惑わした悪魔は火と硫黄の湖に投げ込まれた。そこには野獣と偽預言者がいて、彼らは日も夜も永遠に苦しめられるであろう。

11 また、私は大きな白い王座と、そこに座しておられる方を見た。その御顔の前から大地と天は逃げ去り、彼らのための場所は見いだされなかった。

12 また、私は死んだ者たちを、小さい者も大きい者も神の前に立っているのを見た。そして、書物が開かれた。また、別の書物も開かれたが、それは命の書物であった。そして、死んだ者たちは、書物に書かれていることに基づいて、自分の働きに応じて裁かれた。

13 海はその中にいる死者を出し、死もハデスもその中にいる死者を出した。そして、それぞれ自分の働きにしたがって裁かれた。

14 そして、死とハデスとは火の湖に投げ込まれた。これが第二の死である。

15 また、いのちの書に名が書かれていない者はみな、火の湖に投げ込まれた。

Revelation 21

1 また、私は新しい天と新しい大地を見た。最初の天と最初の大地は過ぎ去り、海はもはやない。

2 また、私ヨハネは、聖なる都、新しいエルサレムが、神のもとから天から下って来るのを見た。それは、夫のために飾られた花嫁のように整えられていた。

3 また、大きな声が天から出て言うのを聞いた。「見よ、神の幕屋が人々と共にあり、神は彼らと共に住み、彼らはその民となる。そして、神ご自身が彼らの神として彼らと共におられる。」

4 神は彼らの目の涙をすべてぬぐい去られる。もはや死はなく、悲嘆も叫びも痛みもない。以前のものは過ぎ去ったからである。

5 すると、王座に着いておられる方が言われた。「見よ、わたしはすべてを新しくする。」また、わたしに言われた。「書き記せ。これらの言葉は真実であり、忠実である。」

6 また彼は私に言った、「事は成就した。私はアルファであり、オメガである。始めであり、終わりである。私は渇く者に、命の水の泉から、ただで与えよう。」

7 勝利する者は、すべてのものを相続する。わたしは彼の神となり、彼はわたしの子となる。

8 しかし、臆病な者、不信仰な者、忌み嫌うべき者、殺人者、姦淫者、魔術師、偶像崇拝者、そしてすべての偽りを言う者たちの受ける分は、火と硫黄の燃える湖の中にある。これが第二の死である。

9 また、最後の七つの災いで満ちている七つの鉢を持つ七人の天使の一人が私のところに来て、私に語って言った、「来なさい。あなたに子羊の妻である花嫁を見せよう。」

10 そして、彼は私を霊のうちに連れて行き、大きな高い山の上に上らせ、聖なる都エルサレムが神のもとから天から下って来るのを私に示した。

11 神の栄光を有し、その光体は最も貴重な石のようであり、透き通った碧玉の石のようであった。

12 大きな高い城壁があり、十二の門があり、その門には十二人の天使がおり、イスラエルの子らの十二部族の名が書かれていた。

13 東に三つの門、北に三つの門、南に三つの門、西に三つの門があった。

14 また、その都市の城壁には十二の基礎があり、その上には子羊の十二使徒の名前があった。

15 また、私と話していた者は、その都市とその門とその城壁とを測るために、金の葦を持っていた。

16 その都市は四角形で、その長さは幅と同じである。そして彼は葦でその都市を測ったが、一万二千スタディオンであり、その長さも幅も高さも等しい。

17 また、彼はその城壁を測った。それは人間の尺度で百四十四キュビトであり、これは天使の尺度でもあった。

18 その城壁の建築は碧玉であり、都市は清いガラスのように似た清い金であった。

19 都の城壁の基礎は、あらゆる貴重な石で飾られていた。第一の基礎は碧玉、第二はサファイア、第三はカルセドニー、第四はエメラルドである。

20 第五はサードニクス、第六はサード、第七はクリソライト、第八はベリル、第九はトパーズ、第十はクリソプラス、第十一はヒヤシンス、第十二はアメジスト。

21 また、十二の門は十二の真珠であり、それぞれの門は一つの真珠からできていた。そして、その都市の通りは、透明なガラスのような清い金であった。

22 また、この都の中に神殿を見なかった。主なる神、全能者と子羊とが、その神殿だからである。

23 その都市は、太陽や月の光を必要としない。神の栄光がそれを照らし、子羊がその灯だからである。

24 救われた諸国の民は、その光のうちを歩むであろう。また地の王たちは、自分たちの栄光と名誉を、その都に携えて来る。

25 その門は昼の間は決して閉じられることがない。そこには夜がないからである。

26 そして、人々は諸国の民の栄光と名誉とを、そこに携えて来る。

27 しかし、汚れたものや忌むべきものと嘘とを行う者は、決してその都に入ることはない。ただ、子羊の命の書物に書き記されている者たちだけが入る。

Revelation 22

1 また、彼は私に、水晶のように輝くいのちの水の川を見せた。それは神と子羊の王座から出ていた。

2 その通りの中央と川の両側に、命の木があり、十二の果実を実らせ、毎月一つずつその果実を結んだ。その木の葉は諸国の民の治療のためであった。

3 もはや、何の呪いもない。神と子羊の王座が都の中にあり、その奴隷たちは神に仕える。

4 彼らはその顔を見るであろう。また、彼らの額にはその名前が記されているであろう。

5 もはや夜はなく、彼らには灯の光も太陽の光も必要ない。主なる神が彼らを照らされるからである。彼らは永遠に支配する。

6 そして彼は私に言った、「これらの言葉は忠実で真実である。そして、聖なる預言者たちの神である主は、その天使を遣わして、すぐに起こるべき事を、その奴隷たちに示された。」

7 見よ、わたしはすぐに来る。この書物の預言の言葉を守る者は幸いである。

8 これらのことを見聞きした者は、私ヨハネである。私が聞き、また見たとき、これらのことを示してくれた天使の足もとにひれ伏して拝もうとした。

9 すると彼は私に言った、「見るな。私はあなたの同僚の僕であり、あなたの兄弟である預言者たちや、この書物の言葉を守る者たちの同僚の僕である。神を拝みなさい。」

10 また彼は私に言った、「この書物の預言の言葉を封じてはいけない。時が近づいているからである。」

11 不正を行う者は、さらに不正を行え。汚れた者は、さらに汚れよ。正しい者は、さらに正義を行え。聖なる者は、さらに聖なる者となれ。

12 見よ、わたしはすぐに来る。わたしの報酬を携えて、それぞれの働きに応じて報いるために。

13 わたしはアルファであり、オメガである。始めであり、終わりである。最初であり、最後である。

14 幸いである、その戒めを行う者たちは。彼らの権威が命の木に及び、門を通って都市に入ることができるようになるために。

15 外には、犬たちと魔術師たちと姦淫者たちと殺人者たちと偶像崇拝者たち、そしてすべての嘘を愛し行う者がいる。

16 わたし、イエスは、わたしの天使を遣わして、諸教会についてこれらのことをあなたがたに証しさせた。わたしはダビデの根、また種族、輝く明けの星である。

17 霊と花嫁は言う、「来てください」。これを聞く者は、「来てください」と言いなさい。渇く者は来なさい。命の水を欲する者は、それをただで受けなさい。

18 私はこの書物の預言の言葉を聞くすべての者に証しする。もしこれに付け加える者があれば、神はこの書物に書かれている災いをその者に加えられる。

19 また、この預言の書物の言葉から何かを取り除く者がいるなら、神はその者の分を命の書物と聖なる都市と、この書物に書かれていることから取り除かれるであろう。

20 これらのことを証しする者が言う。「しかり、わたしはすぐに来る。」アーメン。主イエスよ、来てください。

21 主イエス・キリストの恵みが、あなたがたすべてとともにありますように。アーメン。
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